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住
友
本
社
経
営
史
　
上
巻



0ま

し

が

き

本
書
は
筆
者
が
平
成
七
年
か
ら
十
八
年
に
か
け
て

『住
友
史
料
館
報
』
に
掲
載
し
た

「住
友
総
本
店
」
、
「住
友
合
資
会
社
」
及
び

「株
式

会
社
住
友
本
社
」

の
各
稿
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
住
友
商
事

に
在
職
中
名
誉
会
長
津
田
久
氏
の

『私
の
住
友
昭
和
史
』

（東
洋

経
済
新
報
社
　
昭
和
六
十
年
）
の
執
筆
を
お
手
伝

い
す
る
機
会
を
得
た
。
津
田
氏
は
当
初
住
友
本
社
史
を
参
考

に
し
て
記
憶
を
辿
れ
ば
執
筆
も

可
能
と
考
え
て
お
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
未
成
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
筆
者
に
対
し
住
友
連
系
各
社
の
社
史
か
ら
関
連
す
る
事
項
を
抜
き
書
き

す
る
作
業
を
托
さ
れ
た
。
筆
者
は
そ
れ
ま
で
社
史
と
い
う
も
の
は
何
か
を
調
べ
る
時
の
参
考
書
と
心
得
て
い
た
の
で
、
自
ら
勤
務
す
る
会
社

の
社
史
す
ら
通
読
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
初
め
て
十
数
冊
の
社
史
に
目
を
通
し
抜
き
書
き
す
る
作
業

に
当
た
り
、
そ
れ
を
参
照

し
て
津
田
氏
の
著
作
は
成

っ
た
。

そ
の
後
筆
者
が
定
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
津
田
氏
か
ら
住
友
史
料
館

へ
の
赴
任
の
お
話
を
頂
い
た
。
そ
の
際
特
に
仕
事

に
関
す
る
指
示

は
な
か
っ
た
が
、
上
記
の
経
緯

に
照
ら
せ
ば
住
友
本
社
史
の
執
筆
を
期
待
さ
れ
た
上
で
の
話
に
相
違
な
か
つ
た
。
問
題
は
経
済
史
や
経
営
史

の
専
門
家
で
も
な
い
筆
者
が
果
た
し
て
そ
の
期
待
に
応
え
得
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
。
幸

い
旧
上
司
で
当
時
流
通
経
済
大
学
教
授
の
島

田
克
美
氏
や
当
時
京
都
大
学
教
授
で
あ

っ
た
渡
辺
尚
氏
の
ご
助
言
に
よ
り
執
筆
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
次
第
で
あ
る
。

住
友

の
先
行
研
究
と
し
て
は
当
時
宮
本
又
次

・
作
道
洋
太
郎
編
著

『
住
友

の
経
営
史
的
研
究
』
（実
教
出
版
　
昭
和
五
十
四
年
）
、
作
道
編

『
日
本
財
閥
経
営
史
　
住
友
財
閥
』
（日
本
経
済
新
聞
社
　
同
五
十
七
年
）
及
び
畠
山
秀
樹

『住
友
財
閥
成
立
史

の
研
究
』
（同
文
館
　
同
六
十
三

年
）等
が
あ

っ
た
が
、　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
当
館

の
前
身
で
あ
る
住
友
修
史
室

の
未
公
開
の
た
め
、
内
容
的
に
限
界
が
あ

っ
た
。　
こ
れ
に
対

し
麻
島
昭

一
氏
が
昭
和
五
十
八
年

に
著
さ
れ
た

『戦
間
期
住
友
財
閥
経
営
史
』
（東
京
大
学
出
版
会
）
は
当
館
所
蔵
資
料

に
基
づ
き
執
筆
さ
れ



２

た
だ
け
あ

っ
て
、
住
友
研
究
の
決
定
版
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
筆
者
は
麻
島
氏
が
開
拓
さ
れ
た
路
線
を
継
承
さ
せ
て
頂
き
、

そ
の
範
囲
を
第

一
次
世
界
大
戦
以
前

の

「住
友
総
本
店
」
ま
で
遡
ら
せ
る
と
と
も
に
、
今
日
の
住
友
グ
ル
ー
プ

ヘ
の
連
続
性
を
探
る
た
め
に

太
平
洋
戦
争

の
戦
時
中
か
ら
戦
後

の
財
閥
解
体
に
至
る
ま
で
延
長
し
、
併
せ
て
そ
の
執
筆

の
視
角
を
麻
島
氏
が
割
愛
さ
れ
た
、
住
友
と
し
て

の
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
求
め
、
そ
れ
に
伴
う
人
事
や
資
金
調
達
に
ま
で
考
察

の
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
資
料

と
し
て
単
に
現
存
す
る
起
案
や
議
事
録
、
書
簡
等

の
社
内
文
書
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
関
係
者
の
回
想
録
や
日
記
、
聞
き
取
り
記
録
に
も
当

た
り
、
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
は
資
料
と
し
て
収
録
し
た
。

冒
頭
に
述
べ
た
通
り
本
書
の
内
容
は

「株
式
会
社
住
友
本
社
」
の
期
間
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
タ
イ
ト

ル
を

『住
友
本
社
経
営
史
』
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
一
言
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
明
治
八
年
住
友
家
と
分
離
す
る
形
で

「住
友
本
店
」
が
成
立

し
て
以
来
、
「住
友
本
店
」

は
住
友
と
い
う
商
号
と
事
業
全
体
の
統
轄
部
門
の
役
割
と
い
う
二
重
性
を
有
し
て
い
た
が
、
当
時
は
広
瀬
宰
平

と
伊
庭
貞
剛
と
い
う
二
代
の
総
理
事

の
統
率
力
に
依
存
し
て
お
り
、
統
轄
部
門
と
い
う
組
織
と
し
て
の
機
能
は
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
と
は
言

い
難
い
状
況
に
あ

つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
次

い
で
総
理
事
と
な

っ
た
鈴
木
馬
左
也
は
銀
行
本
店
等
他

の
事
業
所
に
対
す
る
本

店
の
統
轄
機
能
を
確
立
す
る
た
め
、
「住
友
総
本
店
」
と
改
称
し
た
。
「住
友
総
本
店
」
は
明
治
四
十
五
年
に
住
友
銀
行
が
設
立
さ
れ
て
以
来

持
株
会
社

へ
の
過
程
を
歩
み
始
め
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
組
織
変
更
に
よ
り
大
正
十
年

「住
友
合
資
会
社
」
が
設
立
さ
れ
る
と
、
合
資
会
社

と
い
う
普
通
名
詞
を
も

っ
て
統
轄
機
能
を
表
現
す
る
こ
と
は
不
可
能

の
た
め
、
そ
れ
を
表
す

「本
社
」
と
い
う
名
称
が
非
公
式

に
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
そ
れ
が
定
着
し
た
。
昭
和
十
二
年
合
資
会
社
を
株
式
会
社
に
改
組
す
る
際
、
住
友
株
式
会
社
と
い
う
今
日
で
も
船

場
辺
り
の
商
社
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
商
号
に
は
ぼ
内
定
し
て
い
た
。
そ
れ
が
総
理
事
小
倉
正
恒

の
出
張
先
か
ら
の
鶴
の
一
声

で

「株
式
会
社

住
友
本
社
」
に
変
更
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は

一
同
ア
ッ
と
驚
い
た
と
い
う
が
、
考
え
て
み
れ
ば

「住
友
本
店
」
に
し
ろ

「住
友
総
本
店
」

に
し
ろ
、
商
号
と
統
轄
組
織
は

一
体
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
「住
友
合
資
会
社
」

こ
そ
そ
れ
が
問
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
に

「本
社
」

と
い
う



言
葉
が
生
ま
れ
た
の
で
あ

つ
て
、
逆
転
の
発
想
か
ら
い
え
ば
そ
れ
を
商
号
に
用
い
る
こ
と
は
小
倉
な
ら
ず
と
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

最
後
に
本
稿
連
載
中
に
賜

っ
た
東
京
大
学
経
友
会
に
お
け
る
石
井
寛
治
、
原
朗
、
武
田
晴
人
、
岡
崎
哲
二
の
諸
先
生
方

の
ご
支
援
及
び
大

阪
の
研
究
会
に
お
け
る
宮
本
又
郎
、
阿
部
武
司
両
先
生
の
ご
指
導
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
又
何
か
と
お
世
話
に
な

っ
た
故
津
田
久
氏
を

は
じ
め
住
友
連
系
会
社
の
各
位
、
本
書
の
出
版
を
快
諾
さ
れ
た
住
友
成
泉
並
び
に
館
報
掲
載
に
当
た
り
何
か
と
使
宜
を
図

っ
て
下
さ

っ
た
朝

尾
直
弘
館
長
以
下
住
友
史
料
館
の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
私
事
に
わ
た
り
恐
縮
で
あ
る
が
、
筆
者

の
父
山
本
寿

一
は
丁
度
大
正
末

か
ら
戦
後
に
か
け
て
激
動
の
四
〇
年

の
住
友
生
活
を
送

っ
た
。
こ
の
た
め
本
稿

の
執
筆

に
際
し
て
は
そ
の
記
憶
力
を
活
か
し
て
原
稿
に
対
す

る
コ
メ
ン
ト
を
惜
し
ま
ず
、
本
書
の
刊
行
を
待
ち
つ
つ
百
歳
を
前
に
逝

っ
た
。
本
書
に
登
場
す
る
幾
多

の
住
友

の
先
人
た
ち
に
本
書
を
捧
げ

る
こ
と
と
し
た
い
。

平
成
十
九
年
六
月

山

本

雄
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第
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湯
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総
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社
）
の
業
績

ll日(コ ll

連
系
会
社
の
株
式

そ
の
他
の
住
友
系
企
業
の
株
式

‥
四
（
六

四
〈
六

五
一〇

五
一
一

五
一七

五
一七

五
五
〇

五
五
八

五六
六



tl(対 lll(四 )

五 四
曰 _10

店
部

・
連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社

住
友
伸
銅
所
の
住
友
伸
銅
鋼
管
株
式
会
社

へ
の
移
行

大
阪
北
港
株
式
会
社
の
連
系
会
社
指
定

住
友
別
子
鉱
業
所
の
住
友
別
子
銭
山
株
式
会
社

へ
の
移
行

１
　
改
組
の
経
緯

産
銅
カ
ル
テ
ル

「水
曜
会
」

鷲
尾
専
務
退
任
後
の
別
子

加
盟
問
題

土
佐
吉
野
川
水
力
電
氣
株
式
会
社
の
連
系
会
社
指
定

住
友
若
松
炭
業
所
の
住
友
九
州
炭
破
株
式
会
社

へ
の
移
行

住
友
坂
炭
破
と
住
友
九
州
炭
破
の
合
併
に
よ
る
住
友
炭
碩
株
式
会
社

の
発
足

扶
桑
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継

‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥

第
四
章
　
住
友
合
資
会
社
（下
）―
昭
和
六
―
十

一
年
―

一
　

結
絆
ヤ
ン
ス

テ

ム

口 ll

経
済
情
勢
の
変
化
と
小
倉
体
制
の
確
立

日
本
の
政
局
の
推
移
と
常
務
理
事
川
田
順
の
退
職

日
　
住
友
系
以
外
の
企
業
の
株
式

資
金
調
達

3   2

五
（
七

六
一四

一（一一二
一（一一一一

六
三
四

六
三
九

六
三
九

六
四
五

六
五
四

一（一（一一

六
七
〇

六
七
五

六
七
九



一
一　
業

　

績

〓
一　
投
資
活
動

資
金
調
達

合
資
会
社
（本
社
）
の
業
績

合
資
会
社
（全
社
）
の
業
績

五  四
l10 口  (_l ll 口 H

5   4

佃)日

連
系
会
社
の
株
式

そ
の
他
の
住
友
系
企
業

の
株
式

住
友
系
以
外
の
企
業
の
株
式

店
部

・
連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社

日
本
電
気
株
式
会
社
の
経
営

の
承
継

直
轄
鉱
山
部
門
の
諸
施
策

北
日
本
鉱
業
所
の
設
置

１
　
大
日
本
鍍
業
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継

２
　
土
肥
金
山
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継

３
　
静
狩
金
山
株
式
会
社
の
設
立

朝
鮮
鉱
業
所
の
設
置

京
城
販
売
店

の
設
置

と
上
海
販
売
店

の
送
金
問
題

住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
株
式
会
社
の
設
立



tl因 ロ

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社
（上
）―
昭
和
十
二
年
―
十
五
年
―

第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社
（中
）―
昭
和
十
六
年
―
十
九
年
―

第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社
（下
）―
昭
和
二
十
年
―
一
一十
七
年
―

表

一　
覧

人
名
索
引

社
名
索
引 満

洲
住
友
鋼
管
株
式
会
社
の
設
立

住
友
機
械
製
作
株
式
会
社
の
設
立

住
友
伸
銅
鋼
管
と
住
友
製
鋼
所
の
合
併
に
よ
る
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
の
発
足

巻

次

九
〇
一

九
二
一

九
二
五

ゴθ



第

一
部

住

友

総

本

店





四 三 二 一

第

袋喜
総

0ま

じ

め

ンこ

五
　
住
友
総
本
店
の
業
績

［
　
総
本
店
（本
社
部
門
）
の
業
績
　
　
口
　
総
本
店
（全
社
）
の
業
績

エハ
　
住
友
電
線
製
造
所
の
開
設

七
　
住
友
銀
行
の
株
式
会
社

へ
の
移
行

本
店

２
）

―

明
治
四
十
二
―
四
十
五
年

―

目
　
　
次

は
じ
め
に

住
友
総
本
店
の
発
足

住
友
総
本
店
の
組
織

・
人
事

住
友
総
本
店
の
会
計

・
監
査
制
度

住
友

の
事
業
は
、
慶
長
五
年
２

六
〇
〇
）関
ヶ
原
の
戦
よ
り
以
前
の
十
六
世
紀
末
、
京
都
に
始
ま
る
が
、　
二
代
友
以
は
、
ま
ず
元
和
九
年

２

杢

〓
こ
大
坂
内
淡
路
町
に
銅
吹
所
を
開
設
し
、
翌
寛
永
元
年
２

六
二
四
）
に
は
大
坂
淡
路
町

一
丁
目
に
出
店
を
設
け
、
次

い
で
寛
永
七
年

こ
の
出
店
に
京
都
三
条
孫
橋
町
の
本
家
を
移
し
、
大
坂
進
出
を
果
た
し
た
。
事
業
は
、
寛
永
十
三
年
大
坂

。
長
堀
に
銅
吹
所
を
開
設
し
て
本

格
化
し
、
さ
ら
に
元
禄
三
年
２

六
九
〇
）本
家
も
こ
こ
に
移
し
て
、
以
来
明
治
八
年
２

八
七
五
）本
家
と
本
店
を
分
離
す
る
ま
で
、
別
子
銅
山

と
と
も
に
、
こ
こ
が
住
友

の
事
業
経
営

の
中
心
で
あ

っ
た
。

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二



第

一
章
　
住
友
総
本
店

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

そ
の
後
明
治
維
新
の
危
機
を
乗
り
切

っ
た
広
瀬
宰
平
が
、
明
治
八
年
本
店
を
大
阪

・
富
島
（現
西
区
川
口
四
丁
目
）
に
移
し
て

「住
友
本
店
」

と
称
し
て
以
来
、
本
店
は
中
之
島
（現
北
区
中
之
島
五
丁
目
）、
今
橋
（現
中
央
区
今
橋
三
丁
目
）
を
経
て
明
治
四
十

一
年
末
北
浜

へ
移

っ
た
。

こ
の

間
広
瀬
は
初
代
総
理
人
と
な

っ
て
、
明
治
十
五
年
家
法
を
定
め
て
住
友
の
事
業
経
営
の
大
枠
を
作
り
、
別
子
の
近
代
化
を
図

っ
た
は
か
、
製

糸

・
樟
脳
製
造
に
進
出
す
る
な
ど
明
治
の
工
業
化
の
先
駆
者
と
な

っ
た
。
次
い
で
総
理
事
と
な

っ
た
伊
庭
貞
剛
は
、
日
清
戦
争
後

の
日
本
経

済
の
発
展
に
応
じ
て
、
明
治
二
十
八
年
住
友
銀
行
を
開
業
、
三
十
年
住
友
伸
銅
場
及
び
三
十
四
年
住
友
鋳
鋼
場
を
開
設
す
る
な
ど
、
今
日
の

住
友

の
諸
事
業
の
基
礎
を
築
い
た
。
こ
う
し
た
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
住
友

の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
当
館
及
び
そ
の
前

身
た
る
住
友
修
史
室
の
刊
行
物
で
相
当
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し

「住
友
本
店
」
が
、
明
治
四
十
二
年
初
頭

「住
友
総
本
店
」
と
改
称
さ
れ
て
か
ら
以
降

の
近
代
住
友

の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
住
友
の
事
業

の
多
角
化
が
よ
う
や
く
緒

に
つ
い
た
明
治
四

十
二
年
住
友
本
店
が
住
友
総
本
店
と
改
称
さ
れ
て
以
来
、
大
正
十
年
２

九
二
こ
住
友
合
資
会
社
、
昭
和
十
二
年
２

九
二
七
）株
式
会
社
住
友

本
社
の
設
立
を
経
て
、
昭
和
二
十
年
終
戦
に
よ
り
住
友
本
社
解
散

に
至
る
ま
で
の
近
代
住
友

の
歴
史
を
、
当
館
所
蔵

の
史
料
に
基
づ
き
明
ら

か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
住
友
の
歴
史
の
中
で
時
代
が
前
後
す
る
た
め
、
叙
述
が
前
の

「住
友
本
店
」
の
時
代
に
遡
る
場
合

も
あ
る
が
、
紙
数
の
制
約
に
よ
り
、
詳
細
は
こ
れ
ま
で
の
刊
行
物
に
譲
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
予
め
ご
了
承
願
い
た
い
。

住
友

の
諸
事
業
に
つ
い
て
は
、
既
に
住
友
各
社
の
社
史
が
刊
行
さ
れ
、
未
刊
の
各
社
で
も
そ
の
準
備
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
当
館

に
お

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
戦
前
の
各
社
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
史
料
を
提
供
し
、
調
査
に
協
力
し
て
き
た
。
従

っ
て
本
稿
で
は
住
友

の
個
別
の
事

業
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
各
社
の
社
史
を
ご
参
照
願
う
こ
と
と
し
、
そ
の
後
の
先
学

の
研
究
の
成
果
や
新
た
な
史
料

の
発
掘
に
よ
り
、

再
検
討
を
要
す
る
場
合
に
限
り
随
時
言
及
す
る
に
と
ど
め
る
所
存
で
あ
る
。

な
お
近
代
住
友

の
歴
史
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
吝
か
で
は
な
い
が
、
残
念
な
が
ら
当
館

に
お
い
て
も
史
料
面
の
制
約
が
あ
り
、



特
に
終
戦
時
の
混
乱
に
よ
つ
て
戦
時
下
の
住
友
本
社
の
資
料
は
相
当
焼
却
さ
れ
た
た
め
、
限
界
の
あ
る
点
は
予
め
ご
承
知
置
き
願
い
た
い
。

二
　

住
友

総
本
店

の
発
足

明
治
四
十
二
年
２

九
〇
九
二

月

一
日
、
住
友
本
店
は
住
友
総
本
店
と
改
称
さ
れ
た
（資
料
１
）
。
三
菱
合
資
会
社
は
既
に
明
治
二
十
六
年

に

設
立
さ
れ
て
お
り
、
三
井
で
も
管
理
部
副
部
長
益
田
孝
が
明
治
四
十
年
に
、
三
井
家

の
組
織
改
革
調
査

の
た
め
欧
米
に
出
張
し
、
そ
の
報
告

書
に
基
づ
き
こ
の
年
十
月
の
三
井
合
名
会
社
設
立

へ
向
か
っ
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

当
時
欧
米
諸
国
に
お
い
て
は
、
既
に
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
株
式
会
社
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
さ
ら
に
有
限
責
任
組
織

に
移
行

す
る
こ
と
が

一
般
の
趨
勢
で
あ
り
、
住
友
で
も
当
然
こ
れ
ら
の
動
向
は
承
知
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
商
号
変
更
に
際
し
個
人
企
業

の
法

人
化
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
お
そ
ら
く
住
友
で
は
ま
だ
三
菱
、
三
井
に
比
し
事
業
規
模
が
小
さ
く
、
依
然
と
し
て
別
子
中
心

で
あ
り
、
さ
ら
に
三
井
が
十

一
家
の
同
族
会
で
あ
る
の
に
対
し
、
住
友
家
当
主
は
家
長
住
友
吉
左
衛
門
た
だ

一
人
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
同

じ
無
限
責
任
組
織
を
貫
く
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
三
菱
や
三
井

の
よ
う
に
合
資
会
社
や
合
名
会
社
と
せ
ず
個
人
企
業

の
ま
ま
で
い
る
方
が
、
む

し
ろ
住
友

の
伝
統
と
精
神
を
よ
く
示
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
何
故
そ
れ
ま
で
の
住
友
本
店
を
わ
ざ
わ
ざ
住
友

「
総
」
本
店
と
改
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
改
称
の
理
由
を
説
明
す
る
起
案
書

類
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
改
称
と
同
時
に
、
住
友
神
戸
支
店
も
住
友
製
銅
販
売
店
に
、
住
友
若
松
支
店
は
住
友
若
松
炭
業
所
と
改
称

さ
れ
て
い
る
（資
料
１
）。

明
治
八
年
住
友
本
家
か
ら
住
友
本
店
が
分
離
し
て
以
来
、
本
店
と
各
地
の
支
店
と
の
関
係
は
何
等
問
題
は
無
か
っ
た
が
、
明
治
二
十
八
年

住
友
銀
行
が
設
立
さ
れ
、
次
い
で
明
治
三
十
二
年
住
友
倉
庫
が
開
業
す
る
と
、
銀
行
本
店

・
倉
庫
本
店
の
他
に
各
々
の
支
店
が
相
次
い
で
開

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



第

一
章
　
住
友
総
本
店

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ

設
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
明
治
四
十

一
年
末

の
時
点
で
は
、
住
友
本
店
と
銀
行

・
倉
庫

の
各
本
店
の
他
、
上
記
住
友
神
戸
支
店
と
銀
行

・
倉
庫

の
各
神
戸
支
店
、
住
友
若
松
支
店
と
銀
行
若
松
支
店
が
存
在
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
改
称
は
、
本
店

・
神
戸
支
店

・
若
松
支
店
と
い
っ
た

場
合
そ
れ
が
ど
の
店
を
指
す
の
か
、
常
に
識
別
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
改
称
の
通
達
が
出
さ
れ
る
直
前
に
、
現
在
の
住
友
銀
行
本
店
ビ
ル
の
南
半
分
の
土
地
に
新
築
中
で
あ

っ
た
や
が
て
総
本
店
と

な
る
建
物
が
完
成
し
、
住
友
本
店
と
銀
行
本
店
は
こ
の
建
物
に
移
転
し
た
（資
料
２
）。
従

っ
て
こ
の
年
は
、　
こ
の
移
転
に
よ
り
明
治
二
十
八

年
尾
道
支
店
で
開
か
れ
た
第

一
回
重
役
会
議
の
決
議
事
項

「住
友
銀
行
を
創
設
す
る
こ
と
。
住
友
本
店
の
建
物
を
新
築
し
、
住
友
本
店
と
銀

行
本
店
は
同
所
で
営
む
こ
と
」
が
、
決
議
以
来

一
三
年
余

に
し
て
よ
う
や
く
所
期

の
目
的
を
達
し
た
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

総
本
店
と
い
う
名
称
の
由
来
は
、
銀
行
や
倉
庫

の
本
店
よ
り

一
段
上
に
あ

つ
て
、
す
べ
て
の
店
部
を
統
括
す
る
意
味
で
、
元
来
住
友
本
家

と
称
し
て
い
た
住
友
と
し
て
わ
が
国
で
以
前
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
本
家
に
対
す
る
総
本
家
と
い
う
名
称
か
ら
転
用
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ

Ｚつ
。

（資
料
１
）

甲
第
六
号
達

来
ル
明
治
四
十
二
年

一
月

一
日
ヨ
リ
、
住
友
本
店
ヲ
住
友
総
本
店
ａ
ｃ
ヨ
】けｏ
ヨ
ｏ
ｏ
８
ｏ「摯

〓
８
０
Ｑ
澪
ｅ
卜
、
住
友
神
戸
支
店
ヲ
住
友
製
銅

販
売
店
３
“
ヨ
【けｏ
ヨ
ｏ
ｏ
８
Ｂ
『
ｒ
】８

∪
８
”
『一日
８
じ
卜
、　
住
友
若
松
支
店
ヲ
住
友
若
松
炭
業
所
３
・
ユ
けｏ
ヨ
ｏ
ヨ
鉾
”
日
”
一８

ｏ
８
】
∪
８
”
手

ヨ
８
一）
卜
改
ム

明
治
四
十

一
年
十
二
月
二
十
三
日

家
長
　
　
住
友
吉
左
衛
門



（資
料
２
）

乙
第
四
号
達

住
友
本
店
及
住
友
銀
行

ハ
、
本
月
二
十
四
日
大
阪
府
大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
二
十
二
番
地

二
移
転
ス

明
治
四
十

一
年
十

一
月
十
八
日

住
　
友
　
本
　
店

〓
一　

住
友

総
本
店

の
組
織

。
人
事

住
友
総
本
店
の
経
営
は
、
「住
友
家
法
」
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。
「住
友
家
法
」
は
、
明
治
十
五
年
２

八
八
一
一）
に
制
定
さ
れ
、
そ
の
後
、

明
治
二
十
四
年
、
二
十
九
年
に
改
定
さ
れ
た
。
従

っ
て
住
友
総
本
店
が
準
拠
し
た
家
法
は
、
明
治
二
十
九
年
改
定
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

家
法
は
、
そ
の
後
、
明
治
三
十
三
年
さ
ら
に
変
更
が
加
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
明
治
三
十
二
年
日
銀
で
幹
部
連
が
山
本
達
雄
理
事

の
総
裁

昇
格
を
支
持
し
て
お
き
な
が
ら
、
総
裁
就
任
後
の
山
本
と
の
間
に
確
執
が
生
じ
、
こ
れ
ら
幹
部
連
が

一
斉
退
陣
す
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る

「
ス

ト
ラ
イ
キ
事
件
」

が
起
こ
り
、　
日
銀
を
退
職
し
た
河
上
謹

一
（日
銀
理
事
）
、
植
村
俊
平
（同
文
書
局
長
）
、
藤
尾
録
郎
（同
計
算
局
長
）
が
住
友

に

入
社
し
、
河
上
は
理
事
、
植
村
は
本
店
支
配
人
、
藤
尾
は
専
務
監
査
員
兼
本
店
監
査
課
主
任
に
就
任
し
た
こ
と
に
よ
る
。

す
な
わ
ち

一
月
に
は
第
二
編
各
部
ノ
規
程
中
、
第

一
章
本
店
事
務
章
程
と
第
四
章
倉
庫
事
務
章
程
が
新
規
程
に
代
え
ら
れ
、
五
月
に
は
第

一
編

一
般
ノ
規
程
中
、
第
八
章
会
計
規
程
が
住
友
家
会
計
規
則
に
、
第
十

一
章
旅
費
規
程
が
旅
費
規
則
に
代
え
ら
れ
た
。

明
治
三
十
四
年

一
月
に
は
、
本
文
で
削
除
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
変
更
分
を
附
録
と
し
て
加
え
た

「住
友
家
法
」
全
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
明
治
三
十
七
年

一
月
こ
れ
ら
の
変
更
分
を
附
録
か
ら
家
法
の
当
該
部
分
Ｌ
戻
し
、
全
規
程
に
わ
た
つ
て
関
連
す
る
諸
規
則
を
付
し
た

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



第

一
章
　
住
友
総
本
店

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

「住
友
家
法
附
諸
規
則
」
全
が
編
纂
さ
れ
た
。
従

っ
て
本
稿
が
対
象
と
す
る
期
間
の
家
法
は
、
こ
の
明
治
三
十
七
年

一
月
編
纂

の
家
法

に
明

治
四
十

一
年
末
迄
の
若
干
の
変
更
を
加
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
家
法
で
は
第

一
編
第

一
章
営
業
ノ
要
旨
は
、
明
治
二
十
四
年

の
改
定
家
法
以
来
変
更
は
な
い
（資
料
３
）。

第
二
章
等
級
に
よ
つ
て
、

住
友

の
傭
員
は
事
務
員
と
技
術
員
に
大
別
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
高
等
、
等
内
、
等
外
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
中
で
高
等

一

―
三
等
、
等
内

一
―
十
等
、
等
外

一
―
五
等
に
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
等
級
は
、
事
務
員

の
場
合
、
総
理
事

・
理
事

・
支
配
人

・
副
支
配
人

・
主
任

・
係
員

・
係
補

の
職
制
に
は
ぼ
対
応
し
て
い
る
（明
治

三
十
二
年
六
月
施
行
さ
れ
た
商
法
と
の
か
ら
み
で
、
神
戸
支
店

・
若
松
支
店
な
ら
び
に
銀
行

・
倉
庫
の
各
支
店
支
配
人
は
、
明
治
三
十
二
年
十

一
月
か
ら
三

十
四
年
九
月
ま
で
の
間
、
支
店
長
と
改
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
）
が
、
実
際
の
等
級
と
職
制
の
関
係
は
、
総
理
事
（高
等

一
・
二
等
）
・
理
事
（高
等

三
二
量
こ
の
場
合
を
除
き
、
所
属
す
る
店
部
課
の
規
模
の
大
小
に
よ
り
、
支
配
人
（等
内

一
―
六
等
Ｙ

副
支
配
人
（等
内

一
―
六
等
Ｙ

主
任
（等

内
ニ
ー
七
等
Ｙ

係
員
及
び
係
補
（等
内
三
等
以
下
）
と
か
な
り
幅
が
あ
る
。
ま
た
技
術
員
の
職
制
は
、
技
師

・
技
手

と
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際

に
は
技
術
者
も
事
務
員
扱

い
で
、
幹
部
は
支
配
人

・
主
任
に
登
用
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
技
術
員
と
い
う
の
は
現
在
で
い
え
ば
専
門
職
を

指
す
の
で
、
こ
の
規
程
を
も

っ
て
し
て
住
友
は
技
術
者
を
差
別
し
た
と
い
う
の
は
当
た
ら
な
い
（な
お
臨
時
建
築
部
に
は
、
技
士
長

・
技
士

・
技

士
補
と
い
う
職
制
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
こ
の
技
術
員
と
は
全
く
別
物
で
あ
り
、
臨
時
建
築
部
が
廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に
消
滅
し
た
。）。

総
理
事

の
職
務
権
限
は
強
大
で
あ
り
、
重
要
事
項
以
外
家
長
の
職
務
を
代
行
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
（資
料
４
）。

総
理
事
鈴
木
馬
左
也

は
明
治
三
十
七
年
七
月
伊
庭
貞
剛
に
代
わ

っ
て
以
来
、
こ
の
期
間
そ
の
職
に
あ

つ
た
。

理
事
は
、
総
本
店
に
あ

つ
て
総
理
事
を
補
佐
す
る
者
と
、
枢
要
な
店
部
に
派
遣
さ
れ
て
そ
の
店
部
の
支
配
人
を
兼
務
す
る
者
が
い
た
（資

料
５
）。

明
治
四
十
二
年
に
は
中
田
錦
吉
が
総
本
店
に
あ
り
、　
志
立
鉄
次
郎
は
銀
行
支
配
人
と
し
て
第
１
表
で
は
、　
銀
行

の
傭
員
に
含
ま
れ

て
い
る
。
明
治
四
十
三
年
二
月
志
立
は
退
職
し
、
代
わ

っ
て
中
田
が
銀
行
支
配
人
と
な
り
、
四
月
に
は
新
た
に
湯
川
寛
吉
と
久
保
無
二
雄
が



第

一
部
　
住
友
総
本
店

(単位 :人 )

店 部・資 格 明,台42年 43年 44`F 45年

総本店 (本社部門)

別子鉱業所

銀 行

倉 庫

製鋼販売店

若松炭業所

イ申,同 場

鋳鋼場

電線製造所

本家詰所

110

637

514

98

8

84

43

50

29

112

626

527

100

8

90

48

49

31

96

556

503

98

8

96

58

41

32

101

553

528

106

8

104

56

38

18

35

合 計 1,573 1,591 1,488 1,547

高 等

等 内

準等内 (臨 時雇・欧文書記)

等内相当 (病 院・学校職員)

補助員

等 外

坑夫頭

準等外 (臨 時雇)

等外相当 (病 院職員)

給 仕

使 丁

3(2)

864(54)

34(25)

67

132(6)

305( 9)

41

1

10

34

82(14)

3(2)

886(55)

32(25)

66

113(5)

316(11)

38

1

9

39

88(14)

4(2)

816(45)

29(25)

71

107(2)

278( 8)

40

1

10

43( 1)

89(13)

4(2)

822(49)

19(17)

72

156(6)

283(13)

44

1

11

41(1)

94(13)

第 1表 備員々数表 (各年 1月 1日 現在)

註 :( )内 は総本店 (本社部門)傭員の内数。別子鉱業所支配人、銀行支配人を兼務する理事は、総本

店 (本社部門)ではな く、各々別了鉱業所、銀行に算人されている。

出典 :各年総本 16‐庶務課「処務報告書J

理
事

に
就
任
し
た
。
湯
川
は
総
本
店

支
配
人
の
他
、
伸
銅
場
支
配
人
を
兼

務
し
、
久
保
は
別
子
支
配
人
を
兼
務

し
た
。
久
保
は
第
１
表
で
は
別
子
に

含
ま
れ
て
い
る
。

支
配
人

・
副
支
配
人
は
、
各
店
部

の
事
務
章
程
に
よ
つ
て
、
そ
の
店
部

の
代
表
者
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
。

明
治
四
十
二
年

の
住
友

の
店
部
は
、

第
１
図
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
後
明

治
四
十
四
年
八
月

一
日
に
伸
銅
場
の

電
線
部
門
を
分
離
し
て
、
住
友
電
線

製
造
所
が
開
設
さ
れ
、
明
治
四
十
五

年
四
月

一
日
に
は
住
友
銀
行
が
株
式

会
社

へ
移
行
し
た
。
当
時
の
住
友

の

傭
員
数
は

一
五
〇
〇
人
前
後
で
あ
り
、

別
子
と
銀
行
で
七
割
以
上
を
占
め
て

い
た
（第
１
表
）
。

九



第

一
章
　
住
友
総
本
店

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

総
理
事

の
強
大
な
権
限
に
対
し
て
は
、
他
方
で
総
理
事

・
理
事

の
ほ
か
、
支
配
人

・
副
支
配
人

・
技
師
等

の
中

「特

二
重
役

二
列
セ
シ
ム

ル
」
者
に
よ
り
重
役
会
を
設
け
、
合
議
制
が
と
ら
れ
て
い
た
（資
料
６
）。
総
本
店
発
足
当
時
の
重
役
は
、
総
理
事
鈴
木
、
理
事
志
立

・
中
田

の
ほ
か
、
特
に
専
務
監
査
員
藤
尾
が
重
役
と
な

っ
て
い
た
。
そ
の
後
前
述
の
通
り
明
治
四
十
三
年
に
は
志
立
が
退
職
し
て
、
代
わ
り
に
湯
川

係

係

係

計

納

度

主

出

用

課嘲
査
　
　
理

〈
ロ

統

係

　

係

日

繕
　
　
築
用

営

　

建

１０

Ｉ

蜂

課
　
　
治

繕
　
朗

営

係

係

係

係

　

係

係

係

係

書

書

所

繕

　

図

計

場

務

秘

文

地

営

　

製

設

現

庶

第 2図 総本店 (本社部門)組織図 (明 治42～ 45年 )

住友別子鉱業所

住友銀行 (明治45年 4月 1日 株式会社へ移行)

友鋳鋼場

友電線製造所 (明 治44年 8月 1日 開設 )

住友製銅販売店

住友総本店 友若松炭業所

住友伸銅場

友倉庫

第 1図 住友総本店店部図 (明治42～ 45年 )
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一
部
　
住
友
総
本
店

第 2表 総本店 (本社部門)傭員表 (各年 4月 1日 現在)(単位:人 )

部 課・役 職 明治42年 43fF 44`F 45イ千

総理事

理 事

専務監査員

支配人

副支配人

監査課

経理課

主計係

出納係

用度係

庶務課

秘書係

文書係

地所係

営繕係

守 衛

臨時建築部

製図係

設計係

現場係

庶務係

営繕課

営繕係

建築係

茶自由建築事務取扱所

分掌未定

1)

1)

1)

1(1)

1

3(1)

1(1)

13(1)

7

4

1

6(2)

7(1)

5(1)

7(1)

9

2( 1)

16(1)

7( 2)

4

3

1(

2

3(

1(

12(

8

4

1

6(

8(

5(

12(

1)

2(1)

9(2)

21(1)

26(22)

1

合 計

註 :休職者、給仕、使丁を除 く。 ( )内 は兼務者の内数、他店部を兼務する者は含まない。

出典 :各 年「住友家職員録J力、ら算出
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住
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総
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（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一

・
久
保
が
理
事
と
な

つ
て
メ
ン
バ
ー
に
入
り
、
八
月
藤
尾
が
病
没
し
た
。

総
本
店
に
は
、
第
二
編
各
部
ノ
規
程
第

一
章
住
友
総
本
店
事
務
章
程
第
四
条
に
よ
り
監
査
課

・
経
理
課

・
庶
務
課
の
三
課
が
置
か
れ
て
い

た
（第
２
図
）。
各
課
の
業
務
内
容
は
資
料
７
の
通
り
で
あ
る
。
総
本
店
の
人
員
は
、
休
職
者

・
給
仕

・
使
丁
を
除
く
と
概
ね
九
〇
人
前
後
で

経
理
課

・
庶
務
課
が
大
半
を
占
め
る
が
、
そ
の
他
に
明
治
三
十
三
年
六
月
以
来
本
店
新
築
等

「重
要
ノ
新
築
工
事

ヲ
管
掌
」
す
る
臨
時
建
築

部
が
設
置
さ
れ
て
い
た
（第
２
表
）。

そ
の
後
、
明
治
四
十
四
年
七
月
五
日
、
大
阪
天
王
寺
茶
臼
山
別
邸
に
新
本
邸
建
設
の
た
め
の
茶
臼
山
建
築
事
務
取
扱
所
が
設
置
さ
れ
た
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
兼
務
者
で
あ

っ
た
。

臨
時
建
築
部
は
、
明
治
四
十
四
年
十
月
三
十

一
日
廃
止
さ
れ
、
庶
務
課
営
繕
係
と
統
合
さ
れ
て
、
営
繕
課
が
設
置
さ
れ
た
（資
料
８
）。

（資
料
３
）

第

一
編
　
一
般
ノ
規
程
　
第

一
章
　
営
業
ノ
要
旨

第

一
条
　
我
営
業

ハ
信
用
ヲ
重
ン
ジ
、
確
実
ヲ
旨
ト
シ
、
以
テ

一
家
ノ
撃
固
隆
盛
ヲ
期
ス

第
二
条
　
我
営
業

ハ
時
勢
ノ
変
遷
理
財
ノ
得
失
ヲ
計
り
、
弛
張
興
発
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
ト
雖
モ
、
荀
モ
浮
利

二
趨
り
軽
進
ス
ベ
カ
ラ
ズ

第
三
条
　
予
州
別
子
山
ノ
鉱
業

ハ
、
我

一
家
累
代
ノ
財
本

ニ
シ
テ
、
斯
業
ノ
消
長

ハ
実

二
我

一
家
ノ
盛
衰

二
関
ス
、
宜
シ
ク
旧
来
ノ
事
蹟

二
徴
シ
テ
将
来
ノ
便
益

ヲ
計
り
、
益
盛
大
ナ
ラ
シ
ム
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

（資
料
４
）

第
三
章
　
職
制

事
務
員
ノ
職
務
章
程
左
ノ
如
シ

総 第
理 二
事 条



一
　

一
家
全
部
ノ
事
務
ヲ
総
理
シ
、
部
下
各
員
ヲ
監
督
シ
、
其
統

一
ヲ
保
持
ス

一
一　
事
業
ノ
興
廃
変
更
、
規
程
ノ
創
設
改
正
、
其
他
重
要
ノ
事
件

ハ
裁
決
ヲ
経
テ
処
理
ス
ベ
シ

〓
一　
事
急

ニ
シ
テ
、
具
申
ノ
暇
ナ
キ
ト
キ
ハ
、
決
行
ノ
後
認
可
ヲ
請
フ
コ
ト
ヲ
得

四
　
家
長
ヲ
補
弼
シ
、
其
行
為
上

二
関
シ
、
諫
議
忠
告
ノ
責
任
ヲ
有
ス

五
　
部
下
各
員
ノ
進
退
賞
罰
ヲ
具
状
ス
、
等
内
七
等
以
下
ハ
、
之
ヲ
専
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

エハ
　
家
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
、
職
務
施
行
上
二
関
シ
、
臨
時
其
代
理
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

（資
料
５
）

理
事

一
　

一
家
全
部
、
若
ク
ハ
幾
部
ノ
事
務
ヲ
管
理
シ
、
部
下
各
員
ヲ
監
督
ス

一
一　
部
下
各
員
ノ
進
退
瓢
陽
ヲ
具
状
ス
ル
コ
ト
ラ
得

〓
一　
総
理
事
欠
位
、
若
ク
ハ
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
、
命

ヲ
承
ケ
其
代
理
ヲ
為
ス

（資
料
６
）

第
六
条
　
総
本
店

ハ
、
必
要

二
応
ジ
重
役
会
議
ヲ
開
ク
、
其
方
法
左
ノ
如
シ

一　

重
役
会

ハ
重
役
ヲ
以
テ
組
織
シ
、　
一
家
重
大

二
渉
ル
事
務
ヲ
審
議
シ
、
其
可
否
得
失

ヲ
究
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

一
一　
重
役
会

ハ
春
秋
二
期
ヲ
以
テ
定
期
ト
シ
、
各
所
ノ
重
役
ヲ
召
集
ス

臨
時
開
会
又
ハ
其
集
合
人
員

ハ
、
総
本
店
ノ
便
宜

二
依
ル

〓
一　
重
役
会

ハ
首
席
ノ
者
ヲ
座
長
ト
シ
、
整
理
ノ
任

二
充
ツ

四
　
重
役
会
ノ
議
案

ハ
家
長
ノ
諮
問
、
又

ハ
重
役
ノ
提
出

二
依
ル

第

一
部
　
住
友
総
本
店



第

一
章
　
住
友
総
本
店

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

五
　
重
役
会

ハ
各
当
事
者
ヲ
召
喚
シ
、
其
意
見
ヲ
諮
詢
シ
、
若
ク
ハ
説
明
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

エハ
　
重
役
会
ノ
決
議

ハ
、
載
録
シ
テ
家
長

二
供
呈
シ
、
裁
可
若
ク
ハ
承
認
ヲ
請
フ
ベ
シ

（資
料
７
）

第
二
編
　
各
部
ノ
規
程
　
第

一
章
　
住
友
総
本
店
事
務
章
程

第
五
条
　
監
査
課

ハ
、
各
店
各
部
ノ
監
査

二
関
ス
ル

一
切
ノ
事
務
ヲ
掌
理
シ
、
且
会
計
整
理

二
関
ス
ル
諸
規
程
、
及
ビ
帳
簿
表
式

ヲ
立
案

審
議
ス
ル
所
ト
ス

第
六
条
　
経
理
課

ハ
、
我

一
家
全
般

二
関
ス
ル
経
済
上
ノ
調
査
、
会
計
ノ
統
括
及
予
算

・
決
算
ノ
調
査
、
並

二
住
友
総
本
店
ノ
出
納
及
用

度

二
関
ス
ル
事
務
ヲ
掌
理
ス
ル
所

ニ
シ
テ
、
左
ノ
係
ヲ
置
キ
分
掌
セ
シ
ム

主
計
係
　
一
家
全
般

二
関
ス
ル
経
済
上
ノ
調
査
、
会
計
ノ
統
括
、
予
算

・
決
算
ノ
調
査
、
及
資
金
ノ
出
入

二
関
ス
ル
事
項
ヲ

掌
ル

出
納
係
　
諸
證
券
ノ
保
管
、
積
立
金
ノ
運
用
金
銭
出
納
、
積
金
及
預
金
ノ
管
理
、
職
員
身
元
保
證
金
ノ
取
扱
、
並

二
各
部
委

託
ノ
仕
払
金
代
弁

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル

用
度
係
　
需
要
品
ノ
購
入
、
器
物
ノ
保
管
、
印
紙
類
ノ
出
納
保
管
、
並

二
各
部
ノ
委
託

二
係
ル
物
品
ノ
売
買
送
達

二
関
ス
ル

事
項
ヲ
掌
ル

第
七
条
　
庶
務
課

ハ
、
機
密

・
職
員

・
文
書

・
参
考
資
料
ノ
調
査
、
総
本
店
所
管
ノ
地
所

・
家
屋
ノ
管
理
、
並

二
住
友
総
本
店
所
管
又

ハ

他
部
ヨ
リ
委
託
ヲ
受
ケ
タ
ル
営
繕

二
関
ス
ル
事
項
、
其
他
所
管
ノ
定

マ
ラ
ザ
ル
事
項
ヲ
掌
理
ス
ル
所

ニ
シ
テ
、
左
ノ
係
ヲ
置
キ

分
掌
セ
シ
ム

秘
書
係
　
機
密

・
職
員

・
貴
重
文
書

・
寄
附
金

・
贈
与
並

二
店
印
ノ
保
管

二
関
ス
ル
事
項
、
其
他
所
属
ノ
定

マ
ラ
ザ
ル
事
項



（資
料
８
）

第
七
条
中

第
八
条

四
　
住
友
総
本
店

の
会
計

・
監
査
制
度

住
友
総
本
店
の
会
計
制
度
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
明
治
三
十
三
年
２

九
〇
〇
）五
月
に
制
定
さ
れ
、
七
月
か
ら
実
施
さ
れ
た

「住
友
家

会
計
規
則
」
に
従

っ
て
い
た
。
本
店
理
事
兼
銀
行
支
配
人
田
辺
貞
吉
の
日
記
に
よ
る
と
、
明
治
三
十

一
年
十
月
、
日
銀
総
裁
が
岩
崎
弥
之
助

か
ら
山
本
達
雄
に
交
代
し
た
直
後
、
日
銀
幹
部
間
に
意
見
の
対
立
が
生
ず
る
と
、
田
辺
は
頻
り
に
日
銀
幹
部
と
接
触
を
重
ね
て
い
た
が
、
翌

三
十
二
年
二
月
上
京
、
十
五
日
河
上
謹

一
、
十
六
日
家
長
住
友
吉
左
衛
門
、
十
七
日
山
本
国
銀
総
裁
と
相
次
い
で
会
談
し
て
お
り
、
こ
こ
に

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五

ヲ
営
一
ル

文
書
係
　
家
法

・
文
書
ノ
往
復

・
記
録
ノ
編
纂

・
図
書
簿
冊
ノ
整
理
保
管

・
店
内
取
締

・
訴
訟
翻
訳
並

二
参
考
資
料
ノ
調
査

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル

地
所
係
　
地
所

・
家
屋
ノ
管
理
二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル

営
繕
係
　
営
繕
工
事

・
営
繕
材
料
ノ
購
買
保
管
並

二
工
事
請
負
契
約

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル

「並

二
住
友
総
本
店
所
管
又

ハ
他
部
ヨ
リ
委
託
ヲ
受
ケ
タ
ル
営
繕

二
関
ス
ル
事
項
」
、
及
ヒ
営
繕
係
ノ
項
ヲ
削
ル

営
繕
課

ハ
、
住
友
総
本
店
所
管
又

ハ
他
部
ヨ
リ
委
託
ヲ
受
ケ
タ
ル
営
繕

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
理
ス
ル
所

ニ
シ
テ
、
左
ノ
係
ヲ
置

キ
分
掌
セ
シ
ム

営
繕
係
　
営
繕
工
事

・
営
繕
材
料
ノ
購
買
保
管
並

二
工
事
請
負
契
約

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル

建
築
係
　
特

二
指
定
シ
タ
ル
新
築
工
事
等

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル



第

一
章
　
住
友
総
本
店

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

河
上
の
住
友
招
聘
が
決
定
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
河
上
は
二
月
二
十
八
日
、
日
銀
理
事
を
辞
任
し
、
二
月
二
十
三
日
に
住
友
入
社
、
理

事
に
就
任
し
た
。
そ
の
際
伊
庭
貞
剛
は
総
理
事
心
得
を
辞
し
、
河
上
と
同
格
の
理
事
と
な
り
、
河
上
を
迎
え
た
。

当
時
、
住
友

の
会
計
規
則
は
、
明
治
二
十
九
年
の
家
法
改
正
の
際
も
、
大
筋
で
明
治
二
十
四
年

の
家
法
を
踏
襲
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
住

友
銀
行
の
設
立
や
住
友
伸
銅
場
の
開
設
な
ど
事
業
の
拡
大
と
、
明
治
三
十
二
年
六
月
の
商
法
施
行
に
よ
り
、
会
計
制
度

の
整
備
は
急
務
と
さ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
に
、
河
上
は
、
彼
に
続
い
て
三
月

一
日
に
日
銀
を
退
職
し
た
植
村
俊
平
と
藤
尾
録
郎

の
両

名
を
五
月
末
田
辺
に
紹
介
し
て
い
る
。　
ま
ず
六
月
に
植
村
が
入
社
し
本
店
支
配
人
（重
役
待
遇
）
と
な
り
、
次
い
で
七
月
に
藤
尾
が
入
社
、
専

務
監
査
員
兼
監
査
課
主
任
と
な

っ
た
。

藤
尾
の
入
社
に
先
立
ち
、
事
務
章
程
が
改
正
さ
れ
て
（明
治
三
十
二
年
七
月
十
四
日
付
甲
第
拾
号
）
、
監
査
課
が
設
置
さ
れ
（資
料
７
）
、
専
務
監

査
員
を
置
く
こ
と
あ
る
べ
し
と
定
め
ら
れ
た
（資
料
９
）。
す
な
わ
ち
専
務
監
査
員
と
監
査
課
主
任
は
藤
尾
入
社

の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
ポ
ス

ト
と
い
っ
て
よ
い
。
監
査
課
は
本
来
の
各
店
部
の
監
査

に
関
す
る

一
切
の
事
務
を
掌
理
す
る
他
に
、
会
計
整
理
に
関
す
る
諸
原
則
及
び
帳
簿

様
式
を
立
案
審
議
す
る
所
と
さ
れ
た
。

藤
尾
は
、
大
蔵
省
伝
習
生
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
人
ア
ラ
ン

・
シ
ヤ
ン
ド
に
銀
行
簿
記

・
銀
行
経
営
を
学
ん
だ
後
、
明
治
七
年
大
蔵
省
入
省
、

明
治
二
十
六
年
日
銀
に
転
ず
る
ま
で
紙
幣
寮
及
び
そ
の
後
身
た
る
銀
行
局
に
勤
務
し
、
そ
の
間
高
等
商
業
学
校

の
教
授
も
兼
務
し
た
。
藤
尾

は
、
既
に
入
社
直
後

の
十
月
に
は

「本
店
会
計
整
理
二
係

ハ
ル
意
見
書
」
を
提
出
し
て
い
る
の
で
、
「住
友
家
会
計
規
則
」

は
専
ら
藤
尾
の

手
に
な

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

会
計
年
度
は
こ
の
時
か
ら
暦
年
に
改
め
ら
れ
（第
二
条
）、
六
月
末
ま
で
を
上
半
期
、
十
二
月
末
ま
で
を
下
半
期
と
す
る
（第
三
条
）。
各
店

部
は
、
毎
年
十

一
月
十
五
日
ま
で
に
翌
年
度
の
会
計
見
積
書
を
作
成
し
て
、
総
本
店
に
提
出
し
（第
四
条
）
、
決
算
期
が
終
了
す
れ
ば
七
月
二

十
日
及
び
翌
年

一
月
二
十
日
ま
で
に
、
貸
借
対
照
表

・
損
益
表

・
財
産
目
録
を
総
本
店
に
提
出
す
る
（第
七
条
）。　
ま
た
二
月
十
五
日
ま
で
に



会
計
見
積
書
に
対
応
し
た
実
際
報
告
書
を
提
出
す
る
（第
十
三
条
）。
こ
の
間
各
店
部
は
、

一
、
業
務
概
況
表
（毎
月
末
日
）

二
、
元
帳
差
引
残
高
表
（毎
月
末
日
）

三
、
主
要
物
品
受
払
差
引
残
高
表
（毎
月
末
目
）

四
、
起
業
支
出
明
細
表
（毎
月
末
日
）

五
、
計
算
表
（毎
月
末
日
）

六
、
月
別
収
支
金
表
（前
月
二
十
日
ま
で
）

の
諸
表
を
各
々
期
日
迄
に
提
出
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
（施
行
細
則
第
五
条
）。

総
本
店
で
は
、
こ
れ
ら
各
店
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
諸
表
に
基
づ
き

一
、
各
店
各
部
総
計
算
表
（翌
月
十
七
日
ま
で
）

二
、
総
会
計
見
積
書
（前
年
十
二
月
十
日
ま
で
）

三
、
総
貸
借
対
照
表
（八
月
二
十
日
及
び
翌
年
二
月
二
十
日
ま
で
）

四
、
総
損
益
表
（　
同
　
）

五
、
総
財
産
目
録
（　
同
　
）

六
、
総
実
際
報
告
書
（翌
年
三
月
十
五
日
ま
で
）

を
作
成
し
て
い
た
（第
十
四
条
）。

会
計
見
積
書
に
は
、
定
め
ら
れ
た
様
式
の
下
に

一
、
業
務
の
方
針
程
度

第

一
部
　
住
友
総
本
店

日
記
帳

・
元
帳
を
備
え
（第
十
六
条
）

七



第

一
章
　
住
友
総
本
店

（上
）

二
、
資
金
最
高
額

を
記
載
す
る
と
と
も
に

一
、
損
益
表

二
、
収
入
支
出
表

三
、
経
費
予
算
表

四
、
営
業
費
予
算
表

五
、
起
業
予
算
表

を
添
付
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
（施
行
細
則
第

一
条
）
、

実
際
報
告
書
に
は
、
前
年
度

の
実
際
報
告
書
及
び
そ
の
年
度
の
会
計
見
積
書
と
対
比
し
つ
つ

一
、
業
務
の
実
況

二
、
資
金
最
高
額

を
記
載
し
、
併
せ
て

一
、
損
益
表

二
、
収
入
支
出
表

三
、
収
支
金
対
照
表

四
、
経
費
決
算
表

五
、
営
業
費
決
算
表

六
、
起
業
決
算
表

ノ`



七
、
起
業
支
出
明
細
表

を
添
付
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
た
（施
行
細
則
第
十

一
条
）。

な
お
、
起
業
予
算
に
つ
い
て
は
、
会
計
年
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
論
見
の
当
初
に
完
成
ま
で
の
年
度

の
内
訳
が
求
め
ら
れ
（施
行
細
則
第
二

条
）
、
起
業
決
算
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
、
実
際
報
告
書
に
そ
の
年
度
間
の
起
業
支
出
明
細
表

の
添
付
が
求
め
ら
れ
て
い
た
（施
行

細
則
第
十

一
条
）。
さ
ら
に
、
起
業
が
終
結
し
た
場
合
は
、
会
計
年
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
直
ち
に
そ
の
決
算
書
を
作
成
し
て
提
出
す
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
か
っ
た
（第
十
三
条
）。

使
用
資
金
に
つ
い
て
は
、
会
計
見
積
書
に
お
い
て
、
前
年
度
末
の
残
高
と
本
年
度
中
に
最
高
幾
ら
の
資
金
を
供
給
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
を
、

予
め

「資
金
最
高
額
」
に
よ
つ
て
把
握
し
て
お
き
、
毎
月
の
収
支
金
表
に
よ
つ
て
翌
月
の
収
支
予
想
を
た
て
る
の
で
あ
る
。
総
本
店
内
部
で

は
住
友
銀
行
を
銀
行
部
と
称
し
て
お
り
、
各
店
部
は
原
則
と
し
て
住
友
銀
行
を
利
用
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
（資
料
１０
）。

従

っ

て
住
友
総
本
店
で
は
、
各
店
部
の
実
際
の
資
金

の
使
用
状
況
は
、
住
友
銀
行
を
通
じ
て
掌
握
で
き
て
い
た
訳
で
あ
る
。
住
友
総
本
店
と
住
友

銀
行
と
の
間
に
は
、
明
治
三
十
五
年
に
締
結
さ
れ
た
契
約
が
適
用
さ
れ
て
い
た
（資
料
Ｈ
）。

わ
が
国
で
監
査
制
度
の
導
入
が
認
識
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
は
、
明
治
四
十
二
年

の
日
糖
事
件
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
縫
。
し
か
し
ヽ
住
友

で
は
、
す
で
に
明
治
二
十
四
年
の
家
法
改
正
で
第

一
編

一
般
ノ
規
程
第
九
章
監
査
規
程
が
設
け
ら
れ
、
明
治
二
十
九
年

の
改
正
で
も
踏
襲
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
後
明
治
三
十
二
年
前
述
の
通
り
、
そ
れ
迄
毎
年
定
時
監
査
員
、
監
査
補
助
員
を
任
命
し
て
い
た
の
を
、
藤
尾
を
専
務
監
査

員
と
し
、
監
査
課
を
設
け
て
監
査
補
助
員
を
常
置
し
た
の
で
あ
る
。

明
治
七
年
第

一
国
立
銀
行
が
、
融
資
先
で
あ
る
小
野
組
の
破
綻
か
ら
危
機
に
陥

っ
た
際
、
政
府
は
翌
八
年
三
月
前
述
の
シ
ャ
ン
ド
に
第

一

国
立
銀
行
を
監
査
さ
せ
た
の
が
、
我
が
国
の
監
査
の
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
藤
尾
は
す
で
に
大
蔵
省
紙
幣
寮
に
勤
務
し
、
シ
ャ
ン

ド
の
監
査

に
協
力
す
る
立
場
に
あ

つ
た
。
住
友

で
は
明
治
三
十
二
年
ま
で
、
伊
庭
貞
剛
（総
理
事
心
得
）
。
田
辺
貞
吉
（理
事
兼
銀
行
支
配
人
）
・

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



第

一
章
　
住
友
総
本
店

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇

田
艇
吉
（理
事
兼
本
店
支
配
人
）等
が
随
時
各
店
部
の
定
時
監
査
員
に
任
命
さ
れ
、
監
査

に
当
た
っ
て
い
た
が
、
藤
尾
が
入
社
し
て
、
重
役
に
列

し
た
明
治
三
十
三
年
以
降
病
没
す
る
明
治
四
十
三
年
迄
の
一
〇
年
間
は
、
藤
尾
が
専
任
者
と
し
て
監
査

に
当
た

っ
た
。

第

一
編
第
九
章
監
査
の
第

一
条
に
は

「監
査

ハ
、
各
店
部
ノ
金
銭
出
納

。
物
品
ノ
受
払

・
現
在
有
物
及
ヒ
事
務
事
業
ノ
成
蹟
ヲ
査
閲
ス
ル

モ
ノ
ト
ス
」
と
あ
り
、
単
な
る
会
計
監
査
に
と
ど
ま
ら
ず
業
務
監
査
も
行
う
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
各
店
部
は
少
な
く
と
も
年

一
回
監
査
を

受
け
（第
二
条
）、

監
査
の
結
果
、

「監
査
員

ハ
、
監
査
セ
シ
事
柄
ヲ
一
々
記
載
シ
、
金
銭
物
品
ノ
受
払
有
物
並

二
事
務
事
業
ノ
成
蹟
等

二
就

テ
復
命
書
ヲ
作
り
、
諸
統
計
表
ヲ
添

へ
家
長

へ
差
出
ス
ベ
シ
」
（第
十
条
）
と
さ
れ
て
い
る
。

現
存
す
る
藤
尾
自
筆
の
家
長
住
友
吉
左
衛
門
宛
復
命
書
を
み
る
と
、
帳
簿
の
チ
ェ
ッ
ク
と
監
査
時
点

に
お
け
る
現
金

・
手
形

・
証
券
類

・

商
品
等

の
帳
簿
と
照
合
し
た
結
果
の
残
高
明
細
の
他
に
業
務
の
状
況
と
し
て
、
景
気

・
市
況
の
下
、
当
該
店
部
の
営
業

の
仕
方

・
問
題
点

・

改
善
策

・
将
来
の
見
通
し
等
を
指
摘
し
て
お
り
、
家
長
は
、
当
該
店
部
支
配
人
よ
り
理
事

・
総
理
事
を
経
て
提
出
さ
れ
る
実
際
報
告
書
が
、

彼
等
を
経
な
い
で
直
接
家
長
に
提
出
さ
れ
る
藤
尾
の
報
告
書
に
よ
つ
て
、
真
実
で
あ
る
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
明
治
四

十
三
年
八
月
二
十
四
日
藤
尾
が
病
没
す
る
と
、
家
長
は
特
に
そ
の
功
績
を
讃
え
た
（資
料
１２
）ｏ

藤
尾
の
死
後
は
、
鈴
木
総
理
事
が
明
治
四
十
三
年
九
月
、
四
十
四
年

一
月
、
四
十
五
年

一
月
と
定
時
監
査
員
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
藤
尾

以
外
に
専
務
監
査
員
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（資
料
９
）

第
九
章
　
監
査

第
三
条
　
本
家
並
に
総
本
店
ノ
会
計
監
査

ハ
、
理
事
以
上
其
他

ハ
何
レ
ノ
詰
合
員
タ
ル
ヲ
問

ハ
ズ
、
特

二
家
長
ヨ
リ
等
内
五
等
以
上
ノ
者

二
之
ヲ
命
ズ
、
但
専
務
監
査
員
ヲ
常
置
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
、
又
専
務
監
査
員

ニ
ハ
特

二
本
家
並
総
本
店
ノ
会
計
監
査
ヲ
命
ズ

ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ



（資
料
１０
）

会
計
規
則

第
十
八
条
　
銀
行
部
卜
同
所

二
在
ル
他
ノ
店
部

二
於
ケ
ル
現
金
ノ
出
納

ハ
、
総
テ
銀
行
部
ヲ
シ
テ
取
扱

ハ
シ
ム
ベ
シ

銀
行
部
卜
離
隔
ス
ル
他
ノ
店
部

ハ
、
総
本
店
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
テ
銀
行
部
、
又

ハ
他
ノ
銀
行
卜
当
座
預
ケ
金
取
引
ヲ
為
ス
ベ
シ
、

但
本
項
ノ
場
合

二
於
テ
、
常
時
現
金

ヲ
備
フ
ル
ノ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
、　
〓
疋
ノ
金
額
ヲ
限
り
、
総
本
店
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
テ
、

之
ヲ
備
フ
ル
コ
ト
得
ベ
シ

（資
料
Ｈ
）

本
店
銀
行
間
当
座
勘
定
及
手
形
割
引

二
係
ル
契
約
覚
書
（明
治
三
十
五
年
七
月
三
十
日
本
店
会
計
課
伺
定
）

第

一　

住
友
本
店
ヨ
リ
住
友
銀
行

ヘ
ノ
預
ケ
金

二
対
シ
テ
ハ
、
住
友
銀
行

ハ
普
通
当
座
預
金
利
子
ヲ
支
払

フ
モ
ノ
ト
ス

第
二
　
住
友
銀
行
ヨ
リ
住
友
本
店

ヘ
ノ
貸
越
金

二
対
シ
テ
ハ
、
極
度
額
ヲ
金
参
拾
萬
回
ト
シ
、
其
利
子

ハ
百
園

二
付
日
歩
式
銭
ノ
割
合
ヲ

以
テ
支
払
フ
モ
ノ
ト
ス

第
三
　
住
友
本
店

二
於
テ
、
前
条
ノ
貸
越
金
参
拾
萬
回
ヲ
超
過
シ
、
尚
資
金
ノ
入
用
ア
ル
ト
キ
ハ
、
其
時
々
約
束
手
形
ヲ
振
出
シ
、
之

ニ

相
当
ノ
担
保
品
ヲ
提
供
シ
テ
、
住
友
銀
行
ヨ
リ
借
入
ル
ベ
シ
、
而
シ
テ
其
利
子
ノ
割
合

ハ
、
住
友
銀
行

二
於
ケ
ル
担
保
品
付
手
形

割
引
ノ
最
低
歩
合

ニ
ヨ
リ
支
払
フ
モ
ノ
ト
ス

第
四
　
住
友
本
店

二
於
テ
、
資
金

二
余
裕
ヲ
生
ジ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
何
時

ニ
テ
モ
手
形
ノ
内
入
金

ヲ
ナ
ス
ベ
シ
、
此
場
合

ハ
住
友
銀
行

二
於

テ
ハ
、
前
ノ
歩
合
ヲ
以
テ
利
子
ノ
払
戻
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス

第
五
　
本
契
約

ハ
明
治
三
十
五
年
八
月

一
日
ヨ
リ
実
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

（資
料
１２
）

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一



第

一
章
　
住
友
総
本
店

（上
）

晏

二
一
家
全
般

二
関
ス
ル
会
計
規
程
ヲ
改
定
シ
、

テ
、
終
始

一
貫
頗
ル
有
効
ノ
成
績
ヲ
挙
ケ
タ
リ
、

労
金
ヲ
増
加
シ
之
ヲ
追
賞
ス

明
治
四
十
三
年
九
月
十
九
日

一
一二

故
高
等
雇
　
一謄
尾
録
郎

其
実
行
統

一
ヲ
謀
ル
ニ
当
り
、
参
董
ス
ル
所
少
カ
ラ
ス
、
殊

二
専
務
監
査
員
ノ
職

二
任
シ

又
重
役

二
列
シ
テ
要
務

二
参
与
ス
ル
等
其
功
労
最
モ
顕
著
ナ
リ
ト
ス
、
依
テ
特

二
退
身
慰

家
　
長

五
　
住
友
総
本
店

の
業
績

住
友
総
本
店
発
足
を
前
に
し
て
、
わ
が
国
で
は
明
治
三
十
九
年
２
九
〇
工Ｃ
に
頂
点
に
達
し
た
日
露
戦
争
後
の
ブ
ー
ム
が
、
翌
四
十
年
に

入
る
と

一
転
し
、
株
価
は
暴
落
し
て
企
業
の
倒
産
、
銀
行
の
取
付
が
相
次

い
　
　
＞円

だ
。
さ
ら
に
十
月
に
は
ア
メ
リ
カ
に
恐
慌
が
起
こ
り
、
わ
が
国
の
対
米
輸
出
　
　
位‥

は
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
。
四
十

一
年
に
は
わ
が
国
も
激
し
い
恐
慌
状
態
に
　
　
鮮

陥
り
、
産
業
界
は
不
況
の
ど
ん
底
に
喘
ぐ
こ
と
と
な

っ
た
。

住
友
本
店
は
、
会
計
制
度
の
確
立
さ
れ
た
明
治
三
十
三
年
以
降
毎
年

一
〇

〇
万
円
か
ら
二
〇
〇
万
円
程
度
の
純
利
益
を
計
上
し
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う

な
経
済
情
勢
の
下
で
四
十

一
年
に
は
純
利
益
は
三
七
万
円
余

に
落
ち
込
み
最

悪
の
決
算
と
な

っ
た
（第
３
表
、
以
下
の
諸
表
で
は
比
較
の
た
め
四
十

一
年
も
併
せ

44`年 454F

△348,542 24

720,470 12

671,321 13

124,663 84

22,577 21

325,862 74

59,699 16

123,842 60

10.485 65

△759,804 38

2,097,353 51

197,927 85

97,877 69

32,259 99

416,594 44

308,208 41

162,608 69

99,483 28

1,710,380 21 2,652,509 48

851,918 20

3,504,427 68



掲
げ
た
）。
こ
の
た
め
鈴
木
総
理
事
は
、
そ
の
年
末
総
本
店
発
足

の
明
治
四

十
二
年
度
会
計
見
積
書
を
認
可
す
る
に
際
し
、
業
績
の
向
上
に
努
め
る
よ
う

特
に
通
達
を
出
し
た
（資
料
１３
）ｏ

し
か
し
、
他
方
で
日
露
戦
争
後
の
こ
の
時
期
は
、
軍
備
拡
張
や
鉄
道

・
電

話
施
設
の
充
実
な
ど
を
主
た
る
基
盤
と
し
て
鉄
鋼

・
造
船

・
機
械
等

の
重
工

業
も
よ
う
や
く
成
立
し
始
め
、
わ
が
国
経
済
が
新
し
い
発
展
段
階
を
迎
え
た

時
期
で
も
あ

っ
た
。
住
友
で
も
伸
銅
場

。
鋳
鋼
場
の
経
営
が
よ
う
や
く
軌
道

に
乗
り
は
じ
め
、
四
十
四
年
に
は
電
線
製
造
所
が
伸
銅
場
か
ら
分
離
独
立
す

る
に
至

っ
た
。

０
　
総
本
店
（本
社
部
門
）
の
業
績

住
友
総
本
店
全
体
の
業
績
を
考
え
る
前
に
、
ま
ず
そ
の
本
社
部
門
の
業
績

に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

損
益
表
（第
４
表
）
の
通
り
、
本
社
部
門
は
、
保
有
す
る
有
価
証
券

の
配
当
、

利
息
の
受
取
や
土
地
建
物
の
賃
貸
収
入
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
上
回
る
管
理
費

・
本
家
費

・
税
金
な
ど
の
支
出
で
常
に
赤
字
で
あ
る
。
な
お
、
表
中
の
勘
定

科
目
と
そ
の
配
列
は
原
簿
に
従

っ
て
い
る
（第
５
、
８
、
９
、

１０
表
も
同
様
）
。

特
筆
す
べ
き
は
、
明
治
四
十
五
年
住
友
銀
行

の
株
式
会
社

へ
の
移
行
に
よ

第

一
部
　
住
友
総
本
店

一
一一二

第 3表 店 部 別 純 損 益

店   部 明治41年 424F 434F

総本店 (本社部門)

別子鉱業所

銀 行

倉 庫

製鋼販売店

若松炭業所

伸銅場

鋳鋼場

電線製造所

△656,852 42

37,246 17

818,177 71

71,088 86

20,724 34

203,838 80

23,070 43

△142.04941

△515,71443

978,622 89

672,597 09

59,356 86

21,177 49

239,681 83

△30,498 88

△108 349 63

△617,426 87

676,839 88

578,110 53

55,769 29

23,793 17

326,477 84

△80,39761

1,384 01

合 計 375,244 48 1,316.873 22 964,550 24

(株)住友銀行

総  計

註 :45年 銀行は 1-3月 分、(株 )住友銀行は 4～ 12月 分
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（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一四

り
、
そ
の
株
式

一
五
万
株
を
取
得
し
、
配
当
金
七
万
五
〇
〇
〇
円
を
受
け
取

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
持
株
会
社
化

へ
の
記
念
す
べ
き
第

一

歩
と
い
え
よ
う
。
同
時
に
、
同
年

の
雑
損
が
多
額
に
上

っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
際
、
株
式
会
社
住
友
銀
行

へ
資
産
譲
渡
し
た
差
額
三

一
万
円

余
を
雑
損
に
計
上
し
た
た
め
で
あ
る
。
住
友
銀
行
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
七
　
住
友
銀
行

の
株
式
会
社

へ
の
移
行
」

で
改

め
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

そ
の
他
経
費
の
中
で
は
、
別
途
費
の
金
額
が
大
き
い
が
、
こ
れ
は
、
地
方
公
共
団
体
、
学
校
、
慈
善
事
業
な
ど
に
対
す
る
寄
附
金
が
大
部

分
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
賞
与
が
俸
給
の
四
―
五
倍
に
上

っ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
賞
与
の
中
に
家
長
分
が
含
ま
れ
て
い

る
た
め
で
、
そ
れ
を
除
け
ば
職
員
の
賞
与
は
、
俸
給
の
半
分
程
度
の
額
で
、
常
識
的
な
線

に
納
ま
っ
て
い
る
。

次
に
、
貸
借
対
照
表
（第
５
表
）
に
つ
い
て
は
、
欄
外
に
注
記
し
た
通
り
、
本
社
部
門
の

「
固
定
財
産
」
勘
定
に
は
住
友
本
家
所
有

の
土
地

・
建
物

・
什
器
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は

「営
業
外
固
定
財
産
」
勘
定
と
し
て
、
本
表

の

「営
業
資
本
金
」
勘
定
と
と
も
に
、
後

に

述
べ
る
総
本
店
（全
社
）
の
総
貸
借
対
照
表
（第
９
表
）
に
お
け
る

「総
財
産
」
勘
定
を
形
成
し
て
い
る
。

な
お
、
営
業
資
本
と
い
う

概
念
は
、
既
に
江
戸
時
代
か

ら
住
友
家

の
事
業
が
継
続
し

て
い
て
、
最
初
の
元
入
れ
高

が
不
明
の
た
め
、
明
治
三
十

三
年

の
住
友
家
家
計
規
則
に

よ
り
初
め
て
導
入
さ
れ
た
も

の
で
、
文
字
通
り
、
住
友
家

(単位 :円 )

44年 45`F

672,359 34

225,125 00

7,433 96

83,607 80

19,470 14

25,560 36

127,118 25

52,551 21

118,244 92

13,247 70

506,098 61

208,478 33

10,848 60

85,603 48

75,000 00

18,043 41

28,412 02

4,177 99

5,684 91

69,849 87

1,020,901 58

59,507 95

60,171 16

5,987 10

131,071 99

9,031 99

2,022 17

44,460 59

18,250 00

201,699 52

177,368 31

276,754 75

2,700 80

31,925 25

1,265,902 99

50,588 22

58,467 17

5,264 50

133,619 51

3,426 30

939 82

34,602 01

13,150 00

111,408 95

258,356 85

248,640 00

316,819 58

30,620 08

△348,542 24 △759,804 38
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第 4表  総本店 (本社部門)損益表

科   目 明治41年 42FF 43年

当期利益

国債證券利息

地方債券利息

株券配当金

住友銀行株券配当金

耕地収益

賃貸料

雑 益

固定財産原価差損益

有価證券原価差損益

利 息

336,910 33

52,543 06

4,201 26

242,994 53

15,247 57

18,653 78

3,287 59

△1,38006

1,362 60

370,476 72

139,253 56

4,180 68

190,296 35

12,416,10

24,211 99

2,122 92

△2,15488

150 00

517,257 37

214,422 17

4,072 39

134,532 91

16,897 63

25,725 88

1,195 02

△2,68010

112,125 00

10.966 47

当期損失

禾り ′Ёl

俸 給

旅 費

諸 税

営繕費

賃借及保険料

雑 費

特別報酬金

別途費

本家費

賞 与

雑 損

償 去ロ

993,762 75

87,210 45

61,379 88

7,252 48

137,697 99

3,653 70

6,160 90

40,199 67

19,100 00

145,803 77

211,025 59

234,754 77

13,557 47

25,966 08

886,191 15

61,256 19

65,915 33

30,399 48

135,526 54

6,289 84

1,557 22

38,492 83

18,300 00

64,542 87

184,961 80

244,082 88

474 00

34,392 17

1,134,684 24

47,323 64

64,334 19

3,992 72

132,553 86

3,583 08

2,329 89

46,085 90

20,039 60

284,995 18

179,316 11

317,409 20

112

32,719 75

当期純損益 △656,852 42 △515,71443 △617.426 87

が
本
来
の
目
的
と
し
て
行
う

営
業
の
た
め
に
投
下
利
用
さ

れ
る
資
本
と
解
さ
れ
る
。
そ

し
て
明
治
三
十
二
年
期
末

の

使
用
資
金
残
高
を
営
業
資
本

金
と
し
た
の
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、
明
治
三
十
三
年
期
初

の
営
業
資
本
額
は
、
四
四
六

万
三
八
八
六
円
二
七
銭
二
厘

で
あ

つ
た
。

「有
価
證
券
」
勘
定

の
う

ち
、
四
十

一
年
か
ら
四
十
二

年
に
か
け
て

「株
券
」
が
激

減
し
、

「
国
債
證
券
」

が
激

増
し
て
い
る
の
は
、
鉄
道
国

有
化
の
た
め
、
保
有
し
て
い

た
鉄
道
株
の
代
わ
り
に
五
分

利
公
債
を
交
付
さ
れ
た
こ
と

二
五
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一
〓
ハ

に
よ
る
。

「起
業
支
出
」
勘
定
で
は
、
明
治
四
十
四
年
七
月
か
ら
茶
臼
山
本
邸
の
建
築
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「起
業
支
出
」
勘
定
は
工
事

が
完
成
し
て

「
固
定
財
産
」
勘
定

へ
振
り
替
え
ら
れ
る
ま
で
の
建
築
仮
勘
定
で
あ
る
。

「各
部
」
勘
定
と

「銀
行
部
特
別
預
ケ
金
」

に
は
内
訳
を
示
し
て
お
い
た
。
「各
部
」
勘
定
は
、
「
四
　
住
友
総
本
店
の
会
計

・
監
査
制

度
」
で
述
べ
た
会
計
見
積
書

・
実
際
報
告
書
に
記
載
さ
れ
る
各
店
部
の
前
年
度
末

の
使
用
資
金
残
高
（総
本
店
受
資
金
勘
定
ノ
前
年
度
ヨ
リ
繰
越

ト
ナ
ル
ベ
キ
金
額
）
で
あ
る
。
但
し
、　
こ
の
時
期
こ
れ
ら
各
店
部
の
使
用
資
金

に
対
し
て
社
内
金
利
は
ま
だ
賦
課
さ
れ
て
い
な
い
。
使
用
資
金

の
平
均
よ
り
も
最
高
額
を
重
視
す
る
の
は
、
極
力
銀
行
借
り
入
れ
を
避
け
、
自
己
資
金
で
賄
お
う
と
す
る
思
想
の
現
れ
で
あ
ろ
う
か
。

「銀
行
部
借
入
金
」
で
は
、
資
料
Ｈ
に
示
し
た
通
り
、
貸
越
極
度
額
三
〇
万
円
が
ひ
と
つ
の
基
準
と
な

っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
四
十

一

年
末
に
は
、
そ
れ
が
七
〇
万
円
と
い
う
異
常
な
額
に
達
し
て
い
る
。

な
お
、
「損
益
勘
定

。
当
期
純
損
益
」
は
、
下
半
期
の
本
社
部
門
の
純
損
失
を
、
「前
期
損
益
勘
定

。
前
期
純
損
益
」
は
、
上
半
期

の
全
社

(単位 :円 )

44年末 大正元年末

29,839,042 37
763,473 36
158,652 48
156,991 00

1,275 00
1,586 00
4,515 70
7,435 19

822 00
3,405,825 28

193,450 00
1,012,726 74

Ｈ

６０

３５

８４

７５

６５

００

５３

２５

３‐

９７

３８

４６

００

００

０４

４２

一
２６

31,156,806 55
795,582 69
158,652 48
146,055 00

1,095 00
1,305 00

797 96
5,784 74

3,232,774 15
185,575 00

1,054,676 74
7,500,000 00

125,697 27
56,226 60
196,101 69

16,934,300 10
9,355,248 66

1,093,000 00
144,374 85
591,531 67

3,526,531 67
1,384,948 58
838,664 70
526,515 17
80,000 00

329,514 42
116,800 59

200 16

235,666 96

３７

００

４２

００

‐４

０５

００

５６

８〇

一

〇５

００

３５

31,156,806 55
24,849,342 89
3,414,937 16

692,296 46
141,324 65
429,072 73
110,821 00
92,277 03
3,707 30

90,424 72
300,000 00

1,032,602 61

1,616,811 98
690,017 04
212,217 82
714 577 12

1,938,796 01
964,669 89
195,302 00
778,824 12
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第 5表 総本店 (本社部門)貸借対照表

科   目 明治41年末 42年末 43年末

借方
固定財産

所有品 。

有価證券

起業支出・茶臼山建設物
貸金・立換金
雑・仮出金
各部

別子鉱業所
銀行部
倉庫部
製銅販売店
若松炭業所
伸銅場
鋳鋼場
電線製造所

銀行部特別預ケ金
総本店建築準備金
本家建築準備金
相続税納税準備金
積立金利殖高準備金

銀行部出納
損益 。当期純損益

・土地
鉱区
建設物
機械
什器

準備品
米穀
地金銀
・国債證券

地方債券
株券
住友銀行株券

００

５９

０４

６０

０６

００

２６

５０

４９

‐３

一

〇〇

〇〇

〇〇

407,498 39

22,100 00
16,318 24

21,306,297 60
10,277,694 52
5,940,822 41
1,152,000 00

154,294 07
578,856 75

1,691,147 72
1,511,482 13

83,373 05

353 139 59

28,476,609 01
770,929 59
158,652 48
171,571 00

1,455 00
2,019 00
4,543 88
6,304 10

918 00
3,177,182 32

50,575 00
999,891 65

40,325 60
13,029 67

21,980,678 55
10,360,176,47
6,477,703 59
1,128,000 00

155,345 39
564,694 86

1,910,518 76
1,334,239 48

380,083 08
30,000 00

350,000 00

83 08
290,509 26
477,940 83

貸方
営業資本金・営業資本

積立金
準備積立金

預り金・雇人身元金預金
積金預金
末家家督金預金
諸預金
貸家敷金預金

雑・仮入金
銀行部出納・銀行部出納

銀行部借入金
前期損益・前期純損益

27,259,504 92
17,891,241 55
6,757,158 65

550,000 00
198,454,17
534,834 96
94,963,00
73,484 42
4,209 80

151,480 74
200,000 00
803 682 63

28,476,609 01
18,696,384 24
7,259,386 91

550,000 00
188,912 91
495,142 18
105,699 00
85,824 34
4,234 80

344,000 00

747,024 63

営業外固定財産勘定
土 地
建設物
什 器

1,604,863 33
753,502 73
243,636 75
607,723 85

1,636,159 01
756,241 76
227,273 25
652,644 00

二
七
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一
一八

の
純
利
益
を
示
し
て
い
る
。

「預
り
金
」
勘
定
の
中
で
、
コ
雇
人
身
元
金
預
金
」

は
、
家
法
第

一
編
第
六
章
身
元
保
證
金
第

一
条
に

「等
外
以
上
ノ
傭
員

ハ
身
元
保
證

ト
シ
テ
別
表

二
照
シ
、
傭
入
ノ
節
身
元
金
ヲ
預
入
レ
シ
ム
」
と
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
第
七
章
積
金
第

一
条
に

「傭
員
ヲ
シ
テ
勤
倹
ヲ
旨
ト
シ
、
其
後
栄
ヲ
図
ラ
シ
メ
ン
ガ
為
メ
、
積
金
ノ
制
ヲ
設
ク
、
積
金

ヲ
分
テ

第

一
種

・
第
二
種
ト
ス
」
と
あ
り
、
第

一
種
積
金
は
後
に
述
べ
る
純
益

の
中
か
ら
高
等
及
び
等
内
外

の
備
員
に
分
与
さ
れ
る
も
の
で
、
第
二

種
積
金
は
等
内
外
の
傭
員
に
積
立
を
強
制
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
こ
の

「積
金
預
金
」
は
第
二
種
積
金
を
さ
す
。
積
金

の
元
利
合

計
は
、
原
則
と
し
て
退
職
時
ま
で
引
き
出
し
は
許
さ
れ
な
か
つ
た
。

さ
ら
に
、
「末
家
家
督
金
預
金
」

は
、
住
友
末
家
規
則
第

一
条
に

「等
内
六
等
以
上

ニ
シ
テ
十
年
以
上
勤
続
セ
シ
モ
ノ
、
老
年
或

ハ
事
故

疾
病

二
依
テ
辞
職
ス
ル
ト
キ
ハ
、
永
ク
旧
誼
ヲ
保
持
セ
シ
為
メ
之
ヲ
末
家
ト
シ
」
、
第
三
条

「末
家
編
入
ノ
節

ハ
、

（中
略
）預
ケ
金

ヲ
即
納

ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
定
め
ら
れ
た
預
金
を
指
す
。
住
友
の
末
家
制
度
は
、
江
戸
時
代
の
別
家
制
度
が
、
新
し
い
時
世
に
応
じ
て
改
変
さ
れ
た

も
の
で
、
末
家
は
、
当
初
編
入
の
際
に
退
職
金
に
当
た
る
家
督
金
を
全
額
住
友
家
に
預
ケ
金
と
し
て
い
た
。
そ
の
後
明
治
十
二
年

「満
年
家

督
付
与
金
規
則
」
の
制
定
で
、
家
督
付
与
金
の
三
分
の
一
を
住
友
家
に
預
け
さ
せ
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
、
次
い

円

で
明
治
十
五
年

の
家
法
制
定
で

「満
年
家
督
付
与
金
」
は

「致
仕
慰
労
金
」
と
名
称
が
変
更
さ
れ
た
。
さ
ら
に
　
　
位‥

明
治
二
十

一
年
の
改
正
で
、
こ
の
預
ケ
金
を
末
家
の
等
級
に
よ
り
、　
一
等
三
〇
〇
〇
円
、
二
等
二
〇
〇
〇
円
、
　

　

鮮

三
等

一
〇
〇
〇
円
の
定
額
と
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
預
金
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら

「住
友
家
に
と
つ
て
彪
大
な
貨
幣
蓄
積
を
齋
す
こ
と
に
な
る
」
と

の
批
判
も
あ
る
が
、
明
治
初
期
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
預
金

の
総
額

は
、
営
業
資
本
金

の
三
％
程
度
に
過
ぎ
ず
、
資
本
蓄
積
に
果
た
す
役
割
は
小
さ
い
も
の
で
あ

つ
た
。
む
し
ろ
、

45イF

463,971 49

505,262 44

0

0

1,030,163 13

347,166 16

0

0



年
金
制
度
な
ど
が
無

か
っ
た
当
時
、
職
員

の
退
職
後

の
生
活
ま
で
配
慮
（干
渉
に
近

じ

し
た
政
策

で
、
後
に
大
き
な
負
担
と
な

つ
て
改
訂
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
退
職
慰

労
金
制
度
に
も
つ
な
が
る
思
想
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

国
　
総
本
店
（全
社
）
の
業
績

経
済
情
勢
は
、
恐
慌
後
の
不
況
か
ら
四
十
二
年
に
貿
易
収
支
が
好
転
し
、
市
債

・

社
債
に
よ
る
外
資
導
入
も
あ

つ
て
、
未
曾
有

の
低
金
利
状
態
と
な
り
、
四
十
三
年
か

ら
四
十
四
年
に
か
け
て
い
わ
ゆ
る

「中
間
景
気
」
が
発
生
し
た
。

住
友
総
本
店
（全
社
）
の
損
益
は
、
第
３
表
の
通
り
通
常
は
本
社
部
門
の
経
費
を
各

店
部
の
利
益
で
カ
バ
ー
し
た
残
り
で
あ
る
。
店
部
の
中
で
は
や
は
り
別
子
と
銀
行
が

群
を
抜
い
て
お
り
、
次
い
で
若
松
炭
業
所
も
忠
隈
炭
坑
の
出
炭
の
増
加
に
比
例
し
て

安
定
し
た
伸
び
を
続
け
、
伸
銅
場

。
鋳
鋼
場
も
期
間
の
終
わ
り
に
は
顕
著
な
改
善
を

一不
し
た
。

詳
細
は
各
社
の
社
史
に
譲
る
と
し
て
、
注
目
す
べ
き
点
を
実
際
報
告
書
か
ら
拾
う

と
、
四
十

一
年

の
総
本
店
（全
社
）
の
利
益

の
落
ち
込
み
の
最
大
の
原
因
は
別
子
に
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
第
６
表

の
通
り
、
四
十
年

に

一
〇
〇
斤
（エハ
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
）当
た

り
五
五
円
程
度
で
あ

っ
た
銅
価
が
三
五
円
を
割
る
と
こ
ろ
ま
で
急
落
し
、
利
益
が
出

な
く
な

つ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
後
も
銅
価
は
回
復
し
な
か
っ
た
が
、
不
況
下
に
も

第

一
部
　
住
友
総
本
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二
九

第 6表 別子鉱業所の採算状況

明治40年 41年 42FF 43`F 44`F 45FF

産銅量 (t)
コス ト (円 /100斤 )

販売価格 (円 /100斤 )

5,427

37 74

55 16

5,345

35 34

34 72

6,328

25 48

34 10

6,679

27 60

33 75

6,822

24 32

32 35

7,686

21 68

40 38

註 :100斤 =60Kg

第 7表 別子及び製造部の起業支出額

明治40年 41年 42イF 43イF

別 子 鉱 業 所

伸  銅  場

鋳  鋼  場

電 線 製 造 所

686,874 86

21,918 08

273.186 22

592,231 51

290,241 08

31.191 26

585,935 99

171,774 90

0

441,860 15

134,195 90

0
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〇

か
か
わ
ら
ず
第
７
表

の
通
り
、
起
業
支
出
に
よ
リ
コ
ス
ト
削
減
（主
と
し
て
労
賃
）
と
産
銅
量
の
向
上
に
努
め
た
結
果
、
収
益
は
回
復
し
て
い

つ
た
。
さ
ら
に
、
四
十
五
年
に
は
コ
ス
ト
は
ピ
ー
ク
時
よ
り

一
五
円
以
上
も
減
り
、
銅
価
も
ま
た
四
〇
円
台
ま
で
回
復
し
た
上
、
産
銅
量
が

四
十

一
年
の
四
割
以
上
も
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
別
子
の
純
利
益
は
二
〇
〇
万
円
の
大
台
に
乗

っ
た
。

な
お
、
起
業
支
出
に
つ
い
て
は
、
住
友
家
会
計
規
則
施
行
細
則
第

一
条
で

「起
業
予
算

ハ
起
業
竣
成
ノ
上
財
産
ト
ナ
ル
ベ
キ
支
出
ノ
予
算

ヲ
謂
フ
」
と
あ
る
だ
け
で
、
特
に
金
額
の
下
限
の
明
示
は
な
い
が
、
起
業
支
出
と
称
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
簡
単
な

土
木
建
築
工
事
や
機
械
の
購
入
は
固
定
財
産
支
出
で
済
ま
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
比
較
的
長
期
に
わ
た
る
土
地
の
造
成
、
建
屋
の
建
築
、

機
械
の
据
付
工
事
な
ど
大
規
模
な
工
事
を
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
銀
行
も
四
十
五
年

に
は
年
度
を
通
算
す
れ
ば
純
利
益
は

一
〇
〇
万
円
を
超
え
た
。
銀
行
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
。

伸
銅
場
は
、
銅
価
下
落
を
受
け
て
伸
銅
製
品
価
格
が
低
落
し
、
さ
ら
に
、
四
十

一
年
十
月
か
ら
全
面
操
業
に
入

っ
た
ケ
ー
ブ
ル
エ
場
、
四

十
二
年
七
月
か
ら
操
業
を
開
始
し
た
管
棒
工
場
と
も
事
業
開
始
早
々
で
失
費
も
多
く
、
四
十
三
年
ま
で
欠
損
が
続
い
た
。
し
か
し
、
不
況
下

で
も
別
子
同
様
起
業
支
出
は
続
け
ら
れ
（第
７
表
）
、
四
十
四
年
に
入
る
と
六
月
に
は
中
之
島
分
工
場
の
代
わ
り
に
安
治
川
本
工
場
に
お
い
て

(単位 :円 )

44年 45年

10,500,527 50
3,482,463 40

28,653 19
9,646 92

66,573 95
1,449,495 99
591,748 92
63,726 28

641,584 07
151,864 75
61,367 85

1,638,196 76
926,289 94

9,530 00
83,607 80
97,408 20

237,753 73
65,633 73
178,677 34
394,050 80
78,938 53
39,269 88

204,045 47

10,445,783 17
4,874,118 99

34,336 64
12,115 03
74,963 81

1,716,138 53
962,820 62
279,725 06
726,468 59
139,681 18
72,748 32

219,326 93

160,603 48
91,776 35

243,859 14
72,794 66
162,660 63
437,540 20
66,785 39

97,319 62

7,991,201 54
47,204 69

1,862,152 73
32,152 67

691,243 32
965,364 72
58,844 94

498,423 00
78,912 06
16,479 18
32,340 34
152,759 11
441,036 68
61,547 22
59,848 18

314,032 22
36,699 78
6,346 24

430,349 88
13,150 00

111,408 95
258,356 85
424,931 50
40,359 37

575,898 28
781.359 63

1,710.380 21 2.454,581 63

197,927 85

2,652,509 48
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第 8表 総 損 益 表

目科 明治41年 42年 43笙F

当期総利益
銅  収益
山 林収益
醸 造収益
運 賃収益
石 炭収益
伸 銅収益
電 線収益
鋳 鋼収益
雑製品収益
商品販売損益
割 引 料
公債利息
社債券利息
株券配当金
耕地収益
倉庫保管料
賃 貸 料
諸手数料
雑 益
営業費戻入
外国為替売買損益
有価證券原価差損益

8,849,984 09
3,185,470 26

50,268 91
12,338 83
99,094 66

986,228 80
332,508 61

262,290 03
129,901 09
39,157 36

2,183,905 10
493,480 45

8,397 59
369,147 70
91,097 68

226,208 22
57,642 96
89,457 19

215,474 82
44,458 60
76,781 66

△10332643

9,550,326 70
3,664 731 64

30,661 28
12,350 21
66,384 36

1,154,360 56
308,432 84

０２

００

４６

６９

９‐

一

２‐

２４

５３

６４

‐３

９２

６８

４４

９４

9,971,767 55
3,749,711 35

28,008 38
13,146 96
67,157 96

1,369,670 77
348,906 36

443,837 80
109,171 60
60,355 81

1,349,534 45
956,924 19

587 19
134,532 91
77,948 04
199,716 12
68,937 32

228,155 91
264,536 17
67,882 18
111,555 89
321,490 19

当期総損失
禾」 ′息
賃 銀 費
営業雑給
燃 料 費
営業常用品費
営業営繕費
運 送 費
販 売 費
営業賃借料
営業保険料
営業雑費
俸 給
鉱業雑給
旅 費
諸 税
営 繕 費
賃借及保険料
雑 費
特別報酬金
別 途 費
本 家 費
賞 与
固定財産原価差損益
営業品原価差損益
雑 損
償 却

8,474,739 61
1,479,433 14
1,468,602 90

32,118 41
639,183 82
735,830 50
77,701 14

267.678 19
54,508 82
42,606 44
35,839 20
108,864 23
597,303 06
65,052 46
82,261 36

361,903 82
50,364 91
20,796 29

560,829 01
19,100 00

145,803 77
195,009 58
397,506 52
63,526 32
5,737 09

247,976 21
719,202 42

8,233,453 48
1,697,934 89
1,377,503 57

30,547 11
553,537 37
582,457 61
30,200 58

356,523 13
50,209 49
16,295 41
28,584 30
120,555 29
630,854 41
68,975 92
100,936 24
300,825 11
42,320 86
18,680 81

494,546 59
18,300 00
64,542 87
168,717 99
523,581 88
23,759 80
6,220 68

180,978 09
745,863 48

9,007,217 31
1,447,732 56
1,536,397 35

31,815 18
565,493 84
696,908 11
27,350 53

379,439 93
59,851 35
10,081 49
33,154 30
131,541 73
649,673 80
64,611 74
64,667 91

350,790 93
50,102 63
17,636 41

793,501 58
20,039 60

284,995 18
161,835 68
611,045 20
69,988 75
6.608 59

176,964 11
764,988 83

当期純損益 375,244 48 1,316,873 22 964,550 24

銀行部純損益

計

註 :明 治45年 卜半期の総損益表は銀行部 1～ 3月 分を除いているので純利益のみ加算 した。

一一三
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一

大
板
工
場
が
操
業
を
開
始
し
、
七
月
に
は
管
棒
工
場
の
拡
張
工
事
が
竣
工
し
た
。
こ
れ
は
四
十
二
年
秋
に
海
軍
次
官
加
藤
友
三
郎
中
将
か
ら

鈴
木
総
理
事
に
要
請
が
あ

っ
た
も
の
で
あ
る
。

八
月
に
は
ケ
ー
ブ
ル
エ
場
が
分
離
独
立
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
触
れ
る
が
、
こ
う
し
て
四
十
四
年
に
は
伸
銅
場
、
電
線
製
造
所

と
も
黒
字
転
換
の
目
処
が
つ
き
、
四
十
五
年
五
月
に
は
鋼
管
工
場
が
完
成
、
操
業
を
開
始
し
て
さ
ら
に
飛
躍
が
期
待
さ
れ
た
。

他
方
、
鋳
鋼
場
は
、
四
十
年
九
月
約
七
〇
万
円
を
投
じ
、
三
倍
も
能
力
を
増
大
し
た
新
設
の
島
屋
工
場
に
移
転
し
た
が
、
肝
心

の
技
術
力

が
こ
れ
に
伴
わ
ず
、
ま
た
、
折
か
ら
の
不
況
の
た
め
、
新
工
場
は
そ
の
真
価
を
発
揮
し
得
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
期
間
前
半
は
欠
損
が
続
き
、

新
規
投
資
は
ほ
と
ん
ど
見
送
り
と
な

っ
た
。
後
半
に
な

っ
て
業
績
が
回
復
し
た
の
は
、
台
湾
製
糖
業
か
ら
の
搬
薦
貨
車

の
大
量
受
注
に
よ
る

も
の
で
あ

っ
た
。

第
８
表
総
損
益
表
と
第
９
表
総
貸
借
対
照
表
は
、
「
四
　
住
友
総
本
店

の
会
計

・
監
査
制
度
」
で
述

べ
た
通
り
、
総
本
店
（本
社
部
門
）以
下

各
店
部
の
損
益
表
と
貸
借
対
照
表
を
連
結
し
た
も
の
で
あ
る
。

総
損
益
表

の
う
ち
、
当
期
総
利
益

の

「銅
収
益
」
。
「山
林
収
益
」
。
「醸
造
収
益
」
。
「運
賃
収
益
」
。
「雑
製
品
収
益
」
及
び

「商
品
販
売
損

大正元年末

34,639,665 07
3,392,607 87
3,669,072 98

926,612 39
4,152,289 66

252,517 00
141,310 00

2,974,153 75
830,698 32
384,523 91

1,552 63
25 58

14,578 53

992 00

3,232,774 15
185,575 00

8,554,676 74
913,768 61
685,301 86
467,476 23

1,157,386 67
538,471 49
65,726 54

69,565 31

73,251 94

1,336,007 62

300,944 01

305,976 47
11.827 81

34,639,665 07
26,788,138 90
3,414,937 16

692,296 46
1,032,602 61

950,977 03

94,207 24
5,020 49

38,720 24
2,858 07

1.619 906 87

(単位 :円 )

78,756,905 86
3,884,046 09
3,574,508 78

815,347 18
4,048,042 50

282,488 00
155,710 00

2,538,666 00
763,191 12
358,239 38

70 98
17,421 91

822 00
1,277 00

11,285 38
13,328,777 10

458,630 00
142,950 00

1,012,726 74
1,566,395 04
880,953 00
188,386 87
538,891 65
374,576 50
72,686 61

33,080,483 09
2,000,340 01

20,504 14
2,113,491 85

47.094 30
387.602 07
650,265 65

381 60
91,013 82

704,022 49
253,975 51

4.391.641 50

78,756,905 86
20,703,476 98
7.808,003 42

590,000 00
1,044,545 35

43,878,204 61
1,047,506 78
2,113,491 85

399,791 09
25,193 58

45,851 79
3,201 49

431,804 06
665.834 86
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第 9表 総貸借対照表

科 目 明 治 41年末 42年末 43年 末

借 方
固定財産・土 地

鉱 山
山 林
建設物
鉄 道
舟合  舟自
機 械
什 器

所有品・準備品
木 材
薪 材
米 穀
地金銀
乳 牛

質抵当流込物件
有価證券 。国債證券

地方債券
社債券
株券

起業支出
営業品 産出品

製 品
半製品
原料品
商 品

貸金・割引手形
諸貸付金
滞貸金
支払引受外国手形貸

手形 受取手形
取引先 取引銀行へ貸

掛売金
委託主

雑・仮出金
預ケ金 銀行預金

諸預金
預金

金現

67,823,963 67
3,541,872 78
3,758,450 79

638,754 71
4,096,811 14

440,402 18
248,803 00

2,183,874 23
637,691 12
454,056 15

13,588 90
8,759 50
2,464 00

92,864 07
9,170,414 68

211,975 00
106,115 00

4,277,382 57
1,013,447 97
1,027,019 20

183,481 98
248,954 68
238,900 01
48,211 55

24,745,993 36
1,625,421 28

4,930 14
2,676,211 28

21,936 50
595,945 90
232,245 10

141,555 11
172,201 97
210,237 29

4,752,990 53

74,205,255 93
3,765,656 60
3,714,860 45

734,420 66
4,422,737 15

394,087 00
206,219 00

2,266,892 00
660,252 06
360 429 50

903,641 65
744,404 65

1,064,310 92
236,100 48
338,199 59
268,865 29
43,168 01

27,301,871 35
1,679,601 45

7,610 13
1,107,212 32

41,819 93
859,482 07
290,286 84

144,370 16
460,200 34
529,781 89

5,001,010 91

76,119,057 76
3,787,677 90
3,611,132 53

786,918 17
4,209,068 02

370,992 00
173,490 00

2,483,360 07
703,454 00
353,442 55

82 30
15,607 30

918 00
1,502 00

11,285 38
14,920,136 84

321,325 00
165,410 00
999,891 65
701,359 56

1,055,621 92
295,765 54
403.523 90
194,788 53
78,052 13

32,415,514 52
1,406,205 18

54,164 91
1,061,044 00

27,283 96
719,769 10
311,645 14

100,247 45
195,428 56
248,843 94

3,934.105 71

貸 方
総財産・財 産

積立金
準備積立金
前期純損益

預 り金 銀行部預金
諸預 り金
支払引受外国手形

取ヲ1先 ・取引銀行 ヨリ借
掛買金
委託主

雑 仮入金
未払金
補正勘定

当期損益・当期純損益

40,417 19
440 80

508,209 41
219,273 68

６７

８０

２０

００

８０

６８

０２

２８

６４

‐７

９６

６５

３２

００

９７

８４

９４

２‐

９４

７２

74,205,255 93
19,496.104 88
6,757,153 65

550,000 00
803,682 63

42,897,763 00
1,024,298 81
1,107,212 32
477,508 98
20,985 72
73,742 32
21,975 03
2,707 74

458,930 26
513,190 59

76,119,057 76
20,332,543 25
7,259,386 91

550,000 00
747,024 63

43,574,257 72
990,979 59

1,061,044 00
547.116 42

8,678 91
5,819 06

366,554 71
2,303 08

455,823 87
217.525 61

一一一一一一



第

一
章
　
住
友
総
本
店

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
四

益
」
は
別
子
鉱
業
所
の
売
上
収
入
を
示
し
、
同
様
に

「
石
炭
収
益
」
は
若
松
炭
業
所
の
、
「伸
銅
収
益
」
は
伸
銅
場
の
、
「電
線
収
益
」
は
電

線
製
造
所
の
、
「鋳
鋼
収
益
」
は
鋳
鋼
場
の
製
造
益
（産
炭
益
）
と
売
上
益

の
合
計
を
示
し
て
い
る
。

総
貸
借
対
照
表

の
う
ち
、
明
治
四
十
五
年
住
友
銀
行

の
株
式
会
社

へ
の
移
行

に
よ
つ
て
銀
行
分
は
削
除
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
大
正
元
年

２

九

二

し
末
の
総
本
店
の
総
資
産
は
半
分
以
下
に
減
少
し
た
。
こ
れ
を
も

っ
て
し
て
も
総
本
店
内
部
に
お
い
て
如
何
に
銀
行

の
ウ
エ
イ
ト

が
一局
ま
っ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。

「総
財
産
」
勘
定
の
う
ち
、
「財
産
」
勘
定
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
第
５
表
本
社
部
門
の

「営
業
資
本
」
勘
定
と
注
記
し
た

「営
業
外

固
定
財
産
」
勘
定
の
合
計
額
で
あ
る
。
何
故
本
家
所
有
の
土
地

・
建
物

・
什
器
璽
日画
骨
董
類
）
を

「営
業
資
本
」

と
同
列
に
扱
う
の
か
奇
異

な
感
じ
を
も
た
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
江
戸
時
代
か
ら
、
こ
れ
ら
の
財
産
に
準
備
資
産
的
役
割
を
も
た
せ
、
余
裕

の
あ
る
時
は
買

い
増
し
す
る
が
、
経
営
危
機
の
際
は
い
つ
で
も
処
分
さ
れ
て
公
ム
計
制
度
が
確
立
さ
れ
て
以
来
、
こ
れ
ら
は

「営
業
資
本
」
で
購
入
さ
れ
、
処
分
す
る

（
５
）

と
代
金
は

「営
業
資
本
」
へ
繰
り
入
れ
ら
れ
て
）
、
役
立
て
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

最
後

に
利
益
処
分
（第
１０
表
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
明
治
四
十

一
年
は
前
述
の
通
り
、
「純
利
益
」
が
三
七
万
円
余

と
落
ち
込
ん
だ

た
め
、
「営
業
資
本
」
か
ら
三
四
万
円
余
を
組
戻
し
、
決
算
を
行

っ
た
。

こ
の
た
め

「会
計
規
則
積
立
金
」
を
積
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

「会
計
規
則
積
立
金
」
は
、
住
友
家
会
計
規
則
第
十

一
条
に

「総
本
店

ハ
積
立
金
ト
シ
テ
、
毎
会
計
年
度
ノ
全
利
益
ノ
内
ヨ
リ
相
当
ノ
金
額
ヲ

積
立
テ
置
ク
ベ
シ
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「諸
積
立
金
利
殖
高
積
立
金
」
は
積
立
金

の
利
子
相
当
分
で
あ
る
。

「銀
行
部
積
立
金
」
は
、
同
条
に

「営
業
上
計
算

ヲ
公
示
ス
ル
為
メ

1,710,380 21

1,710,380 21

(単位 :円 )

2,652,509 48

2,652,509 48

50,000 00

206,933 74

350,000 00

50,000 00

112,782 04

50,000 00

50,000 00

4,018 55

2,229,624 32



第10表 利 益 処 分

不斗 目 明治41年 42イF 43`年

純  不U  益

営業資本ヨリ組戻

=|

375,244 48

346,579 97

721,824 45

1,316,873 22

1,316,873 22

964,550 24

964,550 24

総純益金 ド記内訳 ノ通分配附換

第

一
部
　
住
友
総
本
店

二
、
積
立
金

ヲ
要
ス
ル
各
店
部

ハ
毎
会
計
年
度
叉

ハ
毎
決
算
期

二
、
総

本
店
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
テ
、
其
店
部
ノ
利
益
ノ
内
ヨ
リ
、
相
当
ノ
金
額
ヲ

特

二
積
立
テ
置
ク
コ
ト
ヲ
得
ベ
シ
」
と
あ
り
、
特
に
銀
行

の
み
が
、
創

業
以
来
資
本
金
が

一
〇
〇
万
円
に
据
え
置
か
れ
て
い
た
た
め
、
積
立
金

の
積
み
増
し
を
し
て
自
己
資
本
の
充
実
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
、
積
立

金
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

従

っ
て
、
四
十

一
年
は
利
益
が
出
な
か
つ
た
た
め
に
、
前
述
の
通
り

「営
業
資
本
」

か
ら
三
四
万
円
余
を
組
戻
し
決
算
を
行

っ
た
が
、　
ズ
ム

計
規
則
積
立
金
」
を
積
ま
な
い
と
い
う
異
常
事
態

に
も
か
か
わ
ら
ず

「銀
行
部
積
立
金
」
は
五
五
万
円
も
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
何
故
こ

の
よ
う
に
積
む
必
要
が
あ

つ
た
の
か
説
明
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、

上
述
の
通
り
、
銀
行

の
資
本
金
は
明
治
二
十
八
年
創
業
以
来

一
〇
〇
万

円
に
据
え
置
か
れ
て
お
り
、
利
益

の
大
部
分
を
積
立
金
勘
定
に
繰
り
入

れ
る
こ
と
で
自
己
資
本
の
充
実
を
図

っ
て
き
た
の
で
、
総
本
店
全
体
の

利
益
が
出
な
く
て
も
、
銀
行
部
で
利
益
が
出
て
い
れ
ば
積
立
金
繰
り
入

れ
を
中
止
す
る
訳
に
は
い
か
な
か
つ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
銀
行
自
身
四

十
年
に
は
不
況
の
た
め
銀
行

の
取
付
が
続
出
す
る
と
い
う
状
況
に
際
会

し
、
創
業
以
来
伸
び
続
け
て
き
た
預
金
が
初
め
て

一
割
以
上
も
減
少
し
、

二
五

会計規則積立金

諸積立金利殖高積立金

銀行部積立金

本家建築準備金

総本店建築準備金

第 種積金割与金

相続税準備金

lnl上利殖高積立金

166,824 45

550,000 00

5,000 00

50,000 00

202,233 26

250,000 00

5,000 00

50,000 00

298,616 51

200,000 00

40,000 00

5,000 00

上記特別支出差引残高
営業資本へ組込

0 809.639 96 370,933 73



(単位 :千 円 )
第11表 銀行部積立金の推移

第

一
章
　
住
友
総
本
店

（上
）

一一一エハ

預
貸
率
が
七
九
％
ま
で
悪
化
し
た
た
め
、
そ
れ
ま
で
は
と
ん
ど
必

要
と
し
な
か
っ
た
外
部
借
入
金
が
四
十
年
下
期
に
一
五
〇
万
円
発

生
し
て
お
り
、
こ
の
返
済

の
た
め
の
資
金
繰
り
の
問
題
が
あ

っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
（第
Ｈ
表
）。

こ
の
他
、

「本
家
建
築
準
備
金
」

は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
茶
臼

山
本
邸
の
新
築
の
た
め
で
あ
り
、

「
総
本
店
建
築
準
備
金
」

は
、

四
十

一
年
末
に
完
成
し
た
総
本
店
の
建
物
が
あ
く
ま
で
仮
建
築
で
、

依
然
と
し
て
本
格
的
な
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
建
設
を
め
ざ
し
て
い
た
た

め
で
あ
る
。

「第

一
種
積
金
」
に
つ
い
て
は
既
に
触
れ
た
が
、
四
十
四
年
十

月
こ
の

「第

一
種
積
金
」

は
廃
止
さ
れ
た
。

「相
続
税
準
備
金
」

は
、
明
治
三
十
八
年

の
相
続
税
制
度
の
創
設
に
よ
り
住
友
家
と
し

て
相
続
税
対
策
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

（資
料
１３
）

秘
第
五
六
七
号

昨
明
治
四
十
年
十
二
月
三
十
日
付
秘
第
四
五
二
号
ヲ
以
テ
、
四
十

一
年
度
会
計
見
積
書
認
可

二
際
シ
、
特

二
御
注
意
致
置
候
次
第
モ

年度・期 (末 )

(繰入れ実行は翌朝)

銀行公表ベース 実際報告書ベース

残  高 繰人額 残  高 繰入額 同年度計 (第 10表 )

明治40年末

下期

41年上期

末

下期

42年 L期

末

下期

43年上期

末

下期

44年上期

末

下期

45年 3月 末

3,480

4,050

4,430

4,550

4,800

5 000

3,400

4,000

4,350

4,550

4,800

5 000

1550

1250

1200

1350

」1典 :銀行公表ベースは住友銀行史 (1“ 和30年)付録130頁及び住友銀行八十年史(昭和54年 )資 料45頁 による。



有
之
候
処
、
各
位

二
於
テ
モ
能
ク
其
主
旨
ヲ
了
会
シ
、
彼
此
御
焦
慮
ノ
結
果
ヲ
事
実
ノ
上

二
見
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
ル
ハ
、
満
足
之
至

二
存
候
、

而
シ
テ
今
回
各
部
四
十
二
年
度
会
計
見
積
書
提
出

二
付
、
之
ヲ
審
査
計
較
ス
ル
ニ
、
亦
大
体

二
於
テ
右
内
達
ノ
主
意

二
適
フ
モ
ノ
ト
被
認
候
、

乍
併
熟
ラ
経
済
社
会
ノ
状
況
ヲ
観
ス
ル
ニ
、
未
夕
容
易

二
景
気
ノ
恢
復
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
能

ハ
ス
、
銅
価
ノ
前
途
亦
決
シ
テ
楽
観
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
ス
、
本
年
ノ
不
況

二
次
ク
ニ
、
更

二
来
年
ノ
悲
況
ヲ
以
テ
ス
ル
ノ
覚
悟
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
存
候
、
就
テ
ハ
各
位

二
於
テ
来
年
度
ノ
事
業

ヲ
経
営
ス
ル
ニ
当
リ
テ
ハ
、
更

二
本
年
度

二
優
ル
数
倍
ノ
大
決
心
ヲ
以
テ
、
鋭
意
資
金
ノ
固
定
ヲ
避
ケ
、
僅
少
ノ
額
卜
雖
モ
冗
費

ハ
之
ヲ
省

キ
、
勉
メ
テ
損
ヲ
減
シ
、
益
ヲ
増
ス
ノ
途
ヲ
講
ス
ル
ニ
於
テ
、
荀
モ
遺
算
ナ
キ
様
御
配
慮
切
望
致
候
、
勿
論
日
前
ノ
小
利

二
汲
々
ト
シ
テ
、

将
来
ノ
大
計
ヲ
誤
り
、
若
ク
ハ
御
家
ノ
威
信

二
副

ハ
サ
ル
ガ
如
キ
行
動

二
出
ツ
ル
コ
ト
ア
ル
可
ラ
サ
ル
ハ
申
迄
モ
無
之
候
、
願
ク
ハ
右
ノ
趣

旨
御
部
下

一
同
二
御
伝
達
相
成
、
衆
員

一
致
シ
良
好
ノ
成
蹟
ヲ
挙
グ
ラ
レ
ン
事
希
望

二
堪

ヘ
ス
候
、
右
四
十
二
年
度
会
計
見
積
書
認
可
二
際

シ
、
特

二
申
進
候
也

明
治
四
十

一
年
十
二
月
廿

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
理
事
　
鈴
木
　
馬
左
也

エハ
　

住
友

電
線

製
造
所

の
開
設

こ
の
期
間
（明
治
四
十
二
年
―
四
十
五
年

・
大
Ｉ
死
年
）
、
住
友
総
本
店
に
お
け
る
重
要
な
意
思
決
定
は
、

明
治
四
十
四
年
２

九

一
じ
八
月

一

日
の
住
友
電
線
製
造
所
の
開
設
と
、
明
治
四
十
五
年
四
月

一
日
の
住
友
銀
行
の
株
式
会
社

へ
の
移
行
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
前
者
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
現
在

の
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
の
起
源
は
、
公
式

に
は
住
友
金
属
工
業

株
式
会
社
と
同
じ
く
、
明
治
三
十
年
四
月

一
日
の
住
友
伸
銅
場
の
開
設
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
住
友
伸
銅
場
の
製
造
す
る
銅
線
は
、
導
電
用

裸
銅
線
で
あ

っ
た
か
ら
、
日
露
戦
争
後

の
電
話
網
の
拡
充
や
電
気
鉄
道
の
設
立
、
水
力
電
気

の
開
発
な
ど
主
と
し
て
輸
入
で
賄
わ
れ
て
い
た

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
七



第

一
章
　
住
友
総
本
店

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
八

電
線
需
要
の
増
大
に
対
し
、
長
年
通
信
省

に
勤
務
し
て
い
た
本
店
支
配
人
湯
川
寛
吉
（明
治
三
十
八
年
二
月
二
十
日
住
友
入
社
）
が
、
伸
銅
場

の

業
績
改
善
の
一
環
と
し
て
電
線
製
造
業

へ
の
進
出
を
考
え
て
い
た
の
は
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
そ
の
進
出
は
、
明
治
三
十
九
年
九
月
十
日
英
国
人
ゴ
ダ
ー
ド
３
８
長

ｏ
８

，

３ヽ
の
雇
備
と
い
う
や
や
唐
突
な
形
か
ら
始
ま

っ
た
。

そ
も
そ
も
ゴ
ダ
ー
ド
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
英
国
の
電
線
会
社
の
技
師
長
と
も
職
工
長
と
も
い
わ
れ
、
来
日
後

に
つ
い
て
も
大
阪
の
矢
部
電

線
製
造
所
に
い
た
と
も
大
阪
電
燈
に
い
た
と
も
判
然
と
せ
ず
、
と
も
か
く
英
国

へ
帰
国
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
を
、
住
友
で
引
き
留
め
る
形

で
、
彼
の
も
つ
技
術
力
に
つ
い
て
十
分
な
裏
付
け
を
と
ら
な
い
ま
ま
採
用
が
決
定
さ
れ
た
憾
み
が
あ
る
。

こ
の
点
同
業

の
横
浜
電
線
が
明
治
三
十
八
年
外
国
人
技
師
招
請
に
当
た
っ
て
と
っ
た
慎
重
な
配
慮
と
は
き
わ
め
て
対
照
的
で
あ

っ
た
し
、

後

の
明
治
四
十
三
年
、
伸
銅
場
が
管
棒
工
場
の
大
規
模
拡
張
に
当
た
り
、
海
軍
の
支
援
が
あ

っ
た
と
は
い
え
、
わ
ざ
わ
ざ
藤
井
光
五
郎
海
軍

機
関
大
壮
六
当
時
横
須
賀
海
軍
工
廠
造
機
部
長
で
海
軍
が
巡
洋
戦
艦

「金
剛
」

の
建
造
を
英
国
の
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
社
、　
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
社
の
い
ず
れ
か

に
発
注
し
よ
う
と
し
て
そ
の
調
査
の
た
め
英
国
出
張
中
）
を
代
理
人
と
し
て
、
　

製
管
技
師
プ
ラ
イ
ス
３
８
』”
日
〓
　
旬
】ヽｏ３
及
び
職
長

ハ
ザ
ウ
ェ
ー

０
”
一ｇ
く
ミ
）
、
レ
ン
ト
ン
０
８
け８
）
の

二
名
と
雇
傭
契
約
を
締
結
し
た
の
と
は
大
き
な
違
い
が
あ

っ
た
。

ケ
ー
ブ
ル
エ
場
の
建
設
は
、
三
十
九
年
末
か
ら
着
手
さ
れ
、
四
十

一
年

一
月
に
は
完
成
し
、
六
月
か
ら
試
験
操
業
が
開
始
さ
れ
た
。
し
か

し
、
伸
銅
場
の
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
次
々
と
起
業
支
出
で
行
わ
れ
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
ケ
ー
ブ
ル
エ
場
と
付
属
倉
庫

の
建
設
（工

費
二
万
四
〇
〇
〇
円
弱
）
は
、
通
常
の
固
定
財
産
支
出
で
賄
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（第
７
表
）
。

四
十
二
年

一
月
被
覆
線

・
ケ
ー
ブ
ル
製
造
開
業
が
中
之
島
税
務
署

へ
届
出
ら
れ
た
。
ゴ
ダ
ー
ド
の
下
に
は
、
す
で
に
三
十
九
年
十
二
月
に

東
京
帝
大
応
用
化
学
科
卒
で
銀
時
計
組
の
鉛
市
太
郎
（後
に
満
鉄
、
大
阪
帝
国
大
学
工
学
部
長
）
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
製
造
は
開
始
さ
れ
た
が
、

不
良
品
の
続
出
で
、
鉛
は
ゴ
ダ
ー
ド
の
技
術
力
に
つ
い
て
湯
川
支
配
人
に
対
し
再
三
疑
念
を
表
明
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
八
月
ゴ
ダ
ー
ド
の

一雇
傭
は
さ
ら
に
一
年
延
長
さ
れ
た
。



結
局
四
十
二
年

の
伸
銅
場
の
業
績
は
、
既
に
第
３
表
で
み
た
通
り
、
三
万
円
余

の
欠
損
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ケ
ー
ブ
ル
エ
場
の
損

失
が
五
万
八
〇
〇
〇
円
に
も
達
し
た
た
め
で
、
ケ
ー
ブ
ル
エ
場
は
伸
銅
場
内
で

「道
楽
息
子
」
と
称
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

四
十
三
年
三
月
鉛
は
つ
い
に
住
友
を
退
職
し
、
後
任
に
前
年
東
京
帝
大
応
用
化
学
科
を
卒
業
し
、
す
で
に
東
京
瓦
斯
に
勤
務
し
て
い
た
、

や
は
り
銀
時
計
組
の
川
上
嘉
市
に
自
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
。

五
月
伸
銅
場
支
配
人
庵
地
保
が
退
職
し
、
四
月
に
理
事

に
昇
格
し
た
ば
か
り
の
湯
川
が
直
接
兼
務
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

七
月
川
上
が
着
任
し
た
。
川
上
は
後
に
昭
和
二
年
２

九
二
七
）住
友
電
線
製
造
所
取
締
役
か
ら
日
本
楽
器
製
造
（株
Ｘ
現
在
の
ヤ
マ
Ｃ
社
長

に
転
ず
る
こ
と
に
な
る
。

八
月
ゴ
ダ
ー
ド
の
一雇
傭
は
再
度
延
長
さ
れ
た
。

四
十
三
年
の
被
覆
線

・
ケ
ー
ブ
ル
の
製
造
高
は
、
前
年

の
三
倍
に
達
し
た
が
、
依
然
不
良
品
が
後
を
絶
た
ず
、
損
失
は
五
万
円
近
く
に
上

が
り
、
伸
銅
場
全
体
の
欠
損
八
万
円
の
大
半
を
占
め
た
。
し
か
も
別
子
銅
は
、
不
純
物
が
多

い
た
め
導
電
用
と
し
て
不
適
当
と
さ
れ
、
伸
銅

場
の
当
初
の
目
論
見
と
違

っ
て
、
ケ
ー
ブ
ル
エ
場
で
は
最
初
か
ら
原
料

の
電
気
銅
を
三
菱
大
阪
製
煉
所
や
大
阪
電
気
分
銅
会
社
か
ら
購
入
せ

ざ
る
を
得
な
く
な

っ
て
い
た
。

明
治
四
十
四
年
四
月
、
政
府
は
電
気
事
業
の
急
激
な
発
達
に
対
処
し
、
電
気
事
業
取
締
規
則
を
廃
止
し
、
新
た
に
電
気
事
業
法
を
公
布
、

十
月
施
行
し
た
。

こ
の
よ
う
な
電
気
業
界
の
動
向
に
対
し
、
古
河
は
明
治
三
十
九
年
横
浜
電
線
に
経
営
参
加
、
四
十

一
年
こ
れ
を
傘
下
に
納
め
、
四
十
三
年

に
は
こ
の
横
浜
電
線
は
矢
部
電
線
を
買
収
、
四
十
四
年
の
こ
の
年
横
浜
と
尼
崎
の
東
西
新
工
場
建
設
に
着
手
し
て
い
た
。

ま
た
、
藤
倉
電
線
護
誤
合
名
会
社
は
、
明
治
四
十
三
年
電
線
製
造
業
を
独
立
さ
せ
て
、
藤
倉
電
線
株
式
会
社
を
設
立
し
、
や
は
り
こ
の
四

十
四
年
に
は
工
場
拡
張
に
乗
り
出
し
て
い
た
。

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
九



第

一
章
　
住
友
総
本
店

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

四
月
末
ゴ
ダ
ー
ド
は
退
職

・
帰
国
し
た
の
で
、
後
は
川
上
以
下
日
本
人
技
術
者
で
固
め
る
ほ
か
途
は
無
か
っ
た
。

八
月
こ
う
し
た
内
外
の
情
勢
か
ら
、
総
本
店
は
、
伸
銅
場
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
エ
場
を
分
離
独
立
さ
せ
ぎ
る
を
得
な
く
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
（資
料
１４
）ｏ
専
任
の
支
配
人
に
は
、
芝
浦
製
作
所
機
械
係
主
任
の
西
崎
伝

一
郎
（明
治
三
十
年
東
京
帝
大
機
械
科
薫
し
、
副
支
配
人
に
朝
鮮
総
督

府

の
逓
信
技
師
秋
山
武
三
郎
（明
治
三
十
二
年
東
京
帝
大
電
気
工
学
科
卒
）
が
採
用
さ
れ
た
。

電
線
製
造
所
は
、
独
立
し
た
明
治
四
十
四
年
に
は
第
３
表
の
通
り

一
万
円
余

の
純
利
益
を
上
げ
、
四
十
五
年

に
は
製
造
高
は
前
年
の
三
倍

以
上
に
増
え
、
純
利
益
も

一
〇
万
円
弱
と
大
幅
に
伸
び
て
独
立
の
目
的
を
達
成
し
た
か
に
み
え
た
。
し
か
し
川
上
嘉
市
が
大
正
元
年
２

九

二
し
十

一
月

一
日
に

「電
線
工
場
経
営

二
関
ス
ル
私
見
」

と
題
し
て
提
出
し
た
意
見
書
に
よ
る
と
、　
四
十
五
年
上
期
末

の
帳
簿
上
の
半
製

品
二
二
万
六
〇
〇
〇
円
の
大
半
が
実
は
開
業
以
来
の
不
良
在
庫
で
そ
の
早
急
な
処
分
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
独
立
後

の
決
算
も
依
然
と
し
て

手
放
し
で
楽
観
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

折
か
ら
、
伸
銅
場
よ
り
分
離
独
立
す
る
と
と
も
に
、
輻
轄
す
る
伸
銅
場
内
に
工
場
を
有
す
る
意
味
も
な
く
な
り
、
早
急
に
工
場
の
移
転

・

拡
張
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
湯
川
理
事

の
脳
裏
に
は
新
工
場
の
建
設
と
と
も
に
、
技
術
導
入
に
よ
つ
て

一
挙
に
局
面
の
打
開
を
図
ろ
う
と

い
う
構
想
が
浮
か
ん
だ
と
し
て
も
不
思
議
で
は
無
か
っ
た
。

湯
川
は
元
来
和
歌
山
県
新
宮
の
医
家
の
出
身
で
、
最
初
医
学
を
志
し
て
上
京
独
逸
学
協
会
学
校
で
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
だ
が
、
後
医
学
を
断

念
し
て
帝
大
独
法
に
入
学
し
た
経
緯
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
に
堪
能
で
、
逓
信
省
入
省
後
も
明
治
三
十
年

に
は
万
国
連
合
郵
便
会
議
委
員
と
し

て

一
年
間
欧
米
に
出
張
し
て
ベ
ル
リ
ン
に
も
滞
在
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

他
方
ド
イ
ツ
。
ジ
ー
メ
ン
ス

・
ハ
ル
ス
ケ
社
の
ヘ
ル
マ
ン
貧

ｏ̈一Ｒ

工
ｏ【ヽ
日
営
じ
は
、　
明
治
二
十
九
年
頃
来
日
し
、　
当
時
同
社
が
逓
信
省

に
対
す
る
大
が
か
り
な
工
作
を
行

っ
て
い
た
関
係
で
、
お
そ
ら
く
湯
川
と
も
接
触
が
あ

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
、
明
治
四
十

一
年
日
本
法
人
の
シ
ー
メ
ン
ス

・
シ
ュ
ッ
ケ
ル
ト
電
機
株
式
会
社
（Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｋ
Ｋ
と
略
称
）
の
ケ
ス
ラ
ー
貧
ｏ『日
営
●
バ
８
Ｐｏし
社
長
が
帰
国
後
は



ヴ
オ
ル
フ
（〓
銘

ヨ
ｏ
ヨ
）
と
そ
の
共
同
経
営
に
当
た
り
、

四
十
四
年
ヴ
オ
ル
フ
が
帰
国
後
は
単
独
で
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｋ
Ｋ
を
率
い
て
い
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｄ

Ｋ
Ｋ
の
中
で
大
阪
は
東
京
と
並
ぶ
技
術
営
業
所
の
格
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
神
戸
に
は
明
治
四
十
二
年
に
作
業
所
も
設
立
さ
れ
て
い
た
。

ヘ

ル
マ
ン
自
身
も
阪
神
間
に
居
を
構
え
（現
在
の
神
戸
市
東
灘
区
西
岡
本
七
丁
目
に
あ
つ
た
石
造
り
の
豪
邸
は
、
本
格
的
な
中
世
城
郭
風
建
築
で
、　
ヘ
ル
マ

ン
屋
敷
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
現
地
に
は
ヘ
ル
マ
ン
・
ハ
イ
ツ
の
名
だ
け
が
残
っ
て
い
る
）
、
住
友
入
社
後
芦
屋
に
住
む
湯
川
と
交
流
が
あ

っ
た
。
す
な

わ
ち
当
時
の
電
線
製
造
所
支
配
人
西
崎
は
、

「当
時
電
線
製
造
所
は
総
本
店
湯
川
理
事
が
主
宰
し
て
居
ら
れ
た
が
、　
電
線
製
造
所
の
拡
張
、

新
工
場
の
設
計
を
誰
に
依
頼
し
よ
う
か
と
考
え
る
中
、
湯
川
さ
ん
は
独
逸
通
で
も
あ
り
、
独
逸
人
に
知
己
多
く
、
当
時
阪
神
間
に
居
住
し
た

シ
ー
メ
ン
ス
社
の
ヘ
ル
マ
ン
と
も
懇
意
な
間
柄
に
て
、
湯
川
さ
ん
は
右

ヘ
ル
マ
ン
と
話
し
合
ひ
、
そ
の
設
計
に
関
す
る
交
渉
進
行
中
」
と
証

言
し
て
い
る
。
交
渉
は
、
翌
大
正
三
年
に
入

っ
て
進
展
し
た
の
で
、
こ
の
帰
結
は
次
章

「住
友
総
本
店
（中
×
大
正
三
年
―
五
年
と

に
譲
る
こ

と
と
す
る
。

（資
料
１４
）

甲
第
参
号
達

今
般
大
阪
市
北
区
安
治
川
通
上
壱
丁
ロ
ニ
住
友
電
線
製
造
所
ヲ
設
置
シ
、
同
所
事
務
章
程
左
ノ
通
相
定
メ
、
家
法
第
二
編
中

二
編
入
シ
、
同

第
九
章
以
下
ヲ
順
次
繰
下
グ

明
治
四
十
四
年
八
月

一
日

家
長
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

（事
務
章
程
略
）

第

一
部
　
住
友
総
本
店

四

一



第

一
章
　
住
友
総
本
店

（上
）

四
二

七
　

住
友
銀
行

の
株
式
会
社

へ
の
移
行

明
治
二
十
八
年
２

八
九
五
）十

一
月

一
日
、
住
友
本
店
は
、
住
友
銀
行
を
開
業
し
た
。
以
来
住
友
内
部
で
は
、
住
友
銀
行
を
住
友
本
店
の

一
事
業
と
し
て
銀
行
部
と
称
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

当
時
の
住
友
銀
行
に
つ
い
て
、
明
治
二
十
九
年
三
井
銀
行
大
阪
支
店
に
転
勤
し
て
き
た
池
田
成
彬
（後
に
三
井
銀
行
常
務
、
三
井
合
名
常
務
理

事
）
は
、
「百
三
十
銀
行
頭
取
の
松
本
重
太
郎
と
大
阪
商
船
の
社
長
を
し
て
お
っ
た
田
中
市
兵
衛
、

こ
の
二
人
の
コ
ン
ビ
で
大
阪
の
経
済
界
は

す

っ
か
り
抑
え
ら
れ
て
お
っ
た
。　
・
・
・
百
三
十
銀
行
と
い
う
も
の
は
非
常
な
勢
力
を
持

っ
て
お
り
、
外
に
銀
行
は
あ

っ
た
ろ
う
け
れ
ど
も
、

我
々
は
住
友
銀
行
と
い
う
も
の
も
聞
か
な
か
っ
た
」
と
語

つ
て
い
る
。
さ
ら
に
池
田
は

「
明
治
三
十
二
年

に
日
銀
の
騒
動
が
起
こ
り
、
皆
日

銀
を
出
て
し
ま
い
、
河
上
謹

一
、
鶴
原
定
吉
（日
銀
理
事
、
後
大
阪
市
長
）
、
町
田
忠
治
（日
銀
大
阪
支
店
副
支
配
役
兼
金
庫
監
査
役
、
後
山
口
銀
行
総

理
事
、
民
政
党
総
裁
）
、
志
立
鉄
次
郎
こ
う
い
う
人
々
が
大
阪
に
や
つ
て
き
て
、
東
西
相
拮
抗
す
る
よ
う
な
形
に
な

っ
た
」

と
指
摘
し
て
い
る
。

住
友
で
も
河
上
を
は
じ
め
と
す
る
日
銀
退
職
組
が
そ
の
後
の
発
展
に
貢
献
し
た
こ
と
は
、

「
四
　
住
友
総
本
店

の
会
計

・
監
査
制
度
」

で

述
べ
た
。
志
立
鉄
次
郎
は
河
上
と
と
も
に
日
銀
を
退
職
し
た
が
、
西
部
支
店
長
を
し
て
い
た
関
係
か
ら
か
、
ま
ず
当
時
内
紛
状
態

に
あ

つ
た

九
州
鉄
道
会
社
に
入
社
し
、
経
理
課
長
を
勤
め
た
。
翌
三
十
三
年
十
二
月
、
お
そ
ら
く
河
上
の
勧
誘
で
住
友
に
入
社
、
特
に
重
役
待
遇
と
な

っ
た
。
年
明
け
に
神
戸
支
店
長
（銀
行
、
倉
庫
の
神
戸
支
店
長
も
兼
務
、
九
月
支
配
人
と
改
称
）
に
発
令
さ
れ
た
が
、
着
任
早
々
に
岳
父
福
沢
諭
吉

の
急
逝
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
た
。
三
十
六
年
五
月
に
は
理
事
と
な
り
、
三
十
七
年
七
月
総
理
事
伊
庭
貞
剛
の
辞
任
に
際
し
、

河
上
の
他
田
辺
貞
吉
（理
事
銀
行
支
配
人
）
が
退
職
し
た
の
で
銀
行
支
配
人
と
な

っ
た
。

志
立
の
銀
行
支
配
人
就
任
の
直
前
、
三
十
七
年
四
月
に
は
、
大
阪
財
界
を
牛
耳

っ
て
い
た
松
本
重
太
郎
の
百
三
十
銀
行
が
日
本
紡
織
会
社



に
対
す
る
貸
出
の
固
定
化
に
よ
つ
て
支
払

い
困
難
に
陥
り
、
安
田
善
次
郎

の
監
督
下
に
入

っ
た
。
結
局
同
行
は
そ
の
後
大
正
十
二
年
２

九

壬
こ
安
田
銀
行

に
合
併
さ
れ
た
。　
一
時
は
四
〇
も
の
企
業
に
関
係
し
た
松
本
は
個
人
財
産
を
処
分
し
て
債
務
の
返
済

に
当

て
、
財
界
か
ら

引
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

百
三
十
銀
行
の
畦
鉄
を
目
の
当
た
り
に
し
た
志
立
の
銀
行
経
営

の
方
針
は
、

「極
力
日
銀
借
り
入
れ
を
避
け
、　
サ
ウ
ン
ド
バ
ン
キ
ン
グ
に

徹
す
る
」
こ
と
、
「商
業
金
融
を
重
視
し
て
、
工
業
融
資
は
資
金
の
固
定
化
を
恐
れ
極
力
避
け
る
」
こ
と
、
「投
機
を
助
長
す
る
が
如
き
嫌
あ

る
行
動
は
厳
に
之
を
避
け
、
只
管
当
行
基
礎
の
堅
実
と
信
用
の
増
進
を
計
る
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

か
く
し
て
三
井
銀
行
の
池
田
に
前
述
の
通
り

「住
友
銀
行
は
（あ
る
に
は
）
あ

つ
た
ろ
う
が
、
非
常
に
小
さ
な
も
の
」

と
酷
評
さ
れ
て
か
ら

十
年
、
三
十
八
年
末
に
は
住
友
銀
行
は
、
預
金

・
貸
出
残
高

の
い
ず
れ
の
面
で
も
、
そ
の
三
井
と
第

一
の
両
行
に
次
ぐ
第
三
位

の
地
位
に
上

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
第

一
銀
行
は
、
明
治
二
十
九
年
国
立
銀
行
の
営
業
満
期
と
と
も
に
、
既
に
株
式
会
社
第

一
銀
行
と
な

っ
て
い
た
。
ま
た
、
三
井

銀
行
は
、
明
治
二
十
六
年

の
商
法
施
行
の
際
に
三
井
の
他
の
事
業
会
社
と
と
も
に
合
名
会
社
と
な

っ
て
い
た
が
、
丁
度
こ
の
頃

「
二
　
住
友

総
本
店
の
発
足
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
三
井
家
の
組
織
改
革
の
一
環
と
し
て
銀
行

の
組
織
変
更
も
検
討
さ
れ
て
い
た
。

明
治
三
十
四
年
三
井
銀
行
専
務
理
事
で
死
去
し
た
中
上
川
彦
次
郎
は
、
福
沢
の
甥
に
当
た
り
、
そ
の
他
三
井
銀
行
に
は
福
沢
の
門
下
生
が

多
数
い
た
こ
と
か
ら
、
志
立
は
こ
の
間
三
井
家
同
族
会
管
理
部
副
部
長
益
田
孝
が
、
四
十
年
六
月
か
ら
十

一
月
に
か
け
て
組
織
改
革
調
査

の

た
め
欧
米
を
視
察
し
、
四
十

一
年
に
は
そ
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
結
果
、
四
十
二
年
十
月
に
組
織
改
革
が
実
施
さ
れ
る
に
至
る

一
連
の
三

井
の
動
向
を
充
分
承
知
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

こ
う
し
た
三
井
の
動
向
を
注
目
し
な
が
ら
、
志
立
は
住
友
銀
行
を
三
井
、
第

一
の
両
行
と
比
肩
し
得
る
大
銀
行

へ
も

っ
て
い
く
た
め
に
は
、

住
友
総
本
店
の
銀
行
部
か
ら
分
離
独
立
し
て
、
株
式
会
社
組
織
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る

第
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友
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も
の
と
し
て
、
現
在
住
友
銀
行
に
は
、
明
治
四
十
三
年
八
月
二
十
四
日
付
で
、
「福
田
徳
三
」

の
署
名
の
あ
る

「住
友
銀
行
組
織
改
造

二
関

ス
ル
調
査
報
告
」
と
い
う
文
書
が
残
さ
れ
て
い
利
。
福
田
徳
三
と
は
、
当
時
東
京
高
等
商
業
学
校
講
師
と
し
て
令
名
高
か
っ
た
福
田
徳
三
博

士
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に

「昨
四
十
二
年
、
銀
行
業
集
中
の
趨
勢

二
就
テ
提
出
セ
ル
報
告
書
ア
ル
ガ
故

二
、
滋

二
重
復
ノ
言
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ

為
サ
ズ
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
福
田
博
士
に
対
す
る
調
査
依
頼
は
、
既
に
こ
れ
以
前
に
三
井
の
組
織
改
革
調
査
の
情
報
に
接
し
て
、

明
治
四
十
年
か
ら
四
十

一
年

の
間
に
出
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
元
住
友
合
資
会
社
常
務
理
事
川
田
順
の

『
住
友
回
想
記
』
に
は
、
明
治

四
十
年
八
月

「私
（川
田
）
が
入
社
す
る
と
、
早
々
、
湯
川
支
配
人
か
ら

『銀
行
は
個
人
銀
行
と
株
式
組
織
と
い
づ
れ
が
よ
ろ
し
い
か
』

と
い

ふ
題
で
論
文
を
書
け
と
命
ぜ
ら
れ
た
。
当
時
住
友
銀
行
は
小
資
本
の
個
人
経
営
で
あ

っ
た
が
、
株
式
会
社
に
改
組
す
べ
き
時
機
が
近
づ
い
て

ゐ
た
。

」
と
当
時

の
状
況
が
述

べ
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
推
測
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
総
本
店
庶
務
課

の

「
明
治
四
十
三
年
処
務
報
告
書
」
の
中
に

「十
月
十
五
日

一
金

一
四
三
九
円
六
〇
銭
法
学
博
士
福
田
徳
三
氏
経
済
事
項
取
調
報
酬
及
雑
費
ト

シ
テ
支
払
」

と
記
載
が
あ
り
、
日
記
帳
に
よ
れ
ば
実
際
に
同
月
十
八
日
こ
の
金
額
が
福
田
に
支
払
わ
れ
て
い
た
（第
４
表
４３
年

「特
別
報
酬
金
」

の
一
部
）事
実
が
判
明
し
た
。

す
な
わ
ち
、
調
査
報
告
書
は
住
友
銀
行
に
あ
り
、
費
用
の
支
払
は
住
友
総
本
店
（本
社
部
門
）
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
当
時
総

本
店
内
部
で
こ
う
し
た
依
頼
が
で
き
た
の
は
、
理
事
銀
行
支
配
人
の
志
立
を
お
い
て
他
に
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
報
告
書
は
、
志
立
が

総
本
店
重
役
会
、
特
に
伊
庭
貞
剛
の
後
を
う
け
て
総
理
事
と
な

っ
た
鈴
木
馬
左
也
に
対
し
、
銀
行
改
組
論
を
補
強
す
る
た
め
、
い
わ
ば
三
井

の
益
田
の
海
外
視
察
報
告
書
に
当
た
る
も
の
と
し
て
、
海
外
の
銀
行
組
織
事
情
に
詳
し
い
福
田
博
士
に
調
査
を
依
頼
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

し
か
し
、
四
十
三
年
八
月
末
に
こ
の
報
告
書
が
銀
行
に
も
た
ら
さ
れ
た
時
に
は
、
志
立
は
既
に
住
友
を
退
職
し
て
い
た
。
従

っ
て
、
福
田
に

対
す
る
謝
礼
を
ど
こ
が
負
担
す
る
か
で

一
か
月
ほ
ど
銀
行
と
総
本
店
で
協
議
が
行
わ
れ
た
結
果
、
理
事
と
し
て
の
志
立
が
依
頼
し
た
も
の
と

し
て
、
総
本
店
で
処
理
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。



四
十
三
年
二
月
末
に
起
こ
っ
た
志
立
の
辞
任
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
年
は
志
立
の
住
友
入
社

一
〇
年
と
い
う

一
つ
の
節
目
の

年
で
は
あ

っ
た
が
、
志
立
は
ま
だ
四
四
歳
の
若
さ
で
あ

っ
た
し
、
そ
れ
な
ら
ば
前
広
に
予
告
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
志
立
の
退
職
が

如
何
に
突
然
で
あ

っ
た
か
は
、
後
任
の
銀
行
支
配
人
と
な

っ
た
理
事
中
田
錦
吉
が
、
そ
の
前
年
四
十
二
年
三
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
欧
米

出
張
し
た
目
的
が
商
工
業
視
察
で
あ
り
、
事
実
四
十
三
年

一
月
に
行
わ
れ
た
帰
国
報
告
が
支
配
人
交
代
の
時
期
と
相
前
後
し
て
銀
行

の
社
内

報
に
連
載
さ
れ
て
い
る
が
、
鉱
山
と
工
場
の
話
ば
か
り
で
、
銀
行
や
金
融
に
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
志
立
が
他
か
ら
高
給
で
引
き
抜
か
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。
退
職
翌
々
年

の
四
十
五
年

一
月
に
な

つ
て
、
よ
う
や
く
大
阪
朝
日
新
聞

社
に
客
員
と
し
て
招
か
れ
た
が
、
そ
の
月
給
二
五
〇
円
は
漱
石
で
さ
え
二
〇
〇
円
だ
っ
た
の
で
、
朝
日
で
は

「東
西
を
通
じ
て
の
最
高
給
」

「破
格
の
厚
遇
」
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
志
立
の
住
友
退
職
時
の
月
給
四
〇
〇
円
に
は
比
ぶ
べ
く
も
な
か
っ
た
。
明
治
四
十
五
年
四
月

一
日
付
の
そ
の
大
阪
朝
日
新
聞
に
は
住
友
銀
行

の
株
式
会
社

へ
の
組
織
変
更
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
見
た
志
立
の
感
慨
は
如
何
許

り
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
（幸
に
し
て
志
立
は
翌
大
正
三
年
二
月
日
本
興
業
銀
行
総
裁
に
就
任
し
、
そ
の
バ
ン
カ
ー
と
し
て
の
人
生
の
最
後
を
飾
る
こ
と
が
で

き
た
。
）

さ
ら
に
志
立
の
辞
任
に
つ
い
て
、
「住
友
春
翠
」
編
纂
委
員
会

の
資
料

の
中
に
、
当
時
総
本
店
庶
務
課
秘
書
係
だ

っ
た
加
太
重
邦
（後
に
住

友
銀
行
本
店
支
配
人
）
の
回
顧
談
と
し
て
、

「鈴
木
総
理
事
が

『志
立
君
の
方
針
が
い
か
ん
の
で
辞
め
て
も
ら

つ
た
』

と
言
わ
れ
た
」

と
い
う

記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
既
に
述
べ
た
通
り
、
志
立
の
営
業
方
針
は
堅
実
そ
の
も
の
で
且

つ
好
業
績
を
上
げ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

点
に
つ
い
て
両
者
の
対
立
が
あ

っ
た
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
る
。
従

っ
て
鈴
木
が
問
題
に
し
た

「志
立
の
方
針
」
と
は
ま
さ
に
こ
の
銀
行
改

組
問
題
を
さ
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
そ
れ
で
は
何
が
問
題
に
な

つ
た
の
か
を
考
察
し
よ
う
。

株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
に
当
た
り
、
家
長
、
鈴
木
総
理
事
が
最
も
懸
念
し
た
こ
と
は
、
福
田
博
士
も
報
告
書
に
お
い
て

「
一
般
公
衆

ヨ
リ
株
式
資
本
ヲ
集
ム
ル
ト
キ
ハ
、
住
友
銀
行

ハ
改
造

ニ
ヨ
リ
テ
、
又
其
実
質

二
多
大
ノ
影
響
ヲ
被
ル
可
キ
ハ
勿
論

ニ
シ
テ
」
と
指
摘
し
て
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い
る
よ
う
に
、
個
人
経
営
住
友
銀
行
の
変
質
で
あ

っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
三
井
で
は
四
十
二
年
十
月
こ
の
問
題
を
次

の
よ
う
に
し
て
解
決
し

て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
合
名
会
社
三
井
銀
行
は
資
本
金
二
〇
〇
〇
万
円
の
株
式
会
社
組
織
に
変
更
さ
れ
た
が
、
こ
の
株
式
は
公
開
せ
ず
、
資

本
金
は
全
額
三
井
家
が
出
資
し
た
。
ま
た
商
法
上
必
要
な
役
員
の
持
株
は
名
義
株
と
し
、
全
株
を
三
井
合
名
会
社
の
所
有
と
し
た
。
従

っ
て

志
立
は
、
既
に
銀
行

の
公
共
性
に
鑑
み
株
式
公
開
（事
実
七
年
後
の
大
正
六
年
に
実
施
さ
れ
る
ン」
と
に
な
る
の
だ
が
）
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
が
、
さ
し
当
た
り
は
三
井
の
方
式
で
こ
の
問
題
は
ク
リ
ヤ
ー
で
き
る
こ
と
を
鈴
木
に
説
明
し
、
鈴
木
も
了
解
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
何
故
な
ら
二
年
後
に
鈴
木
も
同
じ
方
式
で
住
友
銀
行

の
組
織
変
更
を
決
断
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
四
十
三
年
初
頭
の
段

階
で
鈴
木
が
決
断
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
他
に
何
が
あ

っ
た
の
か
。

第
３
表
記
載
の
通
り
、
住
友
総
本
店
の
明
治
四
十

一
年
の
最
悪
の
決
算
は
論
外
と
し
て
も
、
四
十
二
年

の
決
算
に
お
い
て
さ
え
総
本
店
全

体
の
純
利
益
に
占
め
る
銀
行
の
比
重
は
、
五
割
を
超
え
て
い
た
。
志
立
の
退
職
し
た
四
十
三
年
三
月
末
に
は
、
四
十
三
年

の
数
字
は
ま
だ
会

計
見
積
の
数
字
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
年

の
実
績
は
六
割
で
あ

っ
た
の
で
、
少
な
く
と
も
会
計
見
積

の
段
階
で
も
前
年
同

様
銀
行
に
対
す
る
依
存
度
は
五
割
を
超
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
鈴
木
と
し
て
も
容
易
に
志
立
に
同
調
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
し
て
鈴
木
は
、
常
々

「住
友
家
の
事
業
は
、
着
実
に
、
穏
健
に
一
歩

一
歩
と
踏
み
し
め
て
進
む
可
き
で
あ
る
」
と
語

っ
て
い
た
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
独
特
の
経
営
哲
学
の
持
ち
主
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
福
田
博
士
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
前
年
に

「銀
行
業

二
株

式
組
織
ノ
普
及
セ
ル
ハ
、
単

二
組
織
ノ
上

二
於
テ
、
株
式
会
社
力
適
当
ナ
リ
ト
ノ
考
慮
ヨ
リ
来
レ
ル
現
象

ニ
ア
ラ
ズ
、
四
囲
ノ
経
済
界
ノ
事

情
之
ヲ
余
儀
ナ
ク
シ
タ
ル
コ
ト
与
テ
甚
夕
カ
ア
リ
」
と
指
摘
し
て
、
志
立
の
意
に
反
し
て
博
士
も
慎
重
論
で
あ
れ
ば
、
鈴
木
が
未
だ
時
期
尚

早
と
の
判
断
を
下
し
た
の
も
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

二
年
後

の
明
治
四
十
四
年
末
、
鈴
木
は
こ
の
分
離
の
意
思
決
定
を
下
す
が
、
そ
の
四
十
四
年

の
決
算
に
お
い
て
銀
行

の
ウ
エ
イ
ト
は
四
割

を
切
り
、
分
離
が
実
現
し
た
四
十
五
年
に
は
三
割
を
割

っ
た
。
住
友
総
本
店
は
今
や
銀
行
を
分
離
し
て
も
や
っ
て
い
け
る
だ
け
の
体
力
を
つ



け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
株
式
会
社

へ
の
改
組
の
実
際
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。
改
組
は
、
ま
ず
新
た
に
株
式
会
社
住
友
銀
行
を
設
立
す
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。

明
治
四
十
五
年
二
月
十
九
日
、
家
長
住
友
吉
左
衛
門
（行
主
）
、
伊
庭
貞
剛
（元
総
理
事
）
、
鈴
木
馬
左
也
（総
理
事
）
、
中
田
錦
吉
（理
事
銀
行
支

配
人
）
、
湯
川
寛
吉
（理
事
総
本
店
支
配
人
兼
伸
銅
場
支
配
人
）
、
久
保
無
二
雄
（理
事
別
子
鉱
業
所
支
配
人
）
、
岡
素
男
（銀
行
船
場
支
店
支
配
人
）
の
七

人
が
発
起
人
と
な
り
、
発
起
人
会
が
開
か
れ
、
定
款
が
作
成
さ
れ
た
。
資
本
金

一
五
〇
〇
万
円
、
発
行
株
数

一
五
万
株
と
定
め
ら
れ
た
。

二
月
二
十
二
日
、
発
起
人
の
他

一
族
、
職
員
な
ど
合
計
二
五
人
の
株
主
が
資
本
金

の
半
額
七
五
〇
万
円
の
払
込
を
完
了
し
た
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
、
総
本
店
の
日
記
帳
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
七
五
〇
万
円
は
二
五
人
の
株
主
で
は
な
く
、
仮
出
金

の
形
で
総
本
店
か
ら
銀
行

に
払
い
込

ま
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
株
式
会
社
住
友
銀
行
は
住
友
に
お
け
る
最
初
の
法
人
組
織
で
あ
り
、
住
友
総
本
店
が
持
株
会
社

へ
移
行
す

る
第

一
歩
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

先
の
三
井
の
益
田
の
欧
米
視
察
で
、
益
田
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

「
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

・
カ
ン
パ
ニ
ー
」

す
な
わ
ち
、　
持
株
会
社
の
実
際
の
状
況
だ

っ
た
。　
カ
ー
ネ
ギ
ー
の

「
ユ
ー

・
エ
ス

・
ス
チ
ー
ル

・
コ
ル
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

を
見
た
益
田
は

ズ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

・
コ
ン
パ
ニ
ー
〉
ノ
組
織
甚
ダ
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
ア
リ
」
と
指
摘
し
、
「
此
ノ

〈
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
グ

・
コ
ン
パ
ニ
ー
〉
ノ

組
織

ハ
三
井
家

二
取
リ
テ
最
モ
有
益
ナ
ル
参
考
ト
ナ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
述
べ
た
。

ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
グ
銀
行
頭
取
ウ
オ
ル
ボ
ル
グ
は
、
三
井
の
実
情
を
承
知
し
た
上
で
益
田
に
対
し
、
こ
れ
を
具
体
的
に
説
明
し
て

「
既

二
三
井
家

二
同
族
会
ノ
組
織
ア
リ
、
各
営
業
店
ヲ
管
理
シ
ツ
ヽ
ア
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
此
ノ
同
族
会
ヲ
三
井
家
ノ

〈
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

・
コ
ン

パ
ニ
ー
〉
ト
シ
、
営
業
ノ
ロ
的
ヲ
財
務
及
投
資

二
在
り
と
し
て

一
般

二
知
ラ
シ
ム
レ
バ
世
ノ
娼
嫉

二
罹
ル
ノ
恐
ナ
ク
、
又
法
律
ノ
制
限

二
依

リ
テ
計
算
ヲ
世
上

二
公

ニ
ス
ル
ノ
義
務
ナ
キ
ガ
故

二
、
如
何

二
其
ノ
業
務
ヲ
拡
大
ス
ル
モ
何
等
ノ
差
支
ヲ
見
ザ
ル
ベ
キ
ナ
リ
」
と
述
べ
た
。

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



第

一
章
　
住
友
総
本
店

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

か
く
し
て
、
三
井
に
お
い
て
は
、
直
系
三
大
事
業
（注
、
銀
行
、
物
産
、
鉱
山
）
を
株
式
会
社
化
し
、
同
族
会
を
持
株
会
社
と
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
そ
の
統
轄
を
完
全
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
こ
の
改
革
案
は
現
実
の
も
の
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
点
で
持
株
会
社
に
つ
い
て
、
住
友
総
本
店
の
首
脳
が
、
益
田
等
三
井
の
幹
部
ほ
ど
の
問
題
意
識
を
持

っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
間

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
井
の
場
合
は
各
事
業
が
自
立
化
の
傾
向
を
強
め
、
同
族
会
が
こ
れ
ら
を
如
何
に
管
理
統
轄
す
る
か
と
い
う
問
題
に

直
面
し
て
益
田
の
持
株
会
社
構
想
が
生
ま
れ
た
の
に
対
し
、
住
友

の
場
合
は
、
各
事
業
は
本
家
↓
本
店
↓
総
本
店
と
連
綿
と
続
く
歴
史
の
中

で
あ
く
ま
で
出
先
の
地
位
に
留
ま
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
従

っ
て
、
今
回
の
ケ
ー
ス
は
、
む
し
ろ
、
住
友
銀
行
が
開
業
時
か
ら
有
し
て
い

た
、
別
子
銅
山
か
ら
派
生
し
た
住
友
の
他
の
事
業
展
開
と
の
異
質
性
が
、
住
友
総
本
店
か
ら
の
分
離
独
立
を
促
し
た
と
み
る
方
が
当
を
得
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。

二
月
二
十
三
日
、
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
株
式
会
社
住
友
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
。
役
員
は
社
長
住
友
吉
左
衛
門
、
常
務
中
田
錦
吉
、
取

締
役
鈴
木
馬
左
也
、
湯
川
寛
吉
、
監
査
役
伊
庭
貞
剛
、
久
保
無
二
雄
で
あ

っ
た
。

日
記
帳
に
よ
れ
ば
、
三
月
三
十
日
、
総
本
店
で
は
五
分
利
公
債
を
銀
行

に
売
却
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
出
資
金

の
内
五
〇
万
円
に
充
当
し

た
。
ま
た
、
銀
行
は

一
―
二
月
の
決
算
を
行
い
、
資
本
主
勘
定
（資
本
金

一
〇
〇
万
円
、
積
立
金
五
〇
〇
万
円
、
前
期
繰
越
金

一
〇
六
万
三
四
二
六
円

八
五
銭
、
滞
貸
準
備
金
五
万
円
、
当
期
純
益
金
六
六
万
四
七
四
円
五
七
銭
）
は
七
七
七
万
三
九
〇

一
円
四
二
銭
と
な

っ
た
。

四
月

一
日
、
総
本
店
は
、
個
人
経
営
住
友
銀
行
を
新
銀
行
に
七
〇
〇
万
円
を
も

っ
て
売
却
し
、
売
却
代
金
を
出
資
金
の
残
り
七
〇
〇
万
円

に
充
当
し
た
。
資
本
主
勘
定
の
残
額
七
七
万
三
九
〇

一
円
四
二
銭
に
つ
い
て
は
、
銀
行
側
は
無
償
譲
渡
さ
れ
て
新
銀
行

の
雑
益

に
な

っ
た
と

し
て
い
る
が
、
総
本
店
は
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
会
計
整
理
を
行

っ
て
い
な
い
。
株
式
会
社
住
友
銀
行
は
、
同
日
よ
り
営
業
を
開
始
し
た
。
個

人
経
営
住
友
銀
行
の
業
務
が
終
了
し
た
の
は
、
四
月
三
十
日
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
上
記
三
月
末

の
決
算
は
、
あ
く
ま
で
仮
決
算
で
あ

っ
た

と
い
え
る
。
売
却
代
金
を
七
五
〇
万
円
と
し
な
か
っ
た
の
は
、
資
本
主
勘
定
の
変
動
を
予
期
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。



五
月
三
十

一
日
、
こ
の
間
の
決
算
整
理
の
結
果
、
日
記
帳
に
よ
れ
ば

一
―
三
月
の
銀
行
の
純
益
金
は

一
九
万
七
九
二
七
円
八
五
銭
と
確
定

し
た
（第
３
表
）。

こ
の
結
果
資
本
主
勘
定
は
、
七
五
〇
万
円
を
切

っ
て
、
七
三

一
万

一
三
五
四
円
七
〇
銭
と
な
り
、
譲
渡
金
七
〇
〇
万
円
を

差
引
、
残
額
三

一
万

一
三
五
四
円
七
〇
銭
が
株
式
会
社
住
友
銀
行

の
雑
益
、
総
本
店
（本
社
部
門
）
の
雑
損
と
な

っ
た
（第
４
表
）
。

同
日
、
総
本
店
は
住
友
銀
行
券

一
五
万
株
を
受
領
し
た
（第
５
表
）。

七
月
二
十
二
日
、
総
本
店
に
は
住
友
銀
行
か
ら
明
治
四
十
五
年
上
半
期
（四
―
六
月
）
配
当
金
（株
数

一
五
万
株
、
＠
五
〇
円
、
配
当
率
四
％
）
七

万
五
〇
〇
〇
円
が
入
金
さ
れ
た
。
（な
お
、
『住
友
銀
行
史
』
付
録

一
六
〇
頁
及
び

『住
友
銀
行
八
十
年
史
』
資
料
四
六
頁
で
は
い
ず
れ
も
配
当
率
六
％
と

な
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
上
記
の
通
り
四
％
の
誤
り
で
あ
る
。）

か
く
し
て
株
式
会
社
住
友
銀
行
は
、
経
理
面
で
は
住
友
総
本
店
と
完
全
に
分
離
さ
れ
た
。
し
か
し
、
別
会
社
に
な

っ
て
も
例
え
ば
傭
員
採

用
の
場
合
従
来
通
り
総
本
店
で
一
括
採
用
し
て
そ
の
中
か
ら
銀
行

へ
配
属
す
る
な
ど
、
人
事
面
で
は
依
然
と
し
て
総
本
店

の
人
事
制
度
の
下

に
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
つ
た
。
銀
行
分
離
に
伴
う
通
達
は
資
料
１５
‐
‐８
の
通
り
で
あ
る
。

（資
料
１５
）

甲
第
壱
号
達

住
友
銀
行
ノ
業
務

ハ
、
本
年
四
月

一
日
以
降
総
テ
株
式
会
社
住
友
銀
行

二
於
テ
承
継
シ
タ
ル
ニ
依
り
、
備
員
並

二
準
備
員
ノ
身
分
及
給
与
等

二
関
ス
ル
件

ハ
、
左
ノ
通
心
得

ヘ
シ

明
治
四
十
五
年
四
月

一
日

家
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
　
　
　
　
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

株
式
会
社
住
友
銀
行
社
長
　
　
　
　
　
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

一　

住
友
銀
行

二
勤
仕
ス
ル
住
友
家
傭
員
又

ハ
準
備
員

ハ
、
四
月

一
日
以
降
別

二
辞
令
書
ヲ
用
ヰ
ス
、
株
式
会
社
住
友
銀
行
ノ
傭
員
又

ハ

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



第

一
章
　
住
友
総
本
店

（上
）

準
備
員
タ
ル
モ
ノ
ト
ス

（資
料
１６
）

甲
第
式
号
達

家
法
第
二
編
中
第
三
章
住
友
銀
行
事
務
章
程

ヲ
削
除
シ
、

第
四
章
以
下
順
次
繰
上
ク

明
治
四
十
五
年
四
月

一
日

家
　
長

（資
料
１７
）

甲
第
六
号
達

住
友
吉
左
衛
門

住
友
家
及
株
式
会
社
住
友
銀
行
相
互
間

二
於
テ
、
其
傭
員

又

ハ
準
備
員

二
転
任
ヲ
命
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
転
任
前

二
於

五  四

株
式
会
社
住
友
銀
行

二
於
テ
ハ
、
傭
員
又

ハ
準
備
員
ノ
身
分
、
身
元
保
証
金

・
積
金
及
退
身
慰
労
金

・
其
他
ノ
諸
給
与

二
関
シ
テ
ハ

総
テ
住
友
家
ノ
家
法
及
諸
規
則
ヲ
適
用
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

住
友
家

二
於
テ
ハ
、
株
式
会
社
住
友
銀
行
ノ
備
員
又

ハ
準
備
員

二
対
シ
、
住
友
家
ノ
備
員
又

ハ
準
備
員
卜
同

一
ノ
待
遇
ヲ
為
シ
、
末

家
規
則
ノ
類

ハ
、
総
テ
之
ヲ
適
用
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第

一
項

二
依
レ
ル
傭
員
ノ
身
元
保
証
金
及
積
金

ハ
、
四
月

一
日
現
在
ヲ
以
テ
株
式
会
社
住
友
銀
行

二
引
継
ク
モ
ノ
ト
ス

第

一
項

二
依
レ
ル
傭
員
並

二
準
備
員
ノ
住
友
家
在
勤
年
数

ハ
、
株
式
会
社
住
友
銀
行
在
勤
年
数

二
通
算
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

(明 治42～ 45年 )

45FF44FF

(鈴木)

(志立)

(中 田)
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ケ
ル
住
友
家
又

ハ
株
式
会
社
住
友
銀
行
ノ
在
勤
年
数

二
通

算
シ
、
本
人
ノ
身
元
保
証
金
及
積
金

ハ
、
転
任
シ
タ
ル
住

友
家
又

ハ
株
式
会
社
住
友
銀
行

二
引
継
ク
ヘ
キ
モ
ノ
ト
心

須行
へ
ンヽ大

正
元
年
八
月
十
九
日

家
　
長
　
　
　
　
　
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

（資
料
１８
）

甲
第
七
号
達

家
法
第
壱
編
第
八
章
会
計
規
則
中
左
ノ
通
改
正
ス

大
正
元
年
八
月
二
十
九
日

家
　
長
　
　
　
　
　
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

第
拾
八
条
　
各
店
各
部

二
於
ケ
ル
現
金
ノ
出
納

ハ
、
株

式
会
社
住
友
銀
行
卜
同
所

二
在
ル
店
部

ニ

於
テ
ハ
、
総
テ
該
銀
行

二
其
取
扱

ヲ
委
託

ス
ベ
シ

株
式
会
社
住
友
銀
行
卜
離
隔
セ
ル
店
部

ニ

於
テ
ハ
、
該
銀
行
又
ハ
他
ノ
銀
行
卜
当
座

預
ケ
金
取
引
ヲ
為
ス
ヘ
シ
、
此
場
合

二
於

第

一
部
　
住
友
総
本
店

(付表)住 友総本店幹部 覧́表

(就任年月日)1 明治42年 43`F

鈴 木馬左 也 3776
志 立鉄 次 郎 36514
中 田 錦 吉 36514
湯 川 寛 吉

久保 無 二雄

藤 尾 録 郎 377
湯 ,‖ 寛 吉 38 220

別子鉱業所支配人 久 保 無 二 雄 41 325

総 理 事

理   事

専務監査員

総本店支配人

志 立 鉄 次 郎 3776
中 田 錦 吉

銀行常務取締役  中 田 錦 吉

倉庫支配人 草鹿丁卯次郎 36 914
製銅販売店支配人 山 ド芳 太郎 41 815
若松炭業所支配人 吉 田 良 春 39 423

3 30

4  5-――――

4  5-――――

8 24

4 5(兼 )一

4 5(兼 )一

3 30

330(兼 )

銀行支配人

庵 地  保 304
湯 川 寛 吉

鋳鋼場支配人   山崎 久太郎 34 6
〃    萩 尾  伝

電線製造所支配人 西崎伝 一郎

伸銅場支配人 511

511(兼 )

12 13

12 13-― ―――

五

一



第

一
章
　
住
友
総
本
店

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

テ
ハ
取
引
銀
行
及
預
ケ
金
ノ
極
額
ヲ
定
メ
テ
、
総
本
店
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

前
項
ノ
場
合

二
於
テ
、
常
時
現
金

ヲ
備
フ
ル
ノ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
、　
〓
疋
ノ
金
額
ヲ
限
り
総
本
店
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
テ
、
之
ヲ

備
フ
ル
コ
ト
ラ
得

ヘ
シ

註（１
）

『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
二
巻
曾
一井
文
庫
　
昭
和
五
十
五
年
）
七

四
二
―
七
五
四
頁
。

（２
）

砂
糖
消
費
税
を
め
ぐ
る
大
日
本
製
糖
株
式
会
社
の
一
部
重
役
の
不

正
や
政
治
家
に
対
す
る
賄
賂
な
ど
の
不
祥
事
。

（３
）

『第

一
銀
行
史
』
上
巻
（昭
和
三
十
二
年
Υ
三

四
頁
。

（
４
）

須
賀
俊
夫

「住
友
家
の
雇
員
の
等
級
制
と

「家
」
制
度
に
つ
い

て
」
「
住
友
の
経
営
史
的
研
究
』
第
五
章
　
実
教
出
版
　
昭
和
五
十
四

年
）
一
四
五
頁
。

（
５
）

末
岡
照
啓

「近
世
後
期
住
友
出
店
の
決
算
簿
―
住
友
会
計
技
術
の

一
端
―
」
翁
住
友
修
史
室
報
』
第
十

一
号
、
昭
和
五
十
九
年
）
、
同

「幕
末
期
の
住
友
―
危
機
と
そ
の
克
服
―
」
翁
住
友
修
史
室
報
』
第
十

六
号
、
昭
和
六
十

一
年
）

（６
）

『創
業

一
〇
〇
年
史
』
（古
河
電
気
工
業
株
式
会
社
　
平
成
三
年
）

三
六
、
三
七
頁
。

（
７
）

竹
中
亨

『
ジ
ー
メ
ン
ス
と
明
治
日
本
』

（東
海
大
学
出
版
会
　
平

成
三
年
Υ
ハ
八
、
七
八
、
八
〇
、　
一
一
九
頁
。

（８
）

『社
史
　
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
　
未
定
稿
』
第
四
分
冊
（昭
和

二
十
四
年
Ｙ
≡
一頁
。
な
お
社
史
執
筆
者
に
ヘ
ル
マ
ン
（≦
ｏ
ざ
【
工
８
■

ヨ
“
●
じ

と
ケ
ス
ラ
ー
（〓
Ｒ
ヨ
”
●
●
バ
Φ
●
３
）
の
混
同
が
み
ら
れ
る
。

（９
）

池
田
成
彬

『故
人
今
人
』
（世
界
の
日
本
社
　
昭
和
二
十
四
年
と

四
六
、　
一
四
七
頁
。

（
１０
）

『住
友
銀
行
八
十
年
史
』
（昭
和
五
十
四
年
二

五
八
頁
。
『住
友
銀

行
十
年
史
』

（明
治
三
十
九
年
　
志
立
編
】
ハ
九
頁
。

「住
友
銀
行
実
際

報
告
書
」
（明
治
三
十
九
年
度
　
志
立
筆
）

（
Ｈ
）

『住
友
銀
行
八
十
年
史
』
（昭
和
五
十
四
年
三

七
五
―

一
七
八
頁
。

宮
本
又
次

「住
友
銀
行
の
株
式
組
織

へ
の
改
組
と
福
田
徳
三
博
士
の
見

解
」
翁
住
友
修
史
室
報
』
第
五
号
、
昭
和
五
十
五
年
）

（
‐２
）

中
田
錦
吉

「欧
米
視
察
談
」
「
井
華
』
第

一
八
―
二
〇
号
、
住
友

銀
行
東
京
支
店
内
井
華
会
　
明
治
四
十
三
年
）

（
‐３
）

『朝
日
新
聞
の
九
十
年
』
（朝
日
新
聞
社
　
昭
和
四
十
四
年
Ｙ
エ
ハ

五
頁
。
『朝
日
新
聞
社
史
』
明
治
編
（平
成
二
年
】
全

一
一頁
。
な
お
同

書
に
よ
れ
ば
志
立
に
は
当
時
勧
銀
副
総
裁
の
噂
が
あ
つ
た
と
い
う
。
し

か
し
、
四
十
三
年
三
月
当
時
の
勧
銀
総
裁
山
本
達
雄
（明
治
四
十
二
年



十

一
月
就
任
、
四
十
四
年
八
月
蔵
相
就
任

の
た
め
辞
任
）
は
明
治
三
十

二
年
の
日
銀
騒
動
の
際
の
日
銀
総
裁
で
あ
り
、
騒
動
の
発
端
が
鶴
原
営

業
局
長
の
理
事
昇
格
に
伴
う
後
任
に
鶴
原
等
が
志
立
を
起
用
し
よ
う
と

し
た
こ
と
に
対
す
る
山
本
の
反
対
で
あ

っ
た
経
緯
か
ら
し
て
、
こ
の
噂

は
信
憑
性
に
乏
し
い
。
或

い
は
四
十
四
年
十
二
月
山
本
の
辞
任
後
空
席

だ
っ
た
後
任
総
裁
に
副
総
裁
志
村
源
太
郎
が
昇
格
し
た
際
に
そ
う
し
た

噂
が
流
れ
た
も
の
か
。
し
か
し
、
山
本
は
蔵
相
と
し
て
、
志
立
の
勧
銀

副
総
裁
就
任
に
は
あ
く
ま
で
反
対
し
た
で
あ
ろ
う
ｃ
従

っ
て
こ
の
噂
は

実
現
せ
ず
、
朝
日
入
社
と
な

つ
た
と
い
う
の
な
ら
時
期
的
に
符
合
す
る
。

な
お
、
山
本
は
大
正
元
年
十
二
月
蔵
相
を
辞
任
し
た
の
で
、
翌
年
二
月

の
志
立
の
興
銀
総
裁
就
任
に
は
最
早
影
響
力
を
行
使
で
き
な
か
っ
た
。

山
本
は
明
治
十
年
慶
応
義
塾
に
入
学
し
て
い
る
の
で
一
応
福
沢
諭
吉
の

門
下
生
と
さ
れ
て
い
る
が
（日
本
経
営
史
研
究
所

『経
営
と
歴
史
』

２

特
集
／
近
代
企
業
と
福
沢
諭
吉

一
二
頁
）
学
資
が
続
か
ず

一
年
で
退
学

し
、
三
菱
商
業
学
校
を
助
教
を
し
な
が
ら
卒
業
し
、
三
菱
汽
船
で
川
田

第

一
部

住
友
総
本
店

小

一
郎
に
認
め
ら
れ
、
川
田
の
総
裁
就
任
と
と
も
に
日
銀
入
り
し
た
と

い
う
経
歴
の
持
ち
主
で
、
明
治
二
十
七
年
福
沢
か
ら
四
女
瀧
と
志
立
の

縁
談

の
と
り
ま
と
め
を
依
頼
さ
れ
な
が
ら
（当
時
志
立

の
上
司
の
日
銀

営
業
局
長
）
、
こ
れ
を
握
り
つ
ぶ
し
て
い
た
事
実
翁
福
沢
諭
吉
全
集
』

第
十
八
巻
五
九
六
頁
。
福
沢
の
中
上
川
彦
次
郎
宛
書
翰
）
か
ら
す
る
と
、

果
た
し
て
山
本
に
門
下
生
と
し
て
の
意
識
が
あ

つ
た
か
ど
う
か
疑
わ
し

く
、
帝
大
法
科
卒
で
欧
米
留
学
を
条
件
に
日
銀
入
り
し
た
志
立
に
対
し

て
は
も
と
も
と
好
感
を
持

っ
て
は
い
な
か
つ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
‐４
）

『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
二
巻
２
一井
文
庫
　
昭
和
五
十
五
年
）
七

五
〇
頁
。

（
‐５
）

『鈴
木
馬
左
也
』
（鈴
木
馬
左
也
翁
伝
記
編
纂
会
　
昭
和
三
十
六

年
）
五
五
九
頁
。

（
‐６
）

『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
二
巻
會
一井
文
庫
　
昭
和
五
十
五
年
）
七

四
七
、
七
四
八
頁
。

五

三





一 目

第
二
章

住
友
総
本
店

↑
）

―

大
正
三
―
五
年

―

住
友
総
本
店
ノ
組
織

・
人
事

０
　
大
正
初
頭
の
改
革

国
　
店
部
の
新
設

・
改
組

０
　
月
俸
の
改
訂

一
一　
住
友
総
本
店
の
会
計

・
監
査
制
度

〓
一　
住
友
総
本
店
の
業
績

住
友
総
本
店
の
組
織

。
人
事

日
　
大
正
初
頭

の
改
革

明
治
四
十
五
年
Ｃ

九

一
一
じ
七
月
、

明
治
天
皇
が
崩
御
、

第

一
部
　
住
友
総
本
店

日
　
総
本
店
（本
社
部
門
）
の
業
績

口
　
総
本
店
（全
社
）
の
業
績

四
　
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
と
住
友

五
　
住
友
肥
料
製
造
所
の
開
設

エハ
　
東
京

・
呉
両
販
売
店
の
開
業

七
　
住
友
鋳
鋼
場
の
株
式
会
社

へ
の
移
行

大
正
と
改
元
さ
れ
た
。

し
か
し
住
友
総
本
店

で
は
、
差

し
当

た
り
八
月
二
十
九

五
五



第
二
章
　
住
友
総
本
店

（中
）

五
六

日
付
秘
第
四
五

一
号
で
、
こ
の
年
度
を

「
明
治
四
十
五
年
大
正
元
年
度
卜
称
ス
」
と
い
う
通
牒
を
発
し
た
に
と
ど
ま
つ
た
。
し
た
が

っ
て
大

正
三
年
２

九
一
一こ
を
迎
え
て
、
大
正
と
し
て
の
新
年
度
が
実
質
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
つ
て
差
し
支
え
な
い
。
折
か
ら
鈴
木
総
理
事
は
、

第 1表 傭員々数表(各年 1月 1日 現在)
(単位 :人 )

註 :( )内 は総本店 (本社部門)傭 員の内数。銀行役員、別子鉱業PI支配人 所長及び伸銅所長

を兼務する理事は、総本店(本社部門)で はなく、各々の店部に算入されている。砥沢鉱業

所大正 3年の数字は、正式発令前の総本店砥沢鉱山詰の傭員数を示す。

出典 :各年総本店庶務課「処務報告書」

店 部・資 格 大正 2年 3年 4年 5年

総本店(本 社部門)

別子鉱業所

倉 庫

製銅販売店

若松炭業所

伸銅場 (所 )

鋳鋼場 (所 )

電線製造所

肥料製造所

東京販売店

呉 販売店

砥沢鉱業所

本家詰所

住友銀行

Ｈ

４８

‐２

６

０６

７６

５０

３２

一

一

一

一

３９

５５

126

567

116

6

109

86

54

48

9

7

3

7

35

573

147

584

117

6

118

109

63

61

12

12

4

12

40

621

158

584

121

6

116

111

69

72

24

16

5

12

36

634

合  計 1,635 1,746 1,906 1,964

高 等

等 内

準等内(臨時雇・欧文書記)

等内相当(病 院・学校職員)

補助員

等 外

坑夫頭

準等外(臨時雇)

等外相当(病 院職員)

給 仕

使 丁

4(2)

855(53)

22(21)

69

187( 7)

288(13)

49

1

11

50(1)

99(14)

5(2)

912(61)

29(27)

70

219(5)

302(15)

58

1

13

40( 1)

97(15)

5(2)

1,007(67)

37(36)

72

270( 9)

307(16)

58

1

13

36( 2)

100(15)

5(2)

1,065(70)

36(36)

67

264(13)

313(19)

62

1

11

36(2)

104(16)



就
任
以
来
八
年
余
を
経
過
し
、
最
も
油
の
乗
り
切

っ
た
時
期
で
、
こ
れ
を
機
に
数
々
の
施
策
を
打
ち
出
し
た
。

ま
ず
新
年
早
々
に
明
治
三
十
九
年
以
来
七
年
ぶ
り
に
月
俸
の
改
訂
が
行
わ
れ
た
。
月
俸
の
改
訂
に
つ
い
て
は
、
本
節
の
最
後
で
詳
述
す
る

こ
と
と
す
る
。

つ
い
で
四
月
に
こ
れ
ま
で
の
住
友
家
法
及
び
諸
規
則
類
纂
を
新
た
に
甲
乙
二
冊
に
編
集
し
て
、
各
店
部
に
配
布
し
た
。
な
お
こ
こ
で
取
り

上
げ
る
大
正
三
―
五
年
の
間
に
適
用
さ
れ
る
家
法
及
び
諸
規
則
は
、
明
治
末
期
と
基
本
的
に
同

一
で
あ
る
。

第

一
部
　
住
友
総
本
店

さ
ら
に
同
月
こ
れ
ま
で
各
店
部
の
使
用
に
ま
か
さ
れ
て
き
た

ウ
　

住
友
標
章
の
井
桁
紋
章

の
寸
法
割
合
を
新
た
に
制
定
し
、
各
店

年・　
　
音

に
通
知

し
た
（資
料
１
）
。

正
　
　
　
五
月
総
本
店
に
お
い
て
、
各
店
部
の
最
高
責
任
者
（別
子
鉱
業

大欧
　
　
所

・
伸
銅
所
の
よ
う
に
所
長
制
を
採
用
し
た
場
合
は
所
長
、
そ
の
他
は

綸

　

支
配
人
、
株
式
会
社
の
場
合
は
筆
頭
常
務
取
締
役
）
を
主
管
者

と
称

網

　

し
て
召
集

し
、
第

一
回
主
管
者
協
議
会

が
開
催

さ
れ
た
（資
料

梢

　

２
）
。

こ
れ
は
、
電
線
製
造
所

の
開
設

・
住
友
銀
行

の
株
式
会

枯

　

社

へ
の
移
行
な
ど
組
織

の
拡
大

に
よ
り
、
従
来

の
よ
う

に

一
握

総

　

り
の
幹
部

の
意
思
決
定

だ
け
で
は
な
く
、
各
主
管
者
間

の
意
思

咽

　

の
疎
通
を
図
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
必
要
性

は

第

　

今
後

ま
す
ま
す
増
大
す
る
も

の
と
予
想
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
事
実
そ
の
後
大
正
三
年
七
月
勃
発

し
た
第

一
次
世
界
大

五
七

―経理課J[i][
経理課」三調爬篠
会計課

 l 驚盤僚
(大正 3年 12月 1日 設置)

― 茶自山建築事務取扱所
丁[言 ][

秘書役 (大正 2年 7月

監査課

日言発置 )

(大正 4年 6月 30日 設置)

―庶務課丁[1景[

―営繕課
 l 屋舅模



第
二
章
　
住
友
総
本
店

（中
）

五
八

戦
に
よ
る
好
況
を
背
景
に
、
住

友
総
本
店

の
備
員
数
は
、
こ
れ

ま
で
の
一
五
〇
〇
人
前
後
か
ら

毎
年
増
え
続
け
、
大
正
五
年
に

は
二
〇
〇
〇
人
近
く
に
達
し
た

の
で
あ
る
（第
１
表
）
。
会
議

は
、

総
理
事

の
訓
示
（資
料
３
）
に
始

ま
り
、
事
業
概
要
の
報
告
の
後
、

各
店
部
に
共
通
す
る
議
題
の
協

議
を
行

っ
た
。
こ
の
第

一
回
以

降
、
各
店
部
が
株
式
会
社
と
し

て
独
立
し
た
後
も
参
加
さ
せ
て
、

昭
和
十
八
年
貧

九
四
一し
ま
で

原
則
と
し
て
毎
年
五
月
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

六
月
総
本
店
副
支
配
人
小
倉

正
恒
と
大
平
駒
槌
が
共
に
支
配
人
と
な
り
、
こ
の
結
果
、
湯
川
理
事
は
総
本
店
支
配
人
兼
務
を
免
ぜ
ら
れ
た
。
ま
た
伸
銅
場
を
伸
銅
所
と
改

称
し
て
、
別
子
鉱
業
所
と
共
に
所
長
制
が
敷
か
れ
た
。
伸
銅
所
長
に
は
海
軍
造
船
総
監
小
幡
文
三
郎
少
将
が
招
か
れ
た
。
小
幡
は
理
事
心
得

第 2表 総本店(本社部門)傭員表(各年4月 1日 現在)(単位:人 )

部 課・役 職 大正 2年 3年 4年 5年

総理事

理 事

支配人

副支配人

秘書役

監査課

経理課

主計係

調査係

出納係

用度係

庶務課

秘書係

文書係

地所係

守 衛

会計課

出納係

用度係

営繕課

営繕係

建築係

茶臼山建築事務取扱所

分掌未定

1

3

1(1)

2

3(1)

1(1)

16

8

4

1

6(1)

7(1)

5(1)

13(3)

2( 1)

8( 1)

23( 1)

26(21)

1

l

4

1

1

1

3(1)

1(1)

16

8

4

1 ( 1)

3

7

5

14(

2

10(2)

32( 1)

26(20)

4

l

4

1

2

1

2

1(1)

15(2)

11

1( 1)

4

7

6

15(3)

1

8

3

2

10(2)

38( 1)

25(20)

4

1

3

2

2

1

2

2(1)

12(1)

14

1(1)

7

6

5(1)

18

1

8

5

1

10(2)

40

2

合   計

註 :休職者、給社、使丁を除 く。 ( )内 は兼務者の内数、他店部を兼務する者は含まない。

出典 :各年「住友家職員録Jか ら算出



と
し
て
、
鋳
鋼
場
、
電
線
製
造
所
の
業
務
に
も
関
与
す
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
後

に
大
正
四
年
六
月
、
小
幡
は
あ
く
ま
で
海
軍
に
奉
公
す
る

た
め
伸
銅
所
の
業
務
に
専
念
し
た
い
と
し
て
、
理
事
心
得
を
辞
退
す
る
に
至

っ
た
。
な
お
小
幡

の
入
社
に
よ
り
、
湯
川
理
事
は
、
伸
銅
場
支

配
人
の
兼
務
も
解
か
れ
た
。

別
子
鉱
業
所
の
所
長
に
は
、
同
所
支
配
人
で
あ

つ
た
久
保
理
事
が
就
任
し
た
。
ま
た
そ
の
後
電
線
製
造
所
も
大
正
五
年
十
月
所
長
制
を
採

用
し
、
逓
信
省
通
信
局
工
務
課
長
利
光
平
夫
が
住
友
に
入
社
し
、
所
長
と
な

っ
た
。

大
正
三
年
七
月
、
秘
書
役
が
設
置
さ
れ
、
総
理
事

。
理
事

の
専
属
と
し
て
特
命
事
項
に
当
た
る
こ
と
と
な

っ
た
。
な
お
佐
々
木
栄
次
郎
が

最
初
の
秘
書
役
に
任
命
さ
れ
た
。

大
正
三
年

一
月
、
前
年
六
月
総
本
店
支
配
人
と
な

っ
た
大
平
駒
槌
は
、
別
子
鉱
業
所
支
配
人
に
転
じ
、
そ
の
後
任
に
は
大
正
四
年
七
月
製

鋼
販
売
店
支
配
人
山
下
芳
太
郎
が
つ
い
た
。

大
正
三
年
十
二
月
、
総
本
店
経
理
課
の
中
、
出
納
係

・
用
度
係
の
二
係
を
も

っ
て
会
計
課
と
し
、
経
理
課
に
は
残
り
の
主
計
係
の
他
に
調

査
係
が
新
設
さ
れ
た
（資
料
４
）。
第

一
次
世
界
大
戦
勃
発
後

の
世
界
経
済
の
変
動
に
際
し
、

鈴
木
総
理
事
が
経
済
調
査

の
重
要
性
を
痛
感
じ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

大
正
四
年
六
月
、
茶
自
山
本
邸
の
新
築
完
成
に
伴
い
、
茶
臼
山
建
築
事
務
取
扱
所
が
廃
止
さ
れ
、
十
二
月
住
友
本
邸
は
従
来
の
大
阪
市
南

区
鰻
谷
東
之
町

一
番
地
か
ら
、
こ
の
南
区
天
工
寺
茶
臼
山
町

一
六
番
地
（現
大
阪
市
立
美
術
館
敷
地
）
へ
移
転
し
た
。

国
　
店
部
の
新
設

・
改
組

大
正
期
に
入

っ
て
、
住
友
総
本
店
の
店
部
と
し
て
は
、
第
２
図
の
通
り
、
ま
ず
大
正
三
年
九
月
、
住
友
肥
料
製
造
所
（支
配
人
梶
浦
鎌
次
郎
）

が
開
設
さ
れ
た
。
肥
料
製
造
所
は
、
四
阪
島
煙
害
緩
和
の
た
め
、
別
子
産
含
銅
硫
化
鉄
鉱
の
硫
黄
分
を
ハ
ル
ト
マ
ン
塔
式
法
に
よ
り
硫
酸
と

第

一
部
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友
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本
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第
二
章
　
住
友
総
本
店

（中
）

六
〇

し
、
こ
れ
を
原
料
と
し
て
過
燐
酸
肥
料
を
製
造
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
た
（
「五
　
住
友
肥
料
製
造
所
の
開
設
」
参
照
）。

同
年
十
二
月
、
伸
銅
所
及
び
電
線
製
造
所
の
東
京
出
張
所
が
廃
止

さ
れ
、
総
本
店
直
轄

の
東
京
販
売
店
（支
配
人
川
田
順
）
が
開
業
し
、

ま
た
同
じ
く
鋳
鋼
場
呉
出
張
所
が
廃
止
さ
れ
て
呉
販
売
店
（支
配
人
佐

渡
亮
造
）
が
業
務
を
開
始
し
た
つ
六
　
東
京

・
旦
（両
販
売
店
の
開
業
」
参

昭
じ
。ま

た
大
正
五
年
三
―
六
月
に
行
わ
れ
た
鈴
木
総
理
事

の
中
国
視
察

の
結
果
、
中
国
に
お
け
る
販
売
網
を
充
実
す
る
た
め
、
同
年
十
月
上

海
及
び
漢
口
に
住
友
洋
行
が
設
置
さ
れ
た
（資
料
５
・
６
）。

住
友
総
本
店

は
、
大
正
元
年

か
ら
二
年

に
か
け
て
、
砥
沢
鉱
山

（現
宮
城
県
花
山
村
）
を
三
五
万
円
で
買
収
し
、
直
ち
に
現
地
詰
と
し

て
要
員
を
派
遣
し
て
き
た
が
（第
１
表
）
、
大
正
三
年

一
月
こ
こ
に
砥

沢
鉱
業
所
（支
配
人
心
得
近
藤
宏
太
郎
）
を
設
置
し
た
（資
料
７
）。
こ
れ

が
住
友

の
金
鉱
業
進
出
の
最
初
で
あ
る
。
別
子
銅
は
不
純
物
が
多

い

た
め
導
伝
用
と
し
て
は
不
適
当
と
さ
れ
、
ケ
ー
ブ
ル
エ
場
で
は
当
初

か
ら
原
料

の
電
気
銅
を
外
部
か
ら
購
入
せ
ぎ
る
を
得
な
く
な

つ
て
い

た
。
し
か
し
住
友
電
線
製
造
所
が
明
治
四
十
四
年
八
月
住
友
伸
銅
場

住友総本店

住友別子鉱業所

住友倉庫

住友製鋼販売店

住友若松炭業所

住友伸銅場 → 住友伸銅所(大正 2年 6月 11日 改称)

住友鋳鋼場 → 住友鋳鋼所(大正 4年 12月 10日 株式会社へ移行)

住友電線製造所

住友肥料製造所(大正 2年 9月 22日 開設)

住友東京販売店(大正 2年 12月 1日 開業)

住友呉販売店(大正 2年 12月 1日 開業)

上海住友洋行(大正 5年 10月 29日 開業)

漢日住友洋行(大正 6年 1月 6日 開業))

住友砥沢鉱業所(大正 3年 1月 16日 開設)

住友大良鉱業所(大正 5年 9月 18日 開設)

住友大萱生鉱業所(大正 5年 12月 19H開 設)

本家詰所

株式会社住友銀行

第 2図 住友総本店店部図(大正 2～ 5年 )



か
ら
分
離
独
立
し
、
そ
の
結
果
明
治
四
十
五
年
に
は
新
工
場
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
状
況
に
あ

つ
た
こ
と
は
す
で
に
述

べ
た
。
（前
章

「住
友

総
本
店
（上
ど

の

「
六
　
住
友
電
線
製
造
所
の
開
設
」
参
照
Ｙ
」
の
新
工
場
が
完
成
す
れ
ば
、
原
料
の
電
気
銅
の
購
入
も
飛
躍
的
に
増
大
す
る

こ
と
と
な
り
、
そ
れ
を
依
然
と
し
て
外
部
か
ら
購
入
し
続
け
る
こ
と
は
、
住
友
総
本
店
に
と
つ
て
大
き
な
損
失
で
あ

っ
た
。
電
線
製
造
所
が

別
子
鉱
業
所
に
対
し
正
式
に
電
気
銅
の
生
産
を
申
し
入
れ
た
の
は
埋
立
工
事
が
完
了
し
新
工
場
建
設
に
着
手
し
た
大
正
三
年
夏
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
要
請
は
す
で
に
新
工
場
建
設
の
動
き
と
平
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
砥
沢
鉱
山
の
買
収
が
、
電
気
銅
の

精
錬
に
必
要
な
溶
剤
（含
金
銀
珪
酸
鉱
）
の
確
保
を
目
的
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
続
い
て
大
正
五
年
六
月
大
良
鉱
山
（現
鹿
児
島
県
蒲
生
町
）

を

一
〇
万
円
で
買
収
し
、
九
月
大
良
鉱
業
所
が
、
十
二
月
に
は
大
萱
生
鉱
山
（現
岩
手
県
盛
岡
市
）
を
三
三
万
六
〇
〇
〇
円
で
買
収
し
て
大
萱

生
鉱
業
所
が
開
設
さ
れ
、
や
が
て
住
友
総
本
店
は
、
産
金
事
業
そ
の
も
の
に
傾
斜
し
て
い
く
の
で
あ
る
（資
料
８
・
９
）。

大
正
四
年
十
二
月
、
住
友
鋳
鋼
場
が
改
組
さ
れ
、
株
式
会
社
住
友
鋳
鋼
所
が
設
立
さ
れ
た
。
社
長
住
友
吉
左
衛
門
は
名
目
的
な
も
の
で
、

中
田
理
事
が
常
務
取
締
役
に
就
任
し
て
主
管
者
と
な

っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
鋳
鋼
場
支
配
人
で
あ

つ
た
萩
尾
伝
も
同
時
に
常
務
と
な

っ
た
の
で
、

萩
尾
が
中
心
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
つ
た
∩
七
　
住
友
鋳
鋼
場
の
株
式
会
社
へ
の
移
行
」
参
昭
じ
。

な
お
こ
の
中
田
理
事

の
住
友
鋳
鋼
所
常
務
就
任
に
先
立
ち
、
九
月
住
友
銀
行
の
主
管
者
（常
務
）
は
、
中
田
理
事

か
ら
湯
川
理
事

へ
交
代
し

た
。

口

月

俸

の
改

訂

大
正
期
に
入

っ
て
注
目
す
べ
き
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
明
治
三
十
九
年
以
来
七
年
ぶ
り
に
月
俸
の
改
訂
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
改
訂
は
、
大
正
三
年

一
月
五
日
付
甲
第
壱
号
達
に
よ
り
、
家
法
第

一
編

一
般
ノ
規
程
第
五
章
俸
給
第

一
条

「傭
員
等
級

二
応

ジ
別
表

二
照
シ
月
俸
ヲ
支
給
ス
」
に
あ
る
別
表
た
る

「月
俸
表
」
の
改
正
と
い
う
形
で
行
わ
れ
た
（第
３
表
）。
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友
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第 3表  月俸改正比較表

資 格 明治39年 大正 2年 上げ幅 上昇率

高等一等

二等

円

０

０

０

円

０

０

０

円

０

０

０

%
00
00

00

等内一等 29
100

二等 20 0

35 0

二等 33 3

31 3

四等 140

130

120

180

160

140

28 6

23 1

167

五 等 110

100

90

18 2

20 0

22 2

六等 25 0

28 6

33 3

七 等
５０

‐

４０

７０

‐

５０

２０

‐

１０

40 0

25 0

八 等
３９

‐

３０

４９

‐

３６

25 6

20 0

九等
２９

‐

２０

３５

‐

２６

20 7

30 0

十等
２ ５

‐

２ ０

31 6

33 3

註 :等 外 、坑夫頭等は略

第
二
章
　
住
友
総
本
店

（中
）

エハ
二

川
田
順
は
、
住
友

の
待
遇
が
三
井
等
に
比
較
し
て
劣

っ
て
い
る
の
は
、
住
友
が
起
業
支
出
に
追
わ
れ
て
余
裕
が
無
か
っ
た
上
に
、
そ
も
そ

（
４
）

も
鈴
木
総
理
事

の
人
生
観
が
薄
給
主
義
で
あ

っ
た
か
ら
だ
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
事
実
五
月
の
第

一
回
主
管
者
協
議
会
の
挨
拶
の
中
で
、
鈴

木
は

「
こ
の
当
年
の
一
月
に
於
て
、
予
て
よ
り
家
長
公
の
思
召
を
以
て
傭
員
の
待
遇
に
深
く
留
意
せ
よ
と
の
御
話
が
あ
り
ま
し
て
、
彼
是
の

方
法
に
就
て
御
考
慮
あ
り
、
私
共
も
思
召
を
承
り
ま
し
て
研
究
の
末
、
世
間
の
情
態
を
も
考
え
合
せ
、
傭
員
の
幸
福
を
も
考
え
昇
等
増
給
等

の
こ
と
を
例
年
に
異
り
厚
く
御
詮
議
を
願
い
ま
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

」

と
述
べ
、　
こ
の
改
正
が
家
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
自
ら
明
ら
か
に
し
た
。



人
件
費
圧
縮
に
努
め
て
き
た
鈴
木
自
身
は
、
続
い
て

「住
友
家
の
経
済
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
度
の
変
動
に
て
支
出
を
ず

っ
と
増
し
」
と
懸

念
を
表
明
し
て
い
る
が
、
鈴
木
の
危
惧
通
り
、
自
ら
を
含
め
て
高
等
雇
の
月
俸
を
据
え
置
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
３
表

の
改
正
の
前
後

を
単
純
に
比
較
し
て
も

一
四

・
三
％
の
上
昇
と
な
り
、
総
本
店
全
体
の
実
際
の
俸
給
支
払
額
で
は
、
昇
等
や
人
員
増
の
影
響
も
あ
り
、
大
正

三
年
に
は
対
前
年
比
二
四
％
増
と
大
幅
な
人
件
費
の
増
加
と
な

つ
て
現
れ
た
。

そ
れ
で
は
鈴
木
は
、
家
長
の
発
意
と
は
い
え
何
故
こ
の
よ
う
な
大
幅
な
月
俸
改
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
露
戦
争
を
境

に
、
我
が
国
で
は
日
本
内
地
及
び
植
民
地
台
湾
か
ら
の
米
穀
供
給
だ
け
で
は
、
内
地
人
口
の
需
要
を
充
た
せ
な
い
と
い
う
供
給
過
少
か
ら
生

じ
る
食
糧
問
題
が
本
格
化
し
た
。
こ
の
供
給
不
足
は
、
最
終
的
に
は
、
外
米
輸
入
に
よ
つ
て
補
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
た
め
に
外
貨

支
払
と
い
う
国
際
収
支
の
問
題
が
生
じ
米
価
対
策
と
し
て
の
外
米
輸
入
に
も
量
的
に
制
約
が
生
ず
る

一
方
、
外
米
自
体
も
品
質
的
に
内
地
米

に
完
全
に
代
替
し
う
る
も
の
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
。

第

一
部
　
住
友
総
本
店

出典 :F明 治以降本邦主要経済統言|』 (日 本銀行統

計局 昭和41年 )90貞

こ
の
た
め
日
露
戦
後

に

一
時
的
な
落
ち
着
き
を
み
せ
た
米
価

は
、
明
治
四
十
四
年
半
ば

か

ら
急
速

に
上
昇
し
て
、
四
十
五
年
―
大
正
三
年

に
は
明
治
三
十
九
年

の

一
・
四
倍
以
上

と
い

う
ピ
ー
ク
に
達
し
た
（第
４
表
）
。　
こ
の
よ
う
な
米
価

の
急
騰

に
対

し
、

住
友

で
も
明
治
四
十

四
年
九
月
、

伸
銅
場
、　
鋳
鋼
場
、　
電
線
製
造
所

の
職
工

・
労
役
者

に
対

し
臨
時
手
当
（日
給

三

一
銭
以
上
の
者

一
日
五
銭
、
三
〇
銭
以
下
の
者
及
び
女
子
三
銭
）
を
支
給

し
た
（九
月
九
日
―
十

一

月
八
日
）
。
別
子
鉱
業
所

で
は
、
江
戸
時
代

か
ら
坑
内
夫

の
大
部
分

に
対

し
、
市
価

よ
り
も

安
く
米
を
売

り
渡
す
安
米
制
度
を
採
用
し
て
い
た
が
、
九
月
六
日
か
ら
十
月
二
十
二
日

の
間

こ
の
範
囲
を
適
用
外

の
坑
内
夫

と
坑
外
夫

に
ま
で
拡
大

し
た
（並
白
米

一
升
二
〇
銭
）
。
そ
の
後

も
米
価

の
高
騰
が
続

い
た
た
め
、
翌
明
治
四
十
五
年
三
月
、
別
子

で
は
こ
の
制
度
を
復
活

し

上（
〓
一

第 4表 東京正米相場

1石平均価格

円

14 68

16 42

15 98

13 19

13 27

17 34

20 69

21 44



第
二
章
　
住
友
総
本
店

（中
）

六
四

た
（大
Ｉ
二
年

一
月
ま
で
継
続
）。
七
月
に
は
再
び
伸
銅
場
、
鋳
鋼
場
、
電
線
製
造
所
に

加
え
若
松
炭
業
所
（日
給
三
五
銭
以
上
の
者

一
日
四
銭
、、
三
一四
銭
以
下
の
者
及
び
女
子
三

銭
）
で
も
臨
時
手
当
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
給
与

の
改
訂
が
実
施
さ
れ
た
大

正
三
年

一
月
四
日
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

結
局
こ
の
よ
う
な
米
価
の
高
騰
に
よ
り
、
住
友
と
し
て
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、
職

員
の
給
与
改
訂
に
踏
み
切
ら
ぎ
る
を
得
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。

（資
料
１
）

本
庶
第

一
四
三
号

井
桁
紋
章
寸
法
割
合
通
知
之
件

従
来
各
部

二
於
テ
使
用
ノ
井
桁
紋
章
之
寸
法

ハ
区
々
二
渉
り
居
候
処
、
今
般
其
割
合

ヲ
別
紙
之
通

一
定
ス
ル
コ
ト
ニ
決
定
相
成
候
間
、
此
段
御
通
知
候
也

大
正
三
年
四
月
二
十
五
日

支
配
人
　
湯
川
寛
吉

（資
料
２
）

秘
第
三
二

一
号

拝
啓
今
般
鈴
木
総
理
事
ヨ
リ
訓
示
之
次
第
有
之

二
付
、
来
ル
五
月
廿
日
午
前
十
時
総
本
店

へ
御
参
集
相
成
候
様
致
度
、
尚
之
レ
ニ
引
続
キ
協

議
会
相
開
キ
申
度
候
間
、
御
主
管
事
項

二
関
シ
御
意
見
等
モ
有
之
候

ハ
ヽ
、
五
月
十
日
迄

二
御
申
出
置
相
成
度
右
依
命
申
進
候
也

大
正
三
年
四
月
十
六
日



総
本
店
支
配
人
　
湯
川
寛
吉

（資
料
３
）

第

一
回
主
管
者
協
議
会
総
理
事
訓
示

此
年
の
初
め
よ
り
、
書
付
に
て
各
部
の
支
配
人
等
の
方
々
に
お
含
み
に
申
上
げ
よ
う
と
い
う
積
り
な
り
し
が
、
書
面
に
て
は
主
意
を
尽
く
さ
ざ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
て
、
適
当
な
時
期
に
皆
ん
な
集

っ
て
貰

っ
て
御
面
談
を
し
た
い
と
い
う
考
え
に
て
、
此
度
の
機
会
ま
で
延
ば
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
も
度
々
お
話
等
も
致
し
ま
し
た
し
、
又
実
際
に
行
わ
れ
て
い
く
事
柄
等
に
つ
い
て
、
御
承
知
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
な
お

重
ね
て
主
意
を
よ
く
お
話
し
て
お
か
ん
と
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
住
友
家
の
家
憲
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
ま
だ
皆
さ
ん
御
覧
な
き
か
も
知
れ
も
せ
ぬ
が
、
そ
の
家
憲
を
こ
こ
で
朗
読
致
し
ま
す
。
明
治
二
十

二
年
六
月
二
日
に
今
の
家
長
公
よ
り
前
々
代
な
る
住
友
友
忠
様
の
時
代
に
多
少
家
憲
の
改
正
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
家
憲
の
前
書
に
書
い
て
あ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
（家
憲
朗
読
）
。
明
治
二
十
九
年
十
月
十
日
現
今
の
家
長
公
よ
り
又
家
憲
の
こ
と
に
つ
い
て
、　
お
申
述
べ
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
（現
家

法
営
業
の
要
旨
朗
読
）。

こ
の
家
憲
に
あ
る
こ
と
は
、
只
今
申
述
べ
ま
し
た
か
ら
、
大
体
は
了
解
さ
れ
た
り
と
思
い
ま
す
。
大
体
は
家
長
公
の
こ
と
に
て
傭
員
側
の
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ぬ
が
、
住
友
家
の
主
意
を
認
む
る
に
肝
要
な
り
と
思
い
ま
す
か
ら
、
申
述
べ
ま
す
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
淵
源
な
り
と
思
い
ま
す
。
か
つ
空
文

に
非
ず
と
事
実
か
ら
思
い
ま
す
。
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ
が
、
空
文
と
お
考
え
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
一
言
致
し
ま
す
。

家
法
で
す
が
、
こ
れ
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ
が
、
最
初
の
三
ケ
条
を
朗
読
致
し
ま
す
（朗
読
）
。
こ
れ
が
こ
の
住
友
家
の
家
風
の
綱
領
な
り
と
思

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
主
義
方
針
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
家
風
の
綱
領
な
る
も
の
は
歴
史
の
あ
る
も
の
で
、
明
治
御

一
新
後
の
こ
と
で
今
日
ま
で

四
十
六
年
で
あ
り
ま
す
が
、
随
分
斯
く
書
き
述
べ
ら
れ
ま
し
た
の
に
古
い
歴
史
を
待

っ
て
お
り
ま
す
。
い
わ
ん
や
そ
の
綱
領
は
書
か
れ
た
時
に
初
め
て

出
来
た
も
の
で
な
い
と
思
い
ま
す
。
古
来
よ
り
事
実
あ
り
て
こ
れ
を
文
章
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
私
ど
も
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
こ
の
綱
領

に
よ
り
家
長
公
の
御
指
揮
の
下
に
一
意
専
心
尽
力
す
べ
き
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
従
来
よ
り
そ
の
考
え
を
も
っ
て
不
肖
な
が
ら
当
家
に
従
事
致
し

て
お
り
ま
す
。
大
変
古
き
こ
と
を
申
し
上
げ
る
よ
う
で
は
あ
り
ま
す
が
、
淵
源
よ
り
申
し
ま
す
る
必
要
あ
り
と
思
う
か
ら
申
し
上
げ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
こ
の
私
ど
も
が
、
住
友
家
に
御
傭
入
れ
を
頂
き
ま
し
て
以
来
、
私
な
ど
が
目
に
視
、
耳
に
聴
き
実
際
事
を
そ
の
間
に
処
し
て
実
験
し
来
り
ま

し
た
処
に
お
い
て
は
、
住
友
家
の
根
本
基
礎
に
向

っ
て
最
も
力
を
用
う
る
の
が
こ
れ
ま
で
の
実
際
と
思
い
ま
す
。

第

一
部
　
住
友
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本
店

六
五
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ェ全
ハ

前
に
申
し
ま
し
た
住
友
家
の
家
風
の
綱
領
に
於
い
て
、
実
に
明
ら
か
に
事
は
極
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
や
は
り
時
に
よ
つ
て
そ
の
事
柄
の
最
も
純
粋

に
、
最
も
有
力
に
行
わ
れ
て
い
る
時
、
す
な
わ
ち
綱
領
の
充
分
張
り
詰
め
て
い
る
時
と
又
そ
の
事
柄
が
純
粋
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
雑
駁
に
な
っ
て
幾

分
の
弛
み
を
示
す
こ
と
は
免
れ
ぬ
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
何
事
で
も
同
じ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、　
既
往
に
遡
り
て
考
え
ま
す
る
に
、
私
共
の
御
傭
入
れ
の
時
は
、
住
友
家
の
混
雑
の
時
代
で
、
右
の
綱
領
が
純
粋
に
又
極
め
て
有
力
に
隅
々

細
々
に
行
わ
れ
て
、
各
店
各
部
が
、
そ
の
主
意
が
明
白
に
行
わ
れ
て
い
た
か
と
申
し
ま
す
る
に
、
遺
憾
な
が
ら
左
様
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
感

ぜ
ざ
る
を
得
ま
せ
ぬ
。
故
に
益
々
充
分
に
こ
の
家
風
に
よ
っ
て
行
く
よ
う
に
と
い
う
こ
と
を
重
役
の
人
達
が
（私
も
末
班
に
居
し
ま
し
た
が
）
十
数
年
以

前
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
に
重
き
を
お
き
、
尽
力
を
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
も
御
傭
入
れ
後
、
そ
の
重
役
方
の
主
意
を
了
解
致
し
、
及
ば
ず
な

が
ら
協
力
し
、
そ
の
方
向
に
益
々
力
を
用
い
る
こ
と
に
微
力
を
致
し
ま
し
た
。
例
え
て
み
れ
ば
、
別
子
鉱
業
所
の
如
き
も
、
当
時
に
於
い
て
、
事
実
改

良
を
要
す
る
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
私
は
疑
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
当
時
の
有
様
の
み
に
て
自
然
に
委
し
た
る
成
績
と
特
に
人
力
を
加
え
て
改
良
な
る

も
の
を
加
え
た
る
別
子
鉱
業
所
の
事
業
は
如
何
と
い
い
ま
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
を
比
較
す
れ
ば
、
同
時
に
両
方
を
行
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ぬ
が
、
特
に

人
力
を
加
え
た
方
が
効
果
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
自
画
自
賛
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
根
本
基
礎
に
向

っ
て
特
に
力
を
用
う
る
の
必
要
が
あ
り

ま
し
た
例
と
致
し
ま
す
。

私
も
十
分
な
る
こ
と
を
得
ま
せ
ず
、
心
は
十
分
や
る
積
も
り
で
あ
り
ま
し
た
が
、
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
あ
り
過
ぎ
た
る
と
こ
ろ
あ
り
、
十
分
力
を
尽
す
こ

と
は
出
来
ず
、
費
や
し
た
年
に
比
較
す
れ
ば
汗
背
を
需
す
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。
当
時
に
於
い
て
は
日
立
夕
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
改
良
は
や
む
を
得

な
い
の
で
あ
り
ま
し
た
。

銀
行
な
ど
の
こ
と
は
、
新
し
き
成
立
で
あ
り
ま
し
て
、
創
立
の
際
の
人
も
こ
の
席
に
居
ら
れ
ま
す
。
即

一
言
を
費
や
し
ま
す
が
、
虚
心
に
お
聞
き
を

願
い
ま
す
。
当
時
に
て
は
百
尺
竿
頭

一
歩
を
進
む
る
の
必
要
あ
り
し
も
の
と
考
え
ま
す
。
伊
庭
さ
ん
な
り
河
上
さ
ん
な
り
田
辺
さ
ん
な
り
藤
尾
さ
ん
な

り
皆
こ
の
方
針
に
向

っ
て
尽
力
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
銀
行
が

一
層
強
固
に
発
展
せ
し
は
、
そ
の
特
別
な
る
人
力
を
用
い
た
る
方
が
大
い
に
効
果
あ
り

と
信
じ
ま
す
。
又
実
際
そ
の
必
要
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

伸
銅
場
の
こ
と
も
御

一
新
以
後
の
新
事
業
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
に
至

っ
て
更
に
一
新
す
る
必
要
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
倉
庫
も
又
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
従
来
よ
り
営
業
し
来

っ
た
こ
と
を
大
体
そ
の
ま
ま
に
推
進
む
は
、
住
友
家
の
た
め
に
不
得
策
で
、
特
に
人
力
を
用
い
改
良
刷
新
、
歴
史
あ
る

住
友
家
の
家
風
を
純
粋
に
且
つ
有
力
に
行
き
渡

っ
て
行
わ
る
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
ま
す
。
斯
く
力
を
用
い
来
り
し
こ
と
は
、
徒
事
で
は

あ
り
ま
せ
ぬ
。
大
体
は
好
結
果
を
得
ま
し
た
と
信
じ
ま
す
。
そ
れ
は
伊
庭
さ
ん
の
よ
う
な
温
厚
忠
実
な
る
人
あ
り
、
河
上
さ
ん
の
如
き
日
本
銀
行
に
椅



子
を
持

っ
て
お
ら
れ
、
日
本
の
大
体
の
金
融
ま
た
海
外
の
事
情
を
知

っ
て
そ
の
眼
を
そ
れ
に
着
け
て
や
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
の
辞
職
の
後
、
私

が
そ
の
緒
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
完
成
せ
ん
と
尽
力
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
の
話
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
組
織
、
秩
序
あ
る
い
は
住
友
家
が

一
個
の
有

機
体
で
首
脳
の
関
係
各
機
関
の
関
係
が
十
三
分
に
行
わ
れ
、
統

一
、
秩
序
、
協
力
等
の
語
を
も
っ
て
時
々
話
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
水
の
低
き

に
つ
く
が
如
く
、
あ
る
い
は
下
等
動
物
の
蜜
に
た
か
る
如
き
も
の
で
は
な
く
、
高
等
の
人
間
と
し
て
の
一
つ
の
特
権
を
も
っ
て
協
力
し
て
一
個
の
有
機

体
と
し
て
立
派
に
働
く
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

前
々
重
役
の
方
々
、
賢
明
な
る
家
長
公
の
統
率
の
下
に
在
り
て
、
先
輩
諸
氏
の
大
い
に
力
を
致
さ
れ
る
と
こ
ろ
な
る
も
又
不
肖
な
る
私
の
や
る
こ
と

な
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
皆
様
も
力
を
そ
れ
に
付
け
て
尽
力
せ
ら
れ
た
る
こ
と
は
、
私
の
深
く
感
激
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

右
様
の
こ
と
を
私
の
口
よ
り
申
す
こ
と
も
、
大
体
の
主
意
に
於
い
て
私
の
私
意
を
運
し
ゆ
う
す
る
こ
と
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
こ
と
を
申
し
述
べ
て
お

き
た
い
。
す
な
わ
ち
大
体
の
こ
と
た
る
家
憲
又
は
家
法
に
よ
る
こ
と
を
御
了
解
せ
ら
れ
た
く
思
い
ま
す
。
そ
の
主
意
を
実
行
す
る
こ
と
に
お
い
て
は
あ

る
い
は
過
ぎ
た
る
こ
と
あ
り
、
あ
る
い
は
及
ば
ざ
る
こ
と
あ
り
、
私
の
関
係
す
る
と
こ
ろ
は
私
の
責
任
で
は
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
大
体
の
主
意
は
篤
と

了
解
を
願
い
ま
す
。
私
の
心
中
は
、
た
だ
高
圧
的
に
彼
様
の
こ
と
を
従
来
中
し
述
べ
無
理
に
遂
行
す
る
と
い
う
の
は
忌
む
と
こ
ろ
で
、
願
わ
く
は
こ
れ

を
胸
の
中
に
置
き
、
考
え
、
真
に
同
意
同
感
な
り
と
し
、
協
力
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
私
は
不
肖
不
徳
な
れ
ば
、
思
い
つ

つ
行
わ
ざ
る
時
は
病
痛
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
て
、
余
り
す
ま
ぬ
こ
と
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
主
意
は
そ
こ
に
在
り
ま
す
か
ら
そ
こ
を
御
了

解
に
な
っ
て
、
心
か
ら
協
力
し
て
右
の
家
風
に
従
う
こ
と
に
心
を
向
け
尽
力
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
み
ま
す
。

従
来
は
こ
の
こ
と
が
十
分
に
行
わ
れ
ず
、
純
粋
に
行
わ
れ
ざ
り
し
こ
と
は
、
先
輩
も
私
も
感
じ
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
に
重
き
を
置
い
て
、
働
き
来
り

ま
し
た
。
さ
れ
ど
将
来
こ
れ
に
科
酌
を
加
う
る
の
必
要
を
感
じ
て
来
ま
し
た
。
さ
ら
ば
従
来
の
方
針
は
誤
り
に
て
、
将
来
中
止
す
る
か
と
い
う
に
左
様

で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。
こ
れ
は
時
勢
の
変
遷
に
つ
れ
て
、
変
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
後
五
十
年
、
百
年
で
は
変
る
こ
と
は
万
々
な
い
と
信
じ
ま
す
。
何

と
な
れ
ば
五
十
年
、
百
年
は
、
寿
命
よ
り
い
え
ば
長
い
こ
と
で
す
が
、
事
業
よ
り
み
れ
ば
極
く
短
く
、
そ
の
間
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

一
変
す

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
哲
理
の
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
社
会
の
こ
と
は
時
勢
に
よ
つ
て
変
遷
す
る
け
れ
ど
も
、
大
体
の
家
風

の
如
き
も
の
は
一
変
す
る
よ
う
な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
根
本
の
基
礎
の
住
友
家
の
家
風
に
益
々
大
い
に
力
を
致
さ
れ
ん
こ
と
を
望

み
ま
す
。
い
わ
ん
や
将
来
複
雑
の
世
に
在

っ
て
は
、
こ
の
主
義
を
遂
行
す
る
上
に
つ
い
て
、
更
に
大
い
に
力
を
用
い
る
必
要
あ
り
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
私
が
内
に
顧
み
る
に
、
専
ら
内
部
に
考
え
を
向
け
、
広
く
世
界
を
見
て
世
間
の
有
様
を
よ
く
観
察
し
て
、
こ
れ
に
応
じ
て
住
友
家
の
営
業
の
日
的
を

達
す
る
上
に
お
い
て
、
そ
の
粗
雑
な
る
点
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
従
来
も
営
業
の
目
的
の
こ
と
を
考
え
又
は
申
し
上
げ
営
業
を
隆
盛
に
す
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友
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エハ
八

る
こ
と
を
お
互
い
に
努
め
ま
し
た
が
、
自
ら
精
神
を
傾
く
る
と
こ
ろ
の
主
な
る
も
の
に
多
少
の
差
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
内
輪
の
こ
と
根
本
基
礎
の

こ
と
に
重
き
を
置
く
た
め
に
、
世
間
の
こ
と
を
観
察
し
、
営
業
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
に
粗
雑
な
る
点
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

心
機

一
転
―
心
機

一
転
と
い
え
ば
、
前
の
こ
と
を
や
め
る
よ
う
で
あ
る
が
、
漢
方
医
が
匙
加
減
を
す
る
よ
う
に
、
多
少
加
減
を
す
る
が
よ
く
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
折
々
同
僚
の
座
談
に
持
ち
出
す
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
栄
螺
の
壺
焼
き
で
は
困
る
。
栄
螺
は
甲
羅
を
家
と
思

っ
て
安
心
し
て
、
引

っ

込
ん
で
い
る
と
、
家
共
熱
い
火
の
上
に
持

っ
て
行
か
れ
る
。
私
が
住
友
家
の
不
肖
な
が
ら
重
役
で
あ
り
な
が
ら
そ
れ
で
は
困
る
。
社
会
の
位
地
を
考
え
、

火
の
中
に
持
ち
行
か
れ
て
は
い
け
ま
せ
ぬ
。
員
の
外
の
こ
と
を
よ
く
研
究
し
て
、
貝
の
中
の
十
分
強
健
を
保
つ
こ
と
も
必
要
で
あ
る
が
、
内
輪
の
こ
と

の
み
考
え
ず
に
外
の
こ
と
を
も
見
、
内
外
の
関
係
を
見
て
、
進
歩
発
達
さ
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
こ
？
′し、
持
を
お
話
し
よ
う
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
塩
梅
を
呑
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
、
真
の
主
意
で
そ
の
内
外
の
こ
と
を
研
究
し
て
十
分
腹
に
入
れ
て
頂
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

今
日
で
い
え
ば
、
住
友
家
が

一
つ
の
戦
争
に
出
発
す
る
出
師
準
備
が
出
来
た
も
の
と
申
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
十
三
分
、
十
三
分
と
は
申

す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ぬ
が
、
と
に
か
く
骨
子
は
出
来
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
戦
裡
に
立

っ
て
戦
功
を
収
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
又
内
輪
に

て
い
え
ば
、
私
が
支
配
人
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
い
う
の
で
す
が
、
私
が
別
子
に
居
り
ま
し
た
時
を
み
る
と
、
ま
だ
地
盤
は
耕
作
を
十
分
に
す
る
時
で
は

な
く
、
農
具
は
十
分
で
も
こ
れ
を
応
用
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
い
わ
ん
や
良
き
種
子
が
あ
っ
て
も
こ
れ
を
蒔
く
に
は
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。
又
具
体
的

に
い
え
ば
良
い
技
師
が
あ
っ
て
も
こ
れ
を
用
い
て
ど
し
ど
し
や
る
こ
と
は
、
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
此
の
障
害
が
あ
り
ま
し
た
。
今
日
で
は
良
き
種

子
さ
え
あ
れ
ば
、
何
時
に
て
も
用
い
る
こ
と
が
出
来
る
時
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
良
い
技
師
が
あ
れ
ば
、
自
由
自
在
に
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
が
出
来

る
。
世
間
に
は
困
難
が
あ
っ
て
独
り
鉱
業
所
に
限
り
ま
せ
ぬ
が
、
私
の
支
配
人
時
代
に
は
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
誤
解
で
な
い
と
思
い
ま

す
。
内
輪
に
て
は
、
良
き
機
械
さ
え
あ
れ
ば
用
い
ら
る
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
良
き
種
子
と
良
き
農
具
さ
え
あ
れ
ば
充
分
使
う
こ
と
が
出
来
る
こ
と

を
自
覚
し
ま
し
た
。
出
師
準
備
は
整
頓
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
戦
わ
な
け
れ
ば
、
戦
う
時
な
き
時
に
至
り
ま
し
た
。
戦
は
こ
れ
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
大
い

に
隊
伍
を
整
え
て
出
陣
し
、
充
分
営
業
の
戦
に
於
い
て
優
勝
の
功
を
収
む
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
こ
れ
を
具
体
的
に
い
え
ば
、
住
友

家
の
大
部
分
は
営
業
の
方
面
で
あ
る
か
ら
、
お
互
い
に
営
業
の
方
面
に
従
事
し
、
又
は
全
く
営
業
に
従
事
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
営
業
に
成
功
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
多
額
の
利
益
を
挙
ぐ
る
こ
と
に
尽
力
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
あ
る
い
は
積
極
と
い
い
、
あ
る
い
は
消
極
と
い
い
、
急
進
と

い
い
、
漸
進
と
い
い
、
進
歩
と
い
い
、
保
守
と
い
う
が
、
世
間
の
こ
と
は
、
す
べ
て
進
歩
で
な
い
も
の
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
消
極
、
積
極
は
性
質
の

異
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
新
聞

・
雑
誌
は
事
情
が
充
分
分
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
住
友
家
は
消
極
で
進
歩
し
な
い
と
い
い
ま
す
。

そ
れ
は
無
理
も
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
無
論
活
動
は
し
て
居
り
ま
す
。
た
だ
後
先
考
え
ず
に
進
む
こ
と
は
出
来
な
い
が
積
極
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ



ん
の
頭
で
消
極
と
思
い
居
ら
る
る
な
ら
ば
、
私
は
消
極
の
必
要
は
更
々
な
い
と
思
い
ま
す
。
無
論
充
分
の
活
動
を
す
る
上
に
慎
重
な
る
考
慮
を
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
だ
け
で
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
銀
行
の
貸
付
に
高
利
の
方
の
み
を
主
眼
と
し
、
預
金
に
も
日
歩
を
よ
く
し
て
そ
の
吸
収
に
努
む
る
の
類
、　
一
時
は
可
な
る
も
多
日
信
用
を
害

し
困
難
に
陥
る
よ
う
に
、
活
動
あ
れ
ば
、
手
段
は
一
向
選
ば
ず
と
い
う
訳
に
は
行
く
ま
い
と
思
い
ま
す
。
あ
る
い
は
競
争
の
こ
と
な
れ
ば
、
流
言
を
放

っ
て
他
の
銀
行
の
得
意
を
取
る
が
如
き
こ
と
は
す
べ
き
で
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
こ
と
は
す
べ
て
立
派
に
出
た
い
と
思
い
ま
す
。
活
動
進
歩
の

無
暗
に
や
る
こ
と
で
な
い
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ
が
、
充
分
に
活
動
し
充
分
に
利
益
を
上
げ
ん
と
す
る
こ
と
に
お
い
て
大
い
に
世
間
の
非
難

を
招
き
信
用
を
傷
つ
く
る
こ
と
は
な
い
と
い
え
ま
せ
ぬ
。
将
来
活
動
す
る
こ
と
に
つ
い
て
十
分
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
住
友
家
の
家
憲
に

疵
を
つ
け
ぬ
よ
う
に
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
将
来
の
た
め
に
一
言
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。

製
造
の
こ
と
に
つ
い
て
い
え
ば
、
生
産
費
を
減
ず
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
こ
れ
は
一
番
主
た
る
こ
と
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
す

な
わ
ち
そ
れ
に
は
出
す
べ
き
金
は
一
厘

一
毛
を
も
慎
み
、
あ
る
い
は
有
利
な
る
機
械
を
採
用
し
、
思
い
切

っ
て
施
設
す
べ
き
こ
と
は
、
思
い
切

っ
て
施

設
し
、
あ
る
い
は
厘
毛
の
支
出
を
慎
み
、
こ
れ
に
は
そ
の
脳
が
何
物
に
も
捉
わ
れ
ず
、
十
分
に
自
由
自
在
に
働
き
て
、
生
産
費
を
少
な
く
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ぬ
。
な
お
こ
の
上
に
販
売
に
力
を
致
し
、
あ
る
い
は
労
働
者
の
使
用
法
に
心
を
用
い
、
利
害
の
衝
突
を
避
け
、
満
足
せ
し
め
て
共
に
楽
し
ん

で
い
く
こ
と
が
第

一
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
主
た
る
力
を
用
い
る
点
は
、
多
大
の
利
益
を
得
る
こ
と
、
そ
こ
に
存
す
と
思
い
ま
す
。
あ
る
い
は
こ
の
根

本
を
省
み
ず
し
て
枝
葉
に
わ
た
れ
ば
、
住
友
家
の
信
用
を
害
し
、　
一
時
は
宜
し
き
も
直
ぐ
反
動
を
受
く
る
こ
と
と
な
り
ま
す
る
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
製

造
商
業
の
競
争
場
裡
に
勝
利
を
得
る
の
所
以
で
あ
り
ま
す
。

電
線
製
造
所
は
、
初
め
伸
銅
場
の
内
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
日
で
は
独
立
致
し
ま
し
た
。
初
め
私
共
は
、
そ
の
事
業
は
必
要
有
利
と
し
、
あ
た

か
も
英
人
ゴ
ダ
ー
ド
と
い
う
人
が
あ
っ
て
慢
心
を
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
有
利
な
り
と
思
う
そ
の
大
体
の
考
え
は
誤
り
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
む

し
ろ
先
鞭
を
つ
け
た
と
思
い
ま
す
。
さ
れ
ど
そ
の
間
に
種
々
届
か
ぬ
こ
と
も
あ
り
、
今
は
住
友
家
の
も
の
よ
り
優
先
の
地
位
に
あ
る
も
の
も
、　
一
、
二

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
人
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
り
、
又

一
つ
は
資
本
供
給
に
十
分
な
ら
ず
、
世
界
の
発
展
等
に
つ
い
て
、
観
察
を
な
さ
な
か
つ
た
た
め
に
、

余
り
効
果
が
大
き
く
な
か
つ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
よ
く
研
究
し
た
な
ら
ば
、
先
鞭
を
つ
け
た
通
り
に
優
先
な
る
地
位
を
得
た

と
思
い
ま
す
。

混
戦
の
場
合
は
、
惨
憎
た
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
予
め
考
え
て
お
い
て
ど
こ
ま
で
や
る
か
は
、
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
大
体
に
於
い
て
考

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
て
、
醜
態
を
演
ぜ
ず
し
て
成
功
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
私
の
希
望
す
る
は
、
住
友
家
の
こ
の
家
風
を
妨
ぐ
る
こ
と

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
九



第
二
章
　
住
友
総
本
店

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

な
く
し
て
、
営
業
の
主
意
に
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
、
益
々
営
業
の
成
功
を
挙
げ
る
こ
と
を
得
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
方
法
を
も
っ
て
営
業
の
成
功

を
収
む
る
こ
と
に
十
分
皆
さ
ん
の
御
尽
力
を
願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

（以
下
略
）

（資
料
４
）

甲
第
六
号
達

家
法
第
二
編

第

一
章
住
友
総
本
店
事
務
章
程
中
左
ノ
通
り
改
正
ス

大
正
三
年
十
二
月

一
日

家
長
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

第
二
条
中
理
事
若
干
名
ノ
下
二

「専
務
監
査
員

一
名
」
ヲ
加
フ

第
四
条
中
庶
務
課
ノ
次

二

「会
計
課
」
ヲ
加
フ

第
五
条
　
監
査
課

ハ
各
店
部
ノ
常
時
監
査
及
ヒ
臨
時
監
査

二
関
ス
ル
事
務
ヲ
掌
理
ス

第
六
条
　
経
理
課

ハ
我

一
家
全
般

二
関
ス
ル
会
計
ノ
統
括
、
予
算
及
ヒ
決
算

二
関
ス
ル
事
務
、
並

二
経
済
上
ノ
調
査

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
理

ス
ル
所

ニ
シ
テ
、
左
ノ
係
ヲ
置
キ
分
掌
セ
シ
ム

主
計
係
　
我

一
家
全
般

二
関
ス
ル
会
計
ノ
統
括
、
予
算
決
算
及
ヒ
資
金
ノ
出
入
、
並

二
投
資

に
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル

調
査
係
　
我

一
家
全
般

二
関
ス
ル
経
済
上
ノ
調
査
及
ヒ
業
務
ノ
統
計
、
内
外
経
済
、
財
政
、
金
融
等

二
関
ス
ル
参
考
資
料
ノ
調
査
及
ヒ
統

計
翻
訳
、
並

二
特
命

二
依
リ
テ
調
査
ヲ
要
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル

第
七
条
　
庶
務
課

ハ
機
密
、
職
員
、
文
書
、
総
本
店
所
管
ノ
地
所
家
屋
ノ
管
理
、
其
他
所
管
ノ
定

マ
ラ
サ
ル
事
項
ヲ
掌
理
ス
ル
所

ニ
シ
テ
、



左
ノ
係
ヲ
置
キ
分
掌
セ
シ
ム

秘
書
係
　
機
密
、
職
員
、
貴
重
文
書
、
寄
附
、
贈
与
並

二
店
印
ノ
保
管

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル

文
書
係
　
法
規
、
令
達
ノ
立
案
、
審
査
、
法
制
ノ
調
査
研
究
、
文
書
ノ
往
復
、
記
録
ノ
編
纂
、
図
書
簿
冊
ノ
整
理
保
管
、
店
内
取
締
及
ヒ

訴
訟

二
関
ス
ル
事
項
、
其
他
所
属
ノ
定

マ
ラ
サ
ル
事
項
ヲ
掌
ル

地
所
係
　
地
所
家
屋
ノ
管
理

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル

第
八
条
　
会
計
課

ハ
総
本
店
ノ
金
銭
出
納
及
ヒ
用
度

二
関
ス
ル
事
務
ヲ
掌
理
ス
ル
所

ニ
シ
テ
、
左
ノ
係
ヲ
置
キ
分
掌
セ
シ
ム

出
納
係
　
諸
證
券
ノ
保
管
及
ヒ
其
売
買
手
続
、
金
銭
出
納
、
積
金
預
金
及
ヒ
傭
員
身
元
保
證
金
ノ
取
扱
、
並

二
各
部
委
託
ノ
支
払
代
金
代

弁

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル

用
度
係
　
需
要
品
ノ
購
入
、
器
物
ノ
保
管
、
印
紙
類
ノ
出
納
保
管
、
不
要
物
品
ノ
処
分
、
並

二
各
部
ノ
委
託

二
係
ル
物
品
ノ
売
買
送
達

ニ

関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル

元
第
八
条
以
下
順
次
繰
下
グ

（資
料
５
）

甲
第
六
号
達

今
般
支
那
上
海

二
上
海
住
友
洋
行
ヲ
設
置
シ
、
其
事
務
章
程
ヲ
左
ノ
通
相
定
メ
、
家
法
第
式
編
第
拾
参
章
ト
シ
、
第
拾
参
章
第
拾
四
章

ヲ
各

第
拾
五
章
第
拾
六
章
卜
改
ム

但
、
業
務
開
始
ノ
日
ハ
別

二
之
ヲ
達
ス

大
正
五
年
拾
月
拾
参
日

家
長
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

一



第
二
章
　
住
友
総
本
店

（中
）

第
拾
参
章
　
上
海
住
友
洋
行
事
務
章
程

第
壱
条
　
上
海
住
友
洋
行

ハ
各
店
部
ノ
委
託
ヲ
受
ケ
若
ク
ハ
其
代
理
人
ト
ナ
リ
、
其
産
出
品
又

ハ
製
品
ヲ
販
売
シ
、

ョ
リ
用
務
ヲ
処
弁
ス
ル
所
ト
ス

第
式
条
（以
下
略
）

乙
第
拾
五
号
達

上
海
住
友
洋
行
処
務
規
程
左
ノ
通
相
定
ム

大
正
五
年
拾
月
拾
参
日

総
　
本
　
店

上
海
住
友
洋
行
処
務
規
程

第
壱
条
　
上
海
住
友
洋
行

ハ
上
海
及
其
附
近

二
於
テ
左
記
品
種
ノ
委
託
又

ハ
代
理
販
売
ヲ
ナ
ス

一
、
別
子
鉱
業
所
産
出
品
、
但
製
銅

二
就
テ
ハ
製
銅
販
売
店
ノ
委
託
又

ハ
其
代
理

二
係
ル
モ
ノ

ニ
、
若
松
炭
業
所
産
出
品

三
、
伸
銅
所
製
品

四
、
電
線
製
造
所
製
品

五
、
肥
料
製
造
所
製
品

六
、
株
式
会
社
住
友
鋳
鋼
所
製
品

第
式
条
　
上
海
住
友
洋
行

ハ
前
条
ノ
販
売

二
対
シ
委
託
店
部
又

ハ
被
代
理
店
部
ヨ
リ
手
数
料
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

各
店
部
嘱
託
ノ
用
務
処
弁

二
就
テ
モ
亦
手
数
料
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得

七
二

且
ツ
各
店
部
ノ
嘱
託

ニ



手
数
料
ノ
割
合

ハ
関
係
各
店
部
卜
協
定
ノ
上
附
帯
条
件
ヲ
附
記
シ
テ
之
ヲ
総
本
店

二
届
出
ツ
ヘ
シ

第
参
条
（以
下
略
）

（資
料
６
）

甲
第
七
号
達

今
般
支
那
漢
回
二
漢
口
住
友
洋
行
ヲ
設
置
シ
、
家
法
第
二
編
第
十
四
章
ト
シ
テ
其
事
務
章
程
ヲ
左
ノ
通
相
定
ム

但
、
業
務
開
始
ノ
日
ハ
別

二
之
ヲ
達
ス

大
正
五
年
十
月
十
三
日

家
長
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

第
十
四
章
　
漢
口
住
友
洋
行
事
務
章
程

第
壱
条
　
漢
口
住
友
洋
行

ハ
各
店
部
ノ
委
託
ヲ
受
ケ
若
ク
ハ
其
代
理
人
ト
ナ
リ
、
其
産
出
品
又

ハ
製
品
ヲ
販
売
シ
、
且
ツ
各
店
部
ノ
嘱
託

ニ

ヨ
リ
用
務
ヲ
処
弁
ス
ル
所
ト
ス

第
式
条
（以
下
略
）

（処
務
規
程
は
上
海
住
友
洋
行
と
同
一
に
つ
き
略
）

（資
料
７
）

甲
第

一
号
達

今
般
宮
城
県
栗
原
郡
花
山
村

二
住
友
砥
沢
鉱
業
所
ヲ
設
置
シ
、
其
事
務
章
程
ヲ
家
法
第
二
編
第
十
二
章
ト
シ
テ
左
ノ
通
相
定
メ
、
同
第
十
二

章
ヲ
第
十
三
章
卜
改
ム

大
正
三
年

一
月
十
六
日

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



第
二
章
　
住
友
総
本
店

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

家
長
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

第
十
二
章
　
住
友
砥
沢
鉱
業
所
事
務
章
程

第

一
条
　
砥
沢
鉱
業
所

ハ
砥
沢
鉱
山

二
関
ス
ル
業
務
ヲ
掌
理
ス
ル
所
ト
ス

第
二
条
（以
下
略
）

（資
料
８
）

甲
第
五
号
達

今
般
鹿
児
島
県
姶
良
郡
蒲
生
村

二
住
友
大
良
鉱
業
所
ヲ
設
置
シ
、
其
事
務
章
程
ヲ
家
法
第
式
編
第
拾
式
章
ト
シ
テ
左
ノ
通
り
相
定
メ
、
同
第

拾
式
章
以
下
順
次
繰
下
グ

大
正
五
年
九
月
十
八
日

家
長
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

第
拾
式
章
　
住
友
大
良
鉱
業
所
事
務
章
程

第
壱
条
　
大
良
鉱
業
所

ハ
大
良
鉱
山

二
関
ス
ル
業
務
ヲ
掌
理
ス
ル
所
ト
ス

第
式
条
（以
下
略
）

（資
料
９
）

甲
第
九
号
達

今
般
岩
手
県
紫
波
郡
乙
部
村

二
住
友
大
萱
生
鉱
業
所
ヲ
設
置
シ
、
其
事
務
章
程
ヲ
家
法
第
式
編
第
拾
六
章
ト
シ
テ
左
ノ
通
相
定
メ
、
同
第
拾

六
章
ヲ
第
拾
七
章
卜
改
ム

大
正
五
年
拾
式
月
拾
九
日



家
長
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

第
拾
六
章
　
住
友
大
萱
生
鉱
業
所
事
務
章
程

第
壱
条
　
大
萱
生
鉱
業
所

ハ
大
萱
生
鉱
山

二
関
ス
ル
業
務
ヲ
掌
理
ス
ル
所
ト
ス

第
式
条
（以
下
略
）一

一　

住
友
総
本
店

の
会
計

・
監
査

制
度

本
節
で
は
す
で
に

「住
友
総
本
店
（上
ど

で
述

べ
た
明
治
三
十
七
年
２

九
〇
四
）家
法

に
基
づ
く
会
計
制
度
に
つ
い
て
再
述
し
つ
つ
そ
の

後
の
変
更
点
を
、
大
正
三
年
２

九

一
一こ
四
月

一
日
現
行

の
家
法
及
び
そ
の
後

の
通
達
等

に
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

会
計
年
度
は
暦
年
で
（第
二
条
）
、　
六
月
末
ま
で
を
上
半
期
、
十
二
月
末
ま
で
を
下
半
期
と
す
る
（第
三
条
）。
各
店
部
は
、
毎
年
十

一
月
十

五
日
ま
で
に
翌
年
度
の
会
計
見
積
書
を
作
成
し
て
総
本
店
に
提
出
し
（第
四
条
）
、
決
算
期
が
終
了
す
れ
ば
七
月
二
十
日
及
び
翌
年

一
月
二
十

日
ま
で
に
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
表
、
財
産
目
録
を
総
本
店
に
提
出
す
る
（第
七
条
）。
ま
た
翌
年
二
月
十
五
日
ま
で
に
会
計
見
積
書
に
対
応

し
た
実
際
報
告
書
を
提
出
す
る
（第
十
三
条
）
と
い
う
制
度
そ
の
も
の
に
変
更
は
無
か
っ
た
。

こ
の
間
各
店
部
は
、
日
記
帳

・
元
帳
を
備
え
（第
十
六
条
）

一
、
業
務
概
況
表
（毎
月
末
日
）

二
、
元
帳
差
引
残
高
表
（毎
月
末
日
）

三
、
起
業
支
出
明
細
表
（毎
月
末
日
）

四
、
計
算
表
（毎
月
末
日
）

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五



第
二
章
　
住
友
総
本
店

（中
）

五
、
月
別
収
支
金
表
（前
月
一
一十
日
ま
で
）

の
諸
表
を
各
々
期
日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
（施
行
細
則
第
五
条
）
。

正
三
年

一
月
主
要
物
品
受
払
差
引
残
高
表

の
提
出
が
削
除
さ
れ
た
。

総
本
店
で
は
、
こ
れ
ら
各
店
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
諸
表
に
基
づ
き

一
、
各
店
各
部
総
計
算
表
（翌
月
十
七
日
ま
で
）

二
、
総
会
計
見
積
書
（前
年
十
二
月
十
日
ま
で
）

三
、
総
貸
借
対
照
表
（八
月
二
十
日
及
び
翌
年
二
月
二
十
日
ま
で
）

四
、
総
損
益
表
（
同
）

五
、
総
財
産
目
録
（
同
）

六
、
総
実
際
報
告
書
（翌
年
三
月
十
五
日
ま
で
）

を
作
成
し
て
い
た
（第
十
四
条
）。

会
計
見
積
書
に
は
、
定
め
ら
れ
た
様
式
の
下
に

一
、
業
務
の
方
針
程
度

二
、
資
金
最
高
額

を
記
載
す
る
と
と
も
に

一
、
損
益
表

二
、
収
入
支
出
表

三
、
経
費
予
算
表

七
六

こ
れ
を
明
治
三
十
七
年
家
法
と
比
較
す
る
と
、
大



四
、
営
業
費
予
算
表

五
、
起
業
予
算
表

を
添
付
す
る
こ
と
に
な

つ
て
い
た
（施
行
細
則
第

一
条
）
。

ま
た
実
際
報
告
書
に
は
、
前
年
度
の
実
際
報
告
書
及
び
そ
の
年
度
の
会
計
見
積
書
と
対
比
し
つ
つ

一
、
業
務
の
実
況

二
、
資
金
最
高
額

を
記
載
し
、
併
せ
て

一
、
損
益
表

二
、
収
入
支
出
表

三
、
経
費
決
算
表

四
、
営
業
費
決
算
表

五
、
起
業
決
算
表

六
、
起
業
支
出
明
細
表

を
添
付
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
た
（施
行
細
則
第
十

一
条
）。
こ
れ
を
明
治
三
十
七
年
家
法
と
比
較
す
る
と
、
明
治
三
十
九
年
二
月
に
収
支
金

対
照
表
の
提
出
が
削
除
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
大
正
三
年
四
月
に
は
こ
の
中
収
入
支
出
表
と
起
業
支
出
明
細
表
の
提
出
が
削
除
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
書
類
の
提
出
の
簡
略
化
は
、
業
務
の
拡
大
と
と
も
に
提
出
書
類
作
成
の
事
務
量
が
増
大
し
、
重
要
度
の
低
い
書
類
か
ら
割
愛
せ
ぎ
る
を

得
な
く
な

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
起
業
に
つ
い
て
は
、
会
計
年
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
論
見
の
当
初
に
完
成
ま
で
の
予
算

の
年
度
毎

の
内
訳
が
求
め
ら
れ
（施
行
細
則
第

第

一
部
　
住
友
総
本
店
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二
条
）
、
起
業
が
終
結
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
そ
の
決
算
書
を
作
成
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
（第
十
三
条
）。

使
用
資
金
に
つ
い
て
は
、
会
計
見
積
書
に
お
い
て
、
前
年
度
末

の
残
高
と
本
年
度
中
に
最
高
幾
ら
の
資
金
を
供
給
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
を

あ
ら
か
じ
め

「資
金
最
高
額
」
に
よ
つ
て
把
握
し
て
お
き
、
毎
月
の
収
支
金
表
に
よ
つ
て
翌
月
の
収
支
予
想
を
た
て
る
シ
ス
テ
ム
に
は
変
わ

り
無
か
っ
た
。
各
店
部
は
、
住
友
銀
行
が
株
式
会
社
と
な

っ
て
独
立
し
た
後
も
住
友
銀
行
を
利
用
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
（資

料
１０
）
、
住
友
総
本
店
と
住
友
銀
行
の
間
に
は
、
明
治
三
十
五
年
に
締
結
さ
れ
た
契
約
が
依
然
と
し
て
適
用
さ
れ
て
い
た
（前
章

「住
友
総
本
店

（上
ど

二
一
頁
　
資
料
Ｈ
参
昭
じ
。
た
だ
し
、
住
友
銀
行

か
ら
住
友
総
本
店

に
対
す
る
貸
越
金

の
利
子

の
割
合

は
、
明
治
三
十
七
年
家
法

の

「百
円

二
付
日
歩
式
銭
」
が

「住
友
銀
行
ノ
当
座
預
金
貸
越
ノ
最
低
歩
合
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
変
更
の
時
点
は
判
然
と
し
な
い
が
、

明
治
四
十
年
末
初
め
て
銀
行
部
か
ら
借
入
が
生
じ
た
時
す
で
に
日
歩
式
銭
四
厘
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
際
実
態
に
即
し
て
変
更
さ
れ
た

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
大
正
四
年
六
月
十
六
日
付
住
友
銀
行
達
第
九
号
に
よ
り
、
住
友
家
傭
員
の
預
金

に
対
し
割
増
利
率
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
と
な

っ
た
の
に
関
連
し
て
、
総
本
店

・
銀
行
間
で
追
加
的
な
取
極
め
が
結
ば
れ
た
（資
料
Ｈ
）。

住
友
銀
行
か
ら
住
友
総
本
店
に
対

す
る
貸
越
金

の
極
度
額
は
参
拾
万
円
に
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
で
あ
る
が
、
住
友
総
本
店
は
原
則
と
し
て
自
己
資
金
に
よ
つ
て
運
営
さ
れ
て
い

た
の
で
、
こ
の
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
も
た
な
か
っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
を
中
田
理
事
は
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

弊
行
が
住
友
家
の
銀
行
と
い
う
処
か
ら
、
世
で
は
総
本
店
と
銀
行
と
の
関
係
が
余
は
ど
曖
昧
に
な

っ
て
い
る
と
見
て
い
ら
れ
る
か
も

知
れ
ぬ
。
こ
の
点
に
就
て
柳
か
現
在
及
将
来
の
遣
方
を
説
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
先
づ
現
在
の
銀
行
と
総
本
店

の
関
係
は
、
銀
行
の
方
が
総

本
店
か
ら
多
大
の
預
金
を
得
て
い
る
だ
け
で
、
銀
行
の
方
か
ら
総
本
店
の
方

へ
は
少
し
も
融
通
し
て
い
な
い
。
即
ち
銀
行
は
総
本
店
の

為
に
利
益
を
得
て
い
る
が
、
総
本
店
は
銀
行
の
為
に
塁
も
利
益
を
得
て
居
ら
ぬ
。

斯
の
如
く
総
本
店
が
銀
行
に
対
し
て
片
務
的
の
地
位
に
甘
ん
じ
得
る
所
以
の
も
の
は
、
要
す
る
に
総
本
店

の
資
金
が
貧
弱
で
な
い
為

で
あ
る
。
総
本
店
の
内
容
を
明
瞭
に
説
明
す
る
事
は
出
来
ぬ
け
れ
ど
も
、
総
本
店
に
は
遠
計
積
立
金
と
い
う
よ
う
な
住
友
家
の
危
急
存



亡
の
秋
以
外
使
用
を
許
さ
ぬ
も
の
が
二
、
三
種
も
あ
る
。
こ
の
積
立
金
は
、
特
別
会
計
で
積
立
金

の
利
子
と
別
に
年
々
之
に
繰
入
れ
る

額
と
て
歳
々
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
が
今
で
は
頗
る
巨
大
の
額
に
達
し
て
い
る
。

住
友
家
の
銅
山
其
他
の
事
業
経
営
費
は
、
総
本
店
か
ら
借
り
出
し
た
無
利
子
の
金
で
あ
る
。
他

の
事
業
部
を
し
て
無
利
子
の
金
を
使

用
さ
せ
る
の
利
害
は
、
別
に
研
究
を
要
す
る
事
柄
だ
が
、
兎
に
角
現
在
は
そ
う
な

っ
て
い
る
。
去
れ
ば
事
業
部
と
し
て
は
故
ら
に
銀
行

の
方
か
ら
利
息
附
の
金
を
借
り
る
必
要
は
宅
も
之
な
く
、
又
実
際
に
於
て
銀
行

の
方
か
ら

一
文
も
貸
与
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

右
の
方
針
は
今
後
も
勿
論
厳
格
に
励
行
し
て
行
く
積
り
で
あ
る
が
（以
下
略
）

監
査
制
度
に
つ
い
て
は
、
大
正
三
年
十
二
月

一
日
付
甲
第
五
号
達
に
よ
り
、
明
治
三
十
七
年

の
家
法
第

一
編
第
九
章
監
査
が
全
面
的
に
改

正
さ
れ
た
。
明
治
四
十
三
年
専
務
監
査
員
藤
尾
録
郎

の
没
後
住
友
総
本
店
で
は
後
任

の
専
務
監
査
員
を
物
色
し
て
き
た
が
、
適
任
者
が
見

つ

か
ら
な
い
ま
ま
四
年
を
経
過
し
、
こ
の
間
に
専
務
監
査
員
直
属
の
形
で
設
置
さ
れ
て
い
た
監
査
課
が
総
本
店
（本
社
部
門
）
の
組
織

の
中
で
微

妙
な
存
在
と
な

っ
て
き
た
こ
と
が
、
こ
の
改
正
の
契
機
と
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
改
正
の
要
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

「専
務
監
査
員

ハ
家
長
及
ヒ
重
役

二
直
属
シ
、　
特
命

二
依
り
自
ラ
監
査

ヲ

行
フ
ノ
外
、
常

二
監
査
課
ノ
監
査

二
立
会
ヒ
、
家
長
若
ク
ハ
重
役

二
対
シ
自
由

二
意
見
ヲ
開
陳
シ
、
以
テ
監
査
独
立
ノ
場
合
卜
殆
ン
ト
同
様

ノ
効
果
ヲ
挙
ク
ル
ヲ
期
ス
コ
ト
」
と
し
て
依
然
と
し
て
専
務
監
査
員
の
任
命

の
余
地
を
残
し
つ
つ
、
他
方
で

「監
査
課
ヲ
名
実
共

二
支
配
人

ノ
指
揮
ノ
下
二
置
キ
、
監
査
事
務
卜
経
理
事
務
卜
密
接
ノ
関
係
ヲ
保
タ
シ
メ
、
以
テ
監
査

二
依
り
各
店
部
己
往
事
蹟
ヲ
明

ニ
ス
ル
ト
同
時

ニ

監
査
ノ
結
果
ヲ
シ
テ
事
業
ノ
改
良

二
資
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」
と
し
て
専
務
監
査
員
空
席
の
ま
ま
で
も
機
能
し
得
る
監
査
制
度
を
確
立
し
よ
う
と

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
当
時
明
治
四
十
二
年
に
生
じ
た
日
糖
事
件
な
ど
の
破
綻

・
不
正
事
件
を
契
機
と
し
て
、
監
査
役
監
査

の
強
化
が
明
治
四
十
四
年
商
法

改
正
と
し
て
現
れ
、
さ
ら
に
職
業
会
計
入
制
度
擁
立
の
動
き

へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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〇

こ
の
改
正
に
よ
り
、
監
査
を
特
命
監
査
、
常
時
監
査
、
臨
時
監
査
の
三
種
と
し
（第
二
条
）、
特
命
監
査
は
専
務
監
査
員
が
（第
三
条
）
、
常

時
監
査
は
毎
年

一
回
（第
四
条
）
、
臨
時
監
査
は
随
時
（第
五
条
）
、
い
ず
れ
も
総
本
店
監
査
課
が
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
専
務
監
査

員
は
藤
尾
の
死
後
任
命
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
藤
尾
の
入
社
以
前

の
よ
う
に
毎
年
定
時
監
査
員
（鈴
木
総
理
事
）
を
任
命
し
て
き
た
が
、
こ
の

改
正
後
は
総
本
店
監
査
課
が
監
査
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
（資
料
４

「総
本
店
事
務
章
程
」
第
五
条
参
昭
じ
。
こ
れ
を
受
け
て

監
査
の
定
義
も

「監
査

ハ
各
店

二
就
キ
金
銭
ノ
出
納
、
物
品
ノ
受
払
、
現
在
有
物
ノ
状
態
並

二
会
計

二
関
ス
ル
事
務
及
ヒ
事
業
ノ
成
績
等

ヲ

査
閲
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
（第
一
条
）
と
明
治
三
十
七
年
家
法
に
対
し
特
に

「会
計

二
関
ス
ル
事
務
」
と
明
記
さ
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
。

（資
料
１０
）

会
計
規
則

第
十
八
条
　
各
店
各
部

二
於
ケ
ル
現
金
ノ
出
納

ハ
、
株
式
会
社
住
友
銀
行
卜
同
所

二
在
ル
店
部

二
於
テ
ハ
総
テ
該
銀
行

二
其
取
扱

ヲ
委
託

ス
ベ
シ

株
式
会
社
住
友
銀
行
卜
離
隔
セ
ル
店
部

二
於
テ
ハ
、
該
銀
行
又
ハ
他
ノ
銀
行
卜
当
座
預
ケ
金
取
扱
ヲ
為
ス
ベ
シ
、
此
場
合

ニ

於
テ
ハ
取
引
銀
行
及
預
ケ
金
ノ
極
度
額
ヲ
定
メ
テ
総
本
店
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ベ
シ

前
項
ノ
場
合

二
於
テ
常
時
現
金

ヲ
備
フ
ル
ノ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
、　
一
定
ノ
金
額
ヲ
限
り
総
本
店
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
テ
之
ヲ
備
フ

ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
シ

（資
料
Ｈ
）

住
友
総
本
店
ヨ
リ
住
友
銀
行

へ
預
ケ
金
利
率
ノ
件
（大
正
四
年
六
月
二
十
二
日
会
計
課
伺
ハじ

住
友
総
本
店
卜
住
友
銀
行
ト
ノ
取
引

二
関
ス
ル
利
率
ヲ
左
記
ノ
通
り
協
定
ス

一
、
当
座
預
金
（住
友
総
本
店
出
納
勘
定
）



銀
行
公
示
ノ
利
率

二
依
ル

一
、
小
口
当
座
預
金

銀
行
公
示
ノ
利
率

二
依
ル

一
、
定
期
預
金

利
息
は
上
等
客

二
対
ス
ル
割
増
率

二
依
ル

明
治
三
十
五
年
七
月
三
十
日
住
友
本
店
卜
住
友
銀
行
間

二
締
結
セ
ル
契
約

ハ
、
本
協
定
卜
抵
触
セ
ザ
ル
範
囲

二
於
テ
有
効
ト
ス

〓
一　

住
友

総
本
店

の
業
績

明
治
も
末
に
な
る
と
、
明
治
四
十
三
年
貧

九

一
〇
）
か
ら
四
十
四
年
に
か
け
て
の
い
わ
ゆ
る

「中
間
景
気
」

も
終
わ
り
、
日
本
経
済
は
明

治
四
十
五
年
七
月
明
治
天
皇

の
崩
御
と
と
も
に

「諒
闇
不
況
」
と
も
い
う
べ
き
不
況
に
陥

っ
た
。
こ
れ
は
主
と
し
て
日
露
戦
争
後
の
積
極
的

な
戦
後
経
営
に
よ
り
、
貿
易
の
入
超
と
外
債

の
利
払
い
が
嵩
み
、
正
貨
準
備
が
枯
渇
し
て
き
た
た
め
、
金
融
を
引
き
締
め
ざ
る
を
え
な
く
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
明
治
四
十
三
年
に
は
低
金
利
政
策

の
下
、
日
歩

一
銭
三
厘
ま
で
低
下
し
た
公
定
歩
合
（商
業
手
形
割
引
歩
合
）

は
、
大
正
三
年
２

九

一
四
）七
月
に
は
日
歩
二
銭
に
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
。　
こ
の
よ
う
な
引
き
締
め
に
よ
り
、　
日
露
戦
争
後
に
推
進
さ
れ

た
生
産
設
備
の
拡
充
は
、
需
要
に
対
し
は
る
か
に
過
大
と
な
り
、
こ
の
結
果
、
事
業

の
破
綻
、
銀
行

の
取
付
、
支
払
停
止
、
休
業
が
相
次
ぎ
、

大
正
三
年
八
月
に
は
、
大
阪
の
株
式
、
三
品
（綿
糸

・
棉
花

・
綿
布
）
、
米
の
三
取
引
所
の
機
関
銀
行
で
あ

っ
た
大
手

の
北
浜
銀
行
が
休
業
す
る

に
至

っ
た
。

こ
う
し
た
情
勢
の
下
で
大
正
三
年
七
月
第

一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
。
開
戦
当
初
は
、
国
際
為
替
取
引
の
中
断
、
海
上
輸
送
の
途
絶
に

第

一
部
　
住
友
総
本
店

八

一
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二

よ
り
経
済
界
は
大
混
乱
を
来
た
し
、
不
況
に
拍
車
が
か
け
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
住
友
総
本
店

の
業
績
は
、
第
５
表
の
通
り
、
何
と
か
横
ば
い

を
維
持
し
た
が
、
大
正
四
年
下
期
に
入
る
と
、
主
戦
場
か
ら
遠
く
離
れ
た
わ
が
国
で
は
、
輸
出
が
大
幅
に
伸
び
始
め
、
海
運
収
入
も
増
加
し
、

こ
う
し
た
巨
額
の
外
貨
収
入
に
よ
っ
て
金
融
も
緩
和
し
、
大
正
五
年

に
は
空
前
の
好
景
気
を
迎
え
た
。
住
友
総
本
店
の
純
利
益
も
過
去
三
年

間
の
平
均

の
三
倍
以
上
に
達
し
た
。

総
本
店
の
利
益

の
大
半
が
別
子
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
が
、
銀
行
の
伸
び
悩
み
に
伸
銅
所
が
と
っ
て
代
わ
り
、
大
正
四
年

に
営

業
開
始
の
肥
料
製
造
所
と
株
式
会
社
に
移
行
し
た
鋳
鋼
所
が
、
若
松
炭
業
所
、
倉
庫
、
電
線
製
造
所
に
伍
し
て
利
益
を
上
げ
る
よ
う
に
な
り
、

さ
ら
に
大
正
三
年
開
業
の
東
京

・
呉
両
販
売
店
も
ま
た
黒
字
に
転
じ
た
。
大
正
五
年

に
は
こ
の
よ
う
な
巨
額
の
利
益
を
も

っ
て
、
わ
が
国
の

輸
出
の
伸
長
著
し
い
中
国
市
場
に
進
出
を
図
り
、
上
海

・
漢
口
両
洋
行
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
大
良

・
大
萱
生
両
鉱
山
を
買
収
し
て
、
既
に
買

収
済
み
の
砥
沢
鉱
山
と
併
せ
大
々
的
に
産
金
事
業
に
乗
り
出
す
端
緒
と
な

っ
た
。

０
　
総
本
店
（本
社
部
門
）
の
業
績

総
本
店
（本
社
部
門
）
の
収
益
は
、
損
益
表
（第
６
表
）
の
通
り
、
保
有
有
価
証
券
に
基
づ
く
受
取
利
益
と
受
取
配
当
金
及
び
所
有
不
動
産

の
賃

貸
収
益
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
も
経
費
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ず
、
依
然
と
し
て
赤
字
で
あ
る
。

傘
下
の
事
業
か
ら
の
受
取
配
当
金
も
、
こ
の
期
間

住
友
銀
行

の
他
に
住
友
鋳
鋼
所
が
加
わ

っ
た
の
み
で
、

そ
の
配
当
も
年
四
分
（払
込
＠
一
二
円
五
〇
銭
、
三
一万

株
）
、
金
額
も
三
万
円

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
住
友
銀

行

の
大
正
四
年
の
配
当
金
が
三
〇
万
円
か
ら
二
人
万

5年

△4,368,869 24

7,242,661 12

276,749 45

74,701 25

249,780 16

3,576,065 64

427,810 45

38,210 29

2,772 70

7,937 35

△4,89638

△2,14625

△280,599 83

△13,66022

△64397

7,225,872 52

933,349 20

390,480 40

8.549,702 12

(単位 :円 )



第 5表 店部別純損益

店 大正 2年 3年 4年

総本店(本社部門)

別子鉱業所

倉 庫

製銅販売店

若松炭業所

イ申,同 刃〒

鋳鋼場

電線製造所

肥料製造所

東京販売店

呉 販売店

上海住友洋行

漢口住友洋行

砥沢鉱業所

大良鉱業所

人萱生鉱業所

△218,685 66

2,388,669 48

112,601 21

33,909 91

395,678 11

258,423 88

△66,42143

98,182 37

△2,09223

△1,11434

△386,190 59

1,640,940 74

132,876 68

26,788 81

601,797 58

744,243 28

△15,22935

182,503 23

△1,24953

△2,49743

△1,002,384 35

2,751,951 49

168,189 68

34,520 78

357,131 46

1,518,901 09

23,437 51

74,459 78

△2,85504

14 83

△63460

合   計 2,994,151 30 2,923,983,42 3,922,732 63

(株)住友銀行

(株 )住友鋳鋼所

916,629 13 755,327 95 373,517 55

39,987 83

総   計 3,910,780 43 3,679,311 37 4,336,238 01

第

一
部
　
住
友
総
本
店

八
〇
〇
〇
円

に
低
下
し
た
の
は
、
貸
借
対
照
表
（第

７
表
）
の
通
り
、
持
株
数
が

一
五
万
株
（払
込
＠
五
〇
円
、

七
五
〇
万
円
）
か
ら
六
〇
〇
〇
株
減
少
し
て
、　
一
四
万

四
〇
〇
〇
株
と
な

っ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
減
少
し
た
六
〇
〇
〇
株
は
、
大
正
三
年
九
月

住
友
忠
輝
（鳥
居
忠
文
子
爵
三
男
、
大
正
三
年
七
月
住
友

吉
左
衛
門
長
女
孝
と
結
婚
）
及
び
住
友
孝
が
、
三
〇
〇

〇
株
ず
つ
相
続
し
た
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
相
続

税
は
、
大
正
五
年
七
月
に
支
払
わ
れ
た
が
、
相
続
税

の
税
額
は
、
大
正
三
年
六
月
末
現
在
の
住
友
銀
行

の

資
産
額
に
七
月

一
日
か
ら
相
続
開
始

の
日
ま
で
の
利

益
（下
半
期
の
純
益
を
日
数
に
よ
り
案
分
）
を
加
算
し
た

も
の
を
時
価
と
す
る
方
法
で
計
算
さ
れ
、
こ
の
結
果

時
価
は

一
株
当
た
り
五
九
円
強
と
算
定
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
株
式
が
払
込
金
↑
」
の
場
合
五
〇
円
）
で
な

く
、
時
価
↑
」
の
場
合
五
九
円
強
）
で
評
価
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
と
、
株
式
で
相
続
す
る
よ
り
現
金
で
贈
与
を

受
け
、
そ
の
分
の
相
続
税
を
支
払

っ
た
上
で
、
そ
れ

八
三
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四

を
新
株
式
の
払
込
金
に
充
当
す
る
方
が
、
相
続
税
法
上
有
利
と
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

し
た
が

っ
て
大
正
五
年
十
二
月
、
住
友
銀
行
株
式
（資
本
金

一
五
〇
〇
万
円
、
額
面

一
〇
〇
円
、　
一
五
万
株
、
七
五
〇
万
円
払
込
）
の
第
二
回
払
込

（＠
五
〇
円
、
七
五
〇
万
円
）
が
行
わ
れ
た
際
、
長
男
住
友
寛

一
に
ま
ず
現
金
が
贈
与
さ
れ
、
そ
れ
で
も

っ
て
総
本
店
が
保
有
す
る
住
友
銀
行
株

式
三
〇
〇
〇
株
を
譲
渡
す
る
形
が
と
ら
れ
、
以
後
次
男
住
友
厚
（後
の
住
友
吉
左
衛
門
友
成
）
の
場
合
も
同
じ
方
式
が
と
ら
れ
る
に
至

っ
た
。
な

お
こ
の
際
住
友
忠
輝
及
び
孝
は
、
各
々

一
〇
〇
〇
株
を
総
本
店
に
売
却
し
た
の
で
、
持
株
は
二
〇
〇
〇
株
ず
つ
と
な

っ
た
。

当
時
の
相
続
税
法
で
は
、
家
督
相
続
と
遺
産
相
続
の
場
合
で
税
率
が
異
な
り
、
ま
た
相
続
人
と
被
相
続
人
と
の
間
の
親
族
関
係
の
親
疎
に

よ
っ
て
も
異
な
る
の
で
、　
一
概
に
い
え
な
い
が
、
残
り
の
住
友
銀
行
株
式

一
四
万
株
余

に
つ
い
て
相
続
の
場
合
最
低
で
も
四
〇
万
円
前
後

の

相
続
税
が
必
要
と
な
り
、
さ
ら
に
今
後
住
友
銀
行

の
資
産
が
増
え
る
ほ
ど
そ
の
時
価
評
価
が
上
が
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
相
続
税
対
策
と
し

て
こ
の
際
家
長
の
持
株
を
如
何
に
減
ら
し
て
い
く
か
が
検
討
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
結
果
こ
の
年
末
に
後
述
す
る
よ
う
に
住
友
と
し
て
空
前

の
臨
時
特
別
賞
与
が
支
給
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
部
が
住
友
銀
行
株
式
で
支
給

さ
れ
た
。

帳
簿
上
鈴
木
馬
左
也
他
三
二
八
名
に
九
〇

一
三
株
（＠
一
〇
〇
円
）
が
譲
渡
さ
れ
た
と
あ
る
の
み
で
、　
個
別
の
明
細
は
な
い
が
、　
こ

の
合
計
三
二
九
名
と
い
う
数
字
は
、
大
正
五
年
十
二
月
末
の
等
内
六
等
以
上
の
職
員
三
二
五
名
プ
ラ
ス
明
治
四
十
五
年
株
式
会
社
住
友
銀
行

設
立
当
時
の
名
義
株
主
伊
庭
貞
剛
、
住
友
理
右
衛
門
、
住
友
保
丸
、
岡
素
男
の
四
名
と
思
わ
れ
る
（広
瀬
宰
平
の
名
義
株
三
〇
〇
株
は
、
大
正
三

5年

865,332 10

240,199 29

10,848 60

109,405 66

324,000 00

30,000 00

15,025 79

28,668 70

2,005 56

24,202 97

△3,90086

84,876 39

5,234,201 34

89,589 78

51,756 95

169,376 38

6,408 66

90,090 77

14,800 00

260,867 70

467,190 36

3,976,752 10

55,738 44

50,540 16

△4,368,869 24

(単位 :円 )
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第 6表 総本店(本社部門)損益表

科 目 大正 2年 3年 4年

当期利益

国債証券利息

地方債券利息

株券配当金

住友銀行株券配当金

住友鋳鋼所株券配当金

耕地収益

賃貸料

雑 益

固定財産原価差損益

有価証券原価差損益

利 息

662,694 51

217,983 75

10,848 60

89,316 10

300,000 00

17,324 43

28,938 71

1,999 48

△5,01070

1,016 12

278 02

706,114 08

216,386 59

10,848 60

94,700 51

300,000 00

14,714 95

28,339 60

3,142 25

1,992 88

1,968 94

34 069 76

721,887 43

215,812 48

10,848 60

97,239 55

288,000 00

14,017 16

28,099 71

1,635 89

△6,76453

207 37

72,791 20

当期損失

不U ′息

俸 給

旅 費

諸 税

営繕費

賃借及保険料

雑 費

特別報酬金

別途費

本家費

賞 与

雑 損

償 却

881,380 17

14,683 28

72,056 54

10,648 37

135,945 98

2,508 99

854 91

33,061 90

14,400 00

66,171 63

238,924 18

262,355 82

57 70

29,710 87

1,092,304 67

76,725179

10,920 23

140,542 25

4,891 91

758 83

32,661 21

13,100 00

191,509 02

251,469 33

338,614 62

56

31,110 92

1,724,271 78

88,934 38

14,824 06

146,248 55

5,560 63

701 59

39,359 99

13,100 00

724,947 89

253,394 10

404,443 10

628 80

32.128 69

当期純損益 △218.685 66 △386,190 59 △1,002,384,35

八

五
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（
Ｈ
）

年

一
月
宰
平
の
死
去
と
と
も
に
長
男
満
正
名
義
と
な
り
、
同
年
九
月
既
に
述
べ
た
住
友
忠
輝
の
相
続
の
際
返
還

・
充
当
さ
れ
た
）。

か
く
し
て
住
友
銀
行
株

一
五
万
株

の
中
、
総
本
店
の
持
株
は
、
こ
れ
ら

一
万
六
〇

一
三
株
を
差
し
引
い
た
残
り

一
三
万
三
九
八
七
株
と
な

り
、
＠

一
〇
〇
円
の
払
込
で
、
大
正
五
年
末
の
貸
借
対
照
表
上
の
残
高
は
、　
〓
壬
二
九
万
八
七
〇
〇
円
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
受
取
配
当
金
が
、
大
正
四
年

の
二
八
万
八
〇
〇
〇
円
か
ら
、
大
正
五
年
に
三
二
万
四
〇
〇
〇
円

へ
増
え
た
の
は
、
住
友
銀
行
が
大
正

五
年
上
半
期
決
算
で
五
％
に
増
配
し
た
こ
と
に
よ
る
。

経
費
に
つ
い
て
は
、
大
正
四
年
の
別
途
費
が
七
二
万
五
〇
〇
〇
円
に
上

っ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
は
大
正
四
年
十
月
設
立
さ
れ
た
財
団
法

人
住
友
私
立
職
工
養
成
所
に
対
す
る
寄
付
六

一
万
三
〇
〇
〇
円
余
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
大
正
五
年
の
賞
与
は
、
四
〇
〇
万
円
近
く
と
そ
れ
ま
で
の
一
〇
倍
に
も
上

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
前

に
述

べ
た
通
り
、
第

一
次
大
戦

に
よ
る
好
景
気
の
た
め
臨
時
特
別
賞
与
二
五
〇
万
円
（資
料
１２
）
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
及
び
労
役
者
特
別
保
護
救
済
金
と
し
て

一
二
〇
万
円
が

拠
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
大
正
五
年
の
雑
損
五
万
五
〇
〇
〇
円
は
、
大
正
四
年
十
二
月
鋳
鋼
場
の
株
式
会
社

へ
の
移
行
に
伴
い
、
鋳
鋼
場
の
大
正
四
年
下
半

期
純
益
金
四
万
三
八
三
〇
円

一
七
銭
を
大
正
五
年

一
月
鋳
鋼
所
に
引
き
渡
し
た
結
果
、
こ
れ
を
雑
損
処
理
し
た
も
の
で
あ
る
∩
七
　
住
友
鋳

鋼
場
の
株
式
会
社
へ
の
移
行
」
参
照
）
。

一　

一

４０

６‐

３９

７４

７２

７９

４〇

一

5年末

50,781,322 76
1,504,086 20
264,906 19
225,052 57

416 00
1,840 00
1,535 36
5,998 28

3,284,802 08
185,575 00

1,420,451 74
13,398,700 00
1,500,000 00

84,982 58
178,819 15

1,479,805 00
444,893 68

20,848,382 37
7,214,331 16
1,435,000 00

117,496 50
614,367 76

6,211,245 17

2,467,855 70
1,771,337 22

324,691 36
219 03

1,387,264 89
3,835,880 88

50,781,322 76
34,065,879 05
4,658,703 71

807,570 12
192,817 88
682,056 34
112,591 00
110,343 71
4,507 10

1,275,438 54
13,043 77
7,875 78
5,167 99

3,750,000 00
5,108,371 54

2,972,295 38
1,027,056 56
870,783 69

1,074,455 13

(単位 :円 )



第 7表 総本店(本社部門)貸借対照表

科   目 大正 2年末 3年末 4年末

借 方
固定財産

所有品・

有価證券

券
　
　
物

券
株
物
物
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金

株
所
設
設
建
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
預
金

券
券
　
行
鋼
建
建
邸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
預
金
金

罰
鉦
勒
帥
碍
価
穀

崎
崚

赫
］
』
榊
¨
『

金
　
　
所
　
店
所
　
　
所
所
店
店
所
所
新
　
　
始
鰤
韓
嶼
嚇
　
　
』

・　
　
　
　
準
米
・　
　
　
　
・
　

換
金
　
業
　
士冗
業
　
　
造
造
売
売
業
業
鉱
行
行
預
建
築
準
利
金
　
期

出
　
　
エヱ
出
　
鉱
部
販
炭
所
場
製
製
販
販
鉱
鉱
生
洋
洋
別
店
建
税
金
預
納
当

支
　
　
・
仮
　
子
庫
銅
松
銅
鋼
線
料
京
　
沢
良
萱
海
口
特
本
家
続
立
口
出

・

蝶
　
　
飴

雑．
御
別
倉
製
若
伸
鋳
電
肥
東
呉
砥
大
大
上
漢

飾
総
本
相
積
別

飾
齢

337,121 77

758,575 10
130,000 00
161,670 33
176,407 91
290,496 86

1,088,637 35
146 913 98

491,310 20

1,804,231 10
317,282 12

６

２

４

１

０

６

４

７

４

５

３

４

９

８

０６

０〇

一

‐４

９２

39,645,181 62
798,107 09
158,652 48
123,927 00

574 00
1,229 00
1,732 46
6,343 39

4,137,842 88
185,575 00

1,195,806 74
7,200,000 00
1,500,000 00
674,825 42
49,328 33
116,936 83
108,315 93
924,482 71

18,851,263 73
9,279,792 53
1,460,731 37

135,493 38
653,333 21

3,999,386 62

1,490,765 01
1,304,575 75

1,592 81
801 59

524,791 46

2,207,601 49
400,000 00

307,570 12
31 37

1,500,000 00
466,671 96
935,965 18

貸 方
営業資本金・営業資本

積立金
準備積立金

預 り金・雇人身元金預金
積金預金
末家家督金預金
諸預金
貸家敷金預金

雑・仮入金
各部

東京販売店
呉 販売店

銀行出納・銀行借入金
前期損益 ・前期純損益 1.392.877 24

３３

２０

７７

９２

７６

０１

００

‐３

３〇

一

一

一

一

1.383,705 79

‐９

４０

０９

４‐

３０

１２

００

７８

３〇

一

一

一　

一

39,645,181 62
31,683,779 92
4,341,546 89

689,925 14
182,716 06
604,160 11
111,370 00
110,135 15
4,286 10

114 45

1.917.147 80

営業外固定財産勘定
土 地
建設物
什 器

2,280,388 46
1,085,301 24

195,541 00
999,546 22
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第
一
三
早
　
住
友
総
本
店

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

次

に
貸
借
対
照
表
（第
７
表
）
で
は
、　
固
定
財
産
勘
定
の
中
の
土
地

・
鉱
区

・
建
設
物
が
増
加
し
て
い
る
が
、　
こ
れ
は
本
社
部
門
が
大
正
四

年
か
ら
五
年
に
か
け
て
、
九
州
で
は
鹿
児
島
県
種
子
島
や
長
崎
県
平
島
で
石
炭
鉱
区
を
買
収
し
、
北
海
道
で
は
雨
龍
炭
坑
（雨
龍
郡
北
龍
村
）

や
三
笠
炭
坑
兌
工知
郡
三
笠
山
村
）
を
買
収
し
て
、
若
松
炭
業
所
に
試
掘
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

起
業
支
出
勘
定

。
東
京
別
邸
は
、
大
正
元
年
十

一
月
旧
鳥
取
藩
池
田
仲
博
侯
爵
か
ら
東
京
市
麻
布
区
市
兵
衛
町

一
丁
目
三
の
土
地
建
物
を

購
入
、
日
本
家
屋

・
洋
館
を
新
築
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（大
正
五
年
四
月
完
成
、
麻
布
別
邸
と
称
し
た
。
現
在
の
住
友
会
館
の
所
在
地
）。

大
正
五
年
立
替
金

一
四
八
万
円
弱
は
、
鋳
鋼
場
が
株
式
会
社

へ
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
鋳
鋼
所
に
対
す
る
貸
付
金
残
高
が
、
従
来

の
各

部
勘
定
か
ら
こ
こ
へ
移
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
直
営
店
部
と
異
な
り
、
こ
の
鋳
鋼
所
に
対
す
る
貸
付
金

に
つ
い
て
は
、
日
歩

一
銭

一
厘
の
金

利
が
課
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

大
正
四
年
別
口
預
金

一
五
〇
万
円
は
、
銀
行
出
納
勘
定

の
残
高
を
預
金
に
振
り
替
え
た
も
の
で
、
大
正
五
年
末
住
友
銀
行
株
式
払
込
金
に

充
当
す
る
た
め
引
き
出
さ
れ
た
。

損
益
勘
定

・
当
期
純
損
益
は
、
下
半
期
の
本
社
部
門
の
純
損
失
を
示
す
。

大
正
五
年
雑
勘
定

・
仮
入
金

一
二
七
万
円
余
は
、
前
に
述
べ
た
労
役
者
特
別
保
護
救
済
金

一
二
〇
万
円
と
末
家
特
別
基
金
五
万
円
計

一
二

五
万
円
の
運
用
が
来
期
に
持
ち
越
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

同
じ
く
大
正
五
年
の
銀
行
出
納
勘
定

・
銀
行
借
入
金
三
七
五
万
円
は
、
年
末
の
臨
時
特
別
賞
与
二
五
〇
万
円
、
労
役
者
特
別
保
護
救
済
金

一
二
〇
万
円
、
末
家
特
別
基
金
五
万
円
の
合
計
三
七
五
万
円
の
資
金
繰
り
の
た
め
、
取
り
あ
え
ず
全
額
を
住
友
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
借
り
入
れ
に
先
だ
っ
て
、
総
本
店
に
は
資
料
が
残

っ
て
い
な
い
が
、
住
友
銀
行
に
よ
れ
ば
、
銀
行
と
総
本
店
の
間
に

新
た
な
申
し
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
借
り
入
れ
を
あ
く
ま
で

一
時
的
な
便
法
と
考
え
る
総
本
店
側
と
健
全
主
義
を

貫
こ
う
と
す
る
銀
行
側
と
の
立
場
の
相
違
か
と
思
わ
れ
る
（資
料
１３
）ｏ



前
期
損
益
勘
定

・
前
期
純
損
益
は
、
上
半
期
の
全
社
の
純
利
益
を
示
し
て
い
る
。

国
　
総
本
店
（全
社
）
の
業
績

住
友
総
本
店
（全
社
）
の
業
績
は
、
第
５
表

の
通
り
、
本
社
部
門
と
株
式
会
社
を
除
く
各
店
部
の
損
益
を
合
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し

本
社
部
門
以
外
で
も
本
社
部
門
が
直
営
す
る
国
内
の
東
京

・
呉
両
販
売
店
は
、
期
間
の
終
わ
り
に
黒
字
に
転
じ
た
が
つ
六
　
東
京

・
旦
（両
販
売

店
の
開
業
」
参
昭
じ
、
開
業
間
も
な
い
中
国
の
上
海

・
漢
口
両
住
友
洋
行
と
国
内
の
三
鉱
山
は
、
赤
字
に
終
わ

つ
た
。

鋳
鋼
場
も
基
本
的
に
赤
字
で
、
何
故
株
式
会
社

へ
移
行
し
た
の
か
疑
間
と
さ
れ
て
い
た
が
、
第

一
次
大
戦
の
好
況
に
恵
ま
れ
、
表
面
上
は

好
決
算
と
な

っ
た
。
こ
の
問
題
は
、
「七
　
住
友
鋳
鋼
場
の
株
式
会
社

へ
の
移
行
」
で
再
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

総
本
店
（全
社
）
の
利
益

の
大
半
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
、
別
子
鉱
業
所
と
伸
銅
所
で
あ
る
。

別
子
の
大
正
五
年

の
利
益
増
大
は
、
第

一
次
大
戦
の
結
果
、
銅
が
軍
需
物
資
で
あ

っ
た
た
め
急
騰
し
、
大
阪
の
銅
価
は
、
大
正
三
年

の
ト

ン
当
た
り
五
五
四
円
か
ら
大
正
五
年
に
は

一
〇
五
六
円
と
二
倍
近
く
ハ
ネ
上
が

っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
さ
ら
に
別
子
鉱
山
は
、
大
正
四
年
九

月
第
四
通
洞

・
大
立
坑
が
完
成
し
た
上
に
、
さ
く
岩
機
な
ど
の
機
械
化
に
よ
つ
て
大
量
出
鉱
が
可
能
と
な

っ
た
。　
一
方
四
阪
島
製
錬
所
で
も
、

同
年
以
降
焼
鉱
炉

・
転
炉
の
新
増
設
な
ど
に
よ
つ
て
増
産
が
可
能
と
な
り
、
加
え
て
大
正
五
年
六
月
の
第
三
回
煙
害
協
議
会
に
お
い
て
煙
害

問
題
で
年
間
二
六
万
二
五
〇
〇
ト
ン
に
制
限
さ
れ
て
い
た
銅
鉱
石
の
溶
解
量
が
、
大
正
五
年
以
降
三

一
万
八
七
五
〇
ト
ン
に
増
量
す
る
こ
と

が
可
能
と
な

つ
た
（そ
の
代
わ
り
煙
害
賠
償
金
額
は
年
七
万
七
〇
〇
〇
円
か
ら
一
〇
万
円
へ
、　
ま
た
別
途
寄
付
金
と
し
て
前
年
支
出
さ
れ
た
農
林
業
改
良
奨

励
費

一
万
八
五
〇
〇
円
は
、
三
年
分
納
と
は
い
え
一
躍
二
五
万
円
へ
引
き
上
げ
ら
れ
た
）
の
で
、
別
子
の
産
銅
量
は
大
正
五
年
か
ら
急
増
し
、
前
年
比

一
五
％
増
の
九
〇
五
二
ト
ン
を
記
録
し
た
。

伸
銅
所
の
関
係
で
は
、
大
正
三
年

一
月
に
海
軍
高
官

の
収
賄
事
件
（ヽ
ン
ー
メ
ン
ス
事
件
）
が
起

こ
っ
て
国
論
沸
騰
し
、
予
算

の
う
ち
海
軍
拡

第

一
部
　
住
友
総
本
店
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第
二
章
　
住
友
総
本
店

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

張
費
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
し
か
も
予
算
そ
の
も
の
が
不
成
立
と
な
り
、
二
月
に
山
本
権
兵
衛
内
閣
は
総
辞
職
し
た
。
こ
の
た
め
、
伸
銅
所

の
経
営
は

一
時
危
機
に
瀕
し
た
。
と
こ
ろ
が
第

一
次
大
戦
勃
発
に
伴
い
、
新
た
な
軍
事
費
予
算
の
計
上
と
と
も
に
活
況
が
戻
り
、
大
正
三
年

の
銅
及
び
銅
合
金
製
品
の
生
産
量
三
五
〇

一
ト
ン
が
大
正
五
年
に
は
九
五
二

一
ト
ン
と
二

・
七
倍
（鋼
管
の
生
産
に
お
い
て
も
一
四
一
〇
ト
ン
か

を

一八
九
五
ト
ン
全

一倍
）
も
伸
び
、
好
況
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

っ
た
。

電
線
製
造
所
に
つ
い
て
は
次
節

「
四
　
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
と
住
友
」
、
肥
料
製
造
所
に
つ
い
て
は
次
々
節

「
五
　
住
友
肥
料
製
造
所
の
開

設
」
の
各
節
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

第
８
表
総
損
益
表
と
第
９
表
総
貸
借
対
照
表
は
、
総
本
店
（本
社
部
門
）以
下
各
店
部
の
損
益
表
と
貸
借
対
照
表
を
連
結
し
た
も
の
で
あ
る
。

総
損
益
表
の
う
ち
、
当
期
総
利
益
の

「銅
収
益
」
。
「山
林
収
益
」
・
「醸
造
収
益
」
・
「運
賃
収
益
」
。
「雑
製
品
収
益
」
・
及
び

「商
品
販
売

損
益
」
は
、
別
子
鉱
業
所
の
売
上
収
入
の
内
訳
を
示
し
、
同
様
に

「
石
炭
収
益
」
は
若
松
炭
業
所
の
、
「伸
銅
収
益
」
は
伸
銅
所
の
、
「電
線

収
益
」
は
電
線
製
造
所
の
、
「鋳
鋼
収
益
」
は
鋳
鋼
場
の
、
ま
た
本
期
間
か
ら
新
た
に
加
わ

っ
た

「金
銀
収
益
」
と

「
肥
料
収
益
」
は
、
前

者
は
砥
沢

・
大
良
両
鉱
業
所
の
、
後
者
は
肥
料
製
造
所
の
製
造
（産
出
）益
と
売
上
益

の
合
計
を
示
し
て
い
る
。
大
正
五
年
の
当
期
純
損
益
が
、

第
５
表
店
部
別
純
損
益
の
合
計
額
と

一
致
し
な
い
の
は
、
第
９
表

の
註
に
示
し
た
よ
う
に
、
期
末
に
開
業
し
た
上
海
住
友
洋
行
と
こ
れ
ま
た

期
末
に
開
設
さ
れ
た
大
萱
生
鉱
業
所
に
お
い
て
報
告
未
達
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
た
め
で
あ
る
。

5年末

23,158,354 22
10,974,187 16

3,315 16
52,860 79
5,122 52

87,726 80
1,637,916 58
6,159,337 80

863,220 56

298,049 13
339,741 31
33,956 60

251,047 89
463,405 66
72,747 76

602,133 47
74,507 21

353,955 20
701,849 08
97,963 57
89,209 47
△3,90086

1 36

15,931,662 98
2,563,060 36

41,818 32
1,084,318 37
2,023,944 76

138,084 77
471,789 26
170,333 72
33,188 10
83,990 01

306,627 90
673,299 98
62,309 57
118,676 72
385,874 76
45,897 34
7,793 84

882,975 29
14,800 00

260,867 70
430,341 09

4,257,857 60
234,624 35

681,325 32
957,863 85

(単位 :円 )

7.226.691 24



第

一
部
　
住
友
総
本
店

第 8表 総 損 益 表

科   目 大正 2年末 3年末 4年末

当期総利益
手同    1又

`i金 銀収益
山 林収益
醸 造収益
運 賃収益
石 炭収益
イ申  多同」又21
電 線収益
鋳 銅収益
月巴 滲卜1又益
雑製品収益
商品販売損益
公債利虐、
株券配当金
耕地収益
倉庫保管料
賃 貸 料
諸手数料
雑 益
営業費戻入
禾U ′息
有価證券原価差損益
為替差損益

11,374,914 32
5,193,889_03

169,459 77
55,199 51

228,832 35
389,316 10
121,261 55
288,018 13
75,293 31
186,982 30
378,711 82
59,213 37
△525 24
1,016 12

12,123,818 48
4,773,527 95

22,942 71
28,111 20
76,123 36

2,027,948 90
2,048,029 07

484,479 13
571,262 94

218,909 93
21,018 85

227,185 19
394,700 51
86,573 07

322,613 55
74,819 13
189,412 72
400,811 24
107,641 54
45,738 55
1,968 94

13,649,843 78
5,737,693 84

27,381 73
23,412 40
76,743 74

1,673,368 46
3,128,386 75

361,156 82
242,396 49
46,162 11

369,772 11
43,492 61

226,661 08
385,239 55
60,379 03

379,835 20
75,163 33

217,332 60
382,981 27
115,601 04
76,476 25

207 37

当期総損失
賃 銀 費
営業雑給
燃 料 費
営業常用品費
営業営繕費
運 送 費
販 売 費
営業賃借料
営業保険料
営業雑費
俸 給
雑 給
旅 費
諸 税
営 繕 費
賃借及保険料
雑 費
特別報酬金
別 途 費
本 家 費
賞 与
固定財産原価差損益
営業品原価差損益
雑 損
償  去ロ

６３

７‐

９８

３７

‐７

６９

０２

５２

９３

２４

６６

９２

４８

８２

３３

０９

５６

８９

００

７‐

２４

６８

７４

３２

９２

５３

３８

‐６

３

７５

‐４

６

４３

８

１

３

‐８

５４

６

７

３３

３

　

４‐

‐

６

２３

４８

５

４

２３

８６

３５

４‐

４７

２０

６５

０８

７６

８９

４２

３４

９‐

４３

６５

４７

６０

５０

９８

４２

００

０９

３４

４５

６８

６０

３０

６３

9,770,941 32
2,101,741 06

41,113 20
935,367 36

1,389,443 43
66,035 18

427,312 38
119,060 73
26,208 80
42,714 69

220,045 46
655,353 90
67,878 18
54,755 46

349,523 74
39,399 80
5,278 32

415,979 32
13,100 00

724,947 89
219,453 82
672,413 10
11,001 70
19,151 38

279,519 62
874.142 80

当期純損益 2,994,151 30 2,923,983 42 3,878,902 46

鋳鋼場純損益 43,830 17

計 3.922.732 63

九

一

註 :大 iE 4年 卜14期 の総損益表は鋳銅場 を除いているので純利益 のみ加算 した。

大 1■ 5年 の当期純 lil益 は報
=:来

達 のため第 5表 の合言|と  致 しない。詳細は第 9表註参照。
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九
二

総
貸
借
対
照
表
の
う
ち
、
大
正
四
年
鋳
鋼
場
の
株
式
会
社

へ
の
移
行
に
よ
つ
て
鋳
鋼
場
分
は
削
除
さ
れ
た
。

大
正
五
年

の
諸
貸
付
金

・
仮
入
金

・
銀
行
借
入
金

に
つ
い
て
は
、
本
社
部
門
で
既
に
説
明
し
た
通
り
で
あ
る
。

「総
財
産
」
勘
定
の
う
ち
、
「財
産
」
勘
定
は
、
前
章

「住
友
総
本
店
（上
と

で
述
べ
た
よ
う
に
第
７
表
本
社
部
門
の

「営
業
資
本
」
勘

定
と
欄
外
に
注
記
し
た

「営
業
外
固
定
財
産
」
勘
定
の
合
計
額
で
あ
る
。
「営
業
資
本
」
及
び

「営
業
外
固
定
財
産
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、

同
じ
く

「住
友
総
本
店
（上
と

を
参
照
さ
れ
た
い
。

利
益
処
分
に
つ
い
て
は
、
好
決
算
の
結
果
第
１０
表
の
通
り
、
余
裕

の
あ
る
処
分
方
法
と
な

つ
て
い
る
。
会
計
規
則
積
立
金
は
、
こ
れ
ま
で

年
間
五
万
円
で
あ

っ
た
も
の
を
、
大
正
三
年
か
ら
七
万
円

へ
積
み
増
し
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
結
果
第
二
節
で
述

べ
た
通
り
、
こ
れ
ら

遠
計
回

・
貯
蓄
口

・
積
立
回
の
三
種
の
積
立
金

の
運
用
利
息

の
元
本
繰
り
入
れ
と
合
わ
せ
て
、
積
立
金
残
高
は
累
増
し
、
大
正
五
年
末
に
は

五
〇
〇
万
円
近
く
に
達
し
た
。
な
お
こ
の
第
Ｈ
表
の
積
立
金

の
運
用
残
高
と
貸
借
対
照
表
上
の
積
立
金
残
高
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
の
は
、

会
計
規
則
積
立
金
に
つ
い
て
は
利
益
処
分
に
よ
り
積
み
立
て
ら
れ
る
年
度
が
両
者
同

一
で
あ
る
が
、
諸
積
立
金
利
殖
高
積
立
金
に
つ
い
て
は

運
用
残
高
で
は
そ
の
年
度
末
に
表
示
さ
れ
る
の
に
対
し
、
貸
借
対
照
表
で
は
利
益
処
分
に
合
わ
せ
て
翌
年
度
末
に
表
示
さ
れ
る
結
果
と
な
る

た
め
で
あ
る
。

5年末

59,501,289 76
4,516,764 11
3,252,917 31
1,039,328 86
5,011,130 55

182,206 00
115,288 00

2,849,319 80
1,134,330 13
604,580 41
11,711 93
1,533 90
5,998 28
1,025 00

3,284,802 08
185,575 00

16,319,151 74
3,471,226 48

781,104 26
925,139 64

2,357,206 57
3,078,989 25

40,484 16
1,503,075 86
465,493 50

2,881,576 71
885,261 24

2,401,827 33

51,804 05
74,796 00

1,726,233 58
341.408 03

59,501,289 76
37,038,174 43
4,658,703 71

807,570 12
5,108,371 54
1,216,852 32

256,096 45
1,356,446 36
1,740,288 61

8,877 86
3,750,000 00
1,441,588 66
2,118,319 70

(単位 :円 )

替の遅れ と損 失64397円
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第 9表 総貸借対照表

科   目 大正 2年末 3年末 4年末

借 方
固定財産 。土 地

鉱 山
山 林
建設物
鉄 道
船 舶
機 械
什 器

所有品・準備品
木 材
薪 材
米 穀
乳 牛

有価證券・国債證券
地方債券
株券

起業支出
営業品・産出品

製 品
半製品
原料品
商 品

貸金・諸貸付金

手形・受取手形
取引先・掛売金

雑・仮出金

預ケ金・銀行預金

現 金

創業費
積送品
報告未達

38,042,102 96
3,548,908 35
3,484,706 31

952,390 43
4,172,780 31

238,466 00
130,110 00

2,944,289 33
928,583 42
381,086 95

2,806 57
16 39

22,282 82
2,157 00

3,219,690 27
185,575 00

8,610,897 74
1,449,262 29
614,552 91
571,458 47

1,321,818 35
563,880 21
76,337 85
107,053 87
185,115 81

1,403,847 50
676,119 33

1,938,345 20
33,070 98
15,378 62

261,114 68

40,700,797 30
3,645,212 62
3,580,591 14

979,082 86
4,045,840 25

212,063 00
140,237 00

2,854,255.90
971,797 65
571,103 00

1,783 17
14 09

16,055 04
1,642.00

3,193,635 51
185,575 00

8,355,011 74
2,563,223 35

839,744 35
440,787 31

1,007,653 57
974,848 77
56,651 23
136,975 55
263,700 65

1,165,721 55

353,976 54
3,085,856 94

14,444 22
113,868 82
929,073 00

371 48

45,059,814 63
3,771,521 97
3,386,936 23
1,017,237.71
3,671,395 07

190,501 00
127,515 00

2,749,228 53
1,057,923.55
506,881 88

3,891 77
582 23

6,343 39
1,670 00

4,137,842 88
185,575 00

9,895,806 74
3,687,575 15

872,218 12
547,664 49

1,311,535 21
1,294,222 81

49,591 59
129,015 54
196,541 98

1,368,092 38
1,189,179 20
2,784,030 48

15,455 59
189,117 69
714,721 45

貸 方
総財産・財 産

積立金
準備積立金
前期純損益

預り金・諸預り金
取引先・掛買金

委託主
雑・仮入金

未払金
銀行出納・銀行借入金
受 託
当期損益・当期純損益
報告未達

329,748 29
1,601,274 06

22 84

573,085 10
1,540,277 63

45,059,814 63
33,964,168 38
4,341,546 89

689,925 14
1,917,147 80
1,125,501 62

164,824 88
292,135 96
80,640 67
7,934 73

514,232 10
1,961,754 66

1 80

九

三

註 :人 正 5年 末の報 告未達は期末に人萱生鉱山を336.000円 で質収 した ことに よるその固定 lll産 勘定への付
の未言l ti及 び上海洋行の損 失が4,72163円 か ら4,89638円 へ修 正された ことが主 な原 llで ある。
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九
四

（資
料
１２
）

此
度
臨
時
特
別
賞
与
御
給
与
相
成
候
主
意

ハ
、
近
年
営
業
成
績
良
好

二
向
ヒ
、
今
年

二
至
り
殊

二
其
度
ヲ
加
フ
、
備
員
等
勤
勉
之
効
亦
不
少

ト
イ
フ
ベ
シ
。
就
テ
ハ
、
大

二
此
収
益

ヲ
割
キ
、
之
ヲ
傭
員
等

二
給
与
シ
、
以
テ
均
霧
共
楽
セ
シ
メ
ン
ト
ノ
義

ニ
シ
テ
、
家
長
ノ
深
厚
ナ
ル

芳
情

二
出
テ
タ
ル
モ
ノ
ニ
有
之
候
。
備
員
等

二
於
テ
ハ
、
篤
卜
此
意
ヲ
了
会
シ
、
感
激
奮
発
、
意
忠
実

二
、
益
勤
勉

二
、
各
其
職
務

二
尽
力

シ
テ
、
以
テ
報
効
ヲ
謀
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト

ヽ
存
候
。

而
シ
テ
御
給
与
相
成
候
資
材

ハ
、
徒
ラ
ニ
消
費
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
、
之
ヲ
恒
産
ト
シ
テ
、
其
貨
殖

ヲ
謀
り
、
以
テ
各
自
ノ
恒
心
ヲ
養
ヒ
、
専
心

一
意
職
務

二
従
事
ス
ベ
キ
コ
ト
ト
存
候
。
傭
員
等
、
固
ヨ
リ
適
当
ノ
心
得
有
之
事
ト
ハ
存
候
得
共
、
家
長
御
主
意
ノ
在
ル
所
ヲ
明
示
シ
、
且

為
念
小
職
之
存
慮
ヲ
申
述
〆
候
。

右
訓
示
ス

大
正
五
年
十
二
月
二
十
三
日

総
理
事
　
鈴
木
馬
左
也

（資
料
１３
）
『住
友
銀
行
史
』
（昭
和
三
十
年
）七
四
頁

住
友
総
本
店

二
対
ス
ル
資
金
融
通

二
関
ス
ル
件

一
、
住
友
総
本
店

二
於
テ
必
要
ト
ス
ル
場
合

ニ
ハ
、
住
友
製
銅
ヲ
担
保
ト
シ
テ
時
価

八
掛
以
下
ノ
標
準
ヲ
以
テ
融
通
ヲ
為
ス

コ
ト
。
但
其
利
率

ハ
商
品
担
保
最
低
歩

合

二
依
ル
コ
ト
ト
ス
。

70,000 00

270,487 66

50,000 00

50,000 00

14,100 84

6,771,284 02

増 加 高

252,233 26

348,616 51

256,933 74

318,866 61

277,456 32

310,286 80

317,156 82

340,487 66

(単位 :円 )

7,225,872 52

(単位 :円 )



表 10表 利 益 処 分

科 目 大正 2年 3年 4年

純  不U 益 2,994,151 30 2.923.983 42 3,922,732 63

総純益金分配内訳

会計規則積立金

諸積立金利殖高積立金

総本店建築準備金

相続税準備金

同上利殖高積立金

70,000 00

227,456 32

50,000 00

50,000 00

9,363 82

70,000 00

240,286 80

50,000 00

50,000.00

13,760 73

70,000 00

247,156.82

50,000 00

50,000 00

17.644 98

上記特別支出差引
営業資本へ組入

2,587,331 16 2,499,935 89 3,487,930 83

第

一
部
　
住
友
総
本
店

第 H表 積立金増加一覧表

年末残高 遠 計 口 貯 蓄 口 積 立 口 合  計

明治42年

43イF

44イF

大正元年

2年

3年

4年

5年

978,119 38

074,348 94

151,633 15

217,539 55

303,131 33

392,753 60

483,849 09

580,269 98

839,886 04

943,381 88

998,579 66

048,150 36

109,764 61

173,451 38

238,906 56

308,182 09

941,431 49

090,272 60

214,724 35

418,113 86

548,364 15

705,341 91

865,948 06

040,739 30

2,759,386 91

3,108,003 42

3,364,937 16

3,683,803 77

3,961,260 09

4,271,546 89

4,588,703 71

4,929,191 37

住
友
伸
銅
所
並

二
住
友
電
線
製
造
所

ニ

於
テ
、
住
友
製
銅
ヲ
買
入
レ
タ
ル
場
合

二
其
代
金

二
対
シ
テ
神
戸
住
友
製
銅
販

売
店
振
出

二
係
ル
住
友
伸
銅
所
又

ハ
住

友
電
線
製
造
所
宛
株
式
会
社
住
友
銀
行

ヲ
受
取
人
ト
ス
ル
為
替
手
形
ヲ
割
引
ノ

方
法
ヲ
以
テ
、
株
式
会
社
住
友
銀
行
ヨ

リ
融
通
ヲ
為
ス
コ
ト
。
但
其
利
率

ハ
普

通
商
業
手
形
ノ
例

二
依
ル
コ
ト
。

住
友
若
松
炭
業
所
ノ
石
炭
ヲ
住
友
伸
銅

所
、
住
友
電
線
製
造
所
又

ハ
株
式
会
社

住
友
鋳
鋼
所
其
他
ノ
店
部

二
於
テ
買
入

レ
タ
ル
場
合

二
、
其
代
金

二
対
シ
住
友

若
松
炭
業
所
振
出

二
係
ル
前
記
各
店
部

又

ハ
会
社
宛
株
式
会
社
住
友
銀
行

ヲ
受

取
人
ト
ス
ル
為
替
手
形
ヲ
割
引
ノ
方
法

ヲ
以
テ
、
同
行
ヨ
リ
融
通
ス
ル
コ
ト
。

但
其
利
率

ハ
前
項
ノ
例

二
同
ジ
。

九
五



第
二
章
　
住
友
総
本
店

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

四
、
前
記
各
項
ノ
外
、
株
式
会
社
住
友
銀
行

ハ
、
住
友
総
本
店

二
於
テ
必
要
ト
ス
ル
場
合

ニ
ハ
随
時
金
参
百
万
円
以
内
無
担
保
ヲ
以
テ
融
通

ス
ル
コ
ト
。
但
其
利
率

ハ
同
銀
行

二
於
ケ
ル
同
種
貸
金
ノ
最
低
利
率

二
依
ル
モ
ノ
ト
ス
。

五
、
尚
其
他
住
友
総
本
店

二
於
テ
必
要
ノ
場
合

ニ
ハ
、
相
当
有
価
証
券
ヲ
担
保
ト
シ
テ
同
銀
行
ヨ
リ
可
成
便
宜
ノ
方
法

ヲ
以
テ
融
通
ヲ
為
ス

コ
ト
。
但
其
利
率

ハ
同
種
貸
金
ノ
最
低
歩
合

二
依
ル
コ
ト
。

以
　
上

右
大
正
五
年
十
二
月
十
九
日
当
行
重
役
卜
住
友
総
本
店
卜
申
合
ヲ
為
シ
タ
ル
際
、
重
役
会
ノ
決
議
ヲ
了
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
モ
、
当
時
記
録
ヲ

作
成
セ
ザ
リ
シ
ヲ
以
テ
滋

二
本
書
ヲ
作
成
ス
。

四
　

シ
ー

メ
ン
ス
事

件

と
住
友

住
友
電
線
製
造
所
が
、
明
治
四
十
四
年
２

九

一
こ
八
月
、
住
友
伸
銅
場
か
ら
分
離
独
立
し
、　
そ
の
結
果
新
工
場
を
建
設
し
よ
う
と
す
る

動
き
に
あ

つ
た
こ
と
は
、
前
章

「住
友
総
本
店
（上
と

で
述
べ
た
。

明
治
四
十
五
年

一
月
、
支
配
人
西
崎
伝

一
郎
は
、
総
本
店
に
対
し
そ
の
新
工
場
適
地
と
し
て
島
屋
新
田
（現
大
阪
市
此
花
区
島
屋
一
丁
目
、
住

友
電
気
工
業
（株
）大
阪
製
作
所
）
を
報
告
し
、
三
月
に
も
再
度
現
地
を
視
察
し
た
。
四
月
日
本
電
気
協
会
第
二
十
七
回
総
会

の
翌
日
、
会
員
が

住
友
電
線
製
造
所
を
見
学
し
た
際
、
西
崎
は

「近
き
将
来
に
於
て
、
他
に
地
を
卜
し
て
設
備
の
改
善
と
事
業

の
拡
張
と
を
行
う
計
画
を
立
て

着
々
進
行
し
つ
つ
あ
る
」
と
報
告
し
た
。

六
月
に
は
家
長
も
ま
た
こ
の
候
補
地
を
視
察
し
た
。
島
屋
新
田
は
、
明
治
十

一
年
住
友
家
が

一
六
万
七
〇
〇
〇
坪
を
買
収
し
た
こ
と
に
始

ま
り
、
以
後
住
友
家
の
経
営
地
と
な

つ
て
い
た
。



こ
の
よ
う
に
明
治
四
十
五
年
半
ば
に
は
、
新
工
場
の
立
地
は
、
ほ
ぼ
島
屋
新
田
に
決
定
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
西
崎

支
配
人
が
鈴
木
総
理
事

に
新
工
場
建
設
の
申
請
を
行

っ
た
の
は
、
約

一
年
後

の
大
正
三
年
２

九

一
一こ
五
月
九
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
新
工

場
建
設
の
決
定
が
何
故
に
こ
の
よ
う
に
遅
延
し
た
の
か
。
前
章
で
述
べ
た
通
り
、
こ
の
間
湯
川
理
事
は
、
新
工
場
建
設
に
ド
イ
ツ

・
ジ
ー
メ

ン
ス
社
の
技
術
を
導
入
す
べ
く
、
そ
の
日
本
法
人
シ
ー
メ
ン
ス

・
シ
ユ
ツ
ケ
ル
ト
電
気
株
式
会
社
（ｓ
ｓ
Ｄ
Ｋ
Ｋ
と
略
称
）社
長

ヘ
ル
マ
ン
（Ｓ
９

一８

ェ
０「『日
３
じ
と
交
渉
を
続
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。　
そ
し
て
こ
の
五
月
九
日
に
西
崎
支
配
人
が
、

新
工
場
建
設
の
申
請
を
行

っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
五
月
初
め
に
こ
の
交
渉
が
大
筋
で
合
意
に
達
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
受
け
取
ら
れ
る
。
五
月
二
十
日
第

一
回
主
管
者
協

議
会
に
お
い
て
鈴
木
総
理
事
は
、
電
線
製
造
所
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
、
電
線
製
造
の
事
業
が
有
利
と
判
断
し
む
し
ろ
先
鞭
を
つ
け
て
お
き

な
が
ら
、
今
日
で
は
住
友
は
他
社
の
後
塵
を
拝
し
て
い
る
と
反
省
し
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
英
人
ゴ
ダ
ー
ド
と
い
う
人
が
い
た
た
め
に
慢
心

し
、　
人
に
つ
い
て
誤

っ
た
こ
と
、

資
本
供
給
を
十
分
に
し
な
か
っ
た
こ
と
、　
世
界
の
発
展
に
つ
い
て
観
察
を
怠

っ
た
こ
と
を
あ
げ
た
（資
料

３
）。
こ
れ
は
、
一異
返
せ
ば
住
友
と
し
て
こ
れ
ら
の
弱
点
を
克
服
で
き
る
体
制
が
整

っ
た
こ
と
を
言
外
に
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

他
方
ジ
ー
メ
ン
ス
社
で
は
、
ヘ
ル
マ
ン
と
湯
川
理
事
と
の
交
渉
の
進
展
に
伴
い
、
同
月

ヘ
ル
マ
ン
の
前
任
者
で
在
日
二
十
年
余

の
経
験
を

有
す
る
ベ
ル
リ
ン
本
社
海
外
事
業
本
部
東
ア
ジ
ア
担
当
（日
本
を
含
む
）支
配
人
ケ
ス
ラ
１
０
ｏ【ヨ
営
コ
バ
お
【ｏし
を
日
本
に
派
遣
し
た
。　
ジ
ー

メ
ン
ス
側
に
も
日
本
に
お
け
る
国
産
化
、
保
護
主
義

の
動
き
に
対
し
現
地
生
産
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
求
め
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ

っ
た
。

五
月
二
十
四
日
須
磨
別
邸
処
務
報
告
書
に
よ
れ
ば
、

「
ケ
ス
ラ
ア
、　
ヘ
ル
マ
ン
、　
ド
レ
ン
ク
ワ
ン
（Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｋ
Ｋ
強
電
部
長
￥
一氏
午
餐

二
御

招
待
、
主
人
側
家
長
公
、
鈴
木
総
理
事
、
中
田
、
湯
川
、
久
保
理
事
、
山
下
芳
太
郎
（製
銅
販
売
店
支
配
人
）
、
小
倉
正
恒
（総
本
店
副
支
配
人
）
、

西
崎
伝

一
郎
（電
線
製
造
所
支
配
人
）
、
秋
山
武
三
郎
（同
副
支
配
人
と

と
あ
り
、　
こ
の
よ
う
に
ケ
ス
ラ
ー
と
家
長
、
鈴
木
総
理
事

の
会
談
が
セ

ッ
ト
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
上
記
の
合
意
が
整

っ
た
こ
と
を
一暴
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
会
談
の
前
後

に
ケ
ス
ラ
ー
は
、
電
線
製
造

所
を
視
察
し
、
新
工
場
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
も
説
明
を
受
け
た
。
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五
月
三
十
日
、
総
本
店
は
電
線
製
造
所
の
新
工
場
建
設
計
画
を
認
可
し
、
八
月
十

一
日
埋
立
工
事

に
着
手
し
た
。

六
月
九
日
、　
秋
山
武
三
郎
は
欧
米
出
張
に
出
発
し
た
↑
」
の
発
令
が
五
月
八
日
付
で
あ
る
ン」
と
も
、
五
月
初
め
の
合
意
成
立
説
を
補
強
す
る
も
の
で

あ
る
）。

六
月
末
帰
国
し
た
ケ
ス
ラ
ー
は
、
出
張
報
告
を
行
い
、
住
友
は
他
社
に
比
し
見
劣
り
は
す
る
が
、
新
工
場
の
建
設
を
計
画
し
て
お
り
、
こ

れ
に
対
し
ジ
ー
メ
ン
ス
と
し
て
売
り
込
み
も
可
能
な
の
で
、
住
友
と
の
ケ
ー
ブ
ル
合
弁
を

「以
前
立
案
さ
れ
た
（ケ
ー
ブ
ル
の
日
本
現
地
生
産
）

計
画
を
実
行
に
移
す
上
で
唯

一
最
良
の
機
会
」
と
提
案
し
、
さ
ら
に
住
友
が
海
軍
に
対
す
る
伸
銅
品
や
綱
管

の
独
占
的
納
入
業
者
で
あ
る
点

を
高
く
評
価
し
、
「
そ
の
点
に
も
、　
こ
の
企
業
と
の
提
携
の
重
点
が
あ
り
、

そ
れ
は
む
し
ろ
ケ
ー
ブ
ル
製
造
よ
り
重
要
な
く
ら
い
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
ケ
ス
ラ
ー
は
、
八
月
本
社
取
締
役
会
で
、
日
本
企
業

の
追
い
上
げ
に
対
し
ケ
ー
ブ
ル
合
弁

に
と
ど
ま
ら
ず
、
小
型

電
気
機
器
に
つ
い
て
も
日
本
で
の
現
地
生
産
が
必
要
で
あ
る
と
報
告
し
、
当
面
は
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｋ
Ｋ
の
神
戸
作
業
所
を
拡
充
す
る
と
し
て
も
、

「
た
と
え
ば
住
友

の
如
き
資
金
状
況
の
点
で
恵
ま
れ
た
日
本
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
」
と
組
ん
で
、
本
格
的
な
電
機
製
造
工
場
を
合
弁
で
建
設
す

る
こ
と
を
提
案
し
た
。

し
か
し
ケ
ス
ラ
ー
に
と
つ
て
不
幸
な
こ
と
に
、
丁
度
こ
の
頃
ド
イ
ツ
本
国
は
不
況
の
ド
ン
底
に
あ

つ
た
。
八
月
末
取
締
役
の
ナ
タ
ー
リ
ス

Ｏ
ｏ
電

ｚ
”
一”
】こ

は
、
現
地
生
産
の
有
効
性
を
認
め
な
が
ら
も
、　
そ
の
直
接
投
資
は
ジ
ー
メ
ン
ス
と
し
て
主
導
権
を
握
る
の
に
必
要
最
小
限

な
も
の
に
と
ど
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
、
海
外
業
務
本
部
長
カ
ー
ル

・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ

・
フ
ォ
ン

・
ジ
ー
メ
ン
ス
は
、
九
月
六
日
Ｓ
Ｓ
Ｄ

Ｋ
Ｋ
社
長

ヘ
ル
マ
ン
に
書
簡
を
送
り
、
住
友
と
の
交
渉
に
関
連
し
て
、
現
下
の
財
務
状
態
か
ら
、
株
式

の
過
半
数
を
所
有
す
る
た
め
の
資
金

調
達
が
困
難
で
あ
る
と
明
言
し
、
な
お
か
つ
ジ
ー
メ
ン
ス
社
が
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ブ
を
確
保
す
る
た
め
に
、
技
術
提
供
報
償
金
と
し
て
の
無
償

株

の
獲
得
、
住
友
か
ら
の
電
気
精
銅
設
備
の
受
注
、
新
合
弁
会
社
の
ジ
ー
メ
ン
ス
製
品
輸
入
業
務
の
兼
営
な
ど
を
指
示
し
た
。

九
月
二
十
三
日
、
渡
欧
し
た
秋
山
は
、
英
国
を
経
て
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
、
早
速
ケ
ス
ラ
ー
を
通
じ
ジ
ー
メ
ン
ス
社
ケ
ー
ブ
ル
エ
場
の
見



学
を
行

っ
た
が
、
そ
れ
は
表
面
的
な
も
の
で
、
交
渉
が
成
立
し
な
い
限
り
、
秋
山
の
希
望
す
る
工
程
は
見
せ
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
と
報
告

し
て
き
た
（資
料
１４
）０
こ
の
後
秋
山
は
、
米
国
を
経
て
十
二
月
五
日
帰
国
し
た
。

大
正
三
年
初
頭
、
住
友
と
ジ
ー
メ
ン
ス
の
暫
定
的
合
意
が
成
立
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
製
造
品
目
は
、
強

・
弱
電
用
ケ
ー
ブ
ル
で
、
海
底

ケ
ー
ブ
ル
は
除
外
さ
れ
た
。
工
場
用
地
は
、
住
友
側
が
新
会
社
に
貸
与
し
、
そ
れ
を
除
く
建
設
費
は
第

一
期
分
と
し
て
約

一
二
五
万
円
、
そ

れ
に
運
転
資
金
約
七
五
万
円
を
加
え
て
、
新
会
社
の
資
本
金
は
二
〇
〇
万
円
と
さ
れ
た
。
出
資
比
率
は
住
友
六
〇
、
ジ
ー
メ
ン
ス
四
〇
で
、

ジ
ー
メ
ン
ス
の
四
〇
の
う
ち
若
干
は
、
技
術
提
供

の
見
返
り
と
し
て
、
住
友
が
払
込
み
無
償
譲
渡
さ
れ
る
。
出
資
比
率
に
応
じ
、
取
締
役
会

乃
至
監
査
役
会
の
構
成
比
率
も
住
友
三
、
ジ
ー
メ
ン
ス
ニ
と
な

つ
て
い
た
。

新
会
社
の
主
導
権
は
住
友
が
握
り
、
ジ
ー
メ
ン
ス
は
技
術
面
を
担
当
し
て
、
現
在
及
び
将
来
に
わ
た
つ
て
技
術

・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る

義
務
が
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
日
本
人
技
師

・
職
長

・
職
工
を
ド
イ
ツ
本
社
で
養
成
す
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
た
。

販
売
地
域
と
し
て
住
友
は
、
日
本
、
中
国
、
満
洲
、
シ
ベ
リ
ア
の
他
、
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
含
む
ア
ジ
ア
全
域
を
希
望
し
た
が
、

ジ
ー
メ
ン
ス
は
同
意
し
な
か
つ
た
。
新
会
社
が
製
造
し
な
い
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
新
会
社
は
ジ
ー
メ
ン
ス
製
品
を
輸
入
販
売
す
る
こ
と

で
合
意
し
た
。
原
料
銅
は
、
差
し
当
た
り
他
社
製
電
気
銅
を
購
入
す
る
が
、
別
子
で
電
気
精
錬
を
行
う
た
め
、
住
友
は
ジ
ー
メ
ン
ス
製
電
気

精
銅
設
備
を
導
入
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
の
合
意
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｋ
Ｋ
と
住
友

の
間
の
合
意
で
、
ド
イ
ツ
本
社
の
承
認
を
得
て
い
な
か
っ
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｋ
Ｋ
の
申
請
に
対
し
、
ド
イ

ツ
本
社

は
住
友

に
過
半
数
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
し
て
、
四
月
再
交
渉

の
た
め
前
取
締
役
会
長

ベ
ル
リ
ー
ナ
１
９
澤
＆

Ｗ
３
８

）ヽ
を
来
日
さ
せ
た
。
し
か
し
こ
の
間
に
日
本
国
内
で
は
重
大
事
件
が
発
生
し
た
。

す
な
わ
ち
大
正
三
年

一
月
、
前
年
末
に
開
業
し
た
東
京
販
売
店
支
配
人
川
田
順
は
、
海
軍
省
に
艦
政
本
部
第
四
部
長
藤
井
光
五
郎
機
関
少

将
を
表
敬
し
た
が
、
少
将
は

「机
に
頼
杖
突
き
な
が
ら
億
劫
そ
う
に
応
対
し
て
、
少
将
の
顔
は
非
常
に
陰
鬱
な
の
で
病
気
で
は
な
い
か
と
、
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私
嗜
心
配
し
た
。

」

藤
井
光
五
郎
は
、　
明
治
四
十

一
年
三
月
造
船
監
督
官
か
ら
横
須
賀
海
軍
工
廠
造
機
部
長
に
就
任
し
た
（大
正
三
年
六
月
住
友
に
入
社
し
て
伸
銅

所
長
に
な
っ
た
小
幡
文
三
郎
も
こ
の
時
の
異
動
で
呉
海
軍
工
廠
造
船
部
長
か
ら
横
須
賀
海
軍
工
廠
造
船
部
長
に
転
じ
、
藤
井
の
同
僚
と
な
っ
た
。
な
お
こ
の

時
の
工
廠
長
は
松
本
和
海
軍
少
将
で
あ
り
、
松
本
は
八
月
艦
政
本
部
長
に
栄
転
し
た
）。
明
治
四
十
三
年
住
友
で
は
伸
銅
場
の
管
棒
工
場
の
大
拡
張
に

当
た
り
、
三
月
藤
井
が
巡
洋
戦
艦

「金
剛
」
の
建
造
を
英
国
の
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
社
か
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
社
の
い
ず
れ
に
発
注
す
べ
き
か
調

査

の
た
め
英
国

へ
出
張
し
た
の
で
、
藤
井
に
対
し
設
備
機
器
の
買
い
付
け
と
英
国
人
技
師

・
職
長
の
一雇
用
に
つ
き
、
斡
旋
を
依
頼
し
た
経
緯

が
あ
り
、
以
後
藤
井
と
は
特
に
親
し
い
関
係
に
あ

つ
た
。
藤
井
は
同
年
九
月
帰
国
、
十
二
月
機
関
少
将
に
昇
進
し
、
同
時
に
艦
政
本
部
第
四

部
長
に
栄
転
し
た
。
総
本
店
処
務
報
告
書
に
は
、
明
治
四
十
五
年
二
月
藤
井
光
五
郎
氏
母
堂
死
去
に
付
香
料
二
〇
円
（家
長
名
義
）
、
大
正
三

年
九
月
藤
井
機
関
少
将
夫
人
死
去
に
付
香
料
二
〇
円
（家
長
名
義
）
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

大
正
三
年
秋
、
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｋ
Ｋ
の
元
社
員
カ
ー
ル

・
リ
ヒ
テ
ル
と
い
う
男
が
、
会
社
の
秘
密
書
類
を
盗
み
、
こ
れ
を
タ
ネ
に
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｋ
Ｋ
社

長

ヘ
ル
マ
ン
を
脅
迫
し
て
い
た
が
、
相
手
に
さ
れ
な
い
の
で
、
こ
の
秘
密
書
類
を
ロ
イ
タ
ー
通
信
社
東
京
特
派
員
ア
ン
ド
リ
ュ
ー

・
プ
ー
レ

イ
に
売
り
つ
け
て
お
い
て
、
自
分
は
ド
イ
ツ
本
国
に
帰
リ
ジ
ー
メ
ン
ス
本
社
を
恐
喝
し
て
逮
捕
さ
れ
た
。

一
方
リ
ヒ
テ
ル
か
ら
書
類
を
入
手
し
た
プ
ー
レ
イ
は
、
リ
ヒ
テ
ル
同
様

ヘ
ル
マ
ン
を
脅
迫
し
て
い
た
。
十

一
月
十
七
日
ヘ
ル
マ
ン
は
、
斎

藤
実
海
軍
大
臣
を
訪
ね
、
こ
の
秘
密
書
類
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
受
け
取

っ
た
海
軍
軍
人
の
名
前
が
上
が

っ
て
い
る
の
で
、
公
表
さ
れ
て
は
困

る
か
ら
プ
ー
レ
イ
を
逮
捕
し
て
く
れ
る
よ
う
要
請
し
た
。
し
か
し
斎
藤
海
相
は
、
帝
国
海
軍
軍
人
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
な
者
は
い

な
い
と
ヘ
ル
マ
ン
の
要
請
を
拒
絶
し
た
。
や
む
な
く
ヘ
ル
マ
ン
は
、
プ
ー
レ
イ
か
ら
秘
密
書
類
を
買
い
取
り
こ
れ
を
焼
却
し
た
。
斎
藤
は
こ

の
秘
密
書
類
に
名
前
が
上
が

っ
て
い
る
海
軍
軍
人
は
、
藤
井
で
あ
る
こ
と
を
ヘ
ル
マ
ン
か
ら
知
り
、
川
田
の
証
言
に
よ
れ
ば
大
正
三
年
初
め

に
は
藤
井
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。



こ
の
よ
う
に
日
本
国
内
の
動
き
は
抑
え
ら
れ
て
い
た
が
、　
一
月
二
十
三
日
外
電
に
よ
つ
て
、
リ
ヒ
テ
ル
が
ド
イ
ツ
本
国
で
の
裁
判
で
懲
役

二
年
の
求
刑
を
受
け
た
際
、
ジ
ー
メ
ン
ス
社
が
日
本
海
軍
か
ら
の
受
注
に
つ
い
て
藤
井
に
売
上
の
二

・
五
％
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
渡
し
て
い

た
こ
と
を
暴
露
し
た
。
こ
の
ジ
ー
メ
ン
ス
事
件
そ
の
も
の
は
、
結
局
ド
イ
ツ

。
ジ
ー
メ
ン
ス
本
社
が
飽
く
ま
で
秘
密
書
類
を
公
表
し
な
か
っ

た
た
め
に
、
藤
井
の
収
賄
の
事
実
は
立
証
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
海
軍
省
は
、　
一
月
二
十
八
日
査
問
委
員
会
を
設
け
、
藤
井
を
取
り
調
べ
た
結

果
、
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
と
は
別
に
、
か
つ
て
藤
井
が
そ
の
発
注
に
関
与
し
た
巡
洋
戦
艦

「金
剛
」
を
め
ぐ
り
、
ヴ
イ
ツ
カ
ー
ス
社
か
ら
三
〇

万
円
余
、
そ
の
他
補
機
類
に
つ
き
英
国
の
各
社
か
ら
合
わ
せ
て
六
万
円
余
計
三
六
万
円
余

の
賄
賂
を
受
け
取

っ
て
い
た
事
実
が
発
覚
し
、
当

時
の
艦
政
本
部
長
松
本
和
中
将
（
ン」
の
時
呉
鎮
守
府
司
令
長
官
）
も
ま
た
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
社
代
理
店
三
井
物
産
を
通
じ
四
〇
万
円
余

の
賄
賂
を
受

け
取

っ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
り
、
両
者
は
海
軍
高
等
軍
法
会
議
に
か
け
ら
れ
た
。

一
方
東
京
地
方
裁
判
所
小
原
直
検
事
は
、
こ
２

一月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
三
井
物
産
初
め
、
三
菱
造
船
、
川
崎
造
船
な
ど
海
軍
と
関
係

の
深
い
企
業

の
捜
索
を
行

っ
た
。
住
友
総
本
店
に
対
し
て
も
、
三
人
の
検
事
が
来
阪
し
て
取
調
が
進
め
ら
れ
た
が
、
幸

い
上
記
の
通
り
、
藤

井
に
対
す
る
金
銭
関
係
は
、
社
交
的
儀
礼
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
つ
て
い
た
の
で
、
容
疑
は
晴
れ
た
。
当
時
の
海
軍
に
納
入
す
る
住
友

の
製
品

は
、
材
料
や
部
品
で
艦
艇
や
機
器
類
の
よ
う
に
他
社
と
の
競
争
で
受
注
が
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
多
く
は
独
占
的
な
納
入
で
あ

っ
た

か
ら
賄
賂
を
贈
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
藤
井

の
遣
り
口
か
ら
す
れ
ば
、
住
友
か
ら
受
け
取
る
の
で
は
な

く
、
た
と
え
ば
伸
銅
場
が
英
国
か
ら
買
い
付
け
た
機
械
類
の
斡
旋
の
際
に
、
英
国
の
機
械
メ
ー
カ
ー
か
ら
藤
井
が
な
に
が
し
か
の
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
得
て
い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

三
月
二
十
四
日
、
事
件

の
影
響
で
海
軍
大
将
山
本
権
兵
衛
内
閣
の
海
軍
拡
張
予
算
案
は
貴
族
院
に
お
い
て
否
決
さ
れ
、
内
閣
は
総
辞
職
せ

ぎ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
に
よ
る
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｋ
Ｋ
社
長

ヘ
ル
マ
ン
の
収
監
と
そ
れ
に
続
く
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
事
件
は
、
住
友
総

本
店
に
強
い
衝
撃
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
が
、
四
月
初
め
に
来
日
し
た
ベ
ル
リ
ー
ナ
ー
と
の
交
渉
は
再
開
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
四
月
十
三
日

第

一
部
　
住
友
総
本
店
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一
〇
二

交
渉
は

一
応
合
意
に
達
し
、
契
約
書
と
新
会
社
の
定
款
が
作
成
さ
れ
る
運
び
と
な

っ
た
。

主
な
変
更
点
は
、
出
資
比
率
の
対
等
化
で
あ

っ
た
。
二
〇
〇
万
円
の
資
本
金
は
、　
一
対

一
の
同
率
出
資
と
な
り
、
技
術
提
供
報
償
金
と
し

て
三
〇
万
円
分
が
住
友
か
ら
提
供
さ
れ
る
の
で
、
実
際
の
払
込
比
率
は
六

・
五
対
三

・
五
と
な

っ
た
。
将
来
の
増
資

の
引
き
受
け
も

一
対

一

で
、
両
者

の
出
資
比
率
が
対
等

に
保
た
れ
る
よ
う
に
さ
れ
た
。
ま
た
こ
れ
に
応
じ
て
役
員
派
遣
も
対
等
と
な
り
、
社
長
は
住
友
か
ら
、
副
社

長
は
ジ
ー
メ
ン
ス
か
ら
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
他
工
場
用
地
は
、
新
会
社
に
賃
貸
で
は
な
く
売
却
す
る
こ
と
、
新
会
社
の
販
売
地

域
で
は
焦
点
の
中
国
は
両
者
の
自
由
営
業
地
域
と
す
る
こ
と
、
新
会
社
が
必
要
な
設
備
機
器
を
ジ
ー
メ
ン
ス
か
ら
購
入
す
る
と
し
て
い
た
の

を
新
会
社
だ
け
で
な
く
、
住
友
総
本
店
全
体
が
購
入
義
務
の
対
象
と
な
る
な
ど
住
友
側
の
譲
歩
が
目
立

っ
た
。

こ
の
契
約
書
は
五
月
末
に
正
式
に
取
り
交
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
そ
の
直
前
五
月
十
四
日
、
住
友
総
本
店
は
、　
一
転
し
て
ジ

ー
メ
ン
ス
社
に
対
し
交
渉
打
ち
切
り
を
通
告
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
で
あ

っ
た
。
湯
川
理
事
は
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
に
も
か

か
わ
ら
ず
交
渉
を
続
行
し
て
き
た
が
、
政
府

・
海
軍

へ
の
聞
こ
え
を
慮
る
家
長
の
強
い
意
向

に
逆
ら
え
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
住
友
側
の

理
由
で
あ

っ
た
。

そ
れ
で
は
何
故
こ
の
交
渉
の
最
終
段
階
に
お
い
て
家
長
は
、
中
止
を
決
断
し
た
の
か
。
こ
の
時
点
で
家
長
の
決
定
に
強
い
影
響
を
与
え
た

の
は
、
次
の
二
点
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ひ
と
つ
は
、
こ
の
間
に
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
が
関
係
者
の
責
任
を
問
う
方
向
に
進
展
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
件
と
の
係
わ
り
を
憂
慮
し

て
い
た
住
友
側
は
、
す
で
に
四
月
十
三
日
の
ベ
ル
リ
ー
ナ
ー
と
の
会
談
で
、
鈴
木
総
理
事
か
ら
本
件

の
成
否
が
ヘ
ル
マ
ン
の
取
調
べ
の
結
果

如
何
に
か
か
つ
て
い
る
と
ジ
ー
メ
ン
ス
側
の
注
意
を
喚
起
し
て
い
た
。
中
止
を
告
げ
た
五
月
十
四
日
は
丁
度
そ
の
一
カ
月
後
に
当
た
っ
て
い

た
が
、
こ
の
間
四
月
二
十
五
日
に
は
ジ
ー
メ
ン
ス
社
関
係
で
ヘ
ル
マ
ン
等
五
名
、
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ス
社
関
係
で
三
井
物
産
岩
原
常
務
等
六
名

の

予
審
が
終
結
し
、
東
京
地
方
裁
判
所
の
公
判
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
結
果
三
井
物
産
の
役
員
は
解
任
さ
れ
、
海
軍
高
等
軍
法
会



議
に
お
け
る
松
本
中
将
や
藤
井
機
関
少
将
の
有
罪
も
決
定
的
な
も
の
と
な

っ
た
。

大
阪
朝
日
新
聞
は
、　
こ
れ
を
受
け
て
四
月
末
か
ら
五
月
初
め
に
か
け
て
、
「問
題
の
三
井
」

と
題
し
て

「
三
井
男
は
重
役
連
の
斯

の
如
き

非
国
家
的
行
動
を
社
務
に
熱
誠
な
る
余
り
と
評
し
た
」
が

「斯
の
如
き
社
務
の
熱
誠
は
国
を
害
し
民
を
損
う
恐
ろ
し
き
熱
誠
で
あ
る
」
と
三

井
批
判
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。
三
井
家
と
姻
戚
関
係
に
あ
る
家
長
に
と
つ
て
、
こ
れ
は
決
し
て
他
家
の
こ
と
と
座
視
し
得
な
か
つ

た
筈
で
あ
る
。
事
実
刑
事
責
任
を
免
れ
た
と
は
い
え
、
三
井
物
産
代
表
取
締
役
社
長
三
井
八
郎
次
郎
は
、
道
義
上
の
責
任
を
と
っ
て
七
月
の

株
主
総
会
で
辞
任
せ
ぎ
る
を
得
な
く
な

つ
だ
。

他
の
一
点
は
、
鈴
木
総
理
事
が
五
月
二
十
八
日
の
主
管
者
協
議
会
の
訓
示
の
中
で
紹
介
し
た
中
田
理
事
が
某
海
軍
大
佐
か
ら
聴
取
し
た

一

件
で
あ
る
。
こ
の
聴
取
の
時
期
は
訓
示
原
案
作
成
の
過
程
か
ら
丁
度
こ
の
頃
に
当
た
る
。
そ
れ
は
藤
井
機
関
少
将
が
家
宅
捜
査
を
受
け
た
際
、

生
計
が
非
常
に
贅
沢
で
一
〇
〇
万
円
位

の
身
代
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
程
度
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
多
分
そ
の
資
力
は
住
友
が
出
し
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
憶
説
が
海
軍
部
内
で
流
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
。
幸

い
住
友
総
本
店
が
今
回
の
事
件
と
無
関
係
で
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら

か
に
な

つ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
住
友
が
、
事
件

の
当
事
者
で
あ

っ
た
ジ
ー
メ
ン
ス
社
と
合
弁
会
社
を
設
立
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
家
長
と
し
て
は
堪
え
難
い
こ
と
で
は
な
か
つ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
家
長
を
中
心
と
す
る
住
友

の
経
営
姿
勢
は
、
ジ
ー
メ
ン
ス
側
か
ら
も
、
さ
ら
に
は
住
友
内
部
の
実
務
者
か
ら
も
理
解
を
得

ら
れ
ず
、
し
た
が

っ
て
本
件
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
記
述
は
右

の
よ
う
な
経
緯
に
触
れ
て
い
な
い
。
Ｓ
Ｓ
Ｄ
Ｋ
Ｋ
の
見
方
は
、
住
友

の
申
出

は
表
面
上
の
理
由
で
、
住
友
が
ジ
ー
メ
ン
ス
と
の
提
携
を
断
念
し
て
独
力
で
新
工
場
を
建
設
す
る
と
い
う
の
は
、
住
友

の
技
術
者
が
ジ
ー
メ

ン
ス
に
対
す
る
譲
歩
を
不
満
と
し
て
提
携
に
反
対
し
た
か
ら
だ
と
い
う
も
の
で
あ

つ
た
。

他
方
、
住
友
側
の
資
料
と
し
て
は
、
わ
ず
か
に
電
線
製
造
所
支
配
人
西
崎
伝

一
郎
の
談
話
を

「時
恰
も
欧
州
戦
争
勃
発
直
前

の
事
と
て
、

日
独
間
の
風
雲
又
急
迫
を
告
ぐ
る
に
至
り
、
ヘ
ル
マ
ン
急
遠
帰
国
し
た
る
為
め
、
（五
月
十
四
日
）
シ
ー
メ
ン
ス
と
の
交
渉
遂
に
断
絶

の
止
む

第

一
部
　
住
友
総
本
店
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四

な
き
結
果
に
終
り
、

（五
月
二
十
日
埋
立
工
事
竣
工
）新
工
場
拡
張
に
関
す
る
凡
て
の
企
劃
設
計
は
、
結
局
我
々
の
手
に
依

っ
て
苦
心
惨
愴

の
末
、

漸
く
当
時
の
恩
貴
島
新
工
場
が
出
来
上
が

っ
た
訳
で
あ
る
。

」
と
記
し
た
も
の
が
残

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
社
史
執
筆
者
は
、
「
そ

の
頃
に
於
い
て
日
独
間
の
風
雲
急
迫
を
い
う
の
は
早
き
に
失
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
欧
州
の
形
勢
不
穏
に
よ
つ
て
帰
国
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
」
と
疑
念
を
表
明
し
て
い
る
。

ヘ
ル
マ
ン
は
帰
国
ど
こ
ろ
か
、
シ
ー
メ
ン
ス
事
件

に
よ
つ
て
七
月
十
四
日
東
京
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
証

拠
湮
滅
罪
で
懲
役

一
年
（執
行
猶
予
三
年
）
の
判
決
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

電
線
製
造
所
が
依
然
と
し
て
技
術
導
入
を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
大
正
九
年
日
本
電
気
を
介
在
さ
せ
、
米
国
ウ
エ
ス
タ
ー
ン

・
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
社
と
提
携
し
た
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
り
、
さ
れ
ば
こ
そ
湯
川
理
事
は
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
の
進
展
を
み
な
が
ら
、
譲
歩
を
重
ね

て
も
、
何
と
か
ジ
ー
メ
ン
ス
と
の
合
弁
会
社
設
立
を
ま
と
め
よ
う
と
努
力
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
が
最
後

に
家
長
の
鶴
の
一
声

に

よ
っ
て
挫
折
し
、
ジ
ー
メ
ン
ス
社
と
の
交
渉
そ
の
も
の
が
間
に
葬
ら
れ
る
に
至

っ
た
。
西
崎
支
配
人
の
苦
渋
に
満
ち
た
談
話
は
、
こ
の
間
の

事
情
を
余
す
と
こ
ろ
無
く
物
語

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
湯
川
理
事
と
し
て
は
、
ジ
ー
メ
ン
ス
側
に
対
し
、
率
直
に
事
実
を
明
ら

か
に
す
る
以
外
途
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

住
友
と
ジ
ー
メ
ン
ス
社
の
提
携
問
題
は
、
か
く
し
て
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
ひ
い
て
は
そ
の
根
源
に
あ
る
ジ
ー
メ
ン
ス
社
の
商
法
そ
の
も
の
に

対
す
る
彼
我
の
認
識
の
相
違
と
い
う
も
の
が
、
最
後
に
表
面
化
し
て
結
実
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
事
件
が
落
着
し
た
大
正
三
年
十
二
月
、

家
長
は

「住
友
が
こ
れ
に
関
係
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
喜
ば
れ
、
早
速
私
の
父
（伊
庭
貞
剛
、
当
時
滋
賀
県
石
山
に
隠
退
し
て
い
た
）
に
講
白

の
楼
閣
山
水
の
屏
風
を
贈
り
、　
こ
れ
は
父
の
人
物
養
成
が
よ
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
つ
て
謝
意
を
表
さ
れ
た
」
（伊
庭
貞
剛
令
息
勝
弥
談
）
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

（本
稿
執
筆
に
当
た
り
、
大
阪
大
学
助
教
授
竹
中
亨
先
生
の
ジ
ー
メ
ン
ス
社
史
料
に
基
づ
く
ご
研
究
を
参
考
に
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
を
厚
く
感
謝
す
る
。
た
だ

し
本
稿
の
叙
述
の
責
任
は
す
べ
て
筆
者
に
あ
る
）



（資
料
１４
）

湯
川
理
事
殿

十
月
九
日

西
崎
伝

一
郎

拝
啓
、
陳
者
本
旧
秋
山
氏
よ
り
九
月
廿
三
日
伯
林
に
て
認
候
書
状
着
致
候
、
其

一
節
に
其
後
シ
ー
メ
ン
エ
場
視
察
に
関
す
る
記
事
有
之
、
即

ち
左
之
通
り
御
座
候
。

「昨
朝
始
め
て
ケ
ス
ラ
ー
氏
と
相
会
し
、
数
日
間
工
場
見
学
の
事
を
依
頼
致
候
処
、
ケ
ー
ブ
ル
エ
場
の

∪
】お
ｏ
さ
ヽ
と
相
談
す
べ
し
と
の
事

に
有
之
、
本
日
参
観
致
候
。
見
学
と
し
て
は
目
下
シ
ー
メ
ン
よ
り
提
出
の
条
件
確
定
之
上
な
ら
で
は
、
絶
望
に
有
之
。
ケ
ス
ラ
ー
自
身
す
ら

も
自
由
に
工
場
に
出
入
し
得
ぎ
る
旨
申
居
候
。
工
場

∪
一『８
８
【
の
案
内
に
候
得
ば
、
真

の
表
面
而
己
に
有
之
、
就
中

”
“
σ
σ
９

〓
〓

の
如

き
は
、
遠
方
よ
り
見
た
る
而
已
、
そ
れ
に

Ｏ
ｏ
日
も
〇
●
●
０

，
∞
は
四
本
許
り
同
時
に
作
業
致
居
り
、
余
程
変
り
居
り
候
得
ば
、
今
回
は
是
非

取
調

へ
呉
ん
と
心
掛
居
候
も
、
之
亦
得
る
所
無
き
に
終
り
、
残
念
に
有
之
候
。
当
地
観
察
は
、
予
期
に
反
し
、
∪
Φ
ご
〓

に
関
し
て
は
、
得

る
処
無
き
に
終
り
之
を
以
て
殆
と
終
局
に
達
し
候
事
と
覚
悟
致
候
。

」

尚
前
節
に
左

の
通
り
記
載
有
之
候
。

「
ケ
ス
ラ
ー
自
身
と
し
て
は
充
分
に
小
生
の
見
学
に
対
し
、
便
宜
を
与
え
度
も
の
と
見
受
候
も
、
中
々
自
由
に
相
成
さ
る
も
の
と
見
受
候
。

ケ
ー
ブ
ル
エ
場
は
ラ
ン
プ
エ
場
と
相
並
ん
で
出
入
取
締
厳
重
な
る
に
加

へ
、
中
々
容
易
な
ら
ぎ
る
も
の
と
被
存
候
。
ケ
ー
ブ
ル
エ
場

の

工
”
●
”
∞
９

は
、
重
役
な
る

∪
】『８
８
い
な
る
も
、
ケ
ス
ラ
ー
氏
は
普
通
の
∪
】お
ｏ
８
【
に
し
て
、
所
謂
日
々
の
通
勤
に
対
し
自
動
車

の
送
迎

に
預
り
得
さ
る
方
の
∪
一【８
８
【
な
る
由
に
御
座
候
。

」

右
之
二
節
に
て
シ
ー
メ
ン
視
察
の
顛
末
程
度
及
秋
山
氏
の
同
社
に
対
す
る
感
想
頗
る
明
白

に
有
之
候
。
当
方
打
電
は
廿
五
日
首
記
視
察
は
、
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其
以
前
に
候
。
本
邦
同
社
支
店
よ
リ
ケ
ス
ラ
ー
氏
御
返
事
あ
り
た
る
や
否
や
は
不
明
に
御
座
候
。

文
中
、
ゴ
ム
ミ
ル
及
コ
ム
パ
ウ
ン
ド
に
関
す
る
義
は
、
大
体
よ
り
見
れ
ば
些
細
之
事

に
て
、
其
為
、
之
視
察
の
結
果
を
遺
憾
と
為
す
程
之
事

に
無
之
、
特
に
之
迄
の
他
所
の
視
察
よ
り
、
最
早
欧
州
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
一
般
は
相
分
居
候
筈
に
付
、
支
間
無
之
事
を
御
承
知
被
下
度
候

敬
具

五
　

住
友

肥
料
製
造
所

の
開
設

住
友
の
化
学
工
業
の
歴
史
は
、
明
治
六
年
貧

八
七
一し
、
当
時
別
子
支
配
人
で
あ

つ
た
広
瀬
宰
平
が
、
生
野
鉱
山
出
仕
に
よ
つ
て
知
己
を

得
た
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
コ
ワ
ニ
ェ
に
別
子
鉱
山
の
視
察
を
依
頼
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
コ
ワ
ニ
ェ
は
別
子
視
察
の
結
果
、
貧
鉱
を
湿
式
収
銅

法
に
よ
つ
て
処
理
し
、
そ
の
工
程
で
産
出
す
る
硫
酸
鉄
か
ら
硫
酸
を
製
造
す
れ
ば

一
石
二
鳥
で
あ
る
と
助
言
し
た
。

こ
の
湿
式
収
銅
は
、
明
治
九
年
沈
澱
銅
試
作
に
成
功
し
、
翌
十
年
に
は
そ
の
過
程
で
で
き
る
硫
酸
鉄
を
製
造
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
湿
式

収
銅
所
は
明
治
十
三
年
に
竣
工
し
た
。
住
友
最
初
の
化
学
品
と
な

っ
た
硫
酸
鉄
は
、
「緑
碁
」

と
呼
ば
れ
、
染
色

・
イ
ン
ク
原
料
、
防
臭

・

殺
菌
の
薬
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
化
学
工
業
の
未
発
達
な
当
時
に
お
い
て
は
、
買
い
手
も
少
な
く
廉
価
だ
っ
た
の
で
、
採
算
が
と
れ
ず
、

（
２９
）

十
五
年
に
は
製
造
は
中
止
さ
れ
た
。

明
治
十
九
年
四
月
、
住
友
家
は
元
東
京
大
学
理
学
部
教
授
岩
佐
厳
に
別
子
視
察
を
依
頼
し
、
そ
の
意
見
を
求
め
た
。
岩
佐
は
、
別
子
鉱
石

の
低
品
位

・
多
硫
黄
と
い
う
性
質
か
ら
、
や
は
り
収
銅
の
副
産
物
と
し
て
硫
酸
銅

・
硫
酸
鉄

・
硫
酸

ソ
ー
ダ

・
硫
酸
苦
土
（
マ
ィ
子
ン
ウ
ム
）

な
ど
を
採
集
し
て
収
銅
量
の
足
し
に
す
る
こ
と
、　
そ
の
設
立
場
所
は
、
用
地
と
用
水

の
関
係
か
ら
新
居
郡
角
野
村
字
山
根
（現
新
居
浜
市
角
野

（
３０
）

新
田
町
）
と
す
る
と
い
う
意
見
書
を
提
出
し
た
。



住
友
で
は
、
こ
の
岩
佐
の
上
申
に
基
づ
き
、
岩
佐
を
技
師
と
し
て
採
用
し
て
明
治
十
九
年
十

一
月
貧
鉱
処
理
の
た
め
の
湿
式
製
錬
所
の
建

設
に
着
工
し
、
二
十

一
年
五
月
完
成
し
た
。
山
根
製
錬
所
で
は
、
発
生
す
る
亜
硫
酸
ガ
ス
を
硝
酸
ガ
ス
と
混
和
し
て
鉛
室
に
送
り
、
鉛
室
硫

酸
を
製
造
し
た
の
が
特
徴
で
あ
り
、　
一
日
三
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
鳶
色
硫
酸
製
造
能
力
が
あ

っ
た
。
そ
の
他
収
銅
後

の
廃
液

に
は
、
硫
酸
銅

（胆
碁
と
も
呼
ば
れ
る
、
丹
磐
は
誤
用
Ｙ

硫
酸
鉄
以
外
に
極
め
て
微
量
の
酸
化

コ
バ
ル
ト
（〇

・
〇
七
％
）
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
、　
こ
れ
の
抽
出

も
企
て
、　
一
日

一
〇
ポ
ン
ド
余
を
得
る
の
に
成
功
し
た
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
最
初
の
酸
化

コ
バ
ル
ト
製
出
で
、
陶
磁
器
の
絵
付
け

顔
料
と
し
て
諸
外
国
に
比
べ
て
遜
色
の
な
い
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
を
呈
し
て
い
た
。

明
治
二
十
六
年
に
は
山
根
製
錬
所
は
、
湿
式
収
銅
の
不
成
績
に
よ
り
、
む
し
ろ
硫
酸
製
造
に
特
化
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、

創
業
以
来
最
高

の
三
〇
万
ポ
ン
ド
２

〓
一六
ト
ン
）
の
硫
酸
を
製
造
し
た
が
、
技
術
的
な
問
題
か
ら
本
来
硫
酸
製
造
用
と
な
る
べ
き
亜
硫
酸
ガ

ス
の
大
半
が
生
子
山
の
大
煙
突
か
ら
排
出
さ
れ
、
洋
式
製
錬
が
拡
張
さ
れ
た
新
居
浜
製
錬
所
の
排
煙
と
と
も
に
周
辺
の
田
畑
山
林
に
対
す
る

煙
害
問
題
が
発
生
し
た
。
す
な
わ
ち
製
錬
作
業
が
別
子
山
中
で
行
わ
れ
て
い
る
時
に
は
、
海
抜

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
高
所
で
あ

っ
た

た
め
、
亜
硫
酸
ガ
ス
に
よ
る
煙
害
は
、
特
定
の
山
林
や
作
業
場
を
損
傷
す
る
に
と
ど
ま
つ
た
が
、
製
錬
所
が
山
根
、
新
居
浜
と
山
麓
か
ら
平

野
部
に
移
行
す
る
に
つ
れ
、
ま
た
試
験
操
業
か
ら
本
格
操
業
に
進
む
に
つ
れ
、
煙
害
は
社
会
問
題
化
す
る
に
至

っ
た
。

煙
害
問
題
と
と
も
に
硫
酸
に
つ
い
て
も
、
大
阪
硫
曹
会
社
や
大
阪
舎
密
製
造
会
社
な
ど
の
国
内
メ
ー
カ
ー
と
の
競
争
に
も
敗
れ
、
販
路

の

拡
張
も
化
学
工
業
の
未
発
達
な
当
時
の
わ
が
国
で
は
零
細
企
業
が
主
た
る
消
費
者
で
あ
り
、
多
く
は
望
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
山
根
製
錬

所
は
、
明
治
二
十
七
年
十
二
月
操
業
を
中
止
し
、
翌
二
十
八
年
二
月
閉
鎖
さ
れ
た
。

他
方
新
居
浜
製
錬
所
に
つ
い
て
、
伊
庭
貞
剛
別
子
支
配
人
は
、
煙
害
補
償
だ
け
で
は
根
本
的
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
、
新
居
浜
製
錬

所
の
全
面
的
移
転
を
図
る
た
め
、
明
治
二
十
八
年
十

一
月
瀬
戸
内
海
の
孤
島
四
阪
島
を
購
入
し
た
。
四
阪
島
製
錬
所
は
、
明
治
三
十
年
二
月

着
工
し
、
三
十
七
年
七
月
工
事

の
一
部
が
竣
工
し
た
。
製
錬
所
を
四
阪
島

に
移
転
し
た
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
四
阪
島
移
転
後
煙
突
か
ら
排
出
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さ
れ
る
煙
は
陸
地
に
達
す
る
前
に
拡
散
消
滅
し
、
煙
害
は
す
べ
て
な
く
な
る
は
ず
で
あ

っ
た
。
し
か
し
製
錬
所
が
明
治
三
十
八
年

一
月
本
操

業
を
開
始
す
る
と
、
越
智

・
周
桑
両
郡
の
各
村
か
ら
煙
害
の
叫
び
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
後
年
を
経
る
ご
と
に
煙
害
は
従
前
よ
り
い
ち
だ
ん
と

激
し
く
な
り
、
明
治
四
十
二
年
に
は
、
鉱
害

・
煙
害
問
題
は
、
四
阪
島
製
錬
所
だ
け
で
な
く
、
足
尾

・
小
坂

・
日
立
な
ど
諸
鉱
山
に
つ
い
て

（
３４
）

も
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

明
治
四
十
二
年
七
月
、
和
歌
山
県
知
事
か
ら
愛
媛
県
知
事

に
転
じ
た
伊
沢
多
喜
男
（後
、
警
視
総
監

上
貝
族
院
議
員
、
こ
の
後
四
十
四
年
七
月
住

友
に
入
社
し
総
本
店
副
支
配
人
と
な
つ
た
大
平
駒
槌
と
は
大
阪
の
第
三
高
等
中
学
校
入
学
以
来
、
帝
国
大
学
法
科
大
学
を
通
じ
て
の
友
人
で
あ
っ
た
。
後
に

首
相
と
な
る
浜
口
雄
幸

・
幣
原
喜
重
郎
も
同
じ
仲
間
で
あ
る
）
は
、
四
十
三
年
八
月
農
民
側
と
住
友

の
調
停
の
時
期
が
来
た
と
判
断
し
、
両
者
の
意

見
を
聞
い
て
、
そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
動
き
だ
し
た
。
農
商
務
省
を
会
場
と
す
る
第

一
回
の
協
議
会
は
十
月
末
か
ら
開
催
さ
れ
た
。
両
者
の

協
議
は
難
航
し
た
が
、
十

一
月
に
入

っ
て
、
交
渉
は
妥
協
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
住
友
が
、
四
十

一
―
四
十
三
年

の
三
年
分
の
賠
償
額
と
し
て
農
民
側
に
二
三
万
九
〇
〇
〇
円
を
支
払
い
、
そ
の
後

の
四
十

四
年
以
降
の
分
と
し
て
こ
の
三
年
分
を
三
分
し
て
、
毎
年
七
万
七
〇
〇
〇
円
を
支
払
う
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
三
十
八
―
四
十
年

の

既
往
三
年
分
に
つ
い
て
は
、
大
臣
裁
定
で
住
友
は

一
〇
万
円
を
支
払
う
こ
と
に
な

っ
た
。
次

に
鉱
量
制
限
に
つ
い
て
は
、
年
間
の
処
理
鉱
量

を
五
五
〇
〇
万
貫
公
一〇
万
六
一
一五
〇
ト
ン
）
と
し
、
米

・
麦
重
要
期
間
三
十
日
間
は
処
理
鉱
量
を

一
日

一
〇
万
貫
３
一七
五
ト
ン
）
に
抑
え
、
最

重
要
期
間
十
日
間
は
製
錬
作
業
を
中
止
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

つ
遭
。

こ
の
よ
う
に
煙
害
問
題
で
住
友
が
と
ら
ぎ
る
を
得
な
く
な

っ
た
措
置
に
は
、
遮
断
緑
地
買
収
の
た
め
の
出
費
、
既
設
工
場
の
大
々
的
な
移

転
、
生
産
制
限
、
被
害
者
救
済
等
、
公
害
対
策
と
し
て
先
駆
的
と
言
え
る
も
の
が
揃

っ
て
お
り
、
足
尾
鉱
毒
事
件
で
畢
生
の
闘
争
を
続
け
た

田
中
正
造
が
、
別
子
に
関
し
て

「伊
予
の
別
子
銅
山
は
、
鉱
業
主
住
友
な
る
も
の
社
会

の
義
利
を
し
り
徳
義
を
守
れ
り
　
別
子
は
鉱
山
の
模

は
ん
な
り
」
と
書
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
当
時
と
し
て
は
住
友

の
対
応
は
そ
れ
な
り
に
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
型
。



こ
の
よ
う
に
し
て
煙
害
問
題
は
決
着
し
た
が
、
し
か
し
農
鉱
併
進
を
掲
げ
、
農
業
と
鉱
工
業
の
共
存
共
栄
を
鋭
く
鈴
木
総
理
事

に
と
つ
て
、

そ
れ
は
何
等
根
本
的
な
解
決
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
す
で
に
四
阪
島
製
錬
所
の
煙
害
問
題
が
起
こ
っ
た
時
か
ら
、
住
友
で
は
再
び
煙
害
除

去
対
策
の

一
環
と
し
て
、
硫
化
鉱
か
ら
硫
酸
を
製
造
す
る
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
明
治
四
十

一
年
四
月
別
子
鉱
業
所
製
錬
課
（四

阪
島
製
錬
所
）次
席
梶
浦
鎌
次
郎
は

「硫
酸
及
肥
料
製
造

二
関
ス
ル
利
益
見
積
書
」
を
提
出
し
、
そ
の
中
で

「住
友
が
硫
化
鉱
を
自
焼
し
、
硫

酸
か
ら
過
燐
酸
石
灰
を
作
れ
ば
、
煙
害
を
防
止
す
る
だ
け
で
な
く
、
農
家
に
安
い
肥
料
を
供
給
で
き
る
」
と
報
告
し
た
。

こ
の
報
告
書
が
如
何
に
鈴
木
総
理
事

に
評
価
さ
れ
た
か
は
、
早
速
梶
浦
に
六
月
五
日
付
で
海
外
出
張
の
発
令
が
下
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
う

か
が
え
る
。
梶
浦
は
八
月
に
出
発
し
、
ド
イ
ツ
で
硫
酸
製
造
の
権
威

エ
ル
ン
ス
ト

・
ハ
ル
ト
マ
ン
か
ら
鉛
室
式
硫
酸
製
造
工
場
の
設
計
を
入

手
し
て
、
四
十
三
年
二
月
帰
国
し
た
。
鈴
木
総
理
事
は
、
梶
浦
の
帰
国
報
告
を
受
け
て
、
改
め
て
山
下
芳
太
郎
（製
銅
販
売
店
支
配
人
）
及
び
小

倉
正
恒
（総
本
店
副
支
配
人
）
の
両
者

に
対
し
、
硫
酸
及
び
肥
料
製
造
に
つ
い
て
調
査
を
命
じ
た
。
そ
の
後
梶
浦
は
、
十

一
月
十

一
日
か
ら
月

末
に
か
け
て
硫
酸
製
造
に
関
す
る
件
で
東
京
、
京
都
、
大
阪
に
出
張
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
思
わ
れ
る
が
、
十
二
月
別
子
鉱
業
所
設
計
部

に
非
公
式
に
硫
酸
係
が
設
け
ら
れ
、
製
錬
課
か
ら
梶
浦

の
他
羽
室
広

一
、
入
江
慇
蔵
、
深
尾
謙
造
等
が
専
従
者
と
し
て
移

っ
て
い
る
。

四
十
四
年
二
月
、
山
下

・
小
倉
の
調
査
報
告
書

「硫
酸
及
肥
料
製
造
調
査
復
命
書
」
が
提
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「本
企
画
に
よ

っ
て
処
理
さ
れ
る
亜
硫
酸
ガ
ス
は
四
阪
島
製
錬
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
ガ
ス
の
一
三
分
の
一
に
す
ぎ
ず
、
採
算
上
不
安
が
あ
り
、
硫
化
鉱
を
自

焼
し
て
硫
酸
を
製
造
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
鉱
石
中
の
硫
黄
分
を
売
却
し
て
、
そ
の
焼
鉱
を
四
阪
島

に
返
送
す
る
方
法
が
有
利
で
あ
る
」
と
い

う
本
事
業
に
つ
い
て
否
定
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
梶
浦
は
、
五
月
、
先
に
鉛
室
式
硫
酸
製
造
工
場
の
設
計
を
入
手
し
た
ハ
ル
ト
マ
ン
か
ら
、
新
た
に
開
発
さ
れ
た
塔
式
硫
酸
製

造
法
に
関
す
る
情
報
を
入
手
し
た
。
梶
浦
は
、
別
子
鉱
業
所
支
配
人
久
保
無
二
雄
に
命
ぜ
ら
れ
て
、
こ
の
情
報
に
基
づ
き

「
工
場
位
置
選
定

に
関
す
る
損
益
比
較
」
、
「硫
酸
及
肥
料
製
造
起
業
費
予
算
」
及
び

「硫
酸
及
肥
料
製
造
費
見
積
書
」
の
一
連
の
報
告
書
を
七
月
に
提
出
し
た
。
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友
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二
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住
友
総
本
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〇

明
治
四
十
四
年
別
子
鉱
業
所
処
務
報
告
に
よ
れ
ば
、
七
月
三
十
日
か
ら
八
月
二
十
日
の
間
久
保
支
配
人
は
大
阪
に
出
張
し
て
い
る
が
、
こ
の

梶
浦

の
報
告
書
を
鈴
木
総
理
事

に
提
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
久
保

の
出
張

に
続
い
て
梶
浦
も
八
月
五
日

「支
配
人
ヨ
リ
召

喚
」
さ
れ
て
急
返
大
阪
に
出
張
し
、
八
月
十
八
日
ま
で
大
阪
に
滞
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

梶
浦

の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ハ
ル
ト
マ
ン
塔
式
硫
酸
製
造
設
備
を
採
用
す
れ
ば
、
硫
酸
製
造
費
は
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
大
日
本

人
造
肥
料
の
コ
ス
ト
に
比
し
、
ほ
ぼ
半
減
す
る
と
い
う
こ
之
で
、
起
業
費

一
〇
五
万
円
余
を
も

っ
て
新
居
浜
別
子
鉱
業
所
敷
地
北
西
に
隣
接

す
る
埋
立
地

一
万
五
〇
〇
〇
坪
に
こ
の
硫
酸
工
場
を
建
設
し
て
、
硫
酸
月
産
五
五
〇
万
ポ
ン
ド
、
過
燐
酸
肥
料

一
四
万
六
四
〇
〇
吹
を
製
造

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

つ
た
。

別
子
処
務
報
告
に
よ
れ
ば
、
久
保
支
配
人
は
再
び
八
月
三
十
日
か
ら
九
月
五
日
ま
で
大
阪
に
出
張
し
、
梶
浦
も

「硫
酸

に
関
す
る
件
」
で

久
保
に
同
行
し
、
九
月
四
日
付
で
欧
州
出
張

の
発
令
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
時
梶
浦

の
報
告
書
は
承
認
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
結
局
鈴
木
総
理
事
と
し
て
は
、
た
と
え
四
阪
島
製
錬
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
亜
硫
酸
ガ
ス
の
一
三
分
の
一
に
す
ぎ
な
く
て
も
、
結
果
的
に

排
出
亜
硫
酸
ガ
ス
の
減
少
に
つ
な
が
る
硫
酸

・
肥
料
製
造
に
踏
み
切

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

梶
浦
は
、
四
十
五
年
二
月

ハ
ル
ト
マ
ン
か
ら
塔
式
硫
酸
設
備
の
特
許
実
施
権
を
購
入
し
、
工
場
実
習
の
上
四
月
に
帰
国
し
た
。
か
く
し
て

住
友
総
本
店
は
、
大
正
三
年
２

九

一
一こ
九
月
、
新
居
浜
に
住
友
肥
料
製
造
所
を
開
設
し
、
別
子
産
の
硫
化
鉱
か
ら
硫
酸
を
作
り
、
さ
ら
に

こ
れ
を
原
料
と
し
て
過
燐
酸
石
灰
を
製
造
す
る
こ
と
と
な

つ
た
（資
料
１５
）ｏ
工
場
敷
地
に
は
惣
開
の
埋
立
地
二
万
三
七
〇
〇
坪
（七

・
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
）
が
充
て
ら
れ
、

十

一
月
に
塔
式
硫
酸
製
造
設
備
、
硝
酸
製
造
設
備
、
過
燐
酸
及
び
配
合
肥
料

の
各
工
場
の
建
設
に
着
手
し
た
。

途

中
三
年
七
月
第

一
次
世
界
大
戦
勃
発
に
よ
り
、
八
月
ド
イ
ツ
に
発
注
し
た
塔
式
硫
酸
工
場
用
設
備
が
輸
出
禁
止
と
な

っ
た
た
め
、
や
む
を
え

ず
旧
来
の
鉛
室
式
に
設
計
変
更
す
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
あ

つ
た
が
、
四
年
八
月
か
ら
操
業
を
開
始
し
た
。

肥
料
製
造
所
の
建
設
が
進
展
し
つ
つ
あ

っ
た
大
正
四
年
春
、
鈴
木
総
理
事
は
別
子
鉱
業
所
支
配
人
大
平
駒
槌
に
対
し
、
硫
黄
処
理
量
が

一



割
に
も
満
た
ず
、
煙
害
対
策
と
し
て
不
十
分
な
過
燐
酸
肥
料
よ
り
も
、
も

つ
と
硫
酸
を
多
量
に
消
費
す
る
方
法
を
研
究
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

大
平
は
、
四
月
末
東
京
出
張
の
機
会
に
京
都
帝
国
大
学
理
科
大
学
に
立
ち
寄
り
、
か
つ
て
住
友
総
本
店
に
在
籍
し
た
助
教
授
堀
場
信
吉
（明

治
四
十
四
年
四
月
入
社
、
伸
銅
場

・
電
線
製
造
所
勤
務
の
後
四
十
五
年
七
月
退
社
）
を
訪
ね
た
。
堀
場
の
師
大
幸
勇
吉
教
授
は
、
か
つ
て
こ
の
大
戦
で

火
薬
の
原
料
と
し
て
英
国
が
開
発
し
た
チ
リ
硝
石
か
ら
硝
石
を
製
造
す
る
技
術
の
研
究
に
関
与
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
相
手

国
ド
イ
ツ
が
火
薬
の
製
造
に
利
用
し
た
ハ
ー
バ
ー
の
空
中
窒
素
固
定
法
に
よ
る
合
成
ア
ン
モ
ニ
ア
の
話
を
大
平
に
教
え
た
。
こ
の
ア
ン
モ
ニ

ア
か
ら
硫
安
を
製
造
す
れ
ば
、
過
燐
酸
肥
料
に
比
べ
て
約
二
倍
の
硫
酸
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
煙
害

の
緩
和
に
と
つ
て
著
し
い
効
果
が

期
待
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
。

こ
の
報
告
に
よ
り
、
鈴
木
総
理
事
は
早
速
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
の
調
査
研
究
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
、
七
月
大
幸

・
堀
場
の
弟
子
で
大
学
院

生
の
竹
内
亥
三
吉
を
採
用
し
、
別
子
鉱
業
所
で
こ
れ
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
と
な

つ
た
。
こ
れ
が
以
後
鈴
木
総
理
事
が
自
ら
陣
頭
に
立

っ
て
硫

安
事
業
進
出
を
図
る
発
端
と
な

っ
た
の
で
あ
型
。

な
お
そ
の
後
住
友
総
本
店
は
、
処
務
報
告
に
よ
れ
ば
、
大
正
七
年
大
幸
教
授

の
化
学
第

一
講
座
（物
理
化
学
）
に
寄
付

の
申
込
を
行
い
、
大

正
八
年
四
万
円
、
九
年
か
ら
十

一
年

に
か
け
て
毎
年

一
万
円
、
十
二
年
か
ら
昭
和
六
年
（
一
九

二
こ
ま
で
は
毎
年
五
千
円
の
奨
学
金
を
提
供

し
、
こ
の
間
堀
場
助
教
授
の
欧
米
留
学
に
も
援
助
を
行

っ
た
。
堀
場
は
、
大
正
十
三
年
帰
国
、
教
授
と
な
り
、
昭
和
二
年
大
幸

の
退
官
と
と

も
に
大
幸
の
化
学
第

一
講
座
の
後
継
者
と
な

っ
肥
。

（資
料
１５
）

甲
第
九
号
達

今
般
愛
媛
県
新
居
郡
新
居
浜
町

二
住
友
肥
料
製
造
所
ヲ
設
置
シ
、
其
事
務
章
程
ヲ
家
法
第
二
編
第
九
章
ト
シ
テ
左
ノ
通
相
定
メ
同
第
九
章

ヲ

第
十
章
卜
改
ム
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第
二
章
　
住
友
総
本
店

（中
）

大
正
式
年
九
月
廿
二
日

家
長
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

第
九
章
　
住
友
肥
料
製
造
所
事
務
章
程

第

一
条
　
肥
料
製
造
所

ハ
硫
酸
、
硝
酸
、
並

二
肥
料
ノ
製
造
及
販
売

二
関
ス
ル
業
務
ヲ
掌
理
ス
ル
所
ト
ス
（以
下
略
）

工〈
　
東
京

・
呉
両
販
売
店
の
開
業

住
友

の
販
売
店
の
歴
史
は
、
明
治
四
年
２

八
七
こ
二
月
、
銅
の
売
買
自
由
化
に
伴
い
、
神
戸
市
西
元
町
に
神
戸
出
店
を
設
置
し
て
、
自

家
製
鋼
を
外
国
商
館
や

一
部
銅
問
屋
に
売
却
す
る
こ
と
と
な

っ
た
の
を
疇
矢
と
す
る
。

そ
の
後
明
治
十
二
年
春
頃
神
戸
出
店
は
神
戸
支
店
と
改
称
さ
れ
、
つ
い
で
明
治
四
十
二
年

一
月
、
前
章
で
述
べ
た
通
り
住
友
本
店
が
住
友

総
本
店
と
改
称
さ
れ
た
時
、
神
戸
支
店
も
製
銅
販
売
店
と
改
め
た
。
お
そ
ら
く
総
本
店
の
場
合
と
同
じ
く
、
銀
行
神
戸
支
店

・
倉
庫
神
戸
支

店
と
の
識
別
を
容
易
に
す
る
た
め
実
態
通
り
の
名
称
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
他
伸
銅
場
は
、
明
治
三
十
四
年
四
月
東
京

の
諸
官
庁
向
け
営
業

の
た
め
東
京
出
張
所
（東
京
市
日
本
橋
区
坂
本
町

一
九
番
地
、
現
中
央
区

日
本
橋
兜
町
）
を
開
設
し
た
。

こ
の
出
張
所
は
、
四
十
二
年
十

一
月
銀
行
通

油

町
支
店
が
開
設
（東
京
市
日
本
橋
区
通
油
町
一
番
地
、
現
中
央
区

日
本
橋
大
伝
馬
町
）
さ
れ
る
と
、
同
支
店
の
建
物
内
に
移
転
し
た
。
ま
た
明
治
四
十
四
年
八
月
電
線
製
造
所
が
開
設
さ
れ
る
と
、
や
は
り
同
じ

建
物
内
に
電
線
の
東
京
出
張
所
が
設
置
さ
れ
た
。

一
方
鋳
鋼
場
は
、
大
正
元
年
貧

九

一
一
し
八
月
、
主
と
し
て
呉
海
軍
工
廠
向
け
に
呉
出
張
所
を
設
置
宣
ハ市
和
庄
町

一
二
四
八
番
地
の
旧
銀
行

呉
支
店
）
し
た
。

一
一
一
一



大
正
初
め
の
こ
の
よ
う
な
住
友
総
本
店
の
販
売
体
制
に
お
い
て
、
大
正
三
年
九
月
肥
料
製
造
所
が
開
設
さ
れ
、
そ
の
製
品
の
性
格
上
や
が

て
全
国
各
地
に
販
売
網
を
築
か
ぎ
る
を
得
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ

つ
た
。
し
た
が

つ
て
こ
の
ま
ま
で
は
、
銀
行

・
倉
庫
は
別
と
し
て
、
住
友

製
品
の
販
売
に
お
い
て
ひ
と
つ
の
建
物
に
各
部
の
出
張
所
が
並
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
総
本
店

の
統
制
上
好
ま
し
か
ら
ぎ
る
結
果
と
な
る
こ

と
は
、
十
分
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

つ
た
。

か
く
し
て
大
正
三
年
十

一
月
末
伸
銅
所
及
び
電
線
製
造
所
の
各
東
京
出
張
所
は
廃
止
さ
れ
、
東
京
販
売
店
が
、
ま
た
同
じ
く
鋳
鋼
場
の
呉

出
張
所
が
廃
止
さ
れ
、
呉
販
売
店
が
、
い
ず
れ
も
十
二
月

一
日
を
も

つ
て
開
業
し
、
各
店
部
の
製
品
の
受
託

・
代
理
販
売
に
当
た
る
こ
と
と

な

つ
た
（資
料
１６
・
‐７
）
ｏ

東
京

・
呉
両
販
売
店
の
販
売
実
績
を
示
せ
ば
、
第
１２
表
及
び
第
１３
表

の
通
り
で
あ
る
。
販
売
手
数
料
率
は
、
販
売
店
支
配
人
と
製
品
の
販

売
を
委
託
す
る
店
部
と
の
交
渉
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
た
。
東
京
販
売
店
支
配
人
川
田
順
は
、
そ
の
実
質
的
な
初
年
度
で
あ
る
大
正
三
年
度
の

実
際
報
告
書
で
、

「純
損

一
二
四
九
円
五
三
銭
ヲ
算
シ
タ
ル
ハ
元
来
手
数
料
率
ノ
低
キ
ニ
因
ル
ナ
リ
。

手
数
料
率

ハ
可
成
的
低
下
シ
置
キ
取

引
数
額
ノ
増
進

ニ
ヨ
リ
テ
計
ヲ
立
ツ
ル
ノ
精
神
ヲ
以
テ
（第
１２
表
手
数
料
率
）
卜
定
メ
タ
リ
。
斯
ク
テ
（第
１２
表
大
正
三
年
手
数
料
額
）
ノ
如
シ
。
将

来
販
売
高
五
〇
〇
万
円

二
達
ス
ル
時
ヨ
リ
初
メ
テ
当
店
ノ
収
支

ハ
略
平
衡
ス
ベ
キ
ナ
リ
。

」

と
報
告
し
、
事
実
そ
の
後
の
推
移
は
、
川
田
の

予
想
通
り
と
な

つ
た
。

東
京
販
売
店
の
取
扱
商
品
の
中
心
が
、
伸
銅
品
と
電
線
に
あ
る
こ
と
は
、
元
来
両
者
が
母
胎
と
な

つ
て
い
る
こ
と
か
ら
当
然
で
あ
る
が
、

伸
銅
所
や
電
線
製
造
所
の
売
上
に
占
め
る
東
京
販
売
店
の
比
重
も
伸
銅
で
三
割
前
後
、
電
線
で
四
割
以
上
に
上
が

っ
て
い
た
。
し
か
し
鋳
鋼

品
に
つ
い
て
は
、
東
京
に
は
鉄
道
院
と
い
う
大
国
の
需
要
家
が
あ
り
な
が
ら
、
第
１２
表

の
通
り
東
京
販
売
店

の
中
で
も
ウ
エ
イ
ト
は
低
く
、

鋳
鋼
場
の
売
上
に
お
け
る
東
京
販
売
店
の
比
重
も
三
割
程
度
に
留
ま
っ
て
い
た
。

川
田
支
配
人
は
、
大
正
三
年
度
実
際
報
告
書
で

「鋳
鋼
販
売
ガ
斯
ク
ノ
如
ク
不
活
発
ナ
リ
シ
主
ナ
ル
原
因

ハ
、
２

）当
店
設
置
ノ
初
年

ニ

第

一
部
　
住
友
総
本
店

一
一
一二



(単位 :Fl)

5年
手数料(販売高に対し)

販 売 高 手 数 料

3,633 86

0

3,461,385 12

338,793 33

1,538,027 58

1,449 00

5 343 288 89

16 28

0

16,313 86

2,989 34

7,686 56

0

12 35

27 018 39

025%
NA

05%
1%

裸線・東京線 05%、 その他 1%
1%

購買業務の受託手数料

2,772 70

第
二
章
　
住
友
総
本
店

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四

シ
テ
鋳
鋼
販
売

二
最
善
ヲ
尽
ス
ノ
経
験
卜
余
裕
ノ
無
カ
リ
シ
ヨ
ト
ハ
漸
愧

二
堪

ヘ
ザ
ル
所
ナ
リ
」
と
し
な
が
ら
も
、
鋳
鋼
場
側
に
も
問
題
が

あ
る
と
し
て
、
沢
一
し
鋳
鋼
場

二
左
ノ
事
情
ア
リ
シ
ヨ
ト
、
イ
、
契
約
期
限
ノ
不
履
行
頗
ル
頻
繁
ナ
リ
、　
口
、
製
品
価
格
ガ
神
戸
製
鋼
、
室

蘭
（日
本
製
鋼
所
と
寸
ノ
競
争
者

二
比
シ
高
価
ナ
ル
コ
ト
多
シ
、　
ハ
、
見
積
遅
延
ス
ル
コ
ト
多
シ
」
と
指
摘
し
、
「我
鋳
鋼
場
が
此
等
有
カ
ナ
ル

(単位 :円 )

5年
手数料(販売高に対 し)

販 売 高 手 数 料

0

17,240 00

2,032,504 89

29,670 62

4,326 57

0

2,083,742 08

0

281 18

13,729 97

501 26

81 60

0

14,594 01

025%
8銭 /ト ン

05%(大 正 5年度より075%)

2%

裸線・東京線 05%、 その他 1%

1%

7,937 35

い うことでこの手数本‖ま5銭/ト ンであった と推定される。



第

一
部
　
住
友
総
本
店

第 12表 東京販売店販売実績一覧

品   日
大 正 3年 4   4F

販 売 高 手 数 料 販 売 高 手 数 料

銅

炭

品

品

線

料

他

計

隈

銅

鋼

　

　

の

製

忠

伸

鋳

電

肥

そ

合

3,508 11

0

1,540,901 46

139,904 21

835,944 04

2,520,257 82

12 35

0

5,593 85

1,141 72

5,331 49

12 079 41

9,172 72

0

2,112,374 88

224,976 86

741,154 81

3,087,679 27

33 60

249 00

12,875 02

2,236 24

4,877 05

35 36

20,306 27

純 損 益 △1,24953

出典 :東 京販売店各年度実際報告書

第 13表 呉販売店販売実績一覧

品   日
大 正 3年 4   FF

販 売 高 手 数 料 販 売 高 手 数 料

銅

炭

品

品

線

料

計

隈

銅

銅

製

忠

伸

鋳

電

肥

合

0

0

424,822 13

29,749 26

73,494 24

528,065 63

0

0

2,245 42

601 35

586 39

3.433 16

0

64,773 61

668,515 97

31,196 90

21,401 67

785.888 15

0

763 08

3,358 21

672 66

286 04

5.079 99

純 損 益 △2,49743 △63460

註 :大正 4年度忠隈炭については呉海軍工廠向け 1万 2000ト ンの手数料600円 とい う記述があ り、大「1契約 と

出典 :呉販売店各年度実際報告書

一
一
五



第
二
章
　
住
友
総
本
店

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六

競
争
者
卜
対
抗
シ
、
院
ノ
供
給
者
ト
シ
テ
最
優
ノ
地
歩
ヲ
確
実

ニ
ス
ル
コ
ト
ハ
、
技
術
並

二
事
務
両
面
ノ
信
用
向
上

二
不
退
転
ノ
努
カ
ヲ
為

ス
ニ
非
ル
ヨ
リ
ハ
難
イ
哉
卜
誠

二
寒
心

二
堪

ヘ
ザ
ル
ナ
リ
」
と
結
ん
で
い
る
。
鋳
鋼
場
に
つ
い
て
は
、
次
節

「
七
　
住
友
鋳
鋼
場
の
株
式
会

社

へ
の
移
行
」
で
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

大
正
五
年
二
月
、
東
京
販
売
店
が
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
る
と
、
川
田
支
配
人
は
総
本
店
経
理
課
主
任

へ
転
じ
、
後
任

に
小
山
九

一
が
就
任

し
た
。
小
山
支
配
人
は
、
大
正
五
年
度
実
際
報
告
書
で
肥
料
取
扱
い
に
つ
い
て
、
「当
店

二
於
テ
肥
料
販
売
ノ
件

ハ
、
開
店
当
初
ヨ
リ
既
定

ノ
事
実
ナ
リ
シ
モ
、
未
ダ
肥
料
製
造
所
力
予
定
ノ
第

一
期
起
業
完
成
ノ
域

二
達
セ
ザ
ル
ガ
故

二
、
遠
ク
関
東
方
面

二
販
路

ヲ
拡
張
ス
ル
能

ハ

ザ
リ
シ
ヲ
以
テ
、
当
店

ハ
単

二
商
談
ヲ
移
牒
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
採
り
来
リ
シ
ガ
、
既

二
第

一
期
事
業
完
成
期
モ
切
迫
セ
ル
ニ
ヨ
リ
、
ル

ニ
予
メ

関
東
ノ
動
静
ヲ
熟
知
ス
ル
ノ
要
ア
リ
。
（中
略
）住
友
肥
料

ハ
、
主
家
ノ
名
声
噴
々
タ
ル
ガ
上

二
、
近
時
大
日
本
人
造
肥
料
株
式
会
社
力
永
年

採
り
来
リ
タ
ル
放
漫
ナ
ル
取
引
振
リ
ノ
根
底
ヨ
リ
誤
レ
ル
ヲ
自
覚
シ
緊
縮
方
針

二
改
メ
タ
ル
矢
先
ナ
レ
バ
、
大
日
本
人
造
肥
料
卜
疎
隔
セ
ル

肥
料
商
不
秒
芳
当
店
ト
ノ
取
引
開
始
ヲ
希
望
シ
来
レ
ル
モ
ノ
多
ク
其
中
特
約
販
売
申
込
人

ハ
其
数
十
四
二
達
セ
リ
。
乍
然
到
底
現
時
ノ
製
造

能
カ
ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
特
約

ハ
自
縄
自
縛

二
陥
ル
ノ
外
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
肥
料
製
造
所
ト
モ
協
議
ノ
上
当
分
特
約
ヲ
避
ケ
現
金
取
引
ヲ
標
榜
シ
テ

譲
ラ
ズ
、
其
間
各
地

二
於
ケ
ル
需
要
状
況

・
競
争
者
ノ
態
度
及
肥
料
商
ノ
信
用
状
態
等
調
査

二
カ
ヲ
尽
シ
、
徐
々
二
其
歩
ヲ
進
メ
来
リ
シ
ガ

（以
下
略
と

と
報
告
し
て
い
る
。
肥
料

の
販
売
問
題
は
、
や
が
て
大
正
八
年
商
事
会
社
設
立
問
題
の
契
機
と
な
る
が
、
そ
の
帰
結
は
次
章

「住
友
総
本
店
（下
）―
大
正
六
―
九
年
―
」
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

（資
料
１６
）

甲
第
十

一
号
達

今
般
東
京
市
日
本
橋
区
通
油
町
壱
番
地

二
住
友
東
京
販
売
店
ヲ
設
置
シ
、
其
事
務
章
程
ヲ
家
法
第
二
編
第
十
章
ト
シ
左
ノ
通
相
定
メ
、
同
第

十
章
ヲ
第
十
二
章
と
改
ム



但
、
業
務

ハ
大
正
三
年
十
二
月

一
ロ
ヨ
リ
之
ヲ
開
始
ス

大
正
三
年
十

一
月
廿
二
日

第
十
章
　
住
友
東
京
販
売
店
事
務
章
程

第

一
条
　
東
京
販
売
店

ハ
、
各
店
部
ノ
委
託
ヲ
受
ケ
若
ク
ハ
其
代
理
人
ト
ナ
リ
、

り
用
務
ヲ
処
弁
ス
ル
所
ト
ス

第
二
条
　
東
京
販
売
店

二
支
配
人
ヲ
置
ク

第
三
条
　
東
京
販
売
店

ハ
、
其
事
務
ヲ
分
掌
ス
ル
為
メ
左
ノ
係
ヲ
置
ク

商
事
係

庶
務
係

第
四
条
　
商
事
係

ハ
左
記
事
項
ヲ
掌
ル

一
、
各
店
部
ノ
委
託

ニ
カ

ヽ
ル
産
出
品
又

ハ
製
品
ノ
販
売

三
、
各
店
部
産
出
品
又

ハ
製
品
ノ
代
理
販
売

三
、
各
店
部
ノ
嘱
託

ニ
ヨ
ル
商
務
ノ
処
弁

第
五
条
（以
下
略
）

乙
第
十
号
達

住
友
東
京
販
売
店
ノ
処
務
規
程
左
ノ
通
相
定
ム

大
正
三
年
十

一
月
二
十
二
日

第

一
部
　
住
友
総
本
店

家
長
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

其
産
出
品
又

ハ
製
品
ヲ
販
売
シ
且
ツ
各
店
部
ノ
嘱
託

ニ
ヨ

一
一
七



第
二
章
　
住
友
総
本
店

（中
）

総
　
本
　
店

住
友
東
京
販
売
店
処
務
規
程

第

一
条
　
当
店

ハ
東
京
市
及
其
附
近
並

二
東
北
地
方

二
於
テ
左
記
品
種
ノ
委
託
又

ハ
代
理
販
売
ヲ
ナ
ス

一　

別
子
鉱
業
所
産
出
品
　
但
製
鋼

二
就
テ
ハ
製
銅
販
売
店
ノ
委
託
又

ハ
其
代
理

ニ
カ

ヽ
ル
モ
ノ

一
一　
若
松
炭
業
所
産
出
品

〓
一　
伸
　
銅
　
所
製
　
品

四
　
鋳
　
鋼
　
場
製
　
品

五
　
一嘔
線
製
造
所
製
　
品

エハ
　
肥
料
製
造
所
製
　
品

第
二
条
　
当
店

ハ
前
条
ノ
販
売

二
対
シ
、
委
託
店
部
又

ハ
被
代
理
店
部
ヨ
リ

一
定
ノ
手
数
料
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

手
数
料
率

ハ
別

二
之
ヲ
定
ム

第
三
条
（以
下
略
）

（資
料
１７
）

甲
第
十
二
号
達

今
般
呉
市
（和
庄
町
〓

一四
八
番
地
Ｙ
一住
友
呉
販
売
店
ヲ
設
置
シ
、
其
事
務
章
程
ヲ
家
法
第
二
編
第
十

一
章
ト
シ
左
ノ
通
相
定
ム

但
、
業
務

ハ
大
正
三
年
十
二
月

一
日
ョ
リ
之
ヲ
開
始
ス

大
正
三
年
十

一
月
廿
二
日

家
長
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

ノ`



（事
務
章
程
略
）

七
　

住
友
鋳
鋼

場

の
株
式
会
社

へ
の
移
行

住
友
鋳
鋼
場
が
発
足
し
た
明
治
三
十
四
年
貧

九
〇
こ
は
、
丁
度
官
営
製
鉄
所
が
北
九
州

・
八
幡
で
操
業
を
開
始
し
た
年
で
も
あ

つ
た
。

住
友
鋳
鋼
場
の
前
身
で
あ
る
日
本
鋳
鋼
所
は
、
そ
の
二
年
前
の
明
治
三
十
二
年
九
月
二
十
日
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
立
役
者
は
、
山
崎
久
太
郎

と
羽
室
庸
之
助
の
二
人
の
技
術
者
で
あ

つ
た
。
彼
ら
は
と
も
に
後
に
所
在
地
の
名
前
か
ら

「蔵
前
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
東
京
工
業
学

校
機
械
科
（山
崎
の
時
代
に
は
ま
だ
東
京
職
工
学
校
と
称
し
て
い
た
）
の
卒
業
生
で
あ

っ
た
。

彼
ら
は
、　
明
治
二
十
九
年
官
営
製
鉄
所
が
設
立
さ
れ

る
と
同
時
に
採
用
さ
れ
て
技
手
と
な
り
、
三
十
年
に
は
と
も
に
製
鉄
法
習
得
の
た
め
ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
ド
イ
ツ
で
留

学
目
的
に
反
し
鋳
鋼
技
術
の
研
究
に
没
頭
し
、
三
十
二
年
三
月
帰
国
し
た
。
彼
ら
は
帰
国
後
製
鉄
所
で
鋳
鋼
の
担
当
と
な
る
こ
と
を
希
望
し

た
が
許
さ
れ
ず
、
五
月
休
職
処
分
と
な

っ
た
。

二
人
の
蔵
前
時
代
の
恩
師
平
賀
義
美
は
、
当
時
大
阪
府
立
商
品
陳
列
所
所
長
と
し
て
大
阪
の
産
業
界
の
技
術
指
導
に
当
た
っ
て
お
り
、
明

治
二
十
九
年
末
に
は
住
友
本
店
の
技
術
顧
間
を
も
委
嘱
さ
れ
て
い
た
。
二
人
は
、
平
賀
を
頼
り
、
自
ら
大
阪
で
鋳
鋼
所
を
設
立
し
よ
う
と
し

た
。
平
賀
は
、
友
人
の
片
岡
直
輝
と
河
上
謹

一
に
二
人
の
支
援
を
依
頼
し
た
。
片
岡
は
、
明
治
二
十
六
年
か
ら
大
阪
府
書
記
官
を
勤
め
、
明

治
二
十
七
年
大
阪
府
立
商
品
陳
列
所
の
改
革
の
た
め
、
農
商
務
省
か
ら
平
賀
を
招
い
た
当
事
者
で
あ
り
、
二
十
九
年
そ
の
平
賀
が
同
じ
福
岡

藩
出
身
で
親
し
か
っ
た
当
時
の
日
銀
大
阪
支
店
長
鶴
原
定
吉
の
斡
旋
で
日
本
銀
行
に
転
じ
、
こ
２

二
十
二
年
三
月
ま
で
鶴
原
の
後
任

の
大
阪

（
４‐
）

支
店
長

で
あ

つ
た
。　
一
方
河
上
は
、
平
賀

と
は
明
治
三
年
大
学
南
校
入
学
以
来

の
親
友

で
あ
り
、
や
は
り
日
本
銀
行

で
同
年
二
月
ま
で
理
事

の
職

に
あ

つ
た
。
片
岡

・
河
上

の
二
人
は
、
と
も
に
い
わ
ゆ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
事
件

に
よ

つ
て
日
銀
を
退
職
し
、
河
上
は
直
ち
に
住
友
本
店

に
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迎
え
ら
れ
理
事
と
な

っ
て
い
た
が
、
片
岡
は
当
時
ま
だ
浪
人
中
の
身
で
あ

っ
た
。

か
く
し
て
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
日
本
鋳
鋼
所
を
片
岡
の
個
人
経
営
と
し
た
の
は
、
平
賀

の
配
慮
と
思
わ
れ
る
が
、
六
月

一
日
平
賀

・
片
岡

・
河
上
が

一
万
円
ず
つ
拠
出
し
た
と
い
わ
れ
る
。
住
友
本
店
の
明
治
三
十
二
年
度

の
会
計
帳
簿
に
よ
れ
ば
、
庶
務
貸
金
勘
定
で
そ
の

前
日
の
五
月
三
十

一
日

一
万
円
が

「遠
上
」
な
る
人
物
に
貸
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。
「遠
上
」

と
は
、
明
治
二
十
九
年
大
阪
瓦
斯
株
式
会
社

設
立
の
際
の
発
起
人
の
一
人
で
、
当
時
取
締
役
に
就
任
し
て
い
た
遠
上
善
次
郎
と
推
定
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
日
本
鋳
鋼
所
設
立
準
備
の
た
め

平
賀
が
技
術
者
の
山
崎

・
羽
室
に
代
わ
っ
て
事
務
を
委
嘱
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
平
賀
は
明
治
三
十
年
四
月
大
阪
瓦
斯
か
ら
工
事
設

計
を
委
嘱
さ
れ
て
い
る
の
で
、
遠
上
と
は
そ
の
時
以
来
交
渉
が
あ

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
遠
上
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
形
と
な

っ
て
い
る

一
万
円
が
河
上
の
出
資
分
に
相
当
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
日
本
鋳
鋼
所
の
設
立
当
初
か
ら
住
友
本
店
は
関
与
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

日
本
鋳
鋼
所
は
、
明
治
三
十
三
年
四
月
大
阪
府
西
成
郡
伝
法
村
大
字
北
伝
法
（現
大
阪
市
此
花
区
伝
法
三
丁
目
）所
在

の
大
阪
毛
絲
株
式
会
社

の
工
場
を
賃
借
し
て
操
業
を
開
始
し
た
が
、
折
か
ら
日
清
戦
争
後
の
不
況
の
真

っ
只
中
に
あ

つ
て
当
時
の
工
業
水
準
で
は
鋳
鋼
製
品
に
対
す

る
需
要
も
少
な
く
、
設
備
や
原
料

の
手
当
を
借
入
金
（主
力
の
山
口
銀
行
に
は
日
銀
大
阪
支
店
で
片
岡
の
下
で
副
支
配
役
で
あ
っ
た
町
田
忠
治
が
や
は

リ
ス
ト
ラ
イ
キ
事
件
で
退
職
後
総
理
事
と
な
っ
て
い
た
）
や
支
払
手
形
で
賄

っ
て
い
た
た
め
、
三
十
四
年
に
入
る
と
経
営
は
危
機
に
瀕
し
た
。

丁
度
こ
の
頃
か
つ
て
東
京
瓦
斯
に
関
係
し
た
こ
と
の
あ
る
浅
野
総

一
郎
は
、
大
阪
の
瓦
斯
事
業
に
着
目
し
大
阪
瓦
斯
株
式
会
社
を
傘
下
に

収
め
た
。
二
月
片
岡
直
輝
は
、
平
賀
の
紹
介
で
そ
の
社
長
に
招
か
れ
、
日
本
鋳
鋼
所
の
経
営
陣
か
ら
去

っ
た
。
日
本
鋳
鋼
所
の
累
積
損
は
、

五
月
末
に
は
出
資
金
を
食
い
つ
ぶ
し
た
上
、
さ
ら
に
三
万
五
〇
〇
〇
円
に
達
す
る
状
況
と
な

つ
た
た
め
、
平
賀
は
河
上
と
協
議

の
上
住
友
本

店
に
対
し
日
本
鋳
鋼
所
の
経
営
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
よ
う
中
し
入
れ
た
。
当
時
住
友
本
店
理
事
兼
銀
行
支
配
人
で
あ

っ
た
田
辺
貞
吉

の
日

記
に
よ
る
と

「
五
月
二
十
九
日
、
鋳
鋼
所
買
収
の
事
を
住
友
重
役
会
（重
役
会
に
つ
い
て
は
前
章
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友
総
本
店
（上
ど

の

「三
　
住
友
総
本
店
の



組
織

・
人
事
」
参
照
）
の
議
に
上
る
。
在
席
河
上
（謹

一
本
店
理
事
）
、
鈴
木
（馬
左
也
本
店
理
事
兼
別
子
支
配
人
）
、
植
村
（俊
平
本
店
理
事
兼
本
店
支
配

人
）及
予
な
り
。
予
は
、
事
業
は
有
望
な
る
も
奏
功
頗
る
難
し
と
聞
く
故
に
、
原
料

・
製
錬

・
販
路
等

に
向
ひ
て
調
査
を
遂
け
、
再
考
を
要

す
る
旨
を
主
張
せ
り
。
其
後
に
到
り
、
住
友
家
長
よ
り
買
収
営
業
の
意
を
議
せ
り
。
窃
か
に
予
復
何
を
か
言
は
ん
と
思
惟
せ
り
。
呆
し
て
奏

功
如
何
。
重
要
問
題
と
す
。

」

と
あ
り
、
田
辺
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
長
の
意
向
で
日
本
鋳
鋼
所
買
収
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
本
件
決
定
に
関
し
て
は
、
河
上
は
住
友
に
よ
る
買
収
を
仲
介
し
た
当
事
者
で
あ
る
こ
と
、
鈴
木
は
家
長
の
意
向

に
忠
実
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
家
長
の
意
思
が
通
り
易
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
家
長
は
も
と
も
と
鉄
鋼
部
門

へ
の
進
出
に
意
欲
を
も

っ
て
い
た
と
推
察
さ

れ
る
。
な
お
当
初
の
日
本
鋳
鋼
所
に
対
す
る
資
金
拠
出
は
、
従
来
家
長
が
直
接
支
出
し
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
前
記
の
よ

う
に
総
本
店
か
ら
の
貸
付
で
あ

っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

右
の
決
定
に
よ
り
明
治
三
十
四
年
六
月
二
十
二
日
、
日
本
鋳
鋼
所
の
資
産
の
中
、
仮
出
金

・
掛
売
金

・
金
銀
計
二
万
九
六
九
六
円
六
六
銭

二
厘
、
創
業
費

一
万

一
六
二
〇
円
八
〇
銭
八
厘
分
合
計
四
万

一
三

一
七
円
四
七
銭
を
現
金
で
支
払
い
、
残
り
二
五
万
円
余

の
債
務
（地
所

。
家

屋

・
機
械

・
什
器
一
五
万
円
余
、
製
品

。
原
料
品

・
貯
蔵
品
五
万
円
余
、
引
受
欠
損
金
四
万
七
〇
〇
〇
円
余
）
を
肩
代
わ
り
し
て
、
住
友
鋳
鋼
場
が
発
足

し
た
。
場
長
心
得
（十
月
一
日
付
支
配
人
）山
崎
久
太
郎
以
下
従
業
員

一
八
〇
名
は
、
そ
の
ま
ま
住
友
鋳
鋼
場
が
引
き
継
い
だ
。

住
友
本
店
が
鋳
鋼
場
に
対
し
て
と
っ
た
処
置
は
さ
し
当
た
り
不
良
在
庫
の
整
理
と
設
備
の
拡
充
で
あ

っ
た
。
前
記
田
辺
も
明
治
三
十
五
年

四
月
鋳
鋼
場
を
視
察
し
、
経
営
改
善

の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
鋳
鋼
場
の
経
営
は
持
ち
直
し
、
さ
ら
に
明
治
三
十

七
年
に
入
る
と
日
露
開
戦
の
結
果
海
軍
か
ら
の
注
文
が
急
増
し
、
三
十
七
年
、
三
十
八
年

の
純
益
は
い
ず
れ
も

一
〇
万
円
前
後

に
達
し
た
。

こ
の
好
景
気
を
う
け
て
住
友
鋳
鋼
場
で
は
工
場
を
伝
法
川
、
正
蓮
寺
川
を
は
さ
ん
で
南
側
の
島
屋
新
田
に
移
転
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。
明
治

三
十
七
年
の
田
辺
日
記
に
は

「
六
月
十
五
日
、
本
店
重
役
会
に
出
席
。
住
友
鋳
鋼
場
敷
地
土
盛
り
新
築

の
事
を
議
せ
り
。

」

と
あ
る
。
島
屋

新
田
は
、
「
四
　
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
と
住
友
」

で
述
べ
た
通
り
、
明
治
十

一
年
以
降
住
友
家

の
経
営
地
と
な

っ
て
お
り
、
明
治
二
十
九
年
汽
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車
製
造
合
資
会
社
が
設
立
さ
れ
る
と
、
こ
の
中
二
万
坪
を
同
社
に
売
却
し
、
埋
立

・
工
場
建
設
の
後
同
社
は
三
十
二
年
七
月
開
業
し
、
以
後

鋳
鋼
場
の
顧
客
と
な

つ
て
い
た
。
な
お
田
辺
は
住
友
家
が
出
資
し
て
い
た
関
係
で
同
社
の
監
査
役
を
勤
め
、
工
事
中
か
ら
し
ば
し
ば
現
地
を

視
察
し
て
い
た
。
鋳
鋼
場
は
こ
の
汽
車
製
造
会
社

の
西
側
隣
接
地
（現
大
阪
市
此
花
区
島
屋
五
丁
目
、
住
友
金
属
工
業
ｍ
関
西
製
造
所
）
に
建
設
さ

れ
る
こ
と
に
な

つ
た
。

こ
の
新
工
場
は
、
七
〇
万
円
の
巨
費
を
投
じ
て
明
治
四
十
年
九
月
完
成
し
た
が
、
折
り
か
ら
日
露
戦
争
後

の
不
況
と
従
来

の
三
倍
に
も
達

し
た
生
産
能
力
を
技
術
的
に
発
揮
で
き
ず
、
鋳
鋼
場
の
業
績
は
、
四
十
年
度
七
万

一
〇
〇
〇
円
、
四
十

一
年
度

一
四
万
三
〇
〇
〇
円
、
四
十

二
年
度

一
〇
万
人
○
○
○
円
と
三
年
連
続
の
赤
字
と
な
り
、
四
十
三
年
度
に
至

っ
て
台
湾
製
糖
業
か
ら
の
搬
薦
貨
車
の
大
量
受
注
で
よ
う
や

く

一
息

つ
い
た
状
況
に
あ

っ
た
。
し
か
し
そ
の
明
治
四
十
三
年
十
二
月
、
創
業
以
来
の
鋳
鋼
場
支
配
人
山
崎
久
太
郎
は
つ
い
に
経
営
責
任
を

問
わ
れ
退
身
を
命
ぜ
ら
れ
る
に
至

っ
た
。
こ
こ
で
鈴
木
が
山
崎
罷
免
の
措
置
を
と
る
に
至

っ
た
背
景
に
は
、
鋳
鋼
場
の
経
営
刷
新
を
行

っ
て

早
く
経
営
を
軌
道
に
乗
せ
な
い
と
、
責
任
問
題
が
家
長
に
も
及
び
か
ね
な
い
よ
う
な
状
況
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
鈴
木
は
こ
の
時
、
家

長
に
宛
て
、
自
身
の
進
退
伺
を
提
出
し
、
事
態

の
深
刻
さ
を
訴
え
て
い
る
。

こ
の
山
崎
支
配
人
の
後
任
に
は
、
鈴
木
総
理
事
と
姻
威
関
係
に
あ
る
別
子
鉱
業
所
機
械
課
主
任
萩
尾
博
が
起
用
さ
れ
た
。
萩
尾
は
、
明
治

三
十
年
帝
国
大
学
工
科
大
学
機
械
工
学
科
を
卒
業
後
、
三
井
物
産
を
経
て
渡
米
し
、
ア
メ
リ
カ
ン

・
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
社
で
研
修
の
後
、
パ
デ

ュ
ー
大
学
で
機
関
車
製
造
を
研
究
し
、
帰
国
後
明
治
三
十
二
年
七
月
開
業
し
た
汽
車
製
造
会
社
に
入
社
し
、
三
十
六
年
末
鈴
木
総
理
事

の
仲

人
で
そ
の
母
久
子
の
弟
堤
長
発
の
娘
四
萬
子
と
結
婚
し
、
お
そ
ら
く
そ
の
関
係
で
三
十
八
年
七
月
住
友
に
入
社
し
た
。

萩
尾
は
、
搬
薦
貨
車
の
好
況
が

一
過
性
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
き
、
鋳
鋼
場
の
収
益

の
柱
に
な
る
も
の
と
し
て
、
自
ら
専
攻
し
た
車

輪

・
車
軸

・
タ
イ
ヤ
等

の
鉄
道
部
品
を
挙
げ
、
大
正
三
年
２

九

一
一じ
海
外
視
察

に
赴
き
、
年
末
に
は
予
算
八
〇
万
円
の
起
業
計
画
を
作
成

し
た
。
東
京
販
売
店
支
配
人
川
田
順
が
鋳
鋼
場
の
現
状
に
つ
い
て
厳
し
い
指
摘
を
行

っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
時
期
で
あ

っ
た
（
「六
　
東
京



・
呉
両
販
売
店
の
開
業
」
参
昭
じ
。
搬
薦
貨
車
の
ブ
ー
ム
が
去
る
と
、
萩
尾
の
予
想
通
り
鋳
鋼
場
は
大
正
三
年
、
三
年
と
赤
字
に
転
落
し
た
が
、

鉄
道
部
品
だ
け
で
な
く
海
軍
の
拡
張
計
画
に
応
じ
た
大
型
鍛
鋼
品
製
造
に
進
出
す
る
た
め
、
企
業
計
画
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
、
大
正
三
年

九
月

「車
輪
車
軸
製
造
及
大
塊
鍛
錬
設
備
起
業
」
と
い
う
計
画
が
申
請
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
計
画
は
、
そ
の
年

の
七
月
に
勃
発
し
た
第

一

次
世
界
大
戦
の
進
展
に
応
じ
て
見
直
さ
れ
、
大
正
四
年
七
月
総
額

一
九
八
万
円
と
い
う
大
起
業
計
画
が
総
本
店
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
大
正
四
年
十
二
月
十
日
、
株
式
会
社
住
友
鋳
鋼
所
が
資
本
金
六
〇
〇
万
円
を
も

っ
て
設
立
さ
れ
、
住
友
鋳
鋼
場
は
同
社
に
引
き
継
が

れ
た
。
第

一
次
大
戦
の
影
響
で
大
正
四
年
は
利
益
を
計
上
で
き
た
が
、
住
友
銀
行
の
場
合
と
異
な
り
損
益
的
に
み
て
ま
だ
基
盤

の
確
立
さ
れ

て
い
な
い
鋳
鋼
場
が
何
故
総
本
店
か
ら
独
立
し
て
株
式
会
社
と
な

つ
た
の
か
疑
間
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
萩
尾
は
、
上
記

起
業
計
画
を
遂
行
す
る
た
め
で
あ
る
と
語

っ
て
い
る
（萩
尾
停
令
息
直

・
談
、
な
お
萩
尾
直
は
大
正
十
三
年
七
月
か
ら
昭
和
五
年
三
月
萩
尾
の
東
大
卒

業
ま
で
、
学
習
院
中
等
科

上
局
等
科
時
代
の
住
友
厚
、
後
の
吉
左
衛
門
友
成
の
学
友
を
務
め
た
）。
萩
尾
は
、
米
国
で
機
関
車

の
製
造
技
術
だ
け
で
な

く
、
企
業
経
理
も
学
ん
で
標
準
原
価
計
算
制
度
の
導
入
な
ど
鋳
鋼
場
の
経
営
改
善
を
図

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
総
本
店
か
ら
独
立
し
た
米
国

流
の
ガ
ラ
ス
張
り
の
企
業
経
営
を
目
指
し
て
い
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

し
か
し
資
本
金
六
〇
〇
万
円
、　
〓

一万
株
（＠
五
〇
円
、
第

一
回
払
込
金

一
五
〇
万
円
）
の
株
主
は
、
住
友
吉
左
衛
門
九
万
五
三
〇
〇
株
を
筆

頭
に

一
族
及
び
総
本
店
幹
部
計
二
人
名
と
さ
れ
て
い
る
が
、
第
７
表
総
本
店
（本
社
部
門
）貸
借
対
照
表

の
有
価
證
券
勘
定
が
示
す
通
り
、
こ

の
一
五
〇
万
円
は
全
額
総
本
店
の
払
込
と
な

っ
て
お
り
、
株
主
は
い
ず
れ
も
名
義
株
で
あ

っ
た
。
ま
た
役
員
も
、
社
長
住
友
吉
左
衛
門
、
常

務
中
田
錦
吉
、
萩
尾
博
（支
配
人
兼
務
）
、
取
締
役
住
友
忠
輝
（総
本
店
副
支
配
人
心
得
）
、
鈴
木
馬
左
也
、
湯
川
寛
吉
、
山
下
芳
太
郎
（総
本
店
支

配
人
）
、
監
査
役
久
保
無
二
雄
、
植
野
繁
太
郎
（住
友
銀
行
支
配
人
）
、
小
倉
正
恒
と
幹
部
が
名
を
連
ね
、
住
友
鋳
鋼
場
時
代
と
実
質
的
な
変
化

は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
な
お
こ
の
際
の
社
長
住
友
吉
左
衛
門
２
肩
書
は
、
「取
締
役
社
長
」

で
は
な
く

「社
長
取
締
役
」

と
な

つ
て

い
る
。
す
で
に
住
友
銀
行
で
は
、
大
正
三
年

一
月
二
十
日
の
株
主
総
会
で
承
認
さ
れ
た
第
四
期
営
業
報
告
書
か
ら
、
設
立
以
来
用
い
ら
れ
て

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
一
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二
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住
友
総
本
店

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一四

き
た

「取
締
役
社
長
」
を

「社
長
取
締
役
」

と
変
更
し
て
お
り
、

こ
の
鋳
鋼
所
の
場
合
も
こ
れ
に
倣

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「取
締
役
社

長
」
を
何
故

「社
長
取
締
役
」

と
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「取
締
役
社
長
」

は
取
締
役

の
互
選
に
よ
る
社

長
と
い
う
意
味
で
あ
る
の
に
対
し
、
住
友
の
場
合
の
株
式
会
社
は
形
式
的
な
も
の
で
あ
り
、
家
長
は
自
動
的
に
社
長
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

示
そ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

十
二
月
二
十
五
日
、
株
式
会
社
住
友
鋳
鋼
所
は
住
友
総
本
店
か
ら
二
十
四
日
現
在

の
鋳
鋼
場
勘
定
残
高

一
三
二
万
七
四
人
○
円

一
五
銭
で

も

っ
て
、
鋳
鋼
場
の
権
利
義
務
を
承
継
し
、
営
業
を
開
始
し
た
。
第

一
回
払
込
金

一
五
〇
万
円
は
、
こ
の
買
収
額
に
充
当
さ
れ
、
十
二
月
二

十
七
日
に
入
金
さ
れ
て
い
る
。
株
式
会
社
住
友
鋳
鋼
所
発
足
に
伴
う
通
達
は
資
料
１８
‐
２０
の
通
り
で
あ
る
。

採
算
を
危
惧
さ
れ
た
株
式
会
社
住
友
鋳
鋼
所
で
あ

っ
た
が
、
第

一
次
大
戦
の
好
況
に
恵
ま
れ
、
大
正
五
年
は
三
九
万
円
の
純
利
益
を
計
上

し
四
分
配
当
を
行

っ
た
。
続
く
大
正
六
年
に
は
九
四
万
円
と
い
う
莫
大
な
利
益
で
五
分
に
増
配
す
る
と
い
う
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。

し
か
し
そ
の
大
正
六
年
十

一
月
常
務
取
締
役
兼
支
配
人
萩
尾
博
は
、
自
ら
手
掛
け
た
大
起
業
計
画
の
完
成
を
見
る
こ
と
な
く
、
辞
任
し
た
。

退
職
の
理
由
は
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
が
、
法
科
万
能
の
住
友
に
あ

つ
て
は
技
術
者
が
経
営
幹
部
に
登
用
さ
れ
る
途
は
な
い
と
悟

っ
た
か
ら
だ

と
い
う
（令
息
談
）。

明
治
四
十
四
年

一
月
萩
尾
と
と
も
に
等
内
二
等
に
昇
格
し
た
小
倉
正
恒
（萩
尾
と
同
じ
明
治
三
十
年
東
京
帝
大
法
科
大
学
卒
、

た
だ
し
年
齢
は
萩
尾
が
明
治
三
年
生
に
対
し
小
倉
は
明
治
八
年
生
で
あ
る
）
は
、
こ
の
年

一
月
等
内

一
等

に
昇
格
し
、
翌
七
年

一
月
理
事
と
な

っ
て

い
る
。
後
に
昭
和
九
年
２

九
三
四
）親
し
か
つ
た
山
本
信
夫
（明
治
四
十
年
京
都
帝
大
理
工
科
大
学
機
械
工
学
科
卒
、
当
時
住
友
合
資
会
社
経
理
部
長
）

が
、
技
術
者
出
身
と
し
て
二
人
目
の
理
事
と
な

っ
た
時
、
萩
尾
は
わ
が
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（令
息
談
）。

（資
料
１８
）

甲
第
五
号
達

住
友
鋳
鋼
場
ノ
業
務

ハ
本
年
十
二
月
二
十
五
日
以
降
総
テ
株
式
会
社
住
友
鋳
鋼
所

二
於
テ
承
継
シ
タ
ル
ニ
依
り
傭
員
並

二
準
備
員
ノ
身
分
及



給
与
等

二
関
ス
ル
準
則
左
ノ
通
相
定
ム

大
正
四
年
十
二
月
二
十
五
日

家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
住
友
吉
左
衛
門

株
式
会
社
住
友
鋳
鋼
所
所
長
　
住
友
吉
左
衛
門

第

一
、
住
友
鋳
鋼
場

二
勤
仕
ス
ル
住
友
家
傭
員
又

ハ
準
備
員

ハ
、
十
二
月
二
十
五
日
以
降
別

二
辞
令
書
ヲ
須
ヰ
ス
、
株
式
会
社
住
友
鋳
鋼
所

ノ
備
員
又
ハ
準
備
員
タ
ル
ヘ
ク
身
分
及
給
与

二
関
ス
ル

一
切
ノ
事
項

ハ
、
前
後
之
ヲ
承
継
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
二
、
株
式
会
社
住
友
鋳
鋼
所

二
於
テ
ハ
、
傭
員
又

ハ
準
備
員
ノ
身
分

・
俸
給

・
身
元
保
證
金

・
積
金
及
退
身
慰
労
金
其
他
諸
給
与

二
関
シ

テ
ハ
、
総
テ
住
友
家
ノ
家
法
及
諸
規
則
ヲ
適
用
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
三
、
住
友
家

二
於
テ
ハ
株
式
会
社
住
友
鋳
鋼
所
ノ
備
員
又

ハ
準
備
員

二
対
シ
、
住
友
家
ノ
備
員
又

ハ
準
備
員
卜
同

一
ノ
待
遇
ヲ
為
シ
、
家

法
其
他
諸
規
則

ハ
総
テ
之
ヲ
適
用
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
四
、
第

一
二
依
ル
傭
員
ノ
身
元
保
證
金
及
積
金

ハ
、
十
二
月
二
十
五
日
現
在
ヲ
以
テ
住
友
総
本
店
ヨ
リ
株
式
会
社
住
友
鋳
鋼
所

二
引
継
ク

モ
ノ
ト
ス
。

第
五
、
第

一
二
依
ル
備
員
並

二
準
備
員
ノ
住
友
家
在
勤
年
数

ハ
、
株
式
会
社
住
友
鋳
鋼
所
在
勤
年
数

二
通
算
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

（資
料
１９
）

甲
第
六
号
達

住
友
家
及
株
式
会
社
住
友
鋳
鋼
所
相
互
間

二
於
テ
、
其
傭
員
又

ハ
準
備
員

二
転
任

ヲ
命
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
転
任
前

二
於
ケ
ル
住
友
家
又

ハ
株

式
会
社
住
友
鋳
鋼
所
ノ
在
勤
年
数

ハ
、
転
任
後
ノ
在
勤
年
数

二
通
算
シ
、
本
人
ノ
身
元
保
證
金
及
積
金

ハ
転
任
シ
タ
ル
住
友
家
又

ハ
株
式
会

社
住
友
鋳
鋼
所

二
引
継
ク
ヘ
キ
モ
ノ
ト
心
得

ヘ
シ
。

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一五
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住
友
総
本
店

（中
）

大
正
四
年
十
二
月
二
十
五
日

家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

株
式
会
社
住
友
鋳
鋼
所
社
長

（資
料
２０
）

甲
第
参
号
達

家
法
第
二
編
中
第
七
章
住
友
鋳
鋼
場
事
務
章
程

ヲ
削
除
シ
第
八
章
以
下
順
次
繰
上
ク
。

大
正
五
年

一
月
三
十

一
日

家
長

(鈴木)

(中 田)

(湯川)

(久保)

(小幡)

(湯川)

(小倉)

(大平)

(山 下)

(久保)

(久保)

(牧 )

(松本)

(大平)

(草鹿 )

(山 下)

(笠原)

(今村)

(吉 田)

(湯 川)

(小幡 )

(本荘)

(萩尾)

(中 田)

(萩尾)

(西崎)

(利 光)

(梶浦)

(川 田)

(月 山ヽ)

(中 田)

(湯川)

(兼 )十一一一一一―→

12 10

12 10

12 10

住
友
吉
左
衛
門

住
友
吉
左
衛
門

住
友
吉
左
衛
門

10 12-―――→

913(兼 )■――一一一一→

一
一
一エハ



(付 表)住 友総本店幹部一覧表 (大正 2～ 5年 )

就任年(明治)月 日1 大正 2年 1  3年

第  総 理 事     鈴 木馬左 也  3776
一  理   事      中 田 錦 吉  36 514‐

湯 川 寛 吉  4345‐
久保 無 二雄  43.45
小幡 文 三郎

音Б       〃

住    〃

燃     
〃

本  総本店支配人     湯 ,H寛 吉  38 220-6H(兼 )

店     〃

伸銅所所 長    小 幡 文 三郎
〃 支配人    本荘 熊 次 郎

鋳鋼場支配人     萩 尾  伝  431213
住友鋳鋼所常務取締役 中 田 錦 吉

〃    萩 尾  伝

電線製造所支配人   西崎伝 ――郎  44 8 1
〃 所 長  利 光 平 夫

肥料製造所支配人   梶 浦鎌 次 郎

東京販売店支配人   川 田  順
〃    小 山 九 一

住友銀行常務取締役  中 田 錦 吉  45 223(兼 )

〃    湯 川 寛 吉

611 -

611-十 → 1 5

611(兼 )■―――一一

6 11-
611

1 5-

1 611(兼)一
611

9 22

12   1

小 倉 正 恒

大 平 駒 槌
〃      山下芳 太郎       |

別子鉱業所支配人   久保 無 二雄  41 325-■→ 6H(兼 )

〃  所 長   久 保 無 二 雄
〃  支配人   牧  相 信

松 本 順 吉

大 平 駒 ljE

倉庫支配人      草鹿丁卯次郎  36 914-■
製銅販売店支配人   山下芳 太郎  41 815

〃    笠 原 正 吉
〃    今 村 幸 男

若松炭業所支配人   吉 田 良 春  39 423
伸銅場支配人     湯 り|1寛 吉  43 5H-6H  I

一
二
七
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）

註（１
）

第
二
回
（大
正
三
年
）
、　
第
二
回
（大
正
四
年
）
、　
第
五
回
（大
正
六

年
）
の
各
主
管
者
協
議
会
に
お
け
る
鈴
木
総
理
事
の
訓
示
内
容
に
つ
い

て
は
、
『鈴
木
馬
左
也
』
（鈴
木
馬
左
也
翁
伝
記
編
纂
会
　
昭
和
三
十
六

年
）
四
〇
三
―
四

一
四
頁
参
照
。　
な
お
第
四
回
（大
正
五
年
）
は
、　
鈴
木

総
理
事
中
国
視
察
中
の
た
め
休
会
。

（２
）

『鈴
木
馬
左
也
』
二
三
二
―
二
五
二
頁
。

（３
）

『住
友
別
子
鉱
山
史
』
下
巻
（住
友
金
属
鉱
山
株
式
会
社
　
平
成
三

年
二

〓
一七
―

一
三
八
頁
。

（
４
）

川
田
順

『住
友
回
想
記
』
（中
央
公
論
社
　
昭
和
二
十
六
年
Ｙ
三

頁
。

（
５
）

「住
友
総
本
店
（上
ν

（『住
友
史
料
館
報
』
第
二
六
号
　
平
成
七

年
）第
８
表
総
損
益
表
中
、
科
目

「俸
給
」

の
推
移
か
ら
、
そ
の
伸
び

を
計
算
す
る
と
、
明
治
四
十
二
年
五

・
六
％
、
四
十
三
年
三
％
、
四
十

四
年
○

・
二
％
、
四
十
五
年
二

・
七
％
（四
十
五
年
の
原
表
は
銀
行
を

含
ま
な
い
が
比
較
上
銀
行
を
合
算
し
た
）
と
な
り
、
人
員
増
を
勘
案
す

れ
ば
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
る
。

（
６
）

大
豆
生
田
稔

「食
糧
政
策
の
形
成
と
植
民
地
米
」

全
呂
村
直
助
編

『
日
露
戦
後
の
日
本
経
済
』
塙
書
一房
　
昭
和
六
十
三
年
￥
≡
一〇
―
三

五
七
頁
。

（
７
）

米
価
の
高
騰
に
伴
い
、
労
働
者
は
と
も
か
く
、
職
員
の
給
与
改
訂

が
必
要
か
ど
う
か
は
当
時
住
友
部
内
で
も
論
議
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
住
友
銀
行
船
場
支
店
支
配
人
岡
素
男
は

「
・
・
・
物
価
を
考
ふ

一
二
八

る
に
、
其
著
し
く
騰
貴
せ
し
こ
と
は
繁
説
を
要
せ
ざ
る
が
、
物
価
騰
貴

と
同
時
に
各
人
の
収
入
も
亦
増
加
し
つ
つ
あ
り
。
誠
に
物
価
の
標
準
な

る
米
価
を
比
較
す
る
に
、
年
の
豊
凶
に
よ
り
て
異
同
あ
る
も
、
当
時
も

八
銭
平
均
２

升
当
た
り
）
を
示
せ
り
。
俸
給
が
音

の
四
倍
五
倍
と
為
れ

る
今
日
に
於
て
、
米
価
は
未
だ
八
銭
の
五
倍
即
ち
四
十
銭
は
愚
か
、
三

十
銭
に
も
達
せ
ず
、
概
し
て
二
十
五
、
六
銭
に
て
白
米
を
口
に
し
得

ベ

し
。
収
入
の
増
加
は
果
し
て
物
価
の
騰
貴
に
及
ば
ず
と
断
言
し
得
る
や

疑
な
き
能
は
ず
。
世
の
生
活
難
を
説
く
も
の
、
徒
ら
に
物
価
騰
貴
を
訴

ふ
る
も
、
収
入
増
加
な
る
補
救

の
途
あ
る
を
忘
れ
た
る
に
非
ず
や
。
こ

れ
畢
克
言
を
之
に
藉
る
の
み
に
し
て
、
所
謂
生
活
難
な
る
も
の
は
別
に

原
因
あ
る
に
非
る
を
得
ん
や
。

他
な
し
奢
修

の
増
長
是
な
り
。

」

（Ｆ
一

た
び
船
場
支
店
員
に
望
む
」
『井
華
』
第
五
三
号
　
大
正
三
年
）
と
述
べ

て
い
る
。
こ
う
し
た
岡
支
配
人
の
節
倹
論

に
対
し
、
住
友
銀
行
本
店
外

国
係
主
任
中
山
五
郎
は

「
・
・
・
余
は
是
れ
全
然
国
民
生
活
力
の
向
上

発
展
を
度
外
視
し
、
個
々
の
個
人
が
孜
々
と
し
て
増
進
に
努
力
せ
る
勤

労
能
力
を
無
視
し
、
唯
単
に
餓
死
せ
ざ
ら
ん
が
為
め
に
衣
食
生
存
す
る

底
の
生
活
以
上
の
も
の
は
時
と
国
と
を
問
は
ず
之
を
贅
沢
と
思
惟
せ
ん

と
す
る
、
則
ち
過
去
の
社
会
に
行
は
れ
た
る
東
洋
固
睡
の
旧
思
想
に
基

く
も
の
と
謂
は
ざ
る
能
は
ず
。
安
ん
ぞ
知
ら
ん
其
所
謂
人
格
を
高
め
、

智
識
を
酒
養
し
、
健
康
を
保
持
し
、
子
弟
を
教
養
し
、
進
ん
で
個
人
の

勤
労
能
力
を
増
進
せ
ん
と
せ
ば
、
僅
々
三
倍
乃
至
三
倍
の
自
然
増
収

の

み
に
て
は
到
底
満
足
な
る
実
果
を
挙
げ
難
き
に
依
り
、
事
実
を
事
実
と

し
て
生
活
難
を
唱
ふ
る
に
あ
ら
ざ
る
か
、
否
か
。
余
は
少
く
と
も
是
を



以
て
中
等
階
級
に
属
す
る
俸
給
生
活
者
の
真
相
な
り
と
信
ぜ
ん
と
す
。

試
に
間
は
ん
今
日
五
十
円
の
俸
給
を
得
る
壮
年
が
果
し
て
世
間

一
般
の

意
味
に
於
て
奢
修
と
認
む
可
き
何
物
を
享
受
し
得
る
余
裕
あ
り
や
否
や
、

・
・
・
」
と
反
論
し
、
さ
ら
に
大
阪
朝
日
の
調
査
に
よ
る
夫
婦
幼
児
三

人
暮
し
の
飲
酒
せ
ざ
る
会
社
員
の
生
計
表
を
あ
げ
、
「真
に
是
れ
手
よ

り
口
に
す
る
生
活
に
過
ぎ
ず
し
て
僅
か
に
不
足
を
賞
与
金
に
償
補
す
る

も
の
な
る
こ
と
を
洞
察
す
る
を
得
ん
。」
（「岡
支
配
人
の
訓
示
を
読
む
」

『井
華
』
第
五
四
号
　
大
正
三
年
）
と
住
友
の
職
員
と
い
え
ど
も
概
ね

同
様
の
状
況
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
第
３
表
を
み
れ
ば
、
鈴

木
総
理
事
の
薄
給
主
義
も
当
時
も
は
や
限
界
に
達
し
て
い
た
と
み
て
よ

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（８
）

「大
阪
新
報
所
載
の
中
田
理
事
談
」

「
井
華
』
第
七
拾
号
　
大
正

三
年
）

（
９
）

不
時
の
災
厄
に
備
え
る
た
め
、
遠
計
口
（文
久
四
年
広
瀬
宰
平
開

設
）
、
貯
蓄
口
（明
治
八
年
十
二
代
当
主
友
親
開
設
）
、
積
立
口
（明
治
三

十
三
年
会
計
規
則
制
定
に
よ
り
開
設
）
２
二
種
の
積
立
金
が
設
け
ら
れ

て
い
た
。
第
１０
表
利
益
処
分
中

「会
計
規
則
積
立
金
」
「諸
積
立
金
利

殖
高
積
立
金
」
及
び
第
Ｈ
表
積
立
金
増
加

一
覧
表
参
照
。

（
１０
）

斎
藤
真
哉

「監
査
思
考

の
導
入
と
わ
が
国
監
査
制
度
の
確
立
」

（小
林
健
吾
編
著

『
日
本
会
計
制
度
成
立
史
』
第
Ｖ
章
　
東
京
経
済
情

報
出
版
　
平
成
六
年
）

（
Ｈ
）

『住
友
銀
行
史
』
（昭
和
三
十
年
）
七
二
頁
。
『住
友
銀
行
八
十
年

史
』
（昭
和
五
十
四
年
二

八
〇
頁
。
九
〇

一
三
株
の
内
訳
は
次
の
通
り

第

一
部
　
住
友
総
本
店

と
推
定
さ
れ
る
が
、
住
友
保
丸

・
住
友
理
右
衛
門
の
両
名
に
つ
い
て
は
、

重
複
し
て
等
内
五
等
及
び
六
等
と
し
て
の
支
給
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
鈴
木
馬
左
也
、
中
田
錦
吉
、
伊
庭
貞
剛
各
五
〇
〇
株
、
湯
川
寛

吉
、
久
保
無
二
雄
、
小
幡
文
三
郎
各
三
〇
〇
株
、
住
友
理
右
衛
門
、
住

友
保
丸
、
岡
素
男
及
び
等
内

一
。
二
等

一
五
名
各

一
〇
〇
株
、
三
等

一

五
名
各
七
〇
株
、
四
等
二
九
名
各
五
〇
株
、
五
等
五
四
名
各
二
五
株
、

六
等

一
〇
七
名
各
九
株
。

（‐２
）

川
田
順

『続
住
友
回
想
記
』
（中
央
公
論
社
　
昭
和
二
十
八
年
Υ
一

五
頁
。
臨
時
特
別
賞
与
の
実
例
と
し
て
、
川
田
は
当
時
等
内
五
等
で
五

〇
〇
〇
円
を
支
給
さ
れ
、
同
僚
の
Ｈ
（日
高
直
次
総
本
店
副
支
配
人
心

得
と
推
定
さ
れ
る
。
日
高
は
等
内
四
等
で
あ
っ
た
）
は
七
〇
〇
〇
円
で

あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
川
田
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
既
に
述

べ
た
よ
う
に
こ
の
他
に
住
友
銀
行
株
式
が
川
田
に
は
二
五
株
公
一五
〇

〇
円
払
込
）
、
日
高
に
は
五
〇
株
（五
〇
〇
〇
円
払
込
）
が
支
給
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
‐３
）

こ
れ
を
基
に
、
翌
大
正
六
年
八
月
、
約

一
万
三
〇
〇
〇
人
の
労
働

者
を
使
用
す
る
店
部
で
、
各
々
労
役
者
特
別
保
護
金
規
程
が
制
定
さ
れ
、

労
働
者
本
人
及
び
家
族
の
不
幸
時
の
見
舞
金

・
弔
慰
金
、
退
職
時
の
養

老
金
等
の
支
出
が
定
め
ら
れ
た
。

（
‐４
）

『電
気
之
友
』
第
二
〇
三
号
（明
治
四
十
五
年
）

（
‐５
）

竹
中
亨

『
ジ
ー
メ
ン
ス
と
明
治
日
本
』

（東
海
大
学
出
版
会
　
平

成
三
年
Ｙ
≡
一〇
頁
。

（‐６
）

同
前
、
二
四
〇
、
二
四
五
頁
。

一
二
九



第
二
章
　
住
友
総
本
店

（中
）

（
‐７
）

同
前
、
二
四
〇
、
二
四

一
頁
。

（
‐８
）

同
前
、
二
四
四
頁
。

（
‐９
）

同
前
、
二
三
〇
、
三
二

一
頁
。

（
２０
）

川
田

『住
友
回
想
記
』
四
二
頁
。

（
２‐
）

同
前
、
四
二
頁
。

（
２２
）

竹
中
前
掲
書
、
二
四
五
、
二
四
六
頁
。

（
２３
）

『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
二
巻
上
公
二
丼
文
庫
　
昭
和
五
十
五
年
）

二
四
五
頁
。

（
２４
）

『鈴
木
馬
左
也
』
四
〇
七
頁
。

（
２５
）

竹
中
前
掲
書
、
二
四
六
頁
。

（
２６
）

『社
史
　
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
　
未
定
稿
』
第
四
分
冊
（昭
和

二
十
四
年
Ｙ
〓
一頁
。

（
２７
）

『住
友
春
翠
』
編
纂
委
員
会
資
料
。

な
お
川
田

『住
友
回
想
記
』

四
三
頁
に
は
、
こ
の
屏
風
が

「名
将
韓
信
が
漢
高
祖
に
見
限
り
を
付
け

て
出
奔
す
る
と
、
名
相
話
何
が
こ
れ
を
惜
し
ん
で
、
あ
と
を
追
ひ
掛
け
、

再
び
高
祖
の
も
と
へ
連
れ
帰

っ
た
と
い
う
、
有
名
な
史
話
を
蓋
題
に
し

た
も
の
だ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
話
を
面
白
く
す
る
た
め
の
川
田

一
流

の
潤
色
で
あ
る
。
こ
の
屏
風
は
後
に
昭
和
十
六
２

九
四

一
）
年
七
月
伊

庭
家
が
大
津
市
石
山
の
伊
庭
貞
剛
旧
宅

「活
機
園
」
を
住
友
本
社
に
寄

贈
し
た
際
、
そ
の
前
年
昭
和
十
五
年
末
に
創
建
さ
れ
た
近
江
神
宮

へ
奉

納
さ
れ
た
。
現
在
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

（
２８
）

『住
友
別
子
鉱
山
史
」
上
巻
（住
友
金
属
鉱
山
株
式
会
社
　
平
成
三

年
）
三
二
九
頁
。

一
三
〇

（
２９
）

同
前
、
三
六
七
、
三
八
三
頁
．

（
３０
）

同
前
、
四
〇
二
頁
。

（
３‐
）

同
前
、
四

一
七
、
四

一
八
頁
。

（
３２
）

『住
友
別
子
鉱
山
史
』
下
巻
、　
三
二
頁
。

（
３３
）

『住
友
別
子
鉱
山
史
』
上
巻
、
四
四
五
、
四
四
六
、
四
五
二
、
四

五
四
頁
．

（
３４
）

『住
友
別
子
鉱
山
史
』
下
巻
、
二
四
、
二
八
頁
。

（
３５
）

同
前
、
二
八
、
二
九
頁
。

（
３６
）

都
留
重
人

『
公
害
の
政
治
経
済
学
』

含
石
波
書
店
　
昭
和
四
十
七

年
二

五
〇
、　
一
五
四
頁
。

（
３７
）

『
住
友
別
子
鉱
山
史
』
下
巻
、
九
七
、
九
八
頁
。

（
３８
）

竹
原
文
雄

「住
友

の
歴
代
総
理
事
と
化
学
工
業
」
「
住
友
修
史
室

報
』
第

一
三
号
　
昭
和
五
十
九
年
二

九
頁
。

（
３９
）

『京
都
帝
国
大
学
史
』
（京
都
帝
国
大
学
　
昭
和
十
八
年
）
八
八
〇
、

八
八

一
頁
。

（
４０
）

『住
友
別
子
鉱
山
史
』
上
巻
、
三

一
六
、
三

一
七
頁
。

（
４‐
）

石
川
辰

一
郎
編

『片
同
直
輝
翁
記
念
誌
』
（工
文
社
　
昭
和
三
年
）

「業
績
」
三
、
四
頁
。

（
４２
）

『大
阪
瓦
斯
五
十
年
史
』
（大
阪
瓦
斯
株
式
会
社
　
昭
和
三
十
年
）

五
、
三
八
七
、
三
八
八
頁
。
『片
岡
直
方
博
』
（片
岡
直
方
君
博
記
編
纂

会
昭
和
二
十
五
年
）
七
〇
頁
．

（
４３
）

石
川
前
掲
書
、
「追
懐
録
」
七
九
頁
（平
賀
義
美
寄
稿
）
。



第
二
章

日
　
　
次

住
友
総
本
店
の
組
織

。
人
事

［
　
店
部
の
新
設

。
改
組

口
　
等
級

・
月
俸
の
改
正

住
友
総
本
店
の
業
績

］
　
総
本
店
（本
社
部
門
）
の
業
績

口
　
総
本
店
（全
社
）
の
業
績

住
友
総
本
店
の
投
資
活
動

日
　
住
友
直
系
企
業
の
株
式

口
　
そ
の
他
の
企
業
の
株
式

四
　
住
友
総
本
店
林
業
課
の
設
置

五
　
大
阪
北
港
株
式
会
社
の
設
立

上ハ
　
内
外
販
売
網
の
充
実
と
商
事
会
社
設
立
問
題

［
　
国
内
販
売
店

口
　
海
外
洋
行

日
　
商
事
会
社
設
立
問
題

七
　
株
式
会
社
住
友
電
線
製
造
所
の
設
立
と
日
本
電
気
株
式
会
社
と
の
提
携

住
友
総
本
店

↑
）

―

大
正
六
―
九
年

―

住
友
総
本
店
の
組
織

・
人
事

わ
が
国

は
大
正
三
年
２

九

一
四
）
に
勃
発
し
た
第

一
次
世
界
大
戦

の
主
戦
場

か
ら
遠
く
離
れ
て
い
た
た
め
、
東
洋
市
場

に
お
け
る
欧
米
品

の
途
絶

に
乗
じ
市
場
を
独
占
す

る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
欧
州
各
国

の
戦
時
需
要
さ
え
賄

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
輸
出

の
ブ
ー
ム
で
船
腹
需
要
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友
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が
旺
盛
と
な
り
、
海
運
収
入
は
急
増
し
た
。
こ
の
結
果
大
正
七
年
十

一
月
の
体
戦
に
至
る
ま
で
貿
易

・
貿
易
外
を
合
わ
せ
て
二
人
億
円
も
の

外
貨
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
巨
額
の
外
貨
の
流
入
は
、
国
内
流
動
性
の
増
加
を
も
た
ら
し
、
金
融
を
緩
和
さ
せ
た
。
ま
た

企
業
利
潤
の
増
加
や
欧
米
か
ら
の
輸
入
品
の
入
手
難
を
き

っ
か
け
に
重
化
学
工
業
部
門
の
設
備
投
資
や
新
規
企
業
が
増
加
し
た
。
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
日
本
経
済
は
空
前
の
好
景
気
を
迎
え
た
。
し
か
し
他
方
で
海
外
物
価
の
高
騰
や
通
貨
供
給
の
増
加
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
が
起
こ
り
、
国

内
卸
売
物
価
は
大
戦
期
間
中
に
三
倍
以
上
に
上
昇
し
、
消
費
者
物
価
の
上
昇
が
賃
銀

の
上
昇
に
先
行
し
た
た
め
、
国
民
生
活
は
圧
迫
さ
れ
、

大
正
七
年
八
月
富
山
県
下
を
発
端
に
全
国
に

「米
騒
動
」
が
起
こ
っ
た
。

大
戦
末
期
に
政
権
を
担
当
し
た
寺
内
正
毅
内
閣
は
、
こ
の

「米
騒
動
」
の
責
任
を
と
っ
て
総
辞
職
し
、
そ
の
後
を
う
け
て
政
友
会
総
裁
原

敬
が
、
四
大
政
綱

「教
育

の
改
善
、
交
通
機
関
の
整
備
、
産
業

の
振
興
、
国
防
の
充
実
」
を
掲
げ
て
第

一
次
大
戦
後

の

「戦
後
経
営
」
を
担

当
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
休
戦
直
後

の
景
気
沈
滞
も
大
正
八
年
春
に
は
底
入
れ
し
て
、
九
年

に
か
け
て
景
気
は
再
び
上
昇
に
転
じ
た
。
原
内

閣
は
、
好
況
に
よ
る
財
政
収
入
の
増
加
と
輸
出
増
に
よ
る
国
際
収
支
の
好
転
に
よ
り
、
そ
の
積
極
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。

す
な
わ
ち
住
友
総
本
店
の
関
心
事
で
あ

っ
た

「交
通
機
関
の
整
備
」
で
は
、
大
正
八
年
度
に
鉄
道
敷
設
法
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
予
定
線
九

七

一
三
マ
イ
ル
↑

万
五
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
）
が
す
べ
て
実
現
の
緒
に
つ
き
、
大
正
九
年
度
に
は

「
国
防
の
充
実
」

の
中
心
と
な
る
戦
艦

及
び
装
甲
巡
洋
艦
八
隻
か
ら
成
る
海
軍
の
八
八
艦
隊
の
予
算
が
成
立
し
た
。

大
正
七
年
に
住
友
総
本
店
総
理
事
鈴
木
馬
左
也
は
、
前
任
の
伊
庭
貞
剛
が

「事
業
の
進
歩
発
達
に
最
も
害
を
す
る
も
の
は
、
青
年

の
過
失

で
は
な
く
て
、
老
人
の
跛
層
で
あ
る
」
と
述
べ
て
引
退
し
た
五
七
歳
（数
え
年
で
は
五
八
歳
）
に
達
し
た
が
、
依
然
と
し
て
そ
の
職
に
あ
り
、
こ

の
年
退
任
し
た
の
は
五
〇
歳
の
理
事
久
保
無
二
雄
で
あ

っ
た
。
久
保
は
ド
イ
ツ
に
留
学
し
ド
イ
ツ
人
も
驚
く
ば
か
り
の
上
品
な
ド
イ
ツ
語
を

話
し
、
住
友
と
ジ
ー
メ
ン
ス
社
と
の
合
弁
交
渉
で
は
通
訳
を
兼
ね
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
ド
イ
ツ
か
ら
帰
朝
し
て

一
時
学
習
院
で
教
鞭
を
と
っ

て
い
た
が
、
明
治
三
十
六
年
２

九
〇
一３
秋
月
左
都
夫
（外
交
官
、
鈴
木
馬
左
也
の
実
兄
）
の
推
挽
に
よ
つ
て
住
友
に
入
社
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。



川
田
順
に
よ
れ
ば
、
久
保
は
日
本
人
と
し
て
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
知

っ
た
最
初
の
人
で
も
あ
る
。
鈴
木
が
二
〇
年
近
く
総
理
事

に
と
ど
ま

っ
た
た
め
に
、
「鈴
木
時
代
の
後
半
十
年
（註
、
大
正
時
代
）
は
、
多
数
の
壮
年
社
員
の
出
世
が
お
さ

へ
ら
れ
、
人
心
よ
う
や
く
倦
怠
し
て
来
た

こ
と
も
、
争
は
れ
ぬ
事
実
で
あ

っ
た
。

」

鈴
木
は
大
正
九
年
末
、
つ
い
に
尿
毒
症
で
倒
れ
る
が
、
大
正
十
年
二
月
住
友
合
資
会
社
が
発
足
す
る
際
も
引
続
き
総
理
事

に
と
ど
ま
つ
た
。

そ
の
四
月
久
保
無
二
雄
は
、
鈴
木
に
引
退
を
勧
め
た
が
、
鈴
木
は

一
顧
だ
に
し
な
か
っ
た
（資
料
１
）。
鈴
木
の
後
継
者
と
目
さ
れ
る
人
々
に

対
す
る
評
価
は
、
鈴
木
も
久
保
も
変
わ
り
は
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
鈴
木
が
大
正
八
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
外
遊
し
て
い
た
間
の
彼
ら

の
舵
取
り
を
見
て
∩
六
　
内
外
販
売
網
の
充
実
と
商
事
会
社
設
立
問
題
」
参
昭
じ
、
「自
分
で
な
け
れ
ば
、
住
友
が
治
ま
ら
な
い
と
い
う
信
念
」

は

い
よ
い
よ
強
固
な
も
の
に
な

つ
た
と
思
わ
れ
る
。

鈴
木
は
結
局
大
正
十

一
年
末
に
急
歿
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

「
も
し
も
脳
浴
血
で
倒
れ
な

か
っ
た
な
ら
ば
、
七
十
歳
で
も
、
八
十
歳
で
も
、
死
ぬ
ま
で
住
友

の
総
帥
で
い
た
ろ
う
こ
と
は
、
殆
ん
ど
疑
間
の
余
地
が
な
か
つ
た
の
で
あ

（
３
）

ス
υ
。

」大
正
六
年
十

一
月
、
住
友
鋳
鋼
所
常
務
取
締
役
兼
支
配
人
萩
尾
博
が
退
職
し
た
こ
と
は
、
既
に
前
章
∩
住
友
総
本
店
（中
と

の

「七
　
住
友

鋳
鋼
場
の
株
式
会
社
へ
の
移
行
」
参
昭
）̈
で
述
べ
た
。
そ
の
後
任
に
は
取
締
役
兼
副
支
配
人
飯
島
諮
男
が
昇
格
し
た
。
十
二
月
伸
銅
所
長
小
幡
文

三
郎
は
老
躯
多
病
を
理
由
に
退
任
、
後
任
に
は
既
に
そ
の
年

の
二
月
に
副
長
と
し
て
入
社
し
て
い
た
元
海
軍
機
関
大
佐
小
田
切
延
寿
が
就
任

し
た
。

前
記
久
保
は
か
ね
て
五
〇
歳
で
退
任
の
意
思
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
補
充
も
兼
ね
て
、
大
正
七
年

一
月
倉
庫

支
配
人
草
鹿
丁
卯
次
郎
、
総
本
店
支
配
人
山
下
芳
太
郎
、
同
小
倉
正
恒
の
三
人
が
理
事
に
昇
格
し
た
。
四
月
就
任
し
た
ば
か
り
の
鋳
鋼
所
常

務
飯
島
諮
男
が
突
然
辞
任
し
た
。
飯
島
は
大
正
四
年
八
幡
製
鉄
所
製
鋼
部
長
か
ら
住
友
に
転
じ
た
の
で
あ
る
が
、
丁
度
前
年

の
大
正
六
年
末

に
発
覚
し
た
八
幡
製
鉄
所
疑
獄
事
件
が
在
職
中
で
あ

つ
た
責
任
を
感
じ
、
住
友

の
幹
部
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
の
が
辞
任

の
理
由
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で
あ

つ
た
と
い
う
。
飯
島

の
辞
任
に
伴
い
、
主
管
者
を
中
田
錦
吉
か
ら
山
下
芳
太
郎
に
代
え
、
併
せ
て
飯
島

の
後
任
と
し
た
。
五
月
山
下
の

後
任
の
総
本
店
支
配
人
に
別
子
鉱
業
所
支
配
人
松
本
順
吉
を
充
て
、
松
本
の
後
任
に
は
内
務
官
僚
で
茨
城
県
知
事
、
佐
賀
県
知
事
を
歴
任
し

た
岡
田
宇
之
助
を
採
用
し
た
。
六
月
久
保
理
事
は
、
退
任
の
前
に
別
子
鉱
業
所
所
長
を
退
き
、
後
任
に
は
支
配
人
大
平
駒
槌
が
昇
格
し
た
。

九
月
久
保
は
理
事
を
退
任
し
た
。

大
正
八
年
三
月
伸
銅
所
支
配
人
本
荘
熊
次
郎
と
総
本
店
副
支
配
人
日
高
直
次
が
総
本
店
支
配
人
と
な
り
、
本
荘
は
営
繕
課
主
任
、
日
高
は

秘
書
役
を
兼
ね
た
。
ま
た
内
務
官
僚
で
佐
賀
県
知
事
、
岐
阜
県
知
事
を
歴
任
し
た
石
橋
和
が
入
社
し
、
総
本
店
支
配
人
と
な
り
、
新
た
に
設

置
さ
れ
た
林
業
課
主
任
を
兼
ね
た
。
し
か
し
、
石
橋
は
ま
も
な
く
大
正
九
年
十
二
月
病
歿
し
、
林
業
課
主
任
は
本
荘
が
兼
ね
た
。
本
荘
が
転

出
し
た
後
の
伸
銅
所
で
は
、
藤
本
磐
雄
が
新
設
さ
れ
た
技
師
長
の
ポ
ス
ト
に
就
き
、
さ
ら
に
大
正
九
年
十
二
月
小
田
切
所
長
が
鈴
木
総
理
事

に
評
価
さ
れ
ず
退
任
す
る
と
、
鋳
鋼
所
常
務
取
締
役
山
下
芳
太
郎
に
伸
銅
所
所
長
も
兼
務
さ
せ
、
同
時
に
藤
本
を
支
配
人
兼
務
と
し
た
。

大
正
九
年
五
月
に
は
若
松
炭
業
所
が
所
長
制
を
採
用
し
、
支
配
人
吉
田
良
春
が
そ
の
ま
ま
所
長
と
な

っ
た
。
同
年
十
二
月
に
は
電
線
製
造

所
が
株
式
会
社
に
移
行
し
、
所
長
利
光
平
夫
、
支
配
人
西
崎
伝

一
郎
が
い
ず
れ
も
常
務
取
締
役
と
な

っ
た
つ
七
　
株
式
会
社
住
友
電
線
製
造
所

の
設
立
と
日
本
電
気
株
式
会
社
と
の
提
携
」
参
昭
じ
。
そ
の
他
の
幹
部
の
異
動
は
、
本
章
末
尾
の
幹
部

一
覧
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

Ｈ
店
部
の
新
設

・
改
組

こ
の
期
間
の
店
部
の
新
設

・
改
組
は
、
販
売
部
門
、
鉱
業
部
門
、
製
造
部
門
の
三

つ
に
大
別
さ
れ
る
（第
１
図
）
。

ま
ず
販
売
部
門
で
は
、
大
正
五
年
末
に
設
置
さ
れ
た
漢
口
住
友
洋
行
が
大
正
六
年

一
月
に
開
業
し
、
次
い
で
十
月
に
は
天
津
住
友
洋
行
が

開
業
し
た
。
他
方
国
内
で
は
、
大
正
八
年
九
月
横
須
賀
販
売
店
が
、
大
正
九
年
七
月
博
多
販
売
店
が
開
業
し
、
大
正
八
年
十

一
月
に
は
製
銅

販
売
店
を
神
戸
か
ら
大
阪
に
移
し
神
戸
を
出
張
所
と
す
る
な
ど
内
外
販
売
網
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。
住
友
総
本
店

の
商
事
活
動
に
つ
い
て
は



第

一
部
　
住
友
総
本
店

住友総本店

住友別子鉱業所

住友倉庫

住友製銅販売店

住友若松炭業所

住友伸銅所

住友電線製造所(大正 9年 12月 10日 株式会社へ移行)

住友肥料製造所

住友東京販売店

住友呉販売店

住友横須賀販売店(大正 8年 9月 6日 開業)

住友博多販売店(大正 9年 7月 3日 開業)

布畦住友銀行(大正5年 10月 2日 設立、 8年 H月 1日 株式会社へ移行)

シアトル住友銀行(大正 9年 1月 2日 設立)

上海住友洋行

漢口住友洋行(大正 6年 1月 6日 開業)

天津住友洋行(大正 6年 10月 15日 開業)

住友砥沢鉱業所(大正 6年 4月 25日 廃止)

住友大良鉱業所

住友大萱生鉱業所

住友札幌鉱業所(大正 6年 7月 10日 開設)

住友縄地鉱業所(大正 6年 8月 2日 開設、 7年 3月 9日 廃止)

住友高根鉱業所(大正 7年 3月 9日 開設)

本家詰所

株式会社住友銀行

株式会社住友鋳鋼所→株式会社住友製鋼所(大正9年H月 1日 改称)

第 1図 住友総本店店部図(大正6～ 9年 )

翌
ハ
　
内
外
販
売
網

の
充
実
と
商
事
会
社

設
立
問
題
」
で
詳
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
東
京
販
売
店
は
、
大
正
六
年
十
月
新

た
に
完
成
し
た
住
友
銀
行
東
京
支
店
の
新

社
屋
（東
京
市
日
本
橋
区
平
松
町
、　
現
中
央
区

日
本
橋
一
一丁
目
）
に
移
転
し
た
。　
こ
の
建
物

は
後
に
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
の
際
、

必
死
の
防
火
活
動
に
よ
り
類
焼
を
免
れ
住

友

の
名
を
一昌
め
た
。

次

に
鉱
業
部
門
に
お
い
て
は
、
砥
沢
鉱

業
所
が
所
期
の
業
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
な
か
つ
た
た
め
に
、
規
模
を
縮
小
す
る

こ
と
と
な
り
、
大
正
六
年
四
月
大
萱
生
鉱

業
所
の
支
所
と
さ
れ
た
。
他
方
同
年
七
月

に
は
唐
松
炭
坑
と
鴻
之
舞
鉱
山
を
も

っ
て

札
幌
鉱
業
所
が
開
設
さ
れ
た
。
唐
松
炭
坑

は
、
大
正
五
年
九
月
奈
良
氏
か
ら
五
万
円

で
買
収
し
た
三
笠
炭
坑
（北
海
道
空
知
郡
三

一
二
五



―秘書役

―監査課

―経理課
   l 羹]標

―林業課
可 彗量模

(大正 8年 3月 13日 設
号

)

一
庶 務 課 一 一 一

EI景

[

― 会 計 課 一 一 一

E書

警 模

―営繕課
   l 蓬羹模

―臨時土木課 (大 正 8年 3月 10日 設置)

第2図 総本店(本社部門)組織図(大正6～ 9年 )

第
二
章
　
住
友
総
本
店

（下
）

一
一一一工（

笠
山
村
大
字
市
来
知
、
現
一一一笠
市
）
を
大
正
六
年
六
月
十
二
日
唐
松
炭
坑
と
改
称
し

た
も
の
で
あ
る
。
鴻
之
舞
鉱
山
は
、
大
正
六
年
二
月
北
海
道
紋
別
郡
紋
別
町
藻

鼈
村
字
鴻
之
舞
（現
紋
別
市
）所
在

の
金
鉱
山
を
飯
田
氏
ほ
か
五
名
か
ら
九
〇
万

円
を
も

っ
て
買
収
し
た
も
の
で
あ
る
。
札
幌
鉱
業
所
に
は
さ
ら
に
同
年
八
月
中

田
忠
義
ほ
か
五
名
か
ら
五
万
円
で
買
収
し
た
来
馬
鉱
山
（金
銀
銅
鉱
、
北
海
道
寿

都
郡
黒
松
内
村
、
現
黒
松
内
町
）
が
加
わ

っ
た
。

大
正
六
年
五
月
磯
野
良
吉

か
ら

一
五
万
円
を
も

っ
て
買
収
し
た
縄
地
鉱
山

（金
銀
鉱
、
静
岡
県
賀
茂
郡
稲
生
沢
村
、
現
下
田
市
）
に
入
月
縄
地
鉱
業
所
を
開
設
し

た
が
、
大
正
七
年

一
月
同
じ
稲
生
沢
村
に
お
い
て
高
根
鉱
山
を
渡
辺
平
四
郎
か

ら
二
〇
万
円
を
も

っ
て
買
収
し
た
た
め
、
三
月
縄
地
鉱
業
所
を
廃
止
し
て
、
両

者
を
も

っ
て
高
根
鉱
業
所
を
開
設
し
た
。

製
造
部
門
に
お
い
て
は
、
大
正
九
年
十

一
月
株
式
会
社
住
友
鋳
鋼
所
は
株
式

会
社
住
友
製
鋼
所
翁
汀

∽
ｏ
ユ
”ｏ
ヨ
ｏ
∽
けｏ２
ヨ
ｏ
『源
´
ｒ
ヨ
訂
３
と
改
称
し
た
。

こ
れ
は
鋳
鋼
品
の
ほ
か
に
、
鍛
鋼
品

・
圧
延
鋼
品
の
製
造
を

開
始
し
、
総
合
的
製
鋼
工
場
の
実
態
を
備
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
同
年
十
二
月
住
友
電
線
製
造
所
は
株
式
会
社
に
移
行
し
た
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
第
七
節
で
改
め
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

住
友
総
本
店
（本
社
部
門
）
に
お
い
て
は
、
第
２
図
の
通
り
大
正
八
年
三
月
林
業
課
と
臨
時
土
木
課
が
設
置
さ
れ
た
（資
料
２
）。
林
業
課
に
つ

い
て
は

「
四
　
住
友
総
本
店
林
業
課
の
設
置
」
で
詳
述
す
る
。
臨
時
土
木
課
は
、
従
来
営
繕
課
が
所
管
し
て
取
り
進
め
ら
れ
て
来
た
大
阪
築

港
の
繋
船
桟
橋
工
事
が
、
こ
の
年
大
正
八
年
十
二
月
二
十
二
日
の
起
工
式
を
前
に
本
格
化
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
工
事
は
大



阪
市
の
大
阪
築
港
工
事

の
一
部
を
な
す
も
の
で
、
財
政
難
の
た
め
工
事
が
中
断
し
て
い
た
の
を
住
友
が
自
社
の
技
術
で
代
替
施
工
す
る
こ
と

を
市
に
出
願
し
、
大
正
五
年
市
と
契
約
を
締
結
し
た
も
の
で
あ

つ
た
。

こ
の
ほ
か
住
友

の
海
外
の
独
立
法
人
の
草
分
け
と
な
る
布
畦
住
友
銀
行
（大
正
五
年
十
月
）
と
シ
ア
ト
ル
住
友
銀
行
（大
正
九
年

一
月
）
が
、
住

友
吉
左
衛
門
の
個
人
銀
行
と
し
て
設
立
さ
れ
、
前
者
は
大
正
八
年
十

一
月
株
式
会
社

へ
移
行
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
現
地
業
法

の
関
係

で
、
支
店
設
置
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
で
、
実
質
的
に
は
住
友
銀
行
の
子
会
社
と
み
な
さ
れ
る
。

国
　
等
級

・
月
俸
の
改
正

第

一
次
大
戦
に
よ
る
好
況
を
う
け
て
、
住
友
総
本
店
の
傭
員
数
は
、
期
間
当
初
の
大
正
六
年
初
の
二
〇
〇
〇
人
か
ら
期
間
の
終
わ
り
の
大

正
九
年
末
に
は
三
八
〇
〇
人
と
二
倍
に
近
い
伸
び
を
示
し
た
（第
１
表
）
。
傭
員

の
採
用
に
当
た
っ
て
は
、

明
治
期
に
は
極
力
定
員
を
厳
守
し
、

退
職
補
充
を
中
途
採
用
と
新
卒
で
賄
う
形
を
と
っ
て
き
た
が
、
大
正
期
に
入
る
と
新
起
業
に
必
要
な
経
験
者
は
依
然
と
し
て
中
途
採
用
に
よ

る
と
し
て
も
、
年
末
に
翌
年

の
所
要
人
員
を
各
店
部
に
照
会
し
、
二
月
の
中
等
学
校
、
七
月
の
大
学

・
高
専
（大
正
十
年
か
０
二
月
卒
業
と
な

る
）
の
各
卒
業
期
の
前
に
詮
衡
し
て
新
卒
を
採
用
す
る
形
が

一
般
的
と
な

っ
て
き
た
。
そ
れ
が
大
正
六
年

に
な
る
と
現
在

の
よ
う
に
青
田
買

と
い
わ
れ
る
卒
業

の
前
年
に
採
用
を
内
定
す
る
企
業
が
続
出
す
る
よ
う
に
な

つ
て
き
た
。
住
友
総
本
店
で
も
九
月
十
九
日
付
秘
第

一
二
九
七

号
に
て
急
遠
採
用
人
員
の
確
保
に
乗
り
出
し
、
以
降
こ
れ
が
定
着
す
る
よ
う
に
な

っ
た
（資
料
３
）
。

新
雇
入
数
は
、
大
正
八
年
に
は

一
〇
四
九
人
と

一
〇
〇
〇
人
を
超
え
、
そ
の
内
、
等
内
備
員
（大
学

上
呂
専
卒
と
中
等
学
校
卒
中
途
採
用
者
）
は

二
〇
八
人
、
補
助
員
（中
学

・
商
業

・
工
業
学
校
卒
）
は
五
三

一
人
に
達
し
た
。

し
か
し
こ
れ
ら
新
規
学
卒
者
は
、　
よ
り
好
条
件

の
企
業
を
求
め

て
、
入
社
を
内
定
し
て
も
辞
退
す
る
者
も
多
く
、
さ
ら
に
一
度
入
社
し
て
も

一
年
以
内
に
退
職
す
る
者
も
続
出
し
た
。
大
正
八
年
の
例
で

一

〇
四
九
人
を
採
用
し
て
も
、
実
増
は
六
五
八
人
に
と
ど
ま
つ
た
。
こ
の
た
め
採
用
は
所
要
人
員
を
上
回

っ
て
行
う
必
要
に
迫
ら
れ
、
住
友
総

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一七



第
三
章
　
住
友
総
本
店

（下
）

一
三
八

本
店
（本
社
部
門
）
、
住
友
銀
行
本
店
で
は
新
卒
者
を
プ
ー
ル
し
て
お
き
、
年
度
の
進
む
に
つ
れ
必
要
に
応
じ
各
店
部
（銀
行
は
各
支
店
）
へ
配
属

す
る
体
制
が
と
ら
れ
る
に
至

っ
た
（第
２
表
）。

第 1表 傭員々数表(各年 1月 1日 現在)
(単位 :人 )

註 :休職者を除 く,大正 8年以降店部別統計は発表されなくなったので、異動lH知 により推定

した。

出典 :各年総本店庶務課「処務報告書J

店部・資格 大正 6年 7年 8年 9年

総本店(本社部門)

別子鉱業所

倉 庫

製銅販売店

若松炭業所

伸 銅 所

電線製造所

肥料製造所

東京販売店

呉 販売店

横須賀販売店

布畦銀行

上海洋行

漢口洋行

天津洋行

砥沢鉱業所

大良鉱業所

大萱生鉱業所

札幌鉱業所

縄地鉱業所

高根鉱業所

本家詰所

株式会社住友銀行

株式会社住友鋳鋼所

147

542

139

5

120

128

75

27

19

5

3

3

3

5

6

3

37

669

82

188

575

175

6

130

166

112

36

26

5

4

8

3

5

8

14

28

5

37

796

109

230

613

225

7

153

214

136

41

30

5

5

8

3

5

7

17

40

18

37

,012

160

l

285

635

261

12

163

327

153

44

33

5

3

5

10

3

5

7

18

50

21

36

1,354

194

計〈
ロ 2,018 2,436 2,966 3.624

高 等

等 内

準等内(臨時雇)

等内相当(病 院・学校職員)

補助員

等 外

坑夫頭

等外相当(病 院職員)

給 仕

使 丁

5

1,135

36

64

260

311

59

9

33

106

4

1,300

45

71

435

354

66

6

38

117

9

1,474

136

664

498

6

38

141

}

}

9

1,705

162

940

603

13

41

151



こ
の
期
間
住
友
に
入
社
し
た
者
に
は
、
後
に
住
友
だ
け
で
な
く
、
戦
中

・
戦
後
の
日
本
の
各
界
で
活
躍
し
た
人
材
が
少
な
く
な
か
つ
た
。

例
え
ば
大
正
六
年
に
は
小
畑
忠
良
（本
社
経
理
部
長

・
企
画
院
次
長
）
、
小
関
良
平
（機
械
社
長
）、
小
松
正
則
（生
命
社
長
）
、　
細
川
嘉
六
（大
原
社
会

問
題
研
究
所

・
共
産
党
参
議
院
議
員
）
、　
目
崎
憲
司
（本
社
調
査
役

・
阪
大
教
授
）
、
矢
内
原
忠
雄
（東
大
総
長
）、
大
正
七
年
に
は
岸
要
（電
工
社
長
）
、

第 2表 総本店 (本社部門)傭員表(大正6年は4月 1日 、

他は5月 1日 現在)              (単 位:人 )

第

一
部
　
住
友
総
本
店

久
留
間
鮫
造
（大
原
社
会
問
題

研
究
所

。
法
政
大
学
教
授
）
、

佐
伯
正
芳

（満
金
専
務
）
、
佐

伯
長
生

（日
電
社
長
）
、
島

村

計
治

（化
学
常
務
）
、
大

正

八

年

に
は
熊

谷
栄
次

（信
託
社

猜
　
　
　
長
）
、　
田
中
直
万
（倉
庫
社
長
）
、

畔
　
　
　
田
辺
友
次
郎

（機
械
社
長
）
、

ゎ
出
　
　
中
川
路
貞
治

（金
属
常
務
）
、

た

算

備

か
　

　

増

地

庸

治

郎

（
東

京

商

大

教

準

コ

謝

諭

　

　

授

）
、

大

正

九

年

に

は

岩

切

院

職
赫
嫁
　
　
章

太
郎

（宮
崎
交
通
社
長
）
、

岬
中
　
　
河
村
龍
夫

（満
金
専
務
）
、
土

赳
典‐各

　
　
井
正
治

（化
学
社
長
）
、
田
路

出
　
　
舜
哉

（商
事
社
長
）
、
福
永
年

一
三
九

部 課
・

役 職 大正 6年 7年 8年 9年

総理事

理 事

支配人

副支配人

秘書役

監査課

経理課

主計係

調査係

林業課

庶務課

秘書係

文書係

地所係

守 衛

会計課

出納係

用度係

営繕課

営繕係

建築係

臨時土木課

分掌未定

1

3

2

2

2(1)

2

1

15

14

2(2)

7

8

6(1)

14

1

7

4

1

10(2)

42

7

1

6

2(2)

2

2(1)

2

2(1)

26

25

2(2)

13

8

8(1)

13

1

15

4

1

9(2)

69

25

l

5

5(1)

1

3(2)

2

2(1)

20(1)

16(1)

15(1)

1(1)

16

11

9

11

2

12(1)

4

1(1)

10(2)

80(1)

10

22

l

5

5(1)

1

4(2)

2

3(1)

21(2)

17

27(1)

1(1)

18(2)

14

8

12

2

12(1)

4

1(1)

11(2)

70(1)

12

26

合   計 227

許 :休職者、給仕、使丁を除 く。 ( )内 は兼務者の内数、他店部を兼務する者は含まない。



第 3表 傭員等級の変更

現 在 身 分

○高等傭員

○等内一、二、三等傭員

○月給臨時雇準等内三等

○等内四、五、六等傭員

○月給臨時雇準等内四、五、六等

○等内七、八等傭員

○試験雇準等内月手当36円 以上ノ者

○月給臨時雇準等内七、八等

○等内九等、試験雇準等内又ハ月給臨時

雇準等内九等ニシテ、月俸又ハ月手当

35円 ヲ受クル者

変更ニヨル新身分

重 役

一等傭員(大学卒入社後25年 )

二等傭員(大学卒入社後 7年 、中学卒

入社後20年 )

三等傭員(中学卒入社後 7年 )

第
二
章
　
住
友
総
本
店

（下
）

○等内九(月 俸35円 ヲ受クル者ヲ除ク)、

十等傭員

○試験雇準等内手当自20円 至34円 ノ者

○月給臨時雇準等内九(月 俸35円 ヲ受ク

ル者ヲ除ク)、 十等

○補助員

○月給臨時雇準補助員

四等傭員

○等外傭員

○試験雇準等外

○月給臨時雇準等外

○坑夫頭

補助傭員

○別子鉱業所及若松鉱業所病院職員 病院職員

○別子鉱業所学校職員 学校職員

○嘱 託 嘱託員

○給 仕

○使 丁

○準備員(身 分変更ナキモノトス)

準備員

一
四
〇



第 4表  臨時手当の支給

傭 員 等 級 大正7年 1月 同年 7月 同年H月 大正8年 8月

等内四等雇

但月俸180円 ノ者ニハ

同 五等雇

同 六等雇

但月俸80円 ノ者ニハ

七等雇

但月俸52円 ノ者ニハ

51円 ノ者ニハ

50円 ノ者ニハ

同 八等雇

同 九等雇

同 十等雇

補助員

等外雇

給 仕

使 
「

準傭員

10%月俸

同  15%
同  20%
20円 ヲ給ス

25%同

給

同

同

同

同

月

25%
25%

25%

25%

25%

月俸 20%
30円 ヲ給ス

同  25%
同  30%
31円 ヲ給ス

同  40%
22円 ヲ給ス

23円 ヲ率合ス

24円 ヲ給ス

―

―

り

同

同

同

同

月

50%

50%

50%
40%

50%

50%

同

給

40%月俸

同  50%
同  60%
54円 ヲ給ス

1同
 70%

37円 ヲ給ス

38円 ヲ給ス

80%同

％

％

％

％

％給

同

同

同

同

月

60%月俸

同  70%
同  80%
78円 ヲ給ス

同  100%

52円 ヲ給ス

53円 ヲ給ス

同 HO%

110%

110%

100%

110%

110%給

同

同

同

同

月
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久
（石
炭
社
長
）
、
山
内
直
元
（銀
行
常
務
）等
で
あ
る
。

小
畑
は
、
当
時
の
採
用
試
験
が
鈴
木
総
理
事

の
陣
頭
指
揮
の
下

で
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、　
矢
内
原
は
、

「銅
山

の
仕
事
も
非
常
に
面
白
か
つ
た
。
こ
れ
は
後
で
経
済
学
を
や
る
よ

う
に
な

っ
た
時
に
大

へ
ん
助
け
に
な
り
ま
し
た
」
と
述
懐
し
て
い

る
。
細
川
は
思
想
的
に
鈴
木
総
理
事
と
相
容
れ
な
く
な
り
大
正
七

年
十

一
月
住
友
を
退
社
す
る
が
、
鈴
木
は
実
兄
秋
月
左
都
夫
が
読

売
新
聞
社
主
本
野

一
郎
が
外
務
大
臣
に
就
任
し
た
た
め
本
野
の
懇

請
に
よ
り
大
正
六
年
十
二
月
読
売
新
聞
社
長
に
就
任
し
て
い
た
の

（
８
）

で
、
細
川
を
推
挙
し
、
細
川
は
読
売
新
聞
に
入
社
し
た
。
当
時
の

読
売
新
聞
は
創
設
者
本
野
家
と
特
別
の
関
係
を
有
す
る
者

の
出
資

に
よ
る
匿
名
組
合
に
よ
つ
て
経
営
さ
れ
て
お
り
、
秋
月
や
鈴
木
は
、

こ
の
組
合

の
一
員
で
あ

っ
た
。
読
売
新
聞
の
社
史
に
よ
れ
ば
、
細

川
の
入
社
を
秋
月
の
社
長
就
任
と
同
じ
大
正
六
年
十
二
月
と
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
時
秋
月
と
共
に
入
社
し
た
郷
里
宮
崎
県
高

鍋
出
身

の
三
好
重
彦
貧
口
湾
総
督
府
外
事
課
長
）
、
泥
谷
良
次
郎
（姫

路
中
学
校
長
）
と
混
同
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
細
川
の
住
友
入
社
は

そ
の
年

の
七
月
で
ま
だ
半
年
も
経
過
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
四
一



人正 2年改正 大正 8年 8月

実施臨時手当B
A+B

大正 9年改正

資 格 月俸A 資 格 月俸A

高等―等 600

500

400

120

100

80

720

600

480

重 役 1000

900

800

等内一等 一等傭員 700

650

|

450

四等

五等

六等

二等傭員

|

七等

八等

九等

十等

補助員

|

26

25

|

20

)

,

55

53

|

42

t

21

三等傭員

|

|

29

28

|

22

l

11

四等傭員

|
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三
章
　
住
友
総
本
店

（下
）

一
四
三

細
川
が
東
京
に
転
居
し
て
実
際
に
読
売
新
聞
に
出
社
し
だ
す
の
は
大
正
八
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
（資
料
４
）。
思
想
を
異
に
し
住
友
を
退
職

し
た
細
川
に
対
し
て
示
し
た
鈴
木
の
寛
容
さ
は
、
細
川
の
親
友
小
畑
も
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
傭
員
数
の
飛
躍
的
増
加
に
よ
つ
て
、
住
友
総
本
店

の
人
事
政
策
は
大
幅
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
従
業
員
の

第 5表 月俸改正比較表
(単位 :円 )

註 :1 高等、等内 、二、三等の調整は、四等以下の割合か らそれぞれ月俸の 2、 3、

4、 5割であったものとjF定 される。

2 ■等傭員以 卜は、人正 9年改正後も依然 として月報の 1割 の臨時手
｀
%が加算され

r .,

3 大正 10年 の初任給は、帝大工科 (採 鉱 冶金 鉱山 炭坑)90円 、同(そ の他)85

円、帝大法科80円 、高商(東京 神戸)高 工70円 、高商 (そ の他)早  慶 同

東亜同文60F]、 中学 商業35「 1.



中
心
を
占
め
る
等
内
傭
員
は
、
明
治
九
年
以
来

一
〇
等
に
区
分
さ
れ
て
き
た
が
、
大
正
九
年
七
月
十
三
日
付
甲
第

一
〇
号
達
及
び
秘
第

一
九

三
九
号
に
よ
つ
て
こ
れ
が
四
等
に
ま
と
め
ら
れ
た
は
か
、
第
３
表
の
通
り
簡
素
化
さ
れ
た
。

第

一
次
大
戦
勃
発
後

の
消
費
者
物
価
の
高
騰
に
対
し
て
、
既
に
職
工

・
坑
夫
に
つ
い
て
は
大
正
六
年
秋
物
価
騰
貴
手
当
が
支
給
さ
れ
る
に

至

っ
た
が
、
傭
員
に
つ
い
て
も
大
正
七
年

一
月
四
日
付
秘
第
壱
号
に
よ
つ
て
等
内
四
等
一雇
以
下
の
傭
員
に
対
し
て
も
臨
時
手
当
が
支
給
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
↑
一等
以
上
の
者
に
対
し
て
は
個
別
に
調
整
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）。
そ
の
後
も
物
価
騰
貴
が
続
い
た
た
め
、
七
月
三
十

一
日

付
秘
第

一
四
五
人
号
、
十

一
月
九
日
付
秘
第

一
八
六
七
号
、
大
正
八
年
八
月
十
八
日
付
秘
第

一
九
五
三
号
に
よ
つ
て
、
こ
の
臨
時
手
当
は
相

次
い
で
改
訂
さ
れ
た
（第
４
表
）。
臨
時
手
当
な
る
も
の
は
、　
そ
の
名
前
の
通
り
物
価
が
下
落
す
れ
ば
廃
止
さ
れ
る
べ
き
性
質

の
も
の
で
あ

つ

た
が
、
物
価
下
落
の
見
通
し
が
立
た
な
く
な

つ
た
た
め
、
上
記
大
正
九
年
七
月
十
三
日
付
傭
員
の
等
級
変
更
に
応
じ
、
同
日
付
甲
第

一
三
号

達
及
び
秘
第

一
九
四
〇
号
を
も

つ
て
こ
れ
ら
臨
時
手
当
を
月
俸
に
織
り
込
ん
だ
月
俸
表

の
改
正
が
実
施
さ
れ
た
（第
５
表
）。
た
だ
し
三
等
傭

員
以
下
に
つ
い
て
は
な
お

一
割
の
臨
時
手
当
が
残
さ
れ
た
。

（資
料
１
）

大
正
十
年
四
月
十
日
付
在

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
久
保
無
二
雄
か
ら
鈴
木
馬
左
也
宛
書
簡

此

一
月
早
々
尿
毒
症
ト
カ
ニ
テ
暫
時
人
事
不
省

ニ
ナ
ラ
レ
タ
ガ
、
其
後
御
静
養
ノ
結
果
、
引
続
キ
御
恢
復
ノ
由
、
御
老
体
ト
ハ
乍
申
元
来

強
健
ナ
ル
御
体
質
卜
独
得
ノ
御
注
意
ト
ニ
依
り
、
大
シ
タ
ル
コ
ト
ニ
ハ
立
到
ル
マ
シ
ト
ハ
窃

二
想
像
シ
テ
居
リ
シ
カ
、
案
ノ
通
リ
ニ
テ
、
安

心
致
シ
マ
シ
タ
。
申
迄
モ
ナ
ケ
レ
ト
モ
折
角
御
自
愛
ヲ
祈
リ
マ
ス
。
住
友
家
ノ
事

ヲ
懐
フ
ト
、
何
時
迄
御
尽
カ

ニ
ナ
ッ
テ
モ
限
リ
ハ
ナ
イ
コ

ト
勿
論
デ
ス
ガ
、
大
抵
ノ
所
デ
見
切
リ
ヲ
ツ
ケ
テ
、
御
退
隠

ニ
ナ
ツ
テ
ハ
如
何
。
人
各
性
分
ヲ
異

ニ
シ
己
ヲ
以
テ
人
ヲ
推
ス
訳

ニ
ハ
行
カ
ネ

共
、
小
生
ノ
如
キ
、
自
由
ノ
身

ニ
ナ
ツ
テ
以
来
、
頭
ノ
中

ハ
以
前

二
異
ナ
ラ
ス
或

ハ
夫
以
上

二
忙
カ
シ
サ
ヲ
感
ス
レ
ト
モ
、
何
ヲ
為
サ
ウ
ト

モ
為
サ
ス
ト
モ
人

二
関
係
ノ
ナ
キ
為
、
非
常

二
安
静
ヲ
感
ス
ル
様

ニ
ナ
ツ
タ
。
荀
モ

一
度
軽
易
ナ
カ
ラ
モ
人
事
不
省

ニ
ナ
ツ
タ
体

ハ
、
己
ノ

第

一
部
　
住
友
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本
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為

ニ
モ
人
ノ
為

ニ
モ
職
ヲ
離
レ
テ
自
由
ノ
身

ニ
ス
ル
カ
良
イ
ト
思
フ
。
何
モ
是

ハ
利
己
心
カ
ラ
計
り
割
り
出
シ
タ
説
デ
ハ
ナ
イ
。

遠
慮
ナ
ク
評
ス
レ
ハ
住
友
家
ノ
重
役

二
是
ゾ
ト
思

ハ
レ
ル
人
物

ハ
残
念
ナ
カ
ラ

一
人
モ
ナ
イ
。
併
シ
今
更
仕
方
ノ
ナ
イ
話
デ
先
ツ
行
ク
所

迄
行
カ
セ
テ
見
ル
ノ
外

ハ
ア
ル
マ
イ
。
老
兄
ノ
手
ヲ
離
レ
テ

一
人
歩
行
ヲ
ス
ル
ト
、
彼
是
老
兄
ノ
意

二
満
タ
ヌ
コ
ト
モ
ア
ル
ダ
ロ
ウ
ケ
レ
ト

モ
、
又
独
立
セ
サ
ル
ト
是
迄

二
現

ハ
レ
ナ
カ
ツ
タ
腕
モ
手
モ
出
テ
ク
ル
コ
ト
モ
ナ
キ
ニ
シ
モ
非
ス
ト
思
フ
。
ソ
レ
ニ
老
兄
力
局
外

二
立
チ
岡

目
八
ロ
テ
観
テ
独
得
ノ
親
切
心
ノ
加

ハ
ツ
タ
ル
批
評
（同
情
卜
親
切
心
ナ
キ
批
評
ハ
何
ノ
役
ニ
タ
ヽ
ヌ
故
二
小
生
ハ
絶
対
二
縁
ヲ
絶
ツ
タ
次
第
ナ
リ
）
ヲ

以
テ
援
助
セ
ラ
ル
レ
ハ
、
多
少
ノ
効

ハ
ア
ル
ダ
ロ
ウ
。
心
細
イ
話
ノ
様
タ
カ
此
方
ガ
不
十
分
ナ
ル
健
康

ヲ
以
テ
老
兄
力
宋
配
ヲ
振
ル
ヨ
リ
、

住
友
家
未
来
ノ
為
寧

口
宜
シ
カ
ラ
ン
。
小
生

ハ
老
兄
の
為
住
友
家
ノ
為
深
ク
カ
ク
信
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
。
又
ソ
ウ
ス
ル
ナ
ラ

一
日
モ
早
イ
ガ

ヨ
イ
。
或

ハ
既

二
遅
キ
ニ
失
シ
テ
居
ル
筋
モ
ア
ル
ト
思
フ
。
独
り
歩
行

ヲ
学
フ
ニ
ハ
各
重
役
ト
モ
大
分
年
力
過
キ
テ
ヲ
ル
。
併
シ
是

ハ
仕
方

カ
ナ
イ
カ
ラ
思
ヒ
切
ル
ノ
外
ナ
イ
。

局
外
カ
ラ
ノ
批
評
卜
云
フ
コ
ト
ヲ
云
ツ
タ
ガ
是
モ
十
力
十
迄
如
何

二
良
イ
コ
ト
デ
モ
、
新
内
閣
力
実
行
ス
ル
ト
思
ツ
テ
ハ
間
違
ヒ
ナ
リ
。

彼
人
達
力
之
ヲ
理
解
シ
テ
モ
ツ
ト
モ
ナ
リ
ト
思
ツ
テ
モ
、
其
人
達
ノ
天
性
力
量
ガ
実
行
ヲ
許
サ
ヌ
コ
ト
モ
ア
リ
、
又
況
ン
ヤ
局
外
卜
局
内
ト

所
ヲ
異

ニ
ス
ル
ト
考
卜
手
加
減
ノ
変

ハ
ル
コ
ト
モ
ア
ル
。
併
シ
老
兄
ノ
好
意
親
切
ヲ
感
得
セ
ヌ
コ
ト
ア
ル
マ
イ
。
ソ
コ
ガ
小
生
老
兄

二
局
外

ョ
リ
ノ
援
助
注
意
ヲ
勧
ム
ル
次
第
デ
ア
ル
。

老
兄
力
政
ヲ
譲
ル
ト
シ
テ
、
必
要
ナ
ル
コ
ト
ハ
住
友
家
ノ
仕
事
振
ノ

一
変
デ
ア
ル
。
老
兄
ノ
精
カ
ト
圧
カ
ト
ヲ
以
テ
シ
テ
、
従
来
ノ
統

一

的
秩
序
的
ノ
仕
事
振
力
光
輝
モ
ア
リ
意
義

モ
ア
ツ
タ
ノ
デ
ア
ル
。
夫
ガ
中
田
（註
、
錦
士じ
君
ノ
内
閣
ト
ナ
ツ
テ
同
様
ノ
遣
り
方

ヲ
継
続
ス
ル

ト
キ
ハ
、
形
式
的
化
石
的
拘
束
ト
ナ
リ
、
所
謂
死
物
ト
ナ
ル
ノ
憂
ガ
ア
ル
。
是

二
至
ツ
テ
思
ヒ
切
ツ
テ
成
ル
可
ク
各
部
各
課
ヲ
シ
テ
自
由

ニ

切
り
盛
リ
ヲ
サ
セ
ル
方
向

二
方
針
ヲ
変
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
感
ス
。
而
シ
テ
此
変
遷
ヲ
ド
ウ
エ
カ
コ
ウ
ニ
カ
大
畦
践
ナ
ク
切
り
貫
ケ
得
ラ
ル
レ
ハ

之

二
依
ツ
テ
得
タ
ル
獲
物

ハ
又
大
ナ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
老
兄
時
代

二
於
テ
見
ル
能

ハ
サ
ル
モ
ノ
ガ
新
タ
ニ
生
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
思
フ
。
住
友
家



今
日
ノ
店
員

ハ
上
下
ヲ
通
シ
秩
序
的

二
整
ツ
タ
ル
機
械
道
具
ト
シ
テ
ハ
比
較
的
良
好

ニ
シ
テ
他

二
観
ル
能

ハ
サ
ル
モ
ノ
ア
レ
ト
モ
、
倍
テ

一

人
々
々
当

ツ
テ
見
ル
ト
自
由

二
独
り
立
ツ
テ
歩
ケ
ル
モ
ノ
実

二
稀
ナ
リ
。
是

ハ
事
業
ノ
拡
大
卜
共

二
上

二
良
将
軍
ナ
キ
ノ
日
二
於
テ
ハ
戦

ニ

不
適
当
ナ
ル
将
卒
デ
ア
ル
。

老
兄

ハ

「組
織
」

二
重
ヲ
オ
キ
其
カ
ヲ
深
ク
信
セ
ラ
レ
居
ル
コ
ト
ハ
兼
テ
承
知
シ
テ
居
ル
。
小
生
モ

「組
織
」
ノ
効
ヲ
無
視
ス
ル
モ
ノ
ニ

非
ス
。
併
シ
老
兄
卜
小
生
ト
ノ
間

ニ
ハ
其
効
ヲ
評
価
ス
ル
点

二
於
テ
差
ア
リ
ト
想
フ
。
小
生
ノ
心
持
ヲ
平
ク
云
ヒ
現

ハ
シ
テ
見
レ
ハ
、
先

ツ

ザ
ツ
ト
下
ノ
如
ク
デ
ア
ル
。
実
際
仕
事
ノ
局

二
当
ル
者
ヲ
シ
テ
成
ル
ベ
ク
自
由

二
独
創
的

二
腕
ヲ
振

ハ
セ
、
其
仕
事
ノ
成
績
ヲ
挙
ケ
サ
セ
、

（
マ
マ
）

之
ヲ
楽

マ
シ
マ
セ
、
夫
ヨ
リ
大
ナ
ル
不
利
益
不
結
果
不
秩
序
ノ
生
ス
ル
場
合
丈

二
取
締
リ
ヲ
ツ
ケ
ル
ニ
在
リ
テ
、
組
織
規
則

ハ
謂

ハ
ヽ
副
タ

ル
ツ
ケ
タ
リ
ニ
ス
ル
方
デ
ア
ル
。
老
兄
ノ
政
策
秩
序
整
然
タ
ル
ニ
比
ス
ル
ト
如
何

ニ
モ
乱
雑
ノ
様
ナ
レ
ト
モ
国
家

ニ
シ
テ
モ
人
口
大

二
増
加

シ
版
図
拡
大
シ
タ
ル
時

ハ
中
央
ノ
監
督
支
配
ヲ
如
何

二
行
届
イ
テ
厳
重

ニ
シ
テ
モ
其
効
少
キ
カ
如
ク
、
中
央
ヨ
リ
モ
各
局
部
ノ
方
ノ
発
達
ヲ

謀
ラ
ネ

ハ
、
政
ガ
死
物
ト
ナ
ル
ト
同
様
デ
ア
ル
。
住
友
家
事
業
モ
今
、
其
時
期

二
発
達
シ
テ
居
ル
モ
ノ
ト
思

ハ
レ
ル
。
全
体
ノ
大
方
針
丈
中

央

二
於
テ
定
メ
其
方
向

二
向

ツ
テ
各
局
部
力
出
来
ル
丈
自
由

二
切
り
盛
リ
ヲ
ツ
ケ
ル
コ
ト

ヽ
一
変
ス
ル
必
要
迫
り
居
ル
コ
ト
デ
ア
ル
。
是

ハ

事
業
ノ
分
量
範
囲
ノ
拡
大
卜
老
兄
ノ
隠
退
卜
共

二
然
ラ
ズ
テ
ハ
住
友
家
ノ
浮
沈

二
関
ス
ル
問
題
テ
ア
ル
ト
考

ヘ
ル
。

小
生
卜
雖
之

二
伴
フ
弱
点
欠
点
ヲ
認
メ
サ
ル
程
楽
観
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
サ
レ
ト
モ
外

二
途
ナ
シ
ト
信
ス
。
但
シ
変
遷
ノ
実
行

二
関
り
其
緩
急

ヤ
加
減

ハ
当
局
者
ノ
手
腕
力
量

二
待
ツ
ニ
外
ナ
シ
。
又
住
友
家
ト
シ
テ
此
際
尤
モ
困
難
ヲ
感
ス
ル
点

ハ
店
員
ガ
其
様

二
養
成
サ
レ
テ
ナ
キ
ヨ

ト
ナ
リ
。
然
レ
ト
モ
其
養
成

ハ
仕
事
振
ノ

一
変
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
又
出
来
難
キ
話
ナ
リ
ト
思
フ
。

是

ハ
一
種
ノ
民
主
主
義
卜
見
テ
差
支
ナ
シ
。
小
生
浅
薄
ナ
ル
民
主
々
義
ノ
謳
歌
者

二
非
サ
レ
ト
モ
右
ノ
如
キ
方
向

二
将
来
人
類
ヲ
養
成
発

達
セ
シ
メ
テ
行
ク
カ
、
意
義
ア
ル
民
主
主
義

ニ
シ
テ
又
時
宜

二
適
シ
テ
居
ル
ト
思
フ
。
日
本
モ
住
友
家
モ
従
来
統

一
主
義

二
依
り
盛
大
ナ
ル

発
達
ヲ
ナ
シ
光
輝
ア
ル
時
代
ヲ
造
り
出
シ
タ
リ
ト
確
信
ス
レ
ト
モ
此
次
ノ
変
遷

ハ
各
局
部
各
地
方
団
体
各
個
人
ノ
内
容
充
実
進
歩

ヲ
務
メ
之

第
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カ
為
統

一
ハ
已
ヲ
得
サ
ル
点

二
止
メ
、
成
ル
可
ク
其
範
囲
程
度
ヲ
減
ス
ル
モ
止
ヲ
得
ス
ト
思
フ
。
国
家
万
能
ノ
絶
対
的
国
家
主
義
ヤ
社
会
主

義

ハ
論
理
上
合
理
的

二
又
経
済
的
デ
ハ
ア
レ
ド
モ
個
人
ノ
能
力
発
達
ヲ
阻
害
シ
蟻
ヤ
蜂
ノ
国
家
社
会

二
類
シ
テ
来
テ
是
力
果
シ
テ
人
類
文
化

ノ
ロ
的
テ
ア
ル
カ
甚
夕
疑

ハ
シ
。
加
之
コ
ン
ナ
国
家
社
会

ハ
一
度
異
変

二
遭
遇
ス
ル
ト

一
タ
マ
リ
モ
ナ
ク
参
イ
ツ
テ
仕
舞
ヒ
、
其
恢
復
更

ニ

困
難
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ベ
シ
。
故

二
何
ノ
程
度

二
遠
心
卜
求
心
ト
ノ
釣
り
合
ヲ
採
ル
カ
又
時
世
卜
国
民
ト
ノ
情
態

二
依
テ
多
少
何
レ
カ
ニ

重
ヲ
置
ク
コ
ト

ヽ
ナ
ル
ベ
ケ
レ
ト
モ
個
人
ノ
能
力
発
達
ヲ
妨
ケ
ル
事
実
ヲ
見
タ
ル
ト
キ
ハ
其
矯
正
ヲ
怠
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ハ
論
ヲ
侯
タ
ナ
イ
。

右
ノ
試
論

ハ
少
シ
脱
線
シ
テ
御
了
解

二
苦

マ
ル
ナ
ル
ヘ
シ
。
自
分
ナ
カ
ラ
恥
シ
カ
シ
ク
感
ス
。
要

ハ
住
友
家
ノ
店
員
ノ
能
カ
ヲ
モ
ツ
ト
独

立
的

二
自
由

二
発
達
セ
シ
メ
ル
コ
ト
ニ
留
意
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
切

二
感
ス
ル
ヨ
リ
生
シ
タ
ル
考
ナ
リ
。

右

ハ
甚
夕
露
骨

二
所
存

ヲ
申
述

ヘ
タ
ル
次
第
失
礼
ノ
段

ハ
自
分
ナ
カ
ラ
漸
愧

二
堪

ヘ
ス
、
不
悪
御
思
召
ワ
乞

フ
。
（以
下
略
）

（資
料
２
）

大
正
八
年
三
月
十
三
日
付
甲
第
参
号
達

「林
業
課

・
臨
時
土
木
課
新
設

二
付
総
本
店
事
務
章
程
中
改
正
ノ
件
」

第
七
条
　
林
業
課

ハ
総
本
店
所
管
ノ
林
業
並

二
之

二
附
帯
ス
ル
農
牧
業
及
所
属
土
地
ノ
管
理
等

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
管
理
ス
ル
所

ニ
ヨ
リ
、
左

ノ
係
ヲ
置
キ
分
掌
セ
シ
ム
。

経
営
係
　
事
業
ノ
調
査
計
画
、
土
地
其
他
財
産
ノ
管
理
貸
借
、
生
産
物
ノ
処
分
等

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル
。

事
業
係
　
森
林
ノ
造
成
利
用
、
並

二
農
牧
業
ノ
作
業

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル
。

第
十

一
条
　
臨
時
土
木
課

ハ
特

二
指
定
セ
ル
臨
時
土
木
工
事
、
並

二
之

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
理
ス
。

（資
料
３
）

大
正
六
年
九
月
十
九
日
付
秘
第

一
二
九
七
号

拝
啓
来
年
度
別
記
各
学
校
卒
業
生
採
用
ノ
御
見
込

二
候

ハ
ヽ
、　
一
括
申
込
ノ
都
合
有
之
候
間
、
其
学
校
別
所
要
見
込
人
員
（学
科
ノ
区
分
ア
ル



モ
ノ
ハ
其
学
科
別
ノ
人
口５
、
並

二
採
用
条
件
等
至
急
御
内
報
相
成
度
、
右
得
貴
意
候
也
。総

本
店
支
配
人
　
小
倉
正
恒

殿

追
而
卒
業
期

ハ
三
月
又
ハ
六
、
七
月

二
候
得
共
、
各
銀
行
会
社
ヨ
リ
ノ
需
要
甚
多
ク
、
已

二
続
々
推
薦
申
込
若
ク
ハ
採
用
予
定
致
居
候
様
子

二
付
、
御
含
被
下
度
、
右
為
念
申
添
候
也
。

（資
料
４
）

大
正
八
年
二
月
十
九
日
付
細
川
嘉
六
か
ら
鈴
木
馬
左
也
あ
て
書
簡

拝
啓
　
益
々
御
清
祥
の
段
、
奉
慶
賀
候
。
陳
者
小
生
御
蔭
を
以
て
愈
々
本
月
初
メ
よ
り
入
社
仕
候
。
重
々
の
御
高
讃
何
時
か
報
謝
申
す

へ
き
、

恐
縮
の
次
第
に
て
御
座
候
。
落
付
く

へ
き
所
に
取
着
き
た
る
の
感
有
之
、
此
上
は
大
男
児
正
に
背
負
立

つ
へ
き
の
大
任
を
背
負
通
ふ
し
得
る

や
否
や
の
境
地
に
至
申
さ
ん
事
、
忘
れ
得
さ
る
の
心
願
に
て
御
座
候
。
或

ハ
身

の
程
を
知
ら
さ
る
の
識
り
は
可
有
之
も
、
小
生
の
享
受
せ
る

血
液
、
教
育
其
他
環
境

ハ
、
か
ゝ
る
心
願
を
自
ら
に
懐
抱
せ
さ
ら
ん
と
す
る
も
、
得

へ
か
ら
さ
る
に
至
ら
し
め
た
る
も
の
ゝ
如
く
に
感
せ
ら

魏
申
候
。
落
付
く

へ
き
所
に
辿
着
く
の
機
縁
を
御
恵
与
被
下
候
以
上
、
行
く

へ
き
所
に
行
通
ふ
し
申
可
く
候
。
申
述
ふ
迄
も
な
く
（語
け
徳
も

韮
薄
、
而
か
も
身
に
余
る
願
望
を
背
負
込
居
る
小
生
、
引
導
な
く
て
は
道
暗
し
。
此
上
と
て
も
直
接
間
接
御
示
教
を
仰
申
度
懇
願
此
事
に
御

座
候
。

先
般

ハ
秋
月
様
を
芽
出
度
く
海
外
に
見
送
申
上
け
た
る
小
生

ハ
（註
、
講
和
会
議
全
権
顧
問
秋
月
左
都
夫
二
月
十

一
日
神
戸
港
出
帆
、
前
夜
神
戸
御

影
の
鈴
木
邸
に
宿
泊
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
細
川
は
前
日
朝
東
京
駅
に
て
見
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
）
、
来
月
又
芽
出
度
く
貴
家
を
御
見
送
申
す

（註
、
鈴
木
馬
左
也
外
遊
二
月
十
五
日
横
浜
港
出
帆
）
の
欣
快
を
皆
々
様
と
共
に
頒
ち
度
き
も
の
に
て
御
座
候

へ
は
、
春
光
日
に
好
和

の
節
、
益
々

御
健
勝
に
わ
た
ら
せ
ら
る
ゝ
様
祈
上
候
。
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先

つ
は
御
礼
迄
如
斯

に
御
座
候
。
早
々
不
尽
。

二
月
十
九
日

鈴
木
馬
左
也
様

玉
台
下

一
一　

住
友

総
本
店

の
業
績

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
日
本
経
済
は
第

一
次
大
戦
に
よ
り
空
前

の
好
景
気
を
迎
え
、
大
正
五
年
２

九

一
二Ｃ
か
ら
三
年
間
に
わ
た
り
実
質

経
済
成
長
率
は
八
％
を
超
え
る
高
度
成
長
を
記
録
し
た
。
大
戦
は
大
正
七
年
十

一
月
休
戦
を
迎
え
た
が
、
休
戦
に
よ
る
落
ち
込
み
も
、
休
戦

気
構
え
や
大
戦
中
の
利
潤
の
蓄
積
に
よ
つ
て
軽
微
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
景
気
は
大
正
八
年
春
頃
か
ら
回
復
に
転
じ
、
さ
ら
に
海
外
物
価
の

高
騰
に
対
す
る
思
惑
も
手
伝

っ
て
、
激
し
い
投
機
ブ
ー
ム
が
生
じ
た
。
大
正
九
年
三
月
、
ブ
ー
ム
は
ピ
ー
ク
に
達
し
、
こ
の
反
動
で
株
式

・

商
品
市
況
は

一
斉
に
崩
壊
し
、
日
本
経
済
は
恐
慌
状
態
に
陥

っ
た
。
恐
慌
は
、
政
府

。
日
銀
に
よ
る
四
億
円
近
い
救
済
融
資

に
よ
り
よ
う
や

く
沈
静
化
す
る
に
至

っ
た
。

個
人
経
営
の
住
友
総
本
店
は
大
正
十
年
の
住
友
合
資
会
社
の
設
立
を
前
に
そ
の
最
終

の
段
階
に
入

っ
た
が
、
ま
ず
好
況
の
最
中
の
大
正
六

年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
主
管
者
協
議
会
に
お
い
て
総
理
事
鈴
木
馬
左
也
は
、
早
く
も
戦
争
終
結
の
間
近
い
こ
と
を
予
想
し
、
次

の
よ
う
に
そ

の
対
策
の
研
究
を
指
示
し
た
。

欧
洲
戦
争
―
ソ
ノ
戦
争

ニ
ハ
日
本
モ
参
加
シ
テ
居
ル
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
ー

コ
ノ
戦
争
後

二
於
ケ
ル
準
備

二
就
テ
、
我
住
友
モ
大
イ

ニ
研
究
シ
テ
手
後
レ
ニ
ナ
ラ
ナ
イ
様

二
準
備
ヲ
シ
タ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
。
段
々
人
ノ
話
、
新
聞
紙
、
雑
誌
ソ
ノ
他
ノ
著
述

二
就
テ
彼
是
見

細
川
嘉
六

一
四
八



マ
ス
ル
ト
、
戦
争
ヲ
シ
テ
居
ル
真
中
ノ
英

・
独

・
仏
等
モ
、
戦
後
ノ
準
備

ハ
初
メ
ョ
リ
怠
ラ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
鋭
意
熱
心

二
、
其
方

向

二
画
策
ヲ
進
行
シ
ツ
ヽ
ア
ル
ハ
事
実
デ
ア
リ
マ
ス
。
而
シ
テ
我
国
ノ
状
態

ハ
現

二
戦
争
ノ
惨
禍
ヲ
眼
前

二
見
ザ
ル
為
メ
カ
、
戦
争
以

来
商
工
業
ノ
隆
盛

二
眩
惑
シ
、
戦
後
ノ
問
題

二
就
テ
ハ
頗
ル
閑
却
サ
レ
テ
居
ル
様
デ
ア
リ
マ
ス
。
如
斯
シ
テ
順
潮

二
行
ケ
バ
宜
敷
モ
、

欧
洲
列
強
ノ
戦
後
ノ
準
備

二
考
ヲ
及
ボ
シ
マ
ス
レ
バ
、
戦
後
ノ
競
争
と
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ル
ノ
デ
ス
ガ
、
競
争

ハ
六
ケ
敷
カ
ラ
ン
ト
思
ヒ

マ
ス
。
即
忽
チ
劣
敗
者
ト
ナ
ル
コ
ト
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
。
其
場
合

二
於
ケ
ル
我
国
ノ
状
態

ハ
風
前
燈
火
ノ
状
、
誠

二
悲
惨
ナ
ル
コ
ト

ヽ
思

ヒ
マ
ス
。
而
シ
テ
住
友
家
モ
亦

ソ
ノ

一
部
分
タ
ル
コ
ト
ヲ
免
レ
ヌ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
即
チ
甚
シ
キ

∪
ｕ
句
”
”
∽
四
〇
Ｚ

二
投
セ
ラ

ル

ヽ
コ
ト
ラ
免
レ
ヌ
ト
思
ヒ
マ
ス
。
即
大
キ
ク
我
帝
国
ノ
コ
ト
ニ
就
テ
考

ヘ
テ
見

マ
シ
テ
モ
、
又
小
サ
ク
我
頭
上
ノ
コ
ト
ヲ
考

ヘ
テ
モ
、

重
大
ナ
ル
コ
ト
ハ
疑
ヒ
ナ
キ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。
然
ラ
バ
大
正
六
年
ノ
上
半
季
モ
当
月
ヲ
以
テ
終
ル
今
日
二
於
テ
ハ
、
最
早
十
分

二
戦

後
ノ
コ
ト
ニ
考

へ
及
ボ
シ
テ
、
設
備
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
設
備
シ
、
整
理
ス
ベ
キ
モ
ノ
ハ
整
理
シ
、
処
置
ス
ベ
キ
モ
ノ
ハ
処
置
シ
ナ

ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
思
ヒ
マ
ス
。
ソ
ノ
方
法
タ
ル
ヤ
今
具
体
的
ノ
案
ヲ
提
出
ス
ル
コ
ト
ハ
出
来

マ
セ
ン
。
又
考
モ
其
点

二
十
分
届
イ
テ
居

ル
訳
デ
モ
ア
リ
マ
セ
ン
ガ
、
主
ト
シ
テ
皆
サ
ン
ガ
十
分
ノ
注
意

ヲ
用
ヒ
テ
研
究
実
行

二
努
カ
ヲ
願
フ
コ
ト
ガ
重
ナ
ル
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
。

こ
れ
を
受
け
て
総
本
店
経
理
課
は
翌
大
正
七
年
四
月
の
主
管
者
協
議
会
に
お
い
て
、
後

に
述
べ
る
よ
う
な
戦
時
特
別
償
却
を
提
案
し
、
こ

れ
が
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
会
議
で
鈴
木
は
、
激
動
期
に
お
け
る
住
友

の
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
訓
示
し
た
。

大
体
私
ノ
考
ト
シ
テ
ハ
直

二
世
界
ノ
諸
方
面

二
向

ツ
テ
自
分
ノ
考
ヲ
立
テ

ヽ
働
イ
テ
行
ク
コ
ト
、
言
ヒ
換

ヘ
レ
バ
世
界
的

二
働
イ
テ

行
ク
ト
イ
フ
コ
ト
ニ
就
テ
ハ
、
私

ハ
未
ダ
適
切
ナ
ル
思
想
ヲ
持
ツ
テ
居
リ
マ
セ
ン
ガ
、
併
シ
今
日
ノ
時
勢

二
於
テ
ハ
世
界
的
卜
云
フ
コ

ト
ハ
、
最
早
徒

二
壮
大
ノ
言
葉

二
非
ズ
シ
テ
深
切
、
適
切
、
痛
切
ナ
ル
所
ヨ
リ
シ
テ
、
世
界
的

二
考

ヲ
定
メ
テ
行
ク
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、

甚
ダ
必
要
デ
ア
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
カ
ラ
、
皆
サ
ン
ノ
思
想
ノ
内

ニ
モ
常

二
此
ノ
、
世
界
的
卜
云
フ
考
ヲ
去
ル
コ
ト
ナ
ク
、
夫
々
勘
考
セ
ラ

レ
ン
コ
ト
ヲ
切

二
希
望
致
ス
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。
只
私
ノ
至
ラ
ザ
ル
為
メ
ニ
、
世
界
的

二
意
見
ヲ
立
テ

ヽ
、
皆
サ
ン
ノ
前

二
披
涯
シ
得

第

一
部
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友
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本
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(単位 :円 )

7年 8年 9年

△2,567,71711

5,001,743 91

1,215,878 22

84,648 16

1,018,941 11

8,153,505 40

772,780 53

176,161 92

22,059 15

22,684 53

△37,089 48

△28,049 86

△28,11093
△32,06531
60,511 27

△9,78368

△123,73321
8,630 12

17,814,668 07

2,866,955 62

1,445,464,49

64,137 18

1,090,436 20

3,757,854 15

△85,000 00

1,374,614 01

559,151 90

14,930 70

21,129 89

△1,89709

△23,263 59

△27,320 46

57,787 89

△45,460 60

△3,67464
△49,252 60

18,229 32

19,681 32

△81,36225
△8,06145

△123,609 32

△64,03681

△3,276,237 34

△480,321 50

2,222,983 15

△146,552 83

1,102,092 08

4,438,692 32

△1,158,000 00

758,374 51

△111,77069
46,471 07

18,115 11

4,280 50

△11,96332
△114,62962
△62,704 86

△36,274 82

△52,556 69

△40,17884
△31,91457

△156,51189
△27,476 88

△84,61482
△48,706 78

17,038 31

△57,35043

13,710,995 24 28,592,101 93 2,710,281 17

1,351,900 15

△162,500 00

318,906 64

△278,125 00

538,098 05

△221,909 64

94,634 04

△300,000 00

14,900,395 39 28.632.883 57 2,821,103 62

3,168,569 96

△125,000 00

△1,208,667 87

4,941,505 75

△125,000 00

△1,344,506 50

14,029,515 89

△190,000 00

△1,597,037 09

16,735,297 48 32,104,882 82 15,063.582 42

純益 である。
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一
五
〇

ザ
ル
点

ハ
甚
ダ
遺
憾
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
之

ハ
予
メ
御
諒
承
ヲ
願
ツ
テ
置
キ
マ
ス
。
私

ハ
日
本
卜
云
フ
コ
ト
ニ
就
テ
ハ
常

二
考

ヘ
テ
居
リ

マ
ス
ガ
、
世
界
的

二
考
ヲ
立
テ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
マ
ダ
充
分

ニ
ハ
参
リ
マ
セ
ン
。
只
世
界
ノ
大
勢

二
反
セ
ザ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
以
テ
念
ト

致
シ
テ
居
リ
マ
ス
。

我
住
友
家

ハ
実
業
ヲ
経
営
ス
ル
個
人
ト
シ
テ
ハ
、
我
国

二
於
テ
ハ
有
数
デ
ア
リ
又
有
カ
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
明
言
ス
ル
コ
ト
ガ

出
来
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
。
ソ
レ
デ
単

二
住
友

ヲ
隆
盛
ナ
ラ
シ
ム
ル
ト
云
フ
ダ
ケ
デ
モ
事

ハ
済
ム
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
ガ
、
併
シ
家
長
公
ガ
或
宴

会
ノ
席
上

二
於
テ
、
住
友
家
ノ
事
業
ノ
経
営

ハ
、
其
方
針

二
於
テ
ハ
国
家
卜
其
方
向

ヲ
全
ク
同
ジ
ウ
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ツ
テ
、
国
家
ノ
利
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第 6表 店部別純損益

I占
立
ロ 大正 4年 5年 6年

総本店(本社部門)

別子鉱業所

倉 庫
製鋼販売店

若松炭業所

伸銅所
尼崎工場

鋳鋼場
電線製造所
肥料製造所
東京販売店
呉 販売店
横須賀販売店
博多販売店
上海洋行
漢口洋行
天津洋行
大良鉱業所
大萱生鉱業所
砥沢鉱業所(砥沢支所)

高根鉱業所(高根鉱山)

縄地鉱業所(縄地鉱山)

札幌鉱業所
唐松炭坑
鴻之舞鉱山

来馬鉱山

△1,992,38 35

2,751,951 49

168,189 68

34,520 78

357,131 46

1,518,901 09

23,437 51

74,459 78

△2,85504
14 83

△63460

△4,368,869 24

7,242,661 12

276,749 45

74,701 25

249,780 16

3,576,065 64

427,810 45

38,210 29

2,772 70

7,937 35

△4,89638
△2,14625

△13,660122

△64397
△280,599 83

△934,935 77

7,656,530 67

587,829 85

79,794 20

622,543 68

7,044,168 10

826,098 49

221,578 54

16,184 43

19,316 63

△29,943 87

△25,81335
△17,02653
△22,96441
19,683 45

△142,226 80

△27,501 35

総本店合計 3,922,732 63 7,225,872 52 15,893,315 96

(株)住友鋳鋼所 (製鋼所)

大阪北港 (株 )

(株)住友電線製造所

重複分補正(A)

39,987 83

△48,83017

390,480 40

△30,000 00

946,777 77

△98,32192

合   計 3,918,890 29 7,586,352 92 16.741,771 81

(株)住友銀行

重複分補正(B)-1
(B)-2

373,517 55

△13,50000
△288,000 00

933,349 20

△67,800 00

△324,000 00

4,040,724 89

△145,000 00

△676,31140

総   計 3,990,907 84 8,127,902 12 19,961,185 30
一
五

一
註 :1

2

重複分補正 (A)は 、住友鋳鋼所配当金である。但 し大正 4年分は、鋳鋼場か らり|き 継いた同場下期

重複分補正(B)-1は 、住友銀行役員賞与、-2は 住友銀行配当金である。
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一
五
二

益
卜
住
友
家
ノ
利
益
ト
ハ
、
常

二
相
伴

ハ
ザ
ル
ヘ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ラ
明
言
サ
レ
マ
シ
タ
ノ
ヲ
親
シ
ク
拝
聴
致
シ
マ
シ
タ
。
此
家
長
公
ノ

御
言
葉
ヲ
伺
ツ
テ
更

二
之
ヲ
他
ノ
言
葉
デ
申
シ
マ
ス
レ
バ
、
住
友
家
ノ
事
業

ハ
国
家
ノ
進
運

二
向

ツ
テ
大
イ
ニ
培
ヒ
大
イ
ニ
努
カ
シ
、

貢
献
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
帰
着
ス
ル
ト
ノ
意
味

二
外
ナ
ラ
ヌ
ト
信
ジ
マ
ス
。
故

二
我
々
ガ
常

ニ
ソ
ノ
考

ヲ
モ
ツ
テ
行
ク
ナ
ラ
バ
、
家
長

公
ノ
思
召

二
副
フ
コ
ト
ヲ
得
ル
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。
（中
略
）

御
同
様
我
住
友
家
ノ
事
業

ハ
、
国
家
ノ
利
益
卜
相

一
致
シ
テ
居
ル
ト
云
フ
、
コ
ノ
立
派
ナ
ル
思
想
ノ
上

二
立
チ
テ
此
ノ
事
業

二
関
与

シ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
我
々
ノ
精
神

ハ
固
ヨ
リ
、
カ
ノ
素
町
人
ノ
根
性
ト
ハ
全
ク
異

ツ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
我
々
ノ

精
神
ヨ
リ
ス
レ
バ
我
々
ガ
住
友
家
ノ
為
メ
ニ
ス
ル
努
カ

ハ
、
ヤ
ガ
テ
国
家
ノ
為
メ
ニ
ス
ル
努
カ
デ
ア
リ
、
又
同
時

二
世
界
文
化
ノ
発
達

二
対
ス
ル
貢
献
デ
ア
ル
ト
信
ズ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
此
公
明
正
大
ナ
ル
精
神
ヲ
以
テ
日
々
ノ
事
務

二
従
事
シ
テ
行

ツ
テ
コ
ソ
、
我
々

ノ
仕
事

二
張
合
ガ
ア
リ
其
仕
事

二
生
命
ガ
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
然
ル
ニ
只
管
眼
前
ノ
利
害

ヲ
ノ
ミ
視
テ
居
ル
様
デ
ハ
、
動
モ
ス
レ
バ

其
方
向

ヲ
誤
り
社
会

二
著
シ
ク
面
ロ
ヲ
失
墜
シ
テ
シ
マ
ウ
様
ナ
コ
ト
ニ
ナ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

か
く
し
て
こ
の
期
間
の
業
績
は
、
第
６
表

の
通
り
大
正
六
年

に
は
前
年

の
利
益

の
三
倍
以
上
の
一
五
〇
〇
万
円
を
超
え
、
翌
七
年

に
も
ほ

ぼ
そ
の
水
準
を
維
持
し
た
が
、
八
年

に
は
大
阪
北
港
株
式
会
社
に
譲
渡
す
る
土
地
の
評
価
益

一
六
五
六
万
円
、
住
友
銀
行
の
株
式
売
却
益
四

四

一
万
円
合
計
二
〇
〇
〇
万
円
余
を
除
く
と
、
大
正
五
年

の
水
準
に
ま
で
低
下
し
た
。
恐
慌
の
起
き
た
大
正
九
年
に
は
、
鈴
木
の
予
言
通
り

住
友
家
の
財
本
と
う
た
わ
れ
た
別
子
鉱
業
所
が
赤
字
に
転
落
し
た
の
を
は
じ
め
、
伸
銅
所
や
若
松
炭
業
所
な
ど
の
一
部
の
店
部
を
除
き
、
軒

9年

2,942,961 54

215,787 50

11,242 68

2,811 70

578,702 35

1,597,037 09

300,000 00

21,225 17

34,680 45

7,293 78

34,752 32

139,428 50

6,219,198 88

1,914,136 09

216,179 86

110,074 67

1,223,286 10

8,340 06

5,321 46

281,941 48

19,800 00

747,169 87

564,275 55

1,025,327 02

1,018 90

102.327 82

△3,276,237 34

し、総損益表ではそ

(単位 :円 )



第

一
部
　
住
友
総
本
店

第 7表 総本店(本社部門)損益表

科 日 大正 6年 7年 8年

当期利益

国債證券利′自、

地方債券利迫、

社債券利息

株券配当金

住友銀行株券配当金

住友鋳鋼所株券配当金

耕地利益

賃借料

雑 益

固定財産原価差損益

有価證券原価差損益

2,505,334 92

215,787 50

10,848 60

165,252 07

676,311 40

98,321 92

17,435 37

39,902 62

12,072 98

45,528 50

1,223,873 96

2,039,050 01

215,787 50

10,819 20

1,576 50

191,457.44

1,208,667 87

162,500 00

23,741 75

54,441 20

12,716 37

△2,97412

160,316 30

23,401,949 83

215,787 50

10,819 20

3,153 00

437,878 02

1,344,506 50

278,125 00

49,571 61

69,144 41

14,952 15

16,567,469 24

4,410,543 20

当期損失

不け だま

体 給

旅 費

諸 税

営繕費

賃借及保険料

雑 費

特別報酬金

別途費

本家費

賞 与

雑 損

償 却

3,440,270 69

234,616 02

101,189 49

47,141 09

213,140 33

15,839 77

1,787 74

134,930 42

22,380 00

414,227 65

762,797 02

1,410,906 07

680 85

80.634 24

4 606,767 12

163,965 27

130,861 89

111,632 61

440,135 46

15,448 42

5,394 52

191,576 04

23,700 00

046,803 27

428,015 27

948,037 30

13,249 00

87 948 07

1

1

5,587,281 76

307,331 10

151,014 53

324,099 58

885,436 08

16,153 12

4,755 67

365,377 65

19,850 00

1,149,212 01

495,023 68

1,681,455 84

96,445 72

91,126 77

当期純損益 △934,935 77 △2.567,71711 17,814,668 07

註 :本表の本家費が人lF 3年 以降総損益表 と相違 しているのは、本表の本家費が本家費用全体を示すのに対

の うち俸給、旅費、諸税、賞 与の各部分をそれぞれの科日に帰属 させたためである。

一
五
三
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一
五
四

並
み
赤
字
と
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
大
正
八
年
か
ら
わ
が
国
産
銅
よ
り
三
割
も
コ
ス
ト
の
安

い
ア
メ
リ
カ
産
銅
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
産
銅
業
界
が
競
争
力
を
失

っ
た
ほ
か
、
巨
費
を
投
じ
た
鴻
之
舞
鉱
山
も
所
期
の
業
績
を
上
げ
得
ず
閉
山
説
が
出
る
な
ど
、
何
ら
か
の

打
開
策
が
必
要
と
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

０
　
総
本
店
（本
社
部
門
）
の
業
績

住
友
総
本
店
（本
社
部
門
）
が
保
有
す
る
有
価
証
券
特
に
株
式
は
増
加

の
一
途
を
た
ど
り
、
そ
の
配
当
金
収
入
も
増
大
し
た
が
、
依
然
と
し

て
経
費
を
賄
う
に
は
至
ら
ず
、
本
社
部
門
は
基
調
と
し
て
赤
字
で
あ
る
（第
７
表
）。
な
お
保
有
有
価
証
券

に
つ
い
て
は
、
次
節

「
三
　
住
友

総
本
店
の
投
資
活
動
」
で
詳
述
す
る
。

し
か
し
大
正
八
年
だ
け
は
、　
一
七
八

一
万
円
と
い
う
巨
額
の
利
益
を
計
上
し
た
。
こ
れ
は
既
に
述
べ
た
通
り
、
大
正
八
年
末
の
大
阪
北
港

会
社
の
設
立
を
前
に
し
て
、
同
社
に
譲
渡
す
る
予
定
の
大
阪
北
港

一
帯

の
土
地
五
四
万
三
〇
〇
〇
坪
の
再
評
価
を
行
い
、　
王
ハ
五
六
万
円
の

評
価
益
（固
定
財
産
原
価
差
損
益
）
を
出
し
た
の
と
、　
住
友
銀
行

の
株
式
公
開
に
伴
い
同
行
株
式
の
譲
渡
益
（有
価
證
券
原
価
差
損
益
）
四
四

一
万
円

を
計
上
し
た
た
め
で
あ
る
。
な
お
前
者
に
つ
い
て
は

「
五
　
大
阪
北
港
株
式
会
社
の
設
立
」
を
、
後
者
に
つ
い
て
は

「
三
　
住
友
総
本
店
の

投
資
活
動
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

大
阪
北
港
会
社
に
対
す
る
土
地
の
売
却
は
、
実
際
に
は
大
正
十
年
二
月
二
十
八
日
住
友
合
資
会
社
の
設
立
と
同
時
に
行
わ
れ
た
た
め
、
第

(単位 :円 )
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第 8表 総本店(本社部門)貸借対照表

借   方

1司 定 財 産  ll地
0広 Iκ

建 設 物

機 械

什 器
llli有 品  準 備 占占

米 穀

有 価 證 券  国 債 證 券
地 方 債 券

社 債 券
オ木券

住 友 銀 行 株 券
住 友 鋳 銅 所 株 券
住 友 電 線 製 造 所 株 券

手 形  受 取 手 形
起 業 支 |11・ 茶 Fl山 汗 館

駿 河 台 別 邸
衣 笠 小拐 ulV・

正 蓮 寺 川 沿 土 地 改 良
恩 貴 島 病 完

茶 F■ 山 イI宅
大 阪 図 書 館

貸 今 ・ 立 換 金

雑 ・ 仮 出 金

各 部
別 子 鉱 業 所

倉 庫 部
製 鋼 販 売 店

若 松 炭 業 所
イ申 ,同 ルテ

電 線 製 造 Fll

月巴*+製 ,告 Itlテ

東 京 販 売 店

呉  販 売 店
横 須 賀 販 売 店
博 多 販 売 店
人 良 鉱 業 所
大 萱 生 鉱 業 ,折

オし幌 鉱 業 所
縄 地 鉱 業 所
高 根 鉱 業 所
L海 ,Fイ テ
漢 [1洋 イテ
人 津 洋 行

特
"り

会 計 課 ・ 林 業 課
銀 行 特 別 頂 ケ 金
銀 イテ||:納

損 益 ・ 当 期 純 損 益

０。

７２

・６

３６

３２

２９

５５

６。

９６

４４

７３

一

一　

一

‐９

７５

２８

９４

７３

００

３７

一

‐２

０４

２６

金

　
　

金

金

本
　

一立
邸
　

積

預
　

　

　

金

金
　

　

　

　

　

　

益

資

金

積

別
金

途

金
　

　

　

預

，
　

　

　

　

　

　

損

業
立

備

台

基

別

元
金
金

　

金

積

　
店

店

　
　

　

純

益

営

積
準

河

護
護

身

預

預
金

敷

員
　

一生

冗
行

　
　

期

損

駿

保
保

入

金

家

預
家

備

　

販
販

洋

　
　

前

純

金

　

　

　

別

別
雇

積

末
諸

貸

準
金

京

　

津
　

金
　

期

方

本
　

　

出

特
特

　
　

　

　

　

　

入
東

呉

人
納

入
益

当

資

　

　

支

者
者

金
　

　

　

　

　

仮

・
　

　

出

借
損

・

貸

業
　

　

業

役
役

り
　

　

　

　

　

　

部
　

　

行
行

期

益

営
　

　

起

労
労

頂
　
　

　

　

　

雑
各

　

　

銀

銀
前

損

営 業 外 国 定 ロオ産 勘 定
上 地

建 設 物

イト  P=

一
五
五
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一
五
六

８
表
の
大
正
八

・
九
年
末
の
固
定
財
産

・
土
地
勘
定
に
は
約

一
〇
倍
に
再
評
価
さ
れ
た
金
額
で
計
上
さ
れ
て
お
り
、
大
正
九
年
初
に
入
金
し

た
土
地
代
金
は
仮
入
金
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。
大
正
九
年
末
の
仮
入
金
勘
定
残
高
が
二
三
八
四
万
円
に
上

っ
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で

あ
る
。

大
正
六
年
に
比
し
、
諸
税
が
年
々
倍
増
し
て
い
る
の
は
、
所
得
そ
の
も
の
の
増
加
に
よ
り
高
い
累
進
税
率
の
適
用
を
受
け
る
に
至

っ
た
こ

と
の
ほ
か
、
大
正
七
年
三
月
公
布

の
戦
時
利
得
税
法
に
よ
つ
て
戦
時
利
得
税
が
徴
収
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
休
戦
に
よ
つ
て
こ

の
戦
時
利
得
税
は
、
大
正
九
年
廃
止
さ
れ
た
が
、
同
年
こ
の
増
収
分
を
見
込
ん
だ
所
得
税
法

の
改
正
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
税
制
の
変

化
は
、
個
人
企
業
た
る
住
友
総
本
店
の
経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
大
正
十
年

の
住
友
合
資
会
社
の
設
立
の
契
機
と
な

っ
た
。
こ
の
経
緯

に
つ
い
て
は
次
章

「住
友
合
資
会
社
の
設
立
」
で
詳
述
す
る
予
定
で
あ
る
。

大
正
八
年
三
月
設
置
さ
れ
た
林
業
課
は
、
本
社
部
門
の
他

の
課
と
は
業
務

の
性
格
が
異
な
る
た
め
に
、
特
別
勘
定
が
設
け
ら
れ
た
（第
８

表
）。
同
表
で
大
正
九
年
末

の
銀
行
特
別
預
ケ
金
が
七
二

一
万
円
に
上

っ
て
い
る
の
は
、
同
年
十
二
月
株
式
会
社
住
友
電
線
製
造
所

の
設
立

に
伴
い
、
総
本
店

へ
の
資
金
返
済
額
三
四
六
万
円
と
日
本
電
気
に
対
す
る
住
友
電
線
株
式

の
譲
渡
額

一
五
〇
万
円
合
計
五
〇
〇
万
円
が
加
わ

っ
た
た
め
で
あ
る
。
な
お
こ
の
経
緯

に
つ
い
て
は

「七
　
株
式
会
社
住
友
電
線
製
造
所
の
設
立
と
日
本
電
気
株
式
会
社
と
の
提
携
」
で
改
め

て
検
討
し
た
い
。

大
正
六
年
か
ら
計
上
さ
れ
た

「労
役
者
特
別
保
護
金
」
は
、
前
章
で
も
述
べ
た
通
り
、
大
正
五
年
十
二
月
職
員
に
対
し
臨
時
特
別
賞
与
二

9年

(単位 :円 )
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第 9表 総 損 益 表

不+ 人 正 6年 7`年 8年

当 期 総 利 益

銅   ‖又益

金  銀 収 益
金 銀 鉱 収 益

売  鉱 収 益

山  林 収 益

醸   造 J又益

運  賃 J又 益

石  炭 収 益

`Ⅲ

 銅 1又 益

電  線 収 益

月巴  r11又 3f
雑 製 品 収 益

商 品 販 売 損 益

公 社 債 利 息

株 券 配 当 金

耕  地 J又益

倉 庫 保 管 料

貨 物 扱 料

ti  tや   米+
諸 手 数 料

雑  益

営 業 費 戻 入

固 定 財 産 原 価 差 損 益

冶 価 証 券 原 価 差 損 益

労 役 者 特 BU保 護 支 ″、元 金

為 替 差 損 益

病  院 J又 益

益

　

　

金

損

損

　

護

費

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

料

　

　

　

　

　

　

　

差

理

　

保

費

　

費

品

費

費

費

料

料

　

　

　

　

　

　

険

　

金

費

費

　

　

　

価

整

損

別

失

　

　

給

　

用

繕

　

　

借

険

費

　

　

　

　

　

保

　

酬

　

　

　

　

　

原

格

減

特

損

息

銀

雑

料

常

営

送

売

賃

保

雑

給

給

費

税

賀

及

費

報

途

家

与

損

却

品

価

費

者

総
　

　

業

　

業

業

　

　

業

業

業
　

　

　

　

繕

借

　

別
　

　

　

　

　

業

時

業

役

期

利

賃

営

燃

常

営

運

販

菅

営

常

俸

雑

旅

諸

営

賃

雑

特

別

本

賞

雑

償

営

戦

起

労

当

当 期 純 損 益

一
五
七

第 6表  店 部 り」純 損 益

両 者 の 差 異

上 海 洋 行

漠 1」 ′羊イテ
人 ,幸 ,羊 イテ
高 根  縄 地 鉱 山
電 線 製 造 所

註 :1 各洋行については邦貨換算等の経理処理 卜の不突合、報告未達などによる。

2 高根 縄地両鉱山については大正 8年 上期までの損失言1上 の有無による。

3 電線製造所については大正 9年 ド期の利益計 卜の有無による。
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一
五
八

五
〇
万
円
が
支
給
さ
れ
た
際
、
労
働
者
に
対
し
て
は
労
役
者
特
別
保
護
救
済
金
と
し
て

一
二
〇
万
円
が
拠
出
さ
れ
、
こ
の
年
八
月
か
ら
運
用

が
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（一型
早
註
（１３
）参
昭
じ
。

住
友
総
本
店
は
、
原
則
と
し
て
自
己
資
金
で
経
営
さ
れ
て
お
り
、
住
友
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
は
、
特
別
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
、
第

一
章
、
第
二
章
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
従

っ
て
各
店
部
に
対
し
て
は
、
総
本
店
（本
社
部
門
）
か
ら
各
店
部
勘
定
を
通
じ
て
資
金
が

貸
付
ら
れ
て
お
り
、
大
正
四
年
末
株
式
会
社
と
な

っ
た
住
友
鋳
鋼
所
に
対
し
て
は
貸
付
金
（貸
金

・
立
換
金
勘
定
）
の
形
で
融
資
が
行
わ
れ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
大
正
七
年
十

一
月
か
ら
ま
ず
伸
銅
所
が
総
本
店
を
経
由
し
て
住
友
銀
行
か
ら
手
形
融
資
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
次

い
で
大

正
八
年
四
月
か
ら
は
住
友
鋳
鋼
所
が
こ
れ
に
加
わ
っ
た
。
こ
れ
は
伸
銅
所
の
使
用
資
金
残
高
が
、
大
正
七
年
六
月
末

の
四
九
〇
万
円
か
ら
年

末
に
八
五
九
万
円

へ
三
倍
近
く
増
加
し
、
鋳
鋼
所
の
借
入
金
残
高
も
同
じ
く
大
正
七
年
六
月
末
の
九
〇
万
円
が
年
末
の
一
九
〇
万
円

へ
三
倍

以
上
と
な

っ
た
た
め
、
総
本
店
と
し
て
も
住
友
銀
行
の
資
金
供
給
を
仰
が
ぎ
る
を
え
な
く
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
こ
れ
ら
の
融
資
は
、
前
章
資
料
１３
に
示
し
た
住
友
銀
行
の

「住
友
総
本
店

二
対
ス
ル
資
金
融
通

二
関
ス
ル
件
」
の
第
四
項
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
他
第
二
項
の
伸
銅
所
並
び
に
電
線
製
造
所
が
銅
を
買
い
入
れ
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
製
銅
販
売
店
振
出
の
為
替
手

形
の
割
引
も
、
伸
銅
所
で
は
大
正
九
年
初
か
ら
、
電
線
製
造
所
で
は
同
年
九
月
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
第
８
表

の
銀
行
借
入
金
は
、

こ
れ
ら
の
合
計
残
高
で
あ
る
。

9年末

160,642,361 95
22,688,790 67
5,358,671 83
1,251,740 05
7,299,991 00

209,127 00
377.506 00

5,130,244 74
205,589 90
186,873 00
198,905 29

2,028,575 75
61,672 17
110,526 20

2,198 08
19,213 96
8,382 12

3,225,458 96
200,017 72
40,000 00

62.533,146 94
6,164,737 29
7,685,634 50
2,073,137 56
2,153.566 80
2.629,023 56

198,668 27
971,260 46

1,431,292 33
5,005,425 67
2,501,317 04

220,436 84
113,966 22

10,567,441 75
7,210,728 45

6,538 04
52,274 53

281,651 00
238,630 26

160,642,361 95
94,637,123 46
6,412,966 57
1,412,249 52
2,948,911 45
1,264,472 43
2,652,389 71
2,470,324 67

338,360 28
58,213 71

2,689,827 61
24,725,642 46

42,948 41
20,486.628 03

500,000 00

2 303 64

(単位 :円 )

突合による。
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第10表 総貸借対照表

科 目 大 正 6年末 7年末 8年末

借  方

固定 財 産 ・ 土  地

鉱  山

山  林

建 設 物

鉄  道

舟合  舟白
機  械

什  器

索  道

電 線路

所 有 品・ 準 備 品
立  木
木  材

薪  材

米  穀

家  畜

為価 證 券  国債 證 券
地 方債 券

社 債 券

株  券
起 業 支出

営 業 品  産 出 品
製  品

半 製 品
原 料 品
商  品

貸 金  諸 貸 イJ金
手 形  受 取 手 形

取 引 先・ 掛 売 金

積 送 品

受 託 品

仮 受 物 品

雑  仮 出金

頂 ケ金  銀 行 預 金

振 替 貯 金

益

達

金

費

損

未

業

期

告

現

創

当

報
当期 純損 益

74,082,164 88
5,307,418 47
4,874,455 32
1,067,940 39
6,186,936 57

163,234 00
119,687 00

3,616,163 77
1,383,126 76

648,710 15

11,460 35
1,167 69
8,236 78
1,420 00

225,458 96
185,150 00

347,189 24
206,359 50
122.612 62
111,647 85
950,785 77
766,143 16
108,247 19
840,060 53
663,876 76
756.063 65
733,814 06

854,845 81
443,406 03

92,632 00
112,288 58

171 625 92

1

l

1

86,219,492 42
5,283,187 45
5,036,021 15
1,154,808 57
5,655,632 62

154,012 00
274,074 00

3,157,014 89
101,222 36
183.512 00
173,276 50

1,817,316 73

60,776 17
764 33

22,207 91
7,244 25

3,225,458 96
185,150 00
50,000 00

27.588,460 74
3.583,709 71
2,105,409 83
2,279,436 73
3,512,938 60
2,517,137 45

175,013 74
132,321 87

2.253,737 31
4,937,832 25
4,565,839 57

46,211 73
241,757 53

4,807,750 47
543,763 42

77,867 45
289,058 10

19 566 03

113,937,613 79
23,333,890 66
4,690,579 30
1,253,512 86
7,307,616 18

17.3,581 00
269,882 50

5,461,252 77
166,948 83
212,470 29
204,353 08

2,293,407 64

168,884 37
4,087 38

70,363 80
7,587 36

3,225,458 96
185,150 00
50,000 00

27,540,848 24
3,690,658 78
4,088,184 02
2.173.491 28
3,313,793 85
4,413.247 56

193,426 49
1,997,690 91
3,205,927 51
4,706,163 26
4,932,149 11

59,208 86
251,145 35

3,767,259 58

144,445 09
328,440 48

52 506 44

貸  方

総 財 産 ・財  産

積 立 金

準 備 積 立 金

前 期 純損 益

預 り金  労 役 者 特 別保 護 金

諸 預 り金

手 形  支払 手 形

取 引先 ・ 掛 買 金

委 託 主 (品 )

受 託 勘 定

雑  仮 入金

未払 金

銀行 出納  銀 行 借 入金

借 入金

当期損 益  当期 純損 益

報 告 未 達

74,082,164 88
43,809,458 45
4,999,191 37

921,670 96
7,546,111 18
1,204,458 19
1,719,398 84
2,225,256 08
2,589,785 59

402 774 55

8,347,538 79

一

５６

３２

一

86,219,492 43
55,177,425 87
5,425,685 00
1,072.103 86
9,037.217 70
1,276,375 45
2.071.478 28
1,844,044 63
886,736 01
115,327 72
479,299 81
989,014 32

6,185 26
2,186,613 05
1,000,000 00
4,651,985 47

113,937,613 79
67.578.234 13
5,899,651 28
1,269,901 50
4,678,879 18
1,297,801 50
2,430,681 66
1,091,285 75
1,044,619 96

35,752 23
637,533 59

1,949,355 90
79,020 01

1,033,222 21
1,000,000 00

23,911,674 89

註 1大正 7年のl‐ 方 と貸方の差は、総本店 (本社部門)の 各部 天津洋行勘定 と天津洋行の本社部F5勘 定の不

一
五
九
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一
六
〇

国
　
総
本
店
（全
社
）
の
業
績

日
本
経
済
の
動
き
と
同
様
に
、
住
友
総
本
店
（全
社
）
の
業
績
は
、
大
正
六
年
か
ら
七
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
下
降
線
を
た
ど
っ
た
。
各
店
部

別
に
見
る
と
（第
６
表
）
、
伸
銅
所
が
引
き
続
き
海
軍
拡
張
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
外
は
、
倉
庫
が
滞
貨

の
寄
託
で
、

ま
た
若
松
炭
業
所
が
好

況
時
の
契
約
の
納
入
で
増
益
基
調
を
維
持
で
き
た
に
と
ど
ま
つ
た
。
別
子
鉱
業
所
の
赤
字
は
、
大
正
九
年
度
に
賃
銀
は
じ
め
諸
物
価
高
騰
の

た
め
生
産

コ
ス
ト
が
大
正
七
年
度
比

一
・
五
倍
に
上
昇
し
た
の
に
対
し
、
銅
価
が
三
割
近
く
大
暴
落
し
た
た
め
、
大
幅
な
逆
鞘
に
な

つ
た
こ

と
に
よ
る
。
伸
銅
所
と
別
記
し
た
尼
崎
工
場
は
、
大
正
八
年
兵
庫
県
尼
崎
市
所
在

の
岸
本
製
鉄
所

・
同
製
釘
所
を
四

一
五
万
円
で
買
収
し
て
、

継
目
無
鋼
管
素
材
自
給
の
た
め
の
分
工
場
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
期
に
入

っ
て
買
収
し
た
各
鉱
山
は
、
い
ず
れ
も
ま
だ
探
鉱
中
か
操
業

が
始
ま
っ
た
段
階
で
赤
字
を
計
上
し
て
い
る
。
販
売
店
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
「
六
　
内
外
販
売
網
の
充
実
と
商
事
会
社
設
立
問
題
」

で
検

討
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
第
６
表
は
、
第

一
章
、
第
二
章
の
店
部
別
純
損
益
と
異
な
り
、
後
に
住
友
合
資
会
社
が
大
正
四
年
ま
で
遡
及
し
て
連
系
会
社
を
も
含

め
、
重
複
分
を
補
正
し
て
、
連
結
純
損
益
を
作
成
し
た
の
を
そ
の
ま
ま
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

第
９
表
総
損
益
表
と
第
１０
表
総
貸
借
対
照
表
は
、
総
本
店
（本
社
部
門
）以
下
各
店
部
の
損
益
表
と
貸
借
対
照
表
を
連
結
し
た
も
の
で
あ
る
。

総
貸
借
対
照
表

の
う
ち
、
大
正
九
年
電
線
製
造
所
の
株
式
会
社

へ
の
移
行
に
よ
つ
て
、
同
所
分
は
削
除
さ
れ
た
。

第
９
表

に

「
戦
時
価
格
整
理
損
」
と
し
て
大
正
七
年
二

二
八
万
円
余
が
計
上
さ
れ
て
い
る
の
は
、
既
に
述
べ
た
通

り
製
造
店
部
の
固
定
財
産
及
び
起
業
支
出
に
つ
い
て
第

一

次
大
戦
に
よ
る
価
格
騰
貴
に
対
し
て
特
別
償
却
を
実
施
し

2,002,181 49

2,710,281 17

(単位 :円 )

100,000 00

435,102 10

70,000 00

70,000 00

32,997 58

(単位 :円 )

340,487 66

396,493 63

473,966 28

513,315 29



第11表 利 益 処 分

科 目 大正 6年 7年 8年

純 利 益 15,893,315 96 13,710,995 24 24,592.101 93

純益金分配額

会計規則積立金

積立金利殖高組入

総本店建築準備金

相続税準備金

同上利殖高組入

100,000 00

326,493 63

70,000 00

70,000 00

10,432 90

100,000_00

373,966 28

70,000 00

70,000 00

2.755 55

100,000 00

413,315 29

70,000 00

70,000 00

2,348 02

上記特別支出差引

営業資本へ組入
15,316,389 43 13,094,273 41 27,936,438 62

第

一
部
　
住
友
総
本
店

た
も
の
で
あ
る
（資
料
５
）。

第
１０
表

「総
財
産
」
勘
定

の
う
ち
、
「
財
産
」
勘
定
は
、

第

一
章
、
第
二
章
で
述
べ
た
通
り
、
第
８
表
本
社
部
門
の

「営
業
資
本
」
勘
定
と
欄
外
に
注
記
し
た

「営
業
外
固
定

財
産
」
勘
定

の
合
計
額

で
あ

る
。
「営
業
資
本
」
及

び

「営
業
外
固
定
財
産
」

の
概
念
に
つ
い
て
は
、

「住
友
総

本
市
只
上
ン

を
参
照
さ
れ
た
い
。

既
に
述

べ
た
通
り
住
友
総
本
店
は
原
則
と
し
て
自
己
資

金
で
賄
い
、
不
足
分
を
住
友
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
で
補

っ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
総
本
店
各
店
部
が
住
友

銀
行
か
ら
直
接
融
資
を
受
け
る
こ
と
は
な
く
、
株
式
会
社

住
友
鋳
鋼
所
も
含
め
て
す

べ
て
総
本
店
（本
社
部
門
）
を
経

由
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
大
正
七
年
末
か
ら
例
外
的
に
倉

庫
部
に
外
部
借
入
金

一
〇
〇
万
円
が
発
生
し
、
引
き
続
き

八
年
末

一
〇
〇
万
円
、
九
年
末
五
〇
万
円
が
計
上
さ
れ
た

（第
１０
表
）。
こ
の
外
部
借
入
金

の
経
緯

は
次

の
通
り
で
あ

る
。
当
時
倉
庫
部
で
は
、
東
京

へ
の
進
出
を
懸
案
と
し
て

お
り
、
大
正
五
年
三
月
ま
ず
東
京
市
深
川
区
佐
賀
町
（現

一
工（
一

第12表 積立金増加一覧表

年末残高 遠 計 口 貯 蓄 口 積 立 口 合  計

大正 5年

6年

7年

8年

9年

1,580,269 98

1,691,602 61

1,813,967 71

1,943,155 95

2.068.153 29

308,182 09

384,002 89

470,490 77

566,968 75

656,338 82

2,040,739 30

2,250,079 50

2,515,192 80

2,802,841 87

3,123.576 56

4,929,191 37

5,325,685 00

5,799,651 28

6,312,966 57

6,848,068 67



第
二
章
　
住
友
総
本
店

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
二

江
東
区
佐
賀

一
丁
日
）
に
東
京
出
張
所
を
開
設
し
、
次
い
で
大
正
六
年
十
二
月
深
川
区
和
倉
町
（現
江
東
区
冬
木
町
）
の
既
存
倉
庫
を
買
収
し
て
和

倉
町
倉
庫
と
し
た
。
他
方
内
村
鑑
三
の
弟
子
江
原
万
里
は
、
大
正
四
年
東
大
卒
業
後
住
友

に
入
社
し
、
こ
の
頃
総
本
店
庶
務
課
秘
書
係
に
勤

務
し
て
い
た
。
後
に
大
正
十
年
七
月
彼
が
東
京
帝
大
経
済
学
部
の
交
通
政
策
担
当
の
助
教
授
就
任

の
た
め
、
論
文
審
査

に
対
し
提
出
し
た
住

友
在
職
中
に
書
い
た
論
文
が
、　
ヨ

つ
は
横
浜
で
荷
揚
げ
し
た
貨
物
を
い
か
に
す
れ
ば
、　
最
も
迅
速
に
又
最
も
安
価
に
東
京
に
送
れ
る
か
と

云
ふ
貨
物
運
輸
に
関
す
る
も
の
で
、
他
の
一
つ
は
東
京
の
ど
こ
に
倉
庫
を
設
く
べ
き
か
と
云
ふ
調
査
で
東
京
湾
や
日
本
橋

・
京
橋

の
堀
割
の

運
輸
系
統
を
調
べ
た
も
（型

」
で
あ

つ
た
。
す
な
わ
ち
総
本
店
は
、
本
格
的
な
倉
庫
建
設
を
目
指
し
て
、
そ
の
立
地
に
つ
い
て
江
原
に
特
命
調

査
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
結
果
大
正
七
年
十

一
月
旧
佐
賀
藩
主
鍋
島
直
大
か
ら
倉
庫
用
地
と
し
て
東
京
市
京
橋
区
越
前
堀
二
丁
目

の
旧
佐
賀
藩
家
臣
の
住
居
の
あ

っ
た
土
地
七
七
六
九
坪
（現
東
京
都
中
央
区
新
川
二
丁
目
、
住
友
ツ
イ
ン
ビ
ル
が
立
ち
住
友
倉
庫
東
京
本
社

・
住
友
海

上
火
災
保
険
本
社
と
な
っ
て
い
る
）
を
購
入
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
代
金

一
〇
〇
万
円
は
取
り
あ
え
ず
鍋
島
直
大
か
ら
借
り
入
れ
た
。
こ
れ
が

こ
の
外
部
借
入
金
で
あ
る
（大
正
九
年
十
二
月
五
〇
万
円
返
済
、
金
利
年
六

・
七
％
、
残
金
五
〇
万
円
大
正
十

一
年
十
二
月
返
済
、
金
利
年
九
％
、
当
時

の
定
期
預
金
金
利
大
正
七
年
五
％
、
九
年
六
　
八
％
に
比
較
す
れ
ば
、
こ
の
借
り
入
れ
は
鍋
島
家
の
資
金
運
用
と
し
て
は
有
利
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
）。　
な
お
こ
の
土
地
は
、

元
来
そ
の
名
前
の
示
す
通
り
旧
福
井
藩
主
松
平
越
前
守

の
中
屋
敷
二
万
九
〇
〇
〇
坪
が
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
、
江

原
の
あ
げ
た
で
あ
ろ
う
立
地
条
件

に
適

っ
た
場
所
と
思
わ
れ
る
が
、
明
治
六
年
■

八
七
一こ
十
二
月
松
平
春
嶽
（慶
６ヽ

の
隅
田
川
畔
橋
場
の

新
居
に
明
治
天
皇

の
行
幸
が
あ

っ
た
記
録
か
ら
み
る
と
、
こ
の
前
後
に
鍋
島
に
譲
渡
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

利
益
処
分
は
、
好
決
算
を
背
景
に
余
裕

の
あ
る
処
分
を
行

っ
て
い
る
（第
Ｈ
表
）。

す
な
わ
ち
従
来
七
万
円
で
あ

っ
た
会
計
規
則
積
立
金
は

一
〇
万
円

へ
、
五
万
円
で
あ

っ
た
総
本
店
建
築
準
備
金
は
七
万
円

へ
、
同
じ
く
五
万
円
で
あ

っ
た
相
続
税
準
備
金
も
七
万
円

へ
、
そ
れ
ぞ
れ

積
み
増
し
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
結
果
積
立
金
残
高
は
、
運
用
利
息
の
元
本
繰
り
入
れ
と
併
せ
て
累
増
し
、
大
正
九
年
末
に
は
六
人
四
万
円
に
達
し
た
（第
１２
表
）。



（資
料
５
）

乙
第

一
六
号
達

戦
時
価
格
整
理
ノ
件

固
定
財
産
及
起
業
支
出
ノ
内
、
戦
時
中
平
時

二
比
シ
高
価
ノ
支
出
ヲ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
拉

二
過
度

二
使
用
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
、
戦
時
利

得
ノ
多
寡

二
鑑
ミ
相
当
価
格
ノ
引
下
ケ
ヲ
行
フ
ヘ
シ
。
但
実
施
前
案

ヲ
具
シ
テ
総
本
店
ノ
認
可
ヲ
経
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。
前
項
ノ
価
格
引
下
損

ヲ
整
理
ス
ル
為
メ
、
六
月
三
十
日
ヨ
リ

「償
却
」
科
ロ
ノ
次

二

「
戦
時
価
格
整
理
損
」
ノ

一
科
ロ
ヲ
新
設
ス
。

大
正
七
年
七
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
　
本
　
店

〓
一　

住
友

総
本
店

の
投
資
活
動

住
友
総
本
店

の
資
産
構
成
を
み
る
と
、
明
治

の
末

に
は
固
定
財
産
が
半
ば
近
く
を
占
め
て
い
た
が
、
合
資
会
社
設
立
直
前

の
大
正
九
年

２

九
一
一〇
）末
に
は
、
有
価
証
券
が
そ
の
地
位
に
と
つ
て
代
わ

っ
た
（第
１３
表
）。

明
治
末

の
有
価
証
券

の
内
容
を
み
る
と
、
住
友
銀
行
に
対
す
る
出
資
を
別
に
す
る
と
、
国
債
は
明
治
四
十

一
年
２

九
〇
八
）
か
ら
二
年

に

か
け
て
鉄
道
国
有
化
に
よ
り
保
有
し
て
い
た
京
釜

・
日
本

・
山
陽
の
各
鉄
道
株
が
国
債
に
振
り
替
わ

っ
て
以
来
横
ば
い
で
あ
り
、
地
方
債
も

同
様
で
あ
る
。
株
式
も
銀
行
、
鉄
道
、
保
険
と
い
っ
た
堅
実
株
が
多
く
、
総
じ
て
住
友
総
本
店
の
有
価
証
券
投
資
は
、
配
当
収
入
を
目
的
と

し
た
財
産
保
全
的
な
色
彩
が
強
か
っ
た
と
い
え
よ
う
（第
１４
表
）。

こ
れ
は
、
初
代
総
理
人
（事
）広
瀬
宰
平
が
明
治
二
十
七
年
退
任
す
る
ま
で
、

国
家
的
見
地
か
ら
外
部
の
事
業
会
社
に
対
し
積
極
的
に
出
資
を
行

っ
た
の
が
結
実
せ
ず
、
後
任

の
伊
庭
貞
剛
が
こ
れ
ら
を
次
々
と
整
理
し
て

い
っ
た
の
で
、
そ
の
結
果
残
さ
れ
た
有
価
証
券
投
資
が
、
積
立
金
や
準
備
金
な
ど
の
資
産
運
用
的
な
も
の
に
絞
ら
れ
て
い
た
と
い
う
経
緯
が

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
三



(単位 :円 )

科  目 大正元年末 5年末 9年末

固 定 財 産

(土  地)

所 有 品

有 価 證 券

(株  券)

起 業 支 出

営 業 品

貸 付 金

受 取 手 形

取 引 先

ケ

現   金

倉1 業 費

雑 そ の 他

金預

47 2

98
12

34 6

24 7

26

84

02
02

39
09

00

09

30 4

76
11

33 3

27.4

58

12 1

25

08
78

40

00
01

21

184

43
15

45 9

43 4

43

10 2

07

10

54
50

00

02
73

合 計 100 0 100 0 100 0

註 :人 正 9年末の「土地Jか ら大阪北港への売却分を除 く。

第
二
章
　
住
友
総
本
店

（下
）

あ

る
。

第13表 住友総本店の資産構成比の推移

9年末

一
六
四

と
こ
ろ
が
大
正
期
に
入
り
、
特
に
本
章

の
対
象
と
す
る
大
正
六
年

以
降
従
来
の
銀
行

」
鉄
道

・
保
険
株
以
外
の
株
式

の
比
重
が
大
幅
に

増
加
し
た
。
こ
の
こ
と
は
第

一
次
大
戦
の
好
況
に
よ
り
、
大
幅
な
業

績
の
向
上
を
実
現
し
た
住
友
総
本
店
の
投
資
ビ

ヘ
ー
ビ
ア
ー
が
、
新

規
企
業
が
激
増
し
た
の
に
対
応
し
、
変
化
し
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い

Ｚつ
。す

な
わ
ち
資
産
運
用
と
言
い
得
る
の
か
ど
う
か
疑
間
で
あ
る
が
、

住
友

の
事
業
と
無
関
係
に
三
井

・
三
菱
と
並
ぶ
交
際
上
の
出
資
要
請

が
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
跡
を
絶
た
な
か
っ
た
の
に
加

え
、
住
友

の
事
業

の
関
連
で
投
資
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
た
の
で

あ
る
。
大
阪
北
港
関
連
の

「臨
港
土
地
」
（大
正
五
年
十
二
月
）、
「
桜

島
土
地
」
（七
年
七
月
）
、
倉
庫
関
連

の

「富
島
組
」
（七
年
十
一
一月
）
、

電
線
関
連

の

「支
那
興
業
」
（六
年
五
月
）、
「藤
倉
電
線
」
（七
年
九
月
）
、
「中

華
電
気
製
作
所
」
（八
年
十
月
）
、
「
日
本
電
力
」
（八
年
十
二
月
）
な
ど
で
あ
る
。

さ
ら
に
従
来
の
直
系
企
業

の
ほ
か
に
後
に

「連
系
会
社
」
乃
至
そ
れ
に
準

ず
る

「特
定
関
係
会
社
」
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

「扶
桑
海
上
保
険
」

（大
正
六
年
十

一
月
）
、
「
日
米
板
硝
子
」
（七
年
十

一
月
）
、
「大
阪
北
港
」
（八
年

(単位 :円 )

3,225,458 96

200,017 72

40,000 00

23,822,821 74

1,047,605 74

88,855 85

106,880 15

22,568,980 00

10,500 00

38,710,325 20

23,710,325 20

9,000,000 00

6,000,000 00



第14表 総本店保有有価證券の推移

科 目 明治41年末 大正元年末 5年末

国債證券

地方債券

社債券

株 券

(銀行株)

(鉄道株)

(保険株)

(諸 株)

(出 資)

住友直系企業株券

(住友銀行株券)

(住友鋳鋼所株券)

(住友電線製造所株券)

969,963 30

60,435 00

2,787,789 27

553,493 24

1,933,590 97

11,255 15

230,649 91

58,800 00

3,232,774 15

185,575 00

1,054,676 74

666,555.74

38,768 35

18,755 15

320,372 50

10,225 00

7,500,000 00

7,500,000 00

3,284,802 08

185,575 00

1,420,451 74

722,343 24

69,368 35

15,005 15

601,710 00

12,025 00

14,898,700 00

13,398,700 00

1,500,000 00

出典 :本 章の以 ドの諸表は消価證券元帳か ら作成 した。
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十
一
一月
）
、
「
日
本
電
気
」
（九
年
十
一
一月
）
の
経
営

に
参
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
投
資

の
意
義
は
、
そ
れ
が
住
友

の
関
与
す
る
事
業
と
し
て
国
家

的
に
見
て
認
知
さ
れ
得
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
。

「扶
桑
海
上
保
険
」
は
山
下
汽
船
の
山
下
亀
三
郎
が
船
主
と
し
て
の
立
場

か
ら
海
上
保
険
に
強
い
関
心
を
抱
き
東
京
海
上
の
独
占
打
破
を
企
図
し
て
設

立
さ
れ
た
も
の
で
、　
家
長
も
発
起
人
の
一
人
と
な

っ
た
。

「
日
米
板
硝
子
」

は
、
杉
田
与
三
郎
の
板
ガ
ラ
ス
製
造
計
画
に
対
し
て
、
住
友
総
本
店
支
配
人

山
下
芳
太
郎
が
、
技
術
導
入
先
の
リ
ビ
ー

・
オ
ー
エ
ン
ス
社
の
チ
ャ
ー
ル
ス

ト
ン
エ
場
を
視
察
し
て
、
「国
家

の
た
め
に
な
る
事
業
に
は
積
極
的
に
進
出

す
べ
き
だ
」
と
賛
同
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
ま
た

「大
阪
北
港
」
は
、
大
阪

築
港

の
事
業
と
関
連
し
て
お
り
∩
五
　
大
阪
北
港
株
式
会
社
の
設
立
」
参
照
）
、

「
日
本
電
気
」
は
、
当
時
の
最
新

の
技
術
で
あ

っ
た
ウ
エ
ス
タ
ー
ン

・
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
社
の
重
信
ケ
ー
ブ
ル
の
製
造
技
術
の
導
入
を
図
る
こ
と
に
関
連

し
た
も
の
で
あ

つ
た
∩
七
　
株
式
会
社
住
友
電
線
製
造
所
の
設
立
と
日
本
電
気
株

式
会
社
と
の
提
携
」
参
照
）。

個
々
の
投
資

の
う
ち
国
債

・
地
方
債

。
社
債
に
つ
い
て
は
、
第
１５
表
を
参

照
し
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
以
下
住
友
直
系
企
業
（第
１６
表
）
と
そ
の
他

の
企

業
（第
１７
表
）
の
株
式
に
大
別
し
て
概
観
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
住
友
直

一
六
五
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一
六
六

系
企
業
に
つ
い
て

「連
系
会
社
」
と
い
う
制
度
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
後
住
友
合
資
会
社
設
立
直
後

の
大
正
十
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。

Ｈ
　
住
友
直
系
企
業
の
株
式

「住
友
銀
行
」
の
株
式
は
、
設
立
以
来
総
本
店
が

一
〇
〇
％
保
有
し
て
い
た
が
、
前
章

「
三
　
住
友
総
本
店
の
業
績
」
で
述
べ
た
通
り

一

部
を

一
族
及
び
職
員
に
譲
渡
し
た
結
果
、
大
正
五
年
末

に
は

一
三
万
三
九
八
七
株
（八
九

二
一一％
）
に
低
下
し
た
。
そ
の
後
大
正
六
年
七
月
資

本
金

一
五
〇
〇
万
円
か
ら
三
〇
〇
〇
万
円

へ
倍
額
増
資
し
、
住
友
と
し
て
初
め
て
株
式
を
公
開
し
た
。
さ
ら
に
大
正
九
年
五
月
に
は
、
四
〇

〇
〇
万
円
を
増
資
し
て
資
本
金
を
七
〇
〇
〇
万
円
と
し
た
。
住
友
総
本
店
で
も
こ
の
間
に
持
株
の
中
九
万
九
七
〇
七
株
を
職
員

・
末
家
そ
の

他
銀
行
得
意
先

へ
も
売
却
し
、
合
計
五
七
六
万
円
の
売
却
益
を
得
た
。
こ
の
結
果
大
正
九
年
末

の
発
行
済
株
式
数
七
〇
万
株

に
対
し
、
総
本

店
の
持
株
数
は
、
三
七
万
三
四
六
人
株
で
持
株
比
率
は
五
三

・
四
％
に
ま
で
低
下
し
た
。
な
お
こ
の
ほ
か

一
族
の
持
株
は
前
章
で
述

べ
た
通

り
、
大
正
五
年
末
で
寛

一
三
〇
〇
〇
株
、
忠
輝
二
〇
〇
〇
株
、
孝
二
〇
〇
〇
株
で
あ

っ
た
が
、
大
正
六
年
七
月
の
増
資

の
際
の
割
当
分
、
寛

一
二
四
〇
〇
株
、
忠
輝

一
六
〇
〇
株
、
孝

一
六
〇
〇
株
合
計
五
六
〇
〇
株
は
総
本
店
に
譲
渡
さ
れ
、
次
い
で
大
正
九
年
五
月
の
増
資

で
は

一

対

一
で
割
り
当
て
ら
れ
た
の
で
、
大
正
九
年
末
の
持
株
は
、
寛

一
六
〇
〇
〇
株
、
忠
輝
四
〇
〇
〇
株
、
孝
四
〇
〇
〇
株
と
な

っ
た
。

「住
友
鋳
鋼
所
」
の
株
式
は
、
大
正
四
年
十
二
月
設
立
以
来
依
然
と
し
て
総
本
店
が
全
株
所
有

し
て
い
る
。
大
正
九
年
九
月
同
社
は
資
本
金
を
六
〇
〇
万
円
か
ら

一
二
〇
〇
万
円

へ
倍
額
増
資

一　
一　
一　
一　
一　

一　
一

9年末

184,725 00

2,721,681 23

319,052 73

3,225,458 96

49,300 00

135,000 00

15,717 72

200,017 72

40,000 00

40,000 00

円

０

9年末

4,757,029 50

6,000,000 00

3,000,000 00

6.000,000 00

(単位 :円 )

187,843

185,625

120,000

120,000

160,000

38,710,325 20
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第15表  国債證券・地方債券 。社債券明細表

銘   柄 明治41年末 大正元年末 5年末

(国債證券)

記名整理公債

無記名整理公債

記名軍事公債

無記名軍事公債

無記名海軍公債

帝国五分利公債

甲種登録甲い号五分利公債

無記名甲い号五分利公債

無記名甲ろ号五分利公債

無記名特別五分利公債

第一回露国大蔵省證券

320,355 00

227,429 50

2,700 00

291,660 50

90,820.00

11,400 00

25,598 30 31,275 00

153,450 00

2,687,065 15

360,984 00

31,275 00

153,450 00

2,687,065 15

319,052 73

93,959 20

合    計 969,963 30 3,232,774 15 3.284,802 08

(地方債券)

大阪市築港公債

神戸市水道公債

大阪市電気鉄道公債

上海公部局公債

51,000 00

9,435 00

50,575 00

135,000 00

50,575 00

135,000 00

合   計 60.435 00 185,575 00 185,575 00

(社債券)

汽車製造会社債

合   計

第16表 住友直系企業株券明細表

柄 (額面)銘 大正元年末 5年末

住友銀行      (100)
同 第二新株    (100)
住友鋳鋼所     (50)
同 新株      (50)
住友電線製造所    (50)

,
150,000

11

7,500,000 00
,

133,987

120,000

円

13,398,700 00

1,500,000 00

合   計 150,000 7,500,000 00 253,987 14,898,700 00

一
六
七

住友鋳鋼所は大止 9年 11月 1日 住友製鋼所 と改称。
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一
六
八

（払
込
三
〇
〇
万
円
）
し
た
が
、
こ
れ
は
即
日
前
節
で
述

べ
た
鋳
鋼
所
に
対
す
る
融
資

の
返
済

に
充
当
さ
れ
て
い
る
。
な
お
同
社
は
大
正
九
年

十

一
月

一
日
株
式
会
社
住
友
製
鋼
所
と
改
称
し
た
。

「住
友
電
線
製
造
所
」

は
、
大
正
九
年
十
二
月
資
本
金

一
〇
〇
〇
万
円
全
一〇
万
株
全
株
総
本
店
所
有
）
で
設
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
四
万

株
は
日
本
電
気
（株
）
へ
譲
渡
さ
れ
た
。
そ
れ
と
引
換
に
総
本
店
が
譲
り
受
け
た

「
日
本
電
気
」
株
式

一
万
株
は
、
従
来
総
本
店
が
保
有
し
て

い
た

「藤
倉
電
線
」
「中
華
電
気
製
作
所
」
株
式
と
と
も
に
住
友
電
線

へ
譲
渡
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
経
緯
は

「七
　
株
式
会
社
住
友
電
線
製

造
所
の
設
立
と
日
本
電
気
株
式
会
社
と
の
提
携
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(単位 :円 )

5年末 9年末

羽

1,341
1,341
320
320
514
514
750

400

6,565

500
500

36
72

1,350

1,350

1,503

270

1,739

37

300

80
700

６６

３３

６６

一

F

453,333 00
67,050 00
36,310 24
8,000 00

51,400 00
25,700 00
14,375 00

19,100 00

722,343 24

15,005 15

15,005 15

75,150 00

12,160 00

84,550 00

1,850 00

15,000 00

３５

０〇

一

〇〇

〇０

一

〇〇

３５

500
250
999
499
264
264
400

11,722

1,000

725
144

144

2,013

1,350

５４

２８

７。

７０

５６

　

３９

３９

　

一
７４

■

００

００

８。

０。

０。

円

453,333 00
67,050 00
68,310 24
64,000 00
154,200 00
77,100 00
30,875 00

24,100 00
3,125 00

48,800 00
18,712 50
26,400 00
6,600 00
5,000 00

1,047,605 74

49,108 35

23,187 50
14,400 00

2,160 00

88,855 85

31,880 15

75,000 00
106,880 15

112,700 00
25,350 00
12,160 00
3,375 00

766 120 00

84,550 00
21,737 50

3,700 00
1,387 50

60,000 00
247,800 00

2,200 00
70,000 00
18,000 00
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第17表  その他の企業の株券明細表

銘 柄     (額 面 ) 明 治 41年末 大正元 年末

(銀行株 )

日本銀行
lnl 新株

横 浜正 金銀行
同 新株

台湾銀行
同 新 株

大阪農工 銀行
同 新株

松 山商業銀行
同 第二新株

五 十二銀行
同 新株

朝 鮮銀行
同 新株

漢城銀行新 株
合  計

(鉄道株 )

日本鉄 道
同 第八新株

関西鉄 道
山陽鉄 道
九州鉄 道

同 第二新株
北 海道鉄 道
伊豫鉄 道①

同 新 株
同 第二新株

南 満州鉄 道②
同 新株
同 第 四新株

有馬鉄 道
合   計

(保険株 )

明治火 災保 険③
東京海 L保険④
共 同火災保 険⑤
扶 桑 海上保 険⑥

合  計
(言者  ″ヽ )

〈海運〉
大 阪商船⑦

同 第二新株
日,青 ,気舟合

同 新 株
富 島組
〈建設〉
若松築港

同 新株
〈拓 殖 ・投 資〉
白耳義東 洋 会社
東洋拓 殖

同 第二新株
東 亜興業③

同 新株
伯刺西爾拓 殖⑨
中国興 業⑩
支那 興業

(円

(200)
(200)
(100)
(100)
(100)
(100)
(20)
(20)
(50)
(50)
(50)
(50)

(100)
(100)
(50)

(50)
(50)
(50)
(50)
(50)
(50)
(50)
(50)
(50)
(50)

(200)
(100)
(100)
(50)

(200)
(50)
(50)
(50)

(25)
(50)
(50)
(50)
(50)

(50)
(50)

(500たよ)

(50)
(50)

(100)
(50)
(50)

(100)
(50)

桐

1,341

320

257

250

3,234

883
311

1,090
12,597
12,452
2,575
1,000

500
125
375
18

34,726

150

300

450

3,006

270

1,739

００

０。

０。

６６

一　

一

０。

３７

一　

一　

一　

一　

一　

一

453,333 00

36,310 24

25,700_00

4,375 00

9,100 00
2,500 00

18,850 00
3,325 00

553,493 24

56,666 34
132,485 00
36,651 05

828,360 40
681,584 83
115,875 00
50,000 00
24,108 35
1,875 00
5,625 00

360 00

1,933,590 97

7,505 15

3,750 00

11,255 15

75,150 00

12,160 00

84,550 00

19,577 41
462 50

1,341
1,341
320
320
257
257
500
250
200
200
666
333
66

6,051

500
500

18

018

150

300

450

503

270

1

1

1,739

37

300

円

453,333 00
67,050 00
36,310 24
8,000 00

25,700 00
6,425 00
9,375 00
2,500 00
9,100 00
7,500 00

32,150 00
4,162 50
4,950 00

666,555 74

24,108 35
12,500 00

2,160 00

38,768 35

15,005 15

3,750 00

18,755 15

75,150 00

12,160 00

84,550 00

1,387 50

7,500 00

一
六
九
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一
七
〇

国
　
そ
の
他
の
企
業

の
株
式

次
に
大
正
期
を
中
心
に
住
友
直
系
企
業
以
外
の
企
業
に
対
す
る
投
資
を
み
て
み
る
と
、
銀
行
株
は
明
治
十
五
年
創
立
時
に
住
友
吉
左
衛
門

が
二
五
〇
株
を
入
手
し
た

「
日
本
銀
行
」
株
を
は
じ
め
と
し
て
、
資
産
運
用
の
見
地
か
ら
保
有
さ
れ
て
き
た
。
大
正
期
に
入

っ
て
新
た
に
投

資
さ
れ
た
の
は

「漢
城
銀
行
」
株
で
あ
る
。
同
行
は
、
明
治
三
十
八
年
九
月
朝
鮮
王
主
及
び
貴
族
の
出
資

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
が
、
大
正
九

年
五
月
増
資
に
際
し
、
内
地
の
貴
族

・
富
豪
に
参
加
依
頼
が
あ

っ
た
た
め
、
出
資
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
。

鉄
道
株
は
、
明
治
期
に
保
有
し
て
い
た
私
鉄
株
が
国
有
化
に
よ
り
国
債
に
振
り
替
え
ら
れ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

5年 末 9年 末

768

一

６２

００

５。

5

38,400 00

2,300 00

225,000 00

601 700 00

一

６２

００

５０

５０

００

００

　

８０

２６

　

００

００

００

円

38,400 00

11,550 00
35,000 00
8,750 00

118,125 00
250,000 00
48,750 00

51,800 00
45,975 00

5,000 00
10,000 00
3,750 00

19,664,000 00
43,750 00

525,000 00
187,500 00

6,700 00
3,350 00

20,000 00

62,500 00
22.568.980 00

12,025 00

一

〇〇

〇〇

〇〇

〇０

一

2,500 00
3,000 00
5,000 00
10,500 00

1,200,000 00
866,500 00
156,250 00
200,000 00

2,422,750 00



第

音Б

住
友
総
本
店

銘 柄    (額 面 ) 明治41年末 人正元年 末

〈電気 ・ ガス〉
大 阪瓦斯

同 第二新株
同 第三新株

宇 治川電気
同 新株

日本電 力
土佐吉野 川水 力電気
台湾電力
〈機械〉
汽車製造⑪

同 新株
くサ ー ビス〉
大 阪 ホテ ル

同 新株 ⑫
東 京 会館
〈不動 産〉
臨港 ]1地

大 阪北港
大 阪住 宅経 営
〈ガ ラス・ I,石製 品〉
日米板 硝子
日本 ホ ロ タイル

〈新 聞〉
大 阪毎 日新 聞社⑬

同 新株
く水 産〉
明治漁業
〈農林〉
中央 開墾

合  計

(11)

(50)
(50)
(50)
(50)
(50)
(50)
(50)
(50)

(50)
(50)

(50)
(50)
(50)

(50)
(50)
(50)

(50)
(50)

(100)
(100)

(50)

(50)

＝

　

０。

５。

一

〇０

一　

一　

一　

一

6,602

25,000 00
5,000 00

8,750 00

230,649 91 8,005

[]

37,500 00

35,000 00

51,800 00
15.325 00

320,372 50

(出 資 )

汽車 製造 合資⑪
大阪毎 日新 聞社⑬
第一生 命保 険相 互
蓬茉生命保 険相 互

国際通信 社
興源公 司

合  計

51,800 00
4,500 00
2,500 00

58 800 00

4,725 00
2,000 00
3,500 00

10,225 00

(こ の他大 正 9年
藤 倉電線

同 新株
中華電気 製作所
日本電 気新株

イ)    言|

12月 20日 (株)住 友電線 製造所 設立 と同時 に 同社 に譲 渡 された株券 )

(50)
(50)

(100)
(50)

―
ヒ

註 :0人正5年 12月 末日伊豫水力電気(株 )を 合併、伊豫鉄道電気(株 )と 改称。
②大正4年 12月 1日 額面200円 を100円 に変更。

0人正5年 6月 21日 明治火災保険 1株 と東京海上保険9株を交換。
0人正7年 4月 21日 東京海上火災保険と改称。
0明 治40年 1月 29日 共 nl火 災海上保険と改称し人正2年 1月 28日 共同火災保険に復帰.

0人 iE 9年 4月 20日 扶桑海L火災保険と改称。
0人正元年12月 26日 額面25円を50円 に変更.

e大正6年 3月 15日 額面100円 を50門に変更。
0人 lL 8年 2月 12日 海外興業に吸収合ll.

⑩大正3年 4月 25日 中11実業と改称。
(D大正元年10月 31日 合資会社から株式会社へ組織変更。
⑫大正9年 3月 1日 浪速ホテルを吸収合併。
⑬大正8年 3月 lH合資会社から株式会社へ組織変更。
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友
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一
七
二

「伊
豫
鉄
道
」
は
明
治
二
十
年
設
立
さ
れ
、
夏
目
漱
石
の

「坊
ち
ゃ
ん
列
車
」
で
有
名
で
あ
る
が
、
住
友
は
明
治
三
十
四
年
資
産
運
用
株

と
し
て
購
入
し
て
い
る
。

「南
満
州
鉄
道
」
は
明
治
三
十
九
年
十
二
月
創
立
時
に
一
八
株
を
入
手
し
、
や
は
り
資
産
運
用
株
と
し
て
保
有
し
て
い
た
。

「有
馬
鉄
道
」

は
、
大
正
三
年
十

一
月
片
岡
直
温
（片
岡
直
輝
弟
、
当
時
日
本
生
命
社
長
）
ほ
か
二
九
名
を
発
起
人
と
し
て
資
本
金
五
〇
万
円

で
設
立
さ
れ
、
国
鉄
福
知
山
線
三
田

・
有
馬
間
の
軽
便
鉄
道
で
あ

っ
た
。
大
正
九
年
五
月
同
社
の
国
有
化

に
伴
い
売
却
さ
れ
た
。

保
険
株
は
明
治
二
十
四
年
設
立
さ
れ
た

「明
治
火
災
保
険
」
が
同
二
十
五
年
資
本
金
六
〇
万
円
を

一
〇
〇
万
円
に
増
資
し
た
際
に
、
住
友

は

一
五
〇
株
を
取
得
し
た
。
後
に
大
正
五
年
六
月

「東
京
海
上
保
険
」
が
火
災
保
険
の
事
業
に
進
出
す
る
た
め
、
「明
治
火
災
保
険
」
株

一

株
に
対
し
そ
の
増
資
新
株
九
株
と
交
換
し
、
明
治
火
災
保
険
を
傘
下
に
収
め
た
。

「共
同
火
災
保
険
」
は
、
明
治
三
十
九
年
六
月
設
立
さ
れ
た
。
同
社
は
同
四
十
年

一
月

「共
同
火
災
海
上
運
送
保
険
」
と
改
称
し
た
が
、

大
正
三
年

一
月
再
び

「共
同
火
災
保
険
」

に
復
帰
し
た
。
住
友
は
設
立
時
に
、
大
場
多
市
（明
治
三
十
三
年
六
月
日
本
銀
行
計
算
局
調
査
役
を
辞

職
し
住
友
入
社
、
当
時
本
店
副
支
配
人
兼
会
計
課
主
任
）名
義
で
三
〇
〇
株
を
取
得
し
た
が
、
大
正
五
年
十
月
売
却
し
た
。

「扶
桑
海
上
保
険
」
は
、
大
正
六
年
十

一
月
前
述
の
経
緯
で
設
立
さ
れ
た
。
総
本
店
支
配
人
小
倉
正
恒
が
創
立
委
員
と
な
り
、
設
立
後
取

締
役
に
選
任
さ
れ
た
。
住
友
の
損
害
保
険
事
業
進
出
の
第

一
歩
で
あ
る
。
な
お
発
起
人
と
そ
の
引
受
株
数
は
、
住
友
吉
左
衛
門
五
〇
〇
〇
株
、

小
倉
正
恒

一
〇
〇
〇
株
と
な

っ
て
い
る
が
、
第
１７
表
の
通
り
、
小
倉

の
持
株
は
名
義
株
で
あ
る
。

海
運
株
で
は
、
「大
阪
商
船
」
株
は
、
明
治
十
七
年
そ
の
創
立
に
住
友
が
関
与
し
、
汽
船
株
九
六
六
株
（提
供
し
た
船
舶
の
見
返
り
）
、
通
貨

株
六
〇
〇
株
を
保
有
し
、
広
瀬
宰
平
が
初
代
社
長
に
就
任
し
た
。

「
日
清
汽
船
」
株
は
、
当
初
明
治
三
十
五
年

に
設
立
さ
れ
た
中
国
河
川
沿
海
航
路
の

「
湖
南
汽
船
」
の
株
式
五
〇
〇
株
を
保
有
し
て
い
た

が
、
明
治
四
十
年
同
社
が
日
本
郵
船
系
の

「大
東
汽
船
」
と
合
併
し

「
日
清
汽
船
」
と
な
り
、
そ
の
株
式
二
七
〇
株
に
交
換
さ
れ
た
も
の
で



あ
る
。

「富
島
組
」
は
、
大
阪
商
船
の
専
属
仲
仕
組
合
と
し
て
同
社
の
設
立
と
同
時
に
結
成
さ
れ
た
。
住
友
倉
庫
で
は
、
大
正
六
年
二
月
大
阪
商

船
の
大
連
航
路
の
荷
捌
き
と
絆
船
供
給
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
が
、
こ
の
下
請
と
し
て

「富
島
組
」
を
起
用
し
た
。
大
正
七
年
十
二
月
大
阪

商
船
社
長
堀
啓
次
郎
の
斡
旋
に
よ
り
、
住
友
は
同
社
と
資
本
提
携
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
発
行
済
株
式
二
万
株
（払
込
二
五
円
）
の
う
ち

一

万

一
四
五
六
株
（五
七

・
三
％
）
を
七
六
万
六

一
二
〇
円
で
取
得
し
た
。
翌
八
年

一
月
の
株
主
総
会
に
お
い
て
山
本
五
郎
（倉
庫
副
支
配
人
）
が
取

締
役

に
、
日
高
直
次
（総
本
店
副
支
配
人
）
が
監
査
役
に
選
任
さ
れ
た
。
な
お
こ
の
株
式
は
大
正
十
二
年
八
月
株
式
会
社
住
友
倉
庫

の
設
立
と

同
時
に
同
社
に
譲
渡
さ
れ
た
。

建
設
株
の

「若
松
築
港
」
は
、
明
治
二
十
六
年
十
二
月
若
松
港
の
改
築

・
浚
渫
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
、
住
友
は
忠
隈
炭
の
積
み
出
し

に
同
港
を
利
用
し
て
い
た
関
係
で
、
出
資
し
た
も
の
で
あ
る
。

拓
殖

・
投
資
株
に
つ
い
て
は
、
直
接
住
友

の
事
業
と
関
係
は
無
い
が
交
際
上
出
資
を
依
頼
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
と
思
わ
れ
る
。

「自
耳
義
東
洋
会
社
」
は
、
明
治
三
十
三
年
ベ
ル
ギ
ー
で
東
洋
諸
国
特
に
中
国
の
沿
岸

・
鉱
山
開
発
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

「東
洋

万
国
株
式
会
社
」

６
ｏ
日
Ｂ
∞
●
お
Ｆ
けｏＥ
”
計」０
●
”
げ
０
．〇
』ヽ９
け、
資
本
金
三
五
〇
万
法
、
七
〇
〇
〇
株
、
＠
五
〇
〇
法
）
で
あ
り
、
外
務
省
か
ら
渋
沢

栄

一
に
紹
介
が
あ

つ
た
も
の
。
渋
沢
自
身
同
社
の
取
締
役
に
就
任
し
た
。
渋
沢
日
記
明
治
三
十
三
年
七
月
二
十
日
に

「益
田
孝

・
瓜
生
震

（註
、
当
時
三
菱
合
資
本
社
営
業
部
長
】
一氏
来
ル
。
東
洋
会
社
株
式
引
受
ノ
事

二
関
シ
、
三
井

・
岩
崎
両
家
ノ
金
額
ヲ
協
議
ス
。
（中
略
）河
上
謹

一
氏

へ
住
友
ノ
引
受
高

二
付
テ
書
状
ヲ
発
ス
。

」

と
あ
り
、
住
友
は
十

一
月

一
〇
〇
株
を
＠
五
〇
法
払
込
で
引
き
受
け
た
が
、　
こ
の
際
東
京

三
井
物
産
会
社
益
田
孝
氏
（取
）次
引
受
と
欄
外
注
記
が
あ
る
の
は
、　
こ
の
益
田
の
斡
旋
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
明
治
四
十

一
年
末
ま

で
に
払
込
を
完
了
し
た
が
、　
同
社
は
同
四
十
四
年
六
月
末
姉
妹
会
社
ウ
ー
ト
ル
メ
ー
ル
銀
行
０
日
ｏ
月

ｏ
．ｏ
ｏ
一【ｏ
日
０し
に
合
併
さ
れ
、　
同
行

株
式

一
〇
〇
株
と
引
き
換
え
ら
れ
た
。
し
か
し
住
友
で
は
、
九
月
に
住
友
銀
行
経
由
ブ
ラ
ッ
セ
ル
の
ド
イ
ツ

・
バ
ン
ク
に
売
却
し
て
い
型
。

第
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友
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七
三
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友
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一
七
四

「東
洋
拓
殖
」
は
、
明
治
四
十

一
年
八
月
東
洋
拓
殖
会
社
法
が
公
布
さ
れ
、
朝
鮮
及
外
国
に
お
け
る
拓
殖
資
金

の
供
給
そ
の
他
の
拓
殖
事

業
を
営
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
十
二
月
に
設
立
さ
れ
た
。
鈴
木
馬
左
也
も
設
立
委
員
の
一
人
と
し
て
名
前
を
連
ね
て
い
る
。
住
友
は
朝
鮮
開

発
の
国
家
的
事
業
賛
助
の
見
地
か
ら
株
式
三
七
株
を
引
き
受
け
た
。

「東
亜
興
業
」
は
、
明
治
四
十
二
年
八
月
中
国
に
お
け
る
英
米
資
本
に
対
抗
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
国
策
会
社
で
、
他
社
と
の
振
り
合

い
を
考
慮
し
て
、
三
〇
〇
株
（鈴
木
馬
左
也
名
義
）
を
引
き
受
け
た
。

「伯
刺
西
爾
拓
殖
」
は
、
大
正
三
年
三
月
移
民
を
も

っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
開
発
に
当
た
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
住
友
と
し
て
八

〇
株
を
引
き
受
け
る
格
別
の
事
情
は
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
発
起
人
と
し
て
明
治
四
十
三
年
別
子
煙
害
問
題
解
決
の
際
の
農
商
務

大
臣
で
あ

つ
た
大
浦
兼
武
（ユ型
早
「五
　
住
友
肥
料
製
造
所
の
開
設
」
参
照
）
が
、
渋
沢
栄

一
等
と
と
も
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
を
み
る
と
、
渋

沢

・
大
浦
か
ら
の
要
請
が
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
大
正
六
年
十
二
月
各
地
の
移
植
民
会
社
を
統
合
し
て

「海
外
興
業
株
式
会
社
」
が

設
立
さ
れ
、
大
正
八
年
二
月

「伯
刺
西
爾
拓
殖
」
も
同
社
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。

「中
国
興
業
」
は
、
大
正
三
年
二
月
中
華
民
国
国
民
党
党
首
孫
文
が
来
日
し
た
際
、
渋
沢
栄

一
と
中
国
に
お
け
る
諸
企
業

へ
の
金
融
投
資

を
目
的
と
す
る
日
中
合
弁
企
業
の
設
立
の
話
が
生
じ
、
八
月
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
住
友
は
お
そ
ら
く
渋
沢
か
ら
の
依
頼
で
七
〇
〇

株
を
引
き
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
中
国
側
の
実
権
が
孫
文

一
派
に
代
わ

っ
て
哀
世
凱
大
総
統

の
北
京
政
府

へ
移

っ
た
た
め
、
同

社
の
中
国
側
パ
ー
ト
ナ
ー
も
北
京
政
府
に
代
わ
り
、
大
正
三
年
四
月

「中
日
実
業
」
と
改
称
し
た
。

「支
那
興
業
」
は
、
大
正
六
年
二
月
藤
倉
電
線
取
締
役
青
山
禄
郎
が
中
心
と
な

っ
て
、
中
国
民
間
の
電
気
事
業
に
借
款
を
供
与
し
電
線
を

輸
出
し
よ
う
と
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
住
友
も
五
月
に
青
山
か
ら

一
二
〇
〇
株
（＠
一
二
円
五
〇
銭
払
込
の
も
の
を
＠
一
五
円
で
）取
得
し
た
。
な

お
同
社
は
大
正
十
二
年
十

一
月
排
日
問
題
か
ら
解
散

の
や
む
な
き
に
至

っ
た
。

電
気

・
ガ
ス
株
で
は
、
「大
阪
瓦
斯
」

は
、
明
治
三
十
年
創
立
さ
れ
た
が
、
明
治
三
十
五
年
九
月
増
資

の
際
住
友
は
五
〇
〇
株
を
引
き
受



け
た
。
こ
れ
は
そ
の
前
年
二
月
日
本
鋳
鋼
所
社
長

の
片
岡
直
輝
が
大
阪
瓦
斯
の
社
長
に
迎
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
片
岡
が
河
上
謹

一
（住
友

本
店
理
事
）
に
依
頼
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（前
章

「七
　
住
友
鋳
鋼
場
の
株
式
会
社
へ
の
移
行
」
参
照
）。

「宇
治
川
電
気
」
は
、
明
治
三
十
九
年
十
月
琵
琶
湖
の
水
力
資
源
を
利
用
す
る
た
め
、
大
阪
商
船
社
長
中
橋
徳
五
郎
を
社
長
と
し
て
京
阪

財
界
が
結
集
し
て
設
立
さ
れ
た
（資
本
金

一
二
五
〇
万
円
、
払
込
＠
一
二
円
五
〇
銭
）。
住
友
は
七
〇
〇
株
を
引
き
受
け
た
。

「
日
本
電
力
」

は
、

こ
の
字
治
川
電
気
が
北
陸

・
中
部
地
区
河
川
の
水
力
開
発
に
当
た
ら
せ
る
た
め
、
子
会
社
と
し
て
大
正
八
年
十
二
月
設
立
し
た
も
の
で
あ
る

（資
本
金
五
〇
〇
〇
万
円
、
＠
払
込

一
二
円
五
〇
銭
）。
住
友
電
線
製
造
所
所
長
利
光
平
夫
が
取
締
役

に
就
任
し
た
。
「宇
治
川
電
気
」
「
日
本
電

力
」
は
と
も
に
昭
和
十
七
年
２

九
四
一
こ
四
月
配
電
統
制
令
に
よ
つ
て
合
併
し

「
関
西
配
電
」
と
な

っ
た
。

「土
佐
吉
野
川
水
力
電
気
」
は
、
大
正
八
年
二
月
資
本
金

一
〇
〇
万
円
（全
株
住
友
総
本
店
所
有
、
＠
払
込

一
二
円
五
〇
銭
）
で
設
立
さ
れ
た
。

そ
の
前
年
大
正
七
年
二
月
四
国
吉
野
川
上
流
大
川
村
高
藪
付
近
の
水
利
権
を
宮
崎
宣
政
ほ
か
九
名
か
ら
三
万
八
〇
〇
〇
円
で
買
収
し
た
こ
と

に
よ
る
。
た
だ
し
同
社
は
そ
の
上
流
本
川
村
長
沢
付
近
の
水
利
権

の
問
題
で
昭
和
二
年
七
月
に
実
質
的
に
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
そ
の
際
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

「台
湾
電
力
」
は
、
大
正
八
年
五
月
台
湾
電
力
株
式
会
社
令

の
公
布
に
よ
つ
て
、
資
本
金
三
〇
〇
〇
万
円
で
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち

一

二
〇
〇
万
円
は
政
府
の
出
資
で
、
残
り

一
八
〇
〇
万
円
は

一
般
公
募
に
付
さ
れ
、
住
友
は

一
五
〇
〇
株
（＠
払
込

一
二
円
五
〇
銭
）
を
取
得
し
た
。

機
械
の

「汽
車
製
造
」
は
合
資
会
社
か
ら
の
組
織
変
更
に
つ
き
、
次

の
合
資
会
社
の
項
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
の

「大
阪
ホ
テ
ル
」
株
取
得
の
経
緯
は
次

の
通
り
で
あ
る
。
明
治
維
新
後
、
川
日
居
留
地
に
大
阪
唯

一
の
ホ
テ
ル
自
由
亭
が
創

業
し
、
明
治
十
四
年
自
由
亭
は
中
之
島
に
支
店
を
開
設
し
た
（現
在
の
東
洋
陶
磁
美
術
館
の
場
所
）。
自
由
亭
は
、
和
洋
二
館
を
有
し
明
治
二
十

八
年

「大
阪
ホ
テ
ル
」
と
改
称
し
た
が
、
明
治
三
十
二
年
外
山
脩
造
外

一
一
名

の
発
起
人
に
よ
り
、
資
本
金

一
〇
万
円
で
設
立
さ
れ
た
株
式

会
社
大
阪
倶
楽
部
に
洋
館
部
分
を
売
却
し
た
（和
館
部
分
は
後
に
大
阪
銀
行
集
会
所
と
な
っ
た
）。
大
阪
倶
楽
部
は
、
こ
の
洋
館
部
分
を

「大
阪
ク

第

一
部
　
住
友
総
本
店
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ラ
ブ

・
ホ
テ
ル
」

と
称
し
て
営
業
し
た
。
住
友
は
発
起
人
の
一
人
と
し
て
、　
一
〇

一
株
（額
面
一
〇
〇
円
、
全
額
払
込
）
を
保
有
し
た
。
し
か
し

明
治
三
十
四
年
十

一
月
建
物
が
火
災
で
焼
失
し
て
し
ま
い
、
大
阪
倶
楽
部
は
翌
三
十
五
年

一
月
株
式
総
払
込
額
八
万
円
（＠
八
〇
円
）
を

一
〇

年
賦
の
貸
金
証
書
（住
友
の
場
合
八
〇
八
〇
円
）
と
引
き
換
え
て

一
度
解
散
し
て
し
ま
っ
た
。　
そ
し
て
明
治
三
十
五
年
十
二
月
改
め
て
資
本
金

一

〇
万
円
の
株
式
会
社
大
阪
ホ
テ
ル
が
設
立
さ
れ
、　
住
友
は
二
株
（＠
五
〇
〇
〇
円
）
を
保
有
し
た
。　
焼
跡
に
新
築
さ
れ
た
ホ
テ
ル
は
、　
三
十
六

年

一
月
開
業
し
た
。
し
か
し
ホ
テ
ル
経
営
は
、
赤
字
続
き
の
た
め
大
阪
市
に
地
代
も
払
え
な
い
ほ
ど
で
、
四
十
年

一
月
大
阪
市
が
大
阪
ホ
テ

ル
を
買
収
し
た
た
め
同
社
は
解
散
し
た
。
住
友
に
対
す
る
二
株
分
の
清
算
割
当
金
は
二
八

一
八
円
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ホ
テ
ル
の
営
業
は
支

配
人
大
塚
卯
三
郎
の
個
人
経
営
で
続
け
ら
れ
た
が
、
四
十
二
年
に
は
大
塚
が
大
阪
市
か
ら
払
い
下
げ
を
受
け
、
大
正
元
年
十
二
月
再
び
資
本

金
二
〇
万
円
で
株
式
会
社
大
阪
ホ
テ
ル
が
設
立
さ
れ
た
。
住
友
は
こ
の
設
立
時
に
は
出
資
し
な
か
っ
た
が
、
大
正
三
年
七
月
第
二
回
払
込

父
口計
＠
二
〇
円
払
込
）
の
際
に
小
倉
正
恒
名
義
で

一
〇
〇
株
引
き
受
け
た
。
大
正
八
年
六
月
全
額
払
込
が
完
了
す
る
と
、
七
月
に
倍
額
増
資
が

行
わ
れ
二
〇
〇
株
（小
倉
名
義
払
込
＠
一
二
円
五
〇
銭
）引
き
受
け
た
。

ま
た
大
正
九
年

一
月
子
会
社

「浪
速
ホ
テ
ル
」

が
設
立
さ
れ
、
住
友
は

同
じ
く
小
倉
名
義
で
三
〇
〇
株
（払
込
一
二
円
五
〇
銭
）取
得
し
た
。

「浪
速
ホ
テ
ル
」

は
三
月
大
阪
ホ
テ
ル
に
吸
収
合
併
さ
れ
、
今
橋
ホ
テ
ル

と
改
称
し
た
。
従

っ
て

「大
阪
ホ
テ
ル
」
の
新
株
は
、
合
計
五
〇
〇
株
と
な

っ
た
。

「東
京
会
館
」

は
、　
大
正
九
年

一
月
東
京
商
業
会
議
所
会
頭
藤
山
雷
太
（大
日
本
製
糖
社
長
）
が
中
心
と
な
り
、
資
本
金
三
〇
〇
万
円
で
設

立
さ
れ
た
。
藤
山
自
身
会
長
と
な

っ
た
が
、
そ
の
下
に
か
つ
て
明
治
三
十
八
年
三
井
物
産
か
ら
住
友

に
入
社
し
住
友
銀
行
本
店
副
支
配
人
で

あ

っ
た
伊
沢
良
立
が
取
締
役
に
就
任
し
て
い
た
。
伊
沢
は
明
治
四
十
二
年
六
月
住
友
を
退
職
し
、
藤
山
と
と
も
に
乱
脈
経
営

の
大
日
本
製
糖

（
こ
の
不
正
事
件
が
監
査
役
監
査
の
強
化
と
な
っ
た
こ
と
は
前
章

「
二
　
住
友
総
本
店
の
会
計

・
監
査
制
度
」
参
照
）
再
建

に
当
た
り
、
こ
の
時
同
社
常

務
と
な

っ
て
い
た
。

不
動
産
株
で
は
、
「臨
港
土
地
」

は
、
大
正
三
年
三
月
大
阪
北
港
島
屋
町
地
先
海
面

一
五
万
三
〇
〇
〇
坪

の
埋
立
権
を
島
屋
浅
田
家
か
ら



譲
り
受
け
て
い
た
島
徳
治
郎
が
中
心
と
な
り
、
資
本
金
五
〇
万
円
で
設
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
五
年
十
二
月
住
友
は
こ
の
半
分
五
〇
〇

〇
株
（払
込
＠
一
四
円
）
を
三
二
五
万
円
で
買
収
し
た
。
大
正
八
年
十
二
月
大
阪
北
港
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
る
と
、
「臨
港
土
地
」

は
同
九
年

十

一
月
所
有
す
る
土
地
と
水
面
埋
立
権
を
大
阪
北
港
に
譲

っ
て
解
散
し
た́
。

「大
阪
北
港
」
に
つ
い
て
は
、
「
五
　
大
阪
北
港
株
式
会
社
の
設
立
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

「大
阪
住
宅
経
営
」

は
、
大
阪
商
業
会
議
所
会
頭
山
岡
順
太
郎
（大
阪
商
船
副
社
長

・
日
本
電
力
社
長
）
が
、
当
時
の
原
内
閣
が
都
市

の
住
宅

経
営
者
に
対
し
住
宅
法
に
よ
つ
て
低
利
資
金
の
貸
出
を
行

っ
た
の
に
応
じ
、
大
阪
の
住
宅
難
解
決
の
た
め
大
正
九
年
三
月
資
本
金

一
〇
〇
〇

万
円
で
設
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
住
友
も
こ
れ
に
協
力
し
て
三
五
〇
〇
株
（払
込
＠
一
二
円
五
〇
銭
）
を
引
き
受
け
た
。
同
社
は
二
〇
年
賦
で

一

五
〇
万
円
の
融
資
を
受
け
、
大
阪
府
東
成
郡
田
辺
町
（現
大
阪
市
東
住
吉
区
）
、
三
島
郡
千
里
山
（現
吹
田
市
）
で
住
宅
経
営
を
行

っ
た
。

ガ
ラ
ス

・
土
石
製
品
で
は

「
日
米
板
硝
子
」
は
、
大
正
七
年
十

一
月
杉
田
与
三
郎
が
、
米
国
リ
ビ
ー

・
オ
ー
エ
ン
ス

・
シ
ー
ト
グ
ラ
ス
社

の
開
発
し
た
技
術
を
も

つ
て
板
硝
子
を
製
造
す
る
目
的
で
、
設
立
し
た
企
業
（資
本
金
三
〇
〇
万
円
）
で
あ
る
。
住
友
は
こ
れ
に
協
力
し
、
設
立

当
初
九
〇
〇
〇
株
２

五
％
）
を
保
有
し
た
が
、
大
正
八
年
杉
田
の
持
株
三
〇
〇
〇
株
の
中

一
五
〇
〇
株
を
買
い
入
れ
、　
一
万
五
〇
〇
株
２

七

・
五
％
）
と
な

つ
た
。
後
に
大
正
十

一
年
八
月
経
営
不
振
の
た
め
、
住
友
は
そ
の
経
営
を
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
改
め
て
取
り

上
げ
る
こ
と
と
す
（型

。

「
日
本
ホ
ロ
タ
イ
ル
」

は
、
大
正
八
年
十

一
月
米
国
の
新
建
材
ホ
ロ
ー
タ
イ
ル
（中
空
陶
製
ブ
ロ
ッ
ク
煉
瓦
）
の
製
造
販
売
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
。
資
本
金
五
〇
万
円
の
う
ち
総
本
店
は
、
五
〇
％
を
保
有
し
た
。
こ
の
ホ
ロ
ー
タ
イ
ル
は
、
住
友
忠
輝
が
大
正
六
年

に
渡
米
し
た

際

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
を
視
察
し
、
日
本

へ
の
導
入
を
図

つ
た
も
の
で
自
ら
四
二
％
（四

一〇
〇
株
）
を
保
有
し
、
取
締
役

会
長
と
な

つ
た
。
同
社
は
、
広
島
県
賀
茂
郡
三
津
町
（現
豊
田
郡
安
芸
津
町
）
の
広
島
耐
火
煉
瓦
（株
￥
一津
工
場
を
買
収
し
て
本
店

。
工
場
と
し

た
。
し
か
し
大
正
十
二
年
九
月
の
関
東
大
震
災
で
ホ
ロ
ー
タ
イ
ル
使
用
建
築
物
が
被
災
し
、
十
二
月
に
は
忠
輝
も
死
去
し
た
た
め
、
大
正
十

第

一
部
　
住
友
総
本
店

一
七
七
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三
年
生
産
を
中
止
し
た
。
後
昭
和
四
年
日
本
板
硝
子
に
経
営
を
移
管
し
、
同
十
四
年
同
社
に
吸
収
合
併
さ
れ
、
三
津
耐
火
煉
瓦
工
場
と
な

っ

（３５
）

た
。新

聞
の

「大
阪
毎
日
新
聞
社
」
は
、
合
資
会
社
が
株
式
会
社
に
組
織
変
更
さ
れ
た
も
の
で
、
合
資
会
社
の
項
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

水
産
の

「明
治
漁
業
」
は
、
大
正
三
年
七
月
設
立
さ
れ
た
が
、
大
正
三
年
第

一
次
大
戦
の
開
戦
と
と
も
に
、
従
来
北
米

・
南
米
に
輸
出
さ

れ
て
い
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
産
鱈
の
輸
出
が
中
絶
し
、
北
千
島

の
鱈
漁
業
が
飛
躍
的
に
発
展
し
同
社
も
順
調
で
あ

っ
た
が
、
休
戦
に
よ
り
日
本
製

品
は
再
び
ノ
ル
ウ
ェ
ー
製
品
に
圧
倒
さ
れ
、
急
速
に
衰
退
し
た
。
住
友
が
何
故
こ
の
大
正
九
年

一
月
と
い
う
時
期
に
、
同
社
の
増
資
新
株

の

引
き
受
け
に
応
じ
た
の
か
疑
間
で
あ
る
が
、
監
査
役
に
鈴
木
の
出
身
地
旧
高
鍋
藩
主
秋
月
種
英
が
名
を
連
ね
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
こ

の
線
か
ら
鈴
木
に
要
請
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

農
林
の

「中
央
開
墾
」
は
、
大
正
八
年
渋
沢
栄

一
が
食
糧
問
題
解
決
の
た
め
に
、
東
京

・
横
浜

・
大
阪
等

の
主
た
る
実
業
家

に
呼
び
か
け
、

開
墾
会
社
を
設
立
し
よ
う
と
し
た
が
、
恐
慌
の
発
生
で
頓
挫
し
、
大
正
九
年
十
二
月
に
至
り
規
模
を
縮
小
し
て
よ
う
や
く
設
立
し
た
も
の
。

住
友
は
資
本
金
三
〇
〇
〇
万
円
（六
〇
万
株
）
の
う
ち
五
〇
〇
〇
株
を
引
き
受
け
た
。

出
資
の
中
で
は
、
「汽
車
製
造
」

は
、
明
治
二
十
九
年
九
月
元
鉄
道
庁
長
官
井
上
勝
が
、
機
関
車
そ
の
他
鉄
道
用
品
を
製
造
す
る
企
業
を

設
立
し
よ
う
と
し
、
渋
沢
栄

一
、
岩
崎
弥
之
助
、
井
上
馨
等
に
援
助
を
乞
い
、
毛
利

・
前
田
等

の
旧
藩
主
、
住
友

。
大
倉

・
藤
田
等

の
実
業

家
が
出
資
し
て
汽
車
製
造
合
資
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
当
初
資
本
金
六
四
万
円
、
住
友
は
五
万
円
を
出
資
し
た
。
明
治
三
十
二
年
六
月
九
〇

万
円
に
増
資
し
た
際
、
住
友
で
は
田
辺
貞
吉
（本
店
理
事

・
銀
行
支
配
人
）
が

一
万
円
を
出
資
し
、
監
査
役
に
選
任
さ
れ
た
。
住
友
は
島
屋
新
田

の
土
地
二
万
坪
を
同
社
に
売
却
し
、
埋
立

・
工
場
建
設
の
後
明
治
三
十
二
年
七
月
開
業
し
た
（前
章

「七
　
住
友
鋳
鋼
場
の
株
式
会
社
へ
の
移
行
」

（
３８
）

参
昭
じ
。
こ
の
後
大
正
元
年
十
月
組
織
を
変
更
し
て
、
汽
車
製
造
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。

「大
阪
毎
日
新
聞
社
」
は
、
明
治
二
十

一
年
兼
松
房
治
郎
（兼
松
創
業
者
）
が
、
河
原
信
可
（大
阪
商
船
社
長
）
、
王
手
弘
道
（堂
島
米
会
所
頭
取
）
、



藤
田
伝
三
郎
（藤
田
組
社
主
頭
取
）等
と
資
本
金
三
万
円
の
匿
名
組
合
を
組
織
し
、
休
刊
中
の

「大
阪
日
報
」

を

「大
阪
毎
日
新
聞
」

と
改
題

し
て
発
行
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。
そ
の
後
明
治
二
十
二
年
六
月
株
式
会
社
に
改
組
さ
れ
、
住
友
は
同
二
十
五
年
七
月

一
〇
〇
〇
円
を
出
資
し

た
。
出
資

の
経
緯
は
藤
田
組
か
ら
同
社
再
建

の
た
め
出
向
し
た
本
山
彦

一
（後
同
社
社
長
）
の
要
請
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
明
治
二
十
六

年
十
二
月
再
び
資
本
金
五
万
円
の
合
資
会
社
に
変
更
さ
れ
、
毎
日
側
の
資
料
で
は
そ
の
社
員
と
し
て
伊
庭
貞
剛
（出
資
額
六
〇
〇
〇
円
）
の
名
前

が
見
え
る
が
、
住
友
総
本
店
有
価
証
券
台
帳
で
は
上
記

一
〇
〇
〇
円
（広
瀬
宰
平
名
義
五
〇
〇
株

・
伊
庭
貞
剛
名
義
五
〇
〇
株
）
が
振
り
替
え
ら
れ

た
に
と
ど
ま
つ
て
い
る
。
大
正
八
年
三
月
再
び
株
式
会
社

へ
組
織
変
更
さ
れ
た
。
な
お
同
社
は
明
治
二
十
二
年
二
月
大
阪
市
東
区
大
川
町
の

大
阪
簿
記
学
校
跡
（現
中
央
区
北
浜
四
丁
目
住
友
ビ
ル
）
に
移
り
、
大
正
十

一
年
三
月
北
区
堂
島
船
大
工
町
（現
堂
島

一
丁
目
）
に
移
る
ま
で
そ
こ
に

あ

っ
た
の
で
、
住
友
総
本
店
が
明
治
四
十
二
年
末
北
浜
五
丁
目
（現
住
友
銀
行
本
店
ビ
ル
）
に
移

っ
て
以
来
隣
接
し
て
い
肥
。

「第

一
生
命
保
険
相
互
」
は
、
明
治
三
十
五
年
九
月
矢
野
恒
太
が
、
非
営
利
主
義

の
保
険
相
互
会
社
の
第

一
生
命
を
設
立
す
る
に
際
し
、

一
口
二
〇
〇
円
で
二
〇
万
円
の
基
金
を
募

っ
た
際
、
矢
野
の
友
人
旧
郡
山
藩
主
柳
沢
保
恵
の
紹
介
で
住
友
吉
左
衛
門
が
五
〇
口
■

万
円
、
払

（
４０
）

込
＠
五
〇
円
）応
じ
た
も
の
。

「蓬
葉
生
命
保
険
相
互
」
は
、
明
治
四
十
三
年
六
月
政
友
会
系

の
人
々
が
謀

っ
て
設
立
さ
れ
た
。
住
友
は
第

一
生
命
同
様
住
友
吉
左
衛
門

名
義
五
〇
口
（＠
二
〇
〇
円
、
払
込
五
〇
円
）
、
鈴
木
馬
左
也
名
義
二
〇
回
の
基
金
出
資
に
応
じ
た
。
出
資

の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
当
時
の

政
友
会
総
裁
は
家
長
の
実
兄
西
園
寺
公
望
で
あ
り
、
ま
た
同
社
の
初
代
社
長
は
鶴
原
定
吉
で
、
彼
は
明
治
三
十
二
年
河
上
謹

一
等
と
と
も
に

日
本
銀
行
を
退
職
し
、
明
治
三
十
四
年
か
ら
三
十
八
年
ま
で
大
阪
市
長
で
あ

つ
た
関
係
で
、
鶴
原
か
ら
要
請
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
型
。

「
国
際
通
信
社
」
は
、
大
正
三
年
四
月
渋
沢
栄

一
の
提
唱
に
よ
り
資
本
金

一
〇
万
円
で
設
立
さ
れ
た
。
有
価
証
券
台
帳
に
は
渋
沢
栄

一
に

対
す
る
委
託
金
と
注
記
さ
れ
て
い
契
。

「
興
源
公
司
」

は
、
ド
イ
ツ
商
社
礼
和
洋
行
が
獲
得
し
て
い
た
中
国
湖
南
省
水

口
山
鉛
鉱

の
買
鉱
権
が
第

一
次
大
戦
勃
発

に
よ
る
中
国

の

第

一
部
　
住
友
総
本
店

一
七
九



第
三
章
　
住
友
総
本
店

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
〇

対
独
参
戦
に
基
づ
き
破
棄
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
利
権
を
求
め
て
大
正
八
年
四
月
に
資
本
金
三
万
円
で
設
立
さ
れ
た
鉱
業
投
資
組
合
で
あ
る
。

当
初
は
鈴
木
商
店

・
久
原
鉱
業

・
古
河
合
名

・
大
倉
鉱
業

・
大
阪
亜
鉛
鉱
業

・
三
井
鉱
山
の
六
社
（各
社
五
〇
〇
〇
円
出
資
）
か
ら
な

っ
て
い
た

が
、
シ
ベ
リ
ヤ
出
兵
と
と
も
に
組
合
の
目
的
範
囲
が
中
国
以
外
に
拡
大
さ
れ
、
大
正
八
年
十
月
組
合
員
も
三
菱
合
資

・
明
治
鉱
業
等
新
た
に

五
社
が
加
盟
し
た
。
住
友
も
こ
の
際
加
盟
し
て
い
る
。

そ
の
後
大
正
十
三
年
十
月
各
社
出
資
は

一
万
人
○
○
○
円
に
増
額
（払
込
は
五
〇
〇
〇

円
の
ま
ま
な
の
で
一
万
三
〇
〇
〇
円
の
無
償
増
資
か
）
さ
れ
た
が
、
湖
南
省
の
政
情
不
安

の
た
め
水
回
山
借
款

・
契
約
は
所
期
の
目
的
を
達
せ
ず
、

同
社
は
三
井
鉱
山

へ
の
貸
付
会
社
化
し
て
し
ま
っ
た
。
昭
和
三
年
六
月
減
資
し
て

一
万
四
〇
〇
〇
円
の
返
済
が
あ
り
、
出
資
払
込
の
中
四
〇

〇
〇
円
を
償
却
し
て

一
万
円
の
利
益
を
計
上
し
、
さ
ら
に
昭
和
七
年
二
月
解
散

に
際
し
五
九

一
〇
円
の
分
配
が
あ
り
、
出
資

の
残

一
〇
〇
〇

（
４３
）

円
を
償
却
し
四
九

一
〇
円
を
利
益
計
上
し
た
。

四
　
住
友
総
本
店
林
業
課

の
設
置

住
友
総
本
店
の
本
格
的
な
山
林
経
営
は
、
大
正
六
年
貧
九
一
七
）六
月
十
九
日
元
農
商
務
省
山
林
局
技
師

・
鴨
緑
江
採
木
公
司
理
事
長
村

田
重
治
林
学
博
士
に
山
林
事
業
の
管
理
を
委
嘱
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
総
理
事
鈴
木
馬
左
也
は
、
明
治
九
年
２

八
七
工Ｃ
か
ら
十
年
の
間
金

沢

・
啓
明
学
校
に
学
ん
だ
が
、
そ
の
際
地
元
の
学
友
を
通
じ
て
金
沢
出
身
の
村
田
と
面
識
が
で
き
た
と
い
う
。
そ
の
後
村
田
は
東
京
農
林
学

校
を
卒
業
し
、
明
治
二
十

一
年
農
商
務
省
に
入
省
、
二
十
二
年
七
月
愛
媛
大
林
区
署
に
赴
任
し
、
二
十
四
年
三
月
に
は
そ
の
署
長
と
な
る
が
、

鈴
木
も
当
時
ま
だ
内
務
省
に
勤
務
し
て
お
り
、
丁
度
こ
の
間
二
十
二
年
五
月
か
ら
二
十
三
年
八
月
ま
で
愛
媛
県
書
記
官
と
し
て
松
山
に
在

っ

て
村
田
と
再
会
し
た
。
鈴
木
は
、
そ
の
後
明
治
二
十
七
年
に
農
商
務
省
に
転
じ
、
二
十
九
年
に
退
職
し
て
住
友
本
店
に
入
社
す
る
ま
で
、
同

（
４４
）

省
山
林
局
に
勤
務
し
、
林
務
課
長
と
し
て
森
林
法
の
立
案
に
当
た
っ
て
い
た
村
田
と
同
僚
と
な
る
関
係
に
あ
つ
た
。



村
田
は
引
き
続
き
農
商
務
省
に
在

っ
て
、
鉱
毒
問
題
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
る
毎

に
設
置
さ
れ
た
鉱
毒
調
査
委
員
会
（明
治
三
十
五
年
内

閣
）
、
臨
時
鉱
毒
調
査
委
員
会
（四
十

一
年
五
月
農
商
務
省
）、
鉱
毒
調
査
会
（四
十
二
年
四
月
内
閣
）
の
い
ず
れ
も
の
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
、
別
子
鉱

業
所
に
も
し
ば
し
ば
視
察
に
訪
れ
、
鈴
木
に
対
し
植
林
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
た
。
し
か
し
村
田
の
助
言
を
侯

つ
ま
で
も
な
く
、
住
友
本

店
は
広
瀬
宰
平

・
伊
庭
貞
剛
以
来
別
子
の
植
林
に
努
力
を
傾
注
し
て
き
た
。
特
に
鈴
木
は
、
明
治
三
十
二
年
別
子
鉱
業
所
支
配
人
と
し
て
赴

任
し
た
正
に
そ
の
年
に
起
こ
っ
た
大
風
水
害
の
惨
状
に
鑑
み
、
如
何
に
営
々
と
別
子
の
山
林
経
営
に
当
た
っ
て
き
た
か
は
、
大
正
九
年
十

一

月
十
五
日
の
林
業
課
詰
所
主
席
者
会
議

に
お
け
る
彼

の
訓
示
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（資
料
６
）。
こ
れ
に
対
し
村
田
の
説
く
と
こ
ろ
は
、

沢
註
、
別
子
の
）山
林
の
経
営
を
す
る
の
は
、
仮
令
そ
れ
が
収
益
に
な
ら
ず
と
も
当
然
為
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
林
業
は
（註
、　
一
般
に
）相

当
の
年
数
さ
え
経
れ
ば
必
ず
利
益
が
挙
が
る
。
利
率
は
低
い
が
確
か
で
あ
る
。
然
し
其

の
利
益
を
見
な
い
で
罪
亡
ぼ
し
に
（註
、
別
子
以
外
の

山
林
の
経
営
に
も
従
事
）
せ
よ
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
型
。

鈴
木
は
、
明
治
十
六
年
東
京
大
学
に
入
学
し
、
二
十
年
に
卒
業
す
る
が
、
こ
の
間
参
禅
や
剣
道
の
ほ
か
に
本
郷
元
町
の
武
義
堂
で
渋
川
流

の
柔
術
を
修
行
し
た
。
こ
の
武
義
堂
の
仲
間
は
、
平
沼
膜

一
郎
、
内
田
康
哉
、
早
川
千
吉
郎
等
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
中
に
松
崎
蔵
之
助
も
い

（４６
）

た
。
松
崎
は
、
鈴
木
よ
り

一
年
遅
れ
明
治
二
十

一
年
卒
業
し
、
大
学
院
を
経
て
二
十
三
年
農
科
大
学
助
教
授
と
な
り
、
二
十
五
年
か
ら
二
十

九
年

に
か
け
て
財
政
学

・
農
業
経
済
学
研
究
の
た
め
欧
州
に
留
学
し
た
。
松
崎
は
帰
国
後
教
授
に
昇
進
す
る
と
と
も
に
、
法
科
大
学
教
授
兼

任
と
な

っ
て
、
農
政
学
（
ア
イ
フ
ー
ル
・
ポ
ゼ
ア
イ
ク
）
を
伝
え
、
農
科
大
学
教
授
横
井
時
敬
の
農
本
主
義
や
法
科
大
学
教
授
金
井
延

の
自
由
放

（
４７
）

任
論
に
対
し

「常
に
農
工
商
の
併
行
鼎
立
を
主
張
し
、
国
内
市
場
の
軽
視
す
べ
か
ら
ざ
る
を
唱
道
」
し
た
。
鈴
木
総
理
事
も
ま
た
常
に
農
業

と
鉱
（工
）業
の
共
存
共
栄
を
説
き
、
農
鉱
（工
）併
進
を
標
榜
し
た
の
は
、
こ
の
松
崎
の
影
響
と
思
わ
れ
る
。

松
崎
が
法
科
大
学
専
任
と
な

っ
た
後
を
受
け
て
矢
作
栄
蔵
が
農
科
大
学
助
教
授
と
な

つ
た
。
矢
作
も
三
十
六
年
か
ら
四
十
年

に
か
け
て
欧

州
に
留
学
し
、
帰
国
後
教
授
に
昇
進
す
る
と
同
時
に
法
科
大
学
教
授
も
兼
任
し
た
。
そ
し
て
松
崎
同
様
に
明
治
四
十

一
年

の
社
会
政
策
学
会

第
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友
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一
八
二

の
大
会
に
お
い
て
農
民
の
購
買
力
が
工
業
製
品
の
国
内
市
場
を
支
え
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
産
業
（農
工
商
）
の
調
和
的
発
展
を
重
視
す
る
報

告
を
行

っ
て
い
る
。
矢
作
は
、
欧
州
留
学
の
際

「
デ
ン
マ
ー
ク
に
遊
び
、
其
の
独
特
な
る
国
民
教
育
の
施
設
が
同
国
文
明
上
の
一
大
勢
力
と

（
４９
）

な
り
、
其
の
国
民
生
活
上
に
着
々
効
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
る
を
見
て
深
く
感
ず
る
所
あ
り
。
帰
朝
後
時
々
の
講
演

に
於
て
之
を
紹
介
」
し
て
い

た
。　
丁
度
そ
の
頃
矢
作
は
、　
ド
イ
ツ
人
ホ
ル
マ
ン
著
に
な
る
こ
う
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
実
状
に
関
す
る
書
物
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入
手
し
、
そ
の
内
容
を
鈴
木
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
鈴
木
か
ら
そ
の
邦
訳
を
懲
憑
さ
れ
た
。
し
か
し
矢
作
は
、
四
十
四
年
七
月
再
度
欧
米
に
出

張
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
邦
訳
を
丁
度
農
科
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
那
須
皓
に
依
頼
し
た
。

他
方
日
露
戦
争
の
軍
事
費
を
賄
う
た
め
に
発
行
し
た
外
債
二
〇
億
円
の
利
払
い
年

一
億
円
の
重
圧
に
対
し
、
内
務
省
で
は
農
業
や
農
村
を

発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
負
担
を
跳
ね
返
そ
う
と
す
る
地
方
改
良
運
動
が
推
進
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
運
動

の
推
進
者
は
、
井
上
友

一

内
務
参
事
官
兼
内
務
書
記
官
兼
地
方
局
府
県
課
長
（後
東
京
府
知
事
）
で
あ

っ
た
。
井
上
は
鈴
木

の
内
務
省

の
後
輩

に
当
た
る
が
、
鎌
倉
円
覚

寺
今
北
洪
川
禅
師
に
参
禅
す
る
鈴
木
の
仲
間
に
連
な

っ
て
お
り
、
や
は
り
早
く
か
ら
デ
ン
マ
ー
ク
に
注
目
し
て
い
た
。

一
方
在
野
で
は
キ
リ
ス
ト
者
の
内
村
鑑
三
が
、
明
治
四
十
四
年
十
月
江
原
万
里
（四
十

一
年

二
尚
入
学
と
同
時
に
師
事
）
や
入
門
し
た
ば
か
り

の
矢
内
原
忠
雄
等
を
前
に

「
デ
ン
マ
ル
ク
国
の
話
」

（信
仰
と
樹
木
を
も
っ
て
国
を
救
ひ
し
話
）
と
い
う
説
教
を
し
て
い
た
。

彼
は
こ
の
話
を
自

分
の
機
関
誌

『
聖
書
之
研
究
』
に
載
せ
、
さ
ら
に
小
冊
子
に
し
て
公
刊
し
た
。
こ
の
小
冊
子
は
随
分
読
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
内

容
は
森
建
資

に
よ
れ
ば

「
デ
ン
マ
ー
ク
は

一
人
六
四
年
（元
治
元
年
）
に
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ー
と
の
戦
い
に
負
け
て
、
最
も
豊
か
だ

っ
た

南
部
を
ド
イ
ツ
に
割
譲
す
る
目
に
あ

つ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
四
十
年
も
た
っ
た
ら
世
界
で
最
も
豊
か
な
国
の
ひ
と
つ
に
な

つ
た
。
内
村
は

そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
し
た
。
戦
争
に
負
け
て
、
お
ま
け
に
残

っ
た
国
土
の
ユ
ト
ラ
ン
ド
半
島
は
荒
れ
地
ば
か
り
で
あ

っ
た

た
め
に
、
国
民
は
ど
ん
底
に
突
き
落
と
さ
れ
た
よ
う
な
気
分
を
味
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
に
ダ
ル
ガ
ス
と
い
う
軍
人
が
荒
れ
地

へ
の
植
林



を
進
め
、
幾
多

の
困
難
に
打
ち
勝

っ
て
そ
れ
を
成
功
さ
せ
る
。
植
林
が
成
功
す
る
と
、
荒
涼
と
し
た
地
帯
の
気
候
条
件
も
変
わ

っ
て
、
夏
で

も
霜
が
下
り
な
く
な
り
、
農
業
が
発
展
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
国
民
の
心
の
あ
り
よ
う
が
変
わ

っ
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
敗

戦
の
痛
手
か
ら
立
ち
直

っ
た
だ
け
で
な
く
、
見
事
な
経
済
発
展
を
遂
げ
、
国
民
は
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

」

と
い
う
も
の

で
あ

つ
た
。

那
須
の
邦
訳

『
国
民
高
等
学
校
と
農
民
文
明
』
は
大
正
元
年
末
に
成
り
、
鈴
木
は
こ
れ
に
序
文
を
書
き
、
費
用
を
住
友
総
本
店
が
負
担
し

て
二
年
初
東
京
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
内
村
が
デ
ン
マ
ー
ク
の
話
を
し
た
明
治
四
十
四
年

の
七
月
、
内
村
の
門
弟
黒
崎
幸
吉
と
藤
井
武
が
法

科
大
学
を
卒
業
し
、
黒
崎
は
住
友
総
本
店
に
入
社
し
、
藤
井
は
内
務
省
に
入
省
し
た
。
黒
崎
の
住
友
入
社

の
経
緯
を
み
る
と
、
優
秀
な
人
材

を
確
保
す
る
た
め
、
鈴
木
が
金
井
や
矢
作
等
法
科
大
学
の
教
授
連
と
親
交
を
持

っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。　
一
方
藤
井
の
内
務
省
で

の
面
接
者
は
、
井
上
友

一
で
あ

っ
た
。
藤
井
は
必
ず
し
も
井
上
の
覚
え
が
め
で
た
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
法
科
大
学
教
授
新
渡
戸
稲

造
の
回
添
え
も
あ
り
、
入
省
で
き
た
。
藤
井
は
大
正
五
年
初
に
は
退
官
し
て
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
活
動
に
転
ず
る
が
、
そ
の
直
前
大
正
三
年
山

形
県
理
事
官

・
地
方
課
長
兼
官
房
主
事
と
し
て

「農
村
振
興
の
た
め
に
是
非
と
も
必
要
と
考
え
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
国
民
学
校
に
擬
え
、
大

体
の
計
画
や
予
算
は
勿
論
、
職
員

の
選
定
か
ら
設
備
の
設
計
ま
で
、
殆
ど
彼

一
人
で
立
案
し
た
と
こ
ろ
の
、
此
程
の
事
業
と
し
て
日
本
最
初

の
も
の
が
、
（註
、
大
正
四
年
）遂
に
（註
、
「山
形
県
立
自
治
講
習
所
」
と
し
て
）実
現
し
た
。

」
彼

の
手
に
な
る

「山
形
県
立
自
治
講
習
所
設
置
ノ

議
」
に
は
、
鈴
木
の
肝
煎
り
で
出
版
さ
れ
た

「
那
須
農
学
士
訳

『
国
民
高
等
学
校
卜
農
民
文
明
』

二
依
ル
」
と
し
て

「丁
抹

二
於
ケ
ル
農
民

高
等
学
校
ノ
状
況
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

当
時
三
井
で
は
、
既
に
明
治
三
十
九
年
三
井
家
同
族
会
事
務
局
に
殖
林
掛
を
新
設
し
、
翌
四
十
年
に
は
こ
れ
を
山
林
部
と
改
称
、
台
湾
で

樟
脳
製
造
に
着
手
し
て
植
林
予
定
地

一
万
町
歩
を
買
収
、
四
十

一
年
岐
阜
県
で
雑
木
林
七
七
三
町
歩
を
買
収
、
さ
ら
に
そ
の
後

一
二
四
三
町

歩
を
買
い
増
し
し
て
い
た
。
四
十
二
年
三
井
合
名
設
立
後
は
山
林
部
は
三
井
合
名
山
林
課
と
な
り
、
四
十
四
年
韓
国
併
合
二
年

に
し
て
朝
鮮
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の
林
業
に
着
手
、
同
年
三
井
物
産
が
北
海
道
で
原
生
林
の
立
木
利
用
を
目
的
と
し
て
払
い
下
げ
を
受
け
た
五
七
〇
〇
町
歩
を
そ
の
翌
大
正
元

年
に
三
井
合
名
が
譲
り
受
け
た
。

加
賀

・
前
田
家
も
、　
村
田
が
同
藩
出
身
で
あ

つ
た
こ
と
か
ら
、　
か
ね
て
家
令
早
川
千
吉
郎
（当
時
三
井
銀
行
常
務
、
鈴
木
馬
左
也
の
東
大
学
友

で
あ
り
、
禅
友
、
柔
術
の
仲
間
で
も
あ
る
と
す
に
林
業
経
営
を
勧
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
従
い
明
治
四
十
三
―
四
十
四
年

に
北
海
道
で
国
有（５６

）

未
開
地
五
〇
〇
〇
町
歩
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
四
十
四
年
前
田
林
業
所
を
設
立
、
付
近

一
帯
の
原
野
及
び
無
立
木
地
の
造
林
を
始
め
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
村
田
の
鈴
木
に
対
す
る
説
得
も
単
な
る
罪
亡
ぼ
し
論
を
出
て

「
鉱
業
の
盛
衰
興
亡
は
定
ま
り
な
く
、
実
に
不

安
定
で
あ
る
か
ら
、
い
い
安
全
弁
と
も
な
り
比
較
的
永
久
に
変
化
の
少
な
い
事
業
を
も
行

っ
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
に
は
林
業
が
最

も
適
当
で
あ
る
」
と
い
う
住
友

の
利
益
も
念
頭
に
お
い
た
も
の
と
な

っ
た
。
村
田
の
説
得
に
応
じ
鈴
木
は
林
業
進
出
を
決
意
す
る
が
、
そ
れ

は
総
本
店
の
業
績
の
日
処
が
つ
い
て
、
住
友
銀
行
が
株
式
会
社
と
し
て
分
離
独
立
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
と
ほ
ぼ
同
時
期

の
明
治
四
十

四
年
末
か
ら
四
十
五
年
初
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

「鈴
木
氏
は
決
意
せ
ら
れ
た
が
、
住
友
家
と
し
て
は
重
大
な
問
題
で
あ
る
か
ら
、
主
人
の
住
友
男
の
了
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

私
（註
、
村
田
）
よ
り
詳
し
く
話
し
て
呉
れ
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
か
ら
、
主
と
し
て
国
家
と
森
林
の
関
係
、
内
地
及
朝
鮮
山
野
の
現
況
を
話
題

と
し
て
両
三
回
も
御
話
し
た
。
（中
略
）其
後
同
男
爵

の
御
希
望
も
あ

っ
た
の
で
、
仮
り
に
住
友
家
に
於
て
林
業
を
営
む
も
の
と
し
て
、
林
業

経
営

の
規
模
、
場
所
、
所
要
資
金
、
将
来
に
お
け
る
収
支
及
経
営

の
方
法
等

に
就
き
、
可
な
り
詳
し
き
調
査
書
を
作
り
之
に
拠

っ
て
説
明
を

為
し
た
。

暫
く
た
っ
て
愈
々
林
業
経
営
を
行
う
こ
と
に
決
定
し
た
こ
と
を
鈴
木
氏
よ
り
承

っ
た
の
で
あ
る
。

」

こ
の
決
定
が
四
十
五
年
春

の

こ
と
で
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
四
十
五
年
五
月
十
二
日
か
ら
十
四
日
に
か
け
て
、
家
長
は
別
子
に
赴
き
、
こ
れ
ま
で
の
鉱
山
の
視
察
と

（
５８
）

異
な
り
、
山
林
の
林
相
、
造
林
の
成
績
な
ど
を
視
察
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「鈴
木
総
理
事
は
私
（註
、
村
田
）
に
向

っ
て
、
斯
く
確
定
し
た
以
上
は
、　
一
日
も
早
く
君
が
住
友
家
の
人
と
な

っ
て
実
行
し
て
呉
れ
な
け



れ
ば
困
る
と
云
わ
れ
た
。
そ
こ
で
私
は
農
商
務
省
に
於
け
る
緊
急
用
件
が
略
々
片
付
、
御
暇
を
乞
う
て
御
許
し
を
得
れ
ば
、
行
く
と
い
う
こ

（
５９
）

と
を
答
え
た
」
。
六
月
初
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
家
長
は
上
京
し
、
朝
鮮
総
督
寺
内
正
毅
と
前
農
商
務
大
臣
大
浦
兼
武
を
訪
問
し
て
い
る
。

寺
内
は
、
四
十
三
年
七
月
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
に
赴
任

の
途
次
、
「
釜
山
よ
り
鉄
路
朝
鮮
南
部
を
通
過
し
、
行
け
ど
も
尽
き
ざ
る
禿
緒

の
山
峰
と

（
６０
）

荒
廃
せ
る
林
野
を
眺
め
」
、
着
任
す
る
や

「山
林
の
興
隆
を
重
要
事
業
」

と
し
て
い
た
。　
一
方
大
浦
は
、
四
十

一
年
七
月
か
ら
四
十
四
年
八

月
ま
で
農
商
務
大
臣
と
し
て
別
子
煙
害
問
題
の
処
理
に
当
た
り
、
山
林
局
に
勤
務
す
る
村
田
の
上
司
で
も
あ

つ
た
。

鈴
木
は
七
月
末
と
八
月
初
に
上
京
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
に
農
商
務
大
臣
牧
野
伸
顕
（鈴
木
の
兄
外
交
官
秋
月
左
都
夫
と
牧
野
は
夫
人
同
士
が
姉

妹
に
当
た
る
）
に
村
田
の
住
友
入
社
を
申
し
入
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
村
田
は
既
に
四
十
三
年
十

一
月
山
林
局
で
も
地
方
課
長
か
ら
林
業
試

験
場
長
に
転
じ
、
年
齢
も
五
〇
歳
を
超
え
て
退
官
も
時
間
の
問
題
と
思
わ
れ
て
い
た
。
同
じ
七
月
末
か
ら
八
月
初
旬
に
か
け
て
、
別
子
鉱
業

所
山
林
課
主
任
心
得
武
藤
廉
は
、
秋
田

。
東
京

・
静
岡

・
長
野
の
山
林
視
察
に
出
張
し
、
九
月
三
日
―
五
日
に
は
、
村
田
自
身
が
武
藤
と
そ

の
部
下
の
山
村
亀
太
郎
（山
林
課
経
営
係
）
を
従
え
て
別
子
山
林
視
察
を
行

っ
て
い
る
。

し
か
る
に
こ
の
間
に
政
府
部
内
で
は
、
村
田
を
満
州
に
派
遣
す
る
話
が
持
ち
上
が

っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
日
露
戦
争
勃
発
前

の
明
治
三
十

六
年
先
見
の
明
を
も

つ
て
村
田
が
行

っ
て
い
た
韓
満
森
林
調
査
に
基
づ
い
て
、
戦
後
明
治
四
十

一
年
日
支
合
弁
の
鴨
緑
江
採
木
公
司
が
設
立

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
頃
、
公
司
の
経
営
は
行
き
詰
ま
っ
て
お
り
、
丁
度
こ
の
四
十
五
年
三
月
に
は
村
田
が
公
司
の
事
務
監
察

の
た
め

安
東
県
に
出
張
し
た
こ
と
も
あ

つ
た
。
そ
し
て
そ
の
再
建
の
た
め
に
村
田
自
身
を
理
事
長
と
し
て
派
遣
し
て
は
如
何
か
と
い
う
こ
と
に
な

っ

た
の
で
あ
る
。
首
相
西
園
寺
公
望
は
家
長
の
実
兄
で
あ
り
、
上
記
牧
野
農
商
務
大
臣
と
鈴
木
の
関
係
、
外
務
大
臣
内
田
康
哉
も
ま
た
鈴
木
と

大
学
同
期
、
柔
術
の
仲
間
と
い
う
強
力
な
関
係
が
あ
り
な
が
ら
、
む
し
ろ
そ
の
故

に
政
府
の
方
針
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
村
田
の
住

友
入
社
従

っ
て
住
友
総
本
店
の
山
林
経
営

へ
の
進
出
も
大
正
六
年
村
田
の
鴨
緑
江
採
木
公
司
理
事
長
退
任
ま
で
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

つ

た
の
で
あ
る
。
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村
田
の
入
社
に
先
立
ち
、
鈴
木
は
大
正
五
年
三
月
か
ら
中
国

・
満
州
視
察
を
行

っ
た
。
五
月
二
十
七
日
安
東
県
に
到
着
し
た
鈴
木
は
、
村

田
の
案
内
で
鴨
緑
江
採
木
公
司
を
訪
間
、
村
田
か
ら
明
治
四
十
四
年
施
行
さ
れ
た
森
林
令
第
七
条
翁
朝
鮮
総
督
は
造
林
の
為
国
有
森
林
の
貸
付
を

受
け
た
る
者
に
対
し
、
事
業
成
功
し
た
る
場
合
に
於
て
特
に
そ
の
森
林
を
譲
与
す
る
こ
と
を
得
し
に
よ
る
造
林
事
業
が
、
国
家
的
事
業
で
あ
る
と
同
時

に
事
業
と
し
て
も
有
利
で
あ
る
と
聞
き
、
六
月
二
日
京
城
に
お
い
て
寺
内
総
督
と
会
見
し
た
際
に
、
寺
内

の
懲
憑
に
応
じ
ま
ず
二
万
町
歩
の

禿
山
に
植
林
を
し
て
、
朝
鮮
百
年

の
大
計
の
一
助
に
せ
ん
こ
と
を
申
し
出
て
、
総
督
に
感
謝
さ
れ
る
と
い
う

一
幕
も
あ

っ
た
。

こ
の
時
村
田
は
、
既
に
そ
の
前
年
大
正
四
年
八
月
に
東
京
に
転
居
し
て
い
た
の
で
、
彼
が
当
初
三
年
と
考
え
て
い
た
公
司
の
任
務
も
よ
う

や
く

一
段
落
し
、
住
友
入
社
も
間
近
い
こ
と
を
鈴
木

に
告
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
村
田
の
入
社

に
引
き
続
き
宮
崎
辰
之
允
（元
山
林
局
技

師
）
、
西
川
行
之
（駒
場
実
科
）
、
井
上
利
雄
（東
大
林
科
）
、
島
田
久
次
（駒
場
実
科
）
の
四
名
が
入
社
、
総
本
店
経
理
課
の
一
隅
で
分
掌
未
定

の
ま

ま
林
業
創
業
の
仕
事
が
始
ま
っ
た
。

ま
ず
こ
の
年
十
月
、
村
田
は
井
上

・
西
川
を
帯
同
し
て
京
城
に
赴
き
、
朝
鮮
総
督
府
と
の
交
渉
並
び
に
山
林
経
営
に
関
す
る
諸
調
査
を
行

っ
た
。

ま
た

一
方
宮
崎
は
同
月
北
海
道
庁
に
出
頭
し
、
農
林
業
経
営

に
関
す
る
家
長
名
義

の
陳
情
書
（資
料
７
）
を
提
出
し
、
不
要
林

の
払
い

下
げ
を
出
願
し
、
十
二
月
北
海
道
庁
か
ら
、
北
見
国
紋
別
郡
紋
別
町
藻
鼈
村
渋
野
津
内

の
国
有
林
野
八
〇
九
町
歩
公
一四
万
円
）
の
払

い
下
げ

を
受
け
た
。

大
正
七
年
に
入
る
と
、　
大
塚
小
郎
（元
東
京
大
林
区
署
技
手
）
、　
岩
崎
虎
三
（元
朝
鮮
李
王
職
技
師
）
、　
北
村
喜
三
（元
長
野
県
技
手
）
、　
小
華
和
茂

弥
（元
北
海
道
庁
技
手
）
、
北
村
藤
治
（一死
農
学
校
教
師
）、
平
賀
五
郎
（東
大
農
科
≧
寸
が
相
次
い
で
入
社
し
た
。
彼
ら
と
応
援

の
別
子
鉱
業
所
山
林

課
員
を
併
せ
、
朝
鮮

・
北
海
道

。
九
州
の
三
方
面
に
分
け
て
現
地
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
ま
ず
三
月
か
ら
朝
鮮
に
向
け

て
岩
崎
、
井
上
、
西
川
、
山
村
（別
子
）
、
斉
藤
敬
太
郎
（別
子
）
が
派
遣
さ
れ
、
五
か
道
に
お
い
て
不
要
な
林
野
の
実
地
踏
査
を
行
い
、
国
有

林
野
貸
付
願
を
提
出
、
七
月
初
め
て
成
鏡
南
道

に
お
い
て
国
有
林
野

一
二
〇
〇
町
歩

の
貸
付
許
可
（森
林
令
の
貸
付
林
制
度
に
よ
る
）
を
受
け
た
。



次
い
で
四
月
に
は
大
塚
、
小
華
和
が
北
海
道
に
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
四
月
に
宮
崎
県
林
務
課
長
が
来
阪
し
、
総
本
店
に
対
し
椎
葉
山
林

の

開
発
造
林
に
つ
い
て
勧
奨
が
あ

っ
た
。
五
月
村
田
が
北
村
釜
口）
と
と
も
に
現
地
を
踏
査
し
、
そ
の
有
望
な
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
部
分

林
の
方
法
に
よ
り
山
林
経
営
に
着
手
す
る
こ
と
に
決
定
、
九
月
両
北
村
、
武
藤
が
九
州

へ
向
か
っ
た
。

大
正
八
年
三
月
宮
崎
県
西
臼
杵
郡
椎
葉
村
地
内
山
林
四
五
町
歩
に
つ
き
、
土
地
所
有
権
者
と
伐
採
分
収
の
地
上
権
設
定
契
約
を
締
結
し
、

契
約
地
の
う
ち
苺
谷
の
五
町
歩
に
一
万
五
〇
〇
〇
本
の
杉
造
林
を
行

っ
た
。
こ
の
同
じ
大
正
八
年
三
月
十
三
日
総
本
店
に
林
業
課
が
設
置
さ

れ
た
（資
料
２
）。
林
業
課
主
任
に
は
前
年
十

一
月
入
社
し
、
総
本
店
支
配
人
と
な

っ
て
い
た
石
橋
和
（元
佐
賀
県

・
岐
阜
県
知
事
）
が
任
命
さ
れ

た
。
こ
の
時
の
陣
容
は
、
村
田
を
含
め
総
勢

一
六
名
（林
業
課
八
名
、
北
海
道
三
名
、
九
州

一
名
、
朝
鮮
四
名
）
で
あ

っ
た
。

大
正
九
年
九
月
林
業
課
主
任
石
橋
和
病
気
の
た
め
、
本
店
支
配
人
兼
営
繕
課
主
任
本
荘
熊
次
郎
が
林
業
課
主
任
兼
務
と
な

っ
た
。
各
地
の

管
理
事
務
所
を
詰
所
と
称
し
て
い
た
が
、
十

一
月
十
五
日
そ
の
主
席
詰
員
を
集
め
て
最
初
の
林
業
課
詰
所
主
席
者
会
議
が
開
催
さ
れ
、
鈴
木

総
理
事
が
訓
示
を
行
な

っ
た
（資
料
６
）。

林
業
課
は
翌
大
正
十
年
二
月
住
友
総
本
店
が
改
組
さ
れ
、
住
友
合
資
会
社
が
設
立
さ
れ
る
と
と
も
に
、
林
業
所
に
昇
格
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

（資
料
６
）

大
正
九
年
十

一
月
十
五
日
林
業
課
詰
所
主
席
者
会
議
に
お
け
る
鈴
木
総
理
事
訓
示

金
則
略
）伊
庭
貞
剛
氏

ハ
別
子
鉱
業
所

二
居
ラ
レ
タ
ト
キ
、
山
林
ノ
植
付
ノ
コ
ト
ニ
熱
中
サ
レ
テ
居

ッ
タ
。
私

ハ
伊
庭
氏
の
後
任
ト
シ
テ
、
明

治
三
十
二
年

二
別
子

二
行

ッ
タ
ガ
、
其
年
八
月
ノ
大
水
害

ニ
ハ
、
死
セ
ル
者
海
抜
三
千
尺
ノ
高
所

二
於
テ
六
百
人
ア
リ
、
大
阪
ノ
如
キ
人
口

彩
多
ノ
所
デ
六
百
人
ノ
死
者

ハ
、
不
思
議
デ
無
イ
カ
モ
知
レ
ナ
イ
ガ
、
別
子
ノ
如
キ
人
工
稀
薄
ナ
ト
コ
ロ
デ
ノ
六
百
人
ノ
死

ハ
、
非
常
ナ
損

害
ナ
リ
。
其
原
因

ハ
別
子
ノ
山
ノ
木
ガ
、
鉱
山
ノ
製
錬
ノ
タ
メ
ニ
枯
死
シ
、
禿
山
ト
ナ
リ
、
山
上
ノ
土
ヲ
洗
ヒ
流
シ
岩
石
ヲ
露
出
シ
、
其
岩

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
七



第
三
章
　
住
友
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石
ハ
又
紙
ヲ
幾
枚
モ
重
ネ
合
セ
タ
様
ナ
モ
ノ
ダ
カ
ラ
、
容
易

二
剥
ガ
レ
壊
レ
ル
。
山
ガ
此
様
ナ
状
態
ナ
ル
故
、
大
雨
ア
レ
バ
岩
石
中

二
雨
水

侵
入
シ
、
水
ノ
カ
デ
岩
石
ヲ
破
壊
シ
、
傾
斜
ノ
所

二
建

ッ
テ
居

ッ
タ
家
ガ
、
逆
落
シ
ニ
墜
落
シ
タ
為
メ
多
数
ノ
人
間
ガ
死
ン
ダ
。
当
時
私

ハ

責
任
者
ト
シ
テ
、
将
来

ハ
此
様
ナ
コ
ト
ニ
ナ
ラ
ヌ
様

ニ
ト
、
入
念

二
石
垣
ヲ
築
キ
傾
斜
ヲ
緩

ニ
シ
テ
良
ク
シ
タ
。
然
シ
之

ハ
姑
息
ナ
ル
故
、

根
本
的
ノ
施
設
ヲ
ナ
ス
考
ヲ
起
シ
、
夫
レ
ニ
ハ
山
林
ヲ
造
ル
必
要
ア
ル
ヲ
思

ッ
タ
。
又
他
方

二
鉱
山

ハ
色
々
ナ
害
ヲ
惹
起
ス
ル
原
因

ニ
ナ
ッ

テ
イ
ル
カ
ラ
、
此
ノ
償
ヒ
ヲ
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
。
即
チ
鉱
山

ハ
国
土
ヲ
損
ス
ル
仕
事
故
、
国
土
ヲ
護

ッ
テ
行
ク
仕
事

ヲ
ス
ル
必
要
ガ
ア

ル
。
云
ヒ
換
フ
レ
バ
、
罪
減
ボ
シ
ノ
為
メ
ニ
、
又
総
テ
物
事

ハ
差
引
勘
定
ナ
ル
故
、
国
土
ヲ
損
ズ
ル

一
方

ニ
ハ
国
上
ノ
保
安
ヲ
ヤ
ル
必
要
ア

リ
、
ソ
レ
ニ
ハ
山
林
事
業
ガ
最
モ
適
当
デ
、
且
山
林

ハ
人
々
二
嫌

ハ
レ
又
世
ノ
中

二
紛
議
ヲ
起
ス
ヨ
ウ
ノ
事
無
ク
、
土
地
ヲ
保
護
シ
治
水
上

亦
大
ナ
ル
利
益
ア
リ
ト
思
フ
。
（中
略
）

住
友
家

ハ
鉱
山
ヲ
以
テ
興

ッ
タ
家

ニ
テ
、
将
来
モ
之
ヲ
益
発
展
サ
セ
ル
ノ
デ
ア
ル
ガ
、
其
傍
ラ
山
林
ヲ
経
営
ス
ル
コ
ト
ハ
有
益
卜
思
フ
。

私

ハ
伊
庭
氏
ノ
後
ヲ
継
ギ
、
別
子
鉱
業
所
ノ
所
管
ナ
ル
伊
豫
、
土
佐

二
亘
ル
山
林
ノ
養
成

二
相
当
ノ
尽
カ
ヲ
シ
タ
。
姦

二
居
ラ
レ
ル
中
田
理

事
ナ
ド
モ
大
イ
ニ
努
カ
サ
レ
タ
。
斯
ク
シ
テ
永
年
別
子
鉱
業
所
ヲ
中
心
ト
シ
テ
、
山
林
ノ
経
営
ヲ
シ
テ
居

ッ
タ
ガ
、
姦

二
別

二
新

二
山
林
事

業
ヲ
起
シ
、
今
日
ノ
如
ク
諸
君
ヲ
煩

ハ
シ
居
ル
次
第
デ
ア
ル
。

即
チ
只
今
デ
ハ
、
伊
豫
ヲ
中
心
ト
ス
ル
山
林
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
内
地

二
在
リ
テ
ハ
北

ハ
北
海
道
ノ
北
見
、
南

ハ
日
向
ノ
椎
葉
村

二
事
業
ヲ
起

シ
、
又
朝
鮮
ガ
我
国

二
併
合
セ
ラ
レ
タ
ル
結
果
、
何
力
国
家
ノ
為

ニ
ナ
リ
、　
一
方
住
友
家
ノ
営
業

ニ
モ
ナ
ル
仕
事
■
シ
テ
、
何
ヲ
択
ブ
ベ
キ

カ
ヲ
勘
考
熟
慮
ノ
末
、
朝
鮮
ノ
国
有
林
ノ
貸
付
ヲ
受
ケ
、
日
下
ハ
四
万
町
歩
程
ノ
モ
ノ
ヲ
経
営
セ
ラ
レ
ア
リ
。
之
等

ハ
将
来
ヲ
今
日
ヨ
リ
更

二
増
加
ノ
予
定
デ
ア
ッ
テ
、
此
新
ナ
ル
発
展
ノ
勢

ハ
仲
々
従
前
ノ
比

二
非
ズ
、
大
計
画
、
大
規
模
ノ
モ
ノ
デ
ア
ル
。
此
様
ナ
山
林
事
業
ノ
発

展
ヲ
ナ
サ
ン
ト
ス
ル
所
以

ハ
、
我
住
友
家
ノ
事
業
モ
年
卜
共

二
隆
盛
ヲ
来
シ
、
次
第

二
手
広
ク
複
雑

ニ
ナ
ッ
テ
キ
タ
ガ
、
物
盛
ナ
レ
バ
必
ズ

衰

フ
ル
ト
カ
、　
一
利
ア
レ
バ

一
害
ア
リ
ト
カ
云
フ
コ
ト
ハ
、
動
カ
ス
可
ラ
ザ
ル
古
来
ノ
定
則
デ
ア
ル
。
其
様
ナ
次
第
デ
住
友
家
ノ
事
業
即
チ



実
業
、
更

二
言
ヒ
替
フ
レ
バ
営
利
事
業
モ
段
々
卜
、
危
険
ガ
伴
フ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
考

ヘ
ル
ノ
ガ
当
然
ナ
リ
ト
思
フ
。

諸
君

二
於
テ
モ
肛
ノ
内

二
入
レ
テ
置
カ
レ
度
イ
ノ
ハ
、
我
住
友
家
年
来
ノ
方
針
ト
シ
テ
、
浮
利
ヲ
追
フ
テ
仕
事

ヲ
ヤ
ル
コ
ト
ヲ
禁
ジ
、
極

メ
テ
健
実
ナ
ル
仕
事

ラ
ス
ル
コ
ト
ニ
シ
テ
イ
ル
コ
ト
デ
、
私
共
モ
之
ヲ
遵
守
シ
テ
仕
事

ヲ
ヤ
ッ
テ
イ
ル
カ
ラ
、
濫
リ
ニ
危
険

二
近
ヅ
イ
テ
イ

ル
ト
ワ
思

ハ
ナ
イ
ガ
、
然
シ
乍
ラ
、
非
凡
ナ
ル
頭
脳
ノ
持
主
ノ
ミ
集

ッ
テ
居
レ
バ
ヨ
イ
ガ
、
ソ
ウ
デ
モ
ナ
イ
カ
ラ
、
考
ノ
行
届
カ
ヌ
所
モ
ア

リ
、
又
複
雑
ト
ナ
ル
程
ロ
ガ
届
キ
ニ
ク
ク
ナ
ル
故

二
、
他

二
安
全
ナ
ル
途
ヲ
考

へ
、
我
住
友
家
ヲ
一
面

二
於
テ
根
底
ヨ
リ
保
護
ス
ル
必
要
ア

リ
ト
思
フ
。
私
共
ガ
信
シ
テ
疑

ハ
ザ
ル
所

ハ
、
住
友
卜
云
フ
伝
来
ノ
経
歴
、
住
友
ノ
名
声
、
住
友
ノ
歴
史

二
依
テ
此
事
業
ノ
隆
盛
ヲ
来
セ
ル

モ
ノ
故
、
住
友
家
ノ
衰
須

ハ
事
業
ノ
衰
微
ヲ
来
ス
ハ
当
然
ノ
コ
ト
デ
ア
ル
。
故

二
利
ヲ
挙
ゲ
ル
コ
ト
ノ
ミ
ニ
没
頭
セ
ズ
、
我
国
家
社
会
ヲ
損

ゼ
ヌ
様

二
、
間
接

二
国
家
社
会
ノ
利
益

ニ
ナ
ル
様

ニ
ト
ノ
方
針
デ
、
事
業
ヲ
経
営
シ
テ
行
ク
ノ
デ
、
斯
ル
ガ
故

二
住
友
ノ
事
業
ノ
盛
大

ニ
ナ

ラ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
シ
テ
イ
ル
ノ
デ
、
荀
モ
此
事
業
ノ
衰
微
セ
ヌ
様

二
、
益
々
発
展
ス
ル
様

二
十
三
分
ノ
カ
ヲ
用
ヒ
テ
イ
ル
。

山
林
事
業

ハ
安
全

ニ
シ
テ
益
住
友
ノ
基
礎
ヲ
強
ク
ス
ル
モ
ノ
ト
認
メ
タ
ル
故
、
之

二
カ
ヲ
入
レ
ン
ト
シ
テ
今
日
ノ
如
キ
状
態

二
立
至

ッ
タ

ノ
デ
ア
ル
。
将
来

ハ
土
地
ノ
面
積
モ
増
加
シ
、
内
容
モ
充
実
シ
、
山
林
事
業
ノ
利
益
ガ
益
々
増
大
ス
ル
コ
ト
ニ
カ
ヲ
用
ヒ
ン
コ
ト
ヲ
期
シ
、

其
為
メ
ニ
ハ
諸
君
ノ
尽
カ
ヲ
期
待
シ
テ
居
ル
故
、
決
シ
テ
軽
桃
浮
薄
、
眼
前
ノ
利

二
走
り
又

ハ
自
己
ノ
考

二
拘
泥
シ
テ
、
全
体
ノ
利
ヲ
失

フ

如
キ
ニ
陥
ル
コ
ト
ハ
、
私
ノ
失
望
落
胆
シ
又
諸
君
ノ
為
メ
ニ
モ
取
ラ
ザ
ル
ト
コ
ロ
デ
ア
ル
。
（後
略
）

（資
料
７
）

吉

左

衛

門

儀

多
年
鉱
業
、
銀
行
、
倉
庫
及
銅
鋼
、
電
線
ノ
製
造
業

二
従
事
シ
、
又

一
面
林
業
、
農
業
ヲ
経
営
致
シ
来
り
候
処
、
今
般
更

二
林
業
ノ
規
模

ヲ
拡
大
シ
、
之

二
農
業
ヲ
附
帯
セ
シ
メ
、　
一
層
ノ
発
達
ヲ
謀
り
度
存
念

二
御
座
候
。
微
カ
ナ
ガ
ラ
亦
国
家
産
業
ノ
興
隆

二
対
シ
柳
力
寄
与
仕

度
奉
存
候
。
就
而

ハ
凡
ソ
別
記
ノ
趣
旨
方
針

二
依
テ
計
画
仕
度
覚
悟

二
有
之
候
。
何
卒
微
哀
御
諒
察
被
成
下
今
後
国
有
土
地
ノ
払
下
其
他
事
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（下
）

業
上
各
般
ノ
御
指
導
並

二
御
高
配

二
預
り
度
奉
懇
願
候
。

大
正
六
年
十
月
二
十
三
日

此
段
陳
情
仕
候
也
。

大
阪
市
南
区
天
王
寺
茶
自
山
町
十
六
番
地

住
　
友
　
士
口
　
左
　
衛

北
海
道
庁
長
官
　
　
　
　
俵
　
孫

　
一
殿

五
　

大
阪
北
港
株
式
会
社

の
設
立

前
稿

「
四
　
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
と
住
友
」
及
び

「
七
　
住
友
鋳
鋼
場
の
株
式
会
社

へ
の
移
行
」
で
述

べ
た
通
り
、
大
阪
北
港
で
は
、
明
治

十

一
年
２

八
七
八
）住
友
家
が
、
島
屋
新
田

一
六
万
七
〇
〇
〇
坪
を
買
収
し
、
さ
ら
に
十
七
年

に
隣
接

の
恩
貴
島
新
田
と
併
せ
て

一
八
万
坪

を
買
収
し
て
以
来
、
そ
の
経
営
地
と
な

っ
て
い
た
。

こ
の
地
に
は
、
ま
ず
明
治
三
十
二
年
汽
車
製
造
会
社
の
工
場
（敷
地
二
万
坪
）
が
建
設
さ
れ
、
次

い
で
そ
の
西
側
隣
接
地
に
は
明
治
四
十
年

住
友
鋳
鋼
場
の
新
工
場
（敷
地

一
万
三
五
〇
〇
坪
）
が
完
成
し
、
そ
の
北
側
に
大
正
五
年
２

九

一
二Ｃ
住
友
電
線
製
造
所

の
新
工
場
（敷
地

一
万
三

〇
〇
〇
坪
）
が
竣
工
し
た
。
ま
た
や
は
り
そ
の
同
じ
年
に
後
に
住
友
化
学
工
業
株
式
会
社
に
合
併
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
日
本
染
料
製
造
株
式
会

社
が
設
立
さ
れ
、
大
阪
北
港

の
出
資
者
の

一
人
と
な
る
清
海
復
三
郎
か
ら
電
線
製
造
所
の
東
南
、
西
区
春
日
出
町
（現
此
花
区
春
日
出
中
三
丁

目
及
び
南
三
丁
目
）
の
土
地
三
万
坪
を
買
収
し
、
新
工
場
の
建
設
を
開
始
し
た
（第
３
図
）。

他
方
明
治
三
十
年
以
来
進
め
ら
れ
て
来
た
大
阪
築
港
の
事
業
は
、
こ
う
し
た
正
蓮
寺
川
流
域
が
江
戸
時
代
か
ら
民
間
が
埋
立
権
を
保
有
し

て
い
た
た
め
、
安
治
川
河
口
を
北
限
と
し
て
お
り
、
港
域
が
次
第
に
狭
院
と
な

っ
て
き
た
。
大
阪
市
は
、
大
正
元
年
六
月
臨
時
港
湾
調
査
会

一
九
〇
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図 3 大正 9年 の大阪北港

を
設
置
し
、
翌
二
年
四
月
に
は
同
調
査
会
は
そ
の
港
域
を
正
蓮
寺
川
河

口
を
含
め
た
新
淀
川
左
岸
ま
で
拡
大
し
、
こ
れ
を
北
港
と
す
る
こ
と
を

決
議
し
た
。
こ
の
調
査
会
の
議
員
に
住
友
家
を
代
表
し
て
、
か
ね
て
正

蓮
寺
川
流
域

の
開
発
を
主
張
し
て
い
た
製
鋼
販
売
店
支
配
人
山
下
芳
太

郎
が
い
た
。
大
正
四
年
七
月
山
下
は
、
総
本
店
支
配
人
に
転
じ
、
こ
の

決
議
を
実
行
に
移
す
べ
く
、
大
正
五
年
六
月
住
友
吉
左
衛
門
を
は
じ
め

と
す
る
正
蓮
寺
川
両
岸
の
地
主
、
臨
港
土
地
株
式
会
社
、
清
海
復
三
郎
、

島
徳
蔵
、
野
村
利
兵
衛
、
合
名
会
社
藤
田
組
、
片
岡
孫
助
に
よ
つ
て
総

出
資
額
三
〇
〇
万
円
の
正
蓮
寺
川
沿
地
主
組
合
を
結
成
し
、
そ
の
業
務

執
行
者
と
な

っ
た
。
組
合
員
の
出
資
比
率
は
、
所
有
地
の
沿
岸
延
長
の

割
合
及
び
所
有
地
の
登
録
面
積
と
埋
立
権
利
地
の
埋
立
許
可
面
積
の
割

合
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
、
住
友
吉
左
衛
門
の
場
合
は
四
五

・
八
八
％

で
あ

つ
た
。

臨
港
土
地
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
既
に

「
三
　
住
友
総
本
店
の
投

資
活
動
」
で
述
べ
た
。
正
蓮
寺
川
沿
地
主
組
合
が
結
成
さ
れ
た
大
正
五

年
の
十

一
月
資
本
金

一
〇
〇
万
円
の
桜
島
土
地
株
式
会
社
（＠
五
〇
円
、

二
万
株
）
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
は
西
成
線

と
住
友
家

の
島
屋
町
土
地

の
間
に
丼
上
虎
治
（大
正
五
年
六
月
株
式
会
社
富
島
組
初
代
社
長
）
が
所
有
す

一
九

一
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る
桜
島
町
の
土
地
二
万
四
〇
〇
〇
坪
を
埋
め
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
同
社
は
井
上
が
社
長
と
な
り
、
安
宅
弥
吉
（安
宅
商
会
社

長
）
、
南
郷
三
郎
（神
戸
桟
橋
社
長
）
が
役
員
と
な

つ
て
い
た
。　
し
か
し
大
正
七
年
住
友
伸
銅
所
が
鋳
鋼
所
の
西
側
と
そ
の
南
に
続
く
こ
の
桜
島

土
地
の
湿
地
に
鋼
管
製
造
の
分
工
場
を
建
設
す
る
計
画
を
立
て
た
。
こ
の
た
め
総
本
店
で
は
七
月
物
価
高
騰
の
た
め
埋
立
計
画
が
頓
挫
し
て

い
た
こ
の
桜
島
土
地
の
全
株
全
一万
株
、
払
込
＠
一
五
円
）
を
五
九
万
円
で
買
収
し
た
。

こ
の
後
大
阪
北
港
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
る
と
、
総
本

店
は
こ
の
株
式
全
株
を
七
三
万
円
で
大
阪
北
港
に
譲
渡
し
、
同
社
は
大
正
九
年
十
二
月
解
散
し
た
。
従

っ
て
大
正
五
年
末
及
び
九
年
末

の
第

‐６
表
に
は
表
示
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
伸
銅
所
は
、
大
正
八
年
九
月
尼
崎
の
岸
本
製
鉄
所

・
製
釘
所
の
工
場
を
買
収
し
、
こ
れ
を
分
工
場
と

し
た
の
で
、
こ
の
時
点
で
の
桜
島
進
出
は
中
止
と
な

っ
た
が
、
後
に
大
正
十
五
年
安
治
川
本
工
場
の
敷
地
を
大
阪
市
に
中
央
卸
売
市
場
の
用

地
と
し
て
売
却
す
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
、
昭
和
三
年
２

九
二
八
）改
め
て
こ
こ
に
本
工
場
を
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

組
合
員
の
一
人
島
徳
蔵
は
、
大
正
六
年
六
月
大
阪
島
舟
土
地
株
式
会
社
を
設
立
し
て
そ
の
社
長
と
な
り
、
自
ら
所
有
す
る
正
蓮
寺
川
右
岸

常
吉
町
地
先

の
海
面
埋
立
権
と
そ

の

一
部
埋
立
地
七
〇
〇
〇
坪
（島

舟
町
）
を
同
社

に
譲
渡

し
、
翌
七

年
五
月
に
は
島

に
代
わ

っ
て
同
社

が
組
合
に
参
加
し
た
。
そ
し
て
大

阪
北
港
が
設
立
さ
れ
る
と
、
大
阪

島
舟
土
地
も
土
地
と
埋
立
権
を
大

阪
北
港
に
譲

っ
て
解
散
し
た
。

大
正
七
年
に
入
る
と
、
山
下
芳

社長   鈴木馬左也(総理事)

常務取締役山下芳太郎(理事)

小倉正恒(理事)

中田錦吉(理事)

加納友之介(銀行常務)

取締役

監査役

取締役  島徳蔵(社長)

島定治郎

取締役  高木与太郎(理事)

城周彦(農業課長)

監査役  坂井隆三(証券課長)

監査役  清海復三郎

取締役  野村利兵衛

監査役  片岡孫助



第18表 大阪北港(株)株主・役員・経営地一覧

出典 :『大阪北港二十年史』

買収土地・埋立権

住友吉左衛門(住友合資会社)

臨港土地

桜島土地

島徳蔵他(大阪島舟土地)

藤田平太郎他 (合名会社藤田組) 70,430

島屋町地先埋立権   153.760

桜島町地内埋立権   23,790

島舟町 7,040

常吉町地先埋立権   141,630
計        148,670

恩貴島北之町

恩貴島南之町

(東 )島屋町

(西)島屋町

川岸町

桜島町

計

東酉島町

西酉島町

常吉町

計

春日出町
島屋町

常吉町

秀野町

21,280坪

80,160

253,700

183,920

2,340

1,600

543,000
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88,610

53,580

2,680

144,870

68,890
11,130

63,390

20,700

清海復三郎他

政岡土地合資会社

野村利兵衛

長谷田泰三

片岡孫助

中谷徳恭(大阪府会議長)

合 計 700,000 合 計 1,178,200

5:||:||

lll:::}

10,110

9.620

太
郎
は

一
月
理
事
と
な
り
、
四
月

に
は
鋳
鋼
所
常
務
取
締
役
と
な

つ

て
総
本
店
支
配
人
を
外
れ
た
が
、

依
然
と
し
て
組
合

の
仕
事
は
続
け

て
い
た
。
組
合
結
成
以
来
、
府

・

市
当
局
と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、

大
正
八
年
四
月
よ
う
や
く
北
港
修

築
工
事

の
最
終
設
計
案
が
完
成
し

た
が
、
物
価
騰
貴

の
結
果
、
当
初

の
工
事
予
算
三
〇
〇
万
円
は
四
五

〇
万
円

へ
膨
れ
上
が

っ
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
所
有
地
の
埋
立
、
護
岸

の
築
造
は
、
各
組
合
員
の
自
己
負

担
と
な
る
の
で
、
工
費
が
上
昇
す

れ
ば
自
然
事
業

の
足
並
み
は
乱
れ

が
ち
と
な

っ
た
。
こ
の
た
め
新
た

に
株
式
会
社
を
設
立
し
て
、
各
人

の
所
有
地
と
埋
立
権
を
新
会
社
に

一
九
二
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集
中
し
て
、
新
会
社
が

一
括
し
て
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

各
組
合
員
の
所
有
す
る
土
地
と
埋
立
権
は
、
関
西
信
託
に
委
託
し
て
改
め
て
評
価
を
行

っ
た
。
埋
立
権
も
隣
接
土
地
並

に
評
価
し
、
そ
の

代
わ
り
そ
の
権
利
所
有
者
に
埋
立
完
成
の
義
務
を
負
わ
せ
た
。　
こ
の
評
価
の
結
果
、
コ
一　
住
友
総
本
店
の
業
績
」

で
述
べ
た
通
り
、
総
本

店
に
は
大
阪
北
港
に
譲
渡
す
る
土
地
五
四
万
三
〇
〇
〇
坪
に
つ
い
て
、　
三
ハ
五
六
万
円
の
評
価
益
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
総
評
価
額
は
三

一
四
六
万
円
と
な

っ
た
が
、
持
分
の
評
価
額
の
三
割
増
で
提
供
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、
そ
の
総
額
に
見
合

う
三
五
〇
〇
万
円
を
資
本
金
と
し
、
大
阪
北
港
株
式
会
社
は
大
正
八
年
十
二
月
二
十
四
日
設
立
さ
れ
た
（＠
五
〇
円
、
当
初

一
二
円
五
〇
銭
払
込
、

九
年
三
月
残
額
払
込
、
七
０
万
株
）。
住
友

の
持
株
は
、　
設
立
当
初
三
九
万
三
八
〇
株
（五
五
・
七
五
％
）
で
あ

っ
た
が
、　
そ
の
後
大
正
九
年
五
月

野
村
利
兵
衛

の
持
株
八
九
五
〇
株

の
中
五
〇
〇
〇
株
を
＠
三
〇
円
で
買
い
取
り
、
三
九
万
五
二
八
〇
株
（五
六

。
四
七
％
）
と
な
り
、
さ
ら
に

大
正
十
年
年
末
誤
差
修
正
の
た
め
の
保
留
株
の
分
配
も
終
わ
り
、　
よ
う
や
く
全
出
資
者
と
買
収
土
地

・
埋
立
権
が
確
定
し
た
（第
１８
表
）。

住

友
合
資
会
社
の
持
株
は
、
こ
の
際
二
万
六
三
八
〇
株
を
加
え
、
四
二
万

一
六
六
〇
株
（六
〇

・
三
％
）
と
な

っ
た
。

な
お
大
阪
北
港
株
式
会
社
は
、
そ
の
後
昭
和
二
年
四
月
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
十
九
年
十

一
月
株
式
会
社
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
を

合
併
し
て
住
友
土
地
工
務
株
式
会
社
と
改
称
、
戦
後
の
昭
和
二
十
年
十

一
月
商
事
部
門
を
設
け
社
名
を
日
本
建
設
産
業
株
式
会
社
に
変
更
し

た
。
昭
和
二
十
七
年
六
月
に
は
住
友
商
事
株
式
会
社
に
改
称
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
山
下
芳
太
郎
の
下
で
大
阪
北
港
の
設
立
業
務
を
担
当
し
た
の
は
、
コ
一　
住
友
総
本
店
の
業
績
」

で
述
べ
た
通
り
、
倉
庫

の
東

京
進
出
の
調
査
に
当
た
っ
た
総
本
店
庶
務
課
秘
書
係
江
原
万
里
で
あ

っ
た
。
江
原
は
、
出
資
者
間
の
調
整
や
官
庁
と
の
折
衝
で
多
忙
を
極
め

た
上
、
設
立
後
も
大
正
九
年

一
月
新
会
社

へ
出
向
を
命
ぜ
ら
れ
、
庶
務
課
主
任
と
し
て
創
生
期
の
同
社
に
尽
く
し
た
。
こ
の
た
め
健
康
を
害

し
、
大
正
十
年
九
月
末
住
友
を
退
職
し
て
交
通
政
策
担
当
の
助
教
授
と
し
て
東
大

へ
赴
任

の
た
め
転
宅
の
日
に
喀
血
す
る
と
い
う
悲
運
に
見

舞
わ
れ
た
。
江
原
は
療
養
の
傍
ら
授
業
を
続
け
て
い
た
が
、
昭
和
二
年
に
は
休
職
、
四
年

に
は
退
官

の
や
む
な
き
に
至
り
、
以
後
キ
リ
ス
ト



教
の
伝
道
に
尽
く
し
、
八
年
八
月
死
去
し
た
。
住
友
合
資
は
夫
人
Ω
〔崎
幸
吉
妹
、
黒
崎
は
大
正
四
年
江
原
が
住
友
に
入
社
し
た
際
配
属
さ
れ
た
総
本

店
経
理
課
主
計
係
に
い
た
）
に
弔
意
金
三
〇
〇
〇
円
を
贈
り
、
十

一
月
に
は
大
阪
住
友
倶
楽
部
で
田
中
良
雄
（江
原
と
同
期
入
社
、
当
時
住
友
合
資

人
事
課
長
、
後
住
友
本
社
常
務
理
事
）司
会
の
下
に

「故
江
原
万
里
氏
記
念
会
」
が
開
か
れ
故
人
を
悼
ん
だ
。

エハ
　
内
外
販
売
網
の
充
実
と
商
事
会
社
設
立
問
題

０

国

内

販

売

店

国
内
販
売
店
は
、
大
正
三
年
２

九

一
三
）十
二
月
の
東
京

・
呉
両
販
売
店
の
開
業
（一型
早
「六
　
東
京

・
呉
両
販
売
店
の
開
業
」
参
照
）
に
続

い

て
、
大
正
八
年
九
月
横
須
賀
販
売
店
が
東
京
販
売
店
か
ら
分
離
独
立
し
、
翌
九
年
七
月
に
は
博
多
販
売
店
が
開
業
し
て
、
北
海
道
を
除
き
全

国
的
な
販
売
網
が
確
立
し
た
（北
海
道
に
は
大
正
六
年
八
月
以
降
、
東
京
販
売
店
か
ら
札
幌
派
出
員
を
派
遣
し
て
、
カ
バ
ー
し
て
い
た
）。　
し
か
し
当
時

の
販
売
店
は
、
ま
だ
伸
銅
所

・
電
線
製
造
所

。
鋳
鋼
場
の
出
張
所
時
代
の
名
残
で
全
店
を
通
じ
て
の
主
要
販
売
先

一
覧
と
い
う
も
の
は
、
実

際
報
告
書
に
も
記
載
が
無
く
、
各
製
品
毎
に
主
要
得
意
先
や
分
野
別
の
受
注
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
つ
て
い
る
。
も

つ
と
も
横

須
賀
販
売
店

・
呉
販
売
店
は
、
そ
れ
ぞ
れ
横
須
賀
海
軍
工
廠
、
呉
海
軍
工
廠
を
主
要
得
意
先
と
し
て
お
り
、
博
多
販
売
店
も
ま
た
（八
幡
）製

鉄
所
を
中
心
と
す
る
官
公
庁
向
け
が
三
割
を
占
め
、
残
り
は
電
力
向
け
が
三
五
％
と
三
井
鉱
山
を
は
じ
め
と
す
る
九
州
炭
坑
業
向
け
が
三
割

と
、
こ
れ
ら
を
併
せ
る
と
七
五
％
に
達
す
る
の
で
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
主
と
し
て
東
京
販
売
店
で
あ
る
。

東
京
販
売
店
も
全
店
を
通
し
て
の
得
意
先
別
販
売
統
計
は
ま
だ
作
成
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
第
１９
表

の
通
り
分
野
別
の
受
注
統
計
を
示
し

た
の

こ
れ
に
よ
る
と
東
京
販
売
店
も
ま
た
逓
信
省
、
鉄
道
院
（省
）
と
い
っ
た
現
業
官
庁
や
陸
海
軍
、
東
京
市
電
気
局
等

の
官
公
庁
向
け
が
全

第
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第19表  東京販売店得意先分野別受注状況    (単位:円 )

計 官 公 庁 民間企業 問屋商社

(大正 6年 )

伸 銅 品

電  線

鋳 銅 品

製  銅

肥  料

合  計

6,670,183 78

2,362,985 23

1,728,047 19

7,062 00

122,898 74

10,891,176 94

(100 0)

3,610,048 37

1,082,488 60

1,365,250 20

6,057,787 17

(55 6)

1,370,640 71

920,650 28

362,796 99

7,062 00

2,661,149 98

(24 4)

1,689,494 70

359,846 35

122,898 74

2,172,239 8

(199)

(大正 7年 )

伸 銅 品

電  線

鋳 鋼 品

製  銅

肥  料

合  計

6,479,811 54

2,884,916 42

1,780,281 70

245,202 84

83,602 99

11,473,815 49

(100 0)

3,695,667 95

1,703,681.59

1,306,148 90

6,705,498 44

(58 4)

1,055,625 89

797,919 43

474,132 80

245,202_84

2,572,880 96

(22 4)

1,728,517 70

383,315 40

83,602 99

2,195,436 09

(191)

年

品

線

品

銅

料

計

醸
銅
　
　
銅

大

伸

電

鋳

製

肥

合

5,723,070 55

5,737,997 90

2,040,326 45

232,158 80

242,841 89

13,976,395 59

(100 0)

2,560,739 10

2,874,865 11

1,252,803 36

6,688,407 57

(479)

1

l

329,750 96

894,965 22

787,523 09

232,158 80

4,244,398 07

(30 4)

1,832,580 49

968,167 57

242,841 89

3,043,589 95

(21 8)

年

品

線

品

銅

料

計

画
銅
　
　
鋼

大

伸

電

鋳

製

肥

合

4,854,503 34

5,718,376 88

2,572,644 07

403,134 03

35,444 50

13,584,102 82

(100 0)

1,416,773 34

3,263,690.36

1,967,197 99

71,000 00

6,718,661 69

(49 5)

2,341,043 49

2,154,455 60

605,446 08

332,134 03

5,433,079 20

(40 0)

1,096,686 51

300,230 92

35,444 50

1,432,361 93

(105)
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体

の
六
割
近
く
を
占
め
て
い
た
。
大
正
八
、
九
年
に
こ
の
比
率
が
下
が

っ
て
い
る
の
は
、
横
須
賀
海
軍
工
廠
向
け
が
、
横
須
賀
販
売
店

の
分

離
独
立
に
伴
い
同
店
を
移
管
さ
れ
た
た
め
で
、
こ
れ
を
併
せ
れ
ば
大
正
九
年
で
も
官
公
庁
向
け
は
六
割
に
達
し
て
い
た
。
民
間
企
業
も
、
造

船

・
機
械

・
金
属

・
鉱
業

・
セ
メ
ン
ト

・
電
力
電
燈

・
製
紙

・
紡
績
等
々
ほ
ぼ
得
意
先
は
固
定
さ
れ
て
い
た
。
商
社

・
問
屋
に
つ
い
て
は
、

第

一
次
大
戦
に
よ
る
欧
米
品
の
途
絶
に
よ
り
、
従
来
そ
れ
ら
を
取
り
扱

っ
て
い
た
商
社

・
問
屋
か
ら
の
引
き
合
い
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。

ま
た
肥
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
商
品
の
性
質
上
関
東

。
東
北
各
地
の
特
約
店
を
経
由
し
て
販
売
さ
れ
て
い
た
。

販
売
店
の
損
益
は
、
既
に
第
６
表
で
見
た
通
り
、
各
店
と
も
開
業
当
初
は
赤
字
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は
黒
字
に
転
換
し
て
い
る
。
製
品
別

の
手
数
料
に
つ
い
て
は
第
２０
表
に
示
し
た
。
伸
銅

・
電
線

・
鋳
鋼
に
つ
い
て
は
官
公
需
中
心
で
、
民
間
企
業
も
ほ
と
ん
ど
最
終
需
要
家
で
あ

り
、
販
売
効
率
は
良
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
肥
料
の
み
は
広
い
テ
リ
ト
リ
ー
と
特
約
店
相
手

の
取
引

の
た
め
、
昭
和
期
に
入

っ
て
も
赤
字

で
支
配
人
が
苦
労
し
て
い
た
と
い
う
当
時
の
肥
料
担
当
者
の
証
言
が
あ
る
。
製
造
店
部
の
出
張
所
と
異
な
り
、
販
売
店
と
し
て
店
を
構
え
れ

ば
間
接
経
費
も
嵩
む
の
で
、
売
上
が
増
え
手
数
料
収
入
が
増
加
し
て
も
、
必
ず
し
も
そ
の
店
の
純
益
が
上
が
る
と
は
限
ら
な
い
。
従

っ
て
販

売
店
支
配
人
は
、
製
造
店
部
と
交
渉
し
て
手
数
料
率

の
引
き
上
げ
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
大
正
九
年

の
東
京
販
売
店

の
純
益
が
前
年

の
三

倍
以
上
と
な

つ
た
の
は
、
大
正
八
年
九
月
手
数
料
率
の
改
訂
が
実
現
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
東
京
販
売
店
支
配
人
多
田
平
五
郎
は
大

正
八
年
処
務
報
告
書
に
お
い
て
、
こ
の
間
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「従
来
当
店
販
売
手
数
料
率

ハ
、
大
正
三
年
開
店
当
時
ノ
協
定

二
係
り
、
何
等
根
拠
ヲ
有
セ
ス
、
後
日
ノ
経
験

二
徴
シ
改
訂
ス
ヘ
キ
性
質

ノ
モ
ノ
ナ
リ
シ
カ
、
其
後
増
員
、
物
価
騰
貴
、
取
引
ノ
煩
雑
等
ノ
為
メ
経
費
ノ
膨
張
著
シ
ク
、
殆
卜
収
入

二
余
裕
ナ
キ
ニ
至
リ
タ
ル
ニ
付
、

八
月
末
来
各
店
部

二
交
渉
シ
九
月
請
求
分
ヨ
リ
左
ノ
通
り
改
正
セ
リ
。

」
（第
２‐
表
）
す
な
わ
ち
肥
料

の
ご
と
き
は
、
こ
の
改
訂
で
手
数
料
率

が

一
挙
に
二
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
上
記
の
通
り
そ
の
後
も
な
お
収
支
償
わ
な
か
つ
た
わ
け
で
、
多
田
の
指
摘
す
る
ご
と
く
製
品
を
取

り
扱

い
た
い
が
た
め
に
当
初
か
ら
低
い
手
数
料
率
を
受
け
入
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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(単位 :円 )

8年 9年

販 売 高 手 数 料 販 売 高 手 数 料

232,158 80

5,660,890 01

1,578,622 00

5,667,029 41

189,592 00

13,328,292 22

2,184 47

34,470 58

19,439 78

26,371 13

1,895 92

1,919 75

86,281 63

14,930 70

403,134 03

5,032,938 05

3,170,919 44

5,368,974 22

105,824 00

14,081,789 74

509 55

35,826 13

39,963 31

62,116 84

2,116 48

425 90

147,749 02

46,471 07

405,610 80

5,273 54

410,884 34

431 54

3 33

434 87

△1,89709

2,327,372 50

141,861 72

57,284 80

2,526,519 02

NA
NA.
NA

14,486 25

4,280 50

134,418 10

3,321,773 68

326,722 39

77,355 79

3,860,269 96

1,230 10

24,913 25

6,534 39

695 81

33,373 55

21 129 89

102,782 80

1,933,754 67

991,588 50

185,139 65

6,695 00

3,219,960 62

1,048 80

14,540 66

19,831 77

1,829 01

133 90

37,384 14

18,115 11

24,282 15

38,336 74

12,607 24

263,837 49

175 00

339,238 62

71 32

171 89

8 70

1,035 97

3 50

1,291 38

△11,96332

分の手数キ16,79081を 含む。NA(不 詳 )
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実
際
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
住
友
製
品
は
、　
一
部
独
占
品
を
除
き
、
高
品
質
だ
が
高
価
格
で
安
物
に
太
刀
打
ち
で
き
な
い
こ
と
、
工
場
生
産

能
力
が
乏
し
い
こ
と
、
関
西
立
地
の
た
め
遠
隔
地
に
お
け
る
競
争
力
に
欠
け
る
こ
と
等
々
で
引
き
合
い
は
あ

っ
て
も
逸
注
す
る
ケ
ー
ス
が
多

い
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
販
売
店
と
し
て
の
販
売
効
率
か
ら
い
え
ば
仕
入
ソ
ー
ス
の
拡
大
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
例
え
ば
東
京
販
売
店

の
大
正
七
年
実
際
報
告
書
は
、

「秋
季

二
当
り
、
藤
倉
電
線
株
式
会
社

二
投
資
関
係
ヲ
生
ジ
タ
リ
シ
ヲ
以
テ
爾
来
電
線
製
造
所
ト
ノ
間
ノ
隔
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第20表 国内販売店販売実績表

大正 6年 7年

販 売 高 手 数 料 販 売 高 手 数 料

銅

品

品

線

料

行

計

益

一尿
　

　

銅

　

　

則

東

製

伸

鋳

電

肥

購

合

純

7,062 00

5,614,001 73

760,563 15

2,643,173 90

94,950 84

9,119,751 62

27 06

25,224 70

6,807 38

16,716 77

941 82

11 67

49,729 40

16,184 43

11,182,957 32

８４

００

４２

８２

２４

一

717 18

35,517 76

18,018 30

16,528 58

796 36

367 45

71,945 63

22,059 15

品

品

線

計

益

＞

銅

鋼

賀酸
伸
鋳
電
合
純

銅

炭

品

品

線

料

計

益

＞

　

隈

銅

鋼

呉

製

忠

伸

鋳

電

肥

合

純

38,824 00

3,020,452 92

151,188 33

68,978 91

31 40

3,579,475 56

NA
NA
NA
NA
NA

26,895 96

19,316 63

21,969 22

59,302 28

3,988,314 28

198,895 96

103,994 39

206 55

4.372.682 68

NA
NA
NA
NA
NA
NA

32,770 28

22,684 53

銅

品

品

線

料

計

益

＞

　

銅

鋼

多博

製

伸

鋳

電

肥

合

純

註 :(東 京)大 i■ 7年 及び 8年 の「肥料販売高Jは推定数字。大正 9年手数料合計には人正 8年 (横須賀)納 入

一
九
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第21表 販売店受取手数料率の改訂

025%
05%
1%
裸線・東京線05%、 その他1%

1%

075%
2%
裸線・東京線05%、 その他1%

1%
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）

大正 8～ 9年

左 同

075%
15%
裸線・東京線・絹綿巻線075%
その他1%

2%

6年 5月 契約分 10銭 /ト ン
(売価 11円 50銭/ト ン)

7年 9月  〃 20銭/ト ン
(売価21円 60銭/ト ン)

9年 4月  〃 35銭/ト ン
(売価21円 10銭 /ト ン)

左 同

左 同

左 同

2%

(東京)

製 銅

伸銅品

鋳鋼品

電 線

肥 料

(呉 )

忠隈炭

伸銅品

鋳鋼品

電 線

月巴 料

二
〇
〇

地
的
不
利
ノ

一
部

ハ
一
掃
ス
ル
事

ヲ
得
テ
頗
ル
販
売
上
有
効
ナ
ル

モ
ノ
ア
リ
キ
」

と
こ
う
し
た
動
き
を
歓
迎
し
て
い
る
（藤
倉
電
線
に

つ
い
て
は
次
節

「七
　
株
式
会
社
住
友
電
線
製
造
所
の
設
立
と
日
本
電
気

株
式
会
社
と
の
提
携
」
参
照
）。

当
時
総
本
店
副
支
配
人
兼
経
理
課
主
任
川
田
順
の
下
で
調
査
係

と
し
て
勤
務
し
て
い
た
小
畑
忠
良
は
、
後
に
販
売
店
が
住
友
製
品

以
外

の

「他
所
製
品
取
扱

い
」
を
可
能
と
す
る
起
案
を
書
く
こ
と

に
な
る
が
、
「
自
分
の
う
ち
で
つ
く

っ
て
売
る
の
は
、
ど
う
し
て

も
し
な
き
や
い
か
ん
が
、
よ
そ
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
を
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
取

っ
て
売
る
こ
と
は
や
つ
ち
ゃ
い
か
ん
』
と
い
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
不
便
な
点
が
あ
り
ま
し
て
ね
。
た
と
え
ば
住
友
で
過
燐

酸
肥
料
を
つ
く

っ
た
。
そ
し
て
肥
料
屋

へ
売
る
、
し
か
し
肥
料
は

過
燐
酸
だ
け
で
は
な
く
、
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
も
、

ニ
シ
ン
カ
ス
も

あ
れ
ば
、
豆
か
す
も
あ
る
。
そ
う
い
う
も
の
を

一
緒
に
し
て
売

っ

て
や
ら
ん
と
い
う
と
、
代
理
店
が
困
る
ん
で
す
な
。
そ
れ
を
も

っ

て
い
つ
た
ら
も
う
か
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
ん
で
す
が
、
取
り
扱
か

っ
ち
ゃ
い
か
ん
と
い
う
こ
と
で
す
」
と
証
言
し
て
い
る
。
当
時
総

本
店
経
理
課
と
し
て
も
肥
料
取
扱
い
の
損
益
改
善
の
た
め
に
は
、



「他
所
製
品
取
扱

い
」
以
外
に
途
は
無
い
と
考
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

「他
所
製
品
取
扱
い
」
の
声
は
、
国
内
よ
り
も
む
し

ろ
海
外
か
ら
起
こ
っ
て
き
た
。

国

海

外

洋

行

海
外
洋
行
は
、
大
正
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
、
上
海
（大
正
五
年
十
月
）
、
漢
口
（同
六
年

一
月
）
、
天
津
（同
年
十
月
）
と
相
次

い
で
開
業
し
た
。

こ
の
上
海

・
漢
回
の
開
業
が
、
大
正
五
年
三
月
か
ら
六
月
に
行
わ
れ
た
鈴
木
総
理
事

の
中
国
視
察

の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
前
章
で
述

べ
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
大
正
四
年
末
当
時
総
本
店
経
理
課
調
査
係
太
田
外
世
雄
は

「住
友
家
卜
対
支
那
経
営
」
と
題
す
る
調
査
報
告
書
を
ま
と
め

た
。
こ
の
報
告
書
は
現
在
住
友
銀
行
東
京
支
店
蔵
書
印

の
押
さ
れ
た
も
の
が
、
東
京
大
学
経
済
学
部
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

る
（住
友
銀
行
も
上
海
と
漢
口
の
洋
行
開
業
と
同
時
に
支
店
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
の
報
告
書
も
銀
行
あ
て
配
布
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）
。

筆
者
が
大
田
外
世
雄
で
執
筆
時
点
が
大
正
四
年
末
と
推
定
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
報
告
書
の
序
論
と
ほ
ぼ
同
文
の

「我
対
支
那
経
営
」
と
題
す

る
大
田
の
寄
稿
が
、
当
時
住
友
銀
行
の
有
志
を
中
心
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
住
友

の
社
内
報

『井
華
』
大
正
五
年
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
大
田
は
明
治
四
十

一
年
２

九
〇
八
）東
亜
同
文
書
院
を
卒
業
し
、
農
商
務
省
に
入
省
、
海
外
商
工
業
視
察
員
と
し
て
漢
口
、

上
海
、
天
津
に
駐
在
し
た
後
、
大
正
三
年
六
月
住
友
総
本
店
に
入
社
し
て
い
た
。

大
田
は
、
こ
の
調
査
報
告
書
で
ま
ず
欧
米
諸
国
の
中
国
に
お
け
る
投
資

・
経
営
状
況
を
調
査
し
、
次
い
で
中
国
人
自
身

の
新
事
業
経
営

の

動
向
を
述
べ
、

最
後
に
日
本
企
業
、　
三
井
物
産

・
三
菱
合
資

・
大
倉
組

・
古
河
合
名
各
社
の
対
中
国
進
出
状
況
を
示
し
て
い
る
（第
２２
表
）。

そ
の
上
で
大
田
は
次

の
よ
う
に
述
べ
、
住
友
総
本
店
の
中
国
進
出
を
促
し
た
。

一
、
世
ノ
対
支
那
経
営

ヲ
唱
導
奨
励
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
多
ク
貿
易
中
心
主
義

ニ
シ
テ
、
対
支
投
資
ノ
真

二
我
国
運
ノ
消
長

二
至
大
ノ
関
係

ア
ル
コ
ト
ヲ
了
解
セ
ズ
。

第

一
部
　
住
友
総
本
店
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一



第
三
章
　
住
友
総
本
店

（下
）

中国進出状況 (大正4年 )

大 倉 組 古 河 合 名

開  設   年 商  人  員 開 年 商  人  員

千円

出張所 (明41)  1,000  NA

支店(明33?)  5,000日 16中 76

支店(明38?)  1,200  14  14

出張所 (明40)  1,000  6  10

出張所       350  1  1

8,550   138'哄 Jヒ

T円

出張所 (明42)  1,000

支店(明39)   8,500日 10中 4

出張所 (明40)  2,300  2  2

出張所 (大 1)  1,000  4

12,800    26

千円
江南製革会社 (上 海)      100
順済公司(大 3L海)     200
本渓湖煤鉄公司(明41)   4,000
軽便鉄道会社 (満洲)      120
日清豆粕会社 (明 41大連)   300
大倉製材所 (明 37安東県)   200

5,000

銅山(湖南省)採掘権取得開発計画中

炭山(吉林省) 同   上

二
〇
二

二
、
領
域
ノ
宏
大
、
歴
史
ノ
変
遷

ハ
、
制
度
慣

習
ヲ
複
雑
錯
綜
セ
シ
メ
、
之
力
研
究
ノ
調

査

ヲ
困
難
ナ
ラ
シ
メ
タ
ル
カ
為
メ
、
対
支

那
投
資

ヲ
以
テ
危
険
ナ
リ
ト
ナ
ス
先
入
観

念
強
ク
、
遺
巡
躊
躇
シ
テ
、
敢
行
ノ
勇
気

ナ
キ
事
。

三
、
投
資
事
業

ハ
大
資
本
ヲ
固
定
セ
ザ
ル
ヘ
カ

ラ
ザ
ル
ニ
、
我
国
内

二
於
テ
融
通
シ
得

ヘ

キ
モ
ノ
其
額
未
夕
大
ナ
ラ
ズ
、
依
テ
最
モ

活
動
ス
ル
中
小
資
本
家
ノ
容
易

二
着
手
ス

ル
ニ
難
キ
事
。

四
、
急
速

二
利
益

ヲ
挙
ケ
、
又
其
効
果
ヲ
知
リ

難
キ
事
。

等
各
種
事
情

二
基
ク
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
元
ヨ
リ

一

朝

ニ
シ
テ
此
機
運
ヲ
促
進
誘
発
ス
ル
能

ハ
サ
ル

ハ
勿
論
ナ
リ
ト
雖
、
如
上
ノ
理
由
ヨ
リ
之
ヲ
見

ル
ニ
我
大
資
本
家
ノ
覚
醒
奮
起

ニ
ヨ
リ
テ
亦
容

易

二
解
決
セ
ラ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
タ
ル
ヲ
信
セ
ス
ン



第22表  日本企業の

三 井 物 産 三 菱 合 資

開 設  年 商  人 員 員開 設  年 商  人

大 連

天 津

上 海

漢 口

香 港

合 計

十 円

支店 (明37) 30,000日 30中 20

9出張所   39,080  60 134
支店 (明21)  5,200  28  65
支店 (明 10) 30,000  80  23

3出 張所   12,000  18  35
支店 (明32) 15,000  30  23

1出 張所   1,300  3  14
支店 (明 H) 20,000  15  20

4出張所   17,740  22  43
161,320   286   377

支店 (明39)  4,000  16

支店 (明35)  2,000  25

支店 (明 39)  1,800日  8中 26

7,800    75

合 計

直

接

投

資

T円
上海紡績公司(明 41上海) 2,000
雲龍繰綿工場 (明 26上海) 1,000
増裕麺粉公司(明 44L海 )  400
華昌搾油公司(明 43上海) 1,000
寿星製粉会社 (大 4天津)  250

千円
華昌製紙廠(明 44上海)   300
貸家業(明 39?漢 口)   1,000
精油工場(明 44漢陽)    100
雑穀精撰工場(漢口)    70

1,500

‖1典 :住友総本店「住友家 卜対支那経営J

第

一
部
　
住
友
総
本
店

バ
ア
ラ
ス
。

我
住
友
家

ハ
、
実

二
我
国
ノ
富
一豪
ヲ
以
テ
居
リ

特

二
皇
室
ノ
至
遇
ヲ
辱
フ
ス
。
宜
シ
ク
国
家
ノ

憂
ヲ
以
テ
憂
ト
ス
ヘ
シ
。
我
対
支
那
経
営
真

ニ

我
国
急
危
存
亡
ノ
大
問
題

ニ
シ
テ
、
而
モ
千
載

ノ
好
機

二
際
ス
。
須
ク
先
駆
指
導
シ
テ
、
邦
国

万
全
ノ
大
計
ヲ
筆
画
ス
ヘ
キ
ハ
、
只

二
一
家
事

業
ノ
伸
張
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
亦
実

二
藩
屏
ト
シ
テ

国
家

二
報
ス
ル
至
当
ノ
事
業
ナ
ル
ヲ
失

ハ
サ
ル

可
キ
乎
。

こ
の
報
告
書
に
基
づ
き
鈴
木
総
理
事
以
下
太
田
も

含
む
調
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
派
遣
さ
れ
た
結
果
。
三
洋

行
が
開
業
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
業
績
は
芳
し

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
（第
６
表
）
。
国
内
販
売
店

の

項
で
述
べ
た
住
友
製
品
の
高
価
格
、
生
産
能
力
等

の

問
題
点

の
ほ
か
、
洋
行
の
特
殊
事
由
と
し
て
、
中
国

政
府
の
財
産
難
に
よ
り
官
需
が
少
な
い
こ
と
、
民
間

企
業
に
対
し
既
存

の
商
社
を
排
除
で
き
な
い
こ
と
あ

二
〇
三



第
三
章
　
住
友
総
本
店

（下
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一
一〇
四

る
い
は
逆
に
信
用
不
安
か
ら
商
社
を
起
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
排
日
機
運
や
治
安
上
の
問
題
か
ら
都
市
部
の
需
要
家
に
限
ら
れ
る
こ
と
、

大
幅
な
為
替
変
動
に
不
慣
れ
な
こ
と
等
か
ら
成
約
は
当
初
の
予
想
父
ム計
見
積
圭
３
を
大
き
く
下
回

っ
た
（第
２３
表
）
。

こ
の
期
間
為
替
レ
ー
ト
が
如
何
に
変
動
し
た
か
、　
一
例
と
し
て
漢
口
洋
行
の
実
際
報
告
書
に
示
さ
れ
た
平
均
換
算
レ
ー
ト
を
挙
げ
る
と
、

大
正
六
年
に
は
邦
貨

一
〇
〇
円
に
対
し
漢
口
両
四
九

・
五
で
あ

っ
た
の
が
、
七
年
四

一
・
五
、
八
年
三
三

・
五
、
九
年
六
四

。
二
五
と
い
う

状
況
で
、
こ
の
た
め
洋
行
の
採
算
に
と
つ
て
第
２４
表

の
通
り
為
替
変
動
は
無
視
で
き
な
い
要
素
と
な

っ
て
い
た
。
天
津
洋
行
の
大
正
八
年

の

決
算
だ
け
が
黒
字
で
五
万
七
〇
〇
〇
円
余

の
純
利
益
を
上
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

一
〇
万
円
余

の
為
替
差
益
が
出
た
か
ら
で
あ

つ
た
。
同
行

の
実
際
報
告
書
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

却
説
銀
塊
相
場

ハ
年
初
四
十
八
斤
ヨ
リ
毎
日
漸
騰
、
市
場

ハ
著
シ
ク
現
銀
ノ
欠
乏
ヲ
来
シ
、
十
二
月
中
旬
七
十
九
斤
ヲ
突
破
シ
年
末
七

十
六
斤

ニ
テ
越
年
セ
リ
。
年
間
三
十

一
斤
ノ
昂
騰

ニ
シ
テ
実

二
空
前
ノ
コ
ト
ニ
属
ス
。
斯
ル
暴
騰
ノ
原
因

ニ
ツ
キ
テ
ハ
、
諸
説
ア
ル
モ

要
之
米
墨
諸
国
ノ
産
銀
高
激
減

二
加
フ
ル
ニ
交
戦
国
ノ
補
助
貨
用
、
支
那
印
度
埃
及
等
銀
貨
国
ノ
需
要
等
諸
因
相
重
り
、
久
敷

二
渉
リ

テ
需
給
ノ
不
均
衡
持
続
シ
、
加
之
英
金
貨
価
格
ノ
下
落
甚
敷
モ
ノ
ア
リ
テ
、
姦

二
上
記
高
値
ヲ
現
出
セ
ル
ガ
如
シ
。
従
而
対
日
為
替
下

落
シ
、
電
為
替
四
十

一
両
半
ヨ
リ
十
二
月
上
旬
廿
八
両
迄
下
落
、
年
末
三
十
両
半

二
戻
セ
リ
。
当
行

ハ
京
漢
鉄
路
ヲ
始
メ
ト
シ
支
那
貨

ヲ
以
テ
販
売
セ
ル
代
金
ヲ
返
送
ス
ル
ニ
当
り
、
相
場
下
落
ノ
好
機

ニ

際
シ
、
為
替
操
縦
ヲ
誤
タ
ザ
リ
シ
タ
メ
幸

二
四
万
四
千
余
弗
ノ
差
益

ヲ
収
メ
得
タ
ル
ハ
同
慶
ス
ル
所
ナ
リ
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
後
に
大
屋
敦
（大
正
七
年
八
月
逓
信
省
か
ら
住
友
入

社
、
後
住
友
本
社
理
事
、
住
友
化
学
社
長
）
が

「鈴
木
さ
ん
は
投
機
的
な
事
を

好
ま
れ
な
か
っ
た
。
嘗
て
天
津
洋
行
の
支
配
人
で
あ

っ
た
阪
本
信

一
君
が

9年

277)
63 1)

86)
05)

100 0)

42 6)

17 5)

21)
30)
33)
92)
213)
09)

100 0)

100,740 98

229,463 61

31,390 87

1,975 58

863,571 04

457,000 00

188,169 52

22,575 80

31,910 83

34,946 50

99,046 38

228,576 08

10,185 21

1,072,410 32

(単li:円 )



第23表 上海 。天津洋行得意先分野別受注状況

大正 6年 7年 8年

場
商

商
商

工
　
　
　
　
計

⑩官庁．『』『合

281,294 92 ( 34 0)

349,216 33 ( 42 3)

166,818 49 ( 20 2)

28,963.31 (  3 5)

826,293 05 (100 0)

475,794 29 ( 47 8)

354,703.73 ( 35 6)

131,398 18 ( 13.2)

34,071 66 (  3 4)

995,967 86 (100 0)

195,83100(296)
305,67588(463)
121,08281(183)
38,329 37 (  5 8)

660,919 06 (100 0)

(天津)

官 庁

鉄 道

鉱 山

造船・鉄工

電車・電灯

中 国 商

日 本 商

外 国 商

合 計

NA

50,163 50 (  6 6)

247,441 93 ( 32 6)

74,820 45 (  9 8)

185,817 70 ( 24 5)

67,674 23 (  8 9)

45,120 12 (  5 9)

73,905 59 (  9 7)

14,730 90 (  1 9)

759,674 42 (100 0)

573,601 38 ( 44 4)

385,651 66 ( 29 8)

104,769 28 (  8.1)

91,445 94 (  7 1)

52,878 20 (  4 1)

57,707 87 (  4 5)

18,627 99 (  1 4)

8,130 97 (  0 6)

1,292.813 29 (100.0)

註 :卜海は主力の伸銅品 と電線の合計額である。

第

一
部
　
住
友
総
本
店

為
替
相
場
の
差
益
で
数
十
万
円
の
利
益
を
挙
げ
た
事
が
あ
る
が
、
住
友
本

社
で
は
、
之
は
住
友

の
経
営
方
針
に
反
す
る
も
の
だ
と
し
て
、
阪
本
君
を

（
６４
）

譴
責
処
分
に
し
た
事
が
あ
る
。

」

と
書
い
て
い
る
ほ
ど
、　
赤
字
続
き
の
洋

行
に
あ

つ
て
、
当
時

の
住
友
内
部
で
話
題
に
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

実
際
報
告
書
の
示
す
通
り
、
坂
本
支
配
人
が
為
替
投
機
を
行

っ
た
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
こ
の
た
め
に
阪
本
が
譴
責
処
分
を
受
け
た
と
い
う
記
録
は

残

っ
て
い
な
い
。
大
屋
の
誤
解
と
思
わ
れ
る
。

洋
行
に
よ
る
住
友
製
品
の
中
国

へ
の
輸
入
販
売
が
当
初
の
予
想
通
り
進

ま
な
い
情
勢
に
あ

つ
て
、
各
洋
行
が
手
を
扶
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

上
記
天
津
洋
行
阪
本
支
配
人
は
大
正
六
年

の
実
際
報
告
書

に
お
い
て
、

「他
所
製
品
」

に
つ
い
て
、

「
此
年
度
内

二
照
会
ヲ
受
ケ
タ
ル
他
所
製
品

ノ
内
、
重
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
鉄
線
、
鉄
板
、
電
球
及
電
気
用
品
ナ
リ
。
要
ス

ル
ニ
電
気

二
関
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
ン
バ
鉄
製
品
ナ
ル
コ
ト
ハ
注
意
ス
ベ
キ
現

象
ナ
リ
。
之
レ
蓋
シ
主
家
製
品
ガ
主
ト
シ
テ
銅
、
鉄
等
支
那

二
於
テ
所
謂

五
金
ノ
内
最
モ
主
タ
ル
モ
ノ
ヲ
占
ム
ル
関
係

二
由
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
思
惟
セ

ラ
ル
。
然
レ
ト
モ
上
記
ノ
問
合
中
之
レ
ニ
応
ズ
ル
モ
ノ
ハ
従
来
取
引
関
係

ノ
存
シ
テ
、
主
家
製
品
ノ
販
売
上
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ノ
ミ
ニ
限
定
セ
リ
。

而
シ
テ
如
此
他
所
製
品
ノ
照
会

ハ
主
家
製
品
卜
最
モ
関
係
深
キ
店
部
ヲ
煩

二
〇
五



第24表 海外洋行販売実績表       (単 位:円 )

大正6年 7年 8年 9年

(上  海)

製 鋼

伸銅品

鋳鋼品

電 線

月巴  米斗

その他

売上計

手数料

売上益

為替差損益

純 益

35,885 60

398,140 28

157 21

150,435 98

287 21

584,906 28

5,180 64

179 27

3,506 02

△29,943 87

171,218 08

598,889 60

363,249 65

122,212 09

1,255,569 42

14,493 26

19,226 27

3,753 33

△37 089 48

2,334,816 26

453,186 55

6,305 15

364,742 12

4,698 03

3,163,748 11

20,993 29

312,548 95

△34,386 73

△23 263 59

231,957 51

189,956 92

1,374 27

139,694 98

6,795 07

569,778 75

9,807 13

36,918 00

△73,01653
△114,62962

(漢 口)

製 銅

伸銅品

鋳鋼品

電 線

月巴  米|

機 械

受注計

手数料

為替差損益

純 益

134,471 09

16,586 10

4,851 00

155,908 19

208 82

23 88

△25,81335

212,996 00

107,794 31

17,881 35

25,979 00

６

９

△

０

３

　

　

　

△

924,262 24

212,810 42

3,833 00

13,995 89

1,154,901 55

20,098 41

△1,68781
△27 320 46

268,950 00

150,298 00

8,138 00

427,386 00

7,608 83

△1,95055
△62 704 86

(天 津 )

製 鋼

伸銅品

鋳鋼品

電 線

その他

売 L計

手数料

売 ll益

為替差損益

純 益

1,748 95

1,748 95

796 20

△1702653

40,535 45

281,451 00

20,134 00

112,448 98

630 00

455,199 00

4,402 73

710 48

4,392 34

△2811093

21,500 04

398,095 21

127,159 35

106,066 76

1,143 97

653,965 33

16,730 85

523 66

100,803 11

57 787 89

383,436 04

338,231 93

57,696 55

104,802 52

1,685 00

885,852 04

14,421 95

1,414 58

△36,274 82

第
二
章
　
住
友
総
本
店

（下
）

註 :漢 回はHFK売 実績の明記無きため、受注実績である。

漢[1の 機械は別了鉱業所機 l・t課製品である。

二
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シ
以
テ
見
積
リ
ヲ
ナ
セ
リ
。
従
来
ノ
例

ハ
悉
ク
電
線
製
造
所
ヲ
経
由
セ
リ
。
蓋
シ
其
照
会
品
ノ
凡
テ
ガ
同
所
製
品

二
附
随
シ
若
シ
ク
ハ
同
所

製
品
ノ
需
要
家
ヨ
リ
出
デ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
ナ
リ
。

」

と
述
べ
て
い
る
。
阪
本
は
ま
た
中
国
か
ら
日
本

へ
の

「輸
出
業
務
」

に
つ
い
て
も
言

及
し
、　
天
バ
計
見
積
書

二
於
テ
肥
料
原
料
ノ
買
入
並

二
銅
及
鉄
等
廃
品
ノ
払
下
ヲ
予
想
シ
タ
ル
ガ
、　
銅
屑

二
付
テ
両
三
度
機
会

二
逢
着
シ
タ

ル
外
、
何
等
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
シ
。
鋼
鉄
屑

二
付
テ
ハ
其
都
度
鋳
鋼
所
卜
交
渉
ヲ
重
ネ
タ
ル
モ
、
品
質
、
数
量
ノ
点

二
於
テ
鋳
鋼
所
ノ
希
望

ヲ
充
ス
能

ハ
ズ
、
成
立
ヲ
見
ザ
リ
キ
。

」
と
報
告
し
て
い
る
。

同
様
に
上
海
洋
行
は
、
「鋳
鋼
所
所
要
鉄
地
金

二
就
テ
ハ
米
独
ノ
開
戦

二
次
デ
、
米
国
禁
輸
令
ノ
発
布

ヲ
見
、
内
地
鉄
市
場
俄

二
活
況
ヲ

呈
シ
タ
ル
為
メ
、
本
邦
商
人
ノ
当
地
在
庫
品
買
付

二
来
ル
モ
ノ
頗
ル
多
ク
、
当
行
亦
鋳
鋼
所
ノ
依
頼

ニ
ヨ
リ
屑
鉄
ノ
買
付

二
努
カ
シ
タ
ル
モ
、

品
質
ノ
識
別

二
多
大
ノ
困
難
ヲ
感
ジ
結
局
僅

二
十
屯
ノ
輸
出
ヲ
見
タ
ル
ニ
過
ギ
ズ
。

」

と
報
告
し
、
漢
口
洋
行
も

「漢
陽
兵
工
廠

ハ
薬
大
製

造
所
ト
シ
テ
電
気
銅
ヲ
使
用
ス
。
吾
レ
ニ
之
レ
カ
供
給
能
カ
ナ
シ
。
別
子
銅
ヲ
代
用
セ
ン
コ
ト
ヲ
薦
メ
シ
モ
、
製
造
ノ
関
係
上
電
気
銅
タ
ル

コ
ト
ヲ
要
ス
ル
ヲ
以
テ
何
等
施
ス
ノ
策
ナ
シ
。
歳
末
終

二
電
線
製
造
所

二
依
頼
シ
、
爾
後
電
気
銅
ノ
見
積
ヲ
得
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
姦

二
電
気
銅

販
売
ノ
端
緒
ヲ
得
タ
リ
。

」
と

「他
所
製
品
」
販
売
ノ
努
力
を
強
調
し
て
い
た
。

口
　
商
事
会
社
設
立
問
題

以
上
の
よ
う
な
国
内
販
売
店

・
海
外
洋
行
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
大
正
七
年

の
主
管
者
協
議
会
は
、
四
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

の
五
日
間
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
会
議
に
洋
行
の
三
支
配
人
は
招
か
れ
な
か
つ
た
。
上
海
支
配
人
松
村
松
次
郎
は
、
経
理
課
主
任
川
田

順
あ
て

「自
然
相
当
問
題
も
可
有
候
」
と
強
く
出
席
を
希
望
し
て
い
た
が
、
上
海
は
と
も
か
く
天
津
な
ど
は
開
業
早
々
で
あ
り
、
翌
年

の
例

か
ら
み
て
、
出
発
か
ら
帰
任
ま
で
約

一
か
月
も
支
配
人
が
店
を
留
守
に
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
総
本
店
と
し
て
は
そ
の
出
席
に
難
色
を
示

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
洋
行

の
意
向
も
参
酌
し
て
総
本
店
（経
理
課
）
が
、
「各
店
部
販
売
品
ノ
範
囲
拡
張
ノ
件
」
と
い
う
議
題
を
提
出
し

第

一
部
　
住
友
総
本
店
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第
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た
（資
料
８
）。

こ
の
議
題
は
、
ま
ず
理
事
総
本
店
支
配
人
小
倉
正
恒
の
趣
旨
説
明
で
始
ま
っ
た
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
直
ち
に
呉
販
売
店
支
配
人
佐
渡
亮
造

が
立

っ
て

「
此
趣
意

ハ
三
井
ノ
如
キ
商
事
会
社
ヲ
作
ル
ノ
意

ニ
ア
ラ
ザ
ル
可
シ
」
と
問
い
た
だ
し
、
こ
れ
に
対
し
小
倉
は

「然
り
」
と
返
答

し
て
い
る
。
次
い
で
経
理
課
主
任
川
田
順
が
次

の
よ
う
な
提
案
理
由
の
説
明
を
行

っ
た
。

一
、
住
友
家
ノ
已
二
得
タ
ル
販
路
拡
張
又

ハ
維
持

ハ
、
世
ノ
需
要

二
応
ジ
在
来
ノ
窮
屈
ナ
ル
家
法
ヲ
改
正
ス
ル
ヲ
要
ス
。

二
、
戦
後
内
（自
家
）
ノ
諸
製
品
ノ
売
上
高
非
常

二
多
シ
。
之
等
大
正
五
年
度
契
約
高
四
四
〇
〇
万
円
、
六
年

ハ
五
四
〇
〇
万
円
ヲ
越

ユ
。

斯
ク
増
加
セ
ル
原
因
種
々
ア
ル
モ
、
工
場
ノ
０
＞
”
＞
Ｑ
↓
く

ヲ
大

ニ
セ
ル
コ
ト
ノ
外
価
格
騰
貴
之
也
。
此
ニ
ツ
ヲ
維
持
ス
ル
ニ

ハ
拡
張
ス
ル
ヲ
要
ス
。
資
本

・
人
員
等
ガ
大
キ
ク
ナ
リ
タ
レ
バ
、
之
ヲ
使
用
ス
ル
ニ
ハ
大
キ
ク
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ズ
。
第

一
二
本
年

（大
正
七
年
）
ノ
如
キ
三
月

マ
デ
ハ
↓
〇
↓
＞
ｒ

一
〇
〇
〇
万
円
、
即
此
四
倍
ト
ス
ル
モ
四
〇
〇
〇
万
円
、
大
正
五
年
度

二
比
シ
減
少

ノ
感
ア
リ
。
故

二
内
ノ
モ
ノ
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
（減
少
ノ
）惧
ア
リ
。

三
、
支
那
ノ
話
ノ
コ
ト
ナ
ル
ガ
、
之

ニ
ハ
特

二
必
要
ア
リ
。
昨
年
上
海
、
漢
回
、
天
津
ノ
三
店
九
九
万
円
ノ
販
売
高
也
。
之

ハ
余
リ
ニ

少
ナ
シ
。
即
内
ノ
モ
ノ
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
、
三
―
四
〇
〇
万
円
ノ
商
売
出
来
得
ズ
。
向
上
心

二
富
メ
ル
者

ハ
、
支
那

二
行
ク
モ
欲
セ
サ

ル
ニ
至
ル
。

四
、
他
ノ
品
物
ヲ
扱
フ
コ
ト
ハ
、
其
物

二
関
ス
ル
知
識
ヲ
増
シ
、
其
製
作
ヲ
考
フ
ル
ニ
至
ル
。

具
体
的
方
策

ハ
未
定
ナ
リ
。
方
針
サ
エ
ワ
カ
レ
バ
、
大
体
出
来
上
ル
可
シ
。

①
住
友
製
品

二
関
係
ア
ル
モ
ノ

絶
縁
線
、
ゴ
ム
テ
ー
プ
、
ガ
ラ
ス
、
雁
皮
、
伸
銅

・
鋳
鋼
等

ハ
材
料
品
ヲ
主
ト
ス
。

②
内
ノ
モ
ノ
ニ
類
似
セ
ル
モ
ノ
多
シ



電
気
銅

ハ
最
モ
ヨ
キ
例
、
商
人
ヨ
リ
此
銅
ヲ
照
会
シ
来
リ
シ
ヨ
ト
多
シ
。
之
ヲ
〇
〇
〓
〓
あ
四
〇
Ｚ
デ
扱
ヒ
ヤ
ル
コ
ト
難
シ
カ
ラ

ズ
。
又
鉄
線

ハ
従
来
出
来
サ
ル
為
メ
断
り
居
ル
ガ
、
之

ニ
ヨ
リ
商
売
出
来
得
。
硫
酸
、
支
那
漢
口
四
〇
度
ノ
白
色
硫
酸
ノ
注
文
ヲ

受
ク
、
其
頃
赤
色
ノ
モ
ノ
シ
カ
出
来
ズ
。
此
場
合
他
ノ
物
ヲ
買
ヒ
売
ル
。
石
炭

ニ
テ
モ
同
様
ナ
リ
。
即
内
ノ
信
用
ヲ
以
テ
セ
バ
、

販
売
委
託
ス
ル
モ
ノ
多
カ
ラ
ン
。

③
内

二
余
り
無
関
係

支
那
ヨ
リ
電
気
器
械
、
黒
鉛
ル
ツ
ボ
。
此
等
例

ハ
総
本
店

ニ
テ
取
扱

ハ
サ
ル
モ
ノ
ノ
、
納
メ
ル
故
此
辺
ト
モ
ニ
意
見
聞
キ
度
シ
。

こ
れ
に
対
し
若
松
炭
業
所
支
配
人
吉
田
良
春
が
、
九
州
の
炭
坑
主
達
の
遣
り
口
を
熟
知
し
て
い
る
た
め
か
、
こ
れ
ら
の
石
炭
の
取
扱

い
に

消
極
的
な
姿
勢
を
示
し
た
ほ
か
は
、

製
鋼
販
売
店
支
配
人
加
賀
覚
次
郎

「電
気
銅
等

ニ
ツ
キ
の

〈̈じ
来
ル
。
店
ノ
モ
ノ
モ
（取
扱
い
）希
望
ス
。

」

東
京
販
売
店
支
配
人
小
山
九

一

「私
方

ニ
テ
ハ
実
際
ヤ
リ
居
ル
。
附
属
品

ハ
鋳
鋼
所
同
意
セ
バ
ヤ
ル
。
電
線

ニ
テ
モ
「Ｏ
ＨＺ
弓
、
ω
”
∪
＞
不

ｕ
”
其
他
事
実
ヤ
リ
居
ル
。
鉄
線

ハ
電
線
事
務
章
程
上

ハ
金
属
線
ト
ア
リ
。
之

ハ
皇
モ
差
支
ナ
シ
。
然
シ
今
願
度
キ
モ
ノ
ハ
、
期
限
等

カ
ラ
間
二
合

ハ
サ
ル
ト
キ
ニ
、
東
京
線
等

ハ
市
中
ノ
エ
場
ヨ
リ
転
売
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
。
住
友
ノ
製
品
卜
他
ノ
物
ト
ヲ
一
緒

ニ
ス
ル
ト
キ

ハ
紛
シ
。
故

二
之
等
ヲ
研
究
シ
、
販
売
店
卜
別
個
ノ
組
織
ト
シ
、
海
外
ノ
有
カ
ノ
器
械
工
場
ト
ノ
関
係
ヲ
持
ツ
コ
ト
モ
ヨ
シ
。

」

川
田

「方
法

ニ
ヨ
リ
テ
ハ
、
営
業
部
ヲ
作
ル
等
其
他
ア
リ
。
今
ノ
組
織

ニ
テ
モ
可
。

」

小
倉

「現
在

ニ
テ
モ
、
上
海

ニ
テ
ハ
ヤ
リ
居
ル
。

」

小
山

「自
分
ノ
商
品
ヲ
売
ル
ツ
イ
デ
、
現

二
自
分
モ
ヤ
リ
居
ル
。

」

理
事
倉
庫
支
配
人
草
鹿
丁
卯
次
郎

「此
案

ニ
ツ
キ
北
海
道

二
利
ア
ラ
ン
。

」

川
田

「支
那
モ
同
様
。
之
を
ヤ
レ
バ
活
気
ガ
ツ
ク
。

」
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伸
銅
所
所
長
小
田
切
延
寿

「賛
成
」

小
山

「組
織
ヲ
改
メ
伸
銅
所

・
電
線
製
造
所

。
鋳
鋼
所
ヲ
一
緒

ニ
ス
ル
コ
ト
困
難
ナ
ラ
バ
、
販
売
店
ダ
ケ
デ
モ

一
緒

ニ
シ
度
シ
。

」

倉
庫
副
支
配
人
山
本
五
郎

「内
ノ
製
品
ヲ
主
ト
ス
ル
カ
、
三
井
物
産
式

ニ
ス
ル
カ
、
方
針
カ
ラ
キ
メ
度
シ
。

」

小
山

「勿
論
前
者
ナ
リ
。

」

草
鹿

「今
ノ
原
案
ノ
如
ク
内
ノ
製
品
ヲ
中
心
ト
シ
テ
ヤ
ル
。
」

肥
料
製
造
所
支
配
人
梶
浦
鎌
次
郎

「私
ノ
方

ニ
モ
製
鉄
所
ヨ
リ
買
フ
硫
酸

ハ
多
ク
買
ヒ
、
自
用
外
ヲ
他

二
売
ル
ト
キ
ハ
便
多
シ
。
之
ガ
出
来

サ
ル
為
メ
、
三
井
等

二
手
数
料
ヲ
ト
ラ
レ
ル
。
是
非
ヤ
ラ
シ
テ
貰
ヒ
度
シ
。

」

佐
渡

「事
務
章
程

二
一
寸
追
加
セ
バ
可
、
鋳
鋼
所

ハ
之
ヲ
許
シ
居
ル
。

」

草
鹿

「大
体
意
見

ハ
賛
成
ナ
リ
。

」

一
同

「然
り
」
で
本
案
は
可
決
さ
れ
、
現
行
事
務
章
程
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
住
友
製
品
を
中
心
と
し
て
取
り
扱
う
の
で
あ
れ
ば
、
若
干

の

「他
所
製
品
」
を
取
り
扱

っ
て
も
差
し
支
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。

し
か
る
に
一
年
後
の
大
正
八
年
四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
三
日
の
間
開
催
さ
れ
た
主
管
者
協
議
会
に
、
上
海
洋
行
支
配
人
松
村
松
次
郎
は

改
め
て
議
題
と
し
て

「他
所
製
品
取
扱

の
事
」
を
提
出
し
て
き
た
。
結
局
本
件
に
つ
い
て
は
主
管
者
協
議
会
終
了
後
の
翌
週
五
月
五
日
、
六

日
の
両
日
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
洋
行
関
係
に
限
定
し
た
特
別
の
会
議
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
会
議
の
記
録
は

一
切
残
さ

れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
後

「他
所
製
品
取
扱

い
の
件
」
と
い
う
名
称
で
あ
る
が
、
実
際
は
商
事
会
社
設
立
を
小
畑
が
起
案
し
、
大
正
九
年

一

月
末
鈴
木
総
理
事
が
欧
米
出
張
か
ら
帰
国
し
た
時
に
は
、
鈴
木
の
決
裁
を
待

つ
ば
か
り
に
な

っ
て
い
た
。

そ
れ
で
は

「
三
井
ノ
如
キ
商
事
会
社
ヲ
作
ル
」
の
で
は
な
く
、
現
行
の
事
務
章
程
の
範
囲
内
で

「他
所
製
品
」
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な

っ

た
筈
で
あ

っ
た
の
が
、
こ
の
一
年
間
で
何
故
商
事
会
社
を
設
立
す
る
と
こ
ろ
ま
で
進
展
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。



こ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。　
一
つ
は
外
部
的
な
要
因
で
、
第

一
次
大
戦
の
好
況
に
よ
り
、
わ
が
国
で
は
商
事
会
社
が
次
々
と

設
立
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
住
友
に
と
つ
て
関
心
が
高
か
っ
た
の
は
、
第
２２
表
で
も
三
井

・
三
菱
と
並
ん
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
足
尾
銅
山
を
中
心
に
住
友
と
よ
く
似
た
事
業
形
態
を
と
っ
て
い
た
古
河
合
名
が
、
大
正
六
年
十

一
月
そ
の
営
業
部
を
独
立
せ
し
め
古

河
商
事
株
式
会
社
を
設
立
し
た
こ
と
で
あ
ろ
地
。
古
河
合
名
の
営
業
部
は
も
と
も
と
古
河
鉱
業

の
商
務
課
と
し
て
明
治
三
十
八
年
設
置
さ
れ
、

明
治
四
十
四
年
古
河
合
名

へ
改
組
さ
れ
た
際
、
営
業
部
に
昇
格
し
た
。
住
友
と
同
様
当
初
は
自
社
製
品
（古
河
で
は
社
品
と
称
す
る
）
の
取
扱
い

か
ら
出
発
し
た
が
、
住
友

の
よ
う
に
そ
れ
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
投
資
先
で
あ
る
大
正
鉱
業
及
び
横
浜
電
線

の
一
手
販
売
権
を
得
て
、

こ
れ
ら
を
委
託
品
と
し
て
取
り
扱
う
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
他
社
製
品
（他
所
品
と
称
す
）
の
取
り
扱

い
を
急
増
さ
せ
て
い
た
。
古
河
商
事
が

発
足
し
た
大
正
六
年
下
期
の
他
所
品
取
扱
高
は
、
九
四
三
万
円
（総
取
扱
高
の
一
九
％
）
で
あ

っ
た
が
、
七
年
下
期

に
は

一
五
六
〇
万
円
（同
二

八
％
）、

八
年
下
期
に
は
二
三
七
四
万
円
（同
一一人
％
）
に
達
し
た
。
特
に
そ
の
総
利
益
は
、
半
期
二
〇
〇
万
円
前
後

に
達
し
、

「大
正
七

・
八

（
６６
）

年
頃
は
、
わ
が
国
商
社
中
第

一
の
儲
け
頭
と
し
て
喧
伝
さ
れ
た
ほ
ど
隆
昌
を
極
め
た
」
こ
と
は
、
住
友
総
本
店
に
対
し
大
正
七
年
四
月
の
時

点
か
ら
次
第
に
商
事
会
社
設
立
の
期
待
を
高
め
さ
せ
て
い
く
の
に
十
分
で
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
三
菱
で
も
こ
の
大
正
七
年
四
月
に

三
菱
合
資
会
社
営
業
部
が
独
立
し
て
、
三
菱
商
事
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。

他
方
住
友
総
本
店
内
部
に
お
い
て
も
、
実
際
に
洋
行
が
他
所
製
品
の
取
扱
い
や
輸
出
業
務
に
乗
り
出
す
と
な
る
と
、
内
地
側
に
そ
れ
に
見

合

っ
た
体
制
が
存
在
し
な
い
と
、
伸
銅
所

。
電
線
製
造
所

・
鋳
鋼
所
と
い
っ
た
製
造
店
部
あ
る
い
は
こ
れ
ら
と
無
関
係
の
商
品
に
つ
い
て
は

総
本
店
（本
社
部
門
）
が
ど
こ
ま
で
仕
入
業
務
や
輸
入
業
務
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
正
七
年
度
天
津

洋
行
の
実
際
報
告
書
は
、

「他
所
製
品

ハ
多
ク
電
線
附
属
品

ニ
シ
テ
何
レ
モ
電
線
製
造
所
ヲ
経
由
セ
ル
カ
、　
他

二
開
桑
鉱
務
局
納
金
網

一
口

六
三
〇
円
ア
リ
シ
カ
、

（註
、
何
れ
の
製
造
店
部
も
無
関
係
の
た
め
）総
本
店
ヲ
通
シ
タ
リ
。
土
貨
（註
、
中
国
産
品
）
ノ
輸
出

ハ
当
行
ノ
大

二
希
望

ス
ル
所

ニ
シ
テ
現
在
ノ
事
務
章
程

二
規
定
セ
ラ
レ
タ
ル
取
扱
品
ノ
（註
、
購
買
）手
数
料
ノ
ミ
ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
、
経
費

ヲ
償

フ
ニ
至
ル
コ
ト
甚

第

一
部
　
住
友
総
本
店

一
一
一
一



第
三
章
　
住
友
総
本
店
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一
一
〓
一

夕
遠
キ
将
来

二
存
ス
ル
モ
ノ
ト
イ
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
サ
レ
ハ
当
行

二
於
テ
モ
堪

ヘ
ズ
此
方
面
ノ
研
究
ヲ
怠
ラ
サ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、　
一
般
輸

出

ハ
未
夕
許
可
セ
ラ
レ
サ
ル
モ
、
真
鍮
塊

・
銑
鉄
及
直
隷
省
廃
砲
等
ノ
輸
出
ヲ
計
画
シ
、
伸
銅
所
及
鋳
鋼
所

二
照
会
セ
ル
モ
共

二
品
質

二
欠

点
ア
ル
ノ
故
ヲ
以
テ
商
談
成
ラ
サ
リ
シ
ハ
遺
憾
ト
ス
ル
所
也
。

」
と
報
告
し
、
上
海
洋
行
実
際
報
告
書
も
ま
た

「
六
月
中
本
（註
、
鋳
鋼
）所
ノ

委
託

ニ
ヨ
リ
同
利
製
鉄
公
司
ヨ
リ
銑
鉄
壱
千
屯
（此
代
金
式
拾
四
万
円
也
）
ヲ
買
付
ケ
、
七
月
ョ
リ
送
荷
ヲ
開
始
セ
ル
ニ
其
後
夏
期
減
水

ニ
ヨ
ル

運
転
上
ノ
障
碍
卜
悪
疫
流
行
、
破
夫
ノ
就
業
減

ニ
ヨ
ル
山
元
産
額
ノ
減
少
ト
ニ
ヨ
リ
、
受
渡
渉
々
シ
カ
ラ
ズ
。
船
牌
不
足
亦
取
引
ヲ
渋
滞
セ

シ
メ
シ
等
ノ
為
メ
、
契
約
期
間
内

二
受
渡
ヲ
完
了
セ
ザ
リ
シ
ハ
遺
憾
ナ
リ
キ
。

」
と
報
告
し
て
い
る
。

古
河
の
場
合
は
、
既
に
日
露
戦
後
か
ら
自
社
品
の
ほ
か
に
他
社
品
の
取
扱
い
を
始
め
、
大
正
元
年
下
期
か
ら
五
年
下
期
に
か
け
て
、
営
業

部
の
取
引
先
数
は
、
九
九

一
か
ら

一
九
六
五
に
倍
増
し
、
取
扱
品
も
四

一
種
か
ら

一
三
八
種

に
増
加
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
拡
大
す
る
取

引
網
と
増
大
す
る
取
扱
高
を
管
理
統
轄
し
う
る
組
織
の
整
備
の
必
要
に
迫
ら
れ
、

一
、
事
務
ノ
簡
捷
、
徹
底
ヲ
計
ル
為
商
品
別
ノ
責
任
ア
ル
統
轄
機
関
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
。

二
、
責
任
ノ
分
堺
ヲ
明
カ
ニ
セ
ン
為
各
機
関
ノ
権
限
ヲ
明
確

二
定
ム
ル
コ
ト
。

三
、
事
業
ノ
積
極
的
発
展
及
部
内
ノ
整
頓
ヲ
期
ス
ル
為
新

二
調
査
及
監
査
機
関
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
。

と
い
う
提
案
を
基
に
営
業
部
を
独
立
さ
せ
て
、
古
河
商
事
が
誕
生
し
た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
三
菱
に
お
い
て
も
、
明
治
四
十
四
年
営
業
部
が
設
置
さ
れ
た
が
、
社
内
生
産
物
の
委
託
販
売
と
三
菱
企
業
傘
下
の
麒
麟
麦
酒
、
三
菱

製
紙
所
、
旭
硝
子
の
各
社
の
製
品
が
準
社
内
品
と
し
て
社
内
品
と
同
等

に
扱
わ
れ
よ
う
に
な

っ
た
だ
け
で
、
漢
口
出
張
所
が
取
扱

い
を
始
め
、

上
海

・
香
港
支
店
が
こ
れ
に
追
随
し
た
社
外
品
の
取
扱
い
は
雑
貨
取
引
と
い
わ
れ
、
ま
だ
分
掌
業
務
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し

か
し

「商
事
貿
易
業
務
に
手
を
出
す
以
上
、
社
内
品
の
販
売
だ
け
で
な
く
、
手
広
く
手
掛
け
た
い
欲
望
が
生
ず
る
の
は
自
然

の
理
」
で
、
明

治
四
十
五
年
七
月
に
は
総
勘
定
元
帳

の
勘
定
科
目
に
綿
糸
布
、
棉
花
、
桐
油
、
雑
穀
、
雑
品
の
五
科
目
の
増
設
と
い
う
形
で
、
雑
貨
取
引
が



認
め
ら
れ
、
大
正
六
年
十
月
に
は
雑
貨
課
が
新
発
足
し
、
こ
こ
に
初
め
て
雑
貨
が
営
業
品
目
の
中
に
正
式

に
加
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
大
正
七

年
四
月
営
業
部
が
独
立
し
て
三
菱
商
事
が
設
立
さ
れ
る
と
雑
貨
課
は
雑
貨
部
に
昇
格
し
た
の
で
あ

っ
た
。
三
菱
商
事

の
場
合
も
古
河
商
事
と

同
様
に
、
第

一
次
大
戦
に
よ
る
好
況
と
い
う

「甚
だ
恵
ま
れ
た
環
境
下
に
あ

つ
た
の
で
、
流
通
部
門
と
い
う
全
く
新
し
い
分
野

へ
の
進
出
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
将
来

へ
の
展
望
は
と
も
か
く
、
当
面
の
見
通
し
は
立
て
る
こ
と
が
で
き
て
、
先
ず
は
不
安

の
無

い
船
出
で
あ

っ

た
。

」
住
友
総
本
店
で
も
こ
れ
ま
で
の
住
友

の
や
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
川
田
が
大
正
七
年

の
会
議
で
指
摘
し
た
よ
う
に

「今
ノ
組
織

ニ
テ
可
」
と

し
て

一
応
や
っ
て
み
て
、
上
手
く
行
か
な
け
れ
ば
古
河
や
三
菱

の
よ
う
に
ま
ず

「営
業
部
ヲ
作
ル
」
こ
と
を
考
え
た
筈
で
あ
る
。
こ
こ
に
伸

銅
所

。
電
線
製
造
所

・
鋳
鋼
所
の
大
阪
地
場
の
取
引
を
集
中
し
、
併
せ
て
三
菱

の
雑
貨
課
の
よ
う
な
他
所
製
品
の
一受
け
皿
と
な
る
専
門
の
課

を
設
置
し
て
徐
々
に
他
所
製
品
の
取
扱

い
を
拡
大
し
て
い
く
の
が
、
本
筋
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
営
業
部
が
設
け
ら
れ
て
も
、
そ

れ
が
総
本
店
の
内
部
に
あ
る
限
り
、
他
所
製
品
の
取
扱
い
は
住
友
製
品
に
比

べ
て
人
員

・
資
金
面
で
制
約
を
受
け
る
こ
と
は
明
か
で
あ

つ
た

で
あ
ろ
う
。
こ
の
段
階
を
経
な
い
で

一
挙
に
商
事
会
社
設
立

へ
と
急
進
展
し
た
の
は
、
住
友
銀
行
が
住
友
総
本
店
の
事
業
と
無
関
係
の
分
野

で
取
引
先
を
開
拓
し
て
い
た
（総
本
店
各
店
部
の
資
金
供
給
は
、
原
則
と
し
て
総
本
店
自
身
が
行
う
た
め
、
銀
行
は
独
自
の
取
引
先
を
開
拓
せ
ざ
る
を
得

な
か
つ
た
と
い
う
面
も
あ
っ
た
が
）
よ
う
に
、
商
事
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
他
所
製
品
取
扱

い
の
フ
リ
ー

・
ハ
ン
ド
を
得
て
、
古
河

や
三
菱
に
追
い
つ
き
た
い
と
い
う
強
い
期
待
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
商
事
会
社
設
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
当
時
既
に
三
井
物
産

・
鈴
木
商
店
な
ど
の
有
力
な
商
社
が
あ
り
、
さ
ら
に
古
河
や
三
菱

な
ど
新
た
に
商
事
会
社
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
鈴
木
総
理
事

の
経
営
哲
学
乃
至
事
業
哲
学
に
照
ら
せ
ば
、
国
家

的
に
み
て
貿
易
の
重
要
性
は
認
め
る
も
の
の
、
今
住
友
が
新
た
に
商
事
会
社
を
設
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
あ
る
の
か
、
そ
れ
よ

り
も
住
友
と
し
て
進
出
す
べ
き
事
業
が
ほ
か
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
反
間
に
遭
う
こ
と
は
不
可
避
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
問
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題
は
、
単
に
商
事
会
社
設
立
の
問
題
で
は
な
く
、
三
井

・
三
菱
等
が
手
掛
け
て
い
る
事
業
が
、
そ
れ
が
如
何
に
高
収
益
で
あ

っ
て
も
、
国
家

的
に
み
て
独
占
打
破
な
ど
格
別
の
理
由
が
な
い
限
り
、
住
友
と
し
て
進
出
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
鈴
木
の
意
思
を
、
留
守
居
役
の
理
事
中
田

錦
吉
は
じ
め
、
総
本
店
支
配
人
理
事
小
倉
正
恒
（社
員
の
意
向
を
代
表
し
て
商
事
会
社
設
立
の
必
要
を
述
べ
た
た
め
に
鈴
木
に
辞
表
の
提
出
を
求
め
ら

（
６８
）

れ
た
理
事
と
は
彼
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
）等
総
本
店
の
幹
部
が
十
分
体
得
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

鈴
木
総
理
事
が
、
大
正
四
年
ア
ン
モ
ニ
ア
か
ら
硫
安
を
製
造
す
れ
ば
、
過
燐
酸
肥
料
の
約
二
倍
の
硫
酸
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
煙
害

緩
和
に
役
立

つ
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
の
調
査
研
究
に
着
手
さ
せ
た
こ
と
は
、
既
に
前
章

「
五
　
住
友
肥
料
製
造
所
の
開

設
」
で
述
べ
た
。
そ
の
後
第

一
次
大
戦
の
進
展
に
伴
い
、
大
正
六
年
九
月
敵
国
人
所
有

の
発
明
特
許
を
出
願
者
に
免
許
し
て
専
用
さ
せ
得
る

工
業
所
有
権
戦
時
法
が
施
行
さ
れ
、
鈴
木
が
関
心
を
も

っ
た
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
の
ハ
ー
バ
ー
法
特
許
も
こ
れ
に
該
当
し
た
。
こ
の
専
用
権
免

許
を
巡
り
、
鈴
木
は
三
井

・
三
菱
等
に
対
し
共
同
事
業
計
画
案
を
提
唱
し
、
東
洋
窒
素
工
業
会
社
の
設
立
を
図

っ
た
。
し
か
し
こ
の
実
用
化

の
た
め
に
は
、　
既
に
先
鞭
を
つ
け
て
い
た
米
国
の
Ｇ
Ｃ
６
８
ｏ『饂

ｏ
Ｆ
ヨ
】ｏ”
じ
社
乃
至
ド
イ
ツ
の
バ
デ
ィ
ッ
シ
ユ
社
と
提
携
せ
ぎ
る
を
得
な

い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
鈴
木
は
自
ら
両
社
と
交
渉
す
る
た
め
、
大
正
八
年
三
月
十
五
日
欧
米
出
張
に
出
発
し
た
の
で
あ

つ
た
。

四
月
末
丁
度
主
管
者
協
議
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
頃
、
鈴
木
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ホ
テ
ル
に
大
島
堅
造
（当
時
住
友
銀
行
紐
育
出
張
所
主
任
代

（
６９
）

理
者
、
後
住
友
銀
行
専
務
取
締
役
、
住
友
本
社
監
事
）
を
呼
び
、
商
事
会
社
設
立
問
題
に
つ
い
て
、
意
見
を
求
め
た
。
大
島
は
、
設
立
五
〇
年
を

経
て
幾
多

の
人
材

・
経
験
者
の
い
る
三
井
物
産
で
す
ら
、
時
に
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
住
友
が
今
か
ら
商
事
会
社
を

設
立
す
る
こ
と
は
見
合
わ
せ
る
よ
う
勧
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

米
国
Ｇ
Ｃ
社
と
の
交
渉
が
不
調
に
終
わ
リ
ド
イ
ツ
に
渡

っ
た
鈴
木
は
、
バ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
社
と
特
許
権
譲
渡
を
交
渉
し
た
が
、
三
〇
〇
〇
万

円
と
い
う
巨
額
の
要
求
を
受
け
交
渉
を
中
断
し
た
ま
ま
、
大
正
九
年

一
月
帰
国
の
途
中
上
海
に
立
ち
寄

っ
た
際
、
上
海
洋
行
支
配
人
松
村
松

次
郎
か
ら
、
商
事
会
社
設
立
を
強
く
促
さ
れ
、
い
ら
だ
ち
を
募
ら
せ
て

一
月
末
帰
国
し
た
。
二
月
三
日
出
社
す
る
と
早
速
幹
部
を
集
め
、
直



ち
に
商
事
会
社
設
立
に
不
可
の
断
を
下
し
た
。
こ
の
た
め
商
事
会
社
設
立
の
起
案
は
廃
案
と
な
り
、
四
月
に
開
催
さ
れ
た
主
管
者
協
議
会

の

総
理
事
訓
示
で
も
改
め
て
断
固
と
し
て
商
事

に
触
れ
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
訓
示
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。
後

日
起
案
者
の
小
畑
が
鈴
木
に
確
か
め
た
と
こ
ろ
、
鈴
木
は

「商
売
は
悪
く
な
い
。
し
か
し
商
売
を
や
る
と
原
始
産
業
と
は
気
分
が
ち
が
う
、

商
売
は
商
売
や
る
だ
け
の
訓
練
を
受
け
た
人
が
や
つ
て
い
か
な
き
や
い
か
ん
。
製
造
工
業
を
や
る
も
の
は
製
造
工
業

の
訓
練
を
受
け
た
も
の

が
や
る
。
住
友
は
長
く
製
造
工
業
の
訓
練
を
し
て
き
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
製
造
工
業
で
し
な
き
や
い
か
ん
仕
事
は
日
本
に
い
く
ら
で
も
あ
る

ん
だ
が
、
金
と
人
が
な
い
の
で
よ
う
や
ら
ん
だ
け
だ
。
人
に
余
裕
が
で
き
、
金

に
も
余
裕
が
あ
れ
ば
製
造
工
業
を
や
れ
ば
い
く
ら
で
も
あ
る
。

そ
れ
を
気
分
や
訓
練
の
違
う
商
売
を
や
る
と
い
う
こ
と
は
い
ま
の
と
こ
ろ
は
い
か
ん
こ
と
だ
。
だ
か
ら
や
ら
な
い
。
住
友
は
人
も
余
り
、
金

（
７２
）

も
余
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
と
き
は
何
だ
っ
て
や
っ
て
い
い
ん
だ
よ
。

」
と
い
う
ご
託
宣
で
引
き
下
が

っ
た
由
で
あ
る
。

こ
の
鈴
木
の
断
の
下

っ
た
大
正
九
年
二
月
、
古
河
商
事
で
は
大
連
出
張
所
主
任

の
豆
粕
の
思
惑
取
引
に
よ
る
二
五
六
九
万
円
余

に
上
る
巨

額
損
失
が
明
る
み
に
出
た
。
事
件
の
後
始
末
の
た
め
、
古
河
商
事
は
翌
十
年
十

一
月
古
河
鉱
業
に
合
併
さ
れ
、
消
滅
し
た
。
そ
の
多
額
の
負

債
は
、
古
河
合
名

・
古
河
鉱
業
に
引
き
継
が
れ
、
そ
の
後
の
古
河
の
事
業
展
開
を
大
き
く
制
約
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。

大
連
事
件
は
、　
一
出
張
所
主
任
の
会
社
規
程
を
無
視
し
た
思
惑
取
引
が
直
接
の
原
因
で
は
あ

っ
た
が
、
こ
？
王
任
を

「計
画
に
明
る
く
」

「商
才
の
あ
る
大
物
」
と
し
て
信
任
し
て
い
た
本
社
重
役
陣
は
、
何
度
か
そ
の
暴
走
を
未
然
に
防
ぐ
機
会
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
生
か
す

こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
従

っ
て

『古
河
虎
之
助
君
伝
』
も
本
件

の
責
任
を
主
任
だ
け
に
負
わ
せ
る
こ
と
な
く
、
「社
内
の
上
下
が
世
間
の

好
景
気
に
舷
惑
さ
れ
て
放
漫
に
流
れ
、

監
督
指
導
を
怠

っ
た
」

点
を
反
省
し
て
い
る
。　
ま
た
古
河
自
身
の
手
に
な
る

『大
連
事
件
顛
末
調

査
』
は
、
大
連
事
件
の

「禍
因
」
と
し
て
、
当
該
主
任
の
人
選
だ
け
で
な
く
、
商
事
会
社
の
全
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
は

「商
事
会

社
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
鉱
業
、
合
名
等
直
系
ヨ
リ
傍
系
会
社

二
至
ル
迄
其
選
任
ノ
方
法
未
ダ
必
ズ
シ
モ
適
当
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
」
り
と
指
摘
し
、

つ
い
で
商
事
会
社
が

「社
内
相
互
二
利
益

ヲ
争
奪
セ
ル
コ
ト
」
が
最
大
の
問
題
で
、
各
課
の
活
動
が

「商
事
会
社
全
体
ノ
利
害
得
失

二
至
リ
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ド
眼
中

二
」
無
い
ば
か
り
か
、
ひ
い
て
は
古
河
家
事
業
全
般
を
み
て
も
鉱
商
、
鉱
工
な
ど
の
部
門
間
に
利
害

の
対
立
相
克
を
生
み

出
し
て
い
た
点
を
指
摘
し
て
お
り
、
鈴
木
が
商
事
会
社
設
立
に
つ
い
て
抱
い
て
い
た
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

古
河
商
事
だ
け
で
な
く
、
鈴
木
が
断
を
下
し
た
翌
月
の
大
正
九
年
三
月
に
起
こ
っ
た
恐
慌
に
よ
り
、
横
浜
の
茂
木
惣
兵
衛
商
店
を
は
じ
め
、

増
田
増
蔵
商
店
、
安
部
幸
商
店
、
浅
野
商
事
等
戦
時
に
急
膨
張
し
た
貿
易
商
社
が
続
々
倒
産
し
た
。
ま
た
こ
の
時
は
な
ん
と
か
破
綻
を
免
れ

て
も
、
そ
の
打
撃
が
致
命
傷
と
な
り
、
後
に
倒
れ
た
も
の
に
久
原
商
事
、
村
井
商
事
、
高
田
商
会
そ
し
て
鈴
木
商
店
等
が
あ

っ
た
。
し
か
し

こ
の
恐
慌
の
た
め
に
鈴
木
の
描
い
た
硫
安
事
業
進
出
の
夢
も
ま
た
消
滅
し
た
の
で
あ

っ
た
。

そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
後

の
昭
和
二
十
年
２

九
四
五
）
、
第
二
次
大
戦
の
敗
戦
に
よ
り
住
友
本
社

の
解
散
と
い
う
鈴
木

の
夢
想
だ
に
し
な
か

っ
た
事
態
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
事
態
に
資
金
調
達
の
担
保
と
な
る
大
阪
北
港

の
土
地
と
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
保
有
す
る
住
友
土
地
工
務
株

式
会
社
を
日
本
建
設
産
業
株
式
会
社
と
改
称
し
、
こ
こ
に
本
社
の
人
材
を
移
し
て
商
事
部
門
を
開
設
し
、
住
友

の
商
事
会
社
が
発
足
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
母
体
と
な

っ
た
住
友
土
地
工
務
の
前
身
は
、
大
阪
北
港
株
式
会
社
で
あ
り
、
大
正
八
年

こ
の
鈴
木
の
断
に
よ
つ
て
廃

案
と
な

っ
た
商
事
会
社
と
時
を
同
じ
く
し
て
立
案
さ
れ
、
片
や
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
前
節
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

（資
料
８
）

大
正
七
年
度
主
管
者
協
議
会
議
題
十
六

各
店
部
販
売
品
ノ
範
囲
拡
張
ノ
件
（総
本
店
提
出
）

現
行
制
度

二
依
レ
ハ
各
店
部
ノ
販
売
品

ハ
当
家
ノ
製
産
品

二
限
定
セ
ラ
ル
。
然
ル
ニ
近
時
需
要
者
ノ
要
求
多
種
多
様
ト
ナ
リ
、
当
家
ノ
製

産
品

二
伴
フ
附
属
品
ヲ
モ
併
セ
テ
希
望
ス
ル
ノ
状
態
ト
ナ
リ
、
又
場
合

ニ
ヨ
リ
テ
ハ
我
製
品
卜
全
然
無
関
係
ノ
商
品
ヲ
モ
同
時

二
取
扱

フ

ヲ
以
テ
有
利
ト
ス
ル
コ
ト
ア
ル
カ
如
シ
。
兎

二
角
取
引
上
現
行
制
度
ノ
狭
除
ナ
ル
ヲ
感
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。
依
テ
弦

二
従
来
ノ
販
売
品
ノ
範

囲
ヲ
拡
張
シ
、
以
テ
世
運
ノ
進
歩

二
応
セ
ン
ト
ス
。



即
チ
２

）
住
友
製
産
品
ノ
販
売

二
直
接
又
ハ
間
接

二
必
要
ナ
ル
附
属
品
ヲ
モ
取
扱

フ
コ
ト
。

公
し
住
友
製
産
品
卜
同
種
又

ハ
類
似
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
取
扱
上
大
ナ
ル
煩
労
ナ
リ
且
ツ
経
験
ヲ
モ
要
セ
サ
ル
モ
ノ
。

公
こ
住
友
製
産
品
卜
無
関
係
ナ
ル
商
品
ヲ
モ
各
店
部
各
地
方
ノ
状
況

二
応
シ
或
程
度

二
於
テ
取
扱

フ
コ
ト
。

七
　
株
式
会
社
住
友
電
線
製
造
所
の
設
立
と
日
本
電
気
株
式
会
社
と
の
提
携

住
友
総
本
店
が
電
線
製
造
所
の
技
術
的
な
問
題
か
ら
、
ド
イ
ツ

・
ジ
ー
メ
ン
ス
社
と
技
術
提
携
を
図
り
つ
つ
、
大
正
三
年
２

九

一
四
）
シ

ー
メ
ン
ス
事
件
が
起
こ
っ
た
た
め
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
（ユ型
早
「四
　
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
と
住
友
」
参
昭
じ
。
大
正
五
年
七
月

電
線
製
造
所
の
恩
貴
島
新
工
場
は
、
住
友
独
力
で
完
成
し
、
操
業
を
開
始
し
た
。
十
月
に
は
所
長
制
を
採
用
し
、
逓
信
省
通
信
局
工
務
課
長

で
あ

っ
た
利
光
平
夫
が
入
社
し
、
所
長
に
就
任
し
た
。

第

一
次
大
戦
の
好
況
に
よ
り
、
新
工
場
は
順
調
に
稼
動
し
、
技
術
の
向
上
に
よ
り
不
良
品
も
減
少
し
て
い
た
。
欧
米
品
の
途
絶
に
よ
り
、

販
路
は
中
国
か
ら
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
と
拡
大
し
、
生
産
能
力
の
不
足
が
表
面
化
し
た
。
特
に
前
節
で
述
べ
た
通
り
、
関
東
方
面

の
需
要
に
対
し
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
大
き
か
つ
た
の
で
、
電
線
製
造
所
経
理
部
長
矢
島
富
造
は
、
東
京
分
工
場
設
置
を
計
画
し
て
い
た
。
こ

れ
に
対
し
大
正
七
年
九
月
か
つ
て
逓
信
省
に
在
職
し
当
時
藤
倉
電
線
株
式
会
社
取
締
役
と
な

つ
て
い
た
青
山
禄
郎
翁
三
　
住
友
総
本
店
の
投
資

活
動
」
の
中

「支
那
興
業
」
の
項
参
照
）
は
、
矢
島
に
藤
倉
電
線

の
株
式
四
万
株
（資
本
金
二
〇
〇
万
円
）
の
中

一
万
三
〇
〇
〇
株
Ｃ
一〇
％
、
＠
額
面

五
〇
円
全
額
払
込
）
を
住
友

へ
譲
る
の
で
、
住
友
が
東
京
に
分
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
を
見
合
わ
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
要
請
し
た
。
住
友
総
本

店
は
、
こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
、
＠

一
〇
〇
円
で
藤
倉

の
株
式
を
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
十

一
月
利
光
が
藤
倉

の
取
締
役
に
就
任
し
た

（第
１７
表

「藤
倉
電
線
」
参
昭
じ
。
前
節
で
述
べ
た
通
り
、　
こ
の
藤
倉
と
の
提
携
は
電
線
製
造
所
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
期
待

第

一
部
　
住
友
総
本
店

二
一
七
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友
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（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
八

さ
れ
た
が
、

大
正
八
年
東
京
販
売
店
実
際
報
告
書
は
、

「昨
年
度

二
於
テ
ハ
当
方
電
線
工
場
製
造
能
カ
ノ
補
充
ト
シ
テ
多
大
ノ
効
果
ア
リ
シ

藤
倉
電
線
会
社
ノ
如
キ
モ
又
供
給
カ

ニ
不
足
ヲ
告
ゲ
ツ
ヽ
ア
リ
シ
ヲ
以
テ
之
レ
ガ
利
用
ノ
途
全
ク
絶

へ
、
販
売
上
ノ
苦
心
誠

二
名
状
ス
ベ
カ

ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
タ
リ
」
と
報
告
し
て
お
り
、
こ
の
た
め
恩
貴
島
工
場
は
大
正
八
年
に
は
そ
の
西
方
四
八
〇
〇
坪
を
埋
立
て
増
築
が
完
了
し
、

さ
ら
に
南
方
二
八
〇
〇
坪
の
埋
立
て
を
開
始
す
る
な
ど
拡
張
が
続
い
て
い
た
。

大
正
三
年
中
国
に
対
す
る
投
資
会
社

「中
国
興
業
」
が
設
立
さ
れ
、
住
友
も
出
資
し
（住
友
総
本
店
の
七
〇
〇
株
と
は
別
に
、
借
款
団
を
構
成
す

る
住
友
銀
行
も
三
〇
〇
株
を
引
き
受
け
た
）
、　
同
社
が
大
正
三
年

「中
日
実
業
」

と
改
称
し
た
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
つ
三
　
住
友
総
本
店
の
投
資

活
動
」
参
昭
じ
。

大
正
七
年
十
月
中
日
実
業
は
、　
新
た
に
中
国
と

一
〇
〇
〇
万
円
に
上
る
電
話
拡
張
借
款
を
締
結
し
↑
」
の
う
ち
住
友
銀
行
が
三

〇
〇
万
円
を
負
担
し
た
）
、
そ
の
際
電
気
材
料
の
供
給
だ
け
で
な
く
、
中
国
交
通
部
所
要
の
電
気
材
料
を
製
造
す
る
た
め
に
日
中
合
弁

の
新
会

社
を
設
立
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
。

こ
の
た
め
住
友
電
線
は
大
正
八
年
二
月
川
上
嘉
市
（当
時
工
務
部
技
術
係
主
任
、
後
日
本
楽
器
社
長
）
を
中
国

に
派
遣
し
、
川
上
は
調
査

の
結
果
工
場
を
上
海
に
建
設
す
べ
き
こ
と
を
報
告
し
て
い
た
。
十
月
住
友
は
古
河
、
中
日
実
業
と
共
同
で
中
国
交

通
部
と
の
合
弁
会
社
中
華
電
気
製
作
所
を
設
立
し
た
。
資
本
金
三
〇
〇
万
円
（＠
額
面

一
〇
〇
円
、
払
込
二
五
円
）
で
持
株
は
日
中
折
半
と
し
、

日
本
側
は
住
友
六
二
五
〇
株
↑
一〇

・
八
％
）
、
古
河
は
住
友
と
同
数
、
中
日
実
業

一
割
で
あ

っ
た
。

工
場
は
、
大
正
十
年
十
二
月
竣
工
し
、

十

一
年
か
ら
操
業
を
開
始
し
た
（第
１７
表
）。

藤
倉
電
線
と
中
華
電
気
製
作
所
の
株
式
は
、
い
ず
れ
も
第
１７
表

の
通
り
、
大
正
九
年
十
二
月
株
式
会
社
住
友
電
線
製
造
所
が
設
立
さ
れ
る

と
、
同
社
に
譲
渡
さ
れ
た
。

同
じ
大
正
八
年
八
月
住
友
電
線
製
造
所
と
米
国
ウ
ェ
ス
タ
ー
ン

・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（Ｗ
Ｅ
）社
と
の
技
術
提
携

の
話
が
持
ち
上
が

っ
た
。

こ
の
詳
し
い
経
緯

に
つ
い
て
は
、
既
に

『社
史
　
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
』

（昭
和
三
十
六
年
）及
び

『
日
本
電
気
七
十
年
史
』

（昭
和
四
十

七
年
）
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
参
照́
さ
れ
た
い
（な
お
Ｗ
Ｅ
社
は
大
正
七
年
海
外
子
会
社
を
統
轄
す
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・



ウ
ェ
ス
タ
ー
ン
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
ー
Ｗ
Ｅ
社
を
設
立
し
た
）。

こ
の
提
携
の
端
緒
は
、
Ｗ
Ｅ
社
の
日
本
子
会
社
日
本
電
気
株
式
会
社
が
電
話
機
製
造
に
専
念
す
る
こ
と
と
し
、
電
線
製
造
の
技
術
を
他
の

会
社
に
供
与
し
た
い
と
い
う
同
社
専
務
取
締
役
岩
垂
邦
彦
の
意
向
を
、
逓
信
省
で
利
光
平
夫
の
前
任

の
通
信
局
工
務
課
長
で
あ

っ
た
大
井
才

太
郎
が
、
こ
の
時
期
日
本
電
気
に
入
社
す
る
に
際
し
、
利
光
に
伝
え
て
き
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
住
友
電
線
と
し
て
は
、
当
時

の
最
新

の
技
術

で
あ

っ
た
Ｗ
Ｅ
社
の
重
信
ケ
ー
ブ
ル
の
製
造
技
術
を
導
入
で
き
る
こ
と
は
、
願

っ
て
も
な
い
こ
と
で
あ

つ
た
が
、
ネ

ッ
ク
と
な

っ
た
の
は
、

Ｉ
Ｗ
Ｅ
社
副
社
長

コ
ン
デ
イ
ツ
ト
Ｇ
＾

ｏ
８
Ｑ
●
）
が
ジ
ー
メ
ン
ス
社
と
の
交
渉

の
時
と
同
じ
く
、
住
友
電
線
を
株
式
会
社
と
し
た
場
合
そ

の
株
式
の
五
〇
％
を
要
求
し
て
き
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
当
時
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
コ
ン
デ
ィ
ッ
ト
の
指
摘
す
る
如
く
、
海
外
投
資
は
過
半

数
を
握
る
の
が
原
則
で
、
五
〇
％
が
む
し
ろ
住
友
に
対
し
て
敬
意
を
表
し
て
の
提
案
で
あ
る
と
い
う
の
は
妥
当
と
思
わ
れ
る
が
、
住
友
総
本

店
と
く
に
鈴
木
総
理
事
に
し
て
み
れ
ば
こ
こ
ま
で
電
線
製
造
所
を
独
力
で
育
て
て
き
た
と
い
う
自
負
心
も
あ
り
、
主
導
権
を
渡
し
た
く
な
い

と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

五
〇
％
を
巡

っ
て
交
渉
は
デ
ッ
ド
ロ
ツ
ク
に
乗
り
上
げ
た
が
、
電
線
製
造
所
経
理
部
長
矢
島
富
造
が
考
え
だ
し
た
、
住
友

の
保
有
す
る
東

北
大
学
教
授
本
多
光
太
郎
博
士
が
大
正
七
年
に
発
明
し
た
Ｋ
Ｓ
磁
石
鋼
（住
友
吉
左
衛
門
の
イ
テ
ン
ヤ
ル
）
の
特
許
権

の
供
与
と
交
換

に
Ｉ
Ｗ
Ｅ

社
（日
本
電
気
）
の
持
株
比
率
を
コ
ン
デ
ィ
ツ
ト
の
要
求
す
る
五
〇
％
か
ら
二
五
％
に
引
き
下
げ
る
こ
と
で
決
着
し
た
。

大
正
九
年
十
月
八
日
、
東
京
麻
布

の
住
友
別
邸
に
Ｗ
Ｅ
社
か
ら
コ
ン
デ
ィ
ッ
ト
、
日
本
電
気
か
ら
岩
垂
邦
彦
が
出
席
し
、
契
約
調
印
が
行

わ
れ
た
。
岩
垂
、
住
友
吉
左
衛
門
が
署
名
し
、
コ
ン
デ
イ
ツ
ト
と
理
事
小
倉
正
恒
が
双
方
の
ウ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
（文
書
の
署
名
Ｌ
立
ち
会
っ
て
そ
の

事
実
を
立
証
す
る
副
署
人
）
の
役
割
を
呆
た
し
た
。
十
二
月
十
日
株
式
会
社
住
友
電
線
製
造
所
が
資
本
金

一
〇
〇
〇
万
円
公
一〇
万
株
、
＠
額
面
五

〇
円
、
払
込
三
七
円
五
〇
銭
）
で
設
立
さ
れ
た
。
十
二
月
十

一
日
住
友
総
本
店
が

一
度
全
株
所
有
し
た
二
〇
万
株

の
中
と
り
あ
え
ず
四
万
株
が

日
本
電
気
に
譲
渡
さ
れ
た
（第
１６
表
）。

第

一
部
　
住
友
総
本
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
九
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友
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一
〓
一〇

そ
の
後
大
正
十
年
二
月
二
十
六
日
住
友
合
資
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
住
友
総
本
店
は
住
友
吉
左
衛
門
の
個
人
企
業
で
あ

っ
た
の

で
、
表
面
上
住
友
総
本
店
が
所
有
す
る
株
式
は
実
際
は
住
友
吉
左
衛
門
の
所
有
で
あ

っ
た
が
、
合
資
会
社
が
設
立
さ
れ
る
と
こ
う
し
た
個
人

所
有

の
株
式
が
そ
の
ま
ま
個
人
所
有
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
合
資
会
社
に
譲
渡
さ
れ
る
の
か
、
区
別
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
住
友
総
本
店

が
所
有
し
て
い
た
住
友
電
線

の
株
式

一
六
万
株
に
つ
い
て
は
、
二
月
二
十
八
日
二
万
五
〇
〇
〇
株
が
住
友
家
に
引
き
継
が
れ
、
残
り

一
三
万

五
〇
〇
〇
株
が
住
友
合
資
に
譲
渡
さ
れ
た
。　
四
月
二
日
住
友
合
資
保
有
分
か
ら

一
万
株
（払
込
三
七
万
五
〇
〇
〇
円
）
が
日
本
電
気

に
売
却
さ
れ

（売
却
価
格
三
八
万
三
六
六
一
円
七
〇
銭
、
払
込
金
と
の
差
額
七
六
六
一
円
七
〇
銭
は
、
新
会
社
発
足
後
三
か
月
分
の
利
益
を
一
万
株
に
割
り
当
て
た
プ
レ
ミ

ア
ム
で
あ
る
）
、　
日
本
電
気

の
持
株
は
契
約
通
り
五
万
株
公
五

％
）
と
な

っ
た
。　
ま
た
九
年
十
二
月
二
十
日
住
友
総
本
店
は
、　
日
本
電
気

の
株

式

一
万
株
（＠
額
面
五
〇
円
、
払
込

一
二
円
五
〇
銭
）
を
＠
二
〇
円
で
入
手
し
、
即
日
こ
れ
を
電
線
製
造
所
に
譲
渡
し
た
（第
１７
表

「
日
本
電
気
」
参

昭
じ
。日

本
電
気
か
ら
は
岩
垂
、　
大
井
が
住
友
電
線
の
取
締
役
に
、　
Ｗ
Ｅ
社
か
ら
は
タ
ツ
カ
ｌ
ρ
ヨ

↓
８
Ｆ

、ヽ
日
本
電
気
取
締
役
）
が
監
査
役
と

9年8年

M=明 治、T=大 正

(鈴木)

(中 田)

(湯 川)

(久保)

(草鹿 )

(山 下)

(小 倉)

(山 ■)

(小倉)

(松本)

(本荘)

(石橋)

(日 高)

(久保)

(大平 )

(松本)

(大平)

(岡 田)

(草鹿)

(今村 )

(加賀)

(春 日)

(吉 田)

(吉 田)

(小幡)

(小 田切)

(山 下)

(小 田切)

(本荘)

(藤本)

(藤本)

(利光)

(西崎)

(利光)

(西崎)

(梶浦)

(/1ヽ 日|)

(多 田)

(湯川)

(力日糸内)

(吉 田)

(八代)

(中 田)

(萩尾)

(飯島)

(山 下)

313-
3 13 -一――■→ 12 28

313-― ■――一―→

→ 818 1
1  818-

-514
1         1  5 14-→

-12 1
1     112 1(兼 》

→ 313 1
1      112 1(兼 》

1  313-‐ ――――→

- 12 10 12 10→
12 10→

→ 313 1
i  313-■ ―――→



(付表)住友総本店幹部一覧表(大正6～ 9年 )

就任年月日 1 大正 6年 7年

事
事

理

　

″

〃
〃

総

理
第

一
部
　
住
友
総
本
店 総本店支配人

別子鉱業所所 長

〃 支配人

倉庫支配人

製銅販売店支配人

若松炭業所支配人
″  所 長

伸銅所所 長

〃
  副   長

〃 支配人

〃 技師長
電線製造所所 長

〃  支配人
〃  常務取締役

肥料製造所支配人

東京販売店支配人

住友銀行常務取締役

住友鋳鋼所常務取締役

鈴木馬左也 M37 7 6
中田 錦吉 M36 514
湯川 寛吉 M43 4 5
久保無二雄 M43 4 5
草鹿丁卯次郎
山下芳太郎
小倉 正恒
山下芳太郎 T4 719
小倉 正恒 T2 6H
松本 順吉
本荘熊次郎
石橋 和
日高 直次

久保無二雄 T2 6H(
大平 駒槌
松本 順吉 T2 611
大平 駒槌 T3 1 5
岡田宇之助
草鹿丁卯次郎 M36 914
今村 幸男 T5 9 9

兼)|一―一――一■→ 6

- 5

9 25
5-
5-
5-――

9

5 9-

10

610-
9

6 10
5 24 -

-7
加賀覚次郎
春日 弘
吉田 良春
吉田 良春
小幡文三郎
小田切延寿
山下芳太郎
小田切延寿
本荘熊次郎
藤本 磐雄
藤本 磐雄
利光 平夫
西崎伝一郎
利光 平夫
西崎伝一郎
梶浦鎌次郎
小山 九一

多田平五郎
湯川 寛吉
加納友之介
吉田 真一
八代 則彦
中田 錦吉
萩尾 伝
飯島 諮男
山下芳太郎

A/139  4 23

一
一一
一
一

T2 6H一 ‐一 H2 5 1
1  125-

12 5-―→12 51
T2 6H

T 5 10 12
lv144  8  1

T2922
T5327

T49
30 -――

30 -――

30 -――

T41210(兼 )■――――一一→ 424
T41210 -11 7  1

1  1112→ 424
1       1 424(兼 )
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一
〓
〓
一

し
て
入
り
、
住
友
総
本
店
か
ら
は
理
事
中
田
錦
吉
が
日
本
電
気

の
取
締
役

に
就
任
し
た
。
株
式
会
社
住
友
電
線
製
造
所
の
社
長
取
締
役
（前

章

「七
　
住
友
鋳
銅
場
の
株
式
会
社
へ
の
移
行
」
参
昭
）̈
に
は
住
友
吉
左
衛
門
が
就
任
し
た
が
、　
所
長
利
光
平
夫
、　
支
配
人
西
崎
伝

一
郎
が
そ
の

ま
ま
常
務
取
締
役
と
な
り
実
務
に
当
た
っ
た
の
で
、
実
質
的
な
変
化
は
な
か
っ
た
。

註（
１
）

川
田
順

『住
友
回
想
記
』
（中
央
公
論
社
　
昭
和
二
十
六
年
Ｙ
一七

頁
。

（
２
）

同
前
、
六
三
頁
。

（
３
）

同
前
、
六

一
、
六
二
頁
。

（
４
）

『住
友
別
子
鉱
山
史
』
下
巻
（住
友
金
属
鉱
山
株
式
会
社
　
平
成
三

年
三

四
〇
頁
。

（
５
）

『住
友
倉
庫
六
十
年
史
』

（昭
和
三
十
五
年
三
全
ハ
ー
七
六
、　
一
一

〇
―

一
一
六
頁
。

（
６
）

『鈴
木
馬
左
也
』
（鈴
木
馬
左
也
翁
伝
記
編
纂
会
　
昭
和
三
十
六

年
）
五
九
六
、
五
九
七
頁
。

（
７
）

矢
内
原
忠
雄

『
私
の
歩
ん
で
き
た
道
』

（東
京
大
学
出
版
会
　
昭

和
三
十
三
年
二

四
頁
。

（
８
）

『読
売
新
聞
百
年
史
』

（昭
和
五
十

一
年
】

工
全
二
頁
。

資
料

・
年

表
二
三
八
頁
。

（
９
）

『読
売
新
聞
八
十
年
史
』
（昭
和
三
十
年
ビ
〓
一四
、
二
三
九
頁
。

（
１０
）

前
掲

『鈴
木
馬
左
也
』
五
九
九
頁
。

（
Ｈ
）

河
合
栄
治
郎

「
人
と
し
て
の
江
原
君
」
「
江
原
万
里
全
集
』
第
二

巻
月
報
　
山石
波
書
店
　
昭
和
四
十
五
年
　
初
出
は

『
聖
書
之
真
理
』
終

刊
号
）

（
‐２
）

『住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
百
年
史
』
（平
成
七
年
ヽ

一
六

頁
。

（
‐３
）

『
日
本
板
硝
子
株
式
会
社
五
十
年
史
』
（昭
和
四
十
三
年
）
四
四
貞
。

（
‐４
）

『
日
本
銀
行
百
年
史
』
（昭
和
五
十
七
年
Ｙ
一五
二
頁
。

（
‐５
）

『
日
本
鉄
道
史
』

下
篇
（鉄
道
省
　
大
正
十
年
￥

一六
九
、　
三
七

一

頁
。

（
‐６
）

『
明
治
火
災
保
険
株
式
会
社
五
十
年
史
』
（昭
和
十
七
年
）
八
〇
頁
。

（
‐７
）

前
掲

『住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
百
年
史
』

＾
三
ハ
ー

一
二

二
頁
。

（
‐８
）

前
掲

『
住
友
倉
庫
六
十
年
史
』
六
二
、
六
三
頁
。
『株
式
会
社
富

島
組
五
十
年
史
』
（昭
和
十
三
年
）
五
四
頁
。

（
‐９
）

『
三
井
事
業
史
』
資
料
篇
四
下
０
一井
文
庫
　
昭
和
四
十
七
年
ビ

一

六
頁
。
『
渋
沢
栄

一
伝
記
資
料
』
第

一
六
巻
（同
刊
行
会
　
昭
和
三
十
二



年
Ｙ
ハ
八
七
―
七

一
五
頁
。
な
お
本
項
に
つ
き
三
井
文
庫
の
ご
教
示
を

得
た
。

（２０
）

『東
拓
十
年
史
』
（大
正
七
年
）六
頁
。

（２‐
）

前
掲

『渋
沢
栄

一
伝
記
資
料
』
第
五
四
巻
　
四
八
五
―
五

一
四
頁
。

（
２２
）

同
前
第
五
五
巻
　
五
六
三
―
五
八
三
頁
。

（２３
）

同
前
第
五
四
巻
　
五

一
五
―
五
五
〇
頁
。

（２４
）

『社
史
　
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
』
（昭
和
三
十
六
年
】
一八
七
、

二
八
八
頁
。

（
２５
）

『
現
代
日
本
産
業
発
達
史
Ⅲ
電
力
』
（同
研
究
会
　
昭
和
三
十
九

年
二

〇

一
、

一
〇
二
頁
。

（２６
）

同
前
、　
一
〇
四
、　
一
〇
五
頁
。

（２７
）

『春
風
秋
雨
　
創
業
五
十
周
年
記
念
誌
』
（住
友
共
同
電
力
株
式
会

社
　
昭
和
五
十
二
年
Ｙ
一九
、
三
〇
頁
。

（
２８
）

『時
事
年
鑑
』
（時
事
新
報
社
　
大
正
九
年
）
八
五
四
頁
。

（２９
）

東
洋
陶
磁
美
術
館
は
、
住
友
グ
ル
ー
プ
が
安
宅
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

買
い
取
り
大
阪
市
に
寄
付
し
た
も
の
で
、
昭
和
五
十
七
年
開
館
し
た
。

安
宅
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
き
つ
か
け
は
、
大
正
十
年
か
ら
昭
和
六
年
の
間

住
友
合
資
会
社
林
業
所
支
配
人
で
あ
つ
た
多
田
平
五
郎
が
、
朝
鮮
出
張

の
際
収
集
し
た
古
陶
器
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（川
田
順

『住
友
回
想
記
』

一
八
六
頁
参
照
）
を
、
多
田
が
令
息
戦
死
の
際
令
息
同
様
に
可
愛
が
っ

て
い
た
安
宅
重
雄
氏
（多
田
と
同
郷
金
沢
出
身
の
安
宅
弥
吉
次
男
、
安

宅
産
業
元
社
長
）
に
譲

っ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
が
重
雄
氏
か
ら
実
兄

第

一
部
　
住
友
総
本
店

で
好
事
家
の
英

一
氏
の
手

に
移
り
、
戦
後
安
宅

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
と
な

っ
た
（平
成
六
年
十
二
月
十
九
日
安
宅
重

雄
氏
談
）
。

（
３０
）

木
村
吾
郎

「大
阪
の
ホ
テ
ル
今
昔
」
「
大
阪
春
秋
』
第
八
三
号
）

（
３‐
）

前
掲

『渋
沢
栄

一
伝
記
資
料
』
第
五
四
巻
　
八
八
―
九
二
頁
。

（
３２
）

『住
友
商
事
株
式
会
社
史
』
（昭
和
四
十
七
年
）
四
三
、
四
四
頁
。

（
３３
）

『
山
岡
順
太
郎
伝
』
（鹿
子
木
彦
三
郎
　
昭
和
四
年
と

四
五
―

一

五
〇
頁
。
『
ま
ち
に
住
ま
う
―
大
阪
都
市
住
宅
史
』
（平
凡
社
　
平
成
元

年
￥

五

一
上

一五

三
貞
。

（
３４
）

前
掲

『
日
本
板
硝
子
株
式
会
社
五
十
年
史
』
四

一
―
五
六
頁
。

（
３５
）

同
前
、
巻
末
年
表
。
竹
腰
健
造

『幽
泉
自
叙
』

（創
元
社
　
昭
和

五
十
五
年
と

〇
四
頁
。

（
３６
）

地
方
史
研
究
協
議
会
編

『
日
本
産
業
史
大
系
２
　
北
海
道
地
方

篇
』
（東
京
大
学
出
版
会
　
昭
和
三
十
五
年
￥

≡
一七
、
三
二
八
頁
。

（
３７
）

前
掲

『渋
沢
栄

一
伝
記
資
料
』
第
五
四
巻
　
一
一
一
九
―
二
六
九
頁
。

（
３８
）

同
前
第

一
二
巻

　
一
一
一七
―

一
四
六
頁
。
同
前
第
五
三
巻

　
一
〇

一
―

一
三
〇
頁
。

（
３９
）

『
大
阪
毎
日
新
聞
五
十
年
』
（昭
和
七
年
と

一四
、
六
七
頁
。

（
４０
）

『第

一
生
命
五
十
五
年
史
』
（昭
和
三
十
三
年
）
四
五
―
五
九
頁
。

（
４‐
）

『
東
邦
生
命
保
険
相
互
会
社
五
十
年
史
』
（昭
和
二
十
八
年
二

七

六
頁
。

（
４２
）

前
掲

『渋
沢
栄

一
伝
記
資
料
』
第
五
六
巻
　
上ハ
五
八
―
六
八
〇
頁
。

一
一一
一一二



第
三
章
　
住
友
総
本
店

（下
）

（
４３
）

大
倉
財
閥
研
究
会
編

『大
倉
財
閥
の
研
究
』

（近
藤
出
版
社
　
昭

和
五
十
七
年
当

六
七
―

一
七
〇
頁
。

（
４４
）

村
田
重
治

「住
友
家
の
林
業
」

（寺
尾
辰
之
助
編

『
明
治
林
業
逸

史
』
大
日
本
山
林
会
　
昭
和
六
年
）
五
二

一
頁
。

（
４５
）

富
田
重
明
編

『村
田
重
治
翁
』
（大
日
本
山
林
会
　
昭
和
十
五
年
）

六
七
頁
。

（
４６
）

前
掲

『鈴
木
馬
左
也
』
五
五
頁
。

（
４７
）

河
上
肇

「評
論
　
実
業
界
の
学
派
公
一九
ぎ

（『
読
売
新
聞
』
明
治

三
十
九
年
十

一
月
二
十
九
日
）

（
４８
）

那
須
皓

「緒
言
」

（
ホ
ル
マ
ン

『
国
民
高
等
学
校
と
農
民
文
明
』

東
京
堂
　
大
正
三
年
）
七
、
八
頁
。

（
４９
）

近
江
匡
男
編

『井
上
明
府
遺
稿
』
（大
正
九
年
）
九
、
三

一
六
頁
。

（
５０
）

森
建
資

「
も
う

一
つ
の
デ
ン
マ
ル
ク
国
の
話
」
翁
経
友
』
東
京
大

学
経
友
会
　
第

一
三
〇
号
と

九
、
二
〇
頁
。

（
５‐
）

前
掲

『鈴
木
馬
左
也
』
三
〇
〇
―
二
〇
五
頁
。

（
５２
）

同
前
、
六

一
二
頁
。

（
５３
）

塚
本

・
矢
内
原
編

『藤
井
武
全
集
』

第
十
二
巻
（藤
井
武
全
集
刊

行
会
　
昭
和
七
年
）
四
七
―
五

一
頁
。

（
５４
）

同
前
第
十

一
巻
（昭
和
六
年
Ｙ

一七
七
―
二
八
二
頁
。

（
５５
）

『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
三
巻
上
公
二
井
文
庫
　
昭
和
五
十
五
年
）

一
九
九
頁
。
漆
山
雅
喜

コ
ニ
井
家

の
林
業
」
（前
掲

『
明
治
林
業
逸

史
し
五
四
二
―
五
四
六
頁
。

三
二
四

（
５６
）

村
田
重
治

「前
田
家
の
林
業
」

盆
則
掲

『
明
治
林
業
逸
史
し
五
五

五
―
五
五
六
頁
。
北
海
道
庁

『
北
海
道
山
林
史
』
（昭
和
二
十
八
年
）
四

二
七
―
四
二
九
頁
。

（
５７
）

前
掲
村
田

「住
友
家
の
林
業
」
五
二
二
、
五
二
三
頁
。

（
５８
）
　

『住
友
春
翠
』

翁
住
友
春
翠
」
編
纂
委
員
会
　
昭
和
三
十
年
）
五

一
八
頁
。

（
５９
）

前
掲
村
田

「住
友
家

の
林
業
」
五
二
三
頁
。

（
６０
）

後
藤
房
治

「朝
鮮
の
林
業
」

金
削
掲

『
明
治
林
業
逸
史
し
五
〇
五

頁
。

（
６‐
）

前
掲

『鈴
木
馬
左
也
』

一
八
六
、　
一
八
七
、
二
四
七
、
六
六
八
頁
。

（
６２
）

安
藤
良
雄
編
著

『
昭
和
経
済
史

へ
の
証
言
』

中
（毎
日
新
聞
社

昭
和
四
十

一
年
と

一
五
頁
。

（
６３
）

前
掲
川
田

『
住
友
回
想
記
』

一
九
九
、
二
〇
〇
頁
。
「大
正
五
年

三
月
十

一
日
、
金
曜
。
晴
、
夜
雨
。
住
友
総
本
店
総
理
事
鈴
木
馬
左
也
、

中
華
民
国
及
び
朝
鮮
を
視
察
せ
ん
と
、
午
前
十
時
日
本
郵
船

の
熊
野
丸

に
て
神
戸
港
を
出
づ
。
支
配
人
小
倉
正
恒

・
経
理
課
主
任
川
田
順

・
経

理
課
員
大
田
外
世
雄

・
住
友
電
線
製
造
所
経
理
課
主
任
矢
島
富
造
随
行

す
。

」

（
６４
）

前
掲

『
鈴
木
馬
左
也
』
六
九
三
頁
。

（
６５
）

以
下
の
古
河
商
事

に
関
す
る
記
述
は
、
森
川
英
正

「
日
本
財
閥
史

に
お
け
る
住
友
と
古
河
」
上

・
下
（法
政
大
学

『経
営
志
林
』
第
二
巻

第
二
号

・
第
三
号
）
、
武
田
晴
人

「古
河
商
事
と

「大
連
事
件
」

（東



京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
紀
要

『社
会
科
学
研
究
』
第
三
二
巻
第
二

号
）
、
森
川
英
正

『財
閥
の
経
営
史
的
研
究
」
（東
洋
経
済
新
報
社
　
昭

和
五
十
五
年
）
八
三
―

一
五
六
頁
、
に
依
拠
し
た
。

（
６６
）

『中
川
末
吉
翁
』
（同
記
念
刊
行
物
編
集
会
　
昭
和
四
十
年
Ｙ
エ
ハ

頁
。

（６７
）

以
下
の
三
菱
商
事
に
関
す
る
記
述
は
、
コ
一菱
商
事
社
史
』
（昭
和

六
十

一
年
）
七
〇
―

一
三
二
頁
、
に
依
拠
し
た
。

（
６８
）

大
島
堅
造

『
一
銀
行
家
の
回
想
』

（日
本
経
済
新
聞
社
　
昭
和
三

十
八
年
￥
二

頁
。

第

一
部

住
友
総
本
店

（
６９
）

同
前
、
三
〇
頁
。
前
掲

『鈴
木
馬
左
也
』
五
八
八
、
五
八
九
頁
。

（
７０
）

前
掲
安
藤
良
雄
編
著

一
一
五
頁
。

（
７‐
）

前
掲

『鈴
木
馬
左
也
』
六
九
五
頁
。

（
７２
）

前
掲
安
藤
良
雄
編
著

一
一
六
頁
。

（
７３
）

高
橋
亀
吉

『大
正
昭
和
財
界
変
動
史
（上
ご

（東
洋
経
済
新
報
社

昭
和
二
十
九
年
Ｙ
一八
三
、
二
八
四
頁
。

（
７４
）

前
掲

『社
史
　
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
』
三
〇
四
―
三
〇
七
頁
。

（
７５
）

同
前
、
三
〇
八
、
三
〇
九
頁
。

（
７６
）

同
前
、
三
二
七
、
三
二
八
頁
。

三
二
五





第
二
部
　
住
友
合
資
会
社





第

二
早

目
　
　
次

設
立
の
経
緯

［
　
設
立
の
背
景

口
　
組
織
変
更
案

の
推
移

組
織
変
更
案

の
内
容

０
　
住
友
総
本
店
組
織
変
更
に
つ
い
て

（そ
の
一
）

口
　
住
友
総
本
店
組
織
変
更
に
つ
い
て

（そ
の
二
・
合
資
会
社
本
社
内
部
の
組
織
）

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

口
　
住
友
総
本
店
組
織
変
更
に
つ
い
て

（そ
の
三
・
合
資
会
社
と
各
店
部
株
式
会
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
）

合
資
会
社
の
設
立
と
そ
の
概
要

日
　
住
友

「番
頭
政
治
」
の
確
立

口
　
合
資
会
社
の
組
織
と
人
事

設
立
に
伴
う
諸
規
程
の
整
備

日
　
監
査
規
程

・
会
計
規
則
の
改
正

口
　
資
金
取
扱
規
程
の
制
定

住
友
合
資
会
社
の
設
立

三
二
九



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立

二
三
〇

設

立

の
経

緯

〔同
　
　
評曖
工上
　
の
北目
旦宗

大
正
十
年
２

九
二
こ
二
月
二
十
六
日
、
住
友
吉
左
衛
門
の
個
人
経
営
で
あ

っ
た
住
友
総
本
店
は
、
資
本
金

一
億
五
〇
〇
〇
万
円
の
住
友

合
資
会
社

へ
改
組
し
た
。
改
組
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
住
友
合
資
会
社
の
一
六
年
間

を
検
討
す
る
に
先
立
ち
、
特
に
一
章
を
設
け
て
設
立
の
経
緯
、
同
社
の
概
要
及
び
設
立
に
伴
う
諸
規
程
の
整
備
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

住
友
総
本
店
の
各
章
で
述
べ
た
通
り
、
住
友
で
は
住
友
家
の
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
事
業
を
会
社
組
織
と
す
る
こ
と
を
極
力
避
け
て
き
た
。

し
た
が

っ
て

「住
友
総
本
店
（上
ど

の
冒
頭
翁
二
　
住
友
総
本
店
の
発
足
し
で
述
べ
た
三
井
合
名

の
設
立
（明
治
四
十
二
年

〈
一
九
〇
九
〉
）
に
比

べ

て
も
、
丁
度
住
友
総
本
店
の
期
間
だ
け
個
人
経
営
を
続
け
た
こ
と
に
な
る
。
同
章

「七
　
住
友
銀
行
の
株
式
会
社

へ
の
移
行
」
で
指
摘
し
た

よ
う
に
、
三
井
に
お
い
て
は
、
各
事
業
が
自
立
化
の
傾
向
を
強
め
、
同
族
会
が
こ
れ
を
如
何
に
管
理

・
統
轄
す
る
か
と
い
う
問
題
に
直
面
し

て
、
直
系
三
大
事
業
（銀
行
、
物
産
、
鉱
山
）
を
株
式
会
社
化
し
、
同
族
会
を
持
株
会
社
と
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
こ
の
統
轄
を
完
全
な
も
の
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
住
友

の
場
合
、
各
事
業
は
あ
く
ま
で
出
先
の
地
位

に
留
ま

っ
て
い
た
の
で
、
住
友
総
本
店
の
首
脳
に
は
、
持

株
会
社
に
つ
い
て
三
井
の
幹
部
ほ
ど
の
問
題
意
識
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
疑
間
で
あ

っ
た
。

他
方
既
に
合
名
会
社
と
な

っ
て
い
た
三
井

の
各
事
業

の
株
式
会
社
化
に
つ
い
て
は
、
法
人
所
得
税
（第

一
種
所
得
税
）
の
大
幅
な
節
約
に
な

る
こ
と
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
に
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
よ
う
な
三
井
の

「法
人
成
り
」
を
促
進
し
た
の
は
、
日
露
戦
争
中
の

明
治
三
十
八
年

一
月
に
実
施
さ
れ
た
非
常
特
別
税
で
あ

っ
た
。
こ
の
非
常
特
別
税
法
は
、
そ
れ
ま
で
二

・
五
％
の
比
例
税
率
で
あ

っ
た
第

一

種
所
得
税
を
二
種

に
区
分
し
、
株
主
二

一
人
以
上
の
株
式
会
社
（甲
種
）
に
つ
い
て
税
額

の
一
五
割
、
そ
の
他
（乙
種
）
に
つ
い
て
は
八
階
級
の



累
進
税
率
で
税
額
の
八
―
四
〇
割
を
増
徴
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
た
。
こ
れ
が
日
露
戦
争
後
も
継
続
さ
れ
た
た
め
、
三
井
銀
行
や
三
井
物
産

の
如
き
大
会
社
は
、
乙
種

の
合
名
会
社
で
い
る
よ
り
は
、
甲
種
の
株
式
会
社
に
改
組
す
る
方
が
、
税
負
担
が
半
減
す
る
の
で
あ

っ
た
。

非
常
特
別
税
制
は
、
大
正
三
年

の
税
制
改
正
で
恒
常
化
さ
れ
、
甲
種
法
人
は
六

・
二
五
％
の
比
例
税
率
、
乙
種
法
人
に
つ
い
て
は

一
〇
階

級
、
四
―

一
三
％
の
累
進
税
率
が
定
め
ら
れ
た
。
住
友
総
本
店
が
設
立
し
た
株
式
会
社
住
友
銀
行
（明
治
四
十
五
年
設
工じ
及
び
株
式
会
社
住
友

鋳
鋼
所
（大
正
四
年
設
工じ

は
、
株
主
数
が
前
者
は
二
五
名
、
後
者
が
二
人
名
と
結
果
的
に
い
ず
れ
も
甲
種
法
人
の
要
件
を
充
た
し
て
お
り
、

こ
の
結
果
だ
け
か
ら
判
断
す
る
と
、
こ
れ
ら
も
三
井
の
各
社
と
同
様
の

「法
人
成
り
」
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
が
、
両
社
が
そ
の
よ
う
な
理
由

で
法
人
化
さ
れ
た
も
の
で
な
か
つ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「住
友
総
本
店
（上
ど

（「七
　
住
友
銀
行
の
株
式
会
社
へ
の
移
行
し
及
び

「
同
（中
ご

翁
七
　
住
友
鋳
鋼
場
の
株
式
会
社
へ
の
移
行
し
で
既
に
述

べ
た
通
り
で
あ
る
。

こ
の
間
住
友
家
で
は
、
「住
友
総
本
店
（下
と

で
述
べ
た
通
り
、
依
然
と
し
て
三
二
階
級
、
二
・
五
％
―
三
二
％
と
い
う
高
率
の
累
進
税
率
の
適
用
を

受
け
る
個
人
所
得
税
（第
二
種
所
得
税
）
を
納
め
続
け
て
い
た
。
大
正
五
年
三
月
東
京
販
売
店
支
配
人
か
ら
総
本
店
経
理
課
主
任
に
転
じ
た
川
田

順
は
、
前
年
入
社
し
た
ば
か
り
の
部
下
の
主
計
係
江
原
万
里
翁
住
友
総
本
店
（下
と

一
一　
国
参
昭
）̈
と
の
税
金
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
を
次

の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

住
友

の
所
得
税
を
納
め
る
に
当

っ
て
、
重
役
は
課
長
（註
、
主
任
）
の
私
に
対
し
て
、
「南
区
役
所
（註
、
大
阪
市
）
と
内
談
し
て
あ
る
か

ら
、
本
年

の
所
得
は
実
際
よ
り
も
少
額
に
届
出
て
よ
ろ
し
い
」
と
の
こ
と
で
あ

つ
た
。
そ
れ
は
決
し
て
脱
税
の
目
的
で
は
な
か
つ
た
。

当
時
住
友
本
邸
は
南
区
に
あ

つ
た
の
で
、
南
区
の
財
政
は
専
ら
住
友

の
所
得
税
の
額
に
よ
つ
て
左
右
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
で
、
住
友
か
ら

の
納
税
額
が
毎
年
変
動
し
て
は
、
南
区
の
財
政
が
安
定
し
な
か
つ
た
の
で
、
所
得
の
多
少
に
拘
は
ら
ず
平
均
を
見
通
し
て
、
税
は

一
定

の
額
を
納
め
よ
う
、
と
い
う
こ
と
に
了
解
が
成
立
し
た
の
で
あ

っ
た
。
当
該
の
経
理
課
長
の
私
は
、
江
原
を
呼
ん
で

「
か
く
か
く
の
方

針
で
申
告
し
た
ま
へ
」
と
命
じ
た
が
、
江
原
は
頑
と
し
て
応
じ
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
、
税
法

の
違
反
だ
と
主
張
し
て
譲
ら
な
い
の
だ
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
二
一



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
壬
一

緊
張
し
て
、
私
の
顔
も
江
原
の
顔
も
蒼
く
な

っ
た
。
江
原
の
融
通
性
の
な
い
の
を
私
は
憤

っ
た
け
れ
ど
も
、
彼

の
正
直
さ
に
感
服
し
て
、

私
の
方
が
譲
歩
し
た
。

そ
の
後
第

一
次
大
戦
参
戦
に
必
要
な
臨
時
事
件
費
の
一
部
に
充
て
る
た
め
、
政
府
は
大
正
七
年
三
月
戦
時
利
得
税
法
を
公
布
し
て
、
戦
時

利
得
税
を
創
設
し
た
。
こ
の
戦
時
利
得
税
の
算
定
方
法
は
、
法
人
の
場
合
平
時
事
業
年
度
（大
正
三
年
七
月
末
以
前
二
年
以
内
に
終
了
し
た
事
業

年
度
）
の
平
均
所
得
額
に
対
し

一
・
三
倍
を
超
え
る
場
合

に
ハ
そ
の
超
過
分
に
つ
い
て
三
割

の
比
例
税
率
を
課
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
例
え

ば
大
正
八
年
度
で
法
人
企
業
約

一
万
六
〇
〇
〇
社
の
平
時
平
均
所
得
金
額
四
億
六
三
〇
〇
万
円
に
対
し
、
戦
時
所
得
金
額
は

一
二
億
四
四
〇

〇
万
円
に
上

っ
た
の
で
、
こ
の
う
ち
四
億
六
三
〇
〇
万
円
の
一
。
三
倍
五
億
五
五
〇
〇
万
円
を
上
回
る
六
億
九
〇
〇
〇
万
円
を
利
得
金
額
と

み
な
し
、
そ
の
三
割

一
億
三
八
〇
〇
万
円
を
戦
時
利
得
税
と
し
て
徴
収
し
た
。
し
か
し
大
正
三
年
八
月
以
降
の
新
設
企
業
に
つ
い
て
は
戦
時

事
業
年
度
の
自
己
資
本
（払
込
資
本
金
十
積
工上
金
）
の
一
割
を
平
時
事
業
年
度
の
平
均
所
得
額
と
み
な
し
た
の
で
、
直
系
事
業
を
巨
額
の
資
本
金

を
有
す
る
株
式
会
社
に
改
組
す
る
こ
と
が
有
利
と
な

っ
た
。
こ
の
た
め
こ
の
新
税
構
想
が
明
ら
か
と
な

つ
た
大
正
五
年
秋
以
降
、
大
正
六
年

十

一
月
古
河
合
名
（直
系
事
業
に
つ
い
て
は
、
六
月
銀
行
、
十
一
月
商
事
、
七
年
四
月
鉱
業
を
設
立
）
、　
七
年
三
月
合
名
会
社
大
倉
組
（六
年
十
二
月
鉱

山
部
及
び
土
本
部
を
分
離
独
立
）
の
設
立
や
七
年
五
月
三
菱
合
資
（直
系
事
業
に
つ
い
て
は
、
六
年
十

一
月
造
船
、
七
年
五
月
鉱
業
、
八
年
十
月
銀
行
を
設

二じ

の
持
株
会
社
化
等
が
相
次
い
で
起
こ
っ
た
。

大
正
七
年
十

一
月
休
戦
と
な

っ
て
こ
の
戦
時
利
得
税
は
大
正
八
年
（講
和
調
印
の
日
の
属
す
る
年
）
に
終
了
す
る
最
後

の
事
業
年
度
限
り
で
廃

止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
よ
り
前
七
年
九
月
、
米
騒
動
の
責
任
を
と
っ
て
辞
職
し
た
寺
内
正
毅
内
閣
に
代
わ

っ
て
原
敬
内
閣
が
成
立

し
た
。
原
内
閣
は
、
積
極
政
策
を
掲
げ
て
大
正
九
年
度
予
算
案
編
成
に
着
手
し
た
大
正
八
年
夏
以
降
、
そ
の
財
源
と
し
て
再
び
所
得
税
の
増

徴
を
打
ち
出
し
、
特
に
単
な
る
税
率
の
ア
ッ
プ
に
留
ま
ら
ず
、
こ
れ
を
機
に
税
制
の
抜
本
的
改
革
を
図
ろ
う
と
し
た
。
十
月
末
こ
の
よ
う
な

政
府
の
増
税
計
画
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
三
井

・
三
菱
等

の

「法
人
成
り
」
と
は

一
線
を
画
し
て
き
た
住
友
総
本
店
に
お
い
て
、



つ
い
に
現
行
の
ま
ま
個
人
企
業
で
あ
り
続
け
る
の
か
、
株
式
会
社
あ
る
い
は
合
名
乃
至
合
資
会
社
に
改
組
す
る
べ
き
な
の
か
得
失

の
検
討
が

開
始
さ
れ
た
（以
下
の
記
述
は
、
特
に
注
記
し
た
も
の
を
除
き
、
合
資
会
社
庶
務
課

「大
正
九
年
組
織
変
更
参
考
書
類
」
及
び

「大
正
九
年
組
織
変
更
関
係

書
類
」
並
び
に
総
本
店
経
理
課

「大
正
九
年
九
月
総
本
店
組
織
変
更
二
関
ス
ル
書
類
」
所
収
資
料
に
よ
る
）。

国
　
組
織
変
更
案
の
推
移

税
制
改
正
と
住
友
総
本
店
組
織
変
更
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
図
示
す
れ
ば
次
の
通
り
と
な
る
。

第 1図 税制改正と住友総本店組織変更案の推移

税
制
改
正
　
　
　
　
鈴
木
総
理
事
動
静

計
画
発
表

　

欧
州
滞
在
中

２‐
ロ
マ
ル
セ
イ
ユ
出
帆

正 提      散←―案←――――税

（大
正
八
年
）

十
月
　
政
府
増

十

一
月

十
二
月

（大
正
九
年
）

一
月
　
増
税
法

二
月

議
会
解

二
月

四
月

五
月

六
月

七
月
　
法
案
再

八
月
　
税
制
改

九
月

３‐
日
帰
国

３
日
出
社

‐８
日
庶
務
課
主
任
更
迭

住
友
総
本
店
組
織
変
更
案

議
会
提
出

・
廃
案

出

・
成
立

施
行

一↑
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

（
Ａ
）
「総
本
糖
組
織
大
要
」

（
Ｄ
）
「
同

（
Ｅ
）
「
同

確
定
案
」
（其

一
）

（
上
０

し

（特
殊
問
題
）

（
■
ハ
〓
し

（
Ｂ
）
「総
本
店
組
織
変
更
二
就
キ
テ
」

（Ｃ
）
「総
本
店
組
織
変
更
案
」

係

・
商
事
会
社
設
立
問
題
）

（株
式
会
社
関
係
）

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

一
一一一一一一一
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一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二
四

大
正
八
年
秋
住
友
総
本
店
改
組
の
検
討
が
開
始
さ
れ
た
時
、
総
理
事
鈴
木
馬
左
也
は
、
支
配
人
兼
秘
書
役
日
高
直
次
と
共
に
、
東
洋
窒
素

工
業
会
社
設
立
の
件
で
欧
米
出
張
中
で
あ

っ
た
つ
住
友
総
本
店
（下
ど

の

「六
　
内
外
販
売
網
の
充
実
と
商
事
会
社
設
立
問
題
」
参
照
）。
留
守
を
預

か
る
理
事
兼
支
配
人
小
倉
正
恒
（明
治
三
十
年
東
大
法
卒
、
内
務
省
を
経
て
明
治
三
十
二
年
住
友
入
社
、
後
に
総
理
事
）
は
支
配
人
兼
庶
務
課
主
任
松

本
順
吉
（小
倉
と
東
大
同
期
、
た
だ
し
内
務
省
、
文
部
省
を
経
て
住
友
入
社
は
明
治
四
十
年
、
後
に
理
事
）及
び
前
記
副
支
配
人
兼
経
理
課
主
任
川
田
順

（明
治
四
十
年
東
大
法
卒
、
後
に
常
務
理
事
）
に
対
し
、
組
織
変
更
案

の
検
討
を
命
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

松
本
の
作
成
し
た

「総
本
店
組
織
大
要
」

金
削
掲
図
参
照
、
以
下
Ａ
案
と
称
す
る
）
は
、
控
え
と
し
て
残
る
も
の
と
同
じ
も
の
が
八
年
末

マ
ル

セ
イ
ユ
を
出
帆
し
て
帰
国
の
途
に
つ
い
た
鈴
木
の
手
元
に
滞
英
中
に
受
け
取

っ
た
他
の
郵
便
物
と
共
に
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と

十

一
月
中
に
完
成
し
、
直
ち
に
鈴
木
に
送
付
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
Ａ
案
は

一
種

の
叩
き
台
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
翌
九
年

一
月
末

鈴
木
の
帰
国
ま
で
に
さ
ら
に
次

の
二
点
に
つ
き
検
討
が
加
え
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち

一
つ
は
内
部
組
織
の
関
係
で
、
鉱
業
部
（内
外
国
二
於
ケ
ル
鉱
山
ノ
調
査
、
売
買
、
其
経
営
上
ノ
設
計
二
関
ス
ル
事
項
）
、
支
那
課
（東
洋

二
於
ケ
ル
海
外
各
国
ノ
事
業
、
調
査
、
経
営
上
ノ
設
計
二
関
ス
ル
事
項
星
寸
の
新
し
い
組
織
案
が
出
て
き
た
が
、　
特
に
問
題
と
さ
れ
た
の
は
左
の
よ

う
な

「営
業
部
」
を
設
置
す
る
案
で
あ

っ
た
。

営
業
部
　
販
売
課
　
鉱
産
物
並

二
林
産
物
ノ
販
売

二
関
ス
ル
事
項

購
買
課
　
生
産
原
料
品
、
建
築
材
料
、
其
他
各
種
材
料
品
並

二
諸
物
品
ノ
購
買
及
各
店
部
ノ
委
託

二
係
ル
上
記
各
物
品
ノ
購

買
送
達

二
関
ス
ル
事
項

こ
の

「営
業
部
」
と
い
う
組
織
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
販
売
課
は
製
造
店
部
の
製
品
を
中
心
に
取
り
扱
う
の
で
は
な
く
、
従
来
の
製
銅
販

売
店
や
林
業
課
の
商
品
を
扱
う
だ
け
で
あ

つ
て
、
住
友
製
品
で
は
な
い
他
所
製
品
の
仕
入
窓
口
と
な
る
購
買
課
の
方
が
む
し
ろ
主
体
と
な

つ

て
お
り
、
「住
友
総
本
店
（下
ど

（「六
　
内
外
販
売
網
の
充
実
と
商
事
会
社
設
立
問
題
し
で
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
時
期
は

一
方
で
商
事
会
社
設
立
の



動
き
が
あ

っ
た
の
で
、
こ
の

「営
業
部
」
設
置
案
は
こ
れ
に
見
合

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

他
方
時
間
的
に
Ａ
案
に
間
に
合
わ
な
か
つ
た
資
本
金

の
算
定
に
必
要
な
総
本
店
の
総
資
産
の
時
価
評
価
は
、
平
行
し
て
川
田
の
部
下
の
経

理
課
主
任
代
理
野
草
省
三
（明
治
四
十
二
年
京
大
法
卒
、
昭
和
三
年

〈
一
九
一
一八
〉
合
資
総
務
部
長
で
病
没
）
が
担
当
し
、
鈴
木
の
帰
国
直
前

に
作
業

を
完
了
し
、
資
本
金
の
案
が
作
成
さ
れ
た
。

こ
の
間
に
大
正
九
年

一
月
、
政
府
は
所
得
税
の
全
面
改
正
を
始
め
と
す
る
増
税
関
係
六
法
案
を
第
四
二
議
会

に
提
出
し
た
の
で
、
そ
の
全

容
が
明
ら
か
と
な

っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
法
案
は

一
部
の
修
正
を
も

っ
て
衆
議
院
を
通
過
し
貴
族
院

へ
回
付
さ
れ
た
後
、
二
月
末
議
会
が
解
散

さ
れ
た
た
め
実
際
に
は
成
立
し
な
か
っ
た
。

以
上
の
通
り
、
鈴
木
が
帰
国
し
て
出
社
し
た
大
正
九
年
二
月
三
日
の
時
点
で
は
、
「総
本
店
組
織
大
要
」
（Ａ
案
）及
び
そ
れ
に
付
随
す
る

内
部
組
織
案

・
資
本
金
案
と
こ
れ
に
対
す
る
与
件
と
な
る
政
府
の
税
制
改
正
案
が
出
そ
ろ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
う
ち
野
草

の
作
成
し
た
資
本
金
案
以
外
は
、
松
本
の
作
成
し
た

「総
本
店
組
織
大
要
」
（Ａ
案
）
も

「営
業
部
」
設
置
を
含
む
内
部
組
織
案
も
、
商
事
会

社
設
立
問
題
と
共
に
鈴
木
の
容
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
か
っ
た
。
二
月
十
八
日
鈴
木
と
共
に
帰
国
し
た
日
高
直
次
が
、
組
織
変
更
の
中
心
と

な
る
庶
務
課
主
任
に
返
り
咲
き
、
松
本
は
三
月
十
日
商
工
業
視
察

の
た
め
欧
米
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
日
高
は
明
治
三
十
三
年
日
本
法
律
学

校
（現
日
本
大
学
）
を
卒
業
し
、
三
十
八
年
住
友

に
入
社
す
る
ま
で
弁
護
士
を
開
業
し
、
後
に
昭
和
五
年
肥
料
製
造
所
常
務
を
停
年
退
職
す
る

と
再
び
弁
護
士
と
な

つ
た
。

同
時
に
経
理
課
調
査
係
小
畑
忠
良
（大
正
六
年
東
大
法
卒
、
後
に
本
社
経
理
部
長
、
住
友
退
社
後
企
画
院
次
長
）
と
庶
務
課
文
書
係
宇
佐
美
正
祐

（大
正
八
年
京
大
法
卒
）
が
鈴
木
総
理
事
に
呼
ば
れ
、

「君
達
は
学
校
を
出
た
ば
か
り
だ
か
ら
、　
ま
だ
ま
だ
法
律
を
覚
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
総

本
店
を
合
資
会
社
に
改
組
す
る
企
画
立
案
を
せ
よ
」
と
命
ぜ
ら
れ
た
。
小
畑
は
前
年
春
以
来
、
鈴
木
が
推
進
し
て
い
た
東
洋
窒
素
工
業
会
社

設
立
の
事
務
に
従
事
し
て
い
た
が
、　
こ
の
問
題
が
頓
挫
し
た
た
め
総
本
店
に
復
帰
し
て
い
た
。
小
畑
に
よ
れ
ば
宇
佐
美
は
、
「小
学
校
を
出

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二
五
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壬
ハ

て
別
子
で
給
仕
を
勤
め
て
い
た
が
、
非
常
な
勉
強
家
で
当
時
の
支
配
人
大
平
駒
槌
さ
ん
が
大
阪
に
出
し
て
く
れ
た
の
で
関
西
大
学
の
夜
学
に

通
い
（註
、
大
正
四
年
専
門
部
卒
）
、
更
に
京
大
に
転
入
し
て
法
律
を
も
の
に
し
た
人
で
、
変

っ
た
コ
ー
ス
を
歩
み
な
が
ら
、
卒
業
の
時
は
同
年

令
の
順
調
コ
ー
ス
を
辿

っ
た
人
と
何
ら
変
り
な
か
っ
た
と
い
う
秀
才
」
で
あ

っ
た
。
本
件

の
め
ど
の
つ
い
た
翌
九
年
末
退
職
し
て
大
学
院
に

戻
り
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
留
学
し
た
後
、
大
阪
で
弁
護
士
を
開
業
し
、
住
友
各
社
の
顧
問
弁
護
士
に
迎
え
ら
れ
た
。
小
畑
は
こ
の
作
業
の
経

緯
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

で
、
我
々
は
別
室
に
籠
り
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
調
査
を
重
ね
、
起
案

の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。
当
時
既
に
三
井
に
は
三
井
合
名
、
三

菱
に
は
三
菱
合
資
が
出
来
て
い
た
。
普
通
な
ら
ば
こ
れ
ら
を
手
本
に
す
る
こ
と
を
考
え
る
だ
ろ
う
が
、
鈴
木
さ
ん
始
め
ど
な
た
か
ら
も

三
井
三
菱
を
手
本
に
せ
よ
と
の
言
葉
は

一
言
も
な
か
っ
た
。
私
ど
も
と
し
て
も
、
三
井
三
菱
は
三
井
家
岩
崎
家
の
財
産
保
全
拡
大
を
目

的
と
し
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
聞
い
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
は
住
友
の
精
神
と
は
違
う
し
、
手
本
に
は
な
ら
ぬ
と
考
え
た
。
私
ど

も
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
住
友
家
の
財
産
は
、
国
家
社
会
の
た
め
に
保
全
活
用
す
べ
き
も
の
と
の
基
本
的
な
考
え
に
立

っ
て
事
を
運
ん

（
９
）だ

。

か
く
し
て
二
人
の
手
に
よ
り
ま
ず

「総
本
店
組
織
変
更

二
就
キ
テ
」
（以
下
Ｂ
案
と
称
す
る
）
が
作
成
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
中
で
は
、
商
事

会
社
問
題
で
自
紙
と
な

つ
た
内
部
組
織
案
は
ま
だ
手
付
か
ず
の
状
況
で
あ

っ
た
。
こ
の
Ｂ
案
を
基
に
、
さ
ら
に
検
討
が
進
め
ら
れ
三
月
末

に

は

「総
本
店
組
織
変
更
案
」
（以
下
Ｃ
案
と
称
す
る
）
が
作
成
さ
れ
た
。

こ
の
間
三
月
九
日
小
畑
は
庶
務
課
文
書
係
平
井
政
之
助
（大
正
六
年
東
大
法
卒
、
後
に
生
命
常
務
）
と
共
に
庶
務
課
秘
書
係
兼
務
と
な

つ
て
い

る
が
、　
こ
れ
は
間
も
な
く
四
月

一
日
付
で
鋳
鋼
所
経
理
部
倉
庫
係
主
任
久
島
精

一
（明
治
四
十
四
年
東
大
法
卒
、
た
だ
し
鋳
鋼
所
へ
転
出
す
る
前
は

総
本
店
庶
務
課
秘
書
係
、
後
に
金
属
常
務
）
が
庶
務
課
文
書
係
兼
秘
書
係
に
復
帰
し
、
小
畑
の
兼
務
が
解
か
れ
た
こ
と
、
久
島

に
よ
る
と
、
久
島

は
平
井
と
共
に
人
事
給
与
関
係
を
担
当
し
た
（組
織
変
更
に
先
行
し
て
大
正
九
年
七
月
等
級

・
月
俸
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。
「住
友
総
本
店
（下
ど

の



「
一　
住
友
総
本
店
の
組
織

。
人
事
」
参
昭
）̈
と
い
う
こ
（型

、　
さ
ら
に
こ
の
Ｃ
案

の
作
成
に
も
内
部
組
織
案
が
遅
れ
て
別
冊
と
な

つ
た
こ
と
等

か

ら
判
断
す
る
と
、
小
畑
を
作
業
の
遅
れ
て
い
る
内
部
組
織
関
係
に
専
念
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
（資
料
の
中
に
久
島
委
員
、

小
畑
委
員
等
と
書
か
れ
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
判
断
す
る
と
、
日
高
を
委
員
長
と
す
る
組
織
変
更
検
討
委
員
会
の
よ
う
な
も
の
が
設
け
ら
れ
て

い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
）。

そ
の
後
政
府
は
、
七
月
の
第
四
三
議
会
に
、
改
め
て
前
議
会
で
廃
案
と
な

っ
た
衆
議
院
修
正
案
を
政
府
案
と
し
、
施
行
期
日
を
八
月

一
日

に
繰
り
下
げ
て
増
税
六
法
案
を
提
出
し
た
が
、
こ
の
年
（大
正
九
年
）
２

二
月
に
起
こ
っ
た
恐
慌

に
よ
つ
て
経
済
界
の
様
相
は
既
に

一
変
し
て

い
た
た
め
、
再
び
増
税
案
に
対
し
異
論
が
起
こ
っ
た
。
衆
議
院
は
な
ん
と
か
ほ
ぼ
原
案
通
り
通
過
し
た
が
、
貴
族
院
で
は
大
幅
な
修
正
が
加

え
ら
れ
た
結
果
よ
う
や
く
両
院
を
通
過
し
、
八
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

今
回
の
税
制
改
正
で
は
、
特
に
そ
れ
ま
で
法
人
配
当
金
に
つ
い
て
は
源
泉
課
税
方
式
で
あ

つ
た
た
め
法
人
な
い
し
個
人
の
受
取
配
当
金
は

非
課
税
で
あ

っ
た
の
が
、
総
合
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
所
得
税
負
担
は
大
幅
に
増
え
た
が
、
法
人
の
場
合
は
、
個
人
の
場
合
と
は
異
な

り
そ
の
所
得
を
積
立
金
と
し
て
内
部
留
保
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
留
保
所
得
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
留
保
所
得
の
税
率
は
、
五
―
二
〇

％
の
累
進
税
率
で
あ

っ
た
の
で
、
事
業
会
社
の
内
部
留
保
を
促
す

一
方
で
、
多
額
の
受
取
配
当
が
あ
る
個
人
は
、
個
人
所
得
と
し
て
課
税
さ

れ
る
よ
り
も
、
法
人
組
織
を
利
用
し
て
受
取
配
当
を
留
保
所
得
と
し
て
処
理
す
る
方
が
有
利
と
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
住
友
総
本
店
と
し
て
は
、

自
己
資
本
に
よ
る
事
業
の
拡
大
を
図
る
と
い
う
従
来
の
経
営
方
針
を
維
持
す
る
に
は
、
個
人
企
業
で
あ
る
よ
り
は
、
こ
の
際
む
し
ろ
総
本
店

を
法
人
に
改
組
す
る
方
が
よ
り
実
態
に
即
し
た
も
の
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
Ｃ
案
は
、
さ
ら
に
検
討
が
加
え
ら
れ
、
九
月

「修
正
案
」
（以
下
Ｄ
案
と
称
す
る
）
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
の

「修
正
案
」
は
九
月
の

重
役
会
に
か
け
ら
れ
、
若
干
の
変
更
を
み
て
組
織
変
更
方
針
の

「確
定
案
」

（以
下
Ｅ
案
と
称
す
る
）
が
決
定
さ
れ
た
つ
修
正
案
」
「確
定
案
」
な

る
名
称
は
、
上
記
組
織
変
更
検
討
委
員
会
の
命
名
に
よ
る
）。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

三
二
七



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二
八

こ
の
組
織
変
更
方
針
（Ｅ
案
）
に
基
づ
き
、
定
款
そ
の
他
具
体
的
な
諸
規
程
案
が
大
正
九
年
十
二
月
に
作
成
さ
れ
た
。

し
か
し
こ
の
う
ち
大

正
十
年
初
頭
に
決
定
を
み
た
の
は
定
款
等
直
接
会
社
設
立
に
必
要
と
な
る
規
程
の
み
で
、
他
は
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ま
ま
大
正
十
年
二
月
住
友

合
資
会
社
は
設
立
さ
れ
た
。
事
務
章
程
そ
の
他
の
諸
規
程
が
最
終
的
に
決
定
さ
れ
た
の
は
、
四
月
十
三
日
の
鈴
木
邸
に
お
け
る
重
役
会
で
あ

っ
た
。
鈴
木
総
理
事
は
、
大
正
八
年
か
ら
九
年

に
か
け
て
の
欧
米
出
張
の
疲
労
と
食
生
活
の
変
化
に
起
因
す
る
と
み
ら
れ
る
軽
い
尿
毒
症
を

年
初
か
ら
患
い
、
自
宅
で
静
養
中
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
一　

組
織
変
更
案

の
内
容

か
く
し
て
大
正
八
年
十
月
か
ら
翌
年
九
月
に
か
け
て
、　
一
年
間
に
わ
た
る
組
織
変
更
案
の
検
討
が
終
わ
り
、
改
組
の
大
綱
が
決
定
さ
れ
た

わ
け
で
あ
る
が
、　
こ
こ
で
最
終
的
な
組
織
変
更
方
針
で
あ
る
確
定
案
（Ｅ
案
）
の
項
目
毎
に
、
決
定
に
至
る
検
討
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
お

き
た
い
。
な
お
確
定
案
（Ｅ
案
）
「住
友
総
本
店
組
織
変
更
二
就
キ
テ
」
の
内
容
は
三
部
構
成
で
、
（其

一
）
は
九
項
目
（第
一　
会
社
組
織
ヲ
可
ト

ス
ル
理
由
、
第
二
　
会
社
ハ
合
資
会
社
ト
ス
、
第
三
　
会
社
ノ
ロ
的
、
第
四
　
会
社
ノ
名
称
、
第
五
　
会
社
存
立
ノ
期
間
、
第
六
　
会
社
々
員
及
ビ
出
資
、

第
七
　
会
社
資
本
ノ
総
額
、
第
八
　
会
社
役
員
、
第
九
　
利
益
分
配
並
二
持
分
払
戻
）
か
ら
成
り
（資
料
１
１
一
―
九
）
、
（其
二
）
は

「第
十
　
合
資
会
社

本
社
内
部
ノ
組
織
」
（資
料
２
）
、
（其
三
）
は

パ
ロ資
会
社
卜
各
店
部
株
式
会
社
ト
ノ
関
係

二
就
テ
」
（資
料
３
１
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
と
な

っ
て
い
た
。

Ｈ
　
住
友
総
本
店
組
織
変
更
に
つ
い
て
（そ
の
し

第

一　
会
社
組
織
ヲ
可
ト
ス
ル
理
由

こ
の
項
目
は
、
Ａ
案
に
は
な
く
、
Ｂ
案
で
初
め
て
登
場
す
る
が
、
次

の
よ
う
な
内
容
と
な

っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
所
得
税
の
軽
減
だ
け
が



目
的
で
は
な
か
つ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

（
一
）

今
後
分
家
ノ
数
漸
次
増
加
ス
ル
ニ
至
ル
時

ハ
、
多
数
ノ
分
家
ガ
各
自
独
立
シ
テ
事
業
界

二
臨
ム
ハ
、
事
業
経
営
上
不
得
策
ナ
ル
ノ

ミ
ナ
ラ
ズ
、
長
年
月
間
ニ
ハ
互
二
無
用
ノ
競
争
ヲ
為
ス
如
キ
事
無
シ
ト
セ
ス
。
又
多
数
分
家
中

ニ
ハ
全
然
独
立
放
任
ス
ル
ト
キ
ハ
、
財

産
ノ
運
用
ヲ
錯
り
遂

ニ
ハ
分
与
財
産
ヲ
蕩
尽
シ
、
住
友
家
名
声
ヲ
毀
ク
ル
者

ヲ
生
ス
ル
憂
無
キ
ニ
ア
ラ
ス
。
則
チ
分
家
財
産
ヲ
総
本
店

二
統

一
シ
テ
、
財
カ
ノ
基
礎
ヲ
固
ク
シ
、
且
ツ
其
運
用
ヲ
監
督
シ
テ
、
生
計
ノ
安
泰

ヲ
図
ル
カ
為
メ
ニ
ハ
会
社
組
織
卜
為
ス
ヲ
以
テ
最

モ
適
当
ナ
ル
方
法
ナ
リ
ト
ス
。

（
二
）

次

二
所
得
税
法

二
依
レ
バ
、
個
人
所
得
卜
其
課
税
率

二
相
違
ア
リ
。
個
人
所
得
ト
シ
テ
ノ
課
税

ハ
、
法
人
所
得
ト
シ
テ
ノ
課
税

ニ

比
シ
重
シ
。
此
点

ハ
現
行
所
得
税
法

二
於
テ
モ
、
桑

二
衆
議
院
ヲ
通
過
セ
シ
新
所
得
税
法
草
案

二
依
ル
モ
大
体
異
ル
ト
コ
ロ
無
ク
、
只

其
程
度
ヲ
異

ニ
ス
ル
ノ
ミ
ナ
リ
。
（現
行
法

二
依
レ
バ
両
者
ノ
差
異

ハ
頗
ル
大
ナ
レ
ト
モ
草
案

ニ
テ
ハ
余
程
寛
和
セ
ラ
レ
タ
リ
。
）
今
総

本
店
ヲ
会
社
組
織
ト
ス
ル
時

ハ
、
課
税
率
ノ
差
異

二
基
ク
現
実
ノ
利
益

ヲ
亨
ク
ル
モ
ノ
ト
ス
。
尤
モ
強
テ
租
税
ノ
負
担
ヲ
減
少
セ
シ
ム

ル
ロ
的
ヲ
以
テ
、
変
体
的
法
人
ヲ
設
立
ス
ル
ハ
面
白
カ
ラ
サ
ル
モ
、
前
記
ノ
如
キ
自
然
的
ノ
必
要
ヨ
リ
総
本
店
ヲ
法
人
卜
為
シ
、
而
モ

斯
ノ
如
キ
現
実
ノ
利
益
ヲ
得
ル
ハ
、
誠

二
好
都
合
ナ
リ
ト
云

ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。

次
の
Ｃ
案

に
至

っ
て
、
初
め
て
組
織
変
更
の
主
目
的
が
所
得
税
の
軽
減
に
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
、
年
間
純
益

一
〇
〇
〇
万
円
と
五
〇

〇
万
円
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
新
所
得
税
法
案

に
基
づ
い
て
試
算
さ
れ
、
さ
ら
に
Ｄ
案
＝
Ｅ
案
（資
料
１
１

こ
で
実
際
に
施
行
さ
れ
た
税
法

に

基
づ
き

「
（
Ｉ
）
経
営
組
織
ヲ
現
在
ノ
儘
ト
ス
ル
場
合
、
（
Ⅱ
）
総
本
店
各
店
部
執
レ
モ
会
社
ト
ナ
ル
ト
キ
、
（
Ⅲ
）
総
本
店
ヲ
合
資
会
社
ト
ナ
ス

ニ
止
ム
ル
ト
キ
」
の
三

つ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
試
算
が
行
わ
れ
た
結
果
（資
料
１
１

一
第

一
表
）
、
各
店
部
を
株
式
会
社
と
す
る
こ
と
は
見
送
ら

れ
、
総
本
店
の
み
を
合
資
会
社
と
す
る
こ
と
が
確
定
し
た
。
し
か
し
、
Ｄ
案
を
作
成
す
る
た
め
の
試
算
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
次

の
よ
う

な
考
え
方
が
一不
さ
れ
て
い
る
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

三
二
九



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一四
〇

経
営
組
織
ヲ
会
社

二
変
更
ス
ル
方
、
担
税
額
少
ナ
カ
ル
ヘ
キ
コ
ト
ハ
、
看
易
キ
理
ナ
ル
ガ
如
シ
ト
雖
モ
、
会
社
組
織

二
依
ル
場
合

二
於

テ
モ
、
若
シ
其
利
益
ノ
全
部
若
シ
ク
ハ
其
大
部
分
ヲ
配
当
ス
ル
モ
ノ
ト
セ
バ
、
結
局
其
配
当
ヲ
受
ク
ル
個
人
ノ
上

二
更

二
第
三
種
（註
、

個
人
）所
得
税
ガ
賦
課
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
ト
ナ
ル
ベ
キ
ヲ
以
テ
、
其
担
税
額

ハ
個
人
経
営
組
織
ノ
下
二
於
ケ
ル
ト
敢
テ
大
差
無
キ
ニ
至
ラ

ン
カ
。
サ
レ
バ
滋

ニ
ハ
利
益
ノ
大
部
分

ハ
之
ヲ
積
立
テ
、
社
員

二
対
シ
テ
ハ
単

二
各
自
ガ
其
生
活
ヲ
維
持
ス
ル
ニ
要
ス
ル
額
丈
ケ
ヲ
、

毎
期

二
配
当
ス
ル
ニ
止
ム
ル
コ
ト
ト
シ
テ
計
算

ヲ
試
ミ
ム
ト
ス
。
（中
略
）

以
上

ハ
現
在
ノ
住
友
家
持
株
及
将
来
設
立
セ
ラ
ル
ヘ
キ
株
式
会
社
ノ
株
式

ハ
全
部
合
資
会
社

二
帰
属
シ
、
住
友
家

二
対
シ
テ
ハ
其
生
計

費
用
ヲ
合
資
会
社
ノ
配
当
ト
シ
テ
改
メ
テ
交
附
ス
ル
コ
ト
ヲ
前
提
ト
シ
テ
計
算
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
然
ル
ニ
斯
ク
ス
ル
ト
キ
ハ
、
実
際

ニ

於
テ
所
得
税
ノ
負
担
上
多
少
不
利
益
ナ
リ
。
寧

口
生
計
費
用

二
該
当
ス
ル
額
丈
ケ
ノ
利
子
ヲ
生
ス
ル
株
式
（又

ハ
国
債
以
外
ノ
公
債
社

債
等
）
ヲ
住
友
本
家
ノ
名
義
卜
為
シ
置
ク
ヲ
可
ト
ス
。

何
ト
ナ
レ
バ
前
者
ノ
形
式
ヲ
採
ラ
バ
、　
本
家

二
配
当
ス
ヘ
キ
金
額

二
対
シ
ニ
重

二
配
当
所
得
税
ヲ
負
担
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
至
レ
バ
ナ
リ
。
故

二
此
点
ヨ
リ
云

ヘ
バ
本
家

二
対
ス
ル
合
資
会
社
ノ
配
当

ハ
、
可
成
少

額

二
止
メ
、
本
家
所
有
ノ
株
式
ノ
配
当
（又

ハ
公
債
社
債
ノ
利
子
Ｙ
一依
り
、
其
支
出
ヲ
弁
ス
ル
ヤ
ウ
為
ス
ヲ
得
策
ト
ス
。

右
ノ
観
察

二
依
ル
ト
キ
ハ
合
資
会
社
ノ
本
家

二
対
ス
ル
配
当

ハ
、
毎
年
十
万
円
或

ハ
二
十
万
位
卜
為
ス
コ
ト
利
益
ナ
ル
コ
ト
云
フ
迄
モ

ナ
シ
。
然
ル
二
億
余
ノ
大
資
本
ヲ
擁
ス
ル
大
会
社
ガ
毎
年
十
万
円
ト
カ
二
十
万
円
ト
カ
ノ
少
額
ヲ
配
当
ス
ル
ニ
止
ム
ル
コ
ト
ハ
、
世
人

ヲ
シ
テ
容
易

二
脱
税
ヲ
ロ
的
ト
ス
ル
策
略
ノ
存
ス
ル
コ
ト
ヲ
看
破
セ
シ
メ
、
延
テ
住
友
家
ノ
声
誉

ヲ
毀
ク
ル
ノ
虞
ア
リ
。
少
ク
ト
モ
世

人
ガ
見
テ
以
テ
住
友
家
ガ
住
友
家
タ
ル
地
位

二
於
テ
、
其
生
計
ヲ
維
持
ス
ル
ニ
必
要
ナ
リ
ト
為
ス
丈
ケ
ノ
額

ハ
、
之
ヲ
合
資
会
社
ヨ
リ

配
当
ス
ル
コ
ト
ト
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
。
而
テ
吾
人
ノ
見
ル
処

二
依
レ
バ
、
住
友
家
ノ
生
計
費
用
ヲ
以
テ
先
ヅ
五
十
万
円
乃
至
七
十
万
円

卜
称
セ
バ
世
人
ノ
信
用
ヲ
得
ル
ニ
足
ラ
ン
カ
。
（現
今
ノ
実
際

二
於
テ
ハ
毎
年
百
万
円
以
上
ヲ
要
ス
。
）
呆
シ
テ
然
リ
ト
セ
バ
前
記
計
算

二
於
ケ
ル
本
家
ノ
配
当
額
百
万
円
ヲ
減
シ
テ
五
十
万
円
乃
至
七
十
万
円
ト
シ
、
残
余
ノ
三
十
万
円
乃
至
五
十
万
円

ハ
、
予
メ
本
家

二
交



付
シ
置
キ
タ
ル
株
式
ノ
配
当
、
公
債
社
債
ノ
利
子
ヲ
以
テ
之

二
充
当
ス
ル
コ
ト
ト
ス
ル
モ
、
敢
テ
不
可
ナ
キ
ニ
庶
幾
（註
、
近
）
カ
ラ
ン

カ
。
（後
略
）
翁
第
九
　
利
益
分
配
並
二
持
分
払
戻
」
参
照
）

以
下
次

の
よ
う
に
各
項
目
の
最
後
に
Ｅ
案
を
資
料
と
し
て
示
す
こ
と
と
す
る
。

（資
料
１
１

一
）

住
友
総
本
店
組
織
変
更

二
就
キ
テ
（其

一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（大
正
九
年
九
月
重
役
会
決
定
案
）

第

一　

会
社
組
織
ヲ
可
ト
ス
ル
理
由

住
友
総
本
店
ヲ
会
社
組
織

二
変
更
ス
ル
実
益

ハ
、
主
ト
シ
テ
所
得
税
ノ
軽
減

ニ
ア
リ
ト
ス
。
今
試

二
総
本
店
ノ
正
常
収
益
ヲ
、　
一
ケ
年
八
百

万
円
ヲ
上
下
ス
ル
モ
ノ
ト
仮
定
シ
、
住
友
家
ノ
経
営
組
織
ヲ
現
在
ノ
儘
ト
ス
ル
場
合
、
総
本
店

ヲ
会
社
組
織
卜
為
ス
場
合
、
及
ビ
総
本
店
以

外
ノ
各
事
業
店
部
ヲ
モ
会
社
組
織
卜
為
ス
場
合
ノ
所
得
税
負
担
額
ノ
差
異
ヲ
比
較
ス
ル
ニ
左
ノ
如
シ
。

第

一
表

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

二

四

一

期 一 第 保 留

減 増 減 増
税

額

一
、
九
二

一
、
二
五
〇
円

（
Ｉ
）経
営
組
織
ヲ
現
在
ノ
儘
ト
ス
ル
場
合

（
Ｉ
）
二
比
シ
減

九
八
八
、
七
八
〇
円

九
三
二
、
四
七
〇
円

（
Ⅱ
）
総
本
店
各
店
部
執

レ
モ
会
社
ト
ナ
ル
ト
キ

（
Ⅱ
）
二
比
シ
減

三
六
九
、
五
〇
〇
円

（
Ｉ
Ｙ
一比
シ
減一

、
三
五
八
、
二
八
〇
円

五
六
二
、
九
七
〇
円

（
Ⅲ
）
総
本
店

ヲ
合
資
会
社
ト
ナ
ス
ニ
止
ム
ル
ト
キ



期 三 第 保 留 期 二 第 保 留

減 増 減 増
税
額 減  増 減 増

税
額

一
、
九
二

一
、
二
五
〇
円

一
、
九
二

一
、
二
五
〇
円

（
Ｉ
）
二
比
シ
増

一
三
七
、
七
二
〇
円

二
、
〇
五
八
、
九
七
〇
円

（
Ｉ
）
二
比
シ
減

六

一
三
、
二
八
〇
円

一
、
三
〇
七
、
九
七
〇
円

（
Ⅱ
）
二
比
シ
減

三
四
七
、
○
○
○
円

（
Ｉ
）
二
比
シ
減

二
〇
九
、
二
八
〇
円

一
、
七

一
一
、
九
七
〇
円

（
Ⅱ
）
二
比
シ
減

三
六
二
、
○
○
○
円

（
Ｉ
）
二
比
シ
減

九
七
五
、
二
八
〇
円

九
四
五
、
九
七
〇
円

第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立

二
四
二

（註
、
参
考
ま
で
に
Ｅ
案
に
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
試
算
に
付
け
ら
れ
て
い
る
第
二
表
の
説
明
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
）

以
上
ノ
計
算
及
表
（註
、
第

一
表
）
ハ
、

国
税
タ
ル
所
得
税
ノ
ミ
ニ
関
ス
。

然
ル
ニ
実
際

二
於
テ
ハ
右
所
得
本
税

二
対
シ
附
加
税
課
セ
ラ
ル

ヽ

ヲ
以
テ
、
前
表

二
示
セ
ル
数
字
上
ノ
差

ハ
益
々
大
ト
ナ
ル
ナ
リ
。
現
今

二
於
テ
ハ
、
大
阪
市

ハ
所
得
税

二
対
シ
五
割
ノ
附
加
税
ヲ
課
ス
。
将

来

二
於
テ
モ
所
得
税
ノ
附
加
税

ハ
、
府
県
及
其
他
ノ
公
共
団
体
ノ
分
ヲ
合
シ
、
本
税
ノ
四
割
ヲ
降
ル
コ
ト
ナ
カ
ル
ヘ
シ
ト
考

ヘ
ラ
ル
。
今
回

税
タ
ル
所
得
税

二
、　
四
割
ノ
地
方
税
タ
ル
附
加
税
ガ
添
賦
セ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ト
シ
テ
、　
前
表

二
基
キ
概
算
ヲ
試
ム
レ
バ
左
表
ノ
如
シ
。

（註
、

第
二
表
）



期 三 第 保 留 期 二 第 保 留 期 一 第 保 留

減 増 減  増
税
額 減 増 減 増

税

額 減  増 減 増
税
額

二
、
六
八
九
、
七
五
〇
円

二
、
六
八
九
、
七
五
〇
円

二
、
六
八
九
、
七
五
〇
円

（
Ｉ
）
経
営
組
織

ヲ
現
在

ノ
儘

ト

ス
ル
場
合

（
Ｉ
）
二
比
シ
増

一
九
二
、
八
〇
八
円

二
、
八
八
二
、
五
五
人
円

（
Ｉ
）
二
比
シ
減

八
五
八
、
五
九
二
円

一
、
八
三

一
、　
一
五
八
円

（
Ｉ
）
二
比
シ
減一

、
三
八
四
、
二
九
二
円

一
、
三
〇
五
、
四
五
八
円

（
Ⅱ
）
総
本
店
各
店
部
執

レ
モ
会
社
ト
ナ
ル
ト
キ

（
Ⅱ
）
二
比
シ
減

四
八
五
、
八
〇
〇
円

（
Ｉ
）
二
比
シ
減

二
九
二
、
九
九
二
円

二
、
三
九
六
、
七
五
八
円

（
Ⅱ
）
二
比
シ
減

五
〇
六
、
八
〇
〇
円

（
Ｉ
）
二
比
シ
減一

、
三
六
五
、
三
九
二
円

一
、
三
二
四
、
三
五
八
円

（
Ⅱ
）
二
比
シ
減

五

一
七
、
三
〇
〇
円

（
Ｉ
）
二
比
シ
減一

、
九
〇

一
、
五
九
二
円

七
八
八
、　
一
五
八
円

（
Ⅲ
）
総
本
店

ヲ
合
資
会
社
ト
ナ
ス
ニ
止
ム
ル
ト
キ

第
二
表

（附
加
税
合
算
、
但
シ
附
加
税

ハ
本
税
ノ
四
割
卜
仮
定
）

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

二
四
三



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一四
四

第
二
　
会
社
ハ
合
資
会
社
ト
ス

Ａ
案
で
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
最
初
か
ら
合
資
会
社
を
前
提
と
し
て
い
た
。

出
資
者

二
家
長
以
外

一
族
ノ
方
ヲ
モ
加
フ
ル
ト
キ
ハ
、
有
限
責
任
社
員
タ
ル
ヘ
キ
ヲ
以
テ
、
会
社

ハ
之
ヲ
合
資
会
社
卜
為
ス
ヲ
要
ス
。

若
出
資
者
ヲ
家
長
ノ
ミ
ニ
限
ル
ト
キ
ハ
、
家
長

ハ
社
長
ト
シ
テ
会
社
ノ
業
務

二
従
事
セ
ラ
ル
ヘ
キ
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
無
限
責
任
社
員
卜
為

サ

ヽ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
従
テ
他

二
有
限
責
任
社
員
ナ
キ
カ
故

二
、
会
社

ハ
之
ヲ
合
名
会
社
卜
為
ス
コ
ト
ラ
要
ス
。

し
か
し
Ｂ
案
で
は
、
本
項
は

「如
何
ナ
ル
会
社
組
織
ヲ
適
当
ト
ス
ヘ
キ
カ
」
と
し
て

一
応
と
る
べ
き
会
社
形
態
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
の

結
果
次
の
よ
う
に
、
株
式
会
社
、
株
式
合
資
会
社
が
妥
当
で
な
い
理
由
を
挙
げ
て
外
し
、
合
資
、
合
名
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
Ｃ
案
＝
Ｄ

案
＝
Ｅ
案
（資
料
１
１
一
一）
と
な

っ
た
。

株
式
会
社
、
株
式
合
資
会
社

ハ
主
ト
シ
テ
多
人
数
ヨ
リ
少
額
ノ
資
本
ヲ
吸
収
シ
、
大
資
本
ヲ
集
成
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
ロ
下
ノ
処
、

総
本
店
自
身
ト
シ
テ
ハ
外
部
ヨ
リ
資
本
ヲ
招
来
ス
ル
ノ
必
要
ナ
ク
（各
株
式
会
社

ハ
別
ナ
リ
）
、
主
要
目
的

ハ
寧

口
一
家
資
産
ノ
分
離
ヲ

防
ギ
、　
一
団
ト
シ
テ
之
ヲ
活
用
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
在
ル
ヲ
以
テ
、
此
組
織

二
依
ル
必
要
ヲ
見
サ
ル
ナ
リ
。
加
之
此
形
式

二
依
ル
ト
キ
ハ
、

勢
ヒ
或
程
度

二
於
テ
資
産
関
係
ヲ
外
部

二
公
示
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
至
ル
ヘ
ク
、
総
本
店
ト
シ
テ
ハ
不
適
当
ナ
リ
。

従
テ
研
究
ス
ヘ
キ
ハ
合
名
、
合
資
ノ
両
組
織
ト
ナ
ル
。
（後
略
）

（資
料
１
１
二
）

第
二
　
会
社

ハ
合
資
会
社
ト
ス

会
社
組
織
ノ
種
類
中
株
式
会
社
、
株
式
合
資
会
社

ハ
住
友
総
本
店
ト
シ
テ
ハ
不
必
要
ナ
ル
過
度
ノ
組
織
変
更
卜
言
フ
ヘ
ク
、
且
ツ
所
得
税
法

改
正
ノ
今
日
二
於
テ
ハ
株
式
会
社
ト
ス
ル
モ
、
其
他
ノ
会
社
ト
ス
ル
モ
、
課
税
上
区
別
無
之

コ
ト
ナ
レ
バ
（註
、
前
記
甲
種
、
乙
種
の
区
別
が
廃

止
さ
れ
た
）
、
住
友
総
本
店
ノ
組
織

ハ
、
合
名
合
資
両
者
中
其
ノ

一
ヲ
撰
ブ
ヲ
穏
当
ナ
リ
ト
ス
。
而
シ
テ
合
名
会
社
ノ
社
員

ハ
、
全
部
無
限
責



任
社
員

ニ
シ
テ
総
社
員

ハ
、
原
則
ト
シ
テ
会
社
代
表
権
、
業
務
執
行
権
ヲ
有
ス
。
例
外
ト
シ
テ
或
社
員
ガ
是
レ
ヲ
有
セ
サ
ル
コ
ト
ト
為
サ
ン

ト
セ
バ
、
定
款
ヲ
以
テ
此
ノ
旨
ヲ
規
定
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
然
ル
ニ
住
友
総
本
店
ヲ
会
社
組
織
ト
シ
、
御

一
族
ノ
方
々
社
員
ト
シ
テ
列
セ
ラ

ル

ヽ
場
合

二
各
原
則
ト
シ
テ
会
社
代
表
、
業
務
執
行
ノ
権
限
ヲ
有
セ
ラ
ル

ヽ
ハ
、
現
在
ノ
実
際

二
合
セ
ズ
。
又
将
来

二
於
テ
モ
斯
ル
主
義
方

針

ハ
、
決
シ
テ
適
当
卜
謂
フ
ヘ
カ
ラ
ス
。
寧

口
御

一
族

ハ
財
産
ヲ
出
資
セ
ラ
ル

ヽ
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
会
社
ノ
業
務

ニ
ハ
原
則
ト
シ
テ
関
与
セ
ラ

レ
ザ
ル
コ
ト
（即
チ
業
務
執
行
権
及
ヒ
代
表
権
ヲ
有
セ
ラ
レ
サ
ル
コ
ト
）
穏
当
ナ
リ
（註
、　
こ
う
し
た
考
え
方
は
い
わ
ゆ
る
同
族
会
社
の
概
念
か
ら
す

る
と
奇
異
な
感
じ
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
住
友
の
場
合
歴
史
的
に
長
子
相
続
に
基
づ
く
家
長
制
を
堅
持
し
、
分
家
が
住
友
本
家
の
経
営
に
参
加
す

る
こ
と
は
な
か
つ
た
こ
と
、
又
家
督
相
続
者
が
絶
え
る
危
険
が
生
ず
る
ほ
ど
分
家
そ
の
も
の
が
少
な
か
つ
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
）。
而
シ
テ

此
趣
旨
ヲ
達
セ
ン
ニ
ハ
、
合
資
会
社
組
織
卜
為
ス
ヲ
適
当
ト
ス
。
何
ト
ナ
レ
バ
法
律

ハ
、
合
名
会
社
ノ
場
合
卜
異
り
、
合
資
会
社
ノ
社
員
ト

シ
テ
無
限
責
任
社
員
ノ
外

二
、
有
限
責
任
社
員
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
認
メ
、
業
務
ノ
執
行
及
ヒ
会
社
ノ
代
表

ハ
、
無
限
責
任
社
員
ヲ
シ
テ
当
ラ
シ
メ
、

有
限
責
任
社
員

ハ
原
則
ト
シ
テ
之
等
ノ
権
限
ヲ
有
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
。
従
テ
総
本
店
ヲ
合
資
会
社
ト
シ
、
御

一
族
ヲ
有
限
責
任
社
員
ノ
地
位

二
置
カ
バ
、
上
記
ノ
ロ
的
ヲ
実
現
ス
ル
ニ
便
宜
ナ
レ
バ
ナ
リ
。

第
二
　
会
社
ノ
ロ
的

組
織
変
更
に
当
た
り
、
総
本
店
の
み
な
ら
ず
各
店
部
も
会
社
組
織
と
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
た
（資
料
１
１

一
第

一
表
で
は
、
鉱
山
、
伸

銅
、
電
線
、
倉
庫
を
株
式
会
社
と
し
て
試
算
し
て
い
る
）。　
し
た
が

っ
て
Ｂ
案
で
は
、　
こ
れ
ら
の
事
業
の
中

「株
式
会
社
設
立
決
定
ノ
上

ハ
削
除

ス
ベ
キ
ナ
リ
」
と
註
記
さ
れ
て
い
た
が
、
Ｃ
案
で
は
次
の
よ
う
な
考
え
方
に
変
更
さ
れ
た
。

現
在
各
店
部
ヲ
独
立
セ
ル
株
式
会
社
ト
ナ
ス
以
上

ハ
、
各
店
部
関
係
事
業

ハ
該
店
部

二
於
テ
之
ヲ
経
営
ス
ル
ヲ
原
則
ト
ス
ベ
シ
ト
雖
モ
、

総
本
店
ノ
組
織
変
更
当
時

ニ
ハ
或

ハ
独
立
セ
ル
株
式
会
社
ト
ナ
ラ
ザ
ル
店
部
モ
ア
ル
ベ
ク
、
又
タ
ト
ヒ
全
部
独
立
ノ
後
卜
雖
モ
関
係
事

業
中
或
物

ハ
合
資
会
社

二
於
テ
之
ヲ
経
営
ス
ル
場
合
モ
ア
ル
ベ
キ
ニ
ヨ
リ
、
会
社
ノ
ロ
的

ハ
ナ
ル
ベ
ク
汎
ク
各
種
事
業
ヲ
網
羅
ス
ル
ヲ

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

三
四
五



第
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章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一四
六

可
ト
ス
。

Ｅ
案
（資
料
１
１
一こ
で
は
Ｄ
案
ま
で
存
在
し
た
、
化
学
工
業
、
金
属
加
工
業
（Ａ
案
で
は
金
属
精
錬
業
）
、
鉄
工
業
は
工
業

に
一
本
化
さ
れ
た
。

ま
た
牧
畜
業
は
削
除
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
林
業
課
が
北
海
道
で
行

っ
て
い
た
緬
羊
事
業
が
、
鈴
木
総
理
事

の
大
正
九
年
七
月
の
視
察
の
結
果
、

丁
度
こ
の
頃
中
止
と
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（資
料
１
１
三
）

第
三
　
会
社
ノ
ロ
的

現
在
各
店
部
ノ
事
業
ヲ
基
礎
ト
シ
テ
左
ノ
如
ク
定
ム
。

２

）
鉱
業
　
（
二
￥
辰
業
　
（三
）
林
業
　
（四
）
工
業
　
（五
）
物
品
販
売
業
　
（六
）
倉
庫
業
　
（七
）
運
送
業
　
（八
）
電
気
事
業
　
（九
）
不
動
産

及
ヒ
有
価
證
券
ノ
取
得
並

二
利
用
　
（十
）
諸
事
業
投
資
及
ヒ
貸
附
　
（十

一
）
其
他
上
掲
各
事
業
附
帯
事
業

第
四
　
会
社
ノ
名
称

Ａ
案
で
は

「合
資
会
社
住
友
総
本
店
」
と
さ
れ
て
い
た
。
Ｂ
案
で
第
二
案
と
し
て

「住
友
合
資
会
社
」
が
登
場
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て

次

の
よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。

第
二
案
ノ
理
由
ト
ス
ル
処

ハ
、
今
後

ハ
住
友
総
本
店
卜
云
フ
ハ
無
意
味
ナ
リ
ト
云
フ
ニ
在
り
。
即
チ
各
店
部
ガ
追
々
株
式
会
社
形
式

ヲ

採
ル
ニ
至
ラ
バ
、
総
本
店
卜
各
株
式
会
社
ト
ノ
間

ニ
ハ
、
表
面
上
本
末
又

ハ
本
店
支
店
卜
云
フ
如
キ
関
係
無
ク
ナ
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
。
従

テ
住
友
総
本
店
卜
云
フ
ハ
、
内
実

ハ
兎

二
角
外
面

二
対
シ
テ
ハ
名
実
相
伴

ハ
ス
不
合
理
ナ
リ
ト
云
フ
ニ
在
り
。

こ
の
結
果
Ｃ
案
で
次
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
、
Ｄ
案
か
ら
こ
の
理
由
部
分
が
削
除
さ
れ
て
Ｅ
案
（資
料
１
１
四
）
と
な

っ
た
。

住
友
総
本
店
ナ
ル
名
称

ハ
、
銀
行

二
本
店
ア
リ
、
倉
庫

二
本
店
ア
リ
、
之

二
対
シ
総
本
店
卜
称
シ
、
総
本
店
ノ
名
実
ア
ル
モ
ノ
ナ
レ
ド

モ
、
各
事
業
、
法
律
上
独
立
ノ
上

ハ
、
総
本
店
ノ
文
字
妥
当
ナ
ラ
ズ
。
故

二
会
社
ノ
名
称

ハ



住
友
合
資
会
社

卜
為

ス
ヲ
可
■
ス
。

（資
料
１
１
四
）

第
四
　
会
社

ノ
名
称

「
住
友
合
資
会
社
」
卜
為

ス
。

第
五
　
会
社
存
立
ノ
期
間

Ａ
案
、

Ｂ
案

で
は
三
十
ケ
年

で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
、

Ａ
案

「
別
段
意
義

ナ
シ
」
、

Ｂ
案

「
通
常
会
社

ノ
存
立
時
期

ハ
此
年
限

ヲ
例
ト
ス
ル

ヲ
以

テ
之

二
従

ヒ
タ
ル
ノ
ミ
」

と
い
う
こ
と
で
、　
そ
れ
が
Ｃ
案

か
ら
Ｅ
案
（資
料
１
１
五
）
の
通
り
、

特

に
理
由
な
く
五
十
ケ
年

に
延
長
さ
れ

た
。

（資
料
１
１
五
）

第
五
　
会
社
存
立
ノ
期
間

会
社
存
立
ノ
期
間

ハ
、
特

二
之

ヲ
定

ム
ル
ノ
必
要
ナ
キ
モ
、
定
款

二
期
間
ノ
定

メ
ナ
キ
ト
キ

ハ
、
各
社
員

ハ
毎
事
業
年
度

ノ
終

リ

ニ
随
意
退

社

ス
ル
ヲ
得

ル
ノ
商
法
規
定

ア
ル
ガ
故

二
、
通
常
存
立
期
間

ヲ
定
款

二
規
定

ス
。
之

二
倣

ヒ
会
社
存
立

ノ
期
間

ヲ
設
立

ノ
日
ヨ
リ
満
五
十
ケ

年
ト
ス
。

第
六
　
会
社
々
員
及
ビ
出
資

Ｅ
案

（資
料
１
１
Ｌ．Ｃ
に
お
い
て
（
こ

の
家
長

の
出
資

に
つ
い
て
は
、
Ｂ
案

か
ら
Ｅ
案

の
通

り
で
あ
る
が
、
Ａ
案

に
お
い
て
も
次

の
通
り
ほ

ぼ
同
意

で
あ
る
。

家
長

ノ
出
資

ノ
ミ
ニ
止

ム
ト
セ

ハ
、
会
社
財
産

ハ
全
部
家
長
ノ
所
有

二
属

ス
ヘ
キ
ヲ
以

テ
、
極

メ
テ
簡
単

ナ
リ
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一四
七
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八

Ｅ
案
０
こ
の
一
族
の
出
資
に
つ
い
て
Ａ
案
で
は
、

若
他

一
族
ノ
財
産
ヲ
モ
出
資
ス
ル
モ
ノ
ト
セ
ハ
、
単

二
其
財
産
ヲ
保
護
管
理
ス
ル
ノ
趣
意

二
止
メ
、
持
分
ノ
価
額

ハ
終

二
至
ル
マ
テ
出

資
ノ
価
額

二
止
ム
ル
カ
（仮

二
住
友
銀
行
株
五
千
株
価
額
八
十
万
円
ヲ
出
資
ス
ト
セ
ハ
、
他
日
退
社
ノ
ト
キ
モ
五
千
株
ノ
持
分

二
対
ス

ル
価
額
ノ
ミ
ヲ
払
戻
シ
、

会
社
財
産
ノ
増
加
額

ハ
之
ヲ
分
与
セ
ス
）
又

ハ
家
長
ノ
出
資
卜
同
様
、　
会
社
財
産
ノ
増
加
セ
ル
モ
ノ
モ
漸
次

其
持
分

二
加
フ
ル
コ
ト

ヽ
ス
ル
カ
、
二
者
其

一
二
定
ム
ル
ノ
要
ア
リ
。
是
独
本
人
退
社
ノ
場
合
持
分
ノ
払
戻

二
関
シ
テ
必
要
ナ
ル
ノ
ミ

ナ
ラ
ス
、
利
益
分
配
換
言
ス
レ
ハ
本
人
年
々
ノ
経
費
支
出

二
関
シ
テ
亦
参
酌
ス
ル
ノ
必
要
ナ
シ
ト
セ
ス
。

翁
第
九
　
利
益
分
配
並
二
持
分

払
戻
」
参
照
）

と
案

の
提
示
に
終
わ
り
、
Ｂ
案
で
は
、
分
家
財
産
を
総
本
店
に
統

一
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
か
ら

「各
御
分
家

ハ
右

二
準
シ
其
所
有
セ
ラ
ル

ヽ

財
産
全
部
ヲ
出
資
セ
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
ト
シ
、
執
レ
モ
有
限
責
任
社
員
ト
ス
」
と
な

っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
鈴
木
総
理
事
は
、
家
長
以
外
の
一

族
が
住
友
合
資
会
社

の
経
営

に
関
与
す
る
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
、
Ｃ
案

で
住
友
忠
輝

の
日
本
ホ
ロ
タ
イ
ル
経
営
翁
住
友
総
本
店

（下
）」
の

Ｆ
一　
住
友
総
本
店
の
投
資
活
動
」
参
昭
）̈
に
み
ら
れ
る
如
く
、
本
項
を

「御

一
族

ハ
自
己
ノ
責
任
ヲ
以
テ
自
己
ノ
事
業
ヲ
経
営
セ
ラ

ル
ヘ
ク
」

と
決
定
し
た
。
し
か
し
後

に
、
「第
八
　
会
社
役
員
」

の
項
で
述
べ
る
如
く
、
次
期
家
長
の
問
題
が
あ
り
、
会
社
設
立
時
に
は
鈴

木
総
理
事

の
希
望
通
り
と
は
な
ら
な
か
っ
た
（
三
　
合
資
会
社
の
設
立
と
そ
の
概
要
」
参
昭
じ
。

Ｅ
案
Ｔ
し
の
総
理
事
以
下
の
出
資

に
つ
い
て
、
Ａ
案
で
は

総
理
事
、
理
事
ノ
出
資

ハ
、
単

二
労
務
ノ
ミ
ト
シ
、
退
社
ノ
時

ハ
持
分
ノ
払
戻
ヲ
為
サ

ヽ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

現
在
ノ
家
長
、
重
役
ヲ
以
テ
会
社
ノ
無
限
責
任
社
員
ト
シ
業
務
執
行
ノ
局

二
当
ラ
シ
ム
。

と
だ
け
規
定
し
て
い
る
が
、
Ｂ
案
で
は
、
次

の
よ
う
に

「総
本
店
重
役
ガ
社
員

二
列
セ
ラ
ル
コ
ト
ノ
可
否
」
が
問
題
と
さ
れ
た
。

重
役
ヲ
社
員

二
列
ス
ヘ
キ
カ
否
カ
ヲ
考
フ
ル
ニ
当
り
、
先
ヅ
重
役
ノ
出
資
セ
ラ
ル

ヽ
物
ノ
種
類

ニ
ツ
キ

一
考
ス
ル
ヲ
要
ス
。
若
シ
重
役



ニ
シ
テ
金
銭
其
他
ノ
財
産
ヲ
幾
分
出
資
シ
テ
社
員
卜
為
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
ト
ス
レ
バ
、
徒

二
利
益
配
当
、
持
分
払
戻
等
ノ
関
係
ヲ
複
雑
ナ
ラ

シ
ム
ル
ニ
至
ル
。
又
若
シ
重
役
退
任
後
モ
持
分
ノ
払
戻
ヲ
為
サ
ス
、
社
員
ト
シ
テ
止

マ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ト
セ
バ
、
総
本
店
ガ
家
族
団
体
の

経
営
体
タ
ル
本
質

二
反
ス
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
。
故

二
重
役
ガ
社
員

二
列
セ
ラ
ル

ヽ
ト
ス
ル
モ
、
ソ
ハ
労
務
ヲ
出
資
セ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ニ
シ
テ

財
産
ヲ
出
資
セ
ラ
ル

ヽ
二
非
ス
。
而
テ
其
社
員
タ
ル
期
間

ハ
住
友
総
本
店
ノ
重
役
タ
ル
期
間
卜
終
始
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
。

而
テ
此
形
式

二
依
リ
テ
社
員
卜
為
ラ
ル
ヽ
場
合

ニ
ハ
労
務
ヲ
出
資
ス
ル
者

ハ
、
有
限
責
任
社
員
卜
為
ラ
サ
ル
旨
、
商
法

二
於
テ
規
定
セ

ラ
ル

ヽ
故
、
無
限
責
任
社
員
ト
シ
テ
入
社
ス
ル
モ
ノ
ナ
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
。

無
限
責
任
社
員
ト
シ
テ
重
役
ガ
社
員

二
列
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
ノ
可
否
如
何
。
之
ヲ
可
ト
ス
ル
有
カ
ナ
ル
説
ア
リ
。

（
Ｉ
）
可
ト
ス
ル
説
ノ
理
由

イ
、
上

二
家
長
ア
リ
、
万
機
ヲ
統
裁
セ
ラ
ル
ト
雖
モ
、
実
際

二
於
テ
ハ
業
務
ノ
執
行
等

ハ
重
役
ノ
管
掌
セ
ラ
ル

ヽ
処
ナ
ル
ガ
故

二
重
役

ヲ
無
限
責
任
社
員
卜
為
サ
バ
名
実
相
伴
フ
ノ
利
ア
リ
。

口
、
労
務

ハ
元
来
資
本
卜
対
立
シ
テ
社
会
経
済
上
之

二
劣
ラ
サ
ル
重
要
サ
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
如
何

二
資
本
ヲ
擁
ス
ル
コ
ト
大
ナ
リ

ト
ス
ル
モ
、
企
業
的
才
能
卜
事
務
的
手
腕

二
於
テ
卓
絶
セ
ル
士

二
倹
タ
サ
レ
バ
、
其
効
用
ヲ
発
揮
シ
得
サ
ル
モ
ノ
タ
ル
ハ
論
ナ
シ
。

死
財
ヲ
変
シ
テ
自
由
ノ
活
物
タ
ラ
シ
メ
、
国
家
ノ
進
運

二
貢
献
ス
ル
処
ア
ラ
シ
ム
ル
ハ
、　
丁

一有
能
ナ
ル
労
カ
ノ
賜
ナ
リ
。
此
意

味

二
於
テ
労
務

ハ
、
正

二
資
本
卜
同
等
以
上
ノ
評
価
ヲ
受
ク
ヘ
キ
ナ
リ
。
故

二
重
役
ガ
無
限
責
任
社
員
卜
為
ラ
ル

ヽ
ハ
当
然
ノ
コ

ト
ニ
シ
テ
異
ト
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
。
寧

口
労
務
価
値
ヲ
正
当

二
認
メ
シ
ム
ル
タ
メ
ニ
必
要
ナ
リ
ト
云

ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
。

ハ
、
更

二
又
将
来
家
長
卜
為
ラ
ル
ヘ
キ
方
、
他
ノ

一
族
方

二
比
シ
御
弱
年
ナ
ル
コ
ト
等
其
他
ノ
理
由

二
依
リ
テ
、
家
長
ト
シ
テ
ノ
威
令

十
分

二
行

ハ
レ
難
キ
場
合
ア
ル
コ
ト
ヲ
想
像
セ
ン
ニ
、
力

ヽ
ル
場
合

ニ
ハ
総
理
事
以
下
ノ
重
役
ノ
勢
カ
ヲ
以
テ
御

一
族
間
ノ
統

一

二
勉
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
。
然
ル
ニ
重
役
ガ
社
員
ト
シ
テ
御

一
族
方
卜
同
等
以
上
ノ
地
位

二
立
タ
ル
ヽ
二
非
ス
シ
テ
、　
一
介
ノ
使
用

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一四
九
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人
ト
シ
テ
在
ラ
ル
ヽ
場
合

ニ
ハ
、
其
指
図
容
易

二
行

ハ
レ
難
カ
ル
ヘ
シ
。
故

二
将
来
御
分
家
ガ
追
々
分
立
ス
ヘ
キ
場
合
ヲ
予
想
シ

今
ヨ
リ
重
役
ガ
無
限
責
任
社
員
卜
為
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ト
シ
テ
対
策
ヲ
講
シ
置
ク
コ
ト
必
要
ナ
ル
ヘ
シ
。

，

（
Ⅱ
）重
役
ガ
社
員

二
列
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
ヲ
非
ト
ス
ル
説

イ
、
又
重
役
ガ
全
部
社
員

二
列
セ
ラ
ル
モ
ノ
ト
ス
レ
ハ
、
住
友
家
ノ
存
在
不
確
実
ナ
ル
ノ
感
ア
ル
ヲ
免
カ
レ
ズ
。
何
ト
ナ
レ
バ
家
長
及

其
御

一
族
卜
重
役
ト
ノ
関
係

ハ
社
員
ト
シ
テ
平
等
ノ
モ
ノ
ト
ナ
リ
、
最
早
昔
日
ノ
如
ク
主
人
卜
使
用
人
ノ
関
係

ニ
ア
ラ
サ
ル
コ
ト

ト
ナ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
也
。

（殊

二
重
役
ガ
全
部
社
員
卜
為
ラ
ル

ヽ
場
合

ニ
ハ
、　
其
数

二
於
テ
モ
労
務
出
資
ノ
社
員
優
勢
ト
ナ

ル
ヘ
シ
。
又
実
際
上
業
務
ヲ
執
行
ス
ル
ハ
労
務
出
資
ノ
社
員
ナ
ル
ヘ
キ
カ
故

二
、
財
産
出
資
ノ
社
員
ヨ
リ
労
務
出
資
ノ
社
員
ノ
方

勢
力
強
キ
コ
ト
ト
ナ
ル
嫌
ア
リ
。
但
シ
此
点

ハ
定
款
ヲ
以
テ
幾
分
緩
和
ス
ル
ヲ
得

ヘ
シ
。
）寧

口
制
度
ト
シ
テ
ハ
旧
来
ノ
如
ク
主
権

ハ
明

二
家
長
ガ
掌
握
セ
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
ト
為
シ
、
重
役

ハ
使
用
人
ト
シ
テ
補
弼
ノ
任
ヲ
全
セ
ラ
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
方
、
名
分
ヲ
明

ニ
ス

ル
上

二
於
テ
宜
シ
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
カ
。
尤
モ
重
役
ガ
依
然
使
用
人
ト
シ
テ
止

マ
ラ
ル

ヽ
場
合

ニ
ハ
御

一
族
ノ
統

一
上
厳
重
ナ
ル
家

憲
ヲ
制
定
シ
テ
、
重
役
ノ
地
位
卜
威
望
ヲ
確
保
ス
ル
手
段
ヲ
講
ス
ル
必
要
ア
ル
ヘ
シ
。

口
、
尚
ホ
重
役
ガ
社
員

二
列
セ
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
ト
ス
レ
バ
合
資
会
社
ノ
定
款

二
於
テ
出
資
セ
ラ
ル

ヽ
労
務
ヲ
評
価
ス
ル
カ
又

ハ
之

二
評
価

ノ
標
準
ヲ
記
載
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
又
之
ヲ
公
告
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。
然
シ
労
務
ノ
評
価

ハ
甚
ダ
困
難
ナ
リ
。

（
Ⅲ
）
以
上
可
否
両
説
各
相
当
根
拠
ア
リ
、
容
易

二
決
定
シ
難
シ
。
姦

ニ
ハ
両
説
ヲ
挙
ク
ル
ニ
止
ム
。

結
局
両
案
折
衷
し
、
Ｃ
案
に
お
い
て
総
理
事

一
人
を
労
務
出
資
に
よ
る
無
限
責
任
社
員
と
し
た
。
Ｃ
案
決
定
に
先
立
ち
、
鈴
木
は
家
長

の
了

解
を
取
り
付
け
た
と
思
わ
れ
る
が
、
小
畑
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

住
友
吉
左
衛
門
さ
ん
と
鈴
木
馬
左
也
さ
ん
と
は
非
常
に
お
た
が
い
に
信
頼
し
合

っ
て
お
り
ま
し
て
、
「住
友
家
と
い
う
も
の
は
や
は
り

社
長

一
人
で
も

っ
て
勝
手
に
や
る
と
い
う
こ
と
で
は
い
か
ん
、
番
頭
の
会
議
で
も

っ
て
間
違
い
の
な
い
事
業
経
営
を
や

っ
て
い
か
な
き



ゃ
あ
い
か
ん
」

と
い
う
こ
と
を
鈴
木
さ
ん
が
進
言
さ
れ
ま
し
て
ね
。

（中
略
）当
時
か
ら
み
る
と
い
か
に
も
番
頭
が
お
家
を
乗

っ
取

っ
た

よ
う
な
か
た
ち
で
、
封
建
的
な
考
え
か
ら
す
る
と
、
番
頭
の
ほ
う
か
ら
は
い
い
に
く
い
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
鈴
木
さ
ん
は
そ
れ
を

思
い
切

っ
て
し
た
の
で
す
。

（資
料
１
１
六
）

第
六
　
会
社
々
員
及
ビ
出
資

２

）家
長
ガ
無
限
責
任
社
員
タ
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
。
而
シ
テ
御
本
宅
、
各
別
邸
、
家
宝
、
什
器
、
書
画
、
骨
董
類
ヲ
除
キ
営
業
資
本
全
部
ヲ
出

資
セ
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
ト
ス
。

公
し
御

一
族

ハ
有
限
責
任
社
員

ニ
シ
テ
各
独
立
ノ
資
産
ヲ
所
有
セ
ラ
レ
、
合
資
会
社

二
対
ス
ル
出
資

ハ
、
其
ノ

一
部
分
又

ハ
家
長
ヨ
リ
形
式

的

二
分
与
セ
ラ
レ
タ
ル
資
産
（名
義

ハ
御

一
族
ノ
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
実
質

ハ
家
長
御
所
有
）
ヲ
以
テ
、
之

二
充
当
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。
要
ス
ル
ニ
御

一
族
ノ
社
員
タ
ル
ハ
、
会
社
ト
シ
テ
ノ
人
的
要
件

ヲ
充
タ
ス．
ヲ
以
テ
、
主
タ
ル
ロ
的
ト
シ
、
其
ノ
出
資

ハ
コ
レ
ヲ
重
要
視
セ
ス
。
大
体
ノ
方

針

ハ
、
御

一
族

ハ
自
己
ノ
資
産
ヲ
以
テ
自
己
ノ
事
業
ヲ
経
営
セ
ラ
ル
ヘ
ク
、
或
ル
特
種
ノ
方
ノ
ミ
（例

ヘ
ハ
浪
費
者
、
幼
弱
者
等
）
其
ノ
資
産

全
部
ヲ
保
管
ノ
意
味

二
於
テ
出
資
セ
ラ
ル

ヽ
ヲ
可
ト
ス
ヘ
シ
。

Ｔ
し
総
理
事

ヲ
無
限
責
任
社
員
ト
シ
テ
労
務
ノ
出
資
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
関
シ
テ
ハ
、
其
ノ
労
務
ノ
評
価
又

ハ
退
社
ノ
場
合
ノ
処
置
ソ
ノ

他

ニ
ツ
キ
規
定
手
続
ノ
煩
雑
ヲ
来
ス
ヲ
以
テ
之
ヲ
不
必
要
卜
為
ス
説
ア
リ
ト
雖
モ
、
家
長
幼
少
又
ハ
御
病
弱
等
ノ
原
因
ヲ
以
テ
、
事
実
上
合

資
会
社
ノ
無
限
責
任
社
員
タ
ル
ノ
責
務
ヲ
遂
行
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
不
能
ナ
ル
場
合

二
、
実
際
事

二
当
レ
ル
総
理
事
ヲ
シ
テ
、
臨
時
之

二
代
ラ
シ

ム
ル
コ
ト
必
要
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
事
業
ノ
繁
栄

ハ
単

二
資
本
ノ
カ
ノ
ミ
ニ
止

マ
ラ
ズ
、
労
務
ノ
与
ル
ト
コ
ロ
亦
甚
大
ナ
ル
所
以
ヲ
表
示
ス

ル
意
味

二
於
テ
、
労
務
者
ノ
代
表
者
ト
シ
テ
総
理
事

一
人
ヲ
無
限
責
任
社
員
ト
ナ
ス
コ
ト
、
蓋
シ
適
当
ナ
ル
制
度
卜
謂
フ
ベ
シ
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

二
五

一
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第
七
　
△本
社
資
本
ノ
総
額

前
述
の
如
く
、
Ａ
案
で
は
評
価
額
の
算
定
が
間
に
合
わ
ず
、
資
本
金

に
つ
い
て
の
言
及
は
な
か
っ
た
。
大
正
九
年

一
月
末
、
野
草
省
三
の

報
告

「住
友
総
本
店
ノ
資
本
金
決
定

二
就
テ
」
に
よ
れ
ば
、
次

の
よ
う
な
考
え
方
で
あ

っ
た
。

住
友
総
本
店
ノ
資
本
金

ハ
、
現
在
総
財
産
勘
定

二
属
ス
ル
モ
ノ
、
即
御
本
邸
、
御
別
邸
所
属
ノ
土
地
、
建
物
、
什
宝
、
什
器
（此
帳
簿

価
格
四
三
三
万
円
及
大
正
八
年
度
本
家
仮
出
四
〇
万
円
計
四
七
三
万
円
）
ヲ
除
キ
、
評
価
ノ
基
礎
ノ
異
ナ
ル
ニ
従
ヒ
左
ノ
三
場
合
ト
ナ

ス
コ
ト
ヲ
得
。
即

（
１
）資
本
金

一
億
円
。
　
　
　
　
現
在
ノ
帳
簿
価
格

ニ
ヨ
ル
場
合
。

（
２
）資
本
金

一
億
五
千
万
円
。
　

現
在
ノ
帳
簿
価
格

二
固
定
財
産
ノ
評
価
益

ヲ
加
算
シ
タ
ル
場
合
。

（
３
）資
本
金
二
億
円
。
　
　
　
　
有
価
証
券
ノ
評
価
益
ヲ
モ
加
算
シ
タ
ル
場
合
。

而
シ
テ
現
在

二
於
テ
ハ
先
ヅ
資
本
金
ヲ
一
億
五
千
万
円
ト
ス
ル
ヲ
最
モ
適
当
卜
信
ズ
。
以
下
各
場
合
ノ
算
出
ノ
基
礎
並

二
一
億
五
千
万

円
ヲ
適
当
卜
認
ム
ル
理
由
ヲ
略
記
ス
ベ
シ
。

（
１
）
現
在
ノ
帳
簿
価
格

ニ
ヨ
ル
時
　
資
本
金

一
億
円

大
正
八
年
十
二
月
末
日
営
業
資
本
金
勘
定

・
営
業
資
本
　
　
　
　
　
　
　
エハ
七
、
五
二
〇
、
○
○
○
円

積
立
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
九
〇
〇
、
○
○
○
円

準
備
積
立
金
　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
七
〇
、
○
○
○
円

大
正
八
年
度
予
想
純
益
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
、
三
八
〇
、
○
○
○
円

北
港
会
社

ヘ
ノ
売
却
土
地
評
価
益
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
、
八
四
〇
、
○
○
○
円

計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
、
九

一
〇
、
○
○
○
円



内
仮
出
金
支
出

ニ
シ
テ
拍
除
ス
ベ
キ
モ
ノ
　
替貝
与
仮
出
　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
七
〇
、
○
○
○
円

本
家
仮
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
、
○
○
○
円

其
他
雑
損
ト
ス
ベ
キ
モ
ノ
　
　
　
　
八
〇
、
○
○
○
円

差
引
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
、
九
六
〇
、
○
○
○
円

（
２
）
現
在
帳
簿
価
格

二
固
定
財
産
ノ
評
価
益
ヲ
加
算
シ
タ
ル
時
　
資
本
金

一
億
五
千
万
円

（イ
）
現
在
帳
簿
価
格
（前
葉
計
算
ノ
分
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
、
九
六
〇
、
○
○
○
円

（
口
）
総
本
店
所
管
土
地
及
建
物
ノ
評
価
益
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一、
五
〇
〇
、
○
○
○
円

（
ハ
）
倉
庫
固
定
財
産
評
価
益
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
九
〇
〇
、
○
○
○
円

含
じ
電
線
製
造
所
固
定
財
産
評
価
益
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
二
〇
、
○
○
○
円

（
ホ
）
伸
銅
所
固
定
財
産
評
価
益
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
、
四

一
〇
、
○
○
○
円

（
へ
）
別
子
鉱
業
所
ノ
土
地
及
山
林
評
価
益
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
○
〇
〇
、
○
○
○
円

（卜
）
別
子
鉱
区
其
他
固
定
財
産
評
価
益
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一、
○
○
○
、
○
○
○
円

（
チ
）
若
松
炭
業
所
固
定
財
産
評
価
益
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
○
〇
〇
、
○
○
○
円

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
、
○
〇
〇
、
○
○
○
円

（
３
）有
価
証
券
ノ
評
価
益
ヲ
モ
加
算
シ
タ
ル
時
　
資
本
金
二
億
円

現
在
所
有
ノ
モ
ノ

・
国
債
証
券

株
券

住
友
銀
行
株
券
（倍
額
ト
ス
）

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

五
三
〇
、
○
○
○
円

四
、
四
四
〇
、
○
○
○
円

一
五
、
七
五
〇
、
○
○
○
円

二
五
三
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一
一五
四

追

ッ
テ
会
社
ト
ス
ベ
キ
分

・
住
友
倉
庫
株
券
（五
〇
％
）
　
　
　
　
　
　
　
七
、
五
〇
〇
、
○
○
○
円

電
線
製
造
所
株
券
（五
〇
％
）
　
　
　
　
　
　
一
一、
二
五
〇
、
○
○
○
円

伸
銅
所
株
券
２

０
０
％
）
　
　

　

　

　

　

一
五
、
○
○
○
、
○
○
○
円

鉱
山
株
券
（五
〇
％
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
、
五
〇
〇
、
○
○
○
円

計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上全

一、
九
七
〇
、
○
○
○
円

即
之
ヲ
前
記
ノ

一
億
五
千
万
円

二
加

ヘ
テ
概
算
二
億
円
ト
ス
。
（税
法
上
の
試
算
略
）

以
上
述
ベ
タ
ル
所

ニ
ヨ
リ
明
ナ
ル
如
ク
、
税
法
上

ハ
相
続
税
ヨ
リ
所
得
税
ノ
方
利
害
大
ナ
ル
故

二
、
資
本
金

ヲ
大

ニ
ナ
シ
置
ク
方
利
益

ナ
リ
ト
雖
モ
、　
三
茅
穴
註
、
大
正
九
年
五
月
三
〇
〇
〇
万
円
か
ら
八
〇
〇
〇
万
円
へ
）
、　
三
井
六
註
、
大
正
八
年
十
二
月
六
〇
〇
〇
万
円
か
ら
二
億
円

Ｃ
、　
古
河
（註
、
二
〇
〇
〇
万
円
）等
他
家
ト
ノ
振
合
モ
ア
リ
、　
又
財
産
ヲ
確
実
安
全

二
評
価
シ
テ
事
業
ノ
基
礎
ヲ
安
固

ニ
ス
ル
我
住
友

家
従
来
ノ
主
義
ヨ
リ
云
フ
モ
、
有
価
証
券
ノ
評
価
益
及
将
来
株
式
会
社
ト
ス
ベ
キ
事
業
ノ
株
券
ノ
評
価
益
迄
見
積
リ
タ
ル
二
億
円
説

ハ
、

今
日
少
シ
ク
過
大

二
失
ス
ル
ヲ
以
テ
、
先
ヅ

一
億
五
千
万
円
説
ヲ
尤
モ
適
当
卜
認
ム
。
而
シ
テ
会
社
ノ
出
資
額

ハ
、
家
長

二
大
部
分
ヲ

集
中
シ
、
他
ノ
者
名
義
ノ
分

ハ
必
要
ナ
ル
最
少
限

二
止
メ
置
ク
ヲ
可
卜
信
ズ
。
　

　

以
上

こ
れ
に
基
づ
き
Ｂ
案
で
既
に
一
億
五
〇
〇
〇
万
円
が
妥
当
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
Ｄ
案

に
お
い
て
大
正
九
年
度
上
半
期

の
試
算
数
字
と
評
価

益

の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
が
、
Ｅ
案
（資
料
１
１
七
）
の
通
り

一
億
五
〇
〇
〇
万
円
に
は
変
更
は
な
か
っ
た
。

（資
料
１
１
七
）

第
七
　
会
社
資
本
ノ
総
額

会
社
資
本
金
額

二
関
シ
テ
ハ
、
之
ヲ
新
所
得
税
法

二
基
キ
観
察
ス
レ
バ
、
留
保
税
並

二
超
過
所
得
税
ノ
関
係
ヨ
リ
資
本
金
額

ハ
成
ル
ベ
ク
多

大

ニ
ナ
ス
ベ
ク
、
之

二
反
シ
相
続
税
法
ヲ
顧
慮
ス
ル
ト
キ
ハ
、
成
ル
ヘ
ク
寡
少

二
見
積
ル
ヲ
利
益
ト
ス
ル
ガ
如
シ
。
然
レ
ト
モ
資
本
ノ
額

ハ



他
家

二
対
ス
ル
振
合
モ
ア
リ
、
且
ツ
相
続
税
ノ
如
キ
ハ
数
十
年
間

二
稀

二
徴
収
セ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
如
何

二
資
本
ヲ
少
額

ニ

ナ
シ
置
ク
ト
モ
、
相
続
税

ハ
実
際
所
有
ス
ル
資
産
ノ
客
観
的
価
格

二
基
キ
決
定
セ
ラ
ル

ヽ
ヲ
本
則
ト
ナ
ス
ガ
故

二
、
過
度

二
之
ヲ
少
額

二
為

シ
置
ク
モ
、
結
局
無
効

二
終
ル
ヘ
シ
。
依
リ
テ
資
本
額
ノ
決
定

ニ
ハ
、
現
在
ノ
財
産
実
際
額
卜
所
得
税
及
ヒ
相
続
税
ト
ノ
関
係

二
稽

へ
適
当

ナ
ル
額

二
決
定
ス
ル
ノ
必
要
ア
リ
。
此
ノ
趣
旨
ノ
下
二
資
本
総
額

ハ
一
億
五
千
万
円
卜
定
メ
ン
ト
ス
。
即
チ
現
在
ノ
財
産
実
際
額

ハ

（
１
）
大
正
九
年
度
上
半
期
末
帳
簿
価
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
、
八
〇
〇
、
○
○
○
円

（
２
）
大
正
九
年
上
半
期
純
益
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
、
○
〇
〇
、
○
○
○
円

（
３
）
総
本
店
其
他
店
部
附
属
土
地
建
物
等
固
定
財
産
ヲ
時
価

二
評
価
シ
其
評
価
益
　
　
五

一
、
○
〇
〇
、
○
○
○
円

（
４
）
現
在
所
有
有
価
證
券
ノ
評
価
益
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
、
○
〇
〇
、
○
○
○
円

〈
口
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六
、
八
〇
〇
、
○
○
○
円

（大
数
ト
ス
）

即
チ
以
上
ノ
如
ク
二
億
円

ニ
ハ
実
際
不
足
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
資
本
額

ハ
一
億
五
千
万
円
ト
シ
、
現
在
帳
簿
価
格

二
比
シ
約
四
千
五
百
万
円
ノ
評

価
益

ハ
、
将
来
会
社
ト
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
キ
店
部
ノ
固
定
財
産
並

二
売
却
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
キ
有
価
證
券

二
於
テ
、
適
当

二
算
出
増
額
シ
、

其
他

ハ
現
在
ノ
帳
簿
価
格
ノ
儘

二
置
カ
ン
ト
ス
。

第
八
　
会
社
役
員

次

の
よ
う
に
Ａ
案
以
来
同
じ
考
え
方
で
あ
る
。
た
だ
し
Ａ
案
で
は
家
長
未
成
年

の
時
は
有
限
責
任
社
員
と
す
る
。

社
長

ハ
住
友
家
家
長

ニ
シ
テ
男
子
タ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。
家
長
成
年

二
達
セ
サ
ル
ト
キ
、
又

ハ
病
躯
等

ニ
テ
職

二
堪

ヘ
サ
ル
ト
キ
ハ
欠
位

ト
シ
、
総
理
事
其
職
務
ヲ
摂
行
ス
。
但
家
長
未
成
年
ノ
時

ハ
有
限
責
任
社
員
ト
シ
、
社
長
ト
ナ
リ
得
ル
ニ
及
テ
無
限
責
任
社
員

二
変
更

ス
。
病
躯
ノ
場
合
亦
之

二
準
ス
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一五
五



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一五
六

こ
れ
に
対
し
Ｂ
案
で
は
、
次

の
よ
う
に
有
限
責
任
社
員
と
す
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
、
総
理
事
が
代
表
権
及
び
業
務
執
行
権
を
有
す
る
案

の
他
に
、　
一
族
の
一
人
が
も
つ
案
を
提
示
し
て
い
る
。

家
長
ガ
御
病
弱
等
ノ
場
合

二
有
限
責
任
社
員
ト
ナ
ラ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ト
為
サ
バ
、
総
本
家
ト
シ
テ
住
友
家
ノ
信
望
ノ
繋
ル
処
ガ
無
限
責
任

ヲ
負

ハ
レ
サ
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、
其
結
果
外
部

二
対
ス
ル
住
友
総
本
店
ノ
信
用
ヲ
損
ス
ル
ノ
虞
無
シ
ト
セ
ス
。
（中
略
）

前
葉

二
同
シ
ク
家
長

ハ
未
成
年
御
病
弱
ノ
間
卜
雖
モ
、
無
限
責
任
社
員
タ
ル
地
位

二
居
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ナ
ル
モ
其
間

ハ
御

一
族
ノ
内
ノ

一

人
ガ
社
長
ト
シ
テ
業
務
執
行
権
及
ビ
代
表
権
ヲ
摂
行
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
ト
ス
ル
案
（摂
行
セ
ラ
ル
ヘ
キ
方
選
定

ニ
ツ
キ
テ
ハ
注
意
ス
ル
ヲ

要
ス
。
未
成
年
ノ
場
合

ニ
ハ
法
定
代
理
人
タ
ル
御

一
族
ガ
摂
行
セ
ラ
レ
、
御
病
弱
ノ
場
合

ニ
ハ
家
長
御
指
定
ノ
御
親
族
ガ
重
役
会
の
同

意
ノ
下
二
摂
行
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
穏
当
ナ
リ
シ
カ
、
此
点
別

二
研
究
ヲ
要
ス
。
）

こ
の
よ
う
に
、
家
長
幼
少
又
は
病
弱
の
場
合
の
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
大
正
五
年
十
月
家
長
友
純

の
長
男
住
友
寛

一
が

（
‐２
）

病
弱
の
故
を
以

っ
て
廃
嫡
さ
れ
、
家
督
相
続
人
と
な
る
次
男
厚
（後
の
住
友
吉
左
衛
門
友
成
）
は
ま
だ
幼
少
で
あ
り
、
他
方
で
大
正
三
年
七
月
鳥

居
忠
文
子
爵
三
男
忠
輝
が
長
女
孝
と
結
婚
し
て
住
友
忠
輝
（分
家
）
と
な

っ
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

Ｃ
案

に
至

っ
て
Ｅ
案
（資
料
１
１
八
）
の
通
り
と
な

っ
た
が
、
末
尾
に
（此
項
未
決
）
と
あ
る
の
は
、
鈴
木

の
手
元
資
料
Ｄ
案

に
残
る
彼

の
書

き
込
み
か
ら
判
断
す
る
と
、
幼
少
の
家
長
が
無
限
責
任
社
員
の
地
位
を
承
継
で
き
る
の
か
、
承
継
で
き
た
場
合
法
定
代
理
人
に
よ
つ
て
会
社

を
代
表
し
、
業
務
を
執
行
で
き
な
い
の
か
と
い
う
疑
間
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
鈴
木
の
疑
間
に
つ
い
て
、
日
高
支
配
人
は
顧
問
弁
護
士
原
嘉
道
に
照
会
状
を
出
し
、
そ
の
回
答
は
後
に
述
べ
る
定
款

の
作
成
に
織
り

込
ま
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

（資
料
１
１
八
）

第
八
　
会
社
役
員



（
一
）

通
常
ノ
場
合
、
家
長
ヲ
以
テ
会
社
代
表
社
員
並

二
業
務
執
行
社
員
ト
ス
。

（
二
）

家
長
幼
少
又
ハ
病
弱
ノ
故
ヲ
以
テ
実
際
事
務

二
当
ル
能
カ
ナ
キ
間

ハ
、
総
理
事

ヲ
以
テ
会
社
代
表
社
員
並

二
業
務
執
行
社
員
ト
ス
。

（此
項
未
決
）

第
九
　
利
益
分
配
並
二
持
分
払
戻

ま
ず
利
益
分
配
に
つ
い
て
、
Ａ
案
で
は
次

の
よ
う
な
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

会
社
ノ
ロ
的

ハ
、
主
ト
シ
テ
企
業
資
本
ノ
管
理
増
殖

ニ
ア
ル
ヲ
以
テ
、
年
々
挙
ク
ル
処
ノ
利
益

ハ
之
ヲ
蓄
積
シ
、
出
資
者

二
対
シ
テ
ハ
、

其
必
要
ノ
限
度

二
於
テ
支
出
ス
ル
コ
ト
ト
シ
、
労
務
出
資
者

ニ
ハ
別

二
配
当

ヲ
ナ
サ

ヽ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

家
長

二
対
シ
テ
ハ
無
制
限

二
、
有
限
責
任
社
員

ニ
ハ
定
額

ヲ
給
ス
。
但
有
限
責
任
社
員
ノ
如
何

二
依
り
家
長
ノ
費
用

ニ
テ
支
弁
セ
ラ

ル

ヽ
モ
実
際
上
ノ
適
宜
ト
ス
。
無
限
責
任
社
員
タ
ル
総
理
事
以
下
ニ
ハ
社
長
ノ
定
ム
ル
給
与
額

二
依
ル
。

家
長
ノ
分

ハ
経
常
予
算
若

ハ
臨
時
支
出
ト
シ
、
他
ノ
方
々
ノ
分

ハ
予
算

二
依
テ
限
定
シ
テ
其
必
要

二
応
ス
ル
コ
ト

ヽ
ス
ル
モ
、
大
体
持

分

二
対
シ
相
当
ノ
割
合
ヲ
定
メ
、
其
限
度
ヲ
標
準
ト
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
。

こ
れ
に
対
し
Ｂ
案
は
、
こ
れ
を
次

の
よ
う
に
簡
略
化
し
た
。

利
益
ノ
主
タ
ル
部
分

ハ
、
総
本
店

二
積
立
ツ
。
配
当

ハ
家
長
及
御

一
族
ノ
御
生
活

二
要
ス
ル
費
用
ヲ
限
度
ト
シ
テ
為
ス
。
総
理
事
以
下

ニ
ハ
別

二
配
当
額
ヲ
定
メ
ス
、
社
長
ノ
指
定
ス
ル

一
定
額
ヲ
配
与
ス
。
又
損
失

ハ
総
理
事
以
下
之
ヲ
負
担
セ
ズ
。

次
に
持
分
払
戻
に
つ
い
て
、
Ａ
案
は

出
資
額

ハ
、
元
来
之
ヲ
払
戻
サ

ヽ
ル
ヲ
以
テ
原
則
ト
ス
ル
モ
、
若
シ
中
途
払
戻
ノ
必
要
ヲ
生
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
有
限
責
任
社
員

ニ
ハ
払

込
当
時
ノ
価
額
ヲ
現
金
又

ハ
有
価
証
券

ニ
テ
払
戻
ス
モ
ノ
ト
ス
。

無
限
責
任
社
員
タ
ル
総
理
事
以
下
ニ
ハ
退
社
ス
ル
モ
何
等
ノ
払
戻
ヲ
為
サ
ズ
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一五
七



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一五
八

と
定
め
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｂ
案
は
、
次
の
よ
う
に
払
込
当
時
を
払
戻
当
時
の
価
格
に
改
め
た
。

住
友
家
ノ
御

一
族
ヲ
統

一
シ
、
資
本
ノ
結
合
卜
維
持
ヲ
図
ル
精
神
ョ
リ
、
出
資
額

ハ
之
ヲ
払
戻
サ

ヽ
ル
ヲ
原
則
ト
ス
。
然
シ
若
シ
家
長

以
下
ノ
出
資
者

二
対
シ
テ
、
万
已
ム
ヲ
得
ス
中
途
払
戻
シ
ヲ
ナ
ス
必
要
ヲ
生
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
払
戻
当
時
ノ
価
格
ヲ
以
テ
払
戻
ス
コ
ト

ヲ
得
ル
モ
ノ
ト
ス
。
（払
込
当
時
ノ
価
格

ニ
テ
払
戻
ス
ヘ
シ
ト
ス
ル
説
ア
リ
。
少
シ
酷

二
失
ス
ル
カ
如
シ
。
）

但
シ
第
三
者

二
対
ス
ル
持
分
ノ
譲
渡

ハ
絶
対

二
之
ヲ
許
サ

ヽ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

重
役
ガ
社
員
卜
為
ラ
ル

ヽ
場
合

ニ
ハ
退
社
ス
ル
モ
何
等
ノ
払
戻
ヲ
受
ク
ル
能

ハ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

以
上
を
受
け
て
、
Ｃ
案
及
び
Ｄ
案

に
お
い
て
は
、
第
２

）
項
、
第
公
し
項
は
Ｅ
案
（資
料
１
１
九
）
と
全
く
同

一
で
あ

っ
た
が
、
第
Ｔ
じ
項
、

第
（
四
）項
は
次
の
通
り
Ｅ
案
と
順
序
が
逆
に
な

っ
て
い
た
。

（三
）

有
限
責
任
社
員
退
社
ノ
場
合

ニ
ハ
退
社
当
時
ノ
持
分
価
格
ヲ
標
準
ト
シ
テ
其
払
戻
ヲ
ナ
ス
。

（
四
）

総
理
事

ハ
損
失
ヲ
負
担
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。

す
な
わ
ち
Ｄ
案
ま
で
は
、
総
理
事
は
損
失
が
生
じ
て
も
負
担
す
る
こ
と
な
し
と
さ
れ
て
い
た
の
が
、
Ｅ
案
で
負
担
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の

は
、
鈴
木
の
手
元
資
料
Ｄ
案

の
こ
の
第
（四
）
項
を
自
ら
線
を
引
い
て
消
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
推
定
す
る
と
、
第
２

）
項
で
総
理
事
が

一
族

並
み
に
配
当
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、
損
失
が
出
た
場
合
は
負
担
す
る
こ
と
を
自
ら
申
し
出
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
有
限
責
任
社
員
退
社
の
場
合
の
持
分
払
戻
の
規
定
が
、　
Ｅ
案
で
厳
密
に
さ
れ
た
の
は
、
「第
六
　
会
社
々
員
及
ビ
出
資
」

Ａ
案
な
ど

か
ら
み
て
、
第
２

）
項
で
利
益
が
合
資
会
社
に
留
保
さ
れ
る
た
め
、　
一
族
に
対
す
る
配
当
が
、
出
資
額
や
会
社
資
産

の
増
加
に
よ
る
持
分
に

見
合

っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
家
長
に
倣

っ
て
経
費
支
出
的
な
も
の
に
な
る
こ
と
か
ら
、
単

に
退
社
当
時
の
持
分
価
格
か
ら
の
み
算

定
す
る
の
で
は
片
手
落
ち
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。



（資
料
１
１
九
）

第
九
　
利
益
分
配
並

二
持
分
払
戻

（
一
）

利
益

ハ
大
部
分
ヲ
合
資
会
社

二
留
保
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
、
家
長

二
対
ス
ル
配
当

ハ
年
度
内
本
家
費
ト
シ
テ
実
際
支
出
費
用
ヲ
支
弁

ス
ル
金
額
ヲ
標
準
ト
シ
、
御
家
族
並

二
総
理
事

二
対
ス
ル
配
当

ハ
、
家
長
之
ヲ
定
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
。

（二
）

総
理
事
仮

二
無
限
責
任
社
員
ト
シ
テ
入
社
ス
ル
モ
ノ
ト
セ
バ
、
其
ノ
退
社
ノ
場
合

ニ
ハ
持
分
（労
務

二
対
ス
ル
モ
ノ
）
ヲ
払
戻
サ

ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

（三
）

但
会
社
ノ
損
失

ハ
総
理
事
モ
亦
之
ヲ
負
担
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

（四
）

有
限
責
任
社
員
退
社
ノ
場
合

ニ
ハ
、
其
出
資
金
額
、
退
社
当
時
ノ
持
分
価
格
及
ヒ
配
当
金
額
ノ
関
係
ヲ
考
量
シ
、
各
場
合

ニ
ツ

キ
総
社
員
ノ
同
意

ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
。
其
考
量
ノ
標
準
タ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ノ
詳
細

ハ
、
契
約
ヲ
以
テ
別

二
之
ヲ
定
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ト

ス
。

以
上

最
後
に
合
資
会
社
本
社
部
門
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
税
法
や
商
法
に
よ
る
法
律
論
や
総
本
店
全
体
と
し
て
の
得
失
で

は
な
く
、
総
本
店
内
部
の
組
織
を
合
資
会
社
に
如
何
に
改
変
す
る
か
と
い
う
各
課
の
利
害
が
絡
ん
で
議
論
は
遅
れ
気
味
で
、
案
は
別
冊
（ｆ
（

二
し
と
さ
れ
、
次

の
よ
う
な

「確
定
案
」
が
ま
と
ま
っ
た
後
も
、
事
務
章
程
の
決
定
は
会
社
設
立
後
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
。

こ
れ
は
そ
の
後

に
述
べ
る
合
資
会
社
と
各
株
式
会
社
と
の
関
係
の
規
程
に
つ
い
て
も
同
様
（コ
（一言
）
で
あ

つ
た
。

国
　
　
住
友
総
本
店
組
織
変
更
に
つ
い
て
（そ
２

一
・
合
資
会
社
本
社
内
部
の
組
織
）

総
本
店
の
現
行
内
部
組
織
か
ら
Ｅ
案
（資
料
２
）
に
至
る
変
遷
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

二
五
九



会社本社の内部組織案の変遷

修正案(D案 )

一秘書役

一人事課

―庶務課

―会計課

―経理第一課

―経理第二課

―営繕課

―臨時土木課

―臨時電気課

―監査課

林業所

確定案(E案 )

一秘書役

―経理部

会計課一
J[]][

経理第一課

経理第二課

経理第三課

経理第四課

人事課

庶務課

労務係

内事係

文書係

地所係

第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立

係者

係

係

係

係

係

係

務

書

書

所

納

度

計

労

秘

文

地

出

用

主

‥

　

Ｅ

:築課-lII][

1時土木課

1時電気課

監査第一課

監査第二課

― 監査部

林業所



総本店

―秘書役

―庶務課

―会計課

―経理課

―営繕課

―臨時土

―監査課

―林業課

秘書係

文書係

地所係

出納係

用度係

主計係 (総括部)

(そ の他)

第 2図 総本店現行組織と合資

組織変更案 (C案 )

一秘書役

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

係

　

　

係

　

　

係

査

　

　

築

　

　

繕

調

　

　

建

　

　

営

Ｆ
■

工

Ｆ

仁

　

・
Ｆ
■

標

一人事課
  l[曇[係

―庶務課―
T[1瘍[

―経理課一
¬[[][

―鉱山課

―工業課

―商事課

―営繕課

―臨時土木課

―臨時電気課

―監査員

農林所



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立

な
お
前
述
の
通
り
内
部
組
織
案
は
、
Ｃ
案
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
し
た
の

課
と
の
差
異

の
説
明
を
示
す
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

Ｃ
案

一
、
改
正
案

ハ
、
現
行
庶
務
課
秘
書
係
ヨ
リ
傭
員
並

二
労
務
者

等
人
事

二
関
ス
ル
事
務
ヲ
分
離
シ
テ
人
事
課
ヲ
設
ケ
タ
リ
。

二
、
改
正
案

ハ
、
現
行
経
理
課
ヲ
事
務
ノ
性
質
種
類

二
従
ヒ
、

鉱
山
課
、
工
業
課
、
商
事
課
、
主
計
係

二
分
課
セ
リ
。

三
、
改
正
案
主
計
係

ハ
、
現
行
経
理
課
主
計
係
総
括
部
ノ
仕
事

ヲ
為
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
コ
レ
ヲ
現
行
会
計
課

二
附
属
シ
、

会
計
課
ヲ
経
理
課
卜
改
称
ス
。

四
、
改
正
案
商
事
課

ハ
、
販
売
店
、
洋
行
、
倉
庫
、
銀
行
其
他

現
行
経
理
課
事
務
中
、
鉱
山
課
、
工
業
課
、
主
計
係

二
属

セ
サ
ル
事
務
ノ
取
扱
ヲ
ナ
ス
。

五
、
現
行
経
理
課
調
査
係
ノ
事
務

ハ
、
調
査
事
務
、
支
那
関
係

事
務
並

二
新
事
業
事
務
等
各
事
務
ノ
性
質
種
類

二
従
ヒ
、

一
一エハ
二

で
、
参
考
ま
で
に
、
Ｃ
案
及
び
Ｄ
案

に
関
す
る
改
正
分
課
と
現
行
分

Ｄ
案

一
、
改
正
案

ハ
現
行
庶
務
課
秘
書
係
ヨ
リ
傭
員
人
事

二
関
ス
ル

事
務
ヲ
分
離
シ
テ
人
事
課
ヲ
設
ケ
、
労
務
者

二
関
ス
ル
事

務

ハ
庶
務
課
中

二
労
務
者
係
ヲ
設
ケ
テ
之

二
管
掌
セ
シ
ム
。

二
、
改
正
案

ハ
、
現
行
経
理
課

ヲ
第

一
課
、
第
二
課

二
分
割

シ
、
第

一
課
ヲ
シ
テ
鉱
山
、
農
林

二
関
ス
ル
事
務
ヲ
掌
ラ

シ
メ
、
第
二
課
ヲ
シ
テ
エ
場
、
販
売
、
銀
行
、
倉
庫
ノ
事

務
ヲ
掌
ラ
シ
ム
。

三
、
改
正
案
主
計
係

ハ
、
現
行
経
理
課
主
計
係
総
括
部
ノ
仕
事

ヲ
為
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
コ
レ
ヲ
現
行
会
計
課

二
附
属
セ
シ

ム
。

四
、
現
行
経
理
課
調
査
係
ノ
事
務

ハ
、
調
査
事
務
、
支
那
関
係

事
務
並

二
新
事
業
事
務
等
各
事
務
ノ
性
質
種
類

二
従
ヒ
、

其
レ
其
レ
各
課

二
於
テ
其
ノ
取
扱

ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
。

五
、
現
行
林
業
課

ハ
、
之
ヲ
廃
止
シ
、
別

二
普
通
ノ
現
業
店
部

卜
同
列
ナ
ル

一
店
部
（住
友
林
業
所
）
ヲ
設
ケ
、
其
ノ
監
督



夫
々
各
課

二
於
テ
其
ノ
取
扱
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
。

六
、
現
行
林
業
課

ハ
、
之
ヲ
廃
止
シ
、
別
二
普
通
ノ
現
業
店
部

卜
同
列
ナ
ル

一
店
部
（住
友
農
林
所
）
ヲ
設
ケ
、
其
ノ
監
督

ハ
鉱
山
課

二
於
テ
之
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス
。

合
資
会
社
の
社
内
組
織
と
そ
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
れ
ら
と
Ｅ
案
を
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
と
思
わ
れ
る
が
、
特
に
鈴
木
総
理
事

の
手

元
資
料
Ｄ
案

に
残
る
書
き
込
み
か
ら
、
Ｅ
案
に
至

っ
て
、
部
制
を
と
る
こ
と
、
主
計
係
を
会
計
課
に
移
し
て
も
な
お
か
つ
事
業

の
管
理
に
当

た
る
部
課
に

「経
理
」
の
名
称
を
つ
け
る
こ
と
に
固
執
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
経
理
二
課
制
を
四
課
制
に
拡
大
さ
せ
た
こ
と
、
監
査
二
課
制

や
大
正
九
年
七
月
水
利
権
を
得
た
宮
崎
県
耳
川
の
水
力
電
気
開
発
の
た
め
臨
時
電
気
課
を
設
置
す
る
等

の
諸
点
が
、
い
ず
れ
も
鈴
木
の
指
示

で
あ

つ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
う
し
た
鈴
木
の
指
示
に
よ
る
合
資
会
社
本
社
機
構
の
整
備
は
、
次
に
述
べ
る
各
株
式
会
社
に
対
す
る
合
資

会
社
権
限
の
強
化
と
と
も
に
、
家
長

の
信
頼
に
応
え
て
、
経
営
責
任
を
呆
た
す
た
め
に
は
万
全
を
期
し
た
い
と
い
う
鈴
木

の
考
え
方
（集
権

主
義
と
称
す
る
）
に
基
づ
く
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
お
従
来
の
課
主
任
を
廃
止
し
て
、
課
長
制
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
は
、
家
長
が
合

資
会
社
社
長
に
就
任
す
る
こ
と
で
、
同
音
に
よ
る
混
同
が
避
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

つ
た
か
ら
で
あ
る
。

（資
料
２
）

住
友
総
本
店
組
織
変
更

二
就
キ
テ
（其
二
）

第
十
　
合
資
会
社
本
社
内
部
ノ
組
織

合
資
会
社
本
社
内
部
ノ
分
課
左
ノ
如
シ
。

秘
書
役
　
若
干
名

総
務
部
　
人
事
課

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
全
二

ハ
経
理
第

一
課

二
於
テ
之
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
。

六
、
各
課
主
任
ノ
名
称

ハ
、
之
ヲ
廃
止
シ
、
課
長
卜
改
メ
、
別

二
必
要

二
応
ジ
其
下
二
係
長
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得
。



第
一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立

庶
務
課
　
内
事
係

文
書
係

地
所
係

労
務
係

会
計
課
　
主
計
係

出
納
係

用
度
係

経
理
部
　
経
理
第

一
課
―
鉱
山

経
理
第
二
課
―
林
業

経
理
第
三
課
―
銀
行
、
倉
庫
、
販
売

経
理
第
四
課
―
工
場
（電
気
事
務
ヲ
モ
含
ム
）

工
作
部
　
建
築
課
　
建
築
係

営
繕
係

臨
時
土
木
課

臨
時
電
気
課
（未
決
）

監
査
部
　
監
査
第

一
課

監
査
第
二
課

右
改
正
分
課
ヲ
現
行
分
課
卜
比
較
シ
テ
其
ノ
差
異
ヲ
説
明
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
。

二
六
四



一
、
総
本
店
内
部
組
織
改
変
ノ
第

一
点

ハ
、
従
来
ノ
各
課
ノ
上
二
総
本
店
支
配
人
ア
リ
テ
之
ヲ
統
率
ス
ル
制
度

二
代
フ
ル
ニ
、
部
長
制
ヲ
以

テ
ス
ル
点

二
在
り
。
即
チ
総
本
店

二
総
務
、
経
理
、
工
作
、
監
査
ノ
四
部
ヲ
設
ケ
、
各
部

二
部
長

一
名
ヲ
置
キ
、
其
下
二
各
課
ヲ
分
置

隷
属
セ
シ
メ
、
各
部
部
長

二
対
シ
テ
ハ
其
所
管
事
務

ニ
ツ
キ

一
定
ノ
事
項
ヲ
委
任
シ
テ
決
裁
権
能
ヲ
有
セ
シ
ム
。
是
レ

一
二
事
務
ノ
簡

捷

二
便
セ
ン
ト
ス
ル
趣
旨

二
出
ヅ
。

日
高
支
配
人
附
説
＝
部
長
ガ
其
分
担
事
務
ヲ
視
ル
ト
同
時

二
全
部
ノ
事
務
ヲ
視
ル
コ
ト
ハ
、
自
ラ
軽
重
ノ
差

ハ
ア
ル
ヘ
キ
モ
之
ヲ
併

セ
行
フ
コ
ト
ハ
、
部
長
制
ノ
本
旨
ヲ
徹
底
セ
シ
ム
ル
上

二
於
テ
事
実
上
肝
要
ナ
リ
。
制
度
規
程
ノ
上

二
十
分
考
慮
ヲ
加

ヘ
タ
シ
。

二
、
各
部

二
対
ス
ル
各
課
隷
属
ノ
状
態

ハ
、
前
記
ノ
通
リ
ト
ス
。

三
、
各
課
主
任
ノ
名
称
ヲ
廃
シ
、
課
長
ヲ
以
テ
之

二
代
フ
。
而
テ
各
係

ニ
ハ
係
主
任
、
主
査

ヲ
置
キ
、
各
課
事
務
ヲ
分
掌
セ
シ
メ
、
係
員
ヲ

指
揮
シ
テ
、
之
ガ
整
理
ノ
局

二
当
ラ
シ
ム
。

四
、
改
正
案

ハ
、
現
在
庶
務
課
秘
書
係
ヨ
リ
傭
員
人
事

二
関
ス
ル
事
務
ヲ
分
離
シ
テ
人
事
課
ヲ
設
ケ
、
労
務
者

二
関
ス
ル
事
務

ハ
庶
務
課
中

二
新

二
労
務
係
ヲ
設
ケ
之
ヲ
掌
ラ
シ
ム
。
而
テ
秘
書
係
ナ
ル
名
称

ハ
秘
書
役
ト
ノ
混
雑
ヲ
避
ケ
ン
ガ
為
メ
内
事
係
卜
改
ム
。

五
、
改
正
案

ハ
、
現
行
経
理
課
ヲ
経
理
第

一
課
、
同
第
二
課
、
同
第
三
課
、
同
第
四
課

二
分
割
シ
、
第

一
課
ヲ
シ
テ
鉱
山

二
関
ス
ル
事
務
ヲ

掌
ラ
シ
メ
、
第
二
課
ヲ
シ
テ
林
業

二
関
ス
ル
事
務
を
管
掌
セ
シ
ム
。
而
シ
テ
第
三
課

ハ
銀
行
、
倉
庫
、
販
売
店
ノ
事
務
を
司
り
、
第
四

課

ハ
各
工
場
事
務
（電
気
事
務
ヲ
含
ム
）
ヲ
処
理
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

六
、
改
正
案
主
計
係

ハ
、
現
行
経
理
課
主
計
係
総
括
部
ノ
仕
事

ヲ
為
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
是
ヲ
会
計
課

二
附
属
セ
シ
ム
。
而
テ
又
会
計
課

ハ
特

二
総
務
部

二
隷
属
セ
シ
メ
、
経
理
各
課
卜
其
所
属
ヲ
異
ナ
ラ
シ
ム
。
其
趣
旨
タ
ル
執
レ
モ
起
業
卜
金
融
ノ
関
係

二
一
層
慎
重

二
用
意
セ

ン
ト
ス
ル
ニ
ア
リ
。

七
、
改
正
案

二
依
レ
ハ
、
調
査
事
務

ハ
性
質
上
事
業
現
実
ノ
状
態
卜
分
離
シ
難
キ
モ
ノ
ア
ル
ヲ
理
由
ト
シ
、
特

二
調
査
係
又

ハ
調
査
課
ナ
ル

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
（
五



八

第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
全
ハ

モ
ノ
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
止
メ
、
其
事
務
ノ
種
類

二
従
ヒ
、
経
理
第

一
課
乃
至
第
四
課

二
分
属
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
セ
リ
。

現
行
林
業
課

ハ
、
之
ヲ
廃
止
シ
別

二
普
通
ノ
現
業
店
部
卜
同
列
ナ
ル

一
店
部
林
業
所
ヲ
設
ケ
、
其
監
督

ハ
経
理
第
二
課
ヲ
シ
テ
之
ヲ
為

サ
シ
ム
。

現
在
ノ
営
繕
課
ヲ
建
築
課
卜
改
称
ス
。

電
気

二
関
ス
ル
現
業
事
務
ヲ
司
ラ
シ
ム
ル
タ
メ
、
新

手
臨
時
電
気
課
ヲ
設
ケ
、
工
作
部
ノ
統
轄
ノ
下
二
置
ク
。
（未
決
）

以
上

国
　
住
友
総
本
店
組
織
変
更
に
つ
い
て
（そ
２
二
・
合
資
会
社
と
各
店
部
株
式
会
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
）

Ｅ
案

「第

一　

会
社
組
織
ヲ
可
ト
ス
ル
理
由
」
に
お
け
る
試
算
の
結
果
、
所
得
税
法
上
各
店
部
を
株
式
会
社
と
す
る
こ
と
は
、
こ
の
際
見

送
ら
れ
た
が
、
銀
行

・
鋳
鋼
所
の
よ
う
に
既
に
株
式
会
社
と
な

っ
た
店
部
も
あ
り
、
倉
庫

・
電
線
な
ど
早
晩
株
式
会
社
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
た
の
で
（電
線
に
つ
い
て
は

「住
友
総
本
店
（下
ど

の

「七
　
株
式
会
社
住
友
電
線
製
造
所
の
設
立
と
日
本
電
気
株
式
会
社
と
の
提
携
」
参
照
）
、

組
織
変
更
に
当
た
り
、
次
の
よ
う
に
こ
の
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
あ

っ
た
。

（資
料
３
）

住
友
総
本
店
組
織
変
更

二
就
キ
テ
（其
三
）

合
資
会
社
卜
各
店
部
株
式
会
社
ト
ノ
関
係

二
就
テ

所
得
税
法
ヨ
リ
之
ヲ
見
レ
バ
、
総
本
店
ノ
ミ
ヲ
会
社
組
織
ト
シ
、
各
店
部

ハ
之
ヲ
会
社
組
織
ト
セ
ズ
現
在
ノ
儘

ニ
テ
合
資
会
社
ノ

一
部
門
ト

ナ
シ
置
ク
方
利
益
ナ
リ
ト
雖
モ
、
現

二
銀
行
、
鋳
鋼
所
ノ
如
ク
既
二
独
立
ノ
株
式
会
社
ト
ナ
レ
ル
店
部
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
将
来
資
金
其
他

ノ
関
係

ニ
テ
、
倉
庫
、
電
線
製
造
所
等

ニ
シ
テ
独
立
ノ
会
社
組
織

二
変
更
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
モ
有
り
得

ヘ
キ
ヲ
以
テ
、
此
等
ノ
場
合

二
処
ス
ル

十  九



為
メ
、
以
下
少
シ
ク
合
資
会
社
卜
各
店
部
株
式
会
社
ト
ノ
関
係

ニ
ツ
キ
研
究
セ
リ
。

（Ａ
）統
轄
ノ
根
本
方
針

Ａ
案
に
お
い
て
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ま
だ
十
分
検
討
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
を
除
き
、
Ｂ
案
以
降
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
と
、

Ｂ
案
は
次

の
通
り
で
、
Ｃ
案

に
至

っ
て
Ｅ
案
（資
料
３
１
Ａ
）
の
通
り
と
な

つ
た
。
な
お
合
資
会
社
と
各
店
部
株
式
会
社
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
中
田
理
事
等

の
本
社
集
権
主
義
と
湯
川
理
事
（銀
行
常
務
≧
寸
の
店
部
分
権
主
義
と
の
間
に
、
激
し
い
議
論
が
討
わ
さ
れ
た
と
い
刑
。

一
、
現
在
ノ
各
店
部
中
其
重
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
之
ヲ
独
立
ノ
株
式
会
社
組
織
ト
ス
ト
雖
モ
、
全
然

コ
レ
ヲ
解
放
シ
テ
、
総
本
店

ハ
単

二
其

大
株
主
タ
ル
ニ
止

マ
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
ハ
、
住
友
家
ノ
経
済
的
地
位
確
立
ノ
為

ニ
モ
又
各
店
部
会
社
自
身
ノ
発
達
上

二
於
テ
モ
、
不

穏
当

ニ
シ
テ
、
是
レ
ヲ
適
当

二
監
督
シ
、
各
会
社
ノ
奔
逸
ヲ
防
ク
ノ
必
要
ア
リ
ト
ス
。

二
、
然
レ
ト
モ
形
式
上
各
株
式
会
社

ハ
独
立
ノ
人
格
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
余
リ
ニ
煩
雑
ナ
ル
干
渉
ヲ
為
ス
ハ
、
各
社
ノ

事
業
経
営
上
決
シ
テ
得
策
卜
云
フ
ヘ
カ
ラ
ズ
。

三
、
則
チ
寛
厳
宜
シ
ク
中
正
ヲ
得
テ
、
住
友
家
全
体
ト
シ
テ
ノ
発
展
ヲ
期
ス
ル
ト
共

二
、
各
会
社
ノ
進
張
ヲ
妨
ケ
サ
ル
底
ノ
監
督
方
法

ヲ
講
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

然
ラ
バ
寛
厳
最
モ
宜
シ
キ
ヲ
得
タ
ル
方
法
ト
ハ
何
ソ
ヤ
。
是
レ
甚
ダ
攻
究

二
困
難
ヲ
感
ス
ル
処
ナ
ル
モ
滋

二
二
案
ア
リ
。

第

一
案
（稽
寛
大
ナ
ル
案
）

各
会
社
ノ
経
営
上
ノ
主
義
方
針
及
ビ
事
業
ノ
新
設
改
廃
ノ
ミ
ニ
就
キ
、
監
督
ス
ル
コ
ト
ト
シ
、
其
以

外
ノ
事
項

ハ
、
各
会
社
ノ
取
締
役
ヲ
シ
テ
任
意
専
行
セ
シ
ム
ル
コ
ト
。

第
二
案
（稿
厳
重
ナ
ル
案
）

各
会
社
経
営
上
ノ
主
義
方
針
等

ニ
ツ
キ
、
監
督
ス
ル
ハ
勿
論
、
或
程
度
迄
業
務
ノ
執
行

ソ
ノ
モ
ノ
ヲ

監
督
ス
ル
コ
ト
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

二
六
七



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
ハ
八

（資
料
３
１
Ａ
）

（
Ａ
）
統
轄
ノ
根
本
方
針

現
在
ノ
各
店
部
ヲ
株
式
会
社
ト
ナ
シ
タ
ル
後

二
於
テ
、
全
然
之
ヲ
分
権
解
放
シ
、
合
資
会
社

ハ
単

二
其
ノ
大
株
主

二
止

マ
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
コ

ト
ハ
、
住
友
家
ノ
主
義
方
針
ヲ

一
貫
シ
及
ビ
住
友
家

一
団
ト
シ
テ
ノ
経
済
的
地
位
確
立
ノ
為

ニ
モ
又
各
店
部
会
社
ノ
堅
実
ナ
ル
発
展
ヲ
庶
幾

ス
ル
為
メ
ニ
モ
不
適
当
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
合
資
会
社

二
於
テ
各
株
式
会
社

二
対
シ
相
当
ノ
監
督
ヲ
ナ
ス
必
要
ア
リ
。
然
レ
ト
モ
又

一
方

二
於
テ

各
株
式
会
社

ハ
独
立
ノ
人
格
者
ナ
ル
以
上
、
余
リ
ニ
煩
雑
ナ
ル
干
渉
ヲ
為
ス
ハ
、
各
社
ノ
事
業
経
営
上
決
シ
テ
得
策
卜
云
フ
ヘ
カ
ラ
ス
。
寛

厳
中
正
ヲ
得
テ
住
友
家
全
体
ト
シ
テ
ノ
発
展
ヲ
期
ス
ル
ト
共

二
、
各
社
ソ
レ
自
身
ノ
伸
張
ヲ
妨
ケ
サ
ル
底
ノ
監
督
組
織

ヲ
考
究
セ
サ
ル
ヘ
カ

ラ
ス
。
於
姦
乎
此
ノ
組
織
ノ
根
本
方
針

二
関
シ
、
自
ラ
ニ
案
ノ
発
生
ヲ
見
ル
。

第

一
案
　
各
株
式
会
社
ノ
主
義
方
針
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
重
要
ナ
ル
業
務
執
行

二
付
テ
ハ
、
合
資
会
社
ノ
監
督
作
用
ヲ
及
ボ
ス
案
。

第
二
案
　
各
株
式
会
社
主
義
方
針
ノ
ミ
ニ
付
キ
、
合
資
会
社
ノ
監
督
作
用
ヲ
及
ボ
ス
案
。

則
チ
第

一
案

ハ
、
中
央
集
権
方
針

ニ
シ
テ
、
第
二
案

ハ
、
地
方
分
権
方
針
ナ
リ
。
各

一
長

一
短
ア
リ
。
抽
象
的

二
其
可
否
ヲ
論
ス
ル
ヲ
得
ズ
。

専
ラ
現
実
ノ
状
態

二
基
キ
テ
決
定
ス
ル
ヲ
要
ス
。
而
シ
テ
現
在
ノ
住
友
家
事
業
ノ
実
際
ヲ
観
察
ス
ル
ニ
、
各
店
部
独
立
ノ
後
卜
雖
モ
合
資
会

社

二
於
テ
其
業
務
ノ
重
要
ナ
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
、
適
当
ナ
ル
監
督
ヲ
為
ス
コ
ト
必
要
ナ
ル
ガ
如
シ
。
故

二
根
本
方
針
ト
シ
テ
ハ
、
第

一
案

ヲ

採
用
シ
、
此
ノ
方
針

二
従
テ
其
組
織
制
度
ヲ
考
究
セ
ン
ト
ス
。

（Ｂ
）統
轄
組
織

本
項
に
つ
い
て
も
、
Ｂ
案
で
次
の
よ
う
な
考
え
方
が
示
さ
れ
、
Ｃ
案
で
Ｅ
案
（資
料
３
１
Ｂ
）
の
通
り
決
定
さ
れ
た
。

統
轄
方
法

ヲ
監
督
関
係
ノ
主
体

ニ
ヨ
リ
テ
区
別
セ
バ
、
左
ノ
四
ノ
場
合
想
像
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ヘ
シ
。

監
督
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
監
督
者



第

一　
　
　
　
　
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
株
式
会
社

第
二
　
　
　
　
　
家
長
、
総
理
事
又

ハ
総
理
事
ノ
代
理
者
タ
ル
特
定
ノ
理
事
　
　
　
同

第
三
　
　
　
　
　
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
株
式
会
社
重
役

第
四
　
　
　
　
　
家
長
、
総
理
事
又

ハ
総
理
事
ノ
代
理
者
タ
ル
特
定
ノ
理
事
　
　
　
同

第
五
（日
高
案
）
　

　

　

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

右
ノ
内
、
第

一
及
第
ニ
ハ
、
各
株
式
会
社

ハ
株
式
会
社
ト
シ
テ
総
本
店
又

ハ
家
長
、
総
理
事
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、

各
株
式
会
社

ハ
、
名
義
上
独
立
ノ
存
在
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
株
式
会
社
ト
シ
テ
他
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ル
ハ
不
体
裁
ノ
感
ア
リ
、

第
三
、
第
四
ノ
方
法
ノ
勝
レ
ル
ニ
若
カ
ズ
。

第
三
、
第
四
両
方
法
イ
ツ
レ
ヲ
可
ト
ス
ヘ
キ
カ
。
第
三
ノ
方
法

二
依
レ
バ
、
各
株
式
会
社
ノ
重
役
（住
友
関
係
）
ハ
、
被
監
督
事
項

ニ
ツ

キ
意
見
ヲ
発
表
シ
、
又

ハ
取
締
役
会

二
於
テ
採
択
ヲ
為
ス
ニ
先
立
チ
、
総
本
店
ナ
ル
組
織
体
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

故

二
（
イ
Ｘ
口資
会
社
住
友
総
本
店
ノ
地
位
ノ
重
カ
ラ
シ
ム
ル
ニ
足
り
、
総
本
店
ガ
事
業
ノ
中
心
タ
ル
コ
ト
明

二
認
識
セ
ラ
ル
。

（
口
）
其
結
果
、
住
友
家
事
業
ノ
全
部
ヲ
統

一
ス
ル
ニ
便
ナ
リ
。

第
四
ノ
方
法
ノ
場
合

ハ
、
通
常
家
長
又

ハ
総
理
事
以
下
ノ
総
本
店
重
役
ガ
各
株
式
会
社
ノ
社
長
又

ハ
取
締
役

ヲ
兼
ネ
ラ
ル

ヽ
ヲ
以
テ
、

別

二
家
長
又

ハ
総
理
事

二
対
シ
認
可
ヲ
申
請
ス
ル
手
続
ヲ
必
要
ト
セ
ズ
、
単

二
社
長
又

ハ
取
締
役
ト
シ
テ
ノ
承
諾
ヲ
求
ム
ル
ヲ
以
テ
足

り
、
隠
約
ノ
間

二
監
督
ノ
実
ヲ
挙
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
。

第
五
案
タ
ル
日
高
案

二
依
レ
ハ
、
各
株
式
会
社
ノ
取
締
役
会

二
附
議
ス
ヘ
キ
議
題

ハ
、
各
取
締
役
ヨ
リ
提
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
モ
ノ
ト

ス
。
而
シ
テ
取
締
役
会

二
提
出
ス
ル
モ
ノ
ノ
内
重
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
先
ヅ
相
当
ノ
余
日
ヲ
置
キ
テ
社
長

二
提
出
セ
シ
ム
。
社
長

ハ
、
通

常
住
友
家
ノ
家
長
ナ
ル
カ
又

ハ
総
本
店
総
理
事
ナ
ル
カ
故

二
、
提
出
ヲ
受
ケ
タ
ル
議
題
ノ
内
総
本
店
ノ
干
与
ヲ
必
要
ト
ス
ル
事
項

ニ
ツ

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
ハ
九



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一七
〇

キ
テ
ハ
、
総
本
店
各
課
係
員
ヲ
調
査
セ
シ
ム
。
社
長

ハ
、
其
結
果

二
基
キ
、
住
友
側
ノ
取
締
役

二
内
意

ヲ
申
聞
ケ
取
締
役
会

ニ
テ
決
議

ス
ル
コ
ト
ト
ス
。
（第
四
ノ
方
法

二
似
タ
リ
。
）

右
三
方
法
（註
、
第

一
、
第
二
を
除
き
）
ノ
執
レ
ヲ
可
ト
ス
ヘ
キ
カ
、
之
レ
容
易
ク
決
ス
ル
能

ハ
サ
ル
処
ナ
リ
。
然
シ
吾
人

ハ
、
左
ノ
理
由

ヲ
以
テ
第
三
ノ
方
法
（総
本
店
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
ト
ス
ル
方
法
）
ノ
可
ナ
ル
ヲ
信
セ
ン
ト
ス
。

イ
、
総
本
店

ハ
住
友
総
本
店
ト
シ
テ
相
当
ノ
重
要
サ
ラ
以
テ
住
友
家
全
般
ノ
事
業
ノ
上

二
臨
ム
必
要
ア
リ
。

口
、
次

二
総
本
店
ソ
ノ
モ
ノ
ガ
各
会
社
ヲ
監
督
ス
ル
モ
ノ
ト
為
ス
ニ
非
サ
レ
バ
、
監
督
ノ
完
全
ヲ
期
ス
ル
上

二
不
充
分
ナ
ル
カ
ノ
感
ア

リ
。
何
ト
ナ
レ
バ
総
本
店
其
モ
ノ
ガ
権
威
ヲ
有
ス
ル
ニ
非
サ
レ
バ
、
各
会
社

二
対
抗
シ
テ
総
本
店
各
課

二
於
テ
果
シ
テ
認
可
ス
ヘ

キ
モ
ノ
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
充
分
調
査
ス
ル
コ
ト
能

ハ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
其
調
査
ノ
結
果

二
対
シ
テ
モ
、
各
会
社

ハ
重
要
視
セ
サ
ル

モ
ノ
ア
ル
ニ
至
ル
ヘ
ケ
レ
ハ
ナ
リ
。
（此
理
由

ハ
総
本
店
ガ
経
営
ノ
根
本
方
針
以
外
業
務
ノ
執
行

ニ
ツ
キ
テ
モ
監
督
ス
ヘ
キ
場
合

二
就
キ
テ
云
フ
ナ
リ
。
）

（経
営
上
ノ
主
義
方
針
、
事
業
ノ
新
設
改
廃
ノ
ミ
ヲ
監
督
ス
ル
ニ
止

マ
ル
場
合

ニ
ハ
、
此
理
由
ヲ
欠
ク
ヘ
シ
。
何
ト
ナ
レ
バ
、
之

等

ハ
皆
重
役
ノ
高
等
政
策

ニ
ヨ
リ
テ
決
定
セ
ラ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
補
助
機
関
ノ
介
入
ヲ
必
要
ト
セ
サ
レ
ハ
ナ
リ
。
）

（資
料
３
１
Ｂ
）

（
Ｂ
）統
轄
組
織

（
こ
、
監
督
関
係
ノ
主
体

イ
、
被
監
督
者
　
各
株
式
会
社

ハ
、
法
律
上
独
立
ノ
人
格
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
株
式
会
社
ソ
ノ
モ
ノ
ガ
、
直
接
被
監
督
者
ノ
地
位

二
立
ツ
ハ
、
形
式
上
不
穏
当
ナ
リ
。
則
チ
株
主
タ
ル
住
友
合
資
会
社
ノ
利
益

ヲ
代
表
セ
ル
各
株
式
会
社
取
締
役
個
人
ガ
、
重
要
ナ

ル
事
項

二
関
シ
テ
ハ
合
資
会
社
ノ
指
令
ヲ
仰
ク
コ
ト
ト
シ
、
斯
ク
シ
テ
間
接

二
株
式
会
社

二
対
ス
ル
監
督

ヲ
全
ク
ス
ル
ノ
外
良
策



ナ
シ
。
即
チ
形
式
上
直
接
ノ
被
監
督
者

ハ
各
株
式
会
社
取
締
役
ト
ス
。

口
、
監
督
者
　
合
資
会
社
ナ
ル
コ
ト
勿
論
ナ
リ
。

備
考
＝
各
株
式
会
社
々
長

ニ
ハ
合
資
会
社
社
長
（或

ハ
総
理
事
又

ハ
理
事
）
ガ
兼
任
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
ト
ナ
ル
ヘ
ケ
レ
バ
、
各
社
取
締
役
ノ

監
督

ハ
、
各
株
式
会
社
々
長

二
於
テ
之
ヲ
為
シ
、
合
資
会
社

ハ
単

二
各
株
式
会
社
々
長
ノ
諮
問
機
関
ト
ナ
サ
ン
ト
ス
ル
案
モ
考

ヘ

得
ル
コ
ト
ナ
レ
ド
モ
、
之
レ
ハ
事
ノ
本
質
卜

一
致
セ
ス
。
又
合
資
会
社
ノ
監
督
及
位
置
ヲ
有
名
無
実

二
終
ラ
シ
ム
ル
虞
多
キ
ガ
故

二
之
ヲ
採
ラ
ズ
。

要
之
、
合
資
会
社
ガ
、
各
株
式
会
社
取
締
役
ヲ
監
督
ス
ル
案

ヲ
以
テ
、
最
良
且
唯

一
ノ
合
理
的
制
度
ナ
リ
ト
ス
。

（Ｃ
）各
社
役
員

こ
の
問
題
は
、
結
局
合
資
会
社
役
員
を
し
て
各
株
式
会
社
役
員
を
ど
こ
ま
で
兼
務
さ
せ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
が
、
Ｂ
案
か
ら
Ｅ
案

（資
料
３
１
Ｃ
）
ま
で
の
過
程
を
左
に
示
す
。

Ｂ
案

．
総
本
店
重
役
ノ
数
人
ガ
取
締
役
ヲ
兼
ネ
ラ
ル

ヽ
場
合

ニ
ハ
、

総
本
店
ノ
補
助
機
関
有
効

二
活
動
シ
難
ク
、
其
結
果
監
督

ノ
完
全
ヲ
期
シ
難
シ
。
何
ト
ナ
レ
ハ
、
各
会
社
ノ
側

二
於

テ
直
接
各
重
役

二
交
渉
シ
タ
ル
上
、
案
定

マ
リ
テ
総
本
店

ノ
補
助
機
関

二
廻
附
シ
来
ル
コ
ト
往
々
ア
ル
ヘ
ク
、
（現

在
別
子
、
伸
銅
所
等
ノ
部
長
ガ
直
接
重
役

二
話
ス
ル
カ
如

こヽ

一
旦
各
重
役
ノ
内
意

ヲ
定

マ
リ
タ
ル
上

ハ
、
之
ヲ
覆

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

Ｃ
案
倉
　
〕
内
を
追
加
し
て
Ｄ
案
と
す
る
）

（
一
）

各
株
式
会
社
社
長

ハ
其
ノ
事
業
ノ
大
小
軽
重

二
応
シ
、

合
資
会
社
社
長
（家
長
）
総
理
事
又

ハ
理
事
中
ノ

一
名
之

ニ

任
ス
。

（
二
）

外
部
株
主
ノ
代
表
者
タ
ル
取
締
役
ヲ
除
キ
、
他
ノ
取
締

役

ハ
ス
ベ
テ
住
友
家
傭
員
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

（三
）

住
友
家
傭
員
タ
ル
取
締
役

ハ
合
資
会
社
理
事

ヲ
兼
務
セ

シ
ム
ヘ
キ
カ
、
本
問

二
関
シ
左
ノ
案

ヲ
立

ツ
。

二
七

一



第
一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立

ス
コ
ト
容
易

二
非
サ
ル
カ
故
ナ
リ
。

故

二
監
督

ヲ
徹
底
的

二
行

フ
為

メ
ニ
ハ
、
総
本
店
重
役

（社
長

ハ
格
別
）
ハ
一
人
以
上
各
会
社
ノ
取
締
役
ト
シ
テ
入

社
セ
ラ
レ
サ
ル
コ
ト
ト
シ
、
入
社
セ
ラ
レ
タ
ル
重
役

ハ
其

会
社
ノ
専
務
取
締
役
ト
シ
テ
専
ラ
其
会
社

ヲ
主
宰
セ
ラ

ル
。
又
別

二
総
本
店

ニ
ハ
総
務
部
長
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
設
ケ
、

特
定
ノ
重
役
専
ラ
之

二
当
ラ
ル
。
而
テ
総
本
店
ノ
重
役
会

二
於
テ
ハ
其
提
出
会
社
ノ
専
務
理
事
タ
ル
重
役
主
ト
シ
テ

説
明
ノ
任

二
当
ラ
レ
、
総
務
部
長

ハ
総
本
店
ノ
補
助
機
関

ヲ
率
ヒ
テ
之

二
対
シ
討
議
セ
ラ
ル

ヽ
卜
云
フ
カ
如
キ
方
法

（内
閣
制
度
）
ヲ
採
用
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
ト
論
ス
ル
説
ア
リ
。

然
シ
右

二
対
シ
テ
ハ
非
難
ア
リ
。

イ
、
各
理
事
ガ
総
本
店
重
役
会
卜
各
会
社
専
務
取
締
役
ト

ヲ
兼
ネ
、
両
者
ノ
実
際

二
当
ル
ハ
、
多
忙
過
ギ
総
本

店
卜
各
会
社
両
方
面
事
務
執
行
上
不
便
多
カ
ル
ヘ
シ
。

口
、
各
会
社
ノ
取
締
役
不
足
ス
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
。
（新
進

者
ヲ
抜
櫂
セ
ン
ト
ス
ル
モ
貫
目
足
ラ
ズ
）

尚
内
閣
式
ヲ
維
持
セ
ン
ト
シ
、
重
役
多
忙
卜
為
ラ
ル
ヽ
ナ

二
七
二

第

一
案
、
合
資
会
社
理
事

ヲ
シ
テ
各
株
式
会
社
取
締
役
ヲ

兼
任
セ
シ
メ
ザ
ル
案
。

第
二
案
、
各
株
式
会
社
専
務
取
締
役
ト
シ
テ
合
資
会
社
理

事
兼
任
ス
ル
案
。

第
二
案
、
各
株
式
会
社
取
締
役
ト
シ
テ
合
資
会
社
理
事
数

名
又

ハ
全
部
兼
任
ス
ル
案
。

〔第
四
案
、
合
資
会
社
ノ
理
事
ヲ
シ
テ
各
株
式
会
社
ノ
専
務
又
ハ

常
務
ヲ
兼
任
セ
シ
メ
サ
ル
案
。
（平
取
締
役
ハ
可
。）〕

以
上
三
案

〔四
案
〕
中
第
二
案
タ
ル
合
資
会
社
理
事

一
名

各
株
式
会
社
専
務
取
締
役
ト
ナ
ル
案

ハ
、
内
閣
組
織

二
類

似
シ
形
式
上
頗
ル
整
備
セ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
、
各
社
専
務

ト
シ
テ
ノ
事
務
卜
合
資
会
社
理
事
ト
シ
テ
ノ
事
務
卜
共

ニ

頗
ル
多
忙
ヲ
極
メ
、
結
局
双
方
共

二
職
務
ヲ
尽
シ
得
サ
ル

ノ
虞
ア
リ
。

第
二
案
タ
ル
各
社
平
取
締
役

二
合
資
会
社
理
事
数
名
又

ハ

全
部
ヲ
網
羅
ス
ル
ハ
、
各
社
ノ
威
厳
ヲ
増
大
ス
ル
ノ
観
ア

レ
ド
モ
、
各
社
重
役
会
卜
総
本
店
理
事
会
卜
屋
上
屋
ヲ
重

ヌ
ル
ノ
嫌
ア
リ
。
動
モ
ス
レ
バ
合
資
会
社
ノ
実
際
的
業
務



ラ
バ
、
重
役
会
（理
事
会
Ｙ
一附
議
ス
ル
事
項
ヲ
極
ク
重
大

ナ
ル
モ
ソ
ニ
限
り
、
通
常
ノ
モ
ノ
ハ
総
本
店

二
常
務
理
事

ヲ
設
ケ
此
処

ニ
テ
決
行
ス
ル
コ
ト
ト
セ
ハ
如
何
卜
説
ク
向

ア
ル
モ
、
各
会
社
取
締
役
等
ノ
関
係
ヨ
リ
此
案

ニ
モ
亦
実

行
不
可
能
ナ
リ
ト
ノ
非
難
ア
リ
。

．
要
ス
ル
ニ
前
記
各
案

ハ
、
共

二
不
可
ナ
リ
ト
ス
ル
モ
、
総

本
店
ノ
重
役
卜
各
会
社
取
締
役
ト
ノ
重
複

ハ
、
決
シ
テ
監

督
ヲ
完
全

二
行
シ
ム
ル
所
以

二
非
サ
ル
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
避

ク
ル
タ
メ
ニ
何
等
力
適
当
ノ
方
法
ヲ
講
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ

ル
ナ
リ
。

監
督
ヲ
有
名
無
実

二
終
ラ
シ
ム
ル
ノ
嫌
ア
リ
。

故

二
業
務
監
督

ヲ
有
効

二
実
現
セ
ン
ニ
ハ
、
原
則

〔理

論
〕
ト
シ
テ
第

一
案

ヲ
採
用
シ
、
各
社
取
締
役

ハ
、
合
資

会
社
理
事

ヲ
兼
任
ト
セ
ズ
、
事
業
当
事
者
卜
監
督
者

ヲ
各

別
人
卜
為

ス
組
織

ヲ
最
モ
可
ナ
リ
ト
ス

〔レ
ト
モ
、
現
状

二
適
切
ナ
ラ
サ
ル
ノ
嫌
ア
リ
、
実
際
上
ハ
第
四
案
ヲ
最
モ
穏
健

ナ
リ
ト
ス
。〕。
尤
モ
特
別
重
要
ナ
ル
会
社

ニ
ハ
例
外
ト
シ

テ
総
理
事
又

ハ
理
事

ヲ

〔専
務
又
ハ
常
務
〕
取
締
役
ト
ナ

ス
コ
ト
必
要
ナ
ル
ベ
シ
。

合
資
会
社
社
長
（家
長
）
、
社
員
（総
理
事

ヲ
含
ム
）
、
又

ハ
理
事
中
ノ

一
名
若

シ
テ
取
締
役
タ
ル
者
並

二
家
長
ノ
特

二
委
託
シ
タ
ル
取
締
役
ヲ
除
キ
、
他
ノ

ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
。

（但
シ
俸
給
、
賞
与
、
退
身
慰
労
金
等

二
関
シ
テ
ハ
、
規

（資
料
３
１
Ｃ
）

（
Ｃ
）各
社
役
員

（
一
）

各
株
式
会
社
社
長

ハ
其
ノ
事
業
ノ
大
小
軽
重

二
応
シ
、

ク
ハ
家
長
ノ
特

二
委
託
シ
タ
ル
者
之

二
任
ス
。

（
二
）

外
部
株
主
ノ
代
表
者
タ
ル
取
締
役
、
合
資
会
社
々
員

ニ

取
締
役

ハ
総
テ
住
友
合
資
会
社
傭
員
タ
ル
資
格
ヲ
有
ス

程
上
慎
重
考
慮
ノ
コ
ト
。
）

（三
）

合
資
会
社
理
事

ヲ
シ
テ
各
社
取
締
役
ヲ
兼
務
セ
シ
ム
ヘ
キ
カ
。
単

二
理
想
ヨ
リ
言

ヘ
バ
、
監
督
者
タ
ル
合
資
会
社
理
事
卜
被
監
督
者

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一七
三



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一七
四

タ
ル
各
株
式
会
社
取
締
役
ト
ハ
全
然
別
人
卜
為
ス
ヲ
、
監
督
ノ
徹
底
ヲ
期
ス
ル
上

二
於
テ
可
ト
ス
ト
雖
モ
、
コ
ハ
実
情

二
適
セ
サ
ル

憾
ア
ル
ヲ
以
テ
、
合
資
会
社
理
事
数
名
又
ハ
全
部
各
社
取
締
役
ヲ
兼
ヌ
ル
コ
ト
ヲ
得
ト
ス
ル
ノ
外
ナ
シ
。

（Ｄ
）監
督
事
項

本
項
目
は
、
合
資
会
社
の
具
体
的
な
監
督
事
項
で
、

「大
体
現
状
卜
同
様
ト
ナ
ス
」

（Ｃ
案
）
と
い
う
よ
う
に
、　
Ｂ
案
か
ら
Ｅ
案
（資
料
３
１

Ｄ
）
ま
で
は
と
ん
ど
変
化
は
な
い
。

87654 3   210  9

Ｂ
案

定
款
及
業
務
執
行

二
関
ス
ル

一
切
ノ
規
程

重
要
ナ
ル
契
約
ノ
締
結

事
業
ノ
新
設
、
改
廃
、
拡
張
、
縮
少
、
其
他
事
業
方
針
ノ
変
更

予
算
ノ
編
成
、
変
更
、
決
算

各
種
ノ
起
業
ノ
施
行

固
定
財
産
ノ
償
却

固
定
財
産
価
格
増
減
ノ
整
理

資
金
ノ
借
入
及
取
引
銀
行
ノ
選
定

勘
定
科
目
及
元
帳
科
ロ
ノ
制
定
改
廃

一
切
ノ
訴
訟

等
内
傭
員

二
採
用
ス
ル
人
物
ノ
選
定
（之

二
対
シ
テ
ハ
六
等
以

上

二
限
ル
ヘ
シ
ト
ノ
説
ア
リ
）

Ｃ
案
＝
Ｄ
案

一
、
等
内
傭
員
及
補
助
員

二
採
用
ス
ル
人
物
ノ
選
定

二
、
等
内
傭
員
及
補
助
員

二
対
ス
ル
昇
進
、
賞
罰
、
退
身
慰
労
金

三
、
傭
員
以
下
準
備
員

二
対
ス
ル
海
外
出
張
、
留
学
又

ハ
学
術
研
究

ノ
為

ニ
ス
ル
内
地
ノ
出
張

但
シ
営
業
上
ノ
必
要
ノ
為

ニ
ス
ル
支
那
出
張

ハ
此
限

二
非
ス

四
、
傭
員
以
下
準
備
員

二
対
ス
ル
年
末
賞
与
、
各
種
ノ
臨
時
給
与
、

慰
籍
、
待
遇
等

五
、

七 六

但
シ
定
例

二
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
此
限

二
非
ス

労
役
者

二
対
ス
ル
各
種
ノ
給
与
賑
血
等

二
関
ス
ル

一
切
ノ
事
項

但
シ
定
例

二
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
此
限

二
非
ス

事
務
技
術

二
関
ス
ル
顧
間
又

ハ
嘱
託
ノ
依
託

傭
員
以
下
労
役
者

二
対
ス
ル
各
種
ノ
規
定
並

二
諸
般
ノ
制
度
又



Ｈ
．
等
内
傭
員

二
対
ス
ル
賞
罰
、
昇
進
、
退
身
慰
労
金

‐２
．
傭
員
以
下

二
対
ス
ル
海
外
出
張
、
留
学
（又

ハ
学
術
研
究
ノ
為

メ
ニ
ス
ル
内
地
ノ
出
張
）

‐３
．
傭
員
以
下
準
備
員

二
対
ス
ル
年
末
賞
与
、
各
種
ノ
臨
時
給
与
、

慰
籍
、
待
遇
等

但

∠ヽ
疋
例

二
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
此
限
リ
ニ
非
ス

‐４
．
事
務
技
術

二
関
ス
ル
顧
問
又
ハ
嘱
託
ノ
委
託

‐５
．
傭
員
以
下
労
役
者

二
関
ス
ル
各
種
ノ
規
程
並

二
諸
般
ノ
制
度
又

ハ
設
備

‐６
．
臨
時
重
要
ナ
ル
寄
贈
及
接
待

‐７
．
労
役
者

二
対
ス
ル
各
種
給
与
賑
皿
等

二
関
ス
ル

一
切
ノ
事
項

但
定
例

二
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
此
限
リ
ニ
非
ス

‐８
．
前
各
項
ノ
外
株
主
総
会

二
提
出
ス
ル
事
項

ハ
設
備

八
、
定
款
及
業
務
執
行

二
関
ス
ル

一
切
ノ
規
程

九
、
重
要
ナ
ル
契
約
ノ
締
結
又

ハ
一
切
ノ
訴
訟

十
、
臨
時
重
要
ナ
ル
寄
贈
接
待

十

一
、
毎
事
業
期
ノ
予
算
、
其
ノ
変
更
及
決
算

十
二
、
固
定
財
産
ノ
償
却

十
三
、
固
定
財
産
価
格
増
減
ノ
整
理

十
四
、
主
要
帳
簿
様
式
ノ
制
定
変
更

十
五
、
勘
定
科
目
及
元
帳
科
ロ
ノ
制
定
改
廃

十
六
、
取
引
銀
行
ノ
選
定

十
七
、
前
各
項
ノ
外
株
主
総
会

二
提
出
ス
ル
事
項

（資
料
３
１
Ｄ
）

（
Ｄ
）
監
督
事
項

一
、
傭
員

二
採
用
ス
ル
人
物
ノ
選
定

二
、
傭
員

二
対
ス
ル
進
退
、
賞
罰
、
退
身
慰
労
金

三
、
傭
員
、
補
助
傭
員
及
準
備
員

二
対
ス
ル
海
外
出
張
留
学
又

ハ
学
術
研
究
ノ
為

ニ
ス
ル
内
地
ノ
出
張

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

二
七
五



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立

但
シ
営
業
上
ノ
必
要
ノ
為

ニ
ス
ル
支
那
出
張

ハ
此
限

二
非
ス

四
、
傭
員
、
補
助
傭
員
及
準
備
員

二
対
ス
ル
年
末
賞
与
、
各
種
ノ
臨
時
給
与
、

但

∠ヽ
疋
例

二
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
此
限

二
非
ス

五
、
労
務
者

二
対
ス
ル
各
種
ノ
給
与
、
賑
血
等

二
関
ス
ル

一
切
ノ
事
項

但
シ
定
例

二
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
此
限

二
非
ス

六
、
事
務
技
術

二
関
ス
ル
顧
問
又

ハ
嘱
託
ノ
依
託

七
、
傭
員
以
下
労
務
者

二
対
ス
ル
各
種
ノ
規
定
並

二
諸
般
ノ
制
度
又

ハ
設
備

八
、
定
款
及
業
務
執
行

二
関
ス
ル

一
切
ノ
規
程

九
、
重
要
ナ
ル
契
約
ノ
締
結
又

ハ
一
切
ノ
訴
訟

十
、
重
要
ナ
ル
寄
贈
接
待

十

一
、
事
業
ノ
方
針
及
程
度
、
事
業
ノ
改
廃
、
新
規
事
業
及
ビ
起
業
ノ
計
書
、

十
二
、
固
定
財
産
ノ
償
却

十
三
、
固
定
財
産
価
格
増
減
ノ
整
理

十
四
、
主
要
帳
簿
様
式
ノ
制
定
変
更

十
五
、
勘
定
科
目
及
ビ
元
帳
科
ロ
ノ
制
定
改
廃

十
六
、
取
引
銀
行
ノ
選
定

十
七
、
前
各
項
ノ
外
株
主
総
会

二
提
出
ス
ル
事
項

慰
籍
、
待
遇
等

並

二
毎
事
業
期

ノ
予
算
、
其

ノ
変
更
、
決
算 二

七
六

以

上



〓
一　
合
資
会
社

の
設
立

と
そ

の
概
要

０
　
住
友

「番
頭
政
治
」
の
確
立

「
一　
設
立
の
経
緯
」
で
み
た
通
り
、
大
正
九
年
２
九
二
〇
）九
月
に
確
定
し
た
組
織
変
更
方
針
（確
定
案
＝
Ｅ
案
）
に
基
づ
き
、
定
款
そ
の

他
諸
規
程
案
の
作
成
が
開
始
さ
れ
、
十
二
月
に
は

「住
友
合
資
会
社
定
款
其
他
諸
規
程
案
」
が
成

っ
た
。
ち
な
み
に
定
款
以
外
の
諸
規
程
と

は
、
「利
益
配
当
等

二
関
ス
ル
決
議
書
案
」
「名
義
上
ノ
持
分
二
関
ス
ル
証
書
案
」
ズ
本
社
役
員

二
関
ス
ル
規
程
案
」
「住
友
合
資
会
社
本
社
事

務
章
程
」
（各
店
部
を
包
含
し
な
い
管
理
部
門
を

「本
社
」
と
称
す
る
こ
と
に
な
る
最
初
、
後
に
昭
和
三
年

〈
一
九
二
八
〉
社
則
制
定
時
に
明
文
化
さ
れ
た
）

「傭
員
及
ヒ
準
備
員
待
遇
ノ
共
通
二
関
ス
ル
件
」
「住
友
家
々
法
其
他
諸
規
則
継
受

二
関
ス
ル
件
」
「社
内
各
部
ノ
名
称
二
関
ス
ル
件
」
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
規
程
案
が
作
成
さ
れ
る
と
共
に
直
ち
に
そ
の
検
討
が
開
始
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
と
平
行
し
て
、
合
資
会
社
設
立

の
時
期
を
何
時
の
時
点
に
設
定
す
る
か
が
問
題
と
な

っ
た
。
こ
の
大
正
九
年
末

の
時
点
か
ら
す
る
と
二
案
が
考
え
ら
れ
た
。　
一
つ
は
住
友
総

本
店
の
事
業
年
度
は
暦
年
で
あ

っ
た
か
ら
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
と
大
正
十

一
年

一
月
と
な
り
、
他
の
一
つ
は
国
の
会
計
年
度
に
合
わ
せ
て
大

正
十
年
四
月
と
す
る
案
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
小
畑
が
試
算
す
る
と
次

の
通
り
、
大
正
十
年
四
月
と
大
正
十

一
年

一
月
と
で
は
、
税
額
に

大
差
を
生
ず
る
の
は
当
然
と
し
て
も
、
大
正
十
年
二
月
と
四
月
と
で
も
、
三
月
中
に
受
け
取
る
住
友
銀
行
配
当
金

の
処
理
の
違
い
に
よ
り
、

二
〇
万
円
も
の
差
額
を
生
ず
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

会
社
組
織
ト
ス
ル
時
期
卜
税
額
ト
ノ
関
係

総
本
店
ヲ
会
社
組
織
ト
ス
ル
時
期
ノ
遅
速

ニ
ヨ
リ
、
所
得
税
額

二
著
シ
キ
差
異
ア
リ
。
今
其
時
期
ヲ
大
正
十
年
三
月

一
日
、
四
月

一
日
、

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一七
七



算 合 税 加 附 税 得 所

減 増 減 増
税

額 減 増 減 増
税
額

九
三

一
、
五

一
二
円

六
六
五
、
三
六
六
円

（
Ｉ
）
大
正
十

一
年

一
月

一
日
ノ
場
合

（
Ｉ
）
二
比
シ
減

三
八
七
、
六
七
〇
円

五
三
三
、
人
四
二
円

（
Ｉ
）
二
比
シ
減

二
八
四
、
〇
五
〇
円

三
八

一
、
三

一
六
円

（
Ⅱ
）
大
正
十
年
四
月

一
日
ノ
場
合

（
Ⅱ
）
二
比
シ
減

一
九
八
、
九
三
四
円

（
Ｉ
）
二
比

シ
減

五
五
六
、
六
〇
四
円

三
三
四
、
九
〇
八
円

（
Ⅱ
）
二
比
シ
減

一
四
二
、
〇
九
六
円

（
Ｉ
）
二
比
シ
減

四
二
六
、　
一
四
六
円

二
二
九
、
三
二
〇
円

（
Ⅲ
）
大
正
十
年
三
月

一
日
ノ
場
合

第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立

大
正
十

一
年

一
月

一
日
ト
ノ
三
場
合

ヲ
仮
定

シ
テ
税
額

ヲ
予
想

ス
ル
ニ
左

ノ
如
ン

（附
加
税

ハ
本
税
ノ
四
割
卜
仮
定
ス
）

（計
算
根
拠
略
）

之
ヲ
要
ス
ル
ニ
、
三
月

一
日
ヨ
リ
会
社
組
織
ト
ス
レ
バ
、
四
月

一
日
ヨ
リ
ノ
場
合

二
比
シ
、
僅
カ
二
一
ケ
月
ノ
早
キ
コ
ト
ニ
ヨ
リ
、
約

二
十
万
円
ノ
利
益
ア
リ
。
其
原
因

ハ
三
月
中

二
収
入
ト
ナ
ル
住
友
銀
行
ノ
配
当
金
ガ
、
個
人
所
得
ト
ナ
ル
カ
会
社
所
得
ト
ナ
ル
カ
ニ
ヨ

リ
テ
別
ル

ヽ
也
。
依
リ
テ
住
友
銀
行
ガ
株
券
ノ
名
義
書
換
ヲ
停
止
ス
ル
以
前

二
、
会
社

へ
譲
渡
ノ
形
式
ヲ
取
ル
必
要
ア
リ
ト
思
フ
。

以
上

二
七
八



こ
の
試
算
に
よ
つ
て
、
鈴
木
は
前
述
の
通
り
年
初
来
尿
毒
症
の
た
め
自
宅
静
養
中
で
あ

っ
た
が
、
急
遠
二
月
末
ま
で
に
住
友
合
資
会
社
を

設
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
上
記

「定
款
其
他
諸
規
程
案
」
の
う
ち
、
定
款
を
は
じ
め
直
接
会
社
設
立
に
必
要
と
な
る
規
程

の
決
定
が
優
先
さ

れ
、
事
務
章
程
そ
の
他
は

一
度
合
資
会
社
が
設
立
さ
れ
た
後
、
改
め
て
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

前
年
末
に
作
成
さ
れ
た
定
款
の
当
初
案
は
そ
の
後
の
検
討
を
経
て
重
役
会
で
修
正
さ
れ
た
。
重
役
会
で
決
定
さ
れ
た
定
款
案
は
家
長
の
承

認
が
必
要
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
最
終
決
定
は
二
月
二
十
二
日
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
（資
料
４
）。
両
者

の
差
異
は
、
第
五
、
六
条
と
第
九
、
十

条
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
総
理
事
は
自
動
的
に
無
限
責
任
社
員
と
な
る
こ
と
を
明
記
し
、
か
つ
社
長
と
共
に
代
表
権
が
与
え
ら
れ
た
。
次
に

当
初
家
長
を
除
く
住
友

一
族
は
、

「第
六
　
会
社
々
員
及
ビ
出
資
」

で
述
べ
た
よ
う
に
鈴
木

の
希
望
で
す
べ
て
有
限
責
任
社
員
と
さ
れ
て
い

た
が
、
第
九
条
に
よ
り
二
名
ま
で
無
限
責
任
社
員
と
な
り
、
最
終
的
に
住
友
忠
輝
が
そ
の

一
名
と
な

つ
た
。
当
時
別
府
に
滞
在
中
で
あ

っ
た

住
友
忠
輝
に
二
月
二
十
四
日
急
速
帰
阪
方
要
請
の
電
報
が
打
た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
判
断
す
る
と
、

「第
八
　
会
社
役
員
」

に
お
い
て
述

べ
た
よ
う
な
住
友
家
の
事
情
の
中
で
、
こ
の
要
請
は
家
長
自
ら
の
希
望
で
あ

っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
家
長
は
大
正
九
年
末
に
五
六
歳
と

な

っ
た
が
、
そ
の
頃
か
ら
風
邪
に
臥
し
、
年
明
け
五
日
の
恒
例
の
新
年
宴
会
を
十
六
日
に
繰
り
延

べ
た
が
、
そ
の
繰
り
延

べ
た
十
六
日
に
も

所
労
が
癒
え
ず
、

つ
い
に
こ
の
年
は
新
年
宴
会
は
開
か
れ
な
か
つ
た
。
他
方
頑
健
を
誇

っ
た
鈴
木
総
理
事
も
年
初
来
静
養
中
で
あ
り
、
家
長

と
鈴
木
の
二
人
の
信
頼
関
係
で
ス
タ
ー
ト
す
る
筈
で
あ

っ
た
合
資
会
社
も
、
こ
の
時
点
で
両
者
の
後
継
者
の
こ
と
も
念
頭
に
お
か
ざ
る
を
得

な
く
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（住
友
忠
輝
は
翌
十
一
年

一
月
の
定
期
異
動
で
理
事
に
就
任
す
る
が
、
間
も
な
く
病
に
倒
れ
、
十
二
年
末
病
没
し
た
た
め
、

こ
の
よ
う
な
家
長
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
）。
し
た
が

っ
て
同
じ
く
第
九
条
に
よ
つ
て
、
当
初
鈴
木
だ
け
の
予
定
で
あ

っ
た
労
務

出
資

の
無
限
責
任
社
員
に
、
中
田
錦
吉
と
湯
川
寛
吉
の
二
人
の
理
事
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
総
理
事
、
理
事
が
退
任
後
も
居
座
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
彼
ら
は
第
十
条
に
よ
り
自
動
的
に
退
社
す
る
も
の
と
し
た
。
小
畑
忠
良
は
、
こ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述

べ

（
‐５
）

て
い
る
。
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私
は
当
時
の
商
家
の
組
織
で

「家
」
と
い
う
も
の
は
主
人
と
番
頭
に
わ
か
れ
て
い
る
が
、
番
頭
が
主
人
の
地
位

に
な
る
と
い
う
こ
と
は

ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ま
で
は
家
長
さ
ん
が
唯

一
の
支
配
者
で
あ

っ
た
の
が
今
度
は
家
長
と
対
等

の
番
頭
が
無
限
責
任
社
員
と
し

て
三
人
も
同
列
で
経
営
陣
に
入
り
、　
一
方
御
分
家
の
方
は
、
出
資
は
す
る
が
有
限
責
任
社
員
と
い
う
こ
と
で
経
営

に
つ
い
て
発
言
権
が

な
い
。
商
法
で
は
合
資
会
社
の
業
務
執
行
は
、
無
限
責
任
社
員
の
過
半
数
で
決
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
こ
と
で
よ
い
の

だ
ろ
う
か
と
本
店
支
配
人
の
日
高
直
次
さ
ん
に
疑
間
を
出
し
た
と
こ
ろ
が
、　
日
高
さ
ん
は
、
今

の
家
長
さ
ん
と
鈴
木
（註
、
馬
左
也
）
さ

ん
と
は
水
魚
の
交
り
と
で
も
い
う
間
柄
だ
か
ら
出
来
る
の
で
こ
の
機
を
逃
が
す
と
出
来
な
く
な
る
の
だ
。
そ
れ
と
も
君
は
現
在
の
よ
う

に
主
人

一
人
、
他
は
使
用
人
と
い
う
こ
と
で
将
来
と
も
よ
い
と
い
う
の
か
と
反
間
さ
れ
た
。

こ
れ
で
よ
く
わ
か
っ
た
の
だ
が
、
将
来
万

一
住
友
さ
ん
以
外
に
道
鏡
の
如
き
不
遇
な
徒
が
出
て
き
て
数
で
押
し
切
る
よ
う
に
な

つ
て
は

大
変
だ
か
ら
、
何
ら
か
の
歯
止
め
を
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
報
告
書
に
書
い
て
川
田
（註
、
順
）
さ
ん
に
提
出
し
た
。
川
田
さ
ん
は
こ

れ
を
見
て
、
こ
の

二
人
の
方
に
つ
い
て
は
そ
ん
な
心
配
は
絶
対
な
い
。
そ
れ
に

「道
鏡
の
如
き
」
と
は
君
、
ひ
ど
い
で
は
な
い
か
と
笑

い
な
が
そ
の
部
分
を
黒
々
と
抹
消
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
何
度
も
重
役
諸
公
の
お
伴
を
し
て
理
事
会
（註
、
重
役
〈じ
に
出
席
を
し
、
説
明
を
さ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
鈴
木
総
理
事
は

お
気
に
召
さ
な
い
と
何
も
言
わ
な
い
で

「
も
う
少
し
練

っ
て
貰
い
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
る
。
何
処
を
ど
う
練

っ
た
ら
よ
い
の
か
わ
か

ら
な
い
時
も
あ
る
の
で
暗
中
模
索
し
な
が
ら
、　
一
、
ニ
ケ
所
ち
ょ
っ
と
直
し
て
お
く
。
重
役
会
議
は
そ
う
度
々
な
い
か
ら
あ
と
は
な
に

も
せ
ず
遊
ん
で
い
て
次

の
会
議
に
提
出
す
る
と

「
も
う
少
し
練

っ
て
貰
い
ま
し
ょ
う
」
で
す
。
そ
れ
を
何
回
も
や
っ
て
い
る
う
ち
に
鈴

木
さ
ん
の
御
満
足
を
得
た
の
で
し
ょ
う
、
や
つ
と
決
裁
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
の
画
期
的
な
合
資
会
社
が
で
き
た
の
で
す
。
当
時

の
日
本
の
産
業
組
織
と
し
て
、
財
閥
組
織
と
し
て
、
全
く
画
期
的
な
や
り
方
で
し
た
。
番
頭
政
治

・
・
・
事
実
上
の
番
頭
政
治
じ
ゃ
な

く
、
法
律
化
し
た
番
頭
政
治
で
し
た
。



小
畑
の
い
う
よ
う
に
画
期
的
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
「他
の
財
閥
で
は

一
般
に
経
営
者
は
出
資
者
た
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い

な
い
か
ら
、
法
制
上
で
は
出
資
に
伴
う
責
任
は
な
く
、
か
つ
社
員
総
会
に
お
い
て
も
正
式
に
は
発
言

・
投
票
権
は
な
か
っ
た
。
住
友
合
資

の

よ
う
な
形
は
異
例
」
な
も
の
で
あ

つ
Ｎ
。

か
く
し
て
二
月
二
十
六
日

「組
織
変
更
ノ
件
」

の
起
案
は
、
「住
友
合
資
会
社
定
款
別
案
ノ
通
可
然
哉
」

と
し
て
決
裁
さ
れ
、
合
資
会
社

の
設
立
は
、
次
の
よ
う
な
形
で
、
外
部
に
公
表
さ
れ
た
。

今
般
住
友
吉
左
衛
門
個
人
ノ
営
業
組
織
ヲ
改
メ
テ
合
資
会
社
ト
ナ
シ
、
業
務
執
行
社
員

ハ
住
友
吉
左
衛
門
、
鈴
木
馬
左
也
、
住
友
忠
輝
、

中
田
錦
吉
、
湯
川
寛
吉
ト
シ
、
出
資
者

ハ
前
記
ノ
外

一
族
ノ
者
ヲ
以
テ
之

二
充
テ
タ
リ
。
而
シ
テ
会
社
ノ
資
本
ヲ
一
億
五
千
万
円
ト
シ
、

以
テ
営
業
上
資
産
上
ノ
信
用
程
度
ヲ
明

ニ
シ
、
且

一
族
並

二
従
来
の
傭
員
中
ヨ
リ
社
員
ヲ
選
ヒ
、
社
長
卜
共

二
会
社
ノ
業
務
執
行
社
員

ト
シ
テ
事

二
従

フ
コ
ト
ト
ナ
シ
タ
リ
。
其
出
資
額
社
員
等
別
紙
ノ
通

一
、
目
的

一
、
鉱
業
　
一
一、
農
業
　
一二
、
林
業
　
四
、
工
業
　
五
、
物
品
販
売
業
　
エハ
、
倉
庫
業
　
七
、
運
送
業
　
八
、
諸
事
業
投
資
並

二
貸

付
　
九
、
其
他
上
掲
各
事
業
附
帯
事
業

二
、
商
号

住
友
合
資
会
社

三
、
社
員
ノ
住
所
氏
名
、
出
資
ノ
種
類
、
財
産
出
資
価
格

大
阪
市
南
区
天
王
寺
茶
臼
山
町
十
六
番
地

財
産
出
資
　
無
限
責
任
　
住
友
吉
左
衛
門

右
出
資
財
産

ハ
、
土
地
建
物
、
山
林
鉱
区
、
機
械
、
什
器
、
船
舶
、
商
品
及
商
品
原
料
、
有
価
証
券
、
債
権
等

ニ
シ
テ

第
二
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此
価
格

一
億
四
千
八
百
万
円
也

大
阪
市
東
区
谷
町
二
丁
目
三
十

一
番
地

労
務
出
資
　
無
限
責
任
　
鈴
木
馬
左
也

兵
庫
県
武
庫
郡
住
吉
村
反
高
林

一
八
七
六
番
地
ノ

一

財
産
出
資
　
無
限
責
任
　
住
友
忠
輝

右
出
資
財
産

ハ
有
価
證
券

ニ
シ
テ
此
価
格
五
十
万
円
也

大
阪
市
東
区
島
町

一
丁
目
七
番
地

労
務
出
資
　
無
限
責
任
　
中
田
錦
吉

大
阪
市
北
区
曾
根
崎
上
四
丁
目
二
百
七
十
三
番
地

労
務
出
資
　
無
限
責
任
　
湯
川
寛
吉

大
阪
市
南
区
天
王
寺
茶
臼
山
町
十
六
番
地

財
産
出
資
　
有
限
責
任
　
住
友
　
厚

右
出
資
財
産

ハ
有
価
證
券

ニ
シ
テ
此
価
格
五
十
万
円
也

大
阪
市
南
区
天
王
寺
茶
自
山
町
十
六
番
地

財
産
出
資
　
有
限
責
任
　
住
友
元
夫

右
出
資
財
産

ハ
有
価
證
券

ニ
シ
テ
此
価
格
五
十
万
円
也

東
京
市
麻
布
区
市
兵
衛
町

一
丁
目
三
番
地

財
産
出
資
　
有
限
責
任
　
住
友
寛

一

二
八
二



右
出
資
財
産

ハ
有
価
證
券

ニ
シ
テ
此
価
格
五
十
万
円
也

四
、
本
店
及
支
店
ノ
所
在
地

本
店
　
大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
二
十
二
番
地

支
店
　
大
阪
市
北
区
中
之
島
五
丁
目
十
五
番
地

大
阪
市
北
区
安
治
川
上
通

一
丁
目
十
五
番
地

大
阪
市
西
区
西
道
頓
堀
通

一
丁
目

一
番
地
ノ
二

神
戸
市
兵
庫
東
出
町
二
丁
目
百
五
十
六
番
地

東
京
市
京
橋
区
越
前
堀
二
丁
目
二
番
地

五
、
設
立
年
月
日

大
正
十
年
二
月
二
十
六
日

六
、
会
社
代
表
社
員

社
長
　
　
住
友
吉
左
衛
門

総
理
事
　
鈴
木
馬
左
也

次
い
で
合
資
会
社
設
立
に
伴
い
、
各
店
部
の
名
称
中

「住
友
」
を
削
り
、
「住
友
合
資
会
社
」
を
冠
称
す
る
通
達
が
出
さ
れ
、
三
月
四
日

か
ら
実
施
さ
れ
た
（資
料
５
）。

さ
ら
に
従
来
の
住
友
総
本
店
の
傭
員
及
準
備
員
は
、
そ
の
ま
ま
住
友
合
資
会
社
に
引
き
継
が
れ
た
（資
料
６
）
。

ま
た
既
に
述
べ
た
通
り
、
合
資
会
社
の
諸
規
程
は
、
会
社
発
足
に
間
に
合
わ
な
か
つ
た
た
め
、
取
り
あ
え
ず
従
来

の
住
友
家
法
を
始
め
諸

規
程
が
そ
の
ま
ま
合
資
会
社
に
適
用
さ
れ
た
（資
料
７
）。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

三
八
三
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二
月
二
十
八
日
公
一月
一
一十
七
日
は
日
曜
日
）
、
設
立
さ
れ
た
住
友
合
資
会
社
が

「査
定
シ
タ
ル
出
資
財
産
並

二
住
友
総
本
店
ヨ
リ
引
継
ギ
タ

ル
資
産
負
債
」
は
第
１
表
の
通
り
で
あ

っ
た
。
資
本
金

一
億
五
〇
〇
〇
万
円
の
う
ち
、
住
友
忠
輝
、
寛

一
、
厚
及
び
元
夫
の
四
人
の
出
資
分

各
五
〇
万
円
合
計
二
〇
〇
万
円
を
除
く
、
住
友
吉
左
衛
門
の
出
資
分

一
億
四
八
〇
〇
万
円
に
は
住
友
総
本
店
の
営
業
資
本
金
勘
定

の
営
業
資

本
、
積
立
金
及
び
準
備
積
立
金
か
ら
、
住
友
家
会
計
に
引
き
継
が
れ
た
資
産
と
出
資
分
に
充
当
す
る
た
め
忠
輝
、
厚
、
元
夫

の
三
人
に
贈
与

さ
れ
た
住
友
銀
行
株
式
を
除
い
た
分
が
組
み
入
れ
ら
れ
た
（第
２
表
）。
ま
た
住
友
総
本
店
か
ら
住
友
家
会
計
に
引
き
継
が
れ
た
資
産
は
第
３

表
の
通
り
で
あ

っ
た
。
こ
の
う
ち
現
金
五
〇
万
円
は
大
正
十
年
の
配
当
金

の
前
払
い
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
営
業
資
本
を
資
本
金

に
組
み
入

れ
た
余
剰

一
〇
万
円
余
が
本
家
費

の
一
部
と
し
て
住
友
家
会
計

へ
譲
渡
さ
れ
た
。
こ
の
他

に
住
友
本
家
所
有

の
土
地

・
建
物

・
什
器
璽
日画

骨
董
類
）
は
、
住
友
総
本
店
（本
社
部
門
）貸
借
対
照
表
に
お
い
て
、
営
業
外
固
定
財
産
勘
定
（大
正
九
年
末
で
五
〇
〇
万
円
余
、
「住
友
総
本
店
（下
ご

第
８
表
参
昭
）̈
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
住
友
家
会
計

へ
移
管
さ
れ
た
。
住
友
家
に
移
管
さ
れ
た
株
式
の
当
時
の
配
当

率
は
、
製
鋼
所
（五
％
）
、
電
線
製
造
所
（七
％
）
を
除
き
、
概
ね

一
〇
％
で
あ

っ
た
の
で
、
住
友
家
の
配
当
収
入
は
年
間
五
〇
万
円
程
度
と
な

り
、
こ
れ
に
合
資
会
社
出
資
に
対
す
る
配
当
金
五
〇
万
円
を
合
わ
せ
る
と
、
住
友
家
の
収
入
は
、
組
織
変
更
案

「第

一　

会
社
組
織
ヲ
可
ト

ス
ル
理
由
」
で
試
算
さ
れ
た
通
り
、
年
間

一
〇
〇
万
円
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お

一
族
の
四
人
に
対
し
て
は
、
別
途
各
五
〇
万
円

の
出
資
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
年
間
五
万
円
の
配
当
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。



第 1表 住友合資会社貸借対照表 (大正10年 2月 28日 現在)

(単位 :円 、円未満切 り捨て)

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

目科 金   額 科 目 金  額

(借方)

固定財産

土地

建設物

機械

什器

所有品

準備品

米穀

有価証券

国債証券①

地方証券

社債券

株券

住友銀行株券②

住友製鋼所株券

住友電線製造所株券

貸金・立換金

雑・仮出金

起業支出

恩貴島病院建設物

茶臼山住宅建設物

大阪図書館建設物

各部 (上 海洋行を除く)

特別会計

林業課

病院

手形・受取手形

銀行・銀行特別預金

10,523,854

10,068,363

432,395

1,513

21,582

12,188

2,144

10,044

73,600,429

3,312,458

200,017

40,000

25,186,182

32,049,270

7,750,000

5,062,500

993,578

6,962,083

444,167

372,452

56,214

15,500

81,524,665

867,571

849,017

18,553

836,541

1.683 846

(貸方)

資本金

労役者特別保護基金

労役者特別保護別途積金

預り金

雇人身元預金

積金預金

住友末家預金

諸預金

貸家敷金預金

準備員積立金

雑・仮入金

各部・上海洋行

手形・割引手形

銀行・銀行出納

150,000,000

1,2oO,000

64,472

1,555,027

275,799

958,711

196,141

109,184

6,363

8,827

6,751,419

12,958

17,594,492

270,555

177.448.926 計 177.448.926

註 :①住友忠輝出資分87.000円 を含む。
②住友忠輝、寛 、厚、元夫出資分1,913,000円 を含む。二

八
五



合  計 営業資本 積 立 金 準備積立金

出資金

①大正 9年末残高

②大正 9年純利益

③10年 1～ 2月 純利益

④評価益

⑤住友家会計引継分

⑥贈与分

148,000,000

102,462,339

2,710,281

1,402,981

49,452,463

△7,496,659

△531,407

138,399,896

94,637,123

2,002,181

1,402,981

47,580,428

△6,691,412

△531.407

8,820,103

6,412,966

535,102

0

1,872,035

0

0

78,000

1,412,249

172,997

0

0

△805,247

0

第 2表 住友吉左衛門出資分内訳
(単位:円 、円未満切り捨て)

註 :①「住友総本店(下)J第 8表参照。

②「   同上   J第 11表参照。

③次章「住友合資会社(上 )」 第4表参照。

④積立金の評価益1,872,035円 は、積立金勘定が保有する住友銀行株式の評価益である。評価益の内訳

は次 の通 り。

住友総本店土地

住友倉庫土地

住友伸銅所土地

別子鉱業所土地

同  鉱区

若松炭業所鉱区

第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立

8,500,000Fl

10,790,000Fl

3,312,540円

5,000,000円

8,000,000円

2,000,000円

土地・鉱区小計

日本銀行 旧株    1,341株
新株    1,341株

住友銀行 1日 株   155,843株
新株   164,965株

東京海上火災保険株式 1,350株

簿価  pT価 額

@338円 @850円
50円  650円

100円   140円
25円   50円
25円   224円

37,602,540Fl

686,517円

804,600Fl

6,064,724円

4,022,62711

271453円

株式小計

合 計

⑤住友家会計へ引き継がれた資産内訳は第3表参照。

⑥贈与内訳

住友忠輝 住友銀行新株  660株
住友厚    同 L  10,000株
住友元夫   同上  10,000株

計        20,660株

11,849,922円

49452.463円

簿価 16,976円

257,215円

257,215円

531,407円

二
八
六



第 3表 住友家会計貸借対照表 (大正10年 2月 28日 現在)

(単位 :円 、円未満切 り捨 て)

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

目科 金  額 科    目 金  額

(借方)

固定財産

出資金・住友合資会社出資

有価証券

住友銀行   旧株

住友電線製造所株式

住友製鋼所株式

横浜正金銀行 1日株

同    新株

台湾銀行株式

大阪商船株式

起業支出

駿河台別邸建設物

衣笠村別邸建設物

銀行

銀行預ケ金

銀行特別預金

雑・仮出金

物

地

ユ」
宝

土

建

什

5,075,154

1,082,574

1,257,721

2,734,859

149,000,000

5,786,710

3,200,000

937,500

1,250,000

68,310

64,000

154,200

112,700

301,268

93,435

207,832

1,305,247

500,000

805,247

103 433

(貸 方)

総財産

総財産

準備積立金

161,571,813

160,766,566

805.247

合   計 161,571,813

(住 友厚・元夫出資分を含む)

(32,000株 )

(25,000株 )

(25,000株 )

( 640株 )

( 640株)

(1,542株 )

(2,254株 )

(現金)

(相続税準備積立金)

(本 家費の一部)

合    計 161.571.813

二
八
七



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一八
八

（資
料
４
）

住
友
合
資
会
社
定
款

第

一
条
、
本
会
社

ハ
之
ヲ
住
友
合
資
会
社
卜
称
ス
。
欧
文

ニ
テ
ハ
、
之
ヲ
∽
Ｃ
〓
『
〇
〓
ｏ
ｏ
ｏ
∽
〓
Ｈ大
＞
あ
国
＞

卜
記
ス
。

第
二
条
、
本
会
社

ハ
左
ノ
事
業
ヲ
営
ム
ヲ
ロ
的
ト
ス
。

一
、
鉱
業
　
一
一、
農
業
　
一二
、
林
業
　
四
、
工
業
　
五
、
物
品
販
売
業
　
エハ
、
倉
庫
業
　
七
、
運
送
業
　
八
、
諸
事
業
投
資
並

二
貸
附

九
、
其
他
上
掲
各
事
業
附
帯
事
業

第
三
条
、
本
会
社

ハ
、
本
店
ヲ
大
阪
市

二
置
キ
、
支
店
ヲ
左
ノ
地

二
置
ク
。

大
阪
市
、
東
京
市
、
神
戸
市

第
四
条
、
本
会
社

二
社
長
ヲ
置
キ
、
住
友
吉
左
衛
門
ヲ
以
テ
之

二
充
ツ
。

第
五
条
、
本
会
社
ノ
職
制

二
依
り
、
総
理
事
ノ
職

二
就
キ
タ
ル
モ
ノ
ハ
、
之
ヲ
無
限
責
任
社
員
卜
為
ス
。

第
六
条
、
社
長
及
ビ
前
条
無
限
責
任
社
員

ハ
各
本
会
社
ヲ
代
表
ス
。
但
設
立
ノ
際
ノ
代
表
社
員

ハ
住
友
吉
左
衛
門
及
鈴
木
馬
左
也
ト
ス
。

第
七
条
、
社
長
住
友
吉
左
衛
門
ノ
家
督
相
続
開
始
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
其
家
督
相
続
人
当
然
本
会
社
ノ
無
限
責
任
社
員
卜
為
り
、
社
長
ノ
地
位

ヲ
継
承
ス
。
以
後
家
督
相
続
ノ
開
始
ス
ル
都
度
亦
同
ジ
。

第
八
条
、
前
条

二
依
り
無
限
責
任
社
員
卜
為
リ
タ
ル
者
、
未
成
年
ナ
ル
ト
キ
ハ
、
成
年

二
達
ス
ル
マ
デ
、
本
会
社
ヲ
代
表
シ
並

二
業
務
執
行

ヲ
為
ス
権
利
及
ビ
義
務
ヲ
有
セ
ズ
。

第
九
条
、
社
長

ハ
、
住
友
家

一
族
中
ヨ
リ
ニ
名
及
ビ
本
会
社
職
制

ニ
ヨ
リ
理
事
ノ
職

二
就
キ
タ
ル
モ
ノ

ヽ
中
ヨ
リ
ニ
名
ヲ
限
り
、
本
会
社
ノ

無
限
責
任
社
員

二
選
定
ス
ル
コ
ト
ラ
得
。

前
項

二
依
ル
無
限
責
任
社
員
ノ
中
、
社
長

二
於
テ
特

二
指
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
、
業
務
執
行
ノ
権
利
及
ビ
義
務
ヲ
有
セ
ズ
。



第
十
条
、
総
理
事
及
ビ
理
事
ノ
職

ニ
ア
ル
無
限
責
任
社
員
其
職
ヲ
退
キ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
当
然
退
社
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
十

一
条
、
本
会
社
利
益
分
配
及
ビ
持
分
払
戻

二
関
シ
テ
ハ
、
別

二
決
議
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
。

第
十
二
条
、
労
務
ヲ
以
テ
出
資
ノ
ロ
的
卜
為
シ
タ
ル
社
員

ハ
、
退
社
又
ハ
会
社
解
散
ノ
場
合

二
於
テ
、
其
持
分
ノ
払
戻
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得

ズ
。

第
十
三
条
、
本
会
社
社
員
ノ
氏
名
住
所
及
ビ
其
出
資
ノ
種
類
、
価
格
又
ハ
評
価
額
並

二
其
責
任
左
ノ
如
シ
。

大
阪
市
南
区
天
王
寺
茶
臼
山
町
十
六
番
地

財
産
出
資
　
無
限
責
任
　
社
長
　
住
友
吉
左
衛
門

右
出
資
財
産

ハ
、
従
来
住
友
吉
左
衛
門
ノ
営
業
資
本

二
属
セ
シ
財
産
ノ
全
部
、
此
価
格

一
億
四
千
八
百
万
円

ニ
シ
テ
、
其
内
訳
別
記

ノ
通
。

大
阪
市
東
区
谷
町
二
丁
目
三
十

一
番
地

労
務
出
資
　
無
限
責
任
　
総
理
事
　
鈴
木
馬
左
也

右
出
資
労
務
ノ
評
価
額

ハ
一
百
万
円
ト
ス
。

兵
庫
県
武
庫
郡
住
吉
村
反
高
林

一
千
八
百
七
十
六
番
地
ノ

一

財
産
出
資
　
無
限
責
任
　
　
　
　
住
友
忠
輝

右
出
資
財
産

ハ
有
価
証
券

ニ
シ
テ
価
格
五
十
万
円
ト
ス
。

右
住
友
忠
輝

ハ
本
定
款
第
九
条

二
因
ル
社
員
ト
ス
。

大
阪
市
東
区
島
町

一
丁
目
七
番
地

労
務
出
資
　
無
限
責
任
　
理
事
　
中
田
錦
吉

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

二
八
九



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立

右
出
資
労
務
ノ
評
価
額

ハ
五
十
万
円
ト
ス
。

右
中
田
錦
吉

ハ
本
定
款
第
九
条

二
因
ル
社
員
ト
ス
。

大
阪
市
北
区
曾
根
崎
上
四
丁
目
三
百
七
十
三
番
地

労
務
出
資
　
無
限
責
任
　
理
事
　
湯
川
寛
吉

右
出
資
労
務
ノ
評
価
額

ハ
五
十
万
円
ト
ス
。

右
湯
川
寛
吉

ハ
本
定
款
第
九
条

二
因
ル
社
員
ト
ス
。

大
阪
市
南
区
天
王
寺
茶
自
山
町
十
六
番
地

財
産
出
資
　
有
限
責
任
　
　
　
　
住
友
　
厚

右
出
資
財
産

ハ
有
価
証
券

ニ
シ
テ
価
格
五
十
万
円
ト
ス
。

大
阪
市
南
区
天
王
寺
茶
自
山
町
十
六
番
地

財
産
出
資
　
有
限
責
任
　
　
　
　
住
友
元
夫

右
出
資
財
産

ハ
有
価
証
券

ニ
シ
テ
価
格
五
十
万
円
ト
ス
。

東
京
市
麻
布
区
市
兵
衛
町

一
丁
目
三
番
地

財
産
出
資
　
有
限
責
任
　
　
　
　
住
友
寛

一

右
出
資
財
産

ハ
有
価
証
券

ニ
シ
テ
価
格
五
十
万
円
ト
ス
。

右
住
友
合
資
会
社
設
立
ノ
為
メ
此
定
款
ヲ
作
り
、
各
社
員
署
名
捺
印
ス
。

大
正
十
年
二
月
二
十
六
日

住
友
吉
左
衛
門

二
九
〇



無
限
責
任
社
員
住
友
吉
左
衛
門
出
資
財
産
内
訳
（註
、
数
量
略
）

一
、
田
地
　
　
　
　
　
　
　
　
此
価
格
　
　
　
　
一
一、
二
七
三
、

二
、
畑
地
　
　
　
　
　
　
　
　
此
価
格
　
　
　
　
　
　
五
六
三
、

三
、
宅
地
　
　
　
　
　
　
　
　
此
価
格
　
　
　
一
エ
ハ
、
四
八
八
、

四
、
雑
種
地
　
　
　
　
　
　
　
此
価
格
　
　
　
　
　
　
五
六
七
、

五
、
山
林
　
　
　
　
　
　
　
　
此
価
格
　
　
　
　
五
、
〇
三
八
、

六
、
鉱
区
　
　
　
　
　
　
　
　
此
価
格
　
　
　
一
五
、
七
三
三
、

七
、
建
物
　
　
　
　
　
　
　
　
此
価
格
　
　
　
一
一
、
〇
九
七
、

人
、
工
業
用
機
械
　
　
　
　
　
此
価
格
　
　
　
　
一二
、
三

一
九
、

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

九
九
七
円
也

七
七
六
円
也

五
二
九
円
也

九
三
八
円
也

二

一
三
円
也

七
五
四
円
也

五
七
七
円
也

五
二
人
円
也 右

親
権
者
父

右
親
権
者
父

鈴
木
　
馬
左
也

住
友
　
忠
輝

中
田
　
錦
吉

湯
川
　
寛
吉

住
友
　
　
厚

住
友
吉
左
衛
門

住
友
　
一死
夫

住
友
吉
左
衛
門

住
友
　
寛

一

二
九

一



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立

九
、
鉱
山
用
機
械
　
　
　
　
　
此
価
格
　
　
　
　
一二
、
六
八
〇
、

十
、
汽
船
　
　
　
　
　
　
　
　
此
価
格
　
　
　
　
　
　
一
五

一
、

十

一
、
和
船
　
　
　
　
　
　
　
此
価
格
　
　
　
　
　
　
　
八
五
、

十
二
、
什
器
　
　
　
　
　
　
　
此
価
格
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
、

十
三
、
商
品
及
商
品
原
料
　
　
此
価
格
　
　
　
　
七
、
二
三
七
、

十
四
、
有
価
証
券
　
　
　
　
　
此
価
格
　
　
　
エハ
九
、
四
六

一
、

十
五
、
債
権
　
　
　
　
　
　
　
此
価
格
　
　
　
　
一
一、　
一
五
〇
、

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
人
、
○
〇
〇
、

以
上

（資
料
５
）

甲
第
二
号
達

住
友
家

ノ
事
業

ヲ
住
友
合
資
会
社

二
於

テ
承
継

シ
タ
ル
ニ
依

り
、
各
店
部
名
称

ヲ
左

ノ
通
改

メ
、
三
月
四
日
ヨ
リ
之

ヲ
実
施

ス
。

大
正
十
年
二
月
二
十
六
日

社
長
　
住
友
吉
左
衛
門

記

改

住
友
合
資
会
社

住
友
合
資
会
社
別
子
鉱
業
所

1日

三
三
六
円
也

一
〇
四
円
也

一
二
三
円
也

四
四
五
円
也

七
六
七
円
也

九

一
三
円
也

○
○
○
円
也

○
○
○
円
也

住
友
総
本
店

住
友
別
子
鉱
業
所

二
九
二



住
友
合
資
会
社
倉
庫

住
友
合
資
会
社
製
銅
販
売
店

住
友
合
資
会
社
若
松
炭
業
所

住
友
合
資
会
社
伸
銅
所

住
友
合
資
会
社
肥
料
製
造
所

住
友
合
資
会
社
東
京
販
売
店

住
友
合
資
会
社
呉
販
売
店

住
友
合
資
会
社
大
良
鉱
業
所

住
友
合
資
会
社
上
海
洋
行

住
友
合
資
会
社
漢
口
洋
行

住
友
合
資
会
社
大
萱
生
鉱
業
所

住
友
合
資
会
社
札
幌
鉱
業
所

住
友
合
資
会
社
天
津
洋
行

住
友
合
資
会
社
高
根
鉱
業
所

住
友
合
資
会
社
横
須
賀
販
売
店

住
友
合
資
会
社
博
多
販
売
店

（資
料
６
）

甲
第
五
号
達第

二
部
　
住
友
合
資
会
社

住
友
倉
庫

住
友
製
銅
販
売
店

住
友
若
松
炭
業
所

住
友
伸
銅
所

住
友
肥
料
製
造
所

住
友
東
京
販
売
店

住
友
呉
販
売
店

住
友
大
良
鉱
業
所

上
海
住
友
洋
行

漢
口
住
友
洋
行

住
友
大
萱
生
鉱
業
所

住
友
札
幌
鉱
業
所

天
津
住
友
洋
行

住
友
高
根
鉱
業
所

住
友
横
須
賀
販
売
店

住
友
博
多
販
売
店

二
九
二



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一九
四

今
般
住
友
合
資
会
社
ヲ
設
立
シ
、
住
友
家
ノ
事
業
ヲ
承
継
シ
タ
ル
ニ
付
、
傭
員
及
準
備
員
ノ
身
分
給
与
等

二
関
ス
ル
件
左
ノ
通
相
定
ム
。

大
正
十
年
二
月
二
十
六
日

家
長
　
住
友
吉
左
衛
門

社
長
　
住
友
吉
左
衛
門

第

一
条
　
住
友
本
家
詰
所
以
外

二
勤
務
ス
ル
住
友
家
傭
員
及
準
備
員

ハ
、
大
正
十
年
二
月
二
十
六
日
以
降
別

二
辞
令
ヲ
須
ヰ
ス
、
住
友
合
資

会
社
ノ
傭
員
及
準
備
員
タ
ル
ヘ
ク
、
身
分
、
給
与
及
雇
傭

二
関
ス
ル

一
切
ノ
事
項

ハ
前
後
之
ヲ
承
継
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
二
条
　
ユ削
条

二
依
ル
傭
員
ノ
身
元
保
證
金
及
積
金

ハ
、
大
正
十
年
二
月
二
十
六
日
現
在

ヲ
以
テ
、
之
ヲ
住
友
総
本
店
ヨ
リ
住
友
合
資
会
社

二
引
継
ク
モ
ノ
ト
ス
。

前
項
ノ
規
定

ハ
、
前
条

二
依
ル
準
備
員
ノ
積
金

二
之
ヲ
準
用
ス
。

第
三
条
　
第

一
条

二
依
ル
傭
員
及
準
備
員
ノ
住
友
家
在
勤
年
数

ハ
、
住
友
合
資
会
社
在
勤
年
数

二
之
ヲ
通
算
ス
。

（資
料
７
）

甲
第
四
号
達

今
般
住
友
合
資
会
社
設
立

二
付
テ
ハ
、
住
友
家
法
諸
規
則
其
他
諸
例
規

ハ
、
之
ヲ
本
会
社

二
適
用
ス
。

大
正
十
年
三
月
八
日

社
長
　
住
友
吉
左
衛
門

国
　
合
資
会
社
の
組
織
と
人
事

大
正
十
年
二
月
末
か
ら
三
月
初
め
に
か
け
て
の
合
資
会
社
設
立
事
務
が

一
段
落
す
る
と
、
直
ち
に
三
月
八
日
、
前
年
十
二
月
に
作
成
さ
れ



た

「住
友
合
資
会
社
定
款
其
他
諸
規
程
案
」

の
う
ち
、
設
立
と
共
に
制
定
さ
れ
た
規
程
（資
料
４
１
７
）
を
除
く

「住
友
合
資
会
社
事
務
章
程
」

（原
案
に
あ
っ
た

「本
社
」
は
削
除
さ
れ
た
）
、
「利
益
配
当
等

二
関
ス
ル
決
議
書
案
」
、
「連
属
会
社
役
員

二
関
ス
ル
規
定
案
」
を
内
容

と
す
る

「住
友
合
資
会
社
事
務
章
程
附
定
款
附
帯
決
議
並

二
規
定
」
案
が
起
草
さ
れ
た
。

な
お
原
案
に
は
こ
の
外

「名
義
上
ノ
持
分

二
関
ス
ル
証
書
案
」
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
削
除
さ
れ
た
の
は
、
実
際
に
合
資
会
社
が

設
立
さ
れ
て
、　
一
族
の
出
資
者
が
家
長
の
外
に
上
記
の
通
り
四
人
に
限
定
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
四
人
に
対
し
、
改
め
て
そ
の
出
資

に
供
さ
れ

た
株
式
が
名
義
株
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
取
り
付
け
る
必
要
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

「利
益
配
当
等

二
関

ス
ル
決
議
書
案
」
は
、
実
際
に
合
資
会
社
が
最
初

の
決
算
を
行
う

一
年
後

に
必
要
と
な
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
先
送
り
さ
れ
た

（資
料
１２
）ｏ

し
た
が

っ
て
こ
こ
で
の
問
題
は
、
「
国
　
住
友
総
本
店
組
織
変
更
に
つ
い
て
（そ
２
二
人
口資
会
社
と
各
店
部
株
式
会
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
と

で
述
べ
た
通
り
、
本
社
集
権
主
義
と
店
部
（株
式
会
社
）分
権
主
義
と
の
葛
藤
で
あ

っ
た
。　
し
か
し
こ
の
三
月
八
日
の
案
で
は
、
十
二
月
の
段

階
で

一
応
本
社
集
権
主
義
の
案
が
承
認
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
案
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
こ
れ
ま
で

「各
株
式
会
社
」
と
称
し
て

い
た
も
の
が
、
上
記
の
通
り

「連
属
会
社
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
株
式
会
社
と
い
う
普
通
名
詞
を
特
定
の
会
社
群
の
総
称

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
の
不
自
然
さ
が
問
題
に
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、　
一
度

「合
資
会
社
が
管
理
の
実
権
を
有
す
る
会
社
」
と
書
か
れ
、

こ
れ
で
は
長
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
再
度

「連
属
会
社
」
と
書
き
改
め
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
に
対
し
、
九
日
の
重
役
会
で
分
権
派
（銀
行
常
務
湯
川
理
事
か
）
の
巻
き
返
し
が
あ

っ
た
の
か
、
十
日
に
八
日
の
案
（第

一
案
と

称
す
）
に
対
し
第
二
案
が
起
草
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

こ
の
第
二
案
は
、
「連
属
会
社
役
員

二
関
ス
ル
規
定
案
」
を
削
除
し
た
だ
け
で
な
く
、
事

務
章
程
案

に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
第
五
章
連
属
会
社
役
員
の
う
ち
第
二
十
四
条

「連
属
会
社
役
員

ニ
シ
テ
当
該
会
社
ノ
常
務
ヲ
担
当
ス
ル
モ
ノ

カ
当
該
会
社
事
務
ヲ
執
行
ス
ル
ニ
当
り
、
左
記
事
項

二
就
テ
ハ
予
メ
本
会
社
（註
、
合
資
会
社
）
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。

」

と
し
て
列

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一九
五



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一九
六

挙
さ
れ
て
い
た
要
認
可
事
項
を
削
除
し
、
「主
要
ナ
ル
事
項

ハ
之
ヲ
本
会
社

二
報
告
ス
ベ
シ
」
と
変
更
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
第

一
案
及
び
第
一
一案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
文
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
両
者
の
考
え
方

の
相
違
が
明
ら
か
と
な
る
の
で
、
次

に
示
す
こ

と
と
す
る
。

第

一
案

本
案

ハ
、
客
年
重
役
御
協
議

二
於
テ
決
定
相
成
リ
タ
ル
中
央
集
権
ノ
根
本
方
針

二
則
り
、
菅

二
各
連
属
会
社
ノ
主
義
方
針
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

進
ン
デ
其
業
務
処
理
ニ
ツ
キ
テ
モ
之
ヲ
監
督
シ
、
以
テ
合
資
会
社
所
管
全
体
ノ
統
轄
結
束
ノ
実
ヲ
挙
ゲ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

而
シ
テ
本
案

ヲ
実
行
ス
ル
ニ
当
り
、
其
方
法
ニ
ア
リ
。

（甲
）

各
連
属
会
社
ト
シ
テ
株
主
総
会
、
取
締
役
、
監
査
役
等
ノ
諸
機
関
ヲ
具
ス
ル
モ
、
コ
ハ
単

二
形
式

二
止
メ
、
其
実
際
業
務

ハ
、

合
資
会
社
直
轄
店
部
タ
リ
シ
当
時
卜
塁
モ
異
ナ
ル
ト
コ
ロ
ナ
ク
、
各
社
常
務
取
締
役

ハ
、
合
資
会
社
ノ
指
揮
監
督
ノ
下
二
事
務
ヲ
処
理

シ
、
各
会
社
重
役
会

ハ
一
年
二
、
三
回
単

二
形
式
的

二
開
会
ス
ル
ニ
止
メ
、
合
資
会
社
重
役
会
ヲ
以
テ
之

二
代

ヘ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

（乙
）

甲
方
法
卜
異
ナ
ル
ト
コ
ロ
ハ
、
各
会
社
重
役
会

ハ
、
現
状

二
於
ケ
ル
住
友
銀
行
、
製
鋼
所
、
電
線
製
造
所
ノ
如
ク
、
定
時
之
ヲ

開
キ
当
該
会
社
事
務
ノ
協
議
ヲ
ナ
ス
ト
雖
モ
、
事
務
中
重
要
ナ
ル
事
項

二
就
テ
ハ
、
合
資
会
社
ノ
備
員
タ
ル
取
締
役
及
常
務
取
締
役

ハ
、

予
メ
合
資
会
社
ノ
承
認
ヲ
承
ケ
、
然
ル
後
該
社
重
役
会
議

二
提
出
附
議
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
定
メ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
依
テ
以
テ
中
央

集
権
ノ
実
ヲ
全
フ
ス
ル
ト
同
時

二
、
合
資
会
社
ノ
社
長
、
総
理
事
及
理
事

ニ
シ
テ
当
該
株
式
会
社
ノ
取
締
役
タ
ラ
ザ
ル
者
モ
亦
、
其
株

式
会
社
ノ
重
要
事
項

二
参
与
ス
ル
ノ
機
会
ヲ
設
ケ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

而
シ
テ
本
社
事
務
章
程
ト
シ
テ
ハ
、
共

二
本
案

ヲ
以
テ
足
ル

ヽ
卜
雖
モ
、
乙
法

ヲ
ト
ル
モ
ノ
ト
セ
バ
、
各
連
属
会
社
事
務
章
程
中

二
第

二
十
四
条
（註
、
上
記
）
卜
相
応
ズ
ル
規
定
ヲ
設
ク
ル
ヲ
以
テ
、
完
全
ナ
リ
ト
ス
。

第
二
案



本
案

ハ
、
客
年
重
役
御
協
議
二
際
シ
、　
一
応
否
定
相
成
タ
ル
地
方
分
権
ノ
根
本
方
針
二
則
り
、
試
二
起
草
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
即
各
連

属
会
社
ノ
主
義
方
針
ノ
ミ
ニ
付
キ
、
出
来
得
ル
程
度
二
於
テ
大
体
上
之
ヲ
監
督
シ
、
各
社
ノ
自
由
ナ
ル
伸
暢
ヲ
遂
ゲ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
眼

ロ

ト

ス
。

第

一
案

ハ
、
其
実
行
全
キ
ヲ
得

ハ
、
住
友
家

一
体
ノ
堅
実
ナ
ル
発
展
ヲ
期
ス
ル
ニ
於
テ
理
想
的
タ
ル
ベ
シ
ト
雖
モ
、
実
際
ノ
事
情
ヲ
見

ル
ニ
独
立
セ
ル
株
式
会
社

二
対
シ
其
事
務
ノ
処
理
二
関
シ
直
轄
店
部
同
様
ノ
監
督
ヲ
加

ヘ
ン
ト
ス
ル
ハ
、
頗
ル
実
行
シ
難
キ
モ
ノ
ア
リ
。

住
友
銀
行
、
製
鋼
所
ノ
如
キ
独
立
後
年
月
ヲ
閲
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
モ
ト
ヨ
リ
、
最
近
ノ
組
織
変
更

二
係
ル
電
線
製
造
所
ノ
如
キ
モ
、
該
社

ノ
業
務

二
関
ス
ル
最
高
機
関

ハ
該
社
ノ
重
役
会

ニ
シ
テ
、
合
資
会
社

二
於
テ
ハ
大
体

二
於
テ
其
業
務
実
行
ノ
監
督

二
関
与
ス
ル
コ
ト
頗

ル
薄
弱
ナ
ル
状
態

ニ
ア
リ
。
思
フ
ニ
之
レ
独
立
ノ
会
社
ト
ナ
レ
ル
店
部

ハ
、
法
律
上
ノ
各
機
関
ヲ
完
備
ス
ル
ノ
結
果
、
日
常
業
務
処
理

二
付
テ
ハ
自
ラ
株
式
会
社
ト
シ
テ
普
通
ノ
観
念

二
支
配
セ
ラ
レ
、　
〓
疋
ノ
統

一
的
方
針
ノ
下
二
特
殊
ノ
組
織
的
経
営

ヲ
為
ス
コ
ト
ハ
、

自
然

二
之
ヲ
煩
雑
視
ス
ル
ノ
傾
向
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
カ
。
力

ヽ
ル
モ
ノ
ニ
対
シ
形
式

ニ
ナ
ヅ
ミ
テ
、
煩
鎖
ナ
ル
監
督
規
定
ヲ
設
ク
ル
ハ
、

徒
ラ
ニ
空
文
ヲ
設
ケ
テ
事
務
ヲ
渋
滞
シ
冗
員
ヲ
増
加
シ
責
任
ノ
所
在
ヲ
混
清
セ
シ
ム
ル
ニ
過
ギ
ズ
。
寧

ロ
カ

ヽ
ル
規
定
ヲ
廃
シ
、
実
状

二
適
合
セ
ル
組
織
ヲ
考
究
ス
ル
ニ
若
カ
ズ
。
傷
テ
第
二
案

ヲ
作
製
ス
。

両
者
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
三
月

一
杯
続
い
た
模
様
で
四
月

一
日
の
重
役
会
で
結
局
第

一
案
乙
法
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
に
連
属
会
社
と
し
て

「株
式
会
社
住
友
銀
行
」
、
「株
式
会
社
布
畦
住
友
銀
行
」
、
「
シ
ア
ト
ル
住
友
銀
行
」
、
「株
式
会
社
住
友
製
鋼
所
」
、
「株
式
会
社
住
友
電
線
製

造
所
」
の
五
社
を
指
定
す
る
案
が
添
付
さ
れ
た
。

こ
の
案
は
、
四
月
九
日
の
重
役
会
に
か
け
ら
れ
、
上
記
問
題
の

「事
務
章
程
第
五
章
連
属
会
社
役
員
」
の
章
を

「連
属
会
社
役
員

二
関
ス

ル
規
定
案
」
に
移
し
、
こ
れ
を

「連
属
会
社
及
其
他
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
案
」
と
し
て
、
集
権
主
義
を
表
面
に
出
さ
な
い
形
で
分
権

派
と
の
妥
協
が
図
ら
れ
た
。
こ
の
案
は
十

一
日
に
印
刷
さ
れ
て
（十
日
は
日
曜
日
）重
役
会
で
さ
ら
に
詰
め
ら
れ
、
四
月
十
三
日
最
後

の
重
役
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会
が
、
既
に
述
べ
た
通
り
病
気
療
養
中
で
あ

っ
た
鈴
木
邸
で
開
か
れ
た
。
鈴
木
は
、
事
務
章
程
の
う
ち
経
理
部
は
事
業
経
営
を

「監
督
」
す

る
と
い
う
条
（第
十
四
条
）
に
、
「此
点
御
異
論
の
あ
る
方
も
あ
ろ
う
か
も
知
れ
な
い
が
、
監
督

の
上
に

『指
揮
』
の
二
字
を
入
れ
さ
し
て
貰
う
、

と
自
ら
筆
を
執

っ
て
書
き
入
れ
ら
れ
、
尚
諄
々
と
そ
の
説
を
敷
行
し
」
、　
こ
の
問
題
は
決
着
し
た
。

な
お
こ
の
際
連
属
会
社

の
指
定
案

に
は

上
記
五
社
の
外
に
、
大
阪
北
港
株
式
会
社
が
加
え
ら
れ
た
。
「連
属
会
社
」

と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
は
、
上
記
最
後
の
重
役
会
の
記
録
に
疑

間
符
が
付
さ
れ
、
「連
繋
」
な
る
書
き
込
み
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
論

の
結
果
確
定
せ
ず
、
重
役
会
終
了
後

に
起
草
さ
れ
た
最
終
案

で
も

弓
連
属
会
社
』
ナ
ル
称
呼

ハ
未
定
」
と
の
附
箋
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。

か
く
し
て

「住
友
合
資
会
社
事
務
章
程
附
連
属
会
社

二
関
ス
ル
規
定
」
が
決
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
基
づ
く
人
事

の
発
令

に
は
、
な
お

一

か
月
余
を
必
要
と
し
た
。

ま
ず
五
月
十
七
日
、
本
庶
第
四
〇
七
号
に
よ
つ
て
、
「家
法
」

の
名
称
を
廃
止
し
、
家
法
中
の
諸
規
程
が
そ
れ
ぞ
れ
単
行
規
程
と
さ
れ
た

（資
料
８
）。
な
お
こ
の
中
で

「将
来
諸
規
程
等
ヲ
編
纂
ス
ル
場
合
其
概
括
ノ
名
称

二
付
テ
ハ
、
別

二
相
定
メ
ラ
レ
候
筈
」

と
あ
る
が
、　
こ
れ

は
後
に
、
昭
和
三
年
制
定
を
み
た

「社
則
」
を
意
味
し
、
大
正
十
二
年
六
月
二
日

「社
則
編
纂
ノ
件
」
と
し
て
、
ま
ず
総
務
部
庶
務
課
文
書

係
で
作
業
が
開
始
さ
れ
、
大
正
十
五
年
十
月
社
則
編
纂
常
任
委
員
会
（委
員
長
野
草
省
三
、
当
時
総
務
部
長
兼
庶
務
課
長
）
が
発
足
、
昭
和
三
年
六

月
完
成
し
（そ
の
直
前
、
四
月
野
草
病
没
）
、
七
月

一
日
実
施
さ
れ
た
。　
こ
の
詳
細
は
、
第
二
章

「住
友
合
資
会
社
（中
と

で
述
べ
る
予
定
で
あ

Ｚつ
。次

い
で
同
日
付
本
庶
第
四
〇
八
号
に
よ
つ
て
、
連
系
会
社
を
設
け
、
株
式
会
社
住
友
銀
行
、
株
式
会
社
住
友
製
鋼
所
、
株
式
会
社
住
友
電

線
製
造
所
の
三
社
が
指
定
さ
れ
た
（資
料
９
）。

最
終
案

の
六
社
の
う
ち
、
布
畦
住
友
銀
行
と
シ
ア
ト
ル
住
友
銀
行
は
実
質
住
友
銀
行
の
支
店

で
あ
り
、
大
阪
北
港
は
こ
の
時
点
で
ま
だ
住
友

の
持
株
は
六
割
に
達
し
て
い
な
か
つ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
理
由
で
こ
の
三
社
は
指
定
を
見
送

ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
連
系
会
社
の
定
義
は
、
特
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
上
記
の
通
り
事
務
章
程
案

の

「連
属
会
社
」
に



疑
問
符
が
付
さ
れ
、
「連
繋
」

と
の
書
き
込
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
当
時
既
に
こ
う
し
た
直
営
事
業
を
株
式
会
社
と
し
た
企
業

を
、
三
井
で
は

「直
系
」
会
社
、
三
菱
で
は

「分
系
」
会
社
と
称
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
に
な
ら

つ
て

「連
繋
」
を

「連
系
」
と
し
た
も
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

続
い
て
五
月
十
九
日
、

「住
友
合
資
会
社
事
務
章
程
」

が
制
定
さ
れ
（資
料
１０
）
、　
そ
れ
に
基
づ
き
人
事
が
発
令
さ
れ
た
。

社
長
制
が
と
ら

れ
、
家
長
住
友
吉
左
衛
門
友
純
が
就
任
し
た
。
総
理
事

・
理
事
は
従
来
通
り
で
あ

っ
た
が
、
本
社
部
門
の
理
事
を
常
務
理
事
と
し
た
。
従
来

の
専
務
監
査
員
は
、
監
事
と
改
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
四
月
十
二
日
の
重
役
会
に
お
い
て
重
役

の
誰
か
の
意
見
に
よ
つ
て
変
更
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
総
裁

・
副
総
裁

。
理
事

・
監
事

の
制
度
は
、
明
治
十
五
年
２

八
八
一
し
設
立
の
日
本
銀
行
が
最
初
と
思
わ
れ
る
が
、　
こ
こ
で
の
監
事

は
、

む
し
ろ
満
鉄
に
な
ら
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
明
治
三
十
九
年
に
設
立
さ
れ
た
満
鉄

の
規
定
に
よ
れ
ば
、
「監
事

ハ
会
社
ノ

業
務
ヲ
監
査
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
さ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
明
治
三
十
七
年
伊
庭
貞
剛
と
共
に
住
友
本
店
理
事
を
退
任
し
た
河
上
謹

一
は
、

同
社
発
足
時
か
ら
こ
の
監
事

の
職
に
あ

つ
た
。
専
務
監
査
員
は
藤
尾
録
郎
の
死
去
以
来
欠
員
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
監
事
も
同
様
欠
員

の
ま
ま

で
あ

っ
た
Ｇ
社
史
　
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
』
三
八
八
頁
及
び

『住
友
銀
行
八
十
年
史
』
二
三
八
頁
は
、
い
ず
れ
も
監
事
草
鹿
丁
卯
次
郎
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
誤
り
で
草
鹿
は
次
の
通
り
理
事
で
あ
っ
た
）。

総
理
事

。
理
事
は
、
次

の
通
り
総
本
店
時
代
と
変
わ
り
は
な
か
つ
た
（括
弧
内
、
兼
任
ポ
ス
ト
・
学
歴

・
職
歴
、
Ｍ
は
明
治
の
略
）
。

総
理
事
　
　
鈴
木
馬
左
也
　
　
（Ｍ
２０
東
大
法
、
内
務
省

畠
辰
商
務
省
）

常
務
理
事
　
中
田
錦
吉
　
　
　
（Ｍ
２３
東
大
法
、
司
法
省
）

理
事
　
　
　
湯
川
寛
吉
　
　
　
（銀
行
常
務
、
Ｍ
２３
東
大
法
、
通
信
省
）

理
事
　
　
　
草
鹿
丁
卯
次
郎
　
（倉
庫
本
店
支
配
人
、
Ｍ
ｌ７
東
京
外
語

・
独
、
学
習
院

・
独
逸
協
会
学
校

・
山
口
高
校

・
四
高
）

理
事
　
　
　
山
下
芳
太
郎
　
　
（製
鋼
所
常
務
、
Ｍ
２５
東
京
高
商
、
外
務
省
）
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住
友
合
資
会
社
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設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇
〇

常
務
理
事
　
小
倉
正
恒
　
　
　
（Ｍ
３０
東
大
法
、
内
務
省
）

総
理
事
と
理
事
は
理
事
会
を
構
成
す
る
が
、
こ
の
理
事
会
は
総
本
店
の
重
役
会
に
代
わ
る
も
の
で
あ

っ
た
（重
役
会
に
つ
い
て
は

「住
友
総
本

店
（上
ン

資
料
６
参
昭
じ
。
総
本
店
で
は
総
理
事

。
理
事
を
重
役
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
外
に
藤
尾
録
郎
の
如
く

「特

二
重
役

二
列
ス
」

る
者

も
い
た
。
し
か
し
大
正
十
年
に
は
こ
の
特
列
重
役
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
、
重
役
会
は
事
実
上
理
事
会
で
あ

っ
た
。
理
事
会
と
改
称
す
る

必
要
が
あ

っ
た
の
は
、
前
年

の
九
年
七
月

一
日
付
で
傭
員
等
級
の
変
更
を
行
い
つ
住
友
総
本
店
（下
ン

第
３
表
参
昭
じ
、
そ
れ
ま
で
の
高
等

一
等

・
二
等

・
三
等
の
各
傭
員
を

一
括
重
役
と
称
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
結
果
総
理
事

・
理
事
は
従
来
通
り
重
役
で
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
そ

れ
ま
で
重
役
で
は
な
か
っ
た
銀
行
常
務
の
加
納
友
之
介
、
吉
田
真

一
、
八
代
則
彦

の
三
人
の
高
等
三
等
傭
員
が
揃

っ
て
重
役
と
な

っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
た
め
本
来
な
ら
同
時
に
家
法
第
三
章
職
制
も
改
正
し
て
、
総
理
事

。
理
事
を
重
役
と
し
、
他
に
特
列
重
役
を
置
く
条
項
を
削
除

し
、
重
役
会
を
理
事
会
と
改
称
す
べ
き
で
あ

っ
た
が
、
折
柄
総
本
店
組
織
変
更
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
そ
の
中
で
重
役
会
を

理
事
会
と
す
る
の
は
既
定
路
線
で
あ

っ
た
の
で
、
便
法
と
し
て
内
規
に
よ
り
重
役
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
従
来
通
り
総
理
事

・
理
事

に
限
定

し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

重
役
会
は
、
必
要
が
あ
れ
ば
随
時
開
催
す
る
と
し
て
、
規
程
通
り
定
例
の
も
の
が
毎
年
六
月
と
十
二
月
に
何
日
も
か
け
て
開
催
さ
れ
て
い

た
。
理
事
会
の
開
催
に
つ
い
て
、
こ
の
時
点
で
の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
に
昭
和
五
年
八
月
小
倉
正
恒
が
湯
川
寛
吉
に
代
わ

っ
て

総
理
事

に
な
る
と
、
十
月
に
内
規
の
改
正
が
行
わ
れ
、
週
二
回
の
理
事
会
開
催
は
多
す
ぎ
る
と
の
理
由
で
、
月

一
回
に
減
ら
さ
れ
て
い
る
の

で
、
合
資
会
社
発
足
時
に
、
上
記
鈴
木
の
本
社
集
権
主
義
に
対
応
し
て
週
二
回
と
い
う
内
規
が
制
定
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

理
事
会
の
運
営
に
つ
い
て
小
畑
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

理
事
会
に
は
議
事
録
は
な
し
。
私
達
の
時
分
か
ら
。
要
す
る
に
起
案
で
す
。
理
事
会
に
掛
け
る
も
の
は
。
理
事
会
の
決
議
を
要
す
る
も

の
は
。
そ
れ
も
理
事
会
の
席
上
で
印
を
捺
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
各
理
事
を
持

っ
て
廻

っ
て
押
し
て
も
ら

つ
て
最
後

に
総
理
事

の
印
を



も
ら
う
。
鈴
木
さ
ん
の
時
は
面
倒
く
さ
か
っ
た
で
す
。
重
役
皆
印
を
も
ら
つ
て
も
、
鈴
木
さ
ん
が
も
う
少
し
練

っ
て
下
さ
い
と
云
わ
れ

る
と
も
う

一
度
や
り
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
あ
後
に
な
る
と
だ
い
た
い
話
が
済
ん
で
る
の
が
多
か
っ
た
か
ら
そ
ん
な
こ
と
は
な

か
っ
た
け
れ
ど
も
、
鈴
木
さ
ん
は
そ
の
中
で
一
番
年
寄
り
だ
っ
た
し
、
特
別
の
偉
大
な
存
在
だ
っ
た
で
す
か
ら
。
余
り
総
理
事
も
い
つ

も
出
社
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
理
事
会
の
時
に
出
ら
れ
説
明
を
聞
か
れ
て
、
そ
の
時
に
外
の
重
役
は
皆
印
を
押
し
て
居
ら
れ

る
ん
で
す
け
れ
ど
、
印
を
押
さ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
特
に
合
資
会
社
の
時
は
長
い
こ
と
か
か
り
ま
し
た
よ
。

組
織
変
更
確
定
案
（Ｅ
案
）
と
こ
の
事
務
章
程
を
比
較
し
て
、
最
も
大
き
な
違
い
は
、
三
月
八
日
起
草
の
案
か
ら
庶
務
課
労
務
係
が
当
初
の

Ｃ
案

の
如
く
人
事

へ
移
さ
れ
、
人
事
が

一
部
二
課
制
と
な

つ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は

「住
友
総
本
店
（下
と

で
述
べ
た
通
り
、
大
正
六
年

初
め
の
人
員
二
〇
〇
〇
名
が
こ
の
大
正
九
年
末
に
は
三
八
〇
〇
名
と
二
倍
近
く
に
伸
び
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
経
理
部

の
四
課
制
は
、
Ｅ
案
も
こ
の
事
務
章
程
も
変
わ
り
は
な
い
が
、
鈴
木
総
理
事
病
気
静
養
中
の
こ
の
間
、
三
月
八
日
起
草
案

で
は

一
度
二
課
制

（第

一
課
所
管
が
鉱
業

・
林
業

・
農
業
、
第
二
課
所
管
が
工
業

・
販
売
業

・
倉
庫
業
そ
の
他
）
に
戻
さ
れ
、
四
月
十
三
日
の
鈴
木
邸
に
お
け
る
最
終
会

議
で
、
お
そ
ら
く
鈴
木
の
指
示
に
よ
り
再
度
四
課
制
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
の
際
Ｅ
案

に
お
け
る
第
三
課
所
管

の
中
販
売
を
残
し
て
銀
行

・
倉

庫
と
第
四
課
所
管
の
工
場
が
差
し
替
え
ら
れ
た
。

こ
の
外
は
、
資
料
８
で
示
し
た
通
り
、
合
資
会
社
設
立
に
伴
い
制
定
さ
れ
た
規
程
以
外
は
従
来

の
規
程
が
、
単
行
規
程
と
し
て
存
続
し
た

の
で
、
総
本
店
と
比
較
し
て
合
資
会
社
の
業
務
自
体
に
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
中
に
あ

つ
て
経
理
部
は
上
記
の
通
り
四
課
制
が

と
ら
れ
、
各
店
部

・
連
系
会
社
を
所
管
す
る
体
制
が
整

っ
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
実
際
報
告
書
は
毎
年
決
算
終
了
後
、
各
店
部
株
式
会
社
か
ら

総
本
店
あ
て
提
出
さ
れ
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま

一
括
家
長

・
総
理
事

。
理
事

に
供
覧
し
て
い
た
の
を
、
大
正
十
年
度
か
ら
各
店
部

・
連
系
会
社

に
従
来
通
り
提
出
さ
せ
た
上
で
、
経
理
部
各
課
が
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
自
ら
所
管
す
る
店
部

・
連
系
会
社
に
つ
い
て
、
各
課
毎

に
実
際
報
告

書
を
作
成
す
る
こ
と
に
改
め
ら
れ
た
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇

一
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友
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一二
〇
二

職
制
に
つ
い
て
は
、
変
更
案
通
り
支
配
人

・
副
支
配
人

・
課
主
任
制
を
廃
上
し
て
、
部
課
長
制
を
敷
い
た
が
、
こ
の
結
果
川
田
順
の
よ
う

に
小
倉
の
下
で
副
支
配
人
兼
経
理
課
主
任
と
し
て
あ
た
か
も
経
理
部
長
の
如
く
活
躍
し
て
い
た
者
に
と
つ
て
は
不
満
も
生
じ
た
。

大
正
十
年
二
月
、
個
人
経
営

の
住
友
総
本
店
を
廃
し
、
そ
の
代
り
に
住
友
合
資
会
社
を
創
立
し
た
が
、
経
営

の
方
針
や
内
容
が
変

っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
内
部
の
職
制
を
改
め
、
人
事

の
異
動
を
行
な

っ
た
。
そ
の
際
に
於

い
て
、
私
の
一
身
に
取

っ
て
は
未
曾
有
の
不

愉
快
な
こ
と
が
起

っ
た
。

私
は
そ
れ
ま
で
副
支
配
人
兼
経
理
課
長
（註
、
主
任
）
で
あ

っ
た
が
、
改
正
に
よ
つ
て
経
理
部
第

一
課
長
兼
第
二
課
長
（註
、
第
四
課
長
の
誤

り
）
に
貶
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
新
制
で
は
従
来
の
経
理
課
を
四
分
し
て
、
第

一
乃
至
第
四
課
と
し
、

そ
の
上
に
部
長
を
置
い
た
。
私

は
副
支
配
人
を
取
ら
れ
、
部
長
に
も
な
ら
ず
、　
一
桁
も
二
桁
も
地
位
を
お
と
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
侮
辱
以
外

の
何
も
の
で
も

な
い
。
同
僚
は
こ
と
の
意
外
に
お
ど
ろ
い
て

「弔
問
」
に
や
っ
て
来
た
。
私
は
表
面
に
は
笑

っ
て
、
腹

の
底
で
は
苦
贔
を
か
み
つ
ぶ
し

て
い
た
。
私
が

一
匹
の
男
で
あ
る
以
上
、
そ
の
ま
ま
で
治
ま
る
べ
き
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
挙
げ
句
川
田
は
鈴
木
邸
に
談
じ
込
む
こ
と
に
な
る
が
、
鈴
木
の
方
が
役
者
が

一
枚
上
だ

っ
た
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
部
課
長
の
人
事
は
次
の
通
り
で
あ

っ
た
（括
弧
内
前
職
、
学
歴
、
職
歴
、
Ｍ
は
明
治

・
Ｔ
は
大
正
の
略
）。

秘
書
役
　
　
　
　
　
佐
々
木
栄
次
郎
　
（総
本
店
秘
書
役
、
学
歴
不
詳
、
大
阪
府

・
千
葉
県

・
大
蔵
省
）

人
事
部
長
　
　
　
　
松
本
順
吉
　
　
　
（総
本
店
支
配
人
、
Ｍ
３０
東
大
法
、
内
務
省

・
文
部
省
）

第

一
課
長
　
　
　
丸
山
精

一　
　
　
（倉
庫
道
頓
堀
支
店
支
配
人
、
Ｍ
４４
東
大
法
、
住
友
入
社
）

第
二
課
長
　
　
　
松
本
兼
務

経
理
部
長
　
　
　
　
小
倉
兼
務

技
師
長
　
　
　
　
中
村
啓
二
郎
　
　
（総
本
店
勤
務
、
Ｍ
２５
東
大
工

・
採
鉱
冶
金
、
宮
内
省
御
料
局

・
三
菱
合
資
各
佐
渡
鉱
山
）



第

一
課
長
　
　
　
川
田
　
順

第
二
課
長
　
　
　
山
村
亀
太
郎

第
三
課
長
　
　
　
大
屋
　
敦

第
四
課
長
　
　
　
川
田
兼
務

総
務
部
長
　
　
　
　
日
高
直
次

庶
務
課
長
　
　
　
北
沢
敬
二
郎

会
計
課
長
　
　
　
野
草
省
三

工
作
部
長
　
　
　
　
本
荘
熊
次
郎

技
師
長
　
　
　
　
日
高
　
眸

技
師
長
　
　
　
　
武
藤
伝
造

建
築
課
長
　
　
　
本
荘
兼
務

臨
時
土
木
課
長
　
武
藤
兼
務

臨
時
電
気
課
長
　
大
屋
兼
務

監
査
部
長
　
　
　
　
欠
員

第

一
課
長
　
　
　
外
山

一
郎

第
二
課
長
　
　
　
熊
倉
四
郎

（総
本
店
会
計
課
主
任
、
Ｍ
３０
東
京
高
商
、
久
留
米
商
業

・
三
十
四
銀
行

・
村
井
兄
弟
商
会
）

（総
本
店
監
査
課
主
任
、
Ｍ
２０
東
京
商
業
学
校
附
属
銀
行
専
修
科

〈大
蔵
省
銀
行
事
務
講
習
所
に
在
学
中
Ｍ
ｌ９
文

部
省

へ
移
管
さ
れ
た
〉
中
退
、
日
本
銀
行
）

事
務
章
程
の
制
定
と
同
じ
く
、
五
月
十
九
日
に
は

「連
系
会
社
及
ビ
其
他
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」
が
制
定
さ
れ
、　
一
部
の
関
係
者

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

三
〇
三

（総
本
店
副
支
配
人
兼
経
理
課
主
任
、
Ｍ
４０
東
大
法
、
住
友
入
社
）

（別
子
山
林
課
経
営
係
、
Ｍ
２９
東
大
農

・
林
学
、
宮
内
省
御
料
局
）

（総
本
店
経
理
課

・
電
気
二
関
ス
ル
事
務
取
扱
主
任
、
Ｍ
４３
東
大
工

。
電
気
、
逓
信
省
）

（総
本
店
支
配
人
兼
庶
務
課
主
任
、
Ｍ
３３
日
本
法
律
学
校
、
弁
護
士
）

（総
本
店
庶
務
課
文
書
係
兼
秘
書
係
、
Ｔ
３
東
大
法
、
住
友
入
社
）

（総
本
店
庶
務
課
主
任
代
理
、
Ｍ
４２
京
大
法
、
住
友
入
社
）

（総
本
店
支
配
人
兼
営
繕
課
主
任
兼
林
業
課
主
任
、
Ｍ
３０
東
大
理

・
物
理
、
住
友
入
社
）

（総
本
店

。
銀
行
本
店
新
築
全
設
計
監
督

・
校
査
、
Ｍ
３３
東
大
工

・
建
築
、
住
友
入
社
）

（総
本
店
臨
時
土
木
課
主
任
、
Ｍ
３３
東
大
工

・
土
木
、
内
務
省
）
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友
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一二
〇
四

の
み
に
配
布
さ
れ
た
（資
料
Ｈ
）。
本
内
規
に
は
、
連
系
会
社
の
役
員
は
す
べ
て
合
資
会
社
が
決
定
し
、
重
要
事
項
の
決
定
に
際
し
て
は
あ
ら

か
じ
め
合
資
会
社
の
承
認
を
得
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
内
規
は
そ
の
後
株
式
会
社
住
友
本
社
が
設
立
さ
れ
た

後
も
存
続
し
連
系
会
社
を
支
配
す
る
憲
法
と
な

っ
た
。

最
後
に
前
述
の
通
り
、
今
回
制
定
を
見
送
ら
れ
た

「利
益
配
当
並

二
持
分
払
戻

二
関
ス
ル
決
議
書
」
が
合
資
会
社
設
立
後

一
年
を
経
て
、

利
益
配
当
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
大
正
十

一
年
五
月
に
決
議
さ
れ
た
（資
料
１２
）ｏ

（資
料
８
）

本
庶
第
四
〇
七
号

本
社
組
織
変
更
前
、
職
制
、
事
務
章
程
等
特
殊
ノ
規
程

ハ
之
ヲ
家
法
卜
称
シ
、
諸
規
則
卜
区
別
致
居
候
処
、
爾
後
之
ヲ
廃
シ
、
右
特
殊
ノ
規

程
モ
各
単
行
規
程
ト
シ
テ
、
其
名
称
ヲ
称
フ
ル
コ
ト
（例
之
俸
給
規
程
、
身
元
保
證
金
規
程
、
積
金
規
程
、
何
々
事
務
章
程
等
ノ
如
シ
）
ト
シ
、
家
法

ナ
ル
名
称

ハ
、
之
ヲ
廃
止
ス
ル
コ
ト
ニ
決
定
相
成
候
。
尤
モ
将
来
諸
規
程
等
ヲ
編
纂
ス
ル
場
合
、
其
概
括
ノ
名
称

二
付
テ
ハ
、
別

二
相
定
メ

ラ
レ
候
筈

二
有
之
候
。
依
命
此
段
及
通
牒
候
也
。

大
正
十
年
五
月
十
七
日

合
資
会
社
支
配
人
　
小
倉
正
恒

（資
料
９
）

本
庶
第
四
〇
八
号

左
記
会
社

ハ
、
事
務
処
理
ノ
便
宜
上
、
之
ヲ
連
系
会
社
卜
称
ス
ル
コ
ト
ニ
決
定
相
成
候
。
此
段
及
通
牒
候
也
。

大
正
十
年
五
月
十
七
日

合
資
会
社
支
配
人
　
小
倉
正
恒



己

株
式
会
社
住
友
銀
行

株
式
会
社
住
友
製
鋼
所

株
式
会
社
住
友
電
線
製
造
所

以
上

（資
料
１０
）

甲
第
七
号
達

住
友
合
資
会
社
事
務
章
程
左
ノ
通
定
ム
。

大
正
十
年
五
月
十
九
日

社
長
　
住
友
吉
左
衛
門

住
友
合
資
会
社
事
務
章
程

第

一
章
　
総
則

第

一
条
　
本
会
社

ハ
、
本
規
程
ノ
定
ム
ル
ト
コ
ロ
ニ
従
ヒ
、
定
款
所
定
ノ
業
務
ヲ
営
ム
モ
ノ
ト
ス
。

第
二
条
　
直
接
営
業

二
従
事
ス
ル
各
店
部

二
関
ス
ル
規
定

ハ
、
別

二
之
ヲ
定
ム
。

第
二
章
　
職
制

第
三
条
　
本
会
社

ハ
社
長
之
ヲ
統
督
シ
、
左
ノ
職
員
ヲ
置
ク
。

総
理
事
　
　
　
　
一
名

理
　
事
　
　
　
　
若
干
名

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

三
〇
五
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六

監
　
事
　
　
　
　
若
干
名

部
　
長
　
　
　
　
若
干
名

課
　
長
　
　
　
　
若
干
名

係
　
長
　
　
　
　
若
干
名

主
　
査
　
　
　
　
若
干
名

係
　
員
　
　
　
　
若
干
名

秘
書
役
　
　
　
　
若
干
名

技
師
長
　
　
　
　
若
干
名

技
　
師
　
　
　
　
若
干
名

第
四
条
　
職
員
ノ
職
務
権
限
左
ノ
如
シ
。

総
理
事

一
、
社
長
ノ
命

ヲ
承
ケ
、
会
社
全
般
ノ
事
務
ヲ
総
理
シ
、
部
下
各
員
ヲ
指
揮
監
督
シ
、
其
統

一
ヲ
保
持
ス
。

二
、
部
下
各
員
ノ
進
退
賞
罰
ヲ
具
状
ス
。
二
等
傭
員
以
下
ハ
之
ヲ
専
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

三
、
社
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
、
其
代
理
ヲ
為
ス
。

理
事

一
、
会
社
事
務
全
般
ノ
管
理

二
参
与
ス
。

二
、
部
下
各
員
ノ
進
退
賞
罰
ヲ
具
状
ス
。

三
、
総
理
事
欠
位
若
ク
ハ
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
、
命
ヲ
承
ケ
其
代
理
ヲ
為
ス
。



監
事

一
、
規
程

二
依
り
会
社
業
務
全
般
ノ
監
査

ヲ
行
フ
。

部
長

一
、
規
程
及
ヒ
上
司
ノ
指
示

二
依
り
、
部
務
ヲ
主
管
シ
、
其
責

二
任
ス
。

二
、
部
下
各
員
ノ
勤
惰
能
否

ヲ
考
察
シ
、
其
進
退
賞
罰
ヲ
具
状
ス
。

三
、
部
下
各
員

二
国
内
ノ
出
張
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ラ
得
。

課
長

一
、
部
長
其
他
上
司
ノ
指
示

二
依
り
、
各
分
担
ノ
事
務
ヲ
掌
理
シ
、
其
責

二
任
ス
。

二
、
部
下
各
員
ノ
勤
惰
能
否
ヲ
考
察
シ
、
其
進
退
賞
罰
ヲ
具
状
ス
。

三
、
部
下
各
員

二
特
定
区
域
内
ノ
出
張
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

四
、
部
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
、
特

二
指
定
シ
タ
ル
場
合
ノ
外
、
所
属
ノ
上
席
課
長
其
代
理
ヲ
為
ス
。

係
長

一
、
課
長
其
他
上
司
ノ
指
揮
ヲ
承
ケ
各
分
担
ノ
事
務
ヲ
処
弁
ス
。

主
査

一
、
係
長
其
他
上
司
ノ
指
揮
ヲ
承
ケ
、
各
分
担
ノ
事
務
ヲ
処
弁
ス
。
其
分
担
事
務

ハ
課
長
ノ
指
定
ス
ル
ト
コ
ロ
ニ
依
ル
。
但
係
長

ア
ル
ト
キ
ハ
係
長
之
ヲ
指
定
ス
。

係
員

一
、
主
査
其
他
上
司

ノ
指
揮

ヲ
承
ケ
、
各
分
担

ノ
事
務

二
従
事

ス
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

三
〇
七



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇
八

秘
書
役

一
、
社
長
、
総
理
事
及
ヒ
理
事

二
専
属
シ
、
特
命
ノ
事
務

二
従
事
ス
。

技
師
長

一
、
各
課

二
分
属
シ
、
部
長
其
他
上
司
ノ
指
示

二
依
り
、
各
専
門
技
術
上
ノ
事
項
ヲ
管
理
ス
。

技
師

一
、
各
課

二
分
属
シ
、
課
長
、
技
師
長
其
他
上
司
ノ
命

ヲ
承
ケ
、
各
専
門
技
術

二
従
事
ス
。

第
三
章
　
理
事
会
及
ヒ
常
務
理
事

第
五
条
　
事
業
ノ
興
廃
変
更
、
重
要
ナ
ル
規
定
制
度
ノ
創
設
改
廃
、
傭
員
ノ
待
遇
賞
罰
其
他
内
外

二
対
ス
ル
重
要
ナ
ル
事
項
ヲ
審
議
ス
ル
為

メ
、
理
事
会
ヲ
開
ク
。

第
六
条
　
理
事
会

ハ
、
総
理
事
及
ヒ
理
事
ヲ
以
テ
之
ヲ
組
織
ス
。

第
七
条
　
理
事
会

ハ
、
総
理
事
之
ヲ
召
集
ス
。

理
事
会

ハ
、
総
理
事

ヲ
以
テ
其
議
長
ト
ス
。

前
二
項
ノ
場
合

二
於
テ
、
総
理
事
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
上
席
理
事
之

二
代
ル
。

第
八
条
　
理
事
会
ノ
決
議

ニ
シ
テ
具
申
ノ
暇
ナ
キ
ト
キ
ハ
、
決
行
ノ
後
社
長
ノ
承
認
ヲ
受
ク
ベ
シ
。

第
九
条
　
社
長

ハ
、
理
事
中
ヨ
リ
常
務
理
事
若
干
名
ヲ
指
定
ス
。

第
十
条
　
常
務
理
事

ハ
、
部
長
以
下
ヲ
指
揮
シ
テ
会
社
ノ
常
務
ヲ
担
当
処
理
ス
。

第
四
章
　
分
課

第
十

一
条
　
本
会
社

ハ
左
ノ
部
ヲ
置
ク
。



人
事
部

経
理
部

総
務
部

工
作
部

監
査
部

第
十
二
条
　
人
事
部

ハ
、
傭
員
、
準
備
員
及
ヒ
労
役
者
ノ
人
事

二
関
ス
ル
事
務
ヲ
掌
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
、
左
ノ
各
課
ヲ
置
キ
、
之
ヲ
分
掌
セ

ンヽ
ム

。

第

一
課
　
傭
員
及
ヒ
準
備
員
ノ
任
免
、
賞
罰
、
給
与
其
他
身
分
待
遇

二
関
ス
ル
事
項
。

第
二
課
　
労
役
者

二
関
ス
ル
事
項
。

第
十
三
条
　
人
事
部
長

二
特

二
左
ノ
事
項
ヲ
委
任
専
行
セ
シ
ム
。
但
権
限
内
卜
雖
モ
重
要
ナ
ル
事
項

ハ
経
伺
ス
ヘ
シ
。

一
、
補
助
傭
員
以
下
ノ
任
用
、
解
雇
及
ヒ
休
職

二
関
ス
ル
事
項
。

二
、
係
員

二
分
掌
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
。
但
他
部

二
属
ス
ル
者

二
対
シ
テ
ハ
当
該
部
長
ノ
申
立

二
依
ル
ヘ
シ
。

三
、
諸
願
届
ヲ
処
理
ス
ル
コ
ト
。

四
、
主
管
事
項

二
関
シ
予
定
ノ
支
出
ヲ
為
ス
コ
ト
。

五
、
前
各
号
以
外
ノ
主
管
事
項
卜
雖
モ
、
定
例

二
属
シ
又

ハ
事
態
軽
微
ナ
ル
事
項
。

第
十
四
条
　
経
理
部

ハ
会
計
見
積
書
及
ヒ
決
算
ノ
審
査
、
事
業
経
営
ノ
指
揮
監
督
並

二
新
規
事
業

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
、

左

ノ
各
課
、
係

ヲ
置
キ
之

ヲ
分
掌
セ
シ
ム
。

第

一
課

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

三
〇
九



第
十
五
条

第
十
六
条

第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
〇

金
属
山
店
部
係
　
金
属
鉱
業

二
関
ス
ル
事
項
。

石
炭
店
部
係
　
　
石
炭
鉱
業

二
関
ス
ル
事
項
。

第
二
課
　
林
業
及
ヒ
農
業

二
関
ス
ル
事
項
。

第
三
課

製
造
店
部
係
　
工
業

二
関
ス
ル
事
項
。

販
売
店
部
係
　
販
売
業

二
関
ス
ル
事
項
。

第
四
課
　
銀
行
業
、
倉
庫
業
及
ヒ
他
課

二
属
セ
サ
ル
事
業

二
関
ス
ル
事
項
。

経
理
部
長

二
特

二
左
ノ
事
項
ヲ
委
任
専
行
セ
シ
ム
。
但
権
限
内
卜
雖
モ
、
重
要
ナ
ル
事
項

ハ
経
伺
ス
ヘ
シ
。

一
、
各
店
部
ノ
固
定
財
産
償
却

二
関
ス
ル
事
項
。

二
、
前
号
以
外
ノ
主
管
事
項
卜
雖
モ
、
定
例

二
属
シ
又

ハ
事
態
軽
微
ナ
ル
事
項
。

総
務
部

ハ
、
庶
務
及
ヒ
会
計

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
、
左
ノ
各
課
、
係
ヲ
置
キ
之
ヲ
分
掌
セ
シ
ム
。

庶
務
課

内
事
係
　
機
密
、
寄
附
、
贈
与
、
接
待
、
新
聞
雑
誌
及
ヒ
会
社
印
保
管

二
関
ス
ル
事
項
。

文
書
係
　
（疋
款
、
規
則
、
令
達
ノ
立
案
審
査
、
法
制
ノ
調
査
研
究
、
店
用
文
書
ノ
発
遣
接
受
、
記
録
ノ
編
纂
、
文
書
図
書
簿

冊
ノ
整
理
保
管
、
社
内
取
締
及
ヒ
訴
訟

二
関
ス
ル
事
項
。
其
他
他
ノ
課
、
係

二
属
セ
サ
ル
事
項
。

地
所
係
　
地
所
家
屋
ノ
管
理

二
関
ス
ル
事
項
。

雑
務
係
　
電
燈
、
電
話
、
電
鈴
、
暖
房
其
他
社
内

一
般
ノ
設
備
及
ヒ
自
動
車
、
自
転
車
等
ノ
管
理

二
関
ス
ル
事
項
。

会
計
課



主
計
係
　
会
計
見
積
書
及
ヒ
決
算
ノ
総
括
、
資
金
ノ
出
入
二
関
ス
ル
事
項
。

計
算
係
　
本
社
ノ
計
算
、
記
帳
並

二
身
元
保
證
金
及
ヒ
積
金
ノ
取
扱

二
関
ス
ル
事
項
。

出
納
係
　
諸
證
券
ノ
保
管
及
ヒ
其
売
買
ノ
手
続
、
金
銭
ノ
出
納
並

二
代
理
支
払

二
関
ス
ル
事
項
。

用
度
係
　
需
要
品
ノ
購
入
、
器
物
ノ
保
管
、
印
紙
類
ノ
出
納
保
管
、
不
用
物
品
ノ
処
分
並

二
物
品
ノ
売
買
代
弁
及
ヒ
其
送
達

二
関
ス
ル
事
項
。

第
十
七
条
　
総
務
部
長

二
特

二
左
ノ
事
項
ヲ
委
任
専
行
セ
シ
ム
。
但
権
限
内
卜
雖
モ
、
重
要
ナ
ル
事
項

ハ
経
伺
ス
ヘ
シ
。

一
、
社
長
及
ヒ
其
他
業
務
執
行
社
員
ノ
印
章
ヲ
管
守
ス
ル
コ
ト
。

二
、
地
所
、
建
物
、
什
器
、
簿
冊
、
書
類
其
他

一
切
ノ
本
社
財
産
ノ
管
理

二
関
ス
ル
事
項
。

三
、
規
定

ニ
ヨ
ル
所
管
固
定
財
産
ノ
償
却

二
関
ス
ル
事
項
。

四
、
社
内
取
締

二
関
ス
ル
事
項
。

五
、
主
管
事
項

二
関
シ
、
予
定
ノ
支
出
ヲ
為
ス
コ
ト
。

六
、
臨
時
費

一
百
円
以
内
ヲ
支
出
ス
ル
コ
ト
。

七
、
前
各
号
以
外
ノ
主
管
事
項
卜
雖
モ
、
定
例

二
属
シ
又

ハ
事
態
軽
微
ナ
ル
事
項
。

第
十
八
条
　
工
作
部

ハ
、
建
築
、
修
繕
、
土
木
及
ヒ
電
気
工
事

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
、
左
ノ
各
課
、
係
ヲ
置
キ
、
之
ヲ
分

掌

セ
シ
ム
。

建
築
課

建
築
係
　
建
築
、
修
繕

二
関
ス
ル
エ
事

ノ
設
計
、
製
図
、
工
事
仕
様
書

ノ
調
製
、
工
事

ノ
施
行
監
督
並

二
工
事
材
料

ノ
保
管

二
関

ス
ル
事
項
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
一



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〓
一

工
務
係
　
建
築
、
修
繕

二
関
ス
ル
エ
事
予
算
書
ノ
調
製
、
工
事
請
負
、
工
事
材
料
ノ
取
調
、
購
買
、
受
渡
、
工
事
費
ノ
調
査

整
理
其
他
雑
務

二
関
ス
ル
事
項
。

臨
時
土
木
課
　
特

二
指
定
セ
ル
土
木
工
事

二
関
ス
ル
事
項
。

臨
時
電
気
課
　
特

二
指
定
セ
ル
電
気
工
事

二
関
ス
ル
事
項
。

第
十
九
条
　
工
作
部
長

二
特

二
左
ノ
事
項
ヲ
委
任
専
行
セ
シ
ム
。
但
権
限
内
卜
雖
モ
、
重
要
ナ
ル
事
項

ハ
経
伺
ス
ヘ
シ
。

一
、
主
管
ノ
エ
事

二
関
シ
契
約

二
基
ク
支
出
ヲ
為
ス
コ
ト
。

二
、
前
号
以
外
ノ
主
管
事
項
卜
雖
モ
、
定
例

二
属
シ
又
ハ
事
態
軽
微
ナ
ル
事
項
。

第
二
十
条
　
監
査
部

ハ
、
常
時
監
査
並

二
臨
時
監
査

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
、
左
ノ
各
課
ヲ
置
キ
、
之
ヲ
分
掌
セ
シ
ム
。

第

一
課
　
本
社
並

二
鉱
山
業
、
林
業
及
ヒ
農
業

二
関
ス
ル
店
部
。

第
二
課
　
工
業
、
販
売
業
、
銀
行
業
、
倉
庫
業
及
ヒ
第

一
課

二
属
セ
サ
ル
事
業

二
関
ス
ル
店
部
。

第
二
十

一
条
　
各
部
ノ
主
管
事
項

ニ
シ
テ
、
他
ノ
部
課

二
関
聯
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
関
係
各
部
課

二
合
議
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
。

第
五
章
　
附
則

第
二
十
二
条
　
本
規
程

ハ
、
大
正
十
年
五
月
十
九
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
。

第
二
十
三
条
　
本
規
程
ノ
施
行

二
因
り
、
従
来
ノ
規
程
中
適
用
セ
サ
ル
モ
ノ
左
ノ
如
シ
。

一
、
職
制
規
程
中
総
理
事
及
ヒ
理
事

二
関
ス
ル
規
定
。

二
、
住
友
総
本
店
事
務
章
程
。

三
、
前
二
号
以
外
本
規
程

二
抵
触
又

ハ
重
複
ス
ル
規
定
。

（資
料
Ｈ
）



連
系
会
社
及
ビ
其
他
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
（大
正
十
年
五
月
十
九
日
制
定
）

第

一
条
　
本
会
社
ソ
利
益
ヲ
代
表
シ
テ
連
系
会
社
又

ハ
其
他
会
社
ノ
役
員
ト
ナ
ル
ヘ
キ
者

ハ
、
本
会
社
ノ
傭
員
又

ハ
特
殊
ノ
関
係
ア
ル
者
ノ

中
ヨ
リ
社
長
之
ヲ
指
定
ス
。

第
二
条
　
備
員

ニ
シ
テ
前
条
ノ
規
定

二
依
り
連
系
会
社
又

ハ
其
他
会
社
ノ
役
員
ト
ナ
リ
タ
ル
者
、
傭
員
タ
ル
資
格
ヲ
喪
失
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、

当
然
役
員
タ
ル
地
位
ヲ
失
ヒ
、
直

二
退
任
ノ
手
続
ヲ
為
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
。

第
三
条
　
傭
員

ニ
シ
テ
第

一
条
ノ
規
定

二
依
り
、
連
系
会
社
又
ハ
其
他
会
社
ノ
役
員
タ
ル
者

二
対
ス
ル
俸
給
其
他
給
与

二
関
シ
テ
ハ
、
別

ニ

之
ヲ
定
ム
。

第
四
条
　
第

一
条
ノ
規
定

二
依
り
連
系
会
社
ノ
役
員
ト
ナ
リ
タ
ル
者
、
左
記
事
項

二
付
テ
ハ
、
当
該
会
社
ノ
内
議
決
定

二
先
チ
、
予
メ
本
会

社
ノ
承
認
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。

一
、
四
等
傭
員
以
上
ノ
任
免
、
昇
進
、
賞
罰
並

二
課
長
（課
長
ナ
キ
ト
キ
ハ
係
長
）
以
上
ノ
分
掌
。

二
、
傭
員
ノ
退
身
慰
労
金
（定
例
ノ
モ
ノ
ヲ
除
ク
）
。

三
、
傭
員
及
ビ
準
備
員

二
対
ス
ル
海
外
出
張
、
留
学
又

ハ
学
術
研
究
ノ
為

ニ
ス
ル
国
内
ノ
出
張
。
但
営
業
上
ノ
必
要
ノ
為

ニ
ス
ル

支
那
出
張

ハ
此
限

二
在
ラ
ス
。

四
、
傭
員
及
ビ
準
備
員

二
対
ス
ル
年
末
賞
与
、
各
種
ノ
臨
時
給
与
、
慰
籍
、
待
遇
等
。
但
定
例

二
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
此
限

二
在
ラ
ス
。

五
、
労
役
者

二
対
ス
ル
各
種
ノ
給
与
、
救
血
等

二
関
ス
ル

一
切
ノ
事
項
。
但
定
例

二
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
此
限

二
在
ラ
ス
。

六
、
事
務
、
技
術

二
関
ス
ル
顧
問
又
ハ
嘱
託
ノ
依
託
。

七
、
傭
員
以
下
労
役
者

二
対
ス
ル
各
種
ノ
規
程
並

二
諸
般
ノ
制
度
又

ハ
設
備
。

八
、
定
款
及
ビ
業
務
執
行

二
関
ス
ル
重
要
ナ
ル
規
程
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〓
二



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
四

九
、
重
要
ナ
ル
契
約
ノ
締
結
及
ビ

一
切
ノ
訴
訟
。

十
、
重
要
ナ
ル
寄
贈
、
接
待
。

十

一
、
事
業
ノ
新
設
、
改
廃
、
起
業
ノ
計
董
並

二
毎
期
ノ
会
計
見
積
書
及
ビ
決
算
。

十
二
、
勘
定
科
目
及
ビ
元
帳
科
ロ
ノ
制
定
、
改
廃
。

十
三
、
取
引
銀
行
ノ
選
定
。

十
四
、
株
主
総
会

二
提
出
ス
ル
事
項
。

十
五
、
前
各
号
以
外
ノ
事
項
卜
雖
モ
、
重
要
ナ
ル
モ
ノ
。

前
記
ノ
各
事
項

二
関
シ
、
本
会
社

二
於
テ
承
認
ヲ
与

ヘ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
、
総
テ
本
会
社
ノ
傭
員

ニ
シ
テ
当
該
連
系
会
社
ノ

役
員
ト
ナ
レ
ル
者

ニ
モ
合
議
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。

第
五
条
　
第

一
条
ノ
規
定

二
依
り
連
系
会
社
ノ
役
員
ト
ナ
リ
タ
ル
者

ハ
、
本
会
社
諸
規
程

二
準
シ
、
当
該
会
社

二
関
ス
ル
諸
般
ノ
報
告

ヲ
提

出
ス
ヘ
シ
。

第
六
条
　
第

一
条
ノ
規
定

二
依
り
連
系
会
社
以
外
ノ
会
社
ノ
役
員
ト
ナ
リ
タ
ル
者
、
当
該
会
社
ノ
事
務
中
、
資
本
ノ
増
減
、
払
込
ノ
徴
収
、

社
債
ノ
募
集
其
他
重
要
ナ
ル
事
項

二
関
シ
、
其
意
見
ヲ
発
表
ス
ル
ニ
ハ
、
予
メ
本
会
社
理
事
会
ノ
承
認
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。

第
七
条
　
第

一
条
ノ
規
定

二
依
り
連
系
会
社
以
外
ノ
会
社
ノ
役
員
ト
ナ
リ
タ
ル
者

ハ
、
当
該
会
社
ノ
重
役
会

二
附
議
セ
ラ
レ
タ
ル
事
項
其
他

話
題
二
上
リ
タ
ル
肝
要
ナ
ル
事
項

二
付
テ
ハ
、
随
時
本
会
社
理
事
会

二
報
告
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。

附
記

株
式
会
社
住
友
銀
行

二
関
シ
テ
ハ
、
本
規
程
第
四
条
承
認
事
項
ヲ
左
ノ
通
り
改
ム
。

一
、
第

一
号
ヲ

「
四
等
傭
員
以
上
ノ
任
免
、
昇
進
、
賞
罰
並

二
本
店
課
長
及
ビ
支
配
人
以
上
ノ
分
掌
」
ト
ス
。



二
、
第
六
号
ヲ

「顧
間
又

ハ
嘱
託
ノ
依
託
」
ト
ス
。

三
、
第
九
号
ノ

「重
要
ナ
ル
契
約
及
ビ
訴
訟
（
日
常
ノ
取
引

二
関
ス
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
ン

ト
ス
。

四
、
第
十

一
号
ヲ

「事
業
ノ
新
設
、
改
廃
」
ト
ス
。

五
、
第
十
二
号
を

「勘
定
科
目
及
ビ
元
帳
科
ロ
ノ
制
定
、
改
廃
（銀
行
固
有
ノ
モ
ノ
ヲ
除
ク
ン

ト
ス
。

（資
料
１２
）

利
益
配
当
並

二
持
分
払
戻

二
関
ス
ル
決
議
書

決
議
書

住
友
合
資
会
社
無
限
責
任
社
員
住
友
吉
左
衛
門
、
同
無
限
責
任
社
員
鈴
木
馬
左
也
、
同
無
限
責
任
社
員
住
友
忠
輝
、
同
無
限
責
任
社
員
中
田

錦
吉
、
同
無
限
責
任
社
員
湯
川
寛
吉
、
同
有
限
責
任
社
員
住
友
厚
、
同
有
限
責
任
社
員
住
友
元
夫
、
同
有
限
責
任
社
員
住
友
寛

一
以
上
八
名

ノ
間

二
、
住
友
合
資
会
社
定
款
第
十

一
条

二
定
ム
ル
ト
コ
ロ
ニ
従
ヒ
、
利
益
配
当
並

二
労
務
ヲ
以
テ
出
資
ノ
ロ
的
卜
為
ス
社
員

二
対
ス
ル
持

分
払
戻
ノ
標
準

ニ
ツ
キ
、
決
議
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
。

一
、
財
産
ヲ
以
テ
出
資
ノ
ロ
的
卜
為
ス
社
員

二
対
ス
ル
利
益
ノ
配
当
額

ハ
、
決
算
期
毎

二
業
務
執
行
社
員
ノ
決
議
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
。

二
、
労
務
ヲ
以
テ
出
資
ノ
ロ
的
卜
為
ス
無
限
責
任
社
員

二
対
ス
ル
配
当
額

ハ
、
決
算
期
毎

二
社
長
之
ヲ
定
ム
。

三
、
労
務
ヲ
以
テ
出
資
ノ
ロ
的
卜
為
ス
社
員

二
対
シ
テ
ハ
会
社
解
散
又

ハ
退
社
ノ
場
合

二
於
テ
、
其
持
分
払
戻
ヲ
為
サ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

右
決
議
ス
。

大
三
十

一
年
五
月
二
十
四
日

住
友
吉
左
衛
門

鈴
木
馬
左
也

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
五



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立

一一一
一
六

右
親
権
者

住
友
忠
輝

中
田
錦
吉

湯
川
寛
吉

住
友
　
厚

父住
友
吉
左
衛
門

住
友
元
夫

父住
友
吉
左
衛
門

住
友
寛

一

右
親
権
者

四
　
設
立

に
伴

う
諸
規
程

の
整
備

Ｈ
　
監
査
規
程

。
会
計
規
則
の
改
正

上
記
資
料
８
に
よ
つ
て
、
五
月
十
七
日
付
で

「家
法
第

一
編
第
九
章
監
査
」
は
、
単
行
の

「監
査
規
程
」
と
な
っ
た
が
、
十
九
日
付

「住

友
合
資
会
社
事
務
章
程
」
の
制
定
に
伴
い
、
同
日
付
甲
第
八
号
達
に
よ
り
こ
の

「監
査
規
程
」
中

「家
長
若
ク
ハ
重
役
」
が

「社
長
又
ハ
総

理
事
若
ク
ハ
理
事
」
に
、
「専
務
監
査
員
」
が

「監
事
」
に
、
「総
本
店
監
査
課
」
が

「合
資
会
社
監
査
部
」
に
、
ヨ

家
」
が

「会
社
」
に



改
め
ら
れ
た
。

し
か
し
前
述
の
通
り
、
監
事
、
監
査
部
長
い
ず
れ
も
欠
員

の
た
め
、
新
た
に
昭
和
二
年
２

九
二
七
）
六
月

一
日

「監
査
及
検

査
規
程
」
が
制
定
さ
れ
て
、
こ
の

「監
査
規
程
」
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
実
質
的
な
変
化
は
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

次
に
同
様
に
し
て

「住
友
家
会
計
規
則
」

は

「住
友
合
資
会
社
会
計
規
則
」

に
改
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、　
や
は
り
大
正
十
年
２

九

一
一
こ
七
月
十
三
日
付
甲
第

一
三
号
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち

「住
友
家
ノ
会
計
」
は

「住
友
合
資
会
社
全
般
ノ
会
計
」
に
、
そ
し
て
既
に
述
べ
た
通
り
、
正
式
に
は
昭
和
三
年

の
社
則
制
定

を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
「総
本
店
」
が

「本
社
」
に
、
「家
法
」
が

「社
則
」
に
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
外
、
上
記
資
料
１２

「利
益
配
当
並

二
持
分
払
戻

二
関
ス
ル
決
議
書
」
に
対
応
す
る
た
め
、
次
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

第
十

一
条
　
社
員

二
対
ス
ル
利
益
ノ
配
当

ハ
、
毎
会
計
年
度
ノ
終

二
於
テ
之
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
ス
。

ま
た
住
友
総
本
店
は
次

の
通
り
、

「住
友
家
会
計
規
則
」

第
十

一
条
に
よ
り
会
計
規
則
積
立
金
や
住
友
銀
行
が
株
式
会
社
に
な
る
以
前
は
銀

行
部
積
立
金
を
、
第
十
二
条
に
よ
り
総
本
店
建
築
準
備
金

。
相
続
税
準
備
金
等
を
積
み
立
て
て
い
た
つ
住
友
総
本
店
」
各
章
利
益
処
分
表
参
昭
じ
。

第
十

一
条
　
総
本
店

ハ
、
積
立
金
ト
シ
テ
毎
会
計
年
度
ノ
全
利
益
ノ
内
ヨ
リ
相
当
ノ
金
額
ヲ
積
立
テ
置
ク
ベ
シ
。

営
業
上
計
算
ヲ
公
示
ス
ル
為
メ
ニ
積
立
金
ヲ
要
ス
ル
各
店
各
部

ハ
、
毎
会
計
年
度
又

ハ
毎
決
算
期

二
総
本
店
ノ
認
可
ヲ
受

ケ
テ
、
其
店
部
ノ
利
益
ノ
内
ヨ
リ
相
当
ノ
金
額
ヲ
特

二
積
立
テ
置
ク
コ
ト
ヲ
得

ヘ
シ
。

第
十
二
条
　
総
本
店

ハ
、
特
定
ノ
費
途

二
充
ツ
ル
為
メ
、
予
メ
其
準
備
金
ト
シ
テ
毎
会
計
年
度
ノ
全
利
益
ノ
内
ヨ
リ
特

二
積
立
金

ヲ
為

ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
。

今
回
の
改
正
で
は
、
両
者
を

一
本
化
し
、
次

の
通
り
第
十
二
条
と
し
た
。

第
十
二
条
　
本
社

ハ
、
毎
会
計
年
度
ノ
利
益
ノ
内
ヨ
リ
、
積
立
金
及
特
別
積
立
金
ト
シ
テ
相
当
ノ
金
額
ヲ
積
立
テ
置
ク
ベ
シ
。

特
定
ノ
費
途

二
充
ツ
ル
為
メ
、
準
備
積
立
金
ト
シ
テ
毎
会
計
年
度
ノ
利
益
ノ
内
ヨ
リ
特

二
積
立
ヲ
為
ス
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
七



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
八

な
お
こ
の
明
治
二
十
三
年
貧

八
九
〇
Ｘ
ム
計
規
則
制
定

の
際
開
設
さ
れ
た
積
立
金
は

「積
立
口
」
と
称
さ
れ
て
い
た
が
、
他

の
積
立
金

理
渥
計
口
」

（文
久
四
年

〈
一
八
六
四
〉
別
子
勘
場
元
締
本
役
広
瀬
宰
平
開
設
）、
「貯
蓄
口
」

（明
治
八
年
十
二
代
家
長
友
親
開
設
）
と
共
に
、　
昭
和
三

年
四
月
十
八
日

「本
社
特
別
財
産
規
程
」
の
制
定
に
よ
つ
て
廃
止
さ
れ
、
「本
社
特
別
財
産
」
に
一
本
化
さ
れ
た
。

住
友
総
本
店
各
店
部
が
総
本
店
本
社
部
門
に
対
し
提
出
す
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
既
に

「住
友
総
本
店
（上
ご

及
び

「
同
（中
こ

の
各

「住
友
総
本
店
の
会
計
監
査
制
度
」
で
述
べ
た
が
、
住
友
合
資
会
社
が
発
足
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
他
に
会
計
規
則
施
行
細
則
第
五
条

「前
項

規
定
以
外

二
総
本
店

ハ
特

二
諸
表
ノ
呈
出
ヲ
命
ズ
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
」
と
い
う
規
定
に
基
づ
き
、
中
田
常
務
理
事

の
各
主
管
者
あ
て
文
書
の

形
で
、　
次
の
よ
う
な
提
出
書
類
の
追
加
が
行
わ
れ
た
（資
料
１３
、　
た
だ
し
こ
の
文
書
は
次
の
①
に
関
す
る
も
の
で
、
②
及
び
③
に
関
す
る
文
書
は
現
存

し
な
い
が
、
こ
れ
ら
も
①
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
大
正
十
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
開
始
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
）
。

①
下
半
期
損
益
予
想
表
及
び
下
半
期
収
支
予
想
表

い
ず
れ
も
大
正
十
年
四
月
末

に
開
催
さ
れ
た
主
管
者
会
議
に
お
い
て

「近
時
財
界
ノ
変
化
著
シ
ク
ナ
ル
傾
向

ア
リ
テ
、
（註
、
会
計
見
積

書
）年

一
回
ニ
テ
ハ
、　
一
ケ
年
ノ
収
支
損
益
ヲ
予
定
ス
ル
コ
ト
ハ
実
際
卜
離
レ
ル
感
ア
リ
」

（川
田
副
支
配
人
）
と
し
て
、
会
計
見
積
書
を
年
二

回
提
出
す
る
こ
と
に
し
て
は
如
何
か
と
い
う
議
題
が
提
出
さ
れ
た
。
討
議
の
結
果
、
会
計
見
積
書
を
年
二
回
作
成
す
る
こ
と
は
繁
雑
に
過
ぎ

る
と
し
て
各
店
部
（連
系
会
社
を
含
む
）
に
対
し
両
表
を
毎
年
六
月
十
五
日
ま
で
に
提
出
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
大
正
十
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
。

総
務
部
会
計
課
で
は
、
こ
れ
ら
の
報
告
に
基
づ
き
、
七
月
十
五
日
ま
で
に
下
半
期
の
総
損
益
予
想
表
と
総
収
支
予
想
表
を
作
成
し
た
。

②
上
半
期
損
益
決
算
額
予
想
表
及
び
下
半
期
損
益
決
算
額
予
想
表

同
様
の
趣
旨
で
、
会
計
見
積
と
決
算
の
乖
離
が
問
題
に
な

っ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
各
店
部
は
六
月
五
日
ま
で
に
上
半
期

の
、
十
二
月
五
日

ま
で
に
下
半
期
の
損
益
決
算
額
予
想
表
を
提
出
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
総
務
部
会
計
課
で
は
、
こ
れ
ら
の
報
告
を
集
計
し
、
上
半
期
は
六
月

十
五
日
、
下
半
期
は
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
総
損
益
決
算
額
予
想
表
を
作
成
し
、
あ
ら
か
じ
め
決
算

の
大
要
を
把
握
す
る
こ
と
と
し
た
。



③
事
業
成
績
旬
報

各
店
部

・
連
系
会
社
は
、
所
管
事
業
の
動
向
を
示
す
主
要
項
目
に
つ
い
て
、
毎
旬

の
業
績
を
翌
旬
三
日
ま
で
に
報
告
し
、
総
務
部
会
計
課

は
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
八
日
ま
で
に
総
事
業
成
績
旬
報
を
作
成
し
た
。
ち
な
み
に
報
告
す
べ
き
項
目
は
、
鉱
山
で
は
出
鉱
（山５
高

・
引
渡
高

奮
冗
鉱
一日３

・
唱
相
場
、
メ
ー
カ
ー
で
は
契
約
高

・
引
渡
高

・
建
値
（契
約
単
価
）
、
販
売
店
で
は
引
渡
高
、
倉
庫
で
は
入
庫
高

・
出
庫
高

・
残
高
、

銀
行
で
は
預
金

・
貸
出
金

・
準
備
金

・
利
率
（預
金

・
貸
金
）
、
信
託
は
信
託
引
受
高
（金
銭
ノ
信
託

・
其
他
ノ
信
託
）
・
信
託
財
産
利
用
高
（貸
付

・
有
価
証
券

・
有
価
証
券
貸
付
）
、
生
命
で
は
新
契
約
高

・
契
約
消
滅
高

・
契
約
残
高
、
本
社
で
は
当
座
預
金

・
借
入
金

・
連
系
会
社
預
り
金

と
詳
細
を
極
め
て
い
た
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
項
目
の
多
く
に
つ
い
て
、
毎
旬
の
実
数
だ
け
で
な
く
、　
一
月
か
ら
の
累
計

。
前
年
同
旬
比
な
ど

が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
諸
表
は
、
昭
和
三
年
の
社
則
制
定

の
際
、
会
計
規
程
及
び
会
計
規
程
施
行
細
則
の
中
に
明
文
化
さ
れ
た
。

（資
料
１３
）

各
主
管
者
あ
て
中
田
常
務
理
事
文
書

拝
啓
本
年
度
主
管
者
会
議

二
於
テ
御
協
議
申
上
候
、
会
計
見
積
書
ヲ
毎
決
算
期
呈
出
ノ
件

ハ
、
今
回
左
記
ノ
通
決
定
相
成
候
間
、
本
年
下
半

期
ヨ
リ
御
実
行
相
成
度
。
此
段
及
御
通
牒
候
也
。

大
正
十
年
六
月
十

一
日

合
資
会
社
常
務
理
事
　
　
　
　
中
田
　
錦
吉

記

会
計
見
積
書

ハ
現
行
ノ
通
、
毎
年

一
回
呈
出
ノ
コ
ト
。
但
シ
損
益
並

二
収
支

二
付
キ
テ
ハ
、
毎
年
六
月
上
旬

二
於
テ
更

二
事
業
ノ
実
況
ヲ
考

察
シ
、
該
年
度
下
半
期
予
想
表
ヲ
作
製
シ
、
同
月
十
五
日
迄

二
本
社

二
到
着
ス
ル
ヤ
ウ
呈
出
ス
ヘ
シ
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
九
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友
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本
予
想
表
卜
当
初
呈
出
シ
タ
ル
会
計
見
積
書
ノ
記
載
卜
著
シ
キ
差
異

ヲ
生
セ
ル
場
合

ニ
ハ
、
特

二
其
理
由
ヲ
附
記
ス
ヘ
シ
。

損
益
予
想
表

ハ
損
益
表

二
準
シ
、
各
元
帳
科
目
別

二
記
入
ノ
コ
ト
。

収
入
支
出
予
想
表

ハ
会
計
見
積
書
収
入
支
出
表
ノ
様
式

二
拠
ル
コ
ト
。

以
上

追
テ
右

ハ
本
年
度
ヨ
リ
御
実
行
相
成
度
。
但
シ
呈
出
期
限

ハ
本
年
度

二
限
り
六
月
末
日
卜
御
承
知
相
成
度
候
。

国
　
資
金
取
扱
規
程
の
制
定

「住
友
総
本
店
（下
ど

の

「
二
　
住
友
総
本
店
の
業
績
」
で
述
べ
た
通
り
、
住
友
総
本
店
は
原
則
と
し
て
自
己
資
金
で
経
営
さ
れ
、
住
友

銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
は
、
特
別
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
。　
し
た
が

っ
て
各
店
部
に
対
し
て
は
、
総
本
店
（本
社
部
門
）
か
ら
各
店
部
勘
定

を
通
じ
て
資
金
が
貸
し
付
け
ら
れ
て
お
り
、
資
金
不
足
を
避
け
る
た
め
、
総
本
店
は
各
店
部
か
ら
年
末
に
会
計
見
積
書
を
提
出
さ
せ
て
、
あ

ら
か
じ
め
翌
年
の

「資
金
最
高
額
」
を
把
握
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
各
店
部
の
使
用
資
金

に
対
し
社
内
金
利
を
賦
課
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。し

か
し
大
正
四
年
末
鋳
鋼
所
が
株
式
会
社
に
な
る
と
、
総
本
店
は
こ
れ
に
対
し
貸
付
金

の
形
で
融
資
を
行
い
、
金
利
を
徴
収
す
る
よ
う
に

な

っ
た
。
そ
の
後
大
正
七
年
に
な
る
と
伸
銅
所
が
、
次
い
で
八
年
に
は
鋳
鋼
所
の
使
用
資
金
が
急
増
し
た
た
め
、
両
所
は
総
本
店
を
経
由
し

て
住
友
銀
行
か
ら
手
形
融
資
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
た
Ｃ
住
友
総
本
店
（下
ｙ

第
８
表
銀
行
出
納
勘
定
及
び
銀
行
借
入
金
勘
定
参
照
）。
総
本
店
は
、

住
友
銀
行
に
対
す
る
こ
の
融
資

に
関
す
る
支
払
利
息
を
そ
の
ま
ま
両
所
に
付
け
替
え
て
い
た
。
大
正
九
年
に
は
、
住
友
銀
行
か
ら
の
借
り
入

れ
（総
本
店
自
身
の
借
り
入
れ
も
、
鋳
鋼
所

・
伸
銅
所
同
様
に
手
形
借
り
入
れ
で
、
大
正
九
年
四
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
）
は

一
挙

に
五
倍
近
く
に
増
加
し

（第
４
表
）、
総
本
店
は
資
金
不
足
に
陥

つ
た
た
め
、　
こ
の
年
末
に
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
住
友
電
線
製
造
所
は
、
直
接
住
友
銀
行
か
ら
担
保



大正 6年末 7年末 8年末 9年末

総本店の銀行勘定借越額(A) 0 2,668 4.377 21,304

住友銀行貸出残高(B) 120 148 193,564 261,560 287,686

A/B× 100

（
２３

）

付
手
形
借
り
入
れ

一
五
〇
万
円
、
商
業
手
形
割
引
限
度
二
五
〇
万
円
の
融
資
を
受
け
、
ま
た
当
座
借
越
契
約
を
結
ん
だ
。

第 4表 住友総本店と住友銀行との取引状況  (単位可円)

註 :(A)は 「住友総本店(「 )J第 8表 の銀行出納勘定 と銀行借入金勘定の合計額である。

出典 : F住 友銀行八 十年史』244頁。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

か
く
し
て
自
己
資
金
の
枠
内
で
各
店
部

・
株
式
会
社
の
資
金
繰
り
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
時
は
、
こ
れ
ら

か
ら
提
出
さ
せ
た
会
計
見
積
書
に
よ
つ
て

「資
金
最
高
額
」
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
で
あ

つ
た

が
、　
一
度
こ
の
枠
が
突
破
さ
れ
、
住
友
銀
行
に
対
す
る
依
存
度
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
こ
の

「資
金
最
高
額
」

は
意
味
を
持
た
な
く
な
り
、
む
し
ろ
使
用
資
金

の
効
率
が
問
題
と
な

つ
て
き
た
。
後
に
昭
和
三
年

の
社
則
制

定
に
際
し
、
会
計
見
積
書
及
び
実
際
報
告
書
の

「資
金
最
高
額
」
が
廃
止
さ
れ
、　
一
般
的
な
収
支
予
想

に
と

っ
て
代
わ
ら
れ
る
端
緒
と
い
え
よ
う
。
大
正
十

一
年
に
作
成
さ
れ
た
大
正
十
年
度
実
際
報
告
書
に
よ
る
と
、

こ
の
よ
う
な
使
用
資
金
の
急
増
を
受
け
て
、
総
本
店
で
は
社
内
金
利
の
賦
課
が
そ
の
目
的
と
思
わ
れ
る
が
、

大
正
九
年
か
ら
各
店
部
の
資
金
使
用
総
積
数
の
計
算
を
開
始
し
て
い
る
。

大
正
十
年
末
の
銀
行
借
入
超
過
は

一
七
三
二
万
円
と
な
り
、
前
年

に
比
し
四
〇
八
万
円
の
減
少
と
な

っ
た

が
、
こ
れ
は
割
引
手
形
支
払
の
た
め
通
知
預
金
四
九
六
万
円
を
引
き
出
し
た
た
め
で
、
こ
れ
を
算
入
す
れ
ば

八
八
万
円

の
増
加
と
な

つ
て
い
た
。
こ
の
た
め
合
資
会
社
は
、
大
正
十

一
年
三
月
二
十
日

「資
金
取
扱
規

程
」

（資
料
１４
）
を
制
定
し
、
各
店
部
の
資
本
金
を
定
め
、　
こ
の
資
本
金
額
と
そ
の
店
部
勘
定

の
元
帳
残
高
と

の
差
に
対
し
、
金
利
∩
本
社
貸
越
日
歩
」
と
称
す
る
）
を
賦
課
す
る
こ
と
と
し
た
（他
方
各
店
部
の
余
剰
資
金
は
本

社
に
預
け
ら
れ
、
「本
社
預
り
日
歩
」
が
付
け
ら
れ
た
が
、　
こ
こ
で
は
省
略
す
る
）。
連
系
会
社
は
こ
の
規
程
の
対
象

外
で
あ

っ
た
が
、
店
部
で
も
伸
銅
所
の
如
く
従
来
か
ら
総
本
店
経
由
住
友
銀
行
か
ら
手
形
融
資
を
受
け
て
い

た
店
部
の
金
利
付
替
は
従
来
通
り
で
あ

っ
た
。
ま
た
こ
の
規
程
の
具
体
的
な
手
続
は
、
五
月
八
日

「資
金
利

息
計
算
手
続
」
（資
料
１５
）
と
し
て
通
達
さ
れ
た
。

一一一一
一
一



年度・期 悧
　
山

情
樹飽

年・月
住友銀行

割引目歩C
大阪組合銀行
手形貸付日歩⑩

最 高 最低 最高 最 低

期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

度
　
　
　
度
　
　
　
度
　
　
　
度
　
　
　
度
　
　
　
度

年

年

年

年

年

年

‐２

‐３

‐４

‐５

２

３

正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

①

　
　

　

　

②

　

③
④

⑤

⑥

⑦

③

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

２

５

８

Ｈ

２

５

８

Ｈ

２

５

８

■

２

５

８

１１

２

５

８

Ｈ

２

年

年

年

年

年

年

‐２

‐３

‐４

‐５

２

３

正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

260

260

265

270

260
260

260

255

260
270

不

210
210
200
200
195

185

190

180
160

160

言羊

276
276
270
277
272
275
272
278
267
262
260
258
255
254
252
251

248
247
245
239
228

第 5表 付替金利の推移
(単位 :銭厘毛)

註 :①大 に13年 11月 27日 付大正14年 度第 1期資金利息通知|ノ 件起案「備考J

前期 二於 ケル本社 ノ実際割引 日歩ハ 2銭 5厘 ナ リ。
② 人正15年 2月 25日 付大■E15年 度第 2期 資金利 息利率通知之件起案「備考 J

下記利子ハ前例通 り貸越 日歩ハ銀行割ワIH歩 、預 り日歩 ハ特別当座 日歩 ナ リ。

③ 大正 15年 8月 30日 付 人正15年 度第 4期資金利 感利率通知之件起案「備考 J

7月 以降金利安 二付 キ貸イ1日 歩 ラ 5毛 引 ドケ ン トス。
0人 に15年 11月 29日 付 太 l116年度 (計 、 H召 和 2年 度)第 1期資金不」息 歩合決定通知 ノ件起案

「理 
「HJ
l 貸付 日歩二付 テ

本年 7月 ヨリ市 中金利低 下ノ趨勢 ラ呈シ、為二本社貸付 H歩 モ第 4期 分ハ第 3期分 ヨ

リ 5毛引下 フ見 タルガ、其 ノ後 10月 4日 H銀利 卜(2銭 ヨリ 1銭 8厘 二利 卜)ノ 結果 、
市 中金利 モ更二低下 スルコ トトナ リタレバ、16年 度 (.■ 、昭和 2年 度)第 1期分ハ第 4

期分 ヨリ更二 5毛方貸付 日歩 ラ引 トグルコ ト適当 卜認 メラル。
2 預 り日歩 (略 )

⑤ 昭和 2年 2月 18日 付昭和 2年度第 2期 資金利 害歩合決定通知 ノ件起案「理 由 J

l 預 り金 日歩二就 イテ(略 )

2 貸付 日歩二就 イテ

預 り金 日歩 ヲ前記 ノ通 り(註 、 1厘 )引 ドグル以 H、 貸付 H歩 モ同様引 トグベキハ、蓋

シ当然ナルベ ク、又之 ラー般 金利 ノ趨勢 ヨリ見 ルモ然 ルベキモ ノ ト認 メラル。
OE召和 2年 5月 24H付 昭和 2年度第 3期 資金利 U歩合決定通知 ノ件起案「理 由 J

本社預 り及貸付 日歩 ノ標準 ラナス住友銀行特別当座預金及貸金各利率 ハ、本社現行 日歩

ラ決定 シタル 2月 末当時 卜殆 ン ド差異 ナキ ヲ以 テ、第 3期 日歩 モ現状 ノ健据置 クコ ト適

:L卜 言忍メラ ,レ 。
OB召和 2年 8月 26日 付昭和 2年 度第 4期 資金利抱歩合決定通知 ノ件起案「 理 由 J

l 頂 リロ歩二就 テ(略 )

2 貸付 日歩二就 テ

住友銀行 ノ優良貸金二対 スル ロ歩 ハ、従来 l銭 9厘ニテ、本社貸付 H歩 ハ現在 2銭 1

厘 ナルガ、最近前者ハ 1銭 8厘 二引下グ ラレ、尚金融 ノ前途相 当緩慢 ノ見込ナ レバ、

後者モ亦同様 1厘方引下グ即 チ 2銭 也二決定 スルコ ト適 当 卜思考セ ラル。
① H召 和 2年 11月 26日 付昭和 3年度第 1期資金利 U歩 合決定通知 ノ件起案 「理由 J

現行資金利 息ハ、本社預 り 1銭 、貸付 2銭ナルガ、現在
「

中金利 ハ右率 ラ決定 セル 8月

当時 ヨリ低 下シ、即 チ銀行特房U当 座 H歩 ハ此 ノ間 1銭 ヨリ 9厘二、又市内商業手形 H歩
ハ同 ジク 1銭 9厘 ヨリ l銭 8厘 二夫 々 1厘 方引 ドグラル.之 ラ実例 二徴 スルニ現在二於

テ、肥料ハ 1銭 9厘、伸銅ハ 1銭 9厘 -2銭 、倉庫ハ 2銭ナ リ。金融界ハ ロ先年 末マテ

幾分引締 ルベキモ、大勢緩 慢ノ模様 ナ レバ、向 フ 3ケ 月間 ノ資 金利息 モ現行率 ヨリ 1厘
方引 下グルヲ適 当 トスベ シ。

①「住友銀行割引 日歩 Jは 月末。汁1典は④⑤O③の各起案。
⑩「大阪組合銀行(正式には大阪銀行集会所41合銀行、住友銀行 もその 員である)手 形貸付

:,歩Jは月中。手形貸付は大正 12年 7月 以降。それまでは .IE書 貸付 と共に貸付金 日歩 と

して 本であった。 出典は大阪銀行集会所『 大阪銀行通信録』 第305号 ～第367号 。
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一壬

〓
一

な
お
こ
の
両
者

は
、
後

に
昭
和
三
年
社
則
制
定
時

に
、
統
合
さ
れ
て

「資
金
規
程
」

と
な

っ
た
。

こ
の
規
程

に
基
づ
い
て
大
正
十
二
年

か
ら
昭
和
三
年

に
か
け
て
付
替
ら
れ
た
金
利
を
第

５
表

に
示

し
た
。

こ
の
付
替
金
利
を
決
定
す

る
ル



―
ル
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
資
金
利
息
決
定
通
知

の
起
案
に
記
さ
れ
て
い
る
備
考
あ
る
い
は
理
由
（第
５
表
註
参
昭
）̈
か
ら
推
定
す
る
と
、
ま

ず
最
初
に
合
資
会
社
本
社
の
割
引
日
歩
の
実
績
か
ら
そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
付
替
金
利
の
水
準
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
は
期
末

の
住
友
銀
行
の

手
形
割
引
日
歩
（そ
の
最
低
レ
ー
ト
が
原
則
と
し
て
合
資
会
社
に
適
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）
と
市
中
金
利
の
動
向
か
ら
、
翌
期

の
付
替
金
利
が

決
定
さ
れ
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
ち
な
み
に
期
末
の
住
友
銀
行
の
最
低
手
形
割
引
日
歩
と
翌
期
の
合
資
会
社
付
替
金
利
は
、
二
厘
か
ら
二
厘

五
毛
の
幅
で
は
ぼ
連
動
し
て
い
る
。

（資
料
１４
）

乙
第
四
号
達

各
店
部
資
金
取
扱
規
程
左
ノ
通
相
定
ム
。

大
正
十

一
年
三
月
二
十
日

本
口
　
資
　
〈
本
　
社

資
金
取
扱
規
程

第

一
条
　
各
店
部
所
属
ノ
固
定
財
産
勘
定
、
創
業
費
勘
定
及
ヒ
起
業
支
出
勘
定
ノ
前
決
算
期
末

二
於
ケ
ル
元
帳
残
高
並

二
一
定
ノ
流
動
資
本

ノ
合
計
ヲ
以
テ
、　
一
決
算
期

二
於
ケ
ル
其
店
部
ノ
資
本
金
ト
ス
。
但
特
定
ノ
店
部

ニ
ツ
キ
テ
ハ
、
流
動
資
本
ヲ
設
定
セ
サ
ル
コ
ト

ア
ル
ヘ
シ
。

第
二
条
　
流
動
資
本
ノ
金
額

ハ
、
本
社

二
於
テ
之
ヲ
決
定
シ
、
毎
決
算
期
改
定
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
三
条
　
資
本
金

ハ
特
別
ノ
理
由
ア
ル
ト
キ
ハ
、
前
二
条
ノ
規
定

二
拘
ラ
ズ
本
社

二
於
テ
設
定
、
変
更
又

ハ
廃
止
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
。

第
四
条
　
各
店
部
ノ
資
本
金
額
卜
本
社

二
於
ケ
ル
其
店
部
勘
定
ノ
元
帳
残
高
ト
ノ
差
額

二
対
シ
、
本
社
対
各
店
部
間

二
利
息

ヲ
支
払

フ
モ
ノ

ト
ス
。
但
シ
資
本
金

ヲ
有
セ
サ
ル
店
部

ニ
ツ
キ
テ
ハ
本
条
利
息
ノ
計
算

ハ
、
本
社

二
於
ケ
ル
其
店
部
勘
定
ノ
元
帳
残
高

ニ
ヨ
ル
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
〓
二



第
五
条

第
六
条

附
則

本
規
程

ハ
、
大
正
十

一
年

一
月

一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
。

（資
料
１５
）

乙
第
五
号
達

資
金
利
息
計
算
手
続
左
ノ
通
相
定
ム
。

大
正
十

一
年
五
月
八
日

以

上
〈
口　
　
次貝
　
　
〈
バ
　
　
彙算

資
金
利
息
計
算
手
続

一
、
資
金
取
扱
規
程
第
五
条

二
依
ル
利
息
ノ
割
合

ハ
、
左
ノ
期
間
毎

二
本
社
之
ヲ
定
メ
、
其
期
間
ノ
始

二
於
テ
、
各
店
部

へ
通
知
ス
ル
モ
ノ

ト
ス
。

第

一
期
　
自
前
年
十
二
月

一
日

第
二
期

自
三
月

一
日

第
三
期
　
自
六
月

一
日

第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立

三
二
四

前
項
ノ
利
息

ハ
、
前
期
純
損
益

ヲ
決
算
期
ノ
第

一
日
二
於
テ
、
各
店
部
ヨ
リ
本
社

二
付
替

ヘ
タ
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
之
ヲ
計
算
ス
。

利
息
ノ
割
合

ハ
、
本
社
別

二
之
ヲ
定
ム
。

本
規
程

ハ
、
各
店
部
卜
其
所
属
ノ
各
部
又

ハ
特
別
会
計
ト
ノ
間

二
準
用
ス
。
但
シ
所
属
ノ
各
部
又

ハ
特
別
会
計
ノ
流
動
資
本
ヲ
設

定
、
変
更
又

ハ
廃
止
セ
ン
ト
ス
ル
場
合

ハ
、
本
社
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
。

至
其
ノ
年
二
月
末
日

至
五
月
末
日

至
八
月
末
日



第
四
期
　
自
九
月

一
日
　
　
　
　
　
　
至
十

一
月
末
日

二
、
利
息

ハ
、
左
ノ
期
日
二
於
テ
本
社
之
ヲ
計
算
シ
、
各
店
部

へ
付
替
フ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第

一
期
及
第
二
期
分
　
　
　
　
　
　
　
五
月
末
日

第
三
期
及
第
四
期
分
　
　
　
　
　
　
　
十

一
月
末
日

三
、
前
項
利
息
ヲ
整
理
ス
ル
タ
メ
、
元
帳
科
目
中

二

「資
金
利
息
」
科
ロ
ヲ
新
設
シ
、
元
帳
差
引
残
高
表
ノ
順
序

ハ
損
益
勘
定
中

「償
却
」

科
ロ
ノ
前
ト
ス
。

備
考

一
、
利
息
ノ
割
合
ヲ
年
四
回
通
知
ス
ル
コ
ト
ハ
、
手
形
ノ
割
引
期
間
ガ
普
通
三
ケ
月
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
三
ケ
月

二
一
回
利
率
ヲ
決
定
ス
ル
ヲ
適

当
卜
認
メ
タ
ル
ナ
リ
。

二
、
利
息
ノ
付
替
期
日
ヲ
五
月
末
日
及
十

一
月
末
日
ト
シ
タ
ル
ハ
、
各
決
算
期
最
終
ノ
月

ハ
、
最
モ
多
忙
ノ
時

ニ
シ
テ
利
息
ノ
計
算

ヲ
行

フ

コ
ト
困
難

ニ
シ
テ
、
同
決
算
期
内

二
利
息
ノ
付
替
ヲ
行

フ
コ
ト
能

ハ
ザ
ル
ニ
至
ル
恐
ア
ル
ヲ
以
テ
、　
一
月
前
ノ
五
月
及
十

一
月
ノ
末
日

ト
シ
タ
ル
ナ
リ
。

三
、
元
帳
科
ロ
ノ
新
設

ハ
申
請
ヲ
侯
チ
認
可
ス
ル
ヲ
原
則
ト
ス
ル
モ
、
今
回

ハ
各
店
部
共
通
ノ
モ
ノ
ニ
付
、
本
規
則
中

二
規
定
セ
リ
。

註（
１
）

『
三
井
事
業
史
』
資
料
篇
三
公
二
井
文
庫
　
昭
和
四
十
九
年
）
五
八

五
―
五
九
〇
頁
。

（
２
）

武
田
晴
人

「資
本
蓄
積
（３
）財
閥
」

（大
石
嘉

一
郎
編

『
日
本
帝

国
主
義
史
１
第

一
次
大
戦
期
』
第
六
章
　
東
大
出
版
会
　
昭
和
六
十

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

年
Ｙ
一四
八
―
二
五

一
頁
。
但
し
二
四
八
頁
非
常
特
別
税
法
に
つ
い
て

「甲
種
に
つ
い
て
定
率
の
八
割
、
乙
種
に
つ
い
て
八
階
級
の
累
進
税
率

で
一
―
六
四
割
を
増
徴
す
る
こ
と
を
定
め
た
。」
と
あ
る
の
は
政
府
の

第
二
次
増
徴
案
で
あ
る
。
こ
の
前
に
第

一
次
増
徴
が
あ
り
、
こ
の
第
二

三
二
五



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立

次
増
徴
案
も
乙
種
は
増
率
高
き
に
失
す
る
と
し
て
修
正
さ
れ
た
の
で
、

正
確
に
は

「第

一
次
増
徴
で
一
律
七
割
増
徴
、
第
二
次
増
徴
で
甲
種
に

つ
い
て
定
率
の
八
割
、
乙
種
に
つ
い
て
八
階
級
の
累
進
税
率
で
一
―
三

二
割
を
増
徴
す
る
こ
と
を
定
め
た
。」

と
す
べ
き
で
あ
る
。　
こ
こ
で
は

両
者
の
合
計
を
示
し
た
。　
な
お
所
得
税
制
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
『明

治
大
正
財
政
史
』
第
六
巻
（大
蔵
省
　
昭
和
十
二
年
と

〇
〇
〇
―

一
一

五
〇
頁
及
び

『明
治
大
正
財
政
詳
覧
』

（東
洋
経
済
新
報
社
　
大
正
十

五
年
】
ハ
五
八
―
六
六
四
頁
参
照
。

（
３
）

川
田
順

『住
友
回
想
記
』
（中
央
公
論
社
　
昭
和
二
十
六
年
】
エ
ハ

頁
。

（
４
）

前
掲

『明
治
大
正
財
政
史
』
第
七
巻

一
九
二
、　
一
九
三
頁
。
但
し

贈
与
等
の
関
係
で
、
「戦
時
利
得
金
額
よ
り
平
時
平
均
所
得
金
額
に
百

分
の
二
十
を
加

へ
た
る
も
の
を
控
除
し
た
る
額
は
利
得
金
額
に
符
合
」

し
な
い
。

（
５
）

「住
友
総
本
店
（下
と
　
で
は
当
時

「総
本
店
内
部
に
お
い
て
も
、

実
際
に
洋
行
が
他
所
製
品
の
取
扱
い
や
輸
出
業
務
に
乗
り
出
す
と
な
る

と
、
内
地
側
に
そ
れ
に
見
合

っ
た
体
制
が
存
在
し
な
い
と
、
伸
銅
所

・

電
線
製
造
所

・
鋳
鋼
所
と
い
っ
た
製
造
店
部
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
と
無

関
係
の
商
品
に
つ
い
て
は
総
本
店
（本
社
部
門
）
が
ど
こ
ま
で
仕
入
業
務

や
輸
入
業
務
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。」

と
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で

「
こ
れ
ま
で
の
住
友
の
や
り
方
か
ら

す
れ
ば
、
川
田
が
大
正
七
年
の
会
議
で
指
摘
し
た
よ
う
に

『今
ノ
組
織

一一一一
一二ハ

ニ
テ
可
』
と
し
て

一
応
や
っ
て
み
て
、
上
手
く
行
か
な
け
れ
ば
古
河
や

三
菱
の
よ
う
に
ま
ず

『営
業
部
ヲ
作
ル
』
こ
と
を
考
え
た
筈
で
あ
る
。

」

と
し
、
そ
れ
が

「
こ
の
段
階
を
経
な
い
で

一
挙
に
商
事
会
社
設
立

へ
と

急
進
展
し
た
の
は
、
（中
略
）商
事
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

他
所
製
品
取
扱
い
の
フ
リ
ー

・
ハ
ン
ド
を
得
て
、
古
河
や
三
菱

に
追
い

つ
き
た
い
と
い
う
強
い
期
待
が
あ

っ
た
も
の
し
か
と
述
べ
た
。
し
か
し

こ
れ
は
、

「他
所
製
品
取
扱
い
の
件
」

と
い
う
起
案
が
残
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、　
一
応
こ
の
起
案
が
商
事
会
社
設
立
を
意
図
し
て
い
た
も
の
と

い
う
通
説
に
従

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

「営
業
部
」
を
含
む
組
織

案
が

「他
所
製
品
取
扱
い
の
件
」
と
い
う
起
案
と
、
ほ
ぼ
時
期
的
に
符

合
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
商
事
会
社
設
立
と
い
う
話
は
、
そ
れ
を
視

野
に
入
れ
つ
つ
も
当
面
は

「営
業
部
」
を
設
置
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
帰
国
し
た
鈴
木
総
理
事

の
容
れ
る
と
こ
ろ
と

な
ら
な
か
つ
た
と
考
え
る
の
が
、
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

（
６
）

『
小
畑
忠
良
を
偲
ぶ
』
（小
畑
亮

一　

昭
和
六
十
年
と

一
一
一―

一

一
二
頁
。

（
７
）

同
前
。

（
８
）

同
前
。

（
９
）

商
法
上
合
名
会
社
、
合
資
会
社
に
労
務
出
資
社
員
の
規
定
は
あ

っ

た
が
、
実
際
に
三
井
合
名
や
三
菱
合
資

に
は
住
友
合
資

の
よ
う
な
労
務

出
資
社
員
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
ま
た
三
井
合
名
は
資
本
金
二
億
円
、

総
資
産
二
億
九
三
八
四
万
円
（松
元
宏

『
三
井
財
閥
の
研
究
』

一
二
八
、



一
二
九
頁
。
時
点
は
大
正
十
年

一
月
末
現
在
）
、　
三
菱
合
資
は
資
本
金

八
〇
〇
〇
万
円
、　
総
資
産

一
億
六
七
三
五
万
円
↑
一菱
合
資
会
社

『社

誌
』
二
七
巻
五
三
七

一
、
五
三
七
二
頁
。
時
点
は
大
正
九
年
十
二
月
末

現
在
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
住
友
合
資
は
、
住
友
家
が
ほ
と
ん
ど
全

財
産
を
出
資
し
、
資
本
金

一
億
五
〇
〇
〇
万
円
、
総
資
産

一
億
七
七
〇

〇
万
円
で
あ
っ
た
（第
１
表
及
び
第
３
表
参
照
）
。

（
１０
）

久
島
精

一

「追
憶
二
三
」
（鈴
木
馬
左
也
翁
伝
記
編
纂
会

『鈴
木

馬
左
也
』
　

昭
和
三
十
六
年
）
六
五
四
頁
。

（Ｉ
）

安
藤
良
雄
編
著

『昭
和
経
済
史

へ
の
証
言
』

中
（毎
日
新
聞
社

昭
和
四
十

一
年
と

一
〓
一、　
一
一
四
頁
。

（‐２
）

『住
友
春
翠
』
翁
住
友
春
翠
」
編
纂
委
員
会
　
昭
和
三
十
年
）
五
六

八
―
五
六
九
頁
。

（
‐３
）

大
正
九
年
九
月
二
十
九
日
付
日
高
直
次
宛
原
嘉
道
書
簡

拝
復
貴
下
御
多
祥
奉
賀
候
。
然
ハ
合
資
会
社
ノ
無
限
責
任
社
員
二
関
シ

御
質
議
ノ
件

ハ
左
ノ
通
り
思
考
致
候
。

一
、
合
資
会
社
無
限
責
任
社
員
力
死
亡
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
、
其
相
続

人
ヲ
シ
テ
社
員
タ
ル
ノ
地
位
ヲ
承
継
セ
シ
ム
ヘ
キ
旨
ノ
定
款
ノ
規

定

ハ
固
ヨ
リ
有
効
ニ
シ
テ
、
該
相
続
人
力
意
思
能
カ
ナ
キ
未
成
年

者
ナ
ル
ト
否
ト
ヲ
問
ハ
ス
、
被
相
続
人
タ
ル
無
限
責
任
社
員
ノ
死

亡
二
依
り
、
当
然
其
地
位
ヲ
承
継
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
。

一
、
前
項
無
限
責
任
社
員
ノ
地
位
ヲ
承
継
シ
タ
ル
意
思
能
カ
ナ
キ
未
成

年
者
ハ
、
法
定
代
理
人
二
依
リ
テ
会
社
ヲ
代
表
シ
其
業
務
ヲ
執
行

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

ス
ル
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故

二
、
該
無
能
力
者

ハ
意
思
能
カ
ヲ

有
ス
ル
ニ
至
ル
マ
デ
ノ
間
、
会
社
ノ
代
表
又

ハ
其
業
務
ノ
執
行
ヲ

為
ス
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
。
分
候
略
）

（
‐４
）

註
（
１０
）
に
同
じ
。

（
‐５
）

註
（
６
）
に
同
じ
。

（
‐６
）

前
掲
川
田

『
住
友
回
想
記
』

一
三
五
頁
。
川
田
は
家
長
と
鈴
木

の

関
係
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

明
治
人
の
鈴
木
馬
左
也
は
、
伊
藤
公
草
案
し
た
と
こ
ろ
の
憲
法
や
典

範
を
宗
と
し
、
住
友
王
国
を
ば
明
治
憲
法
的
に
統
御
し
て
行
か
う
と

考

へ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
？
彼
は
会
社
の
業
務

一
切
を
彼
自
身
及

び
同
僚
数
人
の
手
中
に
し
っ
か
り
と
掌
握
し
た
が
、
家
長
と
し
て
の

吉
左
衛
門
に
対
し
て
は
精
神
的
に
又
儀
礼
的
に
最
高
の
敬
意
を
表
し

た
。
こ
れ
は
、
ま
こ
と
に
鈴
木
の
用
意
周
到
な
る
と
こ
ろ
で
あ

つ
た
。

宴
会
そ
の
他
の
非
業
務
的
の
席
上
で
、
家
長
と
鈴
木
と
私
共
が

一
緒

に
な

っ
た
時
な
ど
は
、
鈴
木
は
戦
々
競
々
と
し
て
家
長
の
前
に
最
敬

礼
し
た
。
そ
れ
を
傍
で
見
て
ゐ
た
私
共
は

「
飛
ぶ
鳥
お
と
す
勢
ひ
の

総
理
で
さ

へ
こ
ん
な
に
平
伏
す
る
の
だ
か
ら
、
家
長
さ
ん
は
た
い
し

た
も
の
だ
」
と
畏
敬
せ
ぎ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。

（
‐７
）

安
岡
重
明

「
Ⅱ
四
大
財
閥
―
三
井

・
三
菱

・
住
友

・
安
田
―
」
（安

岡
重
明

『
日
本

の
財
閥
』
、
宮
本
又
次

・
中
川
敬

一
郎
監
修

『
日
本
経

営
史
講
座
』
第
三
巻
　
日
本
経
済
新
聞
社
　
昭
和
五
十

一
年
）
五
〇
頁
。

（
‐８
）

註
（
１０
）
に
同
じ
。

三
二
七



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
設
立

（
‐９
）

そ
の
後
も
連
系
会
社
の
定
義
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
戦
後
総
司
令
部
に
対
し
説
明
す
る
必
要
が
生
じ
た
際
、
昭
和
二
十

一
年

一
月
二
十
九
日
付
で
作
成
さ
れ
た
資
料

「連
系
会
社
及
特
定
関
係

会
社
ノ
定
義
二
付
テ
」
に
よ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）

株
式
ノ
全
部
又
ハ
相
当
部
分
２

定
ノ
標
準
率
ヲ
決
定
シ
ヲ
ラ

ズ
）
ヲ
住
友
本
社
又
ハ
住
友
家
ガ
所
有
シ

（二
）

其
ノ
役
員
ハ
住
友
ノ
利
益
ヲ
代
表
ス
ル
者
ヲ
以
テ
構
成
セ
ラ
レ

（三
）

従
ツ
テ
住
友
本
社
ガ
其
ノ
統
制
権
ヲ
完
全
二
掌
握
シ
ヲ
ル
会
社

二
ンヽ
テ

三
二
八

（四
）

事
業
ノ
規
模
内
容
等
ヲ
考
慮
シ
住
友
本
社
ニ
ヨ
リ
連
系
会
社
ト

シ
テ
指
定
ス
ル
ニ
値
ス
ル
モ
ノ
ヲ
連
系
会
社
卜
言
フ

（
２０
）

『南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
三
十
年
略
史
』
（昭
和
十
二
年
　
南
満
洲

鉄
道
株
式
会
社
と

九
、
三
四
頁
。

（
２‐
）

昭
和
五
十
年
十
二
月
十
九
日
小
畑
忠
良
氏
談
。

（
２２
）

前
掲
川
田

『住
友
回
想
記
』

一
一
、　
三

一頁
。

（
２３
）

『社
史
　
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
』
（昭
和
三
十
六
年
と

一八
四

―
三
八
六
頁
。



住
友
合
資
会
社

Ｔ
）

―

大
正
十
１
十
四
年

―
四
　
資
金
調
達

五
　
店
部

・
連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社

０
　
日
米
板
硝
子
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継

口
　
住
友
倉
庫
の
株
式
会
社

へ
の
移
行

日
　
株
式
会
社
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
の
設
立

四
　
坂
炭
磯
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継

口
　
住
友
肥
料
製
造
所
の
株
式
会
社

へ
の
移
行

内
　
日
之
出
生
命
保
険
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継

Ｕ
　
住
友
信
託
株
式
会
社
の
設
立

第
二
章

目
　
　
次

統
轄
シ
ス
テ
ム

０
　
鈴
木
総
理
事
の
晩
年

国
　
中
田
総
理
事
の
三
年
間

業
　
　
績

［
　
合
資
会
社
（本
社
部
門
）
の
業
績

口
　
合
資
会
社
（全
社
）
の
業
績

投
資
活
動

［
　
連
系
会
社
の
株
式

口
　
そ
の
他
の
住
友
系
企
業
の
株
式

口
　
住
友
系
以
外
の
企
業
の
株
式

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

三
二
九



第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）

三
二
〇

統
轄
シ
ス
テ
ム

本
章
が
対
象
と
す
る
期
間
は
、
大
正
十
年
２

九
二
し
二
月
、
住
友
合
資
会
社
の
設
立
か
ら
、
翌
十

一
年
十
二
月
、
総
理
事
鈴
木
馬
左
也

の
辞
任
ま
で
の
約
二
年
間
と
、
十
四
年
十
月
、
後
任
の
総
理
事
中
田
錦
吉
が
自
ら
制
定
し
た
停
年
規
程
に
基
づ
き
退
職
す
る
ま
で
の
約
三
年

間
の
合
わ
せ
て
五
年
間
で
あ
る
。

本
節
で
は
合
資
会
社
の
組
織

・
制
度

・
規
程

・
人
事
等
を

一
括
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
が
、
こ
の
期
間
は
合
資
会
社
発
足
当
初
の
時

期
で
も
あ
り
、
組
織

・
人
事
に
つ
い
て
大
幅
な
異
動
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
労
働
運
動
の
高
揚
に
合
資
会
社
と
し
て
如
何
に
対
処
す

る
か
が
大
き
な
課
題
と
さ
れ
た
。
ま
た
規
程
に
つ
い
て
は
、
合
資
会
社
発
足
時
に
、
取
り
あ
え
ず
家
法
中
の
諸
規
程
が
そ
れ
ぞ
れ
単
行
規
程

と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
新
た
に

「社
則
」
と
し
て
編
纂
す
る
た
め
、
大
正
十
二
年
六
月
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
で
検
討
が
開
始

さ
れ
た
段
階
で
あ

っ
た
。

Ｈ
　
鈴
木
総
理
事

の
晩
年

総
理
事
鈴
木
馬
左
也
は
、
大
正
十
年
年
頭
に
尿
毒
症
を
患
い
、
前
章

「住
友
合
資
会
社
の
設
立
」
で
述
べ
た
通
り
、
二
月
の
合
資
会
社
設

立
時
は
も
と
よ
り
、
五
月
の
事
務
章
程
制
定
と
そ
れ
に
基
づ
く
人
事

の
発
令
で
、
合
資
会
社
が
実
質
的
に
始
動
し
た
際
に
も
、
依
然
と
し
て

静
養
中
で
あ

っ
た
。
丁
度
こ
の
頃

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
在

っ
た
前
理
事
久
保
無
二
雄
は
、
鈴
木
あ
て
に
引
退
を
勧
め
た
が
、
鈴
木
は

一
顧
だ
に

し
な
か
っ
た
こ
と
は
既
に
触
れ
た
つ
住
友
総
本
店
（下
ぎ

資
料
１
参
照
）。

し
か
し
な
が
ら
鈴
木
の
回
復
は
予
想
外
に
長
引
き
、
職
務
に
復
帰
し
た
の
は
、
そ
の
年

の
秋
に
な

っ
て
か
ら
で
あ

つ
た
。
大
正
十
年
十
月



開
催
さ
れ
た
住
友
銀
行
主
管
会
議
の
冒
頭
、
鈴
木
は
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

姦

二
諸
君
ノ
御
健
康
ヲ
祝
シ
マ
ス
。
予
モ
亦
比
較
的
健
康

ニ
シ
テ
此
頃
殆
ン
ト
病
気
全
快
卜
謂
ヒ
得
ル
状
態
デ
ア
リ
マ
ス
。
本
年

一
月

二
日
発
病
、
爾
来
久
敷
ク
静
養
シ
テ
居
リ
マ
シ
タ
カ
為
メ
、
其
間
勤
務
自
ラ
不
十
分
ト
ナ
ッ
タ
ノ
ハ
、
予
ノ
大

二
遺
憾
ト
ス
ル
所
デ
ア

リ
マ
ス
カ
、
此
頃
漸
ク
全
快
シ
、
滋

二
諸
君

二
御
ロ

ニ
カ
カ
ル
コ
ト
ノ
出
来
ル
ノ
ハ
、
予
ノ
最
モ
愉
快
ト
ス
ル
所
デ
ア
リ
マ
ス
。

し
か
し
こ
の
鈴
木
の
静
養
中
に
、
合
資
会
社
は
発
足
早
々
に
し
て
、
「大
正
十
年
六
月
、
住
友
電
線
製
造
所
及
び
住
友
製
鋼
所
が
、
同
時

（
１
）

に
争
議
の
津
浪
に
襲
は
れ
た
」
。

住
友
家
で
は
、
従
来
か
ら
職
員
は
も
と
よ
り
各
事
業
所
が
一雇
用
す
る
労
働
者
に
対
し
て
も
、
「家
族
主
義
」

を
も

っ
て
臨
ん
で
き
た
。
従

っ
て
当
時
の
住
友
合
資
会
社
の
幹
部
の
認
識
と
し
て
は
、
労
働
者
側
に
不
満
が
生
ず
る
筈
は
な
く
、
そ
れ
で
も
労
働
争
議
が
起
こ
る
の
は
社

外

の
組
合
指
導
者
に
よ
る
扇
動

の
結
果
だ
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
例
え
ば
、
既
に
明
治
四
十
年
２

九
〇
七
）
に
当
時

の
別
子
鉱
業
所
支
配

人
中
田
錦
吉
は

「労
働
者
ノ
使
役

二
付
テ
ハ
世
間
ノ
模
範
ト
ナ
リ
度
キ
心
組
ナ
リ
」
と
述

べ
、
ク
ル
ッ
プ
の
工
場
の
制
度
が
完
全
と
聞
い
て
、

そ
の
規
則
を
取
り
寄
せ
翻
訳
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
従

っ
て
わ
が
国
最
初
の
労
働
法
規
で
あ
る

「
工
場
法
」
が
明
治
四
十

四
年
三
月
制
定
さ
れ
な
が
ら
、
よ
う
や
く
大
正
五
年
九
月
に
施
行
さ
れ
た
際
に
は
、
そ
の
内
容
は
既
に
住
友

の
施
策
に
は
織
り
込
み
済
み
で

あ

っ
た
。

こ
の
他
同
じ
大
正
五
年
四
月
に
は
住
友
家
が
、
資
金

一
〇
〇
万
円
と
用
地
五
〇
〇
〇
坪
を
寄
付
し
て
、
大
阪
市
西
区
市
岡
町
に
財
団
法
人

住
友
私
立
職
工
養
成
所
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
養
成
所
が
名
称
を
私
立
住
友
職
工
養
成
所
と
し
な
か
つ
た
の
は
、
必
ず
し
も
自
社
の
た
め
の

職
工
養
成
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
貧
民
救
済
の
た
め
家
計
困
難
な
る
者
の
子
弟
に
、
職
工
と
し
て
の
知
識

・
技
能
を
授
け
、

品
性
を
陶
冶
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ

つ
た
。

ま
た
同
五
年
十
二
月
備
員
に
対
し
臨
時
特
別
賞
与
が
三
〇
〇
万
円
支
給
さ
れ
た
際
に
、
職
工

・
労
役
者
に
対
し
て
も
家
長
か
ら
特
別
保
護

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三
二
一



第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
壬
一

・
救
済
金

一
二
〇
万
円
が
拠
出
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
翌
六
年
八
月
各
事
業
所
で
は
、
労
役
者
特
別
保
護
金
規
程
を
制
定
し
て
、
本
人
及

び
家
族
の
不
幸
時
に
見
舞
金

・
弔
慰
金
を
、
退
職
時
に
養
老
金
等
を
支
出
す
る
こ
と
と
な

っ
た
∩
住
友
総
本
店
（中
ン

註
（１３
）参
昭
じ
。

さ
ら
に
こ
の
頃
既
に
住
友

の
各
工
場
に
は
診
療
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
を
発
展
さ
せ
て
病
院
の
設
立
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

大
正
十
年
七
月
私
立
大
阪
住
友
病
院
が
創
業
費
七
〇
万
円
を
か
け
て
開
院
し
た
。
こ
の
よ
う
な
施
策
の
結
果
、
住
友
の
各
工
場
の
離
職
率
は

次
第
に
低
下
し
、
中
で
も
伸
銅
所
で
は
、
大
正
八
年
に
は
二
〇
％
を
切
る
ま
で
に
至

っ
た
が
、
他
に
類
似
の
工
場
の
多

い
製
鋼
所
で
は

「渡

り
職
工
」
の
存
在
に
災
い
さ
れ
て
、
依
然
と
し
て
四
〇
％
を
超
え
る
高
い
離
職
率
に
と
ど
ま
つ
て
い
た
。

こ
の
間
伸
銅
所
経
理
課
庶
務
係
三
村
起

一
（Ｔ
３
東
大
法
、
Ｔ
は
大
正
の
略
、
以
下
同
じ
、
後
に
住
友
機
械
製
作
専
務
取
締
役
、
住
友
鍍
業
専
務
取
締

役

・
社
長
、
戦
後
石
油
資
源
開
発
社
長
、
石
油
開
発
公
団
総
裁
）
は
、
大
正
五
年
十
月
住
友

の
機
関
誌

『
井
華
』
で

「住
友
は
人
材
を
採
用
す
る
け

れ
ど
も
、
そ
の
養
成
に
欠
け
て
い
る
。
有
為
の
人
材
の
前
途
に
対
し
て
は
現
状
で
は
放
任
主
義
で
な
に
も
し
て
い
な
い
。

つ
ま
り
住
友
は
人

材
の
ム
シ
ブ
ロ
で
あ
る
」
と
喝
破
し
て
物
議
を
醸
し
た
が
、
さ
ら
に
翌
六
年
三
月

「須
く
理
想
的
職
工
団
を
組
織
す
べ
し
」
と
題
し
て
、
次

の
よ
う
に
説
い
た
。

工
場
法
の
実
施
は
当
局
者
の
予
想
意
外
に
権
利
観
念
を
職
工
間
に
流
行
せ
し
め
た
。
工
業
界
の
好
景
気
は
職
工
の
払
底
を
来
た
し
、
職

工
の
払
底
は
職
工
の
争
奪
と
な
り
、
職
工
の
鼻
息
従
て
荒
く
賃
銭
値
上
の
請
求
は
尋
常
茶
飯
事
と
な
り
、
小
同
盟
罷
業
は
随
所
に
勃
発

し
た
。
今
や
多
数
の
職
工
は
亦
昔
日
無
智
蒙
味

の
徒
に
あ
ら
ず
し
て
盲
目
的
屈
従
よ
り
自
覚

に
至
ら
ん
と
す
る
過
渡
期
に
進
ん
だ
。
時

流
に
溺
す
る
は
固
よ
り
不
可
な
り
。
時
流
に
抗
す
る
亦
過
て
り
。
超
然
時
流
を
指
導
す
る
の
慨
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
彼
等
を
し
て
放

縦
専
横
国
民
の
迷
惑
を
顧
み
ず
同
盟
罷
業
の
武
器
を
以
て
争
ふ
に
至
る
も
、
能
く
工
場
主
と
協
力

一
致
し
て
国
家
の
福
利
を
増
進
す
る

に
至
る
も
主
と
し
て
此
過
渡
期
に
於
け
る
工
場
主
の
方
針
如
何
に
由
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（中
略
）

「
民
は
之
に
由
ら
し
む
べ
し
、
之
を
知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
」
の
主
義
を
万
事
に
適
用
せ
る
盲
目
的
主
従
関
係
は
威
圧
服
従

の
主
義
と
共



に
職
工
問
題
解
決
の
鍵
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
く
な

っ
た
。
然
し
な
が
ら
或
学
者
や
夢
想
家
等
の
渇
仰
す
る
が
如
く
英
国
の
労
働
組
合

な
る
も
の
を
直
に
我
国
に
移
植
せ
ん
と
す
る
冒
険
に
は
組
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。
（中
略
）姦

に
於
て
か
吾
人
は
吾
住
友
家
自
身

の
理
想

的
労
役
者
団
の
組
成
を
提
言
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
理
想
的
職
工
団
と
は
何
ぞ
。
愛
と
自
由

の
実
現
さ
れ
た
る
団
体
に
し
て
工
場
主
自
身
之

を
指
導
す
る
も
の
で
あ
る
。
（中
略
）

昨
年
中
米
国
に
起

っ
た
同
盟
罷
業
は
其
数
千
七
百
十
九
、
而
も

一
指
だ
も
染
む
る
能
は
ざ
る
は

「
デ
ト
ロ
イ
ト
」
市

の

「
フ
オ
ー
ド
」

自
動
車
工
場
で
は
な
い
か
。　
一
年
五
十
万
台
の
自
動
車
製
作
力
に
驚
く
前
に

「
フ
オ
ー
ド
」
氏
と
職
工
と
の
好
感
に
驚
嘆
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
彼
等
は
理
想
的
職
工
団
を
実
現
し
て
居
る
。
職
工
組
合
の
威
力
を
以
て
し
て

一
寸
も
揺
か
す
こ
と
が
出
来
ぬ
同
盟
罷
業

の
渦
も
此

工
場
を
呑
む
こ
と
か
出
来
ぬ
。
吾
人
は
歩

一
歩
此
理
想
に
進
み
つ
ゝ
あ
る
。
此
度
の
職
工
保
護
救
済
基
金

に
依

っ
て
愈
々
吾
人
の
理
想

実
現
の
近
き
を
覚
る
と
共
に
益
々
奮
励
努
力
す
べ
き
を
想
ふ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
一
文
に
続
い
て
三
村
は
、
さ
ら
に
米
国
か
ら
帰
朝
し
た

「社
会
主
義
者
の
大
物
賀
川
豊
彦
氏
を
神
戸
葺
合

の
睡
巻
か
ら
呼
ん
で
き
て

災
害
防
止
の
講
演
を
さ
せ
た
り
し
た
の
で
、
三
村
は
思
想
的
に
大
丈
夫
か
」
と
心
配
す
る
者
も
出
て
き
た
。

大
正
八
年
三
月
、
伸
銅
所
に
職
工
及
び
労
務
者
に
関
す
る
事
項
を
専
門
に
担
当
す
る
工
場
係
が
で
き
る
と
三
村
は
そ
の
首
席
者
と
な

っ
た
。

し
か
し
現
状
に
あ
き
た
ら
な
い
三
村
は
、
夏
休
み
に
上
京
し
、　
一
高

の
恩
師
新
渡
戸
稲
造
に
会

い
、
住
友
を
退
社
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
り
た

い
と
相
談
し
た
が
、
新
渡
戸
か
ら
母
親
の
こ
と
を
考
え
て
自
重
す
る
よ
う
諭
さ
れ
た
。
そ
の
日
小
倉
理
事
か
ら
至
急
帰
阪
出
社
せ
よ
と
の
電

報
が
三
村
に
と
ど
い
た
。
そ
れ
は
、
折
柄
欧
米
出
張
中
の
総
理
事
鈴
木
馬
左
也
が
視
察
し
た
フ
オ
ー
ド
の
工
場
の
労
務
管
理
に
感
銘
を
受
け
、

伸
銅
所
の
三
村
を
研
究
の
た
め
、
フ
オ
ー
ド
の
工
場
に
派
遣
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
で
あ

っ
た
。

十

一
月
、
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
の
鈴
木
の
元
に
出
頭
し
た
三
村
は
、
直
接
鈴
木
か
ら

「
フ
オ
ー
ド
に
行
き
、
半
年
間
職
工
の
生
活
を
調
べ
て

も
ら
い
た
い
。
あ
と
の
一
年
は
欧
米
ど
こ
で
も
思
う
と
こ
ろ
を
調
べ
て
よ
い
。
君
の
主
要
目
的
は
労
資
関
係
の
調
査
だ
」
と
指
示
さ
れ
、
早
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速
デ
ト
ロ
イ
ト
に
向
か
っ
た
。

大
正
十
年
四
月
、
三
村
が
フ
ォ
ー
ド
の
工
場
で
肉
体
労
働
ま
で
体
験
し
て
、　
一
年
半
ぶ
り
に
帰
国
し
て
み
る
と
、
状
況
は

一
変
し
て
い
た
。

三
村
の
出
発
直
後
、
大
正
八
年
十

一
月
、
従
来
か
ら
伸
銅
所
に
設
け
ら
れ
て
い
た
職
工
の
親
睦
機
関

「親
友
会
」
の
労
資
協
調
路
線
に
反
発

す
る
者
た
ち
に
よ
つ
て

「新
進
会
」
が
組
織
さ
れ
た
。
こ
の

「新
進
会
」
は
大
正
九
年
三
月
の
恐
慌
を
経
て
、
五
月
に
横
断
組
合
の
形
を
と

っ
て

一
般
伸
銅
工
に
よ
る

「大
阪
伸
銅
工
組
合
新
進
会
」

へ
発
展
し
、
組
合
長
に
か
の
賀
川
豊
彦
が
就
任
し
た
。
こ
う
し
た
横
断
組
合
は
、

大
正
元
年
発
足
当
初
、
修
養
な
い
し
共
済
団
体
と
し
て
出
発
し
た

「友
愛
会
」
が
、
大
正
八
年
八
月

「大
日
本
労
働
総
同
盟
友
愛
会
」
と
改

称
し
、
労
働
組
合

へ
の
転
進
を
図

っ
て

「同
職
組
合
」

と
し
て
各
地
に
結
成
を
推
進
し
て
い
た
も
の
で
あ

っ
た
。
「大
阪
伸
銅
工
組
合
新
進

会
」
は
、
当
時
ま
だ
正
式
に
友
愛
会
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
組
合
長
の
賀
川
は
大
正
七
年
以
来
友
愛
会

の
神
戸
葺
合
支
部
長

の
地
位

に
あ

つ
た
。

三
村
の
帰
国
し
た
大
正
十
年
四
月
、
伸
銅
所
尼
崎
工
場
で
は
不
況
の
た
め
生
産
品
種
を
鋼
管

・
管
材
に
絞
る
こ
と
と
な
り
、
労
働
者
の
三

分
の
一
を
解
雇
し
た
。
こ
の
退
職
手
続
き
自
体
は
ス
ム
ー
ス
に
終
了
し
た
が
、
こ
れ
に
伴
い
五
月
に
実
施
さ
れ
た
請
負

・
加
給
制
度
が
賃
銀

の
減
少

・
労
働
強
化
に
つ
な
が
る
と
し
て
職
工
た
ち
の
不
満
を
買
い
、
怠
業
に
入

っ
た
。
六
月
に
入
り
こ
の
制
度
の

一
部
見
直
し
で
事
態
は

決
着
し
た
。
し
か
し
こ
の
伸
銅
所
の
争
議
が
、
電
線
製
造
所
と
製
鋼
所
の
争
議
の
口
火
と
な

っ
た
。

電
線
製
造
所
で
は
、　
一
部
の
職
工
に
よ
つ
て
二
月
に

「大
阪
伸
銅
工
組
合
新
進
会
」
の
支
部
が
結
成
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
製
鋼
所
で
は
四

月
に
、
仕
上
係
職
工
に
よ
つ
て

「機
械
工
労
働
組
合
」
が
結
成
さ
れ
、
続
い
て
砂
落

・
鍛
造

・
製
輪
の
各
係
に
も
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
製
鋼
所
内
の
各
組
合
は
、
六
月
に
元
製
鋼
所
職
工
西
尾
末
廣
に
よ
つ
て

「大
阪
機
械
労
働
組
合
」
が
設
立
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
そ

の
島
屋
及
び
島
屋
第

一
―
三
支
部
と
な

っ
た
。
五
月

一
日
に
は
大
阪
で
最
初
の
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
、
大
阪
の
労
働
運
動
は
最
高
潮
に
達

し
て
い
た
。
五
月
末
藤
永
田
造
船
所
の
争
議
が
起
こ
る
と
、
「友
愛
会
」

は
こ
れ
を
支
援
す
る
た
め
、
電
線
製
造
所

・
製
鋼
所
の
組
合
に
も



同
調
を
求
め
た
。

六
月
十
三
日
電
線
製
造
所
、
十
六
日
製
鋼
所
の
職
工
は
、
団
体
交
渉
権
の
承
認
、
賃
銀

・
退
職
手
当
の
増
額
の
要
求
を
提
出
し
た
が
、
会

社
側
の
回
答
を
不
満
と
し
て
十
六
日
か
ら
ス
ト
に
入

っ
た
。
合
資
会
社
の
責
任
者
は
、
製
造
部
門
担
当
の
理
事
山
下
芳
太
郎
で
あ

っ
た
。
山

下
は
、
伸
銅
所
長

・
製
鋼
所
常
務
取
締
役

・
電
線
製
造
所
取
締
役
を
兼
務
し
て
い
た
。
二
十
三
日
会
社
側
は
、
退
職
手
当
の
改
正
を
発
表
し

た
が
、
大
阪
伸
銅
工
組
合
新
進
会
は
団
体
交
渉
権

に
つ
い
て
明
確
な
回
答
を
与
え
る
よ
う
警
告
書
を
送
り
、
伸
銅
所
も
争
議
に
同
調
す
る
可

能
性
が
生
じ
た
。
二
十
六
日
大
阪
伸
銅
工
組
合
新
進
会
は
友
愛
会

へ
の
加
入
式
を
天
王
寺
公
園
で
開
き
、
労
働
歌
が
響
き
わ
た

っ
た
。
こ
の

天
王
寺
公
園
に
隣
接
す
る
茶
臼
山
に
は
、
鰻
谷
に
あ

つ
た
住
友
本
邸
が
大
正
四
年
末
新
築
移
転
し
て
い
た
。

六
月
二
十
七
日
、
静
岡
県
興
津
で
静
養
中
で
あ

つ
た
総
理
事
鈴
木
馬
左
也
は
、
急
邊
帰
阪
し
、
徹
夜
で
対
策
が
協
議
さ
れ
た
。
伸
銅
所
で

は
、
五
月
の
争
議
の
際
、
工
場
係
が
工
場
課
に
昇
格
し
、
帰
国
し
た
ば
か
り
の
三
村
が
課
長
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
協
議
に
加
わ

っ
た
三
村

に
よ
る
と
、　
こ
の
時
の
鈴
木
の
考
え
方
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ

つ
た
。　
な
お
古
田
俊
之
助
（Ｍ
４３
東
大
工

・
採
鉱
冶
金
、
Ｍ
は
明
治
の
略
、
以

下
同
じ
、
当
時
伸
銅
所
製
造
課
長
、
後
金
属
専
務

。
本
社
専
務
理
事

・
総
理
事
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
鈴
木

の
考
え
の
背
後

に
は
家
長
の
意
向
が
あ

っ

（
４
）

た
と
い
う
。

住
友
は
い
た
ず
ら
に
労
働
者
と
争
議
を
し
て
は
い
け
な
い
。
製
鋼
所
、
電
線
の
諸
君
は
非
常
に
強
硬
な
意
見
で
あ
る
が
、
私
は
そ
う
で

は
な
い
。
私
は
み
な
さ
ん
か
ら
み
る
と
、
軟
弱
に
み
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
暗
一嘩
を
せ
ず
に
、
こ
の
話
を
お
さ
め
た
方
が
い

い
と
思
い
ま
す
。
現
場
の
諸
君
と
し
て
は
忍
び
難
い
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
こ
の
際
は
円
満
に
お
さ
め
て
、
団
体
交
渉
権
な
り
、
退
職
慰

労
金
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
そ
う
い
う
こ
と
で
結
着
し
た
い
か
ら
、
み
ん
な
よ
く
私
の
い
う
こ
と
を
き
い
て
く
れ
と
い

わ
れ
た
。

こ
の
鈴
木
の
意
向
に
従

っ
て
会
社
側
は
、
二
十
八
日
三
工
場
に
工
場
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
発
表
し
、
二
十
九
日
に
は
争
議
解
雇
者
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ハ

に
も
新
規
定
に
よ
り
退
職
金
を
支
給
す
る
こ
と
、
ま
た
七
月
の
定
期
昇
給
を
下
級
者
に
手
厚
く
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
争
議
は
解
決
し
た
。

工
場
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
人
事
部
長
松
本
順
吉
（経
歴
は

「住
友
合
資
会
社
の
設
立
」
参
照
、
以
下
合
資
会
社
本
社
部
門
の
幹
部
に
つ
い

て
も
同
じ
）
を
委
員
長
と
す
る
委
員
会
に
よ
つ
て
制
度
の
検
討
が
開
始
さ
れ
、
三
村
の
研
究
に
基
づ
い
て
、
米
国
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ハ

ー
ヴ

ェ
ス
タ
ー
社
の
シ
ョ
ッ
プ

・
コ
ミ
テ
イ
ー
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
八
月
十
六
日
そ
の
規
則
が
制
定
さ
れ
、
即
日
実
施
さ
れ
た
。
住
友

の
工

場
協
議
会
は
、
他
社
の
工
場
委
員
会
制
度
に
比
し

一
層
進
歩
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
他
方
で
翌
十

一
年
製
鋼
所
支
配
人
と
な

っ
た
川
田
順
の
如
く
、
労
働
者
側
と
の
交
渉
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
た
会
社
幹
部
は
対
応
に
頭
を
悩
ま
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

工
場
協
議
会
の
規
則
は
、
選
出
委
員
の
数
並
び
に
そ
の
選
挙
区
数
を
除
き
、
三
工
場
共
通
で
あ

っ
た
。
組
織
は
主
管
者

の
指
名
す
る
会
社

側
と
、
労
働
者
の
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
組
合
側
の
同
数
の
委
員
（各

一
〇
乃
至
一
五
名
）
か
ら
な
り
、
三
ヶ
月
毎

に
年
間
四
回
開
催
さ
れ
る
。

議
事
は
、
委
員
の
過
半
数
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
、
決
議
の
採
否
は
主
管
者
の
決
定
に
よ
っ
た
。
対
象
と
な
る
事
項
は
、
労
働
時
間
、
物
価
指

数
の
高
低
に
順
応
す
る
最
低
賃
銀
の
増
減
、
保
健
衛
生
及
び
危
険
防
止
、
互
助
共
済
等
で
あ

っ
た
。

争
議
は
解
決
し
た
が
、
そ
の
後
も
社
会
不
安
は
鎮
ま
ら
な
か
っ
た
。
大
正
十
年
九
月
に
は
安
田
保
善
社
の
安
田
善
次
郎
が
暴
漢
に
刺
殺
さ

れ
、
十

一
月
に
は
首
相
原
敬
が
東
京
駅
頭
で
暗
殺
さ
れ
た
。
茶
臼
山
本
邸
に
隣
接
す
る
天
王
寺
公
園
は
、
引
き
続
き
労
働
運
動
の
集
会
場
所

と
な
り
、
労
働
歌
が
高
唱
さ
れ
た
。
十
二
月
家
長
は
、
合
資
会
社
理
事
会
の
了
解
を
得
て
、
茶
臼
山
本
邸
を
大
阪
市

の
美
術
館
建
築
用
地
と

し
て
寄
付
す
る
こ
と
を
大
阪
市
長
池
上
四
郎
に
申
し
入
れ
た
。
大
阪
市
で
は
か
ね
て
美
術
館
の
建
築
計
画
を
進
め
て
い
た
が
、
候
補
地
に
予

定
し
て
い
た
大
手
前

の
軽
重
隊
兵
舎
跡
地
が
大
阪
府
庁
の
敷
地
と
さ
れ
、
計
画
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
た
。
本
邸
の
移
転
先
は
、
神
戸

・

住
吉

の
分
家
住
友
忠
輝
邸
（旧
田
辺
貞
吉
邸
）
を
拡
張
し
て
当
て
る
こ
と
と
な
り
、
分
家
は
そ
の
西
方

に
住
吉
西
邸
を
新
築
し
て
、
十

一
年
末

に
移
転
し
た
。

大
正
十

一
年
を
迎
え
て
、
住
友
合
資
会
社
で
は

一
月
早
々
業
務
執
行
社
員
住
友
忠
輝
、
別
子
鉱
業
所
長
大
平
駒
槌
、
人
事
部
長
松
本
順
吉



の
三
名
が
理
事

に
就
任
し
た
。

ま
ず
住
友
忠
輝
（Ｔ
３
東
北
大
農
、
友
純
長
女
孝
と
結
婚
、
分
家
）
は
、
「住
友
合
資
会
社
の
設
立
」

で
述
べ
た
通
り
、
家
長
の
強
い
希
望
で
、

家
長
の
他
に
一
族
と
し
て
唯

一
業
務
執
行
社
員
と
な

つ
て
い
た
の
で
、
彼
の
理
事
就
任
は
名
実
併
せ
た
措
置
で
あ
る
。
し
か
し
忠
輝
は
、
間

も
な
く
春
に
な
る
と
、
前
年
に
患

っ
た
病
気
が
再
発
し
た
。

八
月
、
先
に
大
正
七
年
十

一
月
杉
田
典
三
郎
が
設
立
し
た
日
米
板
硝
子
株
式
会
社
（住
友
の
出
資
に
つ
い
て
は

「住
友
総
本
店
（下
ン

の

「三

住
友
総
本
店
の
投
資
活
動
」
参
昭
じ
が
経
営
不
振
に
陥
り
、
杉
田
か
ら
住
友
に
よ
る
経
営
再
建
の
要
請
が
あ

っ
た
。
杉
田
は
設
立
当
初
か
ら
社
長

を
空
席
と
し
、
か
ね
て
知
遇
を
得
て
い
た
忠
輝
を
社
長
に
迎
え
た
い
意
向
で
あ

っ
た
と
い
う
。
し
か
し
忠
輝
の
健
康
状
態
は
上
記
の
通
り
で

あ
り
、
日
米
板
硝
子
の
先
行
き
も
不
透
明
の
状
況
で
は
、
住
友
合
資
会
社
と
し
て
こ
の
段
階
で
は
明
確
な
決
定
を
下
せ
な
か
つ
た
。
と
り
あ

え
ず
日
米
板
硝
子
は
米
国
リ
ビ
ー

・
オ
ー
エ
ン
ス

・
シ
ー
ト
グ
ラ
ス
社
と
の
合
弁
会
社
で
あ

っ
た
の
で
、
住
友
銀
行
本
店
外
国
課
主
任
大
隅

行

一
（Ｍ
３‐
東
大
法
、
横
浜
正
金
銀
行
、
Ｍ
３４
住
友
入
社
）
を
住
友
銀
行
か
ら
退
職
さ
せ
て
、
常
務
取
締
役
と
し
て
派
遣
し
た
。　
こ
の
経
緯

に
つ
い

て
は
、
「
五
　
店
部

・
連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社
２

）

日
米
板
硝
子
株
式
会
社
の
経
営

の
承
継
」
で
詳
述
す
る
。

そ
の
後
忠
輝
の
病
状
は

一
進

一
退
を
続
け
て
い
た
が
、
大
正
十
二
年
九
月
に
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災
に
よ
り
日
米
板
硝
子
は
在
庫
が

一
掃

さ
れ
再
建
が
軌
道
に
乗

っ
た
の
に
反
し
、
忠
輝
が
自
ら
手
掛
け
て
い
た
日
本
ホ
ロ
タ
イ
ル
翁
住
友
総
本
店
（下
ど

の

「三
　
住
友
総
本
店
の
投
資

活
動
」
参
昭
じ
製
ホ
ロ
ー
タ
イ
ル
（中
空
陶
製
ブ
ロ
ッ
ク
煉
瓦
）
は
耐
震
性
に
問
題
が
生
じ
た
た
め
、
苦
悩
の
う
ち
に
病
状
が
進
み
十
二
月
に
ま
だ

三
四
歳
の
若
さ
で
死
去
し
た
。
社
長
友
純
は
、　
こ
れ
に
先
立
ち
十
月
、
嗣
子
厚
（後
の
三
ハ
代
住
友
吉
左
衛
門
友
成
）
を
同
行
し
て
、
別
子
鉱
業

所
を
視
察
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
忠
輝
の
回
復
が
も
は
や
困
難
で
あ
る
こ
と
を
覚
り
、
後
事
を
厚
に
託
さ
ぎ
る
を
得
な
い
と
判
断
し
た
た
め

と
み
ら
れ
る
。
忠
輝
の
死
去
に
伴
い
、
大
正
十
三
年
四
月
二
十
二
日
長
男
義
輝
が
持
分
を
継
承
し
、
有
限
責
任
社
員
と
し
て
合
資
会
社
に
入

社
し
た
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

三
三
七



第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
二
八

な
お
忠
輝
の
残
し
た
日
本
ホ
ロ
タ
イ
ル
は
、
後

に
昭
和
四
年
２

九
二
九
）
日
米
板
硝
子
の
傘
下
に
入
り
、
七
年
か
ら
は
耐
火
煉
瓦
の
生
産

を
開
始
し
、
十
四
年
日
本
板
硝
子
（昭
和
六
年
日
米
板
硝
子
が
改
称
）
に
買
収
さ
れ
、　
そ
の
三
津
耐
火
煉
瓦
工
場
と
な

っ
た
。　
こ
れ
も
杉
田
と
忠

輝
の
何
か
の
因
縁
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
大
平
駒
槌
（Ｍ
２９
東
大
法
、
農
商
務
省
、
藤
田
組
、
Ｍ
４４
住
友
入
社
）
は
、
鈴
木
馬
左
也
の
総
理
事
就
任
前
後
の
明
治
三
十
六
年
か
ら
三
十

八
年
に
か
け
て
大
阪
鉱
山
監
督
署
長
の
地
位
に
在

っ
て
、
三
十
七
年

に
は
別
子
鉱
業
所
を
視
察
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
住
友
入
社
は
鈴
木
の

推
薦
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
ず
総
本
店
副
支
配
人
と
な

っ
た
。
大
平
が
住
友

に
入
社
し
た
明
治
四
十
四
年
明
治
天
皇
は
、
窮
民
救

済
の
た
め
、
内
弩
金

一
五
〇
万
円
を
下
し
、
政
府
は
こ
れ
を
基
に
財
団
済
生
会
を
設
け
、
併
せ
て
全
国
の
資
産
家
に
寄
付
を
求
め
た
。
住
友

で
は
済
生
会
に
対
す
る
寄
付
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
住
友
独
自
の
救
済
事
業
を
考
え
る
よ
う
に
と
の
家
長
の
指
示
で
、
大
平
が
そ
の
特
命
調

査

・
立
案

に
当
た
っ
た
。

貧
民
窟
の
体
験
を
基
に
作
成
さ
れ
た
大
平
の
報
告
が
、
単
な
る
貧
民
救
済
で
は
な
く
、
そ
の
自
立
を
図
る
た
め
先
に
述
べ
た
住
友
私
立
職

工
養
成
所
の
設
立
と
な

っ
て
結
実
し
た
。
大
正
三
年
、
大
平
は
報
告
が
終
了
す
る
と
、
別
子
鉱
業
所
支
配
人
に
転
じ
、
七
年
理
事
兼
所
長
久

保
無
二
雄
が
退
任
す
る
と
、
そ
の
後
任
と
な

っ
た
。
し
か
し
大
正
三
年
六
月
同
時
に
総
本
店
支
配
人
と
な
り
、
東
大
で
は
大
平
の
一
年
後
輩

で
あ

っ
た
小
倉
正
恒
が
、
こ
の
七
年
理
事
に
就
任
し
た
の
に
対
し
、
大
平
の
理
事
就
任
は
今
回
の
大
正
十

一
年
ま
で
四
年
間
も
見
送
ら
れ
た
。

こ
の
間
三
高

・
東
大
を
通
じ
大
平
の
友
人
で
あ

っ
た
元
愛
媛
県
知
事
伊
沢
多
喜
男
（鈴
木
と
は
明
治
四
十
三
年
別
子
煙
害
問
題
の
仲
裁
で
旧
知
の
間

柄
で
あ
り
、
大
平
を
鈴
木
に
紹
介
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、
「住
友
総
本
店
（中
ど

の

「五
　
住
友
肥
料
製
造
所
の
開
設
」
参
照
）
は
、
鈴
某
↑
に
書
簡
を̈
送
り

大
平
の
理
事
就
任
が
何
故
見
送
ら
れ
て
い
る
の
か
を
質
し
た
。
こ
れ
に
対
し
鈴
木
は
返
答
に
困

っ
て
い
た
が
、
今
回
の
就
任
が
実
現
し
た
翌

六
日
付
で
よ
う
や
く
伊
沢
あ
て
そ
れ
を
報
ず
る
こ
と
が
で
き
た
。

別
子
鉱
業
所
の
純
益
が
、
第

一
次
大
戦
の
好
況
に
よ
り
大
正
五
年
七
二
〇
万
円
、
六
年
七
六
〇
万
円
と
ピ
ー
ク
を
記
録
し
た
後
、
七
年
五



資 格 大正10年 H年 12年 13年 14年

重  役

―等傭員

二等傭員

二等傭員

四等傭員

病院職員 (四等相当以上)

学校職員(  〃  )
嘱 託 員( 〃  )
補助傭員

病院職員(補助相当)

嘱 託 員( 〃 )

9

30

314

1,113

1,566

38

43

12

664

7

2

9

27

296

1,108

1,521

46

44

12

610

11

2

9

25

319

1,205

1,533

45

43

17

637

13

2

7

24

375

1,322

1,498

46

42

15

669

13

2

9

29

423

1,527

1,332

47

43

15

688

13

2

計 3,798 3,686 3,848 4,013 4,128

準 備 員 877

計 3,798 4,569 4,725 4,925 5,074

出典 :各 年「処務報告書」

第 1表 傭員数比較表 (各年 1月 1日 現在)

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

○
○
万
円
、
八
年
二
八
〇
万
円
と
減
少

の
一
途
を
辿
り
、

つ
い
に
九
年

に
は
賃
銀
は
じ
め
諸
物
価
高
騰
の
影
響
で
生
産

コ
ス
ト
が
大
幅
に
上
昇

し
た
の
に
対
し
、
銅
価
が
三
割
近
く
暴
落
し
た
た
め
、
四
人
万
円
の
赤

字
に
転
落
し
た
こ
と
は
既
に
述

べ
た
∩
住
友
総
本
店
（下
ど

の

「二
　
住

友
総
本
店
の
業
績
」
参
昭
じ
。　
こ
れ
に
対
し
大
平
は
、　
大
正
十
年
三
月
、

別
子
鉱
業
所
の
傭
員

の
約
二
〇
％
に
当
た
る

一
三
七
人
（第
１
表
及
び
第

２
表
）
、
労
働
者

の
約

一
八
％
に
当
た
る

一
〇
四
三
人

の
人
員
整
理
を

行
な

つ
た
。
こ
れ
ら
の
人
員
整
理
が
最
も
大
幅
に
行
わ
れ
た
の
は
四
阪

島
製
錬
所
で
あ

っ
た
が
、
同
所
で
は
人
員
整
理
と
同
時
に
大
改
造
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
銅
価
の
回
復
と
相
侯

っ
て
、
別
子
鉱
業
所
の
業

績
は
十

一
年
か
ら
黒
字
に
転
じ
た
翁
工
　
業
績
」
参
昭
じ
。　
こ
れ
ら
の
施

策
に
当
た
っ
て
、
大
平
が
直
接
家
長
や
鈴
木
総
理
事

の
了
解

の
下
に
進

め
た
こ
と
が
、
他

の
理
事
た
ち
の
不
興
を
買

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

大
平
自
身
が
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
通
り
、
住
友
入
社
以
来
の
大
平

の
仕
事

の
進
め
方
が
、
他
の
理
事
た
ち
と
相
容
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

（註
、
大
正
三
年
、
職
工
養
成
所
設
立
に
つ
い
て
）
当
時
湯
川
（註
、
寛

士
じ
さ
ん
が
本
店
支
配
人
で
小
倉
（註
、
正
恒
）
が
副
支
配
人
で
あ

つ

〓
三
九



第 2表 合資会社(店部別)・ 連系会社人員表 (各年8月 1日 現在)(単位:人 )

店部・連系会社 大正10年 11年 12年 13年 14年

合資会社(本社部門)

大阪住友病院

別子鉱業所

倉庫

製鋼販売店

若松炭業所

伸銅所

肥料製造所

札幌鉱業所

大萱生鉱業所

高根鉱業所

大良鉱業所

林業所

東京販売店

横須賀販売店

名古屋販売店

神戸販売店

呉販売店

博多販売店

上海洋行

漢口洋行

天津洋行

(株)住友銀行

シアトル住友銀行

加州住友銀行

(株)布吐住友銀行

住友信託(株 )

(株 )住友倉庫

(株)住友製鋼所

(株)住友電線製造所

(株)住友肥料製造所

(株)住友ビルデイン

本家詰所

４６

３５

４６

５６

‐５

８２

２８

４６

３４

‐６

‐２

７

４５

３９

５

一

8

7

7

3

6

,376

7

13

184

1987

23

1

260

44

557

257

15

203

294

53

34

9

15

7

46

37

5

7

7

6

3

5

1,655

8

14

162

197

一
　

２ ７

６‐

４‐

５８

一

‐４

０９

９０

５０

３４

８

‐３

９

４７

４０

４

一

6

8

5

4

,770

7

13

265

182

199

1

31

1

６４

４３

６３

一

‐５

‐６

７６

５３

３‐

８

‐４

８

４９

４７

３

一

一

７

８

５

一

,841

7

12

270

181

218

1

32

l

270

45

580

11

213

270

33

10

5

8

47

48

3

4

5

7

7

5

1,919

8

4

11

41

293

178

207

55

1

31

計〈
口 3,744 3,927 4 069 4.172 4,319

第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）

三
四
〇

註 :準備貝以下及び兼務者を除 く。合計は第 1表小計に相 11す る

出典 :各 年「住友職員録Jか ら算出



た
が
、
三
時
か
ら
晩
方
ま
で
報
告
し
た
。
家
長
さ
ん
は
熱
心
で
、
夕
食
を
本
店
で
食

べ
ら
れ
、
十
時
ま
で
話
し
た
。
こ
れ
は
例
の
な
い

こ
と
で
あ

っ
た
の
で
、
何
か
事
が
起
こ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
人
々
が
不
審
が

っ
た
位
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
鈴
木
さ
ん
は
お
前

の
仕
事

は
こ
れ
で
終
わ

っ
た
、
爾
後
こ
の
事
に
関
係
す
る
な
と
言

っ
た
。

（註
、
大
正
二
年
）私
は
別
子

へ
行
く
こ
と
に
な

つ
て
、　
間
も
な
く
胆
石
を
患

っ
て
半
年
程
休
ん
だ
と
こ
ろ
、　
私
は
鉱
業
界
の
先
輩
久
原

（註
、
房
之
助
、
当
時
久
原
鉱
業
社
長
）
か
ら
よ
い
注
意
を
し
て
も
ら
つ
た
。
外
国
の
某
会
社
で
は
技
師
と
経
営
者
が
分
か
れ
て
い
る
。　
こ

の
技
師
と
経
営
者
と
の
調
節
機
関
が
必
要
だ
。　
日
本
で
そ
れ
が
わ
か
つ
て
や
っ
て
い
る
の
は
、
古
河
と
私
（註
、
久
原
）
と
だ
け
だ
と
。

そ
こ
で
私
も
別
子

へ
行

っ
た
ら
も
う
半
年
病
気
し
て
い
た
積
も
り
で
、
坑
内

へ
入

っ
て
勉
強
し
よ
う
と
決
意
し
た
。
そ
こ
で
家
長
様

ヘ

挨
拶
に
行

っ
た
時
、

そ
の
決
意
を
述
べ
た
と
こ
ろ
、
「君
は
病
気
が
直

っ
た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
だ
。
私
は
そ
う
ま
で
し
て
働
い
て
も
ら

お
う
と
は
思
わ
ぬ
」
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
私
は
別
子

へ
行

っ
て
、
ま
ず
鉱
夫
の
術
語
を
覚
え
る
が
良
い
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
を
覚
え

て
坑
内
に
入
る
と
鉱
夫
の
言
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
鉱
夫
と
も
親
し
く
な

っ
た
。
そ
れ
が
す
む
と
、
次
は
四
阪
島

の
製

錬
所

へ
行

っ
て
炉
の
前
に
坐

っ
た
。
そ
の
頃
別
子
の
専
属
書
記
に
酒
の
席
で
、
傭
員
の
く
せ
に
坑
内

へ
入

っ
た
り
、
炉
の
前
に
坐

っ
た

り
し
て
土
工
と

一
緒
に
な
る
の
は
風
上
に
も
お
け
な
い
な
ど
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

私
は
、
（註
、
別
子
か
ら
本
店
の
）
や
り
方
の
不
味
い
の
を
見
て
、
し
き
り
に
悪
口
を
言

っ
た
。
当
時
本
店
の
悪
口
を
言
う
と
や
め
さ
せ
ら

れ
る
。
私
も
悪
口
を
言

っ
て
い
る
の
で
、
本
店
に
呼
び
つ
け
ら
れ
た
か
ら
、
こ
れ
は
首
だ
な
と
思

っ
た
が
、
ど
こ
が
悪
い
か
と
い
う
か

ら
、
忌
憚
な
く
意
見
を
開
陳
し
、
ア
メ
リ
カ
の
新
式
を
採
用
せ
ね
ば
駄
目
だ
と
言

っ
た
。
す
る
と
そ
れ
で
は
ア
メ
リ
カ
を
見
て
こ
い
と

い
う
の
で
、
（註
、
当
時
製
錬
課
勤
務
の
）龍
野
（註
、
昌
之
、
大
正
五
年
十

一
月
―
八
年
十
月
渡
米
、
後
住
友
別
子
鍍
山
専
務
取
締
役
）
や
矢
部
（註
、

忠
治
、
大
正
六
年
五
月
渡
米
、
後
住
友
合
資
会
社
技
師
長
）
を
つ
れ
て
ア
メ
リ
カ

ヘ
行

っ
て
（註
、
大
正
五
年
十
月
―
六
年
八
月
渡
米
）
、　
私
も
技

術
の
こ
と
を
勉
強
し
た
。
そ
し
て
帰

っ
て
来
た
時
、
鈴
木
さ
ん
が
奥
さ
ん
と
紋
服
で
出
迎
え
ら
れ
、
命
が
け
で
や

っ
て
く
れ
て
有
難
い

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
四
一



第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
四
二

と
挨
拶
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
四
阪
島
で
、
龍
野
と
矢
部
が
ア
メ
リ
カ
通
り
の
設
計
を
や
っ
た
。

こ
の
新
設
備
に
よ
る
と
人
間
が
三
分
の
一
の
八
〇
〇
人
で
よ
い
が
、
そ
れ
で

一
六
〇
〇
人
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
多
す

ぎ
る
と
い
う
の
で
、　
〓

一五
〇
人
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
整
理
の
時
、
家
長
様
に
申
し
上
げ
る
と
、
刻
々
状
況
を
報
告
せ
よ
と
の

こ
と
で
、
状
況
を
報
告
し
た
が
、
こ
れ
が
上
手
く
行

っ
た
の
で
、
家
長
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
、
例
に
よ
っ
て
鮮
や
か
に
や
つ
た
な
と
言
わ

れ
た
。
例
に
よ
つ
て
と
言
わ
れ
た
の
は
、
前
の
職
工
学
校
調
査
の
こ
と
を
も
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

私
を
贔
贋
に
し
て
く
れ
た
の
は
、
家
長
さ
ん
と
鈴
木
さ
ん
だ
け
で
、
中
田
（註
、
錦
士
じ
、
湯
川
に
憎
ま
れ
た
。
私
が
理
事

に
な
る
時
は
、

他
の
理
事
が
全
部
反
対
し
た
が
、
家
長
様
と
鈴
木
さ
ん
と
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
鈴
木
は
大
平
を
よ
う
や
く
理
事

に
す
る
こ
と
が
で
き
、
別
子
鉱
業
所
の
業
績
も
上
昇
に
転
じ
た
が
、
後

に
述

べ
る
よ
う
に
大
正

十

一
年
三
月
鈴
木
は
脳
出
血
で
倒
れ
た
。
五
月
鈴
木
が
辞
意
を
表
明
す
る
と
、
大
平
も
退
任
の
決
意
を
固
め
た
。
八
月
、
ま
ず
別
子
所
長
の

兼
務
を
免
ぜ
ら
れ
、
副
長
岡
田
宇
之
助
（Ｍ
２９
東
京
法
学
院

〈中
央
大
学
２
則
身
〉、
茨
城

・
佐
賀
県
知
事
、
Ｔ
７
住
友
入
社
）
が
後
任
の
所
長
と
な
り
、

十
二
月
鈴
木
の
辞
任
が
認
め
ら
れ
る
と
、
大
平
も
後
を
追
い
退
社
し
た
。
こ
の
間
の
事
情
を
大
平
は
続
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

鈴
木
が
い
な
く
な
る
と
、
自
分
は
他
の
理
事
と
は
相
容
れ
な
い
か
ら
、
家
長
さ
ん
に
累
を
及
ぼ
す
こ
と
を
お
そ
れ
て
住
友
を
や
め
た
。

住
友
が
い
や
に
な

っ
て
や
め
た
の
で
は
な
い
。
そ
の
や
め
る
こ
と
を
鈴
木
に
い
う
と
、
鈴
木
は
住
友
は
組
織
で
仕
事
を
す
る
と
こ
ろ
だ
。

自
分
は
子
分
を
持
た
な
い
。
私
に
殉
じ
て
君
が
や
め
た
と
言
わ
れ
る
と
困
る
か
ら
、
も
う
少
し
後

に
せ
よ
と
い
う
の
で
、
半
年
ば
か
り

間
を
お
い
て
か
ら
や
め
た
。

大
正
十
三
年
六
月
、
第

一
次
加
藤
高
明
内
閣
が
成
立
す
る
と
、
大
平
の
三
高

・
東
大
時
代
の
友
人
た
ち
が
要
職
を
占
め
た
。
幣
原
喜
重
郎

は
外
務
大
臣
、
濱
口
雄
幸
は
大
蔵
大
臣
に
就
任
し
、
九
月
に
は
伊
沢
多
喜
男
も
台
湾
総
督
に
任
命
さ
れ
た
。
十

一
月
、
大
平
が
外
遊
か
ら
帰

国
す
る
と
満
鉄
の
副
社
長
（後
副
総
裁
）
に
任
命
さ
れ
た
。
大
平
の
満
鉄
入
社
に
つ
い
て
は
、　
こ
れ
ら
の
友
人
た
ち
の
他
、
西
園
寺
公
望
も
動



い
た
と
い
う
話
も
あ
り
、
こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
家
長
の
計
ら
い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
戦
後
昭
和
二
十
年
十
月
、
幣
原
が
首
相
に
な
る

と
、
大
平
は
十

一
月
幣
原
の
推
薦
で
貴
族
院
議
員
に
、
次
い
で
二
十

一
年
三
月
枢
密
顧
間
官
に
就
任
し
、
枢
密
院
で
は
新
憲
法
の
審
議
に
当

（
‐２
）

た
っ
た
。

大
平
が
宰
相
の
器
で
あ

つ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
鈴
木
が
病
を
冒
し
て
総
理
事
職
に
執
着
し
て
い
た
の
は
、
大
平
を
総
理
事

の
後
継
者
に

擬
し
て
、
そ
の
機
の
熟
す
る
の
を
待

っ
て
い
た
と
の
説
も
あ
る
（だ

、
上
記
の
よ
う
に
他

の
理
事

の
反
対
の
た
め
に
、
家
長

・
鈴
木
が
大
平
を

理
事

に
す
る
の
で
す
ら
容
易
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
、

何
よ
り
も
大
平
自
身
が
上
記
証
言
の
中
で
、

「
私
は
入
社
す
る
と
す
ぐ
小
倉
が

将
来
総
理
事
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
鈴
木
が
何
故
総
理
事

に
執
着
し
て
い
た
か
は
、

明
治
三
十
七
年
総
理
事
伊
庭
貞
剛
が
、
河
上
謹

一
・
田
辺
貞
吉
と
い
う
四
三
歳
の
鈴
木
よ
り
も
上
席
の
理
事
と
共
に
辞
任
し
、
鈴
木
に
バ
ト

ン
を
渡
し
た
先
例
に
従
い
、
中
田

・
湯
川
と
い
っ
た
小
倉
の
上
席
の
理
事
と
共
に
退
任
し
て
、
小
倉
（
ン」
の
大
正
十

一
年
に
四
七
歳
）
に
総
理
事

を
譲
る
日
を
待

っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

三
人
目
の
理
事
松
本
順
吉
は
、
こ
の
後
大
正
十

一
年
四
月
に
理
事
山
下
芳
太
郎
が
退
任
す
る
と
、
そ
の
後
任
と
し
て
伸
銅
所
長

・
製
鋼
所

常
務
取
締
役
に
就
任
し
た
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
争
議
の
責
任
を
と
っ
て
山
下
が
退
職
す
る
こ
と
は
、
既
定

の
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
が
四

月
に
延
び
た
の
は
、
こ
れ
を
機
会
に
製
鋼
所
の
人
事
を
刷
新
し
よ
う
と
す
る
鈴
木
の
意
向
が
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
当
時
製
鋼
所
で
は
、
生

え
抜
き
の
技
師
長
斎
藤
三
三
等
と
室
蘭
の
日
本
製
鋼
所
か
ら
途
中
入
社
し
た
副
支
配
人
兼
工
務
部
長
細
矢
尚
以
下
四
人
と
の
間
に
対
立
が
生

じ
、
そ
れ
が
業
績
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
。
な
お
松
本
は
理
事
就
任
と
共
に
、
人
事
部
長
は
兼
務
し
た
が
、
人
事
第
二
課
長
兼
務
は
免
ぜ

ら
れ
空
席
と
な

っ
た
。
実
質
的
に
は
労
務
の
専
門
家
と
な
る
主
査
津
田
秀
栄
（Ｔ
７
東
大
法
、
後
北
支
産
金
常
務
取
締
役
、
鉱
山
統
制
会
理
事
長
、

北
支
那
開
発
副
総
裁
）
が
代
行
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

大
正
十

一
年

一
月
末
、
合
資
会
社
社
長
友
純
は
、
労
働
運
動
の
標
的
と
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
か
、
製
鋼
所
社
長
取
締
役
を
、
続
い
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て
二
月
初
電
線
製
造
所
社
長
取
締
役
を
辞
任
し
、
こ
こ
に
家
長
は
合
資
会
社
社
長
と
な
り
、
併
せ
て
各
連
系
会
社

の
社
長
を
兼
務
す
る
と
い

う
合
資
会
社
設
立
当
初
の
鈴
木
の
構
想
は
、
早
く
も

一
年
を
経
ず
し
て
崩
れ
去

っ
た
。
両
社
は
、
社
長
制
を
廃
し
て
、
会
長
制
を
採
る
こ
と

に
な
り
、
い
ず
れ
も
常
務
理
事
中
田
錦
吉
が
就
任
し
た
。
鈴
木
総
理
事
が
就
任
し
な
か
っ
た
の
は
、
三
月
二
十
五
日
上
京
中
、
住
友
銀
行
支

店

へ
赴
く
車
中
で
再
び
脳
出
血
で
倒
れ
た
た
め
で
あ

っ
た
。
前
年
（大
正
十
年
）秋
、
活
動
を
再
開
し
た
鈴
木
は
、　
こ
の
二
月
郷
里
宮
崎
県
高

鍋
に
帰
り
、
そ
の
月
末
か
ら
三
月
初
に
か
け
て
前
記
四
阪
島
製
錬
所
の
設
備
改
良
工
事
竣
工
式
に
臨
ん
で
い
た
。
三
月
に
は
第

一
次
大
戦
の

終
了
を
記
念
し
て
、
東
京
上
野
公
園
で
、
平
和
記
念
東
京
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
て
特
設
さ
れ
た
住
友
館
に
各
社
の
製
品
が
出
展
さ
れ
、
二
十

七
日
に
は
摂
政
官
殿
下
（後
の
昭
和
天
皇
）
を
お
迎
え
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

鈴
木
は
住
友
銀
行
支
店
の
一
室
で
数
十
日
間
安
静
治
療
の
後
、
五
月
初
自
宅
に
帰

っ
た
。
こ
の
間
四
月
末
に
山
下
理
事
退
任

に
伴
う

一
連

の
人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
た
。
松
本
理
事

の
伸
銅
所
長
兼
務
に
伴
い
小
倉
理
事
が
人
事
部
長
を
兼
務
し
た
。
経
理
部
第

一
課
長
兼
第
四
課
長

川
田
順
は
前
年
の
人
事
異
動
の
不
満
を
鈴
木
に
直
訴
し
た
が
つ
住
友
合
資
会
社
の
設
二立
」

の

「一一一口
　
合
資
会
社
の
組
織
と
人
事
」
参
昭
じ
、
今
回

の
異
動
で
製
鋼
所
支
配
人
に
栄
転
し
た
。
川
田
の
後
任
は
、
総
務
部
会
計
課
長
野
草
省
三
が
兼
務
し
た
。　
一
方
製
鋼
所
で
は
、
松
本
理
事
が

山
下
の
後
任
の
常
務
取
締
役
に
就
任
し
、
こ
の
他
既
に
述
べ
た
人
事

の
刷
新
に
よ
り
取
締
役
支
配
人
工
藤
治
人
等
九
名
が
退
職
し
、
伸
銅
所

尼
崎
工
場
支
配
人
加
藤
栄
（Ｍ
墨
界
大
工

・
機
、
八
幡
製
鉄
所

・
藤
田
鉱
業
、
Ｔ
７
住
友
入
社
）
が
取
締
役
支
配
人
に
、
上
記
川
田
が
支
配
人
兼
商

務
部
長
と
な

つ
た
。

そ
の
後
伸
銅
所
で
は
、
大
正
十

一
年
二
月
の
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
調
印
に
伴
う
海
軍
軍
縮
に
よ
る
事
業
縮
小
の
た
め
、
六
月
人
員
の
約
半
数

一
六
三
二
名
の
解
一雇
を
行
い
（第
１
表
及
び
第
２
表
）、
再
び
争
議
が
起
こ
っ
た
。
九
月
伸
銅
所
長
松
本
順
吉
の
兼
務
を
免
じ
、
海
軍
中
将
山
中

柴
吉
（Ｍ
３‐
海
大
、
元
横
須
賀
海
軍
工
廠
長
）
が
住
友

に
入
社
し
、
後
任
の
所
長
と
な

つ
た
。　
ま
た
電
線
製
造
所
に
お
い
て
は
、
常
務
取
締
役
利

光
平
夫
が
、
大
正
九
年
末
会
社
設
立
以
前
か
ら
病
気
静
養
中
で
あ

っ
た
が
、
十
二
月
辞
任
し
、
後
任
に
逓
信
省
出
身

の
湯
川
寛
吉
が
、
同
省



電
気
局
長
肥
後
八
次
（Ｍ
３９
東
大
法
、
内
務
省

・
逓
信
省
）
を
招
い
た
。
肥
後
は
、
鈴
木
総
理
事
が
推
進
し
た
宮
崎
県
耳
川
の
水
利
権
取
得
と
そ

れ
に
基
づ
く
水
力
発
電
所
の
建
設
を
所
管
し
、
鈴
木
と
も
面
識
が
あ

っ
た
。

五
月
帰
宅
し
た
鈴
木
は
、
も
は
や
元
の
健
康
状
態
に
戻
ら
ぬ
こ
と
を
覚
悟
し
、
次

の
よ
う
な
辞
職
願
を
令
息

に
口
述
筆
記
さ
せ
た
が
、
家

長
の
決
裁
は
得
ら
れ
な
か
つ
た
。

辞
職
御
願

馬
左
也
粗
歯
ノ
質
才
短

二
学
浅
ク
シ
テ
、
明
二
恩
寵
ヲ
蒙
ル
コ
ト
幾
ド
四
十
年
、
此
レ
洵
ト
ニ
平
昔
感
泣
シ
テ
措
ク
能

ハ
ザ
ル
所
ナ
リ
。

其
総
理
事
ノ
栄
位

ヲ
恭
ク
シ
テ
ヨ
リ
亦
約
十
五
年
ヲ
歴
タ
リ
。
自
ラ
惟

フ
ニ
負
荷
ノ
重
キ
責
任
ノ
大
、
不
肖
ノ
能
ク
堪
フ
ル
所

二
非
ズ
。

是
ヲ
以
テ
日
夜

二
慢
漸
シ
テ
自
ラ
已
ム
コ
ト
能

ハ
ズ
。
戦
々
競
々
ト
シ
テ
毎
ネ

ニ
閣
下
付
託
ノ
明
ヲ
傷
ケ
ザ
ル
ヲ
以
テ
期
卜
為
セ
シ
ニ
、

不
才
ノ
致
ス
所
、
終

二
其
志
ノ
萬
分

二
酬
ユ
ル
能

ハ
ズ
。
罪
過
ノ
大
、
殆
ド
陳
疏
ス
ル
ニ
辞
ナ
キ
ナ
リ
。
近
年
事
端
頗
ル
繁
ク
、
閣
下

ノ
深
憂
拝
察
ス
ル
ニ
余
ア
リ
。
是
誠

二
駕
鈍
ヲ
場
ス
可
キ
ノ
秋
ナ
リ
。
然
ル
ニ
馬
左
也
軌
近
疾
病
若
リ
ニ
至
り
、
殊

二
今
次
ノ
疾
患
ノ

如
キ
ハ
、
東
京

ニ
テ
奔
走
中
突
発
ス
ル
所

ニ
シ
テ
、
其
症
状

ハ
脳
ノ
出
血

二
係
ル
故

二
、
元
来
人

二
逮
バ
ザ
ル
ノ
頭
脳

ハ
、　
一
層
ノ
鈍

昏
ヲ
加

へ
、
思
慮
精
審
ナ
ル
コ
ト
能

ハ
ズ
。
事
宜
ヲ
判
断
シ
テ
其
当
ヲ
失
ス
ル
ニ
至
ラ
ン
コ
ト
ヲ
恐
ル
。
独
り
精
神
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
身

体
モ
亦
動
作
ノ
敏
活
ヲ
欠
キ
、
到
底
繁
劇
の
務

二
鷹
り
、
重
大
ノ
責

二
任
ズ
ル
能

ハ
ズ
。
是
実

二
馬
左
也
ノ
明

二
自
ラ
認
知
ス
ル
所
ナ

リ
。
今
春
以
来
連
リ
ニ
骸
骨
ヲ
乞

フ
モ
、
未
ダ
採
納
ヲ
蒙
ラ
ズ
。
霜

二
噴
職
ノ
責
頗
ル
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
悲
ミ
ツ
ヽ
、
尚
強
ヒ
テ
駕

騎

二
鞭
チ
テ
以
テ

一
日
ノ
責
ヲ
塞
ギ
タ
リ
シ
モ
、
今
日
二
至
リ
テ
ハ
復
夕
他
事

ヲ
慮
ル
ニ
違

マ
ナ
シ
。
唯
々
残
敗
ノ
骸
骨
ヲ
賜

ハ
ラ
ン

コ
ト
ヲ
哀
願
ス
ル
ア
ル
ノ
ミ
。
伏
シ
テ
願
ク
ハ
萬
己
ム
ヲ
得
ザ
ル
ノ
愚
哀
ヲ
憐
察
セ
ラ
レ
、
特

二
海
山
ノ
恩
ヲ
垂
レ
、
速
カ
ニ
聴
許
ヲ

賜

ハ
ラ
バ
何
ノ
幸
力
之

二
若
カ
ン
ヤ
。
其
後
任
ノ
如
キ
ハ
愚
以
為

ヘ
ラ
ク
、
閣
下
其
信
任
ノ
隆
渥
ナ
ル
ヲ
見
ス
ニ
於
テ
誠
心
ヲ
披
涯
セ

ラ
レ
、
余
蘊
ア
ル
コ
ト
ナ
ク
以
テ
中
田
理
事

二
懇
嘱
セ
ラ
ル

ヽ
所
ア
ラ
バ
、
同
理
事
モ
亦
固
辞
ス
ル
能

ハ
ザ
ル
ベ
シ
。
此
レ
馬
左
也
ノ
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信
ジ
テ
疑

ハ
ザ
ル
所
ナ
リ
。
馬
左
也
泣
血
慢
燿
ノ
至
リ
ニ
勝

ヘ
ズ
、
謹
デ
辞
職
奉
願
候
也
。

大
正
十

一
年
五
月
二
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
理
事
　
鈴
木
馬
左
也

男
爵
住
友
公
閣
下

十

一
月
、
こ
の
年
の
林
業
所
の
主
任
会
議
が

一
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
。
七
日
こ
の
会
議
の
こ
と
を
聞
き

つ
け
た
鈴
木
は
、
人
に
助
け
ら
れ

て
和
服
姿
で
会
議
室
に
現
れ
、

「住
友
家
ノ
林
業

ハ
百
年
ノ
計

ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

私

ハ
山
林
ヲ
住
友
ノ
最
後
ノ
城
郭
ト

致
シ
タ
イ
。
（中
略
）山
林
ノ
仕
事

ハ
六
ツ
ケ
敷
イ
仕
事
デ
ア
ル
ト
思
フ
ガ
、
（中
略
）之

ハ
人

二
侯

ツ
ヨ
リ
外
無
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
（中
略
）古

人
モ
日
ク

『心
誠

二
之
ヲ
求
ム
レ
バ
、
中
ラ
ズ
ト
雖
モ
遠
カ
ラ
ズ
』
此
ノ
誠
ヲ
以
テ
事
業

二
当

ッ
テ
頂
キ
タ
イ
」
と
言
葉
も
た
ど
た
ど
し
く

述
べ
、
こ
れ
が
鈴
木
の
最
後

の
訓
示
と
な

っ
た
。

大
正
十

一
年
十
二
月
五
日
、
家
長
は
感
謝
状
を
送

っ
て
鈴
木
の
退
任
を
認
め
、
後
任

の
総
理
事

に
は
常
務
理
事
中
田
錦
吉
が
就
任
し
、
合

資
会
社
の
定
款
も
変
更
さ
れ
た
。
二
十
二
日
中
田
の
就
任
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
が
中
之
島
公
会
堂
で
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
二
十
日
に
至
り
鈴

木
が
危
篤
状
態
に
陥

っ
た
た
め
、
パ
ー
テ
ィ
ー
は
急
速
中
止
さ
れ
、
二
十
五
日
鈴
木
が
死
去
す
る
と
準
備
は
社
葬

へ
と
変
わ

っ
た
。
二
十
八

日
鈴
木
の
社
葬
が
執
行
さ
れ
、
二
〇
年
近
く
に
わ
た
つ
た
鈴
木
馬
左
也
の
時
代
は
、
終
わ
り
を
告
げ
た
。

国
　
中
田
総
理
事

の
三
年
間

こ
の
よ
う
に
長
期
に
わ
た
つ
て
発
揮
さ
れ
た
鈴
木
の
個
性
は
、
そ
の
後
の
住
友

の
行
動
様
式

の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
川
田
順

は
、
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

鈴
木
は
死
ぬ
ま
で
総
理
を
辞
め
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
決
し
て
物
欲
や
権
勢
欲
か
ら
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
、
そ
ん
な
け
ち
臭
い
人
間

で
は
な
か
っ
た
。
「自
分
で
な
け
れ
ば
住
友
が
治
ま
ら
な
い
」
と
い
う
信
念
、
す
な
は
ち
住
友
に
対
す
る
忠
実
の
心
か
ら
で
あ

つ
た
。



「国
益
を
先
に
し
、
私
利
を
後
に
す
べ
し
」
と
い
ふ
伝
統
的
社
是
が
、
鈴
木
に
よ
つ
て
更
に
高
調
さ
れ
た
。
彼
は
儒
教
主
義

の
社
会
観

を
固
執
し
て
ゐ
た
。
彼
の
配
下
に
集
ま
る
人
間
達
は
、
お
の
づ
か
ら
に
し
て
彼

の
主
義

に
感
染
し
、
国
益
云
々
が
口
癖
の
や
う
に
な

つ

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
の
鍛
錬
の
方
は
し
ば
し
ば
お
ろ
そ
か
に
な

っ
た
。
甚
し
き
に
至
る
と
、
商
売
の
上
手
な
人
間
は
ツ
ー

・
マ

ッ
チ

・
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
と
し
て
卑
し
め
ら
れ
た
こ
と
さ

へ
あ
る
。

住
友

の
如
く
殆
ど
申
し
分
の
な
い
団
体
に
於
い
て
さ
へ
、
た
ゞ
一
つ
の
申
し
分
は
、
少
壮
者

の
立
身
が
い
た
づ
ら
に
抑

へ
ら
れ
た
こ
と

で
あ

っ
た
。

そ
れ
は
、
住
友
の
人
事
行
政
と
い
は
ん
よ
り
も
、
鈴
木
馬
左
也

の
人
事
行
政
と
い
っ
た
方
が
妥
当
で
あ
ら
う
。

私
（註
、

川
田
）
は
、
鈴
木
の
下
で
約
十
五
年
働
い
た
が
、
あ
の
立
派
な
総
理
に
対
し
て
、
唯

一
つ
の
不
満
は
、
そ
の
こ
と
で
あ

つ
た
。
彼
の
時

代
に
於
い
て
は
、
少
壮
者
の
下
積
年
月
が
あ
ま
り
に
長
過
ぎ
た
。
彼
は
、
不
必
要
に
、
し
ば
し
ば
官
僚
の
古
手
を
高
給
で
雇

っ
て
、
私

達
の
頭
の
上
に
載
せ
た
。

さ
す
が
に
住
友
銀
行
だ
け
は
、
か
や
う
な
鈴
木
の
人
事
を
容
れ
な
か
っ
た
。
八
代
の
下
で
薫
育
し
た
人
材

の
な
を
以

つ
て
幹
部
組
織
を

構
成
し
た
。
大
蔵
省

の
役
人
に
来
て
も
ら
は
な
け
れ
ば
経
営
が
出
来
ま
せ
ん
と
い
ふ
如
き
態
度
は
示
さ
な
か
つ
た
。
省
の
人
に
来
て
も

ら
は
な
く
て
も
、
省
と
円
滑
に
交
際
す
る
こ
と
は
、
忠
実
な
仕
事

の
仕
振
り
で
充
分
に
出
来
た
の
で
あ
る
。

年
々
歳
々
諸
方
の
学
校
卒
業
生
ら
を
採
用
す
る
に
当

っ
て
も
、
住
友
は
、
学
業
成
績
に
重
点
を
置
き
、
秀
才
型
の
人
間
を
最
も
歓
迎
し

た
。
か
う
い
ふ
秀
才
等
が
集
合
す
る
と
、
必
然
に
、
暢
気
な
と
こ
ろ
が
な
く
な
り
、
几
帳
面
で
、
理
窟
臭
く
な
る
。
約
束
は
固
く
守
り
、

規
則
は
励
行
す
る
け
れ
ど
も
、
荀
も
法

に
外
づ
れ
た
り
、
前
例
の
な
い
こ
と
な
ど
は

「先
づ
や
め
て
置
く
が
宜
し
か
ら
う
」
と
い
ふ
こ

と
に
な
る
。

口
頭
で
す
ま
せ
て
も
よ
さ
さ
う
な
こ
と
ま
で
文
書
に
し
て
、
上
司
の
判
を
も
ら
ふ
。
こ
れ
は

「起
案
」
と
い
ふ
官
僚
的
事
務
方
法
で
、

起
案
者
の
係
員
か
ら
、
係
長
、
そ
れ
か
ら
課
長
、
支
配
人
、
さ
ら
に
重
役
ま
で
、
大
抵
は

一
つ
の
起
案

に
判
が
五
つ
、
六

つ
押
さ
れ
る
。
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更
に
、
横
に
関
係
の
課
が
二
つ
三

つ
あ
る
場
合
に
は
、
つ
ま
ら
ぬ
起
案

に
さ

ヘ
ベ
タ
ベ
タ
と
十
幾

つ
も
押
さ
れ
る
。
上
手

に
起
案
し
て
、

早
く
判
を
も
ら
ふ
こ
と
が
、
下
級
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
能
否

の
岐
れ
道
で
あ

っ
た
。

「誠
心
誠
意
」
と
は
い
ゝ
熟
語
だ
。
住
友
の
重
役
等
は
殊
に
こ
の
語
を
好
み
、
訓
示
に
も
演
説
に
も
こ
れ
を
振
り
廻
し
た
。
い
さ
さ
か

つ
む
じ
の
曲
が

っ
た
私
（註
、
川
田
）
は
、
疑
間
を
い
だ
い
た
。
誠
心
誠
意
と
は
態
度
の
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。
誠
心
誠
意
で

「何
」
を
す

る
か
を
教

へ
な
い
で
、
態
度
だ
け
を
説
法
し
て
も
、
中
身
は
が
ら
ん
洞
だ
。
た
と
へ
ば
、
誠
心
誠
意
で
間
違

っ
た
こ
と
を
さ
れ
て
は
会

社
は
た
ま
ら
な
い
。
知
識
の
乏
し
い
人
間
に
誠
心
誠
意

に
な
ら
れ
る
ほ
ど
怖
ろ
し
い
こ
と
は
な
い
だ
ら
う
。
馬
鹿
げ
た
仕
事
を
本
気
で

や
ら
れ
て
は
、
大
穴
あ
け
て
会
社
が
迷
惑
す
る
。

大
正
十

一
年
十
二
月
、
中
田
は
総
理
事
に
就
任
し
た
そ
の
月
に
、
伊
庭
貞
剛
が
総
理
事
を
退
任
し
た
五
七
歳
を
過
ぎ
て
五
八
歳
を
迎
え
た
。

彼
の
実
質
第

一
年
目
と
な
る
大
正
十
二
年
は
、
九
月
に
関
東
大
震
災
の
た
め
東
京

・
横
浜
所
在
の
住
友
各
社
の
施
設
が
大
き
な
被
害
を
蒙

っ

た
以
外
は
、
そ
の
直
前

の
八
月
、
住
友
倉
庫
が
株
式
会
社

へ
移
行
し
、
株
式
会
社
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
が
設
立
さ
れ
た
の
が
、
合
資
会
社
に

と
っ
て
は
重
要
な
出
来
事
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
住
友
倉
庫
は

「住
友
合
資
会
社
の
設
立
」
で
述
べ
た
通
り
、
既
に
合
資
会
社
の
設
立
以
前

か
ら
、
株
式
会
社

へ
の
移
行
が
繰
り
返
し
検
討
さ
れ
て
き
て
お
り
、
こ
の
年
た
ま
た
ま
土
地
増
価
税
の
実
施
に
よ
る
負
担
を
免
れ
る
た
め
に
、

急
遠
組
織
変
更
が
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

つ
た
つ
五
口
　
住
友
倉
庫
の
株
式
会
社
へ
の
移
行
」
参
照
）。

ま
た
株
式
会
社
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
の
設
立
は
、
明
治
四
十

一
年
末
に
完
成
し
た
住
友
総
本
店

の
建
物
翁
住
友
総
本
店
（上
ど

の

「二
　
住

友
総
本
店
の
発
足
」
参
昭
じ
が
手
狭
と
な
り
、
大
正
九
年
春
頃
か
ら
新
し
い
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
建
築
が
具
体
化
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ

っ
た
翁
五
日
　
株
式
会
社
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
の
設
立
」
参
照
）。

従

っ
て
両
者
は
、
い
ず
れ
も
中
田
の
総
理
事
就
任
以
前
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
倉
庫
で
は
従
来
か
ら
担
当
し
て
き
た
理
事

兼
支
配
人
草
鹿
丁
卯
次
郎
が
、
ビ
ル
で
は
工
作
部
長
と
し
て
ビ
ル
建
築
の
工
事
責
任
者
で
あ

っ
た
本
荘
熊
次
郎
が
、
そ
の
ま
ま
常
務
取
締
役



に
就
任
し
た
。
な
お
本
荘
は
、
後
に
十
四
年
十
月
の
異
動
で
、
次
に
述
べ
る
停
年
を
回
避
す
る
た
め
理
事

に
就
任
し
た
。

「鈴
木
の
次

の
総
理
中
田
錦
吉
は
、
司
法
官
を
辞
め
て
住
友
に
入
り
、
別
子
銅
山
の
支
配
人
と
な

っ
た
が
、　
や
が
て
総
本
社
（註
、
総
本

店
）
に
転
じ
、
十
数
年
の
久
し
い
間
を
鈴
木
の
女
房
役
で
暮
ら
し
た
。
（中
略
）彼
は
碁
を
う
ち
、
シ
ガ
ア
を
く
ゆ
ら
す
だ
け
で
、
仕
事
は
何
も

し
な
い
や
う
に
見
え
た
が
、
大
き
な
改
革
を

一
つ
だ
け
敢
行
し
た
。
そ
れ
は
社
員
五
十
五
歳
、
重
役
六
十
歳
の
停
年
制
を
実
施
し
た
こ
と
で

あ

っ
た
」
。
す
な
わ
ち
第
二
年
目
の
大
正
十
三
年

に
入
る
と

一
月
、
人
事
部
第

一
課
長
丸
山
精

一
が
本
家
詰
所
支
配
人
に
転
出
し
、
後
任

に

総
務
部
会
計
課
主
計
係
長
田
中
良
雄
（Ｔ
４
東
大
法
、
後
人
事
部
長
、
住
友
電
線
専
務
取
締
役
、
住
友
本
社
常
務
理
事
）
が
起
用
さ
れ
た
。

ま
た
七
月

に
は
小
倉

に
代
わ
っ
て
再
び
松
本
順
吉
が
人
事
部
長
に
返
り
咲
い
た
。
中
田
の
指
示
で
彼
ら
が
規
程
の
作
成
に
当
た
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る

が
、
十
月
に
上
記
の
内
容
の
停
年
規
程
が
制
定
さ
れ
、
翌
十
四
年
十
月

一
日
に
実
施
さ
れ
た
（資
料
１
）。
日
本
に
お
け
る
停
年
制
は
、
明
治

三
十
五
年
日
本
郵
船
が
制
定
し
た
社
員
休
職
規
則
を
嗜
矢
と
し
、
大
正
七
年
同
社
が
こ
の
休
職
を
命
ず
る
年
齢
を
満
五
五
歳
と
定
め
た
よ
う

に
、
第

一
次
大
戦
の
頃
に
定
着
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
昭
和
八
年
の
内
務
省
調
査
に
よ
つ
て
も
調
査
対
象
三
三
六
社
中
停
年
制
を

採
用
し
て
い
る
企
業
は
、
依
然
と
し
て

一
四
〇
社
（四

一％
）
に
と
ど
ま
つ
て
お
り
、　
三
井
合
名
が
採
用
に
踏
み
切

っ
た
の
が
昭
和
十

一
年
で

あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
江
戸
時
代
か
ら
続
い
た
商
家
と
し
て
住
友

の
実
施
は
早
い
時
期
に
入
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
停
年
制
の
実
施
に
つ

い
て
、
住
友
吉
左
衛
門
友
純
は
こ
れ
に
よ
つ
て

「
総
理
事
が
毎
年
の
よ
う
に
代
わ
る
の
は
困
る
な
あ
」
と
い
う
所
感
を
も
ら
し
て
い
た
と
い

う
。
中
田
錦
吉
↑

八
六
四
年
生
）
の
あ
と
、
合
資
会
社
の
首
脳
は
湯
川
寛
吉
貧

八
六
八
年
生
）
、
八
代
則
彦
貧

八
七
二
年
生
）
、
小
倉
正
恒
２

八

七
五
年
生
）
と
年
齢
が
き
わ
め
て
接
近
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
商
家
で
は
、
本
家
の
住
み
込
み
奉
公
人
を
暖
簾
分
け
で
別
家
と
す
る
の
が

一
般
的
で
あ

っ
た
が
、
住
友
家
で
は
明
治
以
降
も

等
内
六
等
以
上
で
勤
続

一
〇
年
以
上
の
傭
員
が
退
職
後
も

「末
家
」
と
し
て
本
家
と
関
係
を
維
持
す
る
制
度
を
存
続
さ
せ
、
高
等
傭
員
を

一

等
末
家
、
等
内

一
―
三
等
傭
員
を
二
等
末
家
、
四
―
六
等
傭
員
を
三
等
末
家
と
称
し
て
い
た
。
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五
〇

な
お
こ
の
停
年
規
程
に
合
わ
せ
て
退
職
慰
労
金
規
程
が
制
定
さ
れ
、
停
年
制
に
先
駆
け
て
即
日
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
規
程
に
よ
る
と
支
給

退
職
金
は
、
従
来
の
退
身
慰
労
金
規
程
と
同
様
に

「退
職
時
月
給
×
勤
続
年
数
×
勤
続
年
限
乗
率
」
の
算
式
に
よ
る
が
、
停
年
制
導
入
の
見

返
り
と
し
て
乗
率
が
約
五
割
ア
ッ
プ
さ
れ
た
（資
料
２
）。　
し
か
し
こ
の
乗
率
ア
ッ
プ
に
よ
り
や
が
て
将
来
の
退
職
金
負
担
が
問
題
化
し
、　
昭

和
十
二
年
の
株
式
会
社
住
友
本
社

へ
の
改
組
の
一
つ
の
契
機
と
な
る
の
で
あ
る
。

大
正
十
三
年

一
月
、
労
働
運
動
の
激
化
に
備
え
て
、
人
事
部
第
二
課
に
労
務
係
と
施
設
係
が
置
か
れ
た
（資
料
３
）。
主
査
津
田
秀
栄
が
労

務
係
長
と
な
り
、
工
場
視
察
の
た
め
欧
米
出
張
し
ヽ
十
四
年
五
月
帰
国
後
第
二
課
長
心
得
と
な

っ
た
。

こ
の
他
合
資
会
社
本
社
部
門
の
組
織
で
は
、
十
四
年
六
月
従
来
総
務
部
庶
務
課
に
所
属
し
て
い
た
地
所
係
が
課
に
昇
格
し
、
同
時
に
係
長

篠
崎
兼
二
（Ｍ
４２
早
大
商
）
が
課
長
と
な
る
人
事
が
発
令
さ
れ
た
（資
料
４
）。

こ
れ
は
、
地
所
係
が
管
理
し
て
い
た
大
阪
府
中
河
内
郡
八
尾
町
山

本
新
田
（現
八
尾
市
山
本
町
他
）
に
大
阪
電
気
軌
道
（近
畿
日
本
鉄
道
２
削
身
）
の
新
線
が
通
過
す
る
こ
と
と
な
り
、
住
友
で
は
こ
れ
に
協
力
し
て
大

軌
に
分
譲
用
地
と
駅
用
地
約
三
万
坪
を
譲
渡
し
た
が
、
残
り
の
土
地
の
耕
作
権
買
収
と
宅
地
造
成
に
備
え
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な

本
社
部
門
の
業
務
の
拡
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
人
員
は
日
米
板
硝
子
や
日
之
出
生
命
等

へ
の
出
向
者
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
増
加
し
て
い

な
い
（第
３
表
）。

七
月
、
若
松
所
長
吉
田
良
春
（Ｍ
２６
東
大
法
、
山
口
高
校
教
授
、
Ｍ
３３
住
友
入
社
若
松
炭
業
所
支
配
人
）
と
別
子
所
長
岡
田
宇
之
助
が
理
事

に
就
任

し
た
。
吉
田
の
場
合
は
、
こ
の
時
点
で
既
に
五
七
歳
で
あ

っ
た
の
で
、
停
年
を
回
避
す
る
た
め
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
岡
田
の
場
合
は
、
別
子

で
は
大
正
十
年
関
西
で
発
生
し
た
労
働
争
議
が
四
国

へ
波
及
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て
、
大
正
十

一
年

一
月
労
働
課
を
新
設
し
、
副
支
配
人
鷲

尾
勘
解
治
（Ｍ
４０
京
大
法
、
後
住
友
別
子
鍍
山
専
務
取
締
役
、
合
資
会
社
常
務
理
事
）
を
課
長
と
す
る
な
ど
、
対
応
す
る
体
制
を
固
め
て
い
た

一
環
と

み
ら
れ
る
。

停
年
規
程
が
制
定
さ
れ
た
大
正
十
三
年
十
月
末
か
ら
、
そ
れ
が
実
施
に
移
さ
れ
た
十
四
年
十
月

一
日
ま
で
の
約

一
年

の
間
に
、
合
資
会
社
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第 3表 合資会社部課別人員表 (各年8月 1日 現在)   (単位:人 )

部 課 ・ 役 職 大正10年 H年 12年 13年 14年

総理事
理 事

秘書役

人事部

第一課

第二課

労務係

施設係

経理部

第一課
金属山店部係

石炭店部係

第二課

第三課

製造店部係

販売店部係

第四課

総務部

庶務課

内事係

文書係
地所係

雑務係

守 衛

会計課
主計係

計算係
出納係

用度係

地所課
工作部

建築課

建築係
工務係

臨時土木課

臨時電気課
監査部

第一課

第二課

所属未定(出 向・留学等)

1

5

3

1

10

6(1)

2(1)

2

7(2)

4(2)

4(2)

3(1)

7

3

6(2)

1

1

12

12(2)

6

3(2)

17(1)

2(1)

3

9

7

4

3

6(1)

60(1)

19(7)

15(1)

9(1)

3

4

14

1

7

3

1(1)

12

8

2(1)

2(1)

7(2)

4(2)

3(1)

5(1)

7

4

7(2)

1

1

11

12(2)

6

3(2)

16(1)

2(1)

4(1)

14(1)

7

4

3

8(3)

63(3)

26(7)

14(1)

11(1)

3

4

8

1

5

3

1(1)

13

8

2(1)

2(1)

7(2)

3(2)

4(1)

5(1)

8

6(1)

7(2)

1

1

12

12(2)

7

3(2)

16(1)

2(1)

5(1)

11

8

4

3

8(3)

63(3)

27(9)

15(2)

11(1)

3

4

7

1

6

3

1(1)

14

1

7(2)

6(1)

2(1)

1

8(2)

3(2)

4(2)

4(1)

9(1)

5(1)

4(1)

1

1

11

13(2)

7

3(2)

18(1)

2(1)

4(1)

10

7

4

3

9(3)

63(3)

28(9)

18(4)

12(1)

3

4

7

1

6

3

1(1)

12

1

6(2)

4

2(1)

2(1)

5(1)

3(2)

4(2)

5(1)

7(1)

4

5(1)

1

1

11

11(2)

3(2)

18

2(1)

3

10

7

4

8

3

9(3)

63(3)

29

18(5)

12(1)

3

4

17

計

三
五

一

註 :準備員以下を除 く。 ( )内 は義務者の内数、他店部を兼務する者は含まない。
出典 :各年「住友職員録Jか ら算出
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五
二

の
事
業
拡
大
は
、
予
想
外
の
テ
ン
ポ
で
進
ん
だ
。

十
三
年
十
月
、
北
海
道
歌
志
内
村
で
坂

一
族
が
経
営
す
る
坂
炭
破
株
式
会
社
の
株
式
を
取
得
し
、
翌
月
に
は
札
幌
鉱
業
所
支
配
人
近
藤
宏

太
郎
を
常
務
取
締
役
と
し
て
派
遣
し
て
北
海
道
に
お
け
る
石
炭
業
に
進
出
し
た
。
同
社
は
、
翌
十
四
年
十
月
住
友
坂
炭
破
株
式
会
社
と
改
称

し
、
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
∩
五
四
　
坂
炭
破
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継
」
参
昭
じ
。　
こ
れ
ま
で
指
定
さ
れ
た
連
系
会
社
は
、　
い
ず
れ
も
総
本

店

・
合
資
会
社
の
直
営
事
業
所
が
分
離
独
立
し
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
住
友
坂
炭
破
は
既
存
企
業
の
買
収
に
よ
る
連
系
会
社
化
の
先
鞭
を
つ

け
た
。

十
四
年
に
入
る
と
二
月
、
電
線
製
造
所
取
締
役
秋
山
武
三
郎
（Ｍ
３２
東
大
工

・
電
、
逓
信
省

・
朝
鮮
総
督
府
、
Ｍ
４４
住
友
入
社
）
が
、　
四
月
製
鋼

所
取
締
役
加
藤
栄
が
、
い
ず
れ
も
常
務
取
締
役
に
就
任
し
、
秋
山
は
十
月
肥
後
八
次
（理
事
就
任
Ｙ

西
崎
伝

一
郎

の
二
人
の
常
務
が
辞
任
す

る
と
電
線
の
、　
一
方
加
藤
は
八
月
常
務
松
本
順
吉
が
辞
任
す
る
と
製
鋼
所
の
、
そ
れ
ぞ
れ
主
管
者
と
な

っ
た
。

松
本
は
七
月
に
再
び
人
事
部
長
兼
務
を
免
ぜ
ら
れ
、
岡
田
に
代
わ

っ
て
別
子
鉱
業
所
長
に
就
任
し
た
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
労
働
運
動
が
、

四
月
頃
か
ら
組
合
結
成
を
巡

っ
て
鉱
業
所
側
と
鉱
夫
側
の
対
立

へ
発
展
し
、
岡
田
を
理
事

に
し
て
も
対
処
し
き
れ
な
く
な

っ
て
き
た
た
め
と

み
ら
れ
る
。

同
じ
四
月
、
製
銅
販
売
店
神
戸
出
張
所
を
廃
止
し
て
神
戸
販
売
店
を
、
電
線
製
造
所
及
び
製
鋼
所
の
名
古
屋
派
出
所
（所
員
は
す
べ
て
両
所

兼
務
）
を
廃
上
し
て
名
古
屋
販
売
店
を
設
置
し
た
。
こ
れ
ら
は
従
来
の
取
扱
製
品
を
他

の
合
資
会
社
及
び
連
系
会
社
製
品
に
拡
大
し
た
も
の

で
あ
る
。
従

っ
て
従
来
の
主
任
が
そ
の
ま
ま
販
売
店
の
主
任
と
な

っ
た
（神
戸
・
小
高
親
、
名
古
屋

・
栗
原
徹
）。

大
正
十
四
年
六
月
、
肥
料
製
造
所
が
株
式
会
社

へ
移
行
し
た
つ
五
口
　
住
友
肥
料
製
造
所
の
株
式
会
社
へ
の
移
行
」
参
昭
じ
。
支
配
人
梶
浦
鎌
次

郎
（Ｍ
２２
東
京
工
・
化
、
農
商
務
省

・
市
之
川
鉱
山
、
Ｍ
３３
住
友
入
社
）
が
そ
の
ま
ま
常
務
取
締
役
と
な

っ
た
が
、
停
年
制

に
よ
り
十
月
に
は
退
職

し
、
総
務
部
長
日
高
直
次
が
後
任
の
常
務
と
な

っ
た
。



同
じ
六
月
、
合
資
会
社
は
下
郷
家
か
ら
日
之
出
生
命
保
険
株
式
会
社
の
全
株
式
を
買
収
し
、
そ
の
経
営
を
引
き
継
ぎ
、
住
友
銀
行
本
店
支

配
人
国
府
精

一
（Ｍ
３９
東
大
法
、
後
合
資

・
本
社
理
事
）
を
専
務
取
締
役
と
し
て
派
遣
し
た
∩
五
内
　
日
之
出
生
命
保
険
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継
」
参

照
）。
同
社
は
翌
十
五
年
五
月
、
住
友
生
命
保
険
株
式
会
社
と
改
称
し
、
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
。

続
い
て
七
月
、
住
友
信
託
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
八
月
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
。
住
友
銀
行
常
務
取
締
役
吉
田
真

一
が
信
託
副
社
長

兼
常
務
取
締
役
に
就
任
し
、
主
管
者
と
な

つ
た
翁
五
日
　
住
友
信
託
株
式
会
社
の
設
立
」
参
照
）。

十
月

一
日
、
停
年
制
の
実
施
に
よ
り
既
に
前
年
末
に
六
〇
歳
と
な

っ
て
い
た
総
理
事
中
田
錦
吉
が
退
職
し
た
。
中
田
は
退
任
前
か
ら
体
調

す
ぐ
れ
ず
、
翌
十
五
年
二
月
死
去
し
た
。
後
任
の
総
理
事
に
は
、
理
事
兼
住
友
銀
行
常
務
取
締
役
湯
川
寛
吉
が
就
任
し
、
合
資
会
社
の
定
款

も
変
更
さ
れ
た
。

こ
の
他
、
設
立
当
初
の
鈴
木
、
中
田
の
二
名
が
欠
け
た
た
め
、
定
款
第
九
条
∩
住
友
合
資
会
社
の
設
工ま

資
料
４
参
昭
）̈
に
基

づ
き
、
理
事
草
鹿
丁
卯
次
郎
と
常
務
理
事
小
倉
正
恒

の
二
名
が
、
労
務
出
資

の
無
限
責
任
社
員
に
選
任
さ
れ
た
。
同
日
付
と
そ
の
後
同
年
末

ま
で
の
異
動
を
含
む
合
資
会
社
本
社
部
門
の
新
陣
容
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
＊
印
十
月

一
日
就
任
）。

な
お
湯
川
の
住
友
銀
行
常
務
取
締
役
辞
任
に
伴
い
主
管
者
た
る
首
席
常
務
取
締
役
に
は
八
代
則
彦
（Ｍ
２９
東
大
法
、
日
本
郵
船
、
Ｍ
３８
住
友
入

社
、
後
住
友
銀
行
専
務
取
締
役

夫
ム長
、
合
資

・
本
社
理
事
）
が
繰
り
上
が

っ
た
。
ま
た
中
田
は
総
理
事
辞
任
に
伴
い
自
動
的
に
製
鋼
所
及
び
電
線

製
造
所
の
取
締
役
会
長
を
辞
任
し
た
の
で
、
い
ず
れ
も
湯
川
が
総
理
事
ポ
ス
ト
と
し
て
就
任
し
た
。

総
理
事
　
　
　
　
＊
湯
川
寛
吉
　
　
（経
歴
前
掲
）

理
事
　
　
　
　
　
　
一早
鹿
丁
卯
次
郎

常
務
理
事
　
　
　
　
小
倉
正
恒

理
事
　
　
　
　
　
　
松
本
順
吉

理
事
　
　
　
　
　
　
士
［
田
良
春
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第
二
章

理
事

理
事

理
事

秘
書
役

人
事
部
長

第

一
課
長

第
二
課
長
心
得

経
理
部
長

第

一
課
長

第
二
課
長

第
二
課
長

第
四
課
長

総
務
部
長

庶
務
課
長

会
計
課
長

地
所
課
長

工
作
部
長

建
築
課
長

住
友
合
資
会
社

（上
）

岡
田
宇
之
助
　
（十
二
月
二
十
四
日
付
退
職
）

＊
肥
後
八
次
　
　
（経
歴
前
掲
、
前
住
友
電
線
製
造
所
常
務
取
締
役
）

＊
本
荘
熊
次
郎
　
（経
歴
前
掲
）

佐
々
木
栄
次
郎

小
倉
兼
務

田
中
良
雄

津
田
秀
栄

＊
大
屋
敦
　
　
　
（経
歴
前
掲
、
前
経
理
部
第
三
課
長
）

＊
本
郷
松
太
郎
　
（Ｔ
３
東
京
高
商
専
攻
部
、
前
経
理
部
第

一
課
金
属
山
店
部
係
長
兼
石
炭
店
部
係
長
）

山
村
亀
太
郎

＊
小
畑
忠
良
　
　
（経
歴
前
掲
、
前
経
理
部
第
三
課
製
造
店
部
係
長
）

＊
小
畑
兼
務

＊
野
草
省
三
　
　
（経
歴
前
掲
、
前
総
務
部
会
計
課
長
兼
経
理
部
第

一
課
長
兼
第
四
課
長
）

野
一号
兼
務
　
　
（十
月
八
日
付
北
沢
敬
二
郎
が
住
友
電
線
製
造
所
支
配
人
へ
転
出
の
た
め
）

＊
田
中
弥
太
郎
　
（Ｍ
３９
東
京
高
商
、
前
札
幌
鉱
業
所
副
支
配
人
兼
経
理
課
主
任
）

篠
崎
兼
二

本
荘
兼
務

＊
日
一昌
昨
　
　
　
（Ｍ
３３
東
大
工
・
建
、
前
建
築
課
臨
時
課
長
代
理
）

三
五
四



臨
時
土
木
課
長
　
武
藤
伝
造

臨
時
電
気
課
長
　
大
屋
兼
務

監
査
部
長
　
　
　
　
欠
員

第

一
課
長
　
　
＊
井
上
筆
次
郎
　
（Ｍ
３９
東
京
高
商
、
前
監
査
部
第
二
課
主
査
）

第
二
課
長
　
　
＊
外
山

一
郎
　
　
（経
歴
前
掲
、
前
経
理
部
第

一
課
長
）

（資
料
１
）

大
正
十
三
年
十
月
二
十
八
日
付
甲
第

一
二
号
達

停
年
規
程

第

一
条
　
重
役

ハ
年
齢
満
六
十
年
、
其
他
ノ
傭
員

ハ
年
齢
満
五
十
五
年

ヲ
以
テ
停
年

二
達
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
二
条
　
傭
員
停
年

二
達
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
自
然
退
職
ト
ス
。

第
三
条
　
業
務
上
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
者

ハ
、
停
年

二
達
シ
タ
ル
後
卜
雖
モ
、
三
年

ヲ
限
り
在
職
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
。

前
項
ノ
在
職
者

ハ
、
指
定
期
間
満
了
ノ
時

二
於
テ
、
自
然
退
職
ト
ス
。

第
四
条
　
各
店
部
主
管
者
ノ
専
行

二
依
り
任
免
ス
ル
者
卜
雖
モ
、
前
条
ノ
場
合

ニ
ハ
特

二
合
資
会
社
ノ
認
可
ヲ
要
ス
。

（資
料
２
）

大
正
十
三
年
十
月
二
十
八
日
付
甲
第
九
号
達

退
職
慰
労
金
規
程

第

一
条
　
一
等
乃
至
四
等
傭
員
及
補
助
傭
員
退
職
ス
ル
ト
キ
ハ
、
本
規
程

二
依
り
退
職
慰
労
金

ヲ
給
与
ス
。

但
自
己
ノ
都
合

二
依
り
退
職
ス
ル
者
、
勤
続
三
年
未
満
ノ
場
合

ハ
此
限

二
在
ラ
ス
。
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友
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乗

　

　

率

勤
続
年
数

乗

　

　

率

勤
続
年
数

乗
　
　
率

勤
続
年
数

十
九
年

十

年

一
年
以
上
五
年
以
下

二
十

年

十
三
年

六
年

二
十

一
年

十
四
年

七
年

二
十
二
年

十
五
年

八
年

二
十
三
年

十
六
年

九
年

二
十
四
年

十
七
年

十
年

二
十
五
年
以
上

十
八
年

十

一
年

第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）

第
二
条
　
退
職
慰
労
金
額

ハ
、
退
職
当
時
ノ
月
俸
額

二
勤
続
年
数
及
別
表
乗
率
ヲ
乗
シ
テ
之
ヲ
算
定
ス
。
（後
略
）

（別
表
）

第

一
号
表

　
一
等
乃
至
四
等
傭
員
乗
率

二
五
六

（参
考
）

明
治
三
十
六
年

一
月

一
日
付
甲
第
二
号
達
退
身
慰
労
金
規
程

第
三
条
　
退
身
慰
労
金

ノ
給
与
額

ハ
、
退
身
現
時
ノ
月
給
額

二
在
勤
満
年
数

ヲ
乗

シ
、
更

二
左
表

ノ
乗
率

ヲ
乗

シ

在
勤
満
年
数

乗

率

11

1.2

13

7 15

17

2

以

下
此

比

例

ラ
Ｈ
一
テ
准
に
ム

（資
料
３
）

大
正
十
三
年

一
月
八
日
付
甲
第

一
号
達
合
資
会
社
事
務
章
程
改
正

第
十
二
条
　
人
事
部

ハ
傭
員
、
準
備
員
及
ヒ
労
働
者

二
関

ス
ル
事
務

ヲ
掌

ル
ト

コ
ロ
ニ
シ
テ
、
左

ノ
各
課
、
係

ヲ
置
キ
之

ヲ
分
掌

セ
シ
ム
。

テ
算
定

ス
ル
モ
ノ
ト

ス
。



第

一
課

（略
）

第
二
課

労
務
係
　
労
働
者
ノ
就
業
、
給
与
、
賞
罰
其
他
雇
傭

二
関
ス
ル
事
項
並

二
施
設
係

二
属
セ
サ
ル
事
項
。

施
設
係
　
労
働
者
ノ
扶
助
、
共
済
其
他
福
利
ヲ
増
進
ス
ヘ
キ
諸
施
設

二
関
ス
ル
事
項
。

以
上

（資
料
４
）

大
正
十
四
年
六
月
十
六
日
付
甲
第

一
四
号
達
合
資
会
社
事
務
章
程
改
正

第
十
六
条
　
総
務
部

ハ
庶
務
、
会
計
及
地
所
家
屋

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
、
左
ノ
各
課
、
係
ヲ
置
キ
之
ヲ
分
掌
セ
シ
ム
。

（中
略
）

地
所
課
　
地
所
家
屋
ノ
管
理

二
関
ス
ル
事
項
。

一
一　
業

　

績

大
正
九
年
２

九
二
〇
）
の
恐
慌

の
後
、
大
正
十
年
か
ら
十

一
年
に
か
け
て
は

「
中
間
景
気
」

と
呼
ば
れ
、
景
気
は
や
や
持
ち
直
し
た
。
大

正
十
四
年
に
至
る
間
の
住
友
全
事
業
の
業
績
に
対
す
る
プ
ラ
ス
の
要
因
を
み
る
と
、
ま
ず
原
敬
内
閣
の
積
極
財
政
政
策
に
よ
つ
て
、
鉄
道

・

電
信
電
話

・
教
育
施
設
な
ど
の
充
実
が
図
ら
れ
、
電
力

・
ガ
ス

・
電
鉄
な
ど
の
設
備
投
資
も
活
発
化
し
た
。
こ
の
他
十
年
三
月
に
行
わ
れ
た

銅
輸
入
関
税
の
引
き
上
げ
と
六
月
に
結
成
さ
れ
た
カ
ル
テ
ル
、
及
び
大
正
十
二
年
末
か
ら
十
四
年
初
に
か
け
て
起
こ
っ
た
円
為
替
の
下
落
が

別
子
鉱
業
所
の
好
業
績
の
一
因
と
な

つ
た
（第
４
表
）。　
ま
た
震
災
後
の
大
正
十
三
年
に
成
立
し
た
加
藤
高
明
内
閣
は
、　
原
内
閣
以
降
の
積
極

第
二
部
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友
合
資
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二
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住
友
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会
社

（上
）　
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政
策
に
対
し
、
財
政
支
出
の
削
減

。
公
債

の
縮
小
を
図
り
、　
一
般
的
な
道
路

・
鉄
道

・
河
川
等

の
予
算
を
削
減
し
た
が
、
震
災
に
よ
る
復
興

事
業
費
の
た
め
に
、
全
体
と
し
て
の
公
共
事
業
費
は
高
い
水
準
を
維
持
し
た
。
電
線
製
造
所
で
は
震
災

に
伴
う
大
増
産
が
続
き
、
十
三

・
十

四
年

の
好
収
益
に
結
び
つ
い
た
（第
５
表
）。

一
方

マ
イ
ナ
ス
の
要
因
と
し
て
は
、
大
正
十

一
年
二
月
海
軍
軍
縮
に
よ
る
軍
艦
建
造
中
止
（十

一
年
伸
銅
所
の
減
益
）
が
あ
り
、
同
じ
二
月
に

起
こ
っ
た
石
井
定
七
事
件
（大
阪
の
相
場
師
石
井
定
七
が
莫
大
な
債
務
を
残
し
て
破
綻
し
、
住
友
銀
行
も
支
店
長
の
背
任
行
為
に
よ
っ
て
多
額
の
貸
し
倒

れ
を
生
じ
た
）
に
よ
る
銀
行
の
二
〇
〇
万
円
余

の
償
却
（最
終
的
な
住
友
銀
行
の
破
産
債
権
は
二
六
五
万
円
余
に
達
し
、
そ
の
う
ち
回
収
し
得
た
の
は
一

九
万
円
余
に
す
ぎ
な
か
っ
た
）
を
、　
次
い
で
大
正
十
二
年
九
月
の
関
東
大
震
災
関
係
で
は
、　
合
資
会
社
の
支
出
二
五
八
万
円
、　
銀
行

の
損
失
額

(単位 :円 、円未満切 り捨 て )

12年 13年 14年

△1,411,914

2,918,356

416,994

128,525

245,075

△58,008

△9,826

178,106

△22,510

△25,978

24,377

△27,679

△110,123

△10,293

1叫
%7

201,414

100,184

△1,278

2,778

△6,754

△28,596

△33,935

△79,322

317,513

2,356,774

283,895

41,311

△61,177

△14,117

△174,607

△11,503

△213,465

△16,954

19,860

△303,575

△35,321

1,771,919

500,038

178,785

6,304

9,898

△5,971

△36,132

△19,130

△89,982

△126,339

3,122,466

99,331

148,734

△57,528

15,774

148,834

△10,903

△12,475

△611

8,020

△13,819

582,030

80,110

122,849

△4,183

△9,804

△7,742

△3,261

△8,021

△40,557

△93,759

3,503,347 4,504,362 3.939.140



第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

第 4表 合資会社店部別純損益

店   部
大正10年

H年
1～ 2月 3～ 12月 計

本社部門

別子鉱業所

倉庫

製鋼販売店

若松炭業所

札幌鉱業所

唐松炭坑

鴻之舞鉱山

来馬鉱山

小鉾岸鉱山

大良鉱業所

大萱生鉱業所

砥沢支所

高根鉱業所

縄地鉱山

伸銅所

尼崎工場

肥料製造所

東京販売店

横須賀販売店

名古屋販売店

神戸販売店

呉販売店

博多販売店

上海洋行

漢口洋行

天津洋行

林業所

大阪住友病院

△307,716

459,692

427,838

△17,793

153,517

507

△9347

548,867

49,052

35,634

22,315

2,036

703

△2,422

△14,396

△5,460

△1,364

|

|

△606,069

△1,203,396

1,038,009

50,517

△571,906

△103,021

34,386

△52,656

△46,552

2,721,519

△623,362

△205,558

11,870

21,018

28,470

△4,245

△31,488

△20,476

△19,857

△132,478

△913,785

△743,703

1,465,847

32,723

△418,388

△54,514

△47,675

36,058

△1,729

34,844

△2,154

△59,849

△82,596

62,199

3,270,387

△574,310

△169,923

34,185

23,055

29,173

△6,668

△45,884

△25,936

△21,221

△132

105,405

1,415,007

817,758

105,843

△213,367

△57,408

△7,959

185,486

7,870

60,032

15,066

△57,071

△59,051

△32,143

△572,630

△445,304

△200,144

25,020

3,913

12,484

△3,409

△41,484

△16,961

△39,323

△27,407

△75,067

合  計 1,402,981 284,673 1,687,655 905,154

改組関連評価益 49,452,463

総  計 50.855,445

三
五
九



第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）　
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ハ
○

六
八
八
万
円
余
（別
途
準
備
金
六
八
〇
万
円
余
を
繰
２
戻
し
て
一
挙
に
償
却
）
な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
他
十
二
年
三
月
の
旅
順

，
大
連
を

含
む
関
東
州
租
借
権
延
長
反
対
運
動
や
、
十
四
年
五
月
に
上
海
内
外
綿
紡
績
工
場
で
起
こ
っ
た
中
国
人
労
働
者
虐
殺
事
件
に
端
を
発
し
た
五

・
三
〇
運
動
な
ど
に
よ
る
中
国
に
お
け
る
日
貨
排
斥
運
動
も
ま
た
住
友

の
業
績
に
直
接
間
接
影
響
を
与
え
た
。

以
上
の
結
果
、
大
正
十
１
十
四
年
に
わ
た
る
住
友
の
全
事
業
の
純
益
は
、
合
計
三
八
九
三
万
円
、
年
平
均
七
七
八
万
円
で
あ

っ
た
。
最
高

は
大
正
十
三
年

の
一
一
五
六
万
円
で
あ

っ
た
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
が
重
な

つ
た
大
正
十
二
年
は
最
低

の
二
六
六
万
円

に
と
ど
ま
つ
た
。

ているが、本表では参考のため両者を併記 した。

508千 円、10年 △349千 円、H年 326千 円 となっていて本表の数字

まもなく整理することになった延原電機製作所の損益を含まな

定を受けていないが、大正15年以降の接続の関係で連系会社に

(単位 :円 、円未満切 り捨て)

12年 13年 14年

349

1,567,716

(169,602)

530,144

(0)

△186,922

(0)

△16,325

(0)

△1,477

(0)

△525,212

△387,500

3 4,504,362

2,164,392

(283,000)

164,106

(0)

623,803

(0)

△3,492

(0)

△3,142

(0)

△546,875

△387.500

3,939,140

14,861

(14,221)

2,136,521

(217,633)

12,518

(0)

184,998

(25,000)

792,865

(50,000)

46,008

(0)

△31,510

(0)

△546,875

△387.500

4,314,170 6,232,655 5,854,175

7,897,395

(6,980,000)

△2,565,955

8,194,779

(280,000)

△2,586,930

7,148,848

(662,310)

38,603

(0)

258,682

(131,200)

△2,579,205

△1,648,560 5,327,849 4,073,418

2,665,610 11,560,504 9,927,594
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第 5表 合資会社・連系会社純損益

名社

大正10年
H年

1～ 2月 3～ 12月 計

合資会社

住友坂炭破

(控除)

住友電線製造所

(控 除)

住友製鋼所

(控 除)

住友肥料製造所

(控除)

住友倉庫

(控 除)

大阪北港

(控 除)

住友ビルデイング

(控 除)

重複分補正A-1
〃   A-2

△70,080

△200,000

1,402,981 284,673

937,989

(3,199)

△374,503

(0)

186,428

(0)

△164,062

△193,750

1,687,655

987,989

(3,199)

△374,503

(0)

186,428

(0)

△234,142

△393,750

905,154

1,488,655

(167,717)

303,238

(0)

△35,751

(0)

△445,312

△387,500

計 1,132,901 673,576 1,806.478 1,660,767

住友銀行

(控除)

住友信託

(控除)

日之出生命保険

(控除)

重複分補正B

8,989,049

(190,000)

△2,084,992

8,989,049

(190,000)

△2,084,992

7,242,570

(240,000)

△2,405,242

計 6,714,057 6,714,057 4,597,328

総 計 1,132,901 7,387,634 8,520,536 6,258,095

〓
〓
ハ
一

註 11 原表では公表純益か ら退職慰労準備金等準備金戻入、役員賞与、税金引当金を控除 した金額となっ

2 公表純益は原則 として実際報告書の純益 と一致するが、住友製鋼所の実際報告書の純益が大正 9年

(大正 9年は「住友総本店 (下)J第 6表 )と 異なるのは、実際報告書の数字は製鋼所が買収 したものの

いためである。

3 A‐ 1は住友電線製造所配当金、A-2は住友製鋼所配当金、Bは 住友銀行配当金である(第 6表参照 )。

出典 :住友合資会社総務部会計課作成、なお大阪北港及び日之出生命保険はこの時点ではまた連系会社の指

含めて作成 している。
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（上
）

一一一工（
二

０
　
合
資
会
社
（本
社
部
門
）
の
業
績

合
資
会
社
と
な

っ
て
も
本
社
部
門
の
収
入
は
、
総
本
店
時
代
と
同
様
に
住
友
銀
行
株
を
主
力
と
す
る
配
当
金
で
あ

っ
た
が
、
ま
だ
十
分
に

経
費
を
賄
え
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
依
然
と
し
て
赤
字
基
調
で
あ

っ
た
（第
６
表
）。

同
表
中
大
正
十

一
年
固
定
財
産
原
価
差
益

一
一

〇
万
円
は
、
建
設
中
の
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
用
地
を
翌
十
二
年
設
立
さ
れ
る
株
式
会
社
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ

ヘ
売
却
す
る
た
め
、
評
価
益
を
出
し

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
大
正
十
三
年

の
有
価
証
券
評
価
損
五
〇

万
円
は
、
合
資
会
社
保
有
の
日
本
ホ
ロ
タ
イ
ル
株
式
の
ほ
か
、

故
住
友
忠
輝
所
有
の
同
社
株
式
及
び
宮
島
耐
火
煉
瓦
株
式
を
買

い
入
れ
と
同
時
に
償
却
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
十
四
年
の

同
じ
く
三
九
万
円
は
日
本
銀
行
株
式
の
評
価
損
、
台
湾
銀
行

・

朝
鮮
銀
行

の
減
資

に
よ
る
も
の
で
あ
る
つ
三
　
投
資
活
動
」
参

昭
じ
。

註 :大 正14年 度について4月 1日 付で地

所課特別会計が設けられたが、年度

途中であるので合算 した。

損益勘定の内訳は次の通 りである。

利益

耕地収益

賃貸料

雑 益

固定財産原価差損益

俸 給

旅 費

諸 税

営繕費

賃借及保険料

雑 費

賞 与

雑 損

資金利虐、

償 却

218,969

15,060

191,830

1,259

10 819

(単位 :円  円未満 切 り捨 て )

13年 14年

3,915,862

205,287

10,838

26,146

202,223

2,586,930

387,500

546,875

12,599

177,303

104,295

13,626

53,738

△508,780

97 277

4,303,711

206,537

11,211

17,924

256,235

2,579,205

387,500

546,875

27,540

202,658

143,967

208,931

35,431

△391,819

71.510

3,598,348

987,724

327,927

68,344

246,607

34,507

23,320

1,070,068

459,706

48,131

167,131

164,877

4,430,050

791,067

346,046

88,487

254,713

20,663

14,550

874,276

469,009

31,965

167,656

1,371,614

317,513 △126,339

当期純損益
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第 6表 合資会社(本社部門)損益表

目科 大正10年
11年 12年

1～ 2月 3～ 12月

当期利益

国債証券利虐、

地方債証券利遭、

社債券利息

株券配当金

住友銀行株券配当金

住友製鋼所株券配当金

住友電線製造所株券配当金

耕地収益

賃貸料

建築費戻入

雑 益

固定財産原価差損益

有価証券原価差損益

資金利息

49,754,740

64,509

200,000

70,080

1,H8

2,983

14,901

37,551,224

11,849,922

3,179,537

220,787

10,782

1,698

338,622

2,084,992

193,750

164,062

12,666

146,370

10,978

△12,835

7,661

5,231,926

220,787

11,353

802

249,547

2,405,242

387,500

445,312

21,710

175,486

483

29,232

1,109,900

△1,100

175 666

4,536,566

211,745

11,067

8,989

224,133

2,565,955

387,500

525,212

21,312

247,411

84,654

180,405

13,154

61,957

△6,933

当期損失

,「り ′〔ヨ、

俸 給

旅 費

諸 税

営繕費

賃借及保険料

雑 費

特別報酬金

賞 与

雑 損

償 却

退身慰労金

別途費

本家費

609,992

139,505

58,434

19,199

211,817

2,630

25

34,236

34,299

35,095

74,749

3,785,607

1,123,343

253,288

34,722

341,752

6,729

8,385

799,364

17,250

328,578

1,942

145,526

724,722

5

1

l

1

126,521

547,132

332,885

67,812

150,060

24,694

9,702

177,881

442,286

83,858

157,701

132,506

5,948,480

1,179,929

326,632

62,603

49,916

22,547

23,971

3,317,871

414,650

208,125

165,108

177,125

当期純損益 49,144,747 △606,069 105,405 △1,411,914

うち改組関連評価益 49,452,463

一二
工
（
一二
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ハ
四

資
金
利
息
は
、
「住
友
合
資
会
社
の
設
立
」

の

「
四
　
設
立
に
伴
う
諸
規
程

の
整
備
」

で
述
べ
た
社
内
金
利
で
あ
る
。
大
正
十

一
年
三
月

二
十
日
制
定
の

「資
金
取
扱
規
程
」
に
基
づ
き
、
同
年

一
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
予
め
設
定
さ
れ
た
各
店
部
の
資
本
金

額
と
そ
の
店
部
勘
定
の
元
帳
残
高
と
の
差
額
に
対
す
る
金
利
で
あ
る
か
ら
支
払
利
息
に
比
較
す
れ
ば
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
支
払
利

息
は
、
経
費
の
中
で
大
き
な
比
重
を
占
め
て
お
り
、
預
り
金
の
増
加
と
と
も
に
膨
ら
む

傾
向

に
あ

つ
た
が
、
他
方
銀
行
借
り
入
れ
の
減
少
（第
７
表

「割
引
手
形
し
と
と
も
に
、

全
体
と
し
て
は
軽
減
さ
れ
る
方
向
に
向
か
っ
た
。

そ
の
他
寄
付

・
接
待
等
の
増
加
に
よ
る
雑
費
が
大
き
い
が
、
大
正
十
二
年

の
三
三
〇

万
円
に
は
上
記
震
災
関
係
費
二
五
八
万
円
が
含
ま
れ
て
い
る
。　
ま
た
退
身
（職
）慰
労
金

が
、
十

一
年

一
一
〇
万
円
、
十
四
年

一
三
〇
万
円
と
巨
額
に
上

っ
て
い
る
の
は
、
十

一

年
に
は
鈴
木
総
理
事
（五
〇
万
円
）
、
山
下
理
事
貧

五
万
円
）、
十
四
年
に
は
中
田
総
理
事

（四
五
万
円
）
と
幹
部
の
退
職
が
相
次
い
だ
た
め
で
あ
る
。

註 :大 正 14年 末地所課特 別 会計勘 定

9,292,269円 の内訳は次の通 りであ

る。

29,184,051

116,607

9,292,269
818,228

借 方

固定財産・土地

建設物

機械

什器

起業支出・雑建設物

雑土工

雑・仮出金

貸 方

会計課勘定

預り金・貸家敷金預金

雑・仮入金

損益・当期純損益

150,000,000
7,197.538

1,394,872

4,461,492
951

9,349,897

8,825,491

494,865

3,748

200

7,914

9,349,897

9,292,269

5,350

500

51,777

二

２８

９５

一

(単位 :円 、円未満切 り捨て)

3,099,566

14,950,000

6.365,652

4,628

82,916

3,903
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第 7表 合資会社(本社部門)貸借対照表

目 大 正 10年 末 H年 末

借  方
資 本 金  前 期 純 損 益
創 業 費
固 定 財 産 ・ [地

建 設 物
機 械
イ|=早

所 有 品  準 備 品
有 価 証 券  国 債 証 券

地 方 債 証 券
ネ十債 券
株 券
住 友 銀 行 株 券
住 友 製 鋼 所 株 券
住 友 電 線 製 造 所 株 券
住 友 倉 庫 株 券
住 友 肥 料 製 造 所 株 券
住 友 信 託 株 券
日之 出 生 命 保 険 株 券
住 友 坂 炭 磯 株 券
住 友 ビ ル デ イ ン グ株
大 阪 北 港 会 社 株 券

起 業 支 出  茶 自 山 住 宅 建 設 物
大 阪 図 書 館 建 設 物
本 社 建 設 物
雑 建 設 物
雑 土 工

貸 金 ・ 立換 金
雑  仮 出 金

未 収 入 金
各 部 ・ 別 子 鉱 業 所

倉 庫 部
製 鋼 販 売 店
若 松 炭 業 所
伸 銅 所
肥 料 製 造 所
東 京 販 売 店
呉 販 売 店
大 良 鉱 業 所
上 海 洋 行
大 萱 生 鉱 業 所
札 幌 鉱 業 所
漢 II洋 行
天 津 洋 行
高 根 鉱 業 所
横 須 賀 販 売 店
博 多 販 売 店
伸 弁同Prr尼 崎 :L場
林 業 所
病 院
神 戸 販 売 店
名 ごf屋 販 売 店

特 別 会 計  地 所 課
手 形 ・受 収 手 形
銀 行 ・銀 行 出 納 勘 定

銀 行 特 別 預 ケ 金 勘 定
損 益  当 期 純 損 益

券

３８。

５６６

一　

二

９２２

８９５

一

５‐６

４５７

００７

４。‐

８． ５

‐６２

５． ７

一　

一

・７３

７９９

４２４

５９２

６５．

４‐４

一

３２３

７３．

６。４

４５８

一

一

一

８９８

２４。

００５

６６４

・２

０４

　

　

　

６。

７７

　

８‐

２９

７７

６９

２６

０９

２４

　

　

２‐

６。

５５

‐５

２。

７。

　

５

６４

５２

０２

　

　

　

８７

００

・２

‐７

８。４
０７３
４５．
９５３
３８３
９９８
一３９６
⑩
８３７
２３６
６７８
７８７
一‐７３

０・１
・３５
・・４
４４。
一８７８

０３４
９５３
９５８
一２８３

２８９
一
二

６．６
９。３
９。７
一

３９７

４６

‐７

５

６８９

２３８

　

５． ６

９２。

８。

２５２

０２。

２７４

　

２

・７

２４

５． ５

０８７

　

２２

５９８

　

３

　

３７４

５５２

　

　

　

９。３

５２３

‐‐５

37,104,943

5,468,750

6.241,827

460,818

4,909

金

金

積

預

　

金

　

金

金

金

益

金

途

金

　

預

　

預

立
　

　

　

　

　

店

　
定

越

損

基

別

元
金

家

　

金

積

　

　

店

　

所

売

　
勘

益

金

繰

純

護

護

身

預

末

金

敷

員

　

　

一冗
店

業

販

形
納

損

本

期

期

保

保

人
金

友

預

家

傭

　

　

販

売

鉱
賀

手

出
純

資

前

前

別

別

雇
積

住

諸

貸

準
金

金

京

販
良

須
引

行

期

方

・
　

　

特

特

・
　

　

　

　

　

入

払

東

呉
大

横
割

銀

当

金

　

　

者

者

金

　

　

　

　

　

仮
来

・　
　
　
　
・

・

貸

本

　

　

役

役

り
　

　

　

　

　

　

　

部

　

　

　

形
行

益

資

　

　

労

労

預

　

　

　

　

　

雑
　

各

　

　

　

手

銀

損

一　
一
∞
０８
２４
７６
・２
８‐
８５
５‐
７６
一　
一
〇５
９。
６８
２８
一
一

９３

００

７３

４４

００

５６

５９

７８

５．

１９

６。

２２

３６

５．

２４

一

一

150,000,000
389,828

1,102,280

23.209

47.675

三
六
五
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一二
全
ハ

貸
借
対
照
表
（第
７
表
）
に
お
い
て
は
、
十
二
年
末
に
固
定
財
産
勘
定
の
中
、

土
地
が

一
一
五
六
万
円
か
ら
八
三
六
万
円
に
減
少
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
建
設
中
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
用
地
二
七
〇
〇
坪
を
三

一
八
万
円
で
新
た
に
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン

グ
に
売
却
し
た
た
め
で
あ
る
。
な
お
こ
の
用
地
代
金

の
う
ち
、
二
六
九
万
円
は
同
社
に
貸
付
け
た
の
で
、
十
二
年
末
、
十
三
年
末

の
立
換
金

の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
（後
掲
第
１０
表
）。

十
四
年
に
こ
の
中
九
四
万
円
が
返
済
さ
れ
、
残
金

一
二
人
万
円
が
未
収
入
金

へ
移
さ
れ
た
。

十
四

年
末
に
土
地
、
建
設
物
、
機
械
等
が
起
業
支
出
勘
定
と
と
も
に
姿
を
消
し
た
の
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
六
月
に
総
務
部
庶
務
課
に
所
属
し

て
い
た
地
所
係
が
地
所
課
と
し
て
独
立
し
、
特
別
会
計
勘
定
が
設
け
ら
れ
た
た
め
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
有
価
証
券
勘
定
で
は
、
連
系

会
社
株
式
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
阪
北
港
は
大
正
十

一
年
か
ら
、
日
之
出

生
命
保
険
は
十
四
年
か
ら
表
示
さ
れ
て
い
る
。

十
三
年
末
の
立
換
金

の
中
に
は
、
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
に
対
す
る
貸
付
金

の
他
に
、
八
月
に
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
住
友
倉
庫
に
対
す
る

貸
付
金
二

一
人
万
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、
十
四
年
に
住
友
信
託
Ｌ
肩
代
わ
り
さ
れ
て
、
返
済
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
「
四
　
資
金

調
達
」
及
び

「
五
国
　
住
友
倉
庫
の
株
式
会
社

へ
の
移
行
」
と

「
五
日
　
株
式
会
社
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
の
設
立
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

各
部
勘
定
の
中
、
林
業
所
勘
定
は
膨
張
の
一
途
を
辿

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
林
業
と
い
う
事
業
の
性
格
上
植
林
し
た
山
林
が
成
長
し
て
伐

採
で
き
る
ま
で
損
益
勘
定
が
た
て
ら
れ
ず
（第
４
表
参
照
、
但
し
大
正
十
一
年
の
損
失
二
万
七
〇
〇
〇
円
は
副
業
と
し
て
行
っ
た
緬
羊
飼
育
事
業
が
失
敗

に
終
わ
っ
た
た
め
の
整
理
損
で
あ
る
）
、
北
海
道

。
九
州

・
朝
鮮
各
地
の
事
業
所
の
起
業
支
出
勘
定
に
当
該
事
業
所
の
経
費
の
他
、
林
業
所
本
所

14年

△116,512

486,713

△376

6,400,167

△16,129

△4,341,726

1,598,058

△63,045

△2,545,756

4,430,050

5,831,443

△600,000

△2,362

2,325,137

1,693,150

240

4,303,711

7,719,875

1,888,432

△3,588,148

9.588.140

表の利益か ら控除

ル(現住友銀行本

ら1又納 したが、 こ

考え方に立つなら

誤って支出超過額

ため と思われる。

円未満切 り捨て)
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第8表 収支表(本社部門)
(単位 :円 、

l L記 の関係は④―② +① =0と なる。

2 大正10年度は組織変更に伴 う店部の.T価益29,102,540円 (「 住友合資会社の設 立J第 2表参11)を原

しているが、この他にも組織変更に伴 う調整が加えられているため、内訳合計が収支尻 と 致 しない。

3 大正12年 度実際報告書では支出超過額は2,155千 円ではなく2,109T円 となっている。 これは住友ビ

店)建築のビルデイング会社への移管に伴い、ビル建築起業支出累計分599千 円をビルデイング会社か

の中12年度分支出は553千 円であったので、差引11年 度分46千 円を、実際報告書執筆者は期間収支の

ば、12年 度の収入額か ら控除すなわち支出超過額を2,155千 円 +46千円 =2,201千 円 とすべきところ、

か ら控除(2,155千 円-46千円 =2,109千 円)し 、この結果46千 円を収入額に加算 した形にして しまった

三
六
七

科 目 大正10年 11年 12年 13年

(支 出)

創業費

固定財産

所有品

有価証券

起業支出

貸金

仮出金

受取手形

銀行特別預金

損失

計△
口

466,048

△8,187,412

△9,154

14,248,535

△382,022

437,686

△6,095,396

1,043

△632,723

5,838,515

5 685 118

△116,512

1,546,993

1,277

1,387,362

150,335

328,461

△438,896

△184,282

503,901

5,128,625

8,307,267

△116,512

△3,216,913

△504

2,009,633

△21,265

1,769,869

54,531

△50,617

△372,325

5,948,480

6,004,376

△116,512

△104,748

△522

1,604,454

△415,901

85,001

237,730

28,275

896,735

3,598,348

5,812,860

(収入)

資本金(配当金)

労役者特別保護基金

預 り金

仮入金

未払金

利益

△6,028,066

29,236

△11,621

△20,726,644

25,274,652

△1,462.443

△200,000

△1,152

1,595,061

44,660

551

5,234,030

6.673.152

△600,000

△13,056

482,630

△557,966

210

4,536,566

3,848,384

△600,000

3,416

1,955,798

159,784

△50

3,915,862

5,434,811

収支超過額①

各部勘定増減②

銀行出納勘定増減③

前期純損益④

△7,511,344

△4,093,070

△884,542

2.533.732

△1,634,114

△2,953,374

2,578,652

1.259 893

△2,155,991

△1,907,311

2,887,550

3 136.230

△378,049

3,040,261

1,223,411

4,641,722
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一三
ハ
八

の
経
費
も
割
り
掛
け
ら
れ
、
累
積
さ
れ
て
い
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
林
業
所
の
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『
住
友
林
業
社
史
』
上

巻
（住
友
林
業
株
式
会
社
　
平
成
十

一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

次
に
第
８
表
に
本
社
部
門
の
収
支
表
を
示
す
。
本
社
部
門
の
支
出
超
過
は
、
直
営
店
部
か
ら
の
資
金
回
収
（各
部
勘
定
増
減
主
削
期
純
損
益
の

合
計
、
内
訳
第
９
表
、
但
し
こ
こ
で
い
う
各
部
勘
定
増
減
に
は
各
部
の
前
期
純
損
益
が
含
ま
れ
て
い
る
）
に
よ
つ
て
補
わ
れ
、
そ
の
差
は
銀
行
出
納
勘

定
増
減
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。　
本
社
部
門
の
収
支
が
立
換
金
の
減
少
、　
預
り
金

の
増
加
（第
１０
表
、
但
し
店
部
の
資
金
需
給
は
各
部
勘
定
を
通

じ
て
行
わ
れ
る
の
で
本
表
に
は
含
ま
れ
な
い
）
に
よ
つ
て
改
善
さ
れ
る
と
と
も
に
、
銀
行
出
納
勘
定
（当
座
借
越
＋
割
引
手
形
）
の
借
入
超
過
は
、
大

正
十
四
年
末
に
は
九
〇
万
円
に
ま
で
縮
小
し
た
。
銀
行
出
納
勘
定
は
、
大
正
九
年
四
月
以
降
そ
れ
ま
で
の
伸
銅
所
や
鋳
鋼
所
の
総
本
店
経
由

の
住
友
銀
行
に
よ
る
手
形
融
資

の
他
に
、
総
本
店
自
体
が
住
友
銀
行
か
ら
当
座
預
金

の
借
越
と
は
別
に
ま
と
ま
つ
た
額
の
手
形
融
資
を
受
け

る
よ
う
に
な
る
と
、
第
Ｈ
表

の
通
り
当
座
借
越
と
割
引
手
形
の
二
本
立
て
と
な

っ
た
。

立
換
金
勘
定
は
本
来
傭
員
に
対
す
る
社
内
融
資
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
正
三
年
住
友
忠
輝
が
分
家
を
興
す
と
、
分

家
に
対
す
る
融
資

に
利
用
さ
れ
、
ま
た
大
正
四
年
鋳
鋼
所
が
株
式
会
社
に
な
る
と
、
銀
行
か
ら
手
形
融
資
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、

こ
の
勘
定
を
通
じ
て
融
資
が
行
わ
れ
た
∩
住
友
総
本
店
（下
ど

の

「
二
　
住
友
総
本
店
の
業
績
」
参
昭
じ
。

こ
う
し
た
経
緯
で
、
合
資
会
社
が
設
立

さ
れ
て
住
友
家
会
計
が
独
立
す
る
と
、
同
会
計
に
対
す
る
融
資
が
こ
の
勘
定
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
ま
た
日
米
板
硝
子
を
は
じ
め
前
述
の
通
り

倉
庫
、
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
等

の
新
会
社
の
立
ち
上
が
り
の
資
金
需
要
に
も
応
ず
る
こ
と
に
な

っ
た
。
大
正
十

一
年
に
設
立
さ
れ
た
湧
別
川
水
力

14年

△3,927,022

△145,121

△151,790

△33,557

△145,636

△158,754

△68,936

△1,157,531

△2,195,772

△106,985

3,729

3,050

7,486

7,554

10,983

33,062

260,294

65,240

8,091,108

391,401

7,699,707

1,888,432

9,588,140

るため店部合計が

円未満切 り捨て )
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第 9表 各部勘定増減表     (単 位:円

店   部 大正10年 11年 12年 13年

別子鉱業所

製銅販売店

若松炭業所

大良鉱業所

大萱生鉱業所

札幌鉱業所

高根鉱業所

伸銅所

肥料製造所

東京販売店

呉販売店

横須賀販売店

博多販売店

神戸販売店

名古屋販売店

上海洋行

漢日洋行

天津洋行

倉庫

林業所

病院

△760,934

△650,369

543,207

△82,892

64,681

△94,555

△32,397

△4,206,653

△776,555

△23,658

△26,524

△22,414

8,831

40,303

23,656

21,204

△1,187,984

1,052,604

△3,676,288

△472,504

643,334

△60,340

△43,048

△96,720

30,034

△1,292,752

384,724

△65,221

△13,249

△4,856

4,202

42,330

11,822

41,498

△89,991

349,086

95 171

△2,661,919

240,779

△134,044

△8,464

5,201

△106,073

52,516

△2,191,767

△634,478

△76,496

△5,130

1,156

5,917

25,677

24,043

151,623

222,733

45,183

481,726

△535,164

△212,102

23,132

△54,105

359,216

32,342

△1,789,713

△86,089

△192,109

△9,046

△3,936

4,917

37,080

26,071

255,158

61,160

勘定減計 =資金回収

勘定増計 =資金補充

差 引 ①

本社収支尻

合 計 ②

8,501,523

1,874,721

6,626,802

△7,511,344

△884.542

5,814,973

1,602,205

4,212,767

Δl,634,114

2.578.652

5,818,374

774,832

5,043,542

△2,155,991

2.887 550

2,882,267

1,280,806

1,601,461

△378,049

1,223,411

註 :①第 8表 、前期純損益―各部勘定増減

②第 8表 、銀行出納勘定増減

大正10年 度は組織変更に伴 う評価益を控除 しているが、この他にも組織変更に伴 う調整が加えられてい

勘定増減 と一致 しない。

三
六
九



(単位 :円 、円未満切 り捨て)

相 手 先 大正10年末 11年末 12年末 13年末 14年末

貸金・立換金

住友忠輝

住友家会計

日米板硝子

住友倉庫

住友ビルデイング

湧別川水力電気

大阪北港

その他 1,012,020

1,360,922

348,901

909.231

1,689,383

348,901

276,250

155,000

6,280,651

348,901

424,902

2,181,790

2,505,370

819,685

6,365,652

938,904

2,181,790

2,223,364

200,000

70,000

751,593

740,581

100,000

640,581

預 り金・諸預金

住友製鋼所

住友電線製造所

坂隆二

その他

112.58]

112,581

1,614,619

1,500,000

114619

2,013,416

1,900,000

113.416

3,814,815

1,900,000

1,300,000

500,000

114,815

5,970,336

2,800,000

2,800,000

250,000

120,336

第10表 本社部門貸金勘定立換金及び預り金勘定諸預金の残高明細

第H表 本社部門の銀行取引  (単位:円、円未満切り捨て)

1 貸借対 |・ 表では銀行出納勘定を当座借越 として使用 しているが、実際報告書では当座借越 と割引手

形の合計額 として使用 している。

2 大正12年 度実際報告書ではこの当座借越 と割引手形の合計額をH,711千円としているが、これは第

8表註で説明 した通 り、ビル建築起業支出をビルデイング会社に移管 した際収納 したH年分46T円 の

処理の誤 りによる。

第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）

詩

三
七
〇

大正10年末 11年末 12年末 13年 末 14年末

銀行出納勘定(当座借越)

割引手形

合  計

銀行特別預ケ金勘定

△400,240

17,623,528

17,223,288

1,612,005

△523,903

15,168,538

14,644,635

2,115,907

△1,546,717

13,303,801

11,757,084

1 743 581

△1,816,973

12,304,637

10,487,664

2.640.316

81,295

818,228

899,523

94,560



電
気
に
つ
い
て
は

「
三
　
投
資
活
動
」
で
改
め
て
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
の
他
十
三
年
末
に
買
収
し
た
坂
炭
破
に
対
し
て
も
二
七
万
円

を
融
資
し
て
い
た
が
、
十
四
年
末
に
立
換
金
か
ら
仮
出
金
に
振
替
え
ら
れ
た
の
で
、
第
１０
表
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
預
り
金
勘
定
諸
預
金
は
、
他

の
預
り
金
の
よ
う
に
名
目
の
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
預
り
金
が
こ
の
勘
定
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
が
、
大

正
十

一
年
以
降
当
初
製
鋼
所
、
次
い
で
電
線
製
造
所
の
余
資
が
、
住
友
銀
行
で
は
な
く
合
資
会
社
（本
勘
定
）
に
預
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

翁
四
　
資
金
調
達
」
参
昭
じ
。
十
三
年
末

「坂
隆
二
」
五
〇
万
円
と
あ
る
の
は
、
坂

一
族
か
ら
買
収
し
た
坂
炭
破
株
式
代
金

一
一
五
万
円
余

の

一
部
で
あ
る
。

銀
行
特
別
預
ケ
金
勘
定
は
、
大
正
九
年
末

の
残
高
七
二

一
万
円
翁
住
友
総
本
店
（下
ン

第
８
表
）
が
、
十
年
末

に
は

一
六

一
万
円
に
激
減
し

た
（第
Ｈ
表
）。　
こ
れ
は
た
ま
た
ま
大
正
九
年
末
、
株
式
会
社
住
友
電
線
製
造
所
を
設
立
し
た
際
、
電
線
製
造
所
の
勘
定
残
高

一
〇
九
六
万
円

を
電
線
側
が
総
本
店
に
返
済
し
た
折
、
総
本
店
出
資
分
六
〇
〇
万
円
を
相
殺
し
た
差
額
四
九
六
万
円
を

一
時
的
に
こ
の
勘
定
に
入
金
し
た
た

め
、
年
末
の
残
高
が
七
二

一
万
円
と
膨
張
し
、
且

つ
こ
れ
を
翌
十
年

一
月
割
引
手
形
の
返
済
に
充
当
し
た
の
で
見
か
け
上
激
減
し
た
よ
う
な

形
と
な

つ
た
。
勘
定

の
本
来
の
目
的
と
し
て
は
相
続
税
準
備
金
八
〇
万
円
が
住
友
家
会
計

へ
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
減
少
だ
け
で
あ

つ
た

つ
住
友
合
資
会
社
の
設
工ま

第
３
表
参
昭
じ
。

そ
の
後
十
二
年

に
は
建
築
準
備
金
七
八
万
円
が
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
株
式
払
込
金

に
充
当
さ
れ
た

他
、
積
立
金
が
十
、
十

一
、
十
二
年
度
分
と
し
て
三
〇
万
円
積
み
増
し
さ
れ
た
が
、　
一
方
で
運
用
の
た
め
、
宇
治
川
電
気
社
債
會
三
万
円
）
、

住
友
銀
行
株
式
全
二

万
円
）購
入
資
金
と
し
て
引
き
出
さ
れ
た
。
十
三
年

に
は
運
用
の
た
め
三
井
信
託
株
式
（七
万
円
）
、
住
友
銀
行
株
式
（五

八
万
円
）購
入
に
使
用
さ
れ
た
。
十
四
年
に
は
日
之
出
生
命
保
険
株
式

の
購
入
の
た
め
に
二
三
二
万
円
が
引
き
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

大
正
十
四
年
度
実
際
報
告
書
が
こ
の
減
少
を

「借
入
金
返
戻
ノ
タ
メ
引
出
四

一
二
〇
千
円
ア
リ
シ
タ
メ
」
と
説
明
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
年

日
之
出
生
命

の
配
当
を

一
割
配
当
も
可
能
な
の
を
敢
え
て
無
配
と
し
た
た
め
、
銀
行
預
金
に
し
て
お
け
ば
当
然
入
手
し
得
る
利
息
収
入
の
こ

と
を
考
慮
し
て
、
こ
の
事
実
を
伏
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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第
二
章
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友
合
資
会
社

（上
）

三
七
二

国
合
資
会
社
（全
社
）
の
業
績

合
資
会
社
全
社
の
業
績
を
店
部
別
に
み
る
と
（第
４
表
）
、
当
初
は
倉
庫
と
伸
銅
所
の
利
益
が
大
き
く
、
大
正
十
二
年
倉
庫
が
連
系
会
社
と

な

っ
て
独
立
し
た
後
は
、
別
子
鉱
業
所
の
業
績
の
回
復
が
目
覚
ま
し
か
っ
た
。
こ
れ
は
大
正
十
年

に
一
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
五
七
円
五

七
銭
ま
で
下
落
し
た
銅
価
が
、
そ
の
後
世
界
的
な
生
産
制
限
、
欧
米
諸
国
の
景
気
回
復
、
関
東
大
震
災
後

の
復
興
、
対
外
為
替
下
落
な
ど
に

よ
っ
て
、
十
三
年
に
は
人
三
円
、
十
四
年
に
は
八
六
円
四
六
銭
ま
で
上
昇
し
た
の
が
寄
与
し
た
こ
と
と
、
す
で
に
述

べ
た
四
阪
島
製
錬
所

の

大
改
造
に
よ
り
、
産
銅

コ
ス
ト
が
電
気
銅

一
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

一
〇
円
前
後
も
低
減
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
他

の

鉱
業
所
は
概
ね
不
振
で
、
特

に
金
鉱
山
は
砥
沢
鉱
山
（支
所
）
が
大
正
十
年
九
月
金
品
位

の
低
下
に
よ
り
休
山
、
小
鉾
岸
鉱
山
（大
正
十

一
年
十

月
買
収
）
、
高
根
鉱
山
が
十
三
年
末
閉
山
し
、
大
良
鉱
山
も
十
四
年
九
月
売
却
さ
れ
た
。
ま
た
販
売
店
も
既
に
述

べ
た
よ
う
に
大
正
十
四
年

四
月
、
神
戸
、
名
古
屋
に
販
売
店
が
設
置
さ
れ
主
力
製
品
の
販
売
店
経
由

の
売
上
比
率
は
、
製
造
店
部
の
直
売
を
上
回
る
に
至

っ
た
が
、
利

益
面
で
は
東
京
販
売
店
を
除
い
て
不
振
で
、
特
に
中
国
政
府

の
財
政
難
で
官
需
が
期
待
で
き
な
く
な

っ
た
た
め
、
大
正
十

一
年
十
月
漢
口
洋

行
、
十
三
年
七
月
天
津
洋
行
が
閉
鎖
さ
れ
た
（第
１２
表
）。

第
１３
表
総
損
益
表
と
第
１４
表
総
貸
借
対
照
表
は
、
合
資
会
社
本
社
部
門
以
下
各
店
部
の
損
益
表
と
貸
借
対
照
表
を
連
結
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
１４
表

の
中
で
、
特
別
整
理
勘
定
の
内
容
は
次

の
通
り
で
あ
る
。
大
正
十
四
年
三
月
、
住
友
伸
銅
所
と
住
友
倉
庫

の
安
治
川
倉
庫
と
を
含
む

安
治
川
沿
い
の
一
帯
が
、
大
阪
市
の
卸
売
市
場
の
用
地
と
し
て
買
収
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
六
月
合
資
会
社
は
伸
銅
所
敷
地
２

八
、
九
三

〇
坪
）
を
二
七
四
万
円
余
で
大
阪
市
に
売
却
し
、
移
転
補
償
費
三
六
八
万
円
余
（第

一
回
分
入
金

一
〇
七
万
円
）
の
合
計
六
四
三
万
円
を
も

っ
て
、

製
鋼
所
の
西
方
隣
接
地
桜
島
∩
住
友
総
本
店
（下
ど

の

「五
　
大
阪
北
港
株
式
会
社
の
設
立
」
参
昭
“）
と
尼
崎
工
場
隣
接
地

へ
の
工
場
移
転
を
図
る

こ
と
と
な
り
、
こ
の
勘
定
が
設
け
ら
れ
た
。
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第12表 販売店・洋行販売実績表  (単位 千円)

大正10年 H年 12年 13年 14年

わ
銅
線
鋼
料
銅
硼
計

東

伸

電

製

肥

製

そ

］『申『口『枷計＞

銅

線

銅

料

銅

他

呉
伸
電
製
肥
製
ゎ
計

勿

銅

線

鋼

料

銅

硼

計

一詢

銅

線

鋼

料

銅

華

博

伸

電

製

肥

製

そ
　

一天

伸

電

製

肥

製

中

０２

２７

６９

一

〇７

一

〇５

3,408

3,022

2,453

104

354

1

9,342

1,839

70

365

1

2,275

3,108

209

854

8

78

120

4,337

246

910

153

1

84

1,394

3,502

5,517

3,625

140

381

43

13,208

1

2,851

9,394

4,221

172

392

33

17,063

５０２

２７

‐０

一

‐０３

一

６４２

3,496

13,214

3,298

734

1,252

21,994

1,016

108

197

1,321

3,165

11,848

3,612

730

917

269

20,541

９２

６９

２３

一

７

一

９‐

一

440

380

146

59

178

1,203

191

1,265

119

135

8

1,718

255

624

116

6

1.001

1,040

212

590

11

93

1,946

158

1,099

189

69

1

1 516

１０

７５

一
　

一

６

４

９５

928

435

345

48

153

1,909

105

1,200

124

14

103

1,546

1,226

516

481

59

111

22

2,415

219

1,237

160

49

84

4

1,753

０‐

９６

５４

一

６

一

５７

(名古屋 )

イ申  ,同

電 線

製 鋼

肥 料

製 銅

その他

計

(次 頁へつづ く)

三
七
三



14年

883

651,216

3,060,607

182,877

1 「中華Jは中華電気製作所製品を示す。大正H年 11月 末取扱いを開始 した。

他方上海洋行はその原材料を供給 したので、同時に大口販売先でもあった。

2 合言|( )内 は当該店部の販売高に占める販売店 洋行の販売比率を示す。

三
七
四

大正 10年 11年 12年 13年 14年

(漢 日)

伸 銅

電 線

製 鋼

肥 料

製 銅

中 華

計

(上  海)

伸 銅

電 線

製 鋼

肥 料

製 銅

中 華

その他

計

５８

３

　

一
　

一
　

一
　

一　

６‐

一

123

130

554

1

808

21

27

79

127

105

196

5

47

1

354

(神  戸)

伸 銅

電 線

製 鋼

肥 料

製 銅

その他

計

825

317

176

2

1,320

７２

６３

２

１

一

‐４

１

５３

300

177

80

182

739

418

225

6

300

949

(合 計)

伸 銅

(比率)

電 線

(比率)

製 鋼

(比率)

肥 料

(比率)

計

(比率 )

8,884

(33 4)

4,471

(366)
3,894

(610)
113

(50)
17,362

(36 6)

5,890

(42 7)

7,207

(44 8)

4,584

(650)
151

(71)
17,832

(45 6)

4,696

(34 0)

11,308

(55.5)

4,700

(66 3)

234

(75)
20,938

(47 2)

6,375

(45 7)

15,300

(64 8)

4,142

(596)
842

(189)
26,659

(54 4)

5,740

(431)
14,766

(68 0)

4,194

(716)
790

(185)
25,490

(56 5)
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第13表 総損益表
(単位 :円 、

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

科 El 大工10年 11年 12年 13年

当 期 総 利 益

銅  収 益

金 銀 収 益

売 鉱 収 益

石 炭 収 益

イ申多同所 製 品 1又益

伸 銅 所 尼 崎 I:場 製 品 収 益

肥 料 収 益

:11林収 益

耕 地 収 益

商 品 収 益

雑 製 品 収 益

倉 庫 保 管 料

公 債 不り害

国 債 証 券 利 息

地 方 債 証 券 利 息

本t債 券 利 自

株 券 配 当 金

住 友 銀 行 株 券 配 当 金

住 友 製 鋼 所 株 券 配 当 金

住 友 電 線 製 造 所 株 券 配 当 金

運 賃 収 益

貨 物 扱 料

病 院 収 益

賃 貸 料

諸 手 数 料

雑  益

営 業 費 戻 人

組 替 戻 入

労 役 者 特 別 保 護 支 ″、元 金

固 定 財 産 原 価 差 損 益

有 価 証 券 原 価 差 損 益

為 替 差 損 益

資 金 利 自

1,251,062

190,041

1,262,068

当 期 総 損 失

賃 銀 費

営 業 雑 給

燃 料 費

営 業 常 用 品 費

営 業 営 繕 費

運 送 費

販 売 費

営 業 賃 借 料

営 業 保 険 料

営 業 雑 費

車命IL'、 言者孝訃

俸   糸合

糸合  オ+

旅  費

言者  オ,こ

営 繕 費

賃 借 及 保 険 rl

雑  費

特 別 報 酬 金

賞  ′
J

退 職 慰 労 金

労 役 者 特 別 保 護 金

雑  損

償  去Π

不可 自

営 業 品 原 価 差 損 益

201,356

2,296,759

3,487,407

392,796

524,366

99,409

3,148.334
620,149

79,555

2,370,859

321,108

29,567,975

101.671

564,978

681.473

1,444,328

2,453,624

62,243

当 期 純 損 益 4 504 362

言t:人 正 10年 度 は 3-12月 の 数 字 で あ る 。

三
七
五
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各
年
度
の
利
益
金
か
ら
は
、
社
員
に
対
し
配
当
金
が
支
払
わ
れ
る
（第
１５
表
）。
大
正
十
年
度
に
つ
い
て
は
、
既
に
住
友
家
分
五
〇
万
円
が

組
織
変
更
の
際
に
贈
与
さ
れ
て
い
る
Ｃ
住
友
合
資
会
社
の
設
二立
」
第
３
表
参
昭
）̈
の
で
、　
一
族
四
人
に
対
し
各
五
万
円
計
二
〇
万
円
が
支
払
わ
れ

た
。
厚
、
元
夫

の
二
人
は
未
成
年
の
た
め
、
実
際
に
は
住
友
家
会
計
に
支
払
わ
れ
て
い
る
。
十

一
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
を
含
め
て
住
友
家
会

計
五
〇
万
円
、
忠
輝
、
寛

一
各
五
万
円
合
計
六
〇
万
円
と
な

つ
て
い
る
。
当
初
の
取
り
決
め
で
は
、
住
友
家
分
は
、
厚
、
元
夫
分
と
は
別
に

五
〇
万
円
で
あ

っ
た
筈
で
あ
る
が
、
二
人
分
を
含
め
て
五
〇
万
円
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
忠
輝
の
死
去
に
よ
り
、
前
述
の
通
り
長
男

義
輝
が
持
分
を
継
承
し
た
の
で
、
忠
輝
に
代
わ

っ
て
配
当
金
を
受
け
取
る
よ
う
に
な

っ
た
。

配
当
金
の
支
払
は
、
第
８
表
本
社
部
門
の
収
支
表

の
資
本
金
（配
当
金
）
の
欄
に
、
実
際
に
支
出
さ
れ
る
の
は
翌
年
と
な
る
の
で
、　
一
年
遅

れ
で
表
示
さ
れ
て
い
る
。
配
当
金
を
控
除
し
た
残
り
は
、
利
益
繰
越
金
と
し
て
後
期

へ
繰
り
越
さ
れ
て
い
る
。
大
正
十
四
年
末
に
は
繰
越
金

の
累
計
は

一
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
た
。

12年 末

6,248 825

97 170
90,126

1.283,344

150,047

94,560
55 661

(単位 :円 、円未満切 り捨 て)



第
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社

第14表  総貸借対照表

日 大 正 10年 末 H年 末 12年末

起 業 支 出
所 有 品 ・ 立  木

木  材
薪  材
米  穀
家  畜
準 備 品
Z専   占古

イ「 価 証 券  国 債 証 券
地 方 債 証 券
社 債 券
株 券
住 友 銀 行 株 券
住 友 製 鋼 所 株 券
住 友 電 線 製 造 所 株 券
住 友 倉 庫 株 券
住 友 ビ ル デ イ ン グ株 券
住 友 肥 料 製 造 所 株 券
日之 lll生命 保 険 会 社 株 券
住 友 信 託 会 社 株 券
住 友 坂 炭 磯 会 社 株 券
大 阪 北 港 会 社 株 券

買 鉱  金 銀 鉱
雑  鉱
米日  弁・l

産 出 品  金 銀 鉱
金 銀 汰 物
鋼  鉱
夕l・ lt製 古占
*■   ,同
本肯  '同
電 気 オ青弁同
地 金 銀
忠 隈 炭
厳 木 炭
人 瀬 炭
IIF松 炭

製 品 ・ 製 作 品
木  炭
伸 銅 所 製 品
イ中銅 所「已山奇 I:場 製 品
肥 小1製 品

半 製 品 ・ 伸 銅 所 半 製 品
伸 銅 所 尼 崎 ■場 半 製 :鴇

原 卜1品 ・ 伸 銅 所 原 料 品
伸 ,同所 尼 山奇 Ii場

'京

半+品
肥 *1原 料 品

貸 金 ・諸 貸イ」金
立 換 金

手形 ・受 収 手 形
取 引 先  掛 売 金

委 言〔主
積 送 品
■■J七 活■
雑 ・ llK受物 品

仮 出 金
未収 入 金

特

"U整
理 勘 定

預 金  銀 行 F●
~金

振 替 貯 金
銀 行 特 別 預 金

現 金

前 期 純 損 益

土  地
鉱  山
山  林
建 設 物
鉄  道
月合  舟白
索  道
機  械
電 線 路
イ十 オ絆

方

　

　

産

金

費

財

借

本

業

定

資

創

日

5,384,428

36,814,895

419,016
412,538

170,697

４７

９４

一

‐２

６２

1,070,478

42 019

180,345,768

4,102,006

194,161

63.102

106.508

123,000

三
七
七
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（上
）

三
七
八

〓
一

投

資

活

動

住
友
合
資
会
社
が
保
有
す
る
有
価
証
券
残
高
は
、
大
正
十
四
年
Ｔ

九
二
五
）末
に
は

一
億
円
を
超
え
た
（第
１６
表
）。
こ
の
う
ち
、
国
債
、
地

方
債
、
社
債
（内
訳
は
第
１７
表
参
昭
）̈
は
積
立
金
に
よ
る
六
％
前
後

の
利
回
り
を
目
的
と
し
た
運
用
で
あ
る
の
で
、
量
的
に
は
少
な
く
、
株
式
が

九
五
％
を
占
め
、
株
式
だ
け
で
も

一
億
円
を
超
え
た
。
株
式
の
中
で
も
住
友
系
以
外

の
株
式
は
、
債
券
同
様
運
用
目
的
の
も
の
が
多

い
が
、

交
際
上
の
無
配
株
も
あ
る
た
め
、
利
回
り
は
、
債
券

に
比
し
低
く
四
％
前
後
に
留
ま
っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
株
式

の
九
五
％
が
連
系
会
社

及
び
そ
の
他
の
住
友
系
企
業
の
株
式
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
連
系
会
社
が
銀
行
、
製
鋼
、
電
線
の
三
社
で
あ

っ
た
時
代
は
、
六
％
前
後

の
利

回
り
が
確
実
で
あ

っ
た
が
、
無
配
の
連
系
会
社
の
指
定
が
相
次
ぐ
と
と
も
に
、
利
回
り
は
急
速
に
低
下
し
た
。
ま
た
連
系
会
社
以
外

の
住
友

系
企
業
の
有
配
会
社
は
、
扶
桑
海
上
火
災
保
険
、
富
島
組
、
湧
別
川
水
力
電
気
と
僅
か
で
、
大
阪
北
港
を
は
じ
め
無
配
会
社
が
多

い
た
め
利

回
り
は
極
端
に
低
く
な

っ
て
い
る
。

9,854
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第14表 のつづき

目 大 正 10年 末 11年 末 12年 末

貸  方
資 本 金  資 本 金

前 期 繰 越 金
前期 純 損 益

労 役 者 特 別 保 護 基 金

労 役 者 特 別 保 護 ワU途積 金

預 り金 ・ 諸 預 り金
手形 ・ 支 払 手形

害」ワ1手 形
取 引 先 ・ 掛 買 金

委託 〕i

受 言t
雑 ・ 仮 入 金

未 払 金

報 告 未達
損 益  当 期 純 損 益

1,248,501

６８

００

７３

６６

００

５６

‐８

８６

３８

８。

６６

０２

０３

８９

一

８８

第 15表  利益 処分     (単 位 :円 、円未満切り捨て)

科   目 大正10年 H年 12年 13年 14年

純益金

配当金

住友家会計

内住友厚

住友元夫

住友忠輝

住友義輝

住友寛一

284,673

200,000

100,000

50,000

50,000

50,000

50,000

905,154

600,000

500,000

50,000

50,000

50,000

50 000

3,503,347

600,000

500,000

50,000

50,000

50,000

50 000

4,504,362

600,000

500,000

50,000

50,000

50,000

50.000

3,939,140

600,000

500,000

50,000

50,000

50,000

50,000

差引利益繰越金

後期繰越金

84,673

84,673

305,154

389,828

2,903,347

3,293,176

3,904,362

7,197,538

3,339,140

10,536,679

三
七
九



第16表 住友合資会社の配当利息収入と投資利回り

種  類 大正10年 H年 12年 13年 14年

A
国 債   B

C

220,787

3,312,458

6 66

220,787

3,312,458

6 66

211,745

3,099,566

6 83

205,287

3,099,566

6 62

206,537

3,143,658

6 56

A
地方債   B

C

10,782

200,017

5 39

11,353

200,017

5 67

11,067

200,017

5 53

10,838

200,017

541

H,211

199,592

561

A

社 債   B
C

1,698

15,000

11 32

802

45,289

1 77

8,989

344,189

2 61

26,146

341,189

7 66

17,924

34,289

52 27

A
株 式   B

C

3,116,016

76,719,682

4 06

3,487,602

78,076,755

4 46

3,702,800

94,069,701

3 93

3,723,528

95,677,155

3 89

3,769,815

102,340,555

3 68

A
連系会社 B

C

2,712,884

49,252,395

5 50

3,238,055

50,070,705

6 46

3,478,667

66,411,193

5 23

3,521,305

66,956,673

5 25

3,513,580

71,343,111

4 92

その他の A
住 友 系 B

企  業 C

195,857

23,683,062

0 82

62,134

23,870,978

0 26

26,048

23,363,498

011

6,000

24,233,896

0 02

42,000

25,998,618

0 16

住 友 系 A
以 外 の B

企  業 C

207,274

3,784,224

5 47

187,413

4,135,072

4 53

198,085

4,295,009

461

196,223

4,486,584

4 37

214,235

4,998,825

4 28

客
価証
葬 :

3,349,284

80,247,159

4 17

3,720,546

81,634,521

4 55

3,934,604

97,713,474

4 02

3,965,801

99,317,929

3 99

4,005,489

105,718,096

3 78

第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）

註 :Aは 利 自または配当金、Bは 残高(以上、単位 :円 、円未満切 り捨て)、 Cは 利回 り(単位 :%)
出典 :本 章の以下の諸表は元帳及び総有価証券元帳か ら作成 した。

三
八
〇



第17表  国債証券・地方債証券・社債券明細表
(単位 :円 、円未満切 り捨て)

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

銘  柄
大正10年

2月 末

10～ 14年増減
14年 末

年 内容 金額

国債証券

無記名甲い号五分利公債

無記名甲ろ号五分利公債

無記名特別五分利公債

合 計

184,725

2,808,681

319,052

3,312,458

↓
熾
臥
↓

△212,892

44,092

△168,800

184,725

2,639,880

319,052

3,143,658

地方債証券

大阪市築港公債

大阪市電気鉄道公債

上海公部局公債

合 計

49,300

135,000

15,717

200.017

醍
↓
↓

△

　

　

　

　

△

48,875

135,000

15,717

199.592

社債券

汽車製造会社社債

宇治川電気会社社債第 9回
〃    第10回

合 計

40,000

40,000

償還

償還

償還

償還

買入

買入

償還

△25,000

△4,000

△8,000

△3,000

306,900

△306.900

△5

0

34,289

0

34,289

三
八

一



第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）

三
八
二

０
　
連
系
会
社
の
株
式

合
資
会
社
発
足
以
降
、
大
正
十
二
年
に

「倉
庫
」
、
「
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
」
の
三
社
、
十
四
年

に

「肥
料
製
造
所
」
、
「信
託
」
、
「坂
炭
破
」
の

三
社
計
五
社
が
、
新
た
に
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
た
め
、
払
込
資
本
金

に
お
け
る

「銀
行
」
の
比
重
は
、
発
足
時
の
七
〇
％
強
か
ら
低
下

し
た
が
、

そ
れ
で
も
依
然
と
し
て
五
〇
％
を
占
め
て
い
る
（第
１８
表
）。
新
た
に
指
定
さ
れ
た
連
系
会
社
五
社
の
内
容
に
つ
い
て
は

「
五
　
店

部

・
連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

口
　
そ
の
他
の
住
友
系
企
業
の
株
式

連
系
会
社
以
外
の
住
友
系
企
業
に
つ
い
て
は
、
第
１９
表
に
示
し
た
。
こ
の
中

「扶
桑
海
上
火
災
保
険
」
、
響
田島
組
」
、
「
土
佐
吉
野
川
水
力

電
気
」
に
つ
い
て
は

「住
友
総
本
店
（下
ν

第
１７
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お

「富
島
組
」
株
式
は
、
住
友
倉
庫
設
立
と
と
も
に
同
社
に
譲

渡
さ
れ
た
。

「大
阪
北
港
」

に
つ
い
て
は
、
「住
友
総
本
店
（下
ど

の

「
五
　
大
阪
北
港
株
式
会
社
の
設
立
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
第
１９
表
か
ら

明
ら
か
な
通
り
、
合
資
会
社
は
大
正
十

年
末
の
六
〇
％
か
ら
毎
年
買
い
増
し
を

図

っ
て
い
る
。

「
日
米
板
硝
子
」
と

「
日
之
出
生
命

保
険
」

に
つ
い
て
は
、

「
五
　
店
部

・

連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社
」
を
参
照

14年末

円

22,359,908

14,461,474

4,750,000

3,000,000

5,468,750

13,700,000

3,250,000

(金額は円未満切 り捨 て)

株

159,763

193,315

95,000

120,000

125,000

274,000

65,000

60,000

111,800

24.000



第18表 連系会社の株式

銘 柄 (額面) 大正10年 2月 末
10～ 14年増減

年 内   容 金 額

住友銀行

(円

(100)

住友製鋼所   (50)
同 新株   (50)

住友電線製造所 (50)

住友倉庫    (50)

住友ビルデイング(50)

住友肥料製造所 (50)

住友信託    (50)
住友坂炭破   (50)

新株 (100)

株

160,843

190.625

95,000

120,000

135,000

円

22,518,020

9.531 250

4,750,000

3,000,000

5,062,500

12

13

14

14

10

11

12

13

14

10

11

12

14

12

13

14

14

14

14

‖

買入   1,530
買入   140
買入   250
売却① △3,000

払込@25円
買入   580
買入   1,300
買入   670
買入    140

譲渡② △10,000

払込@625円
払込  299,000
譲渡③ △25,000

払込  65,000
払込@75円
払込@25円

払込  60,000

払込  Hl,800
連系指定24,000

円

175,493

16,840

30,555

△381,000

4,765,625

37,060

77,495

41,140

8,904

△375,000

781,250

14,950,000

△1,250,000

1,137,500

487,500

1,625,000

1,800,000

1,397,500

1,155,478

合計残高 701,468 44,861,770 26,481,341

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

註 :①売却先宮内省。
②譲渡先日本電気。
③譲渡先住友銀行。

さ
れ
た
い
。

「
日
本
ホ
ロ
タ
イ
ル
」
に
つ
い
て
は
、

既
に
述
べ
た
通
り
関
東
大
震
災
に
よ
り

製
品
の
耐
震
性
に
問
題
が
生
じ
、
こ
の

事
業
の
主
宰
者
で
あ

っ
た
住
友
忠
輝
の

死
去
と
と
も
に
事
業

の
中
止
が
決
定
さ

れ
た
。
ま
ず
大
正
十
三
年
十
月

一
〇
株

を
合
併
し
て
三
株
と
す
る
減
資
が
行
わ

れ
、
合
資
会
社
の
保
有
す
る
五
八
〇
〇

株
公
元

万
円
）
が

一
七
四
〇
株
（八
万
七

〇
〇
〇
円
）
と
な

っ
た
。
次
い
で
十
二
月

忠
輝
所
有
分
四
二
〇
〇
株
２

〓
一万
円

余
）
を
合
資
会
社

で
買

い
入
れ
、
こ
れ

が
同
様
減
資

に
よ
り

一
二
六
〇
株
（六

万
三
〇
〇
〇
円
）
と
な
り
、　
両
者
併
せ
て

三
〇
〇
〇
株
２

五
万
円
）
が
償
却
さ
れ
、

準
有
価
証
券

に
振
替
え
ら
れ
た
。
同
社

は
会
社
と
し
て
は
そ
の
後
も
存
続
し
、

三
八
三



第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
八
四

昭
和
十
四
年
２

九
一一元
￥
一月
二
十
五
日
日
本
板
硝
子
株
式
会
社
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。

「湧
別
川
水
力
電
気
」
は
、
大
正
十

一
年
三
月
自
家
発
電
に
依
存
し
て
い
た
鴻
之
舞
鉱
山
製
錬
所
に
対
し
、
安
定
し
た
電
力
供
給
を
確
保

す
る
た
め
、
北
海
道
電
燈
と
提
携
し
て
水
力
発
電
所
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
、
八
月
資
本
金
七
〇
万
円
（住
友
合
資
四
〇
万
円
、
北
電
三
〇
万

円
）
で
設
立
さ
れ
た
。
役
員
は
常
務
取
締
役
穴
水
熊
雄
（北
電
常
務
）
、
取
締
役
穴
水
要
七
（北
電
社
長
）
、
同
矢
島
富
造
（住
友
合
資
東
京
販
売
店
支

配
人
）
、　
同
大
石
公
平
（住
友
合
資
技
師
）
で
あ

っ
た
。
大
正
十
三
年
十

一
月
発
電
所
は
完
成
し
、
十
二
月
か
ら
鴻
之
舞
鉱
山
製
錬
所
に
対
し
最

大
三
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
送
電
が
開
始
さ
れ
た
。
な
お
同
社
は
昭
和
三
年
四
月
五
日
北
電
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。

口
　
住
友
系
以
外
の
企
業
の
株
式

こ
れ
ら
の
株
式
の
ほ
と
ん
ど
が
既
に

「住
友
総
本
店
（下
ど

の

「
三
　
住
友
総
本
店
の
投
資
活
動
」
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
こ

で
は
そ
の
主
な
異
動
と
、
大
正
十
１
十
四
年

の
間
に
新
た
に
取
得
し
た
株
式
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
（第
２０
表
）。

銀
行
株
の
中
で
、
「
日
本
銀
行
」
株
式
に
つ
い
て
は
、
合
資
会
社
設
立
時
に
一
株
当
た
り
旧
株
で
五

一
二
円
、
新
株
で
六
〇
〇
円
の
評
価

益
を
出
し
た
こ
と
は

「住
友
合
資
会
社
の
設
立
」
第
２
表
で
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
後
日
銀
株

の
株
価
は
、
積
立
金
資
産
内
訳
表

に
よ

る
と
大
正
十
四
年
末
に
は
旧
株
七

二
五
円
、
新
株
五
三
〇
円
ま
で
値

下
が
り
し
た
の
で
、
積
立
口
が
保

有
す

る
新
旧
各

二
九

一
株
以
外

（普
通
口
と
称
す
る
）
の
各

一
〇
五

〇
株
に
つ
い
て
、
旧
株
六
四
七
円
、

14年末

円

75,000

0

250,000

21,838,618

525,000

0

400,000

0

2.910.000

25,998,618

(金額は円未満切 り捨 て )

0

8,000

0

15,000

6,000

0

20,000

428,450

10,500



第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

第19表  その他の住友系企業の株式

銘 柄 (額面) 大正10年 2月 末
10～ 14年増 減

年 内  容 金 額

(円

扶桑海上火災保険 (50)

富島組 (50)

土佐吉野川水力電気(50)

大阪北港 (50)

日米板硝子   (50)
日本ホロタイル (50)

湧別川水力電気  (50)

坂 炭積    (50)

日之出生命保険 (100)

株

6,000

11,456

20,000

395,280

10,500

5 000

円

75,000

766,120

250,000

19,664,000

525,000

187,500

10

10

11

12

13

14

10

10

11

13

13

13

13

14

■

払込@10円
譲渡①△H,456

②     26,380

買入   1,930
買入  4,050
買入   300
買入   510

買入   800
払込@625円
払込@625円
減資  △4,060

買入  4,200
減資  △2,940

償却  △3,000

払込  8,000
払込@375円
買入  24,000
連系へ△24,000

買入  15,000

円

114,560

△880,680

1,319,000

に)715,632

51,665

73,200

4,920

10,200

30,000

36,250

36,250

△203,000

134,551

△71,551

△150,000

100,000

300,000

1,155,478

△1,155,478

2,910,000

合計残高 448,236 21,467,620 4,530,998

註 :①譲渡先住友倉庫。
②信託株分配(「住友総本店(下 )」 の「五 大阪北港株式会社の設立」参照)。

③売却土地代減価額株券価格引上げ。

新
株
四
五
二
円
で
普
通
口
か
ら
積

立
ロ
ヘ
譲
渡
す
る
形
を
と
り
、
こ

の
結
果
表
記

の
評
価
損
を
生
じ
た
。

「台
湾
銀
行
」
株
式

に
つ
い
て

は
、
旧
株
は
合
資
会
社
設
立
時
に

住
友
家
会
計

へ
譲
渡
さ
れ
た
Ｃ
住

友
合
資
会
社
の
設
立
」
第
３
表
参
照
）
。

し
た
が

っ
て
合
資
会
社
は
新
株

の

み
保
有
し
て
い
た
が
、
大
正
十
四

年
十
月
、
台
湾
銀
行
は
鈴
木
商
店

そ
の
他
に
対
す
る
不
良
債
権
を
整

理
す
る
た
め
、
四
分
の
一
減
資
し

た
。

「朝
鮮
銀
行
」

も
ま
た
、
高

田
商
会
そ
の
他
に
対
す
る
不
良
債

権
の
整
理
の
た
め
、
三
分
の
一
の

減
資
を
行

っ
た
。

信
託
株
で
は

「
三
井
信
託
」
株

に
つ
い
て
は
、
同
社
は
大
正
十
三

三
八
五



第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
八
六

年
四
月
、
資
本
金
三
〇
〇
〇
万
円
（内
払
込
額
七
五
〇
万
円
）
で

「
三
井
家

二
於
テ
設
立
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
三
井
合
名

ハ
総
株
数
ノ
半

数
ヲ
引
受
ケ
、

残
リ
ノ
半
数

ハ
三
井
関
係
者
及
其
ノ
他
有
力
者

ニ
ヨ
リ
テ
募
入
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

当
社
（註
、
住
友
合
資
Ｙ
一対
シ
テ

ハ
三
井
家
米
山
氏
（註
、
梅
吉
、
一匹
三
井
銀
行
常
務
、
三
井
信
託
社
長
に
就
任
）
ヨ
リ
右
株
式
応
募
方
依
頼
ア
リ
。
最
モ
確
実
且
将
来
有
望
ナ
リ
ト

信
ゼ
ラ
ル

ヽ
ニ
ヨ
リ
、
積
立
金
積
立
ロ
ヲ
以
テ
応
募
シ
タ
リ
」
。
当
時
既
に
住
友
信
託
設
立
の
構
想
が
持
ち
上
が

っ
て
お
り
、
「
五
Ｕ
　
住
友

信
託
株
式
会
社
の
設
立
」
で
改
め
て
検
討
し
た
い
。

「共
済
信
託
」
株
に
つ
い
て
は
、
同
社
は
大
正
十
四
年
五
月
三
井
と
同
じ
く
資
本
金
三
〇
〇
〇
万
円
（内
払
込
額
七
五
〇
万
円
）
で
設
立
さ
れ

た
が
、
そ
れ
に
先
立
ち

「安
田
家

二
於
テ
信
託
会
社
設
立
ヲ
計
画
シ
、
総
株
数
六
〇
万
株
ノ
中
約
半
数
ヲ
相
当
広
キ
範
囲

二
亘
ル
有
力
者
ヨ

リ
縁
故
募
集
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、
当
方

二
対
シ
テ
モ
其
引
受
方
依
頼
ア
リ
シ
ガ
、
当
時
住
友
銀
行

二
於
テ
モ
信
託
会
社
ノ
設
立
計
画
中
ナ
レ

バ
、
合
資
会
社
ト
シ
テ
ハ
早
晩
此
方
面

二
於
テ
相
当
纏
リ
タ
ル
投
資
ヲ
為
ス
必
要
ア
リ
。
従

ッ
テ
金
繰
上
ヨ
リ
ハ
本
件
株
式
ノ
引
受

ハ
好

マ

ザ
ル
モ
、
依
頼
者
志
立
鉄
次
郎
（註
、
発
起
人

・
創
立
委
員
長
の
地
位
に
あ
っ
た
、　
か
っ
て
住
友
銀
行
支
配
人
を
退
職
後
日
本
興
業
銀
行
へ
移
り
、　
こ
の

時
点
で
は
総
裁
を
退
任
し
て
い
た
）
ト
ノ
従
来
ノ
関
係
及
三
井
信
託
設
立

二
際
シ
、
義
理
合
上
応
募
シ
タ
ル
点
等

ヲ
考
慮
シ
、
之
ガ
株
式
ヲ
引
受

ケ
ル
事
ト
セ
リ
」
。
な
お
同
社
は
大
正
十
五
年

一
月
、
安
田
信
託
と
改
称
し
た
。

鉄
道
株
で
新
た
に
取
得
し
た
の
は
、
次

の
三
社
で
あ
る
。
「有
馬
電
気
軌
道
」
は
、
大
正
九
年
国
有
化
に
応
じ
て
売
却
し
た

「有
馬
鉄
道
」

14年末

749

132

132

400

9,998

3,000

2,000

5,000

2,346

2,346

144

144

500

500

3,000

8,980

円

926,700

663,750

86,625

30,875

15,000

24,100

6,250

73,750

9,362

13,200

3,300

5,000

1,857,912

75,000

25,000

100,000

90,420

43,125

14,400

4,320

6,250

3,750

37,500

(金額は円未満切 り捨 て )



第20表 住友系以外の企業の株式

大正10年 2月 末
10～ 14年増減

柄 (額面)

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

(銀行株)

日本銀行①

同 新株①

台湾銀行新株

大阪農工銀行

同 新株

愛媛銀行②

同 第二新株

五十二銀行

同 新株

同 第二新株

朝鮮銀行

同 新株

漢城銀行新株

合計残高

(信託株)

三井信託

共済信託

合計残高

(鉄道株)

伊豫鉄道電気

同 新株

同 第二新株

(200)

(200)

(100)

(20)

(20)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(100)

(100)

(50)

500

250

999

499

264

264

400

8,900

1,139,850

871,650

77,100

30,875

24,100

3,125

48,800

18,712

26,400

6,600

5,000

2,252,212

円

△213,150

△207,900

38,550

△29,025

5,000

5,000

5,000

3,125

6,237

9,362

△13,200

△3,300

75,000

25,000

100,000

9,062

9,062

21,562

12,937

8,625

2,160

6,250

3,750

37,500

110,910

評価損

評価損

払込@25円
減資   △387

払込   1,Ooo
払込@5円
払込@5円

払込@125円

払込@125円
払込   749
減資   △132

減資   △132

(50)

(50)

(50)

49,108

23,187

14,400

2,160

14

10

11

11

12

14

14

払込   3,000
払込   2,000

交付③  621
払込@125円
払込@125円
払込   1,725
払込@7.5円
交付③  621
払込@5円

払込@15円

払込   500
払込   500
払込   3,000

三
八
七

南満洲鉄道

同 第四新株

有馬電気軌道

高野山電気鉄道

金福鉄路公司

合計残高

(100)

(100)

(50)

(50)

(50)

144

144



第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
八
八

３
住
友
総
本
店
（下
ど

の

「三
　
住
友
総
本
店
の
投
資
活
動
」
参
昭
）̈
と
同
様
、
有
馬
温
泉
に
住
友
家
が
別
邸
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
応
じ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
正
十

一
年
七
月
発
起
人
に
対
し
宝
塚
―
有
馬
間
の
軌
道
敷
設
特
許
状
が
交
付
さ
れ
、
十
二
年
六
月
資
本
金

一
五
〇

万
円
（内
払
込
額
一一一七
万
五
〇
〇
〇
円
）
で
設
立
さ
れ
た
。
宝
塚
―
有
馬
間
の
軌
道
敷
設
権
は
、
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
（現
阪
急
電
鉄
）
が
明
治
四
十

五
年
２

九
一
一
一）
に
取
得
し
て
い
た
が
、
同
社
は

「有
馬
鉄
道
」
建
設
の
た
め
、
大
正
三
年
六
月
こ
れ
を
放
棄
さ
せ
ら
れ
た
。
有
馬
電
気
軌

道
の
大
株
主
に
は
、
北
宝
塚
土
地
、
瑞
宝
寺
土
地
（有
馬
と
す
の
不
動
産
業
者
が
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鉄
道
計
画
に
よ
つ
て
沿
線
土

地
の
値
上
が
り
を
意
図
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
昭
和
二
年
七
月
合
資
会
社
が
保
有
株
式
を
全
額
償
却
し
、
準
有
価
証
券
に
編
入
し
て
い
る

こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
合
資
会
社
は
こ
の
計
画
に
見
切
り
を
つ
け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
神
戸
有
馬
電
鉄
（現
神
戸
電
鉄
）
の
神
戸
湊
川

―
有
馬
温
泉
間
の
計
画
進
捗
（昭
和
二
年
五
月
起
工
式
）
が
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
結
局
昭
和
十

一
年
二
月
起
業
廃
止
に
よ
り
特
許

（
２６
）

は
失
効
し
た
。

「高
野
山
電
気
鉄
道
」

は
、
大
正
十
三
年
四
月
高
野
登
山
鋼
索
鉄
道
と
し
て
発
起
人
（代
表
貴
族
院
議
員
板
倉
勝
憲
子
爵
及
び
五
辻
治
仲
子
爵
）

が
免
許
を
得
、
十
四
年
三
月
創
立
総
会
で
名
称
変
更
の
上
、
資
本
金

一
五
〇
万
円
（内
払
込
額
三
二
万
五
〇
〇
〇
円
）
で
設
立
さ
れ
た
。
住
友
家

で
は
江
戸
時
代
か
ら
高
野
山
に
墓
所
を
有
し
て
い
る
の
で
、
無
関
係
で
は
な
い
が
、
社
長
と
発
起
人
両
氏
と
の
特
別
な
線
す
な
わ
ち
板
倉
子

爵
は
家
長
友
純
の
学
習
院
の
学
友
板
倉
勝
英
の
弟
（勝
英
の
死
後
、
勝
憲
が
復
籍
）、
五
辻
子
爵
も
学
友
（
か
つ
て
住
友
銀
行
に
在
職
し
て
い
た
こ
と

2,700

2,700

1,230

667

1,050

1,050

25,350

12,160

3,375

40,885

503,550

503,550

61,500

16,675

52,500

13,125

472,500

67,500

530,000

1,213,800

45,000

45,000

113,100

@15円 )

0

113,100

84,550

21,737

3,700

2,775

54,250

100,000

267,012

2,028

270

270

2,568

9,450

1,500

42,400

57,347

2,000

2,000

1  2,706
(含払込

0

2,706

1,739

1,739

74

111

3,500

5,000

12,163



(船舶株)

大阪商船新株

日,青ツ気舟合

同 新株

合計残高

(保険株)

東京海上火災保険①

同 新株

合計残高

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

(電気瓦斯株)

大阪瓦斯

同 第三新株

同 第四新株

宇治川電気

同 新株

同 第二新株

日本電力

台湾電力

九州送電

合計残高

(鉱 業株)

山東鍍業

合計残高

(工業株)

汽車製造

同 新株

宮島耐火煉瓦

合計残高

(土地建物株)

若松築港

同 新株

東洋拓殖

同 新株

大阪住宅経営

中央開墾

合計残高

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

三
八
九

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

2,028

270

270

2,568

1,350

1,350

700

350

9,450

1,500

13,230

1,480

1,226

2,706

1,739

1,739

74

111

3,500

5,000

12,163

25,350

12,160

3,375

40,885

303,334

303,334

38,400

11,550

35,000

8,750

118,125

48,750

260,575

51,800

45,975

97,775

84,550

21,737

3,700

1,387

43,750

62,500

217.625

11

12

14

10

11

12

13

14

11

14

14

12

新旧払込@25円
評価益

払込1,350

払込@125円
払込@125円
払込   667

払込@125円
払込   1,050
払込@125円
払込@75円
払込@17.5円

払込@125円
払込  43,500
譲渡④ △1,100

払込2,000

払込@125円
買入   2,920
償去「  △2,920

払込@125円
払込@3円
払込@75円

67,500
98,966

33,750

200.216

5,775
5,775

16,675

8,750

13,125

118,125

70,875
165,375

18,750

543,750
△13,750

953,225

45,000

45,000

15,325

84,828
△84,828

15,325

1,387

10,500

37,500

49,387
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一二
九
〇

（
２７
）

も
あ
る
）
と
い
う
関
係
で

「事
業
ト
シ
テ
ハ
左
程
有
利
ナ
ラ
ザ
ル
モ
特

二
引
受
ク
ル
事
」
に
な

っ
た
。

「金
福
鉄
路
公
司
」
は
、
大
正
十
四
年
十

一
月
資
本
金
四
〇
〇
万
円
（内
払
込
額

一
〇
〇
万
円
）
で
設
立
さ
れ
た
。
関
東
州
満
鉄
金
州
駅
か
ら

城
子
瞳
に
至
る
金
城
線
２

０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
本
来
満
鉄
が
建
設
す
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
が
、
当
時
満
鉄

が
奥
地
の
鉄
道
建
設
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
た
め
、
別
会
社
を
設
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
起
人
の
根
津
嘉

一
郎
等
か
ら
依
頼
が
あ

っ
た
も
の

か
、
或
い
は
理
事
兼
別
子
鉱
業
所
長
で
あ

っ
た
大
平
駒
槌
が
既
に
大
正
十
三
年
十

一
月
、
満
鉄
副
社
長
に
就
任
し
て
い
た
の
で
、
大
平
か
ら

（
Ｎ
∞
）

の
要
請
も
あ

っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

船
舶
株
に
つ
い
て
は
特
に
異
動
は
な
い
。

保
険
株
に
つ
い
て
は
、
「東
京
海
上
火
災
保
険
」
株
が
合
資
会
社
設
立
時
に
、　
一
株
二
五
円
払
込
を
三
二
四
円
に
評
価
替
え
を
し
て
二
七

万
円
余

の
評
価
益
を
出
し
た
が
∩
住
友
合
資
会
社
の
設
立
」
第
２
表
）
、
そ
の
後
増
資
を
経
て

一
株

一
五
〇
円
弱
と
な

っ
て
い
た
の
を
、
大
正
十

四
年
末
時
価
が
二
四
二
円
に
ま
で
上
昇
し
た
の
に
応
じ
て
、　
一
八
六
円
に
評
価
替
え
し
て
、
さ
ら
に
一
〇
万
円
近
い
評
価
益
を
計
上
し
た
。

電
気
瓦
斯
株
で
は

「九
州
送
電
」
株
が
新
た
に
加
わ

っ
た
。
同
社
は
大
正
十
四
年
六
月
、
資
本
金

一
〇
〇
〇
万
円
（内
払
込
額
二
五
〇
万
円
）

で
設
立
さ
れ
た
。
「住
友

二
於
テ
ハ
、
大
正
九
年
七
月
電
気
製
鉄
事
業
ノ
経
営
ヲ
計
画
シ
、
宮
崎
県
下
耳
川
ノ
水
ノ
使
用
及
水
路
開
撃

二
付

許
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
、
同
事
業
ノ
単
独
経
営

ハ
困
難
ナ
ル
為
、
同
様
宮
崎
県
内

二
水
利
権

ヲ
有
ス
ル
電
気
化
学
工
業
、
九
州
水
力
電
気
、
九

社の設立」第 2表参照 )。

年に行われている。
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社

(諸株)

<投資 >
東亜興業

同 新株

海外興業

中日実業

支那興業

<サ ービス

大阪ホテル

同 新株

東京会館⑤

帝国劇場⑤

(50)

(50)

(50)

(100)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

― (50)

(100)

(100)

(100)

(100)

(50)

(50)

(50)

(50)

エンパイヤ・ラ

<新聞・通信>
大阪毎日新聞社

同 新株

同 第二新株

同 第三新株

国際通信⑥

同 新株

日本無線電信

<水産>
明治漁業

合計残高

ド リ

1,200

10,000

80

700

1,200

100

500

300

67

67

1,000

15,214

60,000

247,800

2,200

70,000

18,000

5,000

10,000

3,750

6,700

3,350

20,000

446,800

12

11

10

11

12

14

14

14

10

10

11

12

13

14

12

13

14

減資   △40

払込@5円

解散  △1,200

払込@5円
払込@7.5円
払込@15円
払込@7.5円
合併   △300

交付    30
売去口    △30

払込   340

払込@50円
払込   134
払込@25円
払込@50円
払込   268
合資から振替60

払 込

払込   4,900

払込@15円
減資   △715

△1,100
200

△18,000

2,500

2,250
4,500
2,250

△11,250

△1,425
+損 △75

8,500

3,350

3,350
3,350
6,700

13,400

3,000

1,500

61,250

15,000
△20,750

78,500

(出資)

蓬葉生命保険相互

国際通信社⑥

興源公司

薩吟唾企業組合

合計残高

2,500

3,000

5,000

10 500

株式ヘ

払込

△3,000

125,000

122,000

総 計 残 高 58,144 3,718.562 1,280,263三
九

一
註 :① 日本銀行株、同新株、東京海上火災保険株については、組織変更の際評価益を計上した(「住友合資会

②松山商業銀行は大正H年 3月 1日 伊豫農業銀行に吸収合併され、愛媛銀行と改称した。

③大正14年 12月 1日 宇和水電合併。
④譲渡先地方有志。

⑤東京会館は大正14年 8月 29日 帝国劇場に吸収合併された。
③合資会社国際通信社|ま 大正9年 7月 29日 国際通信株式会社に組織変更された。但し事務手続は大正12
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一二
九
二

州
電
燈
鉄
道
（後
東
邦
電
カ

ニ
合
併
）
卜
計
り
、
九
州
送
電
会
社
ヲ
設
立
ス
ル
運
ビ
ト
ナ
リ
、
大
体
前
記
四
社
ヲ
中
心
ト
シ
テ
、
発
起
設
立
ノ

形
式

ニ
テ
之
ガ
株
式
ヲ
引
受
ケ
タ
リ
。

当
社
（註
、
住
友
合
資
）
ハ
最
初
四
万
三
五
〇
〇
株
ヲ
引
受
ケ
タ
ル
モ
、　
同
年
七
月
地
方
有
志
ノ
希
望

ニ
ヨ
リ

一
一
〇
〇
株
ヲ
分
譲
シ
タ
」
。

鉱
業
株
で
は

「山
東
鍍
業
」
株
が
新
た
に
加
わ

っ
た
。
同
社
は
大
正
十
二
年
五
月
、
資
本
金
五
〇
〇
万
円
（内
払
込
額
二
二
五
万
円
）
で
設
立

さ
れ
た
。
第

一
次
世
界
大
戦
中
、
日
本
が
占
領

・
接
収
し
た
ド
イ
ツ
の
膠
州
湾
租
借
地
（青
島
）
及
び
山
東
鉄
道
の
還
付
を
め
ぐ

っ
て
、
中
国

と
の
間
に
紛
争
が
生
じ
、
大
正
十
年
十

一
月
米
英
両
国
に
よ
リ
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
が
召
集
さ
れ
、
十

一
年
二
月
山
東
還
付
条
約
が
締
結
さ
れ

た
。
「
同
社

ハ
、　
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
条
約

二
基
ク
、
山
東
懸
案
細
目
協
定
ノ
結
果
、
日
本
政
府
ヨ
リ
引
渡
サ
ル

ヽ
鴻
川

・
坊
子
ノ
ニ
炭
鉱
及

金
嶺
填
鉄
鉱
ノ
引
受
経
営
ヲ
ロ
的
ト
シ
設
立
セ
ラ
ル

ヽ
日
支
合
弁
会
社
魯
大
鉱
業
ノ
日
本
側
持
分
ヲ
引
受
投
資
ス
ル
ヲ
主
要
目
的
ト
シ
テ
、

日
支
両
国
政
府
後
援
ノ
下
二
設
立
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
住
友

ハ
大
正
十

一
年
ヨ
リ
特
別
調
査
委
員
ノ

一
人
ト
シ
テ
関
係
シ
来
り
、
中

田
総
理
事
同
社
ノ
発
起
人
及
賛
成
人
ト
ナ
リ
タ
リ
。
本
事
業
ノ
前
途

二
関
シ
テ
ハ
悲
観

・
楽
観
両
様
ノ
見
解
ア
レ
ド
モ
、
日
支
両
政
府
ノ
後

援

ニ
ヨ
リ
計
画
セ
ラ
レ
タ
ル
国
家
的
事
業

ニ
シ
テ
、
且
日
支
親
善
ノ

一
助
ト
モ
ナ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
利
益

ヲ
度
外
視
シ
テ
モ
遂
行
ス
ル

事
ト
ナ
リ
タ
リ
。
発
起
人
及
賛
成
人
各

一
〇
〇
〇
株
計
二
〇
〇
〇
株
引
受
ノ
コ
ト
ト
セ
リ
」
。

工
業
株
の
中
で

「宮
島
耐
火
煉
瓦
」
株
は
、
「住
友
総
本
店
（下
と

の

「
三
　
住
友
総
本
店
の
投
資
活
動
」

で
述
べ
た
通
り
、
日
本
ホ
ロ

タ
イ
ル
の
設
立
時
に
広
島
県
賀
茂
郡
三
津
町
（現
豊
田
郡
安
芸
津
町
）
の
広
島
耐
火
煉
瓦
（株
￥
一津
工
場
を
買
収
し
て
、
そ
の
工
場
（そ
の
後
昭
和

十
四
年
日
本
ホ
ロ
タ
イ
ル
が
日
本
板
硝
子
に
合
併
さ
れ
る
と
、
同
社
三
津
耐
火
煉
瓦
工
場
、
後
に
安
芸
津
工
場
と
な
っ
た
。
昭
和
二
十
七
年
日
本
板
硝
子
の

関
係
会
社
イ
ソ
ラ
イ
ト
エ
業
に
譲
渡
さ
れ
、
そ
の
安
芸
津
工
場
、
現
在
の
広
島
工
場
と
な
っ
て
い
る
）
と
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
際
住
友
一忠
輝
が
取
得
一

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
忠
輝
の
死
去
に
伴
い
、
前
記

「
日
本
ホ
ロ
タ
イ
ル
」
株
式
と
と
も
に
忠
輝
か
ら
買
い
入
れ
償
却
、
準
有
価
証
券
に

編
入
さ
れ
た
。



サ
ー
ビ
ス
株
の
中
、
「東
京
会
館
」
株
は
、
大
正
十
二
年
九
月
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
同
社
が
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
さ
ら
に
十
四
年

八
月
同
社
株

一
〇
株
に
対
し
、
帝
国
劇
場
株

一
株
の
割
当
で
帝
劇
に
合
併
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
株
式
保
有
の
意
義
が
失
わ
れ
た
の
で
、
十

一

月
売
却
さ
れ
た
。

次
に

「
エ
ン
パ
イ
ヤ

・
ラ
ン
ド
リ
ー
」

は
、
大
正
十
年
六
月
柴
垣
清
郎
（常
務
取
締
役
に
就
任
）
に
よ
り
資
本
金
二
〇
万
円
（内
払
込
額

一
〇
万

円
）
で
設
立
さ
れ
た
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
会
社
で
あ
る
。
柴
垣
は
総
理
事
鈴
木
馬
左
也
と
姻
戚
関
係
に
あ
り
、
明
治
四
十
五
年
米
国
ホ
イ
ッ
ト
ワ

ー
ス

・
カ
レ
ッ
ジ
（
７
ン
ン
ト
ン
州
ス
ポ
ー
ケ
ン
）
を
卒
業
後
、
米
国
在
住
、
大
正
八
年

の
鈴
木
の
欧
米
出
張

の
際
に
は
、
シ
ア
ト
ル
で
出
迎
え

て
い
る
。

シ
ァ
ト
ル
で
柴
垣
の
案
内
に
よ
リ
ラ
ン
ド
リ
ー
を
見
学
し
た
鈴
木
は
、
す

っ
か
り
気
に
入
り
、
「
日
本
で
是
非
や
ら
な
く
て
は
な

ら
ぬ
」
と
い
つ
て
、
翌
九
年
柴
垣
が
帰
国
す
る
と
、
鈴
木
か
ら

「洗
濯
工
場
を
お
前
や
ら
ん
か
」
と
い
う
こ
と
で
、
柴
垣
が
引
き
受
け
る
こ

（
３２
）

と
に
な
り
、
鈴
木
他
の
住
友
の
重
役
連
が
出
資
し
て
、
同
社
が
設
立
さ
れ
た
。

新
聞
通
信
株
で
は
、
パ
ロ資
会
社
国
際
通
信
社
」
が
大
正
九
年
七
月
二
十
九
日

「
国
際
通
信
株
式
会
社
」

に
組
織
変
更
さ
れ
た
。
し
か
し

住
友
合
資

の
総
有
価
証
券
元
帳
に
お
い
て
は
、

「組
織
変
更
ノ
為
合
資
ヨ
リ
株
式
ノ
部

へ
附
換
」

は
大
正
十
二
年
五
月
十
七
日
付
で
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
間
株
券
の
交
付
ま
で
何
故
三
年
近
く
を
要
し
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
単
な
る
振
替
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
事
務
手
続
が
迅

速
に
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
解
す
べ
き
か
。

「
日
本
無
線
電
信
」
株
は
、
渋
沢
栄

一
が

「内
田
嘉
吉
（註
、
逓
信
次
官
、
台
湾
総
督
を
歴
任
）
卜
共

二
、
日
米
間
ノ
通
信
状
態

ヲ
改
善
シ
又

日
米
友
好
関
係

二
資
ス
ル
ノ
ロ
的
ヲ
以
テ
、
日
米
協
同
事
業
ト
シ
テ
海
底
電
線
ヲ
新
タ
ニ
敷
設
」
す
る
こ
と
を
計
画
し
、
大
正
十
四
年
十

一

月
、
資
本
金
二
〇
〇
〇
万
円
（内
払
込
額
五
〇
〇
万
円
）
で
設
立
さ
れ
た
。
住
友
で
は
中
田
総
理
事
が
、
創
立
委
員
、
発
起
人
、
設
立
委
員
と
な

（
３４
）

っ
た
。

出
資
会
社

の
中

で
は
、

「
薩
吟
唯
企
業
組
合
」

が
新
た
な
投
資
先

と
な

つ
て
い
る
が
、　
こ
れ
は

「
大
正
十

一
年

二
月
三
菱
合
資
が
北
樺
太

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
九
二
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友
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一二
九
四

二
権
利
ヲ
有
ス
ル
炭
田
ヲ
他
富
一豪
卜
共
同

二
経
営
セ
ン
ト
ノ
計
画
ヲ
樹
テ
、
サ
ガ
レ
ン
企
業
組
合
（資
本
金
五
〇
〇
万
円
）
ヲ
組
織
シ
、
当
社

（
３５
）

（註
、
住
友
合
資
Ｙ
一
モ
之

二
参
加
方
勧
誘
シ
来
リ
タ
リ
。
当
社

ハ
二
五
万
円
出
資
ノ
コ
ト
ニ
決
シ
、
第

一
回
払
込
金

一
二
万
円
ヲ
払
込
」

ん

だ
も
の
で
あ
る
。四

資

金

調

達

住
友
で
は
従
来
総
本
店
が
、
全
事
業
の
資
金
繰
り
を
掌
握
し
て
き
た
が
、
合
資
会
社
が
設
立
さ
れ
て
も
こ
の
方
針
に
変
わ
り
は
な
く
、
連

系
会
社
に
対
し
て
も
直
営
事
業
所
と
同
様
資
金
面
で
の
統
制
を
加
え
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
裏
返
せ
ば
、
住
友
銀
行
は
合
資
会
社
及
び
連
系

会
社
以
外
に
独
自

の
貸
出
先
を
開
拓
し
て
、
利
益
を
上
げ
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
事
実
大
正
六
年
２

九

一
七
）末

の
総

本
店
の
銀
行
勘
定
借
越
額
は
こ
の
原
則
通
り
皆
無
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
総
本
店
は
資
金
不
足
に
陥
り
、
合
資
会
社
発
足
直
前

の
大
正
九
年

末
に
は
借
越
額
は
二

一
〇
〇
万
円
に
達
し
て
い
た
∩
住
友
合
資
会
社
の
設
立
」
第
４
表
参
昭
じ
。　
し
か
し
既
に
述
べ
た
よ
う
に
大
正
十
年
以
降
合

資
会
社
本
社
部
門
の
収
支
は
、
立
換
金
の
減
少
、
預
り
金

の
増
加
に
よ
り
著
し
く
改
善
さ
れ
、
銀
行
出
納
勘
定
の
借
入
超
過
は
大
正
十
四
年

末
に
は
九
〇
万
円
に
ま
で
縮
小
し
た
。
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
大
正
十

一
年
に
こ
れ
ま
で
資
金
繰
り
に
追
わ
れ
て
い
た
製
鋼
所
で
余
剰
資
金

が
発
生
し
、
次
の
よ
う
に
合
資
会
社
に
対
し
こ
れ
を
運
用
す
る
よ
う
依
頼
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

大
正
十

一
年
二
月
二
十
七
日

住
友
合
資
会
社
常
務
理
事
小
倉
正
恒
殿

株
式
会
社
住
友
製
鋼
所
支
配
人
工
藤
治
人

一
、
資
金
運
用

二
関
ス
ル
件



拝
啓
、
当
所
目
下
ノ
資
金
状
態

ハ
、
既

二
御
承
知
ノ
通
り
銀
行
勘
定
百
万
円
（内
八
拾
万
円

ハ
定
期
及
通
知
預
金
）
程
度

二
有
之
。
而
シ

テ
当
所
本
年
度
事
業
計
萱
ヨ
リ
之
ヲ
観
ル
モ
、
五
拾
余
万
円
ノ
過
剰
資
金
ヲ
有
ス
ル
コ
ト

ヽ
相
成
居
候

二
付
、
之
ガ
運
用

二
関
シ
テ
ハ

種
々
考
慮
仕
り
、
或

ハ
之
ヲ
確
実
有
利
ナ
ル
証
券
化
ス
ル
モ

一
法
ナ
ラ
ン
カ
ト
存
候
モ
、
之

ハ
当
所
ト
シ
テ
慎
重
詮
議
可
致
問
題

二
有

之
候
間
、
此
際
本
社

二
於
テ
右
過
剰
資
金
ヲ
御
運
用
被
下
候
間
敷
哉
。
若
シ
右
御
願
ヒ
出
来
得
ル
ト
ス
レ
バ
自
他
共

二
有
利
ナ
ル
事
ト

存
候
間
、
御
内
意
御
伺
ヒ
致
度
得
貴
意
候
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
　
具

こ
れ
に
対
し
合
資
会
社
は
次
に
示
す
三
月
二
十
四
日
決
裁
の
起
案

の
通
り
あ
く
ま
で
特
例
と
し
て
預
か
る
こ
と
を
承
認
し
た
。
し
か
し
そ

の
後
こ
の
預
り
金
は
第
１０
表

の
通
り
恒
常
的
な
も
の
と
な
り
、
さ
ら
に
大
正
十
三
年

に
は
電
線
製
造
所
の
余
剰
資
金

の
運
用
も
引
き
受
け
ざ

る
を
得
な
く
な

つ
た
。

製
鋼
所
過
剰
資
金
預
入

二
関
ス
ル
件

製
鋼
所
ノ
ロ
下
ノ
資
金
状
態

ハ
別
紙
来
状

ニ
モ
ア
ル
如
ク
、
銀
行
勘
定
百
万
円
（内
八
十
万
円

ハ
定
期
及
通
知
預
金
）程
度

ニ
ア
リ
テ
、

本
年
度
事
業
計
画
ヨ
リ
観
ル
モ
、
五
十
万
円
ノ
過
剰
資
金
ヲ
有
ス
ル
事
ト
ナ
ル
有
様
ナ
リ
。
然
ル
ニ
之
ヲ
銀
行
定
期
預
金
ト
ス
ル
時

ニ

ハ
、
年
利
五
分
二
厘
（所
得
税
ヲ
控
除
ス
レ
バ
四
分
九
厘
四
毛
Υ
一
シ
カ
ナ
ラ
ズ
不
利
ナ
ル
ニ
付
、
確
実
有
利
ナ
ル
証
券

ヲ
買
入
レ
テ
ハ

如
何
ト
ノ
議
ア
リ
シ
モ
、
之

ハ
期
限
並

二
市
価
ノ
変
動
等
ノ
為
メ
多
少
ノ
危
険
ア
リ
。
依
テ
若
シ
此
際
右
剰
余
資
金
ヲ
本
社

二
於
テ
相

当
ノ
金
利

ニ
テ
預
り
運
用
被
下
間
敷
哉
卜
交
渉
シ
来
レ
リ
。

今
之
ガ
是
非
ヲ
考
フ
ル
ニ
、
連
系
会
社

二
過
剰
資
金
ア
ル
場
合

二
、
合
資
会
社
ガ
直
チ
ニ
之
ヲ
預
り
運
用
シ
両
社
有
無
相
通
ズ
ル
事

ハ
、

一
見
自
他
共

二
有
利
ナ
ル
ガ
如
シ
ト
雖
、
此
ノ
如
キ
ハ
両
社
共

二
完
全
ナ
ル
独
立
会
社
ト
シ
テ
ノ
存
立

二
対
シ
、
世
間
ノ
疑
惑
ヲ
招
ク

虞
ア
ル
ヲ
以
テ
原
則
ト
シ
テ
ハ
避
ク
ベ
キ
事
卜
信
ズ
レ
ド
モ
、
製
鋼
所
今
回
ノ
場
合

ハ
特
別
ノ
状
態

ニ
シ
テ
、
若
シ
本
社

二
於
テ
預
入

ヲ
拒
絶
セ
バ
、
証
券
化
ス
ル
ヨ
リ
外
ナ
ク
、
然
モ
之
ヲ
証
券
化
ス
ル
コ
ト
ハ
多
少
ノ
危
険
モ
存
ス
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
此
際

ハ
特
別
ノ
扱
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ヒ
ト
シ
テ

一
定
ノ
金
額

二
限
り
預
ル
モ
別
段
差
支
ナ
カ
ラ
ン
ト
思

ハ
ル
Ｔ
一菱
合
資
会
社

二
於
テ
モ
連
系
会
社
ノ
過
剰
資
金

ヲ
預
り
居

タ
ル
例
ア
リ
×

次

二
此
ノ
如
キ
預
金
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ハ
、
合
資
会
社
ノ
定
款

二
違
反
セ
ズ
ヤ
ト
ノ
議
ア
レ
ド
モ
、
合
資
会
社
ガ
製
鋼
所
ヨ
リ
借
金
ヲ
ナ

ス
ハ
、　
銀
行
又
ハ
鍋
島
家
（註
、
大
正
七
年
住
友
倉
庫
の
東
京
倉
庫
用
地
と
し
て
鍋
島
直
大
か
ら
七
七
九
六
坪
を
購
入
し
、　
そ
の
代
金

一
〇
〇
万
円

を
借
入
金
と
し
た
こ
と
を
さ
す
、
「住
友
総
本
店
（下
ど

の

「二
口
　
総
本
店
（全
社
）
の
業
績
」
参
照
）
ヨ
リ
借
金

ヲ
ナ
セ
ル
ト
等
シ
ク
何
等
差
支

ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
此
ノ
如
キ
コ
ト
ハ
世
間

二
公
表
ス
ル
必
要
ナ
ク
、
従
テ
此
特
例
ガ

一
般

二
知
ル

ヽ
虞
モ
ナ
キ
コ
ト
ナ
レ
バ
、
前
項

世
間
ノ
疑
惑
ヲ
招
く
虞
云
々
ノ
点

二
於
テ
モ
何
等
ノ
懸
念
ナ
カ
ラ
ン
。

依
テ
今
回

ハ
特
別
ノ
詮
議
ヲ
以
テ
、
製
鋼
所
ノ
過
剰
資
金

ヲ
預
ル
コ
ト
ニ
御
決
定
左
案
ノ
通
回
答
相
成
可
然
哉
。

追
而
、
金
利

ハ
当
分
年
利
七
分
（定
期
預
金
利
率
年
五
分
二
厘
卜
割
引
手
形
利
率
年
八
分
四
厘
―
日
歩
二
銭
三
厘
―
ト
ノ
中
間
）
ノ
割
合

卜
致
度
、
金
額
、
期
間
等

ハ
更

二
経
伺
可
致
候
。
回
答
案
（略
）

こ
の
起
案
で

「完
全
ナ
ル
独
立
会
社
」
と
か

「世
間
ノ
疑
惑
」
等
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
機
関
銀
行
が
主
家

の
事
業
に
過
大
に
融
資
し
て
、

そ
の
畦
鉄
の
た
め
に
破
綻
す
る
例
に
鑑
み
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
住
友
は
総
本
店

・
合
資
会
社
と
銀
行
の
間
に

一
線
を
画
そ
う
と
し
て
き
た

の
で
、
こ
う
し
た
考
え
方
を
連
系
会
社
の
資
金
預
け
入
れ
に
対
し
て
も
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
て
い
る
の
に
他
な
ら

な
い
。

か
く
し
て
日
之
出
生
命
保
険

の
買
収

の
た
め
、
資
金
繰
り
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
銀
行
特
別
預
ケ
金
を
流
用
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス

は
例
外
と
し
て
翁
二
口
　
合
資
会
社
（本
社
部
門
）
の
業
績
」
参
昭
じ
、　
概
し
て
こ
の
期
間
に
お
い
て
さ
は
ど
大
き
な
資
金
需
要
も
な
く
、
資
金
繰

り
に
問
題
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
従

っ
て
こ
の
期
間
の
資
金
繰
り
に
関
し
て
は
、
特
に
資
料
も
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

合
資
会
社
に
と
つ
て
資
金
繰
り
が
深
刻
な
問
題
と
な
る
の
は
、
大
正
末
か
ら
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
大
規
模
な
設
備
投
資
が
、
昭
和
恐
慌



に
よ
り
昭
和
五
２

九
三
〇
）
、
六
年

の
合
資
会
社
の
経
営
が
赤
字
に
転
落
す
る
と
い
う
事
態

に
直
面
し
た
時
期
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
合
資
会

社
総
務
部
会
計
課
の
作
成
し
た
二
つ
の
資
料

「住
友
事
業
収
支
並
金
繰
表
」
（昭
和
四
年
十

一
月
作
成
）及
び

「総
事
業
ノ
固
定
財
産
及
起
業
ノ

支
出
対
償
却
表
」
（昭
和
六
年
十
月
作
成
）
が
、
幸
い
な
こ
と
に
合
資
会
社
設
立
時
ま
で
遡

っ
て
推
移
を
考
察
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
従
い
本

期
間
の
設
備
投
資
と
資
金
繰
り
を
示
す
こ
と
と
し
た
（上
記
資
料
の
中
、
設
備
投
資
に
つ
い
て
は
大
正
十
年
は
組
織
変
更
に
伴
う
諸
調
整
が
あ
る
た
め

十

一
年
か
ら
と
な
つ
て
い
る
）。

ま
ず
設
備
投
資
に
つ
い
て
、
各
年
末

の
残
高
か
ら
固
定
財
産
支
出
と
起
業
支
出
を
算
出
す
る
（第
２‐
表
０
）。
固
定
財
産
支
出
に
つ
い
て
は

収
入
額
を
、
起
業
支
出
に
つ
い
て
は
戻
入
額
を
控
除
し
た
数
字
で
あ
る
。
従

っ
て
実
際
報
告
書
の
起
業
支
出
と
数
字
が
食

い
違

っ
て
い
る
。

例
え
ば
本
社
部
門
に
つ
い
て
い
え
ば
、
第
８
表
収
支
表

の
固
定
財
産
と
起
業
支
出
の
合
計
額
に

一
致
す
る
。
但
し
大
正
十

一
年
は
第
８
表
に

よ
る
と

一
七
〇
万
円
と
な
る
の
に
、
第
２‐
表
で
は

一
二
〇
万
円
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
差
額
五
〇
万
円
は
病
院
起
業
支
出
で
第
２‐
表
の
病
院

へ
振
替
え
ら
れ
、
最
終
的
に
は
大
正
十
年
末
ま
で
の
累
積
支
出
額
と
い
う
こ
と
で
除
外
さ
れ
た
（差
引
三
万
円
計
上
）
。
ま
た

一
二
〇
万
円
の

中
五
万
円
は
ビ
ル
起
業
支
出
と
し
て
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
会
社

へ
振
替
え
ら
れ
、　
一
一
一
万
円
は
ビ
ル
用
地
の
評
価
益
で
設
備
投
資
と
は
無
関
係

の
た
め
除
外
さ
れ
た
（差
引
四
万
円
計
上
）。
同
じ
く
大
正
十
二
年
三
二
四
万
円

の
収
入
超
過
の
中
三
七
九
万
円
が
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
会
社
か
ら

ビ
ル
起
業
支
出
分
の
戻
入
で
あ

っ
た
（支
出
額
は
差
引
五
五
万
円
計
上
）。
従

っ
て
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
会
社
の
起
業
支
出
は
四
二
五
万
円
か
ら
こ
の

戻
入
分
三
七
九
万
円
を
差
引
き
、
四
六
万
円
と
な
る
が
、
一戻
入
分
三
七
九
万
円
は
土
地
代
三

一
九
万
円
と
引
継
ま
で
の
ビ
ル
建
築
費
六
〇
万

円
か
ら
成
り
立

っ
て
お
り
、
こ
の
中
土
地
代
は
合
資
会
社
か
ら
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
会
社

へ
の
移
転
に
す
ぎ
な
い
の
で
除
外
さ
れ
、
建
設
費
六
〇

万
円
（内
五
万
円
は
上
記
の
通
り
大
正
十

一
年
度
分
で
あ
る
の
で
除
外
し
差
引
五
五
万
円
）
を
併
せ
て
、
大
正
十
二
年

の
ビ
ル
起
業
支
出
は

一
〇

一
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
差
損
等

の
調
整
は
、
第
２‐
表
註
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
固
定
財
産
及
び
起
業
支
出
額
（第
２‐
表
０
）
に
償
却
額
（同
表
②
）
を
組
戻
し
た
結
果
、
全
体
の
設
備
投
資
額
（同
表
０
）
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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(2)償  去, (3)償 去口組戻

11年 12年 13年 14年 H年 12年 13年 14年

16

13

8

37

17

15

2

13

47

17

15

3

10

45

12

21

3

10

46

２

２

　

　

２

△

６

72

10

△1

42

5

128

△35

32

26

3

26

５９

‐０

一

２５

蛇

９２

83

30

61

21

60

11

19

3

288

８４

３３

一

６０

２９

５４

Ｈ

‐７

一

４

９２

95

39

59

61

54

12

18

4

342

０‐

４〇

一

６０

６９

５４

‐４

‐７

一

４

５９

139

76

20

17

37

△1

56

5

130

479

147

28

8

63

6

2

87

101

△4

438

５８

‐５

一

‐８

‐４

４３

Ｈ

８８

‐４

３

６４

105

46

237

20

33

5

29

35

185

△89

606

387 566 698

産及び起業支出対償却表
(単位 万円、万円未満四捨五入、△収人)

第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）

替え(⑬ )、 .T価益Hlを 除くと実質4と なる。

379=46(引 継後の起業支出)。 従って12年 度起業支」1は 、実質55+46=101と なる。

二
九
八
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註 :(1)固 定財産及び起業支出にはさらに次のような修正が加えられている。
①第8表では170と なるがこの中病院起業支出50が振替えられた(0)。 残る120か らビル起業支出5を振
②ビル起業支出379振替え(14)。

C差損 1。

④差損21.

⑤当初から10年 末までの支出50を除くと実質3と なる。
⑥固定財産原価差損21(高根)。

①差損H。

③差損及減損 5。

O差損及減損15。

⑩差損 1。

①差損 1。

⑫固定財産減少15。

⑬本社から引継 5。

⑭本社から引継379。 この中土地319、 11年 度起業支出5(⑬ )を 除く。差引引継前の起業支出55。 425-
‖1典 :住友合資会社総務部会計課「総事業ノ固定財産及起業支出対償却表J(昭和6年 10月 )か ら作成。

三
九
九

第21表 総事業の固定財

(1)固定財産及び起業支出

大正 11年 12年 13年 14年

本 社

札 幌

病 院

林 業

その他

小 計

① 120

13

53

24

△14

196

⑤

② △324

③  △6

△3

42

△8

△299

△52

△4

△3

26

△28

△61

④

⑥

47

△11

△3

25

△12

46

九

坂

子

碩

別

炭

製 鋼

電 線

イ申  ,同

肥 料

倉 庫

ビルデイング

1ヒ  ,巷

4ヽ  訓

56

46

△41

△4

△23

△12

37

⑬  ―

127

186

⑦

⑩

５

△

△52

34

⑫  △63

△9

70

⑭  425
△8

443

③   158

△24

△41

△47

△11

△1

70

114

△1

217

⑨  ll
⑪   5

237

△40

△36

△49

15

18

185

△93

237

合  計 277



大正 9年 10年 11年 2年 3年 14年

合資会社
内 本社部門②

連系会社③
坂 炭破
製 鋼
電 線
肥 料
倉 庫
ビルデイング
大阪北港
小 計

４７

９５

一

△

① △1,687
△1,787

△182

△230

一

２‐

３７

一

１

△

△1,650

△1,722

△155

△71

一

５４

６２

一

△

△1,429

△1,464

△210
△218

△1,141

△1,176

31

△179

△87

52

△214
△397

△1,016

△1,049

一

８‐

９３

一

〇９

８

２８

５５

△

　

△

△

△61

△90

△2

35
215
16

△368
50

△175

△229

合  計 △1,917 △1,721 △1,647 △1,538 △1,271 △290

収支超過 267 ④

第22表 各事業の金繰表 (年末預金借越残)

(単位 万円、万円未満四捨五入、△借越 )

註 :合資 連系間の貸借は除外。
①大正9年末は10年 2月 末の数字。
②第H表参照。大正9年末は10年 2月 末の数字(「住友合資会社の設立」第 1表参照)。

③連系会社の年末残高については下記明細表参照。
④大正14年の収入超過981の 内訳は、別子収入超過394、 電線収入超過272、 伸銅移転費150等。

出典 :住友合資会社総務部会計課「住友事業収支並金繰表J(B召和4年 11月 )か ら作成。

連系会社の年末残高明細表
(単位  千円、 千円未満四捨五 入 )

第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）

四
〇
〇

科   目 大 正 9年 10年 [1年 12年 13年 14年

坂  炭 破

現 金 預 金

当 座 借 越
害J引 手 形

差   引

製  鋼
現 金 預 金

電  線
現 金 預 金

割 引 手 形
支 払 手 形 (担保 付 割 引 )

差   引

月巴  米半
現 金 預 金

倉  庫

現 金 預 金

借 入 金 (富 島 組 旧 株 主 )

社 債
借 入 金 (住友 銀 行 )

借 入金 (住友 信 託 )

差   引

ビルデ イ ング
現 金預 金

大 阪北 港
銀 行勘 定
現 金
支 払 手 形
借 入金 (住友 銀 行 )

低 利 年賦 借 入 金 (大阪 市 )

差   引

3
△10
△11
△17

348

2,147
0
0

2,147

161

26

△572
△950

△2,180
△3,676

503

85
0

△600
△400
△838

△1,753

1 208 537 807

26
①  △976

△950

295
②  △665

△370

２‐

４３

一

２２

△

　

△

690
△1,980

△500
△1 790

76
△572

△371

△867

19

△572
△1,540

△ 2

△662
0

△1,154

△1816

500
1

△720
△1,326

△1545

0
0

△720
△430
△950

△2,100

0
0

△720
△509
△914

△2,143

0
0

△990
③ △414

△877
△2.281

出典 :製鋼 、電線 、倉庫 、 ビルデ イングは各年総務部会言1課資料か ら作成。但 し大 LL 9年 、10年 は各it営業

報 告書か ら作成 (① 、② は推定 )。
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こ
れ
に
よ
れ
ば
こ
の
期
間
の
設
備
投
資
の
主
な
も
の
は
、
既
に
述
べ
た
別
子
鉱
業
所
の
四
阪
島
製
錬
所
の
大
改
造
や
住
友
ビ
ル
の
建
築
、
倉

庫

の
拡
充
投
資
（大
正
十
四
年
は
大
阪
市
に
対
す
る
安
治
川
土
地
売
却
代
二
一
五
万
円
等
と
相
殺
さ
れ
て
数
字
が
低
く
な
つ
て
い
る
）程
度

で
、
大
正
十

四
年

の
坂
炭
破
は
会
社
買
収
に
よ
る
増
加
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
除
け
ば
、
総
体
と
し
て
五
〇
〇
万
円
前
後
で
横
ば
い
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
設
備
投
資
に
大
き
な
伸
び
も
み
ら
れ
ず
、
他
方
で
合
資
会
社
を
は
じ
め
連
系
会
社
の
業
績
も
第
５
表

の
通
り
順
調
で
あ

っ
た

の
で
、
合
資
会
社
（第
Ｈ
表
本
社
部
門
の
当
座
借
越
と
割
引
手
形
の
合
計
額
と
店
部
手
持
ち
の
現
金
及
び
当
座
預
金
を
合
計
し
た
も
の
）
と
連
系
会
社
を

併
せ
た
住
友

の
全
事
業
の
資
金
繰
り
（第
２２
表
）
は
年
々
好
転
し
、
大
正
十
四
年
末
に
は
倉
庫

の
社
債
五
七
万
円
及
び
本
社
か
ら
の
借
入
二

一

人
万
円
の
信
託
に
よ
る
肩
代
わ
り
∩
五
口
　
住
友
倉
庫
の
株
式
会
社
へ
の
移
行
」
参
昭
一）
と
大
阪
北
港

の
大
阪
市
か
ら
の
住
宅
建
設
資
金
借
入
八

四
万
円
↑
」
の
他
に
も
坂
炭
積
の
所
在
地
札
幌
に
ま
だ
住
友
銀
行
の
支
店
が
開
設
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
他
行
取
引
や
鉱
山

・
林
業
所
等
事
業
所

が
僻
地
で
郵
便
局
し
か
な
い
た
め
の
振
替
貯
金
等
も
あ
る
が
微
々
た
る
も
の
）
を
除
け
ば
、
住
友
銀
行
と
の
取
引
は
ほ
ぼ
均
衡
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

五
　
店
部

・
連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社

本
章
で
は
、
原
則
と
し
て
こ
の
期
間
に
お
け
る
合
資
会
社
店
部
の
主
た
る
異
動
並
び
に
連
系
会
社
の
指
定
を
受
け
た
会
社
及
び
住
友
本
社

直
轄
の
関
係
会
社
と
し
て
後
に
特
定
関
係
会
社
と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
会
社
と
住
友
合
資
会
社
（さ
ら
に
は
株
式
会
社
住
友
本
社
）
と
の
関

係
を
取
り
扱
う
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

四
〇

一
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社

（上
）

四
〇
二

０
　
日
米
板
硝
子
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継

同
社
自
身
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
板
硝
子
株
式
会
社
五
十
年
史
』

に
詳
し
い
の
で
、
詳
細
は
同
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。
従

っ
て
本

稿
で
は
専
ら
住
友
合
資
及
び
住
友
本
社
の
立
場
か
ら
、
同
社
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

同
社

の
創
業
者
杉
田
典
三
郎
が
、
大
正
六
年
貧

九

一
七
）米
国
リ
ビ
ー
社
の
開
発
し
た
コ
ル
バ
ー
ン
式
板
ガ
ラ
ス
製
造
法

の
技
術
導
入
を

図
り
、
知
人
の
住
友
銀
行
支
配
人
植
野
繁
太
郎
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
十
月
に
政
府
特
派
財
政
経
済
委
員
と
し
て
渡
米
し
た
住
友
総
本
店
支

配
人
山
下
芳
太
郎
を
紹
介
さ
れ
た
。
杉
田
は
山
下
の
リ
ビ
ー
社
工
場
視
察
を
仰
ぎ
、
翌
七
年
三
月
山
下
の
帰
国
と
と
も
に
、
住
友
総
本
店
は

輸
入
板
ガ
ラ
ス
に
対
抗
す
る
事
業
育
成
に
意
義
を
認
め
、
杉
田
に
対
す
る
援
助
が
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
総
本
店
と
し
て
は
、
独
力
で
会
社

を
設
立
す
る
自
信
は
な
か
っ
た
の
で
、
コ
ル
バ
ー
ン
式
製
造
法
に
関
心
を
示
し
た
三
菱
系

の
旭
硝
子
を
は
じ
め
、
杉
田
を
支
援
す
る
大
日
本

麦
酒
や
日
本
硝
子
等

の
出
資
を
求
め
た
。

同
社
は
大
正
七
年
十

一
月
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
時

「住
友
総
本
店
（下
ど

の

「
三
　
住
友
総
本
店
の
投
資
活
動
」

で
述

べ
た
通
り
、
総
本

店

の
出
資
は
九
〇
〇
〇
株
貧

五
％
）
で
、
取
締
役
山
下
芳
太
郎
（総
本
店
理
事
二

〇
〇
〇
株
と
監
査
役
吉
田
真

一
（銀
行
常
務
）
五
〇
〇
株
は
い

ず
れ
も
名
義
株
で
あ

っ
た
。
ヨ

Ｈ
　
鈴
木
総
理
事
の
晩
年
」

で
述
べ
た
通
り
、
杉
田
は
常
務
に
と
ど
ま
り
、
社
長
を
空
席
と
し
て
い
た
の

（
３６
）

は
、
住
友
忠
輝
を
迎
え
た
い
た
め
で
あ

っ
た
と
い
う
。
住
友
忠
輝
は
丁
度
こ
の
頃
大
正
六
年
三
月
か
ら
渡
米
し
て
お
り
、
大
正
七
年
夏
に
は

（
３７
）

杉
田
の
案
内
で
リ
ビ
ー
社
工
場
を
視
察
し
て
い
る
。
忠
輝
は
同
社
が
設
立
さ
れ
た
十

一
月
に
帰
国
し
て
お
り
、
翌
大
正
八
年
二
月
、
総
本
店

は
杉
田
か
ら
さ
ら
に
一
〇
〇
〇
株
を
買
い
入
れ
、
こ
れ
を
忠
輝
名
義
と
し
て
い
る
。
忠
輝
は
こ
の
八
年
十

一
月
に
や
は
り
米
国
か
ら
技
術
導

入
し
た
ホ
ロ
ー
タ
イ
ル
（中
空
陶
製
ブ
ロ
ッ
ク
煉
瓦
）
を
製
造
す
る
日
本
ホ
ロ
タ
イ
ル
を
設
立
し
て
い
る
の
で
、　
日
米
板
硝
子
社
長
就
任
の
可
能

性
も
な
く
は
な
か
っ
た
が
、
日
本
ホ
ロ
タ
イ
ル
の
場
合
資
本
金
は
日
米
板
硝
子
の
六
分
の
一
の
五
〇
万
円
に
す
ぎ
ず
、
両
社
の
事
業
規
模
の



差
は
歴
然
と
し
て
い
た
。
総
本
店
と
し
て
は
、
日
米
板
硝
子
の
前
途
に
つ
い
て
確
固
と
し
た
見
通
し
を
も

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
杉
田
の

要
請
に
は
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

果
た
し
て
実
際
に
福
岡
県
遠
賀
郡
島
郷
村
二
島
（現
北
九
州
市
若
松
区
）
に
建
設
さ
れ
た
工
場
が
稼
働
す
る
と
、
工
場
立
地
、
技
術
、
資
金
等

の
面
で
問
題
が
続
出
し
、
早
く
も
大
正
十
年
秋
に
は
経
営
困
難
に
陥

っ
た
。
住
友
合
資
と
し
て
は
、
板
ガ
ラ
ス
の
専
門
家
で
あ
る
旭
硝
子
に

同
社
の
経
営
を

一
任
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
親
会
社
の
三
菱
合
資
に
拒
絶
さ
れ
た
。
十

一
年
四
月
住
友
側
の
責
任
者
山
下
芳
太
郎
も
伸

銅
所
や
製
鋼
所
の
争
議
の
責
任
を
と
つ
て
合
資
会
社
理
事
を
退
任
し
た
た
め
、
自
動
的
に
日
米
板
硝
子
の
取
締
役
も
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
、

後
任
に
担
当
の
経
理
部
第
三
課
長
大
屋
敦
（経
歴
前
掲
）
を
送
り
、
六
月
に
は
重
ね
て
三
菱
側
に
経
営
引
き
受
け
を
求
め
た
が
、
三
菱
銀
行
も

旭
硝
子
も
こ
れ
に
応
じ
よ
う
と
は
し
な
か
つ
た
。

こ
こ
に
至

っ
て
八
月
、
住
友
合
資
は
同
社
の
経
営
を
引
き
継
が
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
常
務
理
事
小
倉
正
恒
は
、
こ
の
間
の
経
緯
を
十

月
十
二
日
付
の
次

の
よ
う
な
社
内
通
知
で
明
ら
か
に
し
た
。

一　

日
米
板
硝
子
株
式
会
社
経
営
ノ
件

日
米
板
硝
子
株
式
会
社

ハ
、
米
国
オ
ハ
イ
オ
州
リ
ビ
ー
オ
ー
エ
ン
ス
シ
ー
ト
グ
ラ
ス
コ
ン
パ
ニ
ー
　
ヨ
リ
特
許
権

ヲ
譲
り
受
ケ
、
主
ト

シ
テ
建
築
用
板
硝
子
ヲ
製
造
ス
ル
ロ
的
ヲ
以
テ
、
大
正
八
年
十

一
月
創
立
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
総
資
本
金
参
百
万
円
、
主
ナ
ル

株
主

ハ
、
リ
ビ
ー
オ
ー
エ
ン
ス
会
社
（壱
百
万
円
特
許
権
評
価
）
、
当
家
（五
十
万
円
）
、
三
菱
系
旭
硝
子
株
式
会
社
（五
十
万
円
）
、
嶋
定

次
郎
氏
、
杉
田
興
三
郎
氏
等

二
有
之
。
創
立
以
来
最
近
迄
杉
田
典
三
郎
氏
常
務
取
締
役
ト
シ
テ
専
ラ
会
社
業
務
ヲ
軟
掌
致
居
候
。
然
処

同
社

ハ
設
立
目
論
見

二
於
テ
已

二
多
少
ノ
違
算
有
之
候
処

へ
、
折
柄
ノ
不
況
時
代

二
際
会
シ
事
業
成
績
兎
角
面
白
カ
ラ
ズ
、
毎
期
欠
損

ヲ
重
ネ
、
遂

二
前
期

二
於
テ
ハ
壱
百
万
円

二
近
キ
繰
越
損
金
ヲ
計
上
ス
ル
始
末
卜
相
成
候
。
加
之
固
定
資
本
予
想
外
ノ
多
額

二
上
り
、

工
場
建
設
未
ダ
半

ニ
シ
テ
払
込
資
本
ノ
全
部
ヲ
消
費
シ
尽
セ
ル
為
、
爾
後
必
要
ノ
都
度
銀
行
ヨ
リ
資
金
ノ
融
通
ヲ
仰
ギ
候
ヒ
シ
ガ
、
其
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額
積
リ
テ
参
百
万
円
ヲ
超
過
ス
ル
ニ
至
り
、
此
上
ノ
融
通
不
可
能
卜
相
成
候

二
、
硝
子
市
況

ハ
依
然
ト
シ
テ
恢
復
ノ
兆
ナ
ク
、
毎
月
多

少
共
支
出
ノ
超
過
ヲ
見
、
此
儘

二
放
置
セ
バ
会
社

ハ
自
然
破
産
ノ
運
命
ヲ
免
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
事
情
卜
相
成
候
。
然
レ
共
、
同
社
事
業
ガ

技
術
的

二
優
秀
ナ
ル
コ
ト
ハ
、
リ
ビ
ー
会
社
ノ
例

二
見
ル
モ
明
白
ナ
ル
事
実

二
有
之
候
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
従
来
ノ
会
社
経
営

二
関
シ
テ
モ

満
足
難
致
点
モ
有
之
候
ヒ
シ
事
故
、
此
儘

ニ
テ
事
業
ヲ
中
止
ス
ル
ハ
、
大

二
遺
憾

二
被
存
候

二
付
、
三
菱
、
リ
ビ
ー
会
社
等
主
ナ
ル
株

主
卜
熟
議
ヲ
遂
ゲ
候
上
、
今
後
ノ
事
業
資
金

ハ
姦
両
三
年
間
適
宜
当
合
資
会
社
ヨ
リ
之
ヲ
融
通
シ
、
且
ツ
事
務
ノ
刷
新

ヲ
計
ル
為
メ
、

直
接
事
業
経
営
ノ
衝

二
当
ル
者

ハ
、
之
ヲ
当
方
ヨ
リ
推
薦
シ
、
以
テ
本
事
業
継
続
ノ
可
否
如
何
ヲ
徹
底
的

二
研
究
ス
ル
コ
ト
ト
決
定
致

候
。
其
結
果
去
ル
八
月
末
ノ
同
社
臨
時
株
主
総
会

二
於
テ
杉
田
氏

ハ
常
務
取
締
役
ノ
職
ヲ
退
キ
、
代
リ
テ
当
方
ノ
推
薦

二
因
り
前
住
友

銀
行
外
国
課
主
任
大
隅
行

一
氏
（註
、
経
歴
前
掲
）新

二
常
務
取
締
役

二
選
任
セ
ラ
レ
、
尚
又
前
当
合
資
会
社
臨
時
電
気
課
員
大
石
公
平

氏
（註
、　
Ｍ
４５
東
大
工

・
電
、
東
京
市
電
気
局

・
富
士
製
紙
、
宮
崎
県
耳
川
の
水
力
電
気
開
発
の
た
め
大
屋
の
要
請
で
Ｔ
９
住
友
入
社
）同
社
三
島
工

場
長

二
就
任
ス
ル
コ
ト
ト
相
成
候
。

右
ノ
次
第

ニ
テ
、
当
方
卜
日
米
板
硝
子
株
式
会
社
ト
ノ
関
係

ハ
、
従
来
ヨ
リ
ハ
一
層
其
緊
密
ノ
程
度
ヲ
加

へ
候

へ
共
、
固
ヨ
リ
当
方

ハ

同
社
大
多
数
ノ
株
式
ヲ
有
ス
ル
株
主

ニ
モ
ア
ラ
ズ
、
今
回
ノ
挙

ハ
決
シ
テ
同
社
今
後
ノ
事
業
ヲ
当
方
全
責
任
ヲ
以
テ
引
キ
受
ケ
ン
ト
ス

ル
モ
ノ
ニ
テ
ハ
無
之
、
只
此
ノ
儘
扶
手
事
業
ヲ
頓
挫
セ
シ
ム
ル
事

ヲ
遺
憾
ト
シ
、
事
業
本
体
ノ
価
値
ヲ
研
究
ス
ル
為
メ
、
必
要
ナ
ル
資

金
ヲ
融
通
シ
、
又
適
当
ナ
リ
ト
信
ズ
ル
直
接
事
業
経
営
者
ヲ
推
薦
致
シ
タ
ル
ノ
ミ
ニ
有
之
候
間
、
此
辺
誤
解
無
之
様
願
上
候
。

右
当
方
卜
日
米
板
硝
子
会
社
ト
ノ
関
係
顛
末

二
付
、
御
参
考
迄
概
略
及
御
報
告
候
也
。

大
隅
、
大
石
の
他
に
鴻
之
舞
鉱
山
経
理
係
中
村
文
夫
（Ｔ
５
神
戸
高
商
、
後
に
日
本
板
硝
子
社
長
）
が
出
向
し
、
庶
務
課
長
兼
経
理
課
長
と
な

っ
た
。
出
向

の
際
、
中
村
は
小
倉
常
務
理
事
か
ら

「住
友
は
、
い
ろ
ん
な
事
業
に
イ
ン
ベ
ス
ト
（投
資
）
し
て
資
本
家
に
な

っ
て
い
る
が
、
経

営
者
を
外
に
出
す
と
い
う
こ
と
は
、
い
ま
ま
で
や
っ
た
こ
と
が
な
い
の
だ
。
だ
か
ら
君
が
そ
の
試
金
石
だ
ぞ
。
も
し
成
功
す
れ
ば
、
こ
れ
か



ら
先
、
住
友
が
イ
ン
ベ
ス
ト
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
人
を
ど
ん
ど
ん
送
り
出
す
。
も
し
失
敗
し
た
ら
君
が
最
初
で
最
後

に
な
る
。
そ
の

つ
も
り
で
や
っ
て
く
れ
」
と
い
わ
れ
た
。
内
情
を
知
ら
な
い
中
村
が

「旭
を
お
さ
え
て
日
米
を
日
本

一
の
板
硝
子
会
社
に
し
て
み
せ
ま
す
」

と
い
う
と
、
小
倉
は

「
そ
の
元
気
だ
！
だ
が
ナ

・
・
、
心
意
気
は
ほ
め
る
が
そ
の
了
見
は
い
か
ん
。
先
輩
を
や
っ
つ
け
よ
う
な
ん
て
考
え
て

は
い
か
ん
。
そ
う
い
う
考
え
で
事

に
当
た
る
よ
う
で
は
、
足
が
地
を
離
れ
て
、
蟷
螂

の
斧

に
終
わ
る
に
決
ま
つ
て
い
る
。
先
輩

に
追
い
つ
く

こ
と
は
さ
し
つ
か
え
な
い
。

旭
に
追
い
つ
い
て
雁
行
す
る
よ
う
に
な
れ
」

と
さ
と
さ
れ
た
と
い
う
。　
こ
の
結
果
中
村
は

「
そ
れ
で
は
三
菱

（
３８
）

（旭
硝
子
）
と
住
友
（日
米
板
硝
子
）
で
板
ガ
ラ
ス
業
界
を
天
下
両
分
い
た
し
ま
す
」
と
い
い
か
え
た
。

住
友
か
ら
の
出
向
者
の
努
力
の
成
果
が
上
が
り
、
同
社
は
大
正
十
二
年
上
期
か
ら
黒
字
に
転
ず
る
が
、
そ
の
矢
先
五
月
、
経
営
責
任
者
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
大
隅
が
突
然
退
任
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
住
友
合
資
が
経
営
を
引
き
継
い
だ
と
は
い
え
、

持
株
比
率
は
変
わ
ら
ず
、
大
隅
も

一
線
を
画
す
る
方
針
で
住
友
を
退
職
さ
せ
ら
れ
た
上
で
派
遣
さ
れ
て
お
り
（大
石
、
中
村
は
休
職
）
、
苦
労
は

大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
上
、
大
隅
自
身
も
英
語
に
堪
能
だ
と
い
う
理
由
で
、
合
弁
会
社
に
派
遣
さ
れ
た
も
の
の
製
造
業
の
経
験
も
な
く
、

後
に
神
戸
岡
崎
銀
行
の
専
務
取
締
役
に
就
任
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
銀
行
業
務

へ
の
復
帰
を
希
望
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

大
隅
の
後
任
に
は
若
松
炭
業
所
支
配
人
森
源
之
助
（Ｍ
３５
東
大
法
）
が
大
隅
同
様
住
友
を
退
職
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
同
社

の
業
績
は
、
こ
の

年

の
九
月
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
で
在
庫
が

一
掃
さ
れ
、　
一
挙
に
好
転
し
た
。
し
か
し
森
も
昭
和
二
年
２

九
二
七
Ｙ
一月
に
退
任
し
た
。

森
の
退
任

の
理
由
も
明
確
で
は
な
い
が
、
退
任

の
直
後

の
同
年
七
月
後

に
日
本
板
硝
子
の
関
係
会
社
と
な
る
イ
ソ
ラ
イ
ト
エ
業
を
発
起
（甥

（
３９
）

の
吉
岡
藤
作
京
大
教
授
に
奨
め
ら
れ
石
川
県
能
登
半
島
で
豊
富
に
産
出
す
る
珪
藻
土
を
利
用
し
た
断
熱
材
の
企
業
化
を
図
っ
た
）
し
て
い
る
の
で
、
森
も

大
隅
同
様
住
友
を
退
職
し
て
い
る
以
上
、
合
資
会
社
は
森
を
慰
留
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

森
の
後
任
の
常
務
は
、
先
に
大
隅
と
と
も
に
出
向
し
た
大
石
二
島
工
場
長
で
あ

っ
た
。
合
資
会
社
は
大
石
に
つ
い
て
は
休
職
の
ま
ま
で
、

退
職
さ
せ
な
か
つ
た
。
そ
の
上
翌
昭
和
三
年
二
月
の
増
資
（資
本
金
三
〇
〇
万
円
を
四
〇
〇
万
円
へ
）
で
合
資
会
社

の
持
株
は
、
二
万
二
九
六
三
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（
４０
）

株
（二
九
％
、
住
友
銀
行
が
保
有
す
る
四
二
〇
〇
株
を
併
せ
る
と
三
四
％
）
と
な
り
、
筆
頭
株
主
に
も
な

っ
た
。

昭
和
三
年
七
月
、
合
資
会
社
社
則
が
制
定
配
布
さ
れ
る
と
、
同
時
に
大
正
十
年
五
月
制
定
さ
れ
た

「連
系
会
社
及
其
ノ
他
会
社
ノ
役
員

ニ

関
ス
ル
内
規
」
が
改
め
て
印
刷
配
布
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
日
米
板
硝
子
大
石
常
務
と
大
屋
取
締
役
（当
時
合
資
経
理
部
長
）
が
こ
の
内
規
の
配

布
を
受
け
て
い
る
の
で
、
同
社
の
連
系
会
社
に
準
じ
た
取
扱

い
は
こ
の
時
に
始
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

翌
四
年
下
期
か
ら
は
復
配
（年
七
％
）
し
、
五
年
十
月
に
は
中
之
島
江
商
ビ
ル
か
ら
第
二
期
工
事

の
完
成
し
た
住
友
ビ
ル
（現
住
友
銀
行
本
店

ビ
ル
）
五
階
に
移
転
し
た
。　
六
年

一
月
、　
折
柄
の
国
産
品
愛
用
運
動
に
対
し
社
名
が
輸
入
品
と
紛
ら
わ
し
い
と
い
う
理
由
で
、　
日
本
板
硝
子

株
式
会
社
と
改
称
、
九
月
好
業
績
を
背
景
に
、
大
石
は
新
工
場
建
設
の
た
め
欧
米
視
察

の
途
に
上

っ
た
。

新
工
場
を
二
重
県
四
日
市
市
に
建
設
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
と
、
そ
の
建
設
資
金
を
賄
う
た
め
、
昭
和
九
年
十
月
資
本
金

一
〇
〇
〇
万

円
（払
込
資
本
金
五
五
〇
万
円
）
へ
増
資
が
行
わ
れ
た
。
合
資
会
社
の
持
株
は
、　
七
万
三
三
四
二
株
會
一七
％
）
と
な

っ
た
。

銀
行

の
他
に
信
託
、

生
命
も
株
主
と
な

っ
た
の
で
、
連
系
会
社
並
に
会
長
制
を
採
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
小
倉
総
理
事
が
会
長
に
就
任
し
た
。

し
か
し
昭
和
十
三
年

一
月
大
石
常
務
は
、
突
然
辞
任
し
た
。
大
石
の
辞
任
の
理
由
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
大
屋
父
口資
経
理
部
長
か
ら
化

学
専
務
へ
転
出
し
た
た
め
、
昭
和
九
年

一
月
板
硝
子
で
は
取
締
役
か
ら
監
査
役
と
な
っ
て
い
た
）
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
そ
の
前
年
十
二
年
九
月
三
十
日

に

「
日
本
板
硝
子
後
任

二
続
君
（航
、
Ｍ
４４
東
京
高
商
、
住
友
化
学
取
締
役
業
務
部
長
、
十
三
年
二
月
常
務
）
ヲ
推
薦
ス
ル
コ
ト
ラ
断
念
、
予
定
通
り

稲
井
君
（勲
造
、
Ｔ
３
東
京
高
商
専
攻
部
、
東
京
販
売
店
支
配
人
）
ト
ス
ル
」

と
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
先
立

つ
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
板
硝
子
の

重
役
会
の
前
後
に
大
石
か
ら
辞
意
表
明
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
屋
が
続
を
後
任
に
考
え
た
の
は
、
続
が
昭
和
七
年
か
ら
十
年
ま
で
や

は
り
日
本
電
気

へ
出
向
し
て
い
た
（同
社
取
締
役
営
業
部
長
）経
験
を
評
価
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
続
は
翌
十
三
年
二
月
停
年
の
常
務
羽
室

廣

一
に
代
わ
っ
て
化
学
常
務
と
な
る
こ
と
が
既
定
の
事
実
と
な

っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
人
事
は
実
現
し
な
か
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
十
月

の
重
役
会
で
は
大
石
の
退
職
慰
労
金
の
話
に
ま
で
発
展
し
、
日
記
に
よ
れ
ば
十

一
月
二
日
大
屋
は
大
石
か
ら

「辞
意
表
明

二
付
キ
、
同
君
ノ



心
境
ヲ
聴
ク
。
本
社
の
遣
方

ニ
モ
多
少
批
評
ノ
余
地
ア
ル
如
シ
」
と
あ
り
、
大
屋
が
本
社
経
理
部
長
か
ら
化
学
専
務
に
転
出
し
た
後
大
石
と

本
社
の
間
に
問
題
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
懸
案

の
四
日
市
工
場
は
昭
和
十

一
年
十
二
月
か
ら
稼
働
し
た

が
、
同
社
の
増
産
の
他
に
、
旭
硝
子
も
増
産
に
踏
み
切
り
、
徳
永
硝
子
等
新
興
会
社
の
続
出
に
よ
つ
て
生
産
過
剰
と
な

つ
た
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
昭
和
十
二
年
七
月
に
日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
と
需
要
が
激
減
し
、
大
石
の
退
任
後

の
こ
と
に
な

る
が

「折
角
二
炉
体
制
を
整
え
な
が
ら
、
当
時
の
需
給
事
情
か
ら
生
産
過
剰
を
招
く
こ
と
が
心
配
さ
れ
た
の
で
、　
一
炉
操
業
に
戻
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
つ
た
」
。

不
可
抗
力
と
は
い
え
こ
の
よ
う
な
設
備
投
資

の
見
通
し
の
甘
さ
に
つ
い
て
、

住
友
本
社
経
理
部
と
大
石
常
務
の
間
に

何
ら
か
の
や
り
と
り
が
あ

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

後
任
の
稲
井
は
、
入
社
以
来
製
鋼
所
勤
務
が
長
く
、
板
ガ
ラ
ス
と
製
鋼
品
で
は
商
品
の
違
い
は
あ
る
が
、
製
造
業
に
は
通
じ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
昭
和
十
三
年

一
月
、
大
石
が
退
任
し
稲
井
が
常
務
に
就
任
す
る
と
同
時
に
、
連
系
会
社
と
そ
れ
以
外
の
会
社
の
役
員
を
同

一

の
基
準
で
律
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
前
記

「連
系
会
社
及
其
ノ
他
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

「連
系
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」
と

「
関
係
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」

の
二
つ
に
分
離
さ
れ
た
↑
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
第
三
部
第
二

章

「株
式
会
社
住
友
本
社
（上
）

昭
和
十
二
年
―
十
五
年
」
参
昭
じ
。
稲
井
は
常
務
に
就
任
す
る
と
前
記
中
村
文
夫
（昭
和
八
年

一
月
取
締
役
就
任
）
と

と
も
に
、
こ
の

「
関
係
会
社
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」
の
配
布
を
受
け
て
い
る
。

す
な
わ
ち
住
友
で
は
連
系
会
社
以
外
の
住
友
系
の
企
業
に
つ
い
て
は
、
関
係
会
社
と
称
し
て
い
る
が
、
連
系
会
社
同
様
特
に
定
義
は
な
い
。

今
参
考
ま
で
に
昭
和
二
十

一
年

一
月
二
十
九
日
住
友
本
社
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
し
た

「連
系
会
社
及
特
定
関
係
会
社
ノ
定
義

二
付
テ
」
の
中
で
、

関
係
会
社
に
つ
い
て
示
せ
ば
、
左

の
通
り
で
あ
る
（連
系
会
社
に
つ
い
て
は

「住
友
合
資
会
社
の
設
立
」
註
（１９
）参
昭
じ
。

２

）
住
友
関
係
ノ
持
株
率
相
当
大
ナ
ル
モ
ノ
カ
２

定
ノ
標
準
率
ヲ
定
メ
居
ラ
ズ
）
又

ハ

０
し
住
友
関
係
ョ
リ
役
員
ヲ
出
セ
ル
モ
ノ
カ
又
ハ
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公
こ
住
友
関
係
ノ
持
株
数
ガ
他
ノ
株
主
ノ
夫

二
比
シ
最
大
ノ
モ
ノ
若

ハ
特
殊
関
係
ア
ル
モ
ノ

ノ
何
レ
カ
ノ

一
ツ
ニ
該
当
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
事
実
上
ノ
支
配
関
係
ア
ル
モ
ノ
ヲ
関
係
会
社
卜
言
フ
。

而
シ
テ
関
係
会
社
ノ
中

ニ
ハ
本
社
ノ
関
係
会
社
卜
連
系
会
社
ノ
関
係
会
社
ト
ア
リ
、
特
定
関
係
会
社
ト
ハ
俗
称

ニ
シ
テ
、
通
常
本
社
ノ

関
係
会
社
中
事
業
上
ノ
支
配
権
ガ
濃
厚
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
言
フ
モ
、
従
来
確
タ
ル
定
義

ハ
無
ク
、
人

ニ
ヨ
リ
、
時
期

ニ
ヨ
リ
、　
一
定
セ
ザ
ル

モ
ノ
ナ
リ
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
板
硝
子
は
昭
和
三
年
、
住
友
合
資
会
社
が
筆
頭
株
主
と
な

っ
て
以
来
、
特
定
関
係
会
社

の
地
位

に
あ

つ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
が
こ
の
昭
和
十
三
年

一
月
に
明
確
に
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
稲
井
の
常

務
就
任

の
翌

一
月
十
八
日
、
総
理
事
小
倉
正
恒
は
日
本
板
硝
子
幹
部
を
集
め
次
の
よ
う
に
訓
示
し
た
。

本
日
ハ
此
度
ノ
日
本
板
硝
子
会
社
ノ
常
務
更
迭
ヲ
機
ト
シ
マ
シ
テ
、
親
シ
ク
幹
部
ノ
皆
様

二
御
ロ

ニ
カ

ヽ
り
、
色
々
御
話
ヲ
申
上
ゲ
タ

イ
ト
考

ヘ
マ
シ
テ
御
招
キ
シ
マ
シ
タ
処
、
皆
様
御
揃
ヒ
御
出
席
下
サ
イ
マ
シ
テ
、
私
ト
シ
テ
モ
誠

二
欣
快
ト
ス
ル
ト
コ
ロ
デ
ア
リ
マ
ス
。

（中
略
）次
に
今
回
常
務
取
締
役
ノ
更
迭

二
依
リ
マ
シ
テ
稲
井
氏
ガ
常
務

二
就
任
セ
ラ
レ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
之

ハ
稲
井
氏
ガ
個
人
ノ

資
格
デ
常
務

ニ
ナ
ラ
レ
タ
訳
デ
ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
同
氏

ハ
云
フ
迄
モ
ナ
ク
、
全
住
友
ノ
信
頼
ノ
下
二
選
任
セ
ラ
レ
、
住
友
ノ
代

表
者
ト
シ
テ
其
経
営
ノ
衝

二
当
ラ
レ
ル
コ
ト
ニ
ナ
ッ
タ
訳
デ
ア
リ
マ
ス
。
従

ッ
テ
常
務
ガ
変
リ
マ
シ
テ
モ
同
社
ガ
依
然
ト
シ
テ
住
友
ノ

経
営
デ
ア
ル
コ
ト
ニ
変
リ
ナ
ク
、
又
其
経
営
方
針
ガ
今
後

二
於
テ
モ
、
従
来
卜
何
等
変
リ
ノ
ナ
イ
事

ハ
、
更
メ
テ
申
ス
迄
モ
ナ
イ
ノ
デ

ア
リ
マ
ス
。
此
関
係

二
就
キ
マ
シ
テ
ハ
従
来
柳
力
明
瞭
ヲ
欠
ク
点
モ
ナ
イ
デ
ハ
ナ
カ
ッ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
此
ノ
機
会

二
充
分
皆
様

二
御
了
解
ヲ
願
ヒ
タ
イ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
寧

口
私

ハ
今
後

二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
、　
一
層
住
友
卜
同
社
ト
ノ
関
係
ヲ
密
接

ニ
シ
テ
行

キ
度
イ
ト
考

ヘ
テ
ヰ
ル
位
デ
ア
リ
マ
ス
。
勿
論
此
ノ
点

二
就
テ
モ
住
友
ト
シ
テ
ハ
皆
様
ノ
経
験
ヤ
立
場
ヲ
充
分

二
尊
重
シ
、
成
ル
ベ
ク

皆
様
ノ
内
カ
ラ
人
材
ヲ
抜
櫂
ス
ル
ハ
勿
論
、
人
事
問
題
等

ニ
ツ
キ
無
用
ノ
不
安

ヲ
与

ヘ
ヌ
様
努
ム
ル
方
針
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
之

ハ
今
回



皆
様
ノ
内
カ
ラ
宇
田
、
占
部
（註
、
宇
田
頴
、
占
部
保
、　
い
ず
れ
も
後
に
日
本
板
硝
子
常
務
）
ノ
御
両
人
ガ
取
締
役

ニ
ナ
ラ
レ
タ
事
実

二
依

ッ

テ
モ
充
分
御
諒
解
下
サ
ル
コ
ト
ト
考

ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
就
テ
ハ
皆
様
方
モ
単

二
同
社
ノ
職
員
卜
云
フ
丈
ケ
ノ
考

ヘ
デ
ハ
ナ
ク
、
同

時

二
住
友
ノ

一
員
卜
云
フ
心
算
デ
新
常
務
ヲ
御
輔
ケ
下
サ
ッ
テ
此
ノ
上
共

一
層
同
社
ノ
発
展

二
御
尽
力
願
ヒ
度
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

稲
井
は
昭
和
十
七
年
五
月
病
没
す
る
が
、
こ
の
間
同
社
に
と
つ
て
の
大
き
な
出
来
事
は
徳
永
板
硝
子
（資
本
金
三
二
五
万
円
）
と
の
合
併
で
あ

っ
た
。
合
併

の
話
は
徳
永

の
常
務
取
締
役
徳
永
善
四
郎
と
親
交
の
あ

つ
た
住
友
本
社
経
理
部
長
小
畑
忠
良
（経
歴
前
掲
）
の
間
で
進
め
ら
れ
、

小
畑

の
退
職
後
は
部
下
の
商
工
課
長
神
田
勇
吉
（Ｔ
ｌｏ
東
大
法
）
が
引
き
継
い
だ
。
昭
和
十
五
年
十

一
月
、
合
併
契
約
書

の
調
印
が
行
わ
れ
、

合
併
後
の
資
本
金
は

一
三
二
五
万
円
と
な

っ
た
。
両
者
の
資
産
内
容
か
ら
み
て
、
合
併
比
率
は
日
本
二
株
に
対
し
徳
永
三
株
が
妥
当
と
思
わ

れ
た
が
、
小
倉
総
理
事
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、　
一
対

一
の
合
併
と
な

っ
た
。

合
併
が
当
社
（註
、
日
本
板
硝
子
）
に
と
つ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
な
ら
、　
一
対

一
で
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。
も
し
そ
れ
で
悪

い
と
い

う
な
ら
合
併
は
や
め
よ
。
住
友
と
し
て
は
力
で
の
合
併
は
考
え
て
い
な
い
。
相
手
が
子
々
孫
々
ま
で
忘
れ
な
い
よ
う
な
温
情
的
な
条
件

で
合
併
せ
よ
。

徳
永
の
合
併
に
よ
つ
て
新
た
に
尼
崎
に
工
場
を
得
た
こ
と
は
、
日
本
板
硝
子
に
と
つ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
は
ず
で
あ

つ
た
が
、
統

制
経
済
の
進
展
と
と
も
に
、
ソ
ー
ダ
灰

・
石
炭
等
原
燃
料
不
足
の
た
め
早
く
も
昭
和
十
六
年
末
に
尼
崎
工
場
は
操
業
休
上
に
追
い
込
ま
れ
、

昭
和
十
九
年
十

一
月
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
住
友
化
工
材
工
業
（株
）
へ
売
却
さ
れ
て
し
ま
つ
た
（戦
後
再
び
徳
永
板
硝
子
の
親
会
社
徳
永
硝
子
が

山貝
い
一戻
し
た
）
。

昭
和
十
七
年
五
月
、
稲
井
の
死
去
に
よ
り
六
月
中
村
文
夫
が
後
任
の
常
務
に
就
任
し
、

つ
い
で
翌
十
八
年
十

一
月
軍
需
省
が
設
置
さ
れ
、

十
二
月
軍
需
会
社
法
が
実
施
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
同
社
は
社
長
制
を
採
用
し
、
中
村
が
社
長
と
な

つ
た
。
軍
需
会
社
法
で
は
軍
需
会
社

の

生
産
責
任
者
は
社
長
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
平
和
産
業
で
あ
る
同
社
が
軍
需
会
社
に
指
定
さ
れ

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
九



第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
〇

た
の
は
、
十
九
年
四
月
の
第
二
次
指
定
で
あ

っ
た
。

昭
和
十
八
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
戦
力
増
強
産
業
整
備
要
綱
は
、
軍
需
関
連
度
の
低
い
企
業
を
徹
底
的
に
整
理
し
、
そ
の
資
材

・
労
働
力

を
軍
需
産
業
に
動
員
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
翌
七
月
、
住
友
本
社
経
理
部
商
工
課
は
、
板
硝
子
業
界
の
現
状
並
び
に
将
来
の
趨
勢

と
同
社
の
地
位
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
報
告
し
た
。

板
硝
子
業
界

ハ
、
旭
硝
子
と
当
社
ト
ノ
独
占
ス
ル
処
ナ
ル
モ
、
旭
硝
子
モ
当
社
同
様
原
材
料
ノ
入
手
難
ノ
為
操
短
続
行
ノ
状
態

ニ
シ
テ
、

将
来
モ
楽
観
ヲ
許
サ
ヾ
ル
状
況
ナ
リ
。
コ
ノ
難
局
ヲ
切
抜
ケ
ル
為
、
業
界

ハ
軍
需
品
生
産

二
懸
命
ノ
努
カ
ヲ
払
フ
モ
ノ
ト
思
料
サ
ル
。

又
企
業
整
備
ノ
観
点
ヨ
リ
ス
レ
バ
、
両
社
ノ
合
併
問
題
モ
起
ル
可
能
性
ア
リ
。

こ
の
要
綱
に
基
づ
き
十
月
、
商
工
省
は
板
硝
子
製
造
企
業
整
備
要
綱
を
発
表
し
、
そ
の
後
同
社
は
商
工
課
の
危
惧
し
た
通
り
商
工
省
か
ら

合
併
を
示
唆
さ
れ
、
二
十
年

に
は
軍
需
省
か
ら
も
合
併
を
強
要
さ
れ
た
（中
村
は
明
言
し
て
い
な
い
が
、
大
屋
に
よ
れ
ば
合
併
の
相
手
は
旭
硝
子
で

（
４３
）

あ
つ
た
と
い
う
）。

合
併
話
は
、
中
村
が
断
固
拒
否
し
て
事
な
き
を
得
た
が
、
昭
和
十
九
年
に
は
住
友
本
社
内
部
自
体
で
も
、
資
材
不
足
に
対
処
す
る
た
め
、

同
社
の
合
併
が
取
り
ざ
た
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
旭
硝
子
は
、
こ
の
十
九
年
四
月
日
本
化
成
工
業
と
合
併
し
て
、
三
菱
化
成
工
業
と
な

っ
て

い
た
。
し
か
し
住
友
本
社
理
事
兼
総
務
部
長
北
沢
敬
二
郎
（
か
っ
て
大
正
六
年
、
当
時
米
国
留
学
中
で
、
山
下
の
リ
ビ
ー
社
工
場
視
察
に
同
行
し
た
）

は

「
日
本
板
硝
子
は
平
和
産
業
で
あ
る
か
ら
今
は
み
じ
め
な
状
態
だ
が
、
戦
争
が
済
ん
だ
ら
必
ず
役
に
立

つ
。

つ
ぶ
し
て
は
い
か
ん
。
戦
後

（
４４
）

の
こ
と
を
考
え
て
見
守

っ
て
や
れ
」
と
こ
れ
を
お
さ
え
た
と
い
う
。

な
お
終
戦
時
の
住
友
本
社
の
同
社
持
株
は
四
万
七
〇
五
六
株
２

九
％
）
で
、
住
友
家

一
万

一
七
〇
〇
株
、
住
友
銀
行

一
万
株
、
住
友
生
命

六
〇
〇
株
、
大
阪
住
友
海
上
五
〇
〇
株
を
併
せ
て
も
持
株
比
率
は
二
八

・
五
％
と
、
徳
永
板
硝
子
合
併
に
よ
り
低
下
し
て
い
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
、
終
戦
と
と
も
に
中
村
が
第

一
に
考
え
た
こ
と
は
、
日
本
の
復
興
と
板
ガ
ラ
ス
エ
業
の
復
活
で
あ

っ
た
。
し
か
し
Ｇ
Ｈ



Ｑ
は
中
村
の
追
放
を
指
定
し
、
集
中
排
除
法
に
基
づ
く
日
本
板
硝
子
の
二
工
場
の
分
割
を
指
示
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
戦
前
か
ら
の
リ
ビ

ー
社
顧
問
弁
護
士
カ
ウ
フ
マ
ン
は
、
戦
時
中
の
リ
ビ
ー
社
の
資
産
が
住
友
信
託
に
お
い
て
完
全
に
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
、

彼
の
尽
力
で
中
村
の
追
放
指
定
が
免
除
さ
れ
、
工
場
の
分
割
も
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。　
一
方
旭
硝
子
も
ま
た
三
菱
化
成
工
業
か
ら
の
分
離

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
板
硝
子
同
様
三
工
場
の
分
割
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
中
村
は
自
社

の
分
割
だ
け
で
な
く
、
旭
硝
子
の
分
割
に
も
反

対
し
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
係
官
は
、
「
お
ま
え
の
と
こ
ろ
の
ラ
イ
バ
ル
じ
や
な
い
か
。
相
手

の
力
が
弱
く
な
れ
ば
、　
お
ま
え
の
と
こ
ろ
は
い
い
は

ず
だ
。
な
ぜ
反
対
す
る
の
だ
」
と
不
審
そ
う
な
顔
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
中
村
は
、
は
っ
き
り

「旭
が
弱
く
な
り
、
当
社
（註
、
日
本
板
硝

子
）
が
強
く
な
る
と
い
う
問
題
じ
ゃ
な
い
。

要
は
、　
日
本
の
ガ
ラ
ス
エ
業
が
国
際
的
に
弱
く
な
る
こ
と
を
憂
え
る
か
ら
な
の
だ
」

と
言
い
切

っ
た
。
最
終
的
に
旭
硝
子
も
日
本
板
硝
子
同
様
分
割
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
、
旭
硝
子
の
関
係
者
が
中
村
の
と
こ
ろ
に
礼
に
来
た
と
い
地
。

日
本
板
硝
子
は
、　
結
局
戦
前
に
お
い
て
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
つ
た
が
、　
昭
和
二
十
六
年
十
月
、　
日
新
化
学
工
業
（現
住

友
化
学
工
業
）社
長
土
井
正
治
（Ｔ
９
東
大
法
、
住
友
本
社
人
事
部
厚
生
課
長
、
化
学
取
締
役
総
務
部
長
、
常
務
）
の
提
唱
で
、
旧
連
系
会
社
十
二
社
の

社
長
が
集
ま
り
、
自
水
会
と
名
付
け
ら
れ
た
定
期
的
な
会
合
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
日
本
板
硝
子
も
、
翌
二
十
七
年
初
頭
大
阪
住
友
海
上
火

災
保
険
（現
住
友
海
上
火
災
保
険
）
と
と
も
に
加
入
が
認
め
ら
れ
た
。
土
井
に
よ
れ
ば
、　
こ
れ
は
夜
の
懇
親
会
に
招
待
さ
れ
た
元
総
理
事
古
田
俊

之
助
か
ら
特
定
関
係
会
社
の
中
、
こ
れ
ら
十
二
社
と

一
人
前
の
付
き
合
い
が
で
き
る
会
社
と
し
て
こ
の
三
社
を
加
入
さ
せ
る
よ
う
に
と
の
ア

（
４７
）

ド
バ
イ
ス
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

口
　
住
友
倉
庫
の
株
式
会
社

へ
の
移
行

大
正
十
二
年
八
月

一
日
、
住
友
合
資
会
社
倉
庫
部
は
株
式
会
社
住
友
倉
庫
と
な
り
、
同
日
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
。
同
社
の
歴
史

に
つ

い
て
は
、
既
刊
の

『住
友
倉
庫
六
十
年
史
』
の
他
に
平
成
十
二
年

『住
友
倉
庫
百
年
史
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
、
よ
り
詳
細
な
事
実
が
明
ら
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か
に
さ
れ
た
。

住
友
の
倉
庫
業
は
、
明
治
六
年
２

八
七
一じ
大
阪
富
島
に
出
店
を
設
け
た
際
、
土
蔵
を
利
用
し
て
貸
蔵
と
し
た
こ
と
に
始
ま
る
が
、
米
並

合

・
炭
並
合
な
ど
商
品
を
担
保
と
し
て
貸
付
を
行
う
商
業
金
融
が
業
と
し
て
確
立
す
る
の
は
、
明
治
十
二
年
二
月
の
本
店
職
制
の
制
定
で
、

並
合
方
と
い
う
組
織
が
設
置
さ
れ
た
時
で
あ
る
。
明
治
十
五
年
三
月
、
住
友
家
法
の
制
定
に
よ
り
、
並
合
方
は
商
務
課
の

一
係
と
な
る
が
、

倉
庫
業
が
飛
躍
的
に
発
展
す
る
の
は
、
明
治
十
八
年
十

一
月
、
大
阪
中
之
島
常
安
橋
北
詰
の
旧
柳
川
藩
蔵
屋
敷
を
借
り
入
れ
て
商
務
課
柳
川

出
張
所
を
置
き
、
住
友
本
店
が
富
島
界
隈
か
ら
中
之
島

へ
進
出
す
る
先
駆
け
と
な

っ
て
以
来

の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
十
八
年
住
友
本
店
商
務

課
の
考
課
状
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

倉
庫
借
入
之
事

本
年
後
半
季

ハ
、
市
場
非
常
ノ
不
景
気
ヲ
見
メ
シ
タ
レ
バ
、
当
課
大

二
見
ル
処
ア
リ
。
十

一
月
二
十
四
日
ヲ
以
テ
柳
川
倉
九
戸
前
、
十

二
月
十
四
日
ヲ
以
テ
出
雲
倉
五
戸
前
借
入
ノ
事

ヲ
重
任
局

二
申
立
テ
タ
リ
シ
ニ
、
幸

ニ
シ
テ
採
可
セ
ラ
ル

ヽ
所
ト
ナ
リ
、
爾
来
米
穀
ヲ

納
メ
テ
貸
付

二
着
手
セ
リ
。
蔵
入
石
数

ハ
平
均

一
万
五
千
石

ニ
シ
テ
、
尚
ホ
将
来
大

二
望
ミ
ヲ
属
ス
ベ
キ
ノ
事
実
ア
リ
。
例
之

ヘ
バ
当

課

二
一
翼
ヲ
生
シ
タ
ル
如
ク
営
業
進
捗
ノ
具
ヲ
加

ヘ
シ
ハ
、
実

二
不
幸
中
ノ
幸
卜
云
フ
ベ
キ
ナ
リ
。

さ
ら
に
明
治
二
十
二
年
十
二
月
、
借
蔵
と
し
て
い
た
こ
の
旧
柳
川
藩
蔵
屋
敷
の
土
地
二
〇
〇
〇
坪
を
建
物
共
三
万
四
五
〇
〇
円
で
、
滋
賀

（
４８
）

県
大
津
町
（現
大
津
市
）北
村
兵
右
衛
門
か
ら
購
入
し
た
。

明
治
二
十

一
年
に
は
神
戸
支
店
で
も
並
合
業
が
始
め
ら
れ
、
二
十
三
年
に
は
そ
れ
が
商
務
課
と
し
て
独
立
し
、
明
治
二
十
四
年
十

一
月
の

組
織
改
正
で
本
店
商
務
課
並
合
方
は
商
務
課
貸
付
係
と
な

っ
た
。
明
治
二
十
八
年
十
月
、
住
友
本
店
は
富
島
か
ら
上
記
中
之
島
柳
川
藩
蔵
屋

敷
跡
に
移
転
し
、
十

一
月
隣
接
し
て
住
友
銀
行
が
開
業
す
る
と
貸
付
課
の
中
に
倉
庫
係
が
置
か
れ
、
こ
れ
が
明
治
三
十
年
十

一
月
倉
庫
課
に

昇
格
し
た
。



明
治
三
十
二
年
七
月
、
銀
行
本
店
倉
庫
課
は
銀
行
部
か
ら
独
立
し
て
倉
庫
部
と
な
り
、
今
日
の
住
友
倉
庫

の
端
緒
と
な

っ
た
。
明
治
三
十

五
年
二
月
、
日
本
倉
庫
株
式
会
社
を
買
収
し
て
大
阪
市
内
道
頓
堀

・
安
治
川

・
天
満
の
倉
庫
を
得
た
。
そ
の
後
こ
れ
ら
の
大
阪
市
内
倉
庫
の

拡
充
の
他
、
大
正
八
年
末
に
は
大
阪
市
か
ら
大
阪
港
の
繋
船
桟
橋
を
建
設
す
る
工
事
を
受
託
し
て
い
た
。

他
方
大
正
五
年

に
は
東
京

に
進
出
し
、
越
前
堀
旧
佐
賀
藩
家
臣
住
居
跡
七
七
六
九
坪
を
入
手
し
た
こ
と
は
既
に
述

べ
た
つ
住
友
総
本
店

（下
）」
の

コ
一口
　
総
本
店
（全
社
）
の
業
績
」
参
昭
じ
。
住
友
総
本
店
が
鍋
島
家
か
ら
こ
の
土
地
を
入
手
し
た
の
は
、
大
正
八
年
九
月
三
十
日
付

で
倉
庫
支
配
人
草
鹿
丁
卯
次
郎
が
外
遊
中
の
鈴
木
総
理
事

に
送

っ
た
書
簡

に
よ
る
と
、
越
前
堀
に
五
階
建
の
倉
庫
新
築

の
構
想
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
鈴
木
馬
左
也
の
兄
秋
月
左
都
夫
（元
外
交
官
）
の
友
人
中
村
純
九
郎
（元
北
海
道
庁
長
官
、
後
貴
族
院
議
員
）
が
鍋
島
家
経
理
課
相
談
役
を

退
職
す
る
と
報
じ
て
い
る
の
で
、
中
村
の
斡
旋
に
よ
る
も
の
と
み
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
総
本
店
は
草
鹿

の
報
告
通
り
十
月
、
こ
こ
に
倉

庫
建
築
と
し
て
は
初
め
て
の
耐
震
耐
火
構
造
の
五
階
建
倉
庫
を
着
工
し
た
。
こ
の
倉
庫
は
、
株
式
会
社

へ
移
行
し
た
直
後

の
大
正
十
二
年
九

月
に
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災
で
そ
の
効
果
を
発
揮
し
た
。
川
田
順
は

「震
災
直
後
、
私
は
焼
け
残

っ
た
銀
行
支
店
（「五
日
　
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン

グ
株
式
会
社
の
設
工ま

参
照
）
の
屋
上
か
ら
焦
土
の
大
東
京
を
見
わ
た
し
た
が
、
邊
か
南
の
方
に
住
友

の
倉
庫
が
魏
然
と
し
て
立

っ
て
ゐ
る
」

（
５０
）

の
に
目
を
注
い
だ
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
間
第

一
次
世
界
大
戦

の
好
況
に
よ
り
、
倉
庫
部

の
業
績
は
年
々
向
上
し
、
大
正
九
年

に
は
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
た
∩
住
友
総
本
店

（下
）」
第
６
表
参
昭
じ
。
住
友
総
本
店
で
は
、
大
正
八
年
秋
か
ら
組
織
変
更
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
∩
住
友
合
資
会
社
の
設
立
」
の

「
一

設
立
の
経
緯
」
参
昭
じ
、
そ
の
際
総
本
店
の
み
な
ら
ず
そ
の
各
店
部
も
会
社
組
織
と
し
て
独
立
さ
せ
る
こ
と
が
、
併
せ
て
検
討
さ
れ
た
。
大
正

九
年
四
月
、
「住
友
倉
庫
組
織
変
更

ニ
ツ
キ
テ
」
（当
時
総
本
店
副
支
配
人
兼
経
理
課
主
任
川
田
順
の
押
印
あ
り
）
に
よ
れ
ば
、
倉
庫
純
益
は
今
後
年

間

一
二
〇
万
円
と
予
想
さ
れ
、
こ
の
う
ち
配
当
支
払
に
九
〇
万
円
を
充
当
す
る
と
し
て
、
六
分
配
当
な
ら
ば
資
本
金
は

一
五
〇
〇
万
円
と
試

算
さ
れ
た
。
他
方
倉
庫
部
の
土
地
建
物
を
時
価
評
価
す
れ
ば

一
五
〇
〇
万
円
と
な
り
、
両
者
が

一
致
す
る
こ
と
か
ら
既
に
こ
の
段
階
で
会
社
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設
立
の
場
合
資
本
金
は

一
五
〇
〇
万
円
と
す
る
こ
と
で
合
意
さ
れ
て
い
た
。
倉
庫
の
起
業
支
出
見
込
は
、
大
阪
築
港
桟
橋
工
事
費
三

一
〇
万

円
、
関
連
倉
庫
上
屋
四
〇
〇
万
円
、
東
京
越
前
堀
七
五
万
円
計
七
八
五
万
円
に
上

っ
て
お
り
、
当
面
借
り
入
れ
に
依
存
す
る
と
し
て
も
、
会

社
設
立
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
公
募
増
資

に
よ
つ
て
こ
の
半
分
は
賄
い
た
い
と
い
う
希
望
が
あ

っ
た
。

し
か
し

「住
友
合
資
会
社
の
設
立
」

（資
料
１
１
こ
第

一
表
で
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
試
算
の
結
果
総
本
店

の
み
を
会
社
と
す
る
こ
と
と

な
り
、
店
部
の
株
式
会
社

へ
の
移
行
は
見
送
ら
れ
た
。

大
正
十
年
二
月
、
住
友
合
資
会
社
が
設
立
さ
れ
た
後
、
五
月
新
た
に
事
務
章
程
の
制
定

に
よ
つ
て
倉
庫
を
担
当
す
る
経
理
部
第
四
課
（課

長
川
田
順
）
が
設
置
さ
れ
る
と
、
再
び
倉
庫
の
株
式
会
社

へ
の
移
行
が
検
討
さ
れ
た
。
「株
式
会
社
住
友
倉
庫
設
立
案
」

は
、
会
社
設
立
に
よ

る
合
資
会
社
の
メ
リ
ッ
ト
を
次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

住
友
倉
庫
会
社
設
立
後

二
於
ケ
ル
、
合
資
会
社
ノ
倉
庫
関
係
ノ
金
繰
関
係

ハ
、
相
当
余
裕
ヲ
生
ズ
ベ
シ
。
即
チ
従
来
ノ
儘
ノ
組
織
卜
仮

定
ス
ル
場
合

ニ
ハ
、
今
後
ノ
合
資
会
社
ノ
金
繰

ハ
、
収
入

二
於
テ
純
益
卜
償
却
ト
ヲ
収
メ
、
支
出

二
於
テ
ハ
倉
庫
ノ
起
業
費
全
部
ナ
リ
。

反
之
新
会
社
設
立
後

ハ
収
入
ト
シ
テ
配
当
金

ヲ
収
ム
ル
ノ
ミ
ナ
レ
共
、
支
出

二
於
テ
ハ
起
業

ハ
新
会
社
自
ラ
社
債
等

ニ
ヨ
リ
調
達
ス
ル

事
ト
ナ
リ
、
合
資
会
社
直
接
ノ
負
担
ト
ハ
ナ
ラ
ズ
。

（中
略
）況
ン
ヤ
今
後
起
業

ハ
前
掲
築
港
桟
橋
工
事
以
外

ニ
モ
愈
々
多
カ
ラ
ン
ト
ス

ル
ヲ
以
テ
、
従
来
ノ
組
織
ノ
儘
ナ
ラ
バ
全
部
合
資
会
社
ノ
負
担

二
帰
ス
ベ
ク
実

二
多
大
ノ
支
出
ヲ
ナ
サ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
反
之
新
組
織

ノ
下
二
於
テ
ハ
必
要

ニ
ヨ
リ
所
有
株
式
ノ

一
部
（％
位

マ
デ
）
ハ
売
却
ス
ル
事

ヲ
得
（倉
庫
ヲ
株
式
会
社
ト
ス
ル
本
案
ノ
動
機

ハ
実

二
姦

二
存
ス
ル
ナ
リ
）
。
労
以
テ
新
組
織
設
立
後
ノ
金
繰

ハ
不
砂
余
裕
ヲ
生
ズ
ベ
シ
。

し
か
し
こ
の
設
立
案
は
、
同
年
十
月
の
理
事
会
で
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
設
立
案
自
身
が
序
論
で
認
め
て
い
る
次

の
点
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

然
レ
共
、
現
今
財
界
ノ
状
況
ヲ
見
ル
ニ
、
昨
春
恐
慌
ノ
来
襲
卜
共

二
戦
後
活
躍
セ
ル
財
界

一
時

二
萎
微
シ
、
混
乱
裡

二
昨
年
度
ヲ
終

へ
、



本
年
度

二
入
リ
テ
モ
尚
動
揺

二
動
揺
ヲ
重
ネ
シ
ガ
、
昨
今
漸
ク
財
界
ノ
表
面
的
ノ
安
定

ヲ
見
ル
ニ
至
レ
リ
。
然
レ
共
未
ダ
以
テ
財
界

ハ

好
調
ナ
リ
ト
云
フ
事

ヲ
得
ズ
。

サ
レ
バ
今
日
此
際
住
友
倉
庫
ヲ
独
立
セ
シ
メ
、
資
金
ヲ
外
部
ヨ
リ
収
容
セ
ン
ト
ス
ル
ハ
、
其
時
期
不
適
当
ナ
リ
ト
ノ
識
リ
ヲ
免
レ
ザ
ル

ガ
如
シ

大
正
十
二
年
四
月
、
経
理
部
第
四
課
は
、
三
度

「倉
庫
組
織
変
更
ノ
時
期

二
就
テ
」
と
題
し
て
、
倉
庫
会
社
設
立
問
題
を
提
起
し
た
。

我
経
理
部

二
於
テ
モ
種
々
調
査
ノ
上
、
大
体
土
地

・
建
物
等

一
切
ノ
財
産
ヲ
現
在
ノ
帳
簿
価
格
ノ
儘
新
会
社

二
引
継
ギ
、
以
テ
資
本
金

壱
千
五
百
万
円
ノ
新
会
社
ヲ
設
立
ス
ベ
シ
ト
ノ
案

ヲ
作
製
シ
、
既

二
大
正
九
年
四
月
及
同
十
年
十
月
ノ
両
回

二
亘
り
、
重
役
各
位
ノ
高

覧

二
供
シ
、
審
議
ヲ
願
ヒ
シ
モ
、
機
未
ダ
熟
セ
ズ
、
以
テ
今
日
二
至
レ
リ
。
然
ル
ニ
最
近

二
至
り
、
倉
庫
資
金
ノ
需
要

ハ
倍
々
切
迫
シ

来
り
、
之
ガ
調
達
問
題

ハ
一
日
モ
早
ク
解
決
ス
ル
必
要
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
不
動
産
移
転
税

・
土
地
増
価
税
等
ノ
関
係
上
ヨ
リ
モ
、
今

日
二
於
テ
早
ク
組
織
変
更
ヲ
ナ
ス
方
有
利

ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
ト
ノ
論
起
リ
シ
ヲ
以
テ
、
更

二
調
査
ヲ
試
ミ
タ
ル
所
、
大
体

二
於
テ
前
調
書
ト

同

一
ノ
結
論

二
到
着
シ
タ
リ

す
な
わ
ち
こ
こ
に
至

っ
て
資
金
調
達
問
題
は
後
退
し
、
代
わ

っ
て
土
地
税
制
と
の
か
ら
み
で
、
倉
庫
会
社
設
立
問
題
が
浮
上
し
た
の
で
あ

る
。
「倉
庫
組
織
変
更
ノ
件
」

は
次

の
通
り
、
土
地
増
価
税
の
実
施
が
早
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

ま
た
そ
れ
が
当
初
予
想
し
た
よ
り
は

る
か
に
巨
額
の
税
負
担
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
た
め
、
七
月
十
二
日
の
理
事
会
で
決
裁
さ
れ
た
。

今
回
左
記
ノ
理
由

ニ
ヨ
リ
、
新

二
資
本
金
壱
千
五
百
万
円
全
額
払
込
済
ノ
株
式
会
社
住
友
倉
庫
ヲ
創
立
シ
、
左
記
ノ
方
法

ニ
ヨ
リ
我
倉

庫
部
ノ
事
業

一
切
ヲ
継
承
ス
ル
コ
ト

ニ
致
可
然
哉
。

記

一
、
今
日
ヲ
以

テ
組
織
変
更

ノ
時
期
ト
ナ
ス
理
由

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

四

一
五
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倉
庫
事
業
組
織
変
更
ノ
利
害
得
失
並

二
其
時
機
如
何

二
就
テ
ハ
、
先

二
提
出
セ
シ
別
冊
添
付
調
書
（略
Ｙ
一於
デ
詳
細
記
述
シ
置
キ
シ

ガ
、
其
後
新
聞
ノ
伝

フ
ル
ト
コ
ロ
ニ
拠
レ
バ
、
土
地
増
価
法
案

ハ
已

二
内
務
省
ノ
手
ヲ
離
レ
、
大
蔵
省

二
回
付
サ
レ
シ
ヲ
以
テ
、
法
制

局
ヲ
経
テ
勅
令
ト
シ
テ
発
布
セ
ラ
ル
ノ
時
期
遠
キ
ニ
ア
ラ
ズ
ト
。
而
シ
テ
又
内
務
省
案
ト
シ
テ
発
表
サ
レ
シ
税
率

二
就
イ
テ
見
ル
ト
キ

ハ
、
サ
キ
ニ
吾
人
ノ
窺
知
セ
シ
税
率
ヨ
リ
モ
ハ
ル
カ
ニ
高
率
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
、
内
々
内
務
、
大
蔵
両
当
局
ノ
意
響
ヲ
探
リ
シ
処
、
土
地

増
価
税
法
ノ
内
容

ハ
新
聞

二
伝

フ
ル
ト
コ
ロ
ト
略
同

一
ナ
ル
モ
、
其
実
施
ノ
時
期

ハ
正
確

二
知
り
得
ス
。
乍
然
已

二
内
務
省
ノ
手
ヲ
離

レ
、
大
蔵
省

二
回
付
サ
レ
シ
ハ
事
実

ニ
シ
テ
、
大
蔵
省

二
於
テ
モ
最
近
之
レ
ガ
審
査

ヲ
了

ヘ
テ
法
制
局

二
回
付
セ
ラ
ル
ル
筈

二
付
、
勅

令
ト
シ
テ
発
布
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
遠
キ
ニ
非
ラ
ザ
ル
コ
ト
分
明
セ
リ
。

借
先

二
調
書
ヲ
提
出
セ
シ
当
時

二
於
テ
ハ
、
同
税
法
ノ
税
率
明
カ
ナ
ラ
ザ
ル
上
、
土
地
ノ
原
価
格
ヲ
如
何

二
算
定
ス
ル
ヤ
ニ
ヨ
リ
非

常
ノ
差
異
ア
ル
ヲ
以
テ
、
正
確

二
算
出
ス
ル
能

ハ
ザ
ル
モ
、
種
々
ノ
点
ヨ
リ
推
算
シ
、
倉
庫
処
管
ノ
土
地
全
部

ニ
テ
約
十
万
円
内
外
ノ

増
価
税
ヲ
課
セ
ラ
ル
モ
ノ
ト
見
シ
ガ
、
今
回
発
表
サ
レ
シ
法
案

ニ
ヨ
ル
ト
キ
ハ
、
大
正
五
年

一
月

一
日
以
前

二
取
得
シ
タ
ル
土
地

二
於

テ
ハ
其
ノ
日
ノ
時
価
ヲ
以
テ
其
原
価
格
ト
ス
ト
規
定
セ
ル
ヲ
以
テ
、
土
地
ノ
自
然
増
価
格
モ
略
推
算
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
、
又
税
率
モ
百
分

ノ
五
ヨ
リ
百
分
ノ
三
十

マ
デ
累
進
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
明
ト
ナ
レ
リ
。

今
仮
リ
ニ
倉
庫
処
管
ノ
土
地
ノ
現
在
ノ
帳
簿
価
格
２

一
、　
一

〇
八
千
円
）
ヲ
大
正
五
年

一
月

一
日
ノ
時
価

二
比
シ
倍
額
ヲ
増
価
セ
シ
モ
ノ
ト
見
ル
ト
キ
ハ
、
約
四
十
三
万
三
千
円
ノ
増
価
税
ヲ
負
担

セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
斯
ク
多
額
ノ
税
金
ヲ
負
担
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ニ
於
テ
ハ
、
今
日
至
急

二
倉
庫
ノ
組
織
ヲ
変
更
シ
テ
、
右
ノ
増
価

税
ヲ
脱
ル
ヲ
得
策
ト
ス
ベ
ク
、
前
調
書

二
於
テ
述
ベ
タ
ル
組
織
変
更

二
伴
フ
損
害
ヲ
償

フ
テ
余
リ
ア
ル
ベ
シ
。
況
ン
ヤ
組
織
変
更

二
伴

フ
利
益
ア
ル
ニ
於
テ
オ
ヤ
。
而
シ
テ
同
法

ハ
勅
令
ト
シ
テ
発
布
セ
ラ
ル
ル
ノ
日
遠
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
先

二
疑
惧
シ
タ
ル
時
期

ニ

関
ス
ル
疑
義

ハ
自
ラ
解
決
サ
レ
、
此
際
至
急

二
倉
庫
ノ
組
織
ヲ
変
更
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
尚
土
地
増
価
税
ガ
実
施
サ
ル
ル
ハ
、
勅
令
ノ

発
布
後
更

二
市
条
例
ト
シ
テ
各
都
市
計
董
事
業
費
ヲ
負
担
ス
ル
都
市
ヨ
リ
発
布
セ
ラ
レ
タ
ル
後
ナ
ル
モ
、
市
条
例

ニ
ハ
遡
及
効
ヲ
附
シ



得
ル
ヲ
以
テ
、
該
勅
令
発
布
前

二
組
織
ノ
変
更
ヲ
ナ
シ
置
ク
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
、
増
価
税
ヲ
免
ル
能

ハ
サ
ル
ナ
リ
。
之
レ
今
日
二
於
テ
至

急
組
織
変
更
ワ
断
行
セ
ン
ト
ス
ル
所
以
也
。

二
、
設
立
方
法

資
本
金
壱
千
五
百
万
円
全
額
払
込
済
ノ
会
社
ヲ
設
立
シ
、
倉
庫
所
属
ノ
大
正
十
二
年
七
月
二
十

一
日
本
社
勘
定
残
高
並

二
住
友
合
資

会
社
ノ
有
ス
ル
富
島
組
株
式
ヲ
現
在
帳
簿
価
格

ニ
ヨ
リ
テ
買
収
シ
、
其
公
称
資
本
金

ヲ
超
過
ス
ル
部
分

ハ
住
友
合
資
会
社
ヨ
リ
ノ
借
入

金
ト
ス
。
而
シ
テ
設
立
税

・
土
地
移
転
税
等
ノ
諸
費
用
並

二
設
立
後
ノ
起
業
費
不
足
額

ハ
銀
行
借
入
金

二
依
ル
モ
ノ
ト
ス
。
但
シ
銀
行

二
於
テ
貸
出
ヲ
承
諾
セ
ザ
ル
ト
キ
ハ
、
合
資
会
社
ヨ
リ
貸
付
ク
ル
モ
ノ
ト
ス
。
（後
略
）

三
、
定
款
（略
）

四
、
会
社
設
立
後
ノ
経
営
方
針
並

二
純
益
及
ヒ
配
当
予
想

今
日
組
織
変
更
ヲ
ナ
ス
モ
、
他
ヨ
リ
資
金
ヲ
吸
収
ス
ル
ノ
途
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
拡
張
事
業

ハ
此
際
極
力
繰
延
ヲ
行
ヒ
、
大
体

二
於
テ
自

給
自
足
ヲ
以
テ
方
針
ト
シ
、
其
純
益
並

二
償
却
金
収
入
ノ
範
囲
内

二
起
業
支
出
ヲ
減
少
ス
ル
ノ
必
要
ア
ル
コ
ト
ハ
別
冊
調
書
（略
）記
載

ノ
如
シ
。
ル

ニ
於
テ
倉
庫
当
局
者
卜
協
議
ノ
結
果
、
大
阪
築
港
陸
上
設
備
費

二
於
テ
約
式
百
万
円
、
東
京
越
前
堀

二
於
テ
約
参
十
万
円

ノ
繰
延
ヲ
行
フ
コ
ト

ヽ
セ
シ
ヲ
以
テ
、
結
局
大
正
十
二
年
度
以
降

二
要
ス
ル
新
起
業
費
所
要
額

ハ
約
六
百
六
十
万
円
、
大
正
十
二
年
五

月
以
後
所
要
額

ハ
約
六
百
二
十
五
万
円
、
同
七
月
以
後

ハ
約
六
百
万
円
見
当
ト
ナ
レ
リ
。
然
ル
ニ
自
大
正
十
二
年
下
半
期
至
同
十
七
年

（註
、
昭
和
三
年
）上
半
期
満
五
ケ
年
間
ノ
純
益
並
償
却
金
予
想
合
計

ハ
約
六
百
万
円
ト
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
此
間
ノ
純
益

ヲ
無
利
息

ヲ
以
テ

使
用
ス
ル
コ
ト
ラ
得
レ
バ
、
大
体
倉
庫

ハ
自
給
自
足
ヲ
以
テ
其
起
業
費
ヲ
支
弁
ス
ル
コ
ト
ラ
得
ル
ナ
リ
。
弦
ヲ
以
テ
会
社
設
立
後

ハ
大

体
左
ノ
方
針
ヲ
以
テ
経
営
ヲ
進
ム
ル
コ
ト
ニ
致
度
シ
。

ｌ
払
込
資
本
金
壱
千
五
百
万
円

二
対
シ
テ
ハ
、
其
事
業
年
度
ノ
成
績

ニ
ヨ
リ
相
当
額
ノ
配
当
ヲ
ナ
ス
コ
ト
。
但
シ
起
業
資
金
ノ
関
係
上

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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已
ヲ
得
ザ
ル
場
合

ハ
設
立
後
満
五
ケ
年
間

ハ
無
配
当
ト
ス
ル
カ
、
或

ハ
配
当
ヲ
受
ク
ル
モ
住
友
合
資
会
社

ハ
之

二
相
当
ス
ル
額
ヲ
他

日
増
資
ノ
場
合
迄

ハ
無
利
息

ヲ
以
テ
新
会
社

二
貸
付
ク
ル
コ
ト
。

２
設
立

二
際
シ
公
称
資
本
金
ヲ
超
過
ス
ル
金
額

ニ
シ
テ
住
友
合
資
会
社
ヨ
リ
貸
付
ク
ル
金
額

二
対
シ
テ
ハ
設
立
後
満
五
ケ
年
間

ハ
年
七

分
ノ
金
利
ト
シ
、
其
後

ハ
銀
行
貸
付
日
歩

二
改
ム
ル
コ
ト
。

３
設
立

二
際
シ
又

ハ
其
後

二
要
ス
ル
不
足
金

ハ
、
凡
テ

一
時
銀
行
ヨ
リ
借
入
シ
融
通
ス
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
若
シ
銀
行

二
於
テ
貸
出
ヲ
承
諾

セ
ザ
ル
ト
キ
ハ
、
合
資
会
社
ヨ
リ
銀
行
日
歩
ヲ
以
テ
貸
付
ク
ル
コ
ト
。

４
新
会
社

ハ
、
以
上
ノ
諸
利
息
ヲ
支
払
ヒ
タ
ル
後

二
残
存
ス
ル
創
立
後
満
五
ケ
年
間
ノ
純
益
並

二
償
却
金
ノ
範
囲
内

二
於
テ
、
新
事
業

ヲ
進
ム
ル
コ
ト
。

即
原
則
ト
シ
テ
ハ
自
給
自
足
ノ
方
針

二
遵
拠
ス
ル
コ
ト
。

従

ッ
テ
大
正
十
七
年
（註
、
昭
和
三
年
）上
半
期

二
於
ケ

ル
倉
庫
会
社
ノ
負
債

ハ
、
前
記
第
二
項
ノ
負
債
及
ヒ
土
地
移
転
税

二
要
シ
タ
ル
負
債
等
合
計
最
高
参
百
万
円
（即
築
港
繋
船
桟
橋
起

業
費

二
相
当
ス
ル
額
）
ノ
範
囲
内

二
止

マ
ル
ヤ
ウ
経
営

ヲ
ナ
ス
コ
ト
。

５
前
記
参
百
万
円
ノ
負
債

ハ
、
出
来
ル
丈
早
ク
低
利
ノ
社
債
力
又

ハ
保
険
会
社
ヨ
リ
ノ
借
入
金

二
一肩
替
ス
ル
コ
ト
。
而
シ
テ
此
ノ
負
債

ハ
、
他
日
大
阪
市
ヨ
リ
繋
船
桟
橋
起
業
費
ノ
下
附
ヲ
受
ク
ル
ニ
及
ビ
、
其
金
額
ヲ
以
テ
償
還
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

６
大
正
十
七
年
度
（註
、
昭
和
三
年
度
）
下
半
期
ヨ
リ
ハ
払
込
資
本
金
壱
千
五
百
万
円

二
対
シ
テ
ハ
最
低
五
分
乃
至
六
分
ノ
配
当

ヲ
ナ
シ
、

繰
延
事
業

ハ
年
々
ノ
留
保
金
及
償
却
金
ヲ
以
テ
遂
行
ス
ル
コ
ト
。
而
シ
テ
今
日
ノ
見
込

ニ
テ
ハ
其
後
約
参
ケ
年
半
間
ノ
剰
余
金

ヲ
以

テ
、
即
大
正
三
十
年
度
（註
、
昭
和
六
年
度
）末
迄

ニ
ハ
今
日
計
萱
セ
ル
起
業
全
部
ヲ
完
成
シ
得
ル
見
込
ナ
リ
。

五
、
右
ノ
如
キ
経
営
方
針
ヲ
取
ル
理
由
（略
）

六
、
株
式
ヲ
公
開
シ
外
資
ヲ
吸
収
ス
ル
時
期

二
関
ス
ル
考
察
（略
）

以
上
に
基
づ
き
倉
庫
会
社
の
概
要
を
示
す
と
、
ま
ず
資
本
金
は
当
初
の
目
論
見
通
り

一
五
〇
〇
万
円
で
あ

つ
た
。
こ
の
う
ち
住
友
合
資
会



社
の
出
資
は
、　
一
四
九
五
万
円
公
一九
万
九
〇
〇
〇
株
全
額
払
込
、
そ
の
後
大
正
十
四
年
住
友
信
託
設
立
の
際
出
資
金
に
充
当
す
る
た
め
、
第
１８
表
註

（３
）
の
通
り
住
友
銀
行
へ
二
万
五
〇
〇
〇
株
が
売
却
さ
れ
た
が
昭
和
二
年
買
Ｌ
戻
さ
れ
た
）
で
、
残
り
五
万
円
２

０
０
０
株
）
が
住
友
一士
口
左
衛
門
で
あ

っ

た
（第
１８
表
参
照
、
他
の
株
主
は
名
義
株
で
あ
る
）。
資
本
金

一
五
〇
〇
万
円
は
終
戦
時
ま
で
不
変
で
あ

っ
た
が
、
終
戦
時
の
持
株
比
率
は
、
住
友

本
社
六
万
五
〇
〇
〇
株
公
三

・
七
％
）
、
住
友
家

一
一
万
五
〇
〇
〇
株
會
ス

・
三
％
）
、
住
友
銀
行

一
〇
万
株
曾
〓
〓
三
％
）
、
住
友
生
命
二
万

株
（六

・
七
％
）
と
変
化
し
た
。
こ
の
よ
う
に
住
友
合
資

の
持
株
が
、
住
友
家
及
び
銀
行

・
生
命

に
移

っ
た
の
は
次

の
理
由

に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
昭
和
十
二
年
三
月
の
住
友
合
資
会
社
の
解
散
に
よ
り
、
合
資
保
有
の
倉
庫
株
三
二
万
四
〇
〇
〇
株
が
残
余
財
産
と
し
て
住
友
家

へ
分
配
さ
れ
、
残
り
七
万
五
〇
〇
〇
株
が
住
友
本
社

へ
譲
渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
住
友
家
持
株
中
か
ら
、
銀
行
に
対
し
昭
和
十
五
年
末
三
万
株
、

十
六
年
六
月
末
七
万
株
計

一
〇
万
株
が
、
生
命
に
対
し
十
六
年
末

一
万
株
が
譲
渡
さ
れ
た
。
ま
た
住
友
本
社
か
ら
は
、
十
七
年
末
生
命

に
対

し

一
万
株
が
譲
渡
さ
れ
、
こ
の
結
果
終
戦
時
の
持
株
は
上
記
の
通
り
と
な

つ
た
。
こ
れ
ら
の
移
動
に
つ
い
て
は
第
三
部

「株
式
会
社
住
友
本

社
」
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

資
本
金
は
当
初
の
試
算
通
り

一
五
〇
〇
万
円
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
間
繋
船
桟
橋
を
始
め
起
業
支
出
が
増
加
し
た
た
め
、
倉
庫
に
引
き
継
が

れ
る
本
社
勘
定
残
高
は
資
本
金
を

一
八
九
万
円
も
超
過
し
、
合
資
会
社
か
ら
譲
り
受
け
た
富
島
組
株
式
八
八
万
円
（第
１９
表
）
と
の
合
計
二
七

七
万
円
が
合
資
会
社
か
ら
の
借
入
金
と
な

つ
た
。
そ
の
後
富
島
組
株
式
八
八
万
円
の
う
ち
、
利
息
共
五
九
万
円
を
返
済
し
た
の
で
十
二
年
末

の
借
入
金
は
二

一
八
万
円
と
な

っ
た
（第
１０
表
）。　
こ
の
五
九
万
円
の
う
ち
利
息
分
を
除
く
五
七
万
円
は
、

富
島
組
買
収
時
に
旧
株
主
と
の
取

り
決
め
で
会
社
設
立
の
際
は
社
債
に
振
り
替
え
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
預
り
金
で
あ

つ
た
の
で
、
大
正
十
年
十
二
月
社
債
を
発
行
し
て
か
れ

ら
に
交
付
し
た
。
ま
た
土
地
移
転
税

・
登
記
料
等
三
七
万
円
は
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
た
（第
２２
表
）。

定
款
に
つ
い
て
は
、
『住
友
倉
庫
六
十
年
史
』

を
参
照
さ
れ
た
い
。
原
案
で
は
最
も
近
い
大
正
九
年
十
二
月
に
設
立
さ
れ
た
住
友
電
線
製

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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九
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二
〇

造
所
の
定
款
を
参
考
と
し
て
お
り
、
電
線
と
同
じ
く
社
長
制
を
と
ら
ず
会
長
制
を
採
用
し
、
総
理
事
中
田
錦
吉
が
取
締
役
会
長
に
就
任
す
る

案
と
な

つ
て
い
た
。
そ
れ
が
会
長
を
社
長
に
訂
正
し
て
、
取
締
役
社
長
住
友
吉
左
衛
門
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
変
更
の
理
由
は
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
労
働
争
議
後
会
長
制
を
と
る
こ
と
に
な

っ
た
製
造
部
門
に
対
し
、
社
長
制
の
ま
ま
の
銀
行
を
比
較
し
た
場
合
、
倉
庫
の
生
い
立
ち

か
ら
し
て
銀
行
に
倣

っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

な
お
こ
の
変
更
の
た
め
に
、
本
来
な
ら
社
長
取
締
役
と
す
べ
き
と
こ
ろ
、
倉
庫

の
み
は
世
間

一
般
通
り
、
取
締
役
社
長
と
称
す
る
よ
う
に

な

っ
た
つ
住
友
総
本
店
（中
ど

の

「七
　
住
友
鋳
鋼
場
の
株
式
会
社
へ
の
移
行
」
参
昭
じ
。　
し
か
し
大
正
十
五
年
三
月
、　
住
友
吉
左
衛
門
友
純
が
死

去
す
る
と
、
五
月
銀
行

・
信
託
が
社
長
制
を
廃
し
て
会
長
制
を
敷
き
、
総
理
事
湯
川
寛
吉
が
会
長
に
就
任
し
た
の
で
、
倉
庫
も
こ
れ
に
追
随

し
た
。
倉
庫
の
主
管
者
は
、
社
長
の
他
に
代
表
権
を
も

つ
常
務
取
締
役
で
、
合
資
会
社
理
事
兼
倉
庫
支
配
人
で
あ

っ
た
草
鹿
丁
卯
次
郎
が
そ

の
ま
ま
常
務
に
就
任
し
た
。
常
務
制
は
、
他
の
連
系
会
社
に
倣

っ
て
昭
和
十
七
年
十
二
月
専
務

・
常
務
制
、
十
八
年
十

一
月
社
長
制
が
と
ら

れ
る
ま
で
続
い
た
。

「会
社
設
立
後
ノ
経
営
方
針
並

二
純
益
及
ヒ
配
当
予
想
」
か
ら
判
断
す
る
と
、
純
益
は
少
な
く
と
も
年
間

一
〇
〇
万
円
の
レ
ベ
ル
を
確
保

で
き
る
が
、
設
立
後
五
年
間
は
無
配
と
し
、
そ
の
間
六
〇
〇
万
円
前
後
の
設
備
投
資
を
純
益
と
償
却
の
範
囲
で
実
施
で
き
る
と
い
う
目
論
見

で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
倉
庫
の
業
績
は
、
予
想
に
反
し
大
正
十
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
不
況
の
た
め
低
下
の

一
途
を
辿

り
、
昭
和
五
、
六
年
に
は
赤
字
に
転
落
し
た
。
こ
の
た
め
設
立
後
五
年
を
経
過
し
て
も
、
配
当
は
で
き
ず
、
い
わ
ん
や
社
債

の
発
行
や
保
険

会
社
か
ら
の
借
り
入
れ
は
不
可
能
で
、
引
き
続
き
合
資
会
社
、
銀
行
、
信
託
か
ら
の
借
り
入
れ
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
こ
れ
ら
の

借
り
入
れ
は
設
備
投
資

の
み
な
ら
ず
、
大
正
十
三
年

の
神
戸
の
港
湾
運
送
業
者

ニ
ッ
ケ
ル

・
エ
ン
ド

・
ラ
イ
オ
ン
ス
の
買
収
２

二
五
万
円
）

や
昭
和
四
年

の
大
阪
市
築
港
公
債

の
購
入
（三
二
万
円
）
の
た
め
に
も
必
要
で
あ

っ
た
（第
１０
表
、
第
２２
表
）。

昭
和
六
年
に
な

っ
て
設
備
投
資
が

一
段
落
す
る
と
、
七
年
以
降
借
入
金
は
減
少
に
向
か
い
、
景
気

の
回
復
と
相
倹

っ
て
業
績
は
向
上
し
、



昭
和
十
二
年
に
は
実
質
純
益
は
よ
う
や
く
当
初
の
予
想
の
一
〇
〇
万
円
を
超
え
、
十
三
年
下
期
か
ら
配
当
が
実
施
さ
れ
た
。
先
に
述
べ
た
十

二
年
三
月
に
合
資
会
社
の
残
余
財
産
の
一
部
と
し
て
倉
庫
株
が
住
友
家

へ
分
配
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
配
当

の
実
施
が
確
実
な
も
の
と

な

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
銀
行
、
生
命
が
倉
庫
株
の
譲
り
受
け
に
応
じ
た
の
は
、
既
に
八
分
配
当
が
実
施
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
後
昭
和
十
八
年
に
か
け
て
、
倉
庫
の
業
績
は
上
昇
の
一
途
を
辿
る
が
、
他
方
で
戦
時
経
済
統
制
の
波
が
倉
庫
業
に
も
及
ん
で
き
た
。

昭
和
十
八
年
七
月
住
友
本
社
経
理
部
商
工
課
は
、
倉
庫

の
現
状
と
今
後
の
動
向
を
次

の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

最
近

ハ
各
種
重
要
物
資
配
給
統
制
強
化

二
伴
ヒ
、
倉
庫
業

ハ
保
管
並
配
給
機
関
ト
シ
テ
益
々
其
ノ
重
要
性
ヲ
増
大
ス
ル
ニ
至
り
居
レ
リ
。

（中
略
）本
邦
倉
庫
業
界

二
於
ケ
ル
住
友
倉
庫
ノ
地
位

ハ
、
三
井
倉
庫
、
三
菱
倉
庫
卜
共

二
、
所
謂
本
邦
三
大
倉
庫
ノ

一
ヲ
占
メ
、
特

ニ

最
近

ハ
、
織
物
類
、
地
金
類
等
ノ
統
制
貨
物
ノ
寄
託
増
加

二
依
り
、
貨
物
保
管
残
高

ハ
是
等
三
社
卜
首
位

ヲ
競
ヒ
居
り
、
（中
略
）倉
庫

業
統
制
形
態

二
関
シ
テ
ハ
、
運
営
会
案
、
営
団
案
、
統
制
会
案
等
各
般

二
亘
り
、
種
々
ノ
形
態
ガ
研
究
セ
ラ
レ
タ
ル
ガ
、
倉
庫
業

ハ
港

湾
卜
密
接
ナ
ル
関
係

二
在
り
、
海
陸

一
体
化
ノ
要
ア
ル
等
ノ
タ
メ
、
ソ
ノ
形
態

ハ
簡
単

ニ
ハ
極
メ
難
ク
久
シ
ク
行
キ
悩
ミ
ノ
状
態

ニ
ア

リ
タ
ル
ガ
、
先
般
漸
ク
日
本
倉
庫
業
会
デ
ハ
、
商
工
省
ノ
指
示

二
基
キ
、
第

一
次
統
制
ト
シ
テ
建
坪

一
万
坪
ヲ
有
ス
ル

一
流
ノ
港
湾
倉

庫
ヲ
統
制
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
、
三
井
、
三
菱
、
住
友
ノ
三
倉
庫
ヲ
母
体

二
三
本
建
運
営

二
統
合
進
展
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
リ
。

住
友
倉
庫
―
杉
村
倉
庫
、
東
陽
倉
庫

三
井
倉
庫
―
渋
沢
倉
庫
、
川
西
倉
庫

三
菱
倉
庫
―
日
満
倉
庫

し
か
し
こ
の
よ
う
な
倉
庫
企
業
合
同
案
は
日
の
目
を
見
ず
、
十
八
年
十

一
月
新
設
さ
れ
た
運
輸
通
信
省
が
倉
庫
業
を
所
管
す
る
こ
と
と
な

り
、
十
月
に
公
布
施
行
さ
れ
た
統
制
会
社
令
を
発
動
し
て
、
倉
庫
業
は
昭
和
十
九
年
五
月

一
日

「
日
本
倉
庫
統
制
株
式
会
社
」
に

一
元
化
さ

れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
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友
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三
二

住
友
本
社
は
こ
れ
を
追
認
す
る
形
で
、
五
月
二
十
日
付

「
（倉
庫
）事
務
章
程
及
和
歌
山
出
張
所
事
務
規
程
改
正
ノ
件
」
を
も

っ
て
社
長
制

の
廃
止
等
倉
庫

の
事
務
章
程
を
改
正
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
報
告
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。

一
、
倉
庫

二
於
テ
ハ
、
五
月

一
日
ヲ
以
テ
新
設
日
本
倉
庫
統
制
株
式
会
社

二
、
倉
庫
営
業
及
同
附
帯
業
務
ヲ
譲
渡
シ
タ
ル
為
、
同
社
業

務
中
残
存
セ
ル
ハ
、
土
地

・
建
物
等
所
管
財
産
ノ
管
理

・
賃
貸
業
務
並
大
阪

・
和
歌
山
間
海
上
輸
送
業
務
（今
夏
八
月
頃
和
歌
山
港

運
株
式
会
社
設
立
ノ
上

ハ
同
社

二
譲
渡
ノ
予
定
）
ノ
ミ
ト
ナ
リ
タ
リ
。

倉
庫
が
、
こ
の
日
本
倉
庫
統
制
に
供
出
し
た
施
設
及
び
業
務
を
復
元
し
、
倉
庫
業
務
を
再
開
し
た
の
は
、
終
戦
後

の
昭
和
二
十
年
十
二
月

一
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

口
　
株
式
会
社
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
の
設
立

大
正
六
年
五
月
、
東
大
卒
業
後
三
年
半
の
英
国
留
学
か
ら
帰
国
し
た
竹
腰
健
造
（Ｔ
ｌ
東
大
工

・
建
、
後
に
住
友
土
地
工
務
、
日
本
建
設
産
業
社

長
）
は
、
住
友
総
本
店
が
ビ
ル
を
新
築
す
る
の
で
建
築
家
を
求
め
て
い
る
と
い
う
話
に
応
じ
、
住
友
に
入
社
し
た
。

明
治
四
十

一
年

に
完
成

し
た
住
友
総
本
店
の
建
物
翁
第

一
部
第

一
章
二
住
友
総
本
店
の
発
足
」
参
昭
）̈
は
、　
あ
く
ま
で
仮
本
店
で
あ
り
、
築
後

一
〇
年
を
経
て
、
総
本
店

の
業
務
の
発
展
の
前
に
、
既
に
狭
除
化
し
て
お
り
、
総
本
店
で
は
こ
の
た
め
大
正
五
年

に
総
本
店
南
東
斜
め
向

か
い
側
の
旧
帝
国
座
（新
派

の
川
上
音
二
郎
が
明
治
四
十
三
年
に
建
て
た
煉
瓦
造
三
階
建
の
建
物
、
現
住
友
信
託
銀
行
南
館
の
場
所
）
を
買
収
し
、
大
正
七
年
末

に
は
同
居
し
て
い

た
銀
行
本
店
営
業
部
が
こ
こ
に
移
転
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

大
正
七
年
十
月
、
総
本
店
営
繕
課
建
築
係
日
高
眸
（Ｍ
３３
東
大
工

・
建
、
後
に
技
師
長
、
工
作
部
長
）
と
光
安
梶
之
助
（Ｍ
３‐
工
手
学
校
）
の
二
人

は
、　
ビ
ル
建
築

の
材
料
調
査

の
た
め
、

翌
八
年
に
か
け
て
米
国
に
出
張
し
、　
日
高
の
帰
国
し
た
三
月
に
は
伸
銅
所
支
配
人
本
荘
熊
次
郎
（経

歴
前
掲
）
が
、
総
本
店
支
配
人
兼
営
繕
課
主
任
に
転
じ
て
新
ビ
ル
建
築

の
責
任
者
と
な

つ
た
。
六
月
に
光
安
が
帰
国
、
代
わ

っ
て
年
末

に
は



長
谷
部
鋭
吉
（Ｍ
４２
東
大
工
・
建
、
後
に
技
師
長
、
工
作
部
長
）
が
欧
米
に
出
張
し
た
。
大
正
九
年

一
月
末
鈴
木
総
理
事
が
欧
米
出
張
か
ら
帰
国
し

た
直
後
、
三
月
に
は
恐
慌
が
発
生
す
る
が
、
新
ビ
ル
建
設
の
方
針
は
変
わ
ら
ず
、
四
月
か
ら
日
高

・
光
安

・
竹
腰
等

の
手
で
設
計
が
開
始
さ

れ
、
七
月
に
は
長
谷
部
が
帰
国
し
て
こ
れ
に
参
加
し
、
大
正
十

一
年
七
月
に
は
全
設
計
が
完
了
し
た
。

こ
の
間
大
正
十
年
二
月
に
は
住
友
合
資
会
社
が
設
立
さ
れ
、
五
月
に
総
本
店
営
繕
課
建
築
係
は
工
作
部
建
築
課
建
築
係
と
な

つ
て
い
た

翁
住
友
合
資
会
社
の
設
立
」
参
照
）。
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（現
住
友
銀
行
本
店
ビ
ル
）
に
つ
い
て
、
竹
腰
に
よ
る
と

本
建
築
は
完
成
の
暁
に
は
延
坪

一
万
五
千
坪
の
七
階
建
て
で
、
北
は
土
佐
堀
川
、
西
は
西
横
堀
川
に
面
す
る
四
方
道
路
に
囲
ま
れ
る
土

地
に
建
て
ら
れ
る
、
当
時
と
し
て
は
わ
が
国
最
大
の
建
築
計
画
の
一
つ
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
当
時

の
住
友

の
事
業
規
模
か
ら
い
つ
て
、

こ
の
広
面
積
の
建
物
を
住
友
総
本
店
、
住
友
銀
行
な
ど
連
系
諸
会
社
の
み
で
占
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、　
一
般
貸
事
務
所
と
し
て

計
画
す
る
こ
と
に
な
り
、
レ
ン
タ
ブ
ル
エ
リ
ア
の
比
率
を
な
る
べ
く
大
き
く
し
て
、
貸
事
務
所
建
築
と
し
て
の
採
算
基
礎
に
立

っ
て
計

画
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
敷
地
の
南
側
半
分
、
北
浜
五
丁
目
に
面
し
て
住
友
総
本
店
の
仮
本
店
が
建

っ
て
い
る
。
こ
れ
を
他
に
移
し
て

一
気
に
全
館
を
完
成

す
る
議
が
あ

っ
た
が
、
仮
本
店
を
移
す
適
当
な
土
地
が
な
か
っ
た
の
と
、
ま
た
経
済
的
な
考
慮
も
払
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
計
画
を
二

期
に
分
割
し
て
建
築
す
る
こ
と
に
議
が
定
ま
り
、
現
存

の
仮
建
築
に
よ
る
設
計

の
不
便
を
克
服
し
て
設
計
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
大
正
十

一
年
七
月
、
設
計
が
完
了
す
る
と
着
工
に
当
た
り
、
材
料
の
買
い
入
れ
や
建
築
設
備
の
設
計
を
米
国
で
さ
せ
る
た
め
に

米
国

へ
人
を
派
遣
し
て
、　
こ
れ
に
当
た
ら
せ
た
方
が
得
策
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
竹
腰
と
池
田
宮
彦
（Ｔ
４
名
古
屋
高
工
、
後
に
住
友
土
地
工

（
５３
）

務
常
務
、
日
本
建
設
産
業
常
務
）
が
渡
米
し
た
。
竹
腰
に
よ
れ
ば
、

（註
、
当
時
の
）
わ
が
国
の
工
業
は
今
日
の
ご
と
く
進
歩
し
て
い
な
か
っ
た
。　
し
た
が

っ
て
建
築

の
計
画
の
技
術
も
材
料
も
、

欧
米
に
比

し
て
甚
だ
し
く
遅
れ
て
い
た
。
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鋼
材
は
主
と
し
て
輸
入
に
侯

つ
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
当
時
わ
が
国
唯

一
の
鋼
材
メ
ー
カ
ー
で
あ
つ
た
八
幡
製
鉄
所
の
鋼
材
を
信
用

し
て
い
な
か
っ
た
。　
一
々
試
験
片
を
と
っ
て
厳
重
な
試
験
を
し
た
上
で
な
け
れ
ば
使
わ
な
か
つ
た
。
（中
略
）

セ
メ
ン
ト
も
鉄
材
同
様
貧
弱
な
状
態
で
あ

っ
た
。
強
度
も
弱
く
且

つ
不
均

一
で
、
試
験
を
せ
ず
に
使
用
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ

つ
た
。

こ
れ
が
た
め
、
住
友

の
工
作
部
で
は
セ
メ
ン
ト
試
験
室
と
い
う
も
の
を
持

っ
て
い
て
、
膨
張
、
伸
縮
の
試
験
、
強
度
試
験
を
す
る
機
械

設
備
を
持
ち
、
数
人
の
係
員
が
常
時
試
験
に
従
事
し
て
い
た
も
の
だ
。

電
線
で
す
ら
も
舶
来
品
が
主
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
住
友

の
電
線
は
今
日
で
こ
そ
世
界
に
製
品
の
質
を
誇

っ
て
い
る
が
、
当
時
は
わ

れ
わ
れ
は
全
然
信
用
し
て
い
な
か
つ
た
。
そ
の
頃
京
都
鹿
ケ
谷
に
住
友

の
別
壁
（註
、
現
住
友
有
芳
園
）
の
建
築
が
進
ん
で
い
た
が
、
そ
の

電
線
は
舶
来
品
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
前
社
長
（誰
、
住
友
吉
左
衛
門
友
純
）
が
こ
れ
を
聞
か
れ
、
な
ぜ
住
友
電
線
を
使
用
せ
ぬ

か
と
い
う
お
咎
め
が
あ

つ
た
。
絶
縁
が
悪
く
、
粗
悪
で
火
災

の
恐
れ
が
あ
る
と
お
答
え
す
る
と
、
最
善
を
尽
く
し
て
な
お
火
災
が
起
こ

る
時
は
仕
方
が
な
い
。
そ
の
場
合
は
焼
け
て
も
よ
い
か
ら
住
友
電
線
を
使
え
と
言
わ
れ
た
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
自
ら
の
見
解
の
狭
き

を
恥
じ
た
。
（中
略
）

そ
の
ほ
か
に
最
も
遅
れ
て
い
た
の
は
建
築

の
機
械
設
備
で
あ
る
。
屋
内
電
気
工
事

の
業
者

の
ご
と
き
も
僅
か

一
、
二
軒
に
す
ぎ
ず
、
暖

一房
衛
生
設
備
の
ほ
う
も
同
様
な
状
態
で
あ

っ
た
。
し
た
が

つ
て
建
築
設
備
の
総
合
的
な
設
計
を
す
る
技
術
者
な
ど
は
居
な
か
っ
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
こ
の
建
築
に
は
住
友
銀
行
な
ら
び
に
住
友
信
託
の
金
庫
が
必
要
で
あ
る
。
当
時
金
庫
も
わ
が
国
で
は
僅
か

一
、
二
の
貧

弱
な
金
庫
メ
ー
カ
ー
が
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
少
し
大
き
な
金
庫
を
要
す
る
場
合
、
金
庫
扉
は
外
国
に
注
文
し
た
も
の
だ
。
（中
略
）

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
も
ち
ろ
ん
、
日
本

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
国
産

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
始
め
た
頃
で
ま
だ
完
成
の
域
に
達
し
て
い
な
い
。
米
の

オ
ー
チ
ス
、
英
の
ウ
ェ
グ
ウ
ッ
ド
、
中
に
も
オ
ー
チ
ス
が
主
と
し
て
輸
入
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ

っ
た
。

工
事
は
、
大
正
十
二
年
七
月
、
基
礎
工
事
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
、
八
月

一
日
、
株
式
会
社
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
が
設
立
さ
れ
（同
日
連
系



会
社
に
指
定
、
合
資
会
社
工
作
部
長
本
荘
熊
次
郎
が
主
管
者
の
常
務
取
締
役
を
兼
務
）
、
主
体
工
事
は
同
社
に
継
承
さ
れ
た
。
同
社
設
立
の
起
案
が
残

さ
れ
て
い
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
貸
ビ
ル
経
営
に
際
し
、
外
部
テ
ナ
ン
ト
と
の
交
渉
や
ビ
ル
管
理
に
当
た
る
別
会
社
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
同
社
設
立
の
直
後
、
九
月

一
日
、
関
東
大
震
災
が
起
こ
っ
た
。
住
友
銀
行
東
京
支
店
だ

（
５４
）

け
が
焼
野
が
原
の
真
ん
中
に
厳
然
と
残

っ
て
い
た
。
竹
腰
に
よ
れ
ば
、

住
友

の
幹
部
は
東
京
の
震
災
に
鑑
み
て
、
大
阪
の
新
築
中
の
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
あ
の
ま
ま
で
よ
い
か
再
検
討
し
た
。
そ
し
て
私

（註
、
竹
腰
）
の
米
国
滞
在
中
か
ら
病
中
に
か
け
て
、
次
の
変
更
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

一
、
七
階
建
て
を
五
階
建
て
に
変
更
す
る
。

二
、
原
設
計
に
は
、
大
衆
向
き
建
築
と
し
て
窓
の
防
火
扉
は
付
け
て
な
か
っ
た
が
、
全
部
の
窓
や
出
入
口
に
防
火
扉
を
設
け
る
。
内
部

の
造
作
も
で
き
る
だ
け
不
燃
質

の
も
の
と
す
る
。

三
、
外
部
に
賃
貸
す
る
こ
と
を
や
め
、
住
友

の
関
係
会
社
だ
け
で
使
用
す
る
。

第
二
、
第
三
の
変
更
は
わ
れ
わ
れ
に
も
納
得
で
き
る
。
東
京
の
建
物
が
残

っ
た
の
は
、
正
し
く
完
全
に
外
部
か
ら
の
火
災
を
防
止
で
き

る
設
計
で
あ

っ
た
た
め
に
違
い
な
い
。
ま
た
い
か
に
設
備
が
完
全
で
あ

っ
て
も
、
こ
れ
を
正
し
く
使
わ
な
か
っ
た
ら
内
部
の
延
焼
は
免

れ
な
い
。
東
京
の
場
合
も
住
友
銀
行
の
庶
務
課
長
が

一
身
を
挺
し
て
こ
の
設
備
を
完
全

に
整
え
、
建
物
が
四
方
か
ら
火
災
に
包
ま
れ
、

内
部
は
焦
熱
地
獄
の
熱
さ
で
あ

っ
た
の
に
、　
一
歩
も
退
か
ず
に
守

っ
た
た
め
に
こ
の
成
果
を
挙
げ
得
た
の
で
あ

つ
て
、
多
数
の
賃
貸
人

が
入

っ
て
い
た
の
で
は
統
制
が
取
れ
ず
、
恐
ら
く
他
の
建
物
と
同
様
に
内
部
に
延
焼
し
た
だ
ろ
う
。

こ
う
い
う
見
地
か
ら
第
二
、
第
三
の
変
更
は
わ
れ
わ
れ
に
も
納
得
で
き
る
が
、
七
階
建
て
を
五
階
建
て
に
変
更
す
る
こ
と
に
対
し
て
は

ど
う
も
納
得
が
で
き
な
い
。
耐
震
的
に
は
充
分
の
強
さ
が
あ
る
。
平
面
計
画
は
変
わ
ら
ぬ
ま
で
も
、
外
観
は
不
釣
合
と
な
る
の
を
免
れ

な
い
の
で
あ
る
。
今
日
で
も
あ
の
建
物
が
建
築
規
則
に
よ
る
高
さ
の
限
度
ま
で
建

っ
て
い
た
ら
、
更
に
偉
観
を
添
え
た
だ
ろ
う
と
残
念
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に
思
う
の
で
あ
る
。

七
階
建
て
を
五
階
建
て
に
変
更
し
た
理
由
は
、　
わ
れ
わ
れ
の
周
囲
の
人
は
誰
も
知
ら
な
い
。　
た
だ
住
友

の
家
長
様
（註
、
住
友
吉
左
衛
門

友
純
）
が
総
理
事
（註
、
中
田
錦
士
こ
に
命
じ
て
、
顧
間
の
伊
庭
貞
剛
さ
ん
に
相
談
さ
れ
た
結
果
か
ら
決
ま

つ
た
の
だ
と
聞
か
さ
れ
て
い
る

の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
わ
れ
わ
れ
の
想
像
し
て
い
た
こ
と
は
、
東
京
震
災
の
結
果
第
二
、
第
三
の
項
は
ど
う
し
て
も
変
更
し
た

い
。
そ
れ
に
は
工
費
も
か
さ
む
か
ら
二
階
削

っ
て
、
そ
の
費
用
を
こ
れ
に
当
て
よ
う
。
ま
た
住
友
だ
け
で
使
う
の
で
あ
れ
ば
、
面
積
も

五
階
あ
れ
ば
足
り
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
理
由
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ

っ
た
。
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
の
第

一
期
工
事
は
こ
う
し

て
耐
震
と
と
も
に
耐
火
に
重
点
を
置
い
て
進
め
ら
れ
て
行

っ
た
。

住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
の
第

一
期
（北
半
分
）
工
事
は
大
正
十
五
年
五
月
、
第
二
期
（南
半
分
）
工
事

は
昭
和
五
年
八
月
完
成
す
る
が
、
上
記
の

通
リ
テ
ナ
ン
ト
が
合
資
会
社
は
じ
め
連
系
会
社
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、
実
質
的
な
ビ
ル
の
運
営
業
務
は
従
来
通
り
、
合
資
会
社

総
務
部
庶
務
課
が
行
い
、
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
会
社
の
業
務
は
室
料
の
徴
収
や
ビ
ル
の
保
全
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
新
会
社
設
立
の
意
義

は
乏
し
か
っ
た
。

同
社
の
資
本
金
は
六
五
〇
万
円
２

〓
一万
株
）
で
、
合
資
会
社
、
住
友
銀
行

の
折
半
出
資
で
あ

っ
た
（第
１８
表
）。
そ
の
後
昭
和
十
二
年
三
月
、

住
友
合
資
会
社
の
解
散
に
伴
い
、
合
資
会
社
の
持
株
六
万
五
〇
〇
〇
株
は
、
住
友
家
に
一
万
九
六
〇
〇
株
、
住
友
本
社
に
四
万
五
四
〇
〇
株

が
譲
渡
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
十
六
年
末
住
友
家
保
有
分
か
ら

一
万
株
が
住
友
生
命

へ
譲
渡
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
住
友
生
命

の
一
万
株
は
、

昭
和
十
九
年
十

一
月
、
同
社
が
大
阪
北
港
株
式
会
社
に
合
併
さ
れ
る
直
前
に
、
住
友
本
社
が
買
い
戻
し
、
合
併
時
の
株
主
は
、
住
友
本
社
五

万
五
四
〇
〇
株
、
住
友
家
九
六
〇
〇
株
、
住
友
銀
行
六
万
五
〇
〇
〇
株
で
あ

っ
た
。
こ
の
買
い
戻
し
の
理
由
は
、
大
阪
北
港

の
設
立
時
の
事

情
か
ら
３
住
友
総
本
店
（下
ど

の

「五
　
大
阪
北
港
株
式
会
社
の
設
立
」
参
昭
じ
、
合
併
時
の
住
友
本
社
の
大
阪
北
港

の
持
株
比
率
は
二
三

・
五
％

と
低
か
っ
た
の
で
、
新
会
社
に
お
け
る
比
率
を
少
し
で
も
高
め
る
意
図
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。



ビ
ル
建
設
の
起
業
支
出
第

一
期
四
六
七
万
円
（第
２‐
表
）
は
、
合
資
会
社
か
ら
の
借
入
（第
１０
表
）
と
資
本
金

の
払
込
徴
収
で
対
応
さ
れ
、　
一

時
的
に
余
剰
と
な

っ
た
場
合
は
、
預
金
と
さ
れ
た
（第
２２
表
）。　
こ
の
結
果
既
に
述
べ
た
通
り
、
大
正
十
四
年
末
に
合
資
会
社
に
対
す
る
土
地

代
金
未
払
額

一
二
人
万
円
は
未
収
入
金
に
振
替
ら
れ
て
ビ
ル
会
社
の
借
入
金
は
皆
無
と
な
り
、
十
五
年
も
こ
の
ま
ま
で
推
移
し
た
。
し
か
し

昭
和
三
年
に
入
る
と
、　
六
月
に
広
島
ビ
ル
（工
事
費
三
二
万
円
）
が
、
九
月
に
は
住
友
ビ
ル
第
二
期
工
事
（工
事
費
三
二
七
万
円
）
が
着
工
さ
れ
た
。

こ
の
年
末
に
は
先
の
土
地
代
の
一
部

一
四
万
円
が
支
払
わ
れ
、
残
額

一
一
四
万
円
が
再
び
合
資
会
社
か
ら
の
借
入
金
に
振
替
ら
れ
た
。
昭
和

三
年
度
会
計
見
積
書
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
広
島
ビ
ル
エ
事
費
五
三
万
円
、
土
地
代
金
未
払
額

一
一
四
万
円
、
第
二
期
本
年
度
予
想
額
九

一
万

円
計
二
五
人
万
円
に
つ
い
て
、
社
債
を
発
行
し
合
資
会
社
、
銀
行
、
信
託
、
生
命

の
四
社
に
引
き
受
け
を
求
め
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
同
社
の
昭
和
三
年
度
上
期
営
業
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三
年

一
月
、
同
社
株
主
総
会
は
社
債
募
集
を
決
議
し
て
い
る
。

し
か
し
昭
和
三
年
中
に
第
二
期
工
事
が
、
工
費
削
減

の
た
め
国
産
の
鉄
骨
に
し
た
と
こ
ろ
強
度
試
験
を
パ
ス
し
な
い
も
の
が
あ
り
、
代
品
を

ド
イ
ツ
に
発
注
し
た
た
め
約
五
か
月
も
遅
延
し
た
の
で
、
社
債
発
行
の
必
要
が
な
く
な
り
、
合
資
会
社
か
ら
の
借
り
増
し

一
五
万
円
と
広
島

ビ
ル
に
つ
い
て
は
住
友
銀
行
に
対
す
る
支
払
手
形
五
〇
万
円
で
、
資
金
繰
り
が
つ
け
ら
れ
た
。
続
い
て
昭
和
四
年
度
会
計
見
積
書
に
よ
れ
ば
、

四
年
度
の
第
二
期
工
事
に
関
す
る
不
足
資
金

一
八
六
万
円
と
広
島
ビ
ル
関
係
五
〇
万
円
合
計
二
三
六
万
円
を
再
び
社
債
募
集
に
よ
つ
て
賄
お

う
と
し
て
い
る
。
同
社
の
昭
和
四
年
度
下
期
営
業
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
社
債
及
借
入
金
と
し
て
二
七
〇
万
円
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

の
期
に
あ
た
か
も
社
債
が
発
行
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
が
、
実
際
は
大
正
四
年
七
月
の
株
主
総
会
で
こ
の
社
債
募
集
計
画
を
見

合
わ
せ
、
所
要
資
金
は
借
入
金
で
賄
う
こ
と
と
な
り
、
結
局
社
債
は
発
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
事
実
こ
の
社
債
及
借
入
金
二
七
〇
万
円
の
内
訳

は
、
合
資
会
社
か
ら
の
借
入
金

一
一
六
万
円
、
住
友
銀
行
か
ら
の
借
入
金

一
〇
四
万
円
及
び
広
島
ビ
ル
関
係
支
払
手
形
五
〇
万
円
と
な

っ
て

お
り
、
社
債
発
行
が
決
議
だ
け
に
終
わ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
。
な
お
こ
の
よ
う
に
広
島
ビ
ル
関
係
の
資
金
が
住
友
ビ
ル
の
借
入
金
と

区
別
さ
れ
、
次
章

「住
友
合
資
会
社
（中
ど

で
触
れ
る
が
、
合
資
会
社
の
資
金
繰
表
で
も
こ
の
支
払
手
形
の
記
載
が
な
い
の
は
、
広
島
ビ
ル

第
二
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友
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四
二
八

が
銀
行

の
委
託
に
よ
る
建
築
で
、
そ
の
資
金
は
銀
行
が
面
倒
を
み
る
と
い
う
建
前
な
の
で
、
合
資
会
社
と
し
て
は
、
ビ
ル
会
社
の
資
金
繰
り

の
対
象
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

同
社
は
上
記
広
島
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（昭
和
三
年
十

一
月
完
成
）
に
続
い
て
、
福
岡
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
昭
和
九
年
十

一
月
に
完
成
さ
せ

る
が
、
こ
れ
も
住
友
銀
行
に
一
括
賃
貸
し
、
さ
ら
に
十
五
年
七
月
仙
台
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
完
成
、
こ
れ
は
住
友
生
命
に

一
括
賃
貸
し
た
。

大
阪
市
内
で
は
、
昭
和
十
二
年
東
区
瓦
町
に
御
堂
筋
分
館
を
着
工
し
た
が
、
日
中
戦
争
に
よ
る
臨
時
資
金
調
整
法

の
施
行

の
た
め
昭
和
十
四

年
未
完
成
の
ま
ま
工
事
を
中
断
し
た
（現
在
の
住
友
銀
行
備
後
町
支
店
ビ
ル
の
場
所
）。
こ
の
た
め
十
六
年
二
月
東
区
安
土
町
の
祭
原
ビ
ル
を
賃
借

し
、
住
友
生
命

へ
賃
貸
し
た
他
、
十
九
年
二
月
住
友
ビ
ル
南
向
か
い
側
の
旧
藤
本
証
券
本
店
建
物
を
買
収
し
、
住
友
ビ
ル
分
館
、
後
に
南
館

（現
在
の
住
友
ビ
ル
ニ
号
館
の
場
所
）
と
称
し
た
。

こ
の
よ
う
に
ビ
ル
会
社
と
し
て
は
特
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
得
ぬ
ま
ま
、
同
社
は
昭
和
十
九
年
十

一
月
、
大
阪
北
港
株
式
会
社
と
合

併
し
、
住
友
土
地
工
務
株
式
会
社
と
な

つ
た
。
前
記
竹
腰
は
、
住
友
ビ
ル
完
成
後
昭
和
八
年
不
況
の
た
め
工
作
部
の
人
々
と
と
も
に
退
社
し

て
長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
を
開
設
し
て
い
た
が
、
乞
わ
れ
て
こ
の
事
務
所
を
新
会
社
に
参
加
さ
せ
、
社
長
に
就
任
し
た
。
合
併
を
前

に
し

て
、
昭
和
十
八
年
七
月
、
住
友
本
社
経
理
部
商
工
課
が
報
告
し
た
同
社
の
内
容
は
、
次

の
通
り
で
あ

っ
た
。

一
、
現
況

当
社

ハ
大
正
十
二
年
八
月
ノ
設
立

ニ
カ

ヽ
り
、
資
本
金
六
百
五
拾
万
円
全
額
払
込
済

ニ
シ
テ
、
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ヲ
建
設
シ
、
之
ガ
賃
貸

並

二
其
ノ
附
帯
事
業
ヲ
営
ム
ヲ
以
テ
ロ
的
ト
ス
。

現
在
当
社
ノ
所
有
建
物

ハ
、
大
阪
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
本
館
ノ
外
、
広
島
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
、
福
岡
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
、
仙
台
住

友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ノ
三
者
ア
ル
モ
、
広
島
、
福
岡
両
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
ハ
銀
行

二
、
仙
台
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ハ
生
命
保
険

二
、
夫
々
委
託
管

理
ヲ
ナ
ス
。
当
社
直
轄
管
理
ノ
大
阪
本
館

ハ
、
総
工
費
七
百
七
十
七
万
円
、
地
上
五
階
地
下

一
階
（外

二
屋
階
ア
リ
）
、
敷
地
二
、
四
〇



四
坪
、
総
延
坪

一
〇
、
二
〇
八
坪
ノ
豪
壮
ナ
ル
建
物

ニ
シ
テ
、
真

二
住
友
事
業
ノ
本
拠
タ
ル
ニ
恥
デ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

二
、
今
後
ノ
計
萱

大
阪
本
館
本
年
六
月
末
現
在
ノ
使
用
可
能
坪
数
七
、

四
三
二
坪
ノ
中
共
通
室
其
他
九
〇
六
坪
ヲ
除
ク
、

六
、
五

一
六
坪
ガ
貸
付
可
能
坪
数
ナ
ル
ガ
、
其
中

空
室

ハ
僅

二
八
二
坪

ニ
シ
テ
六
、
四
三
三
坪
（有

効
坪
数
ノ
九
割
九
分
弱
）
貸
付
使
用
中
ナ
リ
（註
、

第
２３
表
参
昭
じ
。
即
チ
当
本
館

ハ
極
度
ノ
飽
和
状
態

ニ
ア
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ベ
ク
、
支
那
事
変
以
来
住
友

事
業
ノ
飛
躍
的
発
展
ノ
証
左
ト
シ
テ
喜
ブ
ベ
キ
現

象
ナ
ル
モ
、
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
当
局
者
ノ
苦
心
ノ
存

ス
ル
所
以
ナ
リ
。
即
チ
本
社
地
所
課

二
於
テ
響

ニ

（十
五
年
九
月
）
鴻
池
信
託
ビ
ル
（註
、
前
記
旧
帝
国

座
の
建
物
、
大
正
十
五
年
住
友
ビ
ル
第

一
期
工
事
完
成

後
住
友
銀
行
本
店
営
業
部
は
そ
ち
ら
へ
移
り
、
そ
の
跡

に
住
友
信
託
が
入
居
、
昭
和
五
年
第
二
期
工
事
完
成
後

住
友
信
託
も
住
友
ビ
ル
ヘ
入
居
し
た
の
で
、
そ
の
跡
を

鴻
池
信
託
に
賃
貸
し
て
い
た
）
延
坪
七
四
〇
坪

ヲ
回

四
二
九

第23表 住友ビル賃貸概況 (日研日18年 6月 末)

貸付先 賃貸面積
賃貸料
(月 額)

入 居 状 況

本社

林業所

病院出張所

銀行

信託

生命保険

化学工業

鍍業

機械工業

海上火災

日本板硝子

土肥鍍業

長谷部竹腰

坪

1,299

50

53

2,136

954

921

369

321

42

194

76

10

7

円

16,863

663

200

43,505

23,381

10,998

4,582

4,167

517

2,390

885

124

26

地階、 3階、

4階

6階

地階、 1階、

地階、 1階、

地階、 4階、

地階、 4階

地階、 5階、

4階、 5階

地階、 4階

4階、 5階

4階

附属家

4階 、附属家

2階、附属家

附属家

5階、 6階

6階

塔 屋

合  計 6,433 108,301

ビルデイング

共通関係

空室

地階、 3階 、 5階

有効坪数 7,422

出典 :株式会社住友 ビルデ イング概況
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四
三
〇

収
シ
、
且

一
昨
年
六
月
当
社

二
於
テ
御
堂
筋
祭
原
ビ
ル
ノ

一
部
延
坪
八
三
二
坪
ヲ
賃
借
シ
、
夫
々
生
命
保
険
ノ

一
部
ヲ
両
所

二
移
転
セ

ル
モ
、　
時
局
柄
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
建
設
ノ
見
込
ナ
キ
現
状
ノ
下
二
於
テ
ハ
（御
堂
筋
分
館

ハ
支
那
事
変
直
後
工
事
中
止
、　
地
下

一
・
三
階

完
成
セ
ル
ノ
ミ
）
、
今
後
モ
貸
ビ
ル
ヲ
求
ム
ル
ノ
外
手
段
ナ
シ
ト
云
フ
ベ
シ
。

当
社

二
於
テ
ハ
、
昨
年
末
百
貨
店
供
出
ノ
議
起
リ
タ
ル
際
、
御
堂
筋
所
在
百
貨
店
ノ

一
部
割
当
方
当
局

二
要
望
セ
ル
モ
、
軍
関
係
其
他

ノ
使
用
意
外

二
多
キ
為
目
的
ヲ
達
セ
ズ
。
目
下
ノ
処
淀
屋
橋
美
津
濃
ビ
ル
六
階
以
上
延
約
三
〇
〇
坪
ノ
賃
借
方
交
渉
ヲ
為
ス
ノ
ミ
ナ
リ
。

（註
、　
昭
和
十
九
年
十

一
月
、
合
併
直
前
に
大
阪
北
港
株
式
会
社
本
店
が
、
大
阪
市
此
花
区
恩
貴
島
南
之
町
か
ら
こ
こ
に
移
転
し
、　
そ
の
ま
ま
住
友
土

地
工
務
株
式
会
社
本
店
と
な
つ
た
）

回
　
坂
炭
破
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継

住
友

の
石
炭
採
掘
は
、
明
治
二
十
六
年
に
買
収
し
た
庄
司
炭
坑
（福
岡
県
嘉
穂
郡
大
谷
村
、
現
飯
塚
市
幸
袋
町
）
に
始
ま
る
。
こ
れ
は
明
治
三
十

五
年

に
売
却
さ
れ
て
、
こ
の
大
正
十
三
年

の
時
点
で
は
明
治
二
十
七
年

に
麻
生
大
吉
か
ら
買
収
し
た
忠
隈
炭
坑
（福
岡
県
穂
波
郡
穂
波
村
、
現

穂
波
町
）
が
主
力
と
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
大
正
十
四
年

の
実
際
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
九
州
の
炭
鉱
で
は
、
三
井
の
三
池
（年
産
二
一
七

万
卜
こヽ
、　
田
川
２

０
四
万
ト
ン
）
、
山
野
（五
八
万
ト
ン
）
、
貝
島
の
大
ノ
浦
Ｃ

〓
一〇
万
ト
ン
）
、
三
菱

の
鯰
田
（六
一
万
ト
ン
）、
新
入
（五
五
万
ト

ン
）等
に
比
し
て
、
住
友

の
忠
隈
は
四
二
万
ト
ン
と
甚
だ
し
く
見
劣
り
が
し
て
い
た
。　
こ
れ
は
九
州
に
お
け
る
進
出
の
立
ち
遅
れ
と
、
家
長

住
友
吉
左
衛
門
が
炭
鉱
に
つ
き
も
の
の
事
故
を
嫌

っ
て
炭
鉱
の
買
収
に
消
極
的
で
あ

っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
既
に
拡
張
の
余
地
に
乏
し
い
九
州
に
対
し
、
北
海
道
で
は
依
然
と
し
て
新
炭
田
開
発
の
見
込
み
が
存
在
し
て
い
た
。
大
正
五

年
に
は
、
「住
友
総
本
店
（下
と

で
述
べ
た
よ
う
に
、
三
笠
炭
坑
を
買
収
、
唐
松
炭
坑
と
改
称
し
、
札
幌
鉱
業
所
の
中
に
置
い
た
。

し
か
し

北
海
道
に
お
い
て
も
、
既
に
北
海
道
炭
破
の
夕
張
（年
産

一
一
一
一万
卜
じヽ
、
新
夕
張
（五
四
万
ト
ン
）、
三
菱

の
美
唄
（七
六
万
ト
ン
）
、
三
井
の
砂



川
（三
二
万
ト
ン
）
に
対
し
、
大
き
く
遅
れ
を
と
つ
て
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
大
正
十
三
年

一
月
、
坂
炭
破
上
歌
志
内
破
（北
海
道
石
狩
国
空
知
郡
歌
志
内
村
、
現
歌
志
内
市
）
で
死
者
七
七
名
を
出

す
炭
塵
爆
発
の
大
惨
事
が
起
き
、
上
期
決
算
は
六
万
三
〇
〇
〇
円
の
赤
字
と
な

っ
て
、
大
正
三
年
開
坑
以
来
順
調
で
あ

っ
た
同
社
の
経
営
が

揺
ら
い
だ
。
こ
の
鉱
区
は
、
明
治
年
間
に
坂
市
太
郎
が
鉱
業
権
を
取
得
し
、
大
正
六
年

に
は
坂
炭
破
株
式
会
社
を
設
立
（資
本
金

一
〇
〇
万
円
）

し
て
、
大
正
九
年
市
太
郎
の
死
後
は

一
族
で
経
営

に
当
た
っ
て
い
た
。

こ
う
し
て
経
営
危
機
に
陥

っ
た
同
社
に
、
住
友
合
資
会
社
が
資
本
参
加
す
る
交
渉
が
進
め
ら
れ
、
同
年
十
月
同
社
は
倍
額
増
資
し
て
、
そ

の
六
〇
％
０
一万
四
〇
〇
〇
株
）
を
合
資
会
社
が

一
一
五
万
円
で
取
得
し
（第
１９
表
）
、
常
務
理
事
小
倉
正
恒
が
取
締
役
会
長
に
就
任
、
札
幌
鉱
業

所
支
配
人
近
藤
宏
太
郎
（Ｍ
３８
東
大
工
・
採
鉱
冶
金
、
外
村
鉱
業
所
、
Ｔ
３
住
友
入
社

・
Ｔ
ｌＯ
現
職
）
に
同
社
常
務
を
兼
務
さ
せ
、
本
社
を
歌
志
内
村

か
ら
札
幌
鉱
業
所
内
に
移
し
た
。

大
正
十
四
年
十
月
、
坂
炭
破
は
、
住
友
坂
炭
破
株
式
会
社
と
改
称
、
同
日
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
（第
１８
表
）。

こ
れ
ま
で
の
連
系
会
社

は
総
本
店

・
合
資
会
社
か
ら
分
離
独
立
し
た
も
の
で
あ

つ
た
が
、
住
友
坂
炭
破
は
純
然
た
る
外
部
の
会
社
を
買
収
し
て
連
系
会
社
と
し
た
初

め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
新
た
に
事
務
章
程
及
び
処
務
規
程
が
制
定
さ
れ
た
他
、
合
資
会
社
か
ら
出
向
し
た
職
員

一
三
名
と
と
も
に
、
再
雇

用
さ
れ
た
旧
坂
炭
破
の
職
員
（傭
員
三
一
名
、
準
備
員
二
五
名
）
に
対
し
合
資
会
社

の
諸
規
則
が
準
用
さ
れ
た
（資
料
５
）。

坂
市
太
郎
の
三
人
の
子
息
は
、
坂
隆
二
、
整
三
が
取
締
役
に
、
敏
男
は
監
査
役
に
と
ど
ま
つ
た
。
そ
の
後
も
坂
隆
二
は
、　
一
族
を
代
表
し

て
、
昭
和
五
年
同
社
が
住
友
九
州
炭
破
と
合
併
し
て
、
住
友
炭
破
株
式
会
社
が
発
足
し
た
際
も
取
締
役
に
残
り
、
昭
和
十
二
年
住
友
炭
破
が

住
友
別
子
鍍
山
と
合
併
し
て
、
住
友
鍍
業
が
設
立
さ
れ
た
折
に
も
、
監
査
役
に
就
任
し
、
終
戦
後
昭
和
二
十
二
年
ま
で
在
任
し
た
。
こ
の
よ

う
に
坂

一
族
を
買
収
後
も
住
友

の
重
役
と
し
て
優
遇
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
当
時
経
理
部
第

一
課
兼
第
三
課
員
と
し
て
入
社
早
々
同
社

買
収
の
法
律
問
題
を
担
当
し
た
香
川
修

一
（Ｔ
ｌ３
東
大
法
、
後
に
合
資

・
本
社
人
事
課
長
、
住
友
電
工
常
務
）
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
型
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
一



第
二
章
　
住
友
合
資
会
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（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
二

こ
れ
は
や
は
り
住
友
が
外
部
の
事
業
を
吸
収
し
た
り
、
買
収
し
た
り
す
る
時
に
、
前
経
営
者
に
対
し
て
す
る
情

の
籠
も

っ
た
扱

い
方
を

し
た

一
例
と
し
て
感
心
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
後
と
い
え
ど
も
随
分
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
事
業
を
合
併
し
ま
し
た
が
、
い
わ
ば
敗
者

と
も
い
う
べ
き
前
の
経
営
者
に
対
し
て
、
決
し
て
無
理
を
し
て
、
後
で
恨
み
を
買
う
よ
う
な
こ
と
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
や

は
り
住
友

の
先
輩
は
偉
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
あ
住
友
が
発
展
し
て
い
く
に
当
た
っ
て
の

一
つ
の
政
略
だ
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
買
収
さ
れ
る
側
で
は
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
ね
。
た
だ
銀
行
の
場
合
は
、
必
ず
し
も
そ
う
で
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
か
っ
て
銀
行
の
重
役
に
も
い
つ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、

「住
友

の
や
り
方
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、　
も

っ

と
被
吸
収
者
に
対
す
る
優
遇
を
考
え
な
き
や
い
か
ん
の
で
は
な
い
か
」
と
申
し
上
げ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、
他

の
事
業
で
は
、
ま

あ
こ
の
方
針
を
守

っ
て
、
前
経
営
者
に
相
当
な
優
遇
を
与
え
て
来
て
お
り
ま
す
。

買
収
後

一
年
を
経
た
大
正
十
四
年
度
実
際
報
告
書
は
、
同
社
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

当
会
社

ハ
、

大
正
十
三
年
末
当
方

二
引
継
ギ
以
来
、　
鋭
意
経
営
ノ
改
善

二
努
メ
タ
ル
ガ
、　
炭
界
益
々
不
況

ニ
シ
テ
且
出
炭
減
少
（註
、

一
〇
万
ト
ン
ピ
一伴
ヒ
、
生
産
費
ノ
低
減
モ
思

ハ
シ
カ
ラ
ズ
、
予
期
ノ
利
益
ヲ
挙
グ
ル
事
能

ハ
ズ
シ
テ
越
年
シ
タ
リ
。

但
坑
内
外
ノ
改
良
順
次
進
捗
シ
、
其
他
経
営
上
各
般
ノ
改
善

ハ
相
当
ノ
成
績
ヲ
見
タ
リ
ト
認
ム
。

そ
の
後
も
引
き
続
き
改
良
工
事
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
二
年
度
実
際
報
告
書
に
よ
れ
ば
次

の
よ
う
な
段
階
に
至

っ
た
。

経
営
引
受
以
来
実
行
中
ナ
リ
シ
上
歌
志
内
破
事
業
ノ
整
理
卜
増
炭
起
業
ト
ハ
、
当
年
度
ヲ
以
テ
略
々

一
段
落
ヲ
告
ゲ
、
昭
和
三
年
度
ヨ

リ
ハ
二
十
万
屯
即
チ
五
割
ノ
増
炭
ヲ
見
ル
予
定
ナ
リ
。

昭
和
三
年
三
月
、
札
幌
鉱
業
所
が
廃
止
さ
れ
、
鴻
之
舞
鉱
山
は
鉱
業
所
と
し
て
独
立
し
、
唐
松
炭
坑
は
、
住
友
坂
炭
破
に
経
営
が
委
託
さ

れ
た
。
札
幌
鉱
業
所
支
配
人
近
藤
宏
太
郎
は
合
資
会
社
技
師
長
に
栄
転
し
た
の
で
、
住
友
坂
炭
破
常
務
も
退
任
し
、
後
任
に
取
締
役
上
歌
志

内
破
長
片
井
虎
次
郎
（Ｍ
翌
示
大
工
・
採
鉱
冶
金
）
が
昇
格
し
、
本
社
を
札
幌
か
ら
再
び
歌
志
内

へ
戻
し
た
。
札
幌

に
は
別
に
札
幌
売
炭
所
を
設



け
た
が
、
本
社
業
務
と
上
歌
志
内
破
の
管
理
業
務
を

一
本
化
し
て
、
少
し
で
も
経
費
の
節
減
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ

つ
た
。

し
か
し
こ
の
年
の
夏
、
住
友
坂
炭
積
の
上
歌
志
内
破
に
近
い
歌
志
内
及
び
新
歌
志
内
の
二
坑
と
唐
松
炭
坑
に
近
い
奔
別
の
合
計
三
炭
坑
を

有
す
る
北
海
道
鎖
業
株
式
会
社
の
売
却
の
話
が
、
七
月
に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
住
友
九
州
炭
破
株
式
会
社
（忠
隈
炭
坑
を
中
心
と
し
た
若
松
炭

業
所
を
改
組
）常
務
山
本
信
夫
（Ｍ
型
示
大
工
・
機
）
の
死
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
山
本
は
こ
れ
を
直
ち
に
小
倉
常
務
理
事

に
連
絡
し
、
自
ら
買
収
交

渉
に
当
た
っ
た
。
そ
し
て
合
資
会
社
は
年
末
に
は
こ
の
北
鍍
を
二
八
七
万
円
で
買
収
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
翌
四
年

一
月
、
合
資
会
社
は

こ
れ
を
経
営
委
託
中
の
唐
松
炭
坑
と
と
も
に
、
三
六
五
万
円
で
住
友
坂
炭
破
に
譲
渡
し
た
。
同
社
は
、
こ
の
代
金
支
払

に
充
当
す
る
た
め
、

五
〇
〇
万
円
増
資
（払
込
四
〇
〇
万
円
）
し
て
資
本
金
を
七
〇
〇
万
円
と
し
た
。
こ
の
増
資
分
は
全
額
合
資
会
社
が
負
担
し
た
の
で
、
そ
の
持

株
比
率
は
八
八

・
五
％
に
達
し
た
。
こ
れ
ら
の
炭
坑
を
統
轄
す
る
た
め
、
同
社
の
本
社
は
再
度
札
幌
鉱
業
所
跡

へ
移
転
し
た
。

こ
の
年
八
月
、
上
歌
志
内
破
で
ま
た
し
て
も
ガ
ス
爆
発
が
あ
り
、
死
者
七
〇
名
と
い
う
大
惨
事
と
な

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
昭
和
四
年

の
同

社
の
出
炭
量
は
、
住
友
九
州
炭
破
の
人
三
万
ト
ン
に
対
し
、
四
六
万
ト
ン
に
達
し
、
北
海
道
に
お
い
て
も
よ
う
や
く
北
炭
、
三
井
、
三
菱

に

次
ぐ
地
位
を
占
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
同
社
に
は
こ
の
他
に
後
に
住
友

の
石
炭
事
業
の
主
力
と
な
る
赤
平
破
の
開
発

の
余
地

が
残
さ
れ
て
い
た
。
翌
五
年
四
月
、
同
社
は
住
友
九
州
炭
破
と
合
併
し
て
、
住
友
炭
破
株
式
会
社
と
な
り
、
こ
こ
に
住
友

の
石
炭
事
業
は

一

元
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（資
料
５
）

甲
第
二
〇
号
達

今
般
住
友
坂
炭
破
株
式
会
社
ヲ
住
友
合
資
会
社
ノ
連
系
会
社

二
指
定
シ
タ
ル
ニ
付
、
傭
員
及
準
備
員
ノ
身
分
、
待
遇
及
給
与
等

二
関
ス
ル
準

則
左
ノ
通
相
定
ム
。

大
正
十
四
年
十
月

一
日

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
三
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二
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住
友
合
資
会
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
四

住
友
合
資
会
社
社
長
　
　
　
　
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

住
友
坂
炭
破
株
式
会
社
取
締
役
会
長
　
小
倉
正
恒

第

一
条
　
住
友
坂
炭
破
株
式
会
社

二
於
テ
ハ
、
傭
員
及
準
備
員
ノ
身
分
、
待
遇
、
俸
給
、
身
元
保
證
金
及
退
職
慰
労
金
其
他
諸
給
与

二
関
シ

テ
ハ
、
総
テ
住
友
合
資
会
社
ノ
諸
規
則
ヲ
準
用
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
二
条
　
住
友
合
資
会
社

二
於
テ
ハ
、
住
友
坂
炭
破
株
式
会
社
ノ
傭
員
及
準
備
員

二
対
シ
、
住
友
合
資
会
社
ノ
傭
員
及
び
準
備
員
卜
同
様
ノ

待
遇
ヲ
為
シ
、
身
分
並

二
給
与

二
関
ス
ル
住
友
合
資
会
社
ノ
諸
規
則

ハ
総
テ
之
ヲ
準
用
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

０
　
住
友
肥
料
製
造
所
の
株
式
会
社

へ
の
移
行

別
子
の
煙
害
対
策
の
た
め
に
、
大
正
三
年
九
月
、
新
居
浜
に
住
友
肥
料
製
造
所
を
開
設
し
て
、
別
子
産
の
硫
化
鉱
か
ら
硫
酸
を
作
り
、
さ

ら
に
こ
れ
を
原
料
と
し
て
過
燐
酸
石
灰
を
製
造
す
る
こ
と
に
な

っ
た
経
緯
は
、
既
に

「住
友
総
本
店
（中
と

の

「
五
　
住
友
肥
料
製
造
所
の

開
設
」
で
述
べ
た
。
肥
料
製
造
所
は
大
正
三
年
七
月
、
第

一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
に
発
注
し
た
塔
式
硫
酸
工
場
用
設
備
が

輸
出
禁
止
と
な

っ
た
た
め
、
旧
式
の
鉛
室
式
に
設
計
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
四
年
八
月
操
業
を
開
始
し
た
。

他
方
同
じ
く
第

一
次
大
戦
の
勃
発
に
よ
つ
て
、
こ
れ
ま
で
合
成
染
料
の
ほ
と
ん
ど
全
て
を
外
国
特
に
ド
イ
ツ
に
依
存
し
て
き
た
わ
が
国
染

色
業
界
は
、
突
然
の
輸
入
途
絶
に
見
舞
わ
れ
た
。　
こ
の
た
め
染
料
や
医
薬
品
の
国
産
化
を
目
的
と
し
て
大
正
四
年
六
月
、
「染
料
医
薬
品
製

造
奨
励
法
」
が
公
布
さ
れ
、
十
月
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
、
指
定
染
料

・
医
薬
品
の
製
造
法
人
に
対
し
て
、　
一
〇
年
間
補
助
金
を
交
付

す
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
て
、
補
助
金
額
は
、
損
失
補
償
に
加
え
て
、
年
人
分
の
株
式
配
当
を
も
保
証
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
当
初

の
原
案

で
は
、　
対
象
と
す
る
法
人
の
兼
営
を
認
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、

「兼
営
の
場
合
に
は
別
途
会
計
と
し
て
の
取
扱
ひ
が
困
難
で
あ
り
、

従

っ
て
補
助
金

の
計
算
が
面
倒
で
ぁ
る
と
い
う
単
な
る
事
務
的
」
な
理
由
で
染
料

・
医
薬
品
以
外
の
兼
営
が
許
可
さ
れ
な
く
な

っ
た
た
め
、



既
に
こ
の
年
ア
リ
ザ
リ
ン
染
料
の
製
造
に
成
功
し
て
い
た
三
井
鍍
山
３
一池
鉱
業
所
の
付
属
工
場
で
あ
っ
左
二
池
焦
煤
工
場
）
は
本
法
律

の
適
用
外

と
さ
れ
、
大
正
五
年
三
月
設
立
さ
れ
た
国
策
会
社
日
本
染
料
製
造
株
式
会
社
の
み
が
、
そ
の
対
象
と
な

っ
た
。

日
本
染
料
製
造
（日
染
と
略
称
）
は
、
国
策
会
社
と
い
い
な
が
ら
発
起
人
五
五
名

の
中
に
三
井

・
三
菱

・
住
友

の
代
表
者

の
名
前
は
な
か
っ

た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
石
炭
鉱
業
を
有
し
、
将
来
日
染
の
ラ
イ
バ
ル
的
存
在
に
な
る
こ
と
が
確
実
と
み
ら
れ
た
た
め
、
除
外
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
三
井
鍍
山
で
は
、
大
正
七
年
上
記
三
池
焦
煤
工
場
が
三
池
染
料
工
業
所
と
し
て
三
池
鉱
業
所
か
ら
独
立
し
た
。
三
菱

で
は
製
錬
用
コ
ー
ク
ス
を
自
給
し
て
い
た
牧
山
骸
炭
製
造
所
に
大
正
三
年
副
産
物
回
収
炉
が
新
設
さ
れ
、
大
正
七
年
三
菱
鍍
業
が
設
立
さ
れ

る
と
、
そ
の
管
轄
下
に
入

っ
た
。
や
が
て
昭
和
九
年
に
は
こ
れ
を
母
体
に
染
料
生
産
を
目
的
と
し
て
、
日
本
タ
ー
ル
（後
の
三
菱
化
成
工
業
）
が

設
立
さ
れ
た
。

し
か
し
住
友
の
場
合
、
コ
ー
ク
ス
は
別
子
鉱
業
所
で
明
治
三
十

一
年
か
ら
主
と
し
て
三
池
炭
坑
の
粉
炭
を
利
用
し
て
、
自
家
製
造
さ
れ
て

き
た
が
、
コ
ー
ク
ス
を
購
入
す
る
方
が
安
く
な
り
、
大
正
八
年

コ
ー
ク
ス
の
製
造
は
中
止
さ
れ
た
。
し
か
も
こ
の
別
子
の
コ
ー
ク
ス
炉
は
副

産
物
回
収
炉
で
は
な
か
つ
た
し
、
鈴
木
総
理
事

の
関
心
は
過
燐
酸
石
灰
に
比
べ
三
倍
も
硫
酸
を
消
費
す
る
こ
と
に
な
る
、

ハ
ー
バ
ー
法
に
よ

る
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
と
そ
れ
に
基
づ
く
硫
安

の
製
造
に
あ

つ
た
の
で
、
住
友
と
し
て
日
染
設
立
に
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。

一
方
日
染
に
お
い
て
は
、
「同
社
の
工
場
の
位
置
と
技
師
長
の
人
選
と
は
、
同
社
創
立
以
来

の
大
問
題
で
、　
し
か
も
相
当

に
紛
糾
し
た
難

問
題
で
あ

っ
た
ら
し
く
、　
そ
れ
は
主
と
し
て
東
京
と
大
阪
と
の
両
瓦
斯
会
社
の
染
料
工
業
に
お
け
る
争
覇
戦
で
あ

つ
た
」
。

東
京

・
大
阪
の

他
に
、

原
料
と
し
て
八
幡
製
鉄
所
の
タ
ー
ル
製
品
の
供
給
を
め
ぐ
り
、

北
九
州
立
地
（遠
賀
川
流
域
）派
も
あ

っ
た
が
、
大
阪
瓦
斯
が
譲
歩
し

て
日
染
が
八
幡
か
ら
原
料
供
給
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、
九
州
側
は
大
阪
方
に
つ
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
当
時

の
大
阪
瓦
斯

社
長
片
岡
直
輝
翁
住
友
総
本
店
（中
ど

の

「七
　
住
友
鋳
鋼
場
の
株
式
会
社
へ
の
移
行
」
参
照
）
は
、
自
ら
日
染
の
相
談
役
と
な
り
、
腹
心

の
大
阪

瓦
斯
取
締
役
渡
辺
千
代
三
郎
（大
正
六
年
片
岡
引
退
後
の
大
阪
瓦
斯
社
長
）
を
日
染

の
取
締
役

に
送
り
込
ん
だ
。
片
岡
は
ま
た
大
阪
舎
密
工
業
（大
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正
十
四
年
大
阪
瓦
斯
に
合
併
さ
れ
、
そ
の
舎
密
工
場
と
な
る
）及
び
大
阪
瓦
斯
で
中
間
物

・
染
料

の
研
究
を
行

っ
て
い
た
下
村
孝
太
郎
を
日
染
の
技

師
長
に
擁
立
し
、
併
せ
て
両
社
の
染
料
関
連
設
備
を
日
染
に
譲
渡
し
て
新
工
場
完
成
ま
で
の
つ
な
ぎ
と
し
、
日
染
の
工
場
用
地
買
収
に
当
た

っ
て
は
、
大
阪
舎
密
工
業
に
隣
接
す
る
大
阪
市
西
区
春
日
出
町

・
川
岸
町
（現
此
花
区
春
日
出
中
三
丁
日
及
び
南
三
丁
目
）
の
土
地
三
万
坪
を
斡
旋

（
６２
）

し
た
翁
住
友
総
本
店
（下
ど

第
３
図
参
照
）。

こ
の
地
域
は
、
後
に
大
正
八
年
に
設
立
さ
れ
た
大
阪
北
港
株
式
会
社
の
経
営
地
内
に
含
ま
れ
る
が
、
こ
の
当
時
は
ま
だ
そ
の
前
身
た
る
正

蓮
寺
川
沿
地
主
組
合
の
設
立
よ
り
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
土
地
は
住
友
家
の
も
の
で
は
な
く
、
や
が
て
六
万
八
〇
〇
〇
坪
を
提

供
し
て
、
大
阪
北
港
の
監
査
役
に
就
任
す
る
清
海
復
三
郎
の
所
有
で
あ

っ
た
∩
住
友
総
本
店
（下
ν

第
１８
表
参
昭
じ
。

す
な
わ
ち
日
染
設
立
時
に
は
、
住
友
総
本
店
と
し
て
こ
れ
に
関
心
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
立
地
が
大
阪
に
決
定
さ
れ
て
も
、
八
代

則
彦
（経
歴
前
掲
）
に
よ
れ
ば
大
阪
瓦
斯
社
長
片
岡
直
輝
は
ア
ン
チ
住
友

で
あ

っ
た
の
製
、
住
友
が
関
与
す
る
余
地
は
な
か
っ
た
の
で
あ
型
。

後

に
乞
わ
れ
て
日
染
の
経
営

に
当
た
る
こ
と
に
な
る
稲
畑
勝
太
郎
は
、
輸
入
染
料

の
販
売
業
者
（稲
畑
本
店
店
主
）
と
し
て
、
或

い
は
大
阪
商

業
会
議
所
副
会
頭
と
し
て
、
中
立
的
立
場
で
日
染
の
監
査
役
に
就
任
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
下
村
孝
太
郎

の
日
記
に
よ
れ
ば
、
稲
畑

も
片
岡
に
よ
る
下
村
の
日
染
技
師
長
擁
立
を
支
持
し
て
い
た
。

住
友
肥
料
製
造
所
が
進
出
し
た
過
燐
酸
石
灰
の
業
界
は
、
高
度
な
技
術
を
必
要
と
せ
ず
、
参
入
が
容
易
で
、
体
質
的
に
生
産
過
剰
の
業
界

で
あ

っ
た
。
発
足
後
は
た
ま
た
ま
第

一
次
大
戦
の
好
況
で
、
利
益
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
∩
住
友
総
本
店
（下
ど

第
６
表
参
昭
じ
、
鈴
木

総
理
事
が
硫
安

へ
の
進
出
を
急
い
だ
の
は
、
硫
酸
の
消
費
量
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
点
も
十
分
理
解
し
て
い
た
か
ら
で
あ

つ
た
と
思
わ

れ
る
。
大
工
六
年
九
月
、
敵
国
人
所
有
の
発
明
特
許
を
出
願
者
に
免
許
し
て
専
用
さ
せ
得
る
工
業
所
有
権
戦
時
法
が
施
行
さ
れ
、
鈴
木
が
関

心
を
も

っ
た
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
の
ハ
ー
バ
ー
法
も
こ
れ
に
該
当
し
た
。
鈴
木
は
こ
の
専
用
権
免
許
を
め
ぐ
り
、
三
井

・
三
菱
等

に
対
し
共
同

事
業
計
画
案
を
提
唱
し
、
東
洋
窒
素
工
業
会
社
の
設
立
を
図

っ
た
。
大
正
八
年
三
月
、
鈴
木
は
自
ら
こ
の
実
用
化

の
た
め
米
国
ゼ
ネ
ラ
ル

・



ケ
ミ
カ
ル
（Ｇ
Ｃ
）社
、
ド
イ
ツ
の
バ
デ
ィ
シ
ュ
社
と
の
提
携
を
模
索
し
て
、
欧
米
出
張
に
出
発
し
た
。

し
か
し
米
国
Ｇ
Ｃ
社
と
の
交
渉
は
不

調
に
終
わ
り
、
ド
イ
ツ
に
渡

っ
た
鈴
木
は
、
バ
デ
イ
シ
ユ
社
と
の
交
渉
で
も
三
〇
〇
〇
万
円
と
い
う
巨
額
の
技
術
料
を
要
求
さ
れ
て
、
交
渉

を
中
断
し
て
大
正
九
年

一
月
帰
国
し
た
。
そ
し
て
そ
の
三
月
恐
慌
の
発
生
に
よ
り
、
こ
の
鈴
木

の
構
想
が
潰
え
た
こ
と
は
既
に
述

べ
た
（な

お
特
許
権
保
持
団
体
と
し
て
大
正
十
年
七
月
東
洋
窒
素
組
合
が
結
成
さ
れ
た
）。

鈴
木
の
予
想
し
た
通
り
、
肥
料
製
造
所
の
業
績
は
大
正
九
年
以
来
三
年
連
続
し
て
赤
字
と
な
り
（第
４
表
参
昭
じ
、
鈴
木
は
こ
の
赤
字
を
苦

に
し
な
が
ら
、
大
正
十

一
年
末
他
界
し
た
。
肥
料
製
造
所
は
こ
の
苦
境
を
合
理
化
で
切
り
抜
け
よ
う
と
し
た
が
、
業
界
で
は
カ
ル
テ
ル
に
よ

る
生
産
制
限
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。
過
燐
酸
石
灰
の
業
界
で
は
、
明
治
二
十
年
渋
沢
栄

一
が
、
自
ら
委
員
長
と
な

っ
て
東
京
人
造
肥
料
株

式
会
社
を
設
立
し
て
以
来
、
大
御
所
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
。
大
正
十
二
年
二
月
、
渋
沢
は
住
友
合
資
会
社
中
田
総
理
事
に
書
簡
を
送
り
、

肥
料
製
造
所
の
カ
ル
テ
ル
参
加
を
要
請
し
て
き
た
が
、
中
田
は
小
倉
常
務
理
事
を
通
じ
、
住
友

の
肥
料
製
造
は
別
子
の
煙
害
防
止
の
た
め
で

（
６５
）

あ
る
と
し
て
、　
カ
ル
テ
ル
に
は
参
加
せ
ず
、
協
定
の
主
旨
は
尊
重
す
る
こ
と
に
と
ど
め
た
。

コ
一　
業
績
」

（註
（２‐
と
で
述
べ
た
よ
う
に
元

来
住
友
は
カ
ル
テ
ル
参
加
に
よ
り
経
営
上
制
約
を
受
け
る
こ
と
を
忌
避
し
て
い
た
の
で
、
煙
害
云
々
は
渋
沢
に
対
す
る
口
実
で
あ
ろ
う
。
五

月
渋
沢
は
、
当
時
三
大
メ
ー
カ
ー
と
称
さ
れ
た
大
日
本
人
造
肥
料
（東
京
人
造
肥
料
の
後
身
）
、
関
東
酸
曹
、
日
本
化
学
肥
料

の
三
社
を
大
合
同

さ
せ
た
。
こ
の
年
か
ら
景
気
は
持
ち
直
し
肥
料
製
造
所
の
業
績
も
黒
字
に
転
じ
た
。
大
正
十
四
年
二
月
、
肥
料
製
造
所
は
運
賃
負
担
力

の
乏

し
い
過
燐
酸
石
灰
の
関
東
方
面

へ
の
拡
販
を
図
る
た
め
、
横
浜
市
鶴
見
地
区
埋
立
地
二
万
坪
に
、
年
産
四
万
ト
ン
の
関
東
工
場
を
建
設
す
る

計
画
を
立
て
た
が
、
渋
沢
の
圧
力
に
よ
り
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ（理
。

か
く
し
て
過
燐
酸
肥
料
に
依
存
し
て
い
て
は
肥
料
製
造
所
の
発
展
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
り
、
当
面
化
学
工
業
製
品
の
原
料
と
し
て

需
要
の
拡
大
し
た
濃
硫
酸
の
製
造
に
重
点
を
お
く
と
し
て
も
、
鈴
木
の
遺
志
を
継
い
で
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成

・
硫
安
製
造
に
進
出
す
る
こ
と
が

急
務
と
さ
れ
た
。
肥
料
製
造
所
と
し
て
は
、
開
業
間
も
な
い
大
正
五
年
か
ら
株
式
会
社
と
し
て
独
立
す
る
希
望
を
有
し
て
い
た
が
、
総
本
店
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か
ら
は
時
期
尚
早
と
し
て
退
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
事
態
に
至

っ
て
、
む
し
ろ
合
資
会
社
と
し
て
も
局
面
打
開
の
た
め
に
は

株
式
会
社
と
す
る
必
要
性
を
認
識
し
、
大
正
十
四
年
六
月

一
日
、
株
式
会
社
住
友
肥
料
製
造
所
が
大
阪
に
設
立
さ
れ
、
同
日
連
系
会
社
に
指

定
さ
れ
た
。
資
本
金
は
三
〇
〇
万
円
（払
込

一
八
〇
万
円
）
で
、
六
万
株
全
株
住
友
合
資
会
社

の
所
有
で
あ

っ
た
（第
１８
表
）。
取
締
役
会
長
に
は

常
務
理
事
小
倉
正
恒
が
就
任
し
、
主
管
者
で
あ
る
常
務
取
締
役
に
は
支
配
人
梶
浦
鎌
次
郎
が
横
滑
り
し
た
。
し
か
し
既
に
前
年
大
正
十
三
年

十
月
、
停
年
規
程
が
制
定
さ
れ
て
い
て
（資
料
１
参
昭
じ
、　
こ
の
十
四
年
十
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
梶
浦
が
こ
れ
に
該
当

す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
て
い
た
の
で
、
当
初
か
ら
梶
浦

の
後
任
に
は
、
か
つ
て
ハ
ー
バ
ー
法
で
鈴
木
に
随
行
し
て
欧
米
に
出
張
し
た
合

資
会
社
総
務
部
長
日
高
直
次
（経
歴
前
掲
）
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
同
じ
十
月
日
染
で
は
、
「染
料
医
薬
品
製
造
奨
励
法
」

に
よ
る

一
〇
年
間
の
保
護
期
間
が
満
了
し
た
。　
こ
の
間
日
染
で
は
、
高
級
染

料
の
多
種
少
量
生
産
の
た
め
コ
ス
ト
的
に
輸
入
染
料
に
太
刀
打
ち
で
き
ず
、
欠
損
が
続
い
て
い
た
。
政
府

の
補
助
金
打
ち
切
り
に
よ
る
無
配

転
落
を
懸
念
し
、
日
染
の
株
主
間
に
は
日
染
解
散
論
が
台
頭
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
反
対
し
た
の
が
監
査
役
稲
畑
勝
太
郎
で
あ

っ
た
。
稲
畑

は
大
正
七
年
稲
畑
本
店
を
株
式
会
社
稲
畑
商
店
に
組
織
変
更
し
、
自
ら
社
長
と
な

つ
て
輸
入
染
料

の
他
に
日
染
製
品
の
取
扱

い
を
開
始
し
、

大
正
十

一
年
に
は
大
阪
商
業
会
議
所
会
頭
に
就
任
し
て
い
た
。
日
染
の
初
代
社
長
中
谷
武
吉
は
、
中
田
総
理
事

の
後
を
継
い
だ
湯
川
総
理
事

と
逓
信
省
で
同
期
で
あ
り
、
二
代
目
の
池
田
十
三
郎
も
同
じ
く
逓
信
官
僚
出
身
で
あ

っ
た
の
で
、
湯
川
と
は
懇
意
で
あ

っ
た
。
当
時

「染
料

製
造
事
業
の
不
振
を
熟
知
す
る
関
西
某
有
力
財
閥
で
は
、

（註
、
日
染
）所
在
の
広
大
な
る
工
場
地
域
を
目
標
に
、　
そ
の
常
套
手
段
と
し
て
日

染
株
を
買
い
集
め
て
、
他
の
企
業
目
的
に
転
用
し
よ
う
と
」
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。
住
友
合
資
会
社
は
、
大
正
十
四
年
三
月
、
大
阪

安
治
川
の
伸
銅
所
事
業
地
を
大
阪
中
央
卸
売
市
場
用
地
に
提
供
し
、
三
年
以
内
に
立
ち
退
く
契
約
を
大
阪
市
と
の
間
に
締
結
し
た
。
従

っ
て

伸
銅
所
の
移
転
先
を
物
色
し
て
い
た
湯
川
が
、
大
阪
北
港
の
株
主
清
海
復
三
郎
の
旧
所
有
地
で
あ

っ
た
こ
の
日
染
の
工
場
用
地
に
着
目
し
、

池
田
社
長
と
の
関
係
を
利
用
し
て
日
染
株

の
買
収
に
動
い
て
も
不
思
議
で
は
な
か
つ
た
。
こ
れ
に
対
し
稲
畑
は
、
商
工
大
臣
片
岡
直
温
（日



染
創
立
者
片
岡
直
輝
の
弟
、
昭
和
二
年
蔵
相
と
し
て
失
言
か
ら
金
融
恐
慌
の
引
き
金
を
引
い
た
こ
と
で
有
名
）
に
働
き
か
け
、
そ
の
解
散
不
可
の
裁
定
で

決
着
を
つ
け
、
池
田
社
長
が
大
正
十
五
年
八
月
辞
任
す
る
と
、
自
ら
後
任
の
社
長
に
就
任
し
た
。
稲
畑
と
し
て
は
、
解
散
説
に
加
担
し
た
住

友
と
の
関
係
を
進
展
さ
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
住
友
と
は

一
線
を
画
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

昭
和
三
年
、
山
口
由
美
（ｓ
３
東
大
理

・
化
、
後
に
住
友
化
学
常
務
、
神
東
塗
料
社
長
）
は
、
卒
業
を
前
に
姻
戚
関
係
に
あ
る
常
務
理
事
小
倉
正

恒
に
就
職
の
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
、
住
友
は
山
口
の
専
攻
し
た
染
料
化
学
を
や
っ
て
い
な
い
し
、
将
来
染
料
工
業

へ
進
出
す
る
計
画
も
な
い

の
で
、
日
染

へ
の
入
社
を
勧
め
ら
れ
た
と
い
う
。
山
口
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
小
倉
は
日
染
合
併
の
構
想
を
既
に
描
い
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
う
が
ち
す
ぎ
た
見
方
で
、
当
時
と
し
て
小
倉

の
発
言
は
額
面
通
り
受
け
取

っ
た
方
が
よ
い
と
思
わ

れ
る
。

す
な
わ
ち
当
時
肥
料
製
造
所
は
株
式
会
社
に
組
織
変
更
さ
れ
た
も
の
の
、
共
同
事
業
を
提
唱
し
た
手
前
、

ハ
ー
バ
ー
法
を
基
本
に
し
た
高

温
高
圧
の
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
技
術
の
導
入
に
立
ち
遅
れ
て
い
た
。
既
に
鈴
木
商
店
は
フ
ラ
ン
ス
の
ク
ロ
ー
ド
法
を
、
日
本
窒
素
は
イ
タ
リ
ア

の
カ
ザ
レ
ー
法
を
、
大
日
本
人
造
肥
料
は
同
じ
く
イ
タ
リ
ア
の
フ
ア
ウ
ザ
ー
法
を
導
入
し
て
、
企
業
化

に
着
手
し
て
お
り
、
残
る
技
術
は
米

国
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
２
■
８
８

国
●
∞
』Ｂ
ｏ『】●
∞
ｏ
ｏ
Ｂヽ
８
計一８
）法
の
な
と
な

っ
て
い
て
、
丁
度
こ
の
昭
和
三
年
二
月
、　
こ
れ
か
ら
肥
料
製
造
所
支
配

人
矢
崎
擦
治
（Ｍ
４‐
京
大
法
、
浦
賀
船
渠
、
Ｔ
２
住
友
入
社
、
後
住
友
化
学
常
務
）
を
団
長
と
す
る
調
査
団
が
派
遣
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
か
ら

で
あ
る
。

一
方
先
発
の
日
本
窒
素
（日
窒
と
略
称
）
が
こ
の
昭
和
三
年

に
合
成
硝
酸

の
製
造
を
開
始
す
る
と
、
日
染
で
は
そ
れ
ま
で
チ
リ
硝
石
を
硫
酸

で
処
理
し
て
硝
酸
を
自
給
し
て
い
た
の
を
中
止
し
、
安
宅
商
会
経
由
日
窒
か
ら
の
購
入
に
踏
み
切

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

六
月
矢
崎
の
帰
国
報
告
を
受
け
て
、
合
資
会
社
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
法
に
よ
る
窒
素
工
場
起
業
計
画
を
承
認
し
、
十
月
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
の
技
術
導
入
契
約

が
調
印
さ
れ
た
。
同
月
肥
料
製
造
所
は
、
不
況
の
最
中
で
も
あ
り
、
国
産
品
の
使
用
な
ど
緊
縮
方
針
の
下
で
総
額
五
八
四
万
円
の
窒
素
工
場
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起
業
予
算
を
提
出
し
、
合
資
会
社
の
承
認
を
得
た
。
十

一
月
矢
崎
を
部
長
と
す
る
臨
時
窒
素
工
場
建
設
部
が
設
置
さ
れ
、
日
高
常
務
は
設
計

打
ち
合
わ
せ
と
外
注
品
購
入
の
た
め
、
渡
米
し
た
。
し
か
し
日
高
が
翌
四
年
七
月
帰
国
し
、
合
資
会
社
に
提
出
し
た
窒
素
工
場
の
建
設
予
算

は
、
八
二

一
万
円
に
膨
張
し
て
い
た
。
こ
れ
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
側
が
将
来
の
設
備
拡
張
を
見
越
し
て
付
帯
設
備
に
余
裕
を
み
た
こ
と
や
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
建
設
で
述
べ
た
よ
う
な
当
時
の
国
産
品
の
信
頼
性
の
問
題
か
ら
、
当
初
の
予
定
以
上
に
輸
入
品
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
が
原
因
で
あ

っ
た
。

果
た
し
て
こ
の
四
割
強
の
予
算
超
過
は
合
資
会
社
の
大
問
題
と
な

っ
た
。
か
っ
て
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
材
料
の
買
い
付
け
交
渉
の
際
、
米
国
人
か

ら

「竹
腰
は
∽
〓
Φ
ヨ
Ｑ
旨
づ
”
５
０
ｏ
だ
」
と
小
倉
常
務
理
事
に
中
傷
さ
れ
た
竹
腰
健
造
は
、
当
時
の
状
況
を
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
型
。

本
荘
（註
、
熊
次
郎
工
作
）部
長
が
ち
ょ
っ
と
来
い
と
い
わ
れ
る
の
で
、
部
長
室
に
入

っ
て
行
く
と
、
「君
も
薄
々
知

っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、

住
友
肥
料
製
造
所
の
Ｈ
君
（註
、
旦
局
直
次
）
が
、

空
中
窒
素
か
ら
硫
安
を
作
る
工
場
の
建
設
に
、　
外
国
の
会
社
と
契
約
す
る
た
め
に
外

国
に
行

っ
た
が
、
渡
欧
の
際
に
本
社
と
打
ち
合
わ
せ
て
行

っ
た
こ
と
と
違
う
こ
と
を
押
し
つ
け
ら
れ
て
契
約
を
し
て
帰

っ
て
き
た
。
そ

の
ま
ま
で
実
行
す
る
と
、
住
友
も
破
減
に
陥
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
の
で
大
騒
動
し
て
い
る
が
、
何
で
も
相
手
方
に
押
し
つ
け
ら
れ

る
こ
と
を
聞
い
た
結
果
が
こ
れ
だ
。
こ
う
な

つ
て
み
る
と
、
米
人
か
ら
中
傷
さ
れ
た
け
れ
ど
、
君
の
ほ
う
が
ま
し
だ
っ
た
か
も
知
れ
ん

と
い
う
話
が
重
役
の
間
で
も
あ

っ
た
よ
」
と
言

っ
て
笑

っ
て
話
し
て
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

法
律
家
で
あ
る
日
高
に
は
、
こ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
の
合
意

の
帰
結
は
、
十
分
承
知
の
上
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
翌
五
年

一
月

（
７０
）

に
停
年
を
迎
え
る
日
高
と
し
て
は
、
こ
れ
が
鈴
木
の
遺
志
を
実
現
す
る
唯

一
の
方
法
だ
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
不
況
で

収
益
力

の
悪
化
し
て
い
た
合
資
会
社
に
と
つ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
巨
額
の
設
備
投
資

の
資
金
調
達
は
大
問
題
で
あ

っ
た
。
「
四
　
資
金
調
達
」

で
述
べ
た
よ
う
に
、
合
資
会
社
総
務
部
会
計
課
が
正
に
こ
の
昭
和
四
年
十

一
月
に

「住
友
事
業
収
支
及
金
繰
表
」
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
は
、

こ
れ
を
如
実
に
物
語

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
十
二
月
、
日
高
は
肥
料
製
造
所
常
務
を
退
任
し
、
住
友
九
州
炭
破
常
務
山
本
信
夫
（経
歴
前

掲
）
が
後
任
と
な

っ
た
。
小
倉
も
会
長
を
辞
任
し
湯
川
総
理
事
が
会
長
に
就
任
し
た
（但
し
翌
五
年
八
月
総
理
事
が
湯
川
か
ら
小
倉
里
父
代
し
た
の



で
、
小
倉
が
再
び
会
長
に
復
帰
し
た
）。
こ
の
人
事
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
法

の
設
備
を
理
解
で
き
る
者
と
い
う
こ
と
で
、
機
械
科
出
身

の
技
術
者
山
本
に

自
羽
の
矢
が
立

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
山
本
に
し
て
み
れ
ば
こ
の
前
年
若
松
炭
業
所
を
住
友
九
州
炭
破
に
組
織
変
更
し
、
さ
ら
に
こ
れ

と
既
に
述

べ
た
住
友
坂
炭
破
を
合
併
さ
せ
て
、
住
友
炭
破
と
す
る
構
想
を
進
め
て
い
た
矢
先
で
あ

っ
た
だ
け
に
（昭
和
五
年
四
月
設
二と
、
肥
料

製
造
所

へ
の
転
出
は
不
本
意
な
こ
と
で
あ

つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
五
年

一
月
、
窒
素
工
場
建
設
計
画
の
た
め
に
残
り
の
払
込

一
二
〇
万
円
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
三
月
肥
料
製
造
所
は
資
本
金
を
三
〇
〇

万
円
か
ら

一
〇
〇
〇
万
円

へ
増
資
し
た
（全
株
合
資
会
社
所
有
、
払
込
一
七
五
万
円
、
七
月
二
八
〇
万
円
）。　
ア
ン
モ
ニ
ア
日
産
二
五
ト
ン
、　
硫
安

年
産
四
万
ト
ン
の
窒
素
工
場
第

一
期
工
事
は
昭
和
五
年
の
年
末
に
完
成
し
た
が
、
そ
れ
は

「
四
　
資
金
調
達
」
で
述

べ
た
通
り
、
昭
和
恐
慌

に
よ
り
合
資
会
社
が
赤
字
に
転
落
し
、
資
金
繰
り
が
つ
か
な
く
な

つ
て
新
規
起
業
が
全
て
凍
結
さ
れ
た
そ
の
月
の
こ
と
で
あ

つ
た
。
生
産
は

順
調
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
恐
慌

の
た
め
農
村
の
硫
安
需
要
は
激
減
し
、
他
方
Ｉ
Ｇ
（ド
イ
ツ
の
世
界
的
な
化
学
工
業
ト
ラ
ス
ト
）
を
中
心
と
す
る

国
際
窒
素
カ
ル
テ
ル
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
で
硫
安
価
格
は
当
初
の
半
値
以
下
と
な
り
、
肥
料
製
造
所
は
五
年
下
期
か
ら
無
配
に
転
落
し
た
。

こ
の
打
開
策
と
し
て
は
、
ア
ン
モ
ニ
ア
副
産
品

へ
の
進
出
と
コ
ス
ト
引
き
下
げ
の
た
め
、
硫
安
年
産

一
〇
万
ト
ン
ヘ
の
増
設
起
業
が
必
要
で

あ

っ
た
。
山
本
の
合
資
会
社
経
理
部
（部
長
大
屋
敦
）
と
の
折
衝
は
、
「山
本
の
日
参
」
と
ま
で
称
さ
れ
、
客
観
情
勢
が
好
転
し
て
、
よ
う
や
く

起
業
計
画
が
承
認
さ
れ
た
昭
和
六
年
十
二
月
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

昭
和
七
年

一
月
上
海
事
変
が
勃
発
し
、
肥
料
製
造
所
は
陸
軍
火
工
廠
の
強
い
要
請
に
よ
り
、
火
薬
の
原
料
と
な
る
硝
酸
の
製
造
を
計
画
し

て
い
た
が
、
丁
度
そ
の
頃
日
染
森
山
勇
三
郎
支
配
人
か
ら
も
矢
崎
取
締
役
支
配
人
に
対
し
、
日
窒

の
硝
酸
供
給
が
円
滑
を
欠
く
こ
と
を
理
由

に
、
住
友

の
硝
酸
製
造
を
要
請
し
て
き
た
。
日
染
が
、
新
居
浜
か
ら
大
阪

へ
の
輸
送
上
の
利
点
は
確
か
に
認
め
ら
れ
る
が
、
ア
ン
モ
ニ
ア
を

製
造
す
る
他
社
に
は
見
向
き
も
せ
ず
、
あ
え
て
住
友

へ
要
請
し
て
き
た
の
は
何
故
か
。
日
染
設
立
当
初
の
経
緯

に
照
ら
し
て
考
え
れ
ば
日
染

と
し
て
は
む
し
ろ
住
友
と
原
料
取
引
の
関
係
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
、
住
友
の
染
料
事
業

へ
の
進
出
を
牽
制
し
よ
う
と
い
う
遠
謀
深
慮
か
ら
で
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は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

当
時
合
資
会
社
経
理
部
長
で
あ

っ
た
大
屋
敦
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

大
阪
の
日
本
染
料
会
社
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
会
社
は
昔
は
政
府

の
補
助
金

に
よ
る
特
殊
会
社
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
稲
畑
勝
太
郎
さ
ん
独
力
の
事
業
の
よ
う
に
な
り
、
そ
の
持
株
の
一
部
を
住
友
玉
肩
代
り
を
し
て
呉
れ
ぬ
か
と
稲
畑
さ
ん
か
ら
銀
行

の
八
代
専
務
に
申
入
れ
が
あ
り
、
そ
こ
で
八
代
さ
ん
か
ら
日
本
染
料
と
住
友
化
学
（註
、
肥
料
製
造
所
）
と
の
事
業

の
関
係
に
つ
い
て
当

時
本
社
（註
、
合
資
会
社
）
の
経
理
部
長
で
あ

っ
た
私
に
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
日
本
染
料

の
原
料
は
製
鉄
関
係

の
コ
ー
ク

ス
の
副
産
物
が
主
で
あ
る
か
ら
直
接
的
に
は
関
係
は
薄
い
の
で
あ
る
が
、
化
学
工
業
と
い
う
も
の
は
大
規
模
な
綜
合
事
業
と
し
て
発
達

す
べ
き
も
の
で
、
住
友
化
学
も
将
来
ド
イ
ツ
の
イ
ー
ゲ
ー
の
よ
う
に
染
料

の
如
き
重
要
な
有
機
化
学
部
門
に
進
出
す
べ
き
も
の
と
意
見

を
述
べ
ま
し
た
。
爾
来
稲
畑
氏
の
諒
解
の
下
に
漸
次
株
を
ふ
や
し
（後
略
）

次
に
述
べ
る
よ
う
に
大
屋
は
、
昭
和
八
年
十
二
月

一
日
付
で
肥
料
製
造
所
専
務
に
就
任
す
る
の
で
、
こ
の
稲
畑

の
申
し
入
れ
は
そ
の
直
前

の
昭
和
八
年
十

一
月
に
行
わ
れ
た
日
染
の
増
資

の
前
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
時
は
合
資
会
社
は
ま
だ
日
染
株
を
取
得
し
て
お
ら
ず
、
住

友
生
命
が
昭
和
九
年

に
六
〇
〇
株
（旧
株
三
〇
〇
株
、
新
株
三
〇
〇
株
）
を
取
得
し
て
い
る
の
で
、
合
資
会
社
の
指
示
で
住
友
生
命
が
代
わ
り
に

取
得
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
住
友
生
命
で
あ
れ
ば
、
株
主
と
し
て
登
場
し
て
も
、
他
に
株
主
と
し
て
大
同
生
命
な
ど
も
あ
り
、
保
険
の

営
業
上
の
取
得
と
み
な
さ
れ
な
く
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
昭
和
八
年

一
月
、
山
本
は
専
務
制
の
採
用
に
よ
り
肥
料
製
造
所
専
務
と
な
り
、
二
月
に
は
硫
安
拡
張
工
事
が
完
成
し
て
予
想
通
り
業

績
は
急
速
に
回
復
す
る
が
、
そ
れ
を
先
取
り
す
る
形
で
七
年
下
期
か
ら
復
配
し
た
。
十
二
月
既
に
述
べ
た
よ
う
に
山
本
は
日
参
し
た
相
手

の

経
理
部
長
大
屋
敦
と
ポ
ス
ト
を
交
代
し
た
。
昭
和
九
年
二
月
、
硝
酸
工
場
が
完
成
す
る
と
同
時
に
、
肥
料
製
造
所
を
住
友
化
学
工
業
株
式
会

社
と
改
称
し
た
の
は
、
象
徴
的
な
出
来
事
で
あ

っ
た
。

続
い
て
三
月
に
は
接
触
硫
酸
工
場
も
完
成
し
て
、
硝
酸
と
硫
酸
を
混
酸
と
し
て
（タ



ン
ク
を
腐
食
し
な
い
し
、
も
と
も
と
日
染
で
は
両
者
を
混
合
し
て
使
用
し
て
い
た
）
、
日
染
他
に
対
し
タ
ン
ク
船
輸
送
が
開
始
さ
れ
た
。

改
称
と
同
時
に
資
本
金
も

一
〇
〇
〇
万
円
（八
年
十

一
月
残
り
四
二
〇
万
円
払
込
）
か
ら
二
〇
〇
〇
万
円

へ
増
資
さ
れ
た
（払
込
二
五
〇
万
円
）。

六
月
こ
の
う
ち
旧
株
九
万
八
二
人
○
株
を
＠
七
五
円
で
、
新
株

一
七
万
五
三
二
〇
株
を
＠
二
七
円
五
〇
銭
で
公
開
し
、
四
九
〇
万
円
の
プ
レ

ミ
ア
ム
を
得
た
。
し
か
し
こ
の
結
果
合
資
会
社
の
持
株
数
は

一
三
万
三
九
二
〇
株
と
な
り
、
そ
の
比
率
は
三
三

・
五
％
に
ま
で
低
下
し
た
。

他
に
住
友
家
七
〇
〇
〇
株
、
住
友
別
子
鎖
山
、
住
友
信
託
、
住
友
生
命
各
三
〇
〇
〇
株
、
住
友
銀
行
、
扶
桑
海
上
各
九
〇
〇
株
合
計

一
万
七

八
〇
〇
株
を
併
せ
て
も
三
七

。
九
％
で
あ

っ
た
。

住
友
が
採
用
し
た
Ｎ
Ｅ
Ｃ
法

の
特
徴
は
、
コ
ー
ク
ス
製
造
の
際
の
副
産
物
で
あ
る
コ
ー
ク
ス
炉
ガ
ス
か
ら
水
素
を
得
る
方
法

に
対
し
、
直

接

コ
ー
ク
ス
そ
の
も
の
か
ら
水
素
を
得
る
点
に
あ
り
、
コ
ー
ク
ス
炉
を
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
住
友

に
と
つ
て
有
利
で
あ
り
、
原
料
の
コ
ー

ク
ス
は
当
時
処
分
に
困

っ
て
い
た
大
阪
瓦
斯

・
東
京
瓦
斯
か
ら
安
価
に
購
入
し
て
い
た
。
昭
和
九
年
秋
、
大
屋
は
ア
ン
モ
ニ
ア
増
産
と
コ
ス

ト
削
減
を
意
図
し
て
、
原
料

コ
ー
ク
ス
の
全
量
自
給
計
画
を
た
て
、
商
工
省
と
折
衝
し
た
。
し
か
し
商
工
省
は
ガ
ス
会
社
に
増
産
を
命
じ
、

住
友
化
学
の
ア
ン
モ
ニ
ア
生
産
に
支
障
を
来
さ
ぬ
よ
う
に
す
る
と
い
つ
て
、
全
量
自
給
を
認
め
ず
（商
工
省
と
ガ
ス
会
社
の
癒
着
）
、　
一
〇
万
ト

ン
の
う
ち
七
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
を
自
給
し
、
残
り
二
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
を
従
来
通
り
大
阪
瓦
斯
か
ら
購
入
（東
京
瓦
斯
分
は
打
ち
切
り
）す
る
こ

と
に
し
て
、
十

一
年
七
月
コ
ー
ク
ス
炉
三
〇
門
が
完
成
し
た
。

こ
の
コ
ー
ク
ス
炉
起
業
に
よ
つ
て
生
ず
る
ベ
ン
ゾ
ー
ル
を
八
幡
に
代
わ
っ
て
日
染
に
供
給
す
る
こ
と
で
、
日
染
と
の
関
係
は

一
層
濃
密
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
、
合
資
会
社
は
昭
和
十

一
年
二
月
か
ら
住
友
信
託
を
通
じ
日
染
株
を
集
め
始
め
、
六
月
ま
で
に

一
万
株
（旧
株

二
八
三
〇
株
、
新
株
七
一
七
〇
株
）
を
取
得
し
た
。
ま
た
同
時
に
住
友
生
命
も
四

一
〇
〇
株
か
ら

一
万
株

へ
買
い
増
し
し
た
。
合
資
会
社
が
日
染

株
取
得
に
当
た
り
、
稲
畑
勝
太
郎

の
了
解
を
得
た
こ
と
は
次

の
よ
う
な
昭
和
十

一
年
三
月
二
十
七
日
付
の
小
倉
総
理
事
か
ら
稲
畑
あ
て
書
簡

案
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
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拝
啓
　
春
暖
ノ
候
愈
々
御
清
穆
ノ
段
奉
慶
賀
候
。
陳
者
日
本
染
料
株
式
ノ
事

二
付
、
小
生
拝
眉
ノ
上
親
シ
ク
御
話
申
上
度
存
居
候
処
、

急

二
本
日
ヨ
リ
旅
行
致
ス
事
卜
相
成
候
為
メ
、
小
生
代
理
ト
シ
テ
弊
社
山
本
理
事

ヲ
為
伺
候
間
、
御
繁
用
中
洵

二
乍
恐
縮
御
引
見
ノ
上
、

同
人
ヨ
リ
事
情
御
聴
取
被
成
下
度
御
願
申
上
候
。
右
迄
得
貴
意
度
如
斯
御
座
候
。
　
　
　
敬
具

こ
れ
に
続
い
て
大
屋
が
、
そ
の
日
記
の
四
月
六
日
に

「山
本
理
事

ヨ
リ
日
染
株
買
収

二
付
キ
稲
畑
氏
卜
会
見
ノ
結
果

二
付
キ
報
告

二
接
ス
。

稲
畑
氏

ハ
克
ク
住
友
ノ
趣
旨
ヲ
諒
解
セ
ル
由
ナ
リ
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
倉
が
日
染
株
買
収
に
つ
い
て
山
本
を
稲
畑

に
会
見
さ
せ

て
了
解
を
求
め
、
山
本
は
そ
の
結
果
を
大
屋
に
伝
え
た
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
こ
の
結
果
昭
和
十
二
年
二
月
、
山
本
は
日
染
の
監
査
役
に
就
任
、

稲
畑
は
社
長
を
子
息

の
二
郎
に
譲

っ
て
会
長
と
な

っ
た
。

昭
和
十
二
年
三
月
、
住
友
合
資
会
社
が
解
散
し
、
株
式
会
社
住
友
本
社
が
設
立
さ
れ
る
と
、
日
染
株

一
万
株
は
旧
株
二
人
三
〇
株
が
住
友

家

へ
、
新
株
七

一
七
〇
株
が
住
友
本
社

へ
譲
渡
さ
れ
た
。
大
屋
は
三
月
十
七
日
の
日
記
に

「総
理
事
、
鰻
谷
（註
、
旧
住
友
本
邸
、
接
待
用
の
洋

館
が
あ
っ
た
Ｙ
一
テ
稲
畑
会
長
ヲ
始
メ
、
日
染
幹
部
ヲ
招
待
サ
ル
」
と
記
し
て
い
る
が
、
席
上
総
理
事
小
倉
正
恒
は
次

の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

吾
が
住
友
と
致
し
ま
し
て
は
、
電
線
、
金
属
工
業
等
の
工
場
、
北
港
会
社
な
ど
、
御
社
の
御
近
所
に
種
々
の
事
業
を
営
ん
で
居
り
ま
し

て
、
永
い
間
自
然
種
々
の
点
で
御
懇
意
に
願

っ
て
居
り
ま
し
た
が
、
猶
仕
事

の
上
に
置
き
ま
し
て
は
、
私
共
で
化
学
工
業
を
営
ん
で
居

る
関
係
も
あ
り
ま
し
て
、
芳
々
昨
今
何
歎
と
特
に
親
密
に
御
願
い
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。

住
友
本
社
で
は
こ
の
直
後
か
ら
年
末
に
か
け
て
再
び
日
染
株

の
買
収
に
乗
り
だ
し
旧
株
四
三
二
〇
株
、
新
株

一
五
四
〇
株
合
計
五
八
六
〇

株
を
取
得
し
、
住
友
家
の
持
株

の
他
住
友
生
命
も

一
万
六
九
三
〇
株

へ
買
い
増
し
し
た
の
で
、
昭
和
十
二
年
末
の
住
友
系

の
持
株
比
率
は

一

〇

・
九
％
と
、
稲
畑

一
族
の
持
株
比
率

一
〇

・
七
％
を
は
じ
め
て
上
回

っ
た
。

昭
和
十
三
年
五
月
、
日
染
が
倍
額
増
資
し
た
後
は
、
本
社
、
住
友
家
の
持
株
は
、
各
々
三
倍

の
二
万
六
〇
六
〇
株
、
五
六
六
〇
株

に
と
ど

ま

っ
た
が
、
生
命
は
三
万
七
三
六
〇
株

へ
買
い
増
し
、
化
学
も
初
め
て

一
万
株
を
取
得
し
た
の
で
、
住
友
系

の
持
株
は
七
万
九
六
〇
〇
株



２

〓
Ｔ
三
％
）
に
達
し
た
。
大
屋
は
か
ね
て
か
ら
化
学
も
日
染
株
を
取
得
す

べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
八
月
九
日
の
日
記
に

「
日
染
株
ヲ
化
学
工
業

ニ
テ
買
イ
集
メ
ノ
コ
ト
ニ
本
社
ノ
諒
解
ヲ
得
」
と
記
し
て
お
り
、
本
社
経
理
部
商
工
課
は
九
月
十
七
日
決
裁
の
起
案

で

「化
学
工
業

二
於
テ
染
料
株
式
購
入
ノ
理
由
」
と
し
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
年
末
に
は
コ
ー
ク
ス
炉
の
増
設
分
三
〇
門
も
完

成
し
、
大
屋
の
当
初
の
構
想
通
り
、
年
産

一
五
万
ト
ン
の
規
模
と
な

つ
た
。

日
本
染
料

ハ
従
来
ヨ
リ
化
学
工
業
ノ
有
数
ナ
ル
得
意
先

ニ
シ
テ
今
後
益
々
取
引
関
係

ハ
密
接

ニ
ナ
リ
ユ
ク
モ
ノ
ト
思
考
セ
ラ
レ
ル
。
依

ッ
テ
化
学
工
業

二
於
テ
染
料
株
ヲ
購
入
シ
置
ク
事

ハ
、
取
引
上
何
カ
ト
便
宜
多
カ
ル
ベ
シ
ト
思
料
セ
ラ
ル

ヽ
ヲ
以
テ
、
今
般
同
社
新
株

式
購
入
ノ
事
ト
セ
リ
。

し
か
し
こ
の
間
、
昭
和
十
二
年
七
月
、
日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
状
況
は

一
変
し
た
。
九
月
陸
軍
火
工
廠
は
、
住
友

の
硝
酸
は
陸
軍
の

技
術
で
あ
る
と
称
し
て
、
全
量
の
納
入
を
要
求
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
住
友
と
し
て
は
契
約
に
よ
つ
て
日
染
他
に
納
入
し
て
い
る
旨

回
答
し
た
と
こ
ろ
住
友
は
非
国
民
だ
と
大
い
に
非
難
さ
れ
た
。
海
軍
艦
政
本
部
も
ま
た
、
陸
軍
と
の
経
緯
を
知
り
な
が
ら
、
硝
酸
を
海
軍
に

も
納
入
す
る
よ
う
要
求
し
て
き
た
。
住
友
と
し
て
日
染
他
と
の
契
約
に
つ
い
て
説
明
し
、
企
業
努
力
に
よ
る
増
産
分
だ
け
納
入
し
た
い
と
回

答
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
で
は
取
れ
る
よ
う
に
し
て
取
る
こ
と
に
致
し
ま
す
と
い
う
の
が
海
軍
側
の
態
度
で
あ

っ
た
。
こ
の
直
後
、
九
月
十
日

輸
出
入
等
臨
時
措
置
法
が
公
布
即
日
施
行
さ
れ
、
硝
酸

の
生
産
配
給
は
統
制
さ
れ
、
日
染
他
と
の
契
約
は
ご
破
算
と
な

っ
た
。
も

っ
と
も
そ

の
後
日
染
も
軍
の
下
請
工
場
と
な
り
、
軍
需
の
枠
内
に
入

っ
た
の
で
、
住
友
と
の
取
引
は
続
い
た
。
し
か
し
染
料
工
業
は
平
和
産
業
で
あ
り
、

軍
の
圧
力
は
強
く
な
る

一
方
で
、
昭
和
十
六
年
七
月
、
稲
畑
は
会
長
も
辞
任
し
、
八
月
後
任

の
会
長
に
は
元
商
工
次
官
、
企
画
院
総
裁
の
竹

内
可
吉
が
就
任
し
た
。

住
友
化
学
で
も
、
昭
和
十
五
年
四
月
、
山
本
が
停
年
に
よ
り
本
社
理
事
を
退
任
し
た
の
で
、
大
屋
専
務
が
本
社
理
事
兼
任
と
な
り
、
山
本

に
代
わ
っ
て
日
染
の
監
査
役
に
就
任
し
た
。
十
六
年
四
月
、
小
倉
総
理
事
が
退
任
し
て
古
田
俊
之
助
が
総
理
事

に
な
る
と
小
倉
に
代
わ

っ
て
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第25表 住友化学の株主構成 (終戦時)

393,100

161,060

63,820

58,936

12,000

11,268

4.200

第24表  日本染料の株主構成 (日研日18年末)

% 株  主

住 友 本 社

住  友  家

住 友 生 命

住 友 信 託

住 友 鍍 業

住 友 銀 行

大阪住友海上

株  主

第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）

72
28

26

05
05

02

住 友 本 社

住 友 家

住 友 生 命

住 友 化 学

住 友 信 託

住友系合計

四
四
六

住
友
化
学
会
長
に
就
任
し
た
。
十

一
月
に
は
化
学
も
社
長
制
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
屋
が

社
長
に
な

っ
た
が
、
十
七
年
九
月
、
大
屋
は
新
た
に
設
立
さ
れ
た
軽
金
属
統
制
会
会
長
に
就
任
し

た
た
め
化
学
社
長
を
辞
任
し
、
同
時
に
日
染

の
監
査
役
も
辞
任
し
た
。
化
学
の
後
任

の
社
長
に
は

十
月
、
四
国
中
央
電
力
専
務
で
あ

っ
た
吉
田
貞
吉
（Ｍ
型
尿
大
工

・
電
）
が
大
屋
の
後
任

の
本
社
理

事
に
な

っ
た
上
で
就
任
し
た
。
こ
の
同
じ
十
月
に
は
化
学
工
業
統
制
会
が
設
立
さ
れ
た
。
吉
田
は

電
力
出
身
で
日
染
と
の
従
来
の
経
緯
を
知
悉
し
て
い
な
か
つ
た
の
で
、
大
屋
の
後
任
の
日
染
の
監

査
役
に
は
な
ら
ず
、
十
八
年
二
月
、
古
田
自
身
が
日
染
の
取
締
役
と
な

っ
た
。

化
学
工
業
統
制
会
は
、
こ
の
二
月
か
ら
染
料
の
計
画
生
産
の
た
め
の
品
種
の
整
理
と
企
業
整
備

を
強
力
に
推
進
し
た
。
当
時
日
染
は
岡
山
県
の
尾
崎
染
料
工
業
所
と
合
併
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い

た
。
し
か
し
十
八
年
十
二
月
に
施
行
さ
れ
た
軍
需
会
社
法
に
基
づ
き
十
九
年

一
月
に
第

一
回
の
指

定
が
行
わ
れ
た
際
、
日
染
は
指
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
原
料

・
資
材

・
労
務
者

の
割
当
を

期
待
で
き
な
く
な
り
、
仮
に
尾
崎
染
料
を
合
併
し
て
も
企
業
の
存
続
す
ら
危
う
く
な

っ
た
の
で
、

住
友
化
学
と
の
合
併
を
希
望
し
、
十
九
年
七
月
住
友
化
学
に
合
併
さ
れ
た
。
合
併
前
の
昭
和
十
八

年
末
に
は
住
友
系
の
日
染
株
持
株
比
率
は

一
六

。
一
％
に
達
し
、
他
方
稲
畑

一
族
の
比
率
は
五

・

五
％
に
低
下
し
て
い
た
（第
２４
表
）。

住
友
化
学
は
、
そ
れ
ま
で
十
二
年
六
月
と
十
七
年
六
月
の
二
回
倍
額
増
資
を
行

っ
た
の
で
、
資

本
金
は
八
〇
〇
〇
万
円
と
な

つ
て
い
た
。
日
染
の
三
〇
〇
〇
万
円
と
併
せ
て
資
本
金
は

一
億

一
〇

〇
〇
万
円
と
な
り
、
そ
の
後
終
戦
直
前
の
二
十
年
八
月
に
は
日
染
と
合
併
す
る
は
ず
で
あ

つ
た
尾



崎
染
料
工
業
所
を
合
併
し
た
の
で
、
資
本
金
は

一
億

一
二
〇
〇
万
円
と
な

っ
た
。
既
に
日
染
を
合
併
し
た
以
上
住
友
化
学
に
と
つ
て
尾
崎
を

合
併
す
る
必
要
が
あ

つ
た
の
か
、
当
時
の
住
友
化
学
専
務
続
航
に
よ
れ
ば
、
こ
の
合
併
の
意
図
は
、
軍
の
要
請
も
あ

っ
た
が
、
尾
崎
の
苛
性

ソ
ー
ダ
設
備
で
あ

っ
た
と
い
う
。
こ
の
設
備
は
日
産
三
ト
ン
と
い
う
わ
が
国
で
最
も
小
規
模
な
も
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
た
め
戦
後

の
賠
償

指
定
も
受
け
ず
、
生
産
の
復
興
に
貢
献
し
た
。
終
戦
時
の
住
友
化
学
に
対
す
る
住
友
系
持
株
は
第
２５
表
の
通
り
で
あ

っ
た
。

肉
　
日
之
出
生
命
保
険
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継

住
友
合
資
会
社
は
、
大
正
十
四
年
３

九
二
五
）六
月
下
郷
博
平
か
ら
日
之
出
生
命
保
険
株
式
会
社

の
全
株
式

一
万
五
〇
〇
〇
株
（資
本
金

一

五
〇
万
円
、
払
込
七
五
万
円
）
を
二
九

一
万
円
で
取
得
し
、
そ
の
経
営
を
承
継
し
た
（第
１９
表
参
照
）。

住
友
本
社
資
料
に
よ
る
と
、
同
社
引
き
受
け
の
経
緯
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

同
社

ハ
日
之
出
生
命
ノ
名
ノ
許

二
、
明
治
四
十
年
五
月
資
本
金
四
〇
万
円
ヲ
以
テ
設
立
セ
ラ
レ
タ
ル
ガ
、
大
正
十
年

二
至
り
同
社
ノ
全

株

ハ
仁
壽
生
命
経
営
者
下
郷
偉
平
氏
ノ
手

二
移
り
、
同
社

ハ
仁
壽
生
命
ノ
姉
妹
会
社
タ
ル
ニ
至
レ
リ
。
下
郷
氏
ガ
同
社
ノ
実
権

ヲ
掌
握

ス
ル
ニ
際
シ
、　
資
金
ヲ
多
数
ノ
銀
行
ヨ
リ
借
入
レ
オ
リ
タ
ル
ガ
、　
之
ヲ
一
銀
行

二
取
纏
メ
タ
キ
趣
ヲ
以
テ
（註
、
大
正
十
三
年
十
二
月
日

之
出
生
命
社
長
福
島
行
信
を
通
じ
）
、
住
友
銀
行
今
村
取
締
役
（註
、
幸
男
Ｍ
３３
東
大
法
、
後
に
住
友
銀
行
常
務

・
住
友
信
託
専
務

・
同
会
長
Ｙ
一交

渉
ア
リ
。
其
後
更

二
右
融
資

二
代

へ
住
友

二
於
テ
之
ガ
買
収
経
営
方
ヲ
申
越
サ
レ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
種
々
調
査
ノ
結
果
、
生
命
保
険
事
業

ハ
将
来
有
望
ナ
リ
ト
認
メ
遂

二
之
ヲ
買
収
ス
ル
コ
ト
ト
セ
リ
。
（大
正
十
四
年
六
月
）

し
か
し
こ
の
買
収
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
つ
た
。
今
村
の
報
告
を
受
け
た
小
倉
常
務
理
事
は
、
日
之
出
の
調
査
を
今
村
に
命
じ
た
。

「銀
行
調
査
課
ノ
調
査

ニ
ヨ
ル
モ
其
内
容
比
較
的
充
実
シ
、
業
績
認
ム
ベ
キ
モ
ノ
ア
リ
ト
セ
リ
」
と
同
社
の
内
容
に
は
問
題
は
な
か
っ

た
が
、
そ
の
報
告
は
生
保

へ
の
進
出
に
よ
つ
て

「
そ
の
資
金

の
性
質
は
長
期
資
金
で
あ
り
、
銀
行
、
信
託
（註
、
「五
（七
）

住
友
信
託
株
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友
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四
四
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式
会
社
の
設
工ま

参
昭
じ
、

保
険

と
三
者
揃

っ
て
完
全
な
金
融
的
機
能
が
発
揮

で
き
る
」

と
生
保
資
金

に
よ
る
長
期
金
融
能
力

へ
の
期
待

（
７５
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７６
）

を
表
明
し
て
い
た
。
銀
行
監
査
役
植
野
繁
太
郎
は
か
ね
て
か
ら
生
命
保
険
会
社
設
立
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
結
果
大
正
十
四
年
二
月
二
日
の
理
事
会
に
お
い
て
買
収
の
審
議
が
行
わ
れ
た
が
、
決
定
は
見
送
ら
れ
た
（住
友
信
託
設
立
問
題
も

こ
の
日
の
理
事
会
に
か
け
ら
れ
て
了
承
さ
れ
た
。
「五
０
　
住
友
信
託
株
式
会
社
の
設
立
」
参
昭
じ
。
経
理
部
長
大
屋
敦
に
よ
れ
ば
、

買
収
の
決
裁
を
受
く
る
た
め
総
務
部
長
の
野
草
省
三
君
（註
、
当
時
は
経
理
部
第
四
課
長
）
と
経
理
部
長
の
私
が
、　
時
の
総
理
事
中
田
さ
ん

の
と
こ
ろ
へ
伺

っ
て
説
明
す
る
と
中
田
さ
ん
の
言
わ
れ
る
に
は
、
自
分
は
賛
成
し
な
い
、
唯
さ
え
住
友
は
住
友
銀
行
の
金
を
使
う
と
い

う
非
難
を
受
け
る
の
に
右

の
引
出
を
あ
け
る
と
銀
行
、
左
の
引
出
に
保
険
が
あ
る
と
い
う
風
に
な
る
と
金

の
使
い
方
が
乱
れ
る
お
そ
れ

が
あ
る
。

と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
野
草
は
改
め
て

「
日
之
出
生
命
保
険
会
社
買
収

二
就
テ
」

と
題
す
る
調
査
報
告
書
を
作
成
し
た
。　
こ
の
中
で
野
草
は
、
「買
収

ヲ
可
ト
ス
ル
理
由
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
銀
行
調
査
課
が
指
摘
し
た
銀
行
業
と
の
関
係
を
全
く
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
が
、
二
番

目
の
理
由
に
後
退
さ
せ
た
。

即
最
近
信
託
会
社
ノ
勃
興

ニ
ヨ
リ
銀
行
預
金

ハ
漸
次
之

二
吸
集
セ
ラ
レ
ン
ト
ス
ル
傾
向
ア
ル
ガ
、
今
日
保
険
会
社
ヲ
経
営
ス
ル
コ
ト
ハ

住
友
銀
行
ト
シ
テ
ハ
相
当
纏
リ
タ
ル
預
金
ヲ
保
険
会
社
ヨ
リ
得
テ
、
之
ガ
減
少
ノ
傾
向

ヲ
緩
和
シ
、　
一
層
社
会
ノ
信
用
ヲ
増
ス
ベ
ク
、

以
テ
着
々
銀
行
ノ
業
礎
ヲ
培
養
ス
ル
コ
ト
ラ
得
ル
ノ
利
益
ア
リ
。
（中
略
）
サ
レ
バ
銀
行
業
卜
保
険
業
ト
ハ
密
接
ナ
ル
関
係
ア
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
、
銀
行
業
者

ニ
シ
テ
保
険
業
卜
関
係
ヲ
有
ス
ル
者
甚
ダ
多
シ
。
即
チ
三
井
系
ノ
千
代
田
生
命
（註
、
大
正
十
五
年
高
砂
生
命
を
傘
下
に

納
め
、
昭
和
二
年
三
井
生
命
と
改
称
）
、
三
菱
系
ノ
明
治
生
命
、
安
田
系
ノ
共
済
生
命
、
山
口
系
ノ
日
本
生
命
、
加
島
系
ノ
大
同
生
命
、
十

五
銀
行
系
ノ
福
徳
生
命
等
ノ
如
シ
。

（中
略
）保
険
会
社
ノ
収
入
保
険
料

ハ
一
時

二
取
付
ケ
ラ
ル
ル
ノ
恐
ナ
ク
、
銀
行
ノ
如
ク
常

二
多
額



ノ
準
備
ヲ
ナ
ス
ノ
要
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
長
期
資
金
ノ
融
通

二
充
ツ
ル
コ
ト
ヲ
得
。
サ
レ
バ
現
在
銀
行
ヨ
リ
融
通
ヲ
仰
ゲ
ル
北
港
会
社
、

倉
庫
等
ノ
長
期
固
定
資
金
（註
、
第
２‐
表
参
昭
）̈
ハ
保
険
会
社
ノ
剰
余
金

ニ
テ
一肩
替
リ
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
シ
。

野
草
が
銀
行
と
の
関
連
に
代
え
て
生
保
進
出
の
第

一
に
あ
げ
た
理
由
は
次

の
点
で
あ

っ
た
。

生
命
保
険
業
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
各
種
社
会
政
策
ノ
興
隆
卜
相
侯

ッ
テ
顕
著
ナ
ル
発
展
ヲ
遂
ゲ
、
各
国
共

二
其
発
達
ノ
助
長

二
カ
ヲ
致
ス
ノ

状
況

ニ
ア
リ
。
従
テ
今
後
卜
雖
モ
尚
確
実
安
全
ナ
ル
事
業
ト
シ
テ
相
当
発
展
ノ
余
地
ア
リ
。
（中
略
）

翻

ッ
テ
我
住
友
ノ
経
営
ス
ル
事
業
ヲ
見
ル
ニ
、
我
住
友

二
於
テ
ハ
古
ク
ヨ
リ
別
子
ヲ
中
心
ト
シ
テ
鉱
業
ヲ
営
メ
ル
モ
、

（中
略
）仮

二
今

後
現
状
ノ
儘
稼
行
ス
ル
モ
ノ
ト
セ
バ
、
別
子
ノ
採
掘
年
限
モ
次
第

二
終

二
近
ヅ
キ
今
後
十
五
ケ
年
間
稼
行
シ
得
ル
ヤ
否
ヤ
疑

ハ
シ
キ
状

況

ニ
ア
リ
。
而
モ
各
地

二
於
ケ
ル
鉱
山
労
働
運
動

二
刺
激
セ
ラ
レ
、
今
後
我
関
係
鉱
山

二
於
テ
モ
労
働
問
題
ノ
勃
発
ヲ
見
ル
ニ
至
ル
ヤ

モ
計
り
難
ク
シ
テ
其
将
来

ハ
頗
ル
多
端
ナ
リ
ト
云
フ
ベ
シ
。
従
テ
我
鉱
山
業

ハ
今
後
永
ク
従
来
ノ
盛
運
ヲ
持
続
ス
ル
コ
ト
ハ
先
ヅ
困
難

ナ
リ
ト
見
ル
ヲ
安
全
ト
ス
ベ
ク
、
此
点
ヨ
リ
ス
ル
モ
今

二
於
テ
将
来
之

二
代
ル
ベ
キ
何
カ
ノ
事
業

二
其
余
カ

ヲ
割
キ
置
ク
コ
ト
ハ
必
要

ナ
リ
ト
信
ズ
。

次

二
工
業

二
就
テ
ハ
国
家
的
立
場
ヨ
リ
見
レ
バ
大

二
之
ガ
発
達

二
努
カ
ス
ベ
キ
ハ
勿
論
ナ
ル
モ
、
天
然
資
源
ノ
豊
富

ニ
シ
テ
安
価
ナ
ル

外
国
品
卜
市
場

二
於
テ
競
争

ヲ
続
ケ
多
大
ノ
利
ヲ
収
ム
ル
ハ
難
事

ニ
シ
テ
、
仮
令
之
ヲ
収
メ
得
タ
リ
ト
ナ
ス
モ
其
利
益

ハ
労
資
間

二
均

分
セ
ラ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ト
主
張
セ
ラ
ル
ル
現
状
ナ
レ
バ
今
後
ノ
エ
業
経
営

ハ
愈
々
困
難
ト
ナ
ル
ベ
ク
、
従
テ
今
後
ノ
エ
業
ノ
発
展

ニ

ヨ
リ
将
来
来
ル
ベ
キ
鉱
業
ノ
衰
運
ヲ
補
ヒ
得
ベ
シ
ト
ハ
思

ハ
レ
ザ
ル
ナ
リ
。
（中
略
）

然
ル
ニ
生
命
保
険
業
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
前
述
ノ
如
ク
最
近
思
想
界
ノ
変
遷

ニ
ヨ
ル
影
響

ヲ
最
モ
少
ク
受
ク
ル
性
質
ノ
事
業
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

ズ
、
其
経
営

ニ
ハ
無
形
ノ
信
用
ヲ
提
供
ス
ル
ノ
外

ハ
名
ロ

ニ
等
シ
キ
小
資
本
ヲ
投
下
ス
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
巨
額
ノ
資
本
ヲ
蒐
集
シ
之
ヲ

運
用
ス
ル
コ
ト
ニ
ヨ
リ
テ
国
家
ノ
福
祉
ヲ
増
進
セ
シ
メ
、
且
ツ
投
資

二
相
応
ス
ル
利
潤
ヲ
挙
ゲ
得
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
本
社
目
下
ノ

第
二
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友
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五
〇

金
繰
状
態
ヨ
リ
云
フ
モ
将
又
既

二
有
ス
ル
絶
大
ノ
信
用
ヲ
利
用
ス
ル
点
ヨ
リ
云
フ
モ
、
我
住
友
家
ト
シ
テ
時
勢

二
善
処
ス
ル
為

二
選
択

ス
ベ
キ
最
善
ノ
事
業
ナ
リ
ト
云
フ
ベ
シ
。

か
く
し
て
野
草
は
生
保
事
業
に
進
出
す
る
と
し
て
、

既
設
生
命
保
険
会
社
ヲ
買
収
経
営
ス
ベ
キ
ヤ
或

ハ
新
設
経
営
ス
ベ
キ
ヤ
ハ
研
究
ヲ
要
ス
ル
問
題
ナ
ル
モ
、
保
険
ガ
社
会
的
事
業
タ
ル
関

係
上
之
ガ
認
可
ニ
ハ
主
務
官
庁
ノ
許
可
ヲ
要
シ
、
営
業
開
始
迄

二
煩
瑣
ナ
ル
手
続
卜
相
当
ノ
日
子
ヲ
要
ス
。
而
モ
此
認
可

ハ
容
易

二
受

ク
ル
能

ハ
ザ
ル
上
、
仮
令
認
可
ヲ
受
ケ
得
タ
リ
ト
ナ
ス
モ
、
先
進
会
社
ノ
間

二
伍
シ
テ
其
経
営
地
盤
ヲ
開
キ
行
ク
コ
ト
ハ
至
難
ノ
業

ニ

属
ス
ル
ヲ
以
テ
、
既
設
会
社
ヲ
買
収
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
。
而
シ
テ
既
設
会
社
ノ
買
収

二
就
テ
ハ
２

）株
主
ノ
僅
少
ナ
ル
コ
ト
、
公
し
内
容

良
好
ナ
ル
コ
ト
、
９
一）
買
収
価
格
ノ
小
ナ
ル
コ
ト
、
（四
）
信
用
ノ
相
当
ナ
ル
コ
ト
を
要
件
ト
ナ
ス
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、
日
之
出
生
命

ハ
之
等

ノ
条
件

二
対
シ
稀
満
足
ス
ベ
キ
資
格
ヲ
具
備
セ
リ
。

と
日
之
出
生
命
買
収
が
住
友
に
と
つ
て
有
利
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
野
草
は
特
に
触
れ
て
い
な
い
が
、
日
之
出
生
命
は
株
主
に
東
京
帝
大

の

関
係
者
が
多
か
っ
た
の
で
、
千
代
田
生
命

の
三
田
派
、
日
清
生
命

の
早
稲
田
派
に
対
し
て
大
学
派
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
同
じ
く
帝
大

出
身
者
の
多
か
っ
た
住
友

の
幹
部
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
野
草
は
買
収
価
格
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果

収
益
力
か
ら
み
て
、
最
高
二
八
〇
―
二
九
〇
万
円
と
試
算
し
、
こ
れ
か
ら
若
干
の
値
引
き
を
期
待
し
て
、
買
収
価
格
は
二
五
〇
万
円
見
当
と

し
た
。
し
か
し
こ
の

評
価

ハ
前
述
ノ
如
ク
単

二
其
資
産
状
態
ヨ
リ
ノ
ミ
算
出
シ
タ
ル
吾
人
素
人
ノ

一
応
ノ
観
察

二
過
ギ
ズ
。
従
テ
愈
々
之
ヲ
買
収
ス
ル
大
体

方
針

ニ
シ
テ
決
定
セ
ン
カ
、
更

二
斯
業

二
経
験
ア
リ
、
且
ツ
依
頼
ス
ル
ニ
足
ル
専
門
家
ヲ
シ
テ
其
保
険
業
ト
シ
テ
ノ
従
来
ノ
業
績
内
容
、

社
員
ノ
訓
練
状
態
、
将
来
発
展
ノ
望
ア
リ
ヤ
否
ヤ
、
並

二
其
買
収
価
格
等

ヲ
慎
重

二
調
査
セ
シ
メ
、
然
ル
上
最
後
ノ
決
定

ヲ
ナ
ス
コ
ト

最
モ
肝
要
ナ
リ
ト
信
ズ
。
而
シ
テ
之
ヲ
買
収
シ
テ
住
友

二
於
テ
経
営
ス
ル
ト
ス
ル
モ
、
之
ガ
専
務
タ
ル
ベ
キ
経
験
ア
ル
人

ハ
、
住
友
内



部

ニ
ハ
求
メ
難
キ
ヲ
以
テ
前
記
ノ
如
キ
条
件
ヲ
具
備
シ
タ
ル
専
門
家
ヲ
広
ク
外
部
ヨ
リ
物
色
招
聘
ス
ル
ノ
必
要
ア
リ
。
若
シ
此
ノ
如
キ

適
任
者

ニ
シ
テ
得
難
カ
ラ
ン
カ
、
遺
憾
ナ
ガ
ラ
本
買
収

ハ
之
ヲ
断
念
ス
ル
ヲ
得
策
卜
信
ズ
。
何
ト
ナ
レ
バ
凡
テ
事
業
ノ
盛
衰

ハ
人

二
係

ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
適
当
ナ
ル
人
物
ノ
用
意
ナ
ク
シ
テ
事
業
ヲ
始
ム
ル
ハ
船
長
ナ
ク
シ
テ
航
海
ス
ル
ガ
如
ク
危
険
極
リ
ナ
キ
ヲ
以
テ

ナ
リ
。

と
保
険

の
専
門
家
を
招
聘
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
買
収
に
必
要
な
資
金
に
つ
い
て
は
、

当
社
ノ
買
収

ハ
頗
ル
機
宜

二
適
セ
ル
モ
ノ
ナ
ル
モ
其
所
要
資
金
二
百
五
拾
万
円
乃
至
三
百
万
円
ヲ
此
際
支
出
シ
得
ル
ヤ
。
今
之
ヲ
全
部

銀
行
ヨ
リ
借
入
ル
ル
モ
ノ
ト
ス
レ
バ
、
其
金
利

ハ
年
九
分
ト
シ
テ
ニ
拾
二
万
五
千
円
乃
至
二
拾
七
万
円
ヲ
要
ス
ル
ニ
拘
ラ
ズ
、
収
入
配

当
金

ハ
一
割
ト
シ
テ
五
万
六
千
円
（註
、
こ
の
時
点
で
の
払
込
資
本
金
は
五
六
万
円
で
あ
っ
た
）
ナ
レ
バ
年
々
拾
七
万
円
乃
至
二
拾
二
万
円
ノ

金
利
差
損
ヲ
生
ズ
ル
コ
ト
ト
ナ
ル
。
カ
ク
ノ
如
キ
ハ
本
社
目
下
ノ
収
益
状
態
ヨ
リ
見
テ
甚
ダ
苦
痛
ト
ス
ル
所
ナ
リ
。
但
シ
此
目
前
ノ
苦

痛
ヲ
犠
牲
ト
シ
テ
モ
尚
且
ツ
之
ガ
買
収
ヲ
可
ト
ス
ル
所
以

ハ
、
既

二
前
項

二
於
テ
述
ベ
タ
ル
所
ノ
如
ク
ナ
ル
ガ
、
更

二
之
ヲ
本
社
ノ
資

金
状
態
ヨ
リ
見
テ
此
際
カ
カ
ル
大
金

ヲ
支
出
ス
ル
コ
ト
ハ
一
見
無
謀
ノ
挙
ノ
如
キ
モ
、
之
ヲ
仔
細

二
観
察
ス
ル
ト
キ
ハ
必
ズ
シ
モ
其
然

ラ
ザ
ル
所
以
ヲ
知
ル
ナ
リ
。
加

フ
ル
ニ
本
社

ハ
ロ
下
三
百
六
拾
余
万
円
ノ
積
立
金
持
銀
行
預
金
（註
、
第
Ｈ
表
銀
行
特
別
預
ケ
金
勘
定
）
ア

ル
ヲ
以
テ
ソ
ノ

一
部
分
ヲ
当
社
買
収
資
金

二
宛

ツ
ル
コ
ト
ト
ス
レ
バ
、
銀
行
ヨ
リ
融
通
ヲ
仰
グ
ベ
キ
資
金

ハ
余
程
減
少
ス
ル
コ
ト
ト
ナ

リ
、
本
社
ノ
資
金
関
係
ノ
根
基
ヲ
乱
ス
程
ノ
大
金
ト
ハ
ナ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
由
来
此
積
立
金

ハ
其
性
質
上
確
実
有
利
ナ
ル
有
価
證
券

二
投

資
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、
乍
併
単

二
利
殖
ノ
点
ノ
ミ
ヨ
リ
見
テ
之
ガ
投
資
方
面
ヲ
物
色
ス
ル
ハ
如
何
卜
思

ハ
ル
ル
ヲ
以
テ
、
仮
令
多
少

ノ
犠
牲
ヲ
払

フ
モ
尚
社
会
政
策
的
事
業
タ
ル
生
命
保
険
業

二
投
資
ス
ル
ハ
亦
意
義
ナ
シ
ト
セ
ズ
。

と
積
立
金
の
利
用
の
可
能
性
を
あ
げ
、
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
述

べ
た
。

以
上
ヲ
要
ス
ル
ニ
当
社

ハ
業
容
小
ナ
リ
ト
雖
モ
資
産
状
態
比
較
的
充
実
セ
リ
。
サ
レ
バ
此
際
帝
国
生
命
ノ
如
ク

一
流
会
社

ニ
シ
テ
発
展

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

四
五

一
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二

ノ
頂
上
二
達
セ
ル
モ
ノ
ヲ
買
収
経
営
ス
ル
ヨ
リ
モ
一
般
財
界
ノ
恢
復

ニ
ツ
レ
前
途
嘱
ロ
ス
ル
ニ
足
ル
当
社
ヲ
買
収
ス
ル
方
面
白
カ
ル
ベ

シ
ト
思

ハ
ル
。
コ
レ
ガ
買
収
ノ
暁

ニ
ハ
剰
余
資
金

ハ
銀
行

二
預
入
レ
、
信
託
会
社
ノ
勃
興

ニ
ヨ
リ
兎
角
脅
威

ヲ
受
ケ
ツ
ツ
ア
ル
預
金
減

少
ノ
傾
向
ヲ
緩
和
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
シ
。
然
レ
ド
モ
ソ
ノ
剰
余
資
金

ヲ
以
テ
例

ヘ
バ
北
港
会
社
ノ
事
業
資
金
ト
シ
テ
貸
付
ク
ル
場
合
ノ

如
キ
ハ
格
別
、
然
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ノ
事
業
資
金
ト
シ
テ
流
用
ス
ル
ガ
如
キ
ハ
厳

二
慎

マ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
思

ハ
ル
。

而
シ
テ
買
収
後
直

二
之
ヲ
住
友
ノ
連
系
会
社
ト
シ
テ
従
業
員
全
部
ヲ
傭
員
ト
ナ
ス
コ
ト
ハ
、
経
費
ノ
増
嵩
ヲ
来
シ
事
業
成
績
ヲ
不
良

ニ

導
ク
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
当
分

ハ
現
状
ノ
儘
ト
ナ
シ
置
キ
、
社
長
、
平
取
締
役
及
経
理
会
計

二
関
ス
ル
支
配
人

ハ
住
友
ヨ
リ
出
ス
ト
ナ
ス
モ
、

専
務
並

二
営
業
方
面
ノ
支
配
人

ハ
斯
道

二
経
験
ア
ル
専
門
家
ヲ
招
聘
シ
テ
直
接
経
営
ノ
任

二
当
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
シ
、
事
業
ノ
進
展

ニ

伴
ヒ
漸
ヲ
追
ウ
テ
住
友
化
ス
ル
ヲ
得
策
ナ
リ
ト
信
ズ
。

野
草
が
こ
の
報
告
書
を
提
出
し
た
直
後
、
三
月
初
経
理
部
第
三
課
製
造
店
部
係
長
小
畑
忠
良
が
二
年
間
の
欧
米
留
学
か
ら
帰
国
し
た
。
小

（
７８
）

畑
は
当
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
は
丁
度
大
正
十
二
年
に
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
欧
州
と
を
回
り
、
十
四
年
に
帰

っ
て
来
た
の
で
す
。
と
も
か
く
留

学
で
す
か
ら
い
ろ
ん
な
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。
住
友

の
こ
と
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
仕
事
を
や
る
に
違
い
な
い
と
い
う
の

で
、
本
を
自
分
で
読
み
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
る
よ
う
な
教
科
書
、
参
考
書
を
先
生
に
聞
き
ま
し
て
、
集
め
て
こ

ち
ら
に
送

っ
て
来
て
お
い
た
の
で
す
。
自
分
の
蔵
書
に
す
る
積
も
り
で
ね
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
た
の
で
す
が
、
火
災
保
険
ま
で
は

住
友
も
そ
の
う
ち
に
や
る
だ
ろ
う
と
い
う
気
が
し
た
の
で
す
な
。
既
に
扶
桑
海
上
の
保
険
は
や
っ
て
ま
す
か
ら
。
と
い
う
の
で
火
災
保

険
に
関
す
る
書
物
は
買
い
、
自
分
で
も
読
み
、
家

へ
送

っ
て
お
っ
た
。
そ
の
他
商
業
に
関
す
る
も
の
だ
と
か
、
ホ
テ
ル
経
営

に
関
す
る

も
の
だ
と
か
、
い
ろ
ん
な
も
の
を
や
っ
て
い
な
が
ら
、
生
命
保
険
だ
け
は
ま
さ
か
住
友
が
や
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
帰
国

し
、
出
社
し
て
み
る
と
、
第

一
番
に
言
い
つ
か
っ
た
仕
事
が
生
命
保
険
会
社
日
之
出
生
命
を
買
収
す
る
と
い
う
仕
事
な
ん
で
す
よ
（註
、



本
来
第
四
課
の
担
当
業
務
で
あ
る
が
、
や
が
て
十
月
一
日
付
で
野
草
が
総
務
部
長
に
転
じ
、
小
畑
が
第
三
課
長
兼
第
四
課
長
と
な
る
の
で
、
そ
れ
を
含

ん
で
の
小
畑
特
命
か
）。
生
命
保
険
を
少
し
も
勉
強
せ
ず
、
本
を

一
冊
も
買
わ
な
か
っ
た
の
に
。

と
こ
ろ
が
幸

い
ね
、
参
考
書
の
名
前
だ

け
は
書
い
て
あ

つ
た
。
そ
こ
で
丸
善
に
行
き
ま
し
た
ら
幸
い
そ
の
書
物
が
あ
り
ま
し
て
ね
。
そ
い
つ
を
買

っ
て
き
て
速
成
勉
強
し
ま
し

て
な
。　
一
か
ど
保
険
会
社
の
通
み
た
い
な
顔
を
し
て
ね
、
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
が
ね
。

日
之
出
生
命
保
険
会
社
買
収
の
起
案
は
、
再
び
四
月
二
十
二
日
の
理
事
会
に
か
け
ら
れ
、
了
承
を
得
ら
れ
た
。
野
草
が
生
保
の
社
会
的
意

義
に
重
点
を
お
き
、
銀
行
業
と
の
関
連
を
強
調
し
な
か
っ
た
の
が
、
功
を
奏
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
条
件
と
し
て
あ
げ
た
保
険

の
専
門

家
と
買
収
資
金
の
問
題
を
ク
リ
ヤ
ー
で
き
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
。

即
ち
保
険
の
専
門
家
と
し
て
元
日
本
生
命
専
務
橋
本
重
幸
を
招
聘
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
橋
本
は
、
明
治
二
十
八
年
帝
国
大
学
法
科
大

学
を
卒
業
、

「新
卒
者
と
し
て
当
社
（註
、
日
本
生
命
）
に
入
り
、
内
部
昇
進
を
経
て
取
締
役
に
つ
い
た
最
初
の
人
で
あ

つ
た
」
。
大
正
七
年
日

生
社
長
片
岡
直
温
∩
五
口
　
住
友
肥
料
製
造
所
の
株
式
会
社
へ
の
移
行
」
参
昭
じ
が
政
界
入
り
の
た
め
退
任
す
る
際
、
片
岡
は
腹
心
の
橋
本
を
専
務

に
推
薦
し
た
。
し
か
し
橋
本
は
間
も
な
く
大
正
九
年
専
務
を
退
き
、
十
年
に
は
取
締
役
も
退
任
し
て
、
そ
の
後
は
関
西
大
学
や
神
戸
高
商
に

（
７９
）

お
い
て
保
険
学
の
教
鞭
を
と
つ
て
い
た
。
当
時
の
住
友
銀
行
常
務
吉
田
真

一
（Ｍ
２８
東
大
法
、
後
に
住
友
信
託
専
務

夫
ム長

「五
０
　
住
友
信
託
株

式
会
社
の
設
一ま

参
昭
）̈
は
、
橋
本
と
東
大
同
期
で
当
時
と
し
て
は
珍
し
く
実
業
界
に
入
り

一
緒
に
大
阪
に
来
た
仲
間
で
あ
兜
、
大
正
十

一
年

橋
本
の
子
息
重
能
（Ｔ
Ｈ
東
大
法
、
後
に
住
友
銀
行
恵
比
須
町

・
福
島

・
池
田
二
序
和
田
支
店
長
）
の
住
友
入
社
を
斡
旋
し
て
い
る
関
係
な
の
で
、
吉

田
が
こ
の
橋
本
招
聘
に
一
役
買

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

買
収
資
金
の
調
達
に
当
た
っ
て
は
、
野
草
の
提
案

に
従
い
、
銀
行
特
別
預
ケ
金
か
ら
二
三
二
万
円
が
引
き
出
さ
れ
た
（第
Ｈ
表
）
。
資
金
運

用
上
か
ら
い
え
ば
、
配
当
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
銀
行
利
息
分
を
失
う
わ
け
で
あ
る
が
、
野
草
が

「住
友
家

二
於
テ
当
社
ヲ
左
右
ス
ル
ニ
ヨ
リ

テ
生
ズ
ル
利
益
モ
ア
ル
コ
ト
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
此
程
度
ノ
金
利
損
ヲ
犠
牲
ト
ス
ル
モ
買
収
ス
ル
ヲ
可
卜
信
ズ
」
と
指
摘
し
た
通
り
受
け
入
れ
ら
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れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
こ
の
流
用
の
事
実
が
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
コ
六
一
）

合
資
会
社
（本
社
部
門
）
の
業
績
」
で
述

べ
た
通
り

で
あ
る
。

橋
本

・
野
草
等

の
調
査
の
結
果
、
五
月
九
日
の
理
事
会
で
、
買
収
価
格
は
二
七
〇
万
円
と
決
定
さ
れ
た
が
、
社
長
住
友
吉
左
衛
門
友
純
は

三
〇
〇
万
円
ま
で
な
ら
認
め
て
も
よ
い
と
い
う
意
向
で
あ

っ
た
。
買
収
交
渉
で
住
友
は
二
六
〇
万
円
か
ら
切
り
出
し
た
が
、
下
郷
は
仁
壽
生

命
と
の
合
併
と
い
う
選
択
も
あ
り
得
る
と
し
て
強
硬
で
、
三
三
〇
万
円
を
主
張
し
、
両
者
の
隔
た
り
は
大
き
く
、
交
渉
は
難
航
し
た
が
、
二

人
○
万
円
と
三
〇
〇
万
円
ま
で
歩
み
寄
り
、
二
九

一
万
円
で
決
着
し
た
。
な
お

一
万
円
は
仲
介
し
た
福
島
社
長
に
対
す
る
謝
礼
で
あ
る
。

六
月
十
九
日
、
合
資
会
社
常
務
理
事
小
倉
正
恒
は
連
系
会
社
及
び
店
部
の
各
主
管
者
に
対
し
、
次

の
よ
う
な
日
之
出
生
命
買
収

の
経
緯
を

通
知
し
た
。

大
正
拾
四
年
六
月
拾
五
日
、
住
友
合
資
会
社

二
於
テ
、
日
之
出
生
命
保
険
株
式
会
社
ノ
株
式
全
部
ヲ
下
郷
同
族
株
式
会
社
ヨ
リ
譲
受
ケ

タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
追
テ
住
友

二
於
テ
其
経
営
ヲ
モ
引
継
グ
予
定
ナ
リ
。

同
社

ハ
明
治
四
拾
年
ノ
設
立

ニ
シ
テ
、
爾
後
著
実
ナ
ル
営
業
方
針
ノ
下
二
漸
進
主
義
ヲ
採
り
、
徐
々
ト
シ
テ
基
礎
ノ
建
設

二
努
メ
、　
一

方
営
業
政
策
ト
シ
テ
ハ
創
立
者
岡
本
敏
行
氏
ガ
紐
育
生
命
保
険
会
社
ノ
診
査
医
長
タ
リ
シ
関
係
上
米
国
式

二
法
り
、
主
ト
シ
テ
短
期
保

険
ノ
契
約
ヲ
締
結
シ
、
地
味
ナ
ル
経
営
振
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
、
契
約
高

ハ
創
立
以
来
十
八
ケ
年
ノ
今
日
二
於
テ
、
僅
カ
二
二
千
三
百
余
万

円

二
過
ギ
ザ
ル
モ
、
其
内
容
克
ク
充
実
セ
リ
。
目
下
資
本
金
百
五
拾
万
円
、
半
額
払
込
済

ニ
シ
テ
諸
積
立
金
六
百
八
拾
弐
万
円

二
及
ベ

リ
。
保
険
契
約
総
額
対
準
備
金
ノ
比
率

二
於
テ
ハ
、
全
国
同
業
者
中
ノ
第

一
位

ニ
ア
リ
。
同
社
ノ
本
社

・
支
部
ノ
所
在
地
左
ノ
如
シ
。

本
社
　
東
京

支
部
　
東
京
、
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
広
島
、
九
州
（福
岡
）
、
岡
山
、
仙
台

今
回
住
友

二
於
テ
之
力
買
収
ヲ
為
シ
タ
ル
ハ
、
住
友
銀
行
及
ビ
近
ク
成
立
セ
ン
ト
ス
ル
住
友
信
託
株
式
会
社
卜
相
提
携
シ
、
我
国
財
界



ノ
堅
実
ナ
ル
向
上
発
展

二
貢
献
ス
ル
ト
共

二
、
人
類
ノ
共
存
共
栄
ヲ
ロ
的
ト
セ
ル
生
命
保
険
ヲ
経
営
ス
ル
コ
ト
ニ
ヨ
リ
、
此
方
面

ニ
モ

一
臀
ノ
カ
ヲ
致
シ
タ
キ
微
意

二
外
ナ
ラ
ズ
。

六
月
二
十
日
、
合
資
会
社
は
日
之
出
生
命

の
経
営
を
引
き
継
ぐ
に
当
た
り
、
次

の
よ
う
な
方
針
を
決
定
し
た
。

日
之
出
生
命
保
険
会
社
業
務
引
継
ノ
件

方
針

日
之
出
生
命
保
険
株
式
会
社

ハ
、
其
ノ
内
部
ノ
組
織
未
ダ
整
備
セ
ズ
。
其
業
務
ノ
性
質
頗
ル
特
殊
ノ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
今
俄
カ
ニ
全
部
ノ

機
関
ヲ
改
革
シ
、
他
ノ
連
系
会
社
並

二
取
扱

フ
ハ
、
事
実
上
不
可
能
ナ
ル
ガ
故

二
、
此
際

ハ
差
当
り
従
来
ノ
営
業
機
関

二
大
ナ
ル
変
更

ヲ
加

ヘ
ズ
、
一雇
傭
社
員
モ
大
体
之
ヲ
引
キ
継
グ
コ
ト
ト
シ
、
住
友
家
ヨ
リ
ハ
専
務
取
締
役
、
支
配
人
、
其
他
幹
部
社
員
ヲ
選
任
シ
テ
、

業
務
経
営

二
当
ラ
シ
メ
、
新
幹
部
員
ガ
会
社
ノ
事
情

二
通
ズ
ル
ヲ
待
チ
テ
、
内
部
ノ
組
織
殊

二
支
部
ノ
大
革
新

ヲ
行
ヒ
、
住
友
式
経
営

可
能
ノ
見
込
確
実
ト
ナ
リ
タ
ル
時
、
家
長
公
ヲ
社
長

二
推
戴
シ
、
社
名
ヲ
改
メ
、
連
系
会
社
ノ
列

二
加

へ
、
徐
々
二
社
運
ノ
隆
昌
ヲ
期

セ
ン
ト
ス
。
其
ノ
時
期

ハ
、
本
年
以
内
遅
ク
モ
住
友
ビ
ル
デ
ン
グ
完
成
シ
、
本
社
ヲ
大
阪

二
移
転
ス
ル
時
迄
ト
ス
。

六
月
三
十
日
、
銀
行
本
店
支
配
人
国
府
精

一
（Ｍ
３９
東
大
法
）
が
専
務
取
締
役
に
、
東
京
販
売
店
副
支
配
人
阪
本
信

一
（Ｍ
４５
東
大
法
）
が
支
配

人
兼
営
業
部
長
と
し
て
同
社
に
送
り
込
ま
れ
た
。

当
時
日
之
出
生
命
は

「業
界
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
と
い
わ
れ
、
住
友
が
こ
れ
を
買
収
す
る
と
第

一
生
命
社
長
矢
野
恒
太
は

「
日
之
出
生
命

は
、
会
社
規
模
の
面
で
は
業
界
の
下
位
に
あ
る
が
、
そ
の
経
営
内
容
の
優
秀
さ
は
常
に
業
界
の
ト
ッ
プ
に
あ
る
。
今
後
は
住
友

の
信
用
と
、

そ
の
優
れ
た
人
材
と
さ
ら
に
住
友

の
大
き
な
資
力
を
注
入
す
れ
ば
、
そ
の
飛
躍
発
展
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
」
と
述
べ
た
と
い
■
。

社
交
辞
令
的
な
側
面
も
あ
る
が
、
或
程
度
当
時
の
日
之
出
生
命

の
状
況
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

七
月
初
、
国
府
は
専
務
に
就
任
す
る
と
早
速
小
倉
常
務
理
事
に
対
し
、
住
友
各
店
部
、
連
系
会
社
の
主
管
者
に
対
す
る
尽
力
方
を
要
請
し
、
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小
倉
は
次

の
よ
う
な
依
頼
状
を
通
知
し
た
。

経
四
第
四
人
号

大
正
十
四
年
七
月
九
日

合
資
会
社
常
務
理
事
　
小
倉
正
恒

拝
啓
　
先
般
住
友
合
資
会
社

二
於
テ
、
其
株
式
ノ
全
部
ヲ
譲
受
候
旨
不
取
敢
御
通
知
申
上
置
候
日
之
出
生
命
保
険
株
式
会
社

ハ
、
其
後

去
ル
六
月
三
十
日
ノ
臨
時
株
主
総
会

二
於
テ
、
左
記
ノ
通
り
重
役
ヲ
改
選
シ
、
住
友
家

二
於
テ
同
社
経
営

二
当
ル
コ
ト
ト
相
成
申
候
。

然
ル
処
今
回
同
社
国
府
専
務
ヨ
リ
生
命
保
険
ノ
経
営

ハ
其
性
質
上
大
方
各
位
ノ
深
厚
ナ
ル
御
同
情

二
依
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
、
其
隆
盛
ヲ

期
ス
ル
コ
ト
至
難
ノ
事
業
ナ
レ
バ
、
住
友
ノ
事
業

二
従
事
セ
ラ
ル
ル
各
位

一
致
ノ
御
後
援

二
依
り
、
其
健
実
ナ
ル
発
達
ヲ
図
り
度
希
望

ヲ
以
テ
、
小
職
ヨ
リ
モ
特

二
主
管
者
各
位

二
対
シ
、
御
尽
力
方
御
依
頼
置
相
成
度
旨
被
申
越
候
。
就
テ
ハ
貴
部
下
各
位

ヘ
モ
此
旨
可
然

御
伝
達
被
下
、
今
後

ハ
住
友
ノ
他
ノ
事
業
同
様
何
彼
ノ
御
便
宜
御
助
力
相
願
度
候
。
何
レ
同
社
ヨ
リ
モ
御
挨
拶
申
上
グ
ベ
ク
ト
ハ
存
候

得
共
、
右
御
通
知
芳
御
依
頼
迄
如
斯

二
候
。

敬
具

取 取 取 取 専
務

締 締 締 締 取
締

役 役 役 役 役 記

重 寛 行 錦 精
幸 吉 信 吉 一

国
府

中
田

福
島

湯
川

橋
本

（註
、
銀
行
本
店
支
配
人
）

（総
理
事
）

（日
之
出
生
命
前
社
長
）

（理
事

・
銀
行
常
務
）

（元
日
本
生
命
専
務
）



医 監 監 監 支 取
務
顧 査 査 査 配 締
問
医 役 役 役 人 役
長

小
倉
　
正
恒
　
　
（常
務
理
事
）

阪
本
　
信

一
　

（東
京
販
売
店
副
支
配
人
）

植
野
　
繁
太
郎
　
（銀
行
監
査
役
）

吉
田
　
良
春
　
　
（理
事

・
若
松
炭
業
所
長
）

今
村
　
幸
男
　
　
（銀
行
取
締
役
）

中
濱
　
東

一
郎
　
（医
学
博
士

・
日
之
出
生
命
前
医
長
）

以
上

七
月
二
十
二
日
、
日
之
出
生
命
の
取
締
役
会
は
、
「住
友
傭
員
ノ
保
険
契
約

二
対
ス
ル
臨
時
給
与
規
程
」
及
び
こ
れ
と
関
連
す
る

「住
友

関
係
店
部
ノ
主
管
者

二
代
理
店
ヲ
委
任
ス
ル
ノ
件
」
を
可
決
し
た
。
こ
う
し
た
住
友
関
係
店
部
の
代
理
店
に
は
当
然
手
数
料
が
支
払
わ
れ
る

が
、
こ
の
取
締
役
会

の
席
上
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
交
わ
さ
れ
、
住
友
関
係
の
代
理
店

の
業
務
の
範
囲
は
住
友
傭
員
と
そ
の
家
族
以
外

に

拡
大
さ
れ
た
。

猶
ホ
監
査
役
植
野
繁
太
郎
氏
ヨ
リ
銀
行
各
支
店
ヲ
一
般
外
部
ノ
加
入
者

二
対
シ
テ
モ
代
理
店
ト
シ
テ
利
用
シ
タ
シ
ト
ノ
希
望
ア
リ

専
務
取
締
役
国
府
精

一
氏
、
会
社
ト
シ
テ
ハ
最
モ
望

マ
シ
キ
事
故
早
速
銀
行
ノ
方
々
卜
御
協
議
ノ
上
決
定
シ
タ
シ

こ
れ
に
基
づ
き
八
月
、
国
府
専
務
は
小
倉
常
務
理
事
に
対
し
代
理
店
引
き
受
け
を
依
頼
し
、
小
倉
は
再
び
八
月
二
十

一
日
付
庶
文
第
三
九

九
号
（略
）
を
も

っ
て
各
店
部

・
連
系
会
社
に
対
し
こ
れ
を
指
示
し
た
。　
こ
の
結
果
例
え
ば
住
友
銀
行
で
は
各
支
店
に
対
し
次

の
よ
う
な
指
示

が
な
さ
れ
た
。

本
文
第
四
三
二
〇
号

大
正
十
四
年
九
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
務
取
締
役
　
湯
川
　
寛
吉
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内
地
支
店

日
之
出
生
命
保
険
株
式
会
社
代
理
店
引
受
方
ノ
件

日
之
出
生
命
保
険
株
式
会
社
ノ
保
険

二
付
テ
ハ
、
特

二
住
友
各
店
部
ノ
備
員
ノ
為
簡
便
有
利
ナ
ル
契
約
ノ
方
法
ヲ
設
ケ
、
各
店
部
主
管

者

ニ
ハ
個
人
名
義

ニ
テ
代
理
店
事
務
ノ
引
受
ヲ
願
フ
コ
ト

ヽ
相
成
リ
タ
ル
趣

ニ
テ
、
何
レ
日
之
出
生
命
ヨ
リ
直
接
依
頼
ス
ベ
キ
由
ナ
ル

処
、
右

ハ
当
方

二
於
テ
承
認
シ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
貴
職

二
於
テ
モ
承
諾
ノ
上
別
紙
合
資
会
社
庶
文
第
三
九
九
号

二
添
付
ノ
保
険
会
社
代
理

店
事
務
要
項
並

二
代
理
店
事
務
取
扱
手
続

二
依
り
取
計
ヒ
相
成
タ
シ
。

追
テ
当
行

二
於
テ
ハ
代
理
店
ノ
名
称
ヲ
用
ヰ
ズ
、
代
理
事
務
取
扱
卜
称
ス
ル
コ
ト

ヽ
ス
。

小
倉

の
依
頼
か
ら
湯
川
の
回
答
ま
で
、
二
週
間
を
要
し
た
こ
と
は
、
銀
行
内
部
が
必
ず
し
も
日
之
出
生
命
支
援

に
ま
と
ま

っ
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
時
合
資
会
社
人
事
部
第

一
課
主
査
か
ら
日
之
出
生
命
経
理
部
長
に
出
向
し
た
平
井
政
之
助
（Ｔ
６
東
大

。
法
、
後
生
命
常
任
監
査
役

・
常
務
）
に
よ
れ
ば
、
「
八
代
（註
、
則
彦
、
当
時
銀
行
常
務
）
さ
ん
は
生
保
を
つ
く
る
前
に
反
対
の
方
だ
っ
た
」

の
で
、

後
に
（註
、
八
代
は
大
正
十
四
年
十
月
湯
川
が
総
理
事
に
就
任
す
る
と
、
後
任
の
銀
行
筆
頭
常
務
と
な
る
）
「支
店
長
に
生
保
の
世
話
は
あ
ま
り
や

っ
ち

（
８２
）

ゃ
い
か
ん
と
い
う
内
達
を
出
し
た
」
と
い
う
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
住
友
の
全
組
織
を
あ
げ
て
の
、
日
之
出
生
命

に
対
す
る
営
業
協
力

の
結
果
、
同
社
の
大
正
十
四

年
下
期
の
新
契
約
高
は
、
経
済
環
境
の
改
善
と
相
侯

っ
て
上
期
の
三
二
四
万
円
に
対
し
、
三
倍
以
上
の
五
〇
〇
万
円
に
達
し
た
。
大
正
十
四

年
度
実
際
報
告
書
は

「住
友
ノ
買
収

二
依
り
縁
故
関
係
増
加
シ
、
募
集
上
多
大
ノ
便
宜
ヲ
得
タ
ル
結
果
、
契
約
高

ハ
著
シ
ク
増
加
ヲ
来
シ
」

「空
前
ノ
レ
コ
ー
ド
」
を
作

っ
た
と
述
べ
た
。

大
正
十
五
年
四
月
、
日
之
出
生
命
専
務
国
府
精

一
は
既
定
の
方
針
に
よ
り
合
資
会
社
常
務
理
事
小
倉
正
恒
あ
て
日
之
出
生
命

の
社
名
変
更

と
連
系
会
社
指
定
を
申
請
し
た
（資
料
６
）。

し
か
し
こ
の
間
に
大
正
十
四
年
十
月
、
総
理
事
が
中
田
か
ら
湯
川
に
代
わ

っ
た
際
、
経
理
部
長



も
小
倉

の
兼
務
か
ら
大
屋
敦
に
代
わ

っ
て
い
た
。
日
之
出
生
命
契
約
課
長
に
出
向
し
た
村
上
摂
郎
（Ｔ
６
東
大
法
、
後
生
命
常
務

・
監
査
役
）
は

「
は
じ
め
住
友
が
生
保
を
や
る
の
は
い
い
け
れ
ど
、
住
友
と
い
う
名
で
連
系
会
社
に
し
て
ま
で
や
ら
ん
方
が
い
い
ん
じ
や
な
い
か
、
と
い
う

意
見
も
相
当
有
力
な
人
の
間
に
あ

つ
た
ら
し
い
ね
。
あ
の
当
時
財
閥
の
や
つ
て
い
る
保
険
会
社
で
そ
の
名
を
出
し
て
い
る
の
は
全
然
な
か
っ

た
」

と
い
う
。　
こ
れ
に
対
し
前
記
平
井
は
、
「社
名
変
更
す
べ
き
か
ど
う
か
の
時
だ
い
ぶ
も
め
た
ん
だ
。
大
屋
さ
ん
は
ち
ょ
っ
と
難
色
を
示

し
た
ら
し
い
。
し
か
し
国
府
さ
ん
は
じ
め
生
命
保
険
を
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
人
は
、
住
友

の
名
を
冠
し
て
も
ら
う
か
否
か
は
非
常
な
違

い

だ
か
ら
と
極
力
主
張
し
た
ん
で
し
ょ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

五
月
日
之
出
生
命

の
名
称
変
更
と
連
系
会
社
指
定
は
よ
う
や
く
決
裁
さ
れ
（資
料
７
）
、
日
之
出
生
命
は
住
友
生
命
保
険
株
式
会
社
と
改
称
、

本
店
を
大
阪
の
住
友
ビ
ル
に
移
転
し
、
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
。
発
足
当
初
の
住
友
生
命

の
職
員
の
中
、
住
友
合
資
か
ら
の
出
向
者
三
五

名
（新
卒
者
を
含
む
）
と
と
も
に
、
再
雇
用
さ
れ
た
日
之
出
生
命

の
旧
職
員
五
八
名
（傭
員
五
四
名
、
準
備
員
四
名
、
住
友
買
収
後
の
中
途
採
用
者
を
含

む
）
に
も
、
坂
炭
破
の
場
合
と
同
様
合
資
会
社
の
諸
規
則
が
準
用
さ
れ
た
。

昭
和
十
八
年
七
月
、
住
友
本
社
経
理
部
商
工
課
は
住
友

の
傘
下
に
入

っ
た
後

の
同
社
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
（数
字
は
そ
の

後
最
新
時
点
に
修
正
さ
れ
て
い
る
）。

当
社
ノ
保
険
契
約

ハ
大
正
十
四
年
六
月
住
友
ノ
経
営

二
移

ッ
テ
ヨ
リ
急
激

二
増
加
シ
、
昭
和
十
四
年
六
月

一
〇
億
円
ヲ
突
破
シ
、
最
近

（昭
和
十
八
年
十
二
月
末
）
全

一七
億
円
ノ
巨
額

二
上
ル
状
態
ナ
リ
。
其
ノ
趨
勢
次
表
（註
、
第
２６
表
）
ノ
如
シ
。

住
友
生
命

ハ
時
局
下
国
債
ノ
消
化
、
重
点
産
業

二
対
ス
ル
投
資
等
金
融
国
策

二
協
カ
シ
居
り
、
我
国
生
保
業
者
中
枢
要
ナ
ル
地
位

ヲ
占

メ
居
ル
ガ
、
契
約
高

二
於
テ
ハ
全
国
二
〇
社
中
第
六
位
ヲ
占
ム
（註
、
第
２７
表
）
。

既
に
述
べ
た
通
り
日
之
出
生
命
買
収
時
に
は
、　
一
万
五
〇
〇
〇
株
全
株
合
資
会
社
が
所
有
し
て
い
た
。
そ
の
後
大
正
十
五
年
二
月
、
五
〇

〇
株
が
住
友
家

へ
譲
渡
さ
れ
た
。
二
月
住
友
吉
左
衛
門
友
純
が
死
去
し
た
た
め
、
住
友
厚
が
第

一
六
代
家
長
と
な
り
、
合
資
会
社
社
長
に
就

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
九



(単位 :千 円)

第26表 住友生命の保険契約

年末現在高

第27表 生保各社保有契約高

(昭和18年 3月 末)

第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）

大正 13

14

日召禾口元

5

10

15

16

17

18

日本 生 命

第 一 生 命

明 治 生 命

千代田生命

帝 国 生 命

住 友 生 命

三 井 生 命

7,364,685

6,966,584

4,318,502

4,205,372

3,769,500

2,350,387

2,031,084

全国合計(20社 ) 45,232,683

四
六
〇

任
し
、
四
月
に
は
生
命

の
取
締
役
に
も
な

っ
た
。
昭
和
十
二
年
三
月

一
日
住
友
合
資
会
社
が

解
散
し
、
株
式
会
社
住
友
本
社
が
設
立
さ
れ
た
際
、
合
資
会
社
保
有

の
一
万
四
五
〇
〇
株

の

中
、
四
五
〇
〇
株
が
住
友
本
社
に
、　
一
万
株
が
残
余
財
産
と
し
て
住
友
家

へ
譲
渡
さ
れ
た
。

こ
の
結
果
終
戦
時
ま
で
住
友
本
社
四
五
〇
〇
株
、
住
友
家

一
万
五
〇
〇
株

の
持
株
数
は
変
更

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

昭
和
十
九
年
九
月
末
に
お
け
る
住
友
生
命

の
資
産
運
用
状
況
を
第
２８
表

に
、
そ
の
う
ち
住

友
系
企
業
に
対
す
る
投
資
を
第
２９
表

に
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
総
資
産

の
九
〇
％
弱
が

有
価
証
券
投
資

に
向
け
ら
れ
、
そ
の
う
ち

一
〇
％
強
が
住
友
系
企
業
に
投
資
さ
れ
て
い
た
。

な
お
住
友
系
企
業
に
対
す
る
住
友
生
命

の
貸
付
金
に
つ
い
て
は
皆
無
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

今
後
住
友
合
資
会
社
、
住
友
本
社
の
資
金
調
達
の
各
節
で
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（資
料
６
）

大
正
十
五
年
四
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
之
出
生
命
保
険
株
式
会
社

専
務
取
締
役
　
国
府
精

一

住
友
合
資
会
社

常
務
理
事
　
小
倉
正
恒
殿連

系
会
社
指
定
ノ
件

拝
啓
、
当
会
社
力
住
友
ノ
経
営

二
移
リ
テ
ヨ
リ
早
ク
モ
十
ケ
月
ヲ
経
過
シ
、
会
社
ノ
内
容
モ

略
明
瞭
シ
、
又
経
営
ノ
方
針
、
執
務
ノ
要
領
モ
着
々
確
立
致
シ
居
候
様
被
存
候

二
付
テ
ハ
、

4 676

7,246

12,883

34,501

102,849

443,725

468,796

442,253

566,491

(単位 :千 円 )

26,349

35,768

119,447

357,319

1,530,042

1,909,821

2,248,299

2,701,395



近
々
社
名
変
更
、
本
店
移
転
ヲ
機
ト
シ
、
当
社
ヲ
連
系
会
社
ト
シ
テ
御
指
定
仰
キ
度
。
尚
之

二
関
聯
シ
、

事
務
章
程
、
処
務
規
程
並

二
外
務
員
仮
規
程
等
別
途
御
打
合
申
上
候
間
、
御
承
認
相
成
度
、
此
段
得
貴

意
候
也
。

追
テ
現
在
内
勤
社
員
ノ
身
分
変
更
、
待
遇
其
他

二
付
テ
ハ
、
別
案

ヲ
以
テ
至
急
上
申
可
致
候
間
、
御

含
置
被
下
度
候
。

（資
料
７
）

例
第
四
四
号
　
提
出
大
正

一
五
年
四
月
三
〇
日
　
決
裁
同
年
五
月

一
一
日

日
之
出
生
命
保
険
株
式
会
社
名
称
変
更
並

二
連
系
会
社
指
定

二
関
シ
通
達
ノ
件

第28表 住友生命運転資産状態表

総資産ニ
対スル害I合種 類 別

現    金

郵便振替貯金

銀 行 預 金

有 価 証 券

国   債

外 国 国 債

其ノ他外国証券

其 ノ 他

信託有価証券

註 :総資産ハ未払込株 (基 )/ttヲ 除ク

出典 :生命保険 ノ概要(1=和 19年 10月 )

託

金断
付

金

貸

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

債

債

式

方地

社

株

産

他

動

ノ

不

其

100 00

四
六

一

(昭和 19年 9月 )

千円

14

3,591

4,681

1,124

20,260

318,430

156,011

5,418

30,618

92,471

5,655

18,964

9,294

0

1,939

10.082

第29表 住友生命ノ住友内部会社二対スル投資額 (1召和19年 9月 )

種 類 投資先 額面又ハ株数
金  額

(帳簿価格)

総資産ニ

対スル比率
有価証券ニ

対スル比率

株 式

社 債

連系会社

関係会社

連系会社

422,010株

184,103株

5,326千 円

千円

22,353

10,181

5,294

%
62
28

14

%
70
32
16

合 計 37,828 118

出典 :生 命保険 ノ概要 (昭和 19年 10月 )



第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
二

今
般
日
之
出
生
命
保
険
株
式
会
社
ノ
名
称
ヲ
住
友
生
命
保
険
株
式
会
社
卜
変
更
シ
、
同
時

二
連
系
会
社

二
指
定
相
成
、
左
ノ
通
り
通
達
並

ニ

通
牒
相
成
可
然
乎
。

一
、
事
務
章
程
並

二
処
務
規
程
制
定
通
牒
ノ
件
（略
）

一
、
住
友
生
命
保
険
株
式
会
社

二
合
資
会
社
諸
規
則
準
用
ノ
件
（註
、
資
料
５
住
友
坂
炭
破
と
同
じ
。
但
し
生
命
保
険
の
場
合
大
正
十
五
年
末
で
二

三
〇
名
と
い
う
外
務
員
が
存
在
す
る
た
め
、
「特
別
ノ
規
程
ナ
キ
限
り
」
と
い
う
留
保
が
付
さ
れ
て
い
る
。
な
お
外
務
員
に
つ
い
て
は
、
五
月
十
九

日
付
達
第
四
号
を
以
て

「外
務
員
仮
規
程
」
が
制
定
さ
れ
た
）

一
、
懲
罰
、
処
分
、
共
通
執
行
並

二
転
勤
ノ
際
の
取
扱
方

二
関
ス
ル
件
（略
）

一
、
連
系
会
社
追
加
ノ
件
（略
）

一
、
連
系
会
社
役
員

二
関
ス
ル
内
規
送
附
ノ
件
（註
、
「住
友
合
資
会
社
の
設
立
」
資
料
Ｈ
参
昭
じ

備
考本

案

ハ
肥
料
製
造
所
ノ
組
織
変
更
及
住
友
坂
炭
破
ノ
連
系
会
社
ト
ナ
リ
タ
ル
際
ヲ
参
照
致
候
。

ｕ
　
住
友
信
託
株
式
会
社
の
設
立

住
友
合
資
会
社
は
、
大
正
十
四
年
七
月
二
十
八
日
資
本
金
二
〇
〇
〇
万
円
（払
込
五
〇
〇
万
円
）
で
住
友
信
託
株
式
会
社
を
設
立
し
、
八
月

十

一
日
連
系
会
社
に
指
定
し
た
。
会
社
設
立
か
ら
連
系
会
社
の
指
定
ま
で
時
日
を
要
し
た
の
は
、
直
営
の
事
業
所
が
そ
の
ま
ま
株
式
会
社

へ

移
行
す
る
場
合
と
異
な
り
、
住
友
銀
行
か
ら
信
託

へ
移
る
職
員
の
人
選
に
手
間
取

っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
人
選
が
終
わ
り
、
異
動
の
発
令

に
合
わ
せ
て
、
身
分
上
の
変
化
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
、
信
託
の
連
系
会
社
指
定
が
行
わ
れ
た
。

（
８３
）

住
友
本
社
資
料
に
よ
る
と
、
同
社
設
立
の
経
緯
は
次

の
通
り
で
あ
る
。



大
正
十
二
年

一
月
信
託
法
及
信
託
業
法
施
行
セ
ラ
レ
タ
ル
ガ
、
同
法

ニ
ハ
信
託
預
金
ノ
運
用

ニ
ヨ
ル
利
益
金
ノ
配
当

二
付
何
等
ノ
制
限

ナ
キ
ヲ
以
テ
、
信
託
会
社

ハ
銀
行
定
期
預
金
ヨ
リ
高
率
ナ
ル
利
息
ヲ
支
払
ヒ
、
為

二
総
預
金
ノ
六
割
以
上
ガ
定
期
預
金
タ
ル
我
住
友
銀

行

ハ
少
ナ
カ
ラ
ズ
脅
威
ヲ
受
ケ
タ
リ
。
此
ノ
不
利
益
ヲ
免
ル
ル
為
、
我
住
友
銀
行
ガ
大
株
主
ト
ナ
リ
、
信
託
会
社
ヲ
設
立
シ
他

二
逃
避

セ
ン
ト
ス
ル
銀
行
預
金
ヲ
信
託
預
金

二
吸
収
ス
ル
計
蓋
ヲ
為
セ
リ
。
乃
テ
姦

二
住
友
信
託
ノ
設
立
ヲ
見
タ
リ
。
（大
正
十
四
年
八
月
）

大
正
十
二
年
の
信
託
法
及
び
信
託
業
法
の
施
行
以
前
に
わ
が
国
に
お
け
る
信
託
業
務
は
、
そ
の
一
部
で
あ
る
担
保
附
社
債
信
託
が
、
明
治

三
十
八
年
担
保
附
社
債
信
託
法
の
制
定
に
よ
り
導
入
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
同
法
で
は
、
受
託
者
も
担
保
附
社
債
を
発
行
す
る
も
の
も
、
会

社
に
限
定
し
て
い
た
か
ら
、
個
人
経
営
の
住
友
総
本
店
、
住
友
銀
行
に
は
そ
の
資
格
が
な
か
つ
た
。
明
治
四
十
五
年
二
月
、
住
友
銀
行
は
株

式
会
社

へ
移
行
し
た
の
で
、
受
託
者
た
る
資
格
を
得
た
。
そ
の
同
じ
月
に
発
行
さ
れ
た
住
友

の
機
関
誌

『井
華
』
第
四

一
号
に
、
銀
行
神
戸

支
店
名
村
豊
太
郎
（Ｍ
４‐
神
一星
品
商
、
後
銀
行
神
戸
支
店
長

・
広
島
支
店
長

・
銀
行
常
任
監
査
役
）
は
、
名
村
生
の
署
名
で

「信
託
業
に
就
て
」

と
題

し
て
ア
メ
リ
カ
信
託
業
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で

「
三
井
銀
行
が
最
近
に
至
り
（註
、
明
治
四
十
四
年
八
月
）、
営
業
の
目
的
の
内
に
新

に
担
保
附
社
債
信
託
業
務
を
加

へ
て
、
今
後
の
準
備
を
し
て
居
る
の
も
亦
観
過
す
る
事
が
出
来
ぬ
」
と
述
べ
、
関
心
を
示
し
て
い
た
。

し
か
し
当
時
の
住
友
総
本
店
は
依
然
と
し
て
個
人
営
業
で
あ
り
、
そ
の
金
融
は
自
己
資
本
で
賄
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
大
正
八
年
末
大
阪

北
港
株
式
会
社
、
九
年
末
株
式
会
社
住
友
電
線
製
造
所
が
設
立
さ
れ
る
と
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
住
友
銀
行
に
金
融
を
依
存
す
る
こ
と
と
な

っ

た
。
他
方
こ
の
明
治
四
十
五
年
欧
米
に
留
学
し
た
銀
行
本
店
計
算
係
主
任
大
平
賢
作
（Ｍ
３７
東
京
高
商
専
攻
部
、
東
亜
同
文
書
院
教
授
、
Ｍ
３９
住
友

入
社
、
後
住
友
銀
行
常
務

・
専
務

夫
ム長
）
は
、
留
学
中
に
米
国
の
信
託
業
に
着
目
し
て
調
査
研
究
し
た
と
い
わ
れ
る
。
当
時
わ
が
国
に
は
東
京

信
託

・
関
西
信
託
を
始
め
信
託
を
称
す
る
会
社
は
多
数
存
在
し
た
が
、
本
来
の
信
託
業
務
を
行

い
得
る
会
社
は
ご
く

一
部
に
限
ら
れ
て
お
り
、

政
府
が
信
託
二
法

の
制
定
に
踏
み
切
る
契
機
と
な

っ
た
。

大
平
は
大
正
六
年

ロ
ン
ド
ン
に
銀
行
の
支
店
を
開
設
す
る
た
め
出
張
し
、
そ
の
ま
ま
倫
敦
支
店
支
配
人
と
な
り
、
大
正
十
二
年

一
月
本
店
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に
転
勤
と
な

っ
て
帰
国
し
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
大
平
の
帰
国
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
信
託
法
及
び
信
託
業
法
が
施
行
さ

れ
た
時
点
で
あ

っ
た
。
住
友
銀
行
は
こ
の
時
に
お
い
て
も
大
阪
府
に
本
店
を
置
き
、
担
保
附
社
債
信
託
業
認
可
の
内
規
と
い
わ
れ
る
公
称
資

本
金

一
〇
〇
〇
万
円
以
上
の
大
銀
行

一
一
行
の
う
ち
鴻
池
銀
行
と
と
も
に
認
可
を
得
て
い
な
か
っ
た
。
四
月
銀
行
本
店
支
配
人
と
な

っ
た
大

平
は
直
ち
に
こ
の
認
可
の
申
請
を
行

っ
た
。
大
正
十
二
年
度
銀
行
処
務
報
告
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

五
月
三
十

一
日
　
担
保
付
社
債

二
関
ス
ル
信
託
事
業
兼
営

二
関
シ
、
五
月
二
十
四
日
付
主
務
官
庁
ノ
免
許
状
到
着
シ
タ
ル
ニ
付
、
内
地

本
支
店
所
在
地
及
支
那
上
海

・
漢
ロ
ニ
於
テ
ロ
的
変
更
ノ
登
記
ヲ
経
タ
リ
。

日
本
の
担
保
附
社
債
の
全
社
債

に
占
め
る
割
合
は
、
こ
の
大
正
十
二
年
ま
で
の
合
計
で

一
人
％
に
す
ぎ
ず
、
受
託
実
績
で
は
信
託
業
法
制

定
以
前
か
ら
担
保
附
社
債
信
託
業
務
を
行
い
得
る
唯

一
の
金
融
機
関
で
あ

っ
た
日
本
興
業
銀
行
が
圧
倒
的
に
多
く
、
担
保
附
社
債
信
託
制
度

の
普
及
は
ま
だ
先
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
住
友
銀
行
が
最
初
に
担
保
附
社
債

の
受
託
取
扱
を
行

っ
た
の
は
、
昭
和
八
年

の
旭
ベ
ン
ベ
ル
グ
絹
糸

（
８５
）

で
あ

っ
て
、
大
平
と
親
交

の
あ

っ
た
同
社
専
務
堀
朋
近
（大
阪
商
船
社
長

・
住
友
銀
行
取
締
役
堀
啓
次
郎
養
子
）
の
関
係
か
ら
で
あ

つ
た
。

し
か
し
大
平
の
目
的
は
、
単
に
銀
行
業
が
唯

一
兼
営
で
き
る
担
保
附
社
債
信
託
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
「
私
（註
、
大
平
）
は
敢
て
先

見
の
明
を
誇
る
の
で
は
な
い
が
、
住
友
に
も
信
託
経
営

の
必
要
を
痛
感
し
た
の
で
、
自
ら

一
文
を
草
し
、
外
国
で
集
め
た
資
料
に
基
づ
い
て

（
８６
）

そ
の
実
現
を
力
説
し
た
」

と
述
べ
て
い
る
。
折
柄
大
正
十
三
年
二
月
発
行
の

『井
華
』
第

一
五
七
号
に
は

「青
騎
士
」

の
筆
名
を
も

っ
て

「信
託
の
源
流
と
そ
の
発
達
」
と
い
う

一
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（執
筆
時
期
は
信
託
二
法
の
公
布
を
昨
年
と
し
て
い
る
の
で
、
大
二
十
二
年
末
と
推

定
さ
れ
る
）。

「青
騎
士
」

と
は
、
抽
象
を
志
向
す
る
二
十
世
紀
前
衛
芸
術
の
先
駆
的
役
割
を
呆
た
し
た
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
や
ク
レ
ー
等

の

芸
術
家
グ
ル
ー
プ

「
ブ
ラ
ウ
エ
・
ラ
イ
タ
ー
」
の
邦
訳
で
あ
る
が
、
当
時
の
住
友
部
内
で
、
こ
の
よ
う
な
筆
名
を
用
い
得
る
の
は
、
住
友
銀

行
倫
敦
支
店
支
配
人
と
し
て
金
融
の
専
門
書
の
他
に
歴
史
書
や
美
術
書
を
絡
い
て
い
た
と
い
う
大
平
以
外

に
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

「青
騎
士
」
と
い
う
筆
名

の
由
来
は
、
大
平
が

「著
し
く
大
陸
法
系

の
制
度
を
採
用
し
来

っ
た
我
国
の
私
法
界
に
於
て
、
新
に
英
国
私
法



の
一
大
要
部
を
為
せ
る
信
託
の
制
度
を
迎
え
た
の
は
、
特
に
吾
人
の
感
興
を
深
か
ら
し
む
る
も
の
あ
る
を
覚
ゆ
る
の
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い

る
よ
う
に
、
信
託
二
法
の
施
行
を
も

つ
て

「青
騎
士
」

の
役
割
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
先
に

「住
友
総
本
店
（下
と

の

「
六
　
内

外
販
売
網
の
充
実
と
商
事
会
社
設
立
問
題
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
鈴
木
総
理
事

の
中
国
視
察
に
先
立
ち
大
正
四
年
末

「住
友
家
卜
対
支
那
経

営
」
と
い
う
調
査
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
報
告
書
の
序
論
と
は
ぼ
同
文
を
、
総
本
店
経
理
課
調
査
係
太
田
外
世
雄
が

『井
華
』
第

八
八
号
（大
正
五
年
二
月
）
に

「我
対
支
那
経
営
」

と
題
し
て
寄
稿
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、　
先
の
調
査
報
告
書
は
大
田
が
執
筆
し
た
こ
と
が
判

明
し
た
。　
こ
の
例
に
照
ら
せ
ば
、
「信
託
の
源
流
と
そ
の
発
達
」

は
大
平
の
信
託
会
社
設
立
案

の
序
論
に
相
当
す
る
も
の
で
あ

つ
た
と
推
測

さ
れ
る
。

大
平
に
よ
れ
ば

「
こ
れ
が
動
機
と
な

っ
て
住
友
部
内
に
も
次
第
に
具
体
化
の
機
運
が
強
ま
っ
て
き
た
」
が
、
さ
ら
に
住
友
銀
行
に
衝
撃
を

与
え
た
の
は
、
同
時
期
の
大
正
十
二
年
末
に

「
三
　
投
資
活
動
」
に
お
け
る

「
三
井
信
託
」
株

の
項
で
述

べ
た
よ
う
に
や
が
て
三
井
信
託
社

長
と
な
る
三
井
銀
行
常
務
米
山
梅
吉
か
ら
住
友
吉
左
衛
門
友
純

へ
届
け
ら
れ
た
三
井
信
託
株
式
会
社
の
設
立
趣
意
書
と
目
論
見
書
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
が
住
友

へ
送
ら
れ
て
き
た
の
は
、
米
山
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
が
、
ヨ

一井
の
み
の
信
託
会
社
に
非
ず
し
て
、
広
く
日
本
全
体
を
基
盤

（
８８
）

と
す
る
信
託
会
社
設
立

に
あ

つ
た
」
か
ら
で
あ
る
。
三
井
は
こ
の
目
論
見
書

に
お
い
て
、
当
時

の
定
期
預
金
金
利
（六
か
月
）
六
％
に
対
し

金
銭
信
託
で
七
％
以
上
の
配
当
を
見
込
ん
で
お
り
、
銀
行
の
定
期
預
金
が
金
銭
信
託
に
吸
収
さ
れ
る
懸
念
が
現
実
の
も
の
と
な

っ
た
の
で
あ

ＺＯ
。住

友
合
資
会
社
は
、
大
正
十
三
年
三
月
三
日
米
山
の
要
請
に
応
じ
三
井
信
託
株
三
〇
〇
〇
株
の
払
込
を
行
う
と
と
も
に
、
三
月
八
日
大
平

の
部
下
で
銀
行
本
店
調
査
課
主
任
（六
月
課
長
と
改
称
）十
亀
盛
次
（Ｍ
４３
神
一星
局
商
、
後
銀
行
本
店
支
配
人

・
常
務

・
専
務
）
に
欧
米
視
察

の
上
で
信

託
会
社
設
立
案

の
作
成
を
命
じ
た
。
し
か
し
十
亀
は
出
発
を
延
期
し
、
三
井
信
託
が
三
月
二
十
七
日
創
立
総
会
を
開
き
、
四
月
十

一
日
に
免

許
取
得
の
上
、
十
五
日
営
業
を
開
始
す
る
の
を
見
守

っ
て
い
た
。

そ
し
て
七
月
、
三
井
信
託
が
そ
の
最
初
の
営
業
期
（五
月
末
と

か
月
半
で

第
二
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友
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（
８９
）

四
五

一
万
円
の
金
銭
信
託
を
集
め
た
こ
と
を
見
届
け
た
上
で

「信
託
会
社
設
立
案
」
を
作
成
し
、
八
月
十
九
日
欧
米
視
察
に
出
発
し
た
。

十
亀

の
帰
国
の
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、
執
筆
時
期
が
大
正
十
三
年
十

一
―
十
二
月
と
推
定
さ
れ
る
十
亀
の

「信
託
会
社
設
立
案
」
の

（
９０
）

修
正
案
が
住
友
信
託
に
残
さ
れ
て
い
る
由
な
の
で
、
こ
の
時
期

に
帰
国
し
、
そ
の
後

の
情
勢
の
変
化
や
三
井
信
託

の
二
期
目
の
決
算
（大
正

十
三
年
十

一
月
末
金
銭
信
託
残
高
堅
二
一
〇
〇
万
円
に
達
し
た
）等
を
参
考
に
大
正
十
四
年

一
月
に
か
け
て
、
合
資
会
社
理
事
会

に
提
出
す
る

「信

託
会
社
設
立
案
」
の
最
終
案
を
作
成
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
十
亀
の
作
成
し
た
最
終
案
は
、
日
之
出
生
命

の
買
収
案
と
と
も
に
大
正
十
四

年
二
月
二
日
の
理
事
会
に
か
け
ら
れ
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
日
之
出
の
買
収
案
は
見
送
ら
れ
た
が
、
信
託
設
立
案
は
承
認
さ
れ
た
。
当
館
に

は
十
亀

の
当
初
の
設
立
案
し
か
保
存
さ
れ
て
い
な
い
が
、
二
月
十
七
日
合
資
会
社
経
理
部
第
四
課
田
尾
本
政

一
（Ｔ
Ｈ
神
一月
高
商
、
後
日
本
電

気
取
締
役

・
常
任
監
査
役
）起
案

の

「住
友
信
託
株
式
会
社
設
立
ノ
件
」

が
残
さ
れ
て
お
り
、　
こ
れ
が
ほ
ぼ
十
亀

の
最
終
案

に
相
当
す
る
も
の

で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
起
案

に
は

「本
件

ハ
ニ
月
二
日
及
二
月
六
日
ノ
本
社
理
事
会

二
於
テ
、
大
体
御
承
認
相
成
り
、
超

エ
テ
九
日

社
長
ノ
承
認
ヲ
得
タ
ル
事
項
ノ
要
領
也
」
と
欄
外
に
注
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
起
案
に
よ
れ
ば
、
住
友
信
託
は
実
質
住
友
銀
行
の
別
会
社
で
あ
り
、
当
初
資
本
金
二
〇
〇
〇
万
円
、
四
〇
万
株
は
、
銀
行
三
八
万
株
、

合
資
会
社
三
万
株
の
所
有
と
さ
れ
、
こ
れ
を
対
外
的
に
は
合
資
会
社
三
四
万
株
、
銀
行
六
万
株
と
し
て
公
表
す
る
予
定
で
あ

っ
た
。
し
か
し

そ
の
後

「株
式
募
集
方
法
変
更

二
就
テ
」
と
い
う
起
案
（前
記
田
尾
本
の
筆
跡
で
経
理
部
第
四
課
長
野
草
省
三
の
捺
印
が
あ
る
）
に
よ
れ
ば
、
住
友
合

資
が
大
蔵
省
に
提
出
し
た

「信
託
会
社
設
立

二
関
ス
ル
内
伺
書
」
に
対
し
て
、
大
蔵
省
が
公
募
を
設
立
認
可
の
条
件
と
し
た
た
め
、
公
募
方

（
９２
）

式
に
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

こ
の
結
果
四
〇
万
株
の
内
訳
は
、
合
資
会
社

一
〇
万
株
、
銀
行
五
万
株
、
住
友
家

一
万
株
、
そ
の
他
二
四
万
株
と
な
っ
た
。
合
資
会
社
は

合
資
名
義
の
一
〇
万
株
の
他
に
、
住
友
家

一
万
株
、
西
園
寺
公

・
徳
大
寺
公
各
五
〇
〇
株
、
理
事
松
本
順
吉
名
義

一
〇
〇
〇
株
中
二
〇
〇
株

は
松
本
自
身
が
公
募
に
応
じ
た
も
の
で
残
り
八
〇
〇
株
合
計

一
一
万

一
人
○
○
株
を
引
き
受
け
た
（第
１８
表
参
昭
じ
。
こ
の
結
果
住
友
系
の
持



株
比
率
は
四
〇

・
四
五
％
で
あ

っ
た
。
合
資
会
社
名
義

一
〇
万
株

の
払
込
に
充
当
す
る
た
め
、
住
友
倉
庫
株
式
二
万
五
〇
〇
〇
株
を
銀
行

に

売
却
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
住
友
合
資
が
引
き
受
け
た

一
一
万

一
人
○
○
株
の
う
ち
、
大
正
十
五
年

一
万
株
が
住
友
家

へ
、
五
〇
〇
株

が
徳
大
寺
公

へ
譲
渡
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
二
年

に
は

一
〇
万
株
が
住
友
銀
行
に
譲
渡
さ
れ
、
代
わ
り
に
払
込
時
に
売
却
さ
れ
た
住
友
倉
庫

株
式
が
買
い
戻
さ
れ
た
。
そ
の
後
合
資
会
社
は
住
友
信
託
経
由
で
職
員
の
売
物
を
集
め
、
昭
和
十
二
年
二
月
住
友
合
資
解
散

の
際
に
は

一
四

六
〇
株
が
株
式
会
社
住
友
本
社
に
譲
渡
さ
れ
、　
〓

一〇
〇
株
が
住
友
家

へ
残
余
財
産
と
し
て
分
配
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
の
住
友
銀
行

の
持

株
は
、　
一
四
万
七
六
七
五
株
で
あ

っ
た
の
で
、
住
友
系
持
株
比
率
は
四
〇

・
〇
八
％
で
あ

つ
た
。
な
お
職
員
が
応
募
し
た
公
募
株
の
売
却
が

相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う
な
通
牒
が
出
さ
れ
て
い
る
。

大
正
十
五
年
五
月
二
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
友
信
託
株
式
会
社

専
務
取
締
役
　
　
　
　
士
口
田
　
宣
貧

殿

傭
員
所
有
当
会
社
株
式
売
却

二
関
ス
ル
件

暴

二
当
会
社
株
式
ヲ
住
友
家
傭
員
各
位

二
分
譲
致
候

ハ
、
之
ヲ
以
テ
各
位
恒
産
ノ

一
部
ト
シ
テ
御
所
持
相
願
度
趣
意

二
在
ル
コ
ト
ハ
、

今
更
ラ
申
ス
迄
モ
無
之
儀

二
候
。
然
ル
処
昨
今
株
式
ノ
昂
騰

二
伴
ヒ
、
之
ヲ
処
分
ス
ル
向
屡
々
有
之
候
処
、
右

ハ
全
ク
前
記
分
譲
ノ
趣

意

二
惇
り
、
甚
夕
遺
憾

二
被
存
候
。
就
テ
ハ
今
後
若
シ
不
得
止
御
事
情
ノ
為
メ
、
本
件
株
式
ヲ
御
処
分
相
成
候
節

ハ
、
乍
勝
手
前
以
テ

一
応
当
会
社

二
御
打
合
セ
被
下
候
様
致
度

二
付
、
此
儀
貴
部
下
各
位

二
篤
卜
御
申
伝

へ
被
下
度
、
此
段
御
依
頼
芳
々
得
貴
意
候
也
。

設
立
の
起
案

に
よ
れ
ば
、
設
立
後
三
年
間
の
住
友
信
託
の
損
益
予
想
は
次

の
よ
う
に
厳
し
い
も
の
で
あ

つ
製
。

払
込
資
本

二
対
ス
ル
収
益
率

ハ
、
四
分
七
厘
乃
至
八
分
五
厘

ニ
シ
テ
大
ナ
ル
利
益

ハ
望
ミ
難
ク
、
只
銀
行
ノ
定
期
預
金
ガ
他
ノ
信
託
会

社

二
移
ル
ヲ
制
肘
ス
ル
ノ
作
用
ヲ
ナ
ス
ノ
外
、
大
ナ
ル
期
待
ヲ
ナ
シ
難
シ
。
サ
レ
バ
当
分

ハ
消
極
的
ナ
ル
利
益
ア
ル
ニ
過
ギ
ザ
レ
ド
モ
、

第
二
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将
来
当
事
者
ガ
経
営

二
慣
ル
ル
ニ
伴
レ
、
積
極
的

二
純
益
ヲ
増
大
シ
相
当
ノ
配
当
ヲ
ナ
シ
得
ル
ニ
至
ラ
ン
。

住
友
銀
行
と
同
様
に
、
住
友
吉
左
衛
門
友
純
が
住
友
信
託
の
社
長
取
締
役
に
就
任
し
た
が
、
実
務
上
の
主
管
者
と
し
て
は
銀
行
常
務
吉
田

真

一
（経
歴
前
掲
）
が
副
社
長
兼
常
務
に
就
任
し
た
。
吉
田
に
よ
れ
ば
、
直
接
友
純
か
ら

「信
託
会
社
は
お
前
や
れ
」

と
指
名
さ
れ
、
そ
の
際

「信
託
行
為
は
、
単
に
一
個
人
の
な
す
べ
き
行
為
で
は
な
く
、
最
も
信
用
す
べ
き
団
体

の
営
む
べ
き
も
の
」
だ
と
い
わ
れ
た
由
で
あ
る
。
し

か
し
吉
田
は
、
ど
一井
信
託
の
米
山
（註
、
梅
士こ
と
懇
意
で
、
向
ふ
の
様
子
も
よ
く
わ
か
っ
た
が
、
三
井
信
託
に
対
抗
し
て
設
立
は
し
た
も
の

の
、
信
託
の
発
達
の
見
通
し
は
つ
か
な
か
っ
た
」
と
当
時
を
回
想
し
て
い
型
。
金
銭
信
託
を
信
託
預
金
と
称
し
て
い
た
よ
う
に
、
信
託
業
務

（
９５
）

に
つ
い
て
無
理
解
な
当
時
に
あ

つ
て
、
開
業
当
初
の
信
託
勧
誘
や
宣
伝
活
動
に
つ
い
て
苦
心
談
も
多

い
が
、
社
長
と
な

っ
た
友
純

の
考
え
方

（
９６
）

は
次
の
よ
う
に
対
照
的
で
あ

っ
た
。

大
正
十
四
年
住
友
信
託
が
設
立
さ
れ
た
直
後

の
頃
、
新
聞
広
告
に
信
託
事
業
の
解
説
を
詳
さ
に
書
い
て
あ
る
の
を
御
覧
に
な
り
、
直
に

支
配
人
（註
、
本
家
詰
所
支
配
人
丸
山
精

一
、
前
人
事
部
第

一
課
長
）
を
呼
ば
れ
て
、
Ｆ
」
ん
な
広
告
を
し
な
い
方
が
よ
い
。
信
託
を
す
る
様
な

人
は
信
託
事
業
の
如
何
な
る
も
の
か
は
知

っ
て
い
る
。
只
住
友
が
信
託
を
始
め
た
と
云
ふ
こ
と
を
世
間
に
知

っ
て
貰

へ
ば
よ
い
。
信
託

の
○
○
（註
、
吉
田
真

一
か
）
に
そ
う
伝

へ
て
置
く
様
」
と
。
そ
の
後
は

「住
友
信
託
」
と
だ
け
の
広
告
を
多
く
見
受
け
ま
し
た
。

前
述
の
通
り
住
友
銀
行
自
身
が
信
託
業
務
に
つ
い
て
の
経
験
が
な
か
っ
た
の
で
、
住
友
信
託
の
設
立
関
係
者
が
信
託
業
務
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
た
め
に
、　
吉
田
は
当
時
の
興
銀
理
事
費
来
市
松
（Ｍ
４０
川
田
順
と
と
も
に
住
友
入
社
、
銀
行
勤
務
の
後
大
正
三
年
元
銀
行
支
配
人
志
立
鉄
次

郎
の
興
銀
総
裁
就
任
に
随
っ
て
興
銀
へ
転
じ
、
後
総
裁
）
が
月

一
、
二
回
来
阪
す
る
機
会
を
と
ら
え
て
、
信
託
業
務

の
概
要

に
つ
い
て
講
義
を
依

（
９７
）

頼
し
た
。

大
正
十
四
年
七
月
、
設
立
当
初
の
信
託
の
役
員
は
、
社
外
重
役
の
阿
部
彦
太
郎
（内
外
綿
等
取
締
役
）
を
除
く
と
、
「住
友
合
資
」
中
田
錦
吉

（総
理
事
）、
小
倉
正
恒
（常
務
理
事
）
、
「住
友
銀
行
」
湯
川
寛
吉
（筆
頭
常
務
）
、
八
代
則
彦
（常
務
）
、
「住
友
信
託
」
吉
田
真

一
、
佐
藤
重
饂
（取



締
役
支
配
人
）
の

二
者
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
中
田
は
当
時
既
に
病
床
に
あ
り
、
十
月

一
日
停
年
退
職
し
て
湯
川
寛
吉
が
総
理
事
と
な

っ
た
。
大
正
十
五
年
三
月
、
社
長
取
締
役
友
純
が
死
去
す
る
と
、
住
友
信
託
は
会
長
制
を
と
り
、
湯
川
が
取
締
役
会
長
に
、
吉
田
が
専
務
、

佐
藤
が
常
務
に
就
任
し
、
住
友
厚
（後
の
吉
左
衛
門
友
成
）
も
取
締
役
に
選
任
さ
れ
た
。

昭
和
二
年
九
月
、
吉
田
は
伊
庭
貞
剛
と
同
じ
く
満
五
七
歳
で
退
職
し
た
。
湯
川
は
名
目
的
な
信
託
会
長
の
ポ
ス
ト
を
吉
田
に
譲

っ
た
。
吉

田
の
後
任
に
は
銀
行
常
務
の
今
村
幸
男
（経
歴
前
掲
）
が
就
任
し
た
。　
こ
の
年

の
五
月
、
住
友
電
線
製
造
所
取
締
役
技
術
部
長
川
上
嘉
市
（Ｍ
４２

東
大
工
・
応
用
化
学
、
東
京
瓦
斯
、
Ｍ
４３
住
友
入
社
、
「住
友
総
本
店
（上
ど

の

「六
　
住
友
電
線
製
造
所
の
開
設
」
参
照
）
は
、
乞
わ
れ
て
経
営
不
振
に

陥

っ
た
郷
里
静
岡
県
の
日
本
楽
器
製
造
株
式
会
社
（現
ヤ
マ
Ｃ
社
長
に
就
任
し
た
。
そ
の
際
常
務
理
事
小
倉
正
恒
は
川
上
に
対
し
、
「
日
本
楽

器
は
、
日
本
の
将
来
の
文
化
に
関
係
あ
る
会
社
で
あ

っ
て
、
今
こ
の
事
業
を
主
宰
経
営
す
る
こ
と
は
、
川
上
君
個
人
の
為
に
も
、
国
の
為

に

も
、
住
友
家
の
為
に
も
よ
い
と
思
ふ
。
住
友
家
で
も
相
当
の
後
援
を
し
て
や
る
か
ら
、
是
非
こ
れ
を
引
受
け
る
や
う
、
お
勧
め
す
る
」
と
述

べ
、
住
友
は
日
本
楽
器
の
資
本
金
三
四
人
万
円
を
四
〇
〇
万
円
に
増
資
し
、
差
額
の
五
二
万
円
を
引
き
受
け
た
。

川
上
は
社
長
就
任
後
大
ナ
タ
を
振
る
い
、
銀
行
借
入
金
を
返
済
し
て
ゆ
き
昭
和
三
年
下
期
に
は
三
井
信
託
か
ら
の
借
入
金

一
人
五
万
円
の

み
と
な

っ
た
。
川
上
は
郷
里
の
大
先
輩
三
井
信
託
の
米
山
梅
吉
に
私
淑
し
て
い
た
。
こ
の
頃
日
本
経
済
は
昭
和
二
年
の
不
況
の
ど
ん
底
か
ら

や
や
好
転
し
、
金
利
も
漸
次
低
下
し
つ
つ
あ

っ
型
。

私
（註
、
川
上
）
は
米
山
氏
に
、
社
債
を
発
行
し
て
、
長
期
借
入
金

の
形
式
を
採
り
、
金
融

の
圧
迫
を
免
れ
度
い
と
思
ふ
か
ら
、
好
機
会

が
到
来
し
た
な
ら
ば
、
注
意
し
て
貰
ひ
度
い
と
依
頼
し
て
置
い
た
。
昭
和
三
年
六
月
頃
に
至

っ
て
、
氏
は
私
に
、
今
が
社
債
発
行

の
時

期
で
あ
ら
う
、
と
指
示
し
て
呉
れ
た
。
而
し
て
私
に
次
の
条
件
を
提
示
さ
れ
た
。

一
、
社
債
は
百
八
十
万
円
と
し
て
、
内
半
額
の
九
十
万
円
を
住
友
信
託
で
引
受
け
れ
ば
、
残
り
半
額
を
三
井
信
託
で
引
受
け
よ
う
。

二
、
三
井
信
託
の
楽
器
会
社

へ
の
貸
付
金
は
、
社
債
発
行

の
節
、
之
を
振
替

へ
る
。

第
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友
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三
、
従

っ
て
三
井
を
受
託
会
社
と
す
る
事
。

四
、
工
場
財
団
を
作

っ
て
、
社
債
の
担
保
と
す
る
事
。

五
、
社
債
は

一
年
据
置
、
爾
後
四
年
間
に
、
任
意
償
還
と
す
る
事
。

六
、
利
率
は
年
七
分
の
事
。

米
山
社
長
は
此
時
私
に
告
げ
て
、
楽
器
会
社
は
争
議
以
来
四
期
間
無
配
当
で
あ
り
、
加
之
多
額
の
欠
損
を
し
て
居
る
か
ら
、
社
債
は

一

般
に
売
出
し
て
も
、
買
手
は
無
い
で
あ
ら
う
。
だ
か
ら
社
債
引
受

の
信
託
会
社
で
、
全
部
手
持
す
る
ほ
か
は
無

い
。
だ
か
ら
今
後

の
社

債
引
受
は
、
日
本
楽
器
会
社
に
対
す
る
信
用
で
無
く
て
、
全
く
貴
下
個
人
に
対
す
る
信
用
で
、
引
受
け
る
の
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。
会

社
の
不
信
用
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。
私
は
米
山
氏
の
知
遇
に
対
し
て
、
哀
心
か
ら
嬉
し
く
思

っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
此
話
を
携

へ
て
、
早
速
住
友
信
託
に
今
村
専
務
を
訪
ね
て
、
右
の
事
情
を
話
し
た
。
処
が
今
村
氏
は
即
座
に
、
住
友
信
託
で
は
、
そ
れ
は
引
受
け

ら
れ
ぬ
と
断

っ
た
。

私
は
強
ひ
て
依
頼
す
る
こ
と
は
無
駄
で
あ
る
と
思

っ
た
。　
そ
し
て
直
に
総
理
事
（註
、
常
務
理
事
）
の
小
倉
正
恒
氏
に
、　
こ
の
話
を
し
た

と
こ
ろ
が
、
直
に
快
諾
し
て
呉
れ
た
。
信
託
の
方

へ
は
住
友
本
社
（註
、
住
友
合
資
）
か
ら
話
し
て
や
ら
う
と
の
事

で
、　
こ
れ
で
話
は
纏

つ
て
し
ま
つ
た
。
か
う
し
て
昭
和
三
年
八
月
二
十
日
、
上
述
し
た
条
件
で
、
百
八
十
万
円
の
社
債
は
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

社
債
発
行
に
よ
る
無
形
の
利
益
は
云
ふ
ま
で
も
無
い
が
、
利
子
八
分
五
厘
と
七
分
と
の
差
額
が
二
万
七
千
円
、
こ
の
他
に
手
形
利
子
先

払
に
よ
る
損
、
六
千
五
百
八
十
七
円
と
、
合
計
し
て
、
社
債
に
振
り
替

へ
た
為

の
金
利
の
差
益
は
、
年
三
万
三
千
五
百
八
十
七
円
に
達

し
た
。
こ
の
社
債
は
、
そ
の
後
会
社
の
整
理
が
順
調
に
進
ん
だ
為
に
、
償
還
期
限
た
る
昭
和
八
年
に
先
立

つ
事

一
年
、
即
ち
七
年
十
二

月
二
日
に
於
て
、
元
利

一
切
の
償
還
を
完
了
し
た
の
で
あ

っ
た
。

三
井
信
託
の
米
山
社
長
を
は
じ
め
、
他
の
副
社
長
連
、
及
び
住
友
信
託
の
専
務
、
常
務
等
も
、
信
託
会
社
で
社
債
を
引
受
け
て
以
来
、



元
利
金
額
を
自
力
に
よ
つ
て
、
期
限
前
に
償
還
し
た
の
は
、
日
本
楽
器
が
最
初
で
あ
る
と
し
て
、
絶
讃
を
得
た
。
私
も
大
に
面
目
を
施

し
た
の
で
あ

つ
た
。
私
と
し
て
は
、
米
山
氏
の
知
遇
を
汚
さ
な
か
っ
た
事
を
最
大

の
喜
び
と
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
五
年
八
月
、
総
理
事
湯
川
寛
吉
は
退
任
し
、
小
倉
正
恒
が
総
理
事
に
就
任
し
た
。
昭
和
六
年
末
吉
田
信
託
会
長
が
辞
任
し
、
小
倉
が

信
託
会
長
を
兼
務
す
る
と
、
「住
友
信
託
は
伸
び
が
遅
々
と
し
て
い
る
。
堅
実
で
あ
る
と
同
時
に
発
展
も
は
か
ら
ね
ば
な
ら
ん
」

と
相
当
き

（
１００
）

つ
い
お
叱
り
が
あ

っ
た
と
い
う
。

昭
和
七
年
六
月
、
生
え
抜
き
の
常
務
取
締
役
佐
藤
重
鈴
は
常
任
監
査
役

に
転
じ
、
後
任

の
常
務
に
住
友
銀
行
東
京
支
店
長
今
井
卓
雄
（Ｍ

４３
神
一星
呂
商
、
後
信
託
専
務

・
社
長

夫
ム長
）
が
就
任
し
た
。

今
井
は
、
後
に
昭
和
十
六
年
六
月
住
友
銀
行
京
浜
主
管
者
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
講
演
を
行

っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
信
託
会
社
は
殆
ん
ど
銀
行
と
同
じ
で
あ
り
ま
す
。
銀
行
そ
の
も
の
で
あ
る
と
言

っ
て
も
い
ゝ
か
と
思
ひ
ま
す
。
ト
ラ
ス
ト

と
い
ふ
名
前
が
付
い
て
居
り
ま
し
て
も
銀
行
の
仕
事
を
や
っ
て
居
り
ま
す
。
即
ち
バ
ン
キ
ン
グ
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
を
持

っ
て
居
る
。
ま

た
銀
行
は
ト
ラ
ス
ト
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
を
持

っ
て
居
る
。
で
、
独
立
の
信
託
会
社
と
い
ふ
の
は
極
く
少
く
勢
ひ
の
余
り
盛
大
で
な
い
も

の
よ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
名
義
上
独
立
の
信
託
会
社
に
な

っ
て
居
り
ま
し
て
も
、
銀
行
と
殆
ん
ど
表
裏

一
体
を
な
す
も
の
が
大
部
分
で
あ

り
ま
し
て
、
例

へ
ば
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
テ
ィ
ー
バ
ン
ク
に
対
し
て
、
シ
テ
ィ
ー
バ
ン
ク
フ
ァ
ー
マ
ー
ス
ト
ラ
ス
ト
と
い
ふ
の
が
あ
り
ま
す
。

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
バ
ン
ク
に
対
し
て
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
ト
ラ
ス
ト
と
い
ふ
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
名
義
は
独
立
の
会
社
に
な

っ

て
居
り
ま
す
が
、
表
裏

一
体
、
謂
は
ば
ワ
ン
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
（中
略
）

現
行
の
信
託
法
及
び
信
託
業
法
が
出
る
前
、
即
ち
そ
の
法
案
が
議
会
に
出
ま
し
た
際
に
銀
行
の
信
託
兼
営
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
相
当

の
議
論
が
あ

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
に
於
き
ま
し
て
は
銀
行
が
信
託
を
兼
営
す
る
、
或
は
信
託
が
銀
行
を
兼
営
す
る
と
い

ふ
こ
と
の
た
め
に
破
産
す
る
会
社
が
多
か
っ
た
事
件
が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
法
案
が
議
会

に
出
ま
し
た
際
、
あ

ヽ
い
ふ
や
う
な

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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こ
と
に
な

っ
て
は
い
け
な
い
と
い
ふ
の
で
、
信
託
と
銀
行

の
兼
営
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
、
決
し
て
さ
う
い
ふ
こ
と
を
し
て
は
い
け
な

い
と
い
ふ
こ
と
に
結
論
が
な

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
で
、
そ
れ
は
ど
う
い
ふ
訳
か
と
い
ふ
と
、
先
刻
も
申
し
ま
し
た
や
う
に
、
銀
行
と

信
託
と
が
兼
営
に
な
り
ま
す
と
い
ふ
と
、
ど
う
も
銀
行
の
財
産
と
信
託
の
財
産
と
混
同
す
る
憂
が
あ
る
。
懸
念
が
あ
る
。
例

へ
ば
銀
行

が
自
分
の
仕
事

に
信
託
財
産
を
使

っ
て
貸
出
し
を
す
る
と
い
ふ
こ
と
も
自
然
起

っ
て
来
る
。
ま
た
信
託
財
産
の
方
で
非
常
に
利
益
が
あ

っ
て
、
そ
の
利
益
を
銀
行
の
本
業
の
方
の
利
益
に
し
て
信
託
財
産
の
利
益
を
減
ら
す
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
う
い
ふ
理

由
に
よ
つ
て
銀
行

の
信
託
兼
営
と
い
ふ
こ
と
は
す
る
こ
と
な
ら
ん
と
い
ふ
こ
と
に
議
会
で
結
論
が
あ

っ
た
訳
で
す
。
さ
う
し
て
今
日
の

信
託
法
並
に
信
託
業
法
が
生
れ
て
来
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
最
近
方
々
か
ら
銀
行
と
信
託
と
合
併
し
た
ら
い
ゝ
ぢ
や
な
い
か
と
い
ふ
議

論
が
出
た
の
で
す
。
然
し
斯
う
い
ふ
既
に
論
じ
尽
く
さ
れ
た
事
柄
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
さ
う
い
ふ
議
論
が
出
る
所
以
は
斯
う
い
ふ
こ
と

を
知
ら
な
い
結
果
で
す
。
そ
れ
か
ら
ま
た
先
刻
来
申
し
ま
し
た
や
う
に
、
信
託
会
社
と
い
ふ
も
の
は
何
も
金
銭
信
託
だ
け
の
仕
事
で
は

な
い
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
仕
事
を
や
っ
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
な
い
結
果
、
さ
う
い
ふ
議
論
が
起

っ
た
の
だ
ら
う
と
思
ふ
の
で

あ
り
ま
す
。
尚
、
私
は
日
本
の
金
融
機
構

の
上
か
ら
見
て
銀
行
と
信
託
と
が
合
併
す
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
決
し
て
や
つ
て
は
い
け

な
い
。
さ
う
い
ふ
確
信
を
持

っ
て
居
り
ま
す
。
（中
略
）

最
後
に
住
友
信
託
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
一
言
申
し
て
こ
の
講
演
を
終
ら
う
と
思
ひ
ま
す
が
、
住
友
信
託
は
大
正
十
四
年

の
九
月
に
開

業
致
し
ま
し
た
。
期
を
重
ね
る
こ
と
二
十
二
、
即
ち
先
月
（註
、
昭
和
十
六
年
五
月
）
の

二
十

一
日
が
三
十
二
期
の
終
り
で
あ
り
ま
す
。
信

託
財
産
六
億
三
千
百
万
円
、
金
銭
信
託
が
五
億

一
千
三
百
万
円
。
金
銭
信
託
の
計
数
は
三
井
信
託
が
第

一
位
で
、
住
友
は
第
二
位

に
な

っ
て
居
り
ま
す
。
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
そ
の
内
容
は
完
に
宜
し
い
の
で
す
。
（中
略
）

会
社
が
設
立
致
し
ま
す
時
に
設
立
の
趣
意
書
と
い
ふ
も
の
を
我
々
は
世
間
に
出
し
た
、
大
蔵
省
に
も
出
し
た
。
そ
の
趣
意
書
の
中
に
こ

の
会
社
を
作

っ
て
柳
か
た
り
と
も
国
家
社
会
に
奉
仕
し
、
国
民
経
済
に
寄
与
す
る
と
い
ふ
こ
と
を
謳

っ
て
居
り
ま
す
。
住
友
信
託
は
そ



(単位 :100万 円)

年次 (昭和)
三井 ト

当社 トノ差 差

ト

ノ

社

ト

当

菱三

期 末 残 高

三  井 当 社 三 菱

16/H月 末

17/5月 末

17/H月 末

18/5月 末

18/9月 末

19/3月 末

△

△

△

△

△

75

66

45

46

16

70

69

68

88

103

109

114

842

873

905

961

975

1,002

667

707

760

815

858

932

598

639

672

712

749

818

出典 :住 友信託 企画課

第30表 信託総財産二付テ当社 卜三井・三菱 トノ差額

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

の
創
業
の
時
か
ら
斯
う
い
ふ
こ
と
を
目
標
と
し
、
理
想
と
し
て
や

っ
て
来
て
居
り
ま
す
。
金

儲
け
と
い
ふ
目
的
で
は
な
い
。
社
会
奉
仕
を
し
よ
う
と
い
ふ
目
的
で
も

っ
て
私
共
は
努
力
し

て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
十
九
年
七
月
、
住
友
信
託
企
画
課
は
、
三
井
信
託
、
三
菱
信
託
と
の
比
較
表
（第
３０
表
）
を

作
成
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

最
近
二
年
四
ケ
月

ニ
シ
テ
、
三
井
ト
ノ
差
額
ヲ
六
割
、
金
額

ニ
シ
テ

一
億
ヲ
縮
少
シ
、
三
菱

ト
ノ
開
キ
ヲ
六
割
五
分
、
金
額

ニ
シ
テ
四
五
〇
〇
万
拡
大
セ
リ
。
此
ノ
好
調
ヲ
持
続
ス
レ
バ
、

今
後
ニ
ケ
年
内
凡
ソ
来
年
末
迄

ニ
ハ
三
井

ヲ
凌
駕
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
ル
。

昭
和

一
九
年
九
月
末
に
お
け
る
住
友
信
託
の
金
銭
信
託
に
よ
る
有
価
証
券
投
資
は
四
億
三
〇
〇

万
円
で
、
そ
の
う
ち

一
般
会
社
債
は
人
三
〇
〇
万
円
で
、
株
式
投
資
は
二
六
八
六
万
円
で
あ

っ
た
。

こ
の
う
ち
住
友
系
企
業
の
占
め
る
割
合
は
、
社
債
に
つ
い
て
は
不
明
で
、
株
式
投
資

に
つ
い
て
は
、

金
銭
信
託
以
外
の
投
資
分
を
若
干
含
め
二
人
三
三
万
円
の
う
ち

一
六
二
七
万
円
、
五
七
％
で
あ

っ

（‐０３
）

た
。住

友
本
社

と
な

っ
て
か
ら
の
信
託
株

の
保
有

は
、
若
干

の
増
減
が
あ
り
、
終
戦
時

に
は
六

一
七

〇
株

と
な

つ
て
い
た
。
住
友
銀
行
も
多
少

の
異
動
が
あ
り

一
六
万
六

一
五
株
、
住
友
家

一
万

一
二

〇
〇
株
、
設
立
時
扶
桑
海
上
火
災
保
険

と
し
て
二
〇
〇
〇
株

の
株
主

で
あ

っ
た
大
阪
住
友
海
上
火

災
保
険
が
そ
の
ま
ま
所
有

し
て
い
た
の
で
、
住
友
系

の
株
数

は
合
計

一
七
万
七
九
八
五
株
、
持
株

比
率
四
四

・
五
％
で
あ

っ
た
。

四
七
三
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（付
記
）

本
章
執
筆
に
当
た
り
、
住
友
倉
庫
社
史
編
纂
室
次
長
岩
根
正
尚
氏
、
住
友
化
学
社
史
編
纂
室
久
保
昌
幸
氏
の
ご
教
示
を
得
た
こ
と

を
感
謝
す
る
。
滋
賀
大
学
経
済
学
部
教
授
小
川
功
先
生
か
ら
は
、
ご
教
示
と
と
も
に
貴
重
な
資
料
の
ご
提
供
を
頂
い
た
こ
と
を
厚
く
感
謝
す

る
。

ま
た
下
谷
政
弘

『
日
本
化
学
工
業
史
論
』
（御
茶
の
水
書
房
　
昭
和
五
七
年
）
を
参
考
に
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。
但
し
本
章
の

叙
述
の
責
任
は
す
べ
て
筆
者
に
あ
る
。

M=明 治、 T=大 正

14年13年12年

木
田
川
田
倉

鈴
中
湯
中
小

l

l一

10 1
(中 田)

(湯 川)

(草鹿)

(山 下)

(小倉)

(住友)

(大平)

(松本)

-12 24

71 吉田 )

71-一 十→1224  (岡 田)

1 101-― )(肥後)

1 101- (本 荘)

一 - 1 -一 ― o(欠員)

71-727  (松 本)

727(兼)→ (4ヽ倉)

101  (小 倉)

101-― '(大屋)

101  (日 高)

101-―→(野草)

71

本荘 )

7 27

・ (欠員)

(大平)

(岡 田)

727(兼)→ (松本)

屁
日
島
田
本
下
本
中
本
本
田
山
日
浦
田
島

享
春
田
吉
山
山
松
山
藤
藤
古
小
春
梶
多
矢

田
田
井
鹿
日
島
田
本
下
本
中

岡
岡
臼
草
春

田
吉
山
山
松
山
藤
藤
古
小

■,81(連系)

221
221- (

62

2 21-     (
221
221-(
221- (
221-   (

1(連系)(

(木 島)

(近藤)

(本荘)

(多 田)



(付表 1)住友合資会社幹部一覧表(大正 10

就任年月 日 1 大正10年 11年

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

総 理 事

常務理事

監  事
人事部長

経理部長

総務部長

工作部長
監査部長
別子鉱業所所長

〃  副長
〃  支配人

倉庫支配人
製銅販売店支配人

若松炭業所所長
〃  支配人

伸銅所所長

肥料製造所支配人
東京販売店支配人

札幌鉱業所支配人

林業所所長
〃 支配人

鈴木馬左也
中田 錦吉
湯川 寛吉
中田 錦吉
小倉 正恒
中田 錦吉
湯川 寛吉
草鹿丁卯次郎
山 ド芳太郎
小倉 正恒
住友 忠輝
大平 駒槌
松本 順吉
吉田 良春
岡田宇之助
肥後 八次
本荘熊次郎
(欠 員)

松本 順吉
小倉 正恒
小倉 正恒
大屋 敦
日高 直次
野草 省三
本荘熊次郎
(欠  員)

大平 駒槌
岡田宇之助
松本 順吉
岡田宇之助
岡田宇之助
自井 定民

Ⅳ137  7  6 12 5
125-

1 519
1   5 19

-――
「

―)5 19

―――‐――――――●12 5

lv136

4ヽ43
T7
T7
T7

5 14
4  5

5

5

5-5 19
1 5-―――――

1 5→ 12 21

1 5-―――――

1  519  -十 一   ―

1   5 19-4 27
1     1 427(兼 )一
i 519(兼)|一一一一―一一

5 19

5 19
5 19

T7 610

T7 524

8 14-――

1 5→ 8 14
15
15

長部
人

〃箱
凱
〃
〃

草鹿丁卯次郎 M86 914
春日 弘  T8818
田島房太郎
吉田 良春
山本 信夫
山下芳太郎
松本 順吉
山中 柴吉
藤本 磐雄
藤本 磐雄
占田俊之助
小山 九一
春日 弘
梶浦鎌次郎
多田平五郎
矢島 富造
木島鍬二郎
近藤宏太郎
本荘熊次郎
多田平五郎

T9 514

T912 1(兼 )■―――――■→ 427
1         1427(兼 )→916
1     1   916

T912 1

T2 922
T8 313-― ■→519

1 519
T6 8 1-― +→514

5 14
519(兼 )

四
七
五

5 19



社幹部一覧表(大正10～ 14年 ) T=大 止

大正10年 H年 12年 13年 14年

7 29

10   1 (湯 川)

(カロ系内)

(吉 田)

(八代)

-4 25

1      1 426(

-427

729-― 一)(今村)

(山 ド)

松本)

加藤)

小倉)

427-  (
811(兼)一→ (

第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（Ｉ
）

729(兼 )

(山下)

(草鹿)

(利 光)12 25

12 25

10  8  (西 崎 )

10  8  (月巴イ炎)

223-――→ (秋 山)

(大隅)8 29-――――■―●5 31

6 16

8  1(

森 )

草鹿)

本荘 )8 1(兼

125-十 一 一 一 一 ― 一

→

(近 藤 )

1 61→ 10 1(梶 浦)

1   10 1→ (日 高)

1 630-――→ (国 府)

1 728-――→ (吉 田)

四
七
六



(付表 2)連系会社・特定関係会
註（

１
）

川
田
順

『住
友
回
想
記
』
（中
央
公
論
社
　
昭
和
二
十
六
年
）
五
二

頁
。

（
２
）

三
村
起

一
『身
辺
三
話
』
（近
代
図
書
　
昭
和
三
十
七
年
）
六

一
頁
。

（
３
）

同
前
、
六
九
頁
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

（
４
）

三
村
起

一
『
流
泉
八
十
四
年
』
３
一村
静
子
　
昭
和
四
十
七
年
と

七
三
頁
。
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
二
日
古
田
俊
之
助
氏
談
。

（
５
）

前
掲
川
田

『住
友
回
想
記
』
五
二
、　
一
五
四
―

一
五
六
頁
。

（
６
）

工
場
協
議
会
規
則
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
次

の
資
料
参
照
。

『住

四
七
七

就任年月日

住友銀行常務取締役

住友製鋼所常務取締役

大阪北港常務取締役

住友電線製造所常務取締役

日米板硝了/常務取締役

住友倉庫常務取締役

住友ビルデイング常務取締役

住友坂炭破常務取締役

住友肥料製造所常務取締役

目之出生命保険専務取締役

住友信託副社長兼常務取締役

T4 913(兼 )

T7 130-―
T7 130-―
T7 130-―

T7 424(兼 )

湯川 寛吉

加納友之介

吉田 真―

八代 則彦

今村 幸男

山下芳太郎

松本 順吉

加藤 栄

小倉 正恒

山下芳太郎

草鹿丁卯次郎

利光 平夫

西崎伝
‐
郎

肥後 八次

秋山武三郎

大隅 行一

森 源之助

草鹿丁卯次郎

本荘熊次郎

近藤宏太郎

梶浦鎌次郎

日高 直次

国府 精 一

吉田 真一

T81224(兼 )

T 9 12 10-――

T91210-一

註 :後年i菫系会社 特定関係会社に指定された会社を含む。



第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）

友
金
属
工
業
株
式
会
社
五
十
年
史
』
年
表
資
料
篇
第
三
巻
（住
友
金
属

工
業
株
式
会
社
　
昭
和
二
十
七
年
）資
料
の
部
三
〇
―
三
二
頁
、
及
び

『住
友
電
工
労
政
史
』
（住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
　
昭
和
四
十
五
年
）

一
八
、　
一
九
頁
。

（
７
）

『
日
本
板
硝
子
株
式
会
社
五
十
年
史
』
（日
本
板
硝
子
株
式
会
社

昭
和
四
十
三
年
Ｙ
一〇
七
頁
。、

（
８
）

大
平
駒
槌

『貧
民
救
護
事
業
下
調
』

（清
徳
記
念
福
祉
室
　
平
成

元
年
）

（
９
）

『鈴
木
馬
左
也
』
（鈴
木
馬
左
也
翁
伝
記
編
纂
会
　
昭
和
三
十
六

年
）
四
三

一
、
四
三

一頁
。

（
１０
）

『住
友
別
子
鉱
山
史
』
下
巻
（住
友
金
属
鉱
山
株
式
会
社
　
平
成
二

年
）
六
〇
、
六

一
、
八
〇
、
八

一
頁
。

（
Ｈ
）

昭
和
二
十
七
年
八
月
三
十
日
大
平
駒
槌
氏
談
。

（
‐２
）

大
島
久
太
郎

『住
友
信
託
物
語
』

（住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社

昭
和
四
十
六
年
Ｙ
〓
〓
一―
二
三
九
頁
、
三
三
二
―
三
三
六
頁
。

（
‐３
）

竹
原
文
雄

「近
代
に
お
け
る
住
友
の
経
営
―
歴
代
総
理
事
の
苦
闘

―
」
「
住
友
史
料
館
報
』
第
二
三
号
　
平
成
四
年
）

（
‐４
）

「林
業
所
卜
前
総
理
事
」

「
井
華
』
第

一
五
〇
号
　
住
友
井
華
会

大
正
十
二
年
）

（
‐５
）

前
掲
川
田

『住
友
回
想
記
』
二

一
、
六

一
、
八
六
、　
三
ハ
一
、　
一

六
二
、　
一
七
〇
頁
。
川
田
順

『続
住
友
回
想
記
」
（中
央
公
論
社
　
昭

和
二
十
八
年
）九
七
、
九
八
頁
。

四
七
八

（
‐６
）

前
掲
川
田

『住
友
回
想
記
』
六
二
、
大
三
頁
。

（
‐７
）

『
日
本
郵
船
株
式
会
社
百
年
史
』
（
日
本
郵
船
株
式
会
社
　
昭
和
六

十
三
年
）
九
七
、
九
八
、
二

一
〇
頁
。

（
‐８
）

平
成
十
年
八
月
四
日
住
友
元
夫
氏
談
ｃ

（
‐９
）

宮
本
又
次

「山
本
新
田
と
住
友
家
」
「
住
友
修
史
室
報
』
第

一
五

号
　
昭
和
六
十

一
年
）

（
２０
）

前
掲

『住
友
別
子
鉱
山
史
』
下
巻

一
二
三
―

一
三
六
頁
ｃ

（
２‐
）

大
正
九
年
四
月
以
降
銅
価
の
下
落
が
著
し
か
っ
た
た
め
、
六
月
久

原
鉱
業
、
古
河
鉱
業
、
藤
田
鉱
業
、
住
友
総
本
店
が
日
本
産
銅
組
合
を

結
成
し
、
銅
価
維
持
を
目
的
と
し
て
減
産
協
定
を
締
結
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
カ
ル
テ
ル
は
、
日
標
と
し
た
減
産
率
を
達
成
で
き
ず
、
大
正
十
年

六
月
住
友
合
資
が
こ
の
カ
ル
テ
ル
か
ら
脱
退
し
た
た
め
、
い
っ
た
ん
解

散
し
、
新
た
に
三
菱
商
事
（後
三
菱
鉱
業
と
交
代
）
が
加
わ

っ
て
水
曜
会

が
結
成
さ
れ
た
。
カ
ル
テ
ル
脱
退
に
つ
い
て
、
大
正
十
年
四
月
に
開
催

さ
れ
た
主
管
者
協
議
会

に
お
い
て
、
鈴
木
総
理
事
病
気
療
養
中
の
た
め

中
田
理
事
が
代
行
し
た
恒
例
の
訓
示
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
住
友

の

事
業
精
神
か
ら
す
る
と
、
元
来
カ
ル
テ
ル
参
加
は
望
ま
し
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
住
友
が
水
曜
会
に
加
盟
す
る
の
は
、
昭
和
恐
慌
真

っ
只
中

の
昭
和
六
年

一
月
に
な

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ

つ
た
。

昨
年
（註
、
大
正
九
年
ヱ
ハ
月
以
来
当
社

ハ
産
銅
組
合

二
加
入
シ
タ
リ
ト

雖
モ
、
単

二
同
業
者
ト
シ
テ
ノ
情
誼
上
加
入
シ
タ
ニ
ス
ギ
ズ
シ
テ
、
其

目
的
救
済
資
金
ヲ
得
ル
ニ
非
サ
リ
シ
ヤ
勿
論
ナ
リ
ト
ス
。
然
ル
ニ
当
方



ガ
産
銅
組
合
二
加
入
シ
タ
ル
ノ
事
実
二
因
り
、
当
時
坊
間
住
友
銀
行
ノ

信
用
二
累
ヲ
及
ホ
ス
ガ
如
キ
流
説
ヲ
ナ
ス
者
ア
リ
テ
、
不
砂
迷
惑
ヲ
感

ジ
タ
リ
キ
。
且
ツ
結
極
銅
価
ノ
大
勢
ハ
此
種
人
為
ニ
ヨ
リ
テ
左
右
シ
得

ザ
ル
次
第
ナ
レ
バ
、
本
年
六
月
第

一
期
間
満
了
と
共
二
当
方
ハ
脱
退
ス

ル
事
二
決
定
シ
、
此
旨
ヲ
他
ノ
組
合
員
二
言
明
シ
タ
リ
。
但
シ
脱
退
後

卜
雖
モ
組
合
ノ
精
神
ハ
出
来
得
ル
限
り
尊
重
セ
ン
ト
ス
。

（２２
）

前
掲

『住
友
別
子
鉱
山
史
』
下
巻
五
九
―
六

一
頁
。

（２３
）

鈴
木
憲
久

『最
近
日
本
財
政
史
』

（東
洋
経
済
新
報
社
　
昭
和
四

年
）
六
七
八
―
六
杢

一頁
。

（２４
）

『
三
井
信
託
銀
行
三
十
年
史
』
↑
一井
信
託
銀
行
株
式
会
社
　
昭
和

三
十
年
）
四
九
―
五
六
頁
。
株
式
会
社
住
友
本
社

「投
資
会
社
調
」
（機

械

・
ホ
テ
ル
・
信
託
）
４

（
２５
）

『安
田
信
託
銀
行
四
十
年
史
』
（安
田
信
託
銀
行
株
式
会
社
　
昭
和

四
十
年
Ｙ
≡
一―
三
〇
頁
。
前
掲

「投
資
会
社
調
」
４

（
２６
）

『鉄
道
統
計
資
料
』
（鉄
道
省
　
大
正
十

一
年
）
軌
道

一
三

一
頁
及

び
同
（昭
和
十

一
年
）
軌
道
二
〇

一
頁
。
『地
方
鉄
道
軌
道
営
業
年
鑑
』

（鉄
道
省
　
昭
和
四
年
）
四

一
九
頁
。

（
２７
）

南
海
道
総
合
研
究
所

『南
海
沿
線
百
年
誌
』

（南
海
電
気
鉄
道
株

式
会
社
　
昭
和
六
十
年
と

〇
五
、　
一
〇
六
頁
。
前
掲

「投
資
会
社
調
」

（銀
行

・
鉄
道
）
７

（
２８
）

『渋
沢
栄

一
伝
記
資
料
」
第
五
十
五
巻
（同
刊
行
会
　
昭
和
三
十
九

年
）
五
四
八
頁
。
『南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
三
十
年
略
史
』

（南
満
洲
鉄

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

道
株
式
会
社
　
昭
和
十
二
年
）
六
四

一
頁
。

（
２９
）

『九
州
送
電
株
式
会
社
沿
革
史
』
（東
洋
経
済
新
報
社
　
昭
和
十
七

年
）
六
三
―
七
九
頁
。

『東
邦
電
力
史
』

（東
邦
電
力
史
刊
行
会
　
昭
和

三
十
七
年
）
七
二
、
七
三
頁
。
前
掲

『投
資
会
社
調
』
拿
電
気
瓦
斯

・
保

険

・
木
材
）
８

（
３０
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（鉱
業

・
土
地
建
物
）
３

（
３‐
）

『東
京
会
館

い
ま
む
か
し
』
（株
式
会
社
東
京
会
館
　
昭
和
六
十
二

年
二

三
八
―

一
四

一
頁
。

（
３２
）

『鈴
木
馬
左
也
』
（鈴
木
馬
左
也
翁
伝
記
編
纂
会
　
昭
和
三
十
六

年
）
二
六
〇
、
六
九
八
、
六
九
九
頁
。

（
３３
）

『
日
本
新
聞
百
年
史
』
（日
本
新
聞
連
盟
　
昭
和
三
十
六
年
）
七
五

〇
頁
。

（
３４
）

前
掲

『
渋
沢
栄

一
伝
記
資
料
』
第
五
十
二
巻
　
五
―

一
〇
九
頁
。

（
３５
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
３
。
Ｆ

一菱
社
誌
３‐
大
正

一
〇

。
一
一
年
』

（東
京
大
学
出
版
会
　
昭
和
五
十
六
年
）
第
二
十
九
巻
大
正
十

一
年
五

七
九
〇
―
五
八
〇
〇
頁
。

（
３６
）

註
（
７
）
に
同
じ
。

（
３７
）

住
友
義
輝

「
ス
イ
ス
で
禁
酒
宣
言
」
「
中
村
文
夫
追
悼
集
』
　

日

本
板
硝
子
株
式
会
社
　
昭
和
五
十
八
年
）

（
３８
）

中
村
文
夫

『
至
誠
と
頑
張
り
』

（ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
　
昭
和
四
十

一
年
）
四
二
頁
。

（
３９
）

『
日
本
会
社
史
総
覧
』
（東
洋
経
済
新
報
社
　
平
成
七
年
γ
全
ハ
一

四
七
九
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住
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合
資
会
社

（上
）

頁
。
昭
和
二
十
三
年
九
月
十
六
日
森
啓
四
郎
氏
談
。

（
４０
）

株
主
名
簿
上
は
依
然
リ
ビ
ー
社
が
筆
頭
株
主
と
な
つ
て
い
る
が
、

う
ち
三
〇
二

一
株
は
実
質
住
友
合
資
会
社
の
保
有
と
な
っ
て
い
た
。
前

掲

『
日
本
板
硝
子
株
式
会
社
五
十
年
史
』

一
三
〇
、　
三
二
一
頁
。

（
４‐
）

同
前

三
全
一頁
。

（
４２
）

同
前

一
七

一
―

一
八
〇
頁
。

（
４３
）

大
屋
敦

『
日
本
産
業

へ
の
愛
着
』

（化
学
経
済
研
究
所
　
昭
和
三

十
六
年
￥
一六
頁
。

（
４４
）

前
掲

『
日
本
板
硝
子
株
式
会
社
五
十
年
史
』
二

一
二
―
二

一
六
頁
。

（
４５
）

前
掲
中
村

『至
誠
と
頑
張
り
』
九
〇
―
九
七
頁
。

（４６
）

『私
の
履
歴
書
』
第
四
十
四
集
（日
本
経
済
新
聞
社
　
昭
和
四
十
六

年
Ｙ
≡
二

、
二
三
二
頁
。

（４７
）

昭
和
五
十

一
年
九
月
七
日
土
井
正
治
氏
談
。

（
４８
）

旧
柳
川
藩
蔵
屋
敷
は
、
明
治
八
年
小
野
組
破
綻
後
同
社
大
阪
支
店

の
有
志
が
北
村
松
之
助
商
店
と
い
う
荷
受
間
屋
を
開
業
し
た
時
、
そ
の

米
穀
専
用
の
倉
庫
と
な
り
、
「堂
島
に
近
く
川
口
に
程
遠
か
ら
ず
好
位

置
を
占
め
、
水
陸
共
に
地
の
利
を
併
有
し
て
い
た
」
（小
野
善
太
郎

『小
野
組
始
末
』

二
三
二
頁
）
。

北
村
松
之
助
商
店
が
明
治
十
六
年
に

倒
産
し
た
後
は
、
旧
柳
川
藩
蔵
屋
敷
は
北
村
兵
右
衛
門
の
手
に
渡

っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
北
村
は
通
称
木
兵
（木
屋
兵
右
衛
門
）
と
い
い
、
大

津
の
素
封
家
で
本
業
は
現
米
問
屋
、
米
界
に
お
け
る
大
手
筋
で
常
に
数

千
石
、
数
万
石
を
売
買
し
、
大
津
米
相
場
を
左
右
し
た
と
い
わ
れ
る
。

四
八
〇

ま
た
北
村
は
井
善
（小
野
善
助
）
の
得
意
先
で
あ

っ
た
間
柄
な
の
で
（堀

江
督
三

「御

一
新
と
大
津
の
御
用
金
２

）
―
（五
ご

『
太
湖
』
第
百
五

十
六
号
―
第
百
六
十
号
所
収
）
、
北
村
が
小
野
善
助

に
善
後
処
置
を
依

頼
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
遡
れ
ば
小
野
組
大
阪
支
店
の

有
志
に
は
資
力
は
な
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
北
村
松
之
助
商
店
自

体
も
、
北
村
が
小
野
善
助
に
依
頼
さ
れ
て
後
援
し
て
い
た
と
の
見
方
も

可
能
で
あ
ろ
う
。

（
４９
）

『
日
本
生
命
百
年
史
』
（
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
　
平
成
四
年
）

二

一
七
―
二

一
九
頁
。

（
５０
）

前
掲
川
田

『
住
友
回
想
記
』

一
六
四
頁
。

（
５‐
）

昭
和
十
二
年
二
月
、
住
友
倉
庫
が
資
本
参
加
し
、
昭
和
十
五
年
七

月
、
富
島
組
、
ニ
ッ
ケ
ル

・
エ
ン
ド

・
ラ
イ
オ
ン
ス
と
共
に
、
倉
庫

の

関
係
会
社
に
指
定
さ
れ
た
。

（
５２
）

竹
腰
健
造

『幽
泉
自
叙
』
（創
元
社
　
昭
和
五
十
五
年
と

一
一
一、

一
一
三
頁
。

ｎ

）

同
前
、

三

〇
、

三

．
頁
。

（
５４
）

同
前
、　
三
二
八
、　
三
二
九
頁
。

（
５５
）

方
針
変
更
の
経
緯

に
つ
い
て
、
八
代
則
彦
（経
歴
前
掲
）
は
次

の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
（昭
和
二
十
七
年
九
月
二
十
六
日
談
）
。

最
近
に
伊
庭
さ
ん
（註
、
貞
剛
）
の
伝
記

『
幽
翁
』
が
再
版
さ
れ
て
、

（中
略
）
そ
の
中
に
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
書

い
て
あ
る
所
が
あ
る

が
、
そ
の
書
き
振
り
は
、
知
ら
ぬ
人
が
読
め
ば
、
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ



最
初
の
設
計
が
七
階
で
あ
つ
た
の
を
現
在
の
よ
う
に
五
階
に
変
え
た
の

は
、
伊
庭
さ
ん
が
云

っ
て
変
わ
っ
た
の
だ
思
わ
れ
る
よ
う
な
書
き
振
り

に
な
つ
て
い
る
。
伊
庭
さ
ん
の
話
し
そ
う
な
事
で
あ
り
、
伊
庭
さ
ん
の

考
え
に
も
あ
つ
た
事
で
し
ょ
う
が
、
後
文
に

「後
い
く
ば
く
も
な
く
ビ

ル
デ
イ
ン
グ
が
模
様
替
と
な
つ
た
こ
と
は
云
々
」
と
あ
る
の
は
事
実
と

違

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
伊
庭
さ
ん
を
傷
つ
け
る
こ
と
と

な
る
。
そ
ん
な
つ
も
り
で
な
く
て
も
、
傷
つ
け
る
つ
も
り
で
な
く
て
も

結
果
に
於
て
傷
つ
け
る
こ
と
と
な
る
。
と
い
う
の
は
、
伊
庭
さ
ん
は
当

時
は
既
に
引
退
し
て
石
山
に
悠
々
と
し
て
居
ら
れ
る
。
立
派
な
現
役
が

居
る
の
に
、
そ
れ
の
し
た
こ
と
に
嘴
を
入
れ
る
よ
う
な
人
で
は
な
い
。

尋
ね
ら
れ
れ
ば
別
だ
が
、
引
退
し
た
者
が
、
自
ら
進
ん
で
嘴
を
入
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
考
え
の
、
人
格
高
潔
な
人
で
あ
る
。
（中
略
）

当
時
中
田
さ
ん
（註
、
錦
吉
）
が
総
理
事
で
、
湯
川
さ
ん
（註
、
寛
吉
）

は
銀
行
の
筆
頭
常
務
で
あ
っ
た
。
拙
者
（註
、
八
代
）
は
湯
川
さ
ん
か
ら

じ
か
に
聞
い
た
の
で
あ
る
。
湯
川
さ
ん
は
ど
っ
ち
か
と
い
え
ば
、
七
階

で
と
い
う
考
え
で
あ
つ
た
。　
し
か
し
家
長
様
（註
、　
住
友
吉
左
衛
門
友

純
）
の
お
考
え
に
対
す
る
意
見
は
総
理
事
の
日
か
ら
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ

か
ら
、
中
田
さ
ん
か
ら
家
長
様
に
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
間
に
挟
ま
っ
て

中
田
さ
ん
は
困

っ
た
。
お
考
え
な
お
し
に
な
つ
た
ら
よ
か
ろ
う
と
は
暫

く
の
問
い
わ
な
か
つ
た
。
し
か
し
早
く
き
ま
ら
な
い
と
工
事
担
当
者
が

困
る
だ
ろ
う
。
結
局
家
長
様
の
説
に
従
う
こ
と
に
な
つ
た
の
だ
が
、
外

の
事
と
違

っ
て
、
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
を
斯
く
斯
く
の
訳
で
五
階
に
改
め
て

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

住
友
だ
け
で
使
う
と
い
う
家
長
様
の
御
意
見
に
従
う
か
、
此
御
意
見
を

ま
げ
て
貰

っ
て
七
階
に
し
て
其
の
う
ち
の
二
階
を

一
般
に
貸
す
こ
と
と

す
る
か
、
い
ず
れ
に
す
る
も
重
大
な
事
柄
で
も
な
い
で
は
な
い
か
と
い

う
所
で
、
家
長
様
の
説
に
従
う
こ
と
に
し
て
、
中
田
さ
ん
か
ら
湯
川
さ

ん
へ
話
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
家
長
様
の
追
憶
談
と
し
て
い
う
べ
き
こ
と
は
、
家
長
様
が
五

階
に
し
て
住
友
だ
け
で
使
お
う
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
天
災
の
事
で
あ
る

か
ら
京
浜
の
震
火
災
と
同
様
の
若
し
く
は
其
れ
以
上
の
事
が
起
こ
ら
ぬ

と
は
限
ら
ぬ
か
ら
、
若
し
も
そ
ん
な
こ
と
が
あ
つ
て
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で

罹
災
す
る
も
の
が
あ
っ
た
ら
、
住
友
吉
左
衛
門
社
会
に
対
し
て
済
ま
な

い
、
住
友
ビ
ル
で
そ
う
い
う
事
が
あ
っ
て
は
世
間
の
人
間
に
済
ま
な
い

と
い
う
所
に
あ
つ
た
。

（
５６
）

『住
友
商
事
株
式
会
社
史
』

一
四
八
頁
に

「合
資
会
社

へ
立
替
金

と
土
地
代
金
の
支
払
い
に
当
て
る
た
め
に
、
翌
三
年
初
め
に
社
債
二
五

〇
万
円
を
募
集
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
こ
れ
に
は
、
住
友
合
資
会
社

・
住
友
銀
行

・
住
友
生
命
保
険
と
住
友
信
託
の
四
社
が
応
募
し
た
」
と

あ
る
の
は
、
そ
の
未
定
稿
に
存
在
す
る
後
段
の

「
し
か
る
に
調
査
の
結

果
、
資
金
調
達
は
社
債
に
よ
る
も
、
銀
行
借
入
金
に
よ
る
も
、
損
益
面

で
は
ほ
と
ん
ど
差
の
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
四
年
七
月
、
こ
の

社
債
募
集
計
画
を
見
合
わ
せ
、
所
要
資
金
を
借
入
金
で
賄
う
方
針
に
変

更
し
た
」
の
部
分
が
削
除
さ
れ
て
し
ま
つ
た
結
果
で
あ
る
。

（
５７
）

『
わ
が
社
の
あ
ゆ
み
』
（住
友
石
炭
鉱
業
株
式
会
社
　
平
成
二
年
）

四
八

一



第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）

六

一
頁
。

（
５８
）

昭
和
五
十

一
年
五
月
二
十

一
日
香
川
修

一
氏
談
。

（
５９
）

『絵
具
染
料
商
工
史
」
（大
阪
絵
具
染
料
同
業
組
合
　
昭
和
十
三

年
二

六
五
九
頁
。

（
６０
）

前
掲

『住
友
別
子
鉱
山
史
』
下
巻
二

一
頁
。

（
６‐
）

前
掲

『絵
具
染
料
商
工
史
』

一
六
六
七
頁
。

（
６２
）

渡
辺
千
代
三
郎
国
述

「財
界
に
於
け
る
貢
献
」

（石
川
辰

一
郎
編

『片
岡
直
輝
翁
記
念
誌
』
　

昭
和
三
年
）
五
六
頁
。

（
６３
）

註
（
５５
）
に
同
じ
。

（
６４
）

『住
友
化
学
工
業
株
式
会
社
史
』
（住
友
化
学
工
業
株
式
会
社
　
昭

和
五
十
六
年
と

七
六
、　
一
七
七
貞
で
は
日
染
設
立
時
か
ら
、
住
友
と

関
係
が
あ

っ
た
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
以
上
に
よ
り
こ
の
見
解

に
は
与
し
難
い
。

（
６５
）

『
渋
沢
栄

一
伝
記
資
料
』
第
五
十
三
巻
（同
刊
行
会
　
昭
和
三
十
九

年
）
一
五
五
、　
一
五
六
頁
。

（
６６
）

前
掲

『
住
友
化
学
工
業
株
式
会
社
史
』
三
三
頁
。

（
６７
）

山
崎
治
信

「染
料
業
界
五
十
年
を
顧
み
て
」
「
染
料
業
界
五
十
有

余
年
』
　

昭
和
三
十
九
年
ビ
〓
Ｉ
ハ
頁
。

（
６８
）

山
本

一
雄

「
日
本
最
初
の
建
築
家
山
口
半
六
小
伝
」
「
住
友
史
料

館
報
』
第
二
五
号
　
平
成
六
年
）

（
６９
）

前
掲
竹
腰

『
幽
泉
自
叙
』

一
三
四
、　
三
一一五
頁
。

（
７０
）

竹
原
文
雄

「住
友

の
歴
代
総
理
事
と
化
学
工
業
」
翁
住
友
修
史
室

四
八
二

報
」

第

一
三
号
　
昭
和
五
十
九
年
）
四
五
頁
に
は

「
日
高
と
し
て
は
、

一
カ
月
に
控
え
た
停
年
期
限
の
延
長
措
置
を
得
て
、
工
場
の
完
成

に
邁

進
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
た
の
で
、
壮
図
半
ば
で
挫
折
し
て
去
る

の
己
む
な
き
に
至

っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
至
極
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
」

と
あ
る
が
、
日
高
が
こ
う
い
う
考
え
で
あ
れ
ば
、
当
初
予
算

の
範
囲
内

で
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
の
一父
渉
を
ま
と
め
よ
う
と
し
た
筈
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

場
合
は
お
そ
ら
く
交
渉
は
長
引
き
、
ま
と
ま
ら
な
か
つ
た
可
能
性
が
大

き
い
。
ま
と
ま

っ
た
と
し
て
も
昭
和
四
年
世
界
恐
慌
発
生
、
昭
和
五
年

合
資
会
社
赤
字
転
落
、
年
末
新
規
起
業

の
凍
結
等

の
影
響
を
免
れ
ず
、

窒
素
工
場
建
設
計
画
は
大
幅
に
遅
延
す
る
こ
と
に
な

つ
た
で
あ
ろ
う
。

（
７‐
）

大
屋
敦
述

『住
友
近
代
化
の
足
跡
』

（昭
和
二
十
八
年
十
月
二
十

四
日
於
住
友
化
学
東
京
支
社
）

（
７２
）

竹
原
文
雄
前
掲
論
文
五

一
、
五
二
貞
に
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る

が
、
本
稿
の
通
り
住
友

の
日
染
株

の
取
得
は
日
染
に
対
す
る
原
料
供
給

と
平
行
し
て
、
稲
畑
勝
太
郎

の
了
解
の
下
に
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
合
資
会
社
（本
社
）
と
肥
料
製
造
所
（化
学
）
の
連
携

の
上
に
成
立
し
て
い
た
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
の
説
は

当
た
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

住
友
合
資
会
社
と
日
本
染
料
と
は
そ
の
後
も
友
好
関
係
を
持
続
し
て

い
た
が
、
昭
和
九
年
初
め
ご
ろ
か
ら
両
者

の
関
係
は
円
滑
を
欠
く
よ
う

に
な

っ
て
き
た
。
こ
こ
に
お
い
て
小
倉
は
時
局
の
変
転
を
も
予
想
し
て
、

ま
た
住
友
化
学
の
基
礎
も
よ
う
や
く
強
固
に
な

つ
て
き
た
こ
と
を
も
考



え
合
わ
せ
て
、
重
化
学
工
業
構
想
実
現

へ
の
機
会
が
よ
う
や
く
到
来
し

た
と
み
て
か
、
総
合
化
学
工
業
体
制
樹
立
の
一
環
と
し
て
の
染
料
事
業

に
と
り
組
む
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
秘
か
に
住
友
信
託
を
通
じ
て
同
社

株
式

の
取
得
を
行
わ
せ
、
三
年
後
の
十
二
年
二
月
に
は
住
友

の
保
有
株

数
は
全
株
数
の
過
半
を
占
め
る
ま
で
に
な
り
、
筆
頭
株
主
と
な

っ
た
。

（中
略
）

さ
ら
に

一
層
の
増
産
と
コ
ス
ト
軽
減
を
ね
ら
つ
て
、
原
料

コ
ド
ク
ス

の
一
部
自
給
を
目
論
み
、
コ
ー
ク
ス
炉
の
建
設
に
踏
み
切

っ
た
。
こ
れ

は
十

一
年
に
完
成
し
た
。
そ
の
副
産

の
ベ
ン
ゾ
ー
ル
や
ト
ル
オ
ー
ル
な

ど
は
ほ
と
ん
ど
を
日
本
染
料
に
供
給
し
、
こ
れ
ま
で
の
硫
硝
酸
の
み
の

供
給
関
係
を

一
段
と
深
め
た
。
こ
の
間
、
大
屋
専
務
ら
住
友
化
学
幹
部

は
、
本
社
の
日
本
染
料
に
対
す
る
潜
行
的
行
動
に
つ
い
て
は
全
く
あ
ず

か
り
知
ら
な
か
つ
た
。
こ
れ
は
小
倉
や
山
本
ら
極
め
て
少
数
の
本
社
首

脳
部
間
で
進
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
後
日
大
屋
は
こ
れ
を
知

っ
て
、

前
も

っ
て
知

っ
て
い
た
ら
資
金
関
係
で
コ
ー
ク
ス
炉
の
規
模
を
縮
小
す

る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
か
つ
た
と
慨
嘆
し
た
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
本
社
と
連
系
会
社
と
の
間
に
は
必
ず
し
も
緊
密
な
連
絡
が
も
た
れ

て
い
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
注
目
す
べ
き
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

（
７３
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（連
系
会
社

・
関
係
会
社
）
１

（
７４
）

「
日
之
出
生
命
保
険
会
社
買
収

二
就
テ
」
（住
友
合
資
会
社
経
理
部

第
四
課
　
大
正
十
四
年
二
月
）

（
７５
）

『住
友
生
命
五
十
年
史
』
（住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
　
昭
和
五
十

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

二
年
二

六
頁
。

（
７６
）

昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十

一
日
吉
田
真

一
氏
談
。

（
７７
）

前
掲
大
屋

『住
友
近
代
化

の
足
跡
』

（
７８
）

昭
和
五
十
年
十
二
月
十
九
日
小
畑
忠
良
氏
談
。

（
７９
）

『
日
本
生
命
百
年
史
』
上
巻
（
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
　
平
成
四

年
）
三

一
五
、
四

一
二
、
四
六
五
、
四
七

一
、
四
七
九
頁
。

（
８０
）

前
掲
吉
田
真

一
氏
談
。

（
８‐
）

伊
沢
謹

一

「創
業
当
時
を
振
り
返

っ
て
」
翁
栄
泉
』
昭
和
四
十

一

年
五
月
号
　
住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
）
な
お

『住
友
生
命
社
史
』
（昭

和
三
十
九
年
二

〇
頁
に
既
に

「業
界
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」

と
い
う
言

葉
が
み
ら
れ
る
の
は
、
伊
沢
が
こ
の
社
史
編
纂

に
協
力
し
た
た
め
と
思

わ
れ
る
。

伊
沢
は
何
れ
も
出
所
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、

「業
界

の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
は
大
正
六
年
四
月
二
十
七
日
生
命
保
険
会
社
協
会

で
催
さ
れ
た
日
之
出
生
命

の
創
業
十
周
年
祝
賀
会
に
お
け
る
帝
国
生
命

社
長
福
原
有
信

の
祝
辞
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
（大
正
六
年
五
月

六
日
付
保
険
銀
行
時
報
）
。
伊
沢
は
大
正
八
年

の
入
社
で
あ
る
か
ら
、

直
接
こ
の
祝
辞
を
聞
い
た
の
で
は
な
く
、
日
之
出
生
命
社
内
の
伝
間
を

記
憶
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
他
方
矢
野
の
コ
メ
ン
ト
は
、
大
正
十

四
年
七
月
十
日
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
、
日
之
出
生
命

の
経
営
が

住
友

に
移

っ
た
こ
と
を
披
露
す
る
保
険
関
係
者
招
待
会
（大
正
十
四
年

七
月
二
十
日
付
保
険
銀
行
時
報
）
に
お
け
る
祝
辞
と
考
え
ら
れ
る
。
当

時
日
之
出
生
命
大
阪
支
部
出
納
役
で
あ

っ
た
伊
沢
は
、
大
阪
の
生
命
保

四
八
三



第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（上
）

険
会
社
首
脳
も
招
待
し
て
い
た
の
で
、
会
社
側
世
話
係
と
し
て
会
場
に

詰
め
て
い
た
の
で
、
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お

福
原
も
矢
野
も
そ
れ
ぞ
れ
社
長
で
は
あ
っ
た
が
、
当
時
の
生
命
保
険
会

社
協
会
理
事
会
会
長
と
し
て
業
界
を
代
表
し
て
祝
辞
を
述
べ
た
も
の
で

あ
ろ
う
「
生
命
保
険
協
会
７０
年
史
』
生
命
保
険
協
会
　
昭
和
五
十
三

年
）
。

（８２
）

「創
業
の
頃
を
ぶ
り
か
え
っ
て
」

「
生
泉
会
報
』
第
十

一
号
　
住

友
生
命
保
険
相
互
会
社
　
昭
和
四
十

一
年
）

（８３
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
１
。
な
お
住
友
信
託
の
設
立
経
緯
に
つ
い

て
は

『住
友
信
託
銀
行
五
十
年
史
』

（住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社
　
昭

和
五
十

一
年
）
が
、
当
館
所
蔵
資
料

「信
託
設
立
関
係
書
類
綴
」
（住
友

合
資
会
社
経
理
部
商
工
課
）
か
ら
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
詳
細
で
あ
る
。

（８４
）

斎
藤
洲
司

「大
平
さ
ん
と
信
託
」
翁
大
平
賢
作
回
想
』
同
編
集
委

員
会
　
昭
和
四
十
年
）

（
８５
）

村
岡
潔

「栄
螺
の
話
」
（同
前
）

（
８６
）

前
掲
大
島

『住
友
信
託
物
語
』
六
頁
。

（８７
）

大
島
久
太
郎

「
ロ
ン
ド
ン
時
代
の
大
平
さ
ん
」
金
則
掲

『大
平
賢

作
回
想
し

（
８８
）

前
掲

『
三
井
信
託
銀
行
三
十
年
史
』
五
〇
、
五

一
頁
。

四
八
四

（８９
）

前
掲

『住
友
信
託
銀
行
五
十
年
史
』

一
二
〇
―

一
三
二
頁
。

（９０
）

同
前

一
三
二
―

一
二
四
頁
。

（９‐
）

同
前

一
二
七
、　
三

一八
頁
。

（
９２
）

同
前

〓
二
一
、

三
壬

一頁
。

（
９３
）

同
前

一
四
三
―

一
四
七
頁
。

（
９４
）

前
掲
吉
田
真

一
氏
談
。

（
９５
）

前
掲

『住
友
信
託
銀
行
五
十
年
史
』
二
〇
三
、
二
〇
七
頁
。

（
９６
）

貞
利
高
平
（当
時
住
友
本
家
詰
所
勤
務
）
「清
泉
院
様
追
憶
資
料
」

（昭
和
二
十
七
年
）

（
９７
）

前
掲
大
島

『住
友
信
託
物
語
』

一
〇
、　
一
一
頁
。

（９８
）

川
上
嘉
市

『事
業
と
経
営
』

（東
洋
経
済
新
報
社
　
昭
和
二
十

一

年
と

〇
九
頁
。

（９９
）

同
前

一
三

一
―

一
三
五
頁
。

（１００
）

前
掲
大
島

『住
友
信
託
物
語
』

一
五
六
頁
。

（１０１
）

今
井
卓
雄
述

『信
託
の
話
』

（昭
和
十
六
年
六
月
六
日
於
東
京
帝

国
ホ
テ
ル
）

（‐０２
）

住
友
信
託
企
画
課

「前
期
業
績

二
関
ス
ル
参
考
統
計
（１８
／
‐０
‐

‐９
／
３
ビ

（昭
和
十
九
年
七
月
）

（‐０３
）

前
掲

『住
友
信
託
銀
行
五
十
年
史
』
五
三

一
、
五
三
二
頁
。
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章

目
　
　
次

統
轄
シ
ス
テ
ム

［
　
湯
川
総
理
事

の
五
年
間
と
昭
和
恐
慌

口
　
社
則
の
制
定

１
　
監
査
及
検
査
規
程

２
　
本
社
特
別
財
産
規
程

３
　
社
　
　
則

業
　
　
績

０
　
合
資
会
社
（本
社
）
の
業
績

口
　
合
資
会
社
（全
社
）
の
業
績

〓
一　
投
資
活
動

０
　
連
系
会
社
の
株
式

口
　
そ
の
他
の
住
友
系
企
業
の
株
式

口
　
住
友
系
以
外
の
企
業
の
株
式

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

0(利 ll m)
五 四

ロ ロ 円

住
友
合
資
会
社

↑
）

―

大
正
十
五
―
昭
和
五
年

―
資
金
調
達

店
部

・
連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社

住
友
伸
銅
所
の
住
友
伸
銅
鋼
管
株
式
会
社

へ
の
移
行

大
阪
北
港
株
式
会
社
の
連
系
会
社
指
定

住
友
別
子
鉱
業
所
の
住
友
別
子
鍍
山
株
式
会
社

へ
の
移
行

１
　
改
組
の
経
緯

２
　
産
銅
カ
ル
テ
ル

「水
曜
会
」
加
盟
問
題

３
　
鷲
尾
専
務
退
任
後
の
別
子

土
佐
吉
野
川
水
力
電
気
株
式
会
社
の
連
系
会
社
指
定

住
友
若
松
炭
業
所
の
住
友
九
州
炭
破
株
式
会
社

へ
の
移
行

住
友
坂
炭
破
と
住
友
九
州
炭
破
の
合
併
に
よ
る
住
友
炭
破
株
式
会
社
の
発
足

扶
桑
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継

四
八
五



第
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（中
）

四
八
六

統
轄
シ
ス
テ
ム

本
章
が
対
象
と
す
る
期
間
は
、
大
正
十
四
年
２

九
二
五
）十
月
、
総
理
事
中
田
錦
吉
（以
下
登
場
人
物
の
経
歴
は

「住
友
合
資
会
社
の
設
立
し
ま

た
は

「住
友
合
資
会
社
（上
と

参
昭
〔）
の
停
年
退
職
か
ら
、
昭
和
五
年
２

九
二
〇
）
八
月
、
後
任

の
総
理
事
湯
川
寛
吉

の
退
職
ま
で
、
す
な
わ
ち

湯
川
の
約
五
年
間
に
わ
た
る
総
理
事
在
任
期
間
を
中
心
と
す
る
が
、
会
計
年
度
の
関
係
上
既
に
大
正
十
四
年
は
年
末
ま
で
前
章

「住
友
合
資

会
社
（上
と

で
取
り
上
げ
た
の
で
、
こ
れ
を
除
き
、
同
様
に
湯
川
退
職
後

の
昭
和
五
年
年
末
ま
で
を
含
め
た
。

こ
の
時
期
は
、
昭
和
初
期
の
大
恐
慌
期
で
、
住
友
に
お
い
て
も
人
員
整
理
や
給
与
の
削
減
等

の
緊
縮
策
が
と
ら
れ
た
も
の
の
、
合
資
会
社

設
立
以
来
の
積
極
的
な
投
資
が
結
実
し
て
、
業
績
は
相
対
的
に
安
定
し
て
い
た
。
さ
ら
に
住
友

の
事
業
全
体
が
拡
大
傾
向

に
あ
る
中
で
、
こ

れ
ま
で
住
友
家
の
財
本
と
さ
れ
て
き
た
別
子
鉱
山
の
地
位
は
低
下
し
、
こ
れ
を
伸
銅
所
、
若
松
炭
業
所
と
と
も
に
分
離
す
る
こ
と
に
よ
り
、

合
資
会
社
の
持
株
会
社
化
は
ほ
ぼ
完
了
し
た
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
連
系
会
社
の
戦
略
的
自
立
と
管
理
面
に
お
け
る
自
律
が
始
ま
り
、
合
資

会
社
本
社
に
よ
る
統
轄
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
が
進
む
こ
と
と
な

っ
た
。

０
　
湯
川
総
理
事

の
五
年
間
と
昭
和
恐
慌

総
理
事
中
田
錦
吉
は
、
前
章

「住
友
合
資
会
社
（上
と

で
述
べ
た
通
り
、
大
正
十
四
年
十
月
自
ら
制
定
し
た
停
年
規
程
に
従
い
退
職
し
た

が
、
既
に
そ
の
前
か
ら
健
康
を
害
し
、
病
臥
中
で
あ

っ
た
。
中
田
は
退
職
後
間
も
な
く
大
正
十
五
年
二
月
六
三
歳
で
歿
し
、
続
い
て
三
月
に

は
、
年
末
か
ら
や
は
り
病
床
に
あ

っ
た
家
長
住
友
吉
左
衛
門
友
純
も
ま
た
六
三
歳
で
死
去
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
年
の
十
月
に
は
、
滋
賀
県
大

津
市
石
山
に
隠
棲
し
て
い
た
元
総
理
事
伊
庭
貞
剛
も
八
〇
歳
で
世
を
去

っ
た
。
こ
の
大
正
十
五
年
と
い
う
年
は
、
年
末
に
至

っ
て
大
正
天
皇



が
崩
御
し
、
昭
和
と
改
元
さ
れ
る
年
と
な

っ
た
が
、
大
正
十

一
年
末
の
鈴
木
馬
左
也
に
続
く
、
家
長
と
二
人
の
総
理
事
経
験
者
の
死
去
に
よ

り
、
大
正
時
代
を
通
じ
て
ま
だ
色
濃
く
残

っ
て
い
た
住
友
の
明
治
は
、
こ
こ
に
終
わ
り
を
告
げ
た
の
で
あ

つ
た
。

総
理
事

の
後
任
に
湯
川
寛
吉
が
選
ば
れ
た
の
は
、
湯
川
が
合
資
会
社
発
足
（大
正
十
年
二
月
）当
初
か
ら
鈴
木
、
中
田
と
と
も
に
業
務
執
行

社
員
を
務
め
て
い
た
の
で
、
当
然
の
こ
と
で
あ

つ
た
。
友
純
の
逝
去
と
と
も
に
嫡
男
厚
が
第

一
六
代
当
主
と
な
り
、
吉
左
衛
門
を
襲
名
し
て

住
友
合
資
会
社
社
長
に
就
任
し
た
が
、
未
成
年
の
た
め
代
表
権

・
業
務
執
行
権
を
有
し
な
か
つ
た
の
で
、
湯
川
が
そ
の
後
見
人
と
な

っ
た
。

湯
川
は
、
昭
和
三
年
五
月
六
〇
歳
の
停
年
を
迎
え
た
が
、
家
長
未
成
年
の
た
め
、
停
年
規
程
第
三
条
翁
住
友
合
資
会
社
（上
ン

資
料
１
参
昭
じ
を

適
用
し
て
三
年
間
停
年
を
延
長
し
た
。
そ
の
後
昭
和
四
年
二
月
家
長
は
成
年
に
達
し
て
六
月
住
友
吉
左
衛
門
友
成
と
改
名
し
、
湯
川
自
身
も

ま
た
貴
族
院
勅
選
議
員
に
内
定
し
た
の
を
機
会
に
、
昭
和
五
年
八
月
退
職
す
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

友
純
の
死
去
に
よ
っ
て
嫡
男
厚
が
家
督
を
相
続
し
、
社
長
に
就
任
し
た
の
で
、
合
資
会
社
の
規
程
上
は
何
等

の
変
更
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
厚
は
友
純
と
比
較
す
る
と
実
務
か
ら
遠
ざ
か
る
度
合
い
が
高
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
厚
が
昭
和
四
年
二
月
成
年
に
達
す
る
ま
で
は
、
前

述
の
通
り
総
理
事
湯
川
寛
吉
が
後
見
人
を
務
め
て
お
り
、
友
成
（厚
）
は
成
人
後
も
昭
和
十
三
年
ま
で
学
習
院
高
等
科

・
京
都
帝
大
文
学
部

・

同
大
学
院
に
在
学
中
で
あ

っ
た
し
、
卒
業
後
も
昭
和
十
四
年
か
ら
は
横
浜
市
に
常
住
し
た
の
で
、
友
純
の
よ
う
に
大
阪
本
社
に
出
勤
し
て
社

長
の
実
務
に
当
た
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
重
要
案
件
に
つ
い
て
の
意
思
決
定
は
、
友
純

の
場
合
は
総
理
事
が
予
め
社

長
の
意
向
を
確
か
め
て
お
き
、
理
事
会
で
決
議
さ
れ
た
後
そ
の
起
案
に
各
理
事
、
総
理
事
が
捺
印
し
た
上
で
、
総
理
事
が
社
長
に
説
明
し
て

押
捺
を
得
て
最
終
的
に
決
裁
さ
れ
た
の
に
対
し
、
友
成
（厚
）
の
場
合
は
、
総
理
事
が
事
前
或

い
は
事
後
に
社
長
の
了
承
を
取
り
付
け
る
こ
と

で
、
理
事
会

の
決
議
で
即
決
裁
さ
れ
た
こ
と
に
な

つ
た
。
こ
れ
は
起
案
上
は
従
来
通
り
各
理
事
、
総
理
事

の
捺
印
を
得
る
必
要
は
あ

つ
た
が
、

残
さ
れ
た
数
少
な
い
起
案

に
よ
る
と
、
昭
和
五
年
の
住
友
炭
破
設
立
の
起
案
で
は
、
お
そ
ら
く
総
理
事

の
指
示
に
基
づ
き
、
社
長
欄
に
捺
印

の
代
わ
り
に

「
了
知
」
と
記
入
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
昭
和
十
五
年
の
扶
桑
海
上
の
社
名
変
更
の
起
案

で
は

「事
後
了
承
」
と
い
う
ゴ
ム
印

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
七
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が
使
用
さ
れ
る
に
至

っ
て
い
る
。

こ
の
間
日
本
経
済
は
、
昭
和
二
年
三
月
、
震
災
手
形
法
案

の
審
議
中
に
起
こ
っ
た
片
岡
大
蔵
大
臣
の
失
言
を
き

っ
か
け
に

「金
融
恐
慌
」

が
始
ま
り
、
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
休
業
し
た
銀
行
は
三
七
行
に
達
し
、
鈴
木
商
店
の
破
産
や
台
湾
銀
行
、
近
江
銀
行
さ
ら
に
は
十
五
銀

行
の
休
業
な
ど
大
規
模
な
経
営
破
綻
が
相
次
い
だ
。
こ
う
し
た
経
営
不
安
を
か
か
え
た
企
業

・
銀
行
の
善
後
処
置
が

一
段
落
す
る
と
、
た
ま

た
ま
昭
和
四
年
七
月
民
政
党
の
浜
国
内
閣
が
成
立
、
金
輸
出
解
禁
の
た
め
に
強
力
な
引
き
締
め
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
な

つ
た
。
四
年
八

月
、
湯
川
総
理
事
は
、
合
資
会
社
職
員
に
対
し
国
策
に
応
じ
た
消
費
節
約
を
呼
び
か
け
る
と
同
時
に
、
そ
の
住
友
部
内

へ
の
徹
底
を
図

っ
た
。

昭
和
四
年
八
月
二
十

一
日

合
資
会
社
総
理
事
　
　
　
湯
川
　
寛
吉

拝
啓
　
陳
者
金
輸
出
解
禁
問
題

ハ
、
我
国
多
年
ノ
懸
案

二
有
之
候
処
、
現
政
府

ハ
確
乎
タ
ル
決
心
ヲ
以
テ
之
ガ
実
現
ヲ
期
シ
、
大

二
財

政
ノ
緊
縮
ヲ
断
行
ス
ル
ト
同
時

二
、
消
費
節
約
ヲ
高
唱
シ
テ
、
国
民

一
般
ノ
協
カ
ヲ
求
ム
ル
所
有
之
候
。
惟

フ
ニ
国
民
タ
ル
モ
ノ
、
須

ラ
ク
政
党
政
派
ヲ
超
越
シ
、
皆
進
ン
デ
之

二
共
鳴
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
存
候
。
就
テ
ハ
小
生
、
今
回
本
社
職
員

一
同

二
対
シ
、
別
紙
ノ
如
キ

要
旨
ヲ
以
テ
、
些
力
所
懐
ヲ
申
述

へ
候

二
付
、
御
参
考
迄
御
送
付
仕
候
間
、
御

一
覧
被
成
下
度
候
。
貴
下
二
於
テ
ハ
部
下
二
対
シ
、
已

二
平
素
ヨ
リ
御
訓
練
モ
可
有
之
、
又
或

ハ
此
際
新

二
御
考
案
相
成
候
廉
モ
可
有
之
存
候
得
共
、
要
ス
ル
ニ
住
友
関
係
部
内
ノ
者

ハ
、
率

先
シ
テ
国
民
協
カ
ノ
実
ヲ
挙
ク
ル
コ
ト
ニ
致
度
存
候
間
、
何
卒
可
然
御
考
慮
被
下
度
願
上
候
。
右
要
件
ノ
ミ
申
述
度
如
此
候
。
　

敬
具

（別
紙
）

今
日
ハ
諸
君

二
御
相
談
寿
オ
集
リ
ヲ
願
ツ
タ
ノ
デ
ア
ル
。
御
承
知
ノ
如
ク
政
府

ハ
近
イ
ウ
チ
ニ
是
非
ト
モ
金
ノ
輸
出
解
禁
ヲ
決
行
シ
タ

イ
ト
イ
フ
決
心
ノ
下
二
、
其
準
備
ヲ
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
言
ツ
テ
ヰ
ル
。
夫
レ
ニ
ハ
公
私
ノ
経
済
ヲ
建
直
サ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
。
我
国

ハ

財
政
二
於
テ
モ
、
私
経
済

二
於
テ
モ
、
収
支
ノ
バ
ラ
ン
ス
ヲ
整

ヘ
ル
コ
ト
、
換
言
ス
レ
バ
入
ル
ヲ
計

ツ
テ
出
ヅ
ル
ヲ
制
ス
ル
事
、
或

ハ



無
駄
ヲ
セ
ヌ
ト
イ
フ
コ
ト
ニ
就
テ
、
近
来
甚
ダ
遺
憾
ノ
状
態

ニ
ア
ル
。
傷
テ
之
ヲ
是
非
建
直
サ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ガ
、
政
府

ハ
財
政
ノ
緊
縮

ヲ
ナ
シ
、
国
民

二
消
費
ノ
節
約
ヲ
奨
メ
、
金
解
禁

ニ
ツ
キ
国
民
ノ
熱
心
ナ
ル
協
カ
ヲ
得
タ
イ
ト
言
ツ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
ル
。
（中
略
）住
友

ハ
御
承
知
ノ
如
ク
、
従
来
政
党
政
派

二
対
シ
テ
ハ
厳
然
ト
シ
テ
中
立
ノ
態
度
ヲ
採
り
来
り
、
又
今
日
二
於
テ
モ
コ
ノ
方
針

ハ
少
シ
モ
変

更
セ
ラ
レ
テ
オ
ラ
ヌ
ガ
、
然
シ
金
解
禁
ノ
断
行
ト
イ
フ
ガ
如
キ
コ
ト
ハ
、
国
家
ト
シ
テ
極
メ
テ
重
要
ナ
ル
コ
ト
デ
ア
リ
、
又
国
民
ノ
経

済
建
直
シ
ト
イ
フ
コ
ト
モ
極
メ
テ
大
切
ナ
ル
コ
ト
デ
ア
ツ
テ
、
之
等
ノ
問
題

二
就
テ
ハ
、
申
迄
モ
ナ
ク
政
党
政
派
ヲ
超
越
シ
テ
、
国
民

ハ
何
人
モ
政
府
ノ
政
策

二
共
鳴
シ
テ
、
協
カ
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
思
フ
。
傷
テ
皆
様

二
御
相
談
芳
々
所
懐
ヲ
申
述
ベ
ル
次
第
デ
ア
ル
。
財

政
ノ
緊
縮

二
就
テ
ハ
、
私
ガ
此

二
申
述
ベ
ル
必
要
ガ
ナ
イ
ト
思
フ
。
コ
ヽ
ニ
ハ
国
民
ノ
協
カ

ニ
就
テ
、
オ
話
致
度
イ
。
政
府

ハ
頻
リ
ニ

消
費
ノ
節
約
ヲ
高
唱
シ
テ
ヰ
ル
。
経
済
ノ
建
直
シ
ト
イ
フ
コ
ト
ヨ
リ
言

ヘ
バ
、
消
費
経
済
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
不
充
分
デ
ア
ル
。
乍
併
政
府
ノ

言
フ
所

ハ
、
金
解
禁
ガ
差
当

ツ
テ
ノ
ロ
的
ナ
レ
バ
、
ソ
ノ
タ
メ
ニ
ハ
消
費
ノ
節
約
ガ
重
要
ナ
ル
意
義

ヲ
有

ツ
テ
来
ル
。
即
チ
国
民
ノ
消

費
節
約

ニ
ヨ
リ
輸
入
ヲ
減
ジ
、
物
価
ヲ
引
下
ゲ
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
ノ
デ
ア
ル
。
其
他
産
業
ノ
合
理
化
、
勤
勉
力
行
等
モ
凡
テ
重
要
デ
ハ

ア
ル
ガ
、
差
当
り
消
費
ノ
節
約
ヲ
行
フ
ガ

一
番
適
切
デ
ア
ル
ト
イ
フ
意
味
ヲ
以
テ
、
唱

ヘ
ラ
ル

ヽ
ノ
デ
ア
ル
。
大
蔵
大
臣
モ
同
様
ノ
事

ヲ
言
ツ
テ
ヰ
ル
ヤ
ウ
デ
ア
ル
。
国
民
ト
シ
テ
此
点

二
協
カ
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
経
済
ノ
建
直
シ
ニ
深
ク
意

ヲ
払
フ
必
要
ヲ
痛
感
ス
ル
ノ

デ
ア
ル
ガ
、
今
日
ハ
最
初

二
先
ヅ
消
費
ノ
節
約
ト
イ
フ
コ
ト
ニ
ツ
キ
オ
話
ス
ル
コ
ト

ヽ
ス
ル
。

（中
略
）夫
レ
カ
ラ
モ
ウ

一
ツ
申
上
ゲ
ル

ト
、
大
阪

二
於
ケ
ル
住
友
ノ
地
位
ト
イ
フ
事
デ
ア
ル
ガ
、
大
阪
デ
ハ
住
友
ノ
ス
ル
事

ハ
良
キ
ニ
ツ
ケ
悪
シ
キ
ニ
ツ
ケ
影
響
ス
ル
所
ガ
砂

ク
ナ
イ
。
少
々
自
惚
レ
カ
モ
知
レ
ヌ
ガ
、
兎

二
角
往
々
実
見
ス
ル
所
デ
ア
ル
。
消
費
節
約
ガ
叫
バ
レ
テ
来
夕
当
今

二
於
テ
、
住
友
ガ

一

致
シ
テ
政
府
ノ
政
策

二
協
カ
ノ
実
ヲ
示
ス
ヤ
ウ
エ
ナ
レ
バ
、
自
然
之

二
賛
成
ス
ル
向
キ
モ
ア
ル
ト
信
ズ
ル
。
皆
様
ガ
此
点

二
一
種
ノ
責

任
ヲ
感
ジ
テ
下
サ
ル
事
ヲ
希
望
ス
ル
。
（後
略
）

こ
れ
を
う
け
て
九
月
、
総
務
部
長
川
田
順
は
緊
縮
節
約
の
具
体
的
な
申
し
合
わ
せ
事
項
を
社
内
に
通
知
し
た
。
し
か
し
そ
の
直
後
昭
和
四

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
九
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年
十
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
の
大
暴
落
を
契
機
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
景
気
後
退
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
影
響
は
年
末
に
は
金
本
位
制
復

帰
の
た
め
強
力
な
引
き
締
め
政
策
を
展
開
し
て
い
た
わ
が
国
経
済
に
現
れ
始
め
て
い
た
が
、
政
府
は
予
定
通
り
翌
五
年

一
月
金
解
禁
を
断
行

し
た
。
こ
の
結
果
わ
が
国
は
五
月
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
商
品
市
況
の
大
幅
な
下
落
に
追
随
し
て
絹
糸

・
生
糸

の
暴
落
が
始
ま
り
、
十
月
に
は

米
の
大
豊
作
を
背
景
に
米
価
が
大
暴
落
し
て
、
農
業
部
門
を
巻
き
込
ん
だ

「
昭
和
恐
慌
」
と
呼
ば
れ
る
恐
慌
状
態

に
陥

っ
た
。
こ
の
よ
う
な

情
勢
の
下
に
、
八
月
既
に
述
べ
た
よ
う
に
湯
川
は
、
総
理
事
を
小
倉
正
恒
に
譲

っ
て
退
職
し
た
。
香
川
修

一
が
挨
拶
に
出
向
く
と
、
湯
川
は

「若
い
人
こ
そ
し
っ
か
り
や
っ
て
呉
れ
。

早
い
も
の
で
自
分
も
知
ら
ぬ
間
に
二
十
五
年
も
た
っ
て
了

っ
た
。

」

と
い
つ
に
な
壼
肩
の
荷
を
下

し
た
と
い
う
よ
う
な
安
心
が
顔
に
現
れ
て
御
機
嫌
が
よ
か
っ
た
と
い
う
。
湯
川
は
、
そ
の
年
末
貴
族
院
議
員
に
勅
選
さ
れ
る
が
、
退
職

一
年

後
の
翌
昭
和
六
年
八
月
、
六
四
歳
で
死
去
し
た
。

後
任

の
小
倉
正
恒
は
、
大
正
十
四
年
十
月
中
田
が
退
職
し
た
際
、
草
鹿
丁
卯
次
郎
と
と
も
に
合
資
会
社
の
業
務
執
行
社
員
と
な

っ
て
お
り

そ
の
後
草
鹿
が
停
年
退
職
し
た
の
で
、
業
務
執
行
社
員
は
湯
川
の
他
は
小
倉

の
み
と
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
住
友
銀
行
専
務
取
締
役
八
代
則

彦
は
、
小
倉
よ
り
三
歳
年
長
で
、
な
お
か
つ
住
友
部
内
の
席
次
も
上
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
湯
川
が
持

っ
て
い
た
住
友
銀
行
会
長
の
ポ
ス
ト
を

そ
の
ま
ま
小
倉
に
譲
る
と
八
代
の
上
席
と
な
る
た
め
、
八
代
の
兼
任
と
し
た
。
川
田
順
に
よ
る
と
、
「更
迭
披
露
の
た
め
に
、
湯
川
は
小
倉
、

八
代
両
者
を
連
れ
て
上
京
し
、
先
ず
浜
国
内
閣
の
首
相
は
じ
め
閣
僚
数
人
を
麻
布

の
住
友
別
邸
に
招
待
し
た
。

（中
略
）酒
宴

に
入
る
前
に
、

湯
川
は
あ
ま
り
雄
弁
な
ら
ぎ
る
挨
拶
を
し
て

『
八
代
は
住
友
銀
行
の
主
宰
者
で
あ
り
ま
す
が
、
外
部
に
対
し
て
住
友
を
代
表
す
る
者
は
小
倉

で
ご
ざ
い
ま
す
』

と
結
論
し
た
。
傍
で
聴
い
て
ゐ
た
私
（註
、
川
田
）
は
、
湯
川
さ
ん
も
ず
ゐ
ぶ
ん
苦
心
し
て
挨
拶
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
け
れ

ど
も
、
あ
ま
り
に
デ
リ
ケ
ー
ト
で
、
呆
し
て
浜
口
さ
ん
達
に
真
意
が
わ
か
つ
た
か
否
か
と
、
心
配
し
た
。
住
友
に
限
ら
ず
、
い
か
な
る
団
体

で
も
、
総
理
と
い
ふ
も
の
は
内
外
す
べ
て
の
こ
と
を
管
掌
す
る
最
高

の
責
任
者
で
あ
る
べ
き
筈
で
、
対
外
だ
け
の
代
表
者
で
あ
る
べ
き
道
理

が
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
は
知
り
切

つ
て
ゐ
な
が
ら
、
右

の
如
き
挨
拶
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
処
に
、
智
慧
者
湯
川
の
苦
労
が
あ

つ



た
」
。

な
お
昭
和
十
三
年

一
月
、
八
代
が
三
度
に
わ
た
る
停
年
延
長
の
末
六
五
歳
で
退
職
す
る
ま
で
、
住
友
部
内

の
席
次
は
引
き
続
き
八
代

が
総
理
事
小
倉
正
恒
の
上
に
あ

つ
た
。

昭
和
五
年
九
月
、
小
倉
は
総
理
事
就
任
の
披
露
宴
で
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

金
則
略
）扱
住
友

二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
、
従
来
信
用
ヲ
重
シ
堅
実
ヲ
旨
ト
ス
ル
主
義

ニ
ヨ
リ
マ
シ
テ
、
各
般
ノ
業
務
ヲ
経
営
シ
テ
来
タ
ノ
デ

ア
リ
マ
ス
カ
、
幸
皆
様
ノ
厚
キ
御
同
情

ニ
ヨ
リ
、
先
ツ
以
テ
順
調

二
発
展
シ
来
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
今
後
私

二
於
キ
マ
シ
テ
モ
、
此
主

義
方
針
ヲ
益
忠
実

二
遵
守
致
シ
、
奮
励
努
力
致
シ
マ
シ
テ
、
柳
タ
リ
ト
モ
国
家
産
業
ノ
興
隆

二
寄
与
致
シ
タ
イ
ト
祈
念
シ
テ
居
ル
次
第

テ
御
座
イ
マ
ス
。
然
ル
ニ
現
下
財
界
ノ
不
況

ハ
実

二
深
刻
ナ
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
而
モ

一
向

二
回
復
ノ
見
込
モ
立
タ
ナ
イ
様
ナ
次

第
デ
ア
リ
マ
ス
。
従
ツ
テ
甚
夕
険
悪

ニ
ナ
ツ
テ
参
リ
マ
シ
タ
コ
ト
ハ
、
御
同
様
誠

二
深
憂

二
堪

ヘ
ヌ
次
第
テ
ア
リ
マ
ス
。
乍
併
私

ハ
日

本
国
民

ニ
ハ
難

二
処
シ
テ
益
発
憤
努
カ
ス
ル
処
ノ
健
剛
性
ノ
ア
ル
コ
ト
ヲ
確
ク
信
ス
ル
モ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
ル
カ
ラ
、
現
在
ノ
此
未
曾
有

ノ
不
況

二
打
勝
、
必
ス
ヤ
遠
カ
ラ
サ
ル
将
来

二
於
テ
、　
一
陽
来
復
ノ
日
ヲ
迎

ヘ
ル
コ
ト
カ
出
来
ル
モ
ノ
ト
、
心
窃
カ
ニ
期
待
シ
テ
居
ル

モ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス
。
（後
略
）

小
倉
は
八
月
総
理
事
就
任
と
同
時
に
、
既
に
上
級
職
員
（資
料
１２
参
昭
“）
の
俸
給
を
、
高
等
職
員

一
〇
〇
〇
―
八
〇
〇
円
を

一
〇
〇
〇
―
七

〇
〇
円
に
、　
一
等
職
員
七
〇
〇
―
四
五
〇
円
を
六
〇
〇
―
四
〇
〇
円
に
、
二
等
職
員
四
〇
〇
―

一
六
〇
円
を
三
五
〇
―

一
六
〇
円
に
、
そ
れ

ぞ
れ
減
額
し
た
が
、
十
月
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
諭
達
を
行

っ
た
。

現
下
財
界
ノ
不
況

ハ
、
世
界
的

二
深
刻

ニ
シ
テ
真

二
未
曾
有
ノ
コ
ト
ナ
リ
ト
ス
。
而
シ
テ
内
外
四
囲
ノ
情
勢
ヨ
リ
セ
ハ
、
当
分
其
恢
復

ヲ
見
ル
コ
ト
難
カ
ル
ヘ
シ
。
我
住
友
ノ
諸
事
業
モ
亦
其
影
響
ヲ
免
ル
ル
コ
ト
能

ハ
ス
。
此
ノ
不
況

二
対
シ
、
今
日
二
於
テ
機
宜
ノ
対
策

ヲ
講
セ
サ
レ
ハ
、
各
事
業
ノ
堅
実
ナ
ル
進
展
ヲ
期
シ
難
キ
ニ
至
ル
ヘ
シ
。
此
ヲ
以
テ
此
際
経
営
ノ
万
般

二
亘
り
、　
一
層
緊
縮
節
約
ヲ
実

行
ス
ル
コ
ト
最
モ
肝
要
ナ
リ
ト
ス
。
然
ル
ニ
現
在
職
員
其
他
ノ
諸
給
与

二
関
ス
ル
取
扱

ハ
、
戦
時
好
況
ノ
後
ヲ
受
ケ
、
我
諸
事
業
ノ
利

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九

一
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潤
亦
多
大
ナ
ル
時

二
制
定
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
前
記
ノ
趣
旨

二
基
キ
今
般
之

二
相
当
ノ
変
更
ヲ
加
フ
ル
ニ
至
レ
ル
コ
ト
、

実

二
已
ム
ヲ
得
サ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
。
各
員

二
於
テ
モ
篤
卜
右
ノ
事
情
ヲ
諒
承
シ
、
此
難
局

二
処
シ
、
不
撓
不
屈
ノ
精
神

ヲ
以
テ

一
致
協

力
、　
一
層
其
職
務

二
尽
痒
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
。

昭
和
五
年
十
月
十
日

総
理
事
　
小
倉
　
正
恒

こ
の
諭
達
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
。

（
１
）

大
正
九
年
七
月
以
来
、
三
等
職
員
以
下
に
支
給
さ
れ
て
き
た
、
臨
時
手
当
（本
体
の
一
割
）
を
昭
和
六
年

一
月
か
ら
廃
止
す
る
。

（
２
）

二
等
職
員
以
上
に
対
す
る
期
末
賞
与
を
当
分
の
間
減
額
す
る
。

（
３
）

二
等
職
員
以
上
の
昭
和
六
年

一
月
の
定
期
昇
給
を
停
止
す
る
。

か
く
し
て
年
末
十
二
月
三
十
日
、
昭
和
六
年
度
の
会
計
見
積
を
審
議
す
る
理
事
会
に
お
い
て
、
新
規
起
業
は
す
べ
て
延
期
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
た
。
け
だ
し
昭
和
五
年
度
の
住
友
合
資
会
社
の
決
算
見
込
み
が
赤
字
に
転
落
し
、
昭
和
六
年
度
も
ま
た
赤
字
が
続
く
こ
と
が
不
可

避
と
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
∩
工
　
業
績
」
参
昭
じ
。

以
下
こ
の
期
間
に
お
け
る
、
規
程
の
改
廃
、
組
織
改
正
、
人
事
異
動
等
合
資
会
社
の
統
轄
シ
ス
テ
ム
上
の
変
化
を
追
い
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
当
時
の
経
営
の
実
情
に
ふ
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

大
正
十
四
年
十
月
の
総
理
事
交
代
に
伴
う
人
事
異
動
は
、
既
に

「住
友
合
資
会
社
（上
と

で
述

べ
た
。

大
正
十
五
年

二
一月
、
前
年
七
月
人
事
部
長
松
本
順
吉
の
別
子
鉱
業
所
長
転
出
に
伴
い
、
常
務
理
事
小
倉
正
恒
が
兼
務
し
て
い
た
人
事
部
長

に
理
事
肥
後
八
次
が
就
い
た
。
五
月
、
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
第

一
期
工
事
（北
半
分
）
が
完
成
し
、
合
資
会
社
、
銀
行
、
肥
料
、
製
銅
販
売
店
、

林
業
所
が
入
居
し
た
他
、
日
之
出
生
命
保
険
が
本
社
を
東
京
か
ら
移
し
て
入
居
し
、
住
友
生
命
保
険
と
改
称
、
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た



格資 大正 15年 日召禾日2`手 3年 4年 5年

高等職員

一等職員

二等職員

三等職員

四等職員

医務職員(四等相当以上)

学校職員

嘱託員 (四等相当以上)

補助職員

医務職員(補助相当)

嘱託員 (補助相当)

10

23

499

1,603

1,280

53

43

23

717

14

10

9

31

609

1,751

1,269

54

44

36

748

16

20

7

31

693

1,919

1,146

58

46

39

766

18

26

7

34

769

2,015

1,080

61

43

44

749

21

22

9

33

921

2,091

1,039

74

41

47

846

22

8

小   計 4.275 4,578 4,749 4,845 5,131

準職員 1,046 1,121 1,187 1,306 1,450

合  計 5 321 5,708 5,936 6,151 6,581

註 :昭和 3年 7月 1日 従来の重役を高等職員、一～四等傭員を一～四等職員、補助傭員を補助職員、病院職

員を医務職員、準備員を準職員 と改称 した。

出典 :各年「処務報告書J

第 1表 職員数比較表 (各年 1月 1日 現在)

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

翁
住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「五
内
　
日
之
出
生
命
保
険
株
式
会
社
の
経

営
の
承
継
」
参
昭
じ
。
前
年

の
住
友
信
託

・
住
友
坂
炭
破

の
連
系
会

社
指
定
に
続
く
住
友
生
命

の
連
系
会
社
指
定

の
結
果
、
大
正
十
五

年

の
傭
員
数

は
著
し
く
増
加
し
た
（第
１
表
、
第
２
表
）
。
生
命

で

は
専
務
国
府
精

一
が
そ
の
ま
ま
主
管
者
と
な
り
、
さ
ら
に
会
長
制

を
と
っ
て
湯
川
総
理
事
が
会
長
に
就
任
し
た
。
銀
行

・
信
託

・
倉

庫
も
ま
た
、
社
長
住
友
吉
左
衛
門
友
純
の
死
去
に
伴
い
社
長
制
を

廃
し
て
、
同
じ
く
会
長
制
を
と
り
湯
川
が
就
任
し
た
。
銀
行

。
信

託
で
は
こ
の
際
専
務
制
を
と
り
、
銀
行
で
は
首
席
常
務
取
締
役
八

代
則
彦
が
、
信
託
で
は
副
社
長
兼
常
務
取
締
役
吉
田
真

一
が
そ
れ

ぞ
れ
専
務
に
就
任
し
た
。

七
月
、
伸
銅
所
は
株
式
会
社
に
移
行
し
、
資
本
金

一
五
〇
〇
万

円
（住
友
合
資
九
〇
〇
万
円
全
額
払
込
）
の
住
友
仲
銅
鋼
管
株
式
会
社

が
設
立
さ
れ
た
つ
五
日
　
住
友
伸
銅
所
の
住
友
伸
銅
鋼
管
株
式
会
社
ヘ

の
移
行
」
参
照
）。

十
月
、
明
治
三
十
九
年
２

九
〇
工Ｃ
以
来
二
〇
年
間
も
若
松

の

主
管
者
の
地
位
に
あ

つ
た
理
事
兼
若
松
炭
業
所
所
長
吉
田
良
春

の

停
年
退
職
に
伴
い
、
支
配
人
山
本
信
夫
が
後
任

の
所
長
と
な

っ
た
。

四
九
二



店部・連系会社 大正 15年 昭和 2年 3年 4年 5  ■F

合資会社(本社)

東京支店

別子鉱業所

若松炭業所

札幌鉱業所

鴻之舞鉱業所

大萱生鉱業所

高根鉱業所

林業所

製銅販売店

東京販売店

横須賀販売店

名古屋販売店

神戸販売店

呉販売店

博多販売店

上海洋行・販売店

大阪住友病院

住友別子鍍山閉

住友九州炭破い

住友坂炭破い

住友炭破m
住友伸銅鋼管閉

い住友製鋼所
lal住友電線製造所

い住友肥料製造所

閉住友銀行

い布畦住友銀行

シアトル住友銀行

加州住友銀行

住友信託m
m住友倉庫

住友生命保険閉

m住友ビルデイング

大阪北港l■l

土佐吉野川水力電気欄

本家詰所

273

570

215

29

8

5

44

12

51

3

5

8

7

6

3

44

39

270

177

212

62

2,044

10

8

4

88

310

87

5

35

264

224

33

9

5

42

13

57

3

5

9

7

6

3

46

575

41

274

187

222

66

2,067

9

8

5

135

318

156

7

10

10

33

270

24

10

5

44

61

3

5

9

6

7

4

49

579

225

66

280

194

230

75

2,193

9

6

5

144

315

134

6

17

11

30

270

11

27

9

5

43

59

3

6

8

7

6

4

52

511

251

196

275

197

233

84

2,187

9

5

5

172

327

185

6

23

15

29

2,

283

13

27

9

6

37

61

3

6

7

6

7

4

60

524

459

279

205

241

108

197

9

5

5

180

312

237

6

26

18

30

計〈
口 4,634 4,849 5,016 5,220 5.370

第 2表 合資会社(店部別)・ 連系会社人員表 (各年8月 1日 現在)

(単位 :人 )

第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

四
九
四

註 :準職員以 卜及び兼務者を除 く。

出典 :各年「住友職員録」か ら算出。



同
月
、
社
則
編
纂
の
常
任
委
員
が
任
命
さ
れ
、
社
則
改
正
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。
社
則
編
纂

の
経
緯

に
つ
い
て
は
、
「
国
　
社
則
の
制
定
」

で
改
め
て
詳
述
し
た
い
。

十

一
月
、
明
治
三
十
三
年
以
来
各
店
部

・
連
系
会
社
か
ら
提
出
さ
れ
て
き
た
処
務
報
告
書
が
、
合
資
会
社
で
編
集
さ
れ
る
こ
と
と
な

つ
た

（資
料
１
）。

同
月
、
合
資
会
社
の
事
務
章
程
が
改
正
さ
れ
、
当
初
大
阪
築
港
の
繋
船
桟
橋
工
事

の
た
め
設
置
さ
れ
た
臨
時
土
木
課
∩
住
友
総
本
店
（下
ど

の

コ

０
　
店
部
の
新
設
・
改
組
」
参
昭
）̈
に
つ
い
て
は
そ
の
工
事
が
終
了
し
た
こ
と
、　
ま
た
宮
崎
県
耳
川
の
水
力
発
電
工
事

の
た
め
に
設
置
さ

れ
た
臨
時
電
気
課
に
つ
い
て
は
工
事
が
九
州
送
電
株
式
会
社
に
移
管
さ
れ
た
た
め
、
い
ず
れ
も
廃
止
さ
れ
て
代
わ
り
に
工
作
課
が
置
か
れ
、

建
築
課
建
築
係
と
工
務
係
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
建
築
課
、
工
務
課
と
な

つ
た
（資
料
２
）。　
こ
れ
に
伴
う
人
事
異
動
は
、
建
築
課
長
日
高
眸

は
そ
の
ま
ま
で
、
建
築
係
長
竹
腰
健
造
が
工
作
課
長
に
、
工
務
係
長
最
首

一
治
（Ｔ
２
東
京
高
商
、
Ｔ
は
大
正
の
略
、
以
下
同
じ
）
が
工
務
課
長
に

な

つ
た
。
工
作
部
は
他
に
例
を
み
な
い
直
営
工
事

の
た
め
に
、　
一
〇
〇
名
を
こ
え
る
陣
容
を
か
か
え
て
い
た
が
、
不
況
の
た
め
に
店
部

・
連

系
会
社
の
直
営
工
事
が
減
少
す
る
と
、
人
員
整
理
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
存
在
自
体
が
問
題
と
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
縫
。

十
二
月
二
十
五
日
、
昭
和
と
改
元
さ
れ
た
が
僅
か
七
日
間
で
昭
和
二
年
を
迎
え
た
。

昭
和
二
年

一
一月
、
合
資
会
社
理
事
草
鹿
丁
卯
次
郎
が
停
年
退
職
し
た
た
め
、
住
友
倉
庫
で
は
前
年

一
月
既
に
常
務
取
締
役
と
な

っ
て
い
た

山
本
五
郎
が
そ
の
ま
ま
主
管
者
と
な

っ
た
。
ま
た
日
米
板
硝
子
常
務
森
源
之
助
が
イ
ソ
ラ
イ
ト
エ
業
株
式
会
社
（甥
の
吉
岡
藤
作
京
大
教
授
が

有
望
と
し
た
石
川
県
能
登
半
島
で
豊
富
に
産
出
す
る
珪
藻
土
を
利
用
し
た
断
熱
材
の
起
業
化
、
昭
和
十
六
年
四
月
日
本
板
硝
子
資
本
参
加
）
を
創
立

の
た
め

辞
任
し
、
後
任
に
取
締
役
大
石
公
平
が
昇
格
し
た
。

四
月
、
大
阪
北
港
の
草
鹿

の
後
任
の
常
務
に
は
製
銅
販
売
店
支
配
人
田
島
房
太
郎
（Ｍ

４０
東
大
法
、
Ｍ
は
明
治
の
略
、
以
下
同
じ
）
が
転
出
し
、
大
阪
北
港
の
住
友

の
持
株
が
増
大
し
六
〇
％
を
超
え
た
た
め
、
同
社
は
連
系
会
社
に
指

定
さ
れ
た
∩
五
０
し
　
大
阪
北
港
株
式
会
社
の
連
系
会
社
指
定
」
参
昭
ｃ
。
田
島

の
後
任
の
製
銅
販
売
店
支
配
人
に
は
、
小
山
九

一
（Ｍ
４０
東
京
高
商
、

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
五
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住
友
伸
銅
鋼
管
支
配
人
）
が
起
用
さ
れ
た
。

六
月
、　
明
治
二
十
四
年
制
定
の
監
査
規
程
が
廃
止
さ
れ
、

新
た
に
監
査
及
検
査
規
程
が
制
定
さ
れ
た
。　
そ
の
詳
細
は

「
国
　
社
則
の
制

定
」

で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

こ
の
規
程
改
正
は
、
合
資
会
社
事
務
章
程
の
改
正
と
連
動
し
て
い
た
（資
料
３
）
。
す
な
わ
ち
監
査
部
が

廃
止
さ
れ
、
検
査
役
、
検
査
役
補
及
び
検
査
役
附
属
員
が
置
か
れ
た
。
監
査
第

一
課
長
井
上
筆
次
郎
と
第
二
課
長
外
山

一
郎
が
い
ず
れ
も
検

査
役

に
な
り
、
さ
ら
に
山
内
孫
太
郎
（Ｍ
４０
神
戸
高
商
、
検
査
役
補
）
と
中
田
直
三
郎
（Ｍ
４５
東
京
高
商
専
攻
部
、
製
鋼
所
副
支
配
人
兼
経
理
部
長
）
の

二
名
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
の
事
務
章
程
改
正
で
そ
の
他
に
、
人
事
部
第

一
課
を
人
事
課
、
第
二
課
を
労
働
課
と
改
称
し
た
。
第

一
課
長
田
中

良
雄
が
人
事
課
長
に
、
第
二
課
長
津
田
秀
栄
が
労
働
課
長
に
横
す
べ
り
し
た
。

人
事
課
長
田
中
良
雄
は
、
大
正
十
三
年
人
事
部
第

一
課
長
に
就
任
以
来
、
増
加
す
る
新
入
職
員
の
研
修

の
必
要
性
を
痛
感
し
、
各
店
部

・

連
系
会
社
と
も
協
議
を
重
ね
て
い
た
が
、
昭
和
二
年
三
月

「合
資
会
社
実
習
内
規
」
を
制
定
し
（資
料
４
）
、
各
店
部

・
連
系
会
社
に
対
し
て

も
本
社
に
準
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
実
習
内
規
を
制
定
す
る
よ
う
求
め
た
。
こ
の
実
習
内
規
は
、
後
に
昭
和
十
六
年
三
月
社
則

「職
員
実
習
規
程
」

と
し
て
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
起
案

の
備
考
欄
に
お
い
て
、
内
規
制
定
の
事
情
が
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

本
社

二
於
テ
ハ
、
学
校
卒
業
後
直

二
三
、
四
等
職
員

二
任
用
セ
ラ
レ
タ
ル
者

二
対
シ
テ
ハ
昭
和
二
年
来
、
「住
友
ノ
職
員
タ
ル
ノ
人
格

識
見
ヲ
涵
養
シ
、
併
セ
テ
実
務
ヲ
習
得
ス
ル
タ
メ
」
実
習
ヲ
行
ヒ
来
レ
リ
。
実
習

ハ
、
住
友
ノ
歴
史
、
伝
統
精
神
其
ノ
他
ノ
訓
話
、
住

友
及
市
内

一
般
ノ
エ
場
施
設
等
ノ
見
学
及
実
務
（事
務
及
技
術
、
本
社

二
於
テ
ハ
技
術
実
習

ハ
行

ハ
ス
）
ノ
講
習
等

ヲ
主
タ
ル
内
容
ト
シ
、

各
所
期
ノ
効
果
ヲ
挙
ゲ
来
レ
リ
。

其
ノ
後
漸
次
店
部

・
連
系
会
社

二
於
テ
モ
之

二
倣
ヒ
、
或

ハ
各
自
ノ
実
習
内
規
ノ
モ
ト
ニ
、
或

ハ
必
要

二
依
り
他
店
部

・
連
系
会
社

ニ

委
託
シ
テ
実
習
ス
ル
ニ
到
リ
タ
リ
。
（実
習
内
規
ヲ
有
ス
ル
店
部
九
、
連
系
会
社

一
一
社
）
。

こ
の
結
果
製
鋼
所
、
伸
銅
所
、
電
線
製
造
所
の
在
阪
三
工
場
を
皮
切
り
に
信
託
、
倉
庫
、
生
命
保
険
で
昭
和
二
年
入
社
の
職
員
か
ら
実
習



が
開
始
さ
れ
、
そ
の
他
の
店
部
に
お
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
本
社
及
び
東
京
販
売
店
で
試
験
的
に
実
施
さ
れ
た
。
田
中
良
雄
は
人
事
課
長
と

し
て
自
ら
住
友

の
歴
史
、
伝
統
精
神
に
つ
い
て
訓
話
し
た
。
こ
れ
ら
は
田
中
良
雄
が
昭
和
十
年
人
事
部
長
専
任
と
な

つ
た
後
は
総
務
部
長
の

担
当
と
な
り
、
自
ら
は
後
に

『
職
業
と
人
生
』
『
私
の
人
生
観
』
等
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
処
世
訓
や
人
生
観
を
述
べ
た
が
、
第
二
次
大
戦
後

住
友
本
社
が
解
散
し
て
後
は
、
こ
れ
ら
を
基
に
各
連
系
会
社
か
ら
新
人
研
修
の
講
師
と
し
て
招
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
本
社
の
実
習
は

昭
和
二
年
の
実
績
に
基
づ
き
翌
三
年
入
社
の
人
事
部
労
働
課
（六
か
月
の
事
務
実
習
後
に
配
属
さ
れ
た
）大
谷

一
雄
（京
大
法
、　
の
ち
本
社
労
働
課
長
、

住
友
化
学
社
長
）
、　
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
津
田
久
（東
大
法
、

の
ち
本
社
鉱
山
課
長

・
人
事
課
長
、
住
友
商
事
社
長
）
、　
経
理
部
商
工
課
佐
藤
俊
雄

（東
大
経
、
の
ち
本
社
企
画
課
長
兼
査
業
課
長
、
住
友
商
事
副
社
長
）等
か
ら
本
格
的
な
も
の
と
な

つ
た
。

田
中
良
雄
の
後
任
と
し
て
、
昭
和
十
年

一
月
本
社
人
事
課
長
と
な

っ
た
香
川
修

一
は
、
住
友

の
職
員
採
用
方
針
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述

（
４
）

べ
て
い
る
。

先
だ
っ
て
脇
村
先
生
（誰
、
義
太
郎
東
大
名
誉
教
授
）
の
著
作
集
を
拝
見
し
て
い
る
と
、

「住
友

の
人
々
」

（誰
、
第
二
巻
二
四
二
頁
）
の
と
こ

ろ
で
特
に
印
象
に
残

っ
た
の
は
、
住
友
は
戦
後
ど
う
し
て
あ
の
よ
う
に
三
井
、
三
菱
を
凌
ぐ
よ
う
な
力
が
出
来
た
か
と
い
う
原
因
と
し

て
、
外
部
か
ら
鈴
木
（註
、
馬
左
也
総
理
事
）
さ
ん
は
偉
い
人
を
呼
ん
で
来
た
と
名
前
ま
で
挙
げ
て
書
い
て
お
ら
れ
る
。
確
か
に
そ
れ
に
も

一
理
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
大
切
な
こ
と
で
抜
け
て
い
る
の
は
人
材
を

一
応
本
社
に
採
用
し
て
、
本
社
か
ら
各
連
系
会
社

へ
配
分
を
し

た
こ
と
、
そ
し
て
給
与
は
ど
の
事
業
所
に
行

っ
て
も
も
う
か
る
店
部

へ
行
こ
う
が
、
も
う
か
ら
な
い
事
業
所

へ
行
こ
う
が
同
じ
よ
う
に

昇
給
す
る
し
、
賞
与
も
も
ら
え
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
統

一
が
で
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
こ
れ
は
私
は
住
友

の
大
き
な
発
展

の
基
だ
と
思
う
の
で
す
。

で
す
か
ら
今
の
各
連
系
会
社
の
幹
部
で
も
、　
一
社
だ
け
に
居

っ
て
そ
こ
だ
け
で
育

っ
た
と
い
う
人
は
、
割
合
少
な
い
の
で
す
。
皆
本
社

に
採
用
さ
れ
て
、
ど
こ
か
か
ら
転
勤
し
て
き
た
と
か
、
或
は
そ
の
後
応
召
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
応
召
の
後

に
帰

っ
て
か
ら
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配
分
し
た
と
か
、
い
う
わ
け
で
先
輩
か
ら
そ
う
い
う
方
針
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
終
戦
後

に
人
を
配
分
す
る
場
合
で
も
皆
が
で
き
る
だ
け

仲
よ
く
相
談
を
し
て
、
余
り
取
り
あ
い
だ
と
か
、
押
し
つ
け
あ
い
だ
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
し
な
く
て
済
ん
だ
わ
け
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
戦
時
中
で
忙
し
く
な

っ
て
き
た
会
社
に
対
し
、　
銀
行
か
ら
人
を
出
す
の
で
も
（註
、　
こ
の
場
合
直
に
発
令
す
る
の
で
は
な
く
、
次

に
述
べ
る
神
田
勇
吉
に
よ
れ
ば
、　
一
度
本
社
の
商
工
課
乃
至
鉱
山
課
に
転
勤
さ
せ
、
三
か
月
間
実
習
を
行
っ
て
か
ら
発
令
し
た
）
、
給
与
は
大
体
同

じ
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
、
転
勤
が
容
易
に
で
き
た
の
で
す
ね
。
も
し
こ
れ
が
給
与
が
違

っ
て
ま
す
と
、
な
か
な
か
簡
単
に
転
勤
が
で
き
な

い
の
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
適
材
適
所
と
い
い
ま
す
か
、
或
る
場
合
に
は
銀
行
で
は
非
常
に
不
向
き
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
他
の
店

部

へ
行

っ
た
ら
非
常
に
発
展
し
た
と
か
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
香
川
修

一
の
よ
う
な
人
事
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
昭
和
十
六
年
当
時
本
社
経
理
部
次
長
兼
商
工
課
長
で
あ

っ
た
神

田
勇
士
只
Ｔ
ｌＯ
東
大
法
、
の
ち
安
東
軽
金
属
専
務

・
住
友
化
学
取
締
役
）
も
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

十
六
年
頃
で
あ

っ
た
と
思
う
が
、
戦
争
の
始
ま
る
前
、
江
戸
英
雄
氏
（註
、
三
井
総
元
方
総
務
部
長
代
理
、
当
時

「三
井
本
社
」
の
設
立
が
検

討
さ
れ
て
い
た
。　
の
ち
三
井
不
動
産
社
長
）
が
河
井
（註
、
昇
三
郎
、
当
時
住
友
本
社
監
事
、　
の
ち
常
務
理
事
）
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
や
つ
て
き
て
、

住
友
と
い
う
と
こ
ろ
は
連
系
会
社
に
対
し
て
よ
く
統
制
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
秘
訣
は
何
か
と
い
う
質
問
が
あ

っ
た
。
河
井
さ

ん
は
私
に
君
ひ
と
つ
会

っ
て
説
明
し
て
あ
げ
て
く
れ
と
云
わ
れ
た
。
私
は
午
前
か
ら
午
後

へ
か
け
て
社
則
の
説
明
を
し
た
り
し
た
が
、

そ
の
前
に
、
江
戸
さ
ん
、
社
則
に
は
こ
う
い
う
風
に
定
め
て
あ
る
が
、
根
本
は
何
か
と
い
え
ば
、
住
友
連
系
会
社
に
行

っ
て
い
る
人
間

は
、
自
分
は
住
友
化
学
の
社
員
だ
と
か
、
住
友
金
属
の
社
員
だ
と
か
思

っ
て
い
な
い
。
自
分
は
住
友

の
社
員
だ
と
思

っ
て
い
る
の
だ
。

い
つ
ど
こ
へ
転
勤
す
る
か
わ
か
ら
な
い
の
だ
。
各
人
が
こ
う
い
う
気
持
で
お
る
か
ら
、
兄
弟
会
社
同
志
で
喧
嘩
し
て
も
、
そ
の
う
ち
に

自
分
が
相
手

の
と
こ
ろ
へ
行
く
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
観
念
を
、
云
わ
ず
語
ら
ず
の
う
ち
に
皆
が
持

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
兄
弟
同
志
皆

仲
が
い
い
の
だ
。
い
つ
本
社
に
帰

っ
て
来
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
本
社
の
い
う
こ
と
も
き
く
。
こ
れ
が
根
本
で
あ

っ
て
規
則
で



取
り
き
め
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
枝
葉
末
節
で
あ
る
と
説
明
し
た
も
の
で
す
。

さ
て
昭
和
二
年
六
月
の
前
記
事
務
章
程
改
正
に
よ
り
、
経
理
部
で
は
、
第

一
課

・
第
二
課
を
併
せ
て
鉱
山
課
、
第
三
課

・
第
四
課
を
併
せ

て
商
工
課
と
し
、
第

一
課
長
本
郷
松
太
郎
が
鉱
山
課
長
（第
二
課
長
山
村
亀
太
郎
は
技
師
）
、　
第
三
課
長
兼
第
四
課
長
小
畑
忠
良
が
商
工
課
長
と

な

つ
た
。

経
理
部
の
主
要
業
務
は
、
既
に

「住
友
合
資
会
社
（上
と

に
お
い
て
日
之
出
生
命

の
買
収
や
住
友
信
託
の
設
立
の
際
述
べ
た
よ
う
に
、
合

資
会
社
の
新
規
起
業
に
つ
い
て
特
命
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
起
案

に
ま
と
め
て
理
事
会

の
決
裁
を
得
る
こ
と
で
あ

つ
た
。
例
え
ば
今
回

の
異
動
に
よ
り
第

一
課
兼
第
三
課
か
ら
鉱
山
課
兼
商
工
課
勤
務
と
な

つ
た
香
川
修

一
は
、
昭
和
五
年
七
月
後
に
述
べ
る
石
川
県
尾
小
屋
鉱
山

の
買
収
に
当
た
り
∩
七
日
　
住
友
別
子
鉱
業
所
の
住
友
別
子
鍍
山
株
式
会
社
へ
の
移
行
」
参
照
）
、　
調
査

の
た
め
鉱
山
課
長
続
航
に
随
行
し
て
、　
技

師
長
（経
理
部
勤
務
）
で
あ

っ
た
近
藤
宏
太
郎
、
荒
川
英
二
と
と
も
に
現
地
に
出
張
し
、
帰
任
後
売
買
契
約
書
案
を
作
成
し
て
い
る
。
特
命
調

査
は
そ
れ
ほ
ど
頻
繁
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
経
理
部
の
日
常
業
務
は
連
系
会
社
の
管
理
で
あ
る
。
大
正
十

一
年
入
社
し
経
理
部
第
三

課
に
配
属
さ
れ
、
そ
の
後
第
四
課
主
査
を
経
て
、
今
回
の
異
動
で
商
工
課
勤
務
と
な

つ
た
大
沢
忠
蔵
（Ｔ
Ｈ
東
京
商
大
専
攻
、
本
社
商
工
課
長
、

日
本
電
気
経
理
部
長

・
資
材
部
長
、
の
ち
住
友
商
事
参
与
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
は
大
正
十

一
年
六
月
に
合
資
会
社
に
入

っ
た
。
当
時
経
理
部
は

一
課
か
ら
四
課
ま
で
あ
り
、
第
三
課
長
の
大
屋
敦
さ
ん
の
下
に
製
造

店
部
係
と
販
売
店
部
係
と
が
あ
り
、
私
は
そ
の
製
造
店
部
係
に
入

つ
た
。
係
長
は
小
畑
忠
良
さ
ん
で
あ

っ
た
。
経
理
部
の
仕
事
は
、
年

末
に
会
計
見
積
を
出
さ
せ
て

一
年
間
の
予
算
の
枠
を
定
め
る
。
翌
年
に
な
り
支
出
を
い
よ
い
よ
実
際
に
出
す
と
き
に
は
伺
が
連
系
会
社

か
ら
出
る
。　
こ
れ
は
固
定
財
産
支
出
２

回
限
り
支
払
え
ば
済
ん
で
し
ま
う
も
の
、　
土
地
購
入
な
ど
）
と
起
業
支
出
（或
期
間
に
わ
た
つ

て
継
続
し
て
支
出
の
あ
る
も
の
、
工
場
建
設
な
ど
）
に
分
か
れ
て
い
た
。

私
は
製
鋼
所
の
担
当
で
、
製
鋼
所
か
ら
伺
が
出
る
と
、
そ
の
内
容
を
聞
き
に
行
き
、
本
社
に
帰

っ
て
起
案
を
作
り
、
小
畑
係
長
を
通
じ
、
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五
〇
〇

大
屋
課
長
（註
、
大
正
十
四
年
経
理
部
長
）
、
常
務
理
事
（註
、
小
倉
正
恒
経
理
部
長
兼
務
）
、
或
は
総
理
事
ま
で
仰
裁
し
、
決
裁
を
得
る
と
、

製
鋼
所
に
承
認
通
知
を
出
す
と
い
う
の
が
仕
事
で
あ

っ
た
。

（
７
）

ま
た
大
沢
忠
蔵
の
上
司
で
今
回
の
異
動
で
商
工
課
長
と
な

っ
た
小
畑
忠
良
も
商
工
課
の
業
務
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

そ
の
頃
は
中
央
集
権
で
、
本
社
の
工
場
に
対
す
る
統
制
が
厳
し
か
っ
た
か
ら
、
人
事
は
勿
論
、
損
益

・
生
産
や
起
業
計
画
は
す
べ
て
本

社
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
製
造
工
場
は
本
社
中
心
で
、
工
場
の
支
配
人
で
も
本
社
の
課
長
や
係
長
に
は
皆
調
子
を
合

わ
し
て
い
た
。
工
場
か
ら
は
生
産
高

・
販
売
高

・
損
益

・
収
支
な
ど
が
週
報

・
月
報
と
し
て
送
ら
れ
て
く
る
。
製
造
店
部
係
で
は
、
そ

れ
を
黒
帳
（註
、
表
紙
が
黒
い
帳
簿
）
と
い
う
の
に
付
け
て
集
計
す
る
。
年
末
に
は
来
年

の
見
積
が
、
各
工
場
か
ら
本
社
に
提
出
さ
れ
る
。

私
た
ち
は
そ
の
予
算
を
審
査
し
、
役
員
会
に
か
け
る
、
い
つ
も
押
し
詰
ま
っ
た
時
で
年
末
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
忙
し
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
説
明
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
連
系
会
社
に
と
つ
て
新
規
起
業
を
進
め
る
場
合
、
ま
ず
計
画
自
体
に
つ
い
て
合
資
会
社
（窓
日
経
理

部
）
の
承
認
を
取
り
付
け
て
お
く
必
要
が
あ

っ
た
。
後
述
の
肥
料
製
造
所
の
窒
素
工
場
増
設
の
場
合

の
よ
う
に
、
も
し
起
業
計
画
が
緊
急
を

要
す
る
場
合
は
、
翌
年
の
予
算
を
待
た
ず
、
そ
の
年
度
の
予
算
の
変
更
も
あ
り
得
た
。
こ
の
連
系
会
社
の
起
業
計
画
に
対
す
る
合
資
会
社
の

承
認
を
巡

っ
て
、
当
時
製
鋼
所
常
務
で
あ

っ
た
川
田
順
は
の
ち
に
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

住
友

に
事
業

の
内
容
が
判

っ
て
い
る
幹
部
が
い
な
か
っ
た
。
中
央
集
権
も
よ
い
。
し
か
し
合
資
会
社
は
人
事
だ
け
を
や
れ
ば
よ
い
。
事

業
の
内
容

・
製
品
に
ま
で
関
与
し
よ
う
と
す
る
。
全
然
判
ら
な
い
幹
部
が
そ
の
よ
う
な
干
渉
を
す
る
の
で
、
製
鋼
所
の
よ
う
に
他
所
が

儲
け
る
と
こ
ろ
で
儲
け
な
い
。
儲
け
る
べ
き
時
期
に
儲
け
な
い
。
私
は
思
う
の
だ
が
、
企
業
は
儲
か
る
時
に
儲
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
そ
の
利
益
を
幹
部
が
私
腹
を
肥
や
し
た
り
、
悪
い
こ
と
に
遣

っ
た
り
し
な
い
で
、
設
備
拡
張
な
り
、
新
設
な
り
、
良
い
方
面
に

使
え
ば
よ
い
の
だ
。

合
資
会
社
の
承
認
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
動
き
の
と
れ
な
い
連
系
会
社
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
批
判
が
出
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
既
に
述

べ
た



経
理
部
と
連
系
会
社
と
の
間
の
人
的
交
流
は
、
こ
う
し
た
経
理
部
の
統
制
を
円
滑
な
ら
し
め
る
た
め
に
と
ら
れ
た
ひ
と
つ
の
方
策
で
あ

っ
た

と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
交
流
の
対
象
は
、
経
理
部
に
勤
務
す
る
少
数
の
技
師
長

・
技
師
を
除
け
ば
、
事
務
職
員

に
限

ら
れ
、
他
方
各
連
系
会
社
に
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有

の
技
術
者
達
が
い
て
、
新
規
起
業
の
担
い
手
と
な

つ
て
い
た
。
従

っ
て
連
系
会
社
の
内
部
に

お
い
て
も
、
新
規
起
業
に
関
し
て
事
務
職
員
と
技
術
者
達
と
の
認
識
の
相
違
が
生
じ
て
お
り
、
例
え
ば
前
述
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
川
田
順

自
身
も
製
鋼
所
の
内
部
に
お
い
て
は
技
術
者
の
側
か
ら
み
れ
ば
必
ず
し
も
彼
ら
の
推
進
す
る
新
規
起
業
に
理
解
が
あ

っ
た
と
は
み
ら
れ
て
い

な
か
つ
た
。
大
正
十

一
年

に
川
田
順
と
共
に
製
鋼
所

へ
移
り
、
大
正
十
四
年

に
は
主
管
者

の
常
務
と
な

つ
た
加
藤
栄
（Ｍ
竪
ボ
大
工

・
機
）
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
は
製
鋼
所

へ
移

っ
て
後
、
工
場
の
根
本
的
改
善
を
計
画
し
た
。
伸
銅
所
の
方
は
桜
島
に
新
工
場
を
建
設
し
た
の
で
、
製
鋼
所
の
旧
式

さ
が

一
層
目
立

っ
た
。
製
鋼
所
の
方
は
明
治
四
十
年
の
建
設
の
も
の
で
、
何
か
ら
何
ま
で
非
合
理
的
な
も
の
で
あ

つ
た
。
（中
略
）
し
か

も
そ
の
よ
う
な
改
善
は
、
今
の
よ
う
に
不
況
に
困
る
時
に
、
即
ち
多
忙
で
な
い
時
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
主
張
し
た
。
し
か
し
こ

れ
は
目
先
だ
け
の
経
理
関
係
者
、
事
務
屋
に
妨
げ
ら
れ
て
つ
い
に
着
手
で
き
な
か
つ
た
。

合
資
会
社
は
こ
う
し
た
合
資
会
社
と
連
系
会
社
、
或
い
は
連
系
会
社
内
部
に
お
け
る
摩
擦
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
発
足
当
初
常
務
理

事
小
倉
正
恒
が
経
理
部
長
を
兼
務
し
た
後
は
、
大
屋
敦
（Ｍ
４３
東
大
工
・
電
）
と
山
本
信
夫
（Ｍ
製
示
大
工

・
機
）
と
い
う
技
術
者
を
経
理
部
長
に

起
用
す
る
と
と
も
に
、
連
系
会
社
の
主
管
者
も
次
第
に
技
術
者
が
占
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
巻
末
付
表

の
連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社
主
管

者
の
中
で
も
技
術
者
は
、
製
鋼

・
加
藤
栄
（前
述
）及
び
荒
木
宏
（Ｍ
３８
東
大
工
・
機
Ｘ

電
線

・
秋
山
武
三
郎
（Ｍ
３２
東
大
工

・
電
）、
板
硝
子

・
大

石
公
平
（Ｍ
４５
東
大
工
・
電
）
、
炭
破

。
小
川
良
平
（Ｍ
４３
東
大
工
・
採
鉱
冶
金
）、
山
本
信
夫
（前
述
）
、
伸
銅

・
古
田
俊
之
助
（Ｍ
４３
東
大
工

・
採
鉱
冶

金
）
、
別
子
臼
井
定
民
（Ｍ
３３
東
大
工
・
ｔ
木
）
、
肥
料

・
土
佐

・
吉
田
貞
吉
（Ｍ
⊇
示
大
工
菫
ｅ
の
多
き
を
数
え
る
の
で
あ
る
。　
こ
の
う
ち
秋
山

武
三
郎
は
昭
和
五
年
に
技
術
者
と
し
て
初
め
て
理
事
に
就
任
し
た
。

第
二
部
　
住
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資
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五
〇
二

こ
の
よ
う
な
技
術
者
の
主
管
者
に
つ
い
て
、
川
田
順
は

「各
社
の
経
営
は
、
こ
れ
ら
技
術
者
に
よ
っ
て
、
大
体
に
於
い
て
過
誤
な
く
行
わ

れ
、
順
調
に
発
展
し
て
行

っ
た
。
こ
れ
ら
の
技
術
家
重
役
等
は
、
い
ず
れ
も
本
社
の
統
制
に
従
順
で
、

つ
ま
ら
ぬ
横
車
を
押
す
人
間
は
、
先

ず
見
当
た
ら
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
合
資
会
社
か
ら
み
た
理
想
の
技
術
者
像
で
あ

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
技
術
者
で
な
け
れ

ば
主
管
者
に
は
な
り
得
な
か
っ
た
し
、
な

つ
た
と
し
て
も
そ
の
地
位

に
留
ま
り
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
上
記
主
管
者
の
中
で
も
、

日
本
板
硝
子
の
大
石
公
平
は
、
そ
の
後
昭
和
十
三
年

に
住
友
本
社
経
理
部
と
衝
突
し
て
辞
任
し
た
こ
と
は
既
に
述

べ
た
通
り
で
あ
る
（
「住

友
合
資
会
社
（上
ど

の

「五
０
　
日
米
板
硝
子
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継
」
参
照
）。

合
資
会
社
（経
理
部
）
と
連
系
会
社
（技
術
者
）
と
の
対
立
は
、
特
に
こ
の
時
期

の
よ
う
な
不
況
期
で
は
、
前
者

の
短
期
的
利
益

の
確
保
と
後

者
の
長
期
的
利
益

の
追
求
と
い
う
形
で

一
層
顕
著
と
な

っ
た
。
例
え
ば

「住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「
五
口
　
住
友
肥
料
製
造
所
の
株
式
会

社

へ
の
移
行
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
肥
料
製
造
所
は
昭
和
五
年
下
期
に
無
配
に
転
落
し
た
が
、
競
争
力
強
化

の
た
め
に
こ
の
年
末
に
完
成
し

た
ば
か
り
の
窒
素
工
場
の
増
設
が
直
ち
に
必
要
と
な

っ
た
。
こ
の
た
め
常
務
山
本
信
夫
は
、
新
規
起
業
が
す

べ
て
停
止
さ
れ
て
い
る
中
で

「山
本
の
日
参
」
と
称
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
ほ
ど
、
経
理
部
長
大
屋
敦
と
交
渉
を
重
ね
、
よ
う
や
く
六
年
末
に
そ
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
よ
う
に
両
者
の
対
立
は
、
合
資
会
社
と
し
て
限
ら
れ
た
資
金
を
如
何
に
有
効
に
配
分
す
る
か
と
い
う
問
題
に
帰
着
す
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
ど
一　
投
資
活
動
」
及
び

「
四
　
資
金
調
達
」
の
項
で
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

庶
務
課
で
は
内
事
係
を
庶
務
係
と
改
め
、
雑
務
係
を
廃
し
て
、
そ
の
業
務
を
文
書
係
に
移
管
し
た
。

こ
の
他
係
長

・
主
査
を
廃
し
て
す
べ
て
課
員
と
し
た
。
事
前
に
こ
れ
を
聞
い
た
香
川
修

一
は

「
早
晩
主
査

に
な
ろ
う
と
す
る
僕
の
期
待
利

益
は
消
滅
し
た
。
そ
れ
よ
り
も
従
来
係
長

・
主
査
で
あ

っ
た
人
は
皆
無
位
無
官
に
な
る
こ
と
と
な
る
」
と
日
記
に
記
し
、
後
年

「
こ
れ
が
残

っ
て
お
れ
ば
、
例
え
ば
山
口
誓
子
（Ｔ
ｌ５
東
大
法
、
当
時
人
事
部
労
働
課
）
な
ど
平
課
員
で
終
わ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
ん
で
す
が
ね
」
と
述
べ
た
。

経
理
部
四
課
制
や
係
長

・
主
査
制
は
、
い
ず
れ
も
合
資
会
社
設
立
時
に
当
時
の
鈴
木
総
理
事

の
強
い
主
張
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、



鈴
木
が
そ
の
後
も
引
き
続
き
総
理
事
の
職
に
留
ま
っ
て
い
れ
ば
機
能
し
得
た
で
あ
ろ
う
が
、
鈴
木
の
死
後
実
際
の
業
務
に
比
し
機
構
が
過
大

で
あ

っ
た
嫌
い
も
あ
り
、
実
際
に
は
兼
務
者
を
多
用
し
て
運
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
（第
３
表
及
び

「住
友
合
資
会
社
（上
ご

第
３
表
）。

後
者
に
つ
い
て
資
料
３
に
は
特
に

「備
考
公
し
、
係
長
及
主
査
ヲ
廃
止
ス
」
と
し
て
次

の
よ
う
な
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（イ
）
係
長
及
主
査

ハ
、
之
ヲ
置
キ
テ
各
課
各
係
及
其
内
部

二
於
テ
分
掌
卜
責
任
ヲ
明

ニ
セ
ン
ト
ノ
趣
意

二
基
ク
モ
ノ
ナ
ル
モ
、
主
査

ハ

課

ニ
モ
ア
リ
、
係

ニ
モ
ア
リ
テ
而
モ
其
意
味
モ
色
々
ニ
テ
、
或

ハ
其
分
掌
ヲ
明

ニ
セ
ン
ガ
為
メ
ノ
モ
ノ
タ
ル
コ
ト
ア
リ
、
或

ハ
係
長

・

課
長

二
次
グ
ノ
地
位
タ
ル
ガ
如
キ
コ
ト
ア
ル
モ
、
畢
克
名
称
ヲ
与
フ
ル
ニ
過
ギ
ザ
ル
ノ
観
ア
リ
。

（
口
）
然
レ
ト
モ
本
社
各
課
係
ノ
組
織
人
員

二
於
テ
ハ
、
此
分
掌
卜
責
任
ヲ
明
ス
ル
点

二
付
テ
ハ
、
各
課
長
ガ
課
係
内
ノ
首
席
者
又

ハ
其

他
適
当
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
指
定
シ
テ
之
ヲ
明

ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
ク
、　
一
方
係
長

・
主
査
ア
ル
ガ
為
メ
ニ
却
テ
各
分
担
ノ
事
務
明
白

二
失
シ
、

適
当
ノ
モ
ノ
ニ
適
当
ノ
仕
事

ヲ
ヤ
ラ
シ
ム
ル
ノ
弾
力
性
ヲ
欠
ギ
、
不
便
ヲ
感
ズ
ル
コ
ト
モ
之
有
、
又
此
地
位
ア
ル
ガ
為
メ
ニ
之

二
任
命

セ
ザ
ル
為
メ
係
員
ノ
不
平
ノ
種
子
ト
ナ
ル
ベ
キ
虞
モ
ア
リ
、
人
事
部

二
於
テ
モ
任
命
等

ニ
ツ
キ
困
り
居
ル
実
情
ナ
リ
。

（
ハ
）
係
長

・
主
査

ヲ
廃
止
シ
テ
課
長
ノ
指
定

ニ
テ
適
当
ノ
課
員
ヲ
シ
テ
適
当
ノ
事
務
分
掌
卜
責
任
ヲ
明
定
セ
ン
ト
ノ
本
改
正
案
ノ
趣
旨

ヲ
達
成
セ
ン
ガ
為
メ
ニ
ハ
、
各
課
長

ハ
責
任
卜
呆
断
ト
ヲ
以
テ
、
多
少
憎

マ
レ
役
ト
ナ
ル
ト
モ
自
ラ
進
ン
デ
、
地
位

・
年
輩

・
席
次
等

二
拘

ハ
ラ
ズ
、
適
当
ノ
者
ヲ
シ
テ
適
当
ナ
ル
仕
事

ヲ
分
担
セ
シ
ム
ル
必
要
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
従
テ
本
案
決
才
ノ
上

ハ
、
各
部
長
ヨ
リ
各

課
長

二
本
案
趣
旨
ヲ
徹
底
ス
ル
様
御
話
願
度
キ
モ
ノ
ナ
リ
。

七
月
、
別
子
鉱
業
所
が
分
離
独
立
し
、
住
友
別
子
鍍
山
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
つ
五
日
　
住
友
別
子
鉱
業
所
の
住
友
別
子
鍍
山
株
式
会
社
へ

の
移
行
」
参
昭
じ
。

こ
の
時
別
子
鉱
業
所
付
属
の
発
電
所
を
、
大
正
八
年
設
立
さ
れ
な
が
ら
休
眠
状
態

に
あ

つ
た
土
佐
吉
野
川
水
力
電
氣
株
式

会
社
に
移
管
し
、
同
社
は
改
め
て
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
つ
五
四
　
土
佐
吉
野
川
水
力
電
気
株
式
会
社
の
連
系
会
社
指
定
」
参
照
）
。

九
月
、
信
託
専
務
吉
田
真

一
は
、
伊
庭
貞
剛
に
な
ら
つ
て
か
、
五
七
歳

の
誕
生
日
を
前
に
勇
退
し
た
。
湯
川
総
理
事
は
、
信
託
会
長
の
ポ
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第3表 合資会社本社部課別人員表 (各年8月 1日 現在) (単位:人 )

部課・役職 大正15年 昭和2年 3年 4年 5年

総理事
理事
監事
検査
秘書
人事部

第一課
第二課

労務係
施設係

人事課
労働課

経理部
第一課

金属山店部係
石炭店部係

第二課
第二課

製造店部係
販売店部係

第四課
鉱山課
商工課

総務部
庶務課

内事係
庶務係
文書係
雑務係
守 衛

会計課
主計係
計算係
出納係
用度係

地所課
工作部

建築課
建築係
工務係

臨時土木課
臨時電気課
建築課
工務課
工作課

監査部
第一課
第二課

所属未定 (出 向 留学・実習)

2

1(1)

13

1

5(1)
7

1

2(1)
11

16(4)
5(2)

23
2

4

11

7

2

9
4(1)
6(2)

64(4)
29(8)
12(5)
12(1)

7

3

1(1)

16(4)
13(1)
3

10

21(2)
1

2(2)

10

16(3)

23
2(1)
5

9

6(1)
3

10

4(1)

64(3)
20(1)
20(2)

12

1

2

1

8
4
1(1)

16(3)
11(1)
5

12

20(2)
1

1

11

14(2)

23
2(1)
4
9

7(1)
3

13(2)
3

64(3)
19(1)
21(3)

14

1

2

1

10

3

1(1)

15(1)
12(1)
5

11

19(2)
1

1

12

13(2)

23
2(1)
4

9

5

3

15(3)
2

62(3)
19(1)
20(2)

16

1

8

1(1)

10

2

1(1)

16(2)
10

5

13

13(2)

60(3)
19(1)
20(2)

17

言十 270 283
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註 :準職員以 ドを除 く。括弧内は兼務者の内数。他店部を兼務する者は含まない。

出典 :各年「住友職員録Jか ら算出。



ス
ト
を
吉
田
に
譲

っ
て
こ
れ
に
報
い
た
。
後
任
の
信
託
専
務
に
は
、
銀
行
常
務
の
今
村
幸
男
が
転
出
し
主
管
者
と
な

っ
た
。

昭
和
三
年

に
入
る
と
、
三
月
札
幌
鉱
業
所
が
廃
止
さ
れ
、
唐
松
炭
坑
は
住
友
坂
炭
破

へ
経
営
委
託
さ
れ
た
。
そ
し
て
鴻
之
舞
鉱
山
が
、
鉱

量
増
加
と
製
錬
能
力
の
増
大
に
よ
つ
て
次
第
に
軌
道
に
乗
り
始
め
た
こ
と
に
よ
り
、
鴻
之
舞
鉱
業
所
と
し
て
独
立
し
た
（支
配
人
小
池
宝
三
郎
）。

札
幌
鉱
業
所
支
配
人
兼
住
友
坂
炭
破
常
務
近
藤
宏
太
郎
は
合
資
会
社
技
師
長

へ
転
出
し
、
住
友
坂
炭
破
常
務
に
は
取
締
役
片
井
虎
次
郎
（Ｍ

４‐
京
大
工

・
採
鉱
冶
金
）
が
昇
格
し
た
。

四
月
、
合
資
会
社
に
は
総
本
店
か
ら
引
き
続
き
不
時
の
災
厄
に
備
え
る
た
め
、
遠
計
回
、
貯
蓄
口
、
積
立
日
の
三
種

の
積
立
金
が
設
け
ら

れ
て
い
た
が
翁
住
友
総
本
店
（中
ご

註
（９
）参
昭
じ
、
こ
れ
ら
を

一
本
化
し
て
本
社
特
別
財
産
規
程
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
詳
細
は

「
国
　
社
則

の
制
定
」
に
譲
る
。
同
月
合
資
会
社
総
務
部
長
野
草
省
三
が
急
逝
し
、
取
り
あ
え
ず
経
理
部
長
大
屋
敦
が
総
務
部
長
を
兼
務
し
た
が
、
五
月

合
資
会
社
理
事
兼
工
作
部
長
兼
林
業
所
長
本
荘
熊
次
郎
の
停
年
退
職
を
待

っ
て
、
前
年
六
月
監
査
及
検
査
規
程
制
定
後
も
依
然
と
し
て
空
席

の
ま
ま
と
な

っ
て
い
た
監
事

に
理
事
松
本
順
吉
を
あ
て
、
以
下
次
の
よ
う
な
人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
た
。

総
務
部
長
　
川
田
　
順
（製
鋼
所
常
務
）

庶
務
課
長
　
加
納
　
純

一
（Ｔ
８
東
大
法
、
三
菱
鉱
業
、
Ｔ
ｌＯ
住
友
入
社
、
総
務
部
庶
務
課
庶
務
係
兼
文
書
係
、
の
ち
生
命
常
務

・
社
長
）

検
査
役
　
　
田
中
　
弥
太
郎
（総
務
部
会
計
課
長
）

会
計
課
長
　
続
　
航
（伸
銅
鋼
管
副
支
配
人
兼
購
買
課
長
兼
庶
務
課
長
）

工
作
部
長
　
日
高
　
眸
（工
作
部
技
師
兼
建
築
課
長
）

技
師
長
兼
建
築
課
長
　
長
谷
部
　
鋭
吉
（Ｍ
４２
東
大
工
・
建
築
、
技
師
長
）

ビ
ル
デ
イ
ン
グ
常
務
　
川
田
　
順
兼
務

製
鋼
所
常
務
　
荒
木
　
宏
（Ｍ
３８
東
大
工
・
機
、
山
陽
鉄
道

・
鉄
道
省
、
Ｔ
ｌ５
住
友
入
社
、
製
鋼
所
取
締
役
兼
支
配
人
）

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
五



第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
六

七
月
、
大
正
十
年
の
合
資
会
社
設
立
以
来
懸
案
と
さ
れ
て
き
た
社
則
が
よ
う
や
く
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
詳
細
は

「
国
　
社
則
の
制
定
」
で

述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

同
月
、
若
松
炭
業
所
が
分
離
独
立
し
て
、
住
友
九
州
炭
破
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
∩
五
□
　
住
友
若
松
炭
業
所
の

住
友
九
州
炭
破
株
式
会
社
へ
の
移
行
」
参
昭
じ
。
ま
た
住
友
別
子
鍍
山
に
大
阪
支
店
が
設
置
さ
れ
た
た
め
、
製
銅
販
売
店
が
廃
止
さ
れ
（製
銅
販
売
店

支
配
人
小
山
九
一
が
大
阪
支
店
長
に
横
す
べ
り
し
た
）
、
明
治
四
年
神
戸
出
店

の
設
置
以
来
続
い
て
き
た
製
鋼
の
販
売
は
、
製
錬
と

一
本
化
さ
れ
た
。

八
月
、
住
友
伸
銅
鋼
管
取
締
役
古
田
俊
之
助
は
常
務
に
昇
格
、
十
月
同
社
常
務
山
中
柴
吉
が
停
年
と
な
る
と
代
わ

っ
て
主
管
者
と
な

っ
た
。

十

一
月
、
東
京
販
売
店
経
理
課
調
査
係
を
独
立
さ
せ
て
、
合
資
会
社
東
京
支
店
（支
店
長
矢
島
富
造
、
東
京
販
売
店
支
配
人
兼
務
）
が
設
置
さ
れ

た
（資
料
５
）。

十
二
月
、
合
資
会
社
は
北
海
道
鉱
業
か
ら
奔
別
、
歌
志
内
、
新
歌
志
内
、
奈
井
江
の
各
炭
坑
を
買
収
、
翌
四
年

一
月
前
年
二
月
に
経
営
を
委

託
し
た
唐
松
炭
坑
と
共
に
、
こ
れ
ら
を
住
友
坂
炭
破

へ
譲
渡
し
た
∩
住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「五
四
　
坂
炭
破
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継
」
参
昭
じ
。

昭
和
四
年

一
月
早
々
、
こ
れ
に
伴
う
次
の
よ
う
な
人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
た
。

住
友
坂
炭
碩
支
配
人
　
本
郷
　
松
太
郎
（経
理
部
鉱
山
課
長
）

鉱
山
課
長
　
続
　
航
（総
務
部
会
計
課
長
）

会
計
課
長
　
中
田
　
直
三
郎
（検
査
役
）

検
査
役
　
川
村
　
敏
雄
（Ｍ
４５
東
京
高
商
、
住
友
坂
炭
破
支
配
人
）

十
二
月
、
肥
料
製
造
所
常
務
日
高
直
次
が
停
年
退
職
を
控
え
て
、
山
本
信
夫
（住
友
九
州
炭
破
常
務
）
に
代
わ

っ
た
。
同
時
に
会
長
小
倉
正
恒

も
湯
川
寛
吉
に
交
代
し
た
。　
こ
の
人
事
の
経
緯
は
、　
既
に

「住
友
合
資
会
社
（上
こ
　
の

「
五
口
　
住
友
肥
料
製
造
所
の
株
式
会
社

へ
の
移

行
」
で
述
べ
た
。
住
友
九
州
炭
破
の
常
務
に
は
取
締
役
小
川
良
平
が
昇
格
し
、
主
管
者
と
な

っ
た
。



同
月
、
合
資
会
社
の
事
務
章
程
が
改
正
さ
れ
、
総
理
事
及
び
理
事

の
命
を
受
け
、
特
定
の
業
務
に
従
事
す
る
参
事
が
置
か
れ
た
（資
料
６
）。

昭
和
五
年

一
一月
、
住
友
別
子
鍍
山
は
専
務
制
を
と
り
、
主
管
者
の
常
務
鷲
尾
勘
解
治
が
専
務
に
就
任
し
た
。

同
月
住
友
別
子
鍍
山
支
配
人
兼
大
阪
支
店
長
小
山
九

一
は
合
資
会
社
勤
務
と
な
り
、
三
月
扶
桑
海
上
火
災
保
険

へ
出
向
、
専
務
取
締
役
に

就
任
、
同
社
は
事
実
上
住
友

の
傘
下
に
入

っ
た
∩
五
０
　
扶
桑
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継
」
参
照
）。

四
月
、
住
友
坂
炭
破
と
住
友
九
州
炭
破
が
合
併
し
、
住
友
炭
破
株
式
会
社
が
発
足
し
た
。
そ
の
直
前
住
友
坂
炭
破
常
務
片
井
虎
次
郎
が
急

逝
し
た
た
め
、
住
友
九
州
炭
破

の
常
務
小
川
良
平
が
そ
の
ま
ま
住
友
炭
破
の
常
務
す
な
わ
ち
主
管
者
と
な

っ
た
つ
五
内
　
住
友
坂
炭
破
と
住
友

九
州
炭
破
の
合
併
に
よ
る
住
友
炭
碩
株
式
会
社
の
発
足
」
参
照
）
。

住
友
炭
破
が
発
足
し
、
合
資
会
社
の
持
株
会
社
化
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
四
月
末
に
開
催
さ
れ
た
主
管
者
協
議
会
に
お
い
て
、
本
社
庶
務
課
長

加
納
純

一
は

「主
管
者
協
議
会
存
続
の
要
否

二
関
ス
ル
件
」
と
い
う
議
題
を
提
出
し
、
次

の
よ
う
に
提
案
理
由
を
説
明
し
た
。

毎
年
年

一
回
各
店
部
連
系
会
社
主
管
者
ノ
会
合
ヲ
煩
シ
、
重
要
問
題

二
付
協
議
又

ハ
懇
談
ヲ
為
ス
コ
ト
ハ
、
勿
論
意
義
深
キ
制
度

ニ
シ

テ
、
将
来
ト
モ
之
ガ
存
続
ヲ
希
望
ス
ル
次
第
ナ
レ
ド
モ
、
翻
ツ
テ
其
ノ
実
際
ヲ
観
ル
ニ
、
各
種
業
態
ヲ
異

ニ
ス
ル
各
部
間

二
於
テ
、
議

題
ト
シ
テ
討
議
ス
ベ
キ
共
通
ノ
問
題
少
ク
、
従
テ
各
部
ヨ
リ
提
出
セ
ラ
ル

ヽ
議
題

ハ
、
年
々
減
少
シ
、
最
近

二
至
リ
テ
ハ
殆
ン
ド
二
三

題

二
限
ラ
ル
ヽ
実
情

二
在
り
。
又
通
信
交
通
ノ
発
達
セ
ル
今
日
二
在
リ
テ
ハ
、
遠
隔
ノ
地

二
在
ル
主
管
者
モ
時
々
上
阪
ノ
機
会
ア
リ
。

重
要
ナ
ル
問
題

ハ
、
主
管
者
会
議
ノ
開
催
ヲ
待
タ
ズ
、
随
時
本
社

二
提
議
シ
テ
其
ノ
実
行

ヲ
図
ル
方
、
却
テ
便
宜
ナ
ル
ガ
如
キ
事
情
モ

ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
因
テ
従
来
ノ
制
度

二
依
ル
主
管
者
協
議
会

ハ
、
漸
次
其
ノ
必
要
ヲ
失
フ
ガ
如
ク
ニ
モ
観
察
セ
ラ
レ
、
寧

口
之
ヲ
全
廃

ス
ル
カ
、
又

ハ
隔
年

ニ
ス
ル
カ
、
乃
至

ハ
之

二
代
フ
ル
ニ
業
態
ノ
相
似
タ
ル
各
部
ノ
ミ
ノ
主
管
者
ノ
打
合
会
、
又

ハ
或
ル
事
項

二
関
ス

ル
専
門
担
当
者
ノ
打
合
会
ヲ
開
催
ス
ル
方
、
却
テ
実
効
多
カ
ル
ベ
シ
ト
ノ
意
見
モ
ア
リ
。
寿
々
之
ガ
可
否
得
失

二
付
、
腹
蔵
ナ
キ
意
見

ヲ
交
換
シ
タ
シ
。
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こ
れ
に
対
し
次
の
よ
う
な
賛
否
両
論
が
あ

っ
た
。

存
置
論
ノ
理
由

一
、
住
友
各
店
部
連
系
会
社
ガ
、
相
協
カ
シ
テ

一
体
ト
シ
テ
活
動
ス
ル
以
上
、
立
前
ト
シ
テ
当
然
主
管
者
協
議
会
ノ
如
キ
制
度
ア
リ
テ

各
主
管
者
ガ
定
期

二
一
堂

二
会
シ
、
協
議
懇
談
ヲ
為
ス
機
会
ヲ
有
ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
。

二
、
住
友
内

二
於
ケ
ル
各
店
部
共
通
ノ
問
題
（人
事
、
会
計
等
）
ア
ル
ヲ
以
テ
、
主
管
者
協
議
会
ノ
如
キ
機
会

二
、
広
ク
各
部
ノ
意
見
ヲ

徴
シ
テ
、
解
決
シ
得
ル
便
宜
ア
リ
。
殊

二
全
般
共
通
ノ
問
題
ヲ

一
店
部
ヨ
リ
進
ン
デ
提
案
ス
ル
コ
ト
ハ
、
平
素

ハ
相
当
困
難
ナ
レ
ド

モ
、
主
管
者
協
議
会
議
題
ト
シ
テ
ノ
提
出

ハ
比
較
的
容
易
ナ
リ
。

三
、
遠
隔
ノ
地

二
在
ル
主
管
者

ハ
、
自
然
本
社

二
出
頭
ノ
機
会

二
乏
シ
キ
ヲ
以
テ
、
主
管
者
協
議
会
ノ
開
催

ハ
上
阪
ノ
好
機
会

ニ
シ
テ
、

之
ヲ
以
テ
本
社
各
部
課
ト
ノ
意
思
ヲ
疎
通
シ
、
並

二
書
面
ヲ
以
テ
打
合
セ
難
キ
種
々
ノ
事
項
ヲ
打
合
ス
コ
ト
ヲ
得
。

四
、
各
店
部
主
管
者
卜
本
社
ト
ノ
意
思
疎
通

ハ
、
主
管
者
協
議
会
ナ
ク
ト
モ
或

ハ
為
シ
得
ベ
シ
ト
雖
モ
、
各
店
部
連
系
会
社
間
相
互
ノ

意
思
疎
通

ハ
、
平
素
極
メ
テ
困
難

ニ
シ
テ
、
主
管
者
協
議
会

ハ
其
ノ
良
キ
機
会
ナ
リ
。

五
、
大
正
三
年
以
来
年
々
開
催
シ
テ
相
当
効
果
ヲ
収
メ
タ
ル
主
管
者
協
議
会
ヲ
、
単

二
議
題
減
少
ノ
理
由
ノ
ミ
ニ
テ
廃
止
ス
ル
ハ
、
残

り
惜
シ
キ
感
ジ
モ
ア
リ
、
多
少
方
法

二
改
正
ヲ
加

ヘ
テ
モ
存
続
ノ
コ
ト

ヽ
致
度
シ
。

無
用
論
ノ
理
由

一
、
住
友
ノ
事
業
モ
其
ノ
種
類
愈
々
増
加
シ
、
事
業
形
態
モ
多
種
多
様
ト
ナ
レ
ル
ニ
伴
ヒ
、
事
業
全
般

二
通
ズ
ル

一
般
共
通
的
ナ
ル
間

題
漸
次
減
少
セ
ル
コ
ト
。
加
之
従
来
旧
家
法
ノ
下
ニ
ア
ツ
テ
種
々
取
扱
上
不
明
ナ
ル
点
多
カ
リ
シ
問
題

ハ
、
社
則
改
正

ニ
ヨ
リ
略
閲

明
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
討
議
ス
ヘ
キ
議
題
極
メ
テ
僅
少
ト
ナ
レ
ル
コ
ト
。

二
、
主
管
者
会
議

二
於
テ
各
店
部
間
意
思
ノ
疎
通
ヲ
計
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
、
最
初
ノ
主
管
者
会
議

二
於
ケ
ル
如
ク
拾
名
内
外
ノ
出
席
者
ナ



ル
場
合

二
於
テ
ハ
ソ
ノ
ロ
的
ヲ
達
ス
ル
ニ
効
ア
ラ
ン
。
然
レ
共
現
在
ノ
如
ク
六
十
数
名
ノ
多
数
ノ
会
議
ト
ナ
ル
時

ハ
、
相
互

二
懇
談

ス
ル
ト
イ
フ
ガ
如
キ
ハ
事
実
困
難
ナ
ル
コ
ト
。

三
、
遠
隔
ノ
地

ニ
ア
ル
主
管
者
上
阪
ノ
機
会
ヲ
得
テ
、
本
社
各
部
課
卜
意
思
ノ
疎
通
ヲ
計
ル
機
会
ト
ナ
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
ト
雖
、
交
通
機

関
ノ
発
達

ハ
自
然
上
阪
ヲ
容
易
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
主
管
者
会
議
以
外

二
上
阪
ノ
機
会
増
加
シ
ツ
ツ
ア
リ
。
例

ヘ
バ
労
務
者

打
合
会
、
販
売
関
係
者
打
合
会
、
会
計
会
議
等
ノ
機
会
を
利
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
コ
ト
。

四
、
各
店
部
連
系
会
社
間
相
互
ノ
意
思
疎
通
ノ
機
ヲ
得
ト
イ
フ
モ
、
之

二
期
待
セ
ラ
ル

ヽ
程
度
ノ
意
思
ノ
疎
通

ハ
他

二
方
法
ア
リ
。
在

阪
店
部
ト
ソ
レ
以
外
ノ
店
部
ト
ノ
関
係
ナ
ラ
バ
、
必
ズ
シ
モ
全
部
同
時

二
集
ル
コ
ト
ヲ
要
セ
ズ
。
遠
隔
ノ
店
部
同
志
ノ
関
係
ナ
ラ
バ
、

前
記
専
門
的
打
合
会
ヲ
同
期

二
開
催
ス
ル
コ
ト

ヽ
セ
バ
、
必
ズ
シ
モ
主
管
者
会
議
ヲ
必
要
ト
セ
ザ
ル
ベ
シ
。
事
実
住
友
事
業
ノ
拡
大
、

内
容
ノ
充
実

二
伴
ヒ
、
専
門
的
打
合
会
開
会
ノ
要
求

ハ
必
然
的

ニ
シ
テ
、
漸
次
其
数
ヲ
増
ス
ニ
至
ル
傾
向

ニ
ア
リ
。

五
、
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
共
通
議
題
ノ
減
少
卜
出
席
者
ノ
増
加
卜
而
シ
テ
専
門
的
打
合
会
ノ
増
加
ト
ハ
、
敢
テ
主
管
者
会
議
ヲ
開
催
セ
ズ
ト

モ
ソ
ノ
ロ
的
ヲ
達
ス
ル
コ
ト
ラ
得
ベ
シ
。

こ
の
結
果
最
後
に
常
務
理
事
小
倉
正
恒
は

「要
ス
ル
ニ
オ
集
リ
ヲ
願
フ
コ
ト
ニ
重
キ
ヲ
オ
カ
レ

ヽ
バ
ソ
レ
デ
良
イ
ノ
デ
、
存
続
ノ
要
有
リ

ト
思
フ
」
と
述
べ
て
、
ン」
の
問
題
に
決
着
が
つ
き
、以
後
第
二
次
大
戦
末
期
の
昭
和
十
八
年
ま
で
引
き
続
き
毎
年
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

八
月
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
総
理
事
湯
川
寛
吉
は
退
職
し
、
常
務
理
事
小
倉
正
恒
が
総
理
事
（住
友
合
資
会
社
代
表
社
員
）
と
な

っ
た
。
常
務

理
事

の
後
任
に
は
、
総
務
部
長
川
田
順
が
就
任
し
た
。
ま
た
監
事
松
本
順
吉
が
理
事

に
返
り
咲
き
、
業
務
執
行
社
員
と
な
り
、
監
事
を
兼
務

し
た
。
他
に
入
代
則
彦
（銀
行
専
務
）
、
今
村
幸
男
（信
託
専
務
）
、
秋
山
武
三
郎
（電
線
常
務
）
、
鷲
尾
勘
解
治
（別
子
専
務
）
の
四
名
が
理
事

に
選
任

さ
れ
た
。
他
方
で
総
理
事
小
倉
正
恒
が
連
系
各
社
の
会
長
を
兼
務
し
た
が
、
銀
行
だ
け
は
小
倉
よ
り
上
席
の
八
代
専
務
が
会
長
を
兼
務
し
た

こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
次
の
よ
う
な
人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
た
。
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一
〇

人
事
部
長
兼
務
免
　
肥
後
　
八
次
（理
事
兼
人
事
部
長
兼
林
業
所
長
）

常
務
理
事
兼
人
事
部
長
　
川
田
　
順
（総
務
部
長
）

総
務
部
長
兼
務
　
大
屋
　
敦
（経
理
部
長
）

同
月
、
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
第
二
期
工
事
（南
半
分
）
が
完
成
し
、
合
資
会
社

・
連
系
各
社
の
入
居
の
再
配
置
が
行
わ
れ
、
翌
年
に
か
け
て

新
た
に
海
上

・
板
硝
子

・
信
託
が
移
転
し
た
翁
住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「五
日
　
株
式
会
社
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
の
設
立
」
参
照
）。

十
月
、
こ
れ
ま
で
週
二
回
開
催
さ
れ
て
き
た
合
資
会
社
理
事
会
を
月

一
回
（第

一
月
曜
日
午
後
二
時
）
と
し
、
か
つ
議
題
の
整
理
を
行
う
こ
と

と
し
た
（資
料
７
）。
ま
た
連
系
会
社

の
定
例
取
締
役
会
も
こ
れ
に
合
わ
せ
て
月

一
回
の
開
催
と
さ
れ
た
（資
料
８
）。
理
事

の
増
員
と
業
務

の

拡
大
に
よ
つ
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
頻
繁
な
開
催
は
、
事
実
上
不
可
能
に
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

十
二
月
、
理
事
兼
林
業
所
長
肥
後
八
次
が
退
職
し
た
。

ま
だ
五
五
歳
で
高
等
職
員
の
停
年
（六
〇
歳
）
ま
で
年
数
が
あ

っ
た
が
、
不
況
の
た

め
高
齢
者

・
高
給
者
に
対
す
る
勇
退
勧
告
が
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
み
ら
れ
る
。

国

社

則

の
制

定

「住
友
合
資
会
社
の
設
立
」
の

「
三
国
　
合
資
会
社
の
組
織
と
人
事
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
大
正
十
年
五
月

「家
法
」
の
名
称
を
廃
上
し
、

家
法
中
の
諸
規
程
が
そ
れ
ぞ
れ
単
行
規
程
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
大
正
十
二
年
六
月
、
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
で
社
則
編
纂

の
作
業
が
開
始
さ

れ
た
が
、
香
川
修

一
に
よ
る
と
、
「安
井
（註
、
冨
士
二
、
Ｔ
９
東
大
経
、
当
時
人
事
部
第
二
課
施
設
係
主
査
、
の
ち
鍍
業
常
務
、
安
井
曾
太
郎
実
弟
）
さ

ん
、
日
比
（註
、
文
雄
、
Ｔ
Ｈ
東
大
経
、
当
時
経
理
部
第
四
課
主
査
、
の
ち
本
社
地
所
課
長

・
大
阪
建
物
社
長
）
さ
ん
、
加
納
（註
、
純

一
、
当
時
総
務
部
庶

務
課
内
事
係
主
査
兼
文
書
係
主
査
）
さ
ん
が

一
緒
に
な

っ
て
、
週
何
回
か
集
ま
っ
て
改
正
の
こ
と
を
議
し
て
お
ら
れ
た
が
、
野
草
総
務
部
長
兼
庶

務
課
長
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
で
は
何
時
で
き
る
か
わ
か
ら
ん
か
ら
、
専
門
委
員
を
設
け
て
早
急
に
解
決
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
案
が
出



て
、
各
課
か
ら
専
門
委
員
を
出
す
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。

」

か
く
し
て
大
正
十
五
年
十
月
、
社
則
編
纂
に
当
た
る
常
任
委
員
が
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
野
草
が
委
員
長
と
な
り
、
副
委
員
長
中
川
路

貞
治
（Ｔ
８
東
大
法
、
当
時
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
長
、
の
ち
金
属
常
務

・
専
務

・
大
阪
チ
タ
ニ
ウ
ム
製
造
社
長
）
、
委
員
は
第

一
部
（人
事
関
係
）
が
平
塚

正
俊
（Ｔ
ｌ２
東
大
法
、
当
時
文
書
係
主
査
、
の
ち
金
属
副
社
長
）
及
び
飯
田
好
文
（Ｔ
４
京
大
法
、
当
時
人
事
部
第

一
課
主
査
、
の
ち
神
戸
販
売
店
支
配
人

・

住
友
多
木
化
学
常
務
）
、　
第
二
部
（経
理
関
係
）
が
藤
岡
泰
蔵
（Ｔ
ｌｏ
東
京
商
大
専
攻
部
、
当
時
総
務
部
会
計
課
計
算
係
主
査
、　
の
ち
生
命
東
海
事
業
部
長
兼

名
古
屋
支
社
長
）及
び
前
記
香
川
修

一
で
あ

っ
た
。

作
業
は
、
従
来
の

「家
法
及
諸
規
則
類
纂
」
に
収
録
さ
れ
て
い
た
諸
規
程
の
全
般
的
な
見
直
し
か
ら
始
め
ら
れ
た
が
、
急
を
要
す
る
も
の

が
優
先
さ
れ
た
。

ｌ
　
監
査
及
検
査
規
程

住
友
の
監
査
制
度
は
、
明
治
二
十
三
年
公
布
さ
れ
た
日
本
最
初
の
商
法
に
倣

つ
て
制
定
さ
れ
た

「監
査
規
則
」
に
始
ま
る
が
、
制
度
と
し

て
確
立
し
た
の
は
、
明
治
三
十
二
年
日
銀
計
算
局
長
を
退
職
し
た
藤
尾
録
郎
を
新
た
に
設
置
し
た
専
務
監
査
員
兼
監
査
課
主
任
と
し
て
迎
え

て
か
ら
で
あ

つ
た
。
藤
尾
録
郎
は
国
立
銀
行
を
監
査
し
た
豊
富
な
経
験
を
生
か
し
て
、
業
務
監
査
と
会
計
監
査

の
双
方
に
精
通
し
、
報
告
書

を
作
成
し
て
直
接
家
長
に
提
出
し
て
い
た
。
し
か
し
藤
尾
録
郎
は
明
治
四
十
三
年
に
病
没
し
て
し
ま

っ
た
の
で
、
大
正
三
年
業
務
監
査
を
担

当
す
る
専
務
監
査
員
と
会
計
監
査
を
担
当
す
る
監
査
課
を
分
離
し
、
専
務
監
査
員
は
空
席
の
ま
ま
、
監
査
課
は
本
店
支
配
人
の
下
に
置
か
れ

た
。
大
正
十
年
合
資
会
社
が
設
立
さ
れ
る
と
、
専
務
監
査
員
は
監
事
と
改
称
さ
れ
た
が
依
然
空
席
の
ま
ま
で
、
常
務
理
事

の
指
揮
の
下
に
権

限
を
強
化
さ
れ
た
経
理
部
が
本
来
監
事
の
行
う
べ
き
業
務
監
査
的
な
業
務
を
担
当
し
、
監
査
部
は
会
計
監
査
を
担
当
す
る
形
と
な

っ
た
。

昭
和
二
年
六
月
、
事
務
章
程
の
改
正
に
伴
い
従
来
の
監
査
規
程
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
監
査
及
検
査
規
程
が
制
定
さ
れ
た
（資
料
９
）
。
社

則
編
纂
常
任
委
員
会
発
足
以
来
、
半
年
余

で
こ
の
規
程
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
如
何
に
急
を
要
す
る
も
の
で
あ

っ
た
か
を
物
語

っ
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一
二

て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ま
で
連
系
会
社
の
監
査
は
合
資
会
社
監
査
部
の
二
乃
至
三
名
を
連
系
会
社
監
査
役
附
属
兼
務
と
し
て
行
わ
れ
て
き

た
が
、
合
資
会
社
発
足
当
初
銀
行
、
製
鋼
、
電
線

の
三
社
に
す
ぎ
な
か
っ
た
連
系
会
社
が
そ
の
後
七
社
も
増
加
し
、
社
則
編
纂
常
任
委
員
会

の
発
足
時
に
は

一
〇
社
に
達
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
監
査
体
制
は
、
合
資
会
社
発
足
時
監
査
部
第

一
課
三
名
、
第
二
課
四
名
計
七
名
で
あ

っ
た
の
が
、
大
正
十
四
年
十
月
第
二
課
長
熊
倉
四
郎
の
停
年
退
職
に
よ
り

一
名
減
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
大
正
十
四
年
十
二
月
、
銀
行

に
対
す
る
監
査
役
附
属
の
派
遣
（熊
倉
の
退
職
に
よ
り
第
二
課
主
査
か
ら
第

一
課
長
と
な
っ
た
井
上
筆
次
郎
の
み
が
残
っ
て
い
た
）
を
取
り
や
め
、　
こ
れ

を
う
け
て
銀
行
で
は
合
資
会
社
の
三
倍
の
検
査
の
人
員

一
四
名
が
監
査
役
附
属
兼
務
と
な

つ
た
。

ま
た
監
査
部
の
業
務
分
担
は
、
従
来
第

一
課
が
本
社
、
鉱
山
業
、
林
業
、
農
業
、
第
二
課
が
工
業
、
販
売
業
、
銀
行
業
、
倉
庫
業
と
な

っ

て
い
た
た
め
、
第

一
課
が
新
居
浜

へ
出
張
し
て
別
子
鍍
山
の
監
査
を
行

っ
て
も
、
肥
料
製
造
所
の
監
査

に
は
別
途
第
二
課
が
出
張
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
も
生
じ
て
い
た
。
こ
の
結
果
監
査
業
務
に
従
事
す
る
人
員
の
効
率
的
運
用
を
図
る
た
め
課
制
を
廃
止
し
、
併
せ
て

監
査
部
の
業
務
の
実
態
が
会
計
監
査
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
銀
行

の
検
査
役
の
業
務
と
同

一
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
で
銀
行
同
様
検

査
役
と
い
う
名
称
が
採
用
さ
れ
た
。
な
お
職
員
録
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
監
査
部
が
各
部
中
の
末
尾
に
あ

つ
た
の
に
対
し
、
検
査
役
が
理
事

と
各
部
の
間
に
移
さ
れ
た
こ
と
を
も

っ
て
（第
３
表
）
、
監
査
部
長
が
理
事

に
次
ぐ
検
査
役
に
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
す
る
見
方
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
秘
書
役
と
と
も
に
職
員
録
編
纂
上
の
便
宜
的
な
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
従
来
の
監
査
部
の
行
う
監
査
な
る
も
の
が
銀
行
や
信
託
の
検
査
役
が
行

っ
て
い
る
会
計
検
査
と
何
等
変
わ
り
は
な
い
で
は
な

い
か
と
い
う
社
則
改
正
編
纂
委
員
の
指
摘
に
対
し
、
監
査
部
第

一
課
長
井
上
筆
次
郎
は
監
事
と
監
査
部
長
の
関
係
を
図
示
（略
）
し
て
、
次

の

よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。

今
、
監
事
卜
部
長
ト
ノ
関
係
ヲ
左
ノ
如
ク
分
析
シ
テ
観
察
ス
ル
ニ
、
監
事
ノ
欠
員
ヲ
前
提
ト
シ
又
欠
員
ヲ
予
想
シ
テ
規
程
ヲ
作
ル
ハ
不

可
ナ
リ
。
今
、
前
表
ヲ
観
察
ス
レ
バ
、
監
事
卜
部
長
ト
ノ
関
係
力
如
何

二
不
都
合
千
万
ナ
ル
ヤ
ハ
、
今
更
説
明
ヲ
要
セ
サ
ル
ベ
シ
。
其



原
因

ハ
根
本
問
題
ト
シ
テ
ハ
、
監
査
部

ハ
常
務
理
事

二
属
シ
、
監
事
力
其
監
査
業
務
執
行
機
関

ニ
ア
ラ
ザ
ル
ガ
為
メ
ニ
シ
テ
、
先
ズ
此

根
本
問
題
ヲ
解
決
セ
サ
レ
バ
、
監
事
其
人
ヲ
得
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
此
組
織
ノ
下
ニ
ハ
監
査
機
能

ヲ
死
地

二
陥
ラ
シ
メ
、
十
分
其
機
能

ヲ
発
揮
セ
シ
ム
ル
コ
ト
能

ハ
サ
ル
ハ
、
論
ス
ル
迄
モ
ナ
シ
。
監
事
卜
部
長
ト
ヲ
常

二
斯
ル
不
円
滑
ノ
組
織
ノ
下
二
置
ク
規
定
ヲ
作
ラ
ン

ト
ス
ル
ハ
、
絶
対

二
賛
成
シ
難
シ
。
若
シ
常
識
論
ヲ
云
々
ス
ル
モ
ノ
ア
レ
バ
、
寧

口
規
定
ナ
キ
ニ
宜
カ
ズ
。

当
時
合
資
会
社
内
部
に
お
い
て
は
、
監
事
が
空
席
で
あ

っ
て
も
、
経
理
部
が
業
務
監
査
を
カ
バ
ー
し
、
監
査
部
が
会
計
監
査
を
担
当
す
れ

ば
、
連
系
会
社
を
統
轄
す
る
上
で
支
障
は
な
い
と
い
う
立
場
が
有
力
で
あ
り
、
た
だ
効
率
的
な
運
用
を
図
る
た
た
め
に
、
こ
の
際
監
査
部
を

検
査
役
に
改
め
、
そ
の
業
務
を
会
計
検
査

に
限
定
し
よ
う
と
い
う
考
え
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
監
査
部
の
立
場
は
監
査
部
が

監
事
と
分
離
さ
れ
て
常
務
理
事
に
属
し
て
い
る
た
め
に
、
本
来
監
査
部
が
行
う
べ
き
業
務
監
査
が
行
え
ず
、
会
計
監
査

に
も
支
障
を
来
た
し

て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ

つ
た
。
こ
の
結
果
次

の
よ
う
に
形
式
上
は
監
事

に
よ
る
業
務
監
査
と
検
査
役
に
よ
る
会
計
検
査
と
に
分
離
す
る
が
、

運
用
上
は
検
査
役
に
も
あ
る
程
度
の
業
務
監
査
を
認
め
る
こ
と
で
決
着
が
図
ら
れ
た
。
事
務
章
程
改
正
の
起
案
は
、
「備
考
公
０
一
、
監
査

部
ヲ
廃
止
シ
新

二
検
査
役

・
検
査
役
補
及
検
査
役
附
属
員
ヲ
設
ク
」
と
し
て
次

の
よ
う
に
改
正
の
要
点
を
解
説
し
て
い
る
が
、
理
事
会
に
お

け
る
湯
川
総
理
事

の
意
見
と
し
て

「検
査
役
ノ
職
務
権
限

二
関
ス
ル
見
解

ハ
、
本
案
解
釈
ヲ
以
テ
可
ナ
リ
ト
思
フ
。
事
業
成
蹟
査
閲
ノ
程
度

ハ
常
務
理
事
之
ヲ
指
示
シ
、
寛
厳
宜
シ
キ
ヲ
得
ル
ヤ
ウ
運
用
ノ
妙
ヲ
発
揮
セ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス
云
々
」
と
欄
外
注
記
さ
れ
て
い
る
。

（イ
）事
務
章
程
第
十
条

ニ
ヨ
レ
バ
監
査
部
卜
雖
モ
部
長
以
下
全
部
常
務
理
事
ノ
指
揮
監
督

二
属
シ
、
会
社
ノ
常
務
ト
シ
テ
会
計
検
査

ヲ

行

フ
ヲ
主
体
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
故

二
、
監
査
部
ナ
ル
用
語

ハ
適
当

二
非
ズ
。
検
査
卜
改
称
ス
ル
ヲ
適
当
ト
ス
。
（註
、
こ
の
間
に
挿
入

文
あ
る
も
付
箋
脱
落
の
た
め
不
明
）且
現
在
監
査
部
ノ
第

一
課

。
第
二
課
ノ
分
課

ハ
、
経
理
部
ノ
分
課

二
対
応
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
モ
、
其
仕
事

ノ
分
量
均
衡
ヲ
失
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
（保
険

・
信
託
ノ
新
事
業
卜
共

二
此
均
衡

ハ
益
々
失
シ
ツ
ヽ
ア
リ
）
、　
一
方
其
分
掌
明
白
ナ
ル
ガ
為

メ
ニ
、
同

一
場
所

二
旅
行
ス
ル
モ
其
近
ク
ノ
店
部
ヲ
序

二
監
査
ス
ル
ヲ
得
ズ
。
例
バ
第

一
課
ガ
別
子
鉱
業
所

二
監
査

二
行
キ
テ
モ
、
肥

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

一
三



第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

一
四

料

ハ
第
二
課
ノ
分
掌
ナ
レ
バ
之
ヲ
監
査
セ
ズ
、
第
二
課
ノ
モ
ノ
更
メ
テ
出
向
ス
ル
ノ
実
状

二
有
之
、
旅
費
ノ
浪
費
ト
モ
相
成
り
居
ル
次

第
ナ
レ
バ
、
此
際
検
査
役
及
検
査
役
補
ヲ
設
ケ
、
之
等
ガ
常
務
理
事
ノ
指
示

ニ
ヨ
リ
地
方
別
及
店
部
別
等

二
基
キ
、
各
分
担
ノ
検
査

ニ

従
事
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
即
常
務
理
事

ハ
随
時
各
検
査
役

二
其
検
査
ス
ベ
キ
店
部
及
其
同
行
ス
ベ
キ
検
査
役
補

・
検
査
役
附

属
員
ヲ
指
定
シ
以
テ
検
査
ノ
能
率
ノ
増
進
卜
其
伸
縮
性
ヲ
達
成
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

（
口
）
検
査
役

ハ
検
査

二
付
テ
ノ
当
面
ノ
責
任
者

ニ
シ
テ
、
其
同
行
ス
ル
検
査
役
補
及
附
属
員
ヲ
指
揮
監
督
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
検
査
役

補

ハ
検
査
役

二
随
行
シ
テ
其
指
揮
ヲ
承
ケ
、
検
査

二
従
事
ス
ル
コ
ト
モ
ア
リ
、
又
検
査
役
事
故
ア
ル
ト
キ
、
若
ク
ハ
常
務
理
事
ノ
指
示

ニ
ヨ
リ
独
立
シ
テ
当
面
ノ
責
任
者
ト
シ
テ
検
査

二
従
事
ス
ル
コ
ト
モ
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

（
ハ
）検
査
役

ハ
検
査
ヲ
行
フ
モ
ノ
ニ
シ
テ
監
査
ヲ
行
フ
モ
ノ
ニ
非
ズ
。
監
査

ハ
監
事
之

二
当
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
監
事
ノ
監
査

ハ
大
体
株
式

会
社
ノ
監
査
役
ノ
監
査

二
相
応
ス
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
検
査
役
ノ
検
査

ハ
銀
行

・
信
託
等
ノ
検
査

二
相
応
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
本
案

ハ
検
査
役

ノ
職
務
権
限
ト
シ
テ

「会
社
ノ
業
務

二
関
ス
ル

一
切
ノ
検
査
ヲ
掌
理
ス
」
ト
ア
ル
モ
、
其
意
味

ハ
現
行
監
査
規
程
第

一
条
ノ
趣
旨
卜
同

様
、
会
計
検
査
ヲ
主
眼
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
テ
偶
々
之
卜
干
聯
シ
タ
ル
事
業
成
蹟
査
閲
範
囲

二
触
ル

ヽ
コ
ト
ア
ラ
ン
モ
、
ソ
ハ
検
査
ノ
本
体

二
非
ズ
。
検
査
ノ
本
体

ハ
即
金
銭
ノ
出
納

・
物
品
ノ
受
払

・
現
在
有
物
ノ
状
態

・
記
帳
計
算
並

二
会
計

二
関
ス
ル
事
務
ノ
執
行
ガ
規
則

指
令
通
牒
本
社
ノ
方
針

二
違
背
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
カ
ヲ
検
査
ス
ル
ニ
在
り
、
尚

「会
社
ノ
業
務

二
関
ス
ル

一
切
ノ
検
査
」
ト
ア
ル
ヲ
以
テ
、

進
ン
デ
事
業
ノ
成
蹟
ヲ
査
閲
シ
得
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
ト
雖
モ
、
元
来
合
資
会
社
ノ
事
務
章
程

二
於
テ
ハ

「事
業
経
営
ノ
指
揮
監
督
」

ハ
経

理
部
ヲ
シ
テ
之

二
当
ラ
シ
ム
ル
コ
ト

ヽ
ナ
レ
ル
ヲ
以
テ
、
検
査
役
ヲ
シ
テ
必
ラ
ズ
シ
モ
事
業
ノ
成
蹟
ヲ
モ
査
閲
セ
シ
ム
ル
ノ
必
要
ナ
シ
。

又
之
ヲ
完
全

二
為
サ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
コ
ト
ハ
、
難
キ
ヲ
強

ユ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
不
可
能
事

二
属
ス
。
但
会
計
検
査

二
際
シ
、
進
ン
デ
事
業

ノ
成
蹟
ヲ
モ
査
閲
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ラ
便
宜
且
ツ
必
要
ト
ス
ル
場
合
ア
ル
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
其
権
限
中

二
包
含
セ
シ
ム
ト
雖
モ
、
之

ハ
単

ニ

便
宜
上
ヨ
リ
出
デ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
本
体

二
非
ズ
。
即
検
査
役
及
検
査
役
補
ヲ
設
ケ
タ
ル
主
タ
ル
ロ
的

ハ
、
此
本
体
タ
ル
会
計
検
査
ヲ



厳
格

ニ
シ
、
以
テ
事
業
ノ
堅
実
ナ
ル
発
展

二
資
ス
ル
ニ
在
ル
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
完
全

二
果
セ
バ
、
其
責
任

ハ
尽
サ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ベ

ク
、
如
何
ナ
ル
場
合

二
於
テ
モ
、
進
ン
デ
事
業
ノ
成
蹟
ヲ
モ
査
閲
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
義
務
ナ
キ
コ
ト
ヲ
此
際
明

二
致
シ
置
キ
度
。

↑
じ
元
来
合
資
会
社

二
於
テ
各
店
部
ヲ
統
轄
監
督
ス
ル
為

二
、
本
社
各
部
ヲ
シ
テ
各
専
門
ノ
コ
ト
ヲ
掌
理
セ
シ
ム
。
而
シ
テ
事
業
経
営

ノ
指
揮
監
督

ハ
経
理
部
之

二
当
ル
コ
ト

ヽ
ナ
レ
ル
ヲ
以
テ
、
検
査
役
ノ
職
務
権
限

ハ

「会
社
ノ
会
計

二
関
ス
ル
検
査
」
卜
限
定
ス
ベ
シ

ト
ノ
論
モ
ア
ル
モ
、
斯
ク
テ
ハ
検
査
ヲ
受
ク
ル
各
店
部

二
於
テ
、
会
計
ノ
意
義

ヲ
狭
義

二
解
シ
テ
、
会
計
検
査
ナ
ル
文
字

二
藉
ロ
シ
テ

検
査
ノ
機
能
ノ
発
揮

二
支
障
ア
リ
ト
ノ
監
査
部
員
ノ
希
望
ア
リ
、
且
会
計
検
査

二
際
シ
、
進
ン
デ
事
業
ノ
成
蹟
ヲ
モ
査
閲
ス
ル
ヲ
便
宜

且
ツ
必
要
ト
ス
ル
場
合
モ
有
之
、
寿
銀
行

・
信
託

・
保
険
等
ノ
検
査
役
ノ
職
務
権
限
モ

「業
務

二
関
ス
ル

一
切
ノ
検
査
」
ト
ア
リ
、
検

査
ノ
本
体
モ
常
識

ニ
テ
決
定
シ
得
ベ
キ
ヲ
以
テ
、
業
務

二
干
ス
ル

一
切
ノ
検
査
ト
ス
ル
モ
、
不
必
要
ナ
ル
事
業
監
査

二
亘
ル
コ
ト
ハ
無

之
カ
ル
ベ
キ
ヲ
以
テ
、
業
務

二
関
ス
ル

一
切
ノ
検
査
卜
致
セ
シ
次
第
ナ
リ
。

（
ホ
）
以
上
ノ
趣
旨

ニ
ヨ
リ
検
査
役
及
検
査
役
補

ハ
経
理
部
ノ
分
掌
タ
ル
事
業
経
営
ノ
指
揮
監
督
卜
独
立
シ
テ
、
検
査
事
務

二
従
事
ス
ル

モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
克
ク
此
点
ヲ
了
解
シ
経
理
部
卜
連
絡
ヲ
取
り
、
二
重
監
督
ト
ナ
ラ
ザ
ル
様
努
メ
、
以
テ
本
社
及
常
務
理
事
ノ
統
轄

ノ
機
能
ヲ
達
成
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。

こ
の
改
正
で
は

一
四
社
に
達
し
た
連
系
会
社
の
監
査
を
如
何
に
実
施
す
る
か
が
最
大

の
眼
目
で
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
連
系
会
社
に
対

し
て
も
合
資
会
社
の
各
店
部
と
同

一
レ
ベ
ル
で
監
査
及
検
査
規
程
を
適
用
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
起
案
が
決
裁
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和

三
年
五
月
空
席
で
あ

っ
た
監
事
に
理
事
松
本
順
吉
を
起
用
し
、
こ
の
監
事

に
銀
行
を
除
く
す
べ
て
の
連
系
会
社
の
監
査
役
を
兼
務
さ
せ
て
、

検
査
役

・
検
査
役
補
の
連
系
会
社
監
査
役
附
属
兼
務
と
の
整
合
性
を
図

っ
た
が
、
松
本
順
吉
は
藤
尾
録
郎
の
よ
う
な
監
査

の
専
門
家
で
も
な

く
、
昭
和
五
年
八
月
に
は
理
事
と
の
兼
任
に
な
る
な
ど
、
こ
の
監
事
は
あ
く
ま
で
名
目
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

例
第
五
四
号

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

一
五
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五

一
六

提
出
　
昭
和
二
年
五
月
四
日
　
　
決
裁
　
昭
和
二
年
五
月

一
七
日

連
系
会
社
監
査
役
附
属
ノ
監
査
事
務
執
行
並

二
其
報
告
方

二
関
ス
ル
件

今
般
合
資
会
社
事
務
章
程

一
部
改
正
セ
ラ
レ
、
検
査
役
及
検
査
役
補
ガ
設
ケ
ラ
レ
同
時

二
監
査
規
程
廃
止
セ
ラ
レ
監
査
及
検
査
規
程
制

定
相
成
候
処
、
検
査
役
、
検
査
役
補
及
検
査
役
附
属
員

ハ
各
々
各
連
系
会
社
ノ

「監
査
役
附
属
」
ト
シ
テ
其
会
社
ノ
監
査
事
務

二
従
事

ス
ル
コ
ト

ヽ
相
成
ベ
ク
、
而
シ
テ
右

ハ
合
資
会
社

二
於
テ
各
店
部
同
様

二
各
連
系
会
社
ヲ
監
督
ス
ル
必
要
上
、
合
資
会
社
ノ
検
査
役
、

検
査
役
補
及
検
査
役
附
属
員
ヲ
シ
テ
其
会
社
ノ
検
査
事
務

二
従
事
セ
シ
メ
得
ル
便
宜
上
ヨ
リ
出
タ
ル
次
第
ナ
レ
バ
、
此
等
監
査
役
附
属

ガ
連
系
会
社
ノ
監
査
執
行

二
付
テ
ハ
、
同
時

二
合
資
会
社
ノ
検
査
役
及
検
査
役
補
ノ
職
務
権
限
ヲ
以
テ

「監
査
及
検
査
規
程
」

二
依
り
、

職
務
ヲ
執
行
シ
又
同
規
程
第
九
条

二
依
り
検
査
ノ
結
果

ハ
当
該
会
社
監
査
役

へ
報
告
ス
ル
外
、
常
務
理
事

ヘ
モ
報
告
致
サ
シ
ム
ベ
キ
コ

ト
ニ
決
定
相
成
可
然
哉
。

備
考

本
伺
定

ハ
連
系
会
社
ガ
独
立
ノ
法
人
タ
ル
点
並

二
検
査
役
等
ガ
其
会
社
ノ
監
査
役
附
属
ト
シ
テ
監
査

二
従
事
ス
ル
ノ
点

二
於
テ
、
理
論

上
無
理
ナ
ル
点
無
シ
ト
セ
ザ
ル
モ

（
イ
）
此
監
査
役
附
属
タ
ル
コ
ト
ハ
、
連
系
会
社
ガ
独
立
ノ
法
人
ナ
ル
為
メ
、
已
ム
ヲ
得
ズ
取
リ
タ
ル
形
式

ニ
シ
テ
、
実
質
上

ハ
検
査
役

ト
シ
テ
各
店
部
ノ
検
査

二
従
事
ス
ル
ト
何
等
異
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
。

（
口
）
合
資
会
社
諸
規
程

ハ
総
テ
各
店
部
及
連
系
会
社

二
同
様

二
準
用
サ
レ
居
り
、
又
連
系
会
社
ノ
本
社

二
対
ス
ル
関
係

ハ
店
部
卜
同
様

ノ
関
係

二
有
之
。

（
ハ
）
本
社
常
務
理
事

ハ
統
轄
機
関
タ
ル
本
社
ノ
常
務
担
当
者
ト
シ
テ
、
各
連
系
会
社
ノ
検
査
ノ
結
果
ノ
報
告
ヲ
受
ク
ル
必
要
ア
ル
次
第

ナ
ル
ヲ
以
テ



年 遠計口 貯蓄口 積立口 合 計 増加高

大正 10

11

12

13

14

昭和元

2

2,438,010

2,594,423

2,872,356

3,079,305

3,281,052

3,436,843

3 602 087

1,918,028

2,030,334

2,160,858

2,302,330

2,436,557

2,535,889

2 639 308

5,004,038

5,316,821

5,666,784

6,348,078

6,849,574

7,323,803

7 817 215

9,360,077

9,941,578

0,699,998

1,729,714

2,567,184

3,296,536

4 058 611

2,512,008(D

581,501()

758,419()

1,029,716(D

837,469

729,352()

762,075

第 4表 積立金年末残高
(単位 :円 、円未満切 り捨て )

原註 :①組織変更ノ際有価.f券 ノ価格引上ゲタルニ付著増 (「住友合資会社の設立J第 2表註④参照 )。

②③会計規則ニヨル積立金ヲナサズ。

④ 同上積立金既往ニケ年分二十万円ラ余分二積立テ タルタメ増加高著 シ (「住友合資会社 (上)Jの
「二 (一 )合資会社(本社部門)の 業績」参照 )。

⑤ 前年度二於テ無配当 ノ住友生命 ヲ買入 レタル (「住友合資会社 (上 )Jの 「二 ( )合 資会社 (本社部

門)の 業績J参照)卜 、利廻低キロ銀株 ヲ普通ロヨリ譲受ケタル (「住友合資会社(上 )Jの 「三 投資

活動J参照)卜 、預金利廻低下ノ為増加率減少ス。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

住
友
家
内
部
関
係
ノ
伺
定
ト
シ
テ
ハ
当
然
ノ
モ
ノ
ナ
リ
。

二
、
本
伺
定

ハ
元
来
検
査
役
ヨ
リ
伺
出
ヅ
ベ
キ
性
質
ノ
モ
ノ
ナ
ル
モ
、
監
査
及
検

査
規
程
卜
干
聯
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
便
宜
庶
務
課

ニ
テ
立
案
伺
出
タ
ル

モ
ノ
ナ
リ
。
尤
モ
本
伺
定
ノ
写

ハ
、
検
査
役
及
検
査
役
補

二
交
付
シ
、
本
伺

定
ノ
趣
意

ヲ
徹
底
ス
ル
様
致
ス
ベ
シ
。

２
　
本
社
特
別
財
産
規
程

住
友
に
は
、　
こ
れ
ま
で
不
時
の
災
厄
に
備
え
る
た
め
、
文
久
四
（元
治
一し
年
２

八
六

四
）広
瀬
宰
平
が
開
設
し
た
遠
計
口
、
明
治
八
年
第

一
二
代
当
主
友
親
が
開
設
し
た
貯

蓄
日
、
明
治
三
十
三
年
会
計
規
則
制
定
に
よ
り
開
設
さ
れ
た
積
立
回
の
三
種

の
積
立
金

が
存
在
し
た
翁
住
友
総
本
店
（中
ご

第
Ｈ
表
、
「同
（下
ど

第
１２
表
参
昭
じ
。
昭
和
三
年
四
月
、

こ
れ
ら
の
積
立
金
を

一
本
化
し
て
、
本
社
特
別
財
産
規
程
が
制
定
さ
れ
た
（資
料
１０
）。

合
資
会
社
設
立
後
、
昭
和
二
年
末
に
至
る
間
の
積
立
金

の
増
加
状
況
を
第
４
表

て
示
し

た
。

３
　
社
　
　
則

昭
和
三
年
六
月
十
四
日
、
社
則
の
編
纂
が
終
了
、
公
布
さ
れ
、
七
月

一
日
実
施
さ
れ

た
。　
社
則
は
甲
父
口資
会
社
全
般
に
関
す
る
諸
規
程
）
と
そ
の
別
冊
（各
店
部

・
連
系
会
社
の
事

務
章
程
）
及
び
乙
父
口資
会
社
本
社
限
り
に
関
す
る
諸
規
程
）
の
二
部
か
ら
な

っ
て
い
た
。
社

則
甲
及
び
乙
を
構
成
す
る
諸
規
程
と
今
回
廃
止
さ
れ
た
諸
規
程

の

一
覧
を
（資
料
Ｈ
）
に

五

一
七
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五

一
八

一不
し
た
。

今
回
の
社
則
の
制
定
に
よ
り
、
「営
業
ノ
要
旨
」
が
改
正
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
次

の
通
り
第

一
条
、
第
二
条
は

〈　
〉
部
分
が
追
加
さ
れ

た
だ
け
で
あ
る
が
、
第
三
条
が
削
除
さ
れ
た
。

営
業
ノ
要
旨

第

一
条
　
我

〈住
友
ノ
〉
営
業

ハ
信
用
ヲ
重
ン
シ
確
実
ヲ
旨
ト
シ
以
テ

〈其
ノ
〉
撃
固
隆
盛
ヲ
期
ス

〈
ヘ
シ
〉

第
二
条
　
我

〈住
友
ノ
〉
営
業

ハ
時
勢
ノ
変
遷
理
財
ノ
得
失
ヲ
計
り
弛
張
興
廃
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
ト
雖
荀
モ
浮
利

二
趨
り
軽
進
ス
ヘ

カ

ラ

ス

第
三
条
削
除
に
つ
い
て
、
昭
和
六
年
三
月
、
合
資
会
社
庶
務
課
長
加
納
純

一
は
、
『住
友
物
語
』

（千
倉
書
房
　
昭
和
六
年
）上
梓

の
た
め
照

会
し
て
き
た
白
柳
秀
湖
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
回
答
し
て
い
る
。

以
前
ノ
家
法

ニ
ハ
、
営
業
ノ
要
旨
中

二
別
子
銅
山
ヲ
以
テ

「我

一
家
ノ
財
本

ニ
シ
テ
斯
業
ノ
消
長

ハ
実

二
我

一
家
ノ
盛
衰

二
関
ス
」
ル

モ
ノ
ト
シ
テ
、
別
子
ヲ
特

二
重
要
視
シ
タ
ル
モ
、
現
行
社
則

ニ
ハ
右
項
ロ
ヲ
削
リ
タ
リ
。
蓋
シ
他
種
事
業
卜
雖
モ
近
来
規
模
内
容
拡
大

充
実
シ
来
り
、
ソ
ノ
間

二
差
別
視
ス
ル
要
ナ
ク
ナ
リ
タ
ル
タ
メ
ナ
リ
。

ま
た
従
来
慣
用
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た

「本
社
」
の
名
称
を
使
用
す
る
場
合
が
正
式

に
規
定
さ
れ
た
。

本
社
名
称

二
関
ス
ル
件

規
程
其
ノ
他

一
般
店
用
文
書

二
於
テ
合
資
会
社
ノ
本
社
（各
店
部
ヲ
包
含
セ
サ
ル
）
ヲ
指
称
ス
ル
場
合

ハ

「本
社
」
ナ
ル
名
称
ヲ
使
用
ス

ル
モ
ノ
ト
ス
（後
略
）

社
則
の
配
布
に
当
た
り
、
次
の
よ
う
な
改
正
の
要
点
が
添
付
さ
れ
た
。
こ
の
中
統
轄
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
規
程
の
改
正
点
の
み
列
挙
す
る

こ
と
と
す
る
。



15  14  13  12  11  10  9 876543

社
則
改
正
要
点

職
員
規
程

、
傭
員
ヲ
職
員

二
改
称
シ
、
備
員
各
種
別
モ
夫
々
別
紙
甲
第
九
号
達
（資
料
１２
）
ノ
通
改
称
セ
ラ
ル
。

準
職
員
規
程

、
準
備
員

ハ
準
職
員
卜
改
称
ス
。
（後
略
）

職
員
提
出
書
類

二
関
ス
ル
規
程
（略
）

事
務
引
継

二
関
ス
ル
件
（略
）

休
暇
規
程
（略
）

欠
勤
規
程
（略
）

俸
給
規
程

・
俸
給
規
程
施
行
細
則
（略
）

兵
役
服
務
取
扱
規
程
（略
）

賞
与
規
程
（略
）

懲
戒
規
程
（略
）

内
国
旅
費
規
程

・
内
国
旅
費
規
程
施
行
細
則
（略
）

特
定
地
区
勤
務
手
当
規
程
（略
）

積
金
規
程
（略
）

積
金
取
扱
手
続
（略
）

会
計
規
程
及
同
施
行
細
則

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

五

一
九
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五
二
〇

一
、
各
店
部
所
属
支
店
又

ハ
事
業
所
等

ニ
シ
テ
、
計
算

ヲ
分
離
セ
ル
モ
ノ
及
特
別
会
計

二
関
シ
テ
ハ
特

二
本
社

二
於
テ
必
要
ナ
シ
ト

認
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
限
り
、
会
計
見
積
書
及
実
際
報
告
書
ヲ
提
出
ス
ル
ヲ
要
セ
ザ
ル
コ
ト
ト
シ
タ
リ
。

会
計
見
積
書
及
実
際
報
告
書
記
載
事
項
中
、
資
金
最
高
額

ハ
之
ヲ
廃
止
シ
タ
リ
。

起
業
支
出
各
科
目
予
算

ハ
、
収
支
予
算
中

二
於
テ
詳
細

二
之
ヲ
説
明
ス
ル
コ
ト
ト
シ
、
従
来
ノ
起
業
予
算
表

ヲ
省
略
セ
リ
。

営
業
費
各
科
目
予
算
ノ
増
加

ハ
、
其
著
シ
キ
モ
ノ
ニ
限
り
本
社
ノ
認
可
ヲ
受
ク
コ
ト
ト
ス
。

固
定
財
産
各
科
目
支
出
予
算
ノ
超
過
又

ハ
新
規
支
出

二
付
テ
ハ
、
之
ヲ
起
業
支
出
各
科
目
予
算
卜
同
様
ノ
取
扱
卜
為
セ
リ
。

現
金
出
納

ハ
、
原
則
ト
シ
テ
各
店
部
所
在
地
ノ
住
友
銀
行
卜
当
座
預
金
取
引
ヲ
開
キ
、
例
外
ト
シ
テ
同
銀
行

二
委
託
シ
テ
之
ヲ

行
ヒ
得
ル
コ
ト
ト
セ
リ
。

主
管
者

二
代
り
伝
票

二
認
印
ス
ル
者
ヲ
定
ム
ル
場
合

ハ
、
本
社
ノ
認
可
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ト
シ
タ
リ
。

補
助
元
帳
ノ
設
定
変
更
廃
止

ハ
、
他
ノ
補
助
帳
卜
同
ジ
ク
報
告
事
項
ト
シ
認
可
ヲ
要
セ
ザ
ル
コ
ト
ト
ス
。

経
費

二
関
ス
ル
元
帳
科
目
及
内
訳
科
ロ

ハ
、
今
回
改
正
シ
タ
ル
経
費
科
目
表

二
準
拠
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
シ
、
特
殊
ノ
事
由
ア
ル
ト

キ
ハ
、
本
社

二
稟
申
ノ
上
其

一
部

二
付
之
ガ
変
更
ヲ
為
シ
得
ル
コ
ト
ト
ス
。

営
業
費
科
ロ

ニ
付
テ
ハ
、
規
程
上
明
文
ナ
キ
モ
各
店
部

二
於
テ
ハ
当
分
ノ
内
矢
張
り
従
来
カ
ラ
使
用
ノ
科
ロ
ニ
依
ル
コ
ト
ト
シ
、

会
計
整
理
上
著
シ
ク
不
便
ア
ル
モ
ノ
ニ
限
り
本
社

二
稟
申
ノ
上
変
更
セ
ラ
レ
度
。
連
系
会
社

二
於
テ
ハ
変
更
ノ
場
合

ハ
矢
張
リ

本
社

二
打
合
ノ
上
実
行
セ
ラ
レ
度
。
又
事
業
費
科
ロ
ニ
依
ル
ヲ
便
利
ト
ス
ル
場
合

ハ
此
ノ
制
度

ニ
ヨ
ル
モ
差
支
ナ
シ
。

本
社

二
提
出
ス
ル
諸
表
ノ
中
、
従
来
ノ
元
帳
差
引
残
高
表

ハ
元
帳
残
高
表
、
計
算
表

ハ
元
帳
残
高
合
計
表

二
、
収
入
支
出
表

ハ

収
支
予
算
表

二
、
損
益
表

ハ
損
益
予
算
表
（又

ハ
損
益
決
算
表
Ｙ
一改
称
セ
リ
。
尚
上
下
両
半
期
損
益
決
算
額
予
想
表
及
下
半
期

損
益
及
収
支
予
想
表

二
付
テ
ハ
、
従
来
提
出
期
日
ヲ
其
都
度
本
社
ヨ
リ
通
知
セ
ル
モ
、
今
回
之

二
付
規
定

ヲ
設
ケ
タ
ル
ヲ
以
テ
、

九 八 七 六 五 四 三 二十



今
後
ハ
右
通
知
ヲ
省
略
ス
ヘ
キ
ニ
付
、
所
定
ノ
期
日
迄
二
相
違
ナ
ク
提
出
セ
ラ
レ
タ
シ
。

十

一
、
従
来
毎
半
期
二
提
出
セ
ル
経
費
及
営
業
費
ノ
雑
費
内
訳
表
ハ
廃
止
ス
。
但
シ
実
際
報
告
書
ニ
ハ
必
ズ
之
ヲ
明
記
セ
ラ
レ
タ
シ
。

十
二
、
従
来
ノ
提
出
ノ
諸
表

ニ
シ
テ
規
程
二
明
示
セ
ザ
ル
モ
ノ
ト
雖
、
此
処
二
記
載
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
外
ハ
総
テ
依
然
提
出
セ
ラ
レ
タ

ンヽ
。

十
三
、
実
際
報
告
書

ハ
、
其
年
度

ノ
会
計
見
積
書
卜
対
照

ス
ル
ヲ
以

テ
足
り
、
前
年
度
実
際
報
告
書
ト
ノ
比
較

ハ
各
店
部

ノ
自
由

ニ

任

セ
リ
。

十
四
、
会
計
見
積
書

二
計
上

ス
ヘ
キ
俸
給

ハ
、
本
社

ヨ
リ
通
知

ス
ヘ
キ

一
定

ノ
増
加
率

ヲ
見
込

ミ
計
上

ス
ル
コ
ト
ト
シ
、
賞
与

ハ
見

積
書
作
成
年
度
上
半
期
実
際
支
出
額
ノ
倍
額

ヲ
以

テ
ス
ル
コ
ト
ト
セ
リ
。

‐６
．
資
金
規
程

一
、
各
店
部
資
本
金
ノ
計
算

二
当
り
、
従
来
ノ
創
業
費
勘
定
、
固
定
財
産
勘
定
、
起
業
支
出
勘
定
及

一
定
ノ
流
動
資
金
ノ
合
計
ノ
外

権
利
勘
定
ヲ
加
算
ス
ル
コ
ト
ト
セ
リ
。

二
、
各
店
部
卜
其
ノ
所
属
ノ
支
店
又
ハ
事
業
所
等

ニ
シ
テ
計
算

ヲ
分
離
セ
ル
モ
ノ
、
又

ハ
特
別
会
計
ト
ノ
間

二
資
金
規
程
ヲ
準
用
ス

ル
ノ
規
程
ヲ
任
意
規
程
ト
シ
タ
リ
。

‐７
．
財
産
規
程
（略
）

‐８
．
償
却
規
程
（略
）

‐９
。
会
計
諸
帳
簿
及
諸
表
様
式
（略
）

２０
．
文
書
規
程

一
、
合
資
会
社
全
体

二
関
ス
ル
事
項

ハ
甲
達
ヲ
以
テ
発
表
シ
、
本
社
限
リ
ニ
関
ス
ル
事
項

ハ
乙
達
ヲ
以
テ
発
表
ス
。
従
来
ノ
甲
乙
丙

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
一



第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
二

（
‐６
）

ノ
各
達
卜
分
類
ヲ
異

ニ
ス
。

二
、
各
店
部

二
対
ス
ル
指
令
ノ
形
式

ハ
之
ヲ
廃
止
ス
。
従
テ
認
可
ノ
決
定
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
関
係
部
長
ヨ
リ
主
管
者
宛
書
面
ヲ
以

テ
其
旨
ヲ
通
知
ス
ル
コ
ト
ト
ス
。
（後
略
）

２‐
．
未
成
年
給
仕
修
学
規
程
（略
）

２２
．
職
員
準
職
員
発
明

二
関
ス
ル
規
程
（略
）

２３
．
職
員
異
動
報
告
（略
）

２４
．
交
際
費
支
出
内
規
（略
）

２５
。
連
系
会
社
職
員
準
職
員
待
遇
其
他

二
関
ス
ル
内
規

一
、
従
来
各
連
系
会
社
毎

二
規
定
シ
タ
ル
職
員
準
職
員
待
遇

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
、　
一
括
シ
テ
本
規
程
ヲ
設
ケ
タ
リ
。
従
テ
将
来
連
系

会
社
設
立
セ
ラ
ル

ヽ
モ
、
従
来
ノ
如
ク

一
々
身
分
関
係

二
付
通
達
ヲ
為
サ
ズ
、
連
系
会
社
ノ
指
定
ヲ
為
ス
ニ
止
メ
、
之

二
依
リ

当
然
本
規
程

二
基
キ
身
分
関
係
決
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。
（後
略
）

２６
．
用
字
例
（略
）

（資
料
１
）

例
第

一
二
九
号

提
出
大
正
十
五
年
九
月
二
十
日
　
決
裁
同
年
十

一
月
三
日

処
務
報
告
ノ
件

従
来
各
店
部
ヨ
リ
主
ト
シ
テ
家
史
編
纂
ノ
材
料

二
供
ス
ル
為
メ
、
年
度
毎

二
処
務
報
告
ヲ
提
出
致
サ
セ
居
候
処

一
、
各
店
部

ニ
テ
ハ
其
記
載
事
項
ノ
取
捨
選
択

ニ
ツ
キ
困
難
ヲ
感
ズ
ル
ト
共

二
多
大
ノ
手
数
ナ
ル
コ
ト
（大
正
六
年
及
十
五
年
度
主
管
者



会
議

二
於
テ
之
ガ
廃
止
若
ク
ハ
記
載
事
項
整
理
方

二
付
別
子
鉱
業
所
ヨ
リ
提
案
ア
リ
タ
リ
）

一
、
其
記
載
事
項
ノ
重
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
殆
ド
全
部
本
社

二
於
テ
判
明
シ
、
之
ガ
編
纂

ハ
本
社

二
於
テ
之
ヲ
為
ス
ヲ
得
ル
ト
共

二
、
此
種

ノ
モ
ノ
ニ
テ
家
史
編
纂
ノ
材
料
ト
シ
テ
ハ
十
分
ナ
ル

次
第
ナ
レ
バ
、
大
正
十
五
年
度
分
ヨ
リ
ハ
各
店
部
ヨ
リ
提
出

ハ
之
ヲ
廃
止
シ
、
之

二
代
フ
ル
ニ
左
記
内
規

ニ
ヨ
リ
本
社
各
課
及
本
家
詰
所

ニ

於
テ
分
担
シ
テ
材
料
ヲ
集
メ
、
庶
務
課
文
書
係

二
於
テ
之
ヲ
整
理
編
纂
ノ
コ
ト
ニ
御
決
定
相
成
可
然
乎
。

処
務
報
告
書

二
関
ス
ル
内
規

処
務
報
告
書

ハ
、
左
記
各
項
ヲ
各
課

二
於
テ
分
担
シ
、
其
重
要
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
摘
録
シ
庶
務
課
文
書
係

二
於
テ
整
理
編
纂
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

一
、
吉
凶
大
礼
祝
事
宴
会
等

二
関
ス
ル
件
（庶
務
課
内
事
係
）

一

一
、

一
一
一

、

五  四

臨
時
休
業

二
関
ス
ル
件
（庶
務
課
文
書
係
）

家
務

二
関
ス
ル
件
（本
家
詰
所
）

イ
　
家
長
殿
進
退

二
係
ル
事
項

口
　
御
家
族
及
御
親
成

二
係
ル
事
項

末
家

二
関
ス
ル
件
（人
事
部
第

一
課
）

公
共
事
業
寄
附
義
捐
又

ハ
其
褒
賞

二
関
ス
ル
件
（庶
務
課
内
事
係
）

右

ハ
一
件
千
円
以
上
ノ
モ
ノ
ヲ
本
社
名
義
、
店
部
連
系
会
社
名
義
、
社
長
名
義
、
家
長
名
義
其
他

二
分
チ
記
載
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

人
事

二
関
ス
ル
件
（人
事
部
第

一
課
）

イ
　
傭
員
ノ
進
退
異
動

二
係
ル
事
項

口
　
傭
員
ノ
公
務
又

ハ
公
共
事
業

二
関
係
シ
或

ハ
連
系
会
社
以
外
ノ
会
社
役
員

二
就
任
等

二
係
ル
事
項

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
三



第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

ハ
　
主
要
ナ
ル
賞
罰

二
係
ル
事
項

二
　
傭
員
ノ
留
学
及
海
外
出
張

二
係
ル
事
項

労
働
者

二
関
ス
ル
件
（人
事
部
第
二
課
）

例
規

二
関
ス
ル
件
（庶
務
課
文
書
係
）

イ
　
定
款
及
達

二
係
ル
事
項

口
　
各
連
系
会
社
定
款
例
規

二
係
ル
事
項

ハ
　
通
牒
及
指
令

二
係
ル
事
項

二
　
内
規
細
則
ノ
重
要

ニ
シ
テ
先
例
ト
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
係
ル
事
項

九
、
商
標
及
特
許

二
関
ス
ル
件
（庶
務
課
文
書
係
）

十
、
訴
訟
、
訴
願
、
請
願
其
他
紛
議
交
渉
等

二
関
ス
ル
件
（庶
務
課
文
書
係
）

十

一
、
重
要
ナ
ル
事
業
上
ノ
改
良
発
明
業
務
ノ
創
始
改
廃
並

二
店
舗
ノ
開
発

二
関
ス
ル
件
（経
理
部
各
課
）

十
二
、
重
要
ナ
ル
鉱
山
ノ
試
掘
ノ
着
手
及
其
結
果
（経
理
部
第

一
課
）

十
三
、
土
地
其
他
ノ
不
動
産

二
関
ス
ル
件
（地
所
課
及
経
理
部
）

十
四
、
博
覧
会
共
進
会
等
出
品
及
其
褒
賞
受
領
等

二
関
ス
ル
件
（庶
務
課
文
書
係
）

十
五
、
水
火
災
盗
難
其
他
非
常
損
害

二
関
ス
ル
件
（庶
務
課
文
書
係
）

十
六
、
其
他
重
要
ナ
ル
事
件

ニ
シ
テ
家
史
編
纂
ノ
資
料
ト
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ

以
上

（資
料
２
）

八 七

五
二
四



例
第

一
三
九
号

提
出
　
大
正
十
五
年
十

一
月
三
日
　
決
裁
　
同
年
十

一
月
五
日

合
資
会
社
事
務
章
程
中
改
正
ノ
件

案

甲
第
十

一
号
達

大
正
十
年
五
月
甲
第
七
号
達
合
資
会
社
事
務
章
程
中
左
ノ
通
改
正
ス
。

大
正
十
五
年
十

一
月
十
日

合
資
会
社

第
十
八
条
　
工
作
部

ハ
建
築
土
木
機
械
及
ヒ
電
気
工
事

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
、
左
ノ
各
課
ヲ
置
キ
之
ヲ
分
掌
セ
シ
ム
。

建
築
課
　
建
築
工
事
ノ
設
計
製
図
、
工
事
仕
様
書
ノ
調
製
、
工
事
予
算
資
料
ノ
取
調
、
工
事
ノ
施
行
監
督
並

二
工
事
材
料
ノ
保
管

二
関
ス

ル
事
項

工
作
課
　
土
木
機
械
及
ビ
電
気
各
工
事
ノ
設
計
製
図
、
工
事
仕
様
書
ノ
調
製
、
工
事
予
算
資
料
ノ
取
調
、
工
事
ノ
施
行
監
督
並

二
工
事
材

料
ノ
保
管

二
関
ス
ル
事
項

工
務
課
　
工
事
予
算
書
ノ
調
製
、
工
事
請
負
、
工
事
用
品
ノ
購
買
受
渡
、
工
事
不
用
物
件
ノ
処
理
、
工
事
費
ノ
整
理
、
工
作
部
各
課
ノ
文

書
其
他
雑
務

二
関
ス
ル
事
項

備
考

一
、
改
正
ノ
要
点

ハ
、
工
作
部
臨
時
土
木
課
及
臨
時
電
気
課
ヲ
廃
止
シ
、
之

二
代
フ
ル
二
一上
作
課
を
新
設
シ
、　
一
方
建
築
課
建
築
係
及
工

務
係
ヲ
独
立
セ
シ
メ
テ
各
建
築
課
及
Ｔ
工務
課
ト
ナ
シ
、
芳
々
其
所
管
事
項
ヲ
整
理
補
修
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
候
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

五
二
五



第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
六

一
、
臨
時
土
木
課

ハ
当
初
築
港
繋
船
桟
橋
工
事
、
臨
時
電
気
課

ハ
耳
川
水
力
電
気
工
事
ノ
特
定
ノ
エ
事

ヲ
担
当
ス
ル
為
メ
ニ
設
置
サ
レ
タ

ル
モ
ノ
ニ
有
之
候
処
、
今
日
二
於
テ
ハ
前
者

ハ
桟
橋
工
事
終
了
卜
共

二
、
後
者

ハ
其
工
事
ノ
実
行
ガ
九
州
送
電
会
社

二
移
サ
レ
シ
結

果
、
其
存
置
ノ
理
由
無
之

二
到
リ
シ
モ
ノ
ニ
候
。

而
ル
ニ
建
築
工
事
施
行

二
付
テ
ハ
、
土
木
機
械
電
気
ノ
専
門
家
ノ
技
術
ヲ
必
要
ト
ス
ル
実
情

二
有
之
、
現
在
モ
尚
相
当
数
ノ
土
木
及

電
気
課
員
モ
有
之
候

二
付
、
之
ヲ
一
括
シ
テ
エ
作
課
ト
シ

一
課
ヲ
設
ケ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
候
。

一
、
工
作
部
中
更

二
工
作
課
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ハ
、
其
名
称
必
ズ
シ
モ
適
当
ナ
ル
モ
ノ
ニ
非
ル
モ
、
他

二
適
当
ナ
ル
名
称
無
之
タ
メ
、
寿
々

伸
銅
電
線
等

ニ
テ
モ
、
工
作
課
ヲ
シ
テ
機
械
電
気
蒸
気
建
築
等

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ラ
シ
メ
居
候
ヲ
以
テ
、
此
名
称
ヲ
用
フ
ル
コ
ト

ニ
致
候
。

一
、
工
務
係
ヲ
エ
務
課
ト
シ
テ
独
立
セ
シ
メ
タ
ル
ハ
、
現
在
工
務
係
ノ
処
理
事
項

ハ
相
当

二
多
ク
、
又
之
ヲ
一
係
ト
シ
テ
建
築
課
内

二
置

ク
ト
キ
ハ
、
工
事
費
支
出

二
付
抑
制
ノ
権
能
ヲ
失
フ
虞
モ
有
之
候
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
独
立
セ
シ
メ
、
工
作
部
全
体
ノ
事
務
ヲ
分
担
セ
シ

メ
、
斯
ク
シ
テ
技
術
卜
事
務
ノ
分
掌
ヲ
明
確

ニ
セ
ン
ト
ノ
趣
旨

二
有
之
候
。
従
テ
エ
作
部
各
課
ノ
文
書
ノ
起
案
往
復
凡
テ
エ
務
課
ヲ

シ
テ
担
当
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
明
記
致
候
。

建
築
係
中

二
収
メ
、
工
作
部

ハ
現
在
ノ
建
築
課
ノ

一
課
（建
築
係
及
工
務
係

ハ
置
ク
Ｙ
一止
ム
ル
コ
ト
ニ
ス
ル
カ
、
或

ハ
建
築
課
内

二
工
作
係
ナ
ル

一
係
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ニ
ス
ル
モ
一
方
法

二
候
モ
、
工
作
部

ニ
ハ
百
余
名
ノ
部
員
モ
有
之
、
且
専
門
ノ
異
レ
ル
技
術
家

ヲ
一
課
内

二
収
ム
ル
コ
ト
ハ
、
種
々
適
当
ナ
ラ
ザ
ル
事
情
モ
可
有
之
ヲ
以
テ
、
本
案
ノ
如
ク
及
仰
裁
候
也
。

（資
料
３
）

例
第
五
二
号

提
出
　
昭
和
二
年
五
月
四
日
　
決
裁
　
昭
和
三
年
五
月
十
七
日



合
資
会
社
事
務
章
程
中
改
正
ノ
件

合
資
会
社
事
務
章
程
（註
、
「住
友
合
資
会
社
の
設
二上
」
資
料
１０
）
ハ
、
大
正
十
年
ノ
制
定

二
係
り
、
爾
来
己

二
六
ケ
年

ヲ
経
過
シ
居
り
、
分
課
及

其
名
称
モ
実
情

二
副

ハ
ザ
ル
点
モ
多
々
有
之
、
又
余
リ
ニ
課
係
ヲ
細
別
シ
タ
ル
結
果
、
却
テ
能
率
ノ
増
進
ヲ
妨
グ
ル
ト
共

二
人
員
ノ
膨
張
ト

モ
相
成
、
又

「係
長
」
及

「主
査
」

ハ
之
ヲ
存
置
セ
ザ
ル
ヲ
適
当
ト
ス
ル
実
情

二
有
之
候
ヲ
以
テ
、
此
等
ノ
点

二
付
キ
事
務
章
程
全
般

二
亘

り
改
正
相
成
、
同
時

二
監
査
部

二
関
ス
ル
規
定

ハ
根
本
的

二
改
正
ス
ル
ノ
必
要
有
之
候
ヲ
以
テ
、
左
記
案
ノ
通
諸
改
正
相
成
可
然
哉
。

備
考
２

）
改
正
ノ
要
点
左
ノ
如
シ

一
、
「監
査
部
」
ヲ
廃
止
シ
、
新

二

「検
査
役
検
査
役
補
及
検
査
役
附
属
員
」
ヲ
設
ケ
、
検
査
事
務
ヲ
掌
ラ
シ
ム
。
（第
三
条
及
第
四
条
）

二
、
「係
長
」
及

「主
査
」
ヲ
廃
ス
。
（第
三
条
及
第
四
条
）

三
、
課
係
ノ
名
称
ノ
変
更
並

二
課
係
ノ
廃
合
（第
十
二
条
、
十
四
条
及
十
六
条
）

（イ
）人
事
部
第

一
課
ヲ
人
事
課

二
、
人
事
部
第
二
課
ヲ
労
働
課

二
改
ム
。

（
３
経
理
部
第

一
課
第
二
課
ヲ
合
併
シ
テ
鉱
山
課

二
、
全
部
第
三
課
第
四
課
ヲ
合
併
シ
テ
商
工
課

二
改
ム
。

（
Ｃ
庶
務
課
内
事
係
ヲ
庶
務
係

二
改
ム
。

Ｔ
こ
其
他
諸
係
ヲ
廃
合
シ
、
分
掌
ヲ
整
理
ス
。

四
、
部
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ノ
代
理
者

ハ
、
特

二
指
定
ア
ル
場
合
ノ
外

ハ
、
其
部
ノ
上
席
課
長
ト
ア
ル
ヲ
関
係
課
長

二
改
ム
。
（第
四
条
）

五
、
「係
員
」
ヲ

「課
員
」

二
改
ム
。
其
他

一
二
ノ
改
正
ア
リ
。

六
、
技
師
長
ガ
各
課

二
分
属
セ
ル
ヲ
各
部

二
分
属
セ
シ
ム
ル
コ
ト

ヽ
ス
。

案

甲
第
五
号
達第

二
部
　
住
友
合
資
会
社

五
二
七



第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
八

大
正
十
年
五
月
甲
第
七
号
達
合
資
会
社
事
務
章
程
中
左
ノ
通
改
正
ス
。

昭
和
二
年
六
月

一
日

合
資
会
社

一
、
第
三
条

「係
長
」
ノ
項
及

「主
査
」
ノ
項
ヲ
削
り
、
「係
員
」
ノ
項
中

「係
員
」
ヲ

「
課
員
」

二
改
メ
、
其
次

二
左
ノ
ニ
項
ヲ
加
フ

検
査
役
及
検
査
役
補
　
若
干
名

検
査
役
附
属
員
　
　
　
若
干
名

一
、
第
四
条

「監
事
」
ノ
項
中

「規
程

二
依
り
」
ヲ
削
り
、
「課
長
」
ノ
項
第
四
項
第
四
号
ヲ
左
ノ
通
改
ム
。

四
、
部
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
特

二
指
定
シ
タ
ル
場
合
ノ
外
各
分
担
ノ
事
務

二
付
其
代
理
ヲ
為
ス
。

一
、
同
　
条

「係
長
」
ノ
項
及

「主
査
」
ノ
項
ヲ
削
り
、
「係
員
」
ノ
項
中

「係
員
」
ヲ

「課
員
」

二
、
「主
査
」
ヲ

「課
長
」

二
改
メ
、

次

二
左
ノ
ニ
項
ヲ
加
フ
。

検
査
役
及
検
査
役
補

一
、
常
務
理
事

二
直
属
シ
会
社
ノ
業
務

二
関
ス
ル

一
切
ノ
検
査
ヲ
掌
理
ス
。

検
査
役
附
属
員

一
、
検
査
役
及
検
査
役
補
ノ
指
揮
ヲ
承
ケ
検
査
ノ
事
務

二
従
事
ス
。

一
、
同
　
条

「技
師
長
」
ノ
項
中

「各
課
」
ヲ

「各
部
」

二
改
ム
。

一
、
第
十

一
条
中

「監
査
部
」
を
削
ル
。

一
、
第
十
二
条
人
事
部

ハ
傭
員
準
備
員
及
労
働
者

二
関
ス
ル
事
務
ヲ
掌
ル
所

ニ
シ
テ
、
左
ノ
各
課
ヲ
置
キ
、
之
ヲ
分
掌
セ
シ
ム
。

人
事
課
　
傭
員
及
準
備
員
ノ
任
免
、
賞
罰
、
給
与
其
他
身
分
、
待
遇

二
関
ス
ル
事
項
。



労
働
課
　
労
働
者

二
関
ス
ル
事
項
。

一
、
第
十
三
条
第
二
号
中

「係
員
」
ヲ

「課
員
」

二
改
ム
。

一
、
第
十
四
条
経
理
部

ハ
会
計
見
積
書
及
決
算
ノ
審
査
、
事
業
経
営
ノ
指
揮
監
督
並

二
新
規
事
業

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル
所

ニ
シ
テ
左
ノ
各

課
ヲ
置
キ
、
之
ヲ
分
掌
セ
シ
ム
。

鉱
山
課
　
鉱
業
、
林
業
及
其
他
原
始
産
業

二
関
ス
ル
事
項
。

商
工
課
　
商
工
業
及
他
課

二
属
セ
ザ
ル
事
業

二
関
ス
ル
事
項
。

一
、
第
十
六
条
庶
務
課
ノ
項
ヲ
左
ノ
通
改
ム
。

庶
務
課

文
書
係
　
｛疋
款
規
則
令
達
ノ
立
案
審
査
、
法
制
ノ
調
査
研
究
、
会
社
印
ノ
保
管
、
店
用
文
書
ノ
発
遣
接
受
、
記
録
ノ
編

纂
文
書
簿
冊
ノ
整
理
保
管
、
訴
訟
、
社
内

一
般
ノ
取
締
、
設
備
及
自
動
車
等
ノ
管
理

二
関
ス
ル
事
項
其
他
他

ノ
課
係

二
属
セ
ザ
ル
事
項
。

庶
務
係
　
機
密
、
寄
附
贈
与
、
接
待
及
広
告

二
関
ス
ル
事
項
。

一
、
同
　
条
会
計
課
計
算
係
ノ
項
ヲ
左
ノ
通
改
ム
。

計
算
係
　
本
社
′
計
算
記
帳
並

二
諸
預
り
金
ノ
取
扱

二
関
ス
ル
事
項
。

一
、
第
二
十
条
ヲ
削
除
シ
、
以
下

一
条
宛
繰
上
グ
。

（資
料
４
）

合
資
会
社
実
習
内
規
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（昭
和
二
年
三
月
制
定
）

第

一
条
　
新

二
採
用
セ
ラ
レ
タ
ル
傭
員

ハ
、
事
務
又

ハ
技
術

二
就
テ
実
習
（講
習
ヲ
含
ム
）
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
。
但
其
必
要
無
キ
者

二
付
テ
ハ

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
九



第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

此
限

二
在
ラ
ス
。

第
二
条
　
実
習
ノ
期
間

ハ
、
事
務
六
箇
月
以
上
技
術

一
箇
年
以
上
ト
ス
。

第
三
条
　
実
習

ハ
事
情

二
依
り
店
部

二
委
託
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
。

第
四
条
　
実
習
ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ヲ
指
導
監
督
ス
ル
為
メ
、
指
導
主
任

一
名
ヲ
置
キ
其
責

二
任
セ
シ
ム
。

第
五
条
　
指
導
主
任

ハ
、
常
務
理
事
ノ
承
認
ヲ
経
テ
、
傭
員
中
ヨ
リ
適
当
ノ
者
ヲ
選
定
シ
、
実
習
ノ
指
導

二
関
ス
ル
実
務
ヲ
分
担
セ
シ
ム
ル

コ
ト
ヲ
得
。

第
六
条
　
実
習
ノ
結
果

ハ
、
別

二
定
ム
ル
様
式

二
依
り
之
ヲ
記
録
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
七
条
　
他
店
部
又

ハ
連
系
会
社
ヨ
リ
転
任
ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
者
並
本
内
規
施
行
前
ヨ
リ
勤
務
ス
ル
者

二
付
テ
モ
、
必
要
ア
ル
場
合

ニ
ハ
本

内
規
ヲ
準
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

（資
料
５
）

例
第
　
外
　
号

提
出
　
昭
和
三
年
九
月
二
十
日
　
決
裁
　
同
年
九
月
二
十
二
日

東
京
支
店
設
置
ノ
件

東
京
市

二
合
資
会
社
支
店
ヲ
設
置
シ
、
左
ノ
通
り
通
達
相
成
可
然
哉
。

案

　
一

甲
第
三

一
号
達

合
資
会
社
事
務
章
程
中
左
ノ
通
改
正
ス
。

昭
和
三
年
十

一
月

一
日

五
三
〇



合
資
会
社

第
二
十

一
条
　
東
京
市

二
支
店
ヲ
置
ク
。

東
京
支
店

二
関
ス
ル
事
項

ハ
別
二
之
ヲ
定
ム
。

案
　
一
一

甲
第
三
二
号
達

東
京
販
売
店
事
務
章
程
中
左
ノ
通
改
正
ス
。
（略
）

案
　
一二

甲
第
二
三
号
達

東
京
市

二
東
京
支
店
ヲ
置
キ
、
其
ノ
事
務
章
程
別
紙
ノ
通
定
ム
。

昭
和
三
年
十

一
月

一
日

合
資
会
社

東
京
支
店
事
務
章
程

第

一
条
　
東
京
支
店

ハ
本
社
ノ
指
揮
ヲ
承
ケ
、
東
京
方
面

二
於
ル
諸
般
ノ
事
項
ヲ
掌
理
ス
ル
所
ト
ス
。

第
二
条
　
東
京
支
店

二
左
ノ
職
員
ヲ
置
ク
。

支
店
長
　
　
一
名

課
　
長
　
　
一
名

係
　
員
　
　
若
干
名

第
三
条
　
職
員
ノ
職
務
権
限
左
ノ
如
シ
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

五

三

一



第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
二

支
店
長

一　

規
程
及
上
司
ノ
指
示

二
依
り
、
東
京
支
店
全
般
ノ
事
務
ヲ
管
理
シ
、
其
ノ
責

二
任
ス
。

一
一　
部
下
各
員
ノ
進
退
賞
罰
ヲ
具
状
ス
。

〓
一　
補
助
職
員
以
下
ヲ
任
免
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

四
　
係
員
ノ
分
掌
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

五
　
部
下
各
員

二
国
内
出
張
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

エハ
　
予
定
ノ
支
出
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
。

七
　
臨
時
費
金
額
百
円
以
内
ヲ
支
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

八
　
例
規

二
依
り
部
下
各
員
ノ
願
届
ヲ
処
理
ス
。

前
記
各
号
中
、
第
三
、
第
四
ノ
件
及
第
七
ノ
著
シ
キ
モ
ノ
ハ
、
之
ヲ
本
社

二
報
告
ス
ヘ
シ
。

緊
急
ノ
事
件

ニ
シ
テ
経
伺
ノ
暇
ナ
キ
ト
キ
ハ
、
権
限
外
卜
雖
臨
機
処
分
ノ
後
、
直

二
本
社

二
稟
申
ス
ル
コ
ト
ラ
得
。

課
　
長

一　

規
程
及
上
司
ノ
指
示

二
依
り
、
分
担
ノ
事
務
ヲ
掌
理
シ
、
其
ノ
責

二
任
ス
。

一
一　
支
店
長
欠
位
若

ハ
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
、
其
ノ
代
理
ヲ
為
ス
。

〓
一　
部
下
各
員
ノ
進
退
賞
罰
ヲ
具
状
ス
。

四
　
部
下
各
員

二
特
定
区
域
内
ノ
出
張
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

係
　
員

一　

上
司
ノ
指
揮
ヲ
承
ケ
、
各
分
担
ノ
事
務

二
従
事
ス
。



第
四
条
　
東
京
支
店

二
総
務
課
ヲ
置
ク
。

総
務
課

ハ
、
東
京
支
店
全
般
ノ
事
務
ヲ
掌
理
ス
ル
所

ニ
シ
テ
、
左
ノ
係
ヲ
置
キ
之
ヲ
分
掌
セ
シ
ム
。

調
査
係
　
一
般
調
査

二
関
ス
ル
事
項
並

二
特

二
本
社
ノ
指
定
シ
タ
ル
事
項
。

庶
務
係
　
人
事
、
文
書
、
会
計
、
用
度
、
職
員
倶
楽
部
、
自
動
車
管
理
、
其
ノ
他

一
般
庶
務

二
関
ス
ル
事
項
。

第
五
条
　
東
京
支
店
ノ
金
銭
出
納

二
関
ス
ル
事
務

ハ
、
当
分
ノ
内
東
京
販
売
店

二
委
託
シ
テ
之
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
。

備
考

一　

東
京
支
店

ハ
本
社
ノ
分
身
ト
シ
テ
、
東
京
市
方
面

二
於
テ
本
社
ノ
処
理
ス
ベ
キ

一
切
ノ
事
項
ヲ
担
当
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。
故

二
従
来

東
京
販
売
店

二
於
テ
処
理
シ
タ
ル
諸
種
ノ
調
査
、
交
際
、
其
ノ
他
販
売

二
関
セ
サ
ル
事
務

ハ
、
総
テ
支
店

二
移
管
セ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ

ト

ス
。

一
一　
支
店
設
立
′
結
果
、
東
京
販
売
店

二
於
テ
ハ
一
部
事
務
ノ
減
少
ヲ
見
ル
筈
ナ
レ
バ
、
販
売
店
ノ
調
査
係
ヲ
廃
止
ス
。
調
査
係
所
管

事
項
中
支
店

二
移
管
セ
ザ
ル
残
余
ノ
部
分

ハ
、
事
務
ノ
性
質

二
依
り
、
会
計
係
又

ハ
庶
務
係

二
分
属
セ
シ
ム
。
（後
略
）

（資
料
６
）

例
第

一
三
三
号

提
出
　
昭
和
四
年
十
二
月
六
日
　
決
裁
　
同
年
同
月
七
日

合
資
会
社
事
務
章
程
中
改
正
ノ
件
（参
事
設
置
ノ
件
）

六
月
十
三
日
人
事
課
伺
雑
第
二

一
人
号
ヲ
以
テ
御
決
裁
ノ
趣

二
依
り
、
左
案
ノ
通
り
合
資
会
社
事
務
章
程
中
改
正
通
達
相
成
可
然
哉
。

通
達
案

甲
第
四
十
四
号
達

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
二



第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
四

住
友
合
資
会
社
事
務
章
程
中
左
ノ
通
改
正
ス
。

昭
和
四
年
十
二
月
七
日

合
資
会
社

第
二
条
第

一
項
ノ
次

二
左
ノ

一
項
ヲ
加
フ
。

本
会
社

二
参
事
若
干
名
ヲ
置
ク
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
。
参
事

ハ
総
理
事
及
理
事
ノ
命

ヲ
承
ケ
、
特
定
ノ
事
務

二
従
事
ス
。

（資
料
７
）

例
第
六
〇
号

提
出
　
昭
和
五
年
八
月
二
日
　
決
裁
　
同
年
十
月
六
日

本
社
理
事
会
回
数
減
少
ノ
件

現
在
本
社
ノ
理
事
会

ハ
、
毎
週
二
回
開
催
ノ
定
メ
ナ
ル
モ
、
此
ノ
如
キ
頻
繁
ナ
ル
開
催

ハ
、
実
際
上
実
行
困
難
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
現

二
理

事
会

二
提
出
セ
ラ
ル
ヽ
事
項
中

ニ
ハ
、
事
態
比
較
的
軽
微

ニ
シ
テ
必
ズ
シ
モ
理
事
会
ノ
決
議

ヲ
侯
ツ
ノ
要
ナ
キ
モ
ノ
ヲ
モ
包
含
ス
ル
ヲ
以
テ
、

之
等
ヲ
整
理
ス
ル
ト
キ
ハ
、
理
事
会
開
催
ノ
回
数
ヲ
減
少
ス
ル
余
地
充
分

ニ
ア
リ
。
因
テ

一
方

二
於
テ
、
提
出
事
項
ノ
整
理
ヲ
行

フ
ト
同
時

二
、
定
例
理
事
会
回
数
ヲ
左
ノ
通
り
改
正
相
成
可
然
乎
。

本
社
定
例
理
事
会
開
催
回
数

毎
月

一
回
　
但
シ
必
要
ノ
際

ハ
臨
時
開
催
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
。
追
テ
開
催
日
取

ハ
毎
月
第

一
月
曜
日
午
後
二
時
ヨ
リ
ト
ス
。

右
卜
同
時

二
理
事
会
提
出
事
項
ヲ
左
ノ
通
り
改
定
相
成
可
然
哉
。

本
社
理
事
会
提
出
事
項

一
、
人
事
課
所
管
事
項
。



（
一
）

高
等
職
員

二
関
ス
ル

一
切
ノ
事
項
。

（
二
）

一
等
職
員
及
主
管
者
ノ
任
用
、
解
雇
、
転
補
、
褒
賞
、
懲
戒
、
停
年
退
職
。

（三
）

昇
給
及
賞
与

二
関
ス
ル
方
針
ノ
決
定
。

（
四
）

一
一等
職
員
以
上
ノ
昇
給
及
賞
与
。

（五
）

重
要
ナ
ル
待
遇
施
設
ノ
制
定
改
廃
。

二
、
労
働
課
所
管
事
項
。

（
一
）

整
理
ノ
際
等

二
於
ケ
ル
多
数
労
働
者
ノ
解
一雇
（解
一雇
手
当
ノ
決
定
）
。

（
二
）

特
殊
事
件
ノ
際
ノ
扶
助
救
済
。

三
、
鉱
山
課
及
商
工
課
所
管
事
項
。

（
一
）

店
部
連
系
会
社
申
請

二
係
ル
事
項
ノ
認
可
。

（イ
）

従
来
ノ
根
本
方
針

二
変
更
ヲ
来
タ
ス
ベ
キ
事
項
。

（
口
）

一
件
五
十
万
円
以
上
ノ
起
業
其
ノ
他
。

（
ハ
）

外
部
（外
国
、
内
国
ト
モ
）
ト
ノ
重
要
ナ
ル
新
規
交
渉
ノ
開
始
。

（
二
）

会
計
見
積
書
ノ
認
可
。

（
二
）

本
社
自
体

二
関
ス
ル
事
項
。

（イ
）

事
業

二
影
響
ヲ
及
ボ
ス
ベ
キ
投
資
。

（
口
）

其
ノ
他
事
業

二
関
係
ヲ
及
ボ
ス
ベ
キ
重
要
事
項
。

四
、
庶
務
課
所
管
事
項
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

五
二
五



第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
六

（
一
）

事
務
章
程
ノ
制
定
、
廃
止
、
大
改
正
。

（
二
）

合
資
会
社
定
款
ノ
改
正
、
其
ノ
他
社
員
決
議
ヲ
要
ス
ル
事
項
。

（三
）

一
件
五
万
円
以
上
ノ
寄
附
金
及

一
万
円
以
上
ノ
報
酬
金
。

五
、
会
計
課
所
管
事
項
。

（
一
）

本
社
、
本
家
及
両
分
家
ノ
会
計
見
積
書
。

（
二
）

本
社
利
益
金
処
分
。

六
、
地
所
課
所
管
事
項
。

（
一
）

経
営
方
針
ノ
決
定
、
変
更

二
関
ス
ル
事
項
。

（
二
）

一
件
十
万
円
以
上
ノ
不
動
産
ノ
得
喪
。

七
、
工
作
部
所
管
事
項
。

理
事
会
提
出
事
項
ナ
シ
。

八
、
以
上
列
挙
ス
ル
所
ノ
外
、
各
課
ト
モ
特
殊
ノ
問
題

ニ
シ
テ
理
事
会

二
提
出
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ベ
シ
。
又
通
常
提
出
ヲ
要
セ
ザ
ル
事
項
卜
雖

モ
特
別
ノ
事
情

二
依
り
、
理
事
会
提
出
ノ
必
要
ヲ
生
ズ
ベ
キ
ハ
勿
論
ト
ス
。

九
、
比
較
的
軽
微

ニ
シ
テ
且
緊
急
ノ
事
項

ハ
、
便
宜
本
社
常
任
ノ
理
事
ノ
ミ
ノ
会
議

ニ
テ
決
定
シ
、
次
回
定
例
理
事
会

二
事
後
報
告
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
ル
モ
ノ
ト
ス
。

理
事
会
提
出
事
項
ヲ
上
記
ノ
如
ク
整
理
ス
ル
ト
キ
ハ
、
之
ト
ノ
権
衡
上
、
自
然
、
総
理
事
、
常
務
理
事
提
出
事
項

ニ
モ
幾
分
ノ
整
理
ヲ
加

フ

ル
ヲ
至
当
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
、
比
較
的
軽
微
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
可
成
簡
単

二
処
理
完
結
セ
シ
メ
、
事
務
ノ
簡
捷
ヲ
図
ル
コ
ト

ヽ
致
度
ク
、
書
類
提
出

ノ
範
囲
ヲ
別
表
（略
）
ノ
如
ク
決
定
相
成
可
然
乎
。



備
考（中

略
）

十

一
、
理
事
会
開
催
日
取
リ
ニ
付
テ
ハ
、
毎
月
第

一
月
曜
日
午
後
二
時
卜
致
度
シ
。
右

ハ
各
店
部
毎
月
ノ
報
告
ヲ
本
社

二
於
テ
取
纏
メ
、
整

理
ノ
上
理
事
会

二
報
告
ス
ル
ニ
ハ
凡
ソ
満

一
ケ
月
以
上
ヲ
要
シ
、
毎
月
月
初
ノ
理
事
会

二
前
々
月
ノ
実
績
ヲ
報
告
ス
ル
コ
ト

ヽ
セ
バ
、

最
モ
好
都
合

ニ
シ
テ
、
此
ノ
機
ヲ
外
セ
バ
、
比
較
的
古
キ
事
実
ヲ
報
告
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
、
実
績
報
告
ノ
価
値
ヲ
薄
カ
ラ
シ
ム
ル
遺

憾
ア
リ
。
又
毎
期
末

二
於
ケ
ル
賞
与
、
昇
給
ノ
決
定
ノ
会
議
モ
、
六
月
及
ビ
十
二
月
ノ
月
初

二
於
テ
開
催
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
ヲ
必
要
ト

ス
ル
関
係
モ
ア
リ
、
秀
々
毎
月
初
旬
ヲ
以
テ
最
モ
適
当
卜
認
メ
タ
ル
ニ
因
ル
次
第
ナ
リ
。

（資
料
８
）

例
第
六

一
号

提
出
　
昭
和
五
年
八
月
二
日
　
決
裁
同
年
十
月
八
日

連
系
会
社
定
例
取
締
役
会
開
催
回
数
減
少
ノ
件

現
在
各
連
系
会
社
ノ
定
例
取
締
役
会
開
催
ノ
回
数

ハ
、
事
務
章
程
ノ
規
定
及
慣
例

二
依
り
、
左
ノ
如
ク
定
メ
ラ
ル
。

会
社
名
　
　
　
　
　
　
事
務
章
程
　
　
　
　
　
　
慣
行

別

子

　

　

　

　

月
　
一
回

　

　

　

　

月
　
一
回

山灰

破

　

　

　

　

仝

　

　

　

　

　

　

仝

銀
　
行

　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

北
　
港
　
　
　
　
　
全
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

土
佐
吉
野
川
　
　
　
　
全
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
七



第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
八

ビ
ル
デ
イ
ン
グ
　
　
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝
璽
］類
持
廻
リ
ニ
テ
処
理
ス
ル
コ
ト
多
ク
開
催
稀
ナ
リ
）

肥
　
料

　
　
　
　
　
月
　
一
一回
　
　
　
　
　
月
　
一
一回

電
　
線

　
　
　
　
　
週
　
一
回
　
　
　
　
　
月
　
一
一回

製
　
鋼
　
　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隔
週

一
回

倉
　
庫
　
　
　
　
　
全
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

保
　
険
　
　
　
　
　
　
週
　
一
回
　
　
　
　
　
　
隔
週

一
回

伸
　
銅
　
　
　
　
　
　
―
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

信

託

　

　

　

　

週
　
一
回

　

　

　

　

週
　
一
回

右
ノ
中
、
毎
月

一
回
開
催
ノ
六
社

ハ
別
ト
シ
、
月
二
回
以
上
開
催
ノ
七
社

二
付
テ
ハ
、
開
催
回
数
必
要
以
上

二
頻
繁
ナ
ル
感
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。

従
テ
本
社
重
役
御
不
在
ノ
為
メ
、
又

ハ
提
出
議
題
ナ
キ
為
メ
ニ
休
会
ト
ナ
ル
コ
ト
往
々
有
之
。
且

一
方
毎
月

一
回
開
催
ノ
六
社

二
於
テ
格
別

事
務
ノ
渋
滞
ヲ
来
タ
サ
ヾ
ル
現
状

二
鑑
ミ
、
全
部

一
率

二
月

一
回
開
催
ノ
コ
ト

ヽ
改
ム
ル
余
地
ア
リ
ト
認
メ
ラ
レ
候
。
此
ノ
点

二
付
右
七
会

社
当
局
ノ
意
響
ヲ
確
メ
タ
ル
ト
コ
ロ
、
格
別
ノ
反
対
モ
無
之
ヲ
以
テ
、
今
後

ハ
各
社
ト
モ
月

一
回
開
催
ノ
コ
ト

ヽ
御
決
定
相
成
可
然
哉
。

但
シ
必
要
ノ
際

ハ
臨
時
開
催
ス
ル
コ
ト
勿
論
ト
ス
。
信
託
ノ
ミ
ハ
取
締
役
付
議
事
項
多
キ
関
係
上
、
当
分
ノ
間
月
二
回
ト
シ
、
追
テ
適
当
ノ

機
会
ヲ
以
テ

一
回
ト
ス
ル
コ
ト

ヽ
致
度
シ
。

備
考

一
、
開
催
日
取

ハ
、
本
件
御
決
裁
ノ
上
各
社
卜
協
議
シ
テ
経
伺
ス
ヘ
シ
。
但
毎
月
第
三
週
辺
リ
ト
致
度
シ
。

二
、
各
社
中
、
信
託

二
於
テ
ハ
今
村
専
務
御
不
在
ノ
為
メ
、
賛
否

二
付
最
後
ノ
確
定
意
見
ヲ
聞
カ
ザ
ル
モ
、
佐
藤
常
務

ハ
御
異
存
ナ
シ
。
専

務
御
帰
任
後
確
答
ア
ル
筈
ナ
リ
。
（欄
外

「今
村
専
務
ノ
御
意
響
ハ
、
信
託
ノ
現
状
二
於
テ
ハ
、
毎
月
二
回
ノ
開
催
ト
シ
タ
シ
ト
ノ
コ
ト
ナ
リ
。し



三
、
別
案
本
社
理
事
会
回
数
減
少

二
付
テ
ハ
、
其
ノ
提
出
事
項
ノ
整
理
ヲ
伴
ヒ
タ
ル
ガ
、
連
系
会
社
取
締
役
会

二
付
テ
ハ
、
事
務
章
程
上
詳

細
ノ
規
定
ア
リ
テ
、
之
ヲ
改
正
セ
ザ
ル
限
り
整
理
シ
得
ザ
ル
次
第
ナ
リ
。
而
シ
テ
右
規
定
ノ
改
正

ハ
、
種
々
考
慮
ノ
余
地
ア
リ
テ
急
速

二
決
定
シ
難
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、　
一
方
現

二
一
ケ
月

一
度
開
催
ノ
各
社

二
於
テ
、
同

一
付
議
事
項
ヲ
以
テ
不
都
合
ヲ
感
ゼ
ザ
ル
事
実

二
照

シ
、
本
案
ノ
取
締
役
会
回
数
減
少

ハ
、
提
出
事
項
ノ
減
少
を
前
提
ト
セ
ザ
ル
モ
、
充
分
実
行
シ
得
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
付
、
本
件
ノ
ミ
切
離

シ
仰
裁
シ
タ
リ
。

四
、
回
数
減
少
ヲ
為
ス
七
社

二
於
テ
ハ
、
事
務
章
程

二
定
ム
ル
回
数
卜
実
際
開
催
回
数
卜
相
違
シ
、
規
定

二
違
反
ス
ル
結
果
ト
ナ
ル
モ
、
翻

ッ
テ
現
状
ヲ
見
ル
モ
、
矢
張
り
規
定
ノ
回
数
ヲ
便
宜
減
少
開
催
シ
居
ル
次
第
ナ
レ
バ
、
暫
ク
ハ
規
定

ヲ
其
ノ
儘
ト
シ
、
流
会

二
依
ル
回

数
減
少
卜
看
倣
シ
テ
、
本
案
通
り
実
行
シ
、
各
事
務
章
程
中
改
正
ノ
機
会
等

二
於
テ
順
次
訂
正
シ
行
ク
コ
ト

ヽ
取
計
ヒ
度
シ
。

（資
料
９
）

例
第
五
三
号

提
出
　
昭
和
二
年
五
月
四
日
　
決
裁
　
昭
和
二
年
五
月

一
七
日

監
査
及
検
査
規
定
制
定
ノ
件

現
行
ノ
監
査
規
程

ハ
明
治
二
十
四
年
ノ
制
定

二
係
り
、
其
後
部
分
的
ノ
改
正
ヲ
経
テ
今
日
二
到
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
従
テ
其
内
容
モ
明
瞭
ヲ

欠
ギ
不
備
ノ
点
モ
砂
カ
ラ
ズ
。
且
監
査
規
程
卜
称
ス
ル
モ
其
中
ノ
常
時
監
査
卜
称
シ
テ
、
監
査
部
員
ノ
事
実
行
ヒ
居
ル
モ
ノ
ハ
、
検
査
卜
称

ス
ベ
キ
性
質
ノ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
其
点
ヲ
明

ニ
ス
ル
ト
共

二
、
検
査
ノ
執
行

二
付
必
要
ナ
ル
事
項
ヲ
定
ム
ル
為
メ
、
現
行
ノ

「監
査
規
程
」
ヲ

廃
止
シ
、
之

二
代
フ
ル
ニ
左
案

二
依
り
、
「監
査
及
検
査
規
程
」
ヲ
制
定
相
成
可
然
哉
。

（本
案

ハ
別
途
仰
裁
中
ノ
合
資
会
社
事
務
章
程
改
正
案
ノ
監
査
部
ヲ
廃
止
シ
検
査
役
検
査
役
補
ヲ
設
ケ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
対
応
ス
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
、
現
行
監
査
規
程
、
銀
行
監
査
及
検
査
規
程
等

ヲ
参
照
シ
テ
立
案
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
）

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
九



第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
〇

備
考

（
一
）

監
査
及
検
査
規
程
ノ
要
旨
左
ノ
如
シ
。
一
、
監
査

ハ
監
事
之
ヲ
行
ヒ
、
検
査

ハ
常
務
理
事
ノ
指
示

ニ
ヨ
リ
検
査
役
及
検
査
役
補
之
ヲ

行
フ
コ
ト
ヲ
定
ム
。
（第

一
条
、
第
四
条
）

二
、
監
事
卜
検
査
、
検
査
役
及
検
査
役
補
ト
ノ
関
係
ヲ
定
ム
。
（第
二
条
、
第
三
条
）

三
、
検
査
役
及
検
査
役
補
ノ
検
査

二
関
ス
ル
権
能
ヲ
定
ム
。
（第
五
条
、
第
七
条
）

四
、
監
査
及
検
査
ノ
際

二
於
ケ
ル
各
店
部
ノ
義
務
ヲ
定
ム
。
（第
六
条
、
第
七
条
、
第
八
条
）

五
、
検
査
役
及
検
査
役
補
ノ
報
告
義
務
ヲ
明
定
ス
。
（第
九
条
）

案

甲
第
六
号
達

監
査
及
検
査
規
程
左
ノ
通
相
定
メ
、
監
査
規
程

ハ
之
ヲ
廃
止
ス
。

昭
和
三
年
六
月

一
日

合
資
会
社

監
査
及
検
査
規
程

第

一
条
　
監
査

ハ
規
程
及
社
長
又

ハ
総
理
事
ノ
命

二
依
り
、
監
事
之
ヲ
行
フ
。

第
二
条
　
監
事

ハ
監
査
ヲ
行
フ
ニ
当
り
、
検
査
役
、
検
査
役
補
及
検
査
役
附
属
員
ヲ
使
用
ス
ル
コ
ト
ラ
得
。

第
二
条
　
監
事

ハ
検
査

二
立
会
ヒ
又

ハ
検
査
役
及
検
査
役
補
ヨ
リ
検
査
ノ
報
告
ヲ
徴
シ
、
社
長
又

ハ
総
理
事

二
意
見
ヲ
開
陳
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

第
四
条
　
検
査

ハ
規
程
及
常
務
理
事
ノ
指
示

二
依
り
、
検
査
役
及
検
査
役
補
各
店
部

二
就
キ
、
毎
年
少
ク
ト
モ

一
回
之
ヲ
行
フ
。

第
五
条
　
検
査
役
及
検
査
役
補

ハ
何
レ
ノ
場
所

二
於
テ
モ
、
其
検
査

二
関
シ
テ
ハ
常
務
理
事
ノ
権

二
亜
グ
。



第
六
条
　
各
店
部

ハ
監
事
、
検
査
役
及
検
査
役
補
ヨ
リ
要
求
ス
ル
諸
帳
簿
其
他

一
切
ノ
物
件
ヲ
提
供
シ
、
且
進
ン
デ
事
蹟
ヲ
明
瞭
ナ
ラ
シ
ム

ル
ニ
便
宜
ナ
ル
方
法
ヲ
講
ズ
ベ
シ
。

第
七
条
　
検
査
役
及
検
査
役
補

二
於
テ
、
検
査
ノ
際
指
摘
シ
タ
ル
不
備
事
項

二
付
テ
ハ
速

二
之
ガ
訂
正
又

ハ
整
理
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ

要
ス
。

第
八
条
　
監
事
、
検
査
役
及
検
査
役
補
ノ
閲
了
シ
タ
ル
書
類
簿
冊
ニ
ハ
一
々
其
押
印

ヲ
受
ク
ベ
シ
。

第
九
条
　
検
査
役
及
検
査
役
補

ハ
、
検
査
ノ
結
果
ヲ
遅
滞
ナ
ク
常
務
理
事

二
報
告
シ
、
且
意
見
ア
ル
ト
キ
ハ
上
申
ス
ベ
シ
。

備
考
０
し

一
、
現
行
監
査
規
程

ハ
、
監
査
ヲ
特
命
監
査
卜
常
時
監
査
ノ
ニ
ツ
ニ
分
ケ
、
前
者

ハ
監
事
、
後
者

ハ
監
査
部
員
之
ヲ
行

フ
コ
ト

ヽ
定
メ
ア

ル
モ
、
（
イ
）
監
事
ノ
行
フ
特
命
監
査

ハ
殆
ド
之
ヲ
行
ヒ
タ
ル
コ
ト
モ
無
ク
、
又
特

二
特
命
監
査

ヲ
設
ク
ル
ノ
必
要
モ
之
無
、
且
監
事

ハ
株
式
会
社

二
於
ケ
ル
監
査
役

二
相
当
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
監
査

ハ
監
事
之
ヲ
行

フ
ト
定
ム
ル
ヲ
適
当
ト
シ
、

（
口
）
監
査
部
員
ノ
行
ヒ
居
ル
常
時
監
査

ハ
、
検
査
卜
称
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
監
査
卜
区
別
シ
テ
検
査
ト
シ
、
其
責
任
ノ
範
囲
ヲ
明

確

ニ
シ
、
検
査

二
従
事
ス
ル
モ
ノ
ガ
自
己
ノ
責
任
ヲ
負

フ
ベ
キ
分
担
事
務
ヲ
十
分

二
処
理
セ
シ
ム
ル
様
致
ス
ヲ
適
当
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
、

本
案

二
於
テ
ハ
規
程
ノ
名
称
モ
監
査
及
検
査
規
程
ト
シ
、

監
査
卜
検
査
ト
ハ
区
別
シ
テ
規
定
セ
リ
。

（銀
行

二
於
テ
モ
監
査
及
検
査

規
定
卜
称
シ
、
其
内
容
モ
本
案
卜
大
同
小
異
ナ
リ
。
）

二
、
（
イ
三

般

二
監
査
卜
称
ス
ル
ト
キ
ハ
、　
一
切
ノ
事
業
監
査
卜
業
務

二
干
ス
ル

一
切
ノ
検
査
ト
ヲ
包
含
ス
ル
意

ニ
テ
、
又
検
査
卜
称
ス

ル
ト
キ
ハ
、
金
銭
ノ
出
納
、
物
品
ノ
受
払
、
現
在
有
物
ノ
状
態
、
記
帳
計
算
及
其
他
会
計

二
関
ス
ル
事
務
ノ
正
否

ヲ
検
査
ス
ル
所
謂

会
計
検
査

ヲ
謂
ヒ
、
又
時

二
之
ヲ
広
義

二
解
シ
テ
此
会
計
検
査

二
加
フ
ル
ニ
業
務
ノ
執
行
ガ
諸
規
則
指
令
通
牒
会
社
及
重
役
ノ
方
針

二
違
背
ス
ル
コ
ト
無
キ
カ
ヲ
検
査
ス
ル
コ
ト
ヲ
モ
包
含
セ
シ
メ
テ
日
フ
コ
ト
ア
リ
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
一



第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
二

（
口
）
本
案

二
於
テ
検
査
卜
曰
ヘ
ル
ハ
、
事
務
章
程

二
検
査
役
及
検
査
役
補
ノ
職
務
権
限
ト
シ
テ
定
メ
ラ
レ
タ
ル

「業
務

二
関
ス
ル

一
切
ノ

検
査
」
ヲ
指
称
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
此
業
務

二
関
ス
ル

一
切
ノ
検
査
ト
ハ
前
述
（イ
）
ノ
所
謂
広
義
ノ
意
味
ノ
検
査
ナ
ル
コ
ト
勿
論

ニ
シ

テ
、
尚
進
ン
デ
事
業
ノ
成
蹟
ヲ
モ
査
閲
シ
得
ル
モ
ノ
ト
ス
。
但
シ
此
事
タ
ル
事
実
不
可
能

ニ
シ
テ
、
難
キ
ヲ
強

ユ
ル
ノ
嫌
ア
ル
ヲ
以

テ
、
実
際
上
検
査

ハ
会
計
検
査
ヲ
本
体
ト
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル
ベ
ク
、
又
之
ヲ
以
テ
満
足
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
。
即
事
業
ノ
堅
実
ナ
ル
発

展
ヲ
図
ル
為
メ
、
其
重
要
欠
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
会
計
検
査
ノ
厳
格
ヲ
期
ス
ル
為
メ
、
特

二
検
査
役
及
検
査
役
補
ヲ
設
ケ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ

ナ
ル
ヲ
以
テ
、
検
査
役

ハ
会
計
検
査

ヲ
主
ト
シ
、
事
業
ノ
査
閲

ハ
経
理
部
ヲ
シ
テ
之

二
当
ラ
シ
メ
、
只
検
査
役
之
ヲ
行

フ
ヲ
便
宜
且

ツ
必
要
ト
ス
ル
場
合

ニ
ノ
ミ
止
ム
ル
コ
ト
ニ
致
度
。

三
、
現
行
監
査
規
程

ニ
ハ
検
査
執
行

二
付
、
詳
細
ナ
ル
規
定
ヲ
欠
グ
ガ
故
、
本
案

ニ
ハ
之
ヲ
収
メ
、
又
検
査
ノ
結
果
ヲ
遅
滞
ナ
ク
常
務
理

事

二
報
告
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
明
定
セ
リ
。

四
、
銀
行

ハ
検
査

二
関
シ
テ
検
査
要
項
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
作
り
、
此
要
項
列
記
事
項

ハ
必
ズ
検
査
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
定
メ
ア
リ
。
銀
行

ハ
其
事
業

性
質
上
検
査
ス
ベ
キ
事
項
広
汎
且
厳
格
ナ
ル
ヲ
要
ス
ベ
ク
、
又
常
任
監
査
役
ガ
直
接
検
査

二
従
事
シ
居
ル
為
メ
、
又
人
事

二
関
ス
ル

検
査
報
告
迄
検
査
役
ノ
所
管
事
項
ト
ス
ル
為
メ
、
銀
行
ノ
検
査
事
項
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
採

ツ
テ
以
テ
、
其
範
ト
ス
ベ
キ
ニ
非
ザ
ル
ハ
論
ナ

キ
モ
、
又
本
社
各
店
部
ノ
事
業

ハ
多
様

ニ
テ
、
共
通
シ
タ
ル
検
査
要
項
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
ハ
、
容
易

二
非
ザ
ル
ベ
シ
ト
雖
、
必
ズ
検
査

ス
ベ
キ
事
項

ハ
之
ヲ
検
査
要
項
ト
シ
、
之
ヲ
検
査
役
ヨ
リ
常
務
理
事
迄
伺
定
メ
置
キ
、
検
査
事
務
ノ
遺
漏
ナ
キ
ヲ
期
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト

思
惟
ス
。

（資
料
１０
）

丙
第

一
号
達

本
社
特
別
財
産
規
程
別
紙
ノ
通
相
定
ム
。



昭
和
三
年
四
月
十
八
日

合
資
会
社

本
社
特
別
財
産
規
程

第

一
条
　
本
社

ハ
、
不
時
ノ
災
厄
二
備
フ
ル
為
、
特
別
財
産
ヲ
設
置
ス
。

第
二
条
　
本
社

ハ
、
毎
会
計
年
度
ノ
利
益
ノ
中
ヨ
リ
、
相
当
ノ
金
額
ヲ
特
別
財
産

二
、
組
入
ル
ル
モ
ノ
ト
ス
。

前
項
ノ
組
入
金
額

ハ
、
其
ノ
都
度
之
ヲ
定
ム
。

第
三
条
　
特
別
財
産

ハ
、
国
債
其
ノ
他
之

二
準
ス
ヘ
キ
確
実
ナ
ル
有
価
證
券
ノ
所
有
又

ハ
固
定
セ
サ
ル
安
全
ナ
ル
方
法

二
依
り
、
之
力
利
殖

ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
。

前
項
ノ
規
定

二
依
ル
利
殖
方
法

二
付
テ
ハ
、
国
債
ノ
所
有
ヲ
除
ク
外
左
ノ
各
号

二
付
特
別
財
産
総
額
ノ
五
分
ノ

一
ヲ
超

ユ
ル
コ
ト

ヲ
得
ス
。

一
、
同

一
公
共
団
体
ノ
債
券
ノ
所
有
。

二
、
同

一
会
社
ノ
株
券
又
ハ
社
債
ノ
所
有
。

三
、
同

一
会
社

二
対
シ
前
号
以
外
ノ
方
法

二
依
ル
利
殖
ヲ
為
ス
場
合
。

四
、
外
国
有
価
證
券
ノ
所
有
。

同

一
会
社

二
対
シ
、
前
号
第
二
号
及
第
三
号
ノ
方
法
ヲ
併
用
ス
ル
場
合

二
於
ケ
ル
金
額

ハ
、
之
ヲ
通
算
ス
。

第
四
条
　
特
別
財
産
ヨ
リ
生
ス
ル
利
殖
金

ハ
、
総
テ
其
ノ
特
別
財
産

二
組
入
ル
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
五
条
　
特
別
財
産

二
付
テ
ハ
、
総
務
部
会
計
課

二
於
テ
別

二
補
助
帳
ヲ
設
ケ
テ
、
之
力
整
理
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
。

第
六
条
　
将
来
不
時
ノ
災
厄
ノ
為
、
此
ノ
特
別
財
産
ヲ
使
用
セ
ン
ト
ス
ル
場
合

ニ
ハ
、
理
事
会
ノ
決
議
ヲ
経
テ
、
社
長
ノ
承
認
ヲ
得
ル
コ
ト

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
三



第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

ヲ
要

ス
。

附
則

五
四
四

第
七
条
　
本
規
程
第

一
条

二
依
ル
特
別
財
産

ハ
、
昭
和
二
年
十
二
月
三
十

一
日
二
於
ケ
ル
積
立
口
、
貯
蓄
口
、
遠
計
ロ
ノ
残
高

ヲ
以
テ
之

ニ

充
テ
、
積
立
日
、
貯
蓄
口
、
遠
計
ロ
ノ
名
称

ハ
同
日
限
り
之
ヲ
廃
止
ス
。

第
八
条
　
現
在
積
立
日
、
貯
蓄
回
、
遠
計
ロ
ニ
属
ス
ル
住
友
銀
行
株
券

ハ
、
将
来
本
社
ノ
金
繰
状
態

ヲ
掛
酌
シ
テ
、
速

二
第
三
条
所
定
ノ
制

限
額
以
下
二
減
少
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。

（資
料
Ｈ
）

甲
第
八
号
達

今
般
社
則
甲
乙
二
篇
ヲ
制
定
シ
、
昭
和
三
年
七
月

一
日
ヨ
リ
実
施
ス
。

従
来
実
施
ス
ル
所
ノ
家
法
及
諸
規
則
類
纂

ハ
、
昭
和
三
年
六
月
三
十
日
限
り
之
ヲ
廃
止
ス
。

昭
和
三
年
六
月
十
四
日

合
資
会
社

（社
則
甲

・
乙
の
目
次
は
次
頁
の
表
の
通
り
）



第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

営業ノ要旨

○営業ノ要旨

職員、準職員

○職員規程

○医務職員規程

○学校職員規程

○嘱託員規程

○準職員規程

月風 務

○服務紀律

任用、辞令、赴任

○任用規程

○辞令及通知書二関スル規程

○職員提出書類二関スル規程

○赴任規程

○事務引継二関スル件

休職、停年

○休職規程

○停年規程

休暇、欠勤

○休暇規程

○在外店部在勤者特別休暇規程

○欠勤規程

俸 給

○俸給規程

○俸給規程施行細則

○兵役服務取扱規程

○戦時又ハ事変ノ際二於ケル応召ノ

職員俸給支給方並其ノ起算方ノ件

○出征中生死不明 トナリタル職員俸

給支給方ノ件

賞与、懲戒

○賞与規程

○懲戒規程

旅 費

○内国旅費規程

○内国旅費規程施行細則

社 則 甲 目 次 社 則 乙 目 次

通 則

○本社事務章程

○工作部長専行事項二関スル件

○大阪以外ノ地二於ケルエ作部現場

詰員首席者二委任事項ノ件

○本社工作部現場公休日

○本社業務時間

○本社工作部現場業務時間

○出張二関スル特定区域ノ件

○本社守衛細則

○本社準職員細則

○本社使丁服装方ノ件

○本社労働者ノ名称二関スル件

給 与

○特定地二駐在ヲ命セラレタル者ニ

対スル旅費支給方ノ件

○本社市内出張乗車船賃及食事費ノ

件

○本社賄料支給規程

○本社当宿直二関スル件

○非常駈付手当支給ノ件

○自動車運転手及助手勤務並給与ニ

関スル件

○住友倶楽部監守、使丁及雑夫服務

方並給与二関スル件

○本社守衛、自動車運転手、同助手、

給仕及使丁二被服給与ノ件

○本社女事務員二事務服給与ノ件

○本社雑夫退職手当規程

○本社雑夫弔祭料ノ件

○本社雑夫市内出張乗車船賃及食事

費支給ノ件

○本社雑夫二賄料支給ノ件

会 計

○本社特別財産規程

○本社地所課特別会計規程

○本社会計見積書規程

五
四
五

(次頁に続 く)



社 則 甲 日 次

○学校卒業生任用ノ場合赴任旅費支

給ノ件

○宴会参列、辞令受領ノ為来往スル

場合二於ケル旅費支給方ノ件

○外国旅費規程

○外国転任者其ノ通知書受領ノ時 ト

赴任ノ為出発ノ時 トニ於テ身分異

ル場合ノ外国旅費支給方二関スル件

○外国旅行ノ信用状使用方並附帯利

遭、二関スル件

退職慰労金

○退職慰労金規程

諸給与

○臨時手当ノ件

○準職員臨時手当ノ件

○特定地区勤務手当規程

○在外店部職員在勤手当規程

○皆勤手当規程

○弔祭料ノ件

積 金

○積金規程

○積金利率ノ件

○積金取扱手続

会 計

○会計規程

○会計規程施行細則

○会計見積書及実際報告書様式

○資金規程

○財産規程

○償却規程

○会計諸帳簿及諸表様式

○公債貸渡規程

○特定店部ノ為公債貸渡事務ヲ委託

スル銀行支店並之二預置クヘキ公

債額面高ノ件

○在外店部在勤者、外国出張者及外

国留学者二対スル給与金換算方ノ件

ネI: 貝」 乙  目 次

○本社勘定科目及元帳科目

○本社備附補助帳ノ件

○本社起業支出整理規程

○本社所管固定財産償却標準期間

○本社所管物件中財産規程第八条第

二項二該当スル物二関スル件

○本社無記名有価証券番号副帳取扱

手続

○無記名有価証券番号副帳保管場所

ノ件

○本社備品保管規程

○本社用度品及不用品取扱手続

○部長ノ権限二属スル収支及公債貸

渡二関スル事項ニシテ特二課長ニ

委任スルノ件

○本社金銭収支二関スル回議処理手続

○本社金銭出納手続

○委託工事費二関スル現金出納手続

○工作部東京詰所管ノ委託工事費ニ

関スル現金出納手続

○委託工事処理費整理手続

○本社俸給及臨時手当支払手続

○本社出張旅費支払手続

○本社市内出張乗車船賃及食事費支

払手続

○本社賄料及当宿直料支払手続

○自動車運転手及助手時間外勤務歩

増金及食事費支払手続

○ビルディング共通費、倶楽部費、

職員合宿所費、診療所費並自動車

費整理手続

文 書

○本社文書取扱規程

○本社守衛室備附郵便切手等ノ件

○本社文書保存規程

○本社図書保管規程

〇処務報告二関スル内規
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社 則 甲 日 次

○労役者特別保護金管理規程

○労役者特別保護金振替二関スル件

監査及検査

○監査及検査規程

文 書

○文書規程

O電報発信略語表

○私書函番号表

〇ケーブルアドレス及使用コード

検定試験、修学

〇外国語学力検定試験規程

○学力検定試験規程

○未成年給仕修学規程

○在阪各店部未成年給仕修学方ノ件

雑

○休業日及業務時間二関スル規程

〇職員準職員発明二関スル規程

〇職員異動報告ノ件

○交際費支出内規

○守衛規程

○当宿直規程

○給仕採用ノ件

○住友倶楽部規程

○職員準職員運動会二関スル件

○職員借用金ノ件

○株式会社住友銀行株式担保貸出規

程

○新年参賀及新年宴会ノ件

○家長御誕辰祝宴ノ件

○新年宴会及家長御誕辰祝宴列席者

服装ノ件

○職員並末家吉凶ノ節本家ヨリ贈与

内規

○井桁紋章寸法割合ノ件

末 家

○住友末家規則

○住友末家預金利虐、二関スル件

社 則 乙 目 次

○社長及其ノ他業務執行社員印章管

守内規

〇本社名称二関スル件

雑

○委託工事処理費二関スル件

○ビルディング共通費分担方法ノ件

○倶楽部費分担方法ノ件

○職員合宿所費分担方法ノ件

○診療所費分担方法ノ件

○自動車共用二関スル申合

○自動車費分担方法ノ件

○定例休暇指定書式

○職員準職員二対シ貸家敷金免除ノ件

〇年始其ノ他ノ場合二於ケル恒例受

贈物品処分方ノ件

(社則二掲載セザル規定)

○貸家々守小作人総代等ノ件

○本社雑夫二被服給与ノ件

(廃止規程)

○理事又ハ支配人へ提出スヘキ同議

ノ件

○地所建物管理人ノ件

○大阪地方二於ケル若松炭業所7● 炭

販売並代金取立方順序覚書

○別子鉱業所ノ現金出納事務取扱及

総本店委託二係ル事務処理二関ス

ル銀行報償金ノ件

○住友総本店ヨリ住友銀行へ預ヶ今

利率ノ件

○総本店銀行間当座勘定及手形割引

二係ル契約覚書

○肥料製造所ヨリ大阪方面二於ケル

支払手続

○営繕課物品購買及代金支払手続、

営繕課取扱二係ル銀行倉庫建設物

費用支払並計算整理手続、受托小

営繕工事ノ合議並支払手続

五
四
七

(次 貞に続 く)



社 則 甲 目 次

○定書

連系会社

○連系会社指定ノ件

○連系会社職員準職員ノ待遇其ノ他

二関スル件

(廃止規程)

○職制廃止ノ件

○「傭員合宿所家屋敷金整理方ノ件J

廃止ノ件

○海外実地演習生内規、総本店傭員

服装ノ件

○等内四等以下傭員勤務一覧表書式、

忌引中ノ備員出勤方ノ件廃止ノ件

○本家紋章ノ件

○吉凶贈遺二関スル諭達ノ件

○上阪届ノ件廃止ノ件

○非常警備心得及同細則二関スル件

○各店部出張員執務室ノ件

○氏神祭礼等ノ酒餞料二関スル件

○土地建物賃貸借規定廃止ノ件

社 則 乙 目 次

〇小口営繕費取扱方ノ件
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（資
料
１２
）

甲
第
九
号
達

備
員
準
備
員
改
称
ノ
件

今
般
新

二
職
員
規
程
制
定
セ
ラ
レ
、
昭
和
三
年
七
月

一
日
ヨ
リ
実
施
セ
ラ
ル
ル
ニ
付
、
同
日
以
降
従
前
ノ
備
員

ハ
之
ヲ
職
員
卜
改
称
シ
、
且

従
前
ノ
傭
員
ノ
各
種
別
ハ
、
之
ヲ
左
表
ノ
通
改
称
ス
。

新
名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
名
称

高
等
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
重
　
　
役

一
等
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
一
等
傭
員

二
等
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一等
備
員

三
等
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
等
備
員

四
等
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
四
等
傭
員

補
助
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
傭
員

医
務
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
病
院
職
員

学
校
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
職
員

嘱
託
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘱
託
員

今
般
新

二
準
職
員
規
程
制
定
セ
ラ
レ
、
昭
和
三
年
七
月

一
日
ヨ
リ
実
施
セ
ラ
ル
ル
ニ
付
、
同
日
以
降
従
前
ノ
準
備
員

ハ
準
職
員
卜
改
称
ス
。

昭
和
三
年
六
月
十
四
日

第
二
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五
五
〇

一
一　
業
　
　
績

「
一
日
　
湯
川
総
理
事

の
五
年
間
と
昭
和
恐
慌
」

で
述
べ
た
よ
う
な
経
済
情
勢
下
に
お
い
て
、
大
正
十
年
２

九
二
こ
設
立
以
来
順
調
に

業
績
を
伸
ば
し
て
き
た
住
友
合
資
会
社
も
、
昭
和
五
年
Ｔ

九
三
〇
）
に
は
赤
字
に
転
落
し
た
（第
５
表
）。
同
じ
く
拡
大
の
一
途
を
辿

っ
て
き
た

住
友

の
全
事
業
の
損
益
も
、　
昭
和
五
年
に
は
赤
字
こ
そ
免
れ
た
も
の
の
前
年

の
純
益

の
僅
か
六
分
の
一
に
落
ち
込
ん
だ
（第
６
表
）。　
し
か
し

川
田
順
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
三
菱
商
事
大
阪
支
店
長
は
、
「
た
い
へ
ん
で
す
。
大
阪
は
軒
並
に
倒
れ
ま
し
た
。
立

っ
て
い
る
の
は
、
天
王
寺

の
塔
と
住
友
だ
け
で
す
！
」
と
東
京
本
社
に
報
告
し
た
と
い
う
が
、
住
友
と
し
て
は
合
資
会
社
設
立
以
来

一
〇
年
間
の
起
業
支
出
が
結
実
し

て
、
こ
の
程
度
の
落
ち
込
み
に
喰
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
昭
和
五
年
度
の
決
算
が
明
ら
か
と
な

っ
た
昭
和
六
年
四
月
に
開

催
さ
れ
た
主
管
者
協
議
会
に
お
い
て
総
理
事
小
倉
正
恒
は
次
の
よ
う
に
訓
示
し
た
。

金
削
略
）倦
テ
現
在
ノ
経
済
界
ノ
不
況

ハ
、
真

二
甚
ダ
シ
イ
モ
ノ
デ
ア
ッ
テ
、
住
友
ノ
事
業
モ
勿
論
此
ノ
影
響

ヲ
免
レ
ル
事
ガ
出
来
ズ
、

甚
ダ
不
振
ノ
状
態

ニ
ア
リ
、
前
途
モ
楽
観
ヲ
許
サ
ズ
ト
思

ハ
レ
マ
ス
。
サ
リ
ナ
ガ
ラ
何
等
根
底

二
不
安
ア
ル
ワ
ケ
デ
ナ
シ
、
幸

二
基
礎

ニ
ハ
何
等
ノ
影
響
モ
ア
リ
マ
セ
ン
。
御
安
心
ヲ
願
ヒ
マ
ス
。
（後
略
）

住
友
合
資
会
社
の
直
営

の
事
業
所
は
、
大
正
十
五
年
三
月
の
家
長
住
友
吉
左
衛
門
友
純
の
死
去
を
き

っ
か
け
と
し
た
か
の
よ
う
に
、
七
月

伸
銅
所
翁
五
日
」
参
昭
じ
、
昭
和
二
年
七
月
別
子
鉱
業
所
翁
五
０
」
参
昭
じ
、
昭
和
三
年
七
月
若
松
炭
業
所
（「五
口
」
参
昭
）̈
と
相
次

い
で
分
離
独
立

し
、〈
口資
会
社
の
直
営
事
業
所
と
し
て
大
規
模
な
も
の
は
、
同
じ
昭
和
三
年
七
月
に
鉱
業
所
に
昇
格
し
た
鴻
之
舞
鉱
山
を
残
す
だ
け
と
な

っ
た
。

住
友
家
の
正
月
の
床
飾
り
は
長
年
住
友
の
事
業
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
別
子
産
の
銅
鉱
石
と
、
そ
れ
を
山
元
で
製
錬
す
る
の
に
必
要

な
木
炭
と
、
で
き
た
粗
銅
の
三
者
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
明
治
維
新
と
と
も
に
そ
れ
ま
で
大
阪
の
幕
府

の
銅
座
に
納
入
し
て
き
た
製
銅
を
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第 5表 合資会社店部別純損益 (単位:円、円未満切り捨て)

店  部 大正 15年 日召禾日2`竿 3年 4年 5年

本 社

地所課

△927,064

△133,558

1,081,949

30,111

1,061,909

118.578

3,217,651

133,864

△593,079

152,073

計

計

①

再

△1,060,623 1,112,060 1,180,487 3,351,515

△263,362

3,088,153

△441,005

別子鉱業所

製銅販売店

若松炭業所

札幌鉱業所

唐松炭坑

鴻之舞鉱業所②

来馬鉱山

大萱生鉱業所

高根鉱業所③

伸銅所

東京販売店

横須賀販売店

名古屋販売店

神戸販売店

呉販売店

博多販売店

上海販売店④

林業所

大阪住友病院

2,533,619

78,456

129,495

△40,966

△4,785

406,138

△9,164

△31,470

22,525

466,801

69,455

△7,756

4,571

9,097

2,538

△2,472

△25,441

△96

650,050

92,961

667,379

△49,042

3,378

213,501

△5,649

△75,683

△11,367

118,305

△8,771

3,215

6,242

971

589

△36,012

△80,259

88,962

163,246

286,590

△48,866

6,169

76,256

△1,730

9,960

9,242

4,653

△5,206

△40,229

△4,130

202,485

12,504

75,257

72,765

△4,552

8,944

△2,255

3,751

6,690

△29,827

△5,253

193,012

△2,537

51,960

59,016

△7,138

3,322

3,270

20

2,515

△20,246

48,474

合  計 2,443,887 2,601,869 1,725,406 3,428,663 △109,334

註 :①住友忠輝が大正 13年 末死去 した際、合資会社の貸付金348,901円 (「 住友合資会社 (上 )J第 10表 )は 一

度清算 されたが、昭和 3年長男義輝の相続税決定の際その一部202,580円 が税務署によって否認され

たため、その後昭和 4年 6月 末までの経過利治を併せた263,362円 08銭 を義輝に対する臨時配当とし

て相殺 したものである。

② B習 和 3年 3月 札幌鉱業所が廃止 されて、鴻之舞鉱山に鴻之舞鉱業所が設置 された。

③高根鉱業所は大正13年 11月 高根鉱山が閉山 したため縄地鉱山のみ となった。

④上海洋行は昭和 2年 H月 上海販売店 と改称 した。

五
五

一
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五
五
二

自
力
で
販
売
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
明
治
四
年
２

八
七
こ
外
商

に
対
す
る
販
売
窓
口
と
し
て
神
戸
出
店
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
明

治
二
年
に
は
長
堀
銅
吹
所
の
精
錬
機
能
が
別
子
山
麓
立
川
山
村
に
移
転
さ
れ
、
九
年

に
は
銅
吹
所
そ
の
も
の
も
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

そ
れ
以
来
大
阪
の
住
友
本
店
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
床
飾
り
が
象
徴
す
る
銅
と
直
接
関
係
す
る
も
の
で
は
な
く
な

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
二
十

六
年

の
四
月
に
友
純
が
徳
大
寺
家
か
ら
住
友
家
に
入
り
、
そ
の
十

一
月
に
か
ね
て
石
炭
採
掘

に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
初
代
総
理
人
広
瀬
宰
平

は
後
に
若
松
炭
業
所
と
な
る
福
岡
県
の
庄
司
炭
坑
を
、
翌
二
十
七
年
四
月
同
じ
く
忠
隈
炭
坑
を
買
収
し
、
新
た
に
木
炭
に
代
わ
る
石
炭
採
掘

の
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
友
純
は
明
治
二
十
七
年
十
月
別
子
を
視
察
し
た
の
に
続
い
て
、
翌
二
十
八
年
十

一
月
に
は
忠
隈
、
庄
司
の
両
炭
坑

を
視
察
し
て
い
る
。

さ
ら
に
住
友
銀
行
は
明
治
二
十
九
年
経
営
の
行
き
詰
ま
っ
た
大
阪
の
日
本
製
銅
株
式
会
社
に
対
し
融
資
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
住
友

本
店
理
事
兼
銀
行
支
配
人
田
辺
貞
吉
は
そ
の
十

一
月
十
五
日
の
日
記
に

「住
友
家
長
に
面
し
、
日
本
製
銅
会
社
買
収

の
件
決
す
」
と
記
し
て

益 ヨリ除外シ、公表純益 ヲ見直シタルモノナリ。

当額。但 し信託は固有勘定のみ。

(単位 :円 、円未満切 り捨て)

4年 5年

3,428,663

7,224,820

2,187,647

159,397

△187,221

2,054,048

661,158

1,200,925

309,942

282,947

120,354

205,228

230,392

△3.442,000

△109,334

1,364,914

△12,670

△890,017

1,453,834

304,932

153,589

64,061

218,706

△289,652

180,223

181,906

△2,799,198

7,211,483 △1,543,618

5,257,398

895,286

136,418

△86159

5,159,175

716,241

△163,260

△87.672

6,202,943 5,624,483

△97,500

△2,277,372

△97,500

△2,187,161

11,039,555 1,796,203
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第 6表 合資会社・連系会社純損益

会 社 名 大正 15年 昭和 2年 3年

合資会社

連系会社小計

住友別子鍍山

住友炭積

住友九州炭破

住友坂炭磯

住友電線製造所

住友製鋼所

住友伸銅鋼管

住友肥料製造所

土佐吉野川水力電気

住友倉庫

大阪北港

住友ビルデイング

重複分補正A

2,443,887

3,480,895

28,552

,883,657

156,161

280,210

379,371

305,448

151,717

295,776

△720.875

1

2,601,869

4,543,593

179.825

53,535

2,035,987

748,135

616,451

308,092

106,244

120,694

62,197

312,479

△2,009,987

1,725,406

5,633,562

413,376

308,575

44,803

2,064,571

728,041

784,960

277,563

30o,061

202,373

186,679

322,555

△1,440,384

計 5,203,907 5,135,474 5,918,584

住友銀行

住友信託

住友生命保険

重複分補正B

5,761,029

864,077

△26,159

△475

6,159,672

794,359

41,334

△3,288

5,778,251

1,111,835

89,530

△86,969

計〈
口 6.098,472 6,992,078 6,892,648

重複分補正 C

対連系会社 C-1
対合資会社 C-2 △2,564,205

△97,500

△2,435,994

△97,500

△2,277,097

計総 8,738,175 9,594,058 10.436,635

原註 :各社純益ハ利益処分ニヨル重役賞与交際費及税金引当金ヲ損失 卜見、又退職慰労準備金戻入ハ之ヲ利

註 :重複分補正Aは、 ヒ記 12社 の合資会社に対する配当金合計額(第 7表 )。

同Bは、住友銀行が保有する住友信託株式及び住友信託 と住友生命が保有す る住友銀行株式に対する配

同C-1は 、住友銀行が保有す る住友 ビルデイング株式に対する配当金。

同C-2は 、合資会社が保有す る住友銀行、住友信託、住友生命各株式に対する配当金合計額(第 7表 )。

出典 :住 友合資会社総務部会計課作成。

五
五
三
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五
五
四

お
り
、
翌
三
十
年
四
月
に
は
こ
の
方
針
通
り
同
社
を
買
収
し
、
別
子
製
銅
を
単
に
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
加
工
す
る
住
友
伸
銅
場

が
開
設
さ
れ
、
や
が
て
こ
れ
が
伸
銅
所

へ
発
展
し
た
。
す
な
わ
ち
友
純
が
住
友
家

へ
入

っ
て
以
来
、
住
友
家
の
事
業
は
伝
来
の
別
子
鉱
山
の

他
に
新
た
に
石
炭
と
伸
銅

へ
の
進
出
に
よ
つ
て
、
再
生
し
得
た
わ
け
で
、
彼
と
し
て
は
こ
の
三
者
に
対
す
る
思
い
入
れ
は
、
次
々
と
分
離
独

立
さ
せ
て
い
っ
た
他

の
連
系
会
社
と
は
、
格
別
異
な
る
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
既
に

「住
友
合
資
会
社
（上
ご

で
述
べ
た
よ
う
に
、
労
働
運
動
の
高
揚
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
事
業
所
の
労
資
協
調
路
線
は
大
き
な

影
響
を
受
け
、
争
議
の
標
的
は
、
主
管
者
た
る
事
業
所
長
を
越
え
て
、
直
接
合
資
会
社
幹
部
や
社
長
た
る
家
長
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
。
大
正
十
五
年
初
に
起
こ
っ
た
、
別
子
争
議
団
の
住
吉
本
邸
乱
入
事
件
は
、
病
臥
中
の
友
純
の
病
状
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
他
工
場
災
害
や
炭
坑
の
爆
発
事
故
も
懸
念
材
料
に
あ
げ
ら
れ
、
友
純
の
死
後

こ
れ
ら
三
者
の
連
系
会
社

へ
の
移
行
は
決
定

的
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
つ
て
合
資
会
社
の
持
株
会
社
化
が
ほ
ぼ
完
了
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

恐
慌
の
影
響
は
、
す
べ
て
の
連
系
会
社
の
業
績
に
現
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
炭
碩
は
発
足
早
々
全
国
炭
坑

の
コ
ス
ト
削
減

の
た
め
の
出
炭

増
と
不
況
に
よ
る
需
要
減
に
よ
り
、
全
国
平
常
貯
炭
量

一
二
〇
万
ト
ン
に
対
し
、
昭
和
四
年
末
二
三
〇
万
ト
ン
、
昭
和
五
年
八
月
三
二
五
万

ト
ン
と
貯
炭
量
が
激
増
し
た
た
め
、
大
幅
な
赤
字
を
記
録
し
た
。
別
子
鍍
山
も
銅
需
要
の
減
退
と
銅
価
の
下
落
が
、
前
年

の
経
営
刷
新
の
効

果
を
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
深
刻
な
も
の
と
な

つ
た
。
倉
庫
で
は
、
保
管
貨
物
残
高
が
昭
和
四
年
末
か
ら
五
年
末
の
一
年
間
で
、
三
八
％
も
減
少

し
た
。
金
融
機
関
で
は
、
銀
行
が
依
然
と
し
て
大
き
な
収
益
を
誇

っ
て
お
り
、
生
命
保
険
も
、
八
万

一
〇
〇
〇
円
の
純
益
を
公
表
し
た
が
、

実
質
は

一
六
万
三
〇
〇
〇
円
の
赤
字
で
あ

っ
た
。

銀
行
に
し
て
も
昭
和
二
年
の
金
融
恐
慌

の
際
に
一
割
配
当
を
九
分
に
減
配
し
、
さ
ら
に
こ
の
五
年
に
は
八
分
に
減
配
せ
ぎ
る
を
得
な
か
っ

た
。
大
島
堅
造
（Ｍ
４２
東
京
高
商
、
当
時
銀
行
本
店
支
配
人
、
の
ち
銀
行
専
務
）
は
、　
こ
の
銀
行
決
算

の
実
情
に
つ
い
て
、
当
時
内
国
課
と
経
理
課

を
担
当
し
て
い
た
常
務
大
平
賢
作
と
の
や
り
と
り
を
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。



人
も
知
る
が
如
く
、
昭
和
二
年

の
金
融
恐
慌
の
後
に
来
た
の
は
経
済
界
に
発
生
し
た
ひ
ど
い
反
動
だ
。
住
友
は
三
菱
と
共
に
恐
慌
に
よ

っ
て
特
に
預
金
が
増
大
し
た
が
、
そ
の
資
金
は
日
本
銀
行
に
無
利
子
で
預
け
ら
れ
、
借
手
が
な
い
。
大
平
さ
ん
は
貸
出
先
を
探
す
に
非

常
に
苦
心
さ
れ
た
。
当
時
の
外
国
課
は
ロ
ン
ド
ン
の
ロ
イ
ヅ

・
バ
ン
ク
を
モ
デ
ル
と
し
た
独
立
計
算
制
を
採
用
し
て
い
る
。
し
た
が

っ

て
、
利
益
は
多
か
っ
た
が
そ
れ
は
経
理
課
に
渡
さ
ず
、
外
国
課
で
保
管
し
て
い
た
。
上
海
支
店
が
銀
相
場
の
下
落
で
決
算
時

に
ど
ん
な

損
失
を
出
す
か
も
知
れ
な
い
か
ら
、
そ
の
準
備
金
を
兼
ね
貯
え
て
い
た
の
で
あ
る
（註
、
三
井
銀
行
で
は
当
時
国
内
余
裕
資
金
を
上
海
の
銀
塊

（
２３
）

相
場
の
変
動
を
利
用
し
た
為
替
差
利
益
を
目
的
と
し
た
投
資
に
向
け
、
上
海
支
店
は
昭
和
五
年
に
一
〇
〇
万
円
の
収
益
を
上
げ
た
と
い
う
が
、
住
友
で

は
大
島
は
在
職
中
ス
ペ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
一
回
も
や
ら
な
か
つ
た
と
い
う
）。
大
平
さ
ん
は
決
算

の
必
要
上
、
止
む
を
得
ず
外
国
課

の
利
益

金
の
借
入
れ
を
申
込
ん
で
来
た
。
私
は
数
回
に
亘

っ
て
貸
し
た
。
そ
の
証
文
は
今
の
外
国
部
に
保
管
さ
れ
て
い
る
筈
だ
。

私
は
当
時
、
本
店
支
配
人
で
外
国
課
担
当
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
限
り
に
於
て
常
務
の
権
限
を
与
え
ら
れ
、
合
議

に
参
加
し
た
。
問
題
は

住
友
が
株
式
を
公
開
し
た
と
き
、
年
八
％
の
配
当
を
払
う
と
い
う
諒
解
を
与
え
た
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
業
績
上
不
可
能
だ

か
ら
本
家
に
配
当
を
辞
退
し
て
貰
う
と
か
、
色
々
の
案
が
あ

っ
た
が
関
係
方
面
の
賛
同
を
得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

昭
和
四
年
度
の
銀
行
の
実
際
純
益
五
四
九
万
円
の
中
、
内
国
課
の
純
益
は
四
三
八
万
円
、
外
国
課
の
そ
れ
は

一
一
一
万
円
、
こ
れ
が
従
来

の
銀
行

の
決
算
の
パ
タ
ー
ン
で
あ

つ
た
。
し
か
し
昭
和
五
年
度
の
内
国
課
の
純
益
は
二
五
〇
万
円
に
落
ち
込
み
、
こ
れ
で
は
大
島

の
述
べ
る

通
り
八
％
の
配
当
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
外
国
課
で
二
八
七
万
円
の
純
益
を
計
上
し
、
実
際
純
益
を
五
三
七
万
円
と
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
問
題
は
こ
の
外
国
課
の
純
益

の
出
所
で
あ
る
が
、
当
時
の
外
国
課
の
収
益
源
は
、
外
国
為
替
の
売
買
で
は
な
く
、
ま
ず

英
米
市
場
で
低
利
の
資
金
を
外
銀
か
ら
借
り
入
れ
、
そ
れ
に
よ
つ
て
買
い
取

っ
た
日
本
向
け
の
輸
出
手
形
の
金
利
と
の
利
ぎ
や
に
あ

つ
た
。

昭
和
四
年
度
で
は
、
外
国
課
の
利
益
六
二

一
万
円
の
中
、
収
入
（受
取
）利
息
が
三
三

一
万
円
に
対
し
、
外
国
為
替
売
買
益
は

一
六
五
万
円
で

あ

っ
た
。
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五
五
六

し
か
し
昭
和
五
年

一
月
の
金
輸
出
解
禁
以
来
、
世
界
恐
慌

の
影
響
、
と
く
に
商
品
市
況
の
暴
落
の
た
め
、
外
国
為
替
の
取
扱
高
は
激
減
す

る
に
至

っ
た
。
こ
の
外
国
為
替
取
扱
高
が
三
割
近
く
減
少
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
外
国
課
の
外
銀
借
り
入
れ
を
示
す
（他
に
在
米
支
店

・
連
系

銀
行
の
資
金
を
含
む
）外
国
為
替
残
高
が
四
年
末

の
三
〇
三
二
万
円
か
ら

一
六

一
六
万
円

へ
ほ
ぼ
半
減
し
た
の
で
、
損
失
面
に
お
い
て
支
払
利

息
が
三
八
八
万
円
か
ら

一
六
〇
万
円

へ
三
二
人
万
円
も
減
少
し
た
こ
と
が
、
ま
ず
外
国
課
の
純
益

に
大
き
く
寄
与
し
た
。
損
失
面
で
減
少
し

て
も
利
益
面
で
同
様
に
減
少
す
れ
ば
純
益
は
変
わ
ら
な
い
が
、
利
益
面
を
み
る
と
貸
付
金

・
外
国
為
替
資
産
残
高
が
昭
和
四
年
末
の
二
九

一

九
万
円
か
ら
五
年
末
の

一
七
二
五
万
円

へ
四
割
も
減
少
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
年
度

の
外
国
課
の
利
益
五
五
六
万
円
の
中
、
収
入
（受

取
）利
息
は
二
三
人
万
円
と
二
人
％
減
に
と
ど
ま
り
、
外
国
為
替
売
買
益
は

一
六
四
万
円
と
ほ
と
ん
ど
横
ば
い
と
な

っ
て
い
た
。
従

っ
て
こ

の
う
ち

一
〇
〇
万
円
程
度
は
大
島

の
い
う
当
時
の
外
国
課
の
準
備
金
な
る
も
の
を
利
益
と
し
て
計
上
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
れ
と
は
逆
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
三
井
銀
行
は
当
時
そ
の
ド
ル
買
い
が

「
国
賊
的
ス
ペ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
非
難
の
的
と
な

っ
て
い

た
た
め
か
、
昭
和
六
年
下
期
の
決
算
で
外
国
営
業
部
は
十
二
月
だ
け
で
三
二

一
万
円
の
外
国
為
替
売
買
損
を
計
上
し
た
。
後
年
三
井
銀
行
は

(単位 :円 、円未満切 り捨 て )

4年 5年

7,030,221

207,727

11,105

612,469

897,000

398,000

42,000

392,500

625,000

180,000

600,000

2,276,284

1,087

97,500

210,000

159,441

48,955

283,124

△12,975

999

4,078,575

207,727

10,583

1,066,964

747,500

392,500

625,000

186,698

540,000

2,149,824

1,087

36,250

97,500

210,000

105,136

△10,340

27,633

△2,310,379

△5.109

3,812,570

603,064

378,140

412,314

121,382

39

202,123

1,411,995

364,382

40,838

180,524

97,765

4,671,655

855,126

398,390

402,449

119,886

1

206,813

1,419,478

734,152

501,874

21,814

11,668

3,217,651 △593,079
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第 7表 合資会社(本社)損益表

科 目 15年大 正 日召オロ2`手 3年

当期利益

国債証券利息
地方債証券利息
社債券利息
株券配当金

住友別子鍍山配当金

住友九州炭磯配当金

住友坂炭破配当金

住友製鋼所配当金

住友電線製造所配当金

住友肥料製造所配当金

住友伸銅鋼管配当金

住友銀行配当金

住友信託配当金

住友生命保険配当金

住友ビルデイング配当金
土佐吉野川水力電気配当金

建築費戻入
工事処理費戻入

別子地所損益

別子農林損益

雑 益

固定財産原価差損益

有価証券原価差損益

資金利息

3,440,621

207,787

11,523

2,625

327,495

546,875

174,000

2,564,205

87,489

160,244

150

△644,739

2,966

4,014,688

207,727

11,393

10,998

391,992

392,500

1,339,987

180,000

2,435,994

97,500

69,815

17,082

△1,140,814

510

4,674,992

207,727

11,405

7,536

515,795

392,500

625,000

180,000

2,276,284

812

97,500

145,384

101,637

39,036

△87,877

22,692

137,776

1,780

当期損失

不U′自、

俸 給

賞 与
旅 費
営繕費
賃借及保険料

雑 費
諸 税
退職慰労金

雑 損
山林課損益

地所課損益

別子山林損益

札幌損益

唐松損益

償 却

4,367,686

612,867

345,198

464,866

68,519

64

125,390

983,308

204,875

1,524,170

33,189

5.235

2,932,739

317,077

359,585

378,147

81,579

37

180,822

838,200

182,074

499,161

58,322

15,158

11,486

11 084

3,613,082

320,510

362,146

411,854

79,019

1,346

205,629

1,278,723

134,971

526,572

106,458

107,716

3,975

15,767

58 389

当期純損益 △927,064 1.081.949 1.061,909

五
五
七



第
三
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住
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（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
八

（
２５
）

大
蔵
省
に
対
し
、
昭
和
七
年
上
期
に
留
保
し
た
外
国
為
替
の
利
益
を
昭
和
十
年
上
期
ま
で
毎
期
戻
入
し
た
と
報
告
し
て
い
る
の
で
、
当
時
の

会
計
制
度
で
は
こ
う
し
た
社
内
の
利
益
留
保
が
可
能
で
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

Ｈ
　
合
資
会
社
（本
社
）
の
業
績

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
傘
下
の
直
営
事
業
所
が
分
離
独
立
し
て
連
系
会
社
と
な

っ
た
の
で
、
本
社
の
損
益
構
造
は
、
従
来

の
赤
字
基
調
か

ら
、
連
系
会
社
の
配
当
収
入
に
よ
つ
て
黒
字
基
調
に
変
わ
っ
た
（第
７
表
）。
同
時
に
連
系
会
社
の
業
績
の
悪
化
が
、
例
え
ば
大
正
十
五
年

の

製
鋼
所
と
昭
和
五
年

の
炭
破
の
無
配
や
期
間
を
通
じ
て
の
銀
行
の
減
配
等

の
よ
う
に
、
本
社

の
業
績
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な

っ
た
。
な

お
昭
和
二
年
の
電
線
製
造
所
は
、　
一
割
配
当
の
他
に
積
立
金
の
中
か
ら
臨
時
配
当
（本
社
受
取
七
八
万
円
余
）
を
行
い
、　
こ
れ
を
未
払
込
金

の
払

込
原
資

に
充
当
し
た
も
の
で
あ
る
。
連
系
会
社
以
外
の
株
式
保
有
が
増
加
す
る
に
つ
れ
（第
８
表
）、
配
当
収
入
も
増
加
し
て
い
る
が
、
特
に

昭
和
五
年
に
は
配
当
収
入
は

一
〇
〇
万
円
を
超
え
て
い
る
の
は
、
日
本
ビ
ク
タ
ー
蓄
音
器
の
特
別
配
当
三
二
万
円
が
あ

っ
た
た
め
で
、
こ
れ

(単位 :円 、円未満切 り捨て)
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第 8表 合資会社(本社)貸借対照表

J科 昭和元年末 2年末 3年末

イ呂. ノデ
固 定 員る産

所 有 品
為 F11.I:券

券

券

　
株

券
券

　
　

　
　

　

株
　

一ス

券
券

　
　

　

株
株

券

　
　
券

　

グ
券

電

株
株

券

　
券

所

所
株

　
　

株

　

ンヽ
株

力

山
蔭

株
券

株

造

造
管
券

券

険
券

イ
社
水

出
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

店

『

雄
軸

師
儒

輌
一

¨
時

格
一

中
一

¨

¨
¨

¨
¨

一

一
¨

¨
一

一

¨
一

一
麓

金

始
¨

一
¨

¨
一

¨
¨

¨
嚇

一
¨

¨

一
¨

新

院
・

¨
一

¨
枷

¨
嚇

出
　

立
出

収

別
製
若

鴻
人
札
高

東
呉

１．
横
博
神
名

林
病
東

別
坂
計
銀

銀
当

支

金
　

仮
木

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　

　

会

・
　

・

業

り
全
　

　

部
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

店

託
　

別
行
　

益

起

預
貸

雑
　
各

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

支
委

　
特
銀
　

損

一

７８

一

〇〇

５。

０。

０。

８２

５。

０。

０。

００

００

３３

０４

７９

一

４３

・０

０４

６。

一

一
‐４
“
２４
・９

一

０。

８６

６５

４２

６７

００

‐０

０。

一

７８

一

〇〇

〇〇

〇〇

〇〇

８２

５。

０。

０。

００

５。

０。

２４

１

４２

９９

９７

７２

５。

　

５５

　

５。

５。

０。

０。

２．

１６

‐３

５。

５。

９３

００

資 本 金

前 期 繰 越 金

前 期 純 損 益

方

金

貸

本資

労 役 者 特 別 保 護 基 金

労 役 者 特 写」保 護 別 途 不責蟹螢

預 り 金 ・ 雇 人 身 ノこ

":金積 金 預 金

住 友 末 家 預 金

諸 預 金

地 所 課 頂 り 金

地 所 課 特 別 預 り 金

準 職 員 積 立 金

雑  仮 入 金

未 払 金

各 部  東 京 販 売 店
県 販 売 店
L海 ,羊 イテ・ 販 売 店

博 多 販 売 店

神 戸 販 売 店
名 it屋 販 売 店

千 形 ・ 割 引 手 形

銀 行 ・ 銀 行 出 納

損 益 。当 期 純 損 益

一　

一　
４６

４５
　
・　
一　

一

一　

一

‐３

３６

０〇

一

五
五
九
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（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
〇

は
全
額
増
資
払
込
の
原
資
に
充
当
さ
れ
た
。

昭
和
二
年

の
山
林
課
損
益
、
地
所
課
損
益
、
昭
和
三
年
の
別
子
山
林
損
益
、
別
子
地
所
損
益
及
び
別
子
農
林
損
益
は
、
昭
和
二
年
七
月
住

友
別
子
鍍
山
の
設
立
に
伴
い
、
合
資
会
社
別
子
鉱
業
所
の
山
林
、
地
所
は
同
社
に
委
託
経
営
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、
そ
の
損
益
を
示

す
。
な
お
昭
和
三
年
七
月
、
山
林
課
、
地
所
課
は
合
併
し
て
農
林
課
と
な

っ
た
。

同
じ
く
昭
和
三
年
札
幌
損
益
、
唐
松
損
益
は
、
三
月
札
幌
鉱
業
所
が
廃
止
さ
れ
、
唐
松
炭
坑
の
経
営
が
住
友
坂
炭
破
に
移
管
さ
れ
た
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
両
者
の
一
―
二
月
の
損
益
を
示
す
。

本
社
の
業
績
を
左
右
す
る
も
の
と
し
て
、
損
失

の
う
ち
退
職
慰
労
金
と
有
価
証
券
評
価
損
が
大
き
い
。
特
に
本
社
の
業
績
が
、
大
正
十
五

年
に
赤
字
と
な

っ
た
の
は
、
前
者
が

一
五
二
万
円
に
上
が
っ
た
の
が
主
因
で
あ
り
、
昭
和
五
年
の
場
合
は
、
後
者
が
三
二
八
万
円
と
い
う
巨

額
に
達
し
た
た
め
で
あ
る
。
有
価
証
券
評
価
損
に
つ
い
て
は

「
三
　
投
資
活
動
」
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
て
、　
一
方

の
退
職
慰
労
金
が

こ
の
よ
う
に
大
き
な
額
と
な

っ
た
の
は
、
ヨ

　

統
轄
シ
ス
テ
ム
」

で
述
べ
た
よ
う
に
、
幹
部
の
異
動
が
相
次

い
だ
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
大
正
十
五
年
の
一
五
二
万
円
の
中
に
は
前
家
長
に
対
す
る
功
労
金

一
〇
〇
万
円
、
理
事
吉
田
良
春

一
五
万
円
、
伊
庭
貞
剛

一
〇
万
円
、
理

事
岡
田
宇
之
助
五
万
円
計

一
三
〇
万
円
が
、
昭
和
二
年

の
四
九
万
円
に
は
理
事
草
鹿
丁
卯
次
郎
二
〇
万
円
中
合
資
会
社
負
担
分
八
万
円
、
信

託
専
務
吉
田
真

一
の
銀
行

・
信
託
負
担
分
二
五
万
円
の
他
に
住
友
家
分
と
し
て

一
二
万
円
余
計
二
〇
万
円
余
、
昭
和
三
年
で
は
五
二
万
円
の

う
ち
理
事
本
荘
熊
次
郎

・
総
務
部
長
野
草
省
三

・
技
師
長
武
藤
伝
造

・
住
友
病
院
長
片
山
正
義
等
四
〇
万
円
余
が
、
昭
和
五
年

の
五
〇
万
円

の
中
に
は
、
総
理
事
湯
川
寛
吉
の
五
〇
万
円
中
合
資
会
社
負
担
分
二
六
万
円
余
と
肥
料
常
務
日
高
直
次

の
合
資
会
社
負
担
分
九
万
円
余
計
三

五
万
円
余
が
含
ま
れ
て
い
た
。

第
８
表
に
お
い
て
、
起
業
支
出
勘
定
宜
川
起
業
支
出
二
三
万
円
余
は
、
昭
和
五
年
四
月
朝
鮮
の
金
山
で
あ
る
宜
川
鉱
山
（朝
鮮
平
安
北
道
宜

川
郡
宜
川
口３
を
加
藤
万
四
郎
及
び
東
拓
鉱
業
か
ら

一
一
万
円
余
で
買
収
し
、
探
鉱
を
開
始
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



科 目 大正15年 日召禾日2`羊 3年 4年 5年

当期利益

耕地収益

賃貸料

雑 益

固定財産原価差損益

禾り ′モヨ、

48,436

20,884

162,699

1,820

△136,952

△15

203,149

11,887

195,199

10,496

△13,857

△576

301,420

14,598

219,715

12,498

3,336

51.271

388,702

13,171

240,006

4,035

48,805

82.684

366,697

11,667

246,680

1,196

△10,303

117,457

当期損失

俸 給

旅 費

諸 税

営繕費

賃借及保険料

雑 費

賞 与

雑 損

資金利息

償 却

181,994

12,142

1,530

46,844

37,643

3,619

14,236

7,516

6

11,582

46,872

173,038

14,369

1,655

35,828

28,506

8,348

20,693

8,786

29

5,457

49,363

182,842

20,229

1,268

35,231

29,141

6,340

15,254

13,161

1,H8

61,095

254,837

22,524

1,659

40,935

37,329

6,765

59,731

14,158

262

214,624

23,004

1,262

40,675

20,747

7,745

26,894

14,933

0

79,359

当期純損益 △133,558 30,111 118,578 133,864 152,073

第 9表 地所課損益表 (単位 :円 、円未満切 り捨て)

第
二
部
　
住
友
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資
会
社

委
託
勘
定
は
既
に
述

べ
た
よ
う
に
、
別
子

の
山
林

・
地
所

を
住
友
別
子
鍍
山

に
、唐
松
炭
坑
を
住
友
坂
炭
積

に
経
営
委

託
し
た
こ
と
を
示
す
。

特
別
会
計
勘
定
地
所
課
は
、
「住
友
合
資
会
社
（上
と

で

述
べ
た
よ
う
に
、
大
正
十
四
年
六
月
総
務
部
庶
務
課
に
所
属

し
て
い
た
地
所
係
が
地
所
課
と
し
て
独
立
し
た
際
、
本
社
の

勘
定
と
は
別
個
に
設
け
ら
れ
た
特
別
会
計
勘
定
を
示
す
。
従

っ
て
そ
の
損
益
と
勘
定
内
訳
は
第
７
表
と
第
８
表

に
含
ま
れ

な
い
の
で
そ
れ
ぞ
れ
第
９
表
と
第
１０
表

に
示
し
た
。
大
正
十

五
年

に
赤
字

と
な

っ
た
の
は
、
旧
銀
行
本
店
営
業
部
建
物

（旧
帝
国
座
）
の
評
価
損

一
三
万
円
余
を
計
上
し
た
た
め
で
あ

２つ
。昭

和
三
年
末
雑
勘
定
未
収
入
金
で
二

一
七
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
年
初
に
合
資
会
社
が
所
有
し
て
い
る
川

岸
町
土
地
三
万

一
〇
〇
〇
坪
（現
大
阪
市
此
花
区
島
屋
六
丁
目
及

び
桜
島

一
丁
目
、
「住
友
総
本
店
（下
ν

第
３
図
参
照
）
を
、
北
港

運
河
を
は
さ
ん
で
安
治
川
本
流
と
大
阪
北
港
経
営
地
を
結
ぶ

唯

一
の
連
絡
経
路
の
た
め
、
大
阪
北
港
に
三
〇
〇
万
円
で
売

五
六

一
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五
六
二

却
し
、
代
わ
り
に
大
阪
北
港
は
島
屋
町
の
土
地
七
万
坪
の
う
ち
製
鋼
所
の
敷
地
六
万
三
〇
〇
〇
坪
を
製
鋼
所
に
三
〇
〇
万
円
で
、
八
〇
〇
〇

坪
を
五
五
万
円
で
合
資
会
社
に
売
却
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
う
ち
頭
金

一
〇
〇
万
円
が
製
鋼
所
か
ら
入
金
さ
れ
、
残
り
二
〇
〇
万
円
が

五
年
年
賦
と
な

っ
た
こ
と
を
示
す
。
預
ケ
金
勘
定
会
計
課
特
別
預
ケ
金
が
、
主
と
し
て
そ
の
入
金
状
況
を
示
す
。

第
Ｈ
表
は
本
社
の
収
支
表
を
示
す
。
「住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「
二
日
　
合
資
会
社
（本
社
部
門
）
の
業
績
」

で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
社

の

支
出
超
過
は
直
営
店
部
か
ら
の
資
金
回
収
（各
部
勘
定
増
減
と
前
期
純
損
益
の
合
計
、
但
し
こ
こ
で
い
う
各
部
勘
定
増
減
に
は
各
部
の
前
期
純
損
益
が
含

ま
れ
て
い
る
、
第
１２
表
に
各
部
勘
定
増
減
を
不
す
）
に
よ
つ
て
補
わ
れ
、　
そ
の
差
は
銀
行
出
納
勘
定
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

本
社
の
収
支

の
改

善
と
と
も
に
、
銀
行
出
納
勘
定
（当
座
借
越
＋
割
引
手
形
）
の
借
入
超
過
は
縮
小
し
、
昭
和
元
年
末
に
は
預
金
超
過
に
転
じ
た
。
本
社
の
支
出
の

大
半
は
有
価
証
券
投
資
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

「
三
　
投
資
活
動
」
で
詳
述
す
る
。
通
常
の
配
当
金
支
出
の
他
に
配
当
金
の
積
立
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
１８
表
利
益
処
分
の
説
明
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
他
で
は
、
支
出
で
は
貸
金
、
収
入

で
は
預
り
金
が
金
額
的
に
大
き
い
。
両
勘
定
の
中
心
と
な
る
立
替
金
と
諸
預
金

の
残
高
明
細
を
第
１３
表
に
示
す
。
立
替
金
で
は
従
来
に
引
き

続
き
倉
庫
、
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
に
対
す
る
融
資
が
行
わ
れ
て
い
る
他
、
伸
銅
鋼
管
の
設
立
の
際
に
も
融
資
が
行
わ
れ
た
。
住
友
坂
炭
破

に
対
し

て
は
、
昭
和
四
年

一
月
に
譲
渡
し
た
唐
松
炭
坑
の
起
業
支
出
と
八
月
に
起
き
た
ガ
ス
爆
発
の
処
理
費
の
融
資
で
あ
る
。
ま
た
病
院
は
工
費
二

五
万
円
で
新
館
を
建
設
し
た
の
で
、
そ
の
建
設
費
を
融
資
し
た
。

一
方
諸
預
金
で
は
製
鋼
所
と
電
線
製
造
所
の
余
資

の
受
け
入
れ
が
続
き
、
既
に
述
べ
た
配
当
金

の
積
立
が
分
家

の
預
り
金
も
含
め
て
、
住

友
家
の
預
り
金
の
形
で
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詳
細
は
第
１８
表
利
益
処
分
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
大
阪
北
港
の
八
五
万
円
は
、

5年末

13,390,212

9,163,711

718,682

1,666

200

14,191

944

6,747

3,447

366,065

2,050,000

64,556

1,000,000

13,390,212

13,286,875

28,640

5,829

2,103

66,764

未満切 り捨て )
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第 10表 地所課貸借対照表    (単 位:円 、円

科 目 昭和元年末 2年末 3年末 4年末

借 方

固定財産 。土地

建設物

機械

什器

所有品・米穀

準備品

農林産品 。穀物

起業支出・雑建設物

雑土工

住友倶楽部建設物

預ケ金・会計課預ケ金

会計課特別預ケ金

雑・仮出金

未収入金

当期損益

11,433,620

10,687,517

479,140

2,718

200

4

78,652

5,352

32,707

147,329

11,487,344

10,590,742

534,659

3,065

200

73,525

4,855

109,194

1,101

170,000

13,154,484

9,164,816

511,208

2,759

200

167,400

6,488

167,899

900,000

63,712

2,170,000

13,229,251

9,093,826

711,497

1,854

200

10,382

124

80,492

1,200

156,420

1,550,000

123,254

1,500,000

貸 方

会計課勘定

預り金・敷金預金

耕作保証金

預ケ金・会計課預ケ金

雑・仮入金

当期損益

11,433,620

11,414,114

10,092

9,413

11,487,344

11,457,104

19,230

2,213

8,795

13,154,484

13,015,777

25,119

61,100

562

51,925

13,229,251

13,129,078

26,969

715

72,488

五
六
三
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）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
四

上
記
合
資
会
社
に
対
す
る
島
屋
町
土
地
売
却
代
金
五
五
万
円
と
、
大
正
十
五
年
電
線
製
造
所
に
対
し
そ
の
敷
地
三
万
坪
を

一
人

一
万
円
で
売

却
し
た
代
金
の
残
り
三
〇
万
円
の
預
か
り
で
あ
る
。

第
Ｈ
表
及
び
第
１２
表
の
銀
行
出
納
勘
定
の
増
減
の
結
果
、
年
末
の
勘
定
残
高
（当
座
借
越
＋
割
引
手
形
）
は
、
第
１４
表
で
示
さ
れ
る
。
通
常
は

住
友
銀
行
の
当
座
借
越
で
調
達
さ
れ
る
が
、
第
１４
表
註
に
示
し
た
通
り
、
伸
銅
所
が
住
友
伸
銅
鋼
管
と
し
て
独
立
し
て
そ
の
手
形
融
資
が
な

く
な

っ
て
以
来
、
合
資
会
社
の
特
定
の
用
途
の
資
金
調
達
に
は
割
引
手
形
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
連
系
会
社
の
株
式
払
込
資
金
は
巨
額

に
上
る
が
、
直
ち
に
譲
渡
資
産
と
相
殺
さ
れ
る
た
め
残
高
と
し
て
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
例
外
は
昭
和
五
年

の
大
阪
北
港
の
株
式
買
収
費

用

一
三
五
万
円
の
調
達
で
、
九
〇
日
毎

の
借
換
が
続
き
、
返
済
は
昭
和
十
二
年
三
月
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
。
こ
の
手
形
割
引
は
、
金
解
禁
直

後
の
三
月
に
住
友
銀
行
で
は
な
く
、
大
阪
北
港
株
式
六
万

一
六
〇
〇
株
を
担
保
と
し
て
日
本
銀
行
大
阪
支
店
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
理
由
と
し

（
２６
）

て
は
、　
一
月
の
金
解
禁
に
よ
つ
て
住
友
銀
行
の
貸
出
方
針
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
、
合
資
会
社
と
銀
行
の
取
引
が
こ
れ
ま
で
預
金
超
過
で
あ

っ

た
の
が

一
転
し
て
当
座
借
越
に
向
か
い
、
年
末
に
は

一
〇
〇
万
円
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
の
が
、
資
金
繰
り
か
ら
予
め
予
想
さ
れ
て
い
た
こ

600千 円を算人せず、他方仮入金の中、大

千円の誤記である。

金50万 円、通知預金50万円計100万円の減

繰戻2280千 円と表示されている。

(単位 :円、円未満切 り捨て)

4 年 5年

△249,317

△260,095

10,382

5,926,702

1,225,045

△1,178,994

△1,377,286

124

△12,453

4,084,106

77,924

167,877

3,808

6,962,647

△607,096

242,884

△1,792,714

819

1,092,458

6,148,610

856,277

△1,689

△700,000

△550,000

6,440

728,496

308,571

687,500

3,088,153

4,423,749

4,789

△2,482

△700,000

△1,450,000

△1,279

4,921,581

10,766

761,700

△441,005

3,104,069

339,642

316,544

405,885

382,787

△3,044,540

△113,528

△2,630,350

300,661
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第 11表 収 支 表 (本 社 )

目科 大正15年 昭和 2年 3年

(支 出)

固定財産

起業支出

所有品

有価証券

貸金

仮出金

未収入金

受取手形

農林産品

銀行特別預金

合 計

1,849,150

70,017

△441

116,924

1,083,661

△1,739,416

3,000,000

△818,228

1,842,164

5,403,832

946,190

103,570

△412

2,326,560

2,567,655

△42,928

△576,245

5,324,390

△1,071,852

154,213

△1,165

11,371,025

△3,018,741

1,482,777

△708,734

△747,442

7,460,078

(収 入)

委託勘定

東京支店

配当金

配当金積立

労役者特別保護基金

預 り金

仮入金

未払金

若松炭業所財産譲渡代

純益

合 計

△600,000

△719

542,318

△1,294,836

83

△1,060,623

△2,413,777

131,500

△700,000

△1,050,000

2,7H

l,770,578

86,449

37

1,112,060

1,353,336

△480,505

△700,000

△1,150,000

△30,603

1,634,895

△484,799

△1,072

5,000,000

1,180,487

4,968,402

収支超過額    ①

各部勘定増減   ②

銀行出納勘定増減 ③

前期純損益    ④

△7,817,610

△5,915,686

1,089,226

2.991 151

△3,971,053

△2,108,588

215,033

2 077 498

△2,491,676

△981,803

△677,823

832,049

五
六
五

註 :1上 記の関係は④―② +① =③ となる。

2大正15年 度実際報告書では、支出超過額7,224T円 となっているが、 これは上記に対 し、配当金支払

良鉱業所閉鎖に伴 う純益6,988円 の振替を算入 していないためである。

3昭和 2年度実際報告書では、立替金 (上記貸金)が 2,658+円 となっているが、 これは上記の通 り2,568

4昭和 3年度実際報告書では、 支出超過額3,493T円 となっているが、 これは銀行特別預金の中定期預

少を算入 していないためである。

5昭和4年度実際報告書では、起業及固定財産は340千 円、償却繰戻169千円と表示されている。

6日高和 5年 度実際報告書では、固定財産は169千円、償去「繰戻91千 円及び有価証券は9,242千 円、評価損
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五
六
六

と
、
或
い
は
長
期
的
に
流
動
性
を
確
保
し
て
お
こ
う
と
い
う
意
図
が
あ

っ
た
こ
と
等
が
上
げ
ら
れ
る
が
、
「
四
　
資
金
調
達
」

で
改
め
て
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

銀
行
特
別
預
ケ
金
勘
定
は
、
従
来
の
積
立
金
が
昭
和
三
年
四
月
本
社
特
別
財
産
に
一
本
化
さ
れ
た
後
も
、
そ
の
中
で
住
友
銀
行

の
特
別
当

座
預
金

・
通
知
預
金

・
定
期
預
金
で
運
用
さ
れ
て
い
る
残
高
を
示
す
。
昭
和
元
年
末
に
こ
の
残
高
が
二
〇
〇
万
円
近
く
な
る
と
、
昭
和
二
年

に
は
こ
れ
を
取
り
崩
し
て
、
宇
治
川
電
気
社
債
買
入
三
〇
万
円
、
九
州
水
力
電
気
株
式
四
八
万
円
、
九
州
電
気
軌
道
株
式
五
七
万
円
計

一
三

五
万
円
、
昭
和
三
年
阪
神
電
気
鉄
道
株
二

一
〇
万
円
、
九
州
水
力
株

一
九
万
円
、
九
州
電
軌
株
二
万
円
計
二
三

一
万
円
、
昭
和
四
年
阪
神
電

鉄
株
二
人
万
円
、
九
州
水
力
株
三
万
円
、
九
州
電
軌
株
二
万
円
、
伊
予
鉄
道
株

一
万
円
計
三
四
万
円
と
投
資

に
回
さ
れ
た
。
し
か
し
昭
和
五

年
に
こ
う
し
た
投
資
が
影
を
ひ
そ
め
た
の
は
、
当
座
借
越
の
増
加
に
伴
い
、
銀
行
特
別
預
ケ
金

の
残
高
を
維
持
す
る
必
要
が
あ

っ
た
た
め
で

は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

国
　
合
資
会
社
（全
社
）
の
業
績

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
伸
銅
所
、
別
子
鉱
業
所
、
若
松
炭
業
所
が
相
次

い
で
独
立
し
て
、
連
系
会
社
と
な
る
と
、
合
資
会
社
（全
社
）
の
業

績
と
本
社
の
業
績
の
差
は
次
第
に
縮
小
し
て
い
っ
た
（第
５
表
）。

合
資
会
社
の
中
で
は
販
売
店
の
比
重
が
総
体
的
に
高
く
な

つ
た
。

販
売
店

の
売
上
は
不
況
下
に
お
い
て
も
、
緩
や
か
な
が
ら
伸
び
を
示
し
て
い
た
が
、
昭
和
五
年

に
は
不
況
の
影
響
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
売
上
は

△436,240

684,265

270,075

414,189

△3,044,540

△2,630,350

「 ]未 満切 り捨て)
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第 12表 各部勘定増減表     (単 位:円

店
立
ロ 大正15年 日召オロ2`平 3年 4年

別子鉱業所

製銅販売店

若松炭業所

鴻之舞鉱業所

大萱生鉱業所

札幌鉱業所

高根鉱業所

伸銅所

東京販売店

呉販売店

横須賀販売店

博多販売店

神戸販売店

名古屋販売店

上海洋行・販売店

林業所

病院

△3,276,872

178,467

△246,168

△68,091

△472,053

△80,541

△5,180,737

△74,183

△626

7,815

1,508

△8,938

△4,729

24,392

215,247

78,671

△4,088,037

△264,571

△401,978

8,277

103,765

7,820

△110,958

△1,407

7,455

△1,713

△6,125

△3,349

41,198

471,622

51 914

△383,732

△1,453,506

△240,877

△14,528

△11,496

△91,026

△6,065

1,804

8,416

△9,220

△10,046

31,782

359,444

5 199

△349,209

△18,101

△78,098

△22,089

△4,047

5,087

△8,522

3,008

△9,083

9,429

226,392

178,990

勘定減計=資金回収

勘定増計=資金補充

差引 ①

本社収支尻

合計 ②

9,412,941

506,104

8,906,837

△7,817,610

1.089.226

4,878,142

692,054

4,186,087

△3,971,053

215,033

2,220,500

406,647

1,813,853

△2,491,676

△677,823

489,151

422,908

66,243

339,642

405,885

註 :① 第H表 前期純損益―各部勘定増減。
②第H表 銀行出納勘定増減。

五
六
七



(単位 :円、円未満切 り捨て)

相 手 先 昭和元年末 2年末 3年末 4年末 5年末

貸金 立替金
湧別川水力電気
住友倉庫
lT友 伸銅銅管
住友ビルデイング
住友坂炭破
住友病院
その他

1,824,242
100,000

1,180,000

544,242

5,505,243

509 977

００

６５

０〇

一

2,486,501

780,000

1,290,000

416,501

3,921,546

1,080,000

1,160,000
887,500
210,000
584 046

3,308,449

1,080,000

1,310,000

204,000

714.449

預 り金・諸預金

住友製鋼所
住友電線製造所
住友家預 り金

大阪北港
その他

９５

００

０〇

一

160 295 213 603

10,792,902
4,300,000

3,300,000
2,126,420

850,000
216.482

16,602,244
5,400,000

5,800,000
4,460,708

350,000
591,536

第13表 本社貸金勘定立替金及び預り金勘定諸預金の残高明細

註 :住友家預 り金明細は下表の通 り。

第 14表 本社の銀行取引
(単位 :円、円未満切 り捨て)

第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

途

大正15年 6月

昭和 2年 1月

6月

7月

12月

昭和 3年 6月

12月

昭和 4年 2月

5月

1召 禾日5413月

住友伸銅銅管払込

東京販売店鶴見土地(肥料工場用)買収

住友別子鍍山払込

土佐吉野川水力電気払込

常務理事特命支出

住友九州炭破払込

預り金(電線、製鋼、北港)利払

北海道銭業から炭坑買収費用の一部

住友坂炭破増資払込

昭和 3年度利益配当金

大阪北港株式買収費用(日 本銀行大阪支店割引)

五
六
八

昭和 2年 3年 4年 5年

増配分
運用益

相続税支払

増配分税支払

別途預 り金

分家 (寛一)預 り金

分家 (義輝)預 り金
合 計

1,050,000

1.050,000

1,150,000
44,354

△H7,934

1,076,420

550,000
623,557

△1,019,290
△245,608
130,000

1,000

39,658

1,450,000
606,871

△186,241

320,000
4,000

100,000
2,294,629

累  言十 1,050,000 2,126,420 2,166,078 4,460,708

昭和元年末 2年末 3年末 4年末 5年末

銀行出納勘定(当 座借越)

割引手形

合 計

銀行特別預ケ金勘定

△189,703

△189,703

1,936,724

△904,736

500,000

△404,736

1,360,478

△426

700

△132,798

△132,798

600,582

1,142,352

1,355,200

2,497,552

1,693,040

註 :割 引手形による調達資金の用途は下表の通 り

年  月 金額 (万円)

900

100

1,500

200

50

500

30

100

200

70

135



第 15表 販売店販売実績表

3,433
14,122
3,720

714
469

136

653

18

23,265

3,810
12,461

5,956
699
529
150

500

24

24,129

4,093
10,848

3,701
775

1,568
397

773

43

22,198

4,230
11,671

3,798

575
1,482
584

2,494

50

24,884

千円)

3,319
7,272
2,741

612
1,473

3,584
31

19,032

(単位

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

註 :括弧内比率は当該店部の販売高に占める販売店の販売比率を示す。 販売店は上記以外の商品も取 り扱っ

ているため、合計は 致 しない。各販売店の受注実績の店部別内訳は下表の通 り(単位 :千 円)。

出典 :各年度実際報告書、会計見積書から作成。

5年

９‐

８２

０〇

一

２９

二

　

一

一

ｏ２

００

５０

３

一

２９

一

二

一

８ ２

五
六
九

(東 京)

伸銅
電線
製鋼
肥料
製銅 別子
若松 九州
坂
炭破
その他
訓
‐

(横 須賀)

イ申夕同
電線
製鋼
肥料
製銅・別子
若松 九州
坂
炭破
その他
計

販売店 大正 15年 F召 オロ21F 3年 4年 5年

東京
横須賀
県
博多
名古屋

神戸
上海
合 計

21,198
441

2,834
1,773
1,565
2,549

959
31,319

18,503
479

1,508
1,760
1,518
1,789
916

26,473

店部別内訳

伸銅

(比率)

電線
(比率)

製鋼

(比率 )

月巴本+
(比率)

製銅

(比率)

若松
(比 率)

坂
(比 率)

炭破
(比 率)

合言|

(比 率)

別子

7,342

(55 7)
16,196

(67 7)
5 576

(770)
596

(134)
1,926

(125)
97

(19)
380

(47 9)

32,113

(45 9)

7,803

(581)
13,775

(62 8)
6,284

(690)
875

(181)
1,737

(121)
156

(2 8)
543

(562)

31,173

(44 4)

8,110

(552)
15,019

(59 5)
5,295

(58 2)
920

(160)
2,969

(171)
304

(4 8)
743

(625)

33,360

(419)

9,562

(57 6)
15,214

(631)
4,510

(55 6)
965

(155)
3,488

(169)
506

(74)
1,553

(39 9)

35,798

(414)

6,807

(519)
9,383

(53 6)
3,932

(612)
794

(147)
2,489

(145)

2,994

(274)
26,399

(374)

(次頁へつづ く)



大正15年 日召禾日2`= 3年 4年 5年

(呉 )

仲 銅
電 線
製鋼
月巴

'卜

|

製鋼  別子
若 松 ・九州
坂
炭破
そ の他

計

０３

５４

２９

６２

２４

一

3
2,875

1,328
556
197
58

702

2

2,843
7

2 458

1,075
539
119
61

474
8
3

4
2 283

３７

０９

４‐

３‐

２〇

一

9
6

1 453

子
州

蜘̈訓鰤岬『一坂趣御計

230
955
150

1

147

21
1 504

204
1,692

167
2

126

5
2.196

226
1,367

126

508

2,227

293
1,337

295

781

2,711

370
1,125

129
1

113

1,738

(名 占屋 )

伸 銅
電 線
製鋼
月巴半|
製 鋼  別子
若 松  九州
坂
炭破
そ の他

計

19

1,509

587
761
246

110

1,704

878
2,046

253

209

6

3,412

639
1,325

255

126

2 345

‐５

３２

９４

０

９‐

一

106

1 238

(神 戸 )

仲 銅
電 線
製 鋼
月日本+
製 鋼 ・ 別子
若 松  九州
坂
炭 破
そ の他

言「

‐７

８６

‐５

一

‐５

一

一

一

2 935

1,373
539
554

15

2,481

1,256
689
334

4
58

139

2,480

1,150
634
354
11

59

2 208

９４

０４

９０

１９

７

一

20

1 514

(上 海 )

伸 31・l

電 線
製 鋼
月巴半+
製 鋼  別子
若 松 ・ ノし州
坂
炭 破
そ の他

計

３４

８６

１

１

８６

一　

一

一

８７

９５

４６

７３

２

０

５‐

一

一

一

１３

８５

４５

２７

１

一

２３

４６

一

一

一

４２

９５

８９

１

６５

‐７

４２

一

5
1,614

４‐

３０

２

３７

５６

一

一

２‐

１８

０５

(()言十)

仲 銅
電 線
製鋼
肥 料
製鉾 別 了
若松 ・ 九州
坂
炭 破
そ の他

言「

6.898
18,074
5,047

778
1,961

136
653

431
33.978

２‐

９３

２２

５９

３３

５０

０〇

一

４４

２２

２４

２４

０４

４０

９４

４３

‐８

一

５０

９９

７３

７７

２２

‐２

６８

３４

９７

一

６４

４７

6,247
9,711
3,477

800
2,183

3,740
55

26.213

第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

五
七
〇

註 :そ の他は中華電気製品、別子機械製品(但 し昭和3年度以降は製鋼 別子に含まれる)、 日米板6肖 子製品

である。



二
五
％
も
低
下
し
た
（第
１５
表
）。
販
売
店
の
販
売
実
績
を
み
る
と
、
伸
銅
、
電
線
、
製
鋼

の
三
社
に
つ
い
て
は
各
社
の
売
上
の
五
〇
―
六
〇

％
を
販
売
店
が
占
め
、
肥
料
、
製
銅
（別
子
）
、
炭
破
は
商
品
の
性
質
上
大
阪
地
場
取
引
が
大
き
く
販
売
店
の
シ
ェ
ア
は

一
五
―
二
五
％
前
後

に
と
ど
ま
つ
て
い
る
。

唐
松
炭
坑
は
、
昭
和
三
年
三
月
住
友
坂
炭
破

へ
経
営
委
託
さ
れ
、
昭
和
五
年
七
月
住
友
炭
破

の
発
足
と
と
も
に
、
同
社
に
譲
渡
さ
れ
た
。

来
馬
鉱
山
は
、
鉱
況
不
良
の
た
め
昭
和
二
年
六
月
休
山
し
た
。
製
銅
販
売
店
は
、
昭
和
三
年
七
月
住
友
別
子
鍍
山
の
大
阪
支
店
と
な

っ
た
。

第
１６
表
総
損
益
表
と
第
１７
表
総
貸
借
対
照
表
は
、
合
資
会
社
本
社
以
下
各
店
部
の
損
益
表
と
貸
借
対
照
表
を
連
結
し
た
も
の
で
あ
る
。
各

年
度

の
利
益
金
か
ら
は
、
社
員
に
対
し
配
当
金
が
支
払
わ
れ
、
残
り
が
利
益
繰
越
金
と
し
て
年
々
繰
り
越
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
（第
１８

表
）。
配
当
金
は
、
従
来
住
友
家
五
〇
万
円
（未
成
年
の
厚
、
元
夫
各
五
万
円
を
含
む
）
と
寛

一
、
義
輝
各
五
万
円
の
計
六
〇
万
円
で
あ

っ
た
が
、

大
正
十
五
年
三
月
住
友
吉
左
衛
門
友
純
が
死
去
し
、
厚
が
相
続
し
て
住
友
吉
左
衛
門
友
成
と
な

っ
て
以
来
、
住
友
家
五
〇
万
円
（元
夫
五
万
円

を
含
む
）
、
寛

一
、
義
輝
各

一
〇
万
円
に
変
更
さ
れ
た
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
通
常

の
配
当
金

の
他
に
、
大
正
十
五
年
か
ら
配
当
金

の

増
配
が
行
わ
れ
た
。
大
正
十
三
年
六
月
成
立
し
た
加
藤
高
明
内
閣
は
行
財
政
改
革

の

一
環
と
し
て
、
十
五
年
三
月
税
制
改
正
を
行

っ
た
が

（十
五
年

一
月
法
案
審
議
中
に
加
藤
が
病
没
す
る
と
若
槻
礼
次
郎
が
引
き
継
い
だ
）
、
そ
の
中
で
従
来
の
留
保
所
得

に
対
す
る
特
別
累
進
課
税

の
一
般

的
適
用
を
廃
し
て
、
い
わ
ゆ
る
同
族
会
社
に
対
し
て
の
み
超
過
累
進
課
税
を
適
用
す
る
こ
と
に
改
め
た
。

昭
和
二
年
五
月
二
十

一
日
提
出
、
六
月
六
日
決
裁
さ
れ
た
合
資
会
社
総
務
部
会
計
課
主
計
係

の
起
案
（主
雑
第
二
十
四
口こ

「合
資
会
社
利

益
処
分
ノ
件
」
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

増
配
ノ
利
益
卜
金
繰
関
係

一
、
合
資
会
社

ハ
加
算
税
賦
課
ヲ
免
レ
難
キ
事
。

同
族
会
社
加
算
税
規
定

二
関
ス
ル
大
蔵
省
内
牒
ヲ
仄
聞
ス
ル
ニ
、
有
価
証
券
又

ハ
不
動
産
ノ
保
全
ヲ
主
タ
ル
ロ
的
ト
ス
ル
会
社

ニ
ハ

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七

一



第 16表 総 損 益 表
(単 位 :円 、円未満切 り捨 て )

科 大 正 15年 日召千日211 3  ■1 4 年 5 年

益
国債 .T券利 自
地 方債 .l「 券利 虐
社 債 券利 害
株 券 配 当金
住 友 別 r鎖 山 配 当 金
イト友九州炭磯 配当金
住 友坂炭破配当金
住 友製鋼 所 配 当金
住 友電 線 製 造 所 配 当 金
住 友仲 銅 鋼 管 配 当金
住 友肥 料 製造 所 配 当金
住 友銀 行 配 当金
住 友信 託 配 当金
住 友 生命 保 険 配 当 金
住 友 ビルデ イ ング配 当金
li佐 古 野 川 水 力 電 気 配 当 金

'同

‖又ネi
電 銅収 益
金銀 収 益
売 鍍収 益
石 炭 収 益
イ中,同 製 品 1又 益
Ll,林収 益
別
「

地 所損 益
別 子 農林損 益
病 院収 益
耕 地収 益
商 品収 益
製 作 品収 益
雑 製 品収 益
運 賃収 益
賃 貸 卜|

諸 手 数 十「

労 役者 特 リリ保 護 支 夕、元金
組 替戻 入
雑益
固定財 産 原 価 差損 益
有価 .I券原価 差損 益
為 替差 益
資 金利 自

９ ９

７ ７

‐ ３

５ ‐

４ ‐

一　

一

失
賃銀 費
営 業雑給
動 力 及燃 料 費
常 用 品 費
材 料 費
雑 品 費
営 業 営 繕 費
連 送費
販 売 費
営 業賃借 及保 険料
営 業雑 費
輸 :11入 言者掛
俸給
給 料
雑給
旅 費
諸税
営 締 費
賃 借 及保 険 半1

雑 費
賞 与
退 職 慰労 金
労 役 者特 別 保 護 金
雑損
償去,

不り0
営 業品原価差損
委託勘定損益
別 ア山林損益
別 了農林損益
I_I松 損益
札 幌 損 益

損
３ ５

５ ９

一

６ ０

一

３。

３２

０４

８５

‐２

４４

２８

９５

８３

９７

７。

一

純 損 益

第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

五
七
二



第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

第 17表  総貸借対照表   (単位:円 、円未満切り捨て)

科 目 昭和元年末 2年末 3年末 4年 末 5年末

借 方
固定財産・土地

山林・立木竹
鉱山・鉱区
坑道
索道
電線路
鉄道・軌道 馬車線路
車両
船舶
建設物
機械
什器

権利・漁業権
所有品 立木

木材
薪材
米穀
準備品
家畜
商品 販売品

有価証券・国債証券
地方債証券
社債券
株券
連系会社株券

買鍍 粗銅
金銀銭
雑銭

電錬 銅
地金銀

製産品 金銀鐘
地金銀
銅鏡
銅半製品
粗銅
精銅
電気精銅
若松炭
唐松炭
製作品
木炭

産出品 鉱石
農林産品・穀物

薪材
木炭

起業支出
貸金 立換金 立替金

事業貸金
雑 仮出金

未収入金
仮受物品

受託品
手形 受取手形
取引先 掛売金
積送品
報告未達
預ケ金及現金 特別財産日預金

銀行預金
振替貯金
現金

181,849,422
13,847,005
3,942,983
12,576,620

127,261

495,246
465,990

93,766
4,822,720
3,579,036

252,997

40,775
146,873
4,604

49,188
458,874

7,930
136,735

3,142,542
199,592

19,594

6,420,930
105,052,361

454,328
148,884

5,432

77,997
178,087

501,945
185,822

1,512,703
628

763,275
323,976
13,140

205,297
27,151

7,205,949
1,824,242

164,041

866,278
4,283,344

82,125
180,393

176,218

4,345,623

2,351,536
4,045

83 319

28,629

50,165

5,965

1,671,743

1,399,367

80,009
253,931

38,767
221,844

614

3,142,542
199,167

297,000
7,872,910

123,349,961

370,971

11,605

41,633

0

180,994

8,237

4,202,360
5,505,243

0

701,183
5,170,000

120,205

150,213

3,644,367
152,866

2,357,658
31,426
62 944

６２

６４

８３

３４

一

185,024,452
12,649,238
3,723,597
1,068,103

142,439

17,962

16,454

16,085

1,129,943
332,461
49,241

253,931
33,534

290,416
242

22,441
186,856

5,688

3,142,542
194,242

12,060,766
130,835,055

26,537

177

9

3,979,114
2,486,890

2,003,143
4,466,970

216,406
247,928

4,252,557

1,095,497

10,542

5,676

189,184,874
13,572,905
2,726,032

437,534
225,591
16,028

11,931

30,390
19,729

1,427,804
349,485
21,139

250,000

414,122
3,914

21,558
3,142,542

190,267

296,115
93,598

4,702,736

1,017,786
12,493

4,390

７ ９

‐ ９

一　

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

３ ６

５ ９

２ ３

８ ３

８ ０

７ ４

一

２ ２

９ ５

191,661,079
13,585,259
2,662,908

345,918
203,221

11,480

8,355
24,102
25,892

726

1,381,689
275,310
22,363

225,000

531,738
3,939
19,077

3,142,542
163,800

12,813,935
143,001,679

14,632

14,261

459

8,590
3,900,687
3,104,598

969,919
1,305,030

183,669

25,305
1,865,018

1,693,040
H6,713
8,268
1,943

五
七
三



科 目 昭和元年末 2年末 3年末 4年末 5年末

貸 方
資本金・資本金

前期繰越金
労役者特別保護基金
労役者特別保護別途積金
預り金・積金預金

準備員及労働者積立金
諸預金
敷金等預金
住友末家預金

受託
取引先・掛買金
手形・支払手形

割引手形
雑・仮入金

未払金
預ケ金及現金・当座借越
損益 H半期前期純損益

下半期当期純損益

181,849
150,000

10,536
1,200

79

9,208

3,817,419
14,630

407,940

4,002,239
138,011

2,437,784

6 102

２２

００

７９

００

３３

一

一

８０

183,232,762
150,000,000
11,230,566

1,200,000
82,544

10,279,129

3,560,936
23,967

500,000
3,619,161

134,587

△1,981

2 603 850

185,024,452

150,000,000
11,982,435
1,200,000

51,941

689,554
70,196

10,791,389
25,619

299,200

3,914,573
21,919

644,047
700,000

2,905,831
2,338

1,163,074

562.332

７４

００

４‐

００

８‐

８７

２９

３５

０９

一

‐４

４５

２２

一

３９

０４

一

９４

６８

191,661,079
150,000,000
13,736,504

1,200,000
57,101

858,255
119,356

16,578,512

34,469

1,591,635

6,910
420,073

1,355,200
3,220,359
1,449,681

1,142,352
1,572,649

△1,681,984

第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

註 :同 一勘定科目内の科目名の変更は併記 した。

日g和元年末連系会社株券にはまだ連系会社に指定されていない大阪北港会社株券 21,927,500円 を含む。

第 18表 利 益 処 分
(単位 :円 、円未満切 り捨て )

科 目 大正15年 日召不日2`手 3年 4年 5年

純益金

配当金

住友家会計

内(住友元夫)

住友寛一

住友義輝

配当金(増配分)

2,443,887

700,000

500,000

50,000

100,000

100,000

1,050,000

2,601,869

700,000

500,000

50,000

100,000

100,000

1,150,000

1,725,406

700,000

500,000

50,000

100,000

100,000

550,000

3,428,663

700,000

500,000

50,000

100,000

100,000

1,450,000

△109,334

250,000

50,000

50,000

100,000

100,000

差引利益繰越金

後期繰越金

693,887

11,230,566

751,869

11,982,435

475,406

12,457,841

1,278,663

13,736,504

△359,334

13,377.170

五
七
四



原
則
ト
シ
テ
加
算
税
ヲ
適
用
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
居
り
、
当
社

ハ
鉱
山
業
、
販
売
業
等

ヲ
経
営
セ
ル
モ
、　
一
面
当
年
度
末
総
資
産

一
人

一
、
八
四
九
千
円
中
有
価
証
券

一
一
四
、
八
三
五
千
円
、
鉱
山
関
係
以
外
ノ
不
動
産
二
〇
、
三
六
七
千
円
合
計

一
三
五
、
二
〇
二
千

円
ノ
多
キ
ニ
登
り
、
即
チ
総
資
産
ノ
七
割
四
分
強
ヲ
占
ム
ル
状
態
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
若
シ
配
当
ヲ
従
来
程
度

二
止
ム
ル
時

ハ
、
前
記
原

則
ヲ
適
用
セ
ラ
レ
加
算
税
ワ
賦
課
セ
ラ
ル
ベ
キ
コ
ト
想
像

二
難
カ
ラ
ズ
。
現

二
三
井
合
名
、
三
菱
合
資
会
社
ノ
如
キ
従
来
ヨ
リ
特
別

課
税
ヲ
受
ケ
ザ
ル
様
増
配
ヲ
行
ヒ
居
レ
ル
ニ
徴
ス
ル
モ
、
這
般
ノ
消
息

ヲ
窺

フ
ニ
足
ル
ベ
シ
。

二
、
増
配
ス
ル
方
税
関
係

二
於
テ
利
益
ナ
リ
。

大
正
十
五

・
昭
和
元
年
度
純
益
処
分

二
当
り
、
配
当
金
ヲ
会
計
見
積
書
通
り
七
〇
〇
千
円
ト
ス
ル
ト
、
加
算
税
ヲ
免
ル
ル
為

一
、
七

五
〇
千
円

二
増
加
ス
ル
ト
ラ
比
較
ス
ル
ニ
、
増
配
ノ
方
本
家
並

二
合
資
会
社
ト
シ
テ
利
益
ス
ベ
キ
税
額
現
価
左
ノ
如
シ
。
（註
、
最
初

増
配
す
る
方
が
し
な
い
よ
り
も
）

昭
和
三
年
以
降
モ
増
配
ヲ
続
行
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
≡
一千
円
益

昭
和
三
年
以
降
加
算
税
ヲ
納
付
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一六
千
円
益

尚
十
ケ
年
間
増
配
ヲ
以
テ

一
貫
ス
ル
場
合

ニ
ハ
、
加
算
税
ヲ
継
続
納
付
ス
ル
場
合

二
比
シ
　
　
一
、
三
九
〇
千
円
益

ト
ナ
ル
。
若
シ
十
ケ
年
以
上
ノ
計
算
ヲ
ナ
ス
時

ハ
、
其
利
益
額

ハ
更

二
増
加
ス
ベ
ク
、
又
十
ケ
年
以
内
ノ
極
短
期
間
ノ
計
算

ヲ
ナ
ス

モ
、
尚
相
当
利
益
ナ
リ
。
（別
紙
計
算
表
略
）

三
、
増
配
ノ
場
合
ノ
合
資
会
社
金
繰

二
就
イ
テ
。

合
資
会
社
ガ
加
算
税
ヲ
免
ル
ル
為
引
続
キ
増
配
ヲ
行

フ
時

ハ
、
営
業
資
金
ノ
増
加
小

ニ
シ
テ
事
業
拡
張
資
金

二
欠
乏
ス
ベ
ク
、
又
本

家
ト
シ
テ
モ
徒
ラ
ニ
巨
額
ノ
遊
資

ヲ
擁
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル
ヲ
以
テ
増
配
分

ハ
之
ヲ
本
家

ニ
テ
使
用
セ
ズ
、
当
社

二
於
テ
運
用
ス
ル
事

ト
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
而
シ
テ
其
ノ
方
法
ト
シ
テ
ハ
、
住
友
信
託
会
社
ノ
特
定
信
託
預
金

ヲ
利
用
シ
、
本
家
ガ
増
配
ヲ
受
ク
ル
ト
同

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
五



第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
六

時

二
之
ヲ
住
友
信
託
ノ
手

ヲ
経
テ
当
社

二
貸
付
ケ
、
利
息

ハ
増
配

ニ
ヨ
ル
本
家
納
税
負
担
増
ヲ
差
引
タ
ル
残
額
ヲ
元
金

二
組
入
ル
ル

コ
ト

ヽ
ス
ベ
シ
。
斯
ク
ス
ル
時

ハ
、
大
体
合
資
会
社
ノ
金
融

二
支
障
ヲ
生
ゼ
ズ
、
又
本
家
ト
シ
テ
モ
増
配
金
利
用

二
就
キ
テ
ハ
、
低

率
ナ
ル
諸
税
（利
息
ノ
百
分
ノ
七
）
及
ビ
信
託
手
数
料
（元
金
ノ
千
分
ノ

一
見
当
）
ヲ
負
担
ス
レ
バ
足
り
、
高
率
ナ
ル
累
進
課
税
ヲ
受
ク

ル
事
オ

ン
。

唯
将
来
増
配
ヲ
繰
返
ス
時

ハ
、
合
資
会
社

ハ
早
晩
本
家

二
対
シ
巨
額
ノ
負
債
ヲ
負
ヒ
、
之
ガ
利
払

二
苦
シ
ム
事
ト
ナ
ル
ベ
ク
、
此
ノ

負
債
ヲ
鈴
却
セ
ム
為

ニ
ハ
、
結
局
或
時
期

二
於
テ
増
資

ヲ
為
ス
カ
、
或

ハ
会
社
資
産
中
適
当
ノ
モ
ノ
ヲ
本
家

二
譲
渡
ス
ル
外
無
キ
ニ

至
ル
ベ
キ
モ
、
蓋
シ
之
レ
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
所
ナ
ル
ベ
シ
。

四
、
増
配

二
因
ル
本
家
所
得
税
増
額

二
対
ス
ル
資
源
。

合
資
会
社
ガ
増
配
ヲ
行
フ
時

ハ
、
当
然
本
家
所
得
税
ヲ
増
加
ス
ベ
キ
ガ
、
其
ノ
支
払
資
源
ト
シ
テ
ハ
、
前
記
特
定
信
託
ノ
利
息

ニ
ヨ

ル
事
ト
ス
レ
バ
、
本
家
固
有
資
産
ノ
収
入
ヲ
侵
蝕
ス
ル
事
ナ
シ
。
（後
略
）

か
く
し
て
加
算
税
を
免
れ
る
た
め
に
、
加
算
税
の
課
税
分
岐
点
と
な
る
純
益
金
か
ら

一
〇
〇
万
円
を
差
し
引
い
た
残
り
の
七
割
が
増
配
さ

れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
他
方
こ
の
税
制
改
正
が
議
会
を
通
過
し
た
大
正
十
五
年
三
月
に
家
長
住
友
吉
左
衛
門
友
純
が
死
去
し
、
嫡
男
厚

が
相
続
し
た
。
こ
の
た
め
昭
和
元
年
十
二
月
三
十
日
提
出
決
裁
の
起
案
主
雑
第
三
号

「前
社
長
功
労
金

二
関
ス
ル
件
」
は
、
こ
の
相
続
財
産

の
申
告
価
格
を
合
資
会
社
の
出
資
と
本
家
固
有
の
資
産
と
か
ら
約

一
億
七
三
〇
〇
万
円
と
予
想
し
、
こ
れ
に
対
す
る
税
額
を

一
一
二
五
万
円
、

五
年
分
割
納
付
と
し
て
も
毎
年
二
二
五
万
円
が
必
要
で
あ
る
と
試
算
し
た
。
こ
れ
に
対
し
本
家
納
税
積
立
金
は

一
六
〇
万
円
し
か
な
く
、
巨

額
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
た
め
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
前
社
長
に
対
す
る
功
労
金
と
し
て

一
〇
〇
万
円
が

「退
職
慰

労
金
」
の
科
目
で
支
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
後
本
家
と
し
て
は
こ
の
対
策
と
し
て
急
遠
相
続
税
準
備
金
の
積
立
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
昭
和
三
年
五
月
六
日
提
出
、
五
月
十



四
日
決
裁
の
起
案

「本
家
相
続
税
納
付

二
関
ス
ル
計
算
供
覧
ノ
件
」
は
、
前
年
来
空
前
の
額
と
し
て
各
紙
を
賑
わ
し
て
き
た
住
友
家
の
相
続

税
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

四
月
三
十
日
付
ヲ
以
テ
決
定
ヲ
受
ケ
タ
ル
所

ニ
ヨ
レ
バ
、

相
続
財
産
価
格
　
　
　
　
　
　
一
六
六
、　
一
八
七
、
四
〇
八
円
○
○

相
続
税
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
七
七
八
、
六
四
六
円
五
二

二
シ
テ
、
之
ヲ
五
ケ
年
賦
延
納
ト
ス
ル
ニ
、
毎
年
約
二
百
十
五
万
円
ノ
支
出
ヲ
要
ス
。

（昭
和
四
年
三
月
二
十

一
日
ヨ
リ
毎
年
三
月
末

納
ト
シ
テ
計
算
ス
）

而
シ
テ
之
ガ
納
付

二
関
シ
、

本
家
ノ
資
カ
ヲ
考
察
ス
ル
ニ
、　
予
テ
相
続
税
準
備
積
立
金
ト
シ
テ
蓄
積
シ
来
レ
ル
信
託
預
金
（現
在
残
約

三
百
五
十
二
万
円
）
ノ
外
、
毎
年
ノ
剰
余
金
（年
五
十
万
円
乃
至
六
十
万
円
）
ヲ
其
ノ
資
源

二
充
ツ
ル
モ
、
尚
多
額
ノ
不
足
ヲ
生
ズ
。

更

二
大
正
十
五
昭
和
元
年
度
分
並

二
昭
和
二
年
度
分
特
別
配
当
金
（現
在
残
約
二
百
二
十
四
万
円
）
ヲ
モ
納
税
資
源

二
充

ツ
ル
コ
ト

ヽ
ス

ル
モ
（此
ノ
合
資
会
社
特
別
配
当
ヲ
行
ヒ
タ
ル
ハ
相
続
税
準
備
積
立
金
ト
ス
ル
為

ニ
ハ
無
カ
リ
シ
モ
）
、
尚
相
当
ノ
不
足
額
ヲ
残
ス
ベ
シ
。

（後
略
）

か
く
し
て
当
初
加
算
税
対
策
と
し
て
始
め
ら
れ
た
増
配
分
は
、
結
果
と
し
て
相
続
税
不
足
分
に
充
当
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。
な
お

昭
和
五
年

に
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
株
価
の
暴
落
の
た
め
に
、
有
価
証
券
評
価
損
二

一
〇
万
円
を
計
上
し
た
た
め
、
合
資
会
社

の
決
算
は

赤
字
に
転
落
し
、
配
当
金
は
繰
越
金
を
取
り
崩
し
て
住
友
元
夫
、
寛

一
、
義
輝
の
三
人
分
二
五
万
円
に
と
ど
ま
り
、
増
配
分
も
中
止
さ
れ
た
。

し
か
し
こ
の
決
算
に
対
し
、
不
況
に
よ
つ
て
税
収
不
足
に
直
面
し
た
所
轄
税
務
署
か
ら
合
資
会
社
に
対
し
、
評
価
損
計
上
の

一
部
見
送
り
の

要
請
が
あ
り
、
合
資
会
社
は
こ
れ
に
応
え
て
会
社
決
算
と
は
別
に
税
務
署
用
に
評
価
損

の
一
部

一
三
七
万
円
を
カ
ッ
ト
し
、　
三

〓
ハ
万
円
の

純
益
を
計
上
し
、
こ
の
中
か
ら

一
〇
〇
万
円
を
配
当
に
回
し
合
計

一
二
五
万
円
の
配
当
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
七
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五
七
八

〓
一

投

資

活

動

こ
の
不
況
期
に
お
け
る
住
友
の
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
総
理
事
湯
川
寛
吉
は
全
職
員
に
緊
縮
節
約
を
呼
び
か
け
た
直
後
の
昭
和
四
年

貧

九
一
一九
）九
月
に
開
催
さ
れ
た
主
管
者
協
議
会
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
訓
示
し
た
。

ｏ
削
略
）本
社
卜
致
シ
マ
シ
テ
ハ
、
事
業
上
ノ
発
展
ノ
問
題

二
付
イ
テ
ハ
、
如
何

二
不
景
気
デ
モ
相
当
ノ
設
備
ヲ
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト

イ
フ
時

ニ
ハ
拡
張
モ
シ
、
従
テ
金
モ
要
ル
。
政
府
ノ
財
政
緊
縮
ノ
様

二
、　
一
旦
キ
メ
タ
コ
ト
デ
モ
ヤ
メ
テ
シ
マ
ウ
ト
イ
フ
風

二
簡
単

ニ

ヤ
ル
ワ
ケ
ニ
ユ
カ
ヌ
。
又
我
住
友
ノ
財
政

ハ
、
ソ
ウ
イ
フ
応
急
策
ヲ
ト
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
様

ニ
ナ
ツ
テ
イ
ナ
イ
。
矢
張
り
自
分
ノ
所
デ
ヤ

ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ハ
ヤ
ム
ヲ
得
ヌ
。
ド
ウ
カ
之
等
ノ
事
情
ヲ
オ
察
シ
ノ
上
、
荀
ク
モ
冗
費

ハ
之
ヲ
省
キ
、
又
急
ヲ
要
セ
ヌ
コ
ト
ハ
勿

論
将
来
ノ
為
宜
シ
キ
事
デ
モ
オ
控

ヘ
ヲ
願
ヒ
、
住
友
全
体
ノ
金
融
ト
イ
フ
モ
ノ
ヲ
オ
考

へ
願
ヒ
タ
イ
。
即
住
友
全
体
ノ
都
合
ト
イ
フ
モ

ノ
ヲ
オ
考

ヘ
ノ
上
、
全
体
ト
シ
テ
ノ
発
展

二
資
ス
ル
様

二
致
シ
タ
イ
。
ソ
ノ
点
デ
諸
君
ガ
自
分
ノ
事
業
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
住
友
全
体
ノ
事

業

二
付
思
ヲ
致
サ
レ
ル
コ
ト
ヲ
望
ミ
マ
ス
。
他
ノ
店
部
ノ
事

二
付
、
不
急
ノ
事
業
ヲ
オ
コ
ス
ト
イ
フ
様
ナ
事

二
気
ガ
付
イ
タ
ラ
、
オ
尋

ネ
ヲ
願
ヒ
、
遠
慮
無
ク
我
々
二
質
問
セ
ラ
レ
タ
イ
。
（後
略
）

持
株
会
社
化
が
ほ
ぼ
完
了
す
る
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
住
友
合
資
会
社
の
投
資
活
動
の
中
心
は
有
価
証
券
投
資
で
あ

っ
た
。
合
資
会
社
が

保
有
す
る
有
価
証
券
は
、
昭
和
四
年
末
に

一
億
五
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
た
が
（第
１９
表
）、
利
回
り
の
高

い
債
券
類
は
少
な
く
（第
２０
表
）
、
そ

の
大
半
は
株
式
で
、
昭
和
五
年
末
に
は
株
式
だ
け
で

一
億
五
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
た
。
株
式

の
ほ
と
ん
ど
が
連
系
会
社
そ
の
他
の
住
友
系
企

業
の
株
式
で
あ
る
が
、
住
友
系
以
外
の
企
業
の
株
式
保
有
も
、
三
倍
以
上
に
膨
張
し
、
昭
和
三
年
末
に
は

一
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
た
。
し
か

し
不
況
を
反
映
し
、
減
配
や
無
配
に
転
落
す
る
企
業
も
多
く
、
利
回
り
は
低
迷
し
て
い
た
。
例
外
的
に
昭
和
五
年

の
住
友
系
以
外
の
企
業
の
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第 19表 住友合資会社の配当利息収入と投資利回り

種 類 大正 15年 昭和 2年 3  ■F 4年 5  ■F

A
国 債   B

C

207,787

3,142,542

661

207,727

3,142,542

661

207,727

3,142,542

661

207,727

3,142,542

661

207,727

3,142,542

661

A
地方債   B

C

11,523

199,592

5 77

11,393

199,167

5 72

11,405

194,242

5 87

11,105

190,267

5 84

10,583

163,800

6 46

A
社 債    B

C

2,625

19,594

13 40

10,998

297,000

3 70

7,536 一　

一　

一

一　

一　

一

A

B

C

A
連系会社 B

C

その他の A
住友系  B
企 業  C

住友系  A
以タトの B
企 業  C

式株

3,612,575

111,473,292

3 24

4,837,974

131,222,872

3 69

4,445,982

123,349,961

3 60

59,125

1,315,300

4 50

332,867

6,557,610

5 08

4,233,276

142,895,822

2 96

6,331,841

148,826,499

4 25

5,719,372

134,847,419

4 24

33,022

1,165,137

2 83

6,053,325

155,815,615

3 88

3,285,080

83,124,861

3 95

3,717,481

130,835,055

2 84

4,986,360

143,001,679

3 49

81,377

2,095,703

3 88

985,587

10,718,232

9 20

68,250

23,177,500

0 29

29,610

1,165,137

2 54

259,245

5,170,930

501

486,185

10,895,629

4 46

579,447

12,813,942

4 52

A
有価証券合計 B

C

3,834,510

114,835,020

3 34

5,068,094

134,861,581

3 76

4,459,946

146,232,607

3 05

6,550,674

152,159,309

431

6,271,635

159,121,957

3 94

許 :Aは利 思または配当金、 Bは 残高 (以上、単位 :円 、円未満切り捨て )、 Cは 利回 り(単位 :%)。

出典 :本節の以下の諸表は元帳及び総有価証券元帳から作成 した。

五
七
九



銘   柄 大正 14年末
大正 15～ 昭和 5年増減 日召不日5`手

年 内 容 金  額

国債証券

無記名甲い号五分利公債

無記名甲ろ号五分利公債

無記名特別五分利公債

合 計

184,725

2,639,880

319,052

3.143,658

償 還 △1,116

△1■ 6

184,725

2,639,880

317,936

3,142,542

地方債証券

大阪市築港公債

大阪市電気鉄道公債

上海公部局公債

合 計

48.875

135,000

15,717

199.592

償還

償還

償還

償還

償還

償還

償還

売却
十損

△425

△425

△1,275

△850

△4,500

△2,700

△9,900

△5,235

△10,482

△35,792

45,900

117,900

0

163,800

社債券

宇治川電気会社社債第9回

同    第15回

計

34,289

34.289

買入

譲渡①

理返
聖返

償

償

△14,695

△19,594

297,000

△297,000

△34289

註 :①譲渡先鎌倉分家(住友寛一)。

第 20表 国債証券・地方債証券・社債券明細表
(単位 :円 、円未満切 り捨て)
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株
式
の
利
回
り
が
九
％
を
超
え
た
が
、
こ
れ
は
既
述
の
通
り
、
日
本
ビ
ク
タ
ー
蓄
音
器
の
特
別
配
当
三
二
万
円
と
株
式

の
評
価
損
二
二
人
万

円
が
計
上
さ
れ
た
た
め
で
、
こ
れ
ら
の
特
殊
要
因
を
除
け
ば
利
回
り
は
五
％
強
に
留
ま
っ
て
い
た
。

住
友
で
は
、
住
友
本
店
時
代
の
明
治
三
十
三
年
２

九
〇
〇
）
日
銀
か
ら
入
社
し
た
河
上
謹

一
や
藤
尾
録
郎
等

に
よ
つ
て
、
「住
友
家
会
計
規

則
」
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
第
八
条
に
お
い
て

「毎
決
算
期

二
於
テ
財
産
価
格
ガ
其
実
際
価
格
ヨ
リ
高
キ
ト
キ
ハ
之
ヲ
相
当
ノ
価
格

二
引
下
グ

ベ
シ
」
と
定
め
ら
れ
て
以
来
、
有
価
証
券
の
簿
価
の
見
直
し
は
厳
格
に
履
行
さ
れ
て
き
た
。
不
況
期

の
こ
の
期
間
に
お
い
て
も
、
大
正
十
五

年
２

九
二
工Ｃ
六

一
万
円
、
昭
和
三
年

一
〇
八
万
円
と
評
価
損
を
計
上
し
（第
７
表
）
、
さ
ら
に
昭
和
五
年

に
至

っ
て
は
上
記
の
通
り
、
三
二
人

万
円
と
い
う
巨
額
の
評
価
損
を
出
し
て
、
つ
い
に
税
務
署
か
ら
こ
れ
を

一
部
先
送
り
し
黒
字
決
算
と
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ

つ
た
。

Ｈ
　
連
系
会
社
の
株
式

こ
の
期
間
連
系
会
社
と
し
て
は
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、
大
正
十
五
年
住
友
伸
銅
鋼
管
、
昭
和
二
年
住
友
別
子
鎖
山
、
同
三
年
住
友

九
州
炭
破
の
三
社
、
既
存
の
企
業
で
新
た
に
指
定
さ
れ
た
の
が
、
住
友
生
命
保
険
（大
正
十
五
年
）
、
大
阪
北
港
（昭
和
二
年
）、
土
佐
吉
野
川
水

力
電
氣
（同
二
年
）
の

二
社

の
計
六
社
で
あ

っ
た
（第
２‐
表
）。
そ
の
後
昭
和
五
年
、
と
も
に
連
系
会
社
で
あ
る
住
友
坂
炭
破
と
住
友
九
州
炭
破

が
合
併
し
て
、
住
友
炭
破
が
発
足
し
た
。

こ
れ
ら
の
各
社
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
五
　
店
部

・
連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社
」

を
参
照
さ

れ
た
い
（但
し
住
友
生
命
保
険
に
つ
い
て
は

「住
友
合
資
会
社
（上
ｙ

参
昭
じ
。
こ
う
し
た
新
た
な
連
系
会
社

の
設
立
や
既
存

の
連
系
会
社

の
増
資

に
よ
り
、
合
資
会
社
の
保
有
す
る
連
系
会
社
株
式
に
占
め
る

「銀
行
」
の
比
重
は
、
二
五
％
に
ま
で
低
下
し
た
が
、
受
取
配
当
金
に
お
い
て

は
依
然
と
し
て
四
〇
％
を
超
え
る
高
い
比
率
を
占
め
て
い
た
。
昭
和
二
年
、
「信
託
」
株

一
〇
万
株
は
当
初
の
取
決
め
に
従
い
、
銀
行
が
肩

代
わ
り
し
て
い
た

「倉
庫
」
株
二
万
五
〇
〇
〇
株
と
引
換
に
銀
行
に
譲
渡
さ
れ
た
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

五
八

一
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五
八
二

国
　
そ
の
他
の
住
友
系
企
業
の
株
式

連
系
会
社
以
外
の
住
友
系
企
業
の
株
式
に
つ
い
て
は
、
第
２２
表
に
示
し
た
。
こ
の
う
ち

「扶
桑
海
上
火
災
保
険
」
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五

年
住
友

の
経
営
下
に
入

っ
た
の
で
、
「
五
Ｕ
　
扶
桑
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
の
経
営

の
継
承
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
「
日
之
出
生
命
保
険
」

は
大
正
十
五
年
、
「
土
佐
吉
野
川
水
力
電
氣
」
と

「大
阪
北
港
」
の
両
社
は
昭
和
二
年
既
述
の
通
り
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
。

「
日
米
板
硝
子
」

に
つ
い
て
は
、
「住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「
五
０
　
日
米
板
硝
子
株
式
会
社
の
経
営

の
継
承
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
昭
和
二
年
の
評
価
損
二
四
万
円
の
計
上
は
、
ベ
ル
ギ
ー
品
と
の
競
争
に
よ
る
同
社
の
業
績
悪
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

(金額は円未満切 り捨 て )

昭和 5年末
金  額

円

００

００

００

７８

００

００

６７

００

４０

００

７０

００

１

　

△

△

　

△

781,250

1,200,000

2,800,000

9,000,000
3,000,000

△489,905

Δ125,000
△6,250

△1,250,000
12,364

2,813,000

1,250,000

‐
，
９
　
Ｍ

２
，
９
△

‐
，
０

２
．
０

|

株

299 000

790

100,000

97,000

120,000

125,000

60,000

140,000

300,000

156,263

193,315

581,040

20,000

80,000

円

14,950,000

0

9,305,808

1,991,270

4,850,000

3,000,000

6,250,000

3,000,000

2,800,000

12,000,000

21,870,002

14,461,474

28,614

2,813,000

14,950,000

3.250,000

24,481,510

1,000,000

2,000,000

71,658,568 2,839,648 143,001,679
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第 21表 連系会社の株式

銘 柄    (額 面) 大正14年末
15～ 5

年 内  容

住友別子鎖山

住友九州炭礁

住友坂炭破

同 新株

住友炭噴

同 第一新株

同 第二新株   (50)
住友製鋼所     (50)

同 新株     (50)
住友電線製造所   (50)
住友肥料製造所   (50)

同 新株     (50)
住友伸銅鋼管    (50)

住友銀行     (100)
同 新株    (100)

住友信託      (50)

住友生命保険   (100)
住友倉庫      (50)
住友 ビルデイング  (50)
大阪北港      (50)

土佐吉野川水力電氣
同 新株

ｏ
ｍ
ｍ
　
ｍ
ｍ

株

24.000

274,000

65,000

95,000

120,000

125,000

60,000

159,763

193,315

111,800

円

1.155.478

22,359,908

14,461,474

1,397,500

13,700,000

3,250,000

株

払込   299,000
払込    199,000
振替①  △199,000

振替②  △24,000

払込    100,000
振替③  △100,000

振替④   84,000
買入⑤   3,790
振替④  100,000
払込@10円
振替④  100,000
買入⑥   2,000

配当振替@625円
払込@20円
払込   140,000
払込   300,000
払込@10円
譲渡⑦   △3,500

譲渡③  △10,000
譲渡⑨   △500
譲渡⑩  △100,000
買入     440
連系指定  14,500
買入⑪   25,000

連系指定  438,550
買入     100
評価損
買入    142,890
譲渡    △500

連系指定  20,000
払込    80,000

合計残高 1.227.878 71,343,111

五
八
三

註 :①振替先住友炭鎮。
②O振替先住友炭破。
①住友坂炭確、住友九州炭破から振替。
⑤買入先坂関係者。
⑥買入先住友家会計。

⑦譲渡先鎌倉 住古(住友義輝)両分家。
③譲渡先住友家会計。
③譲渡先徳大寺家。

⑩譲渡先住友銀行。
lt買 入先住友銀行。
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五
八
四

「湧
別
川
水
力
電
気
」
は
、
北
海
道
電
燈
と
提
携
し
て
、
大
正
十

一
年
八
月
設
立
さ
れ
て
以
来
、
鴻
之
舞
鉱
業
所
に
電
力
を
供
給
し
て
き

た
が
、
鴻
之
舞
の
電
力
需
要
が
供
給
能
力
を
上
回

っ
た
た
め
、　
昭
和
三
年
四
月
五
日
北
海
道
電
燈
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
家
口併
比
率
は
北
電
株

一
〇
株
に
対
し
湧
電
株

一
四
株
で
あ
っ
た
が
、
端
数
の
株
式
を
購
入
し
て
湧
電
株
八
〇
〇
〇
株
に
対
し
北
電
株
六
七
七
〇
株
の
交
付
を
受
け
た
）
。
な
お
湧

別
川
水
力
電
気
取
締
役
矢
島
富
造
父
口資
東
京
販
売
店
支
配
人
）
は
合
併
決
議
を
行

っ
た
前
年
十
月
二
十
四
日
に
北
電
の
取
締
役
に
選
任
さ
れ
て

い
る
。

矢
島
は
東
京
に
駐
在
す
る
住
友

の
代
表
者
と
し
て
、
こ
の
後
北
電
の
他
に
も
住
友

の
出
資
会
社
の
役
員
に
就
任
す
る
場
合
が
多
く
な
る
が
、

従

っ
て
昭
和
三
年
七
月
合
資
会
社
社
則
の
制
定
と
同
時
に

「連
系
会
社
及
其
他
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」
（大
正
十
年
五
月
制
定
）
が
改
め

て
印
刷
配
布
さ
れ
た
際
、
矢
島
は
日
米
板
硝
子
大
石
常
務

・
大
屋

取
締
役
（当
時
合
資
経
理
部
長
）
と
と
も
に
、
こ
の
配
布
を
受
け
て
い

る
∩
住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「五
０
　
日
米
板
硝
子
株
式
会
社
の
経
営

の
継
承
」
参
昭
じ
。

し
か
し
連
系
会
社
と
日
米
板
硝
子
の
よ
う
に
住

友
が
経
営
を
継
承
し
た
企
業
と
で
は
役
員
の
立
場
も
自
ず
か
ら
異

な
る
が
、
さ
ら
に
矢
島

の
よ
う
な
単
な
る
住
友

の
出
資
企
業

の
役

員
ま
で
単

一
の
内
規
を
適
用
し
よ
う
と
し
て
も
無
理
な
こ
と
が
、

出
資
企
業

の
増
加
と
と
も
に
次
第
に
理
解
さ
れ
、
や
が
て
昭
和
十

三
年

一
月
こ
の
内
規

の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
「連
系
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」
と

「
関
係
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」
の
二

つ
に
分
離
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
単
な
る
出
資
会
社
に
派
遣
さ
れ

(金 額は円未満切 り捨て)

昭和 5年末
金 額

円

556,800
85,800

618,500

750,000
△1,000,000

353,500
△264,618

△21,927,500

△241,500
12,000
11,943

152,037
122

△400,000

△97,000
△2,813,000

300.000

株

73,140

0

0

11,047

12,173

0

0

6,000

円

1,336,100

0

0

307,443

152,160

0

0

300,000

△23,902,914 102,360 2,095,703



第 22表 その他の住友系企業の株式

銘 柄    (額 面) 大正14年末
大IE15～昭和 5年

年 内 容

扶桑海上火災保険

土佐吉野川水力電氣

大阪北港

日米板硝子 (50)

同 新株     (50)

湧別川水力電気   (50)
日之出生命保険   (100)

帝国酸素      (50)

ｏ
ｍ
　
　
ｍ
　
ｍ

株

6,000

20,000

428,450

10.500

400,000

2.910.000

円

75,000

250,000

21,838,618

525.000

株

27,840
3,900

35,400

5円
△20,000

10,100

△438,550

300
247

12,163
10

△8,000

△500
△14,500

6,000

＠
へ
①
損

へ
損
　
　
　
　
②
③
ヘ

入
入
入
込
系

入
価
系

価
入
入
込
入
併
渡
系

込

買
買
買
払
連

買
評
連
評
買
買
払
買
合

譲
連

払

合計残高 487,950 25,998,618

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

註 :① 買入先住友銀行(1万株)。

②昭和3年 4月 5日 北海道電燈に合併。

③譲渡先住友家会計。

た
役
員
の
行
動
ま
で
律
す
る
こ
と
は
、
放
棄
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

「帝
国
酸
素
」
は
、
昭
和
五
年
八
月
設
立
さ
れ
た
帝
国
酸
素
株

式
会
社
（資
本
金
二
四
〇
万
円
、
本
社
神
戸
市
、
現
日
本
エ
ア
ー
・
リ
キ

ー
ド
株
式
会
社
）
に
住
友
合
資
会
社
が
三
〇
万
円
出
資
２

一
丁

五

％
）
し
取
得
し
た
株
式

で
あ
る
。
役
員
と
し
て
は
共
同
代
表
権
を

有
す
る
常
務
取
締
役
小
高
親
（Ｍ
４５
東
京
高
商
、
三
菱
合
資
長
崎
造
船

所
、
Ｔ
６
住
友
入
社
、
神
戸
販
売
店
支
配
人
、
暁
星
中
学
出
身
で
フ
ラ
ン

ス
語
に
堪
能
で
あ
っ
た
）
を
派
遣
し
た
。
帝
国
酸
素
は
、
元
来

フ
ラ

ン
ス

ｒ
．＞
男

Ｅ
Ｄ
ｃ
Ｈ∪
同

社
（Ａ
Ｌ
社
と
略
称
）
が
明
治
四
十
三
年

以
来
日
本
で
事
業
を
展
開
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
株
式

引
き
受
け
の
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

神
戸
ノ
液
体
空
気
会
社
（註
、
Ａ
Ｌ
社
の
日
本
名
）
ハ
、　
ク
ロ
ー

ド
式
空
気
液
化
装
置
ノ
日
本

二
於
ケ
ル
専
用
権

ヲ
有
ス
ル
会

社

ニ
テ
、
ソ
ノ
製
品

ハ
優
良
ナ
ル
タ
メ
、
鉄
道
省

ハ
専
ラ
同

社
ヨ
リ
酸
素
ノ
供
給
ヲ
受
ケ
タ
リ
。
シ
カ
ル
ニ
同
社

ハ
ソ
ノ

資
本
全
部
ガ
仏
国
人
所
有

ニ
シ
テ
実
質
的

ニ
ハ
内
地
製
品
ト

ス
ル
能

ハ
ズ
。
内
地
品
使
用
方
針
ト
ナ
リ
タ
ル
為
、
同
社
製

品
購
入
困
難
ト
ナ
リ
、
鉄
道
省

ハ
同
社
幹
部

二
対
シ
内
地
実

五
八
五



第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
六

業
家
卜
協
同
ス
ル
様
交
渉
ヲ
ナ
シ
、
住
友

ハ
伸
銅
所

・
製
鋼
所
等
酸
素
ノ
大
需
要
者

ニ
シ
テ
又
酸
素
容
器
供
給
者
ナ
リ
。
又
同
社

ハ
一

七
年
モ
住
友
銀
行
卜
取
引
ヲ
ナ
セ
ル
ヲ
以
テ
、
之
ガ
協
同
者
ト
ナ
ル
様
依
頼
ア
リ
タ
リ
。
住
友
ト
シ
テ
ハ
本
事
業

二
経
験
ナ
ク
、
金
融

多
忙

ニ
シ
テ
、
又

一
割
余
ノ
投
資

ニ
テ
国
産
会
社
ヲ
装

ハ
シ
メ
、
外
国
会
社
ヲ
援
助
ス
ル
悪
宣
伝
ノ
恐
ア
リ
、
辞
退
シ
タ
ル
モ
再
三
依

頼
ア
リ
。
鉄
道
省
ノ
関
係
モ
ア
リ
之
ガ
参
加

二
決
シ
、
液
体
空
気
会
社
ノ
事
業

一
切
ヲ
継
承
ス
ル
帝
國
酸
素
ヲ
設
立
シ
タ
リ
。

し
か
し
住
友
と
し
て
は
当
初
か
ら
出
資
限
度
を
三
〇
万
円
と
し
て
お
り
、
社
長
に
は
既
に
Ａ
Ｌ
社
顧
間
に
就
任
し
て
い
た
海
軍
造
兵
中
将

有
坂
昭
蔵
（明
治
十
七
年
東
京
大
学
予
備
門
学
生
の
時
に
現
在
の
東
京
都
文
京
区
弥
生
二
丁
目
の
遺
跡
で
弥
生
式
土
器
を
発
見
、
東
京
帝
大
工
科
大
学
卒
業

後
フ
ラ
ン
ス
留
学
）
が
就
任
し
た
が
、
実
権
は
Ａ
Ｌ
社
側
の
常
務

ハ
ン
リ
ー

・
メ
ル
キ
オ
ー
ル
が
握

っ
て
い
た
。

そ
の
後
日
中
戦
争

の
進
展
と

と
も
に
酸
素
の
大
口
需
要
先
は
鉄
道
省
か
ら
海
軍
に
移
り
、
昭
和
十
六
年

一
月
有
坂
社
長
が
病
死
す
る
と
、
十

一
月
同
社
顧
問
海
軍
主
計
中

将
村
上
春

一
が
後
任
の
社
長
に
就
任
し
た
。
そ
の
直
後
十
二
月
に
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
て
も
実
権
は
依
然
と
し
て
メ
ル
キ
オ
ー
ル
が
握

っ

て
お
り
、
採
算
重
視
の
経
営
に
徹
し
て
い
た
の
で
、
海
軍
は
Ａ
Ｌ
社
に
対
し
、
帝
国
酸
素

の
経
営
権
を
日
本
側
に
引
き
渡
し
、
海
軍
の
希
望

す
る
増
産
体
制
を
と
る
よ
う
繰
り
返
し
要
求
し
、
つ
い
に
昭
和
十
八
年

一
月
メ
ル
キ
オ
ー
ル
は
海
軍
の
要
求
を
文
書
化
し
た
海
軍
省
兵
備
局

長
保
科
善
四
郎
の
覚
書
を
容
認
せ
ぎ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。

同
年
二
月
帝
国
酸
素
は
、
帝
国
圧
縮
瓦
斯
株
式
会
社
と
改
称
し
、
村
上
社
長
が
代
表
権
を
取
得
し
、
メ
ル
キ
オ
ー
ル
は
経
営

に
関
与
し
な

い
こ
と
と
な

っ
た
。
翌
三
月
資
本
金
三
三
〇
万
円
（昭
和
十
四
年
増
資
後
）
を
七
五
〇
万
円
に
増
資
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
際
Ａ
Ｌ
社
割
当
分

を
住
友
側
で
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
た
め
、
出
資
比
率
は
住
友
関
係
六

一
・
五
％
、
Ａ
Ｌ
社
関
係
三
八

・
五
％
と
逆
転
し
た
。
そ
の
後

メ
ル
キ
オ
ー
ル
を
始
め
フ
ラ
ン
ス
人
達
は
ス
パ
イ
容
疑
で
憲
兵
隊
に
逮
捕
さ
れ
、
国
外
追
放
処
分
を
受
け
て
昭
和
十
九
年
二
月
上
海

へ
退
去

し
た
。
住
友
を
代
表
し
て
い
た
常
務
小
高
親
は
退
任
し
、
代
わ
っ
て
繁
本
績
（Ｔ
２
神
戸
高
商
、
本
社
検
査
役
）
が
専
務
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。

住
友
関
係
持
株
九
万
三
二
五
〇
株

の
内
訳
は
住
友
本
社
三
万
四
〇
〇
〇
株
全
〓
Ｔ
七
％
）
、
住
友
金
属
工
業
二
万

一
七
五
〇
株
２

四
・
五
％
）、



住
友
化
学
工
業

一
万
人
○
○
○
株
↑

二
％
）
、
住
友
通
信
工
業

一
万
人
○
○
○
株
２

二
％
）
、
住
友
信
託
五
〇
〇
株
（〇

二
一一％
）
で
、　
か
く
し

て
同
社
は
住
友
本
社
の
関
係
会
社
と
な

っ
た
。
住
友
本
社
は
、
昭
和
三
〇
年

一
月
村
上
社
長
が
病
没
す
る
と
後
任

に
住
友
金
属
工
業
顧
問
海

軍
中
将
山
本
弘
毅
を
送
り
込
み
、
八
月

一
日
同
社
の
製
品
の
ガ
ス
製
造
は
化
学
工
業
で
あ
る
が
容
器
の
確
保
、
機
器
の
製
作
が
重
大
で
あ
る

と
の
理
由
で
、
同
社
を
住
友
金
属
工
業

の
関
係
会
社
に
移
管
し
、
終
戦
を
迎
え
た
。

口
　
住
友
系
以
外
の
企
業
の
株
式

こ
の
期
間
に
住
友
合
資
会
社
が
保
有
し
た
住
友
系
以
外
の
企
業
の
株
式
を
、
第
２３
表

に
示
し
た
。
大
正
十
四
年
末
に
既
に
保
有
し
て
い
た

株
式
に
つ
い
て
は
、
「住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「
三
　
投
資
活
動
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

銀
行
株
に
つ
い
て
は
、
金
融
恐
慌

。
昭
和
恐
慌
の
影
響
で
、
業
績
悪
化
に
対
し
て
は
評
価
損
を
計
上
し
、
減
資
や
合
併
も
相
次
い
だ
。

「愛
媛
銀
行
」
は
、
昭
和
三
年
か
ね
て
愛
媛
県
に
進
出
を
図

っ
て
い
た

「芸
備
銀
行
」

に
合
併
さ
れ
父
口併
比
率
、
愛
媛
株
五
株
に
対
し
芸
備

株

一
株
）
、
「東
海
銀
行
」
は
昭
和
二
年

「第

一
銀
行
」
に
合
併
さ
れ
た
。
住
友
合
資
が

「東
海
銀
行
」
株
を
取
得
し
た
の
は
次

の
事
情
に
よ

（３‐
）

Ｚ
つ
。

大
正
十
五
年
七
月
東
海
銀
行
頭
取
加
納
友
之
介
（註
、
Ｍ
２９
東
大
法
、
衆
議
院
書
記
官
兼
農
商
務
省
参
事
官
、
Ｍ
３８
住
友
入
社
、
大
正
十
二
年
四

月
住
友
銀
行
常
務
退
任
、
大
正
十
四
年
六
月
東
海
頭
取
就
任
）氏

ヨ
リ
小
倉
常
務
理
事
宛
同
行
株
式
若
干
当
社

二
買
収

ア
リ
タ
キ
旨
申
越

ア
リ
。

同
行

ノ
業
務
内
容

ヨ
リ
見

ル
ト
キ

ハ
、
之
ガ
所
有

ハ
好

マ
シ
カ
ラ
ザ
ル
モ
、
加
納
氏
折
角

ノ
懇
願

モ
ア
リ
、
二
〇
〇
〇
株
買
収

ノ
コ

ト

ヽ
セ
リ
。

然

ル
ニ
昭
和
三
年
四
月
同
行

ハ
第

一
銀
行

二
合
併

（同
行
二
株

二
対

シ
第

一
銀
行

一
株
割
当
）
セ
ラ
レ
タ
ル
結
果
、
当
社

ハ
第

一
銀
行
株

式

一
〇
〇
〇
株

ヲ
取
得

ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
レ
リ
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
七



(金額は円未満切 り捨て)

昭和 5年末

円

△261,564

△305,703

△6,732

△1,782

△57,750
△25,025

5,000

△7,600
△16,500

△3,000
△3,250

5,000

1,250

△2,600
△1,200

84,000
△84,000

84,000

△597,456

75,000

6,250

12,500

25,000

118,750

59,723
△146,625

+損 △3,519

11,730
34,262

△88,444
+損 △673

△14,400

14,400

2,880
3,600

△10,800
7,200

385

2,500

0

0

100

50

1,498

749

200

0

1,000

9,428

3,000

2,000

500

1,000

2,000

8,500

円

665,136

358,047

6,468

1,518

3,850

50,875

0

0

5,000

1,250

73,750

9,362

第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

0

84,000

1,260,456

150,000

25,000

6,250

12,500

25,000

218,750

五
八
八



第 23表 住友系以外の企業の株式

大正 14年末銘 柄 (額面)

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

(銀行株)

日本銀行

同 新株

朝鮮銀行

同 新株

台湾銀行新株

大阪農工銀行

同 新株

愛媛銀行

同 第二新株

芸備銀行

同 新株

五十二銀行

同 第二新株

漢城銀行新株

東海銀行

第一銀行

合計残高

(信託株)

三井信託

安田信託③

加島信託

鴻池信託新株

三菱信託

合計残高

(鉄道株)

伊予鉄道電気

同 第二新株

南満洲鉄道

同(旧第四新株)

(円 )

(200)

(200)

(100)

(100)

(100)

(20)

(20)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(100)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(100)

(50)

(100)

(50)

円

926,700

663,750

13,200

3,300

86,625

30,875

15,000

24,100

6,250

75,000

25,000

14,400

4,320

評価損

評価損

評価損

評価損

減資
評価損

△770

5

5

2

2

2

2

15

2
4

2
4

4

4

払込@5円
評価損
合併①   △500

評価損
合併①   △250

交付①    100
交付①     50

評価損
減資     △200

買入    2,000
合併②   △2,000

交付②   l,000

評価益

払込     500
払込    1,000
払込    2,000

評価益
譲渡④   △2,346

払込@5円
評価益
譲渡④   △2,346

額面変更   △144

交付     288
払込@20円
払込@25円
額面変更   △144

交付     144

五
八
九

5,000

2,346

2,346

144

144



2,160
1,440

△3,600

7,200

△6,250

3,750
5,000
2,500
3,750

3,750
2,500
1,250
1,875

37,500

5,000
2,000

25,000
10,000

△17,000
25,000
20,000
20,000

386,500
△154,600

186,500
△21,634
22,100
22,100

4,089,100
△397,000

813,750
△168,986

△1,712,404

31,250
31,250
31,250

2,500

28,000
△28,000

10,710

3,194,545

122,000
△16.062

105,938

288

0

2,000

3,000

4.420

158,100

500

250

3,000

1,000

2,500

500

0

612

176,602

2,254

2,028

270

270

4,822

7,200

0

18,750

9,375

75,000

7.000

第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

83,000

231,900

209,066

2,624,460

93,750

2,500

0

10,710

3,394,311

105,938

25,350

12,160

3,375

146,823

五
九
〇



同 第二新株

有馬電気軌道

高野山電気鉄道

同 新株

金福鉄路公司

大社宮島鉄道

阪和電気鉄道

九州電気軌道

同 新株

阪神電気鉄道新株

同 第二新株

留前鉄道

東京山手急行電鉄⑥

新京阪鉄道⑦

京阪電気鉄道

合計残高

(船舶株)

大阪商船

同 新株

日清汽船

同 新株

合計残高

(100)

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

(50)

(50)

(50)

(50)

五
九

一

3,000

8,980

2,028

270

270

2,568

6,250

3,750

37,500

199,765

25,350

12,160

3,375

40,885

払込      72
払込@20円
額面変更   △72

交付     288
償却       △500

払込@7.5円
払込@10円
払込@5円
払込@75円
払込     250
払込@10円
払込@5円
払込@75円
払込@125円
払込    1,000
払込@2円

払込    2,000
払込@5円
評価損
払込@125円
払込@10円
払込@10円

買入    5,000
売去口     △2,000

買入    5,000
売去口       △580
払込@5円
払込@5円

買入    103,000
譲渡⑤  △10,000

払込    65,100
評価損
評価損

払込    2,500
払込@125円
払込@125円
払込     500
交付    1,225
合併    △1,225

交付⑦    612

③
損

↓　
↓　
↓

入
価

受
評

2,254



16,675

23,712
23,712
23,712
23,712

△52,500

△13,125

△125,000

118,125
118,125
△62,500
86,875

△21,750
△45,750

△62,500
467,500
467,500

438,840

49,500
27,500
199,162
39,100

400,053
△177,276

1,963,404

△25,000

20,000
10,000
10,000
10,000

113,700
△56,850
28,425

110,275

33,825

260,000

39,000
13,000
13,000

2,700

2,700

1,897

1,897

0

0

6,950

6,950

0

37,400

6,000

7,820

3,770

72,684

2,000

1,000

5,685

8,685

2,706

2,706

10,400

1.300

503,550

503,550

94,850

94,850

0

0

347,500

260,625

0

1,402,500

438,840

315,262

222,777

3,177,204

20,000

50,000

85,275

155,275

113,100

33,825

260,000

65,000

第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

五
九
二



(保険株)

東京海上火災保険

合計残高

(電気瓦斯株)

大阪瓦斯
同(旧第四)新株
同 新株

宇治川電気

同(旧第二)新株
日本電力

同 新株

台湾電力

九州送電

九州水力電気

同 新株

北海道電燈

合計残高

(鉱業株)

山東鉱業

北樺太石油

北樺太鉱業⑪

合計残高

(工業株)

汽車製造

同 新株

日本楽器製造新株

理化学興業

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社 (50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(100)

五
九
三

2,700

2,700

1,230

667

1,050

1,050

9、 450

1,500

42,400

57,347

2.000

2,000

2,706

503,550

503,550

61,500

16,675

52,500

13,125

472.500

67,500

530,000

1,213,800

45 000

45,000

113,100

15

2

3

4
5

3

3

3

15

2

3

5

2

3

3

3

4

2

2

3

3
4

3

3

払込@25円
払込    1,897
払込@125円
払込@125円
払込@12.5円
譲渡⑨   △1,050

譲渡⑨   △1,050

譲渡⑨   △2,500

払込    9,450
払込@125円
譲渡◎   △2,500
払込@125円
評価損
譲渡⑨   △1,500

譲渡⑨   △5,000
払込@125円
払込@125円
買入

買入

6,000

2,200
払込@125円
買入    5,620
払込@5円
交付⑩   6,770
譲渡⑨   △3,000

評価損

払込    1,000
払込@10円
払込@10円
払込@10円

払込    5,685
評価損
払込@5円

払込    2,706
払込    10,400
払込    1,300
払込@10円
払込@10円



220,555
208,000
320,000

1,107,380

△1,850

△1,554

8,750
△35,000
△28,000

△85,000

50,000
25,000

37,500

△30,154

△46,800
△7,800

50,000
△247,800
△45,000

△640

△52,500
△11,200

8,000

△6,500

△5,100

20,000

25,000
12,500
7,500

6,700
6,700

12,075

△3,000

△1,500

24,500
36,750

43,750
26,250

12,800

29,912

1,739

1,739

74

111

0

5,000

100

3,000

11,763

1,200

10,000

40

700

500

500

340

200

1,000

4,900

3,500

748,555

1,220,480

84,550

21,737

1,850

1,221

0

15,000

75,000

37,500

236,858

5,400

5,000

660

6,300

13,000

6,000

3,400

20,000

45,000

53,600

12,075

0

0

122,500

70,000

第
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第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

日本ビクター蓄音器 (50)

合計残高

(土地建物株)

若松築港      (50)
同 新株     (50)

東洋拓殖      (50)
同 新株    (50)

大阪住宅経営⑦   (50)

中央開墾

南米土地

(50)

(1000)

(50)

(50)

エンパイヤ・ランドリー(50)

オリエンタルホテル  (100)
都ホテル新株    (50)

<運輸通信 >
大阪毎日新聞社   (100)

同(旧 第三)新株  (100)

同 新株    (100)
国際通信⑬     (50)

同 新株     (50)
日本無線電信    (50)

日本航空輸送    (50)

南米拓殖      (50)
合計残高

(諸株)

<投資>

東亜興業      (50)

同 新株    (50)

海外興業新株    (50)
中日実業     (100)

<サ ービス>
大阪ホテル

同 新株

五
九
五

2,706

1,739

1,739

74

111

3,500

5,000

12,163

1,200

10,000

40

700

60

60

4,900

113,100

84,550

21,737

3,700

2,775

54,250

100,000

267,012

60,000

247,800

1,300

70,000

5,000

12,500

8,500

26,800

13,400

3,000

1,500

61,250

2

2

2

2

3

2

2

3

3

買入 6.400
払込@325円
払込    6,400

評価損

評価損

払込@25円
評価損
解散    △3,500

評価損

交付⑫    100
払込@250円
払込 3,000

評価損
評価損

払込@5円
評価損
評価損

評価損

評価損
評価損

買入     400
評価損

評価損

払込     200
払込    1,000
払込@125円
払込@75円

払込@25円
払込@25円
払込     483
寄付振替   △60

寄付振替   △60

払込@5円
払込@75円
払込    3,500
払込@75円



△14,250

6,250
166,437

△250

△132,950

△122.877

0

500

13,295

37,694

0

6,250

33,237

402,422

△1,250
△150

△4,000

△125,000

50,000
△50,000

△130,400

1,100

1,000

0

0

2,100

5,719,406 362,790 10,718,232

第
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九
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第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

註 :①愛媛銀行は昭和3年 12月 3日 芸備銀行に吸収合併。
②東海銀行はH召 和 2年 4月 30日 第一銀行に吸収合併。
③共済信託は人止15年 2月 12日 安田信託と改称。
①譲渡先住友別了鍍山。
⑤譲渡先住友電線製造所。
⑥l召 和 5年 H月 26日 東京郊外鉄道と改称。
⑦新京阪鉄道は昭和3年 12月 28日 大阪住宅経営解散につき交付。昭和5年 9月 15日 京阪電気鉄道に吸収
合l■。

③受入先住友家会計。
⑨譲渡先住友電線製造所。
⑩昭和3年 4月 5日 湧別川水力電気を吸収合併。
ll大正15年 8月 30日 薩吟嘘企業組合は解散し、事業を北樺太鉱業に譲渡。

⑫昭和2年 7月 16日 ブラジル土地購入なl合 出資金を南米土地に振替。

⑬国際通信株式会社は大正15年 4月 30日 解散.

五
九
七

<水産 >
明治漁業      (50)
<そ の他 >
満州棉花      (50)
日本電気證券    (50)

合計残高 18,721

14,250

525,300

償去口       △285

払込     500
払込    13,315
譲渡     △20

解散分配金

(出資)

蓬葉生命保険相互

興源公司

薩吟p14企 業組合
ブラジル土地購入組合

合計残高

2,500

5,000

125,000

132.500

評価損
基金償却

減資

解散譲渡①

出資
振替⑫

総計残高 122,183 4,998,825



第
三
章
　
住
友
合
資
会
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（中
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五
九
八

（
３２
）

川
田
順
は
こ
の
合
併

の
経
緯
を
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

住
友
銀
行
常
務
を
辞
し
て
、
や
が
て
東
海
銀
行
頭
取
と
な

っ
た
加
納
友
之
介
は
、
恰
も
こ
の
大
恐
慌
の
起
る

一
週
間
前

に
、
東
海
を

第

一
銀
行
に
合
併
す
る
契
約
を
締
結
し
た
。
も
と
よ
り
、
恐
慌
来
の
黒
雲
を
い
ち
早
く
予
見
し
た
か
ら
で
あ

つ
た
。
い
ざ
大
騒
ぎ
と
な

っ
た
と
き
、
彼
は
銀
行
の
入
口
に

「当
行
は
既
に
第

一
銀
行
と
合
併
し
ま
し
た
」
と
貼
紙
さ
せ
て
、
涼
し
い
顔
を
し
て
い
た
。
こ
れ
も
、

あ
ざ
や
か
な
腕
前
で
は
な
い
か
。
彼
は
預
金
者
達
か
ら
永
く
感
謝
さ
れ
た
と
聞
く
。

東
海
銀
行

の
店
舗
数
二
三
店
の
中

一
二
店
が
東
京
市
内
、　
一
一
店
が
栃
木

・
群
馬
両
県
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
店
舗
網
の
拡
充
を

急
務
と
し
て
い
た
第

一
銀
行
が
東
海
と
の
合
併
に
積
極
的
で
あ

っ
た
理
由
と
さ
れ
て
い
る
。

信
託
株
で
は
、
「共
済
信
託
」

は
大
正
十
五
年

「安
田
信
託
」

と
改
称
し
た
。

こ
の
期
間
に
新
た
に
取
得
し
た
信
託
株
は
次

の
三
社
で
い

ず
れ
も
住
友
信
託
設
立
と
の
か
ら
み
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
３４
）

「加
島
信
託
」
株
は
、
次

の
よ
う
な
経
緯
で
取
得
し
た
。

大
正
十
五
年
加
島
信
託
設
立

二
関
シ
、
広
岡
（註
、
恵
三
広
岡
合
名
代
表
社
員
）氏
ヨ
リ
総
理
事
（註
、
湯
川
寛
吉
）宛
株
式
応
募
方
依
頼
ア
リ

タ
ル
処
、
柔

二
住
友
信
託
設
立

二
際
シ
広
岡
合
名
会
社
名
義

ニ
テ
五
〇
〇
株
引
受
ケ
ラ
レ
タ
ル
事
情
ヲ
考
慮
シ
、
之
卜
同
数
ノ
株
式

ヲ

合
資
会
社
名
義

ニ
テ
引
受
ノ
コ
ト

ヽ
セ
リ
。

（
３５
）

「鴻
池
信
託
」
株
引
き
受
け
の
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

岸
本
本
家
経
営
摂
津
信
託
ヲ
鴻
池
家
ガ
共
同
経
営
ス
ル
事
ト
ナ
リ
、
同
時

二
増
資

ヲ
計
画
シ
タ
ル
ガ
、
大
正
十
五
年
七
月
此
ノ
増
資
新

株
ノ
若
干
引
受
方
、　
鴻
池
家
ヨ
リ
総
理
事
（註
、
湯
川
寛
±
３
迄
依
頼
ア
リ
タ
ル
ガ
、　
桑

二
住
友
信
託
設
立
ノ
際
鴻
池
家
ガ

一
〇
〇
〇
株

ヲ
引
受
ケ
ラ
レ
タ
ル
事
情
ヲ
考
慮
シ
、
同
数

一
〇
〇
〇
株
ヲ
引
受
ケ
ル
事
ト
セ
リ
。

（
３６
）

「三
菱
信
託
」
株
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。



昭
和
二
年

一
月
同
社
株
式
募
集
ノ
件

二
付
、
山
室
宗
文
（註
、
当
時
三
菱
銀
行
取
締
役
大
阪
支
店
長
）氏
来
社
、
湯
川
総
理
事

二
之
ガ
応
募

方
依
頼
ア
リ
タ
ル
処
、
桑

二
住
友
信
託
設
立

二
当
り
、
三
菱
合
資
名
義
ヲ
以
テ
二
〇
〇
〇
株
応
募
セ
ラ
レ
タ
ル
事
情
ヲ
考
慮
シ
、
之
ト

同
数
ノ
株
式
ヲ
合
資
会
社
名
義

ニ
テ
引
受
ノ
事
ト
セ
リ
。

鉄
道
株
に
つ
い
て

「伊
予
鉄
道
電
気
」
株
は
、
昭
和
五
年
二
月
住
友
別
子
銭
山

へ
譲
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
は
資
産
株
と
し
て
保
有
し
て
い
た

「伊
予
鉄
道
」
が
大
正
五
年
伊
予
水
力
電
気
と
合
併
し
て
、
電
力
業
界
に
進
出
し
た
こ
と
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
住
友
で
は
昭
和
二
年
住
友
別

子
鍍
山
が
独
立
し
た
際
、
土
佐
吉
野
川
水
力
電
気
も
別
子
付
属
の
発
電
所
を
譲
り
受
け
て
営
業
を
開
始
し
、
昭
和
三
年
末
に
は

「伊
予
鉄
道

電
気
」
と
電
力
需
給
契
約
を
締
結
し
た
。
さ
ら
に
土
佐
吉
野
川
水
力
電
氣
は
、
当
時
四
国
全
域
の
電
力
融
通
を
目
的
と
し
て
、
四
国
の
電
力

五
社
の
間
で
開
催
さ
れ
た

「
四
国
電
気
事
業
統
制
協
議
会
」
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、
や
が
て
昭
和
六
年

に
は
こ
れ
に
正
式
加
盟

す
る
に
至

っ
た
。

「有
馬
電
気
軌
道
」
株
に
つ
い
て
は
、
「住
友
合
資
会
社
（上
ど

で
述
べ
た
通
り
住
友
は
こ
の
計
画
に
見
切
り
を
つ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
、

昭
和
二
年
七
月
全
額
償
却
さ
れ
た
。

し
か
し
会
社
自
体
は
依
然
と
し
て
存
続
し
て
お
り
、
「準
有
価
証
券
」

に
編
入
さ
れ
た
後
も
、
昭
和
七

年
十
二
月
＠

一
二
円
五
〇
銭
、
昭
和
九
年
四
月
＠
二
〇
円
と
第
二
回
、
第
三
回
の
払
込
を
求
め
ら
れ
て
、
払
込
に
応
ず
る
と
同
時
に
雑
損
で

処
理
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
十
二
年
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
と
と
も
に
こ
の
株
式
は
本
社
に
移
管
さ
れ
終
戦
に
至

っ
た
。

こ
の
期
間
新
た
に
取
得
し
た
鉄
道
株
は
次

の
八
社
で
あ
る
。

「大
社
宮
島
鉄
道
」
株
引
き
受
け
の
事
情
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
同
社
は
昭
和
十
三
年
出
雲
鉄
道
株
式
会
社
と
改
称
し
た
。

本
鉄
道

ハ
、
出
雲
今
市
卜
安
芸
三
次
ト
ヲ
結
ブ
鉄
道
（註
、
昭
和
七
年
出
雲
今
市
―
須
佐
間
開
業
、
し
か
し
須
佐
―
安
芸
三
次
間
は
断
念
さ
れ

た
）
ニ
シ
テ
、
大
正
十
四
年
時
ノ
内
相
若
槻
（註
、
礼
次
郎
、
島
根
県
出
身
）氏
ヨ
リ
株
式
引
受
方
懇
請
ア
リ
。
当
社
ト
シ
テ
ハ
、
左
程
有
利

ナ
ラ
ザ
ル
鉄
道

二
投
資
ス
ル
ハ
面
白
カ
ラ
ザ
ル
モ
、
前
記
若
槻
氏
折
角
ノ
申
出
ナ
ル
ニ
鑑
ミ
、
且
稲
畑
勝
太
郎
（註
、
当
時
大
阪
商
業
会
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○

議
所
会
頭
）
ノ
勧
説
モ
ア
レ
バ
、
先
方
希
望
数
ノ
三
分

一
、　
一
〇
〇
〇
株
ヲ
限
り
引
受
ノ
事

ニ
セ
リ
。

「阪
和
電
気
鉄
道
」
株
引
き
受
け
の
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。
な
お
同
社
は
昭
和
十
五
年
南
海
鉄
道
に
合
併
さ
れ
南
海
山
手
線
と
な

っ

た
が
、
さ
ら
に
昭
和
十
九
年
国
有
化
さ
れ
、
国
鉄
阪
和
線
と
な

っ
た
。

同
社
設
立
（註
、
大
阪
と
和
歌
山
を
結
ぶ
鉄
道
事
業
Ｙ
一当
り
、　
発
起
人
堀
啓
次
郎
（註
、
大
阪
商
船
社
長

・
住
友
銀
行
取
締
役
）氏
ノ
要
請
ア
リ

シ
為
、
賛
成
人
ト
シ
テ

一
〇
〇
〇
株
ヲ
限
り
引
受
ノ
事

二
決
シ
オ
リ
タ
ル
処
、　
木
村
（註
、
清
、
大
阪
商
船
専
務

・
宇
治
川
電
気
社
長
を
経

て
阪
和
電
気
鉄
道
社
長
）氏
ヨ
リ
特
別
ノ
申
出

二
鑑
ミ
、
二
〇
〇
〇
株

二
増
加
引
受
ノ
事
ト
ナ
レ
リ
。

（
４０
）

「九
州
電
気
軌
道
」
株
引
き
受
け
の
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
同
社
は
昭
和
十
七
年
西
日
本
鉄
道
と
改
称
し
た
。

同
社

ハ
、
北
九
州
ノ
エ
業
地
帯
ヲ
営
業
区
域
ト
セ
ル
電
力

・
電
鉄
兼
営
会
社

ニ
シ
テ
、
業
績
良
好
且
当
社
ノ
関
係
セ
ル
九
州
水
力

・
九

州
送
電
ト
モ
合
併
又

ハ
連
絡
、
全
九
州

二
其
ノ
勢
カ
ヲ
張
ル
ニ
至
ル
ベ
ク
予
想
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
付
、
昭
和
二
年
信
託
ヲ
通
ジ
松
方
家

（没
落
×
註
、
昭
和
三
年
十
五
銀
行
と
川
崎
造
船
所
の
破
綻
を
さ
す
）
ノ
持
株
新
旧
各
五
〇
〇
〇
株
ヲ
一肩
代
リ
シ
タ
リ
。

「阪
神
電
気
鉄
道
」
株
取
得
の
経
緯
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

創
立
当
初
（註
、
明
治
三
十
二
年
大
阪
と
神
戸
を
結
ぶ
鉄
道
事
業
】
一〇
〇
株
引
受
タ
ル
モ
、
明
治
三
十
六
年
全
株
売
却
。
其
後
当
社

二
於
テ

ハ
同
社
株
式
ヲ
全
然
所
有
セ
ザ
リ
シ
ガ
、　
昭
和
三
年

二
至
リ
テ
、　
住
友
銀
行
ヲ
通
ジ
新

一
〇
万
三
〇
〇
〇
株
買
入
（内

一
万
株

ハ
電
線

へ
売
却
）
、
次
デ
昭
和
三
年
十

一
月
六
万
五

一
〇
〇
株
（第

一
新
株

一
〇
株

二
対
シ
第
二
新
株
七
株
ノ
割
合
）
割
当
ラ
レ
、　
持
株
総
数

一

五
万
八

一
〇
〇
株
ト
ナ
ル
。

「留
蒻
鉄
道
」
株
引
き
受
け
の
事
情
は
不
明
で
あ
る
が
、
矢
島
富
造
東
京
販
売
店
支
配
人
が
監
査
役
に
就
任
し
て
い
る
。
こ
の
鉄
道
は
、

昭
和
五
年
に
明
治
鉱
業
昭
和
鉱
業
所
や
浅
野
雨
龍
炭
破
雨
龍
鉱
業
所
の
石
炭
を
留
崩
港
ま
で
輸
送
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
北
海
道
留
萌

本
線
恵
比
島
か
ら
分
岐
し
て
石
狩
国
雨
龍
郡
沼
田
村
昭
和
ま
で
が
開
業
し
た
。
住
友
で
は
大
正
四
年

に
隣
接
す
る
雨
龍
郡
北
龍
村
に
雨
龍
鉱



区
六
四
七
万
坪
を
買
収
し
て
お
り
、
こ
の
関
係
で
出
資
を
求
め
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
但
し
こ
の
住
友

の
雨
龍
鉱
区
は
そ
の
後
未
開
発

の
ま
ま
に
終

っ
た
。

「東
京
山
手
急
行
電
鉄
」

株
の
引
き
受
け
の
事
情
も
明
ら
か
で
は
な
い
。　
し
か
し
西
園
寺
公
望
の
秘
書
官
を
務
め
た
中
川
小
十
郎
（立
命

館
創
立
者
）
が
発
起
人
の
一
人
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
中
川
の
依
頼
に
よ
る
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。
同
社
は
東
京
市

の
外
部
を
循
環
す
る
大

井
町
―
世
田
谷
―
滝
野
川
―
洲
崎
間
の
鉄
道
建
設
を
目
的
と
し
て
昭
和
三
年
設
立
さ
れ
た
。
昭
和
五
年
東
京
郊
外
鉄
道
と
改
称
し
た
が
建
設

に
は
至
ら
な
い
ま
ま
、
昭
和
六
年
に
は
渋
谷
―
吉
祥
寺
間
の
鉄
道
敷
設
免
許
を
有
す
る
渋
谷
急
行
電
気
鉄
道
を
合
併
し
、
こ
ち
ら
の
建
設
に

着
手
し
、
昭
和
八
年
帝
都
電
鉄
と
改
称
し
た
。
昭
和
九
年
渋
谷
―
吉
祥
寺
間
が
開
業
し
た
が
、
昭
和
十
五
年
小
田
原
急
行
鉄
道

に
合
併
さ

（
４３
）

れ
た
。

（
４４
）

「新
京
阪
鉄
道
」
株
及
び

「京
阪
電
気
鉄
道
」
株
の
取
得
経
緯
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

大
阪
住
宅
経
営
会
社

ハ
昭
和
三
年
解
散
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
（註
、
住
宅
難
の
解
消
笙
貝
献
し
た
と
し
て
）
、
其
ノ
営
業
財
産
全
部
ヲ
京
阪
電

鉄

二
譲
渡
シ
、
其
ノ
対
価
ト
シ
テ
京
阪
電
鉄
所
有
ノ
新
京
阪
鉄
道
株
式
七
万
株
其
他
ヲ
受
入
レ
、
之
ヲ
当
時
ノ
同
社
株
主

二
配
当
セ
リ

（大
阪
住
宅
株
式

一
〇
株

〈
一
八
円
払
込
〉

二
対
シ
新
京
阪
株
式
三
株
半

〈
二
五
円
〉
及
新
京
阪

一
株

二
付
現
金
五
二
銭
ノ
割
）
。

従

ソ
テ
当
社
ノ
従
来
所
有
ノ
大
阪
住
宅
株
三
五
〇
〇
株

二
対
シ
、
新
京
阪
株
式

一
三
二
五
株
及
現
金
六
三
七
円
を
受
入
レ
タ
リ
。
更

ニ

昭
和
五
年
新
京
阪

ハ
京
阪

へ
併
呑
セ
ラ
レ
、
当
社

ハ
所
有
ノ
新
京
阪
株
公
一五
円
と

一
〓
一五
株

ヲ
提
供
シ
、
代
リ
ニ
京
阪
五
号
株
式

（三
〇
円
】
全

一
一株
ヲ
受
入
レ
タ
リ
。

（
４５
）

こ
の
間
の
事
情
を
補
足
す
る
と
、
京
阪
電
気
鉄
道
は
、
明
治
三
十
九
年
設
立
さ
れ
、
淀
川
東
岸
の
大
阪

・
天
満
橋
―
京
都

・
三
条
間
を
結

ん
で
い
た
。
し
か
し
京
阪
電
鉄
は
、
大
正
五
、
六
年
に
か
け
て
箕
面
有
馬
電
鉄
が
大
阪

・
十
三
―
神
戸
間
の
鉄
道
を
建
設
す
る
こ
と
に
な

っ

た
の
に
対
し
、
防
衛
上
淀
川
西
岸
で
も
大
阪
―
京
都
間
を
自
社
で
結
ぼ
う
と
し
た
。
そ
の
大
阪
側
起
点
と
し
て
、
既
に
北
大
阪
電
気
鉄
道
が
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〇
二

大
正
十
年
大
阪

。
十
三
―
千
里
山
間
を
結
び
、
且

つ
大
阪

・
天
神
橋
六
丁
目
―
淡
路
間
の
路
線
免
許
を
有
し
て
い
る
の
に
着
目
し
、
大
正
十

一
年
同
社
を
傘
下
に
納
め
た
。
こ
の
北
大
阪
電
鉄
が
千
里
山
の
所
有
地
を
大
阪
住
宅
経
営
に
売
却
し
た
際
、
代
金

の
一
部
と
し
て
同
社
の
株

式
二
万

一
五
〇
〇
株
を
取
得
し
た
の
で
あ
る
。
京
阪
は
新
線

の
建
設
を
別
会
社
で
行
う
こ
と
と
し
、
大
正
十

一
年
新
京
阪
鉄
道
株
式
会
社
を

設
立
し
た
。
こ
の
新
京
阪
が
大
正
十
二
年
北
大
阪
電
鉄
の
鉄
道
部
門
を
買
収
し
、
さ
ら
に
昭
和
三
年
に
は
北
大
阪
電
鉄
と
の
関
係
で
、
上
記

の
通
り
大
阪
住
宅
経
営

の
解
散
に
際
し
、
同
社
の
営
業
財
産
が
京
阪

へ
譲
渡
さ
れ
、
そ
の
代
償
と
し
て
新
京
阪
の
株
式
が
大
阪
住
宅
経
営

の

株
主
に
交
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
昭
和
三
年
に
は
新
京
阪
の
大
阪

・
天
神
橋
六
丁
目
―
京
都

・
西
院
間
が
開
業
し
、
昭
和
五
年
上
記
の

通
り
新
京
阪
は
京
阪
に
合
併
さ
れ
た
。

船
舶
株
で
は
、
「大
阪
商
船
」
旧
株
を
取
得
し
た
の
み
で
あ
る
。　
こ
れ
は
大
正
十
年
二
月
住
友
合
資
会
社
設
立
時
に
住
友
家
会
計

へ
譲
渡

さ
れ
た
株
式
∩
住
友
合
資
会
社
の
設
立
」
第
３
表
参
昭
じ
を
買
い
戻
し
た
も
の
で
あ
る
。

保
険
株
は
、
こ
の
期
間
変
化
は
な
か
っ
た
。

電
気
瓦
斯
株
で
こ
の
期
間
新
た
に
保
有
し
た
の
は
、
「九
州
水
力
電
気
」
株
と

「北
海
道
電
燈
」
株
で
あ
る
。

「九
州
水
力
電
気
」
は
、
当
時
九
州
の
電
力
業
界
に
お
い
て
福
岡
県
を
中
心
に
し
て
九
州
電
気
軌
道
、
東
邦
電
力
と
激
し
く
対
立
し
て
い

た
が
、
住
友
合
資
と
は
と
も
に

「九
州
送
電
」

の
大
株
主
の
関
係
に
あ

つ
た
∩
住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「三
　
投
資
活
動
」
参
照
）。

そ
の
株

式
取
得
の
経
緯
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

暴

二
九
州
水
力
電
気
棚
橋
琢
之
助
氏
ヨ
リ
肥
後
理
事
宛
同
社
株
式
売
渡
者
有
ス
ル
旨
照
会

ヲ
受
ケ
タ
ル
ガ
、
同
社

ハ
北
九
州
ノ
エ
業
地

帯
ヲ
営
業
区
域
ト
シ
、
業
績
良
好
ナ
ル

一
会
社

ニ
シ
テ
、
将
来

ハ
当
社
ガ
既
二
投
資
シ
居
ル
九
州
送
電
卜
連
絡
シ
テ
全
九
州

二
其
勢
力

ヲ
ハ
リ
、
将
来

一
層
有
望
ナ
ル
事
業
会
社
卜
相
成
可
ク
、
此
ノ
如
キ
有
力
会
社
卜
或
程
度
ノ
親
善
関
係
ヲ
保
持
シ
オ
ク
ハ
、
当
社
ノ
便

宜
砂
ナ
カ
ラ
ズ
。
偶
々
積
立
金
ロ
ニ
テ
特
別
預
金
約
百
万
円
保
有
ス
ル
ニ
ヨ
リ
、
之
ガ
買
収
ヲ
ス
ル
事
ト
セ
リ
。
（昭
和
二
年
七
月
）



「北
海
道
電
燈
」
株
の
取
得
が
、
「湧
別
川
水
力
電
気
」
が
昭
和
三
年
同
社
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
通

（
４７
）

り
で
あ
る
。

な
お
昭
和
三
年
に

「宇
治
川
電
気
」
新
旧
株
、
「台
湾
電
力
」
株
の
全
株
及
び

「
日
本
電
力
」
新
旧
株
、
「九
州
送
電
」
株
、
「北
海
道
電

燈
」
株

の
一
部
が
、
営
業
政
策
上
住
友
電
線
製
造
所

へ
譲
渡
さ
れ
た
。

鉱
業
株
で
新
た
に
取
得
し
た
の
は
、
「北
樺
太
石
油
」
と

「北
樺
太
鉱
業
」
の
三
社
の
株
式
で
あ
る
。

（
４８
）

「北
樺
太
石
油
」
株
引
き
受
け
の
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

本
会
社

ハ
、
北
辰
会
（
日
石
、
三
井
、
三
菱
、
大
倉
、
鈴
木
、
久
原
ノ
匿
名
組
合
）
ガ
大
正
七
年
頃
ヨ
リ
着
手
経
営
セ
ル
事
業

一
切
ヲ
継

承
シ
、
露
国
ヨ
リ
得
タ
ル
利
権
協
定

二
基
キ
、
其
ノ
産
出
石
油

ハ
海
軍
省

ニ
テ
買
上
ノ
了
解
ヲ
得
、
設
立
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、

住
友
ト
シ
テ
ハ
北
樺
太
企
業
組
合
員
（石
炭
関
係
）
ト
シ
テ
出
資
セ
ル
関
係
上
大
正
十
四
年
春
北
樺
太
利
権
問
題

二
付
首
相
官
邸
招
待
会

二
総
理
事
（当
時
中
田
氏
）
出
席
シ
発
起
人

二
指
名
セ
ラ
レ
シ
関
係
ア
ル
ニ
過
ギ
ズ
。
殊

二
当
社

ハ
石
油
事
業

ニ
ハ
関
係
ナ
ク
、
且
本
事

業

ハ
投
資
ト
シ
テ
有
利
ナ
ル
モ
ノ
ト
云
ヒ
難
ク
、
他
社
ト
ノ
振
合
上
之
ガ
引
受

ヲ
ナ
ス
コ
ト

ヽ
シ
、
発
起
人
引
受
株
数

一
千
株
ヲ
適
当

卜
認
メ
、
之
ガ
引
受

ヲ
ナ
セ
リ
。
総
株
数
二
〇
万
株
ノ
内
北
辰
会
関
係
引
受

一
〇
万
株
、
発
起
人
金
ハ
七
名
）
引
受
五
万
株
、
公
募
五
万

株
。

「北
樺
太
鉱
業
」

は
、
「住
友
合
資
会
社
（上
と

で
述
べ
た

「薩
吟
嘘
企
業
組
合
」
が

「大
正
十
五
年
八
月
ソ
ビ
ェ
ッ
ト
ニ
対
ス
ル
利
権

協
定

二
基
キ
勅
令

ニ
ヨ
リ
北
樺
太
鍍
業
会
社
ガ
設
立
サ
レ
、
同
組
合
ノ
事
業

一
切
ヲ
新
会
社

二
譲
渡
シ
」
解
散
し
た
た
め
、
「当
時
ノ
組
合

員

ハ
各
組
合
残
余
財
産
分
配
金
及
若
干
ノ
現
金
支
出
ヲ
以
テ
、
新
会
社
北
樺
太
鍍
業
株
式
ノ
引
受

ヲ
ナ
セ
リ
。
当
社
亦
五
六
八
五
株
ヲ
引
受

（
４９
）

タ

リ

。
」

工
業
株
で
新
た
に
取
得
し
た
の
は
、
「
日
本
楽
器
製
造
」
、
「理
化
学
興
業
」
、
「
日
本
ビ
ク
タ
ー
蓄
音
器
」
の
三
社
の
株
式
で
あ
る
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
〇
三
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ユハ
〇
四

（
５０
）

「
日
本
楽
器
製
造
」
株
引
き
受
け
の
事
情
は
次
の
通
り
、
住
友
電
線
取
締
役
川
上
嘉
市
の
同
社
社
長
就
任

に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
川

上
自
身
の
社
長
就
任
の
弁
は
、
「住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「
五
田
　
住
友
信
託
株
式
会
社
の
設
立
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

同
社

ハ
大
正
十
年
八
月
、
西
川
楽
器
製
造
ヲ
合
併
シ
、
資
本
金
三
四
人
○
万
円
ト
ナ
リ
タ
ル
ガ
、
其
後
工
場
焼
失
、
東
京
支
店
の
全
滅
、

労
働
争
議
相
次
ギ
、
甚
ダ
シ
キ
資
金
難

二
陥
り
、
前
途

二
多
大
ノ
不
安
ヲ
感
ズ
ル
ニ
至
レ
リ
。
姦

二
於
テ
同
社

ハ
電
線
取
締
役
川
上
嘉

市
（浜
松
市
出
身
Ｙ
一対
シ
、　
社
長
就
任
方
懇
嘱
シ
来
レ
リ
。

同
氏

ハ
承
認
ス
ル
ニ
先
立
チ
、　
予
メ
住
友
ノ
資
本
的
援
助
ヲ
希
望
シ
来
リ

シ
為
、
同
社
ノ
内
容
ヲ
詳
細
調
査
セ
シ
結
果
、
「事
業
其
ノ
モ
ノ
ハ
前
途
可
ナ
リ
有
望

ニ
シ
テ
経
営
上

二
其
ノ
人
ヲ
得
レ
バ
、
業
績
ノ

立
直
リ
モ
充
分
期
待
シ
得
ル
」
ト
ノ
結
論

二
達
シ
、
昭
和
二
年
七
月
増
資
株
式

一
〇
、
四
〇
〇
株
ヲ
引
受
ケ
、
同
社
経
営

二
参
加
ス
ル

ニ
至
レ
リ
。

「
理
化
学
興
業
」
株
引
き
受
け
の
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

財
団
法
人
理
化
学
研
究
所

ハ
、
同
所
ノ
発
明
考
案

ニ
カ

ヽ
ル
製
品
ノ
エ
業
化
ヲ
図
ル
為
、
理
化
学
興
業
会
社
ヲ
設
立
シ
、
同
所
設
立
関

係

二
株
式
ノ
引
受
ヲ
依
頼
シ
来
レ
リ
。

住
友

ハ
、
大
正
七
年
理
化
学
研
究
所
設
立
ノ
際
、
我
国

二
於
ケ
ル
化
学
発
展

二
資

ス
ル
同
所
ヲ
後
援
ス
ル
為
、
家
長
及
総
理
事
設
立
発

起
人
ト
シ
テ
参
加
シ
、　
一
〇
万
円
ヲ
寄
附
セ
ル
関
係
モ
ア
リ
、
又
他
財
団
ト
ノ
振
合
ヲ
考
慮
ノ
上
株
式
引
受
ノ
コ
ト

ヽ
シ
タ
リ
。

「
日
本
ビ
ク
タ
ー
蓄
音
器
」
の
株
式
取
得
の
経
緯

に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
昭
和
十

一
年
末
鮎
川
義
介
が
レ
コ
ー
ド
業
界
に
乗
り
だ
し
、
日

本

コ
ロ
ム
ビ
ア
に
続
い
て
日
本
ビ
ク
タ
ー
の
買
収
を
図

っ
た
の
で
、
鮎
川
の
日
本
産
業
に
対
し
こ
の
株
式
が
売
却
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
詳

細
不
明
で
あ
る
。
同
社
は
昭
和
二
年
、
米
国
ビ
ク
タ
ー

・
ト
ー
キ
ン
グ

・
マ
シ
ン
社
の
全
額
出
資

に
よ
り
、
資
本
金
二
〇
〇
万
円
で
設
立
さ

れ
、
直
ち
に
横
浜
に
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ス
エ
場
を
完
成
し
、
国
産
体
制
を
整
え
た
。
し
か
し
昭
和
初
期
の
国
産
品
愛
用
運
動
に
対
し
、　
一
〇
〇

％
外
資

の
同
社
が
生
き
残
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
昭
和
四
年

一
月
住
友
合
資
と
三
菱
合
資

の
出
資
を
仰
い
だ
も
の
と
思
わ
れ



る
。
住
友
で
は
経
理
部
長
大
屋
敦
が
、　
三
菱
で
は
田
中
完
三
Ｔ
一菱
商
事
燃
料
部
長
、
六
月
常
務
就
任
）
が
取
締
役
に
就
任
し
た
。
音
楽
に
造
詣

の
深
い
大
屋
に
と
つ
て
は
願

っ
て
も
な
い
ポ
ス
ト
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
米
国
ビ
ク
タ
ー
は
同
時
に
同
年
二
月
Ｒ
Ｃ
Ａ
の
傘
下
に
入

（
５２
）

っ
た
。

以
上
の
他
工
業
株
と
し
て
本
表

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
大
正
十
五
年
十
二
月
三
井
、
三
菱
等

と
と
も
に
設
立
し
た

「東
洋
窒
素
工

業
」
の
株
式

一
万
二
五
〇
〇
株
（払
込
＠
〓

一円
五
〇
銭
）
を
取
得
し
て
い
る
。
こ
の
株
式
が
、
三
井
合
名
が

「財
産
目
録
」

に
、
三
菱
合
資
か

「有
価
証
券
明
細
表
」
に
計
上
し
て
い
る
の
に
対
し
、
本
表
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
住
友
合
資
で
は
取
得
当
初
か
ら

「
総
有
価
証
券

元
帳
」

に
記
載
せ
ず
、

「準
有
価
証
券
元
帳
」

に
記
載
し
て
非
営
利
団
体
の
株
式
や
償
却
し
た
株
式
（既
に
述
べ
た

「有
馬
電
気
軌
道
」
株
の
如

く
会
社
は
存
続
し
て
い
る
）
と
同
じ
取
扱

い
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
出
資
金
払
込

の
事
実
の
な
い
こ
と
（即
ち
次
に
述
べ
る
東
洋
窒
素

組
合
に
蓄
積
さ
れ
た
特
許
権
料
に
よ
る
利
益
金
三
〇
〇
万
円
余
が
資
本
金
に
振
り
替
え
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
）
、
長
期
に
わ
た
り
無
配
が
予
想
さ
れ

た
こ
と
（事
実
同
社
の
初
配
当
は
一
〇
年
以
上
経
っ
た
昭
和
十
二
年
下
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
）
か
ら
通
常

の
有
価
証
券
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
な
か
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
本
株
式
の
準
有
価
証
券
か
ら
有
価
証
券

へ
の
変
更
は
、
昭
和
十
二
年
三
月
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
住
友
本
社

へ

の
移
管

の
際
で
あ
る
。

「東
洋
窒
素
工
業
」
設
立
の
構
想
に
つ
い
て
は
、
「住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「
五
囲
　
住
友
肥
料
製
造
所
の
株
式
会
社

へ
の
移
行
」
を

参
照
さ
れ
た
い
。
同
社
株
式
引
き
受
け
の
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

欧
州
大
戦
中
国
内

二
於
テ
、
硫
安
製
造
ノ
ロ
的
ヲ
以
テ
、
三
井
、
三
共
、
三
菱
、
住
友
ガ
出
資
者
ト
ナ
リ
、
米
国
Ｇ
Ｃ
（註
、
ゼ
不
ラ
ル

・
ケ
ヽヽヽ
カ
ル
）会
社
ヨ
リ
特
許
権
ヲ
譲
受
ケ
タ
ル
モ
、
戦
後
ノ
影
響
ヲ
受
ケ
Ｇ
Ｃ
工
場

ハ
閉
塞
、
自
然
右
目
的

ハ
中
断
ノ
形
ト
ナ
リ
居
リ

タ
ル
処
、
偶
々
独
逸

ハ
ー
バ
ー
法
特
許
権
ガ
日
本
政
府

二
譲
渡
セ
ラ
ル

ヽ
事
ト
ナ
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
前
四
者
及
ビ
横
浜
組
、
渡
辺
組
、

人
造
肥
料
、
大
倉
組
ガ
之

二
参
加
シ
、
組
合
ヲ
結
成
シ
（註
、
大
正
十
年
七
月
）
、
特
許
権
ノ
払
下
ヲ
受
ケ
タ
リ
（註
、
大
正
十
年
四
月
）
。
併

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
〇
五
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エハ
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六

シ
ナ
ガ
ラ
右
特
許
権
ノ
実
施

ハ
多
額
ノ
費
用
ヲ
要
シ
、
戦
後
ノ
疲
弊
セ
ル
財
界

二
於
テ
ハ
不
可
能
ノ
状
態

ニ
ア
リ
、
他
面
独
逸
ヨ
リ
ハ

ー
バ
ー
法
製
品
ガ
日
本

二
輸
入
セ
ラ
ル
ヽ
二
至
リ
タ
ル
為
、
組
合

ニ
コ
ノ
特
許
権
使
用
料
（註
、
ド
イ
ツ
硫
安
ト
ン
当
た
り
一
円
六
〇
銭
余
、

（
５６
）

当
時
の
硫
安
価
格
の
約
二
％
）
ヲ
徴
収

ス
ル
ニ
止

メ
、

従
来

ノ
失
費

ヲ
補

ヒ
、

残
余
財
産

ヲ
保
有

シ
居
リ
タ
ル
ガ
（註
、
組
合
は
当
時
零
細
な

農
民
か
ら
特
許
権
使
用
料
を
徴
収
し
て
い
る
と
い
う
世
間
の
批
判
を
考
慮
し
て
）
、
大
正
十
五
年
会
社
組
織
変
更
、
営
業

ヲ
継
承

ス
ル
コ
ト

ヽ

ナ
リ
タ
リ
。

土
地
建
物
株
の
中
、

「大
阪
住
宅
経
営
」

の
解
散
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。　
こ
の
期
間
新
た
に
取
得
し
た
株
式
は
、

「南
米
土
地
」

と

「南
米
拓
殖
」
の
三
社
で
あ
る
。

「南
米
土
地
」
株
の
引
き
受
け
の
事
情
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
二
年
二
月
、
南
米
ブ
ラ
ジ
ル

・
コ
ン
ゴ
ニ
ヤ
土
地
ヲ
買
収
シ
テ
、
日
本
移
民

二
売
却
ス
ル
ロ
的
ヲ
以
テ
、
伯
国
土
地
購
入
組
合
結

成
セ
ラ
ル
ヽ
二
当
り
、　
同
社
発
起
人
山
科
礼
蔵
氏
（註
、　
日
本
海
事
工
業
取
締
役
、
元
東
京
商
業
会
議
所
副
会
頭
）
ヨ
リ
特
別
ノ
依
頼
ア
リ
タ

ル
ニ
依
り
、
当
社

ハ
我
国

二
於
ケ
ル
人
口
食
糧
問
題
ヲ
解
決
シ
、
行
詰
レ
ル
我
産
業

二
対
シ
活
躍
ノ
新
天
地
ヲ
開
拓
ス
ル
ハ
、
財
閥
ノ

社
会
的
任
務
ナ
リ
ト
認
メ
、　
北
樺
太
石
油
並

二
鉱
業

二
於
ケ
ル
ト
同
様
試
験
的
投
資
ト
シ
テ
、　
湯
川
総
理
事
名
義

ヲ
以
テ

一
口
（四
〇

万
円
、
第

一
回
払
込

一
〇
万
円
）
ノ
出
資
ヲ
引
受
ケ
タ
リ
。
然
ル
ニ
同
年
七
月
、
同
組
合
第
四
回
協
議
会

ニ
テ
組
合
ヲ
解
散
シ
、
新

ニ

南
米
土
地
株
式
会
社
ヲ
設
立
ス
ル
事
ト
ナ
リ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
先

二
出
資

ヲ
承
諾
セ
シ
総
理
事
名
義

一
〇
万
円

ニ
テ
同
社
株
式

一
〇
〇
株

（
一
株
額
面

一
〇
〇
〇
円
）
ヲ
引
受
ケ
タ
リ
。

「南
米
拓
殖
」
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
パ
ラ
ー
州
政
府
か
ら
同
州
ア
カ
ラ
地
方
の
土
地

一
〇
〇
万
町
歩
の
無
償
提
供
を
受
け
、
同
地
方
の
開
拓

事
業
を
営
ん
で
、　
一
五
万
人
の
移
住
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
開
拓
事
業
は
、
政
府

の
要
請
を
受
け
て
鐘
淵
紡
績
が
実

（
５８
）

地
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
同
社
が
中
心
と
な

っ
て
会
社
を
設
立
し
、
経
営
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

っ
た
。
住
友
合
資
会
社

の
同
社
株
引
き



受
け
の
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

我
国
人
口
食
糧
問
題
ノ
解
決
並

二
国
運
ノ
進
展
ヲ
図
ル
ロ
的
ヲ
以
テ
、
昭
和
三
年
七
月
其
ノ
設
立
ヲ
見
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
同
社
ノ
事
業

ハ
、
国
家
的
見
地
ヨ
リ
極
メ
テ
重
要
視
ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
政
府
モ
大
イ
ニ
援
助
シ
居
り
、
湯
川
総
理
事
ガ
ア
マ
ゾ
ン
流
域
地
方
開

墾
計
画
委
員
ナ
ル
事
等

二
鑑
ミ
、
無
下
二
拒
絶
ス
ル
コ
ト
モ
如
何
カ
ト
考

ヘ
ラ
ル

ヽ
二
付
、
他
ノ
振
合
等

ヲ
考
慮
シ
（註
、
三
井
合
名
、

三
菱
合
資
、
各
五
〇
〇
〇
株
等
￥
一〇
〇
〇
株
引
受
ノ
事
ト
シ
タ
リ
。

第
２３
表
の
住
友
系
以
外
の
企
業

の
株
式
の
う
ち
、
「諸
株
」

の
区
分
に
記
載
さ
れ
て
い
る
株
式

に
つ
い
て
は
、
記
述
の
便
宜
上
カ
テ
ゴ
リ

ー
別
に
見
て
い
く
と
、
そ
の
中
の

〈投
資
〉
に
分
類
さ
れ
た
株
式
で
は
、
業
績
不
振
で
大
正
十
五
年
か
ら
昭
和
二
年
に
か
け
て
軒
並
み
大
幅

な
評
価
損
を
計
上
し
た
。

〈
サ
ー
ビ
ス
〉

に
分
類
さ
れ
た
株
式
で
は
、
「大
阪
ホ
テ
ル
」

と

「
エ
ン
パ
イ
ヤ

・
ラ
ン
ド
リ
ー
」

の
株
式
が
評
価
損
を
計
上
し
た
他
、

新
た
に

「
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
」
と

「都
ホ
テ
ル
」
の
株
式
を
取
得
し
た
。

（
６０
）

「
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
」
株
引
き
受
け
の
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

在
神
有
力
者
（川
崎

。
日
郵

・
川
西
其
他
Ｙ
一於
テ
従
来
東
洋
汽
船
ノ
経
営

ニ
カ

ヽ
ル
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
ヲ
買
収
シ
、
経
営

ヲ
引
受

ケ
タ
ル
趣
ヲ
以
テ
、
株
式
引
受
方
申
越
来
レ
リ
。
新
会
社
ノ
資
本
金
六
〇
万
円

二
対
シ
従
来
ノ
平
均
利
益
金

ハ
一
人
万
円

ニ
シ
テ
、
支

払
利
息

・
償
却
ヲ
差
引
キ

一
〇
万
三
千
円
ノ
純
益
ヲ
挙
ゲ
、
八
分
ノ
配
当
ヲ
行
フ
予
定
ナ
レ
共
、
呆
シ
テ
右
ノ
如
キ
好
成
績
ヲ
得
ベ
キ

ヤ
ハ
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
大
阪
ホ
テ
ル
等
ノ
例

ニ
ヨ
ル
モ
疑
問

ニ
シ
テ
、
採
算
上

ハ
好

マ
シ
キ
投
資
物

ニ
ア
ラ
ザ
レ
共
、
従
前
大
阪
ホ
テ

ル
ヲ
引
受
ケ
タ
ル
ト
同
趣
旨

ニ
モ
ト
ヅ
キ
特

二
三
百
株
引
受
ノ
コ
ト
ニ
セ
リ
。

ま
た

「都
ホ
テ
ル
」
株
式
引
き
受
け
の
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
二
年
八
月
、
同
ホ
テ
ル
ハ
業
務
拡
張
其
他
借
入
金
返
済
ノ
ロ
的
ヲ
以
テ
、　
一
百
万
円
ノ
増
資

ヲ
ナ
ス
コ
ト

ヽ
ナ
リ
、
之
ガ
株
式
引
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工（
〇
八

受
方
弘
世
氏
（註
、
助
太
郎
日
本
生
命
専
務
、
都
ホ
テ
ル
監
査
役
）
ヨ
リ
小
倉
理
事

へ
依
頼
ア
リ
。
同
社

ハ
当
時
ホ
テ
ル
業
ト
シ
テ
ハ
相
当
ノ

成
績
ヲ
挙
ゲ
居
り
、
左
程
不
利
益
ナ
ラ
ズ
、
且
前
記
弘
世
氏
ノ
勧
誘
モ
ア
リ
、
又
住
友
銀
行
支
店
卜
取
引
関
係
ヲ
有
ス
ル
等
種
々
ノ
事

情
ヲ
考
慮
シ

一
千
株
引
受
ノ
コ
ト
ニ
ナ
レ
リ
。

〈運
輸
通
信
〉

に
分
類
さ
れ
た
株
式
の
う
ち
、
「
国
際
通
信
」
株
は
、
同
社
が
大
正
十
五
年
四
月
三
十
日
解
散
し
、
そ
の
業
務
は
東
京
朝

日

・
東
京
日
日

・
報
知
等
当
時
の
わ
が
国
八
大
新
聞
社
が
参
加
し
て
設
立
さ
れ
た
日
本
新
聞
連
合
社
に
継
承
さ
れ
た
た
め
、
四
月
十
六
日
付

で
寄
附
金
に
振
り
替
え
ら
れ
ら
れ
、
雑
費
と
し
て
処
理
さ
れ
た
。

新
た
に

「
日
本
航
空
輸
送
」
株
を
引
き
受
け
た
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
三
年
十
月
、
日
本
航
空
輸
送
創
立

二
際
シ
、
創
立
委
員
長
渋
沢
子
爵
ヨ
リ
賛
成
人
ト
シ
テ
事
業
参
加
ノ
依
頼
ヲ
受
ケ
、
湯
川
総
理

事
発
起
人
タ
ル
コ
ト

ヽ
、
事
業
ノ
国
家
的
ナ
ル
コ
ト
、
採
算
上
モ
左
程
不
利
ナ
ラ
ザ
ル
等
ヲ
考
慮
ノ
上
、
三
五
〇
〇
株
ヲ
引
受
ケ
タ
リ
。

〈水
産
〉
に
分
類
さ
れ
た
株
式

の

「明
治
漁
業
」
株
は
、
昭
和
三
年
十
二
月
償
却
さ
れ
、
準
有
価
証
券

に
編
入
さ
れ
た
。
し
か
し
同
社
で

は

「
昭
和
三
年
九
月
二
十
七
日
開
催
ノ
臨
時
総
会

二
於
テ
、
『大
正
十
二
年
三
月
ノ
臨
時
総
会

二
於
テ
決
議
シ
タ
ル
資
本
減
少
ノ
決
議
』

ヲ

（
６４
）

廃
棄
シ
タ
ル
ニ
付
資
本
減
少
前
ノ
株
数

・
払
込
額

二
変
更
ス
」

る
こ
と
と
な
り
、

「住
友
合
資
会
社
（上
ご

第
２０
表

の
株
数

一
〇
〇
〇
株
、

払
込
額
三
万
五
〇
〇
〇
円

へ
復
元
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
住
友
合
資
は
同
社
か
ら
同
年
十

一
月
第
五
回
払
込
（＠

一
五
円
）
を
求
め
ら
れ
、　
一
万

五
〇
〇
〇
円
を
払
い
込
む
と
同
時
に
こ
れ
を
雑
損
で
処
理
し
た
。
昭
和
十
二
年
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
と
と
も
に
こ
の
株
式
は
本
社
に

移
管
さ
れ
、
終
戦
に
至

っ
た
。

〈
そ
の
他
〉
に
分
類
さ
れ
た
特
殊
な
株
式
と
し
て

「満
洲
棉
花
」
と

「
日
本
電
気
證
券
」
の
三
社
の
株
式
を
取
得
し
た
。

「満
洲
棉
花
」
株
引
き
受
け
の
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

同
社

ハ
、
大
正
十
五
年
七
月
関
東
庁
ノ
補
助
ヲ
得
テ
設
立
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
当
初
小
倉
理
事

へ
発
起
人
ト
シ
テ
事
業
参
加
方



要
請
シ
来
レ
リ
。
而
シ
ナ
ガ
ラ
同
社
ノ
事
業

ハ
、
左
程
有
利
ナ
ル
モ
ノ
ト
ハ
思
料
セ
ラ
レ
ズ
、
ヨ
ッ
テ
右
辞
退
ノ
コ
ト

ヽ
セ
ル
モ
、
折

角
ノ
申
出
モ
ア
リ
、
特

二
五
〇
〇
株
ヲ
限
り
、
引
受
ケ
ノ
コ
ト

ヽ
セ
リ
。

「
日
本
電
気
證
券
」
株
取
得
の
経
緯
は
、
同
社
が
昭
和
五
年
解
散
し
て
し
ま

つ
た
た
め
、
詳
細
明
ら
か
で
な
い
が
大
要
次

の
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
。
日
本
電
気
證
券
株
式
会
社

Ｃ
Ｓ
営
ｏ８
口
Φｏ
三
ｏ
〕
８
０
針
∽
Ｆ
お
ｏ
９
）
は
、
わ
が
国
電
気
事
業
に
対
す
る
投
資
を
目
的
と
し
た
日

米
英
に
よ
る
合
弁
会
社
と
し
て
、
昭
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日
資
本
金

一
〇
〇
〇
万
円
（払
込
二
五
〇
万
円
）
で
設
立
さ
れ
た
。
日
本
側
出
資

者
は
、
三
井
信
託
、
東
京
海
上
、
安
田
保
善
社
、
東
京
電
燈
、
東
邦
電
力
の
五
社
で
八
万
株
、
米
国
側
は
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｃ
０
３
一Φｏ
Ｅ
ｏ
ω
９
Ｑ

”
∽
Ｆ

Φヽ
ｏ
ｏ
）
、
Ｇ
Ｅ

６
８
ｏ「摯
口
ｏ●〓
ｅ
、
ギ
ヤ
ラ
ン
テ
イ

・
ト
ラ
ス
ト
の
三
社
で
九
万
八
〇
〇
〇
株
、
英
国
側
は
、
セ
ー
ル

・
カ
ン
パ

ニ
ー
、
ラ
ザ
ー
ド

・
ブ
ラ
ザ
ー
ス
の
三
社
で
二
万
三
〇
〇
〇
株
で
あ

っ
た
。

当
時
わ
が
国
の
電
力
業
界
は
、
膨
大
な
設
備
投
資
を
主
と
し
て
社
債

の
発
行
で
賄

っ
て
い
た
が
、
大
正
十
二
年
東
京
電
燈
が
外
債
を
発
行

し
、
十
四
年
に
は
東
邦
電
力
も
こ
れ
に
追
随
し
た
の
で
、
上
記
米
英
の
金
融
機
関
と
の
関
係
が
生
じ
て
い
た
。
日
本
側
の
役
員
は
、
米
山
梅

士
只
三
井
信
託
社
長
、
元
三
井
銀
行
常
務
、
三
井
銀
行
は
融
資
や
起
債
で
東
京
電
燈
と
密
接
な
取
引
関
係
に
あ
つ
た
）
、
各
］務
鎌
士
只
東
京
海
上
会
長
、
昭
和

二
年
三
月
設
立
予
定
の
三
菱
信
託
会
長
兼
務
に
内
定
、
松
永
と
親
交
が
あ
り
、
松
永
を
通
じ
電
力
事
業
に
深
い
関
心
と
理
解
を
有
し
て
い
た
）
、　
結
城
豊
太

郎
（安
田
保
善
社
専
務
理
事
兼
安
田
信
託
取
締
役
）
、　
若
尾
障
八
（東
京
電
燈
社
長
）
、　
松
永
安
左
衛
門
（東
邦
電
力
副
社
長
）
の
五
名
で
、　
業
務
の
執
行

は
、　
こ
の
中
米
山
、
各
務
、
結
城
の
三
人
と
米
国
側
役
員
の
代
表
Ｊ

・
Ｒ

・
ゲ
ー
リ
ー
（イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｇ
Ｅ
日
本
代
表
）
、　
Ｈ

・
Ａ

・

（
６６
）

チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
（日
本
セ
ー
ル
商
〈こ
の
計
五
人
の
合
議
制
に
よ
る
と
さ
れ
た
。

以
上
の
通
り
住
友
合
資
は
、
同
社
設
立
に
は
関
与
し
て
い
な
か
つ
た
。
住
友
が
同
社
に
対
し

一
万
三
三

一
五
株

の
払
込
（＠

一
二
円
五
〇

銭
）
を
行

っ
た
の
は
、
昭
和
二
年
六
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ
り
、
常
務
理
事
（兼
住
友
信
託
取
締
役
）小
倉
正
恒
が
同
社
取
締
役
に
就
任
し
た
の

は
そ
の
一
か
月
後
の
七
月
十
二
日
で
あ

つ
た
。
お
そ
ら
く
設
立
後
に
米
山
か
ら
住
友
信
託
専
務
吉
田
真

一
に
対
し
出
資

の
要
請
が
あ

つ
た
も

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
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ェハ
一
〇

の
と
思
わ
れ
る
（米
山
と
吉
田
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「五
０
　
住
友
信
託
株
式
会
社
の
設
立
」
参
照
）。

し
か
し
昭
和
三
年
十
月
に
な
る
と
同
社
は
合
議
制
が
機
能
し
な
か
っ
た
と
し
て
、
取
締
役
会
長
に
森
賢
吾
（大
蔵
省
海
外
駐
剖
財
務
官
、
昭
和

二
年
五
月
退
官
、
七
月
東
京
電
燈

・
東
邦
電
力
財
務
顧
問
就
任
、
電
力
業
界
の
外
債
発
行
に
尽
力
し
た
）
、
社
長
に
松
永
安
左
衛
門
（昭
和
三
年
五
月
東
邦

電
力
社
長
就
任
）
、
常
務
に
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
を
選
任
し
た
。
住
友
合
資
が
同
月
森
に
日
本
電
気
證
券
株
式
二
〇
株
を
譲
渡
し
て
い
る
の
は
、
こ

の
森
の
会
長
就
任
に
伴
う
措
置
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
十

一
月
に
住
友
電
線
製
造
所
は
日
本
電
気
證
券
株
式

一
万
株
２

一
一万
五
〇
〇
〇

円
）
を
取
得
し
て
い
る
。

同
社
が
増
資
を
行

っ
た
形
跡
は
な
い
の
で
、　
こ
れ
は
日
本
側
株
主
か
ら
肩
代
わ
り
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

発

起
人
の
一
人
安
田
保
善
社
専
務
理
事
結
城
豊
太
郎
は
大
正
十
年
日
本
銀
行
理
事
兼
大
阪
支
店
長
か
ら
安
田
保
善
社
に
迎
え
ら
れ
、
安
田
の
改

革
に
当
た
っ
た
が
、
安
田
内
部
で
排
斥
さ
れ
、
昭
和
三
年
六
月
に
は
辞
任
を
前
提
と
し
て
外
遊
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
、
安
田
保
有
株
式

が
処
分
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
安
田
系
の
東
京
電
力
が
昭
和
三
年
四
月
東
京
電
燈
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
と
い
う
事
実
も
あ
る
。

し
か
し
同
社
は
、
そ
の
後
僅
か
に
河
津
川
水
力
電
気
株
式
２

万
五
〇
〇
〇
株
）、
東
電
社
債
等
を
引
き
受
け
た
の
み
で
、
日
米
間
の
株
主

の
対
立
か
ら
昭
和
五
年
十
月
解
散
す
る
に
至

っ
た
。
住
友
合
資
は
解
散
分
配
金
と
し
て
第

一
回
（昭
和
五
年
十

一
月
）
六
万
六
四
七
五
円
、
第

二
回
（同
年
十
二
月
）六
万
六
四
七
五
円
、　
第
三
回
（昭
和
六
年
六
月
）
四
万
七
七
九
五
円
五
二
銭
を
受
領
し
、
結
果
と
し
て
出
資
金
差
引

一
万
四

三
〇
〇
円
余

の
利
益
を
得
た
。

同
社
解
散

の
原
因
を
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
も
そ
も
設
立
目
的
が
日
本
側
と
米
国
側
と
で
は
微
妙
に
食

い
違

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
日
本
側
と
し
て
は
、
大
正
十
四
年
に
東
邦
電
力
が
上
記
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
に
な
ら
つ
て
東
邦
證
券
保
有
を
設
立
し
、
そ

れ
ま
で
合
併
に
よ
っ
て
増
大
し
た
傘
下
の
関
係
会
社
の
有
価
証
券
の
持
株
会
社
と
し
た
（東
京
電
燈
も
こ
れ
に
な
ら
つ
て
昭
和
二
年
東
電
證
券
を
設

立
し
た
）
よ
う
に
、
日
本
電
気
證
券

に
対
し
て
も
自
分
達
に
代
わ

っ
て
河
津
川
水
力
電
気

の
如
き
既
存

の
中
小
電
力
会
社
に
対
す
る
資
本
参

加
や
新
規
電
気
事
業

へ
の
投
資
を
期
待
し
て
い
た
。



こ
れ
に
対
し
米
国
側
の
考
え
方
は
異
な

っ
て
い
た
。
日
本
電
気
證
券

の
英
文
名
か
ら
も
明
ら
か
な
通
り
、
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
は
、
明
治
二
十
六
年
に
エ
ジ
ソ
ン

・
ゼ
ネ
ラ
ル
と
ト
マ
ス

・
ハ
ウ
ス
ト
ン
の
両
社
の
合
併

に
よ
り
Ｇ
Ｅ
が
誕
生
し
た
当
初
は
、
両
社
の
所

有
し
て
い
た
電
気
事
業
そ
の
他

の
有
価
証
券
を
管
理
す
る
部
門
が
独
立
し
た
も
の
で
あ

つ
た
が
、
そ
の
後
モ
ル
ガ
ン
財
閥
が
資
本
参
加
し
、

こ
の
当
時
に
は
事
業
会
社

一
一
三
社
を
支
配
し
、
米
国
の
総
発
電
量
の
一
二
％
を
占
め
る
に
至

っ
て
い
た
。
さ
ら
に
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
米
国

に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
日
本
電
気
證
券
が
設
立
さ
れ
た
大
正
十
五
年
に
は
イ
タ
リ
ア
の
電
力
会
社
と
提
携
し
て
イ
タ
リ
ア
ン

・
ス
ー
パ
ー

・

パ
ワ
ー

・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
設
立
し
、
こ
れ
と
同
様
に
わ
が
国
で
も
ジ
ャ
パ
ン

・
ス
ー
パ
ー

・
パ
ワ
ー

・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
設
立

す
る
構
想
を
も

っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
米
国
側
に
と
つ
て
は
、
日
本
電
気
證
券

の
設
立
こ
そ
こ
の
構
想
実
現

へ
の
第

一
歩
に
他
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
米
国
側
が
日
本
電
気
證
券
を
わ
が
国
の
五
大
電
力
の
株
式
保
有
と
い
う
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
型
の
持
株
会
社

へ
も

っ
て
い
こ

う
と
す
る
の
に
対
し
、
同
じ
持
株
会
社
で
も
日
本
側
の
意
図
が
、
東
邦
證
券
保
有
や
東
電
證
券

の
如
く
東
邦
電
力
や
東
京
電
燈
等

の
親
会
社

の
株
を
持
た
ず
に
む
し
ろ
親
会
社
の
資
金
に
依
存
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
持
株
会
社
で
あ
り
、
金
融
機
関
が
こ
れ
に
資
本
参
加

し
て
電
力
事
業
を
支
配
す
る
こ
と
も
な
い
持
株
会
社
で
あ
れ
ば
、
両
者
の
対
立
が
表
面
化
す
る
の
は
時
間
の
問
題
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
日
本
電
気
證
券
が
解
散
し
た
翌
六
年
十
二
月
民
政
党
の
若
槻
内
閣
に
代
わ

っ
て
政
友
会

の
大
養
内
閣
が
成
立
し
、
直
ち
に
金
輸
出

再
禁
止
が
行
わ
れ
る
と
、
対
米
為
替
は
著
る
し
く
低
落
し
、
電
力
業
界
は
外
債
の
負
担
に
苦
し
み
、
昭
和
七
年

に
は
満
期
社
債
の
償
還
す
ら

困
難
に
な

つ
た
。
皮
肉

に
も
金
融
機
関
と
し
て
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
提
案
さ
れ
た
の
が
、
昭
和
七
年
二
月
興
銀
総
裁
結
城
豊
太
郎
（安
田

保
善
社
専
務
理
事
退
任
後
昭
和
五
年
九
月
就
任
）
に
よ
る
五
大
電
力
を
持
株
会
社
に
よ
つ
て
統
制
し
よ
う
と
す
る
結
城
案

で
あ
り
、
四
月
に
調
印

さ
れ
た
池
田
成
彬
（昭
和
七
年
三
月
三
井
銀
行
常
務
か
Ｌ
二
井
合
名
理
事
に
就
任
）
の
指
導
に
よ
る
電
力
聯
盟
の
成
立
で
あ

っ
型
。

出
資
は
そ
の
他

の
出
資
を
意
味
す
る
が
、
そ
の
中
で
、
「蓬
茉
生
命
保
険
相
互
」

は
、
業
績
不
振
で
保
有
契
約
高
も
伸
び
悩
み
、
や
が
て

昭
和
八
年
六
月
昭
和
生
命
（日
本
医
師
共
済
生
命
が
改
称
）
に
他
の
国
光
生
命
、
東
海
生
命
、
中
央
生
命

の
三
生
命
保
険
相
互
会
社
と
と
も
に
救
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(単位 :万 円、万円未満四捨五入、△収入 )

(3)償却組戻=(1)+(2)+
3 4 5 大正 15 田gホロ2

13

20

3

6

42

18

25

3

1

47

10

33

4

1

48

211

8

1

22

1

243

８７

４８

一

４４

１

８０

△123

21

39

△2

△65

△9

23

21

23

1

59

23

9

1

23

2

58

159

44

15

92

17

67

18

24

9

6

14

465

155

53

22

66

18

79

20

25

9

10

12

469

168

}  66

37

24

79

19

29

9

8

17

456

108

35

29

23

227

△33

46

131

74

△99

541

125

72

27

17

39

269

68

72

9

43

23

764

134

91

53

398

51

210

13

73

51

△3

33

1,104

289

169

406

36

88

98

105

61

105

33

167

1,557

239

}  156

19

54

96

585

64

121

66

203

1,603

507 516 1,039 1,616 1,661

第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

⑬差損及減損33。

⑭添田移管42、 厳木炭確閉山損25。

⑮添田移管29。

⑩財産整理損6。

①坂炭確へ委託35。

⑬差損1、 坂炭破へ譲渡63。

⑩固定財産特別償却33。

④減損2。

④原価差損1。

②起業費減損6。

②―I佐吉野川独立312。

出典 :住友合資会社総務部会計課「総事業ノ固定財産及起業支出ノ対償去,表 Jか ら作成。

エハ
一
二



第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

註 :固定財産及び起業支出にはさらに次のような補正が加えられている。

①固定財産評価損14(地所課)。

②732-本 社105+別 子委託627、 別千独立651。

③△94-本社△92+別 子委託△2、 添田破区炭磯所管へ42.

④△56=本 社△51+別 子委託△5、 添田確区炭確所管へ29。

⑤13=本 社25+別千委託△12.

0坂炭確へ引渡28。

⑦坂炭破へ委託63、 坂償却分1。

③坂炭磯へ譲渡63。

⑨原価差損及減損H。

⑩固定財産原価差損及起業費減損9。

①差損及特別償却28。

⑫差損及減損17。

工（
一
一一一

第 241表 総事業の固定財産及び起業支出対償却表

1)固 , 財産及び起業支出

大正 15 馬召禾日2 3 4 5 大正 15 疇9千日2

本 社

鴻之舞

病 院

林 業

その他

イヽ 計

① 192

△H
△2

22

△13

188

く) 732

29

△3

44

△7

795

③ △94

⑥ △27

△3

39

⑦ 56

△29

④ △56

△2

18

23

③ △64

△81

⑤ 13
△24

△3

23

1

10

5

19

3

14

41

6

19

3

8

36

製 鋼

電 線

イ申  金同

肥 料

倉 庫

ビルデイング

Jヒ 港

土佐吉野川水電

小 計

九

坂

子

破

別

炭

⑨ △32

△9

⑮ 23
△38

171

△86

⑩  20

107

73

△105

124

⑩ △54

31

18

△91

18

209

55

50

② △8

40

23 326

594

⑪ △53

⑭ △20

(D    2

306

143

△6

49

42

△8

19

474

⑩

②

⑫ l17

⑮ 145

⑬ 447

△30

70

19

86

36

96

23

155

1.164

}   90

△18

30

17

566

35

112

58

186

1,114

⑬ 129

44

61

56

53

23

24

1

6

397

170

41

9

108

21

60

13

22

11

3

9

467

合  計 1,389 1,083 1,124 503
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四

（
７０
）

済
合
併
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「興
源
公
司
」

に
つ
い
て
は

「住
友
合
資
会
社
（上
と

を
参
照
さ
れ
た
い
。
「薩
吟
唾
企
業
組
合
」

に
つ
い
て

は

「
北
樺
太
鉱
業
」
株
式
の
項
で
、
「
ブ
ラ
ジ
ル
土
地
購
入
組
合
」
に
つ
い
て
は

「南
米
土
地
」
株
式

の
項
で
、
そ
れ
ぞ
れ
既
に
述
べ
た
。

四

資

金

調

達

既
に

「
工
　
業
績
」

で
述
べ
た
よ
う
に
、
住
友
合
資
会
社
本
社
と
住
友
銀
行

の
取
引
は
、
本
社
の
収
支
の
改
善
と
と
も
に
昭
和
元
年
２

九
二
二Ｃ
末
に
は
預
金
超
過
と
な
り
、
昭
和
四
年
ま
で
は
そ
の
ま
ま
推
移
し
た
が
、
五
年

に
は
再
び
借
り
入
れ
超
過
と
な
り
、
さ
ら
に
大
阪

北
港
の
株
式
買
収
資
金

一
三
五
万
円
余

に
つ
い
て
は
日
銀
（大
阪
支
店
）借
り
入
れ
に
よ
つ
て
調
達
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
本
節
で
は
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
、
ま
ず
資
金
需
要
を
発
生
さ
せ
る
住
友
全
事
業
の
設
備
投
資
動
向
を
把
握
し
、

つ
い
で
こ
う
し
た
資
金
需
要
に
対
し
て
如
何
に

必
要
な
資
金
を
調
達
し
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

「住
友
合
資
会
社
（上
と

と
同
じ
く
、
昭
和
六
年
十
月
合
資
会
社
総
務
部
会
計
課
の
作
成
し
た

「総
事
業
ノ
固
定
財
産
及
起
業
ノ
支
出
対

償
却
表
」
に
基
づ
き
、
住
友
全
事
業
の
設
備
投
資
額
を
第
２４
‐
１
表

に
示
し
た
。
こ
れ
は
、
ま
ず
各
年
末

の
貸
借
対
照
表

の
残
高
か
ら
固
定

財
産
支
出
と
起
業
支
出
を
算
出
し
（同
表
（１
と
、
こ
れ
に
同
表
註
に
示
し
た
よ
う
な
補
正
を
加
え
、
償
却
額
（同
表
（２
と
を
組
戻
し
た
結
果
同

表
（
３
）
Ｌ
不
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
第
８
表
か
ら
本
社
の
、
ま
た
第
１０
表
か
ら
地
所
課
の
昭
和
二
年
末

の
固
定
財
産
支
出
残
高
と
起
業
支
出

残
高
を
算
出
す
る
父
口計

一
三

一七
万
円
）。

次
に

「住
友
合
資
会
社
（上
ご

第
７
表
か
ら
こ
れ
に
対
応
す
る
大
正
十
四
年
２

九
二
五
）末
の
固

定
財
産
支
出
残
高
と
起
業
支
出
残
高
を
算
出
す
る
（九
二
五
万
円
）。
両
者

の
差
額
２

九
二
万
円
）
が
大
正
十
五
年

の
年
間
の
固
定
財
産
支
出
額

と
起
業
支
出
額
で
あ
る
。

こ
れ
は
第
Ｈ
表
の
固
定
財
産
支
出
額
２

八
五
万
円
）
と
起
業
支
出
額
（七
万
円
）
に
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
数

字
は
償
却
額
と
固
定
財
産
評
価
損
を
差
し
引
い
た
額
で
あ
る
の
で
、
実
際

の
大
正
十
五
年

の
本
社

の
設
備
投
資
額
（第
２４
‐
１
表
（３
Ｙ
〓

一



第 242表 合資会社・連系会社主要起業支出一覧
(単位 :万 円 )

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

年 容内 金 額

大正15 社

線

庫

計

本

電

倉

合

住友家から土地建物引継
北港敷地買入

神戸及築港起業

152

181

120

453

日召禾日2 社

舞

銅

計

之

本

鴻

伸

合

鶴見土地代(肥料工場用地)

漁業権買収
移転起業

3

グンイ

社

鋼

銅

料

デ
　

計

ル
同

本

製

伸

肥

ビ
　

合

丸の内土地代(東京ビル用地)

北港敷地買入

移転起業
窒素工場
第2期

本社川岸町土地買入

148

363

187

27

51

298

1,074

4

同

九州炭破

同

坂 炭破

電 線

伸 銅

肥 料
ビルデイング

土佐吉野川水電

合 計

院

子

病

別
新館

硫酸工場

窒素工場用地埋立

芳野浦買収

忠隈起業

新砿山買収その他新旧起業

紙ケーブルエ場

移転起業

窒素工場

第2期

高藪水力

20

94

63

84

42

291

83

74

52

127

102

1.032

5

肥 料

北 港
ビルデイング

土佐吉野川水電

合 計

子

破

　

　

銅

同

同

　

同

別

炭

　

　

伸

硫酸工場

奔別起業
歌志内起業
上歌志内起業
移転起業
アルミエ場
窒素工場
正蓮寺川土地買人

第2期

高藪水力

71

39

37

28

18

25

578

86

121

182

1,135

出典 :第 241表 と同 じ。
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エ
ハ

万
円
）
は
、
こ
れ
に
大
正
十
五
年

の
本
社

の
償
却
額
（同
表
（２
）
五
万
円
）
を
組
戻
し
、
固
定
財
産
評
価
損
（同
表
註
①
一
四
万
円
）
を
補
正
し
て
算

出
さ
れ
て
い
る
。

第
２４
‐
１
表
に
よ
れ
ば
、
設
備
投
資
は
、
大
正
十
年
合
資
会
社
発
足
後
大
正
十
四
年
に
至
る
五
年
間
は
ほ
ぼ
五
〇
〇
万
円
前
後

の
横
ば
い

で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
大
正
十
五
年
か
ら
は
拡
大
の
ビ

ッ
チ
を
早
め
、
昭
和
三
年
に
は

一
〇
〇
〇
万
円
の
大
台

に
の
せ
、
四
年
、
五
年

の
両

年
に
は
不
況
下
に
も
か
か
わ
ら
ず

一
六
〇
〇
万
円
と
い
う
巨
額
の
設
備
投
資
を
続
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
五
年
間
に
お
け
る
起
業
支
出
の
主

な
も
の
を
列
挙
す
れ
ば
、
第
２４
‐
２
表

「合
資
会
社

・
連
系
会
社
主
要
起
業
支
出

一
覧
」
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
期
間
こ
れ
は
ど
の
設
備
投

資
が
続
け
ら
れ
た
結
果
、
昭
和
六
年
九
月
に
起
き
た
満
洲
事
変
後

に
景
気
が
好
転
す
る
と
、
住
友

の
全
事
業

の
業
績
は
昭
和
七
年
下
期
以
降

目
ざ
ま
し
い
回
復
を
示
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
昭
和
五
年
末
に
開
か
れ
た
昭
和
六
年
度
会
計
見
積
を
審
議
す
る
理
事
会

に

お
い
て
、
つ
い
に
新
規
起
業
計
画
の
延
期
が
決
定
さ
れ
る
に
至

っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

次
に
こ
の
よ
う
な
設
備
投
資
圧
縮
の
動
き
が
何
故
突
如
と
し
て
生
じ
た
の
か
、
資
金
調
達
の
面
か
ら
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

「住
友

合
資
会
社
（上
ン

で
述
べ
た
通
り
、
昭
和
四
年
十

一
月
合
資
会
社
総
務
部
会
計
課
が
作
成
し
た

「住
友
事
業
収
支
並
金
繰
表
」

に
基
づ
い
て

こ
の
期
間
の
金
繰
表
を
第
２５
表
に
示
し
た
。
合
資
会
社
全
体
の
資
金
繰
り
は
、
Ｊ
一　
業
績
」

で
述

べ
た
本
社
の
資
金
繰
り
に
各
店
部
手
持

ち
の
現
預
金
を
合
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
連
系
会
社
の
資
金
繰
り
は
、
第
２４
‐
１
表

の
固
定
財
産
支
出
及
び
起
業
支
出
の
他
に
、
有
価
証
券

投
資
や
営
業
活
動
に
伴
う
諸
支
出
を
合
計
し
た
収
支
尻
と
し
て
示
さ
れ
る
。
但
し
合
資
会
社
と
連
系
会
社
の
間
の
貸
借
は
相
殺
さ
れ
る
の
で
、

第
２５
表
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。

第
２５
表
に
よ
れ
ば
、
住
友

の
事
業
全
体
の
資
金
繰
り
は
、
昭
和
二
年
ま
で
は
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
昭
和
三
、
四
年
と

一
〇
〇
〇

万
円
を
超
え
る
資
金
調
達
を
必
要
と
し
た
。
こ
れ
は
主
と
し
て
第
２４
‐
１
表

の
設
備
投
資
の
増
勢
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

の
資
金
調
達
の
内
訳
を
み
る
と
、
第
２６
表
の
通
り
住
友
銀
行
、
住
友
信
託
か
ら
の
借
り
増
し
と
預
金
の
取
り
崩
し
に
よ
つ
て
賄
わ
れ
て
き
た
。
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第 25表 各事業の金繰表 (年末預金借越残)

(単位 :万 円、万円未満四捨五入、△借越)

註 :合資 連系間の貸借除外。

①第14表銀行特別預ケ金勘定に含まれている定期預金100万円を含む。

②第14表 銀行特別預ケ金勘定に含まれている定期預金50万円及び通知預金50万円、計100

万円を含む。

出典 :住 友合資会社総務部会計課「住友事業収支並金繰表Jか ら作成。但 し
'召

和 4年度及び 5

年度は第26表により修正。

六

一
七

昭和元年末 2年末 3年末 4年末 5年末

合資会社

本 社

各店部

小 計

連系会社

別子鍍山

炭 破 九州

坂

製 鋼

電 線

伸銅鋼管

肥 料

倉 庫

ビルデイング

大阪北港

土佐吉野川水電

小 計

① 119

31

150

△44

65

155

△28

9

△320

8

△138

△293

②  140

19

159

△27

7

△20

13

30

43

△300

△200

△107

76

178

△55

△135

△509

△105

△56

△168

,380△ 1

△250

13

△237

△340

} 
△581

64

39

△85

△316

△499

△204

△59

△349

△2,329

△163

△63

51

189

△24

△48

△355

14

△58

△12

△469

△301

△68

△57

45

102

△211

△57

△401

△67

△2

,017△ ]

合  計 △143 △310 △1,037 △1,337 △2,566

収支超過 △167 △727 △300 △1,229
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高 明 細 表
(単位 :万 円、万円未満四捨五入)

和元年末差引40万 円の借入先は下記により、住友信託、安田信託、豊国火災のいずれか と思われるが、特

和 2年 度実際報告書 )。

史』228頁 )。

六

一
八

こ
の
よ
う
に
住
友
銀
行
の
連
系
会
社
に
対
す
る

貸
出
が
、
か
っ
て
の
よ
う
に
合
資
会
社
を
経
由

し
な
い
で
直
接
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
し
か

も
そ
の
額
が
五
〇
〇
万
円
を
超
え
る
よ
う
な
巨

額
な
も
の
に
な

っ
て
く
る
と
、
こ
れ
ま
で
合
資

会
社
と
銀
行

の
間
で
取
極
め
ら
れ
て
い
た

「総

本
店
銀
行
間
当
座
勘
定
及
手
形
割
引

二
係
ル
契

約
営
窒
Γ

（明
治
二
十
五
年

〈
一
九
〇
二
〉
七
月
三

十
日
本
店
会
計
課
伺
定
、
「住
友
総
本
店
（上
と

資

料
Ｈ
参
昭
じ
及
び

「住
友
総
本
店
ヨ
リ
住
友
銀
行

へ
預
ケ
金
利
率
ノ
件
」
（大
正
四
年
六
月
二
十
三

日
会
計
課
伺
定
、
「住
友
総
本
店
（中
ン

資
料
Ｈ
参

照
）
は
意
味
を
持
た
な
く
な
り
、
昭
和
三
年
七

月

一
日
社
則
制
定

と
同
時

に
廃
止
さ
れ
た
（資

料
１０

「社
則
乙
目
次
（廃
止
規
程
ど

参
照
）
。　
し
か

し
そ
の
後
昭
和
四
年
七
月
、
肥
料
製
造
所
常
務

日
高
直
次
が
海
外
出
張
か
ら
帰
国
し
て
提
出
し

た
窒
素
工
場
起
業
予
算

の
総
額
は
、
四
割
強
も

3 4年 末 5年
入 金

金
現
預

借入先 金
金

現
預

借入先 金
金

現
預信託 他社 銀 行 信 託 他 社 銀イ予 信 託 他 社

200

41

68

140

5

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

５ ７

　

一
　

７ ‐

　

一

43

7

49

12

11

45

102

50

2

4

3

3

120

63

10

74

135

350

105

36

一
　

一

〇〇

４２

０〇

一
　

一
　

一
　

一

１〇

一
　

一

３３

一
　

一
　

一
　

一
　

２

　

一
　

一
　

一
　

一
　

５７

　

一
　

６６

　

一

13

30

19

5

4

76

178

19

9

10

1

114

152

}343

98

264

343

204

16

200

242

一
　

一
　

一
　

５２

‐０

　

一
　

一
　

３４

３６

　

一
　

一　

　

４

　

　

一
　

一
　

一
　

一
　

５７

　

一
　

６‐

　

一

13

13

8

64

39

13

11

2

1

892 685 1,534 938 257

△7 △166 231 △3 132 △203



第 26表 借 入 残

昭和元年末 2年 末

借入先 現金
預金

借入先 現金
預金銀 行 信 託 他 社 銀 行 信 託 他 社 イ丁

本 社

各店部

別子鍍山

炭 破 九州

坂

製 鋼

電 線

伸銅鋼管

肥 料

倉 庫

ビルデイング

大阪北港

土佐吉野川水電

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

４６

　

一
　

６５

　

一
　

４〇

　

一

一
　

一
　

一
　

一
　

４３

　

一
　

一
　

一
　

一
　

〇０

　

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一
　

一
　

５

　

一
　

一
　

一
　

一
　

５７

　

一
　

２〇

　

一

‐９

３‐

一

一

５

６５

５５

‐８

９

３

８

２２

一

５〇

一

６５

一

一

一

一

３２

４８

０３

一

一
　

一

一
　

一
　

一
　

一　

６〇

　

一
　

一
　

一
　

一　

〇０

　

一
　

一
　

１３

3

57

75

190

19

2

一

５０

８９

８

一

５

‐４

‐８

１

７〇

一

５０

３９

一

一

一

６‐

５９

０８

一

一

一

合  計 182

増  減 △75 △21 △47

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

註 :借 入先「他社J中
1 本社 昭和 5年末136万円は日本銀行大阪支店.

2 坂 各年末第 銀行札幌支店。

3 倉庫 各年末社債。

4 大阪北港 昭和元年末80、 2年末75、 3年末71、 4年末66、 5年末61万 円は大阪市低利年賦借入金。昭

定できない。

イ 電線敷地代金 ノ内払 (註 77万 円)ヲ 以テ住友 安田両信託及豊国火災ヨリノ借入金750千 円返済。 (昭

口 住友信託が大正15年 7月 70万 円を手形貸付 し、昭和 2年 1月 継続を認可 している(『住友信託五 1年

出典 :合資会社及び連系会社各年度「元帳差引残高表 J、 昭和 5年 度「金繰表Jか ら作成。

予
算
を
超
過
し
て
八
二

一
万
円
に
膨
張
し
て
お

り
、
合
資
会
社
幹
部
を
驚
愕
さ
せ
た
つ
住
友
合

資
会
社
（上
ど

の

「
五
口
　
住
友
肥
料
製
造
所
の
株

式
会
社

へ
の
移
行
」
参
昭
じ
。
こ
れ
ら
を
含
め
て

昭
和
四
年
十

一
月
に
集
計
さ
れ
た
昭
和
五
年
度

の
支
出
超
過
予
想
額
は
、　
一
一
一
八
万
円
に
達

し
（実
際
に
は
第
２５
表
の
通
り
こ
れ
を
一
〇
〇
万
円

も
上
回
る
一
二
二
九
万
円
と
な
っ
た
）
、　
こ
の
容
丞
立

調
達
が
大
問
題
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。

結
局
こ
の
調
達
は
、
第
２６
表
増
減
欄

の
通
り

住
友
銀
行
か
ら
六
四
〇
万
円
、
住
友
信
託
か
ら

二
五
〇
万
円
の
借
り
増
し
と
、
上
記
日
銀
大
阪

支
店

か
ら

一
三
五
万
円
余

の
新
規
借
り
入
れ

（同
表
註
１
）、
預
金
取
り
崩
し
二
〇
〇
万
円

に

よ

っ
て
賄
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
「住
友
事

業
収
支
並
金
繰
表
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
点
で

改
め
て
合
資
会
社
保
有
株
式

の
担
保
余
力

の
計

算
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
担
保

工全

九
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第 27表 住友銀行・住友信託の住友合資・連系会社向け貸出比率の推移

註 :住友信託貸付金は毎年H月 末、固有勘定 と信託勘定の合計額である。

出典 :『住友銀行八十年史』財務諸表及び『住友信託it十年史』 (別巻 )。

六
一
一〇

カ
は
総
額
三
五
〇
〇
万
円
に
達
す
る
が
、
既
に
担
保
差
し
入
れ
済
み
の
分
と
信
用
借
り
に
対
す
る

三
〇
％
の
引
き
当
て
分
を
差
し
引
く
と
、
昭
和
四
年
末
の
純
担
保
余
力
二

一
五
四
万
円
が
、
昭
和

五
年
末
に
は

一
六
六
三
万
円
に
落
ち
込
む
見
通
し
と
な

っ
た
。

し
か
も
こ
の
純
担
保
余
力
に
つ
い
て
、

「住
友
事
業
収
支
並
金
繰
表
」

は
次

の
よ
う
に
注
記
し

て
資
金
調
達
が
容
易
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。

上
記
純
余
力
中
、
北
港
株

ハ
七
二
五
万
円
、
住
友
銀
行
株

ハ
一
千
余
万
円

ニ
シ
テ
、
殆
ド
其

ノ
大
部
分
ヲ
占
メ
、
而
モ
北
港
株

ハ
住
友
銀
行
及
ビ
信
託
以
外

ニ
ハ
担
保
ト
シ
テ
提
供
シ
難

キ
事
情
ア
リ
。
又
右
両
社

二
於
テ
モ
此
ノ
如
キ
巨
資

ヲ
融
通
ス
ル
ヤ
否
ヤ
馴
力
疑
問
ナ
ル
ベ

ク
、
次

二
住
友
銀
行
株

ニ
ア
リ
テ
ハ
、
現
在
ノ
ト
コ
ロ
必
要
ノ
際

ハ
之
ヲ
信
託

二
差
入
ル
ル

予
定
ナ
ル
モ
、
信
託
ト
シ
テ
ハ
関
係
会
社

二
巨
額
ノ
貸
金

ヲ
ナ
ス
ハ
、
当
局
者
ト
シ
テ
喜
バ

ザ
ル
ヤ
ニ
聞
及
ブ
ヲ
以
テ
、
右
株
中
相
当
額

ハ
他
行

二
差
入
レ
金
繰
ヲ
講
ズ
ル
必
要
ア
ラ
ン
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
昭
和
五
年
三
月
、
合
資
会
社
本
社
に
お
い
て
大
阪
北
港
株
式
を
買
収

す
る
必
要
が
生
じ
た
際
、
大
阪
北
港

の
株
式
を
担
保
に
日
銀
大
阪
支
店
か
ら

一
三
五
万
円
余

の
融

資
を
受
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
は
、
昭
和
五
年
度
の
資
金
繰
り
に
大
き
く
寄
与
し
た
わ
け
で

あ
る
。
但
し
こ
の
日
銀

か
ら
の
融
資
は
、
次

に

「
五
日
　
大
阪
北
港
株
式
会
社

の
連
系
会
社
指

定
」
で
述
べ
る
よ
う
に
、
金
融
恐
慌
で
嵯
践
し
た
藤
田
銀
行
が
日
銀
特
融
を
受
け
る
た
め
に
、
日

銀
に
担
保
と
し
て
差
し
入
れ
て
い
た
藤
田
組
所
有

の
大
阪
北
港
株
式
を
住
友
合
資
会
社
が
買
収
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
い
わ
ば
藤
田
組
の
日
銀
借
り
入
れ
を
引
き
継
い
だ
性
格

の
も
の
で
あ

っ

(単位 :万 円、万円未満四捨五人)

昭和元年末 2年末 3年末 4年末 5年末

住友銀行貸出金

内 住友合資・連系会社向け

同比率(%)

31,584

251

08

36,749

498

1 4

39,521

787

20

40,927

892

22

41,947

1,534

37

住友信託貸付金

内 住友合資・連系会社向け

同比率(%)

5,239

143

27

8,641

173

21

11,744

454

39

12,981

685

53

13,745

938

68



た
こ
と
は
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

合
資
会
社
で
は
、
こ
う
し
た
資
金
繰
り
の
悪
化
に
対
処
す
る
た
め
、
昭
和
四
年
末
か
ら
従
来
は
毎
月
連
系
会
社
か
ら
元
帳
残
高
差
引
表

の

収
支
尻
の
明
細
と
し
て
、
資
金
勘
定
の
報
告
を
求
め
て
い
た
の
を

一
層
詳
細
な
形
に
し
て
、
住
友
銀
行
、
住
友
信
託
、
他
社
銀
行

の
借
入
先

別
に
、
支
払
手
形
（銀
行
、
信
託
の
場
合
は
担
保
付
か
信
用
借
り
の
別
）
、
割
引
手
形
、
銀
行
借
越
、
銀
行
預
金

の
内
訳
を
報
告
さ
せ
、
こ
れ
と
連

系
会
社
に
対
す
る
本
社
預
り
金
、
本
社
貸
金
、
本
社
未
収
入
金
と
を
併
せ
た
金
繰
表
を
作
成
し
て
、
金
繰
り
に
つ
い
て
の
管
理
を
強
化
す
る

こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
期
間
住
友
銀
行

・
住
友
信
託
の
貸
出
に
占
め
る
住
友
合
資
会
社
及
び
連
系
会
社
向
け
比
率
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
は

第
２７
表

の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
四
年
十

一
月
の
段
階
で
は
、
住
友
全
事
業
の
資
金
繰
り
は
昭
和
五
年
末
が
最
も
苦
し
く
、
昭
和
六
年
以
降
は
収
入
超
過
に
転
ず
る
と

予
想
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
昭
和
五
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
主
管
者
協
議
会
に
お
い
て
総
理
事
湯
川
寛
吉
に
提
出
さ
れ
た
住
友
事
業

の
金
融

情
勢
に
関
す
る
訓
示
草
稿
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ

っ
た
。

住
友
銀
行
、
信
託
、
生
命
保
険
ヲ
除
ク
住
友
各
社
ノ
金
融
状
態

ヲ
見

マ
ス
ル
ニ
（中
略
）
、
昭
和
元
年
末

ニ
ハ
僅
々
約

一
五
〇
万
円
ノ
負

債
デ
ア
リ
マ
シ
タ
ガ
、
其
後
逐
年
増
加
シ
、
昨
年
（註
、
昭
和
四
年
）末

ニ
ハ
（中
略
）総
計
約

一
三
四
〇
万
円
ト
ナ
リ
、
又
本
年
（註
、
昭
和

五
年
）末

ニ
ハ
一
躍
年
初
ノ
倍
額

二
当
ル
約
二
人
○
○
万
円
則
未
夕
曽
テ
見
ザ
ル
負
債
額

二
達
ス
ル
見
込
デ
ア
リ
マ
ス
。
シ
カ
モ
明
年

（註
、
昭
和
六
年
）末

ニ
ハ
尚
増
加
ス
ヘ
キ
見
込
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
負
債

ヲ
有
ス
ル
向

ハ
勿
論
出
来
ル
ダ
ケ
引
締
メ
テ
戴
カ
ネ
バ
ナ
リ

マ
セ
ヌ
ガ
、
同
時

二
資
金

二
余
裕
ア
ル
モ
ノ
ト
雖
モ
自
由

二
之
ヲ
使
用
セ
ラ
ル

ヽ
卜
云
フ
コ
ト
ハ
、
住
友
全
体
ト
シ
テ
ノ
金
繰
リ
ニ
重

大
ナ
影
響
ヲ
及
ボ
ス
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
住
友
全
体
ノ
金
融
状
態
ヲ
充
分
考
慮
セ
ラ
レ
テ
出
来
ル
丈
引
締
メ
テ
、
総
負
債
ヲ
低
減

ス
ル
コ
ト
ニ
協
カ
セ
ラ
レ
タ
イ
。

申
ス
迄
モ
ナ
ク
必
要
ナ
起
業

ハ
今
後
モ
実
施
ス
ヘ
キ
ハ
勿
論
デ
ア
リ
、
之
レ
ガ
為
ノ
負
債
モ
止
ム
ヲ
得
ヌ
モ
ノ
ガ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
事
業
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ノ
堅
実
卜
云
フ
上
カ
ラ
ハ
可
成
営
業
ノ
剰
余
金

ヲ
以
テ
之

二
充
ツ
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
已
ム
ヲ
得
ス
負
債

ニ
ヨ
ル
向
モ
、
出
来
得
ル
ダ
ケ
軽

減
ス
ル
ノ
途
ヲ
講
ズ
ル
コ
ト
ニ
努
カ
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
希
望
致
シ
マ
ス
。

こ
の
草
稿
が
指
摘
し
た
通
り
、
昭
和
五
年
末
に
六
年
度
の
会
計
見
積
が
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
、
昭
和
六
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
支
出

超
過
は
合
資
会
社
本
社
で
六
六
〇
万
円
、
連
系
会
社
で
は
別
子
鍍
山
で

一
〇
〇
万
円
前
後
と
予
想
さ
れ
、
併
せ
て
八
〇
〇
万
円
近
い
支
出
超

過
が
見
込
ま
れ
る
に
至

っ
た
。
特
に
製
造
各
社
に
お
い
て
は
そ
れ
ま
で
の
巨
額
の
設
備
投
資
が

一
段
落
す
る

一
方
、
不
況
下
に
お
い
て
新
規

投
資
意
欲
そ
の
も
の
も
減
退
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
あ

つ
て
次
に

「
五
０
　
別
子
鉱
業
所
の
住
友
別
子
鍍
山
株
式
会
社

へ
の
移

行
」
で
述
べ
る
よ
う
に
、
別
子
の
主
管
者
専
務
鷲
尾
勘
解
治
は
昭
和
五
年
九
月
愛
媛
県
か
ら
認
可
を
得
た
総
工
費

一
〇
〇
〇
万
円
に
及
ぶ
新

居
浜
築
港
計
画
を
昭
和
六
年
度
か
ら
着
工
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ

つ
た
。
こ
の
た
め
年
末
の
理
事
会
に
お
い
て
新
規
起
業
の
延
期
が
決

定
さ
れ
た
次
第
で
あ
る
が
、
こ
の
結
果
昭
和
六
年
度
に
お
い
て
は
合
資
会
社
が
八
六
二
万
円
の
支
出
超
過
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
連
系
会
社

は
逆
に
五
七
万
円
の
収
入
超
過
と
な
り
、
資
金

の
新
規
調
達
を
差
引
八
〇
五
万
円
に
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
詳
細
は
次
章

「住
友

合
資
会
社
（下
）
昭
和
六
―
十

一
年
」
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

五
　
店
部

・
連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社

Ｈ
　
住
友
伸
銅
所
の
住
友
伸
銅
鋼
管
株
式
会
社

へ
の
移
行

大
正
十
五
年
２
九
二
工Ｃ
七
月

一
日
、
住
友
合
資
会
社
伸
銅
所
は
分
離
独
立
し
、
住
友
伸
銅
鋼
管
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
連
系
会
社
に

指
定
さ
れ
た
。
資
本
金
は
一
五
〇
〇
万
円
で
、　
住
友
合
資
が
全
額
出
資
（払
込
九
〇
〇
万
円
）
し
た
。
取
締
役
会
長
に
は
慣
例
に
従
い
、
総
理

事
湯
川
寛
吉
が
就
任
し
、
主
管
者
た
る
常
務
取
締
役
に
は
伸
銅
所
長
山
中
柴
吉
（元
海
軍
中
府
）
が
そ
の
ま
ま
横
滑
り
し
た
。
し
か
し
山
中
は



大
正
十
四
年
十
月
停
年
制
施
行
に
伴
い
停
年
と
な
る
と
こ
ろ
三
年
間
延
長
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
た
の
で
、
昭
和
三
年
２

九
二
八
）九
月
末

停
年
と
な
り
、
そ
の
後
任
に
は
直
前
の
八
月
に
古
田
俊
之
助
（Ｍ
４３
東
大
工

・
採
鉱
冶
金
、
伸
銅
所
支
配
人

・
伸
銅
鋼
管
取
締
役
、
の
ち
住
友
金
属
専

務

。
本
社
専
務
理
事

・
総
理
事
）
が
常
務
に
昇
格
し
、
併
せ
て
常
務
理
事
小
倉
正
恒
も
常
務
を
兼
務
し
た
。
小
倉
は
昭
和
五
年
八
月
湯
川
に
代

わ

っ
て
合
資
会
社
総
理
事

に
就
任
す
る
と
、
同
じ
く
伸
銅
鋼
管
で
も
湯
川
に
代
わ

っ
て
会
長
と
な

っ
た
。
昭
和
八
年

一
月
専
務
制
の
採
用
に

よ
り
、
古
田
は
専
務
と
な
り
、
昭
和
九
年
六
月
二
五
〇
〇
万
円

へ
増
資
し
た
が
住
友
合
資

の
全
株
所
有
は
変
わ
ら
ず
、
昭
和
十
年
九
月
株
式

会
社
住
友
製
鋼
所
を
合
併
し
て
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
の
発
足
に
至

っ
た
。

伸
銅
鋼
管
設
立
の
際
、
合
資
会
社
は
六
月
二
十
九
日
銀
行
か
ら
割
引
手
形
に
よ
り
九
〇
〇
万
円
を
調
達
し
、
払
込
を
行
い
、
七
月

一
日
伸

銅
鋼
管
に
対
す
る
資
産
譲
渡
代

一
三
四
七
万
円
の
一
部
と
し
て
こ
の
九
〇
〇
万
円
を
受
取
り
、
銀
行
に
返
済
し
、
残
額
の
中
敷
地
代
三
〇
〇

万
円
は
合
資
会
社
に
対
す
る
未
払
金
（昭
和
三
年
上
期
か
ら
半
期
五
〇
万
円
ず
つ
返
済
）
と
し
て
処
理
さ
れ
た
。

資
料

「伸
銅
所
組
織
変
更
ノ
件
」
に
よ
れ
ば
、
既
に
大
正
十
二
年

に
倉
庫
や
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
と
同
じ
く
経
理
部
（第
二
課
長
大
屋
敦
）
は
伸

銅
所
の
改
組
を
検
討
し
て
お
り
、
同
年
七
月

一
日
会
社
設
立
を
目
指
し
た

「伸
銅
所
組
織
変
更
案
」
が
作
成
さ
れ
た
。
改
組
の
一
般
的
な
理

由
は
、
合
資
会
社
以
外
の
資
本
の
導
入
と
事
業
計
算
の
明
確
化
に
あ

つ
た
が
、
そ
の
他
に
倉
庫

の
場
合
と
同
じ
く
次

の
よ
う
に
土
地
増
価
税

の
導
入
も
大
き
な
要
因
で
あ

っ
た
∩
住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「五
口
　
住
友
倉
庫
の
株
式
会
社
へ
の
移
行
」
参
照
）。

併
シ
今
般
政
府

二
於
テ
、
都
市
計
画
事
業
財
源
ト
シ
テ
土
地
増
価
税
其
他
新
設
ノ
コ
ト
確
定
シ
、
最
近
勅
令
ト
シ
テ
発
布
セ
ラ
ル

ヽ
由

ニ
シ
テ
、
本
税

ハ
土
地
所
有
権
ノ
移
転
ア
リ
タ
ル
時
又

ハ
法
人
所
有
ノ
土
地

ニ
シ
テ
十
五
年
間
移
転
ナ
キ
時
賦
課
セ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ナ
リ

（土
地
ノ
原
価
格

ハ
其
所
有
権
取
得
ノ
時

二
於
ケ
ル
価
格

ニ
ヨ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
大
正
五
年

一
月

一
日
以
前

二
取
得
セ
ル
モ
ノ
ハ
大
正

五
年

一
月

一
日
ノ
時
価
ヲ
以
テ
原
価
格
卜
見
倣
ス
モ
ノ
ナ
リ
）
。

之
レ
ニ
ヨ
リ
伸
銅
本
所
（註
、
安
治
川
工
場
）
ノ
敷
地

ニ
ツ
キ
考
フ
ル
ニ
、
此
際
所
有
権
移
転
ノ
手
続
ヲ
為
シ
置
カ
バ
、
現
在
ノ
時
価
（大
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正
五
年

二
比
シ
約
二
倍
）
を
原
価
格
ト
シ
テ
十
五
年
後

二
第

一
回
ノ
増
価
税
ヲ
課
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト

ヽ
ナ
リ
、
其
間
土
地
価
格
ガ
三
倍
ト

ナ
リ
タ
ル
ト
仮
定
セ
バ
、　
最
高
約
二
十
八
万
五
千
円
ノ
増
価
税
ヲ
課
セ
ラ
ル
ベ
シ
（尼
ヶ
崎
ノ
土
地
ヲ
除
外
シ
テ
計
算
セ
ル
モ
、　
尼
ヶ

崎

二
於
テ
モ
将
来
増
価
税
ヲ
賦
課
ス
ル
計
画
ア
ル
由
ナ
リ
）
。

然
ル
ニ
之
レ
ヲ
現
在
ノ
儘
家
長
公
名
義
ト
ナ
シ
置
キ
将
来
名
義
移
転
ノ
場
合
ヲ
予
想
ス
ル
ト
キ
ハ
、
大
正
五
年

二
比
シ
其
価
格
約
六
倍

二
増
価
ス
ベ
キ
ニ
ヨ
リ
、
其
増
価
税
最
高
約
百
三
万
円
ト
ナ
ル
ベ
シ
。
故

二
尼
ヶ
崎
ノ
敷
地

ハ
新
会
社

二
、
本
所
ノ
敷
地

ハ
合
資
会
社

二
至
急
名
義
変
更
シ
置
ク
方
有
利
ナ
リ
ト
思
考
ス
。

こ
れ
に
対
し
伸
銅
所
側
は
、
大
正
十
二
年
六
月

「伸
銅
所
組
織
変
更

二
就
テ
」
と
題
す
る
資
料
に
お
い
て
、
次

の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。

近
ク
合
資
会
社
所
管
ノ
土
地
、
倉
庫
其
他
ノ
事
業

二
就
キ
、
之
ヲ
株
式
組
織

二
変
更
ス
ル
ノ
議
ア
リ
。
其
理
由
多
様
ナ
ル
ヘ
シ
ト
雖
モ
、

畢
克
外
資
（註
、
外
部
資
本
）
ノ
輸
入
卜
事
業
経
営
上
ノ
便
宜

二
出
ツ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、　
更

二
此
議

ヲ
促
進
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ハ
、　
近
ク
発

表
セ
ラ
レ
ン
ト
ス
ル
土
地
増
価
税
ノ
問
題
ナ
リ
。
然
ル
ニ
伸
銅
所
ノ
見
地
ヨ
リ
之
ヲ
其
現
状

二
就
キ
考
藪
（註
、
こ
う
か
く
、
考
え
調
べ

る
こ
と
）
ス
ル
ニ

一
、
伸
銅
所

ハ
ロ
下
軍
備
縮
小
ノ
影
響
ヲ
受
ケ
事
業
縮
小
ノ
状
態

ニ
ア
リ
。
差
当
り
外
資
ヲ
仰
キ
以
テ
資
本
ヲ
増
加
ス
ル
ノ
要
ナ
シ
。

尤
モ
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
製
造
装
置
及
ヒ
鋼
管
工
場
ノ
移
転

ニ
ハ
多
少
ノ
資
金

ヲ
要
ス
ル
モ
、
軌
レ
モ
外
資
輸
入
ヲ
要
ス
ル
程
度

二
非
ズ
。

加
之
伸
銅
所
ノ
利
益

ハ
近
時
著
シ
ク
減
少
シ
タ
レ
ハ
、
外
資
ヲ
誘

ハ
ン
ガ
為

ニ
ハ
、
其
現
在
資
本
ヲ
切
り
下
ク
ル
ノ
外
ナ
シ
。
然
ル

ニ
合
資
会
社
全
体
ト
シ
テ
ノ
利
益
希
薄
ナ
ル
際

二
於
テ
、
更

ニ
カ

ヽ
ル
損
失

ヲ
犠
牲
ト
シ
テ
迄
モ
組
織
変
更
ヲ
断
行
ス
ル
ヲ
要
セ
サ

ル
カ
如
シ
。

二
、
伸
銅
所
現
在
ノ
資
産
状
態
並

二
将
来
ノ
収
支
予
想

二
照
ラ
シ
、
少
ク
ト
モ
本
所
ノ
敷
地
ヲ
新
会
社

二
移
転
ス
ル
ハ
不
得
策
ナ
ル
ヲ

以
テ
、
之
ヲ
従
前
通
り
本
社
所
属
ト
ス
ル
コ
ト
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
ベ
シ
。
随
ツ
テ
増
価
税
ノ
問
題

ハ
差
当
り
伸
銅
所
ノ
組
織
変
更
ヲ
促



ス
ノ
理
由
ト
ハ
ナ
ラ
ス
。
本
問
題

ハ
唯
之
ヲ
家
長
名
義
ヨ
リ
合
資
会
社
名
義

二
移
転
登
記
ヲ
為
ス
ニ
ヨ
リ
テ
、
其
目
的
ヲ
達
シ
得
ベ

ンヽ
。

三
、
更

二
現
行
所
得
税
法

二
就
テ
見
ル
モ
、
合
資
会
社
ガ
新
会
社
ノ
配
当
ヲ
受
ク
ル
ト
キ
ハ
、
結
局
二
重
ノ
所
得
税
ヲ
負
担
ス
ヘ
キ
コ

ト

ヽ
ナ
リ
、
仮
令
合
資
会
社
力
保
全
会
社
ノ
取
扱

ヲ
受
ケ
ス
ト
モ
、
所
得
税

二
於
テ
年
約
三
万
円
ノ
不
利
益
ア
リ
。

之
ヲ
要
ス
ル
ニ
伸
銅
所

二
於
テ
ハ
、
当
面
ノ
問
題
ト
シ
テ
其
組
織
変
更
ヲ
急
ク
ノ
理
由

二
乏
シ
ク
、
差
当
り
計
上
シ
得
ラ
ル

ヽ
利
益

ハ
、

其
成
績
ヲ
公
表
シ
、
其
計
算

ヲ
一
層
明
瞭
ナ
ラ
シ
メ
、
従
業
者
ヲ
シ
テ
経
営
上
其
精
神

ヲ
緊
張
セ
シ
メ
得
ル
ニ
止
ル
。

こ
の
後
経
理
部
第
三
課
は
、
さ
ら
に
十

一
月

一
日
設
立
を
目
指
し
て
変
更
案
を
作
成
し
た
が
、
こ
れ
も
日
の
目
を
み
な
か
つ
た
。
こ
の
間
、

大
正
七
年
夏
の
米
騒
動
以
来
、
政
府
は
全
国
大
都
市
に
公
設
小
売
市
場
を
設
け
て
対
処
し
て
き
た
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
物
価
対
策
上
十
分
な

効
果
を
上
げ
得
な
い
と
し
て
、
大
正
十

一
年
社
会
事
業
調
査
会
は
内
務
大
臣
の
諮
間
に
対
し
、
中
央
卸
売
市
場
設
置
を
答
申
し
て
い
た
。
こ

れ
に
よ
つ
て
農
商
務
省
は
中
央
卸
売
市
場
法
案
を
議
会
に
提
出
、
可
決
さ
れ
、
大
正
十
二
年
三
月
同
法
の
公
布
と
と
も
に
六
大
都
市
が
同
法

の
施
行
地
に
指
定
さ
れ
た
。
四
月
に
は
こ
れ
を
所
管
す
る
農
商
務
省
商
務
局
に
市
場
課
が
設
置
さ
れ
た
。　
一
方
中
央
卸
売
市
場
の
施
行
地
の

指
定
を
受
け
た
大
阪
市
で
は
、
十
二
年
十
二
月
臨
時
中
央
卸
売
市
場
調
査
委
員
会
を
設
け
、
十
三
年
初
頭
以
来
建
設
用
地
の
調
査
が
行
わ
れ

た
結
果
、
市

の
中
央
に
近
く
、
水
陸
交
通
の
至
便
の
地
と
し
て
、
伸
銅
所
と
住
友
倉
庫
を
含
む
安
治
川
沿
岸
四
万
坪
が
候
補
地
と
な

っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
初
代
市
場
課
長
膳
桂
之
助
か
ら
大
学
の
友
人
三
村
起

一
（当
時
伸
銅
所
工
場
課
長
）
に
用
地
買
収

の
打
診
が
あ

っ
た
。

当
時
伸
銅
所
は
敷
地
の
狭
陰
化
と
近
隣
住
宅
地
に
対
す
る
煤
煙
問
題
に
悩
ん
で
お
り
、
常
務
理
事
小
倉
正
恒
の
決
断
に
よ
つ
て
、
工
場
移

転
に
応
ず
る
こ
と
と
な

つ
た
。
二
月
大
阪
市
会
は
市
場
創
設
を
議
決
し
た
の
で
、
敷
地
売
却
に
つ
い
て
本
社
総
務
部
庶
務
課
長
北
沢
敬
二
郎

（Ｔ
３
東
大
法
、
の
ち
倉
庫
常
務

・
生
命
専
務

・
本
社
常
務
理
事
兼
総
務
部
長
、
戦
後
大
九
社
長
）
が
大
阪
市
と
交
渉
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
れ
を
織

り
込
ん
で
、
経
理
部
第
三
課
は
、
大
正
十
三
年
五
月
十
二
日
再
び
七
月

一
日
の
改
組
を
目
指
し
た

「伸
銅
所
組
織
変
更
案
」
を
理
事
会
に
提
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出
し
た
。
し
か
し
五
月
二
十
三
日
の
理
事
会
決
定
案
な
る
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
起
案
そ
の
も
の
に
は
社
長

・
総
理
事

・
常
務
理
事

・
各
理
事
の
捺
印
は
な
く
、
そ
の
理
由

の
説
明
も
な
い
ま
ま
ま
た
し
て
も
廃
案
と
な

っ
た
。
伸
銅
所
長
山
中
柴
吉
は
理
事
で
は

な
い
の
で
、
理
事
会

へ
の
出
席
資
格
は
な
く
、
事
前
に
こ
の
変
更
案

に
対
す
る
意
見
を
求
め
ら
れ
て
、
改
組

の
時
期
は

「
一
般
的

ニ
ハ
速
ナ

ル
ヲ
可
ト
ス
。
但
内
外

二
与
フ
ル
衝
動
ヲ
慮
り
、
中
央
市
場
敷
地

二
付
、
契
約
ノ
成
否
ヲ
待

ツ
テ
ス
ル
ヲ
可
ナ
リ
ト
考
フ
」
と
回
答
し
て
い

る
の
で
、
こ
れ
も
先
送
り
さ
れ
た
要
因
の
一
つ
か
と
思
わ
れ
る
が
、
む
し
ろ
家
長
友
純
の
意
向
に
従

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
北
沢
が
進
め
た
大
阪
市
と
の
交
渉
が
、
大
正
十
四
年
三
月
に
成
立
し
た
後
も
改
組
は
実
行
さ
れ
ず
、
冒
頭
に
述

べ
た
よ
う
に
、
大

正
十
五
年
三
月
家
長
友
純
が
死
去
す
る
と
六
月
に
改
組
が
決
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
友
純
は
、
理
事
会

の
決
定
に
基
づ
い
て
総
理
事

が
起
案
の
決
裁
を
求
め
て
も
必
ず
し
も
そ
れ
に
従
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
合
資
会
社
理
事
を
勤
め
た
松
本
順
吉
は

「議
案
等
の
説
明
を
申

し
上
げ
て
も
、
い
き
な
り
い
か
ん
と
は
決
し
て
云
わ
れ
な
く
、
成
程
尤
も
だ
と
思
う
が
、
こ
う
い
う
点
は
ど
う
か
と
い
う
ふ
う
に
云
わ
れ

た
」
と
述
べ
て
い
る
。

大
正
十
五
年
三
月
既
に
述
べ
た
よ
う
に
友
純
が
死
去
し
て
嫡
男
厚
が
社
長
に
就
任
し
た
が
、
未
成
年
の
た
め
、
総
理
事
湯
川
寛
吉
が
後
見

人
と
な

っ
て
い
た
。
従

っ
て
社
長
の
了
承
は
総
理
事
が
事
前
か
事
後
に
取
り
付
け
れ
ば
よ
い
の
で
、
理
事
会
の
決
議
が
即
決
裁
と
な

っ
た
。

こ
の
結
果
六
月
十
八
日
の
理
事
会

に
お
い
て
、
三
度
経
理
部
第
三
課
（大
正
十
四
年
十
月

一
日
の
総
理
事
交
代
の
異
動
で
、
経
理
部
長
大
屋
敦
、
第

三
課
長
小
畑
忠
良
と
な
つ
て
い
た
）
が
提
出
し
た

「伸
銅
所
組
織
変
更
ノ
件
」
は
よ
う
や
く
決
裁
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば

「
一　

組
織
変
更
ノ

理
由
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

軌
近
我
住
友
家
ノ
事
業

ハ
順
次
株
式
組
織

二
変
更
セ
ラ
レ
、
現
在
合
資
会
社
所
管

二
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
鉱
業
、
林
業
、
販
売
、
土
地
及

伸
銅
事
業
ノ
ミ
ト
ナ
レ
リ
。
而
シ
テ
之
等
事
業
ノ
組
織
変
更
ノ
理
由
ト
ス
ル
所

ハ
、
事
業
ノ
種
別

ニ
ヨ
リ
種
々
ナ
ル
モ
、
要

ハ
事
業
ノ

計
算
ヲ
明
確

ニ
ス
ル
ト
外
部
ヨ
リ
資
金

ヲ
吸
収
ス
ル
ト
ニ
ア
リ
。
之
ヲ
伸
銅
所

二
於
テ
見
ル
ニ
、
現
在
ノ
ト
コ
ロ
資
金
ヲ
外
部

二
仰
グ



ノ
必
要
ナ
シ
ト
雖
ト
モ
、
将
来
ヲ
慮
レ
バ
他
ノ
事
業
同
様
何
時
ソ
ノ
必
要
ヲ
見
ル
ヤ
測
り
知
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
事
業
ノ
計

算
ヲ
明
確

ニ
ス
ル
ハ
、
移
転
起
業
ヲ
ロ
前

二
控

へ
、
各
種
ノ
改
良
新
設
ヲ
行

ハ
ン
ト
ス
ル
此
際

二
於
テ
ハ
別
シ
テ
緊
要

ニ
シ
テ
、
動
モ

ス
レ
ハ
放
漫

二
流
レ
ン
ト
ス
ル
新
起
業
ヲ
或
ル
定

マ
リ
タ
ル
資
金
ノ
範
囲

二
限
定
ス
ル
恰
好
ナ
ル
自
制
手
段
卜
言
フ
ヲ
得

ヘ
シ
。

サ
レ
ハ
他
ノ
事
業
ノ
組
織
ヲ
変
更
シ
タ
ル
理
由

ハ
、
伸
銅
所
ノ
場
合

ニ
モ
正

二
適
合
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
今
日
之
ヲ
実
行
ス
ル
ハ
最
モ

適
当
ナ
ル
時
期
卜
言

ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
尚
又
移
転
工
事
ノ
進
捗

二
伴
ヒ
生
ス
ヘ
キ
過
剰
労
働
者
問
題

二
就
テ
モ
、
合
資
会
社
ヲ
直
接

ノ
ロ
標
タ
ラ
シ
メ
サ
ル
ノ
為
メ
、
寿
々
此
際
其
組
織
ヲ
変
更
シ
独
立
セ
ル
株
式
会
社
ト
ナ
サ
ン
ト
ス
。

尚
税
金
関
係
ヨ
リ
之
ヲ
観
ル
ニ
、
合
資
会
社

ハ
同
族
会
社
卜
看
倣
サ
レ
、
留
保
金
額

二
対
シ
高
率
ノ
税
金

ヲ
課
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
殆
ン
ト

疑
ナ
シ
ト
雖
ト
モ
、
合
資
会
社
ノ
孫
会
社

ニ
シ
テ
事
業
ヲ
経
営
シ
居
レ
ル
伸
銅
所

ハ
、
同
族
会
社
ノ
取
扱
ヲ
受
ク
ル
可
能
性
甚
夕
少
キ

ニ
ヨ
リ
、
此
ノ
際
伸
銅
所
ヲ
独
立
セ
ル
会
社
ト
ス
ル
コ
ト
ハ
、
利
益
ノ
留
保

二
関
シ
テ
モ
相
当
有
利
也
卜
信
ス
（註
、
税
制
改
正
に
つ
い

て
は

「国
　
合
資
会
社
（全
社
）
の
業
績
」
参
照
）。

伸
銅
所
は
、
大
正
八
年
鋼
管

の
分
工
場
建
設
を
計
画
し
た
際
、
尼
崎
の
岸
本
製
鉄
所

・
製
釘
所
が
丁
度
こ
の
計
画
に
見
合
う
も
の
で
あ

つ

た
の
で
、
こ
れ
を
総
額
四

一
五
万
円
で
買
収
し
、
鋼
管
工
場
と
し
た
。
今
回
安
治
川
か
ら
製
鋼
所
の
西
隣
桜
島

へ
の
移
転
に
際
し
、
安
治
川

に
残

っ
て
い
た
鋼
管
部
門
を
全
て
尼
崎
工
場
の
東
方
隣
接
地

へ
移
し
尼
崎
東
工
場
と
し
、
鋼
管
部
門
を
尼
崎
に
集
中
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
の
た
め
組
織
変
更
案
は
特
に

「
二
　
伸
銅
工
場
卜
鋼
管
工
場
ト
ヲ
各
別
ノ
独
立
会
社
ト
セ
サ
ル
理
由
」
と
い
う

一
項
を
設
け
、
次

の
四
点

を
上
げ
て
い
る
。

Ｈ
　
得
意
先

二
対
ス
ル
便
否

伸
銅
所
従
来
ノ
得
意
先
関
係
ヲ
見
ル
ニ
、
其
主
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
海
軍
及
鉄
道
省

ニ
シ
テ
製
品
ノ
大
半

ヲ
占
メ
、
伸
銅
品
、
鋼
管
ノ
何

レ
ヲ
モ
需
要
ス
ル
特
殊
ナ
ル
得
意
先
也
。
其
他
ノ
重
要
得
意
先
タ
ル
民
間
造
船
所

ニ
ア
リ
テ
モ
、
伸
銅
品
、
鋼
管
共

二
需
要
ス
ル
モ
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ノ
也
。
然
ル
ニ
今
単

二
伸
銅
工
場
卜
鋼
管
工
場
ト
ノ
別
々
ノ
場
所

ニ
ア
ル
ノ
故
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
各
々
独
立
ノ
会
社
ト
ナ
ス
時

ハ
、
得

意
先
ト
ノ
交
渉

二
際
シ
テ
、
双
方
共

二
徒
ラ
二
二
重
ノ
手
数
ヲ
カ
ク
ル
ノ
ミ
ニ
テ
、
何
等
ノ
便
益
ナ
シ
。
且
又
鋼
管
工
場
ヲ
独
立
セ

シ
ム
ル
時

ハ
、
住
友
伸
銅
所
以
外

二
別
個
ノ
会
社
名
ヲ
附
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
永
年
住
友
伸
銅
所
ナ
ル
商
号
ノ
下
二
、
伸
銅
品
及
鋼

管

ヲ
販
売
シ
来
レ
ル
ニ
、
急

二
名
称
ヲ
変
更
セ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
、
従
来
ノ
得
意
先
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
新
規
ノ
得
意
先
ヲ
モ
惑

ハ
シ
メ
、

其
ノ
何
レ
ニ
注
文
ス
ヘ
キ
ヤ
ヲ
混
乱
セ
シ
ム
ル
ノ
虞
レ
ナ
シ
ト
セ
ス
。

国
　
損
益
ノ
公
表

独
立
ノ
会
社
ト
ナ
リ
タ
ル
上

ハ
、
何
レ
モ
其
損
益
ヲ
公
表
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
然
ル
ニ
鋼
管
工
場

ハ
海
軍
ノ
如
キ
特
種
需
要
者
ノ
注

文

ニ
ヨ
リ
テ
、
比
較
的
多
額
ノ
利
益
ヲ
挙
ク
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
此
ノ
利
益
ヲ
明
瞭
ナ
ラ
シ
ム
ル
ハ
、
販
売
政
策
上
ヨ
リ
ス
ル
モ

対
内
部
的
ノ
理
由
ヨ
リ
ス
ル
モ
不
可
ト
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
且
又
鋼
管
事
業
ノ
有
利
ナ
ル
コ
ト
ヲ
公
表
ス
ル
コ
ト
ト
モ
ナ
レ
ハ
、
競

争
者
出
現
ノ
原
因
ト
モ
ナ
ル
ヘ
シ
。

伸
銅
工
場

ハ
当
分
有
利
ナ
ル
採
算
立
チ
難
ク
、
損
失
ヲ
公
表
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
之
レ
ハ
一
面
従
業
員
ノ
刺
戟
ト
ナ
ル
ヘ
キ
モ
、
不

体
裁
ナ
ル
ヲ
免
ヌ
カ
レ
ス
。

日
　
伸
銅
工
場
ノ
競
争
カ
ヲ
ナ
ク
ス
ル
コ
ト

伸
銅
所
目
下
ノ
損
益

ハ
、
鋼
管
ノ
挙
ク
ル
利
益

ヲ
以
テ
、
伸
銅
品
ノ
著
シ
キ
損
失
ヲ
負
担
セ
ル
ノ
状
態

ニ
シ
テ
、
此
ノ
状
勢

ハ
当
分

継
続
ス
ヘ
ク
、
別
個
ノ
会
社
ト
ナ
ス
ト
キ
ハ
、
伸
銅
工
場

ハ
損
失
ヲ
重
ヌ
ル
ノ
ミ
ニ
テ
、
新
製
品
ノ
研
究
、
新
販
路
ノ
開
拓
等
ノ
資

源
ヲ
失
ヒ
、
新
生
面
ノ
展
開
ヲ
試
ム
ル
コ
ト
不
可
能
ナ
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
。

回
　
費
用
ノ
増
加

独
立
ノ
ニ
会
社
ト
ナ
ス
ト
キ
ハ
、
人
員
ノ
増
加
ヲ
要
ス
ヘ
シ
。
移
転
後

ハ
伸
銅
工
場
、
鋼
管
工
場
分
立
ス
ル
ガ
故

二
、
工
場
直
接
従



業
員

ハ
別
々
二
存
置
ス
ル
必
要
ア
ル
ハ
固
ヨ
リ
ソ
ノ
処
ナ
レ
ト
モ
、
従
来
統

一
セ
ラ
レ
シ
幹
部
ヲ
ニ
重

二
配
置
ス
ル
ノ
不
便
ア
ル
ノ

ミ
ナ
ラ
ス
、
其
他
物
件
費

二
就
テ
モ
支
出
ノ
増
加
ヲ
不
免
。

以
上
ノ
諸
点
以
外
製
造
方
法

二
於
テ
モ
、
タ
ト
ヘ
ハ
抽
伸
機
ノ
如
キ
両
者
共
通
ノ
機
械
ヲ
使
用
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
又
飛
行
機
ノ
如
キ
鉄

属
品
卜
非
鉄
属
品
卜
同

一
製
作
者
ナ
ル
ガ
故

二
利
益

ヲ
得
ル
場
合
モ
ア
レ
ハ
、
此
際
伸
銅
工
場
、
鋼
管
工
場
ヲ
別
個
ノ
会
社
ト
ナ
ス
ノ

必
要
ナ
シ
。
尤
モ
将
来

二
於
テ
両
工
場
共
羽
翼
全
ク
具

ハ
リ
、
又
製
品
販
路
モ

一
般
市
場
向

ヲ
主
要
ナ
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
ニ
至
ラ
ハ
、
其

時

二
於
テ
、
初
メ
テ
両
者
ヲ
分
立
セ
シ
ム
ル
ノ
意
義
ヲ
生
ス
ヘ
シ
。

従

っ
て
新
会
社
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
変
更
案
は
当
初
か
ら
、
ど
一　
名
称
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
伸
銅
所
に
固
執
し
て
い
た
。

新
会
社
ノ
名
称

ハ

「株
式
会
社
住
友
伸
銅
所
」
ト
ス
。

由
来
伸
銅
所
事
業
ノ

一
半

ハ
鋼
管
製
造

ニ
ア
レ
ハ
、
伸
銅
所
ナ
ル
名
称

ハ
従
来
共
不
穏
当
ナ
ル
ヲ
不
免
。
而
モ
近
ク
移
転
起
業
完
成
ノ

上

ハ
、
全
然
別
種
ノ
ニ
エ
場
ヲ

「伸
銅
所
」

ナ
ル
名
称
ノ
下
二
包
括
セ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
、
益
々
其
実

二
遠
サ
カ
ル
次
第
ナ
ル
モ
、
「住

友
伸
銅
所
」
ナ
ル
商
号

ハ
、
多
年
ノ
声
価
ヲ
保
有
セ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
寧

口
得
意
先

二
対
ス
ル
商
略
上
本
名
称
ヲ
襲
用
ス
ル
ヲ
以
テ
、

得
策
ト
ス
ヘ
シ
。
由

ツ
テ
他
ノ
連
系
会
社
卜
同
様
之
レ
ニ
株
式
会
社
ヲ
冠
シ
、
「株
式
会
社
住
友
伸
銅
所
」
ト
セ
ン
ト
ス
。

し
か
し
既
に
述
べ
た
通
り
、
鋼
管
工
場
を
分
離
し
な
い
で
新
会
社
に
移
行
す
る
と
な
る
と
、
「伸
銅
所
」

の
ま
ま
で
は
理
事
会
で
異
論
が

出
た
も
の
と
思
わ
れ
、
次
の
通
り
変
更
さ
れ
た
。

住
友
伸
銅
鋼
管
株
式
会
社

二
決
定

伸
銅
所
ナ
ル
名
称

ハ
、
従
来
ノ
得
意

二
対
シ
テ
頗
ル
好
都
合
ナ
ル
モ
、
鋼
管

ハ
近
時
瓦
斯
管
其
ノ
他

一
般
市
場
向
製
品
ヲ
製
出
シ
テ
、

大

二
新
販
路
ヲ
開
拓
セ
ン
ト
ス
ル
際
ナ
レ
バ
、
寧

口
此
際
旧
套
ヲ
脱
シ
テ
、
住
友
伸
銅
鋼
管
株
式
会
社
卜
為
サ
ン
ト
ス
ル
意
響
ヲ
有
ス

ル
モ
ノ
多
シ
。
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二
〇

移
転
起
業
に
関
す
る
補
償
金
と
不
足
資
金

の
処
理
に
つ
い
て
は
、
六
月
二
十
九
日
付
で
次

の
よ
う
に
合
資
会
社
経
理
部
長
か
ら
伸
銅
所
長

あ
て
通
知
さ
れ
た
。

伸
銅
鋼
管
株
式
会
社
資
金
ノ
件

住
友
伸
銅
鋼
管
株
式
会
社

二
於
ケ
ル
大
阪
市
補
償
金
ノ
処
理
方
法
及
移
転
起
業
不
足
資
金

二
就
テ
ハ
、
左
ノ
通
り
決
定
相
成
候
間
御
諒

承
相
成
度
、
此
段
及
御
通
知
候
也
。

記

一
、
補
償
金
ノ
処
理
方
法

市
ヨ
リ
交
付
サ
レ
タ
ル
補
償
金

ハ
、
移
転
資
金

二
充
ツ
ル
ロ
的
ヲ
以
テ
現
在

ハ
本
社

二
於
テ
収
支
保
管
シ
、
且
之
レ
ニ
対
シ
テ
ハ
資
金

利
息
（資
金
取
扱
規
定

ニ
ヨ
ル
）
卜
同
様
ノ
金
利
ヲ
附
シ
ツ
ヽ
ア
リ
。
右

ハ
本
来
伸
銅
所

二
帰
属
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
今
回
組
織

変
更
後

ハ
ソ
ノ
儘
新
会
社

二
引
継
グ
ベ
キ
性
質
ノ
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、
之
ヲ
自
由

二
使
用
シ
得
ル
モ
ノ
ト
セ
バ
、
左
ノ
如
ク
当
分

ハ
銀
行
借

入
金

ハ
要
セ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
尚
多
額
ノ
現
金

ヲ
保
有
シ
得
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル
。

固
定
財
産
　
　
一
〇
、　
一
〇
〇
千
円
　
　
払
込
資
本
金
　
　
　
九
、
○
○
○
千
円

流
動
資
産
　
　
　
エハ
、
〇
六
〇
　
　
　
　
一
般
負
債
　
　
　
　
一
、
四
〇
〇

現
　
　
金
　
　
　
　
　
上ハ
四
〇
　
　
　
　
未
　
払
　
金
　
　
　
一二
、
○
○
○

計
　
　
　
　
一
六
、
八
〇
〇
　
　
　
　
支
払
手
形
　
　
　
　
　
　
八
〇
〇
　
　
（不
用
）

銀
行
借
入
金
　
　
　
一
、
九
六
〇
　
　
（不
用
）

補
　
償
　
金
　
　
　
一二
、
四
〇
〇

計
　
　
　
　
一
六
、
八
〇
〇



然
ル
ニ
右
補
償
金

ハ
、
前
記
ノ
如
ク
移
転
ノ
タ
メ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
、
之
ヲ
営
業
資
金

二
流
用
セ
シ
ム
ル
時

ハ
、
将
来
計
算
ヲ
紛

乱
セ
シ
ム
ル
虞
ア
リ
。
且
ツ
伸
銅
所
ノ
営
業
資
金
ノ

一
部
ヲ
借
入
金

二
檬
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
趣
旨

二
反
ス
ル
ヲ
以
テ
、
新
会
社

二
於
テ

ハ
別
途
勘
定
ヲ
設
定
シ
テ
整
理
シ
、
之
ヲ
営
業
資
金
卜
区
別
シ
、
現
金

ハ
従
来
通
り
本
社

二
預
入
レ
シ
ム
ル
コ
ト
穏
当
也
。

然
シ
乍
ラ
、
右
ノ
如
ク
別
途
整
理
シ
テ
現
金

ハ
全
部
之
ヲ
本
社

二
預
入
レ
シ
ム
ル
コ
ト

ヽ
セ
バ
、
新
会
社

二
於
テ
営
業
資
金

ヲ
充
ス
タ

メ
多
額
ノ
借
入
金

ヲ
ナ
ス
必
要
ア
リ
。
之
ヲ
銀
行
ヨ
リ
仰
グ
時

ハ
本
社

二
於
テ
ハ
、　
一
方
新
会
社
ヨ
リ
資
金
ノ
返
還
ヲ
受
ケ
之
ヲ
銀
行

二
預
入
ナ
ガ
ラ
、
他
方
補
償
金

二
対
シ
テ
高
率
ノ
利
息
ヲ
支
払
フ
ノ
要
ア
リ
。
空
シ
ク
金
利
ノ
差
損
ヲ
招
ク
ニ
過
ギ
ザ
レ
バ
、
営
業
上

ノ
不
足
資
金

ハ
銀
行
ヨ
リ
借
入
ス
ル
代

ハ
リ
ニ
、
別
途
整
理
ノ
移
転
資
金
ヨ
リ
借
入
シ
、
此
ノ
借
入
金

二
対
シ
テ
ハ
本
社
ガ
支
払
フ
ト

同
率
ノ
金
利
ヲ
附
シ
、
営
業
費
ヨ
リ
移
転
資
金

二
繰
入
レ
シ
ム
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
ソ
ノ
残
額

ハ
之
ヲ
本
社

二
於
テ
預
り
置
キ
、
従
来
同
様

ノ
利
息

ヲ
附
ス
ル
モ
ノ
ト
致
度
。

二
、
移
転
不
足
資
金
ノ
支
払
方
法

移
転
起
業

ニ
シ
テ
予
定
通
リ
ニ
進
行
セ
バ
、
補
償
金

ハ
本
年
中

二
使
用
シ
尽
サ
レ
、
来
年
度
早
々
ヨ
リ
新
資
金
ヲ
要
ス
ベ
シ
。
此
レ
ハ

本
来
資
本
金
ノ
払
込

ニ
ヨ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
モ
、
所
要
ノ
都
度
払
込
ヲ
ナ
ス
ハ
手
数
ヲ
煩

ハ
ス
ノ
ミ
ナ
リ
。
又

一
時

二
払
込
ヲ
ナ
ス
ト

キ
ハ
ソ
ノ
時
期

ニ
ヨ
リ
過
不
足
ヲ
生
ズ
ル
虞
ア
レ
バ
、
補
償
金
ヲ
使
用
シ
尽
シ
タ
ル
後
ノ
移
転
資
金

ハ
、
所
要

二
従

ツ
テ
本
社
ヨ
リ
貸

付
ケ
、
相
当
高

二
達
シ
タ
ル
時

二
於
テ
払
込
資
本
金

二
振
替
フ
ル
コ
ト

ヽ
ス
ヘ
シ
。

尚
此
ノ
貸
付
金

ハ
、
ソ
ノ
性
質
資
本
金
卜
同
様
ナ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
此
レ
ニ
対
ス
ル
金
利

ハ
其
ノ
期
ノ
配
当
卜
同
率
ト
ナ
シ
、
無
配
当

ノ
ト
キ
ハ
金
利
ヲ
附
セ
ザ
ル
コ
ト

ヽ
ス
ベ
シ
。

右
資
本
金

二
振
替
フ
ベ
キ
貸
付
金

ハ
通
計
三
百
万
円
ヲ
以
テ
限
度
ト
ス
。
（註
、
昭
和
三
年
六
月
第
二
回
払
込
徴
収
三
〇
〇
万
円
）

設
立
当
初

の
業
績
見
込
で
は
、
移
転
工
事

の
完
成
す
る
昭
和
三
年
度
（十

一
月
移
転
完
了
）
に
初
め
て
五
％
の
配
当
を
行

い
、
五
年
度
か
ら
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壬
一

は
八
％
に
増
配
の
予
想
で
あ

っ
た
が
、
不
況
の
影
響
で
八
％
配
当
と
な

っ
た
の
は
昭
和
八
年
度
か
ら
で
あ

つ
た
。

工
場
移
転
が
完
了
す
る
と
、
古
田
俊
之
助
は
昭
和
四
年
十
月
か
ら
翌
五
年
五
月
に
か
け
て
、
欧
米

の
金
属
工
業
を
視
察
し
た
。
そ
の
結
果

は
そ
の
後
の
伸
銅
鋼
管
ひ
い
て
は
住
友
金
属
の
業
績
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
伸
銅
所
で
は
、
既
に
大
正
五
年
第

一
次
世
界
大
戦
で
ロ
ン

ド
ン
郊
外
に
撃
墜
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
飛
行
船
の
残
骸
を
海
軍
か
ら
入
手
し
、
こ
の
新
材
料
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
研
究
を
進
め
て

い
た
が
、
戦
後
大
正
十

一
年

に
ド
イ
ツ
の
賠
償
の
一
環
と
し
て
、
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
名
の
由
来
で
あ
る
ド
イ
ツ

・
デ
ユ
ー
レ
ン
所
在
の
デ
ュ

レ
ー
ナ

・
メ
タ
ル

・
ヴ

ェ
ル
ケ
で
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
製
造
技
術
を
習
得
し
、
製
品
化
を
進
め
て
い
た
。

古
田
は
視
察
の
結
果
、
こ
れ
か
ら
は
航
空
機
の
時
代
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、
帰
国
後
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
に
よ
る
プ
ロ
ペ
ラ
素
材
の
製
造
に

着
手
し
た
。

し
か
し
昭
和
七
年
九
月
古
田
は
海
軍
航
空
本
部
技
術
部
長
山
本
五
十
六
少
路
（
の
ち
連
合
艦
隊
司
令
長
官
）
か
ら
、
住
友
が
素
材
だ

け
で
な
く
、
完
成
プ
ロ
ペ
ラ
を
製
作
す
る
よ
う
強
く
要
請
さ
れ
、
十

一
月
古
田
は
山
本
と
の
間
で
製
作
引
受
覚
書
に
調
印
し
た
。
当
時
金
属

製
プ
ロ
ペ
ラ
の
技
術
は
、
中
島
飛
行
機
が
米
国
ハ
ミ
ル
ト
ン

・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

・
プ
ロ
ペ
ラ
社
か
ら
技
術
導
入
し
て
い
た
が
、
三
菱

・
川
崎

等
が
機
体
を
試
作
す
る
際
、
ラ
イ
バ
ル
た
る
中
島
に
プ
ロ
ペ
ラ
製
作
の
た
め
に
必
要
な
機
体
の
デ
ー
タ
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
不
都
合
が
生
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
伸
銅
鋼
管
は
中
島
飛
行
機
か
ら
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
製
作
権
を
譲
受
け
、
プ
ロ
ペ
ラ
製
造
に
着
手
し
た

（
７３
）

が
、
古
田
は
こ
れ
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
時
私
は
極
め
て
大
胆
に
次

の
二
つ
の
条
件
を
つ
け
加
え
た
。

２

）
完
成
プ
ロ
ペ
ラ
の
風
洞
試
験
等
は
極
め
て
大
仕
掛
で
金
も
か
か
る
。
そ
れ
を
百
本
、
三
百
本
の
プ
ロ
ペ
ラ
を
製
造
し
て
い
た
の
で

は
経
済
的
に
耐
え
ら
れ
な
い
。
故
に
根
本
研
究
は
海
軍
の
施
設
を
利
用
し
、
海
軍
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
。

公
し
日
本
の
海
軍
だ
け
で
は
需
要
は
充
分
に
な
い
。
住
友

一
ヶ
所
に
プ
ロ
ペ
ラ
製
造
を
集
中
し
て
も
そ
れ
だ
け
で
は
製
造
規
模
が
小
さ

い
。
将
来
陸
軍
の
も
当
所
で
や
る
こ
と
に
し
た
い
。
終
戦
迄
相
争

っ
た
日
本
の
陸
軍
海
軍
の
間
柄
で
あ
る
の
に
、
こ
の
思
い
切

っ
た
申



出
に

「
ヨ
シ
」
と
肯
は
れ
た
の
は
大
量
（註
、
度
日一塁
が
広
い
ン」
と
）
で
あ

っ
た
と
敬
服
す
る
。

こ
の
結
果
住
友
金
属
は
終
戦
ま
で
に
海
軍
の
需
要
の
全
部
と
陸
軍
の
需
要
の
五
割

の
プ
ロ
ペ
ラ
を
生
産
し
、
主
力

の
プ
ロ
ペ
ラ
製
造
所
神

崎
工
場
で
は
海
軍
と
陸
軍
の
製
造
ラ
イ
ン
の
建
家
が
並
列
し
て
い
た
。

ま
た
古
田
の
海
外
視
察
に
よ
り
昭
和
三
年
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
カ
ナ
ダ
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

・
リ
ミ
テ
ッ
ド
（≧
●
ヨ
【●
】‘
Ｂ
　
ｒ
一ヨ
】一ａ
）社

と
の
ア
ル
ミ
の
加
工
事
業
に
関
す
る
提
携
交
渉
が
進
捗
し
、
昭
和
六
年
四
月
住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
住
友
と
同
社

の
関
係
は
、
大
正
十
四
年
電
線
製
造
所
が
米
国
ア
ル
コ
ア
９
ｒ
Ｏ
ｏ
＞
、
≧
“
ユ
●
●
３

０
０
日
Ｂ
●
マ
Ｒ

＞
ヨ
ｏヽ
」８

の
略
）社
と
鋼
心
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
撚
線
の
製
造
で
技
術
提
携
を
行
い
、
昭
和
三
年
ア
ル
コ
ア
社
か
ら
ア
ル
ミ
ユ
ウ
ム

・
リ
ミ
テ
ッ
ド
社
が
分
離
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ

っ
た
。

住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
資
本
金
三
五
〇
万
円
（伸
銅
鋼
管
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
社
の
折
半
出
資
）
で
古
田
が
常
務
に
就
任
し
た
。
伸
銅

鋼
管
は
桜
島
工
場
内
の
ア
ル
ミ
板
工
場
を
同
社
に
売
却
し
、
大
阪
府
龍
華
町
（現
八
尾
市
）
に
ア
ル
ミ
箔
工
場
を
建
設
し
た
（現
在
の
東
洋
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
株
式
会
社
）。
当
時
伸
銅
鋼
管
庶
務
課
長
兼
住
友
ア
ル
ミ
ユ
ウ
ム
総
務
課
長
で
あ

っ
た
中
川
路
貞
治
は
合
弁

の
成
果
に
つ
い
て
次

の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

・
リ
ミ
テ
ッ
ド
の
新
技
術
は
ア
ル
ミ
を
熱
い
ま
ま
で
板

に
す
る
も
の
で
、
伸
銅
鋼
管
（註
、
の
ち
住
友
金
属
）
は
大
変
な
恩

恵
を
受
け
た
。
伸
銅
鋼
管
の
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
板
製
法
は
、
こ
の
時
ま
で
イ
ン
ゴ
ッ
ト
を
ハ
ン
マ
ー
で
叩
き
、
旋
盤
で
削
り
、
後
圧
延
し

て
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
よ
リ
イ
ン
ゴ
ツ
ト
を
熱
い
ま
ま
で
、
直
ち
に
圧
延
す
る
新
製
法

に
代
わ
り
、
こ
の
秘
密
裡
に
習
得
し
た
方
法

の
お
か
げ
で
満
州
事
変
の
頃
は
、
古
河
や
軍
も
驚
く
よ
う
な
大
量
生
産
が
可
能
に
な
り
、
コ
ス
ト
も
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

昭
和
十
年
九
月
、
住
友
伸
銅
鋼
管
は
住
友
製
鋼
所
と
合
併
し
、
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
と
改
称
す
る
が
、
こ
の
経
緯
は
次
章

「住
友
合

資
会
社
（下
ご

で
取
り
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。
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六
三
四

国
　
大
阪
北
港
株
式
会
社
の
連
系
会
社
指
定

大
阪
北
港
株
式
会
社
が
大
正
八
年
十
二
月
設
立
さ
れ
た
経
緯
は
、
既
に

「住
友
総
本
店
（下
ど

の

「
五
　
大
阪
北
港
株
式
会
社
の
設
立
」

で
述
べ
た
。
本
項
で
は
昭
和
二
年
四
月
同
社
が
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
事
情
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
後
昭
和
十
九
年
十

一
月
株
式
会
社
住

友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
を
合
併
し
て
、
住
友
土
地
工
務
株
式
会
社
と
改
称
す
る
ま
で
の
足
ど
り
を
簡
単
に
辿

っ
て
お
き
た
い
。

大
阪
北
港
を
連
系
会
社
に
指
定
す
る
た
め
の
起
案
は
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
関
係
資
料
か
ら
推
定
す
る
以
外
な
い
が
、
さ
し
当
た
り
次

の
諸
点
が
考
え
ら
れ
る
。

第

一
に
、
大
正
十
五
年
上
期
で
設
立
以
来

の
累
積
損
失
を
解
消
し
て
、
昭
和
三
年
以
降

の
業
績

の
見
込
み
が
立

っ
た
こ
と
で
あ
る
（第
６

表
）
。第

二
に
、
北
港
会
社
が
設
立
の
目
的
と
し
て
い
た
大
阪
北
港
修
築
と
地
先
海
面
埋
立
の
両
工
事

に
つ
い
て
は
、
会
社
設
立
直
後
の
大
正
九

年
四
月
に
許
可
を
出
願
し
て
い
た
が
、
大
正
十
五
年
五
月
に
至

っ
て
よ
う
や
く
こ
の
出
願
し
た
工
事
設
計
が
、
港
湾
調
査
会
の
決
定
案
と
相

違
す
る
点
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
却
下
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
相
違
点
を
修
正
し
て
、
改
め
て
出
願
す
れ
ば
許
可

さ
れ
る
見
込
み
が
立

っ
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

第
三
に
、
資
金
繰
り
の
目
処
が
つ
い
て
、
昭
和
三
年
上
期
に
は
大
阪
市
の
住
宅
建
設
低
利
資
金
を
除
い
て
、
住
友
銀
行
、
住
友
信
託
、
安

田
信
託
、
豊
國
火
災
か
ら
の
借
入
金
を
す
べ
て
返
済
で
き
た
こ
と
で
あ
る
（第
２６
表
）。
な
お
安
田
信
託
か
ら
の
借
り
入
れ
は
、
同
社
常
務
浜

崎
定
士
只
大
正
十
二
年

一
月
住
友
銀
行
本
店
営
業
部
支
配
人
退
職
、　
二
月
住
友
電
線
製
造
所
取
締
役
就
任
、
大
正
十
四
年
五
月
退
任
、　
同
月
お
そ
ら
く
発
起

人
の
住
友
銀
行
元
上
司
志
立
鉄
次
郎
に
誘
わ
れ
て
共
済
信
託

〈
の
ち
安
田
信
託
〉
入
社
常
務
就
任
）
の
、　
ま
た
豊
國
火
災
保
険
か
ら
の
借
り
入
れ
は
次

に
述
べ
る
島
徳
蔵
（明
治
四
十
五
年

〈
一
九

一
二
〉
二
月
創
立
時
か
ら
大
正
五
年
十
月
大
阪
株
式
取
引
所
理
事
長
就
任
の
た
め
辞
任
す
る
ま
で
同
社
社
長
で



あ
っ
た
）
の
斡
旋
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

第
四
に
、
住
友
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
返
済
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
住
友
合
資
は
大
正
十
五
年
末
住
友
銀
行

の
大
阪
北
港
持
株

一

万
株
を
引
き
取
り
（第
２２
表
註
①
）
、　
そ
の
出
資
比
率
は
六
二

・
六
五
％
に
達
し
た
。
住
友
合
資

の
他
に
、
大
阪
北
港

の
大
株
主
に
は
、
旧
大

阪
島
舟
土
地
の
上
記
島
徳
蔵

一
一
万
五

一
〇
〇
株
２

六

・
四
四
％
）
と
藤
田
組

の
藤
田
平
太
郎
七
万
四
三
〇
株
２

０

・
〇
六
％
）
が
い
た
が
、

当
時
前
者
は
大
正
十
五
年
末
大
阪
株
式
取
引
所
理
事
長
で
あ
り
な
が
ら
久
原
鉱
業
株

の
買
い
占
め
問
題
で
取
引
所
法
違
反
に
問
わ
れ
て
理
事

長
再
任
を
辞
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
、
後
者
は
昭
和
二
年
三
月
の
金
融
恐
慌
で
機
関
銀
行
の
藤
田
銀
行
が
大
打
撃
を
受
け
て
い
た
。

第
五
に
、
大
正
十

一
年
七
月
以
来
北
港
会
社
常
務
と
し
て
同
社
の
実
質
的
な
代
表
者
で
あ

っ
た
（社
長
取
締
役
は
設
立
以
来
、
鈴
木
、
中
田
、

湯
川
の
歴
代
総
理
事
が
兼
務
し
て
い
た
）草
鹿
丁
卯
次
郎
が
、　
昭
和
二
年
二
月
末
合
資
会
社
理
事
ひ
い
て
は
北
港
常
務
を
停
年
で
退
職
す
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
四
月
四
日
草
鹿
の
後
任
と
な
る
製
鋼
販
売
店
支
配
人
田
島
房
太
郎
の
北
港
会
社
出
向
が
発
令
さ

れ
、
十
三
日
田
島
が
北
港
会
社
常
務
に
就
任
す
る
の
を
待

っ
て
、
二
十
日
北
港
会
社
は
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
北
港
会
社
は
北
港
修
築
工
事

に
つ
い
て
昭
和
二
年
七
月
に
工
事
設
計
を
改
訂
の
上
願
書
を
提
出
し
た
が
、
同
年
十
二
月
臨
時
港

湾
調
査
会
は
再
び
北
港
修
築
に
つ
い
て
の
計
画
を
大
幅
に
見
直
し
た
。
こ
の
結
果
北
港
会
社
は
さ
ら
に
こ
れ
に
合
わ
せ
て
設
計
を
変
更
し
、

昭
和
三
年
二
月
願
書
を
再
提
出
し
、
昭
和
四
年
九
月
、
埋
立
工
事
と
共
に
よ
う
や
く
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
次
い
で
昭
和
五
年
七
月
そ

の
工
事
実
施
設
計
の
認
可
を
得
て
、
工
事
は
昭
和
六
年
五
月
に
着
手
さ
れ
た
。

一
方
金
融
恐
慌
に
よ
つ
て
打
撃
を
受
け
た
藤
田
銀
行
の
整
理
の
た
め
、
北
港
会
社
の
大
株
主
藤
田
組
は
全
資
産
を
担
保
に
、
昭
和
二
年
五

月
に
制
定
施
行
さ
れ
た

「
日
本
銀
行
特
別
融
通
及
損
失
補
償
法
」
に
基
づ
く
融
資

い
わ
ゆ
る
日
銀
特
融
八
八
九
二
万
円
を
受
け
る
こ
と
と
な

っ
た
。　
こ
の
特
融
返
済
の
た
め
に
、
藤
田
組
は
、
昭
和
五
年
三
月
そ
の
所
有
す
る
北
港
株
七
万
四
三
〇
株
を
全
株
（＠
三
二
円
）住
友
合
資

に

売
却
し
た
。
こ
の
株
式
買
収
資
金
を
調
達
す
る
た
め
合
資
会
社
は
日
銀
大
阪
支
店
か
ら

一
三
五
万
円
の
融
資
を
受
け
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
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友
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二
五
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工全
壬
ハ

従

っ
て
こ
の
一
三
五
万
円
は
そ
の
ま
ま
藤
田
組
の
日
銀
債
務
返
済
に
充
当
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
同
じ
昭
和
五
年
末
に
は
、
島
徳

蔵
か
ら
そ
の
持
株

の
六
割
強
七
万
三
四
六
〇
株
を

一
四
五
万
円
（＠
二
〇
円
）
で
取
得
し
た
。
島

は
北
港
会
社
設
立
時

に
、
自
ら
設
立
し
た

「臨
港
土
地
」
及
び

「大
阪
島
舟
土
地
」
を
通
じ
、
埋
立
権
を
北
港
会
社
に
売
却
し
た
が
、
そ
の
評
価
は
隣
接
土
地
の
価
格
並
み
と
さ
れ
、

そ
の
代
わ
り
埋
立
工
事
認
可
の
際
は
工
事
を
行

っ
て
更
地
と
し
た
上
で
北
港
会
社
に
引
き
渡
す
義
務
を
負

っ
て
い
た
。
昭
和
五
年
七
月
既
に

述
べ
た
通
り
埋
立
工
事
の
実
施
設
計
が
認
可
さ
れ
た
が
、
当
時
島
は
大
阪
株
式
取
引
所
理
事
長
退
任
後
昭
和
二
年
十
月
か
ら
阪
神
電
鉄
社
長

に
就
任
し
て
い
た
が
、
与
党
政
友
会
と
野
党
民
政
党
の
勢
力
が
伯
仲
し
て
い
た
の
に
乗
じ
、
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

・
ボ
ー
ト
を
握
る
明
政
会
議

員
の
買
収
工
作
を
行

っ
た
り
、
上
海
取
引
所
の
損
失
穴
埋
め
に
か
ら
む
背
任
行
為
で
、
大
阪
地
方
裁
判
所
の
予
審
有
罪
の
決
定
を
受
け
て
お

り
、
自
ら
埋
立
工
事
を
行
う
資
金
的
余
裕
は
な
か
つ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
（島
は
結
局
昭
和
六
年
九
月
に
は
阪
神
電
鉄
社
長
を
辞
任
し
た
）。
こ
の

結
果
昭
和
五
年
末
に
お
け
る
住
友
合
資

の
大
阪
北
港
に
対
す
る
出
資
比
率
は
、　
八
三
％
（第
２‐
表
）
に
達
し
、　
こ
こ
に
北
港
会
社

の
連
系
会
社

と
し
て
の
地
位
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
昭
和
六
年
に
着
工
さ
れ
た
北
港
修
築
工
事
は
、
結
局
工
期
が

一
〇
年
と
長
期
に
わ
た
り
、
総
工
費
も
八

一
五
万
円
に
膨
れ
上
る
こ
と

に
な

っ
た
が
、
工
事

の
う
ち
、
防
波
堤
部
分
は
北
港
会
社
の
直
営
工
事
と
な
る
が
、

埋
立
部
分
は
上
記
島

の
埋
立
債
務
を
肩
代
わ
り
し
た
こ
と
か
ら
合
資
会
社
（後
に

住
友
本
社
）
が
行
う
工
事
と
な
り
、
実
際
の
埋
立
工
事
は
北
港
会
社
を
下
請
け
と
し

て
使
う
こ
と
で
、
そ
の
工
事
代
金
を
合
資
会
社
が
北
港
会
社
に
半
期
二
五
万
円
、

合
計
四
〇
〇
万
円
を
支
払
う
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
れ
に
伴
い
上
記
島
徳
蔵

に
対
す
る
株
式
代
金

一
四
五
万
円
の
支
払
は
、
北
港

会
社
に
対
す
る
埋
立
工
事

の
未
払
金
に
振
替
え
ら
れ
、
ま
ず
こ
れ
か
ら
半
期
二
五

営業報告書

現・預金

B+C

(単位 :千 円、千円未満切 り捨て)

現・預金

合計
A tt B tt C

493

816

1,601

1,989

1,926

2,230

4,349

6,031

8,386

5,328

4,587



第 28表 北港修築工事と北港会社の現・預金

年
北港修築
工事費

北港会社

支出資金
本社から
工事費受入

受入工事費

余剰分
A

本社

預 ケ金

B

その他

現・預金

C

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

‐４

‐５

‐６

田召禾日6

7

410

560

1,460

1,564

1,500

1,700

3,550

5,500

7,500

5,000

4,500

出典 :各年度元帳 実際報告書 処務報告書か ら作成。
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万
円
を
支
払
い
、
未
払
金

の
支
払
が
終
了
し
た
昭
和
十
年
か
ら
は
仮
入
金

の
科
目

か
ら
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
（第
２８
表
）。
期
末
に
工
事
費
を
精
算
し
た
残
金

は
、　
一
度
合
資
会
社
に
仮
入
金
さ
れ
、
期
初
に
北
港
会
社
Ｌ
戻
さ
れ
る
形
と
な

っ

て
い
る
。
合
資
会
社
の
実
際
報
告
書
は
、
こ
の
工
事
費
の
剰
余
分
を
北
港
会
社
固

有
の
合
資
会
社
に
対
す
る
預
ケ
金
と
同

一
視
し
て
い
る
が
、
北
港
会
社
と
し
て
は
、

こ
の
剰
余
金
は
翌
期
の
埋
立
工
事

の
前
渡
金
と
い
う
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
の

で
、
合
資
会
社
に
対
す
る
自
社

の
預
ケ
金
と
は
区
別
し
て
、
営
業
報
告
書
の
現

・

預
金
に
は
計
上
し
て
い
な
い
。

昭
和
十
六
年
防
波
堤
工
事
と
護
岸
工
事
は
完
成
し
た
が
、
埋
立
工
事
は
日
中
戦

争
が
第
二
次
世
界
大
戦

へ
と
拡
大
す
る
中
で
中
絶
し
、
大
阪
北
港
会
社
は
、
平
和

産
業
と
し
て
会
社
の
存
立
す
ら
危
う
く
な

っ
た
。
そ
こ
で
大
阪
北
港
会
社
は
昭
和

十
五
年
末
、
住
友
金
属
工
業
が
和
歌
山
製
鉄
所
の
建
設
に
着
手
し
、
そ
の
港
湾
と

し
て
和
歌
山
北
港
を
造
成
す
る
こ
と
に
な

っ
た
機
会
に
、
こ
の
工
事
を
受
注
し
て

活
路
を
見
い
だ
し
た
。

合
資
会
社
保
有

の
北
港
株
式
五
人
万

一
〇
四
〇
株
は
、
そ
の
後
昭
和
八
年
に
伸

銅
鋼
管

・
製
鋼
所

。
電
線
製
造
所
の
三
社
に
各
二
万
株
譲
渡
さ
れ
る

一
方
、
北
港

関
係
株
主
か
ら
三
〇
〇
〇
株
取
得
し
、
昭
和
十
二
年
三
月
合
資
会
社
解
散

の
際
に

は
、
住
友
本
社

へ
一
七
万
五
五
四
〇
株
が
譲
渡
さ
れ
、
残
る
三
四
万
八
五
〇
〇
株

六
三
七



(単位 :千坪 )

地
積

有

面

所

総
賃貸地 害1雀)(%)

設立時

昭和 5年末

10年末

13年末

14年末

15年末

16年末

17年末

18年末

一

２５

５０

１６

‐０

２８

６７

７９

９３

167
21 4

37 9

56 1

62 4

70 5

73 3

76 7

第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

六
三
八

が
住
友
家

へ
分
配
さ
れ
た
。
昭
和
十
五
年
に
は
本
社
持
株
か
ら

一
万
株
が
住
友
電
工

へ
、

住
友
家
持
株
か
ら
七
万
株
が
住
友
金
属

へ
そ
れ
ぞ
れ
譲
渡
さ
れ
た
。
従

っ
て
住
友
ビ
ル

デ
イ
ン
グ
を
合
併
し
て
住
友
土
地
工
務
株
式
会
社
と
改
称
す
る
直
前
の
本
社
持
株
は

一

六
万
五
五
四
〇
株
、
住
友
家
持
株
は
三
二
万
六
〇
〇
〇
株
合
計
三
九
万

一
五
四
〇
株

（五
五
・
九
三
％
）
で
あ

っ
た
。

昭
和
十
八
年
七
月
、
住
友
本
社
商
工
課
は
、
当
時
の
大
阪
北
港
に
関
し

「商
工
課
関

係
事
業
説
明
資
料
」
に
お
い
て
次

の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

一
、
現
　
　
況

大
阪
北
港

ハ
創
立
大
正
八
年
、
資
本
金
三
五
、
○
○
○
千
円
全
額
払
込
済

ニ
シ
テ
、

株
主
配
当

ハ
今
期
（十
八
年
上
期
）年
三
分

二
増
配
セ
リ
。
本
店

ヲ
大
阪

二
置
キ
出

張
所
ヲ
和
歌
山

二
設
ク
。

所
有
地
総
面
積

ハ
現
在
五

一
三
十
坪

ニ
テ
其
中
賃
貸
地

ハ
三
人
○
千
坪
、
亦
所
有
家
屋

ハ
現
在
四
四

一
戸

ニ
シ
テ
其
中
賃
貸
中
ノ
家
屋

ハ
四
三
九
戸
ナ
リ
（第
２９
表
）。

当
社

ハ
土
地
、
家
屋
ノ
売
買
、
賃
貸
業
務
以
外

二
大
阪
北
港
修
築
工
事
ノ
完
成
ヲ
其
ノ
ロ
的
ト
シ
居
リ
テ
、
北
港
修
築
工
事
ノ
大
要

ハ

昭
和
六
年
五
月
着
工
、
工
期
十
六
ヶ
年
、
総
予
算
約

一
三
、
○
○
○
千
円

ニ
シ
テ
、
島
屋
町
、
常
吉
町
地
先
海
面
三
三
七
千
坪
ノ
埋
立
、

防
波
堤
延
長
二
、
九
〇

一
米
ノ
築
造
等
ヲ
其
ノ
内
容
ト
セ
ル
ガ
、
工
事
着
手
以
来
相
当
ノ
年
数
ヲ
経
ル
モ
、
時
局
ノ
影
響
ヲ
受
ケ
エ
事

ノ
進
捗
容
易
ナ
ラ
ザ
ル
ニ
拘
ラ
ズ
、
防
波
堤
築
設
工
事

二
於
テ
ハ
附
設
燈
台
四
基
卜
共

二
一
昨
十
六
年
九
月
完
成
を
見
、
埋
立
工
事

ニ

於
テ
ハ
埋
立
予
定
地
ノ
護
岸
工
事
既
二
完
了
シ
、
島
屋
町
地
先
埋
立
地

一
八
万
坪

ハ
炭
殻

ニ
ヨ
ル
仕
上
工
事

ヲ
残
ス
ノ
ミ
ニ
テ
殆
ン
ド

第 29表 土地利用状況趨勢

註 :昭和18年 の数字は後に追加 されたものである。

出典 :商 I課関係事業説明資料 (B召 和 18年 7月 )



総予算
昭和6～ 17年

支出額

正蓮寺川大阪築港連絡工事

島屋町地先埋立工事

常吉町地先埋立工事

予備費

5,442

3,433

4,387

81

5,021

1,912

616

77

昭和 19年竣工予定

18万坪造成昭和20年竣工予定

15万坪造成昭和22年竣工予定

船舶建物売却戻入

計 13,293 7.471

出典 :第 29表 に同 じ。

第 30表 北港修築工事
(単位 :千 円)

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

完
成
ヲ
見
タ
リ
（第
３０
表
）。

二
、
当
社
今
後
ノ
方
針

島
屋
、
常
吉
両
町
地
先
埋
立
地
全
地
域
Ｔ
≡
一万
坪
）
ハ
既

二
陸
海
軍
省
、
鉄
道
省
ヨ
リ
予
約
済

ニ

シ
テ
、
島
屋
町
埋
立
地
ノ

一
部
（約
二
万
坪
）
ハ
本
年
中

二
鉄
道
省

へ
売
却
ス
ル
ニ
決
定
シ
、
時
局

下
軍
関
係
用
地
ト
シ
テ
使
用
セ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
今
後

ハ
一
段
卜
之
ガ
埋
立
地
ノ
造
成

二
努

ム
ル
ト
共

二
、
他
方
和
歌
山

二
於
テ
昨
年
金
属
工
業
ヨ
リ
受
託
セ
ル
和
歌
山
北
港
ノ
防
波
堤
及
ビ

岸
壁
築
造
工
事
ノ
進
捗

二
努
カ
シ
、
以
テ
和
歌
山
製
鉄
所
ノ
建
設

二
協
カ
ス
ル
ヲ
要
ス
ベ
シ
。

日
　
住
友
別
子
鉱
業
所
の
住
友
別
子
鍍
山
株
式
会
社

へ
の
移
行

１

改

組

の
経

緯

昭
和
二
年
七
月
別
子
鉱
業
所
は
住
友
合
資
会
社
か
ら
分
離
独
立
し
、
住
友
別
子
鍍
山
株
式
会
社
が
設

立
さ
れ
、
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
。
資
本
金

一
五
〇
〇
万
円
の
う
ち
、
住
友
合
資
が
第
２‐
表

の
通
り

一
四
九
五
万
円
を
出
資
し
、
残
り
五
万
円
は
住
友
家
が
出
資
し
た
。
六
月
末
の
別
子
鉱
業
所
の
固
定
財

産
三
二
七
五
万
円
は
土
佐
吉
野
川
三

一
二
万
円
、
本
社
委
託
勘
定
六
三
八
万
円
、
鎖
山
会
社

一
三
二
四

万
円
に
分
離
さ
れ
た
。
合
資
会
社
本
社
は
六
月
二
十
九
日
銀
行
か
ら

一
五
〇
〇
万
円
を
借
り
入
れ
、
資

本
金
払
込
に
充
て
、
七
月

一
日
鍍
山
会
社
に
資
産

一
九

一
三
万
円
を
引
き
継
い
で

一
五
〇
〇
万
円
を
回

収
し
て
い
る
。
資
本
金
を
超
過
す
る
継
承
資
産
は
未
払
金
（本
社
三
〇
〇
万
円
、
銀
行

一
四
三
万
円
）
で
手

当
さ
れ
、
銀
行
の
未
払
金
は
八
月
に
支
払
手
形

一
五
〇
万
円
に
置
き
か
え
ら
れ
、
本
社
の
未
払
金
二
〇

六
二
九



(単位 :T円 、千円未満切 り捨 て)

年
別子

純益A
総本店・合資

純益B
A/B 住友全事業

純益C
A/C

明治 42

43

44

45

大正 2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

978

676

720

2,097

2,388

1,640

2,751

7,242

7,656

5,001

2,866

△480

1743

1,415

2,918

2,356

3,122

2,533

1,316

964

1,710

2,652

2,994

2,923

3,922

7,225

15,893

13,710

28,592

2,710

1,687

905

3,503

4,504

3,939

2,443

%
74 3

70 1

42 1

79 1

79 8

56 1

70 1

100 2

48 2

36 5

100

156 4

83 3

52 3

79 3

103 7

1,316

964

1,710

3,504

3,910

3,679

3,990

8,127

19,961

16,735

32,104

15,063

8,520

6,258

2,665

11,560

9,927

8.738

%
74 3

70 1

42 1

59 8

611

44 6

68 8

89 1

38 4

29 9

89

22 6

109 5

20 4

31 4

29 0

出典 :第一部住友総本店及び第二部住友合資会社か ら作成。

第 31表 別子鉱業所の比重の推移

第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

六
四
〇

〇
万
円
は
三
年
五
月
信
託
に
対
す
る
支
払
手
形
に
置
き

か
え
ら
れ
た
（第
２６
表
）。
他

の
連
系
会
社
同
様
会
長
制

を
と
り
総
理
事
湯
川
寛
吉
が
就
任
し
、
主
管
者
は
当
初

常
務
取
締
役
臼
井
定
民
（Ｍ
３３
東
大
工
・
土
木
、
海
軍
技
師

・
藤
田
組

。
東
京
市
技
師
を
経
て
Ｔ
２
住
友
入
社
、
別
子
鉱

業
所
副
長
）
で
あ

っ
た
が
、
間
も
な
く
十
月
臼
井
が
停
年

で
退
職
す
る
と
同
じ
く
常
務
取
締
役
に
就
任
し
て
い
た

鷲
尾
勘
解
治
（Ｍ
４０
京
大
法
、
別
子
支
配
人
兼
労
働
課
長
兼

採
鉱
課
長
）
が
既
定
の
路
線
通
り
主
管
者
と
な

っ
た
。
同

社
設
立
の
趣
旨
は
次

の
通
り
説
明
さ
れ
て
い
る
。

我
住
友
ノ
事
業

ハ
、
時
代
ノ
趨
勢

二
伴
ヒ
次
第

ニ

之
ヲ
独
立
ノ
株
式
会
社
ト
シ
テ
分
離
セ
ラ
レ
タ
ル

ガ
、
要

ハ
事
業
ノ
計
算

ヲ
明
確
ナ
ラ
シ
ム
ル
ト
合

資
会
社
以
外
ノ
資
金

ヲ
利
用
ス
ル
ニ
ア
リ
。
別
子

二
於
テ
ハ
已
二
諸
起
業
完
成
ノ
域

二
達
シ
、
他
ノ

大
投
資
ヲ
必
要
ト
セ
ズ
。
合
資

二
於
テ
総
株
数
ノ
引
受

ヲ
ナ
ス
場
合

二
於
テ
モ
、
之
ヲ
独
立
セ
シ
ム
ル
方
便
宜
且
利
益
ト
シ
、
事
業
ノ

刷
新
、
能
率
ノ
向
上
ヲ
図
り
、
更

二
久
シ
ク
別
子

二
於
テ
ハ
安
全
デ
ア
ッ
タ
労
働
問
題
ノ
紛
争
生
ズ
ル
ニ
至
り
、
之
ガ
独
立

ハ
此
ノ
間

題
ヲ
緩
和
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
合
資
会
社
及
住
友
家
引
受

ニ
テ
新
会
社
ヲ
設
立
セ
フ
。



即
ち
鍍
山
会
社
設
立
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
別
子
の
諸
起
業
は
完
成
の
域
に
達
し
、
こ
れ
以
上
の
大
投
資
を
必
要
と
し
な
く
な

っ
た
こ
と

と
労
働
問
題
の
紛
争
が
生
じ
た
こ
と
の
二
点
が
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
前
者
に
つ
い
て
敷
街
す
れ
ば
既
に
翌
昭
和
三
年

の
社
則
制
定

の
際
述
べ

た
通
り
、

「営
業
ノ
要
旨
」

第
三
条
の
別
子
銅
山
を
以
て
住
友
家
の
財
本
と
し
て
別
子
を
特
に
重
要
視
し
た
条
文
を
削
除
し
た
理
由
に
つ
い

て
、
『住
友
物
語
』

の
著
者
白
柳
秀
湖
の
照
会
に
対
し
、
合
資
会
社
庶
務
課
長
加
納
純

一
が

「蓋
シ
他
種
事
業
卜
雖
モ
近
来
規
模
内
容
拡
大

充
実
シ
来
り
、
ソ
ノ
（註
、
別
子
と
他
種
事
業
）間

二
差
別
視
ス
ル
必
要
ナ
ク
ナ
リ
タ
ル
タ
メ
ナ
リ
」
と
回
答
し
た
よ
う
に
、
別
子
の
住
友
全
事

業
に
占
め
る
比
重
は
、
明
治
四
十
二
年
住
友
総
本
店
発
足
当
初
の
七
〇
％
強
か
ら
、
大
正
末

に
は
三
〇
％
前
後

に
ま
で
低
下
し
て
い
た
（第

３‐
表
）
。

（
７６
）

「
別
子
は
私
の
い
る
時
は
騒
動
が
な
か
つ
た
」
と
豪
語
す
る
大
平
駒
槌
が
、
大
正
十

一
年
八
月
鈴
木
馬
左
也
の
総
理
事
辞
任

の
意
向

に
殉

じ
て
、
別
子
鉱
業
所
長
の
職
を
去

っ
て
以
来
、
後
任
の
所
長
と
な

つ
た
岡
田
宇
之
助
は
元
来
が
内
務
官
僚
で
あ

っ
た
の
で
、
別
子
の
労
働
運

動
の
高
揚
の
前
に
は
全
く
無
力
で
、
大
正
十
四
年
八
月
所
長
を
解
任
さ
れ
、
本
社
人
事
部
長
松
本
順
吉
が
所
長
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
専
ら
前

記
鷲
尾
勘
解
治
が
そ
の
矢
面
に
立

つ
こ
と
に
な

つ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
別
子
で
は
大
正
十
三
年
半
ば
か
ら
、
日
本
労
働
総
同
盟
や
全
日
本
鉱
夫
聯
合
会

の
指
導

の
下
に
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
、
加
入

者
の
獲
得
を
巡

っ
て
、
会
社
側
と
鋭
く
対
立
し
た
。
こ
れ
に
対
し
鷲
尾
は
、
自
ら
の
私
塾
自
彊
舎

の
出
身
者
を
中
心
に
、
各
地
区
毎

に
改
善

会
と
総
称
す
る

一
〇
の
団
体
を
組
織
し
、
組
合
側
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
。
大
正
十
四
年
十
二
月
両
者
の
対
立
は
乱
闘
事
件
に
発
展
し
、
組

合
側
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
、
十
五
年

一
月

一
日
午
後
に
は
上
阪
し
た
組
合
員
が
、
住
友
本
邸
（大
正
十
四
年
五
月
に
大
阪
市
茶
臼
山
か
ら
兵
庫

県
住
吉
村

〈現
神
戸
市
東
灘
区
〉
に
移
転
）
や
小
倉
常
務
理
事
邸
に
ま
で
侵
入
し
た
た
め
病
臥
中
の
家
長
住
友
吉
左
衛
門
友
純

の
病
状
に
も
影
響

を
与
え
た
。
さ
ら
に
二
月
に
は
争
議
支
援
者
が
発
電
所
用
水
路
を
破
壊
す
る
と
い
う
事
件
に
ま
で
発
展
し
た
が
、
愛
媛
県
知
事
香
坂
昌
康

の

調
停
に
従
い
、
被
解
雇
者
が
退
山
し
、
争
議
指
導
者
も
退
去
し
て
争
議
は
よ
う
や
く
解
決
し
た
。
三
月
末
に
は
残
り
の
組
合
員
も
組
合
を
脱

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
四
一



年 KS銅 電 気 銅
合計A C+c

(第 33表 ) 』一Ａ別子製錬 三菱振替 三菱委託

明治 42

43

44

45

大 正 2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

昭和 2

3

4

5

6,328

6,679

6,822

7,686

7,643

7,574

7,889

9,183

9,266

10,128

10,616

7,012

4,251

3,528

3,240

2,753

654

1,796

4,388

7,644

9,6H

9,600

9,677

10,570

11,263

11,132

12,979

14,829

16,587

(513)

(951)

(184)

650

735

409

3,921

3,458

3,193

3,550

4,110

554

6,328

6,679

6,822

7,686

7,643

7,574

7,889

9,183

9,266

0,128

2,412

1,400

1,895

3,789

3,575

2,839

5,145

4,720

4,325

6,529

8,989

7 141

1,158

1,261

1,648

2,775

2,560

2,602

3,759

5,832

10,711

9,992

9,954

9,694

9,109

8,411

9,467

16.796

%
183
189

24 2

36 1

33 5

34 4

47 6

51 2

78 9

77 8

65 7

65 9

63 6

50 9

50 0

98 0

第 32表 別子産銅量の推移
(単位 :ト ン)

第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

註 :三菱振替は三菱生野鉱石を別子で製錬 した電気鋼を三菱電気銅 と振替たもので内数。三菱委託は三菱直

島及び大阪製煉所に製錬を委託 したもので外数。『住友別千鉱山史』下巻表426は上記三菱振替分を二

重
=1上

している。 また l・ lじ く表55で昭和 4年 三菱委託分を2,195ト ンとしているのは上記の通 り4,H0

トンの誤 りである。

なお昭和期の産出電気銅の原料別内訳 (単位 :ト ン)は 下表の通 り。

出典 :別 了銅山鉱業簿、別子鉱業所実際報告書 .

年
出
銅気

産
電

‖劉訳

男 子 鉱 他山鉱 国内粗銅

田目禾l1 2

3

4

5

14,325

16,529

18,939

17 141

2

330

162

816

9250

1,476

1,161

466

384

889

1,866

3,194

4.220

630

1,340

3,463

1,612
六
四
二



退
し
た
の
で
、
組
合
は
消
滅
し
た
。
従

っ
て
昭
和
二
年
鍍
山
会
社
設
立
の
時
点
に
お
い
て
は
、
組
合

の
脅
威
は
最
早
な
く
な

つ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
の
大
争
議
の
傷
跡
は
、
合
資
会
社
幹
部
の
脳
裏
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

住
友
本
店
に
よ
る
別
子
銅
の
販
売
は
、
明
治
四
年
神
戸
出
店
を
設
置
し
て
主
と
し
て
神
戸
の
外
商
向
け
に
始
め
ら
れ
（当
時
銅
の
国
内
需
要

は
ほ
と
ん
ど
な
か
つ
た
）
、
明
治
十
二
年
に
は
こ
れ
を
神
戸
支
店
と
改
め
、

四
十
二
年
住
友
本
店
を
住
友
総
本
店
と
改
称
し
た
際
、
同
時
に
神

戸
支
店
も
製
銅
販
売
店
と
改
め
ら
れ
た
つ
住
友
総
本
店
（上
ど

の

「
二
　
住
友
総
本
店
の
発
足
」
参
昭
じ
。
明
治
三
十
年
住
友
伸
銅
場
の
開
設
以
来
、

伸
銅
場
の
拡
張
に
合
わ
せ
て
同
所
向
け
別
子
銅
（Ｋ
Ｓ
銅
）
の
販
売
は
年
々
増
え
続
け
、
大
正
初
期
に
は
別
子
産
銅
量
の
五
〇
％
に
達
し
た
（第

３２
表
Ｃ
＋
ｃ
／
Ａ
欄
）。
製
銅
販
売
店
の
銅
販
売
の
方
法
は
、
別
子
鉱
業
所
の
代
行
取
引
（受
託
販
士こ

で
、
別
子
が
引
合
に
対
し
て
販
売
価
格

・

数
量
を
決
定
し
、
製
鋼
販
売
店
は
伸
銅
場
の
他
大
阪
地
場
の
銅
商
等
の
得
意
先
か
ら
販
売
代
金
を
回
収
す
る
と
、
販
売
価
格
の
○

・
七
％
を

手
数
料
と
し
て
差
引
き
、
残
り
を
別
子
に
送
金
し
た
（実
際
は
総
本
店

会
口資
会
社
〉
の
各
店
部
勘
定
間
の
付
替
で
あ
る
）。

明
治
四
十
四
年
伸
銅
場
の
電
線
部
門
が
独
立
し
て
、
電
線
製
造
所
が
開
設
さ
れ
る
と
別
子
産
銅
の
一
層
の
需
要
拡
大
が
期
待
さ
れ
た
が
、

Ｋ
Ｓ
銅
は
不
純
物
を
含
む
の
で
、
工
作
性
が
良
く
板

・
管
等
の
伸
銅
品
の
製
造
に
は
好
都
合
で
あ

つ
た
が
、
そ
の
た
め
に
電
導
率
が
低
下
し

電
線
製
造
に
は
適
さ
な
か
つ
た
。
ま
た
別
子
鉱
業
所
と
し
て
も
、
金
銀
の
含
有
量
の
少
な
い
別
子
鉱
石
産
の
粗
銅
か
ら
電
気
銅
を
作

っ
て
採

算
が
と
れ
る
か
と
い
う
問
題
が
あ

っ
た
。
従

っ
て
電
線
製
造
所
向
け
別
子
産
銅
の
出
荷
は
、
大
正
八
年

の
電
錬
工
場
（電
気
精
錬
工
場
を
略
称

し
た
鉱
山
用
証じ
の
完
成
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

大
正
三
年
東
京

・
呉
両
販
売
店
が
開
業
す
る
と
、
両
販
売
店
は
そ
の
後
開
業
し
た
販
売
店
も
含
め
て
、
別
子
銅
の
販
売
を
行
う
こ
と
に
な

る
が
、
そ
れ
は
代
行
取
引
（受
託
販
士こ

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
各
販
売
店

の
テ
リ
ト
リ
ー
内

の
海
軍
工
廠
や
藤
倉
電
線
等

の
得
意

先
と
製
銅
販
売
店
と
の
間
に
入
る
形
と
な
り
（第
１５
表

「製
銅

。
別
子
」
欄
）
、
○

・
七
％
の
手
数
料
を
製
銅
販
売
店
〇

・
四
五
％
、
各
販
売
店

○

・
二
五
％
∩
住
友
総
本
店
（上
ど

第
２‐
表
参
照
）
と
分
け
合
う
形
と
な

っ
た
。
大
正
八
年
に
は
製
銅
販
売
店
は
神
戸
か
ら
需
要
の
中
心
地
と
な

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

六
四
三



第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ェハ
四
四

っ
た
大
阪

へ
移
転
し
た
。

電
線
製
造
所
は
、
明
治
四
十
四
年
設
立
後
Ｋ
Ｓ
銅
の
不
具
合
が
判
明
し
て
以
来
、
Ｋ
Ｓ
銅
に
代
わ
る
電
気
銅
を
外
部
か
ら
調
達
し
て
き
た

わ
け
で
あ
る
が
、
大
正
八
年
新
居
浜
電
錬
工
場
が
完
成
し
て
か
ら
も
そ
の
能
力
不
足
と
、
大
正
九
年
同
所
が
株
式
会
社
と
し
て
独
立
し
て
か

ら
は
そ
の
購
買
政
策
上
、
別
子
電
気
銅
に
一
〇
〇
％
依
存
す
る
こ
と
は
な
く
、
製
銅
販
売
店
と
責
任
契
約
購
買
数
量
を
定
め
て
い
た
（大
正

九
年
四
月
月
四
〇
万
斤
＝
二
四
〇
ト
ン
、
大
正
十
一
年
三
月
月
六
〇
二カ
斤
＝
三
六
〇
ト
ン
、
昭
和
四
年
七
月
月
責
任
三
六
〇
ト
ン
・
確
定
二
〇
〇
ト
ン
・
臨
時

一
五
〇
ト
ン
計
七

一
〇
ト
ン
、
同
年
十

一
月
月
責
任
五
〇
〇
ト
ン
・
臨
時
二
〇
〇
ト
ン
計
七
〇
〇
ト
ン
）。
別
子
と
し
て
も
電
錬
工
場

の
能
力
不
足
を
、

三
菱
大
阪
・直
島
両
製
煉
所

へ
製
錬
を
委
託
し
た
り
、
三
一菱
生
野
鉱
山
の
鉱
石
を
四
阪
島
製
錬
所
で
製
錬
し
そ
れ
と
同
量
の
電
気
銅
を
大
阪
で

三
菱
か
ら
受
け
取
る
な
ど
し
て
電
気
銅
の
需
要
に
対
処
し
て
い
た
が
（第
３２
表
参
昭
じ
、
大
正
十
四
年
伸
銅
所
（大
正
三
年
伸
銅
場
を
改
称
）
に
お

い
て
原
料
の
Ｋ
Ｓ
銅
を
電
気
銅
に
代
え
て
も
何
等
支
障
の
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
、
Ｋ
Ｓ
銅
の
生
産
を
中
止
し
電
気
銅
に
一
本
化
し
た
。

昭
和
二
年
十
月
鷲
尾
勘
解
治
は
、
別
子
鍍
山
会
社
の
主
管
者
に
就
任
し
た
際
の
挨
拶
の
中
で
、
別
子
鉱
山
の
経
営
が
鉱
質
か
ら
み
て
も
鉱

量
か
ら
み
て
も
末
期
的
な
状
況
に
あ
る
と
指
摘
し
て
、
住
友

の
全
事
業
に
お
け
る
別
子
の
地
位
が
、
相
対
的
に
だ
け
で
な
く
絶
対
的
に
も
最

早
住
友
家
の
財
本
た
り
得
な
く
な

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
結
局
翌
三
年
の
社
則
の
制
定
に
お
い
て
、
本
条
文
が
削
除
さ
れ
た
の
は
、

こ
の
鷲
尾
の
指
摘
を
追
認
し
た
結
果
に
他
な
ら
な
い
。
鷲
尾
が
こ
の
打
開
策
と
し
て
あ
げ
た
の
は
、
次

の
二
点
で
あ

っ
た
。　
一
つ
は
別
子
の

生
産
の
拡
大
と
徹
底
し
た
生
産
性
の
向
上
で
あ
る
。
昭
和
三
年
に
入
る
と
労
働
者
四
〇
〇
人
以
上
が
退
職
し
、
七
月
に
は
機
械
課
を
新
居
浜

製
作
所
、
製
銅
販
売
店
を
大
阪
支
店
と
す
る
等

の
組
織
の
簡
素
化
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
八
月
に
は
職
員
七
〇
人
が
整
理
さ
れ
た
。　
一
方
で
別

子
鉱
山
産
出
鉱
石
を
原
料
と
す
る
電
気
銅
の
生
産
は
、
鷲
尾
の
予
言
通
り
昭
和
三
年

の
一
万
三

一
六
二
ト
ン
を
ピ
ー
ク
と
し
て
次
第
に
減
少

す
る
が
、
国
内
の
他
社
産
出
の
粗
銅
を
原
料
と
し
て
受
託
生
産
さ
れ
た
電
気
銅
や
、
国
内
他
鉱
山
か
ら
の
買
鉱
や
輸
入
故
滓
等
に
よ
る
電
気

銅
の
生
産
が
増
加
し
（第
３２
表
註
）
、
昭
和
四
年
に
は
生
産
の
ピ
ー
ク
と
銅
価
の
上
昇
が
重
な

っ
て
二

一
八
万
円
の
純
益
を
計
上
す
る
こ
と
が



で
き
た
。
し
か
し
同
年
末
か
ら
の
大
不
況
に
伴
う
銅
需
要
の
減
退
や
銅
価

の
下
落
で
生
産
過
剰
が
表
面
化
し
、
産
銅
カ
ル
テ
ル

「水
曜
会
」

へ
の
加
盟
を
巡
り
合
資
会
社
幹
部
と
鷲
尾
と
の
見
解
の
相
違
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
。

鷲
尾
の
打
開
策
の
第
二
は
、
鉱
山
な
き
後
も
新
し
い
事
業
の
展
開
に
よ
つ
て
新
居
浜

の
繁
栄
を
維
持
す
る
た
め
の
都
市
計
画
の
策
定
で
あ

っ
た
。
土
木
が
飯
よ
り
も
好
き
と
自
負
す
る
鷲
尾
は
、
昭
和
四
年
二
月
か
ら
肥
料
製
造
所

の
地
先

に
窒
素
工
場
用
地
と
し
て
八
万
坪
（工
費

工舎
一万
円
）
の
埋
立
を
開
始
し
た
が
、
六
月
に
は
さ
ら
に
四
七
万
坪
の
埋
立
と
防
波
堤

・
護
岸
壁
の
築
造
を
含
む
新
居
浜
築
港
計
画
（総
工
費

一

〇
〇
〇
万
円
）
を
出
願
し
、
昭
和
五
年
九
月
愛
媛
県
の
認
可
を
得
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
昭
和
五
年
二
月
に
は
新
居
浜
の
中
心
地
の
県
道
を
拡
幅

し
、
昭
和
通
り
二

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
建
設
に
着
工
し
た
。
工
費
六
万
三
〇
〇
〇
円
の
中
、
鍍
山
会
社
の
負
担
分
二
万
三
〇
〇
〇
円
は
鷲
尾

が
作
務
と
称
す
る
休
日
の
勤
労
奉
仕
に
よ
り
星
越
山
を
切
り
と
り
そ
の
山
土
を
道
路
建
設
に
利
用
す
る
こ
と
で
賄
わ
れ
た
。
鷲
尾
は
当
初
こ

の
道
路
の
幅
員
を
八
間
２

四
・
四
メ
ー
ト
ル
）
で
計
画
し
、
愛
媛
県
と
合
資
会
社
本
社
か
ら
広
す
ぎ
る
と
反
対
さ
れ
や
む
な
く
六
間
２

０

・
八

メ
ー
ト
ル
）
に
縮
小
し
た
経
緯
が
あ

っ
た
。
本
社
と
し
て
は
、
本
来
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
べ
き
公
共
事
業
に
、
私
企
業
た
る
住

友
が
ど
こ
ま
で
コ
ミ
ッ
ト
す
べ
き
か
を
問
題
と
し
て
い
た
が
、
同
時
に
昭
和
五
年
八
月
湯
川
寛
吉

の
後
を
受
け
て
総
理
事

に
就
任
し
た
小
倉

正
恒
は
元
来
天
然
資
源
の
開
発
こ
そ
が
国
益
に
叶
う
と
い
う
信
念
を
抱
い
て
お
り
、
後

に
述

べ
る
よ
う
に
別
子
の
閉
山
に
伴
う
対
策
を
あ
く

ま
で
別
子
に
代
わ
る
鉱
山
の
開
発
と
い
う
視
点
で
検
討
し
て
い
た
の
で
、
限
ら
れ
た
資
金

の
投
入
に
つ
い
て
、
次
第
に
鷲
尾
と
の
溝
を
深
め

て
い
つ
た
。

２
　
産
銅
カ
ル
テ
ル

「水
曜
会
」
加
盟
問
題

住
友
合
資
は
、
大
正
十
年
六
月
産
銅
業
者
の
カ
ル
テ
ル
水
曜
会
結
成
の
際
、
そ
の
前
身
で
あ

っ
た
日
本
産
銅
組
合
か
ら
脱
退
し
た
こ
と
は

既
に
述
べ
た
つ
住
友
合
資
会
社
（上
ど

註
（２‐
）参
昭
じ
。
住
友
で
は
電
線

・
伸
銅
の
自
家
消
費
で
は
と
ん
ど
別
子
の
販
売
余
力
が
な
か
っ
た
の
で
、

カ
ル
テ
ル
加
盟
の
積
極
的
な
理
由
に
乏
し
か
つ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
後
前
述
の
通
り
昭
和
三
年
か
ら
別
子
の
電
気
銅
生
産
が
拡
大
し
、

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
四
五



第 33表 伸銅所及び電線製造所の別子産銅購入量の推移
(単位:ト ン)

年
伸銅所・伸銅鋼管 造

銅購入量 B 内別子銅 C C/B 銅購入量 b 7]方 J「ヨ・lc b

明治42

43

44

45

大正 2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

所召禾日2

3

4

5

1,585

1,729

2,687

3,989

3,340

3,165

3,972

NA

NA

NA
NA

7,360

5,525

4,970

5,013

5,496

5,215

5,101

4,892

4,374

4,468

(4,563)

6,072
(6.212)

1,158

1 ,261

I ,648

2,775

2,560

2,602

3,739

N.A.
N.A.
N.A.
N.A.
4,4tl
N.A.
N.A.
4,316

4,829

4,124

3,828
* 

B, 860

3, 378

2,979
(3,2BB)

5,407
(5,557)

%
73 1

72 9

61 3

70 4

76 6

82 2

94 1

59 9

321

968

977

1,109

1,260

1,553

3,235

4,047

4,474

5,104

7,107

10,231

12,314

9,862

11,469

12,441

13,769

14,626

12,258

12.756

(321)

(968)

0

0

20

21

135

0

1,315

1,421

5,714

6,379

6,395

5,163

5,830

5,866

5,249

5,033

6,488

11.389

%

16

14
42

29 4

27 8

80 4

62 3

51 9

52 4

50 8

47 2

38 1

34 4

52 9

89 3

第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

註 :伸銅所 伸all鋼 管括弧内は別子輸入銅屑を含む。 *は 推定。

電線製造所括弧内は住友伸銅場か らの購入分。

出典 :住友伸銅所 仲銅鋼管及び住友電線製造所各「実際報告書 J。

一ハ
ｍロ
エハ



他
方
不
況
の
た
め
電
線

・
伸
銅
の
需
要
が
減
退
す
る
と
別
子
の
市
中
販
売
が
増
加
し
て
き
た
（第
３２
及
び
３３
表
）。
ま
た
昭
和
二
年
六
月
電
線

業
者
五
社
（古
河
電
気
工
業
、
日
本
電
線
、
藤
倉
電
線
、
日
立
製
作
所
と
住
友
電
線
）
は
不
況
対
策
と
し
て
裸
銅
線
に
つ
い
て
販
売
協
定
を
結
び
、
さ

ら
に
十
月
古
河
、
藤
倉
、
日
立
、
住
友
の
四
社
は
電
気
銅
共
同
購
買
会
を
組
織
し
、
水
曜
会
と
の
間
に
電
気
銅
の
需
給
に
関
し
協
定
を
結
び
、

覚
書
を
交
換
す
る
事
態
に
発
展
す
る
と
０
一四
木
会
と
称
す
る
）
、
住
友
の
水
曜
会
加
入
が
強
く
望
ま
れ
る
情
勢
と
な

っ
て
き
た
。

水
曜
会
の
記
録
に
よ
る
と
、
最
初
に
水
曜
会
の
席
上
で
住
友

の
加
入
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
三
年
十
月
の
こ
と
で
あ

つ
た
と
い

う
。
そ
れ
か
ら
昭
和
六
年

一
月
の
加
入
の
実
現
ま
で
の
交
渉
の
経
緯
を
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
交
渉
が
長
期
化
し
た
の
は
、
別
子
が
そ

れ
ま
で
自
家
消
費
の

「全
部

二
就
テ
供
給
義
務
ヲ
負

ハ
ス
」
、
残
余
を

「自
家
消
費

二
向
ク
ル
コ
ト
モ
外
部
売
ト
ス
ル
コ
ト
モ
自
由
」

で
あ

っ
た
点
を
認
め
て
も
ら
い
た
い
と
譲
ら
な
か
つ
た
こ
と
に
あ

つ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
別
子
は
販
売
店
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
自
家
消
費

（
８０
）

の
値
引
き
分
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
も
外
部
売
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
条
件
は
到
底
水
曜
会

の
容
認
で

き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

昭
和
四
年
三
月
水
曜
会
は
と
り
あ
え
ず
住
友
が
水
曜
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
を
認
め
た
が
、
そ
の
後
水
曜
会
と
住
友

と
の
交
渉
上
特
に
問
題
と
な

っ
た
の
は
次
の
三
点
で
あ

っ
た
。

そ
の
第

一
は
、
昭
和
四
年
六
月
住
友
側
の
記
録
に
は
な
い
が
、
藤
倉
電
線
か
ら

「住
友
ヨ
リ
藤
倉
社

へ
銅
販
売
ノ
交
渉
ア
リ
タ
ル
ニ
就
テ

ハ
買
入
テ
差
支
ナ
キ
ヤ
」

と
の
打
診
が
東
京
水
曜
会
に
あ

つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
住
友
別
子
大
阪
支
店
長
小
山
九

一
（Ｍ
４０
東
京
高
商
、

東
京
販
売
店
支
配
人

・
伸
銅
所
副
支
配
人

・
製
銅
販
売
店
支
配
人
、
の
ち
扶
桑
海
上
火
災
保
険
専
務
）
の
説
明
で
は
、
住
友
産
銅
の
昭
和
四
年
上
半
期

実
績
月

一
四
五
〇
ト
ン
の
う
ち
住
友
伸
銅
と
住
友
電
線

へ
の
引
渡
量

一
〇
〇
〇
ト
ン
の
残
四
五
〇
ト
ン
に
つ
い
て
（第
３４
、

３５
及
び
３６
表
）
、

「浮
遊
（註
、
特
定
の
売
先
に
紐
付
き
さ
れ
て
な
い
）銅
問
題
等
ノ
コ
ト
モ
ア
ル
故
自
社
卜
密
接
ナ
ル
関
係
ア
ル
方
面
即
チ
藤
倉

ヘ
ナ
ド
モ
若
シ

種
々
ノ
関
係
ガ
円
満

二
行
ク
様
ナ
レ
バ
幾
部
分
遣
り
度
キ
考

ヘ
ナ
ル
モ
強
ヒ
テ
ト
云
フ
ニ
モ
ア
ラ
ズ
」
と
い
う
程
度

の
も
の
で
あ

つ
た
と
い

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
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八

う
が
、
住
友

の
水
曜
会
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
の
機
を
と
ら
え
て
、
藤
倉
に
対
し
昭
和
二
年
十
月
二
四
木
会

の
成
立
以
後
中
断
し
て
い
た
電
気

銅
の
売
り
込
み
を
図

っ
た
の
は
、
東
京
販
売
店
支
配
人
矢
島
富
造
（Ｍ
４０
東
京
高
商
、
電
線
経
理
部
長
）
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
矢
島
は
、

電
線
経
理
部
長
で
あ

っ
た
大
正
七
年
、
東
京
分
工
場
設
置
を
計
画
し
、
藤
倉
か
ら
計
画
の
中
止
と
交
換
に
そ
の
株
式
三
〇
％
を
住
友
が
取
得

し
た
際
の
立
役
者
で
あ
り
∩
住
友
総
本
店
（下
ど

の

「七
　
株
式
会
社
住
友
電
線
製
造
所
の
設
立
と
日
本
電
気
株
式
会
社
と
の
提
携
」
参
照
）
、
昭
和
三

年
末
か
ら
は
藤
倉

の
監
査
役
を
兼
ね
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
矢
島
は
、
小
山
と
異
な
り
有
力
な
住
友
系
企
業
の
な
い
東
京
で
藤
倉
に
対
し
四

五
〇
ト
ン
の
中
の
相
当
量
を
売
り
込
ん
で
、
あ
わ
よ
く
ば
藤
倉
を
東
京
に
お
け
る
住
友
電
線
の
よ
う
な
形
に
も

つ
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。　
こ
れ
に
対
し
小
山
に
よ
る
と
、
住
友
電
線
は

「自
社
ノ
利
益

二
於
テ
全
部
ヲ
住
友
（註
、
別
子
Ｙ
一仰
グ
積
リ
ナ
ク
矢
張
り
水
曜

会
ヨ
リ
相
応
ノ
買
付
ヲ
継
続
ス
ル
方
針
ナ
ル
コ
ト
、
同

一
意
味

二
於

テ
藤
倉

二
住
友
（註
、
別
子
）
ガ
（註
、
全
部
を
）供
給
ス
ル
ヲ
不
可
卜
極

言
」
し
て
い
た
と
い
う
。
即
ち
住
友
電
線
あ
る
い
は
藤
倉
電
線
に
と
つ
て
原
料
ソ
ー
ス
の
多
角
化
は
購
買
政
策
上
不
可
欠
で
あ
り
、　
一
方
別

子
と
し
て
も
全
量
紐
付
け
で
は
利
益
を
あ
げ
る
妙
味
が
失
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
両
者
の
利
害
は

一
致
し
、
ま
た
水
曜
会
と
し
て
も
藤
倉

に

別
子
の
紐
付
き
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
別
子
の
市
中
売
り
を
防
止
で
き
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
藤
倉

の
別
子
銅
月

一
〇
〇
ト
ン
購
入
を
認

め
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（第
３７
表
）
。

さ
ら
に
そ
の
後
こ
の
量
は
、
昭
和
五
年
二
月
住
友

の
加
入
交
渉
と
絡
ん
で
、
月
二
〇
〇

(単位 :千 円)

15 年 昭和 2年

4,667

3,100

353

153

812

115

3,723

2,941

675

241

620

304

11.065 10,032

11,576 10,786



第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

第34表 別子銅(KS銅 ・電気銅)大口受注先

ルー ト 社  名 大正 10年 H 年 12  ■F 13  ■F 14 年

業

所

製 直

π

電線製造所

伸銅所・伸銅鋼管

川崎造船所

山中商店

鈴木商店

三井物産

真島商店

森川商店

浅野製鋼所

柳原商店

佐渡島商店

三菱商事

荘保商店

神戸製鋼所

大阪電気分銅

舞鶴要港部

山中製錬所

2,997

2,947

249

536

377

4,281

3.560

172

477

597

247

4,166

3,471

430

277

124

206

170

4,457

3,759

455

174

4,438

3,655

242

126

555

278

132

一呆

一思

陸軍造兵廠東京工廠

藤倉電線

店

横

須

賀

横須賀海軍工廠

Ｅ
（

呉海軍工廠

広海軍工廠

368 402

上

海

江西財政庁

唐晋記号

239

119

天

津

奉天軍機処

/1ヽ 言十 A 7,464 9,731 9,443 10,326 11,408

注文受高計 B 8.642 10.485 10.352 10.807 12,504

A//B  %

出典 :製銅販売店実際報告書か ら作成。

六
四
九



藤  田 三  菱 日 鉱 古  河 計 住 友 総 計

昭和 2年度

月平均

比率%

8,627

719

13 20

10,453

871

15 99

15,842

1,320

24 23

15,682

1,307

24 00

50,604

4,217

77 42

14,767

1,230

22 58

65,371

5,447

100

昭和 3年度

月平均

比率%

8,951

746

12 97

11,071

923

16 04

17,136

1,428

24 82

15,662

1,305

22 68

52,820

4,401

76 51

16,206

1,351

23 49

69,026

5,752

100

昭和 4年度 I

I

Ⅲ

Ⅳ

計

月平均

比率 %

2,214

2,421

2,261

2,308

9,204

767

12 19

2,580

2,954

2,805

2,653

10,992

916

14 55

4,504

5,332

5,244

5,748

20,828

1,736

27 58

3,998

3,991

3,762

3,899

15,650

1,304

20 72

13,296

14,698

14,072

14,608

56,674

4,723

75 04

4,002

4,595

5,260

4,998

18,855

1,571

24 96

17,298

19,293

19,332

19,606

75,529

6,294

100

昭和 5年度 I

I

Ⅲ

10月

言十

月平均

比率%

2,303

2,517

2,484

819

8,123

812

12 50

2,858

3,076

3,029

1,184

10,147

1,015

15 62

5,095

5,669

5,737

2,117

18,618

1,862

28 65

4,195

3,983

4,098

1,449

13,725

1,372

2111

14,451

15,245

15,348

5,569

50,613

5,061

77 88

4,209

4,342

4,614

1,208

14,373

1,437

22 12

18,660

19,587

19,962

6,777

64,986

6,498

100

(単位 :ト ン)
第 35表 各社別産銅量表

第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

註 :住友は水曜会に対 し、上記実績の うち昭和 4年 H月 1,636ト ン、12月 1,576ト ンを1,570ト ン、1,446ト ン

とそれぞれ66ト ン、130ト ン合計 196ト ン少なく報告した。

出典 :住友別子鍍山株式会社大阪支店「水曜会加入二当 り其ノ緯経経過記録並二住友社関係数字種々J、 な

お原数字は月次である。

六
五
〇

ト
ン
に
倍
増
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

問
題
の
第
二
は
、
同
じ
く
昭
和
四
年
六

月
、
水
曜
会
で
市
況
悪
化
の

一
因
と
し
て

中
国
銅
滓
の
輸
入
増
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

こ
れ
に
住
友
が
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
の
疑
念
が
生
じ
、
こ
の
中
止
が
申

し
入
れ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
水
曜
会
に
よ
る
と
別
子
は
既
に
四
月

に
買
約
を
中
止

し
、
将
来

は
と
も

か
く

「
只
今
ノ
処
買
入
ヲ
為
サ
ザ
ル
コ
ト
ハ
明

（
８２
）

言
致
シ
得
ル
」
と
回
答
し
た
（第
３２
表
註
）。

ま
た
合
資
会
社
で
も

「大
屋
氏
（註
、
敦
本

社
経
理
部
長
）
ヨ
リ
モ
本
社
ノ
関
知
セ
ザ
リ

シ
間

二
多
額
ノ
輸
入
ア
リ
シ
ヨ
ト
ハ
甚
ダ

遺
憾
ナ
リ
シ
ト
ノ
話
シ
モ
ア
リ
」
、
「
且
又

小
倉
理
事

二
於
テ
モ
輸
入
ノ
コ
ト
ハ
遺
憾

ナ
リ
シ
モ
知
ラ
ヌ
間

二
多
額

二
及
ビ
シ
ヨ

ト
ヲ
後

二
至
リ
テ
承
知
セ
リ
ト
テ
遺
憾
表



第 36表 各社別自家消費量及び滞銅量表
(単位 :ト ン)

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

藤  田 三  菱 日 鉱 古  河 計 住 友 総 計

自家消費量

昭和 3年度

月平均

比率 %
昭和 4年度

月平均

比率%
昭和 5年度

月平均

比率%

1,619

135

3 52

1,387

116

3 44

1,360

136

4 63

4,014

335

8 75

3,627

302

8 97

2,894

289

9 84

5,912

492

12 85

4,859

405

12 02

3,161

316

10 76

25,632

2,136

55 78

20,601

1,717

50 98

10,346

1,035

35 24

37,177

3,098

80 90

30,474

2,540

75 41

17,761

1,766

60 47

8,770

731

19 10

9,944

828

24 59

11,610

1,161

39 53

45,947

3,829

100

40,418

3,368

100

29,371

2,937

100

滞 銅 量

昭和 3年度

月平均

比率%
昭和 4年度

月平均

比率%
昭和 5年度

月平均

比率%

6,804

567

19 28

20,894

1,741

20 27

17,164

1,717

21 39

12,547

1,045

35 52

21,299

1,775

20 67

16,261

1,626

20 25

12,317

1,026

34 87

51,607

4,300

50 07

38,962

3,897

48 54

3,652

304

10 33

4,650

388

4 52

3,143

313

3 90

35,320

2,942

100

98,450

8,204

95 53

75,530

7,553

94 08

NA

4,610

384

4 47

4,756

475

5 92

103,060

8,588

100

80,286

8,028

100

註 :昭和 5年度は 1～ 10月 。

昭和 5年度住友は L記 自家消費量 の他に、水曜会か ら1,152ト ンを購 入 した。

出典 :第 35表 に同 じ.

明
ノ
意
味

ニ
テ
談
サ
レ
タ
ル
コ
ト
ア
リ
」

と
い
う
状
況
で
あ

っ
た
。

し
か
る
に
昭
和
五
年
七
月
、
日
刊
工
業

新
聞
紙
上
に
、
住
友
別
子
が
今
治
港
経
由

で
中
国
銅
滓
を
輸
入
し
て
い
る
こ
と
が
報

道
さ
れ
、
水
曜
会
は
こ
れ
が
前
年

の
公
約

違
反
で
あ
り
、
且

つ
水
曜
会
が
中
国
銅
津

の
輸
入
防
過
の
た
め
税
関
当
局
に
働
き
か

け
、
神
戸

。
大
阪
等
で
は
原
銅
扱

い
と
し

て
関
税
を
賦
課
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の

に
対
し
、
住
友
別
子
が
い
ま
だ
に
無
税
の

今
治
港
を
利
用
し
て
輸
入
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
、
水
曜
会
は
大
い
に
態
度
を
硬

化
さ
せ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
住
友
別
子

大
阪
支
店
長
飯
田
弥
五
郎
（Ｍ
４５
東
京
高
商

・
専
、
別
子
経
理
課
長
か
ら
昭
和
五
年
二
月
小

山
九

一
の
扶
桑
海
上
転
出
に
伴
い
就
任
、
の
ち

住
友
鍍
業
専
務

・
社
長
）
は

「自
分
ト
シ
テ

六
五

一



(単位 :千 円)
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六
五
二

ハ
合
資
会
社
方
面

二
其
様
ナ
話
シ
ノ
ア
リ
シ
ョ
ト

ハ
全
然
知
ラ
」
ず

「別
子
ト
シ
テ
モ
千
五
百
噸
前
後
迄
ノ
産
出
ヲ
継
続
ス
ル
為
メ
ニ
品
繰

上
ノ
輸
入
ヲ
セ
シ
迄
」
と
答
弁
し
て
い
た
が
、
十
月
十
三
日
本
社
経
理

部
長
大
屋
敦
か
ら
鍍
山
大
阪
支
店
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
指
示
が
あ
り

別
子
の
中
国
銅
滓
輸
入
は
厳
禁
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

過
般
鷲
尾
専
務
御
上
阪
ノ
醐
、
支
那
銅
ノ
事

二
付
総
理
事
並

二
自

分
等

二
御
話
ア
リ
タ
ル
カ
、
其
御
話

二
支
那
銅

ハ
別
子
製
錬
上
絶

対
的

二
必
要
ナ
ル
モ
ノ
ニ
モ
無
之
、
又
銅
価
ノ
現
状

ニ
テ
ハ
漸
減
ノ
傾
向

ニ
ア
リ
、
今
後
ノ
買
入
量
モ
別

二
大
シ
タ
数
量
デ
モ
ナ
シ
ト

ノ
御
話
デ
モ
ア
ッ
タ
ノ
テ
、
其
後
総
理
事
ヨ
リ
経
理
部
長

二
上
京
方
命
有
之
其
時
、
総
理
事
ヨ
リ
三
菱

ハ
支
那
銅
ノ
事
デ
気
ヲ
揉
ン
テ

居
ル
折
柄
、
別
子
テ
モ
絶
対
必
要
ノ
モ
ノ
テ
モ
ナ
ク
、
其
購
入
量
モ
大
シ
タ
モ
ノ
テ
モ
ナ
ク
、
而
モ
漸
減
ノ
傾
向
ア
ル
モ
ノ
テ
ア
ル
ナ

ラ
、
購
入
ヲ
見
合

ハ
ス
ト
話
シ
テ
安
心
サ
セ
タ
方
ガ
宜
敷
カ
ラ
ン
ト
ノ
御
話
有
之
。
其
旨

ヲ
体
シ
テ
過
日
上
京
ノ
ト
キ
経
理
部
長

ハ
三

菱
三
谷
常
務
ヲ
往
訪
ノ
上
、
住
友

ハ
支
那
銅
ノ
購
入
ヲ
見
合

ハ
ス
旨

ヲ
申
入
タ
ル
処
、
三
谷
氏

ハ
ソ
レ
デ
ハ
住
友

ハ
銅
ノ
現
状
ガ
続
ク

限
リ
ニ
於
テ
購
入
ヲ
見
合

ハ
ス
ヤ
ト
念

ヲ
押
シ
タ
ル
カ
故

二
然
リ
ト
答

へ
置
キ
タ
リ
。

右

ハ
水
曜
会

二
対
シ
テ
ニ
ア
ラ
ズ
、
三
菱

二
対
シ
テ
申
入
レ
タ
ル
次
第
ナ
リ
。
就
テ
ハ
此
事

ハ
合
資
会
社
ヨ
リ
専
務

二
通
知
シ
、
専
務

ヨ
リ
大
阪
支
店

二
通
牒
ア
ル
ヘ
キ
筈
ナ
ル
カ
、
当
務
者
ト
シ
テ
ノ
大
阪
支
店

二
不
取
敢
知
ラ
シ
テ
置
ク
カ
ラ
左
様
御
承
知
ア
リ
度
シ
。

従
ツ
テ
従
来
契
約
中
ノ
モ
ノ
ハ
兎
モ
角
新
規
商
談

ハ
之
ヲ
見
合

ハ
ス
ベ
シ
。
以
上

（
８３
）

問
題
の
第
三
は
、
住
友
電
線
の
輸
出
商
談
で
発
生
し
た
。
昭
和
五
年
九
月
、
水
曜
会
は
英
国
ブ
リ
テ
ィ
シ
ユ
・
メ
タ
ル
社
向
け
に
、
古
河

電
工
経
由
ワ
イ
ヤ
ロ
ッ
ド

一
五
〇
〇
ト
ン
と
三
菱
商
事
経
由
バ
ー
六
〇
〇
ト
ン
、
カ
ソ
ー
ド

一
八
〇
〇
ト
ン
の
輸
出
を
承
認
し
た
。
し
か
し

第 37表 東京販売店の対
藤倉電線受注高

註 :製鋼販売店は昭和 3年 7月 住友

別子 鍍 山株式 会社 大阪支店 と

なった。 上記金額が必ず しもす
べて別子銅 とはいえないが、東

京販売店の別子製品llR扱 高か ら

金 銀を除いた数字 と上記金額

が ほぼ―一致す ることか ら、 `ま と

んど別子銅と推定 される。



住
友
電
線

の
技
術
導
入
先
英
国
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

・
テ
レ
フ
オ
ン

・
ア
ン
ド

・
ケ
ー
ブ
ル
社
向
け
の
ワ
イ
ヤ
ロ
ッ
ド

一
二
〇
〇
ト
ン
に
つ
い
て

は
、
十
月

一
日

「別
子
社

二
対
ス
ル
根
本
協
調
ノ
回
答
卜
切
離
シ
テ
ハ
決
シ
難
キ
故
」
と
回
答
を
保
留
し
、
商
談
の
進
行
を
認
め
な
か
っ
た
。

水
曜
会
に
よ
れ
ば
、
こ
の
た
め
住
友
電
線
は
住
友
合
資
理
事
会
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
別
子
と
水
曜
会

の
妥
協
点
を
見
い
だ
す
よ
う
進
言

せ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
。

住
電
社
ト
シ
テ
ハ
同
社
ノ
立
場
ヨ
リ
別
子
ノ
対
水
曜
会
主
張
ガ
穏
当
ナ
ラ
ズ
ト
云
フ
意
見

二
一
致
シ
、
七
日
ノ
本
店
理
事
会

へ
種
々
進

言
シ
（輸
出
問
題

二
付
別
子
ノ
自
家
消
費

一
〇
〇
％
主
張
、
水
曜
会
ノ
生
産
比

一
律
主
張
何
レ
モ
当
ヲ
得
ズ
。

自
家
消
費
ヲ
五
〇
％
位

卜
見
テ

一
二
〇
〇
屯
生
産
ノ
場
合

二
於
テ
モ
半
額
ノ
六
〇
〇
屯

ニ
ツ
キ
テ
ハ
或
ル
程
度
ノ
引
受

ヲ
為
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ト
主
張
シ
居
レ

リ
。
若
シ
此
主
張
ガ
通
ラ
ザ
ル
場
合

ハ
住
電
輸
出
量

ハ
別
子
二
於
テ
賄

フ
様
申
出
デ
居
レ
リ
。
右
二
点
聞
入
レ
ラ
レ
ザ
ル
場
合

ハ
住
電

ト
シ
テ
ノ
自
衛
権
―
其
意
味

ハ
判
明
セ
ザ
ル
モ
別
子
ト
ハ
別
個
ノ
行
動
ヲ
ト
ル
意
味
ナ
ラ
ン
ー
ヲ
主
張
ス
ル
筈
ナ
リ
）
居
レ
ル
関
係
モ

ア
ル
故
、
対
別
子
ノ
回
答

ニ
ツ
キ
テ
ハ
諾
否
ノ
外
、
別

二
対
案

ニ
テ
モ
差
出
サ
レ
テ
ハ
如
何
、
兎
角
充
分
慎
重

二
姑
ク
経
過
ヲ
見
送
ラ

レ
タ
ル
上
ノ
回
答
ト
セ
ラ
レ
テ
ハ
如
何
。

十

一
月
十
三
日
つ
い
に
水
曜
会
は
別
子
に
対
し
、
「今
後
住
友
ノ
輸
出
原
料
銅

ハ
住
友

ニ
テ
賄

ハ
レ
度
シ
」

と
の
通
告
を
行

っ
た
。　
こ
れ

は
別
子
が
自
家
消
費
向
け
も
不
足
す
る
ほ
ど
販
売
余
力
を
落
と
し
て
い
た
の
を
み
て
、
住
友
電
線

の
輸
出
に
つ
い
て
水
曜
会
が
原
料
供
給
を

拒
絶
し
て
、
別
子
が
単
独
で
引
き
受
け
ざ
る
を
得
な
く
し
よ
う
と
す
る
水
曜
会

の
戦
略
で
あ

っ
た
。

住
友
電
線
は
、
十

一
月
十
五
日
改
め
て
次

の
よ
う
な
水
曜
会

の
決
定
を
確
認
し
、
住
友
と
し
て
の
態
度
決
定
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
。

一
、
電
線
所
要
ノ
輸
出
用
原
料
銅

ハ
別
子

ニ
テ
不
足
ス
ル
場
合

ニ
モ
水
曜
会

ニ
テ
ハ
供
給
ス
ル
意
志
ナ
キ
事
。

二
、　
一
ノ
結
果
電
線

ハ
二
四
木
会
ト
シ
テ
差
別
待
遇
ヲ
受
ケ
ル
事
。

三
、
従

ツ
テ
電
線

ハ
二
四
木
会
員
ト
シ
テ
ノ
進
退
ヲ
考
慮
ス
ル
事
ト
ナ
ル
ベ
キ
モ
、
此
点
水
曜
会

ニ
テ
相
当
考
慮
ノ
上
前
記
ノ
態
度
ヲ
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エハ
五
三



第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
五
四

取
ル
ニ
決
セ
ル
事
。

と
こ
ろ
が
同
日
、
不
況
対
策
と
し
て
三
万
ト
ン
余

の
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
を
行

っ
た
水
曜
会
に
対
し
、
米
国
銅
輸
出
業
者
組
合
か
ら
三
菱
商

（
８４
）

事
紐
育
支
店
を
通
じ
、
国
際
減
産
協
定

へ
の
参
加
要
請
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
事
態
は
解
決
の
方
向

へ
向
か
っ
た
。

十
九
日
水
曜
会
幹
事
が
こ
の
電
信
写
（資
料
１３
）
を
住
友
別
子
大
阪
支
店

へ
持
参
し
て
対
米
交
渉

の
開
始
を
告
げ
、
そ
の
後
水
曜
会
は
減
産

協
定
に
は
住
友
の
参
加
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
そ
の
参
加
を
求
め
、
別
子
も
ま
た
減
産
実
行
を
む
し
ろ
歓
迎
す
る
意
向
を
示
し
、
そ
の
具

体
案
を
求
め
た
。
協
定
量
は
昭
和
三
年
と
昭
和
五
年

一
―
十
月
の
各
月
平
均
生
産
量
を
基
礎
数
字
と
し
、
こ
の
両
者

の
平
均
値
を
基
準
に
対

米
交
渉
回
答
と
し
て
予
定
し
た
四
社
合
計
生
産
量
四
八
〇
〇
ト
ン
に
合
わ
せ
て
修
正
し
、
同

一
基
準
で
住
友

の
数
値
を
算
出
す
る
こ
と
で
決

定
さ
れ
た
。
第
３５
及
び
３６
表
は
こ
の
減
産
案
作
成
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
み
ら
れ
る
。
か
く
し
て
十
二
月
十
七
日
減
産
協
定
が
ま
と
ま
り
、

藤
田
月
産
七
九
〇
ト
ン
２

一
丁

七
％
）
、
三
菱

一
〇
五
〇
ト
ン
２

六

・
九
％
）
、
日
鉱

一
六
四
〇
ト
ン
公
一六

・
四
％
）、
古
河

一
三
二
〇
ト
ン

０
三

・
二
％
）
そ
し
て
住
友

一
四

一
四
ト
ン
全
二
丁

八
％
）計
六
二

一
四
ト
ン
と
定
め
ら
れ
た
。
協
定
成
立
を
受
け
て
十
二
月
十
九
日
住
友
合

資
常
務
理
事
川
田
順
、
住
友
別
子
銭
山
専
務
（昭
和
五
年
二
月
専
務
制
採
用
に
よ
る
）鷲
尾
勘
解
治
、
東
京
販
売
店
支
配
人
矢
島
富
造
の
三
人
は
、

三
菱
鉱
業
会
長
三
谷

一
二
を
訪
問
し
、
水
曜
会
入
会
に
つ
き
斡
旋
を
依
頼
し
、
三
谷
の
仲
介
に
よ
り
、
昭
和
六
年

一
月
十
日
、
川
田
は
三
谷

に
対
し
正
式
に
入
会
を
申
し
出
て
住
友
別
子
鍍
山
は
水
曜
会
の
正
式
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
水
曜
会
は

一
月
か
ら
五
社
に
よ
る
生
産

・
販
売
カ

ル
テ
ル
と
し
て
市
場
統
制
に
臨
む
こ
と
と
な

っ
た
。

３
　
鷲
尾
専
務
退
任
後
の
別
子

カ
ル
テ
ル
参
加
に
つ
い
て
、
昭
和
六
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
主
管
者
協
議
会
に
お
い
て
総
理
事
小
倉
正
恒
は
次

の
よ
う
に
述
べ
た
。

金
削
略
）従
来
住
友

ハ
外
部
ヨ
リ
孤
立
シ
テ
居
ル
ト
云

ハ
レ
ル
。
又
事
実

二
於
テ
モ
肥
料
、
銅
、
石
炭
等

二
於
テ
モ
協
定

二
入
ラ
ナ
カ
ツ

タ
ガ
、
住
友

ハ
主
義
ト
シ
テ
協
調
シ
ナ
イ
方
針
ヲ
採

ツ
テ
居
ル
ノ
デ
ハ
ナ
イ
。
互
譲
協
調

ハ
大

二
宜
シ
イ
。
ガ
併
シ
住
友
ガ
此
等
ノ
モ
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第 38表 別子鉱業所 。住友別子鍍山の設備投資推移
(単位 :千 円、千円未満切 り捨て)

年
固定財産

増減

起業支出
増減

合 言|

固定財産原価差損
・起業費減損

償 却 再  計

明治 42

43

44

45

大正 2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

所目禾日 2

3

4

5

△64

△9

△322

572

△242

△359

△349

△170

△53

△311

△94

108

1,833

△710

1,262

392

△450

△638

1,399

△508

1,268

△358

69

△141

705

△606

149

448

506

33

203

162

313

649

△1,452

1,263

△744

1,167

506

312

△1,938

△25

△93

736

5

△150

382

△34

△93

89

156

△136

149

△149

219

758

380

553

517

1,559

55

△325

△539

△533

1,174

378

91

116

166

91

69

45

3

147

64

35

46

29

206

1

118

53

149

103

88

280

171

327

513

495

508

502

539

546

546

558

580

588

585

558

773

834

842

947

1,008

1,288

1,698

1,588

1,551

1,684

609

461

1,057

559

516

681

706

569

794

474

850

1,346

1,360

1,389

1,478

2,561

1,214

1,067

1,248

1,335

2,898

2,390

註 :「住友合資会社(上 )」 第21表 の別子の数字 と異同があるのは、第21表 の別子には製鋼販売店神戸出張所

が含まれるためである。

出典 :元帳残高表、損益表、別子鉱業ll実際報告書から作成
`,

ノ
ニ
入
ラ
ナ
カ
ツ
タ
ノ
ハ
理
由

ガ
ア
ル
。　
一
ツ
ハ
住
友
ノ
如
キ

発
達
過
程

ニ
ア
ル
モ
ノ
ハ
之
等

ノ
モ
ノ
ニ
入
ツ
テ
制
限
ヲ
受
ケ

度
ク
ナ
カ
ツ
タ
事
、
或

ハ
国
家

産
業
ノ
発
達
ヲ
阻
害
シ
又
農
民

ノ
利
益

ヲ
顧
ミ
ザ
ル
惧
レ
ガ
ア

ツ
タ
為
メ
デ
ア
ル
。
処
ガ
今
日

之
等
ノ
理
由

ハ
消
滅
致
シ
、
寧

口
協
調

ニ
ヨ
リ
諸
外
国
ノ
産
業

二
当
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
状
態

ニ
ナ
ツ
タ
カ
ラ
、
今
日
ハ
各
方

面
ト
モ
此
ノ
精
神
デ
進
ン
デ
イ

ル
。

し
か
し
こ
の
水
曜
会
入
会

の
席
上

当
事
者
た
る
住
友
別
子
鎖
山
専
務
鷲

尾
勘
解
治

の
姿
が
な
か
っ
た
。
「大

投
資

ヲ
必
要
ト
セ
ズ
」
と
い
わ
れ
た

六
五
五
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筈

の
別
子
の
設
備
投
資
は
鍍
山
会
社
と
な

っ
て
か
ら
も
巨
額
に
上

っ
て
い
た
（第
３８
表
）。
そ
れ
が
さ
ら
に
昭
和
五
年
九
月
鍍
山
会
社
は
愛
媛

県
か
ら
総
工
費

一
〇
〇
〇
万
円
に
及
ぶ
新
居
浜
築
港
計
画
の
認
可
を
受
け
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
従

っ
て
鷲
尾
は
そ
の
初
年
度
予
算
と
し

て
昭
和
六
年
度
の
会
計
見
積
書
に

一
〇
〇
―

一
三
〇
万
円
を
計
上
し
て
い
た
。　
一
方
加
州
銀
行
（本
店
石
川
県
金
沢
市
）頭
取
加
藤
晴
比
古
か
ら

「住
友
小
倉
氏

ハ
予
テ
（註
、
昭
和
二
年
）
ヨ
リ
尾
小
屋
銅
山
ノ
有
望
ナ
ル
ヲ
認
ム
ル
ト
共

二
、　
一
方
別
子
銅
山

ハ
漸
ク
老
境

二
入
レ
ル
ガ
如

（
８５
）

キ
モ
ノ
ア
リ
。
勢
ヒ
食
指
ノ
動
キ
ツ
ヽ
ア
ル
ハ
明
カ
ナ
所
」
と
評
さ
れ
た
総
理
事
小
倉
正
恒
は
、
昭
和
五
年
十
月
自
ら
の
郷
里
加
賀
藩

の
元

家
老
横
山
家
の
経
営
す
る
尾
小
屋
鉱
山
が
破
綻
し
た
の
を
機
に
、
債
権
者
加
州
銀
行
か
ら

一
一
〇
万
円
で
同
鉱
山
を
買
収
す
る
こ
と
と
な
り

年
末
ま
で
に
引
き
渡
し
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

年
末

の
合
資
会
社
理
事
会
で
は
別
子
を
皮
切
り
に
昭
和
六
年
度
の
会
計
見
積
書
の
審
議
が
開
始
さ
れ
た
が
、
未
曾
有

の
不
況
の
折
柄
別
子

の
新
居
浜
築
港
計
画
を
始
め
す
べ
て
の
新
規
起
業
支
出
が
延
期
さ
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
。
昭
和
六
年
四
月
か
ら
八
年
三
月
ま
で
庶
務
課
長

・

（
８６
）

経
理
部
次
長
と
し
て
別
子
に
赴
任
し
た
香
川
修

一
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
で

一
番
憤
慨
し
た
の
が
別
子
の
鷲
尾
さ
ん
な
ん
で
す
。
本
社
は
け
し
か
ら
ん
と
抗
議
を
申
し
込
ん
で
こ
ら
れ
て
、
ど
う
に
も
行
か

な
い
の
で
、
小
倉
さ
ん
の
名
案
で
、
（註
、
昭
和
六
年
二
月
）鷲
尾
さ
ん
を
本
社
の
常
務
理
事
（川
田
さ
ん
の
上
席
）
へ
昇
進
（註
、
鷲
尾
と
川

田
は
明
治
四
十
年
住
友
同
期
入
社
で
あ
る
）
さ
し
て
、
新
居
浜
を
離
れ
て
大
阪

へ
で
て
こ
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

鷲
尾
の
後
任
の
専
務
に
は
、
大
阪
北
港
常
務
田
島
房
太
郎
が
起
用
さ
れ
、
別
子
生
え
抜
き
の
竜
野
昌
之
（Ｍ
４２
東
大
工
・
採
鉱
冶
金
、
別
子
取

締
役
支
配
人
）
を
常
務
と
し
て
田
島
を
補
佐
さ
せ
た
。
し
か
し

田
島
さ
ん
は
縮
小
の
大
命
を
帯
び
て
ゆ
か
れ
た
わ
け
で
す
。
鷲
尾
さ
ん
は
住
友
は
別
子
に
随
分
お
世
話
に
な

っ
た
の
だ
か
ら
、
地
方
の

た
め
に
尽
く
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
主
張
し
て
お
ら
れ
た
の
を
、
起
業
支
出
が
駄
目
に
な

っ
て
し
ま
い
、
そ
う
い
う
事
業
も
出
来
な

く
な

っ
て
し
ま

っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
地
元
の
人
と
し
て
は
鷲
尾
さ
ん
が
居

っ
た
ら
や
つ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
、
そ
れ
が
新
し
い
所
長



（註
、
田
島
専
務
）
が
き
て
一
切
だ
め
だ
と
い
う
の
は
け
し
か
ら
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
の
で
反
対
運
動
が
起
こ
っ
た
。

そ
う
い
う
こ
と
で
鷲
尾
さ
ん
を
大
阪
に
置
い
て
お
く
の
も
困
る
と
い
う
の
で
、
翌
七
年
四
月
に
常
務
理
事
を
や
め
て
平
理
事
と
し
て
、

外
遊
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
（註
、
昭
和
八
年
十
月
帰
国
、
十
二
月
依
願
解
雇
）
、
田
島
さ
ん
も
喧
嘩
両
成
敗
で
た
っ
た

一
年
し
か
居
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
際
か
え
た
方
が
よ
い
と
い
う
の
で
、
（註
、
昭
和
七
年
六
月
）
田
島
さ
ん
も
別
子
を
辞
任
し
て
外
遊
す
る
こ
と
に
な

り
（註
、
昭
和
八
年
二
月
帰
国
後
大
阪
北
港
常
務
に
復
帰
）
、
鷲
尾
さ
ん
、
田
島
さ
ん
は
同
じ
時
期
に
、　
一
方
は
欧
州
か
ら
、　
一
方
は
米
国
か

ら
回

っ
て
外
遊
さ
れ
た
。

田
島
さ
ん
の
後
は
、　
三
村
（註
、
起

一
、
当
時
伸
銅
鋼
管
取
締
役
支
配
人
）
さ
ん
が
常
務
と
な
り
（註
、
昭
和
七
年
二
月
田
中
外
次

〈当
時
別
子
経

理
課
勤
務
、　
の
ち
井
華
銭
業
専
務

・
住
友
金
属
鉱
山
社
長
〉

に
よ
れ
ば
鷲
尾
さ
ん
の
あ
と
の
労
働
行
政
を
立
て
直
す
に
は
フ
オ
ー
ド
の
工
場
で
労
務
管

理
を
学
ん
だ
三
村
さ
ん
が
最
も
適
任
と
の
本
社
の
考
え
で
起
用
さ
れ
た
。
両
者
に
仕
え
た
田
中
は

「鷲
尾
さ
ん
に
よ
っ
て
労
働
問
題
を
取
り
扱
う
心
と

し
て
東
洋
的
な
精
神
を
教
え
ら
れ
た
。　
一
方
三
村
さ
ん
に
よ
つ
て
は
近
代
化
し
て
ゆ
く
企
業
の
中
で
労
働
者
を
統
率
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、　
ど
う
い
う

（
８７
）

具
体
的
な
政
策
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
と
そ
の
一
環
と
し
の

「安
全
運
動
」
を
教
え
ら
れ
た
」
と
い
う
）
、
（註
、
六
月
田
島
が
退
任
す
る

と
）
竜
野
さ
ん
を
専
務

に
昇
格
さ
せ
て
、
竜
野

・
三
村

の
形

で
別
子
を
運
行

し
て
い
く

こ
と
に
な

っ
た
。
鷲
尾
派
（註
、
鷲
尾
の
家
の
子
郎

党
と
み
ら
れ
る
連
中
は
鷲
尾
を
新
居
浜
に
呼
び
戻
そ
う
と
い
う
運
動
を
起
こ
し
て

「鷲
尾
の
残
党
」
と
称
さ
れ
て
い
た
）
の
問
題

は
三
村
さ
ん
も
随

分
苦
労
さ
れ
た
の
で
す
が
、
結
局

一
年
あ
と
に
な

つ
て
鷲
尾
派

と
目
さ
れ
る
人
々
を
動

か
し
そ
れ
で
や

つ
と
落
ち
着
き
出
し
た
。

（註
、

次
の
一
連
の
人
事
異
動
が
該
当
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
昭
和
七
年
九
月
堀
江
栄

一

〈別
子
採
鉱
部
次
長
〉
高
根
鉱
業
所
主
任
、
十
月
田
路
舜
哉

〈
Ｔ

９
東
大
法
、
肥
料
新
居
浜
工
場
長
代
理
者

・
元
別
子
経
理
課
長
兼
労
働
課
長
、　
の
ち
日
本
建
設
産
業
専
務

・
住
友
商
事
社
長
〉
上
海
販
売
店
支
配
人
、

昭
和
八
年

一
月

一
色
準

一
郎

〈別
子
採
鉱
部
次
長
心
得
〉
大
萱
生
鉱
業
所
支
配
人
）

新
居
浜
を
将
来

ど
う
す

る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
築
港
も
規
模
を
縮
小

し
て
や
る
こ
と
に
な

っ
た
（註
、
昭
和
八
年
五
月
着
工
）
。
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や
は
り
他
の
事
業
を
呼
ん
で
こ
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
い
う
の
で
、
倉
敷
紡
績
の
工
場
を
呼
ん
で
き
た
。

即
ち
肥
料
製
造
所
取
締
役
矢
崎
拍
治
は
倉
敷
紡
績
取
締
役
山
内
顕
と
旧
知
の
間
柄
で
、
倉
紡
の
子
会
社
倉
敷
絹
織
の
工
場
を
新
居
浜
に
誘

致
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
昭
和
七
年
八
月
日
本
化
学
製
絲
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
資
本
金

一
〇
〇
〇
万
円
の
出
資
比
率
は
、
倉
敷
絹
織

七
〇
％
、
大
原
孫
三
郎
五
％
、
住
友
合
資

一
五
％
、
別
子
鎖
山

・
肥
料
製
造
所
各
五
％
で
あ

っ
た
。
社
長
は
前
記
山
内
、
住
友
側
の
役
員
は

取
締
役
竜
野
、
監
査
役
大
屋
父
口資
経
理
部
長
）
で
あ

っ
た
。

工
場
立
地
は
、
埋
立
工
事
中
の
大
江
地
先

一
二
万
坪
を
充
て
、
埋
立
完
了
を
待

（
８８
）

っ
て
七
年
十
二
月
工
場
建
設
に
着
手
し
た
。

そ
の
後
香
川
修

一
に
よ
れ
ば
、

新
居
浜
で
は
三
村
さ
ん
と
竜
野
さ
ん
の
仲
が
悪
く
な

っ
て
き
た
の
で
、
竜
野
さ
ん
の
為

に
本
社
に
技
監
と
い
う
制
度
を
つ
く
り
、
竜
野

さ
ん
に
本
社
に
帰

っ
て
も
ら
お
う
と
し
た
。
こ
れ
は
小
倉
さ
ん
の
高
等
人
事
政
策
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
の
で
す
が
、
鷲
尾

さ
ん
で
も
本
社
の
常
務
理
事

に
し
て
結
局
や
め
ざ
る
を
得
な
く
し
て
い
る
。
竜
野
さ
ん
も
そ
の
伝
で
は
な
か
つ
た
か
と
思

っ
て
い
る
。

技
監
と
い
う
こ
と
で
内
示
し
た
と

】
　
　
　
　
こ
ろ
、
竜
野
さ
ん
は
辞
任
す
る
と

動
　
　
　
　
いう
こ
と
にな
った
の
で、
技
監

薇
　
　
　
　
制
度
は
や
め
に
な
っ
た
（註
、
昭
和

損八
　
　
　
　
九
年
七
月
専
務
竜
野
昌
之
辞
任
、
三

梯
　
　
　
　
　
村
起

一
専
務
就
任
）
。

思浸
　
　
　
昭
和
八
年
以
降
日
本
経
済

の
回
復
に

議
　
　

伴
い
、
別
子
の
業
績
も
立
ち
直
り
復
配

(単 位 :千 円、千円未満切 り捨て)

9  ■F 10 年 11 年

1,422

287

535

1,223

133

318

1,316

661

1,226

1,920 1,772 2,994
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第 39表 住友別子鍍山損益表

科   目 昭和 3年 4年 5  年 6年 7年 8年

電銅売上益

産 出 益

売鉱収益

金銀収益

硫酸収益

製品収益

販売品収益

組替戻入

其他収益

不可

'益

言十

1,282

9,358

1,429

185

5,074

17,330

2,759

9,520

762

275

164

3,672

99

2,514

880

20,649

△1,180

10,577

621

265

629

3,328

1,786

1,349

17,377

△2,016

8,081

550

359

834

2,087

154

951

1,227

12 230

180

5,526

343

618

878

2,174

168

1,743

1,226

12,860

8,376

630

660

984

3,404

2,431

1,752

18,240

営 業 費

経 費

禾」 ′息

賞 与

退職慰労金

労働者保護金

償 却

固定財産原価差損益

起業費減損

諸 税

雑 損

損失計

10,336

2,713

366

476

942

201

1,588

124

168

16,917

12,808

2,977

336

1

179

117

551

68

101

312

8

461

11,490

2,920

323

205

40

1,684

325

2

292

105

17.390

8

2

301

487

318

510

31

830

103

15

153

2

755

1

8

2

138

436

315

126

88

804

39

90

113

1

154

1

卜&イ 9

170

551

1,706

20

345

365

16,639

純 益 2,187 △12 △1,524 △298 1,601

出典 :住 友合資会社総務部会計課「連系会社損益表Jか ら作成。但 し昭和 9年度以降i二系会社か ら報告はな
ず、上記の通 り特定の科日のみ集計されている。

し
た
が
（第
３９
表
）
、
別
子
鉱
山

の
出
鉱

銅
品
位
は
そ
の
後
も
低
下
す
る

一
方
で
、

産
出
電
気
銅
に
占
め
る
別
子
鉱
山
産
出

鉱
石
の
割
合
は
昭
和
十

一
年

に
は
大
○

％
を
割
る
ま
で
に
至

っ
た
。
小
倉
総
理

事
が
進
め
た
尾
小
屋
鉱
山
の
買
収
契
約

は
、
最
終
段
階
に
至

っ
て
横
山

一
族
が

こ
れ
に
応
ぜ
ず
破
談
と
な
り
、
そ
の
後

銅
価

の
暴
落
と
と
も
に
売
山
権
が
未
払

い
賃
銀
の
代
償
と
し
て
労
働
者

の
手
に

渡
り
、
昭
和
六
年
末
日
本
鉱
業
が
僅
か

四
五
万
円
で
買
収
す
る
と
こ
ろ
と
な

っ

た
。
そ
の
間
こ
の
尾
小
屋
鉱
山
買
収
の

件
の
他
に
、
香
川
修

一
に
よ
れ
ば
昭
和

四
年
二
月
藤
田
鉱
業
柵
原
鉱
山
（昭
和

三
年
硫
化
鉄
鉱
産
出
量
二

一
万
ト
ン
、
全

国
比
二
五
％
）
を
二
〇
〇
〇
万
円
で
買
収

す
る
話
も
あ

つ
た
と
い
う
。
当
時
金
融

六
五
九
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恐
慌
に
よ
っ
て
藤
田
銀
行
が
整
理
に
追
い
込
ま
れ
た
際
、
藤
田
家
は
そ
の
全
私
財
と
と
も
に
藤
田
組

・
藤
田
鉱
業

の
全
資
産
を
担
保
に
日
本

銀
行
か
ら
八
八
九
二
万
円
の
特
別
融
資
を
受
け
て
い
た
。
こ
の
返
済
の
た
め
柵
原
鉱
山
を
売
却
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
住
友

合
資
も
二
〇
〇
〇
万
円
と
い
う
巨
額
の
資
金
を
調
達
で
き
ず
実
現
し
な
か
っ
た
。

そ
の
後
昭
和
八
年

に
は
同
じ
く
藤
田
鉱
業
か
ら
小
坂
鉱
山
（昭
和
七
年
小
坂
産
銅
量
九
四
〇
〇
ト
ン
）
の
売
却

の
話
が
持
ち
込
ま
れ
た
。
藤
田

の
日
銀
特
融
の
残
高
は
昭
和
十
年
末
で
も
七
三
七
五
万
円
に
達
し
て
い
る
の
で
、
返
済
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
古
田
俊

（
８９
）

之
助
は
こ
の
経
緯
を
次

の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

住
友
合
資
は
当
時
資
金
を
必
要
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
既
に
老
朽
化
し
て
衰
須
し
た
別
子
に
代
わ

っ
て
小
坂
銅
山
の
買
収
を
企
図
し
た

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
小
倉
総
理
事
か
ら
古
田
に
住
友
伸
銅
鋼
管

の
株
式
を
売

っ
て
そ
の
資
金
を
得
た
い
と
の
相
談
が
あ

っ
た
。
私
は
住

友
の
た
め
に
そ
れ
も
や
む
を
得
な
い
と
考
え
て
そ
の
決
心
を
し
た
。

こ
の
結
果
、
住
友
伸
銅
鋼
管

に
住
友
製
鋼
所
を
合
併
さ
せ
、
昭
和
十
年
九
月
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
が
発
足
し
、
住
友
合
資
は
こ
の
株

式
の
公
募
に
よ
っ
て
三
〇
〇
〇
万
円
以
上
の
資
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。　
し
か
し
古
田
に
よ
れ
ば
そ
れ
よ
り
前
昭
和
九
年
四
月
、

「
小
坂

鉱
山
買
収

の
議
は
、
そ
の
後
間
も
な
く
発
生
し
た
帝
人
疑
獄
事
件

に
鑑
み
て
実
行
す
れ
ば
世
間
の
誤
解
を
招
く
と
考
え
た
の
で
取
り
や
め
」

に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
帝
人
事
件
と
は
、
台
湾
銀
行
が
金
融
恐
慌
で
倒
産
し
た
鈴
木
商
店

へ
の
債
権
と
し
て
保
有
し
て
い
た
帝
人

株
式
を
買
い
受
け
団
に
売
却
し
た
と
こ
ろ
、
後
に
な

っ
て
こ
れ
は
買
い
受
け
団
が
要
路
に
工
作
し
て
、
不
当
に
安
く
買
収
し
た
も
の
だ
と
す

る
告
訴
が
出
さ
れ
て
裁
判
沙
汰
に
な

つ
た
事
件
で
あ
る
。
住
友

の
小
坂
買
収
も
藤
田
家
の
日
銀
特
融
返
済
に
か
ら
ん
だ
も
の
で
あ

っ
た
だ
け

に
、
痛
く
も
な
い
腹
を
探
ら
れ
る
可
能
性
は
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

か
く
し
て
別
子
の
退
勢
を
挽
回
し
よ
う
と
し
た
小
倉
総
理
事

の
買
山
の
試
み
は
失
敗
に
終
わ
り
、
株
式
会
社
住
友
本
社
は
、
昭
和
十
二
年

六
月
住
友
別
子
鍍
山
と
住
友
炭
破
を
合
併
さ
せ
て
、
住
友
鍍
業
株
式
会
社
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
そ
の
直
前
昭
和
十



二
年
三
月
住
友
合
資
会
社
が
解
散
し
、
株
式
会
社
住
友
本
社
が
設
立
さ
れ
た
際
、
住
友
合
資
所
有
の
別
子
鎖
山
株
式
二
九
万
九
〇
〇
〇
株

の

う
ち
七
万
五
〇
〇
〇
株
が
住
友
本
社
に
譲
渡
さ
れ
、
残
る
三
二
万
四
〇
〇
〇
株
が
、
住
友
家

の
も
の
は
住
友
家

へ
と
い
う
考
え
で
あ
ろ
う
か
、

住
友
家

へ
分
配
さ
れ
た
。

（資
料
１３
）

↓
ｕ
ｒ
∪
〇
”
＞
マ
【
”
Ｕ
Ｏ
”
Ｈく
Ｕ
∪
〔『ｏ
Ｂ

マ
Ｆ
∽
パ
ぜ
Ｚ
Φ
ヨ
く
ｏ
『″
・

Ｑ
”
けΦ
Ｑ
Ｈ卜
＼
【
ド＼
ｒＯ
∞
〇
・
↓
Ｏ́
″
」Ｏ
Ｈｏ
＼
〓
ドヽ
日Φ
∞
〇
＼
哺
ギ
”
●
∽】”
一一〇
●
∵
Ｈい
一〓
】∠
〇
く
・
ｒＯ
ω
Ｏ

水
曜
会

二
左
ノ
通
り
御
通
知
ヲ
乞
フ
。

「吾
人

ハ
真
実
ナ
ル
交
誼
ノ
情

ニ
カ
ラ
レ
、
次
ノ
如
ク
日
本
産
銅
業
者

二
対
シ
自
発
的

二
提
議
ヲ
為
ス
。

本
提
議

二
出
デ
ン
ト
ス
ル
事

ハ
紐
育

二
於
ケ
ル
現
銅
業
者
協
議
会
ノ
当
初
ヨ
リ
抱
キ
居
リ
タ
ル
考
ナ
リ
。

即
チ
事
実
上
日
本
ヲ
除
ク
全
世
界
銅
生
産
業
者

ハ
十

一
月
二
十
日
ヨ
リ
有
効
ナ
ル
協
定
を
自
発
的

二
遂
ゲ
、
以
テ
現
今
ノ
月
産
量
ヲ
約
二

三
、
六
五
五
屯
―
二
千
封
度

一
屯
―
ヲ
減
産
シ
、　
一
九
二
八
年
ノ
量
ノ
平
均
産
銅
量
ノ
約
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ニ
限
定
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ

リ
。
恐
ラ
ク
右
減
産
量

ハ
二
五
、
○
○
○
屯
―
二
千
封
度

一
屯
―

二
増
量
セ
ラ
ル

ヽ
事
ト
ナ
ル
ベ
シ
。

今
若
シ

一
九
二
八
年
度
ノ
日
本
生
産
量
六
六
、
〇
三
六
仏
屯
ヲ
基
礎
ト
シ
テ
前
記
ノ
基
準

二
檬
ル
ト
キ
ハ
、
日
本
月
産
量

ハ
三
、
三
〇
〇

仏
屯

二
減
ズ
ル
事
ト
ナ
ル
。

此
ノ
世
界
的
産
銅
業
者
ノ
自
発
的
行
動

ハ
、
実

二
現
在
ノ
忌
ム
ベ
キ
状
態

ヲ
改
善
ス
ル
ニ
最
モ
積
極
的
有
効
ナ
ル
方
策

ニ
シ
テ
、
未
ダ
曽

テ
実
行
シ
得
ラ
レ
ザ
リ
シ
処
ノ
モ
ノ
ナ
リ
。

日
本
減
産
額

二
対
シ
テ
ハ
数
字
ヲ
提
示
ス
ル
事
ナ
ク
、
産
銅
事
業
ノ
現
状
維
持

二
有
効
ナ
ル
本
減
産
運
動

二
日
本
ノ
加
盟
卜
協
カ
ヲ
希
望

ス
。

」
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一ハ
エハ
一　
一

回
　
土
佐
吉
野
川
水
力
電
氣
株
式
会
社
の
連
系
会
社
指
定

土
佐
吉
野
川
水
力
電
気
は
、
既
に

「住
友
総
本
店
（下
こ

の

「
三
　
住
友
総
本
店
の
投
資
活
動
」
で
述

べ
た
よ
う
に
、
大
正
七
年
二
月
四

国
吉
野
川
上
流
大
川
村
高
藪
付
近
の
水
利
権
を
買
収
し
て
、
住
友
総
本
店
の
全
額
出
資
で
大
正
八
年
二
月
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
同
社
は
そ

の
上
流
本
川
村
長
沢
付
近
の
水
利
権

の
問
題
が
解
決
し
な
い
ま
ま
休
眠
状
態
を
続
け
て
い
た
。
昭
和
二
年
七
月
前
項
で
み
た
通
り
、
住
友
別

子
鍍
山
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
別
子
鉱
業
所
の
現
有
電
気
設
備
を
土
佐
吉
野
川
に
移
譲
し
、
営
業
活
動
を
開
始
さ
せ
、
同
時

（
９０
）

に
連
系
会
社
に
指
定
す
る
こ
と
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。
資
本
金
は

一
〇
〇
万
円
を
五
〇
〇
万
円
に
増
資
し
た
。
六
月
末
に
ま
ず

一
〇
〇
万
円

の
中
未
払
込
分
七
五
万
円
が
払
い
込
ま
れ
、
次

い
で
増
資
し
た
四
〇
〇
万
円
の
中
二
〇
〇
万
円
が
払

い
込
ま
れ
た
。
土
佐
吉
野
川
は
、
合
資

会
社
か
ら
の
引
継
資
産
三
三
四
万
円
を
払
込
資
本
金
三
〇
〇
万
円
、
本
社
借
入
金
二
七
万
円
、
未
払
金
七
万
円
で
賄

っ
た
。
土
佐
吉
野
川
の

会
長
に
は
慣
例
に
よ
り
総
理
事
湯
川
寛
吉
が
、　
主
管
者
で
あ
る
常
務
取
締
役
に
は
吉
田
貞
吉
（Ｍ
４０
京
大
工

・
電
、
別
子
鉱
業
所
技
師
長
、
後
本

社
理
事

。
化
学
社
長
）
が
就
任
し
た
。

そ
の
後
昭
和
三
年
十
二
月
に
は
伊
予
鉄
道
電
気
と
最
大
三
〇
〇
〇

バ
く

の
電
力
需
給
契
約
を
締
結
し
∩
三
　
投
資
活
動
」
参
昭
じ
、
昭
和
五

年
十
月
高
藪
水
力
発
電
所
（出
力
八
八
〇
〇
バ
ヨ
）
が
完
成
し
た
。

昭
和
八
年
十

一
月
、
合
資
会
社
は
肥
料
製
造
所

・
別
子
鍍
山
に
各
二
万
株
、

信
託
に
六
〇
〇
〇
株
、
生
命
に
三
〇
〇
〇
株
を
譲
渡
し
た
の
で
、
合
資
会
社
の
持
株
は
五
万

一
〇
〇
〇
株
と
な

っ
た
。
昭
和
九
年
五
月
、
倍

額
増
資
（払
込
＠
〓
一円
五
〇
銭
）
を
行
い
、
社
名
を
四
囲
中
央
電
力
株
式
会
社
と
改
め
た
。
増
資
に
よ
り
合
資
会
社
の
持
株
は

一
〇
万
三
〇
〇

〇
株
と
な

っ
た
が
、
九
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
こ
の
一
部
（五
万
四
四
〇
〇
株
）
を
公
開
し
、
伊
予
鉄
道
電
気
（六
〇
〇
〇
株
）
、
倉
敷
絹
織
（五
〇

〇
〇
株
）
、
生
保
、
銀
行
等
が
株
主
と
な

っ
た
。
同
時
に
住
友
銀
行
（六
〇
〇
〇
株
）
、
住
友
電
線
製
造
所
（五
〇
〇
〇
株
）
、
扶
桑
海
上
火
災
保
険

（三
〇
〇
〇
株
）
も
株
主
と
な

っ
て
い
る
。

社
名
に
住
友
を
冠
し
な
か
っ
た
の
は
、
電
気
事
業
の
公
益
性
を
重
視
し
た
こ
と
と
、
発
送
電
設
備



と
電
力
供
給
区
域
も
四
国
の
中
央

に
あ
り
、
将
来
四
国
電
力
業
界
の
中
心
た
ら
し
め
ん
と
す
る
意
向
か
ら
で
あ

つ
た
と
い
わ
れ
る
。

昭
和
九
年
末
に
は
、
山
下
汽
船
社
長
山
下
亀
三
郎
が
有
す
る
高
知
県
渡
川
（四
万
十
川
）水
系
仁
井
田
川
の
水
利
権
を

一
〇
万
円
で
買
収
し
、

さ
ら
に
山
下
が
昭
和
六
年
六
月
設
立
し
た
渡
川
水
力
電
気
株
式
会
社
（資
本
金

一
五
〇
万
円
、
払
込
三
七
万
五
〇
〇
〇
円
）
を
買
収
し
、
昭
和
十
二

年
佐
賀
発
電
所
（出
力

一
万
三
〇
〇
〇
因
ヨ
）
を
建
設
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
新
居
浜
地
区
の
電
力
需
要
は
増
大
の
一
途
を
辿

っ
た
の
で
、
四

國
中
央
電
力
で
は
昭
和
十

一
年
八
月
、
吉
野
川
分
水
水
利
権

の
許
可
を
得
て
、
大
橋
発
電
所
（同
三
二
〇
〇
バ
ヨ
）
、
分
水
第

一
（同
二
万
エハ
六
〇

〇
バ
域
）
、
第
二
（同
七
五
〇
〇
パ
ヨ
）
、
第
三
（同
一
万
九
〇
〇
バ
■
）発
電
所
の
建
設
計
画
が
立
て
ら
れ
、
第

一
期
工
事
が
着
工
さ
れ
た
。

こ
の
建
設
資
金
調
達
の
た
め
、　
増
資
新
株
に
つ
い
て
昭
和
十

一
年
第
二
回
払
込
（＠
二
五
円
）
、　
十
二
年
第
三
回
払
込
（＠
〓
一円
五
〇
銭
）
が

行
わ
れ
、
資
本
金

一
〇
〇
〇
万
円
全
額
払
込
済
と
な

っ
た
の
で
、
さ
ら
に
昭
和
十
二
年
倍
額
増
資
が
実
施
さ
れ
、
資
本
金
二
〇
〇
〇
万
円

（払
込

一
二
五
〇
万
円
）
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
昭
和
十
二
年
三
月
、
住
友
合
資

会
社
の
解
散

に
伴
い
、
合
資
会
社
の
持
株
四
万
七
六
〇
〇
株
の
う
ち
、
三
万
三
八

〇
〇
株
が
住
友
本
社

へ
譲
渡
さ
れ
、
残
る

一
万
四
人
○
○
株
は
住
友
家

へ
分
配
さ

れ
た
。
従

っ
て
倍
額
増
資
後
の
住
友
本
社
の
持
株
は
六
万
五
六
〇
〇
株
、
住
友
家

持
株
は
二
万
九
六
〇
〇
株
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
住
友
本
社
は
先
の
公
開
で
手
放
し

た
株
式
を
昭
和
十
四
年
六
〇
〇
〇
株
、
十
五
年
六
〇
〇
〇
株
計

一
万
三
〇
〇
〇
株

買
い
戻
し
、
そ
の
持
株
は
七
万
七
六
〇
〇
株
と
な

っ
た
。
建
設
資
金
調
達
の
た
め

昭
和
十
五
年
第
二
回
払
込
（＠
二
五
円
）
、
十
六
年
第
三
回
払
込
（＠

一
二
円
五
〇
銭
）

を
行
い
、
二
〇
〇
〇
万
円
全
額
払
込
済
と
な

っ
た
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
な
お
不
足

し
昭
和
十
五
年
に
は

一
〇
〇
〇
万
円
の
社
債
が
発
行
さ
れ
た
。
借
入
金
と
と
も
に

工（
工（
〓
一

住友本社

住友家

住友化学

住友鍍業

住友アルミニウム製錬

住友信託

住友機械

住友銀行

住友生命

住友電気

大阪住友海上

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

第 40表 住友共同電力の株主構成 (終戦時)

89,800

29,600
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20,000

12,000

12,000

10,000

6,000



第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工全
ハ
四

同
社
の
資
金
繰
り
に
つ
い
て
は
、
各
章
の
資
金
調
達
の
項
に
お
い
て
住
友

の
事
業
全
体
の
資
金
繰
り
の
中
で
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た

住
友
本
社
は
そ
の
後
昭
和
十
七
年

に
は
さ
ら
に

一
万
三
二
〇
〇
株

の
買
い
戻
し
を
行
い
、
持
株
八
万
九
八
〇
〇
株
、
住
友
家
と
併
せ
る
と

出
資
比
率
二
九

。
九
％
と
し
て
終
戦
に
至

っ
た
。
な
お
次

の
よ
う
な
理
由
で
昭
和
十
八
年
四
月
住
友
共
同
電
力
と
改
称
し
た
同
社
の
終
戦
時

の
株
主
構
成
は
第
４０
表
の
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
間
昭
和
十
三
年
四
月
電
力
管
理
法
が
公
布
さ
れ
、
八
月
同
施
行
令
公
布
と
と
も
に
送
電
設
備

の
出
資
２

一
三
万
円
、
評
価
額

一
三
二
万
円
に
対
し
日
本
発
送
電
株
式
交
付
）
を
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
昭
和
十
六
年
同
施
行
令

の
改
正
に
よ
り
二
回
に
わ
た
り
先

に
挙
げ
た
大
橋
、

分
水
第

一
、
第
二
、
第
三
、
佐
賀
の
各
発
電
所
の
出
資
公
一〇

一
〇
万
円
、
評
価
額
二
一
五
四
万
円
に
対
し
日
本
発
送
電
株
式
交
付
）
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
四
國
中
央
電
力
が
出
資
し
た
水
力
発
電
所
の
出
力
は
、
日
本
発
送
電
所
有

の
水
力
発
電
所
総
出
力

の
約
四
割

に
相
当
し
て
い

た
。こ

の
結
果
渡
川
水
力
電
気
は
佐
賀
発
電
所
を
失

っ
て
事
業
目
的
の
遂
行
が
不
可
能
と
な

っ
た
た
め
、
昭
和
十
七
年
三
月
、
四
國
中
央
電
力

に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。
ま
た
四
國
中
央
電
力
自
身
、
僅
か
に
端
出
場
、
大
保
木
、
高
藪

の
三
水
力
発
電
所
（最
大
出
力
合
計
二
万

一
九
〇
〇

バ
ヨ
）
と
新
居
浜
第

一
（同
二
〇
〇
〇
パ
域
）及
び
第
二
（同
上ハ
万
バ
ヨ
）火
力
発
電
所
を
残
す
の
み
と
な

つ
た
。
こ
の
よ
う
に
四
國
中
央
電
力
の
規

模
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
た
め
、
昭
和
十
七
年
九
月
住
友
化
学
社
長
大
屋
敦
が
軽
金
属
統
制
会
会
長
に
就
任
の
た
め
退
職
す
る
と
、
後
任
の

化
学
社
長
に
四
國
中
央
電
力
専
務
吉
田
貞
吉
が
理
事

に
昇
格
の
上
起
用
さ
れ
た
。
吉
田
貞
吉
の
後
任

の
四
囲
中
央
電
力
の
主
管
者
に
は
取
締

役
兼
工
務
部
長
藤
井
敬
三
郎
（Ｔ
８
東
大
工
・
電
）
が
常
務
に
昇
格
し
て
就
任
し
た
。

し
か
し
四
國
中
央
電
力
は
、
さ
ら
に
配
電
統
制
に
よ
っ
て
新
た
に
設
立
さ
れ
た
四
國
配
電
株
式
会
社
に
対
し
、従
来
行

っ
て
き
た

一
般
小
口

電
燈
電
力
事
業
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。
こ
の
結
果
昭
和
十
八
年
四
月
同
社
は
新
居
浜
地
区
住
友
系
企
業
に
対
す
る
電
力
供
給
に
専
念



す
る
こ
と
と
な
り
、
住
友
共
同
電
力
株
式
会
社
と
改
称
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
住
友
化
学
ア
ル
ミ
ナ
製
造
工
場
向
け
に
新
居
浜

第
三
火
力
（出
力
四
〇
〇
〇
バ
ヨ
）
、
特
殊
軍
需
品
製
造
工
場
向
け
に
第
四
火
力
発
電
所
（同
五
〇
〇
〇
バ
ヨ
）
が
建
設
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
住

友
化
学
の
自
家
用
的
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
所
在
も
化
学
の
構
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
十
九
年
十
月
実
質
上
住
友
化
学

へ
移
管
さ
れ
た
。

住
友
本
社
商
工
課
は
、
昭
和
十
八
年
七
月
住
友
共
同
電
力
株
式
会
社
に
関
し

「商
工
課
関
係
事
業
資
料
」
に
お
い
て
次

の
よ
う
に
報
告
し

て
い
る
（数
字
は
昭
和
十
九
年
二
月
末
に
追
加
修
正
さ
れ
た
）。

一
、
現
況

（
一
）

概
況

当
社

ハ
元
四
國
中
央
電
力
株
式
会
社
卜
称
シ
タ
ル
ガ
、
電
力
国
家
管
理
ノ
強
化

ニ
ヨ
リ
、
昭
和
十
六
年
十
月
及
十
七
年
四
月
ノ
ニ
回

二
亘
り
水
力
発
電
設
備
ノ
大
半
ヲ
日
発

へ
出
資
シ
、
更

二
十
八
年
四
月

一
日
配
電
統
合

ニ
ヨ
リ
、　
一
般
配
電
部
門
ヲ
四
國
配
電
株
式

会
社

二
譲
渡
シ
、
名
実
共

二
住
友
新
居
浜
諸
工
場
ノ
共
同
自
家
用
電
力
機
関
ト
ナ
リ
タ
ル
ヲ
機
会

二
、
社
名
ヲ
現
在
ノ
如
ク
変
更
セ

シ
モ
ノ
ナ
リ
。

当
社

ハ
現
在
愛
媛
県
新
居
浜
市

二
本
店
ヲ
有
ス
ル
資
本
金
二
千
万
円
（全
額
払
込
済
）
ノ
会
社

ニ
シ
テ
、
水
力
発
電
所
三
ヶ
所
、
火
力

発
電
所
三
ヶ
所

二
於
テ
発
電
シ
、
之

二
日
本
発
送
電
ヨ
リ
ノ
受
電
ヲ
加

へ
、
ソ
ノ
全
部
ヲ
新
居
浜
所
在
ア
ル
ミ
製
錬
、
化
学
工
業
、

鍍
業
及
機
械
工
業
ノ
四
社

へ
供
給
シ
居
レ
リ
。

（
三
）

資
本
関
係
　
　
　
　
　
　
　
（十
九
年
二
月
末
現
在
）

公
称
資
本
金
　
　
　
一
一〇
、
○
〇
〇
、
○
○
○
円

払
込
資
本
金
　
　
　
一
一〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

総
株
数
　
　
　
　
　
四
〇
〇
、
○
○
○
株

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工全
ハ
五



第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

「内
訳
」

（株
　
主
）
　
　
　
　
　
　
　
（株
　
数
）

本
社

・
本
分
家
　
　
　
　
　
一
一
九
、
四
〇
〇
株

化
学
工
業
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
、
○
○
○

鍍
　
　
業
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
、
○
○
○

ア
ル
ミ
製
錬
　
　
　
　
　
　
一二
九
、
六
〇
〇

機
械
工
業
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
、
○
○
○

其
他
連
系
会
社
　
　
　
　
　
　
エハ
四
、
○
○
○

住
友
側
　
計
　
　
　
　
　
　
一二
八
八
、
○
○
○

外
部
側
（伊
予
合
同
銀
行
）
　

一
一
一、
○
○
○

〈
口
　
計
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
、
○
○
○

公
こ
職
員
及
労
働
者
（十
九
年
二
月
末
）

職
員
　
　
一
一
一
七
名
　
（準
職
員

・
女
子
職
員
ヲ
含
ム
）

労
働
者
　
五
七
八
名
　
（常
雇
四
四
二
名

・
臨
時
一雇

一
三
六
名
）

（四
）
発
電
設
備

一
、
水
力
発
電
所
　
　
　
　
　
　
（最
大

バ
ヨ
）

一昌
　
藪
（高
知
県
）
　

　

　

一
四
、
三
〇
〇

端
出
場
（愛
媛
県
）
　

　

　

　

四
、
八
〇
〇

大
保
木
（
　
〃
　
）
　

　

　

　

一
一、
八
〇
〇

（常
時

パ
ヨ
）

四
、
三
〇
〇

・

二
、
〇
〇
〇

・

一
、
○
○
○

・

（特
殊

バ
ヨ
）

一
〇
、
○
○
○
）

二
、
八
〇
〇
）

一
、
八
〇
〇
）

（持
株
率
）

三
〇
％

一
九

一
七

一
〇五

一
エハ

九
七三

一
〇
〇

エハ
エハ
エハ



計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
、
九
〇
〇

二
、
火
力
発
電
所
　
　
　
　
　
　
（出
カ

バ
ヨ
）

新
居
浜
第

一
（休
止
中
）
　

　

一
一、
○
○
○

″
　
第
ニ
　
　
　
　
　
　
エハ
○
、
○
○
○

〃
　
第
三
　
　
　
　
　
　
　
四
、
○
○
○

〃
　
第
四
　
　
　
　
　
　
　
五
、
○
○
○

計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

一
、
○
○
○

当
社
発
電
合
計
　
　
　
　
九
二
、
九
〇
〇

三
、
日
本
発
送
電
ヨ
リ
受
電
　
九
五
、
〇
〇
〇

（　
七
、
三
〇
〇

・
一
四
、
六
〇
〇
）

（常
時

パ
ヨ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（補
給

バ
ヨ
）
　

（融
通

バ
■
）

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
○
○
○
）

（
四
〇
、
○
〇
〇
　
　
　
　
　
　
　
。
一
一〇
、
○
○
○
）

（　
四
、
○
○
○
）

（　
五
、
○
○
○
）

（
四
九
、
○
○
○
　
　
　
　
　
　
　
。
一
〓
一、
○
○
○
）

（五
六
、
三
〇
〇

・
一
四
、
六
〇
〇

・
三
二
、
○
○
○
）

（三
五
、
○
〇
〇

・
四
五
、
○
○
○

・　
　
　
　
　
　
・
一
五
、
○
○
○
）

（常
時

・
十
九
年
四
月
ョ
リ
四
万
五
〇
〇
〇

パ
く
、
融
通

・
実
際

ハ
契
約
量
以
上

二
供
給

ヲ
受
ケ
ツ
ヽ
ア
リ
）

総
　
計
　
　
　
　
　
　
一
八
七
、
九
〇
〇
　
（九

一
、
三
〇
〇

・
五
九
、
六
〇
〇

・
三
二
、
○
○
○

。
一
五
、
〇
〇
〇
）

（五
）

発
受
電
両
並

二
供
給
電
力
量
（十
八
年
度
実
際
）

（イ
）

発
受
電
量

一
、
当
社
発
電
量

水
力
発
電
量
　
　
一
一
一四
、
○
○
○
千

パ
ヨ
エ
　
　
一二
七
％
（
　
一
六

・
五
％
）

火
力
発
電
量
　
　
一
一
一
四
、
○
○
○
　
　
″
　
　
　
工全
二
％
（　
一
一八

・
五
％
）

計
　
　
　
　
一壬
二
人
、
○
○
○
　
　
〃
　

　

一
〇
〇
％
（　
四
五
％
）

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

工（
ニハ
ＬＬ



第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工全
ハ
八

二
、
日
発
受
電
量
　
　
四

一
四
、
○
○
○
　
　
〃
　

　

　

　

　

（　
五
五
％
）

総
　
計
　
　
　
　
七
五
二
、
○
○
○
　
　
″
　

　

　

　

　

（
一
〇
〇
％
）

（
口
）

供
給
電
力
量

鎖
業
（別
子
）
　

　

八
〇
、
○
○
○
千

バ
ヨ
国
　

　

　

　

（
　
一
一
一％
）

化
学
工
業
　
　
　
一
一
一六
、
五
〇
〇
　
　
〃
　

　

　

　

　

（
　
一
八
％
）

ア
ル
ミ
製
錬
　
　
四
七
六
、
二
〇
〇
　
　
〃
　

　

　

　

　

（　
エハ
九
％
）

機
械
工
業
　
　
　
　
　
九
、
○
○
○
　
　
〃
　

　

　

　

　

（　
　
―
％
）

倉
敷
絹
織
其
他
　
　
　
一
、
五
〇
〇
　
　
〃
　

　

　

　

　

（　
　
―
％
）

計
　
　
　
　
上ハ
九
二
、
二
〇
〇
　
　
″
　

　

　

　

　

（
一
〇
〇
％
）

（六
）

業
　
績

最
近
需
要
電
カ

ハ
、
ア
ル
ミ
製
錬
ヲ
始
メ
各
社
共
飛
躍
的
増
加
ヲ
示
シ
居
ル
ガ
、
之

二
対
ス
ル
供
給
電
カ

ハ
水
力
発
電
ノ
増
加
之

ニ

伴

ハ
ズ
、
毎
期
極
度

二
火
力
発
電
ヲ
運
転
シ
居
ル
為
、
発
電
原
価
増
嵩
シ
（十
八
年
上
期
実
績

一
バ
く
目
当
り
二
銭
〇
五
）
、
所
定

ノ
電
力
料
金

ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
到
底
収
支
償

ハ
ザ
ル
故
、
十
四
年
上
期
以
降
毎
期
各
社
ヨ
リ
石
炭
費
補
墳
金

ヲ
徴
収
シ
来
リ
タ
ル
ガ
、

十
八
年
上
期
ノ
如
キ
ハ
此
ノ
補
墳
金
額

一
バ
ヨ
〓

二
付
九
厘
七
毛

二
達
シ
、
平
均
電
力
料
金

一
銭
〇
七
卜
合
算
ス
レ
バ
、
実

二
一

バ
ヨ
〓
当
り
二
銭
〇
四
二
達
ス
ル
次
第

ニ
シ
テ
、
業
績
ノ
低
調

ハ
免
レ
ザ
ル
状
態
ナ
リ
（第
４‐
表
）。

二
、
新
規
開
始
又
ハ
増
設
拡
張
事
業
ノ
内
容
並
進
捗
状
況

二
就
テ

当
社

ハ
現
在

一
部
小
工
事

ヲ
除
キ
、
新
規
開
始
又
ハ
増
設
拡
張
事
業

ハ
共

二
行
ヒ
居
ラ
ザ
ル
モ
、
桑

二
当
社
ヨ
リ
日
発

へ
移
譲
シ
タ

ル
分
水
第

一
発
電
所
拡
張
工
事
及
長
沢
堰
堤
建
設
工
事

ヲ
ロ
発
ヨ
リ
ノ
受
託
工
事
ト
シ
テ
施
エ
シ
居
レ
リ
。
而
シ
テ
両
工
事
共
順
調



第 41表 業 績 一 覧 表

決算期 販売電力量
電力単価 (平均 )

実際純益
対平均払込

資本純益率
配当率

基 料 金 補償金 計

12年上

下

13年上

下

14年上

下

15年上

下

16年上

下

17年上

下

18年上

千KWH
96,880

98,544

95,335

122,965

134,525

134,024

160,690

204,468

232,894

271,716

272,497

314,752

342,433

銭

４

７

５

４

０

７

２

７

５

４

３

９

７

銭

0.19

0 19

0 42

0 39

0 42

0 50

0 67

0 79

0 97

銭

３４

３７

３５

３４

４９

４６

６４

５６

５７

６４

８０

８８

０４

千円

459

478

490

464

393

444

336

586

801

837

799

501

△123

%
102

92
78

74

63
71

54

85
88

84
80

50

％

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

４

出典 :商工課関係事業説明資料 (昭和 18年 7月 )

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

二
進
捗
シ
、
分
水
第

一
発
電
所
拡
張
工
事

ハ
十
七
年
八
月
略
完
成
シ

一
部
残
工
事
モ
最
近
終
了
（註
、
十
九
年
二
月
末
現
在
）
、
長
沢
堰
堤
建

設
工
事

ハ
十
八
年
十

一
月
末

ニ
テ
掘
撃
九
八
％
七
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
五

一
％
七
ノ
出
来
高

ヲ
示
セ
リ
。

三
、
業
界
ノ
現
状
及
将
来
ノ
趨
勢
卜
当
社
ノ
地
位

電
力
業
界
ノ
現
状

ハ
日
発
強
化
（十
六
年
十
月
及
十
七
年
四
月
ノ
二

回

二
亘
り
水
力
発
電
所

ヲ
出
資
Ｙ
一引
続
キ
、
十
七
年
四
月
内
地
九

地
区
配
電
会
社
ノ
設
立
卜
十
八
年
四
月
ノ
第
二
次
配
電
統
合
ノ
完
了

二
依
り
、
多
年
ノ
懸
案
タ
リ
シ
電
力
国
家
管
理

ハ
他
業
界

二
魁
ケ
テ

完
成
シ
、
今
ヤ
全
国

ハ
一
発
送
電
会
社

・
九
配
電
会
社

二
統
合
サ
レ
、

一
応
電
力
界
ノ
決
戦
体
制

ハ
整
備
サ
レ
タ
ル
次
第
ナ
リ
。
然
シ
乍
ラ

大
東
亜
戦
争
完
遂
ノ
為
生
産
ノ
増
強

ハ
刻
下
ノ
急
務

ニ
シ
テ
、
之
ガ

原
動
カ
タ
ル
電
カ
ノ
需
要

ハ
、
益
々
激
増
ヲ
見
、
殊

二
五
大
重
点
部

門
ノ

一
タ
ル
軽
金
属
ノ
飛
躍
的
増
産

ニ
ハ
万
難
ヲ
排
シ
、
之
ガ
供
給

ノ
確
保

二
努
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
、　
一
方
建
設
資
材
ノ
入
手
難
其

他
ノ
事
情

二
依
り
電
源
開
発
之

二
伴

ハ
ザ
ル
為
、
需
給
ノ
逼
迫

ハ
免

レ
ザ
ル
状
態
ナ
リ
。

従
ツ
テ
今
後
ノ
業
界
ト
シ
テ
ハ
鋭
意
電
源
ノ
開
発

二
努
ム
ル
ト
共

ニ

エ（
工（
一九
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工（
七
〇

一
層
電
カ
ノ
重
点
配
給
、
電
力
使
用
ノ
合
理
化
ヲ
図
り
、
更

二
消
費
規
正
ヲ
強
化
シ
、
以
テ
軍
需
並

二
重
要
物
資
生
産
部
門

ヘ
ノ
供

給

二
万
全
ヲ
期
セ
ン
ト
ス
ル
次
第
ナ
リ
。

扱
而
（註
、
さ
て
）当
社

ハ
暴

二
電
力
国
家
管
理
ノ
強
化

ニ
ヨ
リ
、
分
水
系
統
ノ
主
要
水
力
発
電
所
ヲ
日
本
発
送
電

二
移
譲
シ
タ
ル
ガ
、

猶

一
部
水
力
発
電
所
卜
火
力
発
電
設
備
ヲ
擁
シ
、
独
立
ノ
電
力
会
社
ト
シ
テ
存
続
シ
居
レ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
業
界
ガ
前
記
ノ
如
ク
整

備
統
合
サ
レ
タ
ル
今
日
、
当
社
ノ
如
キ
存
在

ハ
全
ク
異
例
ノ
コ
ト
ナ
ル
ガ
、
是

ハ
当
社
ガ
住
友
ノ
自
家
用
電
力
会
社
ト
シ
テ
其
ノ
発

生
電
カ
ノ
全
部
ヲ
新
居
浜
地
方
ノ
時
局
下
極
メ
テ
重
要
ナ
ル
住
友
諸
工
場

二
供
給
シ
居
ル
特
殊
事
情

二
依
ル
ニ
外
ナ
ラ
ヌ
次
第

ニ
シ

テ
、
今
後

ハ
益
々
コ
ノ
使
命
達
成

二
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
　
　
　
以
上

国
　
住
友
若
松
炭
業
所
の
住
友
九
州
炭
破
株
式
会
社

へ
の
移
行

昭
和
三
年
六
月
二
十
九
日
住
友
九
州
炭
破
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
七
月

一
日
若
松
炭
業
所
の
資
産
を
引
き
継
ぎ
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ

た
。
こ
こ
に
住
友
合
資
会
社
は
、
依
然
と
し
て

一
部
金
鉱
山

・
林
業
関
係
の
直
営
事
業
所
を
残
し
て
は
い
た
が
、
主
要
な
事
業
を
切
り
離
し
、

ほ
ぼ
持
株
会
社
と
し
て
の
形
を
整
え
た
の
で
あ
る
。
住
友
九
州
炭
破
は
、
資
本
金

一
〇
〇
〇
万
円
、
払
込
五
〇
〇
万
円
で
、
合
資
会
社
は

一

九
万
九
〇
〇
〇
株
を
保
有
し
翁
三
　
投
資
活
動
」
参
昭
じ
、
残
る

一
〇
〇
〇
株
を
湯
川
寛
吉
（総
理
事
）
、
小
倉
正
恒
（常
務
理
事
）
、
松
本
順
吉
（監

事
）、　
肥
後
八
次
（理
事
兼
人
事
部
長
）
、　
鈴
木
謙
三
郎
（銀
行
常
任
監
査
役
）
、　
川
田
順
父
口資
総
務
部
長
）
、　
山
本
信
夫
（若
松
炭
業
所
長
）
、　
大
屋
敦

父
口資
経
理
部
長
）、
小
川
良
平
（若
松
技
師
長
）
、
中
村
了
（若
松
支
配
人
）
の
一
〇
人
が
各

一
〇
〇
株
ず
つ
所
有
し
た
。
そ
の
後
昭
和
五
年
四
月
、

住
友
坂
炭
破
と
合
併
し
て
住
友
炭
破
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
株
主
構
成
に
は
変
化
は
な
か
っ
た
。
ま
た
慣
例
に
よ
り
、
総
理
事
湯
川
寛

吉
が
会
長
と
な
り
、
主
管
者
で
あ
る
常
務
取
締
役
に
は
若
松
所
長
山
本
信
夫
が
そ
の
ま
ま
横
す
べ
り
し
た
。
九
州
炭
破
が
七
月

一
日
付
で
合

資
会
社
か
ら
引
き
継
い
だ
資
産
は
五
七

一
万
円
で
あ

っ
た
が
、
同
社
は
資
本
金
五
〇
〇
万
円
、
住
友
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
四
〇
万
円
、
手



持
ち
金
三

一
万
円
に
よ
つ
て
合
資
会
社

へ
返
済
し
た
。

若
松
炭
業
所
の
歴
史
は
、
明
治
二
十
六
年
四
月
徳
大
寺
隆
麿
が
住
友
家

へ
入
り
、
住
友
吉
左
衛
門
友
純
と
名
乗

っ
た
そ
の
同
じ
年

の
十

一

月
、
庄
司
炭
坑
（福
岡
県
嘉
穂
郡
大
谷
村
、
現
飯
塚
市
）
を

一
万
円
で
購
入
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。　
さ
ら
に
こ
の
翌
二
十
七
年
四
月
、
麻
生
太
吉

等

か
ら
忠
隈
炭
坑
（福
岡
県
嘉
穂
郡
穂
波
村
、
現
穂
波
町
）
を

一
〇
万
八
〇
〇
〇
円
で
買
収
し
、
そ
の
後
庄
司
は
明
治
三
十
五
年

に
売
却
さ
れ
た

の
で
、
忠
隈
の
歴
史
が
住
友
の
石
炭
採
掘
の
歴
史
と
な

っ
た
。
五
月
に
は
忠
隈

・
庄
司
の
炭
坑
事
務
所
の
他
に
、
若
松
に
石
炭
卸
売
を
業
務

と
す
る
若
松
炭
業
事
務
所
が
設
置
さ
れ
、
こ
の
明
治
二
十
七
年
は
別
子
鉱
業
所
に
お
け
る
石
炭

・
コ
ー
ク
ス
の
消
費
量
合
計
が
初
め
て
木
炭

の
消
費
量
を
上
回
り
、
石
炭
が
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な

っ
た
年
と
も
な

っ
た
。
さ
ら
に
翌
二
十
八
年
十

一
月
友
純
は
初
め
て
忠
隈

・
庄

司
の
両
炭
坑
を
視
察
し
、
二
十
九
年
二
月
に
は
こ
れ
ら
炭
業
事
務
所
を
廃
止
し
て
、
住
友
若
松
支
店
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
明
治
四
十
二
年

一
月
住
友
総
本
店
発
足
の
際
、
若
松
支
店
も
住
友
若
松
炭
業
所
と
改

称
し
て
、
昭
和
三
年
に
至

っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
既
に
述

べ
た
通
り
、

銅
製
錬
に
お
け
る
木
炭
に
代
わ
る
石
炭
の
重
要
性
と
、
友
純

の
住
友

に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
と
重
な
り
合
う
忠
隈
の
歴
史
が
、
最
後
ま
で
合

圭日絡
　

資
会
社
の
直
営
事
業
所
と
し
て
留
ま
る
理
由
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

際蔽
　

そ
の
他
忠
隈
の
規
模
が
九
州
に
お
け
る
炭
砿
の
中
で

一
五
番
目
で
、

山劇
　

三
井
三
池
の
五
分
の
一
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
も
理
由
に
挙
げ
ら
れ

囃
　

よ
う
（第
４２
表
）。

印
　
　
石
炭
採
掘
業
に
出
遅
れ
た
住
友
に
と
つ
て
、
筑
豊
炭
田
に
は
買
収

出
　

可
能
な
炭
砿
は
既
に
な
く
、
や
む
を
え
ず
海
岸
線

に
近
い
長
崎
県
北

六
七

一

第 42表 九州主要炭砿一覧表 (昭和2年度)

砿業権者

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

(単位 :千 トン)

三 池 (福岡)

大ノ浦 (福 岡)

三井田川(福 岡)

二 瀬 (福 岡)

鯰 田 (福 岡)

崎 戸 (長崎)

三井山野 (福 岡)

飯 塚 (福 岡)

豊 国 (福 岡)

新手中鶴 (福 岡)

杵島三坑 (佐賀)

松 島 (長崎)

海軍新原 (福 岡)

相知芳谷 (佐賀 )

忠 隈 (福 岡)
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工（
七
二

松
浦
郡
に
位
置
す
る
炭
砿
を
物
色
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
中
で
明
治
三
十
年
六
月
に

一
二
万
五
〇
〇
〇
円
で
買
収
し
た
大
瀬
炭
坑
（長

崎
県
北
松
浦
郡
小
佐
々
村
、
現
小
佐
々
町
五
〇
万
坪
）
に
隣
接
し
て
、
大
正
八
年
六
月
大
瀬
鉱
区
（四
七
万
坪
）
を

一
六
万
円
で
買
収
し
、　
さ
ら
に
大

正
十
年
九
月
に
は
菊
地
鉱
業
が
所
有
す
る
大
瀬
鉱
区
（北
松
浦
郡
山
口
村
、
現
佐
世
保
市
七
二
万
坪
）
を
二
七
万
円
で
買
収
し
て
、
こ
れ
ら
を
併
せ

て
住
友
大
瀬
炭
坑
が
誕
生
し
、
昭
和
三
年
に
は
忠
隈
に
次
い
で
出
炭
量

一
二
万
九
〇
〇
〇
ト
ン
に
達
し
て
い
た
。

昭
和
三
年
六
月
四
日
の
理
事
会
で
決
裁
さ
れ
た

「住
友
九
州
炭
破
株
式
会
社
設
立
ノ
件
」
に
お
い
て
、
組
織
変
更

の
理
由
は
次

の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

我
住
友
家
ノ
各
事
業

ハ
、
漸
次
独
立
シ
テ
株
式
組
織

二
変
更
セ
ラ
レ
タ
ル
ガ
、
其
ノ
変
更
後
ノ
実
績
ヲ
概
観
ス
ル
ニ
、
大
体

二
於
テ
各

社
共
其
ノ
事
業
ノ
計
算
ヲ
一
層
明
確

ニ
シ
、
為

二
社
内
ノ
気
風
ヲ
緊
張
セ
シ
メ
、
事
業
ノ
刷
新

・
能
率
ノ
向
上
ヲ
図
り
得
タ
ル
コ
ト
多

大
ナ
ル
ガ
如
シ
。
我
ガ
若
松
炭
業
所

二
於
テ
モ
亦
組
織
ヲ
変
更
ス
ル
コ
ト
ニ
依
リ
テ
、
他
ノ
各
社
卜
同
様
ノ
効
果
ヲ
期
待
シ
得
ル
モ
ノ

ト
信
ズ
。

尚
同
所

二
於
テ
ハ
、
忠
隈

。
大
瀬
両
坑
ノ
設
備
改
善

二
関
ス
ル
諸
起
業

ハ
既

二
完
成
ノ
域

二
達
シ
、
此
ノ
方
面

二
於
ケ
ル
資
金
ノ
必
要

ハ
殆
ン
ド
認
メ
ラ
レ
ズ
ト
雖
モ
、
尚
今
後
新
砿
区
ノ
買
収
開
発
等

二
相
当
ノ
資
金

ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
セ
ズ
。
此
ノ
場
合

二
於
テ
本

社
ノ
金
繰

二
拘
束
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
、
新
会
社
自
ラ
金
融
ノ
途
ヲ
講
ジ
得
ル
ノ
利
便
ア
リ
。

次

二
又
忠
隈
炭
坑

ニ
ハ
陥
落
地
賠
償
ノ
懸
案
ア
リ
テ
、
年
々
補
償
金
ヲ
支
出
シ
居
レ
ル
外
、
機
会
ア
ル
毎

二
被
害
地
ノ
買
収
ヲ
行
ヒ
居

レ
ド
モ
、
窮
極
ス
ル
所

ハ
被
害
地
全
部
ヲ
買
収
ス
ル
カ
、
若
ク
ハ
相
当
ノ
事
業
費
を
投
ジ
テ
復
旧
工
事

ヲ
施
行
ス
ル
カ
ノ
方
途
を
講
ゼ

ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
従
テ
今
日
若
松
ト
シ
テ
ハ
其
利
益
ノ
中
ヨ
リ
相
当
ノ
積
立
ヲ
為
シ
置
キ
、
以
テ
将
来
ノ
賠
償
費

二
充
当
ス
ル
ヲ
以
テ

適
当
ナ
ル
施
設
ナ
リ
ト
云
フ
ベ
シ
。
然
ル
ニ
合
資
会
社
ノ
方
針

ハ
原
則
ト
シ
テ
直
轄
店
部

ニ
ハ
積
立
金

ヲ
保
有
セ
シ
メ
ズ
シ
テ
、
店
部

ノ
得
タ
ル
利
益

ハ
全
部
本
社

二
回
収
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
居
レ
ル
為
、
従
来

ハ
之
ガ
積
立
モ
不
可
能
ナ
リ
シ
ガ
、
今
回
組
織
変
更
ノ
上

ハ



(単位 :千円、千 円未満切 り捨 て)

出典 :総務部会計課「連系会社損益表」か ら作成。

48

730

13

792

464

222

64

3

157

794

15

966

551

240

94

10

9

906

60

187

965

34

1,188

686

293

148

12

1,140

47

717

2,908

269

3,895

2,854

856

46

215

7

71

19

4,072

△176

第 43表 住友坂炭碩・住友九州炭破損益表

昭和 4年

5,506

169

142

6,834

4,904

877

100

534

9

132

16

10

89

6,674

159

石炭売上益

石炭産出益

粗炭収益

雑 益

利益計

営業費

経 費

諸 税

償 却

固定財産原価差損益

利 息

雑 損

労役者保護金

鉱区試錐費

損失計

純 益

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

新
会
社

二
於
テ
適
宜
積
立
ヲ
行

フ
コ
ト
ヲ
得
テ
、
前
記
事
業

ノ
計
算

ヲ
明
確
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
趣
意

ニ
モ
合
致
ス
ベ
シ
。

次

に
商
号
を
住
友
九
州
炭
破
株
式
会
社
と
し
た
理
由

に
つ
い
て

は
、
次
の
点
を
挙
げ
て
い
る
。

第
二
案
住
友
九
州
炭
業
株
式
会
社
、
第
三
案
株
式
会
社
住
友

若
松
炭
業
所
、
其
他
種
々
ノ
案

ヲ
考

へ
得
ベ
キ
モ
、
其
ノ
中

若
松
炭
業
所
ナ
ル
名
称

ハ
、
従
来
呼
ビ
馴
レ
居
レ
ル
関
係
上

之

二
株
式
会
社
ノ
名

ヲ
冠
ス
ル
ハ
一
見
適
当
ナ
ル
ガ
如
キ
モ
、

元
来
此
ノ
名

ハ
本
所
ガ
若
松

ニ
ア
リ
タ
ル
ノ
故
ヲ
以
テ
便
宜

用
ヒ
タ
ル
ニ
過
ギ
ズ
、
且
株
式
会
社
ヲ
上

二
冠
ス
ル
コ
ト
ハ

同
業
会
社
ノ
中

ニ
ハ
其
ノ
実
例
寡
シ
。
依
テ
結
局
住
友
九
州

炭
破
株
式
会
社
又

ハ
住
友
九
州
炭
業
株
式
会
社
ノ
何
レ
カ
ヲ

採
用
ス
ル
ヲ
可
ナ
リ
ト
ス
。
然
ル
ニ
炭
業
卜
云

ヘ
バ
販
売

ヲ

偏
重
ス
ル
ヤ
ノ
誤
解
ヲ
受
ク
ル
虞
ナ
シ
ト
セ
ズ
。
而
シ
テ
炭

破
卜
云
フ
名
称

ハ
必
ズ
シ
モ
石
炭
採
掘
ノ
ミ
ヲ
ロ
的
ト
ス
ル

ノ
意
味

二
非
ズ
シ
テ
販
売

ヲ
モ
意
味
ス
ル
事

ハ
、
他
社
ノ
実

例
寡
カ
ラ
ズ
。
依
テ
寧

口
此
ノ
ニ
者
ノ
中
住
友
九
州
炭
破
株

式
会
社
ノ
方
ヲ
採
用
ス
ル
ヲ
適
当
ナ
リ
ト
信
ズ
。

六
七
三
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エハ
七
四

九
州
炭
破
と
し
て
は
、
忠
隈
始
め
既
存

の
炭
坑
の
新
た
な
起
業
だ
け
で
は
十
分
な
出
炭
量
の
拡
大
は
望
め
な
か
っ
た
の
で
、
山
本
は
若
松

炭
業
所
時
代
に
引
き
続
い
て
、
自
ら
わ
ら
じ
が
け
で
周
辺
の
炭
砿

の
調
査

に
当
た

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
昭
和
三
年
十

一
月
に
は
吉
井
炭
坑

（長
崎
県
北
松
浦
郡
吉
井
村
、
現
吉
井
町
）
を
、
次

い
で
十
二
月
に
は
潜
龍
炭
坑
（同
江
迎
村
、
現
江
迎
町
）等
を
併
せ
て
四
九
万
三
〇
〇
〇
円
で
買

収
し
、
四
年
二
月
に
は
芳
野
浦
炭
坑
（同
佐
々
村
、
現
佐
々
町
）
を
浅
野
セ
メ
ン
ト
の
子
会
社
芳
野
浦
鉱
業
か
ら
八
四
万
円
で
買
収
し
た
。

こ
れ

ら
が
寄
与
し
て
、
昭
和
四
年

の
九
州
炭
破
の
出
炭
量
は
八
〇
万
ト
ン
を
超
え
る
に
至

っ
た
。
し
か
し
十
二
月
山
本
は
、
肥
料
製
造
所
常
務
日

高
直
次
が
停
年
退
職
す
る
の
に
伴
い
、
そ
の
後
任
と
し
て
転
出
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
当
時
肥
料
製
造
所
は
巨
費
を
投
じ
て
窒
素
工
場
の
建

設
に
踏
み
切

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

機
械
技
術
者
の
山
本
に
自
羽
の
矢
が
立

っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
∩
住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「五
ｍ

住
友
肥
料
製
造
所
の
株
式
会
社
へ
の
移
行
」
参
照
）。

山
本
の
後
任
に
は
、
取
締
役
技
師
長
小
川
良
平
が
昇
格
し
た
。
山
本
は
早
く
か
ら
北
海
道
に
着
目
し
、
進
出
の
必
要
性
を
常
務
理
事
小
倉

正
恒
に
進
言
し
、
そ
れ
が
坂
炭
破
や
北
海
道
鉱
業
の
買
収
に
よ
つ
て
実
現
し
、
さ
ら
に
進
ん
で
住
友

の
石
炭
採
掘
業
を

一
本
化
す
る
構
想
を

進
め
て
い
た
だ
け
に
、
肥
料
製
造
所

へ
の
転
出
は
心
残
り
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
山
本
が
転
出
し
た
昭
和
四
年
十
二
月
末
、
坂
炭
篠
は
八

月
に
起
き
た
上
歌
志
内
坑

の
ガ
ス
爆
発
事
故
（死
者
七
〇
名
）
の
影
響
で
赤
字
に
転
落
し
、
九
州
炭
破
も
ま
た
通
年
で
は
黒
字
で
あ

っ
た
が
、

石
炭
市
況
の
悪
化
に
よ
り
下
期
は
赤
字
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
（第
４３
表
）。
年
末
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
昭
和
五
年
度

の
両
社

の
会
計
見
積
で
は
九
州
が
五
八
万
円
、
坂
が
四
万
円
と
い
ず
れ
も
黒
字
の
予
想
で
は
あ

っ
た
が
、
石
炭
市
況
の
見
通
し
か
ら
そ
の
実
現
は
極

め
て
困
難
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
合
資
会
社
は
次
項
で
述
べ
る
通
り
、
こ
の
山
本
の
構
想
を
、
九
州
と
北
海
道
の
双
方
を
知
悉
す

る
片
井
虎
次
郎
（Ｍ
４‐
京
大
工
　
採
鉱
冶
金
、
入
社
以
来
若
松
勤
務
後
大
正
十
三
年
札
幌
鉱
業
所
へ
転
勤
、
昭
和
三
年
坂
炭
破
常
務
）
の
下
で
進
め
る
こ

と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。



因
　
住
友
坂
炭
積
と
住
友
九
州
炭
積
の
合
併
に
よ
る
住
友
炭
積
株
式
会
社
の
発
足

昭
和
五
年
四
月

一
日
、
住
友
坂
炭
破
株
式
会
社
と
住
友
九
州
炭
破
株
式
会
社
の
両
社
を
合
併
し
て
、
新
た
に
住
友
炭
破
株
式
会
社
が
大
阪

（
９３
）

に
設
立
さ
れ
、
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
。
同
社
の
設
立
の
経
緯
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

同
社
ノ
前
身
住
友
九
州
炭
破
（資
本
金

一
千
万
円
、
払
込
五
百
万
円
）
卜
住
友
坂
炭
破
（資
本
金
七
百
万
円
、
払
込
六
百
万
円
）
ト
ハ
、
営

業
目
的
ヲ
同
ジ
ク
ス
ル
連
系
会
社

ニ
シ
テ
、
九
炭

ハ
明
治
二
十
六
年
住
友
ノ
経
営

二
移
リ
テ
ヨ
リ
稼
行
四
十
年
信
用
卜
経
験
ア
ル
モ
其

ノ
炭
坑

ハ
↑
心隈
等
）老
境

二
入
り
将
来
短
ク
、
反
之
坂
炭

ハ
唐
松
、
歌
志
内
、
奔
別
ノ
如
ク
優
良
ナ
ル
炭
砿

ヲ
有
ス
ル
モ
住
友
ノ
経
営

日
浅
ク
販
売
方
面

ハ
遺
憾
ト
ス
ル
点
多
シ
。
如
斯
両
社

ハ
一
長

一
短
ヲ
有
シ
、
各
独
立
セ
ル
場
合

ハ
販
路
ノ
争
奪
、
利
害
ノ
衝
突
ヲ
来

ス
コ
ト
ハ
明

ニ
シ
テ
、
同
ジ
住
友
ノ
統
制
下
ニ
ア
ル
事
業
ト
シ
テ
実

二
不
得
策
ナ
リ
。
両
社
ヲ
合
併
シ
テ
組
織
ヲ
整
備
シ
、
各
長
短

ヲ

補
ヒ
、
人
物
ノ
融
通
、
事
務
ノ
簡
捷
、
技
術
経
験
ノ
応
用
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ハ
最
モ
当
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ト
シ
、
両
社
ヲ
解
散
シ
、
之
ヲ
合
併

シ
テ
新

二
資
本
金
千
五
百
万
円
ノ
住
友
炭
破
ヲ
設
立
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

同
社
設
立
の
動
き
は
、
年
初
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
の
決
定
を
受
け
て
、　
一
月
八
日
、
合
資
会
社
総
務
部
長
川
田
順
か
ら
坂
炭
破
常
務
片

井
虎
次
郎
と
九
州
炭
破
常
務
小
川
良
平
に
宛
て
た
次
の
必
親
展
書
簡
に
よ
り
始
ま

っ
た
。

株
主
総
会
議
題

二
付
通
知
ノ
件

拝
啓
、
陳
者
住
友

二
於
ケ
ル
炭
業
モ
御
尽
カ

ニ
ヨ
リ
漸
次
発
展
シ
、
北
海
道

二
於
テ
モ
亦
九
州

二
於
テ
モ
相
当
ノ
地
位

ヲ
占
ム
ル
ニ
至

り
候
段
、
御
同
慶
ノ
至

二
存
候
。
然
ル
処
今
後
尚

一
層
ノ
発
展
ヲ
期
セ
ン
カ
為
、
之
力
対
策

二
付
テ
ハ
之
迄
重
役
方

二
於
テ
モ
種
々
御

考
究
中

二
之
有
候
処
、
起
業
計
画
ノ
適
当
ナ
ル
遂
行

二
付
又
売
炭
用
務
ノ
処
弁

二
付
テ
モ
、
日
下
ノ
如
ク
坂
炭
破
卜
九
州
炭
破
卜
組
織

ヲ
異

ニ
ス
ル
両
社
ヲ
存
立
セ
シ
ム
ル
コ
ト
得
策
ナ
ラ
ス
ト
ノ
結
論

二
達
セ
ラ
レ
、
此
際
両
社
ヲ
合
併
シ
新
会
社
ヲ
組
織
シ
今
後

二
備
フ

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工（
七
五
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エハ
七
六

ル
コ
ト
ニ
御
決
意
相
成
候
間
、
此
分
御
了
承
被
成
下
度
候
。
就
テ
ハ
右
ノ
御
趣
旨

二
基
キ
合
併
手
続
ノ
進
行

ヲ
計
り
度
、
其
第

一
着
ト

シ
テ
本
月
末
貴
社
定
時
株
主
総
会
ノ
機
会

二
於
テ
、

コ

、
住
友
坂
炭
破
株
式
会
社
卜
住
友
九
州
炭
破
株
式
会
社
ト
ヲ
合
併
シ
、
新
会
社
ノ
設
立

二
関
ス
ル
合
併
契
約
書
承
認
ノ
件
」
及

コ

、
前
号
議
案
ノ
件

二
関
シ
合
併
委
員
選
任
ノ
件
」

ヲ
附
議
ス
ル
コ
ト
ニ
致
度
候
間
、
右
二
件
ヲ
議
題
ト
シ
テ
追
加
相
願
ヒ
度
。

（坂
炭
破
宛

二
加
フ
ベ
キ
部
分
、
又
従
来

ハ
御
地

ニ
テ
総

会
御
開
催
相
成
居
候
モ
、　
此
度

ハ
大
阪
本
社

二
於
テ
総
会
開
催
ノ
コ
ト
ニ
致
度
、　
此
分
併
テ
御
了
承
被
下
度
候
）
尚
合
併
契
約
書
案
文

ハ
便
宜
当
方

二
於
テ
作
成
致
置
候
間
、
総
会
開
催

二
先
立
チ
篤
卜
御
覧
ノ
コ
ト
ニ

願
ヒ
度
御
含
ヲ
以
テ
、
総
会
日
取
ヨ
リ
ニ
、
三
日
前

二
御
上
阪
ノ
コ
ト
ニ
相
願
度

存
候
。
右
依
命
当
用
而
已
得
貴
意
度
如
斯
御
座
候
。

坂

ヘ
ノ
分
追
書
、
追
テ
坂
隆
二
氏

ニ
ハ
近
々
常
務
理
事
御
上
京
ノ
機
会

二
合
併

ニ

付
テ
ノ
同
意
ヲ
求
メ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
ニ
相
成
居
候
間
、
御
含
置
被
下
度
候
。

九
州
炭
破
の
株
主
は
前
項
で
述
べ
た
通
り
す
べ
て
住
友
関
係
者
で
あ

っ
た
が
、
坂
炭

破
に
は
坂

一
族
が
株
主
と
し
て
留
ま
っ
て
お
り
、
合
併
に
つ
い
て
そ
の
了
承
を
取
り
付

け
る
必
要
が
あ

っ
た
。
両
社
の
株
主
総
会
は

一
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
、
両
社
と
も
解

散
し
て
合
併
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、　
一
月
三
十

一
日
の
北
海
タ
イ
ム
ス
と
福
岡
日
々

新
聞
に
公
告
さ
れ
た
。
新
会
社
設
立
の
直
前

の
三
月
八
日
新
会
社
の
主
管
者
に
予
定
さ

れ
て
い
た
片
井
虎
次
郎
が
急
逝
す
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
た
が
九
州
炭

破
の
小
川
良
平
を
主
管
者
の
常
務
、
総
理
事

の
湯
川
寛
吉
を
会
長
と
し
て
、
新
会
社
は

(言曼 ) 5

@20円 計 @50円 @20円

100,000

(500)

284,000

6,160

3,600

3,500

1,030

760

700

250

187,790

6,160

2,600

2,500

0

0

700

250

100,000 287,790

6,160

2,600

2,500

0

0

700

250

100,000 300,000 200,000 100.000 300,000



第 44表 住友坂炭碩・住友九州炭碩と住友

株  主
住 友 坂 炭 碩 九州炭破 住

@50円 @40円 言十 ζ,25円 @50円 @40円

住友合資

湯川寛吉他 9人

坂 隆二

坂 整三

坂 敏男

稲垣えい

本田千代

坂 なみ

本田譲二

24,000

6,160

3,600

3,500

1,030

760

700

250

100,000 124,000

6,160

3,600

3,500

1,030

760

700

250

199,000

1,000

84,000

(300)

6,160

3,600

3,500

1,030

760

700

250

100,000

合 計 40.000 100,000 140,000 200,000 100,000 100,000

註 :住 友合資 は昭和 5年 12月 に@10円 払込み (10万株 )。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

予
定
通
り
四
月

一
日
設
立
さ
れ
た
。
新
会
社
の
資
本
金
は

一
五
〇
〇
万
円
で
払
込
は

一

一
〇
〇
万
円
、
坂
炭
積

の
五
〇
円
払
込
株
式
四
万
株
及
び
四
〇
円
払
込
株
式

一
〇
万
株

に
対
し
て
は
新
会
社
の
株
式
が

一
対

一
で
割
り
当
て
ら
れ
た
が
、
九
州
炭
破
の
二
五
円

払
込

の
株
式
二
〇
万
株

に
つ
い
て
は
、　
一
〇
〇
株
公
一五
〇
〇
円
払
込
）
に
対
し
五
〇
円

払
込
三
〇
株
２

五
〇
〇
円
払
込
）
と
二
〇
円
払
込
五
〇
株
貧

○
○
○
円
）
を
割
り
当

て
た

（第
４４
表
）。

新
会
社
設
立
後
六
月
三
十
日
に
前
項
で
述

べ
た
九
州
炭
破
の
住
友
関
係
者
株
主

一
〇

名

の
新
株
式
は
す
べ
て
合
資
会
社
に
回
収
さ
れ
た
。
そ
の
後
昭
和
五
年
末
ま
で
に
坂

一

族
が
手
放
し
た
三
七
九
〇
株
を
合
資
会
社
が
取
得
し
、
十
二
月
に
は
四
〇
円
払
込
の
株

式

の
残
り

一
〇
円
を
払
込
み
合
資
会
社

の
持
株
は
、
年
末

に
は
二
人
万
七
七
九
〇
株

（九
五
・
九
三
％
、
株
主
名
簿
の
株
数
と
の
相
違
は
名
義
株
で
あ
る
）
と
な

っ
た
。

設
立
後
の
住
友
炭
破
の
業
績
は
、
合
資
会
社
の
懸
念
し
た
通
り
不
況
に
よ
り
昭
和
八

年
上
期
ま
で
赤
字
が
続

い
た
（第
４５
表
）
。
よ
う
や
く
黒
字

に
転
じ
た
昭
和
八
年
八
月
、

主
管
者
の
常
務
小
川
良
平
が
北
海
道
炭
坑
視
察
中
に
殉
職
す
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト

が
起
こ
っ
た
。
小
川
の
後
任

に
は
小
川
と
同
期
入
社

の
合
資
会
社
技
師
長
古
市
六
三

（Ｍ
４３
東
大
工

・
採
鉱
冶
金
、
別
子
採
鉱
課
長

・
合
資
技
師
長
、
の
ち
本
社
技
師
長

・
帝
国
鉱
業

開
発
副
社
長

・
社
長
、
明
治

。
大
正
期
の
土
木
技
術
者
古
市
公
威
の
長
男
）
が
就
任
し
た
が
、

古
市
は
元
来
別
子
育
ち
で
炭
坑
と
は
無
縁
で
あ

っ
た
。
九
州
生
え
抜
き
の
山
本
信
夫
は

六
七
七
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第 45表 住友炭碩損益表
(単位:千 円、千円未満切り捨て)

科   目 昭和5年 6 年 7年 8  ■F 9年 10 年 11 年

石炭売上益

石炭産出益

本支店費戻入

売炭費戻入

諸戻入

粗炭・消費炭収益

雑 益

利益計

△530

8,013

702

1,402

244

255

10,088

△1,122

6,260

913

2,937

230

173

79

9 472

△330

4,960

837

2,646

180

133

93

8,520

I - --^
I o, oov

\ a,zu

| +sa

10.299

営業費

経 費

諸 税

不可 息

退職慰労金

労役者保護金

償 却

固定財産原価差損益

産出品原価差損益

雑 損

被害地補償

損失計

7

1

794

656

165

356

128

57

662

2

18

113

955

7

1

230

354

155

394

104

0

723

1

6

51

73

095

6

1

249

163

130

362

127

39

048

12

42

137

3159

1

}
8

112

345

223

1,051

135

70

10,730

998 1,084

22

1,140

83

純 益 △867 △623 △794 △431 1,108 1,073

出典 :第 39表 に同 じ.

六
七
八

当
時
依
然
と
し
て
肥
料
製
造
所
専
務
（八
年

一
月

専
務
制
採
用
）
と
し
て
炭
破

へ
転
出
で
き
る
状
況

に
は
な
く
、
十
二
月
に
は
大
屋
敦
と
交
代
し
て

本
社
経
理
部
長

へ
転
出
し
て
し
ま

っ
た
。
結
局

山
本
が
炭
破

へ
復
帰
す
る
の
は
、
昭
和
十
二
年

炭
破
が
別
子
鍍
山
と
合
併
し
て
住
友
鍍
業
が
設

立
さ
れ
、
山
本
が
そ
の
主
管
者
と
し
て
専
務
に

就
任
す
る
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

昭
和
六
年
以
降
の
住
友
炭
破

の
株
主
の
異
動

は
、
第
４６
表

の
通
り
昭
和
六
年
と
八
年
に
坂

一

族
の
異
動
が
あ
り
、
九
年
三
月
に
は
合
資
会
社

が
未
払
込
金
三
〇
〇
万
円
を
払
い
込
ん
で
資
本

金

一
五
〇
〇
万
円
全
額
払
込
と
し
、
六
月
に
そ

れ
を
五
分
の
一
減
資
し
て
資
本
金

一
二
〇
〇
万

円
と
な

っ
た
。
こ
の
減
資
差
益
三
〇
〇
万
円
で

繰
り
越
し
損
二
六
八
万
円
そ
の
他
を
相
殺
し
た
。

そ
の
後
十
年

に
は
再
び
坂

一
族
の
異
動
が
あ
り
、



株  主 昭和5年末 6・ 7年末 8年末 9年末 10年 末 12年 3月

住友合資

住友本社

住友家

坂 隆二

坂 整三

坂 敏男

坂 輝彦

坂 なみ

三田村良一

本田譲二

287,790

6,160

2,600

2,500

700

250

291,390

5,160

1,000

1,500

700

250

292,390

4,160

1,000

1,500

700

250

233,912

3,328

1L2000

560

200

234,212

3,128

1,900

¬
-560

200

hl継誦
3,128

1,900

560

200

合 計 300,000 300,000 240,000 240,000 240,000

(単 位 :株 )

第 46表 住友炭破の株主の異動

註 :1 050円 払込み、但 し5年末ヽ 8年末の住友合資の持株の内10万株のみ@20円 払込み。

2 9年 3月 住友合資は残額@30円 払込み。

3 9年 6月 1/5減 資。

4 12年 6月 住友炭確は住友別子鍍山と合lT。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

十
二
年
三
月
に
は
住
友
合
資
会
社
の
解
散
に
よ
り
、
合
資
会
社
持
株
二
三
万

四
二

一
二
株
の
中
住
友
本
社
に
六
万
三

一
二
株
が
譲
渡
さ
れ
、
住
友
家
に
残

る

一
七
万
四
〇
〇
〇
株
が
分
配
さ
れ
た
。
従

っ
て
昭
和
十
二
年
六
月
住
友
別

子
鎖
山
と
合
併
す
る
時
点
の
住
友
炭
破
の
株
主
は
第
４６
表

の
通
り
で
あ

っ
た
。

住
友
鍍
業
の
発
足
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

「株
式
会
社
住
友
本
社
（上
ど

で

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

田
　
扶
桑
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継

昭
和
五
年
三
月
、
住
友
合
資
会
社
は
扶
桑
海
上
の
専
務
取
締
役
と
し
て
住

友
別
子
鍍
山
大
阪
支
店
長
小
山
九

一
を
送
り
込
み
、
九
月
に
は
山
下
汽
船
社

長
山
下
亀
三
郎
か
ら
扶
桑
海
上
の
株
式
二
万
株
、
十
月
に
は

一
万
五
〇
〇
〇

株
合
計
三
万
五
〇
〇
〇
株
を
譲
り
受
け
て
、
そ
の
持
株
は
七
万
三

一
四
〇
株

（三
六

・
五
七
％
、
株
主
名
簿
と
の
相
違
は
名
義
株
で
あ
る
）
に
達
し
た
の
で
、
こ

こ
に
同
社
の
経
営
を
承
継
す
る
こ
と
と
な

つ
た
。

住
友
は
、
明
治
二
十
五
年
大
阪
に
日
本
火
災
保
険
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ

た
際
、
総
理
人
広
瀬
宰
平
が
同
社
の
発
起
人
の

一
人
田
中
市
兵
衛
と
親
し
か

っ
た
の
で
、
同
社
に
参
加
す
る
機
会
は
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
広
瀬
宰
平

は
銀
行
業
と
同
様

に
保
険
業

の
経
営

に
も
関
与
す
る
こ
と
を
嫌

っ
た
の
が

一

六
七
九
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（
９５
）

因
で
、
住
友
は
日
本
火
災
と
は
無
関
係
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
既
に

「住
友
総
本
店
（下
ど

の

「
三
　
住
友
総
本
店
の
投
資
活
動
」
で
述
べ
た

通
り
、
そ
の
後
大
正
六
年
に
扶
桑
海
上
が
設
立
さ
れ
た
際
、
住
友
総
本
店
が
六
〇
〇
〇
株
を
引
き
受
け
、
本
店
支
配
人
小
倉
正
恒
が
同
社
の

創
立
委
員
を
務
め
、
設
立
後
に
は
取
締
役
に
就
任
し
た
こ
と
で
、
住
友
は
初
め
て
保
険
業
に
関
係
を
有
す
る
に
至

っ
た
。

大
正
十
四
年
三
月
、
二
年
間
の
海
外
留
学
か
ら
帰
国
し
た
小
畑
忠
良
（当
時
経
理
部
第
三
課
製
造
店
部
係
長
）
は
早
速
日
之
出
生
命

の
買
収

に

当
た
ら
さ
れ
て
、
「生
命
保
険
だ
け
は
ま
さ
か
住
友
が
や
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」

が

「
火
災
保
険
ま
で
は
住
友
も
そ
の
う
ち
に
や
る
だ
ろ

う
と
い
う
気
が
し
た
の
で
す
な
、
既
に
扶
桑
海
上
の
保
険
は
や
つ
て
ま
す
か
ら
、
と
い
う
の
で
火
災
保
険

に
関
す
る
書
物
は
買
い
、
自
分
で

（
９６
）

も
読
み
、
家

へ
送

っ
て
お
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
が
、
住
友
が
扶
桑
海
上
の
経
営

に
乗
り
出
す
第

一
歩
は
、
小
畑
の
帰
国
か
ら

一
年
後
の

大
正
十
五
年
三
月
に
始
ま

っ
た
。
当
時
扶
桑
海
上
会
長
で
あ

っ
た
平
生
鉄
三
郎
（東
京
海
上
専
務

。
大
正
海
上
会
長
、
後
文
相

。
日
本
製
鉄
会
長
）

は
、
そ
の
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

大
正
十
五
年
三
月
十
二
日

去

ツ
テ
、
住
友
総
本
店

二
小
倉
氏
ヲ
訪
問
シ
、
扶
桑
海
上
ノ
株
式

ニ
シ
テ
山
下
氏
所
有
ノ
分
ヲ
大
部
分
買
収
シ
テ
、
住
友
家
系
統
ノ

海
上
火
災
保
険
会
社
ナ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
ツ
キ
、
小
倉
氏
ノ
最
終
意
見
ヲ
質
サ
ン
為
メ
ナ
リ
シ
ガ
、
最
近
家
長
ノ
逝
去
（註
、
三
月
二
日

住
友
吉
左
衛
門
友
純
歿
）
ノ
為
メ
非
常

二
混
雑
ヲ
極
メ
、
未
ダ
徐

ロ
ニ
重
役
ノ
意
見
ヲ
纏
ム
ル
ニ
至
ラ
ズ
、
本
月
末
迄

ニ
ハ
、
何
ト
カ

ご
‐

く
ｏ
ｃ
８
σ
】Φ
”
房
■
９

ヲ
ナ
ス
可
ク
努
カ
ス
ベ
シ
ト
ノ
事
ナ
リ
キ
。

平
生
に
よ
る
と
そ
の
後
小
倉
は
、
住
友
合
資
会
社
が
扶
桑
海
上
の
経
営
を
引
き
受
け
る
用
意

の
あ
る
こ
と
を
平
生
に
表
明
し
た
が
、
次

の

よ
う
に
山
下
が
持
株
を
手
放
す
意
向
を
示
さ
ず
、
そ
れ
に
代
わ
る
他
の
方
法
も
問
題
が
あ

っ
た
た
め
、
こ
の
話
は
進
展
し
な
か
つ
た
。

大
正
十
五
年
四
月
二
十
日

午
前
、
三
倉
滋
（註
、
扶
桑
海
上
専
務
、
平
生
の
女
婿
）来
訪
。
扶
桑
海
上
ノ
為
メ
有
カ
ナ
ル

∽
Ｃ
も
ｏ
９
一９

ヲ
得
ル
コ
ト
ハ
、
将
来
同
社



ガ
独
立
セ
ル
保
険
業
者
ト
シ
テ
存
立
ス
ル
ニ
必
要
条
件
ナ
ル
コ
ト
ハ
、
余
モ
認
ム
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
、
其

∽
ｃ
ｏ
ｏ
９
一９

ト
シ
テ
ハ
、

現
在
ノ
日
本
ソ
財
界
ヲ
通
観
ス
ル
ニ
、
扶
桑
社
ノ

一
大
株
主
ナ
ル
住
友
家
ヲ
シ
テ
十
分
ノ
カ
ヲ
用
イ
シ
ム
ル
ノ
外
ナ
キ
コ
ト
ハ
、
余
モ

三
倉
モ
同

一
意
見
ナ
レ
バ
、
過
般
来
住
友
ヲ
代
表
セ
ル
小
倉
氏

二
談
ジ
、
漸
ク
同
家
重
役
ノ
意

ヲ
動
カ
ス
ニ
至
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、

現
在
ノ
状
態

二
於
テ
、
如
何
ナ
ル
形
式

二
於
テ
、
住
友
家
ヲ
シ
テ
多
数
ノ
株
式
ヲ
所
有
セ
シ
ム
ベ
キ
カ
ニ
ツ
イ
テ
ハ
、
初
メ
ハ
財
政
窮

乏

ニ
シ
テ
債
権
者
監
理
ノ
下
二
在
ル
山
下
氏
ノ
株
式
ヲ
売
却
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
セ
ン
カ
ト
考

ヘ
シ
ガ
、
近
来
扶
桑
海
上
ノ
株
価
ガ
少
シ

ク
昂
上
シ
、
山
下
氏
ノ
財
産
中
、
扶
桑
海
上
ノ
株
式
ガ
重
要
ナ
ル
モ
ノ
ト
氏
モ
認
ム
ル
ニ
至
り
、
売
却
ノ
念
ナ
キ
ヲ
認
メ
タ
ル
。

（後

略
）

し
か
し
翌
昭
和
二
年
六
月
、
本
件
は
、
山
下
の
資
金
繰
り
が
急
を
告
げ
る
に
至

っ
た
の
か
、
山
下
自
身
か
ら
次

の
よ
う
に
平
生
に
持
ち
出

（
９９
）

さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

昭
和
二
年
六
月
十
日

昨
日
扶
桑
海
上
重
役
会
ノ
開
会
前
、
余
卜
山
下
氏
卜
両
人
ナ
リ
シ
際
、
山
下
氏

ハ
突
然
余

二
向
ヒ
、
扶
桑
海
上
ノ

σ
８
声
ト
シ
テ
住

友
家
ヲ
誘
致
ス
ル
ノ
案

ハ
、
如
何

二
進
行
ス
ル
ヤ
ト
ノ
事
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
、
過
般
ノ
方
法

ハ
増
資

ヲ
ナ
シ
テ
住
友
家

二
其
株
ヲ
与
フ
ル

ノ
案
ナ
リ
シ
ガ
、
之

ハ
異
論
モ
ア
リ
、
又
種
々
難
問
題
モ
生
ズ
ル
ノ
恐
ア
リ
テ
中
止
セ
ル
ガ
、
住
友

ヲ
シ
テ

σ
器
Ｆ
タ
ラ
シ
メ
、
中
堅

タ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ハ
、
今
日
実
現
セ
ラ
レ
タ
ル
財
界
ノ
実
状
ヨ
リ
シ
テ
モ
、
益
必
要
ヲ
感
ズ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
扶
桑
海
上

ニ
シ
テ
住
友

ヲ
誘
致
シ
得
ル
ヤ
否
ヤ
ハ
、
長
キ
将
来

二
於
テ
興
廃
ノ
問
題
卜
思
フ
ト
告
ゲ
タ
ル
ニ
、
氏

ハ
全
然
余
ノ
意
見

二
共
鳴
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ

ト
ラ
述
べ
、
如
此
キ
重
要
事

ヲ
荏
再
延
期
シ
居
ル
コ
ト
ハ
、
機
会
ヲ
逸
ス
ル
ノ
恐
ア
レ
バ
、
自
分

ハ
自
分
ノ
持
株

ヲ
害‐
．愛
ス
ル
コ
ト
モ

辞
セ
ズ
、
若
シ
如
此
ク
シ
テ
実
行
可
能
ナ
レ
バ
、
喜
ン
デ
半
数
ヲ
割
譲
ス
ル
モ
可
ナ
リ
ト
ノ
事
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
、
余

ハ
山
下
氏

ニ
シ
テ

其
決
心
ア
ラ
ン
カ
、
余

ハ
進
ン
デ
コ
ノ
問
題
ノ
解
決
ノ
タ
メ
ニ
カ
ヲ
尽
ク
サ
ン
、
而
シ
テ
其
株
数
等

ハ
余

二
一
任
セ
ラ
ル
ベ
ク
、
決
シ

第
二
部
　
住
友
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資
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社
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テ
氏
ノ
為
メ
ニ
不
利
益
ナ
ル
取
扱

ハ
ナ
サ
ザ
ル
ベ
シ
ト
ノ
事
ヲ
述
ベ
タ
ル
ニ
、
山
下
氏

ハ
大

二
感
激
セ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
、
扶
桑
海
上

ハ

自
分
ガ
発
起
セ
ル
最
モ
心
ヲ
込
メ
タ
ル
会
社
ナ
レ
バ
、
自
己
ノ
利
益
ヲ
犠
牲

二
供
シ
テ
モ
、
其
発
育

二
資
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
決
心
シ

居
レ
バ
、
其
含
ヲ
以
テ
処
置
セ
ラ
レ
タ
シ
ト
イ
ヒ
、
真
面
ロ

ニ
言
明
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
好
都
合
ナ
リ
キ
。
（後
略
）

こ
の
結
果
住
友
合
資
は
次

の
よ
う
に
山
下
か
ら
扶
桑
海
上
株
二
万
七
八
四
〇
株
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
（第
２２
表
）。

昭
和
二
年
七
月
二
十
八
日

住
友
合
資
会
社
小
倉
正
恒
氏
ヨ
リ
、
先
日
来
ノ
扶
桑
海
上
火
災
株
山
下
氏
分

一
五
、
○
○
○
株
、
扶
桑
所
有
（註
、
扶
桑
海
上
社
員
中

村
順
一
名
義
二

一
一、
八
四
〇
株
併
セ
テ
二
七
、
八
四
〇
株

ニ
テ
、　
一
株
￥
二
〇

・
〇
〇

二
テ
譲
受
ノ
儀

ハ
本
日
以
後
何
時

ニ
テ
モ
東
京

ニ
テ
受
渡
ス
ベ
シ
ト
ノ
事

ヲ
通
知
シ
来
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
資
金

二
対
ス
ル
コ
ト
大
早

二
雲
寛
ヲ
望
ム
ガ
如
ク
待
焦
レ
居
レ
ル
山
下
氏

ニ

打
電
セ
シ
ニ
、
氏
ヨ
リ
ハ
高
意

ヲ
謝
ス
ル
旨
返
電
ア
リ
。
之

ニ
テ
住
友
ヲ
背
景
ト
ス
ベ
キ
扶
桑
海
上
積
年
ノ
希
望
モ
達
セ
ラ
レ
、
住
友

ガ
扶
桑
海
上
ノ
後
援
者
ナ
ル
コ
ト
ヲ
公
示
ス
ル
ヲ
得
ル
ニ
至
レ
リ
。
余

ハ
コ
ノ

一
挙

二
於
テ
、
余
ガ
創
立
ノ
際
ヨ
リ
間
接
直
接
ノ

”
争

ま
∽Ｒ

ト
シ
テ
、
三
倉
専
務
ノ
相
談
相
手
ト
シ
テ
大
小
ノ
枢
機

二
参
劃
シ
、　
一
昨
年
東
京
海
上
専
務
辞
任
後
モ
、
扶
桑
海
上
ヲ
シ
テ
将

来
ノ
基
礎
ヲ
定
メ
ン
タ
メ
、
特

二
営
業
上

二
関
シ
テ
モ

”
Ｑ
く
”８

ヲ
ナ
シ
ツ
ツ
ア
リ
シ
ガ
、
今
回
住
友
家
ト
ノ
関
係
ガ
重
大
ト
ナ
リ
、

住
友
モ
進
ン
デ
扶
桑
ノ

σ
８
パ
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
コ
ト
ニ
決
心
セ
シ
ヨ
ト
ハ
、
扶
桑
ノ
タ
メ
マ
タ
ト
ナ
キ
後
援
者
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、

現
在
ノ
経
済
界

二
於
テ
、
日
本

二
於
テ
最
モ
信
用
大
ナ
ル
事
業
会
社

ハ
、
三
井
、
三
菱

二
次
グ
ニ
住
友
ヲ
以
テ
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
日

本
三
大
富
一豪
ノ

一
人
ガ
、
我
扶
桑
海
上
ノ
大
株
主
ト
シ
テ
其
カ
ヲ
侵
サ
ン
ト
決
心
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ハ
、
信
用
ヲ
看
板
ト
ス
ル
我
社

ニ

取
リ
テ
ハ
、
此
上
モ
ナ
キ
カ
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
之

ニ
テ
余

モ
、
何
時

ニ
テ
モ
会
長
ノ
椅
子
ヲ
住
友
ノ
代
表
者

二
譲
リ
テ
、
自
由
ノ

位
地

二
就
ク
コ
ト
ヲ
得
ル
ニ
至
り
、
余
ト
シ
テ
モ
大

二
心
ヲ
安
ン
ズ
ル
ヲ
得
タ
リ
。

続
い
て
昭
和
三
年
住
友
合
資
は
、
扶
桑
海
上
株
三
九
〇
〇
株
を
取
得
し
た
（第
２２
表
）。　
こ
れ
は

「
国
　
大
阪
北
港
株
式
会
社
の
連
系
会
社



指
定
」
や

「
口
　
住
友
別
子
鉱
業
所
の
住
友
別
子
鍍
山
株
式
会
社

へ
の
移
行
」
で
述
べ
た
通
り
、
金
融
恐
慌
に
よ
り
藤
田
銀
行
が
日
銀
特
融

を
仰
が
ぎ
る
を
得
な
く
な
り
、
藤
田
組
が
資
産
整
理
の
一
環
と
し
て
そ
の
持
株
六
〇
〇
〇
株
を
処
分
し
た

一
部
で
あ
る
。
住
友
信
託
か
ら
こ

の
情
報
が
扶
桑
海
上
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
平
生
は
直
ち
に
小
倉
に
対
し
住
友
合
資
で
六
〇
〇
〇
株
全
株

の
取
得
を
要
請
し
た
。
小
倉
も
住

友
信
託
證
券
課
に
対
し
そ
の
確
保
を
命
じ
た
が
、
既
に
株
式
を
持
ち
込
ま
れ
た
仲
買
大
阪
商
事
が
二

一
〇
〇
株
を
売
却
し
て
し
ま
っ
て
い
た

た
め
、
全
株
取
得
は
な
ら
な
か
つ
た
。
藤
田
組
の
こ
の
や
り
方
に
対
し
、
平
生
は
次
の
よ
う
に
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

昭
和
三
年
七
月
十
日

（中
略
）藤
田
組

二
於
テ
ハ
株
式
ヲ
売
却
ス
ル
ニ
、
吾
々
同
社
（註
、
扶
桑
海
上
）
ノ
創
立
時
代
ヨ
リ
重
役
タ
リ
シ
僚
友

二
、
其
売
却
ノ
事

ヲ

豫
メ
協
議
セ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
其
代
表
者
タ
ル
坂
野
氏

ニ
モ
相
談
セ
ザ
リ
シ
ト
ノ
事
ナ
ル
ガ
、
カ
カ
ル
連
中
、
カ
カ
ル
非
商
売
的
ノ

行
動
ヲ
敢
テ
ス
ル
藤
田

一
族
ガ
、
今
日
ノ
末
路

二
来
リ
タ
ル
コ
ト
ハ
当
然

ニ
シ
テ
、
北
浜
銀
行
ガ
危
殆

二
瀕
シ
タ
ル
時
、
其
救
ノ
神
ト

モ
イ
フ
ベ
キ
岩
下
氏
（註
、
北
浜
銀
行
頭
取
岩
下
清
周
）
ノ
タ
メ
ニ
、　
一
肌
脱
グ
コ
ソ
人
ト
シ
テ
情
誼
ヲ
尽
ク
ス
ベ
キ
ハ
ズ
ナ
ル
ニ
、
後
難

ヲ
恐
レ
テ
間
際

二
岩
下
氏
ヲ

σ
Ｏ
一８
Ｋ
セ
ル
藤
田
平
太
郎
氏
ノ
如
キ
不
徳
漢
ガ
、
到
底
家
運
ノ
隆
昌
ヲ
見
ル
コ
ト
ナ
キ
ハ
当
然
卜
思
ヒ

タ
ル
ガ
、
今
ヤ
衰
亡
ノ
悲
運

二
臨
ム
モ
何
人
モ
同
情
サ
エ
ス
ル
モ
ノ
ナ
ク
、
来
ル
ベ
キ
コ
ト
ガ
到
来
セ
シ
モ
ノ
ト
シ
テ
、
寧

口
冷
眼
ヲ

以
テ
落
チ
行
ク
様
ヲ
見
ツ
ツ
ア
ル
ハ
、
天
ノ
配
剤
ト
モ
イ
フ
ベ
キ
カ
。

し
か
し
昭
和
四
年
に
入
る
と
、
扶
桑
海
上
は
五
、
六
〇
万
円
に
上
る
海
外

の
巨
額
損
失
が
発
覚
し
、
こ
れ
を
何
と
か
取
り
返
そ
う
と
焦
慮

す
る
平
生
の
女
婿
で
あ
る
専
務
三
倉
滋
の
常
軌
を
逸
し
た
行
動
で
社
内
が
混
乱
し
、
平
生
は
つ
い
に
三
倉
を
切

っ
て
住
友
か
ら
代
わ
り
の
経

営
者
を
派
遣
す
る
よ
う
小
倉
に
要
請
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

つ
た
。
平
生
が
そ
の
条
件
と
し
て
挙
げ
た
の
は
次

の
点
で
あ

っ
た
。

昭
和
四
年
十

一
月
十
九
日

（中
略
）
コ
ノ
際

ハ
断
乎
タ
ル
改
革
ヲ
施
ス
ノ
外
ナ
ク
、
其
方
法
ト
シ
テ
ハ
三
倉
ノ
専
務
ヲ
辞
任
セ
シ
メ
、
之

二
代

ハ
ル
ニ
住
友
家
ヨ
リ
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立
派
ナ
ル
人
物
ヲ
推
薦
セ
シ
メ
、
之
ヲ
専
務
ト
シ
、
以
テ
統
憤
ノ
任

二
当
ラ
シ
メ
ン
カ
、
タ
ト
ヘ
其
人

ハ
保
険

二
未
経
験
ナ
ル
モ
、
職

務

二
熱
心
ナ
ラ
ン
カ
、
短
期
間

二
相
当
ノ
知
識
卜
経
験
ヲ
得
ベ
ク
、
且
相
当

二
熟
練
ナ
ル

無
”
「

ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ト
テ
、
其
職
ヲ
全
フ

ス
ル
コ
ト
敢
テ
困
難
ナ
ラ
ズ
、
タ
ダ
其
人

ハ
立
派
ナ
ル
人
格
者

ニ
シ
テ
、
包
容
カ

ニ
富
ミ
人
物
ノ
鑑
識
カ
ア
ル
人

ニ
シ
テ
、
尊
敬

ヲ
受

ク
ベ
キ
資
格
ヲ
有
シ
、
且
呆
断
ノ
人
ナ
ル
ヲ
要
ス
、
（後
略
）

十
二
月
十
二
日
小
倉
は
小
山
九

一
を
派
遣
す
る
こ
と
を
平
生
に
伝
え
、
こ
こ
に
小
山
の
扶
桑
海
上
出
向
が
決
定
さ
れ
た
。
小
山
は
当
時
住

友
別
子
鍍
山
大
阪
支
店
長
と
し
て
産
銅
カ
ル
テ
ル
ヘ
の
加
盟
問
題
で
水
曜
会
と
交
渉
し
て
い
た
こ
と
は
、
既
に

「
日
　
住
友
別
子
鉱
業
所
の

住
友
別
子
鍍
山
株
式
会
社

へ
の
移
行
」
で
述
べ
た
。
し
か
し
小
山
は
製
銅
販
売
店
支
配
人
で
あ

っ
た
昭
和
三
年
七
月
、
住
友
別
子
鍍
山
常
務

鷲
尾
勘
解
治
の
別
子
合
理
化
の
一
環
と
し
て
、
製
鋼
販
売
店
が
別
子
鍍
山
大
阪
支
店
に
組
み
込
ま
れ
た
た
め
、
鷲
尾
の
部
下
と
な

っ
た
の
で

あ

っ
て
、
鷲
尾
と
小
山
は
共
に
明
治
四
十
年

の
住
友
同
期
入
社
（鷲
尾
は
京
大
法
卒
、
小
山
は
東
京
高
商
卒
、
従
っ
て
年
齢
は
鷲
尾
が
三
歳
年
長
で
あ

る
）
で
、

小
山
は
別
子
に
在
籍
し
た
こ
と
も
な
く
、
鷲
尾
の
信
奉
者
で
も
な
か
っ
た
の
で
、

既
に
述
べ
た
通
り
対
水
曜
会
交
渉
で
両
者
の
間

に
は
意
見
の
相
違
が
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
従

っ
て
こ
の
人
事
は
、
小
山
に
と
つ
て
は
扶
桑
海
上
で
得
意

の
経
理
才
能
を
発
揮
で
き
る
こ
と

に
な
り
、
他
方
鷲
尾
に
と
つ
て
も
小
山
の
後
任
に
腹
心
の
別
子
経
理
課
長
飯
田
弥
五
郎
を
起
用
し
て
対
水
曜
会
交
渉
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
も
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

昭
和
五
年
三
月
の
小
山
の
扶
桑
海
上
専
務
就
任
に
続
い
て
、
九
月
冒
頭
で
述

べ
た
通
り
山
下
亀
三
郎
は
小
倉
正
恒

に
対
し
、
さ
ら
に
そ
の

持
株
三
万
五
〇
〇
〇
株
の
売
却
を
申
し
出
た
。
平
生
は
そ
れ
を
聞
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

昭
和
五
年
九
月
六
日

昨
午
後
、
今
回
住
友
合
資
会
社
総
理
事

二
昇
任
セ
シ
小
倉
正
恒
氏
（註
、
八
月
十
二
日
就
任
）
、
大
阪
支
店

二
来
訪
シ
、
就
任
ノ
挨
拶

ヲ

兼
ネ
、
且
今
回
山
下
亀
三
郎
氏
ノ
懇
請
ヲ
納
レ
、
同
氏
ガ
第

一
銀
行

へ
担
保
ト
シ
テ
書
入
レ
ア
ル
扶
桑
海
上
保
険
ノ
株
式
参
万
五
千
株



ヲ
、
壱
株
￥

一
七

・
五
〇

二
テ
一肩
代
リ
ス
ル
コ
ト
ニ
内
談
調
ヒ
タ
ル
コ
ト
ラ
通
告
シ
、
住
友
家

二
於
テ
ハ
、
今
後
全
カ
ヲ
挙
ゲ
テ
扶
桑

海
上
ノ
タ
メ
ニ
助
カ
ス
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
セ
ラ
ル
。
余

ハ
如
此
キ
住
友
家
ノ
英
断

ハ
、
扶
桑
海
上
ノ
タ
メ
最
モ
喜
ブ
ベ
キ
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
、

扶
桑

ハ
名
実
共

二
住
友
系
ノ
海
上
火
災
保
険
会
社
ト
シ
テ
、
将
来
大

二
発
展
ス
ル
機
会
ア
ル
ベ
キ
コ
ト
ヲ
告
ゲ
タ
ル
ガ
、
小
倉
氏
ノ
談

二
、
山
下
氏
モ
海
運
界
ノ
大
不
況
ノ
タ
メ
運
転
資
金
訣
乏
シ
、
少
額
ト
イ
ヘ
ド
モ
担
保
価
格
卜
売
価
ト
ノ
差
額
ヲ
利
用
セ
ン
ト
ノ
意
味

ヲ
以
テ
、
一肩
代
ヲ
懇
請
セ
シ
モ
ノ
ノ
如
シ
ト
言

ヘ
リ
。
山
下
氏
ノ
窮
状
ヤ
察
ス
ル
ニ
餘
ア
リ
ト
イ
フ
ベ
シ
。

住
友
合
資
会
社
が
扶
桑
海
上
の
経
営
を
承
継
し
た
昭
和
五
年
が
終
わ
る
と
、
昭
和
六
年
初
頭
小
山
は
平
生
を
訪
れ
、
次

の
よ
う
に
住
友
商

号

へ
の
変
更
を
打
診
し
た
。

昭
和
六
年

一
月
二
十
三
日

午
前
十

一
時
半
、
東
海
（註
、
東
京
海
上
）大
阪
支
店

二
於
テ
、
扶
桑
海
上
専
務
小
山
九

一
氏
ノ
来
訪

ヲ
受
ク
。
（中
略
）尚
同
氏

ハ
今
ヤ

住
友
家
ガ
最
大
株
主
ト
ナ
リ
、
住
友
家
ノ
後
援

二
依
り
大

二
勢
カ
ヲ
拡
大
ス
ル
ノ
必
要

二
迫
ラ
レ
居
ル
際
、
住
友
ノ
勢
力
敷
衛
セ
ル
関

西
方
面

二
於
テ
ハ
、
住
友
ノ
名
ヲ
社
名

二
冠
ス
ル
コ
ト
ガ
、
大

二
勢
力
扶
植
上
都
合
好
シ
ト
思
フ
ガ
如
何
ト
ノ
事
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
、
之

二
対
シ
テ
ハ
、
ナ
ル
ホ
ド
住
友
ノ
名
ヲ
冠
ス
ル
コ
ト
ハ
、
住
友
ノ
勢
カ
ヲ
利
用
シ
テ
扶
桑
ノ
業
務
ヲ
拡
張
ス
ル
ニ
ハ
、
多
少
ノ
便
宜
、

関
西
地
方

二
於
テ
ハ
大

二
得
ル
ト
コ
ロ
ア
ラ
ン
カ
ナ
レ
ド
モ
、
保
険
業

ハ
ナ
ル
ベ
ク
広
ク
顧
客
ヲ
求
メ
、　
一
方

二
偏
セ
ザ
ル
ヲ
良
シ
ト

ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、　
一
方

二
得
ル
モ
一
方

二
失

フ
ト
コ
ロ
ア
リ
テ
ハ
其
効
果
少
ナ
ケ
レ
バ
、　
一
考

ヲ
要
ス
ベ
ク
、
嘗
テ

一
財
閥

一
富
豪

ガ
ア
ラ
ユ
ル
事
業
ヲ
望
断
ス
ル
コ
ト
ハ
、
世
ノ
呪
誼
ノ
的
ト
ナ
ル
ノ
恐
ア
リ
、
今
ヤ
社
会
平
等
ノ
思
想

ハ
漸
次
普
及
セ
ラ
レ
、
財
閥
ノ

専
横

二
対
ス
ル
不
平

ハ
高

マ
リ
行
カ
ン
ト
ス
ル
時

二
於
テ
、
日
本
ノ
ニ
、
三
ノ
富
豪
ガ
ア
ラ
ユ
ル
事
業

二
指

ヲ
染
メ
テ
之
ヲ
独
占
韮
断

シ
、
中
小
商
工
業
者
ヲ
シ
テ
手
モ
足
モ
出
デ
ザ
ル
境
遇

二
追
込
ミ
行
ク
コ
ト
ハ
、
決
シ
テ
将
来
其
家
運
ヲ
保
存
ス
ル
所
以

ニ
ア
ラ
ズ
ト

思
フ
、
余

ハ
三
菱
ヤ
三
井
ガ
新
聞
ノ

一
ペ
ー
ジ
大
ノ
広
告
ヲ
ナ
シ
、
ア
ラ
ユ
ル
事
業
ガ
其
営
業
圏
内

ニ
ア
ル
コ
ト
ヲ
宣
示
セ
ル
ノ
愚
ナ
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部
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第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
八
六

ル
ヲ
思

ハ
ザ
ル
コ
ト
ナ
シ
、
扶
桑
ガ
其
辱

二
微
フ
コ
ト
ハ
、
住
友
家
ノ
タ
メ
ニ
モ
如
何
卜
思
フ
、
然
レ
ド
モ
担
当
者
ガ
強
テ
之
ヲ
要
望

セ
ラ
レ
、
住
友
家

二
於
テ
モ
同
意
ナ
レ
バ
、
敢
テ
異
存
ナ
シ
ト
断
言
シ
タ
ル
ガ
、
氏
モ
強
請
ス
ル
ホ
ド
熱
心
ナ
ラ
ザ
ル
ガ
如
シ
。

小
山
は
平
生
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
打
診
を
行

っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
で
小
山
は
日
米
板
硝
子
常
務
大
石
公
平
が
昭
和
三
年
七
月
住
友

合
資
会
社
か
ら
配
布
さ
れ
た

「連
系
会
社
及
其
ノ
他
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」
（大
正
十
年
五
月
制
定
）
の
配
布
を
受
け
て
い
な
い
。
さ
ら

に
こ
の
内
規
は
、
昭
和
十
三
年

一
月
見
直
さ
れ
、
「連
系
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」

と

「
関
係
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」

の
二
つ

に
分
離
さ
れ
た
。
大
石
の
後
任
で
あ
る
日
本
板
硝
子
（昭
和
六
年

一
月
日
米
板
硝
子
が
改
称
）常
務
稲
井
勲
造
は
後
者

の
配
布
を
受
け
た
が
、
小

山
は
こ
の
配
布
も
受
け
て
い
な
い
の
で
、
扶
桑
海
上
は
住
友

の
経
営
下
に
は
入

っ
た
が
、
い
ま
だ
特
定
関
係
会
社
と
し
て
の
取
扱

い
を
受
け

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
↑
」
れ
ら
の
内
規
に
つ
い
て
は

「住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「五
［
　
日
米
板
硝
子
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継
」
参

照
）。
小
山
が
総
理
事
小
倉
正
恒
に
対
し
、
社
名
変
更
と
併
せ
て
連
系
会
社
指
定
を
申
請
す
る
の
は
昭
和
十
四
年

の
年
末

の
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
受
け
て
昭
和
十
五
年

一
月
十
五
日
提
出
さ
れ
た
起
案

「扶
桑
海
上
火
災
社
名
変
更
ノ
件
」
備
考
欄
に
は
、
「扶
桑
海
上
ノ
社
名
変
更

ノ
件

ハ
、
同
社
経
営
ノ
実
権

ヲ
住
友

二
委
タ
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
テ
ヨ
リ
（昭
和
五
、
六
年
頃
）
ノ
懸
案
タ
リ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
其
ノ
都
度
時
期
尚

早
ト
シ
テ
今
日
二
及
ベ
ル
モ
」
と
あ
る
の
で
、
小
山
は
そ
の
後
も
本
社
に
対
し
再
三
社
名
変
更
の
希
望
を
表
明
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

小
山
が

「連
系
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」

の
配
布
を
受
け
た
の
は
、
扶
桑
海
上
の
社
名
変
更
が
決
裁
さ
れ
た
（昭
和
十
五
年

一
月
三
十
日
）

後
の
二
月
二
十
七
日
の
こ
と
で
あ

つ
た
。
こ
の
経
緯

に
つ
い
て
は
改
め
て

「株
式
会
社
住
友
本
社
（上
ン

で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

昭
和
七
年
三
月
、
平
生
は
扶
桑
海
上
会
長
を
辞
任
し
、
小
倉
が
会
長
に
就
任
し
た
の
で
連
系
会
社
と
同
様

の
体
裁
は
整

っ
た
。
平
生
は
引

（
‐０６
）

き
続
き
取
締
役
に
留
ま
り
、
七
％

へ
の
増
配
が
可
能
と
な

っ
た
年
末
に
平
生
は
次

の
よ
う
に
記
し
て
、
小
山
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

昭
和
七
年
十

一
月
二
十
五
日

本
日
午
前
十
時
ヨ
リ
扶
桑
海
上
重
役
会

二
臨
ム
。
同
社
ノ
営
業
状
態

ハ
著
シ
ク
改
善
セ
ラ
レ
、
火
災
保
険

ハ
住
友
勢
カ
ノ
利
用
卜
社



員
ノ
努
カ
ノ
効
空
シ
カ
ラ
ズ
、
大
阪
以
西
ノ
地
域

二
於
テ
、
営
業
範
囲
ガ
著
シ
ク
拡
張
セ
ラ
レ
ツ
ツ
ア
リ
。
為
メ
ニ
株
価
モ

一
時
拾
参
、

四
円

二
落
込
ミ
タ
ル
モ
ノ
ガ
、
拾
九
円
乃
至
弐
拾
円
ト
ナ
リ
、
住
友
家
ガ
購
入
セ
シ
価
格
ヲ
正
サ
ニ
超

ヘ
ン
ト
ス
ル
ニ
至
リ
タ
リ
。
余

ハ
小
山
専
務

二
向
ヒ
、
山
下
氏
ノ
株
式
ヲ
住
友
家

二
媒
介
シ
タ
ル
ハ
余

ニ
シ
テ
、
依

ツ
テ
以
テ
、
扶
桑
海
上

二
強
大
ナ
ル

ω
＞
０
バ

ヲ

得
テ
社
運
ノ
回
復
ヲ
図
ラ
ン
ト
ス
ル
考

ヘ
ナ
リ
シ
ガ
、
其
後
扶
桑
海
上
ノ
内
容
ガ
豫
想
外

二
不
良

ニ
シ
テ
、
配
当
モ
漸
減
シ
テ
五
分
ト

ナ
リ
、
株
価
モ
激
落
シ
、
住
友
家

二
対
シ
テ
ハ
相
済

マ
ザ
ル
ノ
感
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
リ
シ
ガ
、
比
年
ナ
ラ
ズ
シ
テ
カ
カ
ル
好
景
況

二
向
ヒ

タ
ル
コ
ト
ハ
、
余
ト
シ
テ
ハ
実

二
欣
快
ノ
至
ナ
リ
ト
。
小
山
氏
モ
内
心
喜

二
満
チ
タ
ル
ト
共

二
、
余
ノ

”
０
「
８
【障
【ｏ
●

二
対
シ
満
足

セ
ル
ガ
如
シ
。
之
ヲ
耳

ニ
セ
ル
三
倉

ハ
、
如
何
ナ
ル
感
ヲ
抱
ケ
ル
ヤ
。
若
シ
何
等
ノ
感
ナ
シ
ト
セ
バ
、
恥
ヲ
知
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
イ
フ
ベ

ンヽ
。

昭
和
十

一
年
三
月
、
平
生
は
文
部
大
臣
就
任

の
た
め
扶
桑
海
上
取
締
役
を
辞
任
す
る
が
、
こ
の
年

の
扶
桑
海
上
の
業
績
は
、
平
生
の
目
標

と
し
た

一
〇
％
の
配
当
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ

つ
た
。
住
友
合
資
会
社
に
よ
る
扶
桑
海
上
株
式

の
買
い
増
し
は
そ
の
後
も
続
き
、
昭
和
十

二
年
三
月
合
資
会
社
解
散

の
際
に
は
、
八
万
三
六
九
〇
株
（四
一
１
．一五

％
）
に
達
し
て
い
た
。
こ
の
中
七
万
二
九
〇
株
が
住
友
本
社

へ
譲
渡

さ
れ
、
残
る

一
万
三
四
〇
〇
株
が
住
友
家

へ
分
配
さ
れ
た
。
昭
和
十
五
年
四
月

一
日
、
扶
桑
海
上
は
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
と
改
称

し
、
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
の
住
友
本
社
の
持
株
は
七
万

一
九
〇
株
、
住
友
家
の
持
株
は

一
万
三
三
〇
〇
株
と
各
々

一
〇

〇
株
ず
つ
減
少
し
た
。
こ
れ
は
同
じ
四
月

一
日
付
で

一
月
か
ら
停
年
延
長
と
な

っ
て
い
た
小
山
九

一
が
退
職
し
、
後
任

の
専
務
に
柴
田
丈
夫

（Ｍ
４２
東
京
高
商
、
住
友
銀
行
常
任
監
査
役
）
が
就
任
す
る
人
事
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
柴
田
に
昭
和
十
四
年
十
月
こ
の
二
〇
〇
株
が
譲
渡
さ
れ

た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
住
友
海
上

へ
の
改
称
と
連
系
会
社
指
定
は
停
年
退
職
す
る
小
山
の
置
き
土
産
で
あ

っ
た
と
い
え

よ
う
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
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八
七



ヽ昭和 5年 ) T=大 正

3  1F 4  年 5 年

→ 514

812   (湯 川 )

812-―)(小倉)

812   (小 倉)

812-―)(川 田)

(草鹿 )

812-―)(松本 )

第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

→ 514

(吉 田)

(肥後 )

(本荘 )

(松本 )

(大屋 )

(野草 )

(川 田)

(本荘 )

(日 高 )

(矢島)

(松本 )

(自 井 )

(自 井 )

(鷲尾 )

(田 島)

(小山)

(吉田)

(山 本 )

(山 本 )

(中 村 )

(山 中)

(藤本 )

(古 田)

(月 山ヽ)

(春 日)

(矢島)

(近藤 )

(小池 )

(本荘 )

(肥後 )

812-―メ 八代 )

812-―メ 今村 )

812-―
'(秋

山)

812-―)(鷲尾 )

(小倉)

812      (月巴イ炎)

812(兼 )→ (j‖ 田)

→ 46
47(ヨ歳)→ 514 812(兼 )→ (大屋 )

514■―――――――――――――■―→812
→ 514
1   514

‐ 71

二→629(連 系 )

‐ 629(ク )

→ 31
31 ノ`

/｀―→ 514

多田)



(付表 1)住友合資会社幹部一覧表(大正15

就任年月日 ' 大正15年  1 昭和2年

箸 総り事 揉響星虐
TИ・ 1

部  常務理事     小倉 正恒  T10519
ク       川田 順

隻 理́事  衰車丁寵杢郎軍1争 ト

`ミ

       //

`ヽ

       ″

l■       //

松本 順吉  Tll 1 5
吉田 良春  T1371-1021
肥後 八次  T14101
本荘熊次郎  T14101
八代 則彦
今村 幸男
秋山武三郎
鷲尾勘解治

監 事      松本 順吉        |
人事部長     小倉 正恒  T14727(兼 l-313

″       肥後 八次
ク       川田 順

経理部長     大屋 敦   T14101
総務部長     野草 省三  T14101

″       大屋 敦
″       川田 順

工作部長     本荘熊次郎  T10519

313(兼 )

ク      日高 眸
東京支店長    矢島 富造
別子鉱業所所長  松本 順吉  T14727(兼 )■―――一一―■→ 71(連系)

ク  副長   臼井 定民 416-71(//)
ク  支配人  臼井 定民  Tll 1 5-―→ 416
″   ク  鷲尾勘解治

製鋼販売店支配人  田島房太郎  T14
″   ″  小山 九一

東京販売店支配人 矢島 富造  T10519

交 籠堰舞黍羹需璧金人f電奎奎:I T10 514
九  林業所所長    本荘熊次郎  T10519

ク  ク     肥後 八次
ク 支配人   多田平五郎  T10519

416-71(ク )

4

44-
若松炭業所所長  吉田 良春  T9514-1021

″   ク   山本 信夫
″  支配人  山本 信夫  T1262-1021
ク   ク   中本す 了

1021-

1021-
伸銅所所長    山中 柴吉  Tl1 916-71(連 系 )

″ 審査部長  藤本 磐雄  T14221-71(″
ク 支配人   古田俊之助  T14221-71(ク
″  ク     小山 九一  T14221-―■―→ 71(″
ク  ″    春日 弘  T14221-― ■→ 71(″



一覧表(大正15～ 昭和5年 )

昭和 2年 3  年 4 年 5 年

■ 910

代 )

平 )

加賀 )

加藤 )

(八代 )

(今村 )

第
二
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

910-→ (岡橋 )

522
1             1     5.22

825 (小倉 )

(川 田)

(荒木)

(草鹿 )■→228
1   414 田島)

→ 228
1   228

.→ 228

(森 )

石 )

(草鹿 )

522

1             1     522

■――一―――――■→ 31

(本荘 )

田 )

12.5 - - (tIA)

(近藤 )

(片井 )

(日 高)

(国府 )

(吉 田)

(吉 田)

(今村 )

(佐藤 )

(山 中)

(小倉 )

→ 910
1  910

■_____一一――■―→ 101
1         :   10

古田 )

71→ 1015

228-  (鷲尾)

(臼 井)

228   (鷲 尾)

228-  (龍野)

吉田)

629-125  1
1          125-|― ―――)41

(山 本 )

(/1ヽり||)

41-  (/1ヽ サ||)

328-  (イ 山ヽ)

六
九
〇



(付表 2)連系会社・特定関係会社幹部

就任年月日 大正15年

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

住友銀行専務取締役
″ 常務取締役

住友製鋼所常務取締役

大阪北港常務取締役

″ 専務取締役

″ 常務取締役

住友伸銅鋼管常務取締役

八代 則彦
八代 則彦  T7
今村 幸男  T14
大平 賢作

加賀覚次郎

岡橋 林

加藤 栄   T14.
小倉 正恒  T14
川田 順

荒木 宏

427
811(兼 )

草鹿
「

卯次郎 T14729(兼 )

田島房太郎
T14 223
T12 816

吉田 真 ^

今村 幸男

佐藤 重盗

山中 柴吉

小倉 正恒

1   54-―――

-54
113-―――

726-――

住友電線製造所常務取締役   秋山武三郎

日米板硝子常務取締役     森 源之助
″    ク       大石 公平

住友倉庫常務取締役      草鹿丁卯次郎
ク    ″        山本 五郎

住友ビルデイング常務取締役  本荘熊次郎 T1281(兼 )

ク       ク    川田 順

住友坂炭破常務取締役     近藤宏太郎  T13125
″    ク       片井虎次郎

住友肥料製造所常務取締役   日高 直次
ク     ク     山本 信夫

T1410 1

住友生命保険専務取締役 国府 精一  T14630
住友信託副社長兼常務取締役  吉田 真一  T14728-54

T1281(兼 )一■―一一一――
1    120-

1     54-―――

1    54-――

1      71-

六
九

一

″     ″      古田俊之助

住友別子鍍山専務取締役    鷲尾勘解治
″  常務取締役    自井 定民
ク     ″      鷲尾勘解治
ク     ク      龍野 昌之

土佐吉野川水力電気常務取締役 吉田 貞吉
住友九州炭破常務取締役    山本 信夫

″     ″      小川 良平

住友炭破常務取締役 小川 良平

扶桑海上火災保険専務取締役  小山 九

註 :後 年連系会社 特定関係会社に指定 された会社を含む。



第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

註（
１
）

香
川
修

一
日
記
昭
和
五
年
八
月
二
十
日
。

（
２
）

川
田
順

『続
住
友
回
想
記
』
（中
央
公
論
社
　
昭
和
二
十
八
年
Ｙ

七
九
、　
一
八
〇
頁
。

（３
）

竹
腰
健
造

『幽
泉
自
叙
』
（創
元
社
　
昭
和
五
十
五
年
三

二
一九
―

一
四
三
頁
。

（
４
）

昭
和
五
十

一
年
五
月
二
十

一
日
香
川
修

一
氏
談
。

（
５
）

昭
和
五
十

一
年
三
月
八
日
神
田
勇
吉
氏
談
。

（
６
）

昭
和
五
十

一
年
三
月
八
日
大
沢
忠
蔵
氏
談
。

（７
）

昭
和
五
十
年
十
二
月
十
九
日
小
畑
忠
良
氏
談
。

（８
）

昭
和
二
十
四
年

一
月
十
九
日
川
田
順
氏
談
。

（９
）

昭
和
二
十
四
年

一
月
十
九
日
加
藤
栄
氏
談
。

（
１０
）

川
田
順

『住
友
回
想
記
』
（中
央
公
論
社
　
昭
和
二
十
六
年
）七
七

頁
。

（
Ｈ
）

香
川
修

一
日
記
昭
和
二
年
五
月
二
十
八
日
及
び
前
掲
香
川
修

一
氏

談
。
山
口
誓
子

「私
の
履
歴
書
」
「
私
の
履
歴
書
』
第
二
八
集
　
日
本

経
済
新
聞
社
　
昭
和
四
十
二
年
】
一九
四
頁
。

（
‐２
）

『住
友
別
子
鉱
山
史
』
下
巻
（住
友
金
属
鉱
山
株
式
会
社
　
平
成
二

年
二

四
〇
―

一
四
五
頁
。

（‐３
）

同
前
下
巻

一
五
四
頁
。

（‐４
）

註
（
４
）
に
同
じ
。

（
‐５
）

津
田
秀
雄

「内
部
監
査
の
展
開
方
向
第
五
章
住
友
家
に
お
け
る
内

部
監
査
制
度
の
変
遷
（下
の
２
ぎ

（『監
査
』
第
二
五
九
号
　
昭
和
五
十

六
九
二

六
年
）

（
‐６
）

大
正
十
年
六
月
八
日
付
乙
第
十
五
号
達
発
送
文
書
ノ
名
義
及
番
号

二
関
ス
ル
件

一
、
規
則
及
令
達
ノ
重
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
甲
号
達
ト
シ
社
長
名
義
（大
正

十
五
年
三
月
六
日
付
乙
第

一
号
達

に
よ
り
、
合
資
会
社
名
義

に

変
更
さ
れ
た
）
ヲ
以
テ
発
送
ス
。

一
、
前
項
以
外
ノ
諸
通
達
中
各
店
部

一
般

二
渉
ル
モ
ノ
ヲ
乙
号
達
ト

シ
、
特

二
一
個
所
若
ク
ハ
数
個
所

二
関
ス
ル
モ
ノ
ハ
丙
号
達
ト

シ
、
総
テ
合
資
会
社
名
義

ヲ
以
テ
発
送
ス
。

（
‐７
）

前
掲
川
田

『住
友
回
想
記
』
三

一
―
三
三
頁
。

（
‐８
）

『
わ
が
社

の
あ
ゆ
み
」
（住
友
石
炭
鉱
業
株
式
会
社
　
平
成
二
年
）

七
七
頁
。

（
‐９
）

前
掲

『住
友
別
子
鉱
山
史
』
下
巻

一
六
〇
頁
。

（
２０
）

昭
和
五
年
度
実
際
報
告
書
。

（
２‐
）

同
前
。

（
２２
）

大
島
堅
造

「故
大
平
賢
作
氏
を
偲
び
て
」
「
大
平
賢
作
回
想
』

同
編
集
委
員
会
　
昭
和
四
十
四
年
￥

一七

一
、
二
七
二
頁
。
な
お
大
島
堅

造

『
一
銀
行
家
の
回
想
』
（日
本
経
済
新
聞
社
　
昭
和
三
十
八
年
と

八

四
頁
に
も
同
種

の
記
述
が
あ
る
。

（
２３
）

『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
三
巻
中
３
一井
文
庫
　
平
成
六
年
ビ
一〇

六
、
二

一
六
、
二

一
八
頁
。

（
２４
）

大
正
六
年
六
月
、
住
友
銀
行
株
式

の
公
開
の
際
に
、
銀
行
社
長
住



友
吉
左
衛
門
友
純
が
株
主
に
対
し
、
大
正
六
年
七
月

一
日
以
降
三
カ
年

間
年
八
分
に
満
た
な
い
配
当
を
行
う
場
合
は
、
個
人
と
し
て
補
償
す
る

こ
と
を
保
証
し
た
こ
と
を
指
す
翁
住
友
銀
行
史
』
七

一
、
七
三
頁
参

照
）
。
こ
の
保
証
期
間
は
三
年
間
で
あ

つ
た
が
、
大
島
に
よ
る
と
そ
の
後

も
住
友
銀
行
の
配
当
政
策
を
拘
束
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
２５
）

前
掲

『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
三
巻
中
三
二

一
、
三
二
二
真
。

（
２６
）

『住
友
銀
行
八
十
年
史
』
（株
式
会
社
住
友
銀
行
行
史
編
纂
委
員
会

昭
和
五
十
四
年
Ｙ
一七
三
、
二
七
四
頁
。

（
２７
）

『大
日
本
電
力
二
十
年
史
』
（大
日
本
電
力
株
式
会
社
　
昭
和
十
五

年
）
四
四
、
四
五
、　
三
二
八
、　
三
二
九
頁
。

（
２８
）

株
式
会
社
住
友
本
社

「投
資
会
社
調
」
（連
系
会
社

・
関
係
会
社
）

（
２９
）

繁
本
績

「
「液
体
空
気
」
か
ら

「帝
酸
」
「帝
毬
」

へ
」
昭
和
二
十

年
。
『帝
国
酸
素
の
あ
ゆ
み
』
（帝
国
酸
素
株
式
会
社
　
昭
和
五
十
六
年
）

三
五
―
三
七
、
四
九
頁
。

（
３０
）

『愛
媛
県
史
　
社
会
経
済
４
』
（愛
媛
県
　
昭
和
六
十
二
年
￥

〓
一

六
―
三
二
九
頁
。
『創
業
百
年
史
』
（株
式
会
社
広
島
銀
行
　
昭
和
五
十

四
年
Ｙ
一八
二
―
二
八
八
真
。

（
３‐
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（銀
行

・
鉄
道
）
７

（
３２
）

前
掲
川
田

『続
住
友
回
想
記
」
五
二
頁
。

（
３３
）

『第

一
銀
行
史
』
下
巻
（株
式
会
社
第

一
銀
行
　
昭
和
三
十
二
年
）

四
六
―
六
六
頁
。

（
３４
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（機
械

・
ホ
テ
ル

・
信
託
）
４

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

（
３５
）

同
前

（
３６
）

同
前

（
３７
）

『住
友
共
同
電
力
株
式
会
社
創
業
五
〇
周
年
記
念
誌

「春
風
秋

雨
ヒ

（住
友
共
同
電
力
株
式
会
社
　
昭
和
五
十
二
年
）
四

一
―
四
三
頁
。

『
四
国
地
方
電
気
事
業
史
』
（四
国
電
力
株
式
会
社
　
昭
和
五
十
九
年
）

四
三
七
―
四
四
〇
頁
。

（３８
）

『新
修
島
根
県
史
』
通
史
篇
二
近
代
（島
根
県
　
昭
和
四
十
二
年
）

七
五
四
、
七
五
五
頁
。
前
掲

「投
資
会
社
調
」
７

（３９
）

同
前

（
４０
）

同
前

（
４‐
）

同
前

（
４２
）

前
掲

『
わ
が
社
の
あ
ゆ
み
』
五
八
、
五
九
頁
。

（
４３
）

『京
工
帝
都
電
鉄
二
十
年
史
』
（京
王
帝
都
電
鉄
株
式
会
社
　
昭
和

五
十
三
年
）
四

一
―
四
五
頁
。
松
本
較

「学
園
創
立
者
中
川
小
十
郎
の
事

績
抄
」
翁
立
命
館
百
年
史
紀
要
』
第
二
号
　
平
成
六
年
）

（
４４
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
７

（
４５
）

『鉄
路
五
十
年
』
（京
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
　
昭
和
三
十
五
年
）

一
三
二
―

一
二
九
、
二

一
六
―
三
二
〇
頁
。
鹿
子
木
彦
三
郎

『山
岡
順

太
郎
伝
』
（鹿
子
木
彦
三
郎
　
昭
和
四
年
二

四
九
、　
一
五
〇
頁
。

（
４６
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（電
気
瓦
斯

・
保
険

・
木
材
）
８

（
４７
）

註
（
２７
）
に
同
じ
。

（
４８
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（鉱
業

・
土
地
建
物
）
３

（
４９
）

同
前
。
Ｆ
一菱
社
誌
３４
大
正
十
四
―
昭
和
元
年
』
（東
京
大
学
出
版

六
九
二



第
三
章
　
住
友
合
資
会
社

（中
）

〈
ム
　
昭
和
五
十
六
年
）
第
三
十
三
巻
大
正
十
五
年
七
二
〇
二
―
七
二
〇

四
頁
。

（
５０
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
１

（
５‐
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（化
学
）
５

（
５２
）

『
日
本
ビ
ク
タ
ー
五
十
年
史
』
（
日
本
ビ
ク
タ
ー
株
式
会
社
　
昭
和

五
十
二
年
）
五
七
頁
。

（
５３
）

前
掲

コ
ニ
井
事
業
史
』
本
篇
第
二
巻
中

一
一
―

一
三
頁
。
ユ則
掲

コ
二

菱
社
誌
３４
大
正
十
四
―
昭
和
元
年
』
七
三
〇
四
頁
。

（
５４
）

住
友
化
学
工
業
社
史
未
定
稿

「窒
素
工
場
の
創
設
」
（日
新
化
学
工

業
株
式
会
社
　
昭
和
二
十
七
年
ヱ
ハ
七
頁
。

（
５５
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
１

（
５６
）

『
日
本
カ
ー
バ
イ
ド
エ
業
二
十
年
史
』
（日
本
カ
ー
バ
イ
ド
エ
業
株

式
会
社
　
昭
和
三
十
三
年
）
「奥
村
政
雄
略
伝
」
二
五
、
二
六
頁
。

（
５７
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
３

（
５８
）

前
掲

コ
ニ
井
事
業
史
』
本
篇
第
三
巻
中

一
二
頁
。
『
渋
沢
栄

一
伝
記

資
料
』
第
五
五
巻
（同
刊
行
会
　
昭
和
三
十
九
年
ヱ
ハ
四

一
―
六
五
二

頁
。

（
５９
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
３

（
６０
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
４

（
６‐
）

同
前

（
６２
）

前
掲

『渋
沢
栄

一
伝
記
資
料
』
第
五
六
巻
六
七
四
―
六
七
九
頁
。

（
６３
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（船
舶

・
雑
）
６
。
前
掲

『
渋
沢
栄

一
伝
記

資
料
』
第
五

一
巻
五
九
二
―
六
四

一
頁
。

六
九
四

（６４
）

「準
有
価
証
券
元
帳
」

（
６５
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
６

（
６６
）

『東
邦
電
力
史
』
（東
邦
電
力
史
刊
行
会
　
昭
和
三
十
七
年
）
四
八

五
、
四
八
六
頁
。
前
掲

『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
三
巻
中
二
〇
〇
―
二

〇
二
、
二
〇
八
―
二

一
〇
頁
。
Ｆ
一菱
信
託
六
十
年
史
』
３
一菱
信
託
銀

行
株
式
会
社
　
昭
和
六
十
三
年
）
五
三
頁
。
東
京
朝
日
新
聞
昭
和
元
年

十
二
月
二
十
八
日

（
６７
）

東
京
朝
日
新
聞
昭
和
三
年
十
月
十
六
日

（６８
）

東
京
朝
日
新
聞
昭
和
五
年
九
月
二
十
日

（６９
）

『現
代
日
本
産
業
発
達
史
』
Ⅲ
電
力
（現
代
日
本
産
業
発
達
史
研
究

〈バ
　
昭
和
三
十
九
年
Ｙ
一〇
四
―
二
〇
九
頁
。
出
弟
二
郎

『世
界
の
電
気

事
業
』
（日
本
経
済
新
聞
社
　
昭
和
三
十
三
年
Ｙ
一七
八
頁
。

（
７０
）

『第

一
生
命
五
十
五
年
史
』
（第

一
生
命
保
険
相
互
会
社
　
昭
和
三

十
三
年
￥
一七
〇
―
三
七
二
頁
。

（
７‐
）

三
村
起

一
『身
辺
三
話
』
（近
代
図
書
　
昭
和
三
十
七
年
）
八
六
頁
。

（
７２
）

昭
和
二
十
七
年
六
月
十
九
日
松
本
順
吉
氏
談
。

（
７３
）

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
二
日
古
田
俊
之
助
氏
談
。

（
７４
）

昭
和
三
十

一
年
四
月
二
十
日
中
川
路
貞
治
氏
談
。

（
７５
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
１

（７６
）

昭
和
二
十
七
年
八
月
二
十
日
大
平
駒
槌
氏
談
。

（
７７
）

『郷
土
研
究
』
第
三
九
号
（新
居
浜
町
役
場
　
昭
和
五
年
十

一
月
十

五
日
）

（
７８
）

同
前
第
四
七
号
（昭
和
六
年
七
月
十
日
）



（
７９
）

交
渉
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
武
田
晴
人

「
一
九
二
〇
年
代
の
産
銅

カ
ル
テ
ル
」

（
一
×
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
紀
要

『社
会
科
学
研

究
』
第
３３
巻
第
２
号
）
及
び
公
じ
（同
第
３３
巻
第
６
号
）参
照
。
な
お
住
友

側
の
動
き
は
特
に
明
示
し
な
い
が
、
住
友
別
子
鎮
山
株
式
会
社
大
阪
支

店

「水
曜
会
加
入
二
当
り
其
ノ
緯
経
経
過
記
録
並

二
住
友
社
関
係
数
字

種
々
」
に
よ
る
。

（
８０
）

同
前
公
じ
一
〇
八
頁
。

（
８‐
）

同
前
２

）
五
七
―
五
九
頁
。

（
８２
）

同
前
２

）
五
七
、
五
九
、
六
〇
頁
。
分
し
一
二
〇
、　
三

一
一
頁
。

（
８３
）

同
前
０
し
一
三
二
―

一
二
四
頁
。

（
８４
）

同
前
公
じ
一
二
六
―

一
三
二
頁
。

（
８５
）

小
谷
重
三

『
尾
小
屋
鉱
山
争
議
史
』
（能
登
印
刷
出
版
部
　
平
成
四

年
）
八
四
頁
。

（
８６
）

註
（
４
）
に
同
じ
。

（
８７
）

田
中
外
次

『
田
中
相
談
役
の
お
話
し
集
』
（住
友
金
属
鉱
山
株
式
会

社
　
昭
和
五
十
八
年
）
六
六
―
六
八
頁
。

（
８８
）

竹
原
文
雄

「
（未
定
稿
）
住
友
に
お
け
る
化
学
工
業
の
展
開
―
石
炭

化
学
か
ら
石
油
化
学

へ
―
」
（住
友
史
料
館
　
平
成
九
年
二

四
―

一
八

頁
。

（
８９
）

註
（
７３
）
に
同
じ
。

（
９０
）

以
下
の
叙
述
は
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
前
掲

『住
友
共
同
電
力

株
式
会
社
創
業
５０
周
年
記
念
誌

「春
風
秋
雨
ヒ

に
よ
る
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

（
９‐
）

本
項
と
次
項
の
記
述
は
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、
前
掲

『
わ
が

社
の
あ
ゆ
み
』
に
よ
る
。

（
９２
）

石
松
正
鐵

『
遥
か
な
る
起
伏
』

（
日
本
工
業
新
聞
社
　
昭
和
四
十

年
）
五
〇
頁
。

（
９３
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
１

（
９４
）

以
下
の
記
述
は
特

に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、
『住
友
海
上
火
災
保

険
株
式
会
社
百
年
史
』
（同
社
　
平
成
七
年
）
に
よ
る
。

（
９５
）

『
日
本
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社
７０
年
史
』
（同
社
　
昭
和
三
十
九

年
￥

三

一
一、
三

一
三
頁
。

（
９６
）

註
（
７
）
に
同
じ
。

（
９７
）

三
島
康
雄
編

『
平
生
鉄
三
郎
日
記
抄
』
下
巻
曾
心
文
閣
出
版
　
平
成

二
年
と

一五
四
頁
。

（
９８
）

同
前
三
五
八
頁
。

（
９９
）

同
前
四
〇
六
、
四
〇
七
頁
。

（
１００
）

同
前
四
〇
九
頁
。

（
１０１
）

同
前
四
五
八
、
四
五
九
、
四
六
〇
頁
。

（
‐０２
）

同
前
五
〇
〇
、
五
〇

一
頁
。

（
‐０３
）

同
前
五
〇
七
頁
。

（
‐０４
）

同
前
五

一
七
、
五

一
八
頁
。

（
‐０５
）

同
前
五
二
四
、
五
二
五
頁
。

（
価
）

同
前
五
五
五
、
五
五
六
頁
。

六
九
五
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↑
）

―
―
昭
和
六
―
十

一
年

―

目
　
　
次

一　
統
轄
シ
ス
テ
ム

日
　
経
済
情
勢
の
変
化
と
小
倉
体
制
の
確
立

口
　
日
本
の
政
局
の
推
移
と
常
務
理
事
川
田
順
の
退
職

一
一　
業
　
　
績

［
　
合
資
会
社
（本
社
）
の
業
績

口
　
合
資
会
社
（全
社
）
の
業
績

〓
一　
投
資
活
動

日
　
連
系
会
社
の
株
式

口
　
そ
の
他
の
住
友
系
企
業
の
株
式

口
　
住
友
系
以
外
の
企
業
の
株
式

四
　
資
金
調
達

五
　
店
部

・
連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

口 ll(tl(月 lll 鱒)ll

日
本
電
気
株
式
会
社
の
経
営

の
承
継

直
轄
鉱
山
部
門
の
諸
施
策

１
　
大
日
本
鐘
業
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継

２
　
土
肥
金
山
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継

３
　
静
狩
金
山
株
式
会
社
の
設
立

４
　
北
日
本
鉱
業
所
の
設
置

５
　
朝
鮮
鉱
業
所
の
設
置

京
城
販
売
店
の
設
置
と
上
海
販
売
店
の
送
金
問
題

住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
株
式
会
社
の
設
立

満
洲
住
友
鋼
管
株
式
会
社

の
設
立

住
友
機
械
製
作
株
式
会
社
の
設
立

住
友
伸
銅
鋼
管
と
住
友
製
鋼
所
の
合
併
に
よ
る
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
の
発
足

六
九
七



第
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（
下
）

六
九
八

統
轄
シ
ス
テ
ム

本
章
が
対
象
と
す
る
期
間
は
、
昭
和
五
年
２

九
三
〇
）
八
月
小
倉
正
恒

の
総
理
事
就
任
か
ら
、
昭
和
十
二
年
二
月
末
住
友
合
資
会
社
の
解

散
ま
で
で
あ
る
が
、
会
計
年
度
の
関
係
上
既
に
昭
和
五
年
は
年
末
ま
で
前
章

「住
友
合
資
会
社
（中
と

で
取
り
上
げ
た
こ
と
及
び
昭
和
十
二

年

一
、
二
月
は
追

っ
て

「株
式
会
社
住
友
本
社
（上
と

に
含
め
る
こ
と
と
し
て
、
昭
和
六
年
初
頭
か
ら
昭
和
十

一
年
末
ま
で
の
六
年
間
と
し

た
。こ

の
時
期
の
わ
が
国
経
済
は
、
ま
ず
旧
平
価
に
よ
る
金
解
禁
政
策
に
よ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
た
不
況
と
昭
和
四
年
十
月
以
来
の
米
国
発
世
界

不
況
と
い
う
二
重
の
深
刻
な
不
況
が
昭
和
五
年
に
引
き
続
き
昭
和
六
年
も
続
い
た
た
め
、
住
友
合
資
会
社
の
業
績
は
五
年
と
同
様
赤
字
に
終

わ

っ
た
。
し
か
し
六
年
末
に
民
政
党
の
第
二
次
若
槻
内
閣
が
倒
れ
た
後
、
政
友
会
の
大
養
内
閣
が
成
立
す
る
と
、
蔵
相
に
就
任
し
た
高
橋
是

清
は
直
ち
に
金
輸
出
再
禁
止
と
金
兌
換
停
止
を
決
定
し
た
。
昭
和
七
年
に
入
る
と
こ
の
金
輸
出
再
禁
上
に
よ
つ
て
円
安
と
な
り
、
年
末
ま
で

に
為
替
は
約
四
割
も
下
落
し
た
。
円
安
と
と
も
に
輸
出
は
増
加
に
転
じ
、
卸
売
物
価
も
三
割
近
く
上
昇
し
、
内
需
が
活
発
と
な

つ
た
。
ド
ル

買
い
に
対
抗
す
る
た
め
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
金
利
も
、
六
年
末
の
公
定
歩
合
六

・
五
七
％
は
七
年
八
月
四

・
三
八
％
と
な

つ
た
。
さ
ら
に

財
政
支
出
も
昭
和
六
年
九
月
の
満
洲
事
変
と
昭
和
七
年

一
月
の
上
海
事
変
に
伴
う
軍
事
費
や
農
村
対
策
と
し
て
の
時
局
匡
救
費
な
ど
を
中
心

に
六
年
度

一
四

・
八
億
円
が
七
年
度

一
九

・
五
億
円
と
急
激
に
膨
張
し
、
昭
和
七
年
五
月
に
起
き
た
五

・
一
五
事
件
に
よ
つ
て
大
養
首
相
が

暗
殺
さ
れ
る
と
軍
部
独
裁

へ
の
途
が
開
か
れ
、
こ
う
し
た
傾
向
に

一
層
拍
車
が
か
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
公
債
借
入
に
よ
る
高
橋
財
政
に

よ
っ
て
景
気
は
急
速
に
回
復
し
、
住
友

の
全
事
業
の
業
績
も
昭
和
七
年
下
期
か
ら
好
転
し
た
。

業
績
の
回
復
に
自
信
を
得
た
総
理
事
小
倉
正
恒
（当
時
満
五
七
歳
）
は
、
昭
和
八
年
二
月
停
年
規
程
（高
等
職
員
満
六
〇
歳
停
年
）
を
改
正
し
、
総



理
事

の
停
年
延
長
を
三
年
に
限
定
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
裏
返
せ
ば
さ
ら
に
三
年
間
（満
六
六
歳
ま
で
）延
長
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し

た
。
ま
た
住
友
は
政
治
に
関
与
し
な
い
と
い
う
伝
統
が
あ

っ
た
が
、
十
二
月
に
は
小
倉
正
恒
は
貴
族
院
議
員
に
勅
選
さ
れ
た
。
こ
の
停
年
規

程
の
改
正
は
、
昭
和
十

一
年
五
月
次
期
総
理
事
と
目
さ
れ
て
い
た
常
務
理
事
川
田
順
（小
倉
よ
り
七
歳
年
下
）
の
依
願
退
職
の
一
因
と
も
な
り
、

合
資
会
社
の
指
導
体
制
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
小
倉

の
後
継
者
と
さ
れ
て
い
た
常
務
理
事
川
田
順
は
、
小
倉

正
恒
の
停
年
延
長
期
限
と
な
る
筈
で
あ

っ
た
昭
和
十
三
年
三
月
に
は
ま
だ
五
六
歳
で
、
十
分
総
理
事
た
り
得
た
が
、
小
倉
正
恒
が
さ
ら
に
三

年
総
理
事
を
続
け
る
と
な
る
と
昭
和
十
六
年
二
月
に
は
（実
際
小
倉
正
恒
は
そ
の
四
月
に
退
職
し
た
）
五
九
歳

に
な

っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
小
倉

正
恒
と
と
も
に
退
職
せ
ぎ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
川
田
順
は
、
総
理
事
就
任

の
目
が
な
く
な
り
、
退
職
の

時
期
を
模
索
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
こ
と
を
悟

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
十
年
か
ら
十

一
年
に
か
け
て
の
日
本
経
済
は
、
第
二
次
大
戦
前
に
お
け
る
基
準
状
態
を
実
現
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
単
に
景
気
回

復
が
み
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
産
業
面
で
は
重
化
学
工
業
化
が
急
速
に
進
行
し
た
。
他
方
で
は
世
界
的
な
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
化

へ
の
懸
念
な
ど

か
ら
統
制
経
済

へ
の
歩
み
が
始
ま
り
、
企
業
と
し
て
は
こ
れ
に
如
何
に
対
処
す
る
か
が
課
題
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
政
治
的
に
は
軍
部
の
急

進
派
や
右
翼
の
揺
さ
ぶ
り
に
よ
つ
て
政
党
政
治
は
危
機
に
瀕
し
た
。
こ
う
し
た
政
治
の
激
動
は
、
住
友

の
幹
部
を
し
て
資
金
面
か
ら
こ
れ
ま

で
回
避
し
て
き
た
政
治
と
の
関
わ
り
を
持
た
せ
る
こ
と
と
な

つ
た
。
岡
田
内
閣
は
挙
国

一
致
内
閣
の
歪
み
を
是
正
し
よ
う
と
し
て
、
昭
和
十

一
年
初
頭
解
散
総
選
挙
を
断
行
し
、
選
挙
で
は
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
直
後
二

・
二
六
事
件
が
起
こ
り
、
そ
の
試
み
は
水

泡
に
帰
し
た
。

合
資
会
社
と
連
系
会
社
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
財
務
面
で
株
式
の
公
開
や
資
金
調
達
を
通
じ
て
連
系
会
社
の
自
立
性
強
化
の
方
向
が
と

ら
れ
た
が
、
人
事
面
で
は
職
員
の
採
用
や
幹
部
の
異
動
な
ど
を
通
し
て
依
然
と
し
て
求
心
力

の
維
持
が
図
ら
れ
た
。

一
方
昭
和
八
年
以
降
住
友
の
全
事
業
は
未
曾
有
の
好
業
績
を
上
げ
、
家
長
住
友
吉
左
衛
門
は
、
昭
和
十
年

の
所
得
長
者
番
付
に
お
い
て
二

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工（
九
九
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七
〇
〇

（
１
）

九
六
万
円
と
三
井
家
３
一井
高
公

一
一千
ハ
万
円
）
、
岩
崎
家
（岩
崎
久
弥
二
〇
四
万
円
）
を
抜
い
て
ト
ッ
プ
に
上
り
、
財
閥
批
判
の
矢
面
に
立
た
さ
れ

る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
た
め
合
資
会
社
の
改
組
の
検
討
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
十

一
年
末
の
理
事
会
に
お
い
て
合
資
会
社
の
解
散
と
新
会
社

の
設
立
が
決
定
さ
れ
た
。

日
　
経
済
情
勢
の
変
化
と
小
倉
体
制
の
確
立

既
に
前
章
で
述
べ
た
通
り
、
昭
和
五
年
十
月
に
は
翌
六
年

一
月

一
、
二
等
職
員
の
定
期
昇
給
の
停
止
と
三
等
職
員
以
下
に
支
給
さ
れ
て
き

た
臨
時
手
当
の
廃
上
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
ま
た
年
末
の
理
事
会
で
昭
和
六
年
度
の
新
規
起
業
が
す
べ
て
延
期
さ
れ
た
こ
と
で
、

昭
和
六
年
は
住
友

の
全
事
業
に
と
つ
て
き
わ
め
て
暗
い
年
明
け
を
迎
え
た
。

昭
和
六
年

一
月
、　
前
年
末
に
理
事
兼
林
業
所
長
肥
後
八
次
が
勇
退
し
た
の
を
う
け
て
、　
林
業
所
は
所
長
制
を
廃
止
し
、

大
正
十
年
２

九

一
一
じ
林
業
所
設
置
以
来
支
配
人
を
勤
め
て
き
た
多
田
平
五
郎
（Ｍ
４３
東
大
法
）
を
秘
書
役
に
転
出
さ
せ
、
大
阪
住
友
病
院
支
配
人
と
し
て
独
立

採
算

の
経
営
に
成
果
を
上
げ
た
佐
伯
正
芳
（Ｔ
７
東
大
法
）
を
後
任

の
林
業
所
支
配
人
と
し
て
、
経
費

の
垂
れ
流
し
状
態

の
続

い
て
き
た
林
業

所
の
改
革
を
命
じ
た
。
同
じ
く
業
績
不
振
の
責
任
を
と
り
、
製
鋼
所
常
務
加
藤
栄
も
合
資
会
社
技
師
長

へ
転
出
し
、
後
任

の
主
管
者
常
務
に

取
締
役
支
配
人
田
中
作
二
（Ｍ
生
示
大
法
）
が
昇
格
し
た
。
日
米
板
硝
子
は
、
国
産
品
愛
用
運
動
に
対
処
す
る
た
め
日
本
板
硝
子
と
改
称
し
た
。

二
月
、
別
子
鍍
山
専
務
鷲
尾
勘
解
治
（Ｍ
型
示
大
法
）
は
、
既
に

「住
友
合
資
会
社
（中
ど

の

「
五
０
　
住
友
別
子
鉱
業
所
の
住
友
別
子
鍍

山
株
式
会
社

へ
の
移
行
」
で
述
べ
た
よ
う
な
理
由
で
解
任
さ
れ
、
合
資
会
社
常
務
理
事

へ
転
出
、
昭
和
七
年
二
月
に
は
商
工
業
視
察

の
名
目

で
欧
米
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
別
子
専
務
の
後
任

に
は
大
阪
北
港
常
務
田
島
房
太
郎
（Ｍ
４０
東
大
法
）
が
、
北
港
常
務
の
後
任

に
は
倉
庫
常
務

山
本
五
郎
（Ｍ
３７
東
大
法
）
が
就
任
し
た
。

こ
の
異
動
で
電
線
支
配
人
北
沢
敬
二
郎
（Ｔ
３
東
大
法
）
が
倉
庫
常
務

へ
、
商
工
課
長
小
畑
忠
良
（Ｔ
６

東
大
法
）
が
電
線
支
配
人
と
な
り
、
鉱
山
課
長
続
航
（Ｍ
４４
東
京
高
商
）
が
商
工
課
長
を
兼
務
し
た
が
、
十
月
続
航
は
商
工
課
長
専
任
と
な
り
、



肥
料
製
造
所
副
支
配
人
小
林
晴
十
郎
（Ｔ
５
東
大
法

。
経
）
が
鉱
山
課
長
と
な

っ
た
。

四
月
、
会
計
規
程
が
改
正
さ
れ
、
伝
票
綴
を
も

っ
て
日
記
帳
に
代
え
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
（資
料
１
）。
同
月
停
年
延
長
中
の
合
資
工

作
部
長
日
高
眸
が
退
職
し
、
技
師
長
兼
建
築
課
長
長
谷
部
鋭
吉
（Ｍ
４２
東
大
工

・
建
）
が
そ
の
ま
ま
工
作
部
長
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
十
月
、
工

作
課
が
所
管

の
大
阪
築
港
繋
船
桟
橋
工
事

の
終
了
、
宮
崎
県
耳
川
水
力
工
事

の
移
管
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
た
め
（資
料
２
）
、　
工
作
課
長
竹
腰

健
造
（Ｔ
ｌ
東
大
工
・
建
）
が
建
築
課
長
と
な

っ
た
。

六
月
、
浅
野
同
族
株
式
会
社
か
ら
大
日
本
鍍
業
株
式
会
社
の
経
営
を
継
承
し
た
。
昭
和
四
年
以
来
同
社
八
盛
鉱
山
産
出
粗
銅
の
全
量
を
、

住
友
別
子
鍍
山
が
購
入
し
て
い
た
上
に
浅
野
か
ら
の
要
請
が
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
。
主
管
者
専
務
と
し
て
合
資
技
師
長
荒
川
英
二
（Ｍ
坐
示
大

工
・
採
鉱
冶
金
、
の
ち
別
子
常
務

・
鍍
業
常
務

・
専
務
）
が
派
遣
さ
れ
た
翁
五
ロ
ー
　
大
日
本
鐘
業
株
式
会
社
の
経
営
の
継
承
」
参
照
）。

十
月
、
依
然
と
し
て
不
況
が
続
く
た
め
、
昭
和
七
年
度
の
全
職
員
の
定
期
昇
給
停
止
が
決
定
さ
れ
た
。

十

一
月
、
東
京
支
店
長
兼
東
京
販
売
店
支
配
人
矢
島
富
造
（Ｍ
４０
東
京
高
商
）
の
兼
務
が
免
ぜ
ら
れ
、
後
任

の
東
京
販
売
店
支
配
人
に
は
副

支
配
人
小
関
良
平
（Ｔ
６
東
大
法

・
経
、
の
ち
住
友
機
械
常
務

・
専
務

・
社
長
）
が
昇
格
し
た
。
同
月
鴻
之
舞
鉱
山
で
は
か
ね
て
開
さ
く
中
の
と
こ

ろ
、
延
長

一
人
○
○
米
、
幅

一
〇
米
、
深
さ
五
〇
〇
米
の
世
界
的
富
鉱
帯
に
着
床
し
た
翁
五
日
４
　
北
日
本
鉱
業
所
の
設
置
」
参
昭
じ
。
翌
十
二

月
に
は
金
輸
出
の
再
禁
止
が
実
施
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
つ
て
外
国
為
替
市
場
が
急
落
し
、
金
の
市
中
相
場
が
急
騰
し
た
た
め
、
政
府
は
七
年
三

月
か
ら
金
を
時
価
で
買
い
上
げ
る
こ
と
を
決
定
し
、
昭
和
三
年
に
比
し
約
四
割
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
金
鉱
業
を
と
り
ま
く
環
境
は
有
利
な

状
況
と
な

っ
て
き
た
。

昭
和
七
年

一
一月
か
ら
三
月
に
か
け
て
常
務
理
事
川
田
順
は
電
線
支
配
人
小
畑
忠
良
を
伴

っ
て
新
た
に
建
国
し
た
満
洲
国
に
出
張
し
た
。
川

田
順
は
翌
八
年
十
月
に
も
伸
銅
鋼
管
専
務
古
田
俊
之
助
と
と
も
に
再
度
満
洲
に
出
張
し
た
∩
五
口
　
満
洲
住
友
鋼
管
株
式
会
社
の
設
工上
」
参
昭
Ｃ
。

三
月
、
総
理
事
小
倉
正
恒
は
連
系
会
社
に
準
じ
て
扶
桑
海
上
会
長
に
就
任
し
た
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

一
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四
月
、
別
子
専
務
田
島
房
太
郎
は
、
鷲
尾
勘
解
治
退
任
後
の
別
子
を
掌
握
し
き
れ
ず
、
同
様
に
海
外
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
海
外
出
張
中
の

鷲
尾
勘
解
治
も
常
務
理
事
か
ら
理
事

へ
降
格
さ
れ
た
。

六
月
別
子
で
は
田
島
房
太
郎
に
代
わ

っ
て
常
務
竜
野
昌
之
（Ｍ
４２
東
大
工
・
採
鉱
冶
金
）

が
主
管
者
専
務
に
昇
格
し
た
。

六
月
、
国
産
品
愛
用
運
動
に
よ
り
経
営
難
に
陥

っ
た
日
本
電
気
株
式
会
社
の
経
営
を
引
き
継
い
だ
つ
五
日
　
日
本
電
氣
株
式
会
社
の
経
営
の

承
継
」
参
昭
じ
。
主
管
者

の
専
務
と
し
て
電
線
技
師
長
志
田
文
雄
（Ｔ
ヱ
只
大
工

・
電
）
が
商
工
課
長
続
航
（日
本
電
気
支
配
人
兼
営
業
部
長
に
就
任
）

と
と
も
に
派
遣
さ
れ
た
。
な
お
後
任
の
商
工
課
長
は
鉱
山
課
長
小
林
晴
十
郎
が
兼
務
し
た
。

七
月
、
東
京
販
売
店
支
配
人
小
関
良
平
は
別
子
鍍
山
支
配
人
兼
新
居
浜
製
作
所
長
に
転
出
し
、
後
任

に
製
鋼
所
副
支
配
人
稲
井
動
造
（Ｔ

３
東
京
高
商
専
攻
部
）
が
就
任
し
た
。

八
月
、

土
肥
金
山
株
式
会
社
の
経
営
を
長
谷
川

一
族
か
ら
引
き
継
ぎ
、
主
管
者

の
専
務
に
合
資
会
社
技
師
近
藤
次
彦
（Ｔ
４
東
北
大
理

・
地

所５
が
派
遣
さ
れ
た
ら
五
口
２
　
土
肥
金
山
株
式
会
社
の
経
営
の
継
承
」
参
照
）。

九
月
、
合
資
会
社
事
務
章
程
改
正
に
よ
り
、
監
事
附
属
員
が
お
か
れ
、
別
子
鑽
山
取
締
役
生
野
章
作
（Ｍ
４３
東
大
法
）
が
起
用
さ
れ
た
（資
料

３
）。
監
事
は
監
査
に
当
た
り
検
査
役
、
検
査
役
補
及
び
検
査
役
附
属
員
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、　
こ
れ
ら
は
既
に

「住
友
合
資
会

社
（中
ご

の

「
一
国
１
　
監
査
及
検
査
規
程
」
で
述
べ
た
通
り
、
常
務
理
事

に
直
属
し
、
監
事

の
指
揮
下
に
な
い
た
め
、
お
そ
ら
く
監
事
松

本
順
吉
の
希
望
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
十

一
年

一
月
松
本
順
吉
が
三
度
目
の
停
年
延
長
と
な

っ
て
い
ず
れ
退
職
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
、
同
日
付
で
監
事
附
属
員
生
野
章
作
は
検
査
役
兼
務
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
監
査
と
検
査

の
区
別
は
、
規
程
上
ほ
ど

明
確
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

十
月
、
年
度
後
半
か
ら
業
績
は
好
転
し
た
が
、
な
お
も
昭
和
八
年
度
の
一
等
職
員
の
定
期
昇
給
は
見
送
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

昭
和
八
年

一
月
、
別
子
に
な
ら
つ
て
肥
料
、
伸
銅
、
製
鋼
の
三
社
の
専
務
制
採
用
が
承
認
さ
れ
、
肥
料
常
務
山
本
信
夫
、
伸
銅
常
務
古
田



俊
之
助
、
製
鋼
常
務
荒
木
宏
が
そ
れ
ぞ
れ
専
務
に
就
任
し
た
（資
料
４
）。　
こ
の
結
果
伸
銅
鋼
管
常
務
あ
て
承
認
通
知
及
び
伸
銅
鋼
管
事
務
章

程
改
正
通
達
が
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
起
案
に
は
次
の
よ
う
な
備
考
が
付
さ
れ
て
い
た
。

備
考

一
、
新
設
専
務
取
締
役
ノ
職
務
権
限

ハ
、
従
来
ノ
首
席
常
務
取
締
役
ノ
ソ
レ
ト
全
ク
同

一
ナ
リ
。

新
組
織

二
於
ケ
ル
常
務
取
締
役

ハ
、
右
ノ
結
果
専
務
ヲ
補
佐
シ
、
日
常
業
務
ヲ
処
理
ス
ル
機
関
卜
定
メ
タ
ル
モ
、
専
行
権
限
ヲ
定
メ

ザ
ル
ヲ
以
テ
、
自
ラ
執
行
ス
ル
権
限
ナ
ク
、
自
然
主
ト
シ
テ
専
務
ノ
総
攪
事
務
ヲ
補
佐
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

一
、
右
ノ
如
ク
改
正
案

ハ
実
際
の
事
務
処
理

二
付
現
在
卜
何
等
異
ル
所
ナ
ク
、　
一
般
事
務
管
理

二
於
ケ
ル
支
配
人
ヲ
常
務
取
締
役
ト
シ
、

常
務
取
締
役
ヲ
専
務
取
締
役
ト
ナ
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

一
、
本
案
専
務
及
常
務
ノ
職
務

ハ
別
子
ノ
ソ
レ
ト
殆
ン
ド
異
ル
所
ナ
シ
。
只
専
務
ノ
臨
時
費
支
出
権
限

二
付
、
別
子

ハ
制
限
ナ
キ
モ
、

伸
銅

ハ
百
円
以
内
卜
限
定
セ
ラ
レ
タ
ル
点

二
於
テ
差
異
ア
ル
ノ
ミ
。

而
シ
テ
右
ノ
差
異

ハ
、
住
友
部
内

二
於
ケ
ル
別
子
ノ
地
位

二
関
ス
ル
沿
革
的
理
由

二
基
ク
。

二
月
、
北
港
常
務
山
本
五
郎
が
停
年
退
職
し
、
後
任
に
海
外
出
張
か
ら
帰
国
し
た
別
子
取
締
役
田
島
房
太
郎
が
復
帰
し
た
。　
一
方
同
じ
く

海
外
出
張
か
ら
帰
国
し
た
鷲
尾
勘
解
治
は
、
こ
の
年
末
ま
だ
五
二
歳
の
若
さ
で
依
願
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
同
じ
く
二
月
、
既
に
述
べ

た
と
お
り
停
年
規
程
が
改
正
さ
れ
（資
料
５
）
、
総
理
事
及
び
理
事
兼
銀
行
取
締
役
会
長
の
停
年
延
長
は
、
三
年
以
上
と
な

っ
た
。
小
倉
正
恒

の
六
〇
歳
停
年
は
昭
和
十
年
三
月
で
、
従
来
の
停
年
規
程
で
も
そ
れ
か
ら
三
年
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
の
で
、
特

に
当
面
停
年
規

程
を
改
正
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
従

っ
て
こ
の
改
正
の
主
た
る
目
的
は
、
後
段
の
小
倉
正
恒
よ
り
三
歳
年
長
で
住
友
部
内

の
席
次
も
小
倉

正
恒
よ
り
上
の
理
事
兼
銀
行
会
長
八
代
則
彦

の
た
め
で
あ

っ
た
。
八
代
則
彦
は
、
前
年

の
七
年
九
月
停
年

に
達
し
、
三
年
延
長
さ
れ
て
遅
く

と
も
昭
和
十
年
九
月
退
職
の
予
定
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
改
正
に
よ
り
退
職
し
な
く
て
す
む
こ
と
と
な
り
、
実
際
に
退
職
し
た
の
は
十
三

第
二
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住
友
合
資
会
社
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年

一
月
で
あ

っ
た
。

三
月
、　
昭
和
五
年
十
二
月
着
工
し
た
東
京
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
完
成
し
（鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
七
階
建
、
東
京
市
麹
町
区
丸
ノ
内

一
丁
目
二
番

地
一
一、
現
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内

一
丁
目
四
番
四
口し
、
合
資

・
銀
行

・
信
託

。
生
命
保
険
等

の
東
京
支
店
及
び
東
京
販
売
店
が
入
居
を
開
始

し
た
。

四
月
、
こ
れ
ま
で
三
井
物
産
や
大
倉
商
事

に
商
権
を
委
ね
て
き
た
朝
鮮
の
京
城
府
（現
ソ
ウ
ル
）
に
京
城
販
売
店
が
設
置
さ
れ
、
こ
の
後
新

た
に
販
売
店
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
∩
五
日
　
一示
城
販
売
店
の
設
置
と
上
海
販
売
店
の
送
金
問
題
」
参
昭
じ
。

同
月
常
務
理
事
川
田
順
が

兼
務
し
て
い
た
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
会
社
主
管
者
常
務
に
秘
書
役
多
田
平
五
郎
が
就
任
し
た
。
こ
れ
は
家
長
住
友
吉
左
衛
門
友
成
が
京
都
大
学
文

学
部
を
卒
業
し
、
大
学
院
に
進
学
し
た
が
、
他
方
五
月

一
日
か
ら
合
資
会
社
社
長
と
し
て
出
勤
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
に
備
え
て
、
秘
書
役

の
下
に
秘
書
、
庶
務
課
に
秘
書
係
が
設
置
さ
れ
（資
料
６
）
、
友
成
の
年
齢
に
合
わ
せ
て
社
長
特
命
事
務
を
従
来

の
秘
書
役
を
空
席
と
し
て
秘

書
に
移
し
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。

同
月
東
京
支
店
長
矢
島
富
造
は
、
次
の
通
り
東
京
支
店
事
務
章
程
の
改
正
を
申
請
し
、
申
請
通
り
承
認
さ
れ
た
（資
料
７
）。

改
正
理
由

一
、
弊
店
新
設
後
満
四
年
半

ヲ
経
過
シ
其
間
住
友
家
事
業
ノ
発
展

二
伴
ヒ
、
当
地
方

二
於
テ
弊
店
ノ
処
弁
ス
ヘ
キ
用
務

ハ
年
卜
共

二
増

加
シ
、
事
務
ノ
種
類
及
内
容
モ
漸
次
複
雑
多
岐

二
亘
り
、
現
行
事
務
章
程

ニ
ヨ
ル
分
課

ニ
テ
ハ
漸
ク
実
情

二
適
セ
サ
ル
ヤ
ノ
怨
ミ
ア

リ
。
而
モ
近
ク
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
竣
エ
シ
、
其
管
理
事
務
並

二
各
店
部
ノ
守
衛
、
使
丁
、
交
換
手
、
雑
役
等
使
用
人
ノ
共
同
使
用

ニ
ヨ

ル
監
督
取
締
及
自
動
車
ノ
管
理
等
ヲ
引
受
ク
ル
ト
キ
ハ
、
著
シ
ク
事
務
ノ
増
大
卜
繁
忙
ヲ
招
来
ス
ヘ
ク
、
又
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
管
理
ノ

ミ
ニ
ツ
キ
考
フ
ル
モ
、
賃
借
人

二
対
ス
ル
関
係
上
別
個
ノ
係
ヲ
設
ケ
、
ソ
ノ
所
管
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
ヲ
便
ト
ス
ヘ
ク
、
芳
此
際
其
分
課

ヲ
改
正
シ
、
其
実
際

二
適
合
セ
シ
メ
置
ク
コ
ト
ハ
、
各
係
ノ
事
務
ノ
混
清
ヲ
防
ギ
、
其
責
任
ヲ
明
カ
ニ
シ
、
能
率
ノ
増
進
ヲ
計
ル
上



二
於
テ
必
要
ナ
リ
ト
信
ズ
。

二
、
更

二
従
来
ノ
経
験

二
鑑
ミ
ル
ニ
、
弊
店
用
務

ハ
官
庁
大
会
社
ノ
本
部
ヲ
折
衝
ノ
対
象
ト
シ
、
其
他
対
外
的

二
活
動
シ
之
ヲ
処
弁
ス

ル
場
合
多
キ
ヲ
以
テ
、
自
然
相
当
ノ
地
位
職
名
ヲ
有
セ
シ
ム
ル
コ
ト
用
務
処
弁
上
必
要
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
当
地
支
店
各
店
部
間

ニ
ア
リ

テ
モ
当
店
ト
シ
テ
ハ
一
般
的
又

ハ
共
通
的
事
務
ヲ
処
理
ス
ル
関
係
上
相
当
ノ
職
制
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
、
用
務
処
弁
上
必
要
ナ
リ
ト
思
惟

セ
ラ
ル
。
（後
略
）

右

の
改
正
理
由
は
、
東
京
に
お
け
る
情
報
収
集
の
必
要
性
が
増
大
し
て
き
た
の
で
、
総
務
課
長
土
井
正
治
（Ｔ
９
東
大
法
、
の
ち
本
社
厚
生
課

長
、
化
学
総
務
部
長

・
取
締
役

・
社
長
）
を
支
店
長
代
理
者
に
格
上
げ
し
、
調
査
係
を
充
実
し
て
こ
れ
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

た
。さ

ら
に
同
月
開
催
さ
れ
た
主
管
者
協
議
会
に
お
い
て
、
信
託
会
社
か
ら

「
一
般
的
経
済
調
査

二
関
ス
ル
統

一
的
機
関
ノ
設
置
ノ
件
」
と
い

う
議
題
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
主
要
な
意
見
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

（今
井
卓
雄
信
託
常
務
）
提
案
理
由
卜
致
シ
マ
シ
テ
ハ
、
現
在
各
連
系
会
社
ガ
夫
々
独
特
ノ
仕
事

ヲ
シ
、
ソ
レ
ニ
必
要
ナ
調
査
機
関
ヲ
持

ツ
テ
居
ル
ガ
、
卜
同
時

二
各
社
ガ
別
々
二
一
般
経
済
調
査
モ
亦
ヤ
ツ
テ
居
ル
様
子
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
現

二
信
託
ノ
方
デ
ハ
之
ヲ
ヤ
ツ
テ

居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
処
デ
此
ノ

一
般
調
査
ト
イ
フ
事

ハ
非
常

二
広
ク
資
料
ヲ
集
メ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ズ
、
之

二
成
功
ス
ル
ニ
ハ
相
当
費

用
ヲ
要
ス
ル
問
題
デ
モ
ア
リ
、
又
之
ガ
正
鵠
ヲ
失
ス
ル
ト
キ
ハ
各
店
部
主
管
者
ノ
将
来
ノ
方
針
ヲ
誤
ル
虞
ガ
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、

非
常

二
大
事
ナ
問
題
デ
ア
リ
マ
ス
。
ソ
レ
デ
此
ノ
機
会

二
本
問
題

二
付
テ
皆
様
ノ
御
意
見
ヲ
是
非
共
御
伺
シ
度
イ
ト
考

ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ

マ
ス
。

御
参
考

マ
デ
二
三
井
、
三
菱
ノ
ヤ
リ
方
ヲ
一
言
申
上
マ
ス
ト
、
三
井
合
名
ノ
方

ニ
ハ
調
査
課
ト
イ
フ
ノ
ガ
ア
リ
マ
シ
テ
資
料

ヲ
配
布
シ

テ
居
リ
マ
ス
ガ
、
大
シ
タ
規
模
デ
ハ
ナ
ク
、
本
社
ノ
商
工
課
デ
ヤ
ツ
テ
居
ラ
レ
ル
程
度
カ
ト
思

ハ
レ
マ
ス
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
五
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七
〇
六

三
菱
ノ
方

ハ
相
当
大
規
模

二
金
モ
使
ツ
テ
ヤ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
。
御
承
知
ノ
財
団
法
人
三
菱
経
済
研
究
所
ガ
ア
リ
マ
シ
テ
大
部
分
ノ
費
用

ハ
合
資
会
社
デ
負
担
シ
、
其
ノ
外

二
加
盟
十
八
社
モ
分
担
シ
テ
居
ル
ヤ
ウ
デ
ア
リ
マ
ス
。
当
研
究
所
ノ
ロ
的
並

二
事
業

ハ
、
イ
内
外
経

済

一
般

二
関
ス
ル
資
料
ノ
蒐
集
整
理
、
口
同
調
査
及
研
究
、
ハ
図
書
館
ノ
経
営
、
二
印
刷
物
ノ
出
版
、
ホ
其
他
評
議
員
会

二
於
テ
必
要

卜
認
メ
タ
ル
事
項
ト
イ
フ
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
。

当
所

二
関
係
シ
テ
居
ル
三
菱
部
内
ノ
人

二
意
見
ヲ
求
メ
ヤ
シ
タ
処
、
出
資
加
盟
者
ノ
数

ハ
十
九
社
モ
ア
リ
、
自
然
之
等
各
社
ノ
要
求

ニ

添
ツ
テ
ソ
ノ
必
要
ナ
調
査

ヲ
一
ツ
一
ツ
ス
ル
ト
イ
フ
事

ハ
全
ク
困
難
ナ
事
デ
ア
ツ
タ
。
ソ
ウ
シ
タ
調
査

ヲ
統

一
ス
ル
ノ
ハ
不
可
能
ト
モ

云
フ
ベ
キ
デ
、
各
社

ハ
今
日
デ
モ
夫
々
ノ
調
査
機
関
ヲ
持
ツ
テ
居
ル
、
ソ
レ
デ
結
局
当
研
究
所
ノ
調
査

ハ
一
般
経
済
ノ
範
囲

二
局
限
サ

レ
テ
居
ル
ガ
、
少
ク
ト
モ
次
ノ
ニ
ツ
ノ
点

二
於
テ
当
所
ノ
利
益
ガ
認
メ
ラ
レ
ル
。
即
チ
、　
一
豊
富
ナ
調
査
資
料
ヲ
備

へ
要
求

二
応
ジ
テ

之
ヲ
提
供
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
。
二
右
ノ
結
果
各
社
ノ
労
力
、
経
費
ガ
節
約
セ
ラ
レ
ル
、
ト
イ
フ
事
デ
ア
リ
マ
シ
タ
。

先
日
モ
三
菱
銀
行
ノ
人

二
会
ツ
テ
聞
キ
マ
シ
タ
ガ
、
銀
行
ノ
方
デ
ハ
信
用
調
査
ダ
ケ
ヲ
ヤ
ツ
テ
、　
一
般
経
済
調
査

ハ
研
究
所
ヲ
利
用
シ

テ
居
ル
ト
ノ
話
デ
ア
リ
マ
シ
タ
。

何
モ
三
菱
ヲ
真
似
ル
必
要

ハ
ア
リ
マ
セ
ン
ガ
、
先
程
申
上

マ
シ
タ
様
ナ
心
持
デ
提
案
致
シ
マ
シ
タ
。

（小
林
晴
十
郎
合
資
商
工
課
長
）
本
問
題

ハ
吾
々
ト
シ
テ
ハ
十
分
研
究
ノ
価
値

ハ
ア
ル
モ
ノ
ト
思
ヒ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
、
三
菱
ノ
様

二
事
業

二
直
接
干
係
ア
ル
モ
ノ
以
外
ノ

一
般
的
調
査
ヲ
中
央
的

二
集
メ
ル
事

ハ
尚
皆
様
ノ
御
意
見
ヲ
伺
ヒ
マ
シ
テ
、
十
分
研
究
シ
テ
見
ル
余
地

ガ
ア
ル
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

私
ノ
考
ヲ
一
言
申
上

マ
ス
ト
、
現
在
ノ
処
住
友
ノ
各
社

ニ
ハ
大
ナ
リ
小
ナ
リ
調
査
係
ガ
ア
リ
マ
シ
テ
、
直
接
仕
事

二
干
係
ノ
ア
ル
コ
ト

ニ
付
調
査
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
御
提
案
ノ
モ
ノ
ハ
一
般
的
調
査
機
関
ト
イ
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
之

ハ
今
ノ
処
無
イ
ト
申
上

テ
ヨ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
。
又
各
社
ノ
調
査

二
従
事
シ
テ
居
ル
人
々
ガ
時
々
集
リ
マ
シ
テ

一
般
的
問
題
ヲ
話
シ
合
ヒ
、
又
材
料
ヲ
交
換
ス
ル



打
合
会
ガ
ア
リ
マ
シ
テ
、
最
近
銀
行
ノ
方
モ
御
入
リ
ニ
ナ
ツ
タ
様
デ
ア
リ
マ
ス
。

中
央
機
関
ト
イ
フ
様
ナ
モ
ノ
ハ
中
々

一
朝

一
タ
デ
実
現
出
来
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
セ
ン
。
就
テ
ハ
今
申
上
マ
シ
タ
打
合
会

ヲ
利
用
シ
、
之

ヲ
進
展
セ
シ
メ
テ
行
ク
ト
イ
フ
風

ニ
シ
テ
ハ
如
何
カ
ト
考

ヘ
ラ
レ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

（大
屋
敦
合
資
経
理
部
長
と

般
経
済
調
査

ハ
無
論
必
要
ナ
モ
ノ
ト
ノ
考

ヘ
カ
ラ
、
七
、
八
年
前
小
畑
君
ノ
商
工
課
長
時
代

二
本
社
デ
モ

ヤ
ツ
テ
見
ヨ
ウ
ト
思
ヒ
立
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
尤
モ
其
以
前

ニ
モ
調
査
係
ト
イ
フ
ノ
ガ
ア
リ
マ
シ
タ
ガ
、
事
業
調
査
ガ
ロ
的
デ
ア
ツ

テ
、
組
織
的

二
一
般
調
査
ヲ
シ
タ
事

ハ
ア
リ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
。

処
デ
此
ノ

一
般
調
査
ト
イ
フ
ノ
ハ
中
々
困
難
ナ
仕
事
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
動
々
モ
ス
ル
ト
世
上
ノ
刊
行
物
ノ
抜
率

二
陥
り
易
ク
、
又

ハ
学

究
的
好
奇
心
ヲ
持
ツ
者
ノ
弄
ビ
物
ト
ナ
ツ
テ

一
向

二
実
際
仕
事
ノ
参
考

ニ
ナ
ラ
ヌ
ト
イ
フ
非
難
ヲ
受
ケ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

ソ
コ
デ
色
々
卜
苦
心
ヲ
致
シ
マ
シ
テ
、
兎
モ
角
モ
準
備
行
動
、
訓
練
時
代
ト
シ
テ
五
、
六
年
ノ
時
日
ヲ
カ
ケ
ル
事
ト
シ
テ
、
其
ノ
間

ニ

海
外
ノ
数
字

ハ
ド
ン
ナ
モ
ノ
ヲ
選
ビ
、
ド
ン
ナ
ニ
配
列
シ
、
ド
ウ
利
用
ス
ル
カ
等
ト
イ
フ
風

二
研
究
致
シ
マ
シ
テ
、
今
日
デ
ハ
財
界
月

報
、
海
外
情
報
等
ノ
刊
行
物
モ
出
ル
様

ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
シ
、
又
色
々
ノ
統
計
図
表
等
モ
集
リ
マ
シ
テ
、
私
ノ
部
屋

ニ
ハ
過
去
数
年
間
ノ

経
済
情
勢
ガ

一
応

一
般
人

二
分
ル
様

ニ
マ
ト
マ
ツ
テ
来
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

私
ノ
考
デ
ハ
之
ヲ
今
後
次
第

二
大
キ
ク
シ
度
イ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
今
日
ノ
程
度
デ
永
久

二
満
足
ス
ル
積
リ
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ン
。

然
シ
大
キ
ク
シ
マ
ス
ト
又
空
理
空
論
ノ
研
究

二
走
り
易
ク
ナ
リ
マ
ス
ノ
デ
、
大
キ
ク
ハ
シ
タ
イ
ガ
、
又
実
際
問
題
ヲ
離
レ
タ
モ
ノ
ト
ハ

致
シ
度
ク
ナ
イ
。
何
ト
カ
シ
テ
此
両
者
ノ
調
和
ヲ
計
り
度
イ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

ソ
ウ
云
フ
意
味
カ
ラ
、　
方
法

ハ
小
林
課
長
ノ
言

ハ
レ
ル
打
合
会
デ
モ
ヨ
イ
シ
、　
又
岡
橋
（註
、
林
銀
行
）常
務
ノ
言

ハ
レ
ル
委
員
会
デ
モ

結
構
デ
ス
カ
ラ
、
上

二
申
上

マ
シ
タ
様
ナ
趣
旨
デ
以
テ
、
本
社
ノ
現
在
ヤ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
調
査
ヲ
助
長
シ
テ
頂
キ
度
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
。

之

ハ
敢
テ
本
社
デ
全
部
ヲ
統

一
ス
ル
ト
イ
フ
意
味
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ン
。
次

二
資
料
ノ
蒐
集
整
備
ト
イ
フ
問
題

二
付
テ
ハ
至
極
同
感
デ
ア

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

七
〇
七
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七
〇
八

リ
マ
ス
カ
ラ
、
今
後
十
分
協
調
ス
ル
様
努
カ
シ
度
イ
ト
考

ヘ
マ
ス
。

（川
田
順
合
資
常
務
理
事
）
私
は
大
体
此
ノ

一
般
経
済
調
査
ト
イ
フ
事
並

二
中
央
調
査
機
関
ノ
設
置
ト
イ
フ
問
題

二
余
り
興
味
ヲ
有
タ
ナ

イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

住
友

ハ
営
業
会
社
デ
ア
ツ
テ
実
際
家
ノ
集

ツ
テ
居
ル
処
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
実
際
事
業

二
必
要
ナ
調
査

ヲ
ス
レ
バ
ヨ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

一
般
調
査

二
付
テ
ハ
世
間

ニ
イ
ク
ラ
モ
大
キ
ナ
立
派
ナ
機
関
ガ
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
気
ヲ
大
キ
ク
シ
テ
之
等

ヲ
利
用
ス
レ
バ
ョ

イ
ト
思
ヒ
マ
ス
。

結
局
資
料
ノ
完
全
ナ
蒐
集
ト
イ
フ
コ
ト
ガ
、
ネ
ラ
ヒ
所
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
。
併
シ
此
ノ
資
料
モ
住
友
ノ
事
業

二
現
在
関
係
ガ
ア
ル

カ
、
若
ク
ハ
将
来
関
係
シ
得
ル
事
業

二
関
ス
ル
モ
ノ
デ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
ノ
デ
ア
ツ
テ
、
余
り
関
係
ノ
無
イ
方
面
ノ
資
料

ハ
、
矢
張

り
他
ノ
モ
ノ
ヲ
利
用
ス
ル
方
ガ
ヨ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
。

飽
ク
迄
モ
住
友
ノ
事
業
中
心

二
事
業

二
即
シ
タ
モ
ノ
ヲ
ヤ
ル
ベ
キ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
抽
象
的
ナ

一
般
論

二
走
ツ
テ
ハ
ナ
リ
マ
セ
ン
。
ソ

レ
ハ
大
学
其
他
ヲ
利
用
ス
レ
バ
ョ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
。

仮

二
是

二
中
央
調
査
機
関
ヲ
設
ケ
ル
ト
シ
マ
シ
テ
モ
、
人
ノ
問
題
ガ
中
々
困
難
デ
ア
リ
マ
ス
。
ソ
レ
ハ
何
処
迄
モ
住
友
ノ
事
業

二
基
礎

的
ナ
訓
練
ヲ
経
夕
人
デ
ナ
イ
ト
役

二
立
チ
マ
セ
ン
。
ソ
レ
デ
結
局

ハ
人
ヲ
中
央
ノ

一
機
関

二
集
メ
ル
様
ナ
事

ヲ
セ
ズ
、
銀
行
、
信
託
其

他
各
社
デ
各
社
ノ
人
ヲ
実
地

二
即
シ
テ
訓
練
シ
、
各
社
ノ
主
管
者

ハ
事
ア
ル
度

二
其
ノ
人
カ
ラ
聞
ク
ベ
キ
デ
ア
リ
マ
ス
。
又
平
素
カ
ラ

ソ
ノ
能
カ
ノ
ア
ル
様

二
訓
練
シ
テ
置
ク
ベ
キ
デ
ア
リ
マ
ス
。
人
モ
中
央

二
集
メ
ル
ト
ド
ウ
モ
実
際

二
即
サ
ナ
ク
ナ
ル
シ
、
生
キ
タ
資
料

二
遠
ザ
カ
ル
様

ニ
ナ
ツ
テ
駄
ロ
カ
ト
思
ヒ
マ
ス
。

ソ
レ
デ
今
日
住
友
デ
ヤ
ツ
テ
居
ル
モ
ノ
ヲ
一
歩
進
メ
テ
多
少
完
全

ニ
ス
ル
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
、
結
構
ダ
ト
思
ヒ
マ
ス
ガ
、
三
菱
ノ
様
ナ
機

関
ハ
、
徒
ラ
ニ
金
ヲ
使
ツ
テ
仕
方
ガ
ナ
イ
ダ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
。



（小
畑
忠
良
電
線
取
締
役
業
務
部
長
）
先
程
カ
ラ

「役

二
立
ツ
一
般
経
済
調
査
」
ト
イ
フ
事
ガ
言

ハ
レ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
大
体

此
ノ

一
般
経
済
調
査
ノ
ロ
的

ニ
ハ
ニ
ツ
有
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、　
一
ハ
経
済
界
ノ
大
キ
ナ
流
レ
ノ
方
向

ヲ
知
ル
ト
イ
フ
コ
ト
、
ニ
ハ
経

済
界
ノ
明
日
ノ
動
キ
ヲ
知
ル
ト
イ
フ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
。
経
済
界
ノ
流
レ
ヲ
知
ル
為

ニ
ハ
、
色
々
統
計
資
料
等

ヲ
参
酌
シ
テ
基
礎
的
調

査

ヲ
為
ス
事
ガ
必
要
デ
ア
リ
、
明
日
ノ
動
キ
ヲ
知
ル
ノ
ハ
機

二
応
ジ
テ
起
伏
ヲ
見
ル
事
ガ
大
切
デ
ア
リ
マ
ス
。
処
デ

一
般

二
此
ノ
両
者

ヲ
混
同
シ
マ
ス
為

二
、
調
査
ノ
効
能
ト
イ
フ
事

二
付
キ
誤
解
ガ
生
ジ
易
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
偶
々
明
日
ノ
動
キ
ヲ
見
誤
ツ
タ
ガ
為
メ
ニ
、

方
向
論
ノ
研
究

ハ
無
益
無
用
ト
ハ
申
サ
レ
マ
セ
ン
シ
、
逆
モ
亦
同
様
デ
ア
リ
マ
ス
。

一
般

二
私
共
ガ
日
常
ノ
仕
事

ヲ
ス
ル
上

二
必
要
ナ
ノ
ハ
明
日
ヲ
知
ル
ト
イ
フ
事
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
之

ニ
ハ
手
近

二
在
ル
特
種

ヲ
利
用
ス

ル
事
ガ
肝
腎
デ
ア
ツ
テ
、
私

ハ
上
京
ノ
都
度
、
日
銀
、
大
蔵
省
等

二
就
イ
テ
研
究
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
調
査
ノ
仕
事

ヲ
ス
ル
者

モ
、
方
向
論
ノ
研
究
卜
同
時

二
明
日
ヲ
知
ル
事
ガ
必
要
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
ソ
レ
ガ
為

ニ
ハ
知
人
モ
多
ク
、
広
ク
交
際
ヲ
シ
得
ル
人
デ
ナ

ケ
レ
バ
ナ
ル
マ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
。
室
内
デ
基
礎
的
知
識
ノ
研
究
許
リ
シ
テ
居
ツ
タ
ノ
デ
ハ
、
動
々
モ
ス
ル
ト
調
査
人

ハ
軽
侮
サ
レ
易
イ

ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、　
一
応
ソ
ウ
シ
タ
基
礎
知
識
ノ
出
来
夕
者

二
特
種
ヲ
知
り
出
ス
機
会

ヲ
与

ヘ
ル
事
ガ
必
要
デ
ア
リ
マ
ス
。
ソ
レ
デ
幹

部
ノ
人
々
モ
、
出
来
ル
ダ
ケ
自
分
ノ
得
夕
特
種
ヲ
調
査
ノ
者

二
報
告
シ
テ
ヤ
ル
事
ト
シ
、
又
調
査
ノ
者

ハ
時
々
特
種
ノ
多
イ
東
京

へ
行

ク
事
ト
シ
テ
、
役

二
立
ツ
調
査
ノ
出
来
ル
様
心
懸
ク
ベ
キ
ダ
ト
思
ヒ
マ
ス
。

（小
倉
正
恒
総
理
事
）
私
ノ
考
デ
ハ
、
技
術

二
限
ラ
ズ
経
済
ノ
事

二
付

マ
シ
テ
モ
、
各
社
ガ
実
地

二
即
シ
テ
独
自
ノ
研
究
ヲ
ス
ル
ト
同
時

二
、
又
根
本
的
基
本
的
調
査
ヲ
ス
ル
事
ガ
必
要
デ
ア
ル
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
学
術
卜
実
際

ハ
本
来
両
立
ス
ベ
キ
モ
ノ
デ
ア
リ
、
両

方
ト
モ
必
要
ナ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

従
来
私
ノ
仕
事
ノ
経
験
カ
ラ
申
シ
マ
シ
テ
モ
、
仕
事
ノ
上
デ
大
方
針
ヲ
誤
リ
マ
ス
ト
自
然
損
失
モ
大
キ
ク
、
小
サ
イ
方
針
ヲ
誤

ツ
タ
ト

キ
ハ
比
較
的
傷
ガ
浅
ク
テ
ス
ム
様
デ
ア
リ
マ
ス
。

第
二
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住
友
合
資
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社
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一
〇

機
関
ヤ
人
ノ
問
題

ハ
第
ニ
ト
シ
マ
シ
テ
モ
、
基
本
調
査

ハ
几

ユ
ル
事

二
付
テ
絶
対
的

二
必
要
デ
ア
ツ
テ
、
必
ズ
人

二
頼
ラ
ズ
自
分
デ
調

査
ス
ル
事

二
心
懸
ク
ベ
キ
デ
ア
リ
マ
ス
。

此
ウ
シ
タ
意
味
デ
、
私

ハ
機
関
ノ
必
要
ヲ
確
信
ス
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
唯
、
余
り
金
ノ
カ

ヽ
ラ
ヌ
様
ナ
適
切
ナ
モ
ノ
ヲ
作
ル
方
法
方
式

又
ハ
人
ノ
養
成
ト
イ
フ
様
ナ
問
題

二
付
キ
マ
シ
テ
ハ
、　
一
層
研
究
ヲ
重
ネ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ル
マ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
ノ
デ
、
此
ノ
点

ハ
皆
様
デ

可
然
御
願
致
シ
マ
ス
。

五
月
、
鉱
山
課
長
兼
商
工
課
長
小
林
晴
十
郎
は
商
工
課
長
専
任
と
な
り
、
鉱
山
課
長
に
炭
破
奔
別
鉱
業
所
長
代
理
者
兼
経
理
課
長
安
井
冨

士
三
（Ｔ
９
東
大
経
、
安
井
曽
太
郎
弟
、
の
ち
鍍
業
取
締
役
経
理
部
長
）
が
起
用
さ
れ
た
。

同
月
工
作
部
は
住
友
ビ
ル
、
東
京
住
友
ビ
ル
が
完
成
し
、
連
系
会
社
の
新
規
起
業
も
な
く
な

つ
て
赤
字
が
続
い
て
い
る
た
め
、
廃
止
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
代
わ
り
に
常
務
理
事
直
属
の
課
と
し
て
営
繕
課
が
設
置
さ
れ
た
（資
料
８
）。

前
年
末
別
子
支
配
人
か
ら
合
資
会
社
参
事
と

な

つ
て
い
た
増
谷
平
八
（Ｍ
４２
東
大
法
）
が
営
繕
課
長
と
な

つ
た
。

六
月
、
工
作
部
長
長
谷
部
鋭
吉
、
建
築
課
長
竹
腰
健
造
ら
二
九
名
の
退
職
者
に
よ
り
、
株
式
会
社
長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
が
設
立
さ
れ

た
（資
料
９
）
。
合
資
会
社
は
資
本
金

一
〇
万
円
、
二
〇
〇
〇
株
の
う
ち

一
八
〇
〇
株
を
出
資
し
た
。
長
谷
部
鋭
吉
と
竹
腰
健
造
が
常
務
に
就

任
し
た
が
、
発
足
に
当
た
り
竹
腰
健
造
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

今
不
況
の
ど
ん
底
に
、
わ
れ
わ
れ
は
新
し
く
建
築
事
務
所
を
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
住
友
関
係
の
事
業
会
社
に
は
、
今

の
と
こ
ろ
殆
ど

建
築

の
仕
事
は
な
い
。
自
然
外
部
の
仕
事

の
委
託
に
よ
ら
ね
ば
事
務
所
の
経
営
は
成
立
し
な
い
。
結
果
は
他
の
同
業
者
と
の
競
争
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
欧
米
の
例
か
ら
い
つ
て
も
、
ア
ー
キ
テ
ク
ト
の
仕
事
は
プ
ロ
フ
エ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ

つ
て
オ
ー
ナ
ラ
ブ
ル
な
仕

事
で
あ
り
、
社
会
的
な
地
位
も
普
通
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
よ
り
高
く
見
ら
れ
て
い
る
。
請
負
人
や

一
般
の
商
人
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
あ

つ

て
、
英
国
な
ど
は
、
手
紙
で
も
請
負
人
に
対
し
て
は
ミ
ス
タ
ー
何
々
と
書
く
が
ア
ー
キ
テ
ク
ト
に
は
何
々
エ
ス
ク
ア
イ
ヤ
ー
と
書
い
て



尊
敬
の
意
を
表
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
ア
ー
キ
テ
ク
ト
は
請
負
人
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
よ
う
な
、
見
苦
し
い
競
争
は
で
き
な
い
こ

と
に
な

っ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
建
築
の
技
術
に
お
い
て
は
、
住
友
建
築
課
の
伝
統
と
栄
誉
を
受
け
継

い
で
い
る
か
ら
、
充
分
の
自
信
が
あ
る
。
ま
た
世
間

も
認
め
て
い
る
。
こ
の
栄
誉
と
技
術
を
持

っ
て
お
れ
ば
、
不
潔
な
技
巧
を
ろ
う
し
て
仕
事
を
求
め
ず
と
も
、
お
の
ず
か
ら
委
託
者
が
あ

る
に
違
い
な
い
。
ま
た
醜
悪
な
仕
事

の
獲
得
は
そ
の
品
位
を
害
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
ひ
い
て
は
昔
育
成
さ
れ
た
住
友
と
い
う
も
の
の

世
間
の
信
用
を
も
損
ず
る
こ
と
と
な
る
。
い
か
に
繁
栄
し
て
も
、
建
築
界
か
ら
指
弾
さ
れ
嫌
悪
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
り
た
く
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
建
築
界
全
体
か
ら
も
、
ま
た
社
会

一
般
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
る
建
築
事
務
所
を
作
り
た
い
。

八
月
、
川
崎
造
船
所
が
経
営
す
る
静
狩
金
山
（北
海
道
胆
振
国
山
越
郡
）
と
住
友
合
資

の
来
馬
鉱
山
、
小
鉾
岸
鉱
山
を
併
せ
て
、
静
狩
金
山
株

式
会
社
を
設
立
し
た
。

主
管
者
の
常
務
は
鴻
之
舞
鉱
業
所
支
配
人
小
池
宝
三
郎
（Ｍ
３９
大
阪
高
工
採
鉱
冶
金
）
が
兼
務
し
た
∩
五
〇
３
　
静
狩
金
山

株
式
会
社
の
設
立
」
参
照
）。

同
月
、
炭
破
常
務
小
川
良
平
が
北
海
道
歌
志
内
破
業
所
視
察
中
炭
車
に
接
触
し
て
殉
職
し
、
九
月
後
任

の
主
管
者
常
務
に
合
資
会
社
技
師

長
古
市
六
三
（Ｍ
４３
東
大
工
・
採
鉱
冶
金
、
古
市
公
成
長
男
の
ち
本
社
技
師
長

・
帝
国
鉱
業
開
発
副
社
長

・
社
長
）
が
就
任
し
た
。

十
月
、
下
期
の
業
績
良
好
な
る
を
も

っ
て
、
期
末
賞
与
の
他
特
別
賞
与
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
（資
料
１０
）。　
こ
の
特
別
賞
与
の
実

現
に
つ
い
て
、
常
務
理
事
川
田
順
は
自
ら
率
先
し
て
住
友
の
薄
給
主
義

の
是
正
を
図

っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

十

一
月
、
家
長
住
友
吉
左
衛
門
友
成
は
、
近
衛
文
麿
の
媒
酌
に
よ
り
西
園
寺
八
郎
（公
望
養
子
と
一女
春
子
と
結
婚
し
、
住
友
家
と
西
園
寺

公
望
と
の
関
係
は

一
層
強
固
な
も
の
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
大
正
十
五
年
三
月
、
前
家
長
友
純
の
死
去
に
よ
り
、
家
督
を
相
続
し
た
厚

（友
成
）
の
後
見
人
と
な

っ
た
総
理
事
湯
川
寛
吉
は
、
そ
の
六
月
住
友
家
と
西
園
寺
公
望
の
関
係
に
つ
い
て
内
大
臣
牧
野
伸
顕
を
訪
問
し
て
い

る
。
牧
野
伸
顕
は
、
夫
人
が
元
総
理
事
鈴
木
馬
左
也
の
兄
外
交
官
秋
月
左
都
夫

の
夫
人
と
姉
妹
で
あ

っ
た
関
係
上
、
住
友
合
資
会
社
幹
部
と

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
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一
一
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二

も
親
し
か
つ
た
。
牧
野
伸
顕
は
そ
の
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
純
。

大
正
十
五
年
六
月
二
十
二
日

帰
京
。
官
舎

に
於
て
湯
川
寛
吉
（住
友
合
資
総
理
事
）
氏
を
迎
ふ
。
先
般
住
友
釜
口左
衛
門
）
男
逝
去
に
付
同
家
代
変
は
り
の
事
と
て
西
園

寺
公
に
対
す
る
関
係
も
自
然
改
ま
る
に
付
、
何
か
同
家
に
於
て
取
る
べ
き
手
段
あ
ら
ば
注
意
致
し
呉
れ
と
の
内
話
あ
り
。
其
後
考
慮
を

加

へ
中
川
小
十
郎
（註
、
西
園
寺
公
望
秘
童
じ
氏
と
も
相
談
の
上
、
此
際
は
特
に
具
体
的
な
事
は
差
抑

へ
、
只
同
家
及
び
幹
部
に
於
て
故
男

爵
生
前
と
同
様

の
態
度
を
以
て
公
爵

に
対
し
、
何
か
特
に
問
題
の
発
生
し
た
る
時
臨
機
考
慮
す
る
事
と
し
、
又
公
爵
百
年
（註
、　
一
生
）

の
後
は
八
郎
氏
を
以
て
親
族
中
の
重
も
な
る
相
談
相
手
と
す
る
事
、
住
友
家
は
当
主
幼
年
に
し
て
然
か
も
同
家

の
事
は
影
響
す
る
と
こ

（
ろ
）
広
大
に
し
て
私
事
た
る
に
止
ま
ら
ず
、
国
家
的
機
関
な
れ
ば
前
途
其
基
礎
の
益
々
強
固
、
安
全
な
る
は
公
益

の
為
め
望
ま
し
き
事

な
れ
ば
、
此
辺
の
用
意
必
要
な
る
べ
し
、
余
計

の
事
な
が
ら
第
三
者
と
し
て
参
考

の
為
め
希
望
を
述
べ
置
く
と
申
聞
け
た
る
に
、
全
く

同
感
な
り
、
此
迄
も
左
様
に
考

へ
居
り
た
る
が
今
御
注
意
を
拝
し
益
々
其
心
掛
に
て
進
む
べ
く
、
尚
将
来
何
事

に
て
も
具
体
的
の
御
気

附
あ
る
場
合
は
御
示
し
あ
り
た
し
と
の
事
な
り
し
。

牧
野
伸
顕
は
具
体
的
な
こ
と
を
何
も
記
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
直
前
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
原
田
熊
雄
は
大
正
十
五
年
六
月
四
日
を
も

っ

て
退
官
し
、
そ
の
メ
モ
に
よ
る
と
六
月
九
日
に
湯
川
寛
吉
と
、
ま
た
二
十

一
日
に
西
園
寺
公
望
と
会

っ
て
お
り
、
そ
の
後
七
月
二
日
付
で
住

友
合
資
会
社
に
嘱
託
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
原
田
熊
雄
の
住
友
入
社
に
つ
い
て
、
親
友

の
作
家
里
見
惇
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
事

実
は
住
友
と
し
て
西
園
寺
公
望
の
用
務
に
当
た
ら
せ
る
た
め
に
、
原
田
熊
雄
を
採
用
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
こ
の
先
例
と
し
て
住

友
本
店
副
支
配
人
山
下
芳
太
郎
が
、
明
治
三
十
九
年
↑

九
〇
工Ｃ

一
月
か
ら
四
十

一
年
七
月
の
間
第

一
次
西
園
寺
内
閣
の
総
理
大
臣
秘
書
官

を
勤
め
た
ケ
ー
ス
が
あ

っ
た
。

大
正
十
五
年
、
住
友
合
資
会
社
に
入
社
し
て
間
も
な
く
、
当
時
の
総
理
事
湯
川
寛
吉
か
ら
、
西
園
寺
は
、
原
田
に
、
社
務
の
余
暇
、
自



分
の
用
を
足
し
て
貰
ひ
た
い
と
の
希
望
を
も
つ
て
ゐ
る
が
、
住
友
家
と
し
て
は
、
老
公
の
実
弟
に
あ
た
る
先
代
の
逝
去
後
、
そ
の
実
家

に
対
し
て
何
か
と
不
行
届
が
あ
り
は
し
ま
い
か
と
、
密
か
に
苦
慮
し
て
ゐ
た
折
も
折
、
幼
少
か
ら
老
公
の
春
顧
に
浴
し
、
よ
く
気
心
も

呑
み
込
ん
で
ゐ
る
貴
下
に
、
老
公
の
用
を
承

つ
て
貰

へ
れ
ば
、
こ
れ
に
越
し
た
幸
は
な
い
。
殊
に
、
老
公
自
身

の
発
意

に
依
る
の
だ
か

ら
、
誠
意
を
以

つ
て
勤
め
ら
れ
た
い
、
と
の
話
が
あ
り
、
勿
論
、
原
田
は
、
喜
ん
で
こ
れ
を
受
け
た
。

原
田
熊
雄
は
、
昭
和
八
年
三
月
東
京
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
完
成
す
る
と
、
四
階
の

一
室
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
活
動

の
記
録
は
近
衛
文
麿

弟
秀
麿
夫
人
に
よ
つ
て
速
記
さ
れ
、
ビ
ル
の
地
下
金
庫
に
納
め
ら
れ
た
。
原
稿
は
後
に
上
記
里
見
弾
に
よ
つ
て
編
集
さ
れ
、
第
二
次
大
戦
後

親
友
松
平
康
昌
（貴
族
院
議
員
、
内
大
臣
秘
書
官
長
、
宮
内
府
式
部
頭
、
宮
内
庁
式
部
官
長
）
に
よ
つ
て

『
西
園
寺
公
と
政
局
』
全
九
巻
と
し
て
出
版

さ
れ
た
。

原
田
熊
雄
に
よ
る
と
、
西
園
寺
と
住
友

の
関
係
は
、
昭
和
六
年
末
大
養
内
閣
が
成
立
し
、
昭
和
七
年

一
月
解
散
総
選
挙
を
前
に
し
て
、
次

（
７
）

の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。

先
日
、
中
橋
さ
ん
（註
、
徳
五
郎
内
相
）
に
会

つ
た
と
こ
ろ
、
中
橋
さ
ん
の
言
ふ
の
に
、
「今

の
政
府
の
困

つ
て
ゐ
る
の
は
、
解
散

の
費
用

が
な
い
こ
と
で
、
自
分
な
ら
ば
二
百
五
十
万
円
の
私
財
の
一
部
も
割
い
て
百
万
円
は
作
れ
る
と
思
ふ
。
三
井
も
或
る
程
度
ま
で
は
出
す

だ
ら
う
し
、
自
分
が
手
を
つ
け
る
つ
も
り
だ
つ
た
が
、
大
養
（註
、
毅
首
相
）自
身
で
や
る
様
子
だ
か
ら
自
分
は
や
は
り
や
め
た
。　
し
か

し
三
菱
や
住
友
も
ど
う
か
と
思

つ
て
小
倉
（註
、
正
恒
住
友
合
資
総
理
事
）
に
話
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
小
倉
は

『
絶
対
に
で
き
な
い
。
今
ま

で
ど
ち
ら
の
政
党
に
も
出
し
た
こ
と
が
な
い
か
ら
困
る
』

と
言

つ
て
ゐ
た
。

『
し
か
し
お
前
が
そ
ん
な
こ
と
を
言
ふ
な
ら
、
西
園
寺
公

に
頼
む
ぞ
』
と
言

つ
た
ら
、
『
西
園
寺
公
が
許
さ
れ
る
筈
は
な
い
」
と
い
ふ
風
な
話
で
、
こ
れ
も
駄
目
ら
し
い
が
、
ど
う
だ
ら
う
。

」
と

い
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
か
ら
、

自
分
（註
、
原
田
熊
雄
）
は
、

「
そ
れ
は
駄
目
で
す
。
西
園
寺
公
は
前
々
か
ら
住
友
に
対
し
て
、
『絶
対
に
政
治
の
渦
中
に
入

つ
て
は
い
か
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一
四

ん
。
住
友
は
ど
こ
ま
で
も
中
立
で
、
政
治
に
は

一
切
関
係
し
な
い
や
う
に
し
な
け
れ
ば
い
か
ん
』
と
喧
し
く
言

つ
て
を
ら
れ
る
か
ら
、

と
て
も
駄
目
で
す
。

」
と
答

へ
た
と
こ
ろ
、

「
あ

ゝ
さ
う
か
」

と
言

つ
て
、
「実
は
他

の
準
備
は
す

つ
か
り
出
来
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
が

・
・
・
」

と
非
常
に
焦

つ
て
ゐ
る
様

子
だ
つ
た
。

十
二
月
、
常
務
理
事
兼
人
事
部
長
川
田
順
が
兼
務
免
と
な
り
、
人
事
部
長
に
人
事
課
長
田
中
良
雄
が
昇
格
し
た
。
経
理
部
長
大
屋
敦
は
肥

料
製
造
所
専
務
山
本
信
夫
と
入
れ
替
わ

っ
た
。
大
屋
敦
が
兼
務
し
て
い
た
総
務
部
長
に
は
、
製
鋼
所
取
締
役
支
配
人
河
井
昇
三
郎
が
就
任
し

た
。
総
務
部
地
所
課
長
篠
崎
兼
二
が
退
職
し
、
林
業
所
の
合
理
化
に
成
功
し
た
支
配
人
佐
伯
正
芳
が
地
所
課
長
に
、
後
任
の
林
業
所
支
配
人

に
支
配
人
代
理
者
兼
総
務
課
長
平
賀
五
郎
（Ｔ
二
示
大
曲５
が
昇
格
し
た
。
ま
た
既
に
述
べ
た
通
り
理
事
鷲
尾
勘
解
治
が
退
職
し
た
。

同
月
総
理
事
小
倉
正
恒
は
、
貴
族
院
議
員
に
勅
選
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
当
時
常
務
理
事

で
あ

っ
た
川
田
順
は
第
二
次
大
戦
後
次

の
よ
う

に
批
判
し
て
い
る
。

政
界
と
の
結
び
つ
き
は
、
鈴
木
（註
、
馬
左
也
）
さ
ん
は
や
ら
な
か
つ
た
。
「住
友
は
政
治
に
関
与
す
べ
か
ら
ず
」

の
鉄
則
が
、
お
そ
ら
く

広
瀬
（註
、
宰
平
）
、
伊
庭
（註
、
貞
剛
）
、
鈴
木
さ
ん
達
で
う
ち
た
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
大
正
末
期
に
入

つ
て
か
ら
、　
つ
ま
り
小

倉
さ
ん
に
な
つ
て
か
ら
で
あ
る
。
貴
族
院
議
員
に
は
な
る
。
台
閣
に
も
列
す
る
。
中
央
官
庁
に
出
入
り
し
た
が
る
。
私
は
そ
の
様
な
政

治
家
輩
の
人
間
に
か
ゝ
は
る
事
は
大
嫌
い
だ
つ
た
。　
一
体
製
鋼
所
に
し
ろ
、
住
友

の
ど
こ
に
し
ろ
、
政
治
家
と
関
与
す
る
事

に
よ
つ
て
、

企
業
が
よ
く
な
つ
た
と
い
ふ
例
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

「
よ
い
製
品
を
安
く
売
る
」
是
以
外
に
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
る
筈
は
な
い
。
東
京
に

出
て
、
政
治
家
を
招
待
し
て
、
金
を
使
ふ
事
な
ど
無
駄
な
事
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
田
舎
者
が
芸
者
を
総
揚
げ
す
る
様
な
も
の
で
、
向

ふ
は

一
寸
も
は
れ
て
ゐ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
空
気
が
当
時
住
友
部
内
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
小
倉
正
恒
は
翌
昭
和
九
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
主
管
者
協
議
会

に



お
け
る
訓
示
の
中
で
、
特
に
こ
の
問
題
に
ふ
れ
次

の
よ
う
に
述
べ
た
。

私
ガ
此
ノ
度
勅
選
議
員
ヲ
受
諾
シ
タ
コ
ト
ニ
就
テ
申
上
ゲ
タ
イ
。
住
友

ハ
従
来
政
治
方
面

二
関
係
シ
ナ
カ
ツ
タ
ー
或

ハ
必
ズ
シ
モ
ソ
ウ

デ
ハ
ナ
カ
ツ
タ
カ
モ
知
レ
ヌ
ガ
ー
御
先
代
家
長
公

ハ
貴
族
院
議
員
ヲ
辞
メ
ラ
レ
、
湯
川
（註
、
寛
士
じ
サ
ン
ハ
御
退
職
後
勅
選

ニ
ナ
ラ
レ

現
職
デ
ハ
オ
受
ケ
シ
ナ
カ
ツ
タ
。
住
友

ハ
純
粋
ノ
経
済
人
ト
シ
テ
政
治
卜
経
済
ト
ハ
載
然
ト
シ
テ
区
別
シ
テ
ヰ
タ
ノ
デ
ア
ル
。
私

ハ
考

エ
タ
。
以
前

ハ
以
前
、
今

ハ
今
、
時
代
が
異

フ
。
昔

ハ
政
治
卜
経
済
ガ
別
箇
デ
ヨ
カ
ツ
タ
。
殊

二
世
界
ノ

一
般
状
勢

ハ
、
我
国

二
於
テ

モ
ソ
ウ
デ
ア
ル
ガ
、
純
粋
ナ
自
由
経
済
時
代
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
無
ク
ナ
ツ
タ
。
換
言
ス
レ
バ
統
制
経
済

二
急
転
回
シ
タ
ノ
デ
ア
ル
。
従

ツ

テ
経
済
政
策

ハ
国
権
卜
結
ビ
付
イ
タ
政
策
ガ
盛
ン
ニ
行

ハ
レ
ル
ヨ
ウ
エ
ナ
リ
、
国
権

ヲ
中
心
ト
シ
テ
経
済
活
動

ハ
指
導
影
響
ヲ
受
ケ
ル

ノ
デ
ア
ル
。
住
友
ノ
事
業
経
営
ノ
大
方
針
ヲ
誤
ラ
ヌ
ョ
ウ
何
等
カ
ノ
形
デ
国
権

二
結
ビ
付
キ
、
関
係
ヲ
保
チ
、
遅
レ
ヲ
取
ラ
ヌ
ョ
ウ
ニ

ス
ル
コ
ト
ハ
必
須
ノ
事
デ
ア
ル
。

勅
選
議
員

ニ
ナ
ツ
タ
ノ
ハ
、
国
策

二
参
与
ノ
機
会
ヲ
与

ヘ
ラ
レ
タ
訳
デ
、
此
ノ
好
機
ヲ
敢

ヘ
テ
御
請
ケ
シ
タ
様
ナ
次
第
デ
ア
ル
。
中
上

ゲ
ル
迄
モ
ナ
ク
国
政

二
参
与
ス
ル
ガ
政
治

ニ
ハ
関
与
シ
ナ
イ
。
政
党

ニ
ハ
関
係
ナ
ク
独
自
ノ
立
場
カ
ラ
邁
進
致
シ
タ
イ
ト
思
フ
テ
居
ル
。

私

ハ
研
究
会

二
入
ツ
タ
ガ
、
研
究
会

ハ
社
交
団
体
デ
ア
ル
カ
ラ
何
ラ
差
支
ナ
イ
。　
一
面
カ
ラ
云

ヘ
バ

一
朝
有
事
ノ
際
無
所
属
デ
ハ
相
手

ニ
シ
テ
ク
レ
ナ
イ
。
発
言
ヲ
有
利
ナ
ラ
シ
ム
ル
タ
メ
ニ
ハ
、
有
カ
ナ
団
体

二
入
ツ
テ
置
ク
コ
ト
ガ
必
要
デ
ア
ル
。
湯
川
先
輩
モ
入
ツ
テ

居
ラ
レ
タ
関
係
モ
ア
ル
ガ
、
真
意

ハ
其
処

ニ
ア
リ
、
貴
族
院

二
入
ツ
テ
会
期
ノ
く
∞
バ
カ
リ
出
席
シ
タ
ガ
感
想

ハ
ヤ
ハ
リ
入

ツ
テ
ヨ

カ
ツ
タ
ト
思
フ
。
委
員
会

二
出
席
シ
、
傍
聴
シ
タ
ガ
非
常

二
有
意
義
ダ
。
大
臣
モ
丁
寧
懇
切
デ
、
金
買
上
問
題

二
就
テ
質
問
ヲ
シ
タ
処

大
蔵
大
臣
カ
ラ
親
切

二
答
弁
ヲ
賜
り
大
変
有
難
ツ
タ
。
貴
重
ナ
時
間

二
出
席
ス
ル
カ
ラ
ニ
ハ
何
力
収
穫
ガ
無
ク
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
暫
ク
此

侭
ヤ
ツ
テ
見
テ
無
益
ナ
ラ
バ
止
メ
ル
コ
ト
ニ
ス
ル
。

斎
藤
内
閣

ハ
取
柄
ガ
ナ
イ
ト
考

ヘ
テ
イ
タ
ガ
、　
大
蔵
大
臣
（註
、
高
橋
是
清
）演
説

ハ
光

ツ
テ
ヰ
タ
ト
思
フ
。

蔵
相
ノ
結
論

ハ
一
九
三
五
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七

一
六

年
、
三
六
年
此
ノ
時

コ
ソ
真
ノ
非
常
時
デ
、
未
ダ
今
日
ハ
其
ノ
時
機
デ
ナ
イ
。
今
増
税
ヲ
ヤ
ツ
タ
ナ
ラ
バ
、
折
角
回
復
途
上

ニ
ア
ル
財

界
ノ
芽
ヲ
摘
ム
コ
ト
ニ
ナ
ル
。
現
今

ハ
増
税
ヲ
セ
ズ
公
債

二
依
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
。
今
ノ
状
態

ハ
非
常

二
不
安
ナ
状
勢

二
在
り
、
米
国
等

ハ
最
モ
著
シ
イ
ガ
、
先
ノ
看
透
シ
ガ
ツ
カ
ナ
イ
タ
メ
、
事
業
界
、
購
買
カ
モ
安
定
ヲ
欠
ヰ
テ
ヰ
ル
。
斯
ル
時
代

ニ
ハ
先
ヅ
刺
戟
ヲ
与

ヘ

ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
。
刺
戟
が
事
業
ヲ
動
カ
ス
間

ハ
宣
敷
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
刺
戟

ニ
ナ
ル
限
リ
ハ
公
債
ヲ
発
行
シ
テ
、
然
シ
テ
三

五
―
六
年
ノ
危
機

二
備

ヘ
ル
、
ト
イ
フ
コ
ト
デ
心
強
ク
感
ジ
ル
ト
共

二
、
之

ハ
正
道
ナ
リ
ト
信
ズ
ル
。
私

ハ
米
国

ハ
権
道
ヲ
ヤ
ツ
テ
イ

ル
カ
ラ
失
敗
バ
カ
リ
ス
ル
ノ
ダ
ト
思
フ
。
＄
切
下
モ
物
価
ヲ
上
グ
ル
コ
ト
ナ
シ
ニ
、
金
解
禁
ヲ
ヤ
ル
コ
ト
ナ
シ
ニ
決
行
シ
テ
モ
意
味

ハ

無
イ
。
正
道

二
非
ラ
ザ
ル
権
道
ヲ
踏
ム
限
り
成
功

ハ
シ
ナ
イ
。
蔵
相
ガ
正
道

二
拠
り
、
日
本
ガ
正
道

ヲ
歩
ム
限
り
、
安
心
ガ
出
来
ル
ノ

デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
思
フ
。
皆
サ
ン
モ
ド
ウ
カ
正
シ
イ
道
ヲ
歩
カ
レ
度
シ
ト
希
望
ス
ル

ロ
　
日
本
の
政
局
の
推
移
と
常
務
理
事
川
田
順
の
退
職

昭
和
七
年
下
期
以
降
回
復
に
転
じ
た
住
友
全
事
業
の
業
績
は
、
九
年
か
ら
増
益
の
連
続
と
な

つ
た
翁
工
　
業
績
」
参
昭
じ
。

昭
和
九
年

こ
れ
ま
で

一
月
五
日
付
で
行
わ
れ
て
き
た
昇
給
昇
格
が
、　
一
月

一
日
付
に
変
更
さ
れ
、
前
年
末
経
理
部
長
と
な

つ
た
山
本
信
夫

が
、
技
術
者
と
し
て
電
線
常
務
秋
山
武
三
郎
に
次
い
で
二
人
目
の
理
事
に
昇
格
し
た
。

二
月
、　
人
事
部
労
働
課
長
津
田
秀
栄
（Ｔ
７
東
大
法
、

の
ち
合
資
会
社
調
査
役

・
鉱
山
統
制
会
理
事
長
）
は
別
子
銭
山
総
務
部
長

へ
転
出
し
、　
労

働
課
渡
辺
斌
衡
（Ｔ
Ｈ
東
大
経
、
の
ち
住
友
通
信
工
業
常
務

・
日
本
電
氣
社
長
）
が
労
働
課
長
心
得
と
な

っ
た
。

同
月
、
株
式
会
社
住
友
肥
料
製
造
所
は
住
友
化
学
工
業
株
式
会
社
と
改
称
、
倍
額
増
資

に
よ
り
資
本
金
二
〇
〇
〇
万
円
と
な

つ
た
。
翌
三

月
合
資
会
社
は
所
有
す
る
化
学
株
式
を
関
係
先
及
び
職
員
に
分
譲
し
た
∩
三
　
投
資
活
動
」
参
昭
じ
。

四
月
、
住
友
の
全
事
業
の
事
業
年
度
は
こ
れ
ま
で
暦
年
と
さ
れ
て
き
た
が
、
伸
銅
鋼
管

の
事
業
年
度
を
四
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
の
会
計



年
度
と
す
る
定
款
変
更
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
伸
銅
鋼
管
専
務
古
田
俊
之
助
の
申
請
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

伸
庶
第
三
五
四
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
九
年
三
月
二
十
二
日

専
務
取
締
役
　
　
古
田
俊
之
助

合
資
会
社
常
務
理
事
　
　
　
川
田
　
順
殿

定
款
変
更
ノ
件

当
社
事
業
年
度

ハ
、
毎
年

一
月

一
日
ヨ
リ
六
月
三
十
日
迄
ヲ
前
半
期
ト
シ
、
七
月

一
日
ヨ
リ
十
二
月
三
十

一
日
迄
ヲ
後
半
期
卜
致
来
リ

候
処
、
当
社
製
品

ハ
軍
需
品
タ
ル
関
係
上
、
其
納
期
ガ
陸
海
軍
其
他
官
庁
年
度
末
ノ

一
、
二
、
三
月

二
偏
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
テ
、
前
半

期
卜
後
半
期
ガ
不
均
衡
卜
相
成
ル
関
係
モ
有
之
、　
一
方
陸
海
軍
其
他
官
庁
ノ
予
算
ノ
内
示
ガ
毎
年

一
、
二
月
卜
相
成
ル
為
メ
、
毎
年
会

計
見
積
書
ヲ
十

一
月
中

二
作
成
ス
ル
ニ
付
不
便
不
砂
候

二
付
テ
ハ
、
今
後

ハ
事
業
年
度
ヲ
官
庁
ノ
事
業
年
度
卜

一
致
セ
シ
メ
、
毎
年
四

月

一
日
よ
り
三
月
二
十

一
日
迄
ヲ
以
テ

一
期
卜
致
度
。
尚
之

二
関
連
シ
、
昭
和
九
年

二
於
テ
ハ
便
宜

一
月

一
日
ヨ
リ
三
月
三
十

一
日
迄

ヲ

一
期
ト
シ
決
算
ヲ
致
ス
等
其
他
二
、
三
ノ
点

二
付
、
別
紙
（註
、
略
）第

一
次
案
ノ
通
り
定
款

ヲ
改
正
致
度
候
間
御
承
認
被
下
度
候
。

（後
略
）

五
月
、
土
佐
吉
野
川
水
力
電
氣
株
式
会
社
は
四
國
中
央
電
力
株
式
会
社
と
改
称
、
倍
額
増
資
を
行
い
、
資
本
金

一
〇
〇
〇
万
円
と
な

っ
た
。

な
お
こ
の
際
株
式

の
一
部
を
公
開
し
た
∩
住
友
合
資
会
社
（中
と

の

「五
四
　
土
佐
吉
野
川
水
力
電
気
株
式
会
社
の
連
系
会
社
指
定
」
参
照
）。

六
月
、　
国
産
原
料
に
よ
る
ア
ル
ミ
ユ
ウ
ム
製
造
の
た
め
、　
住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
（資
本
金

一
〇
〇
〇
万
円
、
合

資
会
社
三
五
％
、
伸
銅
鋼
管
二
五
％
、
化
学

一
五
％
出
資
）
、
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
。
主
管
者
常
務
取
締
役
に
は
山
本
決
（Ｍ
型
只
大
理
工
・
物

理
、
電
線
取
締
役

・
合
資
技
師
長
）
が
就
任
し
た
∩
五
回
　
住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
株
式
会
社
の
設
立
」
参
照
）。

七
月
、
合
資
会
社
事
務
章
程
改
正
に
よ
り
、
駐
在
員
設
置
が
定
め
ら
れ
、
大
連
駐
在
員
事
務
所
が
設
置
さ
れ
た
（資
料
Ｈ
）。
従
来
ベ
ル
リ

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

一
七



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

七

一
八

ン
等

の
駐
在
員
は
、
合
資
会
社
各
課
か
ら
派
遣
さ
れ
た
も
の
で
あ

つ
た
が
、
大
連
駐
在
員
は
特
定

の
部
課
に
所
属
し
な
か
つ
た
。

同
月
、
別
子
鑢
山
専
務
竜
野
昌
之
が
辞
任
し
、
常
務
取
締
役
三
村
起

一
が
後
任

の
主
管
者
専
務
に
就
任
し
た
翁
住
友
合
資
会
社
（中
と

の

「五
口
　
住
友
別
子
鉱
業
所
の
住
友
別
子
鑢
山
株
式
会
社
へ
の
移
行
」
参
照
）。

九
月
、
満
洲
に
お
い
て
住
友
伸
銅
鋼
管

の
技
術
を
導
入
し
て
継
目
無
鋼
管
の
製
造
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
満
洲
住
友
鋼
管
株
式
会
社

が
設
立
さ
れ
、
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
。
資
本
金

一
〇
〇
〇
万
円
で
、
合
資
会
社
は
四
〇
％
を
出
資
し
た
（伸
銅
鋼
管
六
〇
％
出
資
）。
主
管

者
専
務
取
締
役
は
、
伸
銅
鋼
管
専
務
古
田
俊
之
助
が
兼
務
し
た
が
、
そ
の
下
の
常
務
に
合
資
会
社
総
務
部
地
所
課
長
佐
伯
正
芳
が
転
出
し
た

つ
五
口
　
満
洲
住
友
鋼
管
株
式
会
社
の
設
立
」
参
照
）。　
な
お
地
所
課
日
比
文
雄
（Ｔ
Ｈ
東
大
経
、　
の
ち
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
支
配
人
、
戦
後
大
阪
建
物
社
長
）

が
地
所
課
長
心
得
と
な

つ
た
。

十
月
、
下
半
期
期
末
賞
与
で
各
社
の
業
績
に
応
じ
て
、
各
社
の
総
人
員
に
対
す
る
期
末
賞
与
金
規
定
給
与
総
額
の
何
割
か
の
範
囲
内
で
臨

時
割
増
賞
与
の
支
給
が
決
定
さ
れ
た
。
住
友
で
は
こ
れ
ま
で
連
系
会
社
の
業
績
に
よ
つ
て
賞
与
に
格
差
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
つ
た

の
で
あ
る
が
、
こ
の
決
定
は
連
系
会
社
の
業
績
の
格
差
が
無
視
で
き
な
い
ほ
ど
大
き
く
な

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

十

一
月
、
住
友
別
子
鍍
山
新
居
浜
製
作
所
が
分
離
独
立
し
て
、
住
友
機
械
製
作
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
。
資

本
金
五
〇
〇
万
円
で
、
合
資
会
社
は
二
六
％
を
出
資
し
た
（別
子
五
〇
％
、
製
鋼
所
二
四
％
）。
主
管
者
の
常
務
取
締
役
は
別
子
専
務
三
村
起

一

が
兼
務
し
た
∩
五
内
　
住
友
機
械
製
作
株
式
会
社
の
設
立
」
参
照
）。

同
月
静
狩
金
山
は
会
長
制
を
設
け
、
連
系
会
社
に
準
じ
総
理
事
小
倉
正
恒
が
会
長
に
就
任
し
た
。
ま
た
博
多
販
売
店
は
福
岡
販
売
店
と
改

称
し
た
。
こ
れ
は
福
岡
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
完
成
に
伴
い
、
入
居
す
る
銀
行
、
信
託
、
生
命
保
険
等

の
各
支
店
が
福
岡
支
店
と
称
す
る
の

に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
十
年

一
月
、
人
事
部
長
田
中
良
雄
は
人
事
課
長
兼
務
免
と
な
り
、
人
事
課
長
代
理
香
川
修

一
（Ｔ
ｌ３
東
大
法
、
の
ち
住
友
電
気
工
業
常
務



・
常
任
監
査
役
、
日
新
電
機
社
長
）
が
昇
格
し
た
。
香
川
の
日
記
に
よ
れ
ば
田
中
は
香
川
が
着
任
す
る
と
、
早
速
香
川
に
対
し
次

に
述

べ
る
よ
う

な
四
月
に
入
社
す
る
住
友
各
社
の
新
入
全
員
の
歓
迎
懇
親
茶
話
会
の
企
画
を
命
じ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
田
中
は
既
に
昭
和
八
年
十
二
月
人

事
部
長
に
昇
格
す
る
と
、
か
っ
て
の
総
理
事

の
鈴
木
馬
左
也
や
湯
川
寛
吉

に
な
ら

つ
て
、
月
二
回
（第

一
・
第
三
水
曜
）
面
会
日
を
定
め
て
自

宅
（大
阪
市
東
区
谷
町
社
宅
）
を
開
放
し
、
各
社
職
員
の
来
訪
を
歓
迎
し
て
い
た
。
同
月
、
日
本
板
硝
子
は
会
長
制
を
と
り
、
連
系
会
社
に
準
じ

て
総
理
事
小
倉
正
恒
が
会
長
と
な

っ
た
。
ま
た
電
線
で
は
伸
銅
鋼
管

・
製
鋼
所
と
同
様
専
務
制
を
と
り
、
常
務
秋
山
武
三
郎
が
専
務
取
締
役

に
、
取
締
役
小
畑
忠
良
が
常
務
取
締
役
に
就
任
し
た
。

総
理
事
小
倉
正
恒
は
、
前
年
末
頸
部
に
腫
瘍
が
で
き
、
正
月
早
々
手
術
し
た
が
、
容
態
が
悪
化
し
、　
一
時
は
重
体
に
陥
り
、
二
月
半
ば
よ

う
や
く
退
院
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
川
田
順
夫
人
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
川
田
は
、
鈴
木
馬
左
也
が

一
九
年
間
も
総
理
事
を
続
け
、
し
か
も
そ

の
後
中
田
、
湯
川
、
小
倉
と
順
番
に
総
理
事
に
就
い
て
人
事
が
停
滞
し
て
い
た
の
で
、
小
倉
は
こ
の
大
病
を
機
に
引
退
す
べ
き
で
あ

っ
た
と

批
判
し
て
い
た
。

四
月
、
好
況
を
反
映
し
て
、
昭
和
十
年
の
学
校
卒
業
生
の
新
規
採
用
は
、
九
年
の
二
九
八
名
か
ら
約

一
〇
〇
名
増
加
し
て
三
九
四
名
に
達

し
た
。
こ
れ
ら
の
大
量
の
新
卒
を
迎
え
て
そ
の
各
社

へ
の
配
属
が
終
わ

っ
た
四
月
十
九
日
住
友
で
は
初
め
て
全
員
を
大
阪
の
住
友
ビ
ル
（現

住
友
銀
行
本
店
ビ
ル
）六
階
食
堂
に
集
め
、
歓
迎
懇
親
茶
話
会
が
開
か
れ
た
。

こ
の
新
入
生
歓
迎
懇
親
茶
話
会
は
総
理
事

の
挨
拶
、
理
事
（当
初

は
今
村
幸
男
）
の
講
話
、
新
人
代
表
の
答
辞
と
い
う
形
式
を
踏
襲
し
て
昭
和
十
六
年
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
も
と
も
と
住
友
で
は
大
正
末
か
ら
昭

和
初
に
か
け
て
、
例
年
二
〇
〇
名
以
上
採
用
し
て
き
た
が
、
不
況
の
た
め
昭
和
五
年
に
は
二
〇
〇
名
を
割

っ
て

一
七
五
名
と
な
り
、
六
年

一

〇
六
名
、
七
年
五
八
名
と
採
用
数
は
激
減
し
、
八
年
に
至

っ
て
よ
う
や
く

一
六

一
名
に
回
復
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
新
卒

の
採
用
は
、
既
に

述
べ
た
よ
う
に
合
資
会
社
人
事
部
が
各
店
部
連
系
会
社
の
需
要
に
基
づ
き

一
括
し
て
行

っ
て
い
た
が
、
合
資
会
社
人
事
部
は
選
考
終
了
後
直

ち
に
合
格
者
に
対
し
配
属
先
を
通
知
し
、
新
卒
は
現
在

の
よ
う
に
四
月

一
日
に
一
斉
に
入
社
す
る
の
で
は
な
く
、
学
校
卒
業
後
配
属
先
の
指

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
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一
九



第 1表  職員数比較表 (各年末)
(単位 :人 )

第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

七
二
〇

定
し
た
日
時
に
各
々
出
頭
し
、
入
社
し
て
い
た
。
し
か
し
ま
ず
住
友
銀
行
で
は

大
正
十

一
年

に
三
五
〇
名
と
い
う
大
量
の
新
卒
が
従
来
通
り
二
月
末
か
ら
四
月

末
ま
で
に
五
月
雨
式
に
入
社
す
る
事
態
と
な

っ
た
上
、
大
正
十
二
年
か
ら
は
こ

れ
ら
の
新
卒
を
す
べ
て
実
務
講
習
会
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
た
め
、
同
年

か
ら
現
在

の
よ
う
な
原
則
と
し
て
四
月

一
日
に
全
員
を
集
合
さ
せ
て
入
社
式
を

行
う
形
と
な

っ
た
。
銀
行
に
次
い
で
比
較
的
新
卒
者
の
多

い
住
友
信
託
が
設
立

直
後

の
大
正
十
五
年
か
ら
、
ま
た
新
た
に
連
系
会
社
に
加
わ

っ
た
住
友
生
命
が

昭
和
二
年
か
ら
、
合
資
会
社
本
社
と
伸
銅
鋼
管
が
昭
和
三
年
か
ら
同
様
に
四
月

一
日
に
入
社
式
を
行
い
、
辞
令
を
交
付
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
れ
は

「住
友

合
資
会
社
（中
と

の

「
一　

統
轄
シ
ス
テ
ム
」

で
述
べ
た
よ
う
に
合
資
会
社
本

社
で
も
昭
和
三
年
か
ら
実
習
が
本
格
化
し
た
の
に
伴
い
と
ら
れ
た
措
置
と
み
ら

れ
る
。
な
お
合
資
会
社
本
社
で
は
こ
う
し
た
四
月

一
日
の
輻
榛
を
避
け
る
た
め

か
、
あ
る
い
は
当
時
四
月
三
日
が
神
武
天
皇
祭
で
祝
日
で
あ

つ
た
た
め
か
、
昭

和
六
年
か
ら
入
社
式
を
連
系
会
社
か
ら
遅
ら
せ
て
四
月
四
日
に
設
定
し
て
い
た
。

不
況
の
間
採
用
減
と
平
行
し
て
人
員
整
理
が
実
施
さ
れ
た
た
め
、
住
友

の
全

事
業
の
職
員
数
は
六
〇
〇
〇
人
台
に
と
ど
ま
つ
て
い
た
が
、
準
職
員
を
含
め
た

大
量
採
用
に
よ
り
昭
和
九
年
末
に
七
〇
〇
〇
人
台
、
十
年
末
に
は
八
〇
〇
〇
人

を
超
え
る
と
い
う
急
膨
張
を
示
し
た
（第
１
表
）
。
特

に
製
造
会
社

の
増
加
ぶ
り

格資 昭和5年 6年 7年 8年 9年 10年 H年

高等職員

一等職員

二等職員

三等職員

四等職員

医務職員(四 等相当以上)

学校職員

嘱託員 (四等相当以上)

補助職員

医務職員(補助相当)

嘱託員 (同 )

9

32

997

2,068

1,066

81

40

49

836

26

6

9

32

925

2,114

1,025

80

38

39

763

23

1

８

３５

９９

００

２８

８３

３９

４４

８０

２４

２

7

46

903

2,153

1,014

87

40

49

831

26

4

Ｈ

５２

９７０

２２０

‐２４

９３

４４

５‐

８６３

２４

４

Ｈ

４６

８６

７６

２５

０１

４７

５５

２６

２５

５

，

０

，

２

，

３

１

　

　

９

9

54

1,186

2,366

1,502

140

47

27

971

24

4

小   計 5,042 5,456 5,903 6.330

準 職 員 1,713 l,968 2228

合  計 6.722 6,570

出典 :各 年「処務報告書」



第 2表 合資会社(店部別)・ 連系会社人員表 (各年7月 1日 現在)

(単位 :人 )

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

店部・連系会社 昭和 6年 7年 8年 9年 10年 H年

合資会社(本社)

大連駐在員

東京支店
鴻之舞鉱業所
大萱生鉱業所
高根鉱業所
林業所

東京販売店
横須賀販売店
名古屋販売店
神戸販売店
呉販売店
博多・福岡販売店
京城販売店
上海販売店
大阪住友病院

住友別子鍍山
住友炭破
住友伸銅鋼管
住友製鋼所
住友金属工業
住友電線製造所
住友肥料製造所
住友化学工業
住友アルミニウム製錬

満洲住友鋼管
住友機械製作
住友銀行

布吐住友銀行
シアトル住友銀行
加州住友銀行
住友信託

住友倉庫
住友生命保険

住友ビルデイング

大阪北港
土佐吉野川水力電氣
四国中央電力
本家詰所

６６

一

‐２

３‐

９

６

８６

５９

３

６

７

６

７

一

４

６０

２‐

９８

７３

０１

一

３８

‐４

一

一

2,195

9

5

5

182

278

266

6

29

18

28

２６〇

一

１３

３６

９

６

３０

５６

３

６

６

６

７

一

４

５８

４７５

３７０

２７７

‐９５

243

119

2,168

8

5

5

181

260

301

6

31

19

28

４２

一

３８

４８

９

６

２８

６０

５

６

６

６

８

６

３

５８

７８

７４

９０

０９

一

５８

４２

一
　

一

2,183

8

5

5

191

264

325

6

33

21

27

２５４

一

４２

６２

‐３

５

３０

６７

５

６

９

９

８

７

６

６３

４９２

３６４

３‐‐

２３６

一

２７８

一

一

‐６

８

５

４

０７

６２

７２

６

３７

一

288

234

28

20

98

2,280

8

6

４４

８９

‐６

５

３‐

６９

５

６

‐３

８

９

８

５

６‐

５５

００

６７

６０

４

‐９

６２

４‐

６

３９

一

３７

２５

３０５

３

４５

‐‐３

‐７

６

３４

７２

７

６

‐５

８

８

‐０

５

６２

４９８

４２‐

一

743

312

261

38

40

115

2,344

8

6

4

221

260

549

7

39

合  計 5,278 5,191 5,641 6,128

七
二

一

註 :準職員以下及び兼務者を除 く。

出典 :各 年「住友職員録Jか ら算出、昭和6年のみ 8月 1日 現在。



第 3表 合資会社本社部課別人員表 (各年7月 1日 現在) (単位:人 )

部課・役職 昭和 6年 7年 8年 9年 10年 11年

総理事

理事

監事

参事

監事 Fll属 員

検査

調査

秘書

人事部

人事課

労働課

経理部

鉱山課

商工課

総務部

庶務課

文書係

庶務係

秘書係

守衛

会計課

主計係

計算係

出納係

用度係

地所課

工作部

建築課

工作課

工務課

営繕課

嘱託事務

実習

他社在勤

1

6

1(1)

9

3

1(1)

16(2)

12

5

14

25(3)

1(1)

3

7

11

33

1

5

8

7

2

14(3)

2(1)

56(3)

15(2)

16(1)

1

5

4

1

6

1(1)

1

10

3

1(1)

16(2)

15

6(1)

16

24(1)

2(1)

1

8

11

37

1

5

8

8

2

15(1)

2(1)

46(3)

14(1)

1

2

10

1

6

1(1)

1

12

1

1(1)

16(2)

15

7(1)

16

18

2(1)

1

7

11

3

39

1

4

7

8

1

12

24(1)

1

17

16

1

6

1(1)

1

12

1

1

17(3)

14

5(2)

21

22

2

1

6

12

3

40

1

3

8

6

2

11

20(1)

1

19

24

1

6

1(1)

1

12

1

1

17(1)

14

3(2)

32

25

2

1

9

9

3

40

1

4

8

8

3(1)

10

一

‐４

１

３‐

２６

1

6

1(1)

2

17(2)

3

1

1

18(1)

14

2(2)

43

25

2

1

9

11

3

39

1

6

8

8

3(1)

11

一

‐５

１

３４

２６

合  計 260

第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

七
三
二

註 :準職員以 卜を除 く、括弧内は兼務者の内数、他店部を兼務する者は含まない。

出典 :各 年「住友職員録Jか ら算出、昭和 6年 のみ 8月 1日 現在。



が
顕
著
で
あ

っ
た
（第
２
表
）。　
ま
た
合
資
会
社
本
社
も
工
作
部
の
解
散
に
よ
り

一
時
縮
小
し
た
が
、　
そ
の
後
朝
鮮
の
鉱
山
の
買
収
に
よ
り
そ

れ
ら

へ
の
出
向
者
を
含
む
鉱
山
課
の
人
員
が
大
幅
に
増
加
し
、
ま
た
本
社
に
在
籍
の
ま
ま
日
本
電
氣

。
大
日
本
鍍
業

・
土
肥
金
山

・
静
狩
金

山
等
経
営
を
継
承
し
た
り
、
新
設
さ
れ
た
企
業

へ
の
出
向
者
も
増
加
し
て
、
昭
和
十

一
年
央

に
は
本
社

の
人
員
も
三
〇
〇
名
を
超
え
た
（第

３
表
）。
昭
和
十

一
年
に
も
十
年
と
同
様
四
〇
〇
名
近
い
新
卒

の
採
用
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
大
半
を
占
め
る
中
等
学
校
卒
業
生

を
収
容
す
る
独
身
寮
の
建
設
が
急
務
と
さ
れ
た
。

住
友

の
独
身
寮
は
、
大
正
七
年
に
開
設
さ
れ
た
総
合
寮

の
な手
静
寮
（大
阪
市
南
区
鰻
谷
東
之
町
、
旧
住
友
本
邸
南
園
跡
、　
〓

一〇
名
収
容
）
と
大
正

九
年
開
設
さ
れ
た
銀
行
の
致
遠
寮
（大
阪
府
豊
能
郡
豊
中
村
、
現
豊
中
市

一
五
〇
名
収
容
）
が
あ

つ
た
。
総
合
寮
に
は
、
合
資
会
社
と
銀
行
以
外
の

連
系
会
社
に
配
属
さ
れ
た
新
卒
者
を
合
同
で
入
寮
さ
せ
て
お
り
、
大
学
卒
業
者
の
寮
長
と
数
名

の
六
畳
室
委
員
（各
自
に
六
畳
の
個
室
を
与
え

た
の
で
こ
の
名
称
が
あ
る
）
を
し
て
寮
生
の
指
導
監
督
に
当
た
ら
せ
て
い
た
。
こ
う
し
た
人
員
急
増
に
対
処
す
る
た
め
、
昭
和
十

一
年
四
月
猶

興
寮
貧
（庫
県
西
宮
市
今
津
浦
風
町
、　
三

一〇
名
収
容
）
、
十
二
年
二
月
自
勝
寮
（大
阪
府
中
河
内
郡
八
尾
町
山
本
、
現
八
尾
市

一
一
三
名
収
容
）
が
完
成

し
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
人
員
増
加
が
続
い
た
の
で
十
三
年
に
は
銀
行

の
致
遠
寮
を
総
合
寮
と
し
て
銀
行
以
外
の
連
系
会
社
配
属
者
も
入
居

さ
せ
、
十
四
年
二
月
日
慎
寮
（大
阪
府
三
島
郡
千
里
村
字
片
山
、
現
吹
田
市

一
四
九
名
収
容
）
、
十
五
年
三
月
謙
和
寮
盆
（庫
県
武
庫
郡
鳴
尾
村
、
現
西

宮
市
三
〇
四
名
収
容
）、
十
六
年
三
月
遜
志
寮
（謙
和
寮
西
隣
、
一一三
一四
名
収
容
）
と
淡
成
寮
（東
京
市
渋
谷
区
代
々
木
西
原
町
、

一
〇
七
名
収
容
）
と
相
次

い
で
完
成
さ
せ
て
い
っ
た
。

昭
和
十
年
五
月
、
上
半
期
賞
与
に
は
好
業
績
を
反
映
し
、
二
等
職
員
五
割
、
三
等
職
員
乃
至
準
職
員
に
は
四
割

の
臨
時
特
別
賞
与
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
。
な
お
十
月
に
は
下
半
期
賞
与
も
同
様

の
特
別
賞
与
の
支
給
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
特
別
賞
与
の
支
給
は

最
早
恒
常
化
し
た
の
で
あ
る
。

八
月
、
経
理
部
鉱
山
課
長
安
井
冨
士
三
は
別
子
総
務
部
副
長
兼
経
理
課
長

へ
転
出
し
、
別
子
総
務
部
労
働
課
長
兼
庶
務
課
長
神
田
勇
吉

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
三



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
四

（Ｔ
ｌＯ
東
大
法
、
の
ち
商
工
課
長

・
経
理
部
次
長
兼
鉱
山
課
長

・
安
東
軽
金
属
専
務

・
住
友
化
学
取
締
役
）
が
後
任

の
鉱
山
課
長
と
な

っ
た
。

同
月
、
停
年
規
程
が
再
び
改
正
さ
れ
、
停
年

の
例
外

「総
理
事
及
理
事

ニ
シ
テ
銀
行
取
締
役
会
長
ノ
職

二
在
ル
者
」
の
項
中

「
理
事

ニ
シ

テ
」

の
次
に

「監
事
若
ク
ハ
」
が
挿
入
さ
れ
た
（資
料
１２
）０

こ
の
改
正
は
、
挿
入
文
言
か
ら
明
ら
か
な
通
り
、
理
事
兼
監
事
松
本
順
吉
を
対

象
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
松
本
順
吉
は
昭
和
八
年

一
月
停
年

の
と
こ
ろ
三
年
間
延
長
さ
れ
、
十

一
年

一
月
に
退
職
の
予
定
で
あ

っ
た
が
、

こ
の
改
正
に
よ
り
引
き
続
き
在
職
し
、
十
三
年

一
月
退
職
し
た
。
松
本
順
吉
は
、
明
治
六
年
生
で
、
総
理
事
小
倉
正
恒
よ
り
二
歳
年
長
で
あ

っ
た
が
、
同
じ
石
川
県
金
沢
市
の
出
身
で
、
共
に
第
四
高
等
学
校
か
ら
東
大
法
学
部
を
明
治
三
十
年
に
卒
業
し
、
内
務
省

に
入
省
し
た
仲
間

で
あ

っ
た
。
明
治
三
十
二
年
小
倉
正
恒
は
退
官
し
て
住
友
に
入
社
し
た
が
、
松
本
順
吉
は
同
年
文
部
省
に
転
じ
、
四
十
年

に
至

っ
て
住
友

に

入
社
し
た
。
お
そ
ら
く
小
倉
正
恒

の
推
薦
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
以
後
住
友
部
内
の
席
次
は
小
倉
正
恒
に
次

い
で
い
た
。
今
回
の
改
正
も

八
代
則
彦

の
場
合
と
同
様
小
倉
正
恒
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
翌
十

一
年

一
月
の
松
本
順
吉

の
停
年
再
延
長
に
合
わ
せ
て
、
監

事
附
属
員
生
野
章
作
が
検
査
役
兼
務
と
な

っ
た
こ
と
は
、
「住
友
合
資
会
社
（中
こ

の

「
一
日
１
　
監
査
及
検
査
規
程
」
で
既
に
述

べ
た
。

昭
和
五
年
小
倉
正
恒
が
総
理
事

に
就
任
し
て
以
来
満
五
年
を
経
過
し
た
。
川
田
順
夫
人
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
川
田
は
、
小
倉

に
引
退
す
る

意
思
が
な
い
の
で
、
次

の
よ
う
な
組
織
改
正
を
提
案
し
、
明
治
三
十
七
年
総
理
事
伊
庭
貞
剛
が
理
事
河
上
謹

一
や
田
辺
貞
吉
と
と
も
に
辞
職

し
て
鈴
木
馬
左
也
に
譲

っ
た
よ
う
に
、
小
倉
、
川
田
の
両
名
が
と
も
に
退
職
す
る
こ
と
を
迫

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
川
田
の

い
う
組
織
改
正
と
は
、
合
資
会
社
か
ら
銀
行
、
信
託
、
生
命
保
険
の
金
融
部
門
を
切
り
離
し
、
合
資
会
社
は
鉱
業
、
商
工
業
に
の
み
に
限
定

す
る
と
い
う
内
容
で
あ

っ
た
。

し
た
が

つ
て
総
理
事
制
は
廃
止
し
て
理
事
長
制
と
し
、
理
事
長
に
古
田
俊
之
助
（当
時
住
友
伸
銅
鋼
管
専
務
）
を

起
用
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
小
倉
は
、
川
田
の
趣
旨
は
了
解
し
た
が
、
実
施
は
時
期
尚
早
と
し
て
見
送
ら
れ
た
。
な
お

こ
の
川
田
の
組
織
改
正
案

に
つ
い
て
は
、
次
章

「住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
」
に
お
い
て
改
め
て
検
討
す
る
こ

と
と
し
た
い
。



九
月
、
住
友
伸
銅
鋼
管
株
式
会
社
と
株
式
会
社
住
友
製
鋼
所
が
合
併
し
、
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
が
発
足
し
た
つ
五
０
　
住
友
伸
銅
鋼
管

と
住
友
製
鋼
所
の
合
併
に
よ
る
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
の
発
足
」
参
昭
じ
。
資
本
金
四
〇
〇
〇
万
円
で
あ

っ
た
が
直
ち
に
増
資
し
て
五
〇
〇
〇
万

円
と
し
、
株
式
を
公
開
し
た
翁
三
　
投
資
活
動
」
参
昭
じ
。
伸
銅
鋼
管
専
務
古
田
俊
之
助
が
主
管
者

の
専
務
取
締
役
に
就
任
し
た
。

十
月
、
総
務
部
庶
務
課
長
加
納
純

一
（Ｔ
８
東
大
法
、
Ｔ
ｌＯ
住
友
入
社
、
の
ち
生
命
常
務

。
社
長
）
は
生
命
営
業
部
長

へ
転
出
し
、
庶
務
課
富
岡

末
雄
（Ｔ
３
東
亜
同
文
書
院
、
Ｔ
７
住
友
入
社
、
の
ち
上
海
販
売
店
支
配
人

・
本
家
詰
所
支
配
人
）
が
庶
務
課
長
に
昇
格
し
た
。

十
二
月
、
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
常
務
多
田
平
五
郎
が
停
年
の
た
め
辞
任
し
、
後
任
の
常
務
は
多
田
平
五
郎
の
就
任
以
前
の
形
式
と
同
様
合
資
総

務
部
長
河
井
昇
三
郎
の
兼
務
と
な

つ
た
。

常
務
理
事
川
田
順
は
小
倉
正
恒
と
の
連
袂
辞
職
を
小
倉
に
拒
否
さ
れ
た
の
で
、
単
独
で
退
職
の
時
期
を
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
他

方
で
川
田
に
退
職
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
事
態
が
進
行
し
つ
つ
あ
り
、
こ
の
年
末

「肝
が
決
ま
り
、
年
改
ま
っ
た
ら
ば
遅
く
な
ら
ぬ
う
ち
に
辞

職
す
る
つ
も
り
」
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
日
は
恒
例
の
総
理
事
小
倉
正
恒
の
年
末
挨
拶
の
日
で
も
あ

つ
た
。
こ
の
挨
拶
の
中
で
特
に
女
性
問

題
に
つ
い
て
改
め
て
注
意
を
喚
起
す
る
く
だ
り
が
あ
り
、
し
か
も
そ
の
際
総
理
事
は
川
田
順
を

一
瞥
し
た
こ
と
に
、
ほ
と
ん
ど
の
職
員
が

一

般
的
な
注
意
と
聞
き
流
し
た
中
で
、
人
事
課
員
田
中
季
雄
（ｓ
ｉ
ふ
大
経
、
の
ち
住
友
金
属
常
務

・
住
友
軽
金
属
社
長
）
だ
け
は
そ
れ
を
見
逃
さ
な

い
で
、
挨
拶
終
了
後
に
指
摘
し
た
と
い
う
。

当
時
の
住
友
に
お
い
て
女
性
問
題
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
住
友
部
内
に
勤
務
す
る
職
員
間
の
結
婚
に
つ
い
て
は
、
女
子
職
員
だ
け
で
は

な
く
男
子
職
員
も
退
職
す
る
と
い
う
取
り
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
厳
格
で
あ

っ
た
の
で
、
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
幹
部
に
女
性
問
題
が

生
ず
れ
ば
、　
一
層
弁
解
の
余
地
は
無
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
十

一
年

は
既
に
述
べ
た
昭
和
七
年
と
同
様
選
挙
で
明
け
た
。
昭
和
七
年

の
場
合
は
政
友
会
が
勝
利
を
納
め
た
が
、
五

。
一
五
事
件
で

首
相
の
大
養
毅
を
失
い
、
以
来
政
友
会
は
多
数
を
占
め
な
が
ら
挙
国

一
致
内
閣
の
た
め
政
権
に
つ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が

つ
て
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昭
和
九
年
七
月
成
立
し
た
岡
田
内
閣
に
対
し
て
も
非
協
力
的
で
あ

っ
た
の
で
、
首
相
岡
田
啓
介
は
、
第
二
党
の
与
党
民
政
党
の
勝
利
を
望
ん

で

一
月
二
十

一
日
衆
議
院
を
解
散
し
た
。
当
時
民
政
党
の
代
議
士
で
あ

っ
た
松
村
謙
三
（
の
ち
改
進
党
幹
事
長
、
鳩
山
内
閣
文
相
）
は
次

の
よ
う

（
Ｈ
）

に
述
べ
て
い
る
。

当
時
、
元
老

・
重
臣
の
間
で
は
、
西
園
寺
公
を
は
じ
め
と
し
て
、
時
局
を
収
拾
す
る
た
め
に
、
や
む
を
え
ず
挙
国

一
致
内
閣
を
つ
く

っ

た
の
だ
が
、
憲
政
の
常
道
と
し
て
、
な
ん
と
か
し
て
政
党
内
閣
に
か
え
し
た
い
―
と

一
方
な
ら
ぬ
苦
心
努
力
を
さ
れ
た
。
斎
藤
実
内
閣

が
瓦
解
し
た
の
ち
に
、
や
は
り
挙
国

一
致

の
形
式
を
も

っ
て
岡
田
啓
介
内
閣
が
成
立
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
民
政
党
は
全
面
的
に
協
力

す
る
態
度
を
と
っ
た
の
に
、
政
友
会
は
反
発
し
て
正
面
か
ら
抗
争
を
い
ど
む
と
い
う
状
態
で
あ

っ
た
。
な
に
し
ろ
政
友
会
は
前
回
の
総

選
挙
で
三
百
二
人
と
い
う
大
多
数
を
得
て
お
り
、
な
お
二
百
七
、
八
十
人
の
勢
力
を
保
持
し
て
い
る
の
で
、
岡
田
内
閣
と
し
て
は
民
政

党
を
与
党
に
衆
議
院
を
解
散
し
、
政
友
会
を
相
手
に
信
を
国
民
に
問
う
ほ
か
な
い
立
場
に
な

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
第
六
十
八
議
会

の

休
会
明
け
に
、
政
友
会

の
不
信
任
案
を
迎
え
て
政
府
は
衆
議
院
を
解
散
し
た
。
昭
和
十

一
年
の

一
月
二
十

一
日
、
そ
の
選
挙
は
二
月
二

十
日
と
な

っ
た
が
、
こ
の
と
き
、
岡
田
首
相
は
選
挙
資
金
と
し
て
百
万
円
を
提
供
し
た
。
民
政
党
か
ら
入
閣
し
て
い
た
町
田
総
裁
は
、

与
党
側
の
選
挙
長
と
い
う
格
で
あ

っ
た
が
、
当
時
の
百
万
円
と
い
う
巨
額
に
は
、
さ
す
が
に
驚
い
た
。
そ
し
て
与
党
内
で
は
、
そ
の
出

所
を
い
ろ
い
ろ
と
推
測
し
た
が
、
だ
れ
も
知
る
も
の
は
な
く
、
結
局
は

「首
相
と
同
じ
福
井
県
出
身

の
関
係
で
、
土
木
建
築

の
飛
島
組
、

熊
谷
組
あ
た
り
か
ら
出
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
ど
う
も
心
当
た
り
が
な
い
」
と
い
う
う
わ
さ
に
と
ど
ま

つ
た
。

さ
て
、
戦
後
に
な

つ
て
か
ら
、
私
（註
、
松
村
謙
一こ
が

「町
田
忠
治
翁
」

の
伝
記
編
さ
ん
に
あ
た
り
、
そ
の
資
料
の
検
閲

・
執
筆
に
と

り
か
か
る
と
き
、
関
係
事
項
の
正
確
を
期
す
る
た
め
岡
田
元
首
相
を
訪
問
し
た
が
、
そ
の
と
き
に

「
百
万
円
問
題
」
に
ふ
れ
て

「
飛
島

組
と
か
熊
谷
組
と
か
、
そ
う
い
う
説
も
あ

っ
た
が
、
い
っ
た
い
真
相
は
ど
う
な
の
で
す
か
」
と
聞
い
た
。
す
る
と
岡
田
氏
は
、
そ
れ
は

と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
。
飛
島
や
熊
谷
な
ど
で
は
な
い
。
実
は
こ
う
な
の
だ
。
―



時
局
に
対
処
す
る
方
策
と
し
て
、
ど
う
し
て
も
衆
議
院
を
解
散
す
る
道
を
選
ぶ
ほ
か
な
い
と
、
そ
う
決
意
を
固
め
て
興
津

の
坐
漁
荘
に

元
老
西
園
寺
公
を
訪
問
し
て
、
そ
の
了
解
を
も
と
め
た
。

（註
、
昭
和
十
年
十

一
月
十
六
日
）
そ
し
て
民
政
党
を
与
党
と
し
て
、
政
友
会
と

戦
お
う
と
す
る
所
信
を
、
く
わ
し
く
述
べ
て
同
意
を
こ
う
た
ら
、
じ
つ
と
聞
い
て
お
ら
れ
た
公
は
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら

「
お
話
を
う

け
た
ま
わ
っ
て
み
る
と
、
や
む
を
え
ま
す
ま
い
。
ど
う
ぞ
、
十
分
の
成
算
を
も

っ
て
や
ら
れ
た
い
」
と
は
っ
き
り
言
わ
れ
た
。
そ
れ
で

は
じ
め
て
は
っ
と
し
て
、
あ
い
さ
つ
し
て
座
を
立
ち
か
か
る
と
、
公
は

「
ち
ょ
っ
と

・
・
・
衆
議
院
を
解
散
し
て
総
選
挙
と
な
る
の
だ

が
、
選
挙
は
金

の
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
ご
用
意
は
で
き
て
お
り
ま
す
か
」
と
聞
か
れ
た
。
私
に
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
な
の
で

「
は

っ
、
ご
存
じ
の
と
お
り
、
私
は

一
介
の
武
弁
で

・
・
・
そ
う
い
う
こ
と
は
用
意
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
と
、
公
は

「
い
や
、

貴
方
の
言
わ
れ
る
こ
と
も
よ
く
わ
か
る
が
、
そ
れ
で
は
私
が
、
些
少
な
が
ら
ご
用
立
て
い
た
し
ま
し
ょ
う
か
ら

・
・
。
」
と
静
か
に
言

わ
れ
た
。

い
か
に
好
意
を
も
た
れ
る
か
ら
と
い
つ
て
、　
こ
れ
が
元
老
の
言
わ
れ
る
こ
と
な
の
で
、　
び
つ
く
り
し
た
わ
け
だ
が
、
「
な
に
、

た
い
し

た
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
」
ぐ
ら
い
に
考
え
て
帰
京
し
た
の
で
あ

つ
た
。
す
る
と
間
も
な
く
興
津
か
ら
の
使
者
で
あ
る
と
い
つ
て
、
私
の

手
許
に
百
万
円
の
金
が
と
ど
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
大
阪
の
住
友

の
大
番
頭
小
倉
正
恒
氏
の
手
を
通
じ
て
だ
。
そ
れ
を
選
挙
資
金
と
し

て
提
供
し
た
の
が
真
相
だ
。
―
と
、
こ
れ
が
岡
田
元
首
相
の
直
話
だ
。

昭
和
十

一
年
の
年
が
明
け
て
、
原
田
が
岡
田
首
相
に
会
う
と
、
首
相
は

「
ど
う
し
て
も
休
会
明
け
労
頭
に
議
会
を
解
散
し
な
け
れ
ば
な
ら

ん
」

盆
ハ
ロ
）
と
か

「解
散

の
用
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
」

（七
日
）
と
話
し
て
い
た
。　
こ
れ
を
受
け
て
原
田
の
手
帳
に
よ
れ
ば
十

一
日
原
田

は
小
倉
正
恒
と
会
談
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
西
園
寺
が
岡
田
に
約
束
し
た

一
〇
〇
万
円
の
受
け
渡
し
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
で
あ

つ
た
と

み
ら
れ
る
。
そ
の
後
岡
田
啓
介
に
よ
る
と

「住
友
な
ん
て
わ
た
し
は
知
ら
な
い
が
、
も
う
先
方
と
の
話
は
つ
い
て
い
る
と
の
こ
と
な
の
で
、

松
平
康
昌
侯
（註
、
既
に
述
べ
た
原
田
熊
雄
の
親
友
）
に
京
都
ま
で
そ
の
金
を
と
り
に
い
つ
て
も
ら

つ
た
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。　
ま
た
住
友
合
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資
会
社
の
元
帳
に
よ
る
と
、　
一
月
二
十
七
日
住
友
家
会
計
に
対
し
五
〇
万
円
を
融
資
し
て
い
る
。　
一
方
住
友
家
会
計
で
は
昭
和
九
年
度
の
合

資
会
社
配
当
金
五
五
〇
万
円
が
昭
和
十
年
七
月
に
入
金
済
み
と
な

っ
て
お
り
、
昭
和
十
年
下
期
末
貸
借
対
照
表
に
よ
る
と
そ
の

一
部
が

一
〇

五
万
円
の
特
定
金
銭
信
託
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
特
定
金
銭
信
託
は
そ
の
後
昭
和
十

一
年

一
月
十
七
日
七
〇
万
円
、
二
十
二
日

一
二
万
円
、

二
十
五
日
二
三
万
円
と
取
出
さ
れ
、
仮
出
金

の
形
で
十
七
日
に
三
〇
万
円
、
二
十
七
日
に
七
〇
万
円
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
か

ら
二
十
七
日
に
京
都
鹿
ヶ
谷
の
住
友
別
邸
で
総
理
事
小
倉
正
恒
が
松
平
康
昌
に
対
し
合
計

一
〇
〇
万
円
を
手
渡
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
何

故
原
田
自
身
が
京
都
ま
で
出
向
か
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
間
が
残
る
が
、
こ
れ
は
原
田
が

「
二
十
四
日
か
ら
風
邪
を
引

い
て
、
二
十
七
日

の
朝
ま
で
寝
て
し
ま
っ
た
」

た
め
で
あ
る
。
後
に
原
田
自
身
が

「先
日
病
中
自
分
に
代

っ
て
松
平
侯

に
公
爵
（註
、
西
園
寺
）
の
所
に
行

っ
て

（
‐５
）

も
ら
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
こ
の
岡
田
首
相
に
対
す
る

一
〇
〇
万
円
手
渡
し
完
了
の
報
告
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
合
資
会
社
の
元
帳
に
よ
る
と
十

一
年
二
月
末
に
上
記
融
資
分
五
〇
万
円
が
返
済
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
住
友
家
会
計
の
別
途
費
で
は

昭
和
十

一
年
上
期
末
に
仮
出
金
の
三
〇
万
円
と
七
〇
万
円
の
計

一
〇
〇
万
円
の
支
出
が
特
命
支
出
金
と
し
て
振
替
え
整
理
さ
れ
て
い
る
の
が

こ
の
一
〇
〇
万
円
の
支
出
を
裏
付
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

松
村
謙
三
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
の
後
、
私
は
西
蔵
（
チ
ベ
ッ
ト
当
ｍ
「大
蔵
経
」
の
出
版
で
、
故
小
倉
氏
に
し
ば
し
ば
面
接
す
る
機
会
を
得
た
。
あ
る
と
き
、
そ
の
話

を
小
倉
氏
に
聞
い
て
み
た
。
す
る
と
、
小
倉
氏
は
う
な
ず
い
て
、
感
慨
深
げ
に
語

っ
た
。
「
そ
れ
は
確
か
に
事
実
で
す
。
そ
の
と
き
に

老
公
は
私
を
呼
ば
れ
て
、
こ
れ
こ
れ
、
し
か
じ
か
の
次
第
だ
か
ら
百
万
円
ほ
ど
調
達
し
て
も
ら
え
ま
い
か
―
と
の
仰
せ
で
し
た
。
住
友

家
の
当
主
は
、

ご
存
じ
の
よ
う
に
老
公
の
弟
（註
、
甥
）
に
当
た
る
親
戚
関
係
に
あ

つ
た
か
ら
で
し
よ
う
。
老
公
は
久
し
く
政
友
会
総
裁

た
る
地
位
に
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
住
友
家
に
、
そ
の
よ
う
に
多
額
の
用
達
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
と
に
か
く
百
万
円
の

巨
額
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
驚
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
よ
く
よ
く
の
こ
と
と
拝
察
し
た
の
で
、
老
公
の
意
中
を
推
し
て
、
そ
の
配



慮
を
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
非
常
時
局
―
軍
部
の
強
圧
に
よ
つ
て
、
政
党
が
日
に
日
に
萎
縮
す
る
情
勢
を
見
る
と
、
政

治
の
前
途
は
ど
う
成
り
ゆ
く
か
。
老
公
は
こ
れ
を
憂
え
ら
れ
て
、
政
治
の
軌
道
を
正
し
く
持
ち
直
さ
せ
た
い
、
そ
う
し
た
意
向
か
ら
、

岡
田
内
閣
を
支
持
さ
れ
た
こ
と
と
信
じ
ま
す
。
政
友
会
に
た
い
す
る
旧
縁
と
感
情
と
を
超
越
さ
れ
る
心
事
を
察
し
ま
す
る
と
、　
工
思
、

国
家
を
思
わ
れ
る
公
明
な
至
情
に
感
嘆
す
る
ほ
か
は
な
か
つ
た
の
で
す
。
当
時
は
秘
密
に
さ
れ
た
の
で
す
が
、
も
う
い
ま
と
な

つ
て
は

な
に
か
の
機
会
に
発
表
さ
れ
て
も
、
さ
し
つ
か
え
な
か
ろ
う
と
思
い
ま
す
」
と
、
西
園
寺
公
の
依
頼
を
う
け
た
前
後

の
事
情
を
語
ら
れ

た
。

西
園
寺
公
は
伊
藤
公
の
後
を
受
け
て
政
友
会
の
総
裁
と
な
ら
れ
、
政
友
会
を
手
塩
に
か
け
て
守
り
育
て
ら
れ
た
人
で
あ
る
の
に
、
そ
の

政
友
会
を
打
破
し
、
反
対
党
の
民
政
党
を
味
方
と
し
て
解
散

の
決
意
を
し
た
岡
田
内
閣
に
了
解
を
与
え
、
そ
の
う
え
巨
額
の
選
挙
資
金

ま
で
配
慮
寄
付
せ
ら
れ
た
公
の
気
持
ち
は
、
な
ん
と
か
し
て
重
大
な
時
局
を
匡
救
し
、
憲
法
を
護
り
議
会
政
治
を
正
し
く
守
り
た
て
て

ゆ
き
た
い
一
心

・
・
・
で
あ

つ
た
こ
と
が
思
い
知
ら
れ
る
。
総
選
挙
は
、
そ
の
二
月
二
十
日
に
行
な
わ
れ
、
そ
の
結
果
は
民
政
党
が
大

勝
を
博
し
て
第

一
党
と
な
り
、
政
友
会
と
地
位
を
逆
転
し
た
が
、
そ
の
二
月
二
十
五
日
に
と
く
に
臨
時
閣
議
を
開
き
、
選
挙

の
結
果
を

報
告
し
て
、
岡
田
総
理
大
臣
は
じ
め
各
閣
僚
は
喜
色
満
面
、
凱
歌
を
あ
げ
た
。
そ
の
閣
議
後
に
は
祝
賀

の
午
さ
ん
会
を
開
い
た
が
、
内

田
信
也
氏
の
発
議
で
祝
勝
の
杯
を
あ
げ
、
高
橋
是
清
翁
が
音
頭
を
と
っ
て
万
歳
を
唱
え
た
。
な
ん
ぞ
計
ら
ん
、
そ
れ
か
ら
二
十
時
間
と

経
た
な
い
二
十
六
日
の
早
暁
、
二

・
二
六
事
件
は
勃
発
し
、
そ
の
首
相
官
邸
は
襲
撃
を
受
け
て
、
祝
杯
を
あ
げ
た
高
橋
翁
は
非
業

の
死

を
遂
げ
、
西
園
寺
公
の
苦
心
も
、
岡
田
首
相
以
下
の
努
力
も
、
す
べ
て
水
泡
に
帰
し
た
の
で
あ

つ
た
。

二
月
二
十
六
日
、
総
理
事
小
倉
正
恒
は
上
京

の
途
次
に
あ

つ
た
が
、
急
返
大
阪
に
と
つ
て
返
し
た
。
事
件
で
は
、
住
友
と
関
係
の
深
い
西

園
寺
公
望
は
青
年
将
校
側
の
意
見
不

一
致
で
襲
撃
を
免
れ
た
が
、
牧
野
伸
顕
は
湯
河
原
の
旅
館
で
襲
撃
さ
れ
て
辛
う
じ
て
脱
出
し
た
。
そ
し

て
何
よ
り
も
第
二
次
襲
撃
目
標
に
は
家
長
住
友
吉
左
衛
門
友
成
の
名
前
さ
え
上
が

っ
て
い
た
。
そ
の
夜
半
歌
人
五
島
茂
に
よ
る
と
、
常
務
理
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事
川
田
順
が

「急
に
住
士
只
註
、
兵
庫
県
武
庫
郡
住
吉
村
、
現
神
戸
市
東
灘
区
、
川
田
順
宅
の
あ
っ
た
御
影
町
に
隣
接
）
の
拙
宅
に
自
動
車
で
来
訪
さ

れ
、
自
分
は
生
命

の
危
険
を
感
じ
て
い
る
か
ら
と
密
封
し
た
書
類
袋
を
手
渡
さ
れ
、
こ
れ
を
暫
く
預

っ
て
は
し
い
と
い
わ
れ
て
、
急
い
で
帰

っ
て
ゆ
か
れ
た
。
二

・
二
六
は
ま
も
な
く
叛
乱
軍
が
鎮
圧
さ
れ
て
書
類
袋
も
お
返
し
し
た
が
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
は
お
き
き
し
な
か
っ

た
。

」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
一
方
川
田
順
は
既
に
述
べ
た
通
り
年
が
改
ま
っ
た
ら
遅
く
な
ら
な
い
う
ち
に
辞
職
す
る
つ
も
り
で
い
た
と
こ

ろ
へ
、
突
然
事
件
が
勃
発
し
、
こ
の
事
件
の
成
行
如
何
に
よ
つ
て
は
辞
職
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
事
件
が
鎮
静
す
る
ま
で
辞
職

（
‐７
）

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

五
島
茂
と
川
田
順
の
両
者
の
話
を
総
合
す
る
と
、
五
島
茂
の
預
か
っ
た
書
類
は
金
に
関
係
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。

当
時
合
資
会
社
に
お
い
て
、
正
式
に
会
社
と
し
て
行

っ
た
寄
付
援
助
は
相
手
先

。
金
額
が
す
べ
て
把
握
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
社
内

的
に
相
手
先
を
明
示
し
得
な
い
支
出
は
総
理
事

・
常
務
理
事

の
特
命
支
出
の
形
で
行
わ
れ
て
お
り
、
昭
和
十
年
度
で
総
理
事

・
常
務
理
事
本

人
に
対
す
る
俸
給

・
賞
与

・
交
際
費
の
他
に
こ
う
し
た
特
命
支
出
を
含
め
る
と
、
特
命
支
出
の
総
額
は
総
理
事
小
倉
正
恒
で

一
三
七
万
円
、

常
務
理
事
川
田
順
で

一
四
七
万
円
に
上
が

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（常
務
理
事
の
方
が
多
い
の
整
局
等
職
員
の
賞
与

・
退
職
慰
労
金
の
支
出
が
常
務
理

事
経
由
で
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
領
収
書
が
あ
れ
ば
当
該
団
体

・
個
人
の
所
得
に
な
る
が
、
税
務
上
使
途
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
と
家
長
の
所
得
と

み
な
さ
れ
て
い
る
。　
た
と
え
ば
退
職
慰
労
金
に
お
い
て
、
規
程
額
分
は
受
取
人
の
課
税
所
得
で
あ
る
が
、
加
算
分
は
受
取
人
の
課
税
所
得
分
と
家
長
の
所
得

分
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
功
績
が
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
者
ほ
ど
当
然
な
が
ら
後
者
の
比
重
が
高
く
な
る
。
こ
れ
は
規
程
の
な
か
っ
た
個
人
営
業
時
代
の
家

長
か
ら
の
慰
労
金
の
名
残
り
と
み
ら
れ
る
）。
今
回
の
二

・
二
六
事
件
に
お
い
て
も
、
三
井
は
北

一
輝
に
年
間

一
〇
万
円
程
度
の
補
助
を
与
え
て

い
た
の
で
池
田
成
彬
は
襲
撃
を
免
れ
た
と
い
う
し
、
さ
ら
に
昭
和
八
年
明
倫
会
を
創
設
し
た
石
原
産
業
社
長
石
原
広

一
郎
は
明
倫
会
理
事
退

役
陸
軍
少
将
斎
藤
測
に
援
助
を
し
て
き
た
が
、
特
に
事
件
直
前
に
与
え
た
金
が
事
件

の
決
行
資
金

に
使
用
さ
れ
た
た
め
反
乱
討
助
に
問
わ
れ

た
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
住
友
と
し
て
直
接
事
件
に
結
び
つ
く
資
金
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
事
件
関
係
者
と
全
く
無
縁
で
あ

っ
た
と
は
言
い
切



れ
な
い
の
で
あ
る
。

特
に
上
記
斎
藤
判
は
陸
軍
軍
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
川
田
順
と
同
じ
佐
々
木
信
綱
の
主
宰
す
る
竹
柏
会
に
属
す
る
歌
人
で
あ

つ
た
。
昭
和

五
年
退
役
後
経
済
的
に
逼
迫
し
て
い
た
斎
藤
測
に
対
し
、
川
田
順
が
全
く
無
関
係
で
あ

っ
た
か
疑
間
で
あ
る
。
事
件
後
、
佐
々
木
信
綱
以
下

竹
柏
会
の
幹
部
が
豊
多
摩
刑
務
所
で
服
役
中
の
斎
藤
測
を
見
舞
う
中
に
、
既
に
住
友
を
退
職
し
て
時
間
的
に
余
裕
が
あ

っ
た
筈

の
川
田
順
の

（
２０
）

姿
は
見
ら
れ
な
か
つ
た
。
川
田
順
は
、
斎
藤
測
が
昭
和
十
三
年
九
月
仮
釈
放
さ
れ
熱
海
で
静
養
中
の
昭
和
十
四
年
、
斎
藤
測
か
ら
の
要
請
で

事
件
後
初
め
て
熱
海
に
出
か
け
て
会

っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
物
語

っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
上
記
石
原
広

一
郎
は
、
東

京
憲
兵
隊
本
部
の
事
情
聴
取
に
対
し
次

の
よ
う
な
感
想
を
提
出
し
て
い
る
が
、
川
田
順
も
西
園
寺
公
望
や
牧
野
伸
顕
、
果
て
は
家
長
に
ま
で

も
累
を
及
ぼ
し
か
ね
な
か
っ
た
斎
藤
測
と
の
関
係
に
つ
い
て
石
原
広

一
郎
と
同
様

の
感
想
を
抱
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。私

の
斎
藤
君
に
渡
し
た
金
の
一
部
が
事
件
に
使
用
さ
れ
、
斯
る
大
事
件
を
見
る
に
至

つ
た
事
を
知
る
に
及
び
、
私
は
昭
和
七
年
初
め
腐

敗
堕
落
せ
る
政
治
、
国
民
生
活
の
不
安
、
思
想
の
悪
化
よ
り
現
状
に
放
任
せ
ば
何
日
不
祥
事
が
起
る
や
も
不
計
、
之
を
未
然
に
防
ぐ
に

は
政
治
家
、
実
業
家
は
勿
論
、
官
憲
の
反
省
を
促
す
に
あ
り
。
又

一
方
に
は
青
年

の
気
分
を
融
和
し
、
以
て
平
和
裡
に
庶
政

一
新
し
非

常
時
打
開
す
る
に
在
り
と
し
て
、
五
ヶ
年
画
し
来
り
た
る
に
、
事
が
反

つ
て
逆
の
事
実
を
産
み
た
る
こ
と
は
真

に
恐
縮
に
堪

へ
ず
。

三
月
二
十
日
、
元
住
友
総
本
店
理
事
久
保
無
二
雄
が
死
去
し
た
。
既
に
大
正
七
年
に
住
友
を
退
職
し
た
過
去

の
人
で
あ

つ
た
が
、
大
正
十

一
年
四
月
住
友
吉
左
衛
門
友
純
か
ら
継
嗣
厚
の
補
導
役
と
し
て
訓
育

・
補
導
に
当
た
る
こ
と
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
た
。
こ
の
久
保
無
二
雄

の

死
去
に
よ
つ
て
、
川
田
順
に
と
つ
て
住
友
退
職
後

の
身
の
ふ
り
方
に
つ
い
て
、
報
道
機
関
に
対
す
る
説
明
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
総

理
事
小
倉
正
恒
に
辞
意
を
表
明
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
家
長
友
成
（厚
）
は
既
に
成
人
し
、
結
婚
も
し
て
い
る
の
で
補

導
役
と
い
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
、
川
田
順
は

「住
友
家
の
内
事

に
関
与
す
る
為
」
退
職
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
川
田
順
夫
人
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の
日
記
に
よ
れ
ば
、
川
田
は
同
時
に
夫
人
に
対
し
て
も
退
職
の
理
由
を
久
保
の
後
任
と
説
明
し
て
い
る
が
、
夫
人
か
ら
そ
れ
が
呆
た
し
て
常

務
理
事
を
辞
任
し
て
ま
で
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
で
あ
る
か
と
追
求
さ
れ
、
最
後

に
は
そ
れ
が
全
く
の
回
実
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を

認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

川
田
順
の
辞
意
を
受
け
て
、
総
理
事
小
倉
正
恒
は
後
任
の
人
事
異
動
を
五
月
十
日
停
年
退
職
す
る
理
事
兼
電
線
専
務
秋
山
武
三
郎
と
共
に
、

五
月
九
日
土
曜
日
に
行
う
こ
と
と
し
、
四
月
十
八
日
川
田
順
に
伝
え
る
と
同
時
に
人
事
部
長
田
中
良
雄
に
後
任
人
事
案

の
検
討
を
命
じ
た
。

田
中
良
雄
か
ら
話
を
聞
か
さ
れ
た
人
事
課
長
香
川
修

一
は
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

今
日
夕
方
部
長
よ
り
意
外
な
る
青
天
の
需
震
と
も
云
ふ
べ
き
人
事

の
大
異
動
の
案
を
聞
く
。
呆
然
た
ら
ぎ
る
を
得
な
い
。
色
々
部
長
と

案
を
練
る
。
今
回
の
異
動
川
田
氏
の
退
引
、
結
局
人
格
の
必
要
、
女
色
の
危
険
と
云
ふ
や
う
な
こ
と
を
痛
感
す
る
。

年
末
総
理
事
小
倉
正
恒
が
暗
示
し
た
女
性
問
題
が
や
は
り
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
川
田
順
の
女
性
問
題
と
い
え

ば
、
の
ち
に
自
ら

『葵
の
女
』
を
著
し
て
明
ら
か
に
し
た
徳
川
慶
喜
八
女
国
子
と
の
交
際
で
あ

っ
た
。
こ
の
初
恋
は
、
川
田
順
が

一
高
に
入

学
し
た
直
後

の
明
治
三
十
三
年
二
月
国
子
が
親
友
の
川
田
順
の
妹
を
訪
問
し
た
の
が
き

っ
か
け
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
川
田
順
と
同
じ
明
治

十
五
年

一
月
生
れ
の
国
子
が
大
河
内
家
に
嫁
ぎ
、　
一
方
川
田
順
も
ま
た
明
治
四
十
年
自
ら
望
ん
で
住
友

に
入
社
し
て
大
阪

へ
移
り
、
四
十
三

年
に
河
原
林
和
子
と
結
婚
し
た
こ
と
で

一
旦
終
わ
り
を
告
げ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
大
正
十
三
年
に
至

っ
て
国
子
か
ら
川
田
順
に
詠
草
の
添

削
の
依
頼
が
あ
り
、
さ
ら
に
昭
和
三
年
に
は
大
河
内
家
公
認
の
下
で
二
人
の
交
際
が
再
開
さ
れ
て
い
た
。
問
題
は
川
田
夫
人
の
方
で
あ

っ
た
。

大
正
六
年
住
友
に
入
社
し
、
川
田
順
の
勧
め
で
竹
柏
会
に
入
会
し
た
歌
人
山
下
陸
奥
は
、
川
田
夫
人
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

川
田
さ
ん
の
前
夫
人
は
、
礼
儀
の
正
し
い
賢
夫
人
型
の
人
で
あ

つ
た
。
た
と
え
ば
私
な
ど
が
訪
問
し
て
も
、
紋
付
の
羽
織
に
着
替
え
て

応
接
間
に
出
て
挨
拶
さ
れ
る
と
い
う
ぐ
あ
い
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
川
田
さ
ん
は
仕
事

の
関
係
で
毎
夜
の
よ
う
に
宴
会
が
つ
づ
き
、
料

亭
等

へ
の
出
入
が
多
く
、
住
友
の
重
役
で
あ
り
金
廻
り
は
よ
く
、
し
か
も
美
貌
と
き
て
い
る
か
ら
そ
の
方
面
で
の
も
て
か
た
は
大
し
た



も
の
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
夫
人
の
心
労
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
夫
人
は
短
歌
に
理
解
も
な
く
、
そ
の
家
庭
生
活
は

決
し
て
温
か
い
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ

つ
た
。

ま
た
昭
和
五
年
夏
御
影

の
川
田
邸
に
逗
留
し
て
い
た
親
友
武
林
無
想
庵
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

川
田
順
は
わ
た
く
し
の
顔
を
見
る
な
り
身
辺
の
こ
と
を
語
り
出
す
の
で
し
た
。
問
題
は
、
彼
の
学
生
時
代
の
初
恋
で
、
そ
の
後
今
日
ま

で
ず

っ
と
続
い
て
い
る
、
徳
川
十
五
代
将
軍
の
娘
に
ま
つ
わ
る
い
き
さ
つ
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
三
度
目
な
の
で
、
こ
ん
ど
と
い

う
こ
ん
ど
は
我
慢
の
で
き
な
い
和
子
夫
人
の
逆
鱗
に
ふ
れ
、
ハ
タ
と
当
惑
し
て
い
る
際
で
し
た
。　
一
時
は
丹
波
の
里

へ
戻
り
離
婚
沙
汰

ま
で
起
こ
ろ
う
と
し
た
気
勢
を
み
せ
ま
し
た
が
、
元
来
保
守
主
義
の
京
都
人
な
る
夫
人
は
、
こ
ん
ど
も
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
怖
れ
て
我
慢

し
た
と
見
え
、
表
面
は
わ
た
く
し
に
は
も
ち
ろ
ん
、
二
人
の
女
中
や
書
生
に
対
し
て
も
、

つ
ね
に
変
わ
ら
ぬ
無
事
な
主
婦
姿
を
毎
日
見

せ
て
い
ま
し
た
。

川
田
順
は
こ
の
武
林
無
想
庵

の
話
を
わ
ざ
わ
ざ
自
ら
の

『
私
の
履
歴
書
』
に
取
り
上
げ
、
武
林
の
記
憶
力
は
定
評
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
離
婚

沙
汰
云
々
は
間
違
い
で
、
「
ボ
ク
は
住
友
在
職
中
、
家
庭
争
議
を
起
こ
す
ご
と
き
行
為
は
し
な
か
っ
た
」

と
断

つ
て
い
る
が
、　
こ
の
昭
和
五

年

の
場
合
は
表
沙
汰
に
な
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
川
田
順
は
常
務
理
事

に
昇
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
今
回
の
場
合
は
、
夫
人
は
退

職
に
納
得
が
い
か
な
い
ま
ま
、
真

の
理
由
は
隠
し
通
さ
れ
た
が
、
五
島
茂
が

「竹
柏
園
の
ふ
る
い
仲
間
た
ち
に
は
有
名
だ
っ
た
こ
の

『葵

の

（
２５
）

女
』
と
の
事
件

の
噂
が
住
友

の
ワ
ク
に
ひ
び
か
な
か
っ
た
と
は
私
に
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
小
倉
正
恒
の
方
が
川

田
を
切
ら
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

五
月
九
日
、
常
務
理
事
川
田
順
が
退
職
し
、
翌
十
日
停
年
退
職
す
る
理
事
秋
山
武
三
郎
の
二
人
の
後
任
と
し
て
、
生
命
専
務
国
府
精

一
と

金
属
専
務
古
田
俊
之
助
が
理
事

に
就
任
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
合
資
会
社
事
務
章
程
が
改
正
さ
れ
、
常
務
理
事
制
を
廃
上
し
て
担
当
理
事
制

と
し
、
理
事
国
府
精

一
が
人
事
部

・
総
務
部
を
担
当
し
た
（経
理
部
は
理
事
山
本
信
夫
が
部
長
兼
務
）
。
こ
の
合
資
会
社
の
人
事
異
動

に
伴

い
、

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
二
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連
系
会
社
の
主
管
者
の
異
動
が
生
じ
た
。
理
事
国
府
精

一
は
生
命
専
務
を
辞
任
し
た
た
め
、
倉
庫
常
務
北
沢
敬
二
郎
が
生
命
専
務
に
、
倉
庫

常
務
に
は
倉
庫
取
締
役
松
井
孝
長
（Ｔ
５
東
大
法
）
が
昇
格
し
た
。
電
線
専
務
秋
山
武
三
郎

の
後
任
に
は
常
務
小
畑
忠
良
が
昇
格
し
た
。
常
務

理
事

の
廃
止
で
検
査
役
は
担
当
理
事
即
ち
監
事
兼
任
の
松
本
順
吉
の
指
示
を
受
け
る
こ
と
と
な

つ
た
。
ま
た
参
事

の
他
に
参
与
を
設
け
、
調

査
役

・
調
査
役
補

・
調
査
役
附
属
員
が
設
置
さ
れ
た
（資
料
１３
）ｏ
調
査
役
に
は
別
子
鍍
山
総
務
部
長
兼
業
務
部
長
津
田
秀
栄
（Ｔ
７
東
大
法
、

の
ち
鉱
山
統
制
会
理
事
長
、
北
支
那
開
発
副
総
裁
）
が
起
用
さ
れ
た
。

調
査
役
の
設
置
は
既
に
述
べ
た
昭
和
八
年
四
月
の
主
管
者
協
議
会
に
お
け
る
統

一
的
調
査
機
関
の
設
置
に
関
す
る
検
討
結
果
と
み
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち

一
般
調
査
は
商
工
課
に
残
し
、
調
査
役
は

「特
定
ノ
事
項

二
関
ス
ル
調
査

二
従
事
ス
」
る
と
さ
れ
た
。
こ
の

「特
定
ノ
事
項

二
関

ス
ル
調
査
」
と
は
い
わ
ば
総
理
事
小
倉
正
恒
の
特
命
調
査
で
あ

っ
た
。
小
倉
は
昭
和
八
年
末
貴
族
院
議
員
に
勅
選
さ
れ
て
以
来
、
対
外
活
動

が
激
増
し
ブ
レ
ー
ン
を
必
要
と
し
て
い
た
。
津
田
秀
栄
に
続
い
て
、
昭
和
十
二
年

一
月
日
崎
憲
司
（Ｔ
６
東
大
法
、
Ｓ
７
学
位
論
文

「鉄
鋼
及
び

石
炭
業
に
お
け
る
企
業
組
織
」
に
よ
り
経
済
学
博
士
、
の
ち
経
理
部
調
査
課
長
兼
務
、
大
阪
大
学
経
済
学
部
長
）
が
調
査
役
に
起
用
さ
れ
、
二
月
に
は
津

田
秀
栄
が
人
事
部
労
働
課
長
で
あ

っ
た
時
の
部
下
日
向
方
齊
（ｓ
６
東
大
法
、
の
ち
経
理
部
鉱
山
課
長

・
査
業
課
長
、
金
属
社
長
）
が
調
査
役
附
属

員
に
発
令
さ
れ
た
。
日
向
方
齊
は
、
昭
和
十
五
年
二
月
小
倉
正
恒
が
貴
族
院
で
行

っ
た

「電
力
演
説
」
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

石
炭
不
足
か
ら
関
西
地
方
を
中
心
に
電
力
が
十
分
供
給
で
き
な
く
な
り
、
政
府
は
石
炭
各
社
に
出
炭
量
を
強
制
割
り
当
て
し
よ
う
と
し

た
。
貴
族
院
議
員
で
も
あ

っ
た
小
倉
さ
ん
は
貴
族
院
の
演
説
で
、
「
も
し
石
炭
が
ほ
し
い
な
ら
、
価
格
誘
導
、
炭
鉱
労
働
者
優
遇
な
ど

増
産
刺
激
策
を
取
る
べ
き
だ
」
と
提
案
、
政
府
の
石
炭
、
鉄
鋼
、
電
力
な
ど
に
対
す
る
価
格
抑
制
策
を
官
僚
統
制
と
し
て
強
く
批
判
さ

れ
た
。

こ
の
演
説
原
稿
は
、
小
倉
さ
ん
が
電
力
業
界
の
大
御
所
、
松
永
安
左

ヱ
門
氏
ら
多
く
の
人
た
ち
の
意
見
を
聴
き
、
そ
れ
を
私
が
ま
と
め
、

津
田
秀
栄
さ
ん
に
も
見
て
も
ら
つ
た
。
翌
日
の
新
聞
は

「
火
を
吐
く
熱
弁
」
と
激
賞
し
、
こ
の
演
説
が
第
二
次
近
衛
内
閣
に
入
閣
す
る



き

つ
か
け
に
な

っ
た
。

そ
の
後
昭
和
十
九
年
二
月
本
社
直
轄
鉱
山
の
住
友
鍍
業
移
管
に
伴
い
、
鉱
山
課
は
廃
止
さ
れ
、
経
理
部
は
商
工
課
の
機
能
で
あ
る
事
業
の

監
理
及
び
企
画
育
成
と

一
般
調
査
を
そ
れ
ぞ
れ
分
割
し
て
、
査
業
課

・
企
画
課

・
調
査
課
と
し
た
。
調
査
役
目
崎
憲
司
が
調
査
課
長
を
兼
務

し
、
調
査
役
附
属
員
を
調
査
課
勤
務
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、　
一
般
経
済
調
査
と
特
命
調
査
は
実
質
的
に
一
本
化
さ
れ
た
。

参
事
と
い
う
職
制
は
、
元
来
昭
和
四
年
十
二
月
総
理
事

・
理
事

の
命
に
よ
り
特
定
事
務
に
従
事
す
る
ポ
ス
ト
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
翁
住
友
合
資
会
社
（中
と

資
料
６
参
昭
じ
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
参
与
を
追
加
し
、
連
系
会
社

の
幹
部
を
こ
の
参
与

・
参
事

に
任
命
す
る

こ
と
に
よ
り
、
川
田
順
の
退
職
と
合
資
会
社
本
社
に
勤
務
し
た
こ
と
の
な
い
国
府
精

一
の
理
事
起
用
に
よ
る
指
導
力

の
低
下
を
補
お
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
改
正
に
伴
う
発
令
は
六
月
参
与
に
い
ず
れ
も
高
等
職
員
の
銀
行
常
務
大
平
賢
作
と
岡
橋
林
の
二
人
、
参
事

に
は
田
島

一房
太
郎
大
阪
北
港
常
務
以
下

一
等
職
員
で
連
系
会
社
等
（扶
桑
海
上

。
日
本
電
気

・
日
本
板
硝
子
を
含
む
）
の
役
員
（専
務

・
常
務

・
常
任
監
査
役
）
と

な

っ
て
い
る
者
二
七
名
に
対
し
て
行
わ
れ
た
。

五
月
十
日
、
住
友
合
資
常
務
理
事
川
田
順
辞
任
の
ニ
ュ
ー
ス
は
日
曜
日
の
朝
刊
各
紙
を
賑
わ
し
た
。
人
事
課
長
香
川
修

一
は
、
「朝
八
時

に
起
き
て
新
聞
を
見
る
。
異
動
が
出
て
居
る
が
大
体
大
し
た
問
題
で
な
く
、
大
阪
迄
他

の
新
聞
を
買
ひ
に
行
く
、
大
朝
、
時
事
、
関
西
日
報

皆
順
調
で
大
に
安
堵
す
る
。

」
と
日
記
に
記
し
、
川
田
順
退
職
問
題
は
終
止
符
を
打

っ
た
。

九
月
鴻
之
舞
鉱
業
所
と
大
萱
生
鉱
業
所
を
合
併
し
て
、
北
日
本
鉱
業
所
を
設
置
（所
長
小
池
宝
三
郎
）
し
、
十
月
朝
鮮
に
お
い
て
昭
和
五
年

宜
川
鉱
山
を
買
収
し
て
以
来
、
七
年
珍
山
、
九
年
永
中
、
十
年
仁
興
、
十

一
年
高
原
と
相
次

い
で
買
収
し
た
諸
鉱
山
を
併
せ
て
朝
鮮
鉱
業
所

を
設
置
（所
長
近
藤
次
彦
）
し
た
。

こ
れ
ら
の
詳
細
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
五
国
４
　
北
日
本
鉱
業
所
の
設
置
」
及
び

「
５
　
朝
鮮
鉱
業
所
の
設
置
」

を
参
照
さ
れ
た
い
。

未
曾
有

の
好
業
績
の
結
果
、
住
友
合
資
会
社
の
配
当
は
、
昭
和
五
年
（翌
年
七
月
支
払
い
）
の
二
五
万
円
を
底
と
し
て
六
年
二
〇
〇
万
円
、

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
五
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七
年
二
〇
五
万
円
、
八
年
二
五
五
万
円
、
九
年
五
七
〇
万
円
と
鰻
登
り
に
上
昇
し
た
。
こ
の
結
果
配
当
の
大
部
分
を
占
め
る
家
長
の
所
得
は
、

昭
和
七
年
（六
年
の
収
入
を
七
年
二
月
に
中
告
し
、
税
務
署
の
意
向
で
八
年
分
を
前
倒
し
し
た
二

〇
二
万
円
、　
八
年

一
〇

一
万
円
、
九
年

一
六
五
万

円
と
増
加
し
、　
関
西
の
長
者
番
付
の
ト
ッ
プ
と
な

っ
た
。　
さ
ら
に
続
く
十
年
に
は
二
九
六
万
円
、　
十

一
年
四
〇
二
万
円
と
三
井
高
公
（九
年

三
五
八
万
円
、
十
年

一
三
六
万
円
、
十
一
年
二
五
四
万
円
）
、　
岩
崎
久
弥
（九
年

一
五
六
万
円
、
十
年
二
〇
四
万
円
、
十

一
年
二
〇
八
万
円
）等
を
抜
い
て

連
続
し
て
全
国
の
一
位
と
な

っ
た
。
三
井
家
、
岩
崎
家
は
本
家
中
心
の
住
友
家
と
異
な
り
各
家
が
並
立
し
て
い
る
の
で
、
同
日
に
論
じ
ら
れ

な
い
が
、
当
時
の
新
聞
各
紙
に
は
大
々
的
に
報
道
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
次
節

「
工
　
業
績
」
で
詳
述
す
る
が
、
合
資
会
社
の
配
当
政
策
と

相
ま
っ
て
財
閥
に
対
す
る
批
判
を
如
何
に
回
避
す
る
か
が
大
問
題
と
な

つ
て
き
た
。

ま
た
二

・
二
六
事
件
で
暗
殺
さ
れ
た
高
橋
是
清
に
代
わ

っ
て
広
田
内
閣
の
蔵
相
と
な

っ
た
馬
場
鉄

一
は
、
準
戦
時
体
制
の
名

の
下
に
増
税

案
を
か
か
げ
、
そ
の
中
に
相
続
税
の
十
割
引
き
上
げ
が
あ

っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
住
友
家
の
相
続
税
対
策
は
十
分
で
は
な
く
、
こ
の
た
め
配

当
額
を
引
き
上
げ
よ
う
と
す
れ
ば
、
ま
す
ま
す
財
閥
に
対
す
る
批
判
が
高
ま
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
陥
り
、
合
資
会
社
の
合
み
資
産
は
増
大

す
る

一
方
と
な

っ
た
。
他
方
大
正
十
三
年
に
停
年
規
程
の
制
定
の
見
返
り
と
し
て
従
来
の
退
身
慰
労
金
規
程
に
代
わ

っ
て
新
た
に
制
定
さ
れ

た
退
職
慰
労
金
規
程
に
よ
れ
ば
、
住
友

の
職
員
は
他
社
と
比
較
し
て
相
当
有
利
な
退
職
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
職
員
を
多
数

擁
す
る
銀
行
で
は
昭
和
九
年
頃
か
ら
そ
の
是
正
を
求
め
る
声
が
上
が

っ
て
い
た
。

昭
和
十

一
年
春
以
降
こ
れ
ら
の
問
題
点
の
検
討
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
年
末
の
理
事
会
で
合
資
会
社

の
解
散
と
新
会
社
の
設

立
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
詳
細
は
、
改
め
て
次
章

「住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社

の
設
立
」
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（資
料
１
）

例
第
九
五
号
　
　
提
出
昭
和
五
年
十
月
二
十
二
日
　
　
決
裁
昭
和
六
年
二
月
十
二
日

会
計
規
程
中
改
正
ノ
件



十
月
二
十
日
提
出
商
工
課
伺
御
決
裁
ノ
上

ハ
左
案

ニ
ヨ
リ
通
達
相
成
可
然
哉
。

案

甲
第
四
号
達

会
計
規
程
中
左
ノ
通
改
正
ス
。

昭
和
六
年
二
月
十
二
日

合
資
会
社

第
十
八
条
乃
至
第
二
十
条
ヲ
左
ノ
如
ク
改
ム
。

第
十
八
条
　
各
店
部

ハ
日
記
帳
、
元
帳
並
必
要
ナ
ル
補
助
帳
ヲ
備

へ
、
之

二
日
々
ノ
取
引
其
他
財
産

二
影
響
ヲ
及
ホ
ス
ヘ
キ

一
切
ノ
事
項

ヲ
記
載
ス
ヘ
シ
。
但
シ
本
社
ノ
認
可
ヲ
経
テ
伝
票
綴
ヲ
以
テ
日
記
帳

二
代
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
。

第
十
九
条
　
日
記
帳
及
元
帳
ノ
様
式
ヲ
設
定
又

ハ
変
更
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
本
社

二
報
告
ス
ヘ
シ
。
補
助
帳
ヲ
設
定
変
更
又

ハ
廃
止
シ
タ
ル

ト
キ
亦
同
シ
。

第
二
十
条
　
各
店
部

ハ
、
貸
借
対
照
表
記
入
帳
（様
式
第

一
号
）
、
損
益
表
記
入
帳
（様
式
第
二
号
）
及
財
産
目
録
記
入
帳
（様
式
第
三
号
）
ヲ

備
フ
ヘ
シ
。

（資
料
２
）

例
第
七
三
号
　
　
提
出
昭
和
六
年
十
月

一
日
　
　
決
裁
昭
和
六
年
十
月
三
日

合
資
会
社
事
務
章
程
中
改
正
ノ
件

通
達
案

甲
第
二
四
号
達

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

七
三
七



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
八

住
友
合
資
会
社
事
務
章
程
中
左
ノ
通
改
正
ス
。

昭
和
六
年
十
月
十
日

合
資
会
社

一
、
第
十
八
条
建
築
課
ノ
項
ヲ
左
ノ
如
ク
改
メ
、
工
作
課
ノ
項
ヲ
削
ル
。

建
築
課
　
工
事
ノ
設
計
製
図
、
工
事
仕
様
書
ノ
調
製
、
工
事
予
算
資
料
ノ
取
調
、
工
事
ノ
施
行
監
督
並
工
事
材
料
ノ
保
管

二
関
ス
ル
事

項
。

一
、
現
在
工
作
部

ハ
、
建
築
課

二
於
テ
、
建
築
工
事
ノ
設
計
監
督
ヲ
、
工
作
課

二
於
テ
土
木
、
電
気
、
機
械
各
工
事
ノ
設
計
監
督
ヲ
、
工
務

課

二
於
テ
右
各
種
工
事

二
伴
フ
事
務
ノ
処
理
ヲ
掌
ル
。

一
、
右
ノ
中
、
工
作
課

ハ
、
以
前
ノ
臨
時
土
木
課
、
臨
時
電
気
課
ヲ
併
合
シ
テ
設
置
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
雖
モ
、
右
両
課
ノ
主
管
シ
タ

ル
繋
船
桟
橋
工
事
、
耳
川
電
力
工
事

ハ
既

二
併
合
ノ
当
時

二
於
テ
終
了
乃
至
移
管
済
ミ
ニ
シ
テ
、
其
後

ハ
主
ト
シ
テ
建
築
工
事

二
付
随

ス
ル
土
木
、
電
気
、
機
械
、
各
工
事
ヲ
主
管
セ
ル
実
情

二
在
り
、
独
立
ノ

一
課
ヲ
設
ク
ル
必
要

二
乏
シ
キ
ヲ
以
テ
、
建
築
課

二
併
合
セ

シ
ム
ル
コ
ト

ヽ
致
度
シ
。

一
、
課
ノ
名
称

ハ
、
建
築
工
事
ノ
他
、
各
種
工
事
ヲ
モ
掌
理
シ
得
ル
点
ヨ
リ
見
レ
バ
、
或

ハ

「
工
作
課
」
ト
ス
ベ
キ
理
由
ナ
キ
ニ
非
ザ
ル
モ
、

其
ノ
主
ト
シ
テ
管
掌
ス
ル
所

二
従
ヒ
、
且
従
来
ノ
沿
革
ヲ
モ
考
慮
シ

「建
築
課
」
ト
セ
リ
。

（資
料
３
）

１
　
例
第
五
人
号
　
　
提
出
昭
和
七
年
九
月
八
日
　
　
決
裁
昭
和
七
年
九
月
八
日

本
社
事
務
章
程
中
改
正
ノ
件

案



甲
第

一
七
号
達

住
友
合
資
会
社
事
務
章
程
中
左
ノ
通
改
正
ス
。

昭
和
七
年
九
月
十
日

一
、
第
三
条
第

一
項
中

「課
員
若
干
名
」
ノ
次

二

「監
事
附
属
員
若
干
名
」
ヲ
加
フ
。

一
、
第
四
条
課
員
ノ
項
ノ
次

二
左
ノ

一
項
ヲ
加
フ
。

監
事
附
属
員

一　

監
事
ノ
指
示

二
依
り
監
査
ノ
事
務

二
従
事
ス
。

２
　
例
第
五
九
号
　
　
提
出
昭
和
七
年
九
月
八
日
　
　
決
裁
昭
和
七
年
九
月
八
日

監
査
及
検
査
規
程
中
改
正
ノ
件

案

甲
第

一
八
号
達

監
査
及
検
査
規
程
中
左
ノ
通
改
正
ス
。

昭
和
七
年
九
月
十
日

一
、
第
二
条
中

「監
事

ハ
監
査
ヲ
行
フ
ニ
当
り
」
ノ
次

二

「監
事
附
属
員
ノ
外
」

一
、
第
六
条
中

「監
事
」
ノ
次

二

「監
事
附
属
員
」
ヲ
加
フ
。

一
、
第
八
条
中

「監
事
」
ヲ
削
ル
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

〈
口
次
貝
〈
ム
２１■

合
資
会
社

ヲ
加

フ
。

七
三
九



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
〇

備
考

一
、
別
案
事
務
章
程
改
正

二
依
り
、
監
事
附
属
員
ノ
置
カ
ル

ヽ
二
従
ヒ
、
本
規
程

二
必
要
ナ
ル
改
正
ヲ
施
サ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

二
、
第
二
条
及
第
六
条

二

「監
事
附
属
員
」
ヲ
追
加
セ
ル
ハ
、
当
然
ノ
必
要

二
基
ク
モ
ノ
ナ
リ
。

三
、
第
八
条

二
於
テ

「監
事
」
ヲ
削
除
シ
タ
ル
ハ
、
監
事
附
属
員
設
置

二
際
シ
、
監
事
及
監
事
附
属
員
ガ
書
類
簿
冊
二
押
印
ス
ル
コ
ト
ヲ
廃

止
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
即
帳
簿
ヲ
精
査
シ
テ
、
ソ
ノ
記
帳
計
算
ノ
精
確
ヲ
認
証
ス
ル
コ
ト
ハ
固
り
検
査
ノ
分
野

ニ
シ
テ
、
監
査
、

検
査
ノ
分
立
セ
ル
場
合

二
於
ケ
ル
監
査
ノ
ロ
的

二
非
ズ
。
依
テ
、
会
計
其
ノ
他
ノ
事
務

二
対
ス
ル
免
責
ノ
意
味

ヲ
有
ス
ル
検
査
済
ノ
認

印

ハ
、
検
査
役
及
検
査
役
補
ノ
ミ
之
ヲ
為
シ
、
監
事
及
監
事
附
属
員

ハ
、
監
査
ノ
為
メ
帳
簿
ヲ
査
閲
ス
ル
コ
ト
ア
ル
モ
、
免
責
認
印
ヲ

為
サ
ヾ
ル
コ
ト

ヽ
定
メ
タ
ル
次
第
ナ
リ
。

（資
料
４
）

例
第
（号
外
）
号
　
　
提
出
昭
和
八
年

一
月
七
日
　
　
決
裁
昭
和
八
年

一
月
九
日

伸
銅
、
製
鋼
、
肥
料
、
保
険
各
定
款
中
改
正
ノ
件

伸
銅
鋼
管
、
製
鋼
所
、
肥
料
製
造
所

二
各
専
務
取
締
役

一
名
ヲ
置
キ
、
保
険

二
常
務
取
締
役
ヲ
ニ
名
以
上
ヲ
置
ク
コ
ト

ヽ
相
成
候

二
付
テ
ハ
、

右
各
社
定
款
中
別
記
ノ
如
ク
改
正
ヲ
要
シ
候
間
、
本
月
定
時
株
主
総
会
（保
険

ハ
ニ
月
Ｙ
一付
議
セ
シ
ム
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
左
案
通
牒
相
成
可
然

哉
。追

テ
事
務
章
程
ノ
改
正
ヲ
モ
必
要
ト
ス
ル
次
第
ナ
レ
ド
モ
、
之

ハ
追
テ
仰
裁
ノ
事
ト
シ
、
総
会
召
集
通
知
状

二
記
載
ノ
要
ア
ル
定
款
ダ
ケ

ヲ
予
メ
仰
裁
シ
タ
ル
次
第
ナ
リ
。

案

総
務
部
長



伸
銅
、
製
鋼
、
肥
料
各
常
務
、
保
険
専
務
宛
（親
展
）

定
款
改
正
ノ
件

貴
社
定
款
中
左
記
ノ
通
り
改
正
ノ
コ
ト

ヽ
シ
、
本
月
（保
険
二
月
）
開
催
ノ
定
時
株
主
総
会

二
於
テ
決
議
ノ
運
ビ
ト
致
度
候

二
付
テ
ハ
、
株
主

総
会
召
集
通
知
状

二
提
出
議
題
ト
シ
テ
記
載
方
可
然
御
取
計
相
成
度
、
依
命
此
段
得
貴
意
候
也
。

記

（改
正
点
添
付
　
略
）

提
出
昭
和
八
年
二
月
六
日
　
　
決
裁
昭
和
八
年
二
月
六
日

停
年
規
程
中
改
正
ノ
件

昭
和
八
年

一
月
二
十
四
日
人
事
課
伺
停
年
規
程
中
改
正
ノ
件
御
決
裁
相
成
タ
ル
ニ
付
、
之

二
伴
フ
条
文
改
正
左
案
ノ
如
ク
通
牒
相
成
可
然
哉
。

案

甲
第
四
号
達

停
年
規
程
中
左
ノ
通
改
正
ス
。

昭
和
八
年
二
月
十
日

合
資
会
社

一
、
第
三
条
第

一
項
ノ
次

二
左
ノ

一
項
ヲ
加
フ
。

総
理
事
及
理
事

ニ
シ
テ
銀
行
取
締
役
会
長
ノ
職

二
在
ル
者
ノ
在
職
期
間

二
付
テ
ハ
、

一
、
第
三
条
第
三
項
（旧
第
二
項
）
中

「前
項
」
ヲ

「前
二
項
」

二
改
ム
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

（資
料
５
）

例
第
（号
外
）
号

前
項

ノ
制
限

二
依

ラ
サ
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
。

七
四

一



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
二

（資
料
６
）

例
第
二
八
号
　
　
提
出
昭
和
八
年
四
月
十
二
日
　
　
決
裁
昭
和
八
年
四
月
十
四
日

合
資
会
社
事
務
章
程
中
改
正
ノ
件

案

甲
第

一
七
号
達

住
友
合
資
会
社
事
務
章
程
中
左

ノ
通
改
正

ス
。

昭
和
八
年
四
月
二
十
二
日

本
口
基
貝
〈
ム
几社

、
第
三
条
第

一
項
中

「
秘
書
役
　
若
干
名
」
ヲ

「
秘
書
役
及
秘
書
　
若
干
名
」

二
改
ム
。

、
第
四
条
秘
書
役
ノ
項
中

「秘
書
役
」
ヲ

「秘
書
役
及
秘
書
」

二
改
ム
。

、
第
十
六
条
庶
務
課
ノ
項
中
庶
務
係
ノ
項
ノ
次

二
左
ノ

一
項
ヲ
加

フ
。

秘
書
係
　
総
理
事
、
理
事
及
監
事
ノ
命

二
係
ル
諸
般
ノ
用
務
。

備
考

現
在
秘
書
役
事
務
取
扱

二
於
テ
処
理
ス
ル
日
常
諸
般
ノ
用
務

ハ
、
庶
務
課
所
管
ノ
事
務
卜
密
接
ナ
ル
関
係
ア
リ
。
依
テ
、
之
ヲ
庶
務
課
ノ

一

係
ト
シ
、
庶
務
課
ノ
他
係
卜
緊
密
ナ
ル
連
絡
ヲ
保

ツ
テ
、
事
務
処
理
上
ノ
便
益

ヲ
増
進
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

参
照
（第
四
条
秘
書
役
ノ
項
）

秘
書
役

一
、
社
長
、
総
理
事
及
理
事

二
専
属
シ
特
命
ノ
事
務

二
従
事
ス
。



（資
料
７
）

例
第
四
〇
号
　
　
提
出
昭
和
八
年
四
月
二
十
六
日
　
　
決
裁
昭
和
八
年
四
月
二
十
六
日

東
京
支
店
事
務
章
程
改
正
ノ
件

通
達
案

甲
第

一
人
号
達

東
京
支
店
事
務
章
程
別
紙
ノ
通
改
正
ス
。

昭
和
八
年
四
月
二
十
八
日

合
資
会
社

（規
程
全
文
申
請
案
ノ
通
り
）

東
京
支
店
事
務
章
程

第

一
条
　
東
京
支
店

ハ
本
社
ノ
指
揮
ヲ
承
ケ
、
東
京
方
面

二
於
ケ
ル
諸
般
ノ
事
項
ヲ
掌
理
ス
ル
所
ト
ス
。

第
二
条
　
東
京
支
店

二
左
ノ
職
員
ヲ
置
ク
。

支
店
長
　
　
　
　
　
一
名

支
店
長
代
理
者
　
　
一
名

係
長
　
　
　
　
　
　
若
干
名

係
員
　
　
　
　
　
　
若
干
名

第
三
条
　
職
員
ノ
職
務
権
限
左
ノ
如
シ
。

支
店
長

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

七
四
三



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
四

一　

規
程
及
上
司
ノ
指
示

二
依
り
、
東
京
支
店
全
般
ノ
事
務
ヲ
管
理
シ
、
其
ノ
責

二
任
ス
。

一
一　
部
下
各
員
ノ
進
退
賞
罰
ヲ
具
状
ス
。

〓
一　
補
助
職
員
以
下
ヲ
任
免
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

四
　
係
員
ノ
分
掌
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ラ
得
。

五
　
部
下
各
員

二
国
内
出
張
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ワ
得
。

エハ
　
予
定
ノ
支
出
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
。

七
　
臨
時
費
金
額
百
円
以
内
ヲ
支
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

八
　
例
規

二
依
り
部
下
各
員
ノ
願
届
ヲ
処
理
ス
。

前
記
各
号
中
第
三
、
第
四
ノ
件
及
第
七
ノ
著
シ
キ
モ
ノ
ハ
、
之
ヲ
本
社

二
報
告
ス
ヘ
シ
。

緊
急
ノ
事
件

ニ
シ
テ
経
伺
ノ
暇
ナ
キ
ト
キ
ハ
、
権
限
外
卜
雖
臨
機
処
分
ノ
後
、
直

二
本
社

二
稟
申
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

支
店
長
代
理
者

一　

支
店
長
ノ
職
務
ヲ
補
佐
ス
。

一
一　
支
店
長
欠
位
又
ハ
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
、
其
ノ
代
理
ヲ
為
ス
。

係
長一　

上
司
ノ
指
揮
ヲ
承
ケ
、
其
ノ
係

二
属
ス
ル
事
務
ヲ
処
弁
ス
。

係
員一　

上
司
ノ
指
揮
ヲ
承
ケ
、
各
分
担
ノ
事
務

二
従
事
ス
。

第
四
条
　
東
京
支
店

二
左
ノ
係
ヲ
置
キ
、
其
ノ
事
務
ヲ
分
掌
セ
シ
ム
。



調
査
係

会
計
係

庶
務
係

管
理
係

第
五
条
　
調
査
係

ハ
、
関
係
事
業
其
ノ
他

一
般
調
査

二
関
ス
ル
事
項
並
本
社
ノ
特

二
指
定
シ
タ
ル
事
項
ヲ
掌
ル
。

第
六
条
　
会
計
係

ハ
、
会
計
見
積
書
、
決
算
、
金
銭
ノ
出
納
並
用
度

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル
。

第
七
条
　
庶
務
係

ハ
、
人
事
、
文
書
、
職
員
倶
楽
部
、
警
備
其
ノ
他

一
般
庶
務

二
関
ス
ル
事
項
並
他
ノ
係

二
属
セ
サ
ル
事
項
ヲ
掌
ル
。

第
八
条
　
管
理
係

ハ
、
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
、
電
話
、
自
動
車
等
ノ
管
理
二
関
ス
ル
事
項
並
工
務

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル
。

（資
料
８
）

１
　
会
計
課
供
覧
第

一
号
　
提
出
　
昭
和
八
年
三
月
十
五
日

昭
和
七
年
度
分
工
作
部
損
益
表
（略
）並
最
近
五
ヶ
年
損
益
状
況

一
覧
表

最
近
五
ヶ
年
工
作
部
損
益
状
況
（単
位
千
円
）

摘
　
　
　
要
　
　
昭
和
三
年
度
　
　
　
四
年
度
　
　
　
五
年
度
　
　
　
エハ
年
度
　
　
　
七
年
度

工
事
施
行
額
　
　
　
　
一
〓
一九
〇
　
　
一壬

〓
二
人
　
　
一
一五

一
九
　
　
一
〓
一人
三
　
　
一
七

一
三

工
事
処
理
費
戻
入
　
　
　
一
〇

一　
　

　

一
五
九
　
　
　
一
〇
五
　
　
　
一
〓
一五
　
　
　
　
八
五

経
　
　
費
　
　
　
　
　
　
一
一九
〇
　
　
　
一
一八
八
　
　
　
一壬

一
一　
　
　
一
一四
三
　
　
　
一
七
七

差
引
損
失
　
　
　
　
　
　
一
八
九
　
　
　
一
一
一九
　
　
　
一
一
三
ハ
　
　
　
一
〇
八
　
　
　
　
九
二

２
　
例
第
四
四
号
　
　
提
出
昭
和
八
年
五
月
十
三
日
　
　
決
裁
昭
和
八
年
五
月
十
六
日

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

平
　
均

三
二
二
九

一
一
七

二
六
四

一
四
七

七
四
五



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）本

社
事
務
章
程
中
改
正
ノ
件

本
社
工
作
部
ヲ
廃
止
シ
テ
新

二
営
繕
課
ヲ
設
置
ス
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
事
務
章
程
左
案
ノ
如
ク
改
正
相
成
可
然
手
。

案

甲
第

一
九
号
達

住
友
合
資
会
社
事
務
章
程
中
左
ノ
通
改
正
ス
。

昭
和
八
年
五
月
十
七
日

合
資
会
社

一
、
第
四
条
課
長
ノ
項
第

一
号
中

「部
長
」
ノ
前

二

「常
務
理
事
」
ヲ
加
フ
。

一
、
第
十

一
条
中

「左
ノ
部
」
ヲ

「左
ノ
部
課
」

二
、
「
工
作
部
」
ヲ

「営
繕
課
」

二
改
ム
。

一
、
第
十
八
条
ヲ
左
ノ
如
ク
改
ム
。

第
十
八
条
　
営
繕
課

ハ
、
各
部
課
並
各
店
部
連
系
会
社
ノ
委
託

二
係
ル
建
設
物
ノ
新
築
、
改
築
、
修
理
其
ノ
他
営
繕

二
関
ス
ル
事
項
ヲ

掌
ル
。

一
、
第
十
九
条
ヲ
削
除
シ
、
以
下
各
条
順
次
繰
上
ク
。

一
、
第
十
九
条
（旧
第
二
十
条
）
中

「各
部
ノ
」
ヲ

「各
部
課
ノ
」

二
改
ム
。

（資
料
９
）

文
第
二
六
八
号

昭
和
八
年
六
月
二
十
四
日

住
友
合
資
会
社

七
四
六



長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
営
業
開
始

二
付
通
知
ノ
件

拝
啓
　
先
般
合
資
会
社
ヲ
御
退
職
相
成
候
前
工
作
部
長
長
谷
部
鋭
吉
氏
、
前
建
築
課
長
竹
腰
健
造
氏
、
其
ノ
他
旧
工
作
部
員
ヲ
以
テ
設
立
セ

ラ
レ
タ
ル
長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所

ハ
、
今
般
株
式
組
織
ト
シ
、
株
式
会
社
長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
ノ
名
称
ノ
下
二
、
住
友
各
店
部
連
系

会
社

ハ
固
り
、
広
ク

一
般
ノ
依
頼

二
応
ジ
、
建
築
土
木
工
事
ノ
設
計
監
督
ノ
業
務
ヲ
営
ム
コ
ト
ト
相
成
候
間
、
御
了
承
ノ
上
御
利
用
相
成
度
、

此
段
御
通
知
申
上
候
也
。

追
テ
六
月
二
十
六
日
ヨ
リ
、
左
記

二
事
務
所
ヲ
開
設
ス
ル
コ
ト
ト
相
成
候
間
、
併
而
御
了
承
相
成
度
候
。

事
務
所
　
　
　
大
阪
市
東
区
南
久
太
郎
町
二
丁
目
五
ノ

一　

住
友
銀
行
船
場
支
店
内

東
京
出
張
所
　
東
京
市
日
本
橋
区
通
二
丁
目

一
番
地
八
　
住
友
銀
行
日
本
橋
支
店
内

（資
料
１０
）

昭
和
八
年
十
月
七
日

常
務
理
事
　
川
田
　
順

下
半
期
々
末
賞
与
金
及
臨
時
特
別
慰
労
金
調
書
提
出
方
ノ
件

本
年
下
半
期
々
末
賞
与
金

ハ
、
前
期
ノ
例

二
依
り
取
扱
フ
コ
ト
ニ
決
定
相
成
。
尚
近
時
事
業
成
績
特

二
良
好
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
今
期

二
限
り
臨

時
特
別
慰
労
金
給
与
ノ
コ
ト
ニ
決
定
相
成
候
。
就
テ
ハ
夫
々
左
記

二
依
り
調
書
作
成
ノ
上
、
来
ル
十

一
月
十
五
日
迄

二
御
提
出
相
成
度
、
右

依
命
及
通
牒
候
也
。

追
テ
臨
時
特
別
慰
労
金
給
与

二
付
テ
ハ
、
内
外
ヲ
問

ハ
ズ
極
秘

二
御
取
扱
相
成
度
、
此
儀
特

二
申
添
候
。

記

○
期
末
賞
与
金
取
扱
方
（中
略
）

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

七
四
七



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

○
臨
時
特
別
慰
労
金
取
扱
方

一
、
臨
時
特
別
慰
労
金
給
与
額

ハ
、
期
末
賞
与
金
給
与
総
額
ヲ
標
準
ト
シ
、
左
ノ
乗
率
ヲ
乗
シ
テ
算
出
ス
。

但
シ
給
与
額
十
円

二
満
タ
サ
ル
モ
ノ
ハ
、
十
円

二
切
上
ク
ル
モ
ノ
ト
ス
。

二
等
職
員
月
俸
二
五
〇
円
以
上
ノ
者
（相
当
者
ヲ
含
ム
、
以
下
同
シ
）
十
割

同
　
　
　
月
俸
二
四
〇
円
以
下
ノ
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
割

三
等
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
割

四
等
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
割

補
助
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
割

準
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
割
（後
略
）

（資
料
Ｈ
）

例
第
四
五
号
　
　
提
出
昭
和
九
年
六
月
五
日
　
　
決
裁
昭
和
九
年
六
月
十
四
日

合
資
会
社
事
務
章
程
中
改
正
ノ
件

大
連
駐
在
員
設
置

二
関
連
シ
テ
、
本
社
事
務
章
程

二
左
案
ノ
如
ク

一
箇
条
追
加
相
成
可
然
哉
。

案

甲
第

一
三
号
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

住
友
合
資
会
社
事
務
章
程
中
左
ノ
通
改
正
ス
。

昭
和
九
年
七
月

一
日

合
資
会
社

七
四
八



一
、
第
二
十
条
ノ
次

二
左
ノ

一
条
ヲ
加
フ
。

第
二
十

一
条
　
必
要
ノ
地

二
駐
在
員
ヲ
置
ク
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
。
駐
在
員

ハ
本
社
ノ
指
揮
ヲ
承
ケ
、
其
ノ
地

二
於
ケ
ル
諸
般
ノ
事
務
ヲ
処

弁
ス
。

備
考

一
、
本
改
正

ハ
大
連
駐
在
員
設
置

二
付
、
規
程
上
ノ
根
拠
フ
与

ヘ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

従
来
、
伯
林
、
宜
川
、
珍
山
、
営
繕
課
現
場
等

二
各
課
ノ
詰
員
（伯
林

ハ
駐
在
員
卜
称
ス
）
ヲ
派
出
シ
タ
ル
モ
、
之
等

ハ
総
テ
各
課
所
属

員
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
必
ズ
シ
モ
事
務
章
程
上
二
規
定
ヲ
設
ク
ル
要
ヲ
見
ザ
リ
シ
ナ
リ
。

然
ル
ニ
今
回
設
置
セ
ラ
ル
ベ
キ
大
連
駐
在
員

ハ
、

本
社
各
部
課

二
所
属
セ
ザ
ル
特
殊
ノ
機
関

ニ
シ
テ
、

其
ノ
本
社
ト
ノ
関
係

ハ
（規
模

ノ
大
小
、
職
掌
ノ
差
異
ア
ル
モ
）
東
京
支
店
卜
相
似
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
因
テ
東
京
支
店
ノ
場
合
卜
同
ジ
ク
、
本
社
事
務
章
程

二
誘
引
的

ノ

一
条
ヲ
設
ケ
、
更

二
別

二

「大
連
駐
在
員
規
程
」
ヲ
制
定
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
採
ル
コ
ト

ヽ
セ
リ
。

二
、
伯
林
駐
在
員

ハ
現
在
商
工
課
所
属
ト
ナ
リ
居
ル
モ
、
其
ノ
性
質
大
連
駐
在
員

二
似
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
同
様
ノ
取
扱

ヲ
為
ス
ヲ
適
当
卜
認

ム
。
更

二
考
究
ノ
上
経
伺
ノ
予
定
ナ
リ
。

（註
、
そ
の
後
昭
和
十

一
年
八
月
上
記
ベ
ル
リ
ン
駐
在
の
他
に
、　
ロ
ン
ド
ン
駐
在
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
駐

在
が
発
令
さ
れ
た
が
、
大
連
駐
在
員
に
続
い
て

「駐
在
員
規
程
」
の
制
定
を
み
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
大
連
駐
在
員
の
如
く
事

務
所
を
構
え
る
規
模
で
は
な
か
っ
た
た
め
と
み
ら
れ
る
）

（資
料
１２
）

例
第
（号
外
）
号
　
　
提
出
昭
和
十
年
八
月
二
十
四
日
　
　
決
裁
昭
和
十
年
八
月
二
十
六
日

停
年
規
程
中
改
正
ノ
件

昭
和
十
年
七
月
八
日
人
事
課
伺
停
年
規
程
中
改
正
ノ
件
、
御
決
裁
ア
リ
タ
ル
ニ
付
、
之

二
伴
フ
条
文
改
正
左
案
ノ
如
ク
、
通
達
相
成
可
然
乎
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
九



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

七
五
〇

案

甲
第

一
九
号
達

停
年
規
程
中
左
ノ
通
改
正
ス
。

昭
和
十
年
八
月
二
十
七
日

合
資
会
社

第
二
条
第
二
項
中

「
理
事

ニ
シ
テ
銀
行
取
締
役
会
長
」
ヲ

「
理
事

ニ
シ
テ
監
事
若
ク
ハ
銀
行
取
締
役
会
長
」

二
改
ム
。
　

以
上

（資
料
１３
）

例
第
（号
外
）
号
　
　
提
出
昭
和
十

一
年
五
月

一
日
　
　
決
裁
昭
和
十

一
年
五
月
九
日

合
資
会
社
事
務
章
程
中
改
正
ノ
件

合
資
会
社

二
於
テ
、
常
務
理
事
ノ
制
ヲ
廃
止
シ
、
新

二
参
与
ノ
職
ヲ
設
ケ
、
又
調
査
役
、
調
査
役
補
、
調
査
役
附
属
員
ヲ
置
ク
コ
ト

ヽ
シ
、

事
務
章
程
中
左
ノ
通
り
改
正
相
成
可
然
乎
。

通
達
案

甲
第

一
七
号
達

住
友
合
資
会
社
事
務
章
程
中
左
ノ
通
り
改
正
ス
。

昭
和
十

一
年
五
月
九
日

合
資
会
社

一
、
第
二
条
ヲ
左
ノ
如
ク
改
ム
。

第
二
条
　
本
会
社

ハ
社
長
之
ヲ
統
督
シ
、
左
ノ
職
員
ヲ
置
ク
。



総
理
事
　
　
　
　
　
　
一
名

理
　
事
　
　
　
　
　
　
若
干
名

監
　
事
　
　
　
　
　
　
若
干
名

部
　
長
　
　
　
　
　
　
若
干
名

課
　
長
　
　
　
　
　
　
若
干
名

課
　
員
　
　
　
　
　
　
若
干
名

監
事
附
属
員
　
　
　
　
若
干
名

検
査
役
及
検
査
役
補
　
若
干
名

検
査
役
附
属
員
　
　
　
若
千
名

調
査
役
及
調
査
役
補
　
若
干
名

調
査
役
附
属
員
　
　
　
若
干
名

秘
書
役
及
秘
書
　
　
　
若
干
名

技
師
長
　
　
　
　
　
　
若
干
名

技
　
師
　
　
　
　
　
　
若
干
名

参
与
及
参
事
　
　
　
　
若
干
名

第
四
条
　
理
事
ノ
項
第

一
号
中

「参
与
ス
」
ヲ

「参
董
ス
」

一　

会
社
事
務
全
般
ノ
管
理
二
参
蓋
（参
与
）
ス
。

第
四
条
　
課
長
ノ
項
第

一
号
中

「常
務
理
事
」
ヲ
削
ル
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

二
改

ム
。

七
五

一



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
二

一

（常
務
理
事
）
部
長
其
ノ
他
上
司
ノ
指
示

二
依
り
、
各
分
担
ノ
事
務
ヲ
掌
理
シ
、
其
ノ
責

二
任
ス
。

第
四
条
　
検
査
役
及
検
査
役
補
ノ
項
中

「常
務
理
事

二
直
属
シ
」
ヲ

「担
当
理
事
ノ
指
示

二
依
り
」

二
改
ム
。

一　

担
当
理
事
ノ
指
示

二
依
り
（常
務
理
事

二
直
属
シ
）
、
会
社
ノ
業
務

二
関
ス
ル

一
切
ノ
検
査

ヲ
掌
理
ス
。

第
四
条
　
検
査
役
附
属
員
ノ
項
ノ
次

二
左
ノ
如
ク
加
フ
。

調
査
役
及
調
査
役
補

一　

総
理
事
、
理
事
、
監
事
及
部
長
ノ
指
示

二
依
り
、
特
定
ノ
事
項

二
関
ス
ル
調
査

二
従
事
ス
。

調
査
役
附
属
員

一　

調
査
役
及
調
査
役
補
ノ
指
揮
ヲ
承
ケ
、
調
査
ノ
事
務

二
従
事
ス
。

第
四
条
末
尾

二
左
ノ
如
ク
加
フ
。

参
与
及
参
事

一　

社
長
、
総
理
事
及
理
事
ノ
命

ヲ
承
ケ
、
連
系
会
社
ノ
事
務
其
ノ
他
特
定
ノ
事
務

二
従
事

ス
。

第
四
条
ノ
次

二
左
ノ

一
条
ヲ
加

へ
、
第
五
条
乃
至
第
八
条
ヲ
一
条
宛
繰
下
ゲ
、
第
九
条
及
第
十
条

ヲ
削
除
ス
。

第
五
条
　
社
長

ハ
理
事
中
若
干
名
ヲ
指
定
シ
、
会
社
ノ
常
務
ヲ
担
当
処
理
セ
シ
ム
。

（第
九
条
　
社
長

ハ
理
事
中
ヨ
リ
常
務
理
事
若
千
名
ヲ
指
定
ス
。
）

（第
十
条
　
常
務
理
事

ハ
部
長
以
下
ヲ
指
揮
シ
テ
会
社
ノ
常
務
ヲ
担
当
処
理
ス
。
）

第
三
章
標
題
中

「
及
常
務
理
事
」
を
削
ル
。

第
十

一
条
以
下

一
条
宛
繰
上
グ
。



一
一　
業
　
　
績

「
一　

統
轄
シ
ス
テ
ム
」

で
述
べ
た
通
り
、　
昭
和
六
年
２

九

一二
こ
は
前
年

に
引
き
続
き
恐
慌
状
態
が
続

い
た
た
め
、
住
友
合

資
会
社
が
二
年
連
続
し
て
赤
字
と
な

っ
た
（第
４
表
）
の
み
な
ら
ず
、

前
年
は
黒
字
で
あ

っ
た
連
系
会
社
を
含
め
た
住
友
全
事
業
の
業
績

で
さ
え
も
赤
字
に
転
落
し
た
（第
５
表
）。
し
か
し
昭
和
七
年

に
入

る
と
、
合
資
会
社
本
社
は
依
然
赤
字
が
続
い
た
が
、
鴻
之
舞
鉱
業

所
の
業
績
の
飛
躍
的
な
向
上
に
よ
り
、
合
資
会
社
全
体
と
し
て
は

黒
字
に
転
じ
、
さ
ら
に
景
況
の
好
転
か
ら
、
別
子
鍍
山
、
炭
破
以

外
の
連
系
会
社
が
黒
字
と
な
り
、
住
友

の
全
事
業
の
純
益
は

一
転

し
て
九
〇
〇
万
円
を
超
え
た
。
さ
ら
に
昭
和
八
年
に
は
純
益
は
七

年

の
三
倍
の
二
〇
〇
〇
万
円
弱
、
九
年
に
は
三
倍

の
三
〇
〇
〇
万

円
の
大
台
に
乗

っ
た
。
こ
れ
は
銀
行
を
は
じ
め
伸
銅
鋼
管
、
電
線
、

化
学
、
別
子
の
業
績
回
復
が
顕
著
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
次
い
で
信

託
や
機
械
も
着
実
な
伸
び
を
示
し
た
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は

何
と
い
っ
て
も
銀
行
の
業
績
の
伸
び
悩
み
傾
向

に
対
し
、
昭
和
十

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

第 4表  合資会社店部別純損益
 (単位 :円 、円未満切り捨て)

七
五
三

店  部 昭和 6年 7年 8年 9年 10年 H年

本 社

地所課

△483,916

96,146

△449,088

162,065

1,699,806

333,721

7,475,167

245,967

16,288,220

279,056

△2,466,967

337,801

計

鴻之舞鉱業所

大萱生鉱業所

北日本鉱業所

高根鉱業所

朝鮮鉱業所

東京販売店

横須賀販売店

名占屋販売店

神戸販売店

呉 販売店

博多 福岡販売店

京城販売店

上海販売店

林業所

大阪住友病院

△387,769

195,139

17,348

21,934

△59,911

△10,400

△8,845

△H,432

△9,246

△12,477

△23,846

27,680

△287,022

2,042,968

47,722

16,435

44,562

568

20,095

△731

5,204

△14,964

△56,228

43,577

2,033,527

3,249,901

97,834

23,857

240,715

18,916

82,900

22,453

29,677

△2,442

△20,697

△46,768

57,934

7,721,135

2,586,069

32,611

26,846

414,549

50,832

57,480

54,385

54,227

10,180

24,745

△34,823

△9,071

16,567,277

2,363,701

△206,173

59,445

661,317

69,704

233,336

119,787

126,547

23,149

47,130

1,496

4,270

△2,129,165

2,248,866

65,564

1,209,988

32,387

44,709

593,939

56,894

168,859

119,577

116,574

38,678

57,752

17,617

84,499

合  計 Δ261,827 1862187 5,787,810 10,989,170 20,070,990 2,726,745



会 社 名 日召オロ6年 7年 8年 9年 10年 H年

合資会社

連系会社小計

住友別子銭山

住友炭破

住友電線製造所

住友金属工業

住友製鋼所

住友伸銅銅管

満洲住友鋼管

住友機械製作

住友アルミニウム製錬

住友化学工業

四国中央電力

住友倉庫

大阪北港

住友ビルデイング

重複分補正A
重複分補正B

△261,827

△735,048

△1,524,564

△623,593

482,145

△213,465

751,088

53,694

148,203

△341,431

176,248

356,625

△2,404,965

1,862,187

3,220,407

△293,744

△794,309

806,560

604,694

1,636,845

174,733

197,225

234,976

204,658

448,766

△1,447,750

5,787,810

9,470,772

1,601,174

△431,135

1,979,696

1,217,489

2,455,769

1,337,085

281,327

316,753

246,212

466,400

△3,758,852

10,989,170

15,133,153

1,615,174

1,002,688

1,883,103

1,405,188

6,428,202

41,274

2,427,814

350,313

△182,601

△257,524

503,870

△84,350

△4,679,321

20,070,990

15,517,856

1,772,344

1,073,987

3,094,717

3,294,136

1,825,461

503,183

2,623,323

568,181

455,030

24,294

547,258

△264,062

△7,262,078

2,726,745

20,877,675

2,884,004

803,280

3,477,734

8,661,017

△7,816

683,329

△253,672

3,123,771

664,539

430,216

246,578

563,023

△398,330

△4699560

〈
ロ 計 △3.401,840 3,634,844 ll,499,731 21,443,002 28,326,767 18,904,860

住友銀行

住友信託

住友生命保険

重複分補正C

461,121

567,371

76,364

△89,068

6,520,822

735,032

317,605

△89.547

8,963,209

925,780

236,192

△93.532

10,858,009

1,235,646

303,076

△100,276

8,915,569

1,195,808

273,282

△105,692

8,172,662

1,307,820

260,652

△114,632

〈
ロ 計 1,015,788 7,483,913 10,031,649 12,296,455 10,278,967 9,626,502

重複分補正D
対連系会社D一 l

対合資会社D-2
△130,000

△1.898.546

△195,000

△1,806.809

△195,000

△1,817,852

△224,091

△1.816.146

△261,056

△1,816.312

△648,449

△1,816.479

総 計 △4,414,598 9,116,949 19,518,528 31,699,219 36,528,366 26,066,434

第 5表 合資会社・連系会社純損益
(単位:円 、円未満切り捨て)

第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

原註 :各 社純益ハ利益処分ニヨル重役賞与交際費及税金引当金ラ損失 卜見、又退職慰労準備金戻入ハ之ヲ利

益 ヨリ除外 シ、公表純益 ヲ見直シタルモノナリ。

註 :重 複分補正Aは 、上記連系会社14社が相互に保有する株式に対する配当金合.I額。

同Bは 、上記連系会卒L14社 の合資会社に対する配当金合計額(第 6表 )。 但 しB召和 9年は、住友炭破減資

損2,887.175円 を控除。

同Cは 、住友銀行が保有する住友信託株式及び住友信託 と住友生命が保有す る住友銀行株式に対する配

当金合計額。イЦし信託は固有勘定のみ。

同D-1は 、上記連系会社14社の株式の うち、住友銀行、住友信託、住友生命が保有する株式に対する

配当金合計額。

同D-2は 、合資会社が保有する住友銀行、住友信託、住友生命各株式に対する配当金合計額(第 6表 )。

出典 :住 友合資会社総務部会計課作成。

七
五
四



年
伸
銅
鋼
管
と
製
鋼
所
が
合
併
し
て
発
足
し
た
金
属
が
つ
い
に
昭
和
十

一
年
に
は
銀
行
に
代
わ

っ
て
連
系
会
社

の
稼
ぎ
頭
と
な

っ
た
こ
と
が

住
友

の
全
事
業

の
業
績
の
動
向
を
示
す
象
徴
的
な
出
来
事
で
あ

っ
た
。

０
　
合
資
会
社
（本
社
）
の
業
績

持
株
会
社
と
な

っ
た
合
資
会
社
本
社
の
損
益
は
、
連
系
会
社
の
配
当
金
収
入
に
依
存
す
る
こ
と
と
な

つ
た
が
、
昭
和
六
年
に
は
、
連
系
会

社
の
減
配
無
配
が
相
次
ぎ
、

配
当
金
収
入
は
全
体
で
昭
和
五
年
の
六
〇
五
万
円
か
ら
五
二

一
万
円

へ
八
四
万
円
も
低
下
し
た
（第
６
表
）。　
し

か
も
こ
の
配
当
金
収
入
の
中
に
は
電
線
の
臨
時
配
当

一
五
六
万
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
電
線

の
増
資
払
込
み

一
人
七
万
円

に
充
当
さ
れ
た
。
損
失
面
で
は
不
況
の
た
め
昭
和
五
年
に
引
き
続
き
有
価
証
券
評
価
損

一
九

一
万
円
が
計
上
さ
れ
、
国
債
売
却
差
益
四
〇
万

円
を
差
し
引
い
て
も
、
有
価
証
券
原
価
差
損
は

一
五

一
万
円
に
達
し
た
。　
こ
の
他
手
形
割
引
の
増
加
（第
７
表
）
と
と
も
に
支
払
利
息
が
急
増

し
、
退
職
慰
労
金
も
技
師
長
日
高
眸
Ｔ

一
一万
円
）
、
技
師
中
野
愛
之
助
（四
万
四
五
〇
〇
円
）
、
検
査
役
山
内
孫
太
郎
（四
万
円
）等

の
停
年
退
職

の
他
、
工
作
部
技
師
光
安
梶
之
助
（五
万
円
）
、
小
寺
弥

一
（四
万
六
〇
〇
〇
円
）
、
小
川
安

一
郎
↑
一万
四
七
〇
〇
円
と
寸
工
作
部
の
高
級
技
術
者
の

勇
退
に
よ
り
、
七
〇
万
円
に
達
し
た
。
こ
の
結
果
昭
和
六
年
の
決
算
は
四
八
万
円
の
赤
字
と
な

つ
た
。

昭
和
七
年
に
お
い
て
も
、
配
当
金
収
入
は
四
二
六
万
円
と
さ
ら
に
九
五
万
円
も
落
ち
込
ん
だ
の
に
対
し
、
手
形
借
り
入
れ
の
増
大
で
支
払

利
息
は
六
〇
万
円
も
増
加
し
、
雑
費
も
ま
た
本
来
そ
の
僅
か
な
構
成
要
素
で
あ

っ
た
寄
付
金
が
、
満
洲
事
変
以
来
満
洲
関
連
の
大
口
寄
付
が

相
次
ぎ
六
五
万
円
も
増
加
し
て
支
払
利
息
を
上
回
る
最
大
の
経
費
科
目
と
な

っ
た
た
め
、
昭
和
七
年
の
決
算
も
六
年
に
引
き
続
い
て
四
五
万

円
の
赤
字
と
な

っ
た
。

昭
和
八
年
に
至

っ
て
本
社
の
損
益
は
よ
う
や
く
黒
字
に
転
じ
た
。
配
当
金
収
入
が
増
配
復
配
に
よ
り
六
七
七
万
円
と
二
五

一
万
円
も
増
加

し
た
こ
と
が
大
き
い
が
、
こ
の
中
に
は
電
線
の
臨
時
配
当

一
三
五
万
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、
し
か
も
こ
れ
は
未
払
込
分

一
四
二
万
円
の
払
込

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
五



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
六

み
に
充
当
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
除
く
と
利
益
の
伸
び
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
他
方
損
失
は
、
支
払
利
息

の
増
加
は
止

ま
っ
た
が
、
満
洲
関
係
の
大
口
寄
付
が
依
然
続
い
て
雑
費
は
三
二
八
万
円
に
達
し
、
退
職
慰
労
金
も
ま
ず
二
月
に
北
港
常
務

・
元
倉
庫
常
務

山
本
五
郎
が
停
年
退
職
２

五
万
円
、
う
ち
倉
庫
八
万
五
〇
〇
〇
円
、
北
港
五
〇
〇
〇
円
、
合
資
六
万
円
負
担
）
し
、　
二
月
技
師
長
加
藤
栄

の
停
年
退

職
（七
万
円
）
、
五
月
に
は
工
作
部

の
解
消
の
た
め
工
作
部
長
兼
技
師
長
長
谷
部
鋭
吉
（八
万
五
〇
〇
〇
円
）
、
建
築
課
長
竹
腰
健
造
（五
万
円
）
を

は
じ
め
工
作
部
関
係
者
が
大
量
退
職
し
、
八
月
に
は
炭
破
常
務
小
川
良
平
が
殉
職
２

五
万
円
、
う
ち
炭
磯

一
〇
万
円
、
合
資
五
万
円
負
担
）
、
年

末
に
は
理
事

・
元
別
子
専
務
鷲
尾
勘
解
治
公
一〇
万
円
）、
地
所
課
長
篠
崎
兼
二
（五
万
円
）
が
相
次

い
で
退
職
し
た
の
で
、
特
命
支
出
分
を
除
い

て
も
総
額
八
〇
万
円
に
達
し
た
。
こ
の
た
め

一
七
〇
万
円
の
純
益
は
計
上
し
た
が
、
先
に
述
べ
た
電
線

の
臨
時
配
当
を
除
く
と
純
益

の
伸
び

は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
昭
和
九
年
に
入
る
と
、
別
子
↑

一
一
一万
円
）
、
炭
破
會
二
万
円
）
の
復
配
を
始
め
、
各
社
の
増
配
に
よ
り
配
当
金
収
入
は
約

一
一
〇

〇
万
円
に
達
し
た
。
た
だ
し
こ
の
う
ち
三
〇
〇
万
円
は
伸
銅
鋼
管

の
特
別
配
当
で
あ
り
、
全
額
同
社

の
未
払
込
資
本
金

の
第
三
回
払
込
み
に

充
当
さ
れ
た
。
こ
の
他
四
國
中
央
電
力
及
び
住
友
化
学
株
式
分
譲
に
伴
う
売
却
益
が
そ
れ
ぞ
れ
二
八
万
円
と
四
九
〇
万
円
合
計
五

一
八
万
円

あ
り
、
こ
れ
が
住
友
炭
積
の
減
資
差
損
二
八
八
万
円
を
相
殺
し
て
、
有
価
証
券
原
価
差
益
二
三
六
万
円
を
計
上
し
、
利
益

の
合
計
は

一
四
六

(単位 :円 、円未満切 り捨て )

10年 11年

28,078,819

155,468

17,125

50,889

2,042,752

1,270,750

702,186

928,000

553,212

574,487

1,505,860

1,395,520

32,500

1,763,734

1,828

50,750

195,000

104,562

△36,251

19,799

12,489

31,037

88,146

16,153,076

425,075

40,818

10,860,644

141,835

25,926

64,062

2,165,924

1,345,500

526,977

583,946

582,524

1,306,237

55,250

1,763,734

1,995

50,750

195,000

104,125

82,869

△97,986

11,996

26,537

41,942

1,438,673

419,715

23,107

11,790,599

2,248,225

264,325

709,733

119,460

28,414

277,336

2,382,733

4,740,644

235,204

768,750

15,770

13,327,611

894,752

254,774

593,301

85,100

17,491

252,187

1,837,927

8,751,467

359,367

150,066

13,873

87,404

29,896

16,288,220 △2,466,967
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第 6表 合資会社(本社)損益表

目科 日召禾日61F 7年 8年 9年

当期利益
国債証券利息
地方債証券利唐、
社債券利迫、
株券配当金
住友別子鍍山配当金
住友炭破配当金
住友製鋼所配当金
住友電線製造所配当金
住友肥料製造所配当金
住友化学工業配当金
住友伸銅鋼管配当金
住友金属工業配当金
住友機械製作配当金
住友銀行配当金
住友信託配当金
住友生命保険配当金
住友ビルデイング配当金
上佐吉野川水電配当金
四國中央電力配当金
宜川金山損益
永中金山損益
別子農林損益
工事処理費戻入
雑 益
固定財産原価差損益
有価証券原価差損益
収入利息
資金利息

3,963,577

122,770

9,790

909,796

2,004,965

120,000

1,897,215

1,331

130,000

150,000

△51,129

135,138

54,038

△434
△1,516,569

△3,335

5,488,364

132,829

9,790

1,009,511

117,750

325,000

660,000

1,768,984

1,575

36,250

195,000

150,000

△83,415

84,765

874,304

△94,823

303,486

△2,641

8,715,878

137,297

9,680

1,195,547

510,250

1,828,602

145,000

900,000

1,765,484

1,618

50,750

195,000

180,000

197,298

82,061

927,171

200

264,254

331,310

△5,646

14,605,693

155,230

6,381

20,074

1,614,125

1,121,250

315,862

747,668

660,558

911,652

3,480,000

1,763,734

1,662

50,750

195,000

134,505

△7,131

△11,377

118,361

24,357

462,272

2,364,823

469,459

6472

当期損失
支払利息
俸 給
賞 与
旅 費
営繕費
賃借及保険料
雑 費
諸 税
退職慰労金

雑 損
償 却
東京支店費
大連駐在員費

4,447,494

1,312,872

361,535

330,747

57,304

2,643

215,398

1,345,496

61,047

707,373

41,745

11,329

5,937,453

1,927,770

317,759

341,493

185,349

1,581

211,334

2,094,153

233,820

127,450

488,307

8,433

7,016,072

1,900,254

299,327

353,335

126,873

553

240,582

2,281,358

73,695

798,065

933,264

8,761

7,130,525

2,032,612

276,314

307,497

67,431

36,302

251,772

3,116,677

607,508

127,092

291,874

15,442

当期純損益 △483,916 △449,088 1,699,806 7,475,167

七
五
七
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七
五
八

〇
万
円
に
達
し
た
。　
一
方
損
失
面
で
は
、
雑
費
が
近
畿
地
方
風
水
害
（室
一月
台
風
）義
捐
金

一
〇
〇
万
円
、
社
会
教
化
事
業
団
体
寄
付
金
三
二

万
円
、
東
北
地
方
冷
害
義
捐
金
二
〇
万
円
等
大
回
の
寄
付
が
続
き
三

一
一
万
円
に
上

っ
た
が
、
そ
の
他
の
費
用
が
抑
え
ら
れ
た
結
果
全
体
と

し
て
は
七

一
一
二
万
円
と
微
増
に
と
ど
ま
り
、
こ
の
結
果
純
益
は
七
四
七
万
円
と
大
幅
な
伸
び
を
示
し
た
。

昭
和
十
年
は
、
配
当
金
収
入
は

一
一
一
二
万
円
と
前
年
に
比
べ
て
微
増
に
と
ど
ま

つ
た
が
、
株
式
売
却
益
が
住
友
金
属
株
式

一
五
七
七
万

円
、
住
友
化
学
株
式

一
四
万
円
等
あ
り
、
有
価
証
券
原
価
差
益

一
六

一
五
万
円
を
計
上
で
き
た
の
で
、
利
益
は
前
年

の
三
倍
近
い
二
八
〇
〇

万
円
に
達
し
た
。　
損
失
面
で
は
、　
諸
税
が
四
七
四
万
円
（昭
和
八
年
度
第

一
種
所
得
税
外
引
当
不
足
分
七
一
万
円
プ
ラ
ス
昭
和
九
年
度
第

一
種
所
得
税

引
当
外
四
〇
〇
万
円
）
と
前
年

の
六

一
万
円
（昭
和
八
年
度
第

一
種
所
得
税
引
当
外
五
一
万
円
）
よ
り
四

一
〇
万
円
も
増
加
し
た
の
で
、
そ
の
分
だ
け

損
失
が
膨
ら
み
合
計

一
一
七
九
万
円
と
な

っ
た
が
、
差
し
引
き

一
六
二
人
万
円
と
丁
度
株
式
売
却
益
分
が
純
益

に
残

っ
た
計
算
と
な

っ
た
。

昭
和
十

一
年
は
、
配
当
金
収
入
が
前
年
よ
り
二
四
四
万
円
も
減
少
し
て
八
六
六
万
円
に
と
ど
ま
つ
た
。
こ
れ
は
住
友
金
属
か
ら
の
配
当
金

(単位 :円 、円未満切 り捨 て )

9年末 10年末 11年末
225,217,350

984,150
24,385
1,338
2,563

2,573,187
144,050

1,034,457
22,162,331
14,950,000
11,548,702
11,600,000
6,146,800

5,744,875
22,500,000

875,000
1,000,000
650,000

36,021,749
44,561

2,813,000
14,950,000
3,250,000

21,993,470

1,500,000

517,480

6,808,649
1,248,240
123,513

2,480,531
439,605

48,254

6,757

4,024

12,313
4,110,838
411,930
12,085
5,818

428,564
413,049

6,162,875
14,040,937

4,365,439
870,000
191,819

228,240,161
984,150
17,315

956
3,415

2,721,251
543,600

1,391,513
23,185,181
14,950,000
11,564,302

6,146,800

5,889,222

15,540,250
875,000

1,600,000
650,000

36,021,749
75,601

2,813,000
14,950,000
3,250,000

21,993,470

1,487,500

380,042
144,863

4,926,447
921,501
61,756

3,834,314
554,727

83,666

4,199,521
322,490

9,413
24,626

392,835
833,858

6,185,255
14,358,071
1,263,712

22,221,470
866,756

一

５。

一　

二

224,663,628
984,150
11,855

574
4,704

2,303,461
443,325

1,304,126
26,757,551
14,950,000
11,564,302

5,896,800

6,111,239

14,513,750
875,000

1,800,000
975,000

36,021,749
47,205

2,813,000
14,950,000
3,250,000

22,001,970

2,082,500

5,081,575
781,217
16,300

4,708,780
190,918

2,673,669

2,436
4,265,921
380,595

5,566
38,746

6,205,760
14,609,239

995,354
7,808,658
887,349

6,349,273
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第 7表 合資会社(本社)貸借対照表

科 目 昭和 6年末 7年末 8年末

借  方
固定財 産 ・土地

車 両
機械
什 器

有価証券 ・国債証 券
地方債 証券
社債券
株  券
住 友別 子鎖 山株 券
住 友炭破株 券
住 友製鋼所 株 券
住 友電線 製造所 株 券
住 友肥料 製造所 株 券
住 友化学工 業株 券
住 友仲銅鋼 管株 券
住 友金 属工 業株 券
住 友 アル ミニ ウム製錬株 券
満洲住友鋼 管株 券
住 友機械 製作 株 券
住 友銀行林 券
住 友信 託株 券
住 友生命保 険株 券
住 友倉庫株 券
住 友 ビルデ イ ング株 券
大 阪北 港株 券
上佐 吉野 川水電株 券
四國 中央電 力株 券

起業支 出 ・宜 川起 業支 出
東 京住 友 ビル起 業 支 出
珍 山金 山起 業支 出
仁興 金 山起 業 支 出

貸 金 ・立 替 金
雑 ・仮 出金

未収 入金
各店部 ・鴻 之 舞鉱業所

大萱 生鉱業所
北 日本 鉱業所
高根 鉱 業所
朝 鮮 鉱業所
東 京販売 店
呉  販売 店
上海販売 店
横 須 賀販売 店
博 多 ・福 l■l販売 店
神戸 販売 店
名古 屋販売 店
京城 販売 店
林 業所
病  院

支 店及駐 在 員 ・東京 支店
大連駐 在 員

直轄鉱 山・宜 川金 山
永 中金 山

委託 ・別子 鍍 山委託
特 別会計 ・地所 課
銀行 ・銀 行 出納

銀 行特 別預 金
信託 ・信 託預 金
損 益 。当期損 益

198,722,315
984,150
12,800
2,484
3,759

1,814,961
163,800

14,067,379
14,950,000
11,400,878
7,850,000
8,125,000
5,800,000

12,000,000

36,269,565
41,793

2,813,000
14,950,000
3,250,000

24,481,510
3,000,000

312,356
325,211

4,462,607
640,935

1,418,484
10,867

19,673

34,201
7,606

12,926
5,431
8,656
5,232
2,513

3,767,526
365,289

2,941

6,474,417
13,432,219

3,393,012

2039123

200,443,483
984,150

5,025
2,102
3,383

2,166,387
162,050

16,149,763
14,950,000
11,400,878
7,850,000
6,772,600
5,800,000

12,000,000

36,113,581
41,793

2,813,000
14,950,000
3,250,000

24,481,510
3,000,000

344,721
1,379,047

4,925,066
801,985

990,875

37,405

38,295

8,994

3,898,990
367,939
12,798

6,346,315
13,538,557

4,103,459

752805

205,449,121
984,150
20,800
1,720
2,807

2,F。73,187
162,050
185,230

18,808,155
14,950,000
11,435,878
7,850,000
6,146,800

10,000,000

12,000,000

36,021,749
44,561

2,813,000
14,950,000
3,250,000

21,961,470
1,775,000

411.667

417,160

7,834,243
892,901

605,788

27,687

32,317

25,923
4,010,236
389,372
14,520

6,309,008
13,902,241

3,839,494
800,000

七
五
九
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七
六
〇

が
株
式
の
大
量
売
却
に
伴

っ
て
二
五
二
万
円
も
減
少
し
た
た
め
で
あ
る
。
従

っ
て
住
友
倉
庫
株
七

一
万
円
、
住
友
電
線
株
二
〇
万
円
、
日
本

ビ
ク
タ
ー
蓄
音
器
株
三
二
万
円
（鮎
川
義
介
の
日
本
産
業
に
売
却
し
た
と
す
の
株
式
売
却
益

に
よ
り

一
四
三
万
円

の
有
価
証
券
原
価
差
益
を
計
上

し
た
が
、
利
益
全
体
と
し
て
は

一
〇
八
六
万
円
に
と
ど
ま
つ
た
。
こ
れ
に
対
し
損
失
は
、
割
引
手
形
借
入
金

の
返
済
に
よ
り
支
払
利
息
は

一

三
〇
万
円
も
減
少
し
た
が
、
諸
税
（昭
和
十
年
度
所
得
税
引
当
外
八
七

一
万
円
）
が
前
年

に
引
き
続
き
四
〇

一
万
円
も
増
加
し
た
た
め
、
損
失
全

体
と
し
て
一
五
三
万
円
も
増
加
し
、
差
し
引
き
本
社
の
損
益
は
再
び
二
四
六
万
円
の
赤
字
に
転
落
し
た
。
な
お
こ
の
十

一
年
の
退
職
慰
労
金

三
五
万
円
の
大
半
は
常
務
理
事
川
田
順
の
依
願
退
職
０
一五
万
円
、
但
し
う
ち
四
万
五
五
〇
〇
円
は
特
命
支
出
に
よ
る
）
と
検
査
役
田
中
弥
太
郎

の

停
年
退
職
（ニハ
万
円
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
理
事
電
線
専
務
秋
山
武
三
郎
の
停
年
退
職
全
一五
万
円
、
な
お
川
田
順
に
よ
れ
ば
秋
山
武
三
郎

は
故
郷
米
沢
市
に
帰
り
こ
の
大
半
を
貧
困
な
青
少
年
の
教
育
資
金
に
寄
付
し
た
と
い
う
）
も
あ

つ
た
が
、
年
内
に
全
額
電
線
か
ら
戻
入
さ
れ
た
。
秋
山

は
合
資
会
社
の
理
事
で
は
あ

っ
た
が
、
そ
の
経
歴
は
電
線
の
主
管
者
が
高
等
職
員
に
昇
格
し
て
理
事
に
な

っ
た
も
の
で
あ

つ
て
、
合
資
会
社

の
理
事
が
電
線

へ
派
遣
さ
れ
て
主
管
者
と
な

つ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

全
額
電
線

の
負
担
と
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
７
表
に
本
社
の
貸
借
対
照
表
を
示
し
た
。
連
系
会
社
株
券

の
う
ち
住
友

肥
料
製
造
所
は
昭
和
九
年
二
月
住
友
化
学
工
業
と
改
称
し
、
住
友
伸
銅
鋼
管

と
住
友
製
鋼
所
は
昭
和
十
年
九
月
合
併
し
て
住
友
金
属
工
業
が
発
足
し
た
。

ま
た
昭
和
九
年
に
は
六
月
住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
、
九
月
満
洲
住
友
鋼
管
、

十

一
月
住
友
機
械
製
作

の
三
社
が
新
た
に
設
立
さ
れ
、
連
系
会
社
に
指
定
さ

れ
た
。
さ
ら
に
同
年
五
月
土
佐
吉
野
川
水
力
電
氣
は
四
回
中
央
電
力
と
改
称

し
た
。
起
業
支
出
勘
定

の
う
ち
、
宜
川
金
山
起
業
支
出
勘
定
は
昭
和
九
年

一

9年末 lo年 末 H年末

225,217,350
150,000,000
13,165,341
9,649,558
1,200,000

72,848
1,240,721

15,569,313
938,341

1,450,000
3.494,756

115,906
9,800

32,652

37,910
38,986

1,200,000
23,580,800
3,420,412

228,240,161
150,000,000
18,454,511
5,380,240
1,200,000

93,175
1,341,488

15,972,746
956,602

1,450,000
6,571,794

254,256
25,261

35,116
6,069

44,180
106,903

3,169
1,550,000

11,887,200

12.907.442

224,663,628
150,000,000
36,025,502
5,982,171
1,200,000
111,716

1,406,787
11,895,000
1,457,298
1,450,000

14,470,395

240,528
24,655
11,426
30,389
19,222
59,527
85,406

193,600



14・  日 昭和 6年末 7年末 8年末
方

金本

貸

資 資 本 金

前 期 繰 越 金

前 期 純 損 益

労 役 者 特 別 保 護 基 金

労 役 者 特 別 保 護 別 途 積 金

預 り金 ・ 積 金 預 金

諸 預 金

地 所 課 預 り金

地 所 課 特 別 預 り金

雑 ・ 仮 入 金

未 払 金

各 店 部 ・ 大 萱 生 鉱 業 所

手 形

東 京販売店
呉  販売店
上 海販売店
横 須 賀販 売店
博 多・福 岡販売 店
神 戸販売 店
名古屋販売 店
京城販売 店

:支払 手形
害J引 手 形

・銀行 出納
・当期損 益

行

益

銀

損

198,722,315
150,000,000
13,377,170
1,692,053
1,200,000

59,048
969,561

13,425,462
454,105

2,550,000
2,750,078
1,199,200

8,661,600
2,384,034

200,443,483
150,000,000
11,115,342
1,175,367
1,200,000

58,076
1,101,824

12,134,978
622,007

3,050,000
3,026,896
699,200

1,427
18,693
5,811

4,354

703
18,502

12,968,000
3,242,296

205,449,121
150,000,000
10,927,530
1,564,240
1,200,000

59,913
1,194,545

11,483,424
728,504

1,450,000
2,847,814
449,200

9,364
8,689
5,516

8,352
1,418

14,020
25,608

2,200,000
16,074,400
3,662,321
1,534,255

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

月
操
業
開
始
と
と
も
に
直
轄
鉱
山
勘
定
宜
川
金
山
勘
定
に
振
替
え
ら
れ
、
ま

た
永
中
金
山
は
買
収
と
同
時
に
操
業
が
可
能
で
あ

っ
た
た
め
、
昭
和
九
年
八

月
同
じ
く
永
中
金
山
勘
定
が
設
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
珍
山
（昭
和
八
年
十
月
）
、

仁
興
（昭
和
十
年
七
月
）、
表

に
一不
さ
れ
て
い
な
い
が
一局
原
（昭
和
十

一
年
二
月
）

の
三
金
山
の
買
収
と
と
も
に
、
各
々
起
業
支
出
勘
定
が
設
け
ら
れ
、
朝
鮮
に

お
け
る
こ
れ
ら
五
金
山
の
各
勘
定
は
、
昭
和
十

一
年
十
月

一
日
朝
鮮
鉱
業
所

の
発
足
と
同
時
に
店
部
勘
定

に
設
け
ら
れ
た
朝
鮮
鉱
業
所
勘
定

へ
振
替
え
ら

れ
た
。
東
京
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
起
業
支
出
勘
定
は
昭
和
八
年
五
月
地
所
課

特
別
会
計
の
東
京
支
店
委
託
勘
定

へ
振
替
え
ら
れ
た
（後
掲
第
９
表
参
昭
じ
。

こ
の
他
店
部
勘
定
で
は
、
鴻
之
舞
鉱
業
所
と
大
萱
生
鉱
業
所
が
昭
和
十

一

年
九
月
合
併
し
て
北
日
本
鉱
業
所
が
発
足
し
、
販
売
店
で
は
昭
和
八
年
四
月

京
城
販
売
店
が
新
設
さ
れ
、
博
多
販
売
店
は
昭
和
九
年
十

一
月
福
岡
販
売
店

と
改
称
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
支
店

・
駐
在
員
勘
定
で
は

昭
和
九
年
七
月
設
置
さ
れ
た
大
連
駐
在
員
の
勘
定
が
設
け
ら
れ
た
。
特
別
財

産
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
従
来
有
価
証
券
以
外
は
住
友
銀
行

の
特
別
預
ケ
金

の
み
で
あ

っ
た
が
、
信
託
勘
定
信
託
預
金
勘
定
は
昭
和
八
年
五
月
か
ら
住
友

信
託
の
金
銭
信
託
も
そ
の
対
象
と
な

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
手
形
勘
定

支
払
手
形
勘
定
は
、
支
払
手
形
の
形
を
と
っ
た
伸
銅
鋼
管

の
預
り
金
を
示
し

七
六

一



第
四
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住
友
合
資
会
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六
二

て
い
る
。
昭
和
八
年
十
月
四
日
提
出
、
五
日
決
裁
の
会
計
課
計
算
係
の
起
案
計
第
九
八
号
は
こ
の
間
の
経
緯
を
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
後
十
月
十
三
日
預
り
金

の
う
ち
三
〇
〇
万
円
が
支
払
手
形
に
振
替
え
ら
れ
た
。

過
剰
資
金
追
加
預
リ
ノ
件

伸
銅
鋼
管
ヨ
リ
過
剰
資
金
二
百
万
円
也
追
加
預
入
方
申
越
候

二
就
而

ハ
、
従
来
同
様
ノ
条
件

ニ
テ
右
御
承
認
相
成
可
然
哉
。

備
考

一
、
同
社
現
在
預
金
残
高
　
　
　
金
三
五
〇
万
円
也

二
、
本
社
銀
行
出
納
勘
定
残
高
２

０
、
三
現
在
）
借
越
約
三
七
〇
万
円
也

三
、
右
金
額

ハ
手
形
勘
定
ヲ
以
テ
処
理
ス
ベ
キ
予
定
ヲ
以
テ
、
日
下
本
社
伸
銅
間

二
協
議
中
ノ
モ
ノ
ナ
ル
モ
、
差
当
り
預
り
金
ト
シ
テ

収
納
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

地
所
課
特
別
会
計
の
損
益
表
を
第
８
表
に
、
貸
借
対
照
表
を
第
９
表
に
示
し
た
。
利
益
面
で
は
昭
和
八
年
三
月
に
完
成
し
た
東
京
住
友
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
と
昭
和
九
年
七
月
に
完
成
し
た
神
戸
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
が
寄
与
し
た
。
こ
れ
ら
の
ビ
ル
の
管
理
は
、
そ
れ
ぞ
れ
東
京
支
店
と

神
戸
販
売
店
に
委
託
さ
れ
た
の
で
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
委
託
勘
定
が
設
け
ら
れ
た
。
起
業
支
出
勘
定
で
は
、
東
京
、
神
戸
に
続
い
て
京
都

住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
が
昭
和
十

一
年
三
月
着
工
さ
れ
た
。

第
１０
表
に
本
社

の
収
支
表
を
示
し
た
。
預
り
金
に
は
、

先
に
述
べ
た
伸
銅
鋼
管

の
預
り
金

の
変
形
で
あ
る
支
払

手
形
が
含
ま
れ
て
い
る
。
東
京
支
店
、
大
連
駐
在
員
、

直
轄
鉱
山
に
は
本
社
と
は
別
に
銀
行
勘
定
が
設
け
ら
れ

た
た
め
、
銀
行
勘
定
当
座
借
越
に
は
、
若
干
で
は
あ
る

(単位 :円 、円未満切 り捨て)

10年 H年

531,530

153,462

41,946

5,512

217,813

9,465

12,848

90,481

586,669

180,105

33,971

14,608

229,543

1,021

34,754

92,663

252,473

1,310

13,173

11,220

1,481

18,478

8,702

41,401

75,228

4,631

76,844

248,867

2,314

12,479

11,381

1,882

28,633

9,094

25,141

67,283

12,050

78,607

279,056 337,801



第 8表 地所課損益表

科   日 日召禾日6`千 7年 8年 9年

当期利益

東京住友 ビルディング損益

神戸住友ビルディング損益

耕地収益

賃貸料

雑 益

固定財産原価差損益

1又 入利虐、

322,729

7,004

208,118

7,375

△44,234

144,465

373,264

7,995

183,991

61

△516

181733

542,456

74,903

9,321

170,541

5,120

△3,074

285644

459,283

123,185

22,868

5,698

209,095

1,137

13,859

83,439

当期損失

支払利壇、

俸 給

賞 与

旅 費

営繕費

賃借及保険料

雑 費

諸 税

雑 損

償 却

226,582

1,854

22,554

13,271

1,803

18,485

9,698

34,340

51,482

0

73,090

211,199

1,348

22,027

12,660

952

10,614

9,188

16,287

61,970

564

75,584

208,735

2,307

17,221

8,866

1,903

18,641

8,871

29,462

62,662

731

58,066

213,315

2,103

15,136

8,624

1,513

19,335

8,664

29,111

48,501

23,588

56,738

当期純損益 96,146 162,065 333,721

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

が
こ
れ
ら
の
銀
行
勘
定
が
含
ま
れ
て
い
る
。
特
に
大
連

駐
在
員
と
直
轄
鉱
山
に
は
住
友
銀
行
の
支
店
が
存
在
し

な
い
た
め
他
行
取
引
で
あ
る
。
銀
行
特
別
預
金
は
特
別

財
産
分
の
み
を
示
し
、
通
知
預
金
分
は
銀
行
勘
定
当
座

借
越
に
含
ま
れ
て
い
る
。
収
入
と
支
出
の
合
計
か
ら
差

し
引
き
本
社
の
収
支
超
過
が
算
出
さ
れ
る
。
こ
の
他
に

本
社
の
直
轄
事
業
所
で
あ
る
各
店
部
と
の
資
金

の
補
充

回
収
は
各
店
部
の
勘
定
の
年
間
の
増
減
に
よ
つ
て
示
さ

れ
る
が
、
そ
の
中

に
は
各
店
部

の
前
期

の
純
損
益
（店

部
付
替
収
益
）
が
付
け
替
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
勘
定
増

加
の
場
合
は
純
益
額
を
差
し
引
い
て
実
際
の
資
金
補
充

額
を
、
ま
た
勘
定
減
少

の
場
合
は
純
益
額
を
加
算
し
て

実
際
の
資
金
回
収
額
を
算
出
し
て
本
社
の
収
支
超
過
と

再
差
し
引
き
す
る
。
こ
の
収
支
尻
は
、
銀
行
勘
定

の
割

引
手
形
と
当
座
借
越
に
よ
つ
て
賄
わ
れ
て
い
る
。
昭
和

七
年
以
降
各
店
部
毎

の
勘
定
増
減
表
∩
住
友
合
資
会
社

（中
ご

第
１２
表
）
は
作
成
さ
れ
な
く
な
り
、
代
わ

っ
て
昭

和
九
年
か
ら
は
、
第
Ｈ
表
に
示
し
た

「本
社
貸
金
勘
定

七
工舎
一
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六
四

立
替
金
及
び
預
り
金
勘
定
諸
預
金
の
残
高
明
細
」

の
う
ち
の
連
系
会
社
分
（特
に
住
友
病
院
を
含
め
て
い
る
）
を
摘
出
し
、　
そ
の
増
減
を
銀
行
勘

定
と
併
記
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
本
社
と
し
て
直
轄
事
業
所
の
店
部
よ
り
も
、
連
系
会
社
と
の
金
融
取
引
が
本
社
の
資
金
繰
り

に
と
つ
て
無
視
で
き
な
い
も
の
に
な

っ
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は

「
四
　
資
金
調
達
」
で
改
め
て
検
討

す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
第
Ｈ
表
に
お
い
て
住
友
家
預
り
金

の
昭
和
五
年
末
残
高
四
四
六
万
円
が
六
年
末
二
四
〇
万
円
、
七
年
末
八
五
万
円

と
減
少
し
、
昭
和
八
年
末
に
は
逆
に
住
友
家
会
計
に
対
し
三
五
二
万
円
の
貸
付
金
が
発
生
し
て
い
る
の
は
、
毎
年
三
月
に
納
付
す
る
相
続
税

の
分
割
払
い
分
二

一
五
万
円
に
充
当
し
た
た
め
で
あ
る
。

本
社
の
銀
行
取
引
に
つ
い
て
は
、
第
１２
表
に
示
し
た
。
割
引
手
形
は
、
昭
和
五
年
末

の
日
本
銀
行
大
阪
支
店
に
よ
る

一
三
五
万
五
〇
〇
〇

円
は

一
部
借
換
え
を
繰
り
返
し
な
が
ら
継
続
し
、
他
の
新
規
借
り
入
れ
は
住
友
銀
行
と
住
友
信
託
で
あ
る
。
割
引
手
形
に
よ
る
調
達
資
金

の

用
途
は
、
註
に
示
し
た
よ
う
に
大
半
が
株
式

の
払
込
み
と
買
入
れ
で
あ
る
。
信
託
預
金
勘
定
に
つ
い
て
は
既
に
述

べ
た
。

口
　
合
資
会
社
（全
社
）
の
業
績

合
資
会
社
（全
社
）
の
業
績
は
、
本
社
と
地
所
課
の
損
益
に
直
轄
事
業
所
の
損
益
を
併
せ
て
、
既
に
第
４
表

に
示
し
た
。
昭
和
六
年
は
合
資

(単位 :円 、円未満切 り捨て)

14,830,686

7,919,178

540,219

2,022

2,560

17,704

32,068

21,338

956,602

1,450,000

238,461

3,017,594

632,935

14,830,686

14,358,071

33,365

14,690

312,031

112,526



第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

第9表 地所課貸借対照表

科 目 昭和 6年末 7年末 8年末 9年末

借 方

固定財産

所有品・

農林産品

起業支出

・土地

建設物

機械

什器

準備品

・穀物

・神戸住友ビル

江戸堀建設物

甲子園寮建設物

京都住友ビル

山本寮建設物

雑建設物

雑土工

会計課預ケ金

会計課特別預ケ金

預ケ金・

雑・仮出金

未収入金

委託 。東京支店委託

神戸販売店委託

13,489,460

9,113,289

649,267

1,478

200

19,594

10,041

454,105

2,550,000

191,483

500,000

13,663,050

9,118,619

581,598

1,290

200

20,044

306

16,728

622,007

3,050,000

252,257

14,009,792

7,616,362

538,082

1,200

200

21,516

173,488

175

53,651

728,504

1,450,000

312,181

3,114,430

14,419,045

7,284,628

480,996

1,200

414

20,798

64,411

27,925

938,341

1,450,000

426,773

3,066,012

657,545

貸 方

会計課勘定

預 り金・敷金預金

耕作保証金

雑・仮入金

当期損益

13,489,460

13,432,219

28,118

9,088

2,466

17,567

13,663,050

13,538,557

27,213

11,757

12,226

73,295

14,009,792

13,902,241

29,904

13,915

20,397

43,333

14,419,045

14,040,937

34,855

14,426

178,221

150.604

七
六
五
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会
社
全
体
と
し
て
も
赤
字
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
七
年
以
降
は
鴻
之
舞
鉱
業
所
の
業
績
の
向
上
に
よ
り
、
昭
和
七
年
、
十

一
年
と
本
社
が
赤
字

で
あ

っ
て
も
、
合
資
会
社
は
黒
字
で
あ

っ
た
。
昭
和
十

一
年
に
鴻
之
舞
鉱
業
所
は
大
萱
生
鉱
業
所
と
合
併
し
て
北
日
本
鉱
業
所
と
な
り
、
朝

鮮
の
五
金
山
は
併
せ
て
朝
鮮
鉱
業
所
と
し
て
発
足
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
本
社
直
轄

の
鉱
業
所
に
つ
い
て
は

「
五
国
４
　
北
日
本
鉱
業
所
の
設

置
」
及
び

「
５
　
朝
鮮
鉱
業
所
の
設
置
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
赤
字
の
多
か
っ
た
販
売
店
も
新
設
の
京
城
販
売
店
を
含
め
、
昭
和
十
年

に
は
す
べ
て
黒
字
に
転
換
し
た
。
販
売
店
の
業
績
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
「
五
日
　
一示
城
販
売
店
の
設
置
と
販
売
店
網
の
完
成
」

を
参
照
さ

(単位 :円 、円未満切 り捨 て )

9年 10年 H年

1,898

△34,658

16,575,102

△4,137,525

△965,594

△804,765

449,200

△2,434

5,818

429,946

△718

525,945

70,000

3,550,000

15,662,212

690,141

△31,502

△15,853,742

△1,176,974

△1,841,202

△3,246,048

△2,671

18,808

385,080

△3,093

856,031

△3,243

5,700,000

△14,508,417

△231,705

924,991

3,012,540

2,274,128

246,128

△7,771,555

△3,477

14,151

△168,995

△1,508

1,887,188

20,593

2,500,000

2,702,480

△679,930

△123,513

194,551

12,934

△1,000,000

7,721,135

6,125,177

515,050

61,756

50,647

20,327

16,567,277

17,215,058

98,638

45,456

42,555

18,540

△2,129,165

△1,923,974

△9,537,034 31,723,475 △4,626,455

△2,260,645

4,533,190

△1,241,311

3.213,760

△811,709

3.632.003

△7,264,490 33,695,924 △1,806,161

7,506,400

△241,909

△11,693,600

△21,719,324

△324,000

41,000

△11,693,600

16,708,761

△3,300,000

91,000
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第 10表 収 支 表 (本社)

科 日 昭和 6年 7年 8年

(支 出)

固定財産

起業支出

有価証券

預 り金

立替金

仮入金

未払金

東京支店

大連駐在員

直轄鉱山

所有品

農林産品

銀行特別預金

信託預金

配当金

合 計

△127,030

398,039

1,855,930

3,123,997

1,164,157

328,610

250,000

△4,185

5,403

△944

1,699,972

250,000

8,943,950

△71,060

1,092,888

923,676

1,173,457

468,458

△286,578

500,000

9,500

449

306

710,446

2,000,000

6,521,544

730,058

△684,355

3,025,518

553,982

3,105,177

164,081

250,000

1,721

1,472

△306

△263,965

800,000

2,050,000

9,733,385

(収入)

仮出金

未収入金

委託勘定

労役者特別保護基金

支払手形

純 益

計

61,221

791,265

28,540

1,946

△387,769

495,203

△221,824

500,000

128,101

△972

△287,022

118,282

△935,840

158,152

1,837

2,200,000

2,033,527

3,457,676

差引収支超過額 △8.448,746 △6,403,262 △6.275.708

各店部勘定増減

前期純損益

△340,960

244,579

388,045

850,555

274,651

2,474,631

差引再収支超過額 △8.545,127 △5,164,661 △3,526.425

銀行勘定・割引手形

当座借越

連系会社・預り金増減

貸付金増減

7,306,400

1,238,727

4,306,400

858,261

3,106,400

420,025
七
六
七

註 :各店部勘定増 =支 出△、減 =収入

前期純損益 =店 部付替収益

連系会社 預 り金増 =収入、減 =支出△

連系会社 貸イ」金増 =支出△、減 =収入
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れ
た
い
。

合
資
会
社
（全
社
）
の
総
損
益
表
を
第
１３
表
に
、
総
貸
借
対
照
表
を
第
１４
表
に
示
し
た
。　
こ
れ
ら
は
本
社

・
地
所
課
の
損
益
表
（第
６
表
、
第

８
表
Ｙ

貸
借
対
照
表
（第
７
表
、
第
９
表
）
に
各
店
部
の
損
益
表

・
貸
借
対
照
表
を
そ
れ
ぞ
れ
連
結
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
１５
表
は
合
資
会
社
（全
社
）
の
利
益
処
分
を
示
す
。
純
益
金
か
ら
配
当
が
支
払
わ
れ
、
残
り
が
後
期
に
繰
り
越
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。

各
年
度
の
配
当
政
策
を
検
討
す
る
と
、
昭
和
六
年
は
二
六
万
円
の
欠
損
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
〇
〇
万
円
の
配
当
が
行
わ
れ
た
。
こ

れ
は
前
年

の
決
算
が
赤
字
で
あ

っ
た
た
め
、
配
当
を
二
五
万
円
に
と
ど
め
た
（本
家
は
元
夫
分
の
み
五
万
円
、
分
家
住
友
寛

一
、
義
輝
各

一
〇
万
円
）

の
に
対
し
、
所
轄
の
西
宮
税
務
署
か
ら
増
配
の
要
請
が
あ
り
、　
一
〇
〇
万
円
を
前
倒
し
し
た
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。
同
様
に
し
て
昭
和
六
年

も
欠
損

の
た
め
仮
に
前
年
と
同
じ
く
配
当
を
二
五
万
円
に
と
ど
め
た
と
し
て
も
、
税
務
署
か
ら

一
〇
〇
万
円
程
度

の
増
配
の
要
請
が
あ
る
も

の
と
み
ら
れ
た
の
で
、
あ
え
て
欠
損
に
も
か
か
わ
ら
ず
合
計
二
〇
〇
万
円
の
配
当
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
（資
料
１４
）０

か
く
し
て
税
務
署
に
対
し
て
申
告
さ
れ
た
昭
和
六
年
度
の
配
当
は
二
〇
〇
万
円
か
ら
前
倒
し
分

一
〇
〇
万
円
を
差
し
引

い
た
残
り

一
〇
〇

万
円
と
な

っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
税
務
署
は
ま
た
も
本
家
所
得
の
増
額
を
要
請
し
て
き
た
た
め
、
六
年
度
配
当
金
を
さ
ら
に
五
五
万
円
上
積

み
せ
ぎ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
こ
の
た
め
昭
和
七
年
は

一
八
六
万
円
の
純
益
を
計
上
し
た
が
、
こ
の
六
年

の
五
五
万
円
の
前
倒
し
が
生
じ
た

た
め
に
、
繰
越
金
を
取
り
崩
し
て
純
益
を
上

回
る
二
〇
五
万
円
の
配
当
を
お
こ
な
わ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（資
料
１５
）ｏ

昭
和
八
年

の
利
益
処
分
は
、
当
初
会
計
課

主
計
係
起
案
主
雑
第
六
号
（昭
和
九
年
五
月
二

十
五
日
提
出
、
六
月
十
五
日
決
裁
）
「
昭
和
八
年

(単位 :円 、円未満切 り捨て)

4,926,447

2,180,000

1,060,000

195,000

625,000

866,447

15,972,746

3,400,000

1,634,000

1,500,000

0

5,950,000

1,550,000

1,000,000

940,000

800,000

748,746
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第 H表 本社貸金勘定立替金及び預り金勘定諸預金の残高明細

相 手 先 昭和 6年末 7年末 8年末 9年末

貸金・立替金

住友倉庫

住友ビルデイング

住友病院

土肥金山

大日本鎖業

静狩金山

住友家会計

浅田明箸製造所・飾磨化学

その他

4,462,607

2,180,000

1,310,000

194,000

778,607

4,925,066

2,180,000

1,240,000

188,000

255,176

1,061,889

7,834,243

2,180,000

1,180,000

182,000

29,669

100,000

170,000

3,526,436

466,138

6,808,649

2,180,000

1,120,000

176,000

1,870,000

625,000

837,649

預り金・諸預金

住友製鋼所

住友電線製造所

住友家預り金

大阪北港

住友病院

住友伸銅鋼管・住友金属

(他に支払手形)

大日本鍍業

住友別子鍍山

満洲住友鋼管

住友機械製作

その他

13,425,462

4,700,000

5,200,000

2,402,000

410,000

65,000

648,462

12,134,978

4,500,000

4,000,000

854,000

560,000

82,000

1,400,000

100,000

638,978

11,483,424

1,370,000

4,600,000

103,000

1,460,000

128,000

3,050,000

2,200,000

90,000

699,424

15,569,313

4,100,000

585,000

1,564,000

0

4,000,000

1,200,000

0

1,000,000

2,500,000

1,100,000

720,313

度
利
益
処
分
並

二
特
別
財
産
編
入
ノ
件
」
に

よ
る
と
、
次

の
よ
う
な
理
由
で
配
当
金
は
四

八
〇
万
円
う
ち
住
友
本
家
分
四
六
〇
万
円

（住
友
元
夫
分
五
万
円
を
含
む
）
と
決
定
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
昭
和
八
年
度

の
純
益
約
五
七
九
万

円
は
、
税
務
当
局
の
否
認
等

に
よ
り
税
務
上

は
約
八
九

一
万
円
と
み
な
さ
れ
、
同
族
会
社

の
利
益
留
保
に
対
す
る
加
算
税
（本
附
加
税
率

約
二
九
％
）
を
免
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
七
割

約
六
二
四
万
円
か
ら
否
認
額
中
社
外
支
出
と

認
め
ら
れ
る
分
約

一
四
二
万
円
を
差
し
引
き
、

約
四
八
二
万
円
を
配
当
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。

勿
論
配
当
金

に
対
し
て
は
所
得
税
が
か
か
る

が
、
所
得
三
〇
〇
万
円
乃
至
四
〇
〇
万
円
の

場
合
の
本
家
配
当
金
に
対
す
る
税
率
は
、
約

二
八
％
で
あ

っ
た
。
合
資
会
社

の
昭
和
八
年

度
所
得
に
は
特
命
支
出
等
で
損
金
算
入
を
認

め
ら
れ
ず
、
本
家

へ
の
配
当
と
み
な
さ
れ
る

七
六
九
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七
〇

も
の
が
約
二
〇
万
円
あ
り
、
税
務
上
の
配
当
金
は
四
八
〇
万
円
と
併
せ
て
合
計
五
〇
〇
万
円
と
な
り
、
十
分
加
算
税
を
免
れ
る
計
算
と
な

っ

た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
こ
の
決
定
の
一
週
間
後
の
六
月
二
十
三
日
、
大
阪
朝
日
新
聞
と
大
阪
毎
日
新
聞
は
大
阪
税
務
監
督
局
管
内
近
畿
二
府
四
県
の
昭

和
九
年

の
所
得
番
付
に
お
い
て
家
長
住
友
吉
左
衛
門
が

一
六
四
万
円
（昭
和
七
年
決
算
の
配
当
金
が
昭
和
八
年
の
所
得
と
し
て
昭
和
九
年
に
申
告
さ

れ
た
）
で
ト
ッ
プ
と
大
々
的
に
報
道
す
る
に
至

っ
た
。

家
長
友
成
は
、　
こ
れ
よ
り
先
昭
和
四
年
三
月
ア
ラ
ラ
ギ
に
入
会
、
斎
藤
茂
吉
に
師
事

し
、
泉
幸
吉
の
名
前
で
歌
を
作
り
始
め
て
い
た
。
昭
和
六
年
五
月
の

『
ア
ラ
ラ
ギ
』
に
は

「年
毎

に
失
業
者
増
す
世
の
中
に
金
は
い
よ
い
よ

偏
り
ゆ
く
ら
し
」
と
い
う
歌
が
茂
吉
の
選
に
入

っ
て
い
た
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
、
友
成
に
歌
の
手
ほ
ど
き
を
し
た
川
田
順
は

「住
友

の
幹
部

（
２９
）

ら
に
苦
い
顔
を
さ
れ
た
が
、
歌
人
泉
幸
吉
と
し
て
は
正
直
な
感
想
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
憶
測
の
域
を
出
な
か
っ
た
住

友
家
の
所
得
が
こ
の
よ
う
な
形
で
白
日
の
下
に
さ
ら
さ
れ
た
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
。
こ
の
た
め
当
初
案

の
通
り
四
八
〇
万
円
の
配
当
を
行
え

ば
、
明
年
も
ま
た
家
長
の
所
得
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
、
今
年
の
一
六
〇
万
円
の
約
二
倍
の
三
二
四
万
円
に
達
し
、　
一
層
世
間
の
注
目
の
的

途

△995,354

193,600

0

0

193,600

△801,754

7,808,658

887,349

8,696,008

住友炭破株式払込

四國中央電力株式払込

昭和 8年度利益配当金支払

満洲住友鋼管株式払込

日本板硝子株式払込

南満洲鉄道株式払込

日本ビクター蓄音器株式払込

住友機械製作株式払込

三陽社製作所株式払込

北海道電燈株式払込

日本板硝子株式払込

満洲住友鋼管株式払込

昭和10年度利益配当金支払

日本電気株式買入代金

(単位 :円 、円未満切 り捨 て )

△1,263,712

11,887,200

9,700,000

1,800,000

387,200

10,623,487
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第 12表 本 社 の銀 行 取 引

科   目 昭和 6年末 7年末 8年末 9年末

銀行出納勘定 (当 座借越)

割引手形

内訳 銀行

信託

日銀

2,384,034

8,661,600

2,700,000

4,800,000

1,161,600

11,045,634

3,242,296

12,968,000

6,100,000

5,900,000

968,000

16,210,296

3,662,321

16,074,400

8,100,000

7,200,000

774,400

19,736,721

3,420,412

23,580,800

12,000,000

11,000,000

580,800

27,001,212

銀行特別預ケ金勘定

信託預金勘定

合 計

3,393,012

0

3.393.012

4,103,459

0

4,103,459

3,839,494

800,000

4,639,494

4,365,439

870,000

5,235,439

註 :割引手形による調達資金の用途は下表の通 り。

年  月 金額(万円) 途用 年  月 金額(万円)

6年 5月

6月

H月

12月

6月

3月

5月

6月

8月

10月

H月

12月

2月

7年

8年

9年

150

25

158

13

13

13

158

150

50

40

110

50

420

10

250

住友倉庫関係借入金返済

大日本鍍業株式買入代金

阪神電鉄株式買入代金

大日本鎖業株式払込

新大阪ホテル株式払込

大日本鎖業株式払込

日本電気株式買入代金

住友家会計貸付金

満洲航空株式払込雑費処理

住友家会計貸付金

静狩金山株式払込

住友製鋼所預り金払戻

住友肥料製造所株式払込

北海道電燈株式払込

住友化学工業株式払込

9年 3月

5月

7月

9月

10月

H月

12月

10年 10月

11年 7月

10月

300

64

350

100

46

15

16

65

23

10

98

60

250

47

七
七

一
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と
な
る
こ
と
は
必
至
の
情
勢
と
な

っ
た
。
こ
こ
に
至

っ
て
急
遠
加
算
税
の
負
担
を
覚
悟
し
て
、
昭
和
八
年
度
の
配
当
を
四
八
〇
万
円
か
ら
三

五
五
万
円
（う
ち
住
友
元
夫
分
五
万
円
を
含
む
住
友
本
家
分
三
二
五
万
円
）
に
引
き
下
げ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
（資
料
１６
）ｏ

昭
和
九
年

の
合
資
会
社
の
利
益
処
分
は
、
昭
和
十
年
七
月
十
五
日
決
裁
さ
れ
た
会
計
課
起
案

「
昭
和
九
年
度
利
益
処
分
並

二
特
別
財
産
組

入
ノ
件
」

（資
料
１７
）
に
よ
つ
て
、
純
益
約

一
〇
九
九
万
円
の
う
ち
配
当
金
五
七
〇
万
円
と
決
定
さ
れ
た
。
税
務
当
局
に
よ
る
純
益
は
こ
れ
に

炭
碩
株
減
資
損
、
特
命
支
出
等
否
認
を
加
え
た

一
五
九
二
万
円
と
な
る
見
込
み
で
、
加
算
税
を
免
れ
る
た
め
に
は
こ
の
七
割
か
ら
否
認
額
の

う
ち
の
社
外
支
出
分

一
九
九
万
円
を
差
し
引
い
た
残
り
九

一
五
万
円
を
配
当
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
巨
額
の
配
当
を
行

え
ば
、
昭
和
十

一
年

の
本
家
の
所
得
は
六
〇
〇
万
円
を
超
え
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
利
益
処
分
を
行
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

他
方
本
家
の
支
出
面
か
ら
検
討
す
る
と
配
当
金
は
最
低
四
七
〇
万
円
は
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
相
続
税
準
備
金
積
立
て
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ

の
年
の
よ
う
に
合
資
会
社
の
純
益
が
多
額
の
折
り
に
積
立
て
も
多
く
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
く
、
こ
の
積
立
て
分

一
〇
〇
万
円
を
上
乗
せ

し
て
五
七
〇
万
円
と
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
そ
の
直
後
八
月
六
日
の
大
阪
朝
日
新
聞
夕
刊
は
、　
ま
た
し
て
も

「一豪
勢
な
住
友
男
、
天
下

一
の
取
大
将
（註
、
江
戸
時
代
の
武
士

(単位 :円 、円未満切 り捨て)

10年 H年

499,361

234.266

3,082,240

892,227
1,006,419
282,374

79,765

219,350
74,870
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第 13表 総 損 益 表

科 目 昭オロ6年 7年 8年 9年

益

国 債 証 券 禾り息
地 方 債 証 券 利 息
社 債 薪 J自
株 券 配 当 金

住 友 別 子 銭 山 n・L当 金

住 友 炭 磯 配 当 金

住 友 製 鋼 所 配 当 金

住 友 電 線 製 造 所 配 当 金

住 友 伸 銅 銅 管 配 当 金

住 友 金 属 工 業 配 当 金

住 友 機 械 製 作 配 当 金

住 友 肥 料 製 造 所 配 当 金

住 友 化 学 工 業 配 当 金
十 佐 古 野 川 水 電 配 当 金

四 国 中 央 電 力 配 当 金

住 友 ビ ル デ イ ン グ配 当 金

住 友 銀 行 配 当 金

住 友 信 託 配 当 金

住 友 生 命 保 険 配 当 金

金 銀 収 益

売 鉱 収 益

鉱 産 収 益
りl・l院収 益

東 京 住 友 ビ ル デ ィン グ損 益

神 戸 住 友 ビ ル デ イ ン グ損 益

別 子 農 林 損 益

耕 地 収 益

農 林 収 益

林 業 収 益

賃 貸 料

諸 手 数 料

労 役 者 特 別 保 護 支 払 元 金

組 替 戻 人

雑  益

固 定 財 産 原 価 差 損 益

有 価 証 券 原 価 差 損 益

237,900

△51129

1,343
184,103
195,135

186.548
393,932

△ 16,957
△94823

6,277,865

失

宜 川 金 山 損 益

永 中 金 山 損 益

禾り 自

賃 銀 費

動 力 及 燃 料 費 ・ 動 力 費
羽 料 費
雑 品 費
営 業 告 繕 費
運 送 費
販 売 費
営 業 賃 借 及 保 険 料

営 業 雑 費
探 鉱 費

農 林 費
農 業 費
林 業 費

俸   給

賞  'ブ
方々   馨罫

営 繕 費

賃 借 及 保 険 半1

雑  費

言者  不党
退 職 慰 労 金

労 役 者 特 別 保 護 金

雑  損
起 業 費 減 損

イ賞 去ロ

192,732
5,934

256,195
1,610,195

8,088,070

1,460,953
305,856

127,183

257,063
2,357.279

1,300,898

740,166

229,781

1,229

11,657,981
7,131

11,377

643,079

309,375

710,698

3,576,732

130,699

純 損 益 △261827

七
七
三
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の
五
〇
〇
石
取
と
い
う
よ
う
な
表
現
か
ら
転
じ
た
現
代
の
月
給
取
な
ど
の
表
現
か
ら
、
稼
ぎ
頭
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
て
い
る
）
へ
、
三
井
三
菱
を
ぐ

っ

と
押

へ
て
所
得
三
百
五
十
万
円
」
と
い
う
見
出
し
の
下
に
、
家
長
が
全
国
の
長
者
番
付
の
ト
ッ
プ
に
立

っ
た
こ
と
を
報
じ
た
。
会
計
課
長
中

田
直
三
郎
（Ｍ
４５
東
京
高
商
専
攻
部
）
は
直
ち
に
翌
七
日

「
昭
和
九
年
度
利
益
処
分
変
更

二
関
ス
ル
件
」

と
い
う
先
の
起
案

の
配
当
金
五
七
〇
万

円
を
三
九
〇
万
円

へ
一
八
〇
万
円
減
額
す
る
修
正
案
を
提
出
し
た
。
し
か
し
こ
の
修
正
案
は
常
務
理
事
川
田
順
の
反
対
で
九
月
十
二
日
廃
案

と
さ
れ
た
。
川
田
の
指
示
に
よ
り
、
総
務
部
長
河
井
昇
三
郎
は
、
所
轄
の
西
宮
税
務
署
長
に
対
し
個
人
所
得
の
漏
洩

に
つ
き
（当
時
は
今
日
の

よ
う
に
高
額
所
得
者
は
公
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
）厳
重
抗
議
し
た
と
こ
ろ
、
西
宮
税
務
署
と
し
て
は
厳
重

に
漏
洩
防
止

に
つ
と
め
て
お
り
、
本

件
は
大
阪
税
務
監
督
局
総
務
部
が
新
聞
社
か
ら
問
い
つ
め
ら
れ
、
近
似
の
数
値
（実
際
は
二
九
六
万
円
）
を
述

べ
た
た
め
と
の
回
答
が
あ
り
、
こ

れ
に
基
づ
き
河
井
は
大
阪
税
務
監
督
局
に
対
し
重
ね
て
再
発
防
止
を
懇
請
し
た
の
で
あ

つ
た
。

廃
案
と
な

つ
た
起
案

の
欄
外
に
は

「合
資
会
社
九
年
度
所
得
申
告
並

二
本
家
十
年
分
申
告

二
際
シ
、
各
当
局

二
対
シ
本
家
所
得
ノ
他

二
洩

レ
ザ
ル
様
、
特

二
注
意
セ
ラ
レ
度
旨
切

二
依
頼
シ
オ
キ
タ
ル
モ
、
何
レ
ヨ
リ
洩
レ
出
デ
タ
ル
カ
新
聞
紙

二
報
道
セ
ラ
レ
、
「
ラ
ジ
オ
」

二
放

送
セ
ラ
ル
ル
ニ
至
レ
リ
。
然
レ
共
此
ノ
如
キ
事
態

ハ
、
今
後
共
到
底
絶
対
的

二
防
止
シ
難
カ
ル
ベ
ク
、
合
資
会
社
配
当
金

ヲ
調
節
シ
テ
、
本

1,135,339
174,432

229,457.395
150,000,000

136.647

(単位 :円 、円未満切 り捨 て )

238,685,225

7,967,302
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第 14表 総 貸借 対照 表

目科 昭和 6年末 7年末 8年末 9年末

借  方
固 定 財 産  土 地

立 木 竹
鉱 区

坑 道

索 道
電 線 路
鉄 道 及 軌 道

車 両

月合1白

建 設 物

機 械

イト2=
権 利 ・ 漁 業 権

所 /H品・ 準 備 品
家 畜
販 売 品

有 価 証 券 。国 債 証 券
地 方 債 証 券
社 債 券
株 券

連 系 会 社 株 券
産 出 品  鉱 石

,手米青鉱

地 金 銀

買 鉱  金 銀 鉱

農 林 産 品 ・ 穀 物

薪 材

木 炭

起 業 支 出

貸 金 ・ 立 替 金

雑  仮 出 金

未 収 人 金

受 託 品

手 形  受 取 手 形

取 引 先  推卜売 金

預 ケ 金 及 現 金  信 託 預 金

銀 行 特 別 預 金

銀 行 預 金

他 銀 行 預 金

振 替 貯 金

現 金

6.932

181,267

4,811,786

2.629,206

33.274

143,423,363
26,651

4,769
5,843,054

4,103,459

2,806

3,000

2.529,152

2,649,653

貸  方

資 本 金 ・ 資 本 金

前 期 繰 越 金

労 役 者 特 別 保 護 基 金

労 役 者 特 別 保 :隻

"」

i金不責金

預 り金  積 金 預 金

準備 員及労働 者積 立金

職 員 及労 役者積 金預 金

諸 預 り金

敷 金 預 金

耕 作 保 証 金

雑 ・ 仮 人 金

未 夕、金

受 託 勘 定
手 形 ・ 支 払 手 形

吉」引 手 形

取 引 先  掛 買 金

預 ケ 金 及 現 金 。当座 借 越

損 益 。上 半期 純 損 益~F半
期 率屯損 益

150,000,000

59,048
926.312

2,844,335
1,203,170
1,235,367

8.661,600

△ 1953880

11,115,342
1,200,000

12,068,050
27,213

686820

211,540,060

59,913

4223570

1,368,868

14,426

1,200,000

9,649,558
七
七
五
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家
所
得
ヲ
適
当
範
囲

二
止

マ
ラ
シ
ム
ル
外
無
カ
ル
ベ
キ
カ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
会
計
課
長
中
田

直
三
郎
が
危
惧
し
た
通
り
、
翌
昭
和
十

一
年
六
月
十
六
日
の
夕
刊
は
三
度
大
阪
朝
日
が

「群
を
抜
く

住
友
男
三
百
万
円
を
突
破
」
、
大
阪
毎
日
が

「横
綱
は
住
友
男
の
三
百
万
円
突
破
」

と
報
じ
、
東
京

の
調
査
が
終
わ
っ
た
六
月
二
十
六
日
東
京
日
日
新
聞
は

「今
年
は
三
井
高
公
男
収
入
二
百
万
円
を
超

ゆ
、
日
本

一
は
住
友
男
に
軍
配
揚
る
」
と
前
年
に
続
い
て
家
長
が
三
井
、
三
菱
を
上
回

っ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
結
果
七
月
二
十
五
日
決
裁
さ
れ
た
昭
和
十
年

の
配
当
金
は
、
二
〇
〇
七
万
円
と
い
う
前
年

の

三
倍
近
い
純
益
に
対
し
、
前
年

の
半
分
以
下
の
二
五
〇
万
円
に
抑
制
さ
れ
た
（資
料
１８
）
ｏ　
こ
の
配
当

方
針
は
、
主
と
し
て
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
新
聞
報
道
に
対
す
る
配
慮
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
そ
の
他
に
軍
事
予
算
を
抑
制
し
よ
う
と
し
て
二

・
二
六
事
件
で
非
業

の
死
を
遂
げ
た

高
橋
是
清
に
代
わ

っ
て
蔵
相
に
就
任
し
た
馬
場
鉄

一
は
、
軍
事
費
の
増
額
に
伴
う
歳
出
増
加
を
補
う

た
め
就
任
早
々
増
税
計
画
を
明
ら
か
に
し
、
四
月
に
は
税
制
改
正
準
備
委
員
会
が
発
足
し
て
い
た
の

で
、
こ
の
起
案
が
提
出
さ
れ
た
六
月
末
か
ら
決
裁
さ
れ
た
七
月
末
に
か
け
て
は
昭
和
十
二
年
度
予
算

案
編
成
に
当
た
っ
て
大
増
税
必
至
と
い
う
見
方
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
。
従

っ
て
本
来
こ
の
昭
和
十

年

の
よ
う
に
巨
額
の
純
益
を
計
上
し
た
場
合
は
、
前
年

の
五
七
〇
万
円
を
は
る
か
に
上
回
る
配
当
を

な
し
、
相
続
税
の
積
立
て
を
な
す
べ
き
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
が
不
可
能
と
な

っ
た
今
、
増
税
案

の
全

貌
が
明
ら
か
と
な

っ
た
上
で
、
改
め
て
相
続
税
の
準
備
積
立
て
の
方
策
を
考
え
る
必
要
が
生
じ
た
の

で
あ
る
。
九
月
二
十
二
日
税
制
改
革
案
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
と

「相
続
税
は
十
割
程
度
増
税

科   目 E召オロ6年 7年 8年 9年 10年 11年

純益金

配当金

住友家会計

内 住友元夫

住友寛一

住友義輝

△261,827

2,000,000

1,800,000

50,000

100,000

100,000

1,862,187

2,050,000

1,850,000

50,000

100,000

100,000

5,787,810

3,550,000

3,350,000

50,000

100,000

100000

10,989,170

5,700,000

5,500,000

50,000

100,000

100.000

20,070,990

2,500,000

2,300,000

50,000

100,000

100.000

2,726,745

0

0

0

0

0

差引利益繰越金

後期繰越金

△2,261,827

11,115,342

△187,812

10,927,530

2,237,810

13,165,341

5,289,170

18,454,511

17,570,990

36,025,502

2,726,745

38,752,247



す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
合
資
会
社
は
年
末
の
理
事
会
に
お
い
て
、
合
資
会
社
を
解
散
し
、
蓄
積
し
た
資
産
を
住
友
家

ヘ

返
還
し
、
こ
の
相
続
税
積
立
金
に
充
当
し
、
改
め
て
株
式
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
詳
細
は
次
章

「住
友
合
資
会
社
の
解

散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
」
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

昭
和
十
二
年

一
月
、
広
田
内
閣
は
昭
和
十
二
年
度
予
算
案
と
と
も
に
税
制
改
革
案
を
議
会

に
提
出
し
た
が
、　
一
月
二
十
三
日
衆
議
院
本
会

議
に
お
け
る
浜
田
国
松
議
員
と
陸
軍
大
臣
寺
内
寿

一
と
の
い
わ
ゆ
る

「腹
切
り
問
答
」
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
広
田
内
閣
は
総
辞
職
し
、
二

月
二
日
林
銑
十
郎
内
閣
が
成
立
し
た
。
新
た
に
大
蔵
大
臣
と
な

っ
た
結
城
豊
太
郎
は
三
日
広
田
内
閣
が
提
出
し
て
い
た
昭
和
十
二
年
度
予
算

案
及
び
税
制
改
革
に
関
す
る
諸
法
律
案
を
撤
回
し
、
馬
場
税
制
改

革
案
は
日
の
目
を
見
ず
に
終
わ

っ
た
。
し
か
し
結
城
財
政
に
お
い

て
も
或
程
度
の
増
税
は
不
可
避
で
あ

っ
た
の
で
、
合
資
会
社

の
解

散
は
既
定
方
針
通
り
進
め
ら
れ
た
。
昭
和
十
二
年
二
月
合
資
会
社

解消。
　

解
散
を
前
に
、
昭
和
十

一
年

の
決
算
が
行
わ
れ
た
が
、
配
当
は
実

唯
　

施
さ
れ
な
か
っ
た
。
会
計
課
主
計
係
起
案
主
雑
第
三
号
（昭
和
十
二

琲
　

年
二
月
二
十
五
日
提
出
、
二
月
二
十
七
日
決
裁
）
「
昭
和
十

一
年
度
合

抑
　

資
会
社
利
益
処
分
並

二
特
別
財
産
組
入
ノ
件
」
は
、
そ
の
理
由
を

解
舗
　
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

下げ。赫
　
　
　
　
合
・資
会
社
ノ
昭
和
十

一
年
度
純
益

ハ
、
決
算
確
一定

二
至
ラ
ザ

リ
∝
　

　

　

ル
裡

二
解
散

二
至
り
、
従

ツ
テ
其
ノ
配
当
ヲ
為
シ
得
ザ
リ
シ

モ
ノ
ト
ス
。
但
シ
形
式
上

ハ
解
散
前

二
決
算
確
定
セ
ル
モ
ノ

七
七
七

第 16表 特別財産増加状況

註 :①遠.I日 、貯蓄回、積立日の各積立金残高を吸収して発足。

②有価証券原価差損122万円を計上。

③昭和5年決算が欠損のため会計規則による組人を実施せず。

④昭和6年決算が欠損のため会計規則による組人を実施せず。

⑤住友生命株券と一般財産株券の交換による原価差額33万円切

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

(単位 :円 、円未満切 り捨 て )

年 年初残高
入組

会計規則 利 殖 金

日召オロ 3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

2月 末

14,058,611

14,901,966

15,718,351

15,340,618

15,598,352

16,238,644

17,013,987

17,986,769

19,151,241

20,150,884

20,462,376

100,000

100,000

100,000

100,000

200,000

300,000

500,000

100,000

743,3540D

716,385

△477,732②

257,733()

640,292(D

675,293

772,832

864,471

829,415⑤

211,492

⑥



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
八

ト
ス
ル
必
要
ア
リ
シ
エ
依
り
、
然
セ
リ
。

最
後
に
利
益
処
分
の
際
、
繰
越
金

の
一
部
と
し
て
会
計
規
則
に
よ
つ
て
組
入
れ
ら
れ
る
特
別
財
産
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
（第
１６
表
）。

昭
和
三
年
四
月
、
本
社
特
別
財
産
規
程
が
制
定
さ
れ
て
、
従
来
の
遠
計
口
、
貯
蓄
日
、
積
立
回
の
三
種

の
積
立
金
が

一
本
化
さ
れ
、
昭
和
三

年
末
の
こ
れ
ら
の
積
立
金
残
高
が
特
別
財
産

へ
振
替
え
ら
れ
た
こ
と
は
、

「住
友
合
資
会
社
（中
と
　
の

「
一
国
２
　
本
社
特
別
財
産
規
程
」

で
既
に
述
べ
た
。
昭
和
三
年
以
来
の
特
別
財
産
の
増
加
す
な
わ
ち
会
計
規
則
に
よ
る
組
入
額
と
そ
の
運
用
に
よ
る
利
殖
金
の
組
入
額
は
第
１６

表
の
通
り
で
あ
る
。
昭
和
六
年
と
七
年
に
会
計
規
則
に
よ
る
組
入
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
昭
和
五
年
と
六
年

の
決

算
が
純
損
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
は
順
調
に
組
入
が
行
わ
れ
て
合
資
会
社
解
散
直
前

の
昭
和
十
二
年
二
月
二
十
七
日
の
特
別
財

産
残
高
は
二
〇
四
六
万
円
に
達
し
て
い
た
。
そ
の
大
半
は
、
解
散

の
際
株
式
会
社
住
友
本
社
に
対
す
る
財
産
譲
渡
に
伴
う
残
余
財
産
と
し
て
、

出
資
者
住
友
家

へ
分
配
さ
れ
た
。
そ
の
詳
細
は
次
章

「住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社

の
設
立
」
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た

い
。

（資
料
１４
）

会
計
課
主
計
係
起
案
主
雑
第
八
号

提
出
　
昭
和
七
年
六
月
八
日
　
　
決
裁
　
同
年
六
月
三
十
日

昭
和
六
年
度
決
算

二
関
ス
ル
件

合
資
会
社
昭
和
六
年
度
純
損
金

ヲ
繰
越
金

ヲ
以
テ
填
補
ノ
件
並

二
出
資
者
配
当
金
ヲ
繰
越
金
ヨ
リ
支
出
ノ
件
、
左
案
ノ
通
り
御
決
定
相
成
可

然
哉
。
（中
略
）

当
年
度

ハ
、
前
記
ノ
如
ク
二
十
六
万
円
ノ
純
損
ヲ
計
上
セ
ル
モ
、
左
記
理
由

ニ
ヨ
リ
案
ノ
如
ク
繰
越
金
ヨ
リ
配
当
ヲ
行
フ
事

二
御
決
定
相
成

度
シ
。



即
チ
暴

二
本
家
七
年
分
所
得
審
査

二
際
シ
、
西
宮
税
務
署
ヨ
リ
所
得
増
額
方
要
請
ア
リ
。
結
局
本
家

二
対
ス
ル
当
社
五
年
度
配
当
金
ヲ
百
万

円
増
加
（之

ニ
テ
本
家
所
得
百
五
万
円
ト
ナ
ル
）
ス
ル
事
ト
シ
テ
協
定
セ
ル
ガ
、
此
ノ
配
当
金

ハ
当
社
配
当
金
ト
シ
テ
ハ
六
年
度
分
配
当
金
ト

シ
テ
整
理
ス
ル
ヲ
適
当
ト
ス
ベ
シ
。
本
案
家
長
公

二
対
ス
ル
配
当
金
百
七
十
五
万
円
ノ
中
百
万
円

ハ
即
チ
之
ナ
リ
。

尚
右
西
宮
署
ノ
交
渉
卜
殆
ン
ド
同
時

二
、
東
署
ヨ
リ
モ
当
社
五
年
度
所
得
増
額
方
要
請
ア
リ
。
結
局
同
年
度
有
価
証
券
価
格
切
下
三
百
二
十

八
万
円
ノ
中
百
三
十
七
万
円
ヲ
取
止
ム
ル
事
ト
シ
、
課
税
所
得
百
二
十
五
万
円
ヲ
以
テ
協
定
ヲ
見
タ
リ
。
此
ノ
如
ク
当
六
年
度
所
得
モ
当
社

帳
簿
ノ
侭

ニ
ハ
到
底
決
定
ヲ
受
ケ
得
ル
見
込
無
ク
、
先
ツ
百
万
円
見
当
ノ
決
定
ヲ
受
ク
ル
予
想
ヲ
以
テ
申
告
ス
ル
ヲ
要
ス
ベ
ク
、
右
百
万
円

ヲ
以
テ
本
家
並

二
両
分
家

二
対
シ
六
年
度
配
当
ヲ
行

ハ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

而
シ
テ
本
家
八
年
分
所
得
ヲ
予
想
ス
ル
ニ
、
家
長
公

二
対
ス
ル
当
社
配
当
金

ヲ
除
ク
時

ハ
僅
カ
二
二
十
二
万
円
ノ
少
額
ト
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
右

百
万
円
中
ヨ
リ
当
社
利
益
処
分

二
関
ス
ル
特
別
決
議

ニ
ヨ
ル
元
夫
様
並

二
両
分
家

二
対
ス
ル
既
定
配
当
二
十
五
万
円
ヲ
差
引
キ
タ
ル
残
額
、

七
十
五
万
円
全
部
ヲ
家
長
公

二
対
ス
ル
配
当
ヲ
充
テ
ン
ト
ス
。
斯
ク
ス
ル
モ
本
家
八
年
分
所
得

ハ
尚
六
十
七
万
円
見
当

ニ
シ
テ
、
七
年
分

ニ

比
シ
三
十
八
万
円
ノ
減
少
ナ
リ
。

以
上
合
資
会
社
本
家
共
前
年

二
比
シ
相
当
所
得
減
少
ス
ル
事
ト
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
或

ハ
又
両
税
務
署
ヨ
リ
各
所
得
増
額
方
交
渉
有
之
ヤ
モ
計
ラ

レ
ズ
、
然
ル
場
合

ニ
ハ
前
年

二
準
シ
、
当
社
課
税
所
得
ヲ
約
百
二
十
五
万
円
ト
シ
、
本
家

二
対
ス
ル
配
当
金

ヲ
二
十
五
万
円
増
加
シ
、
所
得

八
十
二
万
円
ト
ス
ル
程
度
ノ
覚
悟
ヲ
要
ス
ベ
シ
。
尤
モ
此
ノ
場
合

二
於
テ
、
本
家
所
得
尚
百
万
円
以
下
ト
ナ
ル
ガ
、
之

ハ
電
線
製
造
所
特
別

配
当
金
ノ
関
係

ニ
ヨ
ル
モ
ノ
ナ
リ
（本
家
七
年
分
所
得

ニ
ア
リ
八
年
分

二
之
ナ
シ
）
。

（資
料
１５
）

会
計
課
主
計
係
起
案
主
雑
第
七
号

提
出
　
昭
和
八
年
六
月

一
日
　
　
決
裁
　
同
年
六
月
三
十
日

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
九



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
〇

昭
和
七
年
度
利
益
処
分
ノ
件

合
資
会
社
昭
和
七
年
度
決
算
別
途
供
覧
ノ
通
リ
ニ
候
処
、
右
利
益
処
分
ノ
件
左
記
ノ
通
り
御
決
定
相
成
可
然
哉
。
（中
略
）

備
考

一
、
配
当
金
額
ノ
決
定

今
回
配
当
金
支
出
額

ハ
当
年
度
純
益
ヲ
超
過
ス
ル
モ
次
ノ
理
由

二
依
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

（イ
）
住
友
家
会
計

二
於
テ
ハ
、
本
年
二
月
相
続
税
完
納

二
際
シ
、
合
資
会
社
ヨ
リ

一
、
五
〇
〇
千
円
ノ
立
替
ヲ
受
ケ
タ
ル
ガ
、
現
状
ヲ
以

テ
ス
レ
バ
其
ノ
返
済
モ
容
易
ナ
ラ
ズ
。
依

ツ
テ
此
際
案
ノ
如
ク
増
配
ヲ
行
ヒ
、
右
負
債
ノ
返
却
引
イ
テ
ハ
次
ノ
相
続
税
準
備
金
ノ
積
立

二
寄
与
セ
ン
ト
ス
。

（
口
）
本
家
八
年
分
所
得
七

一
〇
千
円
ノ
申
告
ヲ
為
シ
タ
ル
ニ
対
シ
、
其
ノ
増
額
方
税
務
当
局
ノ
要
請
ア
リ
。
結
局

一
、
〇
四
〇
千
円
迄
増

額
ス
ル
事
ト
シ
テ
協
定
セ
リ
。
依

ツ
テ
合
資
会
社
六
年
度
配
当
金

ヲ
五
五
〇
千
円
追
加
ス
ベ
キ
事
ト
ナ
リ
タ
ル
ガ
、
同
年
度
決
算

ハ
、

既

二
確
定
（七
年
六
月
三
十
日
主
雑
第
八
号
）
セ
ル
ヲ
以
テ
、
当
年
度
利
益
処
分

二
於
テ
配
当
金
ヲ
夫
丈
増
額
ノ
事
ト
ス
。

二
、
加
算
税
関
係

今
回
配
当
金
二
、
〇
五
〇
千
円
ナ
ル
モ
、
税
務
署
二
対
シ
テ
ハ
内
五
五
〇
千
円

ハ
六
年
度
追
加
分
ト
ス
ベ
キ
ニ
ヨ
リ
、
七
年
度
分
ト
シ
テ

ハ
一
、
五
〇
〇
千
円
ト
ナ
ル
。
今
此
ノ

一
、
五
〇
〇
千
円
ヨ
リ
逆
算
ス
ル
時

ハ
、
純
益
二
、　
一
四
三
千
円
以
上
ト
ナ
ラ
ザ
ル
限
り
加
算
税

ヲ
課
セ
ラ
ル
ル
事
無
シ
。
而
シ
テ
合
資
会
社
七
年
度
税
関
係
純
益

ハ
、　
一
、　
三
二
ハ
千
円
（内

一
三
六
千
円

ハ
非
課
税
所
得
）
ノ
見
込
ナ
ル

ヲ
以
テ
、
加
算
税
関
係
先
無
カ
ル
ベ
シ
。

三
、
本
家
九
年
分
所
得

本
案
配
当
ヲ
受
ク
ル
時

ハ
、
本
家
九
年
分
所
得

ハ
約

一
、
〇
二
七
千
円
ト
ナ
リ
、
前
年
卜
大
体
同
額
ナ
リ
。



七
年
分
決
定
　
　
一
、
〇
四
五
千
円

八
年
分
　
　
　
　
一
、
〇
四
〇

九
年
分
予
想
　
　
一
、
〇
二
七

四
、
合
資
会
社
所
得
申
告
ト
ノ
関
係

本
案
御
決
裁
（決
算
確
定
）
ノ
上

ハ
、
税
法
規
定

ニ
ヨ
リ
七
年
度
所
得
等
申
告
ス
ベ
キ
事
ト
ナ
ル
ガ
、
右
申
告

ニ
ハ
ロ
下
審
理
中
ナ
ル
六
年

度
所
得
等
ノ
決
定
ヲ
見
テ
為
ス
ヲ
便
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
待
チ
居
タ
ル
モ
、
早
急

二
決
定
ス
ル
模
様
モ
無
キ
ヲ
以
テ
本
案

ヲ
仰
裁
ス
。

（資
料
１６
）

会
計
課
主
計
係
起
案
主
雑
第
九
号

提
出
　
昭
和
九
年
六
月
二
十
七
日
　
　
決
裁
　
同
年
六
月
三
十
日

昭
和
八
年
度
利
益
処
分
変
更
ノ
件

合
資
会
社
昭
和
八
年
度
利
益
処
分
ノ
件

二
関
シ
テ
ハ
、
柔

二
主
雑
第
六
号
ヲ
以
テ
総
額
四
八
〇
万
円
（内
家
長
公
四
五
五
万
円
）
配
当
ノ
事
ト

シ
テ
仰
裁
御
決
裁
ヲ
経
テ
、
己

二
各
社
員

二
対
ス
ル
配
当
金
ノ
支
払

ヲ
了
シ
、
更

二
合
資
会
社
所
得
等
申
告
可
致
手
筈
卜
相
成
居
候
処
、

適
々
家
長
公
九
年
分
第
三
種
所
得
２

六
五
万
円
Υ
一関
シ
、
八
年
分
２

０

一
万
円
Ｙ
一比
シ
著
シ
ク
増
加
ヲ
見
、
記
録
的
ナ
ル
旨
別
紙
（註
、

略
）
ノ
如
ク
諸
新
聞
紙

二
報
道
セ
ラ
レ
候
。
右
利
益
処
分
原
案

ハ
、
住
友
ト
シ
テ
税
関
係
上
最
モ
有
利
ナ
ル
様
立
案
致
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
候

ヘ

共
、
原
案
通
り
配
当
シ
オ
ク
時

ハ
、
十
年
分
家
長
公
所
得

ハ
九
年
分
ノ
約
倍
額
Ｔ
〓
一四
万
円
Ｙ
一
モ
達
ス
ベ
ク
、　
一
層
世
間
ノ
注
意

ヲ
ヒ
ク

ベ
キ
懸
念
有
之
候

二
就
テ
ハ
、
十
年
分
家
長
公
所
得
ヲ
九
年
分
ノ
約
五
割
増
ノ
二
五
〇
万
円
見
当

二
止
ム
ル
様
若
干
ノ
増
税
損
ヲ
忍
ビ
、
左

案
ノ
通
り
利
益
処
分
御
変
更
相
成
可
然
哉
。
（中
略
）

備
考

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

一



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
二

一
、
本
案
利
益
処
分
変
更

二
依
り
、
合
資
会
社
申
告
書
類

一
部
訂
正
ヲ
要
ス
ベ
キ
モ
ノ
ア
ル
モ
、
別
途
仰
裁
致
ス
ベ
シ
。

二
、
本
案

二
関
聯
ス
ル
合
資
会
社
並

二
本
家
税
関
係
次
ノ
如
シ
。

ｌ
合
資
会
社
八
年
度
分
諸
税

普
通
所
得
税
本
附
加
税
　
　
　
　
　
五
八
万
円

加
算
税
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九

″

営
業
収
益
税
同
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
″

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
四
〃

２
本
家
十
年
分
所
得
税

所
得
税
本
附
加
税
　
　
　
　
　
　
　
九
三
万
円

即
チ
本
家
所
得
税

二
於
テ
三
三
万
円
減
税
セ
ラ
ル
ル
代
り
、
合
資
会
社

二
於
テ
加
算
税
四
九
万
円
ヲ
課
セ
ラ
ル
ル
事
ト
ナ
リ
、
右
加
算
税

賦
課

ニ
ヨ
ル
合
資
会
社
九
年
度
分
減
税
等

ヲ
考
慮
ス
ル
モ
、
尚
約

一
一
万
円
ノ
税
負
担
増
ト
ナ
ル
ベ
シ
。

三
、
対
税
務
署
届
出
配
当
金
額

ハ
、
所
得
申
告
案
（主
税
第
三
十
四
号
）
備
考
記
載
ノ
通
リ
ノ
事
情

ニ
ヨ
リ
左
ノ
如
ク
ナ
ル
。

家
長
公
　
　
　
一二
五
〇
万
円

合
計
　
　
　
　
一二
七
五
〃

四
、
更

二
合
資
会
社
九
年
度
成
績
ヨ
リ
ス
レ
バ
、
加
算
税
ヲ
免
ル
ル
ニ
必
要
ナ
ル
丈
ノ
配
当

ヲ
為
ス
時

ハ
、
家
長
公
十

一
年
分
所
得

ハ
約
五

七
八
万
円
ノ
巨
額

二
達
ス
ベ
キ
ニ
付
、
九
年
度
分
利
益
処
分

二
際
シ
テ
ハ
八
年
度
分
同
様
考
慮

ヲ
要
ス
ベ
キ
事
ト
ナ
ル
ベ
シ
。

五
、
尚
本
案
は
利
益
処
分
ノ
ミ
ノ
変
更

ニ
シ
テ
特
別
財
産
組
入
額

二
就
キ
テ
ハ
原
案
ノ
侭
ト
ス
（註
、
第
１６
表
参
昭
じ
。

（資
料
１７
）



会
計
課
主
計
係
起
案
主
雑
第
九
号

提
出
　
昭
和
十
年
七
月

一
日
　
　
決
済
　
同
年
七
月
十
五
日

昭
和
九
年
度
利
益
処
分
並

二
特
別
財
産
組
入
ノ
件

合
資
会
社
昭
和
九
年
度
決
算
別
表
ノ
通
リ
ニ
候
処
、
左
記
ノ
通
り
利
益
処
分
並

二
特
別
財
産
組
入
ノ
事

二
御
決
定
相
成
可
然
哉
。
（中
略
）

説
明

ノ
否
認
ヲ
加

へ
総
額

一
、
五
九
二
万
円
（内
非
課
税
所
得

一
五
万
円
）
ト
モ
ナ
ル
ベ
キ
見
込
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
今
従
前
ノ
利
益
処
分
方
針

二
従
ヒ

加
算
税
ヲ
免
レ
ン
ト
セ
バ
、
査
定
純
益
ノ
七
割
ヨ
リ
否
認
金
中
社
外
支
出
タ
ル
ベ
キ

特
命
支
出
等
　
　
　
　
エハ
四
万
円

諸
寄
附
　
　
　
　
　
一
〓
一〇

〃

其
他
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〃

合
計
　
　
　
　
　
一
九
九

″

ヲ
差
引
キ
タ
ル
残
額
即
チ
九

一
五
万
円
ノ
配
当
ヲ
為
ス
ヲ
要
ス
ベ
シ
。
然
ル
ニ
斯
カ
ル
多
額
ノ
配
当
ヲ
行
フ
時

ハ
、
本
家
昭
和
十

一
年
分
所

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
三

△

資

社
日【]
禾日

償 炭 諸 特 九
合 却 破 寄 命 年
計 其 株 附 支 度

他 減   出 純
資   等 益
損     ハ

前
言己

四   二 一   ノ
九 一 八 三 六 通
三 〇 九 〇 四 リ
″ 〃 〃 〃 万 一

円  ｀

´

―

 ○
註 九

支寄○局理  ｀

営慰召T電  董

]曾
:曾ξ ]

れ合れい ス
ら資ない ル

崚倉
し
:お  

ニ
ず のまる
れ業た使
も務室途
家 と戸不
長直台明



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
四

得

ハ
六

一
六
万
円
乃
至
六
四

一
万
円
（此
ノ
差
異

ハ
合
資
会
社
昭
和
九
年
度
所
得
審
理

二
於
テ
否
認
セ
ラ
ル
ベ
キ
特
命
支
出
等
六
四
万
円
ヲ

本
家
所
得

二
綜
合
セ
ラ
ル
ル
場
合
之
ヲ
配
当
卜
見
ル
カ
賞
与
卜
認
ム
ル
カ
ニ
ヨ
ル
）
ノ
巨
額
ト
ナ
リ
、
例
年
所
得
ト
ノ
権
衡
上
適
当
ナ
ラ
ズ
。

然
ル
ニ
醗
ツ
テ
住
友
家
会
計
今
後

一
ヶ
年
間
ノ
収
支
関
係
ヲ
予
想
ス
ル
ニ
、
合
資
会
社
ヨ
リ
ノ
配
当
金
収
入
ヲ
除
外
ス
ル
時

ハ
、

支
出
　
本
社
ヨ
リ
ノ
借
入
金
返
済
　
　
　
　
一
一
〓

一万
円

本
家
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
″

特
命
支
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
″

所
得
税
（十
年
分
）
　
　

　

　

　

　

一
三
二

〃

其
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一人
″

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

一
〇
〃

収
入
　
連
系
会
社
配
当
金
等
　
　
　
　
　
　
　
エハ
○
〃

差
引
　
　
支
　
超
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
〇

〃

ト
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
合
資
会
社
配
当
金
対
本
家
分
四
五
〇
万
円
、
対
両
分
家
分
二
〇
万
円
合
計
四
七
〇
万
円

ハ
、
最
少
限
度
ト
シ
テ
必
要
ノ
モ

ノ
ナ
ル
ベ
シ
。

更

二
本
家
将
来
ノ
相
続
税
納
付
ヲ
考
フ
ル
ニ
、
仮

二
相
続
財
産
価
格
ヲ
前
回
卜
同
額

一
億
六
千
六
百
二
十
万
円
卜
仮
定
ス
ル
モ
、
現
行
法

ニ

依
ル
税
額

ハ
、
当
時
ノ
約
倍
額
即
チ
ニ
、　
一
四
七
万
円
ノ
多
額
ト
ナ
リ
、
之

二
財
産
ノ
増
殖
、
将
来
ノ
税
率
引
上
等

ヲ
考
慮
ス
ル
時

ハ
、
更

二
多
額
ト
ナ
ル
ベ
キ
事
必
然
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
相
続
税
準
備
金
積
立
ノ
急
務
ナ
ル
事
云
フ
迄
モ
無
カ
ル
ベ
シ
。
而
シ
テ
今
年
四
歩
ノ
複
利
ヲ
以

テ
年
々
積
立
増
殖
ス
ル
モ
ノ
ト
セ
バ
、
準
備
金
残
高

積
立
年
数
／
年
積
立
高
　
　
　
　
　
五
〇
万
円
　
　
　
　
　
　
七
五
万
円
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円



二
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
八
九
　
　
　
　
　
一
一、
二
三
三
　
　
　
　
一
一、
九
七
八

二
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一、
〇
八
二
　
　
　
　
　
一二
、　
〓

〓
二
　
　
　
　
四
、　
王
ハ
五

三
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一、
八
〇
四
　
　
　
　
　
四
、
二
〇
六
　
　
　
　
五
、
六
〇
八

一二
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
、
六
八
〓
一　
　
　
　
　
　
五
、
五
一
一四
　
　
　
　
　
七
、
三
六
五

ト
ナ
リ
、
年
五
〇
万
円
程
度
ノ
積
立
ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
未
ダ
充
分
ナ
リ
ト
云
難
カ
ル
ベ
ク
、
今
回
ノ
如
ク
合
資
会
社
純
益
大
ナ
ル
年
度

二
於
テ

配
当
ヲ
増
加
シ
、
可
及
的
多
額
ノ
積
立
ヲ
為
シ
オ
ク
ラ
適
当
ト
ス
ベ
シ
。
依

ツ
テ
昭
和
十
年
度
積
立
ヲ
一
〇
〇
万
円
ト
ス
ル
時

ハ
、
暴
ノ
不

足
金
四
五
〇
万
円
卜
併
セ
五
五
〇
万
円
ノ
配
当
ヲ
受
ク
ル
ヲ
要
ス
ベ
ク
、
合
資
会
社
ト
シ
テ
ハ
両
分
家
分
二
〇
万
円
ヲ
併
セ
、
配
当
金
総
額

五
七
〇
万
円
ト
ナ
ル
ベ
シ
。

以
上
本
家
ノ
所
得
並

二
収
支
関
係
ヨ
リ
見
テ
、
合
資
会
社
昭
和
九
年
度
配
当
金
五
七
〇
万
円

ハ
、
必
要
且
適
当
卜
認
メ
ラ
ル
ル
モ
尚
税
務
関

係
損
益
ヲ
考
慮
ス
ル
ニ
、
加
算
税
ヲ
免
ル
ル
為
九

一
五
万
円
ノ
配
当
ヲ
行
フ
方
本
案
五
七
〇
万
円
配
当
ノ
場
合
ヨ
リ
合
資
会
社
並

二
本
家
ヲ

通
ジ
テ
見
タ
ル
税
関
係

二
於
テ

一
応
若
干
有
利
ナ
ル
モ
、　
一
面
加
算
税
納
付

二
依
ル
其
ノ
後
ノ
減
税
益
ヲ
考
慮
ス
ル
時

ハ
、
右
税
負
担
差
異

著
シ
ク
縮
少
セ
ラ
レ
、
損
益
大
差
無
キ
モ
ノ
ト
考

ヘ
ラ
ル
ル
ヲ
以
テ
、
前
記
利
益
処
分
案

二
影
響
ス
ル
事
無
カ
ル
ベ
シ
。

因
ミ
ニ
右
両
場
合
ノ
税
関
係
次
ノ
如
シ
。

配
当
金
総
額
　
　
　
　
合
資
会
社
加
算
税
　
　
　
　
本
家
所
得
　
　
　
　
本
家
所
得
税

九

一
五
万
円
　
　
　
　
　
　
　
―
　
万
円
　
　
　
　
エハ
王
ハ
万
円
　
　
　
一
一七
〇
万
円

六
四

一
″
　
　
　
　
一
一人
三
″

五
七
〇
″　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一七

″
　
　
　
　
　
四
〇
九

″
　
　
　
　
一
六
五
″

四
三
四
″
　
　
　
　
一
七
八
″

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
五



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
六

（註
）
本
家
所
得
並

二
所
得
税
欄
右
側
数
字

ハ
合
資
会
社
昭
和
九
年
度
特
命
支
出
等
六
四
万
円
ヲ
配
当
金
ト
シ
テ
綜
合
セ
ラ
ル
ル
場
合

ニ
シ

テ
、
左
側
数
字

ハ
之
ヲ
賞
与
ト
シ
テ
綜
合
セ
ラ
ル
ル
場
合
ナ
リ
。

右
表

二
於
テ
見
ル
如
ク
、
合
資
会
社
ノ
特
命
支
出
等

ヲ
本
家
所
得

二
綜
合
セ
ラ
ル
ル
場
合
、
配
当
金
所
得
卜
認
メ
ラ
ル
ル
方
四
割
控
除
ノ
関

係

ニ
テ

一
三
万
円
ノ
減
税
ト
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
且
従
来

ハ
会
社
損
金
ヲ
取
止
メ
対
本
家
配
当

二
振
替

フ
ル
事
認
メ
ラ
レ
来
レ
ル
ヲ
以
テ
、
合
資

会
社
所
得
申
告
等

二
於
テ
右
特
命
支
出
等
損
金
六
四
万
円
ヲ
取
止
メ
、
配
当
金
額
ヲ
六
四
万
円
乃
至
六
五
万
円
（端
数
調
節
）
増
額
シ
テ
届
出

ヅ
ル
ヲ
適
当
ト
ス
ベ
シ
。

尚
利
益
処
分

二
関
聯
シ
テ
社
則

二
依
ル
特
別
財
産
組
入
額

ニ
ツ
キ
考

フ
ル
ニ
、

年
　
度
　
　
　
　
　
　
　
　
純
損
益
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
入
額

昭
和
六
年
度
　
　
　
　
　
　
　
一
二
ハ
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
万
円

七
　
　
　
　
　
　
　
一
八
六
″
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇

〃

八
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
九

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
〃

九
　
　
　
　
　
　
一
、
〇
九
九

″
　
　
　
　
　
　
　
（案
￥

一〇

〃

ナ
ル
情
勢
ヨ
リ
見
テ
、
本
案
ノ
通
り
三
〇
万
円
積
立
ヲ
以
テ
適
当
卜
認
メ
ラ
ル
。

（資
料
１８
）

会
計
課
主
計
係
起
案
主
雑
第
七
号

提
出
　
昭
和
十

一
年
六
月
二
十
五
日
　
　
決
裁
　
同
年
七
月
二
十
五
日

昭
和
十
年
度
合
資
会
社
利
益
処
分
　
並
　
特
別
財
産
組
入
ノ
件

別
紙
合
資
会
社
昭
和
十
年
度
決
算
ノ
結
果
二
基
キ
、
左
記
ノ
通
り
利
益
処
分
並
特
別
財
産
組
入
相
成
可
然
乎
。
（中
略
）



説
明

一
、
配
当
方
針

２

）
本
家

二
対
シ
巨
額
ノ
配
当
ヲ
ナ
ス
ト
キ
ハ
、
所
得
決
定

二
際
シ
新
聞
紙
上
大
々
的

二
喧
伝
セ
ラ
ル
ベ
キ
ハ
、
既
往

二
徴
シ
明
ナ
ル
所

ニ

シ
テ
、
斯
ノ
如
キ
ハ
現
下
ノ
社
会
状
勢
上
誠

二
好

マ
シ
カ
ラ
ザ
ル
次
第

二
付
、
此
際

ハ
能

フ
限
り
配
当
ヲ
抑
制
シ
、
社
内

二
留
保
ス
ル

コ
ト
蓋
シ
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
ベ
シ
。

公
し
本
家

ヘ
ノ
配
当
金
額

ハ
、
本
家
ノ
必
要
経
費
等
ヲ
支
弁
シ
タ
ル
上
多
少
ノ
予
備
金

ヲ
剰
ス
程
度

二
止
ム
ル
コ
ト
亦
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
ベ
シ
。

二
、
本
案

本
案

ハ
右
方
針

二
基
キ
、
家
長
公

二
対
ス
ル
配
当
金
ヲ
三
二
五
万
円
、
総
配
当
金
ヲ
二
五
〇
万
円

二
止
メ
ン
ト
ス
。

２

）
本
案

ニ
ヨ
ル
明
年
度
本
家
所
得

明
年
度

ハ
各
種
増
税
必
至
卜
見
ラ
レ
、
個
人
所
得
就
中
多
額
所
得

ニ
ハ
相
当
税
率
ノ
増
加
免
レ
難
キ
所
卜
認
メ
ラ
ル

ヽ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

配
当
所
得

二
付
テ
ハ
現
在
四
割
控
除
ヲ
認
メ
ラ
ル

ヽ
処
控
除
ノ
減
廃
何
レ
カ
避
ケ
難
キ
雲
行

ニ
シ
テ
、
右
改
正
ノ
暁

ハ
ニ
方
ヨ
リ
重
課

ヲ
受
ク
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
、
現
行
税

二
比
シ
多
額
ノ
増
税
ヲ
来
ス
ベ
シ
。

殊

二
本
家
所
得
ノ
如
キ
ハ
、
殆
ド
配
当
収
入
ヨ
リ
成
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
之
ガ
影
響
多
大
ナ
ル
ベ
キ
ハ
言
ヲ
侯
タ
ズ
。
即
チ
本
案

ニ
ヨ
ル

明
年
度
家
長
公
所
得
並
税
金
ヲ
予
想
セ
バ
左
ノ
如
シ
。

所
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
金

控
除
全
廃

ノ
場
合
　
　
　
一壬

一七
万
円
　
　
本
附
加
税
五
割
増

ノ
場
合

本
税
五
割
増

・
附
加
税

ハ
控
除
廃
止
分
丈
増

ノ
場
合

三
割
控
除
ノ
場
合
　
　
　
一
工
全

７
　
　
　
本
附
加
税
五
割
増

ノ
場
合

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

八
九
万
円

七

一
″

四
七

″
七
八
七



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
八

本
税
五
割
増

・
附
加
税

ハ
控
除
廃
止
分
丈
増
ノ
場
合

　
一
〓
〓
万

現
行
四
割
控
除
ノ
場
合

　
一
九
七
″
　
　
　
本
附
加
税
五
割
増
ノ
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
〃

本
税
五
割
増

・
附
加
税

ハ
控
除
廃
止
分
丈
増
ノ
場
合
　
　
九
四
〃

現
行
税
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
九

〃

（註
）
本
年

・
既
往
ノ
　
　
　
　
所
得
（収
入
）
　

　

並
　
　
　
　
　
税
金

十

一
年
度
　
　
　
　
四
〇
二
全
全
ハ
五
）
万
円
　
　
　
　
　
一
エハ
一
万
円

十
　
　
　
　
　
　
　
一
一九
六
（
四
五
四
）
〃
　
　
　
　
　
　
一
一
一
リ

九
　
　
　
　
　
　
　
一
六
五
公
一七
三
）
〃
　
　
　
　
　
　
　
五
八
″

八
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

一
２

六
七
）
〃
　
　
　
　
　
　
　
一壬
二
〃

七
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
２

六
七
）
″
　
　
　
　
　
　
　
一壬
二
〃

即
チ
増
税
ノ
輪
郭

ハ
未
ダ
明
ナ
ラ
ザ
ル
モ
、
本
案

ニ
ヨ
ル
明
年
度
家
長
公
所
得

ハ
、
大
体
三
百
万
円
内
外
ヲ
ロ
安
ト
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

公
じ
本
案

ニ
ヨ
ル
本
家
収
支

本
家
ノ
収
支

ハ
、
本
案

ニ
ヨ
リ
必
要
経
費
等
ヲ
支
弁
シ
タ
ル
上
、
差
シ
当
り
五
十
万
円
ノ
予
備
金

ヲ
剰
ス
コ
ト

ヽ
ナ
ル
。
右
予
備
金

ハ

臨
時
特
別
ノ
使
途

二
充
テ
ラ
ル
ベ
ク
、
其
ノ
必
要
ナ
キ
ト
キ
ハ
相
続
税
ノ
準
備

二
充
テ
ラ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
。

Ｔ
し
本
家
相
続
税
ノ
積
立

「相
続
税
」
亦
相
当
増
税
ヲ
免
レ
ザ
ル
模
様
ナ
ル
ガ
、
現
在
本
家
財
産
ヲ
二
億
円
卜
仮
定
シ
、
之
ガ
相
続
税
額
ヲ
年
三
分
五
厘
ノ
複
利

ヲ
以
テ
向
三
十
五
年
間

二
積
立
ツ
ル
モ
ノ
ト
セ
バ
、
左
ノ
如
シ
。

税
額
　
　
　
　
　
　
　
毎
年
積
立
ツ
ベ
キ
額



現
行
税
額
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一、
五
人
七
万
円
　
　
　
　
　
　
一二
九
万
円

現
行
税
ノ
十
割
増
税
ノ
場
合
　
五
、　
一
七
三
〃
　
　
　
　
　
　
　
七
八
″

惟
フ
ニ
相
続
税
ノ
積
立

ハ
、
将
来
ノ
準
備
ト
シ
テ
最
モ
必
要
事

二
属
シ
、
且
未
ダ
殆
ド
積
立
金
ナ
キ
現
状
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
十
年
度
当
社

ノ
如
キ
巨
額
ノ
純
益

二
付
テ
ハ
本
来
増
配
ヲ
ナ
シ
、
右
積
立

二
資
ス
ル
ヲ
適
当
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
、
未
曾
有
ノ
事
変

ニ
ヨ
ル
社
会

情
勢
ノ
変
化

二
鑑
ミ
、
充
分
ノ
配
当
並
積
立
ヲ
実
施
シ
得
ザ
ル
ヲ
遺
憾
ト
ス
。
而
シ
テ
遠
カ
ラ
ズ
各
種
税
金
就
中
相
続
税
等
増
税
ノ
全

貌
明
ト
ナ
リ
タ
ル
上
、
今
後
ノ
社
会
情
勢
ノ
推
移
ヲ
モ
稽

へ
、
相
続
税
準
備
積
立
ノ
方
策
ヲ
考
究
ス
ル
コ
ト

ヽ
致
度
シ
。

（四
）
税
務
署

二
対
ス
ル
申
告

合
資
会
社
純
益
並
家
長
公

二
対
ス
ル
配
当
金

ハ
前
例

二
準
ジ
、
本
社
特
命
支
出
中
五
十
万
円
ヲ
加
算
申
告
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
。

合
資
会
社
純
益
　
　
　
　
　
一
一、
○
〇
七
万
円
　
　
　
一
一、
〇
五
七
万
円

家
長
公

二
対
ス
ル
配
当
金
　
　
　
一
言
一五
″
　
　
　
　
　
　
一
一七
五
″

総
配
当
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一五
〇

〃
　
　
　
　
　
　
一二
〇
〇

〃

（五
）
配
当
及
留
保
ノ
税
金
損
益

前
記
ノ
如
ク
明
年
度
配
当
所
得

二
対
シ
テ
ハ
、
控
除
改
正
卜
増
率
ト
ニ
ヨ
リ
重
課
セ
ラ
ル
ベ
ク
、
自
然
同
族
会
社
ノ
留
保

二
対
ス
ル
加

算
税
モ
之
卜
権
衡
上
大
体
同
様
ノ
税
額
迄
増
率
セ
ラ
ル
ベ
キ
コ
ト
想
像

二
難
カ
ラ
ズ
。
然
レ
ド
モ
現
在

ハ
過
渡
期

二
付
、
十
年
度
純
益

ノ
留
保

二
対
ス
ル
加
算
税

ハ
現
行
法

ニ
ヨ
リ
課
税
セ
ラ
レ
、
同
配
当

二
対
シ
テ
ハ
改
正
税
ノ
適
用
ヲ
受
ク
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル
ベ
キ
ヲ
以
テ
、

案
ノ
如
ク
留
保
ス
ル
方
増
配
ス
ル
ヨ
リ
モ
税
上
有
利
ナ
ル
ハ
、
殆
ド
疑
ヲ
容
レ
ザ
ル
所
ト
ス
。

三
、
利
益
処
分
関
聯
シ
テ
社
則

ニ
ヨ
ル
特
別
財
産
組
入
額

二
付
考
フ
ル
ニ
、

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
九
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友
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）

七
九
〇

純
益
　
　
　
　
　
　
　
　
組
入
額

昭
和
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
六
万
円
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
万
円

八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
九

″
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇

〃

九
　
　
　
　
　
　
　
一
、
〇
九
九

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇

〃

十
　
　
　
　
　
　
　
一
一、
○
〇
七

〃
　
　
　
　
　
　
（案
）
五
〇

″

右
情
況

ニ
ヨ
リ
本
案
ノ
通
り
組
入
ル

ヽ
コ
ト

ヽ
致
度
シ
。

備
考

一
、
本
家
所
得
卜
新
聞
報
導

毎
年
個
人
所
得
ノ
決
定
時
期

二
於
テ
、
多
額
所
得
ノ
報
導

ハ
最
モ
ニ
ュ
ー
ス

・
バ
リ
ュ
ー
高
キ
ト
見

工
、
当
地
大
小
新
聞
競

ツ
テ
之
ガ
探

訪

二
努
ム
ル
結
果
、
近
来

一
年
ト
シ
テ
此
種
報
導
ナ
カ
リ
シ
ヨ
ト
ナ
ク
、
之
ガ
報
導

二
当
リ
テ
ハ
即
チ
本
家
所
得

二
関
シ
世
人
ノ
視
聴
ヲ

惹
ク
程
ノ
見
出
シ
ヲ
附
セ
ザ
ル
ハ
ナ
ク
、
或

ハ
家
長
公
ノ
写
真
ヲ
モ
掲
載
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
本
年
ノ
如
キ
ハ
、
右
報
導

ヲ
ナ
セ
ル
モ
ノ
大

小
十
新
聞
ノ
多
キ
ニ
及
ベ
リ
。

抑
モ
個
人
所
得

ハ
、
税
法
上
税
務
当
局

二
於
テ
公
表
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
居
り
、
又
当
方

ニ
テ
モ
年
々
関
係
当
局

二
対
シ
厳
重
之

ガ
取
締
り
方
ヲ
陳
情
シ
来
リ
タ
ル
次
第
ナ
ル
ガ
、
近
時
関
係
当
局

二
於
テ
モ
相
当
取
締
リ
ニ
努
メ
居
レ
ル
モ
ノ

ヽ
如
ク
、
昨
年
モ
本
年
モ

概
ネ
実
際
ヨ
リ
ハ
低
額
ヲ
推
定
若

ハ
誤
報
シ
、　
一
モ
確
報
ト
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
カ
リ
シ
モ
、
必
シ
モ
之
ヲ
以
テ
今
後

ヲ
律
シ
難
ク
、
将
来
此

種
報
導
ヲ
絶
ツ
コ
ト
ハ
至
難
ト
モ
見
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

二
、
本
案

ニ
ヨ
ル
本
家
収
支
並
家
長
公
所
得
ノ
内
容
、
即
チ
左
ノ
如
シ
。

本
家
収
支
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
長
公
明
年
度
所
得



本
社
配
当
金
　
　
　
　
　
一
三
二
〇
万
円

申
告
上
同
加
算
分

連
系
会
社
配
当
金
等
　
　
　
五
〇

〃

其
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〃

本
家
費
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九

〃

十

一
年
度
分
税
金
　
　
　
一
六
三
〃

本
社

へ
返
金
　
　
　
　
　
　
一
〇
〃

差
引
予
備
金
　
　
　
　
　
　
五
〇
〃

三
、
合
資
会
社
十
年
度
純
益

二
対
ス
ル
税
金

貧

）
純
益

帳
簿
純
益
　
　
　
　
　
　
一
一、
〇
〇
七
万
円

申
告
加
算
分
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

〃

計
　
申
告
純
益
　
　
　
一
一、
〇
五
七

″

寄
附
等
否
認
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇

″

償
却
等
否
認
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
″

計
　
認
定
純
益
　
　
　
一
一、　
一
七
九

〃

含
じ
税
金
（現
行
税
）

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

配
当
控
除
全
廃

ノ
場
合

三
二
五
万
円

五
〇

″

五
〇

″

一
一
〃

所
得
計
　
　
一壬

一七
″

三
割
控
除
ノ
場
合

一
八
〇
万
円

四
〇

″

四
〇
″

一
一
〃

一　
一二
ハ
一　
一
″

七
九

一



第
四
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住
友
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会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
二

課
税
標
準
　
　
　
　
　
　
本
税
　
　
　
　
　
　
　
附
加
税
　
　
　
　
　
　
　
計

普
通
所
得
税
　
　
　
　
　
一
一、　
エ
ハ
五
万
円
　
　
　
　
一
〇
七
万
円
　
　
　
　
一二
八
万
円
　
　
　
　
一
四
五
万
円

超
過
所
得
税
　
　
　
　
　
　
　
四

一
二
〃
　
　
　
　
　
　
一
六
〃
　
　
　
　
　
　
エハ
″
　
　
　
　
　
　
一
三
一
〃

加
算
税
　
　
　
　
　
　
　
一
、　
一
四
五

″
　
　
　
　
　
一三
二
九

〃
　

　

　

　

一
一
九

″
　
　
　
　
　
四
五
八

〃

計
　
第

一
種
所
得
税
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
二
〃
　
　
　
　
一
工釜

フ
　
　
　
　
　
エ全

一五
〃

営
業
収
益
税
　
　
　
　
　
一
一、
○
〇
二
″
　
　
　
　
　
　
工全
ハ
″
　
　
　
　
一
一
〇
〃
　
　
　
　
　
一
七
六
〃

臨
時
利
得
税
　
　
　
　
　
　
九
四
三
″
　
　
　
　
　
　
九
四
″
　
　
　
　
　
　
―
　
　
　
　
　
　
　
九
四
〃

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上全

〓
万
　
　
　
　
一
一七
三
″
　
　
　
　
　
八
九
五
″

即
チ
空
前
ノ
純
益

二
対
シ
未
曾
有
ノ
税
金
計
八
九
五
万
円

二
上
ル
ベ
ク
、
認
定
純
益
二
、　
一
七
九
万
円

二
対
シ
四

一
％
ノ
高
率

二
当
レ
リ
。

而
シ
テ
臨
時
利
得
税
並
超
過
所
得
税
ノ
如
キ
ハ
（註
、
臨
時
利
得
税
は
昭
和
十
年
度
予
算
で
創
設
さ
れ
た
。
又
超
過
所
得
税
は
既
に
大
正
九
年
の
税

制
改
正
で
導
入
さ
れ
て
い
た
が
、
法
人
の
所
得
が
資
本
金
の
一
割
を
超
え
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
た
め
、　
こ
れ
ま
で
合
資
会
社
の
所
得
が
該
当
す
る
こ
と

は
な
か
つ
た
）未
ダ
経
験
セ
ザ
リ
シ
所
ナ
リ
ト
雖
モ
、
両
者
計

一
一
六
万
円

ニ
テ
差
シ
テ
巨
額
ト
ナ
ス
ニ
足
ラ
ズ
。
最
大
ノ
税

ハ
加
算
税

ニ

シ
テ
計
四
五
八
万
円

二
上
り
、
税
金
合
計
八
九
五
万
円

二
対
シ
五

一
％
ノ
多
キ
ヲ
占
ム
。
而
シ
テ
之
ヲ
免
レ
ン
ガ
為

二
配
当

ヲ
ナ
サ
ン
カ
、

改
正
税

ニ
ヨ
リ
邊

二
多
額
ノ
第
三
種
所
得
税
ヲ
賦
課
セ
ラ
ル
ベ
キ
見
込
ナ
ル
コ
ト
既
述
ノ
通
リ
ナ
リ
。

四
、
三
井
及
三
菱
本
家
各
所
得
ト
ノ
比
較

右
比
較
左
ノ
如
シ
。

昭
和
九
　
　
　
　
一
〇
　
　
　
　
　
一
一　
　

　

一
一
一年
度
予
想
　
配
当
控
除
三
割
ノ
場
合
　
同
控
除
全
廃
ノ
場
合

家
長
公
　
　
一
六
五
万
円
　
　
一
一九
六
万
円
　
　
四
〇
二
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
工
全

一万
円
　
　
　
　
　
一■

一七
万
円



三
井
高
公
　
一二
五
八
″
　
　
　
一
〓
一六
〃
　
　
　
一
一五
四
〃
　
　
　
＝
　
　
　
　
　
　
一壬
二
八
〃
　
　
　
　
　
　
四
二
三

〃

岩
崎
久
弥
　
一
五
六
″
　
　
　
一
一〇
四
″
　
　
　
一
一〇
八
〃
　
　
　
＝
　
　
　
　
　
　
一
一七
八
〃
　
　
　
　
　
　
一二
四
七

″

（註
￥

一井
、
三
菱
分
十

一
年
度
所
得

ハ
配
当
収
入
ノ
ミ
ョ
リ
ナ
ル
モ
ノ
ト
仮
定
シ
、
十
二
年
度
モ
同

一
額
卜
仮
定
ス
。

若
シ
十
二
年
度
三
井
及
三
菱
各
本
家
ノ
所
得

ニ
シ
テ
大
体
右
ノ
如
シ
ト
セ
バ
、
本
案

ニ
ヨ
ル
家
長
公
ノ
明
年
度
所
得
モ
略
之
等
卜
権
衡
ヲ

得
、
適
当
額
卜
認
ム
ベ
キ
カ
。

〓
一

投

資

活

動

こ
の
期
間
の
合
資
会
社
の
投
資
活
動
の
う
ち
、
起
業
支
出
に
つ
い
て
は

一
連
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
建
設
と
鴻
之
舞
鉱
山
や
朝
鮮
の
金
山
等

直
轄
鉱
山
の
設
備
投
資
が
目
に
つ
く
程
度
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次
節

「
四
　
資
金
調
達
」
で
連
系
会
社
の
起
業
支
出
と
併
せ

て
考
察
す
る
こ
と
と
し
、
本
章
で
は
持
株
会
社
と
し
て
の
有
価
証
券
投
資

に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

合
資
会
社
が
保
有
す
る
有
価
証
券
は
、
昭
和
六
年
２

九
二
こ
に
は
前
年

の
三
二
八
万
円
に
続
い
て

一
九
二
万
円
と
い
う
評
価
損
を
出
し

な
が
ら

一
億
六
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
、
昭
和
九
年
に
は
連
系
会
社
の
株
式
が
増
資
と
設
立
の
払
込
に
よ
り

一
挙
に

一
二
〇
〇
万
円
余
も
増
加

し
た
た
め
、　
一
億
八
〇
〇
〇
万
円
に
達
し
た
。
し
か
し
昭
和
十
年
に
は
住
友
金
属
株
式

の
分
譲
に
よ
り
、
連
系
会
社
株
式
が
逆
に

一
七
八
〇

万
円
も
減
少
し
た
た
め
、
全
体
と
し
て

一
億
六
〇
〇
〇
万
円
台

へ
後
退
す
る
結
果
と
な

っ
た
（第
１７
表
）。

こ
の
こ
と
は
、　
こ
れ
ま
で

「
そ
の

他
の
住
友
系
企
業
」
か
ら
連
系
会
社

へ
の
移
行
に
よ
り
、
連
系
会
社
株
式
の
保
有
が
増
大
し
て
き
た
傾
向

に
転
機
を
画
す
る
も
の
で
、
連
系

会
社
の
数
が
増
え
て
い
っ
て
も
、
株
式

の
一
部
を
他
の
連
系
会
社
が
保
有
す
る
な
ど
の
方
法
で
、
資
金
調
達
の
方
法
は
多
様
化
し
は
じ
め
て

き
た
。
そ
の
な
か
で
こ
の
時
期
の

「
そ
の
他
の
住
友
系
企
業
」
の
株
式

の
保
有
は
、
残
高
は
ま
だ
少
な
い
が
伸
び
は
大
き
く
、
ま
た

「住
友

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
三



第 17表 住友合資会社の配当利息収入と投資利回り

種  類 昭和 6年 7年 8年 9年 10年 11年

A
国 債   B

C

122,770

1,814,961

676

132,829

2,166,387

613

137,297

2,573,187

534

155,230

2,573,187

603

155,468

2,721,251

571

141,835

2,303,461

616

地方債

Ａ

Ｂ

Ｃ

9,790

163,800

598

9,790

162,050

604

9,680

162,050

597

6,381

144,050

443

17,125

543,600

315

25,926

443,325

585

社 債

Ａ

Ｂ

Ｃ

185,230

20,074

1,034,457

194

50,889

1,391,513

366

64,062

1,304,126

491

A
株 式   B

C

A
連系会社  B

C

その他の  A
住友系  B
企 業   C

住友系  A
以外の  B
企 業   C

5,213,307

158,999,126

328

4,264,070

159,573,126

267

3,254,559

143,423,363

227

114,544

3,960,867

289

894,966

12,188,896

734

6,772,252

162,006,614

418

10,996,769

177,750,489

619

11,121,144

160,992,077

691

9,078,391

137,806,896

659

8,681,963

164,610,070

527

6,516,039

137,852,518

473

829,857

7,881,013

1053

1,336,066

18,876,538

708

4,303,511

144,931,746

297

96,456

2,377.811

406

5,576,704

143,198,459

389

9,382,643

155,588,158

603

362,743

5,182,847

700

832,804

13,625,308

611

394,901

7,047,072

560

754,279

7,385,880

1021

813,339

11,689,568

696

1,219,223

15,115,258

807

1,288,472

15,799,300

816

有価証券合計

Ａ

Ｂ

Ｃ

5,345,868

160,977,877

332

4,406,689

161,901,564

272

6,919,229

164,927,082

420

11,178,455

181,502,184

616

11,344,627

165,648,442

685

8,913,788

168,660,982

529

第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

註 :Aは 利泊または配当金、Bは残高(以 L単位円、円未満切 り捨て)、 Cは 利回 り(単位 :%)。

出典 :本節の以 下の諸表は元帳及び総有価証券元帳か ら作成 した。

七
九
四

系
以
外

の
企
業
」
の
株
式
の
保
有
は
、

各
種

の
付
き
合
い
投
資
や
満
鉄
の
増
資

払
い
込
み
、
そ
の
他

の
旧
植
民
地
の
拓

殖
会
社
な
ど
の
国
策
援
助
等

の
理
由
に

よ
り
、
着
実
に
増
加
す
る
こ
と
と
な

っ

た
。投

資
利
回
り
は
、
確
実
な
債
券
類
が

増
加
す
る

一
方
（第
１８
表
）
、
景
気

の
好

転
と
と
も
に
株
式

の
復
配

・
増
配
が
相

次

い
だ
た
め
、
著
し
く
改
善
さ
れ
た
。

特
に
連
系
会
社
以
外

の
住
友
系
企
業
の

株
式

の
利
回
り
は
、
昭
和
十
年
か
ら
平

均

一
〇
％
を
超
え
る
高
利
回
り
と
な

っ

た
が
、
中
で
も
日
本
板
硝
子
２

ニ
ー
一

八
％
）
、
帝
國
酸
素
２

五
％
）
、
大
日
本

鍍
業
２

０
１
一
五
％
）
、
土
肥
金
山
２

二
％
）
な
ど
が
高
配
当

の
企
業

で
あ

っ

た
。



第 18表 国債証券・地方債証券・社債券明細表
(単位 :円 、円未満切 り捨て )

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

柄銘 昭和 5`=末
6～ H年増減

11年末
年 内容 金  額

国 債 証 券

無 記 名 甲 い 号五 分 利 公 債

無 記 名 甲 ろ 号
‐五 分 利 公 債

無 記 名 特 りU五分 利 公 イ責

第 251」 五 分 利 国 イ責

い 号 四 分 1■ 利 国 債

第 40回 五 分 利 国 イ責

第 50同 五 分 利 国 債

は 号 三 分 半 利 国 債

合  計

184,725
2,639,880

317986

3,142,542

６

６

　

７

８

・０

６

■

８

・。

Ｈ

　

・。

Ｈ

　

Ｈ

却

却
入
入
人

還

入
還

入
入
還
損

入
還
損

入

売

売
一員
買
買

償

買
償

買
買
償
＋
買
償
十
買

△ 184,725
△ 1,755,320

309,675
351,426
204,000

△ 317,936
302,790

△ 302,790
202,800
103,575

△ 100,000
△ 3,575
362,425

△ 350,000
△ 12,425
351,000

△ 839,080

0

1,749,661
0

0
202,800

0

0
351,000

2,303,461

地 方 債 証 券

大 阪 市 築 港 公 債

大 阪 市 電 気 鉄 道 公 債

大 阪 市 高 速 鉄 道 公 債

大 阪 :ド 電 気 事 業 公 債

神 戸 市 水 道 拡 張 公 債

大 阪 市 都 市 計 画 事 業 公 債

大 阪 市 い 号 公 債

合  言|

45,900

117900

163800

７

Ｈ

７

９

９

Ｈ

‐。

‐。

１０

１０

償 還
償 還

償 還
償 還

買 入
償 還

買 人

買 入

買 入

買 人

△ 850
△ 1,275

△ 900
△ 117,000

99,000
△ 99,000
101,150
99,400
99,500
99,500

279.525

43,775

0

0
101,150
99,400
99,500
99,500

443,325

社 債 券

阪 神 電 気 鉄 道 社 債 第 9回

″    第 10回
〃      第 12回

王 子 製 紙 社 債 第 12回

第 13回

阪 神 急 行 電 鉄 社 債 第 6回

興 業 債 券 第 169回

〃  第 171回
南 満 洲 鉄 道 社 債 第 38回

〃      第 41回
〃      第 43回
〃      第 50回

勧 業 債 券 第 122回

兵 庫 県 農 工 債 券 第 165回
南 海 鉄 道 社 債 第 6回
大 阪 農 工 債 券 第 88回
大 阪 商 船 社 債 第 14回
合  =| 0

８

‐。

９

‐。

８

９

‐。

Ｈ

９

　

‐Ｏ

Ｈ

９

Ｈ

９

Ｈ

９

９

９

‐Ｏ

Ｈ

９

Ｈ

10
10

10
11

入
却

入

入

入
還
還
還

入
還
還
還

人
還

入
還

入

入

人

人

入

入
還
損

人

入

入

人

買
売

買

買

買
償
償
償

買
償
償
償

買
償

買
償

買

買

買

買

買

買
償
十
買

買

買

買

85,680
△ 85,680
114,425
84,575
99,550

△ 10,950
△ 12,941
△ 75,658
150,250
△ 4,997

△ 27,046
△ 6,010
99,850

△ 3,994
99,700

△ 99,700
50,350

149,700
100,000
99,750
99,125

100,900
△ 100,000

△ 900
99,350
99,450
99,600
99,750

1,304,126

0
114,425
84,575

0

112,195

95,856

0
50,350

149,700
100,000
99,750
99,125

0
99,350
99,450
99,600
99,750

1304126

七
九
五



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（
下
）

七
九
六

０
　
連
系
会
社
の
株
式

こ
の
期
間
連
系
会
社
と
し
て
新
た
に
設
立
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
九
年

の
住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
、
満
洲
住
友
鋼
管
、
住
友
機
械
製
作
の

三
社
で
あ
り
、
同
じ
九
年

に
は
共
に
連
系
会
社
で
あ
る
住
友
製
鋼
所
と
住
友
伸
銅
鋼
管
が
合
併
し
て
、
住
友
金
属
工
業
が
発
足
し
た
（第
１９

表
）。
こ
れ
ら
の
各
社
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
五
　
店
部

・
連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

合
資
会
社
が
連
系
会
社
か
ら
受
け
取
る
配
当
金
の
中
で
、
四
〇
％
を
超
え
る
高
い
比
重
を
占
め
て
き
た
銀
行

の
配
当
金
は
、
そ
の
伸
び
悩

み
と
他
の
連
系
会
社
の
復
配

・
増
配
と
共
に
、
ほ
ぼ
合
資
会
社
が
保
有
す
る
連
系
会
社
株
式
全
体
に
占
め
る
比
重

に
見
合

っ
た
二
七
％
に
ま

で
低
下
し
た
。
ま
た
従
来
原
則
と
し
て
合
資
会
社
が
保
有
し
て
来
た
連
系
会
社
の
株
式
に
つ
い
て
、
連
系
会
社
も
合
資
会
社
の
保
有
株
式
を

譲
り
受
け
、
他
の
連
系
会
社
の
株
主
と
な
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る
株
式
持
ち
合
い
の
始
ま
り
で
あ
る
。
こ

円

００

株

００
円

103,800

35,000

△1,888,921

3,000,000

△998,254

15.600

3,000,000

750,000

2,250,000

△13,850,000

△901,600

△2,050,000

1,875,000

△450,800

1,424,200

△250.000

0

5,896,800

5,294,864

816,375

10,632,500

3,881,250

875,000

1,800,000

975.000

155,250

70,000

80,000

26.000

4,200,000

△4,543,000

△15,500

28,742

△125,270

△50,108

2,500,000

△2,190,250

△6,375

303,375

△62,500

272,125

3,000,000

7,500,000

2,500,000

13,850,000

△28,166,000

△50,000

△1,500

4,856,250

△975,000

875,000

1,000,000

600,000

200,000

650,000

325,000

(金額は円未満切 り捨て)



第 19表 連系会社の株式

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

銘  柄 (額面)

住友別子鎖山

住友炭破

同 新株

住友製鋼所

同 新株

同 第二新株

住友電線製造所

同 新株

住友肥料製造所

同 新株

住友化学工業

(昭 和 9年 2月 15日 改称)

同 新株

住友伸銅鋼管

同 新株

住友金属工業

(昭和10年 9月 17日 改称)

同 新株

住友アルミニウム製錬

満洲住友鋼管

住友機械製作

株
299,000

187,790

100,000

97,000

120,000

125,000

60,000

140,000

円
14,950,000

9,305,808

1,991,270

4,850,000

3,000,000

6,250,000

3,000,000

2,800,000

12.000,000

6

8

9

9

9

10

9

9

10

10

7

8

6

7

8

11

8

9

9

10

10

11

9

9

9

10

10

11

9

9

10

10

10

11

11

10

11

9

9

10

11

9

11

6～ H年増減

内   容

買入①

買入①
2割減資

払込@30円

2割 減資

買入①

株

3,600

1,000

△38,478

△20,000

300

払込@25円

払込@125円     60,000
払込@375円

合併②     △277,000

売渡③      △18,032

売渡④      △41,000

払込       75,000
売渡③      △18,032

払込@25円

売渡⑤      △5,000

払込@30円

分譲

売却

買入

売渡⑥

売渡⑦

払込

分譲

売却

△90,860

△310

340

△2,500

△1,000

200,000

△175,220

△510

払込@125円

売渡⑥      △2,500

払込@125円

払込@10円

払込       200,000
夕、込@125円

合併②      277,000
分譲      △563,320

売渡③      △1,000

分譲         △30

払込       194,250
売渡⑨      △39,000

払込       70,000
払込       80,000
払込@75円
払込@2511i

払込       26,000
払込@125円

七
九
七



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

の
点

に
つ
い
て
は
次
節

「
四
　
資
金
調
達
」

で
改

め
て
検
討
す

る
こ
と
と
し
た
い
。

七
九
ノ1、

国
　
そ
の
他
の
住
友
系
企
業
の
株
式

連
系
会
社
以
外
の
住
友
系
企
業
の
株
式
に
つ
い
て
は
、
第
２０
表
に
示
し
た
。
こ
の
う
ち
新
た
に
住
友
系
企
業
と
な

っ
た
日
本
電
氣
に
つ
い

て
は
、
「
五
日
　
日
本
電
氣
株
式
会
社
の
経
営

の
承
継
」
を
、
ま
た
大
日
本
鍍
業
、
土
肥
金
山
、
静
狩
金
山
の
三
社
に
つ
い
て
は

「
五
国

直
轄
鉱
山
部
門
の
諸
施
策
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
昭
和
八
年
六
月
工
作
部
の
解
散
に
伴
い

新
た
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（資
料
９
）。

△

△

5,229

△67,140

△86,156

△22,004

13,179

2,768

31,040

△28,395

△990,000

△1,538,040

8,000

32,000

8,500

△1,225,000

775,000

△1,350,000

△10,000

637,500

△337,500

△2,500

595,000

155,263

193,398

2,660

14,500

299,000

65000

47,205

2,813,000

14,950,000

3250000

22,001,970

△5,149,161



第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

住友銀行

同 新株

住友信託

住友生命保険

住友倉庫

住友ビルデイング

大阪北港

上佐吉野川水力電気

同 新株

四国中央電力

(昭 和 9年 5月 24日 改称)

同 新株

156,263

193.315

20,000

80.000

14,500

299,000

65,000

581,040

21,870,002

14,461,474

28,614

2,813,000

14,950,000

3,250,000

24,481,510

1,000,000

2.000.000

売却

売却

買入

評価損⑩

評価損⑩

評価損⑩

買入

買入

買入

売却

売渡①
+損

買入⑫

買入⑫

買入⑬

売渡⑭

払込@25円

売渡⑮

売渡⑩

払込

売渡⑮

売渡⑩

払込@25円

8

9

9

0

9

9

0

1

△60,000

500

2,000

500

△49,000

△27,000

△200

51,000

△27,000

△200

合計残高

註 :① 買入先坂一族。
②昭和10年 9月 17日 住友仲銅鋼管と合併。

③売渡先ISE社
④売渡先住友信託5T株 、第一生命 2万株、愛国生命 1万株、藤倉電線6千株。

⑤売渡先東洋生命 5千株。
⑥売渡先住友信託。

⑦売渡先帝国生命。
③売渡先扶桑海卜.

⑨売渡先住友電線3万株、住友信託9千株。

⑩特別財産から ‐般財産への移譲に伴う切り下げ。
ll売渡先住友伸銅鋼管、住友製鋼所、住友電線各2万株.

⑫買人先島定治郎(大阪北港元取締役)。

Cl買 入先城知靖(大阪北港元取締役城周彦a)。

⑩売渡先住友肥料2万株、住友別子2万株、住友信託6千株、住友生命3千株。

⑮売渡先住友銀行6千株、住友電線5千株、扶桑海上3千株、伊予鉄道電気等14社 計5万株.

合資会社54千株の他に、住友別子、住友化学から各5千株を提供させた。

⑮売渡先小合正恒(電力会長)、 古田貞古(同常務)、 松本順吉(同 監査役)、 秋山武三郎(同 監査役)各 50株

七
九
九

143,001,679



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

八
〇
〇

日
　
住
友
系
以
外
の
企
業
の
株
式

こ
の
期
間
住
友
合
資
会
社
が
保
有
し
た
住
友
系
以
外
の
企
業

の
株
式
は
、
第
２‐
表
に
示
し
た
。
昭
和
五
年
末
に
既
に
保
有
し
て
い
た
株
式

の
詳
細
に
つ
い
て
は
従
来
の
各
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。
以
下
有
価
証
券
元
帳
の
株
式

の
分
類
に
従

っ
て
、
こ
の
期
間
新
た
に
取
得
し
た
株
式

を
中
心
に
、
取
得
の
経
緯
と
そ
の
後

の
異
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

銀
行
株
の
う
ち

「
日
本
銀
行
」

一
〇
〇
株
は
、
徳
大
寺
家
か
ら
買
い
取

っ
た
も
の
で
あ
る
。

「横
浜
正
金
銀
行
」
株
は
、　
か
っ
て
保
有
し
て
い
た
株
式
を
大
正
十
年
貧

九
二
こ
合
資
会
社
設
立
の
際
住
友
家

へ
譲
渡
し
て
以
来
、
保

（
３０
）

有
し
て
い
な
か
つ
た
。
今
回
改
め
て
取
得
し
た
理
由
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

同
行

ハ
、
其
ノ
業
態
、
収
益
ノ
確
実
並

二
内
容
ノ
充
実
セ
ル
点

二
於
テ
、
特
別
財
産
ノ
所
有
株
式
ト
シ
テ
恰
好
ノ
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、
偶
々

(金額は円未満切 り捨 て )

11年 末
金 額

円
35,000

△168,860

60,000

72,725

3,000

16,600

4,838

911

315
1,242

129

21

80

457,012

976,525

△27,805

21,450

△130,000

286,000

50,000

2,278

125,000

125,000

250,000

901,600

△338,100

2,900

△150

1,582

14,043

83,511

475,749

676,200

△253,575

2,137

141,587

214,523

4,055

2,784

1,100,000

550,000

45,000

82.690

39,992

6,000

17,773

29,225

}篭∞0

1,800

株

23,364

1,354,565

924、 153

1,707,485

221,362

1,650,000

45,000

円

5,785,309 253,924 7.881,013
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第 20表 その他の住友系企業の株式

柄 (額面 )銘 昭和 5年末
6～ H年増減

年 内    容

扶桑海上火災保険   活3

日米板硝子       (50)
日本板硝子
(昭和 6年 1月 16日 改称)

同 新株       (50)

同 新株       (50)

帝国酸素        (50)
大日本鍍業       (50)

同 新株       (50)

日本電気        (50)

同 新株       (50)

土肥金山         (50)

静狩金山        (50)
同 新株       (50)

長谷部竹腰建築事務所  (50)

株
73,140

6,000

円
1.336.100

307,443

152,160

300,000

株
買入        2,000
評価損
買入        4,000
買入        2,950
買入        loo
買入         500
買入         lol
買入         14
買入         3
買入         12
買入         H
買入         1
買入          2
払込@375円
払込       44,602
譲渡①      △1,270

譲受②        660
譲渡③      △4,000

買入④       25,800
8割減資     △20,080

買入④       2,000
買入         53
払込        lo,ooo
払込@125円
払込@25円
買入⑤       18,032
375割 減資     △6,762

買入         58
売却         △3

買入         29
買入        161
買入        975
買入⑥       5,408
買入⑤      18,032
375割 減資     △6,762

買入         57
払込@125円
譲受⑦       20,000
買入         50
買入         30
払込       22,000
払込        H,000
払込        1800

合計残高 102,360 2,095,703

八
〇

一

註 :①譲渡先扶桑海ヒ他。
②譲受先住友銀行。
③譲渡先東大名誉教授加藤正治、本後藤合名社長後藤彦三郎各2000株。
④買人先浅野同族他。
⑤買入先ISE社 。
③買入先三井物産5346株。
⑦譲受先住友ワU子銭山。



第
四
章
　
住
友
合
資
会
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（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇
二

相
当
数
ノ
出
物
ア
リ
タ
ル
ニ
付
、
之
ヲ
買
入
ル

ヽ
コ
ト

ヽ
セ
リ
。
（昭
和
六
年
六
月
）

信
託
株
に
は
こ
の
期
間
異
動
は
な
か
っ
た
。

鉄
道
株
の
う
ち
、
「阪
神
電
気
鉄
道
」
株
に
つ
い
て
は
、
「住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「
五
国
　
大
阪
北
港
株
式
会
社
の
連
系
会
社
指
定
」

で
述
べ
た
よ
う
に
、
合
資
会
社
が
昭
和
五
年
末
背
任
行
為
で
予
審
有
罪
の
決
定
を
受
け
た
阪
神
電
鉄
社
長
島
徳
蔵
か
ら
大
阪
北
港
株
を
取
得

し
た
後
、
昭
和
六
年
九
月
島
徳
蔵
は
阪
神
電
鉄
社
長
を
辞
上
し
た
。
十
月
後
任
の
社
長
に
は
総
理
事
小
倉
正
恒
の
斡
旋
に
よ
り
、
大
阪
商
船

社
長
堀
啓
次
郎
が
就
任
し
た
。
九
月
の
堀
に
対
す
る

「阪
神
電
鉄
」
株

一
〇
〇
〇
株
の
売
却
と
、
十

一
月
の
島
か
ら
の
そ
の
持
株
（旧
一
万
四

九
〇
二
株
、
新
四
万
株
）
２
肩
代
わ
り
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
物
語

っ
て
い
る
。

「東
京
高
速
鉄
道
」
株
に
つ
い
て
は
、
同
社
が
昭
和
十
六
年
九
月
帝
都
高
速
度
交
通
営
団
に
設
備
を
譲
渡
し
て
昭
和
十
七
年
末
清
算
し
た

た
め
、
取
得
の
経
緯
を
示
す
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
同
社
は
、
浅
草
―
新
橋
間
の
地
下
鉄
建
設
を
進
め
て
い
た
東
京
地
下
鉄
道
に
対
し
、

円

48,600

67,050

169,950

285,600

株

1,441

1,341

132

132

385
2,500

100

50

1,498

749
200

1,000

1,000

10,528

3,000

2,000

500
1,000

2,000

8,500

円

713,736

425,097

6,468

1,518

3,850

50,875

5,000

1,250

73,750

9,362

1,200

84,000

169,950

1,546,056

150,000

25,000

6,250

12,500

25,000

218,750

72,480

15,660

750

704,760

37,500

25,500

15,000

31,000

119,400

88,400

774949

0

36,480

3,600

3,600

230,100

153,600

7,860

156,600

156,600

2,000

1,750

2,500

1,000

875
1,250

△64,500

15,000

2,000

6,000

△52,000

△H2,500
△120,666

924,456

△H2,285
△6,203

△31,018

△15,000

△1,600

655,327

△99,210

△24,802

吟 額は円未満切 り捨て)



第 21表 住友系以外の企業の株式

昭和 5年末
6～ H年増減

柄 (額面)

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

(銀行株)

日本銀行
同 新株

朝鮮銀行
同 新株

台湾銀行新株
大阪農工銀行
芸備銀行

同 新株
五十二銀行

同 新株
漢城銀行新株
第一銀行
横浜正金銀行
合計残高

(信 託株)

三井信託
安田信託
加島信託
鴻池信託新株
三菱信託
合計残高

(鉄道株)

南満洲鉄道
同 新株

同 新株

高野山電気鉄道

同 新株

金福鉄路公司

大社宮島鉄道

阪和電気鉄道
九州電気llt道

l・l 新株
阪神電気鉄道

Ful 新株

円

665,136

358,047

6,468

1,518

3,850

50,875

5,000

1,250

73,750

9,362

1,200

84,000

1,260,456

150,000

25,000

6,250

12,500

25,000

218,750

21,600

7.200

株

　

‐
，
３４‐

‐
，
３４‐

‐３２

‐３２

３８５

２
，
５００

１００

５０

‐
，
４９８

７４９

２００

‐
，
０００

　

９
，
４２８

一
　

３
，
０００

２
，
０００

５００

‐
，
０００

２
，
０００

８
，
５０〇

一
　

４３２

２８８

株

100(200)

(200)

(100)

(100)

(100)

(20)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(100)

(100)

(50)

(50)

(50)

(50)

10

7

8

8

9

9

10

11

7

8

9

7

8

9

6

11

6

7

6

6

6

6

6

8

11

6

6

8

9

譲受①        600
払込@125円
払込@125円
払込       15,360
払込@10円
譲受①        300
払込@10円
払込@10円
払込@4円
払込@35円
払込@5円
払込@4円
払込@35円
払込@5円
評価損
払込@5円
払込@2円
払込@6円
評価損
評価損
評価損
買入②       14,902
売却       △1,810

譲渡④       △100

売却        △500

譲渡③      △1,000

+損
買入②       40,000
譲渡④      △6,000

売却        △1,500

250

3,000

1,000

八
〇
三
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合
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（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇
四

東
京
市
が
保
有
し
て
い
た
地
下
鉄
路
線
免
許
の
う
ち
、
渋
谷
―
赤
坂
見
附
―
新
橋
―
東
京
、
新
宿
―
四
谷
見
附
―
麹
町
―
築
地
及
び
四
谷
見

附
―
赤
坂
見
附
の
三
路
線
を
譲
り
受
け
、
昭
和
九
年
九
月
資
本
金
三
〇
〇
〇
万
円
で
設
立
さ
れ
た
。
資
本
調
達
が
思
わ
し
く
な
く
、
会
社
設

立
は
難
航
し
、
三
井
、
三
菱
、
住
友
の
財
閥
系
資
本
の
協
力
を
得
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
住
友

の
引
受
は
金
融

・
鉄
道
関
係

の
依
頼
に
基
づ

く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
特
に
増
資
払
込
が
三
井
信
託
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
「東
京
高
速
鉄
道
」

の
大
株
主
で
あ
る
東
京
横
浜
電

鉄
、
小
田
原
急
行
鉄
道
、
玉
川
電
気
鉄
道
な
ど
の
社
債
の
引
受
で
関
係
の
深
か
っ
た
三
井
信
託
社
長
米
山
梅
吉
の
要
請
に
よ
る
可
能
性
が
大

き
い
。
米
山
梅
吉
が
住
友
信
託
元
専
務
吉
田
真

一
と
懇
意
だ

っ
た
こ
と
は

「住
友
合
資
会
社
（上
ン

で
述

べ
た
。

「謄
振
縦
貫
鉄
道
」
は
昭
和
十

一
年
十
月
、
資
本
金
三
五
〇
万
円
で
北
海
道
伊
達
紋
別
―
喜
茂
別
間
約
六
Ｏ
ｋｍ
の
鉄
道
建
設
を
目
的
と
し

て
設
立
さ
れ
た
。
株
式
引
受

の
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

日
本
製
鉄
社
長
中
井
励
作
氏
ヨ
リ
東
京
支
店
長
ヲ
通
ジ
、
同
社
創
立

二
関
シ
若
干
株
援
助
引
受
ア
リ
タ
キ
旨
依
頼
ア
リ
。
本
鉄
道
計
画

５５６

　

５００

　

０００

７‐０

　

０００

０００

７５５

一
　

９３８

　

　

２７３

‐６０

３７５

７４６

一
　

５５０

５００

８７５

９２５

一
　

　

，

６５０

　

　

，

４２５

　

　

　

，

８４７

　

　

　

　

，

３２５

　

　

，

２０６

　

　

，

０００

，

２００

　

　

　

，

６４４

　

　

　

　

，

０‐２

６７

　

５

　

５

‐０

　

４０

５

６６‐

一
　

‐０５

　

　

‐８２

‐２

３

３０３

一
　

５０３

６７

１

５７２

一
　

　

２７０

　

４７

　

　

　

４６５

　

　

　

９８

　

　

８０９

　

　

５３０

２６５

　

　

　

‐３０

　

　

　

７５８

156,410

2,500

400
612

4,000

1,000

208,564

2,254

2,700

2,700

150

5,550

4,494

1,897

15,733

7,866

42,400

21,200

6,000

3,820

14,570

△36,341
△49,800

△413,385
△83,762
379,100

△260,430
31,250

△67,500
2,500

20,000
20,000
5,000

1,267,444

156,923

67,500
1,875

69,375

95,950
△15,000

23,712
23,712

△161,935
△59,218

15,133

59,250
△163,408

41,250

126,650

98,325
467,500

△310,794
250,000

233,750

31,250
265,000

△173,640
△126,018
△48,400

△48,400

38,200
△38,801
△97,164

186,200

126,000
△16,000

75,000

100,000
200000



第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

留崩鉄道

東京郊外鉄道③

京阪電気鉄道
東京高速鉄道

脂振縦貫鉄道
合計残高

(船舶株)

大阪商船
同 新株

日,青 ,気舟合
同 新株

合計残高

(保険株)

東京海上火災保険
同 新株

日本団体生命保険
合計残高

(電気瓦斯株)

大阪瓦斯
同 新株
同 新株

日本電力

同 新株

同 新株
同 新株

九州送電

同 新株

九州水力電気
同 新株

北海道電燈⑫

同 新株

(50)

(50)

ｏ
ｍ
　
ｍ
　
一　
ｍ
ｍ
　
　
ｍ
ｍ

八
〇
五

2,500

500

612

７６

，

６０２

一
　

２

，

２５４

２

，

０２８

　

　

２７０

２７０

４

，

８２２

一
　

２

，

７００

　

　

２

，

７０〇

一
　

‐

，

８９７

‐

，

８９７

　

　

６

，

９５０

　

６

，

９５０

37,400

93,750

2,500

10,710

3,394,311

105,938
25,350

12,160

3,375
146,823

503,550

503,550

94,850
94,850

347,500

260.625

438,840

315,262

222,777

9
10
10
11

11

11

6

6

8
9

10

11

6

9
6

10

6

6

6

8

9

11

6
6

11

9

11

11

6

6

10

11

11

6

10

11

6

6

7

8
9

譲渡⑤
譲渡⑤
売却
譲渡⑤
譲受⑥
譲渡⑦
払込@125円
評価損
払込@5円
2割減資

払込
払込@5円
払込

買入
買入
買入

買入
売却
払込
払込@125円
評価損
譲渡⑨
買入
払込@75円
評価損
払込@5円
払込
払込
払込@125円
評価損
譲受⑩
払込
譲受⑩
払込@125円
評価損
評価損
譲渡⑪
譲渡①
払込@10円
評価損
譲渡⑬
譲受⑭
買入
評価損
払込@75円
払込@10円
払込@20円

△2,190

△3,000

△25,000
△5,000

17,000

△15,000

△100

4,000

1,000

△2,000

1,300

００

５〇

　

一
　

〇〇

〇〇

９７

２
，
　

　

一
　

１
，
△

１
，

込
込

払
払

△2,000

△2,000

△2,000

2,800

10.000



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇
六

ハ
当
社
事
業
ト
ロ
下
ノ
処
直
接
ノ
関
係
ナ
ク
、
此
点
ヨ
リ
ス
ル
時

ハ
、
何
等
参
加
ノ
要
ナ
キ
モ
、
前
記
中
井
氏

ハ
製
鋼
所
其
他

二
於
テ

当
方
ト
ハ
縁
故
浅
カ
ラ
ザ
ル
ニ
付
、
此
際
無
下
二
謝
絶
ス
ル
ハ
同
氏
ト
ノ
関
係

二
於
テ
如
何
卜
思
料
セ
ラ
ル
。
因
ツ
テ
特

二
一
〇
〇
〇

株
ヲ
限
り
引
受
ノ
コ
ト
ニ
セ
リ
。
（昭
和
十

一
年
三
月
十

一
日
鉱
山
課
起
案
）

な
お
さ
ら
に

「本
鉄
道
計
画
卜
当
方
事
業
上
ノ
関
係
」
と
題
し
て
次

の
よ
う
な
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

計
画
路
線
附
近

二
静
狩
金
山
東
倶
知
安
鉱
山
ア
ル
モ
、
運
送
関
係

二
於
テ
全
然
利
用
ノ
見
込
ナ
ク
、
将
来
国
富
鉱
山

二
於
テ
買
鉱
開
始

ヲ
考

フ
ル
モ
、
金
山
分
布
状
態
ヨ
リ
シ
テ
直
接

ニ
ハ
利
便
ヲ
蒙
ム
ル
コ
ト
ナ
キ
見
込
ナ
リ
。
（昭
和
十

一
年
十
月
九
日
）

そ
の
後
謄
振
縦
貫
鉄
道
は
昭
和
十
六
年
謄
振
鉄
道
（京
極
―
喜
茂
別
）
を
買
収
し
て
全
線
が
開
通
し
た
が
、
昭
和
十
九
年
買
収
に
よ
り
国
鉄
胆

振
線
と
な

っ
た
。

船
舶
株
で
は
、
「大
阪
商
船
」
株
を
二
万
三
五
五
〇
株
買
い
入
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
情
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

３‐２

０００

５００

１２‐

一
　

〇〇〇

〇〇〇

　

　

　

６５０

９‐８

　

０００

０００

５６８

一
　

　

　

　

‐９‐

　

　

　

　

　

　

，

３４７

，

４４０

　

　

　

，

０００

，

０００

　

０

　

　

０

　

　

，

５００

，

２３２

　

　

，

０００

　

　

，

０００

　

，

３００

　

　

　

，

４７５

，

０００

，

３００

　

　

，

１２０

　

　

，

５００

３２

‐６５

‐２

５８５

一
　

２０

５０

　

　

７２

‐５

　

７５

３７５

６０８

一

　

　

　

３０７

　

　

　

　

３５０

‐４‐

　

‐３０

６５

　

　

　

　

０６２

‐８９

　

３７５

　

‐７５

　

８４

　

‐６‐

２２５

‐０８

　

‐‐０

　

‐‐２

94,812

△25,000

△37,500

165,000

12,500

1,407,916

18,162

18,162

18,162

18,162

△69,357

37,500

37,500

375,000

453,293

28,171

33,825

11,785

36,325

10,460

39,700

157,105

33,600

32,077

127,565

△l18,560

26,000

39,000

65,000

160,000

△908,555

312,500

437,500

△750,000

750,000

312,500

189,232

250,000

125,000

125,000

50,000

21,075

63,225

21,075

32,750

107,650

225,000

108,300

97,620

12,500

37,500

75,000

2,585

3,000

1,000

124,565

5,475

10,400

25,000

15,000

10,000

10,000

1,686



第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

同 新株

満洲電業
東北振興電力
合計残高

(鉱業株)

山東鉱業
北樺太石油

同 新株

北樺太鉱業
朝鮮石油

協和鉱業
合計残高

(工業株)

汽車製造
同 新株

日本楽器製造

同 新株
理化学興業

同 新株
日本ビクター蓄音器

日本化学製絲

倉敷絹織新株

同 第二新株
満洲化学工業

日満マグネシウム

安立電気

同 新株

三陽社製作所
王子製紙

同 新株

日本アルミニウム

(50)

(50)

(100)

八
〇
七

10,400

1,300

12,800

3,177,204

20,000

50,000

85,275

155,275

113,100

33,825

748,555

10

10

11

11

11

6

8

9

11

6

10

11

11

払込
譲渡⑬
譲渡⑬
譲受⑮
払込

払込
払込@125円
払込@125円
夕、込@125円
評価損
払込
払込@125円
払込

7,585

△2,000

△3,000

3,000

1,000

1,453

3,000

30,000

買入
払込@125円
買入

払込@125円
買入

払込0125円
買入

買入

買入

買入

評価損
払込@20円
払込@30円
額面変更
払込

払込

売却⑬
払込

払込@175円
合併①
受入①
払込@125円
買入

払込
払込@125円
払込

払込@5円
譲受⑬
払込@375円
払込
譲受⑬
払込@25円
払込

買入

買入

払込

払込
払込@25円

5,200

3,200

△16,000

25,000

△25,000

25,000

15,000

10,000

10,000



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇
八

同
社
卜
古
ク
カ
ラ
親
密
関
係
ヲ
有
ス
ル
当
社
ト
シ
テ
ハ
、
他
社
ト
ノ
振
合
上
及
住
友
倉
庫
ト
ノ
貨
物
関
係
ノ
点
ヲ
考
慮
ス
レ
バ
持
株
数

比
較
的
少
キ
感
ア
リ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
買
増
シ
タ
リ
。

保
険
株
で
は
新
た
に

「
日
本
団
体
生
命
保
険
」
株
式
を
取
得
し
て
い
る
。
同
社
は
昭
和
九
年
三
月
資
本
金
二
〇
〇
万
円
で
設
立
さ
れ
た
。

株
式
引
受

の
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

本
保
険

ハ
勤
労
者
ヲ
一
団
ト
シ
テ
被
保
険
者
ト
シ
、
其
ノ
死
亡
退
職
等
ヲ
保
険
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
公
共
性
ヲ
有
シ
、
且
ツ
当
会

社
ノ
発
起
人

ハ
郷
男
（註
、
男
爵
郷
誠
之
助
）外
全
国
産
業
団
体
聯
合
会
会
員
三
〇
数
名
ア
リ
、
住
友
ト
シ
テ
ハ
従
来
聯
合
会
卜
相
当
深
キ

関
係
ヲ
有
ス
ル
ニ
付
、
同
社
ノ
株
式
ヲ
引
受
ノ
コ
ト

ヽ
シ
タ
リ
。

な
お
合
資
会
社
が

一
五
〇
株
引
き
受
け
た
他
に
、
別
子
、
炭
破
各
二
〇
〇
株
、
製
鋼
、
電
線
、
伸
銅
、
化
学
工
業
各

一
五
〇
株
合
計

一
〇
〇

〇
株
を
引
き
受
け
て
い
る
。

００

００

８８

７３

００

６７

一

　

５０

３７

５０

２‐

００

００

　

００

００

００

００

００

５８

一
　

　

〇〇

〇〇

　

３０

００

５０

　

００

００

２５

００

００

　

　

００

　

００

００

５０

　

００

７５

‐０

００

　

００

００

　

５０

０

００

９０

２７

６

９８

２３

２５

７８

一

　

８４

２‐

‐

‐

４０

１８

　

２４

６０

２０

７５

７５

２‐

一

　

　

５

５

　

　

６

８

　

３

６

４

０

２

　

　

６

　

５

２

６

　

３

２

６

０

　

２

０

　

８

　

５

９

500

500

2,830

7,170

10,000

129,429

1,739

1,739

74

111

5,000

100

3,000

2,400

16,000

6,000

6,000

42,163

27,000

6,600

298,988

523,673

125,000

3.358、 186

25,000

△57,000

△28,500

15,000

60,000

320,000

75,000

75,000

484,500

625

△22,500

132,000

6,000

138,000

7,500

7,500

12,500

6,250

24.010

△

　

８
，

2,500

△33,237

25,000

677,167



第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

大日本セルロイド
同 新株

日本染料製造
同 新株

満洲軽金属製造
合計残高

(土 地建物株)

若松築港
同 新株

東洋拓殖
同 新株

中央開墾⑩
南米土地
南米拓殖

アマゾニア産業
鮮満拓殖
台湾拓殖
南洋拓殖
合計残高

(諸株)

<投資>
東亜興業

同 新株
海外興業新株

中日実業
東北興業
<サービス>
大阪ホテル

同 新株
エンパイヤ ランドリー

オリエンタルホテル

都ホテル新株
新大阪ホテル

札幌グランドホテル

名古屋観光ホテル

帝国ホテル新株
く運輸通信>
大阪毎日新聞社

同 新株
日本無線電信
日本航空輸送
国際電話

満洲航空新株
くその他>
満洲棉花
日本電気證券
日伯棉花
合計残高

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(1000)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(100)

(50)

(50)

(50)

(50)

(100)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(100)

(100)

(50)

(50)

(50)

(500)
八
〇
九

29,912

1,739

1,739

74

111

5,000

100

3.000

ll,763

1,200

10,000

40

700

500

13,295

37.694

1,220,480

84,550

21,737

1,850

1,221

15,000

75,000

37500

6,300

13,000

6,000

3,400

20,000

45,000

10

10

11

11

11

10

6

6

8

10

11

11

11

譲受⑩

譲受⑩

買入

買入

払込

払込@5円

評価損

評価損

払込@5円
払込

払込

払込

払込

払込@5円
5割減資

払込

譲受

5割減資

払込

払込

払込@125円
払込

払込@25円

払込

払込

買入

払込

払込@5円

払込

払込@5円

解散分配金

払込

△20

1,500

50

△500

10,560

480

300

1,000

500

700

3,000

600

△13,295

1000



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

一
〇

電
気
瓦
斯
株
の
う
ち
新
た
に
取
得
し
た
も
の
は
、
「満
洲
電
業
」
株
と

「東
北
振
興
電
力
」
株
で
あ
る
。
「満
洲
電
業
」
株
に
つ
い
て
は
、

昭
和
十
二
年
二
月
末
合
資
会
社
の
解
散

の
際
、
全
株
残
余
財
産
と
し
て
住
友
家

へ
分
配
さ
れ
た
の
で
、
買
い
入
れ
の
事
情
に
関
す
る
記
録
は

残
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
住
友
家
で
は
昭
和
十
四
年
六
月
全
株
売
却
し
て
い
る
。
同
社
は
昭
和
九
年
十

一
月
満
洲
国
の
電
力
事
業

一
元
化
の

た
め
満
鉄
を
中
心
と
し
て
資
本
金
九
〇
〇
〇
万
円
で
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
満
鉄
は
同
社
の
株
式
を
六
五
％
強
も
保
有
す
る
必
要
が
な
く
な

り
、
放
出
し
た
の
を
満
鉄
か
ら
取
得
し
た
も
の
で
あ
る
。

「東
北
振
興
電
力
」
株
に
つ
い
て
も
、
同
社
が
昭
和
十
六
年
日
本
発
送
電
と
合
併
し
た
た
め
、
引
受

の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
同
社

は
昭
和
九
年
の
東
北
地
方
の
大
冷
害

・
大
凶
作
に
対
す
る
産
業
振
興
を
目
的
と
し
て
、

「東
北
振
興
電
力
法
」

に
基
づ
い
て
資
本
金
三
〇
〇

〇
万
円
で
設
立
さ
れ
た
。
六
〇
万
株
の
う
ち

一
〇
万
株
が

一
般
公
募
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
に
応
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

鉱
業
株
で
新
た
に
取
得
し
た
の
は

「朝
鮮
石
油
」
株
と

「協
和
鉱
業
」
株
で
あ
る
。

「朝
鮮
石
油
」
は
、
昭
和
十
年
六
月
資
本
金

一
〇
〇
〇
万
円
で
設
立
さ

（
３８
）

れ
た
。
同
社
株
引
受

の
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

朝
鮮
総
督
府
今
井
田
政
務
総
監
（註
、
清
徳
、
元
通
信
次
官
、
政
務
総
監

辞
任
後
貴
族
院
議
員
）
ノ
勧
奨

ニ
ヨ
リ
橋
本
圭
三
郎
（註
、
当
時
宝
円
石

油
社
長
、
昭
和
十
年
五
月
日
本
石
油
と
合
併
し
副
社
長
）
、
野
口
遵
（註
、

当
時
日
本
窒
素
肥
料
社
長
）
両
氏
ガ
中
心
ト
ナ
リ
、
朝
鮮

二
於

テ
製
油

所

ヲ
設
立
セ
ン
ト
シ
、
総
株
数
二
〇
万
株
ノ
内

一
〇
万
株

ヲ
（註
、

即
ち
）
内
地
七
万
株

ヲ
、
朝
鮮
三
万
株

ヲ

一
般
公
募

二
振
分
ケ
ン
ト

シ
、
内
地

二
対
シ
テ
ハ
、
三
井
、
三
菱
、
住
友
、
小
倉
（註
、
小
倉
石

△1,100

△1,000

△2100



10,718,232

解散出資金戻入

解散分配金
蓬末生命保険相互

興源公司
合計残高

総計残高

註 :①譲受先住吉分家.

②買入先島徳蔵。
③譲渡先堀啓次郎.

④譲渡先住友銀行。
⑤譲渡先住友生命。
⑥譲受先住友電線。
⑦譲渡先阪神電鉄。
③昭和8年 1月 19日 帝都電鉄と改称。

◎譲渡先住友生命。

⑩譲受先lt友電線。

①譲渡先住友生命。
⑫昭和9年 12月 21日 大日本電力と改称。

⑬譲渡先住友生命。
⑭譲受先住友電線。
⑮譲受先南満洲鉄道。
JO売 却先日本産業。

⑩昭和9年 3月 1日 倉敷絹織に吸収合lT.

⑬譲受先日本電気.

⑩譲受先住友銀行.

⑩昭和8年 5月 10日 開墾塩業と改称.

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

油
）
、
日
本
鉱
業
等

二
引
受
方
希
望
ア
リ
。
住
友
ト
シ
テ
ハ
本
事
業

二
関
シ
テ
ハ
、
計
画
ノ
詳
細
ヲ
知
ル
ヲ
得
ズ
、
是
非
ノ
判
断
ヲ
下
シ

難
ク
、
且
石
油
事
業

二
対
シ
テ
ハ
殆
ン
ド
関
係
ナ
ク
、
製
品
ノ
販
売

卜
云
フ
点
ヨ
リ
云
フ
モ
サ
シ
テ
重
要
ナ
ラ
ズ
。
此
ノ
計
画

二
参
加
ス

ル
コ
ト
ハ
好

マ
シ
カ
ラ
ザ
ル
モ
、
政
務
総
監

二
対
ス
ル
関
係
卜
朝
鮮

事
業
援
助
ノ
意
味
ヲ
以
テ
、
他
方
面
ノ
振
合
如
何

二
拘
ラ
ズ
当
方
独

自
ノ
立
場
ヨ
リ
三
千
株
引
受
ノ
コ
ト

ヽ
セ
リ
。

「協
和
鉱
業
」
は
、
昭
和
十

一
年
六
月
資
本
金
五
〇
〇
〇
万
円
で
設
立

（
３９
）

さ
れ
た
。
同
社
株
式
引
受

の
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

海
軍
省

二
於
テ
ハ
現
下
時
局
ノ
重
大
性

二
鑑
ミ
、
予
テ
ヨ
リ
石
油
国

策
ノ
確
立
ヲ
急
ギ
、
其
ノ
手
始
メ
ト
シ
テ
海
外
油
田
ノ
調
査
並
其
利

権
ノ
獲
得
ヲ
ロ
論
見
、
外
務
、
大
蔵
、
商
エ
ノ
各
省
卜
協
議
ヲ
重
ヌ

ル
ト
共

二
、
本
事
業
ヲ
三
井
、
三
菱
、
住
友
ノ
共
同
事
業
ト
ナ
ス
コ

ト

ヽ
シ
、
ソ
ノ
出
資
率

ハ
住
友

ハ
其
ノ
特
殊
的
地
位

二
鑑
ミ
、
当
初

ハ
２

・
２

・
１
ノ
割
合

ヲ
主
張

シ
タ
ル
モ
、
結
果

ヽ
Ｔ

，
ぶ

・

，
３

ノ
比
率

二
決
定
セ
リ
。

工
業
株
の
う
ち

「
日
本
ビ
ク
タ
ー
蓄
音
器
」
株
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十

一
年
四
月
住
友
側
代
表

と
し
て
取
締
役

に
就
任
し
て
い
た
大
屋
敦
（株
式

八

一
一



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

一
二

取
得
時
経
理
部
長
、
十

一
年
当
時
化
学
専
務
）
の
日
記
に
よ
る
と
、
親
会
社
の
Ｒ
Ｃ
Ａ
ビ
ク
タ
ー
が
株
式

の
処
分
を
は
か
り
、　
こ
れ
に
対
し
三
菱

と
住
友
は
こ
れ
を
一肩
代
わ
り
し
て
日
本
側
で
経
営
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、
日
本
電
気
専
務
志
田
文
雄
に
打
診
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
三

菱
が
肩
代
わ
り
を
断
念
し
た
こ
と
で
、
こ
の
話
は
立
ち
消
え
と
な
り
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
ビ
ク
タ
ー
に
買
収
を
申
し
入
れ
て
い
た
日
本
産
業
の
鮎
川
義

介

の
手
中
に
入

っ
た
。
結
局
年
末
に
至
り
三
菱
と
住
友
も
鮎
川
に
持
株
を
売
却
す
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

「
日
本
化
学
製
絲
」

は
、
「住
友
合
資
会
社
（中
と

の

「
五
日
　
住
友
別
子
鉱
業
所
の
住
友
別
子
鍍
山
株
式
会
社

へ
の
移
行
」

で
述
べ
た

よ
う
に
、
別
子
閉
山
後

の
新
居
浜
の
後
栄
策
（鷲
尾
勘
解
治
の
造
語
、
別
子
閉
山
後
の
新
居
浜
の
繁
栄
策
の
立う

と
し
て
倉
敷
紡
績
の
子
会
社
倉
敷

絹
織
の
工
場
を
誘
致
し
て
、
昭
和
七
年
八
月
資
本
金

一
〇
〇
〇
万
円
で
設
立
さ
れ
た
。
設
立
と
倉
敷
絹
織
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
経
緯
は
次

の

（
４０
）

通
り
で
あ
る
。

昭
和
七
年
八
月
住
友

ハ
大
原
孫
三
郎
氏
卜
提
携
、
化
学
繊
維
ノ
製
造
ヲ
ロ
的
ト
ス
ル
資
本
金

一
千
万
円
ノ
日
本
化
学
製
絲
株
式
会
社
ヲ

新
居
浜

二
設
立
シ
、
総
株
数
二
〇
万
株
ノ
中
倉
絹

一
〇
万
株
、
大
原
五
万
株
、
住
友
側
五
万
株
（当
社
二
五
千
株
、
別
子

一
七
千
株
、

肥
料
八
千
株
）
引
受
ケ
タ
ル
ト
コ
ロ
、
同
社

ハ
倉
絹
卜
同
種
事
業

ニ
シ
テ
、
人
事
、
用
品
購
入
、
製
品
販
売
ノ
関
係
ヨ
リ
両
社
合
併
ス

ル
方
好
都
合
ナ
ル
ヲ
以
テ
、　
昭
和
九
年
三
月

一
日
倉
絹

二
合
併
セ
ラ
レ
、　
日
本
化
学
製
絲
Ｔ
一〇
円
払
込
と

株

二
対
シ
倉
絹
株
の
一五

円
払
込
三

株
ノ
割
合
ヲ
以
テ
割
当
テ
ラ
レ
タ
リ
。

尚
昭
和
九
年
十
月
倉
絹
子
会
社
中
国
レ
ー
ヨ
ン
が
創
立
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
、　
当

社

ハ
五
千
株
買
入
、
十
年
十

一
月
倉
絹

二
合
併
セ
ラ
レ
、
倉
絹
株
卜
引
換
ラ
レ
タ
リ
。

「満
洲
化
学
工
業
」
株
引
受

の
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
利
。

同
社

ハ
硫
安
製
造
ヲ
主
要
事
業
ト
シ
、
満
鉄

二
於
ケ
ル
多
年
準
備
研
鑽
ノ
結
果
ヲ
事
業
ノ
根
幹
ト
シ
テ
、
昭
和
八
年
五
月
創
立
セ
ラ
レ

タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
株
式
ノ
半
数
以
上

ハ
満
鉄

二
於
テ
引
受
ケ
残
余

ヲ
公
募
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

住
友

二
対
シ
テ
ハ
、
満
鉄
東
京
支
店
長
ヨ
リ
賛
成
人
ト
シ
テ
事
業
参
加
方
要
請
ア
リ
。
当
方
ト
シ
テ
ハ
日
満
経
済
提
携
ノ
国
策
的
見
地



並

二
満
鉄
ト
ノ
友
好
関
係

二
鑑
ミ
、
賛
成
人
ト
シ
テ
五
〇
〇
〇
株
、
他

二
五
〇
〇
〇
株
ノ
公
募
分
ヲ
併
セ
、
計

一
〇
〇
〇
〇
株
ヲ
所
有

ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
タ
リ
。

「
日
満

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
」
株
は
、
昭
和
十
四
年
九
月
住
友
金
属

へ
譲
渡
さ
れ
た
た
め
、
引
受

の
経
緯

に
関
す
る
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

同
社
は
、
満
鉄
中
央
研
究
所
が
開
発
し
た
満
洲
の
マ
グ
ネ
サ
イ
ト
を
原
料
と
し
た
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
製
造
と
、
理
化
学
研
究
所
の
に
が
り
を
原

料
と
し
た
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
製
造
を
目
的
と
し
、
既
に
後
者
を
生
産
し
て
い
た
理
研

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
直
江
津
工
場
を
買
収
し
て
、
昭
和
八
年
十

月
資
本
金
七
〇
〇
万
円
で
設
立
さ
れ
た
。
株
式

一
四
万
株
の
う
ち
、
満
鉄
七
万
株
、
理
研
及
び
理
化
学
興
業
三
万
五
〇
〇
〇
株
、
住
友
二
万

株
父
口資

一
万
株
、
伸
銅
鋼
管

一
万
株
、
伸
銅
鋼
管
専
務
古
田
俊
之
助
が
取
締
役
に
就
任
）
、　
三
菱
航
空
機

一
万
株
、
古
河
電
工
五
〇
〇
〇
株
で
あ

っ

た
。
し
か
し
同
社
は
採
算
面
か
ら
満
洲
に
お
け
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
生
産
に
踏
み
切
ら
な
か
っ
た
た
め
、
満
鉄
は
昭
和
十
三
年
四
月
全
株
を
理

化
学
興
業

へ
売
却
し
て
撤
退
し
た
た
め
、
同
社
は
理
研
金
属
と
改
称
し
た
。
住
友
金
属
は
、
昭
和
十
四
年
住
友
本
社
か
ら

一
万
株
を
取
得
し

て
計
二
万
株
と
な

っ
て
以
来
、　
理
研

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
再
編
と
と
も
に
持
株
比
率
を
高
め
、　
終
戦
時
の
持
株
は
、　
〓

一万
九
八
〇
株
（四
〇

・
八
％
他
に
住
友
生
命

一
万
三
六
〇
〇
株
四
上
ハ
％
、
合
計
四
五
・
四
％
）
に
達
し
、
同
社
は
理
研

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の

一
員
を
脱
し
て
住
友
金
属

の

関
係
会
社
と
な

っ
て
い
た
。

「安
立
電
気
」
は
、
昭
和
六
年
共
立
電
機
と
安
中
電
機
製
作
所
が
合
併
し
て
設
立
さ
れ
た
有
線

・
無
線
通
信
機
器
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
同

社
株
式
は
昭
和
十
二
年
十
月
日
本
電
気
に
譲
渡
さ
れ
た
の
で
、　
買
入
の
経
緯

に
関
す
る
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、

「
五
０
　
日
本
電
氣

株
式
会
社
の
経
営
の
承
継
」
で
述
べ
る
よ
う
に
、
昭
和
七
年
六
月
住
友
が
日
本
電
気

の
経
営

に
当
た
る
こ
と
と
な
り
、
同
社
に
派
遣
さ
れ
た

専
務
志
田
文
雄
（Ｔ
２
京
大
理
工
・
電
、
通
信
省
、
Ｔ
９
住
友
入
社
、
当
時
電
線
取
締
役
技
師
長
）
は
、
同
種
企
業
と
の
資
本
的

・
技
術
的
提
携
に
き

わ
め
て
積
極
的
で
、
多
数
の
会
社
を
そ
の
系
列
に
組
み
入
れ
て
い
つ
型
。
昭
和
九
年
二
月
ま
ず
日
本
電
気
が

「安
立
電
気
」
株

一
六
八
六
株

を
取
得
（払
込

一
二
・
五
円
、
持
株
率

王
↑

九
溌
）
、　
三
月
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
住
友
合
資

へ
譲
渡
さ
れ
、
合
資
会
社
は
そ
の
第
二
回
払
込
會
一七

第
二
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友
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資
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社
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一
四

・
五
円
）
を
行
い
、
四
月
に
は
増
資
新
株
の
払
込
貧

一
Ｔ

五
円
）
と
日
本
電
氣
引
受
分
二
六
二
〇
株

２
肩
代
わ
り
を
行

っ
て
い
る
。
六
月
に
は

東
京
支
店
長
矢
島
富
造
を
監
査
役
と
し
て
派
遣
し
て
い
る
が
、
矢
島
富
造
は
大
正
十
三
年
十
二
月
以
来
日
本
電
氣
監
査
役
を
兼
任
し
て
い
た

の
で
、
そ
の
資
格
で
派
遣
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
既
に
述
べ
た
よ
う
な
積
極
策
で
、
当
時
の
日
本
電
気
に
は
人
的

・
資
金
的
に
余
裕
が
な

か
っ
た
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従

っ
て
日
本
電
氣
に
余
裕
が
生
じ
て
き
た
昭
和
十
二
年
に
同
社
は
こ
の

「安
立
電
気
」
株
を
住
友
本
社

か
ら
引
き
取

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
三
陽
社
製
作
所
」
も

「安
立
電
気
」
と
同
様

の
ケ
ー
ス
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
同
社
は
大
正
六
年
Ｏ
Ｆ
コ
ン
デ
ン
サ
ー
の
メ
ー
カ

ー
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
昭
和
九
年
十
二
月
個
人
企
業
か
ら
株
式
会
社
に
組
織
変
更
さ
れ
る
時
に
、　
一
部
日
本
電
気
に
代
わ

っ
て
合
資
会
社

が
払
い
込
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
こ
の
時
日
本
電
氣
専
務
志
田
文
雄
は
同
社
取
締
役
に
就
任
し
て
い
る
。
そ
の
後
同
社
は
昭
和
十
二

（
４５
）

年
八
月
日
本
電
話
工
業
に
吸
収
合
併
さ
れ
、
日
本
通
信
工
業
と
改
称
し
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
三
月
全
株
日
本
電
気

に
譲
渡
さ
れ
て
い
る
。

「王
子
製
紙
」
株
買
入
の
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

特
別
財
産
ロ
ニ
於
テ
ハ
、
従
来
確
実
性
卜
市
場
性

二
富
ム
公
社
債

二
投
資
ス
ル
方
針
ト
シ
来
リ
タ
ル
モ
、
近
時

ハ
赤
字
財
政

二
伴
フ
公

債
ノ
増
発

ニ
ョ
リ
悪
性
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
ヲ
懸
念
サ
レ
ル
ニ
至
り
、
危
険
分
散
ノ
意
味
カ
ラ
モ
株
式

二
投
資
ス
ル
必
要
ヲ
感
ジ
、
公

社
債

二
準
ズ
ル
確
実
ナ
ル

一
流
株
ヲ
物
色
中
ノ
処
、
王
子
製
紙

ハ
我
国
洋
紙
産
額
ノ
九
割
ヲ
占
ム
ル
独
占
会
社

ニ
シ
テ
、
ソ
ノ
資
産
内

容
及
業
績
、

首
脳
人
物
良
好

ニ
シ
テ
資
産
株
ト
シ
テ
最
適
ナ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、　
之
ガ
買
入
ノ
コ
ト

ヽ
セ
リ
（買
入
株
数
旧

一
〇
〇

〇
株
、
新
四
〇
〇
〇
株
）
。

（
４７
）

「
日
本
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
」
株
引
受

の
事
情
は
次
の
通
り
。

南
洋
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
ノ
輸
入
優
先
権
ヲ
有
ス
ル
古
河
電
工
及
余
剰
電
カ
ノ
消
化
策
ヲ
見
出
サ
ン
ト
ス
ル
台
湾
電
カ
ガ
中
心
ト
ナ
リ
、
創

立
ノ
計
画
ヲ
ナ
ス
。
昭
和
八
年
五
月
井
坂
孝
氏
（註
、
横
浜
興
信
銀
行
頭
取
、
横
浜
商
工
会
議
所
会
頭
）
ヨ
リ
住
友
ノ
参
加
ヲ
勧
奨
シ
来
リ
タ



ル
モ
、
当
時
住
友
ト
シ
テ
ハ
既

二
独
自
ノ
立
場

二
於
テ
国
産
ア
ル
ミ
ユ
ウ
ム
エ
業
ノ
樹
立
ヲ
決
定
シ
、
着
々
ソ
ノ
準
備
ヲ
進
メ
居
タ
ル

折
柄
故
、
資
金
ノ
分
散
ノ
不
得
策
ヲ
稽

へ
、　
一
応
右
申
出
ヲ
謝
絶
。
九
年
八
月
平
生
欽
三
郎
（川
崎
）
、
植
島
清
三
（古
河
）
両
氏
ヨ
リ
三

井
、
三
菱
、
安
田
、
大
倉
等
本
邦
主
要
財
団
ノ
賛
助
ヲ
得
タ
ル
趣
ヲ
以
テ
、
改
メ
テ
参
加
方
懇
請
ア
リ
。
当
社
ト
シ
テ
ハ
前
記
事
情

ニ

変
化
ナ
キ
モ
、
主
要
財
団
ト
ノ
友
好
関
係

二
鑑
ミ
、
株
式
三
〇
〇
〇
株
引
受
ノ
コ
ト
及
創
立
賛
成
人
タ
ル
ベ
キ
コ
ト
ヲ
回
答
。

「大
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド
」
株
取
得
ノ
経
緯
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

同
社

ハ
原
料
硝
酸
並
硫
酸
ヲ
住
友
化
学
工
業

二
仰
ギ
、
特

二
硝
酸

二
就
テ
ハ
長
期
供
給
契
約
ヲ
結
ビ
、
関
係
頗
ル
緊
密
ナ
リ
シ
処
、
昭

和
九
年
十
二
月
同
社
監
査
役
平
田
篤
次
郎
氏
Ｔ
一井
合
名
理
事
）
ヨ
リ
当
方
川
田
常
務
理
事
宛
住
友
銀
行
所
有
同
社
株
式
ヱ
肩
代
リ
シ
、

且
住
友
側
ヨ
リ
重
役

一
名
推
薦
ア
リ
度
旨
依
頼
ア
リ
。

当
方

ハ
一
〇
〇
〇
株
ヲ
合
資
会
社

二
、
五
〇
〇
株
ヲ
住
友
化
学

二
肩
代
リ
シ
、
監
査
役
ト
シ
テ
住
友
化
学
矢
崎
常
務
ヲ
推
薦
ノ
コ
ト

ヽ

セ
リ
。

「
日
本
染
料
製
造
」
株
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
既
に

「住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「
五
囲
　
住
友
肥
料
製
造
所
の
株
式
会
社

へ
の
移
行
」

で
詳
述
し
た
。
合
資
会
社
は
昭
和
十

一
年
二
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
住
友
信
託
を
通
じ
、
仮
出
金
の
形
で
同
社
株

一
万
株
を
買
い
集
め
、
最

後
に
振
替
整
理
し
た
。
買
入
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
た
だ

「特
命
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。

「満
洲
軽
金
属
製
造
」
株
式
引
受

の
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

同
社

ハ
満
洲

二
賦
存
ス
ル
豊
富
優
良
ナ
ル
碁
土
頁
岩
ヲ
利
用
シ
テ
、
優
良
低
廉
ナ
ル
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
ヲ
生
産
シ
、
日
満
両
国
ノ
国
防
工

業
ノ
充
実
卜
国
民
生
活
ノ
便
益

二
資
セ
ン
ト
ノ
意
図
ヨ
リ
、
満
鉄
及
満
洲
国
ガ
計
画
設
立
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
内
地
主
要
同
業
者
及
需

要
者

二
之
ガ
参
加
方
勧
誘
ア
リ
。
三
井
、
三
井
、
三
菱
、
住
友

二
対
シ
テ
ハ
各
五
、
六
万
株
引
受
希
望
ア
リ
タ
リ
。
住
友

ハ
日
満
経
済

提
携
ノ
見
地
ヨ
リ
ス
ル
商
工
省
当
局
ノ
懲
恩
並

二
満
鉄
ト
ノ
関
係

二
鑑
ミ
、
国
策
援
助
ノ
意
味

二
於
テ

一
万
株
引
受
ノ
コ
ト

ヽ
セ
リ
。
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六

土
地
建
物
株

の
う
ち

「中
央
開
墾
」
は
、
昭
和
八
年
五
月

「
開
墾
塩
業
」
と
改
称
し
た
。
こ
の
期
間
新
た
に
取
得
し
た
も
の
は

「
ア
マ
ゾ

ニ
ア
産
業
」
、
「鮮
満
拓
殖
」
、
「台
湾
拓
殖
」
、
「南
洋
拓
殖
」
の
四
社
で
あ
る
。

「
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
」
株
は
次
の
事
情
に
よ
り
引
き
受
け
た
。

拓
務
省

二
於
テ
ハ
予
テ
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
ガ
ア
マ
ゾ
ニ
ア
州
（註
、
ブ
ス
ン
ル
Ｙ
一於
テ
有
ス
ル
移
民
上
ノ
権
利

二
基
キ
、
同
省

監
督
ノ
下
二
新
会
社
ヲ
設
立
シ
、　
一
定
ノ
補
助
金
ヲ
交
付
ス
ル
方
針
ヲ
以
テ
、
財
界
有
力
者
ノ
協
カ
ヲ
求
メ
ツ
ヽ
ア
リ
シ
処
、
遂

二
昭

和
十
年
九
月
資
本
金

一
〇
〇
〇
千
円
、

払
込
五
〇
〇
千
円
ノ
（内
二
〇
〇
千
円

ハ
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
代
表
者
上
塚
司
、

残
高
三

〇
〇
千
円

ハ
三
井
、
三
菱
、
安
田
、
東
拓
及
住
友
ノ
五
社
各
六
〇
千
円
宛
出
資
シ
、
各
持
株
二
四
〇
〇
）
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
株
式
会
社

ヲ
設
立
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
リ
。
当
社
モ
亦
国
策
援
助
ノ
見
地
ヨ
リ
上
記
出
資

ヲ
引
受
ケ
ル
事
ト
ナ
リ
タ
リ
。

「鮮
満
拓
殖
」
は
、
同
社
が
昭
和
十
六
年
解
散
し
た
た
め
、
引
受

の
事
情
を
示
す
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
同
社
は
、
昭
和
十

一
年
九

月
満
洲

へ
の
朝
鮮
人
移
民
を
管
理
す
る
拓
殖
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、
同
時
に
満
洲
に
子
会
社
の
満
鮮
拓
殖
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。
し
か

し
昭
和
十
六
年
六
月

「満
洲
開
拓
政
策
基
本
要
綱
」
に
基
づ
き
、
日
本
、
満
洲
国
の

「
開
拓
事
業

一
元
化
」
の
た
め
、
満
鮮
拓
殖
は
満
洲
拓

殖
公
社
に
合
併
さ
れ
た
。
こ
の
結
果

「鮮
満
拓
殖
」
は
存
在
意
義
を
失

っ
て
解
散
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「台
湾
拓
殖
」
株
式
引
受

の
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

同
社

ハ
、
第
六
〇
議
会

二
於
テ
成
立
シ
タ
ル
台
湾
拓
殖
会
社
法
（昭
和
十

一
年
法
律
第
四
三
号
同
六
月
三
日
公
布
Ｙ
一基
キ
設
立
セ
ラ
レ

タ
ル
特
殊
会
社

ニ
シ
テ
、
資
本
金
ノ
半
額

ハ
政
府
ガ
台
湾
ノ
官
有
地
ヲ
現
物
出
資
シ
、
残
り
半
分

ハ
民
間
出
資
ト
シ
、
内

一
〇
〇
千
株

ハ
之
ヲ
内
地
ノ
有
力
者
ノ
引
受

二
仰
ギ
、
当
社

二
対
シ
テ
モ
設
立
委
員
加
藤
恭
平
氏
（註
、
三
菱
商
事
常
務

・
三
菱
合
資
理
事
、
台
湾
拓
殖

初
代
社
長
）
ヨ
リ
之
ガ
株
式
引
受
方
依
頼
ア
リ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
国
策
援
助
ノ
意
味
合
ヨ
リ
六
〇
〇
〇
株

ヲ
引
受
ノ
事
ト
セ
リ
（最
初

一
〇

〇
〇
〇
株
ノ
引
受
ヲ
依
頼
サ
レ
タ
リ
）
。



「南
洋
拓
殖
」
株
の
引
受
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
犯
。

同
社

ハ
、
昭
和
十

一
年
七
月
二
十
七
日
公
布
ノ
南
洋
拓
殖
株
式
会
社
令

二
基
キ
設
立
セ
ラ
レ
タ
ル
特
殊
会
社

ニ
シ
テ
、
資
本
金
ノ
約
半

額

ハ
政
府
ガ
南
洋
ノ
官
有
地
ノ
燐
鉱
採
掘
権
並

二
設
備
ヲ
現
物
出
資
シ
、
残
リ
ハ
民
間
出
資
ト
シ
、
住
友

二
対
シ
テ
モ
八
月
末
拓
務
大

臣
入
江
海
平
氏
ヨ
リ
之
ガ
株
式
引
受
方
依
頼
ア
リ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
国
策
援
助
ノ
意
味
合
ヨ
リ
台
湾
拓
殖
卜
同
株
六
〇
〇
〇
株
ヲ
引
受
ケ

タ
リ
（最
初
二
〇
〇
〇
〇
株
ノ
引
受

ヲ
依
頼
サ
レ
タ
リ
）
。

諸
株
は
有
価
証
券
元
帳
で
は

一
本
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
便
宜
上
業
種
毎

に
分
類
し
た
。

投
資
関
連
株
で
は
新
た
に

「東
北
興
業
」
株
を
引
き
受
け
た
。
そ
の
経
緯
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

同
社

ハ
東
北
地
方
ノ
窮
乏
打
開
ヲ
ロ
的
ト
シ
テ
、
東
北
振
興
電
カ
ト
同
時

二
設
立
セ
ラ
レ
タ
ル
国
策
会
社

ニ
シ
テ
、
当
社
ト
シ
テ
ハ
国

策
援
助
ノ
意
味
及
八
代
理
事
ガ
同
社
ノ
設
立
委
員
ナ
ル
コ
ト
等
彼
是
勘
考
シ
テ
此
レ
ガ
株
式
ノ
公
募

二
応
ズ
ル
コ
ト

ヽ
セ
リ
。
（昭
和

十

一
年
七
月
）

当
初
二
〇
〇
〇
株
ノ
引
受
申
込
ヲ
ナ
シ
タ
ル
処
、
応
募
総
数
約
三
倍

二
達
シ
タ
ル
為
、　
一
五
〇
〇
株
ノ
割
当
ヲ
引
受
ケ
タ
リ
。

サ
ー
ビ
ス
関
連
株
で
は

「新
大
阪
ホ
テ
ル
」
、
「札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
、
「名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
」
、
「帝
国
ホ
テ
ル
」
の
四
社
の
株
式
を

引
き
受
け
た
。
「新
大
阪
ホ
テ
ル
」
の
設
立
に
つ
い
て
、
川
田
順
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

昭
和
の
始
め
大
阪
財
界
の
有
力
者
数
人
が
集
ま
つ
て
、　
日
本
に
恥
づ
か
し
く
な
い
欧
風
ホ
テ
ル
の
新
設
を
相
談
し
、

湯
川
寛
吉
（
そ
の

時
住
友
総
理
）
を
発
起
人
総
代
に
推
し
た
。　
そ
こ
で
湯
川
は
、　
帝
国
ホ
テ
ル
社
長
の
大
倉
喜
七
郎
に
業
務
面

へ
の
積
極
的
協
力
を
依
頼

す
る
と
同
時
に
、
大
蔵
省
預
金
部
か
ら
長
期
低
利
資
金
を
大
阪
市
に
融
通
さ
せ
、
市
の
計
算
で
建
築
し
た
建
物
を
ホ
テ
ル
会
社
に
貸
与

さ
せ
る
方
針
を
取
り
、
敷
地
は
東
新
倉
庫
所
有
地
を
格
安
で
譲
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
で
も
別
に
運
転
資
金
を
要
す
る
こ
と
勿
論

な
の
で
、
株
式
会
社
と
し
て
株
金
を
集
め
た
。
と
こ
ろ
が
あ
い
に
く
財
界
不
振
の
ど
ん
底
で
、
発
起
人
等

の
有
力
者
さ

へ
予
定
通
り
に
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友
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八

は
引
受
け
な
か
つ
た
。
そ
の
結
果
、
た
く
さ
ん
の
株
を
住
友
が
背
負
ひ
込
む
こ
と
に
な
り
、
会
長
、
常
務
そ
の
他
の
役
員
ま
で
も
住
友

か
ら
出
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
。

川
田
順
は
、
ホ
テ
ル
営
業
は
住
友

の
本
道
か
ら
は
づ
れ
た
種
類
の
仕
事
だ
と
し
て
批
判
的
で
あ
る
が
、
湯
川
寛
吉
自
身
も
大
阪
ホ
テ
ル
の

経
営
の
実
態
に
鑑
み
、
元
来
ホ
テ
ル
建
設
に
は
消
極
的
で
あ

っ
た
。
む
し
ろ
当
時
の
大
阪
市
長
関

一
が
、
東
京
高
商
教
授
で
あ

っ
た
時
の
教

え
子
帝
国
ホ
テ
ル
支
配
人
大
丸
徹
三
に
対
し
ホ
テ
ル
の
建
設
運
営

に
関
す
る
協
力
を
要
請
し
、
建
設
資
金
に
つ
い
て
も
帝
国
ホ
テ
ル
の
出
資

を
期
待
し
た
。
同
社
の
資
金
繰
り
の
関
係
で
そ
れ
が
困
難
に
な
る
や
、
関
市
長
は
国
庫
か
ら
借
り
入
れ
る
構
想
を
ま
と
め
、
そ
れ
を
基
に
帝

国
ホ
テ
ル
社
長
大
倉
喜
七
郎
を
通
じ
、
住
友
吉
左
衛
門
友
成
に
対
し
住
友
側
の
協
力
を
要
請
し
て
き
た
。
こ
れ
が
湯
川
寛
吉
を
動
か
し
た
と

（
５７
）

み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
湯
川
寛
吉
は
、
昭
和
七
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
創
立
総
会
に
先
立
ち
、
昭
和
五
年
八
月
総
理
事
を
小
倉
正
恒
に
譲
り
、
六
年
八
月

に
は
死
去
し
た
た
め
、
住
友
側
で
は
小
倉
正
恒
が
取
締
役
会
長
に
、
商
工
課
長
続
航
（Ｍ
４４
東
京
高
商
、
の
ち
化
学
常
務

・
専
務
）
が
常
務
取
締

役
に
選
任
さ
れ
、
他
に
商
工
課
大
沢
忠
蔵
（Ｔ
Ｈ
東
京
高
商
専
攻
部
、
の
ち
日
本
電
気
経
理
部
長

・
住
友
通
信
工
業
資
材
部
長
）
が
支
配
人
代
理
（支
配

人
は
帝
国
ホ
テ
ル
か
ら
郡
司
茂
が
招
か
れ
た
）
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
し
か
し
創
立
総
会
と
同
日
付
で
銀
行
常
務
加
賀
覚
次
郎
（Ｍ
３‐
東
京
高
商
専

攻
部
）
が
六
〇
歳
の
高
等
職
員
停
年
を
三
年
余
残
し
て
辞
任
し
て
い
る
こ
と
は
、
専
任

の
常
務
と
し
て
新
大
阪
ホ
テ
ル
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と

が
既
に
内
定
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
事
実
続
航
が
七
月
に
商
工
課
長
か
ら
日
本
電
氣
支
配
人
営
業
部
長
に
転
出
し
て
、
八
月
に
新

大
阪
ホ
テ
ル
常
務
を
辞
任
す
る
と
、
加
賀
覚
次
郎
が
後
任
の
常
務
に
就
任
し
た
。
合
資
会
社
の
持
株
は
当
初

一
万
五
六
〇
株
父
口資
会
社
名
義

九
二
六
〇
株
、
小
倉
正
恒
五
〇
〇
株
以
下
名
義
株

一
三
〇
〇
株
）
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
失
権
株
四
人
○
株
を
引
き
受
け

一
万

一
〇
四
〇
株
父
口資
九

五
四
〇
株
、
名
義
株

一
五
〇
〇
株
）
と
な
り
、
持
株
比
率
は
資
本
金
三
〇
〇
万
円
の
う
ち

一
八

・
四
％
に
達
し
た
。
ホ
テ
ル
は
昭
和
十
年

一
月
十

六
日
開
業
し
た
が
、
そ
の
直
後
に
大
阪
市
長
関

一
は
死
去
し
た
。
昭
和
十
三
年
三
月
開
業
三
周
年
の
祝
宴
に
お
い
て
小
倉
正
恒
は
僅
か
な
が



ら
配
当
（年
四
％
）
も
で
き
る
よ
う
に
な

つ
た
こ
と
を
報
告
し
、
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

金
則
略
）大
体
当
社
創
立
ノ
際
見
積
リ
マ
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
近
イ
成
績
ヲ
挙
ゲ
ル
事

ヲ
得

マ
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
之
全
ク
各
位
御
春
顧
ノ

賜

二
外
ナ
ラ
ヌ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
ル
ガ
、
又

一
面

ニ
ハ
今

ハ
亡
キ
湯
川
寛
吉
氏
、
故
関
市
長
ノ
斯
業

二
対
ス
ル
御
明
察
並

二
其
ノ
他
物

故
諸
賢
ノ
御
尽
力
杯
ガ
今
更
ノ
如
ク
追
憶
サ
レ
マ
シ
テ
、
感
恩
ノ
情

一
入
深
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
取
り
分
ケ
私

ハ
湯
川
翁
ノ
遺
志
卜
関

市
長
ノ
遺
嘱
二
依
リ
マ
シ
テ
、
当
ホ
テ
ル
ノ
建
設
経
営

二
与
リ
マ
シ
タ
ル
関
係
上
、
感
謝
ノ
念
禁
ジ
難
キ
ト
同
時

二
一
層
責
任
ノ
重
大

ナ
ル
ヲ
痛
感
シ
テ
居
ル
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。
（後
略
）

「札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
株
は
、
「美
濃
部
俊
吉
氏
（註
、
東
大
名
誉
教
授
美
濃
部
達
吉
兄
、
元
北
海
道
拓
殖
銀
行
頭
取
、
当
時
満
洲
取
引
所
理

事
長
）
ヨ
リ
引
受
依
頼
有
り
。
札
幌

ニ
ハ
従
来
札
幌
鉱
業
所
ア
リ
、
現
在
モ
相
当
関
係
有
シ
居
ル
関
係
上
三
〇
〇
株
引
受
ク
ル
コ
ト

ヽ
セ
リ
」

（
５８
）

と
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
」
は
、
次

の
よ
う
な
事
情
で
引
き
受
け
ら
れ
た
。

当
ホ
テ
ル
ハ
企
業
ト
シ
テ
ハ
左
程
有
利
ナ
ル
モ
ノ
ト
ハ
称
シ
難
ク
、
年
四
分
ノ
株
式
配
当

ヲ
予
想
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
モ
其
ノ
実
現
疑

ハ

シ
キ
モ
、
当
住
友
ト
シ
テ
ハ
名
古
屋
地
方

ニ
ハ
種
々
ノ
関
係
ヲ
有
シ
、
且
ツ
名
古
屋
販
売
店
支
配
人
並

二
銀
行
支
店
長
モ
相
当
株
式
ノ

引
受

ヲ
希
望
シ
居
り
、
芳
々

一
概

二
拒
絶
シ
得
ザ
ル
事
情

ニ
ア
ル
ヲ
以
テ
、
三
井
、
三
菱
、
安
田
等
ノ
振
合
ヲ
考
慮
シ

一
千
株
引
受
ノ

コ
ト
ニ
セ
リ
。

「帝
国
ホ
テ
ル
」
新
株
引
受
の
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
型
。

近
来
外
人
客
ノ
増
加
卜
昭
和
十
五
年

二
開
催
ノ
万
国
勧
業
博
覧
会
並

ニ
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
ニ
備

へ
、
客
室
ノ
拡
張
工
事

ヲ
施
行
ス
ル
為
、

現
在
資
本
金
三
百
万
円
ヲ
四
百
万
円

二
増
資
計
画
中

ニ
シ
テ
、
内
蔵
頭
（註
、
宮
内
省
）
、
大
倉
、
三
井
、
三
菱
等

二
於
テ
ハ
夫
々
新
株

応
募
ノ
コ
ト
ニ
決
定
シ
、
更

二
郵
船
、
商
船
、
各
生
保
会
社

ニ
モ
応
募
方
懇
請
中
ナ
ル
ガ
、
住
友

二
於
テ
モ
五
〇
〇
―

一
〇
〇
〇
株
ノ
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第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
〇

引
受
相
成
度
旨
、
大
丸
支
配
人
ヨ
リ
東
京
支
店
長

マ
デ
申
出
ア
リ
タ
リ
。
増
資
後
ノ
損
益

ハ
最
近
ノ
業
績
ヨ
リ
考

ヘ
テ
、
恐
ラ
ク
年
六

％
程
度
ノ
配
当

ハ
可
能
ナ
ル
ベ
シ
ト
イ
フ
。
住
友

二
於
テ
ハ
時

二
本
計
画

二
参
加
ノ
希
望
ナ
キ
モ
、
折
角
大
丸
支
配
人
ノ
申
出

二
対
シ

無
下
二
拒
絶
ス
ル
モ
如
何
卜
思

ハ
レ
、
芳
々
附
合
ノ
意
味
ヲ
以
テ
五
〇
〇
株
応
募
ノ
コ
ト
ニ
セ
リ
。

運
輸
通
信
関
連
で
は

「
国
際
電
話
」
株
と

「満
洲
航
空
」
新
株
を
引
き
受
け
た
。
「国
際
電
話
」
株
に
つ
い
て
は
、
同
社
が
昭
和
十
三
年

日
本
無
線
電
信
株
式
会
社
に
吸
収
合
併
さ
れ
て
国
際
通
信
株
式
会
社
と
改
称
し
、
昭
和
十
五
年
こ
の
株
式
を
住
友
電
氣
工
業
に
譲
渡
し
た
た

め
、
引
受

の
事
情
を
示
す
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
「国
際
電
話
」

は
昭
和
七
年
十
二
月
資
本
金

一
〇
〇
〇
万
円
で
設
立
さ
れ
た
。
大
正

十
四
年
に
設
立
さ
れ
た

「
日
本
無
線
電
信
」
が
対
外
電
信
用
の
無
線
送
受
信
設
備
を
建
設
し
、
こ
れ
を
政
府

の
運
営
に
供
し
て
い
た
の
に
倣

い
、
電
話
の
無
線
送
受
信
設
備
を
建
設
し
、
政
府
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
同
社

の
設
立
趣
意
書
に
よ
る
と
総
理
事
小
倉

正
恒
は
、
逓
信
大
臣
に
よ
り
設
立
準
備
委
員
に
指
名
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
関
係
で
三
〇
〇
〇
株
を
引
き
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「満
洲
航
空
」
は
昭
和
七
年
九
月
資
本
金
三
八
五
〇
万
円
で
設
立
さ
れ
た
。
同
社
株
式
引
受

の
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

同
社
ノ
設
立

ハ
満
洲
国
ノ
警
備
並
交
通
上

二
欠
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
緊
急
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
創
立
関
係
者
ヨ
リ
当
社
ノ
出
資

ヲ
希
望
セ
ラ
レ

タ
ル
事
情
モ
ア
リ
、
労
々
国
策
援
助
ノ
見
地
ヨ
リ
極
メ
テ
有
意
義
卜
認
メ
、
欣
然
事
業
参
加
ノ
事
ト
シ
タ
リ
。
（昭
和
七
年
八
月
）

合
資
会
社
は
こ
の
決
定
に
基
づ
き
三
二
〇
〇
株
（払
込
昭
和
七
年
九
月
五
〇
万
円
、
八
年
五
月
五
〇
万
円
）
を
引
き
受
け
た
が
、　
同
社
定
款
に
は
普

通
株
式
に
対
し
配
当
を
し
な
い
と
い
う
規
定
が
あ
り
、
こ
の
た
め
補
給
寄
附
を
も

っ
て
支
出
（雑
費
、
第
Ｈ
表
註
参
昭
じ
さ
れ
、
こ
の
株
式
は
準

有
価
証
券

に
編
入
さ
れ
た
。
そ
の
後
昭
和
十

一
年
八
月
資
本
金
を
八
〇
〇
万
円
に
増
資
し
、
こ
の
時
は
満
洲
国
、
満
鉄
引
受
分
は
普
通
株
で

あ

っ
た
が
、
他
は
優
先
株
で
あ

っ
た
の
で
、
合
資
会
社
は
六
〇
〇
株
↑
一〇
万
円
）
を
引
き
受
け
、
こ
れ
は
有
価
証
券

の
取
り
扱

い
と
な

っ
た
。

そ
の
他
の
諸
株
の
う
ち
、
「
日
本
電
気
證
券
」

は
既
に

「住
友
合
資
会
社
（中
ど

で
述
べ
た
よ
う
に
昭
和
五
年
十
月
解
散
し
た
。
新
た
に

（
６３
）

取
得
し
た

「
日
伯
棉
花
」
の
引
受
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。



昭
和
十
年
平
生
鉄
三
郎
氏
（註
、
当
時
川
崎
造
船
所
社
長
）遣
伯
使
節
ト
シ
テ
渡
伯
中
、
同
国

二
於
ケ
ル
棉
花
栽
培
ガ
甚
ダ
好
望
ナ
ル
モ
ノ

ノ
、
取
扱
及
販
売
ノ
点

二
於
テ
遺
憾
ノ
点
多
キ
ニ
鑑
ミ
、
之
が
販
売
会
社
ヲ
設
立
セ
バ
米
棉
其
他

ヲ
牽
制
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
、
且
ツ
ハ

日
本
移
民
ノ
保
護
助
長
ト
モ
ナ
ル
ベ
シ
ト
思
料
シ
、
且
外
務
省
ノ
懲
憑
モ
ア
リ
、
寿
々
三
大
紡
績
会
社
（註
、
東
洋
紡
績
、
鐘
淵
紡
績
、
大

日
本
紡
績
）
、
三
大
棉
花
会
社
（註
、
東
洋
棉
花
、
日
本
綿
花
、
江
商
）
、
三
井
、
三
菱
、
商
船
、
伊
藤
忠
等
ヲ
主
ナ
ル
株
式
引
受
人
ト
シ
テ

設
立
ノ
運
ビ
ト
ナ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
住
友

ヘ
モ
同
氏
ヨ
リ
事
業
参
加
方
要
請
ア
リ
タ
リ
。
乍
然
棉
業

ニ
ハ
住
友

ハ
関
係
薄
ク
又
採
算
上

本
事
業
ノ
将
来

二
付
テ
必
ズ
シ
モ
有
望
卜
称
シ
難
ク
、
且
ツ
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
事
業

ニ
ツ
キ
テ
ハ
今
迄
相
当
ノ
出
資

ヲ
ナ
シ
居
り
、
本
事

業

二
参
加
ノ
要
ナ
シ
ト
思

ハ
ル

ヽ
モ
、
発
起
人
、
引
受
人

二
対
ス
ル
関
係
モ
ア
リ
、
特

二
前
記
平
生
氏
ノ
懇
望
モ
ア
リ
、
且
住
友
倉
庫

ノ
営
業
上
同
社
ノ
計
画

二
参
加
シ
置
ク
ガ
便
宜
ナ
ル
ベ
シ
ト
思
料
セ
ラ
ル

ヽ
ヲ
以
テ
株
式
引
受
ノ
事

ニ
セ
リ
。

株
式
会
社
以
外
の
合
資
会
社
、
合
名
会
社
、
生
命
保
険
相
互
会
社
、
組
合
等

に
対
す
る
出
資
は
、
次

の
通
り
三
社
共
解
散
し
た
た
め
、
消

滅
し
た
。

「蓬
葉
生
命
保
険
相
互
」
は
、
経
営
不
振
に
よ
り
、
昭
和
八
年
六
月
昭
和
生
命
と
改
称
し
た
日
本
医
師
共
済
生
命

に
他
の
東
海
生
命
、
国

光
生
命
、
中
央
生
命
と
共
に
そ
の
全
契
約
を
包
括
移
転
し
て
解
散
し
た
。

「
興
源
公
司
」
は
、
そ
の
目
的
と
し
た
湖
南
省
水
口
山
鉛
鉱
の
日
中
合
弁
経
営
が
湖
南
省
の
政
情
不
安

の
た
め
実
現
せ
ず
、
昭
和
七
年
三

月
解
散
し
た
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

八
二
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第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

四

資

金

調

達

前
章

「住
友
合
資
会
社
（中
と
　
に
お
い
て
、　
昭
和
五
年
２

九
三
〇
）末
の
理
事
会
で
資
金
繰
り
の
関
係
か
ら
翌
昭
和
六
年

の
新
規
起
業
が

す
べ
て
延
期
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
決
定
に
よ
り
昭
和
六
年

の
合
資
会
社

・
連
系
会
社
の
固
定
財
産
及
起
業
支
出
す
な
わ
ち
設
備
投

資
は
、
前
年

の
一
六
六

一
万
円
に
対
し
、
四
五
四

万
円

に
圧
縮
さ
れ
、
償
却
（五
二
四
万
円
）
の
範
囲

内

に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
（第
２２
、

２３
表
）。
こ

の
決
定

の
端
緒
と
な

っ
た
別
子
鍍
山
だ
け
を
と
っ

て
み
れ
ば
、　
一
八
三
万
円
の
償
却
に
対
し
固
定
財

産
及
起
業
支
出
は
六
九
万
円
に
抑
制
さ
れ
、
差
額

一
一
四
万
円
を
も

っ
て
す
れ
ば
、
主
管
者
専
務
鷲

尾
勘
解
治
が
意
図
し
て
い
た
新
居
浜
築
港
計
画
の

着
工
は
十
分
可
能
で
あ

っ
た
だ
け
に
、
鷲
尾
が
こ

の
決
定

に
対
し
非
常
に
不
満
で
あ

っ
た
こ
と
は
理

解
で
き
る
。
し
か
も
こ
の
築
港
計
画
は
そ
の
後
景

Ⅸ
　
気
の
回
復
と
と
も
に
再
度

の
計
画
変
更
が
行
わ
れ

表
　
た
の
ち
、
昭
和
八
年
五
月
に
着
工
さ
れ
る
こ
と
に

八
三
二

(単位 :万 円、万円未満四捨五入)

(参 考)償 去ロ

昭和 6年 7年 8年 9年 lo年 11年

44

183

72

38

27

80

18

25

15

8

23

490

37

180

105

39

31

73

64

26

17

43

17

596

48

171

105

40

33

48

106

26

15

15

18

576

92

142

100

45

31

38

158

0

0

3

30

15

9

19

589

106

122

108

34

26

32

142

0

0

7

30

16

8

20

545

137

132

114

35

139

207

6

29

10

28

17

8

33

757

894



第 22表 固定財産及起業支出表

会 社 名
固定財産及起業支出(償却組戻)

昭和 6年 7年 8年 9年 10年 11年

合資会社

連系会社

別子鍍山

炭 破

製 鋼

電 線

伸銅鋼管

金属工業

肥 料

化学工業

アルミニウム製錬

満洲鋼管

機械製作

倉 庫

ビルデイング

大阪北港

上佐吉野川水電

四国中央電力

4ヽ 計

110

69

23

12

74

6

96

8

13

35

7

344

193

32

26

20

46

15

209

19

2

43

14

425

204

42

44

180

22

391

225

30

1

△25

47

957

262

△133

110

458

50

592

456

9

1

88

46

6

△28

59

1,715

401

61

111

233

35

663

746

199

289

71

51

4

94

253

2,810

422

38

94

76

562

613

74

54

150

18

21

3

274

1,978

合  計 1.160 1,977 3.211 2,399

出典 :本節の以下の諸表は合資会社 連系会社の各年度残高表 金繰表か ら作成 した。(但 し第23表 及び第25

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

な
る
の
で
あ
る
（総
工
費

一
〇
〇
〇
万
円
、
昭
和
十
四

年
六
月
完
成
）。

し
か
し
合
資
会
社

・
連
系
会
社
全
体
の
資
金
繰

り
か
ら
す
る
と
、
た
と
え
固
定
財
産
支
出
及
起
業

支
出
が
償
却
の
範
囲
内
に
圧
縮
さ
れ
た
と
し
て
も
、

前
章
で
述
べ
た
有
価
証
券
投
資
が
合
資
会
社
の
他

に
電
線
や
伸
銅
鋼
管
に
お
い
て
支
出
要
因
と
な

っ

た
（第
２４
、

２５
表
、
合
計
純
増
三
七
六
万
円
）。
他
方

収
入
面
で
は
合
資

・
連
系
両
者
併
せ
た
損
益
そ
の

も
の
が
三
四
〇
万
円

の
準
公
表
純
損
失
（第
５
表
）

を
実
際
に
は
大
き
く
上
回

っ
て
四
七
六
万
円
の
赤

字

で
あ

っ
た
の
で
（第
２６
表
）
、
昭
和
六
年

の
支
出

超
過
は
、
昭
和
五
年
の
一
三
二
九
万
円
に
対
し
、

改
善
さ
れ
た
と
は
い
え
な
お
八
〇
五
万
円
に
達
し

た
の
で
あ
る
（第
２７
表
）。
こ
の
内
訳
を
み
れ
ば
、

連
系
会
社
の
収
支
は
改
善
し
て
お
り
、
こ
の
支
出

超
過
は
専
ら
合
資
会
社
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

本
社
は
こ
の
資
金
繰
り
を
銀
行
か
ら
の
借
り
増
し

八
三
二



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
四

三
九
四
万
円
（当
座
借
越

一
二
四
万
円
＋
割
引
手
形
二
七
〇
万
円
）
と
信
託
か
ら
の
新
規
借
り
入
れ
（割
引
手
形
）
四
八
〇
万
円
で
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
（第
１２
表
及
第
２８
表
）。
し
か
し
こ
の
銀
行
か
ら
の
借
り
増
し
は
、
他
方
で
連
系
会
社
の
返
済
分
二
〇

一
万
円
が
あ

っ
た
の
で
、
合
資

・

連
系
合
計
で
は
実
質

一
九
三
万
円
に
す
ぎ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
五
年

の
資
金
繰
り
で
は
銀
行
か
ら
合
資

・
連
系

の
所
要
資
金

の
半
ば
以
上
の
六
四
二
万
円
と
い
う
巨
額

の
調
達
が
行
わ
れ
た
（信
託

第 23表 合資会社・連系会社主要起業支出 ―覧
(単位 :万円 )

年 合資・連系 内  容 金額

日召オロ6 本 社

鴻之舞

別子鍍山

炭 破
電 線

月巴  米|
大阪北港

合 計

東京 ビル

製錬所拡張

製作所改築

山根病院

忠隈起業

海底線工場

事務所改築

窒素工場

築 港

土地改良

7

大阪北港
土佐吉野川

合 計

山
　
　
　
管

社
舞
鎖
破
鋼
線
鋼
料

之
子
　
　
　
銅

本
鴻
別
炭
製
電
伸
肥

東京 ビル

鴻丸索道架設

硫酸工場拡張

奔別起業

外輪■1場

海底線工場

鋼帯板製造設備

窒素工場増設

窒素工場

Jヒ港修築
四水連絡送電線

5

8 本 社

別子鍍山

芽t  a]

仲 f・l鋼管

月巴  米斗

大阪北港

合 計

珍山金山

宜川金 [IJ

ネ申戸 ビル

肥料工場埋立

西川鉱山

製鋼設備

外 輪 :工場

第1車輪工場

押出機

水圧機増設

翼工場

瓦斯容器製造設備

硝酸工場

窒素工場増設

接触硫酸工場

Jヒ港修築

9 鴻之舞

製 鋼

元山鉱
三王坑

東倶知安鉱

第 2鍛圧工場

第 2旋盤工場

第 3旋盤工場

第 2製鋼工場



か
ら
は
連
系
分
一
一二
一一万
円
）
の
に
対
し
、
昭
和
六
年
に
な
る
と
銀
行
と
信
託

の
比
率
が
逆
転
し
、
特

に
本
社
レ
ベ
ル
で
信
託
か
ら
の
借
り
入

れ
が
新
た
に
始
ま
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
合
資
会
社
と
銀
行
の
関
係
に
変
化
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
抱

か
せ
る
。
す
な
わ
ち
昭
和
五
年
八
月
総
理
事
湯
川
寛
吉
が
辞
任
し
て
小
倉
正
恒

に
代
わ

っ
た
が
、
湯
川
寛
吉
は
大
正
四
年
■

九

一
五
）以
来

総
理
事
に
就
任
す
る
大
正
十
四
年
ま
で
銀
行
の
主
管
者
常
務
で
あ

っ
た
し
、
総
理
事

に
就
任
し
て
間
も
な
く
大
正
十
五
年
三
月
銀
行
社
長
で

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
五

日召オロ9 電 線
伸銅鋼管

化 学 業

大阪北港
四国中央

合 計

I

第 4工場改築

熱仕上鋼管製造設備
土地代

水圧機

特殊旋盤
土地代
窒素工場第 3・ 4期
接触硫酸

同 増設

硝酸工場

Jヒ港修築
高薮発電所拡張

20

281

78

29

29

123

48

30

98

30

59

42

1,208

本 社

鴻之舞
金属工業

化学工業

アル ミニウム製錬

機械製作

大阪北港

四國中央
合 計

京都 ビル土地

第 3次拡張

鋼管押出

翼工場拡張
窒素第 4

アル ミナエ場

おを角虫負F3
同 第 4

メタノールエ場
コークス炉

製錬工場

電極工場

改 築
ヨヒ港修築

第 2火力

53

154

159

137

202

108

96

82

82

50

133

33

65

98

234

1,686

11 炭 積
電 線
金属工業

化学工業

アル ミニウム製錬

機械製作

大阪北港

四國中央

合 計

潜竜鉱区開坑

汽缶増設圧縮機移転

鋼管押 出

板車輪製造設備

本店建設

翼工場拡張
コークス炉

窒素第 4

アル ミナエ場

製錬工場

電極工場

鋳造工場増築

第 2期改築

第 3期改築

ヨヒ港修築

第 2火力

渡 川

35

19

118

75

64

61

208
188

59

26

44

55

48

65

68

168

34

1,335

出典 :各 年度処務報告書、実際報告書等か ら作成。



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（
下
）

八
二
六

あ

っ
た
住
友
吉
左
衛
門
友
純
が
死
去
す
る
と
、
五
月
に
銀
行
会
長
に
就
任
し
、

湯
川
の
後
任

の
銀
行
主
管
者
専
務
八
代
則
彦

の
上
席
に
復
帰
し
た
。
か
く
し

て
湯
川
寛
吉

の
時
代
に
は
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
住
友
銀
行
の
連
系
会
社

に
対
す
る
貸
し
出
し
が
、
合
資
会
社
を
経
由
し
な
い
で
直
接
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
し
か
も
そ
の
額
が
巨
額
に
な

っ
て
く
る
と
合
資
会
社
と
銀
行

の
間

で
取
り
決
め
ら
れ
て
い
た

「総
本
店
銀
行
間
当
座
勘
定
及
手
形
割
引

二
係
ル

契
約
覚
書
」
翁
住
友
総
本
店
（上
ン

資
料
Ｈ
参
昭
じ
及
び

「住
友
総
本
店
ヨ
リ
住

友
銀
行

へ
預
ケ
金
利
率
ノ
件
」
つ
住
友
総
本
店
（中
ご

資
料
Ｈ
参
照
）
は
意
味
を

持
た
な
く
な
り
、
昭
和
三
年
七
月
廃
止
さ
れ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

し
か
し
湯
川
寛
吉
に
代
わ

っ
て
総
理
事

に
就
任
し
た
小
倉
正
恒
は
、
明
治

時
代
に
住
友
本
店
神
戸
店
支
配
人
の
際
自
動
的
に
銀
行
神
戸
支
店
支
配
人
を

兼
務
し
た
程
度
で
銀
行
と
の
関
係
は
希
薄
で
あ

っ
た
。
し
か
も
住
友
部
内
の

席
次
は
八
代
則
彦
が
小
倉
正
恒
よ
り
上
で
あ

っ
た
た
め
、
小
倉
正
恒
は
銀
行

の
取
締
役
に
は
就
任
し
た
が
、
湯
川
寛
吉
の
後
任
と
し
て
銀
行
会
長
に
就
く

こ
と
が
で
き
ず
、
専
務
八
代
則
彦
が
兼
任
し
て
い
た
。
湯
川
寛
吉
が
更
迭
披

露
の
席
上

「
八
代
は
住
友
銀
行
の
主
宰
者
で
あ
り
ま
す
が
、
外
部
に
対
し
て

（
６６
）

住
友
を
代
表
す
る
者
は
小
倉
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
紹
介
し
た
こ
と
は
、
既
に

「住
友
合
資
会
社
（中
と

で
述
べ
た
。
昭
和
六
年
六
月
十
八
日
銀
行
常
務
大

第 24表 有価証 券純増 減表
(単位 :万 円、万円未満四捨五入)

会 社 名 日召禾日64F 7年 8年 9年 10年 H年

合資会社

連系会社

別子銭山

炭 破

製 鋼

電 線

伸銅鋼管

金属工業

肥 料

化学工業

倉 庫

四國中央

小 計

３６
‐０
“
Ｍ
３
一
‐０
一
Ｍ
一
２６

８７

一

３３

９０

１５

一

７‐

一

一

一

９６

1,658

222

60

67

335

96

△5

27

802

△1,585

40

134

141

18

332

301

115

139

210

44

1

508

合  計 698 △1.253



(単位 :万 円)

年 会 社 名 谷内 金 額

日召オロ6
管

線

鋼

計

銅

電

伸

合

日本電線 買 入

住友 アル ミニ ウム払込

7 別 子 銭 山

破

料

計

炭

肥

合

日本 化 学 製 絲 払 込

土 肥 金 山 買 入

昭 和 石 炭 払 込

日 本 化 学 製 絲 払 込

21

15
10

10
56

8 別子 鏡 山

電 線

製 鋼
仲 銅鋼 管

料

　

計

肥

　

合

It佐 吉野 川 買入

日本 化学 製絲 払込

大 阪北 港買 入

藤 倉電線 払 込

大 阪北 港買 入

大阪北港 買 入

渡辺鉄 工所 買 入

日満 マ グ ネシウム払 込
土 佐吉 野 川買 入

日本 化学 製絲払 込

9 別子 銭 山

電 線

製 鋼
仲 銅鋼 管

化学工 業

四國 中央

合 計

住 友機械 製作払 込
四 國 中央電力払 込

阪根 伸銅 買入
四 國 中央電力 買 入

住 友 機械 製作払 込

満サH住友鋼 管払込

住友 アル ミニ ウム製錬払 込

大阪金属 買 入

渡辺鉄 工所払 込

四國 中央電 力払 込

住 友 アル ミニ ウム製錬夕、込

渡 川水 力電 気買 入

別子 鎮 山
電 線

金属 工 業

化学 工業
合 計

倉敷絹織 払 込 ・買 入

日本 海底 電線払 込

藤 倉電線払 込

満洲 住 友鋼 管払 込

日本瓦斯 管販売 払込

倉敷絹 織払 込 ・買 入

別手 銭 山

電 線

金属工 業

化学 工業
合  計

住 友機械 製作払 込

四 國 中央 電 力払込

住 友金属工 業 買 入

日本 電気 買 入

満洲 電業 買 入

大 Flx金 属 買 入・払 込

満洲住 友鋼 管払込

住 友機 械 製作払 込

小松 熱錬工 業払 込

渡 辺鉄 工所払 込

日本 パ イプ製造払込

四國 中央電 力払 込

1

5

註 :各年度処務報告書、実際報告書等か ら作成。

平
賢
作
（Ｍ
８７
東
京
高
商
専
攻
部
、
Ｍ
３９
住
友
入
社
、
の
ち
銀
行
専
務

夫
ム長
）
か
ら
合
資
常
務
理
事
川
田
順
に
こ
の
よ
う
な
合
資
会
社
と
銀
行
の
関

係
を
示
す
次

の
よ
う
な
書
簡
が
届
い
た
。

本
内
第
二
二
七
〇
号

昭
和
六
年
六
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
株
式
会
社
住
友
銀
行

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

八
二
七

第 25表 連系会社主要有価証券支出一覧



の比較
(単位 :万 円、万円未満四捨五入)

第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

住
友
合
資
会
社

常
務
理
事

川
田
　
順
殿

貴
社
連
系
会
社
貸
金
取
引

二
対
ス
ル
打
合
事
項

二
関
ス
ル
件

八
二
八

常
務
取
締
役
　
　
　
大
平
　
賢
作

拝
啓
　
二貝
社
連
系
会
社

二
対
ス
ル
貸
金
取
引

二
関
シ
テ
ハ
、
従
来
各
事
態

二
応
シ
貴
社
ノ

御
承
認

ヲ
得

ル
コ
ト
（註
、
こ
の
箇
所
に
川
田

の
傍
線
と
？
の
記
入
あ
り
）
ヽ
致
居
候
処
、
右

取
扱
方

二
関

シ

一
定

ノ
基
準
無
之

タ
メ
、

往
々
遺
漏
ヲ
生
ズ
ル
場
合
無
之
ヲ
保
シ
難
ク

思
惟
セ
ラ
レ
候

二
付
テ
ハ
、
今
回
更
メ
テ
右

処
理
方
ヲ
左
記
ノ
通
り
取
定
メ
、
取
扱
ノ
統

一
ヲ
計
ル
コ
ト

ヽ
致
度
、
有
御
協
議
迄
此
段

得
貴
意
候
。

敬
具

一
、
各
年
度

二
於
ケ
ル
各
社
ノ
取
引
極
度

ニ

付
テ
ハ
、
従
来
通
り
各
年
度
ノ
頭
初

ニ

於
テ
総
括
シ
テ
貴
社
ノ
承
認
ヲ
得
ル
コ

9 年 10 年 H 年

a― b a a― b a― b

1,136

192

111

203

231

671

283

34

△18

50

△26

35

△8

1,757

△468

l,099

162

100

141

188

643

243

4

△18

50

△26

35

△8

1,513

△468

30

0

0

0

0

0

244

0

３‐

Ｈ

６２

４３

２８

一

一

４〇

一

2,068

177

107

411

309

412

303

84

46

55

2

57

△26

1,937

△726

262

50

46

55

2

57

△26

1,552

△726

０７

　

７７

０７

２９

０９

８３

一

61

0

0

82

0

229

41

34

0

0

0

0

0

385

0

299

80

505

1,097

329

△25

△1

115

43

56

25

66

△40

2,550

△470

66

△40

2,088

△470

３‐
配
△
６
４
５
２

64

11

0

157

231

16

0

0

47

0

0

0

0

0

462

0

2426 2,833



第 26表 各事業の実際純益(a)と 準公表純益(b)

会 社 名
日日本日6`羊 7 年 8 年

a b a― b b a― b b a― b

合資会社

連系会社

別子銭山

炭 破

製 鋼

電 線

伸銅鋼管

金属工業

月巴 料

化学工業

アルミニウム製錬

満洲鋼管

機械製作

倉 庫

ビルデイング

大阪北港

土佐吉野川

四國中央電力

重複分補正A
小 計

重複分補正B

Δ26

△152

△62

△71

△66

98

10

△34

36

18

15

△209

△240

△26

△152

△62

△21

48

75

5

△34

36

18

15

△74

△240

0

0

0

△49

△H4
23

5

0

0

0

0

Δ136

0

1

△29

△79

92

115

644

26

23

45

20

20

877

△145

186

△29

△79

60

81

164

17

23

45

20

20

322

△145

0

０

０

３ ２

３ ５

８〇

一

９

一

一

一

一

〇

〇

〇

０

一

一

５５

０

579

187

△37

194

298

1,143

162

32

47

25

28

2,078

△376

579

160

△43

122

198

246

134

32

47

25

28

947

△376

２７

６

７３

‐００

８９６

一

２８

一

一

一

一

〇

〇

〇

０

一

一

‐３‐

０

0

合   計 △476 △340 △136 2,281

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

註 :準公表純益については第 5表原註参照。

重複分補正A及びBについては第 5表註参照。

一
、
各
年
度
ノ
中
途

二
於
テ
各
個
ノ
取
引
極

度
ガ
承
認
極
度
ヲ
超
過
ス
ル
場
合

ハ
、

其
都
度
貴
社
ノ
承
認
ヲ
得
ル
コ
ト
。

一
、
各
年
度
中

二
於
テ
新
タ
ニ
発
生
ス
ベ
キ

取
引

二
付
テ
ハ
、
其
都
度
貴
社
ノ
承
認

ヲ
得
ル
コ
ト
。

但
前
二
項
ノ
取
引

ニ
シ
テ
、
事
態
軽
微

二
旦
ル
モ
ノ
エ
ア
リ
テ
ハ
、
特

二
弊
行

二
於
テ
便
宜
之
ヲ
取
計
ヒ
、
承
認
手
続

ヲ
省
略
ス
ル
コ
ト
有
ル
ベ
キ
ヨ
ト
。

一
、
御
承
認
ノ
事
態

二
関
シ
テ
ハ
貴
社
責
任

者
ノ
御
証
印

ヲ
願
フ
コ
ト
。

こ
れ
に
対
す
る
川
田
順
の
返
信
は
次

の
通
り
何

の
変
哲
も
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。

昭
和
六
年
七
月
七
日
提
出
　
　
同
年
同
月
八

日
決
裁
　
　
主
雑
第

一
〇
号

銀
行
対
連
系
会
社
貸
金
取
引

二
関
ス
ル
打
合

八
二
九



会 社 名 昭和6年末 7年末 8年末 9年末 10年 末 11年末

合資会社

本 社

各店部

小 計

連系会社

別子鍍山

炭 破

製 鋼

電 線

伸銅鋼管

金属工業

肥 料

化学工業

アルミニウム製錬

満洲鋼管

機械製作

倉 庫

ビルデイング

大阪北港

土佐吉野川

四國中央電力

月ヽ 計

△1,104

4

△1,100

△308

△587

14

△29

20

△399

△417

△181

△54

△331

△2,271

△1,621

7

△1,614

△196

△549

△ 1

39

91

△485

△379

△168

△47

△326

△2,019

△1,973

25

△1,948

94

△527

38

56

120

△145

△330

△152

△43

△346

△1,235

△2,698

38

△2,660

79

△157

62

12

91

△59

243

3

54

△335

△35

△131

△70

△241

640

15

655

206

△132

152

71

△347

29

4

15

△252

△H2
△25

△305

△696

152

31

183

269

△77

111

500

△650

△100

11

29

△169

△109

△22

△293

△500

合  計 △3,371 △3,633 △3,184 △2,902 △41 △316

収支超過 △805 △261 2,861 △276

註 :合資 連系間の貸倍除外。

第 27表 各事業の金繰表 (年末預金借越残)

(単位 :万円、万円未満四捨五人、△借越 )

第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

八
三
〇



事
項

二
付
回
答
案

会
第
二
二
号

昭
和
六
年
七
月
八
日

合
資
会
社
常
務
理
事
　
　
　
　
　
川
田
　
順

株
式
会
社
住
友
銀
行

常
務
取
締
役
　
　
　
　
　
大
平
　
賢
作
殿

貴
行
対
連
系
会
社
貸
金
取
引

二
対
ス
ル
打
合
事
項

二
関
ス
ル
件

拝
復
　
標
題

二
関
シ
去
六
月
十
八
日
附
貴
本
内
第
二
二
七
〇
号
ヲ
以
テ
御
申
越
ノ
件

ハ
、
当
方

二
於
テ
異
存
無
之
候
間
、
左
様
御
承
知

被
下
度
、
此
段
貴
酬
迄
如
斯
御
座
候
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

し
か
し
こ
の
起
案
に
は
、
返
信
か
ら
削
除
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
追
而
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
受
信
か
ら
発
信
ま
で
二
〇
日
間
も
要

し
た
原
因
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

追
而
　
本
件

ハ
当
社
ガ
貴
行

二
対
シ
保
証
又

ハ
差
入
居
候
証
券
担
保

二
対
シ
、
流
用
又

ハ
拘
束
等
ノ
影
響

ヲ
及
ボ
ス
モ
ノ
ニ
無
之
候
間
、

為
念
申
添
候
也
。

し
か
も
会
計
課
長
中
田
直
三
郎
（Ｍ
４５
東
京
高
商
専
攻
部
）
は
削
除
の
経
緯
を
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
注
記
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

銀
行
書
面
ノ
本
文
中

「御
承
認
ヲ
得
ル
コ
ト
ト
致
居
候
所
」
云
々
ト
ア
ル
モ
、
本
社
ト
シ
テ
ハ
従
来
ヨ
リ
承
認
ノ
意
味

ニ
テ
捺
印
セ
ル

ニ
非
ズ
。
只
ダ
廻
覧
ヲ
受
ケ
タ
ル
意
味
ナ
リ
シ
ニ
不
拘
、
今
回
銀
行
ヨ
リ
ノ
書
面

ニ
ハ
承
認
云
々
ト
シ
、
且
ツ
今
後
ノ
取
定
メ
ニ

「承

認
」
云
々
ヲ
数
多
ク
挿
入
シ
、
而
カ
モ
其
承
認
ナ
ル
文
字
ガ
恰
モ
保
証
ヲ
意
味
ス
ル
ガ
如
ク
ニ
モ
解
釈
サ
レ
、
仮
令
然
ラ
ズ
ト
ス
ル
モ

保
証
ノ
前
提
ノ
様

ニ
モ
解
釈
サ
レ
ザ
ル
ニ
非
ズ
。
依

ツ
テ
回
答
文
中

二
追
而
書
ヲ
挿
入
ス
ル
コ
ト
ト
シ
タ
ル
ナ
ル
モ
、
之
ヲ
銀
行

へ
差

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
一



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

出
ス
ニ
先
ダ
チ
、
原
内
国
課
長
（註
、
安

一
、
Ｍ
４‐
山
口
高
商
、
の
ち
銀
行
本
店
営
業
部
長

・

リ
ノ
申
出
ノ

「承
認
」
云
々
ハ
全
然
斯
ク
ノ
如
キ
コ
ト
ヲ
予
想
シ
テ
承
認
云
々
ヲ
入
レ

ク
、
只
連
系
会
社
ノ
借
金
ガ
斯
様
ノ
程
度
ナ
ル
コ
ト
ラ
本
社
ト
シ
テ
知
ツ
テ
置
テ
貰
ヒ

八
三
二

常
任
監
査
役
Ｙ
一其
旨
ヲ
話
シ
タ
ル
所
、
銀
行
ヨ

タ
ル
ニ
非
ズ
。
単

二
軽
キ
意
味

二
解
釈
サ
レ
タ

タ
シ
ト
云
フ
意
味

二
外
ナ
ラ
昼
ム
々
。
然
シ
乍

(単位 :万円、万円未満四捨五 人 )

9年末 10年 末 11年 末

借 入 先 現金
預金

借 入 先 金
金

現
預

借 入 先 現金
預金

銀行 信 託 他 社 銀 行 信 託 他 社 銀行 信 託 他 社

一

９０

２〇

一

一
　

一

一

一

一

二

８０

１２

一

一

一

〇２

1,542

1.542

80

70

60

30

72

312

1,100

1.100

39

39

58

58

2

38

40

79

13

82

12

91

11

243

3

54

5

11

4

2

611

970

970

80

100

160

195

83

618

70

210

60

30

308

678

180

180

32

32

39

39

０６

‐８

一

５２

一

７‐

一

２３

２９

４

‐５

３

１

８

一

３

３２

l,828

15

1,844

一

‐５

一

一

一

７５

一

４０

０〇

一

一

１５

８〇

一

一

一

２５

340

60

30

299

729

19

19

26

26

171

31

203

269

38

111

675

30

0

11

29

6

0

4

6

1,180

2,044 1,588 71 925 729

△H0 △25 △457 △554 △26 △663 △129 △26 △1,093



第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

第 28表 借入残高明細表

会 社 名

昭和 6年末 7年末 8年末

借 入 先 現金
預金

借 入 先 金
金

現
預

借 人 先 金
金

現
預

銀行 信 託 他 社 銀 行 信 託 他 社 銀行 信 託 他 社

合資会社

本 社

各店部

小 計

連系会社

別子鍍山

炭 破

製 鋼

電 線

伸銅鋼管

金属工業

肥 料

化学工業

アルミニウム芽髪東

満洲鋼管

機械製作

倉 庫

ビルデイング

大阪北港

土佐吉野川

四國中央電力

小 計

508

508

118

348

29

199

372

153

1,219

480

480

200

260

200

30

331

1,021

116

116

2

57

56

115

0

4

5

10

23

14

0

20

13

1

2

0

83

934

934

120

311

2

285

328

141

1,186

590

590

125

245

200

30

326

926

97

97

57

50

108

0

7

8

50

8

0

39

91

6

2

4

0

200

1,176

1,176

300

25

280

123

729

720

720

245

120

60

30

347

802

77

77

45

45

1

25

26

10

1

2

1

339

９４

‐９

３８

５６

２〇

一

一

一

一

一

合   計 1,727 2.120 208 365

増  減 △26 △75 △27 △215 6 △82

註 1借 入先「他社」中

1 本社 日本銀行大阪支店。

2 炭破 第 銀行小樽支店。

3 倉庫 社債。

4 大阪北港 大阪市低利年賦借入金。

八
三
三



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
四

ラ
現
在

二
於
テ
ノ
当
事
者

ハ
承
認
ノ
意
味
ヲ
斯
ク
解
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
モ
、
後
日
二
至
り
本
社
ガ
云
フ
如
キ
意
味

二
解
釈
サ
ル

ヽ
様
ノ

コ
ト
ア
リ
テ
ハ
、
甚
ダ
迷
惑

二
感
ズ
ル
次
第
ナ
レ
バ
、
此
点
明
カ
ニ
ナ
シ
置
ク
方
可
ナ
ラ
ズ
ヤ
ト
云

ヘ
ル
ニ
対
シ
、
此
点

二
就
テ
ハ
断

ジ
テ
斯
ク
ノ
如
キ
コ
ト
ナ
キ
ヲ
保
証
ス
ベ
キ
ヲ
以
テ
、
追
而
書
省
略
願
ヒ
タ
シ
ト
ノ
コ
ト
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
、　
一
応
部
長
（註
、
総
務
部
長

大
屋
敦
Ｙ
一相
談
シ
タ
ル
所
、
銀
行
ノ
申
出
通
り
追
而
書
ヲ
省
略
ス
ル
コ
ト
ト
シ
、
決
裁
ヲ
得
タ
ル
次
第
ナ
リ
。

六
―
七
―
八
（註
、
六
年
七
月
八
日
）

中
田

附
記
、
之

ニ
ヨ
リ
合
資
会
社

ハ
銀
行

二
対
シ
テ
責
任
ヲ
負
フ
モ
ノ
ニ
非
ザ
ル
モ
、
連
系
会
社

二
対
シ
合
資
会
社
ガ
必
要
卜
認
メ
タ
ル
場

合
、
相
当
ノ
援
助
ヲ
ナ
ス
ベ
キ
コ
ト
ハ
当
然

ニ
シ
テ
、
之

ハ
今
回
ノ
問
題

二
何
等
ノ
関
係
ナ
シ
。

既
に
述
べ
た
銀
行
の
昭
和
五
年
の
合
資

・
連
系
向
け
貸
出
増
六
四
二
万
円
の
う
ち
、
八
割
強
に
当
た
る
五
二
八
万
円
が
連
系
向
け
で
、
そ

の
残
高
が

一
五
〇
〇
万
円
を
超
え
た
こ
と
が
、
銀
行
が
こ
の
よ
う
な
文
書
を
出
す
こ
と
に
な

っ
た

一
因
と
思
わ
れ
る
が
、
昭
和
六
年

に
入
る

と
連
系

の
銀
行
借
入
残
高
は
高
止
ま
り
の
ま
ま
代
わ

っ
て
合
資
会
社
の
銀
行
借
り
入
れ
が
急
増
し
、
五
月
末
で
既
に
残
高
が
四
〇
〇
万
円
を

超
え
、
こ
の
ま
ま
で
は
年
末

の
銀
行
借
入
残
高
は

一
〇
〇
〇
万
円
近
く
な
る
見
込
み
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
合
資
会
社
は
、
昭
和
六
年

五
月
二
十
七
日
倉
庫
関
係
借
入
金
返
済
に
必
要
な

一
五
〇
万
円
を
契
機
と
し
て
、
信
託
か
ら
の
借
り
入
れ
に
踏
み
切

っ
た
「
住
友
信
託
銀
行

五
十
年
史
』
三
二
二
頁
に
は
こ
れ
に
先
立
ち
昭
和
二
年
九
月
十
五
日
現
在
住
友
合
資
会
社
に
対
し
証
書
貸
付
金

一
〇
五
万
円
の
記
録
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
こ
の
一
〇
五
万
円
に
つ
い
て
は
註
（６７
）
を
参
昭
じ
。
総
理
事
小
倉
正
恒
は
、
大
正
十
四
年
信
託
創
立
以
来
取
締
役
に
名
を
連
ね
て
お

り
、
こ
の
昭
和
六
年
末
に
は
吉
田
真

一
に
代
わ

っ
て
信
託
会
長
に
就
任
し
た
。
そ
の
際

「住
友
信
託
は
伸
び
が
遅
々
と
し
て
い
る
。
堅
実
で

（
６８
）

あ
る
と
同
時
に
発
展
も
は
か
ら
ね
ば
な
ら
ん
」
と
述
べ
た
こ
と
は
既
に
紹
介
し
た
が
、
小
倉
正
恒

の
銀
行
と
信
託
に
対
す
る
姿
勢
は
、
自
ず

と
異
な

っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
信
託
取
締
役
会
記
録
に
よ
る
と
認
可
日
は
、
既
に
貸
出
が
実
行
さ
れ
た
後
の
六
月
十
日
で
貸
付
極



(単位 :万円、万円未満四捨五人)

昭和6年末 7年末 8年末 9年末 10年末 H年末

住友銀行貸出金

内 住友合資・連系会社向け

同比率(%)

41,498

1,727

42

44,768

2,120

47

46,140

1,905

41

46,609

2,044

44

52,202

1,588

30

61,816

925

15

住友信託貸付金

内 住友合資・連系会社向け

同比率(%)

13,718

1,501

109

14,312

1,516

106

15,550

1,522

98

11,750

1,412

120

14,227

858

60

16,147

729

45

第 29表 住友銀行・住友信託の住友合資・連系会社向け貸出比率の推移

註 :住 友信託貸イ寸金は毎年H月 末、固有勘定 と信託勘定の合計額である。

出典 :『住友銀行八「 年史J財務諸表及び『住友信託五十年史』 (別巻 )。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

度
額
は
三
〇
〇
万
円
（期
限
昭
和
六
年
末
）
で
あ

っ
型
ｏ
な
お
貸
付
極
度
額
は
、
そ
の
後
十

一
月
二

十
四
日
五
〇
〇
万
円
に
増
額
（期
限
昭
和
七
年
六
月
末
）
さ
れ
て
お
り
、
六
年
末

の
残
高
四
八
〇
万
円

を
呪
ん
で
の
増
額
と
み
ら
れ
る
。

昭
和
七
年
は
、
連
系
会
社
の
業
績
が
黒
字
に
転
じ
、
し
か
も
実
際
純
益
は
準
公
表
純
益
を
五
五

〇
万
円
も
上
回

っ
た
。
設
備
投
資
も
八
〇
万
円
し
か
増
加
せ
ず
、
十
分
償
却
の
範
囲
内
に
収
ま

っ

た
た
め
、
連
系
会
社
の
収
支
は
二
五
二
万
円
の
収
入
超
過
と
な

つ
た
。
他
方
合
資
会
社
の
業
績
も

黒
字
に
転
じ
た
が
、
設
備
投
資
が
東
京
ビ
ル
新
築
や
鴻
之
舞

の
設
備
拡
充
で

一
九
二
万
円
に
達
し
、

償
却
を
差
し
引
い
て
も

一
五
五
万
円
の
不
足
、
有
価
証
券
投
資
も
日
本
電
気
株
式
買
い
入
れ

一
五

人
万
円
を
始
め
と
し
て
三
〇
三
万
円
に
膨
れ
上
が
り
、
電
線
株
式

の
売
却

一
三
五
万
円
で
資
金

の

回
収
を
図

っ
た
が
、
差
し
引
き
九
二
万
円
の
不
足
と
、
合
資
会
社

の
支
出
超
過
は
五

一
四
万
円
に

達
し
た
。
こ
の
資
金
繰
り
は
銀
行
か
ら
四
二
六
万
円
と
信
託
か
ら
の

一
一
〇
万
円

の
借
り
増
し

（他
に
日
銀
大
阪
支
店
に
対
し
二
〇
万
円
の
返
済
）
で
つ
け
ら
れ
た
。
前
年

の
よ
う
に
信
託
に
大
幅
に
依

存
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
再
び
銀
行
か
ら
の
供
給
を
仰
が
ざ
る
を
得
な
く
な

つ
た
の
で
あ
る
。
前

年

の
信
託
の
全
貸
付
金

の
う
ち
合
資
会
社

・
連
系
会
社
向
け
が

一
〇
％
を
超
え
（第
２９
表
）
て
し
ま

い
、
こ
の
七
年
に
は
連
系
会
社
向
け
が
合
資
会
社
向
け
に
振
り
替
わ

っ
た
だ
け
で
全
体
と
し
て
は

ぼ
横
這
い
に
終
始
し
た
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
、
銀
行
の
貸
出
増
三
二
六
五
万
円
に
比
較
す
れ
ば

信
託
の
貸
出
増
は
五
九
四
万
円
に
留
ま
っ
た
の
で
、
信
託
の
資
金
供
給
量
に
は
限
界
が
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
。
先
に
述
べ
た
昭
和
六
年
末
の
総
理
事
小
倉
正
恒

の
信
託
に
対
す
る
評
価
は
、
こ
の
点

八
三
五
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を
衝
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
信
託
の
合
資
会
社
に
対
す
る
貸
付
極
度
額
は
、
七
年
四
月
十
二
日
に
六
〇
〇
万
円
（期
限
昭
和
七
年

（
７０
）

末
）
に
増
額
さ
れ
、
こ
れ
は
六
月
二
十
七
日
さ
ら
に
六
二
〇
万
円

へ
増
額
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
五
九
〇
万
円
に
留
ま

っ
た
こ
と
は
既
に
述

べ
た
通
り
で
あ
る
。

住
友
銀
行
に
よ
れ
ば
、
合
資
会
社
と
銀
行
の
間
に
は
、
連
系
会
社
を
含
め
た
住
友

の
全
事
業
に
対
す
る
貸
金

に
つ
い
て
、
当
初
銀
行

の
定

期
預
金
総
額
の
一
割
、
の
ち
に
預
金
総
額
の
一
割
を
限
度
と
す
る
総
枠
が
定
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
総
枠
は
明

文
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
申
し
合
わ
せ
事
項
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
文
書
に
よ
る
確
認
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
た
だ
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き

た
よ
う
に
、
合
資
会
社
は
発
足
以
来
総
本
店
時
代
に
各
店
部
に
資
金
を
供
給
し
て
い
た
の
と
同
様

に
、
自
社
の
資
金
繰
り
の
他
に
連
系
会
社

の
資
金
繰
り
も
合
資
会
社
で
面
倒
を
み
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
き
た
。
逆
に
い
え
ば
銀
行
は
合
資
会
社

・
連
系
会
社
以
外

の
融
資
先
を
自
ら

開
拓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
昭
和
に
入

っ
て
、
連
系
会
社
の
資
金
需
要
を
合
資
会
社
だ
け
で
充
た
す
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
、
合
資
会
社
自
体
の
金
融
も
銀
行
に
仰
が
ぎ
る
を
得
な
く
な

っ
て
き
た
の
で
あ
る
∩
住
友
合
資
会
社
（中
ご

第
２７
表
参
昭
じ
。
そ
れ
で

も
銀
行
の
貸
出
金
に
占
め
る
合
資

・
連
系
会
社
向
け
比
率
は
ニ
ー
三
％
台
で
あ
り
、
こ
の
昭
和
六
年

・
七
年
で
す
ら
四
％
台

に
上
が

っ
た
程

度
で
上
限
と
い
わ
れ
る
預
金
総
額
の
一
割
に
は
遠
く
及
ば
な
い
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
、
信
託
で
賄

い
き
れ
な
く
な
れ
ば
、
そ
の
尻
が
再
び
銀

行
に
ま
わ
さ
れ
る
こ
と
に
何
等
不
思
議
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
八
年
に
入
る
と
連
系
会
社
の
設
備
投
資
は
、
伸
銅
鋼
管

・
製
鋼
を
中
心
と
し
て
前
年
の
三
倍
以
上
の
九
五
七
万
円
と
償
却
を
大
き
く

上
回

っ
た
。
ま
た
有
価
証
券
投
資

の
純
増
も
三
九
六
万
円
に
上

っ
た
。
住
友
内
部
の
単
な
る
資
金

の
移
動
に
す
ぎ
な
い
が
、
合
資
会
社
が
保

有
す
る
連
系
会
社
株
式
を
他

の
連
系
会
社
が
肩
代
わ
り
す
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
（第
２５
‐
２
表
）
。
別
子

・
肥
料

に
よ
る
土

佐
吉
野
川
水
電
株
式
の
取
得
（各
五
七
万
円
）
及
び
製
鋼

・
電
線

・
伸
銅
三
社

に
よ
る
大
阪
北
港
株
式

の
取
得
（各
三

一一万
円
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
他
日
本
化
学
製
絲

へ
の
払
い
込
み
（別
子
三
〇
万
円

。
肥
料

一
四
万
円
）
、
伸
銅
の
日
満

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ヘ
の
出
資
↑

〓
一万
円
）等
合
資
会
社



と
の
共
同
出
資
、
電
線
の
藤
倉
電
線
株
式
払
い
込
み
四
九
万
円
、
伸
銅
の
渡
辺
鉄
工
所
に
対
す
る
資
本
参
加
（五
八
万
円
）等
連
系
会
社

の
独

自
の
投
資
も
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
膨
大
な
投
資

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
系
会
社
の
収
支
は
大
幅
に
改
善
し
、
七
八
四
万
円
の
収
入
超
過
と
な

っ
た
。
こ
れ
は
軍
需
品
の
受
注
増
大
に
よ
つ
て
伸
銅
鋼
管
、
電
線
、
製
鋼
等

の
実
際
純
益
が
準
公
表
純
益
を
大
幅
に
上
回
り
、
連
系
会
社
合

計
で
そ
の
三
倍
以
上
の
二
〇
七
八
万
円
に
達
し
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
純
益
が
特
に
伸
銅
鋼
管
、
製
鋼
、
電
線
の
三
社
で
準
公
表
純
益
を
大

幅
に
上
回

っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
三
社
が
各
々
海
軍
省
、
鉄
道
省
、
逓
信
省
を
大
口
販
売
先
と
し
て
い
た
た
め
、
実
際
純
益
を
公
表
す
れ

ば
、
支
障
を
来
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。　
一
方
合
資
会
社
の
設
備
投
資
は
横
這
い
で
あ

っ
た
が
、
有
価
証
券
投
資

の
純
増
が
三
〇
三
万
円
に

上
り
、
ほ
ぼ
こ
れ
に
相
当
す
る
三
三
五
万
円
の
支
出
超
過
で
あ

っ
た
。
こ
の
資
金
繰
り
は
前
年
同
様
銀
行
か
ら
二
四
二
万
円
の
、
信
託
か
ら

一
三
〇
万
円
の
借
り
増
し
で
賄
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
連
系
会
社
の
大
幅
な
収
入
超
過
に
よ
つ
て
相
殺
さ
れ
、
合
資
会
社

・
連
系

会
社
合
計
で
は
四
四
九
万
円
の
収
入
超
過
と
な
り
、
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
は
二

一
五
万
円
減
、
信
託
か
ら
の
借
り
入
れ
は
ほ
ぼ
横
這
い
、

現
預
金
は

一
五
七
万
円
の
増
加
と
、
住
友
全
事
業
の
資
金
繰
り
は
、
右

の
よ
う
な
連
系
会
社
の
好
況
に
支
え
ら
れ
て
著
し
く
好
転
し
た
。

さ
ら
に
昭
和
九
年
に
お
い
て
も
連
系
会
社
の
実
際
純
益
は

一
七
五
七
万
円
と
八
年

の
二
〇
七
八
万
円
を
下
回

っ
た
が
、
合
資
会
社

の
実
際

純
益
が

一
一
三
六
万
円
と
八
年
の
約
二
倍
に
達
し
た
た
め
、
重
複
分
を
補
正
し
た
合
計
で
は
八
年
の
三
二
人

一
万
円
を
上
回
る
二
四
二
六
万

円
と
い
う
高
水
準
を
維
持
し
た
。
従

っ
て
設
備
投
資
Ｔ

九
七
七
万
円
）
や
有
価
証
券
投
資
金
一四
一
一六
万
円
）
の
膨
大
な
投
資
、
九
月
に
阪
神
地

方
を
襲

っ
た
室
戸
台
風
の
損
害
（五
七
三
万
円
）等

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
収
支
は
二
八
二
万
円

の
収
入
超
過
と
な
り
、
銀
行

の
借
り
入
れ
残
高

を
み
る
と

一
三
九
万
円
の
借
り
増
し
と
な

っ
て
い
る
が
、
預
金
増
（大
半
が
住
友
銀
行
で
あ
る
ビ
一人
六
万
円
を
差
し
引
け
ば
、
信
託
同
様
銀
行

か
ら
の
借
り
入
れ
も
実
質
減
少
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
合
資
会
社
だ
け
を
と
っ
て
み
れ
ば
、
設
備
投
資
二
六
二
万
円
、
有
価
証
券
純

増

一
六
五
八
万
円
等

に
よ
り
、
七

一
二
万
円
の
支
出
超
過
で
、
こ
れ
を
銀
行
か
ら
三
六
六
万
円
、
信
託
か
ら
三
八
〇
万
円
の
借
り
増
し
で
切

り
抜
け
た
が
、
金
融
機
関
以
外
で
は
初
め
て
化
学
工
業
株
式
を
関
係
縁
故
先
及
び
職
員
に
対
し
旧
株
＠
七
五
円
（五
〇
円
払
込
）
、
新
株
＠
二
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三
八

七

・
五
円
２

一
Ｔ

五
円
払
込
）
で
分
譲
し
、　
一
一
六
三
万
円
（う
ち
プ
レ
ミ
ア
ム
四
九
〇
万
円
）
の
分
譲
収
入
を
得
た
こ
と
は
、
合
資
会
社
の
資
金

調
達
上
特
筆
す
べ
き
出
来
事
で
あ

っ
た
。
合
資
会
社
の
資
金
繰
り
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
に
外
部
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し

く
、
合
資
会
社
が
保
有
す
る
連
系
会
社
の
株
式
を
他

の
連
系
会
社
Ｌ
肩
代
わ
り
さ
せ
る
と
か
、
新
た
に
設
立
す
る
連
系
会
社
に
他

の
連
系
会

社
も
出
資
さ
せ
る
こ
と
で
は
、
住
友

の
事
業
全
体
の
資
金
繰
り
か
ら
い
え

ば
単
に
資
金

の
内
部
移
動
に
す
ぎ
な
い
が
、
合
資
会
社
の
資
金
繰
り
上
、

連
系
会
社
の
資
金
繰
り
に
余
裕
が
生
ず
る
に
つ
れ
て
、
連
系
会
社
に
よ
る

他
の
連
系
会
社
の
株
式
の
保
有
は
次
第
に
増
大
し
て
い
く
こ
と
と
な

つ
た

（第
３０
表
）。

こ
の
こ
と
は
単
に
合
資
会
社
の
資
金
繰
り
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
金

属
工
業
株
式

の
分
譲
の
際
、
伸
銅
鋼
管
専
務
古
田
俊
之
助
が

「持
株
率
は

大
体
今
迄
の
情
勢
（先
例
）
と
経
験
か
ら
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
保
有
す
れ
ば
十

分

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
る
と
考
え
た
」
と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
つ
五
〇

住
友
伸
銅
鋼
管
と
住
友
製
鋼
所
の
合
併
に
よ
る
住
友
金
属
工
業
の
発
足
」
参
照
）
、

」
　

こ
れ
ま
で
合
資
会
社
と
住
友
家
に
よ
る

一
〇
〇
％
所
有
を
原
則
と
し
て
い

¨
　
た
連
系
会
社
に
対
す
る
支
配
構
造
の
変
革
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

快
　

こ
う
し
た
考
え
方
に
基
づ
き
昭
和
十
年

に
は
前
年

の
化
学
工
業
に
引
き
続

剛
　
き
金
属
工
業
の
株
式
が
分
譲
（＠
七
八
円
、
五
〇
円
払
込
）
さ
れ
、
合
資
会
社

力帝電
　

は
四
三
九
四
万
円
の
分
譲
収
入
（う
ち
プ
レ
ミ
ア
ム
一
五
七
七
万
円
）
を
得
た
。

(昭和H年末現在)

満 洲 機 械 倉 庫 ビ  ル Jヒ  ツタ 電  力

80,000

120,000

26,000

50,000

24,000

０〇

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

65,000 524,040

42,000

20,000

47,600

35,000

一　

一　

一　

一

一　
一　
一　
一

一
　

一
　

一　

〇〇

65,000 一　
一　
一　

一

００

００

０〇

一

100,000 130,000 586,040 140,600

100.000 130.000



第 30表 連系会社による他の連系会社の株式保有状況

所 有 者 別 子 炭  碩 金 属 電 線 化  学 アル ミ

合資会社

別子鍍山

炭 破

金属工業

電線製造所

化学工業

299,000

×

234,212

×

367,900

×

30,000

117,936

×

127,440

3,000

×

70,000

50,000

30,000

銀 行

信 託

生命保険

住友家

一
　

一
　

一　

〇〇

一　

一　

一　

一

50,000

25,290

5,000

29,750

2,500

25,000

900

5,278

5,690

7,000

一　
一　
一　
一

合計A 234,212 507,940 145,436 149,308 150,000

総発行株数B 1,000,000 300,000 400.000 200,000

A/B× 100 976

註 :ア ルミはアルミニウム製錬、満州は満州鋼管、機械は機械製作、ビルは ビルディング、北港は大阪北港

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

連
系
会
社
も
ま
た
引
き
続
き

一
九
三
七
万
円
と
い
う
高
水
準
の
実
際
純
益

を
確
保
し
た
の
で
、
住
友
の
事
業
全
体
で
三
二

一
一
万
円
と
い
う
膨
大
な

設
備
投
資
を
行
い
な
が
ら
、
な
お
か
つ
二
人
六

一
万
円
と
い
う
未
曾
有
の

収
入
超
過
と
な

っ
た
。
こ
の
結
果
合
資
会
社
の
資
金
繰
り
は

一
挙
に
好
転

し
、
借
り
入
れ
の
返
済
は
、
銀
行
で
五
七
二
万
円
、
信
託
で
九
二
〇
万
円

計

一
四
九
二
万
円
に
達
し
、
現
預
金
は

一
人
三
六
万
円
も
増
加
し
た
。

昭
和
十

一
年
は
、
前
年

の
住
友
金
属
の
株
式
分
譲
の
如
き
特
殊
要
因
が

な
く
な

つ
た
た
め
、
合
資
会
社
の
実
際
純
益
は

一
七
三
二
万
円
も
減
少
し

た
。
し
か
し
連
系
会
社
の
業
績
は
さ
ら
に
向
上
し
実
際
純
益
が
六

一
三
万

円
も
増
加
し
た
こ
と
、
そ
の
反
面
設
備
投
資
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
前

年
よ
り
人

一
一
万
円
減
少
す
る

一
方
償
却
が
二
四
三
万
円
増
加
し
た
こ
と

に
よ
り
、
住
友

の
事
業
全
体
と
し
て
の
支
出
超
過
は
二
七
六
万
円
に
す
ぎ

な
か
つ
た
。
合
資
会
社
は
昭
和
十
二
年
二
月
末

の
解
散
を
前
に
、
預
金
を

も

っ
て
銀
行

・
信
託
の
借
入
金
を
清
算
し
た
。
こ
の
結
果
銀
行

・
信
託
か

ら
の
借
り
入
れ
は
連
系
会
社
分
の
み
と
な
り
、
い
ず
れ
も
ピ
ー
ク
時
の
半

分
以
下
に
落
ち
込
む
こ
と
と
な

っ
た
。

以
上
こ
の
時
期
住
友

の
事
業
は
、　
軍
需
関
連
の
大
幅
受
注
に
よ
り
∩
五

日
　
一界
城
販
売
店
の
設
置
と
上
海
販
売
店
の
送
金
問
題
」
参
照
）実
際
純
益
が
著

八
二
九
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増
す
る
と
と
も
に
、　
株
式
の
公
開
翁
五
日
　
住
友
伸
銅
鋼
管
と
住
友
製
鋼
所
の
合
併
に
よ
る
住
友
金
属
工
業
の
発
足
」
参
照
）
を
行

っ
て
資
金
繰
り
に

余
裕
が
生
じ
た
。
こ
れ
に
対
し

「財
閥
の
儲
け
過
ぎ
」
と
い
う
批
判
が
起
こ
り
、
三
井
、
三
菱
と
と
も
に
相
当
額
の
寄
附
や
出
資
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
が
、
他
方
こ
の
よ
う
な
豊
富
な
資
金
を
基
に
主
な
連
系
会
社
と
と
も
に
新
た
な
連
系
会
社
の
設
立
つ
五
四
　
住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製

錬
株
式
会
社
の
設
立
」
、
「ω
　
満
洲
住
友
鋼
管
株
式
会
社
の
設
立
」、
及
び

「因
　
住
友
機
械
製
作
株
式
会
社
の
設
立
」
参
照
）
に
投
資
す
る
と
と
も
に
、

日
本
電
氣

の
経
営
再
建
に
自
信
を
得
て
翁
五
０
　
日
本
電
気
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継
」
参
昭
じ
、
既
存
企
業

の
買
収

に
も
積
極
的

に
乗
り
出
す

こ
と
と
な

っ
た
。

別
子
に
代
わ
る
小
坂
鉱
山
の
買
収
は
失
敗
に
終
わ

っ
た
が
、
日
本
染
料
製
造
の
株
式
取
得
∩
住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「五
口
　
住
友
肥
料
製

造
所
の
株
式
会
社
へ
の
移
行
」
参
昭
）̈
は
後
の
住
友
化
学
と
の
合
併
の
端
緒
と
な

っ
た
。
ま
た
日
本
か
ら
撤
退
す
る
米
国
企
業
に
代
わ

っ
て
日
本

ビ
ク
タ
ー
蓄
音
器
や
日
本
ゼ
ネ
ラ
ル

・
モ
ー
タ
ー
ス
の
買
収
を
画
策
し
た
が
つ
五
０
　
日
本
電
気
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継
」
参
昭
じ
、
新
興
財

閥
日
産
を
作
り
上
げ
た
鮎
川
義
介
と
競
合
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次

に

「
五
　
店
部

・
連
系
会
社

・
特
定
関
係

会
社
」
で
取
り
上
げ
る
。

五
　
店
部

・
連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社

同
　
日
本
電
氣
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継

住
友
合
資
会
社
は
、　
昭
和
七
年
２

九
三
一
一三
ハ
月
米
国
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
（Ｉ
・
Ｓ
・
Ｅ
）
か

ら
日
本
電
気
の
株
式
新
旧
各

一
万
人
〇
三
二
株
を

一
五
人
万
円
で
取
得
し
（第
２０
表
）
、　
同
社
の
経
営
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な

つ
た
。

役
員
と



し
て
既
に
住
友
電
線
を
代
表
し
て
同
社
取
締
役
で
あ

っ
た
秋
山
武
三
郎
父
口資
理
事
兼
電
線
常
務
）
は
会
長
に
就
任
し
、
専
任

の
主
管
者
専
務
に

電
線
技
師
長
志
田
文
雄
（Ｔ
２
只
大
理
工
・
電
、
逓
信
省
、
Ｔ
９
住
友
入
社
）
が
送
り
込
ま
れ
た
。
同
時
に
実
務
部
隊
と
し
て
合
資
商
工
課
長
続
航

が
支
配
人
営
業
部
長
に
、
電
線
経
理
部
調
査
係
主
任
石
川
清
（Ｔ
７
東
大
法
、
の
ち
日
本
電
気
取
締
役

。
日
本
海
底
電
線
常
務
）
が
総
務
部
副
長
兼

特
別
調
査
課
長
に
派
遣
さ
れ
、
続
い
て
九
月
に
電
線
商
務
部
販
売
係
主
任
佐
鳥
仁
左
（Ｔ
７
東
大
法
、
の
ち
日
本
電
気
常
務

・
朝
鮮
住
友
軽
金
属
専

務
）
が
営
業
部
副
長
兼
販
売
課
長
に
な

っ
た
。

住
友
合
資
会
社

の
前
身
住
友
総
本
店
は
、
か
っ
て
大
正
九
年
貧

九
二
〇
）十
二
月
初
め
て
日
本
電
気

の
株
式

一
万
株
を
取
得
し
た
が
、
住

友
電
線
製
造
所

の
設
立
と
と
も
に
直
ち
に
同
社
に
譲
渡
さ
れ
∩
住
友
総
本
店
（下
ン

の

「七
　
住
友
電
線
製
造
所
の
設
立
と
日
本
電
気
株
式
会
社
と

の
提
携
」
参
昭
じ
、
以
後
合
資
会
社
が
日
本
電
氣
と
直
接
関
係
を
持

つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
住
友
電
線

の
持
株

一
万
株
は
、
そ
の
後
大
正
十
四

年
八
月
日
本
電
気
の
倍
額
増
資

に
よ
り
新
旧
併
せ
て
二
万
株
（五
％
）
と
な

っ
て
い
た
。　
一
方
そ
の
直
後

の
九
月
、
住
友
電
線
が
か
っ
て
重
信

ケ
ー
ブ
ル
の
技
術
を
導
入
し
た
日
本
電
気
の
親
会
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ウ
ェ
ス
タ
ー
ン

・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
（Ｉ
。
Ｗ
・
Ｅ
）
は
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
テ
レ
フ
オ
ン

・
ア
ン
ド

・
テ
レ
グ
ラ
フ
社
（Ｉ
・
Ｔ
・
Ｔ
）
に
買
収
さ
れ
、
前
記
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
と
改
称
し
、
日
本

電
氣
の
株
式
新
旧
各

一
一
万
八
〇
三
二
株
合
計
二
三
万
六
〇
六
四
株
（五
九
％
）
を
保
有
し
て
い
た
。

住
友
電
線

へ
の
技
術
導
入
を
斡
旋
し
た
日
本
電
気
専
務
岩
垂
邦
彦
は
、
そ
の
後
大
正
十
五
年
十
二
月
会
長
と
な
り
、
昭
和
四
年
九
月
に
は

会
長
も
退
い
た
。
日
本
電
気
の
業
績
は
、
大
正
十
五
年

の
純
益
四
四

一
万
円
か
ら
低
下
の
一
途
を
た
ど
り
、
岩
垂
が
退
任
し
た
昭
和
四
年
に

は
二
四
人
万
円
に
落
ち
込
み
、
さ
ら
に
昭
和
五
年
に
は

一
四
五
万
円
に
ま
で
激
減
し
た
。
岩
垂
は
こ
の
苦
境
を
打
開
す
る
た
め
、
Ｉ

・
Ｓ

・

Ｅ
社
に
対
し
持
株
比
率
を
五
〇
％
に
引
き
下
げ
て
、
経
営
を
住
友

に
委
託
し
、
外
資
色
を
払
拭
す
る
よ
う
進
言
し
、
併
せ
て
こ
の
構
想
は
秋

山
武
三
郎
を
通
じ
て
合
資
会
社

へ
も
伝
え
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
交
渉
が
、
昭
和
七
年
五
月
ま
で
二
年
余
も
要
し
た
の
は
、
大
正
九
年

の
技

術
提
携
の
際
と
同
様
に
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
側
が
、
住
友
側
に
引
き
渡
す
日
本
電
気
株
式
と
同
数
の
住
友
電
線
株
式
を
要
求
し
、
そ
の
評
価
を
巡

っ

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
一
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て
決
着
が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
で
あ

っ
た
。

昭
和
七
年
五
月
、
合
資
会
社
東
京
支
店
長
矢
島
富
造
は
、
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
で
開
か
れ
た
太
平
洋
貿
易
会
議
に
大
阪
商
工
会
議
所
の
代

表

の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
。
矢
島
は
大
正
十
三
年
以
来
日
本
電
氣
の
監
査
役
を
兼
務
し
て
お
り
、
会
議
終
了
後
米
本
土
に
渡
リ
ニ
ョ
ー
ヨ

ー
ク
に
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
の
親
会
社
Ｉ

・
Ｔ

・
Ｔ
社
長
ベ
ー
ン
３
Ｗ
〓
じ
を
訪
問
し
た
が
、　
こ
れ
は
大
正
九
年

の
交
渉
の
際
に
も
重
要
な
役
割
を

演
じ
た
矢
島
に
対
す
る
総
理
事
小
倉
正
恒
の
特
命
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
矢
島
に
よ
る
と
、
昼
食
に
招
か
れ
た
席
上
ベ
ー
ン
と
次

の
よ
う

な
会
話
が
一父
わ
さ
れ
た
。

何
が
故
に
住
友
が
日
本
逓
信
省
に
信
頼
せ
ら
る
る
や
と
の
間
に
対
し
、
凡
そ
事
業
は

一
時
的
巨
利
を
謀
る
べ
き
も
の
に
非
ず
し
て
永
遠

の
信
用
を
基
礎
と
し
て
そ
の
上
に
築
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
実
例
（註
、
関
東
大
震
災
の
際
住
友
電
線
は
震
災
前
の
価
格
で
電
線
を
販
売
し
た
こ
と
な

ど
）
を
挙
げ
て
詢
々
と

一
席
弁
じ
た
り
し
が
、
ベ
ー
ン
氏
は
幾
度
か
う
な
ず
き
て
椅
子
よ
り
た
ち
私
と
握
手
を
な
し
、
貴
下
の
話
で
良

く
諒
解
せ
り
、
小
倉
総
理
事

に
伝
言
し
て
呉
れ
、
日
本
電
氣
の
経
営
は
今
後

一
切
住
友
に
委
任
す
、
と
語
り
、
列
座
の
諸
君
に
、
矢
島

君
は
私
の
親
成
の
一
人
な
り
、
矢
島
君
が
米
欧
諸
国
廻
遊
中
出
来
る
だ
け
便
宜
を
計
ら
れ
た
し
と
話
さ
れ
た
り
。

道
　
　
　
　
こ
の
結
果
東
京

に
お
け
る
Ｉ

。
Ｓ

・
Ｅ
社
副
社
長

フ
ラ
ム
Ｃ
■
”
〓
Ｆ
ヨ
）
と

椰
　
　
　
秋
山
武
三
郎
の
交
渉
は

一
挙
に
進
展
し
、
日
本
電
氣
株
式
旧
株
（五
〇
円
払
込
）
、

難
　
　
　
新
株
↑
一七

・
五
円
払
込
）
と
住
友
電
線
旧
株
（五
〇
円
払
込
）、　
新
株
全
一五
円
払
込
）

被
　
　
　
の
同
数
交
換
で
決
着
し
た
（第
１９
表
及
び
第
２０
表
）。
但
し
日
本
電
氣
は
こ
の
直
後
、

気相
　

　

資
本
金
二
〇
〇
〇
万
円
を

一
二
五
〇
万
円
に
減
資
し
た
。
ま
た
組
織
を
簡
素
化

コ。　
　
　
し
、
経
費

の
節
減
を
図

っ
た
の
で
、
こ
の
経
営
の
委
託
の
行
わ
れ
た
昭
和
七
年

明説
　
　
　
の
純
益
六
八
万
円
を
底
と
し
て
、
景
気

の
回
復
と
と
も
に
業
績
は
向
上
し
て
い

13年 2月 1日

新株 調 整

162,4931 △65,993①

36921

(単位 :株 )



第 31表  ISE社 と住友系の日本電気持株数の推移

昭和7年 6月 22日 7年 6月 24日 7年 12月 末 狩
麻旧株 新株 旧株 新株 旧株 新株

ISE社
持株比率(%)

118032 118,032

5900

100,000 100,000

5000

62.501 62,499

5000

124,995

4999

住友電線

住友合資 。本社

住友吉左衛門

住友生命

住友系計

持株比率(%)

10,000

10,000

10,000

10,000

500

10,000

18,032

28,032

10,000

18,032

28,032

1402

6,249

11,325

17,574

6,248

11,327

17,575

1406

17,750

24,225

5,000

4,000

50,975

2035

総 株 数 125,000 125.000

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

註 :① ISE社 割り当て分の本社引き受け。

②失権株の電線引き受け。

出典 :有価証券元帳、日本電気株主名簿、昭和13年 2月 「昭和12年 卜期特配並二今後二於ケル特配二関スル

氏のご教示を得た。

っ
た
。
し
か
し
住
友
が
経
営
を
引
き
受
け
た
と
は
い
え
、
そ
の
持
株
比
率
は
昭

和
七
年
末
で

一
四

・
〇
二
％
に
す
ぎ
ず
、
依
然
と
し
て
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
が
五
〇

％
を
所
有
し
て
い
た
の
で
、
日
本
電
気
が
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社

の
支
配
下
に
あ
る
こ

と
に
は
変
わ
り
は
な
か
っ
た
（第
３‐
表
）。　
し
た
が

っ
て
こ
の
段
階
で
は
、　
日
本

電
氣
は
ま
だ
合
資
会
社
か
ら
特
別
の
資
格
を
認
め
ら
れ
た
企
業
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

日
本
電
氣
は
組
織
の
簡
素
化
と
と
も
に
、
製
品
の
販
売
面
に
お
い
て
東
京

の

営
業
部
及
び
大
阪
支
社
の
直
扱
を
除
き
、
次

の
よ
う
に
昭
和
七
年
八
月
の
東
京

販
売
店
を
皮
切
り
に
、
九
月
横
須
賀

・
呉
、
八
年
二
月
博
多
、
四
月
京
城
、
九

年
五
月
神
戸
、
十

一
年
九
月
名
古
屋
と
合
資
会
社
の
各
販
売
店
に
次
々
と
販
売

を
委
託
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

昭
和
七
年
八
月
二
十
五
日

住
友
合
資
会
社
東
京
販
売
店

支
配
人
　
　
稲
井
　
勲
造

合
資
会
社

総
理
事
　
　
　
小
倉
　
正
恒
殿

当
店
取
扱
品
目
増
加

二
関
シ
処
務
規
程
中
追
加
並
勘
定

科
目
新
設

二
付
一果
申
ノ
件

八
四
三
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四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
四

拝
啓
陳
者
今
般
日
本
電
氣
株
式
会
社
ヨ
リ
、
同
社
製
品
ノ
東
北
及
北
海
道
地
方

二
於
ケ
ル
販
路
開
拓
相
成
度
趣
ヲ
以
テ
、
当
店

へ
援
助

方
希
望
御
申
入
有
之
候

二
就
テ
ハ
、
爾
今
当
店

二
於
テ
同
社
製
品
ノ
取
扱

ヲ
開
始
仕
度
、
右

二
関
シ
当
店
処
務
規
程
並
総
勘
定
元
帳
科

目
中
左
記
ノ
通
改
正
致
度
候
。
（後
略
）

最
後
に
中
国
市
場
に
つ
い
て
も
、
大
正
六
年
以
来
三
井
物
産
が
日
本
電
氣
製
品
の
販
売
代
理
権
を
有
し
、
日
本
電
氣
の
大
株
主
２

万
一一元

四
九
株
）
と
な

つ
て
お
り
、
取
締
役

に
常
務
安
川
雄
之
助
を
送

っ
て
い
た
が
、
次

の
よ
う
に
昭
和
十

一
年
八
月
、
上
海
販
売
店
は
三
井
物
産

に
代
わ

っ
て
日
本
電
氣
製
品
の
中
国
向
け
販
売
代
理
権
を
取
得
し
た
。
こ
の
た
め
昭
和
十

一
年

一
月
安
川
雄
之
助
は
日
本
電
氣
取
締
役
を
退

任
し
（昭
和
九
年

一
月
の
い
わ
ゆ
る

「三
井
の
転
向
」
の
た
め
三
井
物
産
常
務
を
退
任
し
た
後
も
引
き
続
き
日
本
電
気
取
締
役
に
留
ま
っ
て
い
た
）
、
十
月

に
は
そ
の
持
株
も
住
友
合
資
（二
一一四
六
株
）
、
住
友
電
線
（四
六
〇
三
株
）
、
住
友
生
命
（四
〇
〇
〇
株
）
が
総
額

一
二
三
万
円
で
引
き
取

っ
た
。

商
第
二
三
四
号

昭
和
十

一
年
八
月
三
日

合
資
会
社
経
理
部
長
　
　
山
本
　
信
夫

上
海
支
配
人
　
　
田
路
　
舜
哉
殿

日
本
電
氣
製
品
取
扱
ノ
件

七
月
十
四
日
付
第
五
〇
六
号
ヲ
以
テ
御
申
請
有
之
候
、
日
本
電
気
製
品
取
扱
ノ
件

ハ
追
認
相
成
候
間
、
此
段
依
命
及
御
通
知
候
也
。

追
而
右

二
対
ス
ル
処
務
規
程
ノ
改
正
並
勘
定
科
目
設
定
ノ
申
請
書
至
急
御
提
出
相
成
度
候
。

日
本
電
氣
が
製
作
す
る
電
話
機
器
に
つ
い
て
は
、
大
正
十
年
米
国
の
ウ
エ
ス
タ
ー
ン

・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
（Ｗ
Ｅ
）
と
ド
イ
ツ
の
ジ
ー
メ

ン
ス
社
の
間
に
特
許
の
相
互
無
償
利
用
の
契
約
が
締
結
さ
れ
て
お
り
、
日
本
電
気
も
Ｗ
Ｅ
社
と
の
契
約
に
よ
つ
て
こ
れ
が
適
用
さ
れ
て
、
ジ

ー
メ
ン
ス
社
の
Ｈ
形
電
話
交
換
機
の
特
許
使
用
が
可
能
と
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
日
本
電
氣
は
Ａ
形
交
換
機
の
生
産
に
追
わ
れ
て
Ｈ
形
交
換



機
を
製
造
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
昭
和
九
年
に
至

っ
て
日
本
電
氣
は
Ｈ
形
交
換
機
の
生
産
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
り
、
Ｉ

・
Ｔ

・
Ｔ
の
ド

イ
ツ
子
会
社
Ｍ
Ｇ
社
（Ｅ
ｘ
Ｅ
Ｏ
ｏ
８
ｏ無

ン
の
）
か
ら
技
術
導
入
を
進
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
た
め
五
月
専
務
志
田
文
雄
は
ド
イ
ツ
に

出
張
し
、
ジ
ー
メ
ン
ス
社
の
了
解
を
取
り
付
け
た
。
そ
の
帰
途
志
田
は
、
旧
知
の
イ
タ
リ
ア
の
ビ
レ
リ
ー
社
の
技
師
長

エ
マ
ヌ
ェ
ル
を
訪
ね

た
。
志
田
は
日
本
電
気
に
出
向
す
る
直
前

の
昭
和
六
年

に
、
住
友
電
線
で
海
底
線
工
場
建
設
準
備
委
員
長
と
し
て
、
大
阪
市
港
区
（現
大
正

区
）鶴
町
三
丁
目
に
工
場
の
建
設
を
進
め
て
い
た
が
、
海
底
線

の
被
覆
に
必
要
な
ガ
タ
パ
ー
チ
ャ
に
つ
い
て
、
イ
タ
リ
ア
で
エ
マ
ヌ
ェ
ル
か

ら
直
接
指
導
を
受
け
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
に
導

い
た
経
緯
が
あ

っ
た
。

佐
鳥
仁
左
に
よ
る
と
、　
こ
の
訪
間
の
際

エ
マ
ヌ
ェ
ル
の
好
意
あ
る
斡
旋
に
よ
つ
て

「
イ
タ
リ
ア
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
フ
ィ
ア
ッ
ト
社
（註
、

ピ
レ
リ
ー
社
は
自
動
車
タ
イ
ヤ
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
フ
イ
ア
ツ
ト
社
と
関
係
が
あ
る
）
か
ら
、
自
動
車
製
造
に
必
要
な
技
術
、
設
計
、
製
造
、
工
場
な

ど
い
つ
さ
い
の
資
料
を
、
売
上
高
の
一
％
と
い
う
夢
の
よ
う
な
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
を
も

っ
て
住
友

に
提
供
す
る
と
い
う
案
を
取
付
け
、
契
約
書

案
ま
で
つ
く
り
、
多
量
の
資
料
と
と
も
に
持
ち
帰

っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
縫
。
し
か
し
志
田
が
提
案
し
た
フ
ィ
ア
ッ
ト
社
と
の
合
弁
事
業

は
、
合
資
会
社
の
取
り
上
げ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
昭
和
九
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
、
合
資
会
社
は
別
子
鉱
山
に
代
わ
る
鉱
山
と

し
て
藤
田
鉱
業
の
小
坂
鉱
山
を
買
収
す
る
計
画
を
進
め
て
お
り
、
自
動
車
工
業
に
進
出
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

当
時
日
本
の
自
動
車
工
業
は
、
大
正
十
四
年
横
浜
に
設
立
さ
れ
た
日
本
フ
ォ
ー
ド
（資
本
金
四
〇
〇
万
円
、
そ
の
後
昭
和
四
年
に
八
〇
〇
万
円
に

増
資
）
と
昭
和
二
年
大
阪
に
設
立
さ
れ
た
日
本
ゼ
ネ
ラ
ル

・
モ
ー
タ
ー
ス
（Ｇ
Ｍ
、
資
本
金
八
〇
〇
万
円
）
の
三
社
が
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
方
式

に
よ
る

組
立
生
産
を
開
始
す
る
と
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
型
。
昭
和
六
年
九
月
満
洲
事
変
が
勃
発
す
る
と
、
昭
和
八
年
二
月
日
本

陸
軍
は
熱
河
作
戦
に
お
い
て
国
内
で
徴
発
し
た
ト
ラ
ッ
ク
の
機
動
力
を
認
識
さ
せ
ら
れ
、
し
か
も
国
産
車
と
Ｇ
Ｍ
、
フ
ォ
ー
ド
と
の
品
質

・

性
能
の
格
差
を
み
せ
つ
け
ら
れ
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
彼
ら
に
死
命
を
制
せ
ら
れ
る
懸
念
を
抱
い
た
。
そ
こ
で
商
工
省
に
対
し
、
両
外
資
企
業

の
活
動
を
抑
え
て
国
産
メ
ー
カ
ー
を
確
立
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
、
昭
和
十
年
八
月

「自
動
車
工
業
法
要
綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ
の

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
五



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
六

要
綱
作
成
段
階
で
住
友
合
資
会
社
に
対
し
自
動
車
工
業
進
出
の
打
診
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
意
思
は
な
い
と
い
う
返
事

で
あ

っ
た
と
い
う
。
す

な
わ
ち
前
記
志
田
の
提
案
し
た
フ
ィ
ア
ッ
ト
社
と
の
合
弁
事
業
に
対
す
る
合
資
会
社

の
態
度
と
同

一
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
日
本
側
の
動
き
に
対
し
て
、
フ
オ
ー
ド
は
日
本
フ
オ
ー
ド
の
現
地
化
を
も

っ
て
対
応
し
よ
う
と
し
た
が
、
Ｇ
Ｍ
は
現
地
企
業
と

の
提
携
に
よ
つ
て
事
態
を
切
り
抜
け
よ
う
と
し
た
。
日
本
陸
軍
が
い
く
ら
国
産
車

の
確
立
に
固
執
し
て
も
、
国
内
メ
ー
カ
ー
自
体
に
そ
れ
だ

け
の
技
術
力
が
な
か
つ
た
の
で
、
自
動
車
工
業

へ
の
本
格
約
進
出
を
企
図
し
て
い
た
日
本
産
業
の
鮎
川
義
介
は
、
こ
れ
を
受
け
て
昭
和
八
年

二
月
以
来
Ｇ
Ｍ
と
の
全
面
的
提
携
を
模
索
し
て
き
た
。
鮎
川
の
提
案
は
、
当
初
の
日
本
産
業
が
日
本
Ｇ
Ｍ
の
五

一
％
を
取
得
し
、
Ｇ
Ｍ
乃
至

日
本
Ｇ
Ｍ
が
日
産
自
動
車
の
全
株
を
所
有
す
る
と
い
う
案
か
ら
、
最
終
的
に
は
日
本
Ｇ
Ｍ
と
日
産
自
動
車

の
合
併
案

に
ま
で
発
展
し
て
い
た
。

し
か
し
昭
和
十

一
年
初
頭
Ｇ
Ｍ
側
に
は

「
日
本
陸
軍
は
国
産
車
の
生
産
を
確
立
し
た
い
と
い
う
考
え
を
強
く
持

っ
て
い
る
。
し
か
も
ド
イ
ツ

に
お
い
て
は
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
オ
ペ
ル
の
工
場
を
接
収
し
た
直
後
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
合
弁
会
社
も
オ
ペ
ル
と
同
じ
運
命
を
た
ど
る
の

で
は
な
い
か
」

と
い
う
懸
念
が
生
じ
、　
五
月
初
旬
交
渉
は
不
調
に
終
わ

っ
た
。
前
年

の

「自
動
車
工
業
法
要
綱
」

に
基
づ
き
制
定
さ
れ
た

「自
動
車
製
造
事
業
法
」
は
、
そ
の
五
月
二
十
九
日
公
布
さ
れ
た
。

一
方
住
友
合
資
会
社
は
、
昭
和
十
年
九
月
予
定
通
り
住
友
製
鋼
所
と
住
友
伸
銅
鋼
管
の
合
併
に
よ
り
住
友
金
属
工
業
を
発
足
さ
せ
、
年
末

に
は
こ
の
株
式
を
分
譲
し
て
、
小
坂
鉱
山
の
買
収
資
金

に
充
当
す
べ
き
四
三
九
四
万
円

の
分
譲
収
入
２

五
七
七
万
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
）
を
得
た
。

し
か
し
小
坂
鉱
山
の
買
収
計
画
は
既
に
中
止
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
金
融
恐
慌
に
よ
つ
て
藤
田
銀
行

の
整
理
の
た
め
に
実
施
さ
れ
た
日
銀

特
融
の
返
済
計
画
の

一
環
と
し
て
、
小
坂
鉱
山
の
売
却
が
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
昭
和
九
年
四
月
に
起
こ
っ
た
帝
人
事
件
（台
湾

銀
行
が
、
金
融
恐
慌
で
倒
産
し
た
鈴
木
商
店
へ
の
債
権
と
し
て
保
有
し
て
い
た
帝
人
株
式
を
買
受
団
に
売
却
し
た
と
こ
ろ
、
後
に
な
っ
て
こ
れ
は
買
受
団
が

要
路
に
工
作
し
て
、
不
当
に
安
く
買
収
し
た
も
の
だ
と
告
発
さ
れ
た
事
件
）
が
進
展
し
た
の
で
、
住
友
が
日
銀
特
融
が
ら
み
の
小
坂
鉱
山
を
買
収
す

る
と
、
同
様
に
世
間
の
疑
惑
を
招
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
で
あ

っ
た
。



か
く
し
て
巨
額
の
余
資
を
握

っ
た
合
資
会
社
は
、
新
た
な
起
業
計
画
を
立
案
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
十

一
年

に
入

っ
て

二
月
か
ら
日
本
染
料
製
造

の
株
式
を
市
中
で
集
め
始
め
た
の
も
そ
の
一
環
で
あ
り
翁
住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「五
口
　
住
友
肥
料
製
造
所
の
株

式
会
社
へ
の
移
行
」
参
昭
じ
、　
四
月
に
は
日
本
ビ
ク
タ
ー
蓄
音
器
の
親
会
社
Ｒ
Ｃ
Ａ
ビ
ク
タ
ー
が
撤
退
す
る
に
当
た
り
、　
三
菱
と
と
も
に
そ
の

経
営
を
肩
代
わ
り
し
よ
う
と
し
て
、
日
本
電
氣
の
志
田
に
研
究
を
命
じ
て
い
た
∩
三
　
投
資
活
動
」
で
述
べ
た
通
り
こ
の
話
は
三
菱
が
手
を
引
い

た
た
め
、
両
社
の
持
株
は
年
末
に
日
本
産
業
の
鮎
川
義
介
に
売
却
さ
れ
た
）。
五
月
初
旬
日
産
と
Ｇ
Ｍ
の
交
渉
が
不
調
に
終
わ

っ
た
こ
と
を
知
る
と
、

日
本
電
氣
の
経
営
再
建
で
自
信
を
得
た
合
資
会
社
が
、
直
ち
に
志
田
が
建
設
し
た
電
線

の
海
底
線
工
場
に
近
接
し
た
大
阪
市
大
正
区
鶴
町

一

丁
目
（昭
和
七
年
港
区
か
ら
分
区
）
に
あ
る
日
本
Ｇ
Ｍ
（敷
地
一
万
五
〇
〇
〇
坪
、
月
産

一
二
〇
〇
台
）
の
買
収
を
決
断
し
た
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。

化
学
専
務
大
屋
敦
（前
合
資
経
理
部
長
）
は
五
月
二
十
日
の
日
記
に

「
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ヘ
ノ
参
加
ノ
件

二
付
キ
総
理
事

ヨ
リ
内
話
ア
リ
」

と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
六
月
二
十
八
日
付
東
京
朝
日
新
聞
は

「
国
産
自
動
車
、
三
井
、
住
友

の
進
出
に
商
工
、
陸
軍
は
不
満
、　
一
部
に
反

対
論
起
る
」
と
い
う
見
出
し
の
下
に
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。

即
ち
三
井
合
名
で
は
す
で
に
二
百
万
円
の
調
査
費
を
計
上
し
て
年
末
に
は
年
産
五
千
台
を
目
標
に
会
社
新
設
を
企
図
し
、
又
住
友
は
日

産
が
合
併
交
渉
打
切
り
の
あ
と
を
う
け
て
日
本
ゼ
ネ
ラ
ル

・
モ
ー
タ
ー
ス
ヘ
資
本
提
携
を
申
込
む
べ
く
方
針
を
内
定
し
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
之
に
対
し
関
係
当
局
内
に
は
三
井
、
住
友
等

の
財
閥
に
対
し
て
は
満
洲
事
変
直
後
業
界

へ
の
進
出
を
要
請
し
た
が
、
当
時
は
之

等
財
閥
は
当
局
の
要
望
に
好
意
的
態
度
を
示
さ
ず
今
日
に
至

つ
た
。
然
る
に
最
近
の
社
会
情
勢
の
変
化
と
恩
典
の
厚

い
自
動
車
業
法
が

制
定
さ
れ
る
や
従
来
の
態
度
を

一
変
し
て
今
回
の
如
き
挙
に
出
た
こ
と
は
痛
く
関
係
方
面
の
不
満
を
買

つ
て
ゐ
る
。

Ｇ
Ｍ
と
の
交
渉
は
、
八
月
米
国
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
州
ヨ
セ
ミ
テ
で
開
催
さ
れ
る
太
平
洋
問
題
調
査
会
に
日
本
代
表
団
の
一
員
と
し
て
参
加

す
る
銀
行
常
務
大
島
堅
造
（Ｍ
４２
東
京
高
商
、
の
ち
銀
行
専
務

・
本
社
監
事
）
に
委
ね
ら
れ
た
。
し
か
し
大
島

の
出
発
直
前
の
七
月
十

一
日
に
自
動

車
製
造
事
業
法
及
び
そ
の
細
則
は
施
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
豊
田
自
動
織
機
製
作
所
（昭
和
十
二
年
八
月
自
動
車
部
を
分
離
独
立
し
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
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工
業
株
式
会
社
設
工し
、　
日
産
自
動
車
の
両
社
は
直
ち
に
そ
の
許
可
申
請
を
し
、
九
月
十
九
日
同
法

の
許
可
会
社
と
な
り
、
同
時
に
九
月
二
十

二
日
商
工
省
告
示
に
よ
り
日
本
フ
オ
ー
ド
は
年
間

一
万
三
三
六
〇
台
、
日
本
Ｇ
Ｍ
は
九
四
七
〇
台
以
内
に
生
産
が
制
限
さ
れ
た
。

十
月
四
日
、
原
田
熊
雄
が
東
京
住
友
ビ
ル
の
自
室
で
堀
内
外
務
次
官
と
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
有
田
元
外
務
大
臣
が
昼
の
食
事

の
約

東
で
現
れ
、
小
倉
正
恒
も
加
わ
っ
て

一
緒
に
食
事
を
し
た
。
そ
の
際
原
田
に
よ
れ
ば
小
倉
か
ら
次

の
よ
う
な
話
が
あ

っ
た
と
い
う
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
物
資
を
取
入
れ
て
し
な
け
れ
ば
、
と
て
も
自
動
車
工
業
な
ど
と
い
ふ
も
の
は
発
達
し
な
い
。
殊

に
ジ
エ
ネ
ラ
ル

・
モ
ー

タ
ー
ズ
な
ん
か
も
日
本
か
ら
去

つ
て
し
ま
は
う
と
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
あ
れ
の
技
師
、
工
場
を

一
つ
す

べ
て
日
本
の
も
の
に
し
て
、

日
本
人
が
二
三
年
や
れ
ば
必
ず
彼
等

の
技
術
を
取
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
ふ
。
今
の
豊
田
自
動
車
な
ん
か
の
国
産
ト
ラ
ッ
ク
が
戦

地
に
行

つ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
い
ま
る
で
動
か
な
い
の
で
困
り
ぬ
い
て
ゐ
る
。

結
局
彼
ら
は

ア
メ
リ
カ
と
の
間
の
問
題
は
な
ん
と
か
解
決
し
た
い
。
機
械
工
業
、
殊
に
自
動
車
工
業
な
ん
か
、
陸
軍
な
ん
か
の
国
産
奨
励
も
よ
い
け

れ
ど
も
、
根
本
の
出
発
点
に
お
い
て
彼
等
に
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
や
は
り
相
当
に
あ
る
ん
だ
か
ら
、
や
つ
ば
り
そ
れ
を
す

つ
か
り
覚
え
込

む
ま
で
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
間
の
話
は
な
ん
と
か
も
う
少
し
打
開
し
て
行
く
方
法
を
つ
け
た
い
も
ん
だ
。

と
い
う
こ
と
を
話
し
合

っ
て
別
れ
た
。

（
７６
）

十
月
十
五
日
に
帰
国
し
た
大
島
は
Ｇ
Ｍ
と
の
交
渉
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

私
は
ヨ
セ
ミ
テ
会
議
が
二
週
間
で
終

っ
て
か
ら
、
小
倉
さ
ん
の
パ
ー
ソ
ナ
ル

・
レ
プ
レ
ゼ
ン
タ
テ
ィ
ヴ
と
し
て
、
紐
育

の
ゼ
ネ
ラ
ル

・

モ
ー
タ
ー
ス
本
社
に
赴
き
、
住
友
が
同
社
の
大
阪
の
工
場
を
譲
り
受
け
る
交
渉
を
し
た
の
で
す
。
彼
れ
是
れ
二
週
間
折
衝
し
て
先
方

の

オ
ッ
フ
ァ
ー
価
格
を
受
け
帰
国
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
住
友
と
い
う
も
の
を
同
社
幹
部
が
全
く
知
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
か
ら
説
明
に
か

か
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
私
と
し
て
は
相
当
苦
労
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
幸
か
不
幸
か
、
当
時
の
陸
軍
大
臣
寺
内
さ
ん
（誰
、
寺
内
寿

一
陸



軍
大
将
）
が
国
内
自
動
車
工
業
を
守
り
立
て
る
意
図
で
許
可
し
て
く
れ
ず
、
話
は
不
調
に
終
り
ま
し
た
。

大
島
の
持
ち
帰

っ
た
Ｇ
Ｍ
と
の
契
約
案
が
如
何
な
る
も
の
で
あ

つ
た
か
、
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
日
本

フ
ォ
ー
ド
の
現
地
化
計
画
と
同
様
に
、
資
本
金
を
倍
額
増
資
し
て
一
六
〇
〇
万
円
と
し
、
自
動
車
を
部
品
か
ら

一
貫
生
産
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
五
〇
％
の
出
資
に
固
執
し
た
日
本
フ
オ
ー
ド
の
失
敗
に
鑑
み
、
経
営
権
は
住
友
が
握
り
、
Ｇ
Ｍ
の
出
資
は

名
目
的
な
形
に
し
た
も
の
で
あ

つ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
前
記
大
屋
敦
は
十
月
二
十
四
日
の
日
記
に

「総
理
事
ヨ
リ
大
島
君
ト
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー

タ
ー
ト
ノ
交
渉
顛
末
、
同
社
ヨ
リ
ノ
Ｒ
〔ｑ

二
付
キ
内
話
ア
リ
。
政
府
ノ
諒
解
ヲ
先
決
問
題

ニ
ス
ベ
キ
旨
申
上
置
ク
」

と
あ
り
、

こ
の
直
後

大
島
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
住
友

の
提
案
を
も

っ
て
し
て
も
、
Ｇ
Ｍ
、
フ
オ
ー
ド
を
排
除
し
て
、
あ
く
ま
で
国
産
に
賭
け
る
日
本
陸
軍
の

了
解
を
取
り
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

佐
鳥
仁
左
は
、
志
田
の
提
案

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

こ
の
と
き
（註
、
昭
和
九
年
）住
友
本
社
は
い
か
な
る
理
由

に
よ
る
も
の
か
、
こ
の
フ
ィ
ア
ッ
ト
社

の
提
案
を
受
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
二
年
ほ
ど
経

っ
て
、
住
友
本
社
は
考
え
を
変
え
、
自
動
車
製
造
開
始
を
決
意
し
て
、
そ
の
旨
を
当
時
企
業
の
生
殺
与
奪

の
権
力

を
も

つ
た
陸

・
海
軍
部
に
申
入
れ
た
の
で
す
が
、
二
年
前
に
は
必
要
と
思

っ
た
が
、
現
在
は
ト
ヨ
タ
、
日
産
と
も
に
相
当

の
力
を
持

っ

て
き
た
の
で
、
そ
の
必
要
を
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
却
下
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ア
ッ
ト
社
の
提
案

の
あ

っ
た
時
点
で
、
も
し
住
友
が
自
動
車
工
業
に
進
出
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
フ
イ
ア
ッ
ト
社
の
優
秀
な
技
術

と
経
験
が
、
住
友

の
優
秀
な
金
属
材
料
と
機
械
技
術
と
と
も
に
生
か
さ
れ
、　
一
層
の
速
度
を
も

っ
て
日
本
の
自
動
車

の
進
歩
向
上
に
貢

献
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
の
で
す
。
と
同
時
に
住
友
が
自
動
車
業
界
に
重
要
な
地
盤
を
占
め
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を

思
う
と
、
住
友
本
社
の
暫
時
の
躊
躇
が
、
自
動
車
工
業

へ
の
進
出
の
機
会
を
永
久
に
失
わ
せ
る
こ
と
に
な

つ
た
と
残
念
に
思
え
て
な
り

ま
せ
ん
。
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〇

昭
和
十
二
年
二
月
末
住
友
合
資
会
社
が
解
散
す
る
と
、
そ
の
日
本
電
気
持
株
二
万
九
二
二
五
株

の
う
ち
五
〇
〇
〇
株
が
残
余
財
産
と
し
て

住
友
家

へ
分
配
さ
れ
、
残
る
二
万
四
三
二
五
株
が
新
た
に
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
住
友
本
社
に
譲
渡
さ
れ
た
。
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
は
依
然
と
し

て
日
本
電
氣
株
式
の
約
五
〇
％
（昭
和
八
年
五
月
Ｉ
・
Ｓ
・
Ｅ
社
は
五
株
を
買
戻
条
件
付
で
住
友
合
資
会
社
へ
譲
り
、
表
面
上
は
過
半
数
を
割
る
形
を
と

っ
て
い
た
）
を
所
有
し
て
い
た
が
、
Ｇ
Ｍ
、
フ
ォ
ー
ド
の
例
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
で
は
日
本
の
企
業
と
は
み
な
さ
れ
な
く
な
る
懸
念
が

生
じ
て
き
た
。
当
時
逓
信
省
工
務
局
長
で
あ

っ
た
梶
井
剛
（Ｍ
４５
東
大
工

・
電
）
は
、
通
信
省
で

一
年
後
輩
で
あ

っ
た
志
田
文
雄

に
対
し
て
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
の
持
株
の
割
合
を
さ
ら
に
低
く
す
る
よ
う
に
忠
告
し
、
志
田
の
依
頼
で
、
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
の
代
表
者

フ
ラ
ム
に
対
し
次

の
よ
う

（
７７
）

に
述
べ
た
。

現
在
、
日
本
の
政
情
か
ら
い
う
と
、
軍
部
が
だ
ん
だ
ん
力
を
得
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
な
に
も
軍
部
の
味
方
を
す
る
わ
け

で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
い
ま
の
日
本
の
政
治
が
そ
う
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
Ｉ

・
Ｔ

・
Ｔ
が
日
本
電
気

の
株
を
半
分
も
も

っ
て
い
る

と
、
そ
の
う
ち
軍
部
か
ら
、
こ
れ
は
日
本
の
会
社
じ
ゃ
な
い
、
だ
か
ら
も
の
を
買

っ
ち
ゃ
い
か
ん
と
い
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う

い
わ
れ
る
と
処
置
な
し
だ
。
そ
う
な
る
と
日
本
電
氣
ば
か
り
で
な
く
、
Ｉ

・
Ｔ

・
Ｔ
自
身
も
不
利
益

に
な
る
。
あ
な
た
の
ほ
う
が
日
本

電
気
の
株
を
持

っ
て
い
る
の
は
さ
し
つ
か
え
な
い
が
、
五
〇
％
と
い
う
率
は
多
す
ぎ
る
と
思
う
。
そ
れ
を
少
々
減
ら
し
た
と
こ
ろ
で
、

Ｉ

・
Ｔ

・
Ｔ
の
利
害
関
係
は
大
し
た
こ
と
は
な
い
ん
だ
か
ら
、
い
ま
い
つ
た
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
際
あ
な
た
の
ほ
う
の
手

持
株
を
減
ら
し
た
ほ
う
が
得
策
だ
と
思
う
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
さ
ら
に
は
Ｉ

・
Ｔ

・
Ｔ
社
も
梶
井
の
こ
の
趣
旨
を
了
解
し
、
志
田
は
三
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
渡
米
し
、
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社

と
資
本
金
を
三
〇
〇
〇
万
円
に
増
資
し
、
併
せ
て
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
の
持
株
比
率
を
低
下
す
る
交
渉
を
行

っ
た
。
昭
和
十
三
年

一
月
両
者
間
に

新
た
な
契
約
が
結
ば
れ
、
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
は
増
資
割
り
当
て
分
の
う
ち
六
万
五
九
九
三
株
を
住
友
本
社
に
譲
り
、
買
い
戻
し
条
件
付
の
五
株

に
つ
い
て
も
条
件
を
放
棄
し
た
。
増
資

の
結
果
住
友
系

の
持
株
は
、
増
資
前
の
五
万
三
二
五
株
か
ら

一
八
万

一
七
三
九
株

へ
大
幅
に
増
加
し
、



持
株
比
率
も
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
が
四
九

・
九
九
％
か
ら
三
六

。
九
二
％

へ
低
下
し
た
の
に
対
し
、
住
友
系
は
二
〇

。
一
三
％
か
ら
三
〇

・
二
九

％

へ
上
昇
し
、
梶
井
の
示
唆
し
た
通
り
日
本
電
氣
の
外
資
色
の
希
薄
化
は

一
応
達
成
さ
れ
た
。

し
か
る
に
昭
和
十
三
年
三
月
、
会
長
秋
山
武
三
郎
（昭
和
十

一
年
五
月
住
友
合
資
を
停
年
退
職
し
郷
里
米
沢
に
引
退
し
た
が
、
日
本
電
氣
会
長
に
留

ま
っ
て
い
た
）
が
病
没
し
、
さ
ら
に
四
月
に
は
専
務
志
田
文
雄
が
昭
和
十

一
年
末
に
設
立
さ
れ
た
満
洲
通
信
機
等
を
視
察

の
帰
途
大
阪
で
発
病

し
、
死
去
す
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
起
こ
っ
た
。
専
務
取
締
役
の
職
務
は
十
二
年
九
月
山
本
信
夫
に
代
わ

っ
て
電
線
専
務
か
ら
本
社
経

理
部
長
と
な

つ
て
い
た
小
畑
忠
良
（十
三
年

一
月
山
本
に
代
わ

，
て
日
本
電
気
取
締
役
に
就
任
し
て
い
た
）
が
代
行
し
、
秋
山
の
後
任
の
会
長
に
は
五

月
、
総
理
事
小
倉
正
恒
（や
は
り
一
月
に
小
畑
と
と
も
に
日
本
電
気
の
取
締
役
と
な
っ
て
い
た
）
が
連
系
会
社
と
同
様
に
就
任
し
た
。

丁
度
こ
の
昭
和
十
三
年

一
月
に

「連
系
会
社
及
其
ノ
他
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」

の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
「連
系
会
社
ノ
役
員

二
関

ス
ル
内
規
」
と

「関
係
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」

の
二
つ
に
分
離
さ
れ
た
が
↑
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は

「株
式
会
社
住
友
本
社
（上
）
昭
和
十
二

―
十
五
年
」
参
昭
じ
、　
一
月
に
日
本
板
硝
子
常
務
稲
井
勲
造
と
取
締
役
中
村
文
夫
が

「関
係
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」

の
交
付
を
受
け
た

の
に
続
い
て
、
二
月
十
六
日
付
で
電
線
か
ら
本
社

へ
出
向
し
た
日
本
電
氣
常
務
佐
鳥
仁
左
と
取
締
役
石
川
清
が
五
月
二
十
三
日
こ
の
交
付
を

受
け
た
。
こ
の
こ
と
は
日
本
電
気
が
こ
の
時
点
で
住
友
本
社
の
特
定
関
係
会
社
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

死
亡
し
た
志
田
文
雄
の
後
任
に
は
、
上
記
逓
信
省
工
務
局
長
梶
井
剛
に
対
し
就
任
が
要
請
さ
れ
た
。
梶
井
は
大
正
九
年
逓
信
省
の
技
術
者

冷
遇
に
不
満
を
も
ち
、
志
田
に
続
い
て
退
官
す
る
意
向
で
、
住
友
総
本
店
に
入
社
が
内
定
し
て
い
た
。
し
か
し
家
庭
の
事
情
で
大
阪

へ
赴
任

す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
逓
信
省
に
踏
み
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ

っ
た
。
六
月
梶
井
は
退
官
し
て
住
友
に
入
社
し
、
七

月
末
日
本
電
氣
専
務
に
就
任
し
た
。
八
月
に
は
上
記
内
規
を
交
付
さ
れ
て
い
る
。

梶
井
剛
は
入
社
後
の
日
本
電
氣

の
状
況
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
穂
。

日
本
電
気
に
入

っ
て
思

っ
た
こ
と
は
、
通
信
事
業
に
は
長
年
携

っ
て
来
た
が
、
製
造
工
業
は
初
め
て
な
の
で
、
余
程
勉
強
し
な
け
れ
ば
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そ
の
責
を
果
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
入
社
後
二
年
ば
か
り
し
て
小
倉
さ
ん
か
ら
、
米
国
に
視
察
に
行

っ
て
来
た

ら
ど
う
か
と
の
お
話
が
あ

っ
た
が
、
私
は
も
う
少
し
経
験
を
つ
ん
で
か
ら
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
延
期
を
お
願
い
し
た
。
三
年
程
た

っ
て
本
社
の
総
理
事
室

へ
お
伺
い
す
る
と
、　
小
倉
さ
ん
は

「梶
井
君
、　
も
う
三
年
も
経

っ
た
か
ら
、　
そ
ろ
そ
ろ
仕
事
を
し
た
ら
ど
う

か
。

」

と
云
わ
れ
た
。

そ
こ
で
私
は
日
本
電
気
の
専
務
と
し
て
日
頃
悩
ん
で
お
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

「実
は
三
年
間
日
本
電
気

の
内
部

の
こ
と
を
勉
強
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
私
に
は
解
決
の
出
来
な
い
悩
み
の
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
日
本
電

氣
は
住
友

の
直
系
会
社
で
あ
り
ま
せ
ん
た
め
に
、
住
友
か
ら
参
り
ま
し
た
少
数
の
幹
部
の
人
達
と
、
日
本
電
氣
本
来

の
数
千
人
の
人
達

と
は
総
て
の
待
遇
が
違
う
こ
と
で
す
。
そ
の
結
果
何
と
な
く
水
と
油
と
云
う
感
じ
が
し
ま
す
。
こ
れ
で
は
本
当
に
全
社
員
の
協
力

一
致

が
出
来
る
か
ど
う
か
と
云
う
こ
と
で
す
。
こ
？
心
配
を
除
き
ま
す
に
は
日
本
電
氣
を
住
友

の
直
系
会
社
と
し
て
、
そ
の
差
別
を
な
く
す

こ
と
と
思
い
ま
す
。

」

と
恐
る
恐
る
申
し
上
げ
た
。

と
こ
ろ
が
小
倉
さ
ん
は

「
そ
う
か
、
成
る
程
君
の
云
う
こ
と
は
正
し
い
。
よ
し
直

系
に
し
よ
う
。
時
期
は
君
に
ま
か
せ
る
。

」
と
、
小
倉
さ
ん
は
は
っ
き
り
英
断
を
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

総
理
事
小
倉
正
恒
は
、
昭
和
十
六
年
四
月
第

一
次
近
衛
内
閣
に
国
務
大
臣
と
し
て
入
閣
す
る
た
め
退
職
す
る
の
で
、
こ
の
話
は
昭
和
十
五

年
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
十
五
年
四
月
に
は
、
扶
桑
海
上
が
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
と
改
称
し
、
連
系
会
社
に
指
定

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
後
日
本
電
氣
は
昭
和
十
八
年

一
月
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
、
住
友
通
信
工
業
株
式
会
社
と
改
称
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

そ
の
詳
細
は
改
め
て

「株
式
会
社
住
友
本
社
（中
）昭
和
十
六
―
十
九
年
」

で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
梶
井
が
小
倉
総
理
事

の
了
解
を
取

り
付
け
て
か
ら
、

日
本
電
氣

の
連
系
会
社
指
定
ま
で
何
故
こ
の
よ
う
に
時
日
を
要
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、　
そ
の
起
案

「
（日
本
電
をう
連
系

会
社

二
指
定
並
社
名
変
更
ノ
件
」
に
も

「
日
本
電
氣
ヲ
連
系
会
社
卜
指
定
ス
ル
件

ハ
、
昭
和
十
五
年
頃
ヨ
リ
ノ
懸
案
ナ
リ
シ
処
、
其
時
機
ノ

到
ラ
ザ
リ
シ
ト
諸
般
ノ
準
備
ノ
為
今
日
二
及
ベ
ル
モ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
明
確
で
は
な
い
が
、
商
号

の
変
更
も
か
ら
む
問
題
だ
け

に
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
て
敵
産
管
理
法
が
公
布
さ
れ
る
ま
で
は
、
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
の
意
向
を
無
視
し
て
、
住
友
本



社
の
一
存
で
日
本
電
氣
を
連
系
会
社
に
指
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

口
　
直
轄
鉱
山
部
門
の
諸
施
策

１
　
大
日
本
鍍
業
株
式
会
社
の
経
営

の
承
継

昭
和
六
年
八
月
住
友
合
資
会
社
は
、
浅
野
同
族
会
社
か
ら
大
日
本
鍍
業
（資
本
金
五
〇
〇
万
円
全
額
払
込
済
）株
式
二
万
五

一
〇
〇
株
を
二
五

万

一
〇
〇
〇
円
（＠
一
〇
円
）
で
買
収
し
、
そ
の
経
営
を
引
き
継
い
だ
。
浅
野
同
族
で
鉱
山
部
門
を
主
管
し
て
い
た
前
川
益
以
が
小
倉
正
恒
と

同
郷
で
四
高

の
同
窓
で
あ

つ
た
関
係
で
話
が
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
役
員
と
し
て
主
管
者

の
専
務
取
締
役

に
荒
川
英
二
宋
口資
技
師

長
）
が
派
遣
さ
れ
、
鉱
山
課
長
続
城
が
非
常
勤
の
取
締
役
、
東
京
支
店
長
矢
島
富
造
が
監
査
役
に
就
任
し
た
。
買
収
と
と
も
に
資
本
金
五
〇

〇
万
円
を

一
〇
〇
万
円
に
減
資
し
た
後
、
十

一
月
に
一
五
〇
万
円

へ
増
資
し
、
合
資
会
社
は
増
資
分
五
〇
万
円
を
全
額
引
き
受
け
た
。
こ
の

結
果
合
資
会
社
の
持
株
は
、　
昭
和
六
年
末
で
そ
の
後
の
買
い
入
れ
も
含
め
、　
一
万
五
七
二
〇
株
（二

一
・
四
％
）
と
な

つ
た
。

同
社

の
沿
革
に

つ
い
て
、
買
収
当
時
同
社
常
務
で
、
そ
の
後
も
引
き
続
き
住
友
合
資

・
住
友
本
社
の
嘱
託
の
ボ
ス
ト
に
あ

つ
た
坪
井
美
雄
は
次

の
よ
う
に
述

（
８０
）

べ
て
い
る
。

大
日
本
鎖
業
は
今
日
で
は
住
友
系
列
の
立
派
な
鉱
山
会
社
で
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
六
年
ま
で
は
セ
メ
ン
ト
王
浅
野
総

一
郎
氏
を
社
長
と

す
る
浅
野
系
列
の
会
社
で
あ
り
ま
し
た
。
秋
田
県
山
本
郡
八
森
町
に
あ
る
製
錬
所
は
こ
の
会
社
の
製
錬
所
で
、
こ
れ
が
八
森
村
椿
台
に

あ
る
た
め
最
初
は
椿
鉱
山
と
称
し
、
明
治
二
十

一
年
に
発
見
せ
ら
れ
た
銀
の
鉱
山
で
あ
り
ま
し
た
。
工
学
博
士
武
田
恭
作
氏
の
所
有
時

代
に
は

一
時
そ
の
従
業
員
も
二
千
人
を
越
え
る
日
本

一
の
銀
山
で
あ
り
ま
し
た
。
然
し
銀
品
位

の
低
落
に
よ
つ
て
大
正
三
年
に
体
山
と

な
り
、
そ
の
翌
年
に
大
日
本
鍍
業
株
式
会
社
が
創
設
せ
ら
れ
、
雄
勝
郡
の
吉
乃
鉱
山
を
本
山
と
し
て
椿
鉱
山
は
八
盛
鉱
業
所
と
改
め
て

経
営
さ
れ
ま
し
た
が
、
不
幸
に
し
て
大
正
八
年

に
再
度
休
山
さ
れ
ま
し
た
。
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私
は
大
正
十
五
年
に
秋
田
鉱
山
専
門
学
校
教
授
を
退
官
し
て
、
浅
野
老
社
長
に
招
か
れ
て
同
社
の
常
務
取
締
役
と
し
て
入
社
い
た
し
ま

し
て
、
色
々
苦
心
の
末
、
遂
に
昭
和
二
年
に
五
能
鉄
道
が
椿
ま
で
開
通
し
た
の
を
機
会

に
八
盛
製
錬
所
を
再
開
し
ま
し
た
。

真
吹
炉
か
ら
出
る
粗
銅
は
初
め
は
日
本
鉱
業
会
社
の
日
立
製
錬
所
に
売
却
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
昭
和
四
年

に
な
つ
て
、
銅
業
界
が
世

界
的
不
況
に
見
舞
は
れ
、
我
が
国
で
も
内
地
銅
を
多
量
に
犠
牲
輸
出
す
る
悲
況
に
追
ひ
込
ま
れ
、
犠
牲
売
り
が
全
産
銅
の
三
割
に
達
し

て
、
八
盛
の
売
銅
手
取
額
は
激
減
し
て
会
社
は
極
度
の
節
約
と
合
理
化
と
を
強
ひ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
時
代
と
な
り
ま
す
と
、
内
地
に
自
家
消
費
工
場
の
伸
銅
所
を
持

つ
て
居
る
住
友

の
別
子
鉱
山
は
、
そ
の
買
銅
条
件
が
断
じ
て
他

社
の
追
従
を
許
さ
ず
、
昭
和
四
年

の
十

一
月
か
ら
は
八
盛
の
粗
銅
も
悉
く
、
距
離
の
遠

い
四
回
の
四
阪
島
製
錬
所
に
売
却
す
る
こ
と
に

合
理
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
更
に
飛
躍
し
て
、
昭
和
六
年
に
大
日
本
銭
業
は
そ
の
過
半
数
の
株
式
を
住
友

に
譲
渡
し
て
住
友
合
資
会

社
と
共
同
経
営
と
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

住
友
が
経
営
を
肩
代
わ
り
し
て
二
年
後
の
昭
和
八
年
五
月
期
の
決
算
で
八
％
の
復
配
が
可
能
と
な

つ
た
。
以
後
昭
和
十
六
年
十

一
月
期
ま

で

一
〇
―

一
二
％
配
当
と
業
績
は
安
定
し
た
。
復
配
直
後
の
七
月
坪
井
に
よ
る
と
、
総
理
事
小
倉
正
恒
が
北
海
道
視
察

の
途
中
八
盛
鉱
業
所

に
立
ち
寄
り
、
八
盛
の
文
字
は
七
転
八
起
の
不
幸
な
寓
意
を
蔵
す
る
と
思
う
か
ら
、
八
を
発
に
通
わ
せ
て
改
名
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
発

盛
鉱
業
所
と
改
称
さ
れ
た
由
で
あ
る
。
昭
和
九
年
六
月
荒
川
英
二
が
別
子
常
務

へ
転
出
の
た
め
退
任
し
、
後
任
の
常
務
に
は
監
査
役

の
矢
島

富
造
が
就
任
し
た
が
、
こ
れ
は
東
京
支
店
長
の
兼
任
で
あ
る
の
で
、
取
締
役
に
起
用
さ
れ
た
本
郷
松
太
郎
（Ｔ
３
東
京
高
商
専
攻
部
、
炭
破
歌
志

内
破
業
所
長
）
が
主
管
者
業
務
を
代
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

合
資
会
社
の
持
株
は
、
そ
の
後
浅
野
同
族
他
か
ら
買
い
増
し
、
昭
和
十

一
年
末
に
は

一
万
七
七
七
三
株
（第
２０
表
、
五
九

二
一四
％
）
と
な
り

十
二
年
二
月
末
合
資
会
社
解
散

の
際
、
住
友
本
社

へ
一
万
四
七
七
三
株
が
譲
渡
さ
れ
、
住
友
家

へ
残
る
三
〇
〇
〇
株
が
分
配
さ
れ
た
。
昭
和

十
三
年
六
月
矢
島
は
合
資
会
社
停
年
の
た
め
、
大
日
本
鏡
業
常
務
を
退
任
、
同
時
に
本
郷
も
取
締
役
を
退
任
し
て
、
後
任
の
常
務
に
は
金
属



営
業
所
副
所
長
小
関
良
平
（Ｔ
６
東
大
法

・
経
、
の
ち
機
械
常
務

・
専
務

・
社
長
）
が
派
遣
さ
れ
た
。
小
関
は
、
八
月
二
十
四
日
日
本
電
氣
専
務
梶

井
剛
と
と
も
に

「
関
係
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」
の
交
付
を
受
け
た
。
従

っ
て
大
日
本
鍍
業
も
特
定
関
係
会
社
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ

と
に
な
る
。

小
関
は
昭
和
十
七
年

一
月
専
務
制
の
採
用
に
よ
り
専
務
と
な
り
、
三
月
に
は
資
本
金
は
倍
額
増
資

に
よ
り
三
〇
〇
万
円
と
な

っ
た
（本
社

二
万
九
五
四
六
株
、
住
友
家
六
〇
〇
〇
株
、
十
七
年
五
月
期
に
九
％
に
減
配
）。
七
月
小
関
は
十
五
年
十
二
月
か
ら
兼
任
し
て
い
た
東
北
鉱
業
事
務

所
長
専
任
と
な
り
、
後
任
の
専
務
に
芦
沢
進
（Ｔ
３
東
大
法

。
経
、
信
託
常
任
監
査
役

・
本
社
東
京
支
店
長
）
が
派
遣
さ
れ
た
。

十
九
年
二
月
本
社
直
轄
鉱
山
の
経
営
を
住
友
銭
業
（昭
和
十
二
年
六
月
住
友
別
子
鍍
山
と
住
友
炭
碩
が
合
併
し
て
発
足
）
へ
移
管
す
る
こ
と
と
な

り
、
大
日
本
鍍
業
も
住
友
鍍
業
の
関
係
会
社
と
な

っ
た
。
同
月
資
本
金
を
二
〇
〇
万
円
増
加
し
て
五
〇
〇
万
円
と
し
、
本
社
の
新
株
割
り
当

て
分
は
住
友
鍍
業
が
引
き
受
け
た
（十
九
年
三
月
期
に
八
％
に
減
配
）。　
こ
の
結
果
住
友
系
持
株
は
、
本
社
三
万
九
五
四
六
株
、
住
友
鍍
業

一
万

九
六
九
三
株
、
住
友
家

一
万
株
合
計
五
万
九
二
三
九
株
（五
九

二
一％
）
と
な

っ
た
。　
さ
ら
に
五
月
に
は
本
社
の
持
株
中
四
五
四
六
株
、
住
友

家
の
持
株
中
六
〇
〇
〇
株
合
計

一
万
四
五
四
六
株
が
鍍
業

へ
譲
渡
さ
れ
、
こ
の
結
果
終
戦
当
時
の
持
株
は
、
住
友
鍍
業
三
万
三
三
九
株
、
住

友
本
社
三
万
五
〇
〇
〇
株
、
住
友
家
四
〇
〇
〇
株
合
計
五
万
九
二
三
九
株
と
な

っ
て
い
た
。
な
お
芦
沢
は
、
昭
和
十
九
年
五
月
社
長
制
の
採

用
に
よ
り
、
社
長
に
就
任
し
て
い
た
。

２
　
土
肥
金
山
株
式
会
社
の
経
営
の
継
承

住
友
総
本
店
が
金
鉱
業

へ
進
出
し
た
の
は
、
大
正
元
年
宮
城
県
の
砥
沢
鉱
山
を
買
収
し
て
、
大
正
三
年
砥
沢
鉱
業
所
を
開
設
し
た
の
を
嗜

矢
と
す
る
が
、
東
北
地
方
で
は
そ
の
後
大
正
五
年
岩
手
県
の
大
萱
生
鉱
山
を
買
収
し
て
、
大
萱
生
鉱
業
所
を
開
設
し
、
翌
六
年

に
は
砥
沢
鉱

業
所
を
大
萱
生
鉱
業
所
に
統
合
し
た
。
北
海
道
で
は
大
正
六
年
鴻
之
舞
鉱
山
を
買
収
し
て
札
幌
鉱
業
所
を
開
設
し
、
続
い
て
七
年
来
馬
、
余

市
、
八
年
八
十
士
、
十

一
年
小
鉾
岸
と
相
次
い
で
買
収
し
て
、
札
幌
鉱
業
所
の
所
管
と
し
た
。
昭
和
三
年
札
幌
鉱
業
所
は
廃
止
さ
れ
て
鴻
之

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
五



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
六

舞
鉱
業
所
が
設
置
さ
れ
た
。
鴻
之
舞
鉱
山
に
つ
い
て
は

「
４
　
北
日
本
鉱
業
所
の
設
置
」
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
東
北

・
北
海
道

の
金
山

の
他

に
、
大
正
五
年
鹿
児
島
県

の
大
良
鉱
山
を
買
収
し
て
大
良
鉱
業
所
を
開
設
し
た
（大
正
十
四
年
売

却
）。
翌
六
年
に
は
静
岡
県
の
縄
地
鉱
山
を
買
収
し
て
縄
地
鉱
業
所
と
し
た
が
、
七
年
同
じ
村
の
高
根
鉱
山
（大
正
十
三
年
閉
山
）
を
買
収
し
て
、

両
者
を
統
合
し
て
高
根
鉱
業
所
と
し
た
。
大
正
八
年
別
子
鉱
業
所
が
新
居
浜
電
錬
（電
気
製
錬
）
工
場
を
建
設
し
て
、
電
気
銅
の
生
産
を
開
始

す
る
と
、　
こ
れ
ら
大
良
、
縄
地
、
高
根
の
各
鉱
山
の
含
金
銀
珪
酸
鉱
（ト
ン
当
た
り
金
十
数
グ
ラ
ム
、
銀
数
百
グ
ラ
ム
含
有
）
は
四
阪
島
製
錬
所
に

送
ら
れ
て
鋼
製
錬
の
溶
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
金
銀
を
含
む
粗
銅
が
新
居
浜
電
錬
工
場

へ
送
ら
れ
て
電
気
銅
生
産
後
に
金

銀
は
回
収
さ
れ
た
。

昭
和
七
年
八
月
、
住
友
合
資
会
社
は
土
肥
金
山
株
式
会
社
（静
岡
県
田
方
郡
土
肥
村
、
現
土
肥
町
、
資
本
金
二
五
〇
万
円
全
額
払
い
込
み
）
の
経
営

を
引
き
継
ぎ
、
主
管
者
の
専
務
取
締
役
に
近
藤
次
彦
（Ｔ
４
東
北
大
理

・
地
質
、
釜
石
鉱
山
、
Ｔ
６
住
友
入
社
大
良
鉱
業
所
主
任

・
合
資
技
師
）
を
派

遣
し
た
。
他
に
非
常
勤
と
し
て
合
資
技
師
長
近
藤
宏
太
郎
と
別
子
鍍
山
大
阪
支
店
次
長
岡
久
吉
が
取
締
役

に
、
合
資
鉱
山
課
長
小
林
晴
十
郎

と
合
資
顧
間
弁
護
士
宇
佐
見
正
祐
が
監
査
役
に
就
任
し
た
。

同
社
株
式
引
き
受
け
の
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
型
。

同
社

ハ
故
長
谷
川
錐
五
郎
氏
及
其
ノ
同
族
ヲ
株
主
ト
シ
テ
設
立
セ
ラ
レ
、
本
邦
重
要
鉱
山
ノ

一
タ
ル
伊
豆
土
肥
金
山
ヲ
経
営
セ
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
、
ソ
ノ
採
掘
セ
ル
鉱
石
ハ
住
友
別
子
鍍
山

二
売
鉱
シ
居
リ
タ
リ
。
大
正
十
三
年
資
金
難

ニ
ヨ
リ
出
鉱
全
部
ヲ
別
子

二
売
鉱
条
件

ト
シ
テ
資
金
二
五
万
円
ヲ
借
入
レ
タ
ル
ガ
、
昭
和
六
年
末
社
長
長
谷
川
氏
死
去
シ
経
営
円
滑
ナ
ラ
ズ
。
住
友

二
対
ス
ル
債
務
ノ
代
償
ト

シ
テ
、
長
谷
川

一
族
ノ
所
有
株
式
中
三
三
、
七
〇
五
株
∠
肩
替
り
申
出
ア
リ
。
住
友
ト
シ
テ
ハ
之
ガ
買
収

ハ
左
程
有
利
ナ
ラ
ズ
ト
云

ヘ

ド
モ
、
別
子
鍍
山
製
錬

二
必
要
ナ
ル
珪
酸
鉱

ハ
大
部
分

ハ
土
肥
産

ニ
シ
テ
、
之
ヲ
失
フ
コ
ト
ハ
操
業

二
重
大
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ボ
ス
モ
ノ

ナ
ル
ヲ
以
テ
、
多
少
ノ
犠
牲
ヲ
忍
ビ
将
来
ノ
経
営

二
当
ラ
ン
ト
シ
テ
、
当
社
名
義
ヲ
以
テ
別
子
之
ヲ
引
受
ケ
、
内
二
〇
、
○
○
○
株
ヲ



当
社

二
譲
渡
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

住
友
が
経
営
を
引
き
受
け
て

一
年
後

の
八
年
九
月
期
に
は
五
％
か
ら
七
％

へ
、
九
年
九
月
期
に
は

一
〇
％
、
十
年
三
月
期
に
は

一
二
％
と

矢
継
ぎ
早
に
増
配
し
、
十
七
年
九
月
期
ま
で
維
持
さ
れ
た
。
昭
和
十

一
年
十
月
朝
鮮
鉱
業
所
が
設
置
さ
れ
る
と
、
近
藤
次
彦
は
そ
の
所
長
に

転
出
し
、
後
任
の
専
務
に
は
合
資
会
社
技
師
進
藤
淳
之
佑
（Ｔ
３
九
大
工
・
冶
金
）
が
送
ら
れ
た
。
そ
の
後
合
資
会
社
の
持
株
は
、
八
〇
株
を
買

い
増
し
、
昭
和
十

一
年
末
に
は
二
万
八
〇
株
と
な

っ
た
が
（第
２０
表
）
、
昭
和
十
二
年
二
月
末
合
資
会
社
の
解
散

に
伴
い
、　
こ
の
う
ち

一
万
五

〇
八
〇
株
が
住
友
本
社
に
譲
渡
さ
れ
、
五
〇
〇
〇
株
が
残
余
財
産
と
し
て
住
友
家

へ
分
配
さ
れ
た
。

昭
和
十
四
年

一
月
本
社
は
直
轄
の
高
根
鉱
業
所
（静
岡
県
賀
茂
郡
白
浜
村
、
現
下
田
市
）
を
分
離
、
土
肥
金
山
に
譲
渡
貧

一
三
一万
円
）
し
た
。　
こ

れ
を
受
け
て
四
月
十
七
日
土
肥
金
山
専
務
進
藤
淳
之
佑
と
取
締
役
菅
野
秀
次
郎
（Ｔ
６
東
大
法
、　
の
ち
本
社
検
査
役

。
取
締
役

・
代
表
清
算
人
）
は
、

「
関
係
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」

の
交
付
を
受
け
、
土
肥
金
山
は
特
定
関
係
会
社
に
指
定
さ
れ
た
（実
際
に
は
正
式
交
付
に
先
立
ち
、
昭
和

十
三
年
末
高
根
譲
渡
の
話
の
際
専
務
理
事
古
田
俊
之
助
か
ら
進
藤
に
手
渡
さ
れ
て
い
る
）。

十
二
月
本
社
は
五
〇
〇
〇
株
を
住
友
鍍
業

に
譲
渡
し
た
の

で
、
持
株
数
は
鍍
業

一
万
八
七
〇
五
株
、
本
社

一
万
人
○
株
と
な

っ
た
。
そ
の
後
買
い
増
し
が
行
わ
れ
た
結
果
、
終
戦
時
の
住
友
系
持
株
数

は
、
鍍
業

一
万
九
六

一
一
株
、
本
社

一
万

一
〇
四
七
株
、
住
友
家
五
〇
〇
〇
株
、
合
計
三
万
五
六
五
八
株
（七
一
二
一一％
）
で
あ

っ
た
。

な
お
同
社
は
昭
和
十
七
年
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
八
月
三
十

一
日
付
を
も

つ
て
商
号
変
更

の
申
請
を
行
い
、
十
月

一
日
決
裁
さ
れ
て
、
十

一
月
二
十
七
日
土
肥
鍍
業
株
式
会
社
と
改
称
し
た
。
ま
た

「
４
　
北
日
本
鉱
業
所
の
設
置
」
で
述
べ
る
よ
う
に
、
昭
和
十
八
年
四
月
日
本
の

金
鉱
業
は
休
廃
山
に
追
い
込
ま
れ
る
が
、
土
肥
鍍
業
は
銅
製
錬
に
必
要
な
珪
酸
鉱
を
産
出
す
る
鉱
山
と
し
て
操
業
継
続
が
認
め
ら
れ
た
。
し

か
し
太
平
洋
戦
争
末
期
に
は
業
績
は
釣
瓶
落
と
し
に
悪
化
し
、
十
八
年
三
月
期
に
は

一
〇
％
、
十
九
年
三
月
期
九
％
、
二
十
年
三
月
期
八
％

と
減
配
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

昭
和
十
七
年
八
月
三
十

一
日
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土
肥
金
山
株
式
会
社

専
務
取
締
役
　
　
　
　
進
藤
　
一浮
之
佑

住
友
本
社

総
理
事
　
　
　
　
古
田
　
俊
之
助
殿

当
社
称
号
変
更
ノ
件

日
支
事
変
当
初
産
金
事
業

ハ
、
最
モ
重
要
且
緊
急
事
ノ

一
卜
数

ヘ
ラ
レ
候
処
、
米
英
其
ノ
他
諸
国
ト
ノ
交
易
漸
ク
円
滑
ヲ
欠
ク
ニ
及
ビ
、

国
際
通
貨
タ
ル
金
ノ
重
要
性

二
対
シ
朝
野
ノ
間

二
屡
論
議
起
り
、
大
東
亜
戦
争
勃
発
ス
ル
ヤ

一
層
之

二
拍
車

ヲ
掛
ケ
、
金

ヲ
軽
視
ス
ル

ノ
風
助
長
セ
ラ
レ
候
。
政
府

二
於
テ
ハ
夙

二
此
風
潮
ヲ
懸
念
シ
、
暴

二
産
金
事
業
ノ
重
要
性
ヲ
説
キ
、
既
存
金
山

二
就
テ
ハ
重
点
的

ニ

保
護
奨
励
ス
ル
旨
言
明
ス
ル
所
有
之
候
処
、　
一
般

二
金

二
対
ス
ル
態
度

ハ
頗
ル
低
調
冷
淡
卜
相
成
候
哉

二
被
察
、
資
材
船
舶
ノ
獲
得
其

ノ
他
何
彼

二
付
ケ
従
来
ノ
如
キ
優
先
的
立
場
ヲ
失
ヒ
、
又
職
員
従
業
員
ノ
間

ニ
モ
此
思
想
蒲
漫
シ
、
士
気

二
影
響
ス
ル
処
甚
ダ
大
ナ
ル

モ
ノ
有
之
洵

二
遺
憾

二
存
候
。
固
ヨ
リ
金
ノ
重
要
性
ノ
如
何

二
就
テ
ハ
篤
卜
考
究
ヲ
要
ス
ベ
キ
事
項

二
有
之
、
今
直
チ
ニ
要
否
ヲ
論
断

ス
ル
ハ
早
計
ナ
ル
ベ
キ
モ
此
点

ハ
暫
ク
措
キ
、
当
社
鉱
石
ハ
金
銀
鉱
ト
シ
テ
ノ
使
命
ノ
外
、
他

二
珪
酸
鉱
ト
シ
テ
銅
製
錬

二
対
ス
ル
重

要
ナ
ル
位
置

二
在
り
、
銅
製
錬

ニ
ハ
一
日
モ
欠
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
次
第

二
御
座
候
間
、
ア
ラ
ユ
ル
機
会

二
於
テ
諸
官
庁
ヲ
始
メ
地
元
町
民

ハ
勿
論
、　
一
般
関
係
先

二
此
点
ヲ
反
復
力
説
シ
、
啓
蒙

二
カ
ヲ
用
ヒ
来
り
候
結
果
、
漸
ク
最
近

二
至
り
各
方
面
共

二
稿
認
識
ヲ
新

二
致

シ
候
観
有
之
候
得
共
、
未
ダ
充
分
ト
ハ
申
兼
ネ
迷
惑
罷
在
候
。
而
シ
テ
当
社
茂
倉
鉱
山

二
於
テ
ハ
既

二
石
膏
、
銅
、
鉛
、
亜
鉛
等
相
当

多
量
発
見
セ
ラ
レ
ロ
下
探
鉱
中
ノ
次
第

ニ
テ
、
将
来
此
等
金
銀
以
外
ノ
方
面

ニ
モ
発
展
ス
ル
端
緒
ヲ
得
居
候
間
、
現
在
ノ
称
号

「
土
肥

金
山
株
式
会
社
」
ヲ
此
侭
持
続
致
ス
コ
ト
ハ
、
万
事
不
便
多
ク
妥
当
ナ
ラ
ズ
、
名
実
ヲ

一
致
セ
シ
ム
ル
点
ヨ
リ
モ
、
現
在
ノ
称
号
ヨ
リ

「金
山
」
ナ
ル
文
字
ヲ
削
除
ス
ル
コ
ト
緊
急
事
カ
ト
思
料
セ
ラ
レ
候

二
就
テ
ハ
、
定
款
第

一
条
ヲ
変
更
シ
、
左
記
ノ
通
改
称
相
成
可
然



哉
。
尚
右
御
承
認
ノ
上

ハ
、
来
ル
十

一
月
末
定
時
株
主
総
会

二
附
議
致
度
存
候
処
、
御
承
認
相
成
度
、
此
段
及
御
打
合
候
也
。

己

、
現
在
　
　
　
土
肥
金
山
株
式
会
社

、
改
称
　
　
　
土
肥
鍍
業
株
式
会
社

以
上

３
　
静
狩
金
山
株
式
会
社
の
設
立

静
狩
金
山
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
簡
単
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

静
狩
金
山
株
式
会
社

ハ
、　
昭
和
八
年
八
月
住
友
、　
川
崎
ノ
共
同
出
資

ニ
ヨ
リ
資
本
金
二

一
〇
万
円
ヲ
以
テ
設
立
セ
ラ
レ
（住
友
側
出
資

一
一
〇
万
円
、
川
崎
側
出
資

一
〇
〇
万
円
）
、
同
年
製
錬
設
備
拡
張
起
業

二
着
手
シ
、
翌
九
年
八
月
製
錬
場
完
成
セ
ル
ヲ
以
テ
直

二
操

業
ヲ
開
始
セ
リ
。
同
年
十

一
月
資
本
金

ヲ
三

一
五
万
円

二
増
資
ノ
上
礼
文
鉱
山
他
十
三
鉱
区
ヲ
買
収
セ
リ
。
昭
和
十
二
年
六
月
先

二
完

成
ヲ
見
タ
ル
製
錬
場
拡
張
起
業

二
着
手
シ
、
翌
十
三
年
八
月
竣
工

一
日
処
理
能
力

一
〇
〇
〇
屯
ト
ナ
ル
。
同
十
四
年
七
月
ョ
リ
十
二
月

二
亘
り
製
錬
場
改
造
起
業
ヲ
実
施
シ
、
増
産

二
努
メ
タ
ル
モ
、
鉱
石
品
位
ノ
低
下
、
生
産
費
ノ
騰
貴
等
ノ
為
業
績
不
調

ニ
シ
テ
、
遂

ニ

経
営
放
棄
ノ
止
ム
ナ
キ
ニ
至
り
、
昭
和
十
七
年
十

一
月
住
友
及
川
崎
所
有
ノ
全
株
式
ヲ
、
日
本
産
金
振
興
株
式
会
社

へ
無
償
譲
渡
シ
、

ソ
ノ
経
営
ヲ
引
渡
セ
リ
。

そ
の
他
の
僅
か
な
資
料
に
よ
つ
て
こ
れ
を
補
う
と
、
ま
ず
株
式
会
社
川
崎
造
船
所
は
大
正
十
二
年
末
静
狩
鉱
区
を
買
収
し
て
現
地
に
静
狩

鉱
山
事
務
所
（北
海
道
胆
振
國
山
越
郡
長
万
部
村
大
字
静
狩
、
現
長
万
部
町
）
を
設
置
し
て
い
た
。　
し
か
し
川
崎
造
船
所
は
、　
第

一
次
大
戦
後

の
海

運
不
況
と
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
に
よ
つ
て
打
撃
を
受
け
、
さ
ら
に
昭
和
二
年

の
金
融
恐
慌
に
よ
つ
て
十
五
銀
行
が
休
業
し
た
た
め
第

一
次
整
理
に
追
い
込
ま
れ
、
次
い
で
昭
和
五
年
の
昭
和
恐
慌
で
第
二
次
整
理
に
至
り
、
和
議
の
成
立
に
よ
つ
て
昭
和
八
年
三
月
平
生
鉄
三
郎
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が
社
長
に
就
任
し
た
。
平
生
は
昭
和
六
年
八
月
以
来
川
崎
造
船
所
和
議
整
理
委
員
に
選
任
さ
れ
て
お
り
、
住
友
と
は
七
年
三
月
に
扶
桑
海
上

会
長
の
職
を
合
資
会
社
総
理
事
小
倉
正
恒
に
譲

っ
て
い
た
関
係
に
あ

っ
た
つ
住
友
合
資
会
社
（中
と

の

「五
０
　
扶
桑
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
の

経
営
の
継
承
」
参
照
）。

平
生
は
川
崎
の
本
業
の
造
船
再
建
の
た
め
に
足
か
せ
と
な

っ
て
い
た
静
狩
金
山
の
経
営
を
、
隣
接
し
て
来
馬
、
小
鉾
岸
の
両
鉱
区
を
所
有

す
る
住
友
合
資
の
小
倉
正
恒
に
要
請
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
申
し
入
れ
を
検
討
し
た
当
初
案
と
み
ら
れ
る

「静
狩
、
来
馬
、
小
鉾

岸
合
併
施
業
案
」
と
い
う
資
料
に
よ
れ
ば
、
当
初
資
本
金

一
二
〇
万
円
（静
狩
と
来
馬

・
小
鉾
岸
各
五
〇
万
円
の
現
物
出
資
と
住
友
の
現
金
払
込
二

〇
万
円
）
の
会
社
を
設
立
し
、
起
業
費
八
五
万
円
（全
額
住
友
負
担
う
ち
製
錬
場
七
五
万
円
）
を
投
じ
て
年
間
九
万
ト
ン
を
処
理
す
る
も
の
と
と
し

て
立
案
さ
れ
た
が
、
昭
和
八
年
七
月
二
十
八
日
川
崎
側
と
住
友
側
で
交
わ
さ
れ
た

「静
狩
、
来
馬
、
小
鉾
岸
共
同
経
営
会
社
設
立

二
関
ス
ル

覚
書
」
に
よ
れ
ば
、
上
記
の
資
本
金
、
出
資
比
率
に
変
更
さ
れ
、
川
崎
は
静
狩
鉱
区
を
、
住
友
は
来
馬
、
小
鉾
岸
鉱
区
を
各

一
〇
〇
万
円
で

新
会
社
に
譲
渡
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
必
要
な
起
業
費
は
、
最
高
八
〇
万
円
ま
で
住
友
側
が
融
資
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

か
く
し
て
八
月
十
日
新
会
社
は
設
立
さ
れ
、
主
管
者

の
常
務
は
鴻
之
舞
鉱
業
所
支
配
人
小
池
宝
三
郎
（Ｍ
３９
大
阪
高
工
採
鉱
冶
金
、
同
校
助
教

授
、
Ｔ
２
住
友
人
社
）
の
兼
務
と
さ
れ
、
他
に
非
常
勤
で
取
締
役
と
し
て
川
田
順
宋
口資
常
務
理
事
）
、
大
屋
敦
父
口資
経
理
部
長
、
九
年
二
月
肥
料
常

務
に
転
出
す
る
と
後
任
の
経
理
部
長
山
本
信
夫
笙
父
代
）
、
監
査
役
安
井
冨
士
三
父
口資
経
理
部
鉱
山
課
長
）
が
名
を
連
ね
た
。　
一
方
川
崎
側
も
取
締
役

平
生
鉄
三
郎
（川
崎
社
長
）
、
鋳
谷
正
輔
（川
崎
専
務
、
昭
和
十
年
末
社
長
）
、
監
査
役
川
崎
芳
熊
（川
崎
専
務
）
が
就
任
し
た
。
八
月
十
日
設
立
と
同

時
に
合
資
会
社
は

一
一
〇
万
円
を
払
い
込
み
（第
Ｈ
表
註
参
昭
じ
、　
翌
十

一
日
同
社
と
の
鉱
業
権
売
買
契
約
書
の
締
結
と
と
も
に
、　
来
馬
、　
小

鉾
岸
鉱
区
を

一
〇
〇
万
円
で
同
社
に
譲
渡
し
た
。
川
崎
側
も
同
様
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
起
業
費
そ
の
他
必
要
な
事
業
資
金
は
合
資
会

社
か
ら
融
資
さ
れ
（第
Ｈ
表
、
昭
和
八
年
末
残
高

一
七
万
円
）
、　
そ
の
額
は
昭
和
九
年
九
月
に
は
限
度
額
を
超
え
て

一
〇
〇
万
円
に
達
し
た
。　
そ

の
直
前
の
人
月
十
日
に
は
総
理
事
小
倉
正
恒

の
他
、
川
崎
側
の
平
生
、
錦
谷
も
出
席
し
て
製
錬
所
（処
理
能
力
月

一
万
ト
ン
）
の
落
成
式
が
挙
行



さ
れ
た
。

十

一
月

一
日
取
締
役
の
川
田
と
監
査
役
の
安
井
が
辞
任
し
、
二
日
川
田
は
監
査
役
に
ま
わ
り
、
小
倉
正
恒
が
自
ら
取
締
役
会
長
に
就
任
し

た
。
昭
和
九
年
度
処
務
報
告
書
は
静
狩
金
山
を

「連
系
会
社

二
準
ジ
テ
取
扱

フ
コ
ト

ヽ
ナ
レ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
明
確

に
静

狩
金
山
は
特
定
関
係
会
社
に
指
定
さ
れ
た
の
で
、
主
管
者
常
務
小
池
宝
三
郎
は

「連
系
会
社
及
其
ノ
他
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」
の
交

付
を
受
け
て
し
か
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
が
、
何
故
か
交
付
さ
れ
な
か
っ
た
。
特
定
関
係
会
社
で
昭
和
三
年
に
日
米
板
硝
子
常
務
大
石
公
平

が
交
付
を
受
け
て
以
来
、　
誰
に
も
こ
の
内
規
が
交
付
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、　
日
本
板
硝
子
（昭
和
六
年
改
称
）
の
経
験
に
鑑
み
、　
特

定
関
係
会
社
の
役
員
を
連
系
会
社
の
役
員
と
同

一
の
内
規
で
律
し
よ
う
と
し
て
も
困
難
で
あ
る
こ
と
が
、
認
識
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

十

一
月
五
日
同
社
は
資
本
金
を
三

一
五
万
円
に
増
資
し
（住
友
合
資

王
ハ
五
万
円
、
川
崎

一
五
〇
万
円
、
第
２０
表
参
昭
じ
、　
六
日
こ
の
増
資
分

一

〇
五
万
円
の
中
か
ら
合
資
会
社
貸
付
金

一
〇
〇
万
円
が
返
済
さ
れ
た
。
製
錬
所
が
操
業
を
開
始
し
た
こ
の
昭
和
九
年
下
期
に
は
六
％
の
初
配

当
を
行
い
、
以
後
昭
和
十
三
年
上
期
ま
で

一
割
配
当
を
続
け
た
。
こ
の
結
果
昭
和
十
二
年
二
月
末
合
資
会
社

の
解
散
に
伴
い
、　
一
株

一
〇
〇

円
で
二
万
八
〇
〇
〇
株
が
住
友
本
社

へ
譲
渡
さ
れ
、
残
る
五
〇
〇
〇
株
が
残
余
財
産
と
し
て
住
友
家

へ
分
配
さ
れ
た
。
こ
の
間
川
崎
側
で
は

昭
和
十

一
年
三
月
平
生
鉄
三
郎
は
文
部
大
臣
就
任

の
た
め
辞
任
し
、
四
月
川
崎
芳
熊
が
取
締
役

へ
ま
わ
り
、
新
た
に
松
村
守

一
（川
崎
取
締

役
）
が
監
査
役
に
な

っ
た
。
住
友
側
で
も
、
五
月
川
田
順
が
退
職
し
た
た
め
、
八
月
後
任

の
監
査
役
に
国
府
精

一
穴
口資
理
事
）
が
つ
い
た
。
九

月
次
に

「
４
　
北
日
本
鉱
業
所
の
設
置
」
で
述
べ
る
よ
う
に
鴻
之
舞
鉱
業
所
と
大
萱
生
鉱
業
所
を
併
せ
て
、
札
幌
に
北
日
本
鉱
業
所
が
設
置

さ
れ
、
小
池
宝
三
郎
が
所
長
と
な

っ
た
。

昭
和
十
三
年

一
月

「連
系
会
社
及
其
ノ
他
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」
が

「連
系
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」
と

「
関
係
会
社
ノ
役

員

二
関
ス
ル
内
規
」
の
二
つ
に
分
離
さ
れ
、
後
者
が
新
た
に
制
定
さ
れ
て

一
月
日
本
板
硝
子
、
五
月
日
本
電
氣
、
八
月
大
日
本
鎖
業
の
各
役
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出典 :損益は住友本社経理部「住友関係事業要報Jか ら作成。

配当は元帳 株券配当金か ら作成。

粗鉱量 金品位は『北海道の金属鉱業J(北海道鉱業会 昭和27年 )

産金量は昭和 8年『北海道鉱業誌J昭和 9年版、昭和 9～ 17年『北海道鉱山累年生産実績J(いずれ

も浅田政広『北海道金鉱山史研究』340頁 から引用)

八
六
二

員
に
交
付
さ
れ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
し
か
し
静

狩
金
山
の
小
池
は
ま
だ
こ
の
交
付
を
受
け
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
小
池
が
既
に
前
年

の
昭
和
十
二
年
十
二
月
五

五
歳
の
停
年
に
達
し
、
延
長
中
で
合
資
会
社
は
そ
の

後
任
の
人
選
を
行

っ
て
い
た
こ
と
が

一
つ
の
理
由
と

思
わ
れ
る
が
、
十
三
年
中
に
静
狩
の
業
績
に
変
調
を

来
し
た
こ
と
も
理
由
に
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち

昭
和
十
二
年
七
月
日
中
戦
争
勃
発
後
、
政
府
は
種
々

の
産
金
奨
励
策
に
加
え
て
、
昭
和
十
三
年
度
か
ら
は

産
金
五
カ
年
計
画
を
実
施
に
移
し
て
い
た
。
静
狩
金

山
で
も
こ
れ
に
応
じ
、
製
錬
所
拡
張
計
画
（処
理
能
力

月
三
万
ト
ン
）
が
進
め
ら
れ
、
十
三
年
八
月
二
十

一
日

に
は
総
理
事
小
倉
正
恒
が
出
席
し
て
落
成
式
が
行
わ

れ
た
。

し
か
し
そ
の
八
月
に
開
催
さ
れ
た
株
主
総
会
で
可

決
さ
れ
た
十
三
年
上
期

の
決
算
は
、
当
期
純
益
だ
け

で
は

一
割
配
当
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た

（第
３２
表
）。
こ
れ
は
新
製
錬
所

の
完
成

に
よ

つ
て
低

第 32表 静狩金山の損益と産金量

決算期 当期総益金 当期総損金 当期純損金 前期繰越金 後期繰越金 配 当 粗鉱量 金品位 産金量

8年上

下

9年上

下

10年上

ト

H年上

下

12年上

下

13年 上

下

14年上

下

15年上

下

16年上

下

17年上

下

千 円

３０８

６０７

７‐９

７９‐

４６２

５８０

０６‐

５８２

‐３９

千円

1,190

1,463

1,916

2,162

2,448

2,770

2,956

3,189

2,656

千 円

不 言羊

118

144

△197

△371

△986

△190

△895

△607

△517

千円

90

34

38

△159

△530

△1,516

△1,707

△2,602

△3,209

千 円

34

37

△159

△530

△1,516

△1,706

△2,602

△3,209

△3,726

%

0

0

6

10

10

10

10

10

10

10

8

0

0

0

0

0

0

0

千 t

240

301

314

294

g/t

不詳

298

230

220

260

kg

723

3708

5142

5656

5290

6544

7162

6946

7284

7920



品
位
鉱
の
大
量
処
理
に
よ
る
増
産
が
可
能
と
な

っ
た
反
面
、
そ
の
コ
ス
ト
が
企
業
採
算
を
こ
え
る
も
の
と
な

っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

結
果
昭
和
十
四
年
末
住
友
本
社
は
静
狩
金
山
株
式
の
評
価
を

一
株

一
〇
〇
円
か
ら
五
〇
円
に
切
り
下
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
昭
和
十
四
年

十
二
月
五
日
小
池
は
三
年
目
の
最
後
の
停
年
延
長
の
日
に
、
上
記

「
関
係
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」
の
交
付
を
受
け
た
。
既
に
述

べ
た

通
り
こ
の
年

の
四
月
に
は
土
肥
金
山
も
交
付
を
受
け
て
い
た
の
で
、
小
池
に
対
し
て
こ
れ
以
上
交
付
を
引
き
延
ば
す
わ
け
に
は
い
か
な
く
な

っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
交
付
に
先
立
ち
十
月
末
事
務
章
程
改
正
に
関
す
る
小
池
か
ら
の
打
ち
合
わ
せ
に
対
す
る
改
正
案
送
付

の
際
、

本
社
総
務
部
長
小
林
晴
十
郎
（Ｔ
５
東
大
法

・
経
、　
の
ち
本
社
経
理
部
長

・
化
学
副
社
長

・
同
社
長
）
は
小
池
に
次
の
よ
う
に
伝
え
た
（十
月
二
十
七
日

付
文
第
七
〇
〇
号

「事
務
章
程
中
改
正
二
関
ス
ル
件
し
。

追
而
当
社

二
於
テ
ハ

「
関
係
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」
有
之
、
関
係
会
社
ノ
事
務
中

一
定
ノ
重
要
事
項

ハ
、
其
ノ
内
議

二
先
立
チ

予
メ
当
社
ノ
承
認
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ニ
相
成
居
候
間
、
御
了
承
相
成
度
。
尚
右
内
規

ハ
正
式
御
打
合

二
対
ス
ル
承
認
書
卜
同
時

二
御
送
付

ノ
予
定

二
有
之
候
間
申
添
候
。

同
じ
十
二
月
十
八
日
静
狩
金
山
は
小
鉾
岸
鉱
区
を
分
離
し
て
、
日
本
産
金
振
興
株
式
会
社
と
合
弁
で
、
小
鉾
岸
金
山
株
式
会
社
を
設
立
し

た
。
資
本
金

一
五
〇
万
円
（日
本
産
金
振
興
五
〇
％
、
静
狩
金
山
五
〇
％
）
で
、
社
長
に
日
本
産
金
振
興
理
事
松
本
彬
（前
商
工
省
鉱
山
局
鉱
業
課
長
）
、

常
務
取
締
役
に
静
狩
鉱
業
所
長
土
屋
裕
（Ｔ
３
大
阪
高
工
採
鉱
冶
金
、
三
菱
合
資

上
品
田
商
会
、
Ｔ
６
住
友
入
社
）
、
監
査
役
に
静
狩
経
理
課
長
槙
啓

一云
Ｔ
６
小
樽
高
商
）
が
就
任
し
た
。
な
お
小
池
宝
三
郎
も
同
時
に
取
締
役

に
就
任
し
た
が
、
名
目
的
な
も
の
で
あ

つ
た
の
か
年
末
ま
で
に
退

任
し
て
い
る
。
日
本
産
金
振
興
は
、
金
増
産
を
目
的
と
し
て
昭
和
十
三
年
九
月
設
立
さ
れ
た
会
社
で
、
小
鉾
岸
鉱
区
に
低
品
位
鉱
処
理
を
目

的
と
し
た
豊
浦
製
錬
所
（処
理
能
力

一
旦

一〇
〇
ト
ン
、
昭
和
十
六
年
六
月
完
成
）
を
建
設
す
る
た
め
に
小
鉾
岸
金
山
を
設
立
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
十
五
年
山
本
が
停
年
退
職
し
た
た
め
、
八
月
後
任

の
取
締
役
に
三
村
起

一
（住
友
鎖
業
専
務
）
が
就
任
し
た
。
山
本
は
本
社
経
理
部
長

か
ら
昭
和
十
二
年
六
月
住
友
別
子
鎖
山
と
住
友
炭
破
が
合
併
し
て
発
足
し
た
住
友
鎖
業
の
専
務
に
な

っ
て
い
た
。
十
二
月
小
池
宝
三
郎
は
三

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
三



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
四

年
間
の
停
年
延
長
期
間
が
満
了
し
て
退
職
し
た
。
小
池
の
退
職
を
機
に
北
日
本
鉱
業
所
の
組
織

の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
つ
４
　
北
日
本
鉱
業
所

の
設
置
」
参
昭
じ
。
静
狩
常
務
の
後
任
に
は
土
屋
裕
が
昇
格
し
た
。
年
末
住
友
本
社
は
静
狩
の
損
失

の
累
積
に
伴
い
、
静
狩
の
株
式

の
評
価
を

さ
ら
に

一
株
二
〇
円
に
切
り
下
げ
た
。

昭
和
十
六
年
二
月
監
査
役
の
本
社
理
事
国
府
精

一
が
前
年
九
月
に
停
年
退
職
し
た
た
め
、
後
任
に
本
社
監
事
心
得
田
中
良
雄
が
就
任
し
た

が
、
四
月
住
友
本
社
で
は
総
理
事
小
倉
正
恒
が
第
二
次
近
衛
内
閣
の
国
務
大
臣
に
就
任

の
た
め
退
職
し
た
の
で
、　
一
連
の
異
動
が
行
わ
れ
、

総
理
事
に
古
田
俊
之
助
（専
務
理
事
）
、
常
務
理
事
に
田
中
良
雄
、
監
事

に
河
井
昇
三
郎
（本
社
人
事
部
長
）
が
つ
い
た
。　
こ
れ
に
基
づ
い
て
八
月

に
静
狩
の
役
員
異
動
が
あ
り
、
古
田
が
四
月
に
既
に
退
任
し
て
い
た
小
倉

の
後
任
の
会
長
、
河
井
が
田
中
の
後
任
の
監
査
役
に
就
任
し
た
。

し
か
し
静
狩
の
損
失
は
雪
だ
る
ま
式
に
膨
れ
上
が
り
、
十
六
年
下
期
に
は
資
本
金
を
上
回
り
、
十
七
年
上
期
に
は
債
務
超
過
に
陥

っ
た
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
静
狩
の
経
営
は
最
早
私
企
業
の
限
界
を
超
え
た
も
の
と
な

っ
た
の
で
、
昭
和
十
七
年
十
月
三
十
日
住
友
本
社
と
日
本
産
金
振
興

と
の
間
で
無
償
譲
渡
の
仮
契
約
書
が
締
結
さ
れ
、
十

一
月
十
八
日
住
友

・
川
崎
側
の
役
員
は
全
員
辞
任
し
た
。
住
友
本
社
か
ら
静
狩
金
山

へ

出
向
し
て
い
た
土
屋
裕

・
槙
啓
三
等
六
名
は
十

一
月
二
十

一
日
付
で
引
き
続
き
日
本
産
金
振
興

へ
の
出
向
と
な

つ
た
。
し
か
し
十
八
年
四
月

日
本
産
金
振
興
自
身
が
帝
国
鉱
業
開
発
株
式
会
社
に
吸
収
合
併
さ
れ
、
静
狩
金
山
も
閉
山
と
な

つ
た
の
で
、
六
名
は
五
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
住
友
本
社

へ
復
職
し
た
。

４
　
北
日
本
鉱
業
所
の
設
置

住
友
総
本
店
は
、
大
正
六
年
二
月
十
八
日
次
の
よ
う
な
鴻
之
舞
鉱
山
（北
海
道
北
見
國
紋
別
郡
紋
別
村
、
現
紋
別
市
）
に
関
す
る
鉱
業
権
試
掘
権

等

一
切
の
権
利
を
九
〇
万
円
と
い
う
当
時
と
し
て
は
破
格
の
価
格
で
買
収
し
た
。
な
お
当
時
住
友
総
本
店
は
個
人
営
業
で
あ

っ
た
の
で
買
い

受
け
人
は
住
友
吉
左
衛
門
で
あ
る
。



四

、

五
、

七

、
八

■
ノ

試
掘
権
登
録
第
三
〇
九
号
　
金
銀
試
掘
鉱
区
面
積
九
九
万
九
〇
〇
四
坪

鉱
業
権
代
表
者
飯
田
嘉
吉
　
鉱
業
権
者
沖
野
永
蔵
　
同
上
羽
柴
義
鎌

大
正
五
年
三
月
出
願
札
鉱
第
三
四
二
号
　
試
掘
出
願
地
九
七
万
五

一
六
〇
坪

出
願
人
中
野
半
次
郎

大
正
五
年
九
月
二
十
三
日
出
願
　
試
掘
出
願
地
九
五
万
三

一
一
二
坪

出
願
人
池
沢
　
一テ
　
同
上
飯
田
嘉
吉

大
正
五
年
出
願
札
鉱
第
六
七
〇
号
　
試
掘
出
願
地
九
九
万
五
九
七
八
坪

出
願
人
今
堀
喜
三
郎

大
正
五
年
三
月
二
十
二
日
出
願
　
試
掘
出
願
地
九
六
万
六
八

一
九
坪

出
願
人
池
沢
　
一予

大
正
五
年
五
月
二
十
五
日
出
願
　
試
掘
出
願
地
九
八
万
七
二

一
〇
坪

出
願
人
飯
田
嘉
吉
　
同
上
池
沢
　
一予
　
同
上
羽
柴
義
鎌

大
正
五
年
四
月
十
八
日
出
願
　
試
掘
出
願
地
九
九
万
五
三
二
〇
坪

出
願
人
飯
田
嘉
吉
　
同
上
池
沢
　
一予

大
正
五
年
四
月
十
八
日
出
願
地
九
八
万
六
八
八
坪

出
願
人
飯
田
嘉
吉
　
同
上
池
沢
　
一予

大
正
五
年
五
月
五
日
出
願
　
試
掘
出
願
地
九
七
万
八
五

一
〇
坪

出
願
人
中
野
半
次
郎
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十
、
大
正
五
年
九
月
二
十

一
日
出
願
　
砂
金
出
願
地

出
願
人
飯
田
嘉
吉
　
同
上
池
沢
　
一予

十

一
、
以
上
列
記
ノ
外
北
見
國
試
掘
権
登
録
第
三
〇
九
号
鉱
区
ノ
第

一
露
頭
頂
点
ヲ
中
心
ト
シ
テ
水
平
距
離
二
千
間
以
内
ノ
区
域
内

ニ

於
テ
売
渡
人
名
義
ヲ
以
テ
出
願
シ
居
ル

一
切
ノ
出
願
地

住
友
総
本
店
が
交
渉
の
相
手
と
し
た
の
は
、
上
記
権
利
者
の
飯
田
（木
材
業
）
、
沖
野
（漁
師
）
、　
羽
柴
（印
刷
業
）
、
中
野
（飯
田
の
腹
じヽ

、
池

沢
（初
代
紋
別
村
長
）
、　
今
堀
（探
鉱
家
）
の
六
名
と
こ
の
取
引
を
斡
旋
し
た
鉱
山
長
吉
田
久
太
郎
及
び
後
に
隣
接
鉱
区
と
し
て
買
収
の
対
象
と
な

っ
た
古
屋
憲
英
（医
師
）
の
八
名
で
あ

っ
た
。
当
時
川
田
順
は
総
本
店
経
理
課
主
任
と
し
て
支
配
人
小
倉
正
恒

の
下
で
買
収
交
渉
に
当
た
っ
た

（
８４
）

が
、
交
渉
の
た
め
に
大
阪

へ
八
名
が
現
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
う
ち
今
堀
（住
友
と
の
引
継
か
ら
推
定
す
る
と
鴻
之
舞
鉱
山
の
事
務
方

を
担
当
し
て
い
た
）
と
中
野
（飯
田
の
ダ
ヽヽヽ
―
か
）
の

一名
は
契
約
書
上
飯
田
が
代
理
人
と
し
て
署
名
し
て
い
る
の
で
実
際
に
は
大
阪

へ
は
現
れ
な

か
つ
た
こ
と
に
な
る
。

紋
別
で
は
明
治
三
十
八
年
２

九
〇
五
）
八
十
士
砂
金
山
が
発
見
さ
れ
て
以
来
砂
金
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
て
い
た
が
、
沖
野
や
池
沢
（探
鉱
家
橘

光
桜
を
使
っ
て
）
は
川
筋
の
砂
金

の
大
元
が
山
の
金
の
鉱
脈
に
あ
る
と
信
じ
て
、
山
野
を
探
索
し
て
い
た
。
沖
野
が
資
金
援
助
を
求
め
た
今
堀

に
よ
る
と
、
大
正
五
年
正
月
沖
野
は
猟
師
鳴
沢
弥
吉
を
招
い
て

「此
地
域
の
地
理
露
岩
な
ど
の
模
様
を
尋
ね
た
。

」
大
正
五
年
五
月
上
渚
滑

の
砂
金
鉱
区
の
買
収
で
紋
別
に
来
た
東
京

の
有
田
組
の
石
松
尚
成
が
沖
野

・
羽
柴
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
発
見
の
経
緯
は
次

の

（
８６
）

通
り
で
あ

っ
た
。

此
の
両
人
は
前
年
（註
、
こ
れ
は

「本
年
」
の
石
松
の
記
憶
違
い
で
あ
ろ
う
）兎
を
取
り
に
行
き
（註
、
こ
れ
は
猟
師
鳴
沢
を
同
行
さ
せ
る
日
実
で
あ

ろ
う
）、
大
き
な
転
石
の
上
に
腰
を
か
け
昼
食
を
し
た
そ
う
だ
が
、
羽
柴
は
加
賀

の
出
身
で
横
山
金
山
等

で
鉱
石
類
を
見
聞
し
た
経
験

も
あ
る
の
で
、
そ
の
転
石
が

「
ド
ウ
モ
鉱
石
ら
し
い
」
と
直
感
し
た
の
で
、
其
の
一
片
を
持
帰
り
、
そ
の
頃
の
札
幌
鉱
山
監
督
局
（註
、



当
時
は
札
幌
鉱
務
署
で
あ
る
）
に
分
析
を
依
頼
し
た
。
す
る
と
万
分
の
三
と
云
ふ
素
晴
し
い
金
鉱
な
の
で
驚

い
た
の
だ
が
、
最
早
や
雪
中

で
は
あ
り
、
仕
方
が
無
い
の
で
、
そ
の
転
石
を
中
心
に
し
て
百
万
坪
を
出
願
し
た
（註
、
契
約
書
第

一
号
の
大
正
五
年
二
月
十
七
日
出
願
三
月

十
三
Ｈ
試
掘
権
登
録
第
二
〇
九
号
代
表
者
沖
野
共
同
権
者
羽
柴
が
こ
れ
で
あ
る
）。
膳
て
雪
が
解
け
た
の
で
、　
行

っ
て
み
る
と
何
と
驚
く
勿
れ
、

そ
の
転
石
の
上
に
幅
約
十
四
、
五
尺
、
長
サ
百
四
、
五
十
尺
位

の
露
頭
が
露
出
し
て
居
た
。
皆
が
常
日
頃
探
し
た
り
思

っ
て
居
た
り
し

た

「砂
金
の
大
元
」
だ
と
云
ふ
の
で
大
騒
ぎ
に
な

つ
た
。

札
幌
の
沖
野
か
ら
の
電
報
で
紋
別
の
羽
柴
が
こ
の
事
実
を
公
表
し
た
た
め
、
直
ち
に
飯
田
、
池
沢
、
古
屋
等
は
こ
の
沖
野

・
羽
柴
の
鉱
区

を
包
囲
す
る
形
で
、
鉱
区
の
出
願
を
行

っ
た
。
飯
田

・
池
沢
側
の
契
約
書
第
二
号
及
び
第
五
号
釜
一月
二
十
二
日
出
願
）
、
第
七
号
及
び
第
八
号

（四
月
十
八
日
出
願
）
、
第
九
号
（五
月
五
日
出
願
）
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
古
屋
も
三
月
二
十
五
日
九
九
万
八
四
五
二
坪
の
鉱
区
を
出
願
し
て
い
型
。

石
松
が
沖
野

・
羽
柴
か
ら
話
を
聞
い
た
五
月
は
、
こ
う
し
た
不
完
全
な
地
図
に
基
づ
く
出
願
に
裁
定
を
下
す
た
め
、
札
幌
鉱
務
署
か
ら
主

任
技
師
が
派
遣
さ
れ
て
き
た
時
期
で
あ

っ
た
。
石
松
は
沖
野

・
羽
柴
と
共
同
経
営
の
話
を
ま
と
め
、
東
京

の
有
田
組
本
社
に
対
し
至
急
栃
木

県
玉
船
鉱
山
の
鉱
山
長
吉
田
久
太
郎

の
派
遣
を
要
請
し
た
。
し
か
し
有
田
組
は
石
松
の
報
告
を
信
用
せ
ず
、
石
松
が
送

っ
た
サ
ン
プ
ル
に
驚

い
て
、
吉
田
が
急
速
紋
別
に
到
着
し
た
の
は
、
鉱
務
署
が
古
屋
を
除
く
沖
野

・
羽
柴
と
飯
田

・
池
沢
に
対
し
妥
協
共
営
を
勧
告
し
た
直
後
で

あ

っ
た
と
い
う
。
か
く
し
て
沖
野

・
羽
柴

。
今
堀
組
と
飯
田

・
池
沢

・
中
野
組
が
合
同
し
て
匿
名
組
合
が
発
足
し
た
。
組
合
に
は
こ
の
他
に

（
８８
）

出
資
者
と
し
て
岩
倉
梅
吉
（紋
別
村
会
議
員
、
米
穀
商
）
と
発
見
に
寄
与
し
た
鳴
沢

・
橘
光
桜
の
三
名
が
加
え
ら
れ
た
。

試
掘
権
第
二
〇
九
号
は
六
月
十
二
日
組
合
に
贈
与
さ
れ
、
十
五
日
上
記
の
通
り
組
合
代
表
飯
田
が
登
録
さ
れ
た
。
吉
田
久
太
郎
は
京
大
法

学
部
出
身
の
山
師
で
あ

つ
た
が
、
鴻
之
舞
鉱
山
に
惚
れ
込
み
、
自
ら
組
合
に
売
り
込
ん
で
鉱
山
長
と
な
り
、
現
地
ク
オ
ノ
マ
イ
に
鴻
之
舞
を

当
て
て
命
名
者
と
な

っ
た
。
大
正
五
年
七
月
組
合
と
し
て
操
業
を
開
始
し
、
六
年
二
月
住
友

へ
引
き
渡
さ
れ
る
ま
で
の
鴻
之
舞
鉱
山
の
生
産

販
売
実
績
は
第
３３
表

の
通
り
で
あ
る
。
試
掘
費
が
二
万
円
を
超
え
売
鉱
に
よ
つ
て
し
の
い
だ
が
、
組
合
内
部
で
は
売
山
の
話
が
出
て
、
久
原
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第 33表 住友引継以前の鴻之舞鉱山

大正 5年
9～ 12月

年
月

正

一

大
１

行業日数・採鉱

選鉱

75日

60日

50日

50日

採鉱高

金平均品位

選鉱元鉱高

精鉱高

金平均品位

越 高

販売数量

金平均品位

販売価額

越 高

30,000頂ミ

00216

30,0001等

27,000頂彗

0024

0

27,000貫

33,000頂彗

0014

33,000頂彗

30,0001等

0015

27,0001等

52,000f等

00193

46,800円

5,000F専

鉱夫ノ員数 12月 末現在 2月 末現在

採鉱夫

支柱夫

手 子

運搬夫

雑夫他

坑内計

選鉱夫

運搬夫

工作夫

雑夫他

坑外計

合計

6

1

1

2

3

13

10

2

3

8

23

36

6

1

1

2

3

13

10

2

3

8

23

36

出典 :各 年鴻之舞鉱 11鉱 業明細表

第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

鉱
業
が
三
〇
万
円
、
三
菱
合
資
含
一菱
鉱
業
の
峡̈
立
は
大
正
七
年
で
あ
る
）
が
五
〇
万
円
の
値
を

つ
け
た
と
い
わ
れ
る
が
、
吉
田
は
叔
父
の
住
友

若
松
炭
業
所
支
配
人
吉
田
良
春
を
通
じ
て
住
友
総
本
店
支
配
人
小
倉
正
恒
に
話
を
持
ち
込
み
、
小
倉
は
直
ち
に
技
師
中
村
啓
二
郎
を
派
遣
し

て
調
査

の
上
、
上
記
の
通
り
大
正
六
年
二
月
十
八
日
九
〇
万
円
で
決
着
し
た
の
で
あ
る
。

中
村
は
契
約
が
成
立
す
る
と
直
ち
に
札
幌
経
由
鴻
之
舞
に
向
か
っ
た
。
二
十
日
に
は
大
阪
で
吉
田
外
に
手
付
金
三
万
円
が
支
払
わ
れ
、
こ

の
中
に
は
吉
田
に
対
す
る
謝
礼
八
万
円
の
う
ち
の
一
万
円
が
含
ま
れ
て
い
た
。
二
十
四
日
札
幌

の
中
村
か
ら
小
倉
あ
て
次

の
よ
う
な
電
報
が

届
い
た
。

今
朝
八
時
着
イ
タ
」
契
約
書

一
号

ハ
昨
日
登
録
済
ミ
（註
、
大
正
五
年
九
月
買
収
し
た
二
笠
炭
坑
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
渡
辺
一
希
が
既
に
札
幌
に

応
援
に
来
て
い
た
と

一
〓
二
四
六
七
八
九

一
〇
ノ
八
個

ハ
名
義
変
更
届
今
日
提
出
セ
リ
」

五
号

ハ
地
形
著
シ
ク
相
違
ノ
為
メ
却
下
サ
レ
居

ノ`

ノ`



タ
リ
此
分
不
必
要
ノ
如
キ
モ
取
調
ブ
ル
筈
」

一
一
号

二
対
シ

一
ヶ
所
疑
間
ア
リ
取
調
中
」
二
六
日
電
通
知
ス
ル
マ
デ
金
払
ヒ
見
合
セ
ラ

レ
度
シ
」

一
〇
号

二
付
キ
テ
ハ
登
録
前
既

二
改
正
命
令
下
附
セ
ラ
レ
ア
リ
其
図
面

二
依
レ
バ
露
頭
卜
南
面
境
界
線
ト
ノ
距
離

一
一
〇
間

ア
ル
モ
若
シ
三
万
円
以
内
ナ
ラ
バ
古
屋
ノ
分
モ
纏
メ
置
カ
ル

ヽ
コ
ト
利
益
ナ
リ
ト
思
フ
」
中
村

続
い
て
二
月
二
十
六
日
小
倉
あ
て
次
の
電
報
が
届
い
た
の
で
、
二
十
七
日
総
本
店
は
飯
田
に
対
し
内
金

一
八
万
円
を
支
払

っ
た
。

三
〇
九
号
ノ
移
転
登
録

ハ
二
三
日
完
了
セ
リ
」
八
個
ノ
名
義
変
更
届

ハ
二
四
日
受
理
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
本
日
鉱
務
署
ヨ
リ
通
知
ヲ
得
タ

リ
」
五
号
ノ
却
下
ハ
不
都
合
ノ
結
果
ヲ
生
ゼ
ズ
ト
認
ム
」

一
一
号

二
対
ス
ル

一
個
処
疑
間

ハ
結
局
（中
略
）差
支
ナ
シ
ト
認
ム
」
契
約
五

条

二
依
り
内
金
支
払

ハ
レ
テ
宜
シ
ト
思
フ
」
中
村

二
十
八
日
中
村
は
遠
軽
経
由
鴻
之
舞

へ
向
か
い
、
三
月
五
日
小
倉
あ
て
次

の
よ
う
に
打
電
し
た
。

古
屋
ノ
鉱
区
ツ
ウ
又

ハ
ツ
ウ
ハ
ア
フ
エ
テ
纏

マ
ル
ヨ
ウ
吉
田
氏
尽
力
中
」

こ
れ
に
よ
り
吉
田
は
大
阪
か
ら
紋
別

全
戻
り
、
古
屋
と
交
渉
中
の
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
小
倉

の
返
電
次

の
通
り
。

電
見
夕
引
キ
継
ギ
済
ミ
御
同
慶
ノ
至
り
御
苦
労
ヲ
謝
ス
」

三
月
八
日
残
金
七
〇
万
円
が
飯
田
に
支
払
わ
れ
た
が
、
飯
田
の
要
請
で
九
〇
万
円
を
百
円
札
で
ト
ラ
ン
ク
に
詰
め
、
会
計
課
出
納
係
重
岡
寅

（
９０
）

之
助
（Ｍ
ｌ８
大
阪
商
業
、
Ｍ
ｌ４
住
友
入
社
給
仕
を
し
な
が
ら
夜
学
を
卒
業
し
た
）
が
守
衛
二
名
と
と
も
に
札
幌

へ
運
ん
だ
と
い
う
。
同
日
小
倉
か
ら
遠

軽
の
中
村
に
次

の
入
電
が
あ

っ
た
。

残
金
全
部
今
日
渡
シ
タ
」
（中
略
）古
屋
鉱
区
ノ
買
受

ハ
古
屋
当
地

二
来
レ
ル
ニ
ツ
キ
話
進
メ
ル
（後
略
ど

す
な
わ
ち
吉
田
と
古
屋
が
大
阪
に
到
着
し
交
渉
再
開
と
な
り
、
三
月
十
三
日
二
万
六
〇
〇
〇
円
で
決
着
し
、
十
九
日
古
屋
に
代
金
が
支
払
わ

れ
た
。
そ
し
て
最
後
に
元
帳
に
よ
れ
ば
五
月
二
十

一
日
吉
田
に
対
し

「鴻
之
舞
売
買
周
旋
手
数
料
八
万
円
ノ
内
」
と
し
て
残
る
七
万
円
が
支

払
わ
れ
て
、
買
収
劇
は
幕
を
閉
じ
た
。
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友
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八
七
〇

大
正
六
年
七
月
鴻
之
舞
鉱
山
と
唐
松
炭
坑
Ｔ
一笠
炭
坑
を
改
称
）
の
二
つ
を
も

っ
て
札
幌
鉱
業
所
が
開
設
さ
れ
、
所
長
に
別
子
鉱
業
所
副
支

配
人
木
島
鍬
二
郎
（Ｍ
２８
東
大
法
中
退
、
Ｍ
３３
住
友
入
社
）
が
起
用
さ
れ
、
お
そ
ら
く
鴻
之
舞
要
員
と
し
て
五
月
に
中
途
採
用
さ
れ
鴻
之
舞

に
派

遣
さ
れ
て
い
た
探
鉱
技
術
者
遠
藤
竜
次
（経
歴
不
詳
、
技
師
中
村
啓
二
郎
の
友
人
と
い
う
）
が
そ
の
ま
ま
鴻
之
舞
鉱
山
主
任
と
な

っ
た
。
遠
藤
は
早

速
探
鉱
を
開
始
し
た
が
予
想
さ
れ
た
鉱
脈
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
遠
藤
は
大
正
八
年
七
月
札
幌
鉱
業
所
鉱
業
課
主

任

へ
転
勤
と
な
り
、　
別
子
鉱
業
所
か
ら
篠
原
朔
（Ｍ
２２
工
手
学
校
採
鉱
、
農
商
務
省

・
藤
田
組
、
Ｍ
４５
住
友
入
社
）
が
後
任
と
な

っ
た
。
鴻
之
舞
鉱

山
の
評
価
に
つ
い
て
積
極
的
な
札
幌
鉱
業
所
の
本
島

・
遠
藤
に
対
し
悲
観
的
な
現
地
篠
原
の
対
立
は
、
大
正
九
年
七
月
総
理
事
鈴
木
馬
左
也

の
鴻
之
舞
視
察
に
持
ち
込
ま
れ
、
買
収
に
積
極
的
で
あ

っ
た
理
事
支
配
人
小
倉
正
恒
の
進
言
も
あ

っ
て
、
探
鉱
の
継
続
と
い
う
こ
と
で
決
着

し
た
が
、
十

一
月
遠
藤
と
篠
原
の
二
人
は
総
本
店
付
と
し
て
大
阪

へ
呼
び
戻
さ
れ
、
遠
藤
は
翌
十
年
五
月
住
友
を
退
職
し
て
し
ま
っ
た
。
二

人
の
後
任
に
は
大
萱
生
鉱
業
所
支
配
人
近
藤
宏
太
郎
（Ｍ
３８
東
大
工
・
採
鉱
冶
金
、
外
村
鉱
業
所
、　
Ｔ
３
住
友
入
社
）
が
起
用
さ
れ
、　
札
幌
鉱
業
所

副
支
配
人
兼
鉱
業
課
主
任
兼
鴻
之
舞
鉱
山
主
任
と
な

つ
た
。
次
い
で
十
年
五
月
支
配
人
木
島
鍬
三
郎
も
退
職
し
て
近
藤
が
支
配
人
に
昇
格
し
、

こ
こ
に
と
か
く
意
思
の
疎
通
を
欠
い
て
い
た
札
幌

鉱
業
所
と
鴻
之
舞
鉱
山
の
意
思
決
定
が

一
本
化
さ

雌
　
れ
た
。

人神
　

や
燎
¨
毒
「
『
け
に
】
】
〔
製
由
回
］
潮
舟

電
（

工
神

』
　

の
発
電
所
も
完
成
し
、
大
正
十
四
年
に
は
元
山
鉱

雄
　
床
の
富
鉱
帯
が
発
見
さ
れ
、
こ
う
し
た
鉱
量
の
裏

金
　
付
け
を
得
て
製
錬
所
の
拡
張
工
事
も
続
け
ら
れ
た
。

(下 )第 4表、第 5表。鴻之舞実際報告書

金品位 産金量 金価格

g/t

525

497

363

415

391

322

270

240

185

163

148

169

166

136

101

65

61

61

kg

2127

3102

2803

3888

3896

1235

4444

7358

6491

7381

7600

8492

8847

1,3337

1,526.4

1,4927

1,4999

2,1048

円/g
1333

1334

1346

1352

1352

1672

1570

1416

1375

1422

1420

3月 1933

11月 265

4月 295

1月 309

5月 350



第341表 鴻之舞鉱山の損益と産金量

年
住友全事業純益

A
別子純益

B B/A 鴻之舞純益
C C/A 処理鉱量

大 正 8

9

10

11

12

13

14

15

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

千円

32,104

15,063

8,520

6,258

2,665

11,560

9,927

8,738

9,594

10,436

11,039

1,796

△4,414

9,116

19,518

31,699

86,528

26,066

千円

2,866

△480

△743

1,415

2,918

2,356

3,122

2,533

829

413

2,187

△12

△1,524

△293

1,601

1,615

1,772

2,884

％
”
　
一

226

1095

204

314

290

86

40

198

82

51

49

111

千 円

△123

37

36

185

178

△174

148

406

213

286

202

193

195

2,042

3,249

2,586

2,363

3.712

%

01

04

30

67

15

46

22

27

18

107

224

166

82

65

142

千 t

55

79

89

108

113

46

217

345

401

497

566

562

592

1084

1654

2525

2688

3800

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

註 :T円 未満切 り捨て。

出典 :純益は「住友総本店 (下 )」 第 6表 、「住友合資会社J(■ )第 4表 、第 5表 、同 (中 )第 5表、第 6表、同

処理鉱量 金品位 産金量は F鴻 之舞五 十年史』

金価格は『造幣局100年史資料編』、但 し昭和 7年 3月 以降政府買上価格、1召 和 9年 4月 以降日本銀行

こ
の
結
果
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
恐
慌

期
に
も
か
か
わ
ら
ず
鴻
之
舞
鉱
山
の
業
績
は
安
定

し
た
も
の
と
な
り
（第
３４
‐
１
表
）、
昭
和
三
年
三

月
唐
松
炭
坑
を
住
友
坂
炭
破

へ
移
管
し
た
の
を
契

機

に
、
札
幌
鉱
業
所
を
廃
止
し
て
鴻
之
舞
鉱
業
所

が
設
置
さ
れ
た
。
近
藤
宏
太
郎
は
本
社
技
師
長

へ

栄
転
し
、
後
任

の
支
配
人
に
は
既
に
大
正
十
四
年

近
藤
に
代
わ

っ
て
鴻
之
舞
鉱
山
主
任
と
な

っ
て
い

た
小
池
宝
三
郎
が
昇
格
し
た
。

昭
和
六
年
十

一
月
倶
知
安
内
五
号
坑
で
大
鉱
床

が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
年
末
政
府
は
金
輸
出
の
再

禁
止
を
行

っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
金

の
市
中
相
場

は
高
騰
し
、
政
府

・
日
銀
に
よ
る
買
入
価
格
の
維

持
は
困
難
と
な
り
、
昭
和
七
年
三
月
以
降
政
府
買

上
価
格
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
さ

ら
に
国
際
収
支
が
好
転
せ
ず
、
金
現
送
が
続
い
た

た
め
、
九
年
四
月
日
本
銀
行
金
買
入
法
が
公
布
さ

れ
、
金
価
格
は

一
グ
ラ
ム
ニ
円
九
五
銭
と
昭
和
初

八
七

一
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八
七
二

に
比
べ
三
倍
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
鴻
之
舞
鉱
業
所
で
は
こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
処
し
、
製
錬
所
の
三
次

に
わ
た
る
拡
張
（七
年
日
量
処

理
一
一
二
ト
ン
か
Ｌ
一一五
〇
ト
ン
ヘ
、
八
年
同
七
五
〇
ト
ン
ヘ
、
九
年
同
一
二
〇
〇
ト
ン
Ｃ

に
よ
つ
て
、
低
品
位
鉱
の
大
量
処
理
が
可
能
と
な
り
、

業
績
は
別
子
鎖
山
を
凌
駕
す
る
に
至

っ
た
。

昭
和
十

一
年
九
月
鴻
之
舞
鉱
業
所
と
大
萱
生
鉱
業
所
を
合
併
し
て
北
日
本
鉱
業
所
が
設
置
さ
れ
た
。
鴻
之
舞
鉱
業
所
支
配
人
小
池
宝
三
郎

が
そ
の
ま
ま
所
長
に
横
滑
り
し
た
。
設
置
の
起
案

「北
日
本
鉱
業
所
設
置
ノ
件
」
（昭
和
十
一
年
八
月
二
十
日
提
出
、
同
月
二
十
八
日
決
裁
、
例
第

七
二
号
）
に
は
次

の
よ
う
な
設
置
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

備
考

一
、
北
日
本
鉱
業
所
設
置
理
由

現
在
ノ
鴻
之
舞
鉱
業
所

ハ
昭
和
三
年
三
月
其
レ
迄
札
幌
市

二
設
置
シ
ア
リ
タ
ル
札
幌
鉱
業
所
ヲ
廃
止
ス
ル
ト
共

二
、
之

二
代
り
鴻
之

舞
鉱
山
ノ
稼
行
及
北
海
道

二
於
ケ
ル
金
属
鉱
業
ノ
分
野
開
拓
ヲ
使
命
ト
ス
ル
機
関
ト
シ
テ
、
新
設
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
処
、
爾
来

鉱
業
所
ノ
業
績
進
展
目
覚

マ
シ
ク
、
現
在

二
於
テ
ハ
鴻
之
舞
ノ
外
武
華
、
余
市
、
東
倶
知
安
、
回
富
ノ
諸
鉱
山
ヲ
統
轄
経
営
ス
ル
ニ

至
り
、
其
ノ
事
業
ノ
分
野
著
シ
ク
拡
大
セ
リ
。
殊

二
近
ク
國
富
鉱
山

二
於
ケ
ル
稼
行
及
製
錬
開
始
ノ
上

ハ
、
此
ノ
方
面

二
於
ケ
ル
事

務
頗
ル
活
発
ト
ナ
ル
モ
ノ
ト
予
想
セ
ラ
レ
、
芳
々
現
状

二
於
テ
ハ
種
々
ノ
点
ヨ
リ
見
テ
鉱
業
所
ノ
本
拠
ヲ
鴻
之
舞

二
置
ク
コ
ト
ハ
、

其
ノ
地
点
余
リ
ニ
僻
阪

二
偏
シ
不
便
少
カ
ラ
ズ
、
寧

口
旧
時
（前
記
昭
和
三
年
二
月
以
前
）
ノ
札
幌
鉱
業
所
ヲ
復
活
ス
ル
ノ
便
ナ
ル
ニ

若
カ
ザ
ル
実
情
ト
ナ
レ
リ
。

即
チ
今
鉱
業
所
ノ
本
部
ヲ
札
幌
市

二
移
ス
ト
キ
ハ
、
田
鴻
之
舞
、
國
富
両
鉱
山
ノ
統
轄

二
便
ナ
ル
ハ
勿
論
、
②
対
官
庁
関
係
折
衝
及

０
北
海
道

二
於
ケ
ル
金
属
鉱
業
開
発
ノ
使
命
達
成
上

ニ
モ
便
益
少
カ
ラ
ズ
、
尚
又
り
大
萱
生
鉱
山
ヲ
兼
ネ
経
営
ス
ル
ニ
付
テ
ハ
一
層

好
適
ノ
地
卜
認
メ
ラ
ル

ヽ
次
第

二
付
、
前
記
ノ
如
ク
鴻
之
舞
、
大
萱
生
両
鉱
業
所
ヲ
併
合
シ
テ
新

二
札
幌
市

二
北
日
本
鉱
業
所
設
置



ノ

コ

ト

ト

致

度

。

（欄
外
註
）

大
萱
生
ノ
業
態

ハ
、
其
ノ
製
錬
所
開
設
以
来
鴻
之
舞
卜
頗
ル
類
似
ス
ル
ニ
至
り
、
現

二
技
術
上
鴻
之
舞
ノ
援
助
ヲ
受
ケ
居
レ
ル
実
情

ナ
ル
ニ
付
キ
、
更

二
一
歩
ヲ
進
メ
、
北
日
本
鉱
業
所
ノ

一
部
ト
シ
テ
経
営
セ
バ

一
層
ノ
便
益
ア
ル
次
第
ナ
リ
。

北
日
本
鉱
業
所
が
設
置
さ
れ
た
翌
十
二
年
二
月
末
住
友
合
資
会
社
は
解
散
し
、
株
式
会
社
住
友
本
社
が
設
立
さ
れ
た
。
三
月
政
府
は
軍
需

物
資

の
輸
入
を
中
心
と
し
て
国
際
収
支
の
赤
字
が
続
い
た
た
め
、
昭
和
九
年
以
来
停
止
し
て
い
た
金
現
送
を
再
開
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

さ
ら
に
七
月
に
は
日
中
戦
争
が
勃
発
し
て
、
金
増
産
の
必
要
性
は
益
々
高
ま
っ
た
。
八
月
政
府
は
従
来
の
日
銀
金
買
入
法
を
廃
止
し
て
、
新

た
に

「産
金
法
」

（政
府
の
産
金
買
取
制

・
買
取
価
格
の
政
府
決
定

・
金
消
費
の
抑
制

・
産
金
業
へ
の
各
種
補
助
金
支
給
等
）
、
「金
準
備
評
価
法
」

（日

銀

・
朝
銀

・
台
銀
の
保
有
金
の
再
評
価
益
の
国
庫
納
付
）
、
「金
資
金
特
別
会
計
法
」
（特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
外
資
金
と
し
て
再
評
価
益
に
よ
る
金
資
金

の
設
置
）
を
制
定
し
、
同
時

に
産
金
五
ヶ
年
計
画
を
閣
議
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
昭
和
十
二
年
度
を
基
準
年
度
と
し
て
以
後
五
ヶ
年
間

に
対
前
年
比

一
九

・
四
八
％
の
増
加
率
で
産
金
量
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
同
月
総
理
事
小
倉
正
恒
は

「非
常
時
経
済

ニ

対
ス
ル
国
民
ノ
覚
悟
」
と
題
し
て
全
住
友

に
対
し

「所
謂
儲
ケ
ト
カ
利
潤
等

ハ
兎
モ
角
ト
シ
テ
、
先
ズ
第

一
二
物
資

ヲ
多
ク
生
産
シ
テ
、
国

家
ノ
御
用
二
応
ズ
ル
」
こ
と
を
住
友

の
方
針
と
し
て
通
知
し
た
。
十
二
月
小
池
は
五
五
歳
の
停
年
を
迎
え
た
が
三
年
間
の
停
年
延
長
と
な
り
、

鴻
之
舞
鉱
山
で
は
上
記
方
針
に
基
づ
き
日
量
処
理
二
〇
〇
〇
ト
ン
ヘ
引
き
上
げ
る
第
四
次
拡
張
案
が
策
定
さ
れ
、
十
三
年
三
月
着
工
さ
れ
た
。

同
月

「
日
本
産
金
振
興
株
式
会
社
法
」
が
公
布
さ
れ
、
九
月
に
は
こ
れ
に
基
づ
き
産
金
業
者
に
対
す
る
事
業
資
金

の
融
資
を
主
た
る
業
務
と

す
る
日
本
産
金
振
興
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
住
友
本
社
も
資
本
金
五
〇
〇
〇
万
円
（政
府
五
〇
％
、
民
間
五
〇
％
）
の
う
ち
八

・
七
％
を
出
資

（
９２
）

し
た
。

十
三
年
十
二
月
小
池

は
札
幌
鉱
山
監
督
局

へ
呼

び
出
さ
れ
、
鴻
之
舞
鉱
山

の
日
量
処
理
を
第
四
次
起
業
が
未
だ
完
成
を
み
な
い
の
に
四
〇

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
三
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八
七
四

〇
〇
ト
ン
ヘ
倍
増
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
。
十
四
年

一
月
本
社
経
理
部
長
小
畑
忠
良
は
商
工
省
鉱
山
局
長
小
金
義
照
に
対
し
商
工
省

の
真

意
を
質
し
た
が
、
や
が
て
正
式
に
二
〇
〇
〇
ト
ン
の
追
加
拡
張
計
画
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
本
社
経
理
部
は
こ
の
計
画
が
実
行
不
可

能
の
も
の
で
あ
り
、
住
友
と
し
て
は
先
の
産
金
五
ヶ
年
計
画
の
目
標
を
前
倒
し
し
て
日
量

一
〇
〇
〇
ト
ン
追
加
に
よ
る
三
〇
〇
〇
ト
ン
ヘ
の

拡
張
が
最
大
限
で
あ
る
と
回
答
し
、
商
工
省
も
こ
れ
を
了
承
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
六
月
商
工
省
の
機
構
改
革
が
行
わ
れ
、
鉱
山
局
は
鉱

政
局
と
鉄
鋼
局
に
分
離
さ
れ
、
鉱
政
局
の
中
に
産
金
課
が
設
置
さ
れ
て
課
長
に
加
賀
山

一
（Ｔ
ｌＯ
東
大
工
・
冶
金
）
が
就
任
し
た
。
八
月
鴻
之
舞

鉱
山
で
は
第
四
次
拡
張
工
事
が
完
成
し
た
が
、
息

つ
く
暇
も
な
く
十

一
月
に
は
第
五
次
拡
張
工
事

に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

昭
和
十
五
年
十
二
月
所
長
小
池
宝
三
郎
の
停
年
退
職
に
合
わ
せ
て
、
北
日
本
鉱
業
所
は
廃
止
さ
れ
、
鴻
之
舞
鉱
山
は
再
び
独
立
の
鴻
之
舞

鉱
業
所
と
な

っ
た
。
廃
止
の
理
由
と
し
て
起
案

「北
日
本
鉱
業
所
事
務
章
程
改
正
ノ
件
」
（昭
和
十
五
年
十
月
十
二
日
提
出
、
十
二
月
五
日
決
裁
、

例
第
二
〇
九
号
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
こ
鴻
之
舞
鉱
山
ノ
拡
大

二
伴
フ
統
轄
ノ
困
難

鴻
之
舞
ノ
其
ノ
後
ノ
進
展
目
覚
シ
ク
、
出
鉱
量

二
於
テ
モ
左
ノ
如
ク
飛
躍
的
増
加
ヲ
為
ス
ニ
至
レ
リ
。

昭
和
十
年
十
月
　
　
　
一
日
二
付

一
二
〇
〇
屯
　
　
年
額
　
四
四
万
屯

昭
和
十
四
年
八
月
　
　
一
日
二
付
二
〇
〇
〇
屯
　
　
年
額
　
七
三
万
屯

昭
和
十
六
年
予
想
量
　
一
日
二
付
三
〇
〇
〇
屯
　
　
年
額

一
〇
八
万
屯

右
ノ
如
ク
既
二
昭
和
十
四
年

二
於
テ
出
鉱
量
優

二
別
子
鉱
山
ヲ
凌
ギ
、
本
邦
屈
指
ノ
大
鉱
山
ト
ナ
ル
ニ
至
レ
リ
。
滋

二
於
テ
札
幌
本
所

二
於
テ
モ
統
轄
機
能
ヲ
充
分
発
揮
ス
ル
為

ニ
ハ
、
従
来
ノ
機
構
ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
不
充
分

ニ
シ
テ
、
鉱
山
ノ
発
展

二
伴
ヒ
拡
大
強
化
セ
ザ

ル
ベ
カ
ラ
サ
ル
事
ト
ナ
レ
リ
。

然
レ
ド
モ
本
所
ノ
拡
大
強
化

ハ
必
然

二
本
社
ト
ノ
間

二
統
轄
機
関
ノ
重
複
ヲ
来
シ
、
矛
盾
摩
擦

ヲ
招
来
ス
ル
虞
ナ
シ
ト
セ
ス
。
他
方
鉱



山
側

二
於
テ
モ
事
業
ノ
進
展

二
伴
ヒ
、
機
構
内
容
ヲ
充
実
シ
、
敢
テ
本
所
ノ
統
轄
を
侯
タ
ズ
、
直
接
本
社
ノ
指
揮
下
二
充
分
事
業
ヲ
経

営
シ
得
ル
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
ル
ヽ
二
至
リ
タ
リ
（後
略
）。

し
か
し
こ
れ
は
表
面
的
な
理
由
で
あ
り
、
機
構
改
革
の
際
鴻
之
舞
鉱
業
所
長
に
は
と
り
あ
え
ず
こ
れ
ま
で
の
鴻
之
舞
鉱
山
鉱
長
太
田
鉄
造

（Ｍ
４４
仙
台
高
工
採
鉱
冶
金
）
を
そ
の
ま
ま
横
滑
り
さ
せ
て
お
い
て
、
同
月
前
記
商
工
省
産
金
課
長
加
賀
山

一
が
退
官
し
、
翌
十
六
年
二
月
住
友

”　　一　　『由な」刺」は向に［は制し量っは嘲〔ほ醐詢̈
はい̈
」粋わめ刹Ⅷ』は」〓赫

蛤
　
　
畦
　
　
増
産
割
増
金
、
探
鉱
奨
励
金
、
製
錬
所
設
置
助
成
金
等
各
種

の
保
護
政
策

の
上
に
成
り
立

っ

株
　
　
　
以

一職
に
合
わ
せ
た
加
賀
山
招
聘

の
布
石
で
あ

っ
た
と
い

月末
完
成

の
予
定
で
あ

っ
た
が
、
資
材

の
入
手
難
の
た

レ
た
。
し
か
し
わ
が
国
は
既
に
十
六
年
十
二
月
太
平
洋

」す
る
国
際
貿
易
は
途
絶
の
状
況
に
あ

つ
た
。
か
く
し

上
が
決
定
さ
れ
、
翌
十
八
年
四
月
鴻
之
舞
鉱
山
は
休
山

″昭
和
十
九
年
二
月
住
友
本
社
直
轄
の
鉱
山
の
経
営
が

ノ、
休
山
中
の
鴻
之
舞
鉱
山
の
管
理
も
住
友
鍍
業
に
移

―‐
　
　
　
　
　
　
住
友
合
資
は
昭
和
十

一
年
十
月
朝
鮮
元
山
に
朝
鮮
鉱
業
所
を
設
置
し
た
。
所
長
は
土
肥
金

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

八
七
五

第342表 鴻之舞鉱山の損益と産金量

年 鴻之舞純益 処理鉱量 金品位 産金量 金価格

日召禾日12

13

14

15

16

17

千円

3,321

2,366

1,026

△694

△2,383

3,577

千 t

4394

4584

4831

5935

6589

7424

ｇ
５

３

ａ

４

４

３

kg
2,0977

2,3388

2,4069

2,5364

2,3161

2,0495

円/g
5月 377

5月 3.85

同上

同上

同上

同上



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（
下
）

八
七
六

山
か
ら
近
藤
次
彦
が
転
出
し
た
。
朝
鮮
鉱
業
所
の
沿
革
に
つ
い
て
は
次

の
よ
う
に
述

（
９３
）

べ
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
五
年
宜
川
鉱
山

ノ
買
収

ヲ
始

メ
ト
シ
、
其
後
珍
山
、
物
開
、
永
中
、
仁
興
、

高
原
、
端
川
ノ
各
鉱
山

ヲ
順
次
買
収

シ
其
業
績

ヲ
拡
大

シ
、
更

二
元
山
府
外
文

坪

二
乾
式
製
錬
所

ヲ
建
設
、
姦

二
採
鉱

・
選
鉱

・
製
錬

ノ

一
貫
操
業

ヲ
行

フ
コ

ト
ト
ナ
レ
リ
。

昭
和
十
八
年
金
山
整
備
ニ
ヨ
リ
、
珍
山
、
仁
興
、
宜
川
並
高
原
選
鉱
場
ハ
、
イ
ヅ
レ
モ
朝
鮮
鉱
業
振
興
宛
売
却
ス
ル
事
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
、

残
存
鉱
山
ハ
特
殊
鉱
物
増
産
二
邁
進
ナ
シ
居
ル
外
、
元
山
製
錬
所
モ
鉛
増
産
対
策
二
順
応
シ
、
之
ガ
設
備
拡
張
中
ニ
テ
鋭
意
操
業
実
施

中
ナ
リ
。

尚
此
ノ
間
昭
和
十

一
年
十
月
元
山

二
朝
鮮
鉱
業
所
ヲ
設
ケ
、
在
鮮
諸
鉱
山
ヲ
統
轄
セ
シ
ム
ル
事
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
、
昭
和
十
三
年
十
月
右

ハ
京
城
府
（註
、
現
ソ
ウ
ル
）内

二
移
転
セ
リ
。

住
友
が
何
故
朝
鮮

へ
進
出
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
昭
和
五
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
主
管
者
協
議
会

に
お
い
て
常
務
理
事
小
倉
正
恒
は
次

の

よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

朝
鮮
ノ
鉱
業
界

二
進
出
シ
度
イ
コ
ト
ハ
多
年
ノ
希
望
デ
ア
リ
マ
シ
タ
ガ
、
今
回
平
安
北
道
宜
川
郡
所
在
ノ
金
銀
鉱
区

二
付
商
談
ノ
成
立

ヲ
見

マ
シ
テ
、
本
年

一
月

二
三
鉱
区
、
本
月

二
入
リ
マ
シ
テ
七
鉱
区
ヲ
買
収
致
、
担
当
者
モ
最
近
出
発
渡
鮮
致
シ
マ
シ
タ
。
右
鉱
区

ハ

合
資
会
社
直
轄
ノ
下
二
滋
両
三
年
綿
密
ナ
ル
探
鉱
ヲ
試
ミ
テ
、
然
ル
後
徐

ロ
ニ
操
業
方
針
ヲ
確
立
ス
ル
予
定
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
住
友
ノ

鉱
山
事
業
モ
愈
々
朝
鮮

二
其
ノ
第

一
歩
ヲ
印
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

朝
鮮
に
お
い
て
は
、
昭
和
七
年
八
月
朝
鮮
総
督
府
令
第
七
八
号
に
よ
る

「金
探
鉱
奨
励
金
交
付
規
則
」
が
制
定
さ
れ
、
金
探
鉱
に
対
し
て

第 35表 朝鮮鉱業所
の損益

(単位 :千 円、千円未満切 り捨て)

純 損 益

日召禾日12

13

14

15

16

17

出典 :昭和 12年 「朝鮮二於ケル

住友 ノ事業概要」 (住 友

本社経理部鉱山課 昭和

13年 )、 昭 和 13～ 17年

「住友 ノ鉱 11及 農林業J

(住 友本社経理部鉱山課

昭和 19年 )



奨
励
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
昭
和
八
年
度
の
奨
励
金
交
付
鉱
山
三
五
の
中
に
は
住
友

の
宜
川
鉱
山
と
永
中
鉱
山
が
含
ま
れ
て
い

（９４
）

た
。
昭
和
十
二
年
八
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「産
金
五
ヶ
年
計
画
」
は
、
昭
和
十
二
年
の
産
金
量
五
〇
ト
ン
を
昭
和
十
七
年
ま
で
の
五
年
間

に
一
三

一
ト
ン
に
迄
増
大
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
内
訳
を
み
る
と
日
本
内
地
が
二
六
ト
ン
を
五
六
ト
ン
ヘ
三
倍
強
伸
ば

そ
う
と
い
う
の
に
対
し
、
朝
鮮
で
は
二
四
ト
ン
を
七
五
ト
ン
ヘ
三
倍
強
も
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
目
標
達
成
の
た
め
に
九
月
日
本
の

産
金
法
に
相
当
す
る

「朝
鮮
産
金
令
」
が
施
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
既
に
述
べ
た
よ
う
に
昭
和
十
三
年
九
月
に
は
日
本
産
金
振
興
株
式
会
社
が

設
立
さ
れ
た
が
、
同
社
は
支
店
を
京
城
に
置
き
、
事
業
資
金

の
七
割
が
朝
鮮
関
係
の
融
資

に
予
定
さ
れ
て
い
た
は
ど
朝
鮮
に
重
点
を
置
い
て

い
た
。

昭
和
十
八
年
三
月
金
鉱
業
整
備
の
た
め
日
本
産
金
振
興
は
帝
国
鉱
業
開
発
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
が
、
朝
鮮
関
係

の
事
業
は
同
年
十
月
、
昭

和
十
五
年
に
金
以
外
の
鉱
物
増
産
の
た
め

「朝
鮮
鉱
業
振
興
株
式
会
社
令
」
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
て
い
た
同
社
が
、
こ
の
法
律
の
改
正
に
よ

っ
て
継
承
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
各
種
補
助
金
や
融
資
を
も

っ
て
し
て
も
、
朝
鮮
鉱
業
所
の
業
績
は

一
貫
し
て
赤
字
で

あ

っ
た
（第
３５
表
）。
十
八
年
六
月
金
山
閉
鎖
に
伴
い
所
長
近
藤
次
彦
は
本
社
技
師
長

へ
転
出
し
、
副
所
長
柴
田
喜

一
郎
（Ｔ
３
熊
本
高
工
採
鉱
冶

金
）
が
所
長
に
昇
格
し
た
。
昭
和
十
九
年
二
月
住
友
本
社
の
直
轄
鉱
山
は
す

べ
て
住
友
鎖
業

へ
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
朝
鮮
鉱
業
所
も

住
友
鍍
業
朝
鮮
鉱
業
所
と
な

っ
た
。

口
　
一示
城
販
売
店
の
設
置
と
上
海
販
売
店
の
送
金
問
題

合
資
会
社
の
各
販
売
店
の
売
上
高
は
、
昭
和
恐
慌
の
た
め
昭
和
五
年
、
六
年
と
減
少

の
一
途
を
た
ど
り
、
六
年

に
は

一
八
八
三
万
円
と
四

年
に
比
べ
る
と
半
減
し
て
し
ま
っ
た
。
七
年
に
は
回
復
に
向
か
っ
た
も
の
の
、
な
お
例
年

の
三
〇
〇
〇
万
円
台
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、

上
昇
基
調
に
転
ず
る
の
は
昭
和
八
年
か
ら
で
あ

つ
た
（第
３６
表
）。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
七



販 売 店 昭和 6年 7年 8年 9年 10年 11年

東 京

横須賀

名古屋

神 戸

呉

福 岡

京 城

上 海

合計

13,256

268

1,066

1,135

1,075

1,112

918

18,830

19,333

1,333

3,365

1,870

2,445

819

199

29,364

31,278

2,043

4,473

3,395

3,208

1,710

1,179

739

48,025

34,198

1,635

3,102

3,374

3,538

2,228

4,060

1,032

53.167

42,105

2,345

6,865

4,741

5,795

2,793

4,935

1,348

70,927

50,470

2,549

8,299

6,050

4,977

2,839

7,103

1,863

84,151

店部別内訳

金属工業

伸銅

鋼管

製鋼

計

(比率)

電 線

(比率)

化学工業

(比率)

機械製作

(比率)

満洲鋼管

(比率)

アルミ製錬

(比率)

号U了 鍍山

(比 率)

炭 破

(比率)

日本電氣

(比率)

合計

(比率)

6,346

2,167

8,513

(557)

5,466

(483)

647

(138)

1,432

(92)

2,735

(257)

18,793

(326)

}
14,687

3,564

18,251

(676)

6,601

(633)

614

(98)

1,132

(83)

2,457

(278)

6

(01)

29,061

(401)

不  詳 不  詳

27,538

10,041

37,579

(595)

15,842

(552)

3,988

(241)

4,280

(764)

5

(98)

1,124

(92)

6,465

(452)

824

(49)

70,107

(446)

20,870

10,666

10,018

41,554

(624)

21,150

(598)

6,309

(312)

3,795

(579)

80

(43)

1,343

(88)

7,600

(480)

1,165

(64)

82,996

(459)

第 36表 販売店販売実績表
(単位 :千「1)

第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

八
七
八

註 :括弧内は当該店部 (製造 鉱山)の 販売高に占める販売店の販売比率を示す。販売店は住友アル ミユウ

ム、日本板硝 了等 L記以外の店部の製品も若千取 り扱っているため合計は一致 しない。

出典 :各 年実 liS報告書。



昭
和
八
年
四
月
合
資
会
社
は
朝
鮮
京
城
府
（現
ソ
ウ
ル
）
里
示
城
販
売
店
を
設
置
し
、
こ
こ
に
内
外
八
店
舗
に
よ
る
販
売
店

の
体
制
が
で
き

た
。
支
配
人
に
は
製
鋼
所
販
売
部
の
山
添
程
次
（Ｍ
翌
示
都

一
中
）
が
起
用
さ
れ
た
。
学
閥
、
門
閥
、
地
方
閥
等
が
幅
を
利
か
せ
る
中
で
、　
こ

れ
ら
と
無
縁
で
あ

っ
た
山
添
は
相
手

の
懐
に
飛
び
込
ん
で
人
的
関
係
を
築
き
、
商
売
に
結
び
つ
け
る
の
を
得
意
と
し
て
い
た
の
で
、
当
時

の

住
友
に
お
い
て
異
色

の
存
在
で
あ

っ
た
。
同
月
開
催
さ
れ
た
主
管
者
協
議
会
に
お
い
て
常
務
理
事
川
田
順
は
事
業
概
況
報
告

の
中
で
販
売
店

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

販
売
店

二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
、
近
年
各
連
系
会
社
、
各
店
部
ノ
営
業
繁
盛

二
伴
ヒ
マ
シ
テ
、
其
ノ
取
扱
高

ハ
著
シ
ク
増
加
ヲ
示
シ
テ
居
リ

マ
ス
。
又
昨
年
住
友
ノ
経
営

二
移
リ
マ
シ
タ
日
本
電
氣
ノ
製
品
ヲ
モ
、
新

二
各
販
売
店

二
於
テ
取
扱
ノ
様

ニ
ナ
リ
マ
シ
テ
、
将
来
此
ノ

方
面

二
於
テ
モ
相
当
ノ
成
績
ヲ
挙
ゲ
得
ル
事
卜
思
ヒ
マ
ス
。

尚
従
来
朝
鮮
地
方

二
於
ケ
ル
住
友
製
品
ノ
販
売

ハ
、
総
テ
三
井
物
産
、
大
倉
商
事
等
他
社

二
委
嘱
シ
テ
居
リ
マ
シ
タ
ガ
、
去
ル
四
月

一

日
カ
ラ
新

二
京
城
販
売
店
ガ
開
設
セ
ラ
ル

ヽ
事
ト
ナ
リ
マ
シ
テ
、
今
後
ノ
販
売
店
ノ
活
動

二
依
リ
マ
シ
テ
、
朝
鮮
方
面

二
於
ケ
ル
住
友

製
品
販
路
ノ
開
拓
、
大

二
期
シ
テ
待

ツ
可
キ
モ
ノ
ト
思

ハ
レ
マ
ス
。

各
販
売
店
の
取
り
扱
い
の
主
力
は
鉄
鋼
や
非
鉄
金
属
の
金
属
製
品
で
あ

っ
た
（販
売
店
は
依
然
と
し
て
金
属
工
業
や
電
線
製
造
所
の
売
り
上
げ
の

六
〇
％
前
後
を
取
り
扱
っ
て
い
た
）
が
、
石
炭
や
化
学
品
の
売
り
上
げ
も
拡
大
し
て
お
り
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
機
械
製
作
翁
内
　
住
友
機
械
製
作

株
式
会
社
の
ユ政
工ま

参
照
）
の
製
品
や
川
田
が
言
及
し
た
日
本
電
気

の
製
品
の
取
り
扱
い
も
売
り
上
げ
に
寄
与
す
る
よ
う
に
な

っ
た
つ
日
　
日
本

電
気
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継
」
参
昭
じ
。
売
り
上
げ
の
拡
大
に
先
行
し
て
、
受
注
が
昭
和
六
年
の
二
〇
〇
〇
万
円
台
か
ら
昭
和
十

一
年

の
八
〇

〇
〇
万
円
台

へ
と
急
増
し
て
い
る
が
（第
３７
表
）
、　
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
大
口
受
注
先
で
占
め
ら
れ
、　
そ
の
多
く
は
軍
需
そ
の
も
の
か
も
し
く
は

軍
需
関
連
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
受
注
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
販
売
店
の
業
績
は
順
風
満
帆
の
如
く
見
え
た
が
、
海
外
店
に
対
す
る
資
金
供
給
に
つ
い
て
、
為
替
管
理
面
か
ら
制
約
が
加
え
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友
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販 売 店 昭和 6年 7年 8年 9年 10年 H年

東 京

横須賀

名古屋

神 戸

呉

岡

城
海

計

福

京

上
合

15,205

252

1,103

1,104

1,024

743

933

20,364

24,935

1,567

5,586

1,681

3,056

1,074

177

38,076

33,515

2,002

2,544

2,447

3,630

1,915

2,015

957

49,025

40,723

1,708

4,358

3,892

4,283

2,564

4,329

1,075

62,932

43,444

2,262

6,818

4,806

5,774

2,825

6,201

1,594

73,724

53,834

2,724

8,035

6,307

4,880

3,116

6,874

2,087

87.857

大口受注先 日召オロ6年 7年 8年 9年 10年 H年

(東京)

鉄道省

東京鉄道局
逓信省

海軍省

陸軍航空部・本部・本廠

陸軍造兵廠

東京市電気局
ソヴヰヱット通商代表

台湾電力
北海道電燈

東京電燈

矢作水力

大日本電力

東邦電力

東京瓦斯

水曜会

山下鉱業

浅野石炭部
三菱鉱業

日本鉱業

住友北日本鉱業所

浅野セメント

七尾セメント

秩父セメント

日本製鉄

日本鋼管

藤倉電線

豊国電線
芝浦製作所
東京電気

東洋バブコック

日本電気
目立製作所

中島飛行機
,甫賀舟合渠
立川飛行機
三菱重工業
日召禾日月巴十キ

不  詳 302

2,206

889

786

622

534

1,273

5965

第 37表 販売店受注実績表
(単位 :千 円 )
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ら
れ
る
な
ど
、
事
業
活
動
の
自
由
が
損
な
わ
れ
る
傾
向
が
生
じ
た
。
す
な
わ
ち
政
府
は
、
昭
和
六
年
末

の
ド
ル
買
事
件
に
よ
る
資
本
の
大
量

流
出
と
金
輸
出
再
禁
止
措
置
の
の
ち
、
七
年
七
月
資
本
逃
避
防
止
法
を
制
定
し
た
。
こ
れ
に
対
し
合
資
会
社
総
務
部
会
計
課
は
、
次
の
よ
う

な
起
案

「資
本
逃
避
防
止
法

二
関
ス
ル
件
」

（昭
和
七
年
七
月
二
十
八
日
提
出
、
八
月

一
日
決
裁
、
計
第
五
七
号
）
を
も

っ
て
上
海
販
売
店
支
配
人

あ
て
資
金
請
求
に
関
し
通
知
し
た
。

去
ル
七
月

一
日
付
ヲ
以
テ
公
布
相
成
候
資
本
逃
避
防
止
法

二
就
而

ハ
、
当
課

二
於
テ
モ
之

二
関
係
ス
ル
事
項
若
干
有
之
様
被
存
候

ヘ
バ

本
法
協
賛
当
時
ノ
議
会
速
記
録
及
本
法
公
布
後
大
蔵
当
局

ニ
ヨ
リ
テ
数
次

二
亘
リ
テ
試
ミ
ラ
レ
タ
ル
説
明
並
銀
行
其
他
ノ
意
見
ヲ
参
考

ト
シ
テ
、
関
係
諸
事
項

二
就
キ
テ
慎
重
研
究
致
候
処
、
本
法

二
依
り
許
可
ヲ
受
ク
ル
必
要
ノ
ア
ル
モ
ノ
ハ
無
之
モ
、　
一
、
二
報
告
ノ
必

要
ア
ル
モ
ノ
存
ス
ル
ニ
非
ザ
ル
ヤ
ノ
疑
念
生
ジ
候
。
加
之
当
課
ノ
解
釈
卜
云
ヒ
銀
行
ノ
意
見
卜
云
ヒ
共

二
大
蔵
当
局
ノ
言
明
ヲ
得
タ
ル

所

二
非
ザ
レ
バ
、
絶
対
的

ニ
ハ
確
信
ヲ
有
シ
得
ル
モ
ノ
ニ
非
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
去
ル
二
十
二
日
東
京
支
店
土
井
正
治
（註
、
Ｔ
９
東
大
法
、

当
時
東
京
支
店
長
代
理
者
、
の
ち
本
社
厚
生
課
長

・
化
学
総
務
部
長

・
取
締
役

・
常
務

・
社
長
）氏
ヲ
通
ジ
テ
、
当
課
関
係
別
紙
各
項
（註
、
略
Ｙ
一

就
キ
テ
為
念
大
蔵
省

二
照
会
致
候
処
、
上
海
販
売
店

二
対
ス
ル
補
資

ヲ
除
ク
ノ
他

ハ
全
然
許
可
及
報
告
ノ
必
要
無
之
旨
判
明
致
候
。

而
シ
テ
上
海
販
売
店
ノ
補
資

二
関
シ
テ
ハ
、
毎
月
ノ
俸
給
支
払
其
他
ノ
日
常
経
費
支
弁
ノ
ロ
的

二
出
ヅ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
差
支
無
之
モ
、

右
以
外
ノ
モ
ノ
ニ
就
キ
テ
ハ
各
場
合

ニ
ヨ
リ
テ
許
可
或

ハ
報
告
ノ
要
否
ヲ
判
定
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
由

二
候
処
、
当
課
ヨ
リ
上
海
販
売

店

二
送
金
ス
ル
補
資

ハ
、
従
来
ノ
例

二
徴
ス
レ
バ
大
体

二
於
テ
経
費
支
弁
ノ
範
囲
ヲ
出
デ
ザ
ル
様

二
被
存
候
。

サ
レ
バ
差
当
り
当
課

二
於
テ
ハ
本
法

二
関
シ
手
続
ヲ
要
ス
ル
事
項
無
之
候
モ
、
今
後
上
海
販
売
店
ヨ
リ
ノ
資
金
請
求

二
関
シ
テ
ハ
、
之

ガ
用
途
ヲ
明
確
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
要
有
之
候
次
第
ナ
レ
バ
、
為
念
上
海
販
売
店
支
配
人
福
田
千
代
作
氏
宛
左
案

ヲ
以
テ
御
通
牒
相
成
可
然

乎
。

案
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三崎本店

松本啓蔵商店
塩釜商事

和田幸吉商店

中島商事

館野栄吉商店
釜芳商店

小原商店

東陽物産

片倉米穀肥料
言十

(横須賀)

横須賀海軍工廠

海軍航空廠

海軍建築部

計

不  詳

1,319

322

1641

(名 古屋)

陸軍名古屋工廠

名古屋市電

静岡市電

中部電力

矢作水力

山 ド鉱業
日本楽器製造

神戸製鋼所

豊田自動織機

矢作工業
三菱電機

岡本工業
遠州織機

豊田式織機
三菱航空機 重工業

愛知時計電機

日本車輌製造

名古屋鉄道

中右利一商店

別府商店

丹羽商店

九越合名

中尾十郎商店

計

不  詳

271

393

114

175

117

1,109

787

268

117

3.351

166

218

103

61

6.412

(神戸)

神戸市電気局

神戸瓦斯
三菱電機
日本醸造機械

神戸製鋼所

川崎造船所
川西航空機
三菱造船・重工業

川崎車両

86

114

57

337

122

172

458

103

51

1,386

1,068

420
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年
　
　
月
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
友
合
資
会
社
総
務
部
会
計
課

上
海
販
売
店
支
配
人
　
福
田
千
代
作
殿

資
金
請
求

二
関
シ
打
合
セ
ノ
件

拝
啓
　
今
般
資
本
逃
避
防
止
法
公
布
相
成
候
処
、
貴
店
関
係
補
資

二
就
キ
テ
モ
、
日
常
経
費
支
弁
以
外
ノ
ロ
的
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
関
シ

テ
ハ
、
大
蔵
大
臣
ノ
許
可
ヲ
要
ス
ル
由

二
候

ヘ
バ
、
今
後
御
請
求
可
相
成
資
金

ニ
シ
テ
、
本
法

ニ
ヨ
リ
テ
手
続
ヲ
ナ
ス
ノ
要
ア
リ
ト
認

メ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ニ
就
キ
テ
ハ
、
予
メ
当
課
宛
御

一
報
相
煩
度
此
段
得
貴
意
候
也
。

そ
の
後
九
月
六
日
念

の
た
め
会
計
課
は
日
銀
大
阪
支
店
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
次
の
よ
う
な
回
答
を
得
た
。

上
海
販
売
店
ノ
補
資

ハ
、
上
販
ガ
内
為
替
ヲ
売
り
、
本
社
ガ
内
為
替
ヲ
買
ウ
形
式
ヲ
ト
リ
、
当
課
ヨ
リ
送
金
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。
即
内
為

替
ノ
売
買
ナ
レ
バ
之
ガ
報
告
ノ
要
ナ
シ
。

し
か
し
資
本
逃
避
防
止
法
は
施
行
後
も
為
替
の
思
惑
取
引
や
無
為
替
輸
出
す
な
わ
ち
商
品
形
態

に
よ
る
資
本
逃
避
が
跡
を
絶
た
ず
、
七
年

十

一
月
に
は
対
米
為
替
百
円
が
二
〇
ド
ル
を
割
る
に
至
り
、
政
府
は
為
替
管
理
の
強
化
を
意
図
し
て
、
三
月
こ
れ
を
廃
止
し
て
新
た
に
外
国

為
替
管
理
法
を
制
定
し
、
為
替
取
引
だ
け
で
な
く
貿
易
取
引
の
管
理
を
も
実
施
で
き
る
権
限
を
得
る
こ
と
に
な

っ
た
。
合
資
会
社
東
京
支
店

土
井
正
治
が
資
本
逃
避
防
止
法

の
解
釈
を
巡

っ
て
接
触
し
て
い
た
大
蔵
省
理
財
局
国
庫
課
長
青
木

一
男
（
の
ち
蔵
相

・
企
画
院
総
裁

・
大
東
亜

相
）
は
、
五
月
初
代
外
国
為
替
管
理
部
長
に
就
任
し
た
。
青
木
は
外
国
為
替
管
理
法
に
つ
い
て
の
ち
に
次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

昭
和
七
年
に
資
本
逃
避
防
止
法
を
出
し
て
取
締
を
徹
底
し
よ
う
と
し
た
。
米
国
そ
の
他
に
資
本
が
逃
げ
だ
す
こ
と
を
防
止
し
よ
う
と
い

う
統
制
で
す
。
こ
れ
に
は
貿
易
は
全
然
入
れ
て
お
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
と
て
も
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
第
二
段
に

本
式
に
為
替
の
こ
と
を
考
え
、
外
国
為
替
管
理
法
を
立
案
し
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
日
本
の
組
織
的
な
統
制
経
済
の
第

一
歩
で
あ

っ
た

ろ
う
と
思
う
。
法
制
の
上
か
ら
み
て
こ
れ
は
画
期
的
な
法
律
、
前
例
の
な
い
法
律
で
あ

っ
た
。
違
反
者
に
は
罰
金
を
課
し
、
法
人
も
罰
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播磨造船

川崎造船所飛行機工場

り1山奇,気月合

三本電気鉄道

日本毛織

鐘淵紡績
ハッパマン&ヴ アンブルクレン商会

三井物産

ピァス商会
エ  カメロン

計

不  詳

105

105

3.165

(呉 )

呉海軍工廠

広海軍工廠

海軍燃料廠

山口県電気局

広島電気

伊予鉄道電気

中国合同電気

広島瓦斯

徳山鉄板

字部窒素

計

不  詳

3,430

512

83

86

138

64

127

1,066

5,506

(福 Ftl)

陸軍造兵廠小倉工廠

門司鉄道局
九州水力電気

球磨川電気

熊本電気

鹿児島電気
九州送電

日本水電
三井鉱山三池

貝島炭破

住友炭磯

杵島炭破

製鉄所 日鉄八幡

浅野小倉製鋼

渡辺鉄工所

戸畑鋳物 国産工業若松
三菱重工業長崎

旭硝子
九州電気軌道

渡辺藤吉商店

大倉商事

計

137

420

151

69

195

1,091

397

110

134

265

324

1,783

119

50

70

556

1,745

(京城)

朝鮮鉄道局

朝鮮逓信局

朝鮮専売局

朝鮮放送局

1,022

154

53

178
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す
る
主
義
で
し
た
。
（中
略
）為
替
取
引
の
取
締
の
重
要
性
か
ら
み
て
、
相
当
の
厳
罰
に
処
さ
な
い
と
効
果
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
、
非

常
に
効
果
あ
る
法
律
を
作

っ
た
の
で
す
。
そ
の
後

の
統
制
法
規
は
、
ほ
と
ん
ど
全
部
こ
の
法
律
を
ま
ね
て
書

い
て
い
る
。
多
く
を
委
任

命
令
に
任
せ
て
い
る
点
で
も
、
立
法
形
式
と
し
て
は
画
期
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。

同
月
会
計
課
起
案

「外
国
為
替
管
理
法
関
係
諸
法
令

二
基
ク
報
告
書
提
出
ノ
件
」

（資
料
１９
）
に
よ
れ
ば
、
資
本
逃
避
防
止
法
で
は
問
題
と

な
ら
な
か
つ
た
上
海
販
売
店
の
補
資
が
外
国
為
替
管
理
法
に
違
反
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
会
計
課
長
は
起
案

「外

国
為
替
管
理
法
関
係
諸
法
令

二
関
ス
ル
件
」

（資
料
２０
）
を
供
覧
し
、　
上
海
販
売
店
支
配
人
に
対
し
会
計
課
に
お
い
て
必
要
な
資
金
補
充
の
許

可
を
取
得
す
る
た
め
報
告
を
依
頼
し
た
。

と
こ
ろ
が
昭
和
十

一
年
六
月
次
の
よ
う
な
会
計
課
の
供
覧
に
よ
れ
ば
、
今
度
は
上
海
販
売
店
が
行

っ
て
い
る
品
代
補
資
が
外
国
為
替
管
理

法
に
違
反
し
な
い
か
ど
う
か
が
問
題
と
な

っ
た
。

品
代
補
資
ト
ハ
、
例

ヘ
バ
電
線
ヨ
リ
上
海

へ
輸
出
シ
タ
ル
貨
物
ノ
代
金
ヲ
上
海
販
売
店
ガ
受
取
り
、
之
ヲ
電
線

へ
現
金
送
金
セ
ズ
シ
テ
、

現
金

ハ
止
メ
置
キ
テ
資
金
ト
シ
、
付
替

ニ
ヨ
リ
本
社
ヲ
経
テ
電
線

へ
入
金
ス
ル
方
法

ニ
シ
テ
、
本
社
ヨ
リ
電
線

ヘ
ノ
支
払
ガ

「外
国

ニ

於
テ
ナ
シ
タ
ル
委
託

二
基
ク
支
払
」
ナ
ラ
ズ
ヤ
、
（許
可
ヲ
要
ス
ル
行
為
）
卜
疑

ハ
レ
居
ル
次
第
ナ
リ
。
今
後

ハ
斯
ル
疑
問
ノ
余
地
多
キ

行
為

ハ
、
取
止
ム
ル
様
上
海
販
売
店
宛
通
知
済
ナ
リ
。

す
な
わ
ち
こ
の
よ
う
な

在
外
店
部
ヨ
リ
ノ
付
替

二
基
キ
為
シ
タ
ル
支
払

ハ
、
為
替
管
理
法
上

「外
国

二
於
テ
ナ
シ
タ
ル
委
託

二
基
ク
支
払
」
ナ
リ
ヤ
、
付
替

ハ

社
則

二
拠
ル
ヲ
以
テ
、
国
内

二
於
テ
ナ
シ
タ
ル

一
般
的
委
託
卜
見
ラ
レ
ザ
ル
ヤ
ニ
ツ
キ
、
大
蔵
省
ノ
勧
奨

ニ
ヨ
リ
社
則
抜
粋
提
出
ノ
上

同
省
宛
質
問
（資
料
２‐
）

す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
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友
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註 :大口受注先は原員1と して、東京販売店、日g和 6年 10万円以上、 8～ H年 30万 円以上、その他販売店、昭

和 6～ 8年 3万円以上、 9年 10万 円以上、10 H年 5万円以上。

出典 :各 年実際報告書

ノ`
ノ`
六

こ
れ
に
対
す
る
大
蔵
省
の
結
論
は
、
こ
う
し
た

付
替
は
外
国
為
替
管
理
法
上
原
則
と
し
て
許
可
及

び
報
告
を
要
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

つ
た
。
こ
の

結
果
七
月
会
計
課
長
は
、
各
店
部
連
系
会
社

の
経

理
担
当
部
課
長
に
対
し

「従
来
上
海
販
売
店
、
大

連
駐
在
員
事
務
所
及
ビ
満
洲
鋼
管
ト
ノ
付
替

ハ
自

由

二
之
ヲ
為
シ
来
リ
タ
ル
処
、
右

ハ
外
国
為
替
管

理
法
上
原
則
ト
シ
テ
許
可
及
ビ
報
告

ヲ
要
ス
ル
コ

ト
判
明
セ
ル
ニ
因
り
、
可
然
手
続
相
成
度
此
段
得

貴
意
候
也
」
と
そ
の
旨
通
知
し
た
。
か
く
し
て
第

二
次
大
戦
後
の
昭
和
二
十
四
年

に
制
定
さ
れ
る
外

国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法

に
継
承
さ
れ
、
そ

の
後
も
連
綿
と
続
く
こ
と
に
な
る
為
替
管
理
の
歴

史
が
こ
こ
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
付
替
の

解
釈
を
巡

っ
て
は
そ
の
後
も
大
蔵
事
務
官
野
田
卯

一
（
の
ち
大
蔵
省
主
計
局
長

・
事
務
次
官
）
と
の
交
渉

の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
（資
料
２２
）
ｏ

（資
料
１９
）

京城電気

南朝鮮電気

西鮮合同電気

大田電気

朝鮮電力

朝鮮瓦斯電気

龍山工作

明治農会

群山肥料

朝鮮鉄道

影久商店

木下商店

計

(上海)

東亜公司
上海電力公司

法商電車電気公司

中国電気公司

中国電線廠

中国銀行

内外綿

察宏記

須藤洋行

加藤洋行
三昌洋行

隆昌

永隆五金号
元泰五金号
計

不  詳

538

139

53

77

807



会
計
課
計
算
係
起
案
計
第
四
三
号

提
出
　
昭
和
八
年
五
月
十
七
日
　
　
決
裁
　
同
日

外
国
為
替
管
理
法
関
係
諸
法
令

二
基
ク
報
告
書
提
出
ノ
件

四
月
五
日
上
海
販
売
店
ヨ
リ
ノ
逆
付
替

ニ
ヨ
リ
、
金
五
千
円
也
当
課

二
於
テ
支
払
致
候
処
、
右

ハ

外
国
為
替
管
理
法

二
基
ク
大
蔵
省
令
第
七
号
第
二
十
三
条
第

一
項
第
十
四
号
外
国

二
於
テ
為
シ
タ
ル
委
託

二
基
キ
本
令
施
行
地
内

二
於

テ
為
ス
支
払

二
該
当
致
シ
、
同
法
令

二
依
ル
報
告
ヲ
要
ス
ル
コ
ト

ヽ
相
成
居
候

二
就
テ
ハ
、
添
付
写
（註
、
略
）
ノ
通
り
日
本
銀
行
大
阪
支
店
ヲ
通
シ
テ
大

蔵
大
臣

二
御
報
告
相
成
可
然
哉
。

尚
本
報
告
書

ハ
毎
月
十
五
日
迄

二
提
出
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
相
成
居
候
処
、
左
記
ノ
通
り
解
釈
ノ
行
違
ヒ
ニ
ヨ
リ
遅
延
致
候

二
付
、
遅
延
事
由
書

ヲ
添
付
ス
ル
コ
ト

ヽ
致
度
候
。

記

一
、
昭
和
八
年
大
蔵
省
令
第
七
号
第
二
十
三
条
第

一
項
第
十
四
号

ハ
、
報
告
事
項
ト
シ
テ

外
国

二
於
テ
為
シ
タ
ル
委
託

二
基
キ
本
令
施
行
地
内

二
於
テ
為
ス
支
払

ヲ
挙
ク
。
サ
レ
ハ
上
海
販
売
店
ノ
補
資
力
之

二
該
当
ス
ル
コ
ト
論
ヲ
侯
タ
ス
。

二
、

然
ル
ニ
昨
年
七
月
資
本
逃
避
防
止
法
実
施
当
時
日
銀
大
阪
支
店

二
照
会
シ
タ
ル
ト
コ
ロ
、　
上
海
販
売
店
ノ
補
資

ハ
円
為
替
ノ
売
買
（上

海
販
売
店
力
上
海

二
於
テ
円
為
替
ヲ
売
り
、　
本
社
力
大
阪

二
於
テ
円
為
替
ヲ
買
フ
形
式

ヲ
ト
リ
、

当
課
ヨ
リ
送
金
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
）
ナ

レ
ハ
之
力
報
告
ノ
要
ナ
シ
ト
ノ
回
答

二
接
シ
オ
リ
、

（本
法

ハ
モ
ト
資
本
逃
避
防
止
法
ノ
延
長

ニ
シ
テ
、　
本
件
ノ
如
キ
場
合
ノ
取
扱
方

二
関
シ
テ
ハ
、
実
質
的

二
両
者
ヲ
区
別
ス
ヘ
キ
理
由
ナ
シ
ト
考

ヘ
タ
リ
）
且
ツ
今
次
ノ
外
国
為
替
管
理
法

二
於
テ
モ
、　
円
為
替
ノ
取
得
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友
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・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、

及
処
分

ニ
シ
テ
報
告

ヲ
要

ス
ル
モ
ノ

ハ
、
第
二
十
三
条
第

一
項
第
三
号

ノ
如

ク
、
特

二
明
文

ヲ
設
ケ
テ

邦
貨

ノ
強
制
通
用
カ

ヲ
有

ス
ル
地
域
（関
東
州
及
満
鉄
附
属
地
Ｙ
一仕
向
ケ
タ
ル
円
為
替

ノ
取
得
又

ハ
処
分

ト

ア

リ

。

サ
レ
ハ
邦
貨
ノ
強
制
通
用
カ
ヲ
有
セ
サ
ル
上
海
ヨ
リ
仕
向
ケ
ラ
レ
タ
ル
円
為
替
ノ
支
払

ハ
、
報
告

ヲ
要
セ
ス
ト
解
シ
タ
リ
。

三
、
然
ル
ニ
昨
日
二
至
り
、
為
念
日
銀
大
阪
支
店

二
訊
シ
タ
ル
ト
コ
ロ
、
外
国
為
替
管
理
法

二
於
テ
ハ
報
告
ヲ
要
ス
ト
ノ
回
答

二
接
シ
タ
リ
。

（資
料
２０
）

会
計
課
計
算
係
起
案
計
第
四
八
号

提
出
　
昭
和
八
年
六
月

一
日
（供
覧
）

外
国
為
替
管
理
法
関
係
諸
法
令

二
関
ス
ル
件

先
般
公
布
相
成
候
外
国
為
替
管
理
法

ハ

一
、
為
替
相
場
ノ
投
機
ヲ
阻
止
ス
ル
コ
ト

ニ
、
資
本
ノ
逃
避
ヲ
防
止
ス
ル
コ
ト

三
、
輸
出
入

二
統
制
ヲ
加

ヘ
ル
コ
ト

ノ
三
点
ヲ
主
眼
卜
致
候

コ
ト
ハ
、
条
文
及
同
法
案
議
会
提
出
時
ノ
大
蔵
大
臣
ノ
説
明
其
他

二
依
リ
テ
明
カ
ナ
ル
ト
コ
ロ
ニ
有
之
候
処
、
同
法

二
基
キ
テ
発
令
サ
レ
タ
ル
大
蔵
省
令

ハ
、
之
力
適
用
範
囲
ヲ
大
体
資
本
逃
避
防
止
法

二
限
定
致
居
、
従
而
実
質

ハ
昨
年
七
月
実
施
相
成
候
資

本
逃
避
防
止
法
ノ
延
長

二
過
キ
ス
候
。

サ
レ
ハ
同
法
関
係
諸
法
令

二
対
シ
テ
ハ
、
従
来
ノ
資
本
逃
避
防
止
法

二
関
シ
テ
採
り
来
り
候
方
針
ヲ
踏
襲
シ
テ
可
ナ
ル
カ
如
ク
被
存
候
。

然
ル
ニ
今
回
ノ
大
蔵
省
令

ハ
、
資
本
逃
避
防
止
法
実
施
当
時
条
文
余
リ
ニ
簡

二
失
シ
、
幾
多
ノ
疑
間
ヲ
生
シ
タ
ル
経
験

二
鑑
ミ
ル
所
ア
リ
、



頗
ル
詳
細
ヲ
極
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
資
本
ノ
対
外
関
係

ハ
細
大
洩
ラ
サ
ス
之
ヲ
集
メ
、
各
場
合

二
就
キ
テ
規
定
致
居
、
従
来
ノ
資
本
逃
避

防
止
法

ニ
ヨ
リ
テ
ハ
適
用
セ
ラ
レ
サ
リ
シ
モ
ノ
及
適
用
ヲ
免
レ
得
タ
ル
モ
ノ
モ
、
几
テ
本
法

二
依
リ
テ
律
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト

ヽ
相
成
居
候
。
従

而
当
課
関
係
事
項

二
関
シ
テ
モ
手
続
関
係

二
左
記
ノ
通
り
幾
多
ノ
変
更
増
加
ヲ
来
シ
候
。

記

（中
略
）

二
、
上
海
販
売
店

ヘ
ノ
補
資
（返
資

二
就
テ
ハ
問
題
ナ
シ
）

許
可
　
第
三
条
第
二
号

「外
国
通
貨
ヲ
対
価
ト
ス
ル
円
為
替
ノ
売
買
」
及
同
第
五
号

「外
国

二
於
テ
為
シ
タ
ル
委
託

二
基
キ
本
令
施
行
地

内

二
於
テ
為
ス
支
払
」

二
依
リ
テ
許
可
ヲ
要
ス
。
当
初
当
課

二
於
テ
ハ
、
本
件

ハ
第
四
条
第
八
号

「外
国

二
旅
行
シ
又

ハ
滞
在
ス
ル
者

ニ

対
シ

一
箇
年
内
ノ
所
要

二
充
ツ
ヘ
キ
旅
費
、
俸
給
、
給
料
、
手
当
、
学
費
其
ノ
他
之

二
類
ス
ル
費
用
ヲ
送
ル
為
必
要
ナ
ル
ト
キ
」
ノ
除
外

規
定
ノ
適
用
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ト
解
釈
シ
タ
ル
モ
、
日
本
銀
行
大
阪
支
店
及
大
蔵
当
局

二
照
会
ノ
結
果
、
上
海
販
売
店

二
対
ス
ル
補
資

ハ
、

第
四
条
第
八
号

ニ
テ
認
ム
ル
人
件
費
ノ
他
家
賃
其
ノ
他
ノ
経
費
ヲ
支
弁
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
ノ
理
由

ヲ
以
テ
、
許
可
ヲ
要
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
レ

報
告
　
第
二
十
三
条
第

一
項
第
二
号

「外
国
為
替
ノ
取
得
又

ハ
処
分
」
及
第
十
四
号

「外
国

二
於
テ
為
シ
タ
ル
委
託

二
基
キ
本
令
施
行
地

内

二
於
テ
為
ス
支
払
」

二
依
リ
テ
、
上
海
販
売
店

二
於
ケ
ル
円
為
替
売
却
ノ
報
告
卜
当
課

二
於
ケ
ル
支
払
ノ
報
告
ノ
ニ
ツ
ヲ
要
ス
。
然
レ

ト
モ
第

一
項
但
書

「但
シ
各
号
ノ
取
引
又

ハ
行
為
毎

二
其
ノ
ロ
的
物
ノ
金
額
通
シ
テ
千
円
相
当
額
未
満
ナ
ル
場
合

ハ
此
ノ
限

二
在
ラ
ス
」

二
依
り
、
当
該
月

二
於
ケ
ル
金
額
ノ
合
計
力
千
円
未
満
ナ
ル
ト
キ
ハ
報
告
ヲ
要
セ
ス
。

手
続
関
係
　
右

二
依
リ
テ
施
行
手
続
附
属
様
式
第
五
号
ノ
ニ
ノ
乙
及
第
五
号
ノ
十
三
二
依
ル
報
告

ハ
勿
論
、
施
行
手
続
第
七
条
及
第
九
条

二
依
ル
許
可
ヲ
モ
要
ス
。
然
レ
ト
モ
上
海
販
売
店
ノ
補
資

ハ
、
随
時
所
要
額
ヲ
上
海

二
於
テ
先
取
ス
ル
ヲ
以
テ
、
其
ノ
都
度
事
前

二
許
可

第
二
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友
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〇

申
請
ヲ
ナ
ス
コ
ト

ヽ
セ
ハ
、
徒
ラ
ニ
事
務
ノ
渋
滞
ヲ
来
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
本
社

二
於
テ
モ
何
時
幾
何
ノ
支
払
ヲ
ナ
サ

ヽ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ヤ

不
明

ニ
シ
テ
、
若
シ
銀
行
ヨ
リ
支
払
ノ
請
求
ノ
来
ル
ヲ
マ
ツ
テ
許
可
申
請
ヲ
ナ
ス
ト
ス
レ
ハ
、
許
可
ノ
下
ラ
サ
ル
場
合

二
困
却
シ
、
又
許

可
ノ
下
ル
迄
ノ
利
息

ヲ
銀
行

二
支
払

ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
等
ノ
不
便
砂
ナ
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
種
々
考
究
日
本
銀
行
大
阪
支
店
卜
折
衝
ノ

上
、
許
可
ニ
ツ
キ
テ
ハ
上
海
ノ
分
卜
大
阪
ノ
分
卜
各
六
箇
月
分
ヲ
纏
メ
テ
申
請
ス
ル
便
法
ヲ
ト
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
報
告

ハ
毎
月
両
者
各
別

ニ

之
ヲ
為
ス
コ
ト

ヽ
ナ
レ
リ
。

右

二
依
り
上
海
販
売
店
ト
ノ
連
絡
ヲ
要
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
レ
ハ
、
左
案

二
依
り
同
店
宛
右
ノ
旨
通
知
ノ
コ
ト

ヽ
致
度
シ
。

案

年
　
月
　
日

住
友
合
資
会
社
総
務
部
会
計
課
長

上
海
販
売
店
支
配
人
宛

外
国
為
替
管
理
法
関
係
諸
法
令

二
基
ク
報
告
方
依
頼
ノ
件

拝
啓
　
先
般
公
布
相
成
候
外
国
為
替
管
理
法

二
関
シ
テ
ハ
、
既

二
貴
店

二
於
カ
レ
テ
モ
御
了
承
ノ
事
卜
存
候
処
、
貴
店
関
係
資
金
補
充

ハ
、

同
法

二
基
ク
大
蔵
省
令
第
三
条
第
三
号
、
第
五
号
、
第
二
十
三
条
第

一
項
第
二
号
及
第
十
四
号

ニ
ヨ
リ
テ
、
許
可
及
報
告
ヲ
要
ス
ル
事
ト

相
成
居
候

二
就
テ
ハ
、
当
課

二
於
テ
之
力
手
続
ヲ
ト
ル
コ
ト

ヽ
可
致
候
間
、
左
記

ニ
ヨ
リ
夫
々
御
報
告
相
煩
度
、
此
段
得
貴
意
候
也
。

一記

一
、
本
状
発
遣
ノ
日
ヨ
リ
本
年
十

一
月
末
日
二
至
ル
貴
店
ノ
資
金
御
請
求
予
想
額
ノ
最
大
限
（邦
貨
）
。

右

ハ
当
課

二
於
テ
大
蔵
省

二
許
可
申
請
ヲ
ナ
ス
為
必
要

二
就
キ
、
至
急
御
通
知
下
サ
ル
ヘ
キ
コ
ト
。
尚
本
年
十
二
月

一
日
ヨ
リ
昭
和

九
年
五
月
末
日
二
至
ル
分

ハ
、
本
年
十

一
月
十
五
日
迄

二
御
通
知
下
サ
ル
ヘ
キ
コ
ト
。
爾
後
之

二
準
ス
。



一
、
向
後
資
金
御
請
求
相
成
リ
タ
ル
節

ハ
、
各
月
分
ヲ
取
纏
メ
翌
月
早
々
左
記
事
項
御
報
告
ノ
コ
ト
。

一
、
当
月
中
資
金
補
充
ノ
為
ノ
円
為
替
売
却
高

二
、
対
価
タ
ル
外
貨
ノ
種
類
、
換
算
率
及
金
額

三
、
其
ノ
他
参
考
ト
ナ
ル
ヘ
キ
事
項

（後
略
）

（資
料
２‐
）

会
計
課
計
算
係
起
案
計
第
七
六
号

提
出
昭
和
十

一
年
六
月
十
九
日
　
　
決
裁
　
同
日

付
替

二
関
シ
大
蔵
省
宛
社
則
抜
粋
送
付
ノ
件
（外
国
為
替
管
理
法
）

去
ル
十
五
日
大
蔵
省

二
出
頭
、
上
販
品
代
補
資

二
関
シ
当
局
ノ
意
見
ヲ
求
メ
タ
ル
所

一
、
品
代
ヲ
付
替

ニ
テ
入
金
ス
ル
コ
ト
ハ
ロ
下
別
段
ノ
定
ナ
ク
取
締
り
方
法
ナ
シ
。

二
、
唯
本
社
ヨ
リ
内
国
連
系
会
社

ヘ
ノ
付
替
支
払

ハ
委
託
支
払
ナ
ラ
ズ
ヤ
ト
思

ハ
ル
。

三
、
付
替
ノ
準
拠
ス
ル
社
則
会
計
規
程
ガ
、
内
国

二
於
テ
ナ
シ
タ
ル

一
般
的
委
託
ナ
リ
ト
認
ム
ベ
キ
場
合

ニ
ハ
管
理
法
上
抵
触
ス
ル
所
ナ
シ
。

四
、
前
号
ノ
決
定
ヲ
ナ
ス
資
料
ト
シ
テ
社
則
ヲ
大
蔵
省
宛
提
出
ス
ベ
シ
。

右
ノ
通
回
答
相
受
候

二
就
テ
ハ
、
事
情
不
得
己
モ
ノ
ト
認
メ
、
左
案

ニ
ヨ
リ
社
則
会
計
規
程
施
行
細
則
第

一
条
抜
粋
ノ
上
送
付
相
成
可
然
哉
。

案

昭
和
十

一
年
六
月
二
十
日

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

住
友
合
資
会
社
総
務
部
会
計
課

八
九

一



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
二

大
蔵
省
外
国
為
替
管
理
部
総
務
課
　
　
御
中

審
査
課
　
　
御
中

拝
啓
　
益
々
御
隆
昌
奉
賀
候
。
陳
者
去
ル
十
五
日
弊
課
ヨ
リ
出
頭
ノ
節
、
外
国
店
部
ヨ
リ
内
国
店
部

ヘ
ノ
間
ノ
付
替
送
金
中
本
社

二
於
テ
中

継
ス
ル
結
果
、
本
社
元
帳
ノ
外
国
店
部
勘
定

二
借
記
シ
内
国
店
部
勘
定

二
貸
記
ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
付
キ
、
之
ガ
外
国

二
於
テ
為
シ
タ
ル
委
託

ニ

基
ク
支
払
ナ
リ
ヤ
否
ヤ
ヲ
決
ス
ル
為
、
付
替

二
関
ス
ル
社
内
規
則
提
出
方
御
下
命
相
受
候

二
付
テ
ハ
、
社
則
会
計
規
程
施
行
細
則
中
当
該
関

係
条
文
タ
ル
第

一
条
抜
粋
ノ
上
滋
許
同
封
御
送
付
申
上
候
間
、
何
卒
宜
敷
御
詮
議
被
成
下
度
此
段
御
案
内
労
々
御
願
申
上
候
。
（中
略
）

敬
具

社
則
会
計
規
程
施
行
細
則

第

一
条
　
本
社
各
店
部
間
ノ
会
計

ハ
、
本
社
元
帳

ニ
ハ
各
店
部
勘
定
、
各
店
部
元
帳

ニ
ハ
本
社
勘
定
ヲ
設
ケ
之
ヲ
整
理
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

本
社
各
店
部
間
ノ
取
引

ハ
、
総
テ
諸
勘
定
報
告
書

二
依
リ
テ
付
替

へ
決
済
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
。

前
三
項
ノ
規
定

ハ
、
各
店
部
卜
其
ノ
所
属
支
店
又

ハ
事
業
所

ニ
シ
テ
計
算
ヲ
分
離
セ
ル
モ
ノ
及
特
別
会
計
相
互
間

二
之
ヲ
準
用
ス
。

但
シ
特
殊
ノ
事
由
ア
ル
場
合

ハ
前
項
ノ
方
法

二
依
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
得
。

一
、
付
替

二
関
ス
ル
規
程

ハ
、
本
条
ノ
ミ
ニ
有
之
候
。

一
、
社
則

ハ
連
系
会
社

二
準
用
致
居
候
。

一
、
本
条

ニ
ヨ
リ
各
店
部
連
系
会
社
間
ノ
取
引

ハ
、
本
社
中
継
ノ
付
替

ニ
ヨ
リ
決
済
致
候
。
但
シ
貨
物
代
金

ハ
直
接
送
金
ガ
原
則

二
御
座
候
。

一
、
店
部
連
系
会
社
設
立
卜
同
時

二
社
則

ハ
施
行
サ
ル
ル
モ
ノ
ニ
候
。

一
、
本
社
則

ハ
昭
和
三
年
七
月
ョ
リ
施
行
致
居
候
。

以
上



（資
料
２２
）

会
計
課
計
算
係
起
案
計
第

一
四

一
号

提
出
　
昭
和
十

一
年
十
月
十
六
日
　
　
決
裁
　
同
月
十
九
日

大
蔵
省
宛
付
替

二
関
シ
報
告
ノ
件
並

二
店
部
連
系
会
社
宛
大
蔵
省
解
釈
送
付
ノ
件

過
般
大
蔵
省

へ
出
頭
ノ
節
、
同
省
野
田
事
務
官

ヨ
リ
ノ
依
頼

ニ
ヨ
リ
左
案
２

）
ヲ
以
テ
付
替
方
法
説
明
並

二
内
容
説
明
書
提
出
、
又
左
案

公
し
ヲ
以
テ
店
部
連
系
会
社
宛
大
蔵
省
解
釈
送
付
相
成
可
然
哉
。

案
２

）

昭
和
十

一
年
十
月
　
日

会
計
課
長

大
蔵
事
務
官
　
野
田
卯

一
殿

拝
啓
　
時
下
秋
冷
ノ
候
益
々
御
清
勝
奉
賀
候
。
陳
者
去
ル
九
月
二
十
五
日
付
ヲ
以
テ
遅
延
御
諒
承
得
置
候
、
付
替

二
関
ス
ル
報
告
滋
許
同
封

御
送
付
申
上
候
間
、
貴
着
御
査
収
被
成
下
度
、
此
段
御
案
内
申
上
候
。

付
替

二
関
ス
ル
報
告

一
、
付
替
方
法

Ａ
　
例

ヘ
バ
、
住
友
合
資
会
社
上
海
販
売
店

二
於
テ
、
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
ノ
為

二
立
替
払
ヲ
ナ
シ
タ
リ
ト
ス
。

（以
下
略
シ
テ
住
友

合
資
会
社
本
社
、
同
上
海
販
売
店
、
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
ヲ
夫
々
本
社
、
上
海
、
金
属
卜
称
ス
。
）

１
上
海

二
於
ケ
ル
本
社
勘
定

二
借
記
ス
ル
ト
同
時

二
、
上
海
ヨ
リ
本
社

二

「諸
勘
定
報
告
書
」

ヲ
送
付
ス
。

（諸
勘
定
報
告
書
ト
ハ
元
帳

当
該
勘
定

一
日
間
又
ハ
数
日
間
ノ
写
ナ
リ
。
）

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
二



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
四

２
本
社

二
於
テ
ハ
右
諸
勘
定
報
告
書

二
基
キ
、
金
属
勘
定

二
借
記
シ
、
上
海
勘
定

二
貸
記
ス
。

上
海
及
ビ
金
属

二
夫
々
諸
勘
定
報
告
書
ヲ
送
付
ス
の
上
海
宛
ノ
分

ハ
答
報
卜
称
ス
。
答
報

ハ
整
理
済
ノ
報
告

二
過
ギ
ズ
。

３
金
属

二
於
テ
ハ
適
当
ナ
ル
費
ロ

ニ
整
理
シ
、
本
社
勘
定

二
貸
記
ス
。
金
属
ヨ
リ
本
社

二
諸
勘
定
報
告
書
答
報

ヲ
送
付
ス
。

Ｂ
　
金
属
ヨ
リ
上
海

二
送
金
セ
ン
ト
ス
ル
場
合

ハ
（逆
付
替
）
、

１
金
属

二
於
テ
本
社
勘
定

二
貸
記
ス
。

２
本
社

二
於
テ
上
海
勘
定

二
貸
記
、
金
属
勘
定

二
借
記
ス
。

３
上
海

ハ
本
社
勘
定

二
借
記
シ
、
同
金
額
ヲ
別
勘
定

二
貸
記
整
理
シ
、
又

ハ
個
人

二
支
払
フ
。

４
前
各
号
ヲ
連
絡
ス
ル
諸
勘
定
報
告
書
ノ
発
送

ハ
前
例
ノ
通
り
。

之
ヲ
要
ス
ル
ニ
、
本
社
卜
各
支
店
、
出
張
所
、
子
会
社
ト
ノ
関
係

ハ
、
手
形
交
換
所
卜
銀
行
ト
ノ
関
係
ノ
如
ク
、
各
支
店
、
出
張
所
、

子
会
社

ハ

「本
社
勘
定
」
ノ
ミ
ヲ
有
シ
、
甲
支
店
ヨ
リ
乙
会
社

ヘ
ノ
付
替
モ
、
丙
出
張
所

ヘ
ノ
付
替
モ
凡
テ

「本
社
勘
定
」
ヲ
通
ジ
テ

行

ハ
ル
。

本
社
内

二
各
支
店
、
出
張
所
勘
定
ア
リ
。
相
互
ノ
取
引

ハ
同
勘
定
ノ
付
込

ニ
テ
決
済
ス
。
残
高
ノ
授
受

ハ
ナ
サ
ザ
ル
モ
、
随
時
資
金

ヲ

返
戻
シ
又

ハ
補
充
ス
ル
ヲ
以
テ
、　
一
方
的

二
貸
借
ノ
偏
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。

又
各
子
会
社

二
対
シ
テ
ハ
、
雑
勘
定

二
各
社
別
内
訳
口
座
ヲ
設
ケ
、
付
替

ハ
此
ノ
ロ
座
ヲ
通
ジ
テ
ナ
ス
。
毎
月
十
日
、
二
十
五
日
現
在

残
高
ヲ
、
現
金
ヲ
以
テ
授
受
ス
。
但
シ

一
件
金
額
二
千
円
以
上
ノ
場
合

ハ
、
定
期
締
切

二
拘
ラ
ズ
即
日
又

ハ
翌
日
受
渡
シ
ス
ル
ヲ
原
則

ト
ス
。
（満
洲
住
友
鋼
管
会
社

ハ
例
外
ト
シ
テ
半
期
末

二
決
済
ス
。
）

付
替

ハ
、
住
友
合
資
会
社
社
則
会
計
規
程
施
行
細
則
第

一
条

二
拠
ル
。
同
社
則

ハ
各
子
会
社

ニ
モ
準
用
セ
ラ
ル
。

付
替
ノ
内
容

_ F



各
支
店
、
出
張
所
、
子
会
社
間
ノ
取
引

ハ
、
凡
テ
付
替

二
依
ル
ヲ
原
則
ト
ス
ル
モ
、
品
代
、
運
賃
、
手
数
料
等

ハ
、
概
ネ
現
金

ニ
テ
授
受

ス
ル
慣
例
ナ
リ
。
（海
外
支
店
、
出
張
所
、
子
会
社

二
於
テ
ハ
品
代

ハ
現
金
送
金
ス
。
）

在
外
支
店
、

出
張
所
タ
ル
上
海
販
売
店
、

大
連
駐
在
員
事
務
所
及
ビ
在
外
子
会
社
タ
ル
満
洲
住
友
鋼
管
会
社
ト
ノ
付
替
内
容
（本
年
八
、

九
両
月
分
元
帳
写
）
ハ
別
表
（註
、
略
）
ノ
通
り
。

案
含
じ

昭
和
十

一
年
十
月
　
日

会
計
課
長

東
京
支
店
長
代
理
者
、
金
属
、
電
線
、
機
械
各
経
理
課
長
、
化
学
総
務
課
長
、
日
本
電
氣
総
務
部
長
宛

拝
啓
　
去
ル
九
月
十
六
日
大
蔵
省

二
出
頭
ノ
結
果
、
外
国
為
替
管
理
法

二
関
シ
別
紙
ノ
如
キ
新
解
釈

二
付
キ
、
第
二
回
報
告
ト
シ
テ
送
付
致

度
、
此
段
御
案
内
申
上
候
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

昭
和
十

一
年
九
月
十
五
、
六
日
大
蔵
省
ヨ
リ
得
タ
ル
新
解
釈

一
、
付
替

二
就
テ

（問
題
）

付
替

二
関
シ
テ
ハ
、
本
年
八
月
分
ヨ
リ
部
内
各
社

二
於
テ
許
可
報
告
ノ
手
続
履
行
シ
居
ル
モ
、
夫
レ
以
前
ノ
行
為
ガ
管
理
法
違
反

二
非
ル

ヤ
ノ
疑
ア
リ
。
殊

二
上
海
販
売
店
卜
連
系
会
社
ト
ノ
間
ノ
品
代
補
資

二
就
キ
、
委
託
支
払
ノ
疑
濃
厚
ナ
リ
。
依
テ
前
回
公
ハ
月
十
二
ロ
ヨ

リ
）
大
蔵
省

二
出
頭
ノ
際
、
弁
明
ト
シ
テ
右

ハ
社
則

二
基
ク
行
為
ナ
ル
コ
ト
、
社
則

ハ
内
地

二
於
テ
取
決
メ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
。
従
テ
付
替

行
為
（殊

二
品
代
補
資
）
ハ
、
内
地

二
於
ケ
ル
委
託

二
基
ク
行
為
卜
解
ス
ル
ヲ
得
ザ
ル
ヤ
、
卜
抗
弁
シ
、
帰
任
後
直

二
社
則
会
計
規
程
施
行

細
則
第

一
条
ヲ
抜
粋
送
付
シ
置
ケ
リ
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
五
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友
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資
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八
九
六

当
局

二
於
テ
其
ノ
後
研
究
中
ナ
リ
シ
処
、
最
近
満
洲
鋼
管
佐
伯
常
務
出
頭
ノ
際
、
右

二
就
キ
詳
細
ナ
ル
説
明
ヲ
得
度
キ
故
、
本
社
ヨ
リ
出

向
ス
可
キ
旨
伝
言
ア
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

（結
果
）

１
依
テ
付
替
方
法
ノ
大
略
ヲ
説
明
セ
リ
。

２
説
明

二
対
シ
大
蔵
省
（野
田
事
務
官
）
ノ
回
答
。

付
替

二
就
テ
ハ
、
三
井
、
三
菱
等
他
財
閥
ト
ノ
関
係
モ
ア
リ
、
早
急

ニ
ハ
決
定
シ
難
シ
。
社
則

ハ
基
本
的
取
り
決
メ
ナ
ル
モ
、
其
ノ

一
件

一
件

二
就
テ
ハ
外
国
ヨ
リ
ノ
委
託
ア
リ
ト
思

ハ
ル
。
此
ノ
点
文
理
上
問
題
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
唯
為
替
管
理
法
上
之
ヲ
委
託
支
払
又

ハ
外
国
送

金
ト
シ
テ
取
締
ル
ヲ
適
当
ト
ス
ル
カ
、
或

ハ
又
便
宜
他
ノ
方
法
ヲ
以
テ
寛
大
ノ
取
扱

ヲ
ナ
ス
ベ
キ
カ
（帳
簿
ノ
写
ヲ
送
付
セ
シ
ム
ル
ニ
止

ム
ル
等
Ｙ
一就
キ
、
決
定

二
困
シ
ム
。
就
テ
ハ
付
替
ノ
実
情
ヲ
承
知
シ
度
キ
ニ
ツ
キ

２

）
外
国
店
部
、
連
系
会
社
勘
定
ノ
写
ヲ
送
付
ス
ル
コ
ト
。

公
じ
付
替
方
法
ヲ
文
書

ニ
テ
説
明
ス
ル
コ
ト
。

（右
十
月
　
日
付
送
付
済
）

（後
略
）

回
　
住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
株
式
会
社
の
設
立

住
友
合
資
会
社
は
、
昭
和
九
年
六
月
資
本
金

一
〇
〇
〇
万
円
（払
込
二
五
〇
万
円
）
を
も

っ
て
住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
株
式
会
社
を
新
居

浜
に
設
立
し
、
連
系
会
社
に
指
定
し
た
。
主
管
者
の
常
務
に
は
合
資
技
師
長
山
本
澳
（Ｍ
塑
只
大
大
学
院
物
理
、
電
線
取
締
役
）
が
起
用
さ
れ
た
。

同
社
設
立
の
経
緯
は
次

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
型
。



本
邦

二
於
テ
ハ
大
正
十
年
軍
需
工
業
研
究
奨
励
金
交
付
規
定
ノ
発
表
ア
リ
テ
ヨ
リ
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
ノ
製
錬
並
ア
ル
ミ
ナ
ノ
製
造

二
関

ス
ル
研
究

ハ
進
メ
ラ
レ
テ
来
タ
ガ
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
原
価
割
高
ノ
タ
メ

一
時
断
念
セ
ラ
ル

ヽ
二
至
り
、
ア
ル
ミ
ナ
モ
実
験
的
採
集
ノ
域

ヲ
脱
セ
ザ
ル
状
態
ナ
リ
キ
。
然
ル
ニ
最
近

一
般

ニ
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
ノ
需
要
高

マ
リ
、
且

ハ
軍
事
的
必
要
ノ
痛
感
セ
ラ
ル

ヽ
二
及
ビ
、
本

工
業
ノ
確
立

ハ
焦
眉
ノ
急
務
ト
シ
テ
切
望
セ
ラ
ル

ヽ
二
到
り
、
会
々
浅
田
式
硫
安
法

ハ
原
価
安
ク
且
純
度
高
キ
ア
ル
ミ
ナ
ヲ
採
取
シ
得

ベ
キ
ヲ
知
り
、
企
業
価
値
モ
大

ニ
シ
テ
住
友
ノ
事
業
ラ
イ
ン
ト
調
和
稗
補
ス
ル
ヲ
以
テ
浅
田
卜
協
商
ヲ
ナ
シ
、
浅
田
卜
提
携
ノ
本
会
社

ノ
設
立
ヲ
ミ
タ
リ
。
本
会
社
ノ
支
配
権

ハ
住
友

二
優
位
ヲ
認
メ
シ
メ
、
住
友
側

一
五
万
株
（註
、
住
友
合
資
七
万
株
、
住
友
伸
銅
鋼
管
五
万

株
、
住
友
化
学
三
万
株
）、
浅
田
側
五
万
株
（註
、
第
Ｈ
表
こ
の
代
金
を
住
友
で
融
資
し
た
）引
受
ノ
コ
ト

ヽ
セ
リ
。

浅
田
式
と
は
、
兵
庫
県
飾
磨
町
（現
姫
路
市
飾
磨
区
）
の
合
資
会
社
浅
田
明
碁
製
造
所
（朝
鮮
全
羅
南
道
玉
埋
山
の
明
磐
石
を
所
有
）
と
飾
磨
化
学

工
業
株
式
会
社
（昭
和
十
二
年
三
月
末
両
社
が
合
併
し
て
浅
田
化
学
工
業
株
式
会
社
と
改
称
）
を
主
宰
す
る
浅
田
平
蔵
が
開
発
し
た
国
産
原
料
の
明
碁

石
か
ら
ア
ル
ミ
ナ
を
製
造
す
る
技
術
を
指
し
、
住
友
と
し
て
は
原
料
の
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
を
輸
入
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
理
由
で
こ
の
技
術

に
着
目
し
、
昭
和
七
年
九
月
浅
田
と
提
携
す
る
に
至

っ
た
。
し
か
し
住
友
化
学
に
お
け
る
試
験
プ
ラ
ン
ト
で
の
生
産
は
、
実
験
室

の
通
り
に

は
い
か
ず
、
浅
田
法
を
改
良
し
て
住
友
法
と
し
て
の
技
術
を
開
発
し
、
こ
れ
を
企
業
化
し
よ
う
と
し
た
。
住
友
と
し
て
は
住
友
化
学
で
ア
ル

ミ
ユ
ウ
ム
の
一
貫
生
産
を
行
う
べ
き
で
あ

つ
た
が
、
浅
田
側
は
浅
田
法
に
固
執
し
た
た
め
、
苦
肉

の
策
と
し
て
年
産

一
五
〇
〇
ト
ン
の
ア
ル

ミ
を
生
産
す
る
住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
を
設
立
し
、
そ
の
原
料
ア
ル
ミ
ナ
を
住
友
化
学
、
飾
磨
化
学
が
そ
れ
ぞ
れ
年
間

一
五
〇
〇
ト
ン
ず

つ
同
社
に
供
給
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
ア
ル
ミ
製
錬
の
新
工
場
は
昭
和
十

一
年
二
月
に
完
成
す
る
が
、
原
料

の
ア
ル
ミ
ナ
が
住
友
化

学
、
飾
磨
化
学
か
ら
所
定
量
を
供
給
さ
れ
ず
（第
３８
表
）、　
そ
の
上
昭
和
十
二
年
六
月
内
閣
資
源
局
か
ら
ア
ル
ミ
を
年
産

一
万
ト
ン
ヘ
増
産
す

る
よ
う
要
望
さ
れ
る

一
方
で
、
海
軍
航
空
本
部
か
ら
は
明
碁
石
を
原
料
と
し
て
作
ら
れ
た
ア
ル
ミ
は
、
分
析
で
は
異
状
は
な
い
が
ジ
ュ
ラ
ル

ミ
ン
に
し
た
場
合
ヒ
ビ
が
入

っ
て
軍
用
と
し
て
不
適
格
で
あ
る
と
断
定
さ
れ
、
航
空
機
材
料
と
し
て
使
用
し
得
る
高
級
ア
ル
ミ
地
金

の
製
造

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
七



第 38表 住友アルミニウム製錬の原料アルミナ使用実績及び
アルミ地金生産実績表

(単位 :ト ン)

第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

註 :ア ル ミナ供給先 18、 19年住友化学製は住友化学新居浜製造所出庫数量。

出典 :実際報告書及住友アル ミニウム製錬決算表。住友化学工業実際報告書。置村忠雄編『軽金属史』 (金

属 [業調査会 軽金属協会 '[和 22年 )160、 161頁。
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を
目
的
と
し
て
発
足
し
た
同
社
に
と
つ
て
は
死
活
問
題
と
な

つ
た
。
そ
し
て

つ
い
に
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
を
製
造
す
る
住
友
金
属
は
、
住
友
化
学
に
対
し
自
ら

原
料

の
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
の
入
手
を
手
配
す
る
の
で
、
ア
ル
ミ
ナ
原
料
を
明
碁

石
か
ら
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
に
転
換
す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
。

十
月
五
日
海
軍
航
空
本
部
は
三
菱
重
工
業
に
対
し
、
十
二
試
艦
上
戦
闘
機

の
計
画
要
求
書
を
交
付
し
た
が
、
こ
れ
が
昭
和
十
五
年
（紀
元
二
千
六
百
年
）

制
式
採
用
の
零
式
艦
上
戦
闘
機
い
わ
ゆ
る

「
零
戦
」
で
、
世
界
に
先
駆
け
て

（
９７
）

超
々
ジ

ュ
ラ
ル
ミ
ン
（住
友
金
属
製
）
を
使
用
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
同
月
十

一
日
化
学
専
務
大
屋
敦
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
理
事
兼
金
属
専
務
古
田
俊
之
助
、

理
事
兼
鍍
業
専
務
（前
本
社
経
理
部
長
）
山
本
信
夫
、
本
社
経
理
部
長
小
畑
忠

良
（九
月
二
十
五
日
山
本
の
後
任
と
し
て
電
線
専
務
か
ら
就
任
）
の
四
者
が
会
談
し
、

明
碁
石
に
よ
る
ア
ル
ミ
ナ
設
備
拡
張
は
見
合
わ
せ
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
に
よ
る

大
規
模
ア
ル
ミ
ナ
エ
場
の
新
設
で
意
見
の
一
致
を
み
た
。
十

一
月
三
十
日
住

友
本
社
は
、　
こ
の
住
友
化
学
の
原
料
転
換
の
申
請
を
承
認
し
た
公
一月
末
住
友

合
資
会
社
は
解
散
し
、
株
式
会
社
住
友
本
社
が
設
立
さ
れ
た
。
合
資
会
社
が
保
有
し

た
ア
ル
ミ
製
錬
株
七
万
株
の
う
ち
、
四
万
九

一
〇
〇
株
が
住
友
本
社
に
譲
渡
さ
れ
、

残
る
二
万
九
〇
〇
株
が
残
余
財
産
と
し
て
住
友
家
へ
分
配
さ
れ
た
）。

昭
和
十
三
年
初
頭
と
推
定
さ
れ
る
本
社
経
理
部
商
工
課
伺
は
、
こ
の
間
の

年
アルミナ供給先 アルミ地金

住友化学製 浅田化学製 他社品 外国品 計 生産量 全国比

日召禾日10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

57

570

1,191

2,348

5,248

8,989

20,929

21,963

41,160

37,545

8

739

835

1,032

1,132

995

829

237 8,243

30

874

90

2,030

107

65

1,309

2,056

4,253

6,470

12,015

21,865

30,442

41,160

37,545

35

601

1,052

2,035

3,105

5,480

10,799

14,880

18,359

19、 156

％

３

８

０

６

７

６

５

１

８

０



事
情
を
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

化
学
工
業
ノ
ア
ル
ミ
ナ
製
造
事
業

ハ
、
永
年

二
亘
ル
試
験
研
究
ノ
結
果
、
昭
和
十

一
年
初
メ
ョ
リ
漸
ク

一
五
〇
〇
屯
工
場
ノ
操
業
開
始

ヲ
見
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
其
ノ
製
造
法

二
就
テ
ハ
原
料
ヲ
朝
鮮
産
明
磐
石
二
求
メ
、
独
自
ノ
研
究

二
成
ル
住
友
法
ヲ
採
用
セ
ル
ガ
、
操

業
開
始
以
来
種
々
ノ
技
術
的
困
難

二
逢
着
シ
テ
所
期
ノ
日
産
五
屯
能
カ

ニ
達
シ
得
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
其
ノ
製
造
原
価

二
於
テ
モ
著
シ

ク
高
値
ト
ナ
リ
、
斯
ク
ノ
如
キ
状
態

二
於
テ
ハ
ア
ル
ミ
ナ
増
産
計
豊
ノ
遂
行

ハ
全
ク
困
難
視
セ
ラ
ル

ヽ
二
至
レ
リ
。
然
ル
ニ
偶
々
昨
年

（註
、
昭
和
十
二
年
）
バ
イ
ヤ
ー
法

二
依
ル
ア
ル
ミ
ナ
製
造

二
熟
練
セ
ル
独
逸
人
技
師
テ
ィ
ー
デ
マ
ン
氏
ノ
来
阪
ヲ
見
タ
ル
ヲ
以
テ
、
当

社

ハ
同
氏

二
対
シ
バ
イ
ヤ
ー
法

二
依
ル
ア
ル
ミ
ナ
年
産

一
万
三
〇
〇
〇
屯
工
場
ノ
設
計
ヲ
委
嘱
ス
ル
傍
ラ
、
同
氏
ノ
助
言
ヲ
得
テ
在
来

ノ
明
碁
石
法

二
依
ル
ア
ル
ミ
ナ
エ
場
ヲ
バ
イ
ヤ
ー
法

二
依
ル
エ
場

二
改
造
ス
ル
ト
共

二
年
産
三
〇
〇
〇
屯

二
倍
額
拡
張
シ
、
以
テ
ア
ル

ミ
製
錬

二
於
ケ
ル
拡
張

二
備
フ
ル
コ
ト

ヽ
セ
リ
。

バ
イ
ヤ
ー
法

二
依
ル
ア
ル
ミ
ナ
製
造

ハ
、
既

二
永
年
欧
米

二
於
テ
試
験
済

ニ
シ
テ
、
明
碁
石
法

二
比
シ
技
術
上
極
メ
テ
優
秀
ナ
ル
コ
ト

明
ラ
カ
ニ
シ
テ
、
今
回
テ
ィ
ー
デ
マ
ン
氏
ノ
設
計
ヲ
基
礎
ト
シ
テ
新
ア
ル
ミ
ナ
エ
場
ヲ
建
設
ス
レ
バ
、
技
術
的

二
殆
ン
ド
懸
念
ナ
キ
コ

ト
ト
言
フ
ベ
シ
。
尚
バ
イ
ヤ
ー
法
ノ
場
合

二
於
ケ
ル
原
料
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
ハ
本
邦

二
産
出
セ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
之
ガ
手
当

二
就
テ
ハ
殊

ニ

確
実
ヲ
期
ス
ル
ヲ
要
ス
ル
モ
、
現
在
ノ
処
大
体
ビ
ン
タ
ン
島
産
ノ
モ
ノ
ヲ
古
河
電
エ
ノ
手

ヲ
通
ジ
テ
入
手
シ
得
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル
ノ
ミ
ナ

ラ
ズ
、
其
ノ
他

ニ
モ
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
入
手
ノ
見
込
ア
ル
ヲ
以
テ
、
原
料
上
ノ
懸
念
モ

一
応
解
消
セ
シ
ム
ル
ヲ
得
タ
リ
。

昭
和
十
三
年

一
月
専
務
制
の
採
用
に
よ
り
専
務
と
な

っ
た
主
管
者
山
本
澳
は
、
十

一
月
停
年
を
迎
え
退
職
し
、
化
学
専
務
大
屋
敦
が
ア
ル

ミ
製
錬
専
務
を
兼
務
し
、
取
締
役
矢
部
忠
治
（Ｍ
坐
只
大
理
工
・
採
鉱
冶
金
、
別
子
技
師
長

・
合
資
技
師
長
、
の
ち
ア
ル
ミ
製
錬
専
務
兼
朝
鮮
住
友
軽
金

属
社
長
）
が
常
務

へ
昇
格
し
た
。

ア
ル
ミ
製
錬
で
は
、
原
料
の
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
転
換
に
伴
う
化
学
の
ア
ル
ミ
ナ
エ
場
拡
張

二
呼
応
し
、
第

一
次
能
力
拡
張
工
事
（年
産
三
〇
〇

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
九



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
〇

〇
ト
ン
Ｃ
が
十
三
年
六
月
に
完
成
し
、
続
い
て
十
五
年
三
月
に
は
第
二
次
拡
張
工
事
（同
一
万

一
〇
〇
〇
ト
ン
Ｃ
が
完
成
し
た
。　
こ
の
所
要
資

金
と
し
て
十
四
年
四
月
二
五
〇
万
円
、
十
月
五
〇
〇
万
円
の
払
い
込
み
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
十
六
年
八
月
に
は
第
二
次
拡
張
工
事
（同
二

万
一
〇
〇
〇
ト
ン
Ｃ
が
完
成
す
る
が
、　
こ
の
資
金
を
賄
う
た
め
、
十
六
年
三
月
に
倍
額
増
資
が
行
わ
れ
、
資
本
金
は
二
〇
〇
〇
万
円
と
な

っ

た
（第

一
回
払
込
五
〇
〇
万
円
）。
こ
の
際
浅
田
側
は
新
株
五
万
株
を
引
き
受
け
な
か
つ
た
た
め
住
友
側
で
引
き
受
け
、
住
友
側
三
五
万
株
（住
友

本
社
九
万
八
二
〇
〇
株
、
住
友
家
四
万
一
八
〇
〇
株
、
金
属
一
〇
万
五
〇
〇
〇
株
、
化
学
七
万
株
、
電
工
一
万
株
、
銀
行

一
万
株
、
生
命

一
万
株
、
信
託
五

〇
〇
〇
株
）
、
浅
田
側
五
万
株
と
な
り
、
こ
の
比
率
は
終
戦
時
ま
で
変
化
は
な
か
っ
た
。

昭
和
十
六
年
四
月
総
理
事
小
倉
正
恒
は
第
二
次
近
衛
内
閣
の
国
務
大
臣
就
任
の
た
め
退
職
し
、
後
任
の
総
理
事

に
専
務
理
事
古
田
俊
之
助

が
就
任
し
た
。
古
田
は
小
倉
が
兼
務
し
て
い
た
連
系
会
社
の
会
長
の
ポ
ス
ト
を
引
き
継
い
だ
。
こ
の
た
め
ア
ル
ミ
製
錬
の
会
長
に
も

一
度
就

任
し
た
が
、
間
も
な
く
五
月
初
め
大
屋
敦
と
交
代
し
た
。
こ
れ
は
、
前
年

の
十
五
年
九
月
ア
ル
ミ
地
金

の
配
給
統
制
の
た
め

一
種

の
国
家
機

関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
帝
国
ア
ル
ミ
ユ
ウ
ム
統
制
株
式
会
社
（十
六
年
十

一
月
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
加
え
て
帝
国
軽
金
属
統
制
株
式
会
社
と
改
称
）
の
社

長
森
品
剰
（日
本
電
工
社
長
）
が
十
六
年
三
月
急
逝
し
た
た
め
、
大
屋
が
そ
の
後
任

の
社
長
に
就
任
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
他
方
何
等
か
の

形
で
ア
ル
ミ
製
錬
に
大
屋
の
籍
を
残
し
て
お
く
必
要
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
ル
ミ
製
錬
の
主
管
者
は
常
務
の
矢
部
忠
治
が
引
き
継
ぎ
、

矢
部
は
そ
の
後
十
八
年

一
月
専
務
に
昇
格
し
た
。

昭
和
十
七
年
九
月
大
屋
は
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
軽
金
属
統
制
会
会
長
に
就
任
す
る
た
め
住
友
を
退
職
し
、
化
学
社
長
（十
六
年
十

一
月
社

長
制
採
用
）及
び
ア
ル
ミ
製
錬
会
長
を
辞
任
し
た
。
こ
の
結
果
化
学
社
長
及
び
ア
ル
ミ
製
錬
会
長
の
後
任
に
は
、
四
囲
中
央
電
力
の
主
管
者
専

務
吉
田
貞
吉
（Ｍ
型
尿
大
理
工
。
電
）
が
就
任
し
た
。
四
國
中
央
電
力
は
、
昭
和
十
三
年
に
公
布
さ
れ
た
電
力
管
理
法
に
基
づ
き
、
昭
和
十
六
年

十
月
及
び
十
七
年
四
月
の
二
回
に
わ
た
リ
ア
ル
ミ
製
錬
会
社
の
自
家
発
電
設
備
と
も
い
う
べ
き
主
力

の
水
力
発
電
所
を
日
本
発
送
電
株
式
会

社
に
供
出
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
翁
住
友
合
資
会
社
（中
ど

の

「五
四
　
土
佐
吉
野
川
水
力
電
氣
株
式
会
社
の
連
系
会
社
指
定
」



参
昭
じ
。

昭
和
十
八
年
五
月
ア
ル
ミ
増
産
の
要
請
に
応
え
、
ア
ル
ミ
製
錬
会
社
は
朝
鮮
に
臨
時
元
山
工
場
建
設
部
を
設
置
し
た
が
、
十

一
月
こ
の
元

山
工
場
を
別
会
社
と
し
て
朝
鮮
住
友
軽
金
属
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
矢
部
は
同
社
社
長
を
兼
務
し
た
。
ア
ル
ミ
製
錬
で
は
、
十
九
年
三
月

に
第
四
次
拡
張
工
事
（年
産
一
一万
五
〇
〇
〇
ト
ン
Ｃ
が
完
成
し
た
が
、
そ
の
所
要
資
金
を
賄
う
た
め

一
八
年
十
月
に
五
〇
〇
万
円
の
第
二
回
払

い
込
み
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
設
備
投
資
資
金
は
払
い
込
み
資
本
金
だ
け
で
は
不
足
で
、
多
額
の
借
入
金
（昭
和
二
十
年
九
月
末
二
五
二
〇
万

円
）
を
必
要
と
し
た
が
、
こ
う
し
た
太
平
洋
戦
争
期
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

昭
和
十
九
年
四
月
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
の
輸
入
途
絶
に
対
処
し
満
洲
の
碁
土
頁
岩
を
利
用
す
る
た
め
、
住
友
本
社
は
満
洲
重
工
業
開
発
と
合
弁

で
満
洲
国
安
東
市

に
安
東
軽
金
属
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。
前
記
朝
鮮
住
友
軽
金
属
株
式
会
社
と
安
東
軽
金
属
株
式
会
社

に
つ
い
て
は
、

「株
式
会
社
住
友
本
社
（中
と

を
参
照
さ
れ
た
い
。

昭
和
十
九
年

に
入
る
と
戦
局
の
悪
化
と
と
も
に
、
資
材

・
労
務

・
輸
送
等

の
各
方
面
に
阻
路
が
生
じ
て
き
た
た
め
、
新
居
浜
地
区
に
お
け

る
軽
金
属
事
業
を

一
元
化
す
る
こ
と
が
最
善

の
方
法
と
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
住
友
化
学
が
住
友
ア
ル
ミ
ユ
ウ
ム
製
錬
を
吸
収
合
併
す
る
こ
と

が
望
ま
し
か
っ
た
が
、
手
続
上
時
間
を
要
す
る
た
め
、
経
営
委
託
の
方
法
を
と
る
こ
と
に
な
り
、
十
九
年
七
月
ア
ル
ミ
製
錬
の
組
織
を
母
胎

に
、
住
友
化
学
の
ア
ル
ミ
ナ
製
造
所
を
統
合
し
て
、
住
友
化
学
に
軽
金
属
製
造
所
が
新
設
さ
れ
た
。

第
二
次
大
戦
後
、
昭
和
二
十
四
年
八
月
末
住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
は
特
別
損
失

の
計
上
に
よ
つ
て
資
本
金
二
〇
〇
〇
万
円
の
九
割
を
切

り
捨
て
、
全
設
備
を
日
新
化
学
（住
友
化
学
が
昭
和
二
十

一
年
二
月
改
称
）
に
譲
渡
し
て
解
散
し
た
。

口
　
満
洲
住
友
鋼
管
株
式
会
社
の
設
立

住
友
合
資
会
社
は
、
昭
和
九
年
九
月
十
七
日
満
洲
住
友
鋼
管
株
式
会
社
を
満
洲
國
奉
天
市
鞍
山
に
設
立
し
、
連
系
会
社
に
指
定
し
た
。
同

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

一
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二

社
は
資
本
金

一
〇
〇
〇
万
円
０
一五
〇
万
円
払
込
）
で
、
住
友
伸
銅
鋼
管

一
二
万
株
、
住
友
合
資
八
万
株

の
出
資

で
あ

っ
た
。
主
管
者

の
専
務

は
伸
銅
鋼
管
専
務
古
田
俊
之
助
が
兼
務
し
た
が
、　
本
社
地
所
課
長
佐
伯
正
芳
（Ｔ
７
東
大
法
、

の
ち
満
洲
金
属
専
務

・
金
属
常
務

。
本
社
東
京
支
社

長
）
が
常
務
と
な

っ
て
鞍
山
に
常
駐
し
、
実
務
に
当
た
っ
た
。

佐
伯
は
住
友
病
院
や
林
業
所
の
経
営
を
独
立
採
算

へ
改
善
し
、　
そ
の
手
腕
を

認
め
ら
れ
た
。
同
社
の
事
業
は
、
鞍
山
所
在

の
昭
和
製
鋼
所
製
丸
鋼
を
材
料
と
し
て
、
継
目
無
鋼
管

の
製
造
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ

つ

た
。同

社
の
設
立
は
、
昭
和
六
年
九
月
十
八
日
勃
発
し
た
満
洲
事
変
の
三
周
年
に
合
わ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
住
友

の
満
洲
進
出
に
つ
い

て
、
そ
の
昭
和
六
年
二
月
に
合
資
経
理
部
商
工
課
長
か
ら
電
線
製
造
所
支
配
人
に
転
出
し
た
小
畑
忠
良
は
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
型
。

昭
和
の
は
じ
め
は
ひ
ど
い
不
景
気
で
し
た
。
私
、
住
友
電
線
に
お
り
ま
し
た
が
、
え
ら
く
仕
事
が
少
の
う
ご
ざ
い
ま
す
し
、
音

の
蓄
積

を
食
い
な
が
ら
生
き
と
っ
た
で
す
な
。
そ
の
苦
し
さ
と
い
う
も
の
は
つ
ら
い
も
ん
で
し
て
、
い
ま
に
も
崩
壊
し
よ
う
か
と
い
う
よ
う
な

気
が
し
た
で
す
ね
。
（中
略
）

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
経

っ
て
満
州
事
変
が
あ

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
事
業

の
ほ
う
は
活
気
が
で
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
消
極
財
政
と
経

費
削
減
で
、
も
う
抑
え
ら
れ
る
だ
け
抑
え
て
き
た
の
で
、
能
率
は
非
常
に
上
が

っ
て
る
ん
で
す
。
そ
こ
へ
戦
争
で
に
わ
か
に
需
要
が
広

が

っ
て
き
た
ん
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
も
う
か
り
ま
す
わ
。
能
率
は
い
い
し
、
ど
こ
へ
出
し
て
も
、
競
争
し
て
も
、
私
ど
も
は
負
け
な
い

と
い
う
自
信
を
も

っ
て
い
ま
し
た
な
。
（中
略
）

そ
れ
で
ね
、
私
は
、
住
友
が
い
ま
ま
で
の
よ
う
に
や
つ
て
お
つ
た
ん
で
は
い
け
な
い
。
日
本
の
動
き
と

一
緒
に
動
か
な
き
や
い
か
ん
、

と
い
う
気
が
し
た
も
ん
で
す
か
ら
、
満
州
事
変
が
起
こ
っ
た
次

の
正
月
（註
、
昭
和
七
年
）
に
小
倉
さ
ん
（註
、
正
恒
、
当
時
合
資
総
理
事
）
の

と
こ
ろ
へ
年
賀
に
行
き
ま
し
て
、　
Ｆ
」
れ
か
ら
の
満
州
に
つ
い
て
の
認
識
を
あ
ら
た
に
し
て
も
ら
わ
な
く
ち
や
い
か
ん
」

と
進
言
し
ま

し
た
。
金
輸
出
再
禁
止
で
銅
の
値
段
が
上
が
り
ま
し
た
も
ん
で
す
か
ら
、
そ
の
当
時
の
金
に
し
て
三
百
万
円
が
ま
つ
た
く
じ

つ
と
し
て



い
て
も
う
か
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
を
ひ
と
つ
軍
部
と
協
力
し
て
満
州
で
使
お
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
は
軍
人
が
実

業
界
、
財
閥
を
排
斥
し
て
い
た
と
き
で
す
か
ら
、
小
倉
さ
ん
は

「
そ
ん
な
と
こ
ろ

へ
行
け
る
か
」
と
い
わ
れ
た
。
私
は

「
軍
は
本
当
は

金
を
持

っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
金
を
持
た
ず
に
行
く
か
ら
い
か
ん
、
だ
か
ら
ひ
と
つ
行

こ
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん

か
」
、
と
非
常
に
勧
め
ま
し
て
ね
。
そ
し
て
川
田
順
さ
ん
（註
、
当
時
合
資
常
務
理
事
）
に
行

っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
も
お
供
し
て
数
人
で
行
き
ま
し
た
（註
、
昭
和
七
年
二
月
）。

川
田
さ
ん
、
満
州
の
事
情
知
ら
ん
も
ん
で
す
か
ら
、
財
閥
排
斥
だ
と
い
っ
て
軍
人
に
な
ぐ
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ど
と
心
配
し
て
ま

し
た
が
、
満
州
で
は
非
常
に
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
て
ね
。
他
の
財
閥
な
ん
か
こ
な
い
で
す
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
金
を
出
す
と
い
う

の
で
い
っ
そ
う
歓
迎
し
ま
し
た
。
川
田
さ
ん
は
そ
う
い
う
こ
と
に
な

っ
て
く
る
と
、
人
ざ
わ
り
の
う
ま
い
方
で
、
軍
人
を
そ
ら
さ
な
か

っ
た
で
す
ね
。

昭
和
七
年
八
月
八
日
陸
軍
中
将
小
磯
国
昭
（
の
ち
首
相
）
は
陸
軍
次
官
か
ら
関
東
軍
参
謀
長
兼
特
務
部
長
に
就
任
す
る
と
、
当
時
喧
伝
さ
れ

た

「財
閥
満
洲
に
入
る
べ
か
ら
ず
」
論
を
否
定
し
て
、
「
日
本
内
地
の
資
産
家
の
間
に
は
満
洲
に
資
本
を
下
す
こ
と
を
在
留
民
が
反
対
し
て

ゐ
る
の
で
遠
慮
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
考
が
相
当
根
強
く
伝

へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
私
は
驚
い
て
打
消
し
回

つ
た
の
で
あ
る
。
（中
略
）資
本
は
ど
し

ど
し
満
洲
に
下
し
て
も
ら
つ
て
産
業
の
開
発
に
充
て
一
日
も
早
く
満
蒙
の
完
成
を
期
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
言
明
し
た
。
八
年
十
月
小
畑
は
小

磯
と
旧
知
の
伸
銅
鋼
管
専
務
古
田
俊
之
助
に
随
行
し
て
再
び
渡
満
し
た
。

そ
れ
で
小
磯
さ
ん
な
ど
と
住
友

の
幹
部
が
仲
良
く
な
り
ま
し
て
ね
。
何
か
と
打
ち
明
け
話
が
あ
り
、
ど
う
い
う
事
業
が
ど
う
だ
、
こ
う

だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
満
州
航
空
を
や
る
と
か
（註
、
ヨ
一　
投
資
活
動
」
参
昭
じ
、
満
州
電
線
で
通
信
機
を
ど
う
す
る
か
（註
、
「五

日
　
日
本
電
氣
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継
」
参
照
）
と
い
う
問
題
の
糸
口
を
つ
け
て
き
た
も
ん
で
す
か
ら
、
そ
の
あ
と
は
住
友

の
人
も
こ
わ

が
ら
ず
に
行
く
よ
う
に
な
り
、
し
ぜ
ん
他
の
と
こ
ろ
よ
り
早
く
な

っ
た
の
で
す
。
は
じ
め
三
井
、
三
菱
の
人
た
ち
な
ん
か
、
ち
ょ
っ
と

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
三
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遠
慮
し
て
お
ら
れ
た
の
は
、
向

こ
う
の
若
い
少
佐
か
な
ん
か
が
財
閥
排
撃
な
ど
で
で
た
ら
め
い
い
よ
つ
た
か
ら
で
す
よ
、
酒
の
席
な
ど

で
。
私
は
軍
人
の
兄
貴
（註
、
小
畑
英
良
陸
軍
大
将
、
第
三
十

一
軍
司
令
官
グ
ア
ム
島
で
戦
死
）
と
弟
（註
、
小
畑
信
良
陸
軍
少
将
、
奉
天
特
務
機
関

長
シ
ベ
リ
ア
抑
珈じ
の
間
に
は
さ
ま
つ
と
つ
た
か
ら
、
い
つ
こ
う
に
こ
わ
が
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
昭
和
九
年
三
月
関
東
軍
参
謀
長
兼
特
務
部
長
は
小
磯
か
ら
陸
軍
中
将
西
尾
寿
造

へ
交
代
し
た
。
七
月
伸
銅
鋼
管
常
務
春
日
弘
は
取

締
役
第
二
製
造
部
長
（尼
崎
工
場
）木
下
亮
吉
（Ｍ
４５
東
大
工
・
機
）
を
伴

っ
て
渡
満
し
、
西
尾
に
対
し
次

の
よ
う
な
新
会
社
設
立
の
申
請
を
行

っ

た
。
満
洲
囲
に
お
け
る
会
社
設
立
の
認
可
決
定
者
は
、
法
的
に
は
満
洲
國
政
府
実
業
部
で
あ

っ
た
が
、
実
際
に
は
関
東
軍
特
務
部
が
実
権
を

（
１００
）

握

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

昭
和
九
年
七
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
市
此
花
区
島
屋
町
五
十
六
番
地

住
友
伸
銅
鋼
管
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
　
　
　
春
日
　
弘

関
東
軍
特
務
部
長

陸
軍
中
将
　
　
西
尾
　
寿
造
　
閣
下

御
　
願

今
般
弊
社

ハ
別
紙
趣
意
書

ニ
ヨ
リ
、
鞍
山
満
鉄
附
属
地
昭
和
製
鋼
所
構
内

二
於
テ
、
継
目
無
鋼
管
ノ
製
造
工
場
ヲ
設
置
致
シ
度
候
間
、

特
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
右
目
的
達
成
相
叶
ヒ
候
様
、
何
卒
特

二
御
高
配
御
助
成
相
賜
り
度
此
段
奉
願
上
候
也
。

住
友
伸
銅
鋼
管
株
式
会
社
計
画

継
目
無
鋼
管
製
造
会
社
父
バ
社
名
未
定
）

塾藤
二立
緻
笠
思
童
自



住
友

ハ
我
国

二
於
ル
高
級
継
目
無
鋼
管
製
造
ノ
創
始
者

ニ
シ
テ
、
明
治
四
十
四
年
以
来
軍
部
各
方
面
ノ
御
指
導

ニ
ヨ
リ
艦
船
用
鋼
管
並

二
飛
行
機
用
、
自
動
車
用
、
兵
器
用
諸
管
及
鉄
道
省
機
関
車
管
ヲ
一
手

二
製
造
ス
ル
ノ
御
下
命
ヲ
拝
シ
、
柳
力
国
防
ノ

一
端

二
貢
献
ス

ル
ノ
コ
ト
ラ
得
タ
ル
ハ
、
弊
社
ノ
最
モ
光
栄
ト
ス
ル
処
ナ
リ
。

然
処
満
洲
事
変
以
来
、
軍
部

二
於
テ
ハ
爆
弾
、
弾
丸
等
ノ
急
速
整
備
ヲ
痛
感
セ
ラ
ル

ヽ
二
及
ビ
、
特

二
弊
社

二
対
シ
大
量
ナ
ル
各
種
爆

弾
素
材
ノ
製
造
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
、
引
続
キ
鋼
管
利
用
ノ
弾
丸
製
造
ノ
研
究
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
当
局
ノ
絶
大
ナ
ル
御
援
助
ノ
下
二
遂

二
鋼
管
利
用

ノ
新
制
式
弾
丸
ノ
完
成
ヲ
見
、　
一
方
弊
社

二
於
ル
各
種
弾
丸
薬
大
ノ
製
造
設
備
モ
略
完
了
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
本
年
度

二
入
り
既

二
右
素

材
ノ
外
多
量
ノ
完
成
弾
丸
ノ
受
注
ヲ
辱
ウ
シ
、
日
下
鋭
意
之
ガ
製
造
ヲ
急
ギ
ツ
ヽ
ア
リ
。

是
ヨ
リ
先
鋼
管
利
用
ノ
弾
丸
製
造
ノ
可
能
ノ
燭
光
ヲ
認
ム
ル
ヤ
、
陸
軍
当
局

二
於
テ
ハ
戦
時

二
於
ル
弾
丸
及
爆
弾
素
材
ノ
供
給
能
カ
ノ

不
足
ヲ
患

へ
、
戦
時
非
常
ノ
場
合

二
対
ス
ル
予
備
ト
シ
テ
鋼
管
製
造
設
備
ヲ
設
置
保
有
ス
ル
ノ
必
要
ア
リ
ト
ノ
御
内
示
ヲ
仄
聞
シ
タ
ル

ヲ
以
テ
、
予
テ
兵
器
素
材
製
造
者
ト
シ
テ
国
防
上
重
大
ナ
ル
使
命
ヲ
有
ス
ル
弊
社

ハ
、
此
ノ
御
趣
旨

二
添

ハ
ム
ガ
為
メ
直
チ
ニ
現
在
能

カ
ノ
約
三
倍
即
チ
年
産
能
力
約
六
万
屯
ヲ
有
ス
ル
世
界
最
新
鋭
ノ
鋼
管
製
造
ノ
設
備
ノ
建
設

二
着
手
シ
、
日
下
鋭
意
之
ガ
完
成

二
向

ツ

テ
努
力
中

ニ
シ
テ
、
遅
ク
ト
モ
本
年
末
迄

ニ
ハ
此
ノ
精
鋭
製
管
機
ノ
運
転
ヲ
開
始
ヲ
得
ル
ノ
見
込
ナ
リ
。

而
シ
テ
弊
社

ハ
、
多
年
鋼
管
製
造
ノ
国
産
原
料
ト
シ
テ
最
モ
適
当
ナ
ル
鞍
山
銑
鉄
ノ
供
給
ヲ
仰
キ
来
レ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、
偶
々
昭
和
製

鋼
所

二
於
テ
明
年
度
ヨ
リ
鋼
材
ノ
大
量
生
産
ヲ
開
始
セ
ラ
ル

ヽ
趣

二
付
、
其
ノ
丸
鋼
ノ

一
部
ヲ
鋼
管
材
料
ト
シ
テ
供
給
ヲ
仰
ギ
、
同
社

構
内

二
於
テ
鋼
管
工
場
ヲ
新
設
シ
テ
連
続
作
業
ヲ
行
ヒ
、
戦
時
非
常
ノ
場
合

二
於
テ
ハ
全
能
カ
ヲ
挙
ゲ
テ
軍
需
品
ノ
製
造

二
従
事
シ
、

平
時

ニ
ア
リ
テ
ハ
其
ノ
軍
需
品
製
造
ノ
余
カ
ヲ
以
テ
、
別
記
機
関
車
並

二
陸
舶
用
缶
管
其
他
輸
出
用
高
級
鋼
管
等
ノ
諸
鋼
管
ノ
製
造
ヲ

行
フ
コ
ト
ハ
、
帝
国
国
防
ノ
現
状

二
鑑
ミ
最
モ
機
宜
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ト
深
ク
信
シ
テ
疑

ハ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

以
上
ノ
趣
旨
ヲ
以
テ
弊
社

ハ
別
紙
要
綱
（註
、
略
Ｙ
一
ヨ
リ
継
目
無
鋼
管
工
場
ヲ
設
立
セ
ン
ト
ス
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
五
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（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
六

庶
幾
ク
バ
関
係
各
方
面
ノ
御
援
助
ヲ
賜
り
急
速
実
現
セ
ン
コ
ト
ヲ
熱
望
シ
テ
止

マ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

八
月
三
日
伸
銅
鋼
管
が
商
工
大
臣
町
田
忠
治
に
対
し
、
同
じ
趣
旨
の
申
請
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
こ
の
間
に
関
東
軍
特
務

部
の
了
承
を
取
り
付
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同
社
設
立
後
直
ち
に
十
二
月
鞍
山
工
場
の
建
設
に
着
工
、
伸
銅
鋼
管
尼
崎
工
場
の
ス
テ
イ
ー
フ
ェ
ル
製
管
機
を
改
造
の
上
鞍
山
工
場
に
送

り
、
十
年
十
月
完
成
、
十

一
月
営
業
を
開
始
し
た
。
し
か
し
当
初
は
従
来
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
冷
寒
時
の
製
管
作
業

の
た
め
不
良
品
が
続

出
し
、
堆
積
し
て
し
ま
つ
た
。
こ
れ
を
製
品
と
し
て
三
井
物
産
経
由
内
地

へ
輸
出
し
、
住
友
金
属
尼
崎
で
材
料
管
と
し
て
処
分
し
た
。
第
３９

表
に
お
け
る
昭
和
十
三
年
の
売
却
品
が
こ
れ
で
あ
（型

。

同
社
の
営
業
に
つ
い
て
十
年
十

一
月
十
四
日
同
社
大
阪
出
張
所
長
河
村
竜
夫
（Ｔ
９
東
大
経
、
の
ち
満
金
常
務

・
専
務
）
は
次

の
よ
う
に
述

べ

て
い
る
。

満
洲
住
友
鋼
管
販
売
機
構

二
就
テ

一
、
瓦
斯
管

全
部
三
井
物
産
ヲ
経
由
ス
。
三
井
物
産

ハ
専
属
問
屋
ト
シ
テ
鳥
羽
洋
行
、
原
田
洋
行
、
町
野
商
店
ヲ
指
定
シ
テ
販
売
セ
シ
ム
。
同
時

に販売 した車両用品である。

含まれる。

(単位 :千円)

16年 19年 1‐ 9月

11,774

5,411

119

121

150

1,320

705

153

102

15,154

10,718

21,806 27,741

19,759

9,290

4,259

3,192

1,774

10,469

3.371

27,599

11,081

6,453

2,234

1,023

16,518

66

439

23130 28,104

987
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第 39表 満洲住友鋼管(満洲住友金属工業)の大口販売先

註 11召 和 13年 以降満鉄 と満洲炭磯は三井物産に含まれる.,

鋼管はその他の鋼管、瓦斯容器、爆弾弾体を含む。

加熱管は機関車用鋼管、ポイラーチューブ、 ■1用鋼管、兵器用鋼管である.

売却品の13年 は三井物産へ売却](最終的には住友金属)さ れた鋼管不良品である。

売却品の19年 は満洲軽金属へ売却されたアルミ層である。

住友金属委託品は、満洲it友金属の生産が受注に追いつかないため、住友金属に生産を委託 し三井物産

売却品 住友金属委託品の販売高は、いずれも大口販売先の三井物産及び満洲軽金属に対する販売高に

出典 :H～ 16年 実際報告書.満洲住友金属決算説明資料(12年「 、13年 卜、19年 上)。

九
〇
七

社 名 昭和 11年 12年 13年 14年 15年

三井物産

満  鉄

満洲炭破

鉄路総局

昭和製鋼所

住友金属

奉天造兵所

東洋バブコック

三昌洋行

町野商店

汽車製造

イリス商会

鳥羽洋行
日満商事

満洲採金

満洲車両

進和商会

本渓湖煤鉄公司
三菱重工業

日本銅管販売

満洲大倉商事・大倉産業

岡谷商事

満沙H電線

満洲軽金属

関東軍

満洲鉄鋼販売

昭徳鉱業

118

102

100

91

67

61

1,292

934

341

425
1,083

321

262

123

425
111

70

4,194

706
1,682

700
379
160

332 142

197

615
3,891

139

10,706

181

214

5,745

432
244

202

193

160

計 A 1,574 5,387 8.862 9,178 19,531

製品販売高

鋼管

加熱管

瓦斯管

電線管

車両用品・機械類

売却品

住友金属委託品

1,843

1,843

1,057

779
7

５０

５０

２３

０３

４‐

一

一
　

一

8,390

8,390

3,282

2,449

965

695

10,084

10,084

5,443

2,869

1,358

16,847

10,255

5,013

3,800

1,405

6,592

3,619

全販売 高  B 1843 5.650 10,084

A//B(%) 975 910
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九
〇
八

二
物
産
自
ラ
モ
販
売

二
従
事
ス
。

（註
）
右
組
織

ハ
、
日
本
鋼
管
ガ
三
菱
商
事

ヲ
経
由
シ
、
商
事

ハ
大
信
洋
行
、
関
原
洋
行

ヲ
専
属
問
屋
ト
ナ
セ
ル
販
売
機
構

二
対
抗
セ

ン
ガ
タ
メ
ナ
リ
。

二
、
ボ
イ
ラ
ー
チ
ュ
ー
ブ
童
稀
円

（イ
）
満
鉄
年
度
契
約
品

三
井
物
産
独
占
的

二
販
売

二
従
事
ス
。

（
口
）
其
他

一
般
市
場
向
ノ
モ
ノ

満
洲
住
友
鋼
管
、
三
井
物
産
、
町
野
商
店
三
社

ニ
テ
販
売
。

（註
）
当
社
ノ
販
売
機
構

ハ
大
要
右
記
ノ
如
シ
ト
雖
モ
、
当
社
ノ
製
造
数
量
増
大
シ
、
同
時

二
三
井
物
産

ヲ
通
ジ
テ
製
品
販
路
ノ
拡
大
ヲ

見
ル
ト
共

二
、
内
地
同
様
日
本
鋼
管
卜
販
売
契
約
締
結
ノ
予
定
ナ
リ
。

こ
の
よ
う
に
同
社
製
品
に
つ
い
て
は
、
同
社
直
扱
を
除
け
ば
三
井
物
産
が
ほ
と
ん
ど
独
占
的
に
取
り
扱

っ
て
い
た
。
し
か
し
昭
和
十

一
年

十

一
月
設
立
さ
れ
た
満
鉄
の
関
係
会
社
日
満
商
事
株
式
会
社
が
、
取
り
扱
い
商
品
を
満
鉄

の
関
係
会
社
の
製
品
か
ら
他
社
製
品

へ
拡
大
し
、

さ
ら
に
昭
和
十
三
年
四
月
に
は
鉄
鋼
類
統
制
法

の
制
定
に
よ
つ
て
満
洲
國
に
お
け
る
鉄
鋼
の
配
給
を

一
手

に
握
る
よ
う
に
な

っ
た
。
満
洲
鋼

管
の
製
造
す
る
鋼
管
に
つ
い
て
も
全
量
日
満
商
事

の
取
り
扱
い
を
要
求
さ
れ
、
瓦
斯
管
、
電
線
管
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
四
年
か
ら
日
満
商

事
が
取
り
扱
う
よ
う
に
な

っ
た
が
（第
３９
表
）
、
機
関
車
用
（満
鉄
向
け
）、
ボ
イ
ラ
ー
用
（満
洲
電
業
の
火
力
発
電
所
向
け
）
、
及
び
兵
器
用
（奉
天
造

兵
所
向
け
爆
弾
素
材
≧
寸
の
特
種
鋼
管

に
つ
い
て
は
注
文
生
産
品
で
あ
る
の
で
、
昭
和
十
八
年
末
ま
で
従
来
通
り
住
友

の
直
扱

い
（満
鉄
向
け
は

（
肥
）

三
井
物
産
経
由
）
が
続
い
た
。

第
３９
表
に
お
い
て
三
井
物
産
の
取
り
扱

い
が
昭
和
十
四
年
に
減
少
し
た
の
は
瓦
斯
管

の
商
権
を
日
満
商
事

に
奪

わ
れ
た
影
響
と
み
ら
れ
、
昭
和
十
五
年
に
急
増
し
て
い
る
の
は
、
元
々
三
井
物
産
は
住
金
製
鋼
所
製
品
を
取
り
扱

っ
て
い
た
の
が
、
満
金

の



生
産
開
始
と
と
も
に
満
金
製
鋼
所
製
品
に
切
り
替
え
ら
れ
た
結
果
そ
の
販
売
高
六
三
五
万
円
の
大
半
と
、
満
金
製
鋼
所

の
生
産
が
追
い
つ
か

な
く
て
満
金
が
住
金
に
生
産
を
委
託
し
た
三
六
二
万
円
を
併
せ
て
取
り
扱
う
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

同
社
は
設
立
後
昭
和
十
年
十
月
か
ら
十
三
年
六
月
ま
で
毎
年
払
い
込
み
を
徴
収
し
、
資
本
金

一
〇
〇
〇
万
円
全
額
が
払

い
込
ま
れ
た
が
、

設
立
当
初
資
本
金
を
本
社
預
ケ
金
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
資
金
の
満
洲
送
金
を
巡

っ
て
上
海
販
売
店
で
述
べ
た
如
く
外
国
為
替
管
理
法

上
の
問
題
が
生
じ
た
（資
料
２３
）。

す
な
わ
ち
①
昭
和
十
年
二
月
十
二
日
満
洲
鋼
管
か
ら
二
万
円
送
金
の
依
頼
が
あ
り
、

合
資
会
社
会
計
課
は

十
三
日
東
京
支
店
を
通
じ
大
蔵
省
に
照
会
し
、
合
資
会
社
直
接
で
は
な
く
満
洲
鋼
管
大
阪
出
張
所
を
経
由
す
れ
ば
事
業
資
金
で
あ
る
か
ら
許

可
は
不
要
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
方
法
に
よ
り
満
洲

へ
送
金
し
た
。
し
か
し
会
計
課
長
中
田
直
三
郎
は
念
の
た
め
②
二
月
十
四
日
東
京
支
店

土
井
正
治
に
対
し
再
度
文
書
に
よ
り
大
蔵
省
の
確
認
を
求
め
た
。
③
二
月
十
九
日
土
井
か
ら
大
蔵
省

の
見
解
の
回
答
が
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ

き
④
会
計
課
は
三
月
十
二
日
満
洲
鋼
管
あ
て
の
送
金
方
法
を
決
定
し
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
十

一
年
七
月
に
至
り
、
①
こ
う
し
た
送
金
方
法
が

大
蔵
省
に
よ
つ
て
合
法
的
脱
法
行
為
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
②
十

一
年
八
月
満
洲
住
友
鋼
管

の
事

務
章
程
を
改
正
し
、
大
阪
出
張
所
に
会
計
事
務
取
扱
の
権
限
を
与
え
る
こ
と
と
し
た
（資
料
２４
）ｏ

昭
和
十
二
年
二
月
末
住
友
合
資
会
社
が
解
散
し
、
満
洲
住
友
鋼
管
株
式
八
万
株
の
う
ち
五
万
五
九
〇
〇
株
が
新
た
に
設
立
さ
れ
た
住
友
本

社

へ
譲
渡
さ
れ
、
残
る
二
万
四

一
〇
〇
株
は
残
余
財
産
と
し
て
住
友
家

へ
分
配
さ
れ
た
。
同
社
は
当
初
日
本
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、

昭
和
十
二
年
十
二
月

一
日
満
洲
國
治
外
法
権
撤
廃
に
伴
い
、
満
洲
囲
法
人
と
し
て
同
国
会
社
法

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な

っ
た
。

同
年
十

一
月
同
社
は
奉
天
市
鉄
西
区
に
製
鋼
所
の
建
設
を
着
工
、
こ
れ
を
う
け
て
十
三
年

一
月
社
名
を
満
洲
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
と

改
め
（資
料
２５
）
、
さ
ら
に
九
月
製
鋼
所
敷
地
内
に
機
械
製
作
所
の
建
設
に
着
手
し
た
た
め
、
十

一
月
本
店
を
奉
天
市

へ
移
転
し
た
。

こ
れ
ら
の
設
備
投
資
は
資
本
金

の
払
い
込
み
に
よ
つ
て
賄
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
各
工
場
の
増
設
が
続
い
た
た
め
、
住
友
銀
行

の
他
満
洲

興
業
銀
行
や
機
械
製
作
所
分
に
つ
い
て
は
親
会
社
に
相
当
す
る
住
友
機
械
製
作
か
ら
の
借
入
金

に
依
存
し
た
。
満
洲
興
銀
を
利
用
す
る
利
点

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
九



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

一
〇

と
し
て
、
金
利
は
高
い
が
昭
和
十
二
年
九
月
公
布
施
行
さ
れ
た
臨
時
資
金
調
整
法
の
適
用
を
免
れ
る
た
め
、
当
時
の
国
際
情
勢
を
反
映
し
て

輸
入
機
械
代
金
を
契
約
と
同
時
に
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
に
早
急
に
対
応
で
き
る
点
が
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
借
入
金

の
残
高
は

昭
和
二
十
年
十

一
月
三
十
日
付
の
同
社
の
業
態
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
住
友
銀
行

一
四
五
五
万
円
、
住
友
機
械
六
〇
六
万
円
、
満
洲
興
銀
二
三

八
八
万
円
合
計
四
四
四
九
万
円
に
達
し
て
い
た
。
同
社
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
は
、
「株
式
会
社
住
友
本
社
」

の
各
章
で
改
め
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

同
社
は
昭
和
十
五
年
七
月
こ
れ
ら
の
借
入
金
返
済
の
た
め
資
本
金
を
三
〇
〇
〇
万
円

へ
増
資
し
た
（第

一
回
払
込

一
〇
〇
〇
万
円
、
十
六
年
三

月
第
二
回
払
込

一
〇
〇
〇
万
円
）。
こ
の
増
資

に
際
し
住
友
金
属
、
住
友
本
社
、
住
友
家
か
ら
増
資
引
受
分
六
万
株
を
住
友
機
械
製
作

へ
譲
渡

し
た
の
で
、
株
主
構
成
は
住
友
金
属
三
二
万
四
〇
〇
〇
株
、
住
友
本
社

一
五
万
九
三
〇
株
、
住
友
家
六
万
五
〇
七
〇
株
そ
し
て
住
友
機
械
六

万
株
と
な
り
、
そ
の
後
十
七
年

一
月
住
友
家
か
ら

一
万
株
が
住
友
生
命

へ
譲
渡
さ
れ
、
終
戦
を
迎
え
た
。

満
洲
金
属
の
主
管
者
は
昭
和
十
六
年
四
月
古
田
俊
之
助
が
小
倉
正
恒
に
代
わ

っ
て
総
理
事

に
就
任
し
た
後
も
、
関
東
軍
と
の
関
係
か
古
田

が
取
締
役
会
長
兼
専
務
取
締
役
と
し
て
留
ま
っ
て
い
た
が
、
十
七
年
二
月
専
務
を
佐
伯
に
譲

っ
た
。
同
時
に
金
属
営
業
所
副
所
長
の
河
村
が

佐
伯
の
下
で
常
務
と
な
り
、
十
八
年
八
月
河
村
が
佐
伯
に
代
わ
っ
て
専
務
に
昇
格
し
た
。
し
か
し
昭
和
二
十
年
五
月
社
長
制
を
採
用
す
る
こ

と
と
な
り
、
河
村
は
金
属
取
締
役
に
戻
り
、
金
属
常
務
川
本
良
吉
（Ｔ
３
東
大
工
・
機
）
が
社
長
に
就
任
し
た
。

（資
料
２３
）

①
会
計
課
計
算
係
起
案
計
第
二
〇
号

提
出
　
昭
和
十
年
二
月
十
三
日
　
　
決
裁

年
　
月
　
日

同
案 日



会
計
課
長

満
洲
鋼
管
常
務
取
締
役
宛

資
金
送
付
ノ
件

拝
啓
　
愈
御
清
祥
奉
賀
候
。
陳
者
昨
日
電
信
ヲ
以
テ
金
二
万
円
也
送
金
方
御
申
越
ノ
趣
委
細
了
承
仕
候
。
然
ル
処
右

ハ
何
分
資
金
ノ
海
外
移

動
ヲ
伴
フ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
外
国
為
替
管
理
法
上
許
可
事
項

二
属
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
ト
ノ
懸
念
有
之
、
為
念
関
係
当
局

二
照
会
ス
ル

方
適
当
卜
存
ゼ
ラ
レ
候

二
付
、
取
敢
ズ
暫
時
御
猶
予
願
度
旨
打
電
致
置
候
次
第

二
候
ガ
、
当
社
東
京
支
店
経
由
大
蔵
省

二
照
会
仕
候
処

ニ
ヨ

レ
バ
、
右

ハ
事
業
資
金
ナ
ル
ヲ
以
テ
許
可
ヲ
要
セ
ズ
ト
ノ
回
答

二
接
シ
申
候
。
就
而

ハ
御
申
越
通
り
金
二
万
円
也
先
刻
電
送
申
上
候
間
、
既

二
御
入
金
ノ
御
事
卜
存
候
ガ
、
右

ハ
貴
社
特
別
当
座
預
金
ノ
引
出
ナ
レ
バ
、
貴
殿
ノ
印
鑑
ヲ
必
要
卜
致
候
処
、
銀
行
ノ
特
別
ノ
計
ラ
ヒ
ヲ
以

テ
便
宜
小
生
印
鑑

ニ
テ
引
出
ノ
上
御
送
金
申
上
候
次
第

二
御
座
候

ヘ
バ
、
次
回
御
上
阪
ノ
節

ハ
特
別
当
座
預
金
受
取
証

二
貴
殿
印
鑑
御
押
捺

相
願
度
。
尚
今
後
資
金
御
入
用
ノ
節

ハ
、
相
当
ノ
時
日
ヲ
見
込
ミ
御
申
越
被
下
候
方
便
宜
カ
ト
被
存
候

二
付
、
右
御
含
置
被
下
度
候
。
御
案

内
芳
得
貴
意
候
也
。
（後
略
）

②
昭
和
十
年
二
月
十
四
日

合
資
会
社
総
務
部会

計
課
長
　
中
田
　
直
三
郎

東
京
支
店

土
井
　
正
治
殿満

洲
鋼
管
会
社
資
金
送
付

二
関
シ
大
蔵
省

へ
照
会
方
依
頼
ノ
件

拝
啓
　
喩
〔御
清
祥
奉
賀
候
。
陳
者
昨
日
掲
記
ノ
件

二
関
シ
、
大
蔵
省

へ
御
照
会
方
御
依
頼
申
上
候
処
、
内
地

二
在
ル
満
洲
鋼
管
会
社
出
張
所

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
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第
四
章
　
住
友
合
資
会
社
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一
二

ガ
同
社
ノ
内
地
銀
行

二
預
ケ
入
レ
セ
ル
預
金

ヲ
引
出
シ
、
其
ノ
事
業
地
タ
ル
満
洲
鞍
山
所
在
本
社

へ
送
金
ス
ル
場
合

ハ
、
大
蔵
省
令
第
四
条

第
十
項
ノ
事
業
資
金

二
該
当
ス
ル
ヲ
以
テ
許
可
ヲ
要
セ
ザ
ル
旨
、
御
繁
忙
中

ニ
モ
不
拘
早
速
御
回
答
被
成
下
、
以
御
蔭
差
当
り
急
需
ノ
金
二

万
円
也
ノ
送
金

ハ
、
昨
日
中

二
手
配
完
了
仕
ル
コ
ト
ヲ
得
、
難
有
御
礼
申
上
候
。
然
ル
処
大
蔵
省
令
第
四
条
第
十
項

二
関
シ
テ
ハ
尚
二
三
ノ

場
合

二
付
疑
義
有
之
、
今
後
今
回
ノ
如
キ
或

ハ
之

二
類
ス
ル
事
態
相
当
期
間
継
続
サ
ル
ベ
キ
見
込

二
有
之
候

二
就
而

ハ
、
万

一
ヲ
慮
り
為
念

右
疑
点
ヲ
明
瞭

二
為
シ
置
度
、
度
々
ノ
事

ニ
テ
甚
ダ
乍
恐
縮
左
記
事
項

二
就
キ
再
度
大
蔵
省

へ
御
照
会
方
御
取
計
ラ
ヒ
願
上
度
、
此
段
御
依

頼
申
上
候
也
。

記

一
、
満
洲
鋼
管
会
社
ガ
内
地

二
住
所
フ
有
セ
ザ
ル
場
合

二
其
ノ
資
金

ヲ
満
洲

へ
取
寄
セ
ル
場
合
（例
之
満
洲
鋼
管
会
社
ガ
其
ノ
払
込
金

ヲ
内

地
ノ
銀
行

二
預
金
シ
オ
キ
、
必
要
ノ
都
度
内
地
ノ
銀
行
ヨ
リ
之
力
引
出
ヲ
ナ
ス
場
合
）
ノ
許
可
、
報
告
ノ
要
否
及
手
続
当
事
者
。

二
、
右
ノ
場
合

二
於
テ
満
洲
鋼
管
会
社
ノ
使
用
人
ガ
偶
内
地
滞
在
中
右
預
金

ヲ
引
出
シ
、
満
洲

へ
送
金
ス
ル
ト
キ
ノ
許
可
、
報
告
ノ
要
否
及

手
続
当
事
者
。

三
、

内
地

二
於
ケ
ル
会
社
ガ
満
洲
所
在
他
会
社
ノ
資
金
ヲ
預
リ
オ
キ
、

其
必
要

二
応
ジ
当
該
他
会
社
ノ
事
業
資
金

ヲ
送
付
ス
ル
場
合
（例
之

住
友
合
資
会
社
ガ
満
洲
鋼
管
ヨ
リ
預
り
居
ル
資
金
ヲ
請
求

ニ
ヨ
リ
同
社
宛
送
金
ス
ル
場
合
）
ノ
許
可
、
報
告
ノ
要
否
及
手
続
当
事
者
。

以
上

③
第

一
三
四
号

昭
和
十
年
二
月
十
九
日

合
資
会
社
東
京
支
店

支
店
長
代
理
者
　
土
井
　
正
治



合
資
会
社
総
務
部会

計
課
長
　
中
田
　
直
三
郎
殿

満
洲
鋼
管
会
社
資
金
送
附

二
関
ス
ル
件

拝
復
　
一
一月
十
四
日
附
御
書
面
ヲ
以
テ
掲
題

二
関
シ
御
依
頼
ノ
件
、
大
蔵
省

へ
照
会
致
候
処
、
第

一
項
以
下
夫
々
左
記
ノ
通
リ
ニ
有
之
候
間
、

左
様
御
承
知
被
下
度
、
此
段
電
話
確
メ
寿
得
貴
意
候
也
。

記

一
、
満
洲
鋼
管
会
社
ノ
資
金
ヲ
預
ル
銀
行
自
身
ガ
直
接
送
金
ス
ル
場
合

ハ
、
其
ノ
資
金
ガ
実
際

二
満
洲
鋼
管
会
社
ノ
事
業
資
金

二
充
当
セ
ラ

ル
ヽ
コ
ト
明
カ
ナ
リ
ト
雖
モ
、
ソ
ノ
行
為
自
体

ハ
其
銀
行
ト
シ
テ
ハ
単

二
預
金
ノ
払
戻

二
過
キ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
大
蔵
省
令
第
七
号
第
四
条

第
十
項

二
該
当
セ
ス
、
故

二
許
可
ヲ
要
シ
且
ツ
報
告
ヲ
要
ス
。
尚

コ
ノ
場
合
許
可
又

ハ
報
告
ノ
手
続
当
事
者

ハ
銀
行
ナ
リ
。

二
、
資
金
ヲ
預
ル
銀
行
又

ハ
会
社
ガ
満
洲
鋼
管
会
社
使
用
人
（預
金
ヲ
引
出
シ
又

ハ
小
切
手

ヲ
切
ル
権
限
ナ
キ
モ
ノ
Υ
一預
金

ヲ
払
戻
ス
場
合
、

其
銀
行
又

ハ
会
社

ハ
委
託
支
払
ノ
許
可
（大
蔵
省
令
第
七
号
第
三
条
第
五
項
）
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ラ
要
ス
ル
モ
、
払
戻
ヲ
受
ケ
タ
ル
使
用
人

ニ

於
テ
ハ
、
其
ノ
送
金

二
付
許
可
ヲ
要
セ
ズ
、
報
告
ヲ
ナ
ス
ヲ
以
テ
足
ル
。
２

ヶ
月
ヲ
通
シ

一
千
円
程
度
ナ
ラ
バ
報
告
不
要
）

コ
ノ
場
合
手
続
当
事
者

ハ
、
委
託
支
払
ノ
許
可
及
報
告

ハ
銀
行
又

ハ
会
社

ニ
テ
、
送
金
ノ
報
告

ハ
送
金
人
ナ
リ
。

但
シ
満
洲
鋼
管
会
社
ノ
代
表
権
ヲ
有
ス
ル
重
役
自
身
及
預
金
ヲ
引
出
シ
又

ハ
小
切
手

ヲ
切
ル
権
限
ア
ル
モ
ノ
ガ
、
適
法

二
預
金
ヲ
引
出
シ

送
金
ス
ル
場
合

ハ
、
其
銀
行
又

ハ
会
社

二
於
テ
委
託
支
払
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ル
ヲ
要
セ
ズ
、
又
送
金
人

二
於
テ
モ
ソ
ノ
送
金

二
付
許
可
ヲ
受

ク
ル
ヲ
要
セ
ズ
、
報
告
ノ
ミ
ニ
テ
足
ル
。

コ
ノ
場
合
手
続
当
事
者

ハ
送
金
人
ナ
リ
。

三
、　
一
ノ
場
合

二
同
シ
。
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友
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九

一
四

以
上

④
会
計
課
計
算
係
起
案
計
第
三
三
号

提
出
　
昭
和
十
年
三
月
七
日
　
　
決
裁
　
同
月
十
二
日

満
洲
鋼
管
資
金
送
付
方

二
関
ス
ル
件

目
下
当
社

二
預
り
居
候
満
洲
鋼
管
株
式
第

一
回
払
込
金
二
五
〇
万
円
也

ハ
、
今
後
同
社
建
設
工
事
ノ
進
捗

二
伴
ヒ
随
時
分
割
払
戻
ヲ
ナ
ス
コ

ト

ヽ
相
成
候
。
然
ル
ニ
右
資
金
ヲ
当
社
ヨ
リ
直
接
満
洲
宛
送
金
ス
ル
ト
キ
ハ
、
当
社

二
於
テ
外
国
為
替
管
理
法
関
係
送
金
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ル

コ
ト
ヲ
要
シ
候
処
、
之

二
代

へ
当
社

ハ
一
旦
満
洲
鋼
管
大
阪
出
張
所

へ
払
戻
ヲ
ナ
シ
、
同
出
張
所
ヨ
リ
同
社
ノ
事
業
資
金
ト
シ
テ
満
洲
本
社

へ
送
金
セ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
、
前
者

ニ
ヨ
ル
場
合
ノ
許
可
ヲ
要
セ
ス
、
事
後
送
金
ノ
報
告
ノ
ミ
ニ
テ
足
ル
コ
ト

ヽ
相
成
居
候
。
就
而

ハ
今
後
本

件
預
金
ノ
払
戻

ハ
凡
テ
右
後
者

二
依
ル
コ
ト

ヽ
致
度
候
処
、
満
洲
鋼
管
大
阪
出
張
所

ハ
販
売
員
ノ
ミ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
今
後
資
金
送
付

二
際
シ

同
出
張
所

二
於
テ
ナ
ス
ヘ
キ
送
金
及
之
力
報
告
手
続

ハ
、
凡
テ
当
課

二
於
テ
代
行
方
別
紙
（註
、
略
）
ノ
通
り
依
頼
越
候
。
右

ハ
事
情
不
得
止

モ
ノ
ト
被
認
、
芳
満
洲
鋼
管
専
務
（註
、
古
田
俊
之
助
）
ハ
常

二
在
阪
セ
ラ
ル

ヽ
点

二
鑑
ミ
、
外
国
為
替
管
理
法
上
ヨ
リ
モ
何
等
問
題
ノ
起
ル

ヘ
キ
余
地
モ
無
之
様
被
存
候

二
付
、
右
御
承
認
ノ
上
左
案
ヲ
以
テ
御
回
答
相
成
可
然
哉
。

案

年
　
月
　
日

満
洲
鋼
管
経
理
課
長
宛

資
金
送
付
方

二
関
ス
ル
件

拝
復
　
去
ル
六
日
付
満
住
経
第
二
二
号
ヲ
以
テ
御
申
越
ノ
趣
委
細
了
承
仕
候
。

会
計
課
長

就
而

ハ
御
申
越
通
リ
ロ
下
当
社

二
御
預
り
致
居
候
資
金

ヲ
、



満
洲
向
送
付
ス
ル
場
合
ノ
送
金
手
続
及
之
力
外
国
為
替
管
理
法
関
係
報
告

ハ
、
凡
テ
貴
社
名
義

ヲ
以
テ
当
課

二
於
テ
代
行
可
申
上
候
間
、
左

様
御
承
知
相
成
度
候
。
尚
同
封
御
送
付
越
ノ
右
送
金
報
告
用
紙
二
十
通
確
カ
ニ
落
掌
仕
候
間
、
併
而
御
承
知
被
下
度
此
段
得
貴
意
候
也
。

（後
略
）

（資
料
２４
）

①
満
住
経
第
三
二
五
号

昭
和
十

一
年
七
月
十
四
日

満
洲
住
友
鋼
管
株
式
会
社

専
務
取
締
役
　
古
田
　
俊
之
助

合
資
会
社

理
事
　
国
府
　
精

一
殿

事
務
章
程

一
部
改
正
ノ
件

拝
啓
　
外
国
為
替
管
理
法
並

二
之

二
基
ク
大
蔵
省
令

ハ
、
其
ノ
規
定
ス
ル
所
頗
ル
抽
象
的

ニ
シ
テ
之
ガ
解
釈
困
難
ナ
ル
点
多
ク
、
然
モ
違
反

ノ
場
合

ハ
直

二
始
末
書
問
題
ヲ
惹
起
ス
ル
虞
ア
リ
、
之
ガ
対
策

ハ
特

二
慎
重
ナ
ル
考
慮
ヲ
払

フ
ノ
要
ア
リ
。
従
来
内
地
ヨ
リ
ノ
当
社
資
金
送

金

ハ
、
事
業
資
金
ト
シ
テ
専
務
取
締
役
名
ヲ
以
テ
送
金
致
シ
、
事
後

二
大
蔵
大
臣
宛
報
告
致
シ
居
り
候
処
、
当
局

二
於
テ
ハ
之
ヲ
以
テ
合
法

的
脱
法
行
為
卜
看
倣
セ
ル
コ
ト
、
金
属
工
業

二
委
託
購
入
ノ
物
品

ハ
大
阪
出
張
所
名
ヲ
以
テ
無
為
替
輸
出
致
居
候
処
、
代
金
ノ
支
払
遅
延
ス

ル
為
常

二
管
理
法

二
低
触
セ
ル
コ
ト
、
金
属
工
業
ヨ
リ
当
社

二
対
ス
ル
支
払

ハ
委
託
購
入
品
代
卜
相
殺
セ
ル
ハ
、
両
当
事
会
社
ガ
本
支
店
ノ

関
係

二
非
ザ
ル
為
管
理
法

二
抵
触
セ
ル
コ
ト
等
判
明
致
候

二
付
テ
ハ
、
右
送
金
及
支
払
方
法
等

二
付
至
急
別
途
ノ
方
法
ヲ
講
ズ
ル
必
要
ヲ
認

メ
ラ
レ
候
。
就
テ
ハ
大
蔵
省
為
替
管
理
部
ノ
意
向

ヲ
容
レ
、
左
記
ノ
通
り
事
務
章
程
ヲ

一
部
改
正
ノ
上
大
阪
出
張
所
ヲ
シ
テ
会
計
事
務
取
扱

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

一
五



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

一
六

ノ
権
限
ア
ル
旨
ヲ
明
示
シ
、
之
ヲ
当
局

二
呈
示
セ
バ
、
今
後
内
地
ヨ
リ
当
社

ヘ
ノ
送
金

ハ
同
出
張
所
ヨ
リ
送
金
ノ
事
ト
シ
、
物
品
購
入

ハ
大

阪
出
張
所
ヲ
シ
テ
之

二
当
ラ
シ
メ
、　
一
定
ノ
限
度
ノ
資
金

ヲ
保
有
セ
シ
メ
テ
之
ガ
代
金
支
払

ヲ
行

ハ
シ
ム
レ
バ
、
当
社
送
貨
物

ハ
総
テ
無
為

替
輸
出
ヲ
行
ヒ
得
テ
迅
速

二
事

ヲ
処
弁
ス
ル
ノ
便
ア
リ
、
又
内
地

二
於
ケ
ル
物
品
代
金
其
他
ノ
取
立
モ
出
張
所
ヲ
シ
テ
之

二
当
ラ
シ
ム
レ
バ
、

内
地
当
社
間
ノ
決
済

ハ
一
々
送
金
ノ
手
続
ヲ
行

ハ
ズ
其
本
支
店
間
ノ
勘
定
ト
シ
テ
交
互
計
算
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
、
斯
ク
テ
簡
単
合
法
的

二
内
地

当
社
間
ノ
為
替
関
係
事
務
ヲ
統

一
致
度
、
尚
出
張
所

ハ
当
分
大
阪
以
外

二
設
置
ノ
見
込
無
之
候

二
付
此
際
大
阪
出
張
所
卜
確
定
致
度
候
間
、

何
卒
御
承
認
相
成
度
此
段
及
御
打
合
候
也
。
（後
略
）

②
庶
務
課
文
書
係
起
案
例
第
六
三
号

提
出
　
昭
和
十

一
年
七
月
十
六
日
　
　
決
裁
　
同
月
二
十

一
日

満
洲
住
友
鋼
管
事
務
章
程

一
部
改
正
承
認
ノ
件

承
認
案

年
　
月
　
日

総
務
部
長

満
洲
住
友
鋼
管
専
務
宛

事
務
章
程

一
部
改
正
ノ
件

七
月
十
四
日
附
満
住
経
三
二
五
号
ヲ
以
テ
御
打
合
有
之
候
掲
題
ノ
件

ハ
承
認
ノ
コ
ト
ニ
決
定
相
成
候
間
、
御
了
承
相
成
度
此
段
依
命
及
御
通

知
候
也
。

通
達
案

甲
第
二
三
号
達



満
洲
住
友
鋼
管
株
式
会
社
事
務
章
程
中
左
ノ
通
改
正
セ
ラ
レ
タ
リ
。

右
通
達
ス
。

昭
和
十

一
年
八
月

一
日

本
口　
資
　
本
本
　
社

一
、
第
十
二
条
中

「出
張
所
長
」
ノ
項
ヲ
左
ノ
如
ク
改
ム
。

出
張
所
長

一
、
部
長
其
ノ
他
上
司
ノ
指
揮
ヲ
承
ケ
、
出
張
所
全
般
ノ
事
務
ヲ
掌
理
シ
、
其
ノ
責

二
任
ス
。

一
、
第
十
三
条
ヲ
左
ノ
如
ク
改
ム
。

第
十
三
条
　
当
会
社

二
左
ノ
部
及
出
張
所
ヲ
置
ク
。

業
務
部

製
造
部

調
査
部

大
阪
出
張
所

一
、
第
二
十
条
ノ
次

二
左

一
条
ヲ
追
加
シ
、
第
二
十

一
条
及
第
二
十
二
条
ヲ
各

一
条
宛
繰
下
ク
。

第
二
十

一
条
　
大
阪
出
張
所

ハ
其
ノ
地

二
於
ケ
ル
庶
務
、
会
計
、
営
業
其
他
諸
般
ノ
事
務
ヲ
掌
ル
。

備
考

２

）
本
件

ハ
外
国
為
替
管
理
法
並

二
之

二
基
ク
大
蔵
省
令
ノ
解
釈
上
、
次
ノ
如
キ
疑
義

ヲ
円
満
解
決
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

一
、
満
洲
鋼
管

ヘ
ノ
資
金

ヲ
専
務
取
締
役
名
ヲ
モ
ツ
テ
送
金
シ
、
事
後
大
蔵
大
臣

二
報
告
セ
ル
ハ
、
合
法
的
脱
法
行
為
卜
見
ラ
ル

ヽ
コ

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

一
七



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

一
八

卜
（同
令
第
四
条
第
十
号
）
。

二
、
金
属
工
業

二
委
託
購
入
ノ
物
品

ハ
、
大
阪
出
張
所
名
ヲ
以
テ
無
為
替
輸
出
致
居
ル
モ
、
常

二
代
金
支
払
遅
延
ノ
為
、
管
理
法

二
抵

触
セ
ル
コ
ト
（同
法
第

一
条
第
四
号
、
同
令
第
十
三
条
第
二
号
）
。

三
、
金
属
工
業
ヨ
リ
同
社

ヘ
ノ
支
払
ヲ
委
託
購
入
品
代
卜
相
殺
セ
ル
ハ
、
両
会
社
力
本
支
店
ノ
関
係

二
非
サ
ル
為
管
理
法

二
抵
触
セ
ル

コ
ト
（同
令
第
三
条
第
五
号
）
。

公
し
右

二
関
シ
、
大
阪
出
張
所
ヲ
シ
テ
会
計
事
務
取
扱
ノ
権
限
ア
ル
旨
ヲ
社
則

二
明
示
シ
、
之
ヲ
当
局

二
示
ス
ト
キ
ハ
上
掲
三
箇
条
ノ
疑
義

ヲ
解
決
シ
ウ
。

一
、
内
地
ヨ
リ
ノ
送
金

ハ
出
張
所
ヨ
リ
ノ
送
金
ト
ス
（同
令
第
四
条
第
十
号
）
。

二
、
物
品
購
入
及
代
金
ノ
支
払
ヲ
大
阪
出
張
所
ヲ
シ
テ
当
ラ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
、
代
金
ノ
支
払
遅
延
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
為
、
無
為
替
輸
出
ヲ

ナ
シ
ウ
（同
令
第
十
三
条
第
二
号
）
。

三
、
同
社
送
貨
物

ハ
大
阪
出
張
所
ヲ
通
ス
レ
ハ
無
為
替
輸
出
ヲ
ナ
シ
ウ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
同
出
張
所
ヲ
シ
テ
取
立
テ
シ
メ
タ
ル
代
金

ハ

交
互
計
算

ニ
ヨ
ツ
テ
相
互
二
決
済
シ
ウ
。

全
こ
右

ハ
大
蔵
省
為
替
管
理
部
ノ
意
向

ヲ
参
酌
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
内
地
同
社
間
ノ
為
替
関
係
事
務
ヲ
簡
単
合
法
的

二
統

一
ス
ル
モ
ノ
ト

言
得

ヘ
ク
、
必
要
ノ
改
正
ナ
リ
ト
認
メ
ラ
ル

ヽ
ヲ
以
テ
御
承
認
相
成
可
然
乎
。

（資
料
２５
）

①
満
住
庶
第
四
二
四
号

昭
和
十
二
年
十
二
月
八
日

満
洲
住
友
鋼
管
株
式
会
社



専
務
取
締
役
　
古
田
　
俊
之
助

住
友
本
社

総
理
事
　
小
倉
　
正
恒
殿

定
款
中
社
名
変
更

二
関
ス
ル
件

当
社
業
務
拡
張
ノ
タ
メ
過
設
定
款
中
目
的
変
更
致
候
処
、
之

二
伴
ヒ
当
社
社
名
ヲ
昭
和
十
三
年

一
月

一
日
ヲ
以
テ
、
左
記
ノ
通
り
変
更
致
度

候
間
、
右
御
承
認
賜
度
此
段
及
御
打
合
候
也
。

記

定
款
第

一
条
ヲ
左
記
ノ
通
り
変
更
ス
。

当
会
社

ハ
満
洲
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
卜
称
シ
、
英
文

ニ
テ
ハ

∽
ｃ
８
【ざ
ヨ
ｏ
〓
①
ご
〓
Ｆ
Ｑ
ｃ
∽一【【８

ｏ
〔
〓
”
い
ｏ

，
ｏ
Ｆ

ｒ
】８
】一の
０
卜
記
ス
。

以
上

（備
考
）

一
、
く
”
●
０

，
ｏ
ｃ
ズ
ｃ
Ｏ
卜
社
名

二
入
レ
ル
コ
ト
ハ
、
満
洲
國
ヲ
承
認
セ
ザ
ル
国
ノ
取
引
先
ト
ノ
取
引

二
際
シ
都
合
悪
キ
タ
メ
、
〓
”
５
０
す
ｏ
ｃ

卜
入
レ
ル
コ
ト

ヽ
致
度
候
。

二
、
尚
社
名

二
満
洲
ノ
字
ア
ル
株
式
会
社
ノ
内
、
英
文

ニ
テ
く
”
５
ｏ
す
ｏ
ｃ
ヲ
使
用
セ
ル
主
ナ
ル
モ
ノ
左
ノ
通
リ
ニ
有
之
、
御
参
考
迄

二
申
添

候
。

Ｏ
ｏ
●
一『”
〓　
ω
”
●
Ｆ
Ｏ
い
て
い”
う
ｏ

，
Ｏ
Ｃ

Ｈ●
０
」
∽一【一”
【　
ω
”
コ
Ｆ
　
Ｏ
〔
曰くい”
●
０
●
〇
」

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

一
九



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）
　

　

・

ぞ
い”
い
ｏ

，
Ｏ
Ｃ

Ｏ
〓

０
９

『
”
０
”
●
‐マ
【”
●
ｏ
〓
〇
“
　
蜀
”
】●
一
〇
〇
・

マ
綸”
●
ｏ
す
Ｏ
Ｃ
　
∽
Ｃ
∞
”
ヽ
マ
鵬
∞
　
０
０

ワヽ
”
●
ｏ
す
Ｏ
Ｃ
　
一”
Ｃ
〓ｏ
Ｈい
Ｏ
Ｃ
∽
一【
””
【　
０
０
・

②
庶
務
課
文
書
係
起
案
例
第

一
三
四
号

提
出
　
昭
和
十
二
年
十
二
月
十
七
日
　
　
発
送
　
同
月
二
十
八
日

（満
鋼
）

定
款
中
改
正
承
認

ノ
件

承
認
案

年
　
月
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
部
長

満
鋼
専
務
宛

（航
空
）

定
款
中
改
正
ノ
件

十
二
月
八
日
付
満
住
庶
第
四
二
四
号
及
第
四
二
五
号
ヲ
以
テ
御
打
合
有
之
候
掲
題
ノ
件

ハ
、
承
認
ノ
コ
ト
ニ
決
定
相
成
候
間
、
御
了
承
相
成

度
此
段
依
命
及
御
通
知
也
。

（備
考
）

一
、
改
正
点

（
１
）
社
名

ヲ
明
年

一
月

一
日
ヨ
リ

「満
洲
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
」
卜
改
称
シ
、
英
文
名

ハ
∽
ｃ
ヨ
【ざ
Ｂ
ｏ
ζ
ｏ
一２

Ｆ
Ｏ
雰
一【い８

ｏ
〔

く
”
●
ｏ

，
ｏ
ｃ
）ｒ
ヨ
い一Φ
Ｑ
卜
定
メ
ン
ト
ス
。
（定
款
第

一
条
）

九
二
〇



（理
由
）
当
社

ハ
桑

二
外
輪
始
メ
車
輪
用

一
般
鋼
製
品
ノ
製
造
ヲ
開
始
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、
本
年
五
月
定
款
中
目
的
（第
三
条
）
ヲ
変
更
シ

タ
ル
ガ
、
之

二
伴
ヒ
今
般
社
名
ヲ
改
正
セ
ン
ト
ス
。
（後
略
）

因
　
住
友
機
械
製
作
株
式
会
社
の
設
立

住
友
合
資
会
社
は
、
昭
和
九
年
十

一
月
住
友
別
子
鍍
山
株
式
会
社
新
居
浜
製
作
所
の
分
離
独
立
を
承
認
し
、
住
友
機
械
製
作
株
式
会
社
を

設
立
、　
連
系
会
社
に
指
定
し
た
。

同
社
は
本
店
を
工
場
所
在
の
新
居
浜
に
置
き
、
資
本
金
は
五
〇
〇
万
円
（払
込
二
五
〇
万
円
）
、
株
主
は
別

子
鍍
山
（五
万
株
）
、　
合
資
金
一万
六
〇
〇
〇
株
）
、　
製
鋼
所
全
一万
四
〇
〇
〇
株
）
２
三
社
で
あ

っ
た
（第
４０
表
）。　
こ
の
う
ち
合
資
会
社
の
持
株
は
、

昭
和
十
二
年
二
月
同
社
が
解
散
す
る
際
、
住
友
本
社

へ
一
万
七
〇
〇
〇
株
が
譲
渡
さ
れ
、
残
り
九
〇
〇
〇
株
が
残
余
財
産
と
し
て
住
友
家

ヘ

分
配
さ
れ
た
。
住
友
機
械
の
主
管
者
の
常
務
に
は
、
七
月
に
龍
野
昌
之
に
代
わ

っ
て
別
子
鍍
山
の
主
管
者
専
務
に
な

つ
た
ば
か
り
の
三
村
起

一
（Ｔ
３
東
大
法
、
の
ち
鍍
業
専
務

・
社
長
兼
本
社
理
事
）
が
兼
務
し
、
三
村
は
十
三
年

一
月
機
械
も
専
務
制
を
採
用
し
た
の
で
、
専
務
と
な

っ
た
。

同
社
の
沿
革
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
昭
和
二
十

一
年
六
月
住
友
本
社
経
理
課
が
作
成
し
た

「住
友
機
械
工
業
株
式
会
社
概
要
調
査
」
に
よ

る
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

当
社

ハ
明
治
二
十
二
年
二
月
住
友
別
子
鉱
山
機
械
課
ナ
ル
名
称
ノ
下
二
、
鉱
山
附
属
機
械
製
作
修
理
工
場
ト
シ
テ
発
足
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ

ル
ガ
、
爾
来
鉱
山
ノ
発
展

二
伴
ヒ
エ
場
規
模
ヲ
拡
張
シ
、
設
備
ヲ
充
実
ス
ル
傍
目
々
課
員
ヲ
海
外

二
派
遣
シ
テ
只
管
技
術
ノ
研
鑽
卜
製

品
ノ
改
良
ヲ
図
リ
タ
ル
結
果
、
漸
次
外
部
ヨ
リ
ノ
註
文
ヲ
モ
引
受
ク
ル
ニ
至
リ
タ
ル
タ
メ
、
之

二
対
応
昭
和
三
年
新
居
浜
製
作
所
卜
改

称
シ
、
鋭
意
業
務
ノ
拡
張

二
努
メ
タ
ル
処
、
満
洲
事
変
勃
発
ヲ
契
機
ト
ス
ル
重
工
業
殷
賑
ノ
波

二
乗
り
、
更

二
一
層
ノ
躍
進
ヲ
ロ
途
ト

シ
テ
昭
和
九
年
十

一
月
住
友
別
子
鎖
山
株
式
会
社
ノ
傘
下
ヲ
離
レ
、
滋

二
独
立
シ
テ
住
友
機
械
製
作
株
式
会
社
ヲ
設
立
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。

住
友
で
は
既
に

「住
友
総
本
店
（中
と

の

「
四
　
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
と
住
友
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
大
正
三
年
電
線
製
造
所

の
新
工
場
建

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
一
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設
に
関
連
し
て
、
ド
イ
ツ
の
ジ
ー
メ
ン
ス
社
と
ケ
ー
ブ
ル
製
造
を
目
的
と
す
る
合
弁
会
社
を
設
立
す
る
交
渉
を
進
め
て
い
た
が
、
ジ
ー
メ
ン

ス
側
で
は
ケ
ー
ブ
ル
合
弁
に
と
ど
ま
ら
ず
、

住
友
が
海
軍
に
対
す
る
伸
銅
品
や
鋼
管

の
独
占
的
納
入
業
者
で
あ
る
点
を
高
く
評
価
し
、

「住

友

の
如
き
資
金
状
況
の
点
で
恵
ま
れ
た
日
本
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
」
と
組
ん
で
、
本
格
的
な
電
機
製
造
工
場
を
合
弁
で
建
設
す
る
構
想
さ
え
み

ら
れ
た
。
従

っ
て
交
渉
が
大
詰
め
を
迎
え
た
大
正
三
年
に
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
が
起
き
て

こ
の
交
渉
が
御
破
算
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
第

一
次
大
戦
後

の
大
正
八
年

に
開
始
さ
れ
た

古
河
と
ジ
ー
メ
ン
ス
の
交
渉
が
大
正
十
二
年
の
富
士
電
機
製
造
株
式
会
社

の
設
立
に
至

っ
た
過
程
は
、
そ
の
ま
ま
住
友
と
ジ
ー
メ
ン
ス
の
交
渉
に
よ
る
別
子
鉱
業
所
機
械
課
を

母
胎
と
し
た
電
機
製
造
合
弁
会
社

の
設
立
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
た
筈
で
あ

っ
た
。

昭
和
三
年
に
新
居
浜
製
作
所
と
組
織
が
改
め
ら
れ
る
と
、
昭
和
四
年
に
は
ス
イ
ス
の

ブ
ラ
ウ
ン

・
ボ
ベ
リ
ー
社
と
鋳
物
用
電
気
炉
に
関
し
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
締
結
し
、
さ

ら
に
五
年
に
は
同
社
と
電
気
炉
附
属
品
、
整
流
器
、
整
流
子
電
動
機

の
、
ま
た
ド
イ
ツ

の
デ
マ
ー
グ
社
と
ク
レ
ー
ン
類
の
日
本
に
お
け
る
製
造
、
販
売
、
使
用
権
を
獲
得
し
た
。

し
か
し
昭
和
恐
慌
に
よ
る
昭
和
五
年
末
の
新
規
起
業
中
止
の
方
針
に
よ
り
、
昭
和
六
年

デ
マ
ー
グ
社
と
の
契
約
は
な
ん
と
か
維
持
さ
れ
た
が
、
ブ
ラ
ウ
ン

・
ボ
ベ
リ
ー
社
と
の

契
約
は
破
棄
さ
れ
た
た
め
新
居
浜
を
日
立
の
よ
う
な

一
大
電
機
製
作
工
場
に
し
よ
う
と

い
う
構
想
は
潰
え
て
し
ま
っ
た
。

新
居
浜
製
作
所
が
分
離
独
立
す
る
直
前
の
昭
和
九
年

一
―
十
月
の
売
上
高
は
三
二
六

万
円
で
、
別
子
鍍
山
会
社
全
体
の
売
上
高

一
五
二
四
万
円
の
約

一
五
％
を
占
め
る
に
至

株主構成の推移

15年 9月 増資 19年 8月 増資 20年 8月 15日

旧 株 新 株 旧 株 新 株 1日 株 新 株

63,000

37,500

13,500

40,000

10,000

6,000

5,000

5,000

20,000

70,000

42,100

14,800

44,400

11,100

6,600

5,500

5,500

0

133,000

79,600

28,300

84,400

21,100

12,600

10,500

10,500

20,000

140,000

88,600

29,600

84,400

22,200

13,200

11,000

11,000

0

113,500

79,600

28,300

84,400

2,100

12,600

49,000

10,500

20,000

140,000

88,600

29,600

84,400

22,200

13,200

11,000

11,000

0

400,000



第 40表 住友機械製作(住友機械工業)の

株 主 名
年９

月

″
ロ

12年 3月
13年 2月 増資

14年 12月
1日 株 新 株

住友別子銭山・鑢業

住友合資・本社

住友家

住友製鋼所・金属工業

住友化学工業

住友銀行

住友信託

住友生命保険

安川電機製作所

50,000

26,000

24.000

50,000

17,000

9,000

24,000

50,000

17,000

9,000

24,000

25,000

8,500

4,500

16,000

10,000

6,000

5,000

5,000

20,000

63,000

37,500

13,500

40,000

10,000

6,000

5,000

5,000

20,000

計 100,000 100,000 100,000 100,000

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

っ
て
い
た
。
ま
た
昭
和
九
年
七
月
現
在
の
別
子
鍍
山
会
社

の
職
員
数
は
四
九
二
人
で
あ

つ
た
が
（第
２
表
）
、　
そ
の
う
ち
新
居
浜
製
作
所
の
人
員
は
六
二
人
で
、　
そ
の
他
共
通
部

門
の
人
事
、
労
務
、
経
理
等
か
ら
設
立
後
新
会
社

へ
数
名
移
籍
し
て
い
る
の
で
、
人
数

的
に
み
て
も
同
様
に
鍍
山
会
社
の
一
五
％
近
く
に
達
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
先

の
調

査
報
告
は
設
立
後
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

而
シ
テ
独
立
卜
同
時

二
現
在
ノ
敷
地

二
於
テ
エ
場
ノ
改
築
移
転
工
事

二
着
手
、
十

二
年

二
略
々
完
成
ス
ル
ト
共

二
、
同
年
海
軍
ノ
要
望

二
依
ル
大
型
イ
ン
ゴ
ツ
ト
ケ

ー
ス
等
特
殊
鋳
造
品
製
作
ノ
タ
メ
、
第
二
鋳
造
工
場
ヲ
設
立
セ
シ
メ
、
次
イ
デ
十

四
年

ニ
ハ
精
機
工
場
ヲ
建
設
シ
テ
独
乙
サ
イ
ク
ロ
社
ヨ
リ
特
許
権
ヲ
買
収
セ
ル
高

性
能
減
速
機
サ
イ
ク
ロ

・
ギ
ヤ
ー
ノ
製
作
ヲ
開
始
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。
更

二
国
際
状

勢
ノ
緊
迫
化

二
伴
ヒ
昭
和
十
六
年
海
軍
ノ
示
達

二
基
キ
、
射
出
機
（註
、
カ
タ
パ
ル

ト
の
こ
と
、
他
に
着
艦
制
動
装
置
も
あ
り
発
着
兵
器
と
称
し
た
）製
作
用
ト
シ
テ
第
二
機

械
工
場
ノ
建
設
ヲ
企
図
、
翌
年
之
ガ
完
成
ヲ
見
タ
ル
ガ
、
同
年
又
モ
之
ガ
拡
張

ヲ

命
ゼ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
磯
浦
埋
立
地

二
鍛
造
工
場
、
第
三
鋳
造
工
場
其
他
附
帯

設
備

ヲ
建
設
シ
（註
、
第
二
次
特
殊
金
物
工
場
起
業
）
、
十
九
年
末

ニ
ハ
略
完
成
操
業

ノ
域

二
達
シ
タ
リ
。

之
ヨ
リ
先
当
社

ハ
、
業
態
ノ
発
展

二
応
ジ
、
昭
和
十
五
年
九
月
社
名

ヲ
住
友
機
械

工
業
株
式
会
社
卜
改
メ
タ
。

九
二
二
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昭
和
十
八
年
七
月
商
工
課
関
係
事
業
説
明
資
料
に
よ
つ
て
補
足
す
れ
ば
、
こ
の
他
に
航
空
機
メ
ー
カ
ー
向
け
に
大
型
プ
レ
ス
類
の
注
文
も

激
増
し
て
お
り
、
同
社
の
受
注
残
は
生
産
高
の
二
年
分
に
達
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
受
注
に
対
す
る
設
備
投
資
は
、
住
友
銀
行
か
ら
の
借

入
金
で
賄
い
、
増
資
払
い
込
み
に
よ
つ
て
返
済
す
る
と
い
う
方
式
が
と
ら
れ
た
。
資
本
金
は
昭
和
十
三
年
二
月

一
〇
〇
〇
万
円
、
十
五
年
九

月
二
〇
〇
〇
万
円
、
十
九
年
八
月
四
〇
〇
〇
万
円
（払
込
三
五
〇
〇
万
円
）
と
倍
増
し
て
い
っ
た
が
、
返
済
が
追
い
つ
か
な
く
な
り
、
住
友
銀
行

か
ら
の
借
り
入
れ
残
高
は
、
十
六
年
末
七
六
二
万
円
、
十
七
年
末

一
三
七
七
万
円
、
十
八
年
末

一
〇
三
六
万
円
、
二
十
年
三
月
末
二

一
六
九

万
円

へ
膨
張
し
た
。
こ
の
他
に
海
軍
の
命
令
に
よ
る
発
着
兵
器
関
係
の
第
二
次
金
物
工
場
起
業
予
算
三
二
〇
〇
万
円
に
つ
い
て
は
、
戦
時
金

融
公
庫
か
ら
借
り
入
れ
た
の
で
、
そ
の
残
が
十
八
年
末
で
六
〇
〇
万
円
、
二
十
年
三
月
末
で

一
二
〇
〇
万
円
に
達
し
て
い
た
。

昭
和
十
三
年
二
月
の
増
資

の
際
、
化
学
、
銀
行
、
信
託
、
生
命

の
四
社
が
新
た
に
株
主
に
加
わ

っ
た
が
、
連
系
会
社
以
外
で
安
川
電
機
製

作
所
が
二
万
株
を
取
得
し
、
さ
ら
に
同
年
五
月
安
川
電
機
が
資
本
金
を
五
〇
〇
万
円
か
ら
七
五
〇
万
円
に
増
資
し
た
際
、
住
友
機
械
が

一
二

五
万
円
公
一万
五
０
０
０
株
）
を
出
資
す
る
と
い
う
株
式

の
持
ち
合
い
が
生
じ
た
。
こ
れ
は
住
友
機
械
が
八
幡
製
鉄
所
に
対
す
る
製
鉄
機
械

の

売
り
込
み
に
関
し
、
同
じ
く
地
元
の
八
幡
製
鉄
所
の
電
機
品
の
売
り
込
み
を
図

っ
て
い
た
安
川
電
機
と
提
携
し
た
も
の
で
あ
型
。
昭
和
九
年

一
月
大
合
同
に
よ
り
日
本
製
鉄
が
誕
生
し
て
、
購
買
窓
回
は
八
幡
か
ら
東
京
本
社

へ
移

っ
て
い
た
。
因
み
に
住
友
機
械

の
主
要
販
売
先
に
お

い
て
日
本
製
鉄
は
昭
和
十

一
年

一
三
四
万
円
、
十
二
年

一
一
七
万
円
と
い
ず
れ
も
筆
頭
の
地
位
に
あ

つ
た
。
な
お
十
五
年
九
月
の
住
友
機
械

の
増
資

の
際
、
安
川
電
機
は
新
株

の
割
り
当
て
を
辞
退
し
た
が
、
住
友
機
械
は
昭
和
十
九
年
四
月
の
安
川
電
機

の
倍
額
増
資

の
際
こ
れ
に
応

じ
、
終
戦
時
に
は
五
万
株
全
一五
〇
万
円
払
込
）保
有
し
て
い
た
。

同
社
設
立
以
来
主
管
者

の
地
位

に
あ

つ
た
三
村
起

一
は
昭
和
十
八
年
十
月
会
長
に
退
き
、
後
任

の
専
務
に
大
日
本
鍍
業
専
務
小
関
良
平

（Ｔ
６
東
大
法
、
「五
〇
１
　
大
日
本
鍍
業
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継
」
参
昭
じ
が
起
用
さ
れ
た
。
小
関
は
か
っ
て
昭
和
七
年
七
月
か
ら
九
年
二
月
ま

で
別
子
支
配
人
兼
新
居
浜
製
作
所
長
を
務
め
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
昭
和
十
九
年

一
月
社
長
制
の
採
用
に
よ
り
、
小
関
が
社
長

へ
昇
格
し
終
戦



に
至

っ
た
。
こ
れ
は
昭
和
十
八
年
十
月
公
布
、
十
二
月
施
行
さ
れ
た
軍
需
会
社
法
に
よ
り
住
友
機
械
が
軍
需
会
社
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
と
関

連
す
る
が
、
軍
需
会
社
に
つ
い
て
は
改
め
て

「株
式
会
社
住
友
本
社
（中
ど

の
章
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

０
　
住
友
伸
銅
鋼
管
と
住
友
製
鋼
所
の
合
併
に
よ
る
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社

の
発
足

住
友
合
資
会
社
は
、
昭
和
十
年
九
月
住
友
伸
銅
鋼
管
（資
本
金
二
五
〇
〇
万
円
）
と
住
友
製
鋼
所
（資
本
金

一
五
〇
〇
万
円
）
を
合
併
し
て
、
住
友

金
属
工
業
株
式
会
社
を
発
足
さ
せ
た
。
手
続
的
に
は
伸
銅
鋼
管
が

一
五
〇
〇
万
円
増
資
し
、
製
鋼
所
株
主
に

一
対

一
で
割
り
当
て
た
。
さ
ら

に
合
併
直
後
に
一
〇
〇
〇
万
円
増
資
し
、
新
資
本
金
は
五
〇
〇
〇
万
円
（払
込
四
五
〇
〇
万
円
）
と
な

っ
た
。
株
主
は
住
友
合
資
（九
七
万
一
二
五

〇
株
）
と
住
友
家
全
一万
八
七
五
〇
株
）
で
あ

っ
た
。
主
管
者
の
専
務
に
は
伸
銅
鋼
管

の
主
管
者
専
務
で
あ

っ
た
古
田
俊
之
助
（Ｍ
４３
東
大
工

・
採
鉱

冶
金
）
が
就
任
し
た
が
、　
製
鋼
所
の
主
管
者
専
務
で
あ

っ
た
荒
木
宏
（Ｍ
３８
東
大
工
・
機
、
山
陽
鉄
道

・
鉄
道
庁

。
鉄
道
院

・
鉄
道
省
、
Ｔ
Ｈ
住
友
入

社
）
も
古
田
の
下
で
専
務
と
な

っ
た
。

荒
木
は
古
田
よ
り
年
長
で
あ

っ
た
が
、
住
友
部
内

の
席
次
で
、
古
田
は
既
に
昭
和
九
年

一
月
高
等
職

員
に
な

っ
て
お
り
、
逆
に
荒
木
は
新
会
社
発
足
直
前
の
八
月
に
満
五
五
歳
の
停
年
を
迎
え
て
三
年
間
の
停
年
延
長
と
な

っ
て
い
た
。

合
併
に
際
し
、
そ
も
そ
も
こ
の
両
社
は
歴
史
的
に
み
て
発
展
の
経
緯
が
全
く
異
な

っ
て
お
り
３
住
友
総
本
店
（中
と

の

「七
　
住
友
鋳
鋼
場
の

株
式
会
社
へ
の
移
行
」
及
び

「住
友
合
資
会
社
（中
と

の

「五
日
　
住
友
伸
銅
所
の
住
友
伸
銅
鋼
管
株
式
会
社
へ
の
移
行
」
参
照
）
、　
こ
の
時
点
で
合
併
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
に
乏
し
か
っ
た
。
金
属
工
業
発
足
に
際
し
制
定
さ
れ
た
事
務
章
程
承
認
の
起
案
（昭
和
十
年
九
月
十
三
日
提
出
、
十

四
日
決
裁
例
第
九
四
号

「金
属
工
業
事
務
章
程
制
定
ノ
件
し
に
お
い
て
も
、
次

の
よ
う
な
抽
象
的
な
理
由
に
留
ま
っ
て
い
た
。

金
属
工
業
会
社
事
務
章
程

ハ
、
各
種
機
関
ノ
機
能
ノ
区
別

二
従
ヒ
田

一
面

二
於
テ
ハ
中
央
統

一
主
義
ヲ
強
化
ス
ル
ト
共

二
、
０
他
面

ニ

於
テ
ハ
分
権
的
制
度
ヲ
併
セ
採
用
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

即
チ
本
案

二
於
テ
ハ
、

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
五



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
六

（
１
）
一
方
今
回
ノ
伸
銅
、
製
鋼
両
社
合
併
ノ

一
大
限
ロ
タ
ル
経
営
ノ
合
理
化
並
技
術
ノ
改
良
進
歩

二
資
ス
ル
ロ
的
ヲ
以
テ
、
中
央
部

ニ

人
事
、
労
務
、
庶
務
、
購
買
、
販
売
、
経
理
、
技
術
研
究
等

ノ
諸
機
関
ヲ
統

一
集
中
シ
、
以
テ
中
央
統

一
主
義
的
色
彩
ヲ
著
シ
ク
帯
ブ
ル
ト
共

二
、

（
２
）
他
方
各
工
場
現
場
ノ
操
業

二
付
テ
ハ
、
何
レ
モ
従
来
ノ
伝
統
並
訓
練
ヲ
尊
重
シ
、
各
其
ノ
長
所
ヲ
発
揮
セ
シ
ム
ル
ロ
的
ヲ
以
テ
、

大
体
現
在
ノ
組
織
維
持
ノ
方
針
ノ
下
二
各
工
場

ニ

製
造
、
研
究
、
検
査
、
業
務

ノ
四
種
ノ
部
（課
）
ヲ
分
属
セ
シ
メ
、
以
テ
此
ノ
範
囲

二
於
テ
ハ
分
権
主
義
的
色
彩
ヲ
具

ヘ

居
ル
モ
ノ
ト
ス
。

既
に

「住
友
合
資
会
社
（中
と

の

「
五
日
　
住
友
別
子
鉱
業
所
の
住
友
別
子
鍍
山
株
式
会
社

へ
の
移
行
」
で
述

べ
た
よ
う
に
、
こ
の
合
併

の
真
因
は
、
古
田
に
よ
れ
ば
両
社
の
側
に
あ

つ
た
の
で
は
な
く
別
子
鉱
山
に
あ

つ
た
。

２

）
住
友
父
口資
）
は
当
時
資
金
を
望
ん
だ
。
そ
れ
は
既
に
老
朽
化
し
て
衰
須
し
た
別
子
に
代
わ

っ
て
小
坂
銅
山
の
買
収
を
企
図
し
た
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
小
倉
総
理
事
か
ら
古
田
に
、
住
友
伸
銅
鋼
管

の
株
式
を
売

つ
て
そ
の
資
金
を
得
た
い
と
の
相
談
が
あ
つ
た
。
私
は

住
友

の
為
め
に
そ
れ
も
や
む
を
得
な
い
と
考

へ
、
そ
の
決
心
を
し
た
。

公
し
所
が
歴
史
を
見
れ
ば
明
瞭
の
如
く
、
伸
銅
鋼
管
は
全
く
海
軍
に
よ
つ
て
大
き
く
な

っ
て
来
た
。
海
軍
と

一
体

の
会
社
で
あ
り
、
そ

の
信
任
を
受
け
、
そ
の
援
助
に
よ
り
消
長
し
、
そ
の
発
展
に
貢
献
し
て
来
た
。
今
会
社
の
株
式
を
公
開
し
て
他
の
資
本
が
流
入
す
る

と
、
海
軍
が
承
知
し
な
い
だ
ら
う
。
そ
こ
で
こ
の
株
式
公
開
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
為

に
、
住
友
製
鋼
所
と
合
併
し
て
、
住
友
金

属
工
業
と
云
ふ

一
体
を
作

っ
た
の
で
あ
る
。

曾
し
即
ち
住
友
製
鋼
所
は
伸
銅
鋼
管
程
に
海
軍
色
が
濃
厚
で
な
い
。
合
併
し
て
金
属
と
し
て
公
開
す
る
方
が
差
し
障
り
が
少
な
い
と
考



へ
た
事
と
、
又

一
つ
に
は
製
鋼
所
の
方
に
は
云
ひ
に
く
い
が
、
そ
の
方
が
又
製
鋼
所
の
株
式
が
有
利
に
売
れ
る
事
も
考

へ
た
。

（四
）
持
株
率
は
大
体
今
迄
の
情
勢
（先
例
）
と
経
験
か
ら
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
保
有
す
れ
ば
、
十
分

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
る
と
考

へ
た
。
勿

論
相
当
社
員
に
も
持
た
せ
た
。
こ
う
し
て
私
と
小
倉
さ
ん
の
間
で
合
併

の
事
が
定

つ
た
。

併
し
右

の
小
坂
鉱
山
買
収
の
議
は
、
そ
の
後
間
も
な
く
発
生
し
た
帝
人
疑
獄
事
件
に
鑑
み
て
、
実
行
す
れ
ば
世
間
の
誤
解
を
招
く
と
考

へ
た
の
で
取
り
止
め
た
。

発
足
後
昭
和
十
年
末
合
資
会
社
は
、
住
友
金
属
株
式
五
六
万
三
三
二
〇
株
を

一
株
七
八
円
で
公
開
し
、
四
三
九
三
万
円
余

の
資
金
（そ
の

う
ち
一
五
七
七
万
円
余
が
差
益
）
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
古
田
の
言
に
よ
れ
ば
帝
人
事
件

の
た
め
に
小
坂
鉱
山
の
買
収
は
見
送
ら
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

古
田
俊
之
助
は
、
昭
和
十

一
年
五
月
合
資
常
務
理
事
川
田
順
が
依
願
退
職
す
る
と
理
事
兼
任
と
な
り
、
さ
ら
に
十
三
年

一
月
に
は
総
理
事

小
倉
正
恒
の
後
継
者
と
目
さ
れ
る
専
務
理
事

に
就
任
し
た
た
め
、
金
属
で
は
専
務
か
ら
小
倉
に
代
わ

っ
て
会
長
と
な

っ
た
。
後
任

の
金
属
の

主
管
者
専
務
に
は
、
常
務
春
日
弘
（Ｍ
４４
東
大
法
）
が
専
務
の
荒
木
を
越
え
て
昇
格
し
た
。
荒
木
は
間
も
な
く
八
月
に
停
年
延
長
満
期
と
な

っ

て
住
友
を
去

っ
た
。
春
日
は
そ
の
後
昭
和
十
六
年
十
月
連
系
会
社
で
は
初
め
て
社
長
に
就
任
し
た
。
住
友
で
は
、
大
正
十
年
合
資
会
社
設
立

以
来
、
昭
和
十
二
年
の
住
友
本
社
に
至

っ
て
も
社
長
は
家
長
住
友
吉
左
衛
門
の
こ
と
を
意
味
し
、
連
系
会
社
で
は
各
社
と
も
専
務
乃
至
常
務

制
を
採
用
し
て
き
た
。
住
友
金
属
を
最
初
と
し
て
、
連
系
会
社
は
次
々
と
社
長
制
を
採
用
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
詳
細
は
改
め
て

「株

式
会
社
住
友
本
社
（中
と

で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
住
友
金
属
が
何
故
最
初
に
社
長
制
を
採
用
す
る
に
至

っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
当
時
住
友
金
属
は
連
系
会
社
の
中
で
最
大
の
軍
需
会
社
と
し
て
海
軍
の
監
督
下
に
あ
り
、
「最
高
責
任
者
と
し
て
の
社
長
の
必
要
性
」

に
つ
い
て
海
軍
の
圧
力
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
又
統
制
が
進
む
に
つ
れ
て
業
界
の
会
合
で
住
友
金
属
よ
り
も
は
る
か
に
規
模

の
小
さ
い
企

業
の
社
長
達
が
、
社
長
と
い
う
こ
と
で
専
務
の
春
日
よ
り
も
上
席
を
指
定
さ
れ
る
と
い
う
会
社
の
格
の
問
題
も
生
じ
て
い
た
。
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第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

九
二
八

昭
和
十
八
年
七
月
本
社
商
工
課
関
係
事
業
説
明
資
料
に
よ
る
と
、
同
社
の
概
況
は
次

の
通
り
で
あ

つ
た
（数
字
は
昭
和
十
八
年
三
月
末
現
在
、

但
し
そ
の
後
十
月
末
現
在
の
括
弧
内
の
数
字
に
修
正
さ
れ
て
い
る
）
。

金
属
工
業

二
於
テ
ハ
大
東
亜
戦
争
遂
行
上
特

二
急
速
整
備
ヲ
要
望
セ
ラ
レ
居
ル
、
航
空
機
材
、
艦
船
材
並
各
種
兵
器
ノ
製
造
ヲ
担
当
ス

ル
超
重
点
生
産
業
者
ト
シ
テ
、
邊

二
能
カ
ヲ
超

ユ
ル
膨
大
ナ
ル
生
産
要
望

二
接
シ
ヲ
ル
所

ニ
シ
テ
、
之
ガ
消
化

二
繁
忙
ヲ
極
メ
居
レ
リ
。

而
シ
テ
予
テ
建
設
中
ノ
神
崎
製
作
所
、
名
古
屋
軽
合
金
製
造
所
及
和
歌
山
製
鉄
所
等
ノ
新
工
場
ノ
操
業
開
始

ニ
ヨ
リ
、
生
産
カ

ハ
著
シ

ク
増
強
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
、
之
ガ
本
格
的
操
業

二
入
ル
ベ
ク
鋭
意
工
事
促
進

二
努
カ
シ
居
ル
ト
共

二
、　
一
方
軍
要
望

二
基
ク
厖
大
ナ
ル
新

工
場
ノ
建
設
ヲ
控

へ
、　
一
面
生
産

一
面
建
設
ヲ
併
行
実
施
シ
、
軍
需
要
ノ
供
給
増
大

二
全
カ
ヲ
注
イ
デ
居
ル
現
状
ナ
リ
。

斯
テ
当
社
ノ
業
容

ハ
、
左
記
ノ
如
ク
公
称
資
本
金
四
億
円
、
払
込
資
本
金
二
億
五
〇
〇
〇
万
円
Ｔ
一億
円
Υ
一
シ
テ
、
職
員
七
四
〇
七
名

（八
六
六
七
名
）
、
労
働
者
四
万
九
七
七
〇
名
（五
万
七
七
六

一
名
）
ヲ
擁
シ
、　
工
場
敷
地
二
六
五
万
八
八
七
二
坪
（
四
〇
二
万
二
九
三
七

坪
）
、　
工
場
建
坪
三
二
万
七
四
四

一
坪
Ｔ
一〇
万
二
九
五
坪
）
、　
昭
和
十
八
年
度
予
想
販
売
高
五
億
八
六
〇
〇
万
円
ノ
大
会
社
ト
ナ
リ
、

住
友
連
系
会
社
中
名
実
共

二
第

一
二
位
シ
ヲ
レ
リ
。

こ
の
よ
う
な
設
備
拡
張
状
況
を
整
理
す
る
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

①
鉄
鋼
関
係

製
鋼
所

。
昭
和
十
八
年
七
月
富
山
製
作
所
（航
空
機
用
鍛
鋼
品
）
を
新
設
。
十
九
年
五
月
岡
崎
機
業
場
を
転
用
し
同
魚
津
支
所
（磁
石
鋼
）
を
新
設
。

・
十
八
年
十
月
乾
製
紙
工
場
を
買
収
し
吹
田
支
所
（磁
石
鋼
）
を
新
設
。

鋼
管
製
造
所

・
十
八
年
八
月
興
亜
紡
績
大
口
工
場
の
現
物
出
資
を
得
て
松
阪
製
作
所
（航
空
機
用
鋼
管
）新
設
。



和
歌
山
製
鉄
所

・
十
五
年
十
二
月
銑
鋼

一
貫
作
業
を
企
図
し
て
和
歌
山
工
場
着
工
、
十
七
年
四
月
和
歌
山
製
鉄
所
新
設
。

住
友
で
初
め
て
計
画
さ
れ
た
銑
鋼

一
貫
の
製
鉄
所
の
建
設
に
つ
い
て
、
当
時
製
鋼
所
技
術
部
副
長
兼
研
究
部
副
長
で
あ

っ
た
斎
藤
省
三

（Ｔ
６
東
北
大
理
・
物
理
、
の
ち
技
師
長

・
取
締
役
鉄
鋼
研
究
所
長
）
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

昭
和
十
二
年
支
那
事
変
後
ス
ク
ラ
ッ
プ
事
情
が
切
迫
し
て
来
た
。
種
々
計
算
調
査
し
た
が
、
入
手
量
不
足
を
来
す
こ
と
が
判
明
、
住
友

金
属
で
は

「臨
時
鉄
屑
に
関
す
る
委
員
会
」
を
作
り
研
究
し
た
。
こ
の
結
果
鉄
屑
は
今
後
四
十
万
屯
程
要
る
。
し
か
し
国
内
、
米
国
か

ら
は
之
は
入
手
出
来
ぬ
と
の
結
論
に
な

っ
た
。
そ
れ
で

一
貫
作
業
を
や
っ
て
鉄
屑
を
節
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
で
な
い
と
ス
ク
ラ
ッ

プ
で
行
き
詰
ま
る
に
違
ひ
な
い
と
考

へ
た
。
私
は

一
貫
作
業
を
建
議
し
た
。

（
‐０８
）

一
方
当
時
営
業
所
鋼
管
部
長
で
あ

っ
た
河
村
竜
夫
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

白
石
社
長
（註
、
日
本
鋼
管
社
長
白
石
元
治
郎
）
と
春
日
常
務
の
対
談
に
、
ウ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
よ
う
な
役
目
で
随
伴
さ
せ
ら
れ
て
大
阪
倶
楽

部
で
午
餐
を
共
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。
話
は
、
白
石
社
長
か
ら
住
友
も
溶
鉱
炉
を
つ
く
れ
と
い
う
提
案
で
あ
る
。

「高
炉
が
あ
る
の
は
、
私
の
と
こ
ろ
だ
け
な
の
で
、
八
幡
の
圧
迫
と
横
暴
は
目
に
あ
ま
る
も
の
が
あ
る
か
ら
、
住
友
さ
ん
も
高
炉
を
造

っ
て
下
さ
い
よ
。
共
同
で
八
幡
に
対
抗
し
よ
う
で
は
な
い
で
す
か
。

」

「御
主
旨
は
よ
く
解
り
ま
し
た
。
古
田
に
話
し
て
本
社
に
伺
い
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

」

「建
て
る
の
は
堺
が
い
い
で
す
よ
。
図
面
も
差
上
げ
ま
す
か
ら
遠
慮
な
く
有
仰

っ
て
下
さ
い
。
人
も
出
し
ま
す
し
、
ど
ん
な
御
援
助
で

も
致
し
ま
す
よ
。

」

昭
和
十
四
年
末
和
歌
山
県
か
ら
工
場
誘
致
の
話
が
あ
り
、
本
社
の
土
地
買
収
の
許
可
が
下
り
て
、
十
五
年
二
月
か
ら
本
社
地
所
課
が
、
地

所
売
買
を
営
業
科
目
に
掲
げ
て
い
て
臨
時
資
金
調
整
法

の
許
可
が
得
ら
れ
る
の
で
、
土
地
買
収
に
当
た
り
、
金
属
が
土
地
を
本
社
か
ら
借
用

九
二
九
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九
二
〇

す
る
形
式
を
と
つ
ｔ
。　
こ
の
結
果
住
友
の
第
三
基
地
（当
時
本
社
で
は
新
居
浜
を
第

一
基
地
、
島
屋

・
桜
島
を
第
二
基
地
と
称
し
、
こ
れ
ら
が
行
き
詰

ま
っ
た
の
で
、
第
三
瑳
地
を
求
め
て
い
た
）
と
称
し
な
が
ら
、　
一
部
化
学
が
進
出
し
た
だ
け
で
、
殆
ど
金
属
の
敷
地
と
な

つ
た
。

斎
藤
は
十
五
年
九
月
臨
時
和
歌
山
工
場
建
設
部
副
長
兼
務
と
な

っ
て
和
歌
山
の
建
設
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
十
六
年

一
月
技
師
長
兼
製
鋼

所
研
究
部
長
と
な
り
、
十
七
年
四
月
和
歌
山
製
鉄
所
が
設
置
さ
れ
る
と
技
師
長
兼
和
歌
山
製
鉄
所
銑
鉄
設
備
建
設
部
長
と
し
て
、
念
願
の
高

炉
建
設
に
着
手
し
た
。
し
か
し
戦
局
の
緊
迫
化
に
つ
れ
て
、
十
九
年
二
月
政
府
は
閣
議
に
お
い
て

「未
完
成
工
事

の
整
備
戦
力
化
に
関
す
る

件
」
が
決
定
さ
れ
、
住
友
金
属
は
三
月
鉄
鋼
に
つ
い
て
軍
需
省
か
ら
拡
充
計
画
の
再
検
討
を
指
令
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
和
歌
山
製
鉄
所
の
銑

鋼

一
貫
作
業
は
断
念
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
五
月

一
日
銑
鋼
設
備
建
設
部
は
廃
止
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

②
非
鉄
関
係

伸
銅
所

・
十
八
年
七
月
東
洋
紡
績
堅
田
工
場
の
現
物
出
資
を
得
て
堅
田
製
作
所
（軽
合
金
鋳
物
）新
設
。

・
十
八
年
七
月
柏
原
紡
織
工
場
を
買
収
し
て
柏
原
支
所
（高
角
砲
薬
大
）新
設
。

・
十
九
年

一
月
住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
事
業
継
承
に
よ
り
、
同
社
八
尾
工
場
（
ア
ル
ミ
板

・
箔
）
を
八
尾
支
所
と
改
称
。

名
古
屋
軽
合
金
製
造
所

・
十
五
年
五
月
名
古
屋
工
場
（ジ
ー
フ
ヤ
ヽヽ
ン
）着
工
。
十
六
年
九
月
名
古
屋
軽
合
金
製
造
所
新
設
。

・
十
八
年
四
月
名
古
屋
製
陶
鳴
海
工
場
を
買
収
し
て
鳴
海
支
所
（軽
合
金
小
物
鍛
造
口じ
新
設
。
十
九
年
六
月
鳴
海
製
作
所
と
改
称
。

・
十
八
年
七
月
伸
銅
所
豊
橋
製
作
所
（軽
合
金
小
物
鍛
造
口９
新
設
。
二
十
年
四
月
名
古
屋
軽
合
金
製
造
所
豊
橋
製
作
所
と
改
称
。

プ
ロ
ベ
ラ
製
造
所

。
十
二
年
十

一
月
伸
銅
所
プ
ロ
ペ
ラ
エ
場
を
分
離
、
プ
ロ
ペ
ラ
製
造
所
新
設
。
十
八
年
三
月
桜
島
支
所
、
二
十
年
七
月
桜
島
製
作
所
と
改



第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

第 41表 住友金属の工場一覧 (昭和20年 8月 15日 現在)

工 場 名 所 在 地 通称番号 変更後

製鋼所

同 富山製作所

同 同魚津支所

同 吹田支所

同 淀川工場

同 市岡工場

鋼管製造所

同 松阪製作所

和歌山製鉄所

伸銅所

同 堅田製作所

同 柏原支所

同 八尾支所

名古屋軽合金製造所

同 鳴海製作所

同 豊橋製作所

プロペラ製造所

同 海南工場

同 三田工場

同 豊中工場

同 池田工場

同 四条工場

同 桜島製作所

同 静岡製作所

同 津 製作所

同 広野製作所

大阪市此花区島屋町249番地

富山市大字森字一副割50番地

富山県下新川郡魚津町大字下村本町

2918番地(現魚津市)

吹田市4660番地

大阪市此花区高見町

大阪市港区市岡元町2丁 目

兵庫県尼崎市東向島西之町28番地

二重県松阪市大字大口字新地1478番地

和歌山市湊1850番地

大阪市此花区島屋町56番地

滋賀県滋賀郡堅田町大字本堅田字志

里広1350番地(現大津市)

大阪府中河内郡柏原町大字市村440

番地(現柏原市)

大阪府中河内郡竜華町字安中73番地

(現八尾市)

名古屋市港区千年字ロノ割500番地

愛知県愛知郡鳴海町字伝治山 3番地

(現名古屋市天白区)

愛知県宝飯郡小坂井村大字伊奈字南

山新田350番地(現小坂井町)

兵庫県尼崎市東向島西之町28番地

和歌山県海南市名高町

兵庫県有馬郡三田町横山(現三田市)

大阪府豊中市柴原

大阪府池田市畑

京都市右京区西院馬場町

大阪市此花区島屋町56番地

静岡市大字高松字阿原700番地

二重県津市大字下部田728番地

兵庫県有馬郡広野村(現三田市)

近泉5

東泉51

東泉511

近泉52

近泉501

近泉502

近泉6

東泉61

近泉7

近泉 1

近泉H

近泉12

近泉13

東泉2

東泉21

東泉22

近泉8

近泉801

近泉802

近泉803

近泉804

近泉805

近泉85

東泉83

東泉84

近泉81

神武1005

神武1052

神武1501

神武1502

ネ申iヽ 1006

神武1007

神武1001

神武1011

神武1012

神武1013

神武1008

神武1801

神武1802

神武1803

ネ申it1804

神武1805

神武1085

神武1081

九
二

一
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称
。

十
五
年
五
月
榊
崎
工
場
着
工
。
十
六
年
四
月
神
崎
支
所
新
設
。
十
八
年
三
月
プ
ロ
ペ
ラ
製
造
所
桜
島
か
ら
神
崎

へ
移
転
、
神
崎
製
作
所

と
改
称
。
九
月
プ
ロ
ペ
ラ
製
造
所
は
神
崎
製
作
所
を
吸
収
。・

十
八
年
二
月
静
岡
製
作
所
新
設
。

・
十
八
年
九
月
東
亜
紡
織
津
工
場
の
現
物
出
資
を
得
て
津
製
作
所
新
設
。

。
二
十
年
五
月
広
野
製
作
所
新
設
。

こ
れ
ら
の
工
場
は
防
諜
上
通
称
番
号
制
が
と
ら
れ
た
。
近
畿
軍
需
監
理
部
管

轄
下
の
工
場
に
は

「近
泉
」

（
の
ち
神
武
）
、
東
海
軍
需
監
理
部
の
所
管

の
工
場

は

「東
泉
」
と
略
称
し
た
。
ま
た
昭
和
二
十
年
に
入
る
と
空
襲
に
備
え
て
、
近

郊
の
学
校
校
舎
を
転
用
す
る
な
ど
し
て
工
場
疎
開
が
行
わ
れ
た
（第
４‐
表
）。

こ
う
し
た
設
備
投
資

の
所
要
資
金
と
し
て
、
資
本
金
は
昭
和
十
二
年
五
月

一

億
円
、
十
四
年
十

一
月
二
億
円
、
十
八
年
三
月
四
億
円

へ
と
倍
額
増
資
が
繰
り

返
さ
れ
た
。
な
お
最
後
に
十
八
年
十

一
月
の
四
億

一
人
七
五
万
円

へ
の
増
資
は
、

既
に
述
べ
た
工
場
の
現
物
出
資
に
伴
う
も
の
で
東
洋
紡
績

一
八
万
株
、
興
亜
紡

績

一
一
万
四
五
〇
〇
株
、
東
亜
紡
織
八
万
五
〇
〇
株
計
三
七
万
五
〇
〇
〇
株
が

割
り
当
て
ら
れ
た
（第
４２
表
）。
こ
の
他
に
長
期
借
入
金
は
二
十
年
三
月
末
現
在

で
四
億
四
〇
五
〇
万
円
に
達
し
、
借
入
先
は
住
友
銀
行
二
億
五
〇
万
円
、
戦
時

金
融
公
庫
二
億
円
、
帝
国
燃
料
興
業
四
〇
〇
〇
万
円
で
あ

つ
た
。
帝
国
燃
料
興

構成の推移

15年 3月 末 18年 3月 末
20年 3月 末 20年 8月 15日

旧 株 新  株 旧 株 新 株

550,800

205,700

110,000

74,110

25,900

5,000

60,000

2,000

1,033,510

544,700

239,300

100,000

65,420

20,400

5,000

60,000

2,000

1,036.820

1,013,800

187,900

261,800

111,680

56,800

15,000

115,000

20,200

1,782,180

1,024,800

187,900

261,800

110,880

56,800

15,000

115,000

22,200

1,794,380

1,718,900

363,370

571,680

192,410

113,600

32,100

227,000

32,720

12,400

8,500

3,272,660

1,724,970

363,420

578,280

187,030

113,600

32,100

227,000

32,720

12,400

8,500

3,280,020

2,000,000 4,000,000

392



第 42表 住友金属の株主

株 主 名
日召禾日10年 9月 21日 H年 3月 末 12年 9月 末

旧 株 新 株 旧 株 新 株 旧  株 新  株

住友合資・本社

住友家

住友銀行

住友信託

住友生命保険

扶桑 住友 大阪住友海上

住友電線・電気工業

日本電気 住友通信工業

住友化学工業

住友土地工務

住友系計  A

777,000

23,000

800,000

194,250

5,750

200,000

212,680

24,000

50,000

28,250

5,000

2500

322,430

155,250

5,750

9,000

30000

200,000

277,750

119,900

50,000

37,290

5,000

2,500

30,000

1,000

523,440

277,750

119,900

50,000

37,320

5,000

2,500

30,000

1,000

523,470

発行済株数 B 200.000 200,000 1.000.000 1.000.000

A/B× 100(%)

出典 :投資会社調 (連系会社 関係会社)1、 住友金属株 1名 簿。
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業
の
融
資
は
、
和
歌
山
製
鉄
所
に
お
け
る
人
造
石
油
用
特
殊
鍛
鋼
品
製
造
設
備

（
一
万
三
〇
〇
〇
ト
ン
プ
レ
ス
）資
金
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
不
足
分
に
つ
い
て
は
十

六
年
三
月
か
ら
社
債
が
発
行
さ
れ
、
そ
の
発
行
額
は
二
十
年
三
月
末

に
は
二
億

三
六
五
〇
万
円
に
達
し
て
い
た
。

昭
和
十
八
年
九
月
政
府
は
航
空
機
増
産
を
目
的
と
し
て
、
内
閣
顧
間
藤
原
銀

次
郎
（一死
王
子
製
紙
社
長
、
商
工
相
の
ち
軍
需
相
）
を
査
察
使

と
し
た
行
政
査
察
を

実
施
し
た
。
住
友
金
属
で
も
名
古
屋
軽
合
金
製
造
所
、
伸
銅
所
、
プ
ロ
ペ
ラ
製

造
所
が
そ
の
対
象

と
な

っ
た
。
当
時
プ
ロ
ペ
ラ
製
造
所
長
で
あ

っ
た
杉
本
修

（Ｔ
２
海
軍
機
関
学
校
、
海
軍
航
空
技
術
廠
飛
行
機
部
長
、
海
軍
少
将
、
Ｓ
ｌ６
退
役
、
Ｓ

（
硼
）

‐７
住
友
入
社
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

や
が
て
、
プ
ロ
ペ
ラ
増
産
の
急
ピ

ッ
チ
体
制
が
強
く
要
請
さ
れ
る
に
至
り
、

こ
の
実
現
を
計
る
た
め
、
政
府
は
行
政
査
察
使
を
重
要
生
産
工
場
に
派
遣

さ
れ
た
。
住
友
金
属
に
も
藤
原
銀
次
郎
氏
が
査
察
使
と
し
て
や
っ
て
来
た
。

わ
が
製
造
所
に
も
来
ら
れ
て
、
相
当
厳
し
い
増
産
要
求
が
提
示
さ
れ
た
。

こ
の
要
求
は
現
状
と
し
て
は
極
め
て
過
酷
な
も
の
で
あ

っ
た
が
、
非
常
命

令
と
あ

っ
て
は
お
受
け
す
る
ほ
か
な
い
。
私
は

「総
員
死
力
を
尽
し
て
こ

の
達
成
に
邁
進
致
す
覚
悟
で
す
」
と
、
誠
意
を
披
涯
し
て
答
申
し
た
が
、

査
察
使

一
行
に
相
当
好
感
を
与
え
た
よ
う
で
あ

つ
た
。
そ
の
時
査
察
使
は

九
三
二



(単位 :本 )

工場名 昭和 16年 17年 18年 19年 20∠|

計

崎

島

岡

　

合

神

桜

静

津

680

7,575

0

0

8,255

4,260

9,340

0

0

13,600

12,300

12,000

0

0

24,300

16,482

12,469

1,985

1,660

32,596

3,209

2,016

532

306

6,063

出典 :「戦略爆撃統計調査」luし 年度。

第43表 住友金属の工場別プロペラ生産実績

第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

九
二
四

績

工
場
設
備
の
完
備
し
て
い
る
の
に
着
目
し
、
こ
ん
な
立
派
な
工
場
は
他
に
な
い
、

ど
う
か
設
備
を
全
幅
に
活
用
し
て
増
産
に
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
と
述
べ
ら
れ
た

の
は
、
印
象
的
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
査
察
使
側
の
見
方
は
次
の
よ
う
に

一
人
○
度
異
な
る
も
の
で
あ

つ
た
。

年。
　

　

次
は
住
友
金
属
プ
ロ
ペ
ラ
製
造
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
桜
島
支
所
と
合
わ
せ
て
月

暦」
　
　

　

一
七
〇
〇
本
を
生
産
し
て
い
た
が

「更

二
将
来
ノ
拡
充
ノ
為
松
阪
製
造
所
（註
、

３０５
　
　
　
津
製
作
所
の
こ
と
か
）
の
新
設
ヲ
計
画
シ
ア
ル
モ
、
驚
キ
タ
ル
コ
ト
ハ
其
ノ
贅
沢
サ

巻

戯

訂
『
酬
ユ
組
　
　
　
ナ
リ
、
即

一
日

一
〇
時
間
作
業
夜
業

ハ
昼
業
ノ
二
五
％
二
過
ギ
ズ
、
設
備
機
械
ノ

・機体生

一‐ ２２
，
３‐

』
」

中
　
　
　
獅
Ｍ
腱

一
口
↓
一
な
一
霧

礎 フレ
剛
樹

ノレ 建
瓢
は
い
々
に
「
制

画 二
一

ノレ 仕

コ 事
〕

ニ ナ
″
着
つ
峠

一―
四
倍
ノ
増
産

ハ
可
能
卜
認
メ
ラ
レ
タ
リ
」
。
査
察

、
会
社
側
も
こ
れ
に
応
じ
て
資
料
を
再
提
出
す
る
こ

は
査
察
側
か
ら
す
れ
ば

「何
レ
モ
其
感
覚
ガ
余
リ
ニ

グ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
」
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
。
さ

ら
に
査
察
側
は

「
工
員
ノ
仕
事
振
リ
ガ
コ
ノ
決
戦
下
二
余
リ
ニ
モ
物
足
ラ
ナ
」
い
と
見
て
い
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
指
導
者

の
陣
頭

指
揮
の
不
十
分
、
現
場
監
督
、
技
術
陣
の
人
数
不
足
、
工
程
管
理
の
不
十
分
を
あ
げ
た
。

こ
う
し
た
査
察
側
の
指
摘
は
情
勢
の
変
化
に
よ
る
と
は
い
え
、
当
然
の
帰
結
で
あ

っ
て
、
の
ち
に
実
施
さ
れ
た
本
社
査
業
課
長
日
向
方
齊

プロペラ

機体縦 )

12,621

5,088

22,362

8,861

31,703

16,693

54,452

28,180

19,922

11,066



の
抑
制
策
は
遅
き
に
失
し
た
感
が
あ

っ
た
。

さ
ら
に
神
崎
工
場
は
、

「住
友
合
資
会
社
（中
と

の

「
五
日
　
住
友
伸
銅
所
の
住
友
伸
銅
鋼
管

株
式
会
社

へ
の
移
行
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
陸
海
軍
共
用
で
は
あ

っ
た
が
、
工
場
内
は
別
棟
に
な

つ
て
お
り
、
そ
の
後
静
岡
製
作
所
は
海
軍

用
、
津
製
作
所
は
陸
軍
用
と
工
場
そ
の
も
の
が
別
個
に
建
設
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
陸
海
軍
の
対
立
が
無
視
で
き
な
い
も
の
と
な

っ
て
い

た
。
藤
原
の
査
察

の
結
果
は
、
十
月
三
十

一
日
の
軍
需
会
社
法
の
公
布
や
十

一
月

一
日
軍
需
省

の
設
置
（軍
需
相
は
首
相
東
条
英
機
の
兼
務
）
と

な

つ
て
現
れ
た
。
藤
原
自
身
も
国
務
相
と
し
て
入
閣
し
、
さ
ら
に
十
九
年
七
月
東
条
内
閣
が
総
辞
職
し
、
小
磯
国
昭
が
後
継
内
閣
を
組
閣
す

る
と
軍
需
相
と
し
て
入
閣
し
た
。

一
方
住
友
本
社
で
は
、
昭
和
十
九
年
二
月
直
轄
鉱
山
の
経
営
を
住
友
鍍
業

へ
移
管
す
る
の
に
伴
い
、
経
理
部
鉱
山
課
と
商
工
課
を
廃
上
し

て
、
企
業
課
、
企
画
課
、
調
査
課
を
設
置
し
た
。
日
向
方
齊
（Ｓ
６
東
大
法
、
の
ち
金
属
社
長
）
は
、
前
総
理
事
小
倉
正
恒

の
第
二
次
近
衛
内
閣

国
務
相
、
第
三
次
近
衛
内
閣
蔵
相
就
任
に
伴
い
秘
書
官
を
務
め
た
後
本
社
に
復
帰
し
、
十
七
年
四
月
鉱
山
課
長
と
な

っ
て
い
た
が
、
こ
の
異

動
で
初
代
査
業
課
長
と
な

っ
た
。
日
向
は
当
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

査
業
課
は
住
友
本
社
の
す
べ
て
の
子
会
社
や
直
轄
事
業
の
現
業
部
門
を
監
督
、
指
導
す
る
強
力
な
権
限
を
持

っ
て
い
た
。

（中
略
）戦
局

は
い
よ
い
よ
不
利
と
な

っ
て
い
た
が
、
私
は
河
井
さ
ん
（註
、
河
井
昇
三
郎
、
Ｔ
４
東
大
法
、
当
時
本
社
常
務
理
事
兼
経
理
部
長
、
の
ち
大
阪
建

物
社
長
）
の
も
と
で
仕
事

に
没
頭
、
本
社
直
轄

の
鉱
山
事
業
を
住
友
鍍
業
に
移
管
し
て
鉱
業

の

一
元
化
を
実
現
し
た
り
、
土
地
関
係
の

事
業
を
統
合
し
て
住
友
土
地
工
務
を
設
立
す
る
な
ど
、
思
い
切

っ
た
施
策
に
取
り
組
ん
だ
。

住
友
金
属
工
業

の
無
謀
と
も
い
え
る
膨
張
計
画
を
抑
制
す
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
た
。
当
時

の
住
金
は

「東

の
三
菱
重
工
、
西
の
住

金
」
と
称
さ
れ
る
巨
大
な
軍
需
会
社
に
の
し
上
が

っ
て
い
た
。
資
本
金
も
戦
時
体
制
に
入

っ
た
昭
和
十
二
年
か
ら
六
年
間
で

一
億
円
か

ら
四
億
円
に
急
増
、
住
金

一
社
で
住
友
財
閥
の
公
称
資
本
金
十
億
三
千
万
円
の
四
割
近
く
を
占
め
て
い
た
。

し
か
も
十
九
の
工
場
が
用
地
や
工
場
の
拡
充
計
画
を
競

っ
て
い
た
。
私
は
戦
況
極
め
て
不
利
と
感
じ
て
い
た
の
で
、
松
阪
、
静
岡
、
津
、

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
五



(昭和 6-H年 )

T,大 iに  S=昭 和

8 年 9  `F 10 年 H 年

第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

―

|・ 1221 1
1           11

59-
59-

(小倉)

(川 田)

(鷲尾)

(松本)

(ノ イヽヽ )

(今村)

(秋山)

(鷲尾)

(山 本)

(国府)

(古田)

(松本)

(川 田)

(田 中)

(大屋)

(山 本)

(大屋)

(河井)

(日 高)

(長谷部)

(失島)

(矢 島)

(イ 関ヽ)

(稲井)

(小池)

(小池)

(近 藤)

(多 田)

(佐伯)

(平賀)

-1211             12

-121
■―――――→ 121

|―●517

91
91  ●

101-う

=―一→ 1211 i

(昭和 6～ H年 ) T=大 正  S― 昭和

8 年 9  笙F 10 年

1   130                         917
■→ 130       1             1

(八代)

(大平)

(加賀)

(岡 橋)

(大島)

(十 亀)

(荒木)

(荒木)

(田 中)

(田 島)

(山 本)

(秋山)

(/1ヽ 1田 )

(秋山)

(/1ヽ 1日 )

(別 宮)

九
二
六128-59

1   59-― ―――――●

28       1
128        1・ 59

=225

731



(付表 1)住友合資会社幹部一覧表

就任年月日 昭禾日6年 7  年

事

長

″
″
″
″
″
〃
″　
鶉
″

監

人

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

Ｓ

Ｓ

事

事理
制
″

総

常

小倉 正恒
川田 順

鷲尾勘解治

松本 順吉
八代 則彦

今村 幸男

秋山武二郎

鷲尾勘解治

山本 信夫

国府 精一

古田俊之助

松本 順吉
川田 順

田中 良雄

大屋 敦

山本 信夫
大屋 敦

河井昇二郎
日高 眸

長谷部鋭吉

矢島 富造

矢島 富造

小関 良平

稲井 勲造

小池宝三郎

小池宝三郎

近藤 次彦

多田平五郎

佐伯 正芳

平賀 五郎

5 812
5 812

事理

経 理 部 長

総 務 部 長

工 作 部 長

東京支店長

東京販売店支配人

鴻之舞鉱業所支配人

北日本鉱業所長

朝鮮鉱業所長

林業所支配人

S5812
S5812
S 5 812
S5812
S5812

S 3 514
S 5 812(第 モ)

T1410 1

S 5 812(第 モ)

S3Hl
T10 519

S331

T10 519

S 3 514   -― ―+¬●414
1   414

224-44

-224
44-

___=______)1112 1

1   1112‐ 71
1          1    71-

―
|・ l14

1  114

(付表 2)連系会社・特定関係会社幹部一覧表

就任年月日 日召禾日6年 7 年

住友銀行専務取締役
″ 常務取締役

住友製鋼所専務取締役
″ 常務取締役

大阪北港常務取締役

住友電線製造所専務取締役

ノヽ代 貝」彦 T1554
大平 賢作 T15113
加賀覚次郎 S2910
岡橋 林  S5910
大島 堅造

十亀 盛次

荒木 宏

荒木 宏  S3522
田中 作二

310-

九
二
七

田島房太郎

山本 五郎

秋山武三郎

小畑 忠良

S2414-一 → 29
130-――――――=―

常務取締役  秋山武三郎 T14223
〃    小畑 忠良
〃    別官 貞俊

1 224-



8 年 9  イ「 10 年 11 年

‐ 426

―●128

426         1228  1
1       1   1228(兼 )一

12,→ 1211(S9215住 友化学工業 と改称)|

59
59-

(大石)

(山 本)

(北沢)

(松井)

(川 田)

(多 田)

(河井)

(山 本)

(大屋)

(山 本)

(矢崎)

(羽室)

(国 府)

(阪 本)

(今村)

(佐藤)

(今井)

(古田)

(古田)

(春 日)

(木 下)

(鷲尾)

(田 島)

(龍野)

(三 村)

(龍野)

(二 村)

(荒川)

(吉田)

(/1ヽ り||)

(古市)

(小 山)

(荒川)

(矢島)

(志田)

(近藤)

(進藤)

(小 池)

(山 本)

(占田)

(佐伯 )

(三 村)

(古田)

(荒木)

(田 中)

(春 日)

(本 下)

第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

130
5

59-―――――――●  (1ヒ ガR)

■→ 130
917

917
218-→ 917

-725

725
725

(S9524四 囲中央電力と改称)―+――――――→

826
921

101
101-●

810(兼 ):

917
917

(兼 )

111(兼 )

1        917-
1         917-
1        917-■ ――――――――――――●

1    917-
1        917-

九
二
八



就任年月日 日召和 6年 7  `「

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

日米板硝子常務取締役

住友倉庫常務取締役

住友ビルデイング常務取締役

住友肥料製造所専務取締役

〃   常務取締役

住友生命保険専務取締役

〃  常務取締役

住友信託専務取締役
〃 常務取締役

住友伸銅鋼管専務取締役
″  常務取締役

住友別子鍍山専務取締役

″  常務取締役

土佐吉野川水力電気常務取締役

住友炭破常務取締役

扶桑海上火災保険専務取締役

大日本鍍業専務取締役
〃  常務取締役

日本電気専務取締役

土肥金山専務取締役

静狩金山常務取締役

住友アルミニウム製錬常務取締役

満洲住友鋼管専務取締役
〃  常務取締役

住友機械製作常務取締役

住友金属工業専務取締役

″  常務取締役

S 2 228 -―■ (S 6 116日 ラヽ市反石肖Fら と己文オホ)一――

T15 120 -――十一●224       1

S3522(兼 )

S4125

大石 公平

山本 五郎

北沢敬二郎

松井 孝長
川田 順

多田平五郎

河井昇三郎

山本 信夫
大屋 敦
山本 信夫

矢崎 穂治
羽室 広一

国府 精一

北沢敬二郎

阪本 信一

今村 幸男

佐藤 重鐙

今井 卓雄

古田俊之助

古田俊之助

春日 弘

木下 亮吉

鷲尾勘解治
田島房太郎

龍野 昌之
三村 起一

龍野 昌之
三村 起一

荒川 英二

吉田 貞吉

小川 良平

古市 六三

小山 九一

荒川 英二

矢島 富造

志田 文雄

近藤 次彦

進藤淳之佑

小池宝三郎

山本 決

古田俊之助

佐伯 正芳
三村 起一

古田俊之助

荒木 宏
田中 作二

春日 弘

木下 亮吉

T14 630

S2910
T1554

S3817

S 5 228

S 5 228

67
627-

―――■→)224

213-――――――――

1   224-―――――■―●68
1      1 68-

213-――――――――

630-―――――■―――――――――――――
S5328

68-―――――――

96-

九
三
九

註 :後 年連系会社 特定関係会社に指定された会社を含む。



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

九
四
〇

名
古
屋
、
富
山
と
い
っ
た
地
方
の
工
場
を
抑
え
に
回

っ
た
。
例
え
ば
プ
ロ
ペ
ラ
エ
場
は
供
給
先

の
飛
行
機
会
社
の
能
力
を
上
回
る
生
産

力
の
増
強
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。
軍
の
政
策
に
協
力
す
る
と
は
い
え
、
無
意
味
な
投
資
は
必
要
な
い
。

「負
け
た
場
合
に
ど
う
す
る

か
」

を
宣
勧
月
に
考
）え
て
い
た
（註
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
昭
和
十
九
年
二
月
の
閣
議
決
定
に
基
づ
き
、
住
友
金
属
は
軍
需
省
か
ら
三
月
の
鉄
鋼
の
他

に
二
月
に
プ
ロ
ペ
ラ
、
四
月
に
軽
合
金
に
つ
い
て
拡
充
計
画
再
検
討
の
指
令
を
受
け
て
い
た
）。

日
向
は
四
月
に
は
住
友
金
属
企
画
課
長
兼
務
と
な
り
、
七
月
住
友
金
属
に
移
籍
し
た
。
移
籍
後
直
ち
に
全
工
場
を
訪
ね
て
回
り
、
増
設
計

画
な
ど
を
凍
結
し
た
。
二
十
年
三
月
か
ら
Ｂ
２９
の
爆
撃
は
本
格
化
し
、
三
月
に
名
古
屋
軽
合
金
製
造
所
、
四
月
に
は
静
岡
製
作
所
が
被
爆
、

六
月
プ
ロ
ペ
ラ
製
造
所
は
全
焼
、
七
月
伸
銅
所
と
桜
島
工
場
は
爆
弾
の
集
中
投
下
を
浴
び
全
減
し
終
戦
に
至

っ
た
。

な
お
住
友
金
属
が
計
画
し
た
銑
鋼

一
貫
の
和
歌
山
製
鉄
所
が
完
成
し
、
第

一
号
高
炉
の
火
入
れ
式
が
行
わ
れ
た
の
は
、
計
画
か
ら
二
十
年

後
の
昭
和
三
十
六
年
三
月
の
こ
と
で
あ

つ
た
。

註（
１
）

住
友
合
資
会
社
総
務
部
会
計
課

「
昭
和
十

一
年
度
雑
件
書
類
」
。

（
２
）

『住
友
林
業
社
史
』
上
巻
（住
友
林
業
株
式
会
社
　
平
成
十

一
年
）

二
〇
〇
―
二
〇
五
頁
。

（
３
）

竹
腰
健
造

『幽
泉
自
叙
』
（創
元
社
　
昭
和
五
十
五
年
と

上ハ
一
、

一
六
二
頁
。

（
４
）

川
田
順

『住
友
回
想
記
』
（中
央
公
論
社
　
昭
和
二
十
六
年
Ｙ
一四
、

二
五
頁
。
但
し
川
田
順
は
昭
和
八
年
下
期
を
昭
和
七
年
下
期
と
誤
認
し

て
い
る
。

（
５
）

牧
野
伸
顕

『牧
野
伸
顕
日
記
』
（中
央
公
論
社
　
平
成
二
年
Υ
一五

九
、
二
六
〇
頁
。

（
６
）

原
田
熊
雄
述

『
西
園
寺
公
と
政
局
』
第

一
巻
（岩
波
書
店
　
昭
和

二
十
五
年
）
緒
言
六
、
七
頁
。

原
田
熊
雄
を
住
友
が
嘱
託
と
し
て
採
用
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
住
友

内
部
の
評
価
は
次

の
よ
う
に
分
か
れ
て
い
る
。

①
川
田
順
（当
時
合
資
常
務
理
事
）
『住
友
回
想
記
』

一
三
七
、　
三
二

八
頁
。湯

川
の
総
理
時
代
に
西
園
寺
公
の
秘
書
の
原
田
熊
雄
を
住
友

の
嘱

託
と
し
て
以
来
、
お
の
づ
か
ら
住
友
人
と
政
界
の
人
達
と
の
交
際

が
繁
く
な
つ
た
け
れ
ど
も
、
原
田
を
利
用
し
て
う
ま
い
こ
と
し
よ

う
と
い
ふ
如
き
け
ち
な
住
友
で
は
な
か
つ
た
。
そ
ん
な
こ
と
を
黙



認
す
る
西
園
寺
公
で
も
な
か
つ
た
。
原
田
に
俸
給
を
与

へ
、
又
、

彼
の
宴
会
費
を
支
出
し
て
や
る
こ
と
に
依
つ
て
、
間
接
に
西
園
寺

公
の
負
担
を
軽
減
し
た
と
い
ふ
だ
け
の
こ
と
だ
。

②
土
井
正
治
（当
時
合
資
東
京
支
店
総
務
課
長

・
支
店
長
代
理
者
、

の
ち
化
学
社
長
）氏
談
（昭
和
五
十

一
年
五
月
十
九
日
）。

原
田
熊
雄
さ
ん
は
西
園
寺
さ
ん
の
秘
書
で
、
政
界
上
層
部
の
連
絡

役
で
し
た
が
、
湯
川
さ
ん
や
小
倉
、
古
田
各
総
理
事
と
西
園
寺
さ

ん
と
の
取
次
ぎ
も
や
つ
て
い
た
。
住
友
が
中
央
政
治
の
動
き
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
に
は
重
宝
で
あ
つ
た
と
思
う
が
、
部
長
連
の
中
に

は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
近
付
き
に
な
り
、
取
り
入
る
よ
う
な
人
が

で
き
て
、
し
ま
い
に
は
本
社
の
人
事
問
題
に
も
口
出
し
て
い
る
や

に
も
見
受
け
ら
れ
た
の
は
よ
く
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
ね
。

③
住
友
寛

一
（住
友
吉
左
衛
門
友
純
長
男
）
『続
山
荘
贖
語
』
四
八
―

五
二
頁
。

少
々
余
談
に
渉
る
が
、
父
は
何
と
云
つ
て
も
重
役
達
に
は
煙
た
が

ら
れ
て
ゐ
た
。
併
し
、
父
が
歿
し
て
か
ら
は
総
理
事
に
と
つ
て
、

住
友

一
族
中
に
怖
い
も
の
は
な
く
な
つ
た
。
新
し
い
当
主
（註
、
次

男
厚
）
は
父
の
歿
し
た
時
は
、
学
習
院
中
等
科
に
在
学
中
の
未
成

年
者
で
あ
り
、
義
兄
の
忠
輝
（長
女
孝
と
結
婚
、
分
家
）
は
己
に
三

年
程
前
に
故
人
と
な
つ
て
ゐ
た
。
更
に
元
総
理
事
の
鈴
木
も
已
に

歿
し
て
居
り
、
伊
庭
も
二
三
年
し
て
歿
し
た
の
で
、
総
理
事
に
と

つ
て
憚
る
人
は
誰
も
な
い
。
総
理
事
の
畏
れ
て
ゐ
る
の
は
た
ゞ
西

園
寺
あ
る
の
み
で
あ
る
。
原
田
熊
雄
を
嘱
託
と
し
て
住
友
本
社
で

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

雇
傭
し
た
の
は
そ
の
頃
の
事

で
あ
る
。
そ
し
て
傍
ら
西
園
寺

の
秘

書
の
様
な
役
目
と
し
て
住
友
本
社
と
西
園
寺
と
の
連
絡
を
愈
々
緊

密
な
ら
し
め
、
且

つ
政
界
、
宮
中
と
の
連
絡
を
と
ら
し
め
る
事

に

し
た
。

初
め
て
原
田
が
秘
書
の
様
な
役
を
す
る
様
に
な
つ
た
時
西
園
寺

は
僕
に

「
最
近
原
田
が
来
て
呉
れ
て
大
変
役
に
立

つ
、
彼
は
親
切

で
マ
メ
で
而
も
加
藤
高
明
（註
、
元
首
相
）
の
秘
書
も
や
つ
て
ゐ
た

事
が
あ
る
の
で
顔
が
広
く
大
層
便
利
で
あ
る
」
と
云

つ
て
ゐ
た
。

ま
た
住
友
で
は
社
交
家
で
あ
る
原
田
を
利
用
し
て
元
老
、
官
中
、

内
閣
、
軍
部
な
ど
ゝ
連
絡
を
と
ら
し
め
こ
れ
に
よ
つ
て
種
々
便
宜

を
得
ん
と
し
た
。
原
田
は
住
友
と
官
中
と
政
界
と
元
老
と
の
連
絡

係

の
様
な
も
の
に
な
つ
た
。
元
来
原
田
は
社
交
好
き
で
誰
で
も
自

分
の
友
達
の
様

に
云
ふ
人
で
あ
る
。
原
田
を
よ
く
知

つ
て
ゐ
る
僕

の
姉
が
、
「
原
田
さ
ん
は
誰
で
も
、
知
人
の
様
に
云
ふ
。
ウ
イ
ル
ソ

ン
（註
、
米
国
大
統
領
）
で
も
ロ
イ
ド
ジ
ョ
ー
ジ
（註
、
英
国
首
相
）

で
も
皆
自
分
の
友
達
の
様
に
云

つ
て
ゐ
る
」
と
笑

つ
て
ゐ
た
事
が

あ
る
。

原
田
を
住
友

の
嘱
託
と
し
て
元
老
、
政
界
、
宮
中
、
軍
部
要
路

と
連
絡
を
と
ら
し
め
た
故
に
原
田
は
政
界
の
メ
セ
ン
ジ
ヤ
ボ
ー
イ

の
や
う
に
な
り
、
住
友

の
私
邸
（註
、
麻
布
別
邸
）
は
こ
れ
ら
の

人
々
の
集
会
場
の
様

に
な
つ
た
。
か
ゝ
る
時
い
つ
も
原
田
が
斡
旋

役
で
あ
る
。

西
園
寺
は
原
田
を
決
し
て
メ
セ
ン
ジ
ヤ
ボ
ー
イ
以
上
に
は
用
ひ

九
四

一



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

な
か
つ
た
。
け
れ
ど
も
西
園
寺
は
已
に
引
籠
り
き
り
で
原
田
が
西

園
寺
の
側
に
居
り
何
事
で
も
取
次
ぐ
役
で
あ
る
か
ら
、
西
園
寺
に

取
り
入
ら
ん
と
す
る
も
の
は
勢
ひ
原
田
を
お
だ
て
ゝ
御
機
嫌
を
と

る
様
に
な
る
。
併
し
硬
骨
な
真
面
目
な
人
士
は
却

つ
て
反
感
を
懐

く
様
に
な
つ
た
。
ま
た

一
方
財
閥
が
政
治
に
ま
で
関
係
し
て
ゐ
る

と
一
層
人
に
疑
惑
の
目
を
以
て
見
ら
れ
る
様
に
も
な
つ
た
。

併
し
前
述
の
如
く
西
園
寺
は
飽
く
迄
原
田
を
住
友
の
メ
セ
ン
ジ

ヤ
ボ
ー
イ
で
あ
る
と
し
て
使
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
政
治

的
に
も
経
済
的
に
も
大
し
た
手
腕
の
な
い
住
友
の
一
嘱
託
で
あ
る

事
は
い
つ
も
念
頭
に
置
い
て
ゐ
た
。

唯
先
に
も
云
つ
た
様
に
西
園
寺
に
接
近
せ
ん
と
す
る
も
の
、
ま

た
そ
の
他
に
も
原
田
が
元
老
の
秘
書
と
云
ふ
役
で
如
何
に
も
政
治

家
で
ゞ
も
あ
る
様
に
思
ひ
彼
を
持
上
げ
た
。
あ
る
時
熱
海
か
ら
原

田
と
同
じ
汽
車
に
乗
り
合
せ
た
事
が
あ
つ
た
が
停
車
場
毎
に
、
部

下
を
連
れ
た
警
察
署
長
と
駅
長
と
が

一
々
町
重
に
出
迎

へ
、
停
車

し
な
い
駅
（そ
の
汽
車
は
急
行
で
あ
つ
た
）
で
は
顎
紐
を
つ
け
た
巡

査
が
直
立
不
動
の
姿
勢
で
敬
礼
を
し
て
ゐ
た
。
ま
る
で
皇
族
か
大

臣
に
対
す
る
様
で
あ
る
。
高
貴
な
方
が
こ
の
汽
車
に
乗
つ
て
居
ら

れ
る
の
だ
と
一
乗
客
が
云
つ
て
ゐ
た
。
住
友
の
一
嘱
託
で
あ
る
原

田
に
対
し
て
か
う
云
ふ
事
に
な
る
の
は
住
友
の
為
ど
う
か
と
思

ふ
。
自
分
は
決
し
て
原
田
を
悪
る
く
云
ふ
の
で
は
な
い
、
そ
れ
ど

こ
ろ
か
原
田
は
実
に
い
い
人
で
あ
る
。
西
園
寺
も
云
つ
た
通
り
親

切
で
忠
実
で
顔
が
広
い
か
ら
使
ひ
歩
き
さ
せ
る
に
は
便
利
で
あ

九
四
二

る
。
併
し
住
友
と
し
て
原
田
の
様
な
人
を
雇
ひ
、
元
老
、
軍
部
、

宮
中
、
内
閣
な
ど
の
連
絡
を
と
ら
し
め
、
便
宜
を
得
ん
と
す
る
事

は
よ
く
な
い
。
「前
家
長
様
が
御
在
世
な
ら
ば
原
田
の
様
な
型
の

人
は
決
し
て
住
友
に
は
入

つ
て
来
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
」
と
云

つ

て
ゐ
た
人
が
あ
つ
た
が
同
感
で
あ
る
。
時
勢
の
進
展
に
伴
ひ
住
友

と
し
て
も
か
う
云
ふ
型
の
人
を
も
入
れ
る
事
も
或
は
必
要
で
あ
つ

た
か
も
知
れ
な
い
が
、
い
つ
も
云
ふ
様

に
父
は
住
友

の
事
業
が
栄

え
る
事
を
何
よ
り
も
望
ん
で
ゐ
た
。
併
し
そ
れ
と
同
時
に
決
し
て

如
何
な
る
事
を
し
て
も
事
業
さ

へ
栄
え
れ
ば
い
い
と
云
ふ
の
で
は

な
い
と
云
ふ
の
が
父
の
モ
ツ
ト
ー
で
あ

つ
た
。
（昭
和
十
六
年
八

月
）

附
記

最
近
原
田
日
記
な
る
も
の
が
出
版
せ
ら
れ
た
。
昭
和
初
年
よ
り

大
東
亜
戦
争
の
勃
発
す
る
前
十
数
年
間
の
政
治
関
係
を
知
る
上
に

興
味

の
あ
る
も
の
だ
が
、
世
間
で
は
こ
れ
の
信
憑
性

に
つ
い
て

種
々
云
は
れ
て
ゐ
る
が
自
分
も
そ
れ
は
絶
対
的
の
も
の
で
は
な
い

と
思
ふ
。
大
体
西
園
寺
は
こ
の
顔
の
広
い
原
田
を
重
宝
が
つ
て
ゐ

た
が
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
大
し
て
手
腕
の
な
い
住
友

の

一
嘱

託
と
し
て
扱

つ
て
ゐ
て
決
し
て
世
間
の

一
部
で
考

へ
て
ゐ
る
程
重

用
し
て
ゐ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
政
界
要
路

の
人
で
も
必
ず

し
も
原
田
を
信
用
し
て
ゐ
な
い
も
の
も
相
当
あ
つ
た
か
ら
重
要
な

事
を

一
々
原
田
に
話
し
た
と
も
思
は
れ
な
い
。

原
田
日
記
も
そ
の
心
算
で
読
ま
な
い
と
真
相
を
見
誤
る
惧
れ
が



あ
る
。
（昭
和
二
十
五
年
八
月
附
記
）

（
７
）

同
前
第
二
巻

一
七
七
、　
一
七
八
頁
。

（８
）

昭
和
二
十
四
年

一
月
十
九
日
川
田
順
氏
談
。

（
９
）

川
田
順

『続
住
友
回
想
記
』
（中
央
公
論
社
　
昭
和
二
十
八
年
と

八
二
頁
。

（１０
）

当
時
合
資
会
社
人
事
部
人
事
課
員
伊
藤
秀
吉
氏
の
ご
教
示
に
よ

２
の
。

（
Ｈ
）

松
村
謙
三

『
三
代
回
顧
録
』

（東
洋
経
済
新
報
社
　
昭
和
三
十
九

年
）
一
九
七
―
二
〇
〇
頁
。

（
‐２
）

前
掲
原
田

『
西
園
寺
公
と
政
局
』
第
四
巻
四
〇
二
、
四
〇
四
頁
。

（
‐３
）

岡
田
啓
介
述

『
岡
田
啓
介
回
顧
録
』
（毎
日
新
聞
社
　
昭
和
二
十
五

年
二

〓
一五
頁
。

（
‐４
）

前
掲
原
田

『
西
園
寺
公
と
政
局
』
第
四
巻
四

一
一
頁
。

（
‐５
）

同
前
四
二
五
頁
。

（
‐６
）

日
本
放
送
出
版
協
会

『短
歌
』
平
成
三
年
二
月
―
三
月
号
。

（
‐７
）

註
（
９
）
に
同
じ
。

（
‐８
）

中
村
隆
英

『
昭
和
史
Ｉ
８
８
よ
ど

（東
洋
経
済
新
報
社
　
平
成
五

年
×

九
六
、　
一
九
七
頁
。

（
‐９
）

原

・
沢
地

・
匂
坂
編

『検
察
秘
録
二

・
二
六
事
件
Ⅱ
』
（角
川
書
店

平
成
元
年
￥

〓
一七
―
三
六
〇
頁
。

（
２０
）

斎
藤
測

『
獄
中
の
記
』
（東
京
堂
　
昭
和
十
五
年
と

四
五
―

一
五

四
頁
。

（
２‐
）

「斎
藤
測
氏
追
悼
」
「
心
の
花
』
昭
和
二
十
八
年
十
月
号
）
。

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

（
２２
）

註
（
‐９
）
に
同
じ
。

（
２３
）

山
下
陸
奥

「
川
田
順
の
生
き
方
」
（角
川
書
店

『短
歌
』
昭
和
四
十

一
年
四
月
号
）
ｃ

（
２４
）

武
林
無
想
庵

『
む
そ
う
あ
ん
物
語
』
第
１５
（無
想
庵

の
会
　
昭
和
三

十
五
年
）
六
八

一
、
六
八
二
頁
。
川
田
順

「
私
の
履
歴
書
」
「
私
の
履
歴

圭
ご
第

一
六
集
　
日
本
経
済
新
聞
社
　
昭
和
三
十
七
年
と

八
四
、
一
八

五
頁
。

（
２５
）

五
島
茂

「
川
田
順
　
人
と
作
品
」

盆
別
掲
角
川
書
店

『短
歌
』
所

収
）
。

（
２６
）

日
向
方
齊

『
私
の
履
歴
書
』

（
日
本
経
済
新
聞
社
　
昭
和
六
十
二

年
）
五
六
、
五
七
頁
。

（
２７
）

註
（
１
）
に
同
じ
。

（
２８
）

前
掲
川
田

『
住
友
回
想
記
』

一
六
〇
頁
。

（
２９
）

同
前
三
〇
貞
。

（
３０
）

株
式
会
社
住
友
本
社

「投
資
会
社
調
」
（銀
行

・
鉄
道
）
７

（
３‐
）

『
阪
神
電
気
鉄
道
八
十
年
史
』
（同
社
　
昭
和
六
十
年
二

八
四
頁
。

（
３２
）

『東
京
急
行
電
鉄
５０
年
史
』
（同
社
　
昭
和
四
十
八
年
Ｙ

〓
一〇
―

三
二
三
頁
。

（
３３
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
７

（
３４
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（船
舶

・
雑
）
６

（
３５
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
傘
嘔
気
瓦
斯

・
保
険

。
木
材
）
８

（
３６
）

蘇
崇
民

『
満
鉄
史
』
（葦
董
房
　
平
成
十

一
年
）
四
六

一
―
四
六
三

頁
。

九
四
三
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（３７
）

『東
北
地
方
電
気
事
業
史
』
（東
北
電
力
株
式
会
社
　
昭
和
三
十
五

年
Ｙ
一四
五
上

一四
八
頁
。

（
３８
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（鉱
業

・
土
地
建
物
）
３

（
３９
）

同
前
。

（
４０
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（化
学
）
５

（４‐
）

同
前
。

（
４２
）

前
掲
蘇

『満
鉄
史
』
四
六
八
頁
。

（４３
）

『
日
本
電
気
株
式
会
社
七
十
年
史
』
（同
社
　
昭
和
四
十
七
年
と

六
五
頁
。

（
４４
）

『安
立
電
気
五
十
年
史
』
（同
社
　
昭
和
五
十
七
年
ご
一九
六
頁
。

（
４５
）

前
掲

『
日
本
電
気
株
式
会
社
七
十
年
史
』

一
六
五
、　
三
全
ハ
頁
。

（４６
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
５

（
４７
）

同
前
。

（
４８
）

同
前
。

（
４９
）

同
前
。

（
５０
）

同
前
。

（
５‐
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
３

（
５２
）

前
掲
蘇

『満
鉄
史
』
四
七
七
、
四
七
八
頁
。

（
５３
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
３

（
５４
）

同
前
。

（
５５
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
６

（
５６
）

前
掲
川
田

『続
住
友
回
想
記
』

一
一
七
頁
。

（
５７
）

犬
丸
徹
三

『
ホ
テ
ル
と
共
に
七
十
年
』

（展
望
社
　
昭
和
三
十
九

九
四
四

年
Ｙ
一〇
六
―
二

一
三
頁
。
新
大
阪
ホ
テ
ル
に
関
し
て
は
木
村
吾
郎

『
日

本
の
ホ
テ
ル
産
業
史
』
（近
代
文
芸
社
　
平
成
六
年
Υ
一七
七
―
二
九
五

頁
参
照
。

（
５８
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（機
械

・
ホ
テ
ル

・
信
託
）
４

（
５９
）

同
前
。

（
６０
）

同
前
。

（
６‐
）

『
国
際
電
信
電
話
株
式
会
社
二
十
五
年
史
』
（同
社
　
昭
和
五
十
四

年
と

、
二
頁
。

（
６２
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
６

（
６３
）

同
前
。

（
６４
）

印
南
博
吉
編

『
現
代
日
本
産
業
発
達
史
』
Ｘ
Ｘ
Ⅶ
保
険
（同
研
究
会

昭
和
四
十

一
年
と

〇
二
―

一
〇
四
頁
。

（
６５
）

大
倉
財
閥
研
究
会
編

『大
倉
財
閥
の
研
究
』
（近
藤
出
版
社
　
昭
和

五
十
七
年
二

六
七
―

一
七
〇
頁
。

（
６６
）

前
掲
川
田

『続
住
友
回
想
記
』

一
七
九
、　
一
八
〇
頁
。

（
６７
）

昭
和
二
年
信
託
側
に
住
友
合
資
会
社
に
対
す
る

一
〇
五
万
円
の
貸

付

の
記
録
が
あ
り
な
が
ら
、
合
資
会
社
が
信
託
か
ら
の
借
り
入
れ
を
計

上
し
て
い
な
い
つ
住
友
合
資
会
社
（中
ご

第
２６
表
参
照
）
の
は
、
次

の
資

料
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
合
資
会
社
は
加
算
税
を
免
れ
る
た
め
に
住

友
家
に
対
す
る
通
常
の
配
当
五
〇
万
円
の
他
に

一
〇
五
万
円
を
増
配
し

た
が
、
住
友
家
会
計
は
こ
れ
を
利
益

に
計
上
せ
ず
仮
入
金
と
し
て
特
定

金
銭
信
託
に
ま
わ
し
、
信
託
は
こ
の

一
〇
五
万
円
を
合
資
会
社
に
貸
し

付
け
た
が
、
合
資
会
社
は
住
友
家
か
ら
の
預
り
金
と
し
て
処
理
し
た
か



ら
で
あ
る
。
こ
の
一
〇
五
万
円
以
降
の
増
配
分
も
同
様
の
形
で
処
理
さ

れ
た
翁
住
友
合
資
会
社
（中
ご

第
１３
表
参
照
）
。

①
昭
和
二
年
五
月
二
十

一
日
提
出
、
六
月
六
日
決
裁
、
合
資
会
社
総

務
部
会
計
課
主
計
係
起
案
主
雑
第
二
十
四
号

「合
資
会
社
利
益
処
分
ノ

件
」（前

略
Ｘ
口資
会
社
ガ
加
算
税
ヲ
免
ル
ル
為
引
続
キ
増
配
ヲ
行
フ
時

ハ
、
営
業
資
金
ノ
増
加
小
ニ
シ
テ
事
業
拡
張
資
金
二
欠
乏
ス
ベ
ク
、
又

本
家
ト
シ
テ
モ
徒
ラ
ニ
巨
額
ノ
遊
資
ヲ
擁
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、

増
配
分
ハ
之
ヲ
本
家
ニ
テ
使
用
セ
ズ
、
当
社
二
於
テ
運
用
ス
ル
事
ト
セ

ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
而
シ
テ
其
ノ
方
法
ト
シ
テ
ハ
、
住
友
信
託
会
社
ノ
特

定
信
託
預
金
ヲ
利
用
シ
、
本
家
ガ
増
配
ヲ
受
ク
ル
ト
同
時
二
之
ヲ
住
友

信
託
ノ
手
ヲ
経
テ
当
社
二
貸
付
ケ
、
利
息
ハ
増
配
ニ
ヨ
ル
本
家
納
税
負

担
増
ヲ
差
引
タ
ル
残
額
ヲ
元
金
二
組
入
ル
ル
コ
ト

ヽ
ス
ベ
シ
。
斯
ク
ス

ル
時
ハ
、
大
体
合
資
会
社
ノ
金
融
二
支
障
ヲ
生
ゼ
ズ
（後
略
）

②
昭
和
三
年
二
月
二
十
日
提
出
、
五
月
七
日
決
裁
、
主
雑
第
五
号

「住
友
家
会
計
昭
和
二
年
度
利
益
処
分
ノ
件
」

（前
略
Ｘ
口資
会
社
配
当
金
ハ
一
、
五
五
〇
千
円
収
入
シ
タ
ル
モ
、
此

ハ
合
資
会
社
ガ
同
族
会
社
加
算
税
ノ
賦
課
ヲ
免
ル
ル
為
二
特
二
増
配
セ

ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
毎
年
恒
例
ノ
配
当
額
五
〇
〇
千
円
丈
ヲ
利
益
勘

定
二
収
入
シ
、
増
配
分

一
、
〇
五
〇
千
円
ハ
利
益
勘
定
ヨ
リ
除
外
セ
リ

（仮
入
金
ト
シ
テ
収
入
シ
特
定
信
託
ヲ
利
用
シ
直
二
合
資
会
社
二
貸
付

ケ
タ
リ
）。

（６８
）

大
島
久
太
郎

『住
友
信
託
物
語
』
（住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社
　
昭

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

和
四
十
六
年
二

五
六
頁
。

（
６９
）

『住
友
信
託
銀
行
五
十
年
史
』
（同
行
　
昭
和
五
十

一
年
￥
一五
〇

頁
。

（
７０
）

同
前
。

（
７‐
）

『住
友
銀
行
八
十
年
史
』
（同
行
　
昭
和
五
十
四
年
￥
一六

一
頁
。

（７２
）

『小
倉
正
恒
』
（同
伝
記
編
纂
会
　
昭
和
四
十
年
）
九
四

一
頁
。

（
７３
）

佐
鳥
仁
左

「十
三
　
住
友
経
営
時
代
を
顧
み
て
」
翁
日
本
電
気
も

の
が
た
り
』
同
社
　
昭
和
五
十
五
年
）但
し
佐
鳥
は
昭
和
九
年
の
志
田

の
ド
イ
ツ
出
張
を
昭
和
十
二
年
の
米
国
出
張
と
混
同
し
て
い
る
。

（
７４
）

日
本
政
府
及
び
日
本
Ｇ
Ｍ

・
日
本
フ
オ
ー
ド
の
動
向
に
つ
い
て

は
、
次
の
諸
稿
を
参
考
に
し
た
。

宇
田
川
勝

「自
動
車
製
造
事
業
法
の
制
定
と
外
資
系
会
社
の
対
応
」

（土
屋

・
森
川
編

『企
業
者
活
動
の
史
的
研
究
』
第
１４
章
　
日
本
経
済

新
聞
社
　
昭
和
五
十
六
年
）
、
大
島

・
山
岡
『産
業
の
昭
和
社
会
史
⑪
自

動
車
』
（日
本
経
済
評
論
社
　
昭
和
六
十
二
年
）
、
小
平
勝
美

『
日
本
産

業
経
営
史
大
系
第
５
巻
自
動
車
』
（亜
紀
書
房
　
昭
和
四
十
三
年
）

（
７５
）

前
掲
原
田

『西
園
寺
公
と
政
局
』
第
七
巻

一
四
二
、　
一
四
三
頁
。

（
７６
）

前
掲

『小
倉
正
恒
』
七
六
六
頁
。

（
７７
）

梶
井
剛

『
わ
が
半
生
』
（昭
和
四
十
三
年
Υ

五
七
頁
。

（
７８
）

梶
井
剛

「小
倉
さ
ん
を
憶
う
」
（前
掲

『小
倉
正
恒
』
所
収
）。

（
７９
）

前
掲

『小
倉
正
恒
』
三
〇
三
頁
。

（８０
）

坪
井
美
雄

「追
憶
三
項
」
（前
掲

『小
倉
正
恒
』
所
収
）

（
８‐
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
１

九
四
五
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（
８２
）

「住
友
ノ
鉱
山
及
農
林
業
」
（住
友
本
社
経
理
部
鉱
山
課
　
昭
和
十

九
年

一
月
）
。
な
お
静
狩
金
山
に
つ
い
て
は
浅
田
政
広

『
北
海
道
金
鉱
山

史
研
究
』
第
二
章
静
狩
金
山
（北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
　
平
成
十

一

年
）
が
詳
細
で
あ
る
。

（
８３
）

鴻
之
舞
鉱
山
に
つ
い
て
は

『鴻
之
舞
鉱
山
小
史
（
四
十
年
史
稿
ど

（住
友
金
属
鉱
山
鴻
之
舞
鉱
山
史
編
纂
委
員
会
編
　
昭
和
三
十
二
年
）
、

『紋
別
市
史
』

（紋
別
市
役
所
　
昭
和
三
十
五
年
）
、

『鴻
之
舞
五
十
年

史
』
（住
友
金
属
鉱
山
鴻
之
舞
鉱
業
所
　
昭
和
四
十
三
年
）
、
『鴻
之
舞
金

山
史
』
（住
友
金
属
鉱
山
同
編
纂
委
員
会
編
　
平
成
十
五
年
）
、
前
掲
浅

田

『
北
海
道
金
鉱
山
史
研
究
』
第

一
章
鴻
之
舞
金
山
が
詳
細
で
あ
る
。

但
し
金
山
発
見
の
話
は
い
ず
れ
も
池
沢

「鴻
之
舞
鉱
山
発
見
の
真
相
」

（昭
和
十
四
年
）
及
び
今
堀

「焼
け
を
探
ね
て
五
十
年
」
（昭
和
三
十
四

年
）
に
依
拠
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
当
事
者
自
身

の
後
年

の
手
記
で
あ

る
た
め
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
８４
）

前
掲
川
田

『住
友
回
想
記
』
四
六
―
四
九
頁
。

（
８５
）

前
掲

『紋
別
市
史
』
八
三
六
頁
。

（
８６
）

石
松
尚
成

「鴻
之
舞
金
山
由
来
記
」
（昭
和
二
十
九
年
十
二
月
五
日

記
）

（
８７
）

前
掲

『
紋
別
市
史
』
八
五
三
頁
。

（
８８
）

同
前
八
四

一
頁
に
よ
る
と
組
合
員
は
中
野
を
除
く
八
名
で
あ

っ
た

と
い
う
。
そ
れ
な
ら
ば
中
野
は
飯
田
の
完
全
な
ダ
ミ
ー
と
い
う
こ
と
に

な

る

。

（
８９
）

久
原
側
の
記
録
、
深
見
俊
三
郎

「高
玉
鉱
山
の
思
い
出
」
「
創
業

九
四
六

五
十
周
年
回
顧
録
』
日
本
鉱
業
株
式
会
社
　
昭
和
三
十

一
年
）
に
よ
れ

ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

買
鉱
課
在
勤
中
に
於
け
る
買
山
の
思
い
出
は
数
々
あ
る
が
、
何
と
い

つ
て
も
残
念
だ
つ
た
の
は
、
鴻
之
舞
を
買
山
出
来
な
か
つ
た
こ
と
で
あ

る
。
は
じ
め
て
見
に
行

つ
た
時
は
、
日
立
で
あ
ら
か
じ
め
サ
ン
プ
ル
だ

け
を
見
て
出
掛
け
た
の
で
あ
る
が
、
大
変
不
便
な
と
こ
ろ
で
、
紋
別
ま

で
は
馬
に
揺
ら
れ
て
行

つ
た
。

そ
れ
か
ら
更
に
鉱
山
に
行

つ
て
見
る
と
露
頭
が
崩
れ
た
転
石
を
見
て

も
、
外
の
露
頭
を
調
べ
て
見
て
も
、
普
通
の
露
頭
と
は
異
り
、
は
つ
き

り
し
た
露
頭
と
は
い
い
難
い
が
、
甚
だ
規
模
の
大
き
い
こ
と
が
分
り
、

大
い
に
触
手
が
動
い
た
。

当
時
鴻
之
舞
鉱
山
は
吉
田
某
と
い
う
法
学
士
が
管
理
し
て
い
た
が
、

調
査
し
て
見
る
と
実
際
に
は
数
名
ほ
ど
の
所
有
者
が
い
た
。
い
よ
い
よ

交
渉
の
段
階
に
な
つ
て
、
吉
田
氏
は
住
友

の
中
村
啓
二
郎
氏
が
す
で
に

鉱
山
を
調
査
し
て
い
る
の
で
、
住
友

へ
話
を
通
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
い
う
。
吉
田
氏
は
又
い
く
ら
住
友
で
も
、
マ
サ
カ
百
万
円
と
吹

き
か
け
れ
ば
と
う
て
い
買
う
ま
い
か
ら
、　
一
度
話
だ
け
し
て
来
る
。
そ

の
間
待

つ
て
い
て
も
ら
い
た
い
と
云
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
吉

田
氏
が
帰

つ
て
き
て
い
う
に
は
、
「
ま
さ
か
と
思

つ
て
い
た
が
、
住
友
は

百
余
万
円
で
買

つ
て
し
ま
つ
た
。
何
と
も
仕
方
が
な
い
か
ら
勘
弁
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

」
と
平
あ
や
ま
り
に
あ
や
ま
ら
れ
、
結
局
住
友

に
話
が

決

つ
て
し
ま
つ
て
は
後

の
祭

で
と
う
と
う
鴻
之
舞
を
逃
し
て
し
ま
つ

た
。
久
原
総
長
は
日
頃
、
い
わ
ゆ
る
バ
ケ
モ
ノ
山
こ
そ
買
う
べ
き
だ
と



話
し
て
お
ら
れ
た
が
、
こ
の
鴻
之
舞

こ
そ
ま
さ
に
バ
ケ
モ
ノ
山
で
あ
つ

た
訳
だ
。

（
９０
）

小
池
宝
三
郎
述

「開
山
当
時
の
想
い
出
」
（住
友
金
属
鉱
山
株
式
会

社
　
昭
和
三
十
年
）

（
９‐
）

第
二
章

「住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「
三
　
投
資
活
動
」
参
照
。

（
９２
）

柴
田
善
雅

「戦
時
産
金
体
制
と
金
資
金
特
別
会
計
」
（大
東
文
化
大

学
紀
要
第
３４
号
）
、
「別
編
　
日
本
産
金
振
興
株
式
会
社
略
史
」
「
帝
国

鉱
業
開
発
株
式
会
社
史
』

昭
和
四
十
五
年
）
。
日
本
産
金
振
興
は
金
鉱

業
整
備
に
伴
い
昭
和
十
八
年
二
月
帝
国
鉱
業
開
発
に
吸
収
合
併
さ
れ
た

た
め
、
こ
の
よ
う
な
社
史
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
な
お
同
書
四
〇
七

頁
に
日
本
産
金
振
興
の
株
主
構
成
と
し
て
大
手
産
金
業
者
引
受
三
五
万

株
↑
一井
鉱
山
、
三
菱
鉱
業
、
住
友
本
社
、
日
本
鉱
業
、
各
社
八
万
株
、

古
河
合
名
二
万
株
、
一騰
田
組

一
万
株
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
当
初
目
論
見

段
階
の
数
字
と
思
わ
れ
、
住
友
本
社
資
料
に
よ
る
と
実
際
に
は
三
井
、

三
菱
、
住
友
、
日
本
、
各
社
八
万
七
〇
〇
〇
株
、
古
河
二
万

一
〇
〇
〇

株
、
藤
田

一
万

一
０
０
０
株
、
従

っ
て
大
手
産
金
業
者
引
受
三
八
万
株

と
な

っ
て
い
る
。

（
９３
）

前
掲

「住
友
ノ
鉱
山
及
農
林
業
」

（
９４
）

小
林
英
夫

「朝
鮮
産
金
奨
励
策
に
つ
い
て
」
翁
歴
史
学
研
究
』
第

二
〓
一
一
日一
）

（
９５
）

大
蔵
大
臣
官
房
調
査
企
画
課
編

『聞
書
戦
時
財
政
金
融
史
』
（大
蔵

財
務
協
会
　
昭
和
五
十
三
年
）
八
二
頁
。

（
９６
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
１

第
二
部
　
住
友
合
資
会
社

（
９７
）

堀
越
二
郎

・
奥
官
正
武

『
零
戦
―
日
本
海
軍
航
空
小
史
』
（
日
本
出

版
協
同
　
昭
和
二
十
八
年
γ
ハ
八
、
七
七
頁
。

（
９８
）

安
藤
良
雄

『
昭
和
経
済
史

へ
の
証
言
』
中
（毎
日
新
聞
社
　
昭
和
四

十

一
年
γ

一
六
―

一
一
九
頁
。

（
９９
）

昭
和
七
年
八
月
二
十
七
日
付
東
京
朝
日
新
聞
。

（
１００
）

原
朗

「
一
九
三
〇
年
代
の
満
州
経
済
統
制
政
策
」
（満
州
史
研
究
会

編

『
日
本
帝
国
主
義
下
の
満
州
』
第

一
章
　
御
茶
の
水
書
房
　
昭
和
四

十
七
年
）
。

（
１０１
）

河
村
竜
夫

『鋼
管
回
想
仄
聞
記
』
（住
金
物
産
株
式
会
社
　
昭
和
四

十
九
年
二

一
一
、　
一
三

一頁
。

（
‐０２
）

岡
田
年
弘

「満
州
住
友
」
「
回
想
の
日
満
商
事
』
日
満
会
　
昭
和

五
十
三
年
）
。

（
‐０３
）

早
川
幸
市

『
住
友
機
械
六
十
年
史
物
語
』
（住
友
機
械
工
業
株
式
会

社
　
昭
和
四
十
三
年
）
四
人
、
四
九
、
五
八
頁
。

（
‐０４
）

住
友
重
機
械
工
業
株
式
会
社
総
務
部
長
佐
藤
正
臣
氏
の
ご
教
示
に

よ
る
。
『安
川
電
機
７５
年
史
』
（株
式
会
社
安
川
電
機
製
作
所
　
平
成
二

年
）
四
二
、
四
三
頁
。

（
‐０５
）

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
二
日
古
田
俊
之
助
氏
談
。

（
‐０６
）

松
井
聡

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
想
ひ
出
」
「
春
日
弘
氏
追
懐
録
』

住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
　
昭
和
四
十
九
年
）
。

（
‐０７
）

昭
和
二
十
四
年
四
月
五
日
斎
藤
省
三
氏
談
。

（
硼
）

前
掲
河
村

『銅
管
回
想
仄
聞
記
』

一
三
〇
頁
。

（
‐０９
）

杉
本
修

『
わ
が
空

へ
の
歩
み
』
（昭
和
四
十
二
年
）
七
四
頁
。

九
四
七



第
四
章
　
住
友
合
資
会
社

（下
）

（１１０
）

古
川
由
美
子

「行
政
査
察
に
見
る
戦
時
中
の
増
産
政
策
」
「
史
学

雑
誌
』
第
１０７
編
第
１
号
）
。
但
し
鉤
括
弧
内
は
「美
濃
部
洋
次
文
書
リ
ー

九
四
八

ル
一
〇
〇
」
（国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）
。

（１１１
）

前
掲
日
向

『私
の
履
歴
書
』
六
四
―
六
七
頁
。



著
者
略
歴

一
九
三
六
年

一
九
六
〇
年

一
九
九
四
年

東
一界
に
生
ま
れ
る

東
京
大
学
経
済
学
部
卒
業

住
友
商
事
株
式
会
社
入
社

住
友
史
料
館
勤
務

住
友
本
社
経
営
史
　
上
巻

二
〇
〇
七
年
七
月
三
十

一
日
　
発
行

嫡
舅

山

本

一

〒
６６５
‐
００２２

兵
庫
県
宝
塚
市
野
上
四
―
二
〇
―

一
九

電
　
話
　
〇
七
九
七
―
七

一
―
三
七
七
四

刷
　
河
北
印
刷
株
式
会
社

〒
６０‐
‐
剛

京
都
市
南
区
唐
橋
門
脇
町
二
八

電
　
話
　
〇
七
五
―
六
九

一
―
五

一
二

一
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住
友
本
社
経
営
史
　
下
巻



下

目

次

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

第

二
早

住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

一　

改
組
の
目
的
と
そ
の
経
緯

問
題

の
所
在

財
閥
批
判

へ
の
対
応
と
川
田
案

改
組
案
を
め
ぐ
る
内
部
事
情

改
組
案
と
統
轄
機
能

改
組
案

の
決
定

改
組
に
伴
う
懸
案
事
項
の
処
理

相
続
税
の
問
題

分
家

の
問
題

退
職
慰
労
金
の
問
題

口 国 H lI(四)口 国 H



五 四     三
O    ll日

住
友
合
資
会
社
の
解
散

解
散

の
法
的
諸
手
続

内
外
に
対
す
る
改
組
の
発
表

‥

株
式
会
社
住
友
本
社

の
設
立

改
組
に
伴
う
会
計
処
理

営
業
財
産
譲
渡
差
益
の
計
上

１
　
鉱
山
及
び
山
林

２
　
有
価
証
券

３

不

動

産

口
　
退
職
慰
労
金

の
清
算

エハ
　
改
組
の
帰
結

・
住
友
家
及
び
三
分
家
会
計
の
強
化

第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社
（上
）―
昭
和
十
二
年
―
十
五
年
―

統
轄
シ
ス
テ
ム

日
　
経
済
統
制
の
進
展

日
　
経
済
統
制
の
東
京

国
　
関
係
会
社
管
理
の

と
住
友
本
社

の
対
応

三垂五
八

六
九

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ奎条九

七
一〇
〇

一一一一一（



１
　
関
係
会
社
役
員
内
規
の
制
定
　
・…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
≡
一

２
　
連
系
会
社
の
関
係
会
社
統
制
問
題
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
喜

一
一　

業
　
　
績

・…
…

…
…

…
・…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
・…

…
・…

…
…

…
…

…
・…

…
。…

…
。一否

０
　
住
友
本
社
の
業
績

‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。景
三

口
　
住
友
本
社
の
部
門
別
業
績

‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・元
五

１
　
本
社
部
門
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
九
二

２
　
直
轄
鉱
山
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
主
九
五

３
　
販

売

店

〓
一　
投
資
活
動

一一一一一（

連
系
会
社
の
株
式

五  四

口 l~l ll 口 ll日

そ
の
他
の
住
友
系
企
業
の
株
式

住
友
系
以
外
の
企
業
の
株
式

資
金
調
達

店
部

・
連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社

北
支
産
金
株
式
会
社
の
設
立

中
国

に
お
け
る
三
事
務
所

の
設
置

１
　
上
海
事
務
所

・・・一一一一七
一一一一九

一一一一一〇
二
五
四

四
〇
二

四
〇
六

四
〇
七



２
　
北
京
事
務
所

３
　
新
京
事
務
所

回
　
扶
桑
海
上
火
災
保
険

の
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

へ
の
改
称
と
連
系
会
社
指
定

第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社
（中
）１
昭
和
十
六
―
十
九
年
―

一　

統
轄
シ
ス
テ
ム

古
田
総
理
事
下
の
戦
時
体
制
の
進
展

１
　
総
理
事
更
迭
と
連
系
会
社
社
長
制

２
　
戦
局
の
進
展
と
事
業
の
急
膨
張

３
　
軍
需
会
社
指
定
と
本
社
の
対
応

住
友
戦
時
総
力
会
議
の
創
設

一
一　
業

　

績

住
友
本
社

の
業
績

住
友
本
社

の
部
門
別
業
績

１
　
本
社
部
門

２
　
直
轄
鉱
山

３
　
販
売
店

・
業
務
所

〓
一　
投
資
活
動

口 ll

四
一〇

四
一二一

四
一五

一   九  九  九  九  七  七   〇  九  七  六  六  六



連
系
会
社
の
株
式

関
係
会
社
の
株
式

住
友
系
以
外
の
企
業

の
株
式

四
　
資
金
調
達

財
務
委
員
会
の
設
置

戦
時
金
融
金
庫
に
よ
る
連
系
会
社
向
け
融
資

の
拡
大

軍
需
融
資
指
定
金
融
機
関
制
度
と
住
友
銀
行

五
　
店
部

・
連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社

熱
河
螢
石
鎖
業
株
式
会
社
の
設
立

１
　
ス
ラ
ン
デ
ン
殖
産
株
式
会
社
の
設
立
と
住
友
ボ
ル
ネ
オ
殖
産
株
式
会
社

へ
の
改
称

２
　
南
方
進
出
問
題
と
南
方
委
員
会
の
設
置

ltl(月 0(回  ロ 00

南
方

へ
の
進
出
問
題

日  (_1 0
ll ll ll

日
本
電
気
株
式
会
社

の

朝
鮮
住
友
軽
金
属
株
式

安
東
軽
金
属
株
式
会
社

住
友
化
工
材
工
業
株
式

大
阪
北
港
と
住
友
ビ
ル

連
系
会
社
指
定
と
住
友
通
信
工
業
株
式
会
社

へ
の
改
称

会
社
の
設
立
と
連
系
会
社
指
定

の
設
立

会
社

の
発
足

デ
イ
ン
グ
の
合
併
に
よ
る
住
友
土
地
工
務
株
式
会
社
の
発
足

六
五
七

一（一（一一

六
七
二

六
七
七



第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社
（下
）―
昭
和
一
一十
二

一十
七
年
―

最
高
司
令
部
の
財
閥
解
体
方
針
と
住
友
本
社
の
対
応

敗
戦
に
至
る
ま
で
の
住
友
本
社
の
動
向

住
友
本
社
の
戦
後
復
興
方
針
の
対
応

最
高
司
令
部
当
局
者

へ
の
接
触

住
友
本
社
自
身
に
よ
る
解
体
案

の
作
成

一
一　
住
友
本
社

の
解
散

と
連
系
会
社
及
び
住
友
家

の
対
応

０
　
住
友
本
社

の
解
散

１
　
住
友
本
社
の
事
実
上
の
解
散

２
　
正
式
解
散
に
至
る
ま
で
の
折
衝

国
　
連
系
会
社

の
対
応

１
　
連
系
会
社
の
経
営
管
理
組
織
の
改
編

２
　
連
系
会
社
幹
部
の
更
迭

日
　
住
友
家
の
対
応

１
　
財
産
税
の
納
付
と
住
友
家
資
産
の
激
減

２
　
住
友
家
と
連
系
会
社
と
の
関
係

〓
一　
住
友
本
社
解
散
後
の
現
業
部
門
の
動
向

佃)日 l_l ll

)1 tL /\ /\
O-l\/\



販
売
部
門

・

鉱
山
部
門

・

林
業
部
門

・

不
動
産
部
門

四
　
財
閥
商
号
と
企
業
統
治

日
本
建
設
産
業
（旧
住
友
土
地
工
務
）
か
ら
住
友
商
事

へ

井
華
鑢
業
（旧
住
友
鎖
業
）
か
ら
住
友
金
属
鉱
山

へ

第
二
会
社
林
業
六
社
か
ら
住
友
林
業

へ

第
二
会
社
泉
不
動
産

か
ら
住
友
不
動
産

ヘ

(_l 日 (四)に)(コ ll

住
友
商
号

へ
の
復
帰

住
友
本
社
解
散
に
伴
う
連
系
会
社
の
企
業
統
治

表

一　
覧

人
名
索
引

社
名
索
引



第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社





第

二
早

住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

目
　
　
次

改
組
の
日
的
と
そ
の
経
緯

日
　
問
題
の
所
在

０
　
財
閥
批
判

へ
の
対
応
と
川
田
案

０
　
改
組
案
を
め
ぐ
る
内
部
事
情

四
　
改
組
案
と
統
轄
機
能

口
　
改
組
案
の
決
定

改
組
に
伴
う
懸
案
事
項
の
処
理

［
　
相
続
税
の
問
題

口
　
分
家
の
問
題

口
　
退
職
慰
労
金
の
問
題

住
友
合
資
会
社
の
解
散

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

五 四
0   口 ll(コ

解
散
の
法
的
諸
手
続

内
外
に
対
す
る
改
組
の
発
表

株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

改
組
に
伴
う
会
計
処
理

営
業
財
産
譲
渡
差
益

の
計
上

１
　
鉱
山
及
び
山
林

２
　
有
価
証
券

３

不

動

産

退
職
慰
労
金
の
清
算

改
組
の
帰
結

・
住
友
家
及
び
三
分
家
会
計
の
強
化



昭
和
十
二
年
２

九
三
七
】
一月
二
十
八
日
住
友
合
資
会
社
は
解
散
し
、
翌
三
月

一
日
株
式
会
社
住
友
本
社
が
設
立
さ
れ
た
。
本
章
は
、　
こ

の
改
組
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
ｃ

日

問

題

の
所

在

一月
二
十
八
日
総
理
事
小
倉
正
恒
は
、
日
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
午
後

一
時
合
資
会
社
本
社
に
各
店
部
及
び
連
系
会
社

の
主
管
者
を
召
集

別
室
で
開
か
れ
た
合
資
会
社
解
散
の
決
議
完
了
後
、
訓
示
を
行
い
（資
料
１
）
、
改
組
の
理
由
を
次

の
よ
う
に
説
明
し
た
。

住
友
ノ
各
事
業
ガ
非
常
ナ
ル
発
展
ヲ
ス
ル
ニ
伴
ヒ
マ
シ
テ
、
合
資
会
社
ノ
職
責
モ
愈
々
重
且
大
ト
ナ
ツ
テ
参

ツ
タ
訳
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、

元
来
事
業
経
営
ノ
形
態

ハ
、
事
業
ガ
大
キ
ク
ナ
ル
ニ
従
ヒ
マ
シ
テ
個
人
組
織
カ
ラ
会
社
組
織

ニ
ナ
リ
、
又
同
ジ
会
社

二
致
シ
マ
シ
テ
モ

合
名
会
社
ヤ
合
資
会
社
ノ
様
ナ
形
態
ノ
モ
ノ
カ
ラ
株
式
会
社

二
移
ル
ト
イ
フ
コ
ト
、
之

ハ
自
然
ノ
趨
勢
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
住
友
合
資
会

社

二
於
キ
マ
シ
テ
モ
、
事
業
ノ
現
状
、
内
外
諸
般
ノ
情
勢

二
鑑
ミ
マ
シ
テ
、
住
友
ノ
事
業
ノ
健
全
ナ
ル
発
達
ヲ
計
リ
マ
ス
為

ニ
ハ
、
之

ヲ
株
式
組
織

二
編
成
致
シ
マ
シ
テ
、
新
情
勢

二
適
合
ス
ル
形
態

ヲ
採
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
コ
ト
ハ
、
ド
ウ
シ
テ
モ
避
ケ
難
イ
ノ
デ
ア
リ

マ
シ
テ
、
此
ノ
形
ヲ
整

ヘ
マ
シ
テ

一
層
会
社
ノ
基
礎
ヲ
固
メ
、
業
務
ノ
刷
新
ヲ
計
り
、
又
事
業
ノ
進
展

二
資
シ
タ
イ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ

マ
ス
。
而
シ
テ
之
ヲ
実
行
ス
ル
機
会

ハ
、
真

二
今
日
ヲ
措
テ
無
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
今
日
以
後

二
於
テ
ハ
実
行
ス
ル
機
会
ガ
頗
ル
困
難

ニ
ナ
ツ
テ
来
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
斯
ル
意
味
合

二
於
テ
株
式
組
織

ヲ
断
行
シ
タ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。

し
か
し
同
時
に
小
倉
は
、
次

の
五
点
を
上
げ
て
今
回
の
改
組
に
よ
つ
て
も
法
人
格
の
変
更
以
外
に
実
質
的
な
内
容
の
変
更
が
な
い
こ
と
を

し

第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

一　
改
組
の
目
的
と
そ
の
経
緯

四



明
ら
か
に
し
た
。
即
ち

第

一
占
〔と
し
て

新
設
ノ
株
式
会
社
住
友
本
社

ハ
、
明
三
月

一
日
ヲ
以
テ
設
立
致
シ
マ
ス
。
資
本
金

ハ
合
資
会
社
ノ
資
本
金
卜
同
様
デ

一
億
五
千
万
円
デ
、

合
資
会
社
ノ
全
従
業
員
並

二
営
業
ヲ
其
ノ
儘
引
継
グ
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
。
事
業
ノ
内
容
モ
全
ク
従
来
卜
変
ラ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ

ス
。
合
資
会
社
ノ
各
店
部
モ
其
ノ
儘
株
式
会
社
住
友
本
社
ノ
店
部
ト
ナ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
従
来
同
様
ノ
コ
ト
ニ
ナ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ｃ

第
二
占
〔と
し
て

理
財
ノ
得
失
ト
イ
フ
点
カ
ラ
申
シ
マ
ス
ト
、
合
資
会
社

ニ
ナ
ツ
テ
居
ツ
テ
モ
、
株
式
会
社

ニ
ナ
リ
マ
シ
テ
モ
税
金

ニ
ハ
サ
シ
テ
変
化

ハ

ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
矢
張
り
同
ジ
位
ノ
税
金

ハ
取
ラ
レ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
寧

口
解
散
致
シ
マ
ス
ト
イ
フ
ト
清
算
所
得

ヲ
沢
山
取
ラ

レ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
少
ナ
カ
ラ
ヌ
多
額
ノ
税
金
、
所
得
税
ヲ
取
ラ
レ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
伏
ル̈
ニ
デ
ス
、

水ヽ
イ
将
来
ヲ
考

へ
、
又

色
々
ノ
場
合
ヲ
想
像
シ
、
又
種
々
ノ
事
業
ノ
進
展
ト
イ
フ
意
味
合
カ
ラ
考

ヘ
マ
ス
ト
、
ド
ウ
シ
テ
モ
今
日
組
織
ヲ
変
更
シ
テ
置
ク
必
要

ガ
ア
ル
、
ソ
レ
ガ
理
財
ノ
得
失
ト
イ
フ
点
カ
ラ
見
テ
将
来

二
亘
ツ
テ
考

ヘ
マ
ス
ト
、
ソ
レ
ハ
小
サ
ナ
モ
ノ
デ
ア
ル
。
コ
ウ
イ
フ
意
味
合

カ
ラ
於
キ
マ
シ
テ
、
コ
ノ
際
家
憲
ノ
精
神

二
則
リ
マ
シ
テ
、
組
織
ノ
変
更
ヲ
行
フ
コ
ト
ニ
ナ
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

第
三
占
と̈
し
て

新
会
社
ノ
組
織

ハ
株
式
会
社
卜
変

ツ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
、
実
体

ハ
従
来
ノ
合
資
会
社
卜
少
シ
モ
変
更

ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
矢
張
り
社

長
ガ
ア
ツ
テ
、
社
長

二
服
従
シ
、
社
運
ヲ
導
ク
モ
ノ
デ
、
内
部
ノ
職
制
モ
何
等
変
更

ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
総
理
事
ガ
ア
ツ
テ
理
事

モ
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
即
チ
株
式
会
社
住
友
本
社

コ
ノ
新
会
社

ハ
従
来
ノ
合
資
会
社
卜
同
様

二
、
住
友
ノ
事
業
ノ
中
枢
デ
、
其
ノ
統

制
ヲ
図
ル
コ
ト
ラ
職
分
ト
シ
、
兼
ネ
テ
又
直
轄
営
業
ヲ
持
ツ
テ
、
事
業
ノ
健
全
ナ
ル
発
展
ヲ
図
ル
ノ
ハ
少
シ
モ
変
化

ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ

マ
ス
。第

二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ

第
四
点
と
し
て

株
式
会
社
ト
ナ
リ
マ
シ
タ
以
上
、
広
ク
各
方
面
ヨ
リ
ノ
資
本
進
入
モ
可
能
ト
ナ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
又
企
業
ノ
経
営
等
モ
変
ツ
テ
キ
マ

ス
ガ
、
然
シ
今
ド
ウ
シ
ヨ
ウ
ト
イ
フ
考

ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
。
企
業
形
態
ト
シ
テ
必
要
ナ
ル
場
合
、
何
時
デ
モ
広
ク
公
開
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
リ

マ
ス
。
又
企
業
モ
経
営
ヲ
社
会
化
シ
得
ル
ヤ
ウ
ナ
機
能

二
予
メ
シ
テ
ヲ
ク
コ
ト
ガ
必
要
卜
私

ハ
思
フ
。
必
要

二
迫
ラ
レ
タ
場
合

ニ
ア
ワ

テ
フ
タ
メ
イ
テ
コ
ト
ラ
ス
ル
等

ハ
、
私
ノ
ト
ラ
ヌ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
。

第
五
占
〔と
し
て

私
事

二
亘
ツ
テ
恐
縮
デ
ス
ガ
、
最
近
紙
上
デ
住
友
ノ
幹
部
ノ
異
動
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
取
沙
汰
シ
テ
居
ル
向
モ
ア
ル
ガ
、
ア
レ
ハ
全
ク
根
拠

ノ
ナ
イ
浮
説

二
過
ギ
ナ
イ
。
私

ハ
依
然
ト
シ
テ
総
理
事
ト
シ
テ
及
ズ
ナ
ガ
ラ
住
友
家
ノ
為

二
働
ク
積
リ
デ
居
ル
、
株
主
ノ
方
モ
同
様
デ

ア
リ
マ
ス
。

で
あ

つ
た
。
こ
れ
を
裏
返
せ
ば
改
組
の
目
的
は
、
税
金
の
面
で
一
時
的
な
出
費
を
覚
悟
し
て
も
、
長
期
的
に
み
て
事
業

の
進
展
に
対
応
で
き

る
組
織
に
し
て
お
く
こ
と
、
ま
た
そ
れ
に
よ
り
必
要
な
時
に
は
外
部
資
金

の
導
入
も
可
能
に
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
予
め
準
備
す
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
株
式
会
社
の
設
立
そ
れ
自
体
が
目
的
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
何
故
こ
の
時
点
で
組
織

の
改
革
が

行
わ
れ
、
且

つ
そ
の
形
態
と
し
て
株
式
会
社
が
選
択
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

口
　
財
閥
批
判

へ
の
対
応
と
川
田
案

昭
和
七
年
二
月
三
井
合
名
理
事
長
団
琢
磨
が
血
盟
団
員
の
テ
ロ
に
よ
り
暗
殺
さ
れ
て
以
来
、
三
井
は
方
向
転
換
を
行

っ
て
社
会

の
批
判

・

攻
撃
を
か
わ
そ
う
と
試
み
た
。
団
の
死
の
翌
月
三
井
合
名
は
三
菱
合
資
と
と
も
に
各

一
〇
〇
〇
万
円
の
満
洲
国
に
対
す
る
借
款

の
供
与
を
申

し
出
た
。
昭
和
八
年
に
入
る
と
三
井

一
族
が
三
井
系
企
業
の
役
員
を
辞
任
し
た
り
、
三
井
系
事
業
会
社

の
株
式
が
公
開
さ
れ
る
動
き
が
み
ら



れ
た
が
、
九
月
三
井
銀
行
常
務
池
田
成
彬
が
団
の
後
継
者
と
し
て
三
井
合
名
筆
頭
常
務
理
事

に
就
任
す
る
と
、
改
革
は

一
層
加
速
さ
れ
た
。

三
井
合
名
は
団
の
死
後
か
ら
相
次
い
で
大
回
の
寄
附
を
行

っ
て
き
た
が
、
昭
和
九
年
四
月
三
〇
〇
〇
万
円
を
出
資

の
上
、
寄
附
活
動
機
関
と

し
て
財
団
法
人
三
井
報
恩
会
を
設
立
し
た
。
さ
ら
に
池
田
は
昭
和
十

一
年
四
月
役
員
停
年
制
を
実
施
し
、
自
ら
そ
の
第

一
号
と
し
て
三
井
合

名
筆
頭
常
務
理
事

の
職
を
辞
任
し
た
。

こ
の
よ
う
な
三
井
の
方
向
転
換
現
象
を
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
当
時
の
共
産
主
義
者

の
転
向

に
な
ぞ
ら
え
て

「財
閥
の
転
向
」
と
称
し
、

三
菱

・
住
友
も
ま
た
当
然
三
井
に
追
随
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
た
。
既
に

「住
友
合
資
会
社
（下
と

で
述
べ
た
通
り
、
住
友
合
資
会
社

に
よ
る
昭
和
七
、
八
年

の
満
洲
関
係
の
大
口
寄
附
や
昭
和
九
年

の
近
畿
地
方
風
水
害
（室
一月
台
風
）義
捐
金

一
〇
〇
万
円
、
社
会
教
化
事
業
団

体
寄
付
金
三
二
万
円
、
東
北
地
方
冷
害
義
捐
金
二
〇
万
円
等

の
大
口
寄
附
、
或

い
は
昭
和
九
年
の
住
友
化
学
、
昭
和
十
年

の
住
友
金
属
の
各

株
式
分
譲
は
、
そ
の
一
環
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
こ
の
間
家
長
住
友
吉
左
衛
門
が
昭
和
九
年
六
月
に
ま
ず
大
阪
税
務
監
督
局
管
内
近

畿
二
府
四
県
の
所
得
番
付

の
ト
ツ
プ
と
大
々
的
に
報
道
さ
れ
、
次
い
で
昭
和
十
年
八
月
に
は
三
井
家
、
岩
崎
家
を
抜

い
て
全
国
の
長
者
番
付

の
ト
ッ
プ
に
上
が
り
、
財
閥
批
判
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
こ
の
程
度

の
こ
と
で
事
態
が
収
拾
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
く

な

っ
て
き
た
。

そ
の
同
じ
八
月
常
務
理
事
川
田
順
は
、
昭
和
十

一
年
四
月
三
十
日
付

の
川
田
夫
人
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
総
理
事
小
倉
正
恒

に
対
し
、
改
組

の
意
見
書
を
提
出
し
た
と
い
う
（以
下
夫
人
の
日
記
の
記
述
の
ま
ま
、
間
は
川
田
和
子
、
答
は
川
田
順
）
。

間
　
昨
年
八
月
小
倉
氏

へ
提
出
さ
れ
し
と
い
ふ
ハ
如
何
な
る
コ
ト
カ
。

答
　
簡
単

ニ
イ
ヘ
バ
今

ハ
銀
行
ヲ
初
メ
住
友
ノ
事
業
全
部
合
資
会
社
ノ
下
ニ
ア
ル
。
コ
レ
デ
ハ
イ
カ
ヌ
。
銀
行
と
ワ
ケ
テ
、
ソ
ノ
下
ニ

信
託
、
保
険
。
合
資
ノ
方

ハ
鉱
山
、
工
場
ノ
方
ヲ
見
ル
ト
云
フ
エ
合
。

問
　
ソ
レ
ハ
呆
シ
テ
イ

ヽ
コ
ト
デ
ア
ロ
ウ
カ
ｃ
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友
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友
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、

答
　
イ

ヽ
二
定

マ
ツ
テ
居
ル
。
会
社
ノ
仕
事
ノ
上
カ
ラ
モ
、
社
会
的

ニ
モ
。
今
ノ
ヤ
ウ
エ
中
央
集
権
制
度
ノ
処

ハ
ド
コ
ニ
モ
ナ
イ
。
事

業
ガ
小
サ
イ
ク
セ
ニ
イ
バ
ツ
テ

ヽ
世
間
カ
ラ
モ
ニ
ク
マ
レ
ル
。
又
ソ
レ
ヲ
統
カ
ツ
ス
ル
総
理
事
ナ
ン
テ
、
コ
レ
カ
ラ
ノ
人

ニ
ハ
、

人
物
カ
ラ
云
ツ
テ
モ
、
経
歴
カ
ラ
イ
ツ
テ
モ
、
ナ
ル
人
無
シ
。
仕
事

ヲ
分
ケ
レ
バ
、
銀
行

ハ
銀
行
、
合
資
ノ
方

ハ
理
事
長
ト
デ
モ

シ
タ
ラ
若
イ
人
デ
モ
、
イ
ク
ラ
デ
モ
ヤ
レ
ル
人

ハ
ア
ル
（註
、
川
田
に
よ
れ
ば

「幸
に
古
田
俊
之
助
は
じ
め
、
二
、
三
の
適
任
者
が
居
て
、

（
２
）

将
来
の
総
理
に
事
欠
か
な
か
つ
た
し
。
小
倉
氏

ハ
銀
行
ノ
支
店
長
モ
シ
テ
居
ラ
レ
タ
リ
。
コ
ノ
頃

ハ
分
業
故
何
モ
カ
モ
分
ル
人
ナ
ド

缶
〔シ
。

問
　
ソ
レ
ホ
ド
イ

ヽ
コ
ト
ナ
ラ
、
ナ
ゼ
モ
ツ
ト
早
ク
誰
力
考

ヘ
ツ
カ
ザ
リ
シ
ヤ
。

答
　
各
自
ノ
仕
事

二
追

ハ
レ
、
其
余

ユ
ウ
ナ
シ
。
考

ヘ
ル
ノ
ハ
総
理
事
力
自
分
ナ
リ
。
総
理
事

ハ
矢
張
り
時
世

ニ
ウ
ト
シ
。

間
　
八
月

二
進
言
サ
レ
シ
時

ハ
。

答
　
考

ハ
ヨ
イ
ガ
未
ダ
時
機
ガ
早
イ
ト
イ
ワ
レ
タ
。
其
内
二
月
二
六
日
ノ
大
事
件
ガ
起

ツ
タ
。
其
ア
ト
再
ビ
進
言
シ
タ
。
グ
ズ
グ
ズ
シ

テ

ヽ
ハ
イ
ケ
マ
セ
ン
、
早
ク
ナ
サ
イ
マ
セ
。
大

二
考

ヘ
ラ
レ
テ
賛
成
サ
レ
タ
。

こ
の
結
果
小
倉

の
命
に
よ
り
、
後
に
述
べ
る
よ
う
な
改
革
を
検
討
す
る
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
十

一
年
四
月

末
池
田
成
彬
が
停
年
制
の
実
施
に
よ
り
三
井
を
去

っ
た
そ
の
直
後

の
五
月
九
日
、
既
に
住
友

に
お
い
て
は
停
年
制
が
採
用
さ
れ
て
十
数
年
を

経
過
し
て
い
た
が
、
停
年
延
長
中
の
小
倉
（Ｍ
８
生
）
の
他
理
事

の
人
代
則
彦
（Ｍ
５
生
、
銀
行
会
長
兼
専
務
兼
務
）
、
松
本
順
吉
（Ｍ
６
生
、
監
事
兼

務
）
、
今
村
幸
男
（Ｍ
７
生
、
信
託
常
務
兼
務
）
、　
の
四
人
を
残
し
て
、
停
年
ま
で
ま
だ
五
年
半
も
余
す
川
田
順
（Ｍ
ｌ５
生
）本
人
が
退
職
し
た
。
そ

の
直
後
五
月
十
三
日
付
の
夫
人
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
夫
妻
は
次
の
よ
う
な
会
話
を
交
わ
し
た
。

和
子
日
ク
、
コ
ン
ド
御
ヤ
メ
ニ
な
つ
た
わ
け
が
分

つ
た
。
ソ
レ
ハ
時
代
ノ
情
勢

ニ
テ
財
閥
ノ
更
生
モ
問
題

ニ
ナ
リ
、
ア
チ
コ
チ
行

ハ
レ
、

住
友
モ
噂
サ
レ
テ
イ
タ
。
ソ
レ
ニ
ハ
ド
ウ
シ
テ
モ
上
ノ
人
が
退
カ
ネ
バ
、
新
進

二
途
ヲ
開
ク
コ
ト
能

ハ
ズ
。
ト
イ
ツ
テ
小
倉
氏
ガ



退
カ
ル
ヽ
ワ
ケ
ニ
モ
行
カ
ズ
。
ソ
レ
デ
御
自
分
ガ
社
内
ノ
空
気
ヲ
カ
エ
ル
タ
メ
ニ
引
カ
レ
タ
ノ
デ
セ
ウ
。

答
　
ア
ン
タ
仲
々
ヨ
ク
ワ
カ
ル
。
ソ
ウ
ダ
底

ニ
ハ
ソ
レ
ガ
ア
ル
。
色
々
着
物

ハ
キ
テ
イ
ル
ガ
骨

ハ
ソ
コ
ダ
。

問
　
デ
ハ
時
代
ノ
犠
牲

ニ
ナ
ツ
タ
ワ
ケ
ネ
。

答
　
犠
牲
デ
ハ
ナ
イ
時
代
ヲ
導
イ
タ
ノ
ダ
。

間
　
デ
ハ
ソ
レ
ニ
習
ツ
テ
ヤ
メ
ル
人
出
テ
ク
ル
カ
シ
ラ
。

答
　
ナ
イ
ネ
。
シ
ー
ン
ト
シ
テ
ヰ
ル
。

そ
の
後
株
式
会
社

へ
改
組
さ
れ
る
直
前
の
昭
和
十
二
年

一
月
十
七
日
付
の
大
阪
時
事
新
報
は

「揺
ら
ぐ
住
友
王
国
、
金
融
部
門
か
ら
製
造

部
門

へ
、
陣
容
格
段
に
若
返
る
か
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。

三

・
二
六
事
件
を
契
機
と
す
る
わ
が
政
治
、
経
済

の
新
局
面
に
直
面
し
た
所
謂
大
財
閥
の
時
代
順
応
は
、
果
し
て
方
向
転
換
で
あ
る
か

ど
う
か
は
問
題
と
し
て
も
、　
一
応
首
脳
陣
営
の
編
成
代

へ
は
三
井
、
三
菱

の
場
合
急
テ
ン
ポ
に

一
段
策
を
終

つ
た
の
で
あ
る
が
、
期
待

さ
れ
て
ゐ
た
住
友
財
閥
に
お
い
て
も
、
既
報
の
如
く
漸
く
幹
部
引
退
に
よ
る
新
陣
容
の
建
設
期
が
切
迫
し
て
、
合
資
傘
下
の
各
部
門
に

も
そ
の
実
現
期
待
の
空
気
が
濃
厚
と
な
つ
て
き
た
。
し
か
も
伝

へ
ら
れ
る
刷
新
の
動
き
は
、
現
首
脳
に
逸
早
く
そ
の
意
図
が
あ
つ
た
か

ど
う
か
は
別
と
し
て
、
財
閥
内
部
の
各
社
間
中
堅
層
に
勃
々
と
し
て
首
脳
部
の
決
断
を
早
め
ん
と
す
る
雰
囲
気
あ
る
は
注
目
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
要
は

一
、　
一
役
完
了
し
て
今
日
ま
で
の
基
礎
固
め
を
終

つ
た
長
老
に
、
こ
の
時
代
的
好
機
に
一
斉
引
退
す
る
も
可
な
り
、
後
継
人
材
も
得
る

に
苦
し
ま
ず
。

一
、
同
時
に
従
来
の
金
融
部
門
偏
重
を
脱
し
て
製
造
工
業
部
門
重
視

へ
と
転
換
、
新
編
成
の
首
脳
に
よ
る
新
し
き
指
導
精
神
を
以
て
、

軍
需
工
業

の
新
発
展

へ
と
臨
む
べ
き
で
、
特
に
こ
の
産
業
部
門
に
重
点
を
置
く
こ
と
は
、
三
井
三
菱
両
財
閥
の
行
き
方
に
み
て
も
明
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〇

ら
か
な
と
こ
ろ
で
、
こ
の
点
時
代
認
識
を
確
然
た
ら
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
、
陣
容

一
新
に
当

つ
て
は
飽
ま
で
清
新
の
氣
を
注
入
す
べ
く
、
人
材
の
抜
櫂
に
呆
断
を
要
す
べ
く
、
従
来
の
如
く
稽
も
す
れ
ば
席
次

順
に
捉
は
れ
る
が
如
き
は
極
力
排
す
べ
き
で
、
こ
れ
の
み
が
住
友
独
自

の
伝
統
の
撃
固
さ
を
培
養
し
て
き
た
と
み
る
は
誤
り
で
あ
る
。

等

の
要
望
、
意
識
が
内
蔵
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
（後
略
）

こ
の
記
事

の
内
容
は
、
先
に
述
べ
た
川
田
案
そ
の
も
の
で
あ
り
、
且

つ
続
け
て
住
友
で
も
昨
年
か
か
る
動
き
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い

と
し
て
、
川
田
順
が

「老
人
退
く
べ
し
」
と
強
調
し
て
自
ら
退
い
た
と
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
川
田
自
身
が
改
組
に
応
じ
た
小
倉
に

圧
力
を
か
け
る
た
め
に
リ
ー
ク
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
し
た
か
ら
こ
そ
、
小
倉
は
前
記

訓
示
の
第
五
点
の
よ
う
に
わ
ざ
わ
ざ
幹
部
人
事
に
言
及
す
る
こ
と
に
な

つ
た
と
み
ら
れ
る
。

口
　
改
組
案
を
め
ぐ
る
内
部
事
情

小
倉

の
訓
示
で
は
、
今
回
の
改
組
が

「事
業
ノ
現
状
、
内
外
諸
般
ノ
情
勢

二
鑑
ミ
」
て
避
け
難
い
と
言

っ
て
お
り
、
そ
こ
に
財
閥
批
判

ヘ

の
対
応
と
い
う
要
素
が
あ
る
こ
と
は
窺
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
ま
だ
表
面
に
は
出
て
い
な
い
。
ま
た
川
田
案
は
改
組
に
名
を
借
り
て
、
自
分
の

辞
任
に
幹
部
の
若
返
り
を
抱
き
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
川
田
の
辞
任
に
は
多
分
に
本
人
の
個
人
的
問
題
が
あ

っ
た
こ
と
か

ら
み
て
も
∩
住
友
合
資
会
社
（下
ど

の

「
一
口
　
日
本
の
政
局
の
推
移
と
常
務
理
事
川
田
順
の
退
職
」
参
昭
じ
、　
そ
れ
は
小
倉

の
容
れ
る
と
こ
ろ
で
は

な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
川
田
が
提
案
し
た
古
田
の
起
用
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
後
に
古
田
が
小
倉

の
後
を
継
い
で
総
理
事

に
な

つ
た
の
で

両
者
の
意
見
は

一
致
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
小
倉
、
川
田
の
他
に
前
記
入
代
と
松
本
及
び
今
村

の
三
人
が
同
時
に
退
職
し
た
と
し
て
も
、

な
お
古
田
（Ｍ
ｌ９
生
、
Ｍ
４３
東
大
工
・
採
鉱
冶
金
）
よ
り
も
上
席
に
、
銀
行
常
務
大
平
賢
作
（Ｍ
ｌ３
生
、
Ｍ
３７
東
京
高
商
専
攻
部
）
と
生
命
専
務
国
府
精

頁
Ｍ
‐３
生
、
Ｍ
３９
東
大
法
）
の
二
人
が
お
り
、
か
っ
て
小
倉
が
八
代
を
越
え
て
総
理
事

に
就
任
し
た
よ
う
に
、
古
田
を
こ
れ
ら
二
名
を
飛
び
越



し
て
総
理
事
に
抜
櫂
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
そ
れ
が
川
田
を
し
て
上
記
の
よ
う
な
金
融
部
門
を
分
離
す
る
改
組
案

に
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
最
大

の
原
因
で
あ
ろ
う
。
事
実
そ
の
後
小
倉
が
停
年
を
延
長
し
て
総
理
事
を
続
け
て
い
る
間
に
、
昭
和
十
二
年
十

一
月
今
村
、
十
三
年

一
月
八
代
、
松
本
が
相
次
い
で
退
職
し
、
十
四
年

一
月
に
は
古
田
は
国
府

の
上
席

へ
上
が
り
、
十
五
年
二
月
大
平
が
停
年
退
職
す
る
と
、
古

田
は
自
動
的
に
小
倉
の
次
席
と
な

っ
て
十
六
年
四
月
の
小
倉
の
退
職
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
当
時
小
倉
に
は
総
理
事
を
辞
任
す
る
意
向
は
毛
頭
な
か
つ
た
し
、
金
融
部
門
就
中
銀
行

に
つ
い
て
も
す
で
に
述

べ
た
通
り
銀
行
の
主
管
者
八
代
則
彦
に
対
し
て
、
八
代
が
小
倉
よ
り
年
長
で
あ

っ
た
の
で
、
小
倉
が
総
理
事
に
就
任
し
た
後
も
住
友
内
部
の

八
代
の
席
次
を
小
倉

の
上
に
置
い
た
ま
ま
に
し
て
お
き
、
昭
和
八
年
に
入
代
の
停
年
延
長
期
限
が
来
る
前
に
停
年
規
程
を
改
正
し
て
ま
で
も
、

そ
の
再
延
長
を
図
る
（そ
れ
は
と
り
も
直
さ
ず
小
倉
自
身
の
停
年
の
再
延
長
を
意
味
し
た
が
）
な
ど
、
そ
れ
な
り
の
処
遇
を
行

っ
て
い
た
。
そ
の
上
平

塚
正
俊
（Ｔ
ｌ２
東
大
法
、
当
時
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
、　
の
ち
本
社
庶
務
課
長
、
住
友
金
属
常
務

・
専
務
　
副
社
長
）
に
よ
れ
ば
、　
も
と
も
と
銀
行
あ
設

立
以
来
住
友
本
店

・
総
本
店

。
合
資
会
社
を
通
じ
て
、
銀
行
と
本
社
の
間
に
は
次

の
よ
う
な
関
係
が
あ

っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
戦
時
体
制
に
な
る
前
か
ら
（註
、
戦
時
体
制
に
な
っ
て
連
系
会
社
に
対
す
る
本
社
の
統
制
が
及
ば
な
く
な
う
則
か
ら
）
、
銀
行
だ
け
は

他
の
店
部
ほ
ど
に
は
、
本
社
の
統
制
が
及
ば
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
根
拠
が
あ

っ
て
、
本
社
は
あ
ま
り
口
出
し
し
な
い
と
い
う

密
約
の
ご
と
き
も
の
が
文
書
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。　
こ
の
こ
と
は
後
か
ら
知

っ
た
の
で
す
が
。

（註
、　
こ
の
よ
う
な
文
書
が

存
在
し
た
か
ど
う
か
は
、
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
家
長
、
総
理
事
、
銀
行
主
管
者
三
者
の
了
解
事
項
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
き
た
可
能
性
が
高
い
。）

こ
の
よ
う
に
住
友
内
部
の
事
情
に
つ
い
て
小
倉
と
し
て
は
、
差
し
当
た
り
川
田
の
い
う
よ
う
な
人
事
問
題
は
棚
上
げ
し
た
ま
ま
切
り
抜
け

ら
れ
る
と
し
て
も
、
住
友
家
の
相
続
税
問
題
に
は
何
ら
か
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
面
か
ら
改
革

の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
の

で
、
首
脳
人
事
と
は
別
個
に
改
組
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
川
田
順
が
提
案
し
た
改
組
案

の
う
ち
、
連
系
会
社
を
産
業
部

門
と
金
融
部
門
に
三
分
す
る
と
い
う
案
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
合
資
会
社
を
清
算
し
て
、
住
友
家
が
直
接
大
株
主
と
し
て
各
連
系
会
社
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を
支
配
し
、
そ
の
管
理
は
理
事
会
が
代
行
す
る
と
い
う
案
は
、
改
組
案
を
検
討
す
る
委
員
会
に
於
い
て
合
資
会
社
総
務
部

の
案
と
な

つ
て
現

れ
た
。
改
組
案

の
作
成
に
つ
い
て
大
沢
忠
蔵
（Ｔ
Ｈ
東
京
商
大
専
、
当
時
経
理
部
商
工
課
の
ち
本
社
商
工
課
長
、
日
本
電
気
経
理
部
長
）
は
次

の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

昭
和
十

一
年
頃
住
友
本
家

の
相
続
問
題
を
研
究
し
ろ
と
い
う
命
令
を
受
け
た
。
委
員
長
は
山
本
経
理
部
長
、
委
員
は
河
井
総
務
部
長

（註
、
河
井
昇
三
郎
、
Ｔ
４
東
大
法
、
の
ち
本
社
監
事

・
常
務
理
事
、
大
阪
建
物
社
長
）
、
神
田
鉱
山
課
長
、
小
林
商
工
課
長
、
中
田
会
計
課
長
、

主
計
の
大
西
さ
ん
、
水
島
さ
ん
、
商
工
課
の
私
の
七
人
で
あ

つ
た
。
今
想
像
す
る
に
、
家
長
さ
ん
に
万

一
の
こ
と
が
あ

っ
た
場
合
、
相

続
税
が
莫
大
な
も
の
に
な
る
の
で
、
そ
の
対
策
を
考
え
ろ
と
い
う
こ
と
で
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
総
務
部
は
合
資
会
社
を
解
散
（清
算
）

し
、
財
産
を
全
部
本
家
に
返
す
よ
り
ほ
か
は
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
そ
う
す
れ
ば
本
家
は
い
ろ
い
ろ
そ
の
中
か
ら
税
金
を
払
え

る
が
、
合
資
会
社
の
持
分
で
は
払
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
私
（経
理
部
）
は
、
今

の
合
資
会
社
を
株
式
会
社
に
す
る
の
が
よ
い
と
い
う
意
見
を
述

べ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
文
書
に
ま

と
め
て
呉
れ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
提
出
し
た
記
憶
が
あ
る
。
こ
の
案
は
改
組
の
機
会
に
合
資
会
社
の
財
産

の
一
部
を
本
家
に
譲
る
ｃ

本
家
は
そ
れ
で
も

っ
て
相
続
税
の
タ
ネ
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
と
思
う
。

河
井
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
た
末
、
株
式
会
社
案
を
採
用
さ
れ
、
十

一
年
十
二
月
三
十
日
の
理
事
会
で
決
定
さ
れ
た
。

平
塚
正
俊
に
よ
れ
ば
、
今
回
の
改
組
の
趣
旨
は
、
合
資
会
社
が
大
き
な
含
み
資
産
を
擁
す
る
こ
と
に
な

っ
た
反
面
、
職
員
退
職
慰
労
金
等

潜
在
的
な
負
債
も
累
積
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を

一
度
洗
い
直
し
て
、
増
大
し
た
資
力
を
表
面
に
出
し
、
整
理
で
き
る
も
の
は
整
理
し
て
、

将
来
の
経
済
的
、
社
会
的
変
動
を
乗
り
越
え
て
、
永
く
住
友
全
体

の
事
業

の
統

一
を
保

っ
て
秩
序
あ
る
発
展
を
続
け
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
点
を
委
員
会
が
検
討
す
る
段
階
で
、
川
田
が
提
案
し
、
総
務
部
が
継
承
し
た
合
資
会
社
清
算
案
は
姿
を
消
し
た
。
そ
の
詳
細

は
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
こ
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
統
轄
機
能
に
関
す
る
総
理
事
小
倉
正
恒

の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。



十
二
月
三
十
日
の
理
事
会
に
提
出
さ
れ
た
委
員
会

の
改
組
案

「増
税
案
ノ
影
響
卜
之
力
対
策

二
付
テ
」
は
、
ヨ

、
増
税
ノ
影
響

二
付
テ
」

コ

、
特

二
相
続
税

二
付
テ
」
コ

、
改
組
案

二
付
テ
」
ヨ

、
分
家

ヘ
ノ
贈
与

二
付
テ
」
の
四
部
か
ら
成
り
、
そ
の
序
に
於

い
て
改
組
の
必

要
性
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

今
次
税
制
改
正
案
（註
、
税
制
改
正
の
動
向
に
つ
い
て
は

「二
　
改
組
に
伴
う
懸
案
事
項
の
処
理
」
参
照
）
ノ
住
友
財
団

二
及
ボ
ス
影
響

ヲ
観
ル

ニ
、
合
資
及
連
系
会
社
ヲ
通
ズ
ル
ト
キ
ハ
、
総
純
益

二
対
シ
現
行
税

二
於
テ
ハ
約
三
割
ノ
課
税

ニ
シ
テ
、
改
正
案

二
於
テ
ハ
五
割
ノ
課

税
ト
ナ
リ
、
秒
カ
ラ
ザ
ル
増
課
ナ
リ
ト
雖
モ
、
其
ノ
最
モ
甚
大
ノ
影
響
ヲ
受
ク
ル
ハ
本
家
ナ
リ
。

即
チ
本
家

二
於
テ
ハ
、
所
得
ノ
殆
ド
全
部
ヲ
占
ム
ル
配
当
収
入

二
対
シ
、
従
来
ノ
四
割
控
除
ヲ
失
ヒ
、
税
率
ノ
苛
増
卜
財
産
税
ノ
新
設

卜
相
侯
ツ
テ
、
配
当
収
入
三
〇
〇
万
円
ノ
場
合

二
付
現
行
法

二
於
テ
約
二
割
ノ
課
税

二
止
ル
モ
、
改
正
案

二
於
テ

一
躍
七
割
ヲ
課
税
セ

ラ
レ
（四
百
万
円
以
上
ノ
収
入
二
対
シ
テ
ハ
四
分
ノ
三
ヲ
徴
収
セ
ラ
ル
）
、
殆
ド
余
資
ナ
ク
積
立
ヲ
ナ
シ
難
キ
コ
ト

ヽ
ナ
ル
。

而
モ

一
旦
相
続
起
ラ
ン
カ
、
現
行
法

二
於
イ
テ
ハ
約

一
三
％
ノ
課
税
ナ
ル
モ
、
改
正
案

二
於
テ
ハ
約
二
五
％
二
躍
進
シ
、
総
財
産
ノ
三

分
ノ

一
強
ヲ
徴
収
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト

ヽ
ナ
ル
。
然
ル
ニ
本
家

ニ
ハ
納
税
資
源
ト
シ
テ
株
券
約
千
万
円
ア
ル
ニ
過
ギ
ズ
、
借
入
金
又

ハ
増
配

ニ
ヨ
リ
之
ヲ
支
弁
ス
ル
コ
ト
モ
至
難

ニ
シ
テ
、
結
局
合
資
会
社
ノ
減
資
返
戻
金

ヲ
以
テ
、
大
部
分
ノ
税
金
ヲ
調
達
ス
ル
外
ナ
シ
。
然
ル

ニ
現
状
ヲ
維
持
セ
ン
カ
、
数
十
年
後
若

ハ
第
二
回
以
後
ノ
相
続

二
於
テ
、
減
資
不
能
ト
ナ
リ
容
易
ナ
ラ
ザ
ル
事
態

二
逢
着
ス
ル
虞
ア
リ
。

故

二
現
行
税
下
二
於
テ
、
之
ガ
打
開
ノ
方
策
ヲ
講
ジ
置
ク
必
要
ア
リ
。
其
ノ

一
方
策
ト
シ
テ
考

ヘ
ラ
ル

ヽ
ハ
、
合
資
会
社
ノ
改
組

ニ
ヨ

ル
株
式
会
社
及
證
券
会
社
ノ
設
立
、
本
家
会
計
ノ
強
化
並
贈
与

ニ
ヨ
ル
分
家
会
計
ノ
強
化
、
財
団
法
人
設
立
等

ヲ
実
施
ス
ル
ニ
ア
リ
。

之
ガ
為
臨
時

二
千
五
百
万
円
（評
価

二
依
り
或

ハ
最
高
二
千
万
円
迄
）程
度
ノ
税
金

ヲ
負
担
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
、
其
ノ
大
部
分

ハ
三
、

四
十
年
間

二
回
収
セ
ラ
ル
ベ
ク
、
且
若
シ
税
率
低
キ
現
行
法
施
行
期
間
ヲ
逸
セ
ン
カ
、
今
後
再
ビ
本
対
策
実
行
ノ
機
会
ナ
カ
ル
ベ
ク
、

悔
ヲ
千
載

二
胎
ス
虞
ナ
キ
ニ
非
ズ
。
故

二
今
後
議
会

二
於
ケ
ル
税
制
審
議
ノ
状
勢

二
依
り
、
愈
税
率
苛
増
ノ
見
極
メ
付
ク
ト
キ
ハ
、
即

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
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四

改
正
案
実
施

二
先
ダ
チ
住
友
家
百
年
ノ
長
計
ノ
為
、
本
案
断
行
ノ
外
無
カ
ル
ベ
キ
歎
。
尤
モ
本
案

ハ
一
部
未
定
稿

二
属
ス
ル
ヲ
以
テ
、

之
ガ
具
体
化

二
付
尚
慎
重
御
審
議
ヲ
願
度
シ
。

（註
、
證
券
会
社
は
本
家
及
び
一一分
家
の
納
税
対
策
と
し
て
の
財
産
管
理
会
社
を
意
味
し
、
財
団

法
人
は
連
系
会
社
株
式
を
保
有
し
公
共
的
寄
付
行
為
を
担
当
す
る
、
こ
う
し
た
證
券
会
社
や
財
団
法
人
の
設
立
は
結
局
こ
れ
ら
を
設
立
す
る
だ
け
の
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
と
い
う
理
由
で
見
送
ら
れ
た
。）

四
　
改
組
案
と
統
轄
機
能

右
改
組
案
に
は
、
合
資
会
社
を
改
組
し
て
株
式
会
社
を
単
独
で
設
立
す
る
か
、
或
い
は
株
式
会
社
に
證
券
会
社
と
財
団
法
人
を
抱
き
合
わ

せ
三
本
立
て
で
設
立
す
る
か
、
の
二
案
が
並
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
両
案
を
通
じ
て
、
設
立
さ
れ
る
株
式
会
社

の
性
格

に
つ
い
て
は
、

「株
式
会
社
ヲ
以
テ
事
業
統
制
ノ
中
枢
ト
ス
ル
コ
ト
現
在
ノ
本
社
ノ
如
シ
」

と
註
記
さ
れ
て
い
た
。

「住
友
合
資
会
社
の
設
立
」

で
述
べ
た

通
り
、
合
資
会
社
に
お
い
て
は
財
産
出
資

の
代
表
社
員
で
あ
る
家
長
と
労
務
出
資

の
代
表
社
員
で
あ
る
総
理
事
が
肩
を
並

べ
る
と
い
う
同
族

会
社
と
し
て
は
画
期
的
な
形
を
と
り
、
こ
こ
に
住
友
番
頭
政
治
は
確
立
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後

の

「住
友
合
資
会
社
」

の
各
章
で
み
る
通
り
、
そ
れ
で
も
同
族
会
社
の
常
と
し
て
合
資
会
社

の
経
営
に
当
た
り
住
友
家
の
影
響
力
を
排
除
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

っ
た
。
し
か
し
時
局
の
推
移
に
よ
つ
て
は
経
営
方
針
を
大
き
く
転
換
す
る
必
要
が
生
ず
る
や
も
知
れ
ず
、
そ
れ
に
備
え
て
小
倉
は
摩
擦
を
起

こ
さ
ず
に
経
営
陣

へ
の
権
限
の
一
層
の
集
中
を
図
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
小
倉
が
財
閥
批
判
を
か
わ
す
必
要
を

感
じ
て
合
資
会
社
を
株
式
会
社
に
改
組
し
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
住
友
家
が
全
株
を
出
資
し
て
家
長
が
社
長
に
就

任
し
て
い
た
と
し
て
も
、
取
締
役
会
を
商
法
上
の
形
式
的
な
も
の
と
し
て
総
理
事

の
主
宰
す
る
理
事
会
が
経
営
の
実
権
を
握
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
こ
の
機
会
に
実
質
的
に
所
有
と
経
営
の
分
離
を
実
現
し
、
住
友
番
頭
政
治
の
徹
底
を
図
ろ
う
と
考
え
た
と
し
て
も
何
等
不
思
議
で
は
な

か
っ
た
ｃ
こ
の
点
に
つ
い
て
住
友
寛

一
も
の
ち
に
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。



住
友
本
社
の
様
に
株
を
公
開
し
な
い
会
社
で
あ
り
乍
ら
、　
一
族
が
殆
ど
仕
事
に
関
与
し
て
ゐ
な
い
為
、
重
役
を
監
督
す
る
も
の
が
な
い

か
ら
重
役
が
楽
す
ぎ
る
と
云
ふ
人
が
あ
る
。
た
と
へ
ば
株
式
を

一
般
に
公
開
し
て
ゐ
る
会
社
な
ら
ば
、
重
役
は
株
主
に
制
肘
せ
ら
れ
る

し
、

ま
た
他
の
財
閥
の
様
に
同
族
が
直
接
事
業
に
関
与
し
て
ゐ
る
所
で
は
同
族
に
制
肘
せ
ら
れ
る
。

（尤
も
、
三
菱
は
主
人
側
に
力
が

あ
る
が
、
三
井
な
ど
は
や
は
り
番
頭
政
治
で
あ
る
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
併
し
住
友
程
で
は
な
い
。
）

然
る
に
住
友
で
は
財
閥
会
社
で
あ
り
乍
ら
然
も
同
族
が
全
然
仕
事

に
関
与
し
て
ゐ
な
い
か
ら
、
何
で
も
重
役
の
自
由
に
出
来
る
。
そ
の

為
や
り
過
ぎ
る
と
云
ふ
弊
も
起
き
る
と
云
ふ
。

自
分
は
こ
の
事
を
或
る
重
役
（註
、
総
理
事
小
倉
正
恒
か
）
に
話
し
た
ら
、
彼
は
そ
れ
は
さ
う
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
そ
れ
だ
け
責
任
が
重

い
訳
で
あ
る
。
と
云

つ
て
ゐ
た
が
真
に
責
任
を
有

つ
て
呉
れ

ヽ
ば
い
い
が
と
思
ふ
。
（中
略
）

一
方
家
長
を
祭
り
上
げ
て
置
き
乍
ら
、　
ま
た
そ
の
反
面
に
住
友
で
は
総
理
事

に
大
き
な
権
能
を
与

へ
過
ぎ
て
ゐ
る
様
に
思
ふ
。

（昭
和

十
八
年
五
月
）

一
方
株
式
会
社
案

に
対
し
委
員
会
の
段
階
で
検
討
さ
れ
た
清
算
案
で
は
合
資
会
社
は
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
、
川
田
案

の
如
く
連
系
会
社

を
支
配
す
る
住
友
家
の
経
営
委
託
を
受
け
て
、
各
連
系
会
社
の
社
長
を
理
事
と
し
、
す
べ
て
の
連
系
会
社
の
会
長
を
兼
務
す
る
総
理
事
と
で

構
成
す
る
理
事
会
が
統
轄
機
関
と
な
る
が
、
そ
れ
が
果
た
し
て
機
能
す
る
か
否
か
疑
間
と
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
様

の
考
え
方
を
示
す
も

の
と
し
て
、
改
組
案
が
提
出
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
株
式
会
社
の
他
に
前
述
の
如
き
證
券
会
社
を
設
立
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
っ
そ
の
こ

と
合
資
会
社
の
持
株
を
す
べ
て
こ
の
證
券
会
社
に
集
中
し
て
し
ま
え
ば
、
株
式
会
社
を
設
立
し
な
く
と
も
そ
の
ま
ま
合
資
会
社
を
温
存
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
次
の
よ
う
な
議
論
が
あ

っ
た
こ
と
が
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。

次

ハ
合
資
会
社
ノ
偉
大
ナ
ル
コ
ト
ラ
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ス
ル
為

二
、
證
券
会
社
ヲ
設
立
ス
ル
案
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
合
資
会
社

ハ
此
儘
ト
シ

テ
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ヲ
ナ
シ
、
證
券
会
社
ノ
方

へ
連
系
会
社
其
他
ノ
株

ヲ
移
ス
案
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
連
系
会
社
ノ
金
繰
等

ハ
此
證
券
会
社

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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一
六

デ
司
ル
コ
ト
ト
シ
、
現
在
ノ
如
ク
合
資
会
社
ノ
金
融
ヲ
デ
イ
ス
タ
ー
ブ
シ
ナ
イ
様

ニ
ス
ル
。
而
シ
テ
連
系
会
社
ノ
株

ハ
右
ノ
證
券
会
社

へ
移
ル
ガ
、
合
資
会
社
デ
ハ
連
系
会
社
ノ
統
制
上
人
事
関
係
ダ
ケ
ヲ
合
資
デ
握
ル
コ
ト
ト
ス
ル
。
即
チ
合
資
ノ
参
与
、
参
事
等
ノ
外

ハ

連
系
会
社
ノ
重
役

ニ
シ
ナ
イ
ト
云
フ
様

ニ
シ
テ
、
統
制
ス
ル
ト
云
フ
案
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
之

ハ
未
ダ
充
分
研
究
サ
レ
タ
ノ
デ
ナ
ク
、
若

シ
之
ガ
宜
イ
ト
云
フ
コ
ト
ト
ナ
レ
バ
色
々
研
究
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
思
フ
ガ
ト
ノ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
シ
タ
ガ
、
株

ヲ
有
セ
ズ
シ
テ
人
事
ダ
ケ

デ
其
会
社
ヲ
統
制
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
之

ハ
殆
ド
不
可
能
事

二
属
ス
ル
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
、
相
当
株

ヲ
持
テ
オ
ツ
テ
モ
往
々
ニ
シ
テ
オ

ビ
ヤ
カ
サ
レ
ル
状
態
デ
ア
ル
ノ
ニ
、
之
レ
デ
ハ
設
立
シ
タ
当
座

ハ
或

ハ
ロ
的
ヲ
達
ス
ル
カ
モ
知
レ
ヌ
ガ
、
年
月
ノ
経
過
卜
共

二
有
名
無

実
ト
ナ
ツ
テ
終
フ
ダ
ロ
ウ
。
要
ス
ル
ニ
統
制
ノ
根
拠
ガ
無
ク
ナ
ル
コ
ト
ニ
ナ
ル
カ
ラ
之

ハ
考

へ
物
デ
ア
リ
、
相
続
税
支
弁
ノ
上

二
於
テ

モ
本
家
ヲ
強
化
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
ル
コ
ト
少
ナ
ク
、
之
ノ
案

ハ
一
応
此
儘
見
送
ツ
テ
ハ
ド
ー
カ
ト
云
フ
コ
ト
ト
ナ
リ
マ
シ
タ
。

こ
う
し
た
財
閥
の
統
轄
機
能
を
め
ぐ
る
問
題
が
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
を
実
証
す
る
も
の
と
し
て
、
池
田
成
彬
引
退
後
改
組

の
遅
れ
た
三

井
で
は
、
昭
和
十
五
年
八
月
三
井
合
名
を
三
井
物
産
に
合
併
さ
せ
、
こ
れ
と
は
別
に
新
た
に
統
轄
機
関
と
し
て
三
井
同
族
組
合
の
下
に

「
三

井
総
元
方
」
と
い
う
事
務
所
を
設
置
し
た
が
、
傘
下
企
業

の
株
式
を
所
有
し
て
い
な
い
三
井
総
元
方
は
統
轄
を
行
い
う
る
法
的
な
根
拠
（株

主
の
権
利
行
使
）
を
欠
い
て
お
り
、
結
局

「住
友
合
資
会
社
（中
ン

で
述
べ
た
よ
う
に
三
井
総
元
方
総
務
部
長
代
理
江
戸
英
雄
が
住
友
本
社
を

調
査
し
た
結
果
等
を
踏
ま
え
、
昭
和
十
九
年
三
月
株
式
会
社
三
井
本
社
を
設
立
す
る
に
至

っ
た
経
緯
が
あ
る
（註
、
三
井
物
産
が
三
井
本
社
に
商

号
変
更
さ
れ
て
、
廃
上
の
三
井
総
元
方
を
吸
収
し
、
商
事
部
門
を
新
た
に
設
立
し
た
一
井́
物
産
に
譲
渡
す
る
形
を
と
っ
た
）。

先
の
議
論
は
ま
た
合
資
会
社
の
統
轄
機
能
に
関
し
、
合
資
会
社
が
従
来

の
よ
う
に
連
系
会
社
の
起
業
を
自
社

の
資
金
繰
り
の
枠
内
に
収
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な

つ
た
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
合
資
会
社
は
軍
の
意
向

に
従
い
連
系
会
社
の
起
業
を
承
認
し
て
も
、
必
要
な
資
金
を
内
部

調
達
で
き
な
く
な

っ
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
通
り
統
轄
機
能
を
発
揮
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
連
系
会
社
に
対
し
ま
ず
各
社
自
身
で
銀
行
借
り
入
れ
、

増
資
、
社
債
発
行
な
ど
採
り
得
る
資
金
調
達
の
手
段
を
考
え
さ
せ
、
そ
の
打
ち
合
わ
せ
に
よ
つ
て
本
社
が
銀
行
や
信
託
に
対
し
指
示
す
る
と



い
う
関
与
の
仕
方
に
転
換
せ
ぎ
る
を
得
な
く
な

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
住
友
本
社
に
な

っ
て
も
ま
す
ま
す
強
ま
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
た
の
で
、
小
倉
は
冒
頭
の
訓
示
（資
料
１
）
に
お
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

国
家
ノ
産
業
ガ
拡
充
ヲ
要
求
シ
テ
居
ル
場
合

二
於
テ
ハ
、
ド
ウ
シ
テ
モ
財
界

二
於
ル
モ
ノ
ノ
使
命
ト
シ
マ
シ
テ
、
コ
ノ
機
会

二
於
テ
コ

ノ
設
備
ノ
拡
張
、
国
策
ノ
遂
行

二
当
ツ
テ
行
ク
コ
ト
ガ
ド
ウ
シ
テ
モ
必
要
デ
ア
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
ノ
デ
、
私

ハ
深
ク
コ
ノ
コ
ト
ニ
付
テ
、

各
会
社
夫
々
ノ
立
場
カ
ラ
、
夫
々
具
体
的

二
細
カ
ニ
御
研
究
ヲ
願
ヒ
タ
イ
。
資
金
ノ
調
達
方
法

ニ
ツ
イ
テ
ハ
ア
ラ
ユ
ル
考
慮
ヲ
払
ヒ
マ

シ
テ
、
サ
ウ
イ
フ
拡
張
ヲ
ナ
ス
際
如
何
ナ
ル
方
法
デ
資
金

ヲ
得
ル
カ
、
各
会
社
夫
々
ノ
立
場
デ
適
切
ナ
ル
御
考
慮

ヲ
願
フ
ト
云
フ
コ
ト

ヲ
、
コ
ノ
際
特

二
申
上
ゲ
テ
置
キ
タ
イ
。

こ
の
後
昭
和
十
八
年
十
月
に
至

っ
て
住
友
銀
行
専
務
大
島
堅
造
が
本
社
監
事
に
転
出
す
る
が
、
小
倉

の
後
を
継
い
だ
総
理
事
古
田
俊
之
助

に
つ
い
て

「産
業
界
の
出
身
だ
け
に
金
融
と
い
う
産
業
の
死
命
を
制
す
る
大
き
な
力
に
つ
い
て
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
認
識
を
持
た
な
か
つ
た
」

と
述
べ
て
、
転
出
の
経
緯
を
次

の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

私
が
戦
争
の
末
期
に
、
生
涯
を
托
し
た
銀
行
か
ら
住
友
本
社
に
転
出
し
た
の
は
、
古
田
さ
ん
の
言
に
よ
る
と
、
こ
の
重
大
機

に
金
融

の

専
門
知
識
を
持

っ
た
常
務
重
役
が
本
社
に
一
人
も
い
な
い
か
ら
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
貴
君
を
わ
ず
ら
わ
す
し
た
い
で
、
そ
れ
に
は
家

長
さ
ん
も
、
小
倉
前
総
理
事
も
異
議
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
点
に
気
づ
か
れ
た
と
す
れ
ば
た
い
へ
ん
よ
か
っ
た
が
、
時
期

は
す
で
に
遅
か
っ
た
。

そ
の
大
島
は
総
理
事
小
倉
正
恒
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
、

小
倉
さ
ん
は
漢
学
に
長
じ
、
昔
の
儒
者
の
面
影
が
あ

っ
た
。
よ
く
物
事

に
気
が
つ
い
て
お
ら
れ
る
の
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
に
対
し
て
は
細

か
い
こ
と
は
少
し
も
い
わ
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
か
と
い
っ
て
、
何
で
も
か
で
も
Ｏ
Ｋ
で
は
な
く
、
越
ゆ
べ
か
ら
ぎ
る

一
線
は
断
じ

て
譲
ら
な
い
方
で
あ

っ
た
。
将
に
将
た
る
の
オ
と
は
小
倉
さ
ん
に
ぴ
っ
た
り
と
当
て
は
ま
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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と
述
べ
て
い
る
が
、
大
島
が
第
二
次
大
戦
後
財
閥
解
体
に
関
連
し
、
連
合
国
最
高
司
令
部
と
の
折
衝
に
当
た
っ
た
際
、
当
時
最
高
司
令
部
の

意
向
は
戦
争
協
力
者
と
し
て
財
閥
の
首
脳
者
を
懲
罰
に
付
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
節
も
あ

っ
た
の
で
、
累
が
住
友
家
に
も
及
ば
ん

と
す
る
心
配
も
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
経
済
科
学
局
長
ク
レ
ー
マ
ー
大
佐
が
住
友
本
社
に
来
訪
し
た
際
、
大
島
は
古
田
総
理
事

の
通
訳
を
務

め
た
が
、
大
佐
が
住
友
家
主
人
に
面
会
し
た
い
と
申
し
出
た
の
に
対
し
、
古
田
が
主
人
は
住
友

の
事
業
に
関
与
せ
ず
、　
一
切
を
総
理
事
に
任

せ
て
お
り
、
自
分
は
全
責
任
を
も

っ
て
仕
事
を
統
率
し
て
き
た
か
ら
、
質
問
に
は
何
で
も
答
え
る
と
断
言
で
き
た
の
も
、
こ
の
小
倉

に
よ
る

改
組
の
賜
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

０
　
改
組
案

の
決
定

改
組
案
は
最
後
に
改
組
及
び
贈
与
の
実
施
期
日
を

「清
算
所
得
税

ハ
、
明
年
四
月

一
日
施
行
セ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ト
予
想
セ
ラ
ル

ヽ
ヲ
以
テ
」

昭
和
十
二
年
三
月
末
ま
で
と
し
て
い
た
の
で
、
人
事
課
長
香
川
修

一
（Ｔ
ｌ３
東
大
法
、
の
ち
住
友
電
工
常
務

・
常
任
監
査
役
）
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十

二
年
の
年
明
け
か
ら
次
の
よ
う
に
し
て
懸
案
事
項
の
処
理
案

の
検
討
と
平
行
し
な
が
ら
改
組
案

の
詳
細
は
決
定
さ
れ
た
。

十
二
月
三
十
日
の
理
事
会
で
、
退
職
慰
労
金
の
制
度
改
正
と
同
時
に
、
本
社
の
改
組
問
題
の
協
議
が
始
ま

っ
た
。
退
職
慰
労
金
に
つ
い

て
は
人
事
課
、
改
組
に
つ
い
て
は
庶
務
課
と
い
う
こ
と
で
、
協
同
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
殆
ど
三
日
に
あ
げ
ず
理
事
会
を
開

き
、
店
部
長
の
会
議
を
行
い
、
二
転
三
転
し
て
二
月
十
五
日
に
最
終

の
理
事
会
で
具
体
的
に
決
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
決
定

の
直
前
の
二
月
六
日
残
さ
れ
た
社
内
資
料
に
よ
る
と
極
秘
裡
に
進
め
ら
れ
て
い
た
住
友
合
資
会
社
の
改
組
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
ニ
ュ
ー
ス
が
流
さ
れ
た
と
し
て
、
改
組
が
急
が
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

某
通
信
社
の
特
種
と
し
て
、
今
回
住
友
合
資
会
社
の
組
織
変
更
に
関
し
左

の
通
信
を
発
し
て
居
る
。

住
友
は
、
今
回
突
如
と
し
て
同
族
会
社
た
る
実
体
で
あ

っ
た
合
資
組
織
を
株
式
会
社
組
織
に
変
更
し
た
。
而
し
て
其
の
表
面
の
理
由
と



す
る
処
は
、
時
代
の
変
遷
に
順
応
す
る
為
だ
と
称

へ
ら
れ
て
居
る
が
、
之
れ
は
単
に
世
間
を
欺
備
す
る
の
回
実
で
其
の
真
意
は
、
今
回

改
正
せ
ら
れ
ん
と
す
る
所
得
税
法
案

の
租
税
増
徴
を
免
れ
ん
と
す
る
巧
妙
な
る
手
段
に
外
な
ら
な
い
。
若
し
三
井
、
三
菱
の
両
財
閥
を

始
め
、
他
の
諸
財
閥
が
之
れ
に
倣
は
ん
と
す
る
場
合
は
、
政
府
は
如
何
な
る
方
策
に
出
る
で
あ
ら
う
か
。
必
ず
や
其
儘
で
看
過
す
る
事

は
無
ら
う
。
幸
か
不
幸
か
三
井
、
三
菱
其
他
の
財
閥
が
、
今
の
処
別
に
組
織
変
更
を
行
ふ
が
如
き
模
様
が
な
い
為
め
に
、
住
友

の
組
織

変
更
は
、　
一
は
政
治
の
中
心
を
離
れ
た
大
阪
に
本
拠
を
有
す
る
関
係
上
、
比
較
的

一
般
の
視
聴
を
惹
か
ざ
る
と
、
他
は
三
井
、
三
菱

の

両
財
閥
が
今
の
処
静
観
の
態
度
を
持
し
て
居
る
為
め
に
、
社
会
の
指
弾
を
免
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
云
々
。

人
事
課
長
香
川
修

一
は
こ
の
慌
た
だ
し
い
改
組
の
模
様
を
日
記
に
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

二
月
十
五
日
（月
）
十
時
か
ら
理
事
会
、
大
体
決
定
を
見
る
。
細
目
に
も
亘
る
。
五
時
に
す
ん
だ
。
や
れ
や
れ
之
で
終
末
ま
で
来
た
と
思

は
れ
る
。
次
回
は
二
十
三
日
で
あ
る
。

二
月
十
六
日
（火
）
昨
日
の
後
仕
末
に
狂
奔
。
実
に
廊
下
を
何
度
走
り
廻

っ
た
こ
と
か
。
明
日
は
主
管
者
に
内
示
の
日
で
あ
る
ｃ
そ
の
準

備
を
す
る
。
愈
々
二
十
八
日
解
散
、
三
月

一
日
住
友
株
式
会
社
設
立
、
新
規
程
発
表
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。
も
う

一

奮
発
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
二
十
三
日
（火
）
の
理
事
会
に
か
け
ら
れ
る
最
終
案
が
印
刷
に
ま
わ
さ
れ
、
総
理
事
小
倉
正
恒
は
十
八
日
（本
）
に
上
京
し
た
。

と
こ
ろ
が
大
沢
と
神
田
勇
吉
に
よ
れ
ば
、
上
京
中
の
小
倉
か
ら
次
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

大
沢
　
新
会
社
の
名
称
を
私
は

「住
友
株
式
会
社
」

と
し
て
い
た
が
、
十
二
年
の
春
（註
、
一
一十
二
日
の
理
事
会
に
提
出
さ
れ
た
改
組
案
に

は
住
友
株
式
会
社
と
す
で
に
印
刷
済
み
で
あ
り
、
そ
れ
を
ペ
ン
で
株
式
会
社
住
友
本
社
と
書
き
直
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
判
断
す
る
と
、
こ
の

電
話
は
理
事
会
前
日
２

一十
二
日
（月
）
の
こ
と
か
）
に
な
り
、
小
倉
さ
ん
が
東
京
か
ら
電
話
を
さ
れ
、
「住
友
本
社
」
に
せ
よ
と
い
う

こ
と
で
あ

つ
た
。
私
共
は
聞
き
馴
れ
な
い
も
の
だ
か
ら
、
「住
友
神
社
」
み
た
い
で
す
な
と
笑

っ
て
い
た
も
の
で
す
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



第

＾
章
　
住
友
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友
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神
田
　
私
も
そ
の
委
員
会
の
末
席
に
あ

つ
た
が
、
大
沢
さ
ん
の
お
話
の
通
り
で
、
「住
友
本
社
」

に
は
皆
あ

っ
と
い
っ
た
も
の
だ
が
、

そ
の
後
三
井
で
も
、
三
菱
で
も
真
似
を
す
る
よ
う
に
な

つ
た
し
、
我
々
も
段
々
い
い
名
前
だ
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
ｃ

大
沢
　
そ
の
時
は
い
い
名
前
だ
と
思
わ
な
か
っ
た
（笑
）
。

「住
友
本
社
」
な
る
名
称
は
、
住
友
本
家
あ
る
い
は
住
友
本
店
の
系
譜
か
ら
い
え
ば
、
何
ら
奇
異
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
り
、
ま

た
単
に

「本
社
」
と
い
う
名
称
は
、
既
に
合
資
会
社
発
足
以
来
合
資
会
社
の
本
社
（各
店
部
ヲ
包
含
セ
サ
ル
）
を
指
す
言
葉
と
し
て
慣
用
的
に
使

用
さ
れ
て
い
て
、　
そ
の
後
昭
和
三
年
七
月
の
社
則
制
定
の
際
に
、
そ
の
使
用
が
正
式
に
規
定
さ
れ
て
い
た
∩
住
友
合
資
会
社
（中
と

の

「
一
口

社
則
の
制
｛よ

参
昭
じ
ｃ
そ
れ
が
大
沢
や
神
田
の
い
う
よ
う
に
、
小
倉
か
ら
指
示
さ
れ
た
時
に
相
当
違
和
感
を
抱
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
「本

社
」
と
い
う
名
称
が
彼
ら
に
と
つ
て
は
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
場
所
や
店
部

・
連
系
会
社
に
対
す
る
本
部
の
イ
メ
ー
ジ
と
余
り
に
も
強

く
結
び
つ
い
て
い
て
、
会
社
の
商
号
と
い
う
抽
象
的
な
も
の
と
は
結
び
つ
き
難
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

二
十
五
日
（木
）
「住
友
株
式
会
社
」
と
な

つ
て
い
た
新
会
社

の
商
号
を
す
べ
て

「株
式
会
社
住
友
本
社
」
に
印
刷
し
直
さ
れ
た
最
終
改
組

案
が
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、
総
理
事
小
倉
正
恒
は
、
出
社
し
て
い
た
家
長
に
対
し
改
組
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
了
承
を
得
た
（資
料
２
）。

（資
料
１
）

昭
和
十
二
年
二
月
二
十
八
日
主
管
者
に
対
す
る
総
理
事
小
倉
正
恒
の
改
組
に
関
す
る
訓
示

本
日
ハ
御
多
用
ノ
ト
コ
ロ
、
且
又
日
曜
日
ニ
モ
拘
リ
マ
セ
ズ
オ
集
リ
ヲ
願
ヒ
マ
シ
テ
、
遠
隔
ノ
地

ニ
オ
出
ノ
人
モ
段
々
オ
ア
リ
ノ
コ
ト
デ
ア

リ
マ
ス
ガ
、
全
員
ノ
御
出
席
ヲ
得

マ
シ
テ
、
誠

二
感
謝

二
堪

ヘ
ナ
イ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。

扱
本
国
住
友
ノ
事
業
ノ
中
枢
デ
ア
リ
マ
ス
ル
住
友
合
資
会
社
ヲ
解
散
致
シ
マ
シ
テ
、
其
ノ
営
業
ヲ
新

二
創
立
セ
ラ
レ
マ
ス
ル
株
式
会
社
住
友

本
社

二
属
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
先
刻
社
長
様
以
下
総
社
員
ノ
同
意

二
依
リ
マ
シ
テ
、
解
散
ノ
決
議
ヲ
致
シ
マ
シ
タ
訳
デ
ア

リ
マ
ス
。
而
シ
テ
新
設
ノ
株
式
会
社
住
友
本
社

ハ
、
明
三
月

一
日
ヲ
以
テ
設
立
致
シ
マ
ス
。
資
本
金

ハ
合
資
会
社
ノ
資
本
金
卜
同
様
デ

一
億



五
千
万
円
デ
、
合
資
会
社
ノ
全
従
業
員
並

二
営
業
ヲ
其
ノ
儘
引
継
グ
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
。
事
業
ノ
内
容
モ
全
ク
従
来
卜
変
ラ
ナ
イ
ノ

デ
ア
リ
マ
ス
。
合
資
会
社
ノ
各
店
部
モ
其
ノ
儘
株
式
会
社
住
友
本
社
ノ
店
部
ト
ナ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
従
来
同
様
ノ
コ
ト
ニ
ナ
ル
ノ
デ
ア
リ

マ
ス
。

御
承
知
ノ
様

二
住
友
合
資
会
社

ハ
大
正
十
年
二
月
ノ
設
立
デ
ア
リ
マ
ス
。
従
来
個
人
組
織
デ
ア
リ
マ
シ
タ
住
友
家
ノ
事
業
ヲ
、
会
社
組
織

ニ

改
メ
タ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
爾
来
今
日
迄
十
有
六
年
ノ
歳
月
ヲ
経
過
シ
、
其
ノ
間
亦
幸

二
社
運
ノ
順
調
ナ
ル
発
展
ヲ
見

マ
シ
テ
、
其
ノ
直
営

事
業
ノ
内
倉
庫
、
化
学
工
業
、
伸
銅
鋼
管
、
別
子
鍍
山
、
炭
破
、
機
械
製
作
等
モ
相
次
イ
デ
分
離
独
立
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
而
ウ
シ
テ

夫
々
別
個
ノ
株
式
会
社
ト
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
又
信
託
、
生
命
保
険
、
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
、
満
洲
鋼
管
等
新
事
業
モ

創
立
致
シ
マ
シ
テ
、
之
亦
株
式
会
社
ト
ナ
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
今
日
二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
連
系
会
社
ノ
数
モ
十
五
社
ノ
多
キ
ニ
及
ン
デ
居
リ

マ
ス
。
尚
此
ノ
他
近
来

ハ
内
外
各
般
ノ
事
業

ニ
モ
投
資
関
係
ヲ
有
シ
マ
シ
テ
、
自
然
営
業
ノ
範
囲
モ
著
シ
ク
広
汎
多
岐

ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
ノ
デ

ア
リ
マ
ス
ｃ
又
其
ノ
業
績

ハ
時
局
ノ
影
響
モ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
何
レ
モ
頗
ル
好
調
ヲ
呈
シ
テ
居
ル
コ
ト
ハ
誠

二
御
同
慶

二
堪

エ
ナ
イ
次
第
デ
ア

リ
マ
ス
。
又
之
ヲ
内
容
ノ
上
カ
ラ
見

マ
シ
テ
モ
、
此
ノ
期
間

二
於
キ
マ
シ
テ
会
社
ノ
資
カ
モ
著
シ
ク
充
実
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
此
レ

ハ
誠

二
皆
様
ノ

一
方
ナ
ラ
ヌ
御
骨
折
卜
思
ヒ
、
感
謝
ノ
念
ヲ
禁
ジ
得
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ｃ
深
ク
御
礼
申
上
ゲ
ル
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。

斯
ノ
如
ク
住
友
ノ
各
事
業
ガ
非
常
ナ
ル
発
展
ヲ
ス
ル
ニ
伴
ヒ
マ
シ
テ
、
合
資
会
社
ノ
職
責
モ
愈
々
重
且
大
ト
ナ
ツ
テ
参

ツ
タ
訳
デ
ア
リ
マ
ス

ガ
、
元
来
事
業
経
営
ノ
形
態

ハ
、
事
業
ガ
大
キ
ク
ナ
ル
ニ
従
ヒ
マ
シ
テ
個
人
組
織
カ
ラ
会
社
組
織

ニ
ナ
リ
、
又
同
ジ
会
社

二
致
シ
マ
シ
テ
モ

合
名
会
社
ヤ
合
資
会
社
ノ
様
ナ
形
態
ノ
モ
ノ
カ
ラ
株
式
会
社

二
移
ル
ト
イ
フ
コ
ト
、
之

ハ
自
然
ノ
趨
勢
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
住
友
合
資
会
社

ニ

於
キ
マ
シ
テ
モ
、
事
業
ノ
現
状
、
内
外
諸
般
ノ
情
勢

二
鑑
ミ
マ
シ
テ
、
住
友
ノ
事
業
ノ
健
全
ナ
ル
発
達
ヲ
計
リ
マ
ス
為

ニ
ハ
、
之
ヲ
株
式
組

織

二
編
成
致
シ
マ
シ
テ
、
新
情
勢

二
適
合
ス
ル
形
態
ヲ
採
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
コ
ト
ハ
、
ド
ウ
シ
テ
モ
避
ケ
難
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
此
ノ

形
ヲ
整

ヘ
マ
シ
テ

一
層
会
社
ノ
基
礎
ヲ
固
メ
、
業
務
ノ
刷
新
ヲ
計
り
、
又
事
業
ノ
進
展

二
資
シ
タ
イ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
而
シ
テ
之
ヲ
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友
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住
友
合
資
会
社
の
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株
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住
友
本
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の
設
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一
〓
一

実
行
ス
ル
機
会

ハ
、
真

二
今
日
ヲ
措
テ
無
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
今
日
以
後

二
於
テ
ハ
実
行
ス
ル
機
会
ガ
頗
ル
困
難

ニ
ナ
ツ
テ
来
ル
ノ
デ
ア
リ

マ
ス
。
斯
ル
意
味
合

二
於
テ
株
式
組
織
ヲ
断
行
シ
タ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。

少
シ
余
談

二
亘
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
ガ
、
此
ノ
住
友
ノ
御
事
業
ノ
三
百
年

二
亘
ル
歴
史
ヲ
顧
ル
ト
キ
、
ソ
コ
二
二
ツ
ノ
大
イ
ナ
ル
事
業
精
神
ガ
厳

存
シ
テ
居
ル
様

二
考

ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
明
治
十
五
年

二
住
友
家
ノ
家
法
ガ
制
定

ニ
ナ
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
其
ノ
家
法
ノ
第

一
款
家

憲
卜
題
シ
テ
書
イ
テ
ア
リ
マ
ス
其
ノ
初
款
ノ
中
ノ
条
文
ノ
第
三
条

ニ
ハ

「我
営
業

ハ
確
実
ヲ
旨
ト
シ
、
時
勢
ノ
変
遷
理
財
ノ
得
失

ヲ
計
リ
テ

之
ヲ
興
廃
シ
、
荀
ク
モ
浮
利

二
趨
り
、
軽
進
ス
可
ラ
ズ
」
ト
ア
リ
マ
ス
。
而
シ
テ
其
ノ
家
法
ノ
巻
頭

二
広
瀬
宰
平
翁
ノ
緒
言
ガ
ア
ル
ノ
デ
ア

リ
マ
ス
。
其
ノ
緒
言
ノ
中

二
、
此
ノ
家
法
制
定
ノ
謂
ヲ
述
ベ
テ
書
イ
テ
ア
ル
ノ
ニ

「
二
百
五
十
余
年
慣
用
シ
来
タ
ツ
タ
良
法

二
基
キ
、
今
日

ノ
家
法
ヲ
作
り
上
ゲ
タ
」
ト
ア
リ
マ
ス
。
三
百
五
十
年

二
亘
ツ
テ
住
友
家

ハ
此
ノ
精
神
ガ
厳
ト
シ
テ
存
在
シ
テ
居
ツ
タ
。
即
チ
之
ヲ
云
ヒ
代

ヘ
テ
見

マ
ス
レ
バ
、
信
用
ヲ
重
ン
ジ
確
実
ヲ
旨
ト
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
之

ハ
私

ハ
三
百
年
来
塁
モ
変
ラ
ズ
又
変
ツ
テ
ハ
ナ
ラ

ヌ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
時
代
ガ
ド
ウ
ユ
ウ
フ
ウ
エ
変

ツ
テ
モ
、
其
精
神

全
立
派

二
伝

ヘ
テ
行
ク
ベ
キ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
之

二
伴
ヒ
マ

シ
テ
、
時
勢
ノ
変
遷
理
財
ノ
得
失

ヲ
計

ツ
テ
、
事
業
ヲ
弛
張
興
廃
サ
セ
ル
精
神

ハ
、
其
ノ
時
代
場
合

二
適
応
シ
タ
ル
制
度
組
織
ヲ
採
用
シ
、

時
勢

二
応
ジ
テ
不
断
ノ
進
歩
発
展
ヲ
ナ
ス
コ
ウ
イ
フ
精
神
デ
ア
リ
マ
ス
．
色
々
ノ
史
説

ハ
申
シ
マ
セ
ン
ガ
、
鴻
池
ノ
興
ツ
タ
時

二
熊
沢
蕃
山

先
生
ガ
鴻
池
家
ノ
家
法
ヲ
作
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
鴻
池
家
ノ
祖
先
ガ
ソ
レ
以
来
其
ノ
家
法
ヲ
守

ツ
テ
今
日
二
及
ビ
、
住
友
家

二
与

ヘ
タ
モ

ノ
ア
ル
コ
ト
ガ
記
録

二
残
ツ
テ
居
リ
マ
ス
。
私

ハ
住
友
家

二
於
キ
マ
シ
テ
モ
明
治
維
新
ノ
大
変
革

ニ
ハ
相
当
影
響
ヲ
受
ケ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

ガ
、
其
ノ
際
前
途
ヲ
過
ル
コ
ト
ナ
ク
此
ノ
難
関
ヲ
乗
り
越

エ
テ
今
日
ノ
家
運
ノ
隆
昌
ヲ
見
タ
ル
ハ
、
此
ノ
精
神

二
因
ル
モ
ノ
ト
私

ハ
確
信
シ

マ
ス
。
此
ノ
時
代

二
適
応
シ
タ
ル
幹
部
ガ
、
時
勢
ノ
変
遷
、
理
財
ノ
得
失
ヲ
計

ツ
テ
事

ヲ
ナ
サ
ツ
タ
結
果
、
今
日
ア
ル
モ
ノ
ト
深
ク
信
ジ
タ

ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
此
ノ
意
味

二
於
キ
マ
シ
テ
私

ハ
此
ノ
今
日
ノ
組
織
ノ
変
更

ハ
、
此
ノ
外

ニ
ナ
イ
ト
考

ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

時
代
ノ
変
遷

二
付
テ
ハ
綾
々
申
述
ベ
マ
シ
タ
ガ
、
今
日
二
於
テ
ハ
、
同
族
会
社
ト
イ
フ
モ
ノ
ハ
合
資
会
社

二
致
シ
マ
シ
テ
モ
合
名
会
社

二
致



シ
マ
シ
テ
モ
、
段
々
株
式
組
織

二
更
ル
ト
イ
フ
ノ
ガ
時
勢
ノ
趨
勢

ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
ヤ
ウ
デ
ア
リ
マ
ス
。
而
シ
テ
又
理
財
ノ
得
失
ト
イ
フ
点
カ

ラ
申
シ
マ
ス
ト
、
合
資
会
社

ニ
ナ
ツ
テ
居
ツ
テ
モ
、
株
式
会
社

ニ
ナ
リ
マ
シ
テ
モ
税
金

ニ
ハ
サ
シ
テ
変
化

ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
矢
張
リ

同
ジ
位
ノ
税
金

ハ
取
ラ
レ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
寧

口
解
散
致
シ
マ
ス
ト
イ
フ
ト
清
算
所
得

ヲ
沢
山
取
ラ
レ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
少
ナ
カ
ラ
ヌ

多
額
ノ
税
金
、
所
得
税
ヲ
取
ラ
レ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
然
ル
ニ
デ
ス
、
永
イ
将
来
ヲ
考

へ
、
又
色
々
ノ
場
合

ヲ
想
像
シ
、
又
種
々
ノ
事
業
ノ

進
展
ト
イ
フ
意
味
合
カ
ラ
考

ヘ
マ
ス
ト
、
ド
ウ
シ
テ
モ
今
日
組
織
ヲ
変
更
シ
テ
置
ク
必
要
ガ
ア
ル
、
ソ
レ
ガ
理
財
ノ
得
失
ト
イ
フ
点
カ
ラ
見

テ
将
来

二
亘
ツ
テ
考

ヘ
マ
ス
ト
、
ソ
レ
ハ
小
サ
ナ
モ
ノ
デ
ア
ル
。
コ
ウ
イ
フ
意
味
合
カ
ラ
於
キ
マ
シ
テ
、
コ
ノ
際
家
憲
ノ
精
神

二
則
リ
マ
シ

テ
、
組
織
ノ
変
更
ヲ
行
フ
コ
ト
ニ
ナ
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

扱
テ
新
会
社
ノ
組
織

ハ
株
式
会
社
卜
変
ツ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
、
実
体

ハ
従
来
ノ
合
資
会
社
卜
少
シ
モ
変
更

ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
矢
張
り
社

長
ガ
ア
ツ
テ
、
社
長

二
服
従
シ
、
社
運
ヲ
導
ク
モ
ノ
デ
、
内
部
ノ
職
制
モ
何
等
変
更

ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
総
理
事
ガ
ア
ツ
テ
理
事
モ
ア

ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
即
チ
株
式
会
社
住
友
本
社

コ
ノ
新
会
社

ハ
従
来
ノ
合
資
会
社
卜
同
様

二
、
住
友
ノ
事
業
ノ
中
枢
デ
、
其
ノ
統
制
ヲ
図
ル

コ
ト
ヲ
職
分
ト
シ
、
兼
ネ
テ
又
直
轄
営
業
ヲ
持
ツ
テ
、
事
業
ノ
健
全
ナ
ル
発
展
ヲ
図
ル
ノ
ハ
少
シ
モ
変
化

ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
尤
モ
株

式
会
社
ト
ナ
リ
マ
シ
タ
以
上
、
広
ク
各
方
面
ヨ
リ
ノ
資
本
進
入
モ
可
能
ト
ナ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
又
企
業
ノ
経
営
等
モ
変
ツ
テ
キ
マ
ス
ガ
、

然
シ
今
ド
ウ
シ
ヨ
ウ
ト
イ
フ
考

ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
。
企
業
形
態
ト
シ
テ
必
要
ナ
ル
場
合
、
何
時
デ
モ
広
ク
公
開
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
又
企

業
モ
経
営
ヲ
社
会
化
シ
得
ル
ヤ
ウ
ナ
機
能

二
予
メ
シ
テ
ヲ
ク
コ
ト
ガ
必
要
卜
私

ハ
思
フ
。
必
要

二
迫
ラ
レ
タ
場
合

ニ
ア
ワ
テ
フ
タ
メ
イ
テ
コ

ト
ヲ
ス
ル
等

ハ
、
私
ノ
ト
ラ
ヌ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
。
モ
ノ
ノ
起
ラ
ナ
イ
場
合

二
於
テ
チ
ャ
ン
ト
準
備
ヲ
シ
テ
ヲ
ク
或

ハ
ソ
レ
ハ
ソ
ノ
儘
起

ツ

テ
来
ナ
イ
カ
モ
知
レ
マ
セ
ヌ
。
又
如
何
ナ
ル
時
勢
ノ
変
遷
動
揺

ニ
ナ
ル
ト
モ
限
リ
マ
セ
ヌ
、
ソ
ノ
処

ハ
何
ト
モ
分
リ
マ
セ
ヌ
ガ
、
何
時
デ
モ

サ
ウ
イ
フ
場
合

二
対
処
シ
得
ル
、
コ
ウ
イ
フ
仕
組

ニ
シ
テ
ヲ
ク
コ
ト
ガ
、
私

ハ
大
切
ダ
ト
思
フ
。
ソ
ノ
時

ニ
ナ
ツ
テ
ヤ
ル
コ
ト
ハ
、
ソ
レ
ハ

危
険
デ
ア
ル
。
住
友
家
ノ
善
処
ヲ
誤
ル
恐
レ
ガ
ア
ル
。
本
社
ガ
理
財
ノ
得
失

ヲ
計

ツ
テ
、
真

二
事
前

二
準
備
ヲ
シ
テ
ヲ
ク
ト
イ
フ
コ
ト
ガ
、

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
二
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必
要
デ
ア
ル
。
私

ハ
斯
様

ニ
シ
テ
始

メ
テ
事
業

ノ
発
展
ガ
ア
リ
、
大
キ
ナ
意
味
カ
ラ
言

ヘ
バ
、
産
業
報
国
ノ
タ
メ
ニ
必
要
デ
ア
ル
ト
思

ヒ
マ

ス
。

ソ
レ
カ
ラ
私
事

二
亘
ツ
テ
恐
縮
デ
ス
ガ
、
最
近
紙
上
デ
住
友
ノ
幹
部
ノ
異
動
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
取
沙
汰
シ
テ
居
ル
向
モ
ア
ル
ガ
、
ア
レ
ハ
全
ク

根
拠
ノ
ナ
イ
浮
説

二
過
ギ
ナ
イ
。
私

ハ
依
然
ト
シ
テ
総
理
事
ト
シ
テ
及
ズ
ナ
ガ
ラ
住
友
家
ノ
為

二
働
ク
積
リ
デ
居
ル
、
株
主
ノ
方
モ
同
様
デ

ア
リ
マ
ス
。

何
卒
前

二
申
シ
マ
シ
タ
ル
趣
旨
ヲ
ヨ
ク
御
考

へ
下
サ
イ
マ
シ
テ
、
従
来
同
様
業
務

二
御
尽
カ
ヲ
御
願
ヒ
致
シ
マ
ス
ト
共

二
、
新
会
社
ヲ
中
心

卜
致
シ
マ
シ
テ
、
益
住
友
全
体
ノ
協
調
連
絡
、
協
力

一
致
ト
イ
フ
コ
ト
ニ
意

ヲ
用
ヒ
テ
頂
キ
マ
シ
テ
、
真

二
更
始

一
新
其
ノ
実
ヲ
挙
ゲ
、
何

卒

一
層
ノ
御
奮
闘
ヲ
御
願
ス
ル
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
ｃ

次

二
申
上
ゲ
タ
イ
コ
ト
ハ
、
退
職
慰
労
金
規
程
ノ
改
正
デ
ア
リ
マ
ス
。
現
行
ノ
職
員
退
職
慰
労
金
制
度

ハ
、
大
正
十
三
年

二
改
正
ヲ
致
シ
マ

シ
タ
モ
ノ
デ
、
以
前
ヨ
リ
モ
余
程
金
額
ガ
多
ク
ナ
ツ
テ
ソ
ノ
儘
今
日
二
至
ツ
タ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
最
近
ノ
我
国
諸
般
ノ
情
勢
ヲ
滋

二
顧
ミ

マ
ス
ル
ト
、
現
行
ノ
制
度
ノ
如
ク
多
額
ノ
金
額
ヲ
後
日
二
残
シ
、
事
業
ノ
将
来

二
対
シ
テ
斯
ク
ノ
如
キ
負
担
ヲ
累
積
シ
マ
ス
コ
ト
ハ
、
事
業

ノ
将
来

二
於
ケ
ル
健
全
ナ
ル
発
達
ヲ
考

ヘ
マ
ス
ル
ト
キ
、
ド
ウ
シ
テ
モ
此
ノ
儘

ニ
シ
テ
置
ク
コ
ト
ハ
デ
キ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
現

二
三
井
、

三
菱
ノ
如
キ
ハ
既

二
早
ク
改
正
ヲ
断
行
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
住
友

ハ
改
正
ヲ
行

ハ
ズ
シ
テ
今
日
二
及
ン
ダ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
併
シ
最
近

ノ
情
勢

ハ
、
斯
ノ
如
ク
将
来

二
大
イ
ナ
ル
負
担
ヲ
残
シ
、
又
ソ
レ
ガ
段
々
大
キ
ク
ナ
ツ
テ
来
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
ド
ウ
モ
ヨ
ロ
シ
カ
ラ
ヌ
コ

ト
ト
存
ジ
マ
ス
ノ
デ
、
此
ノ
度
住
友
合
資
会
社
ノ
組
織
変
更
ノ
機
会

二
、
各
店
部
連
系
会
社

一
様

二
其
ノ
制
度
ヲ
改
正
シ
ヤ
ウ
ト
思
フ
ノ
デ

ア
リ
マ
ス
。
即
チ
今
日
迄
ノ
職
員
ノ
退
職
慰
労
金

ハ
全
部

一
応
打
切
リ
マ
シ
テ
、
払
戻
シ
マ
ス
。
ソ
シ
テ
改
メ
テ
新
シ
イ
制
度

二
依

ツ
テ
コ

レ
カ
ラ
計
算

ヲ
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
詳
細
ナ
コ
ト
ハ
、
後
刻
人
事
部
長
ヨ
リ
説
明
ガ
ア
ル
筈
デ
ア
リ
マ
ス
。

此
ノ
点

二
付
キ
マ
シ
テ
ハ
私
ノ
頭
ノ
中

ニ
ア
ル
コ
ト
ヲ
、
赤
裸
々
二
申
上
ゲ
テ
見
タ
イ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
実

ハ
此
ノ
改
正

ハ
数
年
前



ヨ
リ
度
々
問
題
ト
ナ
ツ
テ
居
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
三
井
、
三
菱
ノ
如
キ
改
正
ガ
行

ハ
レ
タ
ア
ノ
頃
カ
ラ
既

二
問
題
ガ
起

ツ
テ
居
タ
ノ
デ
ア

リ
マ
ス
。
又
ソ
レ
ト
同
ジ
様
ナ
種
類
ノ
案
ガ
作
ラ
レ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
私

ハ
頗
ル
躊
躇
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
矢
張
り
住
友
ノ
為

二
全

カ
ヲ
挙
ゲ
テ
働
イ
テ
居
ル
人

ニ
ハ
酬
イ
ル
必
要
ガ
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
後
顧
ノ
憂
ヲ
ナ
ク
シ
、
又
決
シ
テ
老
後
ノ
心
配
ヲ
ナ
ク
ス
ル
為

ニ

ハ
、
コ
レ
ハ
必
要
デ
ア
ル
ト
考

ヘ
テ
居
リ
マ
ス
。
其
ノ
退
職
慰
労
金
ヲ
薄
ク
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
甚
ダ
本
意
デ
ハ
ナ
イ
ト
考

ヘ
テ
居
ツ
タ

ノ
デ
ア
リ
マ
ス
．
幾
度
モ
ソ
ウ
ユ
ウ
案
ガ
出

マ
シ
タ
ガ
、
私

ハ
躊
躇
シ
テ
決
心
セ
ズ

ニ
居
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
処
ガ
段
々
世
ノ
中
ノ
形
勢

ハ
変
遷
シ
テ
参
リ
マ
シ
テ
、
ソ
ウ
ユ
ウ
将
来
ノ
為

二
色
々
多
ク
ノ
積
金

ヲ
シ
テ
置
ク
コ
ト
ハ
難
シ
イ
情
勢

二
立
至
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
御

承
知
ノ
様

二
税
法

ハ
、
色
々
卜
積
立
金

二
重
イ
税
金
ヲ
掛
ケ
ル
様

ニ
ナ
リ
、
ド
ウ
モ
其
ノ
負
担

二
堪

エ
ラ
レ
ナ
ク
ナ
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

斯
ク
ナ
リ
マ
ス
以
上

ハ
矢
張
り
時
勢

二
従

ツ
テ
行
ク
外

ハ
道
ガ
ナ
イ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

従
ヒ
マ
シ
テ
此
ノ
慰
労
金
制
度
ヲ
改
正
致
シ
マ
シ
テ
モ
、
職
員
ノ
給
与
待
遇
ヲ
全
体

二
低
ク
ス
ル
ト
云
フ
意
味

ハ
少
シ
モ
モ
ツ
テ
居
ナ
イ
ノ

デ
ア
リ
マ
ス
。
従
ヒ
マ
シ
テ
此
ノ
制
度
ノ
改
正

二
依
り
金
額
ノ
減
少
ヲ
見
ル
部
分

ハ
現
実
ノ
給
与
デ
以
テ
補
足
シ
タ
イ
、
コ
ウ
ユ
ウ
考

ヘ
デ

ア
リ
マ
ス
。
即
チ
新

二
保
険
ノ
思
想
ヲ
加
味
致
シ
マ
シ
テ
、
職
員

二
洩
レ
無
ク
停
年
即
チ
五
十
五
歳
満
期
ノ
保
険

ヲ
カ
ケ
テ
、
其
ノ
保
険
料

ヲ
会
社
デ
支
給
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
致
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
其
ノ
停
年
保
険

二
依
リ
マ
シ
テ
、
採
用
後
短
月
日
ノ
内

二
不
幸

ヲ
見
夕
様
ナ

真

ニ
オ
気
ノ
毒
ナ
方

ニ
ハ
、
此
ノ
保
険
ガ
極
メ
テ
良
イ
制
度
デ
ア
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
ｃ
又
停
年
迄
勤
メ
タ
方

ニ
ハ
、
充
分
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ン
ガ

其
ノ
保
険
金
デ
食

ツ
テ
其
ノ
老
後
ガ
安
心
ガ
出
来
、
之

二
依
り
幾
分
ナ
リ
ト
モ
老
後
ノ
心
配
ヲ
ナ
ク
シ
ヤ
ウ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
又

一

方

二
於
テ
ハ
賞
与

二
於
テ
モ
考
慮
ス
ル
考

ヘ
デ
ア
リ
マ
ス
。
賞
与
ノ
方

二
於
テ
ハ
、
事
業
ノ
趨
勢

二
従

ツ
テ
増
減

ハ
否
ミ
難
イ
モ
ノ
デ
、　
一

定
不
動
ノ
モ
ノ
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ン
ガ
、
賞
与

二
於
テ
モ
考
慮
シ
、
結
局
各
種
ノ
施
設
ヲ
綜
合
致
シ
マ
シ
テ
職
員
退
職
ノ
待
遇
ヲ
全
体

二
於
テ

ハ
従
来
通
リ
ニ
致
シ
タ
イ
ト
コ
ウ
考

ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
何
卒
皆
様
ノ
各
部
下
職
員

二
誤
解
不
満
ガ
ア
ツ
テ
ハ
イ
ケ
マ
セ
ン
カ
ラ
、
ド
ウ

ゾ
コ
ウ
ユ
ウ
精
神
デ
ア
ル
ト
云
フ
ト
ヲ
御
伝

へ
願
ヒ
タ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
而
シ
テ
今
回
ノ
改
正

ハ
、
労
働
者

ニ
ハ
一
切
触
レ
テ
居
リ
マ
セ

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
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一五
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ン
。
従
ツ
テ
従
来
通
リ
デ
何
等
変
更

ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

以
上
組
織
ノ
変
更
、
退
職
慰
労
金
ノ
改
正

二
就
テ
、
内
容
ヲ
御
話
申
上
ゲ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
何
分
時
節
柄
財
閥
ノ

一
挙
手

一
投
足

ハ
、

社
会
ノ
視
聴
ヲ
コ
コ
ニ
集
メ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
当
然
今
回
ノ
組
織
変
更
等

ハ
社
会
ノ
注
ロ
ノ
的
ト
ナ
ツ
テ
来
ル
ト
思

ハ
レ
マ
ス
。

色
々
ナ
端
摩
憶
測
ガ
行

ハ
レ
ル
事
卜
思
ヒ
マ
ス
。
又
内
部
ノ
職
員
、
労
働
者

ニ
モ
色
々
不
安

二
思

ハ
レ
ル
カ
モ
知
レ
マ
セ
ン
。
ド
ウ
ゾ
皆
様

モ
良
ク
我
ガ
住
友
ノ
営
業
ノ
方
針
ノ
意
ノ
ア
ル
ト
コ
ロ
ヲ
御
了
承
願
ヒ
、
色
々
ナ
事
情
凡
ユ
ル
場
合

二
於
テ
良
ク
善
処
シ
テ
頂
ク
コ
ト
ラ
切

望
ス
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

今
日
御
集
リ
ヲ
御
願
ヒ
シ
マ
シ
タ
ノ
ハ
、
以
上
ニ
ツ
ノ
コ
ト
ニ
就
テ
御
話
申
上
ゲ
ル
ノ
ガ
趣
意
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
斯
ク
御
集
リ
ノ
際
色
々
事

業
ノ
方
針
、
住
友
全
体
ノ
経
済
関
係

二
就
テ
極
メ
テ
概
略
、　
一
端
ヲ
申
上
ゲ
テ
見
タ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
。

御
承
知
ノ
如
ク
我
ガ
国
ハ
、
今
日
各
方
面
共
非
常
ナ
ル
重
大
時
局

二
直
面
致
シ
テ
居
リ
マ
ス
。
従
ヒ
マ
シ
テ
此
ノ
時
局
ノ
推
移
如
何
ガ
、
今

後
事
業
ノ
経
営

二
重
大
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ボ
ス
コ
ト
ハ
言
フ
迄
モ
ア
リ
マ
セ
ン
。
今
ヤ
世
界

ハ
挙
ゲ
テ
無
制
限
ノ
軍
備
時
代

二
入
り
、
各
国

ハ

多
額
ノ
国
弩

ヲ
椰
ツ
テ
軍
備
拡
張

二
努
メ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
又
我
国

二
於
キ
マ
シ
テ
モ
、
此
ノ
情
勢

二
依
リ
マ
シ
テ
軍
事
費

ハ
年
々

驚
ク
ベ
キ
膨
脹
ヲ
致
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
又
何
処
迄
行
ク
ノ
カ

一
寸
見
透
シ
モ
ツ
カ
ナ
イ
ヤ
ウ
ナ
状
態
デ
ア
リ
マ
ス
。
併
シ
乍
ラ
資

金
ノ
調
達

ハ
、
結
局
公
債
ノ
増
発
、
増
税

二
倹
ツ
ヨ
リ
外

ハ
無
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
更

二
又
今
後
或

ハ
増
税

二
依
リ
マ
シ
テ
、
財
界

二
異
常

ノ
影
響
ヲ
与

へ
、
事
業
ノ
経
営
上

二
幾
多
ノ
支
障
ヲ
引
起
サ
シ
メ
ル
コ
ト
モ
予
測

二
難
ク
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
又
善
隣
ノ
満
洲
国

二
於
キ

マ
シ
テ
モ
、
新
国
家
ヲ
五
ヶ
年
ノ
歳
月
内

二
、
治
安
ノ
維
持
、
産
業
開
発
等

二
意

ヲ
用
イ
ン
ト
シ
テ
居
リ
マ
ス
。
最
近

ニ
ハ
二
十
億
円
ノ
予

算
デ
産
業
五
ヶ
年
計
蓋
ガ
出
来
、
近
ク
之
ヲ
実
施
ス
ル
ト
ノ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
。
斯
ノ
如
ク
資
金
ノ
関
係
カ
ラ
考

ヘ
テ
見

マ
シ
テ
モ
、
我
国

ハ
異
常
ナ
状
態

二
置
カ
レ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

我
住
友

ハ
由
来
家
長
様
ノ
御
徳
、
先
輩
ノ
御
尽
カ

ニ
ヨ
リ
マ
シ
テ
、
幸

二
極
メ
テ
順
調

二
進
ン
デ
マ
イ
リ
マ
シ
タ
ガ
、
何
分

ニ
モ
時
局
ヲ
見



マ
ス
ル
ニ
、
事
業
ノ
前
途

ハ
楽
観
ヲ
許
サ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
今
後
ノ
事
業

ニ
ツ
キ
マ
シ
テ
モ
、
従
来
通
り
飽
ク
迄
慎
重

ヲ
以
テ
行
ク
ノ

ハ
勿
論
ノ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
。
其
処
デ

一
ツ
御
考
ヲ
願
ヒ
タ
イ
ノ
ハ
、
最
近
我
国
デ
国
家
ノ
重
要
産
業
ノ
大
拡
充
ヲ
急
務
ト
シ
テ
ヲ
ラ
レ
ル

ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
然
モ
国
家
ノ
重
要
産
業

ハ
国
民
ノ
総
協
カ
ヲ
必
要
ト
ス
ル
、
カ
ウ
云
ウ
次
第
ナ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
国
家
産
業
ノ
大
拡
充
ヲ

急
務
ト
ナ
シ
、
又
ソ
レ
ニ
付
テ
ア
ラ
ユ
ル
国
民
ノ
総
協
カ
デ
コ
ノ
拡
充

二
当
ル
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
政
府
モ
亦

コ
ノ
計
蓋

ヲ
遂
行
ス
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
。
コ
レ
ヲ
私

ハ
深
ク
研
究
ヲ
ナ
ス
ベ
キ
問
題
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
。
果
シ
テ
従
来
通
リ
ノ
ヤ
リ
方
デ
以
テ
ヨ
イ

カ
ド
ウ
カ
、
コ
レ
ハ
深
ク
国
民
ノ
研
究
ト
ス
ル
重
点
デ
ア
ル
コ
ト
ハ
、
申
ス
マ
デ
モ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
荀
ク
モ
因
循
姑
息
或

ハ
過
去
ノ

繰
返
シ
デ
ア
ツ
テ
ハ
イ
カ
ヌ
、
何
卒

コ
ノ
点

ハ
時
局

二
対
ス
ル
認
識
ト
シ
テ
御
研
究
下
サ
イ
マ
ス
ト
共

二
、
コ
ノ
点
ヲ
一
ツ
篤
卜
慎
重

二
御

考
慮
願
ヒ
タ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
同
時

ニ
デ
ス
、
コ
ノ
計
画

ハ
本
当

二
至
急

ヲ
要
ス
ル
計
画
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
資
金
ノ
調
達
卜
云
フ
コ
ト
ニ

ツ
イ
テ
ハ
、
深
ク
心
ヲ
致
ス
ベ
キ
コ
ト
ト
思
ヒ
マ
ス
。
住
友
ノ
財
界

二
於
ル
地
位
ガ
愈
々
重
大
ト
ナ
ル
ニ
ツ
レ
マ
シ
テ
、
又
国
家
ノ
カ
ウ
云

フ
場
合

二
処
シ
マ
シ
テ
、
国
家
ノ
産
業
ガ
拡
充
ヲ
要
求
シ
テ
居
ル
場
合

二
於
テ
ハ
、
ド
ウ
シ
テ
モ
財
界

二
於
ル
モ
ノ
ノ
使
命
ト
シ
マ
シ
テ
、

コ
ノ
機
会

二
於
テ
コ
ノ
設
備
ノ
拡
張
、
国
策
ノ
遂
行

二
当
ツ
テ
行
ク
コ
ト
ガ
ド
ウ
シ
テ
モ
必
要
デ
ア
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
ノ
デ
、
私

ハ
深
ク
コ
ノ

コ
ト
ニ
付
テ
、
各
会
社
夫
々
ノ
立
場
カ
ラ
、
夫
々
具
体
的

二
細
カ
ニ
御
研
究
ヲ
願
ヒ
タ
イ
。
資
金
ノ
調
達
方
法

ニ
ツ
イ
テ
ハ
ア
ラ
ユ
ル
考
慮

ヲ
払
ヒ
マ
シ
テ
、
サ
ウ
イ
フ
拡
張
ヲ
ナ
ス
際
如
何
ナ
ル
方
法
デ
資
金

ヲ
得
ル
カ
、
各
会
社
夫
々
ノ
立
場
デ
適
切
ナ
ル
御
考
慮
ヲ
願
フ
ト
云
フ

コ
ト
ヲ
、
コ
ノ
際
特

二
申
上
ゲ
テ
置
キ
タ
イ
。

甚
ダ
長
時
間
二
亘
ツ
テ
申
上
ゲ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
大
体
ノ
意
味
合
ダ
ケ
ヲ
御
聴
キ
取
り
願
ヒ
マ
シ
テ
、
夫
々
ノ
其
ノ
事
業

ニ
ツ
イ
テ
、

具
体
的

二
御
研
究
ヲ
願
ヒ
タ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
希
望
シ
テ
ヲ
キ
マ
ス
。
私
ノ
申
上
ゲ
タ
コ
ト
ハ
何
処

マ
デ
モ
チ
ャ
ン
ト
準
備
ヲ
シ
テ
、
コ
ウ

イ
フ
場
合

ニ
ハ
コ
ウ
イ
フ
ヤ
ウ
ニ
ス
ル
ト
云
フ
腹
案

ヲ
立
テ
テ
頂
キ
タ
イ
ト
イ
フ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
。

尚
又
モ
ウ

一
言
申
上
タ
イ
コ
ト
ハ
、
既

二
合
資
会
社

ハ
株
式
会
社

ニ
ナ
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
申
ス
マ
デ
モ
ア
リ
マ
セ
ヌ
ガ
、
株
式
会
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友
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住
友
本
社
の
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一
一八

社
ノ
考
課
状

ハ
公
開
サ
レ
マ
ス
ル
シ
、
ソ
ノ
経
営

ハ
従
来
ヨ
リ
モ

一
層
公
平
デ
公
明
デ
、
サ
ウ
シ
テ
明
朗

ニ
ス
ベ
キ
デ
ア
ル
、
コ
ウ
イ
フ
風

二
考

ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
コ
レ
ハ
申
ス
マ
デ
モ
ナ
ク
、
今
日
迄
卜
雖
モ
サ
ウ
デ
ア
ル
。
公
平
、
公
明
、
明
朗
ガ
必
要
デ
ア
リ
マ
シ
タ
。
然

ル
ニ
其
ノ
上

二
念
ヲ
入
レ
テ
貫
ヒ
タ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
先
般
申
上
マ
シ
タ
ル
通
り
、
コ
ウ
イ
フ
財
界
ノ
中

二
於
キ
マ
シ
テ
、
相
協
カ
シ
テ

コ
ノ
時
難
ヲ
克
服
致
シ
、
住
友
ノ
事
業
又
国
家
ノ
幸
福
ノ
タ
メ
ニ
、
御
尽
力
願

ハ
ン
コ
ト
ヲ
切
望
ス
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

コ
レ
ヲ
以
テ
今
日
ノ
御
話
ヲ
終
リ
マ
ス
。

（資
料
２
）

改
組

二
付
家
長
公

二
総
理
事
ヨ
リ
言
上
案

一
、
合
資
会
社
ノ
現
在
正
味
財
産

ハ
約
二
億
七
千
五
百
万
円

二
上
リ
マ
ス
ル
ガ
、
斯
ク
隆
盛
ノ
反
面

二
於
キ
マ
シ
テ
、
余
リ
ニ
財
カ
ガ
巨
大

ト
ナ
リ
マ
ス
ト
、
所
謂
微
妙
ナ
ル
社
会
状
勢
ノ
上
ヨ
リ
シ
マ
シ
テ
モ
、
課
税
ノ
上
カ
ラ
申
シ
マ
シ
テ
モ
、
所
謂
大
木

ニ
ハ
風
当
り
強
キ
諺

モ
ア
リ
マ
ス
通
り
、
ド
ウ
シ
テ
モ
摩
擦
面
モ
大
キ
ク
ナ
ツ
テ
参
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

一
、
夫
故
此
際
会
社
財
産

ハ
、
大
正
十
年
設
立
当
時
ノ
姿

二
立
帰
り
、
資
本
金
以
外
ノ
所
謂
含
ミ
ヲ
計
上
シ
、
本
家

二
八
千
余
万
円
ヲ
返
戻

シ
マ
ス
ト
同
時

二
、
三
御
分
家

ヘ
モ
各
千
万
円
宛
計
三
千
万
円
程
度
ノ
御
贈
与
ヲ
御
願
ヒ
致
シ
度
イ
ト
存
ジ
マ
ス
。
之

二
依
リ
マ
シ
テ
、

対
外
的

ニ
モ
摩
擦
面
ノ
拡
大
ヲ
緩
和
致
シ
マ
ス
ル
ト
共

二
、
本
分
家
間
相
互

二
相
侍
り
相
扶
ク
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
且
御
分
家
様
方
ノ
会
計
強

化
ヲ
計
ル
コ
ト
ガ
望

マ
シ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
。

一
、
之
ガ
為
此
二
月
末
日
二
合
資
会
社
ヲ
解
散
シ
、
翌
三
月

一
日
株
式
会
社
住
友
本
社
ヲ
設
立
ノ
コ
ト

ヽ
致
シ
、
家
長
公

ニ
ハ
取
締
役
社
長

ニ
ゴ
就
任
ヲ
願
ヒ
上
ゲ
度
ク
存
ジ
マ
ス
。

即
チ

資

　

本

　

金
　
　
　
　
　
　
一
億
五
千
万
円
（数
回

二
払
込
済
ト
ス
）



内
訳

家
長
公
御
持
株
　
　
　
　
　
　
一
億
三
千
五
百
万
円

三
御
分
家
同
（各
五
百
万
円
）
　

　

一
千
五
百
万
円

（註
）

〓
一御
分
家

ヘ
ノ
御
贈
与
三
千
万
円
中
右
新
会
社
株
式
以
外

ハ
、
主

二
連
系
会
社
株
卜
致
シ
度
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
。

而
シ
テ
合
資
会
社
ノ
営
業

ハ
、
新
シ
キ
評
価

ニ
ヨ
リ
鉱
山
、
山
林
、
販
売
店
等
凡
テ
株
式
会
社

二
引
継
ギ
、
尚
本
家

へ
返
戻
ノ
有
価
證
券
、

土
地
、
預
金
等

ヲ
除
キ
マ
シ
タ
諸
財
産
モ
引
継
グ
コ
ト

ヽ
致
シ
マ
ス
。
又
職
員
並
労
働
者
モ
凡
テ
引
継
グ
コ
ト
ハ
申
上
グ
ル
迄
モ
ア
リ
マ

セ
ン
。

尚
新
会
社
ヲ
株
式
組
織
卜
致
シ
マ
ス
コ
ト
ハ
、　
一
朝
巨
資

ヲ
要
ス
ル
如
キ
場
合

二
於
テ
、
新
会
社
ノ
株
式
ヲ
担
保

二
供
シ
、
資
金
調
達
ノ

用

二
供
シ
得
ル
様
ノ
態
勢
ヲ
予
メ
整

ヘ
テ
置
ク
コ
ト
ガ
、
遠
キ
慮
リ
ノ
上
カ
ラ
無
用
ノ
業
デ
ナ
イ
ト
信
ゼ
ラ
ル

ヽ
カ
ラ
デ
ア
リ
マ
ス
。
新

会
社

ハ
飽
ク
迄
モ
住
友
家
ノ
利
便
ヲ
計
ル
為
ノ
、
住
友
全
事
業
ノ
中
枢
機
関
タ
ル
重
要
使
命

二
付
テ
ハ
、
合
資
会
社
卜
寸
塁
モ
異
ル
所
ナ

イ
ノ
ハ
勿
論
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
此
ノ
点
カ
ラ
新
会
社
ノ
株
式

ヲ
外
部

二
分
譲
ス
ル
ガ
如
キ
ハ
、
考

ヘ
ラ
レ
ヌ
所
デ
ア
リ
マ
ス
。
尤
モ
将
来

或

ハ
状
勢
ノ
変
化
等

ヲ
来
シ
、
之

二
適
応
シ
タ
方
策
ヲ
必
要
ト
ス
ル
如
キ
コ
ト
ガ
御
座
イ
マ
ス
レ
バ
、
株
式
会
社
ナ
ル
ガ
故

二
、
合
資
会

社
卜
違

ツ
タ
適
応
性
ヲ
発
揮
シ
得
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル
カ
ト
モ
思

ハ
レ
マ
ス
。

、
右
ノ
改
組
ノ
為
、
清
算
所
得
税
卜
贈
与
税
ト
ニ
於
テ
、
二
千
余
万
円
ノ
支
出
ヲ
要
シ
マ
ス
ガ
、
今
後

ハ
却
テ
税
金
ノ
軽
減
卜
鋪
却
ノ
増

加
ト
ニ
因
り
、
不
遠
之
ヲ
償
ヒ
得
ル
予
想
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
新
税
法

二
於
テ
ハ
斯
ル
改
組

ハ
全
ク
不
可
能

二
陥
リ
マ
ス
カ
ラ
、
此
機
会

ニ

於
テ
改
組
ヲ
断
行
ス
ル
′
外
無
シ
ト
、
結
論
ス
ル
ニ
到
ツ
タ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
（本
項

二
関
ス
ル
参
考
事
項
別
紙

二
記
載
ス
）
。

、
新
株
式
会
社
ノ
株
主

ハ
、
前
述
ノ
如
ク
御
本
家
及
三
御
分
家
卜
致
シ
マ
ス
ガ
、
名
義
株
主
ト
シ
テ
総
理
事
及
理
事
其
他
必
要
ノ
者

ヲ
加

へ
度
イ
ト
存
ジ
マ
ス
。
尚
今
後

二
於
ケ
ル
職
制

ハ
、
現
行
ノ
事
務
章
程
上
ノ
社
長
、
総
理
事
、
理
事
、
監
事
ノ
制
度
ヲ
其
儘
踏
襲
シ
度
イ
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第

一
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住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇

卜
存
ジ
マ
ス
ガ
、
新
会
社
ノ
役
員
ト
シ
テ
ハ
、
大
体
之
卜
併
行
ス
ル
如
ク
、
左
ノ
通
り
選
任
シ
度
イ
ト
存
ジ
マ
ス
。

代
表
取
締
役
　
　
社
長

代
表
取
締
役

取
締
役

監
査
役

一
、
職
員
退
職
慰
労
金
規
程
ノ
改
正
及
既
往
ノ
分
ノ
打
切
り
支
給
ノ
事
。
労
務
者
ノ
分

ニ
ハ
及
バ
ヌ
事
。

一
、
社
長
公
左
記
御
出
席
ヲ
乞

フ
事
。

二
月
二
十
八
日
（日
曜
）

午
後

一
時
　
解
散
決
議
ノ
際

引
続
キ
主
管
者
会
議
総
理
事

ヨ
リ
訓
示
、
指
示
ノ
際

午
後
六
時
　
主
管
者
招
待
会
ノ
際

三
月

一
日
（月
曜
）

午
前
九
時
　
新
会
社
創
立
総
会
開
催
ノ
際

以
上

【以
下
総
理
事
御
参
考
迄

二
記
載
ス
】

（イ
）

右
改
組
並
贈
与

二
要
シ
マ
ス
税
金

ハ
、
何
分
清
算
所
得
ガ

一
億
円
ヲ
超

工
、
又
御
贈
与
額
ガ
三
千
万
円

二
上
リ
マ
ス
ル
為
、
将
来
再

ビ
望
ミ
難
イ
ト
思

ハ
ル

ヽ
様
ナ
低
率
ノ
現
行
税
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
清
算
所
得
税
ガ
千
数
百
万
円
、
相
続
税
ガ
約
六
百
万
円
合
計
二
千

余
万
円
ヲ
予
想
セ
ラ
レ
、
夫
丈
財
産
ヲ
喪
失
ス
ル
ノ
已
ム
ナ
キ
仕
誼
卜
相
成
リ
マ
ス
。
尤
モ
現
行
法

ハ
三
月
限
リ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、



四
月
ョ
リ
結
城
案

二
依
ル
臨
時
増
徴
ガ
施
行
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト

ヽ
ナ
リ
マ
ス
レ
バ
、
清
算
所
得
税

二
於
テ
約
六
千
万
円
又
贈
与
税

二
於

テ
約
八
百
万
円
ヲ
増
加
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
マ
ス
カ
ラ
、
本
件

ハ
三
月
末
迄

二
行

ハ
ネ
バ
、
将
来
再
ビ
行
フ
コ
ト
ハ
、
非
常
ナ
ル
損
失

ト
ナ
ル
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。

（
口
）

現
在
合
資
会
社
ノ
鴻
之
舞
金
山
卜
有
価
證
券
、
就
中
優
秀
連
系
会
社
株
其
他

ハ
、
帳
簿
価
格
ガ
時
価

二
比
シ
甚
シ
ク
低
ク
ナ
ツ
テ
居

マ
ス
ｃ
之

ハ
財
産
ノ
安
固
卜
云
フ
点
カ
ラ
申
シ
分

ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
ガ
、
余
り
程
度

ヲ
過
ギ
マ
ス
ト
、
金
山
ノ
純
益
又

ハ
株
式
処
分
等

ノ
場
合
ノ
利
益
ガ
過
大
ト
ナ
リ
マ
シ
テ
、
現
行
税
法

二
於
テ
モ
相
当
ノ
税
金
デ
ア
リ
マ
ス
ル
カ
ラ
、
四
月
改
正
法
実
施
以
後

ハ
、
多

大
ノ
税
金
ヲ
賦
課
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト

ヽ
ナ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
今
回
改
組

二
当
リ
マ
シ
テ
ハ
、
新
会
社
財
産

ヲ
時
価

二
建
テ
直
ス
次
第

デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
其
ノ
結
果
卜
致
シ
マ
シ
テ
今
後

二
適
応
シ
タ
利
益
ヲ
計
上
シ
得
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
、
自
然
摩
擦
面
モ
緩
和
セ
ラ
レ
、

事
業
経
営
ノ
根
底

ヲ
培

フ
コ
ト

ヽ
思

ハ
レ
マ
ス
。
夫
デ
改
組
並
贈
与

二
依
り
二
千
余
万
円
ノ
税
金

ヲ
納
付
致
シ
マ
シ
テ
モ
、
之

ハ

年
々
ノ
利
益
デ
早
晩
回
収
出
来
ル
見
込
デ
ア
リ
マ
ス
。

（
ハ
）

最
後

二
合
資
会
社
ノ
現
在
銀
行
其
他
全
連
系
会
社

二
対
ス
ル
借
入
金

ハ
約
千
万
円
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
今
後
連
系
会
社
株
ノ
払
込
、
過

去
並
改
組
等
ノ
税
金
ヲ
支
払
ヒ
マ
ス
ト
、
此
ノ

一
両
年

二
数
十
万
円
ノ
借
入
金
ヲ
増
加
ス
ル
予
想
デ
ア
リ
マ
ス
。
右
借
入
金

ヲ
減
少

ス
ル
為
、
各
種
鉱
山
ヲ
一
会
社

二
取
纏
メ
、
其
株
式
ヲ
相
当
分
譲
ス
ル
コ
ト

ヽ
致
シ
マ
ス
レ
バ
、
金
融
上

ニ
モ
又
経
営
上

ニ
モ
稗
益

致
シ
マ
ス
外
、
同
族
会
社
ト
シ
テ
ノ
重
税
モ

一
掃
シ
得
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
之
ヲ
現
状
ノ
儘
行
ヒ
マ
ス
ト
、
利
益
金
ノ
大
部
分
ヲ
徴

税
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト

ヽ
ナ
リ
マ
ス
ガ
、
本
案

ニ
ヨ
ル
改
組
ノ
為
、
殆
ド
之
ヲ
避
ク
ル
ヲ
得
、
改
組
ノ
税
金

ヲ
支
払
ヒ
マ
シ
テ
モ
尚
多
大

ノ
利
益
勘
定
ト
ナ
リ
、
益
々
事
業
ノ
発
展
ヲ
期
シ
、
産
業
報
国
ノ
実
ヲ
挙
ゲ
度
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
。

（
二
）

尚
改
組
並
御
贈
与
ノ
結
果
本
分
家
ノ
財
産
額

ハ
左
ノ
如
ク
ナ
ル
ベ
シ
。

Ａ
　
本
家
財
産
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｂ
　
分
家
財
産
　
　
　
　
　
　
　
一二
御
分
家
計
　
　
　
各
家
平
均

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

新
株
式
会
社
株
　
　
　
　
一
二
一、
五
〇
〇
万
円

住
友
合
資
会
社
出
資
分
配

連
系
会
社
株
　
　
　
　
五
、
八
〇
三

其
他
證
券
　
　
　
　
　
一
一、
三
六
四

小
計
　
　
　
　
八
、　
エ
ハ
七

土
　
地
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇

銀
行
特
別
預
金
　
　
　
　
　
一
一〇
〇

再
計
　
　
　
　
八
、
八
六
七

固
有
財
産

連
系
会
社
株
　
　
　
　
　
　
八
八
三

其
他
證
券
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一

小
計

　
　
　
　
　
九

一
四

土
　
地
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
四

建
　
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

什
　
宝
　
　
　
　
　
　
　
一二
ハ
五

末
家
其
他
預
り
金
　
　
　
　
△
七
八

再
計
　
　
　
　
一
、
四
四
三

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二
、
八

一
〇

御
贈
与
財
産

新
株
式
会
社
株

　
一
、
五
〇
〇
万
円

住
友
合
資
会
社
本
家
出
資
分
配

連
系
会
社
株

　
一
、
五
二
〇

小
計
　
一二
、
〇
二
〇

住
友
合
資
会
社
出
資
分
配

連
系
会
社
株
　
　
　
一
〓
一九

其
他
證
券
　
　
　
　
　
人

一

銀
行
特
別
預
金
　
　
一
人
○

小
計
　
　
　
四
〇
〇

固
有
財
産
（不
動
産
除
外
）

連
系
会
社
株
　
　
　
一
一七
九

其
他
證
券
　
　
　
　
　
七
六

小
計
　
　
　
一二
五
五

銀
行
及
信
託
預
金

　
一
六
七

再
計
　
　
　
五
三
二

合
計
（不
動
産
除
外
）

〓
一、
九
四
二

内
訳

一一一二五
〇
〇
万
円

四
六

二
七

六
〇

一
一一三
二

九
三

二
五

一　
一
八

五
六

一
七
四

、
一二
一
四

○ 五
〇 〇
七 七



内
訳

有
価
證
券

新
株
式
会
社
株

連
系
会
社
株

其
他
證
券小

計

固
定
財
産

土
　
地

建
　
物

什
　
宝

小
計

一
三
、
五
〇
〇

エハ
、　
エハ
”八
一エハ

ニ
、
三
九
五

一二
、
五
人

一

六
八
四

五
八

三
六
五

一
、　
一
〇
七

△
七
八

二
〇
〇

一
一
一一
一

七
五
二

〇
〇
〇

有
価
證
券

新
株
式
会
社
株

連
系
会
社
株

其
他
證
券

小
計

銀
行
及
信
託
預
金

立
（　
他末

家
其
他
預
り
金

銀
行
特
別
預
金

差
引
計

Ｃ
　
通
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一七
、

内
訳

新
株
式
会
社
株
　
　
　
　
一
五
、

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

一

、

一

、

一

一

一

、

五
〇
〇

九
三
八

一
五
七

五
九
五

三
四
七

一 一   六 五
一 九 五 四 〇
六 八 二 六 〇

一一一一一一



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

連
系
会
社
株
　
　
　
　
　
　
八
、
六
二
四
　
外

二
新
会
社
所
有
分

一

其
他
證
券
　
　
　
　
　
　
　
一
一、
五
五
二
　
　
　
　
〃

小
計
　
　
　
一
三
ハ
、　
一
七
六

固
定
財
産
（分
家
除
外
）
　

一
、　
一
〇
七

量
（　
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
九

二
　

改
組

に
伴
う
懸
案
事
項

の
処
理

昭
和
十

一
年
貧
九
三
二Ｃ
十
二
月
二
十
日
の
理
事
会
で
合
資
会
社
を
解
散
し
、
株
式
会
社
を
設
立
す
る
案
が
決
定
さ
れ
た
が
、
そ
れ
と
と

も
に
い
く
つ
か
の
懸
案
事
項
を
同
時
に
処
理
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
が
生
じ
た
背
景
に
つ
い
て
最
初
に
明
ら
か
に
し

て
お
き
た
い
ｃ

大
正
十
五
年
２

九
二
ＬＣ
三
月
住
友
吉
左
衛
門
友
純
が
死
去
し
て
、
嫡
男
厚
が
家
長
と
な
り
、
吉
左
衛
門
を
襲
名
、
昭
和
四
年
成
年
に
達

し
て
友
成
を
名
乗

っ
た
ｃ
こ
の
相
続
税

一
〇
七
七
万
円
余

の
支
払
い
の
た
め
に
、
当
初
加
算
税
対
策
と
し
て
始
め
ら
れ
た
配
当
増
額
分
が
充

当
さ
れ
る
に
至

っ
た
（第
１
表
、
「住
友
合
資
本本
社
（中
ご

第
１８
表
）
。

し
か
し
昭
和
五
年
に
は
、
合
資
会
社
の
赤
字
決
算
と
相
続
税
の
支
払
い
完

了
に
よ
り
、
住
友
本
家
に
対
す
る
配
当
は
無
配
と
さ
れ
、
併
せ
て
配
当
増
額
も

一
度
中
止
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
六
年
以
降
に
な
る
と
、

景
気
回
復

に
よ
る
加
算
税
対
策
と
相
続
税
準
備
金
積
み
立
て
の
た
め
に
、
本
家
配
当
は
増
加

の

一
途
を
辿

っ
た
（第
１
表
、
「住
友
合
資
会
社

（下
）」
第
１５
表
）。
こ
の
結
果
昭
和
十
年
の
所
得
長
者
番
付
に
お
い
て
、
家
長
住
友
吉
左
衛
門
が
ト
ッ
プ
に
立

っ
た
こ
と
は
既
に
述

べ
た
。
す

な
わ
ち
合
資
会
社
は
、
昭
和
十

一
年
初
頭
に
お
い
て
、
配
当
を
抑
制
す
れ
ば
加
算
税
を
徴
収
さ
れ
た
上
に
相
続
税
準
備
金

の
積
み
立
て
が
進

二 〇

六
四
八

エハ
ルＬ
エハ

一二
四



ま
ず
、
配
当
を
増
額
す
れ
ば
加
算
税

・
相
続
税
対
策
に
は
な
る
が
、
家
長
の
所
得
の
多
さ
を
喧
伝
さ
れ
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
陥

っ
た
の
で

あ
る
。

そ
の
後
二

・
二
六
事
件
で
暗
殺
さ
れ
た
高
橋
是
清
に
代
わ
っ
て
蔵
相
に
就
任
し
た
馬
場
鉄

一
は
軍
事
費
の
増
額
に
伴
う
歳
出
増
加
を
補
う

た
め
、
就
任
早
々
増
税
計
画
を
明
ら
か
に
し
た
。
合
資
会
社
理
事
会
は
、
昭
和
十

一
年
七
月
二
十
五
日
昭
和
十
年

の
配
当
金
を
、
二
〇
〇
七

万
円
と
い
う
前
年
の
三
倍
近
い
純
益
に
対
し
、
前
年
の
半
分
以
下
の
二
五
〇
万
円
に
と
ど
め
て
、
税
制
改
革
の
行
方
を
見
守

っ
て
い
た
。
九

月
二
十
二
日
税
制
改
革
案
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
と

「相
続
税
は
十
割
程
度
増
額
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
、
こ
こ
に
相
続
税
対
策
に
拍
車

が
か
け
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
家
長
の
所
得
が
増
大
し
た
背
景
に
は
、
三
井
家
、
岩
崎
家
に
比
べ
、
住
友
家
の
係
累
が
少
な
い
こ
と
が
あ

っ
た
。
元
治
元
年

貧

八
六
四
）十

一
月

一
一
代
友
訓
が
急
逝
す
る
と
、
友
訓
に
実
子
が
な
か
っ
た
た
め
、
翌
慶
応
元
年
２

八
六
五
当
一月
友
訓
の
実
弟
卯
三
郎
を

養
子
先
の
浅
田
家
か
ら
復
籍
さ
せ
て
、
四
月
に
家
督
相
続
さ
せ

一
二
代
住
友
吉
左
衛
門
友
親
と
し
た
。
こ
の
友
親
は
病
身

の
た
め
、
明
治
二

十

一
年
↑

八
八
八
）
四
月
未
成
年

の
長
男
友
忠
に
家
督
を
譲

っ
て
隠
居
し
、
明
治
二
十
三
年
十

一
月
四
人
歳

の
若
さ
で
死
去
し
た
。
そ
の
直

後
友
忠
も
ま
た

一
九
歳
で
病
没
し
て
し
ま
っ
た
。
住
友
家
に
は
他
に
男
子
相
続
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
友
親

の
妻
登
久
が

一
四
代
家
長
と

な

っ
た
。
総
理
人
広
瀬
宰
平
は
明
治
二
十
五
年
四
月
西
園
寺
公
望
実
弟
徳
大
寺
隆
麿
を
友
忠

の
妹
満
寿
に
配
し
た
。
隆
麿
は
養
子
と
し
て
翌

二
十
六
年
四
月

一
五
代
家
長
住
友
吉
左
衛
門
友
純
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
友
純
は
、
こ
の
住
友
家
の
係
累
の
少
な
い
こ
と
に
配
慮
し
て
、
大

正
三
年
七
月
鳥
居
忠
輝
を
長
女
孝
の
婿
養
子
に
迎
え
、
分
家
と
し
た
。
住
友
忠
輝
は
大
正
十
年
住
友
合
資
会
社
が
設
立
さ
れ
る
と
、
家
長
の

他
に
一
族
と
し
て
唯

一
業
務
執
行
社
員
と
な

っ
た
が
、
大
正
十
二
年
十

一
月
病
没
し
た
。
そ
の
長
男
義
輝
が
忠
輝

の
持
分
を
継
承
し
た
が
、

昭
和
十

一
年
初
頭
の
段
階
で
は
未
成
年
で
、
母
親
の
孝
が
後
見
人
と
な

つ
て
い
た
。
友
純

の
男
子
の
う
ち
、
長
男
寛

一
は
大
正
五
年
健
康
上

の
理
由
で
廃
嫡
さ
れ
、
分
家
と
な

つ
た
が
、
住
友

の
事
業
と
は
直
接
関
係
の
な
い
存
在
と
な

っ
て
い
た
。
二
男
は
幼
時
に
死
亡
し
て
お
り
、

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
五



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三
ハ

三
男
厚
が
上
述
の
通
り
長
男
寛

一
の
廃
嫡
に
伴
い
推
定
相
続
人
と
な
り
、
友
純
の
死
去
に
よ
り
家
長
を
継
い
だ
が
、
四
男
元
夫
は
昭
和
十

一

年
初
頭
に
は
ま
だ
京
都
帝
国
大
学
理
学
部
に
在
学
中
で
あ

つ
た
。
し
た
が

つ
て
合
資
会
社
は
改
組
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
分
家
の
処
遇
に
つ

い
て
も
、
何
ら
か
の
改
善
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ

つ
た
。

ま
た
合
資
会
社
内
部
に
お
い
て
も
、
冒
頭
総
理
事
小
倉
正
恒
が
全
主
管
者
に
対
し
改
組
の
理
由
を
説
明
し
た
際
に
特
に
付
言
し
た
よ
う
に

（資
料
１
）
、
大
正
十
三
年
に
導
入
さ
れ
た
停
年
制
度
に
合
わ
せ
て
制
定
さ
れ
た
退
職
慰
労
金
規
程
が
制
定
後
十
年
余
を
経
過
し
た
上
、　
こ
の

規
程
が
連
系
会
社
に
も
適
用
さ
れ
る
た
め
に
、
人
事
課
長
香

川
修

一
に
よ
れ
ば
次

の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
た
。

昭
和
九
年
頃
そ
ろ
そ
ろ
退
職
慰
労
金
制
度

の
規
程
通
り

の
こ
と
を
や
っ
て
お
っ
た
ら
、
将
来
え
ら
い
こ
と
に
な

る
と
い
う
こ
と
が
、
住
友
銀
行
あ
た
り
か
ら
出
て
き
た
。

こ
れ
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
が
い

わ
れ
て
来
た
。
結
局
実
施
は
十
二
年
に
な

っ
た
が
。

香
川
に
よ
れ
ば
、
退
職
慰
労
金
制
度
改
正
の
問
題
が
初
め

て
理
事
会
に
か
け
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
十

一
年
三
月
二
十
五

（
‐２
）

日
の
ン」
と
で
あ

つ
た
。

三
月
二
十
五
日
に
理
事
会
が
あ
り
、
以
前

か
ら
退
職
慰

労
金
制
度
改
正

の
問
題
が
出
た
。
今

ま
で
の
よ
う

に
進

め
て
い

つ
た
ら
、
将
来
会
社

の
債
務
が
大
変
な
こ
と
に

利益処分
(単位 :円 、円未満切 り捨 て )

配 当 金

(増 配分)

差引利益
繰 越 金

後期繰越金
住友義輝 住友寛

50,000

50,000

100,000

100,000

100,000

100,000

100,000

100,000

100,000

100,000

100,000

100,000

0

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

100,000

100,000

100,000

100,000

100,000

100,000

100,000

100,000

100,000

100,000

0

1,050,000

1,150,000

550,000

1,450,000

84,673

305,154

2,903,347

3,904,362

3,339,140

693,887

751,869

475,406

1,278,663

△359,334

△2,261,827

△187,812

2,237,810

5,289,170

17,570,990

2,726,745

84,673

389,828

3,293,176

7,197,538

10,536,679

11,230,566

11,982,435

12,457,841

13,736,504

13,377,170

11,115,342

10,927,530

13,165,341

18,454,511

36,025,502

38,752,247



第 1表 住友合資会社の

年 純益金 配当金
住友家会計

1内 住友 厚 1内住友元夫
住友忠輝

大正 10

11

12

13

14

15

日召不日2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

284,673

905,154

3,503,347

4,504,362

3,939,140

2,443,887

2,601,869

1,725,406

3,428,663

△109,334

△261,827

1,862,187

5,787,810

10,989,170

20,070,990

2,726,745

200,000

600,000

600,000

600,000

600,000

700,000

700,000

700,000

700,000

250,000

2,000,000

2,050,000

3,550,000

5,700,000

2,500,000

0

100,000

500,000

500,000

500,000

500,000

500,000

500,000

500,000

500,000

50,000

1,800,000

1,850,000

3,350,000

5,500,000

2,300,000

0

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

50,000

0

50,000

50,000

50,000

出典 :「 イト友合資会社(L)J第 15よ、「同(中 )J第 18表 、「同(下 )J第 15衣

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

な
り
、
資
本
金
を
超
過
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。
何

と
か
合
理
的
に
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と

で
あ

つ
た
。

最
初
言
い
出
し
た
の
は
住
友
銀
行
で
す
。
銀
行
が
先
に

動
議
を
出
し
た
の
で
す
が
、
本
社
の
理
事
方
も
な
か
な

か
決
心
が
つ
き
ま
せ
ん
。
前
に
も
そ
う
い
う
意
見
が
出

て
お
っ
た
の
で
す
が
、
二

。
二
六
事
件

の
後
世
の
中
が

緊
迫
化
し
て
く
る
に
つ
れ
て
、
ま
た
問
題
が
具
体
化
し

て
話
が
起

こ
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
人
事
課

（註
、
担
当
者
は
山
口
新
比
古
す
な
わ
ち
俳
人
山
口
誓
子
）
で

も
、
そ
の
研
究
に
没
頭
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

香
川
に
よ
れ
ば
、
こ
の
結
果
十
月
八
日
の
理
事
会
で
退
職

慰
労
金
問
題
を
（住
友
銀
行
だ
け
で
な
く
）住
友
全
体
で
進
め
る

よ
う
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。

以
下
こ
れ
ら
の
懸
案
事
項
に
つ
い
て
昭
和
十
二
年
初
頭
以

降
ど
の
よ
う
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
に
至

っ
た
の
か
個
別
に

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

三
七



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

三

八

日
　
相
続
税
の
問
題

昭
和
十
二
年

一
月
、
広
田
内
閣
は
昭
和
十
二
年
度
予
算
案
と
と
も
に
馬
場
鉄

一
蔵
相
に
よ
る
税
制
改
革
案
を
議
会

に
提
出
し
た
。
こ
の
税

制
改
革
で
は
、
法
人
所
得
税
、
資
本
利
子
課
税
、
相
続
税
等

に
つ
い
て
大
幅

の
増
徴
が
企
図
さ
れ
る
と
と
も
に
、
財
産
税
、
売
上
税
、
有
価

証
券
移
転
税
等
の
創
設
も
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し

一
月
二
十
三
日
衆
議
院
本
会
議
に
お
け
る
浜
田
国
松
議
員
と
陸
軍
大
臣
寺
内
寿

一
と
の

い
わ
ゆ
る

「腹
切
り
間
答
」
が
き

っ
か
け
と
な

つ
て
、
広
田
内
閣
は
総
辞
職
し
、
二
月
二
日
林
銑
十
郎
内
閣
が
成
立
し
た
。
二
月
三
日
新
た

に
大
蔵
大
臣
と
な

っ
た
結
城
豊
太
郎
は
、
広
田
内
閣
が
提
出
し
て
い
た
昭
和
十
二
年
度
予
算
案
及
び
財
界
に
抵
抗

の
強
か
っ
た
税
制
改
革
に

関
す
る
諸
法
律
案
を
撤
回
し
た
。

二
月
十
二
日
結
城
蔵
相
は
、
軍
事
費
が
そ
の
約
半
分
を
占
め
る
昭
和
十
二
年
度
予
算
案
（総
額
二
八
億
七
〇
〇
〇
万
円
）
を
編
成
し
た
が
、
馬

場
税
制
改
革
案

に
対
す
る
財
界
の
強
い
反
対
と
税
収
増
加
の
必
要
性
の
ジ
レ
ン
マ
に
陥

っ
た
。
結
城
は
結
局
現
行
税
制
を
基
礎
に
、
臨
時
的

な
租
税
増
徴
法
に
よ
つ
て
応
急
的
に
税
収
を
図
る
と
と
も
に
、
馬
場
税
制
改
革
で
計
画
さ
れ
た
新
税

の
う
ち
、
比
較
的
経
済
界
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
少
な
く
、
実
行
可
能
な
法
人
資
本
税
以
下
四
新
税
を
取
り
入
れ
て
増
税
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

こ
う
し
た
動
き
を
踏
ま
え
て
、
二
月
十
五
日
開
か
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、
総
務
部
長
河
井
昇
三
郎
は
次

の
通
り
報
告
し
た
。

一
、
（註
、
当
面
の
所
得
税
に
つ
い
て
）現
在
ノ
状
態

ニ
テ
ハ
、
合
資
会
社
ノ
純
益
年

一
〇
、
〇
〇
〇
千
円
ト
シ
テ
、
合
資
及
本
家
ノ
税
金

ハ
、
年
二
、
九
七
〇
千
円
ナ
ル
ニ
、
馬
場
案

二
依
レ
バ
五
、
六
四
〇
千
円
、
結
城
案

二
依
レ
バ
四
、
四
〇
〇
千
円
ノ
増
税
ト
ナ
ル
。

一
、
（註
、
将
来
の
相
続
税
に
つ
い
て
馬
場
案
の
場
合
）然
ル
ニ
若
シ
家
長
公

二
於
テ
、
近
キ
将
来

二
不
幸
相
続
ノ
必
要
ヲ
見
ル
ト
キ
ハ
、
馬

場
案

二
依
レ
バ
相
続
税

ハ
現
在
ノ
資
産
二
億
五
千
万
円
ノ
三
分
ノ

一
強
ト
ナ
リ
、
之
ヲ
減
資

ニ
ヨ
ル
ト
キ
ハ
、
現
在

ニ
テ
モ
総
資
産

ノ
三
分
ノ

一
、
将
来

ハ
約
七
〇
％
ガ
税
金
ト
シ
テ
ト
ラ
レ
ル
見
込
也
。



尚
社
内
留
保
金
ガ
資
本
金

ノ
半
額
ト
ナ
ル
ノ

ハ
約
七

ヶ
年
後

ニ
テ
、
其
上

ハ
更

二
加
算
税

ノ
関
係

デ
九
〇
〇
千
円
余
計

二
税
金

ガ

カ

ヽ
ル
訳
也
。

由

ツ
テ
之

ヲ
改
組

シ
テ
株
式
会
社
ト
シ
、
清
算
所
得
税

ヲ

一
二
、　
五
二
〇
千
円
（註
、
正
味
資
産
二
億
五
〇
〇
〇
万
円
×
所
得
税
率
五
％
）

支
払

ヘ
バ
、
税
金

ノ
累
進
ガ
低
下
シ
、
将
来
鍍
山
会
社

ノ
株
式

ヲ
分
譲

ス
ル
ト
キ

ハ
、
評
価
益

ガ
少

ク
テ
済

ム
等

ノ
利
益

ア
リ
。

（註
、
資
料
２
（
ハ
）参
照
、
合
資
会
社
の
解
散
の
際
、
直
轄
鉱
山
や
保
有
株
式
の
評
価
替
え
を
行

っ
て
含
み
益
を
出
し
、
清
算
所
得
税
を
支
払
う
。

そ
の
後
直
轄
鉱
山
、
住
友
別
子
鍍
山
、
住
友
炭
帳
の
三
者
を
合
併
し
て
資
本
金

一
億
円
の
住
友
鍍
業
を
設
立
し
、
そ
の
株
式
を
住
友
金
属
の
場
合
と

同
様
に
分
譲
す
れ
ば
、
簿
価
上
昇
分
だ
け
評
価
益
は
減
少
し
、
従

っ
て
税
金
の
支
払
い
は
少
な
く
て
す
み
、
手
取
り
は
増
大
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

分
譲
代
金
五
〇
〇
〇
万
円
う
ち

一
二
五
〇
万
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
獲
得
で
き
る
と
試
算
さ
れ
て
い
た
。　
し
か
し
そ
の
後
六
月
に
住
友
銭
業
は
設
立
さ

れ
た
が
、
結
局
直
轄
鉱
山
の
参
加
と
株
式
の
公
開
は
見
送
ら
れ
た
。
住
友
鍍
業
の
発
足
に
つ
い
て
は
次
章

「株
式
会
社
住
友
本
社
（上
ン

で
改
め
て

検
討
す
る
。
）

、
（註
、
将
来
の
相
続
税
に
つ
い
て
結
城
案
の
場
合
）結
城
案

二
依

レ
バ
相
続
税

ハ
、
資
本
金

ノ
三
分

ノ

一
が
四
分

ノ

一
約
六
千
五
百
万
円

位

二
下
ル
コ
ト
。
減
資

ノ
ト
キ

ハ
返
戻
金

二
付
課
税
ナ
キ

コ
ト
。

社
内
留
保
ガ
資
本
金

ノ
三
分

ノ

一
ト
ナ
ル
ノ
ハ
、
利
益
が
増
加

ス
ル
関
係

デ
六
年
後

二
来

ル
コ
ト
。
清
算
所
得
税

ハ
四
分

ノ
三

ヲ
増

加
シ
テ
二

一
、
七
八
〇
千
円
ト
ナ
ル
コ
ト
。

鍍
山
会
社

ヲ
設
立
シ
、
其
株
式

ヲ
分
譲

ス
ル
モ
ノ
ト
セ
バ
、
社
内
留
保
金

ハ
忽

チ
資
本
金

ノ
三
分

ノ

一
ト
ナ
ル
コ
ト
。

等

ノ
関
係

ニ
テ
結
局
改
組

ハ
、
馬
場
案
卜
結
城
案
ト
ヲ
問

ハ
ズ
、
絶
対
必
要

ノ
コ
ト

ニ
変
リ
ナ
シ
。

相
続
税
（
イ
）
現
状

ノ
儘
　
　
　
　
　
　
九
〇
、
二
五
〇
千
円

（
口
）
改
組

ノ
場
合
　
馬
場
案
　
七
五
、
〇
〇
〇
千
円

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
九



第

＾
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

（
ハ
）
　

″
　
　
　
結
城
案
　
エハ
五
、
〇
〇
〇
千
円

二
月
十
八
日
予
想
さ
れ
て
い
た
通
り
、
結
城
蔵
相
は
臨
時
租
税
増
徴
法
案
を
議
会
に
提
出
し
た
ｃ
こ
れ
に
よ
れ
ば
相
続
税
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
差
し
当
た
り
問
題
の
清
算
所
得
税
は

一
〇
割
増
し
と
さ
れ
、
こ
の
法
律
は
そ
の
後
三
月
三
十

一
日
に
公
布
、
四
月

一
日
に
施
行
さ
れ

た
。
住
友

に
比
し
対
応
が
遅
れ
た
三
菱
合
資
会
社
は
、
昭
和
十
二
年
十
二
月
解
散
せ
ず
に
株
式
会
社

に
組
織
変
更
し
、
株
式
会
社
三
菱
社

（資
本
金

．
億
二
〇
〇
０
万
円
）
と
な

つ
て
清
算
所
得
税
を
回
避
し
た
が
、
既
に
述
べ
た
通
り
三
井
は
さ
ら
に
遅
れ
、　
よ
う
や
く
昭
和
十
五
年
八

月
三
井
合
名
会
社
が
子
会
社
の
三
井
物
産
に
吸
収
合
併
さ
れ
る
と
い
う
変
則
的
な
形
で
、
改
組
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

国

分

家

の
問

題

大
正
十
年
五
月
住
友
合
資
会
社
が
資
本
金

一
億
五
〇
〇
０
万
円
で
設
立
さ
れ
た
際
、
そ
の
出
資
比
率
は
家
長
友
純

一
億
四
八
〇
０
万
円
、

厚
、
元
夫
、
忠
輝
、
寛

一
各
五
０
万
円
で
あ

っ
た
。
そ
の
配
当
は
、
大
正
十

一
年
五
月
に
決
議
さ
れ
た

「利
益
配
当
並

二
持
分
払
戻

二
関
ス

ル
決
議
書
」
翁
住
友
合
資
会
社
の
ユ政
工上
」
資
料
１２
参
昭
じ
第

一
項

「財
産
ヲ
以
テ
出
資
ノ
ロ
的
卜
為
ス
社
員

二
対
ス
ル
利
益
ノ
配
当
額

ハ
、
決
算

期
毎

二
業
務
執
行
社
員
ノ
決
議
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
」
に
基
づ
き
、
大
正
十
四
年
ま
で
第
１
表
翁
住
友
合
資
会
社
（上
ど

第
１５
表
）
の
通
り
支
払
わ

れ
て
き
た
。

そ
の
後
前
述
の
通
り
大
正
十
五
年
三
月
友
純
の
死
去
に
伴
い
、
厚
が
友
純
の
持
分
を
継
承
し
た
た
め
、
厚
の
出
資
は

一
旦

一
億
四
八
五
〇

万
円
と
な
り
、
六
月
改
め
て
そ
の
中
か
ら
住
友
義
輝
（忠
輝
分
を
継
承
）及
び
住
友
寛

一
に
対
し
五
〇
万
円
ず
つ
贈
与
さ
れ
た
の
で
、
四
人
の

出
資
額
は
、
友
成

一
億
四
七
五
〇
万
円
、
元
夫
五
〇
万
円
、
義
輝

一
〇
〇
万
円
、
寛

一
一
〇
〇
万
円
と
な

っ
て
合
資
会
社

の
解
散
に
至

っ
た
。

こ
の
配
当
に
つ
い
て
、
平
塚
正
俊
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
昭
和
十
二
年

の
本
社

の
改
組
で
す
が
、
昭
和
六
年
以
来
、
そ
れ
ま
で
儲
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
各
店
部
が
儲
か
り
出
し
ま



し
た
か
ら
ね
。
蓄
積
も
ど
ん
ど
ん
で
き
て
く
る
。

そ
れ
を
あ
る
程
度
洗
い
直
し
て
、
余

っ
た
金
は
（資
本
金
は

一
億
五
〇
〇
〇
万
円
で

す
が
）
本
家
又
分
家

へ
払
い
戻
し
し
よ
う
。

そ
う
し
て
お
け
ば
、
万

一
相
続
の
起
こ
っ
た
と
き
に
や
り
よ
う
も
あ
ろ
う
と
。

だ
か
ら
相

続
税
対
策
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ね
。
そ
れ
に
分
家
が
余
り
貧
弱
で
し
た
か
ら
ね
。
住
友

の
分
家
と
し
て
は
ず
か
し
く
な
い
資
産

家
と
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
も
あ

つ
た
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
当
時
の
合
資
会
社
の
配
当
と
い
う
も
の
は
、
必
ず
し
も
出
資
資
本
に
比
例
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
か
ど
う
か
？
そ
う
で
な

い
と
具
合
が
悪
い
。
と
い
う
の
は
御
分
家
の
五
十
万
円
の
出
資
ぐ
ら
い
で
は
た
い
し
た
配
当
に
な
ら
な
い
。
分
家
さ
ん
は
率
か
ら
い
え

ば
、
本
家
よ
り
ず

っ
と
い
い
配
当
が
い
っ
て
い
た
筈
な
ん
で
す
。
そ
れ
は
自
由
に
や
れ
た
の
か
、
も
ぐ
り
で
や
っ
た
の
か
ｃ
そ
の
点
が

は
っ
き
り
し
な
い
の
だ
が
。

ま
あ
こ
う
し
て
合
資
会
社
を
株
式
会
社
に
改
組
し
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
で
対
策
は
で
き
た
と
、
河
井
昇
三
郎
さ
ん
は
自
信
を
も

っ
て

お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

平
塚
が
問
題
と
し
た
合
資
会
社
の
配
当
政
策
に
つ
い
て
、
上
記
大
正
十

一
年
五
月
の
決
議
書
に
は
具
体
的
な
配
当
方
針
を
示
し
た
も
の
は

何
も
添
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
家
長
四
〇
万
円
、
他
の
四
人
各
五
万
円
と
い
う
実
際
の
配
当
額
か
ら
判
断
す
る
と
、
利
益
を
な
る
べ
く
合
資

会
社
に
留
保
し
、
家
長
は
本
家
費
を
賄
う
に
足
る
額
、
他
の
四
人
に
対
し
て
は
出
資
額
の
一
割
と
い
う
方
針
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ

の
方
針
は
、　
そ
の
後
大
正
十
五
年
六
月
上
記
出
資
額
の
変
更
が
あ

っ
た
際
、
「利
益
配
当
並

二
持
分
払
戻

二
関
ス
ル
決
議
書
」

の
変
更
の
形

で
改
め
て
確
認
さ
れ
た
（資
料
３
）。

二
月
二
十
三
日
の
理
事
会
で
、
改
組
案
は
正
式
に
承
認
さ
れ
た
。
香
川
は
当
日
の
日
記
に
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

午
前
十
時
よ
り
開
催
。
順
調
に
進
捗
。
午
前
中
に
終
わ

つ
た
。
午
後
は
総
務
関
係

の
理
事
会
続
行
。
之
を
以
て
決
定
す
べ
き
こ
と
は
決

定
し
た
。
や
っ
と
大
事
業
の
骨
子
は
定
ま
っ
た
。
残
る
所
は
発
表

の
段
取
に
手
落
な
き
や
う
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
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理
事
国
府
精

一
は
、
二
十
五
日
最
後
の
理
事
会
が
終
了
す
る
と
上
京
し
、
住
友
寛

一
に
対
し
次

の
よ
う
な
説
明
を
行
い
、
新
会
社
に
対
す

る
三
分
家
の
出
資
を
各
五
〇
〇
万
円
と
し
、
さ
ら
に
別
に
各
五
〇
〇
万
円
の
財
産
を
分
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
家
会
計
を
強
化
す
る
こ
と

で
、
改
組
に
つ
い
て
の
了
承
を
求
め
た
。
三
分
家
の
う
ち
で
寛

一
は
、
直
接
住
友

の
事
業
に
関
係
の
な
い
立
場
に
あ

つ
た
と
は
い
え
、
未
成

年
の
住
友
義
輝
や
大
学
生
の
住
友
元
夫
と
異
な
り
、
か
っ
て
は
推
定
家
督
相
続
人
で
あ

つ
た
こ
と
か
ら
特

に
そ
の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。

一
、
住
友
合
資
会
社

ハ
、
来
二
十
八
日
ヲ
以
テ
総
社
員
ノ
同
意

二
依
り
解
散
シ
、
翌
三
月

一
日
ヲ
以
テ
株
式
会
社
住
友
本
社

ヲ
設
立
シ
、

之

二
其
営
業
並

二
財
産
及
ヒ
権
利
義
務
ヲ
譲
渡
ス
ル
コ
ト
。
新
会
社
ノ
資
本
金

ハ
、
旧
会
社
卜
同
様

一
億
五
千
万
円
ト
ス
ル
コ
ト
。

而
シ
テ
何
等
旧
来
卜
変
リ
ナ
ク
営
業
ス
ル
コ
ト
。

一
、
右

ハ
時
世
ノ
進
運

二
順
応
ス
ル
方
策
ナ
ル
モ
、
新
会
社

ハ
旧
会
社
卜
同
様
住
友
家
ノ
中
枢
ト
シ
テ
其
機
能

二
於
テ
何
等
変
リ
ナ
ク
、

随
テ
其
株
式
ヲ
公
開
ス
ル
カ
如
キ
コ
ト
ナ
キ
コ
ト
。

一
、
株
主
ト
シ
テ
ハ
本
家
及
三
分
家
ノ
ミ
ト
シ
、
分
家
各
五
百
万
円
宛
、
他

ハ
本
家

二
於
テ
引
受
ク
ル
コ
ト
。
尤
モ
重
役
其
他
ノ
者

ニ

於
テ
必
要
ノ
名
義
株
ヲ
保
有
ス
ル
コ
ト
。

一
、
此
際
本
家
ヨ
リ
三
分
家

二
右
株
式
ノ
外
、
各
五
百
万
円
ノ
財
産
ヲ
分
与
セ
ラ
レ
、
以
分
家
会
計
ヲ
強
化
シ
置
ク
コ
ト
。
尚
旧
来
ノ

通
り
本
社

二
於
テ
其
財
産
ノ
管
理
ノ
委
任
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
。

一
、
役
員
ト
シ
テ
ハ
、
取
締
役
社
長
以
外
、
高
等
職
員

二
於
テ
取
締
役
及
ヒ
監
査
役

二
就
任
ス
ル
コ
ト
。
旧
来
ノ
社
長
、
総
理
事
、
理

事
、
監
事
ノ
制
度

ニ
ハ
変
リ
ナ
シ
。

一
、
以
上
ノ
次
第

二
付
、
寛

一
様

二
於
テ
、
社
員
ト
シ
テ
解
散
並

二
設
立

二
付
、
御
同
意

ヲ
得
、
処
理
ヲ
御

一
任
ア
リ
度
シ
。

一
、
本
件

ハ
、
三
月

一
日
新
聞
紙

二
発
表
ノ
予
定

二
付
、
ソ
レ
迄

ハ
悉
ク
御
内
秘

二
保
タ
レ
度
、
特

二
御
願
申
上
ク
。



以
上

国
　
退
職
慰
労
金

の
問
題

住
友

の
場
合
新
卒
者
の
採
用
は
、
明
治
二
十
八
年
の
吉
田
真

一
（Ｍ
２８
東
大
法
、
銀
行
常
務
、
信
託
副
社
長

太
ム
長
）
が
最
初
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
当
時
は
厳
格
な
定
員
制
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
原
則
と
し
て
退
職
者
は
中
途
採
用
者
で
補
充
さ
れ
、
新
卒
者
は
そ
の
補
完
的
な
存
在
で

あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
第

一
次
世
界
大
戦
の
好
況
に
よ
り
、
人
員
の
大
量
採
用
は
定
期
的
な
新
卒
者
の
採
用
に
よ
ら
ぎ
る
を
得
な
く
な
り
、
大

正
六
年
九
月
か
ら
現
在
の
よ
う
な
翌
年
卒
業
者
の
青
田
買
い
が
定
着
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
大
正
十
三
年
に
停
年
規
程
と
引
き
替
え

に
新
た
に
制
定
さ
れ
た
退
職
慰
労
金
規
程
が
永
年
勤
続
者
に
き
わ
め
て
有
利
で
あ

っ
て
も
（資
料
４
、
「住
友
合
資
会
社
（上
と

資
料
２
参
昭
じ
、

当
初
は
実
際
に
そ
の
適
用
を
受
け
る
退
職
者
の
多
く
が
中
途
採
用
者
で
あ

っ
た
の
で
、
功
労
金
が
上
積
み
さ
れ
る
高
等
職
員

の
場
合
を
除
き

新
規
程
に
よ
る
職
員
の
退
職
慰
労
金
の
金
額
が
業
績
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
か
つ
た
。
し
か
し
昭
和
九
年
頃
か
ら
こ
の
よ
う
な
定
期
採

用
者
の
停
年
退
職
者
が
現
れ
始
め
、
特
に
職
員
の
大
多
数
を
大
学

・
高
専
と
中
学

・
商
業
卒
業
者
で
占
め
る
銀
行

に
お
い
て
、
将
来
の
退
職

慰
労
金
の
負
担
が
に
わ
か
に
大
問
題
と
な

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
銀
行
が
昭
和
九
年
六
月
期
決
算

の
利
益
処
分
に
お
い
て
、
前
期
七
五
万
円
、

前
々
期
五
〇
万
円
で
あ

っ
た
行
員
退
職
慰
労
準
備
金
を

一
挙
に
配
当
（七
％
）
と
同
額
の
一
七
五
万
円
を
引
き
当
て
た
こ
と
は
、
そ
れ
を
如
実

Ｌ
不
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
（第
２
表
）。

こ
の
退
職
慰
労
金
規
程
が
退
職
者
に
と
つ
て
如
何
に
有
利
な
も
の
で
あ

っ
た
か
は
、
第
３
表
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
ｃ
す
な
わ
ち
例
え
ば

退
職
慰
労
金
六
万
円
を
当
時
の
銀
行
定
期
預
金
利
子
八
％
で
運
用
す
れ
ば
、
丁
度
月
俸
四
〇
〇
円
の
十
二
か
月
分
の
利
息
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。

退
職
慰
労
金
規
程
の
改
正
が
理
事
会
に
諮
ら
れ
た
際
、
合
資
会
社
総
務
部
会
計
課
長
中
田
直
三
郎
は
、
次

の
よ
う
に
税
務
当
局
の
意
向
を

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

確
認
し
て
い
る
。

退
職
慰
労
金
規
定
改
正

二
伴
フ
支
給

二
関
ス
ル
課
税
上
ノ
疑
点

二
付
テ

一
、
某
財
団
ノ
直
営
事
業

二
於
ケ
ル
全
職
員
ノ
退
職
慰
労
金

ヲ
計
算
ス
ル
ニ
、
現
在
已

二
甚
シ
キ
巨
額

二
上
り
、
今
後
益
々
著
増
ノ
趨

勢
ヲ
示
シ
、
事
業
経
営
上
ノ
癌
ト
シ
テ
其
ノ
改
正

ハ
多
年
ノ
懸
案

二
属
シ
、
既

二
昭
和
九
年
之
ガ
解
決
ヲ
企
テ
、
税
務
当
局

二
御
意

響
ヲ
伺
ヒ
出
デ
タ
ル
処
、
其
ノ
直
後
大
風
水
災
（許
、
昭
和
九
年
九
月
室
一月
台
風
）
ノ
打
撃
ヲ
蒙
り
、
荏
再
今
日
二
逍
ビ
タ
リ
。

然
ル
ニ
右
ノ
如
ク
此
上
遷
延
ヲ
許
サ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
此
際
退
職
慰
労
金
規
定
ノ
改
正

二
着
手
セ
ン
ト
シ
、
右
改
正

二
伴
ヒ
、
現
在
全

職
員
ノ
退
職
慰
労
金

ヲ
旧
規
定

二
依
り
清
算
ノ
上
、
各
人

二
之
ヲ
支
払
ヒ
度
キ
希
望
ナ
リ
。
尤
モ
右
金
額

ハ
前
記
ノ
如
ク
巨
額

二
上

り
居
り
、
金
融
上

一
時

二
之
ヲ
支
払
フ
ヲ
不
便
ト
ス
ル
ニ
因
り
、
約
三
年
間

二
略
定
額
宛
賦
払
ヒ
ヲ
為
シ
、
其
ノ
都
度
之
ヲ
損
費

ニ

計
上
セ
ム
ト
ス
。
　

．

右
ノ
場
合
前
記
賦
払
毎

二
会
社
ノ
損
費
卜
認
メ
ラ
ル

ヽ
卜
共

二
、
受
給
者
ノ
各
受
給
年
度
ノ
賞
与
所
得
ト
シ
テ
課
税
セ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ

ト
解
セ
ラ
ル
ヽ
処
御
高
見
垂
示
相
仰
ギ
度
シ
。
（後
略
）

ま
た
理
事
会
に
は
人
事
課
が
作
成
し
た
将
来
の
退
職
慰
労
金

の
支
払
予
想
表
が
提
出
さ
れ
た
筈

で
あ
る
が
、
そ
の
資
料
は
現
存
し
て
い
な

い
の
で
、
昭
和
十

一
年
の
銀
行
在
籍
者
に
つ
い
て
試
算
し
た
表
が
第
４
表
で
あ
る
（後
掲
第
１５
表
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
二
年
二
月
末
に
お
け
る
銀
行

の
打
切
退
職
給
与
金
額
は
一
七
〇
〇
万
円
に
上
っ
て
お
り
、　
こ
れ
は
住
友
全
職
員
の
四
割
近
い
数
字
で
あ
っ
た
）。　
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
銀
行
で
は
毎
期

一
〇
〇
万
円
年
間
二
〇
〇
万
円
ず
つ
行
員
退
職
慰
労
準
備
金
を
引
き
当
て
て
い
っ
て
も
、

二
五
年
後
に
は
支
払
い
が
急
増
し
、
積
み
立
て
不
足
に
陥
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
試
算
は
平
均

月
俸
三
〇
０
円
、
平
均
勤
続
年
数
三
〇
年
と
し
て
行

っ
た
が
、
物
価
上
昇
に
伴
う
月
俸
水
準
の
引
き
上
げ
や
中
学

　

１タ

・
商
業
卒
業
者

の
増
加
に
よ
る
勤
続
年
数

の
上
昇
に
よ
っ
て
、
退
職
慰
労
金
支
払
予
想
額
は
さ
ら
に
増
え
る
も
の
　

の

退職慰労金



第 2表 住友銀行の行員退職慰労準備金

決 算 期

期末未処分利益剰余金のうち 処 分 の うち

当期純益金
内退職慰労
準備金戻人

労
金牌

備
退
準

配当金 配当率

人正13年上

ト

14年 上

ト

15年 二

昭和 1年下

2年 L

下

3年 上

下

4年上

ド

5年上

ト

6年 L

下

7年上

ド

8年 L

下

9年上

下

10年 上

ト

H年上

ト

T「
I]

4,103

4,092

3,699

3,450

3,312

3,140

3,259

3,686

3,268

3,132

2,777

2,909

2,841

2,845

2,597

△1,383

3,528

3,887

4,164

5,335

6,148

5,449

5,142

4,623

4,436

4,571

T円

169

377

288

94

42

147

119

188

280

312

423

312

132

184

214

225

389

161

178

356

十

０

250

220

] 750

1

l

l

l

1

Ill
2,500

2,500

2,500

2,500

2,500

2,500

2,250

2,250

2,250

2,250

2,250

2,250

2,000

2,000

1,750

1,750

1,750

1,750

1,750

1,750

1,750

1,750

1,750

1,750

1,750

1 750

10

10

10

10

10

10

9

9

9

9

9

9

8

8

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

出典 :F住友銀行史』

と
予
想
さ
れ
、
そ
れ
だ
け
積
み
立
て
不
足
に
陥
る
年
数
は
早
ま
る
可
能
性
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

四
五

第 3表 住友銀行の停年退職者

学  歴 歴職 月俸 勤続年数

昭和 9年停年退職者

10年停年退職者

11年停年退職者

M40東 大 法

M34東京高商

M33神 戸 商

広島支店長 本店支配人

船場支店長・検 査 役

湊川支店長・参   事

27年 1月

29年 H月

36年 9月
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第 4表 住友銀行の退職慰労金支払予想額

年

停年退職者数
退職慰労金
支払予想額大学卒 高専卒

中学・

商業卒
計

日召禾日12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

人

１

５

２

２

４

７

４

３

５

７

人

０

２

０

３

１

０

２

０

０

０

人

１

１

３

２

９

４

５

４

３

９

千円

90

360

225

315

630

945

495

765

360

720

小 計 8 4,905

1,125

1,035

1,215

2,205

2,025

3,285

4,005

5,265

5,265

6,120

小計 372 31,545

5,040

5,220

4,995

4,095

3,330

3,240

3,600

3,555

3,915

2 385

小 計 717 39,375

合計 1,150 1.685 75,825

こ
の
よ
う
に
将
来
の
退
職
慰
労
金

の
負
担
額
が
明
ら
か
と
な

っ
て
、
合
資
会
社
理
事
会
は
、
合
資
会
社
の
解
散
に
よ
つ
て
退
職
慰
労
金
を

清
算
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
銀
行
の
例
で
み
た
よ
う
に
、
合
資
会
社
の
退
職
慰
労
金
規
程
が
連
系
会
社
に
も
適
用
さ
れ
る
た

め
に
、
こ
の
規
程
の
改
正
に
当
た
り
連
系
会
社
の
職
員
の
退
職
慰
労
金
も
ま
た
清
算
さ
れ
る
必
要
が
あ

つ
た
し
、
こ
れ
ま
で
合
資
会
社
と
連

系
会
社
の
双
方
に
ま
た
が

つ
て
勤
務
し
た
職
員
に
は
、
両
社
で
そ
の
負
担
割
合
を
定
め
る
必
要
も
生
じ
た
。
こ
の
退
職
慰
労
金

の
清
算
は
、

実
務
上
住
友
本
社
設
立
後
に
持
ち
越
さ
れ
た
の
で
、
昭
和
十
三
年
九
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た

「退
職
慰
労
金
折
衝

二
関
ス
ル
打
合
会
」
の
席

四
六

註 :iL職 慰労金支夕、予想額=停年退職者数×平均退職慰労金45T「]

平均退職慰労金45T円 ―平均サl俸 300円 ×｀F均勤続年数30年 ×乗率50



上
、
会
計
課
長
中
田
直
三
郎
は
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

均
シ
ク
給
与
金
卜
申
シ
マ
シ
テ
モ
、
合
資
会
社
ノ
場
合

ハ
解
散
ノ
為
解
雇

ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
ト
キ
ノ
給
与
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
シ
テ
、
立
派

ナ
退
職
慰
労
金
デ
ア
リ
マ
ス
。
会
社
卜
致
シ
マ
シ
テ
ハ
解
散
ノ
日
二
一
度

二
損
金

ヲ
計
上
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

然
ル
ニ
連
系
会
社

二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
、
規
程
ガ
改
正
セ
ラ
レ
タ
コ
ト
ト
合
資
会
社
デ
解
散
ノ
為
給
与
サ
レ
マ
シ
タ
権
衡
上
、
支
払

ハ

ル

ヽ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
シ
テ
、
之

ハ
退
職
慰
労
金
ノ
前
払
ヒ
デ
ア
リ
、
会
社
ト
シ
テ
ハ
之
ガ
支
払
又

ハ
分
担
受
払
ノ
都
度
、
損
益

二
計
上
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ｃ
（中
略
）

合
資
会
社

ニ
オ
キ
マ
シ
テ
ハ
、
本
来
解
散
卜
同
時

二
一
時

二
支
払
フ
ベ
キ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
連
系
会
社

二
於
ケ
ル
支
払
ヒ
ト
ノ
権

衡
上
四
期

二
分
割
支
払
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

し
た
が

っ
て
こ
の
退
職
慰
労
金
規
程
改
正
の
問
題
は

「
五
　
改
組
に
伴
う
会
計
処
理
」
で
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

（資
料
３
）

提
出
　
大
正
十
五
年
六
月
五
日
　
決
裁
　
大
正
十
五
年
六
月
十
二
日

利
益
配
当
並

二
持
分
払
戻

二
関
ス
ル
決
議
書
ノ
件

掲
題
ノ
件
左
案
ノ
通
り
決
議
相
成
可
然
哉
。

案

泣
＾
　
豊祓
　
童
日

住
友
合
資
会
社
無
限
責
任
社
員
住
友
吉
左
衛
門
、
同
無
限
責
任
社
員
湯
川
寛
吉
、
同
無
限
責
任
社
員
草
鹿
丁
卯
次
郎
、
同
無
限
責
任
社
員
小

倉
正
恒
、
同
有
限
責
任
社
員
住
友
元
夫
、
同
有
限
責
任
社
員
住
友
寛

一
、
同
有
限
責
任
社
員
住
友
義
輝
、
以
上
七
名
ノ
間

二
住
友
合
資
会
社

定
款
第
拾
壱
条

二
定
ム
ル
ト
コ
ロ
ニ
従
ヒ
、
財
産
ヲ
以
テ
出
資
ノ
ロ
的
卜
為
ス
社
員

二
対
ス
ル
利
益
配
当
並

二
持
分
払
戻
ノ
標
準

ニ
ツ
キ
、

第
三
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式
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友
本
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第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

決
議
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
。

一
、
社
長

二
対
ス
ル
利
益
ノ
配
当
額

ハ
、
決
算
期
毎

二
業
務
執
行
社
員
ノ
決
議
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
。

二
、
社
長
ノ
外
、
財
産
ヲ
以
テ
出
資
ノ
ロ
的
卜
為
ス
社
員

二
対
ス
ル
利
益
ノ
配
当
額

ハ
、
其
出
資
額

二
対
シ
年

一
割
ノ
額
ト
シ
、
会
社
解
散

又

ハ
退
社
ノ
場
合

二
於
ケ
ル
持
分
払
戻
額

ハ
、
其
出
資
ノ
登
記
価
格
ト
ス
。

前
項
配
当
額
ノ
割
合

ハ
、
銀
行
定
期
預
金
利
率
年
六
分
、
信
託
預
金
利
率
年
七
分
ノ
現
状
ヲ
標
準
ト
シ
テ
決
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以

テ
、
今
後
右
ノ
標
準
ガ
著
シ
ク
変
動
シ
タ
ル
場
合

ニ
ハ
、
之
ヲ
適
当

二
変
更
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。
但
シ
今
後
弐
拾
ヶ
年
間

ハ
、
事
情
ノ
如

何

二
拘
ラ
ズ
之
ヲ
変
更
セ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

三
、
大
三
十

一
年
五
月
二
十
四
日
付
利
益
配
当
並

二
持
分
払
戻

二
関
ス
ル
社
員
決
議
書
中
、
其
第

一
項

ハ
之
ヲ
削
除
ス
。

右
決
議
ス
。

大
正
十
五
年
六
月
十
四
日

住
友
吉
左
衛
門

右
後
見
人湯

川

寛

吉

湯

川

寛

吉

草
鹿
丁
卯
次
郎

小

倉

正

恒

住

友

元

夫

右
親
権
者
母

住

友

満

寿

住

友

寛

一

四
八



住

友

義

輝

右
親
権
者
母

住

友
　
　
孝

備
考

財
産
出
資
ノ
各
社
員

二
対
シ
毎
年
同
率
ノ
配
当
ヲ
為
ス
場
合

ニ
ハ
、
払
戻
当
時
ノ
会
社
財
産
ノ
時
価

ニ
ヨ
リ
、
其
出
資
ノ
価
格

二
応
ジ
テ
按

分
払
戻
ヲ
為
ス
ヲ
当
然
ト
ス
レ
ド
モ
、
当
会
社

二
於
テ
ハ
、
社
長

ハ
其
持
分

二
対
シ
極
メ
テ
僅
少
ノ
配
当

ヲ
受
ケ
、
其
他

ハ
会
社

二
留
保
シ

置
ク
ヲ
便
宜
ト
ス
ル
ニ
反
シ
、
其
他
ノ
社
員

ハ
毎
年

一
割
内
外
ノ
配
当
ヲ
受
ク
ル
ヲ
必
要
ト
ス
ル
事
情
ア
リ
。
従

ツ
テ
此
事
情

二
適
応
セ
シ

ム
ル
為
、
設
立
以
来
今
日
迄
社
長

ニ
ハ
毎
年
約
四
拾
万
円
（其
持
分

二
対
シ
〇

・
二
七
％
）
ノ
配
当
ヲ
為
ス
ニ
過
ギ
ザ
ル
ニ
、
他
ノ
社
員

二
対

シ
テ
ハ
其
出
資
額

二
対
シ
年

一
割
ノ
配
当
ヲ
為
シ
ツ
ヽ
ア
リ
。
右
ノ
結
果
会
社
財
産
ノ
年
々
ノ
増
殖
高

ハ
、
几
テ
社
長
ノ
配
当
不
足
分
ノ
蓄

積
留
保
ナ
リ
ト
見
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
ク
、
他
ノ
社
員

ハ
此
増
殖
高
ノ
分
配

二
与
ラ
ザ
ル
ヲ
至
当
ト
ス
。
之
ヲ
会
社
設
立
以
来
十
四
年
度

二
至
ル

既
往
五
ヶ
年
ノ
実
際

ニ
ツ
キ
テ
之
ヲ
見
ル
ニ
、
社
長

二
対
ス
ル
配
当
不
足
分

ハ
、
金
八
千
百
拾
七
万
円
也
（年

一
割
配
当
ト
シ
テ
壱
千
四
百

八
拾
万
円
内
実
際
配
当
額
四
拾
万
円
ヲ
差
引
不
足
分

一
ヶ
年
壱
十
四
百
四
拾
万
円
此
ノ
五
ヶ
年
分
六
分
複
利
計
算
Ｙ
一達
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
レ

ル
ニ
、
会
社
財
産
ノ
増
殖
高

ハ
僅

二
壱
千
五
拾
参
万
円

二
過
ギ
ズ
。
従
ツ
テ
会
社
財
産
ノ
増
殖
高

ハ
、
総
テ
社
長

二
帰
属
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
ル

モ
、
社
長

ハ
尚
他
ノ
出
資
社
員

二
比
シ
五
ヶ
年
間

二
七
千
六
拾
四
万
円
丈
不
利
益
ヲ
受
ケ
タ
ル
勘
定
ト
ナ
レ
ル
ナ
リ
。
故

二
他
ノ
社
員

ハ
、

此
ノ
増
殖
高
ノ
分
配

二
与
ラ
ザ
ル
ヲ
至
当
ト
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
単

二
計
数
上
ノ
ミ
ヨ
リ
之
ヲ
言

ヘ
バ
、
其
払
戻

二
当
り
、
其
出
資
ノ
価
額

ヨ
リ
減
少
セ
ラ
ル

ヽ
モ
致
方
ナ
キ
勘
定
ト
ナ
ル
。
即
前
記
ノ
如
ク
会
社
財
産
ノ
増
殖
高

ハ
、
既
往
五
ヶ
年

二
僅

二
資
本

二
対
シ
七
％
二
過
ギ

ザ
ル
ヲ
以
テ
、
五
拾
万
円
出
資
社
員
ノ
今
日
二
於
ケ
ル
持
分
評
価
額

ハ
、
五
拾
参
万
五
千
円

二
過
ギ
ズ
。
然
ル
ニ
此
等
社
員

ハ
、
此
間
社
長

二
比
シ
金
弐
拾
七
万
四
千
円
也
（社
長
同
様
ノ
配
当
ト
ス
レ
バ
、　
一
ヶ
年
壱
千
三
百
五
十
円

二
過
ギ
ズ
。

然
ル
ニ
年
五
万
円
宛
配
当
セ
ル
ヲ

以
テ
毎
年
四
万
八
千
六
百
五
十
円
ノ
増
配
ト
ナ
レ
リ
。
之
ヲ
五
ヶ
年
間
六
分
ノ
複
利
計
算

ニ
テ
如
高
）
ノ
増
配
ヲ
受
ケ
タ
ル
コ
ト

ヽ
ナ
レ
ル

第
二
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友
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第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

ヲ
以
テ
、
今
日
二
於
ケ
ル
払
戻
額

ハ
弐
拾
六
万
壱
千
円
Ｇ
鵠
千
円
―
埓
卜
千
円
＝
×
Ｈ千
円
）
ト
ナ
リ
、　
其
出
資
額
ノ
約
半
額

二
減
ズ
ル
勘
定

ト
ナ
ル
ナ
リ
。
以
上

ハ
会
社
業
績
最
モ
不
振
ヲ
極
メ
タ
ル
年
間

ニ
ツ
キ
テ
ノ
計
算
ナ
ル
ガ
、
今
後
拾
五
ヶ
年
即
会
社
設
立
以
来
弐
拾
ヶ
年
間

二
於
テ
、
相
当
ノ
成
績
ヲ
上
グ
ル
コ
ト
ア
リ
ト
ス
ル
モ
、
有
限
責
任
社
員
ガ
年

一
割
ノ
配
当

ヲ
受
ケ
ツ
ヽ
尚
其
出
資
価
額

二
等
シ
キ
払
戻
ヲ

受
ク
ル
為

ニ
ハ
、
会
社
財
産
ガ
此
間

二
五
倍
（註

一
参
照
Ｙ
一増
加
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。
然
ル
ニ
社
会
問
題
ノ
益
々
高
唱
セ
ラ
ル

ヽ
今
後

二
於

テ
、
合
資
会
社
ノ
財
産
ガ
二
十
ヶ
年
間
二
五
倍
ト
ナ
リ
、
七
億
五
千
万
円
ト
ナ
ル
ガ
如
キ
コ
ト
ハ
、
先
ヅ
不
可
能
ト
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
此

等
ノ
点
ヨ
リ
見
テ
、
本
案
ノ
如
ク
、
社
長
以
外
ノ
出
資
社
員

二
対
ス
ル
配
当

ヲ
今
後
二
十
ヶ
年
間

一
割
卜
保
証
ス
ル
ト
同
時

二
、
会
社
解
散

又

ハ
退
社
ノ
場
合

二
於
ケ
ル
払
戻
額
ヲ
其
出
資
ノ
登
記
価
格
ト
ス
ル
コ
ト
ハ
、
此
等
出
資
社
員
タ
ル
各
分
家

ヲ
保
護
ス
ル
所
以

ニ
シ
テ
、
計

算
上

ハ
甚
有
利
ナ
ル
勘
定
ト
ナ
レ
ル
次
第
ナ
リ
。

乍
併
元
来
各
分
家
ノ
現
在
ノ
出
資
財
産

ハ
、
故
家
長
ガ
嘗
テ
贈
与
ナ
リ
シ
モ
ノ
ヲ
、
合
資
会
社
設
立

二
際
シ
、
時
価
ヲ
以
テ
合
資
会
社

二
出

資
セ
シ
メ
、　
一
ハ
本
家
分
家
ノ
関
係
ヲ
財
産
上

二
於
テ
モ
密
接

二
為
シ
置
ク
ト
同
時

二
、
各
分
家

二
対
ス
ル
贈
与
財
産
ヲ
安
全

二
保
管
ス
ル

途
ヲ
講
ゼ
ラ
レ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
他
方
各
分
家

ハ
本
出
資

二
対
シ
毎
年

一
割
内
外
ノ
配
当

ヲ
受
ク
ル
ヲ
必
要
ト
ス
ル
事
情
ア
リ
。
又
今
回
更

ラ
ニ
現
家
長
ヨ
リ
各
分
家

二
対
シ
持
分
ヲ
追
加
贈
与
セ
ラ
ル
ヽ
モ
亦
同

一
ノ
趣
旨

ニ
シ
テ
、
本
追
加
持
分

二
対
シ
テ
モ
亦
現
出
資

二
対
ス
ル

ト
同
様
ノ
配
当
ヲ
必
要
ト
ス
ル
事
情
ア
リ
。
此
等
ノ
点
ヨ
リ
見
テ
、
社
長
以
外
ノ
社
員
ノ
出
資

ハ
、
名

ハ
出
資
ナ
レ
ド
モ
其
実
財
産
ヲ
合
資

会
社

二
信
託
セ
リ
ト
見
ル
ヲ
妥
当
ト
ス
ル
事
情

ニ
ア
リ
。
姦
ヲ
以
テ
此
ノ
出
資
即
信
託
財
産

二
対
シ
年
々
普
通
ノ
信
託
会
社

二
信
託
シ
置
ク

以
上
ノ
利
益
配
当
ヲ
保
証
ス
ル
ト
同
時

二
、
其
原
本
ノ
払
戻

ハ
、
最
初
ノ
出
資
価
格
卜
決
議
シ
置
ク
モ
ノ
ト
ス
。

以
上

註

一
、
各
有
限
責
任
社
員

ハ
、
社
長

二
比
シ
毎
年
四
万
八
千
六
百
五
十
円
ノ
増
配
ヲ
受
ク
ル
勘
定
ト
ナ
レ
ル
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
二
十
ヶ
年
間

（年
七
分
複
利
計
算
Ｘ
口計
セ
バ
約
弐
百
万
円
ト
ナ
ル
。
此
金
額

ハ
払
戻
額
ヨ
リ
控
除
ス
ル
ヲ
公
平
ト
ス
。
然
ル
時

ニ
ハ
払
戻
額
左
ノ



如
シ
。

〇 九 八 七 六 五 四 三
倍

二
十
ヶ
年
ロ
ニ
於
ケ
ル

会
社
財
産
増
加
倍
率

五
〇
〇
千
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ

五
〇
〇

〇
〇
〇

五
〇
〇

〇
〇
〇

五
〇
〇

〇
〇
〇

二
十
ヶ
年
後

二
於
ケ
ル

有
限
社
員
持
分
評
価
額

////////////rr..
Cc
+
H

増
配

ニ
ヨ
ル

控
除
金
額

（
一
）
五
〇
〇
千
円

Ｏ

五
〇
〇

一
、
〇
〇
〇

一
、
五
〇
〇

二
、
〇
〇
〇

二
、
五
〇
〇

三
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

持
分
払
戻
額

註
二
、
現
在

ノ
出
資

ハ
、
主
ト
シ
テ
住
友
銀
行
株

ヲ
時
価
（百
円
払
込
株

ヲ
百
四
十
円
、
二
十
五
円
払
込
株

ヲ
五
十
円
Ｙ
一評
価

シ
テ
出
資

セ

ラ
レ
、
此
出
資

二
対

シ
年

一
割

ノ
配
当

ヲ
受

ク
ル
ヲ
以

テ
、
年

々
ノ
所
得

二
於

テ
住
友
銀
行
株

ヲ
所
有

シ
居

ル
ヨ
リ
モ
有
利
ナ
ル
ハ

明
也
。
即
会
社
設
立

ヨ
リ
十
四
年
度

二
至

ル
既
往
五
ヶ
年
間
ノ
実
際

ニ
ツ
キ
、
出
資

ノ
場
合
卜
出
資

セ
ザ
ル
場
合
ト
ノ
所
得
額

ヲ
比

較
計
算

ス
ル
ニ
、
前
者

ノ
方
五
ヶ
年
間

二
於

テ
鎌
倉
御
分
家

ハ
四
万
人
千
円
余
、
住
吉
御
分
家

ハ
六
万
五
千
円
余
有
利
ナ
ル
勘
定
ト

ナ
レ
リ
。

（資
料
４
）

退
職
慰
労
金
規
程
第
二
条

退
職
慰
労
金
額

ハ
、
退
職
当
時

ノ
月
俸
額

二
勤
続
年
数
及
別
表
乗
率

ヲ
乗

シ
テ
之

ヲ
算
定

ス
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

一



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

（別
表
）
第

一
号
表

　
一
生
寸
乃
至
四
等
傭
員
乗
率

乗

　

　

率

勤
続
年
数

乗

　

　

率

勤
続
年
数

乗

　

　

率

勤
続
年
数

十
九
年

十
二
年

一
年
以
上
五
年
以
下

二
十
年

十
三
年

六
年

二
十

一
年

十
四
年

七
年

二
十
二
年

∞
　
い

十
五
年

Ｎ
　
∞

八
年

二
十
三
年

十
六
年

九
年

二
十
四
年

十

七
年

十
年

二
十
五
年
以
上

十
八
年

十

一
年

〓
一　
住
友
合
資
会
社

の
解
散

―・↓
　
解
散
の
法
的
諸
手
続

合
資
会
社
の
解
散
手
続
に
つ
い
て
は
、
商
法
上
任
意
清
算
と
法
定
清
算
の
二
種
類
が
あ
り
、
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
が
作
成
し
た
資
料
に

よ
る
と
、
こ
の
両
者
に
は
次
の
よ
う
な
異
同
が
あ
つ
た
。

任
　
　
　
立息

一
、
解
散
ノ
決
議

合

資

会

社

解

散

手

清

　

　

算
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法

一
一
、
同
上

定 続

,青

算

五

二



五

、
七 四  三

総
社
員
ノ
同
意

二
因
ル

解
散
ノ
登
記

二
週
間
以
内
本
支
店
ノ
所
在
地

二
於
テ
為
ス

総
社
員
ノ
同
意

ヲ
以
テ
任
意

二
財
産
ノ
処
分
方
法
ヲ
定
ム

ナ
シ

財
産
目
録
及
貸
借
対
照
表
作
成

二
週
間
以
内

公
告
及
催
告

解
散
ノ
決
議
ノ
ロ
ヨ
リ
ニ
週
間
以
内

二
債
権
者

二
対
シ
異

議
申
立
催
告
ノ
公
告
ヲ
為
ス
（官
報
及
裁
判
所
ノ
公
告
ヲ

記
載
ス
ル
新
聞
紙
）

知
レ
タ
ル
債
権
者

二
対
シ
テ
ハ
各
別

二
催
告
ヲ
為
ス

異
議
ア
ル
債
権
者

二
対
シ
テ
ハ
弁
済
又

ハ
担
保
ノ
提
供
ヲ

為

ス

ナ

シ
第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

二
、
同
上

商
法
第
八
十
六
条
以
下
ノ
規
定

ニ
ヨ
リ
テ
清
算
手
続
ヲ
為
ス

清
算
人
ノ
選
任
及
登
記

選
任

ヲ
為
サ
ヾ
ル
場
合

ハ
総
社
員
清
算
人
卜
為
ル

同
上（清

算
人
ヨ
リ
各
社
員
に
交
付
ス
）

十
て
ン

七
、
債
務

ノ
弁
済

債
務

ハ
総

テ
弁
済

ス

弁
済
期

二
到

ラ
サ
ル
債
権

モ
之

ヲ
弁
済

ス
ル
コ
ト

ヲ
要

ス

五
三

四  三五

、
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友
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八
、
財
産
ノ
処
分

異
議
申
立
期
間
ヲ
終
了
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
当
初
ノ
決
議

二
従

ヒ
テ
財
産
ノ
処
分
ヲ
実
行
ス

九
、
清
算
結
了

十
、
ナ
シ

五
四

不
確
定

ノ
債
権

ハ
裁
判
所

ノ
選
任

シ
タ
ル
鑑
定
人

ノ
評
価

二
従

ヒ
テ
弁
済

ス

八
、
残
余
財
産

ノ
分
配

債
務

ヲ
完
済

シ
タ
ル
ト
キ

ハ
残
余
財
産

ノ
分
配

ヲ
為

ス

九
、
同
上

十
、
清
算
結
了

ノ
登
記

こ
の
よ
う
に
両
者
は
、
手
続
上
各
々
得
失
が
あ

っ
た
が
、
検
討
の
結
果
法
定
清
算
は
、
商
法
第
九
十
五
条

に
よ
つ
て
会
社
の
債
務
が
完
済

さ
れ
た
後
で
な
け
れ
ば
、
会
社
の
財
産
を
社
員
に
分
配
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
に
対
し
、
任
意
清
算
は
、
会
社
債
務
が
残
存
し
て
い
て
も
、

二
か
月
の
期
限
を
付
し
て
催
告
し
た
期
間
が
終
了
す
れ
ば
、
自
由
に
残
余
財
産
の
分
配
が
可
能
で
あ
り
、
清
算
手
続
を
速
や
か
に
完
了
で
き

る
利
点
が
あ

っ
た
。
し
た
が
っ
て
総
社
員
の
同
意
さ
え
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
任
意
清
算

に
よ
る
方
が
有
利
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
結
果
住
友
合
資
会
社
の
解
散
は
任
意
清
算
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
次

の
よ
う
な
順
序
で
手
続
が
進
め
ら
れ
た
。

ま
ず
昭
和
十
二
年
二

九
三
七
Ｙ
一月
二
十
八
日
午
後
、
未
成
年
者
住
友
義
輝

の
親
族
会
が
開
か
れ
、
住
友
合
資
会
社

の
解
散

の
決
議
及
び

財
産
処
分
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
親
権
者
住
友
孝
が
本
人
に
代
わ

っ
て
決
議
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
議
し
（資
料
５
）
、
次

い
で
社
員
全
員
に

よ
っ
て
住
友
合
資
会
社
の
解
散
が
決
議
さ
れ
た
（資
料
６
）
。

三
月

一
日
住
友
合
資
会
社

の
解
散
に
伴
い
、　
社
員
全
員
に
よ
つ
て
会
社
財
産
の
処
分
方
法
が
決
議
さ
れ
（資
料
７
）
、　
決
議
書
の
別
表
に
記

載
さ
れ
た
営
業
並
に
財
産
及
び
権
利
義
務
は
、　
一
億
五
〇
〇
〇
万
円
で
株
式
会
社
住
友
本
社
に
譲
渡
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
決
議
に
基
づ
き
、

二
週
間
以
内
に
財
産
目
録
（第
５
表
）及
び
貸
借
対
照
表
（第
６
表
）
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。



第 5表 住友合資会社 (解散時)及 び株式会社住友本社(開業時)の財産目録

住 友 本 社

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

資本金勘定

払込未済資本金

固定財産勘定

土 地

田

贅田

宅地

山林

雑種地

立木竹

鉱 区

金銀等鉱区

金鉱区

砂金鉱区

坑 道

索 道

電線路

鉄道及軌道

車 両

舟合  ,自

建設物

事務所

工場

住家

倉庫

病院

雑建物

惜壁

煙突

炉

水路

井戸

水槽

機 械

汽缶

原動機

電気機

製作用機械

送風機

砕盤機

水用機

運用機

検定機

422町 7反9畝 17歩

741町 4反7畝 10歩

337,436坪 73

10,590町 4反4畝20歩 5

3,231町 4反22歩 78

51,405,767坪

7,814,8851平

493,000坪

14.206)K85

421町 7反3畝20歩

736町 9反9畝 19歩

320,237坪 80

10,588町 8反 l畝21歩 5

3,223町 1畝 20歩 78

90,688,8521平

1,889,200坪

566,500坪

14,896米 09

13,398

2,013

1,445

7,555

1,220

1,162

2,495

1,331

1,312

15

3

366

313

159

19

125

1

3,861

1,906

455

904

54

405

92

2

1

10

22

4

0

2,162

53

43

233

101

314

246

746

219

11

9,345

2,169

1,543

4,482

1,018

131

2,495

27,644

27,634

5

4

376

313

159

19

125

1

3,562

1,762

455

750

54

405

91

2

1

10

22

4

0

2,159

51

43

233

101

312

246

746

219

11

五
五

2,805カ「 182

7,003坪 5335

21,088坪 109

1,584坪 992

1,576坪 713

2,102坪 101

56米 33

30米 30

12点

291米 22外

lヶ 所

l基

16点

7点

75点 :4式 :12組 16面

56点 :l組

58,点 :3組

84点 :1組

149点 11式 :7組 :1,850米 91

80′点 :5組 12,121米 21

7′点

2,167坪 372

同左

20,449坪 169

1,655坪 562

同左

2,076坪 641

同左

同左

同左

同左

同左

同左

14点

同左

同左

同左

57点 :3組

同左

150点 11式 :7組 :1,850米 91

82′点 :5組 :2,121米 41

6点 1lヶ 所

(単位 :千 円、千円未満切 り捨て)

住 友 合 資 会 社



貯溜機

伝導装置

医療機 llt

什 器

権利勘定

漁業権

所有品勘定

準備品

家 畜

Brt売品

有価証券勘定

連系会社株

他会社株

公社債

産出品勘定

鉱 石

浮精鉱

地金銀

買鉱勘定

金銀鉱

農林産品勘定

穀 物

薪 材

木 炭

起業支出勘定

起業支出

貸金勘定

立替金

雑勘定

仮出金

未収入金

延売土地建物

受託品勘定

受託品

手形勘定

受取手形

取引先勘定

掛売金

預ヶ金及出納勘定

信託預金

銀行特別預金

銀行預金

他銀行預金

振替貯金

現 金

39点 12,813米 03

10点 :1式 :6組

3点

2H点 :3式 :2組

鮭 1lヶ 続 :鱒 14ケ 統

12,560屯 535

602屯 844

2,845瓦 643

164屯 014

173

14

4

149

20

666

4

61

141,733

27,117

4,044

163

152

12

0

23

0

2

7,244

7.577

3,602

238

269

228

29

11,155

887

7,213

141

204

2

16

同左

1可左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

173

14

4

149

20

661

4

61

103,582

34,165

503

163

152

12

0

23

0

2

10,274

4,730

3,602

127

269

228

29

11,155

87

41,080

113

204

2

16

第

早

住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の

エ

五
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第 6表 住友合資会社(解散時)及 び株式会社住友本社(開業時)の 貸借対照表

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

(IP(立 :丁 円、 千円未満 切 り捨 て )

借 方 住 友 合資 住 友 本 社 貸 方 住 友 合 資 住 友 本 社

資 本 金 勘 定

夕、込 未済 資 本 今

固 定 財 産 勘 定

土  地

立 本 竹

鉱  区

坑  道

索  道

電 線 路

鉄 道 及 軌 道

車  両

月合  1自

建 設 物

機  械

イ1‐   署器

権 利 勘 定

漁 業 権

所 有 品 Fl」 定

準 備 品

家  畜

販 売 品

有 価 証 券 勘 定

連 系 会 社 株

他 会 社 株

公 社 債

産 出

『

:勘定

鉱  石

浮 米肯鉱

地 金 銀

買 鉱
「

J」 定

金 銀 鉱

農 林 産 品 勘 定

穀  物

薪  材

本  炭

起 業 支 出 勘 定

起 業 支 出

貸 金 勘 定

立 替 金

キ筐甚力賃ヒ

仮 出 金

未 収 入 金

延 売 上 地 建 物

受 託 品 勘 定

受 託

『

:

手 形 勘 定

受 取 手 形

取 引 先 勘 定

掛 売 金

預 ケ金 及 出 納 ltJJ定

イ言言毛予頁∠≧

銀 行 特 別 頂 金

銀 行 預 金

他 銀 行 預 金

振 替 則=金

現  金

損 益 勘 定

l BL算 損 費

24,383
13,398
2,495
1,331
366
313
159
19

125
1

3,861
2,162

149
20
20

732
666

4
61

172,896
141,733
27,117
4,044

328
163
152
12
0
0

25
23
0
2

7,244
7,244
7,577
7,577
4,111
3,602

238
269
228
228
29
29

11,155
11,155
8,465

887
7,213

141
204

2
16

8,737
8,737

112,500
112,500
46,352
9,345
2,495

27.644
376
313
159
19

125
1

3.562
2,159

149
20
20

727
661

4
61

138,251
103,582
34,165

503
328
163
152
12
0
0

25
23
0
2

10,274
10,274
4,730
4,730
4,000
3,602

127
269
228
228
29
29

11,155
11,155
41,504

87
41,080

113
204

2
16

資 本 金 勘 定

資 本 金

前 期 繰 越 金

預 り金 勘 定

職 11及 ウガ2者 ftj ttifl金

諸 預 り金

敷 金 預 金

雑 勘 定

仮 入 金

未 払 金

受 託 勘 定

受 託 勘 定

手 形 勘 定

支 払 手 形

割 引 手 形

取 引 先 勘 定

書卜買 金

損 益 勘 定

ネ屯  `丘

188,752
150,000
38,752
12,948
1,607

11,301
39

28,158
15,647
12,511
10,205
10,205
5,193
2,000
3,193

140
140
538
538

150,000
150,000

26,482
1,607

24,801
39

178,141
15,630

162,511
10,205
10,205
5,193
2,000
3,193

140
140

計 245,937 370,129 245,937

五

七
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五
八

三
月
二
日
解
散
の
決
議

の
二
週
間
以
内
に
、
本
支
店
所
在
地
に
お
い
て
解
散

の
登
記
を
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
、
植
村
実
（ｓ
８
東
大
法
、

当
時
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
、
の
ち
本
社
総
務
課
長
、
住
友
林
業
社
長
）
を
代
理
人
と
し
て
申
請
を
行
い
同
日
登
記
さ
れ
た
（資
料
８
及
び
資
料
９
、
支

店
略
）
。

三
月
四
日
解
散
決
議
の
二
週
間
以
内
に
債
権
者
に
対
し
て
、
異
議
が
あ
れ
ば
申
出
る
よ
う
に
公
告
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
官
報
、
中
外

商
業
新
報
、
中
央
新
聞
に
、　
ま
た
三
月
七
日
大
阪
時
事
新
報
に
公
告
を
行

っ
た
（資
料
１０
）。

ま
た
債
権
者
の
う
ち
合
資
会
社
が
取
引
関
係
に

よ
り
、

特
定
で
き
る
債
権
者
に
対
し
て
は
、　
個
別
に
催
告
す
る
必
要
が
あ
り
、
各
店
部
と
も
三
月
十
日
ま
で
に
催
告
書
を
発
送
し
た
（資
料

Ｈ
）。

国
　
内
外
に
対
す
る
改
組
の
発
表

二
月
二
十
八
日
住
友
合
資
会
社
の
解
散
が
決
議
さ
れ
た
後
、
総
理
事
小
倉
正
恒
は
、
前
述
の
通
り
主
管
者
会
議
を
開
催
し
、
改
組
に
際
し

て
の
訓
示
を
行

っ
た
（資
料
１
）。
続
い
て
総
務
部
長
河
井
昇
三
郎
が
改
組

の
説
明
を
行

っ
た
後
、

別
途
新
聞
記
者
に
対
し
て
次

の
よ
う
な
改

組
の
発
表
が
行
わ
れ
、
翌
三
月

一
日
の
各
紙
に
報
道
さ
れ
た
。
な
お
記
者
発
表
に
際
し
、
添
付
の
よ
う
な
想
定
間
答
集
ま
で
用
意
さ
れ
て
い

た
。

新
聞
社

ヘ
ノ
発
表
全
文

住
友
合
資
会
社

ハ
、
本
日
総
社
員
ノ
同
意

二
依
り
解
散
シ
、
其
営
業

ヲ
別

二
設
立
セ
ラ
ル
ル
株
式
会
社
住
友
本
社

二
譲
渡
ス
ル
コ
ト
ト

ナ
ツ
タ
。

住
友
合
資
会
社

ハ
、
大
正
十
年
二
月
ノ
設
立

二
係
り
、
従
来
個
人
経
営
デ
ア
ツ
タ
住
友
家
ノ
事
業
ヲ
会
社
組
織

二
改
メ
タ
モ
ノ
デ
ア
ル

ガ
、
爾
来
今
日
迄
已

二
十
数
年
ノ
歳
月
ヲ
経
、
幸

二
社
運
ノ
順
調
ナ
ル
発
展

二
依
り
、
近
来

ハ
営
業
ノ
範
囲
モ
著
シ
ク
広
汎
多
岐
ト
ナ



ツ
テ
来
タ
ノ
デ
、
此
際

一
層
社
礎
ヲ
固
メ
、
組
織
ヲ
整
備
シ
、
時
勢
ノ
進
運

二
適
応
セ
ン
ガ
タ
メ
、
今
回
之
ヲ
株
式
会
社

二
改
ム
ル
コ

ト
ニ
ナ
ツ
タ
次
第
デ
ア
ル
。

因
ミ
ニ
株
式
会
社
住
友
本
社

ハ
、
明
三
月

一
日
ノ
創
立
総
会

二
於
テ
設
立
セ
ラ
ル
ル
予
定
デ
、
資
本
金

ハ
合
資
会
社
卜
同
様

一
億
五
千

万
円
ト
シ
、
住
友
合
資
会
社
ノ
営
業
並

二
従
業
員
ノ
全
部
ヲ
継
承
シ
、
従
前
通
リ
ノ
営
業

二
従
事
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
。

株
式
会
社
住
友
本
社
ノ
役
員

ハ
左
記
ノ
予
定

代
表
取
締
役
　
　
社
長
　
　
住
友
吉
左
衛
門

代
表
取
締
役
　
　
　
　
　
　
小

倉

正

恒

取
　
締
　
役
　
　
　
　
　
　
八

代

則

彦
（註
、
銀
行
会
長
兼
専
務
）

取

締

役

　

　

　

松

本

順

吉

取
　
締
　
役
　
　
　
　
　
　
人

，
村

幸

男
（註
、
信
託
専
務
）

取

締

役

　

　

　

国

府

精

一

取

締

役
　
　
　
　
　
古

田
俊

之

助
（註
、
金
属
専
務
）

取
　
締
　
役
　
　
　
　
　
　
山

本

信

夫
（註
、
経
理
部
長
）

監
　
査
　
役
　
　
　
　
　
　
大

平

賢

作
（註
、
銀
行
常
務
）

監
　
査
　
役
　
　
　
　
　
　
岡
　
橋
　
　
林
（註
、
銀
行
常
務
）

因
ミ
ニ
会
社
職
制

二
基
ク
総
理
事
（小
倉
正
恒
）
、
理
事
（八
代
則
彦
、
松
本
順
吉
、
今
村
幸
男
、
国
府
精

一
、
古
田
俊
之
助
、
山
本
信

夫
）
、
監
事
（松
本
順
吉
）
ハ
旧
住
友
合
資
会
社
卜
全
ク
同

一
デ
ア
ル
。

昭
和
十
二
年
二
月
二
十
八
日

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



巌弟
〓
早
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

改
組

二
関
ス
ル

一
間

一
答

間

改
組
ノ
趣
意

ハ
何
カ

改
組

ハ
株
式
公
開
ノ
前
提

デ
ア
ル
カ

株
式

ヲ
公
開
ス
ル
カ

何
時
力
株
式

ヲ
公
開

ス
ル

ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ

株
主

ハ
何
名
力
又
誰

々
カ

改
組

ハ
税
金
軽
減

ノ
為

デ

ハ
ナ
イ
カ

此
機

二
職
制
ヤ
方
針

二
大

キ
ナ
変
化
ガ
ア
ル
ノ
デ
ハ

六
〇

答

既

二
新
聞

二
発
表
シ
タ
通
り
時
勢
ノ
進
運

二
適
応
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
以
外

二
無
イ

事
業
経
営
ノ
形
態

ハ
時
勢
ノ
進
ム
ニ
伴
レ
テ
個
人
組
織
ガ
会
社
組
織

ニ
ナ
リ
又
会
社
モ
合
名
会
社
ヤ

合
資
会
社
ガ
段
々
卜
株
式
会
社

二
移

ツ
テ
行
ク
コ
ト
ハ
自
然
ノ
趨
勢
デ
ア
ル

住
友
合
資
会
社
ガ
株
式
会
社

ニ
ナ
ツ
タ
ノ
ハ
時
勢
ノ
進
運

二
順
応
シ
タ
迄
デ
云

ハ
バ
和
服
ヲ
洋
服

ニ

着
替

へ
衣
替

ヘ
ヲ
シ
タ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
デ
ア
ル

前
提
デ
ハ
ナ
イ

改
組
卜
株
式
公
開
ト
ヲ
関
聯
シ
テ
考

ヘ
テ
ハ
居
ラ
ヌ

公
開

ハ
セ
ヌ

ソ
ウ
云
フ
考

ヘ
ハ
ナ
イ

株
主

ハ
全
部
デ
十
七
名

大
体
住
友
家
御

一
門
卜
重
役
ノ
方
々
デ
ア
ル

資
本
金

二
変
リ
ハ
ナ
シ
営
業
モ
其
儘
引
継
グ
訳
デ
ア
ル
カ
ラ
合
資
ガ
株
式
会
社

ニ
ナ
ツ
テ
モ
法
人
ト

シ
テ
ノ
課
税

ニ
ハ
変
リ
ガ
ナ
イ

職
制
卜
人
事
ト
ハ
合
資
会
社
ノ
ト
キ
ト
同
様
デ
何
等
ノ
変
リ
モ
ナ
イ

又
住
友
ノ
事
業
経
営
ノ
根
本
方
針
モ
従
前
通
リ
デ
関
係
事
業
ヲ
統
制
シ
微
カ
ナ
ガ
ラ
産
業
報
国

二
尽



ナ
イ
カ

三
井

ノ
報
恩
会

ノ
ヤ
ウ
ナ

財
団
法
人

ヲ
設
立

ス
ル
ト

云

フ
噂
ガ
ア
ツ
タ
ガ
此
機

二
実
現

ス
ル
カ

合
資
会
社

ニ
ハ
積
立
金
其

他
相
当

ノ
含

ミ
ガ
ア
ル
デ

ア
ラ
ウ

童
ハ
ノ
含

ミ

ハ
ド
ウ
ナ
ル
カ

（特

二
斯
様
ノ
質
問
ア
リ

タ
ル
場
合
）

解
散

ヲ
機
ト
シ
テ
退
職
慰

労
金

ヲ
支
払

ハ
ル
ル
カ

新
会
社
デ
取
締
役
ガ
監
事

ヲ
兼
ネ
テ
居
ル
ノ
ハ
ド
ウ

云
フ
コ
ト
カ

（資
料
５
）

住
友
義
輝
親
族
会
決
議
書

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

ス
方
針

デ
ア
ル

財
団
法
人
ノ
設
立
等
卜
云

フ
コ
ト

ハ
全
然
考

ヘ
テ
モ
居

ラ
ヌ

少

々

ハ
全
∵

ヽ
モ

ア

ル

少

々
ノ
含

ミ
ハ
清
算
期
間
中

二
適
当

二
処
置

ス
ル

退
職
慰
労
金
ノ
コ
ト
ハ
人
事
部
長

へ
御
尋
ネ
願
ヒ
度
イ

監
事
卜
云
フ
ノ
ハ
内
部
ノ
職
制
ノ
コ
ト
デ
取
締
役
ノ

一
員
ト
シ
テ
内
部
ノ
色
々
ナ
仕
事

ヲ
検
査
ス
ル

役
ロ
デ
ア
ツ
テ
商
法
上
ノ
監
査
役
ト
ハ
全
ク
別
物
デ
ア
ル

工（
一



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工全
一

未
成
年
者
住
友
義
輝
ノ
親
族
会
員
住
友
満
寿
、
住
友
保
丸
、
小
倉
正
恒
、
松
本
順
吉

ハ
、
昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
八
日
午
後

一
時
大
阪
市
東

区
北
浜
五
丁
目
弐
拾
弐
番
地
住
友
合
資
会
社

二
参
集
シ
（親
族
会
員
鳥
居
忠

一
ハ
欠
席
）
、
親
権
者
住
友
孝
力
本
人

二
代
り
左
記
ノ
行
為

ヲ
為

ス
コ
ト
ニ
同
意

ヲ
与
フ
ル
旨
、
全
員

一
致
ヲ
以
テ
決
議
シ
タ
リ
。

一記

一
、
大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
弐
拾
弐
番
地
、
住
友
合
資
会
社
ノ
解
散
ノ
決
議
及
財
産
処
分
方
法
ノ
決
定

二
付
、
社
員
ト
シ
テ
決
議

二
加

ハ

ル
コ
ト
。
　
　
　
　
以
上

右
決
議
ヲ
明
確
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
、
親
族
会
員
左

二
記
名
捺
印
ス
。

昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
八
日

住
友
義
輝
親
族
会
員
　
　
　
　
　
住

友

満

寿

同

　

　

　

　

　

　

　

住

友

保

丸

同

　

　

　

　

　

　

　

小

倉

正

恒

同

　

　

　

　

　

　

　

松

本

順

吉

右
決
議

二
対
シ
拙
者

二
於
テ
異
存
無
之
候
也
ｃ

昭
和
拾
弐
年
参
月
五
日

住
友
義
輝
親
族
会
員
　
　
　
　
　
鳥

居

中
心　
一

（資
料
６
）

昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
八
日
当
会
社
ノ
解
散

二
付
、
総
社
員
ノ
同
意
ヲ
以
テ
左
ノ
通
決
議
ス
。

一
、
住
友
合
資
会
社

ハ
、
昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
八
日
解
散
ス
。



右
決
議
ヲ
明
確
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
総
社
員
左

二
署
名
ス
。

昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
八
日

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
弐
拾
弐
番
地

住
友
合
資
会
社

無
限
責
任
社
員

有
限
責
任
者
員

有
限
責
任
社
員

有
限
責
任
社
員

無
限
責
任
社
員

無
限
責
任
社
員

（資
料
７
）

住
友
合
資
会
社

ハ
、
昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
八
日
総
社
員
ノ
同
意

二
因
り
解
散
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
総
社
員
ノ
同
意

ヲ
以
テ
会
社
財
産
ノ
処
分

方
法

二
付
、
左
ノ
通
決
議
ス
。

記

一
、
別
表
記
載
ノ
営
業
並

二
財
産
及
権
利
義
務

ハ
、
金
壱
億
五
千
万
円
ヲ
以
テ
株
式
会
社
住
友
本
社

二
譲
渡
ス
ｃ

二
、
社
員
ノ
受
ク
ヘ
キ
出
資
払
戻
額

ハ
、
定
款
所
定
ノ
出
資
ノ
割
合

二
依
ル
。
但
シ
労
務
出
資
社
員

二
対
シ
テ
ハ
払
戻
ヲ
為
サ
ス
。

右
決
議
ヲ
明
確
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
総
社
員
左

二
署
名
ス
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工全
二

住
友
吉
左
衛
門

住

友

寛

一

住

友

元

夫

住

友

義

輝

右
親
権
者
母

住

友
　
　
孝

小

倉

正

恒

松

本

順

吉



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

昭
和
拾
弐
年
参
月
壱
日

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
弐
拾
弐
番
地

六

四

住
友
合
資
会
社

無
限
責
任
社
員

有
限
責
任
社
員

有
限
責
任
社
員

有
限
責
任
社
員

無
限
責
任
社
員

無
限
責
任
社
員

別
表

一
、
住
友
合
資
会
社
本
社

ノ
営
業
並

二
財
産
及
権
利
義
務

但
シ
有
価
證
券
、
土
地
並

二
預
ケ
金

二
付
テ
ハ
別
紙
明
細
表
（註
、
「五
　
改
組
に
伴
う
会
計
処
理
」
参
昭
じ
記
載
ノ
通
リ
ト
シ
貸
金

二
付

テ
ハ
住
友
本
家

二
対
ス
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク

ニ
、
住
友
合
資
会
社
北
日
本
鉱
業
所
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

三
、
住
友
合
資
会
社
高
根
鉱
業
所
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

四
、
住
友
合
資
会
社
朝
鮮
鉱
業
所
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

五
、
住
友
合
資
会
社
林
業
所
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

住
友
吉
左
衛
門

住

友

寛

一

住

友

元

夫

住

友

義

輝

右
親
権
者
母

松 小 住

本 倉 友

順 正

吉 恒 孝



六
、
住
友
合
資
会
社
東
京
販
売
店
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

七
、
住
友
合
資
会
社
横
須
賀
販
売
店
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

八
、
住
友
合
資
会
社
名
古
屋
販
売
店
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

九
、
住
友
合
資
会
社
神
戸
販
売
店
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

十
、
住
友
合
資
会
社
呉
販
売
店
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

十

一
、
住
友
合
資
会
社
福
岡
販
売
店
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

十
二
、
住
友
合
資
会
社
京
城
販
売
店
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

十
三
、
住
友
合
資
会
社
上
海
販
売
店
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

十
四
、
住
友
合
資
会
社
東
京
支
店
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

十
五
、
住
友
大
連
駐
在
員
事
務
所
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

十
六
、
私
立
大
阪
住
友
病
院
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

以
上

（資
料
８
）

合
資
会
社
解
散
登
記
申
請

一
、
商
　
　
　
口万
　
住
友
合
資
会
社

一
、
本
　
　
　
店
　
大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
弐
拾
弐
番
地

一
、
登
記
ノ
ロ
的
　
合
資
会
社
解
散
ノ
登
記

一
、
登
記
ノ
事
由
　
昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
八
日
総
社
員
ノ
同
意

二
因
り
解
散
シ
タ
ル
ニ
付
其
ノ
登
記
ヲ
求
ム

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

六
五



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

、
登
　
録
　
税
　
金
七
円

、
添
付
書
類

総
社
員
ノ
同
意
書
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士τ
通

住
友
義
輝
親
族
会
決
議
書
写
　
　
　
　
　
　
　
　
士τ
通

住
友
義
輝
親
族
会
員
選
任
決
定
謄
本
　
　
　
　
　
五
通

委
任
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士τ
通

右
登
記
相
成
度
此
段
申
請
候
也

昭
和
拾
弐
年
参
月
弐
日

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
弐
拾
弐
番
地

申
請
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
友
合
資
会
社

兵
庫
県
武
庫
郡
住
吉
村
字
反
高
林
千
人
百
七
拾
六
番
地
ノ
壱

無
限
責
任
社
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

大
阪
市
住
吉
区
相
生
通
壱
丁
目
弐
拾
四
番
地

無
限
責
任
社
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小

倉

正

恒

西
宮
市
森
具
字
小
山
田
参
百
参
拾
弐
番
地
ノ
九

無
限
責
任
社
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松

本

順

吉

兵
庫
県
武
庫
郡
瓦
木
村
高
木
字
稗
田
九
番
地
ノ
弐
拾
壱

右
申
請
代
理
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
　
村
　
　
実



大
阪
区
裁
判
所
　
御
中

（資
料
９
）

委
任
状

拙
者
儀
植
村
実
ヲ
代
理
人
ト
シ
左
ノ
権
限
ヲ
委
任
ス

一
、
昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
八
日
住
友
合
資
会
社
解
散

二
付
之
力
登
記
ヲ
所
轄
区
裁
判
所

二
申
請
ス
ル

一
切
ノ
件

右
代
理
委
任
状
傷
而
如
件

昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
八
日

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
弐
拾
弐
番
地

住

友

合

資

会

社

兵
庫
県
武
庫
郡
住
吉
村
字
反
高
林
千
八
百
七
拾
六
番
地
ノ
壱

無
限
責
任
社
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

大
阪
市
住
吉
区
相
生
通
壱
丁
目
弐
拾
四
番
地

無
限
責
任
社
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小

倉

正

恒

西
宮
市
森
具
字
小
山
田
参
百
参
拾
弐
番
地
ノ
九

無
限
責
任
社
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松

本

順

吉

（資
料
１０
）

（債
権
者

二
対
ス
ル
公
告
）

公
　
告

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

六
七



第

．
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上ハ
八

住
友
合
資
会
社

ハ
総
社
員
ノ
同
意

二
因
り
昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
八
日
解
散
シ
其
ノ
営
業
並

二
之

二
附
属
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務
ヲ
株
式
会

社
住
友
本
社

二
譲
渡
可
致

コ
ト
ト
相
成
候

二
付
当
会
社
ノ
債
権
者

ニ
シ
テ
之

二
対
シ
異
議
ヲ
有
セ
ラ
ル
ル
向

ハ
昭
和
拾
弐
年
五
月
拾
五
日
迄

二
御
申
出
相
成
度
此
段
商
法
ノ
規
定

二
依
り
公
告
候
也

昭
和
拾
弐
年
参
月
　
日

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
弐
拾
弐
番
地

住

友

合

資

会

社

代
表
社
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小

倉

正

恒

（資
料
Ｈ
）

（債
権
者

二
対
ス
ル
異
議
申
出
催
告
書
）

拝
啓
　
念
一々

御
清
祥
之
段
奉
大
賀
候
陳
者
当
会
社

ハ
総
社
員
ノ
同
意

二
因
り
昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
八
日
解
散
仕
り
其
ノ
営
業
並

二
之

二
附

属
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務
ヲ
株
式
会
社
住
友
本
社

二
譲
渡
可
致

コ
ト
ト
相
成
候

二
付
万

一
之

二
対
シ
御
異
議
有
之
候

ハ
バ
昭
和
拾
弐
年
五
月

拾
五
日
迄

二
御
申
出
相
成
度
此
段
商
法
ノ
規
定

二
依
り
及
催
告
候
也

昭
和
拾
弐
年
参
月
　
日

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
弐
拾
弐
番
地

住

友

合

資

会

社

代
表
社
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小

倉

正

恒

殿



四
　
株
式
会
社
住
友

本
社

の
設
立

既
に
述
べ
た
住
友
合
資
会
社
解
散
の
手
続
と
並
行
し
て
、
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
の
準
備
が
次

の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
。

二
月
二
十
四
日
、
住
友
本
社
設
立
の
た
め
の
発
起
人
と
し
て
、
家
長
住
友
吉
左
衛
門
、
総
理
事
小
倉
正
恒
、
理
事
八
代
則
彦
、
松
本
順
吉
、

今
村
幸
男
、
国
府
精

一
、
古
田
俊
之
助
、
山
本
信
夫
の
八
名
が
集
ま
り
、
業
務
執
行
者
と
し
て
小
倉
正
恒
を
発
起
人
総
代
に
選
任
し
（資
料

‐２
）、
次
い
で
定
款
を
作
成
し
た
（資
料
１３
）ｏ
資
本
金
は
住
友
合
資
会
社
と
同
じ
く

一
億
五
〇
〇
〇
万
円
で
、　
一
株
五
〇
〇
円
総
株
数
三
〇
万

株
と
さ
れ
、
発
起
人
は
各

一
〇
〇
株
を
引
き
受
け
た
（資
料
１４
）
ｏ

二
月
二
十
五
日
、
発
起
人
は
引
き
受
け
の
な
い
残
り
の
株
式
に
つ
い
て
株
主
を
募
集
し
、
住
友
寛

一
、
住
友
元
夫
、
住
友
義
輝
（親
権
者
母

住
友
孝
）
、
大
平
賢
作
（銀
行
常
務
）
、
岡
橋
林
（銀
行
常
務
）
、
田
中
良
雄
（人
事
部
長
）
、
河
井
昇
三
郎
（総
務
部
長
）
、
伊
庭
勝
弥
（本
家
詰
所
支
配
人
）

が
各

一
０
０
株
を
応
募
し
、
残
る
二
九
万
八
四
〇
〇
株
を
合
資
会
社
代
表
社
員
小
倉
正
恒
が
引
き
受
け
、
全
員
が
株
式
申
込
證
を
提
出
し
た

（資
料
１５
）ｏ

二
月
二
十
六
日
、
株
式
引
受
人

に
対
し
、　
一
株

に
つ
き

一
二
五
円
を
三
月

一
日
ま
で
に
払

い
込
む
よ
う
通
知

し
、
三
月

一
日
そ
の
払

い
込

み
が
完
了
、
総
額
三
七
五
０
万
円
が
住
友
銀
行
本
店
営
業
部

に
預
け
入
れ
ら
れ
た
。

三
月

一
日
、

住
友
本
社

の
創
立
総
会
が
召
集
さ
れ
た
。

小
倉
正
恒
が
議
長

と
な
り
、
発
起
人
は
創
立

に
関
す
る
事
項
を
報
告

し
（資
料
１６
）
、

次

い
で
取
締
役
及
び
監
査
役
が
選
任
さ
れ
た
（第
７
１
１
表
、
上
記
株
主
の
う
ち
、　
一
族
以
外
は
名
義
株
で
あ
る
）
。
取
締
役
及
び
監
査
役

は
、
株
式

総
数
が
引
き
受
け
ら
れ
た
か
、

第

一
回

の
払

い
込
み
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
調
査

し
、　
報
告

し
た
（資
料
１７
及
び
１８
）
０　
さ
ら
に
会
社
を
代

表
す

べ
き
取
締
役

と
し
て
、

住
友
吉
左
衛
門
及
び
小
倉
正
恒
を
選
任

し
、　
こ
れ
ら
の
決
議
を
証
明
す

る
た
め
、

決
議
録
が
作
成
さ
れ
た
（資

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

六
九



住友合資
(財 産出資)

氏   名
住友本社

出資額 株  数

万円
14,750

100

100

50

住友吉左衛門

住友 寛一

住友 義輝

住友 元夫

13,500

500

500

500

1

l

1

15,000 計 15,000

第71表 株式会社住友本社設立時の株主及び役員

1株  主

第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

2  イ支

住 友 合 資

代表社員(財産出資)

代表社員(労務出資)

社員(労務出資)

住友本社

代表取締役

代表取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

監査役

監査役

第 72表 株式会社住友本社の増資

(昭 和20年 3月 )   (単位:株 )

新 株

七
〇

門
一
輝
夫
行
託
険

輪
寛
義
元
銀
信
緋

姑
友
友
友
友
友
姓

住
住
住
住
住
住
住

料
１９
）ｏ

総
会
終
了
後
、
取
締
役
の
互
選
に
よ
り
、
住
友
吉
左

衛
門
が
社
長
に
選
任
さ
れ
た
（資
料
２０
）。

同
日
住
友
合
資
会
社
代
表
社
員
住
友
吉
左
衛
門
と
株

式
会
社
住
友
本
社
代
表
取
締
役
住
友
吉
左
衛
門
の
間
に
、

営
業
譲
渡

に
関
す
る
契
約
が
締
結
さ
れ
た
（資
料
２‐
）
。

こ
の
結
果
、
合
資
会
社
は
住
友
本
社
か
ら
営
業
譲
渡

の

代
金

一
億
五
〇
〇
〇
万
円
を
受
領
し
、
こ
れ
を
出
資
社

員
に
払
い
戻
し
、
出
資
社
員
は
こ
の
一
億
五
〇
〇
〇
万

氏    名 (職制 )

住友吉左衛門(社長)

イヽ 倉 正 恒(総理事)

八 代 貝1彦 (理事・銀行会長兼専務)

松 本 順 吉(理事)

今 本1幸 男(理事・信託専務)

国 府 精 一(理事)

古 田俊 之助(理事・金属専務)

山 本 信 夫(理事・経理部長)

大 平 賢 作(参与・銀行常務)

岡 橋  林(参 与・銀行常務)

220,000

10,000

10,000

10,000

35,000

10,000

5 000



円
を
住
友
本
社
の
株
式
払
い
込
み
に
充
当
し
、
住
友
本
社
の
株
主
と
な

っ
た
（第
７
１
１
表
）
。

二
月
二
日
、
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
登
記
が
、
住
友
合
資
会
社
の
解
散
登
記
と
日
を
同
じ
く
し
て
行
わ
れ
た
（東
京
支
店
の
解
散
登
記

は
三
月
九
日
、
設
工上
登
記
墜
二
月
十

一
日
）。
最
後
に
得
意
先
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
挨
拶
状
が
出
さ
れ
、　
こ
こ
に
住
友
本
社
の
設
立
手
続
は
す

べ
て
完
了
し
た
。

謹
啓
　
念
一々

御
隆
昌
奉
大
賀
候
。
陳
者
住
友
合
資
会
社
儀
、
多
年
不

一
方
御
懇
情
ヲ
蒙
り
、
難
有
奉
謝
候
。
然
ル
処
今
般
総
社
員
ノ
同

意

二
因
り
解
散
ノ
上
、
三
月

一
日
ヲ
以
テ
新

二
株
式
会
社
住
友
本
社
ヲ
設
立
仕
り
、
従
来
住
友
合
資
会
社

二
於
テ
経
営
致
来
候

一
切
ノ

営
業
ヲ
継
承
致
候

コ
ト

ヽ
相
成
候
。
就
テ
ハ
今
後
共
何
卒
不
相
変
御
春
顧
ヲ
賜
り
度
、
偏

二
奉
希
候
。
右
御
挨
拶
申
上
度
如
斯
御
座
候
。

敬
具

昭
和
十
二
年
三
月
　
　
日

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
二
十
二
番
地

株
式
会
社
住
友
本
社

代
表
取
締
役
社
長
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

代
表
取
締
役
総
理
事
　
　
小

倉

正

恒

（資
料
１２
）

発
起
人
総
代
選
任
決
議
書

株
式
会
社
住
友
本
社
設
立
事
務
ノ
執
行

ヲ
委
任
ス
ル
為
、
小
倉
正
恒
ヲ
発
起
人
総
代

二
選
任
ス
。

昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
四
日

株
式
会
社
住
友
本
社

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

一



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

発
起
人

発
起
人

発
起
人

発
起
人

発
起
人

発
起
人

発
起
人

発
起
人

（資
料
１３
）

株
式
会
社
住
友
本
社
定
款

第
壱
立早
　
　
　
総
　
　
則

第
壱
条
　
当
会
社

ハ
株
式
会
社
住
友
本
社
卜
称
シ
英
文

ニ
テ
ハ
∽
Ｃ
〓
出↓
〇
く
〇
〓
Ｏ
Ｚ
∽
エ
ン

ｒ
Ｈく
『
”
∪
卜
記
ス

第
弐
条
　
当
会
社

ハ
左
ノ
事
業
ヲ
営
ム
ヲ
以
テ
ロ
的
ト
ス

壱
、
鉱
業
　
弐
、
林
業
　
参
、
農
業
　
四
、
工
業
　
五
、
物
品
販
売
業
　
エハ
、
有
価
証
券
及
不
動
産
ノ
取
得
利
用

七
、
諸
事
業
投
資
並
貸
付
　
八
、
其
ノ
他
上
掲
各
事
業
ノ
附
帯
事
業

第
参
条
　
当
会
社

ハ
本
店
ヲ
大
阪
市

二
支
店
ヲ
東
京
市

二
置
ク

第
四
条
　
当
会
社
ノ
資
本
総
額
ヲ
金
壱
億
五
十
万
円
ト
ス

第
五
条
　
当
会
社
ノ
公
告

ハ
店
頭

二
掲
示
シ
テ
之
ヲ
為
ス

住
友
吉
左
衛
門

小

倉

正

恒

八

代

則

彦

松

本

順

吉

今

村

幸

男

国

府

精

一

古

田

俊

之

助

山

本

信

夫

七
二



第
弐
章
　
　
　
株
　
　
式

第
六
条
　
当
会
社
ノ
株
式

ハ
参
拾
万
株
ト
シ
壱
株
ノ
金
額
ヲ
金
五
百
円
ト
ス

第
七
条
　
当
会
社
ノ
株
券

ハ
総
テ
之
ヲ
記
名
式
ト
シ
百
株
券
及
千
株
券
ノ
弐
種
ト
ス

第
八
条
　
当
会
社
ノ
株
式

ハ
取
締
役
会
ノ
承
認
ヲ
経
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
譲
渡
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
参
章
　
　
　
株
主
総
会

第
九
条
　
｛疋
時
株
主
総
会

ハ
毎
年
壱
回
四
月
之
ヲ
召
集
ス

前
項
ノ
外
必
要
ノ
都
度
臨
時
株
主
総
会

ヲ
召
集
ス

第
拾
条
　
総
会
ノ
議
長

ハ
社
長
之

二
任
ス
　
社
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
他
ノ
取
締
役
之

二
任
ス

第
拾
壱
条
　
総
会
ノ
議
長

ハ
株
主
ト
シ
テ
其
ノ
議
決
権
ヲ
行
使
ス
ル
コ
ト
ヲ
妨
ケ
ス

第
拾
弐
条
　
株
主

ハ
他
ノ
株
主
ヲ
代
理
人
ト
シ
議
決
権
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得
　
但
シ
代
理
人

ハ
其
ノ
委
任
状
ヲ
当
会
社

二
差
出
ス
ヘ
シ

第
拾
参
条
　
総
会

二
於
テ
決
議
シ
タ
ル
事
項

ハ
之
ヲ
株
主
総
会
決
議
録

二
記
載
シ
議
長
及
出
席
株
主
壱
名
以
上
之

二
記
名
捺
印
ス
ヘ
シ

第
四
章
　
　
　
役
　
　
員

第
拾
四
条
　
取
締
役
及
監
査
役

ハ
壱
百
株
以
上
ヲ
所
有
ス
ル
株
主
中
ヨ
リ
総
会

二
於
テ
選
任
ス

第
拾
五
条
　
株
主
総
会
ノ
決
議
ヲ
以
テ
取
締
役
中
当
会
社
ヲ
代
表
ス
ヘ
キ
者
若
干
名
ヲ
選
定
ス

第
拾
六
条
　
当
会
社

二
社
長
壱
名
ヲ
置
キ
取
締
役
ノ
互
選
ヲ
以
テ
之
ヲ
選
任
ス

社
長

ハ
会
社
全
般
ノ
業
務
ヲ
統
督
ス

第
拾
七
条
　
社
長

ハ
業
務
執
行

二
関
ス
ル
重
要
事
項
ヲ
決
ス
ル
為
取
締
役
会
ヲ
召
集
ス

取
締
役
会
ノ
議
長

ハ
社
長
之

二
任
シ
社
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
他
ノ
取
締
役
之
ヲ
代
理
ス

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



第
拾
八
条

第
拾
九
条

第
弐
拾
条

第
弐
拾
壱
条

第
弐
拾
弐
条

第
弐
拾
参
条

二
早
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

取
締
役
会
ノ
決
議

ハ
出
席
取
締
役
ノ
多
数
決
ヲ
以
テ
之
ヲ
為
ス

取
締
役

ハ
他
ノ
取
締
役
ヲ
代
理
人
ト
シ
テ
議
決
権
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得
　
但
シ
代
理
人

ハ
委
任
状
ヲ
取
締
役
会

二
差
出
ス
コ
ト
ラ

要
ス

取
締
役
ノ
任
期

ハ
参
年
監
査
役
ノ
任
期

ハ
弐
年
ト
ス
　
但
シ
其
ノ
任
期
力
定
時
株
主
総
会
以
前

二
満
了
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
定

時
株
主
総
会
ノ
終
結

二
至
ル
迄
之
ヲ
伸
長
ス

補
欠
又
ハ
増
員

二
因
り
就
任
シ
タ
ル
取
締
役
又

ハ
監
査
役
ノ
任
期

ハ
他
ノ
在
任
取
締
役
又

ハ
監
査
役
ノ
残
任
期
間
卜
同

一
ト
ス

取
締
役
又
ハ
監
査
役

二
欠
員
ヲ
生
シ
タ
ル
ト
キ
ト
雖
法
定
ノ
人
員
ヲ
欠
カ
ス
且
現
任
者

二
於
テ
業
務
執
行
上
差
支
ナ
キ
ト
キ
ハ

其
ノ
補
欠
ヲ
為
サ
サ
ル
コ
ト
ヲ
得

取
締
役

ハ
在
任
中
其
ノ
所
有
ノ
当
会
社
株
券
壱
百
株
ヲ
監
査
役

二
供
託
ス
ヘ
シ

第
五
章
　
　
　
計
　
　
算

当
会
社
ノ
事
業
年
度

ハ
毎
年
壱
月
壱
日
ヨ
リ
拾
弐
月
参
拾
壱
日
迄
ト
シ
毎
事
業
年
度
決
算

ヲ
行
フ

株
主
配
当
金

ハ
毎
事
業
年
度
末
日
二
於
ケ
ル
現
在
株
主

二
之
ヲ
配
当
ス

第
六
章
　
　
　
附
　
　
則

当
会
社
ノ
発
起
人
ノ
氏
名
住
所
左
ノ
如
シ

兵
庫
県
武
庫
郡
住
吉
村
字
反
高
林
千
八
百
七
拾
六
番
地
ノ
壱

住
　
　
友
　
　
　
吉
左
衛
門

大
阪
市
住
吉
区
相
生
通
壱
丁
目
弐
拾
四
番
地



兵
庫
県
武
庫
郡
住
吉
村
字
観
音
林
千
八
百
七
拾
五
番
地

八
　
　
代
　
　
　
則
　
　
彦

西
宮
市
森
具
字
小
山
田
参
百
参
拾
弐
番
地
ノ
九

松
　
　
本
　
　
　
順
　
　
吉

西
宮
市
南
郷
町
参
拾
五
番
地

今
　
　
村
　
　
　
幸
　
　
男

兵
庫
県
武
庫
郡
本
山
村
野
寄
四
百
九
拾
番
地

国
　
　
府
　
　
　
精
　
　
一

兵
庫
県
武
庫
郡
本
山
村
中
野
参
百
五
拾
九
番
地

古

　

田

　

　

俊

之

助

大
阪
市
住
吉
区
北
畠
中
弐
丁
目
四
拾
番
地

山
　
　
本
　
　
　
信
　
　
夫

右
株
式
会
社
住
友
本
社
設
立
ノ
為
商
法
ノ
規
定

二
依
り
此
ノ
定
款
ヲ
作
成
シ
左

二
発
起
人
署
名
ス

昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
四
日

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

松 八 Jヽ 住

本 代 倉 友

順 則 正 吉
左
衛

吉 彦 恒 門

七
五



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

七
六

（資
料
１４
）

株
式
引
受
證

一
、
株
式
会
社
住
友
本
社
株
式
壱
百
株

此

ノ
金
額
五
万
円
也

但

シ
壱
株

二
付
金
五
百
円
也

株
式
会
社
住
友
本
社
発
起
人
ト
シ
テ
其

ノ
株
式
前
記
ノ
通
正

二
引
受
候
也

昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
四
日

兵
庫
県
武
庫
郡
住
吉
村
字
反
高
林
千
八
百
七
拾
六
番
地

ノ
壱

住
　
友
　
吉
左
衛
門

株
式
会
社
住
友
本
社
発
起
人
　
御
中

（註
、
他
の
発
起
人
の
株
式
引
受
證
に
つ
い
て
は
略
）

（資
料
１５
）

株
式
申
込
證

一
、
株
式
会
社
住
友
本
社
株
式
弐
拾
九
万
人
千
四
百
株

山 古 国 今

本 田 府 村

信 俊 精 幸

之

夫 助 一 男



此
ノ
金
額
壱
億
四
千
九
百
弐
拾
万
円
也

但
シ
壱
株

二
付
金
五
百
円
也

貴
社
定
款
及
左
記
事
項
承
認
ノ
上
前
記
株
式
引
受
度
此
段
申
込
候
也

昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
五
日

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
弐
拾
弐
番
地

住
友
合
資
会
社

代
表
社
員
　
　
　
小
　
倉
　
正

株
式
会
社
住
友
本
社
発
起
人
　
御
中

一
、
定
款
作
成
ノ
年
月
日
　
昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
四
日

二
、
目
　
　
的

　
　
　
　

士τ
、
鉱
業
　
弐
、
林
業
　
参
、
農
業
　
四
、
工
業
　
五
、
物
品
販
売
業
　
エハ
、

用
　
七
、
諸
事
業
投
資
並
貸
付
　
八
、
其
ノ
他
上
掲
各
事
業
ノ
附
帯
事
業

六 五 四 三八  七

有
価
証
券
及
不
動
産
ノ
取
得
利

商
　
　
号
　
　
　
　
　
株
式
会
社
住
友
本
社

資
本
ノ
総
額
　
　
　
　
金
壱
億
五
千
万
円
也

壱
株
ノ
金
額
　
　
　
　
金
五
百
円
也

取
締
役
力
有
ス
ヘ
キ

株
式
ノ
数
　
　
　
　
　
士τ
百
株

本
店
ノ
所
在
地
　
　
　
大
阪
市

支
店
ノ
所
在
地
　
　
　
東
京
市

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



九
、
会
社
力
公
告
ヲ
為
ス

方
法

十
、
第
壱
回
払
込
ノ
金
額

十

一
、
株
式
ノ
申
込
ヲ

取
消
シ
得

ヘ
キ
時
期

十
二
、
発
起
人
ノ
住
所
、

店
頭

二
掲
示
シ
テ
之
ヲ
為
ス

壱
株

二
付
金
壱
百
弐
拾
五
円
也

昭
和
拾
弐
年
参
月
参
拾
壱
日
迄

二
会
社
力
成
立
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
本
申
込
ヲ
取
消
ス
コ
ト
ラ
得

氏
名
及
其
引
受
株
数

兵
庫
県
武
庫
郡
住
吉
村
字
反
高
林
千
八
百
七
十
六
番
地
ノ
壱

壱
百
株

　
　
　
　
　
住
友

吉
左

衛

門

大
阪
市
住
吉
区
相
生
通
壱
丁
目
弐
拾
四
番
地

壱
百
株
　
　
　
　
　
　
小
　
倉
　
正
　
恒

兵
庫
県
武
庫
郡
住
吉
村
字
観
音
林
十
八
百
七
拾
五
番
地

壱
百
株
　
　
　
　
　
　
八
　
代
　
則
　
彦

西
宮
市
森
具
字
小
山
田
参
百
参
拾
弐
番
地
ノ
九

壱
百
株
　
　
　
　
　
　
松
　
本
　
順
　
吉

西
宮
市
南
郷
町
参
拾
五
番
地

壱
百
株
　
　
　
　
　
　
今
　
村
　
幸
　
男

兵
庫
県
武
庫
郡
本
山
村
野
寄
四
百
九
拾
番
地

壱
百
株
　
　
　
　
　
　
国
　
府
　
精
　
一



兵
庫
県
武
庫
郡
本
山
村
中
野
参
百
五
拾
九
番
地

壱
百
株
　
　
　
　
　
　
古

田

俊

之

助

大
阪
市
住
吉
区
北
畠
中
弐
丁
目
四
拾
番
地

壱
百
株
　
　
　
　
　
山
　
本
　
信
　
夫

（註
、
他
の
申
込
者
の
中
込
證
に
つ
い
て
は
略
）

（資
料
１６
）

株
式
会
社
住
友
本
社
創
立

二
関
ス
ル
事
項
報
告
書

一
、
発
起
人

ハ
、
壱
、
鉱
業
　
弐
、
林
業
　
参
、
農
業
　
四
、
工
業
　
五
、
物
品
販
売
業
　
エハ
、
有
価
証
券
及
不
動
産
ノ
取
得
利
用

七
、
諸
事
業
投
資
並
貸
付
　
八
、
其
ノ
他
上
掲
各
事
業
ノ
附
帯
事
業
ヲ
ロ
的
ト
ス
ル
株
式
会
社
ノ
設
立
ヲ
企
図
シ
、
昭
和
拾
弐
年
弐
月

弐
拾
四
日
創
立
事
務
所
ヲ
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
内

二
設
置
セ
リ
。

一
、
昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
四
日
発
起
人
総
代
ヲ
小
倉
正
恒
卜
定
ム
。

一
、
昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
四
日
定
款
及
株
式
申
込
證
ヲ
作
成
セ
リ
。

一
、
昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
四
日
当
会
社
株
式
総
数
参
拾
万
株
ノ
内
八
百
株
ヲ
発
起
人

二
於
テ
引
受
ケ
、
残
余
弐
拾
九
万
九
千
弐
百
株

二
対

シ
株
主
ヲ
募
集
シ
タ
ル
ニ
、
昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
五
日
申
込
満
了
シ
、
ル

ニ
株
式
総
数
ノ
引
受

ヲ
了
シ
タ
リ
。

一
、
昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
六
日
株
式
引
受
人

二
対
シ
、
各
株

二
付
金
百
弐
拾
五
円
ヲ
同
年
参
月
壱
日
迄

二
払
込
ア
リ
タ
キ
旨
通
知
シ
タ
ル

ニ
、
同
年
参
月
壱
日
其
ノ
払
込
ヲ
了
シ
、
総
額
金
参
千
七
百
五
拾
万
円
也
ヲ
株
式
会
社
住
友
銀
行
本
店
営
業
部

二
預
入
レ
タ
リ
。

一
、
昭
和
拾
弐
年
参
月
壱
日
各
株
式
引
受
人

二
対
シ
、
同
年
参
月
壱
日
大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
弐
拾
弐
番
地
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ニ
於
テ
、

創
立
総
会
ヲ
開
催
ス
ル
旨
通
知
セ
リ
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社

の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

八
〇

右
各
項
ノ
如
ク
創
立
事
項
ヲ
進
捗
セ
シ
ニ
依
り
、
本
日
滋

二
創
立
総
会
ヲ
開
催
ス
ル
ノ
運

二
至
レ
リ
ｃ
依

ツ
テ
商
法
第
百
参
拾
弐
条

二
依
リ

報
告
候
也
。

昭
和
拾
弐
年
参
月
壱
日

株
式
会
社
住
友
本
社

（資
料
１７
）

株
式
会
社
住
友
本
社
創
立
事
項
調
査
報
告
書

昭
和
拾
弐
年
参
月
壱
日
開
催
セ
ル
株
式
会
社
住
友
本
社
創
立
総
会

二
於
テ
、
拙
者
等
夫
々
取
締
役
及
監
査
役

二
選
任
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
付
、
発

起
人
力
為
シ
タ
ル
創
立
事
項
ノ
報
告

二
基
キ
調
査

ヲ
遂
ケ
、
其
ノ
結
果
ヲ
報
告
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
。

一
、
定
款
第
六
条
所
定
ノ
株
式
総
数
参
拾
万
株
ノ
内
、
八
百
株

ハ
発
起
人

二
於
テ
之
ヲ
引
受
ケ
、
残
余
弐
拾
九
万
九
千
弐
百
株

ハ
昭
和
拾
弐

年
弐
月
弐
拾
五
日
株
主
ヲ
募
集
シ
タ
ル
ニ
、
同
日
中
募
集
株
数

二
達
ス
ル
株
式
ノ
申
込
ア
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
発
起
人

二
於
テ
申
込
力
募

同 同 同 同 同 同 同 発
起
人

山 古 国 今 松 八 小 住

潜Z層 彗稽獣曇:
夫 助 一 男 吉 彦 恒 門



集
株
式
数

二
達
ス
ル
ト
同
時

二
募
集
ヲ
打
切
り
、
同
日
申
込
株
式

二
付
引
受
確
定
シ
タ
リ
。

右
ノ
事
実

ハ
、
株
式
引
受
證
八
通
及
株
式
申
込
證
九
通

二
依
り
、
之
ヲ
認
ム
。

一
、
株
式
総
数
参
拾
万
株

二
対
シ
、
昭
和
拾
弐
年
参
月
壱
日
各
株

二
付
金
百
弐
拾
五
円
宛
、
総
額
金
参
千
七
百
五
拾
万
円
也
ノ
払
込
結
了
シ

タ

リ

。

右
ノ
事
実

ハ
、
昭
和
拾
弐
年
参
月
壱
日
附
株
式
会
社
住
友
銀
行
本
店
営
業
部
発
行
発
起
人
総
代
小
倉
正
恒
宛
預
金
残
高
證
明
書
（計
、

資
料
１８
Ｙ
一依
り
、
之
ヲ
認
ム
。

一
、
商
法
第
百
弐
拾
弐
条
第
参
号
乃
至
第
五
号

二
該
当
ス
ル
事
項
ナ
シ
。

右
商
法
第
百
参
拾
四
条

二
依
り
報
告
候
也
。

昭
和
拾
弐
年
参
月
壱
日

株
式
会
社
住
友
本
社

取
締
役
　
　
住
友
吉
左
衛
門

同

　

　

小

倉

正

恒

同

　

　

八

代

則

彦

同

　

　

松

本

順

吉

同

　

　

〈
フ
村

幸

男

同

　

　

国

府

精

一

同

　

　

　

古

田

俊

之

助

同

　

　

山

本

信

夫

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

/｀



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社

の
設
立

八

二

監
査
役

同

（資
料
１８
）

證
　
明
　
書

一
、
金
参
千
七
百
五
拾
万
円
也

但
昭
和
拾
弐
年
参
月
壱
日
付
第
五
拾
弐
号
證
書

ニ
ヨ
ル
預
金

右

ハ
本
日
現
在
貴
殿
御
名
義
預
金
残
高

二
相
違
無
之
此
段
證
明
候
也

昭
和
拾
弐
年
参
月
壱
日

株
式
会
社
住
友
銀
行
本
店
営
業
部

営
業
部
長
　
　
原
　
　
安
　
一

株
式
会
社
住
友
本
社

発
起
人
総
代
　
　
　
小

倉

正

恒
殿

（資
料
１９
）

株
式
会
社
住
友
本
社
創
立
総
会
決
議
録

昭
和
拾
弐
年
参
月
壱
日
午
前
拾
時
大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
弐
拾
弐
番
地
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ニ
於
テ
創
立
総
会
ヲ
開
ク
。
株
式
総
数
参
拾

万
株
、
此
ノ
株
式
引
受
人
拾
七
名

ニ
シ
テ
全
員
出
席
ス
（内
委
任
状

二
依
ル
者
参
名
）
。
ル

ニ
於
テ
発
起
人
総
代
小
倉
正
恒
氏
議
長
席

二
着
キ

開
会

ヲ
宣
シ
、
先
ツ
本
創
立
総
会
召
集

二
付
法
定
期
間
ヲ
短
縮
シ
タ
ル
コ
ト
ニ
関
シ
、
株
式
引
受
人
全
員
ヨ
リ
異
議
ナ
キ
旨
ノ
書
面
ノ
提
出

ア
リ
タ
ル
ニ
依
り
、
本
創
立
総
会

ハ
適
法
且
完
全

二
成
立
シ
タ
ル
旨

ヲ
告
ケ
、
次
テ
議
長
ノ
選
挙
ヲ
求
メ
タ
ル
ニ
、
小
倉
正
恒
氏
出
席
者
ノ

岡 大

橋 平

賢

林 作



推
薦

二
依
り
議
長
ト
ナ
リ
、
左
記
事
項
ヲ
満
場

一
致
ヲ
以
テ
決
議
セ
リ
。

一
、
発
起
人
ノ
会
社
創
立

二
関
ス
ル
事
項
報
告
ノ
件

（別
紙
添
付
書
ノ
通
り
×
註
、
資
料
１６
）

右
承
認
可
決
ス
。

一
、
定
款
承
認
ノ
件

（別
紙
添
付
書
ノ
通
り
×
註
、
資
料
１３
）

右
原
案
通
り
承
認
可
決
ス
。

一
、
取
締
役
及
監
査
役
選
任
ノ
件

右

ハ
左
ノ
通
り
当
選
ス
。

取
締
役
　
　
　
住

取
締
役
　
　
　
小

取
締
役
　
　
　
八

取
締
役
　
　
　
松

取
締
役
　
　
　
今

取
締
役
　
　
　
国

取
締
役
　
　
　
古

取
締
役
　
　
　
山

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

本 田 府 村 本 代 倉 友

信 俊 精 幸 順 則 正 吉

之          蕎
夫 助 一 男 吉 彦 恒 門

八
三



″弔
．
土早
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

監
査
役

監
査
役

一
、
商
法
第
百
参
拾
四
条
ノ
規
定

二
依
ル
事
項
調
査
報
告
ノ
件

（別
紙
添
付
書
ノ
通
り
×
許
、
資
料
１７
）

右
承
認
可
決
ス
．

一
、
会
社
ヲ
代
表
ス
ヘ
キ
取
締
役
選
任
ノ
件

右

ハ
左
ノ
通
り
当
選
ス
。

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

一
、
取
締
役
及
監
査
役
ノ
報
酬
決
定
ノ
件

右

ハ
年
額
金
七
拾
万
円
以
内
ト
シ
、
其
ノ
内
容

ハ
取
締
役
会
ノ
決
定

二
一

右
決
議
ヲ
證
ス
ル
為
本
書
ヲ
作
成
ス
。

昭
和
拾
弐
年
参
月
壱
日

株
式
会
社
住
友
本
社
創
立
総
会

議
長

株
主

（資
料
２０
）

互
選
決
議
書

小 住

倉 友

岡 大

橋 平

林 賢

作

吉
左
衛
門

正
　
　
恒

任
ス
ル
コ
ト
ニ
決
議
ス
。

小

倉

正

恒

河

井

昇

三

郎

八

四



当
会
社
定
款
第
拾
六
条

二
依
り
、
取
締
役
ノ
互
選
ヲ
以
テ
、
当
会
社
社
長
ヲ
左
ノ
如
ク
選
任
ス
．

社
　
長
　
　
　
住
　
　
友
　
　
　
吉
左
衛
門

株
式
会
社
住
友
本
社

取
締
役
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

同

　

　

　

小

倉

正

恒

同

　

　

　

八

代

則

彦

同

　

　

　

松

本

順

吉

同

　

　

〈
マ
村

幸

男

同

　

　

　

国

府

精

一

同
　
　

　
　

古

田

俊

之

助

同

　

　

　

山

本

信

夫

（資
料
２‐
）

営
業
譲
渡
契
約
書

昭
和
拾
弐
年
参
月
壱
日
住
友
合
資
会
社
（以
下
譲
渡
人
卜
称
ス
）
卜
株
式
会
社
住
友
本
社
（以
下
譲
受
人
卜
称
ス
）
ト
ノ
間

二
於
テ
営
業
譲
渡

ニ

関
シ
左
ノ
契
約
ヲ
締
結
ス

第
壱
条
　
譲
受
人

ハ
譲
渡
人
ヨ
リ
別
表
記
載
ノ
営
業
並

二
財
産
及
権
利
義
務
ヲ
昭
和
拾
弐
年
参
月
壱
日
現
在
ノ
状
態

二
於
テ
譲
受
ク
ル
モ
ノ

ト

ス

第
弐
条
　
譲
受
代
金

ハ
金
壱
億
五
千
万
円
ト
ス

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

八
五



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

第
参
条
　
譲
受
代
金
ノ
支
払

ハ
本
契
約
成
立
ノ
日
ヨ
リ
参
週
間
以
内

二
之
ヲ
完
了
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
四
条
　
一譲
受
人

ハ
譲
渡
人
力
昭
和
拾
弐
年
弐
月
弐
拾
八
日
解
雇
シ
タ
ル
譲
渡
人
ノ
職
員
、
準
職
員
及
労
働
者
全
部
ヲ
解
一雇
前
ノ
一雇
傭
条
件

ヲ
変
更
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
一雇
入
ル
ル
モ
ノ
ト
ス
但
シ
職
員
及
準
職
員
ノ
退
職
慰
労
金

二
関
ス
ル
事
項

ハ
此
ノ
限

二
在
ラ
ス

第
五
条
　
譲
渡
人
ノ
職
員
、
準
職
員
及
労
働
者
ノ
解
雇
二
因
ル
退
職
慰
労
金

ハ
譲
渡
人
ノ
負
担
ト
シ
各
人

二
対
ス
ル
支
給
額
ノ
合
計
額
ヲ
引

当
金
ト
シ
テ
譲
受
人

二
引
渡
ス
モ
ノ
ト
ス

右
契
約
ノ
證
ト
シ
テ
本
書
弐
通
ヲ
作
成
シ
両
当
事
者
各
壱
通
ヲ
保
存
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

昭
和
拾
弐
年
参
月
壱
日

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
弐
拾
弐
番
地

住
友
合
資
会
社

代
表
社
員
　
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
弐
拾
弐
番
地

株
式
会
社
住
友
本
社

代
表
取
締
役
　
　
　
住
友
吉
左
衛
門

別
表

一
、
住
友
合
資
会
社
本
社
ノ
営
業
並

二
財
産
及
権
利
義
務

但
シ
有
価
證
券
、
土
地
並

二
預
ケ
金

二
付
テ
ハ
別
紙
明
細
表
（註
、
「五
　
改
組
に
伴
う
会
計
処
理
」
参
照
じ
記
載
ノ
通
リ
ト
シ
貸
金

二
付

テ
ハ
住
友
本
家

二
対
ス
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク

ニ
、
住
友
合
資
会
社
北
日
本
鉱
業
所
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切



三
、
住
友
合
資
会
社
高
根
鉱
業
所
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

四
、
住
友
合
資
会
社
朝
鮮
鉱
業
所
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

五
、
住
友
合
資
会
社
林
業
所
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

六
、
住
友
合
資
会
社
東
京
販
売
店
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

七
、
住
友
合
資
会
社
横
須
賀
販
売
店
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

八
、
住
友
合
資
会
社
名
古
屋
販
売
店
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

九
、
住
友
合
資
会
社
神
戸
販
売
店
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

十
、
住
友
合
資
会
社
呉
販
売
店
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

十

一
、
住
友
合
資
会
社
福
岡
販
売
店
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

十
二
、
住
友
合
資
会
社
京
城
販
売
店
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

十
三
、
住
友
合
資
会
社
上
海
販
売
店
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

十
四
、
住
友
合
資
会
社
東
京
支
店
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

十
五
、
住
友
大
連
駐
在
員
事
務
所
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

十
六
、
私
立
大
阪
住
友
病
院
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
及
権
利
義
務

一
切

承
　
認
　
書

株
式
会
社
住
友
本
社
代
表
取
締
役
住
友
吉
左
衛
門
ガ
、
住
友
合
資
会
社
ノ
為

二
左
ノ
行
為
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
承
認
ス
。

一
、
住
友
合
資
会
社
卜
株
式
会
社
住
友
本
社
ト
ノ
間

二
住
友
合
資
会
社
ノ
営
業
譲
渡

二
関
シ
契
約
締
結
ノ
件

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

以

上

八
七



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

昭
和
拾
弐
年
参
月
壱
日

株
式
会
社
住
友
本
社

監
査
役

大

平

賢

作

五
　

改
組

に
伴

う
会
計
処
理

０
　
営
業
財
産
譲
渡
差
益

の
計
上

以
上
の
手
続
に
従
い
改
組
が
進
め
ら
れ
た
が
、
住
友
合
資
会
社
か
ら
株
式
会
社
住
友
本
社

へ
の
移
行
に
当
た
っ
て
、
法
人
格
の
変
更
以
外

に
、
資
本
金
、
株
主
、
理
事
会
メ
ン
バ
ー
、
経
営
組
織
等
実
質
的
な
内
容
は
何
等
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。
し
か
し
改
組
に
伴
い
処

理
す
べ
き
懸
案
事
項
の
一
つ
と
し
て
住
友
家
及
び
三
分
家
会
計

の
強
化
を
図
ろ
う
と
す
る
以
上
、
企
業
の
実
態
が
全
く
不
変
の
ま
ま
合
資
会

社
か
ら
株
式
会
社

へ
移
行
す
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
総
務
部
会
計
課
に
よ
る
昭
和
十
二
年
度
総
実
際
報
告
書
は
次

の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

合
資
会
社

ハ
ニ
月
二
十
八
日
解
散
セ
ラ
レ
、
三
月

一
日
住
友
本
社
設
立
卜
共

二
之

二
営
業

ヲ
継
承
セ
リ
。
尤
モ
其
ノ
際
旧
出
資
金
額
ヲ

超
過
ス
ル
所
謂
含
ミ
ヲ
、
出
資
者

二
分
配
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
シ
為
、
新
会
社

二
於
テ
ハ
旧
会
社

二
比
シ
、
財
産
価
格
並
年
純
益

ヲ
相
当

低
下
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
レ
リ
。

す
な
わ
ち
改
組
の
機
会
に
大
正
十
年
↑

九
二
こ
合
資
会
社
設
立
以
来
合
資
会
社
に
蓄
積
さ
れ
た
利
益
を
、
住
友
家
及
び
三
分
家
会
計

に

以

上



移
し
替
え
る
た
め
の
会
計
処
理
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
昭
和
十

一
年
末

の
理
事
会

に
お
い
て
改
組
が
決
定
さ
れ
た
際
、
次

の
よ

う
な
資
産
配
分
の
方
針
が
確
認
さ
れ
た
。資

産
配
分
ノ
方
針

一
、
連
系
株

ハ
左
記
割
合
ヲ
以
テ
優
先
配
分
ノ
コ
ト

本
　
家
　
　
　
　
　
五
％

分
　
家
　
　
　
　
　
一二
％
２

％
宛
）

〈
本
　
社
　
　
　
　
一
一五
％

一
、
本
家

ヘ
ノ
資
産
配
分

ハ
固
有
所
得
卜
併
セ
三
百
万
円
（註
、
年
所
得
）
ヲ
ロ
標

二
行

フ
コ
ト

（
一
）

住
友
株
式
会
社
株

一
億
三
千
五
百
万
円
　
配
当
年

一
分
ト
シ
テ
百
三
十
五
万
円

（二
）

固
有
資
産

約

一
千
五
百
万
円
　
年
所
得
五
十
万
円

（三
）

其
他
ノ
資
産
金
ハ
千
七
百
二
十
万
円
）
ヨ
リ
ノ
所
得
ヲ
百
十
五
万
円
ト
ナ
ス
ヲ
要
ス
ル
ヲ
以
テ
、
左
記
収
益
ナ
キ
財
産
及
低
利

廻
ノ
證
券
ヲ
配
分
ノ
コ
ト

山
　
林

土
地
ノ

一
部

連
系
株
中
無
配
又

ハ
低
利
廻
ノ
モ
ノ

一
般
株
中
優
秀
低
利
廻

ノ
モ
ノ

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

将
来
ノ
値
上
リ
ヲ
期
待
ス

八
九



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

公
社
債
等

一
、
分
家

ヘ
ノ
資
産
配
分

ハ
各
千
百
六
十
万
円
宛
（新
規
贈
与

一
千
万
円
、
合
資
会
社
払
戻
百
六
十
万
円
）
ノ
コ
ト

住
友
株
式
会
社
株
　
　
　
　
五
百
万
円

連
系
株
並

二
一
般
株
等
　
　
エハ
百
六
十
万
円

一
、
住
友
株
式
会
社

ヘ
ノ
配
分

本
家
及
分
家

へ
配
分
セ
ル
残
余
資
産
全
部

以
上

こ
の
方
針
は
、
株
式
を
公
開
し
て
も
連
系
会
社
の
支
配
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
新
会
社
と
住
友
家
で
連
系
株
を
合
計
三
三
％
保
有
す
る

こ
と
を
前
提
と
し
、
さ
ら
に
新
会
社
の
株
式
が
住
友
株
式
会
社
株
と
な

つ
て
い
る
こ
と
は
、
昭
和
十

一
年
末
の
段
階
で
は
新
会
社
名
が
株
式

会
社
住
友
本
社
で
は
な
く
、
住
友
株
式
会
社
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
住
友
本
社
に
対
す
る
財
産
譲
渡
に
際

し
て
、
北
日
本
鉱
業
所
、
高
根
鉱
業
所
及
び
朝
鮮
鉱
業
所
の
鉱
山
と
林
業
所
の
山
林
の
評
価
替
え
に
よ
つ
て
二
九
四
六
万
円
、
本
社
部
門
の

所
有
す
る
連
系
会
社
そ
の
他
の
株
式
と
公
社
債
の
評
価
替
え
に
よ
つ
て
四
四
〇
八
万
円
、
本
社
地
所
課
の
土
地

・
建
設
物
に
お
い
て
四

一
万

円
、
合
計
七
三
九
六
万
円
の
営
業
財
産
譲
渡
差
益
が
捻
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
無
配
と
さ
れ
た
昭
和
十

一
年
度

の
繰
越
金
三
八
七
五
万
円
（第

６
表
及
び

「住
友
合
資
会
社
（下
ご

第
１５
表
）
と
昭
和
十
二
年

一
月
―
二
月
の
純
益
五
三
万
円
（第
６
表
）
を
併
せ
、
こ
れ
か
ら
清
算
費
用
と
し
て

清
算
損
費
八
七
三
万
円
、
清
算
所
得
税
引
当
金

一
三
五
〇
万
円
合
計
三
二
二
三
万
円
を
差
し
引
い
て
、
残
余
財
産
九

一
〇

一
万
円
が
住
友
家

へ
八
七
六
五
万
円
、
三
分
家

へ
三
三
五
万
円
宛
分
配
さ
れ
た
（第
８
表
）。

合
資
会
社
で
は
利
益
処
分
の
際
、
繰
越
金

の
一
部
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
る
特
別
財
産
の
制
度
が
あ
り
、
そ
の
残
高
は
合
資
会
社
が
解
散

し
た
昭
和
十
二
年
二
月
末
に
は
二
〇
四
六
万
円
に
達
し
て
い
た
翁
住
友
合
資
会
社
（下
ど

第
１６
表
参
昭
じ
。　
こ
の
特
別
財
産
は
安
全
確
実
を
旨
と



第 8表 資 産 配 分 表
(単位 :千

「
|、 千 1]未満切 り捨 て )

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

科 日
●

A‐ B+C

②
Ｏ

Ｄ

D― A(除
特別整理
分△16)

住友本社
へ譲渡A

へ
Ｂ

家

己

友

酉

住

分
へ
Ｃ

家

己

分
酉

三
分

固定財産 土 地

車 両

建設物

機 械

什 器

所有品 準備品

有価証券・連系会社株

他会社株

公社債

農林産品 穀物

起業支出

貸金 立替金

雑 llK出 金

未収入金

延売土地建物

各店部・北日本鉱業所

高根鉱業所

朝鮮鉱業所

林業所

その他

支店及駐在員・東京支店

人連駐在員

委託・別子鍍山委託

銀行 銀行出納

銀行預金

銀行特別預金

信託 信託預金

9,881

15

2,189

153

91

16

141,733

27,117

4,044

1

239

7,741

530

211

269

6,961

215

2,835

4,3H
538

19

39

6,177

67

1

7,213

887

5,421

15

1,883

150

91

16

74,841

18,945

383

1

127

4,891

530

102

269

6,961

215

2,835

4,3H
538

19

39

6,177

49

1

3,580

87

4,459

306

2

65,166

8,110

3,661

112

2,850

90

137

1,960

800

1,725

61

18

13

1,539

5,829

15

1,889

150

91

11

103,582

34,165

503

1

127

4,894

530

100

269

33,000

500

3,880

6,410

538

19

39

6,177

39

1

3,580

87

407

0

6

0

0

△5

28,740

15,219

119

0

0

2

0

△l

0

26,038

284

1,044

2,098

0

0

0

0

△10

0

0

0

計＾
日 223,506 132,489 87,658 3,359 206.436 73.963

註 :●住友合資本 |「 部門の財産目録 (:召 和 12年 2り 128日 )

2住 友合 it解 散に伴 う住友本卒L及 び住友家 三分家に対する資li配分簿価

,住友本社に対する財産譲渡 (‖ 召和12年 3月 1日 )

昭和12年 3月 1日 住友本社に対する合資会社からの譲渡賜産(D)206.436T円 からその帳簿価格 (A)
132,489千 円を差 し引 くと差希 (D― A)は 73,963T円 となる。

その内訳は次の通 り

固定財産(L地  建設物 )

有価証券(含 1ヽ替金2.6001)

固定財産(北 11本鉱 lκ他 )

雑益(朝鮮高原起業他 )

営業財産譲渡差 4籠 計

この営業財産譲渡た益他が残余財 1/1(

前期繰越金(第 6表 )

前期純襦 ( Fl )
清算損費 ( 1可  )
清算ll得税づ 11金 (第 9表 )

II業財 Fl譲 渡差益

413

44,083

26,323

3.142

ブL

73,963

B+C)と して住友家  :分家へ分配された。

38,752(「 住友合資会社 (卜 )J第 15表 )

538

△8,737

△13.500

73.963

残余財産分ALI:十 (B+C) 91,017
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二

し
て
住
友
銀
行
株
式
三
五
五
万
円
、
連
系
会
社
以
外

の
株
式
五
二
四
万
円
、
公
社
債
三
七
二
万
円
、
銀
行
特
別
預
金
七
〇

一
万
円
、
信
託
預

金
八
五
万
円
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
が
含
ま
れ
て
い
る
第
８
表
と
対
比
す
れ
ば
、
住
友
家
及
び
三
分
家
に
は
、
こ
の
特
別
財

産
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
た
住
友
銀
行
株
式
の
全
部
、
連
系
会
社
以
外

の
株
式
及
び
公
社
債
の
ほ
と
ん
ど
全
部
、
銀
行
特
別
預
金

の
半
ば
、

信
託
預
金
の
大
半
が
分
配
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
特
別
財
産
の
性
格
か
ら
し
て
蓋
し
当
然
の
こ
と
で
あ

つ
た
。

な
お
合
資
会
社
の
解
散
に
伴
う
税
務
当
局
の
清
算
所
得
の
認
定
は
、
簿
価
に
よ
る
正
味
資
産
で
は
な
く
、
含
み
益
を
出
し
た
正
味
資
産
に

対
し
て
行
わ
れ
る
た
め
、
住
友
家
及
び
三
分
家
に
対
す
る
分
配
も
簿
価
で
は
な
く
、
住
友
本
社

へ
の
譲
渡
と
同
様

に
評
価
替
え
さ
れ
た
価
格

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
（第
９
表
）。

こ
れ
ら
の
会
計
処
理
は
次
の
よ
う
に
し
て
実
施
さ
れ
た
。

ｌ
　
鉱
山
及
び
山
林

(単 位 :T円 、 千円 未満切 り捨 て )

分  家
差益 :|

帳簿価格 配分価格 差  益

1,725

1

60

1,787

2,564

5

150

2,720

26,038

284

1,044

2,098

29,466

566

40,148

12,270

8,433

61,418

418

2

1,787 2,720 91,306



第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

註 :1:味 資 Ft(千 円 )

資本金      150,000
前期繰越令     38,752
前期純ネ1      538
含み益       91,306
,青 ;年 itゞt         △8,737

‖:1末 資産計    271,860
清算所得税り・1金 =正味資lt約 270,000 T tt X所得lu率 5%=13,500T円

九

二

第 9表 含 み 益 明 細 表

資産の種類
住 友 本 社 住  友  家

帳簿価格 譲渡価格 差 益 帳簿価格 配分価格 差 益

(鉱 山・山林)

北日本鉱業所

高根鉱業所

朝鮮鉱業所

林業所

小計

(有価証券)

公社債

連系会社株式

その他住友系株式

住友系以外の株式

小計

(不動産)

土地建物

(そ の他)

立替金

6,961

215

2,835

4,3H

14,323

383

74,841

6,476

12,469

94,170

5,854

0

33,000

500

3,880

6,410

43,790

503

103,582

16,214

17,950

138,251

6,268

2

26,038

284

1,044

2,098

29,466

119

28,740

9,737

5,481

44,080

413

2

3,661

65,166

1,402

6,707

76,938

4,994

4,108

75,734

3,931

9,568

93,343

5,000

446

10,568

2,528

2,861

16,404

5

合   計 114,348 188.311 73.963 81.933 98.343 16.410
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四

資
産
配
分
の
方
針
の
決
定
に
基
づ
い
て
、
昭
和
十
二
年

一
月
鉱
山
及
び
山
林
の
評
価
替
え
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
な
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。

鉱
山
並
山
林
評
価
の
方
針

一
、
常
態
的
ノ
営
業

ヲ
為
セ
ル
鉱
山

二
付
テ
ハ

鉱
量
、
品
位
、
稼
行
年
数
及
迪
当
利
益
（算
出

ハ
大
体
本
年
度
予
算

ヲ
基
準
ト
ス
）
並

二
将
来

二
於
ケ
ル
予
想
投
資
額
ヲ
考
慮

シ
テ
、
年
間
ノ
純
益
ヲ
算
出
シ
、
此
ノ
利
益
ヲ
基
礎
ト
シ
、
希
望
利
廻
九
％
、
蓄
積
利
率
四
％
ト
シ
テ
山
代
ヲ
評
価
ス
。

（鴻
之
舞
、
高
根
、
永
中
、
宜
川
）

一
、
目
下
起
業
中
ナ
ル
カ
又

ハ
営
業
開
始
早
々
ニ
シ
テ
営
業
成
績
不
確
実
ナ
ル
カ
、
或

ハ
又
営
業
成
績
挙
ラ
ザ
ル
鉱
山

二
付
テ
ハ

現
在
帖
簿
価
格
ヲ
以
テ
評
価
額
ト
ス
。

（国
富
、
仁
興
、
珍
山
、
高
原
、
朝
鮮
製
錬
所
、
大
萱
生
）

一
、
林
業
所
山
林

二
付
テ
ハ

未
ダ
投
資
時
代
ヲ
脱
セ
ズ
、
収
益

ヲ
基
礎
ト
シ
テ
評
価
ス
ル
コ
ト
不
可
能
ナ
ル
ニ
付
、
経
営
当
初
ヨ
リ
ノ
投
資
額

二
之
レ
ニ

対
ス
ル
利
息

ヲ
加
算
シ
、
尚
将
来
ノ
財
産
増
加
ヲ
見
越
シ
百
五
十
万
円
ヲ
増
加
加
算
セ
リ
。

一
、
別
子
委
託
山
林

二
付
テ

多
少
ノ
収
益
ア
ル
モ
之
ヲ
基
礎
ト
シ
テ
評
価
ヲ
為
ス
コ
ト
困
難
ナ
ル
ニ
付
、
帖
簿
価
格

二
依
ル
コ
ト

ヽ
セ
リ
。

（註
、

本
山
林

ハ
大
正
十
年
合
資
会
社
改
組
ノ
際
相
当
評
価
増
ヲ
為
シ
居
レ
ル
ガ
故

二
、
今
回

ハ
林
業
所
山
林
ノ
如
ク
将
来

ノ
見
越
評
価
増
ヲ
為
サ
ズ
。
）

以
上

二
月
二
十
三
日
改
組
に
関
す
る
理
事
会

の
最
終
決
定
を
受
け
て
、
総
務
部
長
河
井
昇
三
郎
は
、
合
資
会
社
各
店
部
の
主
管
者
に
対
し
、
改



組
に
伴
う
会
計
処
理
に
関
し
通
牒
（資
料
２２
）
を
発
し
、
そ
の
末
尾
第
（四
）
項
に
お
い
て
特
に
鉱
山

・
山
林
の
評
価
に
つ
い
て
具
体
的
に
次

の

よ
う
に
指
示
し
、
こ
の
指
示
に
基
づ
き
第
８
表
の
通
り
評
価
替
え
が
実
施
さ
れ
た
。

（四
）

北
日
本
鉱
業
所
、
朝
鮮
鉱
業
所
、
高
根
鉱
業
所
及
林
業
所

二
於
テ
ハ
、
新
会
社
ト
シ
テ
受
入
ル
ベ
キ
財
産
ノ
帳
簿
価
格

ハ
、
旧

合
資
会
社
ノ
夫
ヲ
総
括
シ
テ
添
付
別
紙
ノ
通
変
更
ス
ベ
キ
ニ
ヨ
リ
、
之
ガ
総
額
卜
二
月
二
十
八
日
現
在

二
於
ケ
ル
純
損
益
付
替

後
ノ
正
味
財
産
高
ト
ノ
差
額
ヲ
、
適
当

二
固
定
財
産
又
ハ
起
業
支
出

二
割
当
ノ
上
、
其
明
細
書
ヲ
添
付
二
月
二
十
日
迄

二
認
可

申
請
ヲ
ナ
ス
コ
ト
。
而
シ
テ
認
可
ア
リ
次
第
此
価
格
ヲ
新
会
社
ノ
資
産
ト
シ
テ
三
月

一
日
付
ヲ
以
テ
記
帳
ノ
コ
ト
。

従
而
新
会
社
帳
簿
ノ
三
月

一
日
二
於
ケ
ル
最
初
ノ

一
行

ハ
、
後
日
二
至
り
記
入
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、　
一
行

ヲ
空
欄

ニ
ナ

シ
オ
ク

コ
ト
。

以
上

（添
付
別
紙
）

北
日
本
鉱
業
所
引
継
正
味
財
産
高

総
額
　
　
　
　
金
参
千
参
百
万
円
也

内
訳

鴻
之
舞
鉱
山
　
　
　
約
参
○
、
〇
七
〇
、
○
○
○
円

国
富
鉱
山
　
　
　
　
約
　
士τ
、
参
参
〇
、
〇
〇
〇
円
含
一月
二
十
八
日
現
在
帳
簿
価
格

ニ
ヨ
リ
受
入
ノ
コ
ト
）

大
萱
生
鉱
山
　
　
　
約
　
　
　
四
四
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
（　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

本
　
所
　
　
　
　
　
約
　
士τ
、
壱
六
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
（
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

以
上

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



第
　
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

朝
鮮
鉱
業
所
引
継
正
味
財
産
高

総
額
　
　
　
　
金
参
百
八
拾
八
万
円
也

永
中
鉱
山

宜
川
鉱
山

高
原
鉱
山

仁
興
鉱
山

珍
山
鉱
山

製
錬
部

本
　
所

内
訳約

　
　
　
七
四
〇
、
〇
〇
〇
円

約
　
　
　
参
壱
〇
、
〇
〇
〇
円

約
　
弐
、
〇
四
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

約
　
　
　
弐
参
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
公
一月
二
十
八
日
現
在
帳
簿
価
格

ニ
ヨ
リ
受
入
ノ
コ
ト

約
　
　
　
弐
九
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
（　
　
　
　
　
　
　
　
〃

約
　
　
　
士τ
四
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
（　
　
　
　
　
　
　
　
〃

約
　
　
　
士τ
弐
〇
、
〇
〇
〇
円
（　
　
　
　
　
　
　
　
〃

以
上

高
根
鉱
業
所
引
継
正
味
財
産
高

総
額
　
　
　
　
金
五
拾
万
円
也

林
業
所
引
継
正
味
財
産
高

総
額
　
　
　
　
金
六
百
四
拾
壱
万
円
也

２

有

価

証

券

鉱
山
や
山
林
の
評
価
と
同
様
に
、
昭
和
十

一
年
末
の
理
事
会
で
改
組

の
決
定
が
下
さ
れ
る
と
、
昭
和
十
二
年

一
月
有
価
証
券
に
つ
い
て
も

次
の
よ
う
に
評
価
替
え
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

九
六



有
価
證
券
評
価

ノ
方
針

一
、
公
社
債

ハ
裸
相
場

ニ
ヨ
ル
コ
ト
。

二
、
株
式
中
時
価

ア
ル
モ
ノ

ハ
、
時
価

（昭
和
十
二
年

一
月
四
日
現
在
Ｙ
一
ヨ
ル
コ
ト
。

三
、
時
価
ナ
キ
モ
配
当

ア
ル
モ
ノ
ハ
、　
一
般
株
式
利
廻
（
五
％
二
）
及
同
業
会
社
株
式

ノ
利
廻
其
他

ヲ
参
酌

ノ
上
、
決
定

ノ
コ
ト
。

四
、
時
価
及
配
当
ナ
キ
モ
ノ
ハ
、
過
去
及
将
来
ノ
純
損
益
並

二
正
味
資
産

ヲ
考
慮

シ
、
株
価
決
定

ノ
コ
ト
。

五
、
旧
株

二
時
価

ア
リ
、
新
株

二
時
価
ナ
キ
モ
ノ
ニ
付

テ
ハ
、
大
体
左
記
ノ
割
合

ニ
テ
プ
レ
ミ
ア
ム
算
出

ノ
上
、
株
価
決
定

ノ
コ
ト
。

払
込
金
額
　
　
　
　
　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
（親
株

ノ
プ
レ
ミ
ア
ム
ニ
対
シ
）

一
二
円
五
〇
　
　
　
　
　
エハ
〇
％

二
五

・
〇
〇
　
　
　
　
　
七
〇

〃

三
七

・
五
〇
　
　
　
　
　
八
０

〃

以
上

こ
の
方
針

に
基
づ
き
昭
和
十

一
年
末

の
有
価
証
券

の
残
高
∩
住
友
合
資
会
社
（下
ど

第
１８
２
２‐
表
）
に
昭
和
十
二
年

一
′
二
月

の
増
減
を
加
え

た
、
昭
和
十
二
年
二
月
末
現
在
住
友
合
資
会
社
が
保
有

し
て
い
た
有
価
証
券

に
つ
い
て
評
価
替
え
が
行
わ
れ
、　
一
部
準
有
価
証
券

か
ら
の
振

替
分

と
と
も
に
、　
住
友
本
社
、　
住
友
家
及
び
三
分
家

へ
配
分
さ
れ
た
（第
９
７
１３
表
、
住
友
家
及
び
三
分
家
に
対
す
る
個
々
の
有
価
証
券
の
実
際
の

分
配
額
に
つ
い
て
は
第
２０
表
参
照
、
但
し
他
会
社
株
式
及
び
公
社
債
は
省
略
）
。

３

不

動

産

鉱
山
、
山
林
及
び
有
価
証
券

の
他
、
住
友
本
社
及
び
住
友
家

に
引
き
継
が
れ
る
合
資
会
社
地
所
課
特
別
会
計

（関
東
に
お
け
る
将
来
の
工
場

用
地
と
し
て
昭
和
二
年

一
月
東
京
湾
埋
立
株
式
会
社
か
ら
取
得
し
、
そ
の
後

一
般
会
計
に
残
さ
れ
て
い
た
鶴
見
土
地
二
万
坪
金
額
に
し
て
九
八
万
四
〇
〇
〇

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

九
八

円
を
含
む
）所
管

の
土
地
、
建
物
及
び
起
業
支
出
の
配
分
は
、
次
に
示
す
昭
和
十
二
年
三
月
九
日
提
出
さ
れ
た
地
所
課
起
案
第
二
二
九
号
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
（第
１４
表
）
、
若
干
の
譲
渡
差
益
が
生
じ
た
。
な
お
個
々
の
不
動
産
の
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
住
友
家

へ
引
き
継
が
れ
た
不
動

産
は
、
鰻
谷
旧
邸
、
寧
静
寮
等
元
来
住
友
家
が
所
有
し
て
い
た
も
の
、
舞
子
別
邸
、
衣
笠
別
邸
等
現
に
住
友
家
が
使
用
中
の
も
の
、
甲
子
園

土
地
（猶
興
寮
）、
山
本
土
地
（自
勝
寮
、
運
動
場
≧
寸
将
来
値
上
が
り
が
期
待
さ
れ
る
も
の
に
大
別
さ
れ
た
ｃ

不
動
産
引
継
価
格
決
定
ノ
件

合
資
会
社
ヨ
リ
住
友
家
及
ビ
新
会
社

へ
引
継
グ
ベ
キ
土
地
、
建
物
２

部
鎌
倉
其
他
仮
出
金

ヲ
以
テ
整
理
中
ノ
モ
ノ
ヲ
含
ム
）
並

二
起
業

支
出
、
別
紙
明
細
書
（註
、
略
）記
載
ノ
通
リ
ノ
引
継
価
格
ヲ
以
テ
、
引
継
ギ
可
然
哉
。

追
テ
ニ
月
末
帳
簿
価
格

二
比
シ
、
全
体
ト
シ
テ
金
四
拾
壱
万
八
千
余
円
ノ
差
益
ト
ナ
ル
。
（別
表
参
照
×
註
、
第
１４
表
）

引
継
価
格

ハ
時
価
評
価

ニ
ヨ
ル
。

但
シ
本
引
継
価
格
中

ニ
ハ
一
般
会
計
ヨ
リ
本
家

へ
移
管
ノ
鶴
見
土
地
九
八
四
、　
一
五
〇
円

一
四
ヲ
含
ム

尚
本
社

へ
移
管
ノ
東
京
ビ
ル
建
物

一
、
二
九
三
、
九

一
〇
円
、
神
戸
ビ
ル
建
物
三
三
二
、
二
八
三
円

ハ
、
帳
簿
価
格
ヲ
引
継
価
格
ト
シ

差
損
益
ヲ
生
ゼ
ザ
ル
ニ
ヨ
リ
、
本
引
継
価
格
ヨ
リ
除
外
ス
ｃ

ll:円 、円未満切 りI・ て )

住友家 三分家

帳簿価格 帳簿価格

1,366,391

202,800

351,000

1,920.191

43,775

101,150

99,400

99,500

99,500

443.325

114,425

84,575

106,184

95,856

50,350

149,700

100,000

99,750

99,125

99,350

99,450

99,600

99 750

1.298 115

3,661,632



第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

第 10表 国債・地方債 。社債配分表    (単

銘 柄
年
高

ｍ
残

昭
末

日召和12年

1～ 2月 増減

住 友 本 社

帳簿価格 譲渡価格 差 益

(国債)

無記名甲ろ号五分利公債

い号四分半利国債

は号三分半利国債

合計

1,749,661

202,800

351,000

2,303,461

383,270

383,270

502,250

502,250

118,980

118,980

(地方債 )

大阪市築港公債

大阪市電気事業公債

神戸市水道拡張公債

大阪市都市計豊事業公債

大阪市い号公債

合計

43,775

101,150

99,400

99,500

99,500

443,325

(社債)

阪神電気鉄道社債第10回

〃    第12回

王子製紙社債第13回

阪神急行電鉄社債第6回

興業債券第171回

南満洲鉄道社債第38回

″   第41回

〃   第43回

〃   第50回

兵庫県農工債券第165回

南海鉄道社債第6回

大阪農工債券第88回

大阪商船社債第14回

川村女学院債①

合計

114,425

84,575

112,195

95,856

50,350

149,700

100,000

99,750

99,125

99,350

99,450

99,600

99,750

1.304.126

償還 △6,010

△6,010

1,000

1,000

1,000

1,000

総 :ト 4,050,912 △6,010 383,270 503,250 119,980

註 :1準 有価証券か ら振替.IK1/・ .

九
九



(金額は円未満切 り捨て)

住 友 本 社 住 友 家 三 分 家

譲渡価格 差  益 帳簿価格 帳簿価格

7,125,000

4,034,204

8,958,240

9,171,330

1,788,220

18,934,750

12,904,710

613,750

1,257,750

1,275,000

17,413,414

8,938,758

30,368

1,350,000

2,625,000

2,497,000

2,984,180

959,400

721,600

3,375,000

1,061,236

3,981,440

5,309,554

1,155,595

10,702,250

7,249,710

0

0

637,500

189,713

△364,663

4,458

477,000

△1,125,000

227,000

△4,385,866

139,400

106.600

224,000

11,200,000

174,000

8,591,335

10,400

520,000

27,600

1,382,980

4,900

183,750

41,000

2,050,000

42,150

2,107,500

20,900

261,250

24,100

542,250

9,000

337,500

27,700

3,876,836

63,500

4,692,396

1,200

21,296

10,000

1,940,000

224,000

11,200,000

19,600

980,000

348,500

14,631,923

7,400

370,000

7,400

277 500

8,000

400,000

1,000

50,108

7,000

350,000

4,500

629,811

4,000

295,584

103,582,674 28,740.927

1,287,350

65,166,518

24,500

1,725,503

第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

一
〇
〇

国
　
退
職
慰
労
金

の
清
算

既
に
述
べ
た
よ
う
に
今
回
の
改
組
に
伴
い
懸
案
と
さ
れ
て
き
た
退
職
慰
労
金
制
度
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
し
か
し
合
資
会
社

の

退
職
慰
労
金
規
程
は
、
合
資
会
社
の
み
な
ら
ず
、
連
系
会
社
に
も
適
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
解
散
す
る
合
資
会
社

の
職
員
に
対
す
る
退
職
慰

労
金

の
支
給
に
止
ま
ら
ず
、
連
系
会
社
職
員
に
対
し
て
も
退
職
慰
労
金

の
前
払
い
と
い
う
事
態
が
生
じ
、
そ
の
清
算
は
三
月

一
日
株
式
会
社



第
二
一部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

第 11表 連系会社の株式配分表

柄 (額面)銘 単位
昭和11年末

工品残

昭和12年

1～ 2月 増減 帳簿価格

住友別子鍍山

(50)

住友炭碩

(50)

住友電線製造所

(50)

住友化学工業

(50)

同 新株

(50)

住友金属工業

(50)

同 新株

(50)

住友 アル ミニウム製錬

(50)

満洲住友鋼管

(50)

住友機械製作

(50)

住友銀行

(100)

同 新株

(100)

住友信託

(50)

住友生命保険

(100)

住友倉庫

(50)

住友 ビルデ イング

(50)

大阪北港

(50)

四国中央電力

(50)

同 新株

(50)

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

299,000

14,950,000

234,212

11,564,302

117,936

5,896,800

105,670

5,294,864

21,770

816,375

212,650

10,632,500

155,250

3,881,250

70,000

875,000

80,000

1,800,000

26,000

975,000

155,263

21,730,348

193,398

14,291,401

2,660

47,205

14,500

2,813,000

299,000

14,950,000

65,000

3,250,000

524,040

22,001,970

23,800

1,190,000

23,800

892.500

払込 3,881,250

75,000

3,750,000

60,212

2,972,967

99,536

4,976,800

77,070

3,861,775

16,870

632,625

164,650

8,232,500

113,100

5,655,000

49,100

613,750

55,900

1,257,750

17,000

637,500

123,063

17,223,700

125,898

9,303,421

1,460

25,909

4,500

873,000

75,000

3,750,000

45,400

2,270,000

175,540

7,370,046

16,400

820,000

16,400

615,000

計
〈
ロ

株

円

2,623,949

137.852.518 3,881,250

1,312,099

74,841,746

一
〇

一



第
一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

住
友
本
社
の
設
立
後
に
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
。
住
友
本
社
の
発
足
に
当
た
り
、
総
理
事
小
倉
正
恒
は
こ
の
退
職
慰
労
金
制
度
の
改

正
に
つ
い
て
、
住
友
全
職
員
に
対
し
次
の
よ
う
に
訓
示
し
た
。

吾
住
友

二
於
ケ
ル
現
行
退
職
慰
労
金
規
程

ハ
、
大
正
十
三
年
ノ
改
正

二
係
り
、
以
テ
今
日
二
及

ヘ
ル
ト
コ
ロ
、
最
近

二
於
ケ
ル
吾
国
諸

般
ノ
情
勢
ヲ
顧
ル
ニ
、
多
大
ノ
負
担
ヲ
後
日
二
胎
ス
カ
如
キ
結
果
ヲ
招
来
ス
ル
現
行
規
程

ハ
、
事
業
経
営
上
其
ノ
儘
存
続
ス
ル
ヲ
許
サ

ス
。

依
テ
今
般
住
友
合
資
会
社
ノ
組
織
変
更
ノ
日
ヲ
期
シ
、
退
職
慰
労
金
制
度
ノ
改
正
ヲ
行
フ
コ
ト
ト
セ
リ
。

此
ノ
改
正

ハ
、
右
ノ
如
キ
主
旨

二
基
ク
モ
ノ
ナ
ル
カ
故

二
、
固
ヨ
リ
職
員
ノ
総
給
与
待
遇
ヲ
低
下
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
意

二
非
ス
。
其
ノ
補

フ
ト
コ
ロ
、
或

ハ
事
業
ノ
消
長

二
随
ヒ
増
減
ア
ル
ヲ
免
レ
ス
ト
雖
、
現
実
ノ
給
与
ヲ
以
テ
考
慮
ス
ル
ト
コ
ロ
ア
ラ
ン
ト
ス
。

各
位
之
ヲ
諒
ト
シ
、
益
々
協
力

一
致
其
ノ
職
務

二
阻
勉
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
。

分表
(金額は円未満切 り捨 て )

住 友 家 三 分 家

差   益 帳簿価格 帳簿価格

1,168,129

897,496

1,379,386

450,000

928,250

1,418,965

2,095,757

1 400 000

0

12,400

203,124

11,650

460.815

3,000

141,498

5,000

292,125

5,000

55,120

5,000

250,000

50

1,977

9,737,984

42,050

1,402,683

50

1,977



第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

第 12表  その他の住友系企業の株式配

銘 柄 (額面)

単

位
昭和H年末
残   高

昭和 12年

1～ 2月 増減

住 友 本 社

帳簿価格 譲渡価格

扶桑海 L火災保険

(50)

日本板硝子

(50)

同 新株

(50)

帝回酸素

(50)

大 日本銀業

(50)

日本電気

(50)

上肥金山

(50)

静狩金山

(50)

長谷部竹腰建築事務所

(50)

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

82,690

1,354,565

23,364

924,153

39,992

840,169

6,000

300,000

17,773

838,278

29,225

1,707,485

20,080

221,362

33,000

1,650,000

1,800

45、 000

1

70,290

151,440

11,664

461,359

39,992

840,169

6,000

300,000

14,773

696,780

24,225

415,360

15,080

166,242

28,000

400,000

1,800

45.000

l

1

2,319,570

1,358,856

2,219,556

750,000

1,625,030

2,834,325

2,262,000

2,800,000

45,000

合  計
株

円

253,924

7.881.013

211,824

6,476,352 16,214,337

一
〇
三



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

昭
和
十
二
年
三
月

一
日

総
理
事
　
　
　
小

倉

正

恒

こ
の
訓
示

と
同
時

に
人
事
担
当
理
事
国
府
精

一
は
通
牒
を
発

し
、
次

の
よ
う
な
打
切
退
職
慰
労
金

の
具
体
的
な
支
給
方
法
を
明
ら
か
に
し

た
。
す
な
わ
ち

①

旧

規

程

に

よ

る
退

職

慰

労

金

を

二

月

末

で
打

ち

切

る

た

め

、　

四

回

（
昭
和
十

一
年́

四
月

一
日
、

同
年

十

月

一
日
、

昭
和
卜

三
年

四
月

一
Ｈ
、

同
年

十
月

一
日
）
に
わ
た
り
、
四
〇
〇
〇
円
ず
つ
（端
数
は
次
国
）支
給
す
る
こ
と
。

こ
の
初
回
四
〇
〇
〇
円
と
い
う
数
字
は
次
の
よ
う
に
し
て
出
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
当
時
退
職
給
与
金
は
原
則
と
し
て
無

税
で
あ

っ
た
が
、
住
友
合
資
会
社
か
ら
株
式
会
社
住
友
本
社

へ
の
改
組
の
よ
う
に
、
同

一
資
本
系
統
間
の
移
動

の
場
合
は
課
税
対
象
と
さ

れ
、
ま
た
連
系
会
社

の
よ
う
に
退
職
給
与
金
の
前
払
の
場
合
も
課
税
対
象
と
さ
れ
た
の
し
か
し
総
務
部
長
河
井
昇
三
郎
は
昭
和
十
年
十
月

帳簿価格

1,441

713,736

1,341

425,097

132

6,468

132

1,518

385

3,850

2,500

50,875

1,000

84,000

1,000

169,950

7,931

1,455,494

3,000

150,000

2,000

25,000

1,000

12,500

2,000

25,000

8,000

212,500

(金額は円 米l it/」 り捨て )



第 13表 住友系以外の/「・業の株式配分表

日召禾日1211
1～ 2月 増減

銘  柄 (額面)

(銀行株 )

日本銀行

(200)

同 新株

(200)

朝鮮銀行

(100)

同 新株

(100)

台湾銀行新株

(100)

大阪農工銀行

(20)

芸備銀行

(50)

同 新株

(50)

五 卜二銀行

(50)

同 新株

(50)

漢城銀行新株

(50)

第一銀行

(50)

横浜正金銀行

(100)

合計

(信託株 )

三井信託

(100)

安田信託

(50)

加島信託

(50)

鴻池信託新株

(50)

li菱信託

(50)

合計

住 友 本 社

言表,1イ III各

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

1可

株

1可

株

円

株

II]

株

IIl

1,441

713,736

1,341

425,097

132

6,468

132

1,518

385

3,850

2,500

50,875

100

5,000

50

1,250

1,498

73,750

749

9,362

200

1,200

1,000

84,000

1,000

169,950

10,528

1,546,056

3,000

150,000

2,000

25,000

500

6,250

1,000

12,500

2,000

25,000

8,500

218,750

100

5,000

50

1,250

1,498

73,750

749

9,362

200

1,200

7,400

2,125

68,908

7,864

1,340

87,637

一
〇
五



第

．
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

三
井
銀
行
が
退
職
金
規
程
を
改
正
し
、　
一
時
精
算
金
約
八
〇
〇
万
円
（受
領
者
約

一
〇
〇
〇
人
）
を
支
払

っ
た
際
、　
一
時
精
算
金
が
四
〇
〇
〇

円
以
下
で
月
俸
が

一
五
〇
円
を
超
え
な
い
者
は
、
東
京
税
務
監
督
局
に
よ
つ
て
無
税
と
さ
れ
た
と
い
う
情
報
を
入
手
し
て
お
り
、
こ
れ
は

税
務
監
督
局
に
よ
つ
て
見
解
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
阪
税
務
監
督
局
に
対
し
住
友
も
三
井
銀
行
と
同
様

の
取
り
扱

い
を
希
望
し
て

交
渉
を
重
ね
て
い
た
模
様
で
あ
る
。

②
退
職
慰
労
金
規
程
を
改
正
し
（資
料
２３
）
、
新
し
い
退
職
慰
労
金
は
昭
和
十
二
年
二
月

一
日
か
ら
起
算
し
た
俸
給
積
数
額
に
、　
同
月
か
ら
起

算
し
た
勤
続
年
数
に
よ
る
乗
率
を
乗
じ
て
算
出
す
る
こ
と
。

③
新
た
に
停
年
保
険
規
程
を
制
定
し
（資
料
２４
）
、
職
員
に
住
友
生
命
と
五
五
歳
満
期
の
養
老
保
険
契
約
を
締
結
さ
せ
る
こ
と
。

こ
の
結
果
旧
制
度
と
新
制
度
の
退
職
慰
労
金
を
、
初
任
給
七
〇
円
、
勤
続
三
〇
年
停
年
時
月
俸
四
〇
〇
円
の
職
員
に
つ
い
て
比
較
す
れ
ば
、

新
制
度

の
退
職
慰
労
金
は
旧
制
度
の
約
六
六
％
に
抑
制
さ
れ
た
。

2,700

503,550
2,000

50,000

4,700

553,550

1,320

72,480

5,000

225,020

2,000

31,000

3,000

119,400

12,492

774,949

6,000

102,600

29,812

1,325,449

14,500
103,327

38,336

△28,125

9,000

△11,000

57,460

1,413,908

△28,750

320

2,142

0

△1,000

1,452,291

46,207

225,699



第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

(保険株 )

東京海 11火 災保険

(50)

同 新株

(50)

日本団体生命保険

(50)

合計

(鉄道株 )

南満洲鉄道

(50)

同 新株

(50)

高野山電気鉄道

(50)

金福鉄路公司

(50)

大社官島鉄道

(50)

阪和電気鉄道

(50)

九州電気軌道

(50)

同 新株

(50)

阪神電気鉄道

(50)

同 新株

(50)

留前鉄道

(50)

帝都電鉄

(50)

京阪電気鉄道

(50)

東京高速鉄道

(50)

謄振縦貫鉄道

(50)

合計

一
〇
七 (船舶株)

大阪商船

同 新株

株
円

株
円

株
円

株
円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

F]

株

円

株

F・ l

150

1,875

150

1,875

2,700

503,550

2,700

67,500
150

1,875

5,550
572,925

1,320

72,480

15,660

704,760

750

37,500

3,000

25,500

1,000

15,000

2,000

31,000

3,000

119,400

4,420

88,400

12,492

774,949

156,410

2,674,556

2,500

57,500

400

5,000

612

10,710

4,000

40,000

1,000

5,000

208,564

4,661,755

2,254

105,938

25,578
182 273

10,660

479,740

750

37,500

3,000

25,500

1,000

15,000

4,420

88,400

150,410

2,571,956

2,500

57,500

400

5,000

612

10,710

4,000

40,000

1,000

5,000

178,752

3,336,306

2,254

105,938

11,078
78,946

株

円

株

円

1,875

1.875

518,076

9,375

34,500

4,000

145,860

3,985,865

28,750

5,320

12,852

40,000

4,000

4,788,598

152,145

304,645



第
一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八

旧
制
度
　
停
年
時
月
俸
四
〇
〇
円
×
勤
続
年
数
三
〇
年
×
乗
率
五
＝
六
万
円

新
制
度
　
俸
給
積
数
額
（初
任
給
七
〇
円
十
四
〇
〇
円
／
二
×
三
六
〇
ヶ
月
）
×
乗
率
Ｏ

。
三
五
＝
二
万
九
六

一
〇
円

他
に
停
年
保
険
金

一
万
円
、
合
計
三
万
九
六

一
〇
円

④
支
給
す
る
打
切
退
職
慰
労
金
は
、
職
員
が
住
友
生
命

の
保
険
契
約
の
前
払
保
険
料
に
充
当
す
る
か
、
住
友
信
託
の
指
定
金
銭
信
託
と
す
る

か
、
住
友
銀
行
の
一
年
定
期
預
金
と
す
る
か
、
い
ず
れ
の
方
法
か
ま
た
は
こ
れ
ら
を
併
用
す
る
か
選
択
す
る
こ
と
ｃ

従

っ
て
銀
行
の
一
年
定
期
に
し
て
お
け
ば
、　
一
年
後
に
は
使
途
自
由
と
な
り
、
実
際
イ
ン
フ
レ
を
予
想
し
た
借
家
住
ま
い
の
職
員
の
中
に

は
、
本
来
停
年
時
に
退
職
金
で
購
入
す
る
筈

の
住
宅
を
、
こ
の
際
購
入
し
た
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
た
。

三
月
二
十
五
日
住
友
本
社
は
こ
の
通
牒
に
基
づ
き
、
退
職
慰
労
金
前
払
規
程
を
制
定
し
（資
料
２５
）
、
連
系
会
社
主
管
者
宛
三
月
末
ま
で
に

各
社
の
取
締
役
会
に
本
規
程
を
附
議
決
定
す
る
よ
う
通
知
し
た
。
同
時
に
本
社
が
引
き
継
い
だ
旧
合
資
会
社
職
員
に
対
し
て
は
、
本
社
が
退

14,500

103,327

4,494

270,650

1,897

47,425

5,000

148,050

5,000

213,350

6,000

265,200

5,000

260,130

3,000

165,000

30,391

1,369,805

△4,060

△945

266,901

225,200

14,945

386,344

10,600

34,762

38,038

9,047

△1,500

717,436

4,000

△1,000

△2,179

227,400

57,900

0



日

'青

,気 1合

同 新株

合計

(電気瓦斯株)

大阪瓦斯

同 新株

日本電力①

同 新株

九州送電

同 新株

九州水力電気

同 新株

大日本電力

同 新株

満洲電業

東北振興電力

合計

(鉱 業株)

山東鉱業

北樺太石油

同 新株

北樺太鉱業

朝鮮石油

協和鉱業

合計

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

一
〇
九

株

円
株

円
株

円

270

12,160

270

3,375

28,372

303,746

4,494

270,650

1,897

47,425

15,733

465,847

7,866

98,325

42,400

1,809,206

21,200

530,000

6,000

265,200

3,820

130,644

14,570

758,012

2,585

32,312

3,000

165,000

1,000

12,500

124,565

4,585,121

2,000

20,000

1,000

50,000

1,453

72,650

5,685

15,918

3,000

75,000

30,000

375,000

43,138

△1,500

△44,415

払込38,200

△1,500

△6,215

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株
円

株

円

株

円

株

円

株
「T]

株

円

株

270

12,160

270

3,375

13,872

200.419

9,233

273,382

7,866

98,325

37,400

1,595,856

21,200

530,000

3,820

168,844

9,570

497,882

2,585

32,312

1,000

12,500

92,674

3,209,101

2,000

20,000

1,000

50,000

1,453

72,650

5,685

15,918

3,000

75,000

30,000

375,000

43,138

8,100

2,430

498,582

113,270

1,982,200

540,600

203,606

535,920

41,360

11,000

3,926,538

24,000

49,000

70,470

243,318

132,900

375,000
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友
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友
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一
一
〇

職
慰
労
金

の
支
払
い
を
委
託
さ
れ
た
形
を
と
り
、
同
じ
内
容
の
合
資
会
社
退
職
慰
労
金
交
付
規
程
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
従
い
打
切
退
職

給
与
金
は
、
予
定
通
り
昭
和
十
二
年
四
月
、
同
年
十
月
、
昭
和
十
三
年
四
月
と
三
回
に
わ
た
り
支
給
さ
れ
、
残
す
は
十
三
年
十
月
に
支
給
さ

れ
る
予
定

の
第
四
期
の
み
に
な

っ
た
（第
１５
表
）。

し
か
し
そ
の
直
前
九
月
十
四
日
付
人
第

一
、
七
九
五
号
専
務
理
事
通
牒
を
も

っ
て
、
第
四

期
に
お
け
る
給
与
金
残
額
四

一
〇
〇
円
以
上
の
者
に
対
す
る
給
与
は
当
分
の
間
延
期
さ
れ
る
こ
と
（す
な
わ
ち
第
四
期
は
四
〇
〇
〇
円
ま
で
の
端

数
分
し
か
支
給
さ
れ
な
い
）
と
な

っ
た
（資
料
２６
）ｏ

こ
の
支
給
延
期
に
つ
い
て
は
、
国
税
当
局
の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
り
、
九
月
二
十
日
住
友
本
社
は
次
の
よ
う
な
書
簡
を
大
阪
税
務
監
督

局
に
手
一父
し
た
（昭
和
十
三
年
九
月
十
九
日
提
出
、
九
月
二
十
日
決
裁
、
主
税
第
八
七
号
）。

旧
規
程

二
依
ル
給
与
金
ノ

一
部
支
給
延
期

二
関
ス
ル
件

今
般
旧
退
職
慰
労
金
規
程

二
依
ル
給
与
金
ノ

一
部
支
給
延
期
ノ
コ
ト
ニ
決
定
相
成
候

二
就
テ
ハ
、
税
務
監
督
局

二
対
シ
之
力
事
情
ヲ
説

1,000

42.500

5,000

250,000

5,000

250,000

2,600

130,000

5,200

65,000

10,000

425,000

5,000

187,500

1,000

108,300

4,000

110,120

3,000

112,500

2,830

298,988

286,120

193,768

73,050

197,152

628,160

42,150

105,927

67,500

1,307,708

527,800

395,767

86,500

0

10,000

10,300

199.063



第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

(機械工業株)

汽車製造

同 新株

日本楽器製造

同 新株

安立電気

同 新株

三陽社製作所

三菱電機

合計

(化学工業株)

理化学興業

同 新株

倉敷絹織新株

同 第二新株

満洲化学工業

日満マグネシウム

王子製紙

同 新株

日本アルミニウム

大日本セルロイド

同 新株

日本染料製造

同 新株

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

608,568

6,262

307,191

5,475

350,347

10,400

141,440

1,686

84,300

4,306

161,475

4,500

225,000

32,629

1,269,754

2,600

130,000

5,200

65,000

25,000

1,062,500

15,000

189,232

10,000

375,000

10,000

175,000

1,000

108,300

4,000

110,120

3,000

112,500

500

27,000

500

6,600

2,830

298,988

7,170

523,673

払込 4,174

62,605

払込53,825

払込 5,000

250,000

9,174

366,430

608,568

6,262

307,191

4,174

62,605

5,475

350,347

10,400

141,440

1,686

84,300

4,306

215,300

4,500

225,000

36,803

1,386,184

14,000

595,000

15,000

189,232

5,000

187,500

10,000

175,000

500

27,000

500

6,600

7,170

523,673

894,688

500,960

135,655

547,500

769,600

126,450

321,227

292,500

2,693,892

1,122,800

585,000

274,000

175,000

37,000

16,900

722,736
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友
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株
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会
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友
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一
一
一
一

明
ノ
上
、
其
ノ
諒
解
ヲ
求
ム
ル
必
要
有
之
候
間
、
別
案
ノ
通
具
申
相
成
可
然
手
。

備
考

一
、
本
件

二
関
シ
テ
ハ
、
総
務
部
長
既

二
親
シ
ク
監
督
局
ノ
前
尾
（註
、
繁
三
郎
）直
税
部
長
及
岡
林
事
務
官
、
又
本
省
ノ
田
中
（註
、
豊
）

国
税
課
長
及
松
隈
（註
、
秀
雄
）前
国
税
課
長
（現
文
書
課
長
Ｙ
一夫
々
面
会
ノ
上
回
頭
説
明
ヲ
為
シ
、
諒
解
ヲ
得
ラ
レ
タ
リ
。

二
、
本
具
申
書

ハ
、
監
督
局

二
於
テ
必
要

二
応
ジ
、
会
計
検
査
院

二
提
出
説
明
ノ
用

二
供
セ
ラ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
。

三
、
本
案

ハ
既

二
先
方
当
局

二
内
示
ノ
上
、
其
ノ
承
認
ヲ
得
タ
リ
。

拝
啓
　
陳
者
住
友

二
於
テ
ハ
、
昨
年
三
月
初
退
職
慰
労
金
内
規
ヲ
改
正
致
シ
、
夫
以
前

二
属
ス
ル
退
職
慰
労
金

ヲ
、
昨
年
四
月
、
十
月
、

本
年
四
月
及
十
月
ノ
四
期

二
於
テ
、
各
員

二
対
ス
ル
金
額
ヲ
決
定
交
付
ノ
予
定
ヲ
以
テ
、
今
日
迄
之
ヲ
実
施
致
来
り
、
今
ヤ
来
十
月
分

ヲ
剰
ス
ノ
ミ
ト
相
成
申
候
処
、
途
中
支
那
事
変
勃
発
シ
、
戦
局

ハ
益
拡
大
進
展
シ
、
真

二
国
家
非
常
ノ
時
局

二
直
面
ス
ル
コ
ト
ト
相
成

1,000

42.500
33,630

1,437,408

0

156,250

1,385,680

28,485

13,042

1,887

1,665

△10,000

△10,500

600

△36,000

0

1,800

42,000

32,979

△9,000

△4,250

△8,300

△17,500

△110,400

△10,500

△8,500



第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

満洲軽金属製造

(50)

東洋窒素工業②

(50)

合計

(土 地建物株 )

若松築港

(50)

同 新株

(50)

東洋拓殖

(50)

同 新株

(50)

開墾塩業

(50)

南米土地

(1000)

南米拓殖

(50)

アマゾニア産業

(50)

鮮満拓殖

(50)

台湾拓殖

(50)

南洋拓殖

(50)

合計

(ホ テル株 )

大阪ホテル

(50)

同 新株

(50)

オリエ ンタルホテル

(100)

都 ホテル新株

(50)

新大阪ホテル

(50)

札幌 グラン ドホテル

(50)

名古屋観光ホテル

(50)

帝国ホテル新株

一
一
一一一

株

円
　
　

株

円

10,000

125,000

96,800
3,308,913

1,739

84,550

1,739

21,737

74

1,850

111

1,221

5,000

40,000

100

18,000

3,000

24,000

2,400

60,000

16,000

320,000

6,000

75,000

6,000

75,000

42,163

721,358

500

13,000

500

6,000

200

20,000

500

22,500

11,040

276,000

300

15,000

1,000

12,500

500

10,000

125,000

62,170

1,829,005

1,739

84,550

1,739

21,737

74

1,850

111

1,221

5,000

40,000

100

18,000

3,000

24,000

2,400

60,000

16,000

320,000

6,000

75,000

6,000

75,000

42,163

721,358

500

13,000

500

6,000

200

20,000

500

22,500

11,040

276,000

300

15,000

1,000

12,500

500

125,000

12,500

156,250

74,670

3,214,686

113,035

34,780

3,737

2,886

30,000

7,500

24,600

24,000

320,000

76,800

117,000

754,338

4,000

1,750

11,700

5,000

165,600

4,500

4,000

株

円

株

円

株

円

株

円

株

F]

株

lЧ

株

円

株

円

株

円

株

「 〕

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

「 ]

株

円

株

円

株

円

株
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住
友
合
資
会
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解
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と
株
式
会
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住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四

り
、
住
友
各
社

二
於
テ
ハ
、
之
力
時
局

二
対
応
ス
ル
為
、
生
産
拡
充
其
他
各
般
ノ
国
策
的
事
業

二
資
金

ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ト
相
成
り
、
之

力
調
達

二
対
シ
彼
是
苦
慮
罷
在
次
第

二
候
。
従
テ
此
ノ
際
予
定
通
来
十
月

二
於
テ

一
度

二
決
定
支
給
ス
ル
コ
ト
ハ
、
相
当
困
難
ヲ
伴
フ

情
勢
卜
相
成
候
。
而
シ
テ
之
力
支
給
ヲ
受
ク
ル
職
員
側

二
付
テ
考
フ
ル
ニ
、
不
急
ノ
退
職
慰
労
金

ヲ
斯
ル
緊
迫
セ
ル
時
局

二
於
テ
受
ク

ル
コ
ト
ハ
、
濫
費
ノ
弊
害

ハ
極
力
之
ヲ
避
ク
ル
ト
シ
テ
モ
、
自
然
易
キ
ニ
流
ル
ル
懸
念
モ
亦
無
之
ト
セ
ス
。
彼
是
考
慮
ス
ル
ト
キ
ハ
此

ノ
際
寧

口
予
テ
ノ
方
針
ヲ
変
更
シ
、
将
来
ノ
見
透
シ
可
能
卜
相
成
り
、
且
各
社
金
融
事
情
ヲ
考
慮
シ
テ
適
当
卜
思

ハ
ル
ル
時
期
迄
、
当

分
ノ
間
延
期
ス
ル
コ
ト
カ
、
真

二
国
策

二
副
フ
所
以
卜
考

ヘ
ラ
ル
ル
ヲ
以
テ
、
来
十
月

二
於
テ
為
ス
ヘ
キ
予
定
ナ
リ
シ
退
職
慰
労
金
ノ

決
定
並
交
付
ヲ
、
右
様
延
期
ス
ル
コ
ト
ト
決
定
致
候
間
、
何
卒
御
諒
承
相
成
度
願
上
候
。
尤
モ
此
ノ
支
給
延
期
ヲ
受
ク
ル
職
員

ハ
、
大

体
其
ノ
何
レ
モ
多
年
社
務

二
尽
痒
シ
来
レ
ル
者
ノ
ミ
ナ
ル
ニ
依
り
、
国
家
ノ
為
同
時

二
会
社
ノ
為
緊
要
ノ
資

二
充
当
セ
ラ
ル
ル
為

二
、

退
職
慰
労
金
ノ
決
定
交
付
ノ
延
期
ヲ
為
ス
コ
ト
ハ
当
然
ノ
コ
ト
ニ
テ
、
之

二
依
り
幾
分

ニ
テ
モ
国
策

二
寄
与
シ
得
ル
次
第
ナ
リ
ト
ノ
考

5,481,757

133,964

6,707,533



合計

(諸株 )

〈投資〉

東亜興業

(50)

同 新株

(50)

海外興業新株
,     (50)

中日実業

(100)

東北興業

(50)

く運輸通信〉

大阪毎 日新聞社

(100)

同 新株

(100)

日本無線電信

(50)

日本航空輸送③

(50)

国際電話

(50)

満洲航空新株

(500)

くその他〉

満洲棉花

(50)

日伯棉花

(50)

エンパイヤ ランドリー

(50)

日電證券④

(50)

コツトレル組合出資金0
合計

計

円

株

円

6,250

14,540

371,250

1,200

5,400

10,000

5,000

20

430

700

6,300

1,500

18,750

536

53,600

483

12,075

5,600

146,510

3,500

70,000

3,000

52,500

600

300,000

500

8,750

1,000

25,000

390

4,025

29,029

708.340

6,250

14,540

371,250

1,200

5,400

10,000

5,000

20

430

700

6,300

1,500

18,750

536

53,600

483

12,075

5,600

146,510

3,500

70,000

3,000

52,500

600

300,000

500

8,750

1,000

25,000

390

4,025

29,029

708.340

5,500

202,050

16,200

35,000

200

700

16,500

58,960

13,524

234,080

89,250

84,000

300,000

5,000

20,000

4,290

10

250

40,649

29,039

918,603

528,898

17,950,977

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

株

円

円

株

円

総
一
一
五

註 :11“ 和12年 1-2り 11,500株 の llt少は住友生命に対する譲渡。

2準 /1 111ii「 券から振替譲渡。

1昭 和12年 3り 11日 第 3回 ll、 込35,000〔 )を‖i金処理。
4準 イ∫価証券から振替 i喪 渡 ,

5準 イ「価証券から振替譲渡。

644,378

18.876.538

516,388

12.469.220



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

ヲ
有

ス
ル
実
情

二
御
座
候
間
、
右
併
而
御
高
含
相
成
度
事
情
具
申
候
。

昭
和
十
三
年
九
月
二
十
日

株

式

会

社

住

友

本

社

大
　
阪
　
税
　
務
　
監
　
叔
口
　
局
　
　
御
中

ま
た
こ
の
通
牒
に
基
づ
き
九
月
二
十
六
日
退
職
慰
労
金
前
払
規
程
が
改
正
さ
れ
（資
料
２７
）
、
同
時
に
合
資
会
社
退
職
慰
労
金
交
付
規
程
も

同
様
に
改
正
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
打
切
退
職
給
与
金
が

一
万
六

一
〇
〇
円
以
上
の
者
に
対
し
、
支
給
済
み
の
一
万
三
〇
〇
〇
円
を
差
し
引
い
た
残
額
の
支
払

い

が
延
期
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
上
記
昭
和
十
三
年
九
月
二
十
日
付
大
阪
税
務
監
督
局
宛
書
簡
は
、
単
に
住
友
各
社

の
資
金
繰
り
し
か
あ
げ
て

い
な
い
。
確
か
に
第
四
期
の
打
切
退
職
給
与
金
支
払
予
想
額
は

一
三
〇
〇
万
円
と
い
う
巨
額
で
あ
る
が
、
当
時
の
住
友
各
社

の
資
金
繰
り
に

つ
い
て
は
改
め
て
次
章

「株
式
会
社
住
友
本
社
（上
と

で
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
真
の
理
由
は
、
む
し
ろ
九
月
十
四
日
付
人
事
部
通

牒
（資
料
２６
）
に

「右
給
与
金
ノ
予
定
通
ノ
給
与

二
伴
ヒ
、
本
年
度

ハ
更

二
巨
額
ノ
税
額
補
償
ヲ
免
レ
ザ
ル
様
被
認
候
」

と
あ
る
よ
う
に
、
大

阪
税
務
監
督
局
に
対
す
る
書
簡
で
は
言
及
す
る
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
税
額
補
償
に
あ

っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
昭
和
十
二

年
七
月
日
中
戦
争

の
勃
発
に
よ
り
、
昭
和
十
年

の
三
井
銀
行
の
退
職
金
規
程
改
正
当
時
と
情
勢
は

一
変
し
て
い
て
、
上
記
大
阪
税
務
監
督
局

と
の
交
渉
は
不
調
に
終
わ
り
、
昭
和
十
三
年
二
月
会
社
側
は
打
切
退
職
給
与
金
六
〇

一
円
以
上
に
つ
い
て
支
払
調
書
を
税
務
署
に
提
出
せ
ざ

Ｔ
　
　
　
る
を
得
な
く
な
り
、
本
給
与
金
は
結
局
他
の
俸
給
賞
与
等
と
合
算

の
上
綜
合
課
税
さ
れ

曖
　
　
　
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
月
昭
和
十
三
年
度
予
算

の
歳
入
増
加
を
図
る

ビ伸
　

　

た
め
臨
時
租
税
増
徴
法
が
改
正
公
布
さ
れ
て
第
二
種
所
得
税
の
増
徴
が
超
過
累
進
税
率

る
円
　
　
　
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
同
月
公
布
さ
れ
た
支
那
事
変
特
別
税
法

に
よ

一　
一　
エハ

敬
具



第 14表 不 動 産 配 分 表  (単 fl:TI]、

不動産の種類
住友合資 住 友 本 社 住  友  家

帳簿価格 帳簿価格 り1継価格 差益 帳簿価格 引継価格

土地

建物

建物 (準 固定財産)

機 llt

起業支出

仮出金(土地建物)

9,929

563

0

3

239

113

5,469

257

0

0

127

0

5,876

216

46

0

127

0

407

△40

46

0

0

0

4,459

306

0

2

112

113

4,259

491

21

2

112

113

合  計 10,849 5,854 6,268 4,994 5,000

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

註 :第 8人 との異「1は 次の通 り。

1 本人の本|[li地 5,469T円 には銅製錬所建設ll地 として取得 した岡山県人鳥 I:地47T円 が含まれてい

2本 人の建物及び準
「

1定 ll産 建物は第 8人 の建 ,il物 に含まれるが、本表の建物には東京ビル1.293T
」
=11,626千

円が除外 されている(本 文参照 ).

3本 人の仮出金([1地 建物)の 住友家113T門 は、第 8人では本|[530T「〕に含まれている,

り
第
三
種
所
得
税

は
税
額

の
三
割
三
分
五
厘
が
増
徴
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
結
果
会
社
側
は
昭
和
十
三
年
六
月
職
員

一
人
当
た
り
八
０
０
０
円
ま
で
支
給
さ

れ
た
昭
和
十
二
年
度

の
打
切
退
職
給
与
金

に
係
わ
る
税
額
を
補
償
す

る
こ
と
と
な

つ
た

（税
額
補
償
に
つ
い
て
は
無
税
と
す
る
こ
と
で
大
阪
税
務
監
督
局
の
了
解
を
取
り
付
け
た
）
。
総

務
部
会
計
課

の
試
算

に
よ
る
と
昭
和
十
二
年
度
打
切
退
職
給
与
金
支
給
総
額
約
二
六
五

０
万
円
（実
際
は
第
１５
表
の
通

，

一四
八
一
万
円
で
あ
っ
た
）
に
対
し
税
額
補
償

は

一
割
弱

の

二
六
０
万
円
と
見
込
ま
れ
て
い
た
ｃ
と
こ
ろ
が
こ
の
超
過
累
進
税
率

に
よ
る
と
、
所
得

金
額
が
三
倍

に
な
る
と
税
額

は
約
三
倍
弱
、
所
得
が
三
倍

に
な
る
と
税
額

は
約
五

・
五

倍

と
激
増
す
る
こ
と
と
な

つ
た
の
で
、
昭
和
十
三
年
十
月
第
四
期

の
打
切
退
職
給
与
金

支
払
予
想
額

一
三
〇
〇
万
円
（実
際
に
は
こ
の
う
ち
支
給
残
額
四
０
０
０
円
以
下
の
者
に
対
す

る
支
払
分
や
戻
人
分
計

一
九
五
万
円
が
支
払
わ
れ
、
残
り
一
．
一
八
万
円
が
繰
り
延
べ
ら
れ
た
ｃ

第
１５
表
参
昭
）̈
に
対
す
る
税
額
補
償

は
三
割
五
分
強

の
の
約
三
三
〇
万
円

に
達
す

る
見
込

み
と
な
り
、
こ
れ
を
あ
え
て
支
給
す

る
よ
り
は
、
実
際

の
退
職
時

に
新
規
程

に
基
づ
く

退
職
金

と
併

せ
て
正
規

の
退
職
金

と
し
て
支
給
す
れ
ば

こ
う
し
た
税
額
補
償
を
す

る
必

要
が
な
く
（従
来
退
職
金
は
無
税
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
三
年
四
月
の
税
制
改
正
に
よ
り
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
但
し
そ
れ
で
も
そ
の
税
率
は
■
０
０
０
円
ま
で
無
税
、
五
〇
〇
〇
円
を
超

え
二
万
五
０
０
０
円
ま
で
の
金
額
に
つ
い
て
は
五
％
、
二
万
五
〇
〇
０
円
を
超
え

一
０
万
円
ま
で

の
金
額
に
つ
い
て
は
一
〇
％
と
退
職
金
と
し
て
支
給
さ
れ
れ
ば
優
遇
さ
れ
て
い
た
）
、
退
職
時

ま

一
一
七



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八

で
の
繰
延
期
間
の
金
利
を
負
担
し
て
も
そ
の
方
が
は
る
か
に
有
利
と
な
る
の
で
、
打
切
退
職
給
与
金

一
万
六

一
〇
〇
円
以
上
の
者
に
対
し
て

は
支
給
延
期
に
踏
み
切

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（資
料
２２
）

今
般
住
友
合
資
会
社

ハ
ニ
月
二
十
八
日
ヲ
以
テ
解
散
シ
、
其
営
業
、
並
之

二
附
随
ス
ル
権
利
義
務

一
切
ヲ
、
三
月

一
日
付

ヲ
以
テ
新
設
ノ
株

式
会
社
住
友
本
社

二
譲
渡
ス
ル
コ
ト

ヽ
相
成
、
之
ガ
帳
簿
整
理
ノ
方
法
等

二
関
シ
左
記
ノ
通
決
定
候

二
付
、
左
様
御
諒
承
ノ
上
可
然
御
取
運

相
成
度
候
。

尚
本
通
牒

二
付
実
際
取
扱
上
疑
義
相
生
ジ
候
場
合

ニ
ハ
、
貴
社

・
所

。
店
員
ヲ
派
遣
若
ク
ハ
文
書
其
他
ノ
方
法

二
依
り
、
至
急
御
打
合
ノ
上

萬
遺
漏
ナ
キ
ヲ
期
セ
ラ
レ
度
、
此
段
及
御
通
牒
候
也
。

昭
和
十
二
年
　
　
月
　
　
日

住
友
合
資
会
社

総
務
部
長
　
　
河
井
　
昇
三
郎

負担 して、支給会社に戻入した。 11記

金 税補償金守「/1係 書 t・lJ。

(単位 :T円 、 T円 未満切 り捨 て )

同繰延分 合   計

l

l

6,662

6,152

2,489

5,093

85

690

213

1,082

233

2,023

322

55

18,443

6,814 25,105

3,821

348

196

4.367

17,102

1,025

712

18,839

43,945



第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

註 :H召 和12年 2月 末に在籍 した会社が本人に支給 し、人社か らその時点まで在籍 した各社がその年数にlcじ

数
'ク

はその戻入分を相殺 している。△自1は 戻入分が支夕、分を超過 したことを示す。

出典 :本 社総務部会言1諜 「日付和14年 度総括及連系会 i「 帳J, 但 し繰延分については会計課主計係 「i■職慰労

九

第 15表 本社・連系会社別打切退職給与金額

名社〈
バ

第 1期支給分
昭和12年 4月

第 2期支給分
12年 10月

第 3期支給分
13年 4月

第 4期支給分
13年 10月

住友本社

連系会社

鍍 業

電 線

金属工業

満洲金属工業

機械製作

アルミニウム製錬

化学工業

四国中央電力

倉 庫

大阪北港

ビルデイング

言十

2,185

3,166

929

0

46

220

53

483

125

931

106

27

6,091

789

830

458

1,927

19

81

12

166

8

868

57

7

3,938

931

762

379

1,016

△11

92

24

150

29

233

50

4

2,732

558

206

79

747

△6

32

△10

△10

△25

58

△7

0

1,064

8,276 4,728 3,663 1,623

銀 行

信 託

生命保険

計

6,755

463

0

7.218

4,010

137

457

4,605

2,234

79

0

2,313

２８

△

５

３３

計総 15,495 9,333 5,976 1,958



第
　
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

殿

記

（
一
）

旧
合
資
会
社
ノ
計
算

ハ
、
二
月
二
十
八
日
ノ
帳
簿
残
高
ヲ
以
テ
之
ヲ
打
切
り
、
償
却
其
他

ハ
引
当
ヲ
ナ
サ
ズ
、
本
社
勘
定

・
受
託
勘

定

・
地
所
課
受
託
勘
定
ヲ
電
報

ニ
テ
突
合
ノ
上
決
算

ヲ
行
ヒ
、
純
損
益

ヲ
三
月
五
日
迄

二
電
報

ニ
テ
本
社
勘
定

へ
付
替
ノ
コ
ト
。

但
右
付
替
後
ノ
本
社
勘
定
ヲ
以
テ
、
二
月
二
十
八
日
二
於
ケ
ル
最
終
ノ
本
社
勘
定
残
高
ト
ス
。

（イ
）

一
一月
二
十
八
日
現
在
ノ
帳
簿
残
高
ヲ
以
テ
打
切
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
故

二
、
当
然
起
ル
報
告
未
達
勘
定

ハ
本
社

二
於
テ
適
当

二
整

理
シ
、
各
部
ヨ
リ
ニ
月
二
十
八
日
迄

二
発
送
ノ
諸
勘
定
報
告
書

二
対
シ
テ
ハ
、
旧
合
資
会
社
ノ
計
算
ト
シ
テ
答
報
ス
ベ
キ
ニ

付
、
本
社
勘
定
突
合

二
際
シ
テ
ハ
必
ズ

『
最
終
諸
勘
定
報
告
書
第
何
号
』
『残
高
何
程
』
卜
打
電
ノ
コ
ト
。

（
口
）

右
純
損
益
ヲ
本
社

へ
付
替
ノ
場
合

ハ
、
各
損
益
勘
定
ヲ
一
応
当
期
損
益

へ
移
記
、
便
宜
当
期
損
益
ヨ
リ
本
社
勘
定

へ
付
替
ノ

コ

，Ｐ
。

而
シ
テ
右

ニ
ヨ
リ
計
算
シ
タ
ル
決
算
残
高

ニ
ヨ
リ
、
二
月
二
十
八
日
及
三
月

一
日
現
在
ノ
元
帳
残
高
表

・
元
帳
残
高
合
計
表

ヲ
三
月
八

日
迄

二
発
送
シ
、
引
続
キ
各
財
産
目
録
ヲ
調
製
ノ
上
速

二
発
送
ノ
コ
ト
。

但
北
日
本
鉱
業
所
、
朝
鮮
鉱
業
所
、
高
根
鉱
業
所
及
林
業
所

二
就
テ
ハ
、
三
月

一
日
現
在
ノ
前
記
諸
表

ハ
、
引
継
財
産
ノ
評

価
額
決
定
次
第
至
急
発
送
ノ
コ
ト
（後
述
（四
）参
照
×
註
、
本
文
掲
載
済
）。

（
二
）

旧
合
資
会
社
帳
簿

ハ
ニ
月
二
十
八
日
解
散
ノ
日
ヲ
以
テ
之
ヲ
閉
鎖
ス
ル
コ
ト
。
但
前
記
純
損
益
ノ
付
替
ヲ
以
テ
締
切
完
了
ス
ル
モ
ノ

ト
ス
。
新
会
社

ハ
三
月

一
日
付
ヲ
以
テ
、
旧
合
資
会
社
ノ
営
業
並
之

二
附
随
ス
ル
権
利
義
務

一
切
ヲ
引
継
グ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
此

日
ヲ
新
会
社
十
二
年
度
上
半
期
ノ
初
日
ト
シ
、
以
後
便
宜
従
来
ノ
科
ロ
ヲ
使
用
シ
（特

二
変
更
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ア
ラ
バ
追
テ
通
知
ス
）
、

日
々
ノ
取
引
ヲ
記
帳
ノ
コ
ト
。
尚
三
月

一
日
以
後
新
会
社

ニ
ヨ
ル
諸
勘
定
報
告
書

ハ
第

一
号
ヨ
リ
開
始
ノ
コ
ト
ｃ
而
シ
テ
ニ
月
二
十

一
二
〇



八
日
二
於
ケ
ル
残
高
繰
越
摘
要
欄

ニ
ハ
単

二

『清
算
払
出
』
卜
記
載
シ
、
三
月

一
日
ノ
繰
越
摘
要
欄

ニ
ハ
単

二

『受
入
』
卜
記
載
ノ

上
前
記
残
高
ヲ
繰
越
記
帳
ノ
コ
ト
。

但
評
価
引
上
ノ
上
受
入
ヲ
ナ
ス
分

二
就
テ
ハ
、
引
上
後
ノ
金
額
ヲ
直

二
記
帳
ノ
コ
ト
。
即
チ
三
月

一
日
付
本
社
勘
定

ハ
、
前

述
二
月
二
十
八
日
残
高

二
評
価
差
益
金
額
丈
増
加
セ
ル
モ
ノ
ヲ
計
上
記
帳
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル
。

（三
）

三
月

一
日
以
後
即
チ
新
会
社
ノ
帳
簿

ハ
、
別
冊
ト
ナ
ス
ヲ
可
ト
ス
レ
ド
モ
、
之
ガ
新
調

ニ
ハ
相
当
ノ
時
日
ヲ
要
ス
ル
ヲ
以
テ
、
便
宜

旧
帳
簿
ヲ
新
会
社
ノ
帳
簿
ト
シ
テ
使
用
差
支
ナ
キ
コ
ト
。
但
出
来
得
ル
ナ
ラ
バ
ニ
月
二
十
八
日
卜
三
月

一
日
ト
ノ
間

ニ
ハ
、
帳
簿
上

二
若
干
ノ
空
頁
ヲ
設
ク
ル
等
ノ
方
法

ニ
ヨ
リ
、
其
勘
定
ノ
旧
会
社
、
新
会
社
別
々
ナ
ル
コ
ト
ヲ
明
瞭
ナ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
。

（
イ
）

伝
票

ハ
旧
会
社
分
卜
新
会
社
分
ト
ヲ
別
途

二
整
理
ス
ル
コ
ト
。

（
口
）

特

二
総
勘
定
元
帳
、
損
益
勘
定
元
帳
、
雑
勘
定
元
帳
等
ノ
主
要
帳
簿

ハ
、　
一
頁
若
ク
ハ
ニ
頁
ノ
間
隔
ヲ
置
キ
テ
記
帳
ス
ル
コ

（
ハ
）

補
助
帳
簿

二
就
テ
モ
右

二
従
フ
ヲ
可
ト
ス
レ
ド
モ
、
困
難
ナ
ル
場
合

ハ
ニ

・
三
行
乃
至
五

・
六
行
ノ
余
白

ヲ
置
ク
等
各
帳
簿

ノ
実
際

二
照
シ
、
或

ハ
余
裕
頁
ノ
有
無
等

ヲ
参
酌
ノ
上
適
宜
処
理
ス
ル
コ
ト
。

（
二
）

新
旧
ノ
区
別
困
難
ナ
ル
帳
簿

ハ
、
適
当
ノ
箇
所

二
三
月

一
日
ヨ
リ

『株
式
会
社
』
ノ
旨
ヲ
明
示
ス
ル
コ
ト
。

尚
新
会
社
ノ
主
要
帳
簿
（伝
票
共
）
ハ
、
四
月

一
日
ヨ
リ
記
帳
出
来
得
ル
様
新
調
ノ
コ
ト
。
其
他
ノ
補
助
帳
簿

二
就
テ
ハ
、
各
帳
簿
ノ
性

質

二
応
ジ
テ
適
宜
処
置
セ
ラ
レ
差
支
ナ
キ
モ
、
漸
次
適
当
ノ
時
期

二
、
出
来
得
レ
バ
下
半
期
ヨ
リ
新
帳
簿

二
改
メ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
。

（
四
）

（計
、
本
文
掲
載
済
）

（資
料
２３
）

達

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〓
一

退
職
慰
労
金
規
程
別
紙
ノ
通
制
定
ス
。

昭
和
十
二
年
三
月

一
日

株
式
会
社
住
友
本
社

退
職
慰
労
金
規
程

第

一
条
　
一
等
乃
至
四
等
職
員
及
補
助
職
員
退
職
ス
ル
ト
キ
ハ
、
本
規
程

二
依
り
退
職
慰
労
金
ヲ
給
与
ス
。
但
シ
自
己
ノ
都
合

二
依
り
退
職

ス
ル
者
、
勤
続
三
年
未
満
ノ
場
合

ハ
、
此
ノ
限

二
在
ラ
ス
。

第
二
条
　
退
職
慰
労
金
額

ハ
、
一雇
入
ノ
日
ヨ
リ
退
職
ノ
月
迄
ノ
俸
給
積
数
額

二
、
別
表
乗
率

ヲ
乗
シ
テ
、
之
ヲ
算
定
ス
。
但
シ
休
職
ノ
期
間

二
対
ス
ル
俸
給
積
数
額

ハ
之
ヲ
控
除
ス
。

前
項
ノ
俸
給
積
数
額

ハ
、
俸
給
通
知
書
記
載
ノ
月
俸
額

二
依
り
、
之
ヲ
計
算
ス
。

第
三
条
　
準
職
員
又

ハ
補
助
職
員
ヨ
リ
昇
進
シ
タ
ル
者
退
職
ス
ル
場
合
ノ
退
職
慰
労
金
額

ハ
、
各
身
分

二
於
ケ
ル
給
料
又

ハ
俸
給
積
数
額

二
、

通
算
勤
続
年
数

二
対
ス
ル
各
身
分
ノ
乗
率
ヲ
夫
々
乗
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
合
算
シ
テ
、
之
ヲ
算
定
ス
。

第
四
条
　
勤
続
三
十
年
（女
子

二
付
テ
ハ
十
年
）未
満
ノ
者
自
己
ノ
都
合

二
依
り
退
職
ス
ル
場
合
ノ
退
職
慰
労
金
額

ハ
、
勤
続
年
数
其
ノ
他
ノ

事
情
ヲ
参
酌
シ
、
前
二
条

二
依
ル
規
定
額
ノ
三
分
ノ

一
以
上

二
於
テ
、
之
ヲ
定
ム
。

第
五
条
　
在
職
中
顕
著
ナ
ル
功
績
ア
リ
タ
ル
者

ニ
ハ
特

二
金
額
ヲ
増
加
シ
テ
給
与
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
。
職
務
上
ノ
傷
病

二
因
り
退
職
ス
ル

者

二
付
テ
モ
亦
同
シ
。

第
六
条
　
懲
戒

二
依
り
解
雇
ス
ル
者

ニ
ハ
退
職
慰
労
金
ヲ
給
与
セ
ス
。

犯
罪
者
其
ノ
他
不
都
合
ノ
廉
ア
ル
者

ニ
ハ
退
職
慰
労
金
ヲ
給
与
セ
ス
。
但
シ
情
状

二
依
り
所
定
金
額
ノ
範
囲
内

二
於
テ
、
特

二
之

ヲ
給
与
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
。



第
七
条
　
在
職
中
死
亡
シ
タ
ル
者

二
対
ス
ル
退
職
慰
労
金

ハ
、
之
ヲ
其
ノ
遺
族

二
給
与
ス
。

第
八
条
　
本
規
程

二
於
ケ
ル
勤
続
年
数

ハ
一雇
入
ノ
月
ョ
リ
之
ヲ
起
算
シ
、
退
職
ノ
月
ヲ
以
テ
終
ル
。

休
職
ノ
期
間
ハ
、
前
項

二
定
ム
ル
勤
続
年
数

二
算
入
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

附
則

第
九
条
　
本
規
程

ハ
昭
和
十
二
年
三
月

一
日
ヨ
リ
之
ヲ
実
施
ス
。

第
十
条
　
本
規
程
実
施
ノ
日
二
在
籍
ス
ル
者
ノ
俸
給
積
数
額
及
勤
続
年
数

ハ
、
昭
和
十
二
年
三
月
ョ
リ
之
ヲ
起
算
ス
。
但
シ
第

一
条
但
書
及

第
四
条
ノ
勤
続
年
数

二
限
り
、
一雇
入
ノ
月
ョ
リ
之
ヲ
起
算
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

（別
表
）

第

一
号
表

　
一
等
乃
至
四
等
職
員
乗
率

乗

　

　

率

勤
続
年
数

乗

　

　

率

勤
続
年
数

乗

　

　

率

勤
続
年
数

廿
三
年

〇
・Ｎ
Ｎ
Ｏ

十
二
年

一
年

〇
・∞
卜
〇

廿
四
年

十
三
年

Ｏ
　
Ｈ
Ｏ
Ｏ

二
年

〇
　
∞
い
〇

廿
五
年
以
上

Ｏ
　
Ｎ
卜
〇

十
四
年

三

年

〇
・い
い
〇

十
五
年

〓
『
〇

四
年

十
六
年

五
年

〇
・Ｎ
『
〇

十
七
年

六
年

Ｏ
　
Ｎ
∞
〇

十
八
年

〇
・
〓
∞
Ｏ

七
年

〇
・Ｎ
〇
〇

十
九
年

八
年

〇
　
∞
〇
〇

二
十
年

〇
　
】
Ｏ
Ｏ

九
年

〇
・∞
Ｈ
Ｏ

廿

一
年

Ｏ
　
Ｎ
Ｏ
Ｏ

十
年

〇
　
∞
Ｎ
Ｏ

廿
二
年

十

一
年

第
二
号
表
　
補
助
職
員
乗
率
（略
）

（資
料
２４
）

達

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

一
一
一一一一



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一四

停
年
保
険
規
程
別
紙
ノ
通
制
定
ス
。

昭
和
十
二
年
三
月

一
日

株
式
会
社
住
友
本
社

停
年
保
険
規
程

第

一
条

　
一
生
寸
乃
至
四
等
職
員
及
補
助
職
員
年
齢
四
十
五
歳
以
下
ノ
者

ハ
、
本
規
程

二
基
キ
、
別
表
第

一
号
表

二
依
り
、
住
友
生
命
保
険
株

式
会
社
卜
自
己
ヲ
被
保
険
者
及
保
険
金
受
取
人
ト
ス
ル
、
毎
年
配
当
附
養
老
保
険
五
十
五
歳
満
期
ノ
保
険
契
約

ヲ
締
結
ス
ル
モ
ノ

ト

ス
。

前
項
ノ
者
契
約
締
結
後
昇
進
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
別
表
第

一
号
表

二
依
り
保
険
金
額
ヲ
増
額
ス
。

第
二
条
　
ユ則
条
ノ
保
険
契
約

二
対
ス
ル
払
込
保
険
料
（利
益
配
当
金
及
団
体
特
別
取
扱
手
数
料
割
戻
金
ヲ
控
除
シ
タ
ル
モ
ノ
）
ハ
、
会
社

二
於

テ
之
ヲ
給
与
ス
。

前
項
ノ
払
込
保
険
料

ハ
、
休
職
中
卜
雖
、
之
ヲ
給
与
ス
。

第
三
条
　
保
険
契
約
者

ハ
、
在
職
中
第

一
条
ノ
保
険
契
約

二
付
、
左
ノ
各
号

二
掲
ク
ル
行
為

ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
。

一　

保
険
証
券
担
保

二
依
ル
借
入
ｃ

一
一　
保
険
金
ノ
減
額
。

〓
一　
解
約
。

四
　
保
険
金
受
取
人
ノ
変
更
。

五
　
保
険
契
約
者
ノ
変
更
。

第
四
条
　
保
険
契
約
者
満
期
前

二
退
職
ス
ル
場
合

ハ
、
以
後
払
込
保
険
料
ヲ
給
与
セ
ス
。
此
ノ
場
合
保
険
契
約

ハ
、
本
人
卜
生
命
保
険
会
社



ト
ノ
協
議

二
依
り
、
存
続
又

ハ
解
約
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
五
条
　
本
規
程

ハ
女
子
職
員

二
之
ヲ
適
用
セ
ス
。

附
則

第
六
条
　
本
規
程

ハ
昭
和
十
二
年
三
月

一
日
ヨ
リ
之
ヲ
実
施
ス
。

第
七
条
　
本
規
程
実
施
ノ
ロ
ニ
在
籍
ス
ル
者
ノ
保
険
金
額

ハ
、
別
表
第
二
号

二
依
ル
モ
ノ
ト
ス
。
但
シ
場
合

二
依
り
千
円
ヲ
限
り
増
額
ス
ル

コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
ｃ

第
八
条
　
本
規
程

二
依
ル
保
険
契
約

二
付
テ
ハ
、
保
険
料
支
払
ノ
為
ノ
積
金
払
戻
手
続
及
住
友
生
命
保
険
株
式
会
社
生
命
保
険
団
体
特
別
取

扱

二
関
ス
ル
件

ハ
、
之
ヲ
適
用
セ
ス
。

（別
表
）

第

一
号
表

補
助
職
員

四
等
職
員

三
等
職
員

二
等
職
員
（月
俸
三
百
五
十
円
未
満
ノ
者
）

一
等
職
員
、
二
等
職
員
（月
俸
二
百
五
十
円
以
上
ノ
者
）

身

分

二
、
○
○
○
円

二
、
〇
〇
〇
円

三
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

七
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

一
〇
、
〇
〇
〇
円

保
険
金
額

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

一
二
五



補
助
職
員

四
等
職
員

三
等
職
員

二
等
職
員
（月
俸
二
百
五
十
円
未
満
ノ
者
）

一
等
職
員

二
等
職
員
（月
俸
三
百
五
十
円
以
上
ノ
者
）

身

分

七
一
〇

五
年以

下

保
険
金
額

（千
円
）
（規
程
実
施
ノ
日
ノ
勤
続
年
数
）

八

十 六
五年
年以
以上
下

七
一
〇

十
六
年

十
七
年

九

十
八
年

ノヽ

十
九
年

五 七

二
十
年

四

廿

一
年

廿
二
年

四 五

廿
三
年

以
上

第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

第
二
号
表

昇
進
ア
リ
タ
ル
場
合

ハ
規
程
実
施
ノ
日
ノ
勤
続
年
数

二
依
り
保
険
金
額
ヲ
増
額
ス
。

（資
料
２５
）

昭
和
十
二
年
三
月
二
十
五
日

理
事
　
国

府

精
　
一

退
職
慰
労
金
前
払
規
程
制
定

二
関
ス
ル
件

来
二
月
末
日
迄

二
貴
社
重
役
会
御
開
催
ノ
上
左
記
議
案

ヲ
附
議
決
定
相
成
度
此
段
及
御
通
知
候
也
。

記

一
、
議
案

一
一
一六



退
職
慰
労
金
前
払
規
程
制
定
ノ
件

同
議
案
添
付
別
紙
ノ
通
り
。

備
考

一
、
旧
退
職
慰
労
金
規
程

二
依
ル
給
与

ハ
、
数
次
ノ
通
牒
通
り
実
施
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

二
、
本
前
払
規
程

ハ
、
数
次
ノ
通
牒
ヲ
要
約
又

ハ
省
略
シ
、
字
句
其
他

二
付
若
干
整
理
ヲ
ナ
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

三
、
本
規
程

ハ
内
規
ト
シ
テ
職
員
其
他

二
発
表
セ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

四
、
旧
退
職
慰
労
金
規
程

二
依
ル
給
与
方

二
関
シ
、
官
庁
ヨ
リ
照
会
ア
ル
ト
キ
ハ
、
本
社
卜
御
打
合
ノ
上
回
答
ノ
コ
ト

ヽ
致
シ
度
シ
。
但
シ

必
要
ノ
際

ハ
本
規
程
ヲ
提
示
相
成
り
差
支
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス
。

以
上

退
職
慰
労
金
前
払
規
程

一
、
退
職
慰
労
金

二
関
ス
ル
新
規
程

ハ
、
之
ヲ
昭
和
十
二
年
三
月

一
日
ヨ
リ
実
施
ス
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
旧
規
程

二
依
ル
金
額

ハ
次
項
以
下
二
依

り
前
払
ス
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
二
月
二
十
八
日
ヲ
以
テ

一
応
其
ノ
計
算

ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
。

二
、
前
払
ノ
期
日
ハ
、
凡
ソ
左
ノ
如
ク
予
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

昭
和
十
二
年
四
月

一
日

同
　
　
年
十
月

一
日

昭
和
十
三
年
四
月

一
日

同
　
　
年
十
月

一
日

三
、
退
職
慰
労
金
ノ
前
払

ハ
、
第

一
項

二
依
り
概
算
シ
タ
ル
金
額

二
基
キ
、
各
所
定
期
日
迄

二
各
人

二
就
キ
、
各
支
給
金
額
ヲ
確
定
シ
、
左

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一七



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一八

ノ
通
り
之
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
ス
。

（
一
）

四
等
職
員
以
上

ニ
シ
テ
金
額
四
千
円
以
下
ノ
者
及
補
助
職
員
、
準
職
員

二
対
シ
テ
ハ
、
之
ヲ
昭
和
十
二
年
四
月

一
日
二
前
払

ヲ
為
ス

モ
ノ
ト
ス
。

（
二
）

金
額
約
八
千
円
以
下
ノ
者

二
対
シ
テ
ハ
、
昭
和
十
二
年
四
月

一
日
及
同
年
十
月

一
ロ
ニ
於
テ
前
払

ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
。

（三
）

金
額
約

一
万
三
千
円
以
下
ノ
者

二
対
シ
テ
ハ
、
昭
和
十
二
年
四
月

一
日
、
同
年
十
月

一
日
及
昭
和
十
三
年
四
月

一
日
二
於
テ
前
払

ヲ

為
ス
モ
ノ
ト
ス
。

（四
）

金
額
約

一
万
三
千
円
ヲ
超

ユ
ル
者

二
対
シ
テ
ハ
、
昭
和
十
二
年
四
月

一
日
、
同
年
十
月

一
日
、
昭
和
十
三
年
四
月

一
日
及
同
年
十
月

一
日
二
於
テ
前
払

ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
。

四
、
前
払
金

ハ
、
左
ノ
各
号
ノ
内
何
レ
カ
ノ
方
法

二
依
り
、
或

ハ
之
等

ヲ
併
用
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

（
一
）

住
友
生
命
保
険
株
式
会
社
卜
本
人
ヲ
被
保
険
者
及
保
険
金
受
取
人
ト
ス
ル
、
保
険
料
前
払
ノ
保
険
契
約
ヲ
締
結
ス
ル
コ
ト
．

但
シ
被
保
険
者

ハ
、
之
ヲ
妻
子
卜
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ル
モ
ノ
ト
ス
。

（
二
）

住
友
信
託
株
式
会
社
卜
本
人
ヲ
受
益
者
ト
ス
ル
指
定
金
銭
信
託
契
約
ヲ
締
結
ス
ル
コ
ト
。

右
信
託
期
間
ノ
収
益

ハ
、
元
本

二
組
入
レ
増
殖
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

契
約
期
間
満
了
後

ハ
、
之
ヲ
継
続
ス
ル
義
務
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス
。

（三
）

株
式
会
社
住
友
銀
行

二
定
期
預
金
ヲ
為
ス
コ
ト
。

右
期
間

ハ
一
年
ト
シ
、
其
ノ
期
間
満
了
後

ハ
、
之
ヲ
延
長
ス
ル
義
務
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス
。

（四
）

前
払
金
少
額
ナ
ル
為
右
各
号
ノ
何
レ
ニ
モ
依
ラ
ザ
ル
者

ハ
、
会
社

二
積
金
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
。

（五
）

左
ノ
事
由

二
依
り
、
前
払
金
ノ
全
部
又

ハ
一
部
ヲ
現
金

ニ
テ
支
給
ヲ
希
望
ス
ル
者

ハ
、
認
可
ヲ
得
テ
、
之
ガ
支
給
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ



得
。

イ
、
非
常
ノ
災
害

口
、
本
人
又
ハ
家
族
ノ
疾
病
、
負
傷
又

ハ
家
族
ノ
死
亡

ハ
、
子
ノ
教
育
又

ハ
結
婚

二
、
其
ノ
他
己
ム
ヲ
得
ザ
ル
事
情
ア
リ
ト
認
ム
ル
場
合

五
、
嘱
託
員
、
顧
問
又
ハ
嘱
託

ニ
シ
テ
、
前
払
金

ヲ
受
ク
ル
場
合

ハ
、
現
金

ヲ
前
払
ス
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
主
管
者
ノ
見
込

二
依
り
、　
一
般
ノ
職

員
卜
同
ジ
ク
保
全
方
法
ヲ
採
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
。

六
、
他
会
社
ノ
負
担

二
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
之
ヲ
該
会
社

二
請
求
シ
、
之
ヲ
分
担
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
。

（資
料
２６
）

人
第

一
、
七
九
五
号

昭
和
十
三
年
九
月
十
四
日

専
務
理
事

古

田

俊

之

助

第
四
期
給
与
金

二
関
ス
ル
件

昭
和
十
二
年
三
月

一
日
付
国
府
理
事
通
牒

二
依
り
、
四
等
職
員
以
上
ノ
職
員

ニ
シ
テ
、
旧
退
職
慰
労
金
規
程

二
依
ル
給
与
金

一
万
三
十
百
円

以
上
ノ
者

二
対
シ
テ
ハ
、
第
四
期
（本
年
十
月

一
日
Ｙ
一於
テ
給
与
金
ノ
残
額
全
額
ヲ
給
与
ノ
コ
ト
ニ
決
定
相
正
居
候
処
、
近
来
時
局
ノ
変
化

二
伴
ヒ
、
我
ガ
住
友

二
於
テ
ハ
、
国
策

二
則
り
益
々
内
外

二
渉
り
生
産
カ
ノ
拡
充
等

二
大
イ
ニ
カ
ヲ
場
ス
ベ
キ
時
期

二
際
会
シ
、
多
額
ノ
資

金
ヲ
要
ス
ル
コ
ト

ヽ
相
成
、
且
右
給
与
金
ノ
予
定
通
ノ
給
与

二
伴
ヒ
、
来
年
度

ハ
更

二
巨
額
ノ
税
額
補
償
ヲ
免
レ
ザ
ル
様
被
認
候

二
付
テ
ハ
、

今
般
左
記
ノ
通
来
ル
十
月

一
日
ニ
ハ
給
与
金
ノ
残
額
四
十
円
以
下
ノ
者

二
対
シ
テ
ノ
ミ
給
与
シ
、
其
ノ
他
ノ
者

二
対
シ
テ
ハ
給
与
ヲ
延
期
ス

第

二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一九



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一〇

ル
コ
ト
ニ
決
定
相
成
候
間
、
此
段
及
通
牒
候
也
。

追
テ
第
四
期

二
給
与
ヲ
受
ク
ル
コ
ト

ヽ
相
成
居
候
職
員

二
対
シ
テ
ハ
、
本
月
二
十
日
午
前
十
時

二
口
頭
ヲ
以
テ
本
通
牒
ノ
趣
旨

ヲ
篤
卜
御
説

明
相
成
、
充
分
納
得
セ
シ
ム
ル
様
御
取
計
相
煩
度
。
尚
本
件

二
関
シ
テ
ハ
絶
対

二
之
ヲ
他

二
漏
洩
ス
ル
ガ
如
キ
コ
ト
無
之
様
、
特

二
御
留
意

被
成
下
度
申
添
候
。

記

一
、
旧
規
程

二
依
ル
給
与
金
ノ
残
額
四
千
円
以
下
ノ
者

二
対
シ
テ
ハ
、
残
額
全
額
並
増
額
分
（利
息
相
当
額
）
ヲ
昭
和
十
三
年
十
月

一
日
二
給

与
ス
。

二
、
旧
規
程

二
依
ル
給
与
金
ノ
残
額
四
千
百
円
以
上
ノ
者

二
対
シ
テ
ハ
、
当
分
ノ
間
給
与
金
残
額
並
増
額
分
（利
息
相
当
額
）
ノ
給
与

ヲ
延
期

ス
。

三
、
前
項

二
依
り
給
与
金
ノ
給
与

ヲ
延
期
セ
ラ
レ
タ
ル
者
（以
下
延
期
者
卜
称
ス
）
ノ
給
与
金
残
額
並
増
額
分
（利
息
相
当
額
Ｙ
一対
シ
テ
ハ
、

長
期
指
定
金
銭
信
託
収
益
率
（現
在

ハ
年
三
分
八
厘
）
卜
同
率
ノ
利
息

二
相
当
ス
ル
金
額
ヲ
、
実
際
支
給
ノ
際
更

二
増
額
分
ト
シ
テ
給
与

ス
。

右
増
額
分
ノ
計
算
方
法

二
付
テ
ハ
別

二
之
ヲ
定
ム
。

四
、
延
期
者
ガ
退
職
ノ
際
受
ク
ベ
キ
給
与
金
残
額
並
増
額
分
（利
息
相
当
額
Ｙ
一対
ス
ル
課
税

二
付
テ
ハ
、
別

二
定
ム
ル
所

二
依
り
、
補
償
ヲ

為

ス
。

五
、
延
期
者

ハ
、
何
時

ニ
テ
モ
所
属
会
社
ヨ
リ
給
与
金
残
額
ノ
限
度
内

二
於
テ
、
現
金

ヲ
借
入
ル

ヽ
コ
ト
ヲ
得
。
右
借
入
金

二
付
テ
ハ
、
長

期
指
定
金
銭
信
託
収
益
率
（現
在

ハ
年
三
分
八
厘
）
卜
同
率
ノ
利
息

ヲ
徴
ス
。

借
入
金
ノ
取
扱
方

二
付
テ
ハ
別

二
之
ヲ
定
ム
。



六
、
本
通
牒
第

一
項

二
依
り
来
ル
十
月

一
ロ
ニ
給
与
セ
ラ
ル

ヽ
給
与
金

ハ
、
特

二
現
金

ニ
テ
給
与
ス
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
従
来
ノ
如
ク
保
全
蓄
積

ノ
方
法
ヲ
指
示
ス
ル
コ
ト
無
キ
モ
、
時
局
柄
各
自
ヲ
シ
テ
適
宜
公
債
ノ
購
入
其
他
適
当
ナ
ル
貯
蓄
ノ
方
法
ヲ
講
ゼ
シ
メ
、
荀
モ
之
ヲ
浪

費
ス
ル
ガ
如
キ
コ
ト
無
カ
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
。
（後
略
）

（資
料
２７
）

昭
和
十
三
年
九
月
二
十
六
日

専
務
理
事

古

田

俊

之

助

退
職
慰
労
金
前
払
規
程
改
正

二
関
ス
ル
件

来
九
月
末
日
迄

二
貴
社
重
役
会
御
開
催
ノ
上
左
記
議
案

ヲ
附
議
決
定
相
成
度
此
段
及
御
通
知
候
也
。

一記

一
、
議
案

退
職
慰
労
金
前
払
規
程
改
正
ノ
件

別
案
ノ
通
改
正
ノ
コ
ト
。

（備
考
）

一
、
本
規
程

ハ
内
規
ト
シ
テ
職
員
其
他

二
発
表
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

二
、
旧
退
職
慰
労
金
規
程

二
依
ル
給
与
方

二
関
シ
、
税
務
当
局
ヨ
リ
照
会
ヲ
受
ク
ル
ト
キ
ハ
、
本
社
卜
御
打
合
ノ
上
回
答
ノ
コ
ト

ヽ
致
度
シ
。

但
シ
必
要
ノ
際

ハ
、
本
規
程
ヲ
提
示
相
成
り
差
支
無
キ
モ
ノ
ト
ス
。

以
上

議
案

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

一
〓
三



第
一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
〓
一

退
職
慰
労
金
前
払
規
程
ヲ
左
記
ノ
通
改
正
ス
。

第
二
項
ノ
末
段

二
於
テ

同
年
十
月

一
日

卜
並

へ
左
ノ
通
追
加
ス
。

「同
年
十
月

一
日
以
降

二
於
テ
、
時
局
上
将
来
ノ
見
透
シ
可
能
ト
ナ
リ
、
住
友
各
社
金
融
事
情
ヲ
考
慮
シ
テ
適
当
卜
認
メ
ラ
ル

ヽ
時

期
」

第
三
項

二
於
テ

「各
所
定
期
日
迄

二
」
ト
ア
ル
ヲ

「第
二
項
所
定
ノ
各
期
日
又

ハ
時
期
迄

二
」

二
改
ム
ｃ

一　

一　

一　

一

一　

一

5,156

1,775

10

4,101

135,000

73,755

2,938

8,169

5,570

965

33

5,156

1,684

9

4,192

135,000

73,510

2,884

6,991

6,497

5,143

1,570

8

4,264

135,000

77,210

1,615

6,972

5,235

847

689

4,263

135,000

81,105

1,690

7,100

4,319

10

2,625

586

4,998

757

1,222

20年 末

1,695

4

943

763

4,236

172,500

89,511

2,114

8,783

4,134

1

4,386

562

6,204

38

1,923

640

(単位 :T円 、 T円未満切 り捨て )



第 161表  住友家会計貸借対照表

昭和H年末希[ 15年末

第

吉ト

株
式
会
社
住
友
本
社

(借方 )

財産勘定

前期繰越金

前期純損益

準備積、た金引当資産勘定

引当公社債

引当銀行特別預金

固定財産勘定

土 地

車 両

建設物・建物構築物

機 械

什 宝

出資金勘定

住友合資会社出資金

有価証券勘定

住友本社株

連系会社株

関係会社株

他会社株

公社債

起業支出勘定

山本運動場建設物

吹田寮建設物

雑建設物

雑土工

貸金勘定

立替金・長期貸付金

雑勘定

仮出金・仮払金

未収入金

本家詰所

土地 二務会社委託

銀行勘定

銀行出納・銀行当座預金

銀行預金

銀行特別預金

特殊預金

3,650

6,334

0

170

346

2,261

6,038

11

1,231

5

3,816

135,000

72,849

3,660

10,047

3,954

95

15

3

4,914

4

1,216

4

3,845

135,000

75,621

3,822

9,611

4.598

5,347

1,383

13

3,939

135,000

81,766

3,197

8,392

4.663

5,191

1,465

12

4,016

135,000

77,166

2,780

8,736

5,563

15

3,124

166

1,900

872

一　

一

一　

一

一　

一

一　

一

2,524

0

一
一一一一一一



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一四

同
第
四
号

二
於
テ

「金
額
約

一
万
三
千
円
ヲ
超

ユ
ル
者

二
対
シ
テ
ハ
」
ト
ア
ル
ヲ

「金
額
約

一
万
六
千
円
以
下
ノ
者

二
対
シ
テ
ハ
」

二
改

ム

。
第
四
号
ノ
次

二
第
五
号
ト
シ
テ
左
ノ
通
追
加
ス
。

沢
五
）
金
額
約

一
万
六
千
円
ヲ
超

ユ
ル
者

二
対
シ
テ
ハ
、
昭
和
十
二
年
四
月

一
日
、
同
年
十
月

一
日
、
昭
和
十
三
年
四
月

一
日
及
同
年
十

月

一
日
以
降

二
於
テ
時
局
上
将
来
ノ
見
透
シ
可
能
ト
ナ
リ
、
住
友
各
社
金
融
事
情
ヲ
考
慮
シ
テ
適
当
卜
認
メ
ラ
ル

ヽ
時
期

二
於
テ
、

一
回

二
又
ハ
数
回

二
分
チ
前
払

ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
。

」

第
四
項
ノ
冒
頭

二
於
テ

「前
払
金

ハ
」
ト
ア
ル
ヲ

「
昭
和
十
三
年
四
月

一
日
以
前
ノ
各
期
日
二
於
ケ
ル
前
払
金

二
付
テ
ハ
」

二
改
ム
。

379

2,061

247,477

2,813

1,982

248,907

2,822

673

249.478

349

51

1,572

248,937

356

51

3,967

302,820

４００

．

８８２

‐９０

　

‐２９

４８‐

‐２４

‐４８

　

‐‐８

477

241,400

1,000

2,OH

2,178

147

506

128

149

187

l

907

241,400

1,200

2,008

2,879

72

501

124

150

888

253

249,478

241,400

1,700

3,713

72

495

132

190

1

248,937

241,400

1,700

2,141

84

477

143

151

1,700

55,020

302,820



第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

信託勘定

信託預金 金銭信託

特殊金銭信託

損益勘定

当期損益

合計

703

99

163,964

1,280

720

242,231

1

244,614

735

249,266

74

246,085

(貸 方)

財産勘定

財 産

準備積立金

前期繰越金

前期純損益

預 り金勘定

親戚預金

末家預金

積金預金・職員預金

諸預金

雑勘定

仮入金・仮受金

銀行勘定

銀行出納・銀行当座預金

借入金勘定

借入金

損益勘定

当期損益

合計

160,286

1,560

97

434

111

137

1,337

163,964

241,400

96

419

116

140

21

35

242,231

1

０〇

一

一

６‐

　

９９

５５

‐３

４‐

　

１４

　

一

1

400

040

5,620

296

249 266

241,400

1,595

124

454

124

147

78

2,159

246,085

註 :関係会卒L株式は昭和 19年 以降、それまでは連系会社を除 く住友系企業の株式。

一
三
五
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一
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住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一六

同
項
ノ
末
段

二
於
テ
左
ノ
通
追
加
ス
。

「昭
和
十
三
年
十
月

一
日
及
同
日
以
降

二
於
ケ
ル
前
払
金

二
付
テ
ハ
、
現
金

ニ
テ
支
給
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。
但
シ
時
勢

二
鑑
ミ
各
人
ヲ
シ
テ

適
宜
公
債
ノ
購
入
其
他
適
当
ナ
ル
蓄
積
ノ
方
法
ヲ
講
セ
シ
メ
、
荀
モ
之
ヲ
浪
費
ス
ル
カ
如
キ
コ
ト
無
カ
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
。

」

以
上

工八
　
改
組

の
帰
結

・
住
友
家
及

び
三
分
家
会
計

の
強
化

改
組
は
既
に
述
べ
た
通
り
退
職
給
与
金
の
清
算
に
お
い
て
、
最
終
の
第
四
期
支
払
い
分
の
大
半
が
繰
り
延
べ
ら
れ
る
に
至

っ
た
以
外
、
す

べ
て
予
定
通
り
終
了
し
た
。
懸
案
と
さ
れ
て
き
た
住
友
家
及
び
三
分
家
の
財
政
の
強
化
は
当
初
の
目
論
見
通
り
達
成
さ
れ
（第
１６
表
及
び
第
１７

表
）、
住
友
家
及
び
三
分
家
会
計
は
住
友
合
資
会
社
の
時
と
同
様
に
、
引
き
続
き
住
友
本
社
で
管
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（資
料
２８
）０

(単位 :T円 、 Tll未 満切 り捨て)

17年 末 18年 末 19年 末 20年末

278

15,000

27,775

141

474

1,342

85

28

1,263

1,005

205

47.599

462

15,000

31,399

141

486

1,322

11

2,133

1,052

62

52,073

390

15,000

35,560

207

491

1,313

40

184

588

985

886

55,647

1,010

15,000

38,043

207

498

1,077

40

106

720

1,223

57.927

7

694

111

253

496

43

599

39,743

90

258

11,619

860

52.073

39,788

271

264

15,284

39

55 647

39,836

5

270

17,787

27

57,927



第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

註 :本表は 三分家会言|の 各元帳残高表の各勘定「 1日 をイ)算 したものである。

1篭 係会社株式は昭和1911以 降、それまでは連系会llを除 く住友系企業の株式

一
三
七

第 162表  三分家会計元帳残高表

ネ} 目 昭和H年末 12年末 13年末 14年末 15年末 16年末

(借 方)

前期繰越金

前期純損益

住友合資会社出資金

住友本ネt株

連系会社株

関係会社株

他会社株

公社債

仮出金・仮″、金

銀行預金・銀行当座預金

銀行特別預金

信託預金・金銭信託

当期損益

合 計

2

1

000

042

312

494

20

158

824

8534

119

15,000

20,750

277

914

494

12

36

2,582

40 186

15,000

21,630

277

880

1,008

0

19

16

2,244

41 077

15,000

23,728

207

379

1,191

18

5

1,895

225

42 650

15,000

25,392

141

426

1,190

50

8

256

1,384

506

44 356

15,000

25,851

141

429

1,204

60

1,379

1,220

346

45,634

(貸 方)

財 li

前期繰越金

仮入金・仮受金

借人金

当期損益

合 計

4,617

110

24

101

4,853

39,543

110

25

507

40,186

39,891

150

226

809

41,077

1

878

911

233

567

58

650

39,887

686

240

3,486

55

44,356

39,943

179

247

5,213

51

45,634



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一八

し
か
し
改
組
直
後
の
昭
和
十
二
年
２

九
二
七
）七
月
に
勃
発
し
た
日
中
戦
争

の
拡
大
と
と
も
に
、
日
本
の
財
政
は
戦
時
体
制

へ
移
行
す
る

こ
と
と
な
り
、
増
税
に
伴
う
住
友
家
及
び
三
分
家
の
租
税
負
担
は
、
改
組
の
成
功
を
自
負
し
た
総
務
部
長
河
井
昇
三
郎
の
予
想
を
は
る
か
に

上
回
る
速
度
で
増
大
し
た
。
ま
た
改
組
に
当
た
り
住
友
本
社
と
住
友
家
及
び
三
分
家
で
連
系
会
社
の
株
式
の
三
三
％
を
保
有
す
る
と
い
う
大

前
提
が
あ

っ
た
が
、
戦
局
の
進
展
に
つ
れ
て
連
系
会
社
の
設
備
投
資
需
要
を
賄
う
た
め
の
増
資
は
、
軍
の
意
向

の
下
に
住
友
本
社
の
統
制
を

超
え
て
急
増
し
、
住
友
家
及
び
三
分
家
は
そ
の
払
い
込
み
に
対
し
配
当
を
も

っ
て
応
ず
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
と
な

っ
た
。
連
系
会
社
の
増

資
払
い
込
み
と
住
友
本
社
の
資
金
繰
り
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

「株
式
会
社
住
友
本
社
」
の
各
章
で
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ

で
は
住
友
家
及
び
三
分
家
に
よ
る
利
益
捻
出
と
連
系
会
社
の
増
資
払
い
込
み
に
応
ず
る
た
め
の
保
有
有
価
証
券

の
処
分
状
況
を
第
１８
表
に
示

し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
住
友
家
は
連
系
会
社
株
式

の
銀
行
、
信
託
、
生
命

の
金
融
三
社

へ
の
一肩
代
わ
り
に
よ
つ
て
、
何
と
か
増
資
払
い
込
み

に
応
ず
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
元
々
住
友
家
に
比
べ
有
価
証
券
保
有
の
少
な
か
つ
た
三
分
家
に
と
つ
て
は
処
分
に
も
限
界
が
あ
り
、
住
友
銀

(単 I立 :T l、  TI]未満切 り捨 て )

17年 18年 19年 20年

6,695

675

3,726

163

480

248

193

204

976

29

9

4

262

675

438

92

405

291

192

301

843

22

2

7,417

843

4,589

70

439

256

172

113

63

370

30

456

11

4,469

815

2,453

46

286

238

114

15

67

0

432

6

4

l

499

62

130

131

9

35

625

121

351

18

12

056

82

317

129

9

77

849

115

441

19

13

7

4

1

8,989

30

456

50

720

117

19

5

4,957

3

46

554

17

13

8,437

2,410

516

179

116

67

3,899

21

47

1,092

41

10

35

2,205 △1.572 △3,967



第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

第 171表 住 友 家 会 計 損 益 表

日科 昭和11年 12年 13年 14年 15年 16年

当期利益

住友合資会社配当金

住友本社配当金

連系会社配当金

関係会社配当金

他会社配当金

公社債利息

賃貸料・賃貸収益

1又入利虐、

信託利益

固定財産原価差損益

固定財産売却益

固定財産評価益

有価証券原価差損益

有価証券売去‖益

有価証券評価益

雑 益

2,938

2,300

487

0

13

21

一
　

５９

　

一
　

一

一　

５７

3,688

2,026

103

357

113

98

55

0

913

19

5,498

675

3,040

234

463

164

152

5

755

一　
８

5,622

675

3,936

156

452

184

162

0

28

7

一
　

‐８

4

6 645

４４

一

７５

６５

４０

８８

００

７４

２７

一

一
　

２６

7,379

675

3,760

149

520

229

193

61

1,789

一　
〇

当期損失

固定財産原価差損益

有価証券原価差損益

有価証券売却損

有価証券評価損

支払利息

別途費

営繕費・修繕費

賃借及保険料

雑 費

寄附金

諸 税

雑 損

償去p.減価償却費

本家費

舞子別邸費

鰻谷邸費

住友土地工務委託損益

4,846

68

2,809

0

1,377

6

76

507

6

3

l

670

4

62

905

83

10

176

927

9

127

346

12

4

4

1

1

379

74

一

９４

６７

９‐

１０

１６

一

９‐

９‐

５‐

６８

‐２

９

一

1

2

285

2

157

030

147

9

12

383

50

112

356

12

10

8,989

4

264

3,058

287

11

7

4,456

46

111

714

13

12

7,249

67

1,805

243

9

87

4,288

132

637

15

12

当期純損益 △1,907 △2.981 1.■ 8 1,337 3,754

註 :関係会社nL当 金は
'fイ

和19年 以降、それまでは

'E系

会社を除 く住友系企業の「 L｀ %金。

一
三
九



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇

行
か
ら
の
借
り
入
れ
が
年
々
増
大
し
て
い
く
こ
と
と
な

っ
た
（第
１６
‐
２
表
）．

昭
和
二
十
年
三
月
、
住
友
本
社
は
倍
額
増
資
し
、
資
本
金

一
億
五
〇
〇
〇
万
円
を
三
億
円
（払
込
資
本
金
二
億
二
五
０
０
万
円
、
第
７
１
２
表
参

照
）
と
し
た
。　
こ
の
時
点
に
お
け
る
住
友
本
社
の
増
資

の
必
然
性
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

「株
式
会
社
住
友
本
社
（下
ど
　
で
検
討
す
る
こ
と

と
す
る
が
、
こ
の
増
資

の
際
住
友
家
会
計
は
保
有
株
二
七
万
株
の
う
ち
住
友
銀
行
に
三
万
五
〇
〇
〇
株
、
住
友
信
託
に
一
万
株
、
住
友
生
命

に
五
〇
〇
〇
株
計
五
万
株
を
額
面
（
．
株
五
〇
〇
円
）
で
譲
渡
し
、
譲
渡
代
金
二
五
〇
〇
万
円
を
得
た
。
増
資

の
際
三
分
家

に
は
新
株
が
割
り

当
て
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
住
友
家
会
計
は
こ
の
二
五
〇
〇
万
円
の
う
ち

一
五
〇
〇
万
円
を
三
分
家
分
新
株
三
万
株
を
併
せ
た
新
株
二
五
万

株
の
払
込
代
金
六
二
五
０
万
円
に
充
当
し
、
払
込
代
金

の
残
り
四
七
五
〇
万
円
は
住
友
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
た
。
こ
の
借
入
金
は
昭
和
二
十

年
末
の
残
高
五
五
〇
二
万
円
と
な

つ
て
残

っ
て
い
る
（第
１６
‐
１
表
）。
三
分
家
が
新
株
を
割
り
当
て
ら
れ
な
か
つ
た
の
は
、
上
記
三
分
家
会
計

の
資
金
繰
り
と
関
係
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
事
実
こ
の
増
資
と
同
時

に
従
来
年
０

・
五
％
で
あ

っ
た
配
当
が
、
昭
和
十
九
年
度
（決
算

期
変
更
に
よ
り
昭
和
十
九
年
四
月
，
昭
和
二
十
年
三
月
）
配
当
か
ら

一
挙
に

一
〇
倍

の
五
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
は
（住
友
家
会
計
に
つ
い
て
は
ＩＨ

株
の
配
当
は
〇

・
五
％
据
え
置
き
、
新
株
か
ら
五
％
、
第
１７
‐
‐
表
）
、
三
分
家
会
計
の
収
益
改
善
の
た
め
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（第
１７
‐
２
表
）。

こ
の
よ
う
な
結
果
昭
和
十
二
年
三
月

一
日
住
友
本
社
設
立
時
に
お
け
る
住
友
本
社
と
住
友
家
及
び
三
分
家

の
連
系
会
社
持
株
比
率
は
五
二

(I`位 :十円、十円未満切り捨て)

18年 19年 20年

3,192

75

1,799

6

24

49

80

1,157

2,407

93

2,061

4

28

47

38

30

103

1,985

750

1,146

2

13

43

6

21

0

2,894

393

0

1,990

510

3,254

0

103

575

0

2,070

0

505

3,181

743

0

1,598

0

838

△847 △1,195



第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

註 :本 人は 1:分家会言|の 各元帳残高表の損益勘定科‖を合算 したものである。

関係会社配 ll金 は昭和 19年 以降、それまでは連系会|[を 除 くll友系企業の配
｀
Ч金 ,

一
四

一

第 172表 三 分 家 会 計 損 益 表

科 日 日召禾日11′年 12年 13年 14年 15年 16年 17年

当期利益

住友合資会社配当金

住友本社配当金

連系会社配当金

関係会社配当金

他会社配当金

公社債利虐、

1又 入利息

信託利益

有価証券原価差損益

有価証券売却益

有価証券評価益

２‐

０〇

一

６〇

一

１５

９

３６

一

０

一

一

４８

一
　

一

〇５

５

３８

‐７

８２

一
　

一

２３

一

７５

３５

Ｈ

４３

‐８

８‐

一

５８

一
　

一

1,469

75

1,154

11

29

37

63

98

1,682

75

1,375

11

18

43

54

104

2,170

75

1,434

8

21

43

55

531

2,419

75

1,485

8

23

44

68

714

当期損失

有価証券売却損

有価証券評価損

支払利息

雑 費

諸 税

雑 損

経 費

220

220

460

0

460

‐４

　

一
　

一
　

一
　

〇

７４

　

一
　

４０

1,635

34

1,247

353

３４

一

一

２５

０

２８

一

８０

2,465

193

0

1,661

610

2,582

一

８‐

０

５８

一

４２

当期純損益 △166 △451 △295 △162



年 保有者
社
額絵銀

連
増

保有有価証券処分額

系

株社

連
会 内売却益

関 係
会社株

他会社株 公社債 計

日召不日12

住友家

三分家

計

2,105

1,225

3 330

725

0

725

362

0

362

0

0

0

0

0

0

153

0

153

878

0

878

住友家

三分家

言|

2,772

1,386

4,158

0

0

0

759

73

832

130

0

130

889

742

1,632

住友家

三分家

計

4,318

2,167

6.486

47

236

283

7

10

17

0

2

2

143

0

143

545

792

1,338

住友家

三分家

計

3,848

1,919

5.768

16,126

434

16,560

6,645

104

6 749

0

0

0

0

0

0

16,154

434

16,589

住友家

三分家

計

8,502

1,726

10,228

13,927

1,800

15,728

1,759

531

2,290

0

0

0

19

1

20

14,406

1,801

16,208

家

家

友

分

計

住

〓
一

8,014

3,099

H.H4

9,352

1,760

11.H2

1,007

572

1,579

156

0

156

901

0

901

274

0

274

10,685

1,760

12,445

住友家

三分家

計

9,997

4,292

14,289

11,5H

2,323

13,834

2,783

1,157

3,941

0

0

0

1,351

110

1,461

13,370

2,433

15,803

住友家

三分家

計

4,591

4,223

8,814

735

0

735

0

0

0

0

0

0

655

118

773

1,780

118

1,898

住友家

三分家

言|

8,401

2,483

10.885

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

184

290

475

184

290

475

合 :|

住友家

三分家

計

52,552

22,524

75,076

52,424

7,224

59,649

12,564

2,540

15,105

546

2

549

2,984

626

3,6H

2,939

520

3,460

58,895

8,374

67.270

第 18表 保布有価証券の処分による連系会社増資払込資金の調達
(単位 :千 [l、

「
円未満切 り捨て)
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設
立

一
四
二

註 :関 係会社株式は昭和19年 以降、それまでは1菫 系会社を除 く住友系企業の株式 .

公社債の処分額には償還額を含む。

処分allに は売却益を含むが、特にit系会社株式については、これを内数として示 した。



％
と
過
半
数
を
掌
握
し
て
い
た
の
に
対
し
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
終
戦
時
に
お
い
て
は
二
九
％
と
三
割
の
大
台
を
も
割
り
込
む
こ
と
と

な

っ
た
（第
１９
表
）。
な
お
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
の
基
礎
と
な
る
住
友
家
及
び
三
分
家

の
昭
和
十
二
年
か
ら
昭
和
二
十
年

に
至
る
有
価
証
券

の
保

有
状
況
の
詳
細
を
第
２０
表
に
示
し
た
（他
会
社
株
式
及
び
公
社
債
は
省
略
）。
因
み
に
こ
れ
ら
の
保
有
有
価
証
券

の
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
が
、
第
二

次
大
戦
後

の
昭
和
二
十
二
年
九
月
財
産
税
の
物
納
に
充
当
さ
れ
た
。
保
有
株
式
の
科
目
は
、
当
初

「連
系
会
社
」
と
連
系
会
社
以
外
の

「他

会
社
」
の
二
本
立
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
六
日
提
出
、
十
二
月
三
十
日
決
裁
さ
れ
た
総
務
部
会
計
課
起
案
第
二
二
七
号

「本
社
、

住
友
家
会
計
並
御
分
家
会
計
ノ
勘
定
科
日
、
元
帳
科
目
並
内
訳
科
目
改
廃
ノ
件
」
に
よ
つ
て
、
昭
和
十
九
年
か
ら

「関
係
会
社
」
と
い
う
科

目
が
新
た
に
加
わ
っ
た
の
で
、　
こ
れ
に
該
当
す
る
連
系
会
社
以
外
の
住
友
系
企
業
を
、
昭
和
十
二
年

に
遡

つ
て
示
し
た
。
「関
係
会
社
」

の

定
義

に
つ
い
て
は
、
「住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「
五
０
日
米
板
硝
子
株
式
会
社
の
経
営

の
承
継
」

を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
他
方
こ
の
起
案

に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た

「勘
定
科
日
、
元
帳
科
日
、
内
訳
科
目

一
覧
表
」

に
よ
れ
ば
、
「
関
係
会
社
」

は

「資
本
参
加
ノ
ロ
的
ヲ
以
テ
保

有
ス
ル
特
定
関
係
会
社
等
ノ
株
式
。　
一
会
社
ノ
株
式
総
数
ノ
三
分
ノ

一
以
上
ノ
株
式
ヲ
所
有
ス
ル
ト
キ
ハ
、
之
ヲ
資
本
参
加
ノ
ロ
的
ヲ
以
テ

所
有
ス
ル
モ
ノ
ト
看
倣
ス
」
と
定
義
さ
れ
て
い
た
。
本
社
の
関
係
会
社
を
巡
る
こ
れ
ら
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
次
章

「株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）」
で
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（資
料
２８
）

提
出
　
昭
和
十
二
年
三
月
十
九
日
　
決
裁
　
昭
和
十
二
年
五
月
十
八
日
　
計
第
十
六
号
ノ
Ｂ

住
友
家
会
計
及
御
分
家
会
計
勘
定
科
目
及
元
帳
科
目
並

二
整
理
方
法

二
関
ス
ル
件

住
友
家
会
計
及
御
分
家
会
計

ハ
、
今
回
ノ
住
友
合
資
会
社
解
散

ニ
ョ
リ
、
新

二
配
分
ヲ
受
ケ
タ
ル
土
地
、
建
物
（本
家
）
並

二
有
価
証
券
（本

家
、
分
家
）
ヲ
加

ヘ
テ
、
之
等
会
計
ノ
財
産
価
格
及
其
ノ
範
囲

ハ
、
従
来

二
比
シ
著
敷
ク
厖
大
且
広
範
卜
相
成
候
処
、
之
ガ
管
理
、
収
支
及

損
益
整
理
方
法

二
就
テ
ハ
、
『住
友
本
家
並

二
分
家
会
計
取
扱
内
規
』

（別
紙
添
附
Ｙ
一依
り
従
来
同
様
本
社
之
ヲ
管
理
シ
、
社
則

二
定
ム
ル

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三



び住友家・三分家の持株率の変化

昭和20年 8月 15日 終戦時

連系会社 総株数 住友本社 住 友 家 三 分 家 計

業策

電気工業

金属工業

化学「 業

アルミニウム製錬

満洲金属工業

機械工業

通信工業

朝鮮軽金属

銀 行

信 託

生命保険

倉 庫

土地工務

共同電力

14

1.600.000

2,400,000

8,375,000

2,200,000

400,000

600,000

800,000

3,000,000

1,600,000

736,750

400,000

15,000

300,000

830,0001

4000001

f不

424,976

583,329

726,360

392,800

98,200

150,930

168,200

332,417

160,000

177,711

6,170

4,500

65,000

220,840

89,800

1,

26 6

24 3

20 6

179

24 6

25 2

21 0

11 1

100

24 1

15
30 0

21 7

26 6

22 5

，

２０

56,433

173,420

107,060

28,000

33,200

39,000

45,932

48,000

50,500

10,000

9,000

85,000

229,000

20.000

%
42 4

24
21
49
70
55
49
15
30
69
25

60 0

28 3

27 6

50

林
159,996

56,340

190,000

54,000

13,800

21,870

18,900

15,000

0

36,700

1,200

1,500

30,000

59,100

9,600

%
100

23
23
25
35
36
24
05
00
50
03
100
100
71

241

，

９２1 263

696,102

2,089,780

553,860

140,000

206,000

226,100

393,349

208,000

264,911

17,370

15,000

180,000

508,940

119,400

%
78 9

29 0

25 0

25 2

35 0

34 3

28 3

13 1

130

36 0

43
100 0

60 0

61 3

29 9

23.656.750 4,601,23〔 1,612,765 68 668,00( 6 882 004

書換の関係で若「 相違する場合がある
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第 19表  連系会社に対する住友本社及

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

住 友 本 社 設 立 時

連系会社 総株数 f■ 友本社 住 友 家 三 分 家

号U子鐘日1

炭 破

電線製造所

金属工業

化学工業

アルミニウム製錬

満洲銅管

機械製作

銀 行

信 託

生命保険

倉 庫

ビルデイング

大阪北港

四回中央電力

14

300,000

240,000

300,000

1,000,000

400,000

200,000

200,000

100,000

700,000

400,000

15,000

300,000

130,000

700,000

200,000

林

75,000

60,212

99,536

277,750

93,940

49,100

55,900

17,000

248,961

1,460

4,500

75,000

45,400

175,540

32 800

33 2

170

25 1

164

fl

195,000

150,000

29,000

80,000

27,000

14,000

16,000

6,000

100,000

10,000

9,000

195,000

13,000

296,000

10.000

%
65 0

62 5

97
80
68
70
80
60

14 3

25
60 0

65 0

100

42 3

50

,
30,00(

24,00(

14,40(

39,90(

13,50(

6,90(

8,10(

3,00(

38,70(

1,20(

1,50(

30,00(

6.60(

52,5α

4.80(

10

10

48

40

34

41

55

51

75

24

嬌
300,000

234,212

142,936

397,650

134,440

70,000

80,000

26,000

387,661

12,660

15,000

300,000

65,000

524,040

47.600

%
100 0

97 6

47 6

39 8

33 6

35 0

40 0

26 0

55 4

32
100 0

100 0

50 0

74 9

23 8

計 5,185,00( 1,312,09〔 25 3 1,150,000 22 2 275,10( 5 2 737 199 52 8

出典 :住 友本社会 :1課 、住友家会言及び :分家会計各「イ「価証券記人帳J。 11し i■ 系会社の休 L名 簿 とは名義

一
四
五
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一
四
六

所
ノ
諸
規
程

二
準
拠
シ
テ
、
本
社
ノ
取
扱
方
卜
並
行
実
施
ス
ベ
キ
事
勿
論
ナ
ル
モ
、
右

二
述
ベ
シ
ガ
如
ク
其
ノ
取
扱
範
囲
著
敷
ク
広
範
ト
ナ

リ
シ
為
、
従
来
ノ
如
キ
簡
単
ナ
ル
勘
定
科
目
並

二
元
帳
科
ロ
ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
、
其
ノ
ロ
的
ヲ
達
成
シ
得
サ
ル
ニ
付
、
之
等

二
対
シ
別
記
ノ
如

ク
大
改
正
ヲ
施
シ
、
三
月

一
日
ヨ
リ
実
施
ノ
事
卜
致
度
、
此
段
仰
裁
候
也
（後
略
）

（別
紙
）

住
友
本
家
並

二
分
家
会
計
取
扱
内
規

第

一
条
　
住
友
本
家
並

二
住
友
合
資
会
社
出
資
社
員
タ
ル
分
家
ノ
会
計

ハ
、
住
友
合
資
会
社
本
社
之
ヲ
管
理
シ
、
社
則

二
定
ム
ル
所
ノ
諸
規

程

二
準
拠
シ
、
之
ガ
取
扱

ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
。

第
二
条
　
本
社
総
務
部
会
計
課

ハ
、
毎
会
計
年
度
開
始
前

二
其
年
度
ノ
本
家
並

二
各
分
家
ノ
会
計
見
積
書

ヲ
調
製
シ
、
経
伺
ス
ベ
シ
。

本
家
詰
所

ハ
、
毎
年
十

一
月
十
五
日
迄

二
其
所
管
ノ
翌
年
度
各
予
算
ヲ
本
社

二
呈
出
シ
、
其
審
査

ヲ
受
ク
ベ
シ
。

20年末

423,888

254,332

24,328,810

12,716,600

45,000円

21,280,000

△950,000

△950,000

△950,000

10,050,000

△101,805

△6,531,195

△614,000

△22,000

△1,206,000

△900,000

△900,000

△1,500,000

7,347,200

△500,000

1,206,000

△147,015

△735,075

6,097,200

△5,739,500

6,358,300

6,358,300

11,658,000

△536,000

△536,000

△536,000

△10,050,000

△200,000

840,000

936,000

△72,000

△72,000

△72,000

△43,500

139,200

△933,000

△27,990

△466,500

499,200

362,500

△362,500

724,987

866,118

△823,000

116,662

△386.035

り捨て、1常 ltllrl下 線は新株の旧株への合併を示す)

2,276,143



1 連系会社株式

銘  柄 (額面 )

第 201表 住友家保有有価証券明細表

(金額は ll未満切

12～ 20年 増減

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

内    容

住友別子鏡山

住友鐘業

(昭 和 12年 6月 21日 改称 )

同 新 株

同 新株

住友炭破

住友電線製造所

住友電気工業

(昭和14年 H月 1日 改称)

同 新株

同 新株

評価益

受入①      224,000
贈与②     △10,ooo

贈与0     △10,000

贈与C     △10,000

合併0      150,000
評価損

評価損

譲渡0     △10,000

+損
評価損

譲渡⑦     △15,000

譲渡0     △15,000

譲渡0     △25,000

払込      293,888
譲渡0     △20,000

評価益

譲渡0      △5,000

譲渡O     △25,000

払込@25円
譲渡 17     △100,000

払込      254,332
払込@25円
受入0      174,000
贈与②      △8,000

贈与0      △8,000

贈与●      △8,000

合併⑤     △150,000

貝曽ち■3          △4,000

評価益

受入C,      10,400
贈与②       △800

贈与0       △800

贈与0       △800

評価損

評価益

譲渡0     △10,000

贈与②       △300

譲渡③      △5,000

譲受 10       3,840
払込       14,500
分譲       △14,500

払込       19,333
評価益

言表力支(3          △10,000

払込@125円
評価損

円
50,000

一
四
七

17

18

18

20

12

14

15

16

18

19

昭和 11年 末
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友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
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一
四
八

各
分
家

一
ヶ
年
所
要
ノ
経
常
費
及
臨
時
費

ハ
既
定
額

二
依
ル
コ
ト
ト
シ
、
特
別
ノ
理
由
ナ
キ
限
り
改
定
セ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
三
条
　
本
家
並

二
各
分
家
所
有
ノ
有
価
証
券

ハ
、
本
社
之
ヲ
管
理
シ
、
其
収
益
金
中
ヨ
リ
前
条
ノ
諸
費
用
ヲ
支
出
シ
、
剰
余
額

ハ
確
実
有

利
ナ
ル
方
法

二
依
り
、
本
社

二
於
テ
運
用
蓄
積
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
。

第
四
条
　
本
家
々
長
並

二
各
分
家
戸
主
ノ
実
印

ハ
、
合
資
会
社
社
長
並

二
業
務
執
行
社
員
ノ
印
章
管
守
ノ
方
法

二
準
拠
シ
、
本
社

二
於
テ
之

ヲ
管
守
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
五
条
　
本
社
総
務
部
会
計
課

ハ
毎
半
期
其
管
理
財
産
ノ
状
況
ヲ
明
瞭
ナ
ラ
シ
ム
ベ
キ
諸
表
ヲ
調
製
シ
、
本
家
並

二
各
分
家

二
呈
出
ス
ベ
シ
。

（第
五
条
訂
正

御
分
家

ハ
、
昭
和
九
年
六
月
二
十
七
日
出
納
課
起
案

「御
分
家
昭
和
八
年
度
決
算
報
告
ノ
件
」
ノ
起
案

ニ
ヨ
リ
年

一
回
ノ
締
切
ト

ス
。
）

1,242.538

6,985,983

82 070

29,560

104,230

2,830

416,522

456,515

369,500

110,000

3,284,400

△321,300

△321,300

△321,300

133,750

519,400

△84,800

△84,800

△84,800

62,500

△1,028,900

337,500

337.500

567,000

675,000

448,200

△25,260

△168,400

△336,800

199,232

1,342,500

85,411

1,342,500

82,070

△200,000

1,235,000

4,715,000

△460,000

△460,000

Δ460,000

143,750

368,575

4,809,315

△604,730

△604,730

△604,730

1,000,000

2,000,000

1,000,000

△291,840

△40,248

△764,712

△804,960

△804,960

△402,480

500,500

△422,500

△25,350



第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

同 新株

iI友 化学工業

同 新株

lpl 新株

同 新株

同 新株

住友金属J:業

同 新株

一
四
九

2,500

2,500

23,000

5,750

187,500

1,150,000

143 750

払込       29,560
評価益

払込la112 5円

評価益

受入〔1      27,600
贈 与2     △2,700

贈与0      △2,700

贈与●      Δ2,700

評価益

受入●      4,900
贈与2       △800

贈与3       △800

貝曽与III           △800
″、込@125円
評価損

払込       27,000
夕、込@125円
評価益

払込@25円
評価益

贈与2        △300

譲渡O      Δ2,000

譲渡8)     △4,000

受入 l1       2,830
れ、込       53,700
評価益

払込la125円

受入●       2,830
贈与0      △4,000

評価益

受入●      41,000
贈与2      △4,000

員曽与C,        △4,000

贈 与C      △4,000

払込@25円
評価益

受入[,      42,150
贈与2.      △5,300

贈与3      △5,300

贈与●      △5,300

夕、込       80,000
夕、込@25円
れ、込@125円
評価損

売却        △500

譲渡0      △9,500

譲渡 _l      △10,00o

譲渡0     △10,Ooo

売却       △5,000

評価益

譲渡0      △5,000

贈与●       △300

14

12

13

14

15

‐６

‐７

‐８

‐９

‐７

　

‐９

一
‐９

‐２

12

‐２

‐３

‐４

一



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

第
六
条
　
本
社
監
査
部
第

一
課

ハ
、
毎
年

一
回
常
時
監
査

ヲ
行

フ
ベ
シ
。

行

ハ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

一
五
〇

但

シ
各
分
家

ノ
経
常
費
及
臨
時
費

ノ
収
支

ニ
ツ
キ
テ
ハ
、
監
査

ヲ

以
上

1,175,000

750,000

△1,859,000

1,993,750

1,993,750

△2,237,500

△500,000

1,605,000

△285,500

△571,000

△685,200

575,000

△2,336,395

2,322,500

△314,500

2,008,000

12,150

4,050

261,250

△28,750

△28,750

△28,750

525,000

127,400

△127,400

350,000

350,000

542,250

△60,750

△60,750

△60,750

80,000

360,000

298,368

680,000

680,000

△569,070

675,000

△75,000

△75,000

△75,000

75,000

△57,000

75,000

75,000

57,000

250,000

250,000

250,000

500,000

△500,000

1,099,750

3,919,550

△198,100

173,420

28.000

33,200

19,000

20,000



第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

同 新株

同 新株

住友アルミニウム製錬

同 新株

満洲住友鋼管     (50)
満洲住友金属工業

(昭 和13年 1月 1日 改称)

同 新株

住友機械製作      (50)
住友機械工業

(昭和15年 9月 30日 改称)

同 新株

同 新株

同 新株

住友銀行

(50)

(50)

(100)

一
五

一
31,500 3,150.000

貝曽生声2

譲渡3
払込

払込@125円
譲渡0
譲渡0
評価益

譲渡
‐
i

譲渡 13

譲渡0
払込@25円
譲渡③

払込

分譲

払込@25円
買入

買人

受入(■

贈与②

贈与③

贈与0
払込@375円
評価益

評価損

夕、込

払込@25円
受入0
贈 与②

贈与0
贈与0
払込@5円
払込@225円
評価益

拒、込

払込@25円
譲渡0
受入0)

員曽|テ 2)

贈与0
贈 与0
払込@125円
評価損

1/、 込

払込@25円
評価益

払込

払込@25円
払込

払込@25円
贈与0
評価益

受人●

△22,000

159,500

△89,500

△20,000

△5,000

△10,000

△12,000

△27,800

92,900

△12,580

150

50

20,900

△2,300

△2,300

△2,300

14,000

24,100

△2,700

△2,700

△2,700

27,200

△10,000

9,000

△1,000

△1,000

△1,000

3,000

10,000

20,000

△5,000

27,700

△1400

14

15

16

18

12

‐３

‐４

‐５

‐６

一

　

‐２

‐４

‐３

‐４

　

‐５

‐８

一
‐９

２０

１２



△198,100

△198,100

350,000

△816,750

△519,750

△77,900

△2,932,000

△439,800

△879,600

4,508,500

△319,500

△319,500

△319,500

325,000

△50,000

△114,750

△735,000

△30,000

83,000

24,960

△8,320

△8,320

△8,320

15,000

38,000

53,000

3,000,000

△150,000

△150,000

△150,000

△15,000

7,840,000

△350,000

△350,000

△350,000

△1,050,000

1,805,810

△3,216,080

△459,450

1,136,029

1,078,000

△121,000

△121,000

△121,000

△65,000

△500,000

△150,000

5,924,500

△297,500

△297,500

△297,500

1,649,107

12,000

38 500

10,000

9 000

85,000

第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

1,759,200

2 945 250

261,000

2 700 000

5,041,309

一
五
二



第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

同 新株      (100)

住友信託       (50)

住友生命保険

一
五
三

住友倉庫       (50)

住友ビルデイング    (50)

大阪北港        (50)
住友 11地 工務

(昭 和19年 11月 20H改 称)

125,000

97,000

50,000

貝曽
=テ

C)

贈与0
評価益

売却

譲渡0
評価損

譲渡0
譲渡●

譲渡0
受入嘔)

贈与②

贈 与0
贈与C
評価益

評価損

贈与 2)

譲渡0
+損

評価益

受入つ

贈 与●

贈与0
贈与●

評価益

評価益

言平イ正iネん

受入[,

贈与2
贈与0
貝曽半テ1[)

評価損

受入①

贈与②

贈与13

具曽:テ [)

譲渡0
評価益

譲渡0
譲渡0
評価益

受入■

贈 与2
員曽|チ 嘔,

贈 与[)

評価損

譲渡0
合併●

受入●

贈与②

贈与C
貝曽与

=)
評価益

△1,400

△1,400

△5,500

△3,500

△20,000

△3,000

△6,000

63,500

△4,500

△4,500

△4,500

△1,500

△10,000

1,200

△400

△400

△400

10,000

△500

△500

△500

224,000

△10,000

△10,000

△10,000

△30,000

△70,000

△10,000

19,600

△2,200

△2,200

△2,200

△10,000

△3,000

348,500

△17,500

△17,500

△17,500

16

17

12

14

15

16

19

12

12

15

16

19

12

14



△1,579,970

2,221,262

△632,800

150,000

432,900

△46,800

△46,800

△46,800

325,600

△35,200

△35,200

△35,200

62,500

△25,000

△50,000

125,000

25,000

250,000

△25,000

125,000

285,000

50,000

△40,000

△295,000

943,478

604,200

383,300

574,150

574,150

600,000

600,000

6,839,600

89,511,834

一
五
四

第

．
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

83.177,334 1,612,765



譲渡⑮

評価益

評価損

交付 14

受入(■

贈与0
贈与0
贈与●

受入●

贈与②

贈 与0
贈与C
1/、 込@125円
評価損

評価損

払込

評価益

れ、込@25円
評価損

払込@125円
連系指定

評価益

評価損

合併 16

連系指定

譲受⑩

,菫系指定

払込

払込@25円
払込

払込@125円

△70,000

3,000

7,400

△800

△800

△800

7,400

△800

△800

△800

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

四回中央電力

住友共同電力

(昭千日18年 4月 1日 改称 )

同 新株

同 新株

住友海上火災保険    (50)

日本電気        (50)
住友j]信 I:業 (昭和18年 2月 20日 改称)

同 新株       (50)
同 新株       (50)

朝鮮住友軽金属    (50)

合 計 残 高

註 :1残 余財産受人。

2贈 与先イト友寛 ぅ

0贈 与先住友元夫。

1贈 与先住友義輝。

1住 友別 ∫鍍山 住友炭磯合併 .

6譲渡先fヒ 友生命,

,譲渡先 fに 友 1毎 卜.

8譲渡先住友信託 .

0譲 渡先イト友銀行 .

10敵 li株。

■日本染料製造合ll。

●譲渡先住友本社 ,

E譲 渡先日本電気.

■大阪北港 住友ビルデイング合併 .

1'譲渡先住友金属.

||イ ト友海 巨 人阪 1年 11合併、大阪住友海「 新設 ,

14

15

12

14

15

‐６

一
‐５

　

‐６

‐９

‐８

　

‐８

一
‐９

２０

１８

２０

△10,000

10,000

5,300

7,666

22,966

48,000

●住友本社 10,000株

住友銀行 20,000
住友信託 15,000
住友金属 15,000
住友生命 10,000
住友海上  10,000

住友電工 10,000

住友共電 10,000

,i1  100,000

一
五
五



20年末
金  額

|:

409,200円

△26,400

△26,400

△26,400

△45,000

△285,000

330,000

△120,000

75,000

75,000

△360,000

150,000

500,000

△250,000

△100,000

△150,000

750,000

△175,000

△75,000

△33,500

△29,000

△17,500

△10,000

585,000

△85,000

162,500

260,000

162,500

△141,522

△943,478

191,650

191,650

△383,300

1,357,225

△64,075

△64,075

△64,075

△330,000

295,000

424,000

株

4 000

5 000

10,000

10,000

5 000

1lI

0

0

150,000

0

410 000

0

0

835,000

295,000

424,000

2,114,000 34,000 2,114,000

第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社

の
設

，

一
五
六



2 関係会社株式 (関 係会社は昭和19年以降、それまでは連系会社を除く住友系/「・業)

昭和H年末

12

14

15

12

15

17

18

19

19

12

14

15

17

12

14

15

16

17

18

19

12

14

13

14

15

17

18

16

17

18

12

14

19

20

12-20年 増 減
銘  柄 (額面 )

扶桑海 L火災保険    (50)
住友海上火災保険

(昭 和 15年 4月 1日 改称 )

大日本鐘業      (50)

同 新株       (50)

同 新株      (50)
静狩金山        (50)

上肥金山         (50)
土肥鐘業

(昭 和 17年 H月 27日 改称 )

日本電気

同 新株

同 新株

日本板硝子

大阪住友海上火災保険
日本楽器製造

合 計 残 高

内    容

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

受入●

贈与②

贈与0
贈与0
評価損

連系へ

受入●

評価損

1/、 込

払込@25円
譲渡0
払込

受入●

評価損

評価損

言表力■6)

受人●

評価損

評価損

評価損

評価損

評価損

評価損

受入0
評価損

夕、込

評価益

払込@25円
譲渡0
連系へ

払込

払込@25円
連系へ

受入0
贈与2
贈与O
贈与0
評価損

交付0
譲受O

株
12,400株

△800

△800

△800

△10,000

3,000

3,000

△6,000

4,000

5,000

△5,000

5,000

5,000

6,500

△1,500

△10,000

7,666

△7,666

11,650

△550

△550

△550

10,000

5,000

五
七

註 :1残 余財産受人,

21曽 与先住友寛 。
3贈 り先住友元人,

1蝙 り先住友義輝。
5譲渡先住友銭業.

6譲 渡先日本li金振興。
7譲渡先イト友イ)i託っ
&住 友海 11 人1坂 71111合 併、 大1坂 fL友 i,11カ i「設
0,i表 受先イト友′I:命 .



り捨 て、増 l・tIIPlド線 は新株 の 11株 への合併を示す )

20年末

2,850,000円

1,608,000

△198,836

△824,763

△118,800

1,149,975

1,149,975

1,499,925

1,499,925

1,608,000

Δl,608,000

720,000

576,000

360,000

△506,002

177,502

△177,000

497,900

374,962

224,977

124,987

△100,911

415,822

103,174

368,887

88,000

963,900

119,000

254,400

30,000

△514,500

168,750

168,750

283,500

337,500

675,000

560

675,000

125,800

805,000

1,751,200

1,814,190

498,750

997,500

498,750

△145,609

△330,033

99,999

59,997

5,615,550

2,999,850

0

第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

26,829 2,272,416

887,884

54,000 3,399,860

五
ノ`



1 連系会社株式

銘  柄 (額面 )

第202表 三分家保有有価証券明細表

総 額は円木 ii tl」

12～ 20年増減

内   容

‐４

‐５

‐６

‐６

‐７

一
‐８

２０

１２

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

(円 )

住友別子鐘山     (50)
住友銭業

(昭 和12年 6月 21日 改称)

同 新株      (50)

同 新株       (50)

住友炭破        (50)

住友電線製造所     (50)
住友電気I:業 (I召 和14年 H月 1日 改称)

同 新株       (50)

同 新株      (50)

同 新株       (50)

住友化学工業     (50)

同 新株

同 新株

同 新株

住友金属工業

同 新株       (50)
同 新株       (50)

株
受贈0      30,000株
合併●      24,000
評価損

評価損

評価損

払込           45,999
払込@25円
払込       59,997
1/、 込@25円
受贈0      24,000
合併②      △24,000

受入0       8,000
受贈●       6,400
払込       7,200
譲渡●      △6,600

評価益

売却       △2,000

譲受0       3,830
払込       9,999
評価益

払込@125円
評価損

払込       29,511
評価益

払込@125円
評価益

受贈●       8,100
受入0       1,000
受贈●       2,400
払込@125円
評価損

夕、込       13,500
払込@125円
評価益

払込@25円
1/、 込       27,000
評価益

払込@25円
評価益

受人0       7,000
うこ員曽嘔,             16,000

受贈●      15,900
れ、込       39,900
払込@25円
払込@125円
評価損

譲渡0      △4100

‐２

一
‐３

‐４

‐６

‐８

‐４

‐５

‐８

一
‐９

‐９

　

２０

１２

‐２

　

‐４

‐２

‐３

‐４

‐ ５

一
‐７

　

‐９

一
‐２

一
五
九

昭和 H年 末



△402,480

△241,488

△603,720

997,500

997,500

787,615

△690,419

121,740

△332,091

1,275,000

△1,165,431

2,375,000

2,375,000

86,250

258,750

63,790

△63,790

172,500

172,500

182,250

40,500

182,250

151,048

344,250

344,250

225,000

37,500

△28,500

37,500

37,500

28,500

120,000

120,000

120,000

240,000

83,000

△31,750

636,750

1,314,300

120,400

△148,500

△30,780

42,000

958,500

284,000

113,750

△77,500

△16,500

24,960

1,800

450,000

1,050,000

190,000

13.800

21,870

9,300

9、 600

18,200

18,500

1,200

1,500

30.000

11,587,274

第
　
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

690 000

1,244,548

577,500

360.000

2,657,920

一
六
〇1,404,250

26,760

450,000

1 050 000



第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

同 新株

同 新株

住友アル ミニウム製錬  (50)

同 新株       (50)

満洲住友鋼管      (50)
,両 洲住友金属工業

(昭和 13年 1月 1日 こた称 )

同 新株       (50)

住友機llt製作      (50)
住友機械工業

(昭和 15年 9月 30日 改称)

同 新株       (50)

同 新株

同 新株

住友銀行

(50)

(50)

(100)

同 新株      (100)

一　
工（
一

住友信託        (50)

住友生命保険     (100)
住友倉庫        (50)

5.500

2,000

714、 500

,t去 ll

譲渡●

譲渡0
担、込

△5,000

△3,000

△7,500

79,800

払込@125円
評価益

譲渡0     △19,800

評価益

譲渡0      △9,000

払込@25ill

譲渡0     △16,200

払込       95,000
払込@25円
うこ只曽嘔)             6,900

払込@375円
評価益

評価損

払込        6,900
払込@25円
受贈0       8,100
払込@5円
払込@225円
評価益

払込       13,770
払込@25円
受贈(D       3,000
払込@125円
評価損

払込       1,500
拒、込@25円
評価益

払込       4,800
払込@25円
払込       9,600
払込@25円
評価益

評価損

受入0       4,500
づき員曽(,             9,200

評価益

売却       △1,000

評価損

評価益

受贈■)        13,500
受入0       4,000
評価益

売却       Δl,000

評価損

受贈嘔,             1,200

評価益

受贈C,          1,500
受贈[1      30,000

16

17

18

18

19

12

14

15

16

18

12

13

14

15

16

12

14

13

14

15

18

19

20

12

14

14

15

12

14

12

12



363,000

△33,000

△330,000

892,500

105,000

330,000

140,400

105,600

30,000

△12,000

△24,000

60,000

12,000

120,000

△12,000

60,000

65,550

△65,550

637,500

375,000
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一
工（
二

20年 末
金  額

||

79,2001■ l

△10,800

△2,850

△65,550

5,825

192,225

△56,100

65,550

株

1,700

2,300

141,950

65,550

207,500 207,500



第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

住友ビルデイング

大阪北港

住友土地工務

(昭 和19年 H月 20日 改称)

四國中央電力

住友共同電力 新株

(昭和18年 4月 1日 改称)

同 新株

住友海 L火災保険

住友通信 T:業

受贈①       6,600
評価損

合併 10      △6,600

受贈0      52,500
評価益

合併 10       6,600
受贈0       2,400
受贈0       2,400
払込@125円
評価損

評価損

払込        4,800
評価益

払込@25円
評価損

払込@125円
連系指定      2,300
合併 ll      △2,300

払込       15,000
払込@25円

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

12

15

19

12

14

19

12

12

‐４

‐５

‐２

‐４

‐５

　

‐６

一
‐５

‐９

‐９

２０

合 計 残 高

1住 友本家より,

,住友別子鍍山 住友炭優合併。

,残余EI岸受人.

●譲渡先住友本社。

1敵 産株。

6譲渡先住友生命ぅ

7譲渡先 f卜 友イ1:託ぅ

ぎ譲渡先 日本電気。

,譲渡先住友銀行。

0大阪北港 住友 ビルデイング合併。

■住友海 L 大阪海 Ii合併、大阪住友海 11新設。

関係会社株式 (関係会社は昭和19年以降、それまでは連系会社を除く住友系企業)

言ill住友本家より。

2残余 ll産受人.

●住友海 11 大阪海 L合併、大阪 fド 友海 L新設

一
二（
一一一

銘 柄 (額面 ) 昭和11年 末
12～ 20年増減

年 容内

(円 )

扶桑海上火災保険    (50)
住友海上火災保険

(昭和15年 4月 1日 改称)

日本板硝子      (50)

大阪住友海 L火災保険  (50)

|]

12

14

15

12

14

19

株
受贈0      2,400株
評価損

売却        △100

連系へ      △2,300

受入②        50
受贈0       1,650
評価損

交付0       2,300

合 計 残 高



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

註（
１
）

『
三
井
事
業
史
」
本
篇
第
二
巻
中
（財
団
法
人
三
井
文
庫
　
平
成
六

年
）
二
四
三
―
二
五
八
頁
．

（
２
）

川
田
順

『続
住
友
回
想
記
』
（中
央
公
論
社
　
昭
和
二
十
八
年
と

八
三
頁
。

川
田
は
意
見
書
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（同
書

一
八
四

頁
）
。

辞
表
と
共
に
一
通
の
意
見
書
を
呈
出
し
た
。
そ
の
大
要
に
い
は
く
。

他
日
小
倉
総
理
が
引
退
す
る
場
合

に
は
、
従
来

の
中
央
集
権
を
改
め

て
、
住
友
の
諸
事
業
を
産
業
部
門
（鍍
山
、
炭
破
、
製
造
工
業
、
林
業
、

水
力
電
気
等
々
）
及
び
金
融
部
門
（銀
行
、
信
託
、
倉
庫
、
生
命
保
険
、

火
災
保
険
等
々
）
に
二
大
別
し
、
総
本
社
（註
、
合
資
会
社
の
こ
と
）
及
び

総
理
事
制
を
廃
止
す
る
こ
と
、
両
部
門
に
は
各
理
事
長
を
置
き
、
各
社

よ
り

一
人
づ
つ
理
事
を
出
し
て
、
理
事
長
を
補
佐
す
る
の
二
人
の
理
事

長
は
常
に
意
思
を
相
通
じ
、
人
事
等

の
重
要
の
件
に
就
い
て
は
相
談
す

べ
き
も
、
そ
れ
は
非
公
式
で
、
制
度
で
は
な
い
。
簡
単
に
云

へ
ば
、
大

住
友
を
三
分
す
べ
し
と
い
ふ
の
が
、
愚
案

の
要
旨
で
あ
る
。
産
業
と
金

融
と
、
性
質

の
異
な
る
事
業
を

一
個
の
総
本
社
、　
．
人
の
総
理
事

の
下

に
統
轄
し
運
転
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
又
、
あ
ま
り
に
厖
人
な

財
閥
に
は
、
不
必
要
に
風
当
り
が
強
い
。
云
々
。

（
３
）

昭
和
五
卜

．
年
七
月
二
十
二
日
平
塚
正
俊
氏
談
。

（
４
）

昭
和
五
Ｆ

．
年
二
月
八
日
大
沢
忠
蔵
氏
及
び
神
田
勇
古
氏
談
。

大
沢
忠
蔵
に
は
こ
の
他
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
∩
住
友
本
社

の

一
六
四

生
み
の
親
」
『迫
想
録
河
井
昇
三
郎
』
所
収
）
。

そ
れ
は
、
昭
和
十

一
年

の
こ
と
で
、
私
は
住
友
合
資
会
社

の
経
理
部

商
工
課
に
お
世
話
に
な

つ
て
い
ま
し
て
、
経
理
部
長
の
山
本
信
夫
さ
ん

や
商
工
課
長

の
小
林
晴
卜
郎
さ
ん
の
ご
指
導
を
仰

い
で
い
た
頃
で
す

が
、
何
で
も
其
春
か
ら
本
家
の
相
続
税
の
対
策
が
問
題
化
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
委
員
会
が
出
来
て
経
理
部
長
の
山
本
信
夫
さ
ん
が
委
員
長

と
な
ら
れ
、
委
員
に
は
河
井
総
務
部
長
、
小
林
商
工
課
長
、
神
田
鉱
山

課
長
、
中
田
会
計
課
長
、
そ
れ
に
主
計
係
の
大
西
さ
ん
、
水
島
さ
ん
と

商
工
課
の
私
の
七
人
が
選
ば
れ
て
、
こ
の
問
題
と
取
組
み
、
極
秘
裡
に

研
究
を
重
ね
た
も
の
で
す
。
併
し
こ
の
委
員
会
は
実
際
上
河
井
さ
ん
を

中
心
と
し
た
も
の
で
、
合
資
会
社
を
解
散
し
て
清
算
に
入
る
か
、
或
は

合
資
組
織
を
株
式
組
織
に
改
め
る
か
の
両
案
が
あ

っ
て
、
そ
の
可
否
得

失
を
巡
り
甲
論
乙
駁
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
結
局
河
井
さ
ん
が
改

組
案
を
採
る
こ
と
を
決
意
さ
れ
、
山
本
委
員
長
の
ご
賛
成
を
得
ら
れ
た

上
で
昭
和
十

一
年
十
二
月
三
十
日
の
合
資
会
社
理
事
会
で
決
定
、
昭
和

十
二
年
二
月
三
卜

一
日
（註
、
二
月

一
日
の
誤
り
）
を
期
し
合
資
会
社

の

改
組
が
実
現
し
、
姦
に
株
式
会
社
住
友
本
社
の
誕
生
を
見
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。
従

っ
て
河
井
さ
ん
は
云
わ
ば

″住
友
本
社
の
生
み
の
親
″
と

云

っ
て
良
い
方
で
あ
り
ま
す
。
因
み
に

″住
友
本
社
″
の
社
名
は
故
小

倉
総
理
事

の
ご
命
名
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

（
５
）

平
塚
正
俊

「
河
井
さ
ん
の
思
い
出
」
「
追
想
録
河
井
昇
三
郎
』
所

収
）
。

私
が
直
接
御
指
導
を
受
け
た
総
務
部
長
の
間
の
河
井
さ
ん
の
残
さ
れ



た
最
大
の
お
仕
事
は
、
本
社
の
改
組
、
即
ち
住
友
合
資
会
社
を
解
散
し

て
株
式
会
社
住
友
本
社
を
設
立
す
る
と
言
う
人
仕
事

で
あ

っ
た
と
思

う
。
合
資
会
社
が
設
立
せ
ら
れ
た
大
正
十
年
か
ら
、
そ
れ
ま
で
Ｆ
七
年

間
、
幸
に
住
友
の
各
事
業
の
発
展
に
よ
つ
て
、
合
資
会
社
の
資
産
も
増

大
し
、
大
き
な
含
み
資
産
を
擁
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。
反
面
職
員
退
職

慰
労
金
そ
の
他
潜
在
的
な
負
債
も
累
積
し
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ

る
が
、
そ
れ
ら
を

．
度
洗
い
直
し
、
増
大
し
た
資
力
は
表
面
に
出
し
、

整
理
出
来
る
も
の
は
整
理
し
て
新
ら
し
い
第

一
歩
を
踏
出
し
、
将
来
の

経
済
的
、
社
会
的
の
変
動
を
乗
り
こ
え
て
永
く
住
友
全
事
業

の
統

一
を

保

っ
て
秩
序
あ
る
発
展
を
続
け
よ
う
と
言
う
趣
旨
の
処
置
で
あ

っ
た
．

そ
の
案
両
が
何
処
か
ら
誰
が
と
言
う
こ
と
は
、
私
は
実
は
聞
か
さ
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
が
、
河
井
さ
ん
が
そ
の
実
質
的
案
画
者
で
あ
り
推
進

者
で
あ

つ
た
こ
と
は
、
直
接
河
井
さ
ん
の
指
導
下
で
そ
の
お
手
伝
い
を

し
た
私
達
に
は
自
明
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
之
を
決
断
決
裁
さ
れ
た
小
倉

さ
ん
以
下
の
首
脳
者
達
、
又
住
友
家
長
さ
ん
の
御
英
断
は
も
と
よ
り
で

あ
る
が
、
余
程
明
敏
な
見
識
と
太
い
肝

っ
玉
の
持
主
で
な
け
れ
ば
到
底

案
画
出
来
な
い
よ
う
な
企
画
で
あ

っ
た
。
河
井
さ
ん
の
統
率
の
下
で
直

接
事
務
的
な
仕
事
を
進
め
た
補
助
者
は
香
川
修

一
君
、
大
西
基
重
君
や

私
な
ど
少
数

の
者
で
あ

つ
た
が
、
事
柄
が
事
柄
だ
け
に
随
分
心
配
も

し
、
詳
細
な
調
査
も
し
た
の
で
あ

つ
た
が
、
河
井
さ
ん
の
綿
密
な
御
指

導

の
も
と
に
昭
和
十
二
年
二
月
此
の
改
組
は
滞
り
な
く
終
了
し
て
新
ら

し
い
住
友
本
社
が
誕
生
し
た
。
時
期
的
に
言

っ
て
も
又
と
な
い
適
切
な

時
機
で
あ

っ
た
ｃ
後
日
、
三
井
合
名

の
要
路
の
人
が
住
友

の
首
脳
者
に

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

「住
友
さ
ん
は
い
い
時
機
に
決
行
さ
れ
た
。
私
の
方
な
ど
今
と
な

っ
て

は
や
り
よ
う
が
な
い
」
と
言
わ
れ
た
と
言
う
こ
と
を
聞

い
た
こ
と
が

あ

っ
た
。
私
は
全
く
そ
の
通
り
だ
っ
た
と
思

っ
て
居
る
。
こ
う
言

っ
た

重
大
な
案
件
の
発
案
、
企
画
、
推
進
と
言
う
よ
う
な
こ
と
は
河
井
さ
ん

な
ら
で
は
と
いた
々
思
う
の
で
あ
る
。

（
６
）

墨
友
荘
主
人

『
Ｔ

へ
の
手
紙
』
貧
竺朋
館
　
昭
和
二
十
五
年
ヱ
ハ
三
、

六
四
頁
。

（
７
）

前
掲

『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
二
巻
下
（平
成
十
三
年
￥

一―
七
五

頁
、
■
０
七
―
三
二

二
頁
。

（
８
）

大
島
堅
造

『
．
銀
行
家
の
回
想
』
（日
本
経
済
新
聞
社
　
昭
和
三
十

八
年
Ｙ

一七
、
三
八
、
四
四
、
四
五
頁
。
大
島
堅
造

「古
田
氏
に
つ
い
て

思
い
出
す
こ
と
ど
も
」
翁
古
田
俊
之
助
追
懐
録
』
　

昭
和
二
十
九
年
）
。

人
島
堅
造

『
春
風
秋
雨
八
十
年
』

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
　
昭
和
四
十
二

年
Ｙ

七
二
頁
。

（
９
）

昭
和
五
十

一
年
七
月
二
十
二
日
香
川
修

一
氏
談
。

（
１０
）

註
（
４
）
に
同
じ
。

（
Ｈ
）

昭
和
五
十

．
年
五
月
二
十

一
日
香
川
修

一
氏
談
。

（
‐２
）

註
（
９
）
に
同
じ
。

香
川
修

一
に
は
こ
の
他
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
∩
住
友
本
社
人
事

部
長
時
代
の
河
井
さ
ん
」
『
追
想
録
河
井
昇
三
郎
』
所
収
）
。

先
づ

一
つ
の
方
は
、
事
は
総
務
部
長
時
代
か
ら
は
じ
ま

つ
て
、
人
事

部
長
時
代
に
も
及
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
昭
和
十
二
年
二
月
の

「住
友

合
資
会
社
か
ら
株
式
会
社
住
友
本
社
に
改
組
」
と
共
に
住
友
全
職
員
の

一
六
五



第

一
章
　
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立

退
職
慰
労
金
制
度
の
大
改
正
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
当
時
日
本
経
済
界

に
大
き
な
話
題
を
提
供
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
改
組
の
方
は
、
そ
の
関
係
者
か
ら
述
べ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
が
、

退
職
慰
労
金
規
定
の
大
改
正
は
人
事
課
の
所
管
で
あ

っ
た
の
で
、
そ
の

点
を
回
顧
し
て
見
る
。
そ
の
前
大
正
十
年
に
、
住
友
総
本
店
が
住
友
合

資
会
社
に
改
組
さ
れ
て
、
（註
、
大
正
十
三
年
に
）
退
職
慰
労
金
規
定
も

改
正
さ
れ
た
。
そ
の
規
定
か
ら
見
る
と
大
雑
把
に
言

っ
て
、
大
学
卒
業

三
十
年
で
定
年
退
職
す
る
と
、
平
均
人
で
そ
の
慰
労
金
を

一
割
に
廻
す

と
人
体
退
職
当
時
の
月
給
位
が
月
々
入
る
計
算
で
あ

っ
た
。
真
に
余
生

を
悠
々
自
適
出
来
た
訳
で
実
に
よ
き
時
代
で
あ

っ
た
。
併
し
こ
の
ま
ま

で
五
年
十
年
経
過
す
る
と
、
住
友
全
社
の
負
担
す
る
退
職
慰
労
金
債
務

が
、
優
に
そ
の
資
本
金
を
凌
駕
す
る
恐
れ
が
あ

つ
て
、
会
社
将
来
の
大

問
題
で
あ

っ
た
。
同
じ
こ
と
は
三
菱
系
に
も
起

っ
て
既
に
そ
の
前
年
に

大
改
正
を
し
た
。
住
友
合
資
会
社
改
組
を
機
会
に
、
こ
の
危
惧
を

一
掃

一　
工（
工（

し
よ
う
と
し
て
、
そ
れ
に
は
既
得
権
は
尊
重
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
、
そ

れ
迄
の
退
職
慰
労
金
を
試
算
し
て
、
中
間
支
払
を
断
行
し
、
而
も
そ
の

一
時
収
入
が
個
人
の
税
負
担
に
か
か
る
の
で
、
そ
の
補
償
も
考

へ
る
―

と
言
ふ
案
が
出
来
た
。
こ
の
大
方
針
は
実
に
河
井
さ
ん
と
、
故
田
中
人

事
部
長
の
合
作
で
あ

っ
た
。

私
は
人
事
課
長
と
し
て
、
こ
の
大
方
針

の
下
に
、
万
端

の
計
画
立
案

を
し
て
、
課
員
の
日
夜
の
努
力
に
よ
つ
て
、
遂
に
昭
和
十
二
年
三
月
、

滞
り
な
く
こ
の
大
問
題
を
完
遂
出
来
た
。
余
程
の
決
断
と
勇
気
を
伴
ふ

こ
の
大
方
針
を
決
定
さ
れ
た
の
が
こ
の
両
先
輩
で
あ

っ
た
。

（
‐３
）

註
（
７
）
に
同
じ
。

（
‐４
）

註
（
３
）
に
同
じ
。

（
‐５
）

『
三
井
銀
行
八
十
年
史
』
（昭
和
三
十
二
年
　
株
式
会
社
三
井
銀

行
ビ
エ
舎

一、
二
六
四
頁
。



一 日

(■)(コ (→

第
二
章

株
式
会
社
住
友
本
社

２
）

―

昭
和
十
二
―
十
五
年

―

次
統
轄
シ
ス
テ
ム

経
済
統
制
の
進
展
と
住
友
本
社
の
対
応

経
済
統
制
の
東
京
集
中
問
題

関
係
会
社
管
理
の
強
化

１
　
関
係
会
社
役
員
内
規
の
制
定

２
　
連
系
会
社
の
関
係
会
社
統
制
問
題

業
　
　
績

住
友
本
社
の
業
績

住
友
本
社
の
部
門
別
業
績

１
　
本
社
部
門

２
　
直
轄
鉱
山

３
　
販

売

店

投
資
活
動

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

日
　
連
系
会
社
の
株
式

０
　
そ
の
他
の
住
友
系
企
業
の
株
式

０
　
住
友
系
以
外
の
企
業
の
株
式

四
　
資
金
調
達

五
　
店
部

・
連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社

日
　
住
友
別
子
鏡
山
と
住
友
炭
暖
の
合
併
に
よ
る
住
友
銀
業
株
式
会
社
の
発
足

口
　
北
支
産
金
株
式
会
社
の
設
立

口
　
中
国
に
お
け
る
三
事
務
所
の
設
置

１
　
上
海
事
務
所

２
　
北
京
事
務
所

３
　
新
京
事
務
所

四
　
扶
桑
海
上
火
災
保
険
の
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

へ
の
改
称
と
連
系
会
社
指
定

一
六
七



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

一
六
八

結
幣
Ｔ
ン
ス

テ

ム

本
章
の
対
象
期
間
は
、
昭
和
十
二
年
■

九
三
七
￥
一月
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
か
ら
、
昭
和
十
六
年
四
月
総
理
事
小
倉
正
恒
の
退
職
、

古
田
俊
之
助
の
総
理
事
就
任
ま
で
で
あ
る
が
、
会
計
年
度
の
関
係
上
昭
和
十
二
年

一
、
二
月
を
含
み
、
昭
和
十
五
年
年
末
ま
で
と
し
た
ｃ

こ
の
時
期
に
は
、
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
後
、
日
本

。
中
国
両
軍
の
衝
突
か
ら
次
第
に
戦
争
状
態

に
な

っ
て
い
っ
た
の
を
契
機

に
、
九

月
輸
出
入
品
等
臨
時
措
置
法
、
臨
時
資
金
調
整
法
、
十
三
年
四
月
国
家
総
動
員
法
な
ど
の
一
連

の
法
律

に
よ
つ
て
経
済
統
制
が
展
開
さ
れ
る

こ
と
と
な

っ
た
。
本
章
は
こ
の
統
制
下
の
時
代
に
住
友
本
社
が
人
事
、
組
織
、
時
局

へ
の
対
応
特
に
国
債
消
化
要
請

へ
の
協
力
、
ま
た
人
員

や
資
金
の
不
足
、
中
国
大
陸

へ
の
進
出
そ
の
他
の
問
題
に
如
何
に
対
処
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
ｃ
こ
の
場
合
住
友
本
社
は
持
株

会
社
で
あ
る
の
で
、
統
制
強
化
に
伴
う
実
務
上
の
制
約
や
負
担
は
相
対
的
に
小
さ
か
っ
た
反
面
、
財
閥
に
対
す
る
批
判
や
傘
下
事
業

へ
の
政

府
統
制
の
浸
透
に
よ
る
本
社
の
統
制
力
の
制
約
、
住
友

の
本
拠
が
大
阪
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
の
不
利
、
本
社
に
よ
る
鉱
山
や
販
売
店
の
直

轄
が
も
た
ら
す
得
失
、
住
友

の
事
業
の
多
く
が
軍
需
依
存
で
あ
る
と
い
う
特
殊
事
情
な
ど
が
、
独
特
の
経
営
課
題
を
生
み
出
す
に
至

っ
た
。

日
　
経
済
統
制
の
進
展
と
住
友
本
社
の
対
応

昭
和
十
二
年

二
一月

一
日
住
友
本
社
設
立
の
際
、
総
理
事
小
倉
正
恒
は
、
改
組
を

「実
行
ス
ル
機
会

ハ
、
真

二
今
日
ヲ
措
テ
無
イ
ノ
デ
ア
リ

マ
ス
」
と
述
べ
た
が
、
そ
の
予
感
を
裏
書
き
す
る
よ
う
に
、
七
月
七
日
日
中
戦
争
（支
那
事
変
）
が
勃
発
し
た
。

こ
の
間
に
住
友
本
社
と
し
て
は
人
事
部
長
田
中
良
雄
と
経
理
部
長
山
本
信
夫
の
二
つ
の
注
目
す
べ
き
人
事
を
行

っ
た
。
四
月

一
日
人
事
部

長
田
中
良
雄
は
電
線
製
造
所
常
務
取
締
役
に
転
出
し
、
理
事
国
府
精

一
が
人
事
部
長
兼
務
と
な

っ
た
。
こ
れ
は
将
来
の
総
理
事
候
補
と
噂
さ



れ
て
い
た
電
線
専
務
小
畑
忠
良
が
、
昭
和
六
年
商
工
課
長
か
ら
電
線

へ
出
向
し
て
以
来
六
年

に
な
る
の
で
、
経
理
部
長
と
し
て
呼
び
戻
す
伏

線
で
あ

っ
た
。
事
実
九
月
二
十
五
日
付
で
小
畑
は
経
理
部
長
に
就
任
し
、
田
中
は
小
畑

の
後
任

の
電
線
主
管
者
専
務
に
昇
格
す
る
の
だ
が
、

化
学
専
務
大
屋
敦
の
日
記
に
よ
る
と
、
大
屋
は
四
月

一
日
に
小
畑
か
ら

「梶
井
君
問
題
ヲ
聴
」
い
て
お
り
、
そ
れ
が
九
月
十

一
日
小
畑
の
話

で
は

「梶
井
工
務
局
長
ノ
電
線
入

ハ
時
局
ノ
為
沙
汰
止
ト
ナ
リ
タ
ル
由
」
に
て
、
翌
十
三
年
六
月
住
友
に
入
社
し
て
日
本
電
氣
専
務
と
な
る

逓
信
省
工
務
局
長
梶
井
剛
を
、
既
に

一
年
前
に
小
畑

の
後
任
の
電
線
専
務
に
招
く
工
作
が
進
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
（梶
井
の
住
友
入
社

に
つ
い
て
は

「住
友
合
資
会
社
（下
ど

の

「五
日
　
日
本
電
気
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継
」
参
照
）
。
結
局
こ
の
時
は
梶
井

の
招
請
に
失
敗
し
て
、
田

中
の
昇
格
と
な

つ
た
こ
と
に
な
る
。

次
に
小
畑
の
経
理
部
長
就
任
の
た
め
に
は
現
在

の
理
事
経
理
部
長
山
本
信
夫
（Ｍ
翌
示
大
理
工
・
機
）
の
転
出
先
が
必
要
で
あ

つ
た
。
鉱
山
技

術
者
で
あ
る
山
本

の
転
出
先
と
し
て
は
、
古
巣

の
住
友
炭
碩
か
住
友
別
子
鍍
山
で
あ

つ
た
が
、
炭
破

の
主
管
者
は
山
本

の
後
任
小
川
良
平

（Ｍ
４５
東
大
工
・
採
鉱
冶
金
）
が
昭
和
八
年
殉
職
し
た
あ
と
、　
古
市
六
三
（Ｍ
４３
東
大
工
・
採
鉱
冶
金
）
が
常
務
と
な

っ
て
お
り
、　
他
方
別
子
の
主
管

者
は
山
本
と
同
期
の
鷲
尾
勘
解
治
（Ｍ
製
果
大
法
）
が
昭
和
六
年
更
迭
さ
れ
て
龍
野
昌
之
（Ｍ
４２
東
大
工

・
採
鉱
冶
金
）
と
な
り
、
さ
ら
に
九
年

に

は
三
村
起

一
（Ｔ
３
東
大
法
）
が
龍
野
に
代
わ

っ
て
専
務
と
な

つ
て
い
た
の
で
、
彼
ら
を
山
本
と
交
代
さ
せ
た
り
、
彼
ら
の
上
に
山
本
を
据
え

る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
。
そ
こ
に
前
章

「住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
改
組
の
過
程
で

住
友
金
属
設
立
の
際
と
同
様
に
別
子
と
炭
破
に
本
社
の
直
轄
鉱
山
を
合
併
さ
せ
て
、
住
友

の
鉱
山
事
業
を

一
元
化
し
、
そ
の
株
式
を
公
開
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
資
金
を
調
達
す
る
構
想
が
浮
上
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
六
月
二
十

一
日
住
友
鎖
業
株
式
会
社
が
発
足
し
、
山
本
は

そ
の
主
管
者
専
務
取
締
役
に
就
任
す
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
梶
井
招
請
問
題
の
決
着
が
つ
く
九
月
二
十
五
日
ま
で
経
理
部
長
を
兼
務
す
る
こ

と
に
な

っ
た
。
な
お
予
定
さ
れ
て
い
た
本
社
直
轄
鉱
山
の
新
会
社

へ
の
参
加
と
新
会
社

の
株
式

の
公
開
は
見
送
ら
れ
た
（そ
の
代
わ
り
■
月
に

電
線
製
造
所
が
資
本
金
三
０
０
０
万
円
へ
倍
額
増
資
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、　
そ
の
増
資
新
株
の
一
部
が
公
開
さ
れ
た
。
そ
の
詳
細
は

「四
　
資
金
調
達
」

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇

で
述
べ
る
）。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
改
め
て

「
五
日
　
住
友
別
子
鎖
山
と
住
友
炭
破
の
合
併
に
よ
る
住
友
鍍
業
株
式
会
社
の
発
足
」
で
検
討

す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
九
月
二
十
五
日
の
異
動
で
は
こ
の
他
に
理
事
国
府
精

一
の
人
事
部
長
兼
任
が
は
ず
れ
、
総
務
部
長
河
井
昇
三
郎
（Ｔ
４
東
大
法
）
が
横

滑
り
し
、
総
務
部
長
に
商
工
課
長
小
林
晴
十
郎
（Ｔ
５
東
大
法
）
、
商
工
課
長
に
改
組
案
を
考
え
出
し
た
商
工
課
大
沢
忠
蔵
（Ｔ
Ｈ
東
京
商
大
専
攻

部
）
が
そ
れ
ぞ
れ
昇
格
し
た
。
な
お
総
務
部
長
の
交
代
に
伴
い
、
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
常
務
も
河
井
か
ら
小
林
に
交
代
し
た
。

七
月
日
中
間
の
戦
闘
が
開
始
さ
れ
る
と
当
初
の
局
地
化
、
短
期
終
結
の
見
通
し
に
反
し
、
戦
線
は
拡
大
し
、
長
期
化
の
様
相
を
呈
し
て
き

た
。
内
地
各
師
団
に
動
員
令
が
発
せ
ら
れ
る
と
住
友
職
員
の
応
召
が
相
次
ぎ
、
戦
死
及
び
除
隊
を
含
め
る
と
年
間
の
兵
役
従
事
者
は
年
々
上

昇
し
全
職
員
の
一
割
近
く
に
達
し
た
（第
１
表
）。
他
方
で
生
産
力
拡
充
の
至
上
命
令
と
と
も
に
業
務
は
拡
大
し
、　
こ
の
穴
埋
め
の
た
め
、
新

卒
採
用
者
は
ま
す
ま
す
増
大
し
た
（第
２
表
、
入
社
時
公
立
及
早
慶
大
学
卒
は
二
等
職
員
、　
そ
の
他
私
大

・
専
門
学
校

・
中
等
学
校
卒
は
四
等
職
員
で
あ

る
）。
採
用
、
労
務
等

の
人
事
関
係
業
務
を
処
理
す
る
た
め
、
本
社
人
事
部
は
必
然
的
に
急
膨
張
を
遂
げ
た
（第
３
表
）。
こ
の
よ
う
な
労
働
力

調
達
の
た
め
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
連
系
各
社
間
の
業
務
の
繁
閑
に
応
じ
配
置
転
換
（第
４
表
）
や
政
府

に
よ
る
新
卒
者
採
用
の
規
制
が
始
ま

り
、　
こ
れ
ま
で
一
部
の
連
系
会
社
に
限
ら
れ
て
い
た
女
子
職
員
の
戦
力
化
が
住
友
全
体
と
し
て
図
ら
れ
る
に
至

っ
た
（第
２
表
）。

な
お
労
働

者
に
つ
い
て
は
本
社
人
事
部
労
働
課
の
所
管

で
あ
る
が
（第
２
表
）
、
日
中
戦
争
勃
発
直
前

の
昭

和
十
二
年
六
月
末
現
在
労
働
者
数
は
三
万
七

一
五
人
で
あ

っ
た
が
、
主
管
者
協
議
会

の
資
料
に

よ
る
と
十
三
年
四
月
現
在
労
働
者
数
約
四
万
人
の
う
ち
応
召
者
数
約
四
〇
〇
〇
人
、
十
四
年
四

月
現
在
労
働
者
数
約
五
万
人
の
う
ち
応
召
者
数
約
七
二
〇
〇
人
と
い
う
報
告
が
あ
る
。

当
時
住
友

の
職
員
は
応
召
さ
れ
る
と
、
社
則

の
兵
役
服
務
取
扱
規
程
（昭
和
八
年
十
月
十
日
改

正
甲
第
二
四
号
達
）
に
よ
っ
て
、
現
役
兵
と
し
て
徴
集
を
受
け
入
営
す
る
場
合
は
休
職
を
命
ぜ
ら

(中 イ立 :人 )

15年

入隊 戦 死 除 隊 応召中



第 1表  日中戦争応召人員表 (各年末)

資 格
じ召不日12年 13年 14年

入隊 戦死 除 隊 応召中 入隊 戦 死 除隊 応召中 入隊 戦 死 除隊 応召中

二等Iti員

三等職員

四等職員

補助職員

医務職員

嘱 託 員

準 職 員

14

116

83

137

22

5

90

0

1

4

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

14

115

79

132

22

5

90

23

168

136

89

0

2

46

1

8

8

10

0

0

4

8

45

22

38

12

1

29

28

230

185

173

10

6

103

6

129

119

75

14

7

67

1

12

13

12

0

0

6

21

241

231

158

15

12

94

計 0 31

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

註 :戦死には傷病死を含む。人隊には即 ll帰郷者を除 く。

出典 :各 年処務報 nL書 「 支那事変応召者調衣J。

れ
、
そ
の
間
月
俸
三
分
の
一
が
支
給
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
昭
和
十
七
年
九
月
十
日
付
人
事
部

長
通
牒
第
二
二
五
四
号

「兵
役
服
務
者
給
与
等
取
扱
改
正
ノ
件
」
に
よ
っ
て
、
こ
の
規
程
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
現
役
入
営
者
は
欠
勤
扱

い
と
さ
れ
、
兵
役
服
務
中
（入
営
の
日
よ
り
除
隊
の
日
に

至
る
期
間
）
の
給
与
は
、
扶
養
家
族
の
あ
る
者
は
俸
給
の
全
額
、
な
き
者
は
三
分
の
一
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
と
な

っ
た
Ｔ
貝
与
は
支
給
さ
れ
な
い
）。

日
中
戦
争
に
伴
う
経
済
統
制
は
、
昭
和
十
二
年
九
月
に
制
定
公
布
さ
れ
た

「支
那
事
変

二
関

ス
ル
臨
時
軍
事
費
支
弁
ノ
為
公
債
発
行

二
関
ス
ル
法
律
」
「臨
時
資
金
調
整
法
」
「
軍
需
工
業
動

員
法
の
適
用
に
関
す
る
法
律
」

「輸
出
入
品
等
臨
時
措
置
法
」

な
ど
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち

「臨
時
資
金
調
整
法
」
は
不
要
不
急
産
業

へ
の
資
金

の
流
入
を
阻
止
し
、
時
局
産
業

へ
生
産
力
拡
充
資
金
を
集
中
的
に
供
給
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
、
住
友
全
体

の
資

金
調
達
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
り

「
四
　
資
金
調
達
」
に
お
い
て
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し

た
い
。

ま
た

「軍
需
工
業
動
員
法

の
適
用
に
関
す
る
法
律
」

は
、
大
正
七
年
貧

九

一
八
￥
一月
に
制

定
さ
れ
て
以
来

一
度
も
発
動
さ
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た

「
軍
需
工
業
動
員
法
」
の
戦
時
規
定
を

日
中
戦
争
に
適
用
す
る
法
律
で
、
同
法
に
基
づ
く

「
工
場
事
業
場
管
理
令
」
に
よ
っ
て
軍
部

の

工
場
管
理
が
開
始
さ
れ
た
。
住
友
金
属
の
各
工
場
は
既
に
監
督
官
の
派
遣
を
受
け
、
生
産
又
は

設
備
の
拡
張
に
関
し
種
々
強
力
な
要
望
を
受
け
て
い
た
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
は
形
式
上
は
何
処

ま
で
も
契
約
で
あ
り
、
ま
だ
こ
の
時
点
で
は
指
定
を
受
け
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

一
七

一



第 2表 職員数・労働者数比較表 (各年末)(単位 人)

資 格 昭和 12年 13年 14年 15年

高等職員
一等職員
二等職員
三年職員

四等職員

医務職員(四 等相当以上)

学校職員
IIE ttt員 (四 等相当以 卜)

補助職員

医務職員(補助職員相当)

嘱 託 員(同 L)

8

58

1,357

2,541

1,624

164

48

35

1,109

30

5

8

56

1,487

2,717

1,954

184

50

41

1,300

30

6

8

61

667

818

842

210

52

70

548

32

8

1

2

2

l

7

66

1,936

3,284

4,111

236

58

91

1,725

37

7

Jヽ 言十 6 979 7,833 9,316 11,558

準 職 員

女子職員

2,991 3,804 4,727 1,819

4.293

計 9,970 11,637 14,043 17,670

労 働 者 35.267 44.201 55,990 61.013

第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

註 :職 il数 及び労lll者数の住友本社 連系会 |卜 別内訳は 卜表のj]り 。

出典 :職 l〔 数は各年処務報告書、労働者数は住友本社人事部労働課調 .

出典 :職 li数‖イ:1114年 は訓介役 |1山奇憲 :J「 住友財11の 力(YJ(昭 和15年 5サ ;)..

‖ri和 15年 は住友本社文 1常 諜「 (電 気).11務
'「
程改正ノ件J参考Fi本 1(1イ {和 16年 3り 」).

労働者数は11友 本社人1'部労lfl課 .Il.応 イ{者 を含まない。

―
ヒ

社 名
職 員 数 労 働 者 数

昭和 14年 15年 12年 13年 14年 15年

住友本社(店 部を含む)

鴻之舞

国 富

朝 鮮

住友鎖業

別 子

炭 破

住友金属工業

住友電気工業

住友化学工業

住友アルミニウム製錬

満洲住友金属工業

住友機械製作

住友銀行(連 系銀行を合む)

住友信託

住友倉庫

住友生命保険

住友海 11火 災保険

住友ビルデイング

大阪北港

llL」 国中央電力

1,809

1,876

2,654

760

500

82

289

294

3,578

391

434

1,165

(596)

50

44

117

128

473

976

628

119

389

376

014

458

486

537

659

49

44

152

2

3

4

l

2,870

1,948

863

59

11,875

4,422

7,453

10,967

2,642

3,674

253

458

1,803

352

373

3,677

2,240

490

947

14,211

5,078

9,133

15,839

2,563

3,855

359

686

2,100

350

381

4,607

2,401

504

1,702

16,511

5,408

11,103

22,323

3,513

3,732

655

1,362

2,454

363

470

5,203

2,662

565

1,976

18,410

5,912

12,498

22,574

3,591

4,774

811

2,204

2,558

379

509

計 14,043 17,670 35,267 44,201 55,990 61,013



(中 1● 1人 )

部言果・イ先職 昭和 12年 13年 14年 15年

総理事

理事

監事

監事附属員

検査

調査

参事

人事部

人事課

労働課

経理部

鉱山言果

商工課

総務部

庶務課

文書係

庶務係

秘書係

守衛

会計課

主計係

計算係

出納係

用度係

地所課

営繕課

営繕課

嘱託事務

実習

他社在勤

1

6

1(1)

2

17(2)

5

1(1)

21(1)

16

2(1)

18

28

1

1

13(1)

10

3

41

2(1)

5

9

10

3(1)

12

15

2

32

29

1

4

1(1)

2

17(2)

6(1)

2

1

25(1)

17

2

22

28

1

1

14

12

3

45(2)

2(1)

6

8

10

4(1)

13

17

2

43

51

1

4

1(1)

2

18(2)

7(1)

1

31(1)

22

2

21

24

2

1

15

13

3

43

2(1)

5

9

13

4(1)

13

16

1

52

60

1

5

1(1)

1

19(1)

9

1

35(1)

20

4

24

28

1

1

16

14

3

40

2(1)

4

11

15

5(1)

14

15

1

73

61

計へ
口 379

次
い
で

「輸
出
入
等
臨
時
措
置
法
」
は
、
各
種
重
要
物
資

の
非
重
点
部
門
に
お
け
る
使
用
又
は
配
給
を
制
限
す
る
も
の
で
、
対
象
と
し
て

羊
毛

・
綿
製
品
等
輸
出
適
品
、　
一
般
民
需
品
及
び
鉄

・
銅

・
ゴ
ム

・
原
油
等
軍
需
資
材
生
産
拡
充
資
材
に
大
別
さ
れ
た
。
こ
の
法
律

に
基
づ

く
統
制
と
し
て
住
友
に
と
つ
て
関
係
が
あ
る
の
は
、
昭
和
十
二
年
十
月
公
布
の

「鉄
鋼
工
作
物
築
造
許
可
規
則
」
と
十

一
月
公
布

の

「銅
使

用
制
限
規
則
」
で
あ

っ
た
が
、
い
ず
れ
も
建
築
用
の
鉄
鋼
或
い
は
銅
の
使
用
を
地
方
長
官

の
許
可
事
項
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
の
で
、
建
築

用
材
を
主
と
し
な
か
つ
た
住
友
金
属
の
被
る
影
響
は
少
な
か
つ
た
が
、
昭
和
十
三
年
以
降

こ
れ
ら
の
制
限
は
次
第
に
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

最
後
に

「支
那
事
変
臨
時
軍
事
費
支
弁
公
債
発
行
法
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
法
律
に
よ
つ
て
軍
事
費
の
国
債
に
よ
る
調
達

の
原
則

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

一
七
三

第3表 住友本社部課別人員表 (各 年7月 1日 現在)

註 :準 職員以 卜を除 く。 1l llt内 は兼務者の内数,他
"i部

を兼務する

者は含まない。

||:典 :各 年「イト友職員録」か ら算出 ,



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

一
七
四

が
定
め
ら
れ
、
以
後
国
債
新
規
発
行
額
は
、
昭
和
十
二
年
度
の
三
二
億
円
か
ら
年
々
累
増
し
、
昭
和
十
六
年
度
に
は

一
〇
〇
億
円
を
突
破
す

る
ま
で
に
至

っ
た
。
こ
れ
ら
の
国
債
は
、
昭
和
十
二
年
十
月
発
行

の
第

一
回

「
北
支
事
変
経
費
支
弁
公
債
」

一
億
円
を
除
き
、
す
べ
て
日
銀

。
大
蔵
省
預
金
部
引
受
に
よ
つ
て
発
行
さ
れ
た
の
で
、　
こ
れ
を
国
債
市
中
売
却
に
よ
つ
て
回
収
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

っ
た
。

「臨
時
資

金
調
整
法
」
の
も
う

一
つ
の
目
的
が
、
非
軍
需
部
門

へ
の
資
金
の
流
入
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
国
債
消
化
資
金
を
創
出
す
る
こ
と
で
あ

第 4表 住友本社(店 部別)・ 連系会社人員表 (各 年7月 1日 現在)

註 :兼務者を含まず ,

出典 :各 年「住友職11録Jか らli lll

(中位 :人 )

店部 連系会社 昭和12年 13年 14年 15年

住友本社

大連駐在員

東京支店
上海事務所

北京事務所

新京事務所

北日本鉱業所

高根鉱業所

朝鮮鉱業所

林業所

東京販売店

横須賀販売店

名古屋販売店

神戸販売店

呉販売店

福岡販売店

京城販売店

上海販売店

大阪住友病院

住友鍍業

住友金属工業

住友電線製造所

住友電気工業

住友化学工業

住友アルミニウム製錬

満洲住友銅管

満洲住友金属工業

住友機械製作

住友銀行

布畦住友銀行

シアトル住友銀行

加州住友銀行

住友信託

住友倉庫

住友生命保険

住友海上火災保険

住友ビルデイング

大阪北港

四國中央電力

本家詰所

171

7

61

36

72

8

8

14

9

9

11

5

65

1,023

896

331

292

48

44

151

2,358

7

6

5

236

273

704

9

42

53

24

９７

３

４９

一

３５‐

３

５〇

一

一

一

２‐７

６

９２

４２

７７

‐０

‐０

‐４

‐０

‐０

‐３

５

７２

‐５‐

‐１６

３８８

327

53

11

40

61

21

379

3

52

10

1

4

254

133

48

94

15

12

14

14

11

13

81

351

639

472

399

78

189

243

472

6

6

4

280

289

273

12

37

75

23

1

1

2

1

169

64

110

18

15

17

13

11

13

105

1,577

2,238

613

519

110

249

309

2,643

6

6

4

297

296

1,692

485

12

33

101

24

計 7,327 8,310 9,986 12,576



っ
た
が
、
そ
の
他
に
直
接
国
債
消
化
を
促
進
す
る
施
策
が
講
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
昭
和
十
二
年
十

一
月
国
債

の
郵
便
局
売
出
が
開

始
さ
れ
、
十
三
年
以
降
額
面

一
〇
円
の
小
日
国
債
が
売
り
出
さ
れ
る
な
ど
国
債
の
個
人
消
化
を
促
進
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
。

人
事
部
長
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
河
井
昇
三
郎
は
、
十
月
四
日
住
友
本
社
各
店
部
及
び
各
連
系
会
社
の
主
管
者
に
対
し
、
次

の
よ
う
な
書

簡
を
送
り
、
住
友
の
全
職
員
が
政
府
の
国
債
個
人
消
化
促
進
運
動
に
協
力
し
て
、
各
自

の
月
俸
か
ら

一
定
割
合
を
拠
金
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

今
次
支
那
事
変
ノ
勃
発

二
由
り
、
時
局

ハ
愈
々
重
大
化
シ
、
前
途
遠
カ
ニ
逆
賭
シ
難
キ
情
勢
卜
相
成
候
。

皇
軍
ハ
既

二
現
地

二
支
ヲ
進
メ
テ
断
乎
鷹
懲
ノ
事

二
当
り
、
将
士
ノ
辛
苦
真

二
筆
舌

ヲ
絶
ス
ル
モ
ノ
有
之
。　
一
方
国
内

二
於
ケ
ル
諸
般

ノ
情
勢

ハ
、
着
々
戦
時
ノ
体
制
ヲ
整

へ
、
国
民

ハ
内

二
留

ツ
テ
銃
後
ノ
忠
誠
ヲ
掲
シ
、
又
夫
ノ
首
相
告
諭
ノ
発
セ
ラ
レ
テ
ョ
リ
、
益
々

尽
忠
報
国
ノ
精
神
ヲ
振
起
シ
、
日
常
業
務
ノ
間

二
之
ガ
具
現
ヲ
期
シ
、
挙
国

一
致
ノ
実
漸
ク
揚
ラ
ン
ト
致
居
候
。

吾
等
平
素
籍
ヲ
財
界

二
置
キ
、
其
ノ
職
分

二
応
ジ
、
職
業
ヲ
通
ジ
専
ラ
経
済
報
国
ヲ
旨
ト
ス
ル
者
亦
御
同
様
、
其
ノ
決
意

二
於
テ
敢
テ

人
後

二
落
チ
ザ
ル
次
第

二
有
之
候
。

今
般
三
井
合
名
、
三
菱
合
資
及
安
田
保
善
社
ノ
三
社
卜
協
議
ノ
上
、
他

二
率
先
シ
テ
互

二
消
費
ノ
節
約
ヲ
奨
ム
ル
ト
共

二
、
事
変
ノ
終

了

二
至
ル
迄
、
各
自
ノ
俸
給
ノ

一
部
ヲ
醸
出
シ
、
之
ヲ
公
債
応
募
ノ
資
金

二
充
当
ス
ル
コ
ト

ヽ
相
成
候
。

之
偏

二
国
家
非
常
時
ノ
方
策

二
カ
ヲ
協
セ
、
相
警
メ
テ
緊
張
時
局

二
処
シ
、
吾
等
ノ
微
意

ヲ
表

ハ
サ
ン
ト
ス
ル
次
第

二
有
之
候
間
、
何

一年
左
記
御
了
承
ノ
上
御
賛
同
被
成
下
度
、
此
段
依
命
御
通
知
芳
々
得
貴
意
候
也
。

右
実
施
上
ノ
細
ロ
ニ
付
テ
ハ
、
追
テ
御
通
知
可
致
候

二
付
、
御
含
置
被
下
度
候
。

尚
労
働
者

二
付
テ
ハ
、
職
員
ノ
如
ク
挙
ツ
テ
之

二
参
加
セ
シ
メ
ザ
ル
モ
、
其
ノ
趣
旨

二
鑑
ミ
、
出
来
得
ル
限
り
奨
励
致
度
候
間
、
宜
敷

御
取
計
願
上
候
。

記
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第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六

一
、
本
計
豊

二
対
シ
テ
ハ
、
挙
国

一
致

ノ
精
神

二
基
キ
、
挙

ツ
テ
醸
金

ス
ル
ノ
趣
旨
ナ
レ
ド
モ
、
特
例

ヲ
認

ム
ル
場
合

二
付

テ
ハ
追

テ

通
知

ス
。

二
、
醸
金

ノ
額

ハ
左

ノ
率

二
依

ル
。

高
等
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
俸

ノ
三
〇
％

一
等
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　

　

一
五
％

二
等
職
員
　
月
体
三
百
五
十
円
以
上

ノ
者
　
　
　
　
　
〃
　

　

一
〇
％

二
等
職
員
　
月
俸
二
百
五
十
円
未
満

ノ
者
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
七
％

三
等
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
五
％

四
等
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
一二
％

補
助
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
一二
％

準
　
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
給
又

ハ
日
給
三
十
日
分
ノ
三
％

右
醸
金

ハ
十
月
ョ
リ
開
始
シ
、
其
ノ
期
間
ヲ
事
変
終
了
迄
ト
ス
。

各
自
ノ
醸
出
シ
タ
ル
金
額

ハ
之
ヲ
共
同

二
運
用
管
理
シ
、
各
自

二
対
シ
テ
ハ
通
帳

ヲ
交
付
ス
。
之
ガ
細
ロ

ニ
付
テ
ハ
別

二
定
ム
ル

モ
ノ
ト
ス
。

五
、
応
募

ス
ベ
キ
公
債

ハ
事
変
公
債
ト
ス
。

以
上

こ
の
書
簡

に
よ
れ
ば
、

ど

一井
合
名
、

三
菱
合
資
及
安
田
保
善
社

ノ
三
社
卜
協
議

ノ
上
」

と
あ
り
、
政
府

か
ら
国
債

の
個
人
消
化

に
つ
い

て
四
社

に
要
請
が
あ

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
拠
出
を
共
同
管
理
す

る
窓
回
は
、
住
友
本
社
総
務
部
会
計
課
が
担
当
す

る
こ
と
と
な

四  三



り
、
こ
れ
を
住
友
公
債
報
国
会
と
称
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

昭
和
十
二
年
十

一
月
、
川
田
順
が
繰
り
返
し
指
摘
し
て
き
た
幹
部
の
若
返
り
の
端
緒
と
し
て
、
理
事
今
村
幸
男
の
三
年
間
の
停
年
延
長
が

満
期
と
な

っ
て
今
村
が
退
職
し
、
嘱
託
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
今
村
は
信
託
専
務
を
辞
任
し
、
総
理
事
小
倉
正
恒
が
兼
務
し
て
き
た
信
託

会
長
に
就
任
し
、
後
任

の
信
託
主
管
者
の
専
務
に
は
常
務
今
井
卓
雄
（Ｍ
４３
神
一月
高
商
、
の
ち
信
託
社
長
）
が
昇
格
し
た
。

住
友
で
は
こ
れ
ま
で
全
職
員
を
通
じ
、
同

一
基
準
で
賞
与
が
支
給
さ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
十
二
年
下
期
賞
与
か
ら
（十
六
年
上
期
賞
与
ま
で
）

金
属
工
業
及
び
そ
の
関
係
事
項
担
当
者
（例
え
ば
販
売
店
の
金
属
工
業
担
当
者
）
に
対
し
、
特
別
臨
時
割
増
賞
与
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
れ
は
金
属
工
業
の
業
績
が
他
の
店
部

・
連
系
会
社
と
隔
絶
し
て
い
る
た
め
∩
工
　
業
績
」
参
昭
じ
、　
人
事
部
に
対
す
る
金
属
専
務
古
田
俊
之

助
の
圧
力
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

昭
和
十
二
年
　
一
月
、
今
村
に
続
い
て
再
度
の
停
年
延
長
中
で
あ

っ
た
理
事
八
代
則
彦
と
理
事
兼
監
事
松
本
順
吉

の
両
名
が
退
職
し
た
。
こ

の
結
果
停
年
規
程
中
両
名
を
対
象
と
し
た
停
年

の
例
外

「総
理
事
及
理
事

ニ
シ
テ
監
事
若
ク
ハ
銀
行
取
締
役
会
長
ノ
職

二
在
ル
者
」
の
項
は

「総
理
事
ノ
職

二
在
ル
者
」

と
改
正
さ
れ
た
∩
住
友
合
資
会
社
（下
ど

資
料
１２
参
昭
じ
。
本
社
監
査
役
兼
銀
行
常
務
大
平
賢
作
が
本
社
取
締
役
理

事
と
な

っ
て
、
八
代
の
後
任
の
銀
行
専
務
に
昇
格
し
た
。
な
お
八
代
は
引
き
続
き
銀
行
会
長
の
地
位
に
留
ま
っ
た
。
大
平
の
後
任

の
本
社
監

査
役
に
は
化
学
専
務
大
屋
敦
が
就
任
し
、
松
本
の
後
の
監
事
は
理
事
国
府
精

一
が
兼
務
し
た
。

同
月
事
務
章
程
が
改
正
さ
れ
（資
料
１
）
、
専
務
理
事
が
お
か
れ
、
理
事
金
属
専
務
古
田
俊
之
助
が
就
任
し
た
。
古
田
は
金
属
専
務
を
外
れ

て
、
こ
れ
ま
で
総
理
事
小
倉
正
恒
が
兼
務
し
て
い
た
金
属
会
長
を
兼
務
す
る
こ
と
と
な
り
、
古
田
の
後
任

の
金
属
主
管
者

の
専
務
に
は
常
務

春
日
弘
が
昇
格
し
た
。
本
社
に
お
い
て
は
昭
和
十

一
年
五
月
常
務
理
事
川
田
順
が
退
職
し
て
以
来
担
当
理
事
制
を
敷

い
て
き
た
の
だ
が
、
古

田
専
務
理
事
実
現
の
経
緯
に
つ
い
て
当
時
の
人
事
課
長
香
川
修

一
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
（註
、
昭
和
十
一
年
五
月
）十
三
年
に
な
る
ま
で
の
一
年
半
は
、
担
当
理
事
制
で
や
っ
て
行
く
こ
と
に
な

っ
た
が
、
小
倉
さ
ん
の
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第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
八

次
に
誰
が
総
理
事
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
か
、
ど
う
も
本
社
の
統
制
が
不
安
だ
と
か
訴
え
て
来
る
人
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
ち
ら
は
窓
口

で
す
か
ら
各
社
の
主
管
者
な
ど
か
ら
そ
う
い
う
最
高
人
事

に
つ
い
て
の
不
安
を
よ
く
聞
き
ま
し
た
。
（中
略
）

十
二
年

の
暮
れ
に
、　
小
倉
さ
ん
に
平
塚
さ
ん
（註
、
平
塚
正
俊
当
時
庶
務
課
文
書
係
）
と
と
も
に
呼
ば
れ
、
来
年
早
々
に
古
田
さ
ん
を
金
属

か
ら
呼
ん
で
き
て
専
務
理
事
に
し
て
、
担
当
理
事
制
を
や
め
る
と
い
う
こ
と
を
い
わ
れ
て
び
っ
く
り
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
や
つ

と
し
ば
ら
く
続
い
て
い
た
不
安
が
取
り
払
わ
れ
る
こ
と
に
な

つ
た
。

戦
後
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、
小
倉
さ
ん
に
あ
の
一
年
間
本
社
と
し
て
の
方
針
が
ど
っ
ち

へ
行
く
か
不
安
な
時
期
で
あ

っ
た
が
、
小

倉
さ
ん
の
お
考
え
は
ど
う
で
あ

つ
た
か
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
小
倉
さ
ん
は
、
重
要
な
人
事
と
い
う
も
の
は
時
期
が
大
切
だ
と
言
わ
れ

た
。

と
い
う
こ
と
は
松
本
さ
ん
（註
、
松
本
順
吉
理
事
兼
監
事
）
に
遠
慮
し
て
お
ら
れ
た
の
で
す
。
松
本
さ
ん
が
お
ら
れ
る
限
り
松
本
さ
ん

を
専
務
理
事

に
さ
れ
る
お
考
え
は
な
か
っ
た
。
古
田
さ
ん
に
は
早
く
か
ら
目
を
つ
け
て
お
ら
れ
た
と
思
う
が
、
恐
ら
く
松
本
さ
ん
の
退

職
を
待

っ
て
発
表
時
期
を
決
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
。

こ
の
他
の
事
務
章
程
の
改
正
で
は
、
こ
れ
ま
で
工
作
部
の
廃
止
以
来
各
部
か
ら
独
立
し
て
お
か
れ
て
き
た
営
繕
課
を
総
務
部

の
所
属
と
し

た
。
営
繕
課
長
増
谷
平
八
は
停
年
退
職
し
、
金
属
製
鋼
所
業
務
部
長
坂
路
進
（Ｔ
９
東
大
法
、　
の
ち
住
友
土
地
工
務
取
締
役

・
日
本
建
設
産
業
取
締

役
）
が
営
繕
課
長
と
な

っ
た
。　
ま
た
総
務
部
庶
務
課
長
富
岡
末
雄
は
上
海
販
売
店
支
配
人

へ
転
出
し
、

上
記
庶
務
課
文
書
係
平
塚
正
俊
（Ｔ
ｌ２

東
大
法
、
の
ち
金
属
常
務

・
専
務

・
副
社
長
）
が
庶
務
課
長

へ
昇
格
し
た
。

同
月
連
系
会
社
で
は
満
洲
鋼
管
が
鋼
管
工
場
の
他
に
製
鋼
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
、
社
名
を
満
洲
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
と
改

称
し
た
∩
住
友
合
資
会
社
（下
ど

の

「五
口
　
満
洲
住
友
鋼
管
株
式
会
社
の
ユ政
工立
」
参
照
）。
ま
た
電
力
、
機
械
、
ア
ル
ミ
製
錬
の
各
社
が
専
務
取
締

役
制
を
採
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
電
力
常
務
吉
田
貞
吉
、
機
械
常
務
三
村
起

一
、
ア
ル
ミ
製
錬
常
務
山
本
決
が
そ
れ
ぞ
れ
専
務
に
昇
格
し
た
。

特
定
関
係
会
社
で
は

一
月
十
七
日
付
で
日
本
板
硝
子
常
務
大
石
公
平
が
辞
任
し
、
本
社
東
京
販
売
店
支
配
人
稲
井
勲
造
（Ｔ
３
東
京
高
商
専



攻
部
）
が
後
任
と
な

っ
た
。
大
石
は
、　
大
屋
敦
象
口資
会
社
経
理
部
長
時
代
板
硝
子
取
締
役
、
化
学
転
出
後
は
監
査
役
、
東
大
工
学
部
電
気
工
学
科
で
大

石
の
二
年
先
輩
で
あ
っ
た
）
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
既
に
一
年
前

の
昭
和
十
二
年

一
月
に
辞
意
を
漏
ら
し
て
お
り
、
稲
井
が
後
任
に
取
り
沙
汰
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
が
九
月
頃
に
は
顕
在
化
し
、
本
社
経
理
部
と
大
石
の
間
に
退
職
金

の
額
を
巡
る
応
酬
に
ま
で
発
展
し
た
。
大
石
退
職
の
直

前

一
月
十
四
日
付
で

「関
係
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」
が
制
定
さ
れ
（資
料
２
）
、
稲
井
が
二
十

一
日
に
、
取
締
役
中
村
文
夫
（Ｔ
５
神
戸

高
商
、
の
ち
板
硝
子
社
長
）
が
二
十
四
日
に
こ
の
内
規
を
受
領
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
内
規
は
大
石
問
題
を
契
機

に
制
定
さ
れ
た
と
い
え
よ
う

∩
住
友
合
資
会
社
（下
ど

の

「五
０
　
日
米
板
硝
子
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継
」
参
照
）ｃ　
こ
の
内
規
の
配
布
を
も

っ
て
本
社

の
関
係
会
社

の
中
で
も

連
系
会
社
に
準
ず
る
特
定
関
係
会
社
に
指
定
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
の
で
、

「
０
１
　
関
係
会
社
役
員
内
規
の
制
定
」

に
お
い
て
内
容
を
詳

し
く
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

日
本
板
硝
子
と
同
様
に
昭
和
七
年
六
月
以
来
住
友
合
資
会
社
が
経
営
を
承
継
し
た
日
本
電
氣
は
、
そ
の
後
も
依
然
と
し
て
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社

が
五
〇
％
を
掌
握
し
て
き
た
が
、
こ
の
一
月
資
本
金
を

一
二
五
〇
万
円
か
ら
三
〇
〇
〇
万
円
に
増
資
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
こ
の
機
会
に
住

友
の
持
株
比
率
は
二
〇

・
三
％
か
ら
三

一
。
一
％

へ
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
つ
住
友
合
資
会
社
（下
ど

の

「五
日
　
日
本
電
気
株
式
会

社
の
経
営
の
承
継
」
参
昭
じ
。
人
事
課
長
香
川
修

一
に
よ
る
と
こ
の
際
次

の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
た
。

一
月
二
十
二
日
日
電
の
増
資
問
題
起
こ
る
。
日
電
は
こ
の
と
き
ま
だ
連
系
で
な
か
っ
た
。
こ
の
と
き
専
務
は
志
田
さ
ん
で
あ

っ
た
が
、

重
役
だ
け
で
割
当
株
を
や
る
が
よ
い
か
と
い
う
こ
と
の
照
会
が
あ

っ
た
。
本
社
と
し
て
は
お
か
し
い
で
は
な
い
か
と
い
う
意
向
を
伝
え

に
行

っ
た
。
今
ま
で
そ
う
し
た
こ
と
が
な
い
し
、
お
か
し
い
と
進
言
し
に
行

っ
た
。
志
田
さ
ん
は
承
知
し
て
く
れ
、
結
局
わ
ず
か
で
あ

っ
た
が
、
重
役
割
り
当
て
を
行

っ
た
け
れ
ど
も
、
住
友
と
し
て
は
変
わ

っ
た
や
り
方
で
あ

っ
た
（註
、
こ
れ
は
昭
和
十
年

一
月
の
日
本
板
硝

子
の
増
資
で
も
同
様
の
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
）。

二
月

一
日
に
増
資
払
い
込
み
が
完
了
し
、
十
六
日
付
で
こ
れ
ま
で
電
線
製
造
所
か
ら
日
本
電
気

へ
出
向
し
て
い
た
専
務
志
田
文
雄
、
常
務
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佐
鳥
仁
左
、
取
締
役
石
川
清
が
住
友
本
社
か
ら
の
出
向

に
切
り
換
え
ら
れ
た
ｃ
本
来
こ
の
時
点
で
先
の

「
関
係
会
社
役
員
内
規
」
が
志
田
、

佐
鳥
、
石
川
の
三
名
に
交
付
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ

つ
た
が
、
合
資
会
社
退
職
後
日
本
電
気
会
長
に
留
ま
っ
て
い
た
秋
山
武
三
郎
（Ｍ
６
生
、

停
年
延
長
三
年
間
の
後
昭
和
十

．
年
五
月
退
職
）
が
五
月
に
六
五
歳
を
迎
え
る
（上
記
松
本
順
吉
の
ケ
ー
ス
と
同
様
）
の
を
機
会

に
、
秋
山
に
代
え
て
連

系
会
社
と
同
様
に
総
理
事
小
倉
正
恒
を
会
長
に
据
え
る
計
画
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
（日
本
板
硝
子
は
既
に
昭
和
十
年

一
月
小
倉
が
会
長
と
な
っ
て
い

た
）、　
そ
れ
を
待

っ
て
い
た
。　
と
こ
ろ
が
秋
山
は
二
月
に
急
逝
し
、　
さ
ら
に
四
月
に
は
満
洲
出
張
か
ら
の
帰
途
専
務
志
田
文
雄
も
大
阪
で
客

死
す
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
続
い
た
。
こ
の
た
め
五
月
四
日
小
倉
の
会
長
就
任
を
待

っ
て
、
二
十
三
日
こ
の
内
規
を
受
領
し
た
の
は
佐

鳥
、
石
川
の
二
人
だ
け
で
、
こ
こ
に
初
め
て
日
本
電
氣
は
特
定
関
係
会
社
に
指
定
さ
れ
た
。
な
お
六
月
に
梶
井
剛
が
志
田
の
後
任
と
し
て
急

遠
逓
信
省
工
務
局
長
か
ら
住
友

へ
入
社
し
、
七
月
に
日
本
電
氣
専
務
に
就
任
す
る
が
、
こ
の
内
規
を
受
領
し
た
の
は
、
八
月
二
十
四
日
の
こ

と
で
あ

っ
た
。
同
日
に
は
や
は
り
六
月
に
大
日
本
鍍
業
常
務
に
就
任
し
て
い
た
前
金
属
営
業
所
副
所
長
小
関
良
平
が
こ
の
内
規
を
受
け
、
大

日
本
鍍
業
も
特
定
関
係
会
社
と
な

っ
た
３
住
友
合
資
会
社
（下
ど

の

「五
日
１
　
大
日
本
銭
業
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継
」
参
照
）。

二
月
に
は
住
友
内
部
に
お
け
る
職
員
の
配
置
転
換
が
開
始
さ
れ
た
。
人
事
課
長
香
川
修

一
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
頃
金
属
、
電
線
等
は
仕
事
が
忙
し
く
な
り
、　
一
方
銀
行
で
は
あ
る
程
度
人
を
出
し
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で
、
大
量
に
銀
行
か
ら

人
を
融
通
す
る
よ
う
に
な

っ
た
ｃ
そ
の
最
初
は
十
三
年
二
月
頃
に
始
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
移
籍
は
役
職
者
だ
け
を
と
っ
て
み
て
も
、
二
月
銀
行
門
司
支
店
長
代
理
鈴
木
勝
広
（Ｔ
Ｈ
東
大
経
、
四
月
北
支
産
金
支
配
人
、
六
月
殉
職
）

と
若
松
支
店
臨
時
支
店
長
代
理
羽
岡
種
光
（Ｔ
ｌｏ
神
戸
高
商
、
五
月
北
Ｈ
本
鉱
業
所
鴻
之
舞
鉱
山
経
理
課
長
の
ち
ア
ル
ミ
製
錬

・
化
工
材
）
の
二
名
が
本

社
経
理
部
鉱
山
課

へ
、
六
月
備
後
町
臨
時
支
店
長
代
理
南
透

一
（Ｔ
８
東
亜
同
文
、
北
京
事
務
所
兼
務

・
鍍
業
、
十
七
年
五
月
殉
職
）
が
北
支
産
金

へ
、
七
月
門
前
町
支
店
長
代
理
鮫
島
龍
雄
（Ｔ
Ｈ
東
大
経
、
の
ち
北
京
事
務
所
主
席
兼
務

・
機
械
専
務

・
社
長
）
が
殉
職
し
た
鈴
木

の
後
任

の
北
支

産
金
支
配
人
に
、　
八
月
若
松
支
店
長
代
理
横
山
亨
吉
（Ｔ
⊇
示
大
経
、
の
ち
化
学
監
査
役
）
が
東
京
販
売
店
経
理
課
長
に
、
本
店
研
究
課
金
子
守



也
（Ｔ
９
東
大
経
、
五
月
機
械
業
務
部
経
理
課
長
、
の
ち
機
械
取
締
役

・
化
学
監
査
役
）
が
経
理
部
商
工
課

へ
、
十
月
新
宿
支
店
長
代
理
金
子
保
三
（Ｍ

４‐
富
山
商
、
の
ち
金
属
回
収
統
制
会
社
事
務
従
事
）
が
電
線
（日
本
故
銅
統
制
会
社
事
務
従
事
）
へ
と
相
次

い
だ
。
移
籍
ラ
ッ
シ
ュ
は
そ
の
後
昭
和
二
十

年
ま
で
続
い
た
が
、
移
籍
者
は
上
記
鮫
島
の
よ
う
に
銀
行
業
務
に
あ
き
た
ら
ず
、
自
ら
鉱
工
業
部
門

へ
の
転
籍
を
希
望
し
た
者
と
は
限
ら
な

か
つ
た
の
で
、
昭
和
二
十
年
終
戦
と
と
も
に
銀
行

へ
の
早
急
な
復
帰
を
希
望
す
る
者
が
本
社
人
事
課
長
津
田
久
（Ｓ
３
東
大
法
、
の
ち
日
建
常

務

・
商
事
専
務

・
社
長
）
の
下
に
相
次
い
だ
と
い
う
。

政
府
は
十
二
年
十
月
企
画
院
を
設
置
し
て
、
国
家

の
資
源
と
労
働
力
の
す
べ
て
を
戦
争
目
的
の
た
め
に
動
員
す
る
統
制
権
限
を
政
府

に
委

任
す
る

「国
家
総
動
員
法
」
の
作
成
を
命
じ
、
同
法
は
十
三
年
二
月
二
十
四
日
制
定
、
四
月

一
日
公
布
、
五
月
五
日
施
行

の
運
び
と
な

っ
た
。

こ
の
結
果
軍
需
工
業
動
員
法
は
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
国
家
総
動
員
法
第
十
三
条
に
基
づ
く

「
工
場
事
業
場
管
理
令
」
が
公
布
施
行
さ
れ
た
ｃ

住
友
金
属
で
は
こ
れ
に
基
づ
き
、
十
三
年
十

一
月
か
ら
十
七
年
二
月
に
か
け
て
全
工
場
が
陸
海
軍
の
管
理
工
場
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ

（９
）

た
ｃ四

月
九
日
中
国
北
支
河
北
省
遵
化
県
に
お
け
る
金
鉱
探
査
を
目
的
と
し
て
、
北
支
産
金
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
（資
本
金
二
〇
０
万
円
、

住
友
本
社
五
０
％
、
興
中
公
司
五
０
％
）。
調
査
役
津
田
秀
栄
（Ｔ
７
東
大
法
、　
の
ち
北
京
事
務
所
主
席
兼
務

・
日
本
金
属
鉱
業
聯
合
会
理
事
長

・
鉱
山
統

制
会
理
事
長

・
北
支
那
開
発
副
総
裁
）
が
主
管
者
常
務
を
兼
務
し
、
津
田
は
関
係
会
社
役
員
内
規
を
受
領
す
る
こ
と
な
し
に
、
同
社
は
特
定
関
係

会
社
の
扱
い
と
な

っ
た
。
同
社
の
詳
細
に
つ
い
て
は

「
五
口
　
北
支
産
金
株
式
会
社

の
設
立
」
で
改
め
て
検
討
す
る
。

四
月
二
十
二
日
か
ら
三
日
間
前
年
は
改
組
の
た
め
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
主
管
者
協
議
会
が
二
年
振
り
に
開
か
れ
、
総
理
事
小
倉
正
恒
は
次

の
よ
う
に
述
べ
た
。

事
変
以
来
部
内
ノ
事
業

ハ
愈
々
繁
忙
ヲ
極
メ
、
次
第

二
拡
張
ヲ
促
サ
レ
テ
参
リ
マ
シ
テ
、
各
方
面

二
於
テ
手
不
足
ヲ
痛
感
シ
テ
居
リ
マ

シ
タ
上

二
、
多
数
ノ
応
召
者
相
継
ギ
出
デ
テ
聖
戦

二
従
ヒ
マ
シ
タ
ノ
デ
、
本
年

ハ
之
等
ノ
事
情

二
応
ジ
、
多
数
ノ
職
員
（学
校
卒
業
生
）
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ヲ
新

二
採
用
致
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
其
ノ
人
数

ハ
七
百
十
五
名
（註
、
事
務
関
係
専
門
以
上
一
一
四
名
、
中
等
三
四
四
名
計
四
五
八
名
、
技

術
関
係
専
門
以
Ｌ
九
八
名
、
中
等

一
五
九
名
計
二
五
七
名
）
ト
イ
フ
実

二
空
前
ノ
数
字
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
之

ハ
従
来
ノ
記
録
デ
ア
リ
マ
ス
ト
コ

ロ
ノ
、
大
正
九
年
ノ
五
百
四
十

一
名
ヲ
逢
カ
ニ
凌
駕
ス
ル
数
字
デ
ア
リ
マ
ス
。
事
業
発
展
ノ
状

ハ
此
ノ
数
字

ヲ
以
テ
シ
テ
モ
充
分
察
知

ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

会
議
の
第
四
議
題
と
し
て
本
社
庶
務
課
か
ら

「消
費
節
約
、
貯
蓄
奨
励
ノ
件
」
が
提
案
さ
れ
て
い
た
。
提
案
理
由
の
説
明
に
立

っ
た
庶
務

課
長
平
塚
正
俊
は
、

「最
近
十
三
年
度
の
厖
大
ナ
ル
予
算
ガ
通
過
シ
、
事
変
以
来
ノ
分
カ
ラ
併
セ
七
十
億

二
及
ブ
公
債
ノ
発
行
ヲ
必
要
ト
ス

ル
ニ
到
り
、
益
シ
テ
此
ノ
問
題

ハ
更

二
切
迫
シ
タ
ル
事
態
ト
ナ
リ
、
大
蔵
省

二
於
テ
モ
年
八
十
億
ノ
貯
蓄
奨
励
運
動

二
乗
出
シ
、
大
イ
ニ
国

民

二
呼
ビ
カ
ケ
テ
ヰ
ル
様
ナ
有
様
デ
ア
リ
マ
ス
」
し
か
し

「私
人
ノ
衣
食
住
ノ
方
面
ノ
節
約

ハ
、
健
康
上
ノ
問
題
カ
ラ
ソ
ウ
節
約
ノ
余
地

ハ

乏
シ
イ
ノ
デ
、
殊

二
最
近
物
価
生
計
費
指
数
ガ
上
ツ
テ
居
リ
マ
シ
テ
、
例

ヘ
バ
」
と
し
て
昭
和
四
年
十
二
月
を

一
〇
〇
と
す
る
商
工
省
調
の

小
売
物
価
指
数
は
昭
和
六
年
の
七
九

・
四
を
底
と
し
て
上
昇
に
転
じ
、
十
三
年

一
月

一
一
〇

・
二
、
二
月

一
一
四

。
一
と

「殊

二
本
年

一
月

以
来
ノ
騰
貴
ガ
大
キ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
節
約
ノ
余
地
ガ
乏
シ
イ
様

二
思
ヒ
マ
ス
」
と
述
べ
た
。

人
事
課
長
香
川
修

一
は

「公
債
報
国
会
ノ
事
デ
ス
ガ
、
之

ハ
カ
ナ
リ
窮
屈
デ
ア
リ
、
其
ノ
上
実
物
ヲ
見
ナ
イ
ノ
デ
不
安

ヲ
感
ジ
テ
居
リ
マ

ス
。　
ソ
レ
デ

一
定
ノ
額

二
達
シ
タ
ラ
本
人

二
渡
シ
、
本
人

ハ
之
ヲ
売
却
シ
テ
モ
ヨ
イ
事

ニ
シ
タ
ラ
ョ
イ
ト
存
ジ
マ
ス
（註
、　
の
ち
に
昭
和
十
五

年
二
月
三
井
各
社
は
物
価
騰
貴
に
対
し
、
職
員
が
こ
れ
ま
で
積
み
立
て
た
公
債
を
各
自
に
返
戻
す
る
と
の
情
報
に
接
し
、
住
友
で
も
四
月
か
ら
新
規
方
式
ヘ

移
行
す
る
こ
と
と
し
、
六
月
従
来
の
公
債
報
国
会
は
一
応
清
算
の
上
積
み
立
て
た
公
債
は
各
自
に
分
配
さ
れ
た
。
こ
れ
は
当
初
公
債
報
国
会
が
支
那
事
変
終

了
ま
で
の
予
定
で
あ
っ
た
の
が
、
事
変
が
こ
れ
ほ
ど
長
期
化
す
る
と
は
予
想
し
な
か
っ
た
た
め
、
何
ら
か
の
見
直
し
が
必
要
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。）」

と
述
べ
、
こ
れ
を
う
け
て
会
計
課
長
中
田
直
三
郎
は

「昨
年
十
月
カ
ラ
本
年
三
月
迄
デ
公
債
報
国
会

ハ
、
三

一
万
円

ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
。
月
当

り
五
万
円
卜
少
シ
デ
ア
リ
マ
ス
。
ソ
レ
全
額
デ
公
債
ヲ
買
ツ
テ
居
リ
マ
ス
。
尤
モ
多
少
現
金

ヲ
持
ツ
テ
居
リ
マ
ス
。
ソ
レ
ハ
ヤ
メ
ル
人
デ
二



五
円

二
達
セ
ヌ
人

ニ
ハ
現
金
デ
返
シ
マ
ス
カ
ラ
デ
ス
。
ソ
ノ
コ
ト
ノ
詳
細

ハ
ソ
ノ
内
報
告
書
類
ヲ
差
上
ゲ
度
イ
ト
思
ツ
テ
ヰ
マ
ス
。　
一
人
当

り
出
資
金
月
平
均
五

・
一
六
円
デ
ス
。
高
等
職
員
ヲ
除
キ

一
等
職
員
以
下
準
職
員

二
到
ル
マ
デ
、
全
部
平
均
ス
ル
ト

一
人
当
り
二
九
円
五
〇

銭
貯
蓄
シ
テ
ヰ
マ
ス
。　
一
人
当
平
均
収
入

ハ
一
五
〇
円
ト
ミ
ル
ト
、　
一
割
九
分
七
厘

ニ
ナ
リ
マ
ス
。
故

ニ
コ
ノ
上
何
ノ
程
度
貯
蓄
ガ
出
来
ル

カ
悩
ア
ル
問
題
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
指
摘
し
た
。

こ
の
よ
う
な
生
計
費

の
高
騰
に
対
し
五
月
九
日
本
社
理
事
会
は
、
昭
和
六
年

一
月
に
廃
止
さ
れ
た
臨
時
手
当

の
支
給
公
一等
職
員
半
期

一
〇

〇
円
、
一量
寸
職
員
月
俸
の
一
割
）
を
決
定
し
た
が
、
お
そ
ら
く
他
社
に
先
駆
け
て
住
友
が
臨
時
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
つ
い
て
懸
念
が
生
じ

た
も
の
と
み
ら
れ
、
そ
の
実
施
は
見
送
ら
れ
た
。
か
く
し
て
住
友
公
債
報
国
会
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
毎
月
の
給
与
か
ら
の
公
債

の
購
入
は
次

第
に
限
界
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
の
に
鑑
み
、
政
府
は
上
期
賞
与
で
の
公
債

の
購
入
を
懲
憑
し
て
き
た
。
六
月
十

一
日
人
事
部
長
河
井
昇
三
郎

は
、
各
店
部

・
連
系
会
社
の
主
管
者
に
次

の
よ
う
な
書
簡
を
送
り
、
上
期
賞
与
で
の
国
債
購
入
の
特
別
拠
金
を
要
請
し
た
。

公
債
報
国
会
特
別
醸
金

二
関
シ
依
頼
ノ
件

拝
啓
　
住
友
公
債
報
国
会
特
別
醸
金

二
関
シ
、
別
紙
（註
、
資
料
３
）同
封
御
送
付
致
候

二
付
、
六
月
二
十
日
発
表
相
成
度
。
尚
右
通
知

ニ
モ
記
載
致
候
通
り
、
今
回
ノ
醸
金

ハ
一
二
国
策

二
協
カ
ス
ル
趣
旨

二
外
ナ
ラ
ズ
候

二
就
テ
ハ
、
賞
与

二
特
別
ノ
金
額
ヲ
モ
加

へ
支
給

セ
ラ
レ
候
折
柄
、
右
趣
旨
御
了
承
ノ
上
、
貴
部
内
全
員
ガ
標
準
額
以
上

二
成
ル
ベ
ク
多
額
ヲ
醸
金
相
成
候
様
、
特

二
御
配
慮
相
煩
度
、

此
段
御
依
頼
労
得
貴
意
候
也
。

公
債
報
国
会
特
別
醸
金

二
関
シ
新
聞
其
他

二
対
ス
ル
回
答
方
針
ノ
件

照
会
ア
リ
テ
回
答
ス
ル
場
合

ハ

「桑

二
三
井
、
三
菱
、
安
田
、
住
友
ノ
四
社
協
議
ノ
上
率
先
シ
テ
公
債
応
募
ノ
会

ヲ
設
ク
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
当
方
デ
ハ
昨
年
十
月
住
友
公

債
報
国
会
ヲ
組
織
シ
、
各
々
分

二
応
ジ
テ
相
当
ノ
醸
金

ヲ
シ
テ
居
り
、
今
日
迄

二
既

二
可
成
リ
ノ
公
債

ヲ
購
入
シ
タ
ガ
、
今
般
提
唱
セ
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一
八
四

ラ
レ
タ
国
民
貯
蓄
奨
励
運
動
ノ
国
策

二
順
応
ス
ル
為
メ
更

二
節
約
ヲ
旨
ト
シ
、
今
後
期
末

ニ
ハ
別

二
例
月
分
ノ
三
倍
以
上
（月
平
均
五

割
増
以
上
）
ノ
醸
金
ヲ
ナ
シ
、　
一
層
公
債
応
募

二
努
カ
ス
ル
コ
ト

ヽ
シ
タ
。
（例

ヘ
バ
月
俸
百
円
ノ
者

ハ
毎
月
五
円
醸
金
ス
ル
ノ
デ
ア
ル

ガ
、
今
回
ハ
毎
月
分
ノ
外

二
十
五
円
以
上
ヲ
醸
出
ス
ル
）

尚
其
ノ
他

ニ
モ
職
員
ノ
申
合
セ
ニ
依
ル
貯
蓄
出
資

ヲ
モ
極
力
奨
励
シ
テ
居
ル
。

」

卜
云
フ
コ
ト
。

昭
和
十
三
年
七
月
本
社
東
京
支
店
長
矢
島
富
造
が
停
年
退
職
し
、
銀
行
取
締
役
東
京
支
店
長
野
田
哲
造
（Ｔ
５
東
大
法
、
の
ち
銀
行
常
務

・
専

務

・
副
社
長

人
ム長
兼
社
長
）
が
本
社
東
京
支
店
長
を
兼
務
し
た
。

米
国
政
府
は
、
昭
和
十
二
年
末
に
起
こ
っ
た
揚
子
江
上
で
の
米
艦
パ
ネ
ー
号
撃
沈
事
件
で
態
度
を
硬
化
さ
せ
た
が
、
日
本
政
府

の
正
式
陳

謝
に
よ
り
事
態
は
ひ
と
ま
ず
鎮
静
化
に
向
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
日
本
軍
の
行
動
が
北
支
か
ら
揚
子
江
流
域

へ
拡
大
し
、
六
月
に

は
広
東
爆
撃
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
制
裁
と
し
て
七
月

一
日
航
空
機
及
び
同
部
品
の
対
日

「道
徳
的
禁
輸
」
を
製
造
業
者

に
実
施
さ

せ
た
。
同
月
七
日
付
銀
行

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
山
内
直
元
の
本
店
外
国
課
長
原
田
精
市
宛

の
次
の
よ
う
な
報
告
の
写
が
二
十
五
日
原
田
か

ら
本
社
総
務
部
長
小
林
晴
十
郎
に
送
付
さ
れ
て
き
た
。

紐
育
支
店
　
　
　
　
　
支
店
長
　
山
内
　
直
元

外
国
課
長
　
原
田
　
精
市
殿

我
国
二
輸
出
セ
ラ
ル

ヽ
飛
行
機
並

二
其
部
分
品

二
対
ス
ル
米
国
政
府
ノ
圧
迫

二
関
ス
ル
件

先
般
ノ
我
軍
ノ
広
東
爆
撃

二
際
シ
、
米
国

ハ
ル
国
務
長
官
ガ
六
月
十

一
日

「９
ユ
】い”
●
ヲ
空
爆
ス
ル
国

二
飛
行
機

ヲ
輸
出
ス
ル
コ
ト
ニ

ハ
不
賛
成
ナ
リ
」
ト
ノ
表
明
ヲ
ナ
セ
ル
コ
ト
ハ
、
御
高
承
ノ
通
リ
ナ
ル
ガ
、
今
回
国
務
省

ハ
一
歩
ヲ
進
メ
、
同
封
写
（註
、
略
）
ノ
如
キ

９
８
Ｃ
Ｐミ

ヲ
飛
行
機
関
係
輸
出
商
、
同
製
造
業
者

二
配
布
シ
タ
リ
（邦
人
業
者
ト
シ
テ
ハ
三
井
物
産
、
三
菱
商
事
、
大
倉
商
事
）
。



之

二
関
シ
当
地
邦
商
、
軍
当
局
間
等

ニ
ハ

「当
業
者

ハ
政
府
ノ
意
響
ヲ
無
視
ス
ベ
シ
」
卜
見
ル
者
卜

「当
業
者

ハ
政
府
ノ
方
針

二
従
ヒ

今
後
輸
出
ヲ
肯
ン
ゼ
ザ
ル
ベ
シ
」
卜
見
ル
者
ノ
ニ
様
ノ
見
解
ア
リ
テ
成
行
予
断
ヲ
許
サ
ズ
。
又
邦
人
関
係
商
社
、
官
辺
側
ト
シ
テ
モ
、

場
合

ニ
ヨ
リ
テ
ハ
米
政
府

二
厳
重
交
渉
ノ
意
響

ニ
シ
テ
、
前
途
尚
曲
折
ア
ル
ベ
シ
ト
ハ
思

ハ
ル

ヽ
モ
、
米
国
政
府
ガ
従
来
ノ
業
者
ノ

く
Ｒ
営
〓
ｏ
ｏ
８
一
ヲ
期
待
ス
ル
態
度
ヨ
リ
、
之

ヲ
圧
迫
ス
ル
態
度

二
変
化
シ
ツ
ヽ
ア
ル
コ
ト

ハ
明

ニ
シ
テ
、
ソ
ノ
方
針
モ
亦
極
メ
テ

明
白
ト
ナ
リ
タ
ル
次
第
ナ
リ
。
本
件
ガ
強
行
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
ト
モ
ナ
ラ
バ
、
当
店
取
扱
ノ
蜀
８
０
Φ
】】Ｒ

ノ
信
用
状
等

二
直
接
関
係
ア
リ
、

事
態
重
大
ナ
ル
モ
、
只
今
ノ
処
成
行
ヲ
注
視
ス
ル
以
外
良
法
ナ
キ
ハ
遺
憾
千
万

二
存
ズ
ル
次
第
ナ
リ
。

何
レ
事
態
ノ
進
展

ニ
ツ
キ
テ
ハ
更

ニ
ソ
ノ
都
度
申
上
ク
ベ
キ
モ
、
不
取
敢
右
聞
及
ビ
ノ
マ
ヽ
ヲ
御
報
告
ス
。

以
上

本
件
に
つ
き
本
社
商
工
課
が
早
速
状
況
を
調
査
し
た
。

日
本

二
輸
出
ス
ル
飛
行
機
並
其
部
分
品

二
対
ス
ル
米
国
政
府
ノ
圧
迫

二
関
ス
ル
銀
行
外
国
課
長
原
田
精
市
氏
ノ
来
状

二
関
聯
シ
、
金
属

工
業

二
事
情
照
会
シ
タ
ル
ト
コ
ロ
、
大
要
左
ノ
如
キ
返
答
ア
リ
。
（菊
池
購
買
部
長
代
理
談
）

一
、
飛
行
機
並
其
部
分
品
ノ
日
本
向
輸
出

二
対
ス
ル
米
国
政
府
ノ
圧
迫

二
就
テ
ハ
、
金
属
工
業

ハ
既

二
二
週
間
前

二
（七
月
十
日
頃
￥

一

井
物
産
並
海
軍
当
局
ヨ
リ
次
ノ
如
キ
情
報
ヲ
得
タ
リ
。

二
、
即
チ
米
国
政
府

ハ
従
来
飛
行
機
ノ
輸
出

二
就
テ
ノ
ミ
許
可
制
度
ト
シ
、
其
ノ
部
分
品
（プ
ロ
ペ
ラ
等
Ｙ
一就
テ
ハ
自
由
輸
出

二
委
ネ

タ
リ
シ
ガ
、
爾
今
部
分
品

二
就
テ
モ
許
可
ヲ
要
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル
ベ
ク
、
而
シ
テ
明
年

一
月
以
降

ハ
日
本
向
飛
行
機
並
其
部
分
品
ノ

輸
出

二
就
テ
ハ
、
許
可
セ
ザ
ル
模
様
ナ
リ
。

三
、
金
属
工
業
ノ
善
後
策

依
テ
、
米
国

ハ
ミ
ル
ト
ン
社

二
対
シ
、
プ
ロ
ペ
ラ
ヲ
註
文
中
ナ
ル
商
社

ハ
至
急
プ
ロ
ペ
ラ
註
文
残

ヲ
積
出
ス
コ
ト
ニ
極
力
交
渉
中

ニ

第
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シ
テ
、
完
成
プ
ロ
ペ
ラ
ニ
就
テ
ハ
充
分
年
内

二
入
手
ノ
見
込
ナ
ル
モ
、
プ
ロ
ペ
ラ
素
材

二
就
テ
ハ
年
内

二
積
出
完
了

ハ
危

マ
レ
、　
一

部
入
手
不
可
能
ト
ナ
ル
ヤ
モ
知
レ
ズ
。

ハ
ミ
ル
ト
ン
社
発
註
量

一
覧
表
（七
月
二
十
六
日
現
在
）

完
成
プ
ロ
ペ
ラ
　
　
　
註
文
数
量
　
　
　
入
荷
済
　
　
　
　
未
入
荷

陸
軍
用
　
　
　
　
五
〇
〇
組
　
　
　
一
工
全

一組
　
　
　
一
〓
二
八
組

海
軍
用
　
　
　
　
一
〇
〇
　
　
　
　
　
一
一八
　
　
　
　
　
七
二

計
　
　
　
　
　
上ハ
○
〇
　
　
　
　
一
一九
〇
　
　
　
　
一二
一
〇

プ
ロ
ペ
ラ
素
材

海
軍
用
　
　
　
　
八
〇
〇
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
　
　
八
〇
〇

其
他
部
分
品

ニ
シ
テ
未
入
荷
ノ
モ
ノ
相
当
ア
リ
。

四
、
将
来
ノ
見
透
シ

尚
来
年

一
月
以
降
ノ
輸
出
不
許
可
二
就
テ
ハ
、
当
社
ト
シ
テ
ハ
何
等
策
ノ
施
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ク
、
我
国
政
府
当
局
者
ノ
外
交

二
委
ネ

ル
外
ナ
シ
。

尤
モ
飛
行
機
用
材
料
タ
ル
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
デ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
ニ
就
テ
ハ
、
日
下
ノ
処
何
等
輸
出
ヲ
抑
制
セ
ラ
ル

ヽ
模
様
ナ
シ
（註
、

こ
れ
ら
も
昭
和
十
四
年
二
月
禁
輸
の
追
加
措
置
が
と
ら
れ
た
）。

以
上

そ
の
後
中
国
の
戦
況
は
十
月
日
本
軍
が
南
支
の
広
東
と
中
支
の
要
衝
武
漢
三
鎮
を
占
領
し
、
十

一
月
三
日
近
衛
首
相
が
東
亜
新
秩
序
建
設

を
声
明
す
る
に
及
ん
で
、
十

一
月
十
八
日
付
日
刊
工
業
新
聞
は
米
国
政
府
が
七
月
の
措
置
を
さ
ら
に
強
化
し
て
十
二
月
か
ら
日
本
向
け
航
空



機
及
び
部
品
、
パ
テ
ン
ト
の
輸
出
を
禁
止
し
た
と
報
じ
た
。
本
社
商
工
課
の
調
査
結
果
は
次

の
通
り
で
あ

っ
た
。

米
国
ノ
日
本
向
ケ
航
空
機
及
部
品
、
パ
テ
ン
ト
輸
出
禁
止
ノ
件
（十

一
月
二
十
八
日
）

十

一
月
十
八
日
附
日
刊
工
業
新
聞

ハ
掲
題
ノ
件

二
関
ス
ル
記
事

ヲ
掲
載
シ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
其
ノ
真
偽
ヲ
金
属
工
業
秋
山
営
業
部
長

二
確

メ
タ
ル
ト
コ
ロ
、
本
日
左
ノ
如
キ
回
答
ヲ
得
タ
リ
。

「本
年
七
月

一
日
米
国
政
府
ガ
我
国

二
輸
出
セ
ラ
ル

ヽ
飛
行
機
並
其
部
分
品

二
対
ス
ル
圧
迫

二
就
テ
ノ
０
【８
Ｃ
〓Ｒ

ヲ
飛
行
機
関
係
輸

出
商
（邦
人
業
者
ト
シ
テ
ハ
三
井
物
産
、
三
菱
商
事
、
大
倉
商
事
）
、
同
製
造
業
者

二
配
布
以
来
、
米
国
政
府
ガ
ダ
グ
ラ
ス
飛
行
機
ノ
輸

出
許
可
ヲ
渋
ル
ニ
至
リ
タ
ル
事

ハ
事
実
ナ
ル
モ
、
部
分
品

二
就
テ
ハ
ロ
下
ノ
処
従
来
通
リ
ニ
シ
テ
、
別
段
輸
出
許
可
ヲ
渋
レ
ル
模
様
ナ

シ
。
乍
然
金
属
工
業
発
註
ノ
完
成
プ
ロ
ペ
ラ
六
〇
〇
組

二
就
テ
ハ
、
至
急
製
造
積
出
方
ヲ
ハ
ミ
ル
ト
ン
社

二
対
シ
交
渉
中

ニ
シ
テ
、
大

体
其
ノ
六
〇
％
ノ
入
荷
ヲ
見
タ
ル
モ
、
残
リ
ハ
来
年
三
月
頃
迄
ノ
時
日
ヲ
要
ス
ル
見
込
ナ
リ
」
卜
。

八
月
二
十
四
日
国
家
総
動
員
法
第
六
条
に
基
づ
き
、
「学
校
卒
業
者
使
用
制
限
令
」

が
公
布
さ
れ
た
。
急
増
す
る
技
術
者
の
需
要
に
応
じ

き
れ
ず
、
需
要
者
間
に
争
奪
戦
が
起
こ
っ
た
の
で
、
工
業
学
校
程
度
以
上
の
工
業
関
係
卒
業
者
２
雇
入
に
厚
生
大
臣
の
許
可
が
必
要
と
な

っ

た
。
人
事
課
長
香
川
修

一
は
こ
の
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

人
の
採
用
に
つ
き
政
府
が
割
り
当
て
を
統
制
す
る
よ
う
に
な
り
（技
術
系
）
、　
厚
生
省
に
部
が
出
来
た
（註
、
十
三
年
四
月
職
業
部
設
置
）。

幸
い
渡
辺
労
働
課
長
（註
、
渡
辺
斌
衡
Ｔ
Ｈ
東
大
経
、　
の
ち
通
信
取
締
役

・
常
務

・
日
本
電
気
社
長
）
が
部
長
と
同
期
だ

っ
た
の
で
（註
、
職
業
部

長
熊
谷
憲

一
、
但
し
熊
谷
は
Ｔ
９
東
大
法
で
あ
る
）
、
渡
辺
君
を
通
じ
て
資
料
を
早
く
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。　
こ
れ
か
ら
以
後
は
、

学
校
と
自
由
に
交
渉
し
て
人
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
。

こ
の
た
め
専
門
学
校
以
上
の
卒
業
生
所
要
数
二
〇
三
名
に
対
し
採
用
九
六
名
、
工
業
学
校
卒
業
生
の
所
要
数
二
四
〇
名

に
対
し
採
用

一
〇

六
名
と
充
足
率
は
五
〇
％
に
も
達
し
な
か
つ
た
。
最
も
所
要
数

の
多
か
っ
た
金
属
工
業
で
は
専
門
学
校
以
上
五
六
名

の
申
し
込
み
に
対
し
二
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二
名
の
採
用
、
工
業
学
校
七
八
名

の
申
し
込
み
に
対
し
三
五
名

の
採
用
に
止
ま
り
、
こ
の
結
果
住
友
金
属
で
は

「
こ
の
不
足
に
対
し
て
は
、

中
途
採
用
に
よ
り
補
充
す
る
と
と
も
に
、
社
内
に
お
け
る
技
術
者
の
養
成
に
努
め
た
。

」

九
月
日
本
産
金
振
興
株
式
会
社
法
に
よ
り
、
金
鉱
業
、
同
製
錬
業
等

に
投
融
資
す
る
目
的
を
も

っ
て
、
日
本
産
金
振
興
株
式
会
社
が
設
立

さ
れ
、
住
友
本
社
も
出
資
し
た
。
こ
の
詳
細
は

「
三
　
投
資
活
動
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

十

一
月
ア
ル
ミ
製
錬
主
管
者
専
務
山
本
決
は
停
年
と
な
り
、
後
任
は
化
学
専
務
大
屋
敦
が
兼
務
し
た
。
大
屋
は

「
三
社
専
務
兼
務

ハ
時
節

柄
仲
々
ノ
重
荷
ナ
リ
」
と
日
記
に
記
し
て
い
る
が
、
両
社
の
一
体
化
を
持
論
と
し
て
い
た
大
屋
に
と
つ
て
は
、
当
然
の
帰
結
で
あ

っ
た
と
い

え
よ
う
。

同
月
北
支
那
開
発
株
式
会
社
及
び
中
支
那
振
興
株
式
会
社
の
両
社
が
設
立
さ
れ
、
住
友
本
社
は
住
友
金
属
と
と
も
に
出
資
し
た
。
こ
の
詳

細
は

「
三
　
投
資
活
動
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

十
二
月
住
友
化
学
は
臨
時
株
主
総
会
に
お
い
て
二
〇
〇
〇
万
円
の
社
債
発
行
を
決
議
し
た
ｃ
こ
れ
は
住
友

に
お
け
る
社
債
発
行
の
最
初
で

あ
り
、
「
四
　
資
金
調
達
」
に
お
い
て
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

同
月
政
府
は
賞
与
国
債
支
給
運
動
を
展
開
し
、
道
府
県
を
通
じ
銀
行

・
会
社

・
工
場

。
鉱
山

。
各
種
団
体

に
対
し
、
年
末
賞
与
を
支
那
事

変
国
債
又
は
貯
蓄
債
券
を
以
て
支
給
す
る
こ
と
、
こ
の
支
給
す
べ
き
国
債
は
本
店
等

に
お
い
て

一
括
入
手
す
る
の
で
は
な
く
、
各
事
業
所
、

営
業
所
、
工
場
、
事
業
場
毎

に
最
寄
り
の
郵
便
局
又
は
日
本
勧
業
銀
行
を
通
じ
入
手
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
実
施
状
況
を
報
告
す
る
こ
と

を
要
求
し
て
き
た
。

こ
の
た
め
本
社
人
事
部
長
河
井
昇
三
郎
は
十
二
月
十
三
日
各
主
管
者
に
対
し
、
次

の
よ
う
な
依
頼
状
を
発
し
、
六
月
の
賞
与

の
際
の
住
友

公
債
報
国
会
に
対
す
る
特
別
拠
出
と
は
異
な
り
、
各
職
員
が
支
給
さ
れ
た
賞
与
か
ら
国
債
を
購
入
し
、
そ
の
購
入
額
を
各
主
管
者
が
本
社
及

び
道
府
県
に
対
し
報
告
す
る
よ
う
求
め
た
。
し
か
し
同
時
に
政
府
の
要
求
し
た
購
入
額
が
賞
与
の
一
―
四
割
以
上
と
い
う
余
り
の
高
額
の
た



め
、
処
分
す
る
場
合
は
住
友
銀
行

・
住
友
信
託

・
住
友
生
命
で
引
き
取
る
旨
併
せ
て
通
知
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

昭
和
十
三
年
十
二
月
十
三
日

本
社
人
事
部
長
　
河
井
　
昇
三
郎

公
債
購
入
取
扱

二
関
シ
依
頼
ノ
件

拝
啓
　
掲
題

二
関
シ
別
紙
（註
、
資
料
４
）同
封
致
候
処
、
右

ハ
十
二
月
二
十
日
御
発
表
相
成
度
、　
政
府

二
於
テ
ハ
右
通
知

ニ
モ
記
載
致

候
通
り
、
多
額
ノ
公
債
消
化
ヲ
勧
奨
致
居
候
次
第

ニ
テ
、
今
回
ノ
通
知

ハ
非
常
時
克
服
ノ
国
策

二
協
カ
ス
ル
趣
旨

二
出
ゾ
ル
モ
ノ
ニ
有

之
候
間
、
貴
部
内
全
員
ガ
標
準
以
上
ノ
成
ル
可
ク
多
額
ノ
購
入
ヲ
為
ス
様
、
特

二
御
配
慮
被
下
度
候
。
尚
当
局

二
報
告
ノ
必
要
有
之
候

二
付
、
別
紙
（註
、
略
Ｙ
一依
り

一
月
十
日
迄

二
購
入
額
御
通
知
相
煩
度
、
右
御
依
頼
芳
得
貴
意
候
也
。

追
テ
購
入
シ
タ
ル
公
債

ハ
、
成
ル
可
ク
永
ク
所
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
希
望
ス
ル
モ
、
己
ム
ヲ
得
ズ
事
変
中

二
処
分
ス
ル
場
合

ハ
、
住
友
銀
行

本
支
店
、
住
友
信
託
本
支
店
又

ハ
住
友
生
命
保
険
会
社
本
店

二
於
テ
時
価

ニ
テ
引
取
ル
ニ
付
、
此
ノ
儀
口
頭

ニ
テ
御
伝
達
被
下
度
。
尚

処
分
方

二
付
テ
ハ
、
外
部

二
洩
サ
ザ
ル
様
併
セ
テ
御
注
意
相
成
度
申
添
候
。

こ
の
政
府
の
賞
与
国
債
支
給
運
動
は
、
こ
の
後
毎
年
六
月
と
十
二
月
に
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
翌
十
四
日
河
井
は
こ
の
期
末
賞

与
に
よ
る
国
債
購
入
に
つ
い
て
、
住
友
全
職
員
に
対
し
次

の
よ
う
に
予
告
し
た
。

昭
和
十
三
年
十
二
月
十
四
日

人
事
部
長
　
河
井
　
昇
三
郎

期
末
賞
与
国
債
支
給
運
動

二
関
ス
ル
件

拝
啓
　
掲
題

二
関
シ
テ
ハ
予
テ
新
聞
紙
上

ニ
テ
御
承
知
ノ
コ
ト
ト
存
候
処
、
住
友

二
於
テ
モ
来
ル
二
十
日
下
半
期
賞
与
支
給

二
当
り
、

公
債
ヲ
購
入
シ
、
右
国
策

二
協
カ
ス
ル
コ
ト
ト
相
成
候
間
、
予
メ
御
了
知
相
成
度
、
此
段
得
貴
意
候
也
。
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十
二
月
二
十
四
日
本
社
経
理
部
で
は
、
住
友

の
関
係
す
る
事
業
が
近
年
広
範
多
岐
に
わ
た
る
よ
う
に
な

っ
た
と
し
て
、
本
社
、
連
系
会
社

並
び
に
主
要
関
係
会
社
の
事
業
並
び
に
投
資
関
係
状
況
を
約

一
カ
月
分
と
り
ま
と
め
、

『住
友
関
係
事
業
要
報
』

と
い
う
形
で
配
布
す
る
こ

と
と
し
た
（資
料
５
、
マ
ル
秘
扱
で
部
長
級
以
上
に
配
布
、
課
長

・
係
長
は
部
内
回
覧
）。　
こ
れ
に
つ
い
て
は

「
日
２
　
連
系
会
社
の
関
係
会
社
統
制

問
題
」
に
お
い
て
、
改
め
て
言
及
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
ま
で
連
系
会
社
の
東
京
に
お
け
る
用
務
は
、
す
べ
て
東
京
販
売
店
が
担
当
し
て

お
り
、
昭
和
十
三
年
二
月
に
は
連
系
会
社
製
品
の
取
り
扱

い
激
増
に
対
処
す
る
た
め
、
化
学
工
業
係
を
除
き
課
制
に
改
め
ら
れ
て
い
た
が
、

昭
和
十
三
年
末
鍍
業
専
務
山
本
信
夫
は
、
総
理
事
小
倉
正
恒
に
書
簡
を
送
り
、
鍍
業
の
東
京
支
所
設
置
を
申
請
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
改

め
て

「日
　
経
済
統
制
の
東
京
集
中
問
題
」
で
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

昭
和
十
四
年
　
一
月
住
友
本
社
は
高
根
鉱
業
所
を
土
肥
金
山
（株
）
に
一
一
三
万
円
で
譲
渡
し
た
∩
住
友
合
資
会
社
（下
ど

の

「五
〇
２
　
土
肥
金

山
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継
」
参
昭
じ
ｃ
昭
和
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
決
裁
さ
れ
た
鉱
山
課
起
案

「住
友
本
社
高
根
鉱
業
所
々
管
鉱
区
其
他
譲

受
ノ
件
」
に
よ
れ
ば
譲
受
事
由
と
し
て
次
の
二
点
が
上
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
内
土
肥
金
山
の
経
営
上
に
よ
る
よ
り
も
、
本
社

の
金
繰
上

の
理
由
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
、
こ
の
点

「
四
　
資
金
調
達
」
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
譲
受
事
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

（
一
）

経
営
上

二
於
ケ
ル
事
由

土
肥
金
山

ハ
高
根
鉱
業
所
卜
共

二
静
岡
県
伊
豆
地
方

二
於
テ
金
銀
鉱
石
ノ
採
掘

二
従
事
シ
、
之
ヲ
別
子
四
阪
島
銅
製
錬
操
業
上

二
於
ケ
ル
熔
剤

二
充
当
シ
来
レ
ル
モ
、
元
来
両
者

ハ
企
業
ノ
性
質
ヲ
全
ク
同
ジ
ウ
シ
、
技
術
設
備
其
他
各
般
ノ
事
項

二
付
共
通

セ
ル
所
不
砂
、
而
モ
地
域
的

二
極
メ
テ
近
接
ノ
地

二
所
在
シ
居
ル
状
態
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
此
際
土
肥

二
譲
受
ケ
、
当
方
ノ
技
術
経

験
ヲ
以
テ
合
併
操
業
ヲ
為
シ
、
之
ガ
積
極
的
開
発
ヲ
為
ス
コ
ト
経
営
上
適
切
且
合
理
的
ナ
ル
コ
ト
。

（
二
）

金
繰
上

二
於
ケ
ル
事
由



土
肥

二
於
テ
ハ
住
友
ガ
其
ノ
経
営

二
参
加
シ
テ
以
来
、
業
績
漸
次
好
転
シ
、
各
年
事
業
継
続
ノ
為
ノ
諸
起
業

ヲ
実
施
ス
ル
モ
、

尚
社
内
保
有
資
金

ハ
逐
年
累
加
シ
来
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
予
テ
ヨ
リ
将
来
ノ
発
展
上
附
近
有
望
ナ
ル
鉱
山
ノ
買
収
ヲ
心
掛
ケ
、
機

会
ア
ル
毎

二
諸
鉱
山
ノ
調
査

ヲ
為
シ
来
レ
ル
モ
、
昨
年
十

一
月
山
梨
県
所
在
茂
倉
鉱
山
ヲ
入
手
シ
タ
ル
以
外
、
買
収
ス
ベ
キ
適

当
ナ
ル
鉱
山
モ
見
当
ラ
ズ
、
従
テ
本
年
九
月
末
現
在

二
於
テ
、
遂

二
現
金
預
金
合
計
三
百
万
円
以
上
ヲ
所
持
ス
ル
ニ
至
り
、
更

二
今
後
モ
大
体

二
於
テ
之
ガ
増
加
ノ
傾
向

ニ
ア
リ
。

鉱
山
会
社
タ
ル
ト
否
ト
ヲ
問
ハ
ズ
、
斯
ク
ノ
如
キ
巨
額
ノ
遊
資

ヲ
漫
然
信
託
或

ハ
銀
行
預
金
ト
シ
テ
所
持
ス
ル
ハ
、
資
金
運
用

上
将
又
事
業
発
展
上
面
白
カ
ラ
ズ
。
他
面
有
価
證
券
投
資
殊

二
鉱
山
事
業
株
式

ヘ
ノ
投
資
モ
、　
一
応
考
慮
セ
ラ
レ
ザ
ル
ニ
ハ
非

ル
モ
、
之
亦
現
在
買
収
ス
ベ
キ
適
当
ナ
ル
会
社
株
式
モ
見
当
ラ
ザ
ル
ハ
勿
論
、
日
下
ノ
情
勢

二
於
テ
、
株
式

ヘ
ノ
投
資

ハ
柳
カ

妙
味
ナ
キ
コ
ト

ヽ
考

ヘ
ラ
ル

ヽ
ヲ
以
テ
、
此
際
高
根
ヲ
土
肥
二
譲
渡
シ
、
現
在
ノ
土
肥
遊
資

ヲ
活
用
セ
シ
メ
、
以
テ
両
者
ノ
積

極
的
発
展
ヲ
計
ラ
ン
ト
ス
。

二
月
本
社
東
京
支
店
長
を
兼
務
す
る
銀
行
取
締
役
東
京
支
店
長
野
田
哲
造
は
、
銀
行
取
締
役
本
店
支
配
人
（東
京
支
店
駐
在
）
と
な

っ
た
。

こ
の
結
果
本
社
東
京
支
店
で
は
支
店
長
代
理
者
に
代
え
て
副
長
若
干
名
を
置
く
こ
と
と
し
た
。
又
銀
行
で
は
東
京
支
店
駐
在
と
な
る
本
店
支

配
人
の
担
当
事
務
処
理
の
た
め
、
本
店
支
配
人
附
属
員
（東
京
支
店
駐
在
）
を
若
千
名
置
く
こ
と
と
し
た
。
こ
の
附
属
員
に
は
銀
行
東
京
支
店

勤
務
者
三
名
が
そ
の
ま
ま
横
滑
り
し
た
他
に
、
六
月
人
形
町
支
店
貸
付
係
長
堀
田
庄
三
（Ｔ
や
只
大
経
、
の
ち
銀
行
常
務

・
副
社
長

・
副
頭
取

・
頭

取
）
が
発
令
さ
れ
た
。

四
月
日
本
発
送
電
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
四
國
中
央
電
力
は
そ
の
送
電
設
備
の
現
物
出
資
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
つ
住
友
合
資
会
社
（中
ど

の

「五
四
　
十
佐
吉
野
川
水
力
電
氣
株
式
会
社
の
連
系
会
社
指
定
」
参
照
）
ほ
か
、
住
友
本
社
も
出
資
し
た
∩
三
　
投
資
活
動
」
参
昭
じ
。

四
月
二
十

一
、
二
十
二
及
び
二
十
四
日
の
三
日
間
十
四
年
度
の
主
管
者
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
第

一
議
題
と
し
て
、
本
社
人
事
課
は

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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「女
子
職
員

二
関
ス
ル
件
」
を
提
出
し
た
。
そ
の
提
案
理
由
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。

最
近
各
店
部
共
女
子
ノ
使
用
人
員
著
シ
ク
増
加
シ
ツ
ツ
ア
リ
。
就
テ
ハ
此
際
女
子
ノ
使
用
範
囲
、
身
分
、
初
任
給
、
停
年
制
、
慰
労
金
、

休
暇
、
訓
練
、
監
督
等
ノ
問
題

二
関
シ
御
意
見
承
リ
タ
シ
。

人
事
課
長
香
川
修

一
の
趣
旨
説
明
の
詳
細
は
資
料
６
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
連
系
各
社
か
ら
意
見
の
開
陳
が
あ
り
、
最
後
に

香
川
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
締
め
く
く

っ
た
。

朝
カ
ラ
各
項
ロ

ニ
亘
リ
マ
シ
テ
、
詳
シ
ク
御
意
見
ヲ
承
リ
マ
シ
テ
非
常

二
参
考

ニ
ナ
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
ド
ウ
モ
非
常

二
難
シ
イ
問

題
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
銀
行
デ
ハ
男
子
職
員
卜
同
ジ
ヤ
ウ
エ
ト
云

ハ
レ
、
新
居
浜

ハ
地
方
的
関
係
其
他
デ
労
働
者
デ
良
イ
ト
云

ハ
レ
ル
ノ

ガ
両
極
端
デ
ア
リ
マ
ス
。
コ
レ
ヲ
統

一
シ
タ
規
程

ニ
ス
ル
コ
ト
ハ
余
程
難
シ
イ
コ
ト
ヲ
痛
感
致
シ
マ
ス
。
準
職
員

ハ
、
各
店
部
主
管
者

ノ
権
限
内
ノ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
ソ
コ
ニ
各
社
ノ
地
域
別
又

ハ
業
態
別
ノ
区
別
ガ
ア
ツ
テ
モ
良
イ
、
余
程
融
通
ノ
利
イ
タ
規
程
ヲ
作

リ
タ
イ
ト
思
ヒ
、
皆
様
ノ
御
話
ヲ
参
考

二
致
シ
マ
シ
テ
、
具
体
化
ヲ
計
リ
タ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

こ
の
結
果
十
二
月
に

「女
子
職
員
規
程
」
が
制
定
さ
れ
（資
料
７
）
、
十
五
年

一
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
な
お
こ
の

「女
子

職
員
規
程
」

の
制
定
に
伴
い
、
「準
職
員
規
程
」
が
改
正
さ
れ
、

こ
れ
ら
に
準
拠
し
て
本
社
に
お
い
て
は

「本
社
準
職
員
細
則
」

の
改
正
と

「本
社
女
子
職
員
細
則
」
の
制
定
が
行
わ
れ
た
。
本
社

に
な
ら

つ
て
各
店
部

・
連
系
会
社
で
も
各

々
の
女
子
職
員

の
実
情

に
合
わ
せ
て
、

「準
職
員
細
則
」
の
改
正
と

「女
子
職
員
細
則
」
の
制
定
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
銀
行
は
細
則
で
は
な
く
独
自

に

「女
子
職
員
規
定
」
を
制

定
し
た
。

続
い
て
第
四
議
題
と
し
て
鍍
業
東
京
支
所
設
置
の
際
に
述
べ
た
よ
う
に
、
経
済
統
制
の
進
展
に
伴
い
、
東
京

に
お
け
る
業
務
の
拡
充
に
如

何
に
対
処
す
る
か
に
つ
い
て
、
本
社
鉱
山
課
か
ら
各
店
部
連
系
会
社

の
実
情
と
意
見
を
求
め
る
提
案
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
連
系
会
社
幹
部

か
ら
各
々
意
見
の
開
陳
が
あ

つ
て
今
後
の
研
究
課
題
と
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は

「
日
　
経
済
統
制
の
東
京
集
中
問
題
」
を
参
照
さ



れ
た
い
。

次
に
第
五
議
題
と
し
て
本
社
鉱
山
課
は
、
「支
那
大
陸
ノ
経
済
開
発

二
関
シ
、
各
位
御
関
係
事
業
進
出
ノ
見
透
シ
ヲ
伺
ヒ
、
尚
差
当

ツ
テ

如
何
ナ
ル
施
設
制
度
ヲ
必
要
卜
考

ヘ
ラ
ル
ル
ヤ
御
意
見
承
り
度
シ
」
と
い
う
議
題
を
提
出
し
た
。
そ
の
詳
細
は

「
五
口
　
中
国
に
お
け
る
三

事
務
所
の
設
置
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

か
ね
て
戦
争
景
気
に
よ
る
多
額
の
利
益
金
処
分
に
対
す
る
反
感
か
ら
配
当
制
限
の
機
運
が
生
じ
、
こ
れ
に
対
し
蔵
相
池
田
成
彬
は
配
当
制

限
は
産
業
を
萎
縮
さ
せ
る
と
し
て
強
く
反
対
し
て
い
た
が
、
軍
部
の
要
求
に
抗
し
き
れ
ず
、
同
月

「会
社
利
益
配
当
及
資
金
融
通
令
」
が
施

行
さ
れ
、
会
社
経
理
の
統
制
が
開
始
さ
れ
た
。
同
令
に
よ
り
、
資
本
金
二
〇
万
円
以
上
の
会
社
は
昭
和
十
三
年
十

一
月
三
十
日
以
前

の
有
配

会
社

の
場
合
は
そ
の
最
終
配
当
率
を
基
準
と
し
、
六
％
以
上
の
場
合
に
は
許
可
な
く

一
％
以
上
の
増
配
が
不
可
能
と
な
り
、
上
限

一
〇
％
と

定
め
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
高
率
配
当
は
制
限
さ
れ
た
。
住
友
連
系
会
社
の
配
当
率
は
、
化
学
が

一
〇
％
、
鍍
業
、
金
属
、
電
線
が
九
％
、
他

は
八
％
以
下
で
あ

っ
た
か
ら
、
ズ
本
社
利
益
配
当
及
資
金
融
通
令
」

が
目
的
と
す
る
三
割
、
三
割
と
い
う
高
率
の
配
当
制
限
に
は
該
当
し
な

か
っ
た
が
、
ま
ず
基
準
配
当
率
を
主
務
官
庁
（大
蔵
大
臣
、
個
別
事
業
法
に
規
制
さ
れ
る
法
人
は
そ
れ
に
応
じ
商
工
、
鉄
道
、
逓
信
の
各
大
臣
）
へ
報
告

す
る
義
務
が
あ

っ
た
。
さ
ら
に
住
友
本
社
の
配
当
率
に
至

っ
て
は
改
組
の
経
緯
か
ら
Ｏ

・
五
％
と
い
う
低
率
で
あ

っ
た
が
、
総
務
部
会
計
課

起
案
（五
月
一
一十
一
一日
提
出
、
同
月

一十
二ハ
日
決
裁
王
雑
第

ニ
ハ
ロｇ

「基
準
配
当
率
ヲ
主
務
大
臣

へ
報
告
ノ
件
」

に
よ
れ
ば
、　
こ
の
基
準
配
当
率

の
他
に
住
友
本
社
の

「会
社
ノ
営
ム
事
業
ノ
概
要
」
は
次

の
通
り
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
住
友
本
社
は
何
を
し
て
い
る
会
社
か
と
い
う
疑
間

に
対
し
、
具
体
的
に
事
業
を
列
挙
し
て
、
単
な
る
持
株
会
社
、
財
産
保
全
会
社
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
へ
の
警
戒
感
を
示
し
て
い
た
。
す
な
わ

ち
本
社
の
事
業
と
し
て
最
初
に
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
改
組
に
際
し
分
離
さ
れ
る
予
定
で
あ

っ
た
直
轄
鉱
山
で
あ
り
、
統
制
が
進
む
に
つ

れ
て
持
株
会
社
が
い
わ
ば
不
労
所
得
を
得
て
い
る
印
象
を
与
え
、
批
判
さ
れ
る
風
潮
が
生
ま
れ
る
と
、
こ
う
し
た
事
業
を
住
友
本
社
が
直
営

し
て
い
る
こ
と
に
一
定
の
意
味
が
生
じ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
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一
、
金
銀
銅
鉱
石
ノ
採
掘
、
製
錬
及
販
売
（北
海
道
、
東
北
地
方
及
朝
鮮
等

二
於
テ
営
業
ス
）

二
、
林
業
ノ
経
営
（北
海
道
、
四
国
、
九
州
及
朝
鮮

二
於
テ
営
業
ス
）

三
、
住
友
系
各
会
社
製
産
品
ノ
販
売
（東
京
、
横
須
賀
、
名
古
屋
、
神
戸
、
呉
、
福
岡
、
京
城
、
上
海
等

二
於
テ
営
業
ス
）

四
、
住
友
系
各
会
社
事
業
ノ
統
合
、
調
整
並
其
ノ
生
産
拡
充
用
資
金
ノ
調
達

五
、
払
込

二
依
ル
国
策
会
社

ヘ
ノ
協
力

六
、
有
価
証
券
及
不
動
産
ノ
取
得
利
用

七
、
病
院
ノ
経
営
（大
阪
市
内
）

特
に
こ
の
う
ち
第
四
項
に
つ
い
て
は
、
本
社
の
存
在
意
義
の
根
幹
に
係
わ
る
表
現
で
あ
り
、
次

の
よ
う
に
記
載
事
由
を
説
明
し
て
い
る
。

本
社

ハ
右
ノ
重
大
任
務
ヲ
負
ヒ
居
り
、
之
等
会
社
ノ
株
式

ヲ
所
有
ス
ル
事
実
ノ
ミ
ヲ
以
テ
、
保
全
会
社
視
セ
ラ
ル
ベ
キ
ニ
非
ズ
ト
信
ズ

ル
ガ
故

二
、
本
案
ノ
如
ク
之
ヲ
記
載
シ
、
政
府
当
局
ノ
認
識
是
正
ノ

一
端

二
資
ス
ル
所
ア
ラ
ン
ト
ス
。

尚

「統
合
調
整
」
ノ
字
句

ハ
、
北
支
那
開
発
会
社
ノ
傘
下
会
社

二
対
ス
ル
関
係
ヲ
同
社
定
款
中

二
斯
ク
表
現
シ
ア
リ
。
当
社
ノ
傘
下
会

社

二
対
ス
ル
関
係
モ
右
卜
異
ナ
ル
所
ナ
キ
次
第
ナ
レ
バ
、
右
字
句

ヲ
襲
用
ス
ル
コ
ト

ヽ
ス
。

昭
和
十
四
年
五
月
、
前
年
五
月
に
臨
時
手
当
の
支
給
が
理
事
会
で
決
定
さ
れ
な
が
ら
、
各
社
の
動
向
を
見
極
め
つ
つ
そ
の
実
施
が
延
期
さ

れ
て
き
た
。
そ
れ
が
人
事
課
長
香
川
修

一
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
し
て
支
給
が
決
定
さ
れ
た
。

住
友
の
臨
時
手
当
も
延
び
延
び
に
な

っ
て
い
た
が
、
三
月
十
三
日
に
三
井
で
臨
時
手
当
が
発
表
に
な

っ
た
。
住
友
で
も
い
よ
い
よ
や
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。
五
月
五
日
に
臨
時
手
当
の
発
表
を
す
る
（資
料
８
）。

六
月
日
本
は
北
支
の
経
済
支
配
に
と
つ
て
大
き
な
抜
け
穴
と
な

っ
て
い
た
天
津
の
外
国
租
界
を
封
鎖
し
、
七
月
こ
の
問
題
を
巡

っ
て
日
英

会
談
が
開
か
れ
る
と
、
米
国
は
日
米
通
商
航
海
条
約

の
破
棄
を
通
告
し
た
（十
五
年

一
月
失
効
）。
九
月
に
は
ド
イ
ツ
軍
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵



攻
し
、
こ
こ
に
第
二
次
欧
州
大
戦
が
勃
発
し
た
。
こ
の
た
め
輸
入
に
依
存
し
て
き
た
わ
が
国
の
生
産
力
拡
充
計
画
は
破
綻
し
、
国
債
消
化
に

よ
っ
て
潜
在
化
し
て
い
た
物
価
の
高
騰
が
生
じ
た
。

人
事
課
長
香
川
修

一
の
日
記
に
よ
る
と
再
び
難
題
が
発
生
し
た
。

九
月
十
八
日
（期
末
賞
与
と
来
年
度
昇
給
）
十
時

の
理
事
会
は
大
体
順
調
に
推
移
。
殆
ん
ど
原
案
通
可
決
。
や
れ
や
れ
で
あ
る
。
大
に
の

ん
び
り
す
る
。

九
月
十
九
日
午
前
中
学
生
面
会
あ
り
。
午
後
号
外
あ
り
。
九

・
一
八
現
在

の
賃
金

・
給
料
等

の
引
上
を
許
さ
な
い
と
云
ふ
。
晴
天
の
諄

墨
な
り
。
大
に
驚
く
。
昨
日
の
決
議
決
定
さ
れ
た
直
後
に
、
之
は
亦
困

っ
た
こ
と
だ
。
色
々
と
協
議
す
る
。

化
学
専
務
大
屋
敦
は
日
記
に
こ
う
記
し
て
い
る
。

九
月
二
十
三
日
河
井
人
事
部
長
ヨ
リ
、
来
年
度
昇
給
賞
与
増
率
ノ
コ
ト
理
事
会

ニ
テ
決
議
ア
リ
タ
ル
処
、
物
価
停
止
令
ノ
為
メ
、
更
正

ヲ
要
ス
ル
旨
説
明
ヲ
受
ク
。

こ
の
結
果
十

一
月
四
日
に
な

っ
て
よ
う
や
く
人
事
部
長
河
井
昇
三
郎
は
次
の
よ
う
な
昇
給
及
び
賞
与

の
通
牒
を
店
部
連
系
会
社
に
送
付
し

た
。

昭
和
十
四
年
十

一
月
四
日

人
事
部
長
　
河
井
　
昇
三
郎

昇
給
及
賞
与
等
通
牒
送
付
ノ
件

昭
和
十
五
年
度
昇
給
及
昭
和
十
四
年
度
下
半
期
末
賞
与
金
並
中
等
学
校
及
私
大
専
門
部
卒
業
生
ノ
初
任
給
改
正
ノ
件

二
付
テ
ハ
、
予
テ

別
紙
通
牒
（註
、
略
）
ノ
通
決
定
相
成
居
候
処
、
其
後
会
社
職
員
給
与
臨
時
措
置
令
公
布
セ
ラ
レ
、
其
ノ
発
送
ヲ
見
送
り
居
候
次
第

二
御

座
候
。
然
ル
処
大
体
右
通
牒

ニ
ヨ
リ
取
扱

フ
コ
ト
ニ
致
度
、
今
回
更
メ
テ
御
送
付
申
上
候
間
、
御
査
収
相
成
度
候
。
尤
モ
右
通
牒
ノ
儘
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二
テ
ハ
措
置
令
ノ
制
限
ヲ
超

ユ
ル
コ
ト
ト
相
成
候

二
付
、　
一
部
変
更
ノ
コ
ト
ニ
決
定
別
途
通
牒
候
間
、
右
両
通
牒
御
参
照
ノ
上
御
取
扱

相
成
度
。
尚
提
出
期
日
二
付
テ
ハ
彼
是
手
続
遅
延
致
候
得
共
、
時
日
モ
切
迫
致
候

二
付
、
来
ル
十
五
日
迄
ト
シ
、
右
期
日
ニ
ハ
是
非
御

提
出
被
下
候
様
、
特

二
御
配
慮
相
煩
度
。
右
御
通
知
労
御
依
頼
迄
得
貴
意
候
也
。

こ
れ
に
対
し
各
社
が
人
事
部
の
要
求
通
り
の
案
を
作
成
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
化
学
専
務
大
屋
敦
は
次

の
よ
う
に
記

し
て
い
る
ｃ

十

一
月
十
日
今
期
賞
与
ヲ
査
定
ス
ｃ
給
与
令

ニ
ヨ
リ
前
年
同
期
卜
同
率

ニ
ス
ル
東
縛
ア
リ
。
上
半
期
卜
同
額
ノ
支
給
ヲ
為
ス
コ
ト
已

ニ

大

二
困
難

ニ
シ
テ
本
社
案
ノ
今
期
増
率

ハ
不
可
能
ノ
如
シ
。

か
く
し
て
店
部

・
連
系
会
社
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
案

に
つ
い
て
人
事
部
と
の
交
渉
に
移
り
、
人
事
課
長
香
川
修

一
に
よ
る
と
銀
行
側
と
の

対
立
が
み
ら
れ
る
。

十

一
月
二
十
八
日
昇
給
関
係
を
見

つ
づ
け
る
。
本
社
と
し
て
の
態
度
決
定
。
早
速
岡
橋
常
務
（註
、
岡
橋
林
銀
行
常
務
）
に
お
出
で
願

っ
て

話
を
す
る
。
銀
行

の
態
度
は
実
に
全
住
友
と
云
ふ
こ
と
を
念
頭
に
置
か
な
い
点
困
る
。
も
し
聞
か
ざ
れ
ば
理
事
会
で

一
波
瀾
を
免
れ
ま

い
。
尤
も
岡
橋
氏
も
判

っ
て
居
て
、
大
平
専
務
（註
、
人
平
賢
作
銀
行
専
務
）
が
判
ら
な
い
点
が
あ
る
ら
し
い
。

十

一
月
三
十
日
昇
給
及
賞
与
を

一
潟
千
里
に
片
付
け
て
、
明
日
か
ら
店
部
交
渉
に
移
ら
ん
と
す
る
。
古
田
専
務
理
事

に
大
要
を
申
上
げ
、

銀
行
側
抑

へ
に
行
く
こ
と
に
決
定
。

十
二
月

一
日
保
険
か
ら
初
め
て
倉
庫
、
化
学
、
信
託
、
午
後
電
気
、
化
学
、
鍍
業
別
子
、
機
械
、
北
港
と
応
接
に
違
な
し
。
部
長
は
銀

行

へ
行
か
れ
た
。
岡
橋
氏
は
大
体
納
得
さ
れ
た
由
。

十
二
月
二
日
病
院
（註
、
本
社
の
一
部
門
大
阪
住
友
病
院
）
を
す
ま
せ
、
鍍
業
は
山
本
理
事

に
申
上
げ
、
北
日
本
畠
山
氏
（註
、
畠
山
政
司
北
日

本
鉱
業
所
副
所
長
）
に
来
て
も
ら
ふ
。
午
後
銀
行
か
ら
本
社
の
方
針
に
基
く
修
正
案
を
持

っ
て
来
た
。
余
程
内
端
に
な

っ
て
来
た
。
大
に



内
心
快
哉
。
之
で
理
事
会
も
波
瀾
を
免
れ
る
。
や
れ
や
れ
で
あ
る
。

し
か
し
香
川
自
身
翌
十
五
年
五
月
八
日
の
日
記
に

「人
事
課
の
や
り
方
が
余
り
に
窮
屈
す
ぎ
る
と
の
評
を
安
井
氏
（註
、
安
井
冨
十
三
鍍
業

別
子
鉱
業
所
事
業
部
長
、　
の
ち
鍍
業
取
締
役

・
常
務
、
両
家
安
井
曾
太
郎
実
弟
）
よ
り
聞
く
」

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、　
こ
う
し
た
人
事
課
の
や
り

方
に
は
批
判
も
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
間
化
学
専
務
大
屋
敦
は
九
月
三
十
日

「専
務
理
事
（註
、
古
田
俊
之
助
）
卜
石
炭
割
当
問
題
其
ノ
他
ノ
件

二
付
キ
協
議
ス
。
本
社
資
金

問
題
益
重
大
化
セ
ル
如
シ
」
と
日
記
に
記
し
、
さ
ら
に
十
几
十
七
日

「住
友
連
系
会
社
機
構
改
革
、
抜
本
的
改
革

二
付
キ
総
理
事
ノ
御
内
意

ヲ
聴
ク
。
賛
成
ナ
リ
」
と
本
社
の
資
金
繰
り
か
ら
、
問
題
は
連
系
会
社
の
再
編
に
発
展
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
十

一

月
二
十

一
日
次
の
よ
う
に
具
体
化
し
た
ｃ

住
友
改
組
問
題

二
付
キ
総
理
事
カ
ラ
内
達
ア
リ
。
専
務
理
事
、
小
畑
（註
、
経
理
）
、
小
林
（註
、
総
務
）両
部
長
列
席
、
三
村
君
（註
、
鍍
業

専
務
）
同
席
、
春
日
君
（註
、
金
属
専
務
）
ハ
欠
席
。
改
組
第

一
歩
ト
シ
テ
金
山
ヲ
鎖
業
会
社

二
現
物
出
資
後
、
金
属
、
鍍
業
、
化
学
ヲ
合

併
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
原
則

二
賛
意

ヲ
表
シ
、
運
用

二
種
々
意
見
ヲ
申
述
ブ
。

し
か
し
十

一
月
二
十
九
日
事
態
は

一
転
し
て

「住
友
産
業
会
社
案
、
軍
部
ノ
干
渉
ヲ
予
想
、
困
難
ナ
ル
ベ
キ
旨
総
理
事

ヨ
リ
御
話
ア
リ
」

と
し
て
、
結
局
こ
の
構
想
は
潰
え
た
。
小
倉
は
こ
の
間
十

一
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け
て
上
京
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
本
社

の
直

轄
金
山
、
鍍
業
、
金
属
、
化
学
を
合
併
さ
せ
、
住
友
産
業
株
式
会
社
を
設
立
す
る
と
い
う
案
を
軍
部
に
打
診
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
軍

部
の
賛
成
を
得
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
果
た
し
て
こ
の
よ
う
な
案
が
浮
上
す
る
ほ
ど
、
本
社
の
資
金
繰
り
に
問
題
が
生
じ
た
の
か
ど

う
か
は

「
四
　
資
金
調
達
」
に
お
い
て
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

同
月
経
理
部
商
工
課
長
大
沢
忠
蔵
は
日
本
電
氣

へ
転
出
し
（同
社
経
理
部
副
長
兼
査
業
課
長
）
、
後
任

の
商
工
課
長
に
は
鉱
山
課
長
神
田
勇
吉

（Ｔ
ｌＯ
東
大
法
、
の
ち
本
社
経
理
部
次
長
兼
企
画
課
長
　
安
東
軽
金
属
専
務

・
化
学
取
締
役
）
が
横
滑
り
し
、
鉱
山
課
津
田
久
（四
月
の
主
管
者
協
議
会
に
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お
い
て
臨
時
課
長
代
理
と
し
て
提
案
理
由
の
説
明
を
行
っ
た
の
は
課
長
の
神
田
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
ゴ
ヤ
ス
在
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
山
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
、
十

四
年

一
月
か
ら
十
月
ま
で
海
外
出
張
中
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
な
お
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
日
米
情
勢
険
悪
化
の
た
め
中
止
さ
れ
た
）
が
鉱
山
課
長
心
得
¨

に
昇
格
し
た
。

同
月
株
式
会
社
住
友
電
線
製
造
所
は
、
製
造
品
目
が
電
線
以
外
の
各
種
電
気
機
器
に
拡
大
し
た
た
め
、
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
と
改
称

し
た
。

十
二
月
鍍
業
で
は
第

一
一
回
煙
害
協
議
会
が
開
か
れ
、
七
月
に
中
和
工
場
第
二
期
工
事
が
完
成
し
、
四
阪
島
製
錬
所
排
ガ
ス
の
完
全
処
理

に
成
功
し
た
結
果
、
明
治
四
十
二
年
２

九
〇
九
）第

一
回
協
議
会
以
来
三
〇
年

の
永
き
に
わ
た
つ
た
四
阪
島
煙
害
問
題
の
解
決
を
み
た
。

昭
和
十
五
年
　
一
月
大
阪
北
港
常
務
水
野
議
之
助
が
停
年
退
職
し
、
後
任
に
取
締
役
林
千
秋
（Ｔ
４
東
大
工

。
上
木
、
北
海
道
庁
留
萌
築
港
事
務

所
長
を
へ
て
Ｓ
４
住
友
入
社
、
の
ち
住
友
土
地
工
務
専
務
）
が
後
任

の
主
管
者
常
務
に
昇
格
し
た
。

日
本
発
送
電
株
式
会
社
が
前
年
四
月
に
設
立
さ
れ
、
電
力
の
国
家
管
理
が
始
ま
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
皮
肉

に
も
同
社
設
立
以
降
に

始
ま
っ
た
異
常
渇
水

の
他
発
電
用
石
炭
の
不
足
と
炭
質
低
下
に
よ
る
火
力
発
電
所
の
出
力
低
下
の
た
め
、
急
増
す
る
戦
時
電
力
需
要
を
賄
い

切
れ
な
く
な
り
、
全
国
的
に
電
力
制
限
が
不
可
避
の
情
勢
と
な

っ
た
。
化
学
専
務
大
屋
敦
は
日
記
に
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

一
月
二
十

一
日
阪
神
地
方
電
力
飢
饉
。
瀬
戸
内
海
風
浪
ノ
為
メ
石
炭
ノ
配
給
益
悪
化
。
明
日
ノ
見
込
モ
立
タ
ザ
ル
険
悪
ノ
状
態
ト
ナ
リ
、

五
百
馬
力
以
上
ノ
エ
場
ヲ
停
電
通
告
ノ
己
ム
ナ
キ
ニ
至
ル
。

一
月
三
十
日
石
炭

ハ
涸
渇
、
電
力
問
題
悪
化
ノ

一
途
ヲ
辿
ル
。
大
工
場
ノ
全
面
的
停
電
必
至
ノ
状
勢
ナ
リ
。

一
月
三
十

一
日
来
ル
十
日
ヨ
リ
電
力
調
整
令
（註
、
電
力
消
費
規
制
の
た
め
昭
和
十
四
年
十
月
公
布
施
行
）発
動

二
決
定
発
表
サ
ル
。
実
際
ノ

効
果
疑

ハ
シ
。

二
月
二
日
朝
電
力
飢
饉

二
関
ス
ル
総
理
事
ノ
議
会
演
説
ノ
参
考
ト
シ
テ

一
文

ヲ
草
ス
。



す
な
わ
ち
総
理
事
小
倉
正
恒
は
、
二
月
十
二
日
貴
族
院
に
お
い
て
、
政
府
が
石
炭
各
社
に
出
炭
量
を
強
制
割
り
当
て
し
よ
う
と
し
た
の
に

対
し
、
「
も
し
石
炭
が
ほ
し
い
な
ら
、
価
格
誘
導
、
炭
鉱
労
働
者
優
遇
な
ど
増
産
刺
激
策
を
取
る
べ
き
だ
」

と
提
案
し
、
政
府

の
石
炭
、
鉄

鋼
、
電
力
な
ど
に
対
す
る
価
格
抑
制
策
を
官
僚
統
制
と
し
て
強
く
批
判
し
た
。
こ
の
演
説
の
原
稿
は
、
小
倉
が
電
力
業
界
の
大
御
所
松
永
安

左
ヱ
門
等
多
く
の
人
た
ち
の
意
見
を
聞
き
、
当
時
本
社
労
働
課
に
勤
務
し
、
調
査
役
附
属
員
を
兼
務
し
て
い
た
日
向
方
齊
（ｓ
６
東
大
法
、
の

ち
本
社
鉱
山
課
長

・
査
業
課
長
、
金
属
社
長
）
が
ま
と
め
た
。　
日
向

に
よ
る
と
、　
こ
の
演
説
が
翌
昭
和
十
六
年
四
月
小
倉

の
第
二
次
近
衛
内
閣
に

（
‐３
）

入
閣
す
る
き

つ
か
け
と
な

っ
た
。

二
月
理
事
兼
銀
行
専
務
大
平
賢
作
は
停
年
退
職
し
、
銀
行
常
務
岡
橋
林
（Ｍ
３９
東
京
高
商
、
の
ち
銀
行
社
長
）
が
後
任

の
理
事
兼
銀
行
専
務
に

昇
格
し
た
ｃ
大
平
は
川
田
順
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
八
代
則
彦
が
三
度
も
停
年
延
長
と
な

っ
た
た
め
、
常
務
を

一
二
年
間
も
続
け
た
結
果
、

主
管
者
の
専
務
と
な

つ
て
僅
か
二
年
で
停
年
を
迎
え
、
し
か
も
こ
の
際
も
八
代
が
銀
行
会
長
を
退
か
な
か
つ
た
た
め
、
翌
十
六
年
三
月
ま
で

会
長
就
任
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
銀
行
の
異
動
で
、
取
締
役
本
店
支
配
人
野
田
哲
造
は
常
務
に
昇
格
し
た
た
め
、
野
田
の
東
京

支
店
駐
在
本
店
支
配
人
の
ポ
ス
ト
に
代
わ

っ
て
銀
行
本
店
東
京
事
務
所
が
設
置
さ
れ
、
青
山
支
店
長
佐
藤
嘉

一
郎
（Ｔ
８
東
大
法

・
経
、
の
ち

銀
行
取
締
役
）
が
所
長
に
発
令
さ
れ
た
。
東
京
事
務
所
長
は
専
務
取
締
役
の
指
示
に
よ
り
、
ヨ

、
対
官
公
署
等
ノ
交
渉
、
二
、
京
浜
主
管
者

打
合
会
ノ
事
務
、
三
、
本
社
直
轄
事
務

二
関
ス
ル
事
項
、
四
、
情
報
ノ
蒐
集
、
五
、
本
店
ノ
特

二
指
示
ス
ル
事
項
」
を
処
理
す
る
こ
と
と
さ

れ
た
。　
な
お
本
店
支
配
人
附
属
（東
京
支
店
駐
在
）堀
田
庄
三
は
、　
こ
の
異
動
で
所
長
代
理
と
な
り
、
続
い
て
十
六
年

一
月
副
長
、
十
七
年
六

月
に
は
所
長
と
昇
格
し
て
い
つ
た
。

同
月
臨
時
資
金
調
整
法

の
許
可
を
得
る
た
め
、
地
所
売
買
を
営
業
科
日
と
し
て
い
た
本
社
地
所
課
が
次
に
述

べ
る
金
属
和
歌
山
工
場
用
地

の
う
ち
の
民
有
地

一
〇
〇
万
坪
（六
三
二
万
円
）
の
買
収
を
開
始
し
、
年
内
に
は
ぼ
完
了
し
た
∩
住
友
合
資
会
社
（下
ど

の

「五
Ｕ
　
住
友
伸
銅
鋼
管

と
住
友
製
鋼
所
の
合
併
に
よ
る
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
の
発
足
」
参
照
）。
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同
月
金
属
は
帝
国
燃
料
興
業
（人
造
石
油
業
の
保
護
育
成
の
た
め
昭
和
十
三
年

一
月
設
二こ

と
人
造
石
油
反
応
筒
製
造
用

一
万
三
０
０
０
ト
ン
プ

レ
ス
を
購
入
す
る
た
め
二
〇
〇
〇
万
円
の
融
資
契
約
を
締
結
し
た
。
こ
の
プ
レ
ス
は
当
初
ド
イ
ツ
に
発
注
さ
れ
る
予
定
で
あ

っ
た
が
、
第
二

次
欧
州
大
戦
の
勃
発
に
よ
り
、
こ
れ
を
変
更
し
て
米
国
に
発
注
す
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
、
十
五
年

一
月
日
米
通
商
航
海
条
約
失
効
寸
前

に
Ｕ
Ｅ
Ｆ
社
に
発
注
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
必
要
な
ド
ル
の
調
達
に
つ
い
て
住
友
銀
行
常
務
大
島
堅
造
（Ｍ
４２
東
京
高
商
、
の
ち
銀
行

専
務

・
本
社
監
事
）
が
次

の
よ
う
に
協
力
し
た
。

日
米
関
係
が
非
常
に
緊
迫
し
た
際
、
住
友
金
属
が
軍
の
申
し
入
れ
と
思
う
が
、
和
歌
山
工
場
に
す
え

つ
け
る
日
本

一
の
プ
レ
ス
を
、
米

国
か
ら
輸
入
す
る
話
が
商
社
を
通
じ
て
ま
と
ま
っ
た
。
そ
れ
に
要
す
る
支
払
い
は
確
か
三
百
万
ド
ル
ぐ
ら
い
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

そ
れ
に
つ
い
て
、
当
時
、
金
属
専
務
の
古
田
さ
ん
（註
、
本
社
専
務
理
事
兼
金
属
会
長
）
か
ら
住
友
銀
行

に
必
要
外
貨
を
売

っ
て
く
れ
と
の

請
求
が
あ

っ
た
。
銀
行
が
当
時
、
日
米
関
係
の
悪
化
に
備
え
て
、
虎
の
子
の
よ
う
に
大
切
に
し
て
い
た
ド
ル
を
か
く
も
巨
額
に
取
ら
れ

て
は
、
い
か
に
も
心
細
い
。
し
か
し
、
軍
の
必
要
だ
と
い
う
の
だ
か
ら
、
で
き
る
こ
と
な
ら
銀
行
と
し
て
は
何
と
か
都
合
を
つ
け
た
い

と
思

っ
た
。
そ
こ
で
私
は
条
件
を
出
し
、
銀
行
が
大
蔵
省

に
必
要
な
ド
ル
の
売
り
渡
し
許
可
を
出
願
し
て
も
と
う
て
い
許
可
さ
れ
る
見

込
み
が
な
い
。
だ
か
ら
、
許
可
申
請
の
手
続
き
は
住
友
金
属
か
ら
大
蔵
省
に
直
接
し
て
も
ら
い
た
い
。
大
蔵
省

の
許
可
が
お
り
れ
ば
所

要
ド
ル
貨
の
売
却
に
応
ず
る
用
意
が
あ
る
と
告
げ
た
。
古
田
さ
ん
は
多
分
、
軍
の
力
を
借
り
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
許
可
は
じ

き
に
お
り
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
古
田
さ
ん
は
早
朝
か
ら
銀
行
に
や
つ
て
こ
ら
れ
、
私
の
机

の
前
で
、
熱
一涙
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、

プ
レ
ス
買
い
入
れ
の
必
要
に
つ
い
て
さ
れ
た
説
明
は
、
い
ま
だ
に
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
熱
誠
を
こ
め
た
も
の
で
あ

っ
た
。

私
は
住
友
金
属
に
ド
ル
を
売
り
渋

っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
私
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
と
し
て
は
、
手
持
ち
の
ド
ル
は
銀
行

の

最
後
の
準
備
金
で
あ
る
。
住
友
銀
行
は
何
千
と
い
う
取
り
引
き
先
の
貿
易
商
社
を
う
し
ろ
に
控
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
中
に
は
い
つ
、

ど
ん
な
こ
と
で
ド
ル
が
欲
し
い
と
い
う
も
の
が
出
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
そ
う
い
う
場
合
に
、
ド
ル
の
手
持
ち
は
住
友
金
属
に
全
部
売



っ
て
し
ま
つ
た
か
ら
、
せ
つ
か
く
だ
が
希
望
に
応
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
の
で
は
、
取
り
引
き
先
は
と
う
て
い
納
得
し
て
く
れ

な
い
で
あ
ろ
う
。
私
は
為
替
取
り
引
き
に
し
て
も
、
貸
し
出
し
に
し
て
も
、
住
友
銀
行
は
天
下
の
公
器
だ
。
貸
し
出
し
資
金
と
い
う
も

の
は
何
万
と
い
う
全
国
預
金
者
か
ら
託
さ
れ
た
も
の
だ
。
住
友
の
も
の
と
し
て
は
銀
行

の
払
い
込
み
資
本
金
、
積
立
金
と
、
住
友
連
系

会
社
の
預
金
が
多
少
あ
る
の
み
だ
。
そ
の
合
計
は
外
部
の
預
金
に
比

べ
れ
ば
九
牛
の
一
毛
だ
。
そ
れ
だ
か
ら
、
住
友

の
連
系
会
社
だ
と

い
っ
て
、
為
替
取
り
引
き
に
し
て
も
、
貸
し
金
取
り
引
き
に
し
て
も
、
外
部
取
り
引
き
先
を
差
し
置
い
て
、
優
先
的
に
扱
う
の
は
筋
が

通
ら
ぬ
。
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
こ
の
よ
う
な
立
ち
場
を
堅
持
し
た
。
住
友
連
系
会
社
か
ら
、
た
び
た
び
小
言
は
聞
い
た
が
、
そ

れ
は
黙
殺
し
た
。

古
田
さ
ん
の
持
ち
込
ん
だ
ド
ル
問
題
は

一
刻
を
争
う
も
の
で
あ

っ
た
。
プ
レ
ス
の
売
り
先
か
ら
商
談
を
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
国
家

の
一
大
事
だ
。
私
も
古
田
さ
ん
の
日
か
ら

「
国
家
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
ド
ル
を
売
却
す
る
こ
と
に
決
心
し
た
の
で
あ
る
。
幸
い
、
そ
の
プ
レ
ス
は
送
金
が
間
に
合

つ
て
開
戦
直
前
に
到
着
し
、
住
友

金
属
和
歌
山
工
場
に
据
え
つ
け
ら
れ
た
ｃ
試
運
転
の
時
は
私
も
招
か
れ
て
そ
の
実
物
を
見
、
安
心
し
た
。

昭
和
十
五
年
四
月
扶
桑
海
上
火
災
保
険
は
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
と
改
称
し
、
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
。
主
管
者
専
務
に
は
既

に
前
年
三
月
銀
行
常
任
監
査
役
か
ら
扶
桑
海
上
取
締
役
と
な

つ
て
い
た
柴
田
丈
夫
（Ｍ
４２
東
京
高
商
、
の
ち
海
上
社
長

・
大
阪
住
友
海
上
副
社
長
）

が
就
任
し
た
つ
五
回
　
扶
桑
海
Ｌ
火
災
保
険
の
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
へ
の
改
称
と
連
系
会
社
指
定
」
参
照
）。

同
月
十

一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
三
日
間
主
管
者
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
第
五
議
題
と
し
て
、
本
社
商
工
課
は
次

の
よ
う
な
提
案

理
由
を
付
し
て

「連
系
会
社
ノ
関
係
会
社

二
対
ス
ル
統
制

二
関
ス
ル
件
」
と
題
す
る
議
題
を
提
出
し
た
。
協
議
会
に
お
け
る
議
論
の
詳
細
は

「
０
２
　
連
系
会
社
の
関
係
会
社
統
制
問
題
」
で
明
ら
か
に
し
た
い
。

最
近
連
系
会
社
ノ
事
業
ノ
発
展

二
伴
ヒ
、
其
ノ
関
係
会
社
漸
次
多
数
ト
ナ
レ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
今
後
益
々
増
加
ス
ベ
キ
態
勢

ニ
シ
テ
、

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
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之
等
連
系
会
社
ノ
関
係
会
社

二
対
ス
ル
統
制
ノ
適
否
如
何

ハ
、
菅

二
之
等
関
係
会
社
ノ
事
業
ノ
発
展

二
影
響
ス
ル
所
重
大
ナ
ル
ノ
ミ
ナ

ラ
ズ
，
延
イ
テ
ハ
全
住
友
事
業
ノ
発
展

二
関
係
ス
ル
所
極
メ
テ
甚
大

ニ
シ
テ
、
之
等
関
係
会
社

二
対
ス
ル
統
制
問
題

ハ
益
々
重
要
性
ヲ

加
フ
ル
ニ
至
レ
リ
。

然
シ
乍
ラ
、
連
系
会
社
卜
其
ノ
関
係
会
社
ト
ノ
関
係

二
就
テ
ハ
、
其
ノ
関
係
ノ
経
緯
其
他
ノ
事
情

ニ
ヨ
リ
、
極
メ
テ
複
雑
多
岐

ニ
シ
テ
、

之
ヲ
一
律

二
取
扱
フ
コ
ト
ハ
、
相
当
困
難
ナ
リ
ト
思
料
セ
ラ
ル
ル
ニ
付
テ
ハ
、
現
在
連
系
会
社

二
於
テ
其
ノ
主
要
関
係
会
社

二
対
シ
、

如
何
ナ
ル
方
法
卜
程
度

二
於
テ
統
制
ヲ
実
施
シ
居
ラ
ル
ル
ヤ
、
其
ノ
実
情
ヲ
承
り
度
ク
、
且
ツ
其
等
ノ
関
係
会
社
ヲ
シ
テ
住
友
ノ
関
係

会
社
ト
シ
テ
ノ
信
用
ヲ
維
持
向
上
セ
シ
メ
、
住
友
関
係
事
業
ノ

一
層
ノ
発
展
ヲ
期
ス
ル
為

二
、
必
要
ナ
ル
統
制
指
導
ノ
方
法
並
程
度
等

二
付
、
忌
憚
ナ
キ
御
意
見
ヲ
伺
ヒ
度
シ
。

尚
之
等
関
係
会
社
ノ
統
制

二
関
聯
シ
テ
、
本
社

二
対
ス
ル
連
絡
方
法

二
付
テ
モ
、
併
セ
テ
御
意
見
ヲ
伺
ヒ
度
シ
。

同
月
十
五
日
理
事
兼
鍍
業
専
務
山
本
信
夫
が
停
年
退
職
し
、　
鍍
業
専
務
三
村
起

一
（Ｔ
３
東
大
法
、　
の
ち
鍍
業
社
長
）
が
そ
の
ま
ま
主
管
者
と

な

っ
た
。　
一
方
理
事

の
後
任
に
は
化
学
専
務
大
屋
敦
と
金
属
専
務
春
日
弘
が
昇
格
し
た
。
こ
の
異
動
に
伴
い
、
四
月
二
十
四
日
本
社

の
役
員

人
事
も
停
年
退
職
し
た
大
平
賢
作
と
山
本
信
夫
が
取
締
役
を
辞
任
し
、
監
査
役
岡
橋
林
と
大
屋
敦
が
監
査
役
か
ら
取
締
役
に
ま
わ
り
、
春
日

弘
が
新
た
に
取
締
役
に
就
任
し
た
。
監
査
役
の
後
任
に
は
電
力
専
務
吉
田
貞
吉
（Ｍ
型
示
大
工
鼻
嘔
、
の
ち
本
社
理
事
兼
化
学
社
長
）
と
銀
行
常
務

大
島
堅
造
が
就
任
し
た
。
同
日
開
催
さ
れ
た
株
主
総
会
で
は
昭
和
十
五
年

一
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
商
法
改
正
に
伴
い
、
本
社
の
定
款

の
変
更

が
決
議
さ
れ
た
（資
料
９
）
。
な
お
こ
れ
に
先
立
ち
改
正
実
施
前

の
十
四
年
十

一
月
本
社
庶
務
課
長
は
、
各
連
系
会
社
の
担
当
者
を
集
め
、
懇

談
会
を
開
催
し
、
各
社
に
定
款
改
正
の
要
綱
を
作
成
の
上
配
布
し
て
い
る
。

五
月
本
社
で
別
子
開
坑
二
五
〇
年
式
典
を
挙
行
し
、
併
せ
て
新
居
浜
で
も
同
様

の
式
典
を
開
催
し
、
地
元
学
校

・
公
共
施
設
に
総
額
二
〇

〇
万
円
の
寄
付
を
行

っ
た
ｃ

こ
の
他
京
都
鹿
ヶ
谷
の
住
友
本
邸
内
に
持
仏
堂
と
し
て
芳
泉
堂
の
建
立
（四
月
）
、
社
歌
の
制
定
（十
二
月
）
、
「
別



子
開
坑
二
百
五
十
年
史
話
」
の
刊
行
（昭
和
十
六
年
十
二
月
）等
を
行
い
、
職
員
に
特
別
賞
与
を
支
給
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
人
事
課
長
香
川
修

一
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
年
は
別
子
の
二
百
五
十
年
に
当
る
の
で
、
上
期
に
記
念
賞
与
と
酒
餞
料
を
出
す
こ
と
に
な

っ
た
が
、
例
の
給
与
統
制
令
が
あ
る
の

で
、
住
友
だ
け
で
決
め
る
わ
け
に
行
か
ず
、
何
回
か
原
案
を
東
京
に
持

っ
て
行
き
、
大
蔵
省
や
商
工
省
を
歴
訪
し
て
具
体
化
し
、
あ
る

程
度
出
る
よ
う
に
な

つ
た
。
尤
も
こ
れ
は
公
債
で
あ

っ
た
ｃ

七
月
十
六
日
米
内
内
閣
が
総
辞
職
し
、
二
十
二
日
第
二
次
近
衛
内
閣
が
成
立
し
た
ｃ
経
理
部
長
小
畑
忠
良
の
回
想
と
本
社

の
出
張
記
録
を

照
合
す
る
と
、
総
理
事
小
倉
正
恒
は
十
八
日
東
京
を
出
発
し
て
東
北
地
方
の
諸
鉱
山
を
視
察
中
で
あ

つ
た
た
め
、
専
務
理
事
古
田
俊
之
助
が

二
十

一
日
に
上
京
、
新
内
閣
の
閣
僚
に
表
敬
し
て
廻

っ
た
。
小
畑
も
二
十
四
日
に
上
京
し
、
企
画
院
総
裁
と
な

っ
た
学
友
星
野
直
樹
を
表
敬

す
る
と
、
星
野
の
留
守
中
に
訪
れ
た
古
田
に
会
い
た
い
と
い
う
。
し
か
し
古
田
は
そ
の
日
帰
阪
の
予
定
で
あ

っ
た
の
で
、
古
田
は
小
畑
に
代

理
と
し
て
星
野
の
用
件
を
聞
く
よ
う
に
命
じ
た
。
星
野
の
用
件
は
将
来
の
住
友

の
総
理
事
候
補
た
る
小
畑
に
企
画
院
次
長
に
就
任
を
要
請
す

る
も
の
で
あ

つ
た
。
小
畑
は
二
十
七
日
に
帰
阪
し
て
、
古
田
に
復
命
し
た
。
当
日
人
事
課
長
香
川
修

一
は
日
記
に
次

の
よ
う
に
記
し
た
。

不
相
変
多
忙
。
夕
方
小
畑
氏
企
画
院
次
長
に
任
用
の
話
あ
り
、
驚
く
。
併
し
国
家
的
人
物
な
れ
ば
此
の
際
住
友

に
拒
否
も
な
り
兼
ね
ま
い
。

驚
い
た
古
田
は
二
十
九
日
に
上
京
、
星
野
に
会
い
、
三
十
日
小
倉
も
視
察
か
ら
帰
京
、
両
者
と
も
八
月

一
日
帰
阪
し
た
。
化
学
専
務
大
屋
敦

は
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

専
務
理
事
帰
阪
。
小
畑
君
ノ
件

二
付
キ
星
野
総
裁
卜
会
談
ノ
顛
末
ヲ
聴
ク
。
総
理
事
モ
遂

二
己
ム
ナ
シ
ト
承
認
。
発
令

ハ
八
月
十
五
日

頃
ナ
ル
ベ
シ
ト
ノ
コ
ト
ナ
リ
。

八
月
十
三
日
小
畑
は
退
職
し
、
企
画
院
次
長
に
就
任
し
た
。
十
四
日
小
畑
の
後
任

の
経
理
部
長
に
総
務
部
長
小
林
晴
十
郎
が
、
総
務
部
長

に
倉
庫
常
務
松
井
孝
長
が
就
任
し
、
倉
庫
常
務
に
は
倉
庫
取
締
役
細
谷
庄
三
郎
（Ｔ
４
東
京
高
商
、
の
ち
倉
庫
専
務

・
社
長
）
が
昇
格
し
た
。
他
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に
慣
例
に
従
い
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
常
務
は
小
林
か
ら
総
務
部
長
の
松
井
に
交
代
し
た
。

十
九
日
香
川
は
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

残
暑
厳
し
い
。
和
々
閑
散
。
夜
住
友
ク
ラ
ブ
に
小
畑
氏
送
別
会
あ
り
、
百
五
十
名
位
集
ま
る
。
同
氏

の
遺
す
言
葉
に
今
後
財
閥
の
牙
城

と
し
て
の
住
友
に
対
す
る
風
当
り
に
相
当
の
困
難
あ
り
、
注
意
を
要
す
と
、
考

へ
さ
せ
ら
れ
る
ｃ

九
月
本
社
取
締
役
理
事
兼
監
事
国
府
精

一
が
停
年
退
職
し
た
。
四
月
の
本
社
の
役
員
人
事
は
、
こ
の
国
府

の
停
年
退
職
を
見
越
し
た
も
の

で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
監
事
は
専
務
理
事
古
田
俊
之
助
が
兼
務
し
た
。

（
‐７
）

香
川
に
よ
る
と
、

こ
の
頃
か
ら
人
事
課
の
仕
事
は
、
物
資
不
足
時
の
購
買
業
務
、
増
加
す
る
寮

の
管
理
業
務
、
そ
れ
に
健
保

の
仕
事
が
加
わ
る
と
い
っ
た

状
態
で
、
大
変
繁
忙
に
な
り
、
背
負

い
切
れ
な
い
よ
う
に
な

っ
た
の
で
、
厚
生
課
を
つ
く
る
案
が
で
て
く
る
。

九
月
二
十
六
日
厚
生
課
が
で
き
て
土
井
さ
ん
（註
、
土
井
正
治
Ｔ
９
東
大
法
、
金
属
製
鋼
所
副
所
長
、　
の
ち
化
学
総
務
部
長

・
取
締
役

・
常
務

・

社
長
）
が
課
長
に
な
る
。

人
事
課
長
の
香
川
、　
労
働
課
長
の
渡
辺
が
そ
れ
ぞ
れ
厚
生
課
兼
務
と
な
り
、　
課
長
を
補
佐
し
て
総
力
を
挙
げ

て
応
援
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

厚
生
課
の
本
社
事
務
章
程
改
正
の
他
、
各
課
に
必
要
に
よ
り
副
長
、
課
長
代
理
者
が
お
か
れ
た
（資
料
１０
）。

同
月
住
友
本
社
及
び
連
系
会
社
で
は
、
国
民
被
服
刷
新
委
員
会
が
昭
和
十
五
年

一
月
に
発
表
し
て
以
来
普
及
し
て
き
た
、
背
広
に
代
わ
る

国
民
服
（ネ
ク
タ
イ
、
チ
ョ
ッ
キ
、　
ワ
イ
シ
ャ
ツ
不
要
、
国
防
色
で
四
種
類
あ
り
、
儀
礼
章
を
侃
用
す
れ
ば
フ
ロ
ッ
ク
、　
モ
ー
ニ
ン
グ
同
様
礼
服
と
し
て
認

め
、
十
一
月
十
日
挙
行
予
定
の
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
式
典
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
十

一
月

一
日
公
布
さ
れ
た
国
民
服
令
に
よ
っ
て
、
こ
の
う
ち
一
号
型
が

甲
号
、
四
号
型
が
乙
号
と
制
定
さ
れ
た
）
の
四
号
型
（立
折
襟
）
を
着
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
住
友
購
買
会
が

一
着
（購
買
会
仕
立
て
純
毛
三
割
ス
フ
七

割
混
紡
）
四
六
円
五
〇
銭
（着
用
者
三
〇
円
、
勤
務
先
店
部

一
六
円
五
〇
銭
負
担
）
で
斡
旋
し
た
。
人
事
課
長
香
川
修

一
は
国
民
服
に
つ
い
て
次
の
よ



う
に
述
べ
て
い
る
。

だ
ん
だ
ん
被
服
が
乏
し
く
な

っ
て
き
た
の
で
、
国
民
服
を
着
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
河
井
さ
ん
の
御
友
人
の
森
武
夫
さ
ん
（計
、

当
時
陸
軍
主
計
少
将
製
絨
廠
長
）
が
陸
軍
の
製
絨
廠
に
お
ら
れ
、
生
地
を
分
け
て
や
る
と
い
う
こ
と
だ
つ
た
の
で
、
厚
生
課
と
人
事
課
が

中
心
に
な

っ
て
希
望
を
募
り
、
大
量
購
入
し
て
皆
着
た
も
の
で
す
。

な
お
住
友
家
会
計
元
帳
に
よ
れ
ば
、
家
長
住
友
吉
左
衛
門
友
成
も
十
二
月
二
十
三
日
購
買
会
を
通
じ
、
国
民
服
を

一
着
七
〇
円
で
購
入
し
て

い
る
。
因
み
に
こ
の
昭
和
十
五
年
四
月
入
社
の
新
卒

の
初
任
給
（月
給
）
は
、
事
務
系
官
公
立
大
七
五
円
、
早
慶
七
〇
円
、

（以
上
一二
十職
員
、

以
下
四
等
職
一５
、
そ
の
他
の
私
立
大
六
五
円
、
官
公
立
専
門
と
同
文
書
院
、
青
山
学
院
、
東
北
学
院
六
〇
円
、
そ
の
他

の
私
立
専
門
五
五
円
、

中
学

・
商
業
四
〇
円
で
あ

っ
た
。

十
月

一
日
住
友
機
械
製
作
株
式
会
社
は
住
友
機
械
工
業
株
式
会
社
と
改
称
し
た
∩
住
友
合
資
会
社
（下
こ

の

「五
内
　
住
友
機
械
製
作
株
式
会

澪
‐一
の
ユ峡
工立
」
央
ク昭
じ
。

十
六
年
三
月
卒
業
の
事
務
系
専
門
学
校
以
上
の
学
生
の
採
用
の
た
め
の
面
接
が
、
厚
生
省

の
指
導
に
よ
り
、
第
二
次
大
戦
後
の
就
職
協
定

の
原
型
と
も
い
う
べ
く
、
十
月

一
日
以
降
と
さ
れ
た
。
人
事
課
長
香
川
修

一
は
採
用
配
属
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

十
月

一
日
学
生
採
用
面
会
開
始
。
出
来
る
だ
け
早
く
面
会
し
て
決
め
て
し
ま
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
理
事
方
全
員
十
月

一
日
は
午
前

零
時
迄
、
そ
の
他
人
事
課
で
は
も

つ
と
遅
く
迄
残

っ
た
。
人
の
採
用
に
つ
い
て
は
昔
か
ら
の
伝
統
で
す
が
、
他
に
忙
し
い
仕
事
が
あ

っ

て
も
、
理
事
全
員
が
力
こ
ぶ
を
入
れ
て
こ
れ
に
当
ら
れ
た
も
の
で
す
。

人
事
課
で
は
、
岩
崎
信
彦
（註
、
ｓ
８
東
大
法
、
の
ち
機
械
社
長
）
、
柴
山
幸
雄
（註
、
ｓ
９
東
大
法
、
の
ち
商
事
社
長
）
、
田
中
季
雄
（註
、
Ｓ
５

京
大
経
、
の
ち
金
属
常
務

・
軽
金
属
社
長
）
と
か
偉
い
人
が
出
る
の
で
、
初
め
か
ら
い
い
人
だ
け
を
と
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
、　
よ
く

言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
本
社
に
採
用
さ
れ
た
人
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
各
課
に
配
分
し
た
か
と
い
う
と
、
殆
ど
機
械
的
に
配
分
し
て
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い
た
。
多
少
余
分
に
採

つ
て
い
た
の
で
、
各
課
で
余
る
分
を
人
事
課
に
（籍
を
）
置
い
て
い
た
。
い
い
人
だ
け
を
人
事
課
に
も

つ
て
き
た

わ
け
で
は
な
い
。
結
果
に
お
い
て
は
、
人
事
課
出
身
の
人
が
い
い
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
る
が
、
人
事
部
長
か
ら
も
別
に
人
事
課
に
い
い

人
を
と
っ
て
お
け
と
い
っ
た
指
示
が
あ

っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
私
も
そ
ん
な
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
公
平
に
殆
ど
機
械
的
に
配

分
し
た
筈
で
す
。

各
店
部

へ
の
配
属
は
、
本
人
の
希
望
を
採
用
時
に
聞
い
て
、
希
望
に
添

っ
て
や
り
ま
す
と
は
言

っ
て
も
、
人
員
と
の
関
係
も
あ
り
、
必

ず
希
望
通
り
に
ゆ
く
わ
け
で
も
な
く
、
時
に
は
う
ら
ま
れ
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
自
分
は
銀
行

に
行
き
た
か
っ
た
の
に
本
社
に
残
さ
れ
た

と
か
、
大
阪
に
居
り
た
か
っ
た
の
に
、
札
幌

へ
行
か
さ
れ
た
と
か
、
あ
る
名
士
の
息
子
で
し
た
が
、
非
常
に
抵
抗
さ
れ
、
併
し
こ
っ
ち

も
頑
強
に
頑
張
り
、
つ
い
に
重
役
か
ら
君
い
い
か
げ
ん
に
考
え
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
て
は
き
り
が
な
い
し
、

命
令
に
は
従

っ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
人
は
と
う
と
う

一
週
間
ほ
ど
居

っ
て
退
職
し
ま
し
た
。
今
ど
う
し
て
い
る
か
知
り
ま
せ

ん
が
。
そ
の
代
り
に
自
分
は
北
海
道
に
行
き
た
か
っ
た
の
だ
が
、
仙
台

に
回
さ
れ
た
と
こ
の
間
東
京

の
会
合
で
会

っ
た
人
が
話
を
し
て

い
た
。
自
分
の
希
望
と
違

っ
た
事
業
に
や
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
相
当
あ
る
と
思
う
。
又
欠
点
は
あ

っ
た
が
、
そ
れ
が
適
材
適

所
で
良
か
っ
た
こ
と
が
多

い
。
ま
あ
功
罪
相
半
ば
す
る
か
と
思
い
ま
す
。
十
年
頃
か
ら
十
七
、
八
年
頃
ま
で
は
、
銀
行
迄
を
含
み
、
本

社
の
統
制
が
最
も
浸
透
し
て
居

っ
た
理
想
的
な
時
代
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
そ
の
う
ち
に
戦
争
は
激
し
く
な
る
し
、
戦
後
は
あ
あ

い
う
こ
と
だ
か
ら
、
私
の
頃
は
仕
合
わ
せ
な
時
代
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

十
月
十
九
日
会
社
経
理
統
制
令
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
は
前
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
会
社
利
益
配
当
及
資
金
融
通
令
と
十
月
に
施
行
さ
れ

た
会
社
職
員
給
与
臨
時
措
置
令
を
改
廃
統
合
し
た
も
の
で
、
こ
の
統
制
令
に
よ
り
、
配
当
、
利
益
金
処
分
、
経
費
等
が
厳
格
な
統
制
下
に
置

か
れ
る
こ
と
と
な
り
、
昇
給
方
針
も
七
％
を
超
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な

つ
た
。

十

一
月
十
日
紀
元
二
千
六
百
年

の
式
典
が
東
京
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
夜
銀
座
を
パ
レ
ー
ド
す
る
花
電
車

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、



大
日
本
帝
国
の
最
後
の
光
亡
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
を
見
届
け
る
よ
う
に
二
十
四
日
最
後

の
元
老
西
園
寺
公
望
が
没
し
た
。

西
園
寺
は
住
友
吉
左
衛
門
友
純
の
実
兄
で
あ

っ
た
か
ら
、
化
学
専
務
大
屋
敦
に
よ
る
と

「
二
十
八
日
西
園
寺
公
遺
骸
坐
漁
荘
ヲ
出
デ
東
京
外

相
官
邸

二
移
サ
ル
。
総
理
事
層
従
セ
ラ
ル
。

」

と
小
倉
正
恒
が
付
き
添
い
、
十
二
月
五
日
に
国
葬
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
人
事
課
長
香
川
修

一
に
よ
る
と

「住
友
で
殆
ど
お
世
話
し
て
立
派
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
庶
務
課
が
尽
力
」
し
た
と
い
う
。
な
お
住
友
が
西
園
寺
に

秘
書
と
し
て
提
供
し
て
い
た
原
田
熊
雄
は
、
西
園
寺
の
死
後
も
引
き
続
き
昭
和
二
十
年
終
戦
後
ま
で
嘱
託
に
と
ど
ま
り
、
二
十

一
年
二
月
死

去
し
た
。

十
二
月
北
日
本
鉱
業
所
長
小
池
宝
三
郎

の
停
年
退
職
に
合
わ
せ
て
、
同
鉱
業
所
は
廃
止
さ
れ
、
鴻
之
舞
鉱
業
所
、
国
富
鉱
山
、
余
市
鉱
山
、

東
北
鉱
業
事
務
所
の
四
店
部
に
分
割
さ
れ
た
。

こ
の
経
緯
は

「住
友
合
資
会
社
（下
ど

の

「
五
国
４
　
北
日
本
鉱
業
所
の
設
置
」
を
参
照
さ

れ
た
い
。

日
　
経
済
統
制
の
東
京
集
中
問
題

昭
和
十
三
年
末
鍍
業
専
務
山
本
信
夫
は
増
大
す
る
統
制
事
務
に
対
処
す
る
た
め
次

の
よ
う
な
書
簡
を
総
理
事
小
倉
正
恒
に
送
り
、
鍍
業
が

独
自
に
東
京
支
所
を
設
置
す
る
申
請
を
行

っ
た
。

鍍
秘
第
九
〇
七
号

昭
和
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

専
務
取
締
役
　
山
本
　
信
夫

本
社
総
理
事
　
小
倉
　
正
恒
殿東

京
支
所
設
置

二
関
シ
打
合
ノ
件
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近
時
諸
般
ノ
統
制
事
務
輻
榛
ヲ
極
メ
、
之
レ
ニ
伴
フ
手
続
ソ
ノ
他

二
関
シ
、
官
庁
、
諸
会
、
組
合
等

二
対
ス
ル
関
係
愈
々
密
接
ト
ナ
リ
、

終
始
完
全
ナ
ル
連
結
ヲ
保
持
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
、
事
務
ノ
円
滑
卜
迅
速
ヲ
期
シ
難
キ
実
情

二
有
之
候
。
然
ル
処
、
右
関
係
官
庁
及
諸
会
、

組
合
ノ
殆
卜
全
部
カ
ソ
ノ
中
心
ヲ
東
京

二
存
置
ス
ル
関
係
上
、
其
ノ
連
絡

二
遺
憾
ノ
点
砂
カ
ラ
ス
、
殊

二
官
庁

二
対
ス
ル
連
絡
ノ
不
充

分

ハ
同
方
面

二
対
ス
ル
当
社
ノ
信
用
ヲ
失
墜
ス
ル
虞
多
々
有
之
候

コ
ト
、
最
モ
憂
慮
罷
在
候
次
第

二
有
之
候
。

就
テ
ハ
東
京
住
友
ビ
ル
内

二
当
社
東
京
支
所
ヲ
創
設
致
シ
、
以
テ
前
記
関
係
筋
ト
ノ
連
結
ノ
完
全
ヲ
期
シ
、
且

ハ
中
央
情
勢
ノ
真
相
ヲ

速
カ
ニ
把
握
シ
、
社
務
ノ
迅
速
卜
円
滑
ヲ
計
り
度
候
間
、
右
支
所
創
設
ノ
儀
何
卒
御
承
認
被
成
下
度
、
此
段
及
御
打
合
候
也
。

尤
右

ハ
最
近
ノ
政
治
経
済
ノ
統
制
化

ニ
ヨ
リ
、
愈
々
ソ
ノ
緊
要
性
ヲ
加
重
致
候
次
第

二
有
之
、
自
然
東
京
支
所

ハ
コ
ノ
情
勢

二
即
応
セ

ン
カ
タ
メ
設
置
ス
ル
連
結
機
関

ニ
シ
テ
、
其
ノ
主
タ
ル
用
務

ハ
諸
般
ノ
統
制
事
務

二
有
之
、
従
テ
当
社
生
産
品
ノ
販
売

ハ
従
来
同
様
東

京
販
売
店

二
委
託
ス
ル
コ
ト
変
り
無
之
、
為
念
申
添
候
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

こ
の
申
請
は
十
二
月
三
十
日
例
第

一
八
八
号
に
よ
り
決
裁
さ
れ
、
十
四
年

一
月

一
日
付
を
も

っ
て
鍍
業

の
事
務
章
程
が
改
正
さ
れ
た
。
こ

の
結
果
鍍
業
は
、
鉱
工
業
部
門
と
し
て
販
売
店
設
置
以
来
初
め
て
東
京
に
出
先
を
有
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
承
認
の
起
案

に
は
、
次

の

よ
う
な
備
考
が
付
さ
れ
て
い
た
。

備
考

一
、
鎖
業

二
於
テ
ハ
明
年
ヨ
リ
東
京
住
友
ビ
ル
内

二
支
所
ヲ
設
置
シ
、
之

二
伴
ヒ
事
務
章
程
ノ
改
正
ヲ
行

ハ
ン
ト
ス
。

二
、
東
京
支
所
ノ
組
織

専
務

・
常
務

東
京
支
所

金
属
課

石
炭
課

庶
務
係



東
京
支
所

ハ
東
京

二
於
ケ
ル
諸
般
ノ
事
項
ヲ
掌
理
ス
（第
五
十
条
）
。

金
属
課

ハ
金
属
鉱
産
物

二
関
ス
ル
諸
般
ノ
事
項
ヲ
掌
理
ス
（第
五
十

一
条
）
。

石
炭
課

ハ
石
炭

二
関
ス
ル
諸
般
ノ
事
項
ヲ
掌
理
ス
（第
五
十
二
条
）
。

庶
務
係

ハ
人
事
、
庶
務
、
会
計
、
調
度
其
ノ
他
他
ノ
課

二
属
セ
サ
ル
事
項
ヲ
掌
理
ス
（第
五
十
三
条
）
。

三
、
近
来
政
治
経
済
ノ
統
制
強
化
セ
ラ
ル
ヽ
二
従
ヒ
、
官
庁
、
諸
会
、
組
合

二
対
ス
ル
関
係
益
々
複
雑
ト
ナ
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
手
続
、

其
ノ
他
ノ
連
絡
及
情
報
ノ
蒐
集
等

二
万
遺
漏
ナ
キ
ヲ
期
ス
ル
為
、
支
所
ヲ
設
置
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
生
産
品
ノ
販
売

ハ
従
来
通
、

販
売
店

二
委
託
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

差
支

ヘ
ナ
キ
モ
ノ
ト
被
存

二
付
御
承
認
相
成
可
然
乎
。

こ
の
東
京
に
お
け
る
統
制
業
務
の
処
理
問
題
は
、
昭
和
十
四
年
四
月
の
主
管
者
協
議
会
の
第
四
議
題
と
し
て
討
議
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た

（資
料
Ｈ
）。
本
社
鉱
山
課
の
提
案
説
明
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

つ
た
。

我
国
戦
時
経
済
体
制
ノ
高
度
化

二
伴
ヒ
、
生
産
企
劃
、
資
金
、
物
資
、
労
力
等
万
般
ノ
事
項

二
渉
り
、
官
庁
、
諸
統
制
会
社
、
組
合
其

他
ト
ノ
折
衝
多
端
ヲ
極
ム
ル
ニ
至
レ
ル
ガ
、
之
等
事
務
処
理
ノ
為
各
店
部
連
系
会
社

二
於
テ
ハ
如
何
ナ
ル
方
法

ヲ
ト
ラ
レ
ツ
ツ
ア
リ
ヤ
、

特

二
本
社
東
京
支
店
、
東
京
販
売
店
等
御
利
用
ノ
実
情
ヲ
伺
ヒ
、
併
セ
テ
此
種
事
務
処
理
上
感
ゼ
ラ
レ
ツ
ツ
ア
ル
不
利
不
便
卜
其
ノ
合

理
化

二
関
ス
ル
御
意
見
ヲ
承
り
参
考
卜
致
度
シ
。

な
お
討
議
に
先
立
ち
鉱
山
課
臨
時
課
長
代
理
津
田
久
は
、
本
件
を
鉱
山
課
が
提
起
し
た
の
は
、
本
社
経
理
部
に
お
い
て
同
課
が
職
制
上
全

体
的
な
問
題
を
取
り
扱
う
地
位
に
あ

つ
た
か
ら
で
は
な
く
、
事
前
打
ち
合
わ
せ
の
際
本
社
全
体
の
問
題
に
つ
い
て
鉱
山
課
か
ら
発
言
し
た
と

い
う
経
緯
が
あ

っ
た
と
釈
明
し
て
い
る
。

討
議
は
本
社
東
京
支
店
長
野
田
哲
造
の
東
京
支
店
の
現
状
説
明
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
野
田
は
銀
行
取
締
役
東
京
支
店
長
で
あ

っ
た
昭
和
十
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三
年
七
月
、
停
年
退
職
し
た
矢
島
富
造
の
後
任
と
し
て
本
社
東
京
支
店
長
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
こ
の
会
議

の
直
前
の
二
月
に
は
銀
行
東
京
支

店
長
を
外
れ
、
銀
行
本
店
支
配
人
（東
京
駐
在
）
と
し
て
、
銀
行
本
店
の
東
京

の
出
先
と
し
て
の
地
位
を
明
確

に
し
て
い
た
。
野
田
の
考
え
は
、

銀
行
、

信
託
、

保
険

の
金
融
店
部
は
別
と
し
て
、
連
系
会
社
は
統
制
事
務
の
た
め
に
個
別
に
東
京
に
支
店
を
置
く
の
で
は
な
く
、

本
社
に

（東
京
支
店
と
は
い
わ
な
い
が
と

元
化
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
あ

つ
た
。
東
京
販
売
店
支
配
人
栗
原
徹
に
よ
る
と
、
統
制
事
務
と
い
え
ど

も
営
業
と

一
体

の
も
の
で
、
統
制
事
務
だ
け

一
元
化
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
と
い
う
、
販
売
を
東
京
販
売
店
に
残
す
と
し
て
も
東
京
販
売
店

の
商
権
喪
失
を
危
惧
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
東
京
支
所
を
設
置
し
た
鍍
業
総
務
部
長
飯
田
弥
五
郎
は
、
電
気
銅

の
営
業
は
殆
ど
大
阪
地
場
の

連
系
会
社
向
け
で
東
京
販
売
店
に
は
電
気
銅
の
販
売
担
当
者
は
置
い
て
い
な
い
の
で
、
東
京
支
所
に
は
大
阪
か
ら
統
制
関
係
の
人
員
を
転
勤

さ
せ
た
が
、
石
炭
は
東
京
販
売
店
で
以
前
か
ら
取
り
扱

っ
て
い
て
販
売
担
当
者
が
い
た
の
で
、
彼
等
を
鍍
業
東
京
支
所
兼
務
と
し
た
と
発
言

し
、
栗
原
の
危
惧
を
一暴
付
け
た
。
こ
の
こ
と
は
鍍
業
の
東
京
支
所
が
別
子
鉱
業
所
長
を
兼
務
す
る
専
務
三
村
起

一
の
主
導
で
設
置
さ
れ
た
こ

と
を
示
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
東
京
に
お
け
る
統
制
事
務
の
比
重
の
大
き
い
連
系
会
社
の
主
管
者
、
化
学
専
務
大
屋
敦
、
金
属
専
務
春
日
弘
、
電
線
専
務
田

中
良
雄
が
そ
れ
ぞ
れ
自
社
の
現
状
を
説
明
し
た
が
、
彼
等
に
ほ
ぼ
共
通
す
る
認
識
と
し
て
、
連
系
会
社
か
ら
み
れ
ば
本
社
の
東
京
支
店
よ
り

も
自
社
か
ら
担
当
者
を
派
遣
し
て
い
る
東
京
販
売
店
を
自
社

の
出
先
と
考
え
て
い
た
の
で
、
い
ず
れ
も
東
京
販
売
店
支
配
人
以
下
の
努
力
に

感
謝
し
て
い
る
も
の
の
、
統
制
事
務
が
拡
大
し
て
大
阪
か
ら
の
出
張
者
が
激
増
し
て
い
る
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
今
後
さ
ら
に
東
京
販
売
店

に
自
社
か
ら
人
を
出
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
鍍
業

の
よ
う
に
現
在
直
ち
に
東
京
支
所
の
設
置
に
踏
み
切
れ
な
い
が
、
人
手
不
足
の
折
柄
現
在

の
対

応
が
今
後
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
か
と
い
う
疑
念
が
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
東
京
側
及
び
連
系
側
の
意
見
に
対
し
本
社
専
務
理
事
古
田
俊
之
助
及
び
経
理
部
長
小
畑
忠
良
は
、
相
手
側
の
官
庁

・
統
制
団
体
が

住
友
を
ど
う
見
て
い
る
か
、
或

い
は
人
員
の
遣
り
繰
り
と
併
せ
て
組
織
を
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
会
議
を
締
め
く
く

っ
た
が
、
本
社



と
し
て
は
こ
の
時
点
で
は
、
鍍
業
の
東
京
支
所
の
よ
う
に
連
系
各
社
が
個
別
に
統
制
関
係

の
業
務
の
た
め
に
東
京

に
組
織
を
つ
く
る
の
に
は

賛
成
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
後
住
友
本
社
は
昭
和
十
八
年

一
月
東
京
支
店
を
東
京
支
社
に
昇
格
さ
せ
、
理
事
兼
経
理
部
長
小
林
晴
十
郎
に
支
社
長
を
兼
務
さ
せ
た
。

さ
ら
に
十

一
月
に
は
販
売
店
を
業
務
所
と
改
め
、
東
京
販
売
店
は
東
京
業
務
所
と
改
称
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
連
系
各
社
は
十
九
年

に
入
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
東
京
に
事
務
所
公
一月
化
学
、
三
月
ア
ル
ミ
製
錬
）又
は
出
張
所
（四
月
電
工
、
五
月
機
械
、
六
月
金
属
）
を
設
置
す
る

こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
経
緯
は
次
章

「株
式
会
社
住
友
本
社
（中
）―
昭
和
十
六
―
十
九
年
―
」
に
お
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

口
　
関
係
会
社
管
理
の
強
化

住
友
合
資
会
社
が
連
系
会
社
以
外
の
企
業
に
対
し
関
心
を
払
う
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
昭
和
六
年
の
満
洲
事
変
以
降
そ
れ
ら
の
企
業
に
対

す
る
投
資
が
格
段
に
増
大
し
て
き
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
つ
住
友
合
資
会
社
（下
ど

第
１７
表
）。
こ
の
結
果
経
理
部
商
工
課
が
昭
和
八
年
五
月
二

十
五
日
に
作
成
し
た

「住
友
投
資
関
係
会
社
重
役

一
覧
表
」
に
は
、
連
系
会
社

一
三
社
を
含
み
、
合
資

・
連
系
各
社
が
単
独
又
は
複
数
で
投

資
し
、　
且

つ
役
員
を
派
遣
し
て
い
る
企
業
は
、　
五
四
社
（住
友
銀
行
の
内
外
連
系
銀
行
を
除
く
）
で
あ

っ
た
。　
そ
れ
が
昭
和
十
年

一
月
末
に
作
成

さ
れ
た
同
じ
表
で
は
、
連
系
会
社

一
六
社
を
含
み
七

一
社
と
、
連
系
会
社
を
除
く
と
僅
か

一
年
半
余
り
の
間
に
一
四
社
も
増
加
し
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
こ
の
表
題
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
時
は
関
係
会
社
と
単
な
る
投
資
会
社
と
を
区
別
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
住
友
全
体
の
投
資
が
巨
大
化
す
る
以
前
は
、
合
資
会
社
の
メ
ン
バ
ー
を
通
ず
る
人
的
な
統
制
が
有
効
と
み
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。　
し
か
し
昭
和
十
二
年
初
頭
合
資
会
社
の
改
組
問
題
を
議
論
す
る
段
階
に
お
い
て
は
、

「株

ヲ
有
セ
ズ
シ
テ
人

事
ダ
ケ
デ
其
会
社
ヲ
統
制
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
之

ハ
殆
ド
不
可
能
事

二
属
ス
ル
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
」
と
い
う
認
識
に
変
わ

っ
て
来
て
い
た
の

で
あ
る
翁
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
」
の

「
一
四
　
改
組
案
と
統
轄
機
能
」
参
照
）。
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１
　
関
係
会
社
役
員
内
規
の
制
定

住
友
合
資
会
社
に
お
い
て
連
系
会
社
以
外
の
企
業
に
関
す
る
規
程
は
、
大
正
十
年
五
月
合
資
会
社
設
立
直
後

に
制
定
さ
れ
た

「連
系
会
社

及
ビ
其
他
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」
翁
住
友
合
資
会
社
の
設
一■
」
資
料
Ｈ
）
の
み
で
あ
る
の
こ
の
内
規
は
昭
和
三
年
七
月
新
た
に
社
則
が
制

定
さ
れ
た
時
に
増
刷
さ
れ
て
、
連
系
会
社
の
役
員
以
外
で
は
、
日
米
板
硝
子
常
務
大
石
公
平
と
取
締
役
大
屋
敦
（当
時
合
資
経
理
部
長
）及
び
東

京
販
売
店
支
配
人
矢
島
富
造
の
三
名
に
配
布
さ
れ
た
記
録
が
残

っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
大
正
十
年
制
定
以
来
昭
和
三
年
ま
で
連
系
会
社
の

役
員
以
外
に
は
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
∩
住
友
合
資
会
社
（上
ど

の

「五
日
　
日
米
板
硝
子
株
式
会
社
の
経
営
の
承
継
」
参
照
）。
何
故

な
ら
大
屋
は
大
正
十

一
年
五
月
、
大
石
は
昭
和
二
年
二
月
に
日
米
板
硝
子
の
役
員
に
就
任
し
て
お
り
、
矢
島
は
東
京
に
お
け
る
合
資
会
社
の

代
表
者
と
し
て
、
大
正
十

一
年
湧
別
川
水
力
電
気
取
締
役
、
大
正
十
三
年
日
本
電
氣
監
査
役
、
昭
和
二
年
北
樺
太
石
油
監
査
役
、
北
樺
太
鉱

業
監
査
役
、
北
海
道
電
燈
取
締
役
、
藤
倉
電
線
監
査
役
と
各
社
の
役
員
を
兼
務
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
後

「住
友
合
資
会
社
」
（中
）及
び
（下
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
合
資
会
社
は
昭
和
五
年
扶
桑
海
上
火
災
保
険
、
昭
和
六
年
大
日

本
鍍
業
、
昭
和
七
年
日
本
電
気
、
土
肥
金
山
、
昭
和
八
年
静
狩
金
山
の
各
社
の
経
営
を
引
き
受
け
た
が
、
合
資
会
社
か
ら
派
遣
さ
れ
た
役
員

に
こ
の
内
規
が
配
布
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
上
記
大
石
、
大
屋
、
矢
島
に
配
布
し
た
結
果
か
ら
、
合
資
会
社
が

経
営
を
支
配
し
て
い
る
連
系
会
社
の
役
員
内
規
の
付
属
的
な
規
程
で
、
他
に
大
株
主
が
存
在
す
る
企
業
に
派
遣
さ
れ
た
役
員
を
律
し
よ
う
と

す
る
の
は
、
実
際
上
困
難
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

合
資
会
社
に
お
い
て

「
関
係
会
社
」
な
る
用
語
が
最
初
に
登
場
す
る
の
は
、
昭
和
十

一
年

の

「例
規
」
（店
部

・
連
系
会
社
の
規
程
、
内
規
等

の
制
定
改
廃
を
収
録
し
た
も
Ｏ

の
日
次

で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
連
系
会
社
で
あ
る
四
國
中
央
電
力
を
通
じ
申
請

の
あ

つ
た
同
社

の
子
会
社

渡
川
水
力
電
気
の
定
款
変
更
の
申
請
で
あ

っ
た
か
ら
、
こ
の
時
点
で
は

「
関
係
会
社
」
の
定
義
は
、
ま
だ
確
立
し
て
い
な
か
つ
た
も
の
と
み

ら
れ
る
．

し
か
し
昭
和
十
二
年

に
な
る
と
、
同
様

の
渡
川
水
力
電
気
の
定
款
変
更
の
申
請
は
四
回
中
央
電
力
の
中
に
含
め
ら
れ
、
「関
係
会



社
」
の
内
容
は

「静
狩
職
員
ノ
勤
務
時
間

一
部
変
更
承
認
ノ
件
」
と

「土
肥
休
暇
規
定
制
定
ノ
件
」
と
か
ら
な

っ
て
お
り
、
連
系
会
社
に
対

す
る
静
狩
金
山
と
土
肥
金
山
と
い
う
住
友
本
社
の
関
係
会
社
と
し
て
の
概
念
が
明
確

に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
板
硝
子
大
石
常
務
は
昭
和
十
二
年
初
め
以
来
本
社
経
理
部
と
軋
礫
を
生
じ
、
昭
和
十
三
年

一
月
退
職
す

る
こ
と
と
な

っ
た
。
大
石
の
退
職
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て

「
関
係
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」
（資
料
２
）
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
大

石
問
題
の
進
展
に
伴
い
、
本
社
内
部
に
お
い
て
連
系
会
社
以
外
の
企
業
に
関
し
て
は
有
名
無
実
と
化
し
た

「連
系
会
社
及
ビ
其
他
会
社
ノ
役

員

二
関
ス
ル
内
規
」
中
の
其
他
役
員
の
条
項
に
代
わ

っ
て
、
関
係
会
社
そ
の
も
の
の
役
員
を
対
象
と
し
た
内
規
を
新
た
に
制
定
す
る
必
要
性

が
痛
感
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

今
連
系
会
社
の
役
員
と
関
係
会
社
の
役
員
が
、
各
々
当
該
会
社
の
内
議
決
定
前
に
、
本
社
に
打
ち
合
わ
せ
て
、
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
る

事
項
を
比
較
す
る
と
次
頁
の
表
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、
関
係
会
社
の
役
員
に
対
し
て
も
、
連
系
会
社
と
ほ
と
ん
ど
同
様

の
事
項
に
つ
い
て
本
社
の
承
認

を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
連
系
会
社
と
異
な
り
本
社
が
十
分
に
経
営
を
支
配
し
て
い
な
い
関
係
会
社
に
つ
い
て
は
、
こ
の
内
規
の
適
用
は
困

難
で
あ
る
か
ら
、
自
ず
と
こ
の
内
規
の
配
布
は
連
系
会
社
に
準
ず
る
特
定

の
関
係
会
社
、
す
な
わ
ち

「特
定
関
係
会
社
」
に
絞
ら
れ
、
ま
た

何
ら
か
の
理
由
で
こ
の
内
規
の
配
布
を
受
け
な
い
が
連
系
会
社
に
準
ず
る
取
扱
い
を
受
け
る
関
係
会
社
も
生
じ
、
こ
れ
も
内
規
の
配
布
を
受

け
た
関
係
会
社
と
同
様
に
、
特
定
関
係
会
社
と
称
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
今
こ
の
両
者
を
併
せ
た
い
わ
ゆ
る
特
定
関
係
会
社
を
示
せ
ば
、
第

５
表

の
通
り
で
あ
る
ｃ

こ
れ
ら
の
特
定
関
係
会
社
の
う
ち
、
日
本
板
硝
子
に
つ
い
て
は

「住
友
合
資
会
社
（上
と

を
、
日
本
電
気
、
大
日
本
鍍
業
、
土
肥
金
山
、

静
狩
金
山
に
つ
い
て
は
同
（下
）を
、
北
支
産
金
に
つ
い
て
は
、
「
五
国
　
北
支
産
金
株
式
会
社

の
設
立
」

を
、　
そ
し
て
大
阪
住
友
海
上
火
災

保
険
に
つ
い
て
は

「
五
四
　
扶
桑
海
上
火
災
保
険
の
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

へ
の
改
称
と
連
系
会
社
指
定
」
を
各
々
参
照
さ
れ
た
い
。
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連系会社役員内規第四条

一、四等傭員以上ノ任免、昇進、賞罰

並二課長(課長ナキ トキハ係長)以 上

ノ分掌。

■、傭員ノ退職慰労金 (定例 ノモノヲ

除ク)。

三、傭員及ビ準傭員二対スル海外出

張、留学又ハ学術研究ノ為ニスル国

内ノ出張。但営業上ノ為ニスル支那

出張ハ此限二在ラス。

四、傭員及 ビ準備員二対スル年末賞

与、各種ノ臨時給与、慰藉、待遇等。

4旦 定例二属スルモノハ此限二在ラス

五、労役者二対スル各種ノ給与、救 lll

等二関スルー切ノ事項。但定例二属

スルモノハ此限二在ラス。

六、事務、技術二関スル顧間又ハ嘱託

ノ依託。

七、傭員以下労役者二対スル各種ノ規

程並二諸般ノ制度又ハ設備。

八、定款及ビ業務執行二関スル重要ナ

ル規程。 (第 六条 第一条ノ規定ニ

依 り連系会社以外ノ会社ノ役員 トナ

リタル者、当該会社ノ事務中、資本

ノ増減、払込ノ徴収、社債ノ募集其

他重要ナル事項二関シ、共意見ヲ発

表スルニハ、予メ本会社理事会ノ承

認ヲ受クルコトヲ要ス。)

九、重要ナル契約ノ締結及ビー切ノ訴

訟。

十、重要ナル寄贈、接待。

十一、事業ノ新設、改廃、起業ノ計董

並二毎期 ノ会計見積書及ビ決算。

|二 、勘定科目及ビ元帳科日ノ制定、

改廃。

十三、取引銀行ノ選定。

十四、株主総会二提出スル事項

|五、前各号以外ノ事項 卜雖モ、重要

ナルモノ。

(な し)

関係会社役員内規第二条

五、重要職員ノ任免、転補並退職慰労

金。

六、職員ノ海外出張並留学。

但シ満洲国及支那出張ヲ除ク。

七、職員二対スル賞与、各種ノ臨時給

与、慰藉待遇等。但シ定例又ハ軽微

ノモノヲ除ク。

九、労働者二対スル各種ノ給与賑 lllニ

関スル事項。lRシ 定例又ハ軽微ノモ

ノヲ除ク。

(な し)

八、職員及労働者二関スル重要ナル規

程、制度並施設。

一、定款ノ変更、払込ノ徴収、社債ノ

募集。

十、業務執行二関スル重要ナル規程。

十一、重要ナル契約及訴訟。

十二、重要ナル寄贈接待。

二、事業ノ新設、改廃、起業ノ計豊。

三、毎年度会計見積書及決算。

(な し)

十三、取引銀行ノ選定。        一

十四、株主総会二提出スル事項。    四
十五、前各号以外ノ事項 卜雖重要ナル

モノ。

四、外部二対スル投資並役員ノ派出。

第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）



第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

第 5表 特定関係会社一覧

社 名 内規受領年月日 受領者 役 職 名 考備

日本板硝子

北支産金

日本電気

大 日本鍍業

土肥金山

静狩金山

熱河蛍石鐘業

住友ボルネオ殖産

大阪住友海上火災保険

住友化工材工業

安東軽金属

日ど和 13年 1月 21日

″  1月 24日

( 〃  4月 9日 )

″   5月 23日

″  8月 24日

昭和 14年 4月 17日

″  12月 5日

(昭 オロ16年 10月 3日 )

(昭 和 17年 7月 10日 )

(昭本日19年 3月 28日 )

″   5月 20日

″  7月 1日

稲井勲造

中村文夫

(津田秀栄 )

佐鳥仁左

石川 清

lFt井  岡1

小関良平

進藤淳之佑

菅野秀次郎

小池宝三郎

(続 航)

(平 賀五郎)

(柴 田丈夫)

齋藤省三

平賀五郎

甲田秀夫

池知為妹

荒川英二

神田勇吉

中沢英三

赤木貞一

吉田知之

常務取締役

取締役

(常務取締役)

常務取締役

取締役

専務取締役

常務取締役

専務取締役

取締役

常務取締役

(専務取締役 )

(専務取締役 )

(副社長 )

社長

常務取締役

社長

専務取締役

常務取締役

津円は本社調査役

兼務

昭和18年 1月 連系

会社に指定

昭和17年 H月 譲渡

続は化学常務取締

役兼任

平賀は林業所支配

人兼務

住友海上の連系会

社指定解除

註 :内規を受領 しない会社は設立年月日、主管者、役職名を括弧内に示 した。

な
お
熱
河
蛍
石
鍍
業
、
住
友
ボ
ル
ネ
オ
殖

産
、
、　
住
友
化
工
材
工
業
、
安
東
軽
金
属

に
つ
い
て
は
、
次
章

「株
式
会
社
住
友
本

社
（中
ン

を
参
照
さ
れ
た
い
。

他
方
住
友
合
資
会
社
及
び
住
友
本
社
が

保
有
す
る
株
式
は
、
本
社
総
務
部
会
計
課

が
保
管

し
、
保
有
株
式

の
元
帳
科
目

は

「連
系
会
社

の
株
式
」
と

「他
会
社
の
株

式
」
の
二
本
立
て
で
あ

っ
た
。
し
か
し
こ

れ
ま
で
の
各
章
で
は
便
宜
上

「他
会
社
の

株
式
」
を

「
そ
の
他
の
住
友
系
企
業
の
株

式
」
と

「住
友
系
以
外
の
企
業

の
株
式
」

に
分
け
て
表
示
し
て
き
た
３
三
　
投
資
活

動
」
参
昭
じ
。
と
こ
ろ
が
前
章

「住
友
合
資

会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設

立
」
の

コ
ハ
　
改
組
の
帰
結

・
住
友
家
及

び
三
分
家
会
計

の
強
化
」
で
述

べ
た
よ
う

に
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
六
日
提
出
、
十

二
一
五
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（Ｌ
）

一
一
一
六

二
月
三
十
日
決
裁
の
総
務
部
会
計
課
起
案
第
二
二
七
号

「本
社
、
住
友
家
会
計

並
御
分
家
会
計
ノ
勘
定
科
日
、
元
帳
科
目
並
内
訳
科
目
改
廃
ノ
件
」
に
よ
っ
て
、

昭
和
十
九
年
か
ら
長
期
出
資
勘
定

の
元
帳
科
目
中

「他
会
社
」

（
の
株
式
）
か
ら

「関
係
会
社
」

（
の
株
式
）
が
分
離
独
立
し
た
。　
こ
の
起
案

に
基
づ
い
て
作
成
さ

れ
た

「株
式
会
社
住
友
本
社
勘
定
科
日
、
元
帳
科
日
、
内
訳
科
目

一
覧
表
」
に

よ
れ
ば
、
「関
係
会
社
」
（
の
株
式
）
は

「資
本
参
加
ノ
ロ
的

ヲ
以
テ
保
有
ス
ル

特
定
関
係
会
社
等
ノ
株
式
。　
一
会
社
ノ
株
式
総
数
ノ
三
分
ノ

一
以
上
ノ
株
式
ヲ

所
有
ス
ル
ト
キ

ハ
、
之

ヲ
資
本
参
加
ノ
ロ
的

ヲ
以
テ
所
有

ス
ル
モ
ノ
ト
看
倣

ス
。

」

と
定
義
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
十
九
年
か
ら
二
十
年
の
間
有
価
証
券
元
帳

に
お
い
て
、
こ
の

「
関
係
会
社
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
た
住
友
系
企
業
を
第

６
表
に
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
上
記
基
準
に
照
ら
し
、
本
社
の
持
株
比
率
が

本
社
の
関
係
会
社
と
す
る
に
は
疑
間
の
企
業
も
散
見
さ
れ
る
が
、
当
該
企
業

の

株
式
取
得
を
説
明
し
た
箇
所
で
既
に
明
ら
か
に
し
た
場
合
も
あ
り
、
今
後
新
た

に
取
得
し
た
場
合
は
そ
こ
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
第
二
次
大
戦
後

の
昭
和
二
十

一
年

一
月
二
十
九
日
、
住
友
本
社
が
Ｇ
Ｈ

Ｑ
に
提
出
し
た

「連
系
会
社
及
特
定
関
係
会
社
ノ
定
義

二
付
テ
」
の
う
ち
、
関

係
会
社
に
つ
い
て
の
項
を
再
録
す
れ
ば
、
次

の
通
り
で
あ
る
（連
系
会
社
に
つ
い

て
は

「住
友
合
資
会
社
の
設
立
」
註
（１９
）参
照
）。

第 6表 有価証券元帳における関係会社一覧 (昭和19～ 20年 )

会  社  名
定

社
特
会

ち
係

う
関

込
金本

払
資

住友本社
持株比率

考備

大阪住友海上火災保険

大 日本鐘業

土肥鍍業

北支産金

熱河蛍石鍍業

日本楽器製造

帝国特殊製鋼

住友化 It材 工業

日本 llK硝 子

帝国l■縮瓦抑i

東洋窒素 11業

満洲軽合金工業

安東軽金属

住友ボルネオ殖産

○

○

○

○

○

○

○

○

○

千円
6,000

4,500

2,500

2,000

2,000

20,000

25,500

11,915

7,750

5,400

3,500

14,500

100,000

2 500

%
170

25 0

22 1

50 0

50 0

17
50
18 0

192

22 7

125

46
10 0

80 0

昭和 19年 2月 銭業へ移管、鍍業302%
″          鍍業392%

金属256%
金属172%

金属145%
化学580%
金属450%

註 :夕、込資 本金 、持株比率は20年 8月 15日 Jlti:



関
係
会
社

（
一
）

住
友
関
係
ノ
持
株
率
相
当
大
ナ
ル
モ
ノ
カ
（
〓
疋
ノ
標
準
率
ヲ
定
メ
居
ラ
ズ
）
。
又

ハ

（
二
）

住
友
関
係
ヨ
リ
役
員
ヲ
出
セ
ル
モ
ノ
カ
。
又
ハ

（三
）

住
友
関
係
ノ
持
株
数
ガ
他
ノ
株
主
ノ
夫

二
比
シ
、
最
大
ノ
モ
ノ
若

ハ
特
殊
関
係
ア
ル
モ
ノ
。

ノ
何
レ
カ
ノ

一
ツ
ニ
該
当
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
事
実
上
ノ
支
配
関
係
ア
ル
モ
ノ
ヲ
関
係
会
社
卜
言
フ
。

而
シ
テ
関
係
会
社
ノ
中

ニ
ハ
、
本
社
ノ
関
係
会
社
卜
連
系
会
社
ノ
関
係
会
社
ト
ア
リ
、
特
定
関
係
会
社
ト
ハ
俗
称

ニ
シ
テ
通
常
本
社
ノ

関
係
会
社
中
事
業
上
ノ
支
配
権
ガ
濃
厚
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
言
フ
モ
、
従
来
確
タ
ル
定
義

ハ
無
ク
、
人

ニ
ヨ
リ
、
時
期

ニ
ヨ
リ

一
定
セ
ザ
ル
モ

ノ
ナ
リ
。

こ
の
定
義
に
よ
れ
ば
関
係
会
社
に
つ
い
て
、
本
社
経
理
部
に
よ
る
次
に
述
べ
る
よ
う
な
住
友
関
係
の
持
株
率
二
五
％
以
上
と
い
う
定
義
付

け
が

一
度
は
な
さ
れ
た
が
（資
料
１２
）、
実
際
に
は
そ
の
後
そ
の
よ
う
な
厳
密
な
定
義

の
下
に
運
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、　
あ
る
い
は
運
用

し
て
み
る
と
対
象
と
な
る
企
業
に
応
じ
て
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
二
五
％
以
上
と
い
う
持
株
率
は
撤
回
さ

れ
て
い
る
。

先

の
連
系
会
社
と
関
係
会
社

の
役
員
内
規

の
比
較
に
お
い
て
、
後
者

に
新
た
に
追
加
さ
れ
た

「
四
　
外
部

二
対
ス
ル
投
資
並
役
員
ノ
派

出
」

は
、
前
者
の
制
定
当
時
に
比
し
、
特
定
関
係
会
社
に
お
い
て
す
ら
（特
に
日
本
電
気
を
念
頭
に
お
い
て
）
そ
の
関
係
会
社
の
増
加
が
問
題
に

な

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
連
系
会
社
の
関
係
会
社
管
理
を
如
何
に
強
化
す
る
か
が
、
も
う

一
つ
の
関
係
会
社
問
題
と
し
て
浮
上
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

２
　
連
系
会
社

の
関
係
会
社
統
制
問
題

住
友
本
社

へ
の
改
組
を
経
て
、
昭
和
十
三
年

一
月
前
述
の
如
く
本
社

の
関
係
会
社
役
員
内
規
が
制
定
さ
れ
る
と
、
さ
ら
に
本
社
経
理
部
で

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
七



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
八

は
、
日
中
戦
争
勃
発
後
増
加
の
一
途
を
辿
る
連
系
会
社
の
関
係
会
社
に
つ
い
て
も
そ
の
統
制
問
題
を
検
討
す
る
に
至

っ
た
。
十
二
月
に
は
本

社

・
連
系
会
社
並
び
に
主
要
関
係
会
社
の
事
業
並
び
に
投
資
関
係
状
況
を
、
毎
月

『住
友
関
係
事
業
要
報
』
に
ま
と
め
配
布
す
る
こ
と
と
し

た
（資
料
５
）。　
そ
の
第
三
号
（昭
和
十
四
年

．
月
分
）
の
巻
末
に

「住
友
主
要
関
係
会
社

一
覧
表
」

（昭
和
十
四
年
二
月
一
日
現
在
）
が
掲
載
さ
れ
て

以
来
、　
こ
の
要
報
の
終
刊
第
六
七
号
（昭
和
十
九
年
六
、
七
月
分
）
ま
で
の
間
、　
毎
年
年
初
現
在

の
表
（昭
和
十
六
年
か
ら
は
七
月
一
日
現
在
の
表
も

追
加
さ
れ
た
）
が
掲
載
さ
れ
た
お
り
、
こ
の
要
報
が
対
象
と
す
る
関
係
会
社
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
（第
７
表
、
昭
和
二
十
年
に
つ
い

て
は
、
第
二
次
大
戦
後
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
さ
れ
た

「住
友
関
係
会
社
一
覧
表
」
で
補
っ
た
）。

覧
(単位 :資 本金千円、持株率%)

18年 19年 20年

資本金 資本企 資本金 持 株 率 A 持株率 B

150,000 150,000 225,000 100 0

50,000

200,000

45,000

60,000

15,000

30,000

50,000

15,000

50,000

5,000

15,000

750

2,500

6,500

35,000

20 000

65,000

318,000

53,000

60,000

20,000

30,000

50,000

20,000

20,000

50,000

5,000

15,000

750

2,500

6,500

35,000

20,000

80,000

418,750

86,500

98,750

20,000

30,000

150,000

40,000

35,000

53,675

5,000

15,000

750

41,500

20 000

26 6

20 6

24 3

17 9

24 6

25 2

11 1

10 0

21 0

24 1

15
217
30 0

26 6

22 5

99 4

39 3

40 0

32 0

87 5

100 0

26 0

50 0

97 5

50 3

45 0

100 0

100 0

86 8

97 0

7,750

2,250

2,500

5,300

1,300

250

7,750

3,000

2,500

5,300

2,000

7,750

6,000

2,500

100,000

H915

192

170

80 0

100

178

28 5

22 5

100 0

50 0

54 1

l,000

3,000

750

1,000

3,000

750

3,000

1,500

2,000

1.700

1000

100 0

00

100 0

100 0

100 0

50 0



第 7表 住友主要関係会社

第

二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

名社
昭和 14年 15年 16年 17年

資本金 資本金 資本金 資本金

住友本社 150,000 150,000 150 000 150 000

業

[住友本社の連系会社J

住友鍍業

住友金属工業

住友電線製造所 電気 I

住友化学工業

住友アルミニウム製錬

満洲住友金属工業

日本電気 住友通信工業

朝鮮住友軽金属

住友機械製作 機械工業

住友銀行

住友信託

住友倉庫

住友生命保険

住友海上火災保険

住友ビルデイング

大阪北港

住友土地工務

四國中央 住友共同電力

27,000

87,500

30,000

30,000

2,500

10,000

7,500

50,000

5,000

15,000

750

6,500

35,000

12 500

27,000

125,000

45,000

30,000

10,000

10,000

10,000

50,000

5,000

15,000

750

6,500

35,000

12 500

27,000

150,000

45,000

40,000

10,000

20,000

15,000

50,000

5,000

15,000

750

2,500

6,500

35,000

17 500

38,500

150,000

45,000

40,000

15,000

30,000

15,000

50,000

5,000

15,000

750

2,500

6,500

35,000

20 000

[住友本社の関係会社 ]

日本電気

日本板硝了

扶桑海上火災保険

大阪住友海上火災保険

大日本鐘業

土肥金山 銀業

静狩金山

日本楽器製造

新大阪ホテル

北支産金

日本ホロタイル

熱河蛍石鐘業

昭和クローム鍍業

住友ボルネオ殖産

安東軽金属

住友化工材工業

21,250

5,500

2,500

1,500

2,500

3,150

5,188

1,500

500

50

21,250

5,500

2,500

1,500

2,500

3,150

2,000

30,000

5,500

1,500

2,500

3,150

4,000

40,000

7,750

1,500

2,500

3,150

5,300

1,300

[住 友鐘業の関係会社 ]

太洋鉱業

金屋淵鉱業

岩城 佐々連鉱業

熱河蛍石鍍業

北支産金

1,000

2,000

1,000

3,000

1,000

3,000

l,000

3,000

750

ブL
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社
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（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一〇

こ
の
過
程
で
関
係
会
社
の
定
義
や
統
制
方
法
に
つ
い
て
ル
ー
ル
づ
く
り
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
の
で
、
本
社
商
工
課
は
試
案
を
作
成
し

た
上
で
、
昭
和
十
五
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
主
管
者
協
議
会
に
お
い
て
第
五
議
題

「連
系
会
社
ノ
関
係
会
社

二
対
ス
ル
統
制

二
関
ス
ル
件
」

を
提
出
し
た
。
四
月
二
日
総
務
部
長
か
ら
議
題
が
通
知
さ
れ
る
の
を
ま
っ
て
、
四
月
六
日
商
工
課
長
神
田
勇
吉
は
各
主
管
者

に
対
し
次

の
よ

う
な
書
簡
を
送
り
、
商
工
課
が
作
成
し
た
試
案
を
添
付
し
て
、
予
め
試
案
に
対
す
る
意
見
の
準
備
を
求
め
た
。

主
管
者
協
議
会
議
題

二
関
ス
ル
件

拝
啓
　
四
月
二
日
附
文
第
二
人
五
号
総
務
部
長
名
ヲ
以
テ
御
通
知
申
上
置
候
、
本
年
度
主
管
者
協
議
会
議
題
中
第
五
号

「本
社
商
工
課

2,500

4,500

2,500

39 2

30 2

20 0

71 3

59 2

60 0

4,100

6,000

22,500

3,000

3,000

4,000

2,000

1,500

1,600

21,250

3,600

4,100

9,000

30,000

7.500

3,000

6,000

3,875

2,000

1,600

25,500

6,300

22,500

12,000

4,100

14,000

45,000

7.500

4,500

6,000

5,500

4,000

2,600

25,500

11,700

30,000

12,000

6,000

14,500

2,500

3,000

3,000

14,800

1,800

5,400

1,000

6,000

2,000

4,000

3,900

800

600

190

250

480

150

195

70

88 6

100 0

28 8

41 6

30 0

37 5

30 0

49 8

57 7

172

50 1

43 5

43 5

50 0

45 0

37 5

50 0

41 6

40 8

100 0

145

100 0

42 5

100 0

16 3

30 8

26 2

50 0

94 7

60 0

88 1

100 0

50 0

100 0

88 6

100 0

32 3

41 6

37 5

40 6

51 6

49 8

57 7

33 0

64 4

46 8

46 8

50 0

49 6

37 5

50 0

83 3

45 4

100 0

61 5

100 0

42 5

100 0

163

30 8

26 2

50 0

94 7

60 0

88 1

100 0

50 0

100 0

2,500

600

7,000

1,400

3,000

600

7,000

1,775

1,775

5,000

55 3

42 5

55 3

44 0



第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

土肥鍍業

大日本鍍業

朝鮮鱗状黒鉛

[住 友金属工業の関係会社]

住友アルミニウム

関東・住友特殊製鋼

大阪アルミニューム製作所

仲銅共販

大阪金属工業

太刀洗製作所 航空機

栗村鉱業所

大畑伸銅 日束金属工業

恵美須屋鉄工所・工具工業

日本軽金属工業

R召 和精機「 業

大塚鉄工所

日本ステンレス 帝国特殊製鋼

日本パイプ製造

九州飛行機

九州兵器

朝鮮住友製鋼

満洲軽合金工業

満洲銅管工業

足立石灰破業

阪根金属工業

理研金属

柏原紡織

帝国圧縮瓦斯

大阪航空機器工業

関西軽金属再生 l:業

乾 製紙

中央電気工業

東京精鍛■1所

松尾金属工業

高山破業

高木耐火煉瓦

高知破業

九二耐火煉瓦

阪和磋石

尼崎製氷冷蔵

日本特殊鋼被

[住 友電線製造所 電気 li業の関係会社 ]

阪根金属商 Jl・
「 業

ダイヤモンド研磨 大阪 ダイヤモン ドエ業

二葉護誤

日本海底電線

東海護謀 l:業

4,100

4,650

12,750

3,000

3,000

3,000

2,000

500

1,500

1,600

16,000

一　

一　

一　

一

一
一一
一
一

2,500

400

300

2,750

400

2,500

600

4,000

900

4,100

1,500

1,500

500

5,250

1,500

1,250

4,100

3,300

1,500

500

8,250

2,250

2,500

2,000

1,200

500

1,000

4,100

4,650

12,750

3,000

3,000

2,000

2,000

500

1,000
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二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
〓
一

提
出
＝
連
系
会
社
ノ
関
係
会
社

二
対
ス
ル
統
制

二
関
ス
ル
件
」

二
就
テ
ハ
、
「提
案
理
由
」

二
依
り
大
体
御
了
解
被
下
候

コ
ト
ト
存
候

得
共
、
提
案
者
側
ト
シ
テ
ハ
主
ト
シ
テ
左
記
諸
事
項

二
関
シ
、
夫
々
御
意
見
ヲ
承
り
度
キ
次
第

二
有
之
候
間
、
御
了
承
相
成
度
、
此
段

御
通
知
芳
得
貴
意
候
也
。

記

一
、
関
係
会
社
ヲ
有
ス
ル
連
系
会
社

二
対
シ
テ
ハ
左
記
事
項

（
一
）

関
係
会
社
ノ
定
義
ヲ
如
何

二
定
ム
ル
ヲ
適
当
卜
考

ヘ
ラ
ル
ル
ヤ

12,500

2,500

10,000

3,000

500

2,000

450

975

17,500

2,500

10,000

3,000

500

2,000

450

2,925

3,000

2,000

450

5,000

5,000

2 000

31 5

32 5

50 0

90 0

38 9

32 0

51 5

32 5

50 0

90 0

38 9

32 0

一

７５

００

００

００

８０

2,500

1,500

1,000

380

3,750

500

12.000

40 0

67 0

50 8

40 0

97 0

50 8

4,500

8,500

1,650

6,000

6.000

1,000

4,000

400

150

75

10,000

10,000

3,000

6,000

15,000

1,000

5,080

800

150

150

10,000

10,000

10,000

6,000

15,000

2,500

12,000

2,000

150

750

195

10,000

700

2,000

3,000

700

400

1,000

1,000

48 5

39 8

48 0

85 0

37 0

52 8

53 7

59 3

33 3

96 0

25 6

25 0

35 7

35 0

52 0

56 6

75 0

57 9

45 0

50 3

61 2

56 8

85 0

46 3

52 8

53 7

59 3

33 3

96 0

25 6

35 0

35 7

35 0

52 0

56 6

75 0

57 9

45 0

50 0

1,600 42 0 78 6
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部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

満洲電線

日本電線

藤倉電線

日新電機

東海電線

松下電動機

国華護譲工業

世界通益橡膠廠

中華電気製作所

朝 日金属精工

泉 電線

昭和製鋼

5,000

2,500

10,000

1,500

500

1,000

7,500

2,500

10,000

2,000

500

1,000

10,000

2,500

10,000

2,000

500

2,000

150

975

12,500

2,500

10,000

3,000

500

2,000

150

975

[住 友化学工業の関係会社]

住化肥料販売

宮本吹商店

神東塗料

満洲神東塗料

合成樹脂J:業 所

特種硝子光機

住友多木化学工業

２５

７５

０５

一

５〇

一

一

２５

７５

０５

５０

５０

０〇

一

25

75

2,000

500

1,000

290

75

2,000

1,500

1,000

380

[日 本電気 住友通信丁:業 の関係会社]

安立電気

東北金属工業

日本通信■1業

満洲通信機

束洋通信機

日電電波工業 日本電気

小穴製作
'7・

日本電気兵器

岩城硝子

安藤電気

ニデカ販売 日本電気録時機

日電興業

日電電波

日本航空電機

狐崎無線電機製作所

電機工業

日本電気硝子

帝国カーボン

国防工具製造

北浦製作所

山越製作所

1,500

3,800

1,650

2,000

3,250

250

1,550

1,200

300

2,000

5,500

1,650

3,000

3,250

250

2,000

1,200

400

100

3,000

7,000

1,650

6,000

3,750

400

2,000

2,000

400

150

3,750

7,000

1,650

6,000

6,000

400

2,000

400

150

[朝鮮住友軽金属の関係会社]

日鮮窯業

[住 友機械製作 機械「 業の関係会社]

山川プレス 重圧機工業

波 1卜 浜船渠

650 1,000

一
一一
一一一一



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

商
工
課
試
案

二
対

ス
ル
御
意
見
如
何

（
二
）

各
社

二
於
テ
関
係
会
社
ト
シ
テ
指
定
セ
ン
ト
ス
ル
会
社
名
及
其
ノ
指
定
事
由

（三
）

関
係
会
社

二
対
ス
ル
統
制
方
法

（イ
）

現
在
関
係
会
社

二
対
シ
実
施
シ
ツ
ツ
ア
ル
指
導
統
制
ノ
実
状
如
何
、
即
チ
関
係
会
社
中

ニ
ハ
関
係
ノ
経
緯
ヨ
リ
原
料
関
係
、

営
業
関
係
、
技
術
関
係
、
統
制
関
係
等
ノ
区
別
ア
ル
ベ
キ
モ
、
各
場
合

二
応
ジ
指
導
統
制
方
法

ヲ
区
別
シ
居
ラ
ル
ル
ヤ
、
其

ノ
指
導
統
制
ノ
方
法
並
程
度
ノ
実
状
如
何

住友本分家、連系会社)の 持株率。

昭和 20年 住友本社「住友|ガ 係会IL 覧表J(8り 1151現 在 )

三
二
四

1,000

250

200

200

145

1,881

200

200

145

1,881

1,288

1,000

2,131

1,760

1,000

250

120

100

90 8

90 5

91 4

32 5

54 9

98 5

98 0

92 0

100 0

99 7 99 7

90 8

90 5

91 4

32 5

54 9

98 5

98 0

92 0

100 0

1,500

720

3,300

1,750

3,300

2,000 57 3 57 3

438 875 1,750 57 1 57 1

l,000 100 0 1000



第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

[住 友銀行の関係会社 1

佐賀百六銀行

豊前銀行

三州平和銀行

布畦住友銀行 (千 ドル)

シア トル住友銀行 (千 ドル)

加州住友銀行 (■ ドル)

日華護謀工業

三重銀行

近畿無りヽ

中津興業

三州興業

扶桑殖産

和歌山倉庫

1,000

1,000

250

200

200

145

3,000

1,000

1,000

250

200

200

145

3,000

００

００

５０

００

００

４５

一

８‐

一
　

一
　

一
　

一
　

一

1,000

250

200

200

145

1,881

[住 友倉庫の関係会社]

富島組

ニッケルエンドライオンス

大正回漕

東陽倉庫

1,000

1,200

3.300

1,000

1,200

3,300

1,000

1,200

3,300

1,500

720

3,300

[LЦ 國中央・住友共同電力の関係会社]

渡川水力電気

伊予川開発

375 375 375 375

[日 本板硝 子の関係会社 ]

口Ч日市製材

日本鉄 l:所

[静 狩金山の関係会社]

小鉾岸金山

[北 支産金の関係会社 ]

華北採金

[住友化工材 I:業 の関係会社 ]

東亜合成化工

註 :資 本
/rSは

払込資本金、持株率:Aは 規会卒L(住 友本社又は連系会社)のサキ株率、持株
=:Bは

住友系(住友本本l

出りL:昭 和14～ 19年 住友本社率

`理

部『住友関係■業要il・』(14年 は 2月 1「 ]I「L在 、15-19年 は 1サ 11‖ 現在).

三
二
五



第
（
口
）

（
四
）（イ

）

（
口
）

一
〓
早
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
エ
ハ

関
係
会
社

二
対
ス
ル
統
制

二
付
テ
ハ
、
如
何
ナ
ル
方
法
並
程
度

二
依
ル
ヲ
適
当
卜
考

ヘ
ラ
ル
ル
ヤ

商
工
課
試
案

二
対
ス
ル
御
意
見
如
何

関
係
会
社

二
関
ス
ル
本
社
ト
ノ
連
絡
方
法

現
在
関
係
会
社

二
関
シ
実
施
シ
ツ
ツ
ア
ル
本
社
ト
ノ
連
絡
方
法
如
何

関
係
会
社

二
関
ス
ル
本
社
ト
ノ
連
絡

二
付
テ
ハ
如
何
ナ
ル
方
法
並
程
度

二
依
ル
ヲ
適
当
卜
考

ヘ
ラ
ル
ル
ヤ

商
工
課
試
案

二
対
ス
ル
御
意
見
如
何

二
、
販
売
店

二
対
シ
テ
ハ
左
記
事
項

関
係
会
社
ノ
製
品
取
扱
上
ノ
諸
問
題

三
、
金
融
店
部

二
対
シ
テ
ハ
左
記
事
項

関
係
会
社

二
対
ス
ル
金
融
並
其
ノ
会
社
ノ
株
式
取
得

二
関
ス
ル
諸
問
題

以
上

（添
付
書
類
）

一
、
関
係
会
社
ノ
定
義
（商
工
課
試
案
）

関
係
会
社
ノ
定
義

二
付
テ
ハ
簡
単

二
決
定
シ
難
キ
モ
、
便
宜
左
記
各
項
ノ
何
レ
カ
ニ
該
当
シ
、
当
該
連
系
会
社

二
於
テ
其
ノ
経
営
権

（註
、　
日
米
板
硝
子
、
扶
桑
海
上
、　
日
本
電
気
等
住
友
合
資
会
社
が
こ
れ
ま
で
経
営
権
を
掌
握
し
た
事
例
か
ら
み
る
と
、
住
友
が
筆
頭
株
主
と
な
っ

て
経
営
責
任
者
を
派
遣
す
る
こ
と
、
筆
頭
株
主
で
な
い
場
合
は
他
の
大
株
主
が
住
友
の
経
営
責
任
者
の
派
遣
を
容
認
す
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
い

る
）
ヲ
掌
握
ス
ル
カ
、
或

ハ
又
経
営

二
関
シ
相
当
ノ
発
言
権
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
本
社
ノ
承
認
ヲ
経
タ
ル
上
、

関
係
会
社
ト
シ

テ
指
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
謂
ヒ
、
其
他

ハ
総
テ
投
資
会
社
卜
謂
フ



（
一
）

住
友
関
係
ノ
持
株
率
二
五
％
以
上
ノ
モ
ノ

（
二
）

住
友
関
係
ヨ
リ
役
員
父
バ
長
、
社
長
、
専
務
、
常
務
或

ハ
常
勤
ノ
取
締
役
）
ヲ
出
セ
ル
モ
ノ

（三
）

右
各
項

二
該
当
セ
ザ
ル
モ
住
友
関
係
ノ
持
株
数
ガ
最
大
ノ
大
株
主
ナ
ル
モ
ノ
若
ク
ハ
特
殊
関
係
等
ア
ル
モ
ノ

ニ
、
連
系
会
社
ノ
関
係
会
社

二
対
ス
ル
統
制
方
法
（商
工
課
試
案
）

関
係
会
社
ノ
統
制
並

二
育
成
指
導

二
就
キ
万
全
ヲ
期
セ
ン
ト
セ
バ
、
単

二
資
本
関
係
ノ
ミ
ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
不
充
分

ニ
シ
テ
、
之
ガ
統

制
指
導
ノ
衝

二
当
ル
人
的
機
構
並

二
関
係
会
社
ノ
当
該
連
系
会
社

二
対
ス
ル
事
務
的
連
絡
方
法
ノ
適
否

ニ
ヨ
リ
多
大
ノ
影
響
ヲ
蒙
ル

ベ
キ
ヲ
以
テ
、
今
後

ハ
左
記
方
法

ニ
ヨ
リ
極
力
之
ガ
ロ
的
ノ
達
成
ヲ
期
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

記

（
一
）

連
系
会
社

二
於
ケ
ル
関
係
会
社
統
制
機
構
ヲ
整
備
充
実
ス
ル
コ
ト

即
チ

０
　
関
係
会
社

二
対
シ
テ
ハ
事
情
ノ
許
ス
限
り
常
勤
ノ
役
員
乃
至

ハ
職
員
ヲ
派
遣
ノ
コ
ト

②
　
多
数
ノ
関
係
会
社
ヲ
所
有
シ
居
ル
連
系
会
社

二
於
テ
ハ
、
事
情
ノ
許
ス
限
り
特
定
ノ
係
又
ハ
課
ヲ
シ
テ
関
係
会
社
ノ
統
制

事
務
ヲ
専
管
セ
シ
メ
、
以
テ
関
係
会
社
統
制
事
務
ノ
円
滑
統

一
ヲ
期
ス
ル
コ
ト

（
二
）

関
係
会
社
ト
ノ
事
務
的
連
絡
方
法

二
就
キ
連
系
会
社

二
於
テ
左
記
規
準
ヲ
設
定
ノ
上
、
関
係
会
社
ヨ
リ
重
要
事
項

二
就
キ
打

合
ヲ
為
サ
シ
メ
、
或

ハ
報
告

ヲ
提
出
セ
シ
メ
ル
コ
ト

０
　
打
合
事
項
（原
則
ト
シ
テ
書
面

ニ
ヨ
ル
コ
ト
）

（イ
）

毎
期
（又
ハ
毎
年
度
）
ノ
業
務
方
針
並

二
予
算
父
ム
計
見
積
書
）
、
（
口
）
毎
期
ノ
決
算
、
（
ハ
）資
本
ノ
増
減

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一七



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一八

（
二
）

重
要
人
事
、
（
ホ
）
其
他
重
要
卜
認
メ
ラ
ル
ル
事
項

②
　
報
告
事
項
（原
則
ト
シ
テ
書
面

ニ
ヨ
ル
コ
ト
）

（
イ
）

毎
月
ノ
業
務
概
況

受
註
、
販
売
、
損
益
、
起
業
、
収
支
、
金
繰
、
工
場
操
業
状
況
、
原
料
入
手
状
態
、
人
事
異
動
等

（
口
）

毎
期
（又

ハ
毎
年
度
）
ノ
実
際
報
告
書

（備
考
）

右
実
施

二
当
リ
テ
ハ
、
各
関
係
会
社
ノ
実
情
、
持
株
率
等

ヲ
適
宜
掛
酌
ノ
上
漸
進
主
義

ヲ
以
テ
之
ガ
実
現
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
、
而
シ

テ
之
ガ
具
体
的
実
施
方
法

二
付
テ
ハ
、
関
係
会
社
対
連
系
会
社
ト
イ
フ
正
式
ノ
会
社
間
ノ
関
係
ヲ
便
宜
ト
ス
ル
モ
、
事
情

ニ
ヨ
リ

テ
ハ
派
出
セ
ル
役
員
ヲ
通
ジ
実
施
ス
ル
モ
差
支

ヘ
ナ
キ
コ
ト

三
、
関
係
会
社

二
関
ス
ル
本
社
卜
連
系
会
社
ト
ノ
連
絡
方
法
（商
工
課
試
案
）

連
系
会
社

ハ
其
ノ
関
係
会
社

二
関
ス
ル
重
要
事
項

二
就
テ
ハ
、
左
記
方
法

ニ
ヨ
リ
本
社

二
打
合
乃
至

ハ
報
告
ヲ
為
シ
、
本
社
ト
ノ
連

絡
ヲ
図
ル
コ
ト

ｍ
　
関
係
会
社
ヨ
リ
連
系
会
社

二
打
合
ア
リ
タ
ル
モ
ノ
ノ
中
重
要
卜
認
メ
ラ
ル
ル
事
項
、
例

ヘ
バ
（
イ
）
予
算
、
（
口
）
決
算
、
（
ハ
）資

本
ノ
増
減
、
↑
じ
重
要
人
事
等

二
就
キ
随
時
本
社

二
打
合
或

ハ
報
告
ノ
コ
ト

②
　
連
系
会
社

二
於
テ
ハ
関
係
会
社

二
関
ス
ル
重
要
事
項

二
就
キ
、
定
期
的

二
重
役
会

二
報
告
ノ
コ
ト
ト
シ
、
右
報
告
ノ
写
ヲ
本
社

二
提
出
ノ
コ
ト

以
上

会
議
は
ま
ず
商
工
課
長
神
田
勇
吉
が
上
記
試
案
を
基
に
次
の
よ
う
な
趣
旨
説
明
を
行
い
、
関
係
会
社
を
多
数
有
す
る
連
系
会
社
の
主
管
者



の
意
見
が
相
次
い
だ
。

（神
田
勇
吉
本
社
商
工
課
長
）御
承
知
ノ
如
ク
、
最
近
各
連
系
会
社

ハ
著
シ
ク
発
展
シ
、
連
系
会
社
ガ
関
係
会
社
ヲ
持

ツ
コ
ト
ガ
大
変
多

ク
ナ
ツ
タ
。

従
而
関
係
会
社
ノ
事
業
ガ
住
友
ノ
信
用

ニ
モ
影
響
ス
ル
処
大
ナ
ル
ニ
鑑
ミ
、
関
係
会
社
中
ノ
或
ル
モ
ノ
ニ
就
而
、
或
ル
程
度
ノ
指
導
統

制
ヲ
ヤ
ル
必
要
ガ
ア
ル
ト
思
フ
。
現
在
関
係
会
社
ヲ
所
有
シ
テ
居
ル
連
系
会
社
数

ハ
七
社
、
其
ノ
他
特
定
関
係
会
社
タ
ル
日
本
電
気
、

日
本
板
硝
子
、
静
狩
金
山
ノ
三
社

二
於
テ
モ
関
係
会
社
ヲ
有
シ
テ
居
ル
。
其
関
係
会
社
総
数

ハ
現
在

一
八

一
社
、
其
ノ
投
資
額

ハ
帳
簿

価
格

二
於
テ

一
〇
七
、
二
七
〇
千
円
デ
ア
リ
、
更

二
其
ノ
内
訳

ハ
連
系
会
社
三
八
、
六
〇
八
千
円
、
其
他
ノ
関
係
会
社
ガ
七
八
、
六
六

四
千
円
デ
ア
ル
。
又
只
今
申
シ
上
ゲ
タ
連
系
会
社
七
社
、
特
定
関
係
会
社
三
社
ノ
自
己
資
本
金
総
計

ハ
三
四
四
、
七
八
六
千
円
デ
ア
リ

前
記
総
投
資
額
ト
ノ
割
合

ハ
三

一
・
一
％
、
又
連
系
会
社
投
資
額

二
対
シ
八

・
三
％
、
其
ノ
他
関
係
会
社
投
資
額

二
対
シ
三
二

・
八
％

デ
ア
ル
。

尤
モ
右

一
人

一
社
中

ニ
ハ
、
連
系
会
社
相
互
間

二
於
テ
株
ヲ
持
チ
合

ツ
テ
居
ル
モ
ノ
、
又

ハ
同

一
会
社

二
数
社
ノ
連
系
会
社
ガ
投
資
シ

テ
居
ル
モ
ノ
モ
ア
ル
ノ
デ
、
其
ノ
重
複
分
ヲ
整
理
ス
レ
バ

一
三
五
社
ト
ナ
リ
、
投
資
額

ハ
七
八
、
六
六
四
千
円
、
自
己
資
本

二
対
ス
ル

比
率

ハ
三
二

・
八
％
ト
ナ
ル
。
上
述
ノ
数
字
カ
ラ
見
テ
モ
本
問
題

ハ
仲
々
ノ
大
問
題
デ
ア
ル
ｃ
次

二
種
々
ノ
観
点
カ
ラ
之
等
所
謂
関
係

会
社
ヲ
ニ
ツ
ニ
分
類
ス
ル
必
要
ガ
ア
ル
ト
考

ヘ
ル
。
即
チ
上
記

一
三
五
社
ノ
中
単

二
株
ヲ
持

ツ
テ
居
ル
モ
ノ
ト
サ
ウ
デ
ナ
イ
モ
ノ
ト
ニ

分
ケ
、
前
者
ヲ
投
資
会
社
、
後
者
ヲ
関
係
会
社
卜
便
宜
上
呼
称
シ
タ
イ
。
然
ル
時

ハ
、
右

一
三
五
社
中
関
係
会
社

ハ
五
四
社
、
其
ノ
投

資
額

ハ
四
二
、
二
〇
〇
千
円
、
自
己
資
本

二
対
ス
ル
割
合

ハ
一
二

・
二
％
、
投
資
会
社

ハ
八

一
社
、
其
ノ
投
資
額

ハ
三
六
、
四
五
〇
千

円
、
自
己
資
本

二
対
ス
ル
割
合

ハ
一
〇

・
六
％
デ
ア
ル
。

結
局
連
系
会
社
ガ
経
営
権
ヲ
掌
握
ス
ル
カ
、
又

ハ
相
当
ノ
発
言
権

ヲ
持

ツ
テ
居
ル
モ
ノ
デ
、
外
形
的
標
準
ト
シ
テ
持
株
率
二
五
％
以
上

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一九



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二
〇

ノ
モ
ノ
、
役
員
父
ム
長
、
社
長
、
専
務
、
常
務
、
常
勤
ノ
取
締
）
ヲ
出
シ
テ
居
ル
モ
ノ
、
以
上
ノ
ニ
項

ニ
ハ
該
当
シ
ナ
ク
ト
モ
当
該
連
系

会
社
ガ
最
大
ノ
大
株
主
ナ
ル
場
合
、
若
ク
ハ
特
殊
関
係
等

ニ
ア
ル
モ
ノ
、
コ
ノ
三
項
ノ
中
何
レ
カ
ニ
該
当
ス
ル
モ
ノ
ヲ
一
応
関
係
会
社

卜
名
附
ケ
タ
イ
。
此
ノ
商
工
課
試
案
ノ
定
義

二
就
キ
御
批
評
願
ヒ
タ
イ
。

次

二
関
係
会
社

二
対
シ
如
何
ナ
ル
指
導
統
制
ヲ
為
ス
ヲ
適
当
卜
考

ヘ
ル
カ
。
既

二
各
社

二
於
テ
実
行
中
ノ
コ
ト

ヽ
考

ヘ
ル
ガ
、
最
近
関

係
会
社
ノ
数
ガ
増
加
シ
テ
居
ル
事
情
モ
ア
リ
、
又
各
連
系
会
社
デ
ヤ
リ
方
モ
違
フ
ト
思
フ
ノ
デ
、
其
ノ
方
法
、
程
度
、
範
囲

二
就
キ
、

現
状
並

二
将
来
ノ
方
針
ヲ
御
発
表
願
ヒ
度
イ
。
其
ノ
参
考
ト
シ
テ
商
工
課
試
案

ヲ
御
手
許
迄
差
上
テ
ア
リ
マ
ス
。
即
チ
私
ノ
考

ヘ
ト
シ

テ
ハ
、
関
係
会
社
ノ
統
制

ハ
、
資
本
カ
ノ
ミ
デ
ハ
駄
ロ
デ
、
統
制
ノ
衝

二
当
ル
人
的
機
構
ノ
整
備
卜
事
務
的
連
絡
方
法
ノ
改
善
カ
ラ
進

ム
ノ
ガ
ョ
イ
ト
考

へ
試
案

ニ
モ
ア
リ
マ
ス
通
り
、

（
一
）

関
係
会
社

二
対
シ
テ
ハ
事
情
ノ
許
ス
限
り
、
常
勤
ノ
役
員
又

ハ
職
員
ヲ
出
ス
コ
ト

（
二
）

各
連
系
会
社

二
於
テ
ハ
関
係
会
社

二
関
ス
ル
事
務
ヲ
特
定
ノ
課
又
ハ
係
ノ
管
理
ト
ス
ル
コ
ト

ヲ
適
当
卜
思
フ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。
又
関
係
会
社
ト
ノ
事
務
的
連
絡
方
法

二
就
テ
モ
御
手
許

二
差
上
ゲ
テ
ア
ル
試
案
程
度
ノ
コ
ト
ヲ
実

行
シ
テ
ハ
ド
ウ
カ
ト
考

ヘ
ル
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。

尤
モ
斯
ル
統
制

ハ
種
々
ノ
事
情
ノ
為
、
劃

一
的

ニ
ハ
出
来
ヌ
ト
思
ヒ
マ
ス
ノ
デ
、
漸
進
主
義
デ
ヤ
ル
、
又
事
務
的
連
絡
方
法
モ
会
社
間

ノ
正
式
ノ
モ
ノ
ト
出
来
ヌ
場
合

ハ
、
派
遣
ノ
役
職
員
ヲ
通
ジ
テ
行

ツ
テ
モ
差
支

ヘ
ナ
イ
コ
ト
ニ
シ
テ
居
ル
訳
デ
ア
リ
マ
ス
。

関
係
会
社

二
関
ス
ル
事
務
ノ
本
社
ト
ノ
連
絡
方
法

二
就
テ
モ
、
御
手
許

ニ
ア
ル
商
工
課
試
案

ヲ
御
覧
願
ヒ
タ
イ
。
但
シ
特

二
申
シ
上
ゲ

タ
イ
ノ
ハ
、
関
係
会
社
ノ
問
題

ハ
建
前
ト
シ
テ
連
系
会
社
デ
ヤ
ル
ベ
キ
デ
、
従
而
本
社
ト
ノ
事
務
的
連
絡
モ
原
則
ト
シ
テ
報
告
デ
結
構

デ
ア
ル
ト
言
フ
コ
ト
デ
ア
ル
。

但
シ
例
外
ト
シ
テ
関
係
会
社
ノ
本
質

二
重
大
ナ
変
更
ヲ
及
ス
ガ
如
キ
事
態

二
就
テ
ハ
、
御
打
合

ヲ
願
ヒ
タ
イ
ｃ
又
連
系
会
社
卜

一
心
同



体
ノ
関
係
会
社
、
例

ヘ
バ
四
國
中
央
ノ
渡
川
水
電
、
化
学
工
業
ノ
化
学
肥
料
販
売
等

二
就
テ
ハ
、
原
則
ト
シ
テ
打
合
ヲ
頂
戴
致
シ
度
イ
。

最
後

二
投
資
会
社

二
就
テ
ハ
、
株

ヲ
持
ツ
ニ
至
ツ
タ
事
情
モ
極
メ
テ
複
雑
多
岐

二
渉
り
、　
一
律

ニ
ハ
申
サ
レ
ナ
イ
ガ
、
各
連
系
会
社
共

資
金

ヲ
必
要
ト
ス
ル
際
デ
ア
リ
、
又
株
価
モ
非
常

二
高
イ
時
節
ナ
ノ
デ
、　
一
応
持
株

二
就
キ
全
面
的
検
討
ヲ
行
と
、
不
必
要
ノ
モ
ノ
ハ

成
ル
ベ
ク
処
分
ス
ル
様

ニ
シ
テ
戴
タ
イ
。

又
本
問
題

二
関
聯
シ

（
一
）

販
売
店

二
対
シ
テ
ハ
関
係
会
社
ノ
製
品
取
扱
上
ノ
諸
問
題

（
二
）

金
融
店
部

二
対
シ
テ
ハ
関
係
会
社

二
対
ス
ル
金
融
並
其
ノ
会
社
ノ
株
式
取
得

二
関
ス
ル
諸
問
題

二
就
キ
御
意
見
ヲ
伺
ヒ
タ
イ
。
尚
銀
行
、
信
託
、
保
険
等
ノ
金
融
店
部
モ
勿
論
関
係
会
社

ヲ
持

ツ
テ
居
ル
ガ
、
持
株
ノ
理
由
ガ
大
分
異

ナ
ル
ノ
デ
、
本
議
題
カ
ラ

一
応
除
外
シ
タ
訳
デ
ア
リ
マ
ス
。

（三
村
起

一
鍍
業
専
務
）
御
提
案
ノ
御
趣
旨

ニ
ハ
至
極
賛
成
デ
ア
ル
。
又
商
工
課
試
案
ノ
本
社
ト
ノ
連
絡
方
法

ハ
、
打
合
デ
ナ
ケ
レ
バ
ナ

ラ
ヌ
様

二
書
イ
テ
ア
ツ
タ
ノ
デ
、
経
理
部
人
不
足
ノ
際
、
益
々
御
忙
シ
ク
ナ
ル
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
大
変
心
配
シ
テ
居
ツ
タ
ガ
、
只
今
ノ

御
説
明
デ
報
告
デ
モ
ヨ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ガ
判
ツ
タ
ノ
デ
、
安
心
致
シ
タ
次
第
デ
ア
ル
。
当
社
ノ
方
針

ハ
、
関
係
会
社
ヲ
事
実
上
統
制
シ

ウ
ル
ヤ
ウ
ニ
ス
ル
コ
ト
デ
、
其
ノ
点
ヲ
考
慮
シ
テ
金
屋
淵
鍍
業
、
太
洋
鍍
業
等
皆
常
勤
ノ
役
職
員
ヲ
出
シ
テ
居
ル
次
第
デ
ア
ル
。
又
機

械
製
作

二
就
テ
モ
序
デ
ニ
申
シ
上
ゲ
ル
ガ
、
関
係
会
社
タ
ル
山
川
プ
レ
ス
ニ
ハ
常
務
取
締
、
監
査
役
、
支
配
人
、
技
師
長
ヲ
出
シ
テ
居

ル
。

（春
日
弘
金
属
工
業
専
務
）
関
係
会
社
ノ
統
制

二
就
テ
ハ
、
従
来
大
分
手
落
チ
モ
ア
ツ
タ
様
デ
、
誠

二
申
シ
訳
ナ
ク
思
ツ
テ
居
ル
。

先
ズ
商
工
課
試
案
ノ
定
義

二
就
而
、
大
体
此
ノ
辺
デ
宜
シ
イ
ト
考

ヘ
ル
。
但
シ
相
当
ノ
例
外
モ
ア
ル
コ
ト

ヽ
思
フ
。
即
日
本
パ
イ
プ
、

渡
辺
鉄
工
所
、
太
刀
洗
製
作
所
、
栗
村
鍍
業
所
等

ハ
軍
部
ノ
管
理
ガ
ヤ
カ
マ
シ
ク
ナ
リ
、
軍
部
以
外
ノ
者

ニ
タ
ツ
チ
セ
シ
メ
ヌ
ノ
デ
、

第
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第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
壬
一

統
制
シ
ヤ
ウ
ト
思
ツ
テ
モ
出
来
ナ
イ
。
然
シ
出
来
ル
ダ
ケ
本
社
ノ
試
案

二
従

ツ
テ
ヤ
リ
タ
イ
ト
考

ヘ
テ
居
ル
。

現
在
ノ
統
制
方
法

ハ
、
分
工
場
ノ
様
ナ
関
東
特
殊
、
住
友
ア
ル
ミ
等

二
就
テ
ハ
全
面
的

ニ
ヤ
ツ
テ
居
ル
。
其
他

二
就
テ
ハ
選
出
ノ
役
員

ヲ
通
ジ
ヤ
ツ
テ
居
ル
。
之
等
ノ
会
社
カ
ラ
ハ
、
毎
月
ノ
業
務
概
況
ヲ
徴
収
シ
、
又
随
時
打
合
ヲ
行

ハ
セ
テ
居
ル
。
関
係
会
社
ノ
事
務
ヲ

管
理
ス
ル
ノ
ハ
、
内
規

二
基
キ
人
事
並
機
密
事
項
、
株
式
ノ
取
得

ハ
総
務
部
長
ガ
行
ヒ
、
打
合
ノ
保
管
、
報
告
ノ
衆
集
、
経
営
ノ
分
析

ハ
営
業
部
査
業
課
デ
ヤ
ツ
テ
居
ル
。

商
工
課
試
案
ノ
統
制
方
法

ハ
趣
旨

ハ
誠

二
結
構
デ
ア
ル
ガ
、

（
一
）

関
係
会
社
ノ
大
部
分

ハ
個
人
経
営
ナ
ノ
デ
、
人
ヲ
出
シ
テ
モ
ナ
カ
ナ
カ
従
来
ノ
色
彩
ガ
ヌ
ヶ
ナ
イ

（
二
）

金
属
工
業
自
身
ガ
多
忙
ナ
ノ
デ
、
派
遣
ス
ル
適
当
ナ
人
ガ
ナ
イ

等
ノ
事
情
モ
ア
リ
、
又
報
告
、
打
合
ノ
徴
収
モ

一
律

ニ
ス
ル
コ
ト
ハ
困
難
デ
、
中

ニ
ハ
会
計
組
織
ノ
根
本
的
建
直
シ
ヲ
必
要
ト
ス
ル
会

社
モ
ア
ル
ガ
、
金
属
自
身
ガ
忙
シ
イ
ノ
デ
、
人
ノ
コ
ト
ヲ
構
ツ
テ
居
ラ
レ
ナ
イ
。

結
局
漸
進
主
義
デ
徐
々
二
進
ミ
タ
イ
。
本
社
ト
ノ
連
絡

二
就
テ
ハ
、
現
在
株
金
ノ
払
込
等

二
就
キ
、
打
合
ヲ
行

ツ
テ
居
ル
ガ
、
今
後

ハ

ソ
レ
ト
併
行
シ
テ
三
月
、
六
月
、
九
月
、
十
二
月
ノ
四
回

二
分
ケ
テ
、
関
係
会
社
ノ
重
要
事
項

二
就
キ
、
重
役
会

二
報
告
ノ
コ
ト

ヽ
シ
、

其
ノ
写
ヲ
本
社

二
提
出
シ
、
又
特

二
重
要
ナ
コ
ト
ハ
其
ノ
都
度
報
告
ノ
コ
ト

ヽ
シ
タ
イ
ト
考

ヘ
テ
居
ル
。

（田
中
良
雄
電
気
工
業
専
務
）
当
社
所
有
ノ
有
価
証
券

ハ
二
八
、
０
０
０
千
円
、
払
込
資
本
金
四
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円

二
対
ス
ル
比
率

ハ
四

七
％
に
達
シ
テ
居
ル
。
処
分
シ
テ
モ
差
支

ヘ
ナ
イ
モ
ノ
ハ
処
分
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
ル
ガ
、
其
レ
デ
モ
増
加
ス
ル

一
方
デ
ア
ル
。
当
社
ガ

株
式
ヲ
所
有
シ
テ
居
ル
会
社

ハ
、
現
在
三
七
社
、
コ
ノ
他
株

ハ
持

ツ
テ
居
ナ
イ
ガ
、
実
際
上
統
制
ヲ
行
ツ
テ
居
ル
モ
ノ
ガ
六
社
ア
ル
。

当
社
ノ
方
針
ト
シ
テ
ハ
、
資
本
ヲ
投
下
ス
ル
時

ハ
、
必
ズ
事
情
ノ
許
ス
限
り
、
重
役
、
支
配
人
、
部
長
、
或

ハ
職
員
ヲ
出
シ
、
発
言
権

ヲ
得
ル
様
努
カ
シ
テ
居
ル
次
第
デ
、
関
係
会
社
ト
シ
テ
指
定
シ
タ
カ
ラ
指
導
統
制
ス
ル
、
指
定
シ
ナ
イ
カ
ラ
ヤ
ラ
ヌ
ト
云
フ
ノ
デ
ハ
ナ



ク
、
全
般

二
渉

ツ
テ
ヤ
リ
タ
イ
ト
考

ヘ
テ
居
ル
。

前
述
三
七
社
ノ
中
、
常
勤
ノ
役
員
ヲ
出
シ
テ
居
ル
モ
ノ
ガ

一
一
社
、
取
締
役
卜
監
査
役
ト
ヲ
両
方
出
シ
テ
居
ル
モ
ノ
ガ
六
社
、
平
取
締

ヲ
出
シ
テ
居
ル
モ
ノ
ガ
三
社
デ
ア
ル
。
之
等
役
員
ヲ
出
シ
テ
居
ル
会
社
カ
ラ
ハ
、
毎
月
ノ
元
帳
残
高
表
、
業
務
概
況
表

ヲ
提
出
セ
シ
メ

又
起
業
、
増
資
其
他
重
要
事
項

二
就
テ
モ
随
時
協
議
セ
シ
メ
テ
居
ル
。

又
当
社
カ
ラ
役
員
ヲ
出
シ
テ
居
ナ
ク
ト
モ
、
特
別
ノ
関
係

ニ
ア
ル
会
社
、
例

ヘ
バ
帝
国
電
線
、
太
陽
電
線
等

二
就
テ
ハ
、
期
末
ノ
決
算

ノ
打
合
ヲ
行

ハ
セ
テ
居
ル
。
藤
倉
電
線

二
就
テ
ハ
、
統
制
方
法
ガ
和
々
不
完
全
ナ
ノ
デ
モ
ウ
少
シ
厳
重

ニ
ヤ
リ
タ
イ
ト
考

ヘ
テ
居
ル
。

次

二
関
係
会
社
ノ
定
義

二
就
テ
ハ
商
工
課
試
案
デ
結
構
卜
考

ヘ
ル
。
商
工
課
試
案
ノ
関
係
会
社
候
補
卜
自
分
ノ
方
デ
関
係
会
社
卜
考

ヘ

テ
居
ル
モ
ノ
ト
ハ
、
東
北
金
属
工
業
ヲ
除
キ
、
完
全

二
一
致
シ
テ
居
ル
。

次

二
統
制
指
導
方
法

二
就
テ
モ
、
商
工
課
試
案

ハ
大
変
結
構
デ
自
分
ノ
方
モ
大
部
分
ノ
モ
ノ
ニ
就
キ
同
様
ノ
統
制
ヲ
行
ツ
テ
居
ル
ガ
、

総
テ
ノ
関
係
会
社

二
一
律

二
行
フ
コ
ト
ハ
、
多
少
ノ
無
理
ガ
ア
ル
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
思

ハ
レ
ル
。

次

二
統
制
事
務

ハ
総
務
部
査
業
課
デ

一
元
的

二
行

ツ
テ
ヰ
ル
。
査
業
課
デ
ハ
、
コ
ノ
外
起
業
、
税
務
等
ノ
事
務
モ
管
理
シ
テ
居
り
、
之

等
ノ
事
務

二
関
シ
子
会
社
ヨ
リ
ノ
質
問

二
応
ジ
、
其
ノ
指
導

ヲ
行

ツ
テ
居
ル
。
関
係
会
社
ト
ノ
提
携
ノ
経
緯

ニ
ヨ
リ
、
統
制
指
導
方
法

ヲ
区
別
シ
テ
居
ル
カ
ド
ウ
カ
ニ
就
テ
ハ
、
自
分
ノ
考

ヘ
デ
ハ
区
別
ス
ル
必
要

ハ
ナ
イ
ト
考

ヘ
テ
居
ル
。
但
シ
役
員
ヲ
出
ス
時
、
事
務
系

ノ
人
ヲ
出
ス
カ
、
又
ハ
技
術
畑
ノ
人
ヲ
出
ス
カ
位
ノ
区
別

ハ
ア
ル
カ
モ
知
レ
ヌ
。

只
此
処
デ
特

二
申
シ
上
ゲ
タ
イ
コ
ト
ハ
、
関
係
会
社

二
対
ス
ル
指
導
統
制

二
当

ツ
テ
重
要
ナ
コ
ト
ハ
、
先
ズ
関
係
会
社
ヲ
利
用
ス
ル
前

二
関
係
会
社

二
利
用
サ
レ
ル
様

ニ
ス
ル
コ
ト
、
第
ニ
ニ
先
方
ノ
主
脳
部
卜
常

二
接
触
ヲ
保

ツ
テ
、
相
互
ノ
了
解
ヲ
深
メ
ル
コ
ト
ガ
必
要

デ
ア
ル
ト
考

ヘ
ル
ｃ
斯
様
ナ
点
ヲ
考
慮
シ
テ
、
私
ノ
方
デ
ハ
成
ル
可
ク
総
務
部
長
及
査
業
課
長
ヲ
関
係
会
社
ノ
役
員

二
推
薦
ス
ル
様

ニ

シ
テ
居
ル
。
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第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二
四

本
社
ト
ノ
連
絡
方
法

ハ
、
三
ヶ
月

二
一
度
重
役
会

二
関
係
会
社
ノ
近
況
ヲ
報
告
セ
シ
メ
、
其
ノ
写
ヲ
本
社

二
提
出
シ
テ
居
ル
。

最
後

二
一
ツ
ノ
関
係
会
社

二
三
社
以
上
ノ
連
系
会
社
が
関
係
シ
テ
居
ル
時

ハ
、
其
ノ
中
主
管
ト
ナ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ヲ
決
定
シ
テ
戴
キ
タ
イ
。

又
他
ノ
連
系
会
社
ノ
関
係
会
社

二
就
キ
、
提
携
ノ
経
緯

ヲ
オ
知
ラ
セ
願

ヘ
ル
ト
結
構
デ
ア
ル
。
又
関
係
会
社
ノ
製
品

二
就
テ
ハ
、
成
ル

可
ク
広
ク
各
販
売
店
デ
取
扱

ツ
テ
モ
ラ
ヒ
タ
イ
。
関
係
会
社

二
関
ス
ル
金
融
店
部
ト
ノ
関
係

二
就
テ
ハ
、
当
社

ハ
日
新
電
機
、
東
海
護

謀
、
松
下
諸
事
業
ノ
株
ヲ
住
友
生
命
保
険

二
引
受
ケ
テ
モ
ラ
ツ
テ
居
ル
。

（大
屋
敦
化
学
工
業
専
務
）
化
学
工
業
ノ
関
係
会
社

ハ
、
最
近
提
携
シ
タ
モ
ノ
ガ
多
イ
ノ
デ
、
大
部
分
未
ダ
確
定
シ
タ
ル
方
針

ハ
ナ
イ
。

化
学
工
業
ガ
株
ヲ
持
ツ
テ
ヰ
ル
会
社

ハ
、
大
体
三
ツ
ニ
分
類
デ
キ
ル
ト
思
フ
。
其
ノ
第

一
ハ
国
策
会
社
デ
ア
ル
。
之

二
就
テ
ハ
改
メ
テ

彼
是
申
シ
上
ゲ
ル
コ
ト
ハ
ナ
イ
。
其
ノ
第
ニ
ハ
営
業
関
係
ノ
会
社
デ
ア
ル
。
即
チ
其
ノ
会
社
カ
ラ
原
料

ヲ
買
フ
又

ハ
其
ノ
会
社

二
製
品

ヲ
買
ツ
テ
モ
ラ
フ
ト
云
フ
関
係
デ
、
倉
敷
絹
織
、
徳
山
曹
達
、
大
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド
等
ガ
其
ノ
例
デ
ア
ル
。
之
等
ノ
会
社

二
就
テ
ハ
、

原
則
ト
シ
テ
経
営

ニ
ア
マ
リ
深
入
リ
セ
ヌ
方
ガ
ヨ
イ
ト
考

ヘ
ル
。
従
而
形
式
上
二
五
％
以
上
ノ
株
ヲ
持

ツ
テ
居
テ
モ
、
統
制

ハ
困
難
デ
、

常
勤
ノ
重
役
ヲ
出
ス
訳

ニ
モ
行
カ
ズ
、
又
出
シ
テ
モ
駄
ロ
ノ
モ
ノ
モ
ア
ル
。
第
三
ノ
モ
ノ
ハ
其
ノ
会
社
ノ
事
業
ヲ
化
学
工
業
ノ
事
業
ト

シ
テ
取
入
レ
タ
イ
モ
ノ
、
即
チ
合
成
樹
脂
、
神
東
塗
料
、
特
種
硝
子
等
デ
之
等

二
就
テ
ハ
、
指
導
統
制
ガ
必
要
デ
ア
ル
ト
思
ツ
テ
居
ル

ガ
、
其
ノ
時
期

二
就
テ
ハ
相
当
議
論
ノ
ア
ル
コ
ト

ヽ
思
フ
。
即
チ
持
株

ハ
二
五
％
以
上
デ
モ
、
常
勤
ノ
重
役
ヲ
出
シ
、
又

ハ
連
系
会
社

ガ
本
社

二
対
シ
行

ツ
テ
居
ル
ノ
ト
同
様
ノ
統
制
ヲ
ヤ
ル
ノ
ハ
、　
一
寸
待

ツ
テ
戴
キ
タ
イ
ノ
デ
ア
ル
。

但
シ
関
係
会
社
中
デ
モ
住
友
化
学
肥
料
販
売
ノ
様

二
一
心
同
体
ノ
モ
ノ
ニ
対
シ
テ
ハ
、
完
全
ナ
ル
統
制
ヲ
行
フ
ノ
ガ
当
然
デ
ア
ル
。

販
売
店
ト
ノ
関
係

二
就
テ
ハ
、
神
東
塗
料
ノ
製
品
ヲ
各
販
売
店

二
御
願
ヒ
シ
テ
居
ル
ガ
、
自
分
ノ
考

ヘ
デ
ハ
常
勤
ノ
役
員
ノ
出
テ
居
ナ

イ
関
係
会
社
ノ
製
品
ヲ
販
売
店
デ
取
扱
フ
ノ
ハ
無
理
ガ
ア
ル
ト
考

ヘ
テ
居
ル
。

（野
田
哲
造
銀
行
常
務
）
関
係
会
社
ノ
金
融

二
就
テ
ハ
、
連
系
会
社

二
対
ス
ル
ト
同
様
、
申
出
ノ
ア
ツ
タ
極
度
額

二
就
キ
検
討
シ
、
本
社



ノ
経
理
部
並

二
会
計
課
ト
モ
相
談
シ
テ
居
ル
。

（岡
橋
林
銀
行
専
務
）
最
近

ハ
関
係
会
社

二
対
ス
ル
金
融
額
ガ
非
常

二
多
額
ト
ナ
ツ
テ
来
タ
ガ
、
平
素

ハ
他
ノ
銀
行
デ
都
合

ヲ
受
ケ
、
困

ツ
タ
時
ダ
ケ
住
友
銀
行

二
泣
キ
附
イ
テ
来
ル
ノ
ハ
困
ル
。
本
社
ノ
検
査
役

ハ
連
系
会
社
ダ
ケ
ヲ
検
査
ス
ル
ノ
デ
ス
カ
。

（生
野
章
作
本
社
検
査
役
）
関
係
会
社

ハ
連
系
会
社
ノ
指
導
統
制
下
ニ
ア
ル
ノ
デ
、
本
社
ノ
検
査
役
ガ
検
査
ス
ベ
キ
モ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
ト
考

ヘ
テ
居
ル
。
但
シ
例
外
ト
シ
テ
検
査

ヲ
行

ツ
タ
コ
ト
モ
ア
ル
。

（岡
橋
林
銀
行
専
務
）自
分
ノ
考

ヘ
デ
ハ
、
コ
ノ
点

二
就
テ
モ
連
系
会
社

ハ
関
係
会
社

ヲ
統
制
シ
テ
モ
ラ
ヒ
タ
イ
。
即
チ
連
系
会
社
デ
合

法
的

二
関
係
会
社
ノ
内
容
ヲ
検
査
シ
テ
モ
ラ
ヒ
タ
イ
ノ
デ
ア
ル
。

（福
山
善
治
郎
信
託
常
務
）
信
託
会
社
ト
シ
テ
ハ
従
来
ノ
取
引
カ
ラ
感
ジ
タ
コ
ト
ヲ
ニ
、
三
申
シ
上
ゲ
ル
。

第

一
二
関
係
会
社
ノ
統
制

ハ
、
技
術
的
統
制

二
重
キ
ヲ
置
キ
、
資
本
的
統
制

ハ
後
廻
シ
エ
シ
タ
ラ
ヨ
イ
ト
思
フ
。
最
近
各
連
系
会
社
ノ

関
係
会
社
ガ
急
激

二
増
加
シ
タ
ノ
ハ
、　
一
般
小
会
社
ガ
技
術
ノ
高
度
化

・
資
材
ノ
高
級
化

二
応
ジ
ラ
レ
ナ
ク
ナ
ツ
タ
為
、
住
友

二
頼
ツ

テ
来
タ
ノ
デ
ア
ル
。
彼
等

ハ
一
面
住
友
カ
ラ
資
本
的
統
制
ヲ
受
ケ
、
永
年
心
血
ヲ
注
イ
ダ
会
社
ヲ
住
友

二
乗
取
ラ
レ
ハ
シ
マ
イ
カ
ト
大

変
心
配
シ
テ
居
ル
。

第
ニ
ニ
関
係
会
社
ノ
金
融

ハ
、
住
友
ノ
金
融
機
関
デ
ヤ
ル
ノ
ガ
ヨ
イ
ト
思
フ
ガ
、
連
系
会
社
ノ
中

ニ
ハ
関
係
会
社

二
金

ヲ
貸
シ
テ
モ
ラ

ヒ
度
ク
ナ
イ
ノ
モ
ア
リ
、
又
信
託
ト
シ
テ
モ
関
係
会
社
ノ
内
容
ガ
判
明
セ
ネ
バ
、
金
ヲ
貸
ス
コ
ト
ガ
出
来
ナ
イ
ノ
ダ
カ
ラ
、
関
係
会
社

二
関
シ
充
分
ノ
連
絡
ヲ
シ
テ
モ
ラ
ヒ
タ
イ
。

第
三
二
信
託
会
社

ハ
関
係
会
社
ノ
株
ヲ
持

ツ
ノ
ハ
結
構
卜
考

ヘ
テ
居
ル
ガ
、
法
律

ニ
ヨ
リ
金
銭
信
託
ノ
二
〇
％
以
上

ハ
株

ヲ
持
テ
ヌ
コ

ト
ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
ノ
デ
、
御
希
望
通
リ
ニ
ハ
参
ラ
ヌ
。
但
シ
連
系
会
社
ノ
名
前

ヲ
関
係
会
社
ノ
株
主
名
簿
上

二
出
シ
タ
ク
ナ
イ
時

ハ
、

信
託
ヲ
利
用
サ
レ
ル
ト
便
利
デ
ア
ル
シ
、
又
先
程
オ
話
ノ
ア
ツ
タ
検
査

二
就
テ
ハ
、
信
託
会
社
ノ
検
査
制
度
ヲ
御
利
用

ニ
ナ
ル
ト
、
手

第
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本
社
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一
〓
壬
（

数
ガ
省
ケ
ル
ト
思
フ
ノ
デ
、
今
後

ハ
此
ノ
方
面
デ
精
々
住
友
信
託
ヲ
御
利
用
願
度
イ
。

（梶
井
剛
日
本
電
気
専
務
）
先
ズ
商
工
課
御
試
案

二
対
ス
ル
意
見
ヲ
申
シ
上
ゲ
ル
ｃ
第

一
二
関
係
会
社
ノ
定
義

ハ
マ
ア
コ
ン
ナ
処
デ
結
構

ダ
ト
考

ヘ
ル
シ
、
又
日
本
電
気
ノ
関
係
会
社
ト
シ
テ
具
体
的

二
列
挙
セ
ラ
レ
テ
ア
ル
モ
ノ
ニ
就
テ
モ
別
段
異
議

ハ
ア
リ
マ
セ
ン
。

次

二
関
係
会
社
ノ
統
制
指
導
方
法

二
就
テ
モ
、
商
工
課
御
試
案
ノ
趣
旨

ハ
結
構
デ
ア
ル
ト
考

ヘ
ル
。
日
本
電
氣
ノ
具
体
的
実
情
ヲ
中
シ

上
ゲ
レ
バ
、
統
制
指
導
ノ
担
当
機
関
ト
シ
テ
経
理
部
査
業
課
ガ
之

二
当
り
、
商
工
課
試
案
卜
大
体
同
様
ナ
事
務
的
連
絡
方
法

ヲ
ト
ル
様

努
メ
テ
居
ル
ガ
、
未
ダ
会
計
検
査

ヲ
ス
ル
迄

ニ
ハ
至
ツ
テ
居
ナ
イ
。

次

二
本
社
ト
ノ
連
絡
方
法

二
就
テ
ハ
、
現
在
未
ダ
充
分
ナ
連
絡
ガ
行

ハ
レ
テ
居
ナ
イ
様

二
考

ヘ
ル
ノ
デ
、
今
後

ハ
努
メ
テ
且
喜

ン
デ

色
々
ナ
御
報
告
ヲ
差
上
グ
ル
様

ニ
シ
タ
イ
ト
念
願
シ
テ
居
ル
次
第
デ
ア
ル
。

又
関
係
会
社
ノ
金
融
問
題

二
就
テ
モ
、
今
迄
大
分
住
友
銀
行

二
御
迷
惑
ヲ
オ
掛
ケ
申
シ
上
ゲ
タ
コ
ト
ガ
ア
リ
、
先
刻
ノ
岡
橋
専
務
ノ
御

小
言

ニ
ハ
自
分
ト
シ
テ
思
ヒ
当
ル
節
モ
ア
ル
ノ
デ
、
大
変
恐
縮
シ
タ
次
第
デ
ア
ツ
テ
、
今
後

ハ
努
メ
テ
コ
ノ
点

二
就
テ
モ
銀
行
、
信
託

卜
連
絡
ス
ル
ヤ
ウ
ニ
致
シ
タ
イ
ト
存
ジ
テ
居
ル
。

只
今
申
シ
上
ゲ
タ
コ
ト
ハ
、
商
工
課
御
試
案

二
対
ス
ル
私
ノ
意
見
デ
ア
ル
ガ
、
元
来
各
連
系
会
社
ノ
関
係
会
社
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
、
各
連

系
会
社
夫
々
ノ
事
業
ノ
特
殊
性

二
応
ジ
、
其
ノ
提
携
ガ
成
立
シ
タ
モ
ノ
ト
考

ヘ
ラ
ル

ヽ
故
、
之
ガ
指
導
統
制

二
当

ツ
テ
ハ
、
商
工
課
御

試
案
ノ
様
ナ

一
律
的
、
形
式
的
統
制
方
法
ヲ
考

ヘ
ル
以
外

二
、
其
ノ
特
殊
性

二
対
応
ス
ベ
キ
特
殊
的
、
実
質
的
ナ
方
法
ガ
採
用
セ
ラ
ル

ベ
キ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
考

ヘ
ラ
レ
ル
ノ
デ
ア
ル
。

ソ
コ
デ
私

ハ
、
日
本
電
氣
ノ
関
係
会
社
ノ
特
殊
性
ト
モ
謂
フ
ベ
キ
モ
ノ
ヲ
御
話
申
シ
上
ゲ
、
コ
ノ
特
殊
性

二
立
脚
シ
タ
将
来
ノ
指
導
統

制
方
針
ヲ
申
シ
上
ゲ
テ
、
皆
様
ノ
御
参
考

二
供
シ
タ
イ
ト
考

ヘ
ル
。

御
手
許

ニ
ア
ル
関
係
会
社

一
覧
表
ヲ
御
覧

ニ
ナ
レ
バ
ス
グ
御
判
リ
ニ
ナ
ル
ト
思
フ
ガ
、
日
本
電
氣
ノ
関
係
会
社

ニ
ハ
同
業
関
係
ノ
モ
ノ



換
言
ス
レ
バ
日
本
電
気
卜
同
ジ
製
品
ヲ
製
造
シ
テ
居
ル
会
社
ガ
頗
ル
多
数
ア
ル
ノ
デ
ア
ル
ｃ

元
来
通
信
事
業
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
、
其
ノ
公
共
性

二
鑑
ミ
、
世
界
何
レ
ノ
国

二
於
テ
モ
官
営
或
イ
ハ
半
官
半
民
的
独
占
会
社
ノ
事
業
ト
ナ

ツ
テ
居
リ
マ
ス
ル
関
係
上
、
之
ガ
資
材
ノ
供
給
ヲ
司
ル
通
信
機
器
製
造
事
業

二
就
テ
モ
、
日
本
以
外
ノ

一
流
国
家

二
於
テ
ハ
，
何
レ
モ

公
然
卜
或

ハ
暗
黙
ノ
了
解
ノ
下
二
、　
一
元
的
統
制
ガ
行

ハ
レ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
ル
。
即
チ
米
国

二
於
ケ
ル
Ａ

・
Ｔ

・
Ｔ
社
ガ
之
デ
ア
リ
、

英
国
ノ
Ｓ

・
Ｔ

・
Ｃ
社
、
独
逸
ノ
ジ
ー
メ
ン
ス

・
ハ
ル
ス
ケ
社
ガ
之
デ
ア
ル
。

然
ル
ニ
我
国

二
於
テ
ハ
、
通
信
事
業

二
就
テ
ハ
完
全
ナ
ル
国
営
制
度
ガ
採
用
セ
ラ
レ
テ
居
ル
ノ
ニ
反
シ
、
遺
憾
ナ
ガ
ラ
通
信
機
器
製
造

事
業

二
就
テ
ハ
、
何
等
ノ
統
制
モ
加

ヘ
ラ
レ
ズ
、
大
小
幾
多
ノ
会
社
ガ
群
立
シ
、
然
モ

「弱
キ
ヲ
助
ケ
テ
強
キ
ヲ
挫
ク
」
卜
云
フ
伝
統

的
感
情
モ
手
伝
ツ
テ
、
軍
部

ハ
小
会
社

二
多
額
ノ
註
文
ヲ
与

へ
、
大
会
社

ハ
寧

口
白
眼
視
セ
ラ
ル

ヽ
卜
云
フ
傾
向

ニ
サ
ヘ
ア
ル
ノ
デ
ア

ル
。

日
本
電
気
ガ
其
ノ
傘
下
二
多
数
ノ
同
業
小
会
社
ヲ
吸
収
シ
タ
ノ
モ
、
実

ニ
コ
ノ
特
殊
性

二
対
応
セ
ン
ガ
タ
メ
ニ
外
ナ
ラ
ヌ
ノ
デ
ア
ツ
テ
、

従
而
之
等
諸
会
社

二
対
ス
ル
統
制
指
導
方
針
卜
称
ス
ベ
キ
モ
ノ
モ
、
単

二
一
律
的
、
形
式
的
ナ
モ
ノ
デ
ア
ツ
テ
ハ
不
充
分
デ
ア
リ
、
其

ノ
内
部

二
入
り
、
其
ノ
経
営

二
就
キ
又

ハ
其
ノ
技
術

二
就
キ
、
実
質
的

ニ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ヲ
加

ヘ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ノ
デ
ア
ル
。

然
ル
ニ
現
在
軍
部
ノ
方
針

ハ
、
既

二
申
シ
上
ゲ
タ
如
ク
、
小
会
社
保
護
主
義
デ
ア
ツ
テ
、
之
等
日
本
電
氣
ノ
関
係
会
社

二
就
テ
モ
、
今

日
迄
軍
部
ノ
カ
デ
育
成
シ
タ
ノ
ダ
ト
云
フ
観
念
ガ
ア
ル
関
係
上
、
日
本
電
気
製
品
卜
全
ク
同
種
類
ノ
製
品
ヲ
発
註
シ
、
下
請
会
社
ト
シ

テ
ノ
機
能
ヲ
減
殺
シ
、
又
之
ガ
営
業
政
策

二
干
渉
シ
、
以
テ
日
本
電
気
ノ
之
等
関
係
会
社

二
対
ス
ル
統
制
指
導

ヲ
困
難
ナ
ラ
シ
メ
テ
居

ル
ノ
デ
ア
ル
ｃ

（自
分
ガ
育
テ
タ
ト
思
フ
子

ハ
可
愛
イ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
）
然
シ
最
近

ハ
軍
部

二
於
テ
モ
、　
従
来
ノ
方
針
ガ
誤
リ
デ
ア

ツ
タ
コ
ト
ガ
次
第

二
判
ツ
テ
来
夕
様

二
思

ハ
レ
ル
ノ
デ
、
結
局
私
ノ
考

ヘ
テ
ヰ
ル
将
来
ノ
方
針
ト
シ
テ
ハ
、
之
等
関
係
会
社

二
対
シ
技

術
的
統
制
ヲ
加

へ
―
尤
モ
技
術
家

ハ
兎
角
技
術
上
ノ
問
題

二
就
テ
ハ
狭
量
デ
ア
ル
カ
ラ
漸
進
的

二
行
フ
必
要

ハ
ア
ル
ガ
ー
更

二
進
ン
デ
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三
二
八

将
来

ハ
、
之
等
関
係
会
社
ヲ
日
本
電
気

二
合
併
シ
テ
シ
マ
フ
コ
ト
ガ
、
上
述
ノ
如
キ
困
難
ヲ
解
消
ス
ル
最
善
ノ
方
策
デ
ハ
ア
ル
マ
イ
カ

ト
考

ヘ
テ
居
ル
次
第
デ
ア
ル
。
但
シ
此
ノ
合
併
問
題
卜
云
フ
コ
ト
ガ
、
外
部

二
洩
レ
ル
時

ハ
、
之
等
関
係
会
社

二
対
シ
、
多
大
ノ
不
安

ヲ
与

ヘ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
又
之

二
関
聯
シ
タ
諸
種
ノ
問
題
ヲ
惹
起
ス
ル
惧
レ
ガ
ア
ル
ノ
デ
、
只
今
ノ
話

ハ
此
ノ
席
上
ダ
ケ
ノ
モ
ノ
ト
シ

テ
戴
キ
タ
イ
。

最
後

二
日
本
電
氣

二
於
テ
ハ
、
最
近

二
於
ケ
ル
高
周
波
通
信
技
術
ノ
発
達

二
対
応
ス
ル
タ
メ
、
先
年
東
北
金
属
工
業
ヲ
設
立
シ
タ
ガ
、

之

二
関
シ
金
属
工
業
、
電
氣
工
業
ノ
両
社
ヨ
リ
資
本
的
、
技
術
的

二
多
大
ノ
御
援
助
ヲ
黍
ウ
シ
テ
ヰ
ル
コ
ト
ヲ
、
此
ノ
席
上
ヲ
オ
借
リ

シ
テ
厚
ク
御
礼
申
シ
上
ゲ
ル
次
第
デ
ア
ル
。

（栗
原
徹
東
京
販
売
店
支
配
人
）
私
ノ
方
デ
製
品
ヲ
取
扱

ツ
テ
居
ル
関
係
会
社

ハ
、
日
本
電
氣
、
阪
根
金
属
、
山
川
プ
レ
ス
、
神
東
塗
料
、

日
本
板
硝
子
デ
ア
ル
。
特

二
販
売
上
ノ
知
識
ヲ
必
要
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
就
テ
ハ
、
関
係
会
社
ヨ
リ
人
ヲ
モ
ラ
ツ
テ
嘱
託
ト
シ
テ
居
ル
。

（平
佐
周
三
京
城
販
売
店
支
配
人
）
販
売
店
デ
製
品
ヲ
取
扱

フ
関
係
会
社

二
対
シ
テ
ハ
、
先
刻
大
屋
専
務
ヨ
リ
モ
オ
話
ノ
ア
ツ
タ
様

二
、

常
勤
ノ
重
役
ヲ
入
レ
テ
戴
キ
タ
イ
。
常
勤
ノ
重
役
ノ
入
ツ
テ
居
ナ
イ
関
係
会
社
中

ニ
ハ
、
住
友
精
神

二
反
シ
タ
行
為
ヲ
ス
ル
モ
ノ
ガ
ア

ル
ノ
ハ
遺
憾
デ
ア
ル
。

（飯
田
好
文
神
戸
販
売
店
支
配
人
）
私
ノ
方

ハ
、
関
係
会
社
ノ
事
情
ヲ
知
ル
唯

一
ノ
案
内
ト
シ
テ
、
商
工
課
発
行
ノ
事
業
要
報

ヲ
参
考

ニ

シ
テ
居
ル
。
又
新
規

二
関
係
会
社
ノ
製
品
ヲ
取
扱

フ
際

ニ
ハ
、
事
前

二
親
会
社
卜
連
絡
シ
テ
居
ル
。

私
ノ
店
デ
ハ
、
東
京
販
売
店
デ
取
扱

ツ
テ
居
ル
製
品
ノ
外
、
関
東
特
殊
製
鋼
ノ
製
品
モ
取
扱

ツ
テ
居
ル
。
関
係
会
社
ノ
販
売
方
針
卜
住

友
ノ
販
売
方
針
ト
ガ
相
反
ス
ル
コ
ト
ノ
ア
ル
ノ
ハ
、
私
モ
同
感
デ
、
各
連
系
会
社

二
於
テ
モ
此
ノ
点
特

二
御
注
意
願
度
イ
ト
思
フ
。

（北
沢
敬
二
郎
生
命
保
険
専
務
）
生
命
保
険

ハ
、
連
系
会
社
、
関
係
会
社
ノ
株
ヲ
相
当
沢
山
持

ツ
テ
居
ル
ガ
、
持

ツ
際

ニ
ハ

（
一
）

絶
対

二
処
分
シ
ナ
イ
モ
ノ



（
二
）

本
社
卜
打
合
ノ
上
処
分
シ
得
ル
モ
ノ

（三
）

自
由

二
処
分
シ
得
ル
モ
ノ

ノ
三
種
類

二
分
ケ
テ
居
ル
。

尚
本
年
ヨ
リ
保
険
業
法
ガ
改
正

ニ
ナ
リ
、
総
資
産
ノ
三
〇
％
迄
シ
カ
株
式
投
資
ガ
出
来
ナ
ク
ナ
ツ
タ
ノ
デ
、
今
後

ハ
社
債
ノ
引
受
或

ハ

エ
場
財
団
設
定

ニ
ヨ
ル
貸
金
等
ノ
分
野
二
対
シ
、
信
託
卜
協
カ
ノ
上
進
出
シ
タ
イ
ト
考

ヘ
テ
居
ル
。
尚
新
シ
ク
関
係
会
社
卜
提
携
セ
ラ

レ
タ
際

ハ
、
成
ル
可
ク
早
ク
御
連
絡
願
ヒ
度
イ
ト
考

ヘ
テ
居
ル
。

（丸
山
精

一
本
社
検
査
役
）
私

ハ
販
売
店
担
当
ノ
検
査
役
ト
シ
テ

一
言
シ
タ
イ
。
先
程
モ
オ
話
ノ
ア
ツ
タ
通
り
、
各
販
売
店
デ
関
係
会
社

カ
ラ
販
売
関
係
ノ
人
ヲ
ツ
レ
テ
来
ル
ノ
ハ
結
構
ダ
ガ
、
大
分
訓
練
ガ
足
リ
ヌ
様

二
考

ヘ
ル
ノ
デ
、
今
後

ハ
成
ル
可
ク
住
友
系
ノ
人
ヲ
派

遣
ス
ル
様

ニ
シ
テ
モ
ラ
ヒ
タ
イ
。
又
斯
ル
嘱
託
ノ
傭
入
レ
ハ
、
本
社

二
対
シ
報
告
ス
レ
バ
ヨ
イ
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
ガ
、
其
丈

二
充
分

慎
重
ヲ
期
シ
テ
戴
キ
タ
イ
ト
考

ヘ
ル
。

（小
畑
忠
良
本
社
経
理
部
長
）
関
係
会
社
ノ
統
制
指
導

二
就
テ
ハ
、
本
社
経
理
部
デ
特

二
意

ヲ
用
ヒ
テ
居
ル
ノ
デ
、
其
ノ
理
由

ハ
今
後
不

況
ガ
来
襲
シ
タ
際
関
係
会
社
ノ
為
親
会
社
ガ
重
大
ナ
影
響
ヲ
受
ケ
ル
コ
ト
ガ
心
配

二
絶

エ
ヌ
カ
ラ
デ
ア
ル
。　
一
般

二
住
友
ノ
関
係
会
社

ハ
、
親
会
社

二
利
用
サ
レ
ル
以
上

二
親
会
社
ヲ
利
用
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
ツ
テ
、
好
況
ノ
際

ニ
ハ
親
会
社

二
相
談
モ
セ
ズ

ニ
勝
手

二
事
業

ヲ
拡
張
シ
、
不
況

ニ
ナ
ル
ト
親
会
社
ノ
肛
ヲ
唱
リ
ニ
来
ル
ノ
デ
ハ
、
甚
ダ
困
ル
。
コ
ノ
点
特

二
御
留
意
願
度
イ
。
販
売
店
ノ
御
苦
情
モ

尤
モ
ト
考

ヘ
ル
ガ
、
関
係
会
社
ダ
カ
ラ
ト
云
ツ
テ
直
グ
ニ
其
ノ
製
品
ヲ
取
扱

フ
必
要

ハ
ナ
イ
ノ
ダ
カ
ラ
、
其
ノ
点
連
系
会
社
卜
充
分
ノ

連
絡
ヲ
取

ツ
テ
戴
キ
タ
ク
、
又
嘱
託
ノ
人
選

二
就
テ
モ
、
各
販
売
店

二
於
テ
充
分
責
任
ヲ
持

ツ
テ
モ
ラ
ヒ
タ
イ
ト
考

ヘ
ル
。
又
関
係
会

社
ノ
金
融
問
題

二
就
テ
モ
、
関
係
会
社
ダ
カ
ラ
ト
云
ツ
テ
安
心
セ
ズ

ニ
、
普
通
ノ
取
引
先
卜
同
様
充
分
ノ
調
査
ヲ
シ
テ
カ
ラ
金
融
ス
ル

様
御
願
ヒ
申
シ
上
ゲ
ル
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二
九



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（１１
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一四
〇

こ
の
会
議
の
結
果
を
ふ
ま
え
商
工
課
試
案
を
修
正
し
て
、
六
月
二
十

一
日
本
社
経
理
部
長
小
畑
忠
良
は
、
銀
行
、
信
託
を
除
く
連
系
会
社

の
各
主
管
者
に
対
し
、
次

の
よ
う
な
通
知
に
よ
り

「連
系
会
社
ノ
関
係
会
社

二
対
ス
ル
統
制
事
項
」
（資
料
１２
）
を
送
付
し
た
。
ま
た
銀
行
、

信
託
の
主
管
者
に
対
し
て
は
、
同
日
付
商
第
二
九

一
号
を
も

っ
て
そ
の
旨
を
通
知
し
、
参
考
と
し
て
連
系
会
社
あ
て
の
通
知
写
と
統
制
事
項

を
送
付
し
た
。

商
第
二
九
〇
号

昭
和
十
五
年
六
月
二
十

一
日

住
友
本
社
経
理
部
長
　
　
　
小
畑
　
忠
良

鎮
業
、
金
属
、
電
気
、
化
学
、
機
械
、
ア
ル
ミ
、
満
金
、
四
囲
中
央
、
倉
庫
、
北
港
、
保
険
、
海
上
、
ビ
ル

各
主
管
者
宛

連
系
会
社
ノ
関
係
会
社

二
対
ス
ル
統
制
方
法

二
関
ス
ル
件

拝
啓
　
陳
者
従
来
連
系
各
社
ノ
関
係
会
社

二
対
ス
ル
統
制
方
法

二
就
テ
ハ
別
段
ノ
規
定
無
ク
、
其
ノ
関
係
ノ
経
緯
其
他
ノ
事
情

二
依
リ

各
々
其
ノ
取
扱
ヲ
異

ニ
シ
、
不
統

一
ナ
ル
実
情

二
有
之
候
処
、
最
近
各
社
事
業
ノ
発
展

二
伴
ヒ
、
其
ノ
関
係
会
社
漸
次
多
数
ト
ナ
リ
、

之
等
関
係
会
社

二
対
ス
ル
統
制
指
導
ノ
適
否
如
何

ハ
、
菅

二
之
等
関
係
会
社
事
業
ノ
発
展

二
関
係
ス
ル
所
大
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
延
イ

テ
ハ
全
住
友
事
業
ノ
発
展

二
影
響
ス
ル
所
砂
カ
ラ
ザ
ル
ニ
鑑
ミ
、
今
後
之
ガ
取
扱
方
ヲ
統

一
致
度
、
先
般
開
催
ノ
主
管
者
協
議
会

二
於

ケ
ル
御
協
議
ノ
結
果
ヲ
モ
参
酌
シ
、
爾
今
別
紙
要
項

二
依
り
、
事
情
ノ
許
ス
限
り
統

一
実
施
ノ
コ
ト
ニ
決
定
相
成
候
間
、
此
段
依
命
及

御
通
知
候
也
。

追
而
別
紙
要
項
中

「
関
係
会
社
ノ
定
義
」

二
基
ク
関
係
会
社
ノ
指
定

二
就
テ
ハ
、
左
記

二
依
り
当
方
宛
御
協
議
相
成
度
候
。

記



（
一
）

「
関
係
会
社

ノ
定
義
」

二
基
キ
、
関
係
会
社
ト
シ
テ
指
定
セ
ン
ト
ス
ル
会
社

ノ
有
無
並

二
指
定

セ
ン
ト
ス
ル
会
社
名

（
二
）

「
関
係
会
社

ノ
定
義
」

二
基
キ
、
当
然
関
係
会
社
タ
ル
可
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、

都
合

ニ
ヨ
リ
関
係
会
社
ト
シ
テ
指
定

セ
ザ
ル
モ
ノ

ニ
付

テ
ハ
、
其

ノ
会
社
名
並

二
其

ノ
事
由

（三
）

一
旦
関
係
会
社
ト
シ
テ
指
定

シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
其

ノ
指
定

ヲ
取
消
サ
ン
ト
ス
ル
場
合

ハ
、
其
ノ
会
社
名
並

二
其

ノ
事
由

以
上

（添
付
書
類
と

、
連
系
会
社

ノ
関
係
会
社

二
対

ス
ル
統
制
事
項
　
　
　
　
　
一
通
（註
、
資
料
１２
）

一
方
特
定
関
係
会
社

た
る
日
本
電
気
、
日
本
板
硝
子
、
静
狩
金
山

の
各
主
管
者

に
対
し
て
も
、
同
日
付
商
第
二
九
二
号

「
関
係
会
社

二
対

ス
ル
統
制
方
法

二
関
ス
ル
件
」
を
も

っ
て
、
連
系
会
社
宛

の
通
知
写

と
統
制
要
項
を
同
封

し
て
、
次

の
よ
う

に
連
系
会
社

と
同
様

に
実
施
す

る
こ
と
を
求

め
た
。

拝
啓
　
陳
者
先
般
開
催

ノ
主
管
者
協
議
会

二
於

テ
、
御
協
議
願
上
候

「連
系
会
社

ノ
関
係
会
社

二
対

ス
ル
統
制

二
関

ス
ル
件
」

二
就

テ

ハ
、
右
御
協
議
ノ
結
果

ヲ
モ
参
酌

シ
、
今
般
添
付
別
紙

ノ
通
り
統

一
実
施

ノ
コ
ト
ト
決
定
、
連
系
各
社

二
対
シ
通
知
致
置
候
間
、
左
様

御
承
知
相
成
度
、
貴
社

二
於

テ
モ
右

二
準
ジ
、
事
情

ノ
許

ス
限
り
実
施
相
成
度
、
此
段
依
命
及
御
通
知
候
也
。

（資
料
１
）

甲
第
七
号
達

株
式
会
社
住
友
本
社
事
務
章
程
中
左

ノ
通
改
正

ス
ｃ

昭
和
十
三
年

一
月
二
十
日

住
友
本
社

一
、
第
四
条
　
検
査
役
及
検
査
役
補

ノ
項
第

一
号
中

「担
当
理
事

ノ
指
示

二
依

り
」

ヲ

一‐専
務
理
事

二
直
属

シ
」

二
改

ム
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一四

一



一

、

一

、

一

、

備
考

一

、

第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一四
二

第
五
条
ヲ
左
ノ
如
ク
改
ム
。

第
五
条
　
社
長

ハ
理
事
中
ヨ
リ
専
務
理
事

一
名
ヲ
指
定
ス
。
専
務
理
事

ハ
部
長
以
下
ヲ
指
揮
シ
テ
、
会
社
ノ
業
務
ヲ
処
理
ス
。

第
十
条
ヲ
左
ノ
如
ク
改
ム
。

第
十
条
　
本
会
社

二
左
ノ
部
ヲ
置
ク
。

人
事
部

経
理
部

総
務
部

第
十
五
条
本
文
中

「及
地
所
家
屋
」
ヲ

「地
所
家
屋
及
営
繕
」

二
改
メ
、
同
条
末
尾

二
左
ノ
如
ク
加
フ
。

営
繕
課
　
建
設
物
ノ
新
築
、
改
築
、
修
理
其
ノ
他
営
繕

二
関
ス
ル
事
項
。

第
十
六
条
第
六
号
ノ
次

二
左
ノ

一
号
ヲ
加

へ
、
第
七
号
ヲ
第
八
号
ト
ス
。

七
　
主
管
ノ
エ
事

二
関
シ
、
別

二
定
ム
ル
限
度
内

二
於
テ
、
予
算
ノ
決
定
並
工
事
ノ
施
行

ヲ
為
ス
コ
ト
。

第
十
七
条
ヲ
削
除
シ
、
以
下
各
条

一
条
宛
繰
上
ク
。

今
回
設
置
セ
ラ
ル
ヘ
キ
本
社
ノ
常
務
執
行
機
関
ノ
名
称

二
関
シ
テ
ハ
、
「専
務
理
事
」
、
「常
務
理
事
」

ノ
ニ
案

ヲ
立
テ
得
ベ
シ
。　
一
般

ノ
用
例
、
拉

二
字
義
ヨ
リ
稽
フ
ル
ト
キ
ハ
、
総
理
事
ノ
下
二
於
ケ
ル
常
務
執
行
機
関
ノ
名
称
ト
シ
テ
ハ
、
「常
務
理
事
」

ノ
方
ガ
穏
当

ナ
ル
ガ
如
ク
感
ゼ
ラ
ル

ヽ
モ
、
此
ノ
名
称
ヲ
用
フ
ル
ト
キ
ハ
、　
一
昨
年
迄
実
施
セ
ラ
レ
タ
ル
旧
常
務
理
事
制

二
逆
戻
リ
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ

リ
、
面
白
カ
ラ
ザ
ル
感
ジ
ア
ル
ヲ
以
テ
、
「専
務
理
事
」
ノ
名
称

ヲ
使
用
ス
ル
コ
ト

ヽ
シ
タ
リ
。

旧
常
務
理
事

ハ
、
「若
干
名
」

ヲ
置
キ
得
ル
コ
ト

ヽ
為
り
居
り
、
現

二
二
名
ノ
常
務
理
事
在
職
セ
ラ
レ
タ
ル
実
例
無
キ
ニ
非
レ
ド
モ
、



原
則
ト
シ
テ
ハ
一
名
制
ヲ
以
テ
終
始
セ
リ
。
蓋
シ
常
務
理
事
（又

ハ
専
務
理
事
）
ヲ
置
テ
、
部
長
以
下
本
社
ノ
各
機
関
ヲ
指
揮
、
統
轄
ス

ル
所
以

ハ
、
主
ト
シ
テ
本
社
ノ
事
務
ノ
統

一
ヲ
図
ル
ニ
在
り
、
此
ノ
点
ヨ
リ
見
テ
、
其
ノ
員
数

ハ
一
名
ト
ス
ル
ヲ
最
モ
適
当
ト
シ
、
寧

口
制
度
上

一
名
卜
規
定
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
。
因
テ
本
案

ハ
、
専
務
理
事
ノ
定
員
ヲ
一
名
卜
規
定
ス
ル
コ
ト

ヽ
セ
リ
。

三
、
従
前
ノ
規
程

二
於
テ
ハ
、
第
三
章
ヲ

「
理
事
会
及
常
務
理
事
」
ノ
章
ト
シ
、
此
ノ
章

二
常
務
理
事

二
関
ス
ル
規
定

ヲ
設
ケ
タ
リ
。
然
ル

二
一
昨
年
担
当
理
事
制
施
行

二
際
シ
、
右
ノ
規
定
ヲ
廃
止
シ
、
新

二
第
二
章

「職
制
」
ノ
部

二
担
当
理
事

二
関
ス
ル
条
文

ヲ
追
加
ス
ル

コ
ト

ヽ
セ
リ
。
此
ノ
第
二
章

ハ
、
本
社
ノ
各
職
名
及
其
ノ
職
務
権
限
ヲ
規
定
ス
ベ
キ
場
所

ニ
シ
テ
、
今
回
ノ
専
務
理
事

二
関
ス
ル
条
文

ヲ
、
此
ノ
章

二
設
ク
ル
ヲ
適
当
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
、
現
在
ノ
担
当
理
事

二
関
ス
ル
条
文
（第
五
条
）
ヲ
専
務
理
事

二
関
ス
ル
条
文

二
変
更
ス

ル
コ
ト

ヽ
シ
タ
リ
。

四
、
本
社
営
繕
課

ハ
、
工
作
部
廃
止
ノ
際
独
立
ノ
課
ト
ナ
リ
、
何
レ
ノ
部

ニ
モ
属
セ
ズ
、
本
社
事
務
組
織
中
例
外
的
地
位

ヲ
有
ス
。
然
ル
ニ

日
常
事
務
ノ
執
行

二
当
リ
テ
ハ
、
之
ガ
為
メ
往
々
不
便
ヲ
免
レ
ズ
、
何
レ
カ
ノ
部

二
所
属
セ
シ
ム
ル
必
要
ヲ
感
ジ
来
レ
リ
。
因
テ
今
回

ノ
事
務
章
程
改
正
ヲ
機
ト
シ
、
事
務
上
最
モ
密
接
ノ
関
係
ア
ル
総
務
部

二
編
入
シ
テ
、
以
テ
右
ノ
不
都
合
ヲ
匡
正
セ
ン
ト
ス
ル
次
第
ナ

（資
料
２
）

関
係
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
（昭
和
十
三
年

一
月
制
定
）

第

一
条
　
本
会
社
ノ
利
益

ヲ
代
表
シ
テ
、
関
係
会
社
ノ
役
員
卜
為
ル
ヘ
キ
者

ハ
、
本
会
社
並
連
系
会
社
ノ
職
員
中
ヨ
リ
本
会
社
之
ヲ
指
定
ス
。

第
二
条
　
ユ則
条
ノ
規
定

二
依
り
、
関
係
会
社
ノ
役
員
卜
為
リ
タ
ル
者

ハ
、
本
会
社
ノ
指
示
ス
ル
方
針

二
檬
り
、
当
該
会
社
ノ
事
務

二
従
事
ス

ヘ
キ
モ
ノ
ト
シ
、
特

二
左
記
事
項

二
付
テ
ハ
、
当
該
会
社
ノ
内
議
決
定

二
先
チ
、
予
メ
本
会
社
ノ
承
認
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。

一
、
定
款
ノ
変
更
、
払
込
ノ
徴
収
、
社
債
ノ
募
集
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一四
三



ル弟

〓
早
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一四
四

二
、
事
業
ノ
新
設
、
改
廃
、
起
業
ノ
計
書
。

三
、
毎
年
度
会
計
見
積
書
及
決
算
ｃ

四
、
外
部

二
対
ス
ル
投
資
並
役
員
ノ
派
出
。

五
、
重
要
職
員
ノ
任
免
、
転
補
並
退
職
慰
労
金
。

六
、
職
員
ノ
海
外
出
張
並
留
学
．
但
シ
満
洲
國
及
支
那
出
張

ヲ
除
ク
。

七
、
職
員

二
対
ス
ル
賞
与
、
各
種
ノ
臨
時
給
与
、
慰
藉
待
遇
等
ｃ
但
シ
定
例
又

ハ
軽
微
ノ
モ
ノ
ヲ
除
ク
。

八
、
職
員
及
労
働
者

二
関
ス
ル
重
要
ナ
ル
規
程
、
制
度
並
施
設
。

九
、
労
働
者

二
対
ス
ル
各
種
ノ
給
与
賑
血

二
関
ス
ル
事
項
ｃ
但
シ
定
例
又

ハ
軽
微
ノ
モ
ノ
ヲ
除
ク
。

十
、
業
務
執
行

二
関
ス
ル
重
要
ナ
ル
規
程
ｃ

十

一
、
重
要
ナ
ル
契
約
及
訴
訟
。

十
二
、
重
要
ナ
ル
寄
贈
接
待
り

十
三
、
取
引
銀
行
ノ
選
定
。

十
四
、
株
主
総
会

二
提
出
ス
ル
事
項
。

十
五
、
前
各
号
以
外
ノ
事
項
卜
雖
重
要
ナ
ル
モ
ノ
。

前
各
号
ノ
事
項

ハ
、
当
該
会
社
ノ
業
態

二
依
り
、
本
会
社
ノ
指
定
ヲ
以
テ
之
ヲ
増
減
変
更
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
。

第
二
条
　
第

一
条
ノ
規
定

二
依
り
、
関
係
会
社
ノ
役
員
卜
為
リ
タ
ル
者

ハ
、
当
該
会
社
ノ
業
務

二
付
、
本
会
社
ノ
指
定
シ
タ
ル
事
項
其
ノ
他

重
要
ナ
ル
事
項

二
関
シ
、
本
会
社

二
報
告
ヲ
提
出
ス
ヘ
シ
。

第
四
条
　
第

一
条
ノ
規
定

二
依
り
、
関
係
会
社
ノ
役
員
卜
為
リ
タ
ル
者

二
対
ス
ル
報
酬
其
ノ
他
給
与

二
関
シ
テ
ハ
、
別

二
之
ヲ
定
ム
。



第
五
条
　
第

一
条
ノ
規
定

二
依
り
、
関
係
会
社
ノ
役
員
卜
為
リ
タ
ル
者
、
停
年
、
解
一雇
其
ノ
他
ノ
事
由

二
因
り
、
職
員
タ
ル
身
分
ヲ
喪
失
シ

タ
ル
ト
キ
ハ
、
当
然
第

一
条

二
依
り
、
指
定
セ
ラ
レ
タ
ル

一
切
ノ
関
係
会
社
役
員
タ
ル
地
位

ヲ
失
ヒ
、
直
チ
ニ
退
任
ノ
手
続
ヲ
為

ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
。

（資
料
３
）

昭
和
十
三
年
六
月
二
十
日

人
事
部
長
　
　
河
井
　
昇
三
郎

聖
戦
既

二
十
ヶ
月
、
支
那
事
変

ハ
今
ヤ
長
期
戦
卜
相
成
候
処
、
刻
下
ノ
非
常
時
局
ヲ
克
服
シ
鷹
懲
ノ
ロ
的
ヲ
達
成
ス
ル
ニ
ハ
巨
額
ノ
軍
事

費
ヲ
必
要
ト
シ
、
之
ガ
為
メ
政
府

ハ
国
民
貯
蓄
ノ
大
増
加
ヲ
図
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
最
モ
緊
要
ナ
リ
ト
考

へ
、
今
後

一
年
間

二
八
十
億
円
程
度

ヲ

目
標
ト
シ
テ
貯
蓄
奨
励
ノ

一
大
国
民
運
動
ヲ
起
シ
、
全
国
民
ノ
協
カ
ヲ
求
メ
ツ
ツ
ア
ル
コ
ト
ハ
御
承
知
ノ
如
ク
ニ
有
之
候
。

我
住
友

二
於
テ
ハ
桑

二
住
友
公
債
報
国
会
ヲ
組
織
シ
些
力
公
債
応
募
ノ
実
ヲ
挙
ゲ
居
り
候
処
、
今
般
提
唱
セ
ラ
レ
タ
ル
貯
蓄
奨
励
ノ
国
策

二
順
応
ス
ル
為

ニ
ハ
尚
十
分
ト
ハ
申
シ
難
キ
次
第
卜
相
成
候
。
就
テ
ハ
今
期
ヨ
リ
毎
期
末

二
於
テ
各
自
賞
与
ノ
若
干
ヲ
割
キ
、
公
債
報
国
会

特
別
醸
金
ト
シ
テ
公
債
応
募
ノ
資
金
ヲ
潤
沢
ナ
ラ
シ
メ
、　
〓
思
報
国
ノ
誠
ヲ
致
ス
コ
ト
ト
相
成
候
。
各
位

二
於
テ
ハ
右
ノ
趣
旨
ヲ
諒
察
セ
ラ

レ
何
卒
御
賛
同
被
下
度
、
此
段
依
命
御
通
知
芳
得
貴
意
候
也
。

追
テ
今
期
末
ノ
醸
金
額
其
ノ
他

二
付
テ
ハ
左
記
ノ
通

二
有
之
候
間
、
御
了
承
被
下
度
候
。

己

一
、
特
別
醸
金
額

ハ
左

ノ
通
ト
シ
、
成

ル
可
ク
多
額

ヲ
醸
出

ス
ル
コ
ト
。

高
等
乃
至
二
等
職
員
（月
俸
二
五
０
円
以
上

ノ
者
）
毎
月
醸
金
額

ノ
五
倍
以
上

二
等
職
員
（月
俸
二
五
０
円
未
満

ノ
者
）
　

　

　

〃
　
　
　
　
　
四
倍
以
上

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

二
四
五



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一四
六

三
等
職
員
以
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
一二
倍
以
上

右

二
依
り
期
末

ハ
例
月
分
卜
合
シ
テ
六
倍
乃
至
四
倍
以
上
ト
ナ
ル
。
（後
略
）

（資
料
４
）

昭
和
十
三
年
十
二
月
二
十
日

住
友
本
社
人
事
部
長
　
　
河
井
　
昇
三
郎

暴

二
広
東
並

二
武
漢
三
鎮
ノ
攻
略
成
リ
テ
時
局

ハ
愈
々
長
期
建
設
ノ
段
階

二
進
展
シ
、
諸
般
ノ
戦
時
政
策

ハ
益
々
強
化
セ
ラ
レ
候
処
、
国

民
貯
蓄
ノ
増
加
、
事
変
公
債
ノ
消
化

二
就
テ
モ

一
層
ノ
成
果
ヲ
期
ス
ル
為
メ
劃
策
ヲ
進
メ
ラ
レ
ツ
ツ
ア
ル
コ
ト
ハ
既

二
御
承
知
ノ
通

二
有
之

候
ｃ我

ガ
住
友

二
於
テ
ハ
昨
年
十
月
率
先
シ
テ
住
友
公
債
報
国
会

ヲ
組
織
シ
、
毎
月
醸
金

ヲ
為
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
本
年
上
半
期
末

二
於
テ
ハ
右

ニ

数
倍
ス
ル
特
別
醸
出
ヲ
為
シ
、
国
策

二
協
カ
ノ
実
ヲ
挙
ゲ
来
り
候
処
、
政
府

ハ
下
半
期
末

二
於
テ
ハ
賞
与
ノ

一
割
乃
至
四
割
以
上
ヲ
公
債

ニ

充
当
ス
ル
コ
ト
ヲ
各
方
面

二
懲
恩
シ
、
其
ノ
額

ハ
前
記
特
別
醸
出
額

二
数
倍
ス
ル
程
度

二
有
之
候
。
就
テ
ハ
今
期
末

二
於
ケ
ル
住
友
公
債
報

国
会
並

二
公
債
購
入
ノ
取
扱
ヲ
左
記

二
依
り
実
行
致
度
候
間
、
各
位

二
於
テ
ハ
時
局
ノ
趨
勢
ヲ
了
察
セ
ラ
レ
何
卒
御
賛
同
被
下
度
、
此
段
依

命
御
通
知
芳
得
貴
意
候
也
。

一記

Ｏ
住
友
公
債
報
国
会

一
、
例
月
ノ
嫁
出

ハ
之
ヲ
行
フ
コ
ト
。

二
、
本
年
上
半
期
末
ノ
如
キ
特
別
醸
出

ハ
之
ヲ
見
合
セ
、
下
記
ノ
方
針

二
依
り
公
債
購
入
ノ
コ
ト
。

Ｏ
公
債
購
入
取
扱



一
、
賞
与
ノ
内
ヨ
リ
概
ネ
左
ノ
割
合

二
依
り
公
債
購
入
ノ
申
込
ヲ
為
ス
コ
ト
。

一
等
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
債
報
国
会
毎
月
醇
金
額
ノ
三
十
倍
以
上
（月
俸
ノ
四

・
五
倍
以
上
）

二
等
職
員
（月
俸
三
百
五
十
円
以
上
ノ
者
）

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一十
五
倍
以
上
（月
俸
ノ
ニ

・
五
倍
以
上
）

〃
　

　

（月
俸
二
百
五
十
円
未
満
ノ
者
）

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
六
倍
以
上
（月
俸
ノ

一
・
一
三
倍
以
上
）

三
等
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
倍
以
上
（月
俸
ノ
〇

・
四
五
倍
以
上
）

四
等
職
員
以
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
倍
以
上
（月
俸
又

ハ
月
給
若
ク
ハ
日
給
三
十
日
分
ノ

〇

・
二
七
倍
以
上
）

右
割
合

ハ
大
体
ノ
標
準
ヲ
示
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
付
、
政
府
ノ
勧
奨
ス
ル
左
記
割
合
卜
各
自
ノ
受
ケ
タ
ル
賞
与
額
ト
ニ
鑑
ミ
、
成
ル
可
ク
多

額
ノ
申
込
ヲ
為
ス
コ
ト
。

政
府
ノ
標
準

賞
与
百
円
未
満
ノ
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
任
意
ノ
額

〃
　
百
円
以
上
三
百
五
十
円
未
満
ノ
者
　
　
　
　
　
　
　
普貝
与
額
ノ

一
割
以
上

〃
　

二
百
五
十
円
以
上
五
百
円
未
満
ノ
者
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
一
割
五
分
以
上

″
　
五
百
円
以
上
千
円
未
満
ノ
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
一
一割
以
上

″
　
千
円
以
上
五
千
円
未
満
ノ
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
一二
割
以
上

〃
　
五
千
円
以
上
ノ
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
四
割
以
上
（後
略
）

（資
料
５
）

昭
和
十
三
年
十
二
月
二
十
四
日

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

三
四
七



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一四
八

住
友
本
社
経
理
部

商
工
課
長
　
　
大
沢
　
忠
蔵

住
友
関
係
事
業
要
報
送
付

ノ
性

拝
啓
　
陳
者
御
承
知

ノ
如

ク
、
住
友

ノ
関
係
事
業

ハ
近
来
著
敷
広
汎
多
岐
卜
相
成
候
。
貴
店

。
社

二
於

テ
他

ノ
連
系
並

二
関
係
会
社
ト
ノ
御

関
係

モ
愈

々
密
接
卜
相
成
様
被
存
候

二
就

テ
ハ
、
爾
今
当
経
理
部

二
於

テ
、
本
社
、
連
系
会
社
並

二
主
要
関
係
会
社

ノ
事
業
並

二
投
資
関
係

状
況

ヲ
大
体

一
ヶ
月
分
位
宛
取
纏

メ
、

「
住
友
関
係
事
業
要
報
」

ト
シ
テ
御
報
告
申
上
グ
ル
事

二
致
候
間
、
左
様
御
承
知
被
成
下
度
候
。

尤

モ
右

ハ
住
友
内
部
関
係

二
限
り
供
覧

ノ
モ
ノ
ニ
有
之
候

ニ
ツ
キ
、
其
辺
御
含

ミ
ノ
上
御
高
覧

ノ
程
願
上
候
。
　
　

　

　

敬
具

（資
料
６
）

（昭
和
十
四
年
四
月
二
十

一
日
主
管
者
協
議
会
に
お
け
る
人
事
課
長
香
川
修

´
に
よ
る

「女
子
職
員
二
関
ス
ル
件
」
提
案
説
明
）

コ

ヽ
数
年
来

一
般

二
女
子
ノ
職
業
戦
線

ヘ
ノ
進
出
ガ
著

シ
ク
ロ
立

ツ
テ
参

リ

マ
シ
タ
ガ
、

コ
ノ
傾
向

ハ
事
変

ノ
勃
発
卜
共

二
急

二
拍
車

ヲ
掛

ケ
ラ
レ
マ
シ
タ
。
卜
申

シ
マ
ス
ノ

ハ
、　
一
ツ
ハ
若
イ
男
子
職
員

ニ
ヨ
ル
補
充
、
更

二
仕
事

ノ
増
加
ト
イ
フ
コ
ト

ニ
原
因
致

シ

マ
シ
テ
、
最
近

各
方
面

二
於
ケ
ル
女
子
ノ
増
加

ハ
、
誠

ニ
ロ
覚

シ
イ
モ
ノ
ガ
ア
リ
マ
ス
ｃ
住
友

二
於

ル
最
近

ノ
例

二
付

テ
見

マ
ス
ル
ニ
、
女
子
職
員

ノ
数

ハ

昭
和
九
年
末

ニ
ハ
約
九
〇
〇
人
デ
ア
ツ
タ
ノ
ガ
、
十
年
末

ニ
ハ

一
、　
一
〇
〇
人
、
十

一
年
末

ニ
ハ

一
、
三
〇
〇
人
、
十
二
年
末

に
は

一
、
七

〇
〇
人
、
昨
年
十
三
年
末

ニ
ハ
ニ
、
三
七
０
人
ト

コ
ウ
イ
ウ
フ
ウ
ナ
増
加

ヲ
辿

ツ
テ
ヲ
リ
マ
ス
ｃ

コ
ノ
三
、
四
月

二
各
店
部

ニ
ド
レ
程

ノ
人

数

ヲ
採
用
サ
レ
マ
シ
タ
カ

ハ
、
未
ダ
正
確

ニ
ハ
判
り
兼
ネ

マ
ス
ガ
、
銀
行
約
三
〇
〇
人
、
金
属
約
二
〇
〇
人
ト
イ

フ
ヤ
ウ
ナ
ト

コ
ロ
カ
ラ
推

定
致

シ
マ
ス
ト
、
住
友
全
体

デ
約
七
〇
〇
人
ノ
増
加
卜
考

ヘ
マ
ス
。

ソ
ウ
致

シ
マ
ス
ト
、
全
部

デ
裕

二
三
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
人

ヲ
超
過

ス
ル
、

コ
ウ

イ
フ
訳
デ
ア
リ
マ
ス
。
三
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
人
卜
申

シ
マ
ス
ト
、
住
友

ノ
全
職
員

ノ
三
割
五
分

二
相
当
致

シ
マ
ス
。

ソ
シ
テ
ド
ノ
店
部

二

一
番
多

イ

カ
ト
イ
フ
コ
ト

ヲ
申
上
ゲ
テ
見

マ
ス
ト
、
昨
年
末

ノ
統
計

デ

一
番
多
イ
ノ
ガ
金
属

ノ
六
０
七
人
、

ソ
ノ
次
ガ
銀
行

ノ
五
九
〇
人
、
次
ガ
保
険



ノ
三
九
四
人
、
電
線

一
五
六
人
、
鍍
業

一
四
二
人
ト
イ
フ
ト
コ
ロ
ガ
、
女
子
職
員
ノ
使
用
ノ
人
数
ノ
余
程
大
キ
ナ
店
部
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
其

他
各
店
部
共
女
子
職
員
ヲ
使
ツ
テ
居
ラ
ヌ
ト
コ
ロ
ハ
ア
リ
マ
セ
ン
ｃ

従
来
女
子
職
員

二
付
テ
ハ
何
分
ソ
ノ
数
ガ
少
カ
ツ
タ
関
係
モ
ア
リ
マ
シ
テ
、
便
宜
其
ノ
大
部
分
ヲ
準
職
員
ノ
中

二
入
レ
マ
シ
テ
、
其
ノ
給
与
、

待
遇
其
他

二
付
テ
モ
総
テ
準
職
員
規
程
ヲ
ソ
ノ
儘
適
用
シ
、
退
職
慰
労
金
規
程
ノ

一
部
ト
カ
極
ク
僅
カ
ナ

一
部
分

二
付
テ
ハ
、
女
子
ノ
特
殊

事
情
ヲ
考
慮
シ
テ
ヰ
マ
ス
ガ
、
其
他

ハ
殆
ン
ド
準
職
員
規
程

ニ
ヨ
ツ
テ
居
ル
実
情
デ
ア
リ
マ
ス
。
所
ガ
コ
ノ
ヤ
ウ
エ
量
的

ニ
モ
質
的

ニ
モ
職

員
中
ノ
重
要
ナ
部
門
ヲ
占
メ
ル
ヤ
ウ
エ
ナ
リ
マ
シ
タ
今
日
二
於
キ
マ
シ
テ
、
社
会
的

ニ
モ
生
理
的

ニ
モ
男
子
ト
ハ
全
ク
事
情

ヲ
異

ニ
シ
テ
居

リ
マ
ス
女
子
職
員

二
付
テ
、
男
子
職
員

二
対
ス
ル
ト
ハ
全
ク
別
個
ノ
立
場

二
立

ツ
テ
、
其
ノ
給
与
、
待
遇
ヲ
考
直
ス
必
要

ハ
ナ
カ
ラ
ウ
カ
ト

考

ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

コ
ノ
問
題

ハ
人
事
課

二
於
キ
マ
シ
テ
モ
、
以
前
カ
ラ
色
々
卜
考

ヘ
テ
ヲ
リ
マ
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
最
近
女
子
職
員

ヲ
多
ク
利
用
シ
テ
ヲ

リ
マ
ス
ル
店
部
カ
ラ
、
夫
々
要
望
ガ
ア
リ
マ
シ
タ
。
例

ヘ
バ
金
属
ナ
リ
電
線

二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
、
地
域
的
ノ
関
係
上
所
要
ス
ル
丈
ノ
女
子
職

員
ガ
採
用
出
来
ナ
イ
。
何
ト
カ
初
任
給
ノ
点
ヲ
考

ヘ
ル
必
要
ガ
ア
ル
ト
イ
フ
コ
ト
モ
伺
ヒ
マ
シ
タ
シ
、
又
銀
行
デ
ハ
昨
年
ノ
銀
行
ノ
主
管
者

会
議

ニ
モ
女
子
職
員
ノ
指
導
訓
練
ノ
問
題
ヲ
主
ト
シ
テ
論
ゼ
ラ
レ
マ
シ
テ
、
待
遇
、
給
与
ノ
点

ニ
モ
触
レ
テ
議
論
ガ
ア
ツ
タ
ヤ
ウ
デ
ア
リ
マ

ス
。
又
東
京
支
店
カ
ラ
ハ
、
今
度
ノ
此
ノ
主
管
者
会
議
ノ
議
題
ノ

一
ツ
ト
シ
テ
、
女
子
職
員
ノ
待
遇

二
関
ス
ル
点
ヲ
御
提
案
ガ
ア
ツ
タ
ノ
デ

ア
リ
マ
ス
。
又
電
線
ナ
リ
銀
行
カ
ラ
ハ
文
書
ヲ
以
チ
マ
シ
テ
、
大
体

コ
ウ
イ
フ
規
程
ヲ
作
ツ
タ
ラ
ド
ウ
カ
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
、
人
事
課

二
意
見

ヲ
申
出
デ
テ
下
サ
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
人
事
課
卜
致
シ
マ
シ
テ
ハ
、
コ
ノ
ヤ
ウ
エ
各
店
部
ノ
御
要
望

二
鑑
ミ
マ
シ
テ
、
急
速

二
其
ノ
対
策

ヲ
講
ジ
タ
イ
ト
思
ヒ
マ
シ
テ
、
丁
度
幸
ヒ
皆
様
御
集
り
下
サ
イ
マ
シ
タ
コ
ノ
機
会

二
、
モ
ウ

一
度
各
地
各
店
部
ノ
実
状
ナ
リ
、
御
意
見
ナ
リ

ヲ
伺
ヒ
度
イ
ト
考

ヘ
マ
シ
テ
、
特

ニ
コ
ノ
会
議
ノ
議
題
ノ

一
ツ
ニ
加

ヘ
テ
頂
イ
タ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。
従

ツ
テ
コ
ノ
議
題

ハ
便
宜
人
事
課
提

出
ト
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
、
実

ハ
銀
行
ナ
リ
、
電
線
ナ
リ
、
東
京
支
店
及
本
社
ノ
共
同
提
案
ナ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
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扱
皆
様
ノ
御
意
見
ヲ
承
リ
マ
ス
前

二
、
コ
ノ
提
案
説
明

ニ
ア
リ
マ
ス
ル
所
ガ
簡
単
デ
ア
リ
マ
ス
ノ
デ
、
少
シ
ク
各
項
ロ

ニ
亘
リ
マ
シ
テ
、
間

題
ノ
焦
点
卜
考

ヘ
ラ
レ
マ
ス
ト
コ
ロ
ヲ
敷
行
致
シ
マ
シ
テ
、
ソ
レ
ニ
関
ス
ル
御
意
見
ヲ
承
ル
コ
ト
ガ
出
来
タ
ラ
幸
卜
存
ジ
マ
ス
。

先
ゾ
其
ノ
女
子
職
員
ノ
使
用
範
囲
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
嘗
テ
ハ
女
子
職
員
卜
申
シ
マ
ス
ト
、
タ
イ
ビ
ス
ト
、
電
話
交
換
手
等
特
殊
ノ
仕
事

ヲ
ス

ル
者
ノ
ミ
ニ
限
ラ
レ
テ
ラ
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
其
ノ
後
給
仕

ハ
大
体
女
子
ヲ
以
テ
充
テ
ル
ト
イ
フ
コ
ト
ニ
変

ツ
テ
参
リ
マ
シ
タ
。
更

ニ

女
子
事
務
員
卜
申
シ
マ
ス
カ
事
務
ノ
補
助
ヲ
サ
セ
ル
ト
イ
フ
コ
ト
ガ
多
ク
ナ
リ
マ
シ
テ
、
最
近
女
子
職
員
ノ
増
加

ハ
大
部
分

ハ
コ
ノ
女
子
事

務
員
ノ
増
加
デ
ア
ル
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
所
ガ
更

二
最
近
ノ
情
勢
デ
ハ
、
単

二
男
子
ノ
仕
事
ノ
補
助
ヲ
ス
ル
ト
イ
フ
ダ
ケ
デ
ハ
ア
リ
マ

セ
ヌ
デ
、
男
子
卜
同
ジ
重
要
ナ
ル
事
務
、
本
来
ノ
仕
事

二
迄
、
仕
事
ノ
範
囲
ガ
拡
張
セ
ラ
レ
タ
ヤ
ウ
エ
考

ヘ
ラ
レ
マ
ス
。
之

ハ
業
態
ノ
性
質

ニ
ヨ
ツ
テ
夫
々
違
フ
ト
ハ
思

ハ
レ
マ
ス
ガ
、
銀
行
ノ
如
キ
ハ
余
程
男
子
ノ
仕
事
卜
変
リ
ノ
ナ
イ
仕
事
迄
拡
張
シ
テ
ヲ
ラ
レ
ル
ヤ
ウ
ニ
思
ツ
テ

ヲ
リ
マ
ス
。
保
険
ノ
如
キ
モ
余
程
其
ノ
程
度

ハ
高
イ
ヤ
ウ
エ
考

ヘ
ラ
レ
マ
ス
。
然
シ
エ
場
、
鉱
山
ノ
方
デ
ハ
、
未
ダ
其
ノ
域

二
迄
達
シ
テ
イ

ナ
イ
ノ
デ
ハ
ナ
カ
ラ
ウ
カ
ト
考

ヘ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
、
呆
シ
テ
何
ノ
程
度
迄
使
用
サ
レ
テ
ヲ
リ
マ
ス
カ
、
又
従
来
ノ
実
情
ナ
リ
、
御
見
込
ナ
リ

ヲ
伺
ヒ
度
イ
ト
存
ジ
マ
ス
。

次

二
身
分
ノ
問
題
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
コ
ノ
問
題

二
入
リ
マ
ス
前

二
、
モ
ウ
少
シ
根
本
ノ
所

二
次
ノ
ヤ
ウ
ナ
問
題
ガ
潜
ン
デ
居
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
。

ソ
レ
ハ
現
在
女
子
ノ
給
与
待
遇
ガ
若
シ
仮

二
当
ヲ
失
シ
テ
居
ル
モ
ノ
ト
致
シ
マ
ス
ナ
ラ
バ
、
ソ
ノ
檬

ツ
テ
来
タ
ル
所
以

ハ
、
結
局
男
子
ヲ
対

象
ト
シ
テ
作
ラ
レ
タ
規
程
ヲ
其
ノ
儘
女
子

二
準
用
シ
テ
居
ル
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
ノ
ヂ
ヤ
ナ
イ
カ
ト
考

ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
ソ
コ
デ
女
子

二
対

ス
ル
給
与
待
遇
ヲ
適
切
ナ
ラ
シ
ム
ル
タ
メ
ニ
ハ
、
先
ヅ
男
子
ノ
規
程
ト
ハ
別

二
切
離
シ
テ
、
女
子
ダ
ケ
ヲ
対
象
ト
ス
ル
規
程
ヲ
作

ツ
テ
見
テ

ハ
ド
ウ
カ
ト
考

ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
名
前

ハ
女
子
職
員
規
程
卜
致
シ
マ
ス
カ
、
女
子
事
務
員
規
程
卜
致
シ
マ
ス
カ
、
或

ハ
女
子
雇
員
規
程

卜
致
シ
マ
ス
カ
、
コ
レ
モ
皆
様
ノ
御
意
見
ヲ
伺
ヒ
度
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
兎
モ
角
従
来
ノ
準
職
員
規
程
ト
ハ
別
箇

二
女
子
ノ
ミ
ノ
規
程
ヲ
作

り
、
凡
テ
ノ
問
題
ヲ
先
ヅ
女
子
ト
イ
フ
立
場
カ
ラ
考

へ
直
シ
テ
行
ク
ヤ
ウ
エ
ス
ベ
キ
デ
ハ
ナ
カ
ラ
ウ
カ
ト
考

ヘ
マ
ス
。
仮

二
女
子
ダ
ケ
ヲ
対



象
ト
ス
ル
規
程
ヲ
設
ケ
マ
シ
タ
場
合
、
大
体
現
在
ノ
女
子
職
員
ノ
大
部
分

ハ
準
職
員
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
先
ゾ
準
職
員
規
程

二
似
通
ツ
タ
規

程
デ
良
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
中

ニ
ハ
補
助
職
員
、
四
等
以
上

二
昇
進
シ
テ
居
ル
向
モ
ア
リ
マ
ス
ノ
デ
、
之

ニ
モ
適
用
ス
ベ
キ
デ
ア
ル
ト
考

ヘ
マ
ス
。
カ
ト
申
シ
マ
シ
テ
モ
男
子
卜
同
様

二
、
二
等
、
三
等
、
四
等
或

ハ
補
助
、
準
ト
イ
フ
ヤ
ウ
ナ
階
級
ヲ
設
ク
ル
必
要

ハ
ナ
イ
ト
存
ジ

マ
ス
。
勿
論
種
別
ニ
ヨ
リ
待
遇
ノ
差
違
、
例

ヘ
バ
給
仕
ト
タ
イ
ビ
ス
ト
ト
ハ
昇
給
ノ
標
準
或

ハ
賞
与
ノ
率
等
多
少
違

ツ
テ
ヨ
イ
ノ
デ
ハ
ナ
イ

カ
ト
考

ヘ
マ
ス
ガ
、
更

二
同
ジ
タ
イ
ビ
ス
ト
、
事
務
員
ノ
中

ニ
モ
男
子
ノ
何
等
職
員

二
相
当
ス
ル
階
級
ヲ
設
ケ
、
仕
事
ノ
性
質
、
勤
続
年
数
、

出
身
学
校
等

ニ
ヨ
リ
階
級
ノ
別
ヲ
設
ケ
ル
ヨ
ウ
ナ
仕
組

ハ
必
要
ナ
イ
ト
考

ヘ
マ
ス
。
女
子

ハ
大
体
勤
続
年
数
モ
短
カ
ク
、
仕
事
ノ
性
質
モ
サ

ウ
大
キ
ナ
差
違

ハ
ナ
ク
、
又
出
身
学
校
モ
高
女
出
卜
女
専
出
ト
イ
フ
程
度
ナ
レ
バ
、
種
別
ノ
差
違
卜
給
料
ノ
高
低
ダ
ケ
デ
充
分
デ
ハ
ナ
イ
カ

ト
考

ヘ
マ
ス
ガ
、
特

二
統
轄
的
ナ
仕
事

ヲ
サ
セ
ル
タ
メ
ニ
ド
ウ
シ
テ
モ
階
級
ヲ
設
ケ
ル
必
要
ガ
ア
ル
ト
イ
フ
ノ
デ
ア
レ
バ
、
書
記
ト
カ
監
督

ト
カ
云
フ
ヤ
ウ
ナ
制
度
ヲ
設
ケ
ル
ノ
モ

一
案
カ
ト
考

ヘ
マ
ス
。

次

二
初
任
給
ノ
問
題
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
元
来
準
職
員

ハ
全
部
日
給
制

ニ
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
、
御
承
知
ノ
通
り
最
近
三
井
、
三
菱
等
デ
ハ
女

学
校
出
ノ
女
子
事
務
員

ハ
大
体
月
給
制
ヲ
採
用
シ
テ
居
リ
マ
ス
。
勿
論
住
友
ノ
日
給

ハ
、
日
給
卜
申
シ
マ
シ
テ
モ
所
謂
日
給
月
給
デ
ア
リ
マ

シ
テ
、
実
質
上
ハ
殆
ン
ド
月
給
卜
変
ラ
ナ
イ
訳
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
ソ
ノ
間
ノ
事
情
ヲ
知
ル
者

ハ
兎

二
角
、
ド
ウ
モ

一
般
就
職
希
望
者

ハ
、
ド

ウ
シ
テ
モ
月
給
ト
イ
フ
方
ガ
待
遇
ガ
良
イ
ノ
ダ
ト
感
ジ
勝
デ
ア
リ
マ
ス
。
女
子
事
務
員
払
底
ノ
折
柄
、
住
友
デ
モ
月
給
制

二
更
メ
タ
方
ガ
採

用
モ
容
易

ニ
ナ
ル
ノ
デ
ハ
ナ
カ
ラ
ウ
カ
ト
考

ヘ
マ
ス
ｃ
尤
モ
女
子

二
付
テ
ハ
、
全
部
ヲ
月
給
制

ニ
ス
ル
コ
ト
ハ
、
工
場
ノ
エ
手
其
ノ
他
ノ
準

職
員
ト
ノ
振
合
モ
ア
リ
多
少
行
過
ギ
ノ
ヤ
ウ
エ
感
ジ
マ
ス
ノ
デ
、
差
当
り
高
等
女
学
校
ヲ
出
夕
事
務
員
、
タ
イ
ビ
ス
ト
ト
云

ツ
タ
ヤ
ウ
ナ
モ

ノ
ハ
月
給
制
、
小
学
校
出
ノ
モ
ノ
例

ヘ
バ
給
仕
等

ハ
従
来
通
日
給
制

ニ
シ
テ
ヲ
ク
、
コ
ウ
イ
フ
考

へ
方
モ
ア
ル
ノ
ヂ
ヤ
ナ
イ
カ
ト
思
ヒ
マ
ス
。

其
処
デ
仮

ニ
サ
ウ
致
シ
マ
シ
テ
、
初
任
給
ノ
問
題
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
女
子

二
付
テ
ハ
特

二
賞
与
其
ノ
他

ヲ
合
シ
タ
実
収
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
考

ヘ

ナ
イ
デ
、
兎
角
目
前
ノ
初
任
給
ノ
ミ
ニ
ヨ
ツ
テ
其
ノ
会
社
ノ
給
与
ノ
良
否
ヲ
判
断
ス
ル
傾
向
ガ
強
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ノ
デ
、
コ
ノ
際
初
任
給
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ヲ
モ
ウ
少
シ
引
上
ゲ
ル
必
要

ハ
ナ
イ
カ
ト
考

ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
勿
論
初
任
給
ヲ
引
上
ゲ
ル
ト
申
シ
マ
シ
テ
モ
、
実
収
自
体

二
付
テ
ハ
、

住
友
ノ
給
与

ハ
必
ズ
シ
モ
悪
ク
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
初
任
給
ヲ
上
ゲ
タ
ナ
ラ
バ
賞
与
ノ
率
ノ
如
キ
ハ
幾
分
下
ゲ
テ
、
実
収
全
体
ト
シ
テ

ハ
従
来
卜
変
リ
ノ
ナ
イ
ヤ
ウ
エ
ス
ル
方
法
モ
ア
ル
ノ
ヂ
ヤ
ナ
イ
カ
ト
考

ヘ
マ
ス
。
現
在
初
任
給

ハ
東
京
、
大
阪
ガ
同
ジ
デ
五
年
制
高
女
ガ
日

給

一
円
、
四
年
制
高
女
ガ
日
給
九
〇
銭
ト
イ
フ
コ
ト
デ
、
其
ノ
他
ノ
地
方

ハ
各
地
ノ
特
殊
ノ
事
情

ニ
ヨ
リ
、
色
々
違

ツ
テ
居
リ
マ
ス
。
今
後

卜
雖
モ
地
域

ニ
ヨ
リ
差
等
ヲ
ツ
ケ
ル
コ
ト
ハ
、
己
ム
ヲ
得
ナ
イ
ト
考

ヘ
マ
ス
。
差
当
り
大
阪
ノ
高
女
出
日
給

一
円
即
チ
月
給
三
〇
円
ヲ
月
給

三
三
円
位

二
引
上
テ
ハ
如
何
カ
ト
考

ヘ
テ
居
リ
マ
ス
。
又
現
在
東
京

ハ
大
阪
卜
同
ジ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
三
井
、
三
菱

ハ
三
五
円
デ
ア
リ
マ
ス

カ
ラ
、
住
友
モ
東
京

ハ
三
五
円

ニ
セ
ヌ
ト
イ
ヶ
ナ
イ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
考

ヘ
マ
ス
。
然
シ
住
友
デ
三
五
円
卜
申
シ
マ
ス
ト
、
男
子
ノ
中
等
学

校
ヲ
出
夕
者
卜
同
ジ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
其
処

マ
デ
引
上
ゲ
ル
コ
ト
ハ
大
キ
ナ
問
題
ガ
ア
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
。

尚
之

二
関
聯
シ
マ
シ
テ
タ
イ
ビ
ス
ト
ノ
問
題
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
現
在
高
女
出
ノ
事
務
員
ト
タ
イ
ビ
ス
ト
ハ
初
任
給
ガ
同
ジ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、

タ
イ
ビ
ス
ト
ハ
立
派
ナ
技
術
者
デ
ア
ル
カ
ラ
、
何
等
技
術
ヲ
持
タ
ヌ
事
務
員
ヨ
リ
、
初
任
給
ヲ
少
シ
高
メ
テ
モ
良
イ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
イ
フ

コ
ト
ヲ
ヨ
ク
聞
ク
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。　
一
応
御
尤
モ
ナ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
併
シ
ナ
ガ
ラ
実
際
カ
ラ
見

マ
ス
ト
女
学
校
ヲ
出

マ
シ
テ
成
績
ノ
良
イ

者

ハ
直
グ
ニ
就
職
シ
マ
ス
ノ
デ
タ
イ
プ
ヲ
習

ハ
ナ
イ
。
成
績
ガ
悪
ク
テ
ド
ウ
モ
ソ
レ
ダ
ケ
デ
ハ
良
イ
所

へ
就
職
出
来
ナ
イ
ト
イ
フ
モ
ノ
ガ
タ

イ
プ
ヲ
習
フ
、
ツ
シ
テ
六
ヶ
月
位
ヤ
ツ
テ
タ
イ
ビ
ス
ト
ト
シ
テ
就
職
ス
ル
ト
イ
フ
傾
向
ガ
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、　
一
概

ニ
タ
イ
プ
ガ
打
テ

ル
カ
ラ
ト
云
ツ
テ
初
任
給
ヲ
引
上
ゲ
ル
必
要

ハ
ナ
イ
カ
ト
モ
考

ヘ
ラ
レ
マ
ス
。
之
等
ノ
諸
点

二
付
テ
モ
御
意
見
ヲ
伺
ヒ
度
イ
ト
存
ジ
マ
ス
。

次

二
停
年
制
ノ
問
題
デ
ア
リ
マ
ス
。
コ
レ
ハ
現
在
給
仕

ハ
大
体
数

へ
年
二
十
歳
デ
ヤ
メ
サ
セ
ル
。
規
程

ハ
ア
リ
マ
セ
ン
ガ
サ
ウ
イ
フ
扱
ヒ
ニ

シ
テ
ヲ
リ
マ
ス
。
其
他
ノ
女
子
職
員

二
付
テ
ハ
大
体
男
子
卜
同
様

二
五
十
五
歳
停
年
ト
イ
フ
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
ヲ
リ
マ
ス
。
併
シ
ナ
ガ
ラ
女
子

ハ
男
子
卜
違
ヒ
マ
シ
テ
、　
一
生
ヲ
住
友

二
捧
ゲ
ル
ト
イ
フ
建
前
ノ
モ
ノ
デ
ハ
ナ
ク
、
結
婚
前
ノ
数
年
、
大
体
二
十
四
、
五
歳

マ
デ
働
イ
テ
ヤ

メ
ル
ト
云
フ
ノ
ガ
実
状
デ
ア
リ
マ
ス
。
又
サ
ウ
ナ
ル
コ
ト
ガ
会
社
卜
致
シ
マ
シ
テ
モ
、
本
人
ト
シ
テ
モ
望

マ
シ
イ
訳
デ
、
日
前
ノ
収
入
ノ
タ



メ
ニ
勤
務

二
執
着
シ
マ
シ
テ
、
結
局
婚
期
ヲ
逸
ス
ル
ト
イ
フ
コ
ト
ニ
ナ
レ
バ
、
本
人
モ
不
幸
デ
ア
リ
マ
ス
シ
、
社
会
的

ニ
モ
良
ク
ナ
イ
コ
ト

デ
ア
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
。
従

ツ
テ
適
当
ノ
時
期

二
停
年
制

ニ
ヨ
ツ
テ
ヤ
メ
サ
セ
ル
ト
イ
フ
コ
ト
ガ
、
其
ノ
時
期

ニ
ナ
レ
バ
ヤ
メ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ

ヌ
ト
イ
フ
覚
悟
ヲ
サ
セ
、
却

ツ
テ
結
婚
ヲ
促
進
サ
セ
ル
ヤ
ウ
エ
ナ
ル
ト
、
結
局
本
人

二
対
シ
テ
モ
親
切
ナ
方
法
デ
ナ
カ
ラ
ウ
カ
ト
考

ヘ
テ
ヲ

リ
マ
ス
。
其
処
デ
其
ノ
停
年
制
ヲ
何
歳

ニ
ス
ル
カ
ト
イ
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
大
体
給
仕

ハ
満
二
十
歳
、
其
ノ
他
ノ
女
子
事
務
員

ハ
一
応
満

三
十
歳
ヲ
以
テ
停
年
ト
ス
ル
ノ
ガ
適
当
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
考

ヘ
テ
ヲ
リ
マ
ス
。

又
之

二
関
聯
致
シ
マ
シ
テ
、
結
婚
ヲ
シ
タ
ナ
ラ
バ
退
職
セ
シ
ム
ベ
キ
ヤ
、
或

ハ
引
続
キ
在
職
セ
シ
メ
差
支
ナ
キ
ヤ
ノ
問
題
デ
ア
リ
マ
ス
。
勿

論
結
婚
生
活
卜
会
社
ノ
勤
務
ト
ハ
必
ズ
シ
モ
両
立
シ
難
イ
モ
ノ
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
ガ
、
実
際
問
題
ト
シ
テ
双
方

二
色
々
障
害
ガ
ア
リ
マ
ス
。

会
社
側
カ
ラ
ハ
能
率
ノ
低
下
、
欠
勤
ノ
増
加
ト
イ
フ
コ
ト
ガ
ア
リ
マ
ス
。
又
他
ノ
未
婚
者

ヘ
ノ
影
響
モ
考

ヘ
ラ
レ
、
本
人
側
ト
シ
テ
モ
過
労

ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
来
シ
易
ク
ナ
ル
。
殊

二
本
人
ノ
負
担
増
加

ハ
将
来
母
ト
シ
テ
健
康

二
影
響
シ
、
引
イ
テ
第
ニ
ノ
国
民
ノ
体
位

二
影
響

ヲ
及
ボ

ス
コ
ト
ト
モ
ナ
リ
、
誠

二
重
大
ナ
問
題
卜
考

ヘ
マ
ス
。
然
シ
コ
ノ
コ
ト
ヲ
今
直
チ
ニ
規
程
面

二
表

ハ
ス
ト
イ
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
ス
ト
、
他
社

ニ
モ
其
ノ
例
ガ
ア
リ
マ
セ
ヌ
シ
、
例

ヘ
バ
健
康
保
険
法
等

ニ
ヨ
リ
マ
シ
テ
モ
女
子
ノ
分
娩
手
当
ノ
規
程
ガ
ア
ル
ト
イ
フ
コ
ト
カ
ラ
考

ヘ
マ
シ

テ
、
大
体
結
婚
後
ノ
勤
務
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
認
メ
テ
ヲ
ル
際
、
多
少
行
過
ギ
ノ
ヤ
ウ
エ
思
ヒ
マ
ス
ノ
デ
、　
一
応
内
規
卜
致
シ
マ
シ
テ
、
採
用
ノ

際
又

ハ
其
ノ
他
適
当
ナ
時
期

二
結
婚
ス
レ
バ
退
職
ス
ベ
キ
旨
、
申
渡
シ
置
ク
ヤ
ウ
エ
シ
テ
ハ
如
何
カ
ト
考

ヘ
マ
ス
。

次

二
退
職
慰
労
金
規
程
ノ
問
題
デ
ア
リ
マ
ス
。
昭
和
十
二
年
三
月
退
職
慰
労
金
規
程
改
正
ノ
際
、
女
子

ハ
勤
続
三
年
以
上
デ
結
婚
ノ
タ
メ
ニ

退
職
ス
ル
ト
キ
ハ
慰
労
金
全
額
ヲ
支
給
ス
ル
コ
ト
ト
シ
、
又
自
己
ノ
都
合
デ
ヤ
メ
ル
場
合
ノ
減
額
ノ
規
定
モ
、
男
子
ト
ハ
少
シ
別
ノ
標
準
ヲ

設
ケ
女
子

二
有
利
ナ
ヤ
ウ
エ
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
女
子

ハ
勤
続
年
数
ガ
短
イ
ノ
ヲ
建
前
ト
ス
ル
ト
云
フ
立
場
ヲ
ト
レ
バ
、
乗
率
モ
ア
ル

一
定
年
数
以
上

ハ
増
加
セ
シ
メ
ナ
ク
テ
モ
ヨ
イ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
考

ヘ
マ
ス
。
大
体
十
年
位
カ
ラ
乗
率
ヲ
増
サ
ヌ
コ
ト
ト
シ
、
率
ソ
ノ
モ
ノ

ハ
現
在
ノ
準
職
員
ノ
モ
ノ
ヲ
其
ノ
儘
用
ヒ
テ
差
支
ナ
イ
ト
考

ヘ
マ
ス
ガ
如
何
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
カ
。
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次

二
休
暇
ノ
問
題
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
女
子
ノ
体
暇

ハ
生
理
的

二
云
ツ
テ
モ
男
子

二
比
シ
テ
、
寧

口
多
ク
与

ヘ
ル
ベ
キ
デ
ナ
イ
カ
ト
考

ヘ
ル
ノ

デ
ア
リ
マ
ス
。
ガ
事
実

ハ
準
職
員
規
程

ニ
ヨ
リ
マ
シ
テ

一
ヶ
年
ノ
内

二
七
日
ニ
ナ
ツ
テ
ヲ
リ
マ
ス
。
コ
レ
ハ
少
ナ
過
ギ
ル
ト
考

ヘ
マ
ス
。
少

ク
モ
十
日
位

ニ
ス
ル
必
要
ガ
ア
ル
ヤ
ウ
ニ
思

ハ
レ
マ
ス
。
男
子
ノ
四
等
職
員
以
上
卜
同
ジ
ヤ
ウ
エ
十
五
日
ト
イ
フ
意
見
モ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
十

日
卜
申
シ
マ
シ
テ
モ
、
暑
中
休
暇
三
日
与

ヘ
ル
ト
致
シ
マ
ス
ト
合
計
十
三
日
ト
ナ
リ
、
他
ノ
会
社

二
比
ベ
マ
ス
ト
余
程
多
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

カ
ラ
、
先
ヅ
十
日
程
度
デ
充
分
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
考

ヘ
マ
ス
。

最
後

二
訓
練
卜
監
督
ノ
問
題
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
之

ハ
給
与
、
待
遇
ノ
問
題
ト
ハ
別
問
題
デ
ア
リ
マ
ス
。
従
来
男
子
職
員

二
付
テ
ハ
相
当

二
カ

ヲ
注
ガ
レ
テ
ヲ
ル
ヤ
ウ
エ
思
ヒ
マ
ス
ガ
、
女
子
ノ
方
面

二
付
テ
ハ
、
各
店
部
共
多
少
放
任
的
デ
ア
ル
ヤ
ウ
エ
考

ヘ
マ
ス
。
其
ノ
社
会
的
、
生

理
的
ノ
特
殊
性
ヲ
考

ヘ
マ
シ
テ
、
別

二
訓
練
、
監
督
ノ
方
法
ヲ
研
究
ス
ル
必
要
ガ
ア
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
。　
一
ロ
ニ
訓
練
卜
申
シ
マ
シ
テ
モ
、
之

ハ
会
社
ノ
事
務
的
訓
練
卜
婦
人
ト
シ
テ
ノ
人
格
的
訓
練

二
分
ケ
得
ル
ト
存
ジ
マ
ス
ガ
、
コ
ノ
双
方

二
付
御
意
見
ヲ
承
リ
タ
イ
ト
存
ジ
マ
ス
。

工
場
デ
ハ
既

二
相
当
実
行
シ
テ
ヲ
ラ
レ
、
又
銀
行
デ
ハ
特
殊
ノ
講
習
ト
イ
フ
モ
ノ
ヲ
行

ツ
テ
ヲ
ラ
レ
ル
ヨ
ウ
デ
ア
リ
マ
ス
の
コ
ノ
問
題

ハ
或

ヒ
ハ
コ
ノ
ビ
ル
内
ダ
ケ
ノ
コ
ト
デ
ア
ル
カ
モ
知
レ
マ
セ
ヌ
ガ
、
最
近
ビ
ル
内
ノ
店
部
カ
ラ
、
ド
ウ
モ
給
仕
ヤ
女
子
事
務
員
ノ
訓
練
ガ
足
リ
ナ

イ
カ
ラ
何
ト
カ
適
当
ナ
指
導
者
ヲ
設
ケ
テ
、
行
儀
作
法

ヲ
学
バ
セ
テ
ハ
ド
ウ
カ
ト
云
フ
御
意
見
ヲ
承
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
我
々
卜
致
シ
マ
シ

テ
モ
其
ノ
必
要
ヲ
痛
感
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
日
下
具
体
的
ナ
方
法
ヲ
研
究
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
皆
様
従
来
ノ
御
経
験
ナ

リ
、
御
意
見
ナ
リ
、
方
法
ナ
リ
ヲ
コ
ノ
際
御
聞
カ
セ
願

ヘ
マ
シ
タ
ラ
幸
卜
存
ジ
マ
ス
。

以
上
大
体
女
子
ノ
問
題

二
付
キ
マ
シ
テ
、
我
々
ノ
気
付
キ
マ
シ
タ
主
ナ
ル
点
ヲ
申
上
ゲ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
コ
ノ
他

ニ
モ
女
子

二
付
テ
考

ヘ
テ
置
カ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
モ
、
多
々
ア
ル
ト
存
ジ
マ
ス
ノ
デ
、
サ
ウ
イ
フ
占
竺

ツ
キ
マ
シ
テ
モ
、
洩
レ
ナ
ク
御
意
見
ヲ
伺
ヒ
度
イ
ト
思
フ

次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。

（資
料
７
）



提
出
　
昭
和
十
四
年
十

一
月
二
十
日
　
　
決
裁
　
昭
和
十
四
年
十
二
月
十
六
日

女
子
職
員
規
程
制
定
ノ
件

女
子
職
員
規
程
別
紙
ノ
通
制
定
シ
、
明
年

一
月

一
日
ヨ
リ
実
施
相
成
可
然
手
。

右
御
決
裁
ノ
上

ハ
以
左
案
通
達
並
通
牒
相
成
り
可
然
乎
。

通
　
達
　
案

甲
第

一
号
達

女
子
職
員
規
程
別
紙
ノ
通
制
定
ス
。

昭
和
十
五
年

一
月

一
日

住
　
友
　
本
　
社

通
　
牒
　
案

文
第
八
四
三
号
昭
和
十
四
年
十
二
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
部
長

各
店
部
、
連
系
会
社
主
管
者
宛

女
子
職
員
規
程
制
定
ノ
件

予
而
得
貴
意
候
女
子
職
員
規
程

ハ
、
愈
々
明
年

一
月
ョ
リ
実
施
ノ
コ
ト

ヽ
相
成
候

二
付
、
規
程

一
部
蒐
許
同
封
御
送
付
申
上
候
間
、
御
査
収

ノ
上
期
日
二
発
表
相
成
度
候
也
。

追
而
之
ガ
実
施

二
伴
フ
諸
準
備
、
注
意
事
項

二
付
テ
ハ
、
別
途
人
事
部
長
ヨ
リ
通
牒
可
有
之
候
間
、
併
而
御
了
承
相
成
度
候
。

備
考

一
、
近
来
住
友
部
内

二
於
ケ
ル
女
子
従
業
員

ハ
急
速
度

二
増
加
シ
ツ
ヽ
ア
ル
ト
コ
ロ
、
従
来
ノ
如
ク
準
職
員
ト
シ
テ
男
子
卜
共

二
同

一
規
程
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二
テ
律
ス
ル
コ
ト
ハ
、
彼
是
実
情

二
適
セ
ザ
ル
点
ア
リ
、
予
而
女
子

二
関
ス
ル
単
独
規
程
ヲ
設
ケ
ラ
レ
度
要
望
ア
リ
シ
ガ
、
先
般
本
社

並
各
店
部
連
系
会
社

二
於
テ
、
女
子
ノ
準
職
員

二
対
ス
ル
給
料
ノ
建
前

ヲ
変
更
シ
タ
ル
ヲ
機
卜
為
シ
、
今
般
女
子
職
員
規
程
ヲ
制
定
シ

明
年

一
月
ョ
リ
実
施
セ
ン
ト
ス
。

女
子
職
員
規
程
ノ
内
容
要
項

二
付
テ
ハ
別
紙
御
参
照
願
度
シ
。

既

二
職
員

二
登
用
セ
ラ
レ
タ
ル
女
子
ノ
取
扱

二
付
テ
ハ
、
日
下
人
事
課

二
於
テ
立
案
中
ナ
リ
。

尚
本
規
程
実
施

二
先
ダ
チ
、
予
メ
準
備
ヲ
為
ス
ベ
キ
事
項
並

二
取
扱

二
関
ス
ル
諸
注
意

二
付
テ
ハ
、
人
事
部
長
ヨ
リ
通
牒
ヲ
発
ス
ル
コ

ト

ヽ
シ
、
日
下
仰
裁
中
ナ
リ
．

女
子
職
員
規
程

第

一
条
　
女
子
職
員
ヲ
分
チ
テ
左
ノ
七
種
ト
ス
。

技
　
術
　
員

事
　
務
　
員

タ
イ
ビ

ス
ト

看
　
護
　
婦

電
話
交
換
手

昇
降
機
運
転
手

給

　

　

仕

第
二
条
　
新

二
女
子
職
員
タ
ル
ヲ
得

ヘ
キ
者

ハ
、
年
齢
十
二
年
以
上
二
十
五
年
未
満
ノ
者
タ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。
但
シ
必
要
卜
認
ム
ル
場
合

ハ
、

年
齢
ヲ
問

ハ
サ
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
。

四 三 二



第
三
条
　
女
子
職
員

ハ
各
店
部
主
管
者
之
ヲ
任
免
ス
。

第
四
条
　
女
子
職
員
ノ
給
料

ハ
月
給
又
ハ
日
給
ト
ス
。

第
五
条
　
女
子
職
員
ノ
定
例
休
暇
ハ
年
十
二
日
以
内
ト
シ
、
本
社
ノ
認
可
ヲ
経
テ
店
部
主
管
者
之
ヲ
定
ム
。

雇
入
ノ
年
及
復
職
ノ
年

二
於
ケ
ル
定
例
休
暇
日
数

ハ
、
勤
務
日
数

ヲ
参
酌
シ
店
部
主
管
者
之
ヲ
定
ム
。

店
部
主
管
者

二
於
テ
必
要
卜
認
ム
ル
ト
キ
ハ
、
前
項
定
例
体
暇
ノ
中

一
部
ヲ
指
定
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
ｃ

（註
、
第
六
条
―
第
十
四
条
略
）

第
十
五
条
　
停
年
規
程

ハ
之
ヲ
女
子
職
員

二
準
用
ス
。
但
シ
第

一
条
中
五
十
五
年

ヲ
給
仕

二
付
テ
ハ
二
十
年
、
其
ノ
他
ノ
者

二
付
テ
ハ
三
十

年

二
変
更
ス
。

店
部
主
管
者

二
於
テ
必
要
卜
認
ム
ル
者

ハ
、
停
年

二
達
シ
タ
ル
後
卜
雖
、
給
仕

二
付
テ
ハ
三
年
、
其
ノ
他
ノ
者

二
付
テ
ハ
五
年

ヲ
限
り
在
職
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
。

特
殊
ノ
業
務

二
従
事
ス
ル
者
ノ
在
職
期
間
二
付
テ
ハ
、
本
社
ノ
認
可
ヲ
経
タ
ル
場
合

二
限
り
前
項
ノ
制
限

二
依
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ

得
。

第
十
六
条
　
女
子
職
員
退
職
ス
ル
ト
キ
ハ
退
職
慰
労
金

ヲ
給
与
ス
。
退
職
慰
労
金
額

ハ
、
一雇
入
ノ
月
ョ
リ
退
職
ノ
月
迄
ノ
給
料
積
数
額

二
左

表
（計
、
略
）乗
率
ヲ
乗
シ
テ
之
ヲ
算
定
ス
。
但
シ
休
職
ノ
期
間

二
対
ス
ル
給
料
積
数
額

ハ
之
ヲ
控
除
ス
。

前
項
給
料
積
数
額

ハ
、
給
料
通
知
書
記
載
ノ
月
給
額
（又
ハ
日
給
三
十
日
分

二
相
当
ス
ル
金
額
Ｙ
一依
り
之
ヲ
算
定
ス
。

（註
、
第
十
七
条
―
第
二
十

．
条
略
）

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

二
五
七



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（１１
）

比
　
較

初
任
年
齢

俸
　
　
給

体

　

暇

雇
入
ノ
年
ノ
休
暇

病
気
欠
勤

看
護
欠
勤

事
故
欠
勤

皆
勤
手
当

停
　
　
年

停
年
保
険

一
六
―
三
五
才

月
　
　
給

定
例
　

　

一
五

暑
中
　
　
　
五

定
例
　
　
　
七

暑
中
　
　
　
五

六
０
日
　
　
全

六
〇
日

　

１
一２

三
〇
日
　
　
全

三
〇
日

　

１
一２

六
０
日

　

１
一２

一
二
円

五
五
才

二
、
〇
〇
〇
円
―

一
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

四
等
職
員
以
上

二
〇
―
四
〇
才

月
　
　
給

定
例
　
　
　
七

暑
中
　
一二
―
五

定
例
　
　
（
三
）

暑
中
　
一二
―
五

六
〇
日
　
　
全

六
〇
日

　

１
一２

三
〇
日
　
　
全

三
〇
日

　

１
一２

六
〇
日

　

１
一２

六
円

五
五
才

二
、
０
０
０
円

補
助
職
員

一
四
―
四
〇
才

月
給
又

ハ
日
給

定
例
　
　
　
七

暑
中
Ｔ

じ
―
五

定
例
　
　
　
一二

暑
中
　
　
　
一二

三
０
日
　
　
全

三
〇
日

　

１
一２

一
五
日
　
　
全

一
五
日

　

１
一２

ナ
　

ンヽ

六
円

五
五
才

一
、
０
０
０
円

準

職

員

一
二
―
二
五
才

月
給
及
日
給

定
例
　

　

一
一
一

暑
中
　
　
　
一二

定
例

　

　

一
一
一

暑
中
　
　
　
一二

三
０
日
　
　
全

二
〇
日

　

１
一２

一
五
日
　
　
全

一
五
日

　

１
一２

ナ
　

ンヽ

六
円

給
仕
二
〇
才

其
他
三
〇
才

ナ

　

ンヽ 女
子
職
員

二
五
八



積
金
限
度
額

病
欠

二
診
断
書
提
出

ヲ
要
セ

サ
ル
期
間

忌
引
欠
勤
　
　
　
　
　
父
母子

継
父
母
兄
弟
姉
妹

重
ブ

他

退
職
慰
労
金勤

続
年
数

・
乗
率

旅
費
（内
国
旅
費
）

（女
子
ナ
シ
）

四
、
〇
〇
〇
円
―

一
〇
、
０
０
０
円

一
週
間

一
〇
日

八
日

五
日

二
日

一
年
―
二
五
年

Φ
・〓
い
い
―
―
〇
　
∞
ｕ
Ｏ

（女
子
ナ
シ
）

四
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

一
週
間

一
０
日

八
日

五
日

二
日

一
年
―
二
五
年

〇
　
〓卜
一
―
―
Ｏ
　
Ｎ
Φ
い

（女
子
ナ
シ
）

二
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

五
日

四
日

二
日

一

日

一
年
―
二
三
年

〇
　
〓卜
〇
―
―
〇
　
い
い
〇

補
助
職
員
卜
同
様

人
事
部
長

河
井
　
昇
三
郎

０
０
０
円

五
日

四
日

二
日

一

日

一
年
―

一
０
年

〇
　
ドト
〇
―
―
〇
　
〓∞
Ｏ

補
助
職
員
卜
同
様

二
五
九

（資
料
８
）

人
第
九
八
〇
号

昭
和
十
四
年
五
月
五
日

臨
時
手
当
給
与

ノ
件

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社



ル看

二
早
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
ハ
〇

予
テ
ニ
等
職
員
以
下
ノ
職
員
準
職
員

二
対
シ
テ
ハ
、
物
価

ノ
騰
勢

二
鑑

ミ
、
毎
半
期
末
賞
与

ヲ
幾
分
増
額
支
給
致
居
候
処
、
今
後

ハ
左
記

ニ

依
り
毎
月
臨
時
手
当

ヲ
給
与

ノ
コ
ト

ニ
決
定
相
成
候
ｃ
右
依
命
及
通
牒
候
也
。

追
而
本
件

ハ
外
部

二
漏
洩

セ
サ
ル
様
、
特

二
御
留
意
相
成
度
中
添
候
。

記

一
、
二
等
職
員
以
下
ノ
職
員
準
職
員

二
対
シ
当
分

ノ
内
臨
時
手
当

ヲ
給
与

ス
。

二
、
臨
時
手
当

ノ
金
額

ハ
左

ノ
通
ト
ス
。

二
等
職
員

月
額
十
五
円

三
等
職
員
以
下
ノ
職
員
準
職
員

俸
給
又

ハ
給
料
月
額

ノ

一
割

二
相
当

ス
ル
金
額

但

シ
金
額
十
五
円
以
上
ノ
者

ハ
十
五
円
ト
ス
。

（註
、
三
―
六
、
略
）

七
、
本
件

ハ
昭
和
十
四
年
五
月
分

ヨ
リ
実
施

ス
。

以
上

（資
料
９
）

提
出
　
昭
和
十
五
年
二
月
十
九
日
　
例
第
六
四
号

本
社
定
款
中
改
正
ノ
件

本
年

一
月

一
日
ヨ
リ
改
正
商
法
実
施

セ
ラ
レ
、
之

二
伴

ヒ
本
社
定
款
中
改
正

ヲ
要

ス
ベ
キ
点
出
来
致
候

二
付

テ
ハ
、
之

ヲ
機
ト
シ
別
紙

ノ
通



り
改
正
案
作
成
ノ
上
、
来
月
開
催
ノ
定
時
株
主
総
会

二
附
議
相
成
可
然
乎
。

定
款
中
改
正
案

第
五
条
ヲ
左
ノ
通
改
ム
。

当
会
社
ノ
公
告

ハ
官
報

二
掲
載
シ
テ
之
ヲ
為
ス

第
七
条
中

「総
ベ
テ
之
ヲ
記
名
式
ト
シ
」
ト
ア
ル
ヲ
削
ル
。

第
八
条
中

「譲
渡
」
ノ
次

二

「
又
ハ
質
入
」
ヲ
加
フ
。

第
八
条
ノ
次

二
左
ノ

一
条
ヲ
加

へ
、
第
九
条
乃
至
第
拾
参
条
ヲ
各

一
条
宛
繰
下
グ
。

第
九
条
　
当
会
社
ノ
株
式
ノ
譲
渡

ハ
株
券
ノ
裏
書

二
依
り
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

第
拾
四
条
（旧
第
拾
参
条
）
ヲ
左
ノ
通
改
ム
。

総
会
ノ
議
事

二
付
テ
ハ
議
事
録
ヲ
作
成
シ
議
長
並
出
席
シ
タ
ル
取
締
役
及
監
査
役
記
名
捺
印
ノ
上
之
ヲ
保
存
ス

旧
第
拾
四
条
ヲ
削
ル
。

第
拾
五
条

ヲ
第
拾
七
条
ト
シ
テ
之
ヲ
左
ノ
通
改
メ
、
第
拾
六
条
及
第
拾
七
条
ヲ
各

一
条
宛
繰
上
グ
。

第
拾
七
条
　
取
締
役
ノ
互
選

二
依
り
取
締
役
中
当
会
社
ヲ
代
表
ス
ヘ
キ
者
若
干
名

ヲ
選
定
ス

第
拾
八
条
第

一
項
ヲ
左
ノ
通
改
ム
。

取
締
役
ノ
任
期

ハ
就
任
後
第
参
回
監
査
役
ノ
任
期

ハ
就
任
後
第
弐
回
ノ
定
時
株
主
総
会
終
結
ノ
時
ヲ
以
テ
終
了
ス

第
弐
拾
条
ヲ
左
ノ
通
改
ム
ｃ

取
締
役

ハ
取
締
役
会
ノ
認
許

二
依
り
当
会
社
卜
同
種
ノ
営
業
ヲ
ロ
的
ト
ス
ル
他
ノ
会
社
ノ
無
限
責
任
社
員
又

ハ
取
締
役
卜
為
ル
コ
ト
ヲ

得

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
（
一



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
全
一

一
、
第
六
章
附
則
以
下
ヲ
削
ル
。

改
正
点
及
改
正
理
由

一
、
会
社
ノ
公
告
方
法
ノ
改
正
（第
五
条
）

従
来
ノ
店
頭
掲
示
ヲ
改
メ
、
官
報

二
掲
載
ス
ル
コ
ト

ヽ
ス
。
改
正
商
法

二
依
レ
バ
、
会
社
ノ
公
告

ハ
、
官
報
又

ハ
時
事

二
関
ス
ル
事
項

ヲ
掲
載
ス
ル
日
刊
新
聞
紙

二
掲
ゲ
テ
、
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
（第

一
六
六
条
第
二
項
）
、
現
行
ノ
店
頭
公
告

ハ
、
許
サ

レ
ザ
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
リ
。
而
シ
テ
住
友
各
社

二
於
テ
ハ
概
ネ
日
刊
新
聞

二
公
告
ヲ
為
ス
モ
、
本
社
ノ
如
キ
非
公
開
ノ
会
社

ハ
寧

口
官

報
ヲ
適
当
卜
認
メ
タ
リ
。

官
報

二
公
告
ス
ル
手
続

ハ
比
較
的
簡
易

ニ
シ
テ
、
東
京
支
店

二
依
頼
ス
ル
コ
ト

ヽ
セ
ン
ト
ス
。

二
、
当
会
社
ノ
株
券

ハ
総
テ
記
名
式
ト
ナ
ス
旨
ノ
規
定
ノ
削
除
（第
七
条
）

改
正
商
法

二
依
レ
バ
、
無
記
名
株
券

ハ
定
款

二
定
ア
ル
場
合

二
限
り
発
行
セ
ラ
レ
、
定
款

二
別
段
ノ
定
ナ
キ
ト
キ
ハ
、
当
然

二
総
テ
記

名
式
ノ
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
リ
（第
二
二
七
条
）
。
従
ツ
テ
前
述
ノ
如
ク
当
会
社
ノ
株
券

ハ
総
テ
記
名
式
ト
ナ
ス
旨
ノ
規
定
ヲ
存
続
セ
シ
ム
ル

コ
ト
ハ
、
改
正
商
法
ノ
下
二
於
テ
ハ
其
ノ
必
要
ナ
キ
ニ
至
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
削
除
ス
ル
ヲ
適
当
卜
認
メ
タ
リ
。

三
、
株
式
ヲ
質
入
ス
ル
ト
キ
、
取
締
役
会
ノ
承
認
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ト
為
ス
コ
ト
（第
八
条
）

改
正
商
法

二
於
テ
ハ
、
株
主
名
簿
登
録
質
ノ
制
度
新
タ
ニ
認
メ
ラ
レ
、
定
款
中

二
之
ガ
手
続

二
関
ス
ル
規
定
ヲ
設
ク
ル
モ
ノ
多
キ
モ
、

必
ズ
シ
モ
之
ヲ
定
款

二
規
定
ス
ル
ノ
要
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
本
社

二
於
テ
ハ
之
ヲ
載
セ
ズ
。

而
シ
テ
本
社
株
式
ノ
質
入
ノ
場
合
ノ
制
限

二
付
テ
ハ
、
特

二
其
ノ
定
ナ
キ
モ
、
株
式
譲
渡
ノ
場
合
取
締
役
会
ノ
承
認
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ハ
、

既

二
従
来
ヨ
リ
定
款

二
規
定
ア
リ
。
而
シ
テ
譲
渡

二
付
斯
ル
制
限
ヲ
設
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
質
入

二
付
キ
テ
モ
当
然

二
同
様
ノ
制
限
ヲ
伴

フ
旨
、
学
説
、
判
例
ア
リ
テ
、
質
入
制
限

二
付
特

二
別
段
ノ
定
ヲ
要
セ
ザ
ル
モ
、
今
次
改
正
ノ
機

二
、
其
ノ
趣
旨
ヲ
明
カ
ニ
シ
テ
規
定



四

、
五ノヽ 七

ノ
明
確
ヲ
期
セ
ン
ト
ス
。

株
式
∠
暴
書
譲
渡
禁
止
ノ
規
定
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
（新
第
九
条
）

改
正
商
法

二
於
テ
ハ
、
定
款

二
別
段
ノ
定
ナ
キ
限
り
、
株
式
ノ
譲
渡

ハ
株
券
ノ
裏
書

二
依
リ
テ
之

ヲ
為
シ
得
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
ル
モ

（第
二
〇
五
条
）
、
コ
ハ
専
ラ
株
式
流
通
ノ
便
宜
ヲ
顧
慮
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
本
社
ノ
如
キ
非
公
開
ノ
会
社

二
於
テ
ハ
、
新
タ
ニ
裏
書

ヲ
認
ム
ル
必
要
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
定
款
ノ
規
定
ヲ
以
テ
之
ヲ
禁
止
シ
、
従
来
ノ
譲
渡
方
法
ノ
ミ
ニ
依
ル
コ
ト

ヽ
ス
。

株
主
総
会
ノ
議
事
録

二
関
ス
ル
規
定
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
（第
十
四
条
）

現
行
定
款

二
依
レ
バ
、
総
会
ノ
決
議
事
項

ハ
株
主
総
会
決
議
録

二
記
載
シ
、
議
長
及
出
席
株
主

一
名
以
上
之

二
記
名
捺
印
ス
ベ
キ
定
ナ

ル
モ
、
改
正
商
法
（第
二
四
四
条
Ｙ
一従
ヒ
総
会
ノ
議
事

二
付
テ
議
事
録
ヲ
作
成
シ
テ
、
之

二
議
事
ノ
経
過
ノ
要
領
及
其
ノ
結
果
ヲ
記
載

シ
、
議
長
並

二
出
席
シ
タ
ル
取
締
役
及
監
査
役
記
名
捺
印
ス
ル
コ
ト

ヽ
ス
。

取
締
役
並

二
監
査
役
ノ
資
格
株
及
取
締
役

・ノ株
式
供
託

二
関
ス
ル
規
定
ノ
削
除
（旧
第
十
四
条
、
旧
第
二
十
条
削
除
）

改
正
商
法

二
於
テ
ハ
、
取
締
役
及
監
査
役

ハ
必
ズ
シ
モ
株
主
タ
ル
コ
ト
ヲ
要
セ
ザ
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
本
社

二
於
テ
モ
、
就

任
ノ
際
ノ
手
続
ノ
簡
易
ヲ
計
ル
タ
メ
、
資
格
株
ノ
規
定

ヲ
削
除
ス
。

且
之

二
伴
ヒ
取
締
役
在
任
中
ノ
株
式
供
託
ノ
規
定
モ
無
用
ト
ナ
リ
、
之
ヲ
削
除
セ
リ
。

代
表
取
締
役
ノ
選
任
方
法

ヲ
改
正
シ
、
取
締
役
ノ
互
選
ヲ
以
テ
之
ヲ
行
フ
コ
ト
（新
第
十
七
条
）

従
来
本
社

二
於
テ
ハ
、
株
主
総
会
ノ
決
議
ヲ
以
テ
代
表
取
締
役
ヲ
選
任
シ
タ
ル
モ
、
改
正
商
法
（第
二
六

一
条
第
二
項
Ｙ
一依
レ
バ
、
定

款
ノ
規
定

二
基
キ
取
締
役
ノ
互
選
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
行
ヒ
得
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
選
任
手
続
上
ノ
便
宜

ヲ
考
慮
シ
、
後
者

二
依

ル
コ
ト

ヽ
シ
タ
リ
。

取
締
役
及
監
査
役
ノ
任
期
ノ
規
定
ノ
整
理
（第
十
八
条
）

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
工
全
二



九

、
十

一

第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（Ｌ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
エ
ハ
四

現
行
定
款

二
依
レ
バ
、
取
締
役
ノ
任
期

ハ
参
年
、
監
査
役
ノ
任
期

ハ
弐
年
ト
シ
、
其
ノ
任
期
ガ
定
時
株
主
総
会
以
前

二
満
了
シ
タ
ル
ト

キ
ハ
、
其
ノ
定
時
株
主
総
会
終
結

二
至
ル
迄
之
ヲ
伸
張
ス
ル
定
ナ
ル
モ
、
今
般
規
定
ノ
明
確
ヲ
期
ス
ル
タ
メ
、
取
締
役
ノ
任
期

ハ
就
任

後
第
参
回
、
監
査
役
ノ
任
期

ハ
第
弐
回
ノ
定
時
株
主
総
会
終
結
ノ
時
ヲ
以
テ
終
了
ス
ル
コ
ト
ニ
改
メ
ン
ト
ス
。

本
改
正

ハ
商
法
改
正
ト
ハ
直
接
ノ
関
聯
ナ
キ
モ
、
今
次
改
正
ノ
機

二
各
社
ノ
例

二
従
ヒ
之
ヲ
行

ハ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ｃ

取
締
役
ノ
競
業
禁
止
義
務
排
除
ノ
規
定
ヲ
設
ク
ル
コ
ト

即
チ
取
締
役

ハ
取
締
役
会
ノ
認
許

二
依
り
（株
主
総
会
ノ
認
許
ヲ
要
セ
ズ
シ
テ
）
、
本
社
卜
同
種
ノ
営
業

ヲ
ロ
的
ト
ス
ル
他
ノ
会
社
ノ
無

限
責
任
社
員
又
ハ
取
締
役
卜
為
り
得
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
コ
ト
（新
第
二
十
条
）

旧
商
法

二
於
テ
ハ
、
取
締
役
ガ
同
種
営
業
ヲ
ロ
的
ト
ス
ル
他
ノ
会
社
ノ
無
限
責
任
社
員
卜
為
ル
場
合
、
株
主
総
会
ノ
認
許
ヲ
要
シ
タ
ル

処
（第

一
七
五
条
）
、
改
正
商
法

二
於
テ
ハ
、
右
ノ
外
更

二
取
締
役
ガ
同
種
営
業

ヲ
ロ
的
ト
ス
ル
他
ノ
会
社
ノ
取
締
役
卜
為
ル
場
合

二
於

テ
モ
、
同
様

二
株
主
総
会
ノ
認
許
ヲ
要
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
レ
リ
（第
二
六
四
条
）
。

然
レ
ド
モ
、
本
規
定
ガ
強
行
的
性
質

ヲ
有
セ
ズ
、
定
款
ヲ
以
テ
右
ノ
禁
止
ヲ
排
除
シ
得
ル
コ
ト
ハ
概
ネ
通
説
ノ
認
ム
ル
所
ナ
ル
ヲ
以
テ
、

本
社

二
於
テ
モ
、
コ
ノ
解
釈

二
従
ヒ
、
定
款
ノ
規
定
ヲ
以
テ
右
規
定

ヲ
排
シ
、
乃
チ
株
主
総
会
ノ
認
許
ヲ
要
セ
ズ
、
取
締
役
会
ノ
認
許

ヲ
以
テ
足
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
以
テ
取
締
役
ノ
他
社
取
締
役
就
任
ノ
便
宜
ヲ
計
レ
リ
ｃ

第
六
章
附
則
以
下
ノ
削
除

発
起
人
ノ
氏
名
住
所

ハ
定
款
ノ
所
謂
必
要
的
記
載
事
項

二
属
ス
ル
モ
、　
一
般
ノ
慣
例

二
於
テ
ハ
、
法
律
ノ
要
求

二
基
キ
、　
一
旦
定
款

ニ

記
載
シ
、
然
ル
後
創
立
総
会
其
ノ
他

二
於
テ
削
除
ス
ル
モ
ノ
多
シ
。
実
際
問
題
ト
シ
テ
モ
、
之

ニ
ヨ
リ
兎
角
ノ
問
題
ヲ
生
ズ
ル
コ
ト
ナ

キ
ヲ
以
テ
、
削
除
可
然
卜
思
料
セ
ラ
ル
。

、
規
定
ノ
新
設
、
削
除

二
伴
フ
条
文
ノ
整
理
、
順
序
変
更
（別
紙
改
正
案
御
参
照
ア
リ
タ
シ
）
。



（資
料
１０
）

甲
第
五
四
号
達

株
式
会
社
住
友
本
社
事
務
章
程
中
左

ノ
通
改
正

ス
。

昭
和
十
五
年
九
月
二
十
六
日

第
三
条
第
二
項
ト
シ
テ
左
ノ
如
ク
加
フ
。

必
要

二
依
り
副
長
及
課
長
代
理
者
各
若
干
名
ヲ
置
ク
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
四
条
中

「課
長
」
ノ
項
ノ
次

二
左
ノ
如
ク
加
フ
ｃ

副
長

課
長
代
理
者

一　

課
長

ヲ
補
佐

シ
課
長
事
故

ア
ル
ト
キ

ハ
其

ノ
代
理

ヲ
為

ス

一
、
第
十

一
条
中

「
人
事
課
」

ノ
項
ノ
次

二
左

ノ
如

ク
加

フ
ｃ

厚
生
課
　
職
員
、
準
職
員
及
女
子
職
員

ノ
修
養
、
鍛
錬
及
福
祉

二
関

ス
ル
事
項

（資
料
Ｈ
）

（昭
和
十
四
年
四
月
二
十
二
日
主
管
者
協
議
会
第
四
議
題

「統
制
関
係
事
務
処
理
」
主
要
討
議
内
容
）

（註
、
提
案
理
由
を
敷
行
し
て
鉱
山
課
臨
時
課
長
代
理
津
田
久
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
）

（津
田
久
鉱
山
課
臨
時
課
長
代
理
）
我
国
ノ
経
済
機
構

ハ
満
洲
事
変

ヲ
境
卜
致

シ
マ
シ
テ
、

ガ
、
今
次
事
変

ノ
勃
発
致

シ
マ
ス
ル
ト
共

二
此
ノ
傾
向

ハ
急
激

二
拍
車

ヲ
カ
ケ
ラ
レ
、
殆

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

漸
次
計
豊
経
済

ヘ
ノ
傾
向

ヲ
強
メ
テ
参
リ
マ
シ
タ

ン
ド
全
産
業
部
門
ガ
経
営
ノ
全
面

二
渉
り
強
カ
ナ

二
六
五

住

友

本

社



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
全
ハ

ル
統
制
下
二
置
カ
ル

ヽ
コ
ト

ヽ
ナ
リ
マ
シ
タ
。

即
増
産
命
令
、
物
資
ノ
調
整
、
価
格
ノ
統
制
、
資
金
ノ
調
整
更

二
人
的
資
源

二
迄

一
々
統
制
ヲ
免
カ
レ
ヌ
現
状
デ
ア
リ
マ
ス
。
之
等
ノ
統
制

ハ
勿
論
戦
時
緊
急
ノ
必
要
ガ
強
ク
表

ハ
レ
テ
居
リ
マ
ス
ノ
デ
、
今
後
事
変
ノ
長
期
化

二
伴
ヒ
マ
シ
テ
、
当
然

二
之

二
検
討
ガ
加

ヘ
ラ
レ
、
従

ヒ
マ
シ
テ
物

二
依
り
、
事
業

二
依
リ
マ
シ
テ
ハ
、
現
行
ノ
統
制
ガ
多
少
緩
和
セ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
モ
出
来
テ
参
ル
コ
ト
カ
存
ゼ
ラ
マ
ス
ガ
、
大
勢

卜
致
シ
マ
シ
テ
ハ
統
制

ハ
更

二
高
度
化
サ
レ
且
恒
久
的
ナ
モ
ノ
ト
ナ
ツ
テ
ユ
ク
コ
ト
ト
考

ヘ
ラ
レ
マ
ス
。

而
モ
此
ノ
恒
久
化
卜
云
フ
事

二
付
キ
マ
シ
テ
、
計
董
経
済
体
制
ガ
必
ズ
シ
モ
事
変
ノ
ミ
ヲ
原
因
ト
シ
テ
発
生
シ
タ
モ
ノ
デ
ハ
ナ
ク
、
此
ノ
経

済
組
織
ノ
内
在
的
必
然
性

ニ
ヨ
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
ト
云
フ
風

二
考

ヘ
マ
ス
ナ
ラ
バ
、
将
来
所
謂
自
由
主
義
経
済
組
織

ヘ
ノ
復
帰
卜
云
フ
事

ハ
殆

ン
ド
ア
リ
得
ヌ
ト
考

ヘ
ラ
レ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

勿
論
此
ノ
点

二
付
キ
マ
シ
テ
ハ
、
種
々
議
論
ノ
ア
ル
処
卜
存
ジ
マ
ス
ガ
、
少
ク
共
当
面
ノ
問
題
卜
致
シ
マ
シ
テ
此
ノ
状
勢

ハ
相
当
長
期

二
渉

ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、　
一
般
的

二
云
ヒ
得
ル
処
卜
存
ゼ
ラ
レ
マ
ス
。
従
ヒ
マ
シ
テ
事
業
ノ
経
営

二
当
リ
マ
シ
テ
、
統
制

二
関
ス
ル
問
題
ノ
処
理

ハ
、
現
在

ハ
勿
論
今
後
共
極
メ
テ
重
要
ナ
事
項
ト
シ
テ
継
続
ス
ル
モ
ノ
ト
思

ハ
レ
マ
ス
。

之

二
対
シ
マ
シ
テ
現
在
迄
ノ
処

ハ
、
政
府
ノ
統
制
ガ
緊
急
ノ
必
要

二
応
ズ
ル
為

二
極
メ
テ
便
宜
的

二
開
始
セ
ラ
レ
マ
シ
タ
事

ハ
、
又
其
見
通

シ
モ
混
沌
卜
致
シ
テ
居
リ
マ
シ
タ
事
等
ノ
理
由

ニ
ヨ
リ
マ
シ
テ
、
之
ガ
対
策
モ
勢
便
宜
的
ト
ナ
リ
、
又
便
宜
的
ナ
方
法
ヲ
ト
ル
事
ガ
却

ツ
テ

妙
味
ガ
ア
ツ
タ
、
ウ
マ
ミ
ガ
ア
ツ
タ
ト
云
フ
様
ナ
事
モ
考

ヘ
ラ
レ
ル
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ガ
、
今
後
ノ
問
題
卜
致
シ
マ
シ
テ
、
呆
シ
テ
現
状
ノ

儘
推
移
シ
テ
参
リ
マ
シ
テ
支
障
ノ
無
イ
モ
ノ
デ
ア
ラ
ウ
カ
ド
ウ
カ
、
殊

二
住
友
ノ
各
会
社

ハ
本
拠
ガ
東
京

ニ
ナ
イ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
カ
ラ
、

特

ニ
コ
ノ
問
題

二
付
充
分
研
究
ヲ
遂
ゲ
テ
オ
ク
事
ガ
必
要
デ
ア
ル
ト
考

ヘ
ラ
レ
ル
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
。

此
ノ
意
味

二
於
キ
マ
シ
テ
、
只
今
提
案
説
明
ト
シ
テ
読
ミ
上
ゲ
マ
シ
タ
様
ナ
諸
点
其
他
広
ク
此
ノ
問
題

二
付
キ
マ
シ
テ
、
各
店
部
連
系
会
社

ノ
現
在
ノ
実
情
ヲ
オ
洩
シ
願
ヒ
マ
シ
テ
、
更

二
之

二
関
シ
種
々
御
意
見
ヲ
伺

ハ
セ
テ
頂
キ
、
殊

二
東
京

二
於
テ
コ
ノ
問
題

二
日
々
御
折
衝

ニ



ナ
ツ
テ
オ
ラ
レ
マ
ス
ル
東
京
販
売
店
、
東
京
支
店
、
鍍
業
会
社
ノ
東
京
支
所

二
於
カ
レ
マ
シ
テ
ハ
、
御
意
見
モ
多
々
オ
ア
リ
ニ
ナ
ル
コ
ト
ト

存
ジ
マ
ス
ガ
、
ソ
レ
等
ヲ
伺

ハ
セ
テ
頂
キ
マ
シ
テ
、
又
ソ
レ
ニ
対
ス
ル
店
部
連
系
会
社
ノ
御
意
見
モ
聞
カ
セ
テ
頂
キ
マ
シ
テ
、
本
社

二
於
キ

マ
シ
テ
モ
篤
卜
考
究
サ
セ
テ
頂
キ
度
イ
ト
云
フ
事
ガ
提
案
ノ
趣
旨
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
。

（註
、
右
の
鉱
山
課
の
提
案
理
由
を
補
足
し
つ
つ
、
東
京
所
在
組
織
の
状
況
を
説
明
す
る
た
め
、
次
の
三
名
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
）

（野
田
哲
造
東
京
支
店
長
）
東
京

二
於
テ
今
取
扱

ツ
テ
オ
ル
現
状
ヲ
申
上
ゲ
マ
ス
。
東
京
支
店

ハ
従
来
本
社
ノ
東
京
支
店
デ
ア
ル
バ
カ
リ
デ
ナ

ク
、
連
系
会
社
ノ
東
京
支
店
ヲ
或
意
味

二
於
テ
兼
ネ
タ
存
在
ト
シ
テ
、
東
京
販
売
店
ノ
販
売
事
務
卜
共

二
東
京

二
於
ケ
ル
住
友
ノ
代
表
機
関

デ
ア
リ
マ
ス
。
中
央
機
関
ト
ノ
連
絡
対
外
関
係
モ
比
較
的
閑
散
デ
ア
リ
マ
シ
タ
時
代

ハ
、
之

ヲ
以
テ
殆
ン
ド
支
障
ヲ
来
タ
ス
コ
ト
ハ
ナ
カ
ツ

タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
此
ノ
事
変
勃
発
後
統
制
経
済
ガ
強
化
サ
レ
ル
ヤ
ウ
ニ
成
リ
マ
シ
テ
カ
ラ
、
官
庁
ト
カ
其
他
諸
統
制
機
関
ト
ノ
交
渉
ガ
非

常

二
増
シ
テ
、
其
ノ
接
触
ス
ル
部
門
モ
非
常

二
複
雑

ニ
ナ
ツ
テ
来
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
政
府
ノ
統
制
政
策
ト
イ
フ
モ
ノ
ハ
、
最
初

ハ
確
固
タ

ル
方
針
ガ
ア
ツ
テ
行

ツ
タ
ノ
デ
ヤ
ナ
ク
、
部
分
的
に
開
始
サ
レ
タ
ト
イ
フ
ノ
デ
、
最
初

ハ
其
ノ
見
透
シ
モ
明
瞭
デ
ナ
カ
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

其
ノ
対
策
モ
自
然
便
宜
的

二
考

ヘ
テ
オ
ツ
タ
事
モ
巳
ム
ヲ
得
ナ
カ
ツ
タ
ト
思
ヒ
マ
ス
。

其
ノ
結
果
住
友
ノ
方
法
モ
亦
便
宜
的
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
比
較
的
東
京
支
店
卜
接
触
ノ
ア
ツ
タ
ヤ
ウ
ナ
店

ハ
引
キ
ツ
ヾ
キ
統
制
事
務
ヲ
東
京
支

店

二
依
頼
シ
、
又
販
売
事
務
ノ
関
係
上
販
売
店

二
関
係
ノ
ア
ツ
タ
店
部

ハ
販
売
店

二
御
依
頼

ニ
ナ
ツ
タ
、
或

ハ
当
店
卜
販
売
店
ノ
双
方
ヲ
御

利
用

ニ
ナ
ツ
タ
。
其
ノ
関
係
ガ
非
常

二
複
雑

二
成
ツ
テ
来
夕
。
最
近
本
年

一
月
カ
ラ
鍍
業
ノ
東
京
支
所
卜
云
フ
モ
ノ
ガ
開
設
ヲ
見
ル
ヤ
ウ
エ

ナ
リ
マ
シ
テ
カ
ラ
ハ
、
其
ノ
間
ノ
事
務
ノ
関
係
卜
云
フ
モ
ノ
ガ
、
相
当
不
明
瞭
不
統

一
二
ナ
ツ
テ
来
タ
ヤ
ウ
ナ
現
状
デ
ア
リ
マ
ス
。
所
デ
為

替
管
理
資
金
調
整
関
係
事
務

ハ
或

ハ
当
店
ヲ
利
用
サ
レ
タ
リ
、
或

ハ
販
売
店
ヲ
利
用
サ
レ
タ
リ
、
或

ハ
其
ノ
双
方
ヲ
御
利
用

ニ
ナ
ツ
タ
ノ
デ

ア
リ
マ
ス
。
ソ
レ
デ
同

一
事
態

二
違

ツ
タ
人
ガ
重
複
シ
テ
折
衝
シ
タ
コ
ト
ガ
ア
ツ
タ
。
或
時

ハ
大
蔵
省
ノ
方

ハ
東
京
支
店
カ
ラ
、
商
工
省
ノ

方

ヘ
ハ
販
売
店
ノ
方
カ
ラ
行

ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
其
ノ
間

二
於
テ
行

ツ
テ
オ
ル
ダ
ケ
ノ
コ
ト
ナ
ラ
イ
イ
ン
デ
ス
ガ
、
説
明
ヲ
ス
ル
コ
ト
ガ
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一
〓
ハ
八

出
来
ナ
イ
ヤ
ウ
ナ
処
ガ
出
来
夕
場
合
モ
ア
ル
ノ
デ
ス
。
最
近

二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
、
其
ノ
他
当
店

へ
持
チ
込

マ
レ
ル
仕
事
ガ
鍍
業
ノ
東
京
支
所

へ
行

ツ
タ
リ
ス
ル
。
事
実
問
題
ト
シ
テ
東
京
支
店
ノ
交
換
手
ガ
此
ノ
問
題

ハ
一
体
何
処

ヘ
ツ
ナ
イ
デ
イ

ヽ
力
分
ラ
ナ
イ
ト
イ
フ
質
問
ヲ
受
ケ

ル
現
状
デ
ア
リ
マ
ス
。
結
局
回
答
ガ
遅
レ
ル
バ
カ
リ
デ
ナ
ク
、
或
官
庁

ハ
住
友
ノ
問
題

ハ
何
処

へ
相
談
シ
タ
ラ
イ

ヽ
ノ
カ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
質

問
サ
レ
タ
ト
云
フ
コ
ト
モ
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ｃ

勿
論
之

二
関
シ
テ
販
売
店
、
鍍
業
東
京
支
所

二
於
テ
モ
、
オ
互
二
連
絡
ヲ
ト
ツ
テ
行
カ
ウ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
努
メ
テ
居
リ
マ
ス
。
出
来
ル
ダ
ケ

其
ノ
事
務
ノ
円
滑
ヲ
計
ル
ヤ
ウ
エ
努
カ
シ
テ
ハ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
今
申
上
ゲ
マ
シ
タ
ヤ
ウ
エ
住
友
ノ
内
部

二
於
テ
モ
非
常

二
困
難
デ

ア
リ
、
外
部
カ
ラ
見
テ
モ
尚
更
其
ノ
困
難

ハ
、
想
像
ス
ル
ニ
難
ク
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

ソ
レ
デ
如
何
シ
タ
ラ
良
イ
カ
。
此
ノ
問
題

ハ
非
常

二
難
シ
イ
問
題
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
三
井
、
三
菱

二
何
時
モ
例
ヲ
ト
ル
ヤ
ウ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、

三
井
合
名
、
三
菱
社
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
余
程
住
友
本
社
ト
ハ
変
ツ
テ
居
ル
。
其
ノ
事
業
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
殆
ン
ド
関
係
シ
テ
ヰ
ナ
イ
。
此
ノ
問
題

二
関
シ
テ
官
庁
関
係

二
於
テ
ハ
蔭

ニ
カ
ク
レ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
其
ノ
代
り
三
井

二
於
テ
モ
三
菱

二
於
テ
モ
、
鉱
業
会
社
ガ
本
体

ニ

ナ
ツ
テ
其
ノ
連
系
事
業

二
対
シ
テ
統
制
ヲ
ヨ
ク
ヤ
ツ
テ
ヰ
ル
。
決
シ
テ
鉱
業
会
社
ノ
連
系
会
社
ガ
直
接
官
庁
卜
話
ヲ
シ
ナ
イ
。
住
友
本
社

ニ

於
テ
ハ
其
ノ
関
係
ガ
三
菱
社
、
三
井
合
名
卜
違

ツ
テ
居
リ
マ
シ
テ
、
自
分
ノ
方
モ
鉱
山
事
業
ヲ
営
ン
デ
居
ル
ト
云
フ
様
ナ
関
係
デ
ア
リ
マ
ス

ル
カ
ラ
、
其
ノ
意
味
カ
ラ
云
ヒ
マ
シ
テ
モ
、
此
ノ
様

二
三
井
鉱
山
、
三
菱
鉱
業
、
三
井
物
産
、
三
菱
商
事
等
ノ
ヤ
ウ
ニ
行
カ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ

マ
ス
。

事
実
問
題
ト
シ
テ
申
上
ゲ
マ
ス
ト
、
住
友
本
社
卜
各
社
ト
ノ
関
係

二
於
テ
、
最
近
全
部

一
括
シ
テ
提
出
シ
タ
方
ガ
大
蔵
省
ノ
了
解
ガ
早
イ
ト

云
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ガ
ア
リ
マ
ス
ｃ
余
程
三
井
合
名
ト
カ
三
菱
社
ノ
ヤ
ツ
テ
居
ル
コ
ト
ト
違

ツ
テ
居
ル
事
情

二
在
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
。

ソ
レ
ト
モ
ウ

一
ツ
ハ
、
鉱
山
課
ガ
御
説
明

ニ
ナ
ツ
タ
ヤ
ウ
エ
、
三
井
、
三
菱

ハ
本
社
ガ
東
京

ニ
ア
ル
。
住
友
関
係

二
於
テ
ハ
東
京

二
本
店
ノ

ア
ル
モ
ノ
ハ
一
ツ
モ
ナ
イ
。
此
ノ
問
題
ヲ
ド
ウ
ス
ル
カ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
三
井
、
三
菱

二
例
ヲ
ト
ツ
テ
其
ノ
儘

ニ
ヤ
ル
ワ
ケ
ニ
ハ
行
カ
ヌ
ト



思
ヒ
マ
ス
。
ソ
コ
デ
各
連
系
会
社
ガ
夫
々
支
店
ヲ
オ
持
チ
ニ
ナ
ル
…
…
銀
行
、
信
託
、
保
険
等
金
融
店
部

ハ
ヨ
イ
ガ
…
…
夫
以
外

二
於
テ
ハ

鍍
業
会
社
ガ
オ
持
チ
ニ
ナ
ツ
タ
ヤ
ウ
エ
支
所
ヲ
オ
持
チ
ニ
ナ
ル
ノ
ガ
良
イ
カ
、
或

ハ
一
ツ
ノ
モ
ノ
ノ
方
ガ
良
イ
カ
ト
云
フ
問
題
ガ
起

ツ
テ
ク

ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

今
申
上
ゲ
マ
シ
タ
通
り
住
友
本
社
卜
云
フ
モ
ノ
モ
事
業

二
関
係
シ
テ
居
ル
結
果
、
我
々
ノ
考
デ
ハ
、
之

ハ
ド
ウ
モ

一
ツ
ニ
マ
ト
メ
タ
方
ガ
ヨ

イ
。
仕
事
ノ
性
質
カ
ラ
云
ツ
テ
為
替
管
理
、
資
金
調
整
ト
カ
ノ
問
題

ハ
、
全
部

一
ツ
ニ
マ
ト
メ
テ
ヤ
ツ
タ
方
ガ
利
益
ガ
ア
ル
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
．

此
ノ
外

ニ
モ
余
程
研
究
ス
ル
必
要
ノ
ア
ル
モ
ノ
ガ
ア
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
。
本
社

へ
統
制
事
務
ノ
課
ヲ
置
イ
テ
、
ソ
レ
デ
マ
ト
メ
テ
本
社
東
京
支

店

へ
連
絡
ス
ル
ノ
モ
一
案
デ
ア
ル
。
私
自
身
事
業

二
余
り
経
験
ナ
ク
此
ノ
点
自
信
ヲ
モ
ツ
テ
申
上
グ
ル
コ
ト
ハ
出
来

マ
セ
ン
ガ
、
其
ノ
点
モ

連
系
会
社
ノ
御
意
見
ヲ
伺
ヒ
度
イ
。
東
京
支
店
ト
シ
テ
ハ
一
ツ
ノ
所

ニ
マ
ト
メ
テ
対
外
的

二
交
渉
ス
ル
コ
ト
ガ
非
常

二
必
要
ナ
コ
ト
デ
ア
ル

ト
思
ヒ
マ
ス
。
ソ
レ
ハ
東
京
支
店
デ
纏
メ
ル
ト
云
フ
訳
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
。
今
東
京

ニ
ア
ル
本
社
東
京
支
店
、
東
京
販
売
店
、
鍍
業
会
社
東

京
支
所
卜
云
フ
三
ツ
ノ
現
在
ノ
制
度
ガ
良
イ
カ
悪
イ
カ
ト
云
フ
コ
ト
モ
、
此
ノ
機
会

二
於
テ
御
検
討
ヲ
下
サ
ラ
バ
非
常

二
結
構
卜
存
ジ
マ
ス
。

ソ
レ
カ
ラ
モ
ウ

一
ツ
ハ
物
資
統
制
関
係

ハ
一
元
化
シ
テ
頂
キ
度
イ
。
住
友
部
内
ノ
組
織
ヲ
一
元
化
シ
テ
貰
ヒ
度
イ
ト
云
フ
ノ
ガ
東
京
支
店
ノ

非
常
ナ
希
望
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
。
住
友
ノ
店
部
、
連
系
会
社
、
関
係
会
社
ヲ
通
ジ
テ
共
通
ノ
利
益

ヲ
計
ル
ト
云
フ
ノ
ハ
、
是
非
共
住
友
部
内

ニ

一
元
的
組
織
ヲ
立
テ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ガ
良
イ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
。
之

ハ
住
友
部
内
ノ
利
益
許
リ
デ
ナ
ク
、
住
友
ノ
発
言
権
ガ
大
キ
ク
ナ
ル
ノ
デ

ア
リ
マ
ス
。

最
後

二
申
シ
タ
イ
コ
ト
ハ
、
各
社
各
現
場
ノ
御
協
カ
ナ
ク
シ
テ
ハ
、
到
底

コ
ノ
ロ
的
ヲ
達
シ
得
ナ
イ
。
最
近
東
京
支
店
デ
事
務
処
理
上
遺
憾

二
思
ツ
テ
居
リ
マ
ス
ノ
ハ
、
官
庁
等
ノ
照
会
ガ
ア
ツ
テ
モ
御
回
答
ガ
非
常

二
遅
レ
ル
。
ツ
シ
テ
電
信
電
話

ヲ
以
テ
御
催
促
申
上
ゲ
テ
モ
遅
レ

ル
。
又
書
類

二
誤
ガ
ア
ル
コ
ト
モ
応
々
デ
ア
リ
マ
ス
。
結
局
官
庁
側
ノ
信
用
ヲ
悪
ク
シ
、
住
友
全
体

二
対
ス
ル
迷
惑
ヲ
カ
ケ
ル
ト
云
フ
事
ガ

ア
ル
ノ
デ
、
此
ノ
問
題

二
関
シ
テ
東
京
支
店

二
於
テ
モ
非
常

二
斡
旋
シ
テ
居
リ
マ
シ
テ
、
官
庁
側
ノ
無
理
ナ
註
文

ハ
ナ
ル
ベ
ク
修
正
シ
テ
居
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〇

リ
マ
ス
カ
ラ
、
何
卒
現
場

二
於
カ
レ
テ
モ
統
制
経
済
ノ
実
情
卜
云
フ
コ
ト
ヲ
ヨ
ク
御
了
解

ニ
ナ
ツ
テ
、
可
成
官
庁
側
ノ
要
求
ヲ
御
容
レ
下
サ

ル
ヤ
ウ
エ
オ
願
ヒ
シ
マ
ス
。

（栗
原
徹
東
京
販
売
店
支
配
人
）
今
野
田
サ
ン
カ
ラ
御
話
ガ
ア
リ
マ
シ
タ
ガ
、
其
ノ
内
デ
官
庁
ガ
住
友
ノ
問
題

ハ
何
処

へ
交
渉
ス
レ
バ
ヨ
イ
カ

分
ラ
ヌ
ト
申
ス
ノ
モ
、
多
々
ア
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
最
近

ハ
少
ク
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
。
其

ハ
ド
ウ
イ
フ
訳
カ
ト
申
シ
マ
ス
ト
、
従
来
海

軍
ト
カ
陸
軍
ト
カ
ハ
民
間
ノ
大
会
社

ハ
ヨ
ク
支
店
卜
販
売
店
ノ
ア
ル
コ
ト
ヲ
知
ツ
テ
居
ツ
タ
。
所
ガ
現
在
統
制
ノ
為

二
接
触
面
ガ
広
ク
ナ
ツ

テ
、
販
売
店
ヲ
知
ラ
ヌ
ト
コ
ロ
ガ
ア
リ
、
我
々
ハ
販
売
店
ヲ
認
識
サ
セ
ル
為

二
努
メ
テ
居
ル
カ
ラ
デ
ア
リ
マ
ス
。
我
々
ノ
方
デ
ハ
エ
場
ノ
製

品
ノ
販
売
並

ニ
ソ
レ
ニ
関
聯
シ
タ

一
切
ノ
事
項
ヲ
ヤ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
。
本
社
ノ
仕
事

ハ
東
京
支
店
デ
ヤ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
。
鍍
業
会
社

ハ
東
京

支
所
デ
ヤ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
。

私
カ
ラ
申
上
ゲ
ル
ノ
ハ
ド
ウ
カ
ト
思
ヒ
マ
ス
ガ
、
東
京
販
売
店
ト
シ
テ
ハ
此
ノ
事
務

二
対
シ
テ
人
ヲ
増
シ
テ
頂
イ
テ

一
生
懸
命
ヤ
ツ
テ
居
リ

マ
ス
ｃ　
一
昨
年
頃
カ
ラ
非
常

二
統
制
機
関
ガ
増

エ
マ
シ
テ
、
其
等
ノ
機
関
ヲ
通
ズ
ル
ニ
非
ズ
ン
バ
原
料
ノ
購
入
ガ
出
来
ナ
イ
、
原
料
ノ
入
手

ガ
出
来
ナ
ケ
レ
バ
製
造
ガ
出
来
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
工
場

ニ
ト
ツ
テ
ハ
非
常

二
重
大
ナ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
。
ソ
レ
デ
原
料
ノ
購
入
モ

販
売
店
デ
御
世
話
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
ソ
レ
デ
東
京
販
売
店
ガ
御
世
話
シ
テ
居
ル
統
制
経
済

ニ
ヨ
ツ
テ
出
来

マ
シ
タ
組
合

ヲ
御
参
考
迄

二
申
上
ゲ
マ
ス
ト
、
金
属
工
業
ノ
関
係

ハ
組
合
十
二
バ
カ
リ
、
ソ
レ
カ
ラ
電
線
関
係
ノ
組
合
ガ
五
バ
カ
リ
、
尚

コ
ノ
外

二
以
前

カ
ラ
十
三
バ
カ
リ
ノ
定
期
会
合
ガ
ア
リ
マ
ス
。
次

二
機
械
製
作
関
係
ガ
五
ツ
、
化
学
工
業
ガ

一
ツ
、
ア
ル
ミ
製
錬
ガ

一
ツ
デ
ア
リ
マ
ス
ｃ

ソ
レ
カ
ラ
本
年
初
メ
ニ
鍍
業
会
社
ノ
支
所
ガ
出
来
ま
し
た
。
コ
レ
デ
従
来
東
京
販
売
店
デ
ヤ
ツ
テ
オ
ツ
タ
別
子
其
他
ノ
関
係
ノ
組
合
ヲ
オ
移

シ
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
此
等

ハ
何
レ
モ
営
業

二
不
可
分
ノ
関
係
ガ
ア
リ
マ
シ
テ
、
之
ガ
ナ
ク
テ
ハ
営
業
ガ
出
来
ナ
イ
ノ
デ

ア
リ
マ
ス
。
野
田
サ
ン
ノ
御
話
ノ

一
元
化
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
理
論
上
結
構
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
之

ハ
ヨ
ク
考

ヘ
ナ
ク
テ
ハ
ナ
ラ
ナ
イ
ト
思

ヒ
マ
ス
。



ソ
レ
カ
ラ
販
売
店
卜
申
シ
マ
ス
ト
、
何
力
物
ヲ
売
ツ
テ
居
ル
所
ノ
ヤ
ウ
ニ
御
考

ニ
ナ
ル
方
モ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
東
京
販
売
店
デ
ハ
私
ノ
方
ノ
事

務
章
程

ニ
モ
ノ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
ヤ
ウ
ニ
、
工
場
ノ
代
理
販
売
ヲ
ス
ル
ト
同
時

二
、
ソ
レ
ニ
関
係
シ
タ
コ
ト
ラ
ヤ
ル
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
ヰ
ル
。
統

制
経
済

二
於
テ
ハ
販
売
卜
同
時

二
原
料
ノ
入
手
ガ
ナ
ラ
ビ
重
大
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
此
等
ノ
事
務

ハ
各
般
ノ
協
カ
ヲ
得
テ
ヤ
ツ
テ
行
ク
モ
ノ
デ

ア
リ
マ
ス
ガ
、
私
カ
ラ
申
シ
マ
ス
ノ
ハ
オ
カ
シ
イ
デ
ス
ガ
、
非
常

二
妙
味
ア
ル
仕
事
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
思
ヒ
マ
ス
。

三
井
物
産

ニ
ツ
イ
テ
見
ル
ト
、
機
械
係
卜
云
フ
ト
ソ
レ
ハ
機
械
ノ
コ
ト
ダ
ケ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
全
ク
各
係
ガ
独
立
シ
テ
居
リ
マ
シ
テ
、
ソ
レ

以
外
ノ
事

ハ
全
然
通
ジ
ナ
イ
。
ソ
レ
ニ
反
シ
販
売
店

ハ
ド
ノ
係

へ
話
ヲ
シ
テ
モ
、
組
織
上
何
処
ノ
係

へ
話
ヲ
シ
テ
モ
通
ジ
ル
コ
ト
ハ
通
ジ
ル
。

金
属
課
卜
電
線
課
卜
分
レ
テ
居
リ
マ
ス
ケ
レ
共
、
皆

一
体
ト
ナ
ツ
テ
ヤ
ツ
テ
居
ル
ト
云
フ
具
合
デ
ア
リ
マ
ス
。
最
近
ノ
ヤ
ウ
エ
複
雑

ニ
ナ
リ

マ
ス
以
前

ハ
、　
一
寸
オ
カ
シ
ナ
徹
底
シ
ナ
イ
ヤ
ウ
ナ
制
度
ダ
ナ
ト
感
ジ
マ
シ
タ
ケ
レ
共
、
非
常
ナ
妙
味
ガ
ア
リ
マ
ス
。
三
井
物
産
ノ
ヤ
ウ
ニ

各
課
ガ
独
立
シ
テ
ヰ
ナ
イ
処

ニ
ソ
コ
ニ
ナ
ゴ
ヤ
カ
ナ
妙
味
ガ
ア
リ
マ
ス
。
ソ
レ
デ
人
ヲ
強
化
ス
ル
必
要
ガ
ア
ル
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

（飯
田
弥
五
郎
鎖
業
総
務
部
長
）東
京
支
所
ヲ
設
ケ
マ
シ
タ
事
情
ヲ
申
上
ゲ
タ
イ
。

統
制
ガ
強
化
サ
レ
、
統
制
事
務

ハ
従
来
東
京
販
売
店

ニ
オ
願
ヒ
シ
テ
居
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
銅
統
制
組
合
、
昭
和
石
炭
聯
合
会
ト
イ
フ

モ
ノ
ガ
皆
東
京

ニ
ア
ル
ノ
デ
、
統
制
事
務

ハ
皆
東
京
デ
ヤ
ル
ト
云
フ
事
情
ノ
タ
メ
ニ
、
担
当
者

ハ
始
終
東
京

へ
往
復
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
、

何
力

一
ツ
東
京

へ
機
関
ヲ
設
ケ
タ
方
ガ
イ

ヽ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
云
フ
コ
ト
デ
話
ガ
出

マ
シ
テ
、
イ
ツ
ソ
石
炭
デ
モ
銅
デ
モ
営
業
卜
云
フ
ト
直

グ
統
制

二
関
係
ア
ル
ノ
デ
ス
カ
ラ
、
営
業
部
挙
ツ
テ
東
京

へ
移

ツ
タ
方
ガ
良
イ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
云
フ
話
モ
ア
ツ
タ
ノ
デ
ス
ガ
、
ソ
レ
デ
ハ

本
店
ト
ノ
連
絡
ガ
ウ
マ
ク
行
カ
ヌ
ノ
デ
、
営
業
部
ヲ
半
分
移
ス
ト
云
フ
コ
ト
デ
、
東
京
支
所
ガ
出
来
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
併
シ
東
京
支
所
デ

ヤ
ル
コ
ト
ハ
、
何
処

マ
デ
モ
統
制
事
務
ノ
ミ
デ
、
販
売

ハ
販
売
店

ニ
オ
願
ヒ
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
。

別
子
ノ
銅

ハ
大
体
東
京
デ
売
ル
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
ハ
ナ
イ
。
殆
ン
ド
大
阪
ノ
連
系
会
社
デ
使
ヒ
マ
ス
シ
、
金

ハ
日
本
銀
行
、
銀
ダ
ケ
ヲ
多
少
売

ツ

テ
貰
フ
ノ
デ
極
メ
テ
僅
力
販
売
店

ニ
ヤ
ツ
テ
頂
イ
テ
ヰ
ル
。
石
炭
ノ
方

ハ
東
京
デ
相
当
販
売
ガ
ア
リ
マ
ス
ノ
デ
、
販
売
店

ニ
オ
願
シ
テ
オ
リ
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一
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二

マ
ス
。
又
最
近

ハ
人
手
ガ
充
分

二
無
イ
ノ
デ
兼
務
シ
テ
居
リ
マ
ス
ノ
デ
、
其
間

二
明
瞭

ヲ
欠
イ
テ
居
リ
マ
ス
。

開
設
後
ノ
成
績
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
開
店
尚
日
モ
浅
イ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
殊

二
人
手
ガ
非
常

二
不
足
シ
テ
居
リ
マ
ス
関
係
デ
満
足

ニ
ハ
イ

ツ
テ
居
リ
マ
セ
ヌ
ガ
、　
一
例
ヲ
申
上
ゲ
マ
ス
ト
官
庁
ト
カ
同
業
会
社
デ
返
事
ガ
遅
レ
テ
困
ル
ト
イ
フ
点
ガ
改
正
サ
レ
マ
シ
タ
シ
、
又
色
々
ナ

情
報
ガ
入
ツ
テ
来
ル
ノ
デ
、
此
方
ガ
予
メ
対
策
ヲ
講
ズ
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
、
東
京

へ
出
張
シ
タ
人
ガ
行

ツ
テ
直
グ
ニ
協
議
ガ
進
メ
ラ
レ
ル
ト

イ
フ
具
合
デ
有
形
無
形
ノ
便
益

ヲ
受
ケ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
．

（註
、
こ
れ
に
対
し
て
連
系
各
社
か
ら
の
発
言
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
）

（三
村
起

一
鍍
業
専
務
）先
程
野
田
サ
ン
カ
ラ

一
元
化
ノ
問
題
ガ
出
マ
シ
タ
ガ
、
之

ハ
真

二
尤
デ
ア
リ
マ
ス
ｃ
総
テ
ノ
点
カ
ラ
見
テ
賛
意

ヲ
表

ス
ル
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。
唯
之

二
付
テ
少
シ
申
上
ゲ
度
イ
コ
ト
ハ
、
集
合
的

ニ
ヤ
ル
コ
ト
ハ
良
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
実
際
問
題
ト
シ
テ
商

工
省
ノ
如
キ
ハ
近
ク
広
汎
的
ナ
機
構
ノ
改
正
ヲ
行
フ
ヤ
ウ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
官
庁
ノ
機
構

二
応
ジ
テ
コ
チ
ラ
ノ
制
度

ヲ
作
ラ
ヌ
ト
ウ
マ
ク
行

カ
ヌ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
。
ソ
レ
カ
ラ
モ
一
ツ
ハ
住
友
ダ
ケ
ガ
勝
手
ナ
組
織

ヲ
作
ル
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
ド
ウ
カ
、
他
会
社
卜
同

一
歩
調
デ
歩
ク
ト
イ

フ
コ
ト
ヲ
考

ヘ
テ
戴
キ
度
イ
。

第
三
二
一
元
化
卜
云
フ
コ
ト
デ
ス
ガ
、
現
在
各
資
材
ノ
統
制
ノ
場
合
、
鉱
山
関
係

ハ
皆
鍍
業
会
社

二
含
メ
テ
ヰ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
内
部

的

ニ
ハ
別
々
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
外
部
的

ニ
ハ
一
元
化
サ
レ
テ
居
ル
。

要
ス
ル
ニ
今
日
ハ
、
銅
ノ
市
場

二
致
シ
マ
シ
テ
モ
東
京
ノ
或
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ノ
中
ノ
銅
統
制
組
合

二
集
中
サ
レ
テ
シ
マ
ツ
テ
居
ル
、
ソ
２
ム

フ
点
ヲ
御
考

ニ
ナ
ツ
テ

一
元
化
ヲ
計
ル
様
願
ヒ
度
イ
。

然
ラ
バ
ド
ウ
シ
タ
ラ
良
イ
カ
。
各
社
ガ
夫
々
東
京

二
支
店
ノ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
ヲ
持

ツ
コ
ト
モ
繁
雑
デ
ス
シ
、　
一
元
化
サ
レ
タ
モ
ノ
ヲ
作
ル
ニ
ハ

今
申
シ
マ
シ
タ
立
場
カ
ラ
相
当
大
組
織
ノ
モ
ノ
ニ
シ
ナ
ク
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
、
ソ
ウ
ス
ル
ト
実
際
問
題
ト
シ
テ
本
社
ガ
大
阪

ニ
ア
ツ
テ
、
東
京

ニ

大
組
織
ノ
統
制
経
済

二
即
応
シ
タ
モ
ノ
ガ
出
来
ル
ト
云
フ
ト
、
其
ノ
間
ノ
連
絡

ハ
仲
々
難
シ
イ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。



要
ス
ル
ニ
モ
ウ
暫
ク
情
勢
ヲ
見
夕
方
ガ
良
イ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
思
ヒ
マ
ス
。

（大
屋
敦
化
学
工
業
専
務
）
化
学
工
業
ト
ア
ル
ミ
製
錬
卜

一
緒

二
御
話
ヲ
致
シ
マ
ス
。

私
カ
ラ
申
上
グ
ル
マ
デ
モ
ナ
イ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
近
頃
私
ノ
方
ノ
仕
事

ハ
殆
ン
ド
対
官
庁
ノ
仕
事
ガ
大
部
分

ニ
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
。
陸

海
軍
ヲ
初
メ
ト
致
シ
マ
シ
テ
農
林
省
卜
云
フ
状
態
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
ド
ウ
シ
テ
モ
東
京

二
相
当
有
カ
ナ
機
関
ガ
ナ
ケ
レ
バ
仕
事
ガ
出
来
ヌ
ト

イ
フ
実
状
デ
ア
リ
マ
ス
。
同
業
ノ
日
本
窒
素
肥
料
モ
最
近
相
当
厖
大
ナ
支
店
ヲ
新
設
シ
、
将
来

ハ
本
社
ヲ
東
京

二
移
ス
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
言
ツ

テ
居
リ
マ
ス
。
又
ソ
レ
程
東
京
ノ
仕
事
ガ
重
大

ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
ノ
デ
、
実
際
仕
事
ノ
実
情
ヲ
申
シ
マ
ス
ト
、
寧

口
東
京
カ
ラ
事
業
ノ
経
営
ノ

指
令
ガ
出
テ
、
其
ノ
指
令

ニ
ヨ
ツ
テ
大
阪
ナ
リ
新
居
浜
ノ
エ
場
ガ
動
ク
ト
イ
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
従

ツ
テ
東
京
支
店
ナ
リ
東
京
販
売
店
ナ
リ

ニ
私
達
ガ
居
ル
事
ガ
非
常

二
多
ク
ナ
ツ
タ
、
ド
ウ
シ
テ
モ
東
京

二
相
当
有
カ
ナ
人
ガ
居
ツ
テ
指
令

ヲ
シ
テ
貰
フ
ヤ
ウ
ニ
シ
度
イ
ｃ
而
シ
テ
私

ノ
方
ノ
関
係
カ
ラ
申
シ
マ
ス
ト
、
東
京
販
売
店

ハ
営
業
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
販
売
、
同
業
者
ト
ノ
関
係
、
資
金
調
整
、
外
国
為
替
管
理
ノ
方

ヲ
オ
願
ヒ
シ
、
東
京
支
店
ノ
方

ハ
主
ト
シ
テ
住
友
本
社
ガ

一
括
シ
テ
我
々
ノ
為

ニ
ヤ
ツ
テ
下
サ
ル
コ
ト
ヲ
オ
願
ヒ
ス
ル
ｃ　
一
、
二
例
外
ガ
ア

ル
カ
モ
知
レ
マ
セ
ヌ
ガ
、
其
ノ
間
二
何
等
混
雑

ハ
ナ
イ
ヤ
ウ
デ
ア
リ
マ
ス
。

私
ノ
方
卜
致
シ
マ
シ
テ
ハ
先
程
申
シ
マ
シ
タ
ヤ
ウ
ニ
、
東
京
方
面

二
非
常

二
重
大
性
ガ
ア
リ
マ
ス
ノ
デ
、
私
ノ
方
ノ
支
店
ヲ
設
ケ
ル
コ
ト
モ

考

ヘ
テ
居
リ
マ
ス
。
又
栗
原
サ
ン
ノ
云

ハ
レ
タ
通
り
縦
卜
横
ノ
関
係
モ
仲
々
等
閑
視
ス
ル
コ
ト
ハ
出
来
ナ
イ
ｃ
尚
人
ノ
問
題
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、

東
京
カ
ラ
或
程
度
指
図
シ
テ
貰
フ
ノ
ガ
良
イ
ノ
デ
ス
ガ
、
余
程
有
カ
ナ
人
ガ
化
学
工
業
ノ
職
員
卜
同
ジ
ヤ
ウ
ナ
考
デ
ヤ
ツ
テ
頂
ク
コ
ト
ガ
必

一要
デ
ア
ル
。

野
田
サ
ン
ノ
言

ハ
レ
タ

一
元
化

ハ
実

ハ
大
変
結
構
デ
ア
ル
ガ
、
化
学
工
業
及
ア
ル
ミ
製
錬
ノ
仕
事

ニ
ツ
キ
マ
シ
テ
モ
、
統
制
事
務
ノ

一
元
化

ハ
甚
ダ
困
難
デ
ア
リ
マ
ス
。
理
論
上

ハ
良
イ
ヤ
ウ
デ
ア
ル
ガ
、
ソ
レ
ガ
実
現
サ
レ
ル
ト
非
常

二
時
間
ガ
カ

ヽ
ル
。
各
課
夫
々
案

ヲ
起
シ
テ
直

接

二
出
ス
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
シ
テ
ヰ
ル
。
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二
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式
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住
友
本
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（上
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一
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四

マ
ア
暫
ク
模
様

ヲ
見
テ
、
段
々
卜
改
良
ス
ル
コ
ト
ガ
良
イ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
思
ヒ
マ
ス
。

（春
日
弘
金
属
工
業
専
務
）東
京
店
部
ノ
利
用
卜
思
ヒ
マ
ス
ガ
、
私
共

ハ
仕
事
ノ
性
質
上
営
業
卜
云
フ
カ
販
売
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
単

二
技
術

上
ノ
統
制
団
体
モ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
大
部
分

ハ
東
京

ニ
ア
ル
統
制
団
体

二
関
聯
ア
ル
問
題
ガ
多
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
統
制
団
体
ノ
数

ハ
前

ニ
オ

話
ノ
ア
リ
マ
シ
タ
通
り
八
ツ
ア
リ
マ
シ
テ
、
其
ノ
中

ニ
ハ
機
械
関
係

一
ツ
、
銅
関
係
三
ツ
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
三
ツ
、
其
ノ
中

一
ツ
ダ
ケ
ガ
大

阪

二
在
り
、
後

ハ
東
京

二
在
リ
マ
ス
。
集
ル
者

ハ
販
売
統
制
モ
ア
ル
ガ
、
生
産
材
料
モ
ア
ル
ｃ
営
業
卜
販
売
ト
ハ
切

ハ
ナ
ス
コ
ト
ハ
出
来
ナ

イ
。
我
々
ト
シ
マ
シ
テ
ハ
販
売
店
ヲ
利
用
ス
ル
方
ガ
イ

ヽ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
販
売
店
ト
シ
マ
シ
テ
ハ
御
多
忙
ノ
中

ニ
ヤ
ツ
テ
戴
イ
テ
居
リ
マ

シ
テ
、
順
調

二
行

ツ
テ
居
リ
マ
ス
。
東
京
販
売
店
ノ
御
努
カ

ニ
対
シ
テ
此
ノ
機
会

二
厚
ク
御
礼
申
上
ゲ
マ
ス
ｃ

東
京
販
売
店
支
配
人
以
下
努
カ
ヲ
願
ツ
テ
ヰ
ル
ト
同
時

二
顧
間
、
嘱
託
が
相
当
ア
ツ
テ
、
海
軍
将
官
三
人
、
陸
軍
、
鉄
道
関
係
が
ア
リ
、
連

絡
ノ
上
ヤ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
ノ
デ
、
折
衝
ガ
極
メ
テ
ョ
ク
行

ツ
テ
居
リ
マ
ス
。
唯
事
務
多
端

ニ
ナ
リ
、
販
売
店
ヲ
煩

ハ
ス
コ
ト
ガ
多
ク
、
件
数

ガ
増

エ
マ
シ
タ
ノ
デ
、
説
明
陳
情
等
ノ
為
出
張
ガ
増
エ
テ
ヰ
マ
ス
。
出
張
者
ノ
数

ハ
事
変
前
後

ニ
ヨ
リ
三
倍
ト
ナ
リ
、
日
数
モ

一
〇
〇
日
以

上
ノ
モ
ノ
モ
ア
リ
マ
ス
。
出
張
者
ヲ
可
成
少
ク
シ
度
イ
ト
思
ツ
テ
ヰ
マ
ス
ガ
、
工
場
ノ
実
情
ヲ
知

ツ
テ
ヰ
ル
モ
ノ
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ノ
デ
ア
リ

マ
ス
。

矢
張
り
東
京
ノ
方

ハ
現
在
通
り
東
京
販
売
店

ニ
ヤ
ツ
テ
戴
キ
度
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
私
ノ
方
カ
ラ
人
ヲ
出
サ
ネ
バ
、
販
売
店
モ
オ
困
リ
ダ
ラ

ウ
カ
ラ
、
東
京
販
売
店
ノ
人
数
ヲ
補
ツ
テ

一
層
強
化
ス
ル
統
制

二
対
処
シ
度
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
。
大
阪
カ
ラ
ノ
出
張
者
モ
出
来
ル
ダ
ケ
少
ク
シ

度
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
。
尚
資
金
調
整
ノ
関
係
デ
今
日
ノ

一
人
ノ
専
門
者
ノ
ミ
デ
ナ
ク
多
少
殖
ヤ
シ
度
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
東
京
販
売
店
関
係

ハ

今
ノ
様
ナ
次
第
デ
、
御
努
カ

ニ
感
謝
シ
度
イ
ト
同
時

二
更

二
之
ヲ
強
化
シ
度
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
。

（田
中
良
雄
電
線
専
務
）
春
日
専
務
、
大
屋
専
務

二
言
ツ
テ
頂
イ
タ
ノ
ト
同
ジ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
東
京
販
売
店

ニ
ハ
何
ヤ
カ
ヤ
ト
ヤ
ツ
テ
戴
イ

テ
感
謝
シ
テ
居
リ
マ
ス
。
我
々
ノ
方
デ

一
人
デ
モ
ニ
人
デ
モ
割
ケ
レ
バ
、
増
員
シ
度
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
統
制
関
係

二
三
分
ノ

一
ヲ
ト
ラ



レ
テ
ヰ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

之

ハ
先
程
ノ
話

ニ
ハ
ナ
カ
ツ
タ
ガ
、
提
案
ノ
内

ニ
ハ
入
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
ノ
ハ
、
日
立
デ
ハ
戦
争
ガ
始

マ
ル
ト
日
立
ノ
凡
テ
ノ
製
品
ガ

一
ヶ
所

二
集
ル
所
即
軍
需
課
卜
云
フ
モ
ノ
ヲ
作

ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
之

ハ
成
程
イ

ヽ
卜
思
ツ
タ
ノ
デ
、
我
々
モ
考

ヘ
テ
見

マ
シ
テ
販
売
関
係
ノ
中

二
特

二
統
制
関
係
ノ
モ
ノ
ヲ
作
ツ
タ
タ
ト
コ
ロ
、
電
線
デ
ハ
ウ
マ
ク
行

ツ
テ
ヰ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ｃ
内
部
ノ
横
ノ
関
係
ヲ
良
ク
ス
ル
為
、
販

売
、
購
買
、
商
務
其
他
代
表
者
ヲ
出
シ
テ
連
絡
ヲ
緊
密

ニ
シ
度
イ
ト
思
ツ
テ
居
リ
マ
ス
ｃ

ソ
レ
カ
ラ
何
処
デ
モ
近
来
ソ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
ガ
、
営
業
部
ノ
部
長
課
長
等
幹
部
ガ
全
部
東
京

へ
出
テ
留
守
ノ
為
、
事
務
ノ
渋
滞
ガ
甚
シ
イ
ノ

デ
、
之
ガ
対
策
ヲ
考

ヘ
テ
居
リ
マ
ス
。
統
制
関
係

ニ
ハ
総
テ
取
締
役
ガ
出
テ
ヰ
ル
ノ
デ
、
会
ガ
ア
ル
度

二
顔
ヲ
出
サ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
之
ガ
為

事
務
渋
滞
ヲ
来
シ
テ
ヰ
ル
。
之
ガ
対
策
ト
シ
テ
東
京

二
各
社
ヲ
代
表
ス
ル
方
ヲ
駐
在
シ
テ
頂
ク
ト
イ

ヽ
卜
思
ヒ
マ
ス
。
実
際
問
題
ト
シ
テ
ハ

難
シ
イ
ガ
、
ソ
ン
ナ
声
ガ
ア
ル
ト
云
フ
事
ダ
ケ
ヲ
言

ツ
テ
置
キ
マ
ス
．

次

二
小
サ
イ
事
デ
ス
ガ
、
近
頃
東
京
大
阪
間
ノ
書
類
ノ
往
復

二
一
刻
ヲ
争

フ
モ
ノ
ガ
ア
ル
ガ
、
書
留
デ
モ
三
日
力

ヽ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
．
三

菱
造
船
デ
ハ
長
崎
カ
ラ
使
ガ
出
テ
、
途
中
ノ
モ
ノ
ハ
之

二
託
送
ス
ル
。
之

ハ
一
、
ニ
ロ
ノ
差
ダ
ガ
馬
鹿

ニ
ナ
ラ
ヌ
モ
ノ
デ
、
本
社
デ
使
丁
カ

何
力
信
頼
ノ
出
来
ル
モ
ノ
ヲ
出
シ
タ
ラ
ド
ウ
カ
。
之

ニ
ヨ
ツ
テ
時
間
ノ
セ
ー
ブ
ラ
ス
ル
ト
共

二
、
店
部
ヲ
綜
合
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
。
之

ハ

一
ツ
ノ
問
題

ニ
ナ
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
。

（註
、
以
上
の
発
言
か
ら
は
、
全
体
と
し
て
明
確
な
方
向
性
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
社
側
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
会
議
を
終
わ
っ
た
）

（小
畑
忠
良
本
社
経
理
部
長
）
唯
今
迄
実
情
ヲ
伺
ツ
タ
ト
コ
ロ
現
状

二
満
足
シ
テ
居
ラ
レ
ル
様
デ
ス
ガ
、
相
手
方
ノ
満
足
如
何

ハ
別
問
題
デ
ア

ル
ト
思
ヒ
マ
ス
。
相
手
ノ
官
庁
ガ
、
住
友

ハ
ゴ
タ
ゴ
タ
シ
テ
ヰ
テ
イ
カ
ン
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
云
フ
感
ジ
ヲ
受
ケ
ハ
シ
ナ
イ
カ
、
各
店
部
ガ
違

ツ

タ
顔
デ
行
ク
、
我
々
直
接
デ
ナ
ク
、
間
接

二
見
テ
ヰ
テ
心
配
シ
テ
ヰ
ル
ノ
デ
ス
ガ
、
野
田
支
店
長
モ

一
寸
触
レ
ラ
レ
タ
様

二
先
方
ノ
事

ヲ
モ

考

ヘ
テ
、
組
織
ヲ
考

ヘ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
思
ヒ
マ
ス
。
将
来
オ
気
付
ノ
点
ガ
ア
レ
バ
、
総
務
部
力
経
理
部

へ
知
ラ
シ
テ
欲
シ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
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第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一七
六

（古
田
俊
之
助
専
務
理
事
）
住
友
ノ
販
売
店

ハ
サ
ー
ビ
ス
ガ
本
位
デ
ア
ル
。
今
日
販
売
店
ガ
取
引
ノ
外

二
連
系
事
業
ノ
サ
ー
ビ
ス
ヲ
ヤ
ツ
テ
ヰ

ル
コ
ト
ハ
、
各
店
部
共
感
謝
シ
テ
居
ラ
レ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
処
ガ
ソ
ノ
サ
ー
ビ
ス
ノ
分
量
ガ
多
イ
ノ
デ
問
題
ガ
ア
ル
。
歴
史
ノ
ア
ル
組
織

ヲ
改
組
ス
ル
コ
ト
ハ
、
難
シ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
理
想
ヲ
モ
ツ
テ
進

マ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
カ
ラ
、
時
勢

二
応
ジ
テ
簡
単
化
シ
テ
行
ク
コ
ト
モ
必

要
デ
ア
リ
マ
ス
。

一
ツ
問
題
ト
ナ
ル
ノ
ハ
、
人
手
ガ
足
リ
ナ
イ
現
実
ノ
問
題
デ
ア
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
。
各
店
部
共
人
手
ガ
足
リ
ヌ
ノ
デ
、
販
売
店

ハ
各
店
部
ノ
延

長
デ
ア
ル
カ
ラ
、
ソ
ノ
積
リ
デ
ヤ
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
思
フ
。
何
レ
ニ
シ
テ
モ
適
当
ノ
人
ガ
出
ナ
イ
ト
難
シ
イ
ノ
デ
、
各
位
ガ
協
カ
シ
テ
ヤ
ツ

テ
頂
キ
度
イ
。
組
織

ハ
後
デ
人
ノ
問
題
デ
ア
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
ｃ
後
デ
ヨ
ク
研
究
シ
マ
ス
。

（資
料
１２
）

連
系
会
社
ノ
関
係
会
社

二
対
ス
ル
統
制
事
項

一
、
関
係
会
社
ノ
定
義

関
係
会
社
ト
ハ
、
左
記
各
項
ノ
何
レ
カ
ニ
該
当
シ
、
当
該
連
系
会
社

二
於
テ
其
ノ
経
営
権

ヲ
掌
握
ス
ル
カ
、
或

ハ
又
経
営

二
関
シ
相
当

ノ
発
言
権
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
関
係
会
社
ト
シ
テ
指
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
謂
ヒ
、
其
他

ハ
総
テ
投
資
会
社
卜
謂
フ
。

記

（
一
）

住
友
関
係
ノ
持
株
率
二
五
％
以
上
ノ
モ
ノ

（
二
）

住
友
関
係
ヨ
リ
役
員
父
ム
長
、
社
長
、
専
務
、
常
務
或

ハ
常
勤
ノ
取
締
役
）
ヲ
出
セ
ル
モ
ノ

（三
）

右
各
項

二
該
当
セ
ザ
ル
モ
、
住
友
関
係
ノ
持
株
数
ガ
最
大
ノ
大
株
主
ナ
ル
モ
ノ
若
ク
ハ
特
殊
関
係
等
ア
ル
モ
ノ

ニ
、
関
係
会
社

二
対
ス
ル
統
制
方
法

関
係
会
社
ノ
統
制

二
就
キ
万
全
ヲ
期
セ
ン
ト
セ
バ
、
単

二
資
本
関
係
ノ
ミ
ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
不
充
分

ニ
シ
テ
、
之
ガ
統
制
ノ
衝

二
当
ル
人



的
機
構
、
育
成
指
導
ノ
方
法
並

二
関
係
会
社
ト
ノ
事
務
的
連
絡
方
法
ノ
適
否
如
何

ニ
ヨ
リ
、
多
大
ノ
影
響

ヲ
蒙
ル
ベ
キ
ヲ
以
テ
、
左
記

方
法
ヲ
基
準
ト
シ
統
制
ノ
実
ヲ
挙
グ
ル
コ
ト
。

（
一
）

関
係
会
社

二
対
ス
ル
統
制
機
構
ヲ
整
備
充
実
ス
ル
ト
共

二
、
育
成
指
導

二
努
ム
ル
コ
ト
ｃ
即
チ

（
１
）

関
係
会
社

二
対
シ
テ
ハ
、
事
情
ノ
許
ス
限
り
常
勤
ノ
役
員
乃
至

ハ
職
員
ヲ
派
遣
ノ
コ
ト

（
２
）

多
数
ノ
関
係
会
社
ヲ
有
ス
ル
連
系
会
社

二
於
テ
ハ
、
事
情
ノ
許
ス
限
り
特
定
ノ
係
又

ハ
課
ヲ
シ
テ
関
係
会
社
ノ
統
制
事
務

ヲ
管
掌

セ
シ
メ
、
以
テ
関
係
会
社
統
制
事
務
ノ
円
滑
統

一
ヲ
期
ス
ル
コ
ト

（
３
）

関
係
会
社
中
技
術
的
指
導
若
ク
ハ
経
理
的
指
導
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
、
事
情
ノ
許
ス
限
り
之
ガ
教
導

二
努
メ
、
其
ノ
向
上
発

展
ヲ
期
ス
ル
コ
ト

（
二
）

関
係
会
社
ト
ノ
事
務
的
連
絡
方
法

二
就
テ
ハ
、
連
系
会
社

二
於
テ
左
記
基
準

二
基
キ
、
関
係
会
社
ヨ
リ
打
合
或

ハ
報
告
ヲ
為
サ
シ
ム

ル

コ
ト

（
１
）

打
合
事
項
（原
則
ト
シ
テ
書
面

ニ
ヨ
ル
コ
ト
）

（イ
）

毎
期
（又
ハ
毎
年
度
）
ノ
業
務
方
針
並

二
予
算
父
ム
計
見
積
書
）

（
口
）

毎
期
ノ
決
算

（
ハ
）

資
本
ノ
増
減
並

二
払
込
ノ
徴
収

（
二
）

定
款
ノ
重
要
ナ
ル
変
更

（
ホ
）

社
債
ノ
発
行
並

二
一
定
金
額
以
上
ノ
借
入
金

（
へ
）

一
定
金
額
以
上
ノ
新
規
起
業
及
固
定
財
産
ノ
購
入

（卜
）

新
規
ノ
有
価
証
券
投
資
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二
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第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一七
八

（
チ
）

重
要
人
事

（
り
）

職
制
ノ
変
更
、
改
廃

（
ヌ
）

其
他
重
要
ナ
ル
事
項

（
２
）

報
告
事
項
（原
則
ト
シ
テ
書
面

ニ
ヨ
ル
コ
ト
）

（イ
）

毎
月
ノ
業
務
概
況

関
係
会
社
ノ
事
業
種
別

二
応
ジ
、
業
務
検
討
上
必
要
卜
認
メ
ラ
ル
ル
事
項

（
口
）

毎
期
（又
ハ
毎
年
度
）
ノ
実
際
報
告
書

（備
考
）

右
実
施

二
当
リ
テ
ハ
、
各
関
係
会
社
ノ
特
殊
事
情
、
持
株
率
等

ヲ
適
宜
掛
酌
ノ
上
、
漸
進
主
義

ヲ
以
テ
之
ガ
実
現
ヲ
期
ス
コ
ト

而
シ
テ
之
ガ
具
体
的
実
施
方
法

二
付
テ
ハ
、
関
係
会
社
対
連
系
会
社
ト
イ
フ
正
式
ノ
会
社
間
ノ
関
係
ヲ
便
宜
ト
ス
ル
モ
、
事
情

ニ
ヨ
リ

テ
ハ
派
出
セ
ル
役
員
ヲ
通
ジ
実
施
ス
ル
モ
差
支

ヘ
ナ
キ
コ
ト

三
、
関
係
会
社

二
関
ス
ル
本
社
卜
連
系
会
社
ト
ノ
連
絡
方
法

関
係
会
社
ノ
統
制

二
就
テ
ハ
、
原
則
ト
シ
テ
当
該
連
系
会
社

二
一
任
ス
ル
モ
、
関
係
会
社

二
関
ス
ル
重
要
事
項

二
就
テ
ハ
、
当
該
連
系

会
社
ヨ
リ
左
記

ニ
ヨ
リ
夫
々
本
社

二
対
シ
打
合
又

ハ
報
告
ヲ
為
シ
、
本
社
ト
ノ
連
絡
ヲ
図
ル
コ
ト

記

（
一
）

当
該
連
系
会
社
卜
実
質
上
同

一
体
卜
認
メ
ラ
ル
ル
関
係
会
社

二
就
テ
ハ

（
１
）

打
合
事
項
（原
則
ト
シ
テ
書
面

ニ
ヨ
ル
コ
ト
）

（イ
）

毎
期
（又

ハ
毎
年
度
）
ノ
業
務
方
針
並

二
予
算
父
＾
計
見
積
書
）



_  ハ   ロ
（
ホ

）

（
へ
）

（
卜

）

（
チ

）

（
り

）

（
ヌ
）

（
２
）

（
イ

）

（
口
）

（
一
一）
　

一

（
１

）
（
イ

）

（
口
）

（
ハ
）

毎
期
ノ
決
算

資
本
ノ
増
減
並

二
払
込
ノ
徴
収

定
款
ノ
重
要
ナ
ル
変
更

社
債
ノ
発
行
並

二
一
定
金
額
以
上
ノ
借
入
金

一
定
金
額
以
上
ノ
新
規
起
業
及
固
定
財
産
ノ
購
入

新
規
ノ
有
価
証
券
投
資

重
要
人
事

職
制
ノ
変
更
、
改
廃

其
他
重
要
ナ
ル
事
項

報
告
事
項
（原
則
ト
シ
テ
書
面

ニ
ヨ
ル
コ
ト
）

毎
月
ノ
業
務
概
況

関
係
会
社
ノ
事
業
種
別

二
応
ジ
、
業
務
検
討
上
必
要
卜
認
メ
ラ
ル
ル
事
項

毎
期
（又

ハ
毎
年
度
）
ノ
実
際
報
告
書

般
ノ
関
係
会
社

二
就
テ
ハ

打
合
事
項
（原
則
ト
シ
テ
書
面

ニ
ヨ
ル
コ
ト
）

事
業
目
的
ノ
著
シ
キ
変
更

資
本
金
ノ
著
シ
キ
増
減

其
他
当
該
関
係
会
社
ノ
本
質

二
変
更
ヲ
及
ボ
ス
ガ
如
キ
重
要
事
項

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

二
七
九



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

（
２
）

報
告
事
項
（原
則
ト
シ
テ
書
面

ニ
ヨ
ル
コ
ト
）

（
イ
）

毎
期
（又
ハ
毎
年
度
）
ノ
業
務
方
針
並

二
予
算
父
ム
計
見
積
書
）

（
口
）

毎
期
ノ
決
算

（
ハ
）

資
本
ノ
増
減
並

二
払
込
ノ
徴
収

（
二
）

重
要
人
事

（
ホ
）

毎
月
ノ
業
務
概
況
（主
ト
シ
テ
操
業
、
営
業
状
態
、
損
益
等

二
就
キ
）

（
へ
）

其
他
重
要
ナ
ル
事
項

（備
考
）

右
本
社
ト
ノ
連
絡
ノ

一
方
法
ト
シ
テ
ハ
、
連
系
会
社

二
於
テ
其
ノ
関
係
会
社

二
関
ス
ル
重
要
事
項

二
就
キ
、

シ
、
右
報
告
ノ
写
ヲ
本
社

二
提
出
セ
ラ
ル
ル
モ
可
ナ
ル
コ
ト

以
上

一
一　
業
　
　
績

昭
和
十
二
年
２

九
三
七
）
か
ら
十
五
年
に
至
る
こ
の
期
間
の
住
友

の
全
事
業

の
業
績

に
つ
い
て
、
総
実
際
報
告
書
は
次

の
よ
う
に
説
明
し

て
い
る
。

即
ち
昭
和
十
二
年
度
は

「
下
半
期
初
支
那
事
変
勃
発
ス
ル
ヤ
、
経
済
機
構

ハ
急
速

二
戦
時
体
制

二
改
変
セ
ラ
レ
、
生
産
、
消
費
、
貿
易
、

物
価
、
金
融
及
為
替
等
諸
般
ノ
統
制
ヲ
新

二
実
施
又

ハ
強
化
セ
ラ
ル

ヽ
二
至
レ
リ
ｃ
而
シ
テ
、
軍
需
関
係
諸
事
業

ハ
弥
増
繁
忙

ヲ
加

へ
、
所

二
八
〇

重
役
会

二
報
告

ノ
コ
ト
ト



謂
跛
行
景
気
ノ
様
相
ヲ
現
出
セ
リ
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
間
住
友

の
経
営
事
業
は
引
き
続
き
概
ね
活
況
を
呈
し
、
全
事
業
の
純
益
は
前
年
比

七
四
％
増
の
五
四
五
六
万
円
の
飛
躍
を
示
し
た
（第
８
表
）。

昭
和
十
三
年
度
は
、

「国
家
総
動
員
法
其
他
諸
種
戦
時
法
規
ノ
実
施
卜
経
済
統
制
ノ
拡
大
強
化
ト
ニ
依
り
、　
大

二
戦
時
経
済
機
構
上
整
備

ヲ
加

ヘ
タ
リ
。
而
シ
テ
時
局
産
業
方
面

二
於
テ
ハ
、
益
生
産
拡
充

二
努
カ
ヲ
傾
倒
シ
、
相
当
活
況
ヲ
持
続
シ
タ
リ
。

」

こ
の
結
果
、
住
友
経

営
事
業
は
引
き
続
き
重
工
業
を
中
心
と
し
て
活
況
を
呈
し
、
全
事
業
の
純
益
は
八
四
九
九
万
円
、
前
年
比
五
六
％
増
と
激
増
し
た
。

昭
和
十
四
年
度
は
、
「欧
州
大
戦
ノ
勃
発

ハ
、
東
亜
新
秩
序
ノ
完
遂
上
多
大
ノ
影
響
ヲ
及
ボ
ス
コ
ト
ト
ナ
リ
、
就
中
物
資
ノ
不
足
並
物
価

ノ
騰
貴
頓

二
著
キ
ヲ
加

ヘ
タ
レ
バ
、
物
価
停
止
等
強
度
ノ
統
制
ヲ
実
施
セ
ラ
レ
タ
リ
」
と
し
て
い
る
ｃ
こ
の
間
住
友
経
営
事
業
は

一
般
軍
需

工
業
界
の
繁
忙
と
と
も
に
引
き
続
き
活
況
を
呈
し
、
販
売
高
は
前
年
比
二
九
％
も
増
加
し
た
が
、
生
産
費
の
高
騰
の
た
め
に
、
全
事
業
の
純

益
は
八
七
九
五
万
円
と
前
年
比
僅
か
三
％
の
増
加
に
と
ど
ま
つ
た
。

さ
ら
に
昭
和
十
五
年
度
は
、
「我
経
済
界

ハ
、
国
防
生
産
カ
ノ
確
保
並
拡
充
ヲ
第

一
義
ト
セ
シ
ニ
拘
ラ
ズ
、
資
材
労
力
等
ノ
不
足
漸
ク
顕

著
ト
ナ
リ
、
之
ガ
遂
行
ヲ
阻
害
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
砂
ナ
カ
ラ
ズ
、
為

二
生
産
、
配
給
、
消
費
等
ノ
全
面

二
亘
り
、
綜
合
重
点
主
義

二
依
ル
統
制

ハ
一
段
卜
強
化
セ
ラ
ル
ヽ
二
至
レ
リ
。

」
こ
の
結
果
住
友
経
営
事
業
は
、
「各
部
門
共
繁
忙
ヲ
続
ケ
シ
モ
、
産
業
部
門

二
於
テ
ハ
、
概
シ
テ
労

力
資
材
等
ノ
確
保
難
並
価
格
ノ
抑
制

ハ
生
産
費
ノ
昂
騰
等

二
抗
シ
得
ズ
、
業
績
稽
伸
悩
ミ
ノ
裡

二
推
移
」
し
た
と
し
て
、
全
事
業

の
純
益
は

前
年
比
二
六
％
も
減
少
し
て
六
五
四
０
万
円
に
落
ち
込
ん
だ
こ
と
を
認
め
、　
こ
の
理
由
と
し
て
、

「銀
行
等
金
融
部
門
ノ
業
績
順
調
ナ
リ
シ

反
面
、
金
属
工
業
等
産
業
部
門
二
於
ケ
ル
純
益
ノ
減
少
顕
著
」
で
あ

っ
た
こ
と
を
あ
げ
た
。

住
友
合
資
会
社
に
お
い
て
は
、
全
事
業
の
純
益
は
各
社
の
公
表
純
益
を
、
利
益
処
分
に
よ
る
賞
与
及
び
税
金
引
当
金
を
損
失
と
し
、
退
職

慰
労
準
備
金
戻
入
を
利
益
か
ら
除
外
し
て
見
直
し
、
準
公
表
純
益
と
し
て
統

一
し
て
計
算
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し

「住
友
合
資
会
社
（下
ご

の

「
四
　
資
金
調
達
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
昭
和
六
年
以
降
不
況
時
に
お
け
る
特
別
利
益

の
計
上
、
好
況
時

の
特
別
償
却
そ
の
他

の
整
理
損

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
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名社 昭和 12年 13年 14年 15年

住友合資

住友本社

連系会社小計

住友鍍業

住友金属工業

住友電線製造所・電氣工業

住友化学工業

住友アルミニウム製錬

住友機械製作・機械工業

満洲住友銅管・金属工業

四回中央電力

住友倉庫

大阪北港

住友ビルデイング

重複分補正A
重複分補正B

538

1,678

48,254

7,737

22,430

8,474

4,681

438

326

1,344

936

1,242

662

554

△573

△5,326

5,264

75,850

9,473

45,724

8,420

4,804

490

2,249

1,643

954

1,569

924

629

△1,034

△4,061

4,379

77,086

5,025

49,880

7,561

4,488

629

4,822

2,088

837

1,734

1,079

620

△1,681

△5,070

2,477

47,164

172

26,060

7,848

3,362

49

4,742

1,295

921

2,770

1,342

575

△1,976

△6.829

計 77,054 76,395 42,813

住友銀行

住友信託

住友生命保険

住友海 11火 災保険

重複分補正 C

9,251

1,313

411

△125

10,242

1,328

△1,196

△162

11,391

1,484

1,421

△177

23,135

1,633

1,002

67

△187

言十 10 850 10,211 25,651

重複分補正 D
対連系会社D-1
対住友本社D-2

△1,432

△739

△692

△2,274

△914

△1.360

△2,580

△1,144

△1436

△3,063

△1,633

△1,430

総 54,563 84,992 87,934 65.400

第 8表 住友本社・連系会社実際純損益表
(単位 :千円、千PJ未満切 り捨て)

言ti重 複分補正Aは、 Lttj二 系会社H社が相 11に 保イまする株式に対する配 当金合副額 ,

同 Bは 、「 Fd連 系会社H社のイト友本社に対する配
｀
%金 合言1額 .

同 Cは 、銀行、イ,;託 、′li命 、llj l1 4社 が相 ′「に保イfす る株式に対する配 当金合lil額 。11し信託は同イi

llt定 のみ。

同D lは 、 Liせ連系会社Hi「 の株式の うち llK行 、信託、41命、海 I:が 保右す る株式に対す る配
｀
%金

合計額。

同D-2は 、住友本社が保有する銀行、イ
`i「

[、 4i命 、海 li各 株式に対する配当金合‖額 ,

出典 :(卜 友本1総務部会言lf果 作成 .
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）
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に
よ
る
利
益
の
圧
縮
が
顕
著
と
な
り
、
準
公
表
純
益
と
こ
れ
ら
の
特
別
損
益
を
組
み
戻
し
た
実
際
純
益
と
の
乖
離
は
、
資
金
繰
り
上
無
視
で

き
な
く
な

っ
て
き
た
の
で
あ
る
∩
住
友
合
資
会
社
（下
ご

第
２６
表
）。

さ
ら
に
こ
の
実
際
純
損
益
を
算
出
す
る
に
当
た
り
、
特
殊
整
理
損
益

の
計
上
に
つ
い
て
も
見
解
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
昭
和

十
二
年
七
月
十
日
付
経
理
部
長
通
牒
商
第
二
六
五
号
及
び
鉱
第
五

一
八
号

「決
算

二
於
ケ
ル
損
益
計
上

二
関
ス
ル
取
扱
方
其
他
会
計
整
理
方

法
統

一
ノ
件
」
別
紙
要
項
（資
料
１３
）
に
よ
つ
て
特
殊
整
理
損
益

の
範
囲
が
定
め
ら
れ
た
。　
こ
の
結
果
第
８
表

の
実
際
純
損
益
は
、　
こ
れ
ま
で

の
合
資
会
社
に
お
け
る
準
公
表
純
損
益
は
勿
論
、
「住
友
合
資
会
社
（下
ご

第
２６
表

の
実
際
純
損
益
と
も
接
続
し
な
い
も
の
と
な

っ
た
。

Ｈ
　
住
友
本
社
の
業
績

住
友
本
社

の
業
績
は
、
そ
の
中
核
た
る
本
社
部
門
と
直
轄
鉱
山
部
門
及
び
販
売
店

に
大
別
さ
れ
る
（第
９
表
）。
そ
の
各
々
に
つ
い
て
は

「
国
　
住
友
本
社
の
部
門
別
業
績
」
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
最
初
に
住
友
本
社
全
体

の
業
績
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い

分
弟
１０
表
及
び
第
Ｈ
表
）
。

前
章

「住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
」
に
お
い
て
、
改
組
に
際
し
直
轄
鉱
山
部
門
は
分
離
し
て
、
住
友
別
子
鍍

山
と
住
友
炭
破
と
を
合
併
さ
せ
る
方
針
で
あ

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
改
組
直
後

の
昭
和
十
二
年
六
月
こ
の
方
針
通
り
両
社
は

合
併
し
て
住
友
鍍
業
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
が
、
本
社
の
直
轄
鉱
山
部
門
の
分
離
は
実
現
し
な
か
つ
た
。
こ
の
方
針
変
更
を
説
明
す
る
資

料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
鴻
之
舞
に
執
着
す
る
総
理
事
小
倉
正
恒
が
最
終
的
に
分
離
に
反
対
し
た
可
能
性
が
強
い
が
、
こ
こ
で
は
業
績

と
の
か
ら
み
で
そ
の
一
つ
の
理
由
と
し
て
住
友
本
社
の
収
益
力
を
上
げ
て
お
き
た
い
。

「住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
」
第
５
表
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
二
年
二
月
末
合
資
会
社
解
散
当
時
の
合
資
会
社

の
保
有
有
価
証
券
は

一
億
七
二
八
九
万
円
で
あ

っ
た
が
、
三
月

一
日
住
友
本
社
が
引
き
継
い
だ
有
価
証
券
総
額
は

一
億
三
八
二
五
万
円
で
あ

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
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第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

第 9表 住友本社店部別実際純益表

註 :鴻 之舞鉱 11の 損益は「住友合資会社(DJ第 34-2表 による。14し Brイ 和 15年 △694 TI]は 特殊幣理IIt(起

業支出費用支弁)1156T円 を■1み 戻 し実ri純益 とした。

二
八
四

っ
た
。
保
有
有
価
証
券

の
八
二
％
を
占
め
る
連
系

会
社
株
式
で
い
え
ば
、
合
資
会
社
保
有

の
連
系
会

社
株
式

一
億
四

一
七
三
万
円
の
う
ち

一
億
三
五
人

万
円
が
本
社
に
引
き
継
が
れ
た
。
こ
の
数
字
か
ら

み
れ
ば
、
全
有
価
証
券

の
八
割
、
連
系
会
社
株
式

の
七
三
％
を
本
社
が
継
承
し
た
こ
と
に
な
る
が
、

実
際
に
は
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
社
が
引
き

継
い
だ
有
価
証
券
は
再
評
価
後
の
数
字
で
あ
り
、

合
資
会
社
解
散
時
点
の
有
価
証
券

一
億
七
二
八
九

万
円
の
う
ち
の
九
四

一
七
万
円
、
五
四
％
に
す
ぎ

ず
、
そ
の
大
半
を
占
め
る
連
系
会
社
株
式
で
い
え

ば
、　
一
億
四

一
七
三
万
円
の
う
ち
の
七
四
八
四
万

円
、
五
二

・
八
％
と
半
ば
を
僅
か
に
上
回
る
程
度

に
す
ぎ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
本
社
の

連
系
会
社
か
ら
の
受
け
取
り
配
当
金
が
、
昭
和
十

一
年
度
に
合
資
会
社
が
受
け
取

っ
た
六
五
〇
万
円

の
水
準
に
達
し
た
の
は
、
昭
和
十
四
年
度
に
な

っ

て
か
ら
で
あ

つ
た
か
ら
、
本
社
発
足
当
初
に
お
い

(単 イ↓:TII、  TI[l木 ,両 切 りす含て)

立
口店

日召オロ121年
13年 14年 15年

住友合資 住友本社 計

本社部門

北 日本鉱業所

うち鴻之舞鉱山

高根鉱業所

朝鮮鉱業所

小計

東京販売店

横須賀販売店

名古屋販売店

神戸販売店

呉 販売店

福岡販売店

京城販売店

上海販売店・事務所

小計

林業所

大阪住友病院

I占 吉b言 |

△807

994

△3

90

1,082

125

5

27

26

14

2

33

2

236

0

26

1.345

△1,612

1,650

103

△109

1,645

853

64

253

132

98

44

124

△3

1,567

0

77

3,290

419

645

321

100

△18

727

979

70

280

158

112

46

157

△1

804

0

104

636

△2

2

3

2

4

l

1,683

1,338

2,366

242

△1,411

169

1,543

140

926

168

346

73

115

△57

3,256

31

123

3,581

262

581

1,026

△1,302

△721

2,117

286

1,256

192

589

58

247

△84

4,665

79

93

4,117

448

△1,318

462

△1,651

△2,970

2,432

338

1,054

287

477

121

305

△108

4,908

112

△19

2,029

計 1,678 2,217 5,264 4.379 2,477



第10表  住友本社総貸借対照表

370,129

112,500

9,345

2,495

27,644

376

313

159

19

125

1

3,562

2,159

149

20

661

4

61

103,582

34,165

503

163

152

12

0

23

2

0

10,274

4,730

248,477

967

9,286

2,493

25,958

557

360

208

93

152

7

4,536

2,620

167

20

1,017

3

97

106,303

38,298

503

154

499

104

12,687

4.840

316,898

1,056

10,253

4,667

26,104

1,159

374

235

313

148

5

6,004

2,680

193

21

1,561

75

147

119,628

43,092

859

213

59

144

9

391

26

30

12

32

1

20

9,564

10 108

66

10,025

4,687

24,228

1,771

288

264

295

206

7,582

4,860

237

20

2,890

82

230

140,364

40,333

859

409

247

174

163

19

603

269

39

65

24

3

34

12,538

13,968

15年末

420,134

44

10,144

5,049

22,475

2,566

266

267

298

285

10,274

6,848

437

16

4,964

98

560

162,329

37,235

1,174

457

183

422

550

14

589

313

4

104

31

81

11,297

6,486

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

借方

資本金・払込未済資本金

創業費

固定財産・土地

立木竹

鉱区

坑道

索道

電線路

鉄道及軌道

車両

舟合舟自

建設物

機械

什器

権利・漁業権

所有品・準備品

家畜

販売品 日用品

有価證券・連系会社株

他会社株

公社債

鉱産品・鉱石

浮精鉱

粗銅

粗鉛

地金銀

買鉱・金銀鉱

雑鉱

農林産品・穀物及雑産品

用材

木炭

薪材及雑品

作業品

起業支出

貸令・立替金

一
　

３

　

０

二
八
五

(単位 :「 円、 T円 未満切 り捨て)

昭和12年

3月 1日



雑・仮出金

未収入金

延売上地建物

延売仮出金

幸R告未達

受託品

手形・受取手形

取引先・掛売金

退職手当引当郵便貯金

預金及現金 信託預金

銀行特別預金

銀行預金

他銀行預金等

振替貯金

現金

3,602

127

269

228

29

11,155

87

41,080

113

204

2

16

14,060

1,522

272

0

31

14

18,473

20

242

850

527

244

4

13

34,093

1,571

250

8

34,575

41

237

5,550

1,180

166

12

11

40,793

1,616

289

3

39,463

71

216

2,803

914

241

18

22

70,585

3,589

201

967

35,917

111

6,195

15,503

862

261

15

48

貸方

資本金・資本金

法定積立金

別段積立金

設備拡張留保金

退職慰労準備金

前期繰越金

引当・退職手当積立金

納税引当金

預 り金・積金預金

諸預 り金

敷令預金

労役者特別保護基金

雑・仮入金

未払金

延売仮入金

支払手形

害1引 手形

取引先・掛買金

損益・上半期純損益

下半期純損益

託

形

受

手

370,129

150,000

1,607

24,801

39

15,630

162,511

10,205

2,000

3,198

140

248,477

150,000

20

1,887

10,187

40

71

36,309

4,793

7

16,996

2,000

24,400

84

2,409

△731

316,898

150,000

100

828

41

2,257

10,195

42

71

42,152

1,317

31,979

9,000

63,500

327

3,046

2.036

354,311

150,000

400

3,000

500

1,361

71

2,448

16,900

44

71

41,996

451

37,393

13,000

82,900

685

3,854

△767

420,134

150,000

600

3,000

1,000

800

2,198

111

4,676

2,605

6,617

43

71

63,519

2,223

30,701

148,600

1,248

3,097

△979

第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（Ｉ
）

二
八
六



て
直
轄
鉱
山
部
門
を
分
離
す
る

業
所
の
設
置
」
で
述
べ
た
よ
う

万
円
に
達
し
、
文
字
通
り
本
社

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

第H表 住友本社総損益表

こ
と
に
は
、
抵
抗
が
あ

っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
ｃ
特
に

「住
友
合
資
会
社
（下
ど

の

「
五
国
４
　
北
日
本
鉱

に
、
鴻
之
舞
鉱
山
の
純
益
は
別
子
鉱
山
を
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
改
組
直
前

の
昭
和
十

一
年
度
に
は
三
七

一

の
ド
ル
箱
と
な

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

(単位 :T l、  丁円未満切 り捨て )

H†ト
昭和 12年

13年 14年 15年
1～ 2月 3～ 12月

利益

連系会社配当金

他会社配当令

クヽイLイ藍:禾」(ヨ、

鉱産1又益

別子委託事業損益

林業収益 林産収入

耕地収益・収入

賃貸お|

諸手数半1

病院J文益

組替戻人

雑益及国庫補助金

固定財産原価差損益

有価證券原価差損益

利息  J又 人不」′自、

6

1

704

977

533

67

8901

19,474

4,042

1,093

19

10,180

282

40

470

2,336

483

492

31

30,395

5,421

2,391

25

14,215

1,339

209

634

4,190

655

1,128

66

117

37,013

6,506

1,904

33

15,989

2,060

170

678

5,719

697

2,037

158

1,055

44,075

8,259

1,815

37

16,334

359

2,103

19

753

6,248

800

5,374

543

813

611

損失

利虐、 支払利息

賃銀費

動力費

ll料費

雑品費

営業営繕費

運送費

販売費

営業賃借及保険料

営業雑費

探鉱費

林業費

農業費

体給

賞与

旅費

営繕費

貨借及保険十1

雑費

諸 llLi

退職慰労金

有価證券原価差損益

起業費減損

雑損

償却

902

225

127

172

170

25

6

17

1

73

24

30

4

166

188

46

5

70

099

564

629

250

3

1

8

17

1

796

970

341

714

072

270

316

62

74

27

489

108

184

33

829

085

245

48

325

949

220

0

619

0

114

689

3

2

l

l

1

1

25,311

2,559

1,874

1,028

949

3,003

705

187

140

50

970

122

1,074

50

1,242

1,564

330

105

418

3,206

956

43

672

4,053

33,926

3,513

2,413

1,164

1,159

3,587

1,538

155

246

51

1,256

91

1,575

54

1,384

1,619

393

83

453

3,578

3,950

27

929

4,696

41,957

6,174

3,136

1,561

1,401

5,200

2,724

266

365

57

1,878

12

1,799

1

1,694

1,701

513

205

479

4,555

2,044

110

333

5,739

純損益 1,678 5,083 3,087 2,118

清算損費 8,737

二
八
七
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二
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住
友
本
社
の
各
期
の
業
績
に
つ
い
て
、
決
算
資
料
に
基
づ
い
て
説
明
す
る
と
、　
ま
ず
第

一
期
（昭
和
十
二
年
三
月
―
卜
二
月
）
に
お
い
て
実
際

純
益
は

一
六
八
万
円
に
と
ど
ま
つ
た
。
こ
の
数
字
は
総
損
益
表
の
公
表
純
益
と
同

一
で
、
特
殊
整
理
損
益
は
な
か
つ
た
訳
で
あ
る
が
、
有
価

証
券
原
価
差
損
三
六

一
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

「住
友
合
資
会
社
（下
ど

の

「
五
日
　
日
本
電
氣
株
式
会
社
の
経
営

の
承
継
」

で
述
べ
た
よ
う
に
、
昭
和
十
三
年

一
月
住
友
と
日
本
電
気
の
親
会
社
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
の
間
で
住
友
側
が
日
本
電
気

の
持
株
比
率
を
増
大
さ
せ

る
契
約
が
締
結
さ
れ
、
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
が
増
資
割
り
当
て
分
の
う
ち
六
万
五
九
九
三
株
を
住
友
本
社
に
譲
る
代
わ
り
に
、
住
友
本
社
が
住
友

電
線
製
造
所
株
式
六
万
六
〇
〇
０
株
を

一
五
〇
万
円
で
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
に
売
却
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
実
行
を
十
二
年
末
に
遡
及
し
た
こ

と
に
し
て
、
売
却
損
四
四
四
万
円
を
計
上
し
た
た
め
で
あ
る
。
な
お
本
社
は
こ
の
結
果
自
社
の
保
有
す
る
住
友
電
線
株

の
持
株
比
率
が
低
下

す
る
の
を
お
そ
れ
て
、
日
本
電
気
が
所
有
す
る
住
友
電
線
株
六
万
六
〇
〇
〇
株
を
買
い
入
れ
、
こ
れ
を
Ｉ

。
Ｓ

・
Ｅ
社
に
譲
渡
す
る
こ
と
と

し
、
買
い
入
れ
単
価
九
〇
円
と
売
却
単
価
三
二

・
七
五
円
と
の
差
四
四
四
万
円
は
本
社
の
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
に
対
す
る
経
営
補
償
と
し
た
。

Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
は
昭
和
七
年
六
月
の
住
友
に
対
す
る
日
本
電
気

の
経
営
委
託
以
降
、
日
本
電
気

の
業
績
が
回
復
し
た
後
も
住
友
が
対
外
的

配
慮
か
ら
配
当
を
抑
制
し
て
き
た
こ
と
に
強
い
不
満
を
抱
い
て
お
り
、
上
記
昭
和
十
三
年

一
月
の
契
約
締
結
の
際
、
日
本
電
氣
に
対
し
昭
和

十
二
、
十
三
、
十
四
年
度
に
つ
い
て
二
〇
％
の
特
別
配
当
を
要
求
し
て
い
た
↑
」
の
特
別
配
当
は
昭
和
十
三
年
二
月
一
株
五
円
、
同
年
十
二
月
旧

．

株
五
円
、
新

一
株
二
・
五
円
で
実
施
さ
れ
た
後
中
断
し
た
。　
こ
れ
は
昭
和
十
四
年
四
月
施
行
さ
れ
た

「会
社
利
益
配
当
及
資
金
融
通
令
」
に
よ
つ
て
特
別
配

当
の
実
施
が
不
可
能
に
な
つ
た
た
め
と
み
ら
れ
る
）。
従

っ
て
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
が
住
友
本
社
に
対
し
四
〇
〇
―
五
〇
〇
万
円
の
経
営
補
償
を
求
め

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
同
じ
論
法
を
も

っ
て
す
れ
ば
、
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
も
、
住
友
本
社
に
対
し
て
少
な
く
と
も
日
本
電
気
が
九
％
に

増
配
し
た
昭
和
八
年
下
期
以
降
昭
和
十

一
年
下
期
ま
で
（昭
和
十
年
下
期
か
ら
一
〇
％
へ
増
配
当
一〇
％
の
特
別
配
当
（約
四
三
七
万
円
）
を
逸
失
利

益
と
し
て
請
求
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
即
ち
こ
の
住
友
電
線
株
の
差
益
は
、
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
の
希
望
す
る
経
営
補
償
額
に
は
ぼ
見
合
う

も
の
で
あ

つ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。



昭
和
十
二
年
度
の
純
益
金

一
六
八
万
円
の
処
分
に
つ
い
て
は
（第
１２
表
）、
商
法
規
定

に
よ
り
純
益
金

の
二
０
分
の
一
以
上
を
積
み
立
て
る

こ
と
を
要
す
る
の
で
、　
一
〇
万
円
を
法
定
積
立
金
と
し
、
配
当
金
は
改
組
の
目
標
と
し
て
年
○

・
五
％
（七
五
万
円
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、　
そ

れ
以
上
で
あ
れ
ば
本
家
所
得
が
増
大
し
長
者
番
付
を
賑
わ
す
こ
と
に
な
り
、
無
配
で
は
会
社
の
信
用
に
か
か
わ
り
、
又
分
家
所
得
を
考
慮
す

る
と
こ
の
目
標
が
妥
当
と
さ
れ
た
。
昭
和
十
三
年

一
月
化
学
専
務
大
屋
敦
は
高
等
職
員
に
昇
格
し
、
銀
行
専
務
大
平
賢
作

の
後
任
と
し
て
本

社
監
査
役
を
兼
務
し
た
が
、
四
月
二
十
八
日
の
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

第12表  利益処分表

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

中
田
会
計
課
長
ヨ
リ
本
社
決
算
ノ
説
明
ヲ
聴
ク
。
純
益
金
百
六
十
万
円
、
配
当

〇

・
五
分
、
鉱
山
利
益
百
数
十
万
円

ハ
意
外

二
少
シ
。

本
社
改
組

一
年
目
に
し
て
早
く
も
鉱
山
部
門
に
つ
い
て
誤
算
が
生
じ
た
こ
と
は
後
に

述
べ
る
。

次

い
で
第
二
期
（昭
和
十
三
年
度
）
の
実
際
純
益
は
五
二
六
万
円
で
、
こ
れ
は
公
表

純
益
五
〇
八
万
円
に
特
殊
整
理
損
（税
補
償
金
と

八
万
円
を
組
み
戻
し
た
も
の
で
あ

る
。
鉱
山
部
門
は
朝
鮮
鉱
業
所
の
赤
字
に
よ
つ
て
業
績
に
寄
与
し
な
く
な

っ
た
。
化

学
専
務
大
屋
敦
は
昭
和
十
四
年
四
月
二
十
六
日
の
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

本
社
中
田
会
計
課
長
ヨ
リ
昨
年
度
本
社
決
算
ノ
報
告

ヲ
受
ク
。
二
十
八
日
ノ
総

会

二
附
議
ノ
由
、
利
益
五
百
余
万
円
、
借
入
金

ハ
千
万
円
、
本
社
ノ
世
帯
モ
容

易
ナ
ラ
ズ
。

五
〇
八
万
円
ノ
利
益
処
分
は
、
規
定
に
よ
り
法
定
積
立
金
三
〇
万
円
、
目
標
た
る
配

当
金
七
五
万
円
（Ｏ

・
五
％
）
を
計
上
し
、
さ
ら
に
前
期
に
利
益
僅
少

の
た
め
見
送

っ

二
八
九

(単 ft:TP]T Il来 1満 切 り捨 て )

科  [] 昭和 12年 13年 14年 15年

当期純益金

前期l繰越金

合計

1,678

1,678

5,083

828

5,911

3,087

1,361

4,448

2,118

2,198

4,316

法定積立金

別段積立金

設備拡張留保金

退職慰労準備金

配当金

社員給与金

後期繰越金

０〇

　

一
　

一
　

一
　

５〇

　

一
　

２８

300

3,000

500

750

1,361

200

1,000

300

750

2,198

150

500

750

315

2,601

合   訓 1.678 5,911 4,448 4,316
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二
九
〇

た
退
職
慰
労
準
備
金
五
０
万
円
を
計
上
し
た
。
以
上
の
残
額
は
約
三
五
三
万
円
に
な
る
が
、
こ
の
う
ち
三
〇
〇
万
円
を
別
段
積
立
金
に
計
上

し
た
。
そ
の
理
由
は

「蓋
シ
現
下
此
種
積
立
金
ノ
増
加

ハ
、　
一
種
ノ
時
局
的
表
現
ト
モ
見
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
可
及
的
多
額
ノ
積
立
ヲ
為

ス
コ
ト

ヽ
致
シ
度
」
と
述
べ
て
い
る
。

第
三
期
（昭
和
十
四
年
度
）
は
、
公
表
純
益
三
〇
九
万
円
に
対
し
、
特
殊
整
理
損

一
二
九
万
円
（打
切
退
職
給
与
金
に
対
す
る
税
補
償
金
二
七
万
円
、

創
業
費
特
別
償
却
六
二
万
円
、
諸
税
増
加
引
当
金
四
０
万
円
）
を
組
み
戻
し
て
、
実
際
純
益
は
四
三
八
万
円
で
あ

つ
た
。
本
社
部
門
の
純
益
は
僅
か

二
六
万
円
に
す
ぎ
ず
、
鉱
山
部
門
は
つ
い
に
赤
字
に
転
落
し
た
ｃ
昭
和
十
五
年
四
月
十
五
日
理
事

に
昇
格
し
た
化
学
専
務
大
屋
敦

の
四
月
十

八
日
付
日
記
に
よ
る
と
、
「中
田
君
ヨ
リ
本
社
決
算
ノ
説
明
ヲ
聴
ク
。
業
績
漸
次
悪
化
、
本
社
金
融
難
益
深
刻
化
ス
」

と
あ
り
、
後
に
述
べ

る
よ
う
に
本
社
の
資
金
繰
り
が
問
題
と
な

つ
て
き
た
ｃ
こ
の
利
益
処
分
は
、
規
定
に
よ
る
法
定
積
立
金
二
〇
万
円
、
前
例
に
従

い
配
当
金
七

五
万
円
、
昭
和
十
四
年
末
現
在
に
お
け
る
職
員
退
職
慰
労
金
見
込
額
約
七
六
万
円
に
対
し
こ
の
時
点
の

「退
職
慰
労
準
備
金
」
科
目
残
高
は

五
０
万
円
で
あ
る
の
で
、
当
期
は
三
〇
万
円
を
繰
り
入
れ
た
。
こ
の
他
設
備
拡
張
留
保
金

一
〇
〇
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
次

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
四
月
ョ
リ
施
行
ノ
改
正
臨
時
租
税
措
置
法
第

一
条
ノ
ニ
ノ
規
定

二
依
り
、
爾
後
終
了
ス
ル
法
人
ノ
各
事
業
年
度
ノ
純
益
中
社
内

ニ

留
保
シ
タ
ル
金
額
ガ
其
ノ
事
業
年
度
純
益
ノ
四
割

ヲ
超
過
ス
ル
場
合
、
其
ノ
超
過
金
額
ヲ
命
令

ヲ
以
テ
定
ム
ル
時
局
産
業
（当
社
ノ
場

合

ハ
金
属
鉱
業
並
非
鉄
金
属
製
錬
業
）
ノ
設
備
ノ
新
設
、

拡
張
又

ハ
改
良
資
金

二
充
当
シ
、　
又

ハ
国
債
証
券
其
他
大
蔵
大
臣
ノ
指
定
ス

ル
有
価
証
券
取
得
資
金

二
充
当
ス
ル
時

ハ
、
其
ノ
運
用
金
額
ノ
ニ
％
四
五
二
相
当
ス
ル
所
得
税
ヲ
軽
減
セ
ラ
ル

ヽ
事
ト
ナ
リ
タ
リ
。

而
シ
テ
法
人

二
於
テ
社
内
留
保
金
ヲ
此
等
資
金

二
充
当
シ
、
所
得
税
ノ
軽
減
ヲ
受
ケ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
、
之
ヲ

『
設
備
拡
張
留
保
金
』

又
ハ

『
證
券
保
有
留
保
金
』
科
ロ

ニ
繰
入
ル

ヽ
ヲ
要
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
居
ル
ニ
付
、
当
期
純
益
中

一
〇
〇
万
円
ヲ
割
キ

『
設
備
拡
張
留

保
金
』

二
繰
入
レ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。



尚
右
金
額
ヲ

『證
券
保
有
留
保
金
』

二
計
上
セ
ズ

『
設
備
拡
張
留
保
金
』

二
計
上
セ
ン
ト
ス
ル
ハ
、
当
社
ガ
単
ナ
ル
保
全
会
社

二
非
ズ

シ
テ
時
局
産
業
ヲ
直
営
シ
、
之
ガ
拡
充

二
腐
心
セ
ル

一
端
ヲ
表
現
ス
ル

一
手
段
タ
ル
外
、
本
留
保
金

ハ
今
後
之
ヲ
繰
越
金
其
他

二
振
替

フ
ル
モ
税
務
取
扱
上
問
題
無
キ
ニ
反
シ
、
『
證
券
保
有
留
保
金
』
卜
為
シ
置
ク
場
合

ハ
然
ラ
ザ
ル
ニ
依
ル
。

以
上
を
差
し
引
い
た
残
額
約
八
四
万
円
を
前
期
か
ら
の
繰
越
金
約

一
三
六
万
円
と
併
せ
て
、
約
二
二
〇
万
円
を
後
期
繰
越
金
と
し
た
。
そ

の
理
由
は
次

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の

蓋
シ
当
社
十
五
年
度
成
績

ハ
、
鴻
之
舞
鉱
山

二
於
テ
相
当
多
額
ノ
純
損
計
上
等
ノ
事
情
ア
ル
為
、
他

二
特
殊
利
益
ノ
生
ゼ
ザ
ル
限
り
、

僅
々

一
五
〇
万
円
程
度
ノ
純
益

二
終
ル
虞
ア
ル
ヲ
以
テ
、
次
期
以
降
純
益
金
卜
共

二
利
益
金
処
分
ノ
対
象
卜
為
ス
繰
越
金

ヲ
此
際
可
及

的
潤
沢
ナ
ラ
シ
メ
置
キ
、
将
来
利
益
低
下
ノ
場
合

二
備
フ
ル
ヲ
適
当
卜
思
料
セ
ラ
ル

ヽ
ヲ
以
テ
ナ
リ
。

即
ち
昭
和
十
五
年
度
に
は
つ
い
に
ド
ル
箱
鴻
之
舞
鉱
山
ま
で
も
赤
字
転
落
必
至
の
情
勢
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
第
四
期
（昭
和
十
五
年
度
）
は
、
鉱
山
部
門
が
二
九
七
万
円
と
大
幅
な
赤
字
と
な

っ
た
た
め
、
実
際
純
益
は
二
四
八
万
円
に
減
少
し
た
。

こ
の
た
め
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
特
殊
整
理
損
約
二
八
三
万
円
（十
四
年
度
分
法
人
諸
税
引
当

一
六
七
万
円
、
鴻
之
舞
起
業
支
出
中
費
用
支
弁

一
一
六

万
円
）
及
び
特
殊
整
理
益
三
二
万
円
（社
員
給
与
中
会
社
経
理
統
制
令
二
依
ル
限
度
超
過
分
組
戻
）
を
計
上
す
る
と
、
公
表
純
益
は
差
し
引
き
三
万
円

の
赤
字
と
な
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
た
め
特
殊
整
理
損

の
う
ち
十
四
年
度
法
人
諸
税
引
当
を

一
部
に
止
め
（九
〇
万
円
Ｘ
口
計
二
〇
六
万
円

と
し
、
他
方
特
殊
整
理
益
と
し
て
他
に
十
五
年
度
法
人
諸
税
引
当
取
止
め
（九
七
万
円
）
、
退
職
給
与

の
損
金
引
当
取
止
め
（四
一
万
円
）
に
よ
り

合
計

一
七
〇
万
円
を
計
上
し
て
、
差
し
引
き
特
殊
整
理
損
を
三
六
万
円
に
抑
え
て
、
公
表
純
益
を
二

一
二
万
円
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
当
期
公
表
純
益
二

一
二
万
円
に
前
期
繰
越
金
三
二
〇
万
円
を
加
え
た
四
三
二
万
円
を
、
規
定
に
よ
る
法
定
積
立
金

一
五
万
円
、
退
職

慰
労
準
備
金
五
〇
万
円
（十
五
年
末
に
お
け
る
退
職
慰
労
金
見
込
額
一
三
０
万
円
と

「退
職
慰
労
準
備
金
」
科
目
既
計
上
額
八
〇
万
円
と
の
差
額
）
、
前
例

通
り
の
配
当
金
七
五
万
円
及
び
社
員
給
与
金
三
二
万
円
に
処
分
し
、
残
額
二
六
〇
万
円
を
後
期
繰
越
金
と
し
た
。
な
お
社
員
給
与
金
三
二
万

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一九
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第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

二
九
二

円
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
五
年
度
下
期
分
社
員
賞
与
中
、
会
社
経
理
統
制
令
第
二
十

一
条
ノ
規
定

二
依
り
、
経
費
ト
シ
テ
経
理
ス
ル
ヲ
得
ザ
ル
金
額
（自

七
月
至
十
二
月
基
本
給
料
ノ
合
計
金
額
ノ
四
分
ノ
三
ヲ
超
過
ス
ル
分
）
ハ
、
別
途
人
事
課
伺
ヲ
以
テ
三

一
万
五
千
円
卜
決
定
シ
居
ル
ニ

付
、
右

ヲ
本
科
ロ
ヲ
以
テ
支
出
整
理
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

最
後
に
住
友
本
社
の
収
支
内
容
と
資
金
繰
り
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
住
友
合
資
会
社
に
お
い
て
は
店
部
の
ウ
ェ
イ
ト
は

問
題
に
な
ら
ず
、
専
ら
本
社
部
門
の
収
支
で
合
資
会
社
全
体
の
収
支
が
説
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
住
友
本
社
に
な
る
と
、
本
社
部
門
特
に

そ
の
有
価
証
券
収
支
の
他
に
鉱
山
部
門
の
収
支
が
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
き
た
（第
１３
表
）ｏ

即
ち
昭
和
十
二
、
十
三
年
度

の
合
資
会
社
の
清

算
関
係
の
支
出
を
除
け
ば
、
十
四
、
十
五
年
度
に
は
住
友
本
社

の
収
支
は
本
社
部
門
の
有
価
証
券
収
支
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
連
系
会
社
株

式
（主
と
し
て
増
資
払
い
込
み
、
「
四
　
資
金
調
達
」
参
昭
じ
約
二
〇
〇
０
万
円
と
鉱
山
部
門
の
設
備
投
資
約

一
〇
〇
〇
万
円
合
計
三
〇
〇
〇
万
円

前
後

の
支
出
超
過
と
な

っ
た
。

こ
の
資
金
繰
り
に
は
改
組
に
際
し
全
額
返
済
さ
れ
て
い
た
銀
行
、
信
託
か
ら
の
借
り
入
れ
も
再
開
さ
れ
、
さ
ら
に
鉱
山
部
門
で
は
昭
和
十

三
年
九
月
に
設
立
さ
れ
た
日
本
産
金
振
興
株
式
会
社
か
ら
の
借
り
入
れ
も
増
加
し
て
い
っ
た
（第
１４
表
）ｃ
日
本
産
金
振
興
に
つ
い
て
は
既
に

「住
友
合
資
会
社
（下
と

の

「
五
口
４
　
北
日
本
鉱
業
所
の
設
置
」

で
述

べ
た
が
、
日
本
興
業
銀
行
は
そ
の
設
立
ま
で
の
つ
な
ぎ
資
金
と
し

て
産
金
設
備
拡
張
資
金
の
融
資
を
行

っ
慶
。
住
友
本
社
は
こ
れ
に
よ
つ
て
十
三
年
二
月
興
銀
か
ら

一
三
〇
万
円
を
借
り
入
れ
、
六
月
に
三

一

〇
万
円
に
借
り
換
え
、
十
月
に
こ
の
融
資
は
日
本
産
金
振
興
か
ら
の
融
資

に
振
り
替
え
ら
れ
た
。　
一
方
朝
鮮
鉱
業
所
は
九
月
に
朝
鮮
殖
産
銀

行
盆
（銀
か
ら
朝
鮮
分
と
し
て
一
〇
〇
０
万
円
の
つ
な
ぎ
融
資
を
受
け
て
い
た
）
か
ら
六
〇
万
円
の
融
資
を
受
け
た
が
、　
こ
れ
は
仮
入
金
と
し
て
処
理

さ
れ
（第
１０
表
）
、
日
本
産
金
振
興
朝
鮮
支
社
か
ら
の
借
入
金
（割
引
手
形
）
に
振
り
替
え
ら
れ
た
の
は
十
四
年
二
月
に
な

っ
て
か
ら
で
あ

つ
た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
に
信
託
や
日
本
産
金
振
興
か
ら
の
借
り
増
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
五
年
に
連
系
会
社
か
ら
の
預
り
金
を

一
九
四
五
万



第13表  収支内容表
(単 千1:千 1[l、  rl]l未 満 切 り捨 て )

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

日
日召和12年

13年 14年 15年
1～ 2F 3～ 12月

実際純損益

有価誇券配当金及利息

鉱産収益

諸手数料

其他

償却

起業支出・固定財産

有価證券

利益配当

其他

合計 (支 出超過△)

うち本社部門収支

各店部収支

鉱山部門

販売店

林業・病院

538

2,578

1,980

328

△4,259

36

△4,235

3,660

0

△1,168

1,169

917

247

4

1,678

5,154

10,180

2,336

△15,994

2,689

△5,033

△6,848

△13.224

5,264

7,887

14,215

4,190

△20,978

4,053

△6,609

△18,481

△750

△28,146

△44,668

△43,034

△1,633

△4,726

3,315

△222

4,379

8,445

15,989

5,719

△25,774

4,077

△9,381

△17,976

△750

△8,893

1)△ 28,550

△23,142

●△5,402

△9,935

4,578

△45

2,477

10,113

16,334

6,248

△30,218

5,739

△10,098

△19,181

△750

△8,341

△30,154

△17,600

△12,553

△14,931

2,970

△593

△20,739

△20,809

70

△1,541

1,508

102

金繰残(借 人△) H年末 12年末 13年 末 14年 末 15年末

銀行

信託

その他

小計

対連系会社貸借

合計

1,835

0

△2

1,832

△9,130

△7,297

△13,522

△9,500

261

△22,760

△5,275

△28,035

△31,269

△22,400

△3,509

△57,178

△15,525

△72,703

△33,381

△35,300

△7,617

△76,299

△24,955

△101,254

△65,734

△43,100

△17,073

△125,908

△5,500

△131,408

年間増減(借 入増・預金減△) 12年 13年 14年 15年

銀行

信託

その他

/1ヽ
計

対連系会社貸借

合計

△15,357

△9,500

264

△24,593

3,855

△20,738

△17,747

△12,900

△3,770

△34,417

△10,250

△44.668

△2,112

△12,900

△4,108

△19,120

△9,430

△28,550

△32,352

△7,800

△9,456

△49,609

19,455

△30.154
二
九
二

言t:●高根分Δ5T円 を含む。
2他に高根分△5「 |]lあ り。



摯| 目 昭和H年末 12年末 13年 末 14年末 15年末

銀行

割引手形 (借 入金)

出納勘定 (当 座借越 )

他店部預金

銀行特別預ケ金

信託

割引手形 (借 入金)

信託預金

その他

日本銀行借入金

H本産金振興借入金

うち朝鮮支社

他銀行預金等

振替貯金

現金

1,835

0

995

139

700

0

0

△2

△193

一

７４

４

Ｈ

△13,522

△14,900

470

56

850

△9,500

△9,500

６‐

０

一

一

４４

４

‐３

△31,269

△38,000

938

241

5,550

△22,400

△22,400

△3,509

△3,700

△600

166

12

11

△33,381

△37,100

780

134

2,803

△35,300

△35,300

△7,617

△7,900

△3,400

241

18

22

△65,734

△82,100

704

158

15,503

△43,100

△49,100

6,000

△17,073

△17,400

△6,900

261

15

48

計 1,832 △22,760 △57,178 △76,299 △125,908

第14表  金繰残内訳表
(単 位 :T円 、 T円 木満切 り捨て)

第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

言t:昭和H年 末の銀行特別預ケ金残高7.808 Tll及 びイi薔 [預 金残高887千 11であったが (「住友合資会社 (卜 )J

第12表 )、 昭和12年 2月 末ll友合資会71解散のため、特別財産が角イ消 された (同 第16表 )。 この結果‖F和

12年 の金繰 L特 別財産分銀行特別預ケ金7.108千 円及び信託預金800T円 が除外 され、
/rg繰 の対象とし

ては銀行特別績ケ金の残額通力l預 金700T円 のみが取 り上げ られ、信託預金は昭和 15年 指定金銭信託

6,000T円 の預け人れまで対象か ら除外 された,

第15表  連系会社貸借内訳表
(単 il:T tt rl未 満切り捨て)

二
九
四

科日 。会社名 昭和H年末 12年 末 13年 末 14年末 15年 末

連系会社貸借 △9,130 △5.275 △15.525 △24955 △5,500

預り金

住友電線製造所・電気工業

大阪北港

住友別子鍍山・鑓業

満洲住友鋼管・金属工業

住友機械製作

住友倉庫

支払手形(住友金属工業預り金)

△12,310

△6,300

△2,190

△2,000

△270

△1,550

△8,455

△3,155

△4,320

△750

△230

0

△9,705

△2,955

△5,970

△750

△30

△9,000

△19,135

△7,455

△8,300

△750

△30

△2,600

△9,000

△6,500

0

△5,250

△750

△700

△500

0

貸金

住友倉庫

住友ビルデイング

3,180

2,180

1,000

3,180

2,180

1.000

3,180

2,180

1.000

3,180

2,180

1.000

1,000

0

1,000

註 :住 友倉11‖ {利 14年 のlllり 金2,600T円 は制り 千形でF)る 。



円
も
返
済
す
る
と
（第
１５
表
）
、
住
友
本
社
の
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
は

一
挙
に
三
二
三
五
万
円
も
膨
張
し
た
。　
こ
の
た
め
住
友
銀
行
は
昭
和

十
六
年
初
頭
に
は
住
友
本
社
に
対
す
る
貸
出
方
針
を
再
確
認
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
住
友
銀
行
及
び
住
友
信
託
の
住
友
全
事
業
に
対
す
る
貸

出
状
況
に
つ
い
て
は
、
「
四
　
資
金
調
達
」
に
お
い
て
住
友
全
事
業
の
資
金
繰
り
と
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

国
　
住
友
本
社

の
部
門
別
業
績

１

本

社

部

門

地
所
課
を
除
く
本
社
部
門
の
貸
借
対
照
表
（第
１６
表
）及
び
損
益
表
（第
１７
表
）
は
地
所
課
特
別
会
計
の
貸
借
対
照
表
（第
１８
表
）
及
び
損
益
表
（第

‐９
表
）
と
そ
れ
ぞ
れ
連
結
さ
れ
て
、

広
義

の
本
社
部
門
を
形
成
し
、　
さ
ら
に
各
店
部
が
本
社
部
門
の
店
部
勘
定
を
通
じ
て
連
結
さ
れ
て
、　
既

に
み
た
本
社
全
体

の
総
貸
借
対
照
表
（第
１０
表
）及
び
総
損
益
表
（第
Ｈ
表
）
を
形
成
す
る
。

地
所
課
を
含
む
本
社
部
門
の
損
益
に
つ
い
て
み
る
と
、
十
二
年
度
は
既
に
全
社
の
業
績
で
述
べ
た
よ
う
に
住
友
電
線
株
式

の
売
却
損
を
主

と
す
る
有
価
証
券
原
価
差
損
三
六

一
万
円
が

一
六

一
万
円
の
赤
字
の
主
因
で
あ
る
。
十
三
年
度
は
支
払
利
息
が
二
七
八
万
円
に
急
増
し
た
こ

と
が
大
き
く
影
響
し
、　
一
五
〇
万
円
の
利
益
に
と
ど
ま
つ
た
。
十
四
年
度
は
同
じ
く
支
払
利
息
三
人
三
万
円
の
他
、
諸
税
が
三
五
九
万
円
に

達
し
た
た
め
、
有
価
証
券
原
価
差
益

一
〇
五
万
円
を
計
上
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、　
一
〇
三
万
円
の
赤
字
で
あ

っ
た
。
十
五
年
度
は
連
系

会
社
配
当
金
八
二
五
万
円
と

一
七
六
万
円
も
増
加
し
た
上
、
損
失
面
で
も
諸
税

一
九
五
万
円
、
償
却
九
八
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
た
め
、

支
払
利
息
が
引
き
続
き
六

一
〇
万
円
と
二

一
六
万
円
も
増
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、　
〓

一四
万
円
の
利
益
を
計
上
し
た
。
地
所
課

の
利
益

の
う
ち
固
定
財
産
原
価
差
益
は
、
大
阪
電
気
軌
道
（現
近
畿
日
本
鉄
道
）
に
対
し
山
本
土
地
八
万
五
五
〇
〇
坪
を
九
〇
万
円
で
売
却
し
た
売
却

益
四
九
万
五
〇
〇
〇
円
を
含
ん
で
い
る
。

２

直

轄

鉱

山

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
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五



昭和12年

2月 28日
r「

第16表  本社部門貸借対照表
(単位:Tll、 千[I未 満切り捨て)

15年 末

借方

創業費

固定財産 土地

車両

機IIN

什器

有価證券・迫系会社株

他会社株

公社債

貸金・立替金

地所課貸付金

雑・仮出金

未収入金

各店部・北日本鉱業所

鴻之舞鉱業所

国富鉱山

余市鉱山

東北鉱業事務所

高根鉱業所

朝鮮鉱業所

東京販売店

呉販売店

横須賀販売店

福岡販売店

神戸販売店

名古屋販売店

京城販売店

Jl海 販売店・事務所

林業所

病院

支店 。東京支店

事務所・北京事務所

新京事務所

駐在員 。大連駐在員

委託・別了鎖山/鉱業所委託

朝鮮鉱業所委託

特別会計・地所課

銀行・銀行出納

236,237

984

15

0

4

141,733

27,117

4,044

7,741

418

193

6,961

215

2,835

52

11

0

4

0

0

23

4,3H

444

19

39

6,177

14,990

67

221,499

967

18

0

6

106,303

38,293

503

4,042

893

1,501

32,358

461

6,977

3

6,547

443

48

6,113

11,612

470

256,408

967

6

0

6

119,628

43,092

859

9,144

3,417

1,501

33,374

496

11,366

44

6,807

529

37

6,089

11,945

938

287,516

1

4

140,364

40,333

859

13,004

3,267

1,501

40,512

333,406

3

6

162,329

37,235

1,174

5,604

500

5,935

41,467

4,683

2,493

2,790

16,950

872

48

145

7,640

627

83

109

24

6,601

13,363

704

第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

53

7,024

605

32

107

60

31

6,354

269

12,288

780

二
九
六



第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

銀行特別預金

信託 信託預金

損益・当期損益

清算損費

7,213

887

988

8,737

850

242

2,841

5,550

237

364

2,800

216

2,374

15,500

6,195

315

貸方

資本金・資本金

法定積立金

別段積立金

設備拡張留保金

退職慰労準備金

前期繰越金

前期純損益

当期損益

預り金 積金預金

諸預金

地所課預 り金

地所課特別預 り金

引当・納税引当金

雑 仮入金

未払金

各店部・東京販売店

呉販売店

横須賀販売店

福岡販売店

神戸販売店

名古屋販売店

京城販売店

L海販売店・事務所

支店 東京支店

手形・支払手形

割引手形

236,237

150,000

38,752

1,527

1,423

11,335

1,637

1,450

14,479

12,414

一　

２３

　

一

3 193

221,499

150,000

2,409

1,660

10,194

1,979

450

24,792

4,575

584

47

39

29

83

174

70

24 400

８
　
一

256,408

150,000

100

828

3,046

1,994

10,079

2,437

450

12,247

805

963

181

80

36

78

535

19

23

9,000

63 500

287,516

150,000

400

3,000

500

1,361

3,854

2,139

16,826

1,642

1,500

11,968

181

993

237

183

37

98

601

88

9,000

82 900

333,406

150,000

600

3,000

1,000

800

2,198

3,097

969

6,574

29

4,676

9,968

158

576

219

182

138

148,600

一　

〇９

　

一
　

一　

〇６

二
九
七



科 日
昭和12年

13年 14年 15年
1～ 2月 3～ 12月

当期利益

連系会社配当金

別子鐘山

炭破

鍍業

金属工業

電線製造所 電気工業

化学工業

アルミニウム製錬

機械製作・機械 :I:業

四国中央電力

満洲金属■:業

倉庫
ビルデイング

大阪北港

銀行

信託

生命保険

他会社配当金

公社債利虐、

別子農林損益

工事処理費戻入

雑益

有価證券原価差損益

‖又入利虐、

雑損

資金利虐、

4

1

157

977

747

409

一

６５

０２

一

４６

５７

一
　

一

９７

一
　

二

５０

３３

６７

５６

‐４

‐２

３０

６４

一
　

一

一

７０

７７

７０

３６

一

２５

５‐

一

68

640

1

1,093

19

66

20

17

1

87

1

39

l

8

5

2

l

４０

２‐

一
　

一

７４

３４

７０

８４

一

７８

３‐

０７

一

３６

４３

４３

１

‐５

９‐

２５

８５

４２

８６

‐７

３３

一

３８

12,093

8,259

3

l

l

当期損失

別子農林損益

固定財産原価差損益

有価證券原価差損益

支払利虐、

俸給
賞与

旅費
営繕費
賃借及保険米1

雑費
諸税
退職慰労金

雑損
償却

東京支店費
北京事務所費
新京事務所費
大連駐在員費

一

７２

４７

９０

２７

０

５‐

１８

４３

２８

５〇

一

１〇

二

３

1455 7

3

1

1

一

８４

８９

６‐

０４

１

６２

７５

３０

４‐

２４

‐２

‐０

一

46

4477

2

l

415

一

３３

９８

２０

２８

４

７２

５８

６０

２３

０６

７６

２７

12

3

l

3

47

11,753

6,103

410

494

150

2

274

2,134

1,602

107

20

4

173

164

85

25

当期純損益 △988 △1,9H 1.192 △1,538

清算損費 雑費

退職慰労令

△H7
△8.600

第17表 本社部門損益表
(単 位 :T円 、 TII未 満切 り捨 て )

第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

二
九
八



第18表  地所課貸借対照表
(中 1亡 :「 円、千IЧ 未満切り捨て)

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

目1こト 昭和12年

2月 28日
12年末 13年末 14年 末 15年末

借方

同定財産 土地

建設物

機械

什器

所有品・準備品

起業支出・京都住友ビル

山本寮

浜甲子日寮

代々木寮

鳴尾寮

雑建設物

雑上工

貸金・立替金

預ケ金・会舌1課預ケ金

会計課特別預ケ金

雑・仮出金

未収入金

延売上地建物

延売仮出金

委託 東京支店委託

神戸販売店委託

15,072

7,170

563

3

2

16

112

103

20

3

637

450

111

18

269

969

619

l

l

11,876

4,264

223

0

1

10

310

24

000

979

450

86

2

272

0

575

672

1

1

2

12,203

4,177

502

17

17

10

38

1,000

2,437

450

115

250

0

2,527

659

12,733

3,730

405

15

15

9

1,000

1,642

1,500

838

289

0

2,478

645

一
　

６ ２

　

一
　

一

17,276

3,606

790

15

13

9

176

61

33

1,000

29

8,273

201

0

2,431

632

貸方

会計課

預 り金・敷金預金

積金預金

借入金・会計課借入金

雑・仮入金

未払金

延売仮人金

損益・当期損益

15,072

14,808

35

46

0

181

11,876

11,612

36

41

7

178

12,203

11,945

38

一　
５２
　
一　
Ｈ

５４

12,733

12,288

40

一
　

６‐

　

一　

２３

２０

17,276

13,363

40

26

500

3,179

14

150

二
九
九



(中 f立 :T円 、 T円 未満切 り捨 て )

科 目
昭和12年

13年 14年 15年
1～ 2月 3～ 12月

当期利益

東京住友ビル損益

神戸住友ビル損益

耕地収益

賃貸料

雑益

固定財産原価差損益

1又 入利唐、

賃借及保険料

237

44

10

1

49

0

115

15

0

446

151

37

3

113

3

34

101

545

155

40

5

182

1

45

114

697

196

42

6

190

1

136

123

1,177

221

41

5

242

1

541

125

当期損失

雑益

支払利虐、

体給

賞与

旅費

営繕費

賃借及保険 ll

雑費

諸税

雑損

償却

56

0

2

0

3

37

12

0

147

1

0

11

14

1

15

8

25

29

0

39

236

1

16

17

1

36

8

57

36

19

40

189

1

18

17

1

21

8

36

30

1

51

272

1

20

22

2

25

11

65

35

51

35

当期純損益

第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

三
〇
〇

鉱
山
部
門

の
鉱
産
成
績
表

（第
２０
表
）
及

び
設
備
投
資
推
移

（第
２‐
表
）
に
よ
れ
ば
、

十
二
年
度

は
鉱
山
部
門
を
分
離

し
な
か

っ

た
だ
け

の
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の

後

は
多
額

の
設
備
投
資
を
行

っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
出
鉱
量

の
増
加

に
見
合

つ
た

産
金
量
を
得
ら
れ
ず
、
鉱
山
部
門

の
業
績

は
低
下

の

一
途
を
辿

っ
た
。

こ
の
理
由

は

十
三
年
度

で
は
北
日
本
鉱
業
所

の
鴻
之
舞

鉱
山
以
外

の
国
富
、
余
市
、
大
萱
生

の
各

鉱
山
及
び
朝
鮮
鉱
業
所

の
鉱
山
が
貧
鉱

・

低
品
位

の
た
め
と
説
明
さ
れ
、
十
四
年
度

に
は
生
産
費

の
高
騰

に
よ
り
、
鴻
之
舞

の

利
益
も
半
減

し
て
し
ま

っ
た
。
十
五
年
度

に
至

っ
て
は
三
八
０
万
円

と
い
う
巨
額

の

国
庫
補
助
金
（探
鉱
奨
励
金
、
金
増
産
割
増
金
等
）
を
得
な
が
ら
、　
二
九
七
万
円
の
赤
字
と
採
算
も
と
れ
な
く
な
り
（決
算
説
明
は

「鉱
業
部
門
ノ
成

績
低
下
シ
タ
ル
ハ
、
出
鉱
相
当
増
加
シ
タ
ル
モ
、
品
位
低
下
シ
、
■
生
産
費
騰
貴
セ
ル
ヲ
主
因
ト
ス
」
と
述
べ
て
い
る
）、　
そ
の
収
支
も
十
四
年
度
九
九

二
万
円
、
十
五
年
度

一
四
九
三
万
円
の
支
出
超
過
と
、
本
社
の
資
金
繰
り
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
に
至

っ
た
の
で
、
既
に
述

べ
た
よ
う

第19表  地所課損益表



第
三
部
　
株
式
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社
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第20表 鉱業所鉱産成績表

鉱産項目 単位
日召禾日12:年

13年 14年 15年
1～ 2月 3～ 12月

北日本鉱業所

出鉱量

産金量

産銀量

産銅量

販売高

高根鉱業所

出鉱量

産金量

産銀量

産銅量

販売高

朝鮮鉱業所

出鉱量

産金量

産銀量

産銅量

販売高

ント

ン
　
ンヽ
　
ン

円

万

ト

ト

ト

万

万 トン

トン

トン

トン

万円

ンヽト

ン

ンヽ

ン

円

万

ト

ト

ト

万

92

03
84

177

卜詳
2

1不

言羊

11

40 9

19

38 1

1378 6

907

10

00
12

29

33
04
21

不詳

50

57 0

25
48 0

8103
1,264

13

01

53

62

05
53

631 6

66

63 5

26
48 9

849 0

1,379

90
06

51
883 0

220

76 2

26

50 2

659 0

1,351

119
10

88
1,926 0

283

合計

出鉱量

産金量

産銀量

産銅量

販売高

万 トン

トン

トン

トン

万円

卜詳
189

45 2

23

41 4

438 7

986

64 6

31

53 3

1,441 8

1.383

71 5

33

54 0

1,732 0

1,599

88 1

37

59 1

2,585 0

1.633

註 :1,年 ‖ltt lll量 。
出典 :「決算説明資llJ他から作成。

第21表 鉱業所設備投資(起 業支出 l」定財産支出)推移
(単位 :T HI、 T円 未満切 り捨て )

三
〇

一

一占 昭和12年 13年 14年 15年

住友本社

うち鉱業所分

北日本鉱業所

うち鴻之舞鉱山

高根鉱業所

朝鮮鉱業所

4,996

5,020

2,274

1,245

286

2,715

6,609

6,422

3,382

2,388

19

3,020

9,381

8,990

5,777

4,105

10,098

8,943

7,095

5,330

1,848



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇
二

に
昭
和
十
五
年
秋
に
鉱
山
分
離
論
が
台
頭
し
て
き
た
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

３
　
販

売

店

こ
の
期
間
販
売
店
全
体
の
売
上
高
は
、
そ
の
半
ば
を
占
め
る
住
友
金
属
製
品
の
売
り
上
げ
が
三
倍
近
く
に
伸
び
た
こ
と
に
よ
り
倍
増
し
、

実
際
純
益
も
二

・
七
倍
に
達
し
た
（第
４
表
及
び
第
２２
表
）。
こ
の
結
果
販
売
店
の
取
り
扱
う
住
友
製
品
中
住
友
金
属
製
品
は
七
割
に
達
し
、
販

売
店
の
中
で
は
東
京
販
売
店
が
全
体
の
六
割
を
占
め
て
い
る
の
で
、
販
売
店
の
業
績
は
東
京
販
売
店
の
住
友
金
属
製
品
の
受
注
如
何
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
た
。
事
実
住
友
金
属
で
は
そ
の
売
り
上
げ
の
人
割
前
後
が
販
売
店
を
経
由
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
電
線
で

は
販
売
店
経
由
六
割
、
大
阪
地
場
四
割
程
度
で
あ
り
、
化
学
に
至

っ
て
は
人
割
が
販
売
店
を
経
由
し
な
い
大
阪
地
場
消
費
で
あ
る
。
ま
た
満

洲
金
属
は
三
井
物
産
に
販
売
を
委
ね
て
い
る
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
ｃ
こ
れ
を
大
口
受
注
先
で
示
せ
ば
そ
の
受
注
の
大
半
は
、
陸
海
軍
向
け

（東
京
、
横
須
賀
、
呉
）
と
中
島
飛
行
機
（東
一δ
、
三
菱
重
工
業
（名
古
屋
、
神
戸
、
福
岡
）
、
川
崎
造
船

・
航
空
機
（神
一８
等

の
軍
需
産
業
向
け
で

あ

っ
た
（第
２３
表
）
。
東
京
販
売
店
の
大
口
受
注
先
が
年
々
新
規
に
増
加
し
て
い
る
が
、　
こ
の
中
に
は
本
社
が
東
京
に
な
い
も
の
、
逆
に
地
方

販
売
店
の
既
取
引
先
等
が
み
ら
れ
、
統
制
強
化
に
伴
う
取
引
の
東
京
集
中
の
傾
向
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

昭
和
十
四
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
主
管
者
協
議
会
終
了
後
に
設
定
さ
れ
た
販
売
店
主
管
者
打
合
会
で
は
ま
ず
主
管
者
協
議
会
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
た
関
係
会
社
製
品
の
取
扱
問
題
が
討
議
さ
れ
、
次
い
で
経
理
部
長
小
畑
忠
良
は
販
売
店
の
手
数
料
収
入
に
つ
い
て
そ
れ
が
本
社
に
と

っ
て
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
を
次

の
よ
う
に
述
べ
た
（手
数
料
率
に
つ
い
て
は
第
２２
表
参
照
）。

販
売
店
ノ
手
数
料
収
入

ハ
年
五
〇
〇
〇
千
円

二
上
り
、
本
社
ノ
主
要
収
益
ナ
ル
処
、
２

）
税
務
署

ハ
右
手
数
料

二
着
ロ
シ
居
ル
様
子

ニ

シ
テ
、
の
し
陸
海
軍
方
面
ヨ
リ
ハ
単
価
切
下
ゲ
ノ
問
題
ヨ
リ
手
数
料
ノ
引
下
ゲ
ヲ
要
求
シ
来
り
。
更

二
Ｔ
し
金
属
、
電
線
等
ノ
株
主
ヨ

リ
ハ
住
友
本
社
ナ
ル

一
株
主

二
特
別
ノ
利
益

ヲ
供
与
ス
ル
点
ヲ
難
詰
シ
来
ル
ヤ
モ
知
レ
ズ
。
右
様
ノ
理
由

ニ
テ
販
売
手
数
料

ハ
引
下
ゲ

ノ
已
ム
無
キ
ニ
至
ル
ベ
シ
。
サ
レ
ド
引
下
ゲ
ヲ
行
ヒ
テ
ハ
、
本
社
ト
シ
テ
収
益

二
影
響
ス
ル
所
少
カ
ラ
ズ
。
又
住
友
卜
云
フ
信
用
ノ
為



第22表 販売店販売実績表
(単位 :T円 )

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

店販 昭和12年 13年 14年 15年 考備

東京

横須賀

名占屋

神戸

県

福岡

京城

L海

77,462

3,525

13,330

7,595

7,984

4,329

10,130

1 709

137,625

8,877

40,667

8,348

23,190

4,717

10,307

1 233

167,014

10,715

47,322

10,383

22,832

5,786

13,409

746

167,081

7,812

33,597

11,570

16,969

6,677

14,049

565

合計 126,063 234,965 278,208 258,320

会社別内訳

金属工業

(比率)

イ申£同

プロペラ

鋼管

製鋼

電線製造所 電気工業

(1ヒ 率)

化学工業

(1ヒ '率 )

機llt製 作 機械工業

(比 率)

満洲鋼管 金属工業

(比 率)

アルミニウム製錬

(比 率)

鍍業

(比 率)

別子

炭破

住友アルミニウム

(比 率)

日本電気

(比 率)

66,886

64 9

36,114

16,252

14,519

33,761

57 9

7,029

22 7

2,385

37 6

393

70
143

62
11,696

25 4

3,182

8,513

1,786

34 8

1,966

78

151,039

86 5

98,055

25,355

27,629

32,564

62 6

7,577

20 2

10,559

90 9

685

82
828

190

17,781

30 5

4,722

13,058

1,322

27 9

2,294

78

188,939

77 0

130,466

31,559

26,914

39,533

62 2

8,560

198

14,175

86 3

351

35
1,840

27 4

15,420

24 9

3,608

11,812

1,607

33 1

3,091

83

175,367

73 8

80,038

38,138

24,624

32,567

34,172

54 6

6,320

14 4

12,307

61 6

260

15
2,699

25 4

15,698

23 4

1,724

13,974

1,626

34 1

3,370

74

製品一切 23%

裸線10%、 被覆線20%

硫酸 硝酸 液安等15%、 炭安
・塩安等20%、 肥半120%

契約金額 1件 50万円迄25%、 100

万円迄 20%、 100万円以上15%

製品一切 28%

アルミ地金 トン5円、商工省配
給指令数量に対しトン1円

電気銅 025%(現 在販売皆無)、

石炭 トン10銭

製 品 切 ]

日本電気製品 20%、 内地仕 入

品 025%、 輸入品15%

合言|

(比 率)

126,045

44 6

224,649

59 0

273,516

55 9

251,819

49 5

三
〇
三

註 :比 '率
:は ｀

%該 会|卜 の販売高に占める販売斥iの 販売比率を示す。販売庁iは ,記イト友アルミニウム、 Fl本電

気以外の関係会1上 の製品も取 り扱っているので 合「 |は 致 しない。備孝欄は東京販売庁iの 手数料率

を示す。

出典 :各 年実 liキは

'テ

ドギ。
「

数ll率 は昭湘 14年 9月 lJ〕 付本1肝理部商 I:課 lt人沢忠蔵宛東京販売庁i経 理課長

1黄 |,「 i古「 「ヽ 手数 ll'4:‖ 吉ノ件Jに よる、



第23表 販売店受注実績表       (単 位:T円 )

販 冗
一占 日召禾I11241 13年 14年 15年

東京

横須賀

名古屋

神戸

呉

福岡

京城
上海

合計

109,573

4,268

22,963

12,012

13,425

5,448

11,537

1,548

180,774

165,278

11,411

50,895

8,428

30,207

4,590

12,096

1,458

284.363

162,186

11,989

55,803

14,533

18,770

7,818

13,750

1,134

285 984

206,640

10,706

36,027

12,345

16,195

7,950

16,163

979

307,004

人 口 受 注 先 昭和12年 13年 14年 15年

(東 京)

鉄道省

海軍省(含艦本、航本)

中島飛行機

陸軍航空本廠

日本製鉄

逓信省

陸軍造兵廠

日本電信電話工事

芝浦製作所

日ヽ

'製
作所

日本電氣
三崎本店

東洋バブコック

松本啓蔵商店

東京電燈

藤倉電線

東邦電力

立川飛行機

FI中 商店

満洲飛行機
ラサエ業

東京瓦斯電工

陸軍兵器本廠・本部
三菱鉱業

日本光学工業

日本鉱業

国産電機

陸軍火工廠

日本窒素肥料

東京芝浦電気

昭和飛行機

日立航空機

東京瓦斯

9,767

9,123

8,813

7,362

7,348

6,318

6,120

3,977

3,076

2,310

2,151

1,934

1,836

1,601

1,593

1,448

1,428

1,243

15,558

27,997

30,508

10,336

6,946

2,646

9,941

1,857

2,091

2,435

2,166

1,583

1,305

1,188

2,415

3,118

2,029

1,851

1,553

1,418

1,382

1,222

1,181

1,H0
1,071

15,329

34,300

18,183

12,694

9,216

3,424

8,530

3,570

1,412

1,488

1,043

1,243

3,144

1,311

1,736

1,437

1,137

1,426

2,752

2,151

2,020

1,554

1,277

19,392

46,844

26,537

14,012

10,625

4,676

2,760

2,049

2,769

2,614

3,438

1,160

2,373

1,736

2,114

第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

三
〇
四



第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

横河電機

日本発送電

北海道人造石油

三菱重工業名占屋発動機

尼ケ崎人造石油

川崎航空機

日本鋼管

東京伸銅共販

中島航空金属

西鮮化学工業

陸軍航技研究所

陸軍科学研究所
日本貴金属

臨時陸軍東京経理部

計 77,448 134 907 132,516

4,157

4,586

4,258

3,343

2,091

1,977

1,503

1,442

1,287

1,267

1,212

1,180

1,019

172,421

(横須賀)

横須賀海箪T廠
海軍航空技術廠

日本飛行機
大日本兵器富岡兵器製作所

横須賀海軍建築剖
`計

8,151

2,364

260

309

11,084

6,054

2,094

207

1,418

292

10,065

(名 rf屋 )

三菱重工業発動機製作所
三菱重工業航空機製作所

愛知時計電機

川崎航空機工業
■三菱電機

事田自動織機

日本車輌製造

矢作工業

岡本工業

名古屋陸軍造兵廠

日本楽器製造

トヨタ自動車工業

丹羽石炭商店

陸軍航空支廠

矢作水力

別府石炭商店

大同製鋼

大隈鉄I所
三菱重工業金属工業所
計 20 982 49 817

10,413

16,516

7,591

4,154

1,212

882

10,702

813

1,643

378

200

54.504

11,920

10,170

3,594

4,625

1,070

294

351

426

961

730

283

34.424

(神 ,f)

i菱 重 11業神戸造船Fl■

川崎造船・重工業

川崎航空機

4,169

1,949

1.539

1,932

1,638

1.018

2,878

2,144

2.149

1,588

2,303

2,937

三
〇
五



川崎車両
三菱電機神戸製作所

帝国酸素

神戸市電

播磨造船所

神戸瓦斯

鐘淵紡績

神戸製鋼所
り‖山奇,気 舟合
日東航空機器

石原産業海運

日本アルミ板工業
ハッパマン商会
中島商事

計

1,004

841

460

241

226

211

10,640

６９２

６０５

　

２６５

　

　

４９２

４‐‐

２５９

２‐８

　

　

　

　

５３０

297

419

232

322

273

2,441

328

13.216

313

601

559

669

305

10,891

(呉 )

呉海軍工廠

広海軍工廠

山口県営電気

広島電気

海軍燃料廠

呉海軍建築部

神戸製鋼所長府工場

計

10,601

1,004

346

257

12.208

25,525

2,810

538

276

29.149

14,605

2,363

332

17 300

11,177

2,776

304

273

14 530

(福 岡)

渡辺鉄工所
九州水力
三井鉱山 三池・購買部
九州送電

旭硝子 。日本化成

玖磨川電気・九州電気
小倉陸軍造兵廠

嘉穂鉱業

太刀洗製作所

小倉製鋼

日本製鉄

安川電機製作所
三菱重工業長崎造船所

影久商店九州支店
計

1,015

684

566

488

357

315

3,425

2,855

780

250

333

342

798

267

5,625

(京城)

朝鮮鉄道局

木下商店(木 浦・釜山・京城)

瀧産業

群山肥料

京城電気

朝鮮逓信局

3,151

1,718

1,613

797

738

605

4,550

947

816

300

334

819

4,207

1,129

1,521

430

1,866

第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

三
〇
六



南鮮合同電気

影久商店

朝鮮電力

西鮮合同電気

朝鮮総督府清津土木出張所

住友朝鮮鉱業所

朝鮮農会

朝鮮専売局

朝鮮鉄道局

H本電信電話工事

龍山工作

北鮮合同電気

朝鮮総督府新義州土木出張所

漢江水電

計

(L,毎 )

三昌洋行

中国電気

祥泰号

華中水電

幸中鉄道

計

註 :大 11受注先は東京販売 |ヽ 100′J:l以 11、 その他販売庁「20万円以 1。

出典 :各 年実際幸は「 テ|キ 。

第
二
部

株
式
会
ネ上
住
友
本
社

二
販
売
高
ガ
巨
額

二
上
ル
コ
ト
ヲ
思

ヘ
バ
、
本
社
ガ
相
当
額

ノ
手
数
料
収
入
ヲ
得
ル
モ
理
由
無
キ
ニ
非
ズ
ｃ
就
テ
ハ
外
部

ニ
テ
問
題
ト
セ
ザ
ル
ガ
如
キ
方
法

ニ
テ
本
社
ガ
収
益

ヲ
上
グ

ル
途

ハ
無
キ
カ
、
此
ノ
点

二
付
考
究
セ
ラ
レ
度
シ
。

し
か
し
販
売
店
側
は
本
社
と
は
立
場
が
異
な
り
、
次

に
示
す
呉

販
売
店
の
意
見
の
よ
う
に
、
個
々
の
販
売
店
の
損
益
に
よ
っ
て
業

績
を
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
い
た
。

各
販
売
店

ハ
地
理
的
事
情

ニ
ヨ
リ
制
約
セ
ラ
ル

ヽ
故
、
現
在

ノ
方
法

ニ
ヨ
リ
業
績
ヲ
判
断
ス
ル
ハ
不
合
理
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

ズ
、
元
々
住
友
販
売
店

ハ
三
井
物
産
、
三
菱
商
事
ノ
如
ク
、

自
己
ノ
危
険

ニ
テ
各
方
面
ヨ
リ
無
制
限

二
受
註
ヲ
獲
得
シ
得

ル
モ
ノ
ニ
非
ル
故
、
各
販
売
店
ノ
損
益
ヲ
以
テ
該
販
売
店
本

来
ノ
業
績
卜
見
倣
シ
得
ズ
。

こ
の
問
題
は
、
上
記
の
通
り
統
制
の
進
展
に
伴
い
、
受
注
が
東

京
販
売
店
に
集
中
し
、
地
方
販
売
店
は
納
入
業
務
に
追
わ
れ
る
と

い
う
形
に
な

っ
て
き
て
、
半
年
後

の
昭
和
十
四
年
十
月
に
開
催
さ

れ
た
販
売
店
支
配
人
会
議
で
は
、
受
注
販
売
高
の
み
な
ら
ず
納
入

取
扱
高
も
事
業
成
績
旬
報
に
記
載
す
る
こ
と
で

一
致
し
た
。
し
か

三
〇
七

606

405

1,011
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し
納
入
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
２

）受
注
に
協
力
し
た
場
合
手
数
料
の
五
割
、
公
し
納
入
に
手
数
を
要
す
る
場
合
四
割
、
Ｔ
Ｏ
そ
の

他
手
数
を
要
し
な
い
場
合
三
割
を
受
注
店
舗
が
納
入
店
舗
に
支
払
う
と
い
う
ル
ー
ル
に
対
し
、
地
方
販
売
店
側
は
す
べ
て
の
場
合
で
手
数
料

折
半
を
東
京
販
売
店
に
要
求
し
、
十
五
年
四
月
の
販
売
店
支
配
人
会
議
で
よ
う
や
く
東
京
販
売
店
が
、
納
入
店
舗
に
手
数
料

の
四
五
％
を
支

払
う
改
定
案
を
呑
ん
で
決
着
し
た
。

一
方
昭
和
十
五
年
度
の
実
際
報
告
書
が

「本
年
度

二
於
テ
ハ
時
局
ノ
進
展

二
伴
ヒ
、
各
製
品

二
亘
り
逐
次
販
売
統
制
強
化
セ
ラ
レ
タ
ル
結

果
、
販
売
店
扱
品
ノ
之
ガ
配
給
統
制
下
二
入
ル
モ
ノ
漸
次
其
ノ
数
ヲ
増
加
シ
、
其
ノ
取
扱

ハ
次
第

二
複
雑
困
難
ヲ
加

へ
来
レ
リ
」
と
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
昭
和
十
三
年
八
月
日
本
硫
安
株
式
会
社
の
設
立
、
十
四
年
六
月
伸
銅
品
販
売
機
構
の
整
備
合
理
化
に
と
も
な
う
伸
銅
品
販
売

会
社
の
設
立
、
同
年
十

一
月
鋼
管
販
売
機
構
の
整
備
合
理
化
に
伴
う
日
本
鋼
管
販
売
株
式
会
社

の
設
立
が
相
次
い
だ
。
こ
の
た
め
販
売
店
は

従
来
の
連
系
会
社
の
代
理
販
売
か
ら
統
制
会
社
の
仕
切
販
売
も
行
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
販
売
店
が
問
屋
化
し
て
き
た
結
果
、
住
友
本
社

の
定
款
中
の

「物
品
販
売
業
」
の
他
に

「間
屋
業
」
を
追
加
す
る
必
要
は
な
い
か
、
又
こ
う
し
た
販
売
店
の
間
屋
化
に
よ
つ
て
販
売
店
の
事

務
章
程
改
正
の
必
要
は
な
い
か
、
さ
ら
に
連
系
会
社
と
販
売
店
の
間
に
こ
れ
ら
統
制
会
社
が
介
在
す
る
こ
と
に
な

っ
た
結
果
、
販
売
店
処
務

規
程
に
こ
れ
ら
統
制
会
社
を
追
加
す
る
必
要
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
、
こ
の
際
は
定
款
、
事
務
章
程
は
改
正
せ
ず
、
販
売
店
処
務
規

程
に
こ
れ
ら
統
制
会
社
を
追
加
す
る
こ
と
で
切
り
抜
け
た
（資
料
１４
）ｏ

し
か
し
事
態
は
さ
ら
に
昭
和
十
五
年
十

一
月
開
催
さ
れ
た
販
売
店
支
配
人
会
議
に
お
い
て
、
次

の
よ
う
に
販
売
店
の
名
称
そ
の
も
の
の
変

更
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
連
系
会
社

・
関
係
会
社
の
製
品
の
み
な
ら
ず
統
制
会
社
の
製
品
の
う
ち
、
住
友
関
係
以
外
の
製
品
の
取
扱
を
如
何

す
べ
き
か
と
い
う
問
題

へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
販
売
店
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
既
に
十
四
年
十
月
の
販
売
店
支
配
人
会
議
で
呉
販
売
店
か

ら

「
地
方
販
売
店

ニ
テ
ハ
、
業
務
ノ
内
容
変
化
シ
、
販
売
以
外
ノ
事
務
増
加
著
シ
ク
、
販
売
店
ナ
ル
名

ハ
最
近
ノ
事
情

二
適
シ
カ
ラ
ズ
。
又

外
部
ヨ
リ
見
テ
実
態

ヲ
誤
ラ
レ
易
キ
ニ
ヨ
リ
、
可
然
変
更
シ
タ
ラ
如
何
」
と
の
提
案
が
あ

っ
た
が
、
当
時
は
ま
だ

一
部
の
声

に
止
ま
っ
て
い



た

そ
れ
が
今
回
は
本
社
商
工
課
か
ら
の
提
案
で
あ

っ
た
。

一
、
販
売
店
支
配
人
会
議
ヲ
住
友
本
社
経
理
部

二
於
テ
主
催
ノ
件
（註
、
略
）

二
、
販
売
店
ナ
ル
商
号
変
更

二
関
ス
ル
件

商
工
課
長
（註
、
神
田
勇
十
じ
ハ
本
件

二
関
シ
次
ノ
如
キ
意
見
ヲ
開
陳
セ
ラ
レ
タ
リ
。
「住
友
ノ
販
売
店

ハ
住
友
製
品
ノ
サ
ー
ヴ
ィ
ス

・

ス
テ
ィ
シ
ョ
ン
ニ
シ
テ
純
然
タ
ル
配
給
機
関
ナ
ル
ニ
モ
拘

ハ
ラ
ズ
、
販
売
店
ナ
ル
名
称

ハ
世
人
ヲ
シ
テ
所
謂
商
事
会
社
卜
混
同
セ
ラ

ル
ヽ
虞
ア
リ
テ
、
新
体
制

二
沿

ハ
ザ
ル
感
ア
リ
ト
思

ハ
ル
ヽ
ガ
販
売
店
側
ノ
意
見

ハ
如
何
。
又
改
称
ス
ル
ト
セ
バ
適
当
ナ
ル
名
称
ア

リ
ヤ
。

」
卜
。
之

二
対
シ
販
売
店
側
ョ
リ
商
号
変
更

二
就
テ
ハ
、
全
ク
賛
同
ノ
意

ヲ
表
シ
タ
リ
。
殊

二
地
方
販
売
店

ハ
単

二
販
売
ノ

ミ
ヲ
行
フ
ニ
非
ズ
、
販
売
以
外
ノ
事
務
モ
相
当
存
在
ス
ル
次
第
ナ
レ
バ
、
実
質
的

ニ
モ
改
正
ス
ル
方
適
当
ナ
ル
旨
ノ
意
見
モ
出
デ
タ

改
正
商
号
ト
シ
テ
ハ
、
「事
務
所
」
「支
店
」
等
ノ
意
見
出
デ
タ
ル
ガ
、
重
要
問
題
ナ
ル
ニ
付
キ
更

二
熟
考
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
レ
リ
。
尚

販
売
店
ナ
ル
商
号
ノ
変
更
卜
共

二
、

「支
配
人
」

ナ
ル
名
称
モ
適
当
ナ
ル
名
称
ア
ラ
バ
変
更
ヲ
加

ヘ
ラ
レ
度
シ
ト
ノ
意
見
モ
出
デ
タ

三
、
統
制
会
社
ノ
製
品
取
扱

二
関
ス
ル
件

源
間
呉
支
配
人

ハ
最
近
族
出
ス
ル
各
種
ノ
統
制
会
社
、
統
制
組
合
等
ノ
製
品
取
扱

二
関
シ
、
本
社
ノ
意
響

ヲ
伺
フ
ト
コ
ロ
ア
リ
タ
ル

ガ
、
之

二
対
シ
商
工
課
長

ハ
、
統
制
団
体
ノ
製
品
ヲ
取
扱

フ
事

ハ
差
支
ナ
キ
モ
、
住
友
製
品
オ
ン
リ
ィ
ノ
原
則

ハ
遵
守
致
サ
レ
タ
キ

旨
ヲ
カ
説
セ
ラ
レ
、
日
管
販
（註
、
日
本
鋼
管
販
売
株
式
会
社
）
ノ
製
品
取
扱
、
上
海
販
売
店
ノ
エ
業
薬
品
輸
入
組
合
ノ
製
品
取
扱
、
更

二
一示
販
（註
、
京
城
販
売
店
）
ノ
日
本
肥
料
株
式
会
社
（註
、
昭
和
十
五
年
七
月
日
本
肥
料
株
式
会
社
法
に
よ
り
設
立
、
日
本
硫
安
株
式
会
社
を
吸

収
合
併
し
た
）製
品
取
扱
等
ノ
場
合

二
於
テ
、
何
レ
モ
住
友
製
品

二
限
極
致
シ
居
ル
旨
ヲ
説
明
セ
ラ
レ
タ
リ
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇
九



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
〇

之

二
対
シ
販
売
店
側
ョ
リ
銅
、
ア
ル
ミ
、
ニ
ッ
ケ
ル
等
ノ
如
キ
住
友
製
品
卜
然
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
厳
密

二
区
分
ス
ル
コ
ト
能

ハ
ザ
ル
製

品

ニ
シ
テ
統
制
団
体
ヲ
経
由
ス
ル
場
合
、
殊

二
当
該
統
制
団
体

二
住
友
人
ガ
幹
部
ト
シ
テ
加
入
致
シ
居
ル
場
合

二
於
テ
ハ
、
住
友
製

品
タ
ル
ト
否
ト
ヲ
問

ハ
ズ
販
売
店

二
於
テ
取
扱

フ
コ
ト
ヲ
容
認
セ
ラ
レ
タ
キ
旨
販
売
店
側
ヨ
リ
懇
請
ア
リ
タ
リ
。

（資
料
１３
）決

算

二
於
ケ
ル
損
益
計
上

二
関
ス
ル
取
扱
方
其
他
会
計
整
理
方
法
統

一
要
項

第

一
、
決
算

二
於
ケ
ル
損
益
計
上

二
関
ス
ル
取
扱
方
統

一
ノ
件

従
来
決
算

二
於
ケ
ル
損
益
計
上

二
関
ス
ル
取
扱
方

ハ
、
各
社
、
各
店
部

ニ
ヨ
リ
テ
其
ノ
取
扱

ヲ
異

ニ
シ
、
就
中
特
殊
整
理
損
益
ノ
範

囲
明
瞭
ナ
ラ
ザ
ル
タ
メ
、
或

ハ
普
通
損
益

二
属
ス
可
キ
モ
ノ
ヲ
特
殊
整
理
損
益
ト
シ
テ
計
上
シ
、
或

ハ
特
殊
整
理
損
益

二
属
ス
可
キ

モ
ノ
ヲ
普
通
損
益
ト
シ
テ
計
上
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
、
為

二
実
際
純
損
益
ノ
内
容
区
々
ニ
シ
テ
之
ガ
取
扱
上
種
々
不
都
合

ヲ
示
セ
リ
。
傷

而
昭
和
十
二
年
上
期
以
降
之
ガ
取
扱
方
ヲ
左
記
ノ
如
ク
統

一
実
行
ス
ル
コ
ト
。

記

一
、
特
殊
整
理
損
益
ノ
意
義
及
其
ノ
具
体
的
範
囲

（
一
）

特
殊
整
理
損
益
ノ
意
義

特
殊
整
理
損
益
ト
ハ
当
該
期
ノ
営
業
ヨ
リ
生
ス
可
キ

一
切
ノ
利
益
又
ハ
同
営
業
ガ
負
担
ス
可
キ

一
切
ノ
損
失
以
外
ノ
損
益
中
、
当
該

期

二
於
テ
整
理
シ
タ
ル
モ
ノ
並
当
該
期
ノ
営
業

二
基
ク
損
益
中
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
事
由

ニ
ヨ
リ
繰
延
整
理
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
謂

フ
．

（
二
）

特
殊
整
理
損
益
ノ
具
体
的
範
囲

（甲
）

特
殊
整
理
損
ト
シ
テ
計
上
ス
ベ
キ
モ
ノ

ｍ
　
固
定
財
産
償
却
中



{8)  (7) (4)  (3)

ロ  イ

当
該
期
以
前

二
償
却
ス
ベ
キ
未
償
却
財
産
ノ
償
却

特
別
償
却
釜
日
通
償
却
以
外
ノ
償
却
並
切
下
）

但
本
社
ノ
認
可
ヲ
得
テ

一
定
ノ
償
却
期
間
ヲ
定
メ
タ
ル
場
合
ノ
特
別
償
却
及
特
殊
原
因

二
基
ク
財
産
ノ
減
価

二
因
ル
特
別
償

却

ハ
特
殊
整
理
損
ト
シ
テ
取
扱

ハ
ズ
。

固
定
財
産
並
起
業
支
出
ノ
費
用
支
弁

但
其
ノ
性
質
上
又

ハ
其
他
ノ
事
由

ニ
ヨ
リ
固
定
財
産
並
起
業
支
出
ヲ
各
社
又

ハ
各
店
部
所
定
ノ
取
扱

ニ
ヨ
リ
費
用
支
弁
ト
セ
ル
モ

ノ
並

二
法
令
其
他
ノ
事
由

ニ
ヨ
リ
無
償
譲
渡
ヲ
必
要
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
特
殊
整
理
損
ト
シ
テ
取
扱

ハ
ズ
。

資
産
的
支
出
ノ
費
用
支
弁
（例
、
各
種
組
合
ノ
出
資
金
等
）

有
価
證
券
ノ
価
格
切
下
（但
保
険
ヲ
除
ク
）

有
価
證
券
ノ
帳
簿
価
格
ヨ
リ
ノ
切
下
ハ
、
時
価
ノ
如
何

二
拘
ラ
ズ
凡
テ
特
殊
整
理
損
ト
シ
テ
取
扱

フ
コ
ト
。

土
地
ノ
価
格
切
下

但
土
地
ノ
性
質
上
又

ハ
其
他
ノ
事
由

ニ
ヨ
リ
各
社
又

ハ
各
店
部
所
定
ノ
取
扱

ニ
ヨ
リ
土
地
ノ
価
格
切
下
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ハ
特
殊
整
理

損
ト
シ
テ
取
扱

ハ
ズ
。

営
業
品
ノ
評
価
損
中
時
価
以
下
ノ
切
下

営
業
品
ノ
評
価
損
中
時
価
迄
ノ
切
下
ハ
当
然
特
殊
整
理
損
ト
シ
テ
取
扱

ハ
サ
ル
モ
、
時
価
以
下
二
切
下
ゲ
タ
ル
場
合

ハ
、
之
ヲ
特

殊
整
理
損
ト
シ
テ
取
扱

フ
コ
ト
。

営
業
品
ノ
ロ
減
り
、
歩
減
リ
ヲ
予
定
率
以
上

二
減
量
シ
タ
ル
場
合

当
該
期
ノ
負
担

二
属
ス
可
キ
税
金
（第
二
、
「税
金
」
ノ
項
参
照
）
以
外
ノ
税
金
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但
税
金
引
当
額
卜
同
実
際
支
払
額
ト
ノ
間

二
生
ジ
タ
ル
過
不
足

ハ
、
実
際
支
出
期
ノ
普
通
損
益
ト
シ
テ
取
扱

フ
コ
ト
。

０
　
出
荷
伝
票
ノ
保
留

ニ
ヨ
ル
利
益
留
保

出
荷
伝
票
ノ
保
留

ニ
ヨ
ル
利
益
留
保

ハ
原
則
ト
シ
テ
行

ハ
ザ
ル
コ
ト
ト
ス
ベ
キ
モ
、
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
事
由

ニ
ヨ
リ
之
ヲ
行
フ
ト

キ
ハ
、
其
ノ
留
保
金
額
ヲ
明
確
ナ
ラ
シ
メ
、
之
ヲ
特
殊
整
理
損
ト
シ
テ
取
扱

フ
コ
ト
。

⑩
　
既
往

二
於
テ
特
殊
整
理
益
ト
シ
テ
保
留
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ガ
整
理
セ
ラ
レ
タ
ル
場
合

（乙
）

特
殊
整
理
益
ト
シ
テ
計
上
ス
可
キ
モ
ノ

０
　
当
該
期

二
負
担
ス
ベ
キ
税
金
、
償
却
等
ノ
繰
延

②
　
土
地
ノ
評
価
益

土
地
ノ
帳
簿
価
格
ヨ
リ
ノ
引
上
ハ
、
時
価
ノ
如
何

二
拘
ラ
ズ
凡
テ
特
殊
整
理
益
ト
シ
テ
取
扱

フ
コ
ト
。

０
　
有
価
證
券
ノ
評
価
益
（但
保
険
ヲ
除
ク
）

有
価
證
券
ノ
帳
簿
価
格
ヨ
リ
ノ
引
上

ハ
、
時
価
ノ
如
何

二
拘
ラ
ズ
凡
テ
特
殊
整
理
益
ト
シ
テ
取
扱

フ
コ
ト
ｃ

Ｏ
　
営
業
品
ノ
評
価
益

営
業
品
ノ
帳
簿
価
格
ヨ
リ
ノ
引
上

ハ
、
時
価
ノ
如
何

二
拘
ラ
ズ
凡
テ
特
殊
整
理
益
ト
シ
テ
取
扱

フ
コ
ト
。

同
　
既
往

二
於
テ
特
殊
整
理
損
ト
シ
テ
留
保
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ガ
吐
出
サ
レ
タ
ル
場
合

（備
考
）一

、
税
金
利
息

ハ
普
通
下
期

二
支
弁
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、
上
期

二
於
テ
上
期
分
ヲ
引
当
テ
タ
ル
場
合

ハ
普
通
損
失
ト
ス
。

二
、
旧
退
職
慰
労
金
規
程

ニ
ヨ
ル
給
与
金
ノ
整
理

ハ
特
殊
整
理
損
益
ト
シ
テ
取
扱
フ
モ
ノ
ト
ス
。

一、
実
際
純
損
益

二
就
テ



実
際
純
損
益
＋
特
殊
整
理
損
益
＝
公
表
損
益

但
０
　
期
間
中
ノ
特
殊
整
理
損
益

ハ
期
末
決
算
打
合
ノ
際
必
ズ
明
示
ス
ル
コ
ト
ｃ

②
　
本
社

二
於
ケ
ル
取
扱

ハ
、
当
分
ノ
間
右
実
際
純
損
益
ヨ
リ
利
益
金
処
分

ニ
ヨ
ル
役
員
賞
与
金
ヲ
控
除
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
実
際

純
損
益
卜
看
倣
ス
。

第
二
、
「税
金
」
引
当
方
法
統

一
ノ
件
（註
、
以
下
略
）

（資
料
１４
）

昭
和
十
五
年
五
月

一
日
提
出
　
同
月
三
十
日
決
裁
　
商
工
課
起
案

（販
売
店
）
間
屋
営
業

二
伴
フ
本
社
定
款
、
販
売
店
事
務
章
程
並

二
処
務
規
程
改
正
ノ
要
否

二
関
ス
ル
件

掲
題
ノ
件

二
就
テ
ハ
、
左
記
ノ
通
り
取
扱

フ
コ
ト

ヽ
致
シ
相
成
可
然
哉
。

一
、
間
屋
営
業

二
伴
フ
本
社
定
款
改
正
ノ
要
否

二
関
ス
ル
件

住
友
本
社
各
販
売
店

二
於
テ
ハ
、
本
社
定
款
第
二
条
ノ
本
社
事
業
目
的
中
ノ

「
五
、
物
品
販
売
業
」

二
檬
り
、
住
友
連
系
店
部
並

二
本
社

ノ
指
定
シ
タ
ル
会
社
ノ
委
託
若

ハ
代
理
販
売
ヲ
ナ
シ
来
レ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、
近
時
戦
時
経
済
統
制
ノ
強
化

ニ
ヨ
リ
、
販
売
店

ハ
左
記
ノ
通
リ

著
シ
ク
所
謂
問
屋
業
的
色
彩
ヲ
帯
ブ
ル
ニ
至
レ
リ
。
乃
チ

（
一
）

日
本
硫
安
会
社
扱
品
取
扱
ノ
件

昭
和
十
三
年
八
月
硫
安
ノ
配
給
ヲ
統
制
ス
ル
為

二
日
本
硫
安
株
式
会
社
設
立
サ
レ
、
京
城
販
売
店

二
於
ケ
ル
硫
安
取
扱

ハ
住
友
化
学
ヨ

リ
直
接

二
受
ク
ル
事

ヲ
得
ズ
、
日
本
硫
安
ヨ
リ
コ
レ
ガ
配
給
ヲ
受
ケ
、
鮮
内

二
販
売
ス
ル
事
ト
ナ
リ
、
従

ツ
テ
同
社
ト
ノ
間

二
於
テ
仕

切
一匹
貝
ヲ
ナ
ス
事
ト
ナ
リ
タ
リ
。

（
二
）

伸
銅
品
新
販
売
機
構

ニ
ヨ
ル
第
二
次
問
屋
ト
シ
テ
製
品
取
扱
ノ
件

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〓
二



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
四

又
昨
年
六
月

ニ
ハ
商
工
省
告
示
ヲ
以
テ
伸
銅
品
販
売
機
構
ノ
整
備
合
理
化
ガ
行

ハ
レ
、
特
殊
品
以
外
ノ
伸
銅
品
直
接
ノ
販
売

ハ
禁
止
サ

レ
、
総
テ
製
造
家
卜
伸
銅
品
販
売
会
社
ト
ノ
契
約
ト
ナ
リ
、
住
友
ノ
販
売
店
ガ
之
ヲ
取
扱
フ
為

ニ
ハ
第
二
次
間
屋
ト
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
得
ザ

ル
事
ト
ナ
リ
、
結
局
第

一
次
間
屋
ト
ノ
間

二
伸
銅
品
ノ
仕
切
売
買
ヲ
ナ
ス
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
リ
。

（三
）

日
本
銅
管
販
売
会
社
指
定
間
屋
ト
シ
テ
製
品
取
扱
ノ
件

又
昨
年
十

一
月
十
日
商
工
省
ノ
指
図
ニ
ヨ
リ
、
民
需
用
鋼
管
品
ノ
配
給
ヲ
一
元
的

二
統
制
ス
ル
ロ
的
ヲ
以
テ
、
鋼
管
販
売
機
構
ノ
整
備

合
理
化
ガ
行

ハ
レ
、
コ
レ
ガ
ロ
的
ノ
為
日
本
鋼
管
販
売
会
社
ガ
設
立
サ
レ
、
住
友
ノ
販
売
店
ト
シ
テ
ハ
コ
レ
ガ
指
定
間
屋

ニ
ナ
ル
ニ
非

ザ
レ
バ
金
属
工
業
ノ
鋼
管
品
取
扱
ヲ
ナ
ス
事

ヲ
得
ザ
ル
ニ
至
リ
タ
ル
為
、
東
京
、
神
戸
両
販
売
店

ハ
右
指
定
間
屋
ト
ナ
リ
、
日
管
販
ト

ノ
間

二
鋼
管
品
ノ
仕
切
売
買
ヲ
行
フ
事
ト
ナ
リ
タ
リ
。

即
チ
右
諸
例
ノ
示
ス
如
ク
、
最
近
ノ
経
済
統
制
ノ
強
化

二
伴
ヒ
、
販
売
店
ノ
行
動
ガ
著
シ
ク
所
謂
間
屋
業
的
色
彩

ヲ
帯
ビ
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ

タ
ル
結
果
、
右
行
為
ガ
現
行
本
社
定
款
ノ
規
定
ノ
儘

ニ
テ
差
支

ヘ
ナ
キ
ヤ
ノ
疑
間
ヲ
生
ズ
ル
ニ
至
レ
リ
。
乃
チ
現
行
定
款
中

「物
品
販
売

業
」
ノ
外

二

「
問
屋
業
」
ナ
ル
文
字
ヲ
追
加
ノ
必
要
ナ
キ
ヤ
ノ
疑
問
ヲ
生
ズ
ル
ニ
至
リ
タ
リ
。

傷
而
本
件
ヲ
按
ズ
ル
ニ

（
一
）

定
款

二
所
謂

「物
品
販
売
業
」
ナ
ル
文
字

ハ
、
法
律
的

ニ
ハ
甚
ダ
漠
然
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
「物
品
販
売
業
」
中

ニ
ハ

「
間
屋
業
」

モ
含
ム
モ
ノ
ト
解
釈
シ
得
ル
事
。

（
三
）

「
問
屋
業
」
ナ
ル
文
字
ヲ
定
款

二
挿
入
ス
ル
事

ハ
、
商
事
会
社
ナ
ラ
バ
兎
モ
角
住
友
本
社
ト
シ
テ
ハ
好

マ
シ
カ
ラ
ザ
ル
事
。

（三
）

尚
右
事
態
ノ
問
屋
ハ
、
世
間

一
般

二
云

ハ
レ
ル
間
屋

ニ
テ
、
法
律
上
ノ
間
屋
二
非
ザ
ル
コ
ト
等
ノ
諸
事
由

ニ
ヨ
リ
、
現
行
定
款
ノ
儘

ニ
テ
差
支

ヘ
ナ
カ
ル
可
ク
、
此
際
定
款
改
正
ノ
必
要
ナ
シ
ト
思
料
セ
ラ
ル
。

二
、
間
屋
営
業

二
伴
フ
販
売
店
事
務
章
程
ノ
改
正
ノ
要
否

二
関
ス
ル
件



現
行
販
売
店
事
務
章
程
第

一
条

ハ
、

「販
売
店

ハ
各
店
部
連
系
会
社
並
特

二
本
社
ノ
指
定
シ
タ
ル
会
社
ノ
委
託
ヲ
受
ケ
、
若

ハ
其
ノ
代
理

人
ト
ナ
リ
、
其
ノ
生
産
品
ヲ
販
売
シ
」
卜
其
ノ
営
業
範
囲
ヲ
規
定
シ
居
レ
リ
。
然
ル
ニ
前
記
ノ
如
キ
販
売
機
構
ノ
改
変

ハ
、
販
売
店
従
来

ノ
販
売
方
式
ヲ
著
シ
ク
変
革
セ
シ
メ
ラ
レ
、
従
来
ノ
委
託
販
売
若

ハ
代
理
販
売
ヨ
リ
更

二
問
屋
業
タ
ル
行
為
モ
行
フ
ノ
己
ム
ナ
キ
ニ
至
リ

タ

リ

。

就
テ
ハ
右
事
態

二
対
シ
、
現
行
規
程

ニ
テ
十
分
ナ
リ
ヤ
否
ヤ
ノ
疑
間
ヲ
生
ズ
ル
ニ
至
り
、
販
売
店
事
務
章
程
第

一
条
ヲ
バ

「
販
売
店

ハ
各

店
部
連
系
会
社
並
特

二
本
社
ノ
指
定
シ
タ
ル
会
社
ノ
（委
託
ヲ
受
ケ
若

ハ
其
ノ
代
理
人
ト
ナ
リ
其
ノ
）
生
産
品
ヲ
販
売
シ
」
卜
（　
）
内
削
除

ヲ
ナ
ス
等
適
当
ナ
ル
改
正
ヲ
加
フ
ル
必
要
ナ
キ
ヤ
ノ
疑
問
ヲ
生
ズ
ル
ニ
至
レ
リ
。

乍
然
本
件

ハ
、

（
一
）

伸
銅
品
、
鋼
管
品
並

二
硫
安
取
扱
ノ
場
合

二
於
テ
ハ
形
式
的

ニ
ハ
仕
切
売
買
ヲ
行
フ
モ
ノ
ナ
ル
モ
、
実
質
的

二
於
テ
取
扱

ハ
伸
銅
品

ハ
金
属
工
業
並

二
阪
根
金
属
商
工
製
品
、
鋼
管
品

ハ
金
属
工
業
製
品
、
而
シ
テ
硫
安

ハ
住
友
化
学
製
品

二
限
り
居
り
、
扱
品

二
於
テ
ハ

従
来
ノ
方
針
卜
何
等
異
ナ
ラ
ズ
。

（
二
）

尚
伸
銅
品
、
鋼
管
品
取
扱
ノ
場
合

二
於
テ
、
之
ガ
販
売

二
依

ツ
テ
生
ズ
ル
事
ア
ル
ベ
キ
代
金
ノ
回
収
不
能
等

ニ
ヨ
ル
損
失

ハ
、
ソ
ノ

製
造
家
側

二
於
テ
負
担
ノ
事

二
契
約
済
ナ
リ
等
ノ
事
情
モ
ア
リ
、
事
務
章
程
ヲ
改
正
セ
ザ
ル
モ
特
別

二
支
障
ヲ
生
ズ
ル
事
ナ
キ
見
込

ニ

シ
テ
、
労
々
内
部
的
規
程
ナ
リ
ト
云

ヘ
ド
モ
コ
レ
ニ
間
屋
其
ノ
他
ノ
文
字
ヲ
追
加
ス
ル
ハ
好

マ
シ
カ
ラ
ズ
ト
考

ヘ
ラ
ル

ヽ
ヲ
以
テ
、
事

務
章
程

ハ
不
取
敢
現
在
ノ
儘
ト
ナ
シ
置
キ
、
暫
ク
販
売
機
構
ノ
推
移
ヲ
見
ル
事
卜
致
度
シ
。

三
、
間
屋
営
業

二
伴
フ
販
売
店
処
務
規
程
追
加
ノ
要
否

二
関
ス
ル
件

前
記
ノ
如
キ
事
態

ニ
ヨ
リ
、
販
売
店

ハ
従
来
ノ
如
ク
硫
安
、
伸
銅
品
、
鋼
管
品

二
於
テ
、
直
接

二
製
造
家
ヨ
リ
コ
レ
ヲ
委
託
サ
レ
若

ハ
代

理
シ
テ
販
売
ス
ル
訳

二
行
カ
ザ
ル
事
ト
ナ
リ
タ
リ
。
而
シ
テ
製
造
家
卜
販
売
店
ト
ノ
間

ニ
ハ
、
日
本
硫
安
株
式
会
社
、
伸
銅
品
第

一
次
問

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
五



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
工
（

屋
、
日
本
鋼
管
販
売
株
式
会
社
等
ガ
介
入
ス
ル
ニ
至
リ
タ
リ
。
故

二
処
務
規
程
第

一
条
中
ノ
所
謂
左
記
品
種
中

二
、
右
会
社
扱
品
ト
シ
テ

追
加
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
生
ジ
来
レ
リ
。
而
シ
テ
処
務
規
程

ハ
、
前
記

一
、
ニ
ト
ハ
少
シ
ク
異
り
、
販
売
店
事
務
処
理
上
設
ク
ル
規
程

ニ
テ
、

詳
細

二
定
メ
置
ク
ガ
都
合
良
キ
事
ナ
レ
バ
、
夫
々
処
務
規
程
別
表
（註
、
略
）
ノ
通
り
追
加
セ
シ
ム
ル
コ
ト

ヽ
致
度
シ
。

尚
右

二
関
シ
、
先
般
昭

一
三
、
五
、
三
文
第
二
〇
八
号
ヲ
以
テ
、
処
務
規
程
ヲ
追
加
セ
ザ
ル
事

二
通
知
済
ノ
銅
統
制
組
合
ノ
代
理
販
売
ノ

場
合

ニ
ツ
キ
テ
モ
、
併
セ
テ
追
加
ノ
事

二
致
度
シ
。

追
而
右
御
承
認
済
ノ
上

ハ
、
各
販
売
店

二
対
シ
、
「事
務
章
程

二
就
テ
ハ
改
正
ノ
必
要
ナ
キ
コ
ト
、
並

二
処
務
規
程

二
就
テ
ハ
追
加
ノ
必

要
ナ
ル
コ
ト
」
ヲ
夫
々
通
知
ノ
コ
ト

ヽ
致
度
シ
。

以
上

〓
一

投

資

活

動

住
友
本
社
の
投
資
活
動
の
う
ち
、
設
備
投
資

に
つ
い
て
は
そ
の
大
半
が
直
轄
鉱
山
部
門
の
設
備
投

資
で
あ

っ
た
こ
と
を
既
に
明
ら
か
に
し
た
。
こ
こ
で
は
持
株
会
社
で
あ
る
本
社
の
有
価
証
券
投
資

に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。
住
友
合
資
会
社
の
所
有
有
価
証
券

の
う
ち
、
住
友
本
社
が
引
き
継
い
だ
の
は
、

そ
の
五
四
％
、
九
四

一
七
万
円
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
（第
２４
表
）
。　
こ
れ
に
評
価
増

四
四
〇
八
万
円
を
加
え
、
住
友
本
社
の
発
足
時
の
所
有
有
価
証
券
は

一
億
三
八
二
五
万
円
で
あ

っ
た
ｃ

本
社
発
足
後

の
所
有
有
価
証
券

の
推
移
と
そ
の
利
回
り
は
第
２５
表
に
示
し
た
。
発
足
時
の
有
価
証
券

の
七
五
％
は

「連
系
会
社
の
株
式
」
（第
２６
表
）
で
あ
り
、
連
系
会
社
以
外

の
企
業
は
、
有
価
証
券
元

(単位 :T円 、 T lll未満切 り捨て)

1日 改組

住友家■三分家へ残余財産分配

C 評価増 計

66,892

1,404

6,767

3,661

11,407

2,532

2,951

446

78,299

3,937

9,719

4,108

78,725 17,338 96,063



帳
で
は
合
資
会
社
の
場
合
と
同
様

一
括

「他
会
社
」
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
便
宜
上
そ
の

う
ち
住
友
系
企
業
と
目
さ
れ
る
も
の
を

「
そ
の
他
の
住
友
系
企
業
の
株
式
」

（第
２７
表
）
と
し
て
取
り

上
げ
、
残
り
を

「住
友
系
以
外
の
企
業
の
株
式
」
（第
２８
表
）
と
し
た
。
な
お
合
資
会
社
時
代
に
は
或

程
度
の
ウ
ェ
イ
ト
の
あ

っ
た

「公
社
債
」
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
住
友
家

。
三
分
家

へ
分
配
し

た
の
で
、
本
社
の
所
有
は
き
わ
め
て
微
々
た
る
も
の
と
な

っ
た
（第
２９
表
）ｃ

日
　
連
系
会
社
の
株
式

連
系
会
社

の
株
式

で
は
、
本
社
発
足
時
公
称
資
本
金
五
〇
〇
〇
万
円
で
あ

っ
た
金
属
が

一
億
円

（卜
二
年
）、
二
億
円
（十
四
年
）
と
本
社

の
資
本
金
を
上
回
る
に
至

っ
た
他
、　
一
五
〇
〇
万
円
で
あ

っ

た
電
線
が
三
〇
〇
０
万
円
（十
二
年
）
、
五
〇
〇
〇
万
円
（十
四
年
）、
化
学
が
二
〇
〇
〇
万
円
か
ら
四

〇
〇
〇
万
円
（十
四
年
）
、　
一
〇
〇
〇
万
円

の
満
洲
金
属
が
三
〇
〇
〇
万
円
（十
五
年
）
、
五
〇
〇
万
円

の
機
械
が

一
〇
〇
〇
万
円
（卜
二
年
）
、
二
〇
〇
〇
万
円
（十
五
年
）
、　
一
〇
〇
〇
万
円

の
電
力
が
二
〇

〇
〇
万
円
（十
二
年
）
と
、　
こ
の
六
社
だ
け
で
四
年
間
に
九
回
も
増
資
を
行
い
、　
こ
の
結
果
本
社
発
足

時
六
社
合
計

一
億

一
〇
〇
〇
万
円
で
あ

っ
た
公
称
資
本
金
は
十
五
年
末
に
は
三
億
六
〇
〇
〇
万
円
に

達
し
た
。　
こ
れ
ら
の
増
資
は
原
則
と
し
て
倍
額
増
資
（満
洲
金
属
の
場
合
墜
二
倍
）
で
あ
り
、
十
四
年

の

電
線

の
ケ
ー
ス
も
電
線
自
身
は
伊
丹
工
場
新
設
の
た
め
倍
額
増
資
（六
〇
〇
〇
万
円
）
を
申
請
し
た
が
、

本
社
に
よ
り
五
〇
〇
〇
万
円

へ
減
額
修
正
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
同
時
に
起
こ
っ
た
金
属

の
倍
額
増
資

の
余
波
と
み
ら
れ
る
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

三

一
七

第24表 改組に伴 う所有有価証券の変化

類種

住友合資会社 12年 3月

昭和H年末
12年 2月 末
A=B tt C

住友本社へ引継

B 評価増 言|

連系会社の株式

その他の住友系企業の株式

住友系以外の企業の株式

公社債

137,852

7,881

18,876

4 050

141,733

7,881

19,236

4,044

74,841

6,476

12,469

383

28,740

9,737

5,481

119

103,582

16,214

17,950

503

168.660 172.896 94,170 44,080 138,251

出典 :本 節の以 卜の諸人はノこ帳及び総右ll証券元帳から作成 した。



類種 昭和12年 13年 14年 15年

連系会社の株式

連系会社指定

払込

譲受・買入

評価益

譲渡・売却

評価損

年末残A
配当金B
B/A× 100

7,604

2,970

△7,854

106,303

4,042

46

9,463

3,639

13,787

△1,048

△12,516

119,628

5,421

45

18,308

1,431

1,400

△404

140,364

6,506

46

2,000

13,480

7,205

8,965

△5,886

△3,800

162,329

8,259

51

その他の住友系企業の株式

連系会社指定

払込

譲受・買人

評価益

譲渡・売却

評価損

年末残A
配当金B
B/A× 100

△45

16,169

360

27

2,687

3,899

△2,660

20,095

1,337

67

825

△652

△1,400

18,867

843

45

△2,000

3,462

△1,000

△2,502

16,826

714

42

住友系以外の企業の株式

払込

買入

評価益

売却

評価損

年末残A
配当金 B
B/A× 100

4,904

825

△1,535

△22

22,123

733

40

6,435

450

688

△3,262

△3,438

22,997

1,053

46

2,761

1,480

△5,772

21,466

1,061

49

2,683

0

△1,079

△2,663

20,408

1,100

54

公社債

年末残A
利遭、B
B/A× 100

503

19

45

859

25

29

859

33

39

1,174

37

32

合計

年末残A
配当金・利息、B
B/A× 100

145,099

5,154

43

163,580

7,837

48

181,557

8,445

47

200,738

10,113

50

第25表 住友本社所有有価証券の推移と利回り
(単 位 :千 11、 T円 未満切 り捨 て )

言t:昭 和12年 は3～ 12り jである。従って利 [1り は年十換算 した。

12111～ 2り lの 増 llに ついては「住友合Fi ttllの 解散と株式会社住友本社の設 立J第 10～ 12表参照 .
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株
式
会
社
住
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（上
）

一
二

一
八



こ
う
し
た
増
資
払
込
と
住
友
家

。
三
分
家
か
ら
の
増
資
払
込
資
金
捻
出
の
た
め
の
譲
り
受
け
に
よ
つ
て
、
本
社
発
足
時
に
は

一
億
三
五
八

万
円
で
あ

っ
た
本
社
所
有
の
連
系
会
社
の
株
式
は
、
昭
和
十
四
年
■

九
三
九
）末

一
億
四
〇
三
六
万
円
、
十
五
年
末

一
億
六
二
三
二
万
円

に

達
し
、
利
回
り
も
増
配
に
よ
っ
て
十
五
年
に
は
五
％
台
に
上

っ
た
。
そ
の
一
方
で
増
資
払
込
に
応
ず
る
た
め
に
、
住
友
生
命
、
大
阪
北
港
、

住
友
電
工

へ
の
譲
渡
も
相
次
い
だ
（第
２５
表
）。　
こ
の
よ
う
な
本
社

・
連
系
会
社
を
通
じ
た
資
金
繰
り
に
つ
い
て
は

「
四
　
資
金
調
達
」

で
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
昭
和
十
三
年
末
に
は
大
規
模
な
評
価
の
見
直
し
を
行

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
改
組
時
に
含
み
益
を
捻
出
す
る

た
め
に
行
わ
れ
た
評
価
が
、
二
年
を
経
過
し
て
そ
の
是
正
を
迫
ら
れ
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
。

連
系
会
社
の
異
動
は
（第
２６
表
）
、
昭
和
十
二
年

の
別
子
と
炭
破

の
合
併
に
よ
る
住
友
鍍
業

の
発
足
と
昭
和
十
五
年

の
扶
桑
海
上
の
連
系
会

社
指
定
で
あ
る
が
、
前
者
は

「
五
日
　
住
友
別
子
鍍
山
と
住
友
炭
積
の
合
併

に
よ
る
住
友
鍍
業
株
式
会
社
の
発
足
」
を
、
後
者
は

「
五
四

扶
桑
海
上
火
災
保
険
の
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

へ
の
改
称
と
連
系
会
社
指
定
」
を
参
照
さ
れ
た
い
ｃ

□
　
そ
の
他
の
住
友
系
企
業
の
株
式

連
系
会
社
以
外
の
住
友
系
企
業

の
異
動
で
は
（第
２７
表
）、
昭
和
八
年
六
月
工
作
部
の
解
散

に
伴
い
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
長
谷
部
竹
腰
建

築
事
務
所
が
、
そ
の
後

の
好
況
に
つ
れ
て
資
本
金
五
万
円
に
対
し
利
益
過
大
と
な
り
、
税
務
上
不
利
な
取
扱
を
受
け
る
に
至

っ
た
の
で
、
昭

和
十
二
年

一
月
解
散
し
て
長
谷
部

・
竹
腰
の
個
人
経
営
と
な
り
、
五
月
に
清
算
さ
れ
た
。

昭
和
十
三
年
四
月
に
は
既
に
述
べ
た
通
り
北
支
産
金
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
同
社
に
つ
い
て
は

「
五
国
　
北
支
産
金
株
式
会
社
の
設

立
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

「連
系
会
社
の
株
式
」
で
述
べ
た
通
り
、
昭
和
十
五
年
四
月
扶
桑
海
上
が
住
友
海
上
と
改
称
し
て
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
の
で
、
第
２７

表
か
ら
削
除
さ
れ
た
ｃ

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
九



第
一
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬

一〇

連
系
会
社
以
外

の
住
友
系
企
業

の
株
式

で
著

し
く
増
加
し
た
の
は
日
本
電
気

で
、
既

に
述

べ
た
通
り
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社

の
割

り
当

て
を
肩
代

わ
り
し
た
た
め
で
あ
る
。
同
様

に
昭
和
十
三
年

の
利
回
り
が
六

・
七
％
と
高
率

に
な

っ
た
の
は
、
日
本
電
気

の
特
別
配
当
金
が
四
八
万
円
も

あ

っ
た
た
め
で
あ
る
ｃ

口
　
住
友
系
以
外
の
企
業
の
株
式

「住
友
系
以
外
の
企
業
の
株
式
」

（第
２８
表
）
で
は
、
国
策
会
社
の
設
立
が
相
次
ぎ
出
資
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
が
日
に
つ
き
、
他
方
で
譲

渡

・
売
却
も
多
額
に
上

っ
た
。
以
下
業
種
別
に
そ
の
異
動
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

「銀
行
株
」
は
、
そ
の
主
要
株
式
を
住
友
家

へ
残
余
財
産
と
し
て
分
配
さ
れ
た
の
で
、
本
社
が
引
き
継
い
だ
も
の
は
僅
か
で
あ
る
。

「
五
十
二
銀
行
」
は
、
昭
和
十
二
年
十
二
月
仲
田
銀
行
と
合
併
し
て

「松
山
五
十
二
銀
行
」
が
設
立
さ
れ
た
。

15年末

8,599,483

0

10,757,529

9 745 320

13,785,796

43,253,664

4,034,204

Δ2,559,720

△4,034,204

2,970,000

△5,940,000

1,244,200

△722,750

△125,000

396,450

△22,000

2,970,000

223,300

223,300

223,300

358,489

6,041,175

116,424

54

3,587,666

210,875

△23,782

△79,669

△3,546,917

△404,000

1,174,250

1,174,250

1,972,740

2,348,500

△22,926

△573,170

△H4,634
△8,725,854

3,471,875

△62,500

6,818,750

7,773,375

3,409,375

893,000

△l,453,086

6,803,750

20,400

6,808,750

5,907,000

5,378,144

446.810

(金額は円 未満切 り捨 て )

24,918,044



第26表 連 系 会 社 の 株 式

日ど和 12年 3月 1日 現在
12～ 15年増減

①

損

入

価

受

評

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

銘  柄 (額面 )

住友別手銀山     (50)
住友銭業

(昭 和12年 6月 21日 改称)

住友炭破        (50)
住友電線製造所    (50)
住友電気工業

(昭和14年 11月 1日 改称)

同 新株       (50)

合併①
譲受②
譲渡③

払込

分譲

譲渡④

払込Ca1251]j

分譲

譲受②
譲受⑤
譲受⑥
譲受⑦

評価益

払込

買入

買入

評価益

60,212

Δ60,212

33,000

△66,000

49,768

△28,910

△5,000

△440

33,000

2,200

2,200

2,200

161,098

1,323

1

分譲

評価損

売却

払込

払込@125円
評価益

払込@25円

△5,000

93,940

分譲        △200

譲渡④      △5,000

分譲       Δl,000

評価損

夕、込       277,750
譲渡_4      △5,000

払込@25円
評価益

払込@125円
譲受③       9,500
売却      △18,000

払込       544,300
買人        400
担、込@125円
譲受③      89,500
評価益

評価益

株
75,000

60,212

99,536

7,125,000

4,034,204

8,958,240

9,171,330

1,788,220

18,934,750

12,904,710

同 新株      (50)

住友化学工業     (50)
同 新株       (50)

同 新株

住友金属工業
同 新株

lpl 新 株

一一一一
一
一

Fl 新株

77,070

16.870
△

△

住友アルミニウム製錬



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

一一一一
一一
一

「信
託
株
」
も
又

「加
島
信
託
」
株
を
除
き
住
友
家

へ
分
配
さ
れ
た
。

「保
険
株
」
も

「東
京
海
上
」
株
が
住
友
家

・
分
家

へ
配
分
さ
れ
た
の
で
、
「
日
本
団
体
生
命
保
険
」
株
の
み
を
引
き
継
い
だ
が
、
そ
の

後
昭
和
十
三
年
に

「大
阪
海
上
」
株
を
、
十
四
年
に

「摂
津
海
上
」
株
を
買
い
入
れ
た
ｃ

「大
阪
海
上
火
災
保
険
」
株
式

の
取
得
理
由
は
、
次
の
通
り
で
あ
♂
。

昭
和
十
三
年
八
月
、
範
多
竜
太
郎
氏
（註
、
日
本
に
帰
化
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
Ｅ
・
Ｈ
・
ハ
ン
タ
ー
の
長
男
、
父
親
の
創
設
し
た
大
阪
鉄
工
所
社
長
、

人
正
五
年
（　
九

一
二Ｃ
大
阪
海
上
社
長
に
就
任
、
昭
和
十
一
年
死
去
）未
亡
人
ヨ
リ
村
田
大
阪
商
船
社
長
ヲ
介
シ
、　
範
多
商
店
所
有
ノ
大
阪
海

上
株
式
中
ノ
新

一
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株
ヲ
住
友

二
於
二
肩
代
り
方
依
頼
ア
リ
タ
リ
。
同
社

ハ
大
阪
商
船
系

ニ
テ
、
歴
史
モ
古
ク
、
損
害
保
険

会
社
中
相
当
有
カ
ナ
レ
バ
、
投
資
物
ト
シ
テ
サ
マ
デ
不
安
モ
ナ
ク
、
且
仲
介
者
ガ
住
友
卜
関
係
深
キ
村
田
氏
ナ
ル
点

ニ
モ
鑑
ミ
、
本
社

（五
、
０
０
０
株
）
、
保
険
（七
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株
）
、
信
託
Ｔ
一、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株
￥

一社

二
於
テ
夫
々
引
受
ケ
ノ
事

ニ
シ
タ
リ
。

67,418

6,670

4,500

75,000

45,400

165.540

38,800

70,190

2,455,000

3,837,426

2.375 750

2,992,500

1,052,500

5,157,477

171,067

1,350,000

2,625,000

2,270,000

4 465 510

1,940,000

1,455,000

2,000 415

37,500

42 100

1,841,250

△446,810

279,500

1,257,750

1,042,426

2,375,750

212,500

△161,500

212,500

161,500

212,500

1,080,000

1,052,500

△424,500

△254,700

827,841

△218,295

△221,906

△523,270

△14,200

769,132

△70,525

Δ3,875,000

△67,418

2,190

138,509

△227,000

351,080

1,400,000

△269,750

205,000

△82,000

167,400

153,000

△184,400

410,000

82,000

47,100

895,000

114,300

△93,400

2,000,415

2,679,939 162,329,335



満洲住友銅管     (50)
満洲住友金属工業

(昭 和13年 1月 1日 改称)

同 新株       (50)
住友機械製作      (50)
住友機械工業

(昭和15年 9月 30日 改称)

同 新株       (50)

同 新株       (50)
住友銀行       (100)

払込@375円
評価損

払込@5円
払込@225円
評価益

払込       95,030
夕、込@125円
評価損

払込        8,500
評価益

払込@25円
譲受⑨      12,000
払込       42,100
売却       △3,000

譲渡④      △1,800

評価益

売却       △l,470

評価損

譲渡④      △7,370

売却        △200

評価益

売却        Δ910

譲渡⑩      △50,000

評価損

評価益

買入       5,210

1,257,750

1,275,000

8 938 758

17,413,414

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

司 新 株

住友信託

住友生命保険

住友倉庫

住友ビルデイング

大阪北港

四国中央電力

同 新株

同 新株

住友海 L火 災保険

一一一一
一一一一

合 言1残 高

払込@125円
評価損

買人       3,000
買入       3,000
評価損

払込       32,800
評価益

買入       3,000
払込@25円
買入       3,000
評価損

連系指定     70,190

4,500

75,000

45,400

175,540

30,368

1,350,000

2,625,000

2,497,000

2,984,180

15

13

14

15

12

13

14

15

15

評価損

評価益

評価益

譲渡 ll △10000

註 :「 昭和12年 3月 lH現珀:J及 び「12～ 15年 ll減 J

(D住 友炭破合,「 .    0譲 受先住友元人.

Of表受先日本電気,   Of表 受先住友義 II,

Oi実波先 ISE I卜 .   Oi実 受先住友家会
`|。

(]譲渡先住友4i命,   O譲 受先住友銀業 ,

0譲受先住友寛 .   ⑩譲渡先大阪北港 ,

各llllの 卜線は、新 ll Ⅲj体の合併を示す ,

0譲渡先住友電 L

1,312,099 103.582,674



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
一四

「摂
津
海
上
火
災
保
険
」
株
の
取
得
の
経
緯

に
つ
い
て
は
、
同
社
が
昭
和
十
七
年
四
月

「大
阪
海
上
」
に
合
併
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
記
録

が
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
社
は
元
来
大
正
八
年

「大
阪
海
上
」
の
子
会
社
と
し
て
海
上
保
険
の
再
保
険
を
営
業
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

会
社
で
、
住
友
本
社
が
本
株
式
を
取
得
し
た
昭
和
十
四
年
二
月
に
は
、
村
田
省
蔵
大
阪
商
船
社
長
が
同
社
会
長
で
あ

っ
た
。
取
得
し
た

一
〇

〇
株
が
村
田
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
で
、
専
務
理
事
古
田
俊
之
助
の
名
義
株
と
な

っ
て
い
る
こ
と
、
同
月
古
田
が
同
社
監
査
役
に
就
任
し
て

い
る
点
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
住
友
三
社
が

「大
阪
海
上
」

の
大
株
主
と
な

っ
た
が
（十
四
年

．
月
末
時
点
の
同
社
の
．
万
株
以
上
の
大
株
主
は
、
大

阪
商
船

一
万
九
五
〇
０
株
、
野
村
生
命
、
神
戸
桟
橋
各

一
万
株
）、
従
来
の
経
緯
か
ら

「大
阪
海
上
」
が
住
友

の
役
員
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
難
し

い
た
め
、
村
田
が
自
分
の
持
ち
株
を
割
い
て
、
子
会
社
の

「摂
津
海
上
」
の
役
員
に
住
友
代
表
と
し
て
古
田
を
招

い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

「鉄
道
株
」
の
異
動
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
ｃ

「金
福
鉄
路
公
司
」
は
昭
和
十
四
年
五
月
満
鉄
に
買
収
さ
れ
て
、
そ
の
金
城
線
と
な
り
、
解
散
し
た
。「大

社
宮
島
鉄
道
」
は
、
昭
和
十
三
年

六
月
資
本
金
八
〇
〇
万
円
を
二

一
０
万
円

に
減
資
し
、
社
名
を

「出
雲
鉄
道
」
と
改

称
し
た
。
同
時
に
出
雲
須
佐
―
広
島
県
三

次
間
の
路
線
拡
張
計
画
を
地
棄
し
て
い
る

の
で
、
社
名
変
更
は
そ
の
結
果
と
み
ら
れ

（２８
）

Ｚ
一

。

「阪
神
電
気
鉄
道
」
株
は

一
部
を
関
係

あ
る
連
系
会
社
（金
属
、
銀
行
、
北
港
）
に
譲

(金額は円 未満切 り捨 て )

15年 末
金  額

ll

△316,305

△2,850

△200,415

△384,912

△1,019,796

△75,000

75,000

25,000

△590,920

△411,825

△1,000,000

2,437,100

3,899,360

2,437,100

△527,800

△575,000

△151,200

△1,400,000

△560,000

△45,000

250,000

750,000

△600,000

1,000,000

△600.000

1朱

11,664

37,492

8,000

14,773

14,225

97,484

10,080

28,000

10,000

10,000

lil

0

973,944

1,124,760

850,000

1,034,110

1,422.500

8,773,560

1,008,000

840,000

0

400,000

400.000

612,537 16,826,874



第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

許 :「 12-15年 1171t」 llll卜 線は新 1両株の合併を示す。

[lf表渡先住友電 11,

2議渡先fL友鐘業,

131呂 和12115ナ :17日 解散による清算完 」
´
.

渡
し
、　
月
田
萌
鉄
道
」

株
は
全
株
住
友
鍍

業
Ｌ
肩
代
わ
り
さ
せ
た
。

「帝
都
電
鉄
」
は
、
昭
和
十
五
年
五
月

「小
田
原
急
行
鉄
道
」
に
合
併
さ
れ
た
。

五
島
慶
大
に
よ
る
経
営
の
統

一
と
合
理
化
、

経
費
の
節
約
を
は
か
る
た
め
と
説
明
さ
れ

（
２９
）

て
い
る
。

「
西
鮮
中
央
鉄
道
」

は
昭
和
十
三
年

一

月
二
十
五
日
朝
鮮
京
城

（現
ソ
ウ
と

に
資

本
金

一
五
〇
〇
万
円

（う
ち
払
込
三
〇
〇
万

円
）
で
設
立

さ
れ

た
。
同
社
株
式
引
受
事

（
３０
）

情

は
次

の
通
り
で
あ
る
。

朝
鮮
無
煙
炭
会
社

ノ
出
炭

ヲ
平
元
線

（註
、　
平
壌
　
元
山
間
但
し
完
成
し
て
い

る
の
は
西
部
の
み
Ｙ
一
ヨ
リ
、
有
利

ニ

陸
送

ス
ル
為
、
新
成
川
駅
中
心

二
南

北

一
二
五
粁

（第

一
期
工
事
勝
湖
里

。
江
東
間
四
〇
粁
、
第
二
期
工
事
江

〓
三

五

第27表 その他の住友系企業の株式

銘 柄  (額面 ) 昭和12年 3月 1日 現在
12～ 15年増減

年 内   容

扶桑海上火災保険    (1ざ す

日本板硝子      (50)
同 新株      (50)

帝国酸素       (50)
同 新株      (50)

大 日本鍍業       (50)
日本電気       (50)

同 新株      (50)

i肥金山        (50)

静狩金山       (50)

長谷部竹腰建築事務所  (50)
北支産金       (loo)

同 新株      (100)

株
70,290

11,664

39,992

6,000

14,773

24,225

15,080

28,000

1,800

P:

2.319.570

750,000

2,262,000

2,800,000

45,000

13

14

15

13

13

14

14

15

15

13

15

13

15

13

14

15

14

15

12

13

14

15

15

評価損

売却

連系へ

評価損

評価損

売却

夕、込

″、り△@125円
評価損

評価損

譲渡①     △lo,00o

払込       97,484
評価益

払込@25円
評価損

譲渡②      △5,000

評価損

評価損

評価損

解散0      △1,800

払込       lo,ooo
払込@75円
評価損

払込       lo,ooo
評価損

1未

△100

△70,190

△2,500

2,000

合 計 残 高 211,824 16,214,337



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
エ
ハ

東

。
新
成
川
二
九
粁
、
新
成
川

・
徳
川
間
五
七
粁
）
ノ
私
設
鉄
道
（同
社
）建
設
セ
ラ
ル

ヽ
二
当
り
、
同
社
発
起
人
人
見
次
郎
氏
（朝
鮮
無

煙
炭
常
務
）
ヨ
リ
小
倉
総
理
事
迄
、
之
ガ
株
式
引
受
方
依
頼
ア
リ
タ
リ
（昭
和
十
三
年
八
月
）
。
本
会
社
ノ
布
設
鉄
道

ハ
、
当
社
経
営
林

業
倫
川
支
所
所
管
山
林
中
、
現
在
交
通
運
輸
最
モ
不
便
ナ
ル
方
面
ノ
山
麓

二
沿
ヒ
開
通
ス
ル
事
ト
ナ
ル
タ
メ
、
完
成
ノ
暁

ニ
ハ
種
々
輸

送
上
ノ
利
益
ア
ル
ニ
ヨ
リ
、
三
、
〇
〇
〇
株
引
受
ノ
事
ト
セ
リ
。

「船
舶
株
」
で
は

「大
阪
商
船
」
の
旧
株
の
全
部
と
新
株

の
一
部
を
住
友
生
命

に
譲
渡
し
た
。

「電
気
瓦
斯
株
」
で
は
、
「九
州
送
電
」
新
株
の
一
部
を
住
友
信
託
に
、
「大
日
本
電
力
」
新
株
の
全
部
を
住
友
生
命

に
譲
渡
し
た
。

「
日
本
発
送
電
」
は
昭
和
十
四
年
四
月

一
日
設
立
さ
れ
た
。
同
社
と
住
友

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
既
に

「住
友
合
資
会
社
（中
と

の

「
五

四
　
土
佐
吉
野
川
水
力
電
氣
株
式
会
社
の
連
系
会
社
指
定
」
で
述
べ
た
。
同
社
株
式

の
引
受
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。
な
お
総
理
事
小
倉

正
恒
は
同
社
監
事
に
選
任
さ
れ
た
。

15年 末

△150

△250

△225

△50

△17,267

△51,640

△2,158

△5,706

51,640

△6,740

5,706

△93

△26,935

105,000

2,000

107,000

106,600

△115,800

△1,400

△5,196

43,300

4,125

15,000

55,500

△105,000

△2,500

△1,500

1,500

22,100

△28,730

1,128,075

△11,920

△1,680

750,050

△731,640

△52,260

△657,000

△45,000

△257,393

△734,000

898

449

200

1,697

150

5,000

100

5,250

8,660

4,330

750

0

0

44,900

5,612

1,340

60,702

502,280

43,300

13,500

0

1 500

1,875

105,000

2,000

108,875

△

Δ

(金額は円未満切 り捨て )



第28表 住友系以外の企業の株式

昭和12年 3月 1日 現在
12～ 15年増減

銘  柄 (額面 )

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

(銀行株 )

芸備銀行

同 新株

五「 二銀行

同 新株

松山五十二銀行

同 新株

漢城銀行新株

合計残高

(信託株 )

加島信託

合計残高

(保険株)

日本団体生命保険

大阪海上火災保険新株

摂津海上火災保険新株

合計残高

(鉄道株)

南満洲鉄道新株

100

50

1,498

749

7,400

2,125

68,908

7,864

1,340

87 637

9,375

34,500

4,000

145,860

3,985,865

評価損

評価損

評価損

評価損

評価損

合併①

評価損

合併①

受入①

評価損

受人①

評価損

評価損

買入

買入

払込@10円
譲渡②

+損
評価損

払込

評価益

払込@5円
評価益

解散③

評価損

減資

受入

れ、込@5円
評価損

払込@75円
売却

+損
払込@5円
売却
+損
譲渡②
+損
評価損

譲渡①

△1,498

△749

898

449

750

3,000

1,000

4,420

150,410

5,000

100

△2,000

4,330

△3,000

△1,000

263

△400

△20,100

△18,000

△20,000

(昭和13年 4月 1日 旧株に合併)

lpl 新株      (50)
高野山電気鉄道    (50)
金福鉄路公司      (50)

大社宮島鉄道     (50)
出雲鉄道

(昭 和13年 6月 9日 改称)

九州電気軌道新株    (50)

阪神電気鉄道新株    (50)

15

13

12

13

14

13

14

13

12

13三
二
七



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
一八

昭
和
十
三
年
第
七
三
議
会

ヲ
通
過
セ
ル
電
力
国
家
管
理
諸
法
律

二
基
キ
、
政
府
ノ
管
理
ス
ル
発
電
及
送
電
ヲ
行
フ
ベ
キ
同
社
設
立

二
当

り
、
小
倉
総
理
事
及
大
平
銀
行
専
務
ヲ
設
立
委
員

二
任
ゼ
ラ
レ
タ
リ
。
四
中
（註
、
四
国
中
央
電
力
）
ハ
佐
賀
新
居
浜
送
電
線
等

ヲ
同
社

ニ

強
制
出
資
セ
シ
メ
ラ
レ
タ
ル
ガ
（同
社
株
二
四
、
二
九
二
株
割
当
）
、
別

二
住
友
ト
シ
テ
モ

一
五
、
〇
〇
〇
株
ノ
引
受

ヲ
依
頼
サ
レ
（本

社
二
、　
五
〇
０
株
、
銀
行

一
０
、　
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株
、　
信
託
二
、　
五
〇
〇
株
引
受
）
、　
別

二
電
気
協
会
、　
生
保
協
会
、　
設
立
委
員
等
ヨ
リ
、

わ合
々
上
記
ノ
如
ク
（註
、
最
終
的
に
．
般
公
寡
分
新
株
を
、
本
社
一
七́
〇
０
株
、
銀
行

一
万
一
〇
０
株
、
信
託
二
五
〇
０
株
、
生
命
八
〇
〇
〇
株
、
四

国
中
央
二
四
〇
〇
株
、
電
工
一
万
五
〇
〇
〇
株
、
海
上
一
〇
〇
〇
株
新
旧
合
計
六
万
六
一
九
二
株
）引
受
ケ
タ
リ
。

「鉱
業
株
」
の
中
で
は
、
昭
和
十
二
年
六
月
資
本
金
二
〇
０
万
円
（う
ち
払
込
五
０
万
円
）
で
設
立
さ
れ
た

「南
洋
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
鉱
業
」
株

式
を
次
の
よ
う
な
理
由
で
引
き
受
け
た
。

昭
和
九
年
山
田
慶
二
郎
氏
（註
、
Ｍ
３８
東
京
外
語
、
鉱
山
業
者
Ｙ
一
ヨ
リ
、
我
南
洋
委
任
統
治
領

二
広
範
囲

二
亘
り
、　
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
原
鉱

1,501,397

0

0

4,320

15 728

107,200

30,000

45,000

2,403,455

0

383,446

12,420

3,240

399,106

417,331

80,233

1,870,000

280 000

42,500

196,348

497,640

0

47 000

40,910

4,000

1.000

7,578

270

270

8,118

9,233

7,866

37,400

11 200

3,400

3,820

9,570

1,000

△1,137,700

Δ734,000

△28,750

△1,000

△4,320

4,320

△183

3,060

20,000

20,000

△12,800

20,000

20,000

15,000

20,000

10,000

△19,000

30,000

30,000

△15,000

△2,385,142

△139,297

△12,847

△95,025

△1,225

△14,398

94,725

94,725

4,320

810

△68,213

Δ81,250

△33,037

△H2,200
△10,600

△250,000

732,500

△375,000

△250,000

Δ62,500

△2,500

△7.258

△38,280

△32,700

△8,659

12,500

△l,500

12,500

12 500



第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

留萌鉄道

帝都電鉄

小田原急行鉄道

京阪電気鉄道

東京高速鉄道

脂振縦貫鉄道

西鮮中央鉄道

合計残高

(船 1白 株 )

大阪商1合

同 新株

(50)

(50)

(50)

目,青 ,気 場合

同 新株

合計残高

(電気瓦斯株 )

日本電力

同 新株

九州送電

lpl 新株

同 第二新株

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

三
二
九

九州水力電気新株    (50)
(昭和12年 6月 1日 旧株に合ll)

大日本電力       (50)
同 新株       (50)

東北振興電力     (50)

178,752

2,254

11.078

2,500

400

612

4 000

270

270

13,872

9,233

7,866

37,400

21.200

3,820

9,570

2,585

1,000

4,000

4,788,598

152,145

304 645

28,750

5,320

12,852

40 000

8,100

2,430

467,320

498,582

113,270

1,982,200

540.600

203,606

535,920

41,360

11,000

15

15

13

14

14

13

15

12

13

13

13

14

15

13

13

13

13

13

13

14

12

13

12

12

13

14

15

譲渡②      △31,000

譲渡⑤      △20,000

譲渡⑥      △2,500

評価損

合併0       △400

受人0       400
評価損

払込@5円
払込@5円
払込@5円
評価損

夕、込@51il

捏、込@5円
払込@15円
払込@20円
夕、込@10円
評価損

払込        3,000
払込@10円
評価損

言奏ガ支0         △2,254

+損
譲渡0      △3,500

+損
評価損

担、込@125111
払込Ca112 5円

評価益

評価益

評価損

評価損

=F価
損

評価損

譲渡O
払込

譲渡④

譲渡③

譲渡0
売却

評価損

評価損

譲渡0
+損
払込@125円
評価損

″、込@125「 ]

″、込@125円

△10,000

58,600

△30,000

△20,000

△5,000

△200

△2,585



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
二
〇

床
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
ノ
存
在
セ
ル
旨
報
告
ア
リ
。

爾
来
三
井
（註
、
三
井
鉱
山
Ｙ
一於
テ
大
規
模

二
調
査
セ
ル
結
果
、　
パ
ラ
オ
島
ノ
西
北
部

二
優
秀
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
認
メ
、　
南
拓
（註
、
南
洋
拓
殖
）
卜
共
同
シ
テ
之
ガ
採
掘

二
当
ル
タ
メ
、　
十
二
年
六
月
同
社
ノ
創
立
ヲ
見
ル
事

ト
ナ
リ
、
当
社

二
対
シ
テ
該
株
式

一
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株
引
受
方
申
越
ア
リ
タ
リ
。
右

ハ
菅

二
南
洋
方
面
開
拓
ノ
趣
旨

二
適
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

又
本
邦
ノ
重
要
金
属
資
料
ヲ
開
拓
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
現

ニ
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
エ
業
ヲ
経
営
セ
ル
住
友
ト
シ
テ
ハ
、
右
会
社
ノ
事
業

二
対

シ
多
大
ノ
関
心
ヲ
有
シ
居
リ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
之
ガ
株
式
引
受
ノ
事
ト
セ
リ
。

「
日
本
産
金
振
興
」
に
つ
い
て
は
既
に

「住
友
合
資
会
社
（下
ど

の

「
五
国
　
直
轄
鉱
山
部
門
の
諸
施
策
」
で
述
べ
た
が
、
昭
和
十
三
年

九
月
資
本
金
五
〇
〇
〇
万
円
（う
ち
払
込
二
〇
〇
〇
万
円
）
で
設
立
さ
れ
た
。
同
社
株
式
引
受

の
経
緯
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

本
会
社

ハ
日
本
産
金
振
興
株
式
会
社
法

ニ
ヨ
リ
設
立
セ
ラ
レ
タ
ル
国
策
会
社

ニ
シ
テ
、
低
利
資
金
ノ
融
資
、
低
品
位
鉱
ノ
処
理
、
其
他

金
ノ
増
産
上
必
要
ナ
ル
種
々
ノ
助
成
的
事
業
ノ
遂
行
ヲ
日
的
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
処
、
住
友

ニ
ア
リ
テ
モ
金
増
産
ノ
国
策

二
副
ウ
ベ
ク
、

29,970

3,461,022

24,000

73,099

78,453

178,500

133,500

750,000

30,000

60,000

1,727,200

63,200

1,250

150,000

3 269 202

112,008

0

2,700

86,189

2,000

2,453

5,685

3,000

3,000

30,000

1,000

4 000

68,000

2,000

100

12,000

133 238

33,750

△3,780

△465515

△46,371

△164,865

37.500

37,500

△29,400

37,500

21,000

37,500

37,500

375,000

750,000

△750,000

12,500

37,500

△20,000

50,000

50,000

△40,000

1,740,000

Δ348,000

△304,000

680,000

△40,800

50,000

50,000

△36,800

1,250

150,000

2,374,513

△400,000

231,525

151,500

△514,164

18,020

△H,488
17,950

△17,950

29,070

260,000

35,310

Δ405,000

△92,115

△292,625

△740,000

206,375



日本発送電新株     (50)

合計残高

菱 魃   ⑩
蔀 帯婦繰  田

姿 獣鮮会箔
業  田

倉
袋 同新株   (50)

奄
協和鉱業        (50)

南洋アル ミニウム鉱業  (50)

同 新株       (50)

日本産金振興      (50)

大平洋石油      (50)

昭和石炭       (50)
朝鮮鉱業振興     (50)
合言1残高

(機械工業株)

汽車製造        (50)
同 新株      (50)

同 新株       (50)

日本楽器製造     (50)
=   Fnl 新株       (50)

同 新株      (50)

92,674

2,000

1,000

1,453

5,685

3,000

30,000

43,138

6,262

4,174

5,475

10 400

3,926,538

24,000

49,000

70,470

243,318

132,900

375,000

894,688

500,960

135,655

547,500

769 600

13

13

12

13

13

14

15

12

15

12

13

15

13

14

15

13

14

15

14

15

14

15

13

13

15

14

12

12

13

14

13

払込       2,700
評価損

評価損

評価損

れ、込@125円
担、込@125円
評価損

払込       3,000
評価益

払込@125円
払込@125円
払込@125円
払込@25円
評価損

払込       1,000
払込@375円
評価損

払込       4,000
払込@125円
評価損

払込       87,000
評価損

譲渡⑥     △19,000

払込@10円
評価損

れ、込        2,000
払込@25円
評価損

譲受⑩        100
担、込       12,000

譲渡③      △5,000

払込@375円
貝入       3,000
譲渡②      △7,000

評価益

評価損

払込        1,436
譲渡②      △1,436

買入        285
れ、込la125円

買入        350
譲渡②      △5,000

+損

評価損

譲渡②     △10,000

払込        16,510



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
モ
一

昨
年
度
ヨ
リ
事
業
拡
張
ヲ
開
始
シ
タ
ル
際

ニ
テ
モ
ア
リ
、
今
般
融
資
上
其
他
ノ
点

二
於
テ
、
同
社
卜
彼
是
交
渉
ヲ
生
ズ
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル

可
ク
、
更

二
昭
和
十
二
年
度
ヨ
リ
交
付
ノ
事
ト
ナ
リ
タ
ル
探
鉱
奨
励
金
交
付
額
（計
、
コ
一　
業
績
」
の
国
庫
補
助
金
Ｙ
一付
テ
ノ
、
三
井
、

三
菱
、
日
鉱
等
ト
ノ
振
合
、
逆

二
産
金
量

二
於
ケ
ル
右
各
社
ト
ノ
割
合
ヲ
考
慮
シ
、
八
七
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株
引
受
ノ
事
ト
セ
リ
。

「太
平
洋
石
油
」
は
昭
和
十
四
年

一
月
十
二
日
、
資
本
金

一
０
０
０
万
円
（う
ち
払
込
五
〇
〇
万
円
）
で
設
立
さ
れ
た
。
同
社
株
式
引
受

の
事

（
３４
）

情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

吾
国
内
石
油
資
源
ノ
貧
弱

ハ
識
者
ノ
等
シ
ク
憂
慮
シ
居
リ
タ
ル
処
ナ
ル
ガ
、
昭
和
十
三
年
末
墨
回
（註
、
メ
キ
ンヽ
こ
在
留
邦
人
都
留
氏

ノ
申
出

ニ
ヨ
リ
、
同
氏
経
営

ニ
カ

ヽ
ル

「
ラ
グ
ー
ナ
石
油
会
社
」
ノ
所
有
油
田
ヲ
開
発
シ
、
以
テ
石
油
報
国
ヲ
期
ス
ベ
ク
、
同
社
創
立

ヲ
財
界

一
部

二
於
テ
企
図
シ
、
当
社

二
対
シ
テ
モ
之
ガ
創
立
発
起
人
ト
シ
テ
協
カ
ア
リ
タ
キ
旨
、
申
出
ア
リ
タ
リ
。
然
ル
処
当
社
ト
シ

テ
ハ
、
投
資
会
社
協
和
鉱
業
ヲ
通
ジ
本
事
業
ヲ
援
助
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
オ
ル
為
、　
一
応
辞
退
セ
ル
モ
、
本
件

二
関
シ
テ
ハ
陸
海
軍
当
局

206,115

0

0

0

20,000

0

748,000

0

62,500

37.500

1,186,123

672,000

301,500

225,000

0

62,150

1,129,701

452.141

10,000

5,000

1,000

20,856

14,000

15,000

5,000

3,020

1,000

13,030

13.030

Δ62,500

143,875

143,875

△375,000

37,750

△447,677

74,900

△74,900

△292,500

10,000

5,000

5,000

27,500

12,500

12,500

△52,500

800,000

△52,000

125,000

△125,000

62,500

37,500

△1507769

△450,800

△270,000

△13,500

62,500

△77,500

△34,000

75,000

125,000

125,000

△500,000

△5,250

6,250

6,250

△5,250

6,250

588,258

172,935

108,875

108,875

△565,463

△6.515

162,875

315,326

△26,060

125,000

250,000

△250,000

150,000



第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

安立電気

同 新株

同 第二新株

三陽社製作所

岩手鉄上所

同 新株

川西航空機新株

久保田鉄I所

同 新株

国際工業

宮崎木材 l:芸 新株

合計残高

(化学]:業 株 )

倉敷絹織新株

同 第二新株

満洲化学 工業

一一一一一一一一一

日満マグネシウム   (50)
理研金属

(昭 和 13年 4月 30日 改称)

大日本セルロイド

同 新株

日本染料製造

同 新株

lnl 第二新株

満洲軽金属製造

同 新株

‐

，

６８６

４

，

３０６

一

4 500

36,803

14,000

15,000

5,000

10,000

126,450

321,227

292 500

2,693,892

1,122,800

585,000

274,000

175,000

37,000

16,900

722,736

14

15

12

12

12

12

13

15

13

14

14

15

14

14

15

13

13

15

13

15

12

13

14

‐３

‐２

‐３

　

‐４

一
‐２

‐２

　

‐３

一
　

‐５

‐３

15

12

13

14

15

譲渡②      △5,000

評価益

夕、込@125円
譲渡②     △10,000

払込@25円

譲渡 ll      △5,992

拒、込        5,992
譲渡⑪      △5,992

譲渡⑪      △4,500

払込        200
払込        200
払込@25円
買入       1,000
払込@125円
払込la112 5円

譲渡②      △1,000

買入       10,000
評価損

払込       10,000
譲渡②      △10,000

払込       5,000
払込       1,000

評価損

評価損

評価損

払込@125円
評価損

評価損

払込@75円
担、込@125円
払込@125円
譲渡②     △10,000

評価損

払込@125円
担、込@125円
評価損

夕、込@125円
買入

買入

4,320

1,540

払込@125円
捏、込@125円
評価損

評価損

払込       13,030
評価益

評価損

払込@125円
払込@25円
譲渡②      △5,000

夕、込        3,000



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
二
四

ノ
懲
愚
、
村
田
（註
、
村
田
省
蔵
大
阪
商
船
社
長
）
、
藤
原
（註
、
藤
原
銀
次
郎
王
子
製
紙
会
長
）両
氏
ノ
懇
請
モ
ア
リ
、
聖
戦
下
石
油
国
策
寄
与

ノ
意
味
合
ヨ
リ
、
賛
成
人
ト
シ
テ
ニ
、
○
○
○
株
引
受
ノ
事
ト
セ
リ
。

「
昭
和
石
炭
」

は
、
昭
和
七
年
十

一
月
二
十
六
日
大
手
石
炭
会
社

の
販
売
カ
ル
テ
ル
と
し
て
、
資
本
金
五
〇
〇
万
円
（う
ち
払
込

一
一
一五
万

円
）
で
設
立
さ
れ
た
。
住
友
炭
碩
は
八
〇
〇
〇
株
を
所
有
し
、
商
務
部
長
郡
島
正
治
が
監
査
役
に
就
任
し
、
郡
島
は
昭
和
九
年
に
は
取
締
役

（
３５
）

と
な

っ
た
。
し
か
し
同
社
は
、
昭
和
十
五
年
五
月
日
本
石
炭
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
十
月
に
業
務
を
開
始
し
た
た
め
、
昭
和
十
六
年
三
月

解
散
し
た
。
こ
の
た
め
住
友
本
社
が
住
友
鍍
業
か
ら
同
社
株
式

一
〇
〇
株
を
譲
り
一受
け
た
事
情

の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
住
友
鍍
業

若
松
支
店
長
豊
島
虎
太
郎
宛

に
送
付
さ
れ
た
昭
和
十
四
年
八
月
二
十
九
日
開
催
の
同
社
重
役
会
議
事
録
に
よ
れ
ば

「
石
炭
販
売
取
締
規
則
」

の
公
布
施
行
に
関
連
し
、
同
社
の
石
炭
販
売
及
配
給
統
制
規
約
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
件
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。

石
炭
販
売
取
締
規
則
公
布
施
行

二
伴
ヒ
当
社
株
主
ノ
代
表
ス
ル
加
盟
者
又

ハ
当
社
株
主
ノ
受
託
販
売
者

二
当
社
株
式
譲
渡

二
係
ル
件

200,000

437,500

508,000

25,000

0

250,000

125,000

479,000

4,866,992

117,382

43,475

9,250

18,500

8,000

11,100

42,000

240,000

149,400

159,600

10,000

750,000

112,500

1,671,207

△200,000

93,750

62,500

125,000

300,000

300,000

△120,000

600,000

△720,000

200,000

△52,000

25,000

62,500

62,500

△125,000

250,000

△125,000

125,000

62,500

62,500

500,000

△21,000

1,652,306

17.390

△13,042

8,695

△37

△Hl
2,775

△11,500

5,000

△4,500

△13,500

△12,000

30,000

△80,000

△2,400

75,000

75,000

△32,400

20,000

△10,000

750,000

82,500

417,500

△500,000

75,000

37,500

916,869

△2,250

8,000

12,500

20,000

2,000

10,000

5,000

10,000

128,560

1,739

1,739

185

5,000

100

3,000

2,400

16,000

6,000

6,000

1,000

25,000

3,000

71,163



東洋窒素工業

帝国燃十1興業第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

写真化学工業

朝鮮理研金属

北海道人造石油

東洋アルミニウム

徳山曹達

合計残高

(土 地建物株)

若松築港

同 新株

東洋拓殖

同 新株

開墾塩業

南米土地

南米拓殖
アマゾニア産業

鮮満拓殖

台i弯拓殖

南洋拓殖

東日館

満洲拓植公社

幸北房産股扮有限公司

合計残高

(ホ テル株)

大阪ホテル

(50)

(1000)

三
三
五

74,670

1,739

1,739

74

111

5,000

100

3,000

2,400

16,000

6,000

6.000

42,163

500

156 250

3,214,686

113,035

34,780

3,737

2,886

30,000

7,500

24,600

24,000

320,000

76,800

117.000

754,338

4,000

12

14

15

12

13

14

15

13

13

14

13

14

15

13

14

14

15

13

15

13

13

13

15

13

12

13

13

13

14

15

13

14

13

12

13

12

13

14

15

14

15

13

評価損

払込@75円
払込@5円
払込@10円
払込       60,000
払込④5円

評価損

払込@10円
譲渡②      △40,000

払込@10円
評価損

買入       2,000
払込       5,000
払込@125円
譲渡②      △5,000

夕、込       20,000
譲渡⑥     △10,000

払込@125円
払込       5,000
払込@125円
買入       10,000
評価損

評価益

評価損

評価益

評価損

評価損

払込@25円
評価損

れ、込@50円
評価損

評価損

評価損

払込@125円
評価損

評価損

担、込@125円
払込@125円
評価損

払込

評価損

1/、込

1,000

25,000

れ、込@33円
払込@167円
評価損

払込        3,000
払込@125円

評価損



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
三
（

（八
月
二
十
二
日
協
議
員
会
決
定
）

石
炭
販
売
取
締
規
則

ニ
ヨ
レ
バ
、
政
府
ノ
指
定
ス
ル
株
式
会
社
又

ハ
団
体
ノ
株
主
又

ハ
団
体
員

二
非
ザ
ル
モ
ノ
ハ
、
政
府
ノ
許
可
ヲ
受

ク
ル
ニ
非
ザ
レ
バ
、
石
炭
ノ
販
売
ヲ
ナ
シ
得
ザ
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、
従
ツ
テ
当
社
株
主
ノ
代
表
ス
ル
加
盟
者
又

ハ
当
社
株
主
ノ
受
託
販
売

者

ハ
、
販
売
ノ
都
度
政
府
ノ
許
可
ヲ
要
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
リ
。

依

ツ
テ
之
ガ
対
処
ノ
為
メ
、

当
社
株
主
ノ
代
表
ス
ル
加
盟
者
又

ハ
当
社
株
主
ノ
受
託
販
売
者

ニ
シ
テ
当
社
株
主
ト
ナ
ル
コ
ト
ノ
希
望
申
出
ア
リ
タ
ル
者

二
対
シ
テ
ハ
、

当
社
石
炭
販
売
及
配
給
統
制
規
約
第
六
条
第
二
項
但
書
同
様
ノ
取
扱
、
即
本
規
約
上
ノ
権
利
義
務
ヲ
有
セ
ザ
ル
コ
ト
ノ
特
定
条
件
付
株

主
ト
ナ
ル
コ
ト
ヲ
認
ム
ル
コ
ト
。

0

0 尚
10,000 右
5,000希

220,800 望
4,500  申
4,000 出
5,000    こ■

249,300 基
ク

株

::lill[

700楳

ア

承

:|||:|ド
コ

148,500 ヽ
44,220

19,803

0

137,200

23,176

1,000

630,000

120 000

200

500

11,040

300

1,000

500

13,540

1,200

10,000

20

1,400

1,500

74,680

28,540

27 500

3,500

2,300

200

2,100

20 000

△1,750

△1,000

△750

△1,700

55,200

△500

47,250

3,000

29,000

20

△700

700

18,750

△5,250

18,750

18,750

933,500

356,750

343,750

△195,250

△14,740

12,075

△5,796

28,000

84,000

△86,930

△259,150

54,125

△54,125

△84,000

70,000

12,250

△171,500

137,200

5,000

34,300

△16,123

13,000

△12,000

450,000

300,000

△420,000

100,000

100,000

△80.000



第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

同 新株

オリエンタルホテル

都ホテル新株

新大阪ホテル

札幌グランドホテル

名古屋観光ホテル

帝国ホテル新株

合計残高

(諸 株)

〈投資〉

東亜興業

同 TIr株

海外興業

中日実業

東北興業

北支那開発

中支那振興

北海道開発

〈運輸通信)

大阪毎日新聞社

同 新株

日本無線電信

国際電気通信

(日召禾目131■ 3月 12日 改″卜)

同 新株       (50)

国際電話        (50)
日本航空輸送      (50)

大 日本航空      (50)
同 新株       (50)

(50)

(100)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(100)

(50)

(50)

(100)

(100)

(50)

同 第二新株

満洲航空優先株

三   同 優先新株

七

〈木ll)

朝鮮林業開発

(50)

(500)

(500)

(50)

500

200

500

11,040

300

1,000

500

14,540

1,200

10,000

20

700

1.500

536

483

5,600

3,000

3,500

1,750

11,700

5,000

165,600

4,500

4,000

5,500

202,050

16,200

35,000

200

700

16.500

58,960

13,524

234,080

84,000

89,250

14

13

14

13

13

13

13

13

13

15

13

14

15

13

13

14

15

13

12

13

13

13

13

14

14

13

14

14

‐２

‐３

一
‐５

　

‐２

‐４

‐５

売却

評価損

売却

評価損

評価益

評価損

評価益

評価益

評価益

額面変更

交付

払込@125円
評価損

払込@125円
払込@125円
れ、込

1/、込

払込

評価損

払込

払込@51]
評価損

△700

1 400

△500

△500

74,680

28,540

27 500

評価損

払込@25円
評価損

払込@5円
受入⑫       l,500
評価損

譲渡⑬      △7,100

1/、込        4,330
譲渡0      △4,330

合併⑫      △3,000

払込@20円
.l価 益

解散⑭      △3,500

受人⑭       3,500
払込         400
受入⑪      3,500
譲渡②      Δl,600

払込        2,600
譲渡②      △2,400

払込        1,500
払込@200円
評価損

20.000



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
二
八

即
ち
従
来
住
友
本
社
の
各
販
売
店
は
住
友
鍍
業
の
石
炭
を
取
り
扱

っ
て
き
た
が
、
規
則
の
改
正
に
よ
り
住
友
本
社
が
昭
和
石
炭

の
株
主
に

な
ら
な
け
れ
ば
こ
の
取
扱
が
不
可
能
と
な

つ
た
た
め
、
本
社
が
住
友
鍍
業
の
持
株
中

一
〇
〇
株
を
譲
り
受
け
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
同
様
の

ケ
ー
ス
と
し
て
、
こ
の
重
役
会
で
三
菱
商
事
が
三
菱
鉱
業
か
ら

一
〇
〇
株
を
譲
り
受
け
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。

「朝
鮮
鉱
業
振
興
」
は
昭
和
十
五
年
八
月
資
本
金

一
〇
〇
〇
万
円
（う
ち
払
込
二
五
〇
万
円
）
で
設
立
さ
れ
た
。
同
社
株
式

の
引
受
事
情
は
次

（
３６
）

の
通
り
で
あ
る
。

朝
鮮
総
督
府

二
於
テ
ハ
、
予
テ
ヨ
リ
朝
鮮

二
於
ケ
ル
重
要
鉱
物
（金
及
砂
金
ヲ
除
ク
）資
源
ノ
開
発
増
産
ノ
ロ
的
ヲ
以
テ
、
内
地

二
於
ケ

ル
帝
国
鉱
業
開
発
（註
、
昭
和
十
四
年
八
月
資
本
金
三
〇
〇
〇
万
円
で
設
立
、
住
友
鍍
業
は
二
万
三
〇
〇
〇
株
出
資
、
住
友
本
社
技
師
長
古
市
六

．
が

副
社
長
に
就
任
Ｙ
一該
当
ス
ベ
キ
同
社
設
立

二
当
り
、
塩
田
鉱
山
課
長
朝
鮮
鉱
業
所

二
至
り
、
住
友

二
於
テ
モ
本
件
出
資
方
懇
請
ア
リ
タ

リ
。
然
ル
処
住
友
ト
シ
テ
ハ
、
従
来
朝
鮮

二
於
テ
ハ
金
銀
鉱
業
ヲ
主
ト
シ
、
銅
鉱
業
並

二
蛍
石
鉱
業

ヲ
附
随
的

二
行
ヒ
来
リ
タ
ル
ガ
、

将
来

ハ
之
等
重
要
鉱
物
ノ
増
産
ヲ
モ
期
シ
居

ル
次
第

ニ
ア
リ
、
又
桑

二
日
本
産
金
振
興
、

帝
国
鉱
業
開
発
設
立

二
際
シ
、
之
ガ
出
資

ヲ

引
受
ケ
タ
ル
事
情
モ
ア
リ
、
此
際
新
会
社

ニ

付
テ
モ
国
策
協
カ
ノ
意
味

ヲ
以
テ
、
六
〇
万

円
ヲ
限
り
出
資
ノ
コ
ト

ヽ
セ
リ
。

「機
械
工
業
株
」
で
は

「汽
車
製
造
」
新
株
三

〇
〇
〇
株
（同
社
元
社
長
長
谷
川
正
五
の
持
株
の
一

部
）
を
買

い
入
れ
た
が
、
住
友
生
命

と
住
友
金
属

10,000

5,000

25,000

5,000

25,000

0

0

65,877

30,000

2,731,647

20,408,134

10,000

5,000

25,000

25,000

△20,000

△390

△3,900

△250

4,436

5,010

6,948

8,832

62,500

△32,500

1,813,043

800

100

1,000

500

5,000

182 359

2,457,156



北海道鉱山林業

北i毎道林業物資配給統制

日本木材統制

くその他〉

満洲棉花

日伯棉花

エンパイヤランドリー

日電證券
コツ トレル組合出資金

大阪輸出振興

合計残高

込

込

込

払

払

払

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

れ、込@25円
評価損

評価損

売去ロ

売却

出資金

出資金

出資金

出資金

払込

評価損

918,603

総 計 残 高

「昭和12年 3月 1‖ 現在J及び「12～ 15年増 l・kJ各欄の卜線は、新 IJ ttj休 の合併を示す。
つ仲Hl銀 行と合併、松|1171「 1銀 行iF設 (‖召和12年 12月 1011),

2譲渡先住友金属.

0昭和14年 8月 5日 解散.

0譲渡先住友銀行,

0譲
`t先

大阪北港,

6~護 波先住友鍍業,

0小 IIl原 急行鉄道と合併(日召和14年 5月 1日 )。

③譲渡先住友生命。

O譲渡先住友信託。

⑩.lt受先住友銭業.

ll譲渡先日本電気。
●日本無線電信とl・ 際電話合併。
①譲渡先住友電 l:,

0昭 和14年 7り11‖ 日本航空輸送解散、残余財産/・ 入,

第29表 公 社 債

5,000

20,000

4,290

250

40,649

12

13

13

14

13

12

13

14

15

14

15

5,000

(単位 :円 、円未満切 り捨 て )

三
三
九

17,950,977

柄
昭和12年 3

月 1日 現在

12～ 15年増減
15年末

年 内  容 金額

(国債)

無記名甲ろ号五分利公債

ほ号支那事変国庫債券

第二回支那事変特別国庫債券

そ号三分利国庫債券

(社債)

川村女学院債

502,250

1,000

13

13

13

15

15

評価益

受入①

受入①

買入

―部繰上償還

15,750

340,623

39

314,580

△75

518,000

340,623

39

314,580

925

合 計 残 高 503,250 670,917 1,174,167

註 10受 人先日本電気(特別配当),
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二
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株
式
会
社
住
友
本
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（上
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一二
四
〇

に
大
量
に
譲
渡
し
た
の
で
、
本
社
の
持
株
は
激
減
し
た
。

「
日
本
楽
器
製
造
」
株
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
既
に

「住
友
合
資
会
社
（中
と

で
述
べ
た
通
り
昭
和
三
年
電
線
取
締
役
川
上
嘉
市
が
郷
里

浜
松
所
在
の
同
社
の
再
建
を
依
頼
さ
れ
、
社
長
に
就
任
し
た
際
、
住
友
合
資
会
社
は
同
社
の
楽
器
製
造
と
い
う
事
業
と
は
全
く
無
縁
で
あ

っ

た
が
、
川
上
の
要
請
に
応
じ
、
株
式
を
引
き
受
け
、
電
線
出
身
の
東
京
販
売
店
副
支
配
人
吉
田
季
三
（Ｍ
４５
神
豆
品
商
、
の
ち
電
工
取
締
役

・
金

属
常
任
監
査
役
）
を
支
配
人
と
し
て
出
向
さ
せ
た
。
吉
田
は
そ
の
後
昭
和
八
年
に
同
社
取
締
役
、
十
年
に
常
務
と
な

っ
て
い
た
。
同
社
は
そ
の

木
工
技
術
を
生
か
し
て
、
川
上
の
入
社
以
前

の
大
正
十
年
か
ら
陸
軍
の
要
請
に
応
え
木
製
プ
ロ
ペ
ラ
の
生
産
を
行

っ
て
い
た
が
、
プ
ロ
ペ
ラ

が
木
製
か
ら
金
属
製
に
転
換
す
る
に
従
い
昭
和
六
年
に
は
金
属
プ
ロ
ペ
ラ
の
生
産
を
開
始
し
た
。

他
方
住
友
伸
銅
鋼
管
で
は
プ
ロ
ペ
ラ
翼
地
金
で
あ
る
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
を
生
産
し
て
い
た
が
、
既
に

「住
友
合
資
会
社
（中
ご

の

「
五
日

住
友
伸
銅
所
の
住
友
伸
銅
鋼
管
株
式
会
社

へ
の
移
行
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
昭
和
七
年
山
本
五
十
六
海
軍
少
将

の
要
請
に
よ
り
、
プ
ロ
ペ
ラ

の
生
産
を
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
八
年
中
島
飛
行
機
か
ら
米
国

ハ
ミ
ル
ト
ン

・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

・
プ
ロ
ベ
ラ
社

の
製
作
権
を
譲
り

受
け
て
生
産
を
開
始
し
た
。
当
初

の
金
属
製
プ
ロ
ペ
ラ
は
固
定
ピ

ッ
チ
プ
ロ
ペ
ラ
で
あ

つ
た
が
、
飛
行
中
に
プ
ロ
ペ
ラ
翼

の
ビ

ッ
チ
（捻
り

角
度
）
を
自
由
に
変
更
で
き
る
可
変
ピ

ッ
チ
プ
ロ
ペ
ラ
に
と
つ
て
代
わ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
住
友
伸
銅
鋼
管

で
は
昭
和
九
年
前
記

ハ
ミ
ル

ト
ン
社
か
ら
そ
の
技
術
を
導
入
し
、
昭
和
十
年
か
ら
生
産
を
開
始
し
た
。
当
初
は
す
べ
て
海
軍
向
け
で
あ

っ
た
が
、
海
軍
は
住
友

の
プ
ロ
ペ

ラ
進
出
の
際
、
陸
軍
向
け
も
受
注
す
る
こ
と
を
了
解
し
て
い
た
ｃ
陸
軍
は
海
軍
の
よ
う
に
航
空
母
艦

へ
の
発
着
が
な
い
の
で
、
む
し
ろ
可
変

ピ

ッ
チ
の
採
用
に
よ
る
重
量
増
加
を
懸
念
し
て
、
そ
の
採
用
が
遅
れ
て
い
た
が
、
十

一
年
十

一
月
に
は
陸
軍
も
採
用
に
踏
み
切

っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
川
上
も
ハ
ミ
ル
ト
ン
社
と
可
変
ビ

ッ
チ
技
術
の
導
入
を
交
渉
し
た
が
、
上
記

ハ
ミ
ル
ト
ン
社
と
住
友

の
関
係

で
住
友
に
決
ま
っ
た
経
緯
が
あ

っ
た
。
川
上
は
陸
軍
か
ら
プ
ロ
ペ
ラ
を
受
注
す
る
た
め
に
は
こ
の
技
術
は
不
可
欠
で
あ

つ
た
の
で
、
住
友
金

属
（昭
和
十
年
九
月
住
友
伸
銅
鋼
管
と
住
友
製
鋼
所
合
併
）
か
ら
ハ
ミ
ル
ト
ン
社
の
技
術
の
再
実
施
権
を
得
よ
う
と
し
た
。
川
上
に
よ
れ
ば
交
換
条



件
と
し
て
、
住
友

の
幹
部
か
ら
既
に
日
本
楽
器
が
ハ
ミ
ル
ト
ン
社
の
代
わ
り
に
取
得
し
て
い
た
カ
ー
チ
ス
社

の
可
変
ピ

ッ
チ
プ
ロ
ペ
ラ
の
技

術
の
再
実
施
権
を
住
友
に
認
め
る
こ
と
で
如
何
か
と
い
う
提
案
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
て
、
住
友
金
属
か
ら
ハ
ミ
ル
ト
ン
技
術
の
再
実
施

権
を
入
手
し
た
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
て
い
規
。
し
か
し
住
友
金
属
が
昭
和
十
三
年
二
月
日
本
楽
器
に
対
し
ハ
ミ
ル
ト
ン
社
技
術
の
再
実
施

権
許
諾
契
約
を
締
結
し
た
記
録
は
あ
る
が
、
そ
の
見
返
り
に
住
友
金
属
が
同
社
か
ら
カ
ー
チ
ス
社
技
術
の
再
実
施
権
を
得
た
と
い
う
記
録
は

残
さ
れ
て
い
な
い
ｃ
住
友
金
属
が
得
た
の
は
日
本
楽
器
株
式

一
万
五
〇
〇
〇
株
の
割
当
で
あ

っ
た
。
昭
和
十
三
年
度
住
友
金
属
実
際
報
告
書

は
こ
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

日
本
楽
器
製
造
株
式
会
社

二
対
ス
ル
投
資

ハ
、
始
メ
新
株
式

一
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株
２

一
一円
五
〇
払
込
）
ヲ
一
株
当
り
二
三
円
七
五
銭

ニ
テ

引
受
ナ
シ
、
其
後
本
社
ヨ
リ
新
旧
夫
々
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
（新
株

一
二
円
五
〇
払
込
）
ヲ
旧
株
八

一
円
、
新
株
三
〇
円

ニ
テ
購
入
シ
、
新
株
合

計
二
〇
、
０
０
０
株

二
対
シ
第
二
回
払
込
ヲ
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
。

即
チ

一
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株

二
付
テ
ハ
、
同
社
ト
ハ
兼
テ
陸
軍

二
於
ケ
ル
可
変
節
プ
ロ
ペ
ラ
ー
ノ
需
要
増
加

二
鑑
ミ
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
プ
ロ
ペ

ラ
再
実
施
権
許
諾
契
約
ヲ
締
結
シ
居
リ
シ
ガ
、
同
社

二
於
テ
プ
ロ
ペ
ラ
生
産
設
備
拡
充
ノ
為
、
資
本
金
四
〇
〇
千
円
ヨ
リ
八
七
五
千
円

二
増
資
ス
ル
ニ
際
シ
、
同
社
ト
ノ
親
善
関
係
ヲ
一
層
緊
密
ナ
ラ
シ
ム
ル
タ
メ
、　
ソ
ノ
懇
請

二
応
ジ
増
資
新
株

一
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株
貧

一
一

円
五
〇
払
込
）
ヲ
一
株

二
付

一
一
円
二
五
銭
ノ
プ
レ
ミ
ア
ム
付

ニ
テ
引
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ノ
ナ
リ
ｃ

又
本
社
ヨ
リ
購
入
セ
ル
ハ
、
本
社
預
ケ
入
当
社
資
金
ガ
、
受
取
手
形
ノ
形
式

ニ
テ
七
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円

二
達
シ
タ
ル
為
、
対
外
関
係
ヨ
リ

シ
テ
之
ガ
減
少
ヲ
図
ル
ロ
的
ヲ
以
テ
、
阪
神
電
鉄
、
汽
車
会
社
等
卜
共

二
新
旧
夫
々
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株

ヲ
購
入
シ
、
右
新
株
合
計
二
〇
、

０
０
０
株

二
対
シ
第
二
回
払
込
ヲ
ナ
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

す
な
わ
ち
住
友
金
属
取
締
役
会
決
議
書
に
よ
れ
ば
、
同
社
と
の
ハ
ミ
ル
ト
ン

・
プ
ロ
ペ
ラ
再
実
施
権
許
諾
に
関
す
る
契
約
の
件
は
昭
和
十

三
年
二
月
十
二
日
に
本
社
に
打
合
せ
、
同
社
の
新
株
式
引
受

の
件
は
三
月
三
十
日
に
本
社
に
打
合
せ
、
い
ず
れ
も
同
じ
四
月
十

一
日
に
本
社

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
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の
承
認
を
得
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
昭
和
十
二
年
九
月
に
本
社
経
理
部
長
に
就
任
し
た
小
畑
忠
良

の
意
図
は
、
単
に
住
友
金
属
が
日

本
楽
器
の
株
式
を
取
得
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
十
二
年
十

一
月
に
は
本
社
は
日
本
楽
器
の
株
式
三
五
〇
株
を
市
中

か
ら
買
い
入
れ
、
持
株
比
率
を
二
〇

・
三
％
と
し
た
。
年
が
明
け
て
十
三
年

一
月
に
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に

「
関
係
会
社
役
員
内
規
」
が
制

定
さ
れ
た
。
四
月
に
開
催
さ
れ
た
主
管
者
協
議
会
に
お
い
て
専
務
理
事
古
田
俊
之
助
は
、
本
社
各
店
部

・
連
系
会
社
の
業
務
概
況
報
告

の
中

に
関
係
会
社
の
一
項
を
設
け
、
日
本
電
気
、
日
本
板
硝
子
、
扶
桑
海
上
等
と
と
も
に
日
本
楽
器
に
も
言
及
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実

を
勘
案
す
る
と
、
小
畑
は
十
三
年
七
月
の
日
本
楽
器
の
増
資
に
際
し
て
住
友
本
社
に
も
新
株
を
割
り
当
て
さ
せ
、
そ
の
持
株
比
率
を
二
五
乃

至
三
〇
％
に
引
き
上
げ
て
、
同
社
を
本
社
の
関
係
会
社
と
し
、
海
軍
に
併
せ
て
陸
軍
の
プ
ロ
ペ
ラ
需
要
も
独
占
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
川
上
は
こ
う
し
た
小
畑
の
意
図
に
反
し
、
本
社
の
関
係
会
社
に
な
る
こ
と
を
肯
ん
じ
な
か
っ
た
。
小
畑

の
目
論
見
は
失
敗
し
、
十
三

年
九
月
本
社
は
日
本
楽
器
の
新
旧
各
五
〇
〇
〇
株
を
、　
住
友
金
属
の
預
ヶ
金
（第
１０
表
及
び
第
１５
表
の
通
り
本
社
か
ら
み
て
支
払
手
形
、
前
記
住
友

金
属
実
際
報
告
書
の
通
り
金
属
か
ら
み
て
受
取
手
形
）
と
引
き
換
え
に
金
属
に
譲
渡
し
た
。
そ
の
後

の
十
四
年
二
月
末
現
在

の
本
社

の
関
係
会
社

に
日
本
楽
器
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（第
７
表
）
の
は
、
小
畑
が
な
お
そ
の
可
能
性
を
残
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、　
つ
い

に
日
本
楽
器
に
出
向
し
て
い
た
常
務
吉
田
季
三
は
四
月
末
退
任
し
、
五
月
末
に
は
取
締
役
も
辞
任
し
た
。
四
月
末
開
催
さ
れ
た
主
管
者
協
議

会
の
業
務
概
況
報
告
に
は
前
年
同
様
関
係
会
社
の
中
に
日
本
楽
器
の
報
告
も
用
意
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
は

「省
略
」
と
記
さ
れ
て
い
る

の
で
、
報
告
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
か
く
し
て
五
月
十
三
日
化
学
専
務
大
屋
敦
は
日
記
に
次

の
よ
う
に
記
し
た
。

川
上
嘉
市
君
来
社
。
住
友
ト
ノ
親
善
関
係

二
漸
次
ヒ
ビ
ガ
入
り
、
遂

二
桑
日
吉
田
常
務
ヲ
失
ヒ
、
態
度

二
一
抹
ノ
寂
シ
サ
見

ユ
。

そ
の
後
昭
和
十
四
年
九
月
本
社
は
さ
ら
に
日
本
楽
器
の
新
旧
各

一
万
株
を
金
属
に
譲
渡
（前
年
同
様
本
社
に
対
す
る
預
ヶ
金
が
九
〇
〇
万
円
に

達
し
た
た
め
）
し
た
。
こ
の
結
果
住
友
金
属
の
持
株
は
四
万
五
〇
〇
〇
株

に
達
し
た
、
十
五
年
六
月
住
友
金
属
常
務
久
島
精

一
（Ｍ
４４
東
大
法
）

を
非
常
勤
取
締
役
と
し
て
迎
え
た
が
、
筆
頭
株
主
に
は
浜
松
銀
行
が
控
え
て
お
り
、
川
上
は
金
属
の
関
係
会
社
に
な
る
こ
と
も
免
れ
た
。
な



お
昭
和
十
九
年
本
社
総
務
部
会
計
課
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
所
有
株
式
に
つ
い
て

「連
系
会
社
」

と

「
そ
の
他
会
社
」

の
他
に
、
「
関
係
会

社
」

と
い
う
科
目
を
設
け
、
そ
の
中
に

「
日
本
楽
器
製
造
」
を
含
め
た
が
（第
６
表
）
、

こ
れ
は
単
に
金
属
の
持
株
比
率
か
ら
の
み
判
断
さ
れ

た
の
か
或

い
は
社
長
川
上
嘉
市
と
の
従
来
の
関
係
を
考
慮
し
て
な
の
か
次
章
で
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

「安
立
電
気
」

と

「
三
陽
社
製
作
所
」

は
、
「住
友
合
資
会
社
（下
ど

で
述
べ
た
通
り
、
日
本
電
気

の
持
株
を

一
時
的
に
一肩
代
わ
り
し
た

に
す
ぎ
な
い
も
の
で
、
い
ず
れ
も
日
本
電
気
に
譲
渡
さ
れ
た
。

「岩
手
鉄
工
所
」
株
式
の
引
受
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
型
。
な
お
同
社
は
昭
和
十
二
年
八
月
岩
手
県
岩
手
郡
本
宮
村
に
資
本
金
六
〇
万
円

で
設
立
さ
れ
た
。

岩
手
県
下
ニ
ハ
鉱
山
用
其
他
機
械
器
具
類
ヲ
製
作
ス
ル
鉄
工
所
可
然
モ
ノ
ナ
ク
、
県
下
産
業
上
種
々
不
都
合
ヲ
感
ゼ
ラ
ル

ヽ
二
付
、
県

当
局

ハ
盛
岡
市

二
掲
題
鉄
工
所
設
立
ノ
計
画
ヲ
ナ
シ
、
当
社
大
萱
生
鉱
山
宛
出
資
援
助
方
依
頼
ア
リ
タ
リ
。
当
社
ト
シ
テ
ハ
、
事
業
上

ノ
立
場
ヨ
リ
考
慮
ス
ル
時

ハ
出
資
方
困
難
ナ
ル
モ
、
同
地
方

二
事
業
ヲ
営
ム
モ
ノ
ト
シ
テ
、
此
種
趣
意

二
基
ク
事
業

二
対
シ
、
全
ク
援

助
ヲ
ナ
サ
ヾ
ル
ハ
如
何
卜
考

ヘ
ラ
ル
ヽ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
本
件

ハ
県
当
局

二
於
テ
特

二
斡
旋
、
過
般
岩
手
県
経
済
部
長
ヨ
リ
再
三
懇
請
ア

リ
タ
ル
ニ
付
、
他
鉱
山
ト
ノ
振
合
ヲ
考
慮
ノ
上
二
〇
〇
株
ヲ
限
り
引
受
ノ
コ
ト
ニ
セ
リ
。
（昭
和
十
二
年
五
月
二
十
六
日
鉱
山
課
案
）

「川
西
航
空
機
」
株
式
は
、
昭
和
十
四
年

「
日
本
楽
器
製
造
」
株
等
と
と
も
に
住
友
金
属

へ
譲
渡
さ
れ
た
た
め
、
買
い
入
れ
の
経
緯

の
記

録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
住
友
本
社
と
同
時
に
住
友
金
属
が
三
〇
〇
〇
株
２

二
円
五
〇
銭
払
込
、
購
入
単
価
一
一七
円
五
〇
銭
）
を
購
入
し
て
お

（
３９
）

り
、
そ
の
事
情
は
次

の
通
り
と
な

つ
て
い
る
。

同
社

ハ
航
空
機
ノ
搭
載
兵
器
、
航
空
器
財
等
ノ
製
造
販
売

ヲ
行
フ
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、
事
業
拡
張
ノ
為
、
資
本
金
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円
ヲ
一
躍

一
五
、　
〇
〇
〇
千
円

二
増
資
ス
ル
ニ
当
り
、
新
株
式
ノ

一
部
ヲ
藤
本
證
券

ヲ
通
ジ
テ
売
出
セ
リ
。
当
社
（計
、
住
友
金
属
）
ト
ハ
事
業
ノ

性
質
上
製
品
ノ
供
給
其
ノ
他
密
接
ナ
ル
関
係
ヲ
有
ス
ル
ヲ
以
テ
、
之
ガ
売
出
株
ヲ
２

株

一
二
円
五
〇
銭
払
込
と

株

一
五
円
ノ
プ
レ
ミ

第
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ア
ム
付

ニ
テ
購
入
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

（
４０
）

「久
保
田
鉄
工
所
」
株
の
引
受
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

同
社

ハ
明
治
二
十
年
ノ
創
業

ニ
シ
テ
、
最
近

ハ
政
府
ノ
管
理
工
場
ト
ナ
リ
、
軍
需
工
業
方
面

ヘ
ノ
進
出
剖
ロ
ス
ベ
キ
モ
ノ
ア
リ
。
其
積

極
的
経
営
方
針

ハ
、
過
去
ノ
堅
実
ナ
ル
経
営
方
針
卜
相
俣
ツ
テ
時
局
ノ
影
響

ニ
ヨ
リ
何
レ
モ
相
当
ノ
活
況
ヲ
続
ケ
居
ル
次
第

ニ
シ
テ
、

就
中
鋳
物
工
作
機
械
及
堺
工
場
ノ
デ
イ
ゼ
ル
エ
ン
デ
ン
等

ハ
、
可
ナ
リ
注
ロ

ニ
値
シ
、
相
当
将
来
性

ヲ
有
ス
ル
事
業
ナ
リ
ト
言
フ
可
シ
。

従
来
住
友
関
係
工
場
ト
ハ
、
金
属
工
業
、
機
械
工
業
ト
ノ
間

二
取
引
関
係
ヲ
有
ス
ル
ト
共

二
、
住
友
銀
行
ト
ハ
多
年
密
接
ナ
ル
取
引
関

係

ヲ
有
シ
居
り
、
現
在
相
当
額
ノ
融
資

ヲ
ナ
シ
ツ
ヽ
ア
ル
次
第
ナ
リ
。
傷
而
此
際
久
保
田
氏
ノ
懇
請

ヲ
容
レ
、
同
社
株
式

ヲ
取
得
シ

（註
、
久
保
田
権
四
郎
か
ら
２
貝
い
入
れ
で
あ
る
）
、
提
携
ヲ
図
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
（昭
和
十
四
年
六
月
二
十
日
商
工
課
案
）

「国
際
工
業
」
株
式
引
受
の
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
十
四
年
十

一
月
鐘
淵
紡
績
社
長
津
田
信
吾
氏
ヲ
中
心
ト
シ
テ
、
伊
太
利
ノ
航
空
技
術
ヲ
導
入
、
航
空
機
製
造
会
社
国
際
工
業
株
式

会
社
設
立
セ
ラ
ル

ヽ
二
当
り
、
住
友
ト
シ
テ
ハ
航
空
機
材
料
供
給
者
ト
シ
テ
ノ
関
係
ヨ
リ
賛
成
人
ト
シ
テ
五
千
株
ヲ
引
受
ケ
タ
。

（
４２
）

「宮
崎
木
材
工
芸
」
株

の
引
受
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

当
社
林
業
所
富
島
支
所

二
於
テ
ハ
多
量
ノ
闊
葉
樹
用
材
ノ
蓄
積
ヲ
有
シ
、
之
ガ
利
用
ト
シ
テ
年
々
製
材
ヲ
実
行
シ
居
ル
モ
、
右

二
伴
ヒ

相
当
多
量
ノ
屑
材
其
他
製
材
不
適

ニ
テ
利
用
ノ
途
ナ
キ
木
材
ヲ
生
ジ
居
ル
次
第
ナ
リ
。
然
ル
処
木
竹
材
製
品
ノ
製
造
及
販
売
ヲ
ロ
的
ト

セ
ル
同
社

ハ
、
右
屑
材
、
製
材
不
適
材
ノ
供
給
ヲ
期
待
シ
居
り
、
他
方
製
品
ノ
需
要
亦
逐
年
激
増
ノ

一
途

ヲ
辿
り
居
ル
為
、
昭
和
十
五

年
九
月
三
倍
増
資
ヲ
行
ヒ
、
右
増
資
ノ
三
分
ノ

一
ヲ
住
友

二
於
テ
出
資
方
要
請
ア
リ
タ
リ
。
同
支
所
ト
シ
テ
ハ
屑
材
ノ
供
給
先
ヲ
確
保

ス
ル
コ
ト
、
同
所
ノ
事
業
上
有
利
ナ
リ
ト
認
メ
、
同
社
ノ
依
頼

二
応
ジ
タ
ル
次
第
ナ
リ
。

次

に

「化
学
工
業
株
」
で
は
、
「
日
満

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
」
は
昭
和
十
三
年
四
月
、
理
化
学
興
業
が
満
鉄
出
資
株
を
全
株
肩
代
わ
り
し
て



「
理
研
金
属
」

と
改
称
し
た
が
、
十
四
年

「
日
本
楽
器
」
株
等
と
と
も
に
全
株
住
友
金
属
に
譲
渡
さ
れ
た
。
又
引
き
続
き

「
日
本
染
料
製

造
」
株
を
証
券
会
社
を
通
じ
新
旧
合
計
五
八
六
〇
株
買
い
増
し
し
た
ｃ
こ
の
他
新
た
に
株
式
を
引
き
受
け
る
ケ
ー
ス
が
相
次

い
だ
。

ま
ず

「帝
国
燃
料
興
業
」
株
は
次
の
よ
う
な
理
由
で
引
き
受
け
た
。

本
会
社
創
立
ノ
趣
旨

ハ
、
現
下
内
外
ノ
情
勢
並
我
国

二
於
ケ
ル
液
体
燃
料
ノ
供
給

ヲ
確
保
シ
、
以
テ
産
業
ノ
発
展
卜
国
防
ノ
安
固
ヲ
期

ス
ル
ト
共

二
、
国
際
貸
借
ノ
改
善

二
資
ス
ル
為
、
人
造
石
油
製
造
事
業
ノ
本
格
的
確
立

ヲ
図
り
、
以
テ
液
体
燃
料
補
給
ノ
根
本
的
解
決

ヲ
期
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
住
友

二
於
テ
モ
国
策
援
助
ノ
意
味

二
於
テ
、
彼
是
三
井
、
三
菱
ト
ノ
振
合
ヲ
モ
慮
り
株
式
引
受
ノ
コ

ト

ヽ
セ
リ
。
（昭
和
十
二
年
十
月
十
三
日
商
工
課
案
）

「写
真
化
学
工
業
」

は
三
共
の
関
係
会
社
（印
画
紙
、
乾
板
、
映
画
用
フ
ィ
ル
ム
等
写
真
材
料
の
製
造
販
売
）
と
し
て
昭
和
十
二
年
九
月
八
日
資

本
金
二
〇
〇
万
円
（う
ち
払
込
五
〇
万
円
）
で
設
立
さ
れ
た
。
住
友
本
社
は
そ
の
株
式
を
昭
和
十
三
年
三
共
か
ら
買
い
入
れ
て
い
る
が
、
昭
和
十

九
年
企
業
整
備
に
伴
う
事
業
休
上
に
よ
り
同
社
は
三
共
に
合
併
さ
れ
た
。　
そ
の
際
の
一
件
書
類
（本
来

「投
資
会
社
調
」
５
に
フ
ア
イ
ル
さ
れ
て

（
４４
）

い
た

「写
真
化
学
工
業
株
式
会
社
」
リ
ー
フ
）
に
よ
れ
ば
、
同
社
株
式
引
受
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
ｃ

塩
原
又
策
氏
ヨ
リ
化
学
大
屋
専
務
ヲ
通
ジ
株
式
引
受
依
頼
ア
リ
。
本
社
ト
シ
テ
ハ
、
時
局
柄
本
件
ノ
如
ク
住
友
事
業

二
直
接
関
係
ナ
キ

事
業

二
対
ス
ル
投
資

ハ
、
極
力
見
合
セ
タ
キ
方
針
ナ
ル
モ
、
塩
原
又
策
氏
ト
ハ
予
テ
ヨ
リ
住
友
ア
ル
ミ
（註
、
塩
原
は
合
弁
の
相
手
先
ア
ル

ｉヽ
一ウ
ム
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
の
国
内
代
理
店
亜
細
亜
ア
ル
ミ
を
代
表
す
る
一
人
と
し
て
同
社
取
締
役
で
あ
っ
た
）其
他
ノ
関
係

ニ
テ
特

二
縁
故
深
ク
、

同
氏

二
対
ス
ル
義
理
合
上
並

二
金
属
工
業

二
於
ケ
ル
懸
案
ノ
問
題
解
決
上
（計
、
住
友
金
属
伸
銅
所
内
に
あ
つ
た
ア
ル
ミ
板
を
製
造
す
る
住
友

ア
ル
ミ
桜
島
工
場
を
住
友
金
属
に
移
管
す
る
問
題
、　
そ
の
実
現
は
昭
和
卜
八
年
末
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
『東
洋
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
五
十
年
史
』

七
二
、
七
三
頁
参
昭
じ
、
之
ヲ
引
受
ク
ル
ヲ
得
策
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
株
式
引
受
ノ
コ
ト

ヽ
セ
リ
。
（昭
和
十
二
年
十
二
月
二
十
八
日
商
工
課

伺
）
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「朝
鮮
理
研
金
属
」
株
は
、
「
日
本
楽
器
」
株
等
と
と
も
に
昭
和
十
四
年
住
友
金
属

へ
譲
渡
さ
れ
た
た
め
、
引
受
事
情
を
示
す
記
録
は
残

さ
れ
て
い
な
い
が
、
住
友
本
社
と
同
時
に
住
友
金
属
も
同
社
株
を
引
き
受
け
て
い
る
の
で
、
そ
の
理
由
を
次
に
掲
げ
る
ｃ

資
本
金

一
五
、
○
○
○
千
円
（第

一
回
払
込
金
三
、
七
五
〇
千
円
）
ヲ
以
テ
、
理
研
考
案

二
係
ル
技
術
ヲ
応
用
シ
、
朝
鮮
半
島

二
産
出
ス

ル
各
種
原
料
ヲ
エ
業
的

二
開
発
処
理
ス
ル
ヲ
ロ
的
ト
シ
、
当
初

ハ
平
壌
地
方
ノ
碁
土
頁
岩

ヲ
原
料
ト
シ
テ
ア
ル
ミ
ユ
ウ
ム
製
錬
ヲ
行
ヒ
、

次
デ
苦
汁
ノ
処
理
及
褐
鉄
鉱

ヲ
原
料
ト
ス
ル
製
鉄
事
業

ヲ
モ
併
セ
行

フ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
当
社
（註
、
住
友
金
属
Ｙ
一於
テ
モ
原
料
獲
得
ノ

意
味
ヨ
リ
、
同
社
卜
資
本
的
関
係
ヲ
結
ブ
ハ
、
将
来
有
利
卜
考

ヘ
ラ
レ
ル
ニ
付
、
同
社
総
株
数
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
株
ノ
中
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

株
公
一％
弱
）
ヲ
引
受
ケ
ノ
コ
ト
ト
セ
リ
。

（
４６
）

「
北
海
道
人
造
石
油
」
株
式
引
受

の
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

帝
国
燃
料
興
業

ハ
、
本
邦
液
体
燃
料
自
給
ノ

一
端

二
資
セ
ン
ガ
為
、
埋
蔵
量
豊
富
ナ
ル
北
海
道
産
出
石
炭
ヲ
原
料
ト
シ
テ
、
人
造
石
油

石
油
製
造
ヲ
ロ
的
ト
ス
ル
本
会
社
ヲ
設
立
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
、
住
友

二
対
シ
テ
モ
之
ガ
株
式
引
受
方
懇
請
ア
リ
タ
リ
。
住
友
ト
シ
テ
ハ

其
ノ
北
海
道
炭
界

二
於
テ
占
ム
ル
地
位
、
並

二
今
後
住
友
産
出
石
炭
ノ
販
売
先
ト
シ
テ
、
且

ハ
将
来
石
炭
液
化

二
乗
リ
ダ
ス
コ
ト
モ
ア

ル
ベ
キ
ニ
ヨ
リ
、
技
術
的
方
面

二
関
シ
テ
モ
、
此
際
同
社
（
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
法
採
用
）
ト
ノ
関
聯
ヲ
緊
密
ナ
ラ
シ
メ
置
ク
方
適
当
ナ
リ
ト

思
料
セ
ラ
ル

ヽ
ヲ
以
テ
、
先
方
依
頼
越
通
り
六
〇
、
〇
〇
〇
株
（註
、
他
に
鍍
業
三
万
株
、
金
属

・
化
学
各

一
万
株
）引
受
ノ
コ
ト

ヽ
セ
リ
。

（昭
和
十
三
年
九
月
三
十
日
鉱
山
課
案
）

（
４７
）

「東
洋
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
」
株
式
引
受
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

三
井
鉱
山
ヨ
リ
株
式
引
受
方
依
頼
ア
リ
。
元
来
同
社

ハ
三
井
鉱
山
ヲ
中
心
ト
シ
、
南
洋
ア
ル
ミ
会
社
採
掘
ノ
パ
ラ
オ
島
ボ
ー
キ
サ
イ
ト

ヲ
原
料
ト
シ
テ
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
ヲ
企
図
ス
ル
会
社

ニ
シ
テ
、
住
友
ト
シ
テ
ハ
既

二
新
居
浜

二
於
テ
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
事
業

ヲ
経
営

シ
オ
リ
、
目
下
七
千
ト
ン
ノ
増
産
工
事
進
捗
中
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
他
会
社
ノ
ア
ル
ミ
事
業
計
書
百

対
シ
テ
ハ
関
係
ノ
必
要
ナ
キ
モ
、
南
洋



ア
ル
ミ
ノ
パ
ラ
オ
島
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
ニ
対
シ
テ
ハ
住
友
ト
シ
テ
購
入
ノ
希
望
ヲ
有
シ
、
年
五
万
ト
ン
迄
ノ
原
鉱
石
ヲ
買
入
度
キ
旨
申
込

オ
レ
ル
関
係
モ
ア
リ
、
本
件
依
頼
ヲ
バ
無
下
二
断
り
兼
ヌ
ル
事
情
モ
ア
リ
、
傷
而
此
際
因
縁

ヲ
ツ
ケ
オ
ク
ヲ
適
策
卜
思
料
セ
ラ
ル

ヽ
ヲ

以
テ

「南
洋
ア
ル
ミ
ノ
鉱
石
ヲ
将
来
頂
戴
ス
ル
関
係
ヨ
リ
株
式
ヲ
引
受
ク
ル
旨
」

ヲ
明

ニ
シ
テ
引
受
ケ
タ
リ
。

（昭
和
十
三
年
十

一
月

二
十
五
日
商
工
課
案
）

「徳
山
曹
達
」
株
式
引
受

の
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
型
。

氷
晶
石
ヲ
増
産
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
ル
住
友
化
学

ハ
、
之
ガ
原
料
タ
ル
曹
達
灰
確
保
ノ
為
、
徳
山
曹
達
卜
密
接
ナ
ル
関
係

二
立
ツ
ニ
至

リ
タ
ル
ト
コ
ロ
、　
同
社
大
株
主
タ
ル
岩
井
商
店
ヨ
リ
同
社
株
式
五
万
株
肩
代
り
方
申
出
ア
リ
タ
リ
。

就
而
値
段
モ
割
安

ニ
シ
テ
貧

株

五
〇
円
）
、　
一
方
岩
井
商
店

ハ
従
来
ヨ
リ
三
和
銀
行

一
行
取
引
主
義

ヲ
堅
持
シ
居
レ
ル
ガ
、
此
方
面

二
於
テ
モ
、
将
来
銀
行
、
信
託

ニ

於
テ
喰
込
ム
手
懸
ヲ
得
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
モ
恰
好
ノ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
化
学
、
銀
行
、
信
託
、
保
険
卜
共

二
買
入
ノ
コ
ト

ヽ
シ
タ
リ
。
（昭

和
十
四
年
六
月
八
日
会
計
課
）

な
お
化
学
専
務
大
屋
敦
は
本
件
に
関
し
日
記
に
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

五
月
二
十
九
日
古
田
専
務
、
小
畑
経
理
部
長

二
徳
山
曹
達
株
式
買
収

二
付
キ
、
矢
崎
（許
、
矢
崎
拍
治
化
学
常
務

・
大
セ
ル
監
査
役
）西
宗

（註
、
西
宗
茂
二
人
セ
ル
社
長
、
な
お
岩
井

・
三
井
系
の
大
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド
株
式
取
得
に
つ
い
て
は

「住
友
合
資
会
社
（下
ど

参
照
）両
君
会
見
ノ

結
果
ヲ
報
告
、
諒
解
ヲ
求
ム
。
総
理
事

ニ
ハ
新
居
浜

ニ
テ
賛
成

ヲ
得
タ
リ
。

六
月
八
日
徳
山
曹
達
株
式
五
万
株
ヲ
岩
井
商
店
ヨ
リ
譲
受
、
受
渡
完
了
ス
ｃ
価
格
額
面
五
十
円
、
相
場
今
夕
五
十
八
円
ナ
リ
。
大
セ
ル

西
宗
社
長
、
住
友
幹
部
ヲ
岩
井
雄
二
郎
社
長
其
ノ
他

二
引
合
セ
ノ
意
味

ニ
テ
、
灘
万

二
一
席

ヲ
設
ク
。
山
本
（註
、
山
本
信
夫
鍍
業
専
務
）
、

大
屋
、
矢
崎
、
小
畑
当
方
ヨ
リ
出
席
ス
。

「土
地
建
物
株
」
で
は
新
た
に
次
の
三
社
の
株
式
を
取
得
し
て
い
る
ｃ
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「東
日
館
」
株
は
、
昭
和
十
二
年
四
月
資
本
金

一
二
〇
万
円
で
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
東
日
館
に
出
資
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
株
式
は

昭
和
十
九
年
に
東
京
日
日
新
聞
社
に
売
却
さ
れ
た
の
で
、
引
受
事
情
の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
社
が
東
京
日
日
新
聞
社

の
入
居
す

（
４９
）

る
東
日
会
館
を
建
設
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
会
社
で
あ
る
の
で
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
依
頼
に
よ
り
引
き
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
５０
）

「満
洲
拓
植
公
社
」
株
引
受

の
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
ｃ

当
社

ハ
事
業
ノ
性
質
上
多
ク
ノ
収
益
ヲ
期
待
ス
ル
事
能

ハ
ズ
ト
雖
モ
、
（
１
）
満
洲
回
ノ
存
立
ヲ
確
保
シ
、
之
ガ
開
発
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル

我
ガ
国
策
ノ
発
現

ニ
シ
テ
住
友

二
於
テ
モ
、
コ
ノ
国
策
ヲ
援
助
ス
ル
意
味

ヲ
以
テ
、
（
２
）寿
々
総
裁
ノ
懇
請
ア
リ
シ
ニ
鑑
ミ
、
（
３
）
且

ハ
三
井
、
三
菱
ト
ノ
振
合
（両
社
ト
モ
五
〇
、
〇
〇
〇
株
）
ヲ
考
慮
シ
テ
二
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株
引
受
ノ
コ
ト
ニ
セ
リ
。
同
社

ハ
満
洲
拓
植
株

式
会
社
ノ
業
務

二
付
資
金
関
係
日
満
ノ

一
元
的
統
制
等
ノ
都
合
上
当
社
ヲ
設
立
、
満
洲
拓
植
株
式
会
社
ヲ
之

二
吸
収
合
併
ス
ル
予
定
ナ

こ
の
経
緯
を
補
足
す
る
と
、
満
洲
開
拓
民
の
現
地
に
お
け
る
助
成
機
関
の
設
立
が
要
望
さ
れ
、
昭
和
十
年
十
二
月
満
洲
拓
植
株
式
会
社

（資
本
金

一
五
〇
〇
万
円
）
が
設
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

一
〇
〇
万
戸
送
出
の
大
計
画
と
と
も
に
そ
の
拡
充
を
必
要
と
し
、
十
二
年
八
月
日
満
両

国
間
の
条
約

「満
洲
拓
植
公
社
ノ
設
立

二
関
ス
ル
協
定
」
に
よ
つ
て
資
本
金
五
〇
〇
〇
万
円
の
満
洲
拓
植
公
社
を
創
立
す
る
こ
と
と
な
り
、

同
年
九
月
日
満
両
国
法
人
と
し
て
同
公
社
が
設
立
さ
れ
た
。

「華
北
房
産
股
扮
有
限
公
司
」
は
昭
和
十
四
年
六
月
十
四
日
中
国
北
京
に
資
本
金
五
〇
〇
万
円
（う
ち
払
込
二
五
０
万
円
）
で

「北
京
、
天
津
、

青
島
及
済
南
其
ノ
他
軍
二
於
テ
指
定
セ
ラ
レ
タ
ル
地
域

二
於
テ
軍
人
、
軍
属
所
要
宿
舎

ヲ
供
給
ス
ル
事
業
」
を
主
た
る
目
的
と
し
て
設
立
さ

（
５２
）

れ
た
。
同
社
株
引
受
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

前
陸
軍
省
経
理
局
長
陸
軍
主
計
少
将
平
手
勘
次
郎
氏
ヨ
リ
春
日
金
属
専
務
ヲ
通
ジ
テ
、
同
社
設
立

二
関
シ
住
友
ノ
援
助
方
懇
請
ア
リ
タ

ル
モ
、

「我
ガ
住
友

ハ
満
洲
北
支
方
面

二
対
ス
ル
資
金
需
要
甚
大
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、　
同
地
従
業
員
ノ
住
宅
供
給

ニ
モ
相
当
困
却
シ
居



ル
此
際
、
社
外
ノ
住
宅
建
築

二
投
資
ス
ル
コ
ト
ハ
、
部
内
ヨ
リ
非
難
ヲ
生
ズ
ル
虞
有
り
」
ト
コ
ト
ハ
リ
タ
ル
モ
、
再
三
ノ
懇
嘱

ニ
ヨ
リ
、

尚
住
友
ト
シ
テ
ノ
古
田
専
務
理
事
ガ
金
属
専
務
ト
シ
テ
会
社
関
係
上
平
手
氏
卜
相
当
呪
懇
ナ
ル
関
係
モ
有
り
、
無
下
二
固
辞
ス
ル
モ
如

何
卜
思

ハ
レ
、
古
田
俊
之
助
ヲ
以
テ
賛
成
人
タ
ル
コ
ト
ヲ
承
諾
シ
タ
リ
。
（商
工
課
伺
）

「
ホ
テ
ル
株
」

で
は
昭
和
十
四
年
末

「大
阪
ホ
テ
ル
」
株
式
全
株
を
同
社
社
長
千
葉
断

一
に
売
却
し
た
。
「新
大
阪
ホ
テ
ル
」

は
昭
和
十

四
年
二
月
の

「住
友
主
要
関
係
会
社

一
覧
」

で
住
友
本
社
の
関
係
会
社
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
が
（第
７
表
）
、
十
五
年

一
月
の
表
か
ら
は

削
除
さ
れ
た
。
住
友
本
社
は
同
社
の
筆
頭
株
主
（持
株
比
率

一
人
・
四
％
）
で
且

つ
総
理
事
小
倉
正
恒
が
同
社
会
長
、
銀
行
出
身

の
加
賀
覚
次
郎

が
同
社
常
務
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
経
理
部
長
小
畑
忠
良
が

「
日
本
楽
器
製
造
」
同
様
本
社

の
関
係
会
社
と
し
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

同
社
の
大
株
主
に
は
他
に
大
倉
組
（大
倉
一豆］七
郎
）六
五
〇
〇
株
（同
一
〇

・
八
％
）
、
三
井

・
三
菱
各
五
〇
〇
〇
株
（同
八

ｔ
一一％
）、
大
日
本
麦
酒

四
二
〇
〇
株
（同
七
％
）等
が
あ
り
、
住
友
本
社
が
同
社
を
関
係
会
社
と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
の
株
式
は

「諸
株
」
と
し
て
一
括
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
便
宜
上
投
資
関
連
株
、
運
輸
通
信
関
連
株
、
本
材
関
連
株
、
そ
の
他
に

分
け
て
示
し
た
。

投
資
関
連
株
で
は
、
新
た
に
国
策
会
社
と
し
て

「北
支
那
開
発
」
、
「中
支
那
振
興
」
、
「北
海
道
開
発
」
の
三
社
に
出
資
し
た
。

「北
支
那
開
発
」
株
式
引
受
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

同
社

ハ
第
七
十
三
議
会

二
於
テ
制
定
セ
ラ
レ
タ
ル

「北
支
那
開
発
株
式
会
社
法
」

二
準
様
セ
ル
ロ
本
法
人

ニ
シ
テ
、
北
支
ノ
経
済

ヲ
開

発
ス
ル
タ
メ
必
要
ナ
ル
事
業
会
社
ノ
設
立
ヲ
促
シ
、
之

二
投
資
又

ハ
融
資

ヲ
ナ
シ
、
綜
合
的

二
開
発
ヲ
促
進
ス
ル
使
命

ヲ
持

ツ
国
策
会

社

ニ
シ
テ
、
政
府

ハ
挙
国

一
致
ノ
立
前
ヨ
リ
当
社

二
対
シ
テ
モ
三
井
、
三
菱
卜
同
額
出
資
方
希
望
ア
リ
。
右

ハ
従
来
ノ
此
種
割
合
卜
均

衡
ヲ
得
ザ
ル
憾
ア
ル
モ
、
国
策
順
応
ノ
大
乗
的
見
地
ヨ
リ
政
府
申
出
通
引
受
ノ
コ
ト

ヽ
シ
タ
リ
。

「中
支
那
振
興
」
株
式
引
受
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
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同
社

ハ
第
七
十
三
議
会

二
於
テ
制
定
セ
ラ
レ
タ
ル

「中
支
那
振
興
株
式
会
社
法
」

二
依
り
設
立
セ
ラ
レ
、
日
支
共
栄
ノ
精
神

二
基
キ
、

中
支
那
ノ
復
興
及
開
発
ヲ
助
成
ス
ル
ヲ
以
テ
使
命
ト
ス
ル
国
策
会
社

ニ
シ
テ
、
政
府

ハ
挙
国

一
致
ノ
立
前
ヨ
リ
当
社

二
対
シ
テ
モ
三
井
、

三
菱
卜
同
額
出
資
方
希
望
ア
リ
。
右

ハ
従
来
此
種
出
資
割
合
卜
均
衡
ヲ
得
ザ
ル
憾
ア
ル
モ
、
国
策
順
応
ノ
大
乗
的
見
地
ヨ
リ
、
政
府
申

出
通
り
引
受
ノ
事
ト
シ
タ
リ
。

「北
海
道
開
発
」

は
昭
和
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日
資
本
金
二
〇
〇
〇
万
円
（う
ち
払
込
五
〇
〇
万
円
）
で
、

「北
海
道

二
於
ケ
ル
エ
業
地
帯

（
５５
）

ノ
経
営
並

二
之

二
伴
フ
附
帯
事
業
」
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
同
社
株
式
引
受
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

予
テ
北
海
道

二
於
ケ
ル
資
源
開
発
ノ
ロ
的
ヲ
以
テ
、
北
海
道
庁
、
全
国
産
業
団
体
聯
合
会
、
北
海
道
資
源
開
発
同
志
会
（在
大
阪
）
其
他

諸
団
体
ノ
間

二
準
備
中
ノ
北
海
道
開
発
株
式
会
社
ノ
件

ハ
、
計
画
順
調

二
進
展
シ
、
今
般
株
式
引
受
申
込
ノ
開
始

ヲ
見
ル
ニ
至
レ
リ
ｃ

住
友

二
対
シ
テ
ハ
五
〇
千
株
程
度
引
受
方
懇
請
越
ア
リ
タ
ル
モ
、
右
株
数

ハ
同
社
ノ
事
業
ノ
性
質
並

二
発
起
人
ノ
顔
触
等

ヨ
リ
考
察
ス

ル
ニ
多
額

二
失
ス
ル
嫌
ア
リ
。
然
レ
ド
モ
同
社
ノ
国
策
的
意
義
ヨ
リ
見
ル
モ
応
分
ノ
援
助

ハ
必
要
ナ
ル
可
ク
、
且
総
理
事
ガ
当
初
ヨ
リ

同
社
設
立

二
関
ス
ル
懇
談
会

二
御
加
入
種
々
御
参
劃
相
成
り
居
ル
関
係
上
、
最
高
三
〇
千
程
度
ノ
株
式
引
受

ハ
余
儀
ナ
キ
処
卜
思
料
セ

ラ
ル
。
（商
工
課
伺

ニ
ヨ
ル
）

次
に
運
輸
通
信
関
連
株
で
は
、
昭
和
十
三
年
三
月

「
日
本
無
線
電
信
」
は

「国
際
電
話
」
を
吸
収
合
併
し
、
「
国
際
電
気
通
信
」
と
改
称

し
た
ｃ
住
友
本
社
は
昭
和
十
五
年
同
社
株
式
を
全
株
住
友
電
工
に
譲
渡
し
た
。
こ
れ
は
そ
れ
に
先
立
ち
住
友
電
線
で
は
、
昭
和
十
三
年
か
ら

長
崎
上
海
間
総
延
長

一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
世
界
第

一
の
海
底
搬
送
ケ
ー
ブ
ル
の
試
作
に
着
手
し
て
お
り
、
昭
和
十
五
年
か
ら

「国
際

（
５６
）

電
気
通
信
」
の
手
で
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ

っ
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。

「
日
本
航
空
輸
送
」
株
と

「大
日
本
航
空
」
株
の
異
動
の
経
緯
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
十
三
年
十
二
月
航
空
国
策
ノ
見
地
ヨ
リ
、
日
本
航
空
輸
送
及
国
際
航
空
（当
時
満
洲
航
空
ノ
子
会
社
）
ヲ
解
散
シ
、
大
日
本
航
空
新



設
セ
ラ
ル
。
当
社

ハ
日
本
航
空
輸
送
株
三
、
五
〇
〇
株

二
対
シ
大
日
本
航
空
株
新
旧
各
三
、
五
〇
〇
株
ノ
交
付
ヲ
受
ケ
、
別

二
発
起
人

タ
ル
小
倉
名
義
ヲ
以
テ

一
〇
〇
株
、
賛
成
人
古
田
名
義
ヲ
以
テ
三
〇
〇
株
ヲ
引
受
タ
リ
。
越
テ
昭
和
十
四
年
八
月
同
社

ハ
特
別
法

二
基

ク
国
策
会
社

二
昇
格
ス
ル
ト
共

二
、
資
本
金
ヲ
一
億
円

二
増
加
、
住
友

二
対
シ

一
万
株
ノ
第
二
新
株
引
受
方
要
請
ア
リ
、
当
社
三
、
六

〇
〇
株
（含
小
倉
、
古
田
名
義
各

一
〇
〇
株
）
、
金
属
七
、
六
〇
〇
株
引
受
ノ
コ
ト

ヽ
シ
タ
リ
。
昭
和
十
四
年
九
月
新

一
、
六
〇
〇
株
、

第
二
新
二
、
四
〇
〇
株
ヲ
金
属
工
業

へ
譲
渡
ス
。

木
材
関
連
株
で
は
、
「朝
鮮
林
業
開
発
」
は
制
令

に
よ
る
特
殊
会
社
と
し
て
昭
和
十
二
年
九
月

一
日
朝
鮮
京
城
（現
ソ
ウ
ル
）
に
資
本
金
二
〇

（
５８
）

０
０
万
円
（う
ち
払
込
二
０
●
万
円
）
で
設
立
さ
れ
た
。
同
社
株
式
引
受
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

同
社

ハ
朝
鮮
総
督
府
ガ
専
ラ
治
水
治
山
、
用
材
資
源
造
成
、
民
林
業
開
発
等

ヲ
ロ
的
ト
ス
ル
国
策
的
見
地
ヨ
リ
企
董
セ
ラ
レ
タ
ル
公
共

性
ノ
特
殊
会
社

ニ
シ
テ
、
之
ガ
資
本

ハ
大
資
本
家
ノ
援
助
的
出
資

二
侯
ツ
ベ
ク
、
昨
年
来
矢
島
東
京
支
店
長
ヲ
通
ジ
、
出
資
方
懇
請
ア

ル
モ
ノ
ナ
リ
。
住
友
ト
シ
テ
ハ
２

）特

二
援
助
方
懇
請
ヲ
受
ケ
タ
ル
国
家
的
公
共
事
業

二
対
シ
、
相
当
ノ
援
助

ヲ
必
要
卜
認
メ
ラ
ル

ヽ

コ
ト
、
金
し
特

二
朝
鮮

二
於
テ
林
業
経
営
ヲ
営
ム
関
係
上
、
今
後
共
当
局
ノ
援
助
ヲ
願
フ
場
合
多
ク
且
今
回
設
立
ノ
会
社
ト
ハ
同
業
ノ

関
係
上
相
当
出
資
援
助
ノ
必
要
ノ
認
メ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
、
Ｔ
し
出
資

二
対
ス
ル
配
当

二
付
テ
ハ
朝
鮮
総
督
府
ヨ
リ
ノ
補
助
金

ニ
ヨ
リ
或
ル

程
度
保
証
セ
ラ
レ
、
資
金
利
用
上
相
当
ノ
利
廻
ト
ナ
ル
コ
ト
等
ノ
各
点
並

二
三
井
、
三
菱
等
ノ
振
合
（註
、
三
井
、
三
菱
各
四
万
株
）
ヲ
考

慮
ノ
上
資
本
額
ノ
二
十
分
之

一
二
相
当
ス
ル
二
万
株
引
受
ノ
コ
ト
ニ
セ
リ
。
（昭
和
十
二
年
六
月
二
十
四
日
鉱
山
課
起
案
）

「北
海
道
鉱
山
林
業
」
と

「北
海
道
林
業
物
資
配
給
統
制
」
の
両
社
に
つ
い
て
は
い
い
ず
れ
も
昭
和
十
八
年
五
月

「北
海
道
地
方
木
材
株

式
会
社
」

に
吸
収
合
併
さ
れ
た
た
め
、
両
社
の
株
式
引
受

の
事
情
を
示
す
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
北
海
道
鉱
山
林
業
株
式
会
社
」

は
昭
和
十
四
年
五
月
、
北
海
道
炭
碩
汽
船
、
三
菱
鉱
業
、
三
井
鉱
山
、
住
友
鑢
業
等
に
よ
つ
て
当
時
入
手
困
難
と
な

つ
て
き
た
坑
本
の
確
保

の
た
め
、
資
本
金
三
〇
〇
万
円
（七
五
万
円
払
込
、
本
社
札
幌
市
）
で
設
立
さ
れ
た
。
昭
和
十
五
年
十
月

「
用
材
配
給
統
制
規
則
」
が
公
布
さ
れ
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二

て
以
降
、
需
要
者
は
北
海
道
庁
か
ら
割
当
を
受
け
、
同
社
か
ら
現
品
の
配
給
を
受
け
る
こ
と
と
な

っ
た
。
住
友
本
社
は
北
日
本
鉱
業
所
及
び

林
業
所
の
関
係
で
同
社
の
株
式
を
引
き
受
け
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
坑
木
等
鉱
山
向
け
以
外
の
用
材
の
配
給
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
五
年
十

一
月
王
子
製
紙
、
国
策
パ
ル
プ
エ
業
、
辰
田
木
材
、
東
洋
製
罐
等
に
よ
つ
て

「
北
海
道
林
業
物
資
配
給
統
制
株
式
会
社
」
が
資
本
金
三
〇
〇

万
円
（全
額
払
込
済
、
本
社
札
幌
市
）
で
設
立
さ
れ
た
。
住
友
本
社
は
林
業
所
の
関
係
で
同
社

の
株
式
を
引
き
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
日
本
木
材
統
制
」
は
、
昭
和
十
六
年
七
月
に
設
立
さ
れ
た

「
日
本
木
材
株
式
会
社
」
に
吸
収
さ
れ
た
た
め
、
同
社
株
式
の
引
受
事
情
は

明
ら
か
で
は
な
い
。
昭
和
十
五
年

一
月
農
林
省
山
林
局
に
木
材
統
制
課
が
設
置
さ
れ
、
本
材
の
生
産
、
配
給
、
消
費
を

一
元
的
に
統
制
す
る

機
関
の
設
立
が
検
討
さ
れ
た
。　
設
立
準
備
委
員
に
は
瀬
山
誠
五
郎
（Ｔ
ｌ４
東
大
法
、
当
時
住
友
本
社
東
京
支
店
臨
時
支
店
長
代
理
の
ち
不
動
産
社
長
）

が
林
業
所
を
代
表
し
て
指
名
さ
れ
て
い
る
。
十

一
月
発
起
人
会
が
開
催
さ
れ
、
資
本
金

一
〇
〇
〇
万
円
（払
込
金
五
０
０
万
円
と
す
の
件
を
決
定

し
、
こ
れ
を
大
手
木
材
業
者
、
大
口
木
材
需
要
者
、
有
力
林
業
家
等

に
割
り
当
て
た
の
で
、
住
友
本
社
も
こ
れ
に
応
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

十
二
月
会
社
設
立
が
認
可
さ
れ
て
、
十
六
年
二
月
同
社
が
設
立
さ
れ
た
ｃ

「諸
株
」

の
う
ち
上
記
以
外
の
株
式
に
つ
い
て
は
、
「
エ
ン
パ
イ
ヤ

・
ラ
ン
ド
リ
ー
」
株
は
、
昭
和
十
四
年
証
券
業
者
大
阪
屋
商
店

へ
売

却
さ
れ
た
。

「
日
電
證
券
」

は
、
「住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
」
第
１２
表
註
④
で
示
し
た
よ
う
に
、
改
組
の
際
準
有
価
証

券
か
ら
住
友
本
社

へ
有
価
証
券
振
替
の
上
譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
昭
和
十
三
年
四
月
日
本
電
力

へ
売
却
さ
れ
た
の
で
、
引
受
事

情
を
明
ら
か
に
す
る
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
社
設
立
の
経
緯
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

大
正
末
期
よ
り
昭
和
三
、
四
年
に
亘
り
、
電
力
会
社
が
其
の
證
券
部
を
分
離
し
て
、
独
立
の
会
社
と
す
る
傾
向
を
生
じ
た
（中
略
）。
之

は
各
電
力
会
社
が
電
力
の
急
需
に
応
ず
る
為
、
何
れ
も
積
極
的
営
業
政
策
を
採
り
、
自
社
の
名
に
於
て
事
業
を
な
す
に
止
ら
ず
別
個

の

会
社
を
設
立
し
て
事
業
を
な
し
、
或
は
他
会
社
を
合
併
し
た
結
果
、
莫
大

の
有
価
証
券
投
資
を
有
す
る
に
至

つ
た
ｃ
此
等

の
有
価
証
券



の
運
用
の
完
璧
を
期
し
、
併
せ
て
関
係
会
社
を
統
制
せ
ん
と
す
る
の
が
證
券
会
社
設
立
の
趣
旨
で
あ
る
。

日
電
證
券
株
式
会
社
は
其
の
株
式
全
部
を
日
本
電
力
株
式
会
社
関
係
者
に
於
て
引
受
け
、
昭
和
三
年
十

一
月
二
十
四
日
資
本
金

一
千
万

円
内
五
百
万
円
払
込
を
以
て
設
立
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
日
本
電
力
株
式
会
社
及
び
関
西
電
力
株
式
会
社
よ
り
有
価
証
券
三
千
六

百
五
十
余
万
円
を
譲
受
け
て
事
業
を
開
始
し
た
。

其
後
證
券
の
価
格
は

一
般
に
下
落
し
て
ゐ
る
為
、
当
社
も
第

一
回
決
算
に
於
て
四
分
配
当
を
為
し
た
外
は
毎
期
無
配
当
と
し
、
利
益
金

全
部
を
社
内
に
保
留
し
て
償
却
に
努
め
、
社
礎
の
撃
固
を
図

つ
て
ゐ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
日
本
電
力
が
子
会
社
と
し
て
同
社
を
設
立
し
、
日
本
電
力
取
締
役
を
兼
務
し
て
い
た
住
友
合
資
会
社
理
事
肥
後
八
次
が
同

社
取
締
役
と
な

っ
た
の
で
、
合
資
会
社
は
肥
後
名
義
で
同
社
株
式
を
引
き
受
け
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
肥
後
は
昭
和
五
年
末
住
友
を

退
職
し
た
の
で
、
六
年
二
月
日
本
電
力
取
締
役
を
退
任
、
自
動
的
に
同
社
取
締
役
も
退
任
、
従

っ
て
昭
和
六
年
五
月
そ
れ
ま
で

「仮
出
金
」

の
ま
ま
で
あ

っ
た
同
社
株
式
を

「準
有
価
証
券
」

（上
記
の
通
り
第
二
同
決
算
以
降
は
無
配
で
あ
つ
た
た
め
）
に
振
替
整
理
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ

Ｚ一
。

「
コ
ツ
ト
レ
ル
組
合
」
出
資
金
も

「
日
電
證
券
」
株
式
と
同
じ
く
、
改
組
の
際
準
有
価
証
券
か
ら
振
替
譲
渡
さ
れ
た
ｃ
同
組
合
出
資

の
経

緯
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
第
２８
表
に
お
い
て
配
当
金
が
出
資
金

に
振
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。

大
正
五
年
十

一
月
、
藤
田
、
久
原
、
三
菱
、
三
井
、
田
中
、
古
河
及
住
友
ノ
七
鉱
業
家
ガ
各
々
四
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
宛
合
計
三

一
五
千
円

ヲ
出
資
シ
、
本
組
合
ヲ
設
立
、
米
国

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
プ
リ
シ
ピ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
会
社
ヨ
リ
、
コ
ツ
ト
レ
ル
電
気
収
塵
法
特

許
権
ヲ
買
収
、
爾
来
右
特
許
権
ノ
実
施
料
徴
集
ヲ
主
タ
ル
事
業
ト
ナ
シ
来
リ
シ
ガ
、
右
特
許
権

ハ
昭
和
八
年
五
月
消
滅
セ
ル
ヲ
以
テ
、

之
ガ
実
施
料
徴
収

ハ
不
可
能
ト
ナ
レ
リ
。
傷
而
各
社
出
資
金
四
五
、
０
０
０
円

ハ
一
先
ゾ
之
ヲ
償
還
シ
、
残
余
財
産

一
一
九
、
三
八

一

円
ノ
内
端
数
ヲ
備
品
償
却

二
当
テ
、
残
額

一
一
九
千
円
ヲ
各
社

二
均
分
（各

一
七
千
円
宛
）
、
之
ヲ
新
タ
ナ
ル
出
資
金
ト
シ
テ
、
実
施
料
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五
四

徴
収

二
換

へ
、
該
装
置
ノ
設
計
及
建
設
工
事
ノ
請
負

ヲ
主
タ
ル
業
務
ト
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。
而
シ
テ
利
益
金

ハ
全
部
出
資

二
振
替
ノ
事
ト

セ
リ
。
（昭
和
八
年
五
月
二
十
四
日
決
裁
庶
務
課
雑

一
〇
三
伺
附
参
照
）

「大
阪
輸
出
振
興
」
株
式
引
受

の
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
が
ｃ

昭
和
十
四
年
政
府

二
於
テ
ハ
、
輸
出
品
材
料
ノ
輸
入
並
配
給
ノ
円
滑
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
、
全
国
枢
要
ノ
地

二
輸
出
振
興
会
社
ヲ
設
立
ス
ル

コ
ト
ニ
決
定
。
右

二
基
キ
大
阪
府

二
於
テ
モ
大
阪
輸
出
振
興
会
社
ヲ
建
設
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
、
当
社

二
対
シ
発
起
人
ト
シ
テ
五
、
〇
〇

〇
株
引
受
方
懇
嘱
ア
リ
。
住
友
ト
シ
テ
ハ
同
社
事
業
卜
密
接
ナ
ル
関
係
ナ
キ
モ
、
国
策

二
協
カ
ス
ル
建
前
ヨ
リ
、
小
倉
総
理
事
個
人
名

義
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
引
受
ケ
タ
（後
略
）。

四

資

金

調

達

住
友
本
社
の
資
金
繰
り
に
つ
い
て
は
、
既
に

「
二
　
業
績
」
に
お
い
て
昭
和
十
四
、
五
年
に
は
連
系
会
社

の
増
資
払
込
を
中
心
に
年
間
有

価
証
券
投
資
で
約
二
〇
〇
〇
万
円
、
鉱
山
部
門
の
設
備
投
資
で
約

一
〇
〇
〇
万
円
計
約
三
〇
〇
〇
万
円
の
資
金
を
必
要
と
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
ま
た
戦
時
統
制
下
に
入
る
と
住
友
製
品
に
対
す
る
異
常
な
需
要
増
が
生
じ
、
軍
部
や
重
要
得
意
先
か
ら
は
連
系
各
社
に
対
し
生

産
力
増
強
の
強
い
要
請
が
相
次
い
だ
。
受
注
す
る
連
系
各
社
と
し
て
は
国
策
に
即
応
す
る
と
い
う
大
義
名
分
が
あ
り
、
な
に
よ
り
も
新
規
の

設
備
投
資
に
つ
い
て
は
、
稼
働
率
を
懸
念
せ
ず
に
利
益
を
上
げ
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

つ
た
。
す
な
わ
ち
企
業
収
益

に
と
っ
て
は
資
金
調
達
が

最
大
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
で
あ

つ
た
か
ら
、
住
友

の
幹
部
の
関
心
が
専
ら
そ
こ
に
集
中
し
て
い
た
の
は
当
然

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
本
節
で
は
本

社
を
含
め
連
系
会
社
の
設
備
投
資
を
中
心
に
住
友

の
事
業
全
体

の
資
金
調
達
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

連
系
会
社
の
設
備
投
資
に
つ
い
て
は
、
合
資
会
社
の
時
代
か
ら
全
体
の
資
金
繰
り
を
勘
案
し
て
、
合
資
会
社
が
優
先
順
位
を
決
定
し
て
お



り
、
不
況
の
際
に
は
新
規
起
業
支
出
の
全
面
停
止
と
い
う
事
態
さ
え
生
じ
た
。
し
か
し
合
資
会
社
の
末
期
か
ら
連
系
会
社

の
設
備
投
資

に
対

す
る
軍
部
の
介
入
が
始
ま
り
、
必
ず
し
も
合
資
会
社
の
一
存
で
そ
の
可
否
が
決
定
で
き
な
く
な

っ
た
。
こ
う
し
て
合
資
会
社
の
資
金
力
を
上

回
る
計
画
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
不
足
す
る
資
金
を
如
何
に
調
達
す
る
か
が
問
題
と
な

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
昭
和
十
二
年
二
月
末
合
資

会
社
の
解
散
と
本
社
の
発
足
に
当
た
り
、
総
理
事
小
倉
正
恒
が
設
備

「投
資

ヲ
ナ
ス
際
、
如
何
ナ
ル
方
法
デ
資
金

ヲ
得
ル
カ
、
各
会
社
夫
々

ノ
立
場
デ
適
切
ナ
ル
御
考
慮
ヲ
願
フ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
、
コ
ノ
際
特

二
申
上
ゲ
テ
置
キ
タ
イ
」
と
述
べ
た
こ
と
は
、
い
み
じ
く
も
連
系
会
社
に

対
す
る
本
社
の
統
制
が
、
そ
の
発
足
当
初
か
ら
資
金
面
で
既
に
限
界
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
た
。

本
社
発
足
早
々
の
昭
和
十
二
年
四
月
十
九
日
住
友
電
線
取
締
役
会
は
、
逓
信
省

の
五
ヶ
年
拡
張
計
画
に
対
し
大
通
信
ケ
ー
ブ
ル
エ
場
を
建

設
す
る
こ
と
を
決
議
し
、
そ
の
建
設
資
金
を
得
る
た
め
倍
額
増
資
を
決
定
し
た
。
新
株
式
三
〇
万
株
の
半
数
を
旧
株
主
に
割
り
当
て
、
残
り

の
一
五
万
株
を

一
株
二
五
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
つ
け
て
、
住
友
化
学
の
先
例
に
倣
い
住
友
部
内
職
員

の
希
望
者
に
優
先
的
に
割
り
当
て
た
。

こ
の
結
果
住
友
電
線
は
増
資
分

一
五
〇
〇
万
円
の
他
に
、
三
七
五
万
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
い
で
五
月
八
Ｅ
本
社
総
務
部
会
計
課
は
次

の
よ
う
な
起
案
（主
雑
第

一
七
号
）
を
提
出
し
、
十
二
日
決
裁

の
上
発
信
さ
れ
た
。

連
系
会
社
及
店
部
ヨ
リ
期
別
収
支
予
想
表
ヲ
徴
ス
ル
ノ
件

膨
大
予
算
下
ノ
経
済
界

ハ
、
表
面
上
比
較
的
平
穏
ノ
如
キ
モ
其
ノ
基
調

ハ
刻
々
変
化
ヲ
齋
シ
ツ
ヽ
ア
リ
ｃ
殊

二
金
融
界

二
於
テ
ハ
政
府

ノ
生
産
力
拡
充
政
策

二
依
り
新
設
増
資
ノ
資
金
嵩
増
セ
ル
ニ
加

へ
、
株
式
市
況
卜
物
価
騰
貴
ノ
持
続

二
依
り
資
金
ノ
需
要
激
増
シ
、
政

府
資
金
ノ
撒
布

二
拘
ラ
ズ
益
金
融
情
勢
複
雑
深
刻
化
ヲ
加
フ
ル
傾
向

ニ
ア
リ
。
従
ツ
テ
今
後
政
府
ノ
金
融
機
関

二
対
ス
ル
監
督
モ

一
層

強
化
セ
ラ
ル

ヽ
二
至
ル
ベ
ク
、
或

ハ
情
勢
如
何

二
依
リ
テ
ハ
金
融
統
制
ヲ
実
施
セ
ラ
ル

ヽ
如
キ
コ
ト
ナ
シ
ト
セ
ザ
ル
ベ
シ
。

我
ガ
住
友
経
営
ノ
産
業
部
門

二
於
テ
モ
、
将
来
益
設
備
拡
張
ヲ
必
要
ト
ス
ル
状
態
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
爾
今
随
時
財
団
ノ
所
要
資
金

ヲ
予
想

ス
ル
コ
ト
ト
シ
、
生
産
拡
充
ノ
緩
急
卜
金
融
情
勢
ノ
繁
閑
ト
ヲ
稽

へ
、
円
滑
ナ
ル
事
業
ノ
遂
行
ヲ
図
り
、
以
テ
我
ガ
両
翼
ナ
ル
産
業
及

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
五
五



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（Ｌ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
五
六

金
融
両
部
門
ノ
協
調
発
展

二
資
ス
ル
ヲ
適
当
ト
ス
ベ
シ
。
即
チ
定
期

二
連
系
会
社
及
店
部
ヨ
リ
左
案

二
依
り
期
別
収
支
予
想
表
ヲ
徴
シ
、

之
ヲ
綜
合
シ
テ
前
記
考
査
ノ
資

二
供
ス
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
必
要

二
応
ジ
テ
理
事

ヨ
リ
金
融
当
局

二
之
ヲ
御
説
明
相
成
候
様
致
度
、
此
段
仰

裁
候
也
。

通
牒
案

会
第

一
七
号

年

総
務
部
長

連
系
会
社
（除
銀
行
、
信
託
、
保
険
）

各
店
部

各
主
管
者
宛

期
別
収
支
予
想
表

二
関
ス
ル
件

拝
啓
　
最
近
産
業
方
面

二
於
ケ
ル
拡
充
資
金
ノ
需
要

ハ
頓

二
増
加
ノ
度
ヲ
加

へ
、
従

ツ
テ

一
般
金
融
基
調

ハ
益
複
雑
且
ツ
深
刻
化
ス
ル

ノ
状
勢

二
有
之
候
処
、
住
友
ト
シ
テ
モ
拡
充
ノ
緩
急
卜
金
融
ノ
繁
閑
ト
ヲ
併
セ
稽

へ
、
以
テ
円
滑
ナ
ル
事
業
ノ
遂
行
ヲ
図
り
度
存
候

ニ

就
テ
ハ
、
之
ガ
参
考
ノ
資
ト
シ
テ
別
記
ノ
通
り
今
後
定
期

二
貴
方
期
別
収
支
予
想
表
（当
社
委
託
会
計
分
共
）
ヲ
調
製
御
提
出
相
煩

ハ
シ

度
、
此
段
及
通
牒
候
也
。

記

一
、　
一
年
間
ヲ
左
ノ
如
ク
四
期

二
分
ツ
コ
ト
。

期
間



第

一
期

　

　

　

一
―
三
月

第
二
期
　
　
　
　
四
―
六
月

第
三
期
　
　
　
　
七
―
九
月

第
四
期
　
　
　
　
十
１
十
二
月

二
、
毎
年
左
ノ
期
日
迄

二
左
ノ
各
期
別
収
支
予
想
表
ヲ
本
社

二
発
送
ス
ル
コ
ト
。

発
送
期
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
成
表

第

一
回
　
　
　
　
十
二
月
十
五
日
　
　
　
　
第

一
期
及
第
二
期
各
別

第
二
回
　
　
　
　
一二
月
十
五
日
　
　
　
　
　
第
二
期
及
第
三
期
各
別

第
三
回
　
　
　
　
エハ
月
十
五
日
　
　
　
　
　
第
三
期
及
第
四
期
各
別

第
四
回
　
　
　
　
九
月
十
五
日
　
　
　
　
　
第
四
期
及
第

一
期
各
別

註
、
２

）

第
二
回
ノ
時
作
成
セ
ラ
ル

ヽ
第
二
期
収
支
予
想

ハ
、
第

一
回
ノ
時
作
成
セ
ラ
レ
タ
ル
第
二
期
収
支
予
想
ヲ
見
直
シ
タ

ル
モ
ノ
ト
ス
。
第
二
回
以
後

二
於
テ
モ
之

二
準
ズ
。

（
二
）

第
三
回
ノ
分

ハ
、
社
則
規
定
ノ
下
半
期
収
支
予
想
表
ノ
数
字
ヲ
ニ
期

二
分
ツ
コ
ト

ヽ
ナ
ル
。

三
、
期
別
収
支
予
想
表

ハ
、
本
社
会
計
課
長
宛
親
展
書
ト
シ
テ
御
提
出
相
成
度
キ
コ
ト
。

四
、
期
別
収
支
予
想
表

ニ
ハ
固
定
財
産
及
起
業
其
他
ノ
重
要
収
支

ヲ
列
記
（
シ
、
資
本
金
ノ
払
込
受

ヲ
予
想
セ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ハ
之
ヲ
掲

記
シ
、
利
益
処
分

二
依
ル
配
当
金
支
出
モ
見
込

二
依
り
計
上
）
ス
ル
コ
ト
．
（註
、
括
弧
内
店
部
不
要
）

五
、
表
ノ
様
式

ハ
月
別
収
支
金
表

二
準
ズ
ル
コ
ト
。
（後
略
）

す
な
わ
ち
従
来
合
資
会
社
の
収
支
予
想
は
、
各
店
部
か
ら
年
末
に

「会
計
見
積
書
」
、
六
月
に

「
下
半
期
期
別
収
支
予
想
表
」
を
提
出
さ

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
五
七
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（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
五
八

せ
て
半
期
の
見
通
し
を
つ
け
、
こ
れ
に
毎
月
二
十
日
ま
で
に

「
月
別
収
支
金
表
」
を
提
出
さ
せ
て
、
月
末

の
予
想
を
た
て
て
い
た
。　
一
方
連

系
会
社
に
つ
い
て
は
、
合
資
会
社
が
融
資
す
べ
き
大
国
の
起
業
支
出
案
件
は
年
末
提
出
の

「会
計
見
積
書
」
で
決
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
見

直
し
を
六
月
提
出
の

「
下
半
期
収
支
予
想
表
」
で
行
え
ば
、
合
資
会
社
の
資
金
繰
り
に
は
支
障
を
来
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
上
記
起
案

に
よ
れ
ば
最
早
そ
れ
で
は
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
四
半
期
會
万
月
）毎

に
見
直
し
が
必
要
と
な

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

昭
和
十
二
年
七
月
日
中
戦
争

が
勃
発
す

る
と
、
会
計
課
が
予

想
し
た
如
く
九
月

に
は

「臨
時

資
金
調
整
法
」
が
成
立
し
た
。

同
法

は
軍
需
関
連
以
外

へ
の
設

備
投
資
資
金

の
供
給
を
厳

し
く

制
限
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て

い
た
が
、
住
友
全
事
業

の
資
金

需
要

は
今

や
そ
の
大
半
が
軍
需

関
連

で
あ

っ
た
の
で
、
例
え
ば

住
友
金
属

は
む
し
ろ
同
法

に
よ

っ
て
設
備

の
拡
充
が
促
進
さ
れ

る
こ
と
と
な

つ
た
。

住
友

の
事
業
全
体

と
し
て
の

(単 位 :T円 、 T円 未満切 り捨 て、△支 ll超 )

(単 位 :千 円、千円未満切 り捨て )

事業収支表

金繰表

14年 15年

起業支出 |]

定財産収支
有価証券
J又  支

事業収支
起業支出1司

定財岸収支
有価証券
‖又  支 事業収支

△9,381

△14,298

△40,161

△4,749

△10,915

△6,691

△971

△3,927

△20,697

199

△48

160

△102.100

△17,976

△4,079

△21,721

△3,318

△3,104

△175

△1,249

△308

△33957

△28,550

△16,108

△42,250

△7,975

△H,026

△9,414

△2,339

△7,279

△15,378

3,623

300

2,381

△105469

△10,098

△13,638

△70,022

△5,980

△12,427

△7,559

△943

△12,288

△8,036

△620

△50

422

△131.147

△19,181

△4,340

△23,255

△8,898

△5,255

△172

△1,790

159

△134

△4,814

△48.502

△30

△28,063

△53,496

△21,446

△18,327

△9,881

△613

△9,942

△7,554

1,652

415

△2,969

△150.228

△111 △51933 △134019 Δ141.245 △67.683 △180.382

14年 15年

住友本社 連系会社 計 住友本社 連系会社 計

△28,560 △105,469 △134,019 △30,154 △150,228 △180,382

0

△16,200

0

△9,430

△2,920

△62,500

△64,974

△10,000

0

32,004

△62,500

△81,174

△10,000

△9,430

29,084

0

△68,300

0

19,455

18,690

△55,000

△58,851

△20,000

2,180

△18,557

△55,000

△127,151

△20,000

21,635

133
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第31表 住友本社・連系会社

日FI
昭和 12年 13年

住友本社 連系会社 計 住友本社 連系会社 言|

事業収支 △20,738 △57,297 △78,035 △44,668 △38,808 △83,476

金繰(借入増預金減△)

払込

借入金

社債

本社・連系間借

現金・預金

0

△24,206

0

3,855

△386

△49,750

△9,504

0

0

1,956

△49,750

△33,710

0

3,855

1,569

0

△39,700

0

△10,250

5,281

△37,000

△11,687

0

0

9,878

△37,000

△51,387

0

△10,250

15,160

註 :社 債発行 14年 住友化学 10,000T円 、15年 住友化学 10,000千 円、|]年四 l・ d中 央電ノリ10,000T I

収
支

（事
業
収
支
）
を
み
る
と
、

住
友
金
属
を
中
心

と
し
た
設
備

投
資

（起
業
支
出

・
固
定
財
産
支

出
）
と

「
一
日

２
　

連
系
会
社

の
関
係
会
社
統
制
問
題
」

で
述

べ
た
関
係
会
社

に
対
す

る
有
価

証
券
投
資

（有
価
証
券
支
出
）
が

年

々
激
増
し
、
特

に
昭
和
十
三

年
度

の
住
友
全
事
業

の
設
備
投

資

は
十
二
年
度

の
三
倍
以
上

の

七
五
四
二
万
円

に
達
し
た
の
で

（第
３０
表
）
、
昭
和
十
三
年
十
月

に
予
定
さ
れ
て
い
た
打
切
退
職

慰
労
金

一
三
〇
〇
万
円

の
支
給

を
端
数
分

の
支
払

い
に
と
ど
め
、

大
半
を
繰
り
延

べ
る
事
態

に
至

っ
た
∩
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と

株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
」
の

二
五
九

第30表  住友本社・連系会相

会 社 名

昭和 12年 13年

起業支出 固
定財産収支

有価証券
収  支

事業収支
起業支出 固
定財産収支

有価証券
収  支

事業収支

住友本社

連系会社

銭業

金属 I:業

電気工業

化学工業

アルミニウム製錬

機械工業

四国中央電力

満洲金属工業

倉庫

ビルデ イング

大阪北港

小計

△4,996

△3,627

△13,488

△2,750

△3,736

△779

△1,673

△5,371

△182

20

△752

1,8H

△30,528

△H,083

△1,533

△4,679

△8,123

△1,016

△208

△15.560

△20,738

△1,904

△21,928

△22,207

△3,009

△223

△4,553

△4,757

△458

△79

△362

2,187

△57,297

△6,609

△7,343

△36,250

△4,557

△H,591

△1,033

△1,766

△2,557

△5,060

△99

△60

1,502

△68,818

△18,481

△2,436

△14,713

△2,687

Δl,680

△1,570

△135

△23.223

△44,668

1,775

△15,452

△5,306

△9,986

△805

△1,867

△2,222

△8,722

1,665

358

1,755

△38.808

計 △35.525 △26.644 △78.035 △75,428 △41,704 Δ83,476
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）

三
六
〇

「五
日
　
退
職
慰
労
金
の
清
算
」
参
昭
じ
。
又
化
学
専
務
大
屋
敦
は
十
三
年
九
月
二
十
七
日
の
日
記
に

「信
託
今
井
専
務
卜
化
学
社
債
発
行
ノ
件

ヲ
相
談
ス
。
発
行
総
額

一
千
五
百
万
円
来
年
勿
々
起
債
。

」

と
記
し
、
十
二
月

一
日
の
住
友
化
学
臨
時
総
会
で
社
債
二
〇
〇
〇
万
円
発
行
が

決
議
さ
れ
、
十
四
年
に
こ
の
う
ち

一
〇
〇
〇
万
円
が
発
行
さ
れ
て
連
系
会
社
の
起
債

の
最
初
と
な

っ
た
。

設
備
投
資

の
金
繰
り
（第
３‐
表
）
は
主
と
し
て
連
系
会
社

へ
の

増
資
払
込
（第
３２
表
）
に
依
存
し
て
い
た
が
、
昭
和
十
三
年
末
に

決
定
さ
れ
た
昭
和
十
四
年
度
の
会
計
見
積
書
で
は
設
備
投
資
見

積
も
り
が
さ
ら
に
十
三
年
度
の
三
倍
以
上
の
一
億
六
二
三

一
万

円
（実
績
は
一
億

．
一
四
八
万
円
で
あ
っ
た
）
に
達
し
、
本
社
同
様

連
系
会
社
も
ま
た
銀
行

・
信
託
か
ら
の
借
り
入
れ
を
大
幅
に
増

加
さ
せ
る
必
要
が
生
じ
た
（第
３３
表
）。
こ
れ
に
対
し
本
社
会
計

課
は
昭
和
十
四
年
二
月
二
十
二
日
本
社
と
銀
行

・
信
託
間
に
お

い
て
毎
月
金
融
打
合
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
資
料
と

し
て
本
社
の
各
店
部
同
様
連
系
会
社
に
対
し
て
も

「月
別
収
支

金
表
」
の
提
出
を
求
め
て
、
次

の
よ
う
な
起
案
（主
雑
第
四
号
）

を
提
出
し
た
。

連
系
会
社
ヨ
リ
月
別
収
支
金
表
ヲ
徴
ス
ル
ノ
件

今
回
我
ガ
住
友
諸
事
業

二
於
ケ
ル
所
要
資
金
ノ
円
滑
ナ
ル

調
達
ヲ
期
ス
ル
ロ
的
ヲ
以
テ
、
本
社
並
銀
行
信
託
間
二
於

(単位 :万 円 、万円未満 lLj捨 ′i人 )

14年末 15年末

銀行 信 託 他社 計 銀 行 イ言言毛 他 || 言十

3

3 710

720

440

700

700

400

105

80

910

122

1777

3,530

700

130

1,275

30

2.135

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

８〇

　

一
　

一
　

４

８４

8,030

1,420

3,440

700

830

400

105

1,355

1,890

152

4

10,296

8,210

2,520

3,900

2,099

630

1,392

100

1,275

92

12,008

4,910

1,748

270

740

30

2,788

1,740

1,000

386

1,386

14,860

4,268

4,900

2,099

900

1,392

840

1,661

122

16.181

10,887 5,665 1,774 18.326 20,218 7,698 3,126 31,041



第32表 連系会社増資払込内訳表
(1位 :TIり 、 Tl未 満切 り捨 て )

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

株 Π召オロ1211 13年 14年 15年

払込額

うち住友本社

住友家・三分家

連系会社相互

金融部門

うち銀行

イ言言[

生命保険

海 11火災

その他外部

49,750

11,485

3,474

4,118

2,072

756

897

418

28 598

37,000

9,463

4,158

4,766

2,980

1,411

1,122

446

15 631

62,500

18,429

6,486

5,400

4,837

2,650

1,492

695

27,346

55,000

13,480

5,768

12,437

3,666

1,587

1,234

684

160

21,726

(連系会社からの受収配当金)

住友本社

住友家・三分家

6,019

705

5,421

935

6,506

1,154

8,259

1.357

言七:金 融‖
`門

にr,ヽ てヽは|キ株力、ら4/、込額を:式

'Iし

た。

第33表 借入残高明細表

会 社 名
日召禾‖12■1,k 13年 末

銀行 他11 計 銀行 信 託 他 社 計

住友本社

連系会社

鍍業

金属工業

電気工業

化学工業

アルミニウム製錬

機械工業

四回中央電力

満洲金属工業

倉庫

ビルデイング

大阪北港

小計

1,490

1,240

110

123

147

140

222

1,982

950

110

一　

９９

　

一
　

６０

６〇

　

一
　

２９

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一　

１９

‐９

2,440

1,240

220

123

147

399

200

282

19

2,630

3,800

1,040

500

422

204

85

180

10

122

2,563

2,240

300

634

20

60

1,014

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

１ 〇

　

一
　

一
　

１ ２

２ ２

6,410

1,040

500

722

204

85

634

390

30

182

12

3,799

合   ξl 3,472 10,209

一二
上（
一

註 :1+人 先「他 |[」 は

1 住 友本社 :日 本∫r金振 興,    3 1綺 洲令械 :満 洲興業銀行 .

2 金 lJ I:業 :市:可
燃本1興 業,   4 人阪北港 :大 阪 市低利年 rl倍 入金
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テ
、
毎
月

一
回
定
期

二
金
融
打
合
会
ヲ
開
催
セ
ラ
ル
ヽ
事
卜
相
成
候
処
、
右
打
合
会

二
於
ケ
ル
協
議
ノ
資
ト
シ
テ
ハ
期
別
収
支
予
想
表

（四
半
期
毎

二
向

フ
半
年
ノ
所
要
資
金
額
ヲ
予
想
ス
）
ア
ル
モ
、
ヨ
リ
短
期
且
適
確
ノ
資
料
ヲ
得
ル
必
要
ア
ル
ニ
依
り
、
今
後
連
系
会
社

ヨ
リ
モ
月
別
収
支
金
表
ヲ
徴
ス
ル
コ
ト

ヽ
致
シ
度
、
此
段
仰
裁
候
也
。

追
而
本
件
御
決
裁
ノ
上

ハ
、
以
左
案
右
提
出
方
通
牒
相
成
可
然
手
。

通
牒
案

会

第

総
務
部
長

連
系
会
社
（除
銀
行
、
信
託
、
保
険
）
主
管
者
宛
（至
急
、
親
展
）

月
別
収
支
金
表

二
関
ス
ル
件

長
期
戦
並
建
設
ノ
国
策

二
協
カ
ノ
為
、
我
住
友
諸
事
業
ノ
遂
行
ス
ベ
キ
生
産
設
備
ノ
拡
充
並
国
策
会
社

ヘ
ノ
出
資
等

ハ
、
最
近
愈
々
大

規
模
卜
相
成
、
自
然
所
要
資
金

ハ
将
来
益
々
巨
額

二
達
ス
ル
見
込

ニ
シ
テ
、
之
ガ
調
達
問
題
亦
重
要
性
ヲ
加
重
セ
ラ
ル
ヽ
事
卜
相
成
候

二
付
テ
ハ
、
今
後
我
ガ
事
業
ノ
両
翼
ヲ
為
ス
産
業
及
金
融
両
部
門

二
亘
り
、
之
ガ
需
給

二
関
シ

一
層
緊
密
ナ
ル
互
助
連
環
ヲ
保
チ
、
以

テ
事
業
ノ
円
滑
ナ
ル
遂
行
発
展
ヲ
期
シ
度
卜
存
候
間
、
今
般
右
趣
旨
ヲ
以
テ
、
本
社
並
銀
行
、
信
託
間

二
於
テ
金
融
打
合
会

ヲ
定
期
開

催
ノ
コ
ト

ヽ
相
成
候
。
就
而
之
ガ
参
考
ノ
資
ト
シ
テ
、
今
後
月
別
収
支
金
表
ヲ
左
記

二
依
り
御
調
製
御
提
出
ノ
コ
ト
ニ
御
取
計
相
煩
度

候
。

尚
住
友
諸
会
社

二
於
ケ
ル
起
債
及
他
行
取
引
開
始
等
ノ
問
題

二
付
テ
ハ
、
今
後
金
融
打
合
会

二
於
テ
事
前
協
議
ノ
コ
ト

ヽ
致
度

二
付
、

斯
ル
議
有
之
候
節

ハ
予
メ
之
ヲ
本
社
総
務
部
迄
御
申
出
相
成
度
候
也
。



己

一
、
本
表

ハ
、
社
則
会
計
規
程
並
会
計
規
程
施
行
細
則
所
定
ノ
月
別
収
支
金
表

二
関
ス
ル
諸
規
定

二
準
嫁
シ
、
作
成
提
出
相
成
度
キ
コ

ト
。
右

ハ
本
年
四
月
分
ヨ
リ
実
施
ノ
コ
ト
ｃ

二
、
発
送
期
日
ハ
特

二
励
行
相
成
度
キ
コ
ト
。

三
、
本
表

ハ
本
社
会
計
課
長
宛
親
展
書
ト
シ
テ
御
提
出
相
成
度
キ
コ
ト
。

四
、
本
表

ニ
ハ
収
支
超
過
金
額

二
対
ス
ル
金
繰
予
想
ヲ
記
載
セ
ラ
レ
度
キ
コ
ト
。

五
、
金
繰
予
想

ハ
、
銀
行
、
信
託
又
ハ
本
社
各
別

二
借
入
金
額
及
担
保
有
無
、
借
入
金
返
済
額
、
預
金
額
、
預
金
引
出
額
等
記
載
相
成

度
。
特

二
借
入
金
中
半
年
以
上
ノ
長
期

二
亘
り
、
且
五
十
万
円
以
上

二
上
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
、
其
ノ
事
由
並
返
済
見
込
年
月
等
詳

記
相
成
度
キ
コ
ト
。
（後
略
）

し
か
る
に
こ
の
起
案
は
総
務
部
か
ら
経
理
部
に
廻
さ
れ
た
際
経
理
部
長
小
畑
忠
良
の
と
こ
ろ
で
ス
ト
ッ
プ
し
、
結
局
廃
案
と
な

っ
た
。
そ

の
理
由
は
欄
外
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
異
面
に
は
本
社
が

一
方
的
に
資
料
提
出
を
要
求
し
て
も
、
連
系
会
社

の
資
金

の
面

倒
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
こ
と
へ
の
反
発
が
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

経
理
部
長
御
意
見

二
依
り
、
本
案
発
送
見
合
セ
、
口
頭
依
頼
ノ
方
法

ニ
ヨ
リ
、
実
質
上
ノ
ロ
的
ヲ
達
ス
ル
コ
ト
ニ
決
定
セ
リ
。

こ
の
結
果
二
月
二
十
七
日
代
案
と
し
て
期
別
収
支
予
想
表
に
取
り
敢
え
ず
金
繰
り
予
想
を
記
載
す
る
よ
う
に
求
め
た
次

の
起
案
（主
雑
第
五

日Ｃ
が
提
出
さ
れ
、
即
日
決
裁
発
信
さ
れ
た
。

期
別
収
支
予
想
表
中
金
繰
予
想
記
載
方
依
頼
ノ
件

案
（至
急
）

会
第
二
四
号
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二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

年
　
　
月
　
　
日

三
六

四
総
務
部
長

連
系
会
社
（除
銀
行
、
信
託
、
生
命
保
険
）
主
管
者
宛

掲
題

時
局
ノ
進
展

二
伴
ヒ
、
本
社
並
連
系
会
社
ノ
金
繰
ヲ
綜
合
予
想
ノ
必
要
有
之
候

二
就
テ
ハ
、
御
多
忙
中
乍
御
手
数
、
本
年
第
二
期
分
期

別
収
支
予
想
表
（発
送
期
日
来
三
月
十
五
日
）
ヨ
リ
、
収
支
超
過
金
額

二
対
ス
ル
金
繰
予
想
ヲ
、
左
記

二
依
り
附
記
御
提
出
相
煩
度
、
此

段
御
依
頼
迄
得
貴
意
候
也
。

追
而
右
表

ハ
当
方
事
務
処
理
ノ
都
合
モ
有
之
、
御
提
出
遅
延
等
ノ
コ
ト
無
之
様
、
特

二
御
配
慮

二
預
り
度
、
併
而
御
依
頼
中
上
候
．

記

一
、
銀
行
、
信
託
又

ハ
本
社
各
別

二
、
借
入
金
額
及
担
保
有
無
、
借
入
金
返
済
額
、
預
金
額
、
預
金
引
出
額
等
区
分
記
載
相
成
度
キ
コ

ニ
、
借
入
金
中
半
年
以
上
ノ
長
期

二
亘
り
且
五
十
万
円
以
上

二
上
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
、
其
ノ
事
由
並
返
済
見
込
年
月
等
詳
記
相
成
度
キ

コ

・卜
。

以
上

し
か
し
昭
和
十
四
年
下
期
に
入
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
は
い
え
、
連
系
会
社

の
設
備
投
資
は
大
幅
に
進
捗
し
、
こ
の
た
め
八
月
末

に
は
銀
行

・
信
託
か
ら
の
借
り
入
れ
は
、
十
三
年
末
の
三
五
七
七
万
円
の
三
倍
以
上
の
七
五
二
八
万
円
に
達
し
た
。
こ
の
結
果
既
に

「
一
日

経
済
統
制
の
進
展
と
住
友
本
社
の
対
応
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
化
学
専
務
大
屋
敦
の
日
記
に
よ
る
と
、
九
月
末
か
ら
十

一
月
末
に
か
け
て

「本
社
資
金
問
題
重
大
化
セ
ル
如
シ
」
と
い
う
指
摘
か
ら
始
ま
っ
て
、
本
社
の
直
轄
鉱
山
を
住
友
鍍
業
に
現
物
出
資
し
、
し
か
る
後
住
友
鍍



業
を
住
友
化
学
と
と
も
に
住
友
金
属
に
合
併
し
て
、
住
友
産
業
株
式
会
社
と
す
る
構
想
が
検
討
さ
れ
た
。
こ
の
検
討
案

の
記
録
は
残
存
し
な

い
の
で
推
測
す
る
他
は
な
い
が
、
十
四
年
下
期
に
は
か
つ
て
改
組
の
際
本
社
の
ド
ル
箱
と
し
て
手
放
せ
な
か
っ
た
鴻
之
舞
鉱
山
も
赤
字
に
転

落
し
た
た
め
、
本
社
と
し
て
最
早
鉱
山
部
門
に
固
執
す
る
必
要
は
な
く
な

っ
た
が
、
既
に
情
勢
は
変
化
し
て
い
て
、
単
純
に
住
友
鍍
業
に
合

併
さ
せ
て
そ
の
株
式
を
公
開
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
く
な

つ
て
い
た
。
そ
こ
で
業
績
好
調
の
住
友
金
属
に
鍍
業
、
化
学
を
合
併
さ
せ
、
丁
度

鮎
川
義
介

の
日
本
産
業
株
式
会
社
の
如
き
住
友
産
業
株
式
会
社
と
す
れ
ば
、
既
に
公
開
し
て
い
る
住
友
化
学
の
株
式
は
さ
て
お
き
、
住
友
鍍

業
の
株
式
を
公
開
す
る
の
と
同
等

の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
と
考
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
昭
和
十
四
年
上
期
末
の
北
日
本
鉱
業
所
の
固
定
財
産
勘
定
二
人
〇
四
万
円
、
朝
鮮
鉱
業
所
の
固
定
財
産
勘
定
五

一
六
万
円
合
計
約

二
三
〇
〇
万
円
を
住
友
鍍
業
に
現
物
出
資
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
資
本
金
二
七
〇
〇
万
円
と
合
わ
せ
る
と
鍍
業

の
新
資
本
金
は
六
〇
〇
〇
万

円
と
な
る
。
こ
れ
を
住
友
金
属
に
合
併
さ
せ
て
そ
の
株
式
の
五
〇
％
六
０
万
株
を
仮
に

一
株

一
〇
〇
円
で
放
出
す
る
と
（昭
和
十
四
年
の
住
友

金
属
株
２
局
値

一
丁
一円
、
安
値
八
二
円
で
あ
っ
た
）、　
六
〇
〇
〇
万
円
の
外
部
資
金
を
得
ら
れ
る
計
算

に
な
る
ｃ　
し
か
し
こ
う
し
た
昭
和
十
二

年
二
月
の
改
組
時
或

い
は
六
月
の
住
友
鍍
業
発
足
時
に
果
た
せ
な
か
っ
た
直
轄
鉱
山
の
分
離
、
住
友
鎖
業

の
株
式
公
開
を
住
友
金
属
を
利
用

し
て
実
現
し
よ
う
と
し
た
目
論
見
は
、
十

一
月
末
軍
部
の
反
対
に
よ
つ
て
挫
折
し
、
結
局
銀
行

・
信
託
か
ら
の
借
り
増
し
に
依
存
せ
ぎ
る
を

得
な
く
な
り
、
特
に
十
四
年
末
の
銀
行
か
ら
の
借
入
金
残
高
は

一
億
円
を
超
え
る
に
至

っ
た
。

十
四
年
末
に
決
定
さ
れ
た
十
五
年
度

の

「会
計
見
積
書
」
に
よ
る
と
、
事
業
収
支

の
支
出
超
過
見
通
し
は

一
億
七
五
六
０
万
円
（実
績
は
一

億
八
〇
三
八
万
円
で
あ
っ
た
）
に
達
し
、
設
備
投
資
は
二
億
二
〇
〇
〇
万
円
（実
績
は
一
億
四
一
二
四
万
円
で
あ
っ
た
）
と
見
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
の

一
億
八
〇
〇
〇
万
円
の
金
繰
り
は
増
資
払
込
五
五
〇
〇
万
円
と
社
債
発
行
二
〇
〇
〇
万
円
（化
学
の
残
り
一
〇
〇
〇
万
円
と
新
た
に
四
同
中
央
電

力
が
一
〇
〇
〇
万
円
発
行
し
た
）
だ
け
で
は
大
幅
に
不
足
し
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
銀
行

・
信
託
か
ら
の
借
り
入
れ
に
依
存
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

上
半
期
の
借
り
入
れ
は
六
月
末

一
億
九
〇

一
三
万
円
と
十
四
年
末
の
一
億
六
五
五
二
万
円
に
比
し
比
較
的
低
い
伸
び
に
と
ど
ま
つ
て
い
た
が
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下
半
期
に
入
る
と
七
月
末
に
二
億
四
四
七
万
円
と
二
億
円
を
超
え
て
以
降
、
八
月
末
二
億
三
〇
三
二
万
円
、
九
月
末
二
億
四
四
六
五
万
円
と

急
伸
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、
十
月
二
日
本
社
総
務
部
長
は
日
本
電
氣
主
管
者
に
対
し
次
の
よ
う
な
書
簡
を
送
り
、
本
社
と
し
て
日
本
電

氣
も
又
連
系
会
社
並
み
に
そ
の
所
要
資
金
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
伝
え
た
。
結
局
日
本
電
気

の
昭
和
十
五
年

の
事
業
収
支
は
八
〇

一

万
円
の
支
出
超
過
で
、
同
年
末
の
借
入
金
残
高
は
三
二
九
六
万
円
に
達
し
た
。

会
主
第
四
三
号

昭
和
十
五
年
十
月
二
日

住
友
本
社
総
務
部
長
　
　
　
松
井
　
孝
長

日
本
電
気
株
式
会
社

専
務
取
締
役
　
　
　
梶
井
　
剛
　
殿

期
別
収
支
予
想
表
並
毎
月
末
金
繰
残
速
報
提
出
方
依
頼
ノ
件

近
時
我
ガ
時
局
関
係
各
種
産
業
ノ
急
速
ナ
ル
拡
充
発
展

二
伴
ヒ
、
本
社
並
各
社

二
於
ケ
ル
所
要
資
金
亦
累
月
急
増
ノ
趨
勢

二
有
之
候
処
、

最
近

一
般
金
融
情
勢
ノ
急
変

二
鑑
ミ
、
此
等
事
業
ノ
資
金
計
董

二
付
、
定
期
且
綜
合
的

二
見
透

ヲ
樹
テ
、
之
ガ
調
達

二
遺
憾
無
キ
ヲ
期

ス
ル
ノ
要
愈
緊
切
卜
相
成
候

二
就
テ
ハ
、
御
多
忙
中
乍
御
手
数
右
所
要
資
料
ト
シ
テ
、
今
後
左
記
書
類
ヲ
御
提
出
相
煩
度
、
此
段
御
依

頼
迄
得
貴
意
候
也
。

一記

一
、
期
別
収
支
予
想
表

（
一
）

別
紙
昭
和
十
二
年
五
月
十
三
日
付
（註
、
上
記
会
第

一
七
号
）及
昭
和
十
四
年
二
月
二
十
七
日
付
（註
、
上
記
会
第
一一一四
け
）連
系
会
社



宛
各
通
牒

二
準
ジ
御
提
出
ノ
コ
ト
。
但
シ
本
年
第
四
回
分
（提
出
期
日
九
月
十
五
日
分

二
相
当
ス
ル
モ
ノ
）
ョ
リ
実
施
ノ
コ
ト
。

（二
）

右
用
紙

ハ
別
途
御
送
付
ス
ベ
キ
コ
ト
。

二
、
毎
月
末
金
繰
残
速
報

（
一
）

記
載
事
項

ハ
左

二
準
ズ
ル
コ
ト
。

手
持
資
金
残
高
（特
定
資
産
勘
定
分
除
外
）

住
友
銀
行
預
ケ
金

他
銀
行
預
ケ
金

振
替
貯
金

現
　
　
金

計

借
入
金
残
高

住
友
銀
行
借
入
金
（担
保
有
無
別

二
記
載
ノ
事
）

住
友
信
託
借
入
金
（　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
）

土
（　
　
他
借
入
金
（　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
）

社
　
　
　
　
　
債

計

（二
）

本
年
九
月
末
分
ヨ
リ
御
提
出
ノ
コ
ト
。

（三
）

翌
月
五
日
迄

二
当
方

二
到
着
ス
ル
様
御
発
送
ノ
コ
ト
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

三
六
七



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（１１
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
（
八

（四
）

本
社
会
計
課
長
宛
親
展
書
ト
シ
テ
御
送
付
ノ
コ
ト
。

（五
）

右
用
紙

ハ
当
方

二
於
テ
印
刷

二
付
シ
居
ラ
ザ
ル
コ
ト
。

以
上

続
い
て
十
月
十
二
日
付
朝
日
新
聞
は
東
阪
と
も
に

「住
友
の
資
金
計
書
」

と
題
し
て
、
「住
友
本
社
で
は
こ
の
ほ
ど
住
友
金
属
を
中
心
に

関
係
諸
事
業
会
社
が
両
三
年
間
に
必
要
と
す
る
資
金
は
大
体
二
億
円
な
い
し
二
億
五
千
万
円
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
を
金
属
の
払
込
徴

収
と
社
債
の
発
行
に
よ
つ
て
賄
は
ん
と
す
る
資
金
計
書
の
大
綱
を
決
定
し
た
」
と
報
じ
た
ｃ
こ
の
記
事
は
大
阪
朝
日
新
聞
記
者

の
観
測
記
事

に
す
ぎ
な
か
つ
た
が
、
世
人
に
住
友
の
金
融
難
と
い
う
印
象
を
植
え
付
け
る
結
果
と
な
り
、
大
蔵
省

の
関
心
を
呼
び
、
住
友
金
属
の
株
価
に

も
影
響
し
た
（資
料
１５
）ｏ
ま
た
第
二
次
大
戦
後
持
株
会
社
整
理
委
員
会
（調
査
部
第
二
課
）
が

『
日
本
財
閥
と
そ
の
解
体
』
を
編
集
し
た
際
、
本

記
事
を
こ
の
後
終
戦
ま
で
の
住
友
の
実
際
の
資
金
繰
り
と
検
証
し
た
結
果
、
概
ね
符
合
し
た
も
の
で
あ

っ
た
た
め
、
出
所
を
明
ら
か
に
し
な

い
ま
ま

「住
友
本
社
は

一
九
四
〇
年
＝
昭
和
十
五
年
十
月
十

一
日
（許
、
記
事
９
則
日
で
あ
る
）
、
そ
の
資
金
計
董
の
大
綱
を
決
定
し
た
」
と
速

断
し
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
の
形
で

「住
友
財
閥
の
資
金
計
董
発
表
」
と
題
し
て
転
載
し
た
が
た
め
に
、
こ
れ
が
読
者
に
対
し
恰
も
住
友
本

社
が
第
二
次
大
戦
後
に
持
株
会
社
整
理
委
員
会
に
提
出
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
、
以
後
こ
の
大
綱

な
る
も
の
が
独
り
歩
き
す
る
原
因
と
な

つ
た
。

こ
の
時
点
で
住
友
本
社
は
ま
だ
何
の
大
綱
も
決
定
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
上
述
の
通
り
当
時
資
金
調
達
問
題
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
お

り
、
総
務
部
会
計
課
で
種
々
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
ま
だ
成
案
と
な
ら
な
い
う
ち
に
記
事
に
な

っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
こ
の
記
事
に
触
発
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
十
月
十
六
日
本
社
総
務
部
長
は
、
満
洲
金
属
、
生
命
保
険
、
海
上
火
災
を
除
く
全
連

系
会
社
と
上
記
日
本
電
気
の
各
主
管
者
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
書
簡
を
送
り
、
十
月
二
十
二
日
金
融
協
議
会
開
催
の
た
め
に
各
社
の
担
当
部

課
長
の
出
席
を
求
め
た
。



会
主
第
四
四
号

昭
和
十
五
年
十
月
十
六
日

住
友
本
社
総
務
部
長
　
　
　
松
井
　
孝
長

金
融
協
議
会
開
催

二
関
ス
ル
件

近
時
我
ガ
産
業
部
門

二
於
ケ
ル
事
業
用
資
金
ノ
需
要

ハ
、
時
局
ノ
推
移

二
伴
ヒ
愈
著
増
ノ
趨
勢

二
有
之
候
処
、
御
承
知
ノ
通
最
近
金
融

界

ハ
深
刻
化
ノ
情
勢

二
付
、
此
際
我
ガ
産
業
及
金
融
両
部
門
ノ
当
局
者
会
合
ノ
上
、
今
後

二
於
ケ
ル
所
要
資
金
ノ
円
滑
ナ
ル
調
達
方

ニ

関
シ
協
議
ヲ
遂
ゲ
、
以
テ
事
業
遂
行
上
遺
憾
無
キ
ヲ
相
期
シ
度
。
就
而
左
記

二
依
り
金
融
協
議
会

ヲ
開
催
ノ
コ
ト
ト
致
度
候
間
、
当
日

貴
方
当
局
者
御
派
遣
相
成
度
、
此
段
御
案
内
迄
得
貴
意
候
也
。

追
而
乍
御
手
数
貴
方
出
席
者
氏
名
ヲ
、
来
二
十

一
日
迄

二
当
方
会
計
課
長

へ
御
通
知
被
成
下
度
申
添
候
。

記

、
日
　
時
　
　
　
来
十
月
二
十
二
日
（火
曜
日
Ｙ
一十
三
日
（水
曜
日
）午
前
九
時
半
ヨ
リ

、
場
　
所
　
　
　
本
社
会
議
室
（四
階
）

、
出
席
者
　
　
　
本
社
、
鍍
業
、
金
属
工
業
、
電
氣
工
業
、
機
械
工
業
、
化
学
工
業
、
ア
ル
ミ
ユ
ウ
ム
製
錬
、
四
國
中
央
電
力

倉
庫
、
北
港
、
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
、
銀
行
、
信
託
、
日
本
電
気

右
各
社

ノ
担
当
部
長

（又

ハ
副
長
）
及
課
長

以
上

会
議

は
銀
行
、
信
託

に
よ
る
金
融
状
況

の
説
明

と
連
系
各
社

と
の
質
疑
応
答
及
び
各
社

の
資
金
繰
り
状
況

の
説
明
が
行
わ
れ
た
（資
料
１５
）ｏ

な
お
席
上
本
社
総
務
部
長
松
井
孝
長
（八
月
経
理
部
長
小
畑
忠
良
の
退
職
に
伴
い
、
総
務
部
長
小
林
晴
十
郎
が
経
理
部
長
に
、
倉
庫
常
務
松
井
孝
長
が
総

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三
ハ
九



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
七
〇

務
部
長
と
な
っ
た
）
は
、
本
社
の
立
場
に
つ
き
次
の
よ
う
に
述
べ
、
根
本
方
針
に
つ
い
て
は
目
下
本
社
に
お
い
て
研
究
中
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

一
、
時
局
以
来
産
業
部
門
各
社
ノ
発
展

ハ
洵

ニ
ロ
覚
シ
カ
リ
シ
ガ
、
之
ヲ
資
金
ノ
面
ヨ
リ
見
ル
時
、
此
等
各
社

ハ
其
ノ
所
要
資
金
ノ
相

当
部
分
ヲ
増
資
又
ハ
払
込
徴
収

二
依
ル
株
主
資
本

二
求
メ
シ
ヲ
以
テ
、
本
社

ハ
各
社
ノ
大
株
主
ト
シ
テ
之
ヲ
負
担
供
給
シ
今
日
ニ

及
ビ
シ
ガ
、
其
ノ
額

ハ
此
処
数
年
毎
年
巨
額

二
達
シ
タ
リ
。　
一
方
本
社

ハ
其
ノ
性
質
上
ヨ
リ
シ
テ
モ
、
発
展
カ

ハ
連
系
会
社
ノ
急

激
ナ
ル
発
展

二
伴
ヒ
難
ク
、
数

二
巨
額
ノ
借
入
金

ヲ
擁
ス
ル
ニ
至
り
、
今
日
二
於
テ
ハ
最
早
之
以
上
ノ
借
入
金
増
加

ニ
ハ
考
慮

ヲ

要
ス
ル
状
態

二
在
り
。

十

一
月
四
日
化
学
専
務
大
屋
敦
は
日
記
に
次

の
よ
う
に
記
し
た
ｃ

午
後
本
社
人
事
重
役
会
開
カ
レ
、
総
理
事
、
専
務
理
事
、
岡
橋
、
春
日
、
大
屋
三
理
事
、
小
林
経
理
部
長
列
席
。
中
田
君
（註
、
会
計
課

長
中
田
直
二
郎
）
ヨ
リ
オ
ー
ル
住
友
ノ
資
金
関
係
説
明
ア
リ
。
外
部
負
債
総
計
三
億
円
ヲ
超
過
、
本
社
、
本
家
、
分
家
手
持
株

一
部
売
却

ノ
方
針
ヲ
決
定
ス
。

す
な
わ
ち
理
事
会
の
方
針
決
定
を
う
け
て
翌
十

一
月
五
日
作
成
さ
れ
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
そ
の
具
体
策
の
第

一
段
階
と
し
て
、
連
系
会
社

七
社
（満
洲
金
属
、
機
械
、
ア
ル
ミ
製
錬
、
四
國
中
央
電
力
、
倉
庫
、
ビ
ル
、
海
上
火
災
）
及
び
特
定
関
係
会
社
四
社
（大
日
本
鍍
業
、
静
狩
金
山
、
日
本

電
気
、
日
本
板
硝
子
）
そ
の
他

の
住
友
系
企
業
（帝
国
酸
素
）
の
株
式

の
う
ち

「本
社
及
本
分
家
持
株
率

一
〇
％
ヲ
超

ユ
ル
株
式

ヲ
譲
渡
ス
ル
案

（ビ
ル
デ
イ
ン
グ
株
ノ
ミ

一
八
％
八
ヲ
超

ユ
ル
分
と

が
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
譲
渡
先
と
し
て
は
、
当
該
会
社
と
関
係

の
深
い
連
系
会
社

一
〇

社
（鍍
業
、
金
属
、
電
工
、
化
学
、
機
械
、
北
港
、
銀
行
、
信
託
、
生
命
、
海
Ｌ
）又
は
特
定
関
係
会
社
三
社
（ｔ
肥
金
山
、
日
本
板
硝
子
）
に
譲
渡
す
る

案
と
銀
行
、
信
託
、
生
命
の
金
融
三
社
に
限
定
す
る
案

の
二
案
が
あ
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
譲
渡
に
よ
っ
て
、
本
社
は
二
五
五
〇
万
円
、

本
分
家
は

一
人
三
〇
万
円
合
計
四
三
八
〇
万
円
の
資
金
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
試
算
で
あ

っ
た
。
次

い
で
第
二
段
階
と
し
て
は
、



こ
の
他
に
本
社
及
び
本
分
家
が
保
有
す
る

「連
系
会
社
（註
、
銭
業
、
金
属
、
電
工
、
化
学
、
銀
行
、
生
命
、
北
港
計
七
社
）株
ノ
外
部

へ
譲
渡
ス

ル
案
（第
二
段
工
作
と

で
、
こ
れ
を

一
〇
％
保
有
、
二
〇
％
保
有
、
三
〇
％
保
有

の
三

つ
の
場
合

に
わ
け
、　
一
〇
％
保
有

に
落
と
す
場
合
に

は
譲
渡
金
額
は

一
億
六
〇
二
五
万
円
、
二
〇
％
保
有
で

一
億
七

一
三
万
円
、
三
〇
％
保
有
を
守
る
場
合
で
も
六
七
三
三
万
円
に
上
る
と
試
算

さ
れ
て
い
た
。

昭
和
十
六
年
以
降
の
本
社
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
は
次
章

「株
式
会
社
住
友
本
社
（中
ど

で
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
本
社
は
上
記
決

定

の
通
り
連
系
会
社
の
資
金
調
達
を
増
資

に
よ
っ
て
賄
お
う
と
す
れ
ば
、
本
社
自
身
そ
の
増
資
払
込
資
金
の
調
達
に
窮
し
、
保
有
す
る
連
系

会
社
株
式
を
処
分
せ
ぎ
る
を
得
な
い
状
況
と
な

っ
た
。
住
友
家

。
三
分
家
の
資
金
繰
り
に
つ
い
て
は
既
に

「住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式

会
社
住
友
本
社
の
設
立
」

（第
１８
表
）
に
お
い
て
、　
昭
和
二
十
年
末
ま
で
の
保
有
有
価
証
券

の
処
分
と
連
系
会
社
増
資
払
込
額
の
関
係
を
明
ら

か
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
五
年

に
は
こ
の
決
定
に
先
立
ち
既
に
住
友
家

・
三
分
家
合
計
連
系
会
社
株

一
三

一
一
万
円
が
売
却

（
こ
の
決
定
以
後
に
お
い
て
は
年
末
に
倉
庫
株
三
万
株
を
一
六
三
万
円
、
金
属
新
株
一
．万
株
を
一
一
五
万
円
で
い
ず
れ
も
銀
行
へ
譲
渡
さ
れ
て
い
る
）
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
結
果
本
社

・
本
分
家

の
連
系
会
社
持
株
比
率
は
本
社
発
足
時
の
五
二

・
八
％
（同
第
１９
表
）
か
ら
昭
和
十
五
年
末
に
は
四
二

・
〇

％
（第
３４
表
）
へ
一
〇

・
八
ポ
イ
ン
ト
も
低
下
す
る
に
至

っ
た
が
、

上
記
決
定
は
こ
う
し
た
動
き
に
拍
車
を
か
け
、　
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日

終
戦
時
に
は
二
九

・
一
％

へ
さ
ら
に
一
二

・
九
ポ
イ
ン
ト
も
落
ち
込
む
こ
と
と
な

っ
た
。
な
お
こ
れ
ら
の
株
式

の
譲
渡
先
は
（同
第
２０
表
）
、

一
部
の
例
外
を
除
き
銀
行
、
信
託
、
生
命

の
金
融
三
社
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
金
融
三
社
以
外
の
連
系
会
社
に
よ
る
株
式

の
持
ち
合

い
で
は
、
住
友
全
体

の
資
金
繰
り
の
改
善

に
何
等
寄
与
し
な
い
こ
と
が
、
明
ら
か
で
あ

つ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に

「
一　

統
轄
シ
ス
テ
ム
」
で
述
べ
た
関
係
会
社
を
も
包
含
し
た
連
系
会
社
に
対
す
る
統
制
力
を
如
何
に
維
持
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
か
は
、

次
章

「株
式
会
社
住
友
本
社
（中
ご

を
参
照
さ
れ
た
い
。

か
く
し
て
会
計
課
長
中
田
直
三
郎
が
理
事
会
で
報
告
し
た
よ
う
に
、
昭
和
十
五
年
末
の
借
入
金
総
額
は
三
億

一
〇
四

一
万
円
に
達
し
、
そ

第
二
部
　
株
式
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社
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友
本
社
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第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

株74,HO株、新株65,420株 言139,530株 で li記 と50530株 の差j生がある,こ れは本社の指示による安定

おイ,i託 のイ,i託財 子による持株は株 1名 簿 1別 jを 表4tさ れている。

アル ミニウム製錬 (金属50,000株 、 化学30,000株 )、 機械 1:業 (鍍 業133,000株 、 金属84,400株 、 化学

株、機械60,000株 )、 大阪北港 (/1Ntt H2,000株 、電 130,000株 )、 銀行 (北港50,000株 ),

三
七
二

の
う
ち
銀
行
は
二
億
二

一
七
万
円
と
、
本
社

・
連
系
会
社
向
け

貸
出
は
総
貸
出
の
一
〇
％
を
超
え
、
信
託
も
七
六
九
七
万
円
と

こ
ち
ら
は
総
貸
出
の
四
分
の
一
を
上
回

っ
た
。
特
に
銀
行
及
び

信
託
側
で
は
昭
和
十
五
年
度

に
お
け
る
日
本
電
気
に
対
す
る
融

資
が
著
し
く
増
加
し
た
た
め
、
同
年
末

に
は
同
社
を
連
系
会
社

の
枠
に
含
め
て
考
え
る
に
至
り
、
こ
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
顕
著

と
な
つ
た
。

銀
行
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
に
日
本
電
氣
を
含
め
る
と
総
預

金
に
対
し
て
も
九

・
八
％
と
こ
の
ま
ま
で
は
本
社
と
銀
行
の
取

極
で
あ
る
総
預
金

の
一
割
と
い
う
貸
出
限
度
を
翌
昭
和
十
六
年

に
は
突
破
す
る
こ
と
は
確
実
と
な

つ
た
（第
３５
表
）。
こ
の
た
め

昭
和
二
十

一
年
二
月
四
日
付
住
友
銀
行
外
事
部
長
平
野
健

一
が
、

制
限
会
社
（第
二
次
大
戦
後
財
閥
の
解
体
逃
れ
を
防
止
す
る
た
め
発
せ

ら
れ
た
制
限
会
社
令
の
指
定
を
受
け
た
会
社
、
住
友
で
は
本
社
の
他
に

連
系
会
社
、
特
定
関
係
会
社
計
二
四
社
が
指
定
さ
れ
た
）
間

の
契
約

若
し
く
は
協
定
に
つ
い
て
連
合
国
最
高
司
令
部
に
報
告
す
る
た

め
、　
本
社
に
提
出
し
た
資
料
（資
料
１６
）
に
よ
れ
ば
、　
昭
和
十
六

年
初
頭
総
預
金

の
一
割
と
い
う
こ
の
貸
出
限
度
は
、
総
預
金
か

株 表 (昭和15年末)

系 社
車

一
住友系合言|

f言  言[ 生  命 海  上 そ の他 計 持株率 株  数 持株率

1朱

89,000

4,250

10,358

10,500

12,000

株

46,300

12,500

11,380

10,500

12,000

10,000

1朱

10,000

5,000

1,800

6,000

2,000

2,000

林

120,000

6,000

80,000

238,500

150,000

384,000

142,000

50,000

株

495,300

21,750

31,338

80,000

272,100

192,000

384,000

30,000

65,000

142,000

62,000

150,175

1

%

124

22
39

40 0

68 0

48 0

64 0

100
50 0

20 3

89
37 5

06

林

534,212

1,995,800

379,058

294,348

150,000

380,000

299,200

600,000

300,000

130,000

586,040

373,911

168,045

15,000

83,740

%
98 9

49 9

37 9

86 8

75 0

95 0

74 8

100 0

100 0

100 0

83 7

53 4

42 0

100 0

41 9

126,108 102,680 26,800 1,170,500 1,926,913 186 6,289,354



第34表 連 系 会 社 持

銘   柄 総 株 数
住友家・三分家 住友本ネJ

株   数 株 数 株 数 持株率 銀  行

鐘業

金属工業

電気工業

化学工業

アルミニウム製錬

機械 I:業

四回中央電力

,両洲金属J:業

倉庫

ビルデイング

大阪北港

銀行

信託

生命保険

海上火災保険

540,000

4,000,000

1,000,000

800,000

200,000

400,000

400,000

600,000

300,000

130,000

700,000

700,000

400,000

15,000

200,000

ll

399,000

330,500

73,332

81,000

20,900

28,300

29,600

65,070

195,000

19,600

278,500

127,700

11,200

10,500

12、 300

1末

135,212

1,170,000

283,976

182,010

49,100

79,600

77.600

150,930

75,000

45,400

165,540

184,211

6,670

4,500

70,190

下朱
534,212

1,500,500

357,308

263,010

70,000

107,900

107,200

216,000

270,000

65,000

444,040

3H,9H
17,870

15,000

82.490

%
98 9

37 5

35 7

32 9

35 0

27 0

26 8

36 0

90 0

50 0

63 4

44 6

45
100 0

41 2

林

230,000

1,800

12,600

12,000

30,000

65,000

148,175

1,250

計 10,385.000 1,682,502 2.679,939 4,362.441 500,825

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

註 :f卜 友金属工業の‖fi和 15年 3ナ j末 の株 ll名 簿によると(「住友合ri会 |[(卜 )J第 42表 )、 イL友イri託 の持株は ||

株 ilと しての持株の他に イ̀
ilitの

営業用FilTと して71L分 ■1能 な株式を保イjし ているためとみ られる。な

;⊥ 系会社のその他内J([銘 柄(株 L 株数)の 川自]:金 属 11業 (電工120,000株 )、 イヒニ |:業 (銀 来6.000株 )

21,100株 )、 世Ц川中央電力 (錨 業70,000株  電 1110,000株 、化学70,000株 )、 満洲金属 11業 (金属324,000

ら
本
社

・
連
系
会
社

の
預
金
を
差
し
引
い
た
金
額
の
一
割
を
純

貸
出
（本
社

・
連
系
会
社
に
対
す
る
貸
出
額
か
ら
本
社

・
連
系
会
社
の

預
金
を
差
し
引
い
た
金
額
）
限
度
と
す
る
こ
と
に
改
め
ら
れ
た
の

こ
の
貸
出
比
率
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
五
年
末
に
は
日
本
電
気
を

含
め
て
も
六

・
六
％
と

一
割
に
は
な
お
余
裕
が
生
ず
る
こ
と
と

な

っ
た
。
し
か
し
本
資
料
註
に
よ
れ
ば
、
こ
の
限
度
額
も
昭
和

十
九
年

一
月
の
軍
需
融
資
指
定
金
融
機
関
制
度
の
発
足
に
よ
つ

て
超
過
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
次
章

「株
式
会
社
住
友
本
社
（中
ご
　
に
お
い
て
改
め
て
検
討
す
る
こ

と
と
し
た
い
。

一
方
信
託
と
本
社
と
の
間
に
は
銀
行
と
交
わ
さ
れ
て
い
た
よ

う
な
本
社

・
連
系
会
社
向
け
貸
出
限
度
と
い
う
も
の
は
な
か
っ

た
が
、
上
記
金
融
協
議
会
に
お
け
る
福
山
善
治
郎
信
託
常
務
の

発
言
に
よ
れ
ば
、
関
係
会
社
も
含
め
て
信
託
独
自
に
金
銭
信
託

の

一
割
を
限
度
と
し
て
設
定
し
て
い
た
と
い
う
（資
料
１５
）ｃ
し

か
し
こ
の
限
度
は
既
に
昭
和
十
四
年
度
末
に
超
過
し
て
し
ま
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
信
託
と
し
て
は
改
め
て
昭
和
十
五
年
末
に
は

指
定
金
銭
信
託
の
二
０
％
を
貸
付
極
度
額
と
定
め
た
が
、
日
本

三
七
三



昭和12年 末 13年 末 14年 末 15年末 備考

住友銀行

1 本ネt側資料による

本社・連系会社向け貸出A
本社・連系会社の預金 B
総貸出        C
A/C× 100

総預金        D
A//D× 100

純貸出       A― B
D― B
A― B/D― B× 100

3,472

1,834

80,604

44
115,222

31
1,638

113,388

14

6,363

2,354

95,747

66
145,852

44
4,009

143,499

28

10,887

4,328

131,407

83
195,566

56
6,559

191,238

34

20,218

5,839

170,943

■ 8

244,515

83
14,378

239,676

60

①

　

①

2  銀行側資本キヤこよる

本社・連系会社向け貸出A
本社・連系会社の預金 B
総貸出        C
A/C× 100

総預金        D
A/D× 100

純貸出       A― B
D― B
A― B/D― B× 100

6,439

2,312

80,702

80
130,234

49
4,127

127,923

32

11,361

5,182

107,557

10 6

169,679

67
6,180

164,497

38

22,089

7,760

153,897

14 4

224,586

98
14,328

216,826

66

②

②

③

　

③

住友信託

1 本社側資料による

本社・連系会社向け貸出A
総貸付        B
A//B× 100

金銭信託       C
A/C× 100

1,579

18,109

87
34,426

45

3,254

21,116

15 4

38,417

85

5,665

25,575

22 2

43,144

13 1

7,698

29,024

27 6

46,808

164

④

　

④

2 信託側資料による

本社・連系会社向け貸出A
総貸付        B
A/B× 100

指定金銭信託     C
A/C× 100

貸付極度額C× 20%

9,178

29,323

31 3

46,777

19 6

9,355

⑤

⑥

　

⑥

第35表 住友銀行・住友信託の本社・連系会社向け貸出比率の推移
(単位 :万円、万円 未満四捨 ′i人 )
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（Ｉ
）

三
七
四註 :●商 :課実際報ril常 による年末残高

②15年 末は日本電気を含む

③ナl平均(12月 )残 高

01商 I:課実際報P,1年 による年11末 (11り l末 )残高

0日 本電気を含む
(31:末 ,支 II



電
気
を
含
め
る
と
既
に
一
九

・
六
％
に
達
し
て
お
り
、
今
後
信
託
か
ら
の
新
規
融
資
は
殆
ど
期
待
で
き
な
い
状
況
と
な

つ
た
（第
３５
表
）。

（資
料
１５
）

昭
和
十
五
年
十
月
二
十
二
日
開
催
金
融
協
議
会
記
録
（本
社
総
務
部
会
計
課
主
計
係
作
成
）

（松
井
孝
長
本
社
総
務
部
長
）御
承
知
ノ
通
最
近
我
ガ
経
済
界

二
於
テ
ハ
、
国
際
情
勢
ノ
急
変
転
並
事
変
ノ
長
期
化

二
依
ル
諸
般
ノ
影
響
益
顕

著
ト
ナ
リ
、
殊

二
一
般
金
融
情
勢

ハ
一
段
卜
深
刻
化
ヲ
加
フ
ル
ニ
至
リ
シ
ヲ
以
テ
、
本
社
ト
シ
テ
モ

一
度
産
業
部
門
当
局
者
各
位
ノ
御
集
リ

ヲ
乞
ヒ
、
金
融
問
題

二
関
シ
種
々
御
協
議
申
上
ゲ
度
卜
考

へ
居
リ
シ
矢
先

二
、
銀
行
側
ヨ
リ
モ
同
様
ノ
御
希
望
ア
リ
シ
ヲ
以
テ
、
姦

二
各
位

ノ
御
参
集
ヲ
乞
フ
ニ
至
リ
タ
ル
次
第
ナ
リ
。

然
ル
処
当
地

ハ
勿
論
遠
ク
四
回
、
東
京
ヨ
リ
モ
御
参
会

ヲ
得
、
洵

二
感
謝

二
堪

エ
ズ
。
尚
倉
庫
、
大
阪
北
港
、
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
各
社

ハ
ロ
下

本
問
題

二
直
接
関
心
ヲ
有
セ
ラ
レ
ザ
ル
所
乎
ト
モ
存
ゼ
ラ
ル

ヽ
モ
、
此
ノ
機
会

二
一
般
金
融
情
勢

ヲ
認
識
セ
ラ
ル

ヽ
モ
徒
爾
ナ
ラ
ズ
ト
信
ジ
、

御
招
キ
致
シ
タ
ル
次
第
ナ
リ
。

申
ス
迄
モ
無
ク
、
我
ガ
産
業
部
門

ハ
其
ノ
殆
ド
全
部
ガ
所
謂
時
局
産
業

ニ
シ
テ
、
而
モ
重
点
主
義

二
依
り
最
モ
優
位

ヲ
占
ム
ル
立
場

二
在
ル

関
係
上
、
事
変
以
来
何
レ
モ
甚
ダ
大
規
模

二
生
産
カ
ノ
拡
充
ヲ
遂
行
セ
ラ
レ
ツ
ヽ
ア
ル
上
、
更

二
傘
下
ニ
ハ
幾
多
ノ
子
会
社
ヲ
持
タ
レ
、
此

等
ノ
拡
充
ヲ
モ
助
カ
ス
ル
立
場

二
在
ル
為
、
所
要
資
金

ハ
近
時
愈
著
増
ノ
趨
勢

二
在
り
、
之
ヲ
全
住
友
ノ
立
場

二
於
テ
綜
合
ス
ル
ト
キ
、
全

所
要
資
金

ハ
実

二
驚
ク
ベ
キ
巨
額

二
達
ス
ル
ナ
リ
。

他
方
金
融
界
ノ
情
勢

二
付
テ
ハ
後
刻
銀
行
ノ
野
田
常
務
ヨ
リ
詳
細
御
話
シ
ア
ル
筈
ナ
ル
ガ
、
時
局
ノ
重
圧

二
依
り
巨
額
ノ
貸
付
金
固
定
セ
ル

一
方
預
金
ノ
増
勢
頓

二
鈍
化
シ
来
り
、
遂

二
現
在
ノ
如
キ
窮
屈
ノ
状
態

二
立
至
レ
リ
。
之
ガ
為
政
府

二
於
テ
モ
種
々
対
策
ヲ
考
究
セ
ラ
レ
、

幾
分
緩
和
ノ
模
様
無
キ
ニ
シ
モ
ア
ラ
ザ
レ
共
、
根
本
的
打
開
ハ
相
当
困
難
卜
思

ハ
ル

ヽ
節
モ
ア
リ
、
自
然
我
ガ
金
融
部
門

二
於
テ
モ
我
ガ
産

業
部
門
ノ
莫
大
ナ
ル
資
金
ノ
需
要

二
対
シ
テ
ハ
、
最
早
従
来
ノ
如
キ
仕
組

ニ
テ
ハ
賄
ヒ
切
レ
ズ
ト
云
フ
ガ
如
キ
場
合
モ
生
ズ
ル
ニ
非
ズ
ヤ
ト
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懸
念
セ
ラ
ル
。

固
ヨ
リ
所
謂
時
局
産
業

ハ
其
ノ
何
レ
モ
ガ
我
ガ
国
カ
ノ
根
源
ヲ
為
ス
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
金
融
ノ
面

二
於
テ
仮
令
困
難
ナ
ル
事
情

二
遭
遇
ス
ル
共
、

国
策
ノ
要
求
ス
ル
事
業
ノ
拡
充
並
増
産
ヲ
一
日
タ
リ
ト
モ
忽

ニ
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ハ
、
今
更
申
ス
迄
モ
ナ
キ
所
ナ
リ
。
然
レ
共

一
面

二
於

テ
昨
今
資
材
、
原
材
料
等
ノ
獲
得
難
ノ
問
題
モ
次
第

二
深
刻
化
シ
来
り
居
り
、
又
各
社

二
於
テ
夫
々
現

二
経
営
セ
ラ
レ
ツ
ヽ
ア
ル
各
種
事
業

ハ
、
均
シ
ク
時
局
産
業
卜
称
ス
ル
モ
其
ノ
間
重
点
主
義
ノ
観
点
ヨ
リ
級
密
ナ
ル
検
討
ヲ
加

フ
ル
時

ハ
、
自
ラ
緩
急
ノ
別
モ
生
ジ
得
ル
モ
ノ
ト

思

ハ
ル
。
勿
論
各
社

二
於
テ
モ
緩
急
要
否

二
依
り
、
先
後
取
捨

ヲ
施
ス
様
種
々
御
蓋
カ
ノ
事
ト
ハ
存
ズ
ル
モ
、
「絞

ツ
タ
手
拭
モ
絞
り
直
セ

バ
雫
ガ
出
ル
」
ト
ノ
讐
モ
ア
レ
バ
、
此
際
各
社
夫
々
凡
百
ノ
拡
充
計
画

二
付
今

一
度
根
本
的
検
討
ヲ
加

ヘ
ラ
レ
、
多
少
ト
モ
不
急
不
要
卜
認

メ
ラ
ル
ヽ
如
キ
支
出
ア
ラ
バ
、
繰
延
又

ハ
見
合

ハ
サ
レ
、
金
融
部
門
卜
産
業
部
門
ト
ノ
調
和
ヲ
計
り
度
シ
。
何
卒
本
社
ノ
意
ト
ス
ル
所
ヲ
御

汲
取
ノ
上
充
分

二
隔
意
ナ
キ
意
見
ノ
御
開
陳
ヲ
御
願
致
ス
次
第
ナ
リ
。

（野
田
哲
造
銀
行
常
務
）支
那
事
変
勃
発
以
来
ノ
金
融
政
策

ハ
、
政
府

二
依
り
放
出
セ
ラ
レ
シ
巨
額
ノ
資
金

ヲ
金
融
機
関
ヲ
シ
テ
吸
収
セ
シ
メ
、

之
ヲ
生
産
力
拡
充
其
ノ
他
事
変
遂
行
上
必
要
ト
ス
ル
方
面

二
向
ケ
シ
メ
、
悪
性
イ
ン
フ
レ
ノ
防
止
ヲ
図
ル
ト
云
フ
エ
在
り
。
臨
時
資
金
調
整

法

二
依
ル
資
金
統
制
ノ
実
施
ノ
如
キ
モ
、
斯
カ
ル
ロ
的
達
成
ノ
為
公
布
セ
ラ
レ
シ
モ
ノ
ニ
外
ナ
ラ
ズ
。
而
シ
テ
事
変
当
初

二
於
テ
ハ
資
金

ハ

充
分
ア
リ
、
寧

口
物
資
不
足
ノ
為
拡
充
等
充
分

二
行

ハ
レ
ザ
リ
シ
状
態

二
在
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ヲ
得
ベ
シ
。

然
ル
ニ
最
近

二
至
り
物
ノ
不
足

二
加

へ
、
金
融
ノ
逼
迫

ヲ
唱

ヘ
ラ
ル

ヽ
二
至
リ
シ
ガ
、
其
ノ
原
因
卜
見
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ヲ
挙
グ
レ
バ

一
、
デ
フ
レ
関
係
卜
云
ヒ
得
ル
モ
ノ
左
ノ
如
シ
。

（
一
）

政
府
支
払
金
ノ
抑
制

平
沼
―
阿
部
内
閣
時
代
物
価
ノ
騰
貴
著
シ
ク
、
例
ノ
九

・
一
人
ス
ト
ツ
プ
令
モ
其
ノ
効
薄
カ
リ
シ
為
、
大
蔵
省
並
日
銀
共
デ
フ
レ
政
策
ヲ
採

り
今
日
二
及
ビ
タ
リ
。
即
実
行
予
算
ノ
編
成
施
行

二
依
ル
支
払
ノ
制
限
並
前
渡
金
制
度
ノ
抑
制
之
ナ
リ
。
前
渡
金

ハ
一
時

ハ
注
文
代
金
中
四



分
ノ
三
位

マ
デ
モ
前
渡
セ
シ
ガ
、
此
ノ
資
金
ヲ
設
備
資
金

二
流
用
ス
ル
等
弊
害
現

ハ
レ
シ
事
情
モ
ア
リ
、
極
度

二
抑
制
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。

（
二
）

政
府

二
依
ル
資
金
ノ
吸
収

本
年
四
月
ョ
リ
施
行
ノ
新
税
制

二
依
ル
増
税

貯
蓄
債
券
、
報
国
債
券
ノ
増
発

郵
便
貯
金
ノ
激
増

此
ノ
三
ツ
ニ
依
り
政
府

ハ
大
イ
ニ
資
金
ノ
回
収
ヲ
図
レ
リ
。

（三
）

産
業
界
ノ
不
振

時
局
産
業

二
於
テ
ハ
資
材
ノ
入
手
難

二
依
り
拡
充
停
頓
ノ
傾
向
漸
ク
顕
著
ト
ナ
レ
ル
外
、
重
点
主
義

二
外
レ
シ
事
業

ハ
何
レ
モ
不
景
気
ナ
リ
。

現

二
百
億
ノ
投
資
ガ
資
材
ノ
不
足
等

ニ
ヨ
リ
不
可
動
状
態

二
在
リ
ト
称
セ
ラ
レ
居
レ
リ
。
他
方
平
和
産
業
ノ
物
資
ノ
動
キ
ノ
不
円
滑
、
殊

ニ

輸
出
向
ノ
モ
ノ
ハ
滞
貨
多
ク
、
此
ノ
傾
向

ハ
三
国
同
盟
発
表
後
殊

二
著
シ
。

（四
）

七

・
七
禁
止
令

二
依
ル
滞
貨
ノ
増
加
等

七

・
七
禁
止
令
公
布
当
時
ノ
禁
制
品
在
貨

ハ
四
億
五
千
万
円
卜
称
セ
ラ
レ
、
此
ノ
内
半
数

ハ
十
月
迄

二
売
却
セ
ラ
レ
シ
由
ナ
ル
モ
、
此
ノ
外

二
配
給
機
構
ノ
不
整
備
卜
価
格
決
定
遅
延

二
依
ル
取
引
ノ
停
滞
著
シ
キ
モ
ノ
ア
リ
。

（五
）

証
券
価
格
ノ
変
化

殊

二
最
近

二
於
ケ
ル
下
落
著
シ
キ
モ
ノ
ア
リ
。

斯
ノ
如
ク
所
謂
商
品
ノ
停
滞

二
依
り
運
転
資
金
ノ
固
定
化
ヲ
招
来
シ
、
之
ガ
預
金
ノ
減
少
卜
同
様
ノ
作
用
ヲ
為
ス
ニ
至
ル
為
、
結
局
融
通
シ

得
ル
資
金

ハ
、
甚
ダ
窮
屈
ト
ナ
ル
ニ
至
レ
リ
。

二
、
他
方
資
金
需
要

ハ
益
旺
盛
ナ
リ
。
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政
府

二
於
テ
ハ
、
最
近
資
金
計
画
ヲ
主
ナ
ル
銀
行
（約
五
十
行
）
ヨ
リ
提
出
セ
シ
ム
ル
コ
ト

ヽ
ナ
レ
リ
。
在
来
預
り
金

ハ
銀
行

二
於
テ
自
由

ニ

運
用
ス
ル
建
前
ナ
リ
シ
ガ
、
今
後

ハ
其
ノ

一
部
ヲ
公
債
其
ノ
他
政
府
ノ
欲
ス
ル
拡
充
方
面
等

へ
向
ケ
シ
メ
、
残
余

ヲ
銀
行
ノ
自
由

二
運
用
セ

シ
メ
ン
ト
ス
ル
底
意

二
出
デ
タ
ル
モ
ノ
ト
思

ハ
ル
。
現

二
最
近
公
布
ノ
銀
行
等
資
金
運
用
令

二
於
テ
ハ
、
政
府

ハ
銀
行
資
金

ヲ
其
ノ
欲
ス
ル

方
向

二
向
ケ
シ
メ
得
ル
旨
規
定
セ
ラ
ル

ヽ
二
至
レ
リ
。
在
来
共
国
債
消
化
、
生
産
力
拡
充
、
大
陸
資
金
等
資
金
ノ
需
要

ハ
多
カ
リ
シ
ガ
、
此

等

ハ
当
局
ノ
最
モ
希
望
ス
ル
投
資

ニ
シ
テ
銀
行
ト
シ
テ
モ
今
後
此
ノ
方
面

へ
資
金
ノ
相
当
部
分
ヲ
向
ケ
シ
メ
ラ
ル

ヽ
事
ト
ナ
ル
ベ
シ
．

三
、
而
モ
預
金
ノ
増
勢
鈍
化
セ
リ
。

之

ハ
政
府
ノ
支
払
遅
延
等
ノ
外
、
金
融
機
関
ノ
面

二
於
ケ
ル
資
金
ノ
集
中
場
所
ノ
変
遷

二
依
ル
モ
ノ
ト
云
ヒ
得
、
即
最
近
貯
金
ノ
増
加

ハ
郵

便
貯
金
、
貯
蓄
銀
行
、
地
方
銀
行
等

二
多
ク
、
中
央
ノ
大
銀
行
、
信
託
等

二
於
テ
ハ
余
り
集

マ
ラ
ザ
ル
傾
向

二
在
り
。

之

一
ハ
税
金
関
係

二
於
テ
最
近
普
通
銀
行
、
信
託
ノ
負
担
比
較
的
重
ク
、
貯
蓄
銀
行
、
郵
便
貯
金
ノ
方
有
利
卜
為
リ
タ
ル
ニ
依
り
、　
一
ハ
貯

蓄
層
ガ
最
近
変
化
シ
、
大
銀
行
、
信
託

二
取
引
ア
ル
ガ
如
キ
方
面

ハ
余
裕
少
ク
、
勤
労
者
方
面
乃
至
地
方

二
於
テ
却

ツ
テ
資
金
上
ノ
余
裕
ア

ル
ニ
依
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
斯
ノ
如
ク
生
拡
（註
、
生
産
拡
充
）関
係
金
融
ヲ
担
当
ス
ベ
キ
大
銀
行
、
信
託

二
資
金
集

マ
ラ
ザ
ル
為
、
此
処

二
金
融

梗
塞
ノ
問
題
生
ズ
ル
ニ
至
レ
リ
。

又
最
近
預
金
引
出
シ
制
限
等
ノ
風
説
モ
ア
リ
、
此
ノ
結
果
引
出
シ
退
蔵
ノ
傾
向
見

工
、
其
ノ
他
社
会
不
安
、
前
途
ノ
見
透
シ
難
等
モ
預
金
増

勢
ヲ
制
限
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。
最
近
政
府

二
於
テ
モ
政
策
ヲ
改
メ
、
政
府
資
金
ノ
放
出
等
ノ
方
策
ヲ
構
ジ
、
デ
フ
レ
緩
和

二
向
ヒ
ツ
ヽ
ア
リ
。

銀
行
、
信
託

二
於
テ
ハ
、
勿
論
我
ガ
産
業
部
門
諸
事
業
ガ
何
レ
モ
重
点
主
義
中
ノ
重
点
主
義
ノ
モ
ノ
ナ
ル
ニ
鑑
ミ
、
充
分
御
協
力
致
ス
積
リ

ニ
シ
テ
、
之

ハ
政
府

二
於
テ
モ
異
論
無
キ
所
ナ
ル
モ
、
今
後

二
於
テ
ハ
大
陸
資
金

ヲ
優
先
的

二
融
通
ス
ル
コ
ト
モ
ア
リ
得
ル
故
、
此
等
ノ
点

ハ
充
分
認
識
シ
置
カ
レ
度
シ
。

今
当
行
ノ
成
績

二
付
見
ル
ニ
、
本
年

一
月
―
六
月
預
金
増
加
額

一
七
、
四
〇
〇
万
円
、
貸
出
増
加
額

一
六
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
万
円
、
公
債
買
入
額
七
、



Ｏ
Ｏ
Ｏ
万
円
、
差
引
資
金
不
足
額
五
、
六
〇
〇
万
円
、
又
七
―
九
月

ハ
預
金
減
少
額

一
、
七
〇
〇
万
円
、
貸
出
増
加
額
四
、
八
〇
〇
万
円
ト

云
フ
ガ
如
キ
苦
シ
キ
状
態

二
在
り
。

十
月

二
入
り
政
府
ノ
支
払
増
加
セ
シ
為
、
情
勢

ハ
多
少
変
化
シ
幾
分
緩
和
セ
ラ
ル

ヽ
二
非
ズ
ヤ
ト
思

ハ
ル

ヽ
モ
、
共
同
融
資
、
社
債
前
貸
等

今
日
分
明
セ
ル
支
出
予
定
ノ
ミ
ニ
テ
モ
相
当
多
額
ア
リ
。
各
位

二
於
カ
レ
テ
モ
此
ノ
辺
ノ
事
情
篤
卜
御
認
識
ノ
上
事
業
計
画
ヲ
再
検
討
セ
ラ

ル

と
辱
希
望
シ
テ
止

マ
ズ
。

尚
斯
ノ
如
キ
苦
境
ヲ
申
上
グ
ル
ト
或

ハ
他
行
取
引
ノ
問
題
等
出
ズ
ル
事
卜
思

ハ
ル

ヽ
ガ
、
他
行
取
引

ハ
甚
ダ
重
大
問
題

二
付
若
シ
取
引
セ
ラ

ル

ヽ
様
ノ
場
合

ニ
ハ
、
事
前

二
充
分
本
社
等
卜
御
打
合
ノ
コ
ト
ニ
願
度
シ
。

（開
田
卯
三
郎
化
学
経
理
課
長
）
運
転
資
金

二
対
ス
ル
統
制
強
化
ノ
見
込
如
何
ｃ

（野
田
銀
行
常
務
、
福
山
善
治
郎
信
託
常
務
）
五
万
円
以
上

ハ
許
可
申
請
ヲ
要
ス
。
尚
前
年
同
期
ノ
実
績
ヲ
超

ユ
ル
場
合

ハ
許
可
ヲ
要
ス
ル
コ

ト

ヽ
ナ
ル
ベ
シ
ｃ
前
年
ノ
実
績

二
付
テ
ハ
、
半
期
ノ
貸
出
積
数
ヲ
基
準
ト
ス
ル
意
向
ナ
ル
モ
ノ

ヽ
如
シ
。

（福
山
信
託
常
務
）従
来
ノ
信
託
会
社
ノ
資
金
運
用
方
針
ト
シ
テ
ハ
、
大
体
大
蔵
省
ヨ
リ
業
者

二
対
シ
訓
示
ア
ル
都
度
、
財
閥
金
融
機
関

ハ
同

系
会
社

二
対
ス
ル
融
資

二
付
努
メ
テ
消
極
的
タ
レ
ト
ノ
方
針
指
示
ア
リ
。
其
ノ
程
度

二
付
テ
ハ
在
来
業
者
ノ
自
由
判
断

二
委
セ
ラ
レ
、
信
託

ト
シ
テ
ハ
大
体
金
銭
信
託
ノ

一
割
ヲ
以
テ
限
度
卜
考

へ
居
リ
タ
リ
。

然
ル
ニ
最
近
其
ノ
率
漸
次
増
加
シ
、
最
近

二
於
テ
ハ
貸
金
ノ
三
割

ハ
連
系
会
社
、
関
係
会
社

二
対
ス
ル
モ
ノ
ト
ナ
リ
居
レ
リ
。
信
託
ト
シ
テ

ハ
、
最
近
外
部

二
対
ス
ル
貸
金

ハ
最
少
限
度
必
要
欠
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
従
来
ヨ
リ
ノ
得
意
先

二
対
ス
ル
モ
ノ
ニ
限
り
、
新
規
申

出

ハ
一
切
之
ヲ
謝
絶
シ
居
ル
状
態
ナ
リ
。

最
近
ノ
信
託
会
社
ノ
金
融
情
勢
ト
シ
テ
ハ
、
此
等
諸
事
情
ノ
外
増
加
資
金
ノ
三
割

ハ
優
先
的

二
公
債
引
受

二
向
ク
ル
ヲ
要
ス
ル
外
、
国
策
会

社
々
債
ノ
引
受
並
前
貸
金
等
共
同
融
資

二
依
ル
資
金
需
要
モ
多
ク
、
尚
将
来

ハ
官
庁
関
係
ノ
融
資
命
令
モ
来
ル
モ
ノ
ト
覚
悟
シ
居
ル
次
第
ナ
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信
託
ノ
資
金

ハ
、
其
ノ
性
質
上
何
レ
モ
長
期
且
固
定
的
方
面

二
向
ヒ
居
ル
為
、
貸
金
ノ
回
収
等
思
ヒ
モ
ヨ
ラ
ザ
ル
状
態
ナ
リ
。
尚
最
近

二
於

テ
ハ
手
持
証
券
ノ
売
却

二
依
ル
資
金
ノ
獲
得
モ
許
サ
レ
ザ
ル
有
様
ナ
リ
。

日
銀
ヨ
リ
ノ
資
金
借
入
又
容
易
ノ
事
ナ
ラ
ズ
。
元
来
日
銀
ノ
資
金

ハ
短
期
資
金

ニ
シ
テ
、
而
モ
担
保

ハ
国
債
タ
ル
ヲ
要
ス
ル
モ
、
国
債

ハ
信

託
ト
シ
テ
ハ
支
払
ノ
第

一
線
準
備
ト
ナ
リ
居
ル
為
、
意
ノ
時

二
非
ザ
レ
バ
動
員
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
性
質
ノ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
。
尤
モ
今
日

二
於
テ
ハ
必
要
ノ
場
合
国
債

ヲ
動
員
ス
ル
決
心
ヲ
致
シ
居
レ
リ
。

現
二
当
局

二
於
テ
モ
起
債
計
画
ヲ
甚
ダ
厳
格

二
検
討
シ
、
真

二
必
要
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ノ
ミ
ニ
切
詰
メ
居
ル
次
第
モ

ア
レ
バ
、
各
社

二
於
テ
モ
極
力
支
出
抑
制

二
努
メ
ラ
レ
度
シ
。
子
会
社
等
ノ
金
融

二
付
テ
モ
充
分
考
慮
ノ
上
、
起
業
計
画
卜
共

二
資
金
計
画

モ
樹
立
セ
ラ
レ
、
善
処
ノ
コ
ト
ニ
願
度
シ
。

信
託

二
於
テ
モ
今
後
毎
半
期
ノ
資
金
計
画
表
ヲ
大
蔵
省

二
提
出
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
ル
ニ
付
、
各
社

二
於
カ
レ
テ
モ
可
及
的
正
確
ナ
ル
資
金

計
画
資
料
ヲ
提
出
願
度
シ
。

（三
宅
省
三
郎
電
気
工
業
査
業
課
長
）在
来
臨
時
資
金
調
整
法

二
依
ル
設
備
拡
張
申
請
ノ
際
、　
一
部
自
己
資
金
、　
一
部
住
友
銀
行
ヨ
リ
借
入
ト

シ
テ
許
可
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ニ
付
、
今
後
愈
借
入
金
ヲ
必
要
ト
ス
ル
場
合
銀
行

二
於
テ
又
改
メ
テ
申
請
セ
ラ
ル

ヽ
事
ト
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
ｃ

（野
田
銀
行
常
務
）右

ハ
今
後
ノ
問
題
ナ
ル
ガ
、
既

二
当
局

二
於
テ
其
ノ
設
備
ノ
必
要
ヲ
認
メ
許
可
ヲ
為
シ
居
ル
以
上
、
大
体
問
題
ナ
カ
ル
ベ

ンヽ
。

（金
子
守
也
機
械
工
業
経
理
課
長
）
資
金
計
画
ノ
正
確
性

ヲ
云

々
セ
ラ
ル

ヽ
ガ
、　
一
度
提
出
セ
シ
計
画

二
狂

ヒ
ヲ
生
ジ
タ
ル
場
合

ハ
如
何
ナ
ル

ヤ
。

（野
田
銀
行
常
務
、
福
山
信
託
常
務
）
右

ノ
場
合

ニ
ハ
変
更
セ
ル
計
画

ヲ
再
提
出

ス
ル
要
生
ズ

ベ
シ
。
又
当
局

へ
説
明
ノ
必
要

モ
起

り
得

ベ
シ
。



（三
宅
電
工
査
業
課
長
×
昨
日
大
蔵
省

へ
陳
情

二
出
頭
ノ
際
、
過
日
（註
、
上
記
昭
和
十
五
年
十
月
十
二
日
付
）大
朝
紙
上

二
出
デ
タ
ル
住
友
ノ
資

金
計
画

二
付
質
問
ア
リ
タ
ル
旨
ノ
発
言
ア
リ
。
）

（高
橋
又
次
郎
機
械
工
業
総
務
部
長
）金
融
界
ノ
見
透
シ
如
何
。

（野
田
銀
行
常
務
）
最
近

ハ
政
治
ガ
経
済

ヲ
引
ヅ
リ
居
ル
状
態
ナ
ル
ヲ
以
テ
、　
丁

一政
治
問
題
ノ
発
展
如
何

二
懸
り
居
ル
モ
ノ
ト
云

ハ
ザ
ル
ヲ

得
ズ
、
自
然
見
透
シ
困
難
ナ
リ
。

（福
山
信
託
常
務
）
金
融
ノ
面

二
動
揺
生
ズ
ル
如
キ
コ
ト
ア
ラ
バ
、
新
体
制
モ
何
モ
無
キ
コ
ト

ヽ
ナ
ル
故
、
極
力
安
定

ヲ
図
ル
方
針

ニ
テ
進
ム

モ
ノ
ト
考

へ
差
支
ナ
カ
ル
ベ
シ
。

（松
井
本
社
総
務
部
長
）
本
社
ノ
立
場

二
付

一
寸
御
説
明
申
上
度
シ
。

一
、
（註
、
本
文
掲
載
済
）

二
、
今
後
ノ
事
態

二
対
処
ス
ル
根
本
方
針

二
付
テ
ハ
、
何
分
事
態
重
大
ナ
ル
為
、
日
下
本
社

二
於
テ
研
究
中
ナ
ル
ガ
、
日
下
ノ
所
之

ハ
結
局

本
社
並
金
融
、
産
業
両
部
門
三
位

一
体
ト
ナ
リ
テ
、
窮
通
打
開
ノ
方
途

ヲ
見
出
ス
以
外

二
、
方
法
無
キ
モ
ノ
ト
考

ヘ
ラ
ル

ヽ
二
付
、
産
業
部

門
各
社

二
於
テ
モ
篤
卜
右
事
情
ヲ
考
慮
セ
ラ
レ
、
金
融
部
門
各
社

二
於
テ
モ
所
要
資
金

ヲ
円
滑

二
且
可
及
的
多
額

二
調
達
シ
得
ル
様
御
配
慮

願
度
シ
。

三
、
右
対
処
策

二
付
成
案

ヲ
得
タ
ル
上

ハ
、
又
随
時
御
協
議
申
上
グ
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
キ
ニ
付
、
其
ノ
節

ハ
何
卒
御
協
力
願
度
シ
。

四
、
尚
当
面
ノ
金
繰
予
想
資
料
ト
シ
テ
、
期
別
収
支
予
想
ノ
見
直
シ
表
ヲ
作
成
セ
ラ
レ
度
シ
。

（南
通
太
信
託
営
業
部
長
）
信
託
ト
シ
テ
ハ
常

二
前
途
相
当
長
期
ノ
資
金
計
画
ヲ
樹
ツ
ル
必
要
ア
ル
ニ
付
、
各
社

二
於
テ
モ
建
設

二
関
ス
ル
計

画

ハ
相
当
長
期

二
亘
り
樹
立
ノ
上
、
連
絡
ヲ
採
ル
様
セ
ラ
レ
度
シ
。

（中
田
直
三
郎
本
社
会
計
課
長
）
期
別
収
支
予
想
表

ハ
、
本
社

二
於
テ
之
ヲ
総
括
シ
、
常

二
全
住
友
ノ
金
融
状
況
観
察
ノ
資
料
卜
為
ス
外
、
本
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第
一
卓
　
株
式
会
社
住
友
本
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八
二

社
両
部
長
卜
銀
行
、
信
託
両
常
務
打
合
セ
ノ
場
合
等
随
時
之
ヲ
資
料
ト
シ
テ
使
用
シ
居
ル
ガ
、
先
刻
オ
話
ノ
ア
リ
シ
銀
行
、
信
託

二
於
テ
業

務
上
ノ
必
要

二
基
キ
当
局

二
提
出
ノ
為
使
用
セ
ラ
ル
ヽ
資
金
計
画
資
料

二
付
テ
ハ
、
従
来
通
り
産
業
部
門
各
社
卜
銀
行
又

ハ
信
託
ノ
営
業
店

部
卜
直
接
連
絡
ヲ
ト
ラ
レ
、
金
融
部
門
ノ
必
要
ト
セ
ラ
ル

ヽ
資
料
ヲ
提
出
願
フ
コ
ト
ニ
考

へ
居
レ
リ
。

要
之
此
等
ノ
事
柄

二
本
社
ガ
介
入
ス
ル
ト
、
迅
速
ナ
ル
連
絡
ヲ
必
要
ト
ス
ル
場
合
等
却

ツ
テ
遅
滞
等
来
ス
虞
モ
ア
リ
、
又
責
任
ノ
帰
属
等
モ

明
瞭
ヲ
欠
ク
ニ
至
ル
ヤ
ニ
考

ヘ
ラ
ル
ヽ
ヲ
以
テ
、
本
社

ハ
飽
ク
迄
モ
産
業
、
金
融
両
部
門
ノ
直
接
営
業

二
関
ス
ル
事
項

ニ
ハ
介
入
セ
ズ
、
専

ラ
大
局
ヨ
リ
ス
ル
連
絡

二
当
ル
方
針
ヲ
以
テ
進
ミ
度
卜
考

へ
居
レ
リ
ｃ

先
刻
申
上
ゲ
シ
期
別
収
支
予
想
表

ハ
、
本
社

二
提
出
願
フ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
別

二
金
融
店
部
ノ
必
要
ト
セ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ハ
、
銀
行
、
信
託
ノ
要

求

ニ
ヨ
リ
直
接
提
出
願
フ
コ
ト
ニ
テ
行
キ
度
シ
。
尚
作
成
時
期
ノ
関
係
上
、
銀
行
、
信
託

へ
提
出
セ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ト
本
社

二
提
出
セ
ラ
ル

ヽ

モ
ノ
ト
ノ
間
二
相
当
差
異
ヲ
生
ズ
ル
場
合

ニ
ハ
、
本
社

ニ
モ
其
ノ
旨
御

一
報
願
度
シ
。
期
別
収
支
予
想
表
提
出
期
日
二
付
テ
ハ
、
別
途
文
書

ヲ
以
テ
間
違
ナ
キ
様
御
通
知
申
上
グ
ル
コ
ト

ヽ
致
ス
ベ
シ
。

（南
信
託
営
業
部
長
）
他
行
取
引
ガ
重
大
問
題
ナ
ル
理
由

二
付

一
言
附
加

へ
度
シ
。

金
融
機
関

ハ
大
衆
ヨ
リ
資
金
ヲ
預
り
、
信
用
ヲ
基
調
ト
シ
テ
営
業
ヲ
為
ス
立
場

二
在
ル
為
、
各
社

二
於
テ
他
行
卜
取
引
ヲ
為
シ
タ
リ
ト
ノ
風

説
等
立
ツ
ニ
於
テ
ハ
、
之
ガ
直
チ
ニ
預
金
者
ノ
心
理
状
態

二
種
々
ノ
悪
影
響

ヲ
及
ボ
ス
コ
ト
想
像
以
上

二
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
。

現
二
例
ノ
住
友
ノ
資
金
計
画
ナ
ル
新
聞
記
事
ア
リ
シ
直
後
、
住
友
ノ
金
融
難
ヲ
材
料
ト
シ
金
属
株
ノ
下
落
甚
シ
カ
リ
シ
例
ア
リ
。
此
等
ノ
点

ヨ
リ
シ
テ
、
他
行
取
引

二
付
テ
ハ
余
程
慎
重
ナ
ル
考
慮
ヲ
払

ハ
ル

ヽ
様
希
望
ス
ル
次
第
ナ
リ
。

（岸
要
電
気
工
業
総
務
部
長
）
電
気
工
業
ト
シ
テ
ハ
金
融
部
門

二
対
シ
特
別
ノ
希
望
ナ
シ
。
当
社
ノ
金
繰
ヲ
考

フ
ル
ニ
、
起
業
計
画
、
有
価
証

券
、
手
持
原
材
料
ノ
三
点
ヨ
リ
資
金

ヲ
借
入
シ
居
レ
リ
。
此
等
ノ
内
起
業
計
画

二
付
テ
ハ
厳
重
切
詰
メ
居
ル
ガ
、
支
出

ハ
仲
々
予
定
通
り
行

キ
居
ラ
ザ
ル
状
態

ニ
シ
テ
、
昨
年
増
資
ノ
際
官
庁

二
提
示
セ
ル
起
業
計
画

ハ
尚
相
当
部
分
未
完
成
ナ
ル
ニ
モ
拘
ラ
ズ
、
資
金
ノ
方

ハ
既

二
足



ラ
ザ
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
リ
。
之

ハ
子
会
社
ノ
払
込
並
手
持
ノ
原
材
料
及
商
品
ス
ト
ツ
ク
ノ
増
加

二
依
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
商
品
ノ
ス
ト
ツ
ク
多
キ

ハ
、
価
格
決
定
ノ
遅
延
卜
検
収
遅
延
等
ノ
事
情

二
依
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
原
料

ハ
将
来
ノ
入
手
難
等
ノ
関
係
上
多
少
手
持
増
加
シ
居
ル
ニ
依
ル

モ
ノ
ナ
リ
。

所
要
資
金
予
想
額

ハ
成
ル
ベ
ク
狂

ハ
ヌ
様
ト
ノ
コ
ト
ナ
ル
モ
、
流
動
資
金
ヲ
相
当
有
ス
ル
関
係
上
常

二
狂
ヒ
勝
ナ
ル
ガ
、
此
ノ
点

二
正
確

ヲ

期
ス
ル
ハ
甚
ダ
困
難

二
付
、
多
少
ノ
異
動

ハ
オ
認
メ
願
ヒ
度
シ
。

次

二
子
会
社
ノ
問
題
ナ
ル
ガ
、
当
社

ハ
子
会
社
相
当
多
数
ア
リ
。
此
等
ノ
中

ニ
ハ
現

二
御
無
理
ヲ
願
居
ル
モ
ノ
モ
ア
ル
実
情
ナ
ル
ガ
、
住
友

二
於
テ
関
係
後
他
行
取
引
ヲ
中
止
シ
金
融
店
部
卜
取
引
ヲ
願
ヒ
タ
ル
モ
ノ
モ
ア
リ
。
尤
モ
其
ノ
当
時

ハ
金
融
店
部
ノ
方
ヨ
リ
勧
誘
ア
リ
タ
ル

ニ
モ
依
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、
最
近

ハ
他
行
取
引
ヲ
住
友

二
肩
替
リ
ス
ル
如
キ
コ
ト
ハ
一
切
ヤ
ラ
セ
居
ラ
ズ
。

（三
宅
電
工
査
業
課
長
×
日
新
電
機
ガ
住
友
信
託

二
於
テ
資
金
融
通
ヲ
断

ハ
ラ
レ
タ
ル
旨
ノ
話
ア
リ
タ
ル
後
）
子
会
社
ガ
銀
行
ヨ
リ
信
用
借
ヲ

為
ス
場
合
電
エ
ノ
保
証
ヲ
求
メ
ラ
ル

ヽ
場
合
多
キ
ガ
、
成
ル
ベ
ク
親
会
社
ノ
保
証
無
シ
エ
テ
御
貸
願
度
シ
。

（野
田
銀
行
常
務
）
全
住
友
ノ
立
場
殊

二
当
局
ノ
監
督
ノ
関
係
等
ヨ
リ
云

ヘ
バ
、
厳
重
ナ
ル
貸
付
ヲ
為
シ
居
ル
事
実
ノ
表
示
ト
シ
テ
モ
、
親
会

社
ノ
保
証
ヲ
受
ク
ル
方
適
当
ナ
ル
ベ
シ
ｃ

子
会
社

二
対
シ
テ
親
会
社
ガ
保
証
ヲ
為
ス
旨
表
示
ス
ル
コ
ト
ヲ
好

マ
ザ
ル
場
合

ハ
、
親
会
社
卜
銀
行
ト
ノ
間

二
契
約
ヲ
交
シ
、　
一
定
限
度
以

上

ハ
銀
行
ノ
責
任

二
於
テ
貸
付
ク
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
シ
テ
ハ
如
何
。

（大
沢
忠
蔵
日
本
電
氣
経
理
部
副
長
）
日
本
電
氣

ハ
現
在
子
会
社
十

一
社
ア
リ
、
金
融
部
門

二
相
当
御
迷
惑
ヲ
掛
ケ
居
レ
リ
。
此
ノ
程
此
等
各

社
ヲ
招
集
シ
金
融
会
議
ヲ
開
キ
タ
リ
。
支
払
保
証

二
付
テ
ハ
本
社
ノ
方
針

二
従
ヒ
極
力
避
ク
ル
方
針
ナ
ル
モ
、
或
ル
程
度

ハ
保
証
ヲ
必
要
ト

ス
ル
場
合
モ
ア
ル
ヲ
以
テ
、
之
ガ
限
度
等

二
付
テ
ハ
ロ
下
研
究
中
ナ
リ
。

現
在
関
係
会
社
ト
シ
テ
指
定
セ
ル
モ
ノ
ハ
八
社

ニ
シ
テ
、
此
等

ヲ
一
九
ト
シ
日
本
電
気

コ
ン
ツ
エ
ル
ン
ト
シ
テ
ノ
金
融
ヲ
考

へ
居
ル
ガ
、
八
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友
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第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社
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八
四

社
ノ
借
入
条
件

ヲ
見
ル
ニ
、
甚
ダ
区
々
ニ
シ
テ
金
利
等
殊

二
然
り
。
就
テ
ハ
銀
行
ノ
方

二
於
テ
モ
甲
支
店
卜
乙
支
店
卜
連
絡
ヲ
ト
ラ
レ
、
統

一
的

二
取
扱

ハ
ル

ヽ
様
御
配
慮
願
度
ク
、
又
保
証
、
信
用
並
用
卜
云
フ
コ
ト
ニ
願
度
シ
。

次

二
日
本
電
気

ハ
借
金
甚
ダ
多
ク
、
今
日
迄

ハ
銀
行
、
信
託
折
半
卜
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ
居
ル
ガ
、
此
ノ
折
半
ヲ
甚
ダ
窮
屈

二
考

へ
、
常

二
両

社
均
等
額
タ
ラ
シ
ム
ル
様
苦
心
シ
居
ル
所
、
斯
ク
テ
ハ
金
繰
上
無
駄
ヲ
生
ズ
ル
事
モ
ア
ル
ニ
付
、
モ
ウ
少
シ
余
裕

ヲ
以
テ
考

ヘ
テ
モ
宜
敷
キ

ニ
非
ズ
ヤ
、
何
分
ノ
御
指
示
ヲ
願
度
シ
。
尚
生
命
保
険

ハ
金
融
問
題

二
対
シ
、
相
当
役
割
ヲ
演
ジ
得
ル
ニ
非
ズ
ヤ
ト
考

ヘ
ラ
ル

ヽ
二
付
御
考

慮
願
度
シ
。

（菊
池

一
雄
金
属
工
業
経
理
部
長
）金
属
工
業
全
般
ノ
金
融
問
題
ト
シ
テ
ハ
明
後
十
七
年
頃
ガ
金
融
上
ノ
苦
境

二
入
ル
時
卜
考

へ
居
レ
リ
ｃ
暴

二
一
度
十
八
年
迄
ノ
資
金
計
画
ヲ
樹
立
セ
シ
ガ
、
今
後
ノ
建
設
資
金

ハ
予
想
以
上

二
大
キ
ク
、
且
今
後
命
令

ニ
ヨ
リ
押
付
ケ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
モ

生
ズ
ベ
ク
、
自
然
右
資
金
計
画

ハ
変
更
ヲ
余
儀
ナ
ク
セ
ラ
ル

ヽ
事
ト
ナ
ル
ベ
シ
。
当
社
ト
シ
テ
ハ
現
在
銀
行

二
侍
存
シ
居
ル
ガ
、
今
後
モ
援

助
ヲ
願
度
シ
。

当
社
ノ
金
繰
上
有
価
証
券
投
資
ガ
圧
迫
ヲ
加

へ
居
ル
コ
ト
甚
ダ
顕
著
ナ
リ
。
故

二
今
後
ノ
方
針
ト
シ
テ
ハ
、
群
小
会
社
ノ
増
資

ニ
ハ
一
切
応

ゼ
ズ
、
主
ナ
ル
関
係
会
社

二
付
テ
ノ
ミ
応
ズ
ル
コ
ト
ニ
方
針
ヲ
定
メ
タ
リ
。

右
ノ
外
流
動
資
金
ノ
固
定
亦
拍
車
ヲ
加
フ
ル
状
態

二
在
り
、
机
上
ノ
予
想
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
常

二
不
足
ヲ
告
ゲ
居
レ
リ
。
現
在
当
社

ハ
証
券
担
保

ニ
テ
借
り
居
ル
モ
、
手
持
証
券

ニ
ハ
限
度
ア
リ
、
其
ノ
内
担
保
切
レ
ト
ナ
ル
ベ
シ
。
将
来

ハ
エ
場
財
団
抵
当
以
外
ノ
信
用
借
モ
相
当
多
額

ニ

上
ル
ベ
キ
モ
、
余
り
利
率
ヲ
引
上
ゲ
ズ
無
担
保

ニ
テ
融
通
願
度
卜
考

へ
居
レ
リ
。

次

二
保
証
ノ
問
題
ナ
ル
ガ
、
現
在
子
会
社

ニ
シ
テ
保
証
ヲ
為
シ
居
ル
モ
ノ
ハ
三
社

二
止

マ
リ
、
此
ノ
外
今
後
問
題
ト
ナ
リ
得
ル
モ
ノ
若
干
ア

リ
。
然
シ
当
社
ト
シ
テ
モ
他
社
同
様
保
証

ハ
之
ヲ
好

マ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

尚
子
会
社
其
他

二
貸
付
ノ
節

ハ
、
当
社

へ
事
前
御
打
合
ノ
コ
ト
ニ
願
度
シ
。
（尚
他
行
ト
ノ
聯
繋

二
付
触
ル

ヽ
所
ア
リ
。
）



（野
田
銀
行
常
務
）
他
行
ト
ノ
聯
繋

二
付
テ
ハ
篤
卜
考

へ
度
シ
。
現

二
考

ヘ
ツ
ヽ
ア
リ
ｃ

（目
黒
省
平
ア
ル
ミ
製
錬
経
理
課
長
代
理
者
）
ア
ル
ミ
製
錬
ト
シ
テ
ハ
既
定
ノ
拡
充
計
画
ヲ
完
成
ス
レ
バ
ヨ
イ
状
態

二
在
り
。
然
ル
ニ
之
ヲ
完

成
ス
ル
ニ
現
在
ノ
資
本
金

ニ
テ
ハ
ド
ウ
シ
テ
モ
無
理
卜
思

ハ
ル
ヽ
二
付
、
此
ノ
点
本
社

二
於
テ
モ
宜
敷
御
配
慮
願
度
シ
。

次

二
収
支
並
金
繰
予
想

二
付
テ
ハ
配
給
命
令
来
ラ
ザ
レ
バ
出
荷
出
来
ズ
、
自
然
金
繰
状
態
モ
樹
テ
難
シ
。
工
事
ノ
方
モ
資
材
ノ
遅
延

ニ
ヨ
ル

支
払
延
引
常

二
生
ジ
居
レ
リ
。
故

二
一
応

ハ
予
定
計
画

ニ
テ
出
シ
得
ル
モ
、
之
ガ
常

二
狂
ヒ
勝
ナ
ル
点

ハ
御
諒
承
願
度
シ
。

（高
橋
機
械
工
業
総
務
部
長
）
機
械
工
業
ト
シ
テ
ハ
嘗
テ
金
繰

二
苦
シ
ミ
シ
時
代
モ
ア
リ
シ
ガ
、
幸

二
銀
行

二
差
シ
タ
ル
御
迷
惑
モ
掛
ケ
ズ
今

日
二
及
ビ
タ
リ
。
銀
行

二
御
面
倒
ヲ
御
願
セ
シ
ハ
、
満
洲
金
属

二
対
ス
ル
貸
金
関
係
ナ
ル
ガ
、
之
モ
三
分
ノ
ニ
ハ
既

二
貸
付
済

ニ
シ
テ
、
残

余
ノ
三
分
ノ

一
ガ
今
明
年

二
出
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
居
レ
リ
。

収
入
関
係

二
於
テ
ハ
前
受
金
、
販
売
代
金
ガ
資
金
ノ
源
泉
ナ
ル
モ
、
前
受
金

ハ
現
在
相
当
多
額

二
貰
ヒ
居
ル
ヲ
以
テ
金
繰
上
助
カ
リ
居
レ
リ
。

当
社

ハ
本
年
九
月
末
五
百
万
円
ノ
払
込
ヲ
徴
収
セ
シ
ヲ
以
テ
、
現
在

ハ
借
入
金
無
ク
預
金

ヲ
有
セ
リ
。
目
下
ノ
所

ニ
テ
ハ
弦

一
両
年

ハ
余
リ

御
迷
惑
ヲ
掛
ケ
ズ

ニ
行
ク
ヲ
得
ベ
シ
。
月
々
ノ
予
想

二
付
テ
ハ
狂
ヒ
勝
ナ
ル
ガ
、
此
ノ
点

ハ
悪
シ
カ
ラ
ズ
御
諒
承
願
度
シ
。

現
在
原
材
料
ス
ト
ツ
ク
多
量
ヲ
有
シ
居
ル
ガ
、
将
来

ハ
此
ノ
関
係
ノ
固
定
化
モ
次
第

二
緩
和
セ
ラ
ル

ヽ
二
非
ズ
ヤ
ト
考

へ
居
レ
リ
。
年
々
ノ

起
業

二
付
テ
ハ
必
要
欠
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ニ
限
定
シ
行
ク
心
積
リ
ナ
リ
。

子
会
社

ハ
一
社
ア
リ
。
当
方
関
係
後
銀
行
ノ
ミ
ト
取
引
ノ
事

ニ
ナ
リ
タ
リ
。
保
証
ナ
ド
モ
セ
ザ
ル
コ
ト
ニ
致
シ
度
考

へ
居
レ
リ
。
尚
販
売
店

二
於
テ
掛
売
金
ノ
回
収

二
付
考
慮

ヲ
払

ハ
ル

ヽ
様
御
配
意
願
度
シ
。

（小
林
晴
十
郎
本
社
経
理
部
長
）
承
知
セ
リ
。
可
然
伝
フ
ル
コ
ト
ニ
取
計
ラ
フ
ベ
シ
ｃ

（開
田
化
学
工
業
経
理
課
長
）
化
学
工
業

二
於
テ
ハ
最
近
社
債
ヲ
発
行
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
居
ル
ガ
、
今
後
尚
相
当
多
額
ヲ
融
通
願
フ
ベ
キ
状
態

二
在
り
。
臨
時
資
金
調
整
法

二
依
ル
申
請
書

二
資
金
計
画
ヲ
書
ク
場
合
、
銀
行
ヨ
リ
借
入
何
円
、
信
託
ヨ
リ
借
入
何
円
卜
記
載
提
出
シ
許
可

第
二
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株
式
会
社
住
友
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ヲ
受
ケ
タ
ル
場
合
、
実
際
借
入

二
当
り
必
ズ
シ
モ
当
初
予
想
セ
ル
割
合

ニ
テ
ハ
借
り
得
ザ
ル
場
合
生
ズ
ル
ガ
、
此
辺

ハ
大
ロ

ニ
見
ラ
レ
度
シ
ｃ

次

二
子
会
社
等
ノ
問
題
ナ
ル
ガ
、
此
等
ノ
内
銀
行
卜
取
引
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
親
会
社
タ
ル
化
学
工
業
ヨ
リ
低
利
率
ヲ
以
テ
融
通
ノ
例
ア
リ
。

之

ハ
一
寸
解
シ
難
キ
所
ナ
レ
バ
、
親
会
社
ノ
利
率
ヲ
子
会
社
並

二
下
ゲ
テ
頂
キ
度
シ
。

当
社

二
於
テ
ハ
証
券

ハ
銀
行

へ
、
財
団

ハ
信
託

へ
差
入
レ
居
ル
所
、
従
来

ハ
両
社
同
率
ナ
リ
シ
モ
、
近
年

二
至
り
財
団
担
保
ノ
方
引
上
ゲ
ラ

レ
タ
ル
ガ
、
従
来
通
証
券
分
卜
同

一
二
願

ヘ
ザ
ル
モ
ノ
カ
ト
考

へ
居
レ
リ
ｃ

（野
田
銀
行
常
務
）
子
会
社
ノ
利
率
安
カ
リ
シ
例

ハ
銀
行
ノ
間
違
ヒ
ニ
依
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
最
近
適
正
利
潤

二
引
上
ゲ
タ
ル
筈
ナ
リ
。

（平
岩
準

一
四
國
中
央
電
力
業
務
部
長
）
四
回
中
央
電
カ
ト
シ
テ
ハ
今
後
既
定
計
画
遂
行
上
相
当
ノ
資
金

ヲ
要
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
居
レ
リ
。
而

モ
此
ノ
計
画

ハ
エ
事
ノ
性
質
上
確
定
シ
居
ル
ヲ
以
テ
、
予
算
切
詰
ノ
問
題

ハ
殆
ド
考

へ
難
キ
立
場

二
在
り
。

当
社
ト
シ
テ
ハ
現
在
起
業

二
関
シ
莫
大
ナ
ル
前
払
金
ノ
支
払
ヲ
為
シ
居
ル
ガ
、
之
ガ
金
繰
上
苦
痛
ノ
種
ナ
リ
。
出
来
レ
バ
金
利

ハ
ナ
ル
ベ
ク

低
利
率

二
願
度
シ
。
尚
今
後
ノ
金
繰

二
付
テ
モ
宜
敷
願
度
シ
。

（南
信
託
営
業
部
長
）
四
回
中
央
電
カ

ハ
資
金
計
画
ガ
樹
ツ
テ
居
ル
故
、
信
託
ト
シ
テ
ハ
非
常

ニ
ヨ
キ
得
意
先
ナ
リ
。
今
後
ノ
所
要
資
金

二
付

テ
ハ
余
り
御
心
配
ノ
要
ナ
カ
ル
ベ
シ
。

（野
田
銀
行
常
務
）色
々
御
意
見
ヲ
承
リ
シ
ガ
、
結
局
子
会
社
其
他
ノ
金
融
問
題
ガ
最
大
ノ
問
題
ナ
リ
。
此
ノ
点

二
付
テ
ハ
各
社

二
於
カ
レ
テ

モ
本
社
卜
御
協
議
ノ
上
善
処
ノ
コ
ト
ニ
願
度
シ
。

（資
料
１６
）

住
友
銀
行
ノ
連
系
会
社

二
対
ス
ル
貸
出
方
針
　
　
　
　
　
（住
友
銀
行
外
事
部
用
箋
）

当
行
総
預
金
ヨ
リ
連
系
会
社
預
金

ヲ
差
引
キ
タ
ル
金
額
ノ

一
割
ヲ
、
連
系
会
社

二
対
ス
ル
純
貸
出
標
準
限
度
ト
ス
ｃ

但
最
近
右
限
度
ヲ
超
過
セ
ル
ハ
、
軍
需
金
融

二
対
ス
ル
金
融
機
関
ノ
指
定
行

ハ
レ
、
右
限
度

ヲ
固
執
出
来
ザ
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ニ
因
ル
ｃ



第
二
部
　
株
式
会
社
住
友

Febrllaγ 4, 1946

THE SUMITOMO BANK,LTD

MPORT ON THE CONTRACT AND AGREEMENT
EXISTING BETWEEN THIS BANK AND THE
SUMITOMO HONSHA、 LTD OR ITS 24

SUBSIDIARY COMPANIES

在 0-0 None

(e) Financial Asreement or Contracts on Anv Entemnse:

Although we have no written agreements or contract

coming under this category at present, the following
mutual understanding has been existing between the

Sumitomo Honsha- Ltd. and this Bank since the beein-

ning of l94l:-
That the standard limit of total net loans to

be allowed by this Bank to d1s $rtmitomo Honsh4

Ltd. and their subsidiary companies put together,

shall be within ten per cent. of whole deposits

of this Bank less the amount of total deposits

of all of these companies with this Bank.

N.B. - Since the Govemment enforced the systern

of "designated munition finance", the

above understanding could not be observed

strictlv.

THE SUMITOMO BANK,LIMITED
K Hirano

三
八
七

MANAGER,FOREIGN D
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（上
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三
八
八

五
　

店
部

・
連
系
会
社

・
特
定

関
係
会
社

Ｈ
　
住
友
別
子
鍍
山
と
住
友
炭
破
の
合
併
に
よ
る
住
友
鍍
業
株
式
会
社
の
発
足

昭
和
十
二
年
四
月
十
八
日
住
友
本
社
経
理
部
長
山
本
信
夫
は
、
各
店
部

・
連
系
会
社
の
主
管
者
に
対
し
、
次

の
よ
う
な
書
簡
を
送
り
、
別

子
鍍
山
と
炭
破
会
社
の
合
併
を
通
知
し
た
。

別
子
破
山
並
炭
破
会
社
合
併

二
関
ス
ル
件

拝
啓
　
陳
者
別
子
鍍
山
並
炭
破
両
社

二
於
テ
ハ
、
四
月
十
九
日
夫
々
株
主
総
会

ヲ
招
集
ノ
上
、
左
記
条
件

ニ
ヨ
リ
両
社
合
併
ノ
件

ヲ

附
議
ス
ル
コ
ト
ニ
決
定
相
成
候
。
右

ハ
両
社
何
レ
モ
鍍
業
会
社
ト
シ
テ
企
業
ノ
性
質

ヲ
同
ジ
ウ
シ
、
技
術
、
設
備
、
其
他
各
般
ノ
事

項

二
付
共
通
セ
ル
所
不
砂
。
加
之
近
時
非
常
時
局

二
当
り
、
両
事
業
共

一
国
産
業
上

一
段
卜
其
ノ
重
要
性

ヲ
加

へ
来
候

二
付
キ
、
此

ノ
際
両
社
ヲ
合
併
シ
テ
経
営
ノ
統
制
合
理
化
ヲ
図
り
、
以
テ
更

二
一
層
積
極
的
ナ
ル
発
展
ヲ
期
セ
ン
ト
ス
ル
趣
旨

二
有
之
候
。

右
御
通
知
勢
得
貴
意
度
如
斯
御
座
候
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勿
々

追
而
今
回
ノ
合
併

二
当
り
、
別

二
新
会
社
株
式
ヲ
外
部

二
公
開
分
譲
ス
ル
ガ
如
キ
意
晋

ハ
無
之
候
間
、
御
了
承
相
成
度
御
参
考
迄
申

添
候
。

記

合
併
比
率

ハ
一
対

一
ト
ス
ル
コ
ト
。

合
併
後
ノ
新
会
社
資
本
金

ハ
二
十
七
百
万
円
払
込
済
ト
ス
ル
コ
ト
。



一
、
新
会
社
ノ
社
名
ヲ
住
友
鍍
業
株
式
会
社
ト
ス
ル
コ
ト
。

一
、
新
会
社
ノ
本
店
ヲ
大
阪
市

二
置
ク
コ
ト
。

一
、
合
併
期
日
ハ
六
月
二
十

一
日
ト
ス
ル
コ
ト
ｃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

す
な
わ
ち
昭
和
十
二
年
初
頭
以
来
合
資
会
社
の
改
組
案

の
検
討
の
中
で
、
合
資
会
社
直
轄

の
鉱
山
部
門
と
別
子
及
び
炭
破
を
合
併
し
て
、

資
本
金

一
億
円
の
鉱
業
会
社
を
設
立
し
、
そ
の
株
式
を
公
開
す
る
構
想
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
既
に
前
章

「住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会

社
住
友
本
社
の
設
立
」
で
述
べ
た
。
ま
ず
こ
の
通
知
で
新
会
社
の
株
式
公
開
を
わ
ざ
わ
ざ
否
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
年
初
来
の
こ
う
し
た
構

想
が
住
友
部
内
で
如
何
に
流
布
さ
れ
て
い
た
か
を
物
語

っ
て
い
よ
う
。
し
か
し

「
二
日
　
直
轄
鉱
山
」
で
述
べ
た
通
り
新
た
に
設
立
さ
れ
た

住
友
本
社
の
収
益
性
の
問
題
か
ら
、
虎

の
子
の
鴻
之
舞
鉱
山
を
分
離
す
る
こ
と
は
見
送
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
本
社
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
従

っ
て
住
友
の
鉱
山
業
を

一
元
化
す
る
と
い
う
大
義
名
分
が
失
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
株
式

の
公
開
も
せ
ず
両
社

の
株
主
構
成

も
不
変
の
ま
ま
（第
３６
表
）、
何
故
両
社
の
合
併
を
強
行
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。

住
友
鎖
業
は
終
始
閉
鎖
的
な
所
有
関
係
に
あ

つ
た
た
め
資
料
は
殆
ど
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
（営
業
報
生
呈
日も
貸
借
対
照
表
と
財
産
日
録
は
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
損
益
計
算
書
は
当
期
総
益
金
、
当
期
総
損
金
、
当
期
純
益
金
の
み
の
表
示
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
）、　
そ
の
上
昭
和
に
入

つ
て
か
ら
の
仕
」

友
別
子
鍍
山
の
設
立
、
住
友
炭
碩
の
発
足
か
ら
始
ま
っ
た
目
ま
ぐ
る
し
い
組
織
の
変
更
や
存
続
会
社
の
変
転
、
本
店
の
移
動
な
ど
に
よ
り
残

さ
れ
た
経
営
資
料
も
極
め
て
乏
し
い
．
そ
う
し
た
中
で
本
項
で
は
、
主
と
し
て
第
二
次
大
戦
後
連
合
国
最
高
司
令
部
や
持
株
会
社
整
理
委
員

会
に
提
出
さ
れ
た
資
料
を
基
に
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
住
友
鍍
業
の
経
営
実
態
を
少
し
で
も
究
明
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
月
十
九
日
形
式
的
な
両
社
の
株
主
総
会
終
了
後
、
両
社
の
係
長
以
上
の
幹
部
職
員
に
対
し
、
上
記
通
知
の
条
件

の
他
に
特
に
職
員
向
け

と
し
て

「合
併
形
式

ハ
法
律
手
続
其
ノ
他
ノ
関
係
上
別
子
鍍
山
会
社

二
炭
碩
会
社
ヲ
合
併
ス
ル
コ
ト
ト
ス
ル
モ
、
実
質
上

ハ
対
等

ニ
シ
テ
」

「合
併
ノ
性
質
上

一
切
ノ
権
利
義
務

ハ
新
会
社

二
継
承
セ
ラ
レ
、
職
員
労
働
者
等
モ
総
テ
其
ノ
儘
新
会
社
ノ
職
員
労
働
者
等
卜
為
り
、
住
友

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
八
九
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一二
九
〇

ノ
従
業
員
タ
ル
ノ
地
位

二
於
テ
ハ
合
併
前
卜
何
等
変
リ
ナ
キ
コ
ト
」

バ
ロ併
後
卜
雖
、　
別
子
鍍
山
会
社
並
炭
破
会
社
ノ
各
事
業

ハ
従
前
通
リ

ナ
ル
コ
ト
」

の
三
点
が
追
加
発
表
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
上
別
紙
と
し
て
次
の
よ
う
な

「合
併
理
由
」
↑
」
れ
は
住
友
炭
破
幹
部
向
け
の
も
の

で
あ
る
）
が
添
付
さ
れ
て
い
た
。

住
友

二
於
ケ
ル
鉱
山
事
業
ノ
中
、
石
炭
破
業
卜
銅
鍍
業
ト
ハ
夙

二
独
立
致
シ
マ
シ
テ
、
石
炭
碩
業

ハ
当
社

二
於
テ
、
銅
鍍
業

ハ
住
友
別

子
鍍
山
株
式
会
社

二
於
テ
、
各
々
経
営
ノ
衝

二
当
り
、
幸

ニ
シ
テ
何
レ
モ
順
調
ナ
ル
発
展
ヲ
続
ケ
テ
参

ツ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
、
元
来
両
社

ノ
事
業

ハ
共

二
鉱
山
事
業
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
企
業
ノ
性
質
ヲ
同
ジ
ウ
シ
、
技
術
、
設
備
其
ノ
他
各
般
ノ
事
項

二
亘
り
共
通
セ
ル
所
ガ
砂

ク
ナ
イ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
ノ
デ
、
之
ヲ
統

一
経
営
致
シ
マ
ス
コ
ト

ガ
、
極
メ
テ
適
切
且
合
理
的
デ
ア
リ
、
之

ニ
ヨ
ツ
テ
両
社
ノ
事
業

ハ
一
段
卜
積
極
的
ナ
ル
進
展
ヲ
遂
ゲ
得
ル
モ
ノ
ト
考

ヘ
ラ
ル

ヽ
ノ

デ
ア
リ
マ
ス
。

駅

ツ
テ
考

ヘ
マ
ス
ル
ニ
、
現
下
非
常
時
局

二
当
リ
マ
シ
テ
、
軍
需

品
原
料
タ
ル
銅
卜
燃
料
資
源
タ
ル
石
炭
ト
ハ
一
国
産
業
上

一
段
ト

其
ノ
重
要
性
ヲ
加

ヘ
テ
参

ツ
テ
居
リ
マ
ス
ル
ガ
、
此
ノ
際
両
社
ノ

事
業
ヲ
合
併
シ
更

二
一
層
合
理
化
ス
ル
事

ハ
、
鉱
山
会
社
ト
シ
テ

ノ
使
命

ヲ
呆
ス
上

二
極
メ
テ
必
要
デ
ア
リ
、
且
時
勢
ノ
進
運

ニ
モ

即
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
ト
考

ヘ
ラ
ル

ヽ
ノ
デ
、
此
ノ
際
当
社
卜
住
友

伸
　
　
別
子
鍍
山
会
社
ト
ヲ
合
併
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ツ
タ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。

会係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

(単位 :株 )

17年末 18年 11月 1日
20年 8月 15日

1日 株 新 株 IH株 新 株

135,212

280,000

54,000

10,000

15,000

15,000

25,000

3,128

1,900

560

200

118,213

243,888

45,999

20,000

5,000

25,000

1,000

500

300

100

263,425

423,888

99,999

40,000

30,000

30,000

70,000

15,000

10,000

10,000

4,128

2,400

860

300

161,551

254,332

59,997

24,000

18,000

18,000

42,000

9,000

6,000

6,000

0

500

440

180

424,976

678,220

159,996

64,000

48,000

48,000

112,000

24,000

16,000

16,000

4,128

2,900

1,100

680

540,000 460,000 1,000,000 600,000 1,600,000



第36表 住友鍍業株主構成の推移

王株
昭和12年

6月 21日

16年 7り 11日 16年末

1日 株 新 株 旧 株 新 株

住友本社

住 友 家

三 分 家

住友生命

住友海上・大阪住友海上

住友信託

住友銀行

住友金属

住友電氣工業

住友共同電力

坂 隆二

坂 輝彦

三田村良一

本田譲二・英昌

135,212

345,000

54.000

3,128

1,900

560

200

135,212

345,000

54.000

3,128

1,900

560

200

118,213

293,888

45,999

1,000

500

300

100

135,212

335,000

54,000

10 000

3,128

1,900

560

200

118,213

273,888

45,999

20,000

1,000

500

300

100

計 540,000 540,000 460,000 540,000 460,000

出典 1住 友本社「有価証券元帳J、 住友家会言|「 有価証券記入帳J、 住友本i[蹴 資会社調J(連系会社 関

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

六
月
二
十

一
日
合
併
成
立
と
同
時
に
、
新
会
社
の
役
員
人
事
が
発

表
さ
れ
た
（兼
職
、
本
務
及
び
前
職
を
括
弧
内
に
示
し
た
）。
取
締
役
会
長

・
小
倉
正
恒
（本
社
総
理
事
、
前
別
子
会
長
、
炭
破
会
長
）
、
専
務
取
締

役

・
山
本
信
夫
（本
社
理
事
兼
経
理
部
長
、
前
別
子
取
締
役
、
炭
破
監
杢

役
）
、
同
（兼
別
子
鉱
業
所
長
￥
一村
起

一
（前
別
子
専
務
）
、
常
務
取
締
役

（兼
別
子
鉱
業
所
副
所
長
）荒
川
英
二
（前
別
子
常
務
兼
採
鉱
部
長
）、
取
締

役

・
住
友
吉
左
衛
門
（本
社
社
長
）
、
同

。
大
屋
敦
（化
学
専
務
、
前
別
子

取
締
役
）
、
同

・
士
口
田
貞
士
只
電
力
常
務
、
前
別
子
取
締
役
）、
同

・
近
藤

宏
太
郎
（前
炭
碩
取
締
役
）
、　
同

・
古
市
六
三
（本
社
技
師
長
、
前
炭
破
常

務
）
、
同
（兼
総
務
部
長
）飯
田
弥
五
郎
（前
別
子
取
締
役
兼
総
務
部
長
）
、

同
（兼
営
業
部
長
）郡
島
正
治
（前
炭
破
取
締
役
兼
商
務
部
長
）、
同
（兼
炭

業
所
長
）向
野
義
夫
（一留
灰
破
取
締
役
兼
技
術
部
長
）
、　
監
査
役

・
八
代
則

彦
（銀
行
専
務
、
前
別
子
監
査
役
、
炭
破
監
査
役
）
、　
同

・
松
本
順
吉
（本

社
理
事
兼
監
事
、
前
別
子
監
査
役
、
炭
破
監
査
役
）
、　
同

・
坂
隆
二
（前
炭

破
取
締
役
）。

こ
の
人
事

に
よ
っ
て
合
併

の
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
既
に

「
一
日

統
制
経
済
の
進
展
と
住
友
本
社
の
対
応
」
で
述

べ
た
よ
う
に
、
電

線
専
務
小
畑
忠
良
を
本
社
経
理
部
長
に
呼
び
戻
す
た
め
に
、
現
職
の

二
九

一
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九
二

山
本
信
夫
（Ｍ
型
ふ
大
工
・
機
）
の
行
き
先
を
考
え
る
上
で
、
単
純
に
炭
破
常
務
古
市
六
三
（Ｍ
４３
東
大
工
・
採
鉱
冶
金
）
と
の
交
代
で
は
、
別
子
専

務
三
村
起

一
（Ｔ
３
東
大
法
）
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
ず
、
山
本
を
三
村
の
上
に
も

つ
て
く
る
必
要
が
あ

つ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
こ

の
他
に
直
接
合
併
の
理
由
と
し
て
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
両
社
は
共
に
鉱
山
業
で
技
術
、
設
備
そ
の
他
で
共
通
す
る
所
が
少
な
く
な
い

の
で
、
経
営
を
統

一
す
る
こ
と
が
合
理
的
だ
と
い
う
点
で
あ

っ
た
が
、
石
炭
破
業
と
金
属
鍍
業
と
で
は
、
業
界
、
業
態
を
異
に
し
て
お
り
、

両
社
の
職
員
自
身
に
と
つ
て
説
得
力
の
あ
る
説
明
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

鍍
業
取
締
役
を
兼
務
す
る
化
学
専
務
大
屋
敦
は
日
記
に
、

「
昭
和
十
二
年
七
月
三
十

一
日
朝
新
設
ノ
鉱
山
会
社
重
役
会
ア
リ
。

総
理
事
ヨ

リ
別
子
、
炭
碩
別
々
二
重
役
会

ヲ
開
ク
ベ
キ
事
情

二
付
キ
説
明
ア
リ
」
と
記
し
て
、
両
社
が
合
併
後
も
別
個
に
役
員
会
を
開
催
し
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に

「
昭
和
十
五
年
四
月
三
十
日
鉱
山
重
役
会

二
出
席
ス
。
別
子

・
炭
碩
ヲ
一
シ
ョ
ニ
セ
ル
初
ノ
重
役
会
ナ
リ
」
と

こ
の
状
態
が
、
実
に
そ
の
後
二
年
九
カ
月
に
わ
た
り
続
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。
小
倉
総
理
事
が
如
何
な
る
説
明
を
し
た
の
か
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
異
様
な
状
況
が
生
じ
た
理
由
と
し
て
は
、
そ
れ
が
解
消
す
る
直
前
の
昭
和
十
五
年
四
月
十
五
日
に
山
本
信
夫
が
停

年
退
職
し
、
三
村
起

一
が
名
実
共
に
鍍
業
の
主
管
者
に
昇
格
し
た
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
第
二
次
大
戦
後
昭
和
二
十
五
年
二
月
井
華
鉱
業
（住
友
銭
業
が
改
称
、
の
ち
住
友
石
炭
鉱
業
）
か
ら
別
子
鉱
業
（
の
ち
住
友
金
属
鉱
山
）
が
分

離
独
立
す
る
に
当
た
り
、
合
併
当
時
別
子
総
務
部
労
働
課
課
長
代
理
者
で
あ

っ
た
田
中
外
次
（分
離
当
時
井
華
鉱
業
専
務
、
別
子
鉱
業
社
長
）自
身

が

「私
は
個
人
と
し
て
は
分
離
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
ｃ
何
故
な
ら
ば
当
社
は
昭
和
十
二
年
金
石
合
併
以
来
何
ら
二
つ
の
部
門
が
融
合

一

致
し
て
い
な
い
ｃ
別
々
の
も
の
が
今
回
ま
で
続
い
て
き
た
だ
け
で
あ
る
」
と
書
面
に
ま
と
め
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
合
併
の

必
然
性
は
な
か
つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

従

っ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
「住
友
合
資
会
社
（中
）
五
口
３
鷲
尾
専
務
退
任
後

の
別
子
」
で
述

べ
た
よ
う
に
、
別
子
に
代
わ
る
鉱
山
と

し
て
総
理
事
小
倉
正
恒
が
藤
田
鉱
業
小
坂
鉱
山
の
買
収
を
図
り
、
住
友
金
属
の
株
式
公
開
に
よ
り
買
収
資
金
を
確
保
し
な
が
ら
、
帝
人
事
件



の
た
め
そ
の
買
収
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
３
住
友
合
資
会
社
（下
）五
［
　
日
本
電
気
株
式
会
社
の
経
営
の
継
承
」
参
昭
じ
、
次
善

の
策
と
し

て
別
子
の
余
力
を
石
炭
に
振
り
向
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
社
鉱
山
課
起
案
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
住

友
鍍
業
株
式
の
引
受
事
情
を
示
す
次
の
資
料
は
、
こ
う
し
た
見
方
を
裏
付
け
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

住
友
ノ
連
系
会
社
中
住
友
別
子
鍍
山
会
社
及
住
友
炭
碩
会
社

ハ
共

二
鉱
山
事
業

二
属
ス
ル
ヲ
以
テ
、
略
々
企
業
ノ
性
質

ヲ
同
ジ
ウ
シ
、

技
術
、
設
備
其
他
各
般
ノ
事
業

二
渉
り
共
通
セ
ル
処
砂
シ
ト
セ
ズ
。
亦
炭
破

二
於
テ
ハ
新
坑
開
発
、
新
炭
田
獲
得

ニ
ヨ
リ
多
大
ノ
資
金

ヲ
要
シ
、
之
ヲ
借
入
金

ニ
テ
賄

ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ベ
ク
、　
一
方
別
子
鍍
山

二
於
イ
テ
ハ
銅
価
ノ
急
騰

ニ
ヨ
リ
利
益
激
増
シ
、
遊
資
ノ

過
剰
ヲ
感
ズ
ル
状
態
ト
ナ
リ
、
両
者
ヲ
合
併
ス
ル
事
最
モ
当
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ト
思
料
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
昭
和
十
二
年
六
月
別
子
鍍

山

ハ
炭
鍍
ヲ
合
併
シ
、
社
名
ヲ
住
友
鍍
業
卜
変
更
シ
タ
リ
。

確
か
に
鍍
業
発
足
直
後

の
昭
和
十
二
年
、
十
三
年

の
実
際
純
益
（第
８
表
）及
び
事
業
収
支
（第
３６
表
）
は
安
定
し
て
お
り
、
合
併

に
関
す
る

本
社
の
目
論
見
は
功
を
奏
し
た
感
が
あ

っ
た
が
、
昭
和
十
四
年
に
な
る
と
石
炭
部
門
で
あ
る
炭
業
所
の
会
計
見
積
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
奈
井

江
破
の
開
坑
起
業
二

一
二
万
円
、
同
じ
く
赤
平
破
の
開
坑
起
業
三

一
七
万
円
計
五
三
〇
万
円
の
起
業
支
出
が
計
上
さ
れ
る
に
至
り
、
最
早
こ

れ
を
別
子
の
余
力
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
結
局
十
四
年
度
の
起
業
支
出
は

一
四
二
九
万
円
、
事
業
収
支

の
支
出
超
過
は

一
六

一
〇

万
円
に
達
し
た
。
こ
の
金
繰
り
の
た
め
、
鎖
業
は
新
た
に
住
友
銀
行
、
住
友
信
託
か
ら
合
計

一
四
二
〇
万
円
の
融
資
を
仰
が
ざ
る
を
得
な
く

な

つ
た
の
で
あ
る
（第
３７
表
）。
「
四
　
資
金
調
達
」
で
述

べ
た
昭
和
十
四
年
九
月
か
ら
十

一
月
に
か
け
て
浮
上
し
た
鍍
業
を
本
社
鉱
山
部
門

と
と
も
に
住
友
金
属
に
合
併
さ
せ
て
、
そ
の
株
式
を
放
出
す
る
住
友
産
業
会
社
構
想
は
、
本
社
鉱
山
部
門
の
変
調
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
鍍

業
の
資
金
繰
り
を
も
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
十
四
年
七
月
中
和
工
場
が
完
成
し
、
こ
こ
に
四
阪
島
の
煙
害
は
全
く
根
絶
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の

年
末
に
開
か
れ
た
煙
害
協
議
会
に
お
い
て
解
決

一
時
金

一
〇
〇
万
円
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
支
払
い
が
十
五
年
上
期
に
行
わ
れ
た
上
、
販
売
価
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一二
九
二
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一二
九
四

格
の
統
制
に
対
す
る
生
産
費
の
高
騰
と
相
侯

っ
て
、
別
子
開
坑
二
五
０
年
を
祝

っ
た
上
期
の
利
益
は
半
減
し
、
下
期
に
は
年
九
％
か
ら
七
％

へ
減
配
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
（第
３８
表
）。

結
局
十
五
年
通
年
に
お
い
て
も
実
際
純
益
は
僅
か

一
七
万
円
余

に
す
ぎ
ず
、　
そ
の
一
方
で
十
五
年

の
会
計
見
積
に
よ
る
と
十
四
年
末
竣
工
の
予
定
で
あ

っ
た
奈
井
江
の
開
坑
起
業
が
十
五
年

に
ず
れ
込
み

一
二
四
万
円
、
赤
平
開
坑
起
業
が
本

格
化
し
四
八
〇
万
円
と
起
業
支
出
は
こ
の
二
坑
だ
け
で
六
〇
〇
万
円
に
達
し
、
当
初

一
六
六
九
万
円
と
見
込
ま
れ
て
い
た
十
五
年
全
体

の
支

出
超
過
は
実
際
に
は
二
八
〇
六
万
円
に
上

っ
た
。
こ
う
し
た
奈
井
江
、
赤
平
両
破
の
開
発
は
石
炭

の
増
産
に
寄
与
し
た
が
、
別
子
の
場
合
は

起
業
支
出
に
よ
り
出
鉱
量
は
増
加
し
て
も
品
位
低
下
は
如
何
と
も
し
難
く
、
売
上
は
横
ば
い
に
と
ど
ま
つ
た
（第
３９
表
）ｏ

こ
の
資
金
繰
り
は
銀
行
か
ら

一
人
〇
〇
万
円
、
信
託
か
ら

一
〇
四
七
万
円
と
い
う
巨
額
の
融
資

に
よ
つ
て
賄
わ
れ
た
が
、
他
方

「
四
　
資

金
調
達
」
で
述
べ
た
通
り
、
昭
和
十
五
年
十

一
月
四
、
五
日
本
社
、
住
友
家
、
三
分
家
が
保
有
す
る
連
系
会
社
株
式
を
連
系
会
社
に
譲
渡
す

る
方
針
が
決
定
さ
れ
て
、
鍍
業
株
も
そ
の
対
象
に
上
げ
ら
れ
た
。
十

一
月
三
十
日
鍍
業
が
こ
れ
以
上
銀
行
、
信
託
か
ら
借
り
入
れ
を
増
や
さ

な
い
よ
う
に
鍍
業
の
増
資
を
行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
払
込
資
金
を
如
何
に
調
達
す
る
か
が
検
討
さ
れ
た
。
鍍
業

の
資
本
金
を
五
〇
〇
〇
万
円

に
増
資
す

る
場
合

は
、
増

資

に
先
立
ち
住
友
家

の
持

株
二
七
万
株
を
連
系
九
社

（電
工
、
金
属
、　
機
械
、
化

学
、
電
力
、
銀
行
、
信
託
、

生
命
、
海
上
）
に
、　
一
億
円

の
場
合

は
、
住
友
家

の
持

株
二
九
万
九
〇
〇
〇
株

の

(単位 :T tt T円 未満切 り捨 て )

17年
18年 1月

～19年 3月

19年 4月
～20年 3月

2,705

4,761

7,466

△11,659

△3,246

△2,695

△3,466

△13.601

9,765

7,861

17,626

△11,743

△7,532

△4,307

△28,325

△34.281

10,127

6,343

16,470

△27,329

△22,749

△4,461

△27,214

△65,282

△11,500

△2,150

△750

798

△15,000

△24,990

0

5.708

0

△57,318

0

△7.964

55,320

36,800

17,670

850

0

0

0

0

3,602

3,089

500

13

80,310

39,782

19,370

750

0

0

20,408

0

9,3H

9,298

0

13

137,628

111,450

0

650

10,280

6,500

8,748

0

1,347

1,320

0

27
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第37表 住友鎖業収支内容表・資金繰表

目科 昭和 12年 13年 14年 15年 16年

収支内容

実際純損益

償却

計

起業支出・固定財産

有価証券

利益配当

その他

合計 (事業収支)

7,737

2,806

10,543

△3,627

△1,533

△2,250

△5,037

△1 904

9,473

2,875

12,349

△7,343

△2,436

△2,295

1,501

1,775

5,025

2,347

7,372

△14,298

△4,079

△2,430

△2,673

△16.108

172

2,802

2,975

△13,638

△4,340

△2,430

△19,628

△28.063

2,623

3,456

6,080

△12,188

△6,373

△1,890

△6,358

△20,729

資金繰(借入増・預金減△)

払込受

借入金

本社貸借

預金 。現金

0

1,150

△1,250

△1,804

0

△14,200

0

△1.908

0

△28,475

0

411

△11,500

△10,495

0

1,265

年末残高

借入金

住友銀行

住友信託

日本興業銀行

帝国鉱業開発

日本石炭

南方開発金庫

本社貸借

預金・現金

住友銀行

住友信託

その他

0

0

0

0

0

0

0

750

1,261

1,250

0

11

0

0

0

0

0

0

0

750

3,036

3,017

0

19

14,200

7,200

7,000

0

0

0

0

750

1,127

1,034

0

93

42,675

25,200

17,475

0

0

0

0

750

1,539

1,444

0

95

53,170

34,045

18,225

900

0

0

0

750

2,804

2,768

0

36

||:典 :住 友本社総務部会劇課 ,

他
三
分
家

の
持
株
三
万
六

〇
〇
〇
株
合
計
三
三
万
五

〇
〇
〇
株
を
同
じ
く
九
社

に
譲
渡
す
る
案
が
検
討
さ

れ
た
。

昭
和
十
六
年
七
月
五
〇

〇
〇
万
円
に
増
資
す
る
案

が
採
用
さ
れ
た
が
、
取
り

敢
え
ず
増
資
は
現
状
の
ま

ま
行
わ
れ
、
坂

一
族

の
失

権
株
三
〇
三
三
株
を
本
社

が
引
き
受
け
た
（第
３６
表
）。

そ
の
後
年
末
に
住
友
生
命

に
対
し
住
友
家

の
持
株
、

旧
株

一
万
株
、
新
株
二
万

株
が
譲
渡
さ
れ
父
口計
金
額

．
三
０
万
円
）、
先
の
増
資

払
込
金
額
七
三
四
万
円
の

二
九
五
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一二
九
六

一
部
に
事
後
的
に
充
当
さ
れ
た
形
で
、
十
五
年
十

一
月
の
決
定
が
ま
ず
実
行
さ
れ
た
。
な
お
昭
和
十
六
年
十

一
月

一
日
鍍
業
も
他
の
連
系
会

社
同
様
社
長
制
を
採
用
し
、
専
務
三
村
起

一
が
そ
の
ま
ま
社
長
に
就
任
し
た
。

昭
和
十
七
年

に
入
る
と
住
友
家

の
持
株
譲
渡
は
さ
ら
に
加
速
さ
れ
た
。
三
月
住
友
海
上
に
旧
株
五
〇
〇
〇
株
、
新
株
五
〇
〇
〇
株
（合
計

金
額
四
七
万
円
）
、　
十
月
旧
株

一
万
株
（金
額
六
０
万
円
）
が
譲
渡
さ
れ
、　
五
月
に
住
友
信
託
に
旧
株

一
万
五
〇
〇
〇
株
（金
額
九

一
万
円
）
、　
七
月

に
住
友
銀
行
に
新
旧
各
二
万
五
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株
父
口計
金
額
二
四
０
万
円
）
が
譲
渡
さ
れ
、　
こ
れ
ら
金
融
機
関
四
社
に
対
す
る
譲
渡
は
、
旧
株
六
万
五

〇
〇
〇
株
、
新
株
五
万
株
、
金
額
は
合
計
九
九
七
万
円
に
達
し
、
第

一
回
払
込
七
三
四
万
円
、
第
二
回
払
込
六
〇
九
万
円
計

一
三
四
四
万
円

に
充
当
さ
れ
た
。

十
六
年
七
月
と
十
七
年
八
月
の
二
回
に
わ
た
る

一
一
五
〇
万
円
ず
つ
の
払
込
徴
収

に
よ
り
、
鍍
業

の
銀
行
、
信
託
か
ら
の
借
り
入
れ
に
は

(中 (|: 千「 I)

18年 18年

7～ 9月

18年 10月

～19年 3月

19年

4～ 9月

19年 10月

～20年 3月上

49,866

136

668

66

5,669

56,405

40,333

6,660

1,565

3,152

1,333

348

139

686

54,216

23,798

105

432

428

2,990

27,753

19,584

3,565

742

1,490

811

252

91

98

26,639

66,504

232

625

272

6,562

74,195

57,866

3,193

1,379

235

5,060

67,733

69,110

297

602

4,434

2,752

77,195

62,385

2,586

1,573

205

4,041

71,590

76,299

623

1,035

9,114

1,105

88,176

71,846

3,781

2,894

213

4,920

83,654

2,189

1,750

79

110

200

50

1,114

875

39

60

80

200

△140

6

2

462

186

163

150

350

611

2

3

5

2

605

275

152

140

202

810

26

2

4,522

2,275

318

180

306

1,H6

327
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第38表 住友銀業損益計算書

日牟|

日召和15年 16年 17年

上 下 上 ト 上 下

利益之部

売上高

‖又入利虐、

収入配当金

国庫補助金

雑 益

合 計

損失之部

営業費

経 費

諸 税

売上総原価

償 却

支払利′自、

退職慰労金

調査研究費

寄附金

雑 損

合 計

投資利益

28,622

45

381

3,246

32,294

23,864

5,550

234

624

452

184

121

106

31,135

28,814

27

765

655

4,985

34,846

26,222

4,675

646

633

826

59

435

160

33,656

36,612

59

500

209

4,208

41,588

31,484

4,775

510

1,630

1,067

593

271

100

40,430

36,539

45

554

1,279

3,802

42,219

30,688

4,860

871

1,931

1,090

468

286

254

40,448

39,190

62

601

102

4,398

44,353

31,063

5,436

1,800

2,529

1,060

296

191

212

42,587

39,168

118

657

1,157

4,492

45,592

32,304

5,882

1,655

2,232

959

402

84

35

43,553

差引当期利益金

利益金処分

支払配当金

役員賞与金及社員給与金

法定積立金・準備金

設備拡張留保全

別途積立金

退職慰労準備金

納税積立金

繰越利益金増減

1,159

1,215

60

200

△316

1,190

945

184

60

1

1,158

４５

３８

６〇

一

一

一

一

１５

1,771

1,348

111

90

200

22

1,766

1,348

83

90

245

2,039

1,682

66

110

181

原註 :(1)卜 期 トハ毎年 1サ 1lHヨ リ 6サ 130ロ ニ至ル6ヶ サl間 ヲ謂フ,

(2)ド 期 トハ毎年 7月 111ヨ リ12月 31H二 至ル6ヶ 月間ラ 1サ フ。

(3)法 人税ハ
'rイ

和18年 9り I迄 ハit失 二言 liセ ルモ、共 ノ後ハ税法改 正二依 り利益金lklt分 ニコリ処理セ

|1典 :「 銭業会社業態嫌―ll吉 J(住 友銭業株式会社 昭和20年 H月 30H)二
九
七
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一二
九
八

歯
止
め
が
か
か
っ
た
が
、
早
く
も
十
八
年
に
入
る
と
（決
算
期
変
更
に
よ
り
十
八
年

一
月
―
十
九
年
二
月
）
、
支
出
超
過
は
三
四
二
八
万
円
に
達
し

た
。
南
方
開
発
事
業
支
出
三
二
六
三
万
円
に
つ
い
て
は
南
方
開
発
金
庫
か
ら
の
借
り
入
れ
二
〇
四
〇
万
円
が
充
当
さ
れ
た
が
、
全
体
の
不
足

分
に
つ
い
て
は
三
〇
〇
〇
万
円
の
増
資
が
決
定
さ
れ
、
十
八
年
十

一
月
の
第

一
回
払
込
分

一
五
〇
〇
万
円
で
賄
わ
れ
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
九

月
末
、
先
の
昭
和
十
五
年
十

一
月
の
決
定

の
線
に
沿

っ
て
住
友
家

の
持
株

一
０
万
株
が
本
社
２

万
株
）
と
連
系
会
社
七
社
（生
命
、
海
上
、
電

工
、
電
力
各

一
万
株
、
信
託
、
金
属
各

一
万
五
〇
〇
〇
株
、
銀
行
二
万
株
）
に
合
計
六
五
０
万
円
で
譲
渡
さ
れ
、
第

一
回
払
込
六
三
五
万
円
に
充
当

さ
れ
た
。

戦
局
の
進
展
に
よ
り
物
資
輸
入
が
途
絶
し
、　
一
転
貿
易
支
払
の
た
め
の
金
増
産
は
不
要
と
な
り
、
昭
和
十
七
年
末
に
は
金
山
の
全
面
的
体

山
が
決
定
さ
れ
た
。
鴻
之
舞
鉱
山
も
十
八
年
四
月
休
山
し
そ
の
施
設
は
他
の
鉱
山
に
転
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
結
果
住
友
本
社
が

鉱
山
部
門
を
直
轄
す
る
意
味
が
な
く
な
り
、　
そ
の
経
営
は
住
友
鍍
業
に
委
託
さ
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
（資
料
１７
）ｏ　
こ
の
う
ち
銅
鉱
山
の
国
富

（北
海
道
所
在
、
昭
和
十
年
買
収
）
、
大
宮
（福
島
県
所
在
、
昭
和
十
六
年
買
収
）両
鉱
山
の
設
備
投
資
に
つ
い
て
は
昭
和
十
九
年
五
月
帝
国
鉱
業
開
発

か
ら

一
八
三
〇
万
円
の
融
資
契
約
を
取
り
付
け
た
が
、
十
九
年
の
鍍
業
全
体
の
設
備
投
資
は
二
七
三
二
万
円
、
有
価
証
券
投
資
は
三
二
七
四

万
円
（十
九
年
六
月
唐
津
炭
破
買
収

〓
一五
〇
万
円
な
ど
）計
五
〇
〇
〇
万
円
の
巨
額
に
達
し
た
。　
こ
の
た
め
支
出
超
過
は
六
五
〇
〇
万
円
を
上
回

り
、
こ
の
金
融
は
結
局
信
託
融
資

の
肩
代

わ
り
分

一
九
三
七
万
円
を
含
め
住
友
銀
行

か
ら
の
七

一
六
六
万
円
の
借
り
増
し
で
賄

わ
れ
、
鍍
業
に
対
す
る
銀
行
の
融
資
残
高

は

一
億
円
を
超
え
る
に
至

っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
未
払
込
分

一
五
〇
〇
万

19年 4月

～20年 3月

145,409

(単位 :T PI)

18年 10月

～19年 3月

帥 硼

|

1,629

5,784

1,242

27,655

1,092,376

151,417

140,623

55,531

141,645

148,435

146,751

59,954

191,809

56,211
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第39表 住友銭業主要製品別売上高

主要製品 昭禾日15年 16年 17年 18年 1～ 6月 18年 7～ 9月

弁同

(別子鉱山出鉱量

(品位%)

(含有銅量 t)

金

ニッケル

硫化鉱

石 炭

(販売数量 t)

忠 隈

i替  青自

芳野浦

赤 平

上歌志内

歌志内

新歌志内

奔 別

奈井江

唐 松

唐 津

21,784

559,486

169

9,455

6,194

2,567

2,799

21,156

1,523,178

345,126

157,948

113,226

269,991

249,446

121,231

206,625

59,685

20,735

589,254

134

7,853

5,996

10,179

2,549

29,910

1,772,948

359,976

169,894

105,233

269,440

296,570

120,027

271,133

124,121

56,554

27,198

639,828

117

7,468

5,773

8,334

3,285

35,590

1,971,976

340,093

283,092

96,909

289,370

326,740

126,552

325,610

112,849

70,761

12,205

696,888

100

6,969

1,151

5,865

1,374

23,414

1,093,031

186,463

135,669

50,449

84,006

158,595

155,491

73,159

166,038

62,948

20,213

1印
翻

1,139

2,284

674

7,078

462,427

48,719

63,900

30,957

46,404

61,915

68,229

32,440

83,088

26,775

売上高合計 57,436 75.802 78,358 49,866 23,798

‖l典 :売 L高「鍍業会社業態報イ!「 吉J(住 友鍛業株式会社 Πrイ 和20年 11ナ13011).

別 f鉱 山出鉱景 品位、合イ「銅 量「住友金属鉱山 il年 史J(同社 昭和45年 ),

イi炭 販売数量「住友鏃業株式会イLまi業概要調査J(イ L友 本1肝理課 略和21年 6月 )。

円
の
徴
収
の
可
否
が
、
昭
和
二
十
年

一
月

二
十
六
日
開
催
さ
れ
た
住
友
戦
時
総
力
会

議
（昭
和
十
九
年
九
月
設
置
、
そ
の
詳
細
は
「株

式
会
社
住
友
本
社
（中
ご

参
照
）
財
務
委
員

会

に
か
け
ら
れ
た
。
同
委
員
会

の
出
席
者

は
本
社
河
井
昇
三
郎
事
務
局
長
（本
社
常
務

理
事
兼
経
理
部
長
）
、
佐
藤
俊
雄
企
画
課
長
、

大
西
基
重
会
計
課
副
長
、
鍍
業
安
井
冨
士

三
取
締
役
経
理
部
長
、
上
辻
義

一
主
計
課

長
、
銀
行
永
田
哲
三
常
務
の
六
名
で
あ

っ

た
。
会
議
の
内
容
及
び
結
論
は
次

の
よ
う

に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

払
込
徴
収
ノ
件
異
存
ナ
シ
。
収
支
ノ

内
容
ヲ
見
ル
ニ
、
二
十
年
度

二
於
テ

一
四
、
○
○
○
千
円
ノ
支
出
超
過
ヲ

来
シ
、
結
局
二
十
年
度
末

ニ
テ

一
億

三
千
余
万
円
ノ
金
繰
残
高

ヲ
残
ス
事

ト
ナ
リ
（徴
収

ス
ル
ト
シ
テ
モ
左
ウ

三
九
九
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四
〇
〇

ナ
ル
）
、
徴
収

一
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円

ハ
所
謂
焼
石
二
水
ノ
観
ヲ
不
免
ル
モ
、　
一
五
、
０
０
０
千
円
程
度
ナ
ラ
、
今
後
増
資

ス
ル
モ
ノ
ト

考

ヘ
テ
、
徴
収
ス
ル
モ
妨
ナ
カ
ラ
ン
。
勿
論

一
五
、
〇
〇
〇
千
円

ハ
、
殆
ド
銀
行
或

ハ
信
託
ヨ
リ
ノ
借
入

二
振
掛
ル
モ
、
銀
行
、
信
託

共
ソ
レ
ニ
テ
差
支

ヘ
ナ
シ
。

こ
の
結
果
と
し
て
二
十
年
四
月
第
二
回
払
込

一
五
〇
〇
万
円
が
徴
収
さ
れ
た
じ
住
友
家
六
三
五
万
円
、
三
分
家

一
五
０
万
円
、
本
社
四
〇

三
万
円
計

一
一
人
九
万
円
が
払
い
込
ま
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
財
務
委
員
会
の
結
論
の
通
り
住
友
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
で
賄
わ
れ
た
。

第
二
次
大
戦
後

の
住
友
鍍
業
の
推
移
を
述
べ
る
と
、
昭
和
二
十

一
年

一
月
井
華
鉱
業
と
改
称
、
二
十
二
年
八
月
経
営
を
委
託
さ
れ
て
い
た

本
社
直
轄
鉱
山
部
門
を
譲
り
受
け
、
二
十
三
年

一
月
本
店
を
大
阪
か
ら
東
京

へ
移
転
、
二
十
四
年
八
月
持
株
会
社
整
理
委
員
会
か
ら
の

「過

度
経
済
力
集
中
排
除
法
」
に
基
づ
く
金
石
分
離

の
指
令

に
よ
り
、
二
十
五
年
三
月
石
炭
部
門
の
井
華
鉱
業
（現
住
友
石
炭
鉱
業
）
が
存
続
会
社

と
な
り
、
金
属
部
門
が
別
子
鉱
業
（現
住
友
金
属
鉱
山
）
と
し
て
分
離
独
立
し
た
。

（資
料
１７
）

契
約
書

株
式
会
社
住
友
本
社
（以
下
甲
卜
称
ス
）
卜
住
友
鍍
業
株
式
会
社
（以
下
乙
卜
称
ス
）
ト
ノ
間

二
時
局

二
対
処
シ
重
要
鉱
物
ノ
増
産
ヲ
図
ラ
ン
ガ

為
住
友

二
於
ケ
ル
鉱
山
業
経
営
ヲ
一
元
化
ス
ル
ロ
的
ヲ
以
テ
左
ノ
契
約
ヲ
締
結
ス

第

一
条
　
甲

ハ
甲
ノ
経
営

二
係
ル
末
尾
記
載
ノ
鉱
山
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産
（以
下
委
託
鉱
山
卜
称
ス
）
ヲ
昭
和
十
九
年
二
月

一
日
午

前
零
時
現
在
有
姿
ノ
儘
乙
二
移
管
シ
其
ノ
経
営
ヲ
乙
二
委
託
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

前
項
ノ
経
営
委
託

二
関
シ
甲
乙
間

二
委
託
料
ノ
授
受
ヲ
為
サ
ヾ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
条
　
甲

ハ
前
条
委
託
鉱
山

二
属
ス
ル
鉱
業
権
及
出
願
権

二
乙
ヲ
共
同
鉱
業
権
者
（代
表
者
）
又
ハ
共
同
出
願
人
（代
表
者
）
ト
シ
テ
加
入
セ

シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス



第
三
条
　
第

一
条
委
託
鉱
山
ノ
経
営
ヨ
リ
生
ズ
ル
損
益
収
支

ハ
一
切
甲

二
帰
属
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

前
項
損
益
収
支
ノ
計
算
並

二
整
理
方
法

ハ
別

二
定
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

第
四
条
　
甲
ガ
委
託
鉱
山

二
使
用
シ
居
ル
職
員
労
務
員

ハ
全
員
乙
二
引
継
グ
モ
ノ
ト
ス

第
五
条
　
甲
ガ
中
川
秀
太
郎
ト
ノ
間

二
申
合
セ
ル
大
蔵
鉱
山
探
鉱
契
約
要
綱

ハ
乙
二
於
テ
引
継
グ
モ
ノ
ト
ス

第
六
条
　
甲
ハ
甲
ノ
経
営

二
係
ル
大
日
本
鍍
業
株
式
会
社
、
土
肥
鍍
業
株
式
会
社
、
熱
河
蛍
石
鍍
業
株
式
会
社
及
北
支
産
金
株
式
会
社
ノ
経

営
ヲ
乙
二
一
任
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

右
契
約
ヲ
證
ス
ル
為
本
書
弐
通
ヲ
作
成
シ
甲
乙
各
壱
通
ヲ
保
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

昭
和
拾
九
年
壱
月
参
拾
壱
日

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
一

株
式
会
社
住
友
本
社

代
表
取
締
役

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
一

住
友
鍍
業
株
式
会
社

社
長

右
商
法
第
二
百
六
十
五
条
ノ
規
定

ニ
ヨ
リ
承
認
ス

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
一

株
式
会
社
住
友
本
社

監
査
役

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

一十
二
番
地

古
田
　
俊
之
助

一十
二
番
地

三
村
　
起

一

一十
二
番
地

大
島
　
堅
造

四
〇

一
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（上
）

四
〇
二

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
二
十
二
番
地

監
査
役
　
　
　
　
岡
橋
　
林

末
尾
記
載

一
、
株
式
会
社
住
友
本
社
鴻
之
舞
鉱
山
ノ
営
業
並

二
之

二
附
随
ス
ル
財
産

二
、
株
式
会
社
住
友
本
社
国
富
鉱
業
所
ノ
　
″
　
　
　
　
　
″

但
シ
余
市
鉱
山

二
関

ス
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク

三
、
株
式
会
社
住
友
本
社
安
部
城
鉱
山

ノ
　

″

四
、
　

″
　

　

　

〃
　
　

大
宮
鉱
山
ノ
　
　
″

五
、
　

〃
　

　

　

″
　
　
砥
沢
鉱
山

ノ
　
　
〃

六
、
　

″
　

　

　

〃
　
　
宮
城
鉱
山

ノ
　
　
〃

七
、
　

〃
　

　

　

〃
　
　
大
蔵
鉱
山

ノ
　
　
〃

八
、
　

〃
　

　

　

〃
　
　
朝
鮮
鉱
業
所

ノ
　

〃

以
上

国
　
北
支
産
金
株
式
会
社
の
設
立

北
支
産
金
株
式
会
社
は
、
昭
和
十
三
年
２

九
二
八
）
四
月
九
日
中
国
北
京
市
に
設
立
さ
れ
た
。
資
本
金
二
〇
〇
万
円
で
株
主
は
、
住
友
本

社
五
〇
％
、
興
中
公
司
（昭
和
十
年
資
本
金

一
〇
〇
〇
万
円
で
北
京
市
に
設
立
さ
れ
た
国
家
的
投
資
事
業
会
社
）
五
０
％
、
常
務
取
締
役
に
住
友
本
社

調
査
役
津
田
秀
栄
が
兼
務
の
形
で
出
向
し
た
。
津
田
は
昭
和
十
三
年

一
月
制
定
さ
れ
た

「
関
係
会
社
役
員
内
規
」
を
受
領
し
て
い
な
い
が
、



同
社
は
特
定
関
係
会
社
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
。
同
社
の
事
業
は
河
北
省
遵
化
県
付
近
の
金
鉱
探
査

・
採
掘
を
目
的
と
し
て
い
た
。
設

立
に
先
立
ち
昭
和
十
三
年
二
月
二
十
二
日
住
友
本
社
経
理
部
長
小
畑
忠
良
は
、
中
国
天
津
市
在
住
内
山
春
吉
か
ら
遵
化
県

一
帯

の
鉱
山
を
五

万
円
で
買
収
し
た
。
こ
の
保
証
人
に
か
つ
て
住
友
総
本
店
に
勤
務
し
て
い
た
満
洲
奉
天
市
在
住

の
大
田
外
世
雄
翁
住
友
総
本
店
（下
）
六
口
　
海

外
洋
行
」
参
昭
じ
が
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
取
引
は
大
田
の
斡
旋
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
よ
り
前
津
田
の
金
沢

一
中

・
一
高

・
東
大
の
一
年
後
輩
で
あ

っ
た
森
島
守
人
は
、
昭
和
十
二
年

一
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
外
務
省
東

亜
局
長
で
あ

っ
た
が
、
陸
軍
の
満
洲
か
ら
河
北

へ
の
進
出
を
何
と
か
食
い
止
め
よ
う
と
、
河
北
の
経
済
開
発
の
一
環
と
し
て

「考

へ
出
さ
れ

ま
し
た
問
題
の
一
つ
が
北
支
の
金
の
採
掘
の
事
業
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
住
友
が
日
本
で
採
金
に
か
け
て
は
最
も
豊
富
な
経
験
と
最
も
有

力
な
る
組
織
を
持

つ
て
居
る
と
云
う
の
で
、
小
倉
先
生
（許
、
総
理
事
小
倉
正
恒
）
が
自
分
の
一
生
に
最
後

の
御
奉
公
と
し
て
乗
り
出
す
と
云
う

の
で
津
田
君
が
そ
の
方
の
仕
事
」
に
当
た
る
こ
と
に
な

っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
外
務
省
の
構
想
は
昭
和
十
二
年
七
月
日
中
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
画
餅
に
帰
し
た
が
、
北
支

へ
の
進
出
が
遅
れ
て
い
た
住
友
と
し
て
は

日
本
軍
の
北
支
占
領
と
と
も
に
ま
す
ま
す
進
出
意
欲
を
募
ら
せ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
北
支
産
金

の
設
立
と
同
時
に
中
国
鉱
業
法

の
関

係
で
、
同
社

の
関
係
会
社
と
し
て
華
北
採
金
股
扮
公
司
（資
本
金

．
０
万
円
）
が
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
六
月
に
支
配
人
鈴
木
勝
広
が

北
京

・
遵
化
間
に
お
い
て
ゲ
リ
ラ
に
襲
撃
さ
れ
て
殉
職
す
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
、
そ
の
後
任
と
し
て
七
月
鮫
島
龍
雄
が
発
令
さ
れ
、
九

月
に
赴
任
し
た
。
赴
任
前
の
人
月
に
鮫
島
は
鴻
之
舞
鉱
山
を
見
学
に
訪
れ
た
が
、
た
ま
た
ま
視
察
中
で
あ

っ
た
総
理
事
小
倉
正
恒
は
鮫
島

に

対
し
、
巨
大
な
製
錬
所
を
指
し
な
が
ら

「北
支
に
も
将
来
此
位

の
製
錬
所
を
建
て
た
い
も
の
だ
ね
」
と
語

っ
型
。

し
か
し
北
支
産
金
の
主
管
者
常
務
を
本
社
調
査
役
津
田
秀
栄
が
兼
務
し
た
こ
と
は
、
同
社
が
単
な
る
産
金
会
社
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
る
。
即
ち
津
田
は
合
資
会
社
で
は
長
年
労
働
問
題
を
手
掛
け
て
お
り
、
昭
和
九
年
二
月
合
資
会
社
人
事
部
労
働
課
長
か
ら
別
子
鍍

山
総
務
部
長

へ
転
出
し
、
十

一
月
に
は
業
務
部
長
を
兼
務
し
た
が
、
僅
か
二
年
余

の
後
に
昭
和
十

一
年
五
月
常
務
理
事
川
田
順
の
退
職
の
際
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の

一
連

の
人
事
異
動

で
調
査
役

で
合
資
会
社
本
社

に
復
帰

し
て
お
り
、
特

に
鉱
山
経
営

の
専
門
家

と
は
い
え
な
か

つ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

鮫
島
が
鈴
木

の
後
任

と
し
て
住
友
本
社

に
呼

び
出
さ
れ
た
際
、
経
理
部
長
小
畑
忠
良

に
対
し
北
支

で
の
仕
事
を
確

か
め
た
と
こ
ろ
、
次

の
よ

（
６８
）

う
な
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
。

小
畑
経
理
部
長
は
私
に
其
の
後
を
継
承
し
て
く
れ
な
い
か
と
懇
請
さ
れ
た
。
私
は
既
に
心
底
勇
躍
充
分
の
覚
悟
が
出
来
て
い
た
が
、
念

の
た
め
北
支
で
何
を
為
る
の
か
を
確
め
た
。

（
１
）

北
京
に
駐
在
し
て
軍
部
、
興
亜
院
、
国
策
会
社
、
大
倉
、
三
井
、
三
菱
の
既
進
出
財
閥
と
の
折
衝
、

（
２
）

北
支
諸
般
の
情
勢
を
適
時
大
阪
の
住
友
本
社
に
内
報
、

（
３
）

住
友

の
将
来
北
支
進
出
の
新
事
業
に
付
き
随
時
企
画
、
本
社
に
提
案
申
請
、

（
４
）

既
進
出
の
住
友
事
業
に
対
し
監
督
指
導
等
々

の
事
で
あ

っ
た
。
こ
れ
こ
そ
私
が
従
来
漢
然
と
な
が
ら
心
奥

に
念
願
し
て
い
た
仕
事
で
は
な
い
か
。
私
は
即
座
に
此
の
誰
も
行
き
手
の

無
い
仕
事
を
快
諾
し
た
。

す
な
わ
ち
小
畑
が
鮫
島
に
命
じ
た
北
支
産
金
支
配
人
と
し
て
の
表
向
き
の
仕
事

の
他
に
、
既
に
設
立
時
に
そ
の
先
を
読
ん
だ
任
務
が
与
え

ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

十

一
月
新
た
に
北
支
那
開
発
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
る
と
∩
三
　
投
資
活
動
」
参
昭
じ
、
興
中
公
司
の
持
株
は
北
支
那
開
発
に
一肩
代
わ
り
さ

れ
た
。
昭
和
十
四
年
七
月
次
に
述
べ
る
よ
う
に
四
月
の
主
管
者
協
議
会

の
結
果
を
踏
ま
え
て
北
京
事
務
所
が
設
置
さ
れ
る
と
、
当
然
な
が
ら

津
田
が
そ
の
主
席
を
、
鮫
島
が
次
席
を
兼
務
し
た
。
北
支
産
金
で
は
引
き
続
き
探
鉱
が
実
施
さ
れ
た
が
、
成
果
は
上
が
ら
な
か
っ
た
。
昭
和

十
五
年
四
月
津
田
は
兼
務
が
解
か
れ
、
本
務
の
本
社
調
査
役
に
復
帰
し
、
十
月
に
結
成
さ
れ
た
日
本
金
属
鉱
業
聯
合
会
に
出
向
理
事
長
に
就

任
し
、
こ
れ
が
昭
和
十
六
年
十
二
月
鉱
山
統
制
会
に
発
展
解
消
す
る
と
、
住
友
を
退
職
し
て
そ
の
理
事
長
兼
労
務
部
長
と
な
り
、
さ
ら
に
昭



和
十
八
年
十

一
月
北
支
那
開
発
の
副
総
裁
に
選
任
さ
れ
て
再
び
北
京
に
戻
り
、
第
二
次
大
戦
後
ま
で
そ
の
職
に
あ

つ
た
。

（
６９
）

津
田
の
後
任
の
常
務
と
な

っ
た
鮫
島
は
、
津
田
の
産
金
会
社
の
使
命
完
遂
と
い
う
至
上
命
令

に
は
疑
間
を
持

っ
て
い
た
と
い
う
。
七
月
鴻

之
舞
鉱
山
採
鉱
課
長
か
ら
朝
鮮
鉱
業
所
の
永
中

・
宜
川

・
瑞
星
各
鉱
山
主
任
と
な

つ
て
い
た
磯
山
二
郎
（Ｔ
５
秋
田
鉱
専
採
鉱
）
が
北
支
産
金

へ

赴
任
し
、
現
地
調
査
に
入

っ
た
の
こ
の
間
十
五
年
三
月
末
に
は
華
北
採
金
に
対
す
る
貸
付
金
は
北
支
産
金

の
資
本
金
二
〇
〇
万
円
を
上
回
り
、

十
五
年
八
月
北
支
産
金
は
四
〇
〇
万
円

へ
倍
額
増
資
が
行
わ
れ
た
が
、
住
友
本
社
は
こ
の
持
株
二
〇
〇
万
円
に
対
し
十
五
年
末
に

一
二
〇
万

円
の
評
価
損
を
計
上
し
た
（第
２７
表
）ｏ

磯
山
技
師
の
調
査
結
果
に
よ
り
、
早
く
も
十
六
年
春
に
は
遵
化
県
方
面
の
金
鉱
は
殆
ど
掘
り
尽
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
早
晩
事

業
を
休
止
せ
ぎ
る
を
得
な
い
こ
と
が
明
白
と
な

っ
た
。
し
か
し
上
記
の
よ
う
な
北
支
に
お
け
る
産
金
事
業
進
出
の
経
緯
か
ら
、
鮫
島
は
ま
ず

事
業
撤
退
に
つ
い
て
総
理
事
小
倉
正
恒
の
了
解
を
取
り
付
け
る
必
要
が
あ

っ
た
。
鮫
島
が
直
接
小
倉
に
事
態
を
説
明
す
る
と
、
小
倉
は

「君

の
言
う
事
は
よ
く
解

っ
た
。
己
む
を
得
な
い
。
産
金
事
業
は
撤
退
の
事
と
仕
様
う
。
其
の
方
法
は

一
切
君
に
任
す
。

」

と
述
べ
た
。
さ
ら
に

鮫
島
が
撤
退
に
際
し
て
は
、
現
地
軍

・
官
関
係
者
か
ら
の
非
難

・
反
対
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
る
と
、
小

倉
は

「本
邦
に
於
て
事
産
金
に
関
す
る
限
り
、
住
友
以
上
の
権
威
が
何
処
に
あ
る
か
。
君
の
結
論
は
洵
に
正
し
い
。
北
京
に
於
け
る
遂
行
方

（
７０
）

法
は
君
に
任
す
。
存
分
所
信
を
断
行
し
て
も
ら
い
た
い
。

」
と
鮫
島
を
励
ま
し
た
と
い
う
。

鮫
島
の
予
想
通
り
陸
軍
、
興
亜
院
、
北
支
那
開
発
か
ら
事
業
中
止
の
了
解
を
取
り
付
け
る
の
に
時
日
を
要
し
た
が
、
ま
ず
十
六
年
七
月
資

本
金
を
六
〇
０
万
円
に
増
資
（払
込
七
月
一
株
四
五
円
、
十
一
月
二
●
円
、
払
込
資
本
金
五
三
０
万
円
と
な
る
）
し
、
十
六
年
末
に
は
遵
化
県
方
面
の

事
業
は
休
止
と
な

っ
た
。
住
友
本
社
は
同
時
に
こ
の
増
資
新
株
に
つ
い
て
五
五
万
円
の
評
価
損
を
計
上
し
た
。
磯
山
技
師
は
な
お
引
き
続
き

密
雲
県
方
面
の
探
鉱
を
行

っ
た
が
、
こ
れ
も
遵
化
県
同
様
昭
和
十
七
年
六
月
末
業
務
休
止
と
な

つ
た
。
十

一
月
に
は
現
地
事
務
所
は
す
べ
て

閉
鎖
さ
れ
、
十
七
年
末
住
友
本
社
は
旧
株
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
五
０
万
円
の
評
価
損
を
計
上
し
た
ｃ
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六

事
業
整
理
は
昭
和
十
八
年
三
月
末
に
完
了
し
た
が
、
こ
の
時
点
で
華
北
採
金

の
累
積
損
失
は
三
七
〇
万
円
に
達
し
て
お
り
、
こ
の
損
失

の

穴
埋
め
の
た
め
、
十
八
年
十
二
月
資
本
金
は

一
七
〇
万
円
に
減
資
さ
れ
、
十
九
年
三
月
住
友
本
社
所
有

の
旧
株

一
万

一
五
〇
〇
株
及
び
新
株

一
万
株
全
株
が
減
資
消
却

の
た
め
無
償
提
供
さ
れ
た
。
そ
の
後
残
存
不
動
産
の
処
分
の
た
め
北
支
産
金
及
び
華
北
採
金

の
両
社
共
、
法
人
格

の
み
存
続
さ
せ
ら
れ
て
第
二
次
大
戦
後
に
至

っ
た
。

０
　
中
国
に
お
け
る
三
事
務
所
の
設
置

本
社
鉱
山
課
は
、
昭
和
十
四
年
四
月
の
主
管
者
協
議
会
に
お
い
て
中
国
大
陸

へ
の
事
業
進
出
の
見
通
し
と
そ
の
実
現
の
た
め
に
差
し
当
た

り
何
が
必
要
か
を
問
う
第
五
議
題
を
提
出
し
た
。
会
議
は
津
田
鉱
山
課
臨
時
課
長
代
理
の
趣
旨
説
明
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
北
支
産
金
津
田
常

務
、
上
海
販
売
店
富
岡
支
配
人
の
現
状
説
明
の
後
、
連
系
各
社
か
ら
の
特
に
積
極
的
な
意
見
は
な
く
、
古
田
専
務
理
事

か
ら
研
究
課
題
と
さ

れ
た
。
し
か
し
こ
の
結
果
七
月
上
海
、
北
京
、
新
京
（現
、
長
春
）
の

一一事
務
所
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

北
支
産
金
常
務
津
田
秀
栄
は
、
主
管
者
協
議
会
か
ら
北
京

へ
帰
任
し
て

一
カ
月
後

の
六
月
二
日
、
本
社
庶
務
課
長
平
塚
正
俊
に
対
し
次
の

よ
う
な
書
簡
を
送
り
、
重
ね
て
北
京
事
務
所
設
置
を
懲
恩
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
経
理
部
長
小
畑
忠
良
が
鮫
島
に
指
示
し
た
北
支
産
金

の
隠

さ
れ
た
任
務
は
ほ
ぼ
指
示
通
り
遂
行
さ
れ
て
い
た
が
、
対
外
関
係
上
住
友
本
社
北
京
事
務
所
の
看
板
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
尽
き
た
。

金
則
略
）扱
予
例
ノ
住
友
公
司
開
設
ノ
件
、
其
後
如
何
相
成
申
居
候
ヤ
。
当
方
昨
今
ノ
実
情
ト
シ
テ
ハ
、
兎
モ
角
看
板
丈
掲
ゲ
得
ル
様

ニ

相
願
被
得
レ
バ
、
軍
当
局
、
興
亜
院
連
絡
部

ヘ
ノ
関
係
ナ
ド
、
何
欺
卜
好
都
合
ノ
様
被
相
存
候
。
或

ハ
来
ル
七
月

一
日
ヨ
リ
（即
チ
本

年
下
半
期
ヨ
リ
）
実
施
ノ
運
ト
モ
相
成
ラ
バ
、
対
外
関
係
（軍
ノ
移
動
其
他
ノ
点
ヨ
リ
見
テ
Ｙ
一
モ
亦
内
部
ノ
準
備
（七
月

ハ
雨
期

ニ
テ
現

場
ノ
仕
事

ハ
一
寸
停
頓
ノ
際
）
ョ
リ
シ
テ
モ
、

至
極
難
有
次
第
歎
卜
被
存
候
間
、

其
辺
ノ
事
情
等
モ
御
推
察
ノ
上
何
卒
宜
敷
御
願
申
上

候
。
尤
モ
他
ノ
事
ト
ハ
異
り
、
新
事
務
所
設
置
ノ
儀

ニ
モ
有
之
、
仲
々
容
易

ニ
ハ
運
ビ
難
キ
筋

ニ
モ
可
有
之
ト
ハ
万
存
居
候
得
共
、
モ



シ
差
迄
御
無
理
モ
行
カ
ヌ
様
ナ
レ
バ
、
詳
細
ノ
事

ハ
改
メ
テ
充
分
御
打
合
セ
ノ
上
徐
々
二
整
備
ス
ル
コ
ト
ト
シ
、
名
ロ
ト
事
務
章
程
ノ

簡
単
ナ
ル
モ
ノ
丈
テ
モ
御
決
定
相
賜

ハ
ラ
バ
、
幸
甚
之

二
無
過
卜
被
存
候
。
（後
略
）

津
田
に
対
す
る
平
塚
の
返
信
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
平
塚
は
六
月
六
日
付
で
北
京
事
務
所
設
置
と
と
も
に
こ
の
機
会

に
業
績
不
振
が
続

い
て
い
る
上
海
販
売
店
（第
９
表
）
の
組
織
改
正
を
行
お
う
と
し
て
、

上
海
販
売
店
支
配
人
富
岡
末
雄

の
意
見
を
求
め
て
い
る
の
で
、　
既
に
起

案

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
六
月
十
二
日
富
岡
か
ら
平
塚
宛

「
六
日
附
文
拝
見
」
当
店
組
織
改
正
ノ

件
御
来
示
通
第
三
案
ヲ
御
採
用
願
度
シ
」

富
岡
」

と
の
入
電
が
あ
り
、　
こ
れ
に
よ
り
六
月
十
四
日
上
海
、　
北
京
は
も
と
よ
り
満
洲
囲
新
京

（現
、
長
春
）
に
ま
で
事
務
所
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
起
案
例
第
六
〇
号

「上
海

・
北
京

・
新
京

二
事
務
所
設
置
ノ
件
」

が
提
出
さ
れ
、
六
月

二
十
二
日
決
裁
さ
れ
た
。
以
下
三
事
務
所
各
々
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ｌ

上

海

事

務

所

上
記
起
案

に
は
備
考
と
し
て
、
上
海
販
売
店
改
組
の
理
由
そ
の
他
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

（イ
）

上
海
販
売
店
改
組
理
由

上
海
販
売
店

ハ
上
海
並
支
那
各
地

二
於
テ
、
各
店
部
連
系
会
社
並
本
社
ノ
指
定
シ
タ
ル
会
社
ノ
生
産
品
販
売

ヲ
営
ム
傍
ラ
、
嘱
託

二
係

ル
用
務
ヲ
処
弁
シ
居
レ
リ
。

然
ル
処
最
近
ノ
趨
勢

二
鑑
ミ
ル
ト
キ
ハ
、
今
後
中
支
、
南
支

二
対
ス
ル
諸
般
ノ
調
査
ヲ
為
シ
、
現
地
情
報
ヲ
蒐
集
シ
、
事
業
的
進
出

ニ

付
不
断
ノ
研
究
卜
準
備
ヲ
為
ス
必
要
ア
リ
、
之
ガ
為

ニ
ハ
現
在
ノ
如
キ
販
売
店
組
織

ニ
テ
ハ
販
売
業
務

二
重
点

ヲ
置
キ
、
新
情
勢

二
則

応
シ
タ
ル
活
動
ヲ
為
ス
ニ
不
適
卜
考

ヘ
ラ
ル
ヽ
ヲ
以
テ
、
今
回
本
社
上
海
事
務
所

二
改
組
シ
中
支
、
南
支

二
於
ケ
ル
全
住
友
ノ
統
合
機

関
タ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
。
（註
、
上
記
起
案
に
よ
れ
ば
、
北
支
、
中
支
、
南
支
の
分
類
は
、
朧
海
線
以
北
を
北
支
、
そ
れ
よ
り
南
、
杭
州
、
漢
口
を
結

ぶ
線
以
北
を
中
支
、
中
支
以
南
を
南
支
と
す
る
通
常
の
分
類
に
従
っ
て
い
る
。）
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（
口
）

改
組
ノ
要
点

別
紙
事
務
章
程
（註
、
略
Ｙ
一規
定
セ
ル
如
ク
、
上
海
事
務
所

ハ
従
来
通
販
売
業
務

ヲ
営
ム
外
、
「中
支
那
及
南
支
那

二
於
ケ
ル
諸
般
ノ

調
査
其
ノ
他
本
社
ノ
特
命

二
係
ル
事
項
ヲ
掌
理
ス
」
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
新

二

「調
査
係
」
ヲ
設
ケ
テ
右
ノ
ロ
的
達
成
ヲ
計
ラ
ン
ト
ス
。

（
ハ
）

支
那
名
ヲ

「上
海
住
友
洋
行
」
卜
為
ス
。

上
海
販
売
店

ハ
現
地

二
於
テ
、
「住
友
洋
行
」

ナ
ル
支
那
名
ヲ
用
ヒ
居
レ
ル
ガ
、
今
回
改
組

二
当
リ
テ
ハ
販
売
業
務
等

ヲ
考
慮
シ
、
従

来
卜
殆
ン
ド
同
様
ノ

「上
海
住
友
洋
行
」
ナ
ル
支
那
名
ヲ
用
ヒ
ン
ト
ス
ｃ

貧

）

童
ブ

他
≡

一プ

点

二
付
テ

（
ａ
）

主
管
者
ノ
名
称

ハ
従
来
通

「支
配
人
」
卜
為
ス

後
述
ス
ル
如
ク
北
京
事
務
所
（現
地

二
於
テ
北
京
住
友
公
司
）
ノ
主
管
者

ヲ

「主
席
」
卜
称
ス
ル
振
合
ヨ
リ
、
上
海
事
務
所

二
於

テ
モ

「主
席
」
ヲ
採
用
ス
ル
事

一
応
考

ヘ
ラ
ル

ヽ
モ
、
上
海
事
務
所

ハ
販
売
業
務
ヲ
営
ミ
又
従
来
ヨ
リ
存
続
セ
ル
点

二
於
テ
、
他
ノ
新
設
事

務
所
卜
性
質
ヲ
異

ニ
ス
ル
コ
ト
、
又
上
海
ノ
邦
人
諸
会
社
代
表
者

ハ

「支
配
人
」
ナ
ル
名
称
ヲ
採
用
ス
ル
者
多
キ
実
状
等

ヲ
参
酌
シ
、

従
来
通
上
海
事
務
所
主
管
者
ヲ

「支
配
人
」
卜
呼
ブ
コ
ト

ヽ
ス
。

（
ｂ
）

支
那
名
ヲ

「
上
海
住
友
公
司
」
卜
為
サ
ヾ
ル
理
由

既
二
述
ベ
タ
ル
如
ク
、
上
海
事
務
所

ハ
他
ノ
新
設
事
務
所
卜
異
ナ
ル
点
ヲ
有
ス
ル
上
、
北
支
卜
上
海

ハ
我
対
支
政
策
上

ニ
モ
差
違
ア
リ

ト
云

ハ
レ
、
北
支

二
於
テ
ハ
国
策
的
色
彩
強
キ
ニ
比
シ
、
上
海

二
於
テ
ハ
余
程
緩
和
セ
ラ
レ
居
ル
点

ヲ
考
慮
ス
ル
時

ハ
、
上
海
事
務
所

ノ
支
那
名

ハ

「
上
海
住
友
洋
行
」
卜
為
ス
方
ガ
適
当
卜
被
存
。

（
ｃ
）

販
売
店
ヲ
改
組
セ
ズ
、
之
卜

「本
社
上
海
駐
在
員
」
ト
ヲ
併
置
ス
ル
ヲ
見
合
セ
ン
ト
ス
ル
理
由

販
売
店
ノ
改
組
ヲ
行

ハ
ズ
ト
モ
、
「本
社
上
海
駐
在
員
」

ヲ
併
置
シ
、
支
配
人
ガ
首
席
駐
在
員
ヲ
兼
務
ス
ル
コ
ト
ニ
依
り
、
上
海
事
務



所
設
置
卜
同

一
ノ
効
果
ヲ
挙
ゲ
得
ラ
ル

ヽ
卜
考

ヘ
ラ
ル
ヽ
モ
、
現
地

二
銀
行
支
店
、
販
売
店
、
駐
在
員
ノ
三
機
関
ヲ
鼎
立
セ
シ
メ
、
対

外
折
衝
等
ノ
場
合
何
彼
卜
不
便
不
都
合
ヲ
生
ズ
可
ク
、
又
販
売
店
卜
駐
在
員
ノ
関
係

ヲ
考
慮
ス
ル
ト
キ
ハ
、
両
者
ヲ

一
体
ト
ス
ル
上
海

事
務
所
ノ
方
勝
レ
リ
ト
思

ハ
ル
。

六
月
二
十
二
日
上
記
起
案
が
決
裁
さ
れ
る
と
本
社
総
務
部
長
小
林
晴
十
郎
は
直
ち
に
上
海
販
売
店
支
配
人
富
岡
末
雄
に
そ
の
旨
連
絡
し
、

併
せ
て
七
月

一
日
付
を
も

っ
て
上
海
販
売
店
と
委
託
又
は
代
理
関
係
に
あ
る
鎖
業
、
金
属
、
電
線
、
化
学
、
満
洲
金
属
、
機
械
、
日
本
電
氣
、

板
硝
子
、
扶
桑
海
上
の
各
主
管
者
に
あ
て
て
次

の
よ
う
な
書
簡
を
送
り
、
了
解
を
求
め
た
ｃ

拝
啓
　
念
〔御
清
穆
奉
賀
候
。
陳
者
予
而
貴
社
製
品
販
売
ノ
為
代
理
店
ト
シ
テ
ノ
営
業
致
居
候
住
友
本
社
上
海
販
売
店

ハ
、
今
回
都
合

ニ

依
り
住
友
本
社
上
海
事
務
所
（支
那
名
従
前
通
上
海
住
友
洋
行
）
卜
改
称
相
成
候
処
、
販
売
業
務

ハ
今
後
モ
従
来
通
変
更
無
ク
経
営
仕
候

間
、
何
卒
御
了
承
被
成
下
度
、
此
段
御
通
知
芳
得
貴
意
候
也
。

又
七
月

一
日
に
は
次
の
よ
う
な
記
者
発
表
を
行

っ
た
。

株
式
会
社
住
友
本
社
上
海
販
売
店
改
組

二
就
テ

株
式
会
社
住
友
本
社
上
海
販
売
店
（華
名
住
友
洋
行
）
ハ
専
ラ
住
友
系
統
各
会
社
ノ
生
産
品
販
売
ノ
機
関
ト
シ
テ
二
十
四
年
ノ
歴
史

ヲ
有

シ
マ
シ
タ
ガ
、
本
日
其
ノ
機
構
ヲ
改
メ
同
社
上
海
事
務
所
（華
名

ハ
従
来
通
上
海
住
友
洋
行
）
卜
改
称
致
ス
事

二
成
リ
マ
シ
タ
。

聖
戦
弦

二
二
年
皇
軍
ノ
武
威
全
支

二
光
被
シ
中
南
支
ノ
各
地
著
シ
ク
其
ノ
治
安

ヲ
改
善
シ
、
経
済
ノ
復
興
モ
亦
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
ガ
ア
リ

マ
ス
。
殊

二
中
支
振
興
会
社
始
メ
各
種
ノ
国
策
会
社
ガ
設
立
セ
ラ
レ
マ
シ
テ
、
日
支
両
国
提
携
ノ
実
効
ヲ
挙
ゲ
ツ
ヽ
ア
リ
マ
ス
事

ハ
、

真

二
慶
賀

二
堪

エ
ヌ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。

今
後
日
本
諸
事
業
ノ
大
陸
進
出
、
日
支
経
済
ノ
緊
密
化

ハ
愈
々
肝
要
ノ
コ
ト
ト
ナ
ツ
テ
参
リ
マ
ス
ノ
デ
、
住
友

二
於
キ
マ
シ
テ
モ
上
海

二
有
カ
ナ
ル
調
査
機
関
ヲ
設
置
ス
ル
必
要
ヲ
認
メ
、
即
チ
弊
所
ノ
機
構
ヲ
改
メ
、
各
種
ノ
調
査
研
究
ヲ
行
ヒ
、
現
地

二
於
テ
各
方
面
ト
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友
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折
衝
連
絡
ヲ
計
ル
コ
ト
ヲ
主
タ
ル
ロ
的
ト
シ
、
兼
テ
従
来
ノ
販
売
業
務
ヲ
モ
行
フ
コ
ト

ヽ
致
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
因

二
当
事
務
所
ノ

主
要
職
員

ハ
左
ノ
通
リ
デ
ア
リ
マ
ス
。

支
配
人
　
　
　
　
　
｛昌
岡
　
末
雄

同
代
理
者
　
　
　
　
谷
中
　
敏
治

以
上

２

北

京

事

務

所

上
記
起
案

に
は
備
考
と
し
て
北
京
事
務
所
設
置
の
目
的
そ
の
他
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

（イ
）

設
置
ノ
理
由

北
支

二
於
テ
ハ
、
興
亜
院
機
構
ノ
整
備
、
北
支
開
発
会
社
ノ
事
業
開
始

二
伴
ヒ
、
内
地
事
業
家
ノ
進
出
目
覚
シ
ク
、
殊

二
三
井
、
三
菱

等

ハ
相
当
ノ
人
物
ヲ
派
遣
シ
、
費
用
ヲ
惜

マ
ズ
地
盤
開
拓

二
努
力
致
居
ル
有
様
ナ
リ
。

現
在
住
友
ガ
北
支

二
有
ス
ル
事
業
的
檬
点

ハ
北
支
産
金
ノ
ミ
ナ
ル
ガ
、
之
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
、
各
社
ノ
進
出

二
遅
ル

ヽ
コ
ト
ナ
ク
又
現
地
各

方
面
卜
連
絡
ヲ
執
リ
テ
今
後
住
友
ノ
発
展
ヲ
計
ル
事

ハ
到
底
望
ミ
難
キ
所
ナ
リ
。
宜
敷
現
地

二
於
テ
住
友
ノ
存
在
ヲ
認
識
ス
ル
ニ
足
ル

機
関
ヲ
設
置
ス
可
キ
秋
ナ
リ
ト
思
料
セ
ラ
ル
。

（
口
）

北
京
住
友
公
司
ノ
要
点

別
紙
事
務
章
程

二
規
定
セ
ラ
レ
タ
ル
如
ク
、
北
京
事
務
所

ハ
現
地

二
於
テ
ハ
北
京
住
友
公
司
卜
称
ス
。
公
司
ノ
法
律
的
意
味

ハ
詳
カ
ナ

ラ
ザ
ル
モ
、
単

二
会
社
卜
謂
フ
意
味

ニ
シ
テ
、
対
外
的

ニ
ハ
好
都
合
ノ
名
称
ナ
リ
．
現
在
三
菱
及
浅
野
物
産

ハ
執
レ
モ
公
司
卜
称
ス
。

今
回
ノ
改
正

二
当
リ
テ
ハ
、
津
田
北
支
産
金
常
務
ノ
意
見
ヲ
モ
参
酌
シ
特

二

「公
司
」
卜
称
セ
ン
ト
ス
。

更

二
公
司
ノ
主
管
者
ノ
呼
称

ハ
、
現
地
ノ
振
合
等

ヲ
考
慮
シ
、
「主
席
」
卜
称
ス
ル
コ
ト

ヽ
為
シ
、
次
席
者
ヲ

「次
席
」
卜
呼
バ
ン
ト



ス
ｃ

公
司

ハ

「
調
査
」
「庶
務
」

ノ
ニ
係
ヨ
リ
成
ル
。
調
査
係

ハ
当
分
連
系
会
社
駐
在
員
ヲ
シ
テ
兼
務
セ
シ
ム
ル
事
卜
成
ル
見
込
ナ
ル
ガ
、

公
司
本
来
ノ
使
命
ヨ
リ
観
テ
、
駐
在
員
ノ
兼
務
以
外

二
相
当
ノ
陣
容
ヲ
整
フ
可
キ
モ
ノ
ト
考

ヘ
ラ
ル
。

尚
公
司
ノ
職
員

ハ
、
北
支
産
金
兼
務
卜
成
ル
者
多
キ
見
込

二
有
之
、
夫
等
職
員
ノ
俸
給
賞
与
等
ノ
支
給

二
付
テ
ハ
、
別
途
鉱
山
課
起
案

鉱
第
五
六

一
号
（計
、
略
）
ヲ
以
テ
仰
裁
済
ナ
リ
。

（
ハ
）

「商
事
係
」
又
ハ

「商
務
係
」
ヲ
設
ケ
ザ
ル
理
由

北
支

二
対
ス
ル
住
友
生
産
品
（関
係
会
社
ヲ
モ
含
ム
）
ノ
販
売

ハ
、
三
井
物
産
及
之
ガ
下
請
タ
ル
三
昌
洋
行

ヲ
通
ジ
テ
行
ヒ
居
ル
次
第
ナ

ル
ガ
、
公
司
設
立
後
モ
両
者
ヲ
利
用
ス
ル
ヲ
得
策
卜
思

ハ
ル

ヽ
二
付
、
「商
事
係
」
ヲ
設
ケ
ザ
ル
事
ト
ス
。

次

二

「商
務
係
」
ヲ
設
ケ
、
住
友
各
工
場
（関
係
会
社
ヲ
モ
含
ム
）
卜
三
井
物
産
及
三
昌
洋
行
ト
ノ
連
絡

二
当
ラ
シ
ム
ル
事

一
応
考
慮
セ

ラ
ル

ヽ
モ
、
北
京

二
於
ケ
ル
住
友
ノ
現
状
ヨ
リ
稽
フ
レ
バ
、
斯
種
事
項

ハ
住
友
各
社
駐
在
員
ノ
掌
理
二
委

ヌ
ル
ヲ
適
当
卜
思

ハ
ル
。
即

チ
今
回
北
京
公
司
ヲ
設
置
ス
ル
理
由
ノ

一
ト
シ
テ
ハ
、
北
支

二
住
友
ノ
統
合
機
関
ノ
存
在
ス
ル
事

ヲ
現
地
各
方
面

二
知
ラ
シ
メ
、
情
報

ノ
蒐
集
、
各
般
ノ
調
査
及
連
絡
等

二
有
利
ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ニ
在
リ
テ
、
必
シ
モ
各
社
ノ
商
務
事
項
ノ
統
轄
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
在
ラ
ス
。

加
之
今
若
シ
商
務
係
ヲ
設
ケ
、
「主
席
」

ヲ
シ
テ
斯
種
事
項
迄
統
轄
セ
シ
ム
ル
コ
ト

ヽ
セ
バ
、
事
実
上

「主
席
」

ノ
活
動
ヲ
其
ノ
方
面

二
制
約
シ
、
却
テ
公
司
設
置
ノ
趣
旨

二
惇
ル
コ
ト

ヽ
成
ル
可
シ
。
従
テ

「商
務
係
」
ヲ
モ
設
置
セ
ザ
ル
次
第
ナ
リ
。
傷
チ
各
社
ノ
北
京

駐
在
員

ハ
、
「商
務
」
事
項

二
関
ス
ル
限
り
、
公
司
ノ
支
配
外

二
立

ツ
ヲ
建
前
卜
為
シ
、
「主
席
」
ガ
是
等
駐
在
員
監
督
方
法
ト
シ
テ
ハ
、

「商
務
」

二
関
ス
ル
事
項
卜
雖
接
待
（宴
会
）
出
張

二
付
テ
ハ
、
「主
席
」

ノ
同
意

ヲ
必
要
ト
ス
ル
等
ノ
内
規
ヲ
設
ケ
、
間
接

二
其
ノ
ロ

的
ヲ
達
セ
ン
ト
ス
。

六
月
二
十
二
日
上
記
起
案
が
決
裁
さ
れ
る
と
、
本
社
総
務
部
長
小
林
晴
十
郎
は
直
ち
に
北
支
産
金
常
務
津
田
秀
栄
に
対
し
そ
の
旨
通
知
し
、
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津
田
は
七
月

一
日
軍
官
、
進
出
企
業
幹
部
及
び
中
国
政
府
関
係
者
を
往
訪
、
さ
ら
に
関
係
先
に
対
し
次
の
よ
う
な
挨
拶
状
を
差
し
出
し
た
。

謹
啓
　
時
下
愈
々
御
清
穆
奉
賀
候
。

陳
者
住
友

二
於
テ
ハ
予
テ
ヨ
リ
真
東

一
帯
ノ
金
鉱
開
発

二
努
力
致
参
候
処
、
今
般
株
式
会
社
住
友
本
社

二
於
イ
テ
、
新

二

「
北
京
住
友

公
司
」
ヲ
設
置
仕
り
、
姦

二
北
支
那

二
於
ケ
ル
諸
般
ノ
調
査
ヲ
初
メ
、
住
友
関
係
各
事
業
ノ
用
務
万
端
ヲ
処
弁
致
ス
コ
ト
ト
相
成
申
候
。

就
テ
ハ
興
亜
ノ
鴻
業
将

二
展
カ
レ
ン
ト
ス
ル
ニ
当
り
、　
一
同
協
力
鞠
易
尽
痒
乍
不
及
北
支
那
経
済
開
発
ノ

一
助

二
資
シ
タ
キ
モ
ノ
ト
念

願
罷
在
ル
次
第

二
御
座
候
。

諸
賢

二
於
カ
セ
ラ
レ
テ
ハ
、
何
卒
弊
方
ノ
微
意
御
酌
取
被
下
、
此
上
ト
モ
絶
大
ノ
御
援
護
御
高
庇
相
賜

ハ
リ
度
、
伏
シ
テ
奉
懇
願
候
。

先

ハ
右
御
挨
拶
迄
如
斯
御
座
候
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

昭
和
十
四
年
七
月

一
日

北
京
市
東
四
牌
楼
二
条
胡
同
五
号

北
京
住
友
公
司

主
席
　
　
　
　
津
田
　
秀
栄

又
同
日
次

の
よ
う
な
記
者
発
表
を
行

っ
た
ｃ

北
京
住
友
公
司
設
置

二
就
テ

今
回
株
式
会
社
住
友
本
社

二
於
テ
、
北
京

二
北
京
住
友
公
司
ヲ
設
置
ス
ル
事
卜
成
リ
マ
シ
タ
。

聖
戦
既

二
二
年
皇
軍
ノ
武
威
愈
々
全
支

二
光
被
ス
ル
ニ
随
ヒ
、
北
支
ノ
治
安
モ
漸
次
改
善
セ
ラ
レ
、
興
亜
院
機
構
ノ
整
備
卜
北
支
開
発

会
社
ノ
事
業
開
始

二
伴
ヒ
マ
シ
テ
、
経
済
開
発
事
業
ノ
活
況
ヲ
示
シ
テ
参
リ
マ
シ
タ
事

ハ
、
真

二
御
同
慶

二
堪

エ
ヌ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。

住
友

二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
、
既

二
興
中
公
司
卜
協
同
出
資
ノ
下
二
北
支
産
金
株
式
会
社
ヲ
経
営
シ
、
産
金
報
国

二
カ
ヲ
致
シ
テ
居
ル
ノ
デ



ア
リ
マ
ス
ガ
、
直
接

「住
友
」
ヲ
代
表
ス
ベ
キ
出
先
機
関
ヲ
有
シ
テ
居
リ
マ
セ
ヌ
結
果
、
官
民
各
方
面
ト
ノ
連
絡
上
色
々
不
便
ヲ
感
ジ

テ
居
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

今
回
北
京
住
友
公
司
ヲ
設
置
致
シ
マ
シ
タ
ノ
ハ
、
現
在
ノ
不
備
ナ
点
ヲ
補
ヒ
、
北
支
発
展

二
貢
献
致
シ
度
イ
ロ
的

二
外
ナ
ラ
ヌ
ノ
デ
ア

リ
マ
シ
テ
、
今
後
公
司
ハ
専
ラ
各
般
ノ
調
査
連
絡
ノ
任

二
当
ル
筈
デ
ア
リ
マ
ス
。

因

二
本
公
司
ノ
主
要
職
員

ハ
左
ノ
通
リ
デ
ア
リ
マ
ス
。

主
席
　
　
　
津
田
　
秀
栄

次
席
　
　
　
鮫
島
　
龍
雄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

３

新

京

事

務

所

上
記
起
案

に
は
備
考
と
し
て
新
京
事
務
所
設
置
の
理
由
そ
の
他
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

（イ
）

れ改
置
ノ
理
由

満
洲
回

二
於
ケ
ル
諸
般
ノ
情
報
ヲ
蒐
集
シ
調
査
ヲ
為
ス
コ
ト
ハ
、　
現
在
大
連
駐
在
員
（註
、
昭
和
九
年
七
月
一
日
設
置
）
ノ
担
当
ス
ル
所
ナ

ル
ガ
、
大
連

ハ
奉
天
及
新
京
等
満
洲
國
中
心
ヨ
リ
遠
ク
離
レ
居
ル
関
係
上
種
々
不
便
多
キ
為
メ
、
今
回
首
都
新
京

二
事
務
所
ヲ
新
設
シ
、

迅
速
正
確
ナ
ル
情
報
ヲ
入
手
シ
、
諸
般
ノ
調
査

ヲ
進
ム
ル
ト
共

二
、
現
地
各
方
面
ト
ノ
連
絡
ヲ
計
ラ
ン
ト
ス
。

（
口
）

新
京
事
務
所
ノ
要
点

詳
細

ハ
別
紙
事
務
章
程

二
規
定
セ
ル
通
ナ
ル
ガ
、
新
京
事
務
所
ノ
ロ
的
ト
ス
ル
所

ハ
（
イ
Ｙ
一述
ベ
タ
ル
如
ク
、
現
在
大
連
駐
在
員
ノ
掌

理
ス
ル
事
項
ノ
中
、
満
洲
回

二
於
ケ
ル
情
報
ノ
蒐
集
、
諸
般
ノ
調
査
及
連
絡
等

ヲ
行

ハ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、
販
路
ノ
拡
張
其
ノ
他

販
売
業
務

二
直
接
関
係
ア
ル
方
面

ハ
、
新
京
事
務
所

二
於
テ
ハ
掌
理
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
従
来
通
大
連
駐
在
員

二
於
テ
取
扱

フ
モ
ノ
ナ
リ
。

更

二
大
連
駐
在
員

ハ
、
新
京
事
務
所
設
置
後
モ
満
洲
回

二
於
ケ
ル
情
報
ノ
蒐
集
並
諸
般
ノ
調
査

ヲ
行
ヒ
得
ル
コ
ト
ト
為
シ
、
従
テ

「大
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連
駐
在
員
事
務
規
程
」
ノ
改
正
ヲ
ナ
サ
ズ
。

新
京
事
務
所
ノ
主
管
者

ハ

「所
長
」

卜
称
ス
。
北
京
公
司

ハ

「主
席
」
、
上
海
洋
行

ハ

「支
配
人
」

ニ
テ
、
三
事
務
所
ノ
主
管
者
ガ

夫
々
名
称
ヲ
異

ニ
ス
ル
ハ
好

マ
シ
カ
ラ
ザ
ル
モ
、
現
地
ノ
事
情
ノ
特
殊
性
ヲ
考
慮
シ
、
名
称
統

一
ヲ
見
合
セ
ン
ト
ス
。

六
月
二
十
二
日
上
記
起
案
が
決
裁
さ
れ
る
と
、
本
社
総
務
部
長
小
林
晴
十
郎
は
直
ち
に
大
連
首
席
駐
在
員
山
添
程
次

に
対
し
次

の
よ
う
な

書
簡
を
送
り
、
新
京
事
務
所
設
置
に
つ
い
て
了
解
を
求
め
た
。

拝
啓
　
今
回
満
洲
國

二
於
ケ
ル
諸
般
ノ
調
査
並
各
方
面
ト
ノ
連
絡
其
ノ
他
本
社
ノ
特
命

二
係
ル
事
項
ヲ
掌
理
ス
ル
ロ
的
ヲ
以
テ
、
新
京

事
務
所
ヲ
設
置
ス
ル
コ
ト
ニ
決
定
相
成
、
七
月

一
日
附
ヲ
以
テ
別
紙
（註
、
略
）
ノ
通
発
表
ノ
事
卜
相
成
候
処
、
同
事
務
所
設
置
後
モ
貴

駐
在
員
事
務
所
ノ
業
務

ニ
ハ
変
更
無
之
、
殊

二
満
洲
國

二
於
ケ
ル
販
路
拡
張
等
販
売
方
面
ノ
事
項

ハ
、
総
テ
従
来
通
貴
所

二
於
テ
掌
理

願
フ
コ
ト

ヽ
相
成
居
候
間
、
御
了
承
相
成
度
、
此
段
御
通
知
芳
得
貴
意
候
也
。

七
月

一
日
新
京
事
務
所
長
に
発
令
さ
れ
た
高
橋
浩
（Ｔ
■
只
大
法
、
倉
庫
本
店
支
配
人
）
は
、
設
置
当
日
に
は
着
任
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、

六
月
三
十
日
次
長
に
内
定
し
て
い
た
小
川
浩
（Ｔ
８
京
大
法
、
銀
行
新
居
浜
支
店
長
、
昭
和
十
四
年
二
月
本
社
商
工
課
）
に
対
し
次

の
よ
う
に
打
電
し

た
ｃ

事
務
所
設
置
ノ
件

一
日
発
表
セ
ラ
ル
」
予
テ
打
合
セ
ノ
通
り
当
日

「株
式
会
社
住
友
本
社
新
京
事
務
所
」
ノ
看
板
ヲ
出
シ
」
総
務
庁
長

官
（註
、
星
野
直
樹
）又

ハ
代
理
ノ
許

へ
出
向
キ
事
務
所
開
設
ノ
挨
拶
ヲ
ナ
サ
レ
度
シ
」

一
般
外
部

二
対
シ
テ
ハ
特

二
発
表
セ
ズ
」

昭
会̈

ヲ
受
ケ
タ
ル
時

ハ
名
称
卜
重
ナ
ル
職
員
名

ヲ
回
答
ス
ル
ニ
止
メ
詳
細

ハ
所
長
赴
任
ス
ル
迄
判
り
難
キ
旨

ヲ
以
テ
応
答
ノ
コ
ト
」
其
他
明

日
空
文
ス
」
高
橋



回
　
扶
桑
海
上
火
災
保
険

の
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

へ
の
改
称
と
連
系
会
社
指
定

住
友
合
資
会
社
が
昭
和
五
年
二
月
扶
桑
海
上
の
経
営
権
を
取
得
し
た
こ
と
は
、
既
に

「住
友
合
資
会
社
（中
）五
田
　
扶
桑
海
上
火
災
保
険

株
式
会
社
の
継
承
」
で
述
べ
た
。
以
来
扶
桑
海
上
は
住
友
合
資

・
住
友
本
社
の
関
係
会
社
と
な

っ
て
い
た
の
で
、
昭
和
十
三
年

一
月

「
関
係

会
社
役
員
内
規
」
が
制
定
さ
れ
た
時
、
日
本
板
硝
子
や
日
本
電
氣
と
同
様
に
扶
桑
海
上
専
務
小
山
九

一
は
こ
の
内
規
を
受
領
し
て
然
る
べ
き

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
事
実
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
総
理
事
小
倉
正
恒
と
小
山

の
間
で
、
昭
和
十

一
年

の
扶
桑

の
業
績
回

復
以
降
（第
４０
表
）
い
ず
れ
扶
桑
海
上
が
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
る
と
い
う
了
解
が
成
立
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
小
山
が
昭
和
十
五
年

一
月
満
五
五
歳

の
停
年
を
迎
え
る
の
を
前
に
し
て
、
昭
和
十
四
年
三
月
後
任

の
柴
田
丈
夫
（Ｍ
４２
東
京
高
商
、

銀
行
常
任
監
査
役
、　
の
ち
海
上
専
務

・
社
長
）
が
取
締
役
と
し
て
送
り
込
ま
れ
、　
そ
の
年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
も
、
本
社
か
ら
は
連
系
会
社
指
定

の
話
は
な
か
っ
た
。
小
山
は
十
二
月
二
十
日
総
理
事
小
倉
正
恒
宛
直
接
書
簡
を
送
り
、
連
系
会
社
指
定
を
願
い
出
た
。

昭
和
十
五
年

一
月
四
日
初
出
勤
の
本
社
に
小
山
の
書
簡
は
届
い
て
お
り
、
お
そ
ら
く
小
倉

の
指
示
で
専
務
理
事
古
田
俊
之
助
は
書
簡
別
紙

「社
名
変
更
ノ
件

二
付
御
願
」
（資
料
１８
）
を
経
理
部
長
小
畑
忠
良
、
総
務
部
長
小
林
晴
十
郎
、
人
事
部
長
河
井
昇
三
郎
に
回
覧
し
た
。

こ
の

結
果
取
り
敢
え
ず

一
月
九
日
の
小
山

の
停
年
は
、
期
限
を
定
め
ず

「停
年

の
と
こ
ろ
引
続
き
在
職
」
と
さ
れ
た
。

て

ｌｔ
日

嚇
件
　

　

一
月
十
五
日
総
務
部
庶
務
課
文
書
係

は
小
山

の
申
請
を
承
認
す
る

剛
畔
　
次

の
よ
う
な
起
案
を
提
出
し
、　
一
月
三
十
日
決
裁

さ
れ
た
（社
長
住
友

Ⅲ
綱
　
吉
左
衛
門
は

「事
後
提
出
御
了
承
ス
ミ
（
一月
七
日
ご

と
記
さ
れ
て
い
る
）
。

註
出
　
　
　
（扶
桑
海
上
火
災
）

四

一
五

第40表 扶桑海上・住

友海上の業績

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

T l
248

241

317

362

357

436

488

491

530

627

702

753

1,952

2,054
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社
名
変
更
ノ
件

掲
題
ノ
件

二
関
シ
、
扶
桑
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
ヨ
リ
旧
臓
三
十
日
付
書
面
ヲ
以
テ
願
出
ア
リ
タ
ル
ニ
付
、
左
記
案
文

二
依
り
回
答

相
成
可
然
乎
。

回
答
案

十
五
年

一
月
三
十

一
日
（文
第
六
七
号
）

（註
、
決
裁
後
記
入
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
務
理
事

扶
桑
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

専
務
取
締
役
　
　
　
小
山
　
九

一
殿
（必
親
展
）

旧
臓
三
十
日
付
御
書
面
ヲ
以
テ
御
打
合
ノ
貴
社
々
名
変
更
ノ
件
敬
承
仕
候
。
右

ハ
洵

二
機
宜
ノ
措
置
卜
被
存
候

二
付
、
此
際
貴
社
ヲ
住

友
本
社
ノ
連
系
会
社
ノ

一
二
加

へ
、
且
社
名
ヲ
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
卜
改
メ
、
以
テ
益
貴
社
業
務
ノ
進
展
ヲ
期
ス
ル
事
卜
致

度
、
付
テ
ハ
御
来
示
ノ
通
夫
々
関
係
方
面

二
事
前
了
解
ヲ
求
メ
タ
ル
上
、
二
月
中

二
臨
時
株
主
総
会
ヲ
開
催
シ
、
社
名
変
更
ノ
件
御
附

議
相
成
様
致
度
、
此
段
御
回
答
労
得
貴
意
候
也
。

追
テ
連
系
会
社

二
指
定
セ
ラ
レ
タ
ル
上

ハ
、　
一
般
連
系
会
社
ノ
例

二
倣
ヒ
連
系
会
社
役
員
内
規
並
住
友
社
則

二
基
ク
業
務
上
ノ
打
合
、

報
告
ヲ
実
行
セ
ラ
ル
ヘ
キ
次
第

二
候
間
、
右
併
而
御
了
承
相
成
度
申
添
候
。

備
考

一
、
本
件

ハ
扶
桑
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
ヲ
住
友
本
社
ノ
連
系
会
社
ノ

一
二
指
定
シ
、
社
名

ヲ

「住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
」

卜
改
メ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

二
、
扶
桑
海
上
ノ
社
名
変
更
ノ
件

ハ
、
同
社
経
営
ノ
実
権

ヲ
住
友

二
委

ヌ
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
テ
ヨ
リ
（昭
和
五
、
六
年
頃
）
ノ
懸
案
タ
リ
シ

モ
ノ
ニ
シ
テ
、
其
ノ
都
度
時
期
尚
早
ト
シ
テ
今
日
二
及
ベ
ル
モ
、
扶
桑
海
上

二
於
テ
ハ
既

二
従
来
ヨ
リ

「住
友
経
営
」
タ
ル
ヲ
標
榜



シ
来
り
、　
又
住
友
関
係
持
株

ハ
今
日
二
於
テ
ハ
約
四
割
五
分
ノ
多
キ
ニ
達
シ
、　
役
員
ノ
構
成

二
於
テ
（①
取
締
役
七
名
中
三
名

ハ
住

友
人
ナ
リ
、
会
長

一
、
専
務

一
、
取
締

一
、
②
監
査
役
二
名
中

一
名

ハ
住
友
人
）
、
営
業
取
引

二
於
テ
、
其
ノ
他
代
理
店
事
務
、
保

険
事
務
所
ノ
所
在
等
々
二
於
テ
、
蓋
シ
従
来
ヨ
リ
両
者
ノ
縁
故
浅
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
。

三
、
扶
桑
海
上
ノ
営
業
状
態

ハ
、
成
立
以
来
二
十
有
余
年
ヲ
経
過
シ
、
其
ノ
間
幾
度
力
盛
衰
消
長
ア
リ
タ
ル
モ
、
今
日
二
於
テ
ハ
本
邦

損
害
保
険
会
社
四
十
七
社
中
優

二
十
指
ノ
内

二
数

ヘ
ラ
ル
ヽ
優
良
会
社

ニ
シ
テ
（詳
細

ハ
別
紙
貸
借
対
照
表
其
ノ
他
御
参
照
）
、
営
業

成
績
、
資
産
内
容
ヨ
リ
ス
ル
モ
、
社
員
ノ
素
質
、
待
遇
ヨ
リ
ス
ル
モ
（社
員
ノ
素
質
、
待
遇

二
付
テ
ハ
、
扶
桑
ヨ
リ
ノ
打
合
書

二
詳

記
ノ
如
ク
、
近
年
顕
著
ナ
ル
向
上
ヲ
見
、
各
種
待
遇
上
ノ
規
程
モ
、
殆
ン
ド
住
友
社
則
卜
類
似
シ
居
り
、
既

二
連
系
会
社
ノ
取
扱

ヲ

為
ス
モ
、
多
大
ノ
支
障
ヲ
生
ゼ
ザ
ル
域

二
達
シ
居
レ
リ
）
、
其
ノ
他
何
レ
ノ
点
ヨ
リ
ス
ル
モ
、
住
友
ノ
連
系
会
社
ト
シ
テ
恥
シ
カ
ラ

ザ
ル
内
容
ヲ
有
シ
、
業
界

二
信
用
を
高
メ
ツ
ヽ
ア
ル
次
第
ナ
リ
。

四
、
滋

二
於
テ
カ
、
損
害
保
険
営
業
ノ
堅
実
性
、
其
ノ
国
家
的
意
義
ヲ
モ
考
慮
シ
、
且
又
社
名
変
更

二
伴
フ
内
外
ノ
諸
ノ
影
響

ニ
モ
深

キ
検
討
ヲ
加

ヘ
タ
ル
末
、
多
年
ノ
懸
案
タ
リ
シ
社
名
変
更
ノ
件
モ
其
ノ
時
期

二
達
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
、
今
般
社
名
変
更
ノ
打
合
越

ア
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
承
認
シ
、
前
記
案
文

二
依
り
国
答

二
及
バ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

事
務
章
程
制
定
に
関
し
、
上
記
小
山
の

「御
願
」
に
は
小
山
独
自

の
事
務
章
程
案
が
添
付
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
と
は
別
に
庶
務
課
文
書

係
は
海
上
事
務
章
程
案
を
作
成
し
、　
一
月
十
七
日
次

の
よ
う
な
起
案

の
形
で
総
務
部
長
の
決
裁
を
得
て
、　
一
月
三
十

一
日
上
記
小
山
宛
専
務

理
事

の
回
答
文
と
と
も
に
発
信
さ
れ
た
。

（扶
桑
海
上
）

事
務
章
程
制
定

二
関
ス
ル
件

案

第

二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

四

一
七



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
八

十
五
年

一
月
三
十

一
日
（文
第
六
八
号
）

（註
、
決
裁
後
記
入
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
部
長

扶
桑
海
上
専
務
宛
（必
親
展
）

貴
社
事
務
章
程
制
定

二
関
ス
ル
件

一
月
二
十

一
日
付
文
第
六
七
号
ヲ
以
テ
貴
社
名
変
更
ノ
件

二
関
シ
、
専
務
理
事

ヨ
リ
御
回
答
申
上
候
処
、
右
実
施
卜
同
時

二
事
務
章
程

ヲ
発
表
実
施
ノ
必
要
有
之
候

二
付
テ
ハ
、
当
方

二
於
テ
作
成
ノ
別
紙
試
案
（註
、
略
）姦
許
同
封
御
送
付
申
上
候
間
、
詳
細
御
研
究
ノ
上

折
返
シ
御
異
見
等
御
聞
カ
セ
相
成
度
、
此
段
得
貴
意
候
也
。

（備
考
）

本
草
案

ハ
現
行
ノ
本
店
各
部
、
支
店
及
出
張
所
ノ
分
課
分
掌
規
程
並
職
制
規
程
ヲ
住
友
各
社
ノ
事
務
章
程
ノ
例

二
倣
ヒ
テ
編
成
セ
ル
モ

ノ
ニ
シ
テ
、
其
ノ
実
質

ハ
略
現
行
通
リ
ナ
リ
。

こ
れ
に
対
し
小
山
は
本
社
案
を
検
討
の
上
、
二
月
二
十

一
日
総
務
部
長
小
林
晴
十
郎
宛
次

の
よ
う
に
意
見
を
具
申
し
て
き
た
．

一
、
当
社
事
務
章
程
制
定

二
関
ス
ル
件

拝
復
　
陳
者
去
月
三
十

一
日
附
文
第
六
八
号
貴
状
ヲ
以
テ
右
件

二
付
御
申
越
ノ
趣
拝
承
致
候
。
就
テ
ハ
大
体
貴
案

二
基
キ
別
紙
（計
、

略
）
ノ
通
立
案
致
候
間
、
御
詮
議
ノ
上
御
承
認
被
下
度
得
貴
意
候
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

追
テ
右
件

二
付
御
打
合
ノ
為
、
来
ル
二
十
三
日
柴
田
取
締
役
並
安
田
総
務
部
長
貴
社

二
出
社
可
致
候
間
、
御
承
知
置
被
下
度
候
。

こ
の
小
山
の
意
見
に
基
づ
き
三
月
六
日
庶
務
課
文
書
係
は
次

の
よ
う
な

「
（扶
桑
海
上
）事
務
章
程
制
定
ノ
件
」

を
提
出
し
、　
三
月
十
六
日

総
理
事

の
決
裁
を
得
て
、
発
信
（文
第
二
壬

言
こ
さ
れ
た
。

（扶
桑
海
上
）

事
務
章
程
制
定
ノ
件



総
務
部
長

扶
桑
専
務
宛
（親
展
）

掲
題

二
月
二
十

一
日
付
御
書
面
ヲ
以
テ
御
打
合
相
蒙
候
掲
題
ノ
件

ハ
、
先
般
柴
田
取
締
役
御
来
阪
ノ
節
御
協
議
申
上
候
如
ク
、
別
紙
（註
、

略
一）
ノ
通
修
正
ノ
上
承
認
ノ
コ
ト
ニ
決
定
相
成
候
間
、
御
了
承
相
成
度
、
此
段
依
命
及
御
通
知
候
也
。

追
テ
四
月

一
日
付
本
社
ヨ
リ
本
案
ノ
通
り
、
各
店
部
連
系
会
社
全
社

二
通
達
可
相
成
候
間
、
御
承
知
置
被
下
度
候
。

備
考

一
、
扶
桑
海
上
ノ
本
社
連
系
会
社
指
定

二
付
、
其
ノ
事
務
章
程
ノ
制
定

二
付
テ
ハ
、
本
社

二
於
テ
桑

二
同
社
現
行
ノ
諸
規
程
ヲ
集
約
シ

テ
案
文
作
成
送
付
シ
タ
ル
処
（十
五
年

一
月
三
十

一
日
文
第
六
八
号
）
、
今
般
扶
桑

二
於
テ
右

二
檬
り
別
紙
ノ
通
り
更

二
規
程
案
作
成

打
合
来
リ
タ
ル
ニ
付
、　
一
部
修
正
ノ
上
承
認
ノ
コ
ト

ヽ
ス
。

二
、
扶
桑
海
上
ノ
現
行
諸
規
程

ハ
、
本
店
各
部
、
大
阪
支
店
、
神
戸
支
店
、
出
張
所
等

二
付
、
各
独
立
ノ
分
課
分
掌
規
程
、
職
制
規
程

ア
リ
タ
ル
処
、
今
般
之
等

ヲ
一
規
程
ト
シ
テ
統

一
シ
、
他
ノ
連
系
会
社
ノ
例

二
倣
ヒ
整
理
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

三
、
事
務
章
程
制
定

二
当
り
、
現
行
制
度
ノ
変
更
セ
ラ
レ
タ
ル
点
左
ノ
如
シ
。

（
一
）

従
来
ノ
総
務
部
ヲ
、
総
務
部
、
経
理
部
ノ
ニ
部

二
分
ケ
、
総
務
部

二
人
事
課
、
庶
務
課
ヲ
、
経
理
部

二
会
計
課
、
査
業
課
ヲ

置
キ
、
事
務
ノ
実
状

二
適
応
セ
シ
メ
タ
ル
コ
ト
。

（
二
）

雑
種
保
険
部

二
傷
害
保
険
課
ヲ
廃
シ
、
営
業
課
、
業
務
課
ヲ
新
設
シ
、
将
来
ノ
発
展

二
備

ヘ
タ
ル
コ
ト
。

（三
）

専
務
取
締
役
、
部
長
等
ノ
権
限
其
ノ
他

二
付
テ
ハ
、
大
略
住
友
生
命
保
険
ノ
事
務
章
程

二
檬
り
振
合
等

ヲ
考
慮
ノ
上
決
定
シ

タ
ル
コ
ト
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
九



第
一
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
〇

（
四
）

部
、
課
名
等

ハ
事
務
ノ
実
状

二
適
合
セ
シ
メ
、
適
当

二
改
正
シ
タ
ル
コ
ト
。

四
、
本
件
事
務
章
程

ハ
扶
桑
ノ
現
状
ヲ
尊
重
シ
、
可
及
的

二
之

二
変
更
ヲ
加

ヘ
ザ
ル
方
針

ニ
テ
制
定
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
適
当
卜
被
認

二
付
承
認
相
成
可
然
乎
ｃ

一
方

一
月
三
十

一
日
付
専
務
理
事

の
小
山
宛
回
答
に
あ
る
よ
う
に
、
扶
桑
海
上
が
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
る
と
、
「連
系
会
社
役
員
内
規
」

「住
友
社
則
」
及
び

「通
牒
類
」
に
基
づ
き
、
本
社
に
対
ｔ
業
務
上
の
打
合
せ
、
報
告
を
実
行
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
こ
の
た
め

一
月
三
十

一
日
上
記
起
案
が
決
裁
さ
れ
る
と
、
庶
務
課
文
書
係
は
次
の
よ
う
な
起
案

「連
系
会
社
事
務
打
合
方

二
関
ス
ル
件
」
を
提
出
し
、
二
月
二
十

六
日
決
裁
さ
れ
て
、
二
十
七
日
小
山
宛

こ
れ
ら
の
書
類
が
発
送
さ
れ
た
（文
第

一
上全
ハ
号
）。
住
友
総
本
店
或

い
は
住
友
合
資
会
社

の
店
部
か

ら
連
系
会
社
と
し
て
分
離
独
立
し
た
場
合
は
、
元
々
店
部
の
時
代
か
ら
こ
れ
ら
打
合
せ
、
報
告
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
、
大
き
な
変

化
は
感
じ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
扶
桑
海
上
の
如
く
既
存

の
企
業
が
連
系
会
社
と
な
る
の
は
大
正
十
五
年
（
．
九
二
」Ｃ
日
之
出
生
命
保

険
が
住
友
生
命
保
険
株
式
会
社
と
改
称
し
た
場
合
と
翌
昭
和
二
年
大
阪
北
港
や
土
佐
吉
野
川
水
力
電
氣
が
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
て
以
来
の

こ
と
で
、
こ
の
間

一
〇
年
以
上
も
経
過
し
て
本
社
宛
打
合
せ
、
報
告
事
項
は
複
雑
多
岐
に
わ
た
つ
て
お
り
、
そ
の
実
行
は
容
易
で
は
な
か
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
具
体
的
な
打
合
せ
、
報
告
事
項
が
別
表
と
し
て
併
せ
て
送
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
煩
を
厭
わ
ず
に
列
挙
し

た
（資
料
１９
）ｏ

連
系
会
社
事
務
打
合
方

二
関
ス
ル
件

総
務
部
長

扶
桑
専
務
宛
（必
親
展
）

掲
題
ノ
件

拝
啓
　
陳
者

一
月
三
十

一
日
付
書
面
ヲ
以
テ
、
専
務
理
事

ヨ
リ
御
通
知
有
之
候
通
り
、
貴
社
社
名
変
更
ノ
上
住
友
本
社
ノ
連
系
会
社
ノ



一
二
指
定
セ
ラ
ル
ル
コ
ト

ヽ
相
成
候
処
、
之
ガ
実
施
卜
同
時

二
一
般
連
系
会
社
ノ
例

二
倣
ヒ
、
同
封
連
系
会
社
役
員
内
規
、
住
友
社
則

及
通
牒
類

二
基
キ
、
業
務
上
ノ
打
合
、
報
告
ヲ
実
行
セ
ラ
ル
ベ
キ
次
第

二
候
。
就
テ
ハ
其
ノ
実
施

二
先
チ
予
メ
之
ガ
準
備
、
研
究
ヲ
要

セ
ラ
ル

ヽ
次
第

二
候
処
、
貴
社

二
於
テ
ハ
未
ダ
内
規
、
住
友
社
則
等

二
御
不
慣
ノ
コ
ト

ヽ
被
存
候

二
付
、
御
参
考
ト
シ
テ
右
内
規
及
社

則

二
依
ル
打
合
事
項
並
報
告
事
項
ヲ
別
表
（註
、
資
料
１９
Ｙ
一列
挙
致
候
間
、
之

二
依
り
社
則
及
内
規
卜
照
合
ノ
上
御
考
究
御
準
備
相
成

度
右
御
通
知
芳
得
貴
意
候
也
。

追
テ
当
会
社

二
対
ス
ル
打
合
事
項

ハ
事
態

二
依
り
総
理
事
又
ハ
専
務
理
事
宛

二
、
報
告
事
項

ハ
事
態
ノ
軽
重

二
依
り
専
務
理
事
、
当
該

部
課
長
宛

二
願
度
為
念
申
添
候
。

尚
本
件

二
関
シ
テ
ハ
貴
職
先
日
御
来
阪
ノ
節
申
上
候
通
、
適
当
ノ
機
会

二
於
テ
貴
方
ヨ
リ
事
務
担
当
者
ノ
御
来
阪
ヲ
願
ヒ
、
又

ハ
当
方

各
担
当
者
貴
方

二
出
張
シ
、
詳
細
御
打
合
申
上
ク
ル
コ
ト

ヽ
致
度
候
間
、
御
了
承
願
上
候
ｃ

三
月
二
十
日
臨
時
株
主
総
会
に
お
い
て
商
号
改
称
が
決
議
さ
れ
、
三
月
三
十
日
本
社
宛

「当
社
々
名
変
更
ノ
件
」
今
日
認
可
有
リ
タ
リ
」

扶
桑
海
上
」
と
の
入
電
が
あ

っ
た
。
か
く
し
て
四
月

一
日
扶
桑
海
上
は
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
と
改
称

の
上
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ

た
。
総
理
事
小
倉
正
恒
は
職
員
に
対
し
、
「本
日
扶
桑
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
は
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
と
改
称
さ
れ
、
同
時
に

住
友
本
社
の
連
系
会
社
の
一
に
指
定
せ
ら
れ
た
。
こ
の
社
名
変
更
の
議
は
十
数
年
来
の
懸
案
で
あ

っ
た
が
、
時
期
猶
熟
せ
ず
実
現
に
至
ら
な

か
っ
た
。
此
処
に
其
の
実
現
を
見
る
に
至

っ
た
の
は
慶
賀
に
堪

へ
な
い
。
当
社
と
住
友
と
の
関
係
は
設
立
の
当
初
か
ら
頗
る
深
い
も
の
が
あ

っ
た
。
殊
に
私
自
身
創
立
に
際
し
、
住
友
を
代
表
し
て
発
起
人
並
に
創
立
委
員
と
な
り
創
立
以
後
は
取
締
役
と
な
り
、
更
に
昭
和
七
年
三
月

取
締
役
会
長
に
就
任
し
て
長
い
間
当
社
の
経
営
に
携
わ
っ
て
来
た
。
当
社
は
今
日
こ
そ
社
運
の
進
展
著
し
き
も
の
が
あ
る
が
、
往
時
を
顧
み

れ
ば
非
常
に
困
難
な
時
代
に
遭
遇
し
た
こ
と
も
あ
る
。
殊
に
昭
和
の
初
期
に
於
て
は
前
途
頗
る
懸
念
せ
ら
る
る
様
な
状
態

に
陥

つ
た
の
で
あ

る
。
此
の
当
社
の
苦
難
の
ど
ん
底
時
代
と
も
申
す
べ
き
昭
和
五
年
に
小
山
さ
ん
が
入

っ
て
専
務
と
な
ら
れ
、
極
力
社
業
の
立
直
し
に
努
力
し
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た
の
で
あ
る
。
其
の
効
果
は
次
第
に
現
わ
れ
社
運
逐
次
恢
復
向
上
の
一
途
を
辿
り
、
今
日
に
於
て
は
非
常
に
立
派
な
会
社
と
し
て
甦
生
し
、

本
邦
損
害
保
険
会
社
四
十
七
社
中
十
指
の
中
に
数
え
ら
れ
る
優
秀
会
社
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
蓋
此
等

の
諸
点
が
本
社
を
し
て
住
友

の
連
系

会
社
た
ら
し
む
る
に
至
り
し
原
因
の
一
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
依
て

一
段
の
飛
躍
を
期
待
し
得
る
こ
と
と
存
ず
る
次
第
で
あ
る
。
小
山
さ

ん
は
今
回
停
年
を
以
て
退
か
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
当
社
今
日
あ
る
は

一
つ
に
小
山
さ
ん
の
御
苦
心
に
依
る
の
で
あ
り
、
私
は
こ
の
機
会

に
於
て
そ
の
御
心
労
と
御
功
績
に
対
し
衷
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

」

と
訓
辞
を
行

っ
た
（筆
者
に
よ
る
要
約
）
。
同
日
小
山

は
停
年
退
職
し
、
後
任
の
主
管
者
の
専
務
に
は
柴
田
丈
夫
が
昇
格
し
た
。
こ
の
訓
辞
は
、
小
山
に
対
す
る
餞

の
言
葉
で
あ

っ
た
。

訓
辞
終
了
後
総
理
事
小
倉
正
恒
か
ら

「連
系
会
社
役
員
内
規
」
が
専
務
柴
田
丈
夫
、
常
務
小
山
卓
次
郎
（Ｔ
２
東
京
高
商
専
攻
部
中
退
、
東
京

海
上

・
扶
桑
海
上
）
、
取
締
役
小
島
禄
郎
（Ｔ
６
東
大
法
、
銀
行
名
古
屋
支
店
長
、
の
ち
海
上
常
務

・
大
阪
住
友
海
上
常
任
監
査
役
）
、
｛呂
島
又
信
（Ｔ
３
東

京
高
商
、
三
菱
神
戸
造
船

・
扶
桑
海
上
）、
監
査
役
生
野
立早
作
（Ｍ
４３
東
大
法
、
当
時
本
社
検
査
役
）
の
五
名

に
手
渡
さ
れ
た
。

そ
の
後
昭
和
十
八
年
八
月
に
至
り
、
大
蔵
省
は
戦
時
金
融
政
策
の
一
環
と
し
て
、
損
害
保
険
会
社
の
合
併
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
り
、
住

友
海
上
に
対
し
大
阪
海
上
火
災
保
険
と
合
併
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
き
た
。
大
蔵
省
と
の
交
渉
は
住
友
海
上
が
行
い
、
住
友
本
社
は
そ
の
報

告
を
受
け
る
だ
け
で
あ

っ
た
た
め
、
こ
２
父
渉
に
関
す
る
資
料
は
本
社

に
は
な
く
、
そ
の
顛
末
は

『
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
百
年

史
』
に
詳
し
い
。

丁
度
同
時
期
に
大
蔵
省
は
住
友
銀
行
に
対
し
三
和
銀
行
と
の
合
併
を
要
求
し
て
き
た
（そ
の
詳
細
は

「株
式
会
社
住
友
本
社
（中
ど

参
昭
じ
ｃ　
こ

れ
に
対
し
住
友
本
社
と
住
友
銀
行
は
頑
強
に
抵
抗
し
、
結
局
合
併
は
見
送
ら
れ
た
。
銀
行
と
海
上
の
場
合
で
住
友
本
社
の
対
応
が
異
な
る
理

由
を
説
明
す
る
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、　
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
住
友
銀
行
は
元
々
住
友
本
店
銀
行
部
と
し
て
発
足
し
、
明
治
四
十
五

年
二

九

一
一
一）
に
住
友
総
本
店
か
ら
分
離
独
立
し
た
と
い
う
歴
史
を
有
す
る
の
に
対
し
、
住
友
海
上
は
本
節
で
述
べ
た
通
り
連
系
会
社

に
指

定
さ
れ
て
未
だ
三
年
余
し
か
経
過
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
住
友
本
社
経
理
部
が
昭
和
十
八
年
七
月
に
ま
と
め
た

「商



工
課
関
係
事
業
説
明
資
料
」
に
よ
れ
ば
次

の
よ
う
に
損
害
保
険
会
社
の
整
理
統
合
は
必
至
と
み
ら
れ
て
い
た
。

次

二
損
害
保
険
会
社
ノ
整
理
統
合
問
題
ナ
ル
ガ
、
昭
和
十
六
年
度

二
四
八
社
ノ
損
害
保
険
会
社
ガ
十
七
年
度

ニ
ハ
三
八
社

二
縮
少
セ
ラ

レ
、
統
合

ハ
着
々
進
行
シ
ツ
ヽ
ア
ル
ガ
、
損
害
保
険

ハ
生
命
保
険
会
社
等
卜
異
り
、
国
内
ノ
再
保
険
消
化
機
構
問
題
ア
リ
テ
簡
単

ニ
ハ

片
附
ケ
ラ
レ
ズ
。
即
チ
戦
時
下
ノ
今
日
、
海
外
再
保
険
市
場
（
ロ
ン
ド
ン
）
卜
全
ク
絶
縁
シ
且
今
后
南
方
諸
地
域
ノ
飛
躍
ガ
約
束
セ
ラ
レ

居
リ
テ
、
相
当
数
ノ
損
害
保
険
会
社
ノ
存
在

ハ
、
危
険
分
散
ノ
上
ヨ
リ
必
要
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、
然
シ
国
家
統
制
ノ
立
場
カ
ラ
今
后

共
斯
業
ノ
公
益
優
先
的
経
営
ヲ
ロ
標
ト
シ
テ
、
弱
小
会
社
ノ
少
数
ノ
優
良
会
社

ヘ
ノ
統
合
整
理

ハ
必
至
ナ
ル
ベ
シ
。

当
時
損
害
保
険
業
界
に
お
い
て
三
菱
系

の
東
京
海
上
は
収
入
保
険
料
で
み
て
住
友
海
上
の
二

・
三
倍
強
、
三
菱
海
上
は

一
・
六
倍
強
の
規

模
で
あ
り
、　
仮
に
両
社
が
合
併
す
る
と
す
れ
ば
、　
実
に
四
倍
近
い
規
模
と
な
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
（事
実
両
社
の
合
併
は
住
友
海
上
と
大
阪
海
上

の
合
併
と
同
じ
く
、
昭
和
十
九
年
二
月
に
実
現
し
た
）
、　
住
友
本
社
が
住
友
銀
行
と
異
な
り
、　
住
友
海
上
の
合
併
に
つ
い
て
は
住
友
主
導

に
よ
る

合
併
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。

か
く
し
て
住
友
側
は
新
会
社

の
経
営
の
中
核
体
を
住
友
海
上
が
と
る
と
い
う
こ
と
を
条
件

に
昭
和
十
九
年

一
月
六
日
両
社
の
合
併
契
約
が

調
印
さ
れ
た
が
、
し
か
し
大
蔵
省

の
指
導
は
新
会
社
を
住
友
本
社
が
連
系
会
社
と
す
る
こ
と
を
認
め
ず
、
関
係
会
社
に
止
め
よ
と
い
う
も
の

（
７３
）

で
あ

っ
た
。
こ
の
間
の
経
緯
を
花
崎
利
義
（ｓ
２
慶
大
経
、
扶
桑
海
上
、
の
ち
海
上
社
長
）
は
次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

昭
和
十
九
年
三
月
に
は
、
住
友
海
上
は
大
阪
海
上
と
合
併
、
新
に
現
大
阪
住
友
海
上
火
災
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
私
は
当
時
、

総
務
部
長
代
理
兼
庶
務
課
長
と
し
て
、
新
会
社
の
設
立
準
備
委
員
に
任
命
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
間
の
情
勢
は
可
成
り
よ
く
承
知
し

て
い
た
。
住
友
海
上
側
の
一
般
的
空
気
は
、
こ
の
合
併
に
余
り
賛
成
で
は
な
か
つ
た
。
と
い
う
の
は
、
折
角
四
年
前
に
社
名
を
変
更
し

て
名
実
共
に
住
友

の
傘
下
に
加

つ
た
の
に
今
又
そ
れ
を
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
云
い
知
れ
な
い
寂
蓼
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

然
し
合
併
は
国
策
の
命
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
住
友
が
、
国
家
非
常
時
に
際
し
、
企
業
を
整
備
し
て
人
材
を
公
共
の
為
め
に
提
供
す
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る
こ
と
を
躊
躇
す
る
筈
は
な
か
つ
た
。
た
だ
憂
慮
さ
れ
る
と
こ
ろ
は

一
に
繋

つ
て
人
心
の
動
揺
に
あ
つ
た
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

古
田
さ
ん
（計
、
総
理
事
古
田
俊
之
助
）
は
合
併
を
前
に
し
て
昭
和
十
九
年

一
月
七
日
、
会
社
幹
部
を
召
集
さ
れ
、
懇
々
と
そ
の
成
行
を
説

示
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
左
の
通
り
附
言
さ
れ
た
。

私
共
ト
シ
テ

一
番
心
配
ス
ル
ノ
ハ
社
員
ノ
動
揺
デ
ア
リ
マ
ス
。
社
員
ガ
親
ノ
家
ヲ
離
レ
テ
淋
シ
イ
ノ
ダ
ト
イ
ウ
気
持

ヲ
モ
タ
レ
ル
コ
ト

ヲ
心
配
シ
テ
居
リ
マ
ス
。
ソ
ノ
憂

ハ
極
力
避
ケ
タ
イ
ト
思
ウ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
企
業
合
同
ノ
応
召
的
意
義

ヲ
十
分
認
識
シ
、
謄
ノ
坐
ツ

タ
心
ヲ
モ
ツ
テ
部
下
二
接
セ
ラ
レ
ル
コ
ト
ヲ
望
ミ
マ
ス
。

こ
の
古
田
総
理
事
の
訓
示
の
後
、
本
社
人
事
部
長
田
中
良
雄
は
住
友
海
上
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
説
明
し
た
と
い
う
ｃ

住
友
海
上
の

「職
員
、
準
職
員
、
補
助
職
員
、
女
子
職
員

ハ
全
部

一
旦
住
友
本
社

二
転
勤
サ
セ
住
友
本
社
ノ
職
員
ト
シ
テ
休
職
ヲ
命
ジ

サ
ウ
シ
テ
新
会
社
ノ
仕
事

二
従
事
」
す
る
こ
と
と
な
り
、
「形
式
上

ハ
直
接
住
友
ノ
職
員
」
で
は
な
い
が
、
「身
分
ト
シ
テ
ハ
住
友
ノ
職

員
デ
ア
ル
コ
ト
ニ
変
リ
ナ
イ
」
。

給
与
制
度
も

「住
友
ノ
現
在
ノ
制
度
卜
違

ハ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ
少
ク
ト
モ
不
利
益
ノ
点
ノ
無
イ
ヤ
ウ
エ
極

力
善
処
シ
タ
イ
」
、
退
職
慰
労
金
も
勤
続
年
数
を
通
算
す
る
、
「従

ッ
テ
身
分
待
遇
ト
モ
以
前
卜
何
等
変
ラ
ナ
イ
」
。

住
友
本
社
は
既
に

「
三
　
投
資
活
動
」
で
述
べ
た
よ
う
な
経
緯
で
大
阪
海
上
火
災
保
険

の
株
式
を
取
得
し
、
昭
和
十
八
年
末
現
在
で
六
〇

九
〇
株
を
保
有
し
て
い
た
。
昭
和
十
九
年

一
月
六
日
両
社
の
合
併
契
約
が
調
印
さ
れ
る
と
、
住
友
本
社
は
二
月
に
か
け
て
住
友
信
託
を
通
じ

大
阪
海
上
株
六

一
〇
〇
株
を
買
い
集
め
、
大
阪
海
上
株
は
合
計

一
万
三

一
九
〇
株
と
な
り
、
合
併
後

の
大
阪
住
友
海
上
株
は
住
友
海
上
株
六

万
八
九
七
〇
株
と
併
せ
て
八
万

一
一
六
〇
株
と
な

つ
た
。
さ
ら
に
合
併
後
の
四
月
に
も
大
阪
住
友
海
上
株
五
〇
〇
株
を
取
得
し
て
、
昭
和
二

十
年
八
月
十
五
日
現
在

の
住
友
本
社

の
持
株
は
八
万

一
六
六
〇
株
で
あ

っ
た
（第
４‐
表
）。
住
友
本
社

の
こ
の
動
き
は
新
会
社

に
対
す
る
発
言

権
を
高
め
た
い
と
い
う
方
針

に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
住
友
海
上
の
資
本
金

一
〇
〇
０
万
円
（払
込
二
五
０
万
円
）
に
対
し
、
大
阪
海

上
の
資
本
金
は

一
四
〇
０
万
円
（払
込
三
五
０
万
円
）
と
大
阪
海
上
は
規
模
に
お
い
て
住
友
海
上
を
上
回

っ
て
お
り
、
合
併
は

一
対

一
で
あ

っ



た
の
で
、
こ
れ
だ
け
大
阪
海
上
株
を
買
い
集
め
、
信
託

・
生
命
の
持
株
を
加
え
て
も
、
新
会
社
の
住
友
系
持
株
比
率
は
三
二

・
三
％
と
、
住

友
海
上
の
持
株
比
率
四

一
・
三
％
に
対
し
半
減
し
て
し
ま
い
、　
こ
の
点
か
ら
も
大
阪
住
友
海
上
を
特
定
関
係
会
社
∩
関
係
会
社
役
員
内
規
」
は

配
布
さ
れ
て
い
な
い
）
に
止
め
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
（第
５
表
）。

三
月
二
十
七
日
住
友
海
上
は
解
散
し
、
二
十
八
日
同
社

の
連
系
会
社
指
定
は
廃
止
さ
れ
た
。
同
日
新
た
に
資
本
金
二
四
〇
〇
万
円
（払
込

六
〇
０
万
円
）
の
大
阪
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
ｃ
こ
れ
に
伴
い
従
来
住
友
海
上
に
勤
務
し
て
い
た
職
員
、
準
職
員
、
女

子
職
員
は
田
中
が
説
明
し
た
よ
う
に
三
月
二
十
七
日
付
を
も

っ
て
住
友
海
上
を
解
一雇
さ
れ
、

同
日
住
友
本
社
に
任
用
、
三
月
二
十
八
日
付
を
も

っ
て
大
阪
住
友
海
上
の
事
務
に
従
事

の

為
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し

一
等
職
員
で
あ

っ
た
社
長
柴
田
丈
夫
（海
上
は
昭
和
十
八

年
二
月
一
日
社
長
制
を
採
用
し
た
た
め
社
長
に
昇
格
、
大
阪
住
友
海
上
副
社
長
）
、
専
務
小
島
禄

郎
、　
同
久
保
田
茂

一
（Ｔ
３
神
一星
局
商
、
扶
桑
海
上
、
大
阪
住
友
海
上
常
務

・
専
務
）
、
伊
庭
勝

弥
（Ｔ
３
慶
大
政
、
大
阪
住
友
海
上
常
務

・
専
務
）
、　
取
締
役
小
関
恭
三
（Ｔ
４
小
樽
高
商
、
興
銀

・
扶
桑
海
上
、
大
阪
住
友
海
上
取
締
役

・
常
任
監
査
役

・
社
長
）
の
五
名
は
三
月
二
十
七
日
付
で

依
願
退
職
し
、
新
会
社
の
役
員
に
就
任
し
た
ｃ
た
だ
し
こ
れ
ら
の
役
員
も
、
席
次
表

に
よ

れ
ば
退
職
扱
と
し
て
一
等
職
員
に
と
ど
ま
つ
て
い
る
の
で
、
将
来
大
坂
住
友
海
上
が
連
系

会
社
に
再
指
定
さ
れ
た
暁
に
は
、
職
員
同
様
住
友
に
お
け
る
身
分
は
保
障
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
柴
田
丈
夫
は
昭
和
十
九
年
十

一
月
九
日
停
年
退
職
し
た
の
で
、
昭

和
二
十
年

一
月
の
席
次
表
か
ら
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
又
住
友
海
上
常
任
監
査
役
で
あ

っ

た
河
口
四
郎
は
こ
の
合
併
の
直
前
三
月
十
二
日
に
停
年
退
職
し
た
の
で
、
役
員
を
自
動
的

四
二
五

第41表 扶桑海 11・ 住友海 |

持株

大阪住友海 11の 住友系

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

株 主 名
扶桑海 11

昭和141112月 末
住友海 11

19112月 末
大阪住友海上
20年 8月 15日

住友本社

住 友 家

住友分家

住友銀行

住友信託

住友生命

住友系計A

70,190

10,000

2,300

1,250

83,740

68,970

10,000

2,300

1,250

82,520

81,660

10,000

2,300

1,250

3,600

8,400

107.210

発行済株数 B 200,000 200,000 480.000

A/B× 100(%) 41 9 22 3
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四
二
六

に
退
任
し
て
い
た
ｃ
昭
和
十
九
年
三
月
二
十
八
日
付

「異
動
通
知
（第
十
四
口こ
特
報
」

に
は
、

（備
考
）
と
し
て

「今
般
住
友
海
上
火
災
保
険

株
式
会
社

ハ
大
阪
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
卜
合
併
ノ
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
ル
ニ
付
テ
ハ
、
従
来
同
社

二
勤
務
セ
ル
職
員
、
準
職
員
、
女
子
職
員

ニ
シ
テ
此
際
辞
令
ヲ
交
付
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
外
、
別

二
辞
令
ヲ
須
ヰ
ズ
総
テ
三
月
二
十
七
日
付

ヲ
以
テ
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

ヲ

解
雇
セ
ラ
レ
、
同
日
株
式
会
社
住
友
本
社

二
任
用
、
三
月
二
十
八
日
付
ヲ
以
テ
大
阪
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
ノ
事
務

二
従
事
ノ
為
休

職
ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
あ
る
。

な
お
第
二
次
大
戦
後
住
友
本
社
職
員
と
な

つ
て
い
た
こ
れ
ら
旧
住
友
海
上
役
職
員
は
、
住
友
本
社
解
散

に
伴
い
昭
和
二
十

一
年

一
月
二
十

（
７５
）

一
日
付
を
も

っ
て
全
員
解
雇
通
知
を
受
け
取

っ
た
。
そ
の
後
昭
和
二
十
三
年
二
月
三
日
付
で
元
大
阪
海
上
ス
タ
ッ
フ

・
メ
ン
バ
ー
ズ
か
ら
Ｇ

Ｈ
Ｑ
ア
ン
タ
イ

・
ト
ラ
ス
ト

・
ア
ン
ド

・
カ
ル
テ
ル
ズ

・
デ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
チ
ー
フ
で
あ
る
エ
ド
ワ
ー
ド

・
シ
ー

・
ウ
ェ
ル
シ
ュ
宛

に

「大

（
７６
）

阪
住
友
海
上
の
再
編
―
分
割
」
と
題
す
る
次
の
よ
う
な
英
文
書
状
が
提
出
さ
れ
た
ｃ

我
々
は
元
大
阪
海
上
の
ス
タ
ッ
フ

・
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
住
友
財
閥
に
よ
つ
て
置
か
れ
て
い
る
我
々
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
対
し
、
深
い
同

情
的
考
慮
を
与
え
て
欲
し
い
。
過
度
経
済
力
集
中
排
除
法
（註
、
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十
八
日
公
布
即
日
施
行
、
昭
和
二
十
四
年
六
月
三
十
日

ま
で
の
時
限
立
法
）
に
よ
つ
て
指
定
さ
れ
れ
ば
、
我
々
は
新
し
い
会
社
を
設
立
し
、
そ
の
会
社
で
幸
福
な
将
来
を
送
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す

れ
ば
住
友

の
人
達
も
目
覚
め
て
、
彼
等
自
身
の
民
主
的
な
会
社
を
作
る
だ
ろ
う
。
言
う
迄
も
な
く
、
こ
の
こ
と
は
こ
の
国
の
保
険
事
業

の
為
に
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
（中
略
）

一
、
大
阪
海
上
と
住
友
海
上
の
合
併
は
、
戦
時
中
に
国
民
の
戦
力
増
強
２

般
の
会
社
か
ら
武
器
工
場

へ
の
人
員
移
動
）
政
策
の
中
で
対

等
合
併
と
し
て
実
現
し
た
。　
一
九
四
四
年
（註
、
昭
和
十
九
年
￥
一月
二
十
八
日
で
あ
る
。
発
足
当
時
の
役
員
数
は
両
社
共
九
名
づ

つ
、

部
店
長
数
は
大
阪
側
十
三
名
、
住
友
側
十
七
名
で
あ

っ
た
。
現
在
役
員
数
は
大
阪
側
三
名
、
住
友
側
五
名
、
部
店
長
数
は
大
阪
側
三

名
、
住
友
側
十
六
名
で
あ
る
。



二
、
住
友
側
は
経
営

の
中
核
体
を
握
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
等

の
野
心
を
な
し
と
げ
よ
う
と
し
た
。
彼
等
は
合
併

の
仲
介
者
に
彼
等

の
意

図
を
申
し
出
て
、
そ
の
提
案
が
大
阪
側
の
推
進
者
達
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
た
よ
う
に
見
え
る
。
我
々
は
こ
の
事
実
を

「住
友

海
上
二
十
五
年
史
」
（註
、
稿
本
　
昭
和
十
九
年
）
か
ら
知

っ
た
。
何
と
い
う
大
間
違

い
だ
ろ
う
。

何
れ
に
し
ろ
、
す
べ
て
の
物
事
は
よ
り
力
の
強
い
側
に
傾
い
て
い
っ
た
。
財
閥
の
影
響
力
に
よ
つ
て
住
友
は
彼
等

の
野
心
達
成
に
熱

中
し
た
。
（後
略
）

翌
二
月
、
大
阪
住
友
海
上
は
会
社
を
分
割
せ
ず
、
あ
く
ま
で
一
本
で
進
む
方
針
を
決
定
し
た
。
米
国
政
府
も
ま
た
集
中
排
除
政
策

の
転
換

を
発
表
し
、
排
除
法
も
大
幅
に
緩
和
さ
れ
て
、
大
阪
住
友
海
上
が
排
除
法
に
指
定
さ
れ
る
見
通
し
は
な
く
な

っ
た
。

住
友
本
社
が
保
有
し
て
い
た
大
阪
住
友
海
上
株
式
は
持
株
会
社
整
理
委
員
会

に
よ
つ
て
処
分
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
住
友
本
社
に
代
わ

っ
て

連
系
各
社
に
よ
る
大
阪
住
友
海
上
株
式

の
保
有
が
進
み
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
（資
本
金
三
億
円
）、　
二
十
九
年
四
月
（同
六
億
円
）
の
二
国
に
わ

た
る
倍
額
増
資

に
よ
り
、
住
友
系

の
持
株
率
は
再
び

一
〇
％
を
超
え
た
。
こ
の
結
果
昭
和
二
十
九
年
七
月
大
阪
住
友
海
上
は
社
名
を
住
友
海

上
火
災
保
険
株
式
会
社
と
改
称
し
た
。

（資
料
１８
）

社
名
変
更
ノ
件

二
付
御
願

扶
桑
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
専
務
取
締
役
　
小
山
　
九

一

扶
桑
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

ハ
大
正
六
年
ノ
創
立

ニ
カ

ヽ
り
、
爾
来
満
二
十
二
年
ヲ
経
過
シ
、
此
間
事
業
ノ
盛
衰
社
運
消
長
ノ
変
化
ヲ
見

ル
コ
ト
妙
カ
ラ
ザ
リ
シ
モ
、
近
年

二
於
ケ
ル
業
績
ノ
躍
進
内
容
ノ
充
実
誠

二
顕
著

ニ
シ
テ
、
現
在
本
邦
損
害
保
険
会
社
四
十
七
社
中
何
レ
ノ

点
ヨ
リ
見
ル
モ
十
指
ノ
内

二
数

ヘ
ラ
レ
、
優
良
会
社
ノ

一
ト
シ
テ
、
将
来
更

二
一
層
ノ
発
展
ヲ
期
待
セ
ラ
レ
、
同
業
間

二
於
テ
ハ
勿
論

一
般

二
注
ロ
セ
ラ
ル
ヽ
立
場

二
在
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
七
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友
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四
二
八

本
邦

二
於
ケ
ル
損
害
保
険
ノ
事
業

ハ
其
六
十
年
ノ
経
歴
ヲ
有
ス
ル
ニ
不
拘
急
激
ナ
ル
他
種
産
業
ノ
発
展
膨
脹

二
伴

ハ
ザ
ル
ノ
感
ア
リ
。
従
テ

之
ガ
発
達
並

二
充
実
ヲ
計
ル
コ
ト
極
メ
テ
緊
要
ナ
ル
現
状

二
於
テ
、
当
社
ノ
勃
興

ハ
誠

二
慶
賀

二
堪

エ
ザ
ル
処

ニ
シ
テ
、
将
来
益
々
此
勢
ヲ

助
長
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
而
シ
テ
其
近
年

二
於
ケ
ル
隆
盛
ヲ
招
来
シ
タ
ル
事
情

ハ
、
社
員
ノ
努
力
阻
勉

ハ
素
ヨ
リ
、
時
運

二
叶
ヒ
タ
ル
コ
ト

ニ
モ
依
ル
ベ
ケ
レ
ド
モ
、
主
ト
シ
テ
住
友
ノ
背
景
卜
其
全
機
関
ノ
強
カ
ナ
ル
支
援

二
基
ク
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
会
社
役
員

ハ
固
ヨ
リ
全
社
員

二
於

テ
此
点
特

二
感
銘
シ
居
ル
所
ナ
リ
。

我
国
各
種
産
業
ノ
躍
進

二
追
随
シ
テ
、
損
害
保
険
事
業
ノ
発
達
ヲ
促
シ
、
速

二
外
国
依
存
ノ
旧
態

ヲ
改
善
セ
シ
メ
、
更

二
世
界
的
雄
飛
ヲ
遂

ゲ
シ
ム
ル
コ
ト
ハ
、
今
日
ノ
急
務

ニ
シ
テ
朝
野
関
係
各
方
面
ノ
大

二
考
慮
ヲ
要
ス
ル
処
ナ
リ
。
力

ヽ
ル
時
運

二
際
シ
、
当
社

二
於
テ
モ
考
究

施
設
ス
ベ
キ
事
項
多
々
ア
リ
ト
雖
モ
、
此
際
当
社
ノ
社
名

ヲ
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
卜
改
定
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
バ
、
其
効
果
最
モ
著
シ

キ
モ
ノ
ア
リ
ト
確
信
シ
、
之
ガ
実
現

二
向
テ
関
係
方
面
ノ
諒
解
ヲ
求
メ
ン
ト
ス
ル
ニ
当
り
、
先
以
テ
株
式
会
社
住
友
本
社

二
於
テ
、
右
ノ
改

定

二
御
承
認
ヲ
与

ヘ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
御
願
ス
ル
次
第
ナ
リ
。

就
テ
御
参
考
ト
ナ
ル
ベ
キ
要
項
ヲ
左

二
御
説
明
申
シ
上
グ
。

説
明

第

一
、
当
社
卜
住
友
ト
ノ
関
係

イ
、
株
式

創
立
当
初
ヨ
リ
男
爵
住
友
吉
左
衛
門
殿
御
引
受
ノ
株
式
五
千
株
ア
リ
。
爾
来
数
次

二
亘
り
住
友
ノ
持
株
増
加
ト
ナ
リ
、
現
時

二
於
テ
ハ
、

住
友
本
社
及
本
家
及
御
分
家
様
等
ノ
持
株
合
計
八
万
三
千
六
百
株
ト
ナ
リ
、
会
社
株
式
総
数
弐
拾
万
株
中
其
四
割
強
ヲ
占
メ
、
猶
住
友
関
係

個
人
末
家
等
ノ
持
株
約
五
千
株
ヲ
合
計
シ
テ
、
持
株
ノ
割
合
四
割
五
分

二
近
シ
。

口
、
役
員
ノ
構
成



現
住
友
総
理
事
小
倉
正
恒
氏

ハ
会
社
創
立
当
初
ヨ
リ
取
締
役
ト
シ
テ
今
日
迄
継
続
御
就
任
セ
ラ
レ
居
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
自
大
正
十
三
年
十

月
至
大
正
十
四
年
五
月
ノ
間
取
締
役
会
長
ヲ
担
当
セ
ラ
レ
、
更

二
重
ネ
テ
昭
和
七
年
二
月
以
降
引
続
キ
取
締
役
会
長
ヲ
担
当
セ
ラ
レ
居
ル
モ

ノ
ナ
リ
。

又
昭
和
五
年
二
月
小
山
九

一
住
友
ヨ
リ
派
遣
セ
ラ
レ
、
同
年
二
月
以
降
今
日
二
至
ル
迄
引
続
キ
専
務
取
締
役
ノ
要
職
担
当
中
ナ
リ
。
次

ニ

矢
島
富
造
氏
監
査
役
ト
シ
テ
在
職
十
年

二
及
ビ
、
其
後
任
ト
シ
テ
昭
和
十
四
年
三
月
生
野
章
作
氏
ノ
来
任
セ
ラ
ル

ヽ
ア
リ
。
更

二
専
務
後
任

ト
シ
テ
準
備
ノ
為
メ
、
昭
和
十
四
年
三
月
柴
田
丈
夫
氏
取
締
役

二
就
任
セ
ラ
レ
、
カ
ク
テ
現
在
取
締
役
七
名
中
三
名
、
監
査
役
二
名
ノ
中

一

名
夫
々
住
友
在
職
者

二
於
テ
担
当
中
ナ
リ
。

ハ
、
営
業
取
引
ノ
状
況

創
立
当
初
ヨ
リ
住
友
各
機
関
ノ
支
援

ヲ
受
ク
ル
処
砂
カ
ラ
ザ
リ
シ
モ
、
大
正
年
間
昭
和
ノ
初
期

二
至
ル
迄
、
住
友
ノ
各
機
関

二
於
テ
モ
猶

旧
来
ノ
関
係

ニ
ヨ
リ
他
ノ
保
険
会
社
ト
ノ
契
約
持
続
セ
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
砂
カ
ラ
ズ
。
所
謂
好
意
的
支
持
ヲ
受
ク
ル
ニ
止
り
、
此
時
代

二
於
テ
ハ

住
友
関
係
ノ
保
険
契
約

ハ
猶
著
敷
増
加
ヲ
見
ル
コ
ト
能

ハ
ザ
リ
シ
ガ
、
昭
和
六
、
七
年
以
降
住
友
ノ
持
株
圧
倒
的

二
増
加
ス
ル
ニ
及
デ
、
住

友
各
機
関
ノ
所
有
又

ハ
管
理
ニ
カ

ヽ
ル
保
険
物
件

ハ
、
殆
ド
例
外
ナ
ク
当
社
ト
ノ
取
引

二
転
移
シ
、
今
日
二
於
テ
ハ
若
干
ノ
例
外

ヲ
除
キ
全

部
当
社
ノ
取
扱
ト
ナ
リ
、
更

二
進
デ
住
友
ノ

一
翼
ト
シ
テ
銀
行
、
倉
庫
、
生
命
保
険
等
各
種
機
関
卜

一
ノ
連
環
ヲ
ナ
シ
、
協
カ
シ
テ
相
互
扶

翼
住
友
勢
カ
ノ
及
ブ
方
面

二
於
テ
多
大
ノ
進
出
ヲ
遂
グ
ル
ニ
至
レ
リ
。

二
、
代
理
店
事
務
ノ
依
嘱

住
友
各
機
関
ト
ノ
営
業
取
引
ト
ハ
別
個

二
、
桑

二
御
承
認
ヲ
得
テ
火
災
傷
害
等
ノ
保
険

二
付
キ
住
友
従
業
者
ノ
契
約
ヲ
ロ
的
ト
ス
ル
代
理

店
事
務
ノ
御
引
受

ヲ
願
ヒ
居
ル
次
第
ナ
リ
。

ホ
、
当
社
事
務
所
ノ
コ
ト

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
九
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株
式
会
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住
友
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（Ｉ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
〇

当
社
本
店

ハ
固
ヨ
リ
主
要
大
都
市

二
於
ケ
ル
支
店
出
張
所
等
ノ
事
務
所

ハ
、
凡
テ
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
又

ハ
住
友
連
系
会
社
ノ
建
物
内

ニ

設
置
シ
ア
リ
。
電
話
雑
役
等

二
於
テ
モ
共
通
使
用

二
属
ス
ル
モ
ノ
多
キ
現
状
ナ
リ
．

第
二
、
当
社
事
業
ノ
推
移
並

二
営
業
成
績

創
業
以
来
今
日
迄
二
十
二
期

二
亘
り
毎
年
度
ノ
決
算

二
於
ケ
ル
貸
借
対
照
表
ヲ
一
表

二
纏
メ
、
猶
毎
年
度
ノ
総
保
険
料

ヲ
対
照
セ
ル

一
表
、

計
二
表
ヲ
添
付
（註
、
略
）貴
覧

二
供

ヘ
タ
リ
。
而
シ
テ
当
社
創
業
ノ
当
時

ハ
、
前
欧
洲
大
戦
ノ
好
影
響

ヲ
受
ケ
、
海
上
保
険

二
於
テ
相
当
ノ

利
益

ヲ
挙
ゲ
、
創
業
数
年
ナ
ラ
ズ
シ
テ
既

二
一
割
ノ
配
当
ヲ
実
行
シ
、
爾
後
数
年
間
八
分
ノ
配
当

ヲ
継
続
シ
タ
ル
モ
、
戦
後
ノ
反
動

二
加

ヘ

更

二
大
正
十
二
年
関
東
大
震
災
ノ
厄
ヲ
蒙
り
、
火
災
保
険

二
於
テ
相
当
ノ
打
撃
ヲ
蒙
り
、　
一
頓
挫

ヲ
来
セ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
其
後
引
続
ク
国

内
不
況

二
禍
セ
ラ
レ
、
加
之
欧
米

二
於
ケ
ル
引
受
又
多
ク
失
敗

二
終
り
、
昭
和
ノ
初
期

二
於
テ
ハ
前
途
頗
ル
懸
念
セ
ラ
ル

ヽ
迄

二
勢
カ
ノ
失

墜
ヲ
来
セ
リ
。
従
テ
当
時
人
分
若
ク
ハ
七
分
ノ
配
当

ハ
極
メ
テ
無
理
ヲ
重
ネ
タ
ル
観
ナ
キ
ニ
非
ズ
。
滋

二
於
テ
昭
和
五
年
前
専
務
ノ
引
退
ト

ナ
リ
、
爾
来
海
外
引
受
ノ
制
限
或

ハ
廃
棄
ト
ナ
リ
、
主
カ
ヲ
住
友
ノ
支
援

二
基
ク
国
内
営
業

二
転
換
シ
、
同
時

二
社
内
ノ
刷
新
緊
縮
ヲ
極
度

二
励
行
シ
、
以
テ
各
務
鎌
吉
氏
ノ
批
評

ニ
ヨ
ル
所
謂
整
理
会
社
ノ
域
ヲ
脱
ス
ル
コ
ト
ニ
全
カ

ヲ
挙
ゲ
テ
努
カ
ス
ル
処
ア
リ
。
昭
和
六
年
及
七

年
ノ
五
分
配
当
ヨ
リ
逐
次
恢
復
向
上
ノ

一
途
ヲ
辿
り
、
今
日
真

二
充
分
ノ
余
裕
ヲ
以
テ

一
割
配
当

ヲ
実
施
シ
ツ
ヽ
ア
リ
。
而
シ
テ
昭
和
十
四

年
度

二
入
り
業
況
更

二
数
段
ノ
飛
躍
ヲ
ナ
シ
、
本
年
度
総
保
険
料

ハ
二
千
万
円
ヲ
突
破
ス
ル
コ
ト
確
実

ニ
シ
テ
、
十

一
月
末
ノ
現
状

二
於
テ

営
業
残
高
三
百
六
十

一
万
円
、
資
本
収
入
六
十
六
万
円
ヲ
超

工
、
創
業
以
来
空
前
ノ
好
成
績

ニ
シ
テ
責
任
膨
脹

ニ
ヨ
ル
充
分
ノ
準
備
金

ヲ
控

除
シ
、
処
分
シ
得
ベ
キ
利
益
八
十
万
円
ヲ
突
破
ス
ル
コ
ト
略
確
実
ナ
ル
状
勢
ナ
リ
。
明
昭
和
十
五
年

二
於
テ
モ
此
状
勢
ノ
継
続
ス
ベ
キ
コ
ト

略
確
実

ニ
シ
テ
、
火
災
保
険
ノ
ミ
ニ
テ

一
千
五
百
万
円
、
海
上
保
険
九
百
万
円
其
他
ヲ
合
シ
テ
総
保
険
料
二
千
五
百
万
円
ヲ
見
積
り
得
ル
状

況

二
到
達
シ
居
レ
リ
。

第
三
、
当
社
資
産
ノ
内
容

二
就
テ



保
険
営
業
ノ
公
共
性
乃
至
大
衆
性
ト
ニ
基
キ
、
幾
多
法
令

ニ
ヨ
ル
取
締
並

二
主
管
官
庁
ノ
監
督
極
メ
テ
厳
重

ニ
シ
テ
、
毎
月
事
業
報
告
並

ニ

会
計
表
ノ
提
出
ヲ
ナ
ス
ノ
外
、
重
要
事
項

二
就
テ
許
可
申
請
又
ハ
報
告
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
多
々
ア
リ
。
猶
商
工
省
ヨ
リ
人
ヲ
派
シ
随
時
実
地
検

査
ヲ
行

ハ
ル
。

右
ト
ハ
別
個

二
毎
期
決
算
前
公
認
会
計
士
東
会
計
事
務
所

二
依
頼
シ
、
其
検
査
ヲ
経
テ
決
算

二
移
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
居
レ
リ
。

右
監
督
並

二
検
査

二
加

へ
、
当
社
経
営
ノ
方
針
亦
極
メ
テ
厳
格

ニ
シ
テ
専
ラ
堅
実
ヲ
旨
ト
シ
、
内
容
ノ
充
実

二
専
念
シ
タ
ル
結
果
当
社
今
日

ノ
資
産
内
容

ハ
多
大
ノ
含
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
本
年
十

一
月
末
現
在
所
有
有
価
證
券
七
百
五
十
余
万
円

ハ
一
千
万
円
ヲ
超

ユ
ル
価
格
ヲ

有
シ
、
三
百
二
十
万
円
ノ
隠
レ
タ
ル
資
カ
ヲ
有
ス
。
銀
行
預
金

二
就
テ
モ
表
面
四
百
七
十
万
円

二
対
シ
、
在
外
資
金

ニ
ツ
キ
為
替
関
係
ノ
差

益
ヲ
考
慮
シ
、
之
ヲ
加
算
セ
バ
約
五
百
万
円
ト
ナ
ル
。
カ
ク
テ
当
社
諸
積
立
金
合
計
八
百
万
円

ハ
前
記
隠
レ
タ
ル
資
カ
ヲ
合
算
ス
ル
時

ハ
、

実
力

一
千

一
百
五
十
万
円

二
達
シ
、
猶
昭
和
十
四
年
度
決
算

ニ
ヨ
ル
諸
積
立
金
ノ
増
加
ヲ
最
少
限
三
百
万
円
ト
シ
テ
、
合
計

一
千
四
百
五
十

万
円

二
上
り
、
昭
和
十
五
年
三
月
現
在

二
於
テ
ハ
払
込
資
本
金
二
百
五
十
万
円
ノ
外
、
其
六
倍
弱

二
相
当
ス
ル
資
カ
ヲ
有
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ

将
来
ノ
活
動
力
愈
旺
盛
ト
ナ
リ
ツ
ヽ
ア
リ
。

因

二
震
火
災
納
付
準
備
金

ハ
今
後
六
年
間
毎
年
度
利
益
金
中
ヨ
リ
金
八
万
余
円
ヲ
政
府

へ
納
付
シ
、
其
完
決
ヲ
待
テ
別
途
準
備
金
ト
ナ
ル
ベ

キ
モ
ノ
ナ
リ
。

第
四
、
当
社
ノ
社
員

二
就
テ

イ
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
現
在
社
員
並

二
種
類
左
ノ
如
シ
ｃ

事
務
員
（男
子
）
　

　

一二
百
円
以
上
　
　
百
六
十
円
以
上
　
　
七
十
円
以
上
　
　
七
十
円
未
満
　
　
　
　
　
　
合
計

官
公
立
大
学
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一　
　
　
　
　
　
一
一　
　
　
　
　
五
二
　
　
　
　
　
　
一
一　
　
　
　
　
　
エハ
七

私
立
大
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
　
　
　
　
　
一壬

一　
　
　
　
　
一
一〇
　
　
　
　
　
　
五
五

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三

一
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株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
二

官
公
立
専
門
学
校
　
　
　
　
　
　
一
一　
　
　
　
　
　
一
〇
　
　
　
　
　
一
一九
　
　
　
　
　
一
一九
　
　
　
　
　
　
七
〇

私
立
大
学
専
門
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
一
０
　
　
　
　
　
一
九
　
　
　
　
　
　
一一一〇

中
等
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
　
　
四
四
　
　
　
　
一
五
二
　
　
　
　
　
一
一〇
三

高
等
小
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
　
　
　
　
九

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
　
　
一壬

一　
　
　
　
一
七
二
　
　
　
　
一
〓
エ
ハ
　

　

　

　

四
三
四

女
子
事
務
員
及
雇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五
　
　
　
　
　
一
五
五

男
子
一雇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二

一　
　
　
　
　
　
一二

一

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人
七
　
　
　
　
　
一
八
七

総
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上全

一
一

口
、
社
員
採
用
ノ
方
法

昭
和
五
年
頃

二
於
テ
ハ
在
職
者
中
種
々
雑
多
ノ
経
歴
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
タ
リ
。
特

二
火
災
保
険
契
約

二
主
ト
シ
テ
従
事
セ
ル
者
ノ
内

ニ

ハ
、
社
員
ト
シ
テ
思

ハ
シ
カ
ラ
ザ
ル
者
モ
ア
リ
タ
ル
ガ
、
昭
和
六
年
約
二
十
名
（昭
和
十
二
年
三
月
別

二
十
三
名
淘
汰
ス
）
ノ
整
理
洵
汰
ヲ
行

ヒ
、
以
後

二
於
テ
ハ
社
員
ノ
新
規
採
用

ハ
原
則
ト
シ
テ
凡
テ
学
校
新
卒
業
生

二
限
ル
コ
ト
ト
シ
、
中
等
学
校

ハ
凡
テ
学
校
長
宛
照
会
ノ
上
其

推
薦

ニ
ヨ
ル
者
ノ
内
ヨ
リ
詮
衡
シ
、
専
門
学
校
及
大
学
卒
業
生

二
就
テ
ハ
一
部
学
校
ノ
推
薦

一
部

ハ
関
係
密
接
ナ
ル
方
面
ノ
推
挙
又

ハ
依
頼

ア
リ
タ
ル
者
ノ
内
ヨ
リ
厳
撰
採
用
ノ
コ
ト

ヽ
シ
、
最
近

二
至
ル
迄
此
方
法

ニ
ヨ
リ
処
置
シ
来
レ
ル
処
、
支
那
事
変
ノ
為
メ
多
数
応
召
者
ヲ
出

シ
タ
ル
ト
業
務
ノ
進
展
急
激

ニ
シ
テ
人
手
不
足
ヲ
痛
感
ス
ル
ニ
至
り
、
之

二
応
ズ
ル
為
メ
昨
年
及
今
年
度

二
於
テ
他
種
事
業
ヨ
リ
転
職
セ
ル

二
十
数
名
ノ
中
途
採
用
者
ア
リ
タ
ル
ハ
、
前
記
ノ
例
外
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ナ
リ
ｃ

以
上
ヲ
要
約
ス
ル
ニ
昭
和
五
年
以
前
ヨ
リ
今
日
迄
引
続
キ
在
職
セ
ル
者

ハ
、
大
部
分
当
社
ノ
幹
部

ニ
シ
テ

「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
タ
ル
ト
同



時

二
又
人
柄

二
於
テ
モ
優
良
ナ
ル
社
員
ナ
リ
。　
一
方
今
日
男
子
社
員
ノ
三
分
ノ
ニ
若
ク
ハ
夫
以
上

二
上
ル
昭
和
五
、
六
年
以
降
入
社
ノ
者

ハ

何
レ
モ
純
真
無
垢
学
歴
備
り
、
人
物

二
於
テ
透
明
ナ
ル
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
ニ
シ
テ
人
的
要
素

二
於
テ
同
業
間
優
位

ヲ
占
ム
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト

ヲ
確
信
ス
。

ハ
、
待
遇
問
題

昭
和
六
、
七
年
ノ
頃

一
般
事
業
界
極
度
ノ
不
振

二
陥
り
、
学
校
新
卒
業
生
ノ
就
職
難
極
メ
テ
深
刻
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
タ
リ
。
当
時
当
社

ハ
社

内
事
情

二
於
テ
徹
底
的
緊
縮
刷
新
ヲ
要
ス
ル
時
機

二
遭
遇
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、　
一
面
将
来
性
ナ
キ
者
ノ
整
理
淘
汰

ヲ
ナ
ス
、　
一
面

一
般
ノ
待
遇

特

二
新
入
者
ノ
初
任
給
ヲ
引
下
ゲ
、
将
来

二
備

ヘ
テ
年
々
数
十
名
ノ
増
員
ヲ
継
続
シ
テ
今
日
二
及
ベ
リ
。
而
シ
テ
近
年
社
業
ノ
発
展
成
績
ノ

良
化
ス
ル
ト
共

二
、
逐
次
初
任
給
ノ
増
加
改
定
、
賞
与
率
ノ
増
進
、
停
年
保
険
ノ
給
与
開
始
其
他

一
般

二
住
友

二
於
ケ
ル
制
度

二
倣
フ
コ

ト

ヽ
シ
、
日
標
ヲ
自
力
更
生

ニ
ヨ
リ
住
友
社
員
卜
同

一
待
遇
迄
向
上
セ
シ
ム
ル
意
図
ヲ
以
テ
漸
進
シ
来
レ
ル
ガ
、
偶
先
般
会
社
職
員
給
与
臨

時
措
置
令
ノ
発
布

ニ
ヨ
リ
、
各
種
ノ
待
遇
方
法

二
就
テ
更

二
明
確

二
基
準
を
設
定
ス
ル
必
要

二
迫
ラ
レ
、
依
テ
住
友
卜
略
同

一
ノ
標
準
迄
初

任
給
、
昇
給
率
等

ヲ
更
新
ス
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
新
年
度
ヨ
リ
実
施
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
居
レ
リ
。
然
シ
テ
両
三
年

ヲ
期
シ
住
友
卜
同

一
レ
ベ
ル
迄

待
遇
向
上
ヲ
計
ル
筈

ニ
シ
テ
、
今
日
卜
雖
モ
同
業
間
二
於
テ
比
較
的
良
好
ナ
ル
待
遇
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
右
実
行
ノ
暁
業
界

二
於
テ
ハ
断
然
優
秀

ノ
待
遇
振
ト
ナ
ル
ベ
ク
、
惹
テ
業
務
ノ
繁
栄
を
培
ヒ
、
更

二
一
層
ノ
発
展
ヲ
齋
ス
モ
ノ
ト
思
惟
ス
。

第
五
、
損
害
保
険
事
業
ノ
堅
実
性

二
就
テ

事
業
ノ
経
営

ハ
人

二
在
り
、
人
宜
シ
キ
ヲ
得
ザ
レ
バ
、
安
全
且
有
利
卜
認
メ
ラ
ル

ヽ
事
業

二
於
テ
モ
遂

二
繁
栄
ヲ
期
シ
得
ベ
カ
ラ
ズ
、
或

ハ

騰
朕
頓
挫
ヲ
免
レ
ザ
ル
場
合
ナ
シ
ト
セ
ズ
。
損
害
保
険
事
業
ノ
如
キ
特

二
其
ノ
然
ル
ヲ
覚

ユ
。
而
シ
テ
当
社

二
在
リ
テ
ハ
経
験
豊
富
事
業

ニ

精
通
セ
ル
幾
多
人
材
ヲ
擁
シ
、
役
員
ノ
組
織

二
於
テ
住
友
ノ
最
高
幹
部
総
理
事

ヲ
取
締
役
会
長
ト
シ
テ
戴
キ
、
其
指
導
下
二
多
数
要
職
ヲ
住

友
ヨ
リ
派
遣
セ
ル
者
ヲ
シ
テ
担
当
セ
シ
メ
、
猶
諸
般
ノ
社
内
制
度

ハ
規
範
ヲ
住
友

二
則
り
、
厳
正
且
公
明

二
経
営
セ
ラ
レ
ア
ル
ヲ
以
テ
、
他
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四

同
業
者

二
比
シ
此
点
逢

二
優
越
セ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
ス
ｃ

而

シ
テ
損
害
保
険
事
業

ノ
特
質
ト
シ
テ
ハ
、

イ
、
莫
大
ナ
ル
固
定
資
本

ヲ
必
要
ト
セ
ズ
。

口
、
経
済
界

ノ
盛
衰

ニ
ヨ
リ
蒙

ル
影
響

ハ
、
他
事
業

二
比
シ
邊

二
砂
ク
、
従

テ
相
当
不
況
期

二
際
シ
テ
モ
充
分
経
営

二
堪

工
得

ラ
ル
ベ
キ
事

業
ナ
リ
。

ハ
、
多
分

二
公
共
性
ヲ
有
ス
ル
為
メ
、
官
庁
ノ
監
督
検
査
等
極
メ
テ
厳
重

ニ
シ
テ
、
特

二
事
変
以
後
各
種
法
令

ニ
ヨ
リ
経
営
上

一
層
厳
重
ナ

ル
監
督
ヲ
受
ク
ル
ニ
至
レ
リ
ｃ

二
、
時
世
ノ
必
要

二
伴
ヒ
、
従
来
徒

二
競
争
ヲ
是
事
ト
セ
ル
同
業
者
間
ノ
提
携
協
力
強
化
セ
ラ
ル

ヽ
二
至
り
、
相
互
ノ
制
肘
監
督

ニ
ヨ
リ
抜

駆
的
無
謀
ノ
経
営

ハ
漸
次
不
可
能
ト
ナ
リ
ツ
ヽ
ア
リ
。

以
上
ノ
如
キ
事
情
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
経
営
者

ニ
シ
テ
余
程
無
謀
ナ
ラ
ザ
ル
限
り
、
寧
他
事
業

二
比
シ
安
全
性
ヲ
有
シ
危
険
視
ス
ル
ニ
当
ラ
ズ
。

只
筆
者
唯

一
ノ
懸
念

ハ
、
我
国
土
ノ
状
況
ガ
地
震
地
帯

二
在
ル
為
メ
、
地
震

二
伴
フ
大
都
市
ノ
罹
災
等
ア
ル
場
合
、
保
険
約
款

二
於
テ
明
瞭

二
免
責
セ
ラ
レ
居
ル
ニ
不
拘
、
大
正
十
二
年
東
都
ノ
震
災

二
於
テ
国
策
ト
シ
テ

一
部
支
払
ヲ
強
制
実
施
セ
シ
メ
ラ
レ
タ
ル
悪
例
ア
リ
。
力

ヽ

ル
損
害

ハ
今
後

二
於
テ
モ
絶
無
ト
ハ
断
言
シ
難
キ
モ
、
種
々
ノ
改
良
施
設
卜
相
倹
テ
前
例
ノ
如
キ
惨
禍

ヲ
招
来
ス
ル
コ
ト
少
カ
ル
ベ
ク
、
又

国
策
上
ノ
考
慮
ヲ
払
フ
場
合

二
於
テ
モ
、
保
険
事
業
ノ
経
営
ヲ
不
可
能
ナ
ラ
シ
ム
ル
ガ
如
キ
極
端
ナ
ル
措
置

二
出
ル
事

ハ
絶
対

二
之
ナ
キ
モ

ノ
ト
確
信
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

第
六
、
社
名
変
更
問
題

二
就
テ

当
社

ハ
前
欧
洲
大
戦
中
山
下
亀
三
郎
氏
ノ
主
唱

ニ
ヨ
リ
、
日
本
郵
船
会
社
関
係
其
他
東
西
経
済
界
ノ
最
有
力
者
ノ
支
援

ニ
ヨ
リ
、
当
初
海
上

保
険
営
業
ヲ
ロ
的
ト
シ
テ
創
立
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
本
邦
損
害
保
険
会
社
ノ
巨
頭
東
京
海
上
モ
当
初
ヨ
リ
之

二
参
加
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ



り
。
従
テ
過
去
三
十
数
年
ノ
経
過
ヲ
顧
ル
時
、
初
期
時
代

二
在
リ
テ
ハ
山
下
汽
船
ヲ
中
心
ト
シ
恰
モ
山
下
ノ
別
働
隊
卜
看
倣
サ
レ
タ
ル
モ
ノ

ナ
リ
。
後
山
下
ノ
持
株
ガ
住
友

へ
転
移
シ
、
央
頃
山
下
、
東
京
海
上
全
三
菱
）
、
住
友
ノ
三
者
持
株
略
均
衡
セ
ル
時
代

二
於
テ
ハ
、
三
派
鼎
立

ノ
基
礎

二
於
テ
東
京
海
上
ノ
色
彩
稿
濃
厚
ナ
リ
シ
モ
、
旗
色
稽
不
鮮
明
ノ
時
代
ヲ
劃
セ
リ
。
然
ル
ニ
欧
洲
戦
後
ノ
長
期

二
亘
ル
不
況
卜
海
外

引
受
ノ
失
敗

ヲ
端
緒
ト
シ
テ
、
漸
次
社
内
ノ
統
制
ヲ
失
ヒ
、
昭
和
五
年
経
営
ノ
実
権
を
住
友

二
委

ヌ
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
、
其
後
山
下
財
カ
ノ
枯

渇

ニ
ヨ
リ
山
下
持
株
ノ
大
量
ヲ
重
ネ
テ
住
友

全
肩
代
リ
ス
ル
ニ
及
ン
デ
、
資
本
的
、
人
的
並

二
営
業
取
引
等
凡
テ
住
友
中
心
ノ
時
代
ヲ
実
現

ス
ル
ニ
至
レ
リ
。
当
時
内
部

二
包
蔵
セ
ル
欠
陥

ヲ
狽
補
ス
ベ
ク
、
住
友
ノ
支
援

ニ
ヨ
リ
最
モ
効
果
多
カ
ル
ベ
キ
火
災
保
険

二
カ
を
注
グ
コ

ト

ヽ
ナ
リ
、
同
時

二
住
友
ノ
商
号
使
用

二
就
テ

一
部

二
其
議
ア
リ
タ
ル
モ
、
住
友

二
於
テ
ハ
損
害
保
険
事
業
ノ
本
質
特

二
当
社
ノ
内
容
及
将

来
ノ
推
移

二
就
テ
充
分
ノ
確
信
ナ
ク
、
又
当
時
ノ
会
長
平
生
鉄
三
郎
氏

二
於
テ
之

二
賛
意

ヲ
表
セ
ズ
。
従
テ
其
時
機

二
至
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
シ

テ
、
内
外
ノ
要
望
ア
リ
タ
ル
ニ
不
拘
其
儘
今
日
二
及
ベ
リ
。

今
ヨ
リ
数
年
前
取
締
役
山
下
亀
三
郎
氏

ハ
住
友
側

二
於
テ
準
備
整

ハ
ヾ
、
当
社
ノ
大
株
主
東
京
海
上
ノ
社
長

ニ
シ
テ
当
社
ヲ
裏
面
ヨ
リ
監
視

監
督
セ
ル
故
各
務
鎌
吉
氏

二
対
シ
、
住
友
名
ヲ
使
用
ス
ル
商
号
変
更
方

二
付
キ
説
得
斡
旋
ノ
労

ヲ
ト
ル
ベ
キ
旨
提
言
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ア
リ

タ
ル
モ
、
時
機
尚
早
ト
シ
テ
其
儘
経
過
シ
タ
リ
。

抑
当
社

二
対
ス
ル
世
上
ノ
認
識

ハ
当
初
海
運
及
貿
易
業
者
等
特
殊
ノ
方
面
ヲ
除
キ
、　
一
般
大
衆

二
於
テ
ハ
殆
ド
知
ル
処
砂
ク
、
甚
シ
キ
ハ
米

国
ノ
会
社
ナ
リ
ヤ
等
ノ
質
問
ア
リ
タ
ル
コ
ト

一
再

二
止
ラ
ズ
。
之
ガ
認
識
を
深
ム
ル
為
メ
社
員
ノ
努
力
容
易
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
タ
リ
。
而

シ
テ
大
正
海
上
ガ
三
井
経
営
ヲ
標
榜
シ
、
帝
国
海
上
ガ
安
田
経
営
卜
呼
称
セ
ル
ニ
対
シ
、
当
社
モ
社
名
変
更

二
代
ル
次
善
ノ
策
ト
シ
テ
、
昭

和
六
年
頃
ヨ
リ
住
友
経
営

ヲ
表
明
シ
、
依
テ
以
テ
火
災
保
険
発
展
ノ
素
地
ヲ
築
キ
、
海
上
其
他
ノ
営
業
進
展
卜
相
侯
テ
今
日
業
界

二
確
固
タ

ル
地
位
を
占
ム
ル
ニ
至
レ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
今
ヤ
多
年
要
望
セ
ラ
レ
タ
ル
社
名
変
更
モ
極
メ
テ
自
然
ノ
推
移
卜
云
フ
ベ
ク
、
住
友
並

ニ

当
社

ニ
ト
リ
利
益
ア
ル
モ
、
何
等
懸
念
不
安

ヲ
齋
ス
モ
ノ
ニ
非
ズ
ト
確
信
シ
、
御
詮
議
ヲ
待

ツ
次
第
ナ
リ
。
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六

第
七
、
社
名
変
更

ニ
ヨ
ル
対
内
対
外
関
係
ノ
影
響

一
、
対
社
内
関
係

今
回
全
国
的

二
住
友
卜
事
務
所
ヲ
同

一
二
シ
、
又
諸
規
則
、
諸
制
度
等
出
来
得
ル
限
り
住
友

二
微
ヒ
来
レ
ル
ヲ
以
テ
、
社
員

二
於
テ
モ
準
住

友
人
ノ
衿
持
ヲ
有
セ
ル
モ
、
社
名
変
更

ニ
ヨ
リ
此
点
ヲ
一
層
明
確
ナ
ラ
シ
メ
、
更

二
風
格
ノ
向
上
ヲ
齋
ス
ベ
キ
ハ
明

ニ
シ
テ
、
社
員
中
極
メ

テ
少
数
ノ
例
外
ナ
シ
ト
ハ
断
言
シ
難
キ
モ
、
先
以
テ
百
パ
ー
セ
ン
ト
社
名
変
更
ヲ
翅
望
セ
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ｃ
社
員
待
遇
改
善

ヲ
期
待
ス
ル
点

ヨ
リ
シ
テ
モ
右
断
定

二
誤
ナ
キ
モ
ノ
ト
信
ズ
。

二
、
対
官
庁
関
係

信
用
ヲ
生
命
ト
ス
ル
保
険
事
業

二
於
テ
、
住
友
経
営
ノ
説
明
付
ヨ
リ

一
歩
前
進
シ
テ
住
友
ノ
商
号
ヲ
用
ユ
ル
コ
ト
ハ
、
会
社
ノ
充
実
セ
ル
今

日
何
等
反
対
ア
ル
ベ
シ
ト
思

ハ
レ
ズ
。
猶
前
年
ノ
決
算

二
際
シ
当
局

二
於
テ
、
本
邦

二
於
テ
東
京
海
上
社
程
ノ
会
社
ガ
五
、
六
社
出
来
ア
ガ

ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
扶
桑
ノ
如
キ
其

一
候
補
者
ト
シ
テ
精
進
セ
ラ
レ
タ
シ
ト
ノ
言
ア
リ
。
住
友

二
対
ス
ル
心
証
良
好
ノ
余
沢
ト
シ
テ
感
激
シ
タ

ル
コ
ト
ア
リ
。
之
等
ノ
事
実

二
徴
シ
、
住
友
ノ
商
号

ハ
好
感

ヲ
以
テ
迎

ヘ
ラ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ト
思
惟
ス
。

三
、
対
株
主
関
係

昭
和
五
、
六
年
ノ
頃
当
社
衰
運
ノ
頂
点

二
於
テ
、
株
価

ハ
払
込
ヲ
僅

二
超
過
セ
ル
貧
弱
ナ
ル
状
態

二
陥
リ
シ
モ
、
住
友
経
営
ノ
認
識
明
ト
ナ

ル
ニ
及
ビ
、
業
績
向
上
卜
相
侯
テ

一
路
向
上
、
現
在
十
二
円
五
十
銭
払
込
時
価
三
十
円
ヲ
超

ユ
ル
状
況

ニ
シ
テ
、
社
名
変
更

ニ
ヨ
リ
社
礎
ノ

安
定
卜
業
績
ノ
向
上
ヲ
評
価
シ
更

二
昂
騰
ヲ
見
ル
ベ
ク
、　
一
般
株
主

二
於
テ
此
事

ヲ
喜
ブ
ベ
キ
コ
ト
ハ
自
明
ナ
リ
ト
ス
。

四
、
対
取
引
先
関
係

社
名
変
更

ニ
ヨ
ル
信
用
ノ
充
実

ハ
、　
一
般
取
引
先

二
於
テ
歓
迎
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
ハ
勿
論

ニ
シ
テ
、
世
上
偶
反
住
友
感
情
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
絶
無

二
非
ザ
ル
ベ
キ
モ
、
之
等
僅
少
ノ
反
対
者
ヲ
失

フ
モ
得
ル
処
邊

二
多
大
ナ
リ
ｃ
取
引
先
中
同
業
者
関
係

二
於
テ
ハ
若
干
親
疎
ノ
差
別
ヲ
招
来



ス
ベ
キ
モ
、
各
同
業
者

二
於
テ
ハ
多
年
ノ
既
成
事
実
ト
シ
テ
之
ヲ
迎

へ
、
取
引
上
等
特

二
大
ナ
ル
変
化
ヲ
齋
ス
コ
ト
ナ
キ
モ
ノ
ト
信
ズ
ｃ

五
、
対

一
般
社
会
関
係

思
想
問
題
ノ
見
地
ヨ
リ
反
財
閥
ノ
感
情
ヲ
慮
り
、
社
名

二
住
友
ヲ
冠
ス
ル
コ
ト
ハ
住
友
及
当
社

ニ
ト
リ
懸
念
ス
ベ
キ
点
ナ
キ
ヤ
ノ
疑
間
ア
ル

モ
、
今
日
挙
国

一
致
国
力
総
動
員
ノ
時
代

二
於
テ
、
力

ヽ
ル
点
ノ
考
慮

ハ
杞
憂

ニ
シ
テ
、
寧

一
般
大
衆

二
於
テ
モ
正
当

二
認
識
ヲ
深
ム
ル
ニ

至
ル
ベ
ク
、
此
事

ハ
住
友
経
営
ヲ
標
榜
ス
ル
今
日
卜
何
等
変
化
ナ
キ
モ
ノ
ト
考

ヘ
ラ
ル
。

第
八
、
社
名
変
更

ニ
ヨ
ル
住
友
並

二
当
社
ノ
利
益

之
迄
ノ
説
明

ニ
ヨ
リ
既

二
明
ナ
ル
ガ
如
ク
、
今
日
住
友
並

二
当
社
ノ
関
係

ハ
利
害
全
ク

一
致
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
社
名
変
更

ニ
ヨ
ル
当
社
信

用
ノ
増
大

ハ
直

二
事
業
上
ノ
発
展
ト
ナ
リ
、
其
結
果
ハ
住
友

二
還
元
ス
ル
次
第
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
住
友

二
於
テ
各
種
金
融
、
倉
庫
等
ノ
事

業
卜
相
並
ン
デ
、
其

一
翼
ト
シ
テ
損
害
保
険
事
業
ヲ
其
傘
下
二
有
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
ハ
、
直
接
間
接
稗
益
ス
ル
処
砂
カ
ラ
ズ
。
当
社

二
於
テ
モ

住
友
経
営
ノ
説
明
ヲ
用
ヒ
ズ
、
ソ
レ
自
体
明
瞭
ナ
ル
商
号
ノ
使
用

ニ
ヨ
リ
、
経
営
上
ノ
便
益
極
メ
テ
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
経
営
上
ノ
実
カ

ハ

一
切
自
カ
ヲ
以
テ
賄
ヒ
得
ル
ヲ
以
テ
、
累
ヲ
住
友

二
及
ボ
ス
ガ
如
キ
懸
念
ナ
キ
モ
ノ
ト
信
ズ
。

第
九
、
社
名
変
更

二
当
り
条
件
ト
シ
テ
考

ヘ
ラ
ル

ヽ
事
項

イ
、
人
事
ノ
統
制

或
程
度
以
下
（例

ヘ
バ
中
等
学
校
以
下
卒
業
）
ヲ
除
キ
新
規
社
員
ノ
採
用

二
就
テ
ハ
、
当
社
役
員
モ
参
加
シ
テ
住
友
ノ
機
関

二
詮
衡
方
ヲ
依

頼
ス
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
其
他
諸
般
ノ
人
事
特

二
社
員
待
遇
等
ノ
問
題

ハ
、
住
友
卜
充
分
連
絡
ヲ
ト
リ
、
其
統
制

二
従

フ
コ
ト
可
ナ
リ
ト
認
ム
ｃ

口
、
事
業
並

二
会
計
ノ
検
査

当
社
監
査
役
生
野
章
作
氏
ノ
指
導
下
二
、
住
友
機
関
ノ
発
動

ニ
ヨ
リ
定
時
的

二
一
定
ノ
検
査

ヲ
行
ヒ
、　
一
層
内
容
ノ
整
備
充
実
ヲ
計
り
、

同
時

二
住
友

二
於
テ
モ
当
社
ノ
内
容

ニ
ツ
キ
、
更

二
一
層
ノ
認
識
ヲ
深
ム
ル
コ
ト
適
当
ナ
リ
ト
考

ヘ
ラ
ル
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

四
三
七



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（Ｌ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
八

第
十
、
社
名
変
更
実
施
期

社
名
変
更

ニ
ツ
キ
幸

ニ
シ
テ
住
友
ノ
御
承
認
ヲ
得
バ
、
次

二
官
庁
ノ
諒
解
ヲ
求
メ
、
更

二
創
立
者

ニ
シ
テ
現
在
取
締
役
タ
ル
山
下
亀
三
郎
氏

ノ
諒
解
ヲ
求
メ
、
又
当
社
大
株
主
東
京
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

二
一
応
内
諾
ヲ
求
メ
置
ク
ヲ
可
ト
ス
。
芳
諸
般
ノ
手
続
上
昭
和
十
五
年
三

月
開
催
ノ
定
時
株
主
総
会
ノ
前
後
何
レ
カ
適
当
ノ
時
期
ヲ
撰
ビ
、
臨
時
株
主
総
会
ヲ
開
催
シ
テ
附
議
ス
ル
ヲ
要
ス
ル
ガ
、
来
ル
昭
和
十
五
年

二
月
臨
時
株
主
総
会
ヲ
開
キ
処
理
ス
ル
コ
ト
最
モ
好
都
合
卜
考

へ
居
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

（資
料
１９
）

「庶
務
課
関
係
打
合
、
報
告
事
項
」

一
、
打
合
事
項

（イ
）

定
款
及
業
務
執
行

二
関
ス
ル
重
要
ナ
ル
規
程
ノ
制
定
及
改
変
（取
扱
内
規
ヲ
含
ム
）

（
口
）

職
員

二
対
ス
ル
各
種
ノ
規
程
ノ
制
定
及
改
廃
（取
扱
内
規
ヲ
含
ム
）

例

一
職
員
規
程
、
俸
給
々
与
規
程
（俸
給
規
程
、
在
勤
手
当
規
程
、
職
務
手
当
規
程
其
ノ
他
）
、
休
職
、
休
暇
、
停
年
、
欠
勤
規
程
、

旅
費
規
程
、
退
職
慰
労
金
規
程
、
積
金
規
程
等

（
ハ
）

重
要
ナ
ル
契
約
及

一
切
ノ
訴
訟
、
但
シ
日
常
取
引

二
属
ス
ル
ノ
ヲ
除
ク

（
二
）

予
算
内
卜
雖
　
職
員
福
利
施
設
（社
宅
等
）

（
ホ
）
　

　

″
　
　
　
店
費

二
依
ル
私
宅
電
話
ノ
架
設

（
へ
）
　

　

〃
　
　
　
自
動
車
其
ノ
他
特
殊
ノ
什
器
類
ノ
購
入

（卜
）

業
務
時
間
、
休
業
ロ
ニ
関
ス
ル
事
項

（
チ
）

臨
時
株
主
総
会
ノ
招
集



（
り
）

守
衛
規
程

二
基
ク
守
衛
ノ
設
置
、
廃
止
、
待
遇
等

（
ヌ
）

当
、
宿
直
規
程

二
基
ク
当
、
宿
直
ノ
廃
止

（
ル
）

主
管
者

二
代
り
伝
票

二
代
印
ス
ル
者
ノ
指
定

（
ヲ
）

一
件
百
円
以
上
ノ
寄
附
金
（報
酬
、
謝
礼
ヲ
含
ム
）

（
ワ
）

交
際
費
支
出
内
規

二
基
ク
甲
種
集
会
、
乙
種
集
会

ヘ
ノ
加
入

（
力
）

諸
会
役
員
ノ
就
任

二
、
報
告
事
項

（イ
）

打
合
事
項
以
外
ノ
主
ナ
ル
規
程
（取
扱
内
規
ヲ
含
ム
）
ノ
制
定
改
廃

（
口
）

総
会
、
取
締
役
会
ノ
結
果

（
ハ
）

交
際
費
支
出
内
規

二
基
ク
交
際
費
支
出
報
告

（
二
）

集
会
ノ
脱
退

（
ホ
）

諸
会
役
員
ノ
退
任

「経
理
関
係
提
出
書
類
、
打
合
事
項
並
報
告
事
項
」

一
、
提
出
書
類（書

類
名
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（提
出
期
日
）

会
計
見
積
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一則
年
十

一
月
三
十
日
迄

実
際
報
告
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翌
年
四
月
二
十
日
迄

元
帳
残
高
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翌
月
末
日
迄

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（回
数
）

年

一
回

年

一
回

月

一
回

四
三
九



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

業
務
概
況
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
右

事
業
成
績
旬
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翌
旬
末
日
迄

財
産
目
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翌
年
二
月
末
日
迄

当
年
度
損
益
予
想
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
五
日
迄

当
年
度
損
益
決
算
額
予
想
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

一
月
十
五
日
迄

有
価
證
券
月
別
増
減
明
細
表
（銘
柄
別
）
　
　
　
　
　
　
翌
月
末
日
迄

有
価
證
券
月
別
残
高
表
（銘
柄
別
）
　
　
　
　
　
　
　
　
翌
月
末
日
迄

上
半
期
連
系
会
社
株
配
当
収
入
金
額
調
　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
日
迄

下
半
期
連
系
会
社
株
配
当
収
入
金
額
調
２

部
予
想
）
　

十
二
月
二
十
日
迄

一、
打
合
事
項
（事
前
提
出
）

Ａ
、
会
計
見
積
書
関
係

（
一
）

会
計
見
積
書

（
二
）

重
要
有
価
證
券
投
資
及
貸
付
（具
体
的

ニ
ハ
別

二
之
ヲ
決
定
ノ
コ
ト
）

（三
）

不
動
産
投
資

（
四
）

経
費
各
科
目
予
算
ノ
超
過
又
ハ
新
規
ノ
支
出

（五
）

損
益
各
科
目
予
算
及
純
損
益
予
算
ノ
著
シ
キ
変
更

（六
）

業
務
ノ
方
針
程
度
ノ
変
更

Ｂ
、
資
本
関
係

四
四
〇

月

一
回

月
三
回
又

ハ
月
報

年

一
回

年

一
回

年

一
回

月

一
回

月

一
回

年

一
回

年

一
回



（
一
）

資
本
ノ
増
減
並
払
込
ノ
徴
収

Ｃ
、
決
算
関
係

（
一
）

決
算
及
利
益
金
処
分

Ｄ
、
出
納
及
計
算
関
係

（
一
）

他
銀
行
取
引
開
始

（
二
）

勘
定
科
目
並
元
帳
科
ロ
ノ
設
定
、
廃
止
並
順
序
ノ
変
更

Ｅ
、
保
険
業
法
関
係

（
一
）

事
業
方
法
書
、
普
通
保
険
約
款
、
算
出
方
法
書
、
財
産
利
用
方
法
書
ノ
変
更

Ｆ
、
店
部
関
係

（
一
）

支
店
及
独
立
ノ
出
張
所
ノ
設
置
並
廃
止

Ｇ
、
営
業
関
係

（
一
）

営
業

二
関
ス
ル
重
要
ナ
ル
事
項

Ｈ
、
会
計
事
務
取
扱
規
程

（
一
）

社
則
会
計
規
程

二
依
り
会
計
事
務
取
扱
規
程
ヲ
設
ク
ル
場
合

三
、
報
告
事
項

（
一
）

経
費
各
科
目
予
算

二
著
シ
キ
減
少
ヲ
生
ジ
、
又

ハ
其
ノ
費
途
ノ
原
因
消
滅
シ
タ
ル
場
合
其
ノ
金
額
及
事
由

（
三
）

本
店
又

ハ
支
店
所
属
ノ
出
張
所
ノ
設
置
並
廃
止

（三
）

其
他
参
考
ト
ナ
ル
ベ
キ
事
項

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
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第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
二

尚
損
益
科
目
中
左
記
ノ
如
ク
掲
記
ノ
コ
ト

（
一
）

保
険
料（収

入
）
　
　
　

　
　

（支
出
）

保
険
料
　
　
　
　
　
　
再
保
険
料

（
二
）

保
険
金（収

入
）
　
　

　

　

　

（支
出
）

再
保
険
金
　
　
　
　
　
保
険
金

「検
査
関
係
打
合
事
項
」

一
、
社
則

・
監
査
及
検
査
規
程

二
基
キ
監
査
並
検
査

ヲ
実
施
セ
ラ
ル

ヽ
ヲ
以
テ
、
之

二
関
ス
ル
諸
事
項

ハ
逐
次
協
議
決
定
ノ
コ
ト

ニ
、
商
法
上
監
査
役

二
対
ス
ル
必
要
ナ
ル
諸
手
続

ハ
本
社
検
査

ヲ
通
ジ
テ
実
行
ス
ル
コ
ト

尤
モ
会
社
決
算

二
関
ス
ル
書
類
（商
二
八

一
条
）
ノ
説
明

二
要
ス
ル
調
査
事
項

ハ
、
追
テ
具
体
的

二
協
議
決
定
ノ
コ
ト

「
人
事
課
関
係
打
合
事
項
、
報
告
事
項
」

一
、
打
合
事
項

一
、
四
等
職
員
以
上
ノ
任
免
、
昇
進
、
賞
罰
並
課
長
（課
長
ナ
キ
ト
キ
ハ
係
長
）
以
上
ノ
分
掌

一
、
職
員
ノ
退
職
慰
労
金
倉
疋
例
ノ
モ
ノ
ヲ
除
ク
）

一
、
職
員
及
準
職
員

二
対
ス
ル
海
外
出
張
、
留
学
又
ハ
学
術
研
究
ノ
為

ニ
ス
ル
国
内
ノ
出
張

但
満
洲
及
支
那
ノ
出
張

ハ
此
ノ
限
リ
ニ
ア
ラ
ズ

一
、
職
員
及
準
職
員

二
対
ス
ル
期
末
賞
与
、
各
種
ノ
臨
時
給
与
、
慰
藉
、
待
遇
等
　
但
シ
定
例

二
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
此
ノ
限
リ
ニ
ア
ラ
ズ



嘱
託
員
ノ
任
用
、
顧
問
及
嘱
託
ノ
依
嘱
並
期
間
延
長
、
待
遇
変
更

規
定
年
令
以
外
ノ
補
助
職
員
任
用

停
年
延
長

休
職
、
復
職
　
但
兵
役
及
通
牒

ニ
ヨ
ル
専
行
権
限
内
ノ
場
合

ハ
此
ノ
限
リ
ニ
ア
ラ
ズ

職
員
及
準
職
員
、
他
会
社
等
ノ
役
員

二
就
任
又
ハ
事
務

二
従
事

積
金
還
付
　
但
専
行
事
項
ヲ
除
ク

諸
規
程
及
通
牒

二
於
ケ
ル
本
社
ノ
承
認
ヲ
受
ク
ヘ
キ
事
項
及
特
殊
ノ
取
扱
事
項

例
　
内
国
旅
費
規
程
第
二
十
三
条
、
外
国
旅
費
規
程
第
十
四
条
、
同
第
十
五
条
但
書
、

在
外
店
部
職
員
在
勤
手
当
規
程
第
十
二
条
第
三
項
、
同
第
十
三
条
但
書
其
ノ
他

寄
宿
舎
ノ
新
設
増
改
築

職
員

二
関
ス
ル
病
院
診
療
所
ノ
設
置
又

ハ
嘱
託
医
ノ
委
嘱

金
融
組
合
ノ
設
立
及
規
約
中
重
要
ナ
ル
改
正

同
第
十
六
条
、
同
第
二
十
五
条
第
二
項
、

報
告
事
項

、
職
員
任
用
、
解
一雇
、
分
掌
其
他
ノ
異
動

、
主
管
者
事
務
引
継
結
了

、
同
　
　
旅
行
及
五
日
以
上
ノ
休
暇

、
転
任
者
出
発
延
期
及
着
任
日

、
応
召
者
、
入
営
休
職
者

二
関
ス
ル
報
告

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
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～ 15年 ) S=昭 和

14年 15年

9 2

金
属虫
組
合
規
約
中
改
正
事
項

才丁
△

ヲ

要
セ

ザ
リレ

モ

ノ

(住友 )

(小倉 )

(八代)

(松本)

(今村)

(国府)

(古 田)

(山本)

(大平)

(岡橋)

(大屋 )

(春 日)

(大平)

(岡橋 )

(大屋)

(吉 田)

(大島)

第
一
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

積
金
還
付

昇
等
増
給
統
計

期
末
賞
与
統
計

交
際
手
当
支
給
報
告

勤
務
状
態
調
及
長
期
欠
勤
者
調

準
職
員
、
女
子
職
員
及
在
外
準
職
員
調

424

424
424-

424-
424-

424

424
424-

424-

415
92

2. 7

2  7       1・

415-―――→

415-―――→

9 2
9 2(,薇)一→

(小倉)

(古 田)

(松本)

(八代)

(今村 )

(山本)

(国府 )

(古 田)

(大平)

(岡橋)

(大屋 )

(春 日)

(松本 )

(国府 )

(古 田)

(田 中)

(国府)

(河井)

(山本)

四
四
四



(付表 1)株式会社住友本社幹部一覧表 (昭和12

就任年月日 1 昭和12年  1  13年

第  代表取締役社長  住友吉左衛門

三  代表取締役    小倉 正恒
部  取 締 役    八代 則彦

株    〃      松本 順吉

英    ″      今村 幸男
社    ″      国府 精一

袋    〃      古田俊之助
本    〃      山本 信夫
社    〃      大平 賢作

〃      岡橋 林

″      大屋 敦

〃     春日 弘

監 査 役    大平 賢作

〃      岡橋 林

″      大屋 敦

〃      吉田 貞吉

〃      大島 堅造

31
31
31
31
31
31
31
3  1

31
3.1

- 1.20
- 120→ 11271

120-―――――

- 120
120-―――――

総 理 事    小倉 正恒  S5 812
専 務 理 事    古田俊之助

理   事    松本 順吉  S58.
戸、イヽ  貝リアン   S 5 812
今村  幸男   S 5 812-1127
山本 信夫  S9 1 1
国府 精一  Sl1 5 9
古田俊之助  Sl1 5 9
大平 賢作

岡橋 林

大屋 敦

春日 弘

監   事    松本 順吉  S3 514
″      国府 精一        |
″      古田俊之助        |

田  人 事 部 長    田中 良雄  S8121-― → 41
五    〃      国府 精一 41(粛モ)→925

〃      河井昇二郎        1   925
経 理 部 長    山本 信夫  S812 1-■ ―一→ 925

120-―――――

120

1.20

120

120-―――――

120

1.20(粛モ)一――



14年 15年

813
814-

814
814-―――→

(小畑)

(小林)

(河井)

(小林)

(松井)

(矢島)

(野 田)

(芦沢 )

(稲井 )

(栗原)

(小池 )

(太田)

(近藤 )

(平賀)

27
415-―――→

第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

5

5-→

(昭 和12～ 15年 ) T=大 正  S=昭 和

13年 14年 15年

→  120

1  120

1・ 120

7

7-

(八代 )

(大平)

(岡橋 )

(大平)

(岡 橋 )

(大島)

(十亀)

(野 田)

(田 島)

(水野)

(林 )

(小畑 )

(田 中)

(別宮 )

(田 中)

(西 田)

(大石)

(稲井)

(松井 )

(細谷 )

2 7

2 7-―――――→

118

118-―――――→

―――(S14111住友電氣工業と改称)一―一→

H卜 117

1   117

8.14

814-―→

四
四
六



就任年月日 1 昭和 12年  1  13年

経 理 部 長    小畑 忠良        1   925

第    
〃      小林晴十郎        |

三  総 務 部 長    河井昇三郎  S812 1-― ――→ 925
部       〃           /1、 林日青十貞「               1      925

株    〃      松井 孝長

英  東京支店長    矢島 富造  S311
社    〃      野田 哲造

隻    〃      芦沢 進
本  東京販売店支配人 稲井 勲造  S7 7 1
社    ″      栗原 徹

北日本鉱業所長  小池宝二郎  Sl1 9 1
鴻之舞鉱業所長  太田 鉄造

朝鮮鉱業所長   近藤 次彦  S ll 10.1
林業所支配人   平賀 五郎  S81211

7 6
7 6-―一二

1.17

117-―――――

(付表 2)連系会社・特定関係会社幹部一覧表

就任年月日 : 昭和12年

住友銀行専務取締役       八代 則彦  T15.54
″   〃         大平 賢作

〃   〃         岡橋 林

〃 常務取締役       大平 賢作  T15 1.13

大阪北港常務取締役       田島房太郎  S8.225-■ → 130

岡橋  林    S 5 9.10
大島 堅造  S7 310
+亀 盛次  S9.3 5
野田 哲造

水野譴之助

林  千秋

住友電線製造所専務取締役    小畑 忠良  S l1 5 9-―■――→ 925

130-―――――

9.25-″      〃      田中 良雄

〃    常務取締役    別宮 貞俊  S10 731
〃      〃      田中 良雄

四    〃      ″      西田 正一

翌  日本板硝子常務取締役      大石 公平  S2 228
〃    〃        稲井 勲造

住友倉庫常務取締役       松井 孝長  Sl1 5 9
〃   〃         細谷庄三郎

4. 1-,925



15年13年 14年

→ 210
1  210

第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（１１
）

814
8.14(兼 )→

(河井)

(小林)

(松井)

(大屋 )

(矢崎)

(羽室)

(続 )

(中 尾 )

(北沢 )

(小松 )

(今村)

(今井)

(今井)

(福山)

(齋藤 )

(三村 )

(荒川)

(吉 田)

(吉 田)

(古市)

(小 山)

(柴 田)

(小 山)

(矢島)

(小関)

(志 田)

(梶井 )

(佐鳥 )

(進藤 )

713

1  129
‐● 129

4 1
4 1-

|と 改称 )

- 627
1    627

1・ 427
1    730

1.10

5

5→

131→ 114
114(兼 )

|・ 131

131

426

池

屋

本

小

土

山

(大屋 )

(山本)

(矢部)

(古 田)

(佐伯)

(三村 )

四
四
八

(S1311満 洲住友金属工業と改称)一――――→



就任年月日 1 昭和12年

第
二
部

株    ″   常務取締役

英    〃     〃

社    ″     〃

彙  住友生命保険専務取締役
社    〃   常務取締役

住友信託専務取締役

S101228(粛 モ)- 928
1     928(粛

モ)

S812.1
S 8 1.28

S10 1.30

Sl1 5 9

S 2

S 7.

S 9
S 9

1  227-―――――

910-――■―――一-01129

1      1129-

627-1129
1       1129-

725--621

725-621

住友ビルデイング常務取締役

住友化学工業専務取締役

河井昇二郎

小林晴十郎

松井 孝長

大屋 敦

矢崎 惚治

羽室 広一

続   琥

中尾 新六

北沢敬二郎

小松 正則

今村 幸男

今井 卓雄

今井 卓雄

福山善治郎

齋藤 洲司

三村 起一

荒川 英二

吉田 貞吉

吉田 貞吉

古市 六三

小山 九一

柴田 丈夫

小山卓次郎

矢島 富造

小関 良平

志田 文雄

梶井 剛

佐鳥 仁左

進藤淳之佑

小池宝三郎

土屋 裕

山本 漢

大屋 敦

山本 漢

矢部 忠治

古田俊之助

佐伯 正芳

三村 起一

-621

″ 常務取締役

住友別子鍍山専務取締役

〃   常務取締役

四國中央電力専務取締役

〃   常務取締役

住友炭破常務取締役

扶桑海上火災保険専務取締役

住友海上火災保険専務取締役

扶桑海上火災保険常務取締役

大日本鍍業常務取締役

日本電氣専務取締役

〃 常務取締役

土肥金山専務取締役

静狩金山常務取締役

住友アルミニウム製錬専務取締役

〃   常務取締役

満洲住友鋼管専務取締役

″   常務取締役

住友機械製作専務取締役

(S154:
S 9 6.30

S768

1住友海上火災保険

S ll 10. 1-―■―――一―――――

S 8 8.10(;漁 )一

S 9 630

S 9. 9176薇 )■―――――――一―

Ｓ

Ｓ

Ｓ

7  1

921

3.28

四
四
九

S 9 917



15年14年13年

→ 1.31(S1510.1住 友機械工業と改称)

1   131

■● 120

(三村 )

(宮川 )

(古 田)

(荒木 )

(春 日)

(木下 )

(田 中)

(春 日)

(木下 )

(久島)

(山本 )

(三村 )

(荒川)

(飯 田)

(郡嶋)

(向野)

(津 田)

(鮫島)

-820

第
一
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

415

1.20

-47
■
' 120

3 5-――――→

3 5

49

415-
415-

415-

425
4.25-

四
五
〇



就任年月 日 1 昭和 12年

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

住友機械製作常務取締役

住友金属工業専務取締役

常務取締役

住友鍍業専務取締役

″ 常務取締役

北支産金常務取締役

S9.11 1(兼 )一三村 起一

宮川 清

古田俊之助

荒木 宏

春日 弘

木下 亮吉

田中 作二

春日 弘

木下 亮吉

久島 精一

山本 信夫

三村 起一

荒川 英二

飯田弥五郎

郡嶋 正治

向野 義夫

津田 秀栄

鮫島 龍雄

S10 917
S10 9.17

S10.917
S10 917
S10. 9.17

621-―――

621-―――

6.21-―――

註 :後年連系会社 特定関係会社に指定された会社を含む。

四
五

一



第
二
草
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

＋（
１
）

『住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
五
十
年
史
』
（未
定
稿
）第
八
分
冊
（昭

和
１０
１
１６
×
同
社
　
昭
和
二
十
四
年
と
全
ハ
頁
。

（
２
）

前
掲

『住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
五
十
年
史
』
五

一
、
五
二
頁
ｃ

（
３
）

．三
井
文
庫
研
究
員
古
川
容
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
三
井
合
名
は

昭
和
卜
二
年
十
月
四
Ｈ

「従
業
者
ノ
公
債
応
募

二
就
テ
」
と
題
し
て
新

開
発
表
を
行
い
、
十
月
七
日
の
理
事
会
で

「従
業
者
公
債
応
募
之
件
」

と
し
て
そ
の
実
施
要
項
を
決
定
し
た
。
三
井
合
名
、
三
菱
合
資
、
安
田

保
善
社
、
住
友
本
社
四
社
の
新
開
発
表
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
対
象
者

は
、
三
井
で
は
八
社
約

一
万
三
千
人
、
三
菱
で
は
九
社
約

一
万
人
、
安

田
で
は
三
〇
社
約

一
万
人
、
住
友
で
は

一
三
社
約
八
千
人
合
計
約
四
万

人
に
達
し
た
。
三
菱
社
誌
刊
行
会
編

『
三
菱
社
誌
』
３７
昭
和
１０
１
１３
年

（東
京
大
学
出
版
会
　
昭
和
二
十
六
年
）

〓
一〇
三
、　
一
二
０
四
頁
．

（
４
）

昭
和
五
十

一
年
七
月
二
十
二
日
香
川
修

一
氏
談
。

（
５
）

同
前
。

（
６
）

同
前
。

（
７
）

鮫
島
は
こ
の
間
の
経
緯
を
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（鮫
島
龍
雄

「北
支
の
記
録
」
　

昭
和
四
十
九
年
）
ｃ

今
か
ら
回
想
す
れ
ば
、
東
亜
の
大
勢
は
昭
和
六
年
の
頃
か
ら
大

き
く
大
東
亜
戦
争
に
向
か
っ
て
底
流
し
て
い
た
と
観
ず
る
外
な
い
。

果
然
昭
和
六
年
九
月
十
八
日
満
洲
事
変
、
同
卜
二
年
七
月
七
日

四
五
二

Ｈ
支
事
変
勃
発
。
滋
に
至

っ
て
政
府
は
住
友
財
間
に
対
し
て
産
金

事
業

の
北
支
進
出
を
申
し
入
れ
て
来
た
．
か
く
て

「住
友
」
は
北

支
産
金
株
式
会
社
（幸
名
、
華
北
採
金
公
司
）
を
開
設
、
新
首
脳
を

津
田
秀
栄
、
鈴
木
勝
広

の
コ
ン
ビ
を
以
て
発
足
せ
し
め
た
。
即
津

田
は
産
金
会
社
常
務
に
、
鈴
木
は
産
金
会
社
支
配
人
に
任
命
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

産
金
会
社
は
鉱
業
所
を
北
京
の
北
約
五
十
里
の
小
さ
い
な
が
ら

古
来

の
名
邑
道
化
に
置
い
た
ｃ
治
安
が
不
安

の
た
め
保
安
部
長
と

し
て
別
子
銅
山
か
ら
戸
村
平
吉
を
、
管
理
部
長
と
し
て
住
友
銀
行

か
ら
東
亜
同
文
書
院
出
身

の
南
透

一
を
簡
抜
し
て
陣
容
を
同
め
た
。

処
が
昭
和
卜
三
年
本
に
至

っ
て
鈴
木
支
配
人
が
遵
化
南
方
の
一
小

邑
馬
伸
橋
に
於
て
匪
賊
に
惨
殺
さ
れ
る
と
い
う
不
祥
事
が
突
発
し

た
。
此
の
事
は
住
友
陣
営
中
鈴
木
と
同
じ
帝
夫
同
期
生
に
恐
慌
を

来
し
た
ｃ
だ
が
私
は
逆
に
此
の
事
件
が
や
が
て
我
が
運
命
打
開
の

契
機
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
秘
か
に
大
な
る
期
待
を
持

っ
た
。

こ
れ
よ
り
先
き
私
は
住
友
銀
行
に
入
行
し
て
い
た
が
、
金
融
業

が
い
か
に
自
己
の
性
格
才
能

に
不
適
な
る
か
を
痛
感
し
て
、
住
友

銀
行
を
退
職
す
る
決
意
を
段
々
と
固
め
る
に
至

っ
て
い
た
ｃ
偶
々

昭
和
九
年
前
後
で
あ

っ
た
か

『幽
翁
」
な
る
本
が
出
版
さ
れ
た
。

こ
れ
は
住
友
財
閥
元
総
理
事
伊
庭
貞
剛
翁
の
伝
記
で
あ

っ
た
ｃ　
．



読
私
は

一
驚
し
た
０
我
が
国
に
こ
れ
程
の
高
邁
な
る
社
風
、
民
主

主
義
と
理
想
主
義
と
を
か
ざ
し
た
会
社
が
在

っ
た
の
か
と
。
曽
て

私
の
性
格
を
最
も
よ
く
知
悉
し
て
い
た
先
輩
が
、
「
も
し
君
が
産

業
界
に
身
を
投
ず
る
な
ら
ば
住
友
以
外
に
会
社
は
な
い
。
三
菱
と

雖
も
君
を

一
生
会
社
に
勤
務
さ
せ
て
は
く
れ
な
い
だ
ろ
う
」
と
言

っ
た
ｃ
今
、
『幽
翁
』

を
読
ん
で
此
恩
愛
に
み
ち
た
先
輩
の
言
が

何
を
意
味
す
る
か
を
真
に
理
解
し
た
。
だ
が
私
は
銀
行
業
で
は
自

己
の
才
能
を
伸
ば
す
術
は
な
い
。
銀
行
を
去
る
決
意
を
翻
す
こ
と

は
出
来
な
い
。
銀
行
は
去
る
。
し
か
し

「住
友
」
に
は
残
り
た
い
。

此
希
望
の
実
現
は
な
か
な
か
難
事
業
で
あ

っ
た
。

住
友
財
閥
は
従
来
共
人
事
は

一
切
住
友
本
社
の
人
事
部
で
総
括

的
に
司

っ
て
い
た
ｃ
採
用
も
す
べ
て
姦
で
決
定
し
て
事
業
、
金
融
、

商
事

の
各
部
門
に
配
属
せ
し
め
て
い
た
の
で
あ
る
ｃ
私
は
事
業
部

門
を
希
望
し
て
い
た
ｃ
熟
慮
の
結
果
姦
の
最
高
幹
部
田
中
良
雄
人

事
部
長
に
直
訴
の
外
は
な
い
と
決
意
し
た
。

昭
和
卜
年
当
時
の
紀
元
節
二
月
十

一
日
朝
九
時
私
は
前
記
田
中

良
雄
邸
宅
の
玄
関
に
立

っ
た
ｃ
忘
れ
も
し
な
い
、
私
は

一
切
の
紹

介
状
を
排
し
た
。

「人
間
を
大
切
に
す
る
」

と
の
評
判
が
何
の
程

度
真
実
な
る
や
を
も
此
の
際
テ
ス
ト
す
る
の
が
私
の
共
時
の
心
底

で
も
あ

っ
た
。
何
等
の
肩
書
の
無
い
只

一
介
の
住
友
銀
行
員
の
名

刺
に
よ
つ
て
、
田
中
邸
は
い
か
な
る
態
度
を
採

っ
た
か
。
暫
く
待

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

っ
て
い
る
と
女
中
が
出
て
来
て
極
め
て
鄭
重

に
私
を
三
階
の
主
人

の
書
斎
に
案
内
し
て
く
れ
た
で
は
な
い
か
。
そ
こ
に
は
私
の
最
も

愛
読
し
て
い
た
寺
田
寅
彦
全
集
が
揃
え
て
あ
り
、
洋
楽
で
は
私
の

最
も
好
き
な
ベ
ト
ウ
ベ
ン
の
レ
コ
ー
ド
も
並

べ
ら
れ
て
あ

っ
た
。

私
は
未
だ
会
わ
ざ
る
に
非
常
な
親
愛
感
を
懐
き
、
コ
」
れ
な
ら
自

己
の
志
を
仮
借
な
く
述
べ
て
も
大
丈
夫
」
と
の
一
抹
の
安
堵
感
を

覚
え
た
。

や
が
て
主
人
公
が
和
服
姿
で

「
び
っ
こ
」
を
ひ
き
つ
つ
室
に
姿

を
現
し
た
。
学
七
時
代
電
車
に
ひ
か
れ
ん
と
し
た
児
童
を
救
け
て

自
ら
の
足
を
怪
我
さ
れ
た
こ
と
を
、
私
は
か
ね
て
か
ら
耳
に
し
て

い
た
〇　
一
応
の
挨
拶
を
終
え
て
私
は
直
ち
に
本
論
に
入

つ
た
。
年

少
気
鋭
、
私
の
切
り
出
し
方
は
余
り
に
も
単
刀
直
入
で
あ

つ
た
ｃ

そ
の
た
め
議
論
は
計
ら
ず
も
当
初
か
ら
沸
騰
し
た
。
田
中
さ
ん
は

ス
ト
ー
プ
の
傍
ら
に
自
ら
二
つ
の
椅
子
を
引
き
よ
せ
て
、
「
ま
あ

ま
あ
興
奮
せ
ず
に
ゆ

つ
く
り
懇
談
し
様
ぢ
ゃ
な
い
か
」
と
私
を
誘

わ
れ
た
。
此
瞬
間
思
い
が
け
な
い
温
情
を
私
は

一
身

に
感
じ
た
．

九
時
か
ら
始
め
て
卜

一
時
半

に
成

っ
て
も
議
論
は
尽
き
な
か
っ
た
。

私
は
此
際
結
論
を
急
ぐ
可
き
で
な
い
と
考
え
直
し
、
且

つ
昼
食

の

御
馳
走
に
成
る
の
は
ま
づ
い
と
気
が
つ
い
た
。
私
は
俄
に
更
め
て

「今
に
中
国
に
住
友
は
事
業
を
持
た
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
危
険
が
多
く
、
誰
も
行
き
た
が
ら
な
い
仕
事

四
五
三
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が
起
き
た
時
、
何
卒
此
の
私
を
御
想
起
下
さ
い
。
今
日
は
単
な
る

此
の
御
願
い
を
中
し
述
べ
に
来
た
だ
け
で
す
」
と
言

っ
て
座
を
立

っ
た
。

田
中
さ
ん
も
格
子
か
ら
立
ち
１１
っ
た
。
不
自
由
な
足
を
引
き
ず

つ
て
階
段
を
降
り
、
玄
関
迄
見
送

っ
て
下
さ

っ
た
。
人
事
部
長
と

し
て
元
よ
り
何
等

の
言
質
を
与
え
て
下
さ
っ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。

然
し
其
の
見
送
る
温
情
に
充
ち
た
眼
差
し
を
、
私
は
今
も
忘
れ
な

い
。
私
は
最
高
幹
部
に
体
当
た
り
直
訴
に
際
し
て
、
何
も
右

の
様

な
具
体
的
結
論
を
考
え
て
行

っ
た
訳
で
は
な
い
ｃ
ひ
た
す
ら
銀
行

脱
出
を
念
じ
て
い
た
の
み
で
あ

っ
た
。
だ
が
話
し
て
い
る
中
に
、

同
じ
財
間
で
も
部
門
転
出
が
い
か
に
困
難
な
る
か
を
看
取
し
た
事

と
、
今
か
ら
考
え
れ
ば
若
さ
の
敏
感
と
い
う
も
の
か
何
と
な
く
胸

奥
に
日
支
事
変
を
予
感
し
て
い
た
も
の
の
如
く
に
て
、
且

つ
大
陸

に
は
学
生
時
代
か
ら
大
に
興
味
を
持

っ
て
い
た
の
で
、
労
々
上
記

の
如
き
判
然
た
る
言
辞
と
成

っ
て
訴
え
出
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

元
よ
り
其
後
何

の
音
沙
汰
も
な
か
っ
た
が
、
「人
間
を
大
切
に
す

る
住
友
」
は
、
私
の
此
の
さ
さ
や
か
な
願
い
を
三
ヶ
年
間
覚
え
て

い
て
く
れ
た
。

か
く
し
て
前
記
鈴
木
支
配
人
惨
殺
事
件
が
機
縁
と
な

っ
て
、
私

は
住
友
本
社
か
ら
呼
び
出
さ
れ
た
。

（
８
）

元
住
友
本
社
人
事
部
人
事
課
勤
務
伊
藤
秀
吉
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

四
五
四

（
９
）

前
掲

『
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
五
十
年
史
』
六
五
頁
。

（
１０
）

許
（
４
）
に
同
じ
。

（
Ｈ
）

前
掲

『住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
五
十
年
史
』
六
七
頁
。

（
‐２
）

註
（
４
）
に
同
じ
。

（
‐３
）

日
向
方
齊

『
私
の
履
歴
書
』

（
日
本
経
済
新
聞
社
　
昭
和
六
十
二

年
）
五
六
、
五
七
頁
。

（
‐４
）

大
島
堅
造

『
一
銀
行
家

の
回
想
』

（
日
本
経
済
新
聞
社
　
昭
和
三

卜
八
年
）
四
〇
―
四
二
頁
。

（
‐５
）

註
（
４
）
に
同
じ
。

（
‐６
）

小
畑
忠
良

「
私
が
企
画
院
次
長
に
な

っ
た
事
情
」

『季
刊
世
論
』

第
八
九
号
（大
阪
与
論
調
査
研
究
所
　
昭
和
四
十
三
年
七
月
）

昭
和
十
五
年
七
月
第
二
次
近
衛
内
閣
が
で
き
当
時
住
友

の
総
理
事

は
小
倉
正
恒
さ
ん
で
、
小
倉
さ
ん
が
例
年
の
夏
の
よ
う
に
東
北
地

方
を
ま
わ

っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
こ
で
専
務
理
事

の
古
田
さ
ん
が
大

臣
方
の
挨
拶
ま
わ
り
に
ま
わ

つ
て
お
ら
れ
た
。
私
は
そ
の
時
丁
度

東
京
に
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
友
人
の
星
野
直
樹
君
が
企
画

院
総
裁
に
な

っ
た
の
で
、
星
野
君
の
所

へ

「
お
め
で
と
う
」
を
言

い
に
行

っ
た
わ
け
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
星
野
が

「
ち
ょ
っ
と
君

に
話
し
が
あ
る
ん
だ
。　
一
緒

に
飯
を
食
お
う
」
と
こ
う
い
う
ん
で

す
。
あ
い
つ
、
け

っ
し
て
人
と

一
緒

に
飯
を
食
う
な
ん
て
い
う
よ

う
な
男
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
珍
ら
し
く
飯
を
ご
馳
走
す



る
と
い
う
の
で
、
ど
こ
か
西
洋
料
理
屋

へ
行

っ
た
ん
で
す
。
そ
の

時
に

「古
田
さ
ん
は
、
こ
っ
ち
に
お
ら
れ
る
か
。
実
は
、
今
日
古

田
さ
ん
の
名
刺
を
み
た
と
こ
ろ
な
ん
だ
が
、
丁
度
留
守
だ
っ
た
。

古
田
さ
ん
に
あ
わ
な
け
り
や
な
ら
ん
。
ま
だ
、
こ
っ
ち
に
お
ら
れ

る
か
」
「
い
や
、　
ど
う
か
し
ら
ん
。
あ
の
人
は
忙
し
い
か
ら
、
名

刺
だ
け
お
い
て
帰

っ
た
の
か
も
し
れ
ん
」

「実
は
こ
れ
は
古
田
さ
ん
に
お
話
し
し
よ
う
と
思

っ
て
い
た
ん
だ
。

君
に
言
う
の
は
は
な
は
だ
言
い
に
く
い
ん
だ
」
と
こ
う
い
う
わ
け

で
す
。
「
な
ん
な
ん
だ
」

と
言

っ
た
ら

「実
は
、
若
を
引
き
抜

い

て
企
画
院
の
次
長
に
し
た
い
」
は
な
は
だ
工
合
が
悪
い
と
い
う
の

は
、
実
は
星
野
と
私
と
は
大
学
の
同
期
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
非

常
に
親
し
く
し
て
お
つ
た
。
学
校
の
成
績
は
先
生
よ
り
は
だ
い
ぶ

い
い
方
だ
っ
た
。
そ
れ
で

「君
を
お
れ
の
次
長
に
と
い
う
の
は
、

は
な
は
だ
言
い
に
く
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
し
ょ
う
が
な
い

ご
時
勢
な
ん
だ
か
ら
。
い
よ
い
よ
統
制
経
済
な
ん
か
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
経
済
の
実
際
に
た
ず
さ
わ

つ
て
お
つ
た
人
間
を
政

府
の
中

へ
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
方
針
で
あ
る
。
で
、

そ
の
こ
と
を
古
田
さ
ん
に
頼
も
う
と
思

っ
て
お
っ
た
の
だ
。
古
田

さ
ん
に
会

っ
た
ら

．
遍
き
て
も
ら

つ
て
く
れ
ん
か
」
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
、
私
は
古
田
さ
ん
に
後
で
会
い
ま
し
て
ね

「
星
野
が
き
て
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二
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株
式
会
社
住
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社

く
れ
と
言

っ
て
お
り
ま
す
が
」
と
言
い
ま
し
た
ら

「
そ
う
か
、
ま

た
会
う
と
い
う
と
、
い
ろ
い
ろ
注
文
を
つ
け
ら
れ
る
。
い
ろ
ん
な

こ
と
を
言
わ
れ
る
ぞ
」
ど
う
せ
そ
の
時
分
、
政
府
の
方
か
ら
こ
れ

を
や
れ
、
あ
れ
を
や
れ
と
さ
か
ん
に
言

っ
て
お
っ
た
こ
ろ
で
す
か

ら

「会
え
ば
、
な
ん
と
か
即
答
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
。
ボ
ク

が
会
う
と
ぐ
わ
い
が
悪
い
か
ら
君
が
会

っ
て
き
て
く
れ
。
古
田
は

も
う
大
阪
に
帰

っ
た
と
言

っ
て
、
ひ
と
つ
君
が
会

っ
て
ど
う
い
う

用
事

か
聞
い
て
き
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
か
ら
、
も
う

一
遍

出
直
し
て
星
野
に
夕
飯
を
ご
馳
走
に
な

っ
た
ん
で
す
。

「
そ
ん
な
こ
と
を
突
然
ボ
ク
に
言

っ
た
っ
て
ボ
ク
は
住
友

の
人
間

だ
か
ら
、
こ
こ
で
君
に
即
答
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
君
の
趣
旨

は
住
友

へ
伝
え
る
」
と
言

っ
て
帰

っ
て
、
古
田
さ
ん
と

「
こ
れ
は

困

っ
た
こ
と
だ
な
あ
」
と
い
う
こ
と
だ

つ
た
ん
で
す
。

丁
度
、
そ
の
時
分
に
近
衛
さ
ん
が
新
体
制
と
い
う
こ
と
を
や
か
ま

し
く
言
い
だ
し
た
ん
で
す
よ
。
官
僚
独
善
は
い
か
ん
。
官
僚
に
新

し
い
他

の
方
面
の
知
識
を
導
入
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
。
そ

う
い
う
こ
と
を
や
ろ
う
と
思

っ
て
い
る
ん
だ
。
と
い
う
こ
と
を
さ

か
ん
に
声
明
せ
ら
れ
て
お
っ
た
。
そ
れ
の
一
番
初
め
に
私
を
ひ
っ

ば

っ
て
こ
よ
う
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
こ
れ
を
こ
と
わ
る
と
、

住
友
は
い
か
に
も
近
衛
さ
ん
の
政
策
を
な
ん
だ
か
は
じ
め
か
ら
傷

付
け
て
い
る
よ
う
な
こ
と
に
な

っ
て
、
は
な
は
だ
ぐ
あ
い
が
悪

い
。

四
五
五
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「
し
よ
う
が
な
い
な
あ
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
で
行
こ
う
か
と
ぃ

と
こ
ろ
で
、
行
く
と
な

っ
て
も
う
ひ
と
つ
困
り
、
古
田
さ
ん
が
気

を
使
わ
れ
た
の
は
、
当
時
物
が
非
常
に
不
足
し
て
い
る
時
で
、
企

画
院
は
物
資
の
配
給
を
す
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
そ
こ
へ
住
友
か

ら
人
が
入
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
か
に
も
住
友
が
運
動
を
し
て
、

自
分
の
方

へ
資
材
な
ん
か
を
沢
山
も
ら
う
た
め
に
、
あ
の
企
画
院

の
い
い
所

へ
人
を
送
り
こ
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、
我
々

一
番
嫌
に

思

っ
た
ん
で
す
．

そ
う
い
う
気
は
全
然
両
方
に
な
い
ん
で
す
が
殊
に
住
友
は
全
部
軍

需
に
関
係
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
で
な
く
て
も
資
材
は
余
計

配
給
を
受
け
る
所
な
ん
で
す
。
受
け
な
け
り
ゃ
な
ら
な
い
所
で
す

か
ら
、
政
府
と
し
て
も
当
然
余
計
配
給
し
な
け
り
や
な
ら
な
い
。

そ
れ
を
よ
そ
か
ら
見
れ
ば
、
住
友
は
小
畑
を
送
り
こ
ん
で
、
そ
う

し
て
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
、
大
い
に
自
分
の
事
業
の
盛
大
を

計

っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
誤
解
を
う
け
や
し
な
い
か
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
も
、
非
常
に
気
に
し
て
い
た
わ
け
で
す
。

な
に
か
政
府
の
用
事

で
で
て
い
っ
て
も
、
仕
事
が
な
く
な

っ
た
ら

ま
た
帰

っ
て
く
る
と
い
う
の
が
、
ま
あ
普
通
な
ん
で
す
が
、
そ
れ

を
や
る
と
、
い
か
に
も
そ
う
い
う
こ
と
を
し
に
行

っ
た
か
の
印
象

を
与
え
る
。
そ
こ
で
、
住
友
は
そ
う
い
う
意
味
じ
ゃ
な
し
に
行
く

ん
だ
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
、
普
通
で
す
と
大

四
五
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体
休
職
と
い
う
形
で
行
く
ん
で
す
が
、
き
れ
い
に
退
職
と
い
う
形

に
し
て
い
た
だ
い
て
、
行

っ
て
し
ま

っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
時
、

小
倉
さ
ん
も
帰

っ
て
み
え
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
企
画
院
に

御
用
が
な
く
な

っ
て
も
住
友

へ
は
も
う
帰
ら
な
い
こ
と
に
な

つ
て

お
っ
た
わ
け
で
す
。

私
も
そ
う
い
う
誤
解
に
非
常
に
気
を
付
け
て
お
っ
た
も
の
で
す
か

ら
、
こ
ち
ら
に
あ
り
ま
し
た
建
て
て
間
が
な
く
、
門
も
ま
だ
で
き

上

っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
家
を
売
り
払

っ
て
東
京

へ
行

っ
た
わ

け
で
す
。
今
か
ら
考
え
ま
す
と
、
そ
の
時
分
は
い
ら
ん
こ
と
に
気

を
使

っ
て
お
っ
た
な
と
思
う
ん
で
す
が
、
時
代
が
そ
う
い
う
時
代

で
し
た
か
ら
ｃ

住
友
と
い
う
か
、
古
田
さ
ん
と
い
う
人
は
実
に
几
帳
面
な
人
で
し

て
ね

「住
友

の
人
間
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ

つ
て
も
企
画
院
を
訪
問

し
ち
ゃ
い
か
ん
」
と
い
う
ん
で
す
よ
。
企
画
院
の
次
長
で
す
か
ら
、

他
の
財
閥
な
り
、
ほ
か
の
そ
う
い
う
会
社
が
盛
ん
に
や
つ
て
き
て
、

い
ろ
い
ろ
陳
情
し
た
り
し
ま
す
わ
ね
。
私
が
や
っ
て
い
る
間
住
友

か
ら
は
誰
れ
も
や
っ
て
こ
な
い
。
さ
び
し
く
な
り
ま
し
た
ね
。
あ

ん
ま
り
几
帳
面
す
ぎ
て
遊
び
に
も
こ
な
い
ん
で
す
か
ら
。
そ
ん
な

に
遠
慮
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
に
、
と
い
う
気
が
し
ま
す
け
れ

ど
も
、
と
に
か
く
そ
れ
ぐ
ら
い
警
戒
し
な
が
ら
や
つ
て
お
り
ま
し

た
。



（
‐７
）

註
（
４
）
に
同
じ
。

（
‐８
）

同
前
。
森
武
夫
は
河
井
昇
〓
郎
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
森
武
夫

「
河
井
昇
二
郎
を
偲
ぶ
」
「
追
想
録
河
井
昇
三

郎
』
所
収
）

河
井
昇
三
郎
君
と
の
出
会
―
河
井
君
と
私
が
知
り
合
に
な

つ
た
の

は
、
五
十
年
も
前
の
一
九
一
人
年

の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
河
井
君

は
ア
メ
リ
カ
南
部
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州

の
ダ
ラ
ム
３
賃
”
日
）

市

に
あ
る
∪
」
５

大
学
で
の
学
習
を
終
え
、
ボ
ス
ト
ン
の
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
に
移

っ
て
来
た
。
河
井
君
は
私
の
下
宿
の
先
住
者

の

住
友
銀
行
留
学
生
の
紹
介
で
や
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。
折
り
悪
く

貸
間
の
二
区
画
が
塞

っ
て
い
た
の
で
、
河
井
君
は
マ
ン
サ
ル
ド

（註
、
駒
形
屋
根
）付
き
の
三
階
に
這
入
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の

部
屋
は
直
ぐ
に
イ
ン
テ
リ
ア
も
更
新
さ
れ
、
熱
風
式
暖
房
も
良
く

利
い
て
、
概
ね
快
適
に
な

つ
た
が
、
本
人
は
正
し
く

″屋
根
裏

の

哲
人
″
と
相
成

っ
た
の
で
あ
る
ｃ
私
共
は
此
処
で
数
箇
月
間
　
緒

燥
暑
し
た
が
、
そ
の
後

一
九
二
七
年
春
私
は
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
エ
ス

ト

・
ハ
ム
ス
テ
ッ
ド
に
あ
る
河
井
君
の
下
宿
に
厄
介
に
な
る
こ
と

に
な

つ
た
。

私
は
河
井
君
と
同
宿
中
に
、
住
友

コ
ン
ツ
エ
ル
ン
の
歴
史
、
最
近

の
事
で
は
湯
川
寛
吉
総
理
事

の
人
柄
や
経
営
方
針
、
特
に
そ
の
人

材
育
成
主
義
な
ど
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
興
味
深
い
情
報
を
得
た
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

ア
メ
リ
カ
の
生
産
力
　
企
業
経
営

の
認
識
―
河
井
君
は
自
分
が
日

撃
し
た
ア
ナ
コ
ン
ダ
銅
山
の
露
天
掘
作
業

の
超
巨
大
な
ス
ケ
ー
ル

に
つ
い
て
語

っ
た
が
、
こ
れ
は
同
君
が
手
掛
け
て
き
た
別
子
銅
山

と
の
比
較
だ
け
の
事
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
持

つ
偉
大
な
生
産

諸
力
に
対
す
る
現
実
認
識
の
結
果
で
あ
る
。
河
井
君
は
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
研
修
中
、
屡
々
福
田
敬
太
郎
氏
（文
部
省
留
学
生
と
し
て

ハ
ー
バ
ー
ド

・
ビ
ジ
ネ
ス

・
ス
ク
ー
ル
で
学
習
中
、
後
に
経
博

・

神
戸
大
学
学
長
）
に
伴
わ
れ
て
、
「経
営
者

の
ウ
エ
ス
ト

・
ポ
イ
ン

ト
（士
官
学
校
と

と
い
わ
れ
た
ハ
ー
バ
ー
ド

・
ビ
ジ
ネ
ス
　
ス

ク
ー
ル
に
接
触
、
特
別
講
演
な
ど
を
聞
き
、
ア
メ
リ
カ
の
経
営
者

養
成
教
育

の
実
状
を
把
握
す
る
に
努
め
て
い
た
。

そ
の
後
十
数
年
を
経
た

一
九
四
０
年
日
米
戦
争

の
危
機
感
が
高
ま

っ
た
時
期

に
、
私
は
河
井
君
と
東
京

で
会
談

の
機
会
を
得
た
が

（註
、
時
期
的
に
み
て
国
民
服
の
生
地
の
斡
旋
依
頼
か
）
、
そ
の
際

河
井
君
は
、
対
米
戦
争

の
場
合
わ
が
国
の
財
政
経
済
力
が
果
し
て

戦
争

の
効
果
的
遂
行
に
耐
え
う
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

「釘
を
刺

し
た
」
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
‐９
）

同
前
。

（
２０
）

同
前
。

（
２‐
）

栂
井
義
雄

『小
倉
正
恒
伝

・
古
田
俊
之
助
伝
』

（昭
和
三
十
九
年

東
洋
書
館
）

〓
一
一、　
三
二
二
月
。

四
五
七
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小
倉
は
金
山
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
考
え
を
持

っ
て
い
た
と
い
う
が
、

後

に
小
倉

か
ら
同
趣
旨

の
話
を
聴

い
た
際
に
は
、
こ
の
話
が

「事
業

家
」

で
は
な
く
、
「財
閥
は
金
山
を
持

つ
必
要
が
あ
る
」

と
い
う
よ
り

直
裁
な
表
現
で
あ

っ
た
由
で
あ
る
。
（平
成
十
四
年
十
月
十
日
住
友
金

属
鉱
山
（株
）
元
社
長
篠
崎
昭
彦
氏
談
）

「
だ
い
た
い
金
と
い
う
も
の
は
、
価
値
の
変
動
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

銅
で
も
鉄
で
も
、
そ
の
価
値
は
大
き
く
変
動
す
る
が
、
金
の
価
値
は
変

動
し
な
い
。
し
か
も
不
況
の
際
に
は
、
金
が
光

っ
て
く
る
。
昔
か
ら
日

本
で
覇
を
唱
え
た
人
の
事
蹟
を
み
る
と
、
た
と
え
ば
豊
臣
秀
吉
に
し
て

も
、
金
を
に
ぎ

つ
て
い
た
。
事
業
家
も
同
様
で
あ
る
。
銅
山
も
結
構
だ

が
、
ど
う
し
て
も
金
山
を
も
つ
必
要
が
あ
る
。

」

（
２２
）

『
日
本
電
気
株
式
会
社
七
卜
年
史
』
（同
社
　
昭
和
四
十
七
年
）
．

八
九
頁
ｃ

『
日
本
電
気
株
式
会
社
百
年
史
』

（同
社
　
平
成
十
四
年
二

人
七
、　
一
八
八
頁
。

（
２３
）

『
日
本
興
業
銀
行
五
十
年
史
』
（同
社
　
昭
和
三
十
二
年
）
四
五
七

頁
。

（
２４
）

竹
腰
健
造

『
幽
泉
自
叙
』
（創
元
社
　
昭
和
五
十
五
年
二

一全

一―

一
六
四
頁
。

（
２５
）

『伊
豫
銀
行
史
』
（株
式
会
社
伊
豫
銀
行
　
昭
和
四
卜
六
年
と

四

五
、　
一
四
六
頁
。

（
２６
）

株
式
会
社
住
友
本
社

「投
資
会
社
調
」

傘
嘔
気
瓦
斯

・
保
険

・
木

四
五
八

材
）
８
。

（
２７
）

財
川
法
人
満
鉄
会

『
南
満
洲
鉄
道
第
四
次
―
年
史
』

（龍
渓
書
合

昭
和
六
十

一
年
二

七
〇
頁
。

（
２８
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（銀
行

・
鉄
道
）
７
．

（
２９
）

『小
田
急
五
十
年
史
』
（小
田
急
電
鉄
株
式
会
社
　
昭
和
五
卜
五

年
）
一
七
三
、　
一
七
四
頁
。

（
３０
）

註
（
２８
）
に
同
じ
ｃ

（
３‐
）

註
（
２６
）
に
同
じ
。

（
３２
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（鉱
業

・
土
地
建
物
）
３
。

（
３３
）

同
前
。

（
３４
）

同
前
。

（
３５
）

『
わ
が
社

の
あ
ゆ
み
』
（住
友
石
炭
鉱
業
株
式
会
社
　
平
成
二
年
）

人
三
頁
。

（
３６
）

註
（
３２
）
に
同
じ
。

（
３７
）

川
上
嘉
市

『事
業
と
経
営
』

（東
洋
経
済
新
報
社
　
昭
和
二
十

．

年
￥

一六
〇
―
三
七
四
頁
。

（
３８
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（機
械

・
ホ
テ
ル

・
信
託
）
４
。

（
３９
）

住
友
金
属

「
昭
和
十
三
年
度
実
際
報
告
書
」

（
４０
）

註
（
３８
）
に
同
じ
。

（
４‐
）

同
前
Ｇ

（
４２
）

許
（
２６
）
に
同
じ
。



（
４３
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（化
学
）
５
。

（
４４
）

総
務
部
会
計
課
起
案
（昭
和
十
九
年
十
月
十
三
日
提
出
、
同
月
十

八
日
決
裁
証
移
第
四
七
号
）
「
写
真
化
学
株
式

ヲ
三
共
株
式
卜
交
換
ノ

件
」

（
４５
）

註
（
３９
）
に
同
じ
。

（
４６
）

註
（
４３
）
に
同
じ
。

（
４７
）

同
前
。

（
４８
）

同
前
。

（
４９
）

『東
Ｈ
七
十
年
史
』
（東
京
日
日
新
聞
社
　
昭
和
十
六
年
ビ

一八
五

―
二
八
八
頁
．

（
５０
）

註
（
３２
）
に
同
じ
。

（
５‐
）

満
史
会

『
満
洲
開
発
四
十
年
史
』
（同
刊
行
会
　
昭
和
四
十
年
）
補

巻

一
八
九
頁
。

（
５２
）

註
（
３２
）
に
同
じ
。

（
５３
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（船
舶

・
雑
）
６
。

（
５４
）

同
前
。

（
５５
）

同
前
。

（
５６
）

『
国
際
電
気
通
信
史
』
（同
社
　
昭
和
二
十
四
年
Ｙ
ニ
ハ
ー
二
八
頁
。

『社
史
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
』
（同
社
　
昭
和
三
十
六
年
）
七
二
人

頁
。

（
５７
）

註
（
５３
）
に
同
じ
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（
５８
）

註
（
２６
）
に
同
じ
。
『朝
鮮
の
林
業
』
（朝
鮮
総
督
府
農
林
局
　
昭
和

十
五
年
）
．
一
九
、　
三

一〇
真
。

（
５９
）

桑
田
治

『
日
本
木
材
統
制
史
』

（財
団
法
人
林
野
共
済
会
　
昭
和

三
十
八
年
ｙ
〓
一七
―
二
三
六
頁
。

荻
野
敏
雄

『
日
本
現
代
林
政
の
激

動
過
程
』
（
日
本
林
業
調
査
会
　
平
成
五
年
と

九
七
―
二

一
六
頁
。

（
６０
）

『
日
本
電
力
株
式
会
社
十
年
史
』
（同
社
　
昭
和
八
年
）
五
五
八
頁
。

（
６‐
）

註
（
５３
）
に
同
じ
。

（
６２
）

同
前
。

（
６３
）

昭
和
卜
五
年
十
月
十
二
日
付
朝
日
新
聞
記
事
本
文
（東
阪
共
通
）
は

次

の
通
り
で
あ
る
。

三
井
、
三
菱
が
そ
の
生
産
力
拡
充
の
途
上
に
お
い
て
必
要
と
す
る

資
金
を
調
達

の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
の
機
構
を
改
組
、
着
着
外
部
資
本

の
導
人
を
は
か
つ
て
ゐ
る
折
柄
、
同
じ
く
巨
大
財
閥
の
一
た
る
住

友
が
所
要
資
金
を
い
か
に
し
て
調
達
す
る
か
各
方
面
か
ら
注
日
さ

れ
て
ゐ
る
が
、
住
友
本
社
で
は
こ
の
ほ
ど
そ
の
資
金
計
豊
の
大
綱

を
大
体
左

の
ご
と
く
決
定
し
た
。
す
な
は
ち
住
友
金
属
を
中
心
に

同
系
諸
事
業
会
社
が
両
三
年
間
に
必
要
と
す
る
資
金
は
、
大
体

一

億
円
な
い
し
二
億
五
千
万
円
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
を

一
、
金
属
払
込
徴
収

二
、
社
債
の
発
行

三
、
そ
の
他
の
方
法

四
五
九



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）

に
よ
つ
て
賄
は
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第

一
の
未
払
込
分
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
金
属
に
は
資
本
金
一
億

円
の
う
ち
な
ほ
五
千
万
円
の
未
払
込
み
を
残
し
て
ゐ
る
の
で
、
こ

れ
を
二
回
に
分
け
て
徴
収
す
る
。
し
か
し
て
そ
の
う
ち
の
住
友
本

社
か
ら
の
負
担
と
な
る
約
四
千
万
円
（住
友
で
は
金
属

の
第

一
回

増
資

の
と
き
、
そ
の
株
式

の

一
部
を
す
で
に
公
開
し
て
ゐ
る
）
に

つ
い
て
は
、
本
社
の
所
有
有
価
證
券

の
資
金
化
そ
の
他
に
よ
つ
て

格
別
の
措
置
を
と
る
こ
と
な
く
内
部
的
に
賄
は
れ
る
予
定
で
あ
る
。

第
二
の
社
債
発
行
は
払
込
徴
収
に
並
行
な
い
し
は
続
い
て
行
は
れ

る
も
の
で
、
そ
の
金
額
は
金
属
の
み
に
て
も
大
体

一
億
円
程
度
の

発
行
能
力
を
も

つ
も
の
と
見
ら
れ
、
化
学
工
業
は
別
に
こ
の
ほ
ど

社
債

一
千
万
円
を
発
行
し
た
。

し
た
が
つ
て
住
友
と
し
て
は
、
こ
の
二
つ
の
方
法
で
当
面
の
所
要

資
金
の
大
部
分
を
賄
ひ
得
る
わ
け
で
あ
る
が
、
将
来
さ
ら
に
右
の

金
額
で
不
足
し
た
場
合
に
は
、
第
二
段
と
し
て
さ
ら
に
何
ら
か
の

新
た
な
方
法
を
考
究
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
そ
の

場
合
に
は
住
友
財
閥
そ
の
も
の
ヽ
機
構
も
時
勢
の
進
展
に
照
応
し

て
な
ほ
整
備
す
べ
き
も
の
が
あ
る
の
で
、
相
当
根
本
的
な
改
革
が

行
は
れ
る
模
様
で
、
最
高
幹
部
の
間
で
種
々
研
究
が
進
め
ら
れ
て

ゐ
る
ｃ

住
友
で
は
そ
の
資
金
計
豊

の
大
綱
を
別
項
の
ご
と
く
決
定
し
た
が
、

四
六
〇

こ
れ
を
詳
細
に
見
る
と

一
、
化
学
工
業
の
社
債
発
行
、
金
属
の
米
払
込
金
徴
収
な
ら
び
に

社
債
発
行
な
ど
に
現
れ
て
ゐ
る
如
く
、
本
社
が
財
閥
全
体
の
所

要
資
金
を
調
達
し
て
然
る
後
に
こ
れ
を
各
事
業
会
社
に
融
通
す

る
と
い
つ
た
従
来
の
財
閥
の
資
金
調
達
の
方
法

に
反
し
、
傘
ド

各
事
業
会
社
が
直
接
そ
の
資
金
調
達
に
当

つ
て
ゐ
る
こ
と

二
、
銀
行
、
信
託
な
ど
の
金
融
部
門
の

一
般
事
業
部
門
に
対
す
る

融
資
が
明
確
に

．
定
の
限
度
を
も
つ
て
ゐ
る
こ
と

の
二
つ
が
著
し
く
特
徴
的
傾
向
と
し
て
目
立

つ
て
ゐ
る
．
し
か
し

て
か
ゝ
る
傾
向
は

一
、
財
閥
の
事
業
部
門
が
重
点
主
義
の
遂
行
か
ら
大
規
模

の
事
業

拡
充
を
必
要
と
し
、
従

つ
て
そ
の
所
要
資
金
も
彪
大
な
も
の
と

な
り
、
到
底
従
来
の
ご
と
く
本
社
の
み
で
こ
れ
を
賄
ひ
得
な
く

な
つ
た
こ
と

一
、
財
閥
の
金
融
部
門
と
し
て
も
ま
た
国
債
消
化
は
も
ち
ろ
ん

一

般
の
資
金
需
要
の
旺
盛
化
に
伴
ひ
、
貸
出
し
が
急
増
し
て
そ
の

余
裕
資
金
が
乏
し
く
な
つ
て
ゐ
る
こ
と

一
、
最
近
の
各
種
経
済
統
制
が
大
体
業
種
別
に
進
め
ら
れ
て
を
り

財
閥
と
し
て
も
傘
下
の
各
事
業
会
社
別
に
資
金
を
調
達
す
る
方

が
便
利
で
あ
る
こ
と

な
ど
に
よ
つ
て
齋
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
ゝ
る
傾
向
は
単
に



住
友
ば
か
り
で
な
く
、
例

へ
ば
三
井
鉱
山
が
そ
の
所
要
資
金

の
一

部
を
三
井
銀
行
、
同
信
託
と
と
も
に
興
銀
か
ら
借
入
れ
て
を
り
、

さ
ら
に
三
菱
重
工
業
が
同
様
興
銀
か
ら
の
借
入
金
を
行

つ
て
ゐ
る

な
ど
の
ご
と
く
、
三
井
、
三
菱

の
資
金
調
達
の
方
法
の
な
か
に
も

す
で
に
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
財
閥
事
業
部
門
の
拡
充
に
伴
ひ

今
後
の
傾
向
は
い
よ
い
よ
強
化
さ
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
．

（
６４
）

『
田
中
相
談
役
の
お
話
し
集
』
（住
友
金
属
鉱
山
株
式
会
社
　
昭
和

五
十
八
年
Ｖ
一十

一
頁
。

（
６５
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（連
系
会
社

・
関
係
会
社
）
ｌ
ｃ

（
６６
）

「故
津
田
秀
栄
氏
追
悼
講
演
会
筆
記
録
」
（昭
和
二
十
四
年
）
．

（
６７
）

鮫
島
龍
雄

「小
倉
さ
ん
の
想
い
出
」
「
小
倉
正
恒
』
所
収
）
。

第
二
部́
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（
６８
×
６９
×
７０
）

註
（
７
）
に
同
じ
〔

（
７‐
）

『住
友
海
Ｌ
火
災
保
険
株
式
会
社
百
年
史
』
（同
社
　
平
成
七
年
）

二
五

．
貞
図
６
１
２
。
但
し
本
店
雑
種
保
険
部
営
業
課

の
係

の
う
ち

「特
殊
保
険
係
」
は

「特
種
保
険
係
」
の
誤
り
で
あ
る
。

（
７２
）

同
前
二
九

．
―
二
九
四
貞
。

（
７３
）

花
崎
利
義

「損
害
保
険

に
関
連
し
て
」
「
占
田
俊
之
助
氏
追
懐

録
』
所
収
）

（
７４
）

前
掲

『
住
友
海
Ｌ
火
災
保
険
株
式
会
社
百
年
史
』
二
九
四
頁
。

（
７５
×
７６
）

長
谷
川
健

「終
戦
直
後
の
住
友
海
上
」
（平
成
十
四
年
）

（
７７
）

前
掲

『
住
友
海
Ｌ
火
災
保
険
株
式
会
社
百
年
史
』
三
七
０
頁
．

四
六

一
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［
　
古
田
総
理
事
下
の
戦
時
体
制
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展

１
　
総
理
事
更
迭
と
連
系
会
社
社
長
制

２
　
戦
局
の
進
展
と
事
業
の
急
膨
張

３
　
軍
需
会
社
指
定
と
本
社
の
対
応

口
　
住
友
戦
時
総
力
会
議
の
創
設

業
　
　
績

［
　
住
友
本
社
の
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績

口
　
住
友
本
社
の
部
門
別
業
績

１
　
本
社
部
門

２
　
直
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山

３
　
販
売
店

・
業
務
所

投
資
活
動

［
　
連
系
会
社
の
株
式

口
　
関
係
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社
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株
式

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

株
式
会
社
住
友
本
社

↑
）

―

昭
和
十
六
―
十
九
年

１

口
　
住
友
系
以
外
の
企
業
の
株
式

資
金
調
達

［
　
財
務
委
員
会
の
設
置

口
　
戦
時
金
融
金
庫
に
よ
る
連
系
会
社
向
け
融
資
の
拡
大

口
　
軍
需
融
資
指
定
金
融
機
関
制
度
と
住
友
銀
行

店
部

・
連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社

［
　
熱
河
螢
石
銀
業
株
式
会
社
の
設
立

口
　
南
方

へ
の
進
出
問
題

１
　
ス
ラ
ン
デ
ン
殖
産
株
式
会
社
の
設
立
と
住
友
ボ
ル
ネ
オ
殖
産
株
式
会
社
へ
の
改
称

２
　
南
方
進
出
問
題
と
南
方
委
員
会
の
設
置

ロ
　
ロ
本
電
氣
株
式
会
社
の
連
系
会
社
指
定
と
住
友
通
信
工
業
株
式
会
社
へ
の
改
称

四
　
朝
鮮
住
友
軽
金
属
株
式
会
社
の
設
立
と
連
系
会
社
指
定

口
　
安
東
軽
金
属
株
式
会
社
の
設
立

内
　
住
友
化
工
材
工
業
株
式
会
社
の
発
足

田
　
大
阪
北
港
と
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
の
合
併
に
よ
る
住
友
土
地
工
務
株
式
会
社
の
発
足

四

六
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本
章
が
対
象
と
す
る
期
間
は
、
昭
和
十
六
年
２

九
四
じ
四
月
総
理
事
小
倉
正
恒

の
退
職
、
専
務
理
事
古
田
俊
之
助
の
総
理
事
就
任
か
ら

昭
和
十
九
年
年
末
ま
で
で
あ
る
が
、
会
計
年
度
の
関
係
上
前
章

「株
式
会
社
住
友
本
社
（上
ご

で
割
愛
し
た
昭
和
十
六
年

一
―
二
月
を
含
み
、

こ
の
間
昭
和
十
九
年

の
住
友
本
社
の
会
計
年
度
が
こ
れ
ま
で
の
暦
年
か
ら
国
の
会
計
年
度
に
合
わ
せ
て
昭
和
十
九
年
四
月
か
ら
二
十
年
二
月

ま
で
に
変
更
さ
れ
た
た
め
、
数
字
的
に
昭
和
二
十
年

一
―
三
月
を
含
む
場
合
が
あ
る
。

こ
の
時
期
は
、
昭
和
初
期
か
ら
始
ま
っ
た
軍
部
の
独
裁
が
つ
い
に
太
平
洋
戦
争
を
引
き
起
こ
し
、
国
家
を
破
局
に
陥
れ
た
四
年
間
で
あ
る
。

こ
の
流
れ
の
一
環
と
し
て
、
企
業
理
念
を
利
潤
追
求
か
ら
生
産
第

一
主
義

に
転
換
す
る
昭
和
十
五
年
十
二
月
の

「経
済
新
体
制
確
立
要
綱
」

の
閣
議
決
定
を
受
け
て
、
十
六
年
三
月

「
国
家
総
動
員
法
」
が
改
正
さ
れ
て
経
済
団
体
に
関
す
る
規
制
が
可
能
と
な
り
、
八
月

「重
要
産
業

団
体
令
」
が
公
布
さ
れ
て
、
十

一
月
以
降
各
産
業
分
野
毎

に
次
々
と
統
制
会
が
設
立
さ
れ
て

「統
制
会
体
制
」
が
成
立
し
た
。

こ
の
間
第
三
次
近
衛
内
閣
は
、
七
月
南
部
仏
印
（
７
フ
ンヽ
ス
領
イ
ンヽ
ド
シ
ナ
、
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
力
′ヽ
ボ
ジ
ア
）
に
進
駐
し
、
こ
れ
に

対
し
米
国
が
八
月
対
日
資
産
凍
結
と
対
日
石
油
全
面
禁
輸
を
発
動
し
た
た
め
、
十
月
に
成
立
し
た
東
条
内
閣
は
十
二
月
八
日
真
珠
湾
を
攻
撃
、

米

・
英

・
蘭
に
対
し
宣
戦
を
布
告
、
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
っ
た
。
同
日
大
蔵
省
は

「非
常
時
金
融
対
策
」
を
発
表
し
、
翌
十
七
年
二
月
に

は

「
日
本
銀
行
法
」
が
制
定
さ
れ
、
戦
時
金
融
公
庫
と
南
方
開
発
金
庫
が
設
立
さ
れ
て
、
戦
時
金
融
も
本
格
化
し
た
り
し
か
し
陸
海
軍
が
統

制
会
と
は
別
個
に
各
々
工
業
会
を
設
立
し
、
統
制
会
会
員
企
業
の
中
の
主
要
軍
需
会
社
を
直
接
囲
い
込
む
よ
う
に
な
る
と
、
「統
制
会
体
制
」

は
空
洞
化
し
て
い
つ
た
。

こ
う
し
た
事
態
に
対
し
政
府
は
、
十
八
年
十

一
月
軍
需
省
設
置
と
同
時
に

「
軍
需
会
社
法
」
（十
八
年
十
月
公
布
、
十
二
月
施
行
）
を
制
定
し
、



工
業
会
方
式
に
包
含
さ
れ
た
主
要
軍
需
会
社
を
全
面
的
に
政
府

の
指
導

の
下
に
お
い
た
。
軍
需
会
社
の
指
定
は
合
計
七
二

一
社
に
上

っ
た
。

ま
た
軍
需
会
社
制
度
と
と
も
に
軍
需
金
融
指
定
金
融
機
関
制
度
が
設
け
ら
れ
、
特
定
銀
行
と
指
定
軍
需
会
社
の
系
列
融
資
関
係
が
成
立
し
た
ｃ

し
か
し
十
九
年
七
月
の
サ
イ
パ
ン
島
陥
落
に
よ
り
日
本
本
土
が
直
接
空
襲
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
東
条
内
閣
は
総
辞
職
し
、

小
磯

・
米
内
内
閣
が
成
立
す
る
が
、
十
九
年
十
月
レ
ィ
テ
沖
海
戦
に
お
い
て
連
合
艦
隊
の
主
力
を
失

っ
て
以
降
、
南
方
資
源
航
路
は
次
々
と

不
通
と
な
り
、
日
本
の
戦
争
経
済
力
は
、
本
土
空
襲
が
本
格
化
す
る
以
前
に
崩
壊

へ
の
途
を
辿
る
こ
と
と
な

っ
た
。

本
章
は
こ
の
よ
う
な
戦
時
統
制
経
済
の
下
で
、
住
友
本
社
が
傘
下
の
主
要
連
系

・
関
係
会
社
が
軍
需
会
社
に
指
定
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に

如
何
に
対
処
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

０
　
古
田
総
理
事
下
の
戦
時
体
制
の
進
展

１
　
総
理
事
更
迭
と
連
系
会
社
社
長
制

昭
和
十
五
年
七
月
に
成
立
し
た
第
二
次
近
衛
内
閣
は
、
「政
治
新
体
制
」
と

「経
済
新
体
制
」
の
確
立
を
標
榜
し
、
「
政
治
新
体
制
」
で
は

全
政
党
が
解
消
し
、
十
月
大
政
翼
賛
会
の
発
足
を
み
た
が
、
「経
済
新
体
制
」
に
お
い
て
は
企
画
院
が
中
心
と
な
り
、
資
本
と
経
営

の
分
離
、

利
潤
や
配
当
の
抑
制
な
ど
統
制
経
済
思
想
に
よ
る
原
案
が
作
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
動
き
に
対
し

「新
体
制
は
赤
だ
」
と
の
批
判
が
相
次
ぎ
、

十
二
月
六
日
内
閣
官
制
改
正
に
よ
っ
て
無
任
所
大
臣
が
設
置
さ
れ
て
、
こ
れ
ま
で
翼
賛
会
運
動
に
反
対
し
続
け
て
き
た
平
沼
駿

一
郎
が
副
総

理
格
で
入
閣
す
る
こ
と
と
な
り
、
企
画
院
総
裁
星
野
直
樹
と
と
も
に
こ
れ
に
就
任
し
、
さ
ら
に
平
沼
は
二
十

一
日
新
体
制
運
動
を
指
導
し
て

き
た
安
井
英
二
に
代
わ

っ
て
内
相
に
就
任
し
た
。
ま
た
十
二
月
七
日
閣
議
決
定
さ
れ
た

「経
済
新
体
制
確
立
要
綱
」
に
よ
っ
て
企
画
院
の
原

案
は
骨
抜
き
に
さ
れ
た
。
閣
内
で
反
対
の
先
頭
に
立

っ
た
の
は
商
工
大
臣
小
林

一
三
で
あ

っ
た
。

昭
和
十
六
年
　
一
月
小
林
は
、
「革
新
官
僚
」
を
ひ
き
い
て

「経
済
新
体
制
」
案

の
作
成
を
指
導
し
た
商
工
次
官
岸
信
介
の
辞
任
を
求
め
た

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
五
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が
、
こ
れ
に
対
し
革
新
派
議
員
か
ら
は
議
会
で
小
林
が

「企
画
院
原
案
」
の
内
容
を
外
部
に
漏
ら
し
た
の
で
は
な
い
か
と
攻
撃
さ
れ
、
議
会

が
二
月
末
休
会
に
入
る
と
、
当
事
者
の
企
画
院
総
裁
星
野
直
樹
を
含
め
て
、
近
衛
首
相
に
よ
る
内
閣
改
造
は
必
至
と
み
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
間
住
友
本
社
で
は
、　
一
月

一
日
付
で
三
村
起

一
（Ｔ
３
東
大
法
、
鐘
業
専
務
兼
機
械
専
務
）
と
北
沢
敬
二
郎
（Ｔ
３
東
大
法
、
生
命
保
険
専
務
）

の
二
人
が
理
事

に
、　
田
中
良
雄
（Ｔ
４
東
大
法
、
電
工
専
務
）
が
監
事
心
得
に
任
命
さ
れ
、
専
務
理
事
古
田
俊
之
助
（Ｍ
４３
東
大
工
・
採
鉱
冶
金
）
は

こ
れ
ま
で
兼
務
し
て
い
た
監
事

の
兼
任
を
解
か
れ
た
。
続
い
て
十
五
日
田
中
は
電
工
専
務
を
外
れ
、
後
任
の
電
工
の
主
管
者

に
は
常
務
別
宮

貞
俊
（Ｔ
６
東
大
工
・
電
、
逓
信
省
技
師
兼
東
京
工
大
教
授
、
Ｓ
５
住
友
入
社
）
が
昇
格
し
た
。
さ
ら
に
二
月
十
五
日
に
は
、
例
年
四
月
下
旬
に
開
催

さ
れ
る
予
定

の
主
管
者
協
議
会
が
、
小
倉
総
理
事

の
満
鮮
出
張
の
た
め
四
月
上
旬
に
繰
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
時

点
に
お
い
て
は
、
ま
だ
総
理
事
小
倉
正
恒
（Ｍ
３０
東
大
法
）
の
退
任
は
予
想
さ
れ
て
は
い
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
小
倉
は
貴
族
院
本
会
議
に
出
席
の
た
め
二
月
十
三
日
（木
）
に
上
京
し
、
当
初
は
十
六
年
度
予
算
案

の
可
決
成
立
を
待

っ
て
（十
五
Ｈ

に
可
決
成
立
）十
九
日
（水
）帰
阪
の
予
定
で
あ

っ
た
が
、　
そ
れ
が
二
十
二
日
（十
）
ま
で
延
び
た
。　
こ
の
間
に
予
算
が
成
立
し
、
議
会

の
体
会
入

り
を
控
え
て
内
閣
改
造
を
決
意
し
た
首
相
近
衛
文
麿
と
内
相
平
沼
膜

一
郎
か
ら
小
倉
に
入
閣
の
話
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
近
衛
は
そ

の
母
近
衛
篤
麿
夫
人
貞
子
が
小
倉
の
旧
主
で
あ
る
旧
加
賀
藩
主
前
田
家

の
出
身
で
あ
り
、
小
倉
は
西
園
寺
か
ら
も
依
頼
さ
れ
て
近
衛
家
の
財

政
に
関
与
し
て
い
た
し
、　
平
沼
は
、　
か
っ
て
の
総
理
事
鈴
木
馬
左
也
や
貴
族
院
議
員
河
村
善
益
（小
倉
の
岳
父
）
の
親
友
で
あ

っ
た
の
で
、
小

倉
は
も
と
も
と
両
者
と
懇
意
で
あ

っ
た
。
入
閣
の
話
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
理
由

の
一
つ
は
、
三
月
三
日
（月
）主
管
者
協
議
会
の
日
程
が

正
式
に
四
月
五
日
（上
）
か
ら
八
日
（火
×
六
日
の
日
曜
日
墜
示
都
清
涼
寺
及
び
鹿
ヶ
谷
本
邸
芳
泉
堂
参
詣
）
に
決
定
さ
れ
、　
小
倉

の
去
就
に
デ
ッ
ド
ラ

イ
ン
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
二
つ
に
は
三
月
五
日
（水
）住
友
銀
行
会
長
八
代
則
彦
（Ｍ
２９
東
大
法
）
が
会
長
を
退
任
し
た
こ
と
で
あ
る
。

八
代
は
十
三
年

一
月
二
度
の
停
年
延
長
の
後
住
友
を
退
職
し
た
が
、
引
き
続
き
銀
行
会
長

の
職
に
と
ど
ま
つ
て
お
り
、
十
五
年
二
月
八
代
の

後
任
の
銀
行
主
管
者
で
あ

っ
た
専
務
大
平
賢
作
（Ｍ
３５
東
京
高
商
専
攻
部
）
が
停
年
退
職
し
た
際
も
、
会
長
の
地
位
を
大
平
に
譲
ろ
う
と
は
し
な



か
っ
た
ｃ
当
時
銀
行
常
務
で
あ

っ
た
野
田
哲
造
（Ｔ
５
東
大
法
、
の
ち
銀
行
専
務

・
副
社
長

・
会
長
兼
社
長
）
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

八
代
さ
ん
が
会
長
を
や
め
ら
れ
る
時
に
ち
ょ
っ
と
困

っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
な
。
八
代
さ
ん
は
岡
橋
さ
ん
（註
、
岡
橋
林
当
時
銀
行
専
務
の
ち

社
長
）
を
呼
ん
で
、
後
任
の
大
平
会
長
は
俺
と
同
じ
こ
と
を
や
る
の
か
と
質
問
さ
れ
た
そ
う
だ
。　
岡
橋
さ
ん
も
わ
か
ら
な
い
の
で
、　
私

に
相
談
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
私
も
わ
か
ら
な
い
。
小
倉
さ
ん
と
八
代
さ
ん
の
間
で
ど
ん
な
話
に
な

っ
て
い
た
の
か
知
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

結
局
岡
橋
さ
ん
は
返
事
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
。
八
代
さ
ん
に
し
て
み
れ
ば
、
自
分
は
永
久
に
会
長
だ
。
小
倉
さ
ん
が
や

め
る
の
と
自
分
は
無
関
係
だ
。
そ
れ
に
小
倉
さ
ん
が
俺
に
や
め
ろ
と
い
う
資
格
が
あ
る
の
か
と
い
う
様
な
気
持
が
あ

っ
た
の
か
。

す
な
わ
ち
小
倉
は
二
月
二
十
二
日
（土
）帰
阪
後
、
近
衛

・
平
沼
の
入
閣
要
請
を
断
り
切
れ
な
い
こ
と
を
家
長
住
友
吉
左
衛
門
友
成
に
報
告

し
、
併
せ
て
そ
の
前
に
八
代
に
辞
任
を
求
め
る
了
解
を
取
り
付
け
、
三
月
五
日
（水
）
の
発
令

に
も

っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
上
記
八
代

の
言
動
は
こ
う
し
た
小
倉

の
や
り
方
に
対
す
る
不
満
を
吐
露
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

近
衛
と
小
倉
の
両
者
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
を
総
合
す
る
と
、
近
衛
は
ま
ず
平
沼
の
場
合
と
同
様

に
小
倉
を
無
任
所
大
臣
に
就
任
さ
せ
、

し
か
る
後
商
工
大
臣
小
林

一
三
と
企
画
院
総
裁
星
野
直
樹
を
辞
任
さ
せ
て
、
商
相
に
は
小
倉

の
眼
鏡
に
適

っ
た
人
物
を
起
用
し
、
小
倉
自
身

に
は
企
画
院
総
裁
に
就
任
し
て
は
し
い
と
要
請
し
た
の
に
対
し
、
小
倉
は
首
切
り
役
は
ご
免
で
あ
る
、
自
分
の
大
臣
就
任
と
更
迭
は
同
時
に

し
て
ほ
し
い
、
ま
た
企
画
院
総
裁
と
し
て
細
か
い
政
策
に
関
与
す
る
こ
と
も
嫌
だ
か
ら
無
任
所
大
臣
で
結
構
で
あ
る
と
返
事
し
た
と
い
う
。

商
工
大
臣
小
林

一
三
は
容
易
に
辞
任
を
肯
ん
じ
な
い
と
み
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
近
衛
は
そ
の
役
を
小
倉

に
期
待
し
た
の
で
あ
り
、

企
画
院
総
裁
星
野
直
樹
の
辞
任
に
は
特
に
問
題
な
い
と
し
て
も
、
も
し
小
倉
が
後
任
の
総
裁
に
な
れ
ば
、
前
年
八
月
近
衛

に
割
愛
し
た
か
っ

て
の
部
下
企
画
院
次
長
小
畑
忠
良
の
首
を
自
ら
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
と
て
も
小
倉
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
話
で
は
な
か
っ
た
。

小
畑
に
対
す
る
近
衛
の
評
価
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。

住
友
か
ら
採

っ
た
小
畑
な
ん
か
も
、
も
う
少
し
実
際
的
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
連
中
を
導

い
て
く
れ
る
ん
だ
と
思

つ
て
を
つ
た
と
こ
ろ
が
、
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寧
ろ
先
に
立

つ
て

一
緒
に
が
ら
が
ら
や
つ
て
ゐ
る
ん
で
、
あ
れ
ぢ
や
あ
ど
う
も
期
待
は
づ
れ
だ
つ
た
。

小
倉
は
三
月
十
二
日
（水
）
―
十
七
日
（月
）
と
二
十
四
日
（月
）
―
二
十
日
（Ｈ
）
の
二
回
上
京
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
小
倉

の
無
任
所
相
入
閣

と
商
相
、
企
画
院
総
裁

の
更
迭
は
近
衛
が
小
倉

の
意
向
を
参
酌
し
て
進
め
る
と
い
う
こ
と
で

一
致
し
、
化
学
専
務
大
屋
敦
（Ｍ
４３
東
大
工

・

″じ
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
三
月
三
十

一
日
（月
）小
倉
は
次
の
よ
う
に
住
友
内
部
に
公
表
し
た
。

主
件
　
総
理
事
、
理
事
会

二
於
テ
今
般
財
政
経
済
ヲ
主
宰
ス
ル
国
務
大
臣
就
任
ノ
懇
請
ヲ
受
諾
セ
ル
コ
ト
ニ
付
キ
諒
解
ヲ
求
メ
ラ
ル
。

（中
略
）午
前
十
時
ヨ
リ
理
事
会
開
催
サ
ル
。
経
済
大
臣
ノ
人
選
ヲ
任
セ
ラ
レ
タ
ル
総
理
事

ハ
、
商
工
大
臣

二
八
田
嘉
明
氏
、
大
蔵
大
臣

留
任
、
企
劃
院
総
裁

二
陸
軍
側
卜
希
望
シ
タ
ル
旨
御
内
話
ア
リ
。

総
理
事
交
代
の
場
合
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
四
月
五
日
（十
）
？
王
管
者
協
議
会
ま
で
に
人
事
異
動
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

商
相
と
企
画
院
総
裁
の
人
事
を
待
た
ず
、
小
倉

の
国
務
大
臣
就
任
を
先
行
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
動
静

は
大
屋
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

四
月

一
日
（火
）
総
理
事
か
も
め
ニ
テ
上
京
サ
ル
。
近
衛
首
相
ヨ
リ
電
話

ニ
テ
懇
請
ア
リ
タ
ル
為
メ
ナ
ル
由
。
即
夜
首
相
ヲ
自
宅

二
訪
間

サ
ル
。

二
日
（水
）
総
理
事

二
対
シ
国
務
大
臣
ノ
親
任
式
行

ハ
セ
ラ
ル
。
総
理
事
後
任
ト
シ
テ
古
田
専
務
理
事
就
任
発
令
サ
ル
。

一二
日
（木
Ｘ
註
、
神
武
天
皇
祭
に
よ
る
祝
日
）

四
日
（金
）
主
件
　
専
務
理
事
制
廃
止
（註
、
資
料
１
参
照
）
、
北
沢
（註
、
北
沢
敬
二
郎
理
事
兼
生
命
保
険
専
務
）、
田
中
（註
、
田
中
良
雄
監
事
心

得
）両
君
常
務
理
事
（計
、
北
沢
は
総
務
部
長
兼
務
、
間
中
は
人
事
部
長
兼
務
）、
河
井
君
（註
、
河
井
昇
三
郎
人
事
部
長
）監
事
、
松
井

君
（註
、
松
井
孝
長
総
務
部
長
）保
険
専
務
発
令
サ
ル
。

早
朝
古
田
氏
自
邸
ヲ
訪
間
、
総
理
事
就
任
ノ
賀
詞
ヲ
述
ブ
。
今
後
現
場
店
部
ヲ
重
視
セ
ラ
レ
度
旨
希
望
ス
ｃ



昼
食

ヲ
共

ニ
シ
臨
時
理
事
会
開
カ
ル
。
総
理
事

ヨ
リ
人
事
異
動

ノ
内
示

ア
リ
。
春
日
（詰
、
春
Ｈ
弘
理
事
兼
金
属
専
務
）
、
三
村

（註
、
三
村
起

一
理
事
兼
鍍
業
専
務
）両
君
専
務
据
置
ノ
不
得
策

ヲ
強
調
、
余
代

ツ
テ
総
理
事

二
進
言

ス
（計
、
住
友
で
は
住
友
合
資
、

住
友
本
社
を
通
じ
、
社
長
の
ポ
ス
ト
は
家
長
の
み
で
、
連
系
会
社
の
主
管
者
は
専
務
又
は
常
務
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
不
満
と
思

わ
れ
る
。
連
系
会
社
の
社
長
制
採
用
は
今
回
見
送
ら
れ
、
そ
の
実
現
に
は
な
お
半
年
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
）
。

そ
の
夜
伊
勢
神
宮
や
熱
田
神
宮

に
参
拝

し
て
帰
阪
し
た
小
倉

の
共
同
記
者
会
見
が
開

か
れ
た
ｃ
丁
度
そ
の
席

に
、
商
工
大
臣
が
小
林

一
三

か
ら
豊
田
貞
次
郎

（海
軍
次
官
、
海
軍
中
将
）
に
、
企
画
院
総
裁
が
星
野
直
樹

か
ら
鈴
木
貞

一
盆
（亜
院
総
務
長
官
心
得
、
陸
軍
中
将
）
に
代
わ

っ
た

と
い
う
閣
僚
更
迭

の
ニ
ュ
ー
ス
が
入

つ
た
。
記
者
達

か
ら

「大
臣
が
軍
人
ば
か
り
に
な
る
」

と
い
う
声
が
挙
が
る
と
、
小
倉

は

「
そ
こ
で
こ

の
わ
し
が
居
る
の
で
大
丈
夫

と
い
う
も

の
じ
や
」

と

一
喝
し
た
と
い
う
。
再
び
大
屋

の
日
記

に
戻

る
。

五
日

（上
）
午
前
十
時
小
倉
前
総
理
事
、
課
長
以
上
全
職
員

二
対

シ
四
十
二
年

ニ
シ
テ
住
友

ヲ
去

ル
御
挨
拶

ア
リ
。
信
用

ヲ
重

ン
ジ
国
家

ヲ
念
ジ

一
致
協
カ

ス
ベ
キ
旨
切
々
卜
諭
サ
ル
。
古
田
新
総
理
事
熱
涙
浴

ル

ヽ
答
辞

ヲ
述
ブ
。

定
例
主
管
者
会
議
始

マ
ル
。
本
社
食
堂

二
於

テ
小
倉
大
臣

ノ
歓
送
昼
餐
会

ア
リ
。
五
時
四
十
五
分
住
友
ビ
ル
ヲ
去

ラ
ル
ｃ

六
日

（Ｈ
）
京
都
鹿
谷
別
邸
（註
、
本
邸
）芳
泉
堂

二
挙
行

ノ
祠
堂
祭

二
参
列

ス
。
小
倉
大
臣
夫
妻

モ
寸
刻

ヲ
割
キ
参
詣

セ
ラ
ル
。

七
日

（月
）
主
件
　
本
日
附
小
畑
企
劃
院
次
長
依
願
免
官
ト
ナ
ル
ｃ
大
阪
鹿
島
立

ヲ
追
想
感
慨
無
量
ナ
リ
。

八
日

（火
）
古
田
総
理
事
初
訓
示

ア
リ
。
主
管
者
会
議
終
了

ス
。

九
日

（水
）
連
系
会
社
会
長

ヲ
古
田
総
理
事
踏
襲

ノ
旨
、
本
社

ヨ
リ
通
知
来

ル
．
初
念
断
行
卜
見

ユ
。
益
本
社
中
心
強
化
必
至

ナ
リ
。

（註
、
古
田
は
小
倉
が
兼
務
し
て
い
た
連
系
会
社
九
社
（鍍
業
、
電
工
、
化
学
、
機
械
、
倉
庫
、
生
命
、
北
港
、
電
力
、
海
上
）
と
日
本
電
気

及
び
Ｈ
本
板
硝
子
の
会
長
に
就
任
し
た
が
、
ア
ル
ミ
製
錬
の
み
は
会
長
に
就
任
せ
ず
、
そ
の
後
五
月
六
日
専
務
大
屋
敦
が
就
任
し
、
同
社

の
主
管
者
は
常
務
矢
部
忠
治
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
同
日
付
で
大
屋
が
統
制
会
社
帝
国
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
統
制
社
長
に
就
任
す
る
こ
と
が
内
定
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し
て
い
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。）

こ
の
他

の
人
事
異
動
で
は
総
務
部
長
ポ
ス
ト
で
あ
る
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
会
社
常
務
は
や
は
り
北
沢
が
兼
務
し
た
。
ま
た
こ
の
一
連
の
異
動
に

伴
い
、
株
式
会
社
住
友
本
社
の
役
員
も
、
理
事
三
村
起

一
、
常
務
理
事
北
沢
敬
二
郎
、
同
田
中
良
雄
が
そ
れ
ぞ
れ
取
締
役
に
、
監
事
河
井
昇

三
郎
（Ｔ
４
東
大
法
）
が
監
査
役
に
就
任
し
て
、
総
理
事
更
迭
に
よ
る
異
動
が
終
了
し
た
。

次
に
人
事
関
連
制
度
の
変
化
を
み
る
と
、
住
友
本
社
は
日
中
戦
争
勃
発
以
来
の
物
価
上
昇
に
対
し
、
ズ
本
社
職
員
給
与
臨
時
措
置
令
」

に

よ
っ
て
月
俸
の
引
き
上
げ
が
抑
制
さ
れ
て
き
た
た
め
、
三
等
職
員
以
下
の
下
級
職
員
の
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な

っ
て
き
た
の
に

鑑
み
、
昭
和
十
五
年
十

一
月
二
十
日

「会
社
経
理
統
制
令
」
が
施
行
さ
れ
る
に
際
し
、
同
令

に
よ
つ
て
認
め
ら
れ
た
月
俸

一
〇
〇
円
以
下
の

者
の
扶
養
家
族
に
対
し

一
人
月
額
二
円
の
家
族
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
し
か
し
住
友
全
体
と
し
て
家
族
手
当
を
支
給
す
る
と

し
て
も
、
形
式
的
に
は
各
連
系
会
社
毎

に
申
請
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
、
十

一
月
十
九
日
人
事
部
長
河
井
昇
三
郎
は
各
社
主
管
者
に
対
し

そ
の
許
可
申
請
書
を
主
務
官
庁
宛
て
提
出
す
る
よ
う
依
頼
し
（資
料
２
）
、　
十
二
月
二
十
四
日
商
工
省
か
ら
認
可
さ
れ
た
の
で
、　
昭
和
十
六
年

一
月
十

一
日
付
甲
第
三
号
達
に
よ
り

一
月

一
日
に
遡

つ
て

「家
族
手
当
規
程
」
を
制
定
し
た
。
な
お
こ
の
一
人
月
額
二
円
の
家
族
手
当
は
そ

の
後
十
七
年
に
三
円
、
十
八
年
に
五
円
に
増
額
さ
れ
た
。

次
い
で
二
月
二
十
六
日
の
理
事
会
で
は
、
昭
和
十
四
年
五
月
以
来
支
給
し
て
き
た
臨
時
手
当

の
三
割
を
俸
給
に
組
み
入
れ
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
し
か
し
大
蔵
省
は
こ
の
組
み
入
れ
を
承
認
せ
ず
、
三
菱
と
共
同
で
運
動
し
た
結
果
、
五
月
二
十
三
日

一
五
％
の
組
み
入
れ
で
決
着
し

た
。
ま
た

「株
式
会
社
住
友
本
社
（１１
と

で
述
べ
た
よ
う
に
会
社
経
理
統
制
令

の
実
施
に
伴

い
、
賞
与
に
制
限
を
受
け
る
こ
と
と
な

つ
た
結

果
、　
そ
の
一
部
を
俸
給
給
料
に
組
み
入
れ
る
必
要
も
生
じ
て
い
た
。

か
く
し
て
七
月
二
十
八
日
月
俸
が
改
正
さ
れ
（資
料
３
）
、
七
月

一
日
に

遡
及
し
て
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
こ
れ
と
同
時
に
四
等
職
員
の
身
分
等
級
が
廃
止
さ
れ
、
従
来
の
四
等
職
員
は
三
等
職
員
に
編
入
さ
れ
た
。
こ

れ
は
昭
和
十
三
年
以
降
の
新
規
採
用
者
数

の
激
増
の
結
果
（第
１
表
）、
職
員
数
が
昭
和
十
五
年
末
で
三
等
が
三
〇
〇
〇
人
、　
四
等
が
四
〇
〇
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第 1表 新規学校卒業生採用数調
(単位 :人 )

誼 :昭和20年 「事務系統 中学Jの「動員」は昭和19年 12月 1日 新規卒業 予定者の勤労動 it・ ll続 の閣議決

定による。

第 2表 職員数比較表
(ll位 :人 )

註 :「その他職員Jは 医務職 11、 学校職員、嘱託員の合言。

昭和161112月 末の応イ{者 には休職扱いと欠勤扱いがあ り、欠勤扱いのみが内数である.

昭和18年 3サ l末 の数字は、 H召 和18年 1サ 11日 日本it気 の

'■

系会社指定に伴 う同社職it4 794人 (リリJ′

3,592人 、女 Fl,202人 )の 増加を含む。

Ifイ 和20年 1り j末 の数字は、日fイ 和19年 6月 10H住 友化学による日本染+1製造合併に伴 う同卒L職 ;1567人 の

41加 を含む。またその応イイ応微者は内数である ,(‖ r子 1117年 9サ 110HイJ人 第2254り 「兵役‖(務 17給 与等

llK扱改「
ノ件Jに より、10月 1日 以・I応 イイ者はすべて欠勤llkい となった。)

出典 :昭 和16年 12り l末 は
'召

和 16年 処務報響i,等 、その他は住友本社人 ,「部人 'li課 「職員数1調 J.

四
七

一

年
事 務 系 統 技 術 系 統

総 計
大 学 専 門 中学 計 大学 専 門 中学 計

日召禾日5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

23

15

12

33

40

39

49

51

70

115

174

136

151

120

243

95

12

6

4

7

25

27

22

34

44

96

136

126

149

120

256

240

94

57

29

70

153

213

191

252

358

810

1,OH
997

861

786

1,762

動 員

129

78

45

110

218

279

262

337

472

021

321

259

161

026

261

335

1

1

1

1

1

2

14

11

8

15

24

28

29

28

40

43

52

64

59

64

93

171

11

4

1

9

28

23

24

28

58

52

81

84

150

157

282

399

21

13

4

27

32

65

70

76

147

109

161

198

249

285

453

676

46

28

13

51

84

116

123

132

245

204

294

346

458

506

828

192l

175

106

58

161

302

395

385

469

717

1,225

1,615

1,605

1,619

1,532

3,089

1,527

資 格
昭禾1116年 17年

6月 末

18年

12月 末 応召者 3月 末 12月 末 1月 末 応召応徴者

高 等 職 員

一 等 職 員

二 等 職 員

二 等 職 員

補 助 職 員

その他職員

31

981

370

83

11

89

2,463

9,897

1,981

491

13

101

2,936

15,243

2,484

695

12

96

2,918

16,414

2,661

759

14

139

3,652

20,780

3,9H
l,656

2

213

9,044

808

196

小  計 13 198 1 465 14 932 21,472 22,860 30,152 10,263

準 職 員

女 子 職 員

2,061

5 289

160

9

2,219

6 264

3,131

8,869

3,167

9,743

3,729

13,356

1,013

339

合  計 20.548 1,634 23,415 33.472 35,770 47,237 11,615
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四
七
二

〇
人
を
超
え
∩
株
式
会
社
住
友
本
社
（上
ご

第
２
表
参
昭
じ
、
次

の
起
案
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
こ
れ
ま
で
二
等
と
四
等
と
で
設
け
ら
れ
て
い
た
差

別
を
二
等
と
三
等
と
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
三
、
四
等

の
区
別
が
無
意
味
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
え
よ
う
（第
２
表
）。

昭
和
十
六
年
六
月
二
十
五
日
提
出
　
同
年
七
月
二
日
決
裁
　
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
起
案
例
第

一
四
五
号

「職
員
昇
給
」
及

「
四
等
職
員
廃
止
」

二
伴
フ
諸
規
程
中
改
正
ノ
件

金
馴
略
）連
系
会
社
事
務
章
程
中
改
正
ヲ
要
ス
ベ
キ
モ
ノ
。

連
系
会
社
中

ニ
ハ
取
締
役
会

二
附
議
ス
ベ
キ
職
員
ノ
任
免
、
剛
陽
、
賞
罰
等

ヲ
三
等
職
員
以
上
卜
定
メ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
之
ヲ
改
正
セ

ザ
ル
ト
キ
ハ
、
従
来
附
議
ヲ
要
セ
ザ
リ
シ
月
俸
八
十
円
未
満
ノ
職
員
ヲ
モ
附
議
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
依

ツ
テ
此
ノ
際
二
等
職
員
以
上

ニ

改
正
ス
ル
コ
ト
適
当
ノ
措
置
卜
被
存

二
付
、
其
ノ
旨
通
牒
セ
ン
ト
ス
。

之

二
因
り
従
来
ノ
三
等
職
員

二
付
テ
ハ
、
新

二
附
議
ヲ
要
セ
ザ
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル
モ
、
金
属
工
業
、
銀
行
、
電
気
工
業
、
生
命
保
険
、
海

上
保
険
等

ハ
現
行

ニ
テ
モ
ニ
等
職
員
以
上
を
附
議
シ
居
レ
リ
。
（後
略
）

ま
た
こ
の
よ
う
に
毎
年
多
数

の
新
卒
者
の
採
用
を
行
う
こ
と
に
な

つ
た
た
め
、
昭
和
二
年
本
社
で
新
卒
者
の
実
習
を
開
始
し
て
以
来
、
次

第
に
各
店
部
、
連
系
会
社
で
も
実
習
を
行
う
よ
う
に
な

つ
た
の
で
、
二
月
十
五
日

「本
社
実
習
内
規
」
∩
住
友
合
資
会
社
（中
ご

資
料
４
）
を

基
に
、
社
則
と
し
て

「職
員
実
習
規
程
」
が
制
定
さ
れ
た
（資
料
４
）。

し
か
し
住
友
銀
行
だ
け
は
従
来
か
ら
独
自

に
新
卒
者
の
講
習
を
行

っ

て
お
り
、
次
の
よ
う
に
今
回
新
た
に
制
定
さ
れ
た
規
程
に
も
従
わ
な
い
旨
通
知
が
あ

っ
た
。

本
人
考
第

一
七
四
号
　
昭
和
十
六
年
四
月
九
日

住
友
銀
行
人
事
課
長
　
　
　
井
上
　
正
之

住
友
本
社
庶
務
課
長
　
平
塚
　
正
俊
殿

職
員
実
習
規
程

二
関
ス
ル
件



先
般
貴
甲
第

一
八
号
達
ヲ
以
テ
掲
題
規
程
制
定
セ
ラ
レ
、
各
店
部
共
之
に
倣
フ
ベ
キ
筈
ノ
処
、
当
行

二
於
テ
ハ
業
務
ノ
性
質
其
他
ノ
事

情
ヨ
リ
、
従
来
実
習
ヲ
行
ヒ
居
ラ
ズ
、
将
来
共
同
様
ノ
取
扱

二
致
度
候
。
付
テ
ハ
何
卒
御
諒
承
願
度
、
右
事
情
御
報
告
労
貴
意

ヲ
得
度

シ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

人
事
面
で
の
銀
行
の
独
自
性
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
な
人
事
異
動
の
点
で
も
み
ら
れ
た
。

私
も
本
社
の
人
事
時
代
に
他
の
連
系
会
社
か
ら
は
人
事

の
上
申
が
来
る
の
で
す
が
、
銀
行
の
場
合
は
、
す
で
に
銀
行
で
決
裁
さ
れ
た
起

案
が
そ
の
ま
ま

「秘
」
の
袋
に
入

っ
て
持

っ
て
来
ら
れ
る
。
そ
れ
を
袋

の
外
に
、
総
理
事
、
常
務
理
事

の
印
を
も
ら
い
、
件
名
だ
け
を

控
え
て
、
そ
の
ま
ま
送
り
返
す
と
い
う
こ
と
で
、
他
社
と
は
扱
い
が
大
分
ち
が
う
な
と
い
う
感
じ
を
持

っ
て
お
り
ま
し
た
ｃ

し
か
し
そ
の
後
昭
和
十
六
年
十
月
に
至
り
、
大
学

・
専
門
学
校
の
修
業
年
限
が
六
カ
月
短
縮
さ
れ
た
（十
七
年
二
月
卒
業
予
定
者
は
三
カ
月
短

縮
さ
れ
て
十
六
年
十
二
月
卒
業
）。
ま
た
工
業
、
商
業
等
実
業
学
校
の
修
業
年
限
は
三
カ
月
短
縮
さ
れ
て
毎
年
十
二
月
卒
業
と
な

っ
た
。

こ
の
他
昭
和
十
六
年
に
お
け
る
住
友
本
社
の
店
部
、
連
系
会
社
及
び
関
係
会
社

の
動
向
を
み
る
と
、
ま
ず
十
五
年
末
に
本
社
地
所
課
に
よ

っ
て
住
友
金
属
和
歌
山
工
場
の
用
地

一
三
〇
万
坪
の
大
半

の
買
収
が
完
了
し
、
着
工
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
こ
の
工
場
港
湾

の
建
設
が
必
要
と

な
り
、
本
社
内
に
次

の
よ
う
な
和
歌
山
工
場
港
湾
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

提
出
　
昭
和
十
六
年
五
月
七
日
　
決
裁
　
同
年
六
月
七
日
　
本
社
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
起
案
例
第

一
〇
六
号

和
歌
山
工
場
港
湾
委
員
会
設
置
並
同
委
員
会
規
程
制
定
ノ
件

和
歌
山
工
場
港
湾
ノ
建
設
ハ
、
緊
迫
セ
ル
時
局
ノ
影
響

ヲ
受
ケ
、
其
ノ
規
模

二
於
テ
当
初
ノ
予
想
ヨ
リ
モ
著
シ
ク
増
大
ス
ル
情
勢

二
在

ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
其
ノ
完
成
ノ
時
期
モ
亦
早
急
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ
至
レ
リ
。

従
而
同
工
場
港
湾
設
置

二
付
テ
ハ
、
全
住
友
ノ
立
場

二
立
チ
綜
合
的
ナ
ル
観
点

二
於
テ
考
慮
ノ
要
ア
ル
ベ
ク
被
存
ル

ヽ
二
付
、
右

二
関

ス
ル
綜
合
的
根
本
方
針
ヲ
立
案
審
議
決
定
セ
ン
ガ
為
、
関
係
各
店
部
連
系
会
社
ノ
関
係
職
員
を
以
テ
、
和
歌
山
工
場
港
湾
委
員
会

ヲ
組

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
三



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
四

織
ノ
コ
ト

ヽ
シ
、
同
委
員
会
規
程
左
ノ
通
制
定
相
成
可
然
乎
。
（後
略
）

七
月
十
日
発
足
し
た
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
は
、
本
社
経
理
部
長
小
林
晴
十
郎
（Ｔ
５
東
大
経
）
を
委
員
長
と
し
、
委
員
は
本
社
商
工
課
長
神

田
勇
吉
（Ｔ
ｌｏ
東
大
法
）
、
同
地
所
課
長
日
比
文
雄
（Ｔ
Ｈ
東
大
経
）、
金
属
常
務
久
島
精

一
（Ｍ
４４
東
大
法
）
、
同
総
務
部
長
中
川
路
貞
治
（Ｔ
８
東
大

法
）
、　
同
技
師
長
齋
藤
省
三
（Ｍ
４５
仙
台
高
工
機
）
、　
大
阪
北
港
常
務
林
千
秋
（Ｔ
４
東
大
工
・
土
木
）
、　
同
業
務
部
長
黒
田
作
之
進
（Ｔ
６
東
京
高
商

専
攻
部
）
の
八
名
で
あ

っ
た
。
こ
の
委
員
会
に
お
け
る
検
討

の
結
果
、
和
歌
山
工
場
の
港
湾
造
成
工
事
を
大
阪
北
港
が
受
注
す
る
こ
と
と
な

り
、
八
月
大
阪
北
港
は
定
款
を
変
更
し
、
事
業
目
的
に

「港
湾
工
事
そ
の
他

一
般
工
事

の
請
負
並

に
其
工
事

の
設
計
出
願
及
び
監
督

の
受

注
」
を
追
加
し
た
。
こ
の
結
果
同
社
は
、
十
七
年
七
月
臨
時
和
歌
山
北
港
修
築
事
務
所
を
設
置
し
、
常
務
林
千
秋
が
そ
の
所
長
を
兼
務
し
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
林
は
十
七
年
四
月
に
は
金
属
和
歌
山
製
鉄
所
港
湾
建
設
部
長
も
委
嘱
さ
れ
て
い
た
∩
住
友
合
資
会
社
（中
と

の

「五
国
　
大
阪
北

港
株
式
会
社
の
連
系
会
社
指
定
」
参
照
）。

十
六
年
八
月
住
友
本
社
は
、
六
五
万
円
を
も

っ
て
神
野
清
馬
他

一
名
か
ら
大
宮
鉱
山
（福
島
県
南
会
津
郡
大
宮
村
所
在
金
銀
銅
鉱
山
）
を
買
収
し

た
。
十
月
東
北
鉱
業
事
務
所
の
所
管
と
し
た
が
、
そ
の
後
十
七
年
十
二
月
同
事
務
所
の
廃
上
に
伴
い
、
本
社
内
の
独
立
の
店
部
大
宮
鉱
山
を

設
置
し
、
さ
ら
に
十
九
年
二
月
そ
の
経
営
を
住
友
鍍
業
に
委
託
し
た
。

十
月
住
友
本
社
は
、
満
洲
国
に
お
け
る
蛍
石
資
源
開
発
の
た
め
満
洲
国
法
人
熱
河
蛍
石
鍍
業
株
式
会
社
を
設
立
し
た
∩
五
日
」
参
昭
じ
。

十

一
月
住
友
本
社
は
、
蘭
領
東
印
度
ボ
ル
ネ
オ
島
（現
イ
ン
ド
歪
ン
ア
の
カ
リ
了
ン
タ
ン
）所
在
塚
田
清
男
経
営

の
ス
ラ
ン
デ
ン
農
園
の
経
営

を
引
き
受
け
る
た
め
、
現
地
法
人
ス
ラ
ン
デ
ン
殖
産
株
式
会
社
を
設
立
し
た
∩
五
［
１
」
参
昭
じ
。

十
二
月
住
友
本
社
は
、
昭
和
ク
ロ
ー
ム
鍍
業
株
式
会
社
の
全
株
式
を
三
０
万
円
で
買
収
し
、
そ
の
経
営
を
引
き
受
け
た
。
同
社
の
詳
細
は

「
三
国
　
関
係
会
社
の
株
式
」
で
明
ら
か
に
し
た
い
。

連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社

の
資
金
調
達
に
つ
い
て
は
、
増
資
決
議
が

一
月
ア
ル
ミ
製
錬
２

０
０
０
万
円
か
ら
二
〇
〇
０
万
円
へ
）
、
五
月



鍍
業
全
一七
〇
〇
万
円
か
ら
五
〇
〇
〇
万
円
へ
）
、
八
月
日
本
電
氣
全
一〇
〇
〇
万
円
か
ら
五
Ｏ
Ｏ
Ｏ
万
円
へ
）
と
相
次
い
だ
。
ま
た
社
債

に
つ
い
て
も

二
月
金
属
（エハ
五
０
０
万
円
）、
七
月
電
工
ｒ
一〇
〇
〇
万
円
）
が
発
行
を
決
議
し
た
。
こ
う
し
た
各
社
の
資
金
調
達
に
関
し
懇
談
協
議
す
る
場
と

し
て
、
十
月
本
社
財
務
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
詳
細
は
十
七
年
以
降
の
資
金
調
達
と
と
も
に

「
四
　
資
金
調
達
」
で
改
め
て
検
討
す

る
こ
と
と
し
た
い
。

金
属
専
務
春
日
弘
と
鍍
業
専
務
三
村
起

一
が
、
四
月
の
総
理
事
交
代
の
際
に
連
系
会
社
が
社
長
制
を
採
用
す
る
件
が
見
送
ら
れ
た
た
め
に

対
す
る
不
満
を
露
わ
に
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
経
済
統
制
の
進
展
に
つ
れ
、
連
系
会
社
が
所
属
す
る
産
業
界
で
も
統
制
機
構
が
整
備
さ

れ
つ
つ
あ

つ
た
が
、
最
も
先
行
し
た
の
が
鉄
鋼
業
で
あ

っ
た
。
十
五
年
三
月
日
本
鋼
材
連
合
会
は
日
本
鉄
鋼
連
合
会
に
改
組
さ
れ
、
四
月
に

は
生
産
統
制
機
関
に
指
定
さ
れ
た
。
十
六
年
四
月
に
は
他
部
門
に
先
駆
け
て
任
意
団
体
と
し
て
鉄
鋼
統
制
会
が
成
立
し
て
い
た
。
ま
た
非
鉄

金
属
業
界
で
は
十
五
年
十
月
鉱
山
用
物
資
協
議
会
を
母
胎
と
し
て
、
こ
れ
に
各
地
方
毎

に
設
け
ら
れ
て
い
た
地
方
金
属
鉱
業
会
を
統
合
し
、

日
本
金
属
鉱
業
聯
合
会
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
常
務
理
事

に
本
社
調
査
役
津
田
秀
栄
（Ｔ
７
東
大
法
）
が
就
任
し
た
。
こ
う
し
た
統
制
機
構

に
対

す
る
商
工
省
の
指
導
が
強
化
さ
れ
る
に
つ
れ
、
一肩
書
き
を
重
視
す
る
官
僚
の
属
性
か
ら
、
専
務
取
締
役

の
春
日
や
三
村
が
会
社
の
格
に
比
べ

不
当
に
低
い
評
価
を
受
け
る
嫌
い
が
あ

っ
た
ｃ
特
に
海
軍
監
督
官
事
務
所
の
置
か
れ
て
い
た
住
友
金
属
で
は
、
社
長
不
在
即
責
任
者
不
在
と

捉
え
る
軍
人
的
発
想
か
ら
次

の
よ
う
に
社
長
制
の
採
用
を
懲
憑
さ
れ
て
い
た
。

当
時
住
友
金
属
に
は
社
長
が
居
り
ま
せ
ん
で
し
た
。　
″最
高
責
任
者
と
し
て
の
社
長
の
必
要
性
〃　
に
就
て
強
く
迫

っ
た
事
が
あ
り
ま
す

が
、
程
な
く
社
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
ｃ

こ
の
間
統
制
会

の
設
立
に
当
た
っ
て
、
そ
の
法
的
根
拠
と
な
る
勅
令

の
公
布

・
施
行
を
巡
り
、
先
に
述

べ
た
よ
う
に

「個
々
の
産
業

の
利

害
を
よ
り
反
映
し
や
す
い
産
業
別
勅
令
」

を
要
望
す
る
財
界
の
意
向
を
受
け
て
、
商
工
大
臣
小
林

一
三
と
、
ヨ

般
的
に
統
制
原
則
を
定
式

化
し
う
る

一
本
建
勅
令
を
推
進
す
る

『新
官
僚
』
グ
ル
ー
プ
と
の
対
立
」
の
た
め
に
、
重
要
産
業
団
体
令

の
制
定
は
遅
延
を
重
ね
て
い
た
が
、
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小
林
商
相
の
更
迭
に
よ
っ
て
企
画
院
と
商
工
省
の
間
に
、
勅
令
を

一
本
建
の
も
の
と
す
る
が
差
し
当
た
り
鉄
鋼
、
非
鉄
金
属
、
化
学
工
業
等

重
要
産
業
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
妥
協
が
成
立
し
、
「重
要
産
業
団
体
令
」
は
昭
和
十
六
年
八
月
二
十
日
制
定
公
布
さ
れ
、

九
月

一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
住
友
本
社
は
、
十
月
八
日
次

の
よ
う
に
住
友
金
属
が
社
長
制
を
採
用
す
る
定
款
変
更
を
承
認
し
、
十
月
二
十
日
専
務
取
締

役
春
日
弘
（Ｍ
４４
東
大
法
）
は
金
属
社
長
に
就
任
し
、
こ
こ
に
住
友
に
お
い
て
家
長
以
外
で
初
め
て
社
長
が
誕
生
し
た
ｃ

提
出
　
昭
和
十
六
年
九
月
三
十
日
　
決
裁
　
同
年
十
月
八
日
　
本
社
総
務
部
庶
務
課
起
案
　
発
送
十
月
十
日
文
第
八
九
二
号

金
属
工
業
定
款
中

一
部
改
正
ノ
件

承
認
案

総
務
部
長

金
属
工
業
専
務
宛

定
款
中

一
部
改
正
ノ
件

九
月
二
十
六
日
付
金
秘
第
四
七
〇
号
ヲ
以
テ
御
打
合
相
成
候
掲
題
ノ
件

ハ
、
承
認
ノ
コ
ト
ニ
決
定
相
成
候
間
、
御
了
承
相
成
度
、
此
段

依
命
及
御
通
知
候
也
。

備
考

一
、
金
属
工
業
ノ
事
業
拡
大

二
応
ジ
テ
、
其
ノ
役
員
構
成
ヲ
充
実
シ
且
主
管
者
ノ
対
外
的
地
位

ヲ
強
化
ス
ル
為
メ
、
社
長
制
度
ヲ
新
設

シ
、
会
長
統
括
ノ
下
二
、
社
長
ガ
主
管
者
ト
シ
テ
専
務
以
下
ヲ
率
ヰ
テ
、
内
外
ノ
事
務
ヲ
執
行
ス
ル
態
勢
ヲ
採
用
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
、
現
在
同
社
業
務
ノ
実
情
、
泣

二
事
業
界

二
於
ケ
ル
統
制
強
化
ノ
趨
勢
等

二
鑑
ミ
、
時
宜

二
適
シ
タ
ル
改
正
卜
認
メ
ラ
ル
。



二
、
本
改
正

ハ
十
月
十
八
ロ
ノ
臨
時
総
会

二
付
議
セ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ト
ス
。

三
、
社
長
ノ
職
権
、
拉

二
社
長
設
置

二
伴
フ
専
務
取
締
役
其
ノ
他
ノ
権
限
改
正

二
関
シ
テ
ハ
、
別
途
事
務
章
程
改
正
ノ
打
合
セ
ア
ル
次

第
ナ
リ
。

同
様

に
し
て
十

一
月

一
日
鍍
業
専
務
三
村
起

一
と
化
学
専
務
大
屋
敦
が
、
十

一
月
十
七
日
銀
行
専
務
岡
橋
林
（Ｍ
３９
東
京
高
商
）
が
社
長
に

就
任
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
判
断
す
る
と
、
住
友
本
社
は
本
社
理
事
で
連
系
会
社
専
務
を
兼
務
す
る
者
に
限
り
、
社
長
就
任
を
認
め
た
こ
と

に
な
る
。

十

一
月
任
意
団
体
と
し
て
の
鉄
鋼
統
制
会
が

「重
要
産
業
団
体
令
」
に
基
づ
く
統
制
会
と
な

つ
た
の
を
皮
切
り
に
、
同
月
石
炭
、
十
二
月

鉱
山
（津
田
秀
栄
理
事
長
に
就
任
）
、
車
両
等
四
統
制
会
、
十
七
年

一
月
金
属
工
業
等
六
統
制
会
と
次
々
と
設
立
さ
れ
て
い
つ
た
。

こ
う
し
た
統

制
会
の
設
立
に
よ
り
、
住
友
本
社
の
連
系
会
社
に
対
す
る
統
制
力
は
多
大
の
影
響
を
蒙
る
こ
と
と
な

っ
た
。
十
六
年
十

一
月
企
画
院
第

一
部

第

一
課
長
か
ら
商
工
省
総
務
局
総
務
課
長
に
転
じ
た
革
新
官
僚
の
一
人
美
濃
部
洋
次
は
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

統
制
会
が
経
営
共
同
体
で
あ
る
限
り
に
於
て
、
経
営

の
指
導
は
、
統
制
会
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
。
従

っ
て
、
従
来
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の

経
営
に
対
す
る
指
導
力
と
云
ふ
も
の
は
、
そ
の
限
度
に
於
て
当
然
減
じ
て
来
る
と
思
い
ま
す
。
但
し
、
資
本
即
ち
所
有
的
に
は
、
統
制

会
の
領
域
と
云
ふ
も
の
は
、
何
も
関
係
し
て
来
な
い
の
で
あ

っ
て
、
所
有
形
態

に
お
け
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
は
、
少
し
も
変
化
は
起
こ

っ
て
来
な
い
ｃ
た
だ
従
来
の
所
有
、
即
ち
資
本
と
云
ふ
も
の
を
通
し
て
の
経
営
者
に
於
け
る
指
導
力
が
統
制
会
の
国
家
目
的
に
従

っ
て

経
営
指
導
力
に
よ
っ
て
或
る
程
度
、
即
ち
大
綱
的
に
置
き
換
え
う
る
。

第
二
次
近
衛
内
閣
で
国
務
大
臣
に
就
任
し
た
小
倉
正
恒
は
、
そ
の
後
七
月
第
三
次
近
衛
内
閣
で
は
大
蔵
大
臣
に
就
任
し
た
。
し
か
し
自
ら

認
め
て
い
る
よ
う
に
さ
し
た
る
業
績
も
な
く
、
十
月
に
は
内
閣
総
辞
職
に
よ
り
退
任
し
た
ｃ
後
継
首
班
の
東
条
英
機
か
ら
は
留
任
を
求
め
ら

れ
た
が
、
東
条
内
閣
で
は
日
米
開
戦
必
至
と
み
て
こ
れ
を
謝
絶
し
た
。
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
日
本
海
軍
は
真
珠
湾
を
攻
撃
し
、
小
倉

の
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（
Ｈ
）

予
想
し
た
通
り
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
同
日
総
理
事
古
田
俊
之
助
は
次

の
よ
う
に
訓
示
し
た
。

総
理
事
御
訓
示

皇
国
興
廃
ノ
関
頭

二
立
テ
リ
。
国
民
各
々
其
ノ
職
域
ヲ
死
守
シ
、
意
々
奉
公
ノ
誠
ヲ
致
ス
ベ
キ
ノ
秋
ナ
リ
ｃ
宜
シ
ク
住
友
伝
統
精
神

ヲ

発
揚
シ
、
沈
着
冷
静
、　
一
致
協
力
、
以
テ
諸
般
ノ
方
策

二
万
全

ヲ
期
シ
、
産
業
報
国
ノ

一
途

二
邁
進
ス
ベ
シ
。

総
理
事
　
古
田
　
俊
之
助

こ
れ
を
受
け
て
住
友
金
属
社
長
春
日
弘
は
同
じ

『井
華
』
に

「大
東
亜
戦
争
と
産
業
人
の
覚
悟
」
と
題
す
る

一
文
を
寄
せ
た
。
し
か
し
春

日
は
第
二
次
大
戦
後

「金
属
工
業
の
第

一
線
に
い
ら
つ
し
や
つ
て
、
戦
争
が

「
こ
れ
は
ダ
メ
だ
」
と
お
感
じ
に
な

っ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
で
す

か
」
と
問
わ
れ
て
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

当
時
は
い
え
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ほ
と
ん
ど
初
め
ご
ろ
か
ら
…
…
ｃ
ア
メ
リ
カ
な
ん
ぞ
の
軍
需
工
場
の
ス
ケ
ー
ル
を
知

っ
て
お
り
ま

し
た
か
ら
ね
。
首
に
な
る
か
ら
い
わ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
か
な
う
わ
け
が
な
い
と
思

っ
た
で
す
よ
。

日
米
開
戦
の
事
態

に
よ
り
住
友
本
社
で
は
、
繰
り
上
げ
卒
業
に
よ
り
昭
和
十
七
年

一
月
入
社
予
定
者

の
実
習
停
止
を
通
知
し
（資
料
５
）
、

さ
ら
に
す
で
に
実
施
中
で
あ

っ
た
昭
和
十
六
年
四
月
入
社
技
術
系
職
員

の
実
習
打
ち
切
り
を
通
知
せ
ぎ
る
を
得
な
く
な

つ
た
（資
料
６
）。
こ

う
し
た
実
習
の
打
ち
切
り

・
停
止
に
つ
い
て
人
事
部
長
田
中
良
雄
は
店
部

・
連
系
会
社

の
各
主
管
者
に
対
し
次

の
よ
う
な
書
簡
を
送

っ
た
。

人
第
二
九
三
四
号

昭
和
十
六
年
十
二
月
十
六
日

人
事
部
長
　
田
中
　
良
雄

店
部
、
連
系
会
社
主
管
者
宛
（親
展
）

実
習
打
切
並
停
止

二
関
ス
ル
件



今
般
本
年
三
月
卒
業
生
ノ
実
習

ハ
、
十
二
月
ヲ
以
テ
打
切
、
来
年
度
新
規
採
用
者
ノ
実
習

ハ
停
止
ノ
コ
ト

ヽ
相
成
、
別
途
御
通
知
申
上

候
処
、
右

ハ
現
下
緊
急
ノ
事
態

二
依
ル
不
得
己
臨
機
ノ
措
置

ニ
シ
テ
、
此
際
実
習
制
度
ノ
精
神

ハ
一
層
之
ヲ
徹
底
セ
シ
ム
ル
ノ
要
ア
リ

ト
被
存
候

二
付
テ
ハ
、
仮
令
短
期
間

ニ
テ
モ
能
フ
限
り
住
友
職
員
タ
ル
ノ
人
格
識
見
ノ
涵
養

二
稗
益
セ
シ
ム
ル
様
、　
一
段
ノ
御
工
夫
願

フ
様
改
度
。
右
御
如
才
モ
無
之

コ
ト

ヽ
ハ
存
候
得
共
、
特

二
御
依
頼
申
上
候
也
。

さ
ら
に
大
平
洋
戦
争
開
戦
後
は
大
学

・
専
門
学
校
採
用
者
の
ほ
と
ん
ど
が
軍
務
に
つ
く
こ
と
と
な

っ
た
の
で
、
中
学

・
工
業

・
商
業

の
採

用
者
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
な
り
、
昭
和
十
七
年

一
月
か
ら
は
、
工
業

・
商
業
卒
業
者
の
入
社
配
属
と
同
時
に
、
中
学
卒
業
予
定
者

の
配
属
予
定
先
で
の
実
習
す
な
わ
ち
事
実
上
の
勤
務
に
踏
み
切
る
こ
と
と
な

っ
た
。

２
　
戦
局
の
進
展
と
事
業
の
急
膨
張

昭
和
十
七
年

一
月
住
友
本
社
は
二
日
か
ら
正
月
休
み
返
上
で
出
勤
と
な

っ
た
。
こ
の
年

の
人
事
関
係
を
み
る
と
、
ま
ず
年
頭
本
社
経
理
部

長
小
林
晴
十
郎
が
理
事

に
昇
格
し
た
。
小
林
は
四
月
に
本
社
取
締
役
に
就
任
し
た
。
二
月
総
理
事
就
任
後
も
満
洲
住
友
金
属
の
主
管
者
専
務

に
留
ま

っ
て
い
た
古
田
俊
之
助
は
会
長
と
な
り
、
後
任
の
主
管
者
専
務

に
は
常
務
佐
伯
正
芳
（Ｔ
７
東
大
法
）
が
昇
格
し
た
。
三
月
本
家
詰
所

支
配
人
伊
庭
勝
弥
（Ｔ
３
慶
大
政
）
は
海
上
取
締
役
総
務
部
長

へ
転
出
し
、
上
海
事
務
所
支
配
人
富
岡
末
雄
（Ｔ
３
東
亜
同
文
書
院
）
が
本
家
詰
所

支
配
人
と
な

つ
た
。
四
月
人
事
部
人
事
課
長
香
川
修

一
（Ｔ
ｌ３
東
大
法
）
は
電
工
総
務
部
副
長

へ
転
出
し
、
経
理
部
鉱
山
課
長
津
田
久
（Ｓ
３
東

大
法
）
が
人
事
課
長
に
横
滑
り
し
、
鉱
山
課
長
に
は
小
倉
正
恒
の
大
臣
秘
書
官
を
務
め
た
鉱
山
課
日
向
方
齊
（Ｓ
６
東
大
法
）
が
昇
格
し
た
。　
ま

た
総
務
部
庶
務
課
長
平
塚
正
俊
（Ｔ
ｌ２
東
大
法
）
も
金
属
総
務
部
副
長

へ
転
出
し
、
東
京
支
店
副
長
妹
尾
城
爾
（Ｔ
Ｈ
東
大
法
）
が
後
任

の
庶
務
課

長
と
な

っ
た
。
次
い
で
五
月
に
は
人
事
部
労
働
課
長
渡
辺
斌
衡
（Ｔ
Ｈ
東
大
経
）
が
日
本
電
氣

へ
出
向
（総
務
部
長
）
し
、
化
学
業
務
部
労
務
課
長

大
谷

一
雄
（ｓ
ｉ
ボ
大
法
）
が
後
任

の
労
働
課
長
と
な

っ
た
。
ま
た
日
本
板
硝
子
主
管
者
常
務
稲
井
勲
造
（Ｔ
３
東
一呆
一尚
商
専
攻
部
）
が
病
没
し
た

た
め
、
六
月
取
締
役
中
村
文
夫
（Ｔ
５
神
三
局
商
）
が
主
管
者
常
務
に
昇
格
し
た
。
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七
月
三
等
職
員
以
下
の
職
員
に
対
し
月
額
五
円
の
食
事
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
十

一
月
に
は
こ
れ
を
甲
種
食
事
手
当

と
し
て
、
こ
れ
と
は
別
に
乙
種
食
事
手
当
と
し
て

一
、
二
等
職
員
に
対
し
月
額

一
五
円
、
三
等
職
員
以
下

一
〇
円
、
女
子
職
員
に
は
八
円
を

賞
与
支
給
の
際

一
括
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
。
こ
れ
ま
で
五
五
歳
停
年
に
対
し

一
―
三
年

の
停
年
延
長
に
よ
つ
て
昭
和
十
五
年

に
は
補

助
職
員
以
上
五
六
名
の
停
年
退
職
者
に
対
し
五
名
、
十
六
年
八
〇
名

に
対
し

一
六
名
が
延
長
と
な
り
、
十
七
年
は
九
二
名
に
対
し
二
五
名
が

延
長
と
な
る
見
込
み
で
あ

っ
た
が
、
以
後
十
八
年

一
三
〇
名
、
十
九
年

一
人
三
名
、
二
十
年

一
五
二
名
と
停
年
退
職
者
が
激
増
す
る
こ
と
に

な

っ
て
い
た
の
で
、
八
月
停
年
規
程
に
追
加
さ
れ
て
、
従
来
最
長
三
年
だ
け
延
長
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
を
、
戦
時
ま
た
は
事
変
中
に
限
り

さ
ら
に
二
年
計
五
年
即
ち
最
長
六
〇
歳
ま
で
の
停
年
延
長
が
認
め
ら
れ
た
（資
料
７
）。
さ
ら
に
十
二
月
に
は
こ
の
追
加
規
程
は
女
子
職
員
に

も
そ
の
ま
ま
準
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
給
仕
二
〇
歳
停
年
五
年
延
長
、
そ
の
他
三
〇
歳
停
年
七
年
延
長
と
さ
れ
て
い
た
の
が
、
職
員
、
準

職
員
と
同
様
に
五
五
歳
停
年
で
、
必
要
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
五
年
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

同
月
総
務
部
地
所
課
長
日
比
文
雄
は
四
月
金
属
和
歌
山
製
鉄
所
発
足
以
来
同
製
鉄
所
業
務
部
副
長
を
兼
務
し
て
い
た
が
、
金
属
専
任
と
な

り
、
総
務
部
営
繕
課
長
坂
路
進
（Ｔ
９
東
大
法
）
が
地
所
課
長
兼
営
繕
課
長
と
な

つ
た
。
九
月
本
社
取
締
役
理
事
兼
化
学
社
長
大
屋
敦
は
軽
金

属
統
制
会
会
長
就
任

に
よ
り
退
職
し
た
。
こ
の
た
め
電
力
専
務
吉
田
貞
吉
（Ｍ
型
示
大
Ｉ

菫
こ
が
理
事

に
昇
格
、
電
力
専
務
を
辞
任
し
て
大

屋
の
後
任
と
し
て
ま
ず
ア
ル
ミ
製
錬
会
長
に
、
次
い
で
十
月
化
学
社
長
に
就
任
し
た
。
電
力

の
主
管
者
常
務
に
は
取
締
役
藤
井
敬
三
郎
（Ｔ

８
東
大
工

二
じ
が
昇
格
し
た
。
十
二
月
人
事
部
厚
生
課
長
土
井
正
治
（Ｔ
９
東
大
法
）
は
化
学
総
務
部
長

へ
転
出
し
、
人
事
課
長
津
田
久
が
厚

生
課
長
を
兼
務
し
た
。
倉
庫
で
は
専
務
制
を
採
用
し
、
主
管
者
常
務
細
谷
庄
三
郎
（Ｔ
４
東
京
高
商
）
が
専
務
に
昇
格
し
た
。

店
部
、
連
系
会
社
、
特
定
関
係
会
社
の
動
向
を
見
る
と
、
ま
ず
鉱
山
関
係
で
は
、
大
正
七
年
末
買
収
し
て
以
来
住
友
で
経
営
し
て
き
た
余

市
鉱
山
（北
海
道
後
志
国
余
市
町
所
在
銅
鉛
亜
鉛
鉱
山
）
が
元
鉱
品
位
が
低
い
た
め
採
算
が
悪
化
し
、
休
山
す
る
と
こ
ろ
を
、
帝
国
鉱
業
開
発
株
式

会
社
に
経
営
を
委
託
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。
十
月
金
買
上
量
削
減
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
十

一
月
特
定
関
係
会
社
静
狩
金
山
株



式
会
社
の
経
営
を
日
本
産
金
振
興
株
式
会
社
に
譲
渡
し
た
ら
住
友
合
資
会
社
（下
と
　
の

「五
口
３
　
静
狩
金
山
株
式
会
社
の
一成
一■
」
参
照
）。　
こ
の

よ
う
に
鉱
山
の
合
理
化
を
進
め
る

一
方
で
、
同
月
か
ね
て
海
軍
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
た
大
蔵
鉱
山
（山
形
県
最
上
郡
大
蔵
村
所
在
銅
鉱
山
）
の
経

営
を
引
き
受
け
、
鉱
区
権
者
中
川
秀
太
郎
と
の
間
に
二
年
間
の
探
鉱
契
約
を
締
結
し
た
。
十
二
月
東
北
鉱
業
事
務
所
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
所

管
の
安
部
城
、
大
宮
及
び
砥
沢
の
三
鉱
山
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
店
部
と
さ
れ
、
宮
城
、
大
蔵
及
び
大
萱
生
の
三
鉱
山
は
本
社
経
理
部
鉱
山
課

の
直
轄
鉱
山
と
し
て
詰
員
が
置
か
れ
た
（資
料
８
）。
こ
れ
ら
の
鉱
山
部
門
の
業
績
は

「
二
日
２
　
直
轄
鉱
山
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

販
売
店
で
は
、
八
月
東
京
販
売
店
の
事
務
章
程
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
住
友
金
属
と
そ
の
関
係
会
社
及
び
満
洲
住
友
金
属
の
製
品
を
取

り
扱

っ
て
き
た
金
属
工
業
課
の
伸
銅
品
、
製
鋼
品
、
鋼
管
、
航
空
材
、
資
材

の
五
係
が
業
務
の
飛
躍
的
膨
張
の
前

に
そ
れ
ぞ
れ
課
に
（資
材

係
は
金
属
工
業
資
材
課
へ
）昇
格
し
た
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は

「
三
日
３
　
販
売
店

・
業
務
所
」
の
項
で
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

昭
和
十
七
年
　
初
頭
日
本
軍
が
南
方
各
地
を
占
領
す
る
と
、
ま
ず
海
軍
か
ら
二
月
住
友
鍍
業
が
セ
レ
ベ
ス
（
ろ
フ
ヴ
千
‘
島
、
ジ
ャ
ワ
島
、

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
（
フ
ィ
リ
ピ
こヽ

の
各
鉱
山
の
開
発
を
、
四
月
林
業
所
は
ボ
ル
ネ
オ
島
に
お
け
る
木
材
及
び
ゴ
ム
の
集
荷
を
受
命
し
た
。

四
月
十
七
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
主
管
者
協
議
会
に
お
い
て
、
本
社
経
理
部
は

「大
東
亜
共
栄
圏
地
域
卜
住
友
各
事
業
ト

ノ
関
聯
性
ヲ
伺
ヒ
、
尚
之
等
地
域

へ
進
出
ノ
見
透
シ
又
ハ
今
後
ノ
進
出

二
関
ス
ル
御
意
見
ヲ
伺
ヒ
度
シ
」
と
題
す
る
第

一
議
題
を
提
出
し
、

こ
れ
に
関
連
し
て
本
社
人
事
部
は

「海
外
在
勤
職
員
労
働
者
ノ
給
与
待
遇
等

二
関
ス
ル
件
」
と
題
す
る
第
二
議
題
を
提
出
し
た
。
本
社
鉱
山

課
長
津
田
久
は
第

一
議
題
の
提
案
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

大
東
亜
戦
争

ハ
一
面
経
済
戦
争
ナ
リ
。
従
テ
大
東
亜
共
栄
圏
諸
地
域
ノ
経
済
開
発

ハ
、
戦
呆
ノ
拡
大
卜
共

二
愈
々
重
要
性
ヲ
加

ヘ
ツ
ツ

ア
ル
次
第
ナ
ル
ガ
、
住
友
各
事
業
モ
其
ノ
分

二
応
ジ
、
其
ノ
集
積
セ
ル
技
術
、
経
験
ヲ
捧
ゲ
テ
大
業
ノ
完
成

二
翼
賛
ス
ル
ヲ
要
ス
ル
次

第

ニ
シ
テ
、
此
ノ
意
味

二
於
テ
先
ゾ
共
栄
圏
諸
地
域

二
対
シ
、
各
位
御
関
係
事
業
ガ
如
何
ナ
ル
関
係
ヲ
有
ス
ル
ヤ
ヲ
具
体
的

二
御
説
明

願
ヒ
、
次

二
既

二
之
等
地
域

二
御
進
出

ニ
ナ
リ
居
ル
事
業

二
付
テ
ハ
ソ
ノ
状
況
ヲ
伺
ヒ
、
尚
又
現
在
進
出
ノ
準
備
中
又

ハ
進
出
を
考
慮
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セ
ラ
レ
居
ル
御
事
業

二
付
テ
ハ
其
ノ
模
様
其
他
進
出

二
関
ス
ル

一
般
的
ノ
御
意
見
ヲ
承
り
、
相
互

二
実
情
認
識
ノ
資
ト
ス
ル
ト
共

二
、

住
友
ト
シ
テ
ノ
大
東
亜
共
栄
圏
経
済
建
設
ノ
構
想
ヲ
整
フ
ベ
キ
参
考
卜
致
度
シ
。

五
月
林
業
所
は
陸
軍
か
ら
ジ
ヤ
ワ
島
チ
ペ
チ
ル
農
園
の
経
営
と
ス
マ
ト
ラ
島
松
脂
林

の
経
営
を
受
命
し
、
六
月
に
は
本
社
直
轄

の
ジ
ャ
ワ

及
び
ス
マ
ト
ラ
各
事
業
所
が
設
置
さ
れ
た
。
七
月
前
年
十

一
月
に
設
立
さ
れ
た
ス
ラ
ン
デ
ン
殖
産
株
式
会
社
及
び
上
記
ボ
ル
ネ
オ
島
に
お
け

る
受
命
事
業
を
含
め
日
本
法
人
住
友
ボ
ル
ネ
オ
殖
産
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
八
月
こ
れ
ら
南
方
事
業
に
関
す
る
情
報

の
収
集
交
換
並
び

に
調
査
研
究
及
び
協
議
を
目
的
と
し
て
、
本
社
に
南
方
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
つ
五
〇
２
」
参
昭
じ
。

こ
う
し
た
南
方
資
源
の
開
発
に
必
要
な
資
金

の
供
給
を
図
る
た
め
、
政
府
に
よ
り
三
月
南
方
開
発
金
庫
が
設
立
さ
れ
、
四
月
に
は
国
家
的

に
生
産
力
拡
充
資
金

の
供
給
を
図
る
た
め
戦
時
金
融
金
庫
が
設
立
さ
れ
て
、
小
倉
正
恒
が
そ
の
総
裁
に
就
任
し
た
。
住
友
各
社
の
資
金
調
達

は
両
金
庫

の
融
資
と
密
接
に
関
連
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
他
方
二
月
に
は
住
友
金
属
が
第
二
回
の
社
債
八
〇
〇
〇
万
円
の
発
行
を
決
議
し
、

三
月
に
は
第

一
回
の
財
務
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
次

い
で
四
月
に
は
住
友
化
学
が
倍
額
増
資
（四
〇
〇
０
万
円
か
ら
八
Ｏ
Ｏ
Ｏ
万
円
へ
）
を
決

議
し
た
。
こ
れ
ら
の
詳
細
は

「
四
　
資
金
調
達
」
を
参
照
さ
れ
た
い
ｃ

戦
時
金
融
公
庫
の
設
立
は
、
十
六
年
七
月
に
策
定
さ
れ
た

「財
政
金
融
基
本
方
策
要
綱
」
の
一
項
目
で
あ
る

「金
融
政
策

の
改
革
」
の
一

環
を
な
す
も
の
で
あ

つ
た
が
、
こ
の
他
に
五
月
に
は
二
月
に
制
定
さ
れ
た
日
本
銀
行
法
に
よ
り
日
銀
の
改
組
が
行
わ
れ
、
日
銀
信
用
の
無
制

限
供
給
が
可
能
と
な
り
、
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
日
銀
の
活
動
と

一
体
を
な
す
全
国
金
融
統
制
会
が
設
立
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
月

「金
融
事
業

整
備
令
」
が
公
布
さ
れ
、
即
日
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
政
府
が
銀
行
の
合
併
を
命
令
で
き
る
と
い
う
法
律
で
、
実
際
に
発
動
さ
れ
た
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、
伝
家
の
宝
刀
と
し
て
無
言
の
圧
力
と
な

っ
た
。
こ
う
し
た
情
勢
を
背
景
と
し
て
日
銀
総
裁
結
城
豊
太
郎
は
、
十
二
月
三
井
銀

行
に
対
し
、
第

一
銀
行
と
の
合
併
を
求
め
、
そ
の
際
次
の
よ
う
に
述
べ
た
と
い
う
。

三
井
と
第

一
の
話
が
い
よ
い
よ
確
定
に
な
れ
ば
、
こ
の
機
会
に
第
百
を
三
菱
に
合
併
さ
せ
る
つ
も
り
だ
ｃ
日
本
昼
夜
と
第
三
を
安
田
に



合
併
さ
せ
る
つ
も
り
だ
。
出
来
れ
ば
大
阪
の
住
友
、
三
和
、
野
村
の
三
行
も

一
緒
に
さ
せ
た
い
と
思
う
。

十
二
月
二
十
八
日
三
井
、
第

一
両
行

の
合
併
が
発
表
さ
れ
た
当
日
、
結
城
総
裁
は
上
京
中
の
住
友
銀
行
社
長
岡
橋
林
を
呼
び
、
三
和
銀
行

と
の
合
併
を
勧
め
た
。
同
日
大
阪
で
は
三
和
銀
行
頭
取
中
根
貞
彦
（一九
日
銀
大
阪
支
店
長
）
か
ら
会
談
申
し
入
れ
が
あ
り
、
上
京
中
の
岡
橋
に
代

わ
っ
て
総
理
事
古
田
俊
之
助
が
応
じ
た
が
、
古
田
は

「銀
行

の
こ
と
は
岡
橋
が
や
っ
て
い
る
の
で
、
自
分
は
今
も
の
を
い
う
べ
き
立
場
に
は

な
い
」
と
し
て
明
言
を
避
け
た
と
い
う
。

住
友
銀
行
が
こ
の
合
併

に
応
じ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
当
時
住
友
銀
行
常
務
で
あ

っ
た
野
田
哲
造
は
次
の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
ｃ

第

一
に
、
そ
も
そ
も
三
和
銀
行
は
、
昭
和
初
期
の
金
融
恐
慌
時
、
預
金
集
中
が
起

こ
っ
て
い
た
こ
ろ
、
大
阪
で
の
住
友
銀
行
の
独
占
を

避
け
る
た
め
設
立
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
。

第
二
に
、
仮
に
一
行
に
統
合
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
時
期
で
は
な
い
こ
と
。
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
て
、
軍
需
金
融
に
多
忙
な
時
に
、

合
併
問
題
で
ご
た
ご
た
し
て
は
、
大
事
な
軍
需
金
融
に
支
障
が
起
こ
る
。
大
銀
行
が
合
併
す
れ
ば
、
当
分
の
間
経
営
効
率
が
低
下
す
る

こ
と
は
過
去
の
例
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
結
果
住
友
銀
行

の
合
併
問
題
は
ひ
と
ま
ず
見
送
ら
れ
た
が
、
昭
和
十
九
年
二
月
蔵
相
が
賀
屋
興
宣
か
ら
石
渡
荘
太
郎
（元
蔵
相
）
に
代

わ
り
、
三
月
日
銀
総
裁
結
城
豊
太
郎
が
辞
任
し
て
副
総
裁
渋
沢
敬
三
（元
第

一
銀
行
副
頭
取
）
が
総
裁
に
昇
格
す
る
と
、
再
燃
し
た
。
大
蔵
省
の

合
併
問
題
を
所
管
す
る
銀
行
保
険
局
長
山
際
正
道
と
普
通
銀
行
課
長
舟
山
正
吉
は
前
回
合
併
問
題
が
起
き
た
十
七
年
末
か
ら
留
任
し
て
い
た
。

大
蔵
省
と
の
折
衝
は
、
石
渡
と

一
高

・
東
大
の
学
友
で
あ

っ
た
銀
行
専
務
野
田
哲
造
が
当
た
っ
た
が
、
総
理
事
古
田
俊
之
助
も
上
京
し
て
姻

成
関
係
に
あ
る
元
首
相
陸
軍
大
将
阿
部
信
行
の
援
助
を
乞
い
、
ま
た
石
渡
蔵
相
と
姻
戚
関
係
に
あ
る
元
理
事
兼
化
学
社
長
大
屋
敦
に
も
、
石

渡

へ
の
住
友

の
意
向

の
伝
達
を
依
頼
し
た
。
大
屋
は
日
記
に
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

五
月
三
日
（水
）住
友

二
古
田
総
理
事
ヲ
訪
問
。
住
友
、
三
和
両
銀
行
合
併

二
付
キ
懇
談
ス
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
三



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
四

五
月
四
日
（木
）官
邸

二
荘
太
郎
君
ヲ
訪
間
。
銀
行
合
併

二
関
ス
ル
住
友
側
ノ
意
響
ヲ
伝

フ
。
住
友
ノ
評
判
余
り
宜
シ
カ
ラ
ズ
。

前
回
の
合
併
問
題
の
際
は
銀
行
の
問
題
と
し
て
岡
橋
に
一
任
し
て
い
た
古
田
が
、
今
回
は
何
故
自
ら
積
極
的
に
行
動
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

野
田
に
よ
れ
ば

「古
田
さ
ん
の
合
併
反
対
の
理
屈
は
、
住
友
財
閥

マ
イ
ナ
ス
住
友
銀
行
＝
殆
ど
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
」
と
い
う
。
こ

の
間
十
八
年
十
二
月
に
は
軍
需
会
社
法
が
施
行
さ
れ
、
十
九
年

一
月
軍
需
会
社

一
五
０
社
の
第

一
次
指
定
と
と
も
に
、
軍
需
融
資
指
定
金
融

機
関
制
度
が
発
足
し
て
い
た
。
住
友
銀
行
が
十
九
年
十
月
に
作
成
し
た
資
料

「
戦
時
金
融
と
住
友
銀
行
」
に
よ
れ
ば
、
四
月
の
第
二
次
指
定

を
含
む
指
定
軍
需
会
社
約
五
七
０
社
中
、
住
友
銀
行
指
定
は
八
三
社
で
、　
そ
の
内
訳
は
連
系
会
社
八
社
、
傍
系
（註
、
本
社
が
定
め
る
関
係
会

社
の
概
念
と
は
異
な
る
、
銀
行
独
自
の
連
系
会
社
以
外
の
住
友
系
企
業
と
い
う
概
念
Ｘ
本
社
三
四
社
、　
一
般
会
社
五
０
社
と
な

つ
て
い
た
が
、
住
友
銀

行
指
定
分
軍
需
融
資
総
額

一
一
億
六
八
〇
〇
万
円
で
見
れ
ば
連
系
会
社
六
億

一
四
〇
０
万
円
（五
一　
・
五
％
）
、
傍
系
会
社

一
億
九
八
〇
〇
万

円
２

七

・
〇
％
）、　
一
般
会
社
三
億
五
六
〇
０
万
円
↑
一〇

・
五
％
）
と
な

っ
て
お
り
、
住
友
系
三
二
社
（全
八
三
社
の
四
割
）
で
融
資
額
の
七
割
を

占
め
て
い
た
の
で
、
古
田
の
云
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
合
併
に
よ
つ
て
住
友
銀
行
の
協
力
が
得
ら
れ
な
く
な
れ
ば
、
住
友

の
軍
需
産
業
は

成
り
立
た
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
住
友
全
事
業

の
資
金
調
達

に
お
け
る
住
友
銀
行
に
対
す
る
依
存
度
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

「
四
　
資
金
調
達
」
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
翁
株
式
会
社
住
友
本
社
（上
ご

資
料
１６
参
照
）ｃ

全
国
金
融
統
制
会
設
立
と
共
に
そ
れ
を
構
成
す
る
普
通
銀
行
、
地
方
銀
行
、
信
託
等

の
業
態
別
金
融
統
制
会
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
時
信

託
統
制
会

の
理
事
長
に
は
今
村
幸
男
（Ｍ
３３
東
大
法
）
が
住
友
信
託
会
長
を
辞
任
し
て
就
任
し
、
後
任

の
信
託
会
長
は
総
理
事
古
田
俊
之
助

の

兼
務
と
な

っ
て
い
た
。
信
託
統
制
会

の
理
事
は
、
日
銀
理
事
岡
田
才

一
の
他
、
三
菱
信
託
会
長
山
室
宗
文
、
三
井
信
託
会
長
松
井
和
宗
と
い

ず
れ
も
住
友
同
様
社
長
空
席
の
た
め
会
長
が
就
任
し
て
い
た
が
、
彼
ら
は
共
に
代
表
権
を
有
し
常
勤
で
あ

っ
た
ｃ
こ
れ
に
対
し
住
友
信
託
の

会
長
は
今
村
に
し
て
も
、
古
田
に
し
て
も
、
代
表
権
は
な
く
非
常
勤
で
あ

っ
た
の
で
、
信
託
統
制
会
に
お
い
て
住
友
を
代
表
す
る
理
事
は
当

然
主
管
者
の
専
務
今
井
卓
雄
（Ｍ
４３
神
戸
尚
商
）
で
あ

っ
た
。



信
託
統
制
会
の
発
足
後
半
年
を
経
過
し
た
十
七
年
十

一
月
二
十
六
日
、
信
託
専
務
は
本
社
総
務
部
長
に
対
し
、
社
長
制
採
用
の
た
め
の
定

款
変
更
を
申
請
し
、
十
二
月
八
日
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
起
案
例
第
二
八
五
〇
号
に
よ
つ
て
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
備
考
欄
に
は

「
同
業
他
社

ノ
例
ヲ
観
ル
ニ
社
長
制
ヲ
採
用
セ
ル
モ
ノ
大
部
分
ナ
リ
」
と
し
か
な
い
が
、
統
制
会

に
お
け
る
他
社
と
の
振
り
合
い
上
前
年
に
定
め
た
本
社

理
事

の
者
の
み
連
系
会
社
の
社
長
就
任
を
認
め
る
と
い
う
内
規
を
撤
回
せ
ぎ
る
を
得
な
く
な

つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
結
果
住
友
本
社

は
、
十
二
月
二
十
四
日
付
人
第
二
四
五
六
号
通
牒
（撤
回
の
根
拠
と
し
て
い
る
が
、
資
料
が
現
存
せ
ず
未
確
認
で
あ
る
）
に
よ
つ
て
、
他

の
連
系
会

社
に
も
社
長
制
を
認
め
る
こ
と
と
な

つ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
昭
和
十
八
年

一
月
こ
の
通
牒
に
よ
つ
て
、
信
託
に
続
い
て
生
命
、
海
上
の
両
社

が
社
長
制
採
用
を
申
請
し
、

そ
れ
ぞ
れ
専
務
今
井
卓
雄
、
専
務
松
井
孝
長
（Ｔ
５
東
大
法
）
、
専
務
柴
田
丈
夫
（Ｍ
４２
東
京
高
商
）
が
社
長
に
就
任

し
た
。

し
か
し
ア
ル
ミ
製
錬
で
は
規
模
的
に
ま
だ
社
長
制
採
用
に
は
至
ら
ず
、
常
務
矢
部
忠
治
（Ｍ
午
只
太
工
・
採
鉱
冶
金
）
が
同
月
専
務
取
締

役
に
昇
格
し
た
。

昭
和
十
八
年
　
初
頭
で
特
筆
す
べ
き
は
、
懸
案
と
な

っ
て
い
た
特
定
関
係
会
社
日
本
電
気
が
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
同
社
は

二
月
に
住
友
通
信
工
業
株
式
会
社
と
改
称
、
主
管
者
専
務
梶
井
剛
（Ｍ
４５
東
大
Ｔ
皇
３
が
社
長
に
就
任
し
た
つ
五
□
」
参
照
）。
な
お
同
月
住
友

電
工
で
も
社
長
制
を
採
用
し
て
専
務
別
宮
貞
俊
が
社
長
に
昇
格
し
た
。

そ
の
後
の
連
系
会
社
の
主
管
者
の
異
動
に
つ
い
て
み
る
と
、
六
月
信
託
社
長
今
井
卓
雄
は
停
年
退
職
し
て
古
田
に
代

っ
て
会
長
と
な
り
、

常
務
福
山
善
治
郎
（Ｔ
５
東
大
経
）
が
社
長
に
就
任
し
た
。
八
月
満
洲
金
属
専
務
佐
伯
正
芳
は
金
属
常
務
専
任
と
な
り
、
営
業
所
長
を
兼
務
し

た
。
満
洲
金
属
の
後
任

の
主
管
者
専
務
に
は
常
務
河
村
龍
夫
（Ｔ
９
東
大
経
）
が
昇
格
し
た
ｃ
十
月
機
械
工
業
専
務
を
兼
務
す
る
三
村
起

一
は

古
田
に
代

っ
て
会
長
と
な
り
、
後
任

の
主
管
者
専
務
に
は
常
務
小
関
良
平
（Ｔ
６
東
大
経
）
が
昇
格
し
た
。

十

一
月
倉
庫
も

「業
務
進
展
ノ
実

情
卜
同
業
他
社
ト
ノ
振
り
合
イ
等

二
鑑
ミ
、
「社
長
制
」

ヲ
実
施
ス
」

る
こ
と
と
な
り
（十

´
月
二
十
三
日
決
裁
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
起
案
例
第

二
五
九
〇
口し
、
専
務
細
谷
庄
三
郎
が
社
長
に
就
任
し
た
ｃ
続
い
て
十
二
月
に
は
特
定
関
係
会
社
日
本
板
硝
子
で
も
社
長
制
を
採
用
し
、
常
務

第
三
部
　
株
式
会
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中
村
文
夫
が
社
長
に
昇
格
し
た
。
十
二
月
十
四
日
決
裁
の
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
起
案
例
第
四
〇
四
号
は
承
認
理
由
を
次

の
よ
う
に
述
べ
、

特
定
関
係
会
社
で
す
ら
本
社
の
統
制
が
及
ば
な
く
な

つ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

（備
考
）

一
、
定
款
中
改
正
点

（
１
）
諸
般
ノ
情
勢

二
鑑
ミ
現
在
ノ
常
務
制
ヲ
社
長

・
常
務
制

二
改
ム
（定
款
第
二
十
条
及
第
二
十
七
条
）
。

註
　
産
業
別
統
制
ノ
強
化
、
社
長
徴
用
制
度
ノ
実
施

二
関
聯
シ
、
社
長
無
キ
ト
キ
ハ
会
長
（総
理
事
兼
職
）
徴
用
セ
ラ
ル

ヽ
場
合
在

ル
ヲ
以
テ
、
右
ノ
如
ク
改
ム
。

同
業
他
社
ノ
実
例

旭
　
硝
子
　
　
　
社
長

・
常
務
制

日
本
硝
子

　

　

〈
ム
長
（常
勤
Ｙ

専
務
制

徳
永
硝
子
　
　
　
社
長

・
専
務

・
常
務
制

昌
光
硝
子
　
　
　
社
長

・
専
務
制

三
、
右

ハ
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ニ
付
御
承
認
相
成
可
然
手
。

昭
和
十
八
年
に
お
け
る
住
友
本
社
の
機
構
改
革
及
び
人
事
異
動
を
み
る
と
、
ま
ず

一
月
に
事
務
章
程
が
改
正
さ
れ
、
必
要
と
す
る
部
課
に

部
長
代
理
及
び
課
長
代
理
（従
来
の
副
長
、
課
長
代
理
者
を
改
称
）
を
お
き
（資
料
９
）、
こ
れ
ま
で
常
務
理
事
直
属
で
あ

っ
た
検
査
役
及
び
検
査
役

補
を
監
事
直
属
と
し
た
（資
料
１０
）。
ま
た
東
京
支
店
を
東
京
支
社
と
改
称
し
た
（資
料
Ｈ
）。
こ
れ
に
伴
う
人
事
異
動
と
し
て
経
理
部
商
工
課

長
神
田
勇
吉
が
経
理
部
長
代
理
兼
商
工
課
長
と
な
り
、
理
事
兼
経
理
部
長
小
林
晴
十
郎
が
東
京
支
社
長
を
兼
務
し
た
。

三
月
総
務
部
会
計
課
長
中
田
直
三
郎
（Ｍ
４５
東
京
高
商
専
攻
部
）
が
停
年
延
長
満
期
退
職
と
な
り
、
検
査
役
菅
野
秀
次
郎
（Ｔ
６
東
大
法
）
が
会



計
課
長
と
な

っ
た
。

四
月
に
開
催
さ
れ
た
主
管
者
協
議
会
で
は
時
局
を
反
映
し
て
労
務
問
題
が
中
心
で
あ

っ
た
が
、
銀
行
は

「本
社
始
メ
連
系
会
社
ノ
有
ス
ル

調
査
機
関
ノ
綜
合
活
用

二
資
ス
ル
為
メ
連
絡
機
関
設
置

二
関
ス
ル
件
」
と
題
す
る
議
題
を
提
出
し
、
そ
の
提
案
理
由
を
次

の
よ
う
に
説
明
し

た
ｃ

住
友
家
事
業

ハ
重
化
学
工
業
ヲ
始
メ
金
融
部
門
其
ノ
他

二
亘
り
、
其
我
国
経
済
界

二
占
ム
ル
地
歩

ハ
頗
ル
広
汎
且
巨
大

ニ
シ
テ
、
此
等

関
係
部
門
ノ
有
ス
ル
調
査
機
関
ヲ
綜
合
活
用
セ
バ
相
互
二
稗
益
ス
ル
処
砂
少
ナ
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。
従
来
非
公
式

ニ
ハ
各
部
門
間

二
調
書

・

情
報
ノ
交
換
等
行

ハ
レ
タ
ル
モ
未
ダ
隔
靴
掻
痒
ノ
感
ア
ル
ニ
付
テ
ハ
、
此
際
連
絡
機
関
ヲ
設
置
シ
テ
積
極
的

二
提
携
ノ
実
ヲ
挙
ゲ
タ
シ
。

討
議

の
結
果
（資
料
１２
）
、
「各
社
共
主
旨
ト
シ
テ
ハ
賛
成
ナ
ル
モ
、
ソ
ノ
組
織

二
付
テ
ハ
問
題
ア
ル
ベ
シ
ト
ノ
コ
ト
ニ
テ
、
結
局
本
社

ニ

於
テ
慎
重
考
慮
ノ
上
出
来
ル
限
り
早
急

二
機
関
設
置
ヲ
計
ル
コ
ト

ヽ
」
な

っ
た
。
十
九
年
二
月
本
社

の
機
構
改
革
に
よ
り
経
理
部
に
調
査
課

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
は
こ
の
討
議
の
結
果
と
み
ら
れ
る
。

九
月
事
務
章
程
が
改
正
さ
れ
、
必
要
に
よ
り
各
係
に
係
長
を
お
く
こ
と
、
会
計
課
の
係
の
う
ち
、
計
算
係
は
精
査
係
と
改
称
、
出
納
係
は

證
券
係
と
会
計
係
に
分
割
さ
れ
た
。
又
総
務
部
に
時
局
に
応
じ
防
護
課
（企
書
係
、
保
安
係
、
連
絡
係
）
が
置
か
れ
、
庶
務
課
長
妹
尾
城
爾
が
防

護
課
長
を
兼
務
し
た
（資
料
１３
）０
十
月
防
護
課
は
東
京
支
社
に
も
設
置
さ
れ
、
東
京
支
社
の
調
査
課
に
は
調
査
係
の
他
に
資
材
係
、
海
外
係

が
お
か
れ
た
（資
料
１４
）ｏ
同
月
監
事
河
井
昇
三
郎
は
常
務
理
事
と
な
り
、
経
理
部
長
を
兼
務
、
理
事
兼
経
理
部
長
小
林
晴
十
郎
は
東
京
支
社

長
専
任
と
な

っ
た
。
監
事

の
後
任
に
は
住
友
銀
行
専
務
大
島
堅
造
（Ｍ
４２
東
京
高
商
）
が
起
用
さ
れ
た
。
本
社
に
お
け
る
防
護
課
設
置
を
う
け

て
、
各
連
系
会
社
に
お
い
て
も
空
襲
対
策
と
し
て
事
業
所
毎

に
防
護
に
関
す
る
専
門
の
部
課
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
下
に
防
護
団
が
結
成
さ
れ

た
。し

か
し
こ
う
し
た

一
連
の
機
構
改
革
及
び
人
事
異
動
に
は
そ
の
構
想
か
ら
実
現
に
至
る
ま
で
約

一
年
近
い
遅
れ
が
生
じ
て
い
た
。
す
な
わ
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ち
理
事
化
学
社
長
大
屋
敦
は
既
に
昭
和
十
七
年

一
月
十
七
日
の
日
記
に

「
理
事
会
開
カ
ル
ｃ
（中
略
）東
京
支
社
新
設
、
本
社
職
制
ノ
増
強
等

重
大
案
件

一
挙

二
可
決
サ
ル
」
と
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
の
起
案

に
な
る
の
に
八
月

一
日
実
施
を
目
標
と
し
た

「東
京
支
店
廃
止

並
東
京
支
社
設
置
ノ
件
」

（資
料
Ｈ
）
は
六
月
十
六
日
に
、　
理
本
社
）事
務
章
程
中
改
正
ノ
件
」

（資
料
９
）
は
七
月
二
十
五
日
に
よ
う
や
く
提
出

さ
れ
て
既
に
半
年
遅
れ
て
い
た
上
に
、
こ
れ
ら
が
決
裁
さ
れ
た
の
は
共
に
十
二
月
三
十
日
で
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
半
年
近
く
を
要
し
て
い
た
。

こ
の
間
東
京
支
店
長
芦
沢
進
（Ｔ
３
東
大
経
）
は
既
に
七
月
転
出
予
定
先

の
特
定
関
係
会
社
大
日
本
鍍
業
専
務
に
就
任
し
て
い
た
ｃ
こ
の
よ
う

な
事
態
が
何
故
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
の
総
務
部
会
計
課
会
計
係
兼
用
度
係
田
中
富
雄
（ｓ
５
富
山
商
、
第
二
次
大
戦
後
の
作
家
源
氏
鶏

太
で
あ
る
。
こ
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
本
人
は
大
し
た
意
味
は
な
い
と
い
つ
て
い
る
が
、
巻
間
オ
フ
ィ
ス
の
天
丼
か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
役
員
出
退
表
示
盤

（イ
ンヽ
ジ
ケ
ー
タ
ー
）
に
由
来
す
る
と
噂
さ
れ
て
い
た
。
）
に
よ
れ
ば
、
前
年

の
昭
和
十
六
年
九
月
住
友
本
社
会
計
課
で
は
大
金
庫
室
内

の
証
券
が

紛
失
す
る
と
い
う
驚
く
べ
き
事
件
が
起
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

事
件

の
容
疑
者
Ｉ
は
事
件
発
覚
直
後
十
六
年
十
月
二
十
五
日
付
で
転
出
先
の
金
属
か
ら
本
社
に
戻
さ
れ
、
十
七
年
三
月
休
職
、
十
八
年
三

月
会
計
課
長
中
田
直
三
郎
の
退
職
の
二
日
後
に
休
職
満
期
で
退
職
し
た
。
こ
の
時
点
で
住
友
本
社
は
証
券
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
、
事
態

が
解
決
し
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
こ
の
間
監
事
河
井
昇
三
郎
は
事
態
の
収
拾
と
再
発
防
止
策
に
腐
心
し
、
常
務
理
事
兼
経
理
部
長
に
就
任
す
る
余
裕
は
な
か
つ
た
の

で
、
昭
和
十
六
年

一
月
取
り
敢
え
ず
東
京
支
社
長
は
理
事
兼
経
理
部
長
小
林
晴
十
郎
の
兼
務
と
し
て
お
い
て
、
チ
ェ
ッ
ク
面
で
は
検
査
役
と

検
査
役
補
を
こ
れ
ま
で
の
常
務
理
事
直
属
か
し
監
事
直
属
と
し
た
ｃ
そ
の
附
属
員
は
既
に
事
件
発
覚
直
後

の
十
六
年
十
月
六
名
、
十
七
年

一

月
二
名
増
強
さ
れ
、

二
三
名
と
な

っ
て
い
た
（第
３
表
）。
会
計
課
で
は
九
月
に
証
券
専
門
の
証
券
係
を
設
け
、
証
券
類
の
受
け
渡
し
は
残
さ

れ
た
印
鑑
数
か
ら
察
す
る
に
必
ず
複
数
の
チ
ェ
ッ
ク
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
内
規
が
定
め
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
ｃ
十
月
に
は
監
事

の
後
任
を

銀
行
専
務
大
島
堅
造
に
託
し
た
。
大
島
は
既
に
昭
和
十
五
年
四
月
岡
橋
林
が
本
社
取
締
役
に
就
任
し
た
後
任

の
本
社
監
査
役
に
な

っ
て
い
た
。



部言果・イ,職 昭和 16年 17年 18年 201F

総理事

常務理事

理 事

監 事

検 査

調 査

参 事

人事部

人事課

厚生課

労働課

糸千1電音Б

鉱山課

宮城鉱山

大蔵鉱山

大萱生鉱山

商工課

総務部

庶務課

文書係

庶務係

秘書係

守 衛

会計課

主計係

計算係

出納係

用度係

地所言果

営繕課

実 習

南方その他

他社在勤

1

2

4

1

20

12

1

1(1)

31(1)

23(5)

28

6(1)

37(1)

38

1(1)

1

18(1)

18

4

41

2

2

17

13

8

14

18

63

63

1

2

5

1

28(1)

10

1

1(1)

43(1)

32(3)

33

5(2)

45

53

1(1)

1

19(1)

22

4

42

2

7

24

18

16

19

19

17

66

1

2

5

1

28(1)

7

3

1(1)

40(1)

40(4)

39

4(1)

48

10(1)

3(1)

6

52(1)

1(1)

1

19(1)

23

6

49

3(1)

7

21

19

17

17

14(1)

52

45

総理事

常務理事

IFT 事

監 事

検 杏

人事部

人事課

厚生課

労政課

率子チ里音6

査業課

企董課

調査課

総務部

総務課

防護言果

会計課

所属未定

診療所

兵 役

l

3

5

1

13

12

19

14

13

4

8

46

16

1

4

285

合  計 527 合 計

河
井
が
大
島
に
期
待
し
た
の
は
、
住
友
銀
行
で
は
監
査
と
検
査
は
組
織
的
に
は
区
別
さ
れ
て
い
た
が
、
検
査
役
、
検
査
役
補
全
員
を
監
査
役

附
属
兼
務
と
す
る
こ
と
で
、
実
質
的
に
監
査
役
の
指
揮
下
に
入
れ
て
い
た
方
式
を
、
本
社
に
も
取
り
入
れ
る
こ
と
で
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る
。

大
島
は
本
社
の
検
査
役
、
検
査
役
補
を
部
下
と
し
て
監
事

の
職
責
を
呆
た
す
こ
と
と
な
り
、
そ
の
模
様
を
次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

住
友
は
北
海
道
に
銀
行
支
店
の
ほ
か
、
沢
山
の
炭
碩
や
金
鉱
、
林
業
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
が
、
住
友
本
社
か
ら
視
察
に
赴
く
場
合
は

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

四
八
九

第 3表  住友本社割
`課

別人員表
(1ド 位 :人 、各年 7月 1日 現桁:、 20年は 5り l末 現桁1)

註 :準職,1以 卜を除く,括 llt勺 はll・ 務者の内数,他

“

i‖

`を 't務

する者は含まない
,

出典 :各 年「住友職ll録 J力、ら算出ぅ‖1し 20年は人11課資本1に よる.、
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い
つ
も
晩
春
と
か
、
秋
と
い
う
よ
う
な
気
候
の
よ
い
時
だ
け
で
厳
冬

の
従
業
員
を
慰
問
し
た
こ
と
な
ど
は
な
く
、
そ
の
労
苦
を
知
ら
な

い
と
い
う
不
平
が
か
ね
て
か
ら
あ

つ
た
。
そ
こ
で
銀
行
か
ら
住
友
本
社
に
監
事
と
し
て
出
向
し
た
私
は
、
多
年
冬
山

の
経
験
が
あ
る
か

ら
最
も
寒
い
と
称
せ
ら
れ
る
二
月
に
北
海
道
所
在
の
全
事
業
を
査
察
す
る
こ
と
に
し
た
。

住
友

の
内
規
で
は
監
事

の
職
責
は
社
則
ま
た
は
総
理
事

の
命
令
が
厳
重
に
守
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
す
る
に
あ

つ
て
全
住
友
事
業

の
監
査
役
で
も
あ
る
。
検
査
部
が
そ
の
部
下
と
し
て
同
行
し
現
地
の
実
情
を
査
察
す
る
の
で
あ
る
。
私
は
冬
山
や
春
山
に
登

っ
た
経
験

が
あ
る
か
ら
、
寒
さ
な
ど
は
問
題
に
し
な
い
が
、
検
査
部
随
員
に
は
職
務
と
は
い
い
な
が
ら
迷
惑
で
あ

っ
た
と
思
う
。

そ
の
他
の
住
友
本
社
の
人
事
異
動
と
制
度
の
変
更
を
み
る
と
、
四
月
に
理
事
化
学
社
長
吉
田
貞
吉
は
大
屋
敦
の
後
任
と
し
て
、
本
社
監
査

役
を
辞
任
し
て
、
本
社
取
締
役
に
就
任
し
た
。
同
月
住
友
本
社
は
定
款
中
の
英
文
名
を
削
除
し
（資
料
１５
）
、
連
系
会
社
に
も
そ
の
旨
通
知
し

た
（資
料
１６
）ｏ

こ
の
結
果
銀
行
、
金
属
等
が
こ
れ
に
追
随
し
て
定
款
か
ら
英
文
名
を
削
除
し
た
。
九
月
東
京
都

の
旧
市
内
、
横
浜
、
大
阪
、

神
戸
の
各
市
を

一
級
都
市
、
京
都
、
名
古
屋
そ
の
他

の
工
業
都
市
を
二
級
都
市
と
し
て
、
身
分
に
よ
り

一
級
都
市
で
五
〇
―

一
五
円
、
二
級

都
市
で
四
五
―

一
二
円
の
住
宅
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
か
く
し
て
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
家
族
手
当
、
食
事
手
当
と
併
せ
て
、

本
体
の
引
き
上
げ
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
各
種
の
手
当
で
賃
金

の
上
昇
が
糊
塗
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
現
象
は
第
二
次
大
戦
後

ま
で
引
き
継
が
れ
た
。
十

一
月
販
売
店
は
業
務
所
と
改
称
さ
れ
た
Ｓ
．
一口
３
」
参
昭
ｃ
。
十
二
月
人
事
部
人
事
課
長
津
田
久
は
厚
生
課
長
兼
務

免
と
な
り
、
銀
行
総
務
部
庶
務
課
長
星
野
哲
之
助
（Ｔ
９
東
京
高
商
）
が
本
社

へ
移

っ
て
厚
生
課
長
と
な

っ
た
。

昭
和
十
八
年
の
店
部
連
系
会
社

の
動
向
を
み
る
と
、
三
月
金
属
工
業
は
プ
ロ
ペ
ラ
製
造
所
静
岡
製
作
所
を
開
設
、
そ
の
工
事
中
に

「登
呂

遺
跡
」
が
発
見
さ
れ
た
。
四
月
四
國
中
央
電
力
は
住
友
共
同
電
力
株
式
会
社
と
改
称
し
た
∩
住
友
合
資
会
社
（中
ど

の

「五
凶
　
土
佐
吉
野
川
水

力
電
気
株
式
会
社
の
連
系
会
社
指
｛よ

参
昭
じ
。

政
府
の
金
山
整
理
方
針
に
基
づ
き
鴻
之
舞
鉱
山
を
始
め
本
社
直
轄
鉱
山
の
多
く
が
休
山
と
な
り
、

人
員
の
配
置
転
換
と
設
備
の
転
用
が
促
進
さ
れ
た
Ｃ
住
友
合
資
会
社
（下
ど

の

「五
口
　
直
轄
鉱
山
部
門
の
諸
施
策
」
参
昭
じ
。
他
方
連
系
会
社
で



は
工
場
の
建
設
が
間
に
合
わ
な
い
た
め
次
の
よ
う
に
既
存

の
紡
績
工
場
等

の
転
用
を
図
る
こ
と
と
な

つ
た
ｃ

連
系
会
社
　
事
業
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
事
業
所

四
月
　
金
属
工
業
　
名
古
屋
軽
合
金
製
造
所
鳴
海
支
所
　
名
古
屋
製
陶
鳴
海
工
場

六
月
　
電
氣
工
業
　
名
古
屋
製
作
所
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
紡
績
工
場

通
信
工
業
　
大
垣
製
造
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
日
本
紡
績
大
垣
工
場

岡
山
製
造
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐘
淵
紡
績
備
前
工
場

七
月
　
金
属
工
業
　
伸
銅
所
柏
原
支
所
　
　
　
　
　
　
　
柏
原
紡
織
工
場

豊
橋
製
作
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（新
設
）

堅
田
製
作
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
洋
紡
績
堅
田
工
場

製
鋼
所
富
山
製
作
所
　
　
　
　
　
　
（新
設
）

八
月
　
　
　
　
　
　
鋼
管
製
造
所
松
阪
製
作
所
　
　
　
　
皿
（和
紡
績
大
口
工
場

通
信
工
業
　
大
垣
製
造
所
瀬
戸
分
工
場
　
　
　
　
松
村
硬
質
陶
器
新
居
工
場

研
究
所
高
崎
工
場
　
　
　
　
　
　
　
日
本
レ
イ
ヨ
ン
高
崎
工
場

十
月
　
金
属
工
業
　
製
鋼
所
吹
田
支
所
　
　
　
　
　
　
　
乾
製
紙
工
場

大
間
々
鉱
業
所
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ン
ガ
ン
鉱
採
掘
（群
馬
県
山
田
郡
大
間
々
町
）

塚
本
工
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
崎
グ
リ
コ
エ
場
（大
阪
市
西
淀
川
区
御
幣
島
町
）

住
友
本
社
は
五
月
に
は
軽
金
属
委
員
会
を
設
置
し
、
朝
鮮
鉱
業
所
元
山
工
場
の
建
設
を
検
討
し
て
い
た
が
、
八
月
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
年
産
五

万
ト
ン
の
計
画
が
決
定
さ
れ
、
こ
の
計
画
は
十
二
月
朝
鮮
住
友
軽
金
属
株
式
会
社

の
設
立

へ
と
発
展
し
た
∩
五
四
」
参
昭
じ
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九

一
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こ
う
し
た
連
系
会
社
の
設
備
投
資
は
、
住
友
全
体
の
資
金
調
達
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
か
つ
た
。
二
月
金
属
工
業
は
倍
額

増
資
金
一億
円
か
ら
四
億
円
へ
）
、
六
月
電
気
工
業
は
現
物
出
資
三
〇
〇
万
円
（上
記
近
藤
紡
績
）
の
受
け
入
れ
、
八
月
通
信
工
業
は
五
五
〇
〇
万

円
以
内
の
社
債
発
行
を
そ
れ
ぞ
れ
決
議
し
た
。
十
月
金
属
工
業
は
現
物
出
資

一
人
七
五
万
円
（上
記
東
洋
紡
績
九
〇
０
万
円
、
興
和
紡
績
五
七
三

万
五
〇
〇
０
円
、
東
亜
紡
織
四
〇
二
万
五
〇
〇
０
円
）
を
受
け
入
れ
、
十

一
月
電
氣
工
業
は
増
資
（五
三
〇
０
万
円
か
ら
一
億
二
〇
〇
〇
万
円
へ
）
を
決

議
し
た
。
こ
の
他
新
た
に
設
立
さ
れ
た
朝
鮮
軽
金
属

の
資
本
金
は
八
〇
〇
０
万
円
（戦
時
金
融
公
庫
五
０
％
、
住
友
系
五
０
％
）
に
達
し
た
。
こ

う
し
た
資
金
調
達
は

「
四
　
資
金
調
達
」
で
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

こ
れ
ら
の
大
規
模
な
設
備
拡
張
は
、
多
額
の
資
金
調
達
と
共
に
多
数

の
労
働
者
の
採
用
（第
４
表
）
と
彼
等
を
管
理
す
る
た
め
現
場

へ
の
大

量
の
職
員
の
動
員
を
必
要
と
し
た
。
十
八
年
十
二
月
三
日
付
朝
日
新
聞
は

「住
友
社
員
戦
闘
配
置

へ
」
と
題
し
て
次

の
よ
う
に
報
じ
た
。

決
戦
増
強
の
現
場

へ
徹
底
的
労
務
動
員
の
要
請
さ
れ
る
の
に
自
発
的
に
応

へ
て
、
住
友
本
社
で
は
古
田
総
理
事
か
ら
の

「全
社
員
戦
闘

配
置

二
就
ケ
」
の
命
令

の
下
、
全
住
友

の
金
融
部
門
か
ら
重
要
工
業
部
門
の
直
接
現
場

へ
大
量
社
員
を
急
速
に
切
替

へ
る
体
制
を
完
了
、

こ
の
程
大
阪
本
社
お
よ
び
東
京
支
社
に
お
い
て
学
徒
出
陣
に
も
比
す
べ
き
職
場
第

一
線

へ
の
転
換
社
員
約
四
百
名

の
壮
行
会
を
行
ひ
、

第

一
陣
出
動
の
火
蓋
を
切

つ
た
。
（後
略
）

こ
の
記
事
中
の
約
四
〇
〇
名
を
含
め
て
、
昭
和
十
八
年
中
に
お
け
る
本
社
及
び
金
融
部
門
、
倉
庫
、
大
阪
北
港

の
各
社
か
ら
鉱
工
業
部
門

へ
の
異
動
を
み
る
と
（第
５
表
）
、
合
計
五
八
六
名
に
達
し
、
転
入
先
で
は
半
数
以
上
の
三
三
五
名
が
金
属
工
業
で
、
次

い
で
通
信
工
業
が
二

割
近
く
を
占
め
、
こ
の
両
社
で
七
五
％
を
超
え
た
。
本
社
か
ら
の
転
出
が
二
〇
八
名
と
銀
行
に
次
い
で
多

い
の
は
、
鴻
之
舞
他
金
山
の
整
理

に
伴
う
余
剰
人
員
を
鍍
業
と
ア
ル
ミ
関
連
（化
学
、
ア
ル
ミ
製
錬
、
朝
鮮
軽
金
属
）
へ
転
出
さ
せ
た
た
め
で
あ
り
、　
や
が
て
昭
和
十
九
年
二
月
に

は
直
轄
鉱
山
の
経
営
そ
の
も
の
を
す
べ
て
鍍
業

へ
委
託
す
る
こ
と
と
な
る
。

金
融
部
門
の
中
で
は
、
職
員
の
絶
対
数
の
多

い
銀
行
か
ら
の
転
出
が
全
体

の
四
割
に
達
し
、
そ
の
中
で
も
金
属
工
業

へ
の
異
動
が
七
割
を
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許 1応 イイ者は外数。 *は 18年 3月 末の数■

|1典 :住 友本ll人 事部労働 f果 調.

第 5表 本社・金融部門から鉱工業部門への配置転換(昭和18年 )

(単 イt:人 )

四
九
三

第 4表  住友本社(店 部別)連系会社労働者表    (単位 人)

店部・連系会社
昭和 16年

12月 末

17年 2月 末
応召者

17年 18年

12月 未 応召者 11月 1日 応召者

住友本社

鴻之舞

国 富

朝 鮮

住友鍍業

別 子

炭 破

住友金属工業

住友電気工業

住友化学工業

住友アルミニウム製錬

満洲住友金属工業

住友通信工業

住友機械工業

住友倉庫

四国中央電力

住友共同電力

2,688

613

2,279

6,152

13,580

29,311

4,460

5,321

1,219

2,318

2,892

405

469

247

35

566

631

4,953

775

648

110

270

59

2,605

652

2,486

6,580

14,745

40,912

4,502

5,384

1,440

2,449

12,740

3,355

398

470

190

36

568

653

3,624

795

640

123

*26

1,270

281

55

*45

037

874

898

1

1

6,704

13,899

53,750

5,492

4,812

1,976

3,397

12,028

4,147

367

337

286

96

0

651

960

6,324

1,081

756

150

31

1,627

356

67

48

言十 707 8,294 98,718 8 306 110,718 12,433

出＼`仝金属 通信 化学 ア ル 軽金属 電 気 機械 満 金 鍍業 本社 合計

本 社

銀 行

信 託

生 命

海 上

倉 庫

Jヒ  ,巻

78

173

20

38

18

12

2

20

13

1

3

0

0

0

19

0

1

1

0

0

0

X
4

0

2

0

1

0

210

237

26

61

34

24

2

39

4

14

14

9

0

合 計 6 15 7 7 594
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四

超
え
、
銀
行
か
ら
金
属
工
業

へ
と
い
う

一
つ
の
流
れ
を
形
成
し
て
い
た
。

軍
需
生
産
に
関
係
の
あ
る
連
系
会
社
か
ら
当
行
に
対
す
る
人
員
割
愛

の
要
請
が
極
め
て
強
く
、
十
二
年
か
ら
毎
年
十
名
程
度
出
向
し
て

い
た
が
、
十
八
年
に
は
三
回
に
わ
た
り
三
百
三
十
七
名
に
及
ぶ
中
堅
職
員
の
転
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

応
召
者

の
他
、
本
社
及
び
金
融
部
門
で
は
国
民
徴
用
令
に
よ
る
応
徴
者
の
数
も
増
加
し
、
在
籍
人
員
と
実
働
人
員
は
ま
す
ま
す
乖
離
し
て

い
っ
た
（第
６
表
）。
こ
の
結
果
女
子
職
員
の
重
要
性
は

一
段
と
高
ま
り
、
住
友
本
社
で
は
女
子
職
員
規
程
を
改
正
し
（昭
和
卜
八
年
十
二
月
二
十

七
日
提
出
、
十
二
月
二
十

一
月
決
裁
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
起
案
例
第
四
二
八
号

「女
子
職
員
等
級
制
設
定
二
伴
ヒ
社
則
諸
規
程
中
改
正
ノ
件
し
、　
こ
れ
ま

で
の
技
術
員
、
事
務
員
、
タ
イ
ビ
ス
ト
、
看
護
婦
、
電
話
交
換
手
、
昇
降
機
運
転
手
、
見
習
事
務
員
の
七
職
種
を
廃
止
し
、　
一
―
五
級
と
し
、

昭
和
十
九
年

一
月
か
ら
実
施
し
た
。
女
子
職
員
の
月
給
は
等
級
に
応
じ
、
四
〇
〇
円
―
二
〇
円
に
区
分
さ
れ
、
従
来
す
べ
て
年
間
十
二
日
で

あ

っ
た
定
例
休
暇
は
二
級
以
上
の
女
子
職
員
に
対
し
三
日
増
の
十
五
日
と
、
停
年
は
職
員
と
同
様
と
さ
れ
た
ｃ

こ
れ
ま
で
各
店
部
連
系
会
社
の
事
務
章
程
の
制
定
及
び
改
正
は
、
住
友

の
全
部
門
に
通
達
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
に
要
す
る
用
紙
の
消
費

量
が
十
八
年

一
―
十

一
月
で
約

一
四
万
枚
に
達
し
て
用
紙
の
調
達
が
不
可
能
と
な
り
、
ま
た
事
務
的
に
も
支
障
が
生
じ
た
の
で
、
店
部
連
系

会
社
の
事
務
章
程
の
制
定
及
び
改
正
の
通
知
は
要
項
に
止
め
る
こ
と
に
な

つ
た
（資
料
１７
）
ｏ

昭
和
十
八
年
の
戦
局
は
、
二
月
の
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
攻
防
戦
に
敗
退
後
、
絶
対
的
国
防
圏
は
九
月
末
に
は
マ
リ
ア
ナ

・
カ
ロ
リ
ン

・
西

ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
線
に
ま
で
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
こ
の
結
果
十

一
月
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

の
マ
キ
ン
、
タ
ラ
ワ
両
島
の
守
備
隊
が
玉
砕
し
た
。

こ
う
し
た
制
海

・
制
空
権

の
喪
失
に
よ
り
南
方
航
路
は
次
々
と
放
棄
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
十

一
月
航
空
戦
力
拡
充

の
た
め
軍
需
省
が
設
置
さ

れ
た
が
、
物
資
動
員
規
模
は
縮
小
の
一
途
を
辿

っ
て
い
っ
た
。

３
　
軍
需
会
社
指
定
と
本
社
の
対
応

住
友
の
会
計
年
度
は
原
則
と
し
て
暦
年
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
十
九
年
度
か
ら
住
友
本
社
並
び
に
連
系
会
社
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
決
算



店部 連系会社 昭和16年 17年 18年 19年

住友本社
大連駐在員
東京支店
東京支社
上海事務所
北京事務所
新京事務所
鴻之舞鉱業所
国富鉱山
国富鉱業所
余市鉱山
東北鉱業事務所
安部城鉱山
大官鉱山
砥沢鉱山
朝鮮鉱業所
林業所
東京販売店
横須賀販売店
名占屋販売店
神戸販売ri

呉販売店
福岡販売店
京城販売店
大阪住友病院

住友鍍業
住友金属 11業

住友電気 Ii業

住友化学工業
住友アルミニウム製錬
満洲住友金属工業
住友通信工業
住友機llt工業
住友銀行
布咤住友銀行
シアトル住友銀行
加州住友銀行
住友信託
住友倉庫
住友生命保険
住友海 卜火災保険
住友ビルデイング

大阪北港
rtl國 中央電力
住友共同電力
朝鮮住友軽金属
本家詰所

211

79

124

20

19

19

22

11

16

125

1,703

2,708

718

618

149

300

367

2,781

6

6

4

334

329

1,978

539

13

36

112

21

７７

２

５‐

一

２‐

７

３

６‐

４６

一

３４

４９

一

237

82

130

24

24

20

26

12

16

154

1,849

3,400

870

775

182

349

２７

２

５‐

一

２３

‐０

５

０１

６７

一
　

一

６４

一
　

一

11

27

9

233

169

154

26

41

22

33

18

24

187

2,219

4,915

1,073

973

246

407

3,742

483

3,053

387

419

2,051

599

14

53

130

26

６９

２

一

７２

２３

‐０

４

０９

一

８３

一

1

3

220

店部 557

2

l

６９

５０

４５

７‐

１９

６‐

８９

３７

９４

二

一

９３

９９

３９

一

８

３３

一

９‐

７９

言|
14,319 16,004 22,716 12754

期
を
政
府

の
会
計
年
度
に
合
致
さ
せ
る
こ
と
と
な

っ
た
（昭
和
十
八
年
七
月
十
二
日
付
商
第
三
四
六
号
経
理
部
長
通
牒

「決
算
期
変
更
二
関
ス
ル
件
し
。

こ
の
結
果
昭
和
十
九
年
度
は
十
九
年
四
月
か
ら
二
十
年
三
月
ま
で
と
な
る
た
め
、
経
過
措
置
と
し
て
十
九
年

一
月
―
三
月
の
三
カ
月
決
算
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
又
こ
れ
と
同
時
に
直
轄
鉱
山
部
門
の
鉱
業

へ
の
移
管
に
伴
い
勘
定
科
目
の
変
更
も
実
施
さ
れ
た
。

昭
和
十
九
年
　
一
月
前
年
末
に
施
行
さ
れ
た
軍
需
会
社
法
に
基
づ
き
、
軍
需
会
社
と
し
て
第

一
次

一
五
〇
社
、
四
月
に
第
二
次
四
三
二
社

が
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
六
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て

一
二

一
社
が
追
加
さ
れ
た
。
住
友
で
は
連
系
会
社
九
社
、
関
係
会
社
二
五
社
計
三
四
社

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

四
九
五

第 6表 住友本社(店部別)・ 連系会社人員表
(中 位 :人  各年 7月 1日 現在  19年 は 8月 末現イF)

出典 :各 年「住友職ユi録」か ら算|11.準 職 11、 女 r職 11、 兼務者を含まず休

職者を含む。従って第 2衣 の職員小言|と の差 (例 えば
'fイ

和17年 6り j未

14,932人 と本人16.004人 )は ほ とんど体職者である。
19年 はll友 本社人 1:‖;人 `サ il課

t・
lllo ltイイ応徴者を除 く実働人11,
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友
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社

（中
）

四
九
六

が
指
定
を
受
け
た
が
（第
７
表
）
、
社
長
を
生
産
責
任
者
と
し
、
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
ら
ぬ
原
案
執
行
権
、
総
会
を
経
ず
主
務
大
臣
の
命
令

事
項
を
執
行
し
う
る
権
限
を
与
え
、
生
産
責
任
者
た
る
社
長
は
主
務
大
臣
の
命
令
に
従
う
も
の
と
さ
れ
た
の
で
、
住
友
本
社

の
連
系
会
社
及

び
関
係
会
社

の
社
長
（生
産
責
任
者
）
に
対
す
る
統
制
力
は
著
し
く
低
下
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
住
友
本
社
で
は
、
こ
の
軍
需
会
社
指
定
に
合

わ
せ
て
、
本
社
及
び
東
京
支
社
の
課
長
代
理
級
以
上
の
役
職
者
も
又
連
系
会
社
兼
務
と
す
る
措
置
を
と
っ
た
（資
料
１８
）０

即
ち
役
職
者
と
い

え
ど
も
、
軍
需
会
社
で
あ
る
連
系
会
社
の
機
密
事
項
に
関
与
す
る
こ
と
が
憚
ら
れ
る
事
態
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
軍
需
会
社
指
定
と
同

||:典 :Hイ {和 19年 9サ lH‖ 住友本社経]1部イド業 i果 「住友i[系会社  川係会|[

並二指定
`Fli会

社調J,指摘令701機関については日本銀行調作 l」 稀i

ビ 1本 金融史 it11‖ 呂11編 」第 :l ltl巻 402-420J(参照 ,

第 7表 住友系指定軍需会社一覧

連系会社・関係会社
軍需会社法
による指定

指定金融機関

鍍 業

大日本銀業

金属工業

住友特殊製鋼

大阪金属工業

太刀洗航空機

九州飛行機

九州兵器

帝国特殊製鋼

日本パイプ製造

日本楽器製造

理研金属

電気工業

日本海底電線

日本電線

藤倉電線

口新電機

恵美須屋工共工業

化学工業

神東塗料

機械工業

アルミニウム製錬

通信工業

安 1ヽ電気

東Jヒ 金属工業

日本i重 信工業

東洋通信機

日本電気

日本電気兵器

共同電力

朝鮮怪金属

第 2次

第 2次

第 1次

第 1次

第 2次

第 1次

第 1次

第 1次

第 1次

第 2次

第 1次

第 1次

第 1次

第 2次

第 2次

第 2次

第 2次

第 2次

第 1次

第 2次追加

第 1次

第 1次

第 1次

第 2次

第 2次

第 2次

第 2次

第 2次

第 1次

第 2次

第 2次追加

住友

住友

住友、戦金

住友

住友

住友、戦金

住友、興銀

住友、興銀

住友、戦金、

住友

住友、静岡

住友、興銀

住友

住友

住友

帝回

住友

住友

住友、戦金

住友

住友、戦金

住友

住友、戦金、

住友、戦金

住友、興銀

住友

住友

住友

住友

住友

勧銀

興銀

特定関係会社

日ラヽ本反石肖―F
化工材工業

第 2次

第 2次追加

住友

住友

準特定関係会社

帝国||:縮 瓦斯 第 2次 住友



時
に
軍
需
融
資
指
定
金
融
機
関
が
設
置
さ
れ
、
藤
倉
電
線
を
除
く
住
友
系
三
〇
社
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
住
友
銀
行
が
単
独
又
は
共
同
で
指

定
さ
れ
た
。

な
お
住
友
系
指
定
軍
需
会
社
の
う
ち

「住
友
特
殊
製
鋼
」
は
、
十
九
年
五
月

「
関
東
特
殊
製
鋼
」
が
改
称
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
連
系
会

社

の
関
係
会
社
が
住
友
商
号
を
冠
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
議
論
を
呼
ん
だ
（資
料
１９
）ｃ

「帝
国
特
殊
製
鋼
」
は

「
日
本
ス
テ
ン
レ
ス
」
が
昭
和
十
八
年
十
二
月
改
称
し
た
も
の
で
あ
る
η
三
　
投
資
活
動
」
参
昭
ｃ
。

「
日
本
楽
器
製
造
」
に
つ
い
て
は
、
同
社
社
長
川
上
嘉
市
が
住
友
本
社
乃
至
住
友
金
属
の
関
係
会
社
に
な
る
こ
と
を
肯
ん
ぜ
ず
、
住
友
と

の
関
係
が
疎
遠
に
な

つ
た
こ
と
を
既
に
明
ら
か
に
し
た
∩
株
式
会
社
住
友
本
社
（上
ど

の

「三
　
投
資
活
動
」
参
照
）。
そ
の
後
同
社
が
金
属
の
関

係
会
社
と
な

っ
た
の
か
否
か

「
三
　
投
資
活
動
」
で
検
討
す
る
。

「
理
研
金
属
」
は
、
昭
和
八
年
十
月
旧
称

「
日
満

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
」
設
立
以
来
株
主
で
あ

っ
た
住
友
金
属
が
昭
和
十
八
年
十

一
月
次

の
理

由
で
新
た
に
新
旧
併
せ
て
七
万
五
九
〇
〇
株
を
取
得
し
、
持
株
率
が
三
九
％
（資
本
金

一
四
八
０
万
円
）
に
達
し
た
。

本
邦
軽
金
属
事
業
界
ノ
現
状

二
鑑
ミ
、
軽
金
属
中
最
モ
進
歩
ノ
遅
レ
タ
ル
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ヘ
ノ
積
極
的
進
出
ヲ
図
り
、
同
社
卜
提
携
資

本
経
営
技
術
ヲ
注
入
、
航
空
材
ノ
増
強
ノ
ロ
的
ヲ
以
テ
之
ヲ
取
得
セ
リ
。

「藤
倉
電
線
」
は
大
正
七
年
以
来
、
住
友
電
線
製
造
所
の
関
係
会
社
と
な

っ
て
い
た
が
、
同
社

の
自
主
的
な
経
営

に
委
ね
ら
れ
て
き
た
の

で
、
住
友
銀
行
と
は
取
引
が
な
か
っ
た
。

「住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
」
は
、
昭
和
十
九
年
六
月
ア
ル
ミ
ナ
か
ら
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
ま
で
の
一
貫
生
産
体
制
を
と
り
、
軽
金
属
事
業
の

一
元
化
を
図
る
た
め
、
住
友
化
学
に
経
営
を
委
託
し
た
∩
住
友
合
資
会
社
（下
ど

の

「五
四
　
住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
株
式
会
社
の
設
立
」
参
照
）。

「
日
本
電
気
」
は
、
日
本
電
氣
株
式
会
社
が
昭
和
十
八
年
二
月
住
友
通
信
工
業
株
式
会
社
と
改
称
し
た
の
に
伴
い
、
同
月

「
日
電
電
波
工

業
」
が
改
称
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
七
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株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
八

「帝
国
圧
縮
瓦
斯
」

に
つ
い
て
は
、
「住
友
合
資
会
社
（中
と

の

「
三
国
　
そ
の
他

の
住
友
系
企
業

の
株
式
」

に
お
い
て
述

べ
た

「帝
国

酸
素
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
軍
需
会
社
指
定
に
合
わ
せ
て
、
機
械
工
業
も
社
長
制
を
採
用
し
、
主
管
者
の
専
務
小
関
良
平
が
生
産
責
任
者
た
る
社
長
に
昇
格
し
た
。

二
月
本
社
直
轄
鉱
山
の
経
営
が
す
べ
て
住
友
鍍
業

へ
移
管
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
本
社
の
特
定
関
係
会
社
、
大
日
本
鎖
業
、
土
肥
鍍
業
、
熱

河
蛍
石
鍍
業
、
北
支
産
金
の
四
社
も
鍍
業
の
関
係
会
社
と
さ
れ
た
。
又
こ
の
結
果
事
務
章
程
が
改
正
さ
れ
（資
料
２０
）、
部
長
代
理
を
次
長
、

課
長
代
理
を
副
長
と
改
称
し
た
。
経
理
部
で
は
鉱
山
課
、
商
工
課
を
廃
止
し
て
査
業
課
、
企
蓋
課
、
調
査
課
を
お
き
、
鉱
山
課
長
日
向
方
齊

が
査
業
課
長
に
、
経
理
部
長
代
理
兼
商
工
課
長
神
田
勇
吉
が
経
理
部
次
長
兼
企
書
課
長
に
、
調
査
役
目
崎
憲
司
（Ｔ
６
東
大
法
）
が
先
に
述

べ

た
十
八
年

の
主
管
者
協
議
会

の
討
議
を
踏
ま
え
て
調
査
課
長
兼
務
と
な

っ
た
。
総
務
部
で
は
地
所
課
、
営
繕
課
を
併
せ
て
不
動
産
課
（管
理

係
、
営
繕
係
）
と
し
、
総
務
部
地
所
課
長
兼
営
繕
課
長
坂
路
進
が
不
動
産
課
長
と
な

っ
た
。
会
計
課
精
査
係
を
廃
上
し
て
会
計
係
に
移
管
し
、

会
計
課
長
菅
野
秀
次
郎
は
総
務
部
次
長
兼
会
計
課
長
と
な

っ
た
。
人
事
部
で
は
労
働
課
を
労
政
課
と
改
称
、
労
働
課
長
大
谷

一
雄
が
そ
の
ま

ま
労
政
課
長
と
な

っ
た
が
、
大
谷
は
四
月
の
異
動
で
金
属
勤
労
部
副
長

へ
転
出
し
、
労
政
課
副
長
河
上
健
次
郎
（ｓ
４
東
大
法
）
が
労
政
課
長

へ
昇
格
し
た
。
又
こ
の
異
動
で
経
理
部
次
長
兼
企
書
課
長
神
田
勇
吉
は
本
社
の
特
定
関
係
会
社
と
し
て
新
た
に
設
立
さ
れ
た
安
東
軽
金
属
株

式
会
社
専
務
取
締
役
に
転
出
し
た
翁
五
ｍ
」
参
昭
じ
。
後
任
の
企
書
課
長
に
は
金
属
経
理
部
長
代
理
兼
技
術
部
企
豊
課
長
佐
藤
俊
雄
（ｓ
３
東
大

経
）
が
着
任
し
、
査
業
課
長
日
向
方
齊
は
こ
の
際
佐
藤
の
金
属
技
術
部
企
書
課
長
の
ポ
ス
ト
を
兼
任
す
る
こ
と
と
な
り
、
次

い
で
七
月
に
は

（
２３
）

そ
の
ま
ま
金
属

へ
転
出
し
、
査
業
課
長
は
企
董
課
長
佐
藤
俊
雄
の
兼
務
と
な

っ
た
。
日
向
は
こ
の
間
の
経
緯
を
次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

昭
和
十
九
年
二
月
、
鉱
山
課
長
か
ら
初
代
査
業
課
長
に
な

つ
た
。
鴻
之
舞
金
山
の
休
山
を
機
会
に
、
鉱
山
課
と
商
工
課
か
ら
成
る
経
理

部
の
組
織
を
見
直
し
、
査
業
、
企
画
、
調
査

の
三
課
制
に
変
更
し
た
。
査
業
課
は
住
友
本
社

の
す
べ
て
の
子
会
社
や
直
轄
事
業

の
現
業

部
門
を
監
督
、
指
導
す
る
強
力
な
権
限
を
持

っ
て
い
た
。
仕
事
も
い
よ
い
よ
脂
が
乗
り
、
約
半
年
後
に
住
友
本
社
を
去
る
こ
と
に
な
ろ



う
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
つ
た
。

経
理
部
長
は
鴻
之
舞
休
山
で
本
社
代
表
と
し
て
現
場
の
指
揮
を
と
ら
れ
た
河
井
昇
三
郎
さ
ん
。
本
社
監
事
か
ら
常
務
理
事

に
昇
格
さ
れ

て
い
た
。
戦
局
は
い
よ
い
よ
不
利
と
な

っ
て
い
た
が
、
私
は
河
井
さ
ん
の
も
と
で
仕
事

に
没
頭
、
本
社
直
轄
の
鉱
山
事
業
を
住
友
鉱
業

に
移
管
し
て
鉱
業
の
一
元
化
を
実
現
し
た
り
、
土
地
関
係
の
事
業
を
統
合
し
て
住
友
土
地
工
務
を
設
立
す
る
な
ど
、
思
い
切

っ
た
施
策

に
取
り
組
ん
だ
。

住
友
金
属
工
業

の
無
謀
と
も
い
え
る
膨
張
計
画
を
抑
制
す
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
た
。
当
時

の
住
金
は

「東

の
三
菱
重
工
、
西
の
住

金
」
と
称
さ
れ
る
巨
大
な
軍
需
会
社
に
の
し
上
が
っ
て
い
た
。
資
本
金
も
戦
時
体
制
に
入

っ
た
昭
和
十
二
年
か
ら
六
年
間
で

一
億
円
か

ら
四
億
円
に
急
増
、
住
金

一
社
で
住
友
財
閥
の
公
称
資
本
金
十
億
三
千
万
円
の
四
割
近
く
を
占
め
て
い
た
。

し
か
も
十
九
の
工
場
が
用
地
や
工
場
の
拡
充
計
画
を
競

っ
て
い
た
。
私
は
戦
況
極
め
て
不
利
と
感
じ
て
い
た
の
で
、
松
阪
、
静
岡
、
津
、

名
古
屋
、
富
山
と
い
っ
た
地
方
の
工
場
を
抑
え
に
回

っ
た
。
例
え
ば
プ
ロ
ペ
ラ
エ
場
は
供
給
先

の
飛
行
機
会
社

の
能
力
を
上
回
る
生
産

力
の
増
強
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。
軍
の
政
策
に
協
力
す
る
と
は
い
え
、
無
意
味
な
投
資
は
必
要
は
な
い
。

「負
け
た
場
合
に
ど
う
す

る
か
」
を
直
勧
″
に
考
え
て
い
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
河
井
さ
ん
に
呼
ば
れ
、
「本
社
の
仕
事
は
片
が
つ
い
た
。
住
金

に
行

っ
て
は
し
い
」

と
の
命
令
を
受
け
た
。
そ
れ
も

単
に

「本
社
を
出
る
」
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
本
社
課
長
の
ポ
ス
ト
は
子
会
社
の
部
長
に
当
た
る
が
、
私
の
場
合
は
企
画
課
長
と
し

て
の
横
す
べ
り
だ
っ
た
。

日
向

の
金
属
転
出
以
前
に
、
査
業
課
の
設
置
に
伴
い
、
従
来
の
総
務
部
会
計
課
主
計
係
が
分
掌
し
て
い
た
住
友

の
全
事
業
の
立
場
か
ら
住

友
本
社
並
び
に
各
連
系
会
社
の
損
益
、
収
支
、
金
繰
に
関
す
る
事
項
を
、
査
業
課
と
如
何
に
分
担
す
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
五

月
五
日
付
で
仰
裁
さ
れ
た
会
計
課
主
計
係
起
案

「総
務
部
会
計
課
主
計
係
分
掌
事
項
中
其
ノ

一
部
ヲ
経
理
部

二
移
管
ノ
件
」

（資
料
２‐
）
が
、
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五
〇
〇

常
務
理
事
総
務
部
長
北
沢
敬
二
郎
と
常
務
理
事
経
理
部
長
河
井
昇
三
郎
の
二
人
の
決
裁
を
得
な
が
ら
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
な
り
、
七
月

一
日
日

向

の
転
出
後
、
七
月
十
二
日
次
の
よ
う
な
付
箋
が
添
付
さ
れ
て
廃
案
と
な

つ
た
。
こ
の
こ
と
は
最
早
日
向

の
主
張
す
る
よ
う
な
査
業
課
の
分

掌
は
、
本
社
で
は
実
行
困
難
と
判
断
さ
れ
、
む
し
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
連
系
会
社
自
体
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
と
し
て
、
日
向

の
金
属

転
出

へ
発
展
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
案

二
付
テ
ハ
既

二
仰
裁
済
ナ
ル
処
、
之
ガ
実
施

二
関
シ
テ
ハ
会
計
見
積
書
ノ
作
成
方
針
並

二
作
成
方
法

二
付
考
究
ノ
余
地
ア
ル
ノ
ミ

ナ
ラ
ズ
、
連
系
会
社
ヨ
リ
ノ
定
期
報
告
書
類

二
付
テ
検
討
ノ
要
ア
ル
等
、
現
下
ノ
諸
事
情
ヨ
リ
シ
テ
本
案
実
施

ハ
未
ダ
其
ノ
機

二
至
ラ

ザ
ル
次
第
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
彼
是
考
慮
ノ
結
果
此
際
本
案
ノ
即
時
実
行
ヲ
見
合
セ
テ
再
考
ノ
コ
ト

ヽ
シ
、
事
務
当
局

二
於
テ
本
案

二
関
聯

セ
ル
諸
事
項

二
付
、
具
体
案
ノ
作
成

二
至
ル
迄
当
分
ノ
間
、
従
前
ノ
事
務
分
掌
ノ
コ
ト

ヽ
致
度
シ
ｃ

或
い
は
又

「
国
　
住
友
戦
時
総
力
会
議
の
創
設
」
で
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
住
友
全
事
業
の
損
益
、
資
金

に
関
す
る
協
議
事
項
が
査

業
課
で
は
な
く
同
会
議
の
事
務
局
と
な

っ
た
企
董
課
の
所
管
と
な

つ
た
（資
料
３‐
Ｙ
」
と
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
本
社
の
機
構
改
革
か
ら
半
年
を

経
ず
し
て
既
に
そ
の
打
開
策
が
模
索
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

三
月
常
務
理
事
兼
経
理
部
長
河
井
昇
二
郎
は
本
社
監
査
役
を
辞
任
し
、
本
社
取
締
役
に
就
任
し
た
。
同
月
住
友
海
上
火
災
保
険
は
解
散
し
、

同
じ
く
解
散
し
た
大
阪
海
上
火
災
保
険
と
共
に
大
阪
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
を
設
立
し
た
ｃ
こ
の
経
緯
は

「株
式
会
社
住
友
本
社

（１１
）」
の

「
五
回
　
扶
桑
海
上
火
災
保
険
の
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

へ
の
改
称
と
連
系
会
社
指
定
」
を
参
照
さ
れ
た
い
の
同
社
は
連

系
会
社
で
は
な
く
な

つ
た
が
、
本
社
の
特
定
関
係
会
社
に
準
ず
る
扱
い
と
さ
れ
た
。

同
月
会
社
等
臨
時
措
置
法
が
施
行
さ
れ
、
従
来
株
主
総
会
の
決
議
事
項
と
さ
れ
て
い
た
事
項
が
取
締
役
会

の
決
議
で
行
う
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
本
社
始
め
各
連
系
会
社
で
そ
の
た
め
に
必
要
な
定
款

の
変
更
が
行
わ
れ
た
（資
料
２２
）ｃ　
な
お
そ
の
際
軍
需
会
社
に
指
定
さ
れ
た
連
系

会
社
で
は
、
会
社
代
表
権
が
生
産
責
任
者
の
み
に
限
定
さ
れ
た
た
め
、
役
員
の
代
表
権
限
に
関
す
る
規
定
も
同
時
に
変
更
さ
れ
た
。



四
月
住
友
本
社
は
定
款
の
事
業
目
的
に

「住
友
連
系
会
社
其
ノ
他
関
係
諸
事
業
ヲ
統
理
助
成
」
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
規
定
を

追
加
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
十
八
年
二
月
株
式
会
社
三
菱
社
が
株
式
会
社
三
菱
本
社
と
改
称
し
た
際
に
変
更
さ
れ
た
定
款

「本
会
社

ハ
分
系
会
社
ノ
統
理
助
長
並

二
関
係
事
業
ノ
育
成
ヲ
図
ル
」
、　
及
び
昭
和
十
九
年
三
月
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
三
井
本
社

の
定
款

「当
会
社

ハ
三
井
関
係
会
社
ノ
統
理
指
導
並

二
関
係
事
業
ノ
整
備
助
長
ヲ
図
ル
」
、　
に
倣
お
う
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

住
友
本
社
は
三
井
本
社

の
株

主
で
あ

っ
た
つ
三
　
投
資
活
動
」
参
昭
じ
ｃ　
こ
の
定
款
変
更
に
当
た
っ
て
は
、
臨
時
資
金
調
整
法
に
よ
る
認
可
が
必
要
で
あ
り
、　
そ
の
た
め
関

係
省
庁
の
意
向
を
探

っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
文
言
自
体
は
三
菱
、
三
井
で
前
例
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
承
認
さ
れ
る
こ
と
は
確
実
と
さ
れ
た
が
、

既
に
事
業
日
的
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る

「
工
業
」

「物
品
販
売
業
」
等

の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
改
め
て
審
査
さ
れ
る
可
能
性
が
生
じ
、

住
友
本
社
は
遂
に
こ
の
中
請
を
中
止
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
（資
料
２３
）●

四
月
業
務
所
職
員
は
連
系
会
社
兼
務
と
さ
れ
て
い
た
が
、　
そ
れ
が
本
務
と
な
り
業
務
所
が
兼
務
と
な

っ
た
（資
料
２４
）ｏ

東
京
業
務
所
の
事

務
章
程
が
改
正
さ
れ
、
総
務
課
庶
務
係
、
会
計
係
が
そ
れ
ぞ
れ
庶
務
課
、
会
計
課
に
昇
格
し
、
新

に
プ
ロ
ペ
ラ
課
が
設
置
さ
れ
、
金
属
工
業

資
材
課
は
金
属
工
業
材
料
課
と
金
属
工
業
設
備
課
に
分
割
、
電
気
工
業
課
は
電
線
課
と
電
気
工
業
特
品
課
に
そ
れ
ぞ
れ
分
割
さ
れ
た
。
又
鉱

業
課
は
石
炭

の
配
給
が
統
制
会
社
で
あ
る
日
本
石
炭
で
一
手
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
た
め
廃
止
さ
れ
た
ｃ　
一
方
連
系
会
社
で
は
、
二
月

化
学
工
業
、
三
月
ア
ル
ミ
製
錬
が
東
京
事
務
所
を
設
置
し
、
四
月
電
氣
工
業
、
五
月
機
械
工
業
、
六
月
金
属
工
業
が
東
京
出
張
所
を
置
い
た
。

金
属
工
業
は
他
に
横
須
賀
、
名
古
屋
、
神
戸
、
呉
、
福
岡
に
も
出
張
所
を
置
い
た
ｃ
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
本
社
の
業
務
所
に
併
設
さ
れ
、
上

記
業
務
所
職
員
の
連
系
会
社
本
務
と
対
応
し
て
い
た
。
こ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
本
社
業
務
所
で
は
受
け
ら
れ
な
い

「
軍
需
会
社
徴
用
規

則
第
二
条

二
依
ル
軍
需
会
社
ノ
事
務
機
構
」
の
指
定
を
受
け
る
た
め
で
、
こ
れ
ら
各
社
の
東
京
事
務
所
及
び
東
京
出
張
所
は
、
鑢
業
の
東
京

支
所
、
福
岡
事
務
所
、
札
幌
事
務
所
と
共
に
十
九
年
九
月
四
日
軍
需
省
総
動
員
局
長
か
ら
こ
の
指
定
を
受
け
た
が
、
金
属
の
そ
の
他
の
出
張

所
は
こ
の
指
定
か
ら
洩
れ
た
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
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五
〇
二

同
月

「連
系
会
社
及
ビ
其
他
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」
（大
上
十
年
五
月
十
九
日
制
定

「住
友
合
資
会
社
の
設
立
」
資
料
Ｈ
参
昭
じ
が
改
正
さ

れ
、
次

の
よ
う
に
各
連
系
会
社
の
常
務
以
上
に
配
布
さ
れ
た
（資
料
２５
）ｏ　
こ
れ
は
昭
和
十
三
年

一
月

「関
係
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」

が
別
に
制
定
さ
れ
た
際
∩
株
式
会
社
住
友
本
社
（上
ぎ

資
料
２
参
昭
じ
、
本
来
見
直
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
の
が
、　
そ
の
ま
ま
推
移
し
て
い

た
も
の
で
あ
り
、
旧
内
規
と
比
較
対
照
す
る
と
本
社
の
承
認
事
項
は
時
代
を
反
映
し
て
本
社
に
対
す
る
協
議
事
項
に
変
更
さ
れ
、
「
五
、　
二

等
職
員
以
上
ノ
停
年
延
長
」
「十
二
、
資
本
ノ
増
減
、
払
込
ソ
徴
収
及
社
債
ノ
募
集
」
「十
四
、
外
部

二
対
ス
ル
役
員
ノ
派
出
」
の
三
項
が
追

加
さ
れ
た
。

文
第
三
五

百
万
ノ

一

昭
和
十
九
年
五
月
五
日

住
友
本
社
常
務
理
事

北
沢
　
敬
二
郎

連
系
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
ノ
件

拝
啓
　
予
テ
御
送
付
申
上
置
候
掲
題
内
規
、
今
般
本
社
事
務
簡
素
化

二
伴
ヒ
芳
々

一
部
改
正
相
成
候

二
付
、
ル
許
同
封
御
送
付
申
上
候

間
、
御
査
収
ノ
上
旧
内
規

ハ
貴
方

ニ
テ
御
焼
却
被
下
度
、
此
段
依
命
御
通
知
労
々
得
貴
意
候
也
。

追
テ
右
内
規

ハ
執
務
上
必
要
ア
ル
者
以
外

ニ
ハ
発
表
セ
ザ
ル
定
メ
ニ
有
之
候
間
、
御
含
置
被
下
度
。
尚
貴
社
関
係
会
社
中
貴
社
ヨ
リ
常

勤
役
員
ヲ
派
遣
セ
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
モ
、
要
ス
レ
バ
本
内
規

二
準
ジ
内
規
御
制
定
方
御
取
計
相
成
様
致
度
申
添
候
。

同
月
本
家
詰
所
支
配
人
富
岡
末
雄
か
ら
須
磨
別
邸
の
一
部
を
大
阪
陸
軍
航
空
廠
が
航
空
燃
料

の
集
積
所
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な

つ
た

旨
、
次

の
よ
う
な
報
告
が
総
務
部
長
北
沢
敬
二
郎
宛
あ

っ
た
。

本
第

一
人
三
号



昭
和
十
九
年
四
月
二
十

一
日

本
家
詰
所
支
配
人
　
一昌
岡
　
末
雄

総
務
部
長
　
北
沢
　
敬
二
郎
殿

陸
軍
航
空
廠

二
於
テ
須
磨
邸

一
部
使
用
ノ
件

予
而
大
阪
陸
軍
航
空
廠
ヨ
リ
航
空
燃
料
分
散
配
置
ノ
為
、
須
磨
邸
敷
地
ノ

一
部
借
用
方
申
越
有
之
候
処
、
今
回
以
書
面
正
式

二
依
頼
有

之
候

二
付
、
承
諾
ノ
旨
回
答
、
既

二
使
用
ヲ
始
メ
居
候
間
、
此
段
為
念
及
御
通
知
候
也
。

次
い
で
六
月
に
は
そ
の
責
任
者
た
る
将
校
が
日
本
館
に
常
住
す
る
こ
と
に
な

っ
た
旨
、
次

の
よ
う
な
報
告
が
寄
せ
ら
れ
た
。

本
第
二
四
九
号

昭
和
十
九
年
六
月
二
十
日

本
家
詰
所
支
配
人
　
一昌
岡
　
末
雄

総
務
部
長
　
北
沢
　
敬
二
郎
殿

須
磨
邸
日
本
館
ヲ
軍
二
於
テ
使
用
ノ
件

予
而
御
報
告
申
上
候
通
り
、
大
阪
陸
軍
航
空
廠

二
於
テ
須
磨
邸
庭
園
並
宿
直
室
ノ

一
部
ヲ
使
用
ノ
コ
ト
ニ
相
成
居
候
処
、
今
回
更

二
同

廠
ヨ
リ
燃
料
集
積
責
任
者
ト
シ
テ
将
校

一
名
常
住
セ
シ
ム
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
ル
趣
ヲ
以
テ
、
同
邸
日
本
館
（全
部
）
借
用
方
申
越
有
之
候

二
付
、
家
長
様
ノ
御
承
認
ヲ
得
テ
、
承
諾
ノ
旨
回
答
致
置
候
間
、
御
了
承
相
成
度
、
此
段
及
御
報
告
候
也
。

こ
の
同
じ
六
月
総
務
部
長
北
沢
敬
二
郎
は
、
住
友
家
か
ら
京
都
衣
笠
別
邸
の
貸
与
を
受
け
、
後
に
こ
れ
を
本
社
衣
笠
分
室
と
し
て
本
社
の
疎

開
を
指
揮
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
名
総
務
部
長
の
名
を
は
し
い
ま
ま
に
し
た
北
沢
と
し
て
こ
の
よ
う
に
軍
事
施
設
と
な

っ
た
須
磨
別
邸
内
の

什
器
備
品
を
有
馬
別
邸

へ
で
も
疎
開
さ
せ
る
手
配
を
怠

っ
た
こ
と
は
、
千
慮

の
一
失
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
翌
二
十
年
六
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０
四

月
五
日
の
神
戸
空
襲
に
よ
り
須
磨
別
邸
を
飾

っ
て
い
た
黒
田
清
輝
の

「朝
按
」
を
始
め
と
す
る
名
画
数
十
点
が
灰
帰
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。

五
月
株
式
会
社
合
成
樹
脂
工
業
所
に
、
本
社
林
業
所
、
化
学
、
金
属
の
強
化
木
積
層
材
部
門
を
移
管
統
合
し
、
航
空
機
用
木
製
プ
ロ
ペ
ラ

素
材
及
び
強
化
積
層
素
材
に
必
要
な
特
殊
単
板
を
生
産
す
る
た
め
住
友
化
工
材
工
業
株
式
会
社
が
発
足
し
、
本
社
の
特
定
関
係
会
社
に
指
定

さ
れ
た
翁
五
内
」
参
昭
じ
。

同
月
住
友
倉
庫
は
倉
庫
の
運
営
業
務
を
日
本
倉
庫
統
制
株
式
会
社
に
譲
渡
し
た
た
め
、
社
長
細
谷
庄
三
郎
は
社
長
を
辞
任
し
て
日
本
倉
庫

統
制
の
専
務
理
事
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
、
倉
庫
は
社
長
制
を
廃
止
し
て
、
常
務
森
田
嘉
雄
（Ｔ
７
東
大
法
）
が
主
管
者
と
な

っ
た
。

共
同

電
力
で
は
専
務
制
を
採
用
し
て
、
主
管
者
常
務
藤
井
敬
三
郎
が
専
務
に
昇
格
し
た
。
本
社
で
は
総
務
部
総
務
課
長
兼
防
護
課
長
妹
尾
城
爾
が

金
属

へ
転
出
（満
洲
軽
合
金
工
業
事
務
従
事
）
し
、
後
任
の
総
務
課
長
に
は
総
務
課
文
書
係
植
村
実
（Ｓ
８
東
大
法
）
が
、
防
護
課
長
に
は
防
護
課
副

長
三
並
治
郎
（Ｍ
４０
陸
士
）
が
昇
格
し
た
。

六
月
住
友
化
学
は
日
本
染
料
製
造
（資
本
金
一二
〇
〇
０
万
円
）
を
合
併
し
、　
そ
の
工
場
を
大
阪
製
造
所
と
し
た
。
前
化
学
社
長
（軽
金
属
統
制
会

会
長
）大
屋
敦
は
既
に
二
月
十
五
日
の
日
記
に

「小
林
晴
十
郎
君
（註
、
本
社
理
事
東
京
支
社
長
）来
社
、
住
友
化
学
ト
ロ
染
ト
ノ
合
併
内
定
。
住

友
時
代

二
画
策
ス
ル
モ
ノ
漸
次
実
現
、
快
心
ノ
事
ナ
リ
。

」

と
記
し
て
お
り
、
大
屋
が
こ
の
構
想
の
立
て
役
者
で
あ

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
た
。

同
月
二
十
九
日
本
社
理
事
東
京
支
社
長
小
林
晴
十
郎
は
化
学
副
社
長

へ
転
出
し
た
。
後
任
の
本
社
東
京
支
社
長
に
は
金
属
取
締
役
佐
伯
正

芳
が
就
任
し
た
。
佐
伯
は
金
属
常
務
兼
営
業
所
長
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
直
前
五
月
二
十
五
日
に
常
務
を
解
か
れ
て
取
締
役
と
な
り
、
同
時
に

営
業
所
も
廃
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
軍
部
は
金
属
東
京
出
張
所
長
（兼
本
社
東
京
業
務
所
次
長
）小
池
省
三
（Ｔ
６
小
樽
高
商
）
だ

け
で
は
承
知
せ
ず
、
金
属
役
員
の
東
京
駐
在
を
要
求
し
て
き
た
た
め
に
、
佐
伯
を
こ
れ
に
当
て
、
住
友
内
部
で
は
本
社
東
京
支
社
長
の
ポ
ス

ト
を
用
意
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。



一
方
小
林
は
化
学
の
主
管
者
と
し
て
吉
田
貞
吉
（本
社
取
締
役
理
事
兼
化
学
社
長
）
が
存
在
す
る
た
め
、
本
社
取
締
役
理
事
を
退
任
せ
ぎ
る
を

得
な
か
っ
た
。
こ
の
際
お
そ
ら
く
降
格
の
印
象
を
避
け
る
た
め
に
、
小
林
を
同
日
付
で

一
等
職
員
か
ら
高
等
職
員
に
昇
格
さ
せ
た
。
化
学
が

何
故
副
社
長
制
を
採
用
し
た
の
か
そ
の
起
案
上
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
同
様

の
ケ
ー
ス
と
し
て
、
翌
二
十
年
四
月
二
十
八
日
銀
行
が
副
社

長
制
を
採
用
し
、
専
務
取
締
役
野
田
哲
造
が
就
任
し
た
。
野
田
は
五
月

一
日
付
で
や
は
り

一
等
職
員
か
ら
高
等
職
員

へ
昇
格
し
た
。
野
田
は

（
２６
）

こ
の
時
の
経
緯
を
次

の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

二
十
年
四
月
に
副
社
長
制
を
と
り
、
私
が
副
社
長
に
な

っ
た
が
、
そ
の
際
古
田
総
理
事
は
私
を
呼
ん
で
こ
う
言
わ
れ
た
ｃ
本
来
社
長
に

な

つ
て
も
ら
う
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
（註
、
本
社
理
事
兼
銀
行
社
長
岡
橋
林
は
停
年
延
長
中
、
化
学
の
吉
田
貞
吉
も
同
じ
）
、　
現
在
社
長
に
な
る
と

本
社
の
理
事
も
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
敗
戦
の
際
に
ど
う
な
る
や
も
し
れ
ぬ
か
ら
（註
、
追
放
と
な
る
と
い
う
意
味
か
敗

戦
の
際
責
任
を
と
っ
て
理
事
が
自
主
的
に
や
め
る
と
い
う
の
か
、
ど
ち
ら
か
は
つ
き
り
し
な
い
）
、
戦
争
が
終
る
ま
で
は
副
社
長
で
辛
棒
し
て
く

れ
、
こ
う
い
う
話
だ
っ
た
。

事
実
終
戦
後
吉
田
も
岡
橋
も
社
長
を
辞
任
し
、
小
林
と
野
田
は
共
に
社
長
に
就
任
し
、
古
田
の
構
想
は
成
功
し
た
か
に
見
え
た
が
、
そ
の
後

に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
公
職
追
放
の
措
置
は
古
田
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
て
お
り
、
両
者
は
結
局
社
長
を
退
任
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
ｃ
な
お
野
田
は

「高
等
職
員
に
な
ら
れ
る
と

一
等
職
員
と
は
待
遇
の
面
で
ど
の
よ
う
に
違

い
ま
す
か
」
と
の
質
問
に
対
し
次

の
よ
う
に

（
２７
）

答

え

て
い
る
。

ま
ず
ボ
ー
ナ
ス
が
全
然
違

う
。

（笑
×
註
、
月
体
で
は

一
等
職
員
の
最
高
七
〇
〇
円
に
対
し
高
等
職
員
の
最
低
は
八
〇
〇
円
で

．
Ｏ
Ｏ
円
し
か
違
わ

な
い
が
、
野
田
の
指
摘
す
る
通
り
、
高
等
職
員
の
賞
与
は
住
友
本
社
発
足
時
の
昭
和
十
二
年
Ｌ
期
（臨
時
割
増
、
交
際
手
当
を
含
む
）
で
八
万
五
〇
〇
〇

円
―

一
万
七
〇
〇
０
円
（月
体

の
八
五
カ
月
分
―
三
八
カ
月
分
）
で
あ

っ
た
し
、
野
田
が
高
等
職
員
に
昇
格
し
た
二
十
年
上
期
で

一
．
万
円
―
四
万

一
〇

〇
〇
円
（月
俸
の
九

一
カ
月
分
―
五

一
カ
月
分
）
で
、
こ
れ
を
例
え
ば
十
一
年
上
期
の

一
等
職
員

の
賞
与
の
最
高
額

一
万
円
（月
体
の

一
六
カ
月
分
）
と
比
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五
〇
六

較
す
れ
ば
一
等
職
員
以
下
と
は
文
字
通
り
桁
が
違
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。）
そ
れ
か
ら
停
年
延
長
五
五
歳
が
六
〇
歳
に
な
る
。　
ま
あ
こ
れ
ら
は

外
に
あ
ら
わ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
あ
ら
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
、
や
め
た
後

の
待
遇
な
ど
で
雲
泥
の
違

い
が
あ

っ
た
様
だ
。

十
九
年
に
入

っ
て
戦
況
は
、
二
月
に
マ
ー
シ
ャ
ル
群
島
の
ク
ェ
ゼ
リ
ン

・
ル
オ
ッ
ト
両
島
の
守
備
隊
が
玉
砕
し
、
五
月
に
は
米
軍
は
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
西
部
の
ビ
ア
ク
島
に
上
陸
、
七
月
マ
リ
ア
ナ
群
島
の
サ
イ
パ
ン
島
の
守
備
隊
が
玉
砕
し
て
、
絶
対
的
国
防
圏
は

一
年
を
経
ず
し
て

崩
壊
し
た
。
こ
の
た
め
東
条
内
閣
は
総
辞
職
し
、
小
磯
内
閣
が
成
立
し
た
が
、
八
月
に
は
グ
ア
ム
島
や
テ
ニ
ヤ
ン
島
の
守
備
隊
が
相
次

い
で

玉
砕
し
た
。
こ
の
結
果
、
十

一
月
に
は
、
こ
れ
ら
の
諸
島
に
ア
メ
リ
カ
空
軍
が
日
本
本
土
を
直
接
攻
撃
で
き
る
航
空
基
地
が
完
成
し
た
。

八
月
住
友
本
社
は
、
二
等
以
下
の
職
員
、
準
職
員
、
女
子
職
員
に
対
し
月
給
の
三
割
（但
し
上
記
住
宅
手
当
支
給
都
市
所
在
店
部
職
員
、
そ
れ
以

外
は
一
割
）
の
臨
時
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。

九
月
十
五
日
住
友
本
社
は
住
友
戦
時
総
力
会
議
の
設
置
を
発
表
し
た
（資
料
２７
）０
同
日
付
毎
日
新
聞
は

「住
友

『
戦
時
総
力
会
議
』
設
置
、

戦
力
増
強

へ
全
事
業
結
集
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。

住
友
本
社
で
は
決
戦
近
し
と
い
は
れ
る
現
下
戦
局
の
危
急
に
対
処
し
て
、
住
友
事
業

の
人
的
物
的
の
総
力
を

一
段
と
結
集
し
、　
一
途

に

戦
力
増
強
に
挺
身
す
る
た
め
、
今
回
戦
時
中
の
非
常
措
置
と
し
て
住
友
本
社
、
連
系
会
社
２

六
）
お
よ
び
関
係
会
社
（七
八
）
を
も
つ
て

「住
友
戦
時
総
力
会
議
」
を
組
織
す
る
こ
と
と
し
た
。
同
会
議
は
住
友
全
事
業
会
社
を
直
接
そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
、
住
友
本
社
古

田
総
理
事
が
議
長
と
な
つ
て
統
裁
す
る
が
、
会
議
の
運
営
上
各
事
業
部
門
を
代
表
す
る
少
数

の
議
員
を
も
つ
て
構
成
し
、
こ
れ
に
事
務

局
を
配
置
し
極
力
簡
素
強
力
を
旨
と
し
、
活
発
な
る
運
営
を
期
し
て
ゐ
る
。

同
会
議
の
狙
ひ
は
、
住
友
財
閥
に
お
け
る
重
要
案
件
ま
た
は
傘
下
各
事
業
会
社
に
関
係
す
る
重
要
諸
問
題
を
、
構
成
議
員
間
の
急
速
な

る
政
治
的
解
決
に
ま
た
ん
と
す
る
も
の
で
、
大
体
週

一
回
開
催
の
予
定
で
あ
る
。
こ
の
結
果
住
友
本
社
は
持
株
会
社
と
し
て
の
み
残
り
、

い
は
ば
保
善
社
的
な
性
格
の
も
の
と
な
り
、
従
来
の
本
社
活
動
は
戦
時
中

一
応
停
止
す
る
が
、
住
友

に
お
け
る
こ
の
行
き
方
は
決
戦
下



第 8表 住友戦時総力会議の構成

総理事

常務理事

総務部長

理 事

理 事

理 事

理 事0
常務理事

人事部長

理 事

参 与

監 事

常務理事

経理部長

財
閥
の
総
力
結
集
方
式
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
会
議
の
構
成
左
の
如
し
。
（後
略
、
第
８
表
参
昭
じ

戦
時
総
力
会
議
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
項

「
口
　
住
友
戦
時
総
力
会
議
の
創
設
」
で
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

十

一
月
社
則

「営
業
ノ
要
旨
」
「
住
友
合
資
会
社
（中
ど

の

「
一
口
３
　
社
則
」
参
昭
じ
が
改
正
さ
れ
、
「経
営
ノ
要
旨
」
と
し
て
通
達
さ
れ
た

（資
料
２６
）ｏ
総
理
事
古
田
俊
之
助
は
次

の
よ
う
な
通
牒
を
発
し
、
制
定
以
来
六
十
有
余
年
を
経
て
、
業
務
の
実
態
に
即
す
る
よ
う
に
改
訂
す

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

五
〇
七

議 員氏名

O lf田 俊之助

北沢敬二郎

i本1走圭―一

春 日 弘

吉 田 貞 吉

担当部門・所属事業 (役職)

第  部F] イヾネ土(Jl又締イ気)

倉庫 (取締役 )

生命(取締役)

ビル(常 務取締役 )

北港(取締役)

土地工務['(社長 )

板硝了(な し)

海上● (取締役 )

その他

第二部門 鑢業 (ネ L長 )

機械 (会長)

第 1部 門 金属(社長)

満洲金属 (取締役)

化工材 (取締役)

第四部門 化学 (本 L長 )

アルミ製錬 (会 長)

朝鮮軽金属 (取締役)

安東軽金属(取締役)

第五部門 i重 信 (it長 )

第大部門 電気(取締役、前専務

取締役)

第七部門 銀行 (社長 )

信託 (取締役)

東海地区総本部統監(金属副社長 )

特命事項

事務局長

梶 井  剛

田 中 良 雄

岡 橋  林

松 田 孜
`

大 島 堅 造

河井昇三郎

0-議 長 他に参与0、 11務 局 (総 務課 )、 参 11、 調査員、 llttit 専門委11会

(Hl務 、I打 方、資 l10、 技術(3、 人事、労務、・lJ衛 )

註 :(1)昭 和19年 H‖ 20H北 港、ビルを合併、 |:地 1:務 と改ll,219年 9月 2811追

加.019年 9月 15日 理事 l‐t任.020年 4り 118‖ 議il就 任,019年 9月 28日 1■

加,019年 10月 10H追 加L020年 2ナ 11211'1加 |,
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五
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八

（
２８

）

る
必
要
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
平
塚
は
要
す
る
に

「営
業
と
い
う
言
葉
が
よ
く
な
」
か
っ
た
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

社
則

「営
業
ノ
要
旨
」

ハ
、
遠
ク
明
治
十
五
年
三
月
制
定
セ
ラ
レ
タ
ル
住
友
家
憲

二
其
ノ
淵
源
ヲ
有
シ
、
其
後
明
治
二
十
四
年
十

一
月

及
ビ
昭
和
三
年
二
月
夫
々
改
正
ヲ
加

ヘ
ラ
レ
タ
ル
モ
、
其
ノ
骨
子

二
於
テ
ハ
大
ナ
ル
変
更
ヲ
見
ズ
、
以
テ
今
日
二
及
ビ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

然
ル
ニ
此
ノ
間
既

二
六
十
有
余
年
ノ
歳
月
ヲ
閲
シ
、
事
業
ノ
進
展
、
時
勢
ノ
推
移
等
内
外
ノ
変
化
洵

二
著
シ
キ
モ
ノ
ア
リ
。
自
然

「営

業
ノ
要
旨
」
モ
亦
姦

二
其
ノ
表
現

二
改
訂
ヲ
加

へ
一
層
業
務
ノ
実
態

二
吻
合
セ
シ
ム
ル
ノ
要
ヲ
見
ル
ニ
至
レ
リ
。

固
ヨ
リ
今
般
改
定

二
係
ル

「経
営
ノ
要
旨
」

二
掲
グ
ル
モ
ノ
ハ
、
創
業
以
来
三
百
年

二
亘
り
吾
等
住
友
ノ
先
人
ガ
慎
重
之
ガ
具
現
ヲ
期

シ
、
着
々
其
ノ
実
践

二
努
メ
来
リ
タ
ル
所
其
ノ
主
旨

二
於
テ
塁
モ
従
来
卜
異
ナ
ル
処
ナ
シ
ト
雖
、
時
恰
モ
戦
局
重
大
真

二
皇
国
ノ
興
亡

ヲ
決
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
秋
、
益
々
先
人
ノ
素
志
ヲ
審
カ
ニ
シ
テ
吾
人
ノ
指
標
ヲ
閏
明
シ
、
意
々
住
友
ノ
総
カ

ヲ
捧
ゲ
テ
報
国
ノ
誠
ヲ
致
サ

ン
ト
ス
ル
趣
旨

二
外
ナ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。

職
ヲ
住
友

二
奉
ズ
ル
者
宜
シ
ク
其
ノ
趣
旨
ヲ
体
シ
テ
、
協
心
教
力

一
層
住
友
精
神
ノ
発
揮

二
努
メ
、
励
精
奉
公
以
テ
其
ノ
職
分
ヲ
書
サ

ン
コ
ト
ヲ
期
ス
ベ
キ
ナ
リ
。

姦

二
旨
ヲ
承
ケ
、
明
治
ノ
佳
節
ヲ
ト
シ
テ
、
新
定

「経
営
ノ
要
旨
」
ヲ
通
達
ス
ル
ニ
当
り

一
言
ヲ
附
加
シ
テ
、
相
共

二
産
業
報
国
ノ
決

意

ヲ
新

ニ
セ
ン
ト
ス
じ

昭
和
十
九
年
十

一
月
三
日

総
理
事
　
古
田
　
俊
之
助

こ
の
改
訂
案
は
、
ま
ず
二
月
二
十
五
日
社
則
改
正
委
員
長
に
北
沢
敬
二
郎
（常
務
理
事
総
務
部
長
）、
委
員
に
伊
庭
六
郎
（Ｔ
６
東
大
経
、
調
査
役
）
、

妹
尾
城
爾
（総
務
課
長
）
、　
津
田
久
（人
事
課
長
）
、　
日
向
方
齊
（査
業
課
長
、
人
月
一
日
企
書
課
長
兼
査
業
課
長
佐
藤
俊
雄
と
交
代
）
、
佐
久
間
栄
義
（ｓ

８
東
大
経
、
調
査
役
補
兼
調
査
課
）
、　
植
村
実
（総
務
課
文
書
係
）
が
任
命
さ
れ
て
審
議
の
結
果
、　
最
終
草
案
が
作
成
さ
れ
、
東
北
帝
大
教
授
文
学



博
士
武
内
義
雄
の
添
削
を
乞
い
、
理
事
会
に
附
議
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
じ
く
十

一
月
大
阪
北
港
株
式
会
社
は
、
株
式
会
社
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
を
合
併
し
て
住
友
土
地
工
務
株
式
会
社
と
改
称
、
次

い
で
十
二

月
長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
の
営
業
を
譲
り
受
け
る
と
共
に
住
友
本
社
の
不
動
産
経
営
業
務
を
受
託
し
た
（「五
鮨
」
参
昭
じ
。　
こ
の
結
果
本
社

総
務
部
不
動
産
課
は
廃
止
さ
れ
た
。

十
九
年
十
月
米
軍
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
レ
イ
テ
島
に
上
陸
、
十

一
月
マ
リ
ア
ナ
基
地
の
Ｂ
２９
は
東
京
を
初
爆
撃
し
、
十
二
月
大
本
営
は
レ

（
２９
）

イ
テ
地
上
決
戦
方
針
を
放
棄
し
た
。
常
務
理
事
総
務
部
長
北
沢
敬
二
郎
は
戦
局
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

自
分
は
若
い
時
、
米
英
に
五
年
も
い
た
の
で
、
大
体
は
判

っ
て
い
た
。
し
か
し
戦
局
面
で
は
レ
イ
テ
陥
落
の
頃
か
ら
、
日
本
は
い
か
ん

と
思

っ
た
。

国
　
住
友
戦
時
総
力
会
議
の
創
設

昭
和
十
九
年
九
月
十
二
日
総
理
事
古
田
俊
之
助
は
、
店
部
、
連
系
会
社
、
特
定
関
係
会
社

の
主
管
者
を
招
集
し
、
住
友
戦
時
総
力
会
議
の

設
置
に
当
た
り
そ
の
趣
旨
、
組
織
及
び
運
営
等

に
つ
い
て
挨
拶
し
た
（資
料
２８
）ｏ　
こ
の
中
で
古
田
は
特
に
住
友
本
社
と
本
会
議
と
の
関
係
に

つ
い
て
触
れ
、
本
社
が
住
友
各
事
業
の
中
核
機
関
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
が
、
戦
時
中
に
限
り
本
社
が
所
管
す
る
住
友
全
事
業
に

対
す
る
統
括
管
理
の
事
務
に
関
し
て
は
権
限
を
委
譲
す
る
、
即
ち
本
社
に
打
合
せ
、
報
告
を
必
要
と
し
た
事
項
は
、
こ
れ
を
省
略
し
て
各
連

系
会
社
の
主
管
者
の
責
任
で
執
行
し
て
も
ら
う
。
た
だ
総
力
結
集
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
の
会
議
に
掛
け
て
協
議
の
上
そ
の
決
定

に
従

っ
て
実
施
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
と
説
明
し
た
ｃ

次
い
で
常
務
理
事
総
務
部
長
北
沢
敬
二
郎
は
、
九
月
十
五
日
に
正
式
通
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

「住
友
戦
時
総
力
会
議
規
程
」

（資
料
２９
）

に
つ
き
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
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一
〇

唯
今
御
話
ガ
ア
リ
マ
シ
タ
総
力
会
議

二
関
シ
、
二
、
三
細
ロ
ノ
御
説
明
申
上
ゲ
マ
ス
。

一
、
部
門
ニ
ツ
イ
テ

総
力
会
議
ノ
組
織

二
於
テ
ハ
御
手
許

二
差
上
ゲ
マ
シ
タ
表
（註
、
第
８
表
）
ノ
通
り
、
住
友
全
事
業

ヲ
七

ツ
ノ
部
門

二
分
ケ
ル
コ
ト
ニ

ナ
リ
マ
シ
タ
。
此
ノ
部
門
別
ノ
分
類

ハ
、　
一
応
原
則
ト
シ
テ
ハ
業
種
別

二
分
類
サ
レ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
、
尚
其
他

二
人
的
、
地
理
的
並

二
沿
革
的
ナ
色
々
ノ
事
情
ヲ
考
慮
致
シ
マ
シ
テ
、
実
際
的
ナ
分
類
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
考

ヘ
マ
シ
テ
、
右
ノ
様

二
分
ケ
ル
コ
ト
ニ
致
シ
マ

シ
タ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。

此
ノ
部
門
ノ
設
定
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
、
総
理
事
ノ
御
話

ニ
モ
ア
リ
マ
シ
タ
通
り
飽
迄
便
宜
上
、　
一
種
ノ
隣
組
組
織

ヲ
結
成
シ
タ
ノ
デ
ア

リ
マ
シ
テ
、
本
社
乃
至

ハ
総
力
会
議
卜
連
系
関
係
会
社
ノ
関
係
立
場

ハ
従
来
卜
何
等
変
ル
モ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
ノ
デ
、
或
連
系
会
社
ガ
或

連
系
会
社

ニ
ツ
イ
タ
ト
云
フ
ノ
デ
ハ
決
シ
テ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
此
点

ヲ
重
ネ
テ
申
上
ゲ
テ
皆
様
ノ
御
諒
解

ヲ
御
願
ス
ル
次
第
デ

ア
リ
マ
ス
。

尚
列
挙
明
示
サ
レ
テ
ア
ル
ノ
ハ
、
本
社
、
連
系
会
社
及
三
ツ
ノ
特
定
関
係
会
社
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
他
ノ
関
係
会
社

ハ
其
ノ
属
ス
ル
連

系
会
社
ヲ
通
ジ
テ
表

ハ
レ
テ
来
ル
コ
ト
ニ
ナ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ｃ

二
、
総
力
会
議
ノ
協
議
事
項

ニ
ツ
イ
テ

此
ノ
点

ハ
規
程
第

一
条

二
明
示
サ
レ
テ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
之
ヲ
今
少
シ
具
体
的

二
申
上
ゲ
マ
ス
。
今
回
ノ
非
常
措
置
ノ
主
旨
ト
ス
ル
所

ハ
、
荀
モ
生
産
力
増
強

二
関
係
ノ
ナ
イ
モ
ノ
、
比
較
的
薄
イ
モ
ノ
ハ
此
際

一
時
ヤ
メ
ニ
シ
テ
、
全
住
友
ノ
総
カ
ヲ
生
産
ノ
急
速
増
強

二
凝
集
ス
ル
ト
云
フ
エ
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

従
テ
事
務
簡
捷
ヲ
徹
底
的

二
行
ヒ
、
戦
時
中

二
限
り
本
社

ヘ
ノ
打
合
、
報
告

ハ
概
ネ
必
要
ト
シ
ナ
イ
コ
ト
ニ
ナ
リ
、
其
ノ
代
リ
ニ
総

力
結
集
ヲ
関
聯
ス
ル
事
項

ニ
ツ
イ
テ
ハ
、
総
力
会
議

二
御
協
議
願
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
ガ
、
ソ
レ
デ
ハ
此
ノ
総
力
会
議

ヘ
ノ
協
議



事
項

ハ
、
ド
ン
ナ
範
囲
ノ
モ
ノ
カ
ト
イ
フ
コ
ト
ニ
ツ
イ
テ
、
今
少
シ
ク
御
説
明
致
シ
マ
ス
ト

（
一
）

人
事
労
務

二
関
ス
ル
事
項
ト
シ
テ
ハ
、
例

ヘ
バ
人
員
ノ
整
員
配
置
並

二
給
与

二
関
ス
ル
事
項
等
ガ
主
ナ
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
、

（
二
）

経
理
財
務

二
関
ス
ル
事
項
ト
シ
テ
ハ
、
資
金
計
萱
、
重
要
ナ
ル
起
業
、
新
規
投
資
、
決
算
及
利
益
金
処
分
等
ノ
事
項
ガ
主
ナ

ル
モ
ノ
デ
ア
リ
、

（三
）

資
材
設
備

二
関
ス
ル
事
項
ト
シ
テ
ハ
、
資
材
ノ
供
出
、
互
換
、
遊
休
設
備
、
遊
休
能
カ
ノ
転
換
利
用
ト
イ
ツ
タ
様
ナ
問
題
デ

ア

リ

、

（四
）

新
規
計
董

二
関
ス
ル
事
項
ト
シ
テ
ハ
、
住
友
全
体
ト
シ
テ
考
フ
ベ
キ
新
規
事
業
計
蓋
ト
カ
防
衛
防
護
等

二
関
ス
ル
計
董
ト
カ
、

非
常
事
態

二
対
処
ス
ル
処
置
ト
イ
ツ
タ
様
ナ
モ
ノ
ガ
主
ナ
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、

之
等

ニ
ツ
イ
テ
ハ
更

二
書
面

ニ
ヨ
リ
具
体
的

二
詳
シ
ク
御
通
知
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
ヰ
マ
ス
ｃ

尚
本
社
ノ
各
店
部

ニ
ツ
イ
テ
ハ
、
既

二
出
来
得
ル
限
り
事
務
簡
捷
ヲ
実
施
シ
テ
居
リ
マ
ス
ノ
デ
、
現
在
卜
大
体
変
リ
ガ
ナ
イ
モ
ノ
ト

御
承
知
願
ヒ
度
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

三
、
本
会
議
卜
生
産
責
任
者
制
並

二
各
種
統
制
法
規
ト
ノ
関
係

ニ
ツ
イ
テ

本
会
議

ハ
住
友
ノ
総
カ
ヲ
結
集
シ
テ
、
生
産
増
強
ヲ
推
進
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
各
連
系
関
係
会
社
ノ
生
産
責
任
者
ノ

責
任
遂
行
ヲ
全
住
友
ノ
総
カ
ヲ
結
集
シ
テ
援
助
促
進
シ
、
之
ヲ
容
易
ナ
ラ
シ
メ
ヤ
ウ
ト
イ
フ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
決
シ
テ
生
産
責

任
者
制
度
卜
矛
盾
背
反
ス
ル
モ
ノ
デ
ハ
ナ
ク
、
反
ツ
テ
之
ガ
完
全
ナ
ル
達
成
ヲ
所
期
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
又
本
会
議

ハ
総
力
結

集

二
関
ス
ル
最
高
方
針
ヲ
議
定
シ
、
之

二
従
ツ
テ
各
連
系
関
係
会
社

二
於
テ
決
定
実
施
シ
テ
戴
ク
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
其
ノ
実
施

二
当
ツ
テ
各
種
統
制
法
規
其
他

二
於
テ
所
要
ト
ス
ル
手
続
ヲ
無
視
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
デ
ナ
イ
コ
ト
ハ
、
云
フ
迄
モ
ナ
イ
ト
コ
ロ
デ
ア

リ
マ
ス
。
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二

か
く
し
て
九
月
十
五
日
総
力
会
議
は
発
足
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
住
友
本
社
内
部
に
お
け
る
本
社
店
部
間
の
関
係
に
は
何
等
変
更
は
な
く
、

北
沢
は
次

の
よ
う
な
通
知
を
発
し
た
ｃ

文
第
五
六
四
号昭

和
十
九
年
九
月
十
五
日

常
務
理
事
　
北
沢
　
敬
二
郎

店
部
申
請
及
報
告
事
項

二
関
ス
ル
件

今
般
通
牒
ノ
通
り
住
友
戦
時
総
力
会
議
設
置
セ
ラ
レ
候

二
伴
ヒ
、
従
来
本
社

二
於
テ
掌
理
セ
ル
連
系
会
社
及
特
定
関
係
会
社
ノ
統
轄
事

務

ハ
、
凡
テ
之
ヲ
右
会
議

二
移
管
ノ
コ
ト
ト
相
成
候
処
、
右

ハ
本
社
店
部
間
ノ
関
係

二
付
テ
ハ
何
等
変
更
ヲ
加

フ
ル
趣
旨

ニ
ハ
無
之
候

二
付
、
申
請
及
報
告
事
項

二
関
シ
テ
ハ
凡
テ
従
来
通
り
本
社
総
理
事
宛
夫
々
手
続
御
取
運
相
成
様
致
度
、
此
段
為
念
御
通
知
芳
々
得
貴

意
候
也
。

そ
の
後
九
月
二
十
八
日
会
議
規
程
が
改
正
さ
れ
、
参
与
の
設
置
と
第

一
部
門
に
海
上
を
追
加
す
る
こ
と
が
通
達
さ
れ
た
。
三
月
に
設
立
さ

れ
た
大
阪
住
友
海
上
は
連
系
会
社
で
は
な
く
な
り
、
特
定
関
係
会
社
に
準
ず
る
会
社
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
、
会
議

へ
の
参
加
が

確
定
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。
海
上
の
参
加
待
ち
で
あ

っ
た
参
与
の
設
置
が
追
加
さ
れ
、
化
学
副
社
長
小
林
晴
十
郎
、
電
工
社

長
別
宮
貞
俊
等
と
共
に
海
上
社
長
坂
本
茂
（Ｍ
３９
東
京
高
商
、
旧
大
阪
海
上
社
長
）
が
参
与
に
就
任
し
た
。

九
月
二
十
日

「住
友
戦
時
総
力
会
議
事
務
局
専
門
委
員
会
規
程
」

が
制
定
さ
れ
た
（資
料
３０
）。
既
に
本
社
に
設
置
さ
れ
て
い
た
財
務
委
員

〈
頁
「四
［
　
財
務
委
員
会
の
設
置
」
参
昭
）̈
と
南
方
委
員
会
の
他
に
、
人
事
、
労
務
、
防
衛

の
三
委
員
会
が
新
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
十
月
十
日
に

資
材
委
員
会
、
二
十
年
二
月
十
二
日
に
技
術
委
員
会
が
追
加
さ
れ
た
。
資
材
委
員
会
は
昭
和
十
六
年
の
主
管
者
協
議
会
に
お
い
て
提
案
さ
れ

た
資
材
設
備
の
各
社
間
の
融
通
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
本
社
直
轄
金
山
の
整
理
に
よ
つ
て
発
生
し
た
資
機
材
の
転
用
も
既
に



前
年
に
終
了
し
て
お
り
、
各
社
と
も
保
有
資
材
、
設
備
に
余
裕
は
な
か
っ
た
た
め
、
委
員
会

の
実
効
は
上
が
ら
な
か
つ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

十
月

一
日
に
は
総
力
会
議
事
務
局
企
豊
、
人
事
、
労
政
、
総
務
各
課
の
所
管
事
項
が
通
知
さ
れ
た
（資
料
３‐
）ｃ
な
お
各
課
の
課
長
は
九
月

十
五
日
付
で
本
社
の
そ
れ
ぞ
れ
の
課
長
が
そ
の
ま
ま
兼
務
し
て
い
た
が
、
課
員
は
そ
れ
ま
で
兼
務
と
さ
れ
て
い
た
連
系
会
社
が
本
務
と
な
り
、

形
式
上
は
連
系
会
社
か
ら
総
力
会
議
事
務
局

へ
出
向
す
る
形
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
十
年
四
月
十
八
日
戦
時
総
力
会
議
の
下
部
機
構
と
し
て
、
各
事
業
地
に

「地
区
総
本
部
」
が
設
置
さ
れ
た
ｃ
北
海
道
地
区
総
本
部
長
藤

哲
夫
（Ｔ
２
旅
順
工
科
、
鍍
業
常
務
兼
北
海
道
支
所
長
）
、　
東
北
地
区
総
本
部
長
高
木
弘
（Ｍ
４４
東
大
理

・
物
理
、
東
北
金
属
社
長
）
、　
関
東
地
区
総
本

部
統
監
梶
井
剛
（通
信
社
長
）
、　
同
総
本
部
長
佐
伯
正
芳
（東
京
支
社
長
）、
東
海
地
区
総
本
部
統
監
松
田
孜
（Ｔ
３
東
北
大
理

・
物
理
、
金
属
副
社
長

兼
東
海
支
社
長
）
、
同
総
本
部
長
丸
山
五
男
（Ｔ
８
九
大
工

・
冶
金
、
金
属
常
務
兼
名
古
屋
軽
合
金
製
造
所
長
）
、
四
國
地
区
総
本
部
統
監
吉
田
貞
吉

（化
学
社
長
）、
同
総
本
部
長
飯
田
弥
五
郎
（Ｍ
４５
東
京
高
商
専
攻
部
、
鍍
業
専
務
兼
別
子
鍍
業
所
長
）
、
九
州
地
区
総
本
部
長
向
野
義
夫
（Ｔ
６
九
大
工

・
採
鉱
、
鍍
業
常
務
兼
九
州
支
所
長
）
、
朝
鮮
地
区
総
本
部
長
矢
部
忠
治
（朝
鮮
軽
金
属
社
長
）
と
い
う
陣
容
で
あ

っ
た
。
こ
の
主
旨
は
空
襲
の
激
化

又
は
米
軍
の
本
土
上
陸
作
戦
の
展
開
等
に
よ
る
通
信
連
絡
の
途
絶
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
緊
急
事
態
に
対
処
し
、
各
地
区
住
友
関
係
事
業
の
自
衛

白
活
の
態
勢
を
確
立
す
る
と
共
に
、
地
区
内
に
お
け
る
本
社
、
連
系
、
関
係
会
社

の
総
力
を
結
集
し
且

つ
機
宜
の
施
策
を
決
定
実
施
す
る
こ

と
に
あ

つ
た
。

二
十
年
八
月
十
五
日
終
戦
と
共
に
、
総
務
部
長
北
沢
敬
二
郎
は
次

の
よ
う
に

「住
友
戦
時
総
力
会
議
」
を
廃
止
す
る
旨
通
知
し
た
．

文
第

一
一
二
号昭

和
二
十
年
八
月
十
五
日

住
友
本
社
　
総
務
部
長

北
沢
　
敬
二
郎
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一
四

大
東
亜
戦
争
ノ
終
結

二
伴
フ
情
勢
ノ
急
変

二
鑑
ミ
、
住
友
戦
時
総
力
会
議
、
地
区
総
本
部
並

二
防
衛
総
本
部
（註
、
「住
友
本
社
（下
ご

資

（
３０
）

料
１
、
北
沢
が

「形
勢
が
日
本
に
不
利
に
な
つ
た
こ
ろ
は
防
空
統
監
と
し
て
住
友
各
社
の
防
空
体
制
を
指
揮
し
た
」
と
か

「自
分
は
こ
の
外
防
空
統
監

の
仕
事
を
受
持
っ
て
工
場
の
疎
開
を
計
画
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
の
が
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
）
ハ
、
之
ヲ
廃
止
ノ
コ
ト
ト
決
定
相
成

候
間
、
左
様
御
承
知
相
成
度
。
猶
各
位

二
於
カ
レ
テ
ハ
、
今
後
本
社
並

二
連
系
会
社
卜
連
絡
ヲ
適
宜
緊
密
ナ
ラ
シ
メ
、
以
テ
加
重
サ
ル

ヘ
キ
困
難
ヲ
克
服
ス
ル
ニ
務
メ
ラ
レ
度
、
此
段
依
命
御
通
知
芳
々
得
貴
意
候
也
。

総
力
会
議
の
設
置
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
常
務
理
事
総
務
部
長
北
沢
敬
二
郎
は
次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

住
友
戦
時
総
力
会
議
に
付

い
て
は
、
自
分
は
反
対
で
あ

っ
た
。
理
事
会
が
あ
れ
ば
、
別
に
そ
ん
な
組
織
は
い
ら
ん
で
は
な
い
か
と
考
え

た
。
し
か
し
古
田
さ
ん
は
対
外
的
政
策
を
も
考
え
て
お
ら
れ
た
よ
う
だ
。
外
部
か
ら
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
方
が
よ
い
。
結
局
内
容

は
理
事
会
と
か
わ
ら
な
い
。

会
議
の
内
容
は
、
北
沢
の
指
摘
す
る
よ
う
に
実
質
的
に
理
事
会
と
変
わ
り
な
い
も
の
で
あ

つ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
金
属
総
務
部
長

（総
力
会
議
事
務
局
調
査
員
）
で
あ

っ
た
平
塚
正
俊
と
電
工
勤
労
部
長
（総
力
会
議
事
務
局
調
査
員
）
で
あ

っ
た
香
川
修

一
が
次
ぎ
に
述
べ
る
よ
う
（ぼ

、

軍
部
や
軍
需
省
の
圧
力
と
連
系
会
社

の
自
主
性
の
高
揚

の
狭
間
で
、
本
社

の
統
制
力
を
如
何
に
維
持
し
て
い
く
上
で
、
総
理
事
古
田
俊
之
助

の
腐
心
の
産
物
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

（平
塚
）

総
力
会
議
に
つ
い
て
は
実
際
的
に
は
余
り
機
能
し
な
か
っ
た
ん
じ
や
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
ん
で
す
が
ね
。
私
は
そ
の
頃
金

属
に
行

っ
て
い
た
が
、
総
力
会
議
で
決
め
た
と
い
う
こ
と
は
余
り
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

（香
川
）

私
も
総
力
会
議
調
査
員
の
辞
令
を
も
ら
い
、
任
命
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
ま
あ
軍
に
対
す
る
ゼ
ス
テ
ュ
ア
だ

つ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

（平
塚
）

実
際
に
お
い
て
本
社
が
連
系
会
社
を
統
制
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
軍
需
省
や
陸
海
軍
か
ら
統
制
し
て
く
る
の



で
あ

っ
て
、
本
社
が
統
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な

っ
た
。
し
か
し
実
際
は

「住
友
」
と
い
う
も
の
が
あ

っ
て
も
、
あ
と
は
ば

ら
ば
ら
と
い
う
の
で
は
住
友

の
人
間
と
し
て
お
さ
ま
ら
な
い
で
す
か
ら
ね
。
ま
た
時
勢
が
変
わ

っ
た
ら
も
と
の
統
制
に
復
す
る

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
時
局
向
き
の
こ
う
い
う
形
を
と
り
、
表
向
き
か
ら
云
え
ば
う

っ
て

一
九
と
な

っ
て
住
友
全
体

が
時
局
に
貢
献
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
あ
る
意
味
で
の
統
制
を
残
し
て
ゆ
き
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

（質
問
）

本
社
の
中
の
実
際
の
仕
事
は
変
わ
ら
な
い
ん
で
す
ね
。

（平
塚
）

何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
当
時
は
本
社
の
意
向
で
ど
う
こ
う
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
く
な

っ
て
い
た
。

又

「住
友
戦
時
総
力
会
議
」
に
対
す
る
外
部
の
評
価
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
第
二
次
大
戦
後
持
株
会
社
整
理
委
員
会
が
下
し
た
次

の

（
３４
）

よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

住
友
本
社
も
財
閥
本
社
で
あ
る
以
上
、
そ
の
保
全
的
性
格
な
い
し
機
能
が
抹
殺
さ
れ
得
る
は
ず
の
も
の
で
は
な
か
つ
た
が
、
こ
れ
を
最

小
限
度
に
圧
縮
し
て
少
な
く
と
も
本
社
の
表
面
か
ら
は

一
時
引
込
ま
せ
よ
う
と
い
う
意
識
が
濃
厚
に
本
社
機
能
の
上
に
描
き
出
さ
れ
た
。

三
井
、
三
菱
、
特
に
前
者
に
お
い
て
本
社
を
盛
り
立
て
よ
う
と
努
力
し
て
い
た
の
と
は
逆
に
住
友
で
は
本
社
を
見
方
に
よ
れ
ば
後
退
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
保
全
的
性
格
な
い
し
は
機
能
を
本
社
活
動
の
中
で
な
る
べ
く
目
立
た
な
い
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
努

力
は
各
財
閥
本
社
に
共
通
し
た
意
識
的
努
力
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
が
住
友

の
場
合
に
は
最
も
特
徴
的
に
発
揮
さ
れ
、
そ
れ
は

「住
友
戦

時
総
力
会
議
」
と
し
て
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。

「住
友
戦
時
総
力
会
議
」
と
は
簡
単
に
い
え
ば
形
の
上
で
は
本
社
と
は
全
然
別
箇
の
同
財
閥
運
営

の
抽
象
的
機
関
で
あ
つ
た
。
こ
の
会

議
は

一
九
四
四
年
＝
昭
和
十
九
年
九
月
設
定
さ
れ
た
も
の
で
、
住
友
本
社
が
も
つ
て
い
た
本
来
の
性
格
中
傘
下
事
業
の
参
謀
本
部
的
性

格
を
抽
出
し
て
、
こ
れ
を
こ
の
会
議
に
変
形
さ
せ
た
の
で
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
従
来
理
事
会
で
決
定
し
て
い
た
傘
下
事
業
運
営
上
の
諸

問
題
に
つ
い
て
関
係
諸
会
社
の
意
志
を
直
接
に
な
ん
ら
の
制
肘
や
東
縛
な
く
反
映
さ
せ
、
総
力
を
結
集
強
化
す
る
機
関
で
あ
つ
た
。
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六

「住
友
戦
時
総
力
会
議
」
は
議
長
（総
理
事
が
当
る
）
の
下
に
九
議
員
を
構
成
員
と
し
、
別
に
事
務
機
構
と
し
て
事
務
局
を
も
つ
て
い
た
。

九
議
員
の
内
七
議
員
は
傘
下
事
業
を
事
業
的
、
地
域
的
、
人
的
に
考
慮
し
て
七
部
門
に
分
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
代
表
会
社
の
社
長

が
当
り
、
別
に
本
社
か
ら
二
議
員
が
こ
れ
に
参
加
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
表
（註
、
第
８
表
）
Ｌ
不
す
通
り
で
あ
る
。

「住
友
戦
時
総
力
会
議
」
が
決
戦
態
勢
下
の
住
友
本
社
に
代

つ
て
、
そ
の
統
理
的
機
能
を
呆
し
て
い
た
こ
と
は
換
言
す
れ
ば
住
友
本
社

が

「本
社
」
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
す
る
よ
り
も

「総
力
会
議
」
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
い
ゝ
直
す
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
は
表

（計
、
第
８
表
）
の
人
的
配
置
を
見
て
も
判
る
が
、　
ま
た
総
力
会
議
の
実
際
の
仕
事
は
本
社
の
一
部
幹
部
が
担
当
し
て
い
た
し
、
事
務
局

の
実
務
の
如
き
も
全
く
本
社
関
係
要
員
に
よ
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
住
友
本
社
が
戦
時
緊
急
事
態

に
対
応
す
る
た

め
に
そ
の
機
能
を
分
化
し
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
か
。

一
面
こ
う
し
た
分
化
を
は
つ
き
り
具
体
化
し
て
い
た
の
が
当
本
社
の
み
で
あ
つ
た
こ
と
も
極
め
て
注
目
せ
ら
れ
た
ｃ
諸
委
員
会

の
活
用

に
熱
心
な
三
菱
本
社
も
住
友
本
社
程
本
社
的
性
格
な
い
し
は
機
能
を
分
化
し
、
劃
定
し
て
い
な
か
つ
た
。
ま
た
三
井
本
社
の
如
き
は
住

友
本
社
と
は
逆
に
、
本
社
自
体
の
中
に
そ
れ
ら
を
集
中
集
約
せ
ん
と
し
て
い
た
か
に
見
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
ま
た
住
友
が
時
勢
の
動
き
に
対
し
て
住
友
な
り
に
非
常
に
敏
感
で
あ
つ
た
こ
と
を
物
語

つ
て
い
た
。
三
井
、
三
菱

に
先
ん

じ
て
一
九
三
七
年
＝
昭
和
十
二
年
春
、
住
友
合
資
会
社
を
株
式
会
社
組
織
に
変
え
た
こ
と
に
思
い
を
致
せ
ば
、
ま
ず
住
友

の
時
代
感
覚

が
如
何
程
の
も
の
で
あ
つ
た
か
を
認
識
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
時
代
に
鋭
敏
で
あ
つ
た
裏
に
は
、
住
友
伝
統

の
着
実
さ
が
あ
り
、

そ
の
伝
統
が
膨
脹
の
跡
を
う
ま
く
処
理
し
て
来
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
（註
、
財
閥
批
判
に
対
し
三
井
、
三
菱
に
先
ん
じ
て
合
資
会
社

を
株
式
会
社
に
改
組
し
た
手
際
の
良
さ
の
ン」
と
か
）
そ
の
歴
史
を
回
顧
す
る
と
、
「名
誉
あ
る
孤
立
」
を
標
榜
し
て
来
た
住
友
が
そ
の
言
葉
か

ら
想
像
さ
れ
る
時
代
遅
れ
や
鈍
重
さ
と
は
全
く
反
対
の
行
き
方
を
し
て
い
た
こ
と
が
諒
解
さ
れ
、
ま
た
か
く
総
力
会
議

の
積
極
的
意
義

を
強
調
し
て
、
本
社
の
本
社
的
性
格
な
い
し
は
機
能
の
上
に
蔽
い
被
せ
て
い
た
点
は
大
き
く
同
財
閥
全
体
の
運
営
か
ら
見
て
、
誠
に
至



妙
の
方
針
と
評
す
べ
き
も
の
が
あ
つ
た
。
し
か
も
そ
の
後

の
事
業
運
営
上
に
総
力
会
議
の
実
際
的
効
果
が
着
々
示
現
し
て
い
た
そ
の
実

績
か
ら
見
て
も

一
層
そ
の
感
を
深
く
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

住
友
本
社
は
形
の
上
で
は
そ
の
統
制
統
理
の
機
能
を
総
力
会
議
に
譲

つ
て
い
た
が
、
そ
の
後

に
残
さ
れ
た
同
社
は
絶
対
に
骨
抜
き
的
存

在
で
は
な
か
つ
た
。
総
力
会
議
の
議
長
も
住
友
本
社
総
理
事
と
し
て
の
古
田
俊
之
助
が
占
め
、
「連
系
」
会
社
（住
友
で
は
直
系
会
社

の

こ
と
を
か
く
い
う
）
の
会
長
も
ほ
と
ん
ど
総
理
事
が
こ
れ
に
当

つ
て
い
た
。
総
力
会
議
中
で
は
住
友
本
社
も
ま
た

一
箇

の
会
社
と
し
て

第

一
部
門
の
中
に
包
摂
さ
れ
て
お
り
（註
、
第
８
表
参
照
Ｙ
」
の
限
り
で
は
総
力
会
議
は
本
社

の
上
に
位
す
る
住
友
財
閥
の
最
高
機
関
と

な
つ
て
い
た
。
し
か
し
同
会
議
は
飽
く
ま
で
抽
象
的
存
在
で
、
本
社
の
統
理
的
機
能
を
抽
出
、
変
形
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
こ
う
し

た
関
係
は
他
の
財
閥
本
社
に
は
見
ら
れ
ぬ
と
こ
ろ
だ
け
に
、　
一
見
理
解
に
苦
し
む
か
も
知
れ
な
い
が
、
か
ゝ
る
本
社
と
総
力
会
議
と
の

異
体
同
心
性
を
諒
解
す
れ
ば
本
社
の
弱
体
化
は

一
概
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
は
戦
時
態
勢
下
に
お
け
る
そ
の
積

極
的
役
割
に
こ
そ
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

総
力
会
議
に
対
す
る
先
に
述
べ
た
よ
う
な
住
友
部
内
の
評
価
は
と
も
か
く
と
し
て
、
持
株
会
社
整
理
委
員
会

に
代
表
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な

評
価
を
当
時

一
般
に
外
部
か
ら
得
て
い
た
と
す
れ
ば
、
総
力
会
議
を
創
設
し
た
総
理
事
古
田
俊
之
助
の
目
論
見
は
成
功
し
た
と
い
え
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
そ
の
結
果
と
し
て
第
二
次
大
戦
後
住
友
本
社
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
対
し
、
「住
友
戦
時
総
力
会
議
」

の
機
能
そ
の
他
に
関

し
、
次

の
よ
う
な
釈
明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

住
友
戦
時
総
力
会
議
ノ
機
能
其
他

二
関
ス
ル
説
明

一
、
戦
争
ノ
進
展

二
伴
ヒ
、
軍
部
及
政
府

ハ
民
間
ノ
各
企
業
体

二
対
シ
直
接
強
カ
ナ
ル
指
揮
命
令
ヲ
行
ヒ
、
事
実
上
其
ノ
管
理
下
二
置

ク
ニ
至
ツ
タ
ノ
デ
、
住
友
本
社
ノ
其
ノ
傘
下
事
業

二
対
ス
ル
財
閥
的
統
制
ノ
如
キ
ハ
全
ク
無
力
化
シ
、
只
徒
ラ
ニ
形
式
的
ナ
統
制
手

続
ヲ
強
フ
ル
ノ
ミ
ト
ナ
リ
、
傘
下
事
業

二
無
用
ノ
負
担
ヲ
課
ス
ル
ニ
止

マ
ル
コ
ト
ト
ナ
ツ
タ
ノ
デ
、
住
友
本
社

ハ
其
ノ
統
制
的
機
能

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
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七



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
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（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

一
八

ヲ
戦
時
中
停
止
ス
ル
コ
ト
ガ
適
当
卜
考

ヘ
ラ
ル
ル
状
態
ト
ナ
ツ
タ
。

二
、
加
之
戦
局
ノ
深
刻
化

二
伴
ヒ
、
軍
動
員
及
徴
用

ハ
愈
々
広
範
囲

二
及
ビ
、
住
友
本
社
ノ
如
キ
戦
力
増
強

二
直
接
的
デ
ナ
イ
事
業

ハ

軍
需
会
社
卜
認
メ
ラ
レ
ズ
、
従

ツ
テ
其
ノ
従
業
員

ハ
相
継
イ
デ
応
召
又

ハ
徴
用
セ
ラ
レ
、
且
新

二
従
業
員
ヲ
採
用
ス
ル
コ
ト
ニ
重
大

ナ
制
限
ヲ
置
カ
レ
タ
ノ
デ
、
本
社
的
統
制
ヲ
行

ハ
ン
ト
ス
ル
モ
人
的

二
行
詰
リ
ノ
状
態

二
到
達
シ
タ
。

三
、
又
住
友
本
社
ノ
戦
時
中
ノ
収
入
ノ
大
宗
ヲ
ナ
シ
テ
ヰ
タ
販
売
手
数
料

ハ
、
軍
ノ
物
資
調
達
ガ
各
工
場
ヨ
リ
ノ
直
接
購
買

二
移
行
セ

ル
ニ
伴
ヒ
、
住
友
本
社
ノ
介
入
理
由
ヲ
喪
ヒ
、
本
社
ノ
手
数
料

ハ
早
晩
放
棄
を
覚
悟
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
状
態

二
立
至
ツ
タ
。
自
然

本
社
ノ
現
業

二
従
事
シ
テ
居
ル
者
以
外
ノ
職
員
ノ
人
件
費
負
担
ガ
経
理
的

二
困
難
ト
ナ
リ
、
之
等
ノ
職
員
ヲ
本
社
ヨ
リ
離
脱
セ
シ
メ

ル
ノ
他
ナ
イ
状
態
ト
ナ
ツ
タ
。

四
、
以
上
三
ツ
ノ
状
勢
ヲ
勘
案
シ
、
住
友
本
社

ハ
昭
和
十
九
年
九
月
遂

二
戦
時
中
其
ノ
統
制
的
機
能
ヲ
停
止
ス
ル
コ
ト
ニ
決
シ
、
各
社

ハ
一
切
ノ
事
項

二
付
本
社
ノ
覇
絆
ヲ
脱
シ
、
戦
時
中

ハ
各
社
ノ
主
管
者
ノ
責
任

二
於
テ
業
務
ヲ
執
行
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、
本
社
ノ
現

業
関
係
職
員
以
外
ノ
職
員

ハ
、
夫
々
傘
下
各
社

二
転
出
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
シ
タ
。

五
、
併
シ
乍
ラ
戦
争

ニ
ヨ
ル
国
内
事
情

ハ
、
労
力
、
資
材
其
他
各
般
ノ
事
項

二
渉
り
、
逼
迫
緊
迫
ノ
度
ヲ
強
メ
テ
居
ル
際
デ
ア
ル
ノ
デ
、

住
友
本
社
傘
下
ノ
各
事
業
ト
シ
テ
ハ
、
相
互
二
有
無
相
融
通
シ
相
協
カ
ス
ル
コ
ト
ガ
事
業
運
営
上
特

二
必
要
デ
ア
ル
ト
感
ゼ
ラ
レ
タ
。

而
シ
テ
之
等
ノ
融
通

ハ
、
モ
ハ
ヤ
各
社
ノ
事
務
的
折
衝

ニ
ヨ
ツ
テ
ハ
実
効
ヲ
得
ル
見
込
ガ
ナ
イ
マ
デ
ニ
逼
迫
状
態
デ
ア
ツ
タ
ノ
デ
、

各
事
業
ノ
最
高
責
任
者
ガ
相
会
シ
、
ソ
ノ
政
治
的
折
衝
及
決
断

ニ
ヨ
リ
連
絡
協
調
ヲ
遂
ゲ
テ
行
ク
コ
ト
ト
シ
、
弦

二
住
友
戦
時
総
力

会
議
ガ
設
置
サ
レ
タ
。

六
、
即
チ
住
友
戦
時
総
力
会
議

ハ
、
住
友
本
社
卜
傘
下
各
事
業
ト
ノ
関
係
ノ
如
ク
上
下
ノ
関
係
デ
ハ
ナ
ク
、
本
社
ト
ソ
ノ
傘
下
主
要
会

社
ノ
最
高
首
脳
者
ガ
対
等
ノ
資
格

二
於
テ
会
議
体
ヲ
構
成
シ
、
相
互
ノ
事
業
運
営

二
付
相
協
カ
シ
、
併
セ
テ
将
来
起
ル
コ
ト
ア
ル
ベ



キ
非
常
事
態

二
対
処
ス
ル
方
策
ヲ
協
議
セ
ン
ト
ス
ル
機
構
デ
ア
ル
。
而
シ
テ
ソ
レ
ハ
住
友
主
要
事
業
ノ
最
高
首
脳
者
ノ
政
治
的
協
議

ヲ
行
フ
ベ
キ
機
構
デ
ア
ル
ガ
故

二
、
具
体
的

ニ
ハ
住
友
財
閥
ノ
最
高
首
脳
部
タ
ル
十
人
ノ
幹
部
ノ
会
議
体
デ
ア
ツ
タ
。

七
、
而
シ
テ
此
ノ
十
人
ノ
最
高
幹
部
ノ
会
議

二
於
テ
、
諸
般
ノ
議
案
並

二
之

二
関
聯
ス
ル
資
料
等

ハ
、
ソ
ノ
幹
部
ノ
代
表
ス
ル
各
社

ニ

於
テ
用
意
ス
ル
モ
、
之
等

ヲ
取
纏
メ
、
或

ハ
会
議
ノ
要
求
ス
ル
資
料
或

ハ
調
査

ヲ
各
社

へ
伝
達
依
頼
シ
、
其
ノ
他
会
議
ノ
議
事

ヲ
記

録
整
理
シ
、
或

ハ
会
議
日
取
ノ
決
定
通
知
等
諸
般
ノ
庶
務
ヲ
扱

フ
ベ
キ
機
関
ガ
必
要
デ
ア
ル
ノ
デ
、
宛
モ
衆
議
院

二
事
務
局
ヲ
設
置

シ
ア
ル
ト
同
談
（計
、
同
断
）
ノ
意
味

二
於
テ
此
ノ
総
力
会
議

二
事
務
局
ガ
設
置
セ
ラ
レ
タ
。

人
、
以
上
ガ
住
友
戦
時
総
力
会
議
及
其
ノ
事
務
局
ノ
概
要
デ
ア
ル
。

（資
料
１
）

提
出
昭
和
十
六
年
四
月
四
日
　
社
長
決
裁
同
日
　
本
社
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
起
案
例
第
七
五
号
ノ
二

本
社
事
務
章
程
中
改
正
ノ
件

（案
）

甲
第
二
〇
号
達

株
式
会
社
住
友
本
社
事
務
章
程
中
左
ノ
通
改
正
ス
。

昭
和
十
六
年
四
月
四
日

住
友
本
社

第
四
条
検
査
役
及
検
査
役
補
ノ
項
第

一
号
中

「専
務
理
事
」
ヲ

「常
務
理
事
」

二
改
ム
。

第
五
条
ヲ
左
ノ
如
ク
改
ム
。

第
五
条
　
社
長

ハ
理
事
中
ヨ
リ
常
務
理
事
若
干
名
ヲ
指
定
ス
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

五

一
九



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

五
二
〇

常
務
理
事

ハ
部
長
以
下
ヲ
指
揮
シ
テ
会
社

ノ
常
務

ヲ
処
理
ス
。

備
考

一
、
今
般
専
務
理
事

ノ
制
度

ヲ
廃
止

シ
、
常
務
理
事

ノ
制
度

二
変

フ
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
右
案

ノ
如

ク
通
達
即
日
施
行
相
成
可
然
乎
。

二
、
本
社

二
於

テ
ハ
昭
和
十

一
年
迄
常
務
理
事
制

ヲ
採
り
、
同
年
担
当
理
事
制

二
改
正
、
昭
和
十
三
年
更

二
現
行

ノ
専
務
理
事
制

二
改

メ
ラ

レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
（後
略
）

（資
料
２
）

人
第
二
八

一
四
号

昭
和
十
五
年
十

一
月
十
九
日

人
事
部
長
　
河
井
　
昇
三
郎

家
族
手
当

ノ
件

明
年

一
月

一
日
ヨ
リ
三
等
職
員
以
下
ノ
職
員
、
準
職
員

二
対

シ
家
族
手
当

ヲ
支
給

ノ
コ
ト

ニ
決
定
相
成
候
間
、
御
含

ノ
上
会
社
経
理
統
制
令

施
行
規
則
第
三
十
条

二
依

ル
社
員
手
当
準
則
変
更
許
可
申
請
書

（第
十
七
条
様
式
）
左
記

二
依

り
、
主
務
官
庁
宛
御
提
出
相
成
度
、
右
依
命
及

御
通
知
候
也
。

追

テ
実
施
細
ロ

ニ
付

テ
ハ
、
更

メ
テ
御
通
知
可
申
上
候
間
、
御
含
被
下
度
候
。

己

一
、
「手
当
ノ
種
類
」
第
四
号
手
当
（註
、
本ム社
経
理
統
制
令
第
二
十
条
第
四
号
）

二
、
「手
当
ノ
名
称
」
家
族
手
当

三
、
「支
給
ノ
条
件
」
基
本
給
料
月
額
百
円
以
下
ノ
者

ニ
シ
テ
扶
養
家
族
ア
ル
者
。



扶
養
家
族
ノ
範
囲

ハ
、
主
ト
シ
テ
当
該
社
員
ノ
収
入

二
依
り
生
計
ヲ
維
持
ス
ル
者

ニ
シ
テ
、
下
記
各
号
ノ

一
二
該
当
ス
ル
者
ヲ
謂
フ
。

（
一
）

配
偶
者
（届
出
ヲ
為
サ
ザ
ル
モ
事
実
上
婚
姻
関
係
卜
同
様
ノ
事
情

二
在
ル
者
ヲ
含
ム
）

（
二
）

満
六
十
才
以
上
ノ
父
母

ニ
シ
テ
本
人
卜
同

一
戸
籍
内

二
在
ル
者

（三
）

満
十
八
才
未
満
ノ
子

ニ
シ
テ
本
人
卜
同

一
戸
籍
内

二
在
ル
者

（
四
）

不
具
廃
疾
者

ニ
シ
テ
本
人
卜
同

一
戸
籍
内

二
在
ル
者

四
、
「金
額
、
数
量
又
ハ
割
合
」
扶
養
家
族

一
人

二
付
月
二
円
ノ
割
合

二
依
り
計
算
シ
タ
ル
金
額
。
但
シ
其
ノ
金
額
ガ
十
円
ヲ
超

ユ
ル
ト
キ

ハ
十
円
ト
ス
。

五
、
「支
給
ノ
時
期
」
毎
月
二
十
日

六
、
「変
更
ス
ル
ノ
要
ア
ル
事
由
」
事
変
来
ノ
急
激
ナ
ル

一
般
物
価
ノ
騰
貴

二
因
り
、
下
級
職
員
ノ
日
常
生
活

ハ
相
当
ノ
圧
迫
ヲ
蒙
リ
ツ
ツ

ア
リ
。
殊

二
多
数
ノ
扶
養
家
族
ヲ
有
ス
ル
者

二
在
リ
テ
ハ
子
女
ノ
教
育
等
何
彼
卜
出
費
嵩
ミ
、
更

二
生
活

二
余
裕
ナ
キ
現
状
ナ
リ
．
依

ツ
テ
姦

二
家
族
手
当
ヲ
支
給
シ
此
等
扶
養
家
族
ヲ
有
ス
ル
下
級
職
員
ノ
日
常
生
活
ヲ
幾
分
ナ
リ
ト
モ
余
裕
ア
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
次
第
ナ

七
、
「申
請
ノ
時
ノ
受
給
人
員
」
　
　
　
名

以
上

附
記

一
、
医
務
職
員
、
学
校
職
員
及
嘱
託
員

二
対
シ
テ
モ
支
給
ス
。

二
、
日
勤
ノ
嘱
託
及
之

二
準
ズ
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
従
来
臨
時
手
当

ヲ
支
給
シ
居
レ
ル
者
及
之
卜
同
種
ノ
者

二
付
テ
ハ
適
宜
決
定
ノ
コ
ト
ｃ

三
、
女
子
ノ
職
員
（註
、
三
、
四
等
職
員
中
の
女
子
の
意
）及
女
子
職
員

ニ
ハ
支
給
セ
ズ
。
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部
　
株
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会
社
住
友
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五
二
一



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

（資
料
３
）

月
俸
表高

等
職
員

一
生
寸
酔
瞥
員

二
等
職
員

三
等
職
員

四
等
職
員

補
助
職
員

八
〇
〇
―

一
二
〇
〇
円

四
五
〇
―
　
七
〇
〇
円

一
人
Ｏ
Ｉ
　
四
〇
〇
円

三
〇
―
　

一
七
九
円

廃
止

二
〇
―
　

一
五
〇
円

五
〇
〇
円
）

（九
〇
〇
円
）

（五
〇
〇
円
）

（
二
五
〇
円
）

（
二
〇
〇
円
）

新

七
〇
〇
―

一
〇
〇
〇
円

四
〇
〇
―
　
エハ
Ｏ
Ｏ
円

一
六
〇
―
　
一二
五
〇
円

七
〇
―
　

一
五
九
円

三
〇
―
　
　
エハ
九
円

二
〇
―
　

一
〇
〇
円

五
〇
〇
円
）

（九
〇
〇
円
）

（
五
〇
〇
円
）

（
二
五
〇
円
）

（
一
五
〇
円
）

1日

註
、
括
弧
内
は
特
別
俸
の
限
度
。

（資
料
４
）

提
出
昭
和
十
六
年
二
月
十
八
日
　
決
裁
同
月
二
十
四
日
　
本
社
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
起
案
例
第
五
七
号

職
員
実
習
規
程
制
定
ノ
件

学
校
卒
業
後
直

二
三
、
四
等
職
員

二
任
用
セ
ラ
レ
タ
ル
者

二
対
ス
ル
実
習

ハ
、
従
来
本
社
実
習
内
規

二
於
テ
規
定
セ
ラ
ル

ヽ
二
止

マ
ル
処
、

今
般
之
ヲ
社
則
ト
シ
テ
制
定
ノ
コ
ト
ト
シ
、
左
案

二
依
り
通
達
相
成
可
然
手
。

（通
達
案
）

甲
第

一
人
号
達

五
二
二



職
員
実
習
規
程
左
ノ
通
制
定
ス
。

昭
和
十
六
年
三
月
二
十
五
日

住
友
本
社

職
員
実
習
規
程

第

一
条
　
各
店
部

ハ
、
学
校
卒
業
後
直

二
三
、
四
等
職
員

二
任
用
セ
ラ
レ
タ
ル
者

二
対
シ
、
住
友
職
員
タ
ル
ノ
人
格
識
見
ヲ
涵
養
シ
、
実
務

ヲ
修
得
セ
シ
ム
ル
為
、
本
規
程
ノ
定
ム
ル
ト
コ
ロ
ニ
依
り
実
習
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
ス
。

第
二
条
　
実
習
中
ノ
職
員
ヲ
指
導
監
督
ス
ル
為
指
導
主
任
若
干
名

ヲ
置
ク
。

必
要

二
依
り
指
導
主
任
ヲ
輔
佐
ス
ル
為
指
導
員
若
干
名

ヲ
置
ク
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
。

第
三
条
　
実
習
ノ
期
間

ハ
、
事
務

二
付
テ
ハ
六
月
、
技
術

二
付
テ
ハ
一
年
ト
ス
。
但
シ
事
情

二
依
り
本
社
ノ
承
認
ヲ
経
テ
、
右
期
間
ヲ
延
長

又

ハ
短
縮
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

第
四
条
　
実
習

ハ
事
情

二
依
り
他
ノ
店
部
又
ハ
連
系
会
社

二
委
託
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

第
五
条
　
他
ノ
店
部
又

ハ
連
系
会
社
ヨ
リ
転
任

ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
者
又
中
途
任
用
者

二
付
テ
モ
、
必
要
ア
ル
場
合

ハ
本
規
程
を
準
用
ス
ル
コ

ト

ヲ

得

。

備
考

一
、
本
社

二
於
テ
ハ
学
校
卒
業
後
直

二
三
、
四
等
職
員

二
任
用
セ
ラ
レ
タ
ル
者

二
対
シ
テ
ハ
昭
和
二
年
来
、
「住
友
ノ
職
員
タ
ル
ノ
人
格
識

見
ヲ
涵
養
シ
併
セ
テ
実
務
ヲ
習
得
ス
ル
タ
メ
」
実
習
ヲ
行
ヒ
来
リ
タ
リ
。
実
習

ハ
住
友
ノ
歴
史
、
伝
統
精
神
其
ノ
他
ノ
訓
話
、
住
友
及
市

内

一
般
工
場
施
設
等
ノ
見
学
及
実
務
（事
務
及
技
術
、
本
社

二
於
テ
ハ
技
術
実
習

ハ
行

ハ
ス
）
ノ
講
習
等

ヲ
主
タ
ル
内
容
ト
シ
、
各
所
期
ノ

効
果
ヲ
挙
ゲ
来
レ
リ
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
三



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

五
二
四

其

ノ
後
漸
次
店
部
連
系
会
社

二
於

テ
モ
之

二
微

ヒ
或

ハ
各
自

ノ
実
習
内
規

ノ
モ
ト

ニ
、
或

ハ
必
要

二
依

り
他
店
部
、
連
系
会
社

二
委
託
シ

テ
実
習

ス
ル
ニ
到
リ
タ
リ
。

即
チ
学
校
卒
業
後
直

二
三
、
四
等
職
員

二
任
用
セ
ラ
ル

ヽ
者

ノ
実
習

ヲ
行

フ
ハ
、
住
友

二
於
ケ
ル
毎
年

ノ
例
ト
ナ
リ
タ
ル
次
第

二
付
、
ル

ニ
本
社
実
習
内
規

ヲ
社
則
ト
シ
テ
規
定

シ
、
其

ノ
趣
旨

ヲ
明
確
ナ
ラ
シ
メ
、
以

テ
各
店
部
連
系
会
社

二
於

テ
モ
同

一
歩
調

ヲ
ト
ラ
シ
メ
ン

ト
ス
ル
ナ
リ
。

（資
料
５
）

人
第
二
八
五
七
号

昭
和
十
六
年
十
二
月
九
日

株
式
会
社
住
友
本
社

人
事
部
長
　
田
中
　
良
雄

新
規
採
用
者
取
扱
方

ノ
件

本
年
十
二
月
卒
業

ノ
新
規
採
用
者

ノ
赴
任
期
日
等
左
記
ノ
通
決
定
相
成
候
間
、
貴
　
採
用
者

二
対

シ
通
知
方
、
可
然
御
取
計
相
成
度
。
尚
左

記
中
（七
）
事
項
当
方

へ
御
回
報
相
成
度
。
此
段
御
通
知
秀
得
貴
意
候
也
。

己

一
、
赴
任
期
日
　
昭
和
十
七
年

一
月
十
日

二
、
現
下
ノ
情
勢

二
鑑

ミ
、
本
年

二
限
り
実
習
停
止
シ
、
赴
任

ノ
ト
キ
ヨ
リ
分
掌

ヲ
命
ジ
、
各
店
部

二
於

テ
適
宜
講
習

ヲ
施

ス
コ
ト

ヽ
ス
。

（後
略
）

（資
料
６
）



人
第
二
九
二
七
号

昭
和
十
六
年
十
二
月
十
六
日

株
式
会
社
住
友
本
社

人
事
部
長
　
田
中
　
良
雄

実
習
打
切

二
関
ス
ル
件

十
二
月
九
日
付
人
第
二
人
五
七
号

ヲ
以

テ
御
通
知
申
上
候
通
、
本
年
十
二
月
卒
業
生

二
限
り
実
施
実
習

ヲ
停
止

ス
ル
事
卜
相
成
候
処
、
本
年

三
月
卒
業
生

二
対
シ
現
在
行

ヒ
ツ

ヽ
ア
ル
実
習
（技
術
実
習
、
事
務
実
習

ニ
シ
テ
病
気
其

ノ
他

ノ
理
由

ニ
テ
期
間
延
長
セ
ル
モ
ノ
Ｙ
一付

テ
モ
、

十
二
月
二
十
四
日
ヲ
以

テ
打
切
り
、
同
日
付

ヲ
以

テ
分
掌

ヲ
命
ズ

ル
事

二
決
定
相
成
候
間
、
御
諒
承
被
成
下
度
、
此
段
及
御
通
知
候
也
。

（資
料
７
）

提
出
　
昭
和
十
七
年
六
月
二
十
二
日
　
決
裁
同
年
八
月

一
日
　
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
起
案
例
第

一
六
〇
号

停
年

二
達
シ
タ
ル
後
在
職
セ
シ
ム
ル
者

ノ
在
職
期
間
延
長

二
関

ス
ル
件

停
年
規
程
第
三
条
（計
、
「住
友
合
資
会
社
（上
ン

資
料
ｌ
Ｙ
一依

レ
バ
停
年

二
達

シ
タ
ル
職
員
卜
雖
、
業
務
上
必
要

ア
ル
者

ハ
三
年

ヲ
限
り
在
職

セ
シ
メ
得

ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
居
レ
ル
処
、
時
局

二
鑑
ミ
戦
時
又

ハ
事
変
中
之

ヲ
延
長

シ
、
三
年
在
職
後
更

二
二
年

ヲ
限
り
在
職

セ
シ
メ
得

ル
様

規
定

ヲ
制
定

シ
、
御
決
裁

ノ
上

ハ
即
日
実
施
セ
ン
ト
ス
。

準
職
員
、
女
子
職
員

ハ
停
年
規
程

ヲ
準
用
ス
ル
為
、
本
件

二
依

り
職
員
同
様
延
長

セ
ラ
ル
。
即
チ
準
職
員

ハ
職
員
卜
同
ジ
ク
三
年

ノ
後
更

ニ

ニ
年
延
長
シ
得

ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
、
女
子
職
員
中
給
仕

ハ
三
年
其

ノ
他

ノ
者

ハ
五
年
在
職
後
、
更

二
二
年

ヲ
限
り
在
職
セ
シ
メ
得

ル
コ
ト

ヽ
ナ

ル
モ
ノ
ナ
リ
。

補
員

ハ
従
来
通
ト
ス
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
五



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
六

御
決
裁
相
成
可
然
乎
。
尚
御
決
裁
ノ
上

ハ
以
左
案
通
達
相
成
可
然
乎
。
（後
略
）

（資
料
８
）

提
出
　
昭
和
十
七
年
十
二
月
四
日
　
決
裁
　
同
年
十
二
月
十
九
日
　
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
起
案
例
第
二
九
四
号

東
北
鉱
業
事
務
所
廃
止

二
依
り
諸
規
程
制
定
並
廃
止
ノ
件

（前
略
）

（備
考
）

一
、
東
北
地
方
各
鉱
山
ノ
統
轄
、
管
理
ノ
為
、
昭
和
十
五
年
十
二
月
東
北
鉱
業
事
務
所
ヲ
設
置
シ
テ
今
日
二
及
ビ
タ
ル
処
、
其
ノ
後
諸
般
ノ

事
情
変
化

二
伴
ヒ
、
従
来
ノ
機
構
ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
、
本
社
ト
ノ
間

二
統
轄
機
関
ノ
重
複

ヲ
来
タ
シ
、
円
滑
ナ
ル
事
業
遂
行
ヲ
妨
グ
ル
虞
ナ

シ
ト
セ
ズ
、
依
テ
今
般
、
東
北
鉱
業
事
務
所
ヲ
廃
止
シ
、

（
一
）

同
事
務
所
所
管
、
安
部
城
、
大
宮
及
砥
沢
ノ
三
鉱
山

ヲ
夫
々
独
立
ノ
鉱
山
（店
部
）
ト
シ
テ
、
直
接
本
社
ノ
指
揮
監
督

ヲ
受
ク
ル
コ

ト
‐
ヽ

ンヽ
、

（
二
）

同
宮
城
、
大
蔵
及
大
萱
生
ノ
三
鉱
山

ヲ
本
社
鉱
山
課

ノ
直
轄
鉱
山
ト
シ
テ
、
宮
城
、
大
蔵

二
首
席
詰
員
及
詰
員

ヲ
、
大
萱
生

二
詰
員

ヲ
置
キ
、

以

テ
円
滑
ナ
ル
業
務

ノ
遂
行

ヲ
期
セ
ン
ト
ス
。
（後
略
）

（資
料
９
）

提
出
　
昭
和
十
七
年
七
月
二
十
五
日
　
決
裁
　
同
年
十
二
月
三
十
日
　
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
起
案
例
第

一
九

一
号

（本
社
）
事
務
章
程
中
改
正
ノ
件

本
社
職
制
中
左
記
ノ
通
改
正
ノ
コ
ト
ト
シ
、
別
案

（註
、
略
）
通
達
相
成
可
然
乎
。



己

（
１
）

各
部

二
必
要

二
依
り
部
長
代
理
ヲ
置
キ
得
ル
旨
ヲ
規
定
ス
。

（
２
）

各
課

二
副
長
ヲ
置
キ
得
ル
旨
ノ
規
定
ヲ
削
除
ス
。

（
３
）

課
長
代
理
者
ヲ
課
長
代
理
卜
改
称
ス
。

以
上

（資
料
１０
）

提
出
　
昭
和
十
七
年
十
二
月
十
六
日
　
決
裁
　
同
年
十
二
月
三
十
日
　
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
起
案
例
第
三
〇

一
号

本
社
事
務
章
程
並
監
査
及
検
査
規
程
中
改
正
ノ
件

検
査
役
及
検
査
役
補

ハ
現
在
常
務
理
事

二
直
属
致
居
候
処
、
之
ヲ
監
事
直
属

二
改
ム
ル
コ
ト
ト
シ
、
掲
題
規
程
中
左
ノ
通
改
正
通
達
相
成
可

然
乎
。
（後
略
）

（資
料
Ｈ
）

提
出
　
昭
和
十
七
年
六
月
十
六
日
　
決
裁
　
同
年
十
二
月
三
十
日
　
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
起
案
例
第

一
五
四
号

東
京
支
店
廃
止
並
東
京
支
社
設
置
ノ
件

近
時
時
局
ノ
進
展

二
伴
ヒ
、
東
京
方
面

二
於
ケ
ル
調
査
其
ノ
他
諸
般
ノ
事
務

一
段
卜
重
要
性
ヲ
加

へ
且
愈
々
膨
張
ノ

一
途
ヲ
辿
リ
ツ
ヽ
ア
ル

実
情

二
鑑
ミ
、
此
際
現
在
ノ
東
京
支
店
を
東
京
支
社

二
改
組
昇
格
セ
シ
メ
テ
、　
一
層
機
構
ノ
整
備
拡
充
ヲ
図
り
、
以
テ
現
下
ノ
要
求

二
即
応

セ
ル
態
勢
ヲ
確
立
ス
ル
コ
ト
ト
シ
、
之

二
伴
ヒ
別
紙
（註
、
略
）
ノ
通
東
京
支
社
事
務
章
程
制
定
、
東
京
支
店
事
務
章
程
廃
止
ノ
件
卜
共

二
通

達
相
成
可
然
乎
。

（備
考
）

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
七



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

一
、
東
京
支
社
事
務
章
程
中
主
ナ
ル
点
ヲ
摘
記
ス
レ
バ
左
ノ
如
シ
ｃ

（
一
）

職
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（現
行
東
京
支
店
職
制
）

支
社
長
　
　
　
一
名
　
　
　
　
　
　
　
　
支
店
長
　
　
　
一
名

次
　
長
　
　
若
干
名
　
　
　
　
　
　
　
　
副
　
長
　
　
若
干
名

課
　
長
　
　
若
干
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

係
　
長
　
　
若
干
名
　
　
　
　
　
　
　
　
係
　
長
　
　
若
干
名

係
　
由貝
　
　
若
干
名
　
　
　
　
　
　
　
　
係
　
員
　
　
若
干
名

必
要

二
依
リ

課
長
代
理
　
若
干
名

（二
）

分
課

総
務
課
及
調
査
課
ノ
ニ
課
制
ト
ス
。

（
１
）

総
務
課

ハ
現
在
ノ
東
京
支
店
ノ
庶
務
、
会
計
、
管
理
及
営
繕
ノ
四
係
ヲ
統
合
新
設
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
其
ノ
下
部
組
織

ハ

之
ヲ
上
記
四
係

二
分
タ
ン
ト
ス
。

（
２
）

調
査
課

ハ
現
在
ノ
東
京
支
店
調
査
係
ヲ
拡
大
強
化
シ
テ
、
之
ヲ
課

二
昇
格
セ
シ
メ
、
以
テ
時
局
下
愈
々
重
要
性
ヲ
加

ヘ
ツ
ヽ
ア
ル

調
査
事
務
遂
行
上
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

（三
）

支
社
長
ノ
権
限

現
在
ノ
東
京
支
店
長
ノ
権
限
卜
大
体
同

一
ナ
ル
モ
左
ノ
ニ
点

二
於
テ
之
ヲ
拡
大
セ
ン
ト
ス
。

（
１
）

部
下
各
員

二
対
シ
出
張
を
命
令
シ
得
ル
範
囲

ハ
、　
之
ヲ
国
内

ニ
ノ
ミ
限
ラ
ズ
、
満
洲
国
及
中
華
民
国
ヲ
モ
含

マ
シ
メ
ン
ト
ス
（鍍

五
二
八



業
、
金
属
、
化
学
等
各
主
管
者
ノ
例

二
同
ジ
）
。

（
２
）

臨
時
費
支
出
権
限

二
付

一
件
百
円
以
内
ノ
制
限
ヲ
撤
廃
セ
ン
ト
ス
（鍍
業
、
金
属
、
化
学
各
主
管
者
ノ
例

二
同
ジ
）
。

（但
シ
実
際
上

ハ
上
記
三
社
ノ
例

二
倣
ヒ
、

内
規

二
依
り

一
件
三
百
円
以
上
ノ
臨
時
費
支
出
方

二
付
テ
ハ
、　
予
メ
本
社

へ
中
請
セ

シ
ム
ル
コ
ト
ト
セ
ン
ト
ス
）

二
、
実
施
期
日

本
件
御
決
裁
ノ
上

ハ
七
月

一
日
ヲ
以
テ
実
施
ノ
コ
ト
ト
致
度
。

（資
料
１２
）

主
管
者
協
議
会

二
於
ケ
ル
第
四
議
題
議
事
筆
記
録

（銀
行
常
務
取
締
役
野
田
哲
造
）各
業
務
ノ
発
展
上
調
査
事
務
ノ
重
要
ナ
ル
コ
ト
ハ
何
時
ノ
時
代

二
於
テ
モ
然
ル
コ
ト
ダ
ガ
、
現
在
ノ
如
キ
変

転
極

マ
リ
ナ
キ
時

二
於
テ
ハ
一
層
重
要
ノ
コ
ト
ト
思
フ
。

銀
行

二
於
テ
ハ
コ
ノ
故

二
事
変
後
度
々
調
査
ノ
方
法
ヲ
変
更
シ
タ
ガ
、
現
在
銀
行
デ
ハ
調
査
課
卜
企
豊
課
卜
分
チ
テ
分
担
シ
、
調
査
課

二
於

テ
ハ
（
一
）

経
済
調
査
２

般
経
済
事
情
ノ
調
査
）

（三
）

事
業
調
査
（各
種
統
計
）

（三
）

信
用
調
査
（個
々
ノ
信
用

二
付
調
査
）

（四
）

業
況
調
査
２

般
業
界
ノ
動
向
調
査
）

ノ
四
調
査

ヲ
行

ツ
テ
居
り
、
企
蓋
課

二
於
テ
ハ
情
報
問
題
ヲ
取
扱
ヒ
政
治
、
経
済
等
ノ
凡
ユ
ル
情
報
ヲ
蒐
集
シ
、
各
店
部

二
通
知
シ
テ
居
ル

相
当
重
要
ノ
仕
事
デ
ア
ル
。

現
時

二
於
テ
我
々
ノ
必
要
ナ
コ
ト
ハ
接
触
面
ヲ
出
来
ル
ダ
ケ
広
メ
、
凡
ユ
ル
方
面
ヨ
リ
凡
ユ
ル
資
料
ヲ
集
メ
ル
コ
ト
デ
ア
ル
ト
思
フ
。
依
テ
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銀
行
デ
ハ
東
京
、
名
古
屋
、
福
岡
ニ
ハ
夫
々
駐
在
員
ヲ
置
キ
夫
々
地
区
地
方
ノ
、
上
海
、
北
京
、
奉
天
二
調
査
課
ヲ
置
キ
経
験
ノ
ア
ル
者

ヲ

送
リ
ソ
ノ
方
面
カ
ラ
夫
々
ノ
資
料
ヲ
ト
ル
コ
ト
ニ
シ
テ
居
ル
。

之
等
ノ
経
験
ヲ
以
テ
ス
レ
バ
（現
在
色
々
ノ
材
料
ヲ
集
メ
テ
居
ル
ガ
）
何
分
之
等

ハ
機
密
性
ノ
モ
ノ
ガ
多
イ
ノ
デ
他
店
部

二
発
表
シ
兼
ネ
テ
ヰ

ル
次
第
デ
ア
ル
、
ガ
然
シ
斯
ル
材
料
ガ
多
少
デ
モ
住
友
関
係
ノ
方
々
二
御
役

二
立
ツ
モ
ノ
ト
セ
バ
非
常

二
結
構
卜
思
フ
。
同
時

二
我
々
ハ
非

常

二
努
カ
ヲ
シ
テ
集
メ
テ
居
ル
ガ
、
防
諜
上
其
ノ
他

ニ
テ
資
料
ガ
非
常

二
集
り
難
ク
苦
心
シ
テ
居
ル
ノ
デ
、
本
社
其
他
ヨ
リ
諸
種
ノ
資
料
ガ

戴
ケ
レ
バ
銀
行
調
査
モ
亦
早
ク
調
査
出
来
ル
コ
ト
ト
思
フ
。
此
ノ
事

ハ
各
社

二
於
テ
モ
考

ヘ
ラ
レ
テ
居
ル
コ
ト
ト
思
フ
ｃ

従
テ
本
社

二
調
査
ノ
連
絡
本
部
ヲ
置
イ
テ
貰
ツ
タ
ラ
ド
ウ
カ
ト
思
フ
。
而
シ
テ
其
処

二
各
調
査
機
関

二
於
テ
必
要
卜
思
フ
資
料

ヲ
送
り
、
本

部

二
於
テ
ハ
其
ノ
必
要
卜
思

ハ
ル
ル
方
面

へ
適
宜
資
料
ヲ
送
ル
コ
ト
ト
ス
ル
。

又
本
部

ニ
テ
ハ
産
業
、
経
済
、
政
治
、
軍
事
ノ
資
料
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
各
方
面
ノ
情
報
モ
集
メ
テ
頂
キ
度
イ
ｃ
尚
此
ノ
情
報

ハ
其
ノ
必
要
性

ニ

鑑
ミ
極
メ
テ
迅
速

ニ
ヤ
ツ
テ
頂
キ
度
イ
。
具
体
的
組
織
問
題

二
付
テ
ハ
色
々
ア
ル
ト
思
フ
（夫
々
ノ
事
情

二
於
テ
異
ル
ト
思
フ
）
。
其
処
デ
此

ノ
調
査
本
部
設
置

二
対
ス
ル
委
員
会

ヲ
設
ケ
テ
其
処
デ
組
織
ヲ
考
慮
シ
タ
ル
上
、
之

二
基
キ
作
り
上
ゲ
テ
頂
キ
度
イ
。
又
之
ヲ
作
ル
上

二
於

テ
ハ
、
調
査
ガ
機
密
性
ヲ
有
ス
ル
カ
ラ
、
必
要
ナ
所
以
外

ニ
ハ
絶
対

二
洩
レ
ヌ
様
ナ
制
度

ニ
ス
ル
必
要
ガ
ア
ル
。

又
此
ノ
組
織

ハ
大
袈
裟
ナ
モ
ノ
ニ
ナ
リ
易
イ
ガ
、
形
バ
カ
リ
大
デ
ア
ツ
テ
モ
仕
事
ガ
小
サ
ク
テ
ハ
何

ニ
モ
ナ
ラ
ナ
イ
ノ
デ
ア
ツ
テ
、
其
ノ
為

ニ
ハ
極
メ
テ
実
際
的
ナ
モ
ノ
ヲ
作
り
、
所
謂
小
ヨ
リ
大

二
及
ボ
シ
テ
欲
シ
イ
ｃ
尤
モ
調
査
ノ
連
絡

ハ
今
迄
ナ
カ
ツ
タ
訳
デ
ハ
ナ
ク
、
非
公
式

ニ
ハ
ヤ
ツ
テ
居
タ
ガ
、
此
ノ
組
織
ヲ
作
レ
バ
、
愈
々
有
効

二
連
絡
出
来
ル
コ
ト
ト
思
フ
。
要

ハ
之
カ
ラ
研
究
シ
テ
作

ツ
テ
頂
キ
度
イ
ト
思
フ

ノ
デ
ア
ル
。

（議
長
常
務
理
事
北
沢
敬
二
郎
）
銀
行
ノ
調
査
機
関

ハ
大
変
大
キ
ク
且
充
実
シ
タ
モ
ノ
デ
ア
ル
カ
ラ
、
今
迄
良
ク
利
用
サ
セ
テ
頂
イ
タ
ガ
、
ヨ

リ
有
効

二
利
用
サ
セ
ン
ト
シ
テ
、
本
議
案

ヲ
出
サ
レ
タ
コ
ト
ハ
大
変
結
構
ダ
ト
思
フ
。



組
織
ノ
問
題

二
付
テ
ハ
色
々
問
題
ガ
ア
ル
ト
思
フ
ノ
デ
、
各
社
ノ
意
見
ヲ
聞
キ
度
イ
。

（信
託
常
務
粕
谷
善

一
）
信
託
調
査
機
関
ノ
実
情

ハ
機
関
ト
シ
テ
本
店

二
調
査
課
ガ
ア
ル
。
調
査
課
ノ
機
能

ハ
銀
行
卜
大
同
小
異
デ
経
済
、
事

業
、
信
用
ノ
調
査
ヲ
行

ツ
テ
居
ル
ガ
、
更

二
信
託
ノ
調
査
課
デ
ハ
会
計
検
査
卜
云
フ
特
別
ノ
機
能
ヲ
有
シ
テ
居
ル
。
会
計
検
査

ハ
他
部
課

ニ

譲
ル
ベ
キ
モ
ノ
ト
思
フ
ｃ

現
在
ノ
調
査
課
ノ
規
模

ハ
大
変
貧
弱
ナ
モ
ノ
デ
ア
ル
（創
立
後
僅
少
ノ
期
間
ナ
ル
為
）
。
殊

二
事
変
ノ
進
展

二
伴
ヒ
貯
蓄
増
強
、
公
債
消
化
ガ

強
ク
叫
バ
レ
テ
ヰ
ル
為
、
本
来
ノ
財
務
機
関
ト
シ
テ
ノ
機
能
ガ
縮
小
セ
ラ
レ
、
金
融
機
関
ト
シ
テ
ノ
機
能
ヲ
要
望
セ
ラ
レ
テ
居
ル
ノ
デ
、
人

員
ヲ
整
備
ノ
関
係
上
調
査
課
ノ
活
動

ハ
余
り
出
来
ナ
イ
現
状
デ
ア
ル
。
只
会
計
検
査

二
付
テ
ハ
信
託
会
社
ノ
生
命
デ
ア
ル
ノ
デ
、
コ
ノ
方
面

ハ
最
モ
カ
ヲ
注
イ
デ
居
ル
。

従

ツ
テ
此
ノ
機
能
ヲ
働
カ
ス
為

ニ
ハ
銀
行
、
本
社
ヲ
始
メ
、
各
社
店
部
ノ
査
業
課
ノ
カ
ヲ
借
リ
テ
居
ル
次
第
デ
ア
ル
ノ
デ
、
本
案

二
付
テ
ハ

全
幅
ノ
賛
意

ヲ
表
シ
テ
居
ル
。
連
絡
機
関
ノ
機
構

二
付
テ
ハ
最
初
ヨ
リ
余
り
大
キ
ナ
機
構
ヲ
持

ツ
コ
ト
ハ
如
何
卜
思
フ
ノ
デ
ア
ル
。
其
処
デ

理
想
ト
シ
テ
ハ
本
社

二
調
査
部
ヲ
置
イ
テ
貰
フ
ノ
ガ
望

マ
シ
イ
ガ
、
差
当
リ
ハ
現
在
ノ
機
構
デ
取
計
ラ
フ
ト
云
フ
点
デ
、
本
社
商
工
課
ノ
調

査
担
当
係
デ
ヤ
ツ
テ
貰
ヒ
、
各
社
ノ
調
査
ノ
責
任
者
デ
委
員
会

ヲ
設
ケ
、
毎
月
位

二
問
題
、
情
報
調
査

ヲ
持
寄

ツ
テ
ハ
如
何
卜
思
ツ
テ
居
ル

ノ
デ
ア
ル
ｃ
兎

二
角
運
用
ガ
大
切
ナ
ノ
デ
手
近
ナ
所
ヨ
リ
入
り
、
運
用
ノ
進
展

二
伴
ヒ
拡
大
シ
テ
ハ
如
何
カ
ト
思
フ
。

（倉
庫
常
務
細
谷
庄
二
郎
）
サ
サ
ヤ
カ
ナ
ガ
ラ
調
査
機
関
ヲ
設
ケ
テ
調
査

ヲ
行

ツ
テ
居
ル
ガ
、
各
社
共
同
様
ナ
コ
ト
ト
思
フ
。
従

ツ
テ
住
友
全

体
ト
シ
テ
ノ
調
査
機
関
ガ
望

マ
シ
イ
。

三
菱
ノ
如
キ
満
鉄
ノ
如
キ
又
東
洋
紡

二
於
テ
モ
経
済
研
究
所
ノ
様
ナ
モ
ノ
ヲ
置
イ
テ
居
ル
。
大
キ
ナ
所
デ
ハ
一
層
之
ヲ
重
視
シ
テ
居
ル
。
ソ

コ
デ
住
友
ト
シ
ハ
理
想
ト
シ
テ
ハ
大
キ
ナ
調
査
機
関
ガ
必
要
卜
思
フ
。

三
菱

ニ
テ
ハ
相
当
ノ
調
査
員
ヲ
南
方
軍
政
部

二
派
遣
シ
テ
、
間
接
デ
ハ
ア
ル
ガ
自
己
会
社
ノ
南
方
発
展

二
資
シ
テ
居
ル
。
ソ
コ
デ
調
査
役
室

第
二
部
　
株
式
会
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住
友
本
社
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二
連
絡
室
ヲ
置
キ
、
各
社
ノ
調
査
ノ
写
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
集
メ
保
存
整
理
シ
テ
貰
ヒ
度
イ
ト
思
フ
。
ソ
シ
テ
時
々
各
社
ノ
責
任
者

ヲ
集
メ
テ
交

換
シ
又
本
社
ノ
連
絡
室

二
行
ケ
バ
何
デ
モ
解
ル
様

ニ
シ
テ
頂
キ
度
イ
。

何
レ
ニ
シ
テ
モ
此
ノ
案

ニ
ハ
賛
成
デ
ア
ル
。

（東
京
支
社
次
長
西
村
幸
二
郎
）
最
近
東
京
支
社

二
於
テ
実
際

二
行

ツ
テ
居
ル
ノ
ニ
ヒ
ン
ト
ヲ
得
テ
提
案
セ
ラ
レ
タ
モ
ノ
カ
ト
思
フ
。
卜
申
ス

ノ
ハ
支
社

二
於
テ
ハ
支
社
組
織
ノ
直
後
銀
行
卜
連
絡
提
携
シ
テ
実
施
シ
始
メ
タ
。
銀
行

ニ
ハ
相
当
ノ
機
関
ガ
ア
リ
又
市
中

二
網
ヲ
張

ツ
テ
居

ル
タ
メ
色
々
ノ
情
報
ガ
集
ル
ガ
、
コ
ノ
情
報

ハ
銀
行
ト
シ
テ
ハ
差
シ
テ
大
ナ
ル
モ
ノ
デ
ナ
ク
ト
モ
、
本
社

二
於
テ
ハ
重
要
ナ
コ
ト
ガ
ア
ル
．

其
ノ
前

二
東
京
支
社

ニ
ハ
調
査
課
ガ
ア
ル
。
之

ハ
情
報
ヲ
集
メ
テ
之
ヲ
本
社

二
供
覧
シ
又
他
社
ヨ
リ
ノ
依
頼

二
応
ジ
色
々
ノ
調
査

ヲ
行

ツ
テ

居
ル
（他
社
ノ
給
与
、
労
務
管
理
等
実
例
調
査
等
）
。
又
積
極
的

ニ
ハ
財
界
方
面
、
社
会
方
面
ノ
動
向

ヲ
調
査
シ
、
本
社

二
通
ジ
テ
居
ル
．
銀

行
調
査

二
入
ル
情
報

ハ
可
ナ
リ
面
白
イ
モ
ノ
ガ
ア
ル
ノ
デ
、
之
ヲ
本
社
ノ
情
報
卜

一
緒

ニ
ス
ル
ハ
面
白
イ
ト
思
ヒ
、
銀
行
卜
協
議
シ
、
ソ
ノ

賛
同
ヲ
得
テ
連
絡
会
議
ガ
成
立
ツ
タ
訳
デ
ア
ル
。
未
ダ
日
浅
ク
充
分
デ
ナ
イ
ガ
、　
一
、
三
回
会
合
シ
、
相
当
ノ
効
果
ヲ
挙
ゲ
テ
居
ル
次
第
デ

ア
ル
．

従
テ
実
験
カ
ラ
本
案

二
対
シ
私
案

ヲ
申
上
ゲ
度
イ
。
私
案
ト
シ
テ
ハ
急

二
大
キ
ナ
機
関
ヲ
設
ケ
ル
ノ
ハ
如
何
カ
ト
思
フ
。
従
テ
南
方
委
員
会

ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
設
ケ
ル
ノ
ガ
実
行
上
好
イ
ト
思
フ
。

夫
デ
ハ
ド
ン
ナ
仕
事

ヲ
行
フ
カ
ト
云
フ
ト

ー
各
方
面
カ
ラ
ノ
資
料
情
報
ヲ
集
メ
、
之
ヲ
整
理
保
管
ス
ル
コ
ト
。

２
其
等
ノ
資
料
ヲ
必
要

二
応
ジ
、
各
方
面

二
供
覧
ス
ル
コ
ト
（東
京
支
社

二
於
テ
ハ
南
方
委
員
会
ノ
事
務

二
於
テ
実
現
シ
テ
居
ル
）
。

３
各
社
ノ
希
望
ヲ
予
メ
聴
イ
テ
置
キ
、
ソ
ノ
希
望

二
応
ズ
ル
様
他
ノ
社

二
連
絡
シ
、
其
ノ
希
望
ヲ
達
ス
ル
コ
ト
。

４
連
絡
以
外

二
必
要
ガ
生
ジ
タ
場
合

ハ
、
委
員
ヲ
招
集
ス
ル
ニ
当
り
之
ガ
事
務
ヲ
ナ
ス
コ
ト
。



５
住
友
全
般
ノ
必
要
ヲ
考

へ
、　
凡
ユ
ル
資
料
ヲ
各
社

二
依
頼
ス
ル
コ
ト
モ
必
要
卜
思
フ
２

般
的
ナ
調
査
デ
ナ
ク
、　
企
業
ノ
必
要

二
応
ジ
タ

調
査
ヲ
ナ
ス
。
ソ
レ
ガ
為

ニ
ハ
ソ
ノ
調
査
事
項
ヲ
配
分
ス
ル
役
ロ
ヲ
行
フ
コ
ト
）
。

６
調
査
連
絡
委
員
会
ヲ
定
期
的

二
開
イ
テ
ハ
如
何
（特
別
ノ
議
題
ヲ
研
究
ス
ル
）
ｃ

本
社
内

二
設
置
ス
ル
外

二
各
地
区
地
方
別

二
斯
ル
機
関
ノ
部
会

ヲ
設
ケ
テ
置
ク
コ
ト
モ
必
要
デ
ナ
イ
カ
ト
思
フ
（中
央

二
対
ス
ル
地
方
支
部

ノ
如
キ
モ
ノ
）
。　
ソ
シ
テ
之
等
地
方
支
部

ハ
中
央
卜
絶

エ
ズ
緊
密

二
連
絡
ス
ル
コ
ト
ガ
良
イ
ト
思
フ
。

此
ノ
様

二
実
際

二
即
シ
タ
事
業
カ
ラ

入
ツ
テ
行
ク
必
要
ガ
ア
ル
ト
思
フ
ｃ

兎
モ
角
各
連
系
会
社

ハ
本
社
ヲ
中
心
ト
シ
テ
、
互
二
連
絡
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ガ
、
斯
ル

一
元
的
ナ
コ
ト
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
必
要
ナ
場
所

ニ
ハ
写
ヲ

送
ル
等
多
角
的

ニ
ヤ
ル
必
要
ガ
ア
ル
。
又
其
ノ
連
絡

二
当
ル
担
当
者
ヲ
決
メ
テ
置
ク
必
要
ガ
ア
ル
ト
思
フ
。

参
考
迄

二
他
社
ノ
例
ヲ
申
述
ベ
ル
ト

三
菱
デ
ハ
、
三
菱
経
済
研
究
所
、
従
来

ハ
独
立
的
ナ
色
彩
ガ
ア
ツ
タ
ガ
最
近

ハ
各
社

二
利
用
サ
レ
テ
ヰ
ル
。
又
経
済
調
査
連
絡
委
員
会
（月

二
回
位
）
ヲ
開
イ
テ
ヰ
ル
ｃ
此
ノ
為
力
各
連
系
会
社
ノ
連
絡
ガ
上
手
ク
行
ツ
テ
ヰ
ル
。

三
井
総
元
方
デ
ハ
、
部
長
会
議
ノ
様
ナ
モ
ノ
ガ
ア
ル
ガ
連
絡
会
議

ハ
ナ
イ
。
計
萱

ハ
樹
テ
タ
コ
ト
ガ
ア
ル
ガ
、
各
社
ノ
機
密
事
項
ガ
洩
レ
ル

ト
ノ
コ
ト
デ
、
立
止
メ
ト
ナ
ツ
タ
ノ
デ
ア
ル
。

彼
是
考
フ
ル
ニ
今
回
ノ
提
案

ハ
東
京
支
社
ノ
経
験

二
徴
シ
大
変
結
構
ノ
コ
ト
ト
思
フ
。

（東
京
販
売
店
支
配
人
高
橋
浩
）
販
売
店
ト
シ
テ
ハ
規
模
モ
小
サ
イ
ノ
デ
調
査
卜
云
ツ
テ
モ
業
態

二
応
ジ
タ
必
要
ノ
コ
ト
ノ
ミ
ヲ
ヤ
ツ
テ
居
テ
、

自
由
経
済
時
代

ニ
ハ
調
査
係
ヲ
置
キ
市
場
ノ
調
査
即
チ
需
給
状
態
、
同
業
者
ノ
動
向
、
販
路
内
ノ
取
引
先
ノ
信
用
調
査

ヲ
行

ツ
テ
居
夕
。
然

シ
之

ハ
統
制
経
済
時
代

二
入
ル
ニ
伴
ヒ
、
機
構
ノ
改
革
カ
ラ
其
ノ
姿
ヲ
消
シ
タ
ｃ
然
シ
今
日
デ
ハ
別
ノ
ロ
的

二
副
ツ
テ
調
査
ガ
必
要
卜
考

ヘ

テ
居
ル
。

第
〓
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
三



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
四

実

ハ
先
般
東
京
支
社
ノ
調
査
課
ノ
拡
充
ノ
際
、
其
ノ
材
料
ノ
提
供
及
利
用
方
ヲ
申
出
テ
其
ノ
了
解
ヲ
得
夕
。
然
シ
其
ノ
後
夫
レ
程
実
効
ヲ
挙

ゲ
テ
ヰ
ナ
イ
。
之
ガ
実
状
デ
ア
ル
。

参
考

二
申
上
ゲ
ル
ト
、
満
鉄
ノ
調
査
機
関
ノ
話
デ
ア
ル
ガ
、
満
鉄
デ
ハ
最
初
大
連

二
根
拠
ヲ
置
キ
、
最
近

ハ
奉
天
、
新
京

ヘ
ト
本
拠
ガ
移
ル

模
様
デ
ア
ル
ガ
、
其
ノ
前

二
調
査
機
関
ハ
新
京

二
移

ツ
テ
ヰ
タ
。
中
央

二
調
査
機
関
ガ
無
ケ
レ
バ
不
可
卜
思
ツ
タ
カ
ラ
デ
ア
ル
。
従
テ
住
友

デ
モ
東
京
ガ

一
番
資
料
ガ
集
ル
筈
ダ
カ
ラ
、
東
京
支
社
ノ
調
査
課

ハ
益
々
拡
大
サ
レ
ル
必
要
ガ
ア
ル
ト
思
フ
。
又
販
売
店
ノ
固
有
ノ
立
場
ヨ

リ
申
ス
ト
、
逓
信
省
、
鉄
道
省
等
ヨ
リ
資
料
ヲ
得
テ
ヰ
タ
ガ
、
現
在

ハ
之
ガ
減
少
シ
、
陸
海
軍
ヨ
リ
色
々
ノ
資
料
ヲ
受
ケ
ル
コ
ト
ガ
ア
ル
。

然
シ
此
ノ
中

ニ
ハ
秘
密
事
項
ガ
多
イ
ノ
デ
、
之
ヲ
其
ノ
儘
提
供
ス
ル
コ
ト
ハ
如
何
カ
ト
思
フ
。
制
限
ア
ル
コ
ト
ラ
了
承
願
ヒ
度
イ
。
又
以
前

ノ
様

二
自
ラ
ガ
集
メ
テ
整
理
ス
ル
ヨ
リ
モ
、
統
制
会
其
ノ
他

二
整
備
サ
レ
タ
材
料
ガ
ア
ル
カ
ラ
ソ
レ
ヲ
御
取
次
シ
テ
モ
ヨ
イ
。

販
売
店

ハ
銀
行
卜
同
ジ
ク
色
々
ノ
方
面

二
人
ガ
出
ル
カ
ラ
、
色
々
ノ
資
料
ガ
集
ル
。
之
ヲ
販
売
店
ノ
方
カ
ラ
積
極
的

二
資
料
ト
シ
テ
送
ル
コ

ト
ト
セ
バ
、
事
務
多
端
ト
ナ
ル
ニ
付
、
調
査
機
関
ノ
方
カ
ラ
自
ラ
発
動
シ
テ
他
ノ
方

二
廻
シ
テ
頂
キ
度
イ
。

（商
工
課
員
高
松
信
夫
と

水
会

ハ
技
術
関
係
ノ
連
絡
機
関
デ
ア
ツ
テ
、
昭
和
六
年
創
立
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
。

事
業
ト
シ
テ
ハ
（
ｌ
Ｘ
ム
員
（研
究
関
係
者
）
ノ
研
究
発
表
紹
介
、
（
２
）
大
学
教
授
其
ノ
他
専
門
家
ノ
講
演
ノ
聴
講
、
（
３
）
研
究
所
及
工
場
ノ
見

学
等

ヲ
行

ツ
テ
ヰ
ル
。

又
定
例
的

二
毎
月

一
回
（第

一
週
ノ
水
曜
日
二
開
ク
故

二
一
水
会
ノ
名
称

ヲ
冠
ス
）
例
会
ヲ
開
キ
、
上
記
事
業

ヲ
行
フ
。

現
在

ハ
会
員
部
内

二
止
ラ
ズ
、
研
究
ノ
発
表
等

ヲ
記
録
ト
シ
住
友
部
内

二
配
布
ス
ル
計
書
一ヲ
立
テ
テ
ヰ
ル
。
現
在
会
員
数

一
〇
〇
名
。

創
立
後
ノ
事
業

創
立
ヨ
リ
十
七
年
末
迄
　
　
　
　
　
　
　
十
七
年
ノ
ミ

例
会
　
　
　
　
一
〓
一五
回
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一回



研
究
発
表
　
　
　
七
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

講
演
聴
取
　
　
　
五
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

見
学
　
　
　
　
　
一
一五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

事
務

ハ
大
イ
ニ
円
滑

二
動
イ
テ
ヰ
ル
。

（理
事
経
理
部
長
兼
東
京
支
社
長
小
林
晴
十
郎
）
本
社
デ
ハ
調
査

二
特
別
ノ
関
心
ヲ
払

ツ
テ
行

ツ
テ
ヰ
ル
。
本
社
デ
ハ
商
工
課
、
鉱
山
課
デ
経

済
、
事
業
等
ノ
調
査
ヲ
行
ツ
テ
ヰ
ル
。
又
信
用
調
査
等

ハ
銀
行
、
信
託
等
ノ
調
査
ヲ
利
用
サ
シ
テ
貰

ツ
テ
ヰ
ル
。
又
人
事
、
労
働
課
等

二
於

テ
ハ
夫
々
専
門
ノ
調
査
ヲ
行
ヒ
、
夫
々
ノ
基
礎
ヲ
作

ツ
テ
居
ル
。

綜
合
的
調
査
機
関
設
置
ノ
問
題
モ
度
々
出
夕
。
斯
ル
モ
ノ
ノ
設
立

二
関
シ
テ
ハ
、
本
社
ト
シ
テ
ハ
持
ツ
テ
ヰ
ナ
イ
。
然
シ
調
査
連
絡
ノ
必
要

ナ
ル
コ
ト
ハ
申
ス
迄
モ
ナ
イ
コ
ト
デ
、
満
腔
ノ
同
意
ヲ
表
ス
ル
。
殊

二
現
在
ノ
様

二
計
董

二
移
ラ
ン
ト
ス
ル
時

ニ
ハ
、
住
友
ノ
如
キ
団
体
ノ

中
枢
機
関

二
於
テ
ハ
、
益
々
之
等
ノ
調
査
資
料
ノ
蒐
集
整
理
ハ
極
メ
テ
必
要
卜
思
フ
。

実
際
ノ
問
題
デ
ア
ル
ガ
、
従
来
住
友

ニ
テ
ハ
実
際
ノ
仕
事

二
即
シ
タ
調
査

ヲ
ヤ
ツ
テ
ヰ
タ
関
係
上
、
三
菱
研
究
所
ノ
如
キ
方
向

ニ
ハ
進
メ
ル

考

ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
ル
。
従
テ
大
キ
ナ
調
査
機
関
ヲ
設
ケ
ル
考

ニ
ハ
返
カ
ニ
進

マ
ナ
イ
ノ
デ
ア
ル
、
ガ
然
シ
各
社
ノ
調
査
機
関
ヲ
連
絡
ス
ル
コ

ト
ハ
現
下
益
々
必
要
デ
ア
リ
、
予
々
之
ヲ
考

ヘ
テ
ヰ
タ
次
第
デ
ア
ル
。
東
京
支
社
デ
ハ
斯
ル
観
点
ヨ
リ
銀
行
調
査
ト
ノ
間

二
、
連
絡
ヲ
ト
ツ

テ
ヰ
ル
次
第
デ
ア
ル
。
東
販

二
対
シ
テ
モ
東
支
ノ
方
ヨ
リ
積
極
的

二
働
キ
、
情
報
ノ
蒐
集

二
努
メ
テ
貰
フ
考
デ
ア
ル
。

直
営
鉱
山
ノ
整
理
等

二
依
り
、
人
ヲ
調
査
方
面

二
使

ヘ
ル
様

ニ
ナ
ツ
タ
シ
、
又
時
勢
ガ
政
治
ノ
動
キ
ニ
大
イ
ニ
関
心
ヲ
払

フ
必
要
ガ
生
ジ
テ

来
タ
ノ
デ
、
事
業
調
査
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
情
報
ノ
蒐
集
が
必
要
ト
ナ
ツ
テ
来
タ
ノ
デ
、
此
ノ
方
面

ニ
モ
カ
ヲ
注
グ
必
要
ガ
ア
ル
ノ
デ
ア
ル
。
従
テ

大
イ
ニ
研
究
ヲ
重
ネ
、
場
合

二
依

ツ
テ
ハ
経
理
部
ノ
機
構
モ
変

ヘ
ル
コ
ト
ニ
ナ
ル
カ
モ
知
レ
ヌ
。
何
レ
ニ
シ
テ
モ
此
ノ
案

ニ
ハ
賛
成
デ
此
ノ

機
会

二
経
理
部
ヲ
中
心

二
着
々
実
行

二
移
シ
度
イ
ト
思
フ
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
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第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
六

（野
田
銀
行
常
務
）
特

二
御
願
致
シ
度
イ
コ
ト
ハ
、
資
料
ヲ
集
メ
ル
ノ
二
一
番
困
ル
コ
ト
ハ
、
工
、
化
、
鍍
業
ノ
資
料
デ
ア
ル
。
依
テ
此
ノ
方

面

二
御
協
カ
ヲ
願
ヒ
度
イ
。
従
来
東
京
、
統
制
会
等

ニ
モ
連
絡
シ
テ
ヰ
ル
ガ
素
人
デ
解
り
難
イ
ノ
デ
、
大
体
ノ
ヒ
ン
ト
ヲ
与

ヘ
テ
頂
ケ
バ
大

イ
ニ
助
カ
ル
コ
ト
ト
思
フ
。

東
京
方
面
ノ
話
ヲ
聞
ク
ト
、
情
報
関
係
ノ
ミ
ガ
中
心
ト
ナ
ツ
テ
ヰ
ル
ガ
、
我
々
ト
シ
テ
ハ
経
済
調
査
、
事
業
調
査

二
付
テ
モ
協
調
ガ
必
要
ト

田
心
フ
。

依
テ
本
社
ノ
方
デ
モ
専
門
ノ
人
ヲ
置
イ
テ
ヤ
ツ
テ
頂
キ
度
イ
ｃ
具
体
的
組
織

二
付
テ
ハ
準
備
委
員
会

ヲ
設
ケ
テ
頂
キ
度
イ
。

（議
長
北
沢
常
務
理
事
）
嘗
テ
本
社
ノ
調
査
課
ガ
ア
ツ
タ
ガ
、　
一
般
調
査

二
流
レ
テ
事
業
ノ
血
、
肉
が
出
来
ヌ
ト
云
フ
ノ
デ
中
止
サ
レ
タ
。
ソ

コ
デ
商
工
課
、
鉱
山
課
デ
必
要
ナ
モ
ノ
ノ
ミ
ヲ
ヤ
ツ
テ
ヰ
ル
。
之
デ
現
在
ノ
調
査
ノ
値
打
ガ
出
テ
ヰ
ル
コ
ト
ト
思
フ
。
ソ
コ
デ
余
り
大
キ
ナ

機
関
ヲ
置
ク
ト
昔
ノ
轍
ヲ
踏
ム
コ
ト
ト
ナ
ル
カ
ト
思
フ
ノ
デ
、
各
社
ノ
調
査
機
関
ノ
連
絡
機
関
ヲ
設
ケ
ル
程
度
ガ
必
要
カ
ト
思
フ
。

尚
銀
行
カ
ラ
鍍
工
業
ヨ
リ
ノ
密
接
ナ
連
絡
ヲ
望

マ
レ
タ
ガ
、
軍
資
秘

二
属
ス
ル
モ
ノ
ガ
多
イ
ノ
デ
、
文
書
ヲ
以
テ
渡
ス
ト
面
倒
ナ
コ
ト
ガ
起

ル
ト
不
可
ヌ
ノ
デ
、
ソ
ノ
際

ハ
連
絡
会
議
デ
話
ス
コ
ト
ハ
結
構
ナ
コ
ト
ト
思
フ
。
出
来
ル
限
り
早
ク
形
ヲ
調

ヘ
ル
積
リ
デ
ア
ル
。

（資
料
１３
）

提
出
　
昭
和
十
八
年
九
月
二
十
二
日
　
決
裁
　
同
年
九
月
二
十
八
日
　
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
起
案
例
第
三
四
〇
号

（本
社
）事
務
章
程
中
改
正
ノ
件
及
補
助
職
員
、
準
職
員
ノ
種
別
廃
止
ノ
件

一
、
防
護
課
ノ
新
設

１
時
局

二
鑑
ミ
本
社

二
於
ケ
ル
警
備
陣
ノ
強
化
ヲ
計
ル
為
、
総
務
部

二
防
護
課
ヲ
新
設
セ
ン
ト
ス
。

２
防
護
課

二
企
蓋
係
、
保
安
係
、
連
絡
係
ノ
三
係
ヲ
置
キ
、
左
ノ
事
務
ヲ
分
掌
セ
シ
ム
Ｇ

企
豊
係
　
整
一備
、
保
安
、
衛
生
、
災
害
防
護
ノ
企
書
〓

関
ス
ル
事
項



保
安
係
　
薇
言
備
、
保
安
、
衛
生
、
災
害
防
護

二
関
ス
ル
事
項
及
特

二
指
定
セ
ラ
レ
タ
ル
事
項

連
絡
係
　
警
備
、
保
安
、
衛
生
、
災
害
防
護

二
関
ス
ル
連
絡
及
特

二
指
定
セ
ラ
レ
タ
ル
事
項

３
防
護
課
ノ
新
設

二
伴
ヒ
、
文
書
係
所
管
事
項
中

「社
内

一
般
ノ
取
締
設
備
」
及

「自
動
車
自
転
車
ノ
管
理

二
関
ス
ル
事
項
」
ヲ
削
除
ス
。

尚
現
在
文
書
係

ニ
テ
取
扱

ヘ
ル
防
護
団
ノ
事
務

ハ
、
防
護
課

二
移
管
ス
。

二
、
補
助
職
員
、
準
職
員
ノ
種
別
ノ
廃
止

１
守
衛
、
使
丁
ノ
名
称

ハ
之
ヲ
廃
止
シ
、
夫
々
防
護
課
保
安
係
、
防
護
課
連
絡
係

二
配
属
セ
シ
ム
。

２
右

二
伴
ヒ
、
準
職
員
ノ
種
別

ハ
之
ヲ
廃
止
シ
、
自
動
車
運
転
手
、
工
手

ハ
連
絡
係

二
配
属
セ
シ
ム
。

同
餐
会
賄
方

ハ
庶
務
課

二
、
倶
楽
部
、
寮
等
ノ
守
衛
、
使
丁
、
賄
方
、
雇
ハ
厚
生
課

二
配
属
セ
シ
ム
。

一雇
ハ
夫
々
現
在
ノ
所
属
課

二
配
属
セ
シ
ム
。

３
（註
、
略
）

各
店
部
連
系
会
社

二
対
シ
テ
ハ
、
右
ノ
趣
旨

二
則
り
実
情

二
則
ス
ル
様
改
正
考
究
方
通
知
ス
。

三
、
会
計
課
各
係
ノ
名
称
変
更

会
計
課
各
係
ノ
名
称
ヲ
事
務
ノ
実
際

二
適
合
ス
ル
様
改
正
ス
。

旧
名
称
　
　
　
　
　
　
　
新
名
称

会
計
課

計
算
係
　
　
　
　
　
　
　
精
査
係
（許
、
会
計
書
類
ノ
精
杏
及
計
算
記
帳
並
諸
預
金
ノ
取
扱
二
関
ス
ル
事
項
）

主
計
係
　
　
　
　
　
　
　

王ヽ
計
係

出
納
係
　
　
　
　
　
　
　
證
券
係
（註
、
諸
證
券
ノ
保
管
及
其
売
買
ノ
手
続
二
関
ス
ル
事
項
）

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

五
三
七



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
八

会
計
係
（註
、
金
銭
ノ
出
納
並
代
理
支
払
二
関
ス
ル
事
項
）

用
度
係
　
　
　
　
　
　
　
用
度
係

御
決
裁
相
成
可
然
手
。

御
決
裁
ノ
上

ハ
以
左
案
（註
、
略
）通
達
及
通
牒
相
成
可
然
手
。

（資
料
１４
）

提
出
　
昭
和
十
八
年
十
月
二
十
二
日
　
決
裁
　
同
年
十
月
二
十
五
日
　
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
起
案
例
第
三
八
六
号

（東
京
支
社
）
事
務
章
程
中
改
正
ノ
件

一
、
支
社

二
防
護
課
ヲ
新
設
シ
、
調
査
課

二
係
ヲ
設
ケ
ン
為
、
事
務
章
程
中
改
正
ヲ
行

ハ
ン
ト
ス
。

二
、
改
正
点
及
理
由

（
１
）

防
護
課
ヲ
新
設
ス
。
新
設
防
護
課

ニ
ハ
企
蓋
、
保
安
、
連
絡
ノ
三
係
ヲ
置
ク
。
所
管
事
項

ハ
本
社
防
護
課
及
其
ノ
各
係

二
同
ジ
。

時
局

二
鑑
ミ
、
東
京
住
友
ビ
ル
ノ
防
護
ノ
強
化
、
東
京
方
面

二
於
ケ
ル
関
係
事
業
ヲ
含
メ
タ
ル
綜
合
的
防
護
計
董
ノ
樹
立
、
実
施

等
警
防
陣
ノ
強
化
ヲ
計
ラ
ン
ト
ス
。

（
２
）

調
査
課

二
左
ノ
係
ヲ
新
設
セ
ン
ト
ス
。

（イ
）

調
査
係

一
関
係
事
業
其
ノ
他

一
般
調
査

二
関
ス
ル
事
項

二
其
ノ
他
他
ノ
係

二
属
セ
サ
ル
事
項

（
口
）

資
材
係

直
轄
鉱
山
ノ
需
要
品
ノ
調
達

二
関
ス
ル
事
項



（
ハ
）

海
外
係

海
外
事
業

二
関
ス
ル
事
項

調
査
課
ノ
事
務

ハ
益
々
多
岐

二
亘
リ
ツ
ヽ
ア
ル
現
状

二
付
、
右
ノ
三
係

二
分
チ
分
掌

ヲ
明
ラ
カ
ニ
セ
ン
ト
ス
ｃ

本
件

ハ
適
当
卜
被
存

二
付
御
決
裁
相
成
可
然
乎
。

右
御
決
裁
ノ
上

ハ
以
左
案
（註
、
略
）通
達
相
成
可
然
乎
。

（資
料
１５
）

提
出
　
昭
和
十
八
年
四
月
二
日
　
決
裁
　
同
日
　
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
起
案
例
第

一
二

一
号

（本
社
）定
款
中
改
正
ノ
件

本
社
定
款
中
左
ノ
通
改
正
ノ
コ
ト
ト
シ
、
本
月
下
旬
開
催
ノ
定
時
株
主
総
会

二
附
議
決
定
相
成
可
然
乎
。

一記

（
一
）

第

一
条
社
名

二
関
ス
ル
規
定
中

「英
文
名
」
ヲ
削
除
ス
。

（
三
）

第
三
条
本
店
及
支
店
ノ
所
在
地

二
関
ス
ル
規
定
中

「本
店
」
ト
ア
ル
ヲ

「本
社
」

二
、
「支
店
」
ト
ア
ル
ヲ

「支
社
」

二
改
ム
。

以
上

備
考

一
、
第

一
条
改
正
理
由

定
款
中

二
会
社
ノ
英
文
名
ヲ
記
載
ス
ル
コ
ト
ハ
、
従
来

一
般

二
行

ハ
レ
居
ル
処
ナ
ル
モ
、
右

ハ
法
律
上
ノ
必
要
事
項

ニ
ハ
非
ズ
シ
テ
、
単

ナ
ル
慣
例

二
過
ギ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

就
テ
ハ
時
局

二
鑑
ミ
秀
々
他
社
ノ
実
例

ニ
モ
稽

へ
、
此
際
本
社
定
款
中
ヨ
リ
英
文
名

ヲ
削
除
ノ
コ
ト
ト
致
度
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
九



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
〇

（実
例
）

（
１
）

三
菱
本
社
、
満
鉄
等
々
二
就
テ
ハ
、
定
款
中

二
英
文
名
ノ
記
載
ナ
シ
。

（
２
）

部
内

二
於
テ
ハ
、
先
般
日
本
電
気
及
四
國
中
央
ノ
社
名
変
更

二
際
シ
、
何
レ
モ
英
文
名
ノ
記
載

ハ
省
略
セ
リ
。

二
、
第
二
条
改
正
理
由

本
件

ハ
先
般
東
京
支
店
ガ
東
京
支
社
卜
改
称
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
伴
ヒ
、
勢
々
定
款
ノ
規
定
卜
実
際
上
ノ
呼
称
ト
ヲ
一
致
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
ロ

的
ト
ス
ル
改
正
ナ
リ
。

尤
モ
法
律
ノ
要
求
ス
ル
処

ハ
、
単

二
本
店
及
支
店
ノ
所
在
地
ヲ
定
款

二
記
載
ス
ル
コ
ト
ニ
ア
リ
テ
、
其
ノ
名
称
ノ
如
何

ハ
全
ク
間
フ
処

ニ

非
ズ
。
従

ツ
テ
現
行
第
三
条
ノ
規
定

ハ
、
純
法
律
的
見
地
ヨ
リ
ス
レ
バ
、
必
ズ
シ
モ
改
正
ノ
要
ナ
キ
様
存
セ
ラ
ル

ヽ
次
第
ナ
ル
ガ
、
満
鉄

等
ノ
実
例
ヲ
モ
参
酌
シ
、
芳
々
規
定
卜
実
際
上
ノ
呼
称
ト
ヲ
一
致
セ
シ
ム
ル
ロ
的
ヲ
以
テ
、
前
記
ノ
通
改
正
ノ
コ
ト
ト
致
度
ｃ

（実
例
）

（
１
）

定
款

二

「本
社
」
及

「支
社
」
卜
記
載
シ
居
ル
モ
ノ

満
鉄
、
東
京
電
気
等

（
２
）

定
款

二

「本
社
」
卜
記
載
シ
居
ル
モ
ノ

日
本
鋼
管
、
阪
神
電
鉄
、
東
京
地
下
鉄
道
等

（
３
）

定
款

二

「本
店
」
卜
記
載
シ
居
レ
ル
モ
ノ

三
菱
本
社
、
日
本
製
鉄
、
阪
急
電
鉄
等

（
４
）

定
款

二

「本
店
」
及

「支
店
」
卜
記
載
シ
居
レ
ル
モ
ノ

日
本
産
業
、
三
菱
重
工
業
、
三
皿
（等



（資
料
１６
）

提
出
　
昭
和
十
八
年
四
月
三
十
日
　
決
裁
　
同
年
五
月
十

一
日
　
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
起
案
例
第

一
五
五
号

（連
系
会
社
）定
款
中
改
正

二
関
ス
ル
件

通
知
案

年
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
部
長

連
系
会
社
主
管
者
宛
（但
シ
生
命
、
海
上
、
北
港
、
共
同
電
力
、
通
信
工
業
ヲ
除
ク
）

（写
）
日
本
板
硝
子
常
務
宛

掲
題

定
款
中

二
会
社
ノ
英
文
名
ヲ
掲
グ
ル
コ
ト
ハ
、
従
来

一
般

二
行

ハ
レ
居
ル
所

二
有
之
候
処
、
右

ハ
御
承
知
ノ
通
り
元
来
法
律
上
ノ
必
要

二
基

ク
モ
ノ
ニ
ハ
非
ズ
シ
テ
、
単
ナ
ル
世
上
ノ
慣
例

二
過
ギ
ザ
ル
モ
ノ
ニ
有
之
候
。
就
テ
ハ
本
社

二
於
テ
ハ
時
局

二
鑑
ミ
、
芳
々
今
般
定
時
株
主

総
会
開
催
ヲ
機
会

二
、
定
款
中
ヨ
リ
英
文
名
ヲ
削
除
ノ
コ
ト
ニ
決
議
相
成
候
間
、
貴
社

二
於
テ
モ
格
別
ノ
御
事
情
無
之
限
、
次
回
ノ
株
主
総

会

二
於
テ
同
様
定
款
改
正
ノ
手
続
御
取
運
ビ
相
成
候
テ
ハ
如
何
乎
卜
被
存
候
。
右
依
命
御
通
知
秀
々
得
貴
意
候
也
。

（資
料
１７
）

提
出
　
昭
和
十
八
年
十
二
月
十
五
日
　
決
裁
　
同
年
十
二
月
二
十
九
日
　
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
起
案
例
第
四
三
二
号

事
務
章
程
通
達
方
法
改
正
ノ
件

従
来
各
店
部
連
系
会
社
事
務
章
程
制
定
及
改
正
ノ
通
達

ハ
、
其
ノ
都
度
全
文

ヲ
印
刷

二
附
シ
、
住
友
部
内
全
般

二
通
達
シ
来
リ
タ
ル
処
、
近

来
各
店
部
連
系
会
社
ノ
著
シ
キ
事
業
進
展

二
伴
ヒ
、
事
務
章
程
ノ
制
定
及
改
正
亦
極
メ
テ
頻
繁
ト
ナ
リ
、
之
ガ
通
達

二
多
大
ノ
手
数
ヲ
要
ス

ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
其
ノ
印
刷
、
原
紙
、
活
字
、
用
紙
（昭
和
十
八
年
度
用
紙
消
費
量
十

一
月
末
現
在
約
十
四
万
枚
）
等
ノ
手
当

ニ
モ
漸
ク
困
難

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
一



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
二

ヲ
感
ジ
居
ル
実
情

二
付
、
寿
々
諸
般
ノ
事
情

二
鑑
ミ
、
明
年
度
ヨ
リ
当
分
ノ
間
左
記
ノ
如
ク
通
達
方
法
変
更
相
成
可
然
乎
。

記

一
、
本
社
事
務
章
程
改
正

ハ
従
来
通
り
全
文
ヲ
店
部
連
系
会
社
全
般

二
通
達
ス
。

二
、
店
部
事
務
章
程
ノ
制
定
、
改
正

ハ
、
当
該
店
部

二
対
シ
テ
ハ
全
文
ヲ
、
他
ノ
店
部
及
連
系
会
社

二
対
シ
テ
ハ
要
項
ノ
ミ
ヲ
通
達
ス
。

三
、
連
系
会
社
事
務
章
程
ノ
制
定
、
改
正
ハ
凡
テ
要
項
ノ
ミ
ヲ
通
達
ス
。

四
、
通
達
要
項
ノ
内
容

ハ
、
店
部
連
系
会
社
ノ
職
制
、
分
課
ノ
大
綱
又

ハ
其
ノ
変
更
要
点
ヲ
了
知
シ
得
ル
程
度
ノ
モ
ノ
ト
ス
。
従
テ
改
正
ノ

事
態

二
依
リ
テ
ハ
要
項
ノ
通
達
ヲ
伴

ハ
ザ
ル
モ
ノ
ヲ
生
ズ
ベ
シ
（例

ヘ
バ
課
、
係
ノ
分
掌
事
項
ノ
ミ
ヲ
変
更
シ
テ
、
組
織
其
ノ
モ
ノ
ニ

ハ
変
更
ヲ
加

ヘ
ザ
ル
場
合
ノ
如
シ
）
。
尚
事
態
、
重
要
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
、
数
件
ヲ
併
セ
通
達
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
。

五
、
従
来
通
達
番
号
ヲ

「甲
第
　
口万
達
」
卜
為
シ
居
リ
タ
ル
所
、
之
ヲ

「
甲
別
第
　
回万
達
」
卜
変
更
ス
（社
則
甲
諸
規
程

二
関
ス
ル
通
達

ハ

従
前

二
同
ジ
）
。

六
、
事
務
章
程
正
文

ハ
、
適
当
ノ
時
機

二
於
テ
社
則
別
冊
改
刷
リ
ー
フ
ト
シ
テ
取
纏
メ
送
付
ス
。

以
上

右
御
決
裁
ノ
上

ハ
左
案

ヲ
以
テ
御
通
知
相
成
可
然
手
。

通
知
案

総
務
部
長

店
部
連
系
会
社
主
管
者
宛

掲
題

従
来
各
店
部
連
系
会
社
事
務
章
程
制
定
、
改
正
ノ
通
達

ハ
、
其
ノ
全
文
ヲ
印
刷

二
附
シ
、
住
友
部
内

二
通
達
シ
居
リ
タ
ル
処
、
諸
般
ノ
事
情



二
鑑
ミ
、
明
年
度
ヨ
リ
当
分
ノ
間
之
ヲ
左
記
ノ
通
り
変
更
ノ
コ
ト
ニ
決
定
相
成
候
間
、
御
了
承
相
成
度
、
此
段
依
命
及
御
通
知
候
也
。

追
而
貴
方
ヨ
リ
ノ
御
申
請
打
合

二
関
シ
テ
ハ
従
前
通
り
変
更
無
之
候
間
、
為
念
申
添
候
．

記

（前
掲

一
乃
至
六
ノ
通
り
）

（備
考
）

一
、
現
在
事
務
章
程
正
文
ヲ
全
般

二
通
達
ス
ル
所
以

ハ
、
部
内
職
員

一
般

二
店
部
連
系
会
社
ノ
組
織
、
職
制
ノ
詳
細
ヲ
知
悉
セ
シ
メ
、
以
テ

相
互
ノ
連
絡
其
ノ
他

二
資
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
在
り
ｃ
建
前
ト
シ
テ
ハ
固
ヨ
リ
正
当
ナ
リ
ト
云

ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

二
、
然
ル
処
、
職
員
ガ
全
住
友
ノ
組
織
、
職
制

二
通
暁
ス
ル
ハ
喜
ブ
ベ
キ
コ
ト
ニ
相
違
ナ
キ
モ
、
之
ガ
為
正
文
ノ
条
章

ヲ
悉
ク
閲
読
ス
ル
ノ

要
ナ
ク
、
殊

二
各
社
ノ
機
構
拡
充
等

二
伴
ヒ
、
事
務
章
程
ノ
改
正
極
メ
テ
頻
繁
ナ
ル
現
状

二
於
テ
ハ
、
改
正
ノ
都
度
詳
細
ナ
ル
通
達
ヲ
全

員

二
回
覧
セ
シ
ム
ル
モ
、
之
ヲ
精
読
理
解
セ
ン
ト
ス
ル
熱
心
モ
ナ
キ
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
レ
、
前
記
ノ
ロ
的

二
対
シ
テ
モ
必
ズ
シ
モ
有
効
適
切

ノ
方
法
卜
謂
ヒ
難
ク
、
今
少
シ
ク
実
質
的
効
果
ア
ル
方
法
ヲ
採
ル
ヲ
可
ト
ス
ベ
シ
ｃ

三
、
事
務
章
程
ノ
内
容

ハ
多
ク
ノ
機
密
事
項
ヲ
含
ム
。
例

ヘ
バ
軍
需
関
係
会
社
ノ
製
品
、
分
掌
事
項

ハ
固
ヨ
リ
、
各
社
取
締
役
会
決
議
事
項
、

社
長
、
専
務
以
下
ノ
職
務
権
限
ノ
如
キ
ハ
、
何
レ
モ
会
社
ノ
機
密
事
項
卜
云
フ
ベ
ク
、
之
ヲ
何
等
関
係
ナ
キ
他
連
系
会
社
ノ
職
員

二
一
般

的

二
通
達
ス
ル
コ
ト
ハ
、
無
益

ニ
シ
テ
寧

口
有
害
ナ
ル
ベ
シ
。

四
、
更

二
用
紙
ノ
点
ヨ
リ
見
ル
モ
、
最
近
其
ノ
割
当
漸
次
縮
減
セ
ラ
レ
、
之
ガ
節
約
ノ
為
種
々
苦
心
シ
ツ
ヽ
ア
ル
折
柄
、
相
当
多
量
ノ
用
紙

ヲ
消
費
ス
ル
事
務
章
程
通
達

二
付
テ
モ
、
何
等
カ
ノ
方
法
ヲ
講
ズ
ル
ヲ
可
ト
ス
ベ
シ
。

五
、
以
上
ノ
事
情
ヲ
綜
合
シ
テ
考
フ
ル
ニ
、
店
部
、
連
系
会
社
ノ
組
織
、
職
制
ノ
異
動
ヲ
一
般

二
知
悉
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ハ
、
建
前
ト
シ
テ
固

ヨ
リ
必
要
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
継
続
ス
ル
モ
、
其
ノ
通
達
ノ
内
容

ハ
一
般

二
必
要
ナ
ル
限
度

二
止
ム
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
前
記
ノ
通
り
改
正
セ

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
三



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
四

ン
ト
ス
ル
次
第

ナ
リ
。

（資
料
１８
）

人
第
五
五
三
号昭

和
十
九
年
二
月
二
十
二
日

人
事
部
長
　
　
田
中
　
良
雄

本
社
及
東
京
支
社

ノ
課
長
級
職
員

ヲ
連
系
会
社
兼
務
ト
ス
ル
件

本
社
並
連
系
会
社

ハ
、
事
業
遂
行

二
当

り
両
者

一
体

ノ
密
接
ナ
ル
関
係

二
有
之
。
桑

二
時
局

二
鑑
ミ
、
事
務
処
理
上

二
於
ケ
ル
両
者

ノ
撃
固

ナ
ル
連
繋
関
係

ヲ
、
法
制
的

ニ
モ
明
確
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
、
本
社
並
東
京
支
社

ノ
職
員

ハ
課
長
代
理
級
以
上

ヲ
除
キ
、
各
連
系
会
社
兼
務

ノ
コ

ト

ヽ
致
候
処
、
今
回
ノ
軍
需
会
社
法
実
施

ヲ
機

二
、
住
友
諸
事
業

ノ
調
整
機
関
タ
ル
本
社
ガ
、
連
系
会
社

ノ
事
業
運
営

ノ
核
心

二
迄
参
蓋

シ

得

ル
様
、
其

ノ
兼
務
ノ
範
囲

ヲ
更

二
拡
大

シ
、
本
社
並
東
京
支
社

ノ
課
長
級
職
員

ヲ
左
記

二
依

り
各
連
系
会
社

二
兼
務
セ
シ
ム
ル
コ
ト

ニ
決

定
相
成
候
間
、
御
承
知
相
成
度
ｃ
就

テ
ハ
貴
社

二
於

テ
兼
務

二
関

ス
ル
手
続
御
取
運
相
成
度
。
右
依
命
及
御
通
知
候
也
。

記

一
、
本
社
各
課
長
副
長
調
査
役
、
東
京
支
社
次
長
各
課
長
課
長
代
理

ハ
各
連
系
会
社
兼
務
ト
ス
。

二
、
本
社
課
長
調
査
役
、
東
京
支
社
次
長
課
長

ハ
各
連
系
会
社

二
於

テ
参
事

二
任
命

ス
ル
コ
ト

ヽ
ス
。
但

シ
参
事
制
ナ
キ
会
社

二
於

テ
ハ
、

部
課

二
配
属
セ
ザ
ル
職
員
ト
シ
、
参
事
制
設
置
ノ
際
参
事

二
任
命

ノ
コ
ト
ト
ス
。

本
社
副
長
、
東
京
支
社
課
長
代
理

ハ
、
連
系
会
社

二
於

テ
ハ
担
当
職
務

ノ
性
質

二
応

シ
、
夫

々
部
課

二
配
属

セ
シ
ム
ル
コ
ト

ヽ
ス
。
各
社

ノ
部
課
配
属

二
関
シ
テ
ハ
別
途
通
牒

ス
。

三
、
右
兼
務

ニ
ヨ
リ
其
ノ
職
務
諸
給
与

ノ
負
担

二
変
動

ヲ
来

ス
コ
ト
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス
。



四
、
兼
務
発
令

ハ
本
年

一
月
十
七
日
附
ト
シ
、
右
辞
令
並
通
知
書

ハ
総
テ
省
略
シ
、
本
人

二
対
シ
テ
ハ
、
当
方

二
於
テ
適
当
ナ
ル
方
法

ヲ
以

テ
右
ノ
趣
旨
ヲ
伝
達
ス
。

五
、
兼
務
職
員
ノ
氏
名
左
ノ
通

本
社調

査
役
兼
経
理
部
調
査
課
長
　
　
目
崎
　
生思
司

調
査
役
　
　
　
　
　
　
　
伊
庭
　
エハ
郎

人
事
部
人
事
課
長
　
　
　
　
　
　
津
田
　
久

厚
生
課
長
　
　
　
　
　
　
星
野
　
哲
之
助

労
政
課
長
　
　
　
　
　
　
大
谷
　
一
雄

経
理
部
次
長
兼
企
画
課
長
　
　
　
神
田
　
勇
吉

査
業
課
長
　
　
　
　
　
　
日
向
　
方
齊

総
務
部
総
務
課
長
兼
防
護
課
長
　
妹
尾
　
城
爾

人
事
課
副
長
　
　
勝
田

厚
生
課
副
長
　
　
光
谷

労
政
課
副
長
　
　
河
上

防
護
課
副
長
　
　
野
田
　
栄

同
　
　
　
　
一二
虹
　
治
郎

会
計
課
副
長
　
　
大
西
　
基
重

不
動
産
課
副
長
　
野
村
　
忠
至

同
　
　
　
　
一局
橋
　
淡

次
長
兼
会
計
課
長

不
動
産
課
長

菅
野
　
秀
次
郎

坂
路
　
進

東
京
支
社

次
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
幸
二
郎

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

健 巌 宏
次
貝『

五
四
五



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
六

総
務
課
長
兼
調
査
課
長
　
　
　
　
瀬
山
　
誠
五
郎
　
　
　
総
務
課
長
代
理
　
益
田
　
兼
施

調
査
課
長
代
理
　
塩
原
　
敬
五

人
第
七
七

一
号昭

和
十
九
年
三
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ

人
事
部
長
　
　
田
中
　
良
雄

本
社
並
東
京
支
社
職
員
ノ
連
系
会
社
兼
務

二
関
ス
ル
件

二
月
二
十
二
日
附
人
第
五
五
三
号
本
社
並
東
京
支
社
ノ
課
長
級
職
員
ヲ
各
連
系
会
社
兼
務
ト
ス
ル
ノ
件
中
、
本
社
副
長
並
東
京
支
社
課
長
代

理
ノ
部
課
配
属

二
付
テ
ハ
、
追
テ
御
通
知
可
申
上
コ
ト
ニ
相
成
居
候
処
、
夫
々
左
記
ノ
部
課

へ
配
属
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
致
度
候
間
、
御
承
知

被
下
度
。
尚

一
般
職
員

二
付
テ
ハ
、
桑

二
昨
年
五
月
現
在
ノ
各
人
ノ
担
当
職
務
ノ
性
質

二
応
ジ
、
夫
々
各
社
ノ
部
課

二
配
属
セ
シ
メ
ラ
レ
オ

リ
候
処
、
其
ノ
後
ノ
職
制
変
更

ニ
ヨ
リ
今
後

ハ
イ
ゾ
レ
モ
左
記
卜
同

一
ノ
部
課

二
配
属
ノ
コ
ト
ニ
致
度
候
間
、
併
セ
御
了
承
被
下
度
、
此
段

御
通
知
迄
得
貴
意
候
也
。

当
方

二
於
ケ
ル
部
課

本
社
　
　
　
人
事
部
人
事
課

〃
　
厚
生
課

〃
　
労
政
課

経
理
部
企
画
課

〃
　
査
業
課

己

貴
社

二
於
ケ
ル
配
属



〃
　
調
査
課

総
務
部
総
務
課

″
　
会
計
課

″
　
不
動
産
課

検
査
役
同
補
同
附
属
員

調
査
役
同
補
同
附
属
員

東
京
支
社
　
総
務
課
庶
務
係

″
　
管
理
係

〃
　
会
計
係

″
　
営
繕
係

調
査
課
調
査
係

″
　
海
外
係

以
上

（資
料
１９
）

提
出
　
昭
和
十
八
年
十
二
月
三
十

一
日
　
発
送
　
昭
和
十
九
年
四
月
十
日
　
経
理
部
商
工
課
起
案
企
第

一
八
号

連
系
会
社
ノ
関
係
会
社

二
対
シ
其
ノ
社
名

二
住
友
ノ
名

ヲ
許
容
ス
ル
ノ
件

今
般
金
属
工
業
ノ
関
係
会
社
タ
ル
関
東
特
殊
製
鋼
株
式
会
社
ガ
其
ノ
社
名

二
住
友
ノ
名

ヲ
冠
シ
、
住
友
特
殊
製
鋼
株
式
会
社
卜
改
称
セ
ン
ト

シ
（本
件
事
態

二
付
テ
ハ
別
途
金
属
工
業
ヨ
リ
本
社

二
打
合
中
）
、
又
化
学
工
業

二
於
テ
モ
近
ク
株
式
会
社
多
木
肥
料
製
造
所
卜
提
携
シ
テ
塩

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
七



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
八

浴
剤
（許
、
硝
石
）
ノ
製
造
販
売
ヲ
ロ
的
ト
ス
ル
新
会
社
ヲ
設
立
シ
、
其
ノ
社
名

ヲ
住
友
多
木
化
学
工
業
株
式
会
社
卜
命
名
ス
ル
コ
ト
ニ
内
定

（本
件
事
態

二
付
テ
ハ
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
十
四
日
附
商
第
二
五
号
ヲ
以
テ
本
社
ノ
決
裁
済
）
、
更

二
又
同
ジ
ク
化
学
工
業
ノ
関
係
会
社
タ

ル
株
式
会
社
合
成
樹
脂
工
業
所
ガ
其
ノ
社
名
ヲ
変
更
シ
、
住
友
名

ヲ
冠
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
計
画
ア
ル
等
、
最
近

二
至
り
連
系
会
社
ノ
関
係
会
社

ニ
シ
テ
其
ノ
社
名

二
住
友
ノ
名
ヲ
冠
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
事
例
漸
次
増
加
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
傾
向
ア
ル
ニ
鑑
ミ
、
此
ノ
際
連
系
会
社
ノ
関
係
会
社

ニ

対
シ
、
其
ノ
社
名

二
住
友
ノ
名
ヲ
許
容
ス
ル
ノ
基
準
並

二
之
等
諸
会
社

二
対
ス
ル
統
制
方
針
左
記
ノ
通
御
決
定
相
成
可
然
乎
。

己

連
系
会
社
ノ
関
係
会
社

二
対
シ
、
其
ノ
社
名

二
住
友
ノ
名
ヲ
許
容
ス
ル
ノ
件

一
、
住
友
名
許
容
ノ
基
準

連
系
会
社
ノ
関
係
会
社

二
対
シ
、
其
ノ
社
名

二
住
友
ノ
名
ヲ
冠
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
容
ス
ル
ヤ
否
ヤ
ニ
付
テ
ハ
、
当
該
会
社
ノ
規
模
、
業
態
、

業
績
、
人
的
素
質
其
他
各
般
ノ
状
況
ヲ
審
査
ノ
上
、
其
都
度
決
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

二
、
住
友
名
許
容
会
社

二
対
ス
ル
統
制
方
針

（
一
）

当
該
会
社

二
付
テ
ハ
、
昭
和
十
五
年
六
月
二
十

一
日
附
商
第
二
九
〇
号
通
牒

「連
系
会
社
ノ
関
係
会
社

二
対
ス
ル
統
制
方
法

二
関
ス

ル
件
中

「連
系
会
社
卜
実
質
上
同

一
体
卜
認
メ
ラ
ル

ヽ
関
係
会
社

二
対
ス
ル
統
制
方
法
」

（註
、
「株
式
会
社
住
友
本
社
（上
と

資
料
Ｈ
）
ヲ

基
準
ト
シ
テ
当
該
連
系
会
社

二
於
テ
指
導
育
成

二
努
ム
ル
コ
ト
。

当
該
会
社

二
関
ス
ル
当
該
連
系
会
社
卜
本
社
ト
ノ
連
絡

二
付
テ
モ
、
同
通
牒

二
基
キ
実
施
励
行
ノ
コ
ト
。

（
二
）

当
該
会
社

二
対
シ
、
住
友
名

ヲ
許
容
シ
タ
ル
事

ニ
ヨ
リ
生
ズ
ベ
キ
対
外
的
関
係
ヲ
考
慮
シ
、
且
ハ
当
該
会
社
ノ
重
要
事
項

二
関
ス
ル

本
社
ト
ノ
連
絡
ヲ
緊
密
化
ナ
ラ
シ
ム
ル
趣
旨

二
基
キ
、
当
該
会
社

二
対
シ
本
社
ヨ
リ
原
則
ト
シ
取
締
役

一
名
及
ビ
或

ハ
監
査
役

一
名

ヲ

選
出
ス
ル
コ
ト
。



（三
）

当
該
会
社
ノ
株
式
ヲ
本
社

二
於
テ
所
有
シ
居
ラ
ザ
ル
時

ハ
、
必
要

二
応
ジ
連
系
会
社
ガ
所
有
ス
ル
当
該
会
社
株
式
ノ

一
部
分
ヲ
本
社

二
於
二
肩
替
リ
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
キ
コ
ト
。

以
上

（資
料
２０
）

提
出
　
昭
和
十
九
年

一
月
二
十
二
日
　
決
裁
　
同
年

一
月
三
十

一
日
　
総
務
部
庶
務
課
文
書
係
起
案
第
三
五
号

本
社
事
務
章
程
中
改
正
ノ
件

今
般
来
ル
ニ
月

一
日
ヲ
以
テ
、
本
社
所
管
鉱
山
ノ
経
営

ヲ
挙
ゲ
テ
鍍
業
会
社

へ
委
託
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
ニ
決
定
相
成
候

二
就
テ
ハ
、
芳
々
右

ニ

伴
ヒ
、
此
際

一
層
事
務
ノ
簡
素
化
ヲ
図
ル
ト
共

二
、
現
下
内
外
ノ
要
請

二
即
応
シ
テ
最
有
効
適
切
ナ
ル
機
構
ヲ
確
立
シ
、
以
テ
本
社
ノ
態
勢

ヲ
一
段
卜
整
備
強
化
セ
ン
ガ
為
、
本
社
職
制
及
分
課
中
左
記
ノ
通
り
改
正
実
施
ノ
コ
ト
ニ
決
定
相
成
可
然
手
。

記

（
一
）

職
制
中
改
正
点

（
１
）

部
長
代
理
ヲ
次
長
卜
改
称
ス
。

（
２
）

課
長
代
理
ヲ
副
長
卜
改
称
ス
。

（
３
）

新

二
部
員
ヲ
置
キ
、
部
長
ノ
命

二
依
り
分
担
ノ
事
務

二
従
事
セ
シ
ム
。

（
二
）

分
課
中
改
正
点

（
１
）

経
理
部

現
在
ノ
鉱
山
、
商
エ
ノ
ニ
課
ヲ
廃
止
シ
テ
、
新

二
査
業
、
企
書
、
調
査
ノ
三
課
ヲ
置
ク
。

（イ
）

査
業
課

ハ
会
計
見
積
書
及
ビ
決
算
ノ
審
査
其
ノ
他
事
業
ノ
監
理

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル
ｃ

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
九



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
〇

（
口
）

企
董
課

ハ
新
規
事
業
ノ
計
萱
、
審
査
及
ビ
助
成
並

二
事
業
ノ
連
絡
及
ビ
調
整

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル
。

（
ハ
）

調
査
課

ハ
一
般
経
済
調
査

二
関
ス
ル
事
項
ヲ
掌
ル
。

（
２
）

総
務
部

（
イ
）

地
所
課
及
ビ
営
繕
課
ヲ
統
合
シ
テ
、
新

二
不
動
産
課
（管
理
係
、
営
繕
係
）
ヲ
置
ク
。

（
口
）

会
計
課
精
査
係
ヲ
廃
止
シ
テ
、
其
ノ
所
管
事
項
ヲ
会
計
係

二
移
管
ス
。

（
ハ
）

庶
務
課
ヲ
総
務
課
卜
改
称
ス
。

（
３
）

人
事
部

労
働
課
ヲ
労
政
課
卜
改
称
ス
。

以
上

（資
料
２‐
）

提
出
　
昭
和
十
九
年
五
月
五
日
　
廃
案
　
同
年
七
月
十
二
日
　
総
務
部
会
計
課
主
計
係
起
案

総
務
部
会
計
課
主
計
係
分
掌
事
項
中
其
ノ

一
部
ヲ
経
理
部

二
移
管
ノ
件

暴

二
本
年
二
月

一
日
附
ヲ
以
テ
実
施
セ
ル
本
社
事
務
章
程
ノ

一
部
改
変

二
伴
ヒ
、
従
来
総
務
部
会
計
課
主
計
係
ノ
分
掌

二
係
ル
事
項
中
、
其

ノ

一
部
ヲ
左
記
要
領

二
依
り
経
理
部

二
移
管
ノ
コ
ト
ニ
決
定
相
成
可
然
哉
。

記

一
、
方
針

（
一
）

総
務
部
会
計
課
主
計
係
ノ
分
掌

二
係
ル
事
項
中
、
全
住
友
事
業
ノ
立
場

二
於
ケ
ル
住
友
本
社
並
各
連
系
会
社
ノ
損
益
及
収
支
ノ
総

括

二
関
ス
ル
事
項

ハ
、
之
ヲ
経
理
部

二
移
管
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。
但
シ
金
繰

二
関
ス
ル
総
括
事
項

ハ
、
従
前
通
り
主
計
係
ノ
分
掌
ス
ル



ト

コ

ロ
ト

ス
。

（
二
）

住
友
本
社
関
係

二
於
テ
ハ
、
金
繰
関
係

ハ
勿
論
損
益
、
収
支
ノ
総
括

二
関
ス
ル
事
項
モ
、
従
前
通
り
総
務
部
会
計
課
主
計
係

二
於

テ
分
掌
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

（三
）

経
理
部
ノ
分
掌

ニ
シ
テ
各
連
系
会
社
ノ
金
繰
関
係
並

二
損
益
、
収
支
及
金
繰

二
直
接
又

ハ
間
接

二
関
聯
ア
ル
事
項

ハ
、
可
及
的
総

務
部
会
計
課

二
合
議
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

二
、
具
体
的
措
置

（
一
）

総
務
部
会
計
課
主
計
係

二
於
テ
受
付
保
管
セ
ル
各
連
系
会
社
ヨ
リ
提
出
ノ
左
記
書
類

ハ
、
今
後
経
理
部
査
業
課

二
於
テ
之
ガ
受
付

保
管
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
。

上
半
期
損
益
決
算
額
予
想
表

下
半
期
損
益
決
算
額
予
想
表

下
半
期
損
益
予
想
表

下
半
期
収
支
予
想
表

期
別
収
支
予
想
表

（
二
）

総
務
部
会
計
課
主
計
係
ノ
管
掌

二
係
ル
左
記
書
類
ノ
作
成

二
関
ス
ル
事
項

ハ
、
今
後
之
ヲ
経
理
部
査
業
課

二
移
管
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

但
シ
総
会
計
見
積
書
及
総
実
際
報
告
書
中
金
繰
関
係
事
項

ハ
、
別
途
之
ヲ
総
務
部
会
計
課
主
計
係

二
於
テ
作
成
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

総
会
計
見
積
書

総
実
際
報
告
書

上
半
期
総
損
益
決
算
額
予
想
表

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五

一



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
二

下
半
期
総
損
益
決
算
額
予
想
表

下
半
期
総
損
益
予
想
表

下
半
期
総
収
支
予
想
表

人
事
課
提
出
ノ
総
損
益
予
想
表
（年
四
回
）

（三
）

財
務
委
員
会

二
関
ス
ル
事
務

ハ
従
前
通
り
総
務
部
会
計
課
主
計
係

二
於
テ
分
掌
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

（
四
）

経
理
部
管
掌
事
項

ニ
シ
テ
総
務
部
会
計
課

二
合
議
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
、
別
途
経
理
部
ヨ
リ
仰
裁
ノ
予
定
ナ
ル

「打
合
事
項

回
議
基
準
ノ
件
」

二
捩
ル
モ
ノ
ト
ス
。

以
上

（資
料
２２
）

提
出
　
昭
和
十
九
年
四
月
十
八
日
　
決
済
　
同
年
四
月
二
十
八
日
　
総
務
部
総
務
課
文
書
係
起
案
例
第

一
六
〇
号

（連
系
会
社
Ｘ
本
社
等
臨
時
措
置
法
施
行

二
伴
ヒ
定
款
中
改
正
ノ
件

今
般
会
社
等
臨
時
措
置
法
実
施
セ
ラ
レ
、
従
来
株
主
総
会
ノ
決
議
ヲ
要
シ
タ
ル
左
ノ
事
項

ハ
、
定
款

ヲ
以
テ
総
会
ノ
決
議

二
依
ラ
ザ
ル
モ
ノ

ト
為
シ
得
ル
コ
ト

ヽ
ナ
レ
リ
。
（参
照
会
社
等
臨
時
措
置
法
第
四
条
同
法
施
行
令
第
三
条
）

一
、
支
店
ノ
新
設
、
廃
止
又
ハ
移
転

二
固
ル
支
店
所
在
地

二
関
ス
ル
定
款
ノ
変
更
。

二
、
資
本
ノ
二
十
分
ノ

一
ヲ
超

エ
ザ
ル
対
価
ヲ
以
テ
ス
ル
営
業

一
部
ノ
譲
渡
。

三
、
資
本
ノ
二
十
分
ノ

一
ヲ
超

エ
ザ
ル
対
価
ヲ
以
テ
ス
ル
他
ノ
会
社
ノ
営
業
全
部
ノ
譲
渡
ｃ

四
、
取
締
役
ガ
、
当
該
会
社
ノ
営
業
卜
同
種
ノ
営
業
ヲ
ロ
的
ト
ス
ル
他
ノ
会
社
ノ
無
限
責
任
社
員
又

ハ
取
締
役
卜
為
ル
コ
ト
ノ
認
許
。

（註
、
備
考
欄
に
本
項

「
ヲ
取
締
役
会
ノ
決
議
ヲ
以
テ
為
シ
得
ル
コ
ト
ニ
付
テ
ハ
、
既
二
各
社
定
款
中
規
定
ア
ル
ヲ
以
テ
、
特
二
附
則
中
二
追
加
ノ
必
要



ナ
シ
」
と
の
記
載
が
あ
る
）

五
、
取
締
役
、
監
査
役
又

ハ
清
算
人
ガ
受
ク
ベ
キ
報
酬
ノ
決
定
。

就
而
連
系
会
社

二
於
テ
モ
右
趣
旨
ノ
規
定
ヲ
定
款
附
則
（戦
時
中
臨
時
特
例
ナ
ル
ヲ
以
テ
附
則

二
規
定
ノ
コ
ト

ヽ
ス
）
中

二
設
ケ
、
以
テ
事
務

簡
素
化
ヲ
計
ル
コ
ト

ヽ
致
度
ク
、
左
案
（註
、
略
Ｙ
一依
り
通
牒
相
成
可
然
乎
。

追
而
本
社
定
款
モ
同
様
改
正
ノ
コ
ト

ヽ
致
度
ク
、
之

二
関
シ
テ
ハ
別
途
仰
裁
ス
ベ
シ
。
（七
月
開
催
ノ
定
時
株
主
総
会

二
附
議
ノ
予
定
）

（資
料
２３
）

提
出
　
昭
和
十
九
年
四
月
二
十

一
日
　
決
裁
　
同
年
五
月
九
日
　
総
務
部
総
務
課
文
書
係
起
案
例
第

一
六
四
号

本
社
定
款
第
二
条
父
本
社
ノ
ロ
的

二
関
ス
ル
規
定
）
改
正
方
取
止
メ
ノ
件

桑

二
三
月

一
日
附
例
第

一
〇
七
号
ヲ
以
テ
、
本
社
定
款
第
二
条
父
本
社
ノ
ロ
的

二
関
ス
ル
規
定
）
ヲ
別
紙
ノ
通
り
改
正
手
続
方
御
決
裁
相
受
候

処
、
其
後
本
件

二
関
シ
臨
時
資
金
調
整
法
上
ノ
認
可
申
請
ノ
為
、
予
メ
非
公
式

二
関
係
各
当
局
卜
折
衝
シ
タ
ル
結
果
、
左
記
ノ
通
リ
ニ
有
之

秀
々
彼
是
勘
考
ノ
上
、
本
条
改
正
方

ハ
取
止
メ
ノ
コ
ト
ニ
決
定
相
成
可
然
乎
。

記

一
、
関
係
各
当
局
卜
折
衝
ノ
顛
末
左
ノ
如
シ
。

（
一
）

定
款
第
二
条

二
、
本
社

ハ

「住
友
連
系
会
社
其
ノ
他
関
係
諸
事
業
ヲ
統
理
助
成
」
ス
ル
コ
ト
ヲ
主
タ
ル
ロ
的
ト
ナ
ス
旨

ヲ
、
追
加

規
定
ス
ル
コ
ト
ニ
付
テ
ハ
、
桑

二
例
第

一
〇
七
号
ヲ
以
テ
仰
裁

二
先
ダ
チ
予
メ
東
京
支
社
調
査
課
ヲ
通
ジ
テ
非
公
式

二
大
蔵
省
始
メ

関
係
各
当
局
ノ
意
向

ヲ
訊
シ
タ
ル
処
、
既
二
従
来
ヨ
リ
実
施
シ
来
リ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
明
文
化
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
差
支

ヘ
ナ
カ
ル
ベ
シ

ト
ノ
回
答
ヲ
得
タ
リ
。

（
二
）

傷
ツ
テ
例
第

一
〇
七
号
ヲ
以
テ
本
件
改
正
方
御
決
裁
ヲ
得
タ
ル
上
、
当
局

二
正
式
認
可
申
請
書
提
出

二
先
ダ
チ
、
念
ノ
為
日
銀
、

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
三



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
四

大
蔵
省
、
軍
需
省
及
ビ
農
商
省

二
妹
尾
総
務
課
長
（随
行
瀬
山
東
京
支
社
調
査
課
長
及
ビ
植
村
総
務
課
員
）
出
頭
、
夫
々
其
ノ
担
当
責

任
者
（
日
銀
資
金
調
整
局
審
査
課
小
寺
課
長
、
大
蔵
省
理
財
局
資
金
調
整
課
鹿
島
技
師
、
軍
需
省
総
動
員
局
財
務
課
石
原
課
長
、
山

本
事
務
官
、
農
商
省
総
務
局
企
業
課
宮
下
事
務
官
Ｙ
一面
会
諒
解
ヲ
求
メ
タ
ル
処
、　
前
記
２

）
ノ
点

二
関
シ
テ
ハ
予
期
ノ
通
り
大
体

差
支
ナ
キ
旨
ノ
回
答

ヲ
得
タ
リ
。

（三
）

尤
モ
軍
需
省
山
本
事
務
官
ノ
ミ
ハ
本
改
正
案
中
事
業
ノ

「統
理
」
ナ
ル
文
字

二
多
少
問
題
ア
リ
ト
シ
、
現
在
ノ
財
閥
ト
シ
テ
ハ
事

業
ノ

「助
成
」
ノ
点

二
其
ノ
使
命
ヲ
限
定
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
ト
ノ
意
見
ヲ
一
応
示
サ
レ
タ
リ
。

但
シ
右

ハ
主
ト
シ
テ
暴

二
三
井
本
社
ノ
定
款
制
定

二
際
シ
、
住
友
卜
同
様

「統
理
」
ナ
ル
文
字
ア
リ
タ
ル
ヲ
、
同
事
務
官

二
於
テ
之

ヲ
削
除
ノ
上
認
可
手
続
ヲ
取
運
ビ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
思
違
ヒ
ヲ
為
シ
居
リ
タ
ル
結
果
二
基
ク
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
若
シ
三
井
本
社
定
款

ニ

同
様
ノ
字
句
存
ス
レ
バ
本
案
モ
差
支
ナ
シ
ト
ノ
同
事
務
官
ノ
言
明
モ
ア
リ
、
寿
々
此
ノ
点

ハ
結
局
承
認
セ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ト
解
セ
ラ
ル
。

（四
）

然
ル
ニ
本
件
改
正

二
関
聯
シ
テ
意
外

二
問
題
ト
ナ
リ
タ
ル
ハ
、
第
二
条
第

一
号
以
下
二
列
挙
セ
ラ
レ
タ
ル
本
社
ノ
経
営
ス
ル
各
事

業
（鉱
業
、
林
業
、
農
業
、
工
業
…
等
）
ノ
表
示
ナ
リ
ト
ス
。

即
チ
定
款
中
目
的

二
関
ス
ル
規
定
改
正

二
当
リ
テ
ハ
、
当
局
ト
シ
テ
ハ
其
ノ
事
業
目
的
全
般

二
渉
り
、
恰
モ
新

二
企
業
許
可
ヲ
与

ヘ

ル
ト
同
様

一
応
全
面
的

二
再
検
討
ヲ
為
ス
方
針
卜
相
成
居
り
、
当
社
ノ
場
合

二
付
テ
モ
当
然
同
様
ノ
取
扱

ヲ
要
ス
ル
趣
ナ
リ
。

而
シ
テ
当
社
ノ
事
業
目
的
中
最
問
題
ト
ナ
ル
ハ
、
「
工
業
」
及
ビ

「物
品
販
売
業
」

ノ
表
示

ニ
シ
テ
、
右
両
者

二
付
テ
ハ
現

二
経
営

シ
居
ル
処
ノ
モ
ノ
ヲ
、
更

二
具
体
的

二
明
確

二
規
定
ス
ル
必
要
ア
ル
ベ
シ
ト
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
労
々
本
改
正
案
ノ
参
考
資
料
ト
シ
テ
、

本
社
ノ
事
業
全
般

二
渉
ル
詳
細
ナ
ル
説
明
書
ヲ
添
付
提
出
ス
ル
必
要
モ
ア
ル
模
様
ナ
リ
。

（五
）

今
右
当
局
ノ
方
針

二
従
フ
ト
キ
ハ

（
１
）

定
款
中
事
業
目
的
ノ
記
載
ヲ
著
シ
ク
煩
雑
ト
シ
、
而
モ
新
規
事
業

二
着
手
ス
ル
毎

二
定
款
改
正
ノ
手
続

ヲ
必
要
ト
ス
ル
不
便
ア



ル
ハ
勿
象
耐
、

（
２
）

尚
当
局
ヲ
シ
テ
此
際
本
社
ノ
事
業
経
営
ノ
実
体

二
関
シ
、
改
メ
テ
再
検
討
ヲ
加

ヘ
ル
機
会
ヲ
与

へ
、
或

ハ
延
イ
テ
業
務
所
ノ
根

本
的
機
構
其
ノ
他

二
迄
問
題
ヲ
波
及
セ
シ
メ
ル
可
能
性
モ
ア
リ
得
ル
モ
ノ
ト
推
測
セ
ラ
ル

ヽ
等
、

彼
是
不
都
合
ノ
様
存
ゼ
ラ
ル

ヽ
次
第
ナ
リ
。

二
、
就
テ
ハ
此
際
当
方

二
於
テ
第
二
条

二
前
記
ノ
如
キ
追
加
規
定
ヲ
ナ
サ
ザ
ル
限
、
当
局
ト
シ
テ
ハ
別
段
事
業
目
的
ノ
記
載
ヲ
問
題
ト
ス
ル

機
会
ヲ
有
セ
ズ
、
又
差
当
リ
ハ
其
ノ
意
向
モ
ナ
キ
模
様

二
付
、
芳
々
彼
是
事
情
勘
考
ノ
上
今
回

ハ
右
第
二
条
改
正
方
取
止
メ
ノ
コ
ト
ト
致

度
可
然
哉
。

（資
料
２４
）

人
第

一
九
六
六
号

昭
和
十
九
年
七
月
十
二
日

人
事
部
長
　
田
中
　
良
雄

業
務
所
職
員

二
関
ス
ル
件

去
ル
四
月

一
日
付
ヲ
以
テ
、
×
×
×
×
×
ハ
×
×
×
×
ヲ
除
ク
外
全
員
連
系
会
社
本
務

×
×
×
×
×
兼
務
卜
相
成
候
処
、
右
職
員

二
対
ス
ル

辞
令
及
通
知
書
ノ
取
扱

二
付
テ
ハ
、
各
店
部

二
於
テ
モ
種
々
疑
義
ノ
点
有
之
哉

二
被
存
候

二
付
テ
ハ
、
其
ノ
取
扱
左
記
ノ
通
り
決
定
相
成
候

間
、
御
了
承
相
成
度
、
此
段
依
命
及
御
通
知
候
也
。

記

一
、
昇
給
通
知
書

詮
議
申
請

ハ
従
来
通
リ
ト
シ
、
本
社
ヨ
リ
各
本
務
会
社

二
通
知
シ
、
通
知
書

ハ
本
務
会
社
ヨ
リ
発
行
ス
ル
コ
ト
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
五



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
六

一
、
転
勤
辞
令

社
則
記
載
ノ
原
則

ニ
ヨ
ル
。
但
シ
四
月

一
日
付
辞
令
省
略

ニ
テ
連
系
会
社
本
務
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
限
り
、
明
年
初
頭
ノ
昇
給
通
知
書

ヲ
本
務
会
社

二
於
テ
発
行
ス
ル
迄
、
昭
和
十
八
年
九
月
二
十
五
日
付
人
第
二
七
〇
五
号

「兼
務
先
タ
ル
連
系
会
社

へ
出
向
ス
ル
職
員
ノ

辞
令
式

二
関
ス
ル
件
」
通
牒
ヲ
準
用
ノ
コ
ト
。

一
、
任
用

・
出
向

・
解
雇
辞
令

今
后

ハ
之
ヲ
省
略
セ
ズ
、
全
部
社
則
通
り
発
行
ス
ル
コ
ト
。

一
、
休
職
通
知
書

従
来
通
り
業
務
所
ヨ
リ
本
社

二
申
請
シ
、
之
ヲ
本
社
ヨ
リ
本
務
会
社

二
通
知
ノ
コ
ト

ヽ
シ
、
通
知
書

ハ
本
務
会
社
ヨ
リ
社
則
通
り
発
行

ス
。
本
社

ハ
休
職
給

二
触
レ
ズ
発
行
ノ
コ
ト
。

一
、
復
職
通
知
書

体
職
ノ
場
合

二
準
ジ
テ
取
扱
ノ
コ
ト
．

以
上

（資
料
２５
）

連
系
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
（昭
和
十
九
年
四
月
二
十
七
日
改
正
）

第

一
条
　
本
会
社
ヲ
代
表
シ
テ
連
系
会
社
ノ
役
員
卜
為
ル
ヘ
キ
者

ハ
、
本
会
社
並
連
系
会
社
ノ
職
員
又

ハ
特
殊
ノ
関
係
ア
ル
者
ノ
中
ヨ
リ
、

本
会
社
之
ヲ
指
定
ス
。

第
二
条
　
一削
条
ノ
規
定

二
依
り
連
系
会
社
ノ
役
員
卜
為
リ
タ
ル
者
、
左
記
事
項

二
付
テ
ハ
当
該
会
社
ノ
内
議
決
定

二
先
チ
、
予
メ
本
会
社
ト

協
議
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。
但
シ
特

二
指
定
シ
タ
ル
場
合

ハ
此
ノ
限
リ
ニ
在
ラ
ス
。



十 十 十 十 十 十 十 十 十 九 八 七 六 五 四 三 二 一

八 七 六 五 四 三 二 一
三
等
職
員
以
上
ノ
任
免
、
昇
進
、
賞
罰
並
課
長
級
以
上
ノ
分
掌
。

職
員
ノ
退
職
慰
労
金
。
但
シ
定
例

二
属
ス
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
。

職
員
及
準
職
員

二
対
ス
ル
海
外
出
張
若

ハ
留
学
ノ
命
令
。
但
シ
大
東
亜
共
栄
圏
内
ノ
出
張
ヲ
除
ク
。

職
員
及
準
職
員

二
対
ス
ル
期
末
賞
、
各
種
ノ
臨
時
給
与
、
慰
藉
待
遇
等
。
但
シ
定
例

二
属
ス
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
。

二
等
職
員
以
上
ノ
停
年
延
長
。

労
務
者

二
対
ス
ル
各
種
ノ
給
与
賑
血
等

二
関
ス
ル

一
切
ノ
事
項
。
但
シ
別

二
定
ム
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
。

顧
間
又

ハ
嘱
託
ノ
依
嘱
。

職
員
及
労
務
者

二
対
ス
ル
各
種
ノ
規
程
並
諸
般
ノ
制
度
又
ハ
施
設
。
但
シ
別

二
定
ム
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
。

定
款
及
業
務
執
行

二
関
ス
ル
重
要
ナ
ル
規
程
。

重
要
ナ
ル
契
約
及

一
切
ノ
訴
訟
。

重
要
ナ
ル
寄
贈
接
待
。

資
本
ノ
増
減
、
払
込
ノ
徴
収
及
社
債
ノ
募
集
。

事
業
ノ
新
設
、
改
廃
、
起
業
ノ
計
蓋
並
毎
期
ノ
会
計
見
積
書
及
決
算
。

外
部

二
対
ス
ル
投
資
並
役
員
ノ
派
出
。

勘
定
科
目
及
元
帳
科
ロ
ノ
制
定
、
改
廃
。

取
引
銀
行
ノ
選
定
。

株
主
総
会

二
提
出
ス
ル
事
項
。

前
各
号
以
外
ノ
事
項
卜
雖
重
要
ナ
ル
モ
ノ
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
七



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
八

第
三
条
　
第

一
条
ノ
規
定

二
依
り
連
系
会
社
ノ
役
員
卜
為
リ
タ
ル
者

ハ
、
本
会
社
諸
規
程

二
準
抜
シ
、
当
該
会
社

二
関
ス
ル
諸
般
ノ
報
告

ヲ

絆
苗
山
ス
ヘ
シ
。

第
四
条
　
第

一
条
ノ
規
定

二
依
り
連
系
会
社
ノ
役
員
卜
為
リ
タ
ル
者

二
対
ス
ル
報
酬
其
ノ
他
給
与

二
関
シ
テ
ハ
、
別

二
之
ヲ
定
ム
。

第
五
条
　
第

一
条
ノ
規
定

二
依
り
連
系
会
社
ノ
役
員
卜
為
リ
タ
ル
者
、
停
年
、
解
一雇
其
ノ
他
ノ
事
由

二
因
り
職
員
タ
ル
身
分
ヲ
喪
失
シ
タ
ル

ト
キ
ハ
、
当
然
同
条

二
依
り
指
定
セ
ラ
レ
タ
ル

一
切
ノ
連
系
会
社
ノ
役
員
タ
ル
資
格
を
失
ヒ
、
直

二
退
任
ノ
手
続

ヲ
為
ス
ヘ
キ
モ
ノ

ト

ス
。

（資
料
２６
）

経
営
ノ
要
旨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（昭
和
十
九
年
十

一
月
三
日
改
正
）

第

一
条
　
吾
住
友
ノ
事
業

ハ
、
其
ノ
国
家
的
使
命

二
鑑
ミ
、
全
カ
ヲ
場
シ
テ
報
国
ノ
実
ヲ
挙
ケ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
。

第
二
条
　
吾
住
友
ノ
事
業

ハ
、
信
用
ヲ
重
ン
シ
確
実
ヲ
旨
ト
シ
、
全
住
友

一
体
ノ
精
神
ヲ
遵
守
シ
テ
、
協
心
教
力
其
ノ
前
緒
ヲ
鑽
キ
テ
之
カ

更
張
ヲ
図
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
。

第
三
条
　
吾
住
友
ノ
事
業

ハ
、
時
勢
ノ
推
移
、
事
態
ノ
緩
急

二
応
シ
テ
弛
張
興
替
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
ト
雖
、
恒

二
心

ヲ
百
年
ノ
長
計

二
存

シ
テ
、
大
本
ヲ
誤
ラ
サ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
。

（資
料
２７
）

昭
和
十
九
年
九
月
十
五
日
記
者
発
表
文

住
友
全
事
業

ハ
、
従
来
共
住
友
本
社
ヲ
中
心
ト
シ
テ
其
ノ
人
的
及
物
的
総
カ
ヲ
挙
ゲ
テ
生
産
増
強

二
邁
進
シ
来

ツ
タ
ノ
デ
ア
ル
ガ
、
現
下
戦

局
ノ
危
急

二
対
処
シ
テ
、
更

二
一
段
卜
総
力
結
集
ヲ
強
化
徹
底
シ
、
戦
力
増
強
ノ

一
途

二
挺
身
セ
ン
ガ
為
、
姦

二
住
友
本
社
、
連
系
会
社
及

関
係
会
社
ヲ
以
テ
住
友
戦
時
総
力
会
議
ヲ
組
織
ス
ル
コ
ト
ト
シ
タ
次
第
デ
ア
ル
。



本
会
議

ハ
前
記
ノ
通
り
住
友
全
事
業
会
社
ヲ
直
接
其
ノ
構
成
メ
ン
バ
ー
ト
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
ガ
、
会
議

ハ
住
友
本
社
総
理
事
ガ
議
長
ト
シ
テ

之
ヲ
統
裁
シ
、
議
長
卜
各
事
業
部
門
ヲ
代
表
ス
ル
少
数
ノ
議
員
ヲ
以
テ
構
成
シ
、
之

二
事
務
局
ヲ
配
置
シ
テ
極
力
簡
素
強
力
且
活
澱
ナ
ル
運

営
ロ
ヲ
期
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
。

本
会
議
ノ
陣
容

ハ
左
ノ
通
リ
デ
ア
ル
。

議
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
田
　
俊
之
助

議
員
（第

一
部
門
担
当
）
　

　

　

　

北
沢
　
敬
二
郎

議
員
（第
二
部
門
担
当
）
　

　

　

　

一二
村
　
起

一

議
員
（第
三
部
門
担
当
）
　

　

　

　

春
日
　
弘

議
員
（第
四
部
門
担
当
）
　

　

　

　

士
口
田
　
貞
吉

議
員
（第
五
部
門
担
当
）
　

　

　

　

梶
井
　
剛

議
員
（第
六
部
門
担
当
）
　

　

　

　

田
中
　
良
雄

議
員
（第
七
部
門
担
当
）
　

　

　

　

岡
橋
　
林

議
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
島
　
堅
造

議
員
兼
事
務
局
長
　
　
　
　
　
　
　
河
井
　
昇
三
郎

尚
住
友
通
信
工
業
会
社
社
長
梶
井
剛

ハ
、
本
国
住
友
本
社
理
事

二
就
任
シ
タ
。
但
シ
同
社
社
長

ハ
従
来
通
リ
デ
ア
ル
。

（資
料
２８
）

住
友
戦
時
総
力
会
議
設
置

二
関
ス
ル
総
理
事
挨
拶
（九
月
十
二
日
於
本
社
、
部
内
主
管
者

二
対
シ
発
表
）

金
則
略
）
ソ
コ
デ
、
住
友
ノ
全
カ
ヲ
挙
グ
テ
、
総
カ
ヲ
結
集
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
住
友
本
社
ガ
住
友
ノ
全
事
業

ヲ
統
理
管
轄
致
シ
マ
シ
タ
今

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

五
五
九



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
〇

日
マ
デ
ノ
精
神

二
於
キ
マ
シ
テ
モ
、
ソ
コ
ニ
基
盤
ヲ
置
イ
タ
コ
ト
ハ
申
ス
マ
デ
モ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
内
外
ノ
斯
ノ
如
キ
情
勢

二
際
シ

マ
シ
テ
ハ
、
更

二
之
ヲ
促
進
強
化
ス
ベ
キ
絶
対
的
ノ
必
要

二
迫
ラ
レ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
弦

二
於
テ
私
共

ハ
従
来
ノ
旧
慣

二
泥

マ
ズ
、

積
極
的
ナ
気
塊
ヲ
以
チ
マ
シ
テ
、　
一
ツ
ノ
新
シ
イ
構
想
ヲ
練
リ
マ
シ
テ
、
ソ
レ
ニ
ヨ
ツ
テ
飛
躍
的

二
総
力
結
集

ヲ
推
進
致
ス
ト
云
フ
コ
ト
ガ

絶
対
必
要
デ
ア
ル
ト
云
フ
結
論

二
達
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
尤
モ
コ
レ
ハ
若
干
遅
カ
リ
シ
ト
ノ
憾
ミ
ヲ
自
分
自
ラ
モ
感
ジ
マ
ス
ガ
、
然
シ
乍

ラ
今
日
カ
ラ
デ
モ
尚
遅
ク
ハ
ナ
イ
。
ド
ウ
シ
テ
モ
ヤ
ラ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
斯
ウ
云
フ
結
論

二
達
シ
マ
シ
テ
、
姦

二
新
ナ
ル
決
意

ヲ
以
チ
マ

シ
テ
、
住
友
本
社
、
連
系
会
社
、
特
別
ノ
関
係
会
社
ヲ
全
部
挙
ゲ
マ
シ
テ
、
直
接

二
之
等

ヲ
構
成
分
子
ト
ス
ル

「住
友
戦
時
総
力
会
議
」
ナ

ル
新
ナ
ル
機
構
ヲ
設
ケ
ル
コ
ト
ト
致
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

本
会
議

ハ
只
今
申
上
ゲ
マ
シ
タ
ヤ
ウ
ニ
、
此
ノ
戦
時
中
、
全
住
友
ノ
総
カ
ヲ
結
集
致
シ
マ
シ
テ
、
生
産
増
進
、
戦
力
増
強
ヲ
強
力
且
急
速

ニ

促
進
ス
ベ
キ
最
高
方
針
ヲ
議
定
致
シ
マ
シ
テ
、
併
セ
テ
今
後
起
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
キ
非
常
事
態

二
対
処
ス
ル
方
策
ヲ
決
定
ス
ル
コ
ト
ヲ
ロ
的
ト

ス
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
少
シ
ク
詳
シ
ク
申
上
ゲ
マ
ス
ナ
ラ
バ
、
人
事
労
務
、
経
理
財
務
、
資
財
設
備
、
其
他
凡

ユ
ル
新
規
企
劃
等
各
方
面

二
亘
り
、
本
会
議
ヲ
通
ジ
テ
全
住
友
ノ
総
力
結
集

二
関
ス
ル
最
高
方
針
ヲ
決
定
致
シ
マ
シ
テ
、
之
ヲ
強
力
且
ツ
急
速

二
実
施
セ
ン
ト
ス
ル
モ

ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
即
チ
戦
時

二
於
ケ
ル
非
常
特
別
ノ
組
織
ヲ
考

ヘ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
且
其
ノ
運
営

二
当
リ
マ
シ
テ
ハ
、
出
来
得
ル
限
り
簡

素
強
カ
ナ
ル
考

ヘ
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
推
進
シ
テ
行
ク
ト
云
フ
所

二
根
本
ヲ
置
イ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ｃ
随
ツ
テ
本
会
議

ハ
出
来
得
ル
限
り
頻

繁

二
開
催
致
シ
マ
シ
テ
、
活
濃

二
事
務
ヲ
処
理
シ
テ
行
ク
ト
云
フ
考

ヘ
デ
ア
リ
マ
ス
。
而
シ
テ
本
会
議

ハ
、
住
友
本
社
総
理
事
ガ
議
長
ト
シ

テ
之
ヲ
統
裁
致
シ
マ
シ
テ
、
住
友
全
事
業
ノ
総
意
ヲ
以
テ
、
問
題
ヲ
議
定
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
ソ
シ
テ
其
ノ
運
営
ヲ

簡
素
強
カ

ニ
致
シ
マ
ス
為

二
、
滋

二
住
友
ノ
全
事
業
ヲ
七
ツ
ノ
部
門

二
分
ケ
マ
シ
テ
、
謂

ハ
バ

一
種
ノ
隣
組
組
織

ヲ
作
リ
マ
シ
テ
、
或
ル
特

定
ノ
議
員
ノ
方

二
此
ノ
隣
組
ノ
代
表

ニ
ナ
ツ
テ
戴
イ
テ
、
議
長
及
ビ
少
数
ノ
議
員
ノ
参
加

二
依

ツ
テ
本
会
議
ヲ
構
成
ス
ル
コ
ト
ニ
致
シ
テ
居

リ
マ
ス
ガ
、
固
ヨ
リ
事
態

二
依
リ
マ
シ
テ
ハ
、
必
要

二
応
ジ
テ
議
員
以
外
ノ
皆
様

ニ
モ
随
時
御
出
席
願
フ
コ
ト
ニ
致
シ
テ
居
リ
マ
ス
。
又
会



議
ノ
運
営
上
、
其
ノ
会
議

二
附
議
セ
ラ
レ
マ
ス
ル
議
案
ノ
立
案
審
査
、
或

ハ
資
料
ノ
蒐
集
、
其
ノ
他
決
定
事
項
ノ
実
施

二
関
シ
マ
ス
ル
事
項

ヲ
処
理
致
シ
マ
ス
為

二
、
姦

二
事
務
局
ヲ
設
ケ
、
更

二
必
要

二
応
ジ
夫
々
専
門
ノ
事
項
ヲ
協
議
致
シ
マ
ス
為

二
、
専
門
委
員
会
ヲ
設
ケ
ル
コ

ト
ニ
致
シ
テ
居
リ
マ
ス
。

只
今
申
上
ゲ
マ
シ
タ
ヤ
ウ
エ
、
本
会
議

ハ
、
全
住
友
ノ
総
カ
ヲ
結
集
ス
ル
為

二
、
住
友
ノ
全
事
業

ヲ
打
ツ
テ

一
九
ト
シ
タ
機
関
デ
ア
リ
マ
ス
。

即
チ
全
住
友
ノ
関
係
事
業
ガ
、
全
部
直
接

二
此
ノ
会
議

二
加

ハ
リ
、
総
意
ノ
決
定

二
参
与
ス
ル
ト
云
フ
建
前

ヲ
執

ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
其

ノ
意
味
ヲ
最
モ
端
的

二
強
ク
現

ハ
シ
マ
ス
為

二
、
従
来
ノ
此
ノ
種
ノ
機
構
卜
異
リ
マ
シ
テ
、
之
ヲ
本
社
ノ
外

二
出
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
サ

ウ
シ
テ
直
接
住
友
全
事
業
ノ
基
礎
ノ
上

二
之
ヲ
処
理
シ
テ
行
ク
ト
云
フ
訳
デ
ア
リ
マ
ス
。
平
タ
ク
言

ヘ
バ
、
住
友
本
社
ガ

一
歩
街
頭

へ
進
出

シ
マ
シ
テ
、
総
テ
ノ
事
業
卜
表
裏

一
体

一
九
ト
ナ
ル
、
斯
ウ
云
フ
考

ヘ
デ
ア
リ
マ
ス
。
随
ヒ
マ
シ
テ
、
議
員
モ
事
務
局
員
モ
、
或

ハ
専
門
委

員
ノ
方
々
モ
、
何
レ
モ
住
友
全
事
業
会
社
カ
ラ
、
直
接
本
会
議
ノ
夫
々
ノ
役
員
、
職
員
ト
シ
テ
出
向
イ
テ
戴
ク
ー
本
社

二
出
テ
戴
ク
ト
云
フ

意
味
デ
ハ
ナ
ク
、
会
議

二
出
向
シ
テ
戴
ク
、
斯
ウ
云
フ
建
前
デ
ア
リ
マ
ス
。

所
デ
、
今
回
設
ケ
マ
ス
ル
本
会
議
卜
従
来
ノ
住
友
本
社
ト
ノ
関
係

二
付
テ

一
言
申
上
ゲ
マ
ス
ト
、
本
会
議

ハ
既

二
申
上
ゲ
マ
シ
タ
通
り
、
戦

時
中
時
局

二
即
応
ス
ル
為

二
総
カ
ヲ
結
集
ス
ベ
ク
特

二
設
ケ
ラ
レ
マ
シ
タ
組
織
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
随
ツ
テ
従
来
ノ
住
友
本
社
ガ
住
友
全
事
業

ノ
中
核
機
関
デ
ア
ル
コ
ト
ニ
付
テ
ハ
何
等
変
リ
ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
唯
住
友
本
社
ガ
従
来
所
管
シ
テ
居
リ
マ
シ
タ
住
友
全
事
業

二
対
ス

ル
統
括
管
理
ノ
事
務

二
付
キ
マ
シ
テ
ハ
、
戦
時
中

二
限
リ
マ
シ
テ
、
徹
底
的
ナ
事
務
簡
捷
ヲ
図
り
、
近
頃
ノ
官
庁
ノ
言
葉
デ
言

ヘ
バ
出
来
ル

ダ
ケ
権
限
ヲ
委
譲
ス
ル
ト
言
フ
訳
デ
ア
リ
マ
ス
。
之
ヲ
換
言
シ
テ
申
シ
マ
ス
ナ
ラ
バ
、
従
来
住
友
本
社

二
打
合
報
告
ヲ
必
要
ト
シ
タ
事
項

ハ
、

戦
時
中

二
限
リ
マ
シ
テ
、
概
ネ
之
ヲ
各
連
系
会
社
ノ
主
管
者
ノ
責
任

二
於
テ
執
行
シ
テ
戴
キ
、
本
社

ヘ
ノ
打
合
報
告

ハ
之
ヲ
省
略
ス
ル
ト
言

フ
建
前
デ
ア
リ
マ
ス
。
唯
特

二
総
力
結
集

二
関
シ
テ
必
要
ナ
ル
事
項

二
付
テ
ハ
、
此
ノ
会
議

二
掛
ケ
テ
御
協
議

ヲ
願
ヒ
、
其
ノ
決
定

二
従

ツ

テ
実
施
シ
テ
戴
ク
。
サ
ウ
シ
テ
出
来
ル
限
り
事
務
ノ
簡
捷
ヲ
図
リ
マ
シ
テ
、
全
住
友
ノ
総
力
結
集

二
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
シ
タ
イ
ト
存
ズ
ル
ノ
デ

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

一



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
二

ア
リ
マ
ス
。
尚
之
等
事
務
簡
捷
ノ
詳
細

二
付
テ
ハ
後
日
書
類
ヲ
以
テ
御
通
知
申
上
グ
ル
コ
ト
ト
致
シ
マ
ス
。

大
体
総
力
会
議
ノ
構
想

二
付
テ

一
応
申
上
ゲ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
之
ガ
具
体
的
陣
容

二
付
キ
マ
シ
テ
ハ
、
来
ル
十
五
日
二
正
式

二
発
令
致

ス
考

ヘ
デ
ア
リ
マ
ス
。
之

ハ
全
ク
戦
時
的
ナ

一
時
ノ
処
置
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
姦

二
大
体
決
定
致
シ
マ
シ
タ
幹
部
ノ
人
事

ヲ
内
示
ス
ル
コ
ト
ニ

致
シ
マ
ス
。
（中
略
）

以
上
申
上
ゲ
タ
ヤ
ウ
ナ
趣
旨
目
的
ノ
下
二
本
会
議
ヲ
設
置
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
之

ハ
住
友
ノ
歴
史
上

二
於
キ
マ
シ
テ
モ
極
メ
テ
異
例
ノ

組
織
デ
ア
ル
ト
考

ヘ
マ
ス
。
随
ヒ
マ
シ
テ
、
私
共
モ
非
常
ナ
ル
決
意

ヲ
以
テ
之
ヲ
断
行
セ
ネ
バ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
。
其
ノ
点
ヲ
皆
様

二
深
ク
御
省

察
願
ヒ
マ
シ
テ
、
本
会
議
ノ
ロ
的
達
成
ノ
為

二
、
皆
様
ノ
十
分
ナ
ル
御
協
カ
ヲ
御
願
ヒ
致
シ
、
又
皆
様
ノ
部
課
御

一
同

二
対
シ
テ
、
十
分
此

ノ
趣
旨

ヲ
徹
底
ス
ル
ヤ
ウ
エ
御
伝
達
願
ヒ
タ
イ
ー
本
会
議

二
於
キ
マ
シ
テ
、
吾
々
ノ
所
期
ス
ル
戦
力
増
強
ノ
ロ
的
達
成
ノ
為

二
、
全
住
友
打

ツ
テ

一
九
ト
ナ
ツ
テ
邁
進
ス
ル
ヤ
ウ
御
指
導
願
ヒ
タ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
（後
略
）

（資
料
２９
）

昭
和
十
九
年
九
月
十
五
日
付
文
第
五
六

一
号

「住
友
戦
時
総
力
会
議
規
程
制
定
ノ
件
」

大
東
亜
戦
争
決
戦
ノ
秋

二
臨
ミ
、
愈
々
住
友
全
事
業
ノ
総
カ
ヲ
結
集
シ
、
以
テ
急
速
ナ
ル
生
産
増
強
、
戦
力
増
進

二
邁
進
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
シ
、

姦

二
住
友
本
社
、
連
系
会
社
及
関
係
会
社
ヲ
以
テ
住
友
戦
時
総
力
会
議
ヲ
組
織
ス
。

住
友
戦
時
総
力
会
議
規
程

第

一
章
　
総
則

第

一
条
　
住
友
戦
時
総
力
会
議

ハ
、
戦
時
中
住
友
本
社
、
連
系
会
社
及
関
係
会
社
ノ
総
カ
ヲ
結
集
シ
テ
、
生
産
増
強
ヲ
強
力
且
急
速

二
推
進

ス
ヘ
キ
最
高
方
策
ヲ
議
定
シ
、
併
セ
テ
凡
ユ
ル
緊
急
事
態

二
対
処
シ
テ
、
機
宜
ノ
施
策
ヲ
決
定
ス
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
ロ
的
ト
ス
。

竺
生
一土早
　
〈
バ
豊成



第
二
条
　
住
友
戦
時
総
力
会
議

ハ
、
議
長

一
名
、
議
員
若
干
名
ヲ
以
テ
組
織
ス
。

特
別
ノ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
、
議
長

ハ
議
員

二
非
サ
ル
者
ヲ
随
時
会
議

二
加
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
。

第
二
条
　
住
友
本
社
総
理
事

ハ
、
議
長
ト
シ
テ
会
議
を
統
裁
ス
。

第
四
条
　
議
員

ハ
議
長
之
ヲ
指
名
ス
。

議
員

ハ
議
長
ノ
指
示

二
依
り
其
ノ
担
当
部
門
ヲ
代
表
ス
。

前
項
ノ
部
門

ハ
別
表
（註
、
第
８
表
ピ
一依
り
之
ヲ
定
ム
。

第
四
条
ノ
ニ
　
圭成
長

ハ
必
要

二
依
り
参
与
若
干
名
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得
。
（註
、
昭
和
十
九
年
九
月
二
十
八
日
付
総
力
第

一
号
達
改
正
）

参
与

ハ
議
長
ノ
指
示

二
依
り
会
議

二
参
董
ス
。

第
三
章
　
事
務
局

第
五
条
　
住
友
戦
時
総
力
会
議

二
事
務
局
ヲ
置
ク
。

事
務
局

ハ
会
議

二
提
出
ス
ヘ
キ
事
項
ノ
立
案
審
査
、
資
料
ノ
蒐
集
整
理
及
会
議
決
定
事
項
ノ
処
理

二
関
シ
必
要
ナ
ル
事
務
ヲ
掌
理
ス
ｃ

第
六
条
　
事
務
局

二
左
ノ
職
員
ヲ
置
ク
。

局
　
長
　
　
　
　
　
　
一
名

次
　
長
　
　
　
　
　
若
干
名

課
　
長
　
　
　
　
　
若
干
名

副
　
長
　
　
　
　
　
若
干
名

課
　
員
　
　
　
　
　
若
干
名

参
　
事
　
　
　
　
　
若
干
名

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
三



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

調
査
員
　
　
　
　
　
若
干
名

第
七
条
　
職
員
ノ
職
務
権
限
左
ノ
如
シ
。

局
　
長

一　

議
長
ノ
指
示

二
依
り
事
務
局
ノ
事
務
ヲ
管
理
シ
、
其
ノ
責

二
任
ス
。

一
一　
別

二
定
ム
ル
所

二
依
り
事
務
ノ

一
部
ヲ
専
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

局
長
ヲ
補
佐
シ
、
局
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
代
理
ヲ
為
ス
。

一　

局
長
其
ノ
他
上
司
ノ
指
示

二
依
り
課
ノ
事
務
ヲ
掌
理
シ
、
其
ノ
責

二
任
ス
ｃ

副
　
長

一　

課
長
ヲ
補
佐
シ
、
課
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
代
理
ヲ
為
ス
。

一
一　
課
長
其
ノ
他
上
司
ノ
指
示

二
依
り
分
担
ノ
事
務
ヲ
処
弁
ス
。

課
　
員

一　

課
長
其
ノ
他
上
司
ノ
指
示

二
依
り
分
担
ノ
事
務
ヲ
処
弁
ス
。

参
　
事

調
査
員

一　

局
長
其
ノ
他
上
司
ノ
指
示

二
依
り
事
務

二
参
与
ス
。

第
八
条
　
事
務
局

二
左
ノ
課
ヲ
置
ク
。

課   次

長   長

五
六
四



企
書
課

人
事
課

労
政
課

総
務
課

必
要
ノ
地

二
駐
在
員
ヲ
置
ク
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
。

第
九
条
　
企
董
課

二
於
テ
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ル
。

一　

経
理
及
財
務

二
関
ス
ル
事
項

一
一　
資
材
及
設
備

二
関
ス
ル
事
項

〓
一　
全
般

二
亘
ル
企
書

二
関
ス
ル
事
項

第
十
条
　
人
事
課

二
於
テ
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ル
。

第
十

一

第
十
一

第
四
章
　
専
門
委
員
会

第
十
三
条
　
珪成
長

ハ
必
要

二
依
り
事
務
局

二
専
門
委
員
会
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
。

専
門
委
員
会
ノ
組
織
其
ノ
他
必
要
ナ
ル
事
項

ハ
議
長
之
ヲ
定
ム
ｃ

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

一 条 一 条 一

職
員
、
準
職
員
及
女
子
職
員

二
関
ス
ル
事
項

労
政
課

二
於
テ
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
掌
ル
。

労
務
員

二
関
ス
ル
事
項

総
務
課

二
於
テ
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
掌
ル
。

文
書
及
庶
務
其
ノ
他
他
ノ
課

二
属
セ
サ
ル
事
項

五
六
五



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

五
六
六

附
則

第
十
四
条
　
議
長

ハ
必
要

二
依
り
事
務
局
ノ
事
務
ノ

一
部
ヲ
住
友
本
社
及
連
系
会
社

二
委
託
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

（資
料
３０
）

昭
和
十
九
年
九
月
三
十
日
付
総
力
第
二
号
達

住
友
戦
時
総
力
会
議
事
務
局
専
門
委
員
会
規
程

第

一
条
　
住
友
戦
時
総
力
会
議
事
務
局

二
左
ノ
専
門
委
員
会
ヲ
置
ク
。

財
務
委
員
会

南
方
委
員
会

資
材
委
員
会
（昭
和
十
九
年
十
月
十
日
付
総
力
第
三
号
達
改
正
）

技
術
委
員
会
（昭
和
二
十
年
二
月
十
二
日
付
総
力
第

一
号
達
改
正
）

人
事
委
員
会

労
務
委
員
会

防
衛
委
員
会

第
二
条
　
財
務
委
員
会

ハ
一
般
金
融
情
勢

二
関
ス
ル
事
項
並
本
社
、
連
系
会
社
及
特
定
関
係
会
社
ノ
金
融
状
態
及
財
務

二
関
ス
ル
事
項

二
付

調
査
、
研
究
及
協
議
ヲ
為
ス
。

南
方
委
員
会

ハ
南
方
事
業

二
関
ス
ル
情
報
ノ
蒐
集
、
交
換
並
調
査
、
研
究
及
協
議
ヲ
為
ス
。

資
材
委
員
会

ハ
資
材
及
設
備
ノ
互
換
並
転
活
用

二
関
ス
ル
調
査
、
研
究
及
協
議
ヲ
為
ス
。

技
術
委
員
会

ハ
技
術

二
関
ス
ル
連
絡
調
整
並
調
査
、
研
究
及
協
議
ヲ
為
ス
。



人
事
委
員
会

ハ
職
員
、
準
職
員
及
女
子
職
員
ノ
整
員
、
配
置
、
給
与
等

二
関
ス
ル
重
要
事
項

二
付
調
査
、
研
究
及
協
議
ヲ
為
ス
。

労
務
委
員
会

ハ
労
務
員

二
関
ス
ル
重
要
事
項

二
付
調
査
、
研
究
及
協
議
ヲ
為
ス
。

防
衛
委
員
会

ハ
防
空
及
防
衛

二
関
ス
ル
重
要
事
項

二
付
調
査
、
研
究
及
協
議
ヲ
為
ス
。

第
三
条
　
各
専
門
委
員
会

二
左
ノ
職
員
ヲ
置
キ
、
事
務
局
、
本
社
、
連
系
会
社
及
特
定
関
係
会
社
職
員
中
ヨ
リ
議
長
之
ヲ
任
命
ス
。

委
員
長
　
　
　
　
　
　
　
一
名

副
委
員
長
　
　
　
　
　
若
干
名

委
　
員
　
　
　
　
　
　
若
干
名

幹
　
事
　
　
　
　
　
　
若
干
名

第
四
条
　
委
員
長

ハ
上
司
ノ
指
示

二
依
り
委
員
会
ヲ
統
理
ス
。

副
委
員
長

ハ
委
員
長
ヲ
補
佐
シ
、
委
員
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
代
理
ヲ
為
ス
。

委
員

ハ
委
員
長
ノ
指
示

二
依
り
調
査
、
研
究
及
意
見
ノ
開
陳
ヲ
為
ス
。

幹
事

ハ
委
員
長
及
委
員
ノ
指
揮
ヲ
承
ケ
、
委
員
会
ノ
庶
務
ヲ
処
弁
ス
。

第
五
条
　
委
員
長

ハ
必
要

二
応
ジ
本
社
、
連
系
会
社
及
特
定
関
係
会
社
職
員
ヲ
専
門
委
員
会

二
出
席
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
。

第
六
条
　
議
員
及
参
与

ハ
随
時
専
門
委
員
会

二
出
席
シ
テ
意
見
ヲ
開
陳
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

第
七
条
　
一則
各
条
ノ
外
必
要
ナ
ル
事
項

二
付
テ
ハ
、
委
員
長
之
ヲ
定
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
。

（資
料
３‐
）

昭
和
十
九
年
十
月

一
日
付
総
力
総
第
三
号

「住
友
戦
時
総
力
会
議
宛
協
議
及
報
告
ス
ヘ
キ
事
項

二
関
ス
ル
件
」

企
書
課
所
管
事
項

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
七



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
八

（
一
）

協
議
事
項

一
、
事
業
計
書
〓

関
ス
ル
事
項

協
議
方
法

ハ
一
箇
年
毎
ノ
事
業
計
書
書

二
依
ル
。

右

ハ
従
来
ノ
会
計
見
積
書

二
代
ル
モ
ノ
ナ
ル
モ
、
予
算
打
合
ノ
意
味

二
非
ズ
シ
テ
、
当
該
期
間

二
関
ス
ル
生
産
計
萱
、
資
金
計
董
、
損

益
予
想
、
起
業
計
蓋
、
主
要
物
動
計
蓋
等

二
付
キ
極
ス
テ
大
綱
ヲ
纏
メ
テ
予
メ
協
議
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
二
月
末
迄

二
作
成
提
出
ス
ル

モ
ノ
ト
ス
ｃ

尚
本
件

ハ
昭
和
二
十
年
四
月
以
降
分
ヨ
リ
実
施
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
、
其
ノ
雛
型

ハ
追
テ
通
知
ス
。

予
算
統
制

ハ
夫
々
連
系
会
社

二
於
テ
実
施
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

二
、
資
金

二
関
ス
ル
事
項

（
１
）

資
金
計
董

協
議
方
法

ハ
四
半
期
別
資
金
計
萱
書
（添
付
別
紙
雛
型
第

一
様
式
×
註
、
略
）
ノ
資
料

二
依
ル
。

右

ハ
当
該
四
半
期
ノ
開
始
日
ヨ
リ

一
ヶ
月
前

二
提
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

（
２
）

資
本
金
ノ
増
減

（
３
）

未
払
込
株
金
ノ
徴
収

（
４
）

社
債
ノ
発
行

（
５
）

住
友
銀
行
、
信
託
以
外
ヨ
リ
ノ
資
金
借
入

（
６
）

産
業
設
備
営
団
ノ
利
用

（
７
）

兵
器
等
製
造
事
業
特
別
助
成
法
ノ
適
用



（
２
）
乃
至
（
７
）
ノ
事
項

二
関
シ
、
四
半
期
別
資
金
計
董
書

二
依
り
協
議
後
、
事
態
ノ
変
更
、
追
加
ア
リ
タ
ル
場
合

ニ
ハ
其
ノ
都
度
協

議
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
、
其
ノ
資
料

ハ
適
宜
ノ
様
式

ニ
ヨ
リ
作
成
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

三
、
起
業

二
関
ス
ル
事
項

（
１
）

新
規
事
業
部
門

二
関
ス
ル
計
蓋

（
２
）

既
有
能
カ

ニ
重
大
ナ
ル
変
更
ヲ
来
ス
ベ
キ
計
蓋

（
３
）

其
他
重
要
ナ
ル
計
萱

協
議
方
法

ハ
起
業
計
書
一書
（添
付
別
紙
雛
型
第
二
様
式
×
註
、
略
）
ノ
資
料

二
依
ル
モ
ノ
ト
シ
、
官
庁

ヘ
ノ
案
劃
書
提
出
前

二
協
議
ス

ル
モ
ノ
ト
ス
。

四
、
経
営
参
加
及
新
規
投
資

ニ
シ
テ
事
態
重
要
ナ
ル
モ
ノ

協
議
方
法

ハ
経
営
参
加
（又

ハ
新
規
投
資
）
計
豊
書
（添
付
別
紙
雛
型
第
三
様
式
×
計
、
略
）
ノ
資
料

二
依
ル
モ
ノ
ト
シ
、
事
態
内
定
次
第

提
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

五
、
決
算
及
利
益
金
処
分

協
議
方
法
並
資
料

ハ
従
前
通
リ
ト
ス
。

六
、
資
材
ノ
互
換
、
転
活
用

二
関
ス
ル
事
項

協
議
方
法

ハ
其
ノ
都
度
適
宜
作
成
ノ
資
料

二
依
ル
。

七
、
設
備
能
カ
ノ
転
活
用

二
関
ス
ル
事
項

協
議
方
法

ハ
其
ノ
都
度
適
宜
作
成
ノ
資
料

二
依
ル
ｃ

八
、
其
ノ
他
重
要
ナ
ル
事
項

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
九



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

協
議
方
法

ハ
其
ノ
都
度
適
宜
作
成
ノ
資
料

二
依
ル
。

（
二
）

報
告
事
項

括
弧
内

ハ
書
類
ノ
提
出
期
日
ト
ス
。

一
、
元
帳
残
高
表
（翌
月
十
五
日
迄
）

二
、
生
産
速
報
又

ハ
業
務
概
況
表
（翌
月
十
五
日
迄
）

三
、
起
業
進
捗
状
況
表
（翌
月
十
五
日
迄
）

四
、
決
算
報
告
説
明
書
（決
算
協
議
後
二
ヶ
月
以
内
）
又

ハ
実
際
報
告
書
（七
月
末
迄
）

五
、
上
半
期
損
益
決
算
額
予
想
表
（八
月
十
五
日
迄
）

六
、
下
半
期
損
益
決
算
額
予
想
表
含
一月
十
五
日
迄
）

七
、
下
半
期
損
益
予
想
表
（九
月
十
五
日
迄
）

八
、
月
末
資
金
残
高
報
告
書
―
（添
付
別
紙
雛
型
第
四
様
式
×
註
、
略
Ｙ
一依
ル
ー
（翌
月
十
日
迄
）

九
、
関
係
会
社
指
定
ノ
件

十
、
関
係
会
社

二
関
ス
ル
モ
ノ

（
１
）

社
名
変
更

（
２
）

資
本
ノ
増
減
並
払
込
ノ
徴
収

（
３
）

毎
期
ノ
決
算

（
４
）

社
債
ノ
発
行

（
５
）

主
要
起
業

五
七
〇



（
６
）

生
産
状
況
（少
ク
ト
モ
決
算
期
毎
）

（
７
）

其
ノ
他
重
要
ナ
ル
事
項

人
事
課
所
管
事
項

（
一
）

協
議
事
項

一
、
任
用

二
関
ス
ル
事
項

（
１
）

新
規
学
校
卒
業
生
ノ
任
用

（
２
）

一
一等
職
員
以
上
ノ
任
用

（
３
）

医
務
職
員
、
学
校
職
員
、
嘱
託
員

ニ
シ
テ
ニ
等
職
員
Ｔ
一百
円
以
上
）
相
当
以
上
ノ
任
用

二
、
顧
間
、
嘱
託

ニ
シ
テ
ニ
等
職
員
曾
一百
円
以
上
）待
遇
以
上
ノ
者
ノ
委
嘱
並

二
一
般
職
員
ノ
標
準
ヲ
超

ユ
ル
取
扱

ヲ
ナ
ス
嘱
託
ノ
委
嘱

及
待
遇
変
更

三
、
二
等
職
員
以
上
（同
相
当
者

〔但
シ
ニ
等
三
百
円
以
上
相
当
〕
ヲ
含
ム
）
ノ
転
勤
（他
会
社
、
統
制
会
等
ノ
出
向
、
事
務
従
事

ヲ
含
ム
）

四
、
部
長
以
上
ノ
分
掌

五
、
連
系
会
社
及
特
定
関
係
会
社
役
員
並

二
其
ノ
他
関
係
会
社
常
勤
役
員
ノ
専
任
、
重
任
及
退
任

六
、　
一
等
職
員
以
上
（同
相
当
者
ヲ
含
ム
）
ノ
停
年
延
長

七
、
部
長
以
上
及
二
等
職
員
曾
一百
円
以
上
）
以
上
（同
待
遇
者
、
同
相
当
者
ヲ
含
ム
）
ノ
退
職

人
、　
一
等
職
員
以
上
ノ
懲
戒

九
、
職
員
、
準
職
員
、
女
子
職
員

二
対
ス
ル
給
与
待
遇

二
関
ス
ル
事
項

但
シ
住
友
本
社
社
則
又
ハ
内
規
、
取
扱
等

ヲ
以
テ
標
準
又

ハ
扱

ヲ
指
示
シ
タ
ル
事
項

二
付
テ
ハ
、
規
定
又

ハ
其
ノ
標
準
以
内
ノ
処
置

ニ

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七

一



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
二

属
ス
ル
場
合
ヲ
除
ク
。

九
ノ
ニ
、　
顧
問
及
嘱
託
ノ
慰
労
金
（昭
和
二
十
年
四
月
十
二
日
付
総
力
人
第
二
四
六
号

「
戦
時
総
力
会
議
事
務
局
人
事
課
所
管
事
項
中

一
部
改
正
ノ
件
し

但
シ
ニ
等
職
員
（月
俸
三
百
円
未
満
）
待
遇
以
下
ノ
嘱
託

二
対
シ
、
勤
続

一
年

二
付
報
酬

一
ヶ
月
半
分
ノ
割
合
ヲ
以
テ
支
給
ス
ル
場
合
ヲ

除
ク
。

十
、
其
ノ
他
重
要
ナ
ル
事
項

（
二
）

報
告
事
項

一
、
異
動
報
告

但
シ
補
助
職
員
以
下
ヲ
除
ク
。
尚
分
掌

ハ
係
長
以
上
ト
シ
、
課
長
以
上

ハ
事
前
報
告
ト
ス
。

二
、
懲
戒
、
但
シ
事
前
報
告
ト
ス
。

三
、
他
会
社
役
員
、
但
シ
事
前
報
告
ト
ス
。

四
、
官
庁
公
共
団
体
、
民
間
各
種
団
体
ノ
役
員
、
委
員

五
、
大
東
亜
共
栄
圏
内
海
外
出
張
（但
シ
満
洲
国
、
中
華
民
国
ヲ
除
ク
）

但
シ
課
長
以
上
ノ
職

二
在
ル
者

ハ
事
前
報
告
ト
ス
。

六
、
戦
死
戦
没
者

七
、
諸
調
書
統
計

（
１
）

職
員
調
（別
途
ノ
新
様
式

二
依
り
毎
年

一
月

一
日
及
七
月

一
日
現
在

ニ
テ
調
査
シ
、
同
月
末
迄

二
報
告
ノ
コ
ト
）

（
２
）

期
末
職
員
調



（
３
）

勤
務
状
態
調

（
４
）

病
気
欠
勤
休
職
者
調

（
５
）

給
与
額
調

（
６
）

給
与
予
想
額
調

（
７
）

退
職
慰
労
金
算
定
額
調

（
８
）

退
職
慰
労
金
支
給
額
調

（
９
）

会
社
経
理
統
制
令
規
則
第
十
七
条
ノ
統
計

（
１０
）

昇
進
申
立
統
計
表
（予
想
）

（
Ｈ
）

陛
進
及
増
給
統
計
（実
績
）

（
‐２
）

期
末
賞
与
統
計
甲
（予
想
）

（
‐３
）
　

　

同
　
　
　
乙
（実
績
）

（
‐４
）

半
途
退
職
者
期
末
賞
与
金
給
与
額

（
‐５
）

交
際
手
当
支
給
報
告

（
‐６
）

給
与
金
残
額
ヲ
引
当
ト
シ
タ
ル
借
用
金

労
政
課
所
管
事
項

（
一
）

協
議
事
項

一
、
給
与

二
関
ス
ル
事
項

但
シ
別
項
報
告
事
項

二
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
此
ノ
限
リ
ニ
ア
ラ
ズ
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

五
七
三



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

二
、
福
利
厚
生
並

二
法
規

二
関
ス
ル
事
項

（
１
）

給
与

二
準
ズ
ル
内
容
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ

（イ
）

退
職
手
当
、
特
別
保
護
金
制
度

（
口
）

内
規
ノ
限
度
ヲ
超

ユ
ル
扶
助
制
度

（
ハ
）

準
則
ヲ
超

ユ
ル
旅
費
規
程

（
二
）

其
ノ
他
右

二
準
ズ
ル
モ
ノ

（
２
）

部
内

二
前
例
ナ
キ
新
規
施
設
又

ハ
重
要
ナ
ル
施
設

三
、
ニ
ブ

他

（
１
）

罹
災
時

二
際
シ
規
程
乃
至
標
準
以
上
ノ
取
扱
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
場
合

（
２
）

大
量
整
理
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
場
合

（
３
）

其
ノ
他
特

二
指
示
ス
ル
事
項

（三
）

報
告
事
項

一
、
給
与

二
関
ス
ル
事
項

（
１
）

法
令

二
基
ク
給
与

ニ
シ
テ
、
所
定
ノ
条
件
、
額
ノ
限
度
内

二
於
テ
為
ス
モ
ノ

五
七
四

例
示

昭
和
十
八
年

一
月
二
十
六
日
厚
生
省
告
示
第
三
十
二
号
並
同
年
六
月
二
十
八
日
厚
生
省
告
示
第
三
〇

一
号

ニ
ヨ
ル
手
当

家
族
手
当
　
特
殊
作
業
手
当
　
季
節
手
当
　
臨
時
作
業
手
当
　
初
任
手
当
　
精
勤
手
当
　
臨
時
休
業
手
当
　
防
空
勤
務
手
当

稼
働
率
及
能
率
増
進
ノ
為

ニ
ス
ル
手
当



賃
金
統
制
令
施
行
規
則
第
三
十
九
条

ニ
ヨ
リ
地
方
長
官
ノ
許
可
ヲ
要
セ
ザ
ル
臨
時
ノ
給
与

（
２
）

其
ノ
他

（
イ
）

早
出
、
残
業
、
夜
勤
、
休
日
出
勤
、
臨
時
出
勤
ノ
歩
増
又

ハ
手
当

（
口
）

当
直
手
当
、
居
残
弁
当
料

（
ハ
）

食
事
及
住
居
費
並

二
交
通
費
ノ
補
給

（
二
）

実
物
給
与

二
、
福
利
厚
生
並

二
法
規

二
関
ス
ル
事
項

（
１
）

貯
金
利
率

二
関
ス
ル
事
項

（
２
）

健
康
保
険
料
ノ
負
担
割
合

（
３
）

病
院
及
診
療
所
ノ
料
金
並

二
負
担
割
合

（
４
）

労
務
員
身
分
変
更

二
関
ス
ル
事
項

（
５
）

就
業
時
間

二
関
ス
ル
事
項

（
６
）

休
務

二
関
ス
ル
事
項

（
７
）

其
ノ
他
他
ノ
連
系
会
社

二
於
テ
参
考
ト
ナ
ル
ベ
キ
事
項

三
、
土
ブ

他

（
１
）

重
要
事
業
場
労
務
管
理
令
、
労
務
調
整
令
、
軍
需
会
社
徴
用
規
則
及
ビ
国
民
徴
用
令

二
基
キ
指
定
ア
リ
タ
ル
ト
キ

（
２
）

単
位
産
報

二
於
ケ
ル
中
央
又
ハ
本
部
懇
談
会
ノ
結
果
報
告

（
３
）

其
ノ
他
特

二
指
示
ス
ル
事
項
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四
、
統
計
資
料

（
１
）

労
務
者
統
計
表

（
２
）

昇
給
賞
与
実
施
概
況
報
告
（年
二
回
）

（
３
）

兵
役
関
係
労
務
者
統
計
表
（月
報
）

（
４
）

国
民
貯
蓄
組
合
概
況
報
告
（写
Ｘ
半
年
報
）

（
５
）

賃
金
台
帳
総
括
表
（写
×
四
半
期
報
）

（
６
）

其
ノ
他
特

二
指
示
ス
ル
事
項
又

ハ
連
系
会
社

二
於
テ
参
考
ト
ナ
ル
ベ
キ
事
項

総
務
課
所
管
事
項

（
一
）

協
議
事
項

一
、
定
款
、
事
務
章
程
ノ
制
定

二
、
其
ノ
他
特

二
重
要
ナ
ル
規
程
ノ
制
定

（
二
）

報
告
事
項

一
、
定
款
、
事
務
章
程
ノ
改
廃
、
但
シ
事
前
報
告
ト
ス
。

二
、
重
要
ナ
ル
規
程
（例

ヘ
バ
事
務
章
程
以
外

二
組
織
、
権
限
等

ヲ
定
メ
タ
ル
規
程
等
）
ノ
制
定
、

三
、
重
要
ナ
ル
訴
訟

二
関
ス
ル
事
項
、
但
シ
事
前
報
告
ト
ス
。

四
、
災
害
、
防
衛

二
関
ス
ル
事
項

五
、
其
ノ
他
特

二
指
示
ス
ル
事
項
又

ハ
連
系
会
社

二
於
テ
参
考
ト
ナ
ル
ベ
キ
事
項

備
考

五
七
六

改
廃
、
但
シ
事
前
報
告
ト
ス
。



一
、
協
議
事
項

二
付
テ

（
１
）

特

二
重
要
ナ
ル
事
態

二
付
テ
ハ
、
書
類
提
出

二
先
立
チ
予
メ
協
議
ノ
コ
ト
。

（
２
）

事
態

ニ
ヨ
リ
テ
ハ
、
書
類
提
出
ヲ
省
略
シ
、
日
頭
打
合
ノ
ミ
ニ
テ
モ
可
ナ
ル
コ
ト
。

二
、
報
告
事
項

二
付
テ

（
１
）

報
告
事
項
卜
雖
モ
、
他
ノ
店
部
又

ハ
連
系
会
社

二
相
当
ノ
影
響
ヲ
及
ボ
ス
ベ
キ
場
合
（例
、
給
与
関
係
事
項
）
ハ
、
適
宜
ノ
方
法

ニ

ヨ
リ
予
メ
連
絡
ノ
コ
ト
。

（
２
）

右
ノ
場
合
事
態

ニ
ヨ
リ
テ
ハ
専
門
委
員
会

二
附
議
ノ
上
決
定
ノ
コ
ト
。

一
一　
業

　

績

昭
和
十
六
年
■

九
四
こ
か
ら
二
十
年
三
月
に
至
る
こ
の
期
間
の
住
友

の
全
事
業
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
説
明
す
る
資
料
と
な
る

毎
年

の
総
実
際
報
告
書
が
昭
和
十
六
年
の
も
の
が
作
成
さ
れ
た
だ
け
で
、
十
七
年
以
降
は
業
績
の
一
覧
表

の
み
の
作
成
に
終
わ
り
、
説
明
は

一
切
省
略
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
昭
和
十
六
年
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
総
実
際
報
告
書
が

「我
ガ
住
友
経
営
事
業

二
於
テ
ハ
原
料
資
材
等

ノ
入
手
難
、
労
カ
ノ
逼
迫
等
愈
深
刻
化
ノ
折
柄

ニ
モ
拘
ラ
ズ
、
能
ク
此
等
悪
条
件

ヲ
克
服
シ
（中
略
）、
良
好
ナ
ル
成
績
ヲ
挙
ゲ
得
タ
リ
」

と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
十
五
年

の
落
ち
込
み
か
ら
回
復
し
、
過
去
最
高
で
あ

っ
た
十
四
年

の
水
準
を
上
回

っ
た
。

太
平
洋
戦
争
開
戦
後

の
十
七
年
も
引
き
続
き
順
調
に
業
績
を
伸
ば
し
、
さ
ら
に
十
八
年
以
降
は

一
挙
に
こ
れ
ま
で
の
三
倍
前
後

の
利
益
を

計
上
す
る
こ
と
と
な

っ
た
（第
９
表
）
。　
こ
れ
を
連
系
各
社
別
に
み
れ
ば
、
住
友
金
属
が
全
体

の
約
五
割
、
住
友
銀
行
が
約
二
割
と
こ
の
両
社

だ
け
で
七
割
を
占
め
、
十
八
年
か
ら
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
住
友
通
信
工
業
（旧
日
本
電
一３
を
含
め
れ
ば
、
こ
れ
ら
三
社
で
住
友
全
事
業
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八

の
利
益
の
大
半
を
生
み
出
す
こ
と
と
な

っ
た
。

な
お
第
９
表
註
に
示
し
た
よ
う
に
、
昭
和
十
八
年
三
月
公
布

の
納
税
施
設
法
に
よ
り
法
人
税
、
臨
時
利
得
税
、
営
業
税
及
び
同
附
加
税
の

合
計
見
込
額
は
、
全
額
利
益
金
処
分
に
よ
つ
て
積
み
立
て
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
、
十
八
年
以
降
実
際
純
益
中
に
は
税
金
引
当
金
が
含

ま
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
ｃ
こ
の
た
め
総
務
部
会
計
課
は
従
来
の
実
際
純
益
に
接
続
さ
せ
る
た
め
、
実
際
純
益
か
ら
法
人
諸
税
を
差
し
引
い
た

正
味
純
益
な
る
概
念
を
創
出
し
、
十
七
年
ま
で
の
実
際
純
益
に
接
続
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

０
　
住
友
本
社
の
業
績

住
友
本
社
の
業
績
は
、　
そ
の
中
核
た
る
本
社
部
門
と
直
轄
鉱
山
部
門
及
び
販
売
店
に
大
別
さ
れ
る
が
（第
１０
表
）、　
そ
の
各
々
に
つ
い
て
は

「
国
　
住
友
本
社
の
部
門
別
業
績
」
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
最
初
に
住
友
本
社
全
体

の
業
績
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い

（第
Ｈ
表
及
び
第
１２
表
）。

住
友
本
社

の
各
期

の
業
績

に
つ
い
て
決
算
資
料

に
基
づ
い
て
説
明
す
る
と
、
ま
ず
第
五
期
（昭
和
十
六
年
度
）
に
お
い
て
は
、
鉱
業
部
門
の

る住 友銀行株式 に

'Jす
る配当金を含む ,

のみ .

額 ,

ることが内定 していたため 、18年 の資

,々こ.

見 i△税額 ハ、全容1利 益金処分 ラj■ ジ積

友化学 1イ {和 18年 度 卜期決算 ,SJ月 資本+)

つ いては 10-3り l期 実績 の 1/2で 算出Ⅲ

満切 り捨て、11し 18年 以降は四捨 ′i人 )

正 味 純 益

18年 19/1～ 3 19/4～ 20/3

9,039

169,928

4,975

131,885

7,106

4,812

13,516

△376

2,909

2,988

1,174

3,071

1,294

588

△4,014

△11.180

2,514

48,849

1,426

30,941

4,859

1,OH
9,694

△286

1,311

422

79

603

310

118

△1,639

△2.384

18,659

143,726

6,201

94,882

6,776

4,300

24,090

1,655

4,536

△1,676

748

2,098

899

1,121

△3,580

△11,029

158,748 48,979 151,356

41,907

1,669

139

△187

12,094

416

49

△18

59,580

2,339

602

△211

43.528 12.541 62.310

△

△

△

△752

△736

△16

△6,011

△4,818

△1,193

196.566 60.768 207,655
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第 9表 住友本社・連系会社実際純益表
(単位 :T門 、千円木

註 :屯 複分補 正Aは、上記辿系会社14社 が相 ″1に 保為する株式に対する配
｀
崎金合計額。但 し大阪北港が保有す

同 Bは 、 li記連系会社14社 の住友本社に対する配 :%金 合,il額 ,

同Cは、

't行

、イ,i託 、生命、海 Ii 4社 が相 11に保イ「する株式に対する自己当令合言1額 。但 し信託は |‖ 有勘定

同 Dlは 、 11記 ;L系 会‖ 14イ Lの株式の うち銀行、信託、′L命  海 卜が保有する株式に A・ lす る配当金合計

可D2は 、住友本llが 保有する銀行、信託、生命、海 :各 株式に
'Jす

る配 ll金 合計額。

朝鮮ll友軽
/ft属 は起業中につ き損襦 1算 を行っていない,

19/4～ 20/3の 大阪北港及び住友ビルデイングは 11期 、住友 11地 111務は下期を ,ヽ す。

住友海 Lは 1911 3 Jlま で連系会iLであったが、19年 初頭には大阪海 liと 合併 し、連系会flの 構定を外れ

料か ら1除 タトさオしてヽヽる。

1811以降の実際純益は 卜記理由により税づき前となつたため、法人諸税を差 しづいた正味純益を併記 し

昭和18年 3月 公4jセ ラレタル納税施設法二基キ、当期 ノ法人税、臨時利得税、営業税及同 lll加 税 ノ合計

立ッ ル エトナリクルヲ以テ、今期 ヨリ実際滲t益 及公表純ネi中 ニハ・ 1期 税金り当
/rSヲ

合ム 1'ト ナレリ,(住

出典 :16、 17年 はイ主友本社総務部会「 1課作成。

18年 は11友 本社経理部企業課「昭和19年 度会‖見積 F〉抜粋 J。

19/1-3は )lL「 昭和19年 1'I-3り l業 績 一覧J、 但 し18年 10り ]か ら年度決算に移行 した迎系会|卜 に

19/4～ 20/3は 住友本 |卜 l14理部企ま」課「戦‖1総 力会議資料(昭和20115月 911)J。

五
七
九

社 名
益糸屯際実

日召和16年 17年 18年 19/1- 3 19/4～ 20/3

住友本社

連系会社小計

住友銀業
住友金属工業

住友電気工業
住友化学工業

住友通信工業

朝鮮住友軽金属
住友アルミニウム製錬

住友機械工業
満洲住友金属工業
四國中央・住友共同電力

住友倉庫
大阪北港

住友ビルデイング

住友土地工務
補正A

補正B

2,255

71,796

2,623

46,556

7,726

5,516

1,056

4,658

1,476

1,701

1,877

1,005

607

△3,010

△7829

9,060

82,871

2,705

59,889

6,654

4,953

1,547

3,435

1,136

1,362

2,363

1,250

573

△3,002

△8032

19,739

301,671

9,125

228,085

10,050

6,512

30,089

△376

6,018

3,495

1,829

8,221

1,837

800

△4,014

△11.180

4,124

101,418

3,231

66,941

8,433

1,761

17,294

△286

2,287

556

130

2,003

525

182

△1,639

△2,384

22,268

371,987

10,127
242,882

16,869

8,100

76,890

1,754

12,729

△4,392

1,450

5,142

1,500

359

2,157

△3,580

△11,029

計 66,222 83,899 310,230 103,158 383,226

住友銀行

住友信託

住友生命保険

住友海 L火 災保険

ネ南正C

29,007

1,814

204

2,836

△205

32,607

1,819

205

1,145

△221

48,749

3,028

228

△187

12,444

741

81

△18

64,080

4,039

650

△211

計 33.657 35,555 51,818 13,248 68,558

補正D
対連系会社 Dl
対連系会社 D2

△3,719

△2,406

△1313

△4,160

△2,868

△1.292

△5,710

△4,210

△1.500

△752

△736

△16

△6,011

△4,818

△1.193

総 計 96,160 115,294 356,338 115,654 445,773



店 部 日召和16年 17年 18年 19/1～ 3 19/4～ 20/3

本社部門

鴻之舞鉱業所

国富鉱山

余市鉱山

東北鉱業事務所

砥沢鉱山

人萱生鉱山他

朝鮮鉱業所

直轄鉱山部門:|

販売店 東 京

横須賀

名古屋

神 戸

呉

販売店計

林業所

大阪住友病院

店部計

岡

城

海

福

京

上

590

△2,383

△939

△486

△323

266

Δ3,866

2,591

42

1,197

413

508

178

251

△169

5,396

117

17

1,665

△797

3,577

△85

69

△423

△255

2,883

3,579

371

1,941

349

519

244

147

△165

6,987

80

△93

9,857

15,191 2,358 △3,229

11,964

△1,581

△160

△41

7,104

17,286

3,140

832

3,953

734

685

105

55

△1,147

8,357

190

△386

25,497

△1,843

△4,153

△16

△54

△27

△38

△6.131

304

△1,103

0

430

184

△185

4,329

975

3,233

804

802

348

178

△270

10,400

210

69

4,547

894

115

735

129

170

13

△23

△84

1,950

81

△80

1,766

合  計 2.255 9,060 19,739 4.124 22,268

法人諸税

正味純益 2,255 9,060

△10,700

9,039

△1,610

2.514

△3,609

18.659
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）

五
八
〇

国
庫
補
助
金

曾
回
原
鉱
山
選
鉱
場
設

備
奨
励
金
、
増
産
金
割
増
金
等
）
が

前
年

の
三
八
〇
万
円

か
ら

一
挙

に

六
三
三
万
円

へ
二
五
三
万
円
も
増

加

し
た
が
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
直

後
全
住
友

か
ら
国
防
献
金

と
し
て

三
〇
〇
万
円
を
支
出

し
、

こ
の
う

ち
本
社
が
五
八
万
円
を
負
担

し
た

り
し
た
た
め
、
実
際
純
益

は
三
二

六
万
円

に
と
ど
ま

つ
た
。
従

っ
て

特
殊
整

理
損

二
二
五
万
円

（十
四

年
度
分
法
人
諸
税
中
引
当
繰
延
分
引

当
九
五
万
円
、
十
五
年
度
分
法
人
諸

税
引
当
九
七
万
円
、
高
原
鉱
山
選
鉱

場
建
設
助
成
金
見
返
り
特
別
償
却
‥

三
万
円
）
を
計
上
す
れ
ば
、
差
し
引
き
公
表
純
益
は
僅
か

一
万
円
程
度
と
配
当
も
不
可
能
と
な
る
た
め
、
十
五
年
度
分
法
人
諸
税
中
引
当
を

一
部
Ｔ
一五
万
円
）
に
と
ど
め
、　
特
殊
整
理
損
を

一
六
三
万
円
に
抑
え
る

一
方
、　
特
殊
整
理
益

一
四
三
万
円
（内
訳
は

「十
六
年
度
分
法
人
諸
税
引

当
取
止
メ
九
七
万
円
、
十
六
年
度
ノ
負
担
二
属
ス
ル
退
職
給
与
金
引
当
取
止
メ
利
益
処
分
ニ
テ
積
立
四
六
万
円
し
を
計
上
し
て
、
差
し
引
き
公
表
純
益

第10表 住友本社店部別実際純益表
(単位 IT円  千円未満切 り捨 て 但 し18年 以降νЧ捨五 人 )



を
二
〇
五
万
円
と
し
た
ｃ

こ
れ
に
前
期
繰
越
金
二
六
〇
万
円
を
加
え
た
四
六
五
万
円
の
利
益
処
分
（第
１３
表
）
に
つ
い
て
は
、
当
期
純
益
金

の
二
〇
分
の

一
の
九
数

一

五
万
円
を
法
定
積
立
金
と
し
て
積
み
立
て
、
昭
和
十
六
年
末
に
お
け
る
退
職
慰
労
金
見
込
額

一
七
六
万
円
に
対
し
現
在

「退
職
慰
労
準
備

金
」
科
目
の
残
高
は

一
三
〇
万
円
で
あ
る
の
で
、
当
期
に
お
い
て
五
〇
万
円
を
本
科
目
に
繰
り
入
れ
た
。
配
当
金
は
前
例
通
り
七
五
万
円
を

踏
襲
し
た
。
昭
和
十
七
年
二
月
の
増
税
に
よ
つ
て
家
長
に
対
す
る
配
当
金
六
七

・
五
万
円

の
実

に
八
五

・
五
％
（綜
合
所
得
税
七
一
一％
、
分
類

所
得
税

一
三
・
五
％
）
が
税
金
と
な
る
こ
と
か
ら
、
家
長
の
個
人
所
得
金
額
の
抑
制
、　
本
家

。
本
社
を
通
算
す
る
税
負
担
の
見
地
に
立
て
ば
、

寧
ろ
無
配
と
し
て
社
内
留
保
し
て
活
用
す
べ
し
と
い
う
意
見
も
あ

っ
た
が
、
分
家
に
対
す
る
配
当

の
必
要
か
ら
従
来
通
り
と
決
定
さ
れ
た
。

設
備
拡
張
留
保
金
に
つ
い
て
は

「株
式
会
社
住
友
本
社
（上
ン

に
お
い
て
昭
和
十
四
年
度
の
、
社
員
給
与
金
に
つ
い
て
は
十
五
年
度
の
利
益

処
分
に
お
い
て
既
に
説
明
し
た
。
な
お
決
算
方
針
と
し
て
は
な
る
べ
く
積
立
金
勘
定
繰
入
額
を
大
き
く
し
て
、
繰
越
金
は
積
立
金
繰
り
入
れ

後
の
端
数
金
額
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

第
六
期
（昭
和
十
七
年
度
）
は
、
有
価
証
券
売
却
益
が
四

一
六
万
円
に
上

っ
た
こ
と
、
鴻
之
舞
製
錬
場
設
置
奨
励
金
（五
三
五
万
円
）
、
産
金
割

増
金
等
国
庫
補
助
金
が

一
二
六
〇
万
円
に
達
し
た
た
め
、
実
際
純
益
は
九
〇
六
万
円
（法
人
諸
税
引
当
金
四
一
四
万
円
除
外
）
と
な

っ
た
。
こ
れ

に
特
殊
整
理
損

一
四

一
万
円
（十
五
年
度
分
法
人
諸
税
引
当
不
足
分
引
当
六
三
万
円
、
十
六
年
度
法
人
諸
税
引
当
繰
越
分
引
当
七
五
万
円
、
宜
川
鉱
山
選

鉱
場
設
置
奨
励
金
見
返
り
特
別
償
却
三
万
円
）
を
計
上
し
て
も
、　
な
お
公
表
純
益
は
七
六
五
万
円
に
上
り
、　
こ
れ
ま
で
の
最
大
で
あ

っ
た
十
五
年

度
の
五
〇
八
万
円
を
邊
か
に
凌
駕
す
る
余
裕

の
あ
る
決
算
と
な

っ
た
の
で
、
こ
の
際
さ
ら
に
特
殊
整
理
損
と
し
て
法
人
諸
税
特
別
引
当
金
三

〇
〇
万
円
（特
殊
整
理
益
と
し
て

「退
職
給
与
引
当
金
損
金
引
当
取
止
メ
利
益
処
分
ニ
テ
積
立
四
八
万
円
し
を
計
上
、
公
表
純
益
を
五

一
一
一万
円
と
し

た
。　
こ
の
利
益
処
分
は
、
二
〇
分
の
一
の
法
定
積
立
金
三
〇
万
円
、
退
職
慰
労
準
備
金
五
０
万
円
（十
七
年
度
に
お
け
る
退
職
慰
労
金
見
込
額
二

一
九
万
円
に
対
し
現
在
残
高

一
人
○
万
円
）
、
配
当
金
七
五
万
円
（増
配
も
可
能
と
な
っ
た
が
、
仮
に
Ｏ

・
五
％
配
当
を
一
％
に
七
五
万
円
増
配
す
る
と
す

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

一



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
二

れ
ば
、
本
社
加
算
税
の
減
少
を
本
分
家
所
得
税
の
増
加
が
上
回
っ
て
、　
三

一万
三
〇
〇
〇
円
の
税
負
担
の
増
加
に
な
る
と
い
う
試
算
結
果
が
出
て
い
る
）
が

決
定
さ
れ
た
。
設
備
拡
張
留
保
金

に
つ
い
て
は
税
負
担
上
限

一
杯
公
一八
三
万
円
）
を
繰
り
入
れ
る
の
が
最
も
有
利
で
あ
る
が
、
十
八
年
四
月

に
明
ら
か
と
な

っ
た
政
府
の
金
鉱
山
整
理
方
針
に
よ
り
、
今
後
は
新
規
設
備
投
資
は
期
待
で
き
な
く
な

っ
た
た
め
、
二
〇
〇
万
円
を
繰
り
入

れ
た
。
以
上
に
充
当
さ
れ
た
残
額
は

一
五
八
万
円
と
な
る
が
前
期
決
算
方
針
に
則
し
端
数
八
万
円
を
繰
越
金
と
し
、
残
る

一
五
〇
万
円
を
別

段
積
立
金
に
繰
り
入
れ
た
。

第
七
期
（昭
和
十
八
年
度
）
の
実
際
純
益
は

一
九
七
三
万
円
と
な

っ
た
が
、
こ
れ
は
前
述
の
通
り
納
税
施
設
法

に
よ
つ
て
法
人
諸
税

一
〇
七

〇
万
円
の
控
除
前
の
数
字
で
あ
り
、
控
除
後
の
正
味
純
益
で
み
れ
ば
九
〇
三
万
円
と
前
期
並
み
の
水
準
で
あ

っ
た
。
こ
の
内
容
は
、
鉱
山
の

整
理
損
四
九
三
万
円
（鉱
山
部
門
で
三
一
七
万
円
と
本
社
勘
定
に
お
け
る
特
別
財
産
整
理
一
七
六
万
円
）
が
あ

つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
社
部
門
で

連
系
会
社

の
増
資

に
よ
り
配
当
金
収
入
が
二
八
二
万
円
も
増
加
し
た
こ
と
、
有
価
証
券
原
価
差
益
が

一
五
九
七
万
円
（う
ち
住
友
金
属
株
式
売

却
益

一
四
七
三
万
円
）
も
生
じ
た
こ
と
が
大
き
い
。
　
一
九
七
三
万
円
の
実
際
純
益

の
う
ち
、
特
殊
整
理
損
と
し
て
金
属
工
業
未
精
算
手
数
料
繰

延
二

一
七
万
円
と
十
八
年
度
法
人
諸
税
（法
人
諸
税
一
〇
七
〇
万
円
の
う
ち
損
金
引
当
分
）
五
三
〇
万
円
を
計
上
し
、
公
表
純
益
を

一
二
六
五
万
円

989,824

12,383

7,569

14,187

5,259

3,259

12,192

803

414

22,749

15,820

9

295

229,991

10,526

33,188

1,771

119

9

142

8

3

5,367

223

8,822

9,588

2,443

3,877

1

737

1

0

1,628

157,662

842

234

13

129

16,139

1,995

664

30

56

405,585

888

1,855

12

314

964,294

13,860

7,717

14,047

5,233

3,240

12,206

793

416

15,215

15,856

9

540

243,745

12,482

32,866

1,862

125

140

142

189

3

5,942

243

8,515

10,066

2,634

4,170

4

725

2

0

2,702

174,328

554

246

28

131

9,244

1,851

1,081

29

138

355,021

1,067

4,140

11

710

1,229,124

13,515

7,886

3,599

87

445

187

100

7,205

268,567

23,730

33,762

2,719

81

31

138

585

654

5,981

200

669

721

1,OH

1

5,008

199,061

16

240

161

142

70,069

△2,215

1,120

15

10

94

417,595

2,112

8,539

17

1,598

78,652

(IF位 :T円 、 千「 り未満切 り捨て)



第11表  住友本社総貸借対照表

新旧会計科日組替

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

借方

創業費

固定財産 土 地

立木竹

鉱 区

坑 道

索 道

電線路

鉄道及IIL道

車 両

建設物

機 械

什 器

権利 漁業権

所有品 準備品

家 畜

日用品

有価証券・連系会社株

他会社株

公社債

鉱産品・鉱 石

浮精鉱

粗 銅

米l  f合

電気鉛

地金銀

副産物

買鉱・金銀鉱

雑 鉱

農林産品・穀物薪材及雑品

用 材

木 炭

作業品

起業支出

貸金 立替金

雑 仮出金

未収入金

延売上地建物

報告未達

受託品

取引先 掛売金

退職手当引当郵便貯金

預金及現金・信託預金

特殊金銭信託

特殊預金

銀行特りU預金

銀行預金

他銀行預金等

振替貯金

現 金

481,197

22

10,366

5,493

19,310

3,165

227

258

269

279

11,300

7,158

381

13

9,076

117

760

169,716

42,214

1,199

588

478

802

1,301

17

1,251

571

9

116

67

127

16,149

4,582

90,630

958

129

3

2

59,485

159

189

20,603

1,127

455

6

50

567,802

10,775

5,476

16,927

3,294

550

437

322

430

14,514

11,043

459

11

9,752

157

902

189,696

45,827

1,488

921

831

674

489

58

310

2,042

1,515

14

58

73

131

13,796

5,776

129,447

1,062

89

76,375

183

183

15,904

4,708

1,012

5

66

989,824

12,383

7,569

15,820

3,259

504

438

2,259

787

17,141

11,287

438

9

9,484

223

602

229,991

43,714

1,771

324

1,472

934

165

196

1

3,713

5,874

9

18

65

620

10,930

5,149

424,697

908

54

157,662

129

142

3

8

16,139

1,995

664

30

56

借 方
有形固定資産 土 地

立木竹
建 物

構築物
主要坑道

機械装置

車両運搬具
I其器具備品
仮勘定

無形卜1定資産 鉱業権
漁業権
仮勘定

長期出資 連系会社

関係会社

他会社
公社債
組合出資金

供託金
金銭信託

特殊預金

特殊金銭信託
長期貸付金

家畜資産 。家 畜
棚卸資産 貯蔵品

原料鉱物

仕掛品
生産品

副産物
日用品

当座資産 有価証券
短期貸付金

前渡金

売掛金

未収入金

未収1又益

前払費用

法定退職手当
引当郵便貯金
銀行特別預金

銀行当座預金

他銀行預金

振替貯金

郵便貯金

現 金

仮払金

特別会計・南方受命事業
連系会社受託事業

自家施設
共同施設

委託・委託鉱山事業

五
八
三



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

五
八
四

と
し
た
（従
来
通
り
特
殊
整
理
益
と
し
て
退
職
給
与
引
当
金
損
金
引
当
を
取
り
止
め
、
利
益
処
分
に
て
積
み
立
て
る
こ
と
に
よ
り
三
九
万
円
計
上
）。

金
属
工
業
未
精
算
手
数
料
繰
延
二

一
七
万
円
と
は
、
住
友
金
属
か
ら
各
業
務
所
（旧
販
売
店
）
に
支
払
わ
れ
る
当
期

の
手
数
料

の
う
ち
、
十

１
十
二
月
の
三
カ
月
分
は
仮
払
い
で
十
九
年
三
月
に
精
算
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
来
期
の
手
数
料
と
し
て
繰
り
延

べ
整
理
す
る
こ
と
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
叉
十
八
年
度
法
人
諸
税
損
金
引
当
分
五
三
〇
万
円
と
は
、
上
記
納
税
施
設
法

の
過
渡
的
規
定
と
し
て
初
年
度
た
る
十
八
年
十

月

一
日
以
後
十
九
年
九
月
三
十
日
迄
に
終
了
す
る
事
業
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
納
税
積
立
金
は
法
人
諸
税
金
額
の
三
割
で
よ
い
こ
と
か
ら
、

法
人
諸
税
見
込
額

一
〇
七
〇
万
円
の
う
ち
約
五
割
の
五
四
０
万
円
を
利
益
金
処
分
に
よ
り
納
税
積
立
金
と
し
て
引
き
当
て
、
残
る
五
三
〇
万

円
を
特
殊
整
理
損
と
し
て
損
金
引
当

の
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
利
益
金
処
分
に
つ
い
て
述

べ
る
と
、
法
定
積
立
金
は
当
期
純
益
貧

一
一六
五
万
円
）
か
ら
納
税
積
立
金
（五
四
０
万
円
）
を
控
除
し
た

残
り
の
二
〇
分
の
一
の
九
数
と
し
て
四
０
万
円
を
積
み
立
て
た
。
設
備
拡
張
留
保
金
３
〓
一０
万
円
）
は
、
多
額

の
緊
急
銅
増
産
起
業
費
が
全

額
帝
国
鉱
業
開
発
借
入
金
に
よ
つ
て
賄
わ
れ
る
た
め
、
自
己
資
金
に
よ
る
起
業
費
は
三
二
〇
万
円
程
度

の
見
込
み
に
よ
る
。
退
職
慰
労
準
備

金
は
、
十
八
年
末
に
お
け
る
見
込
額
が
二
五
九
万
円
と
な
る
の
に
対
し
、
現
在
の
残
高
が
二
三
〇
万
円
で
あ
る
の
で
余
裕
を
も
た
せ
て
五
〇

万
円
を
繰
り
入
れ
た
。
配
当
金
は
従
来
通
り
七
五
万
円
で
あ
る
。
社
員
給

与
金
は
当
期
の
賞
与
支
給
総
額
三
二
四
万
円
に
対
し
、
会
社
経
理
統
制
令

に
よ
り
経
費
と
し
て
支
出
し
得
る
金
額
は
、
二
〇
七
万
円
で
差
し
引
き
超

過
額

一
七
万
円
は
利
益
金
処
分
に
て
支
出
整
理
を
す
る
必
要
が
あ
る
た
め

で
あ
る
。
以
上
各
科
目
に
充
当
し
た
残
額
は
三
二
二
万
円
と
な
り
、
端
数

三
二
万
円
を
繰
越
金
と
す
る
従
来
の
方
針
に
よ
り
二
〇
〇
万
円
を
別
段
積

立
金
に
繰
り
入
れ
た
。

989,824

150,000

1,200

6,000

2,000

2,300

2,751

213,635

1,632

30,000

14,047

1,045

385,755

1,866

151,441

13,365

129

1

12,653

964,294

150,000

1,200

6,000

2,000

2,300

2,715

230,278

2,833

30,000

12,594

2,072

323,400

3,280

165,517

14,175

131

400

12,653



481,197

150,000

750

3,000

1,000

1,300

2,601

158

2,713

2,904

6,182

43

71

75,493

1,748

11

53,411

7,000

169,955

798

2,632

△579

567,802

150,000

900

4,500

1,800

2,674

183

9,120

3,043

5,336

39

71

121,322

514

8

70,974

7,000

183,715

1,471

3,377

1,749

989,824

150,000

1,200

6,000

2,000

2,300

2,751

129

13,365

2,943

4,450

36

394,244

1,040

151,441

30,000

213,635

1,632

14,013

△1,359

未払込資本金

貸 方

資本 資本金

法定準備企

別途積立金

設備拡張留保金

退職慰労準備今

前期繰越金

短期負債 短期借入金

買掛金

支夕、手形

預り金

未れ、金

罹災家屋木決算勘定

llR受金

連系会社受託
事業仮受金

受 託

引当金・納税積立金

納税引当
/1「

法定退職手当積立金

諸引当金

損益金 繰越損益金

純損益 純益

貸方

資本金・資本企

法定積立金

別段積立金

設備拡張留保全

退職慰労準備金

前期繰越金

引当 j基 職手当積立金

納税引当令

預 り金 積金預金

諸頂 り金

敷金預金

労役者特別保護基金

雑 仮入金

未払金

延売仮入金

受 託

手形 支払手形

割引手形

取ヲ先 掛買金

損益・ L半期純損益

卜半期純損益

第
二
部

株
式
会
社
住
友
本
社

第

八
期

（昭
和
卜
九
年

一
月

一
Ｈ
上

二
月
三
十

一
日
）
は
前

述

の
如

く
決
算

期
変
更

の
た
め
の
三

カ
月
決
算

と
な

っ
た
。
実
際
純
益

は
四

一
二
万
円

で

前
期
純
益

の
四
分
の
一
と
比
較
す
れ
ば
落
ち
込
ん
だ
が
、
当
期
法
人
諸
税

概
算

一
六

一
万
円
を
控
除
し
た
正
味
純
益
で
み
れ
ば
前
期
並
み
の
純
益
を

確
保
し
た
。
こ
れ
は
本
社
部
門
で
前
年

の
住
友
金
属
株
の
売
却

の
よ
う
な

大
国
の
有
価
証
券
売
却
益
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
他
方
で
金
山
整

理
の
一
段
落
と
共
に
鉱
山
部
門
の
純
損

の
縮
小
が
寄
与
し
た
。

こ
の
実
際
純
益
四

一
二
万
円

に
対
し
特
殊
整
理
損
三
七
０
万
円
（金
属

工
業
未
精
算
手
数
料
繰
延
三
二
七
万
円
、
本
年
度
法
人
諸
税
の
う
ち
損
金
引
当
分

八
一
万
円
、
武
華

・
大
萱
生
金
鉱
業
整
備
補
償
益
未
計
上
分
七

一万
円
）
と
特
殊
一

整
理
益
三
二
人
万
円
（金
属
工
業
未
精
算
手
数
料
吐
出
三
一
七
万
円
、
退
職
給
与

引
当
金
損
金
引
当
取
止
め
一
〇
万
円
）
を
計
上
し
、
差
し
引
き
二
七
〇
万
円
を

公
表
純
益
と
し
た
。
金
属
工
業
未
精
算
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
十
１
十
二

月
分
を
精
算
し
、　
一
―
二
月
分
を
次
期
に
繰
り
延

べ
た
。

公
表
純
益
四

一
二
万
円
に
対
す
る
法
人
諸
税
は
概
算

一
六

一
万
円
の
見

込
み
で
あ
り
、
納
税
施
設
法

の
規
定
に
よ
る
当
期

の
納
税
積
立
金
は
そ
の

三
割
で
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
前
期
同
様
約
五
割

の
八
〇
万
円
を
利
益

金
処
分
に
よ
る
納
税
引
当
金
と
し
て
、
残
る
八

一
万
円
を
損
金

に
引
き
当

五
八
五



科 目 I。
7和

16年 17年 18年 新旧会計科 目組替 19/1-3 19,4～ 2013

益
連系会社配当金
他会社配当金
公社債利自、
鉱産収益
別子委託事業損益
林産収入
耕地収入
賃貸本1

諸手数料
病院収益
雑 益
回庫補助金
固定財産原価差損益
有価証券原価差損益
J丈 入利′自、 利治、

51,190

9,142

1,968

47

17,747

456

2,530

16

857

6,833

900

2,030

6,3H
21

994

1,330

60,623

9,324

2,440

51

17,801

524

2,564

17

876

8,499

953

1,545

12,603

73

3,347

57,435

12,766

1,829

59

7,922

754

3,381

21

900

10,197

943

△1,320

3,924

26

15,977

益

連系会社配当金

関係会社配当金

他会社配当金

公社債利息

鍍業会社委託鉱山損益

別子委託農林事業損益
土地工務委託事業損益

諸手数料

農林収益

畜産収益

病院収益

賃貸収益

信託利益

資産評価益

資産売却益

国庫補助令

補給益金

雑 益

13,214

2,486

100

372

17

2,558

1,771

16

215

156

0

1,420

3,091

766

90

152

50,682

12,222

375

1,878

69

4,606

689

△40

14,318

7,954

84

763

772

1

5,654

572

失
支夕、利′自、・利息
賃銀費
動力費
材料費
雑品費
営業営繕費
運送費
販売費
営業賃借及保険十1

営業雑費
探鉱費
林業費
農業費
俸 給
賞 与
旅 費
営繕費
賃借及保険半1

雑 費
諸 税
退職慰労金
雑 損
償 却

49,137

7,634

3,832

1,734

1,747

6,525

2,160

246

354

65

2,203

150

2,228

3

2,214

1,540

509

163

522

5,180

2,682

107

474

6 854

55,496

7,360

4,234

1,850

1,458

7,025

1,912

334

355

122

2,805

57

2,258

2

2,516

1,447

726

218

563

5,161

10,316

48

4,726 l 672

７８２

５０‐

４４９

７６５

９０‐

６６９

５８９

３４８

２３７

‐０８

７２３

５３７

８２８

２

４５８

３８７

９３９

２２２

６‐６

９３８

８３‐

５‐

４４

８

２

　

　

２

１

　

　

　

２

　

２

　

２

１

　

　

　

５

７

鍍業会社委託鉱山損益
別子委託農林事業損益
原価差損益
鴻之舞鉱山保坑費
農林費
畜産費
俸給賃金
賞 与
諸給与
退職給与
福利費
減価償却費
賃借料
保険料
修繕費
消耗費
販売費
旅費交通費
通信費
消耗工具器具備品費
医療用消耗品費
事務用消耗品費
図書費
交際費
雑 費
不U ′急
投資諸経費
資産評価損
資産売却損
寄附金
諸 税
雑 損

損 10.509

△67

△333

1,059

262

1,465

12

483

332

338

22

42

39

105

5

69

35

7

180

115

42

40

71

16

42

201

2,050

0

1,692

401

1,259

515

41,885

6,598

88

2,340

1,941

2,165

154

334

260

514

62

374

121

75

853

577

394

152

509

62

219

688

10,545

2

4,391

23

1,403

5,600

1 426

純損益 2,052 5,127 12 653 率屯1員 Z査 2,705 8,796

第12表  ft友本社総損益表
(単 位:丁 l T IIl未満切り捨て)

第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

五

八

六



て
た
。
次
に
金
鉱
業
整
備
に
対
す
る
補
償
金
と
し
て
武
華
鉱
山
分
三
七
万
円
、
大
萱
生
鉱
山
分
五
二
万
円
計
九
〇
万
円
を
得
て
、
そ
の
簿
価

九
万
円
と
の
差
八

一
万
円
が
利
益
計
上
さ
れ
る
が
、
他
方
こ
の
補
償
金
は
臨
時
租
税
措
置
法
第

一
条
ノ
二
八
に
基
づ
き
圧
縮
記
帳
（価
格

一
八

万
円
）
が
認
め
ら
れ
、
補
償
金
九
〇
万
円
と
圧
縮
記
帳
価
格

一
八
万
円
と
の
差
額
七
二
万
円
は
特
殊
預
金
と
し
て
凍
結
さ
れ
た
の
で
（第
Ｈ
表
）
、

第13表  利益処分表

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

こ
れ
が
凍
結
を
解
除
さ
れ
る
ま
で
は
利
益
は
未
計
上
の
こ
と
と
し
（即
ち
利
益
計

上
は
圧
縮
記
帳
価
格

一
八
万
円
と
簿
価
九
万
円
と
の
差
額
九
万
円
に
止
め
る
）
、　
こ
れ

を
特
殊
整
理
損
と
し
て
整
理
し
た
。
退
職
給
与
引
当
金
損
金
引
当
は
従
来
通
り

利
益
金
処
分
に
よ
り
引
当
の
こ
と
と
し
た
。

公
表
純
益
二
七
〇
万
円
の
処
分
は
、
ま
ず
納
税
積
立
金
八
〇
万
円
を
差
し
引

い
た
残
り
の
二
〇
分
の
一
の
丸
数

一
〇
万
円
を
法
定
積
立
金

に
繰
り
入
れ
た
。

設
備
拡
張
留
保
金
は
臨
時
租
税
措
置
法
第

一
条
ノ
ニ
の
規
定
に
よ
る
繰
り
入
れ

可
能
金
額
全
額
八
〇
万
円
を
組
み
入
れ
た
。
十
九
年
三
月
末
に
お
け
る
退
職
慰

労
金
総
額
二
七
〇
万
円
に
対
し
、
退
職
慰
労
準
備
金
残
高
は
既
に
二
人
○
万
円

に
達
し
て
い
た
が
、
さ
ら
に
一
五
万
円
を
繰
り
入
れ
た
。
配
当
金
は
従
来
通
り

年
五
厘

一
八
万
円
で
あ
る
。
純
益
中
以
上
の
諸
科
目
に
充
当
し
た
残
額
は
六
六

万
円
と
な
る
が
、
丸
数
六
五
万
円
を
別
段
積
立
金

に
繰
り
入
れ
、
端
数

一
万
円

を
繰
越
金
二
九
八
万
円
と
併
せ
て
二
九
九
万
円
を
後
期
繰
越
金
と
し
た
。

第
九
期
（昭
和
十
九
年
度
、
十
九
年
四
月
―
二
十
年
三
月
）
の
実
際
純
益
は
三
二
二

六
万
円
に
達
し
、
法
人
諸
税
控
除
後

の
正
味
純
益
で
み
れ
ば
昭
和
十
七
、
十
八

五
八
七

(単fi:T円 、 T円 未満切 り捨 て )

日科 昭和16年 17年 18年 19/1～ 3 19/4～ 20/3

当期純益金

前期繰越金

合   計

2,052

2,601

5,127

2,674

7 801

12,653

2,751

2,705

2,980

5,686

8,796

2,998

11,7954 654 15.404

法定積立金

別段 。別途積立金

納税積立金

設備拡張留保金

退職慰労準備金

配当金

社員給与金

後期繰越金

合  計

150

500

500

750

80

2,674

300

1,500

2,000

500

750

2,751

7.801

400

2,000

5,400

3,200

500

750

173

2 980

100

650

800

800

150

187

2,998

5,686

600

1,500

2,500

800

2,868

239

3,286

11,7954,654 15、 404



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
八

年
度
の
三
倍
以
上
に
上
が

っ
た
。
し
か
し
こ
の
利
益

の
大
半
は
、
鴻
之
舞
及
び
朝
鮮
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
金
鉱
業
整
備
に
対
す
る
政
府
補

償
金
交
付
に
よ
り
、
鴻
之
舞

に
お
い
て
一
二
〇

一
万
円
、
朝
鮮
に
お
い
て
四
九
九
万
円
合
計

一
七
〇
〇
万
円
の
差
益
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

こ
の
実
際
純
益
三
二
二
六
万
円
に
対
し
従
来
通
り
の
特
殊
整
理
益
二
九
五
万
円
（金
属
工
業
未
精
算
手
数
料
繰
延
分
吐
出
二
一
七
万
円
、
退
職
給

与
引
当
金
損
金
引
当
取
止
メ
七
八
万
円
）
を
計
上
し
、
他
方
で

一
六
四
二
万
円
と
い
う
巨
額
の
特
殊
整
理
損
を
計
上
し
た
。　
こ
の
特
殊
整
理
損
の

内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
第

一
に
鉱
山
部
門
特
別
財
産
整
理

一
二
八
二
万
円
の
計
上
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
記
金
鉱
業
整
備
に
よ
る
補

償
差
益

一
七
〇
〇
万
円
に
見
合

つ
て
鉱
山
部
門
に
お
け
る
不
良
資
産

・
起
業
費

の
一
部
が
損
金
で
整
理
さ
れ
た
。
第
二
に
金
山
整
備
に
伴
い

鴻
之
舞
鉱
山
の
資
材
を
住
友
化
学
及
び
大
日
本
鍍
業
に
売
却
し
た
代
金
二
〇
六
万
円
及
び
本
社
土
地
（岡
山
県
児
島
郡
山
田
村
所
在
七
万
八
〇
〇

〇
坪
）
を
住
友
通
信
工
業
に
売
却
し
た
代
金
二
〇
万
円
は
い
ず
れ
も
企
業
整
備
資
金
措
置
法
（昭
和
十
八
年
六
月
二
十
六
日
公
布
）
に
よ
つ
て
住
友

銀
行
の
特
殊
預
金
又
は
住
友
信
託
の
特
殊
金
銭
信
託
に
凍
結
さ
れ
た
た
め
、
簿
価
と
の
差
益
資
材
売
却
分

一
三
三
万
円
、
土
地
売
却
分

一
六

万
円
計

一
四
九
万
円
を
利
益
計
上
せ
ず
、
特
殊
整
理
損
と
し
て
整
理
さ
れ
た
。
第
三
に
以
上
の
特
殊
整
理
の
結
果
、
純
益
に
対
す
る
法
人
諸

税
は
三
六
〇
万
円
の
見
込
み
と
な
り
、
納
税
施
設
法
の
規
定
に
よ
る
納
税
積
立
金
は
そ
の
四
割
を
充
当
す
る
こ
と
で

一
五
０
万
円
を
利
益
金

処
分
に
よ
る
納
税
引
当
と
し
、
残
額
二

一
〇
万
円
を
損
金
に
引
き
当
て
、
公
表
純
益
は
八
七
九
万
円
と
な

つ
た
。

こ
の
利
益
金
処
分
は
、
前
記
納
税
積
立
金

一
五
〇
万
円
の
他
、
法
定
準
備
金
六
〇
万
円
（純
益
か
ら
納
税
引
当
金
を
組
み
戻
し
た
金
額
の
二
〇

分
の
し
、
設
備
拡
張
留
保
金
二
五
〇
万
円
（臨
時
租
税
措
置
法
第

一
条
ノ
ニ
の
規
定
に
よ
る
繰
入
可
能
額
約
三
〇
〇
万
円
）
、
退
職
慰
労
準
備
金
八
〇

万
円
（既
に
退
職
慰
労
準
備
金
残
高
は
二
九
五
万
円
に
達
し
て
い
る
が
、
期
末
に
お
け
る
増
加
見
込
額
七
八
万
円
に
相
当
す
る
額
を
繰
り
入
れ
）
、
社
員
給

与
金
二
四
万
円
父
ム社
経
理
統
制
令
に
よ
る
限
度
外
支
出
賞
与
を
利
益
金
処
分
に
よ
り
整
理
）
の
他
配
当
金
二
八
六
万
円
が
支
出
さ
れ
た
。　
配
当
金
に

つ
い
て
は
次

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
な
お
住
友
本
社
の
増
資
に
つ
い
て
は

「
四
　
資
金
調
達
」
で
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
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第 14表  収 支 内 容 表   (中 位 :千 円、 T円 未満切 り捨 て )

日科 昭和 16年 17年 18年 19/1～ 3 19/4～ 20/3

実際純損益

有価証券配当金及利息

鉱産収益

諸手数料

其 他

償去,・ 減価償却費

起業支出 。固定財産支出

有価証券

利益配当

其 他

合計 (収支Δ超過)

2,255

11,158

17,747

6,833

△33,483

6,524

△10,979

△12,392

△750

△5,710

△21,052

9,060

11,816

17,801

8,499

△29,056

4,697

△8,371

△23,881

△750

5,839

△13,406

19,739

14,655

7,972

10,197

△13,805

1,672

△6,464

△38,465

△750

7,422

△31,690

4,124

2,958

2,558

△1,392

39

5,588

△15,479

0

△15,343

△21.071

22,268

14,545

14,318

△6,595

260

55,850

△37,822

△937

△23,297

16,322

うち本社部門収支

各店部収支

鉱山部門

販売店・業務所

林業・病院

△14,410

△6,642

△11,319

5,848

△1,171

△19,264

5,859

△1,979

9,242

△1,404

△20,318

△11,372

△14,065

9,598

△6,905

△19,409

△1,662

△2,392

1,735

△1 005

6,123

10,198

9,777

9,372

△8951

金繰残(借 人△) 昭和16年 末 17年末 18年末 19年 3月 末 20年 3月 末

銀 行

信 託

その他

小   計

対連系会社貸借

合   計

△73,224

△49,100

△25,386

△147,711

△4,750

△152461

△84,062

△48,840

△29,114

△162,017

△3,850

△165,867

△116,859

△48,440

△29,448

△194,747

△2,810

△197.557

△139

△48

△28

△217

△1

△218

△118,123

△69,605

△15,626

△203,356

1,050

△202,306

年間増減
(借 人増・預金減△)

16年 17年 18年 19/1～ 3 19/4～ 20/3

銀 行

信 託

その他

小   計

対連系会社貸借

計

△7,489

△6,000

△8,312

△21,802

750

△21.052

△10,838

260

△3,727

△14,306

900

406△13

△32,797

400

△333

△32,730

1,040

△31,690

△22

△22

1

△21

210

071

21,514

△21,165

13,324

13,672

2,650

16,322

五
八
九



科 日 昭和16年末 17年末 18年末 19年3月 末 20年 3月 末

銀 行

割引手形(借 入金)

出納勘定(当座借越)

他店部預金

銀行特別預金

特殊預金

△73,224

△94,955

855

271

20,603

△84,062

△104,675

4,445

263

15,904

△116,859

△134,995

1,302

693

16,139

△139,638

△151,638

715

1,136

9,244

①903

△118,123

0△ 187,571

△3,317

1,101

⑦70,069

②l,593

信 託

割引手形 (借 入金)

特殊金銭信託

△49,100

△49,100

△48,840

△48,840

△48,440

△48,440

△48,440

△48,440

△69,605

△71,737

02,131

その他

日本産金振興借入金・内地分

帝国鉱業開発借入金0
日本産金振興借入金・朝鮮分

朝鮮鉱業振興借入金0
他銀行預金等

特殊預金

振替貯金

郵便貯金

現 金

△25

△17

△8

３８６

００〇

一

９００

．

４５５

一

６

一

５０

△29

△20

△10

1

‐‐４

００〇

一

２００

．

０‐２

一

５

一

６６

△20

△29 ４４８

一

〇〇０

一

２００

６６４

一

３〇

一

５６

△10

△28,950

△20,000

△10,200

1,081

29

138

△15,626

⑤△12,875

△4,000

1,120

8

15

10

94

△147,711 △162,017 △194,747 △217,029 △203,356

第
二
章
　
株
式
会
社
住
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本
社

（中
）

第15表 金繰残内訳表
(単 f● :千 円、 T円 未満切 り捨て )

註 :0金 鉱業整備補償金武幸鉱山分374 T I]、 人萱生鉱 Ll分 528 TI]を 組み戻す ,

②歌登鉱山金鉱業整備補償金33千「 ]、 鴻之舞鉱山資材の大日本鍍業に対する議渡代174千 1]を 率lみ 戻す。
0鴻之舞鉱山資材の住友化学に対する譲渡代1,800T円 を組み戻す。
●短期1古 入金か ら 卜llll事 務,「 {■ 入金360 T I]を 除外。

0住 友鍛業に経営委託 した ltl宮 及び大rf鉱 山の設備拡張資金lo,200千 円を住友鍍業が帝[J鉱業開発か
ら借 り入れたのを加算。

01ι和18年 4月 30日 帝 |」 鉱業開発は日本産金振興を吸収合併 し、 9月 3011日 本産金振興のHiU鮮におけ
る事業を朝鮮鉱業振興に譲渡 した。

●住友銀行特別預金中に増資 l_、 込分 として、住友銀行通知1頂
/rW50,000丁

IЧ の他、住友信託li知 預金
20,000T円 を含む。

五
九
〇

本
期

二
於
テ
ハ
、
ソ
ノ

中
途

二
於
テ
倍
額
増
資

ヲ
行
ヒ
タ
ル
結
果
、
配

当
金

二
就
テ
モ
例
年
ヨ

リ
増
加
ヲ
来
ス
ベ
キ
モ
、

配
当
率

二
付
テ
ハ
増
資

当
時
ノ
大
蔵
省
説
明
拉

二
税
金
関
係
ヲ
考
慮
シ
、

本
家
旧
株

二
限
り
年
五

厘
、
其
他
年
五
分
ノ
配

当
卜
致
度
、
総
計
二
八

六
六
千
円
ヲ
配
当
支
出

致
度
シ
。

以
上
の
処
分
の
結
果
残
額
三

二
八
万
円
が
後
期

へ
繰
り
越

さ
れ
た
。

最
後
に
住
友
本
社
の
収
支

内
容
と
資
金
繰
り
に
つ
い
て



(単位 :千 IЧ 、十円未満切 り捨て)

科 □・会 ネ1:名 昭和16年 末 17年末 18年末 19年 3月 末 20年3月 末

連系会社貸借 △4,750 △3,850 △2,810 △1,600 1,050

預 り金

大阪北港

住友鍍業

住友倉庫

△5,750

△4,500

△750

△500

△4,850

△4,350

△500

△3,810

△3,310

△500

△3,200

△2,700

△500

△500

△500

貸 金

住友ビルデイング・土地工務

1,000

1,000

1,000

1,000

1,000

1.000

1,600

1,600

1,550

1,550

註 :I召 和19年 H月 大阪北港は住友 ビルデ イングを合併、住友 ttt I務 と改利t

第16表 連系会社貸借内訳表
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触
れ
る
と
、
本
社
部
門
に
お
い
て
は
連
系
各
社
の
増
資
払
込
に
よ
る
有
価
証
券
収
支

の
支
出
増

加
が
続
い
て
い
る
が
、
鉱
山
部
門
の
設
備
投
資
は
国
庫
補
助
金
に
支
え
ら
れ
つ
つ
も
十
六
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
金
山
整
備
の
進
捗
と
共
に
転
用
資
材
の
売
却
や
休
山
補
償
に
よ
っ
て

激
減
し
た
。
鉱
産
収
益
に
代
わ

っ
て
販
売
店
の
手
数
料
収
入
が
軍
需
品
の
売
り
上
げ
増
に
よ
っ

て
、
本
社
部
門
の
配
当
金
収
入
と
共
に
本
社
の
収
益

の
柱
と
な

っ
た
（第
１４
表
）ｏ

こ
の
資
金
繰
り
は
従
来
通
り
住
友
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
増
加
で
賄
わ
れ
て
き
た
が
、
予
定

し
て
い
た
金
鉱
業
整
備
に
伴
う
休
山
補
償
金
鴻
之
舞
鉱
山
分

一
七
三
二
万
円
、
朝
鮮
鉱
業
所
の

各
鉱
山
分
六
二
〇
万
円
計
二
三
五
〇
万
円
の
流
用
が
認
め
ら
れ
ず
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
そ
れ
ぞ

れ
帝
国
鉱
業
開
発
及
び
朝
鮮
鉱
業
振
興
か
ら
の
借
入
金
返
済
に
充
当
さ
せ
ら
れ
た
の
が
痛
か
っ

た
（第
１５
表
）。
或

い
は
又
大
阪
北
港
か
ら
の
預
り
金
二
七
〇
万
円
も
昭
和
十
九
年
十

一
月
住
友

土
地
工
務
の
発
足
を
前
に
し
て
全
額
返
済
さ
れ
る
な
ど
が
あ

っ
て
（第
１６
表
）
、
十

一
月
末

に
は

住
友
銀
行
か
ら
の
借
入
残
高
は

一
億
八
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
、
こ
こ
に
至

っ
て
住
友
本
社
は
二

十
年
三
月
倍
額
増
資
（半
額
七
五
〇
〇
万
円
払
込
）
に
踏
み
切
ら
ぎ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。　
こ
の
結

果
は
二
十
年
二
月
末
の
銀
行
特
別
預
金
残
高
七
〇
〇
六
万
円
と
な

っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お

こ
の
銀
行
特
別
預
金

の
中
に
は
住
友
信
託
の
通
知
預
金
二
〇
〇
〇
万
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ

れ
を
組
み
戻
せ
ば
信
託
か
ら
の
借
り
入
れ
増
二

一
一
六
万
円
は
殆
ど
帳
消
し
と
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
何
故
こ
の
よ
う
な
操
作
が
行
わ
れ
た
の
か
は
、
住
友
銀
行
及
び
住
友
信
託
の
住
友
全
事

業
に
対
す
る
貸
出
状
況
と
共
に

「
四
　
資
金
調
達
」
に
お
い
て
住
友
全
事
業

の
資
金
繰
り
と
併

五
九

一
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せ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

口
　
住
友
本
社
の
部
門
別
業
績

１

本

社

部

門

地
所
課
を
除
く
本
社
部
門
の
貸
借
対
照
表
（第
１７
表
）及
び
損
益
表
（第
１８
表
）
は
地
所
課
特
別
会
計

の
貸
借
対
照
表
（第
１９
表
）及
び
損
益
表
（第

２０
表
）
と
そ
れ
ぞ
れ
連
結
さ
れ
て
広
義

の
本
社
部
門
を
形
成
し
て
い
た
が
、
鉱
山
部
門
同
様
不
動
産
部
門
の
一
元
化
を
前

に
し
て
地
所
課
特

別
会
計
は
昭
和
十
八
年
末
を
も

つ
て
廃
止
さ
れ
た
（ま
ず
十
九
年
二
月
地
所
課
、
営
繕
課
を
合
併
し
て
不
動
産
課
が
設
置
さ
れ
、
次
い
で
十

一
月
住
友

土
地
工
務
株
式
会
社
が
発
足
す
る
と
本
社
所
有
不
動
産
は
同
社
に
経
営
委
託
さ
れ
、
十
二
月
不
動
産
課
は
廃
止
さ
れ
た
）ｃ
各
店
部
は
本
社
部
門
の
店
部

勘
定
を
通
じ
て
連
結
さ
れ
て
、
既
に
み
た
本
社
全
体

の
総
貸
借
対
照
表
（第
Ｈ
表
）及
び
（第
１２
表
）
を
形
成
す
る
。

地
所
課
を
含
む
本
社
部
門
の
損
益
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
十
六
年
度
は
配
当
金
収
入
が
連
系
会
社
を
中
心
に

一
〇
四
万
円
増
加
し
た
が
、

借
入
増
に
伴
う
支
払
利
息
が

一
三

一
万
円
も
増
加
し
、
純
益
は
五
九
万
円
と
微
増
に
止
ま
っ
た
。
昭
和
十
七
年
度
は
有
価
証
券
売
却
益
四

一

20/3末

五
九
二

431,714

4,831

1,297

0

21

16

5

10,914

229,991

10,526

33,188

1,771

0

1

142

8

3

5,278

0

54

16,139

1,302

2,093

12

238

7,063

2,323

604

24,567

12,072

39,371

1,995

572

164

4,034

2,379

255

560

8

137

132

87

16,539

997

440,058

6,304

1,285

0

21

15

5

625

243,745

12,482

32,866

1,862

0

1

142

189

3

5,844

1

24

9,244

715

4,9H
ll

570

6,958

2,250

587

86,849

1,934

628,669

15

4

268,567

23,730

33,762

2,719

6

138

585

654

5,650

70,069

△3,317

20,336

17

894

75,000

6,776

2,159

550

74,046

7,268

1,601

150

230

1,446

1,200

1,395

707

26,140

1,526

4,633

51

21

108

387

193

905

108

17,830

995

(単位 :T円 、 Tll未 満切 り捨て)



第17表 本社部門貸借対照表

|「 新旧会計科日組替

借 方

有形固定資産 土 地

建 物

構築物

機械装置

車両運搬具

工具器具備品

仮勘定

長期出資 連系会社

関係会社

他会社

公社債

組合出資金

供託金

金銭信託

特殊預金

特殊金銭信託

長期貸付金

当Fi7資 産・有価証券

木収入金

銀行特別預金

銀行当座預金

l14夕、金

特別会計・自社施設

共同施設

未払込資本企

委託 別子鉱業所委託

東京支店委託

神戸業務所委託

鐘業会社委託

土地工務委託

†1内  朝 鮮

国 富

鴻之舞

余 市

低 沢

宮 城

大 官

安部城

大 蔵

東京業務所

神戸業務所

福岡業務所

京城事務所

東京支店

上海事務所

北京事務所

新京事務所

林業所

り丙 1坑

損益 当期純損益

第
二
部

借方

固定財産 車 両
・什 器

有価証券 連系会社株
他会社株
公社債

起業支出

貸金 立替金

地所課貸イ」金

雑・仮出金

各

"i部

 鴻之舞鉱業所

国富鉱山

余市鉱山

東北鉱業事務所

安部城鉱山
大官鉱山

砥沢鉱山

朝鮮鉱業所

神戸販売店

京城販売店
林業所
病 院

東京支店
L海事務所
北京事務所
新京事務所
大連駐在員

直轄鉱|11・ 余市鉱山

官城鉱山

委託 別子鉱業所委託

特別会計・地所課

銀行・銀行出納

銀行特別預金

特殊預金

信託 信託預金

特殊金銭信託

損益・当期損益

349,211

1

7

169,716

42,214

1,199

3,792

2,500

2,246

42,040

5,523

3,125

4,793

19,498

303

76

8,601

666

54

242

151

160

41

6,660

13,698

855

20,600

189

256

374,900

6

6

189,696

45,827

1,488

5,051

3,857

35,994

6,399

5,578

21,252

9,239

549

299

160

171

38

7,085

13,920

4,445

15,904

183

7 744

431,987

16

5

229,991

43,714

1,771

255

4,149

2,312

42,748

15,355

2,379

4,034

615

25,291

16,416

952

48

307

301

136

13

1,995

164

7,063

14,348

1,302

16,139

8

142

3

株
式
会
社
住
友
本
社

五
九
三



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
四

八
万
円
が
あ

っ
た
が
、
当
年
度
法
人
諸
税
引
当
金
四

一
四
万
円
を
差
し
引
い
た
実
際
純
損
益
は
七
九
万
円
の
損
失
で
あ

っ
た
。
既
に
述
べ
た

よ
う
に
こ
の
他
に
特
殊
整
理
損
と
し
て
法
人
諸
税
に
つ
い
て
、
昭
和
十
五
年
度
分
引
当
不
足
分
引
当
六
三
万
円
、
十
六
年
度
引
当
未
済
分
引

当
七
五
万
円
、
特
別
引
当
金
三
〇
〇
万
円
計
四
三
八
万
円
を
計
上
し
た
た
め
、
当
期
の
諸
税
科
目
合
計
は
九
九
九
万
円
に
上
り
、
こ
の
結
果

公
表
純
益
ベ
ー
ス
で
は
四
五
八
万
円
の
赤
字
と
な

っ
た
。

昭
和
十
八
年
度
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
配
当
金
収
入
増
加
二
八
二
万
円
、
有
価
証
券
原
価
差
益

一
五
九
七
万
円
が
あ

っ
た
の
で
、
実
際
純

益
は

一
五

一
九
万
円
と
激
増
し
た
。
昭
和
十
九
年

一
―
三
月
期
は
、
決
算
期
変
更
に
伴
う
移
行
期
で
あ
り
、
本
社
部
門
で
は
資
産
売
却
益
三

〇
九
万
円
（う
ち
住
友
金
属
に
対
す
る
和
歌
山
土
地
九
三
万
坪
売
却
益
二
五
七
万
円
）
が
目
立

つ
程
度
で
あ
る
。
昭
和
十
九
年
度
（十
九
年
四
月
―
二
十

年
三
月
）
は
十
八
年
度
に
比

べ
有
価
証
券
原
価
差
益
が

一
五
九
七
万
円
か
ら

一
七
五
万
円

へ
激
減
し
た
こ
と
が
利
益
減
少

の
最
大

の
要
因
で

あ
る
。

２

直

轄

鉱

山

鉱
山
成
績
表
（第
２‐
表
）
に
よ
れ
ば
鉱
山
部
門
の
収
益
は
ほ
ぼ
横
這
い
で
あ

っ
た
が
、
鉱
石
の
品
位
低
下
、　
生
産
費

の
高
騰
等

に
よ
り
業
績

不
振
が
続
い
た
。
昭
和
十
六
年
度
の
朝
鮮
鉱
業
所
の
二
六
万
円
の
黒
字
は
、

高
原
鉱
山
選
鉱
場
完
成
に
よ
る
操
業
率

の
向
上
、
産
金
銀
銅
量
の
増
加
及

び
同
選
鉱
場
設
置
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
三
三
万
円
の
収
入
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
十
七
年
度

の
鴻
之
舞
鉱
業
所
の
実
際
純
益
三
五
七
万
円
は
製
錬

場
設
置
奨
励
金
五
三
五
万
円
及
び
産
金
割
増
金
等
国
庫
補
助
金
四
九
七
万

円
計

一
〇
三
二
万
円
の
収
入
が
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
。
昭
和
十
八
年
度
に

入
る
と
期
初
に
お
け
る
鴻
之
舞
本
山
そ
の
他
の
金
鉱
業
整
備
に
よ
り
出
鉱

628,669

300,000

1,700

14,350

300

2,950

2,998

265,983

7,050

14,669

5 880

4,764

1,538

408

431,714

150,000

1,200

6,000

2,000

2,300

2,751

213,635

11,906

127

15,368

13,365

12,653

440,058

150,000

1,200

6,000

2,000

2,300

2,751

230,270

10,330

300

4,899

14,175

81

12,653

1,497

118

1,041

228

210



349,211

150,000

750

3,000

1,000

1,300

2,601

2,632

1,051

5,799

240

2,713

6,234

137

268

297

250

131

648

169.955

374,900

150,000

900

4,500

1,800

2,674

3,368

1,086

5,110

926

9,120

7,102

132

2,128

233

209

20

196

1,371

269

34

183,715

431,987

150,000

1,200

6,000

2,000

2,300

2,751

14,013

2,893

1,007

4,300

5,491

13,365

9,881

127

805

223

377

154

231

1,156

70

213,635

貸 方

資本・資本金

法定積立金

別段 別途積立金

設備拡張留保金

退職慰労準備金

前期繰越金

短期負債 短期借入金

預 り金

未払金

仮受金

引当金 納税引当金

諸引当金

繰越損益金

損益 当期純損益

社内 東京業務所

横須賀業務所

名占屋業務所

神戸業務所

呉業務所

福岡業務所

京城事務所

東京支店

貸方

資本金 資本金

法定積立金

別段積立金

設備拡張留保金

退職慰労準備令

前期繰越金

前期純損益

当期損益

預 り金 積金預金

諸預金

地所課預 り金

引当 納税引当金

雑 仮入金

未払金

各店部・東京販売店

呉販売店

横須賀販売店

福岡販売店

神戸販売店

名古屋販売店

京城販売店

東京支店

手形 割ヴ1手 形

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

量
は
激
減
し
、
さ
ら
に
鴻
之
舞
そ
の
他
の
体
山
に
よ
る
整
理
費
用
が
増
加

し
、
経
常
純
損
は
二
九
五
万
円
に
達
し
た
。
こ
の
他
各
鉱
山
に
わ
た
り
不

良
資
産

の
整
理
を
進
め
た
結
果
會
三

七
万
円
）
、
鉱
山
部
門
は
六

一
三
万

円
の
損
失
と
な

っ
た
。

鉱
山
部
門
の
設
備
投
資
は
十
六
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少

に
転
じ

（第
２２
表
）
、
十
九
年
二
月
に
は
鉱
山
部
門
は
す
べ
て
住
友
鍍
業
に
経
営
委

託
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
（資
料
３２
、
な
お
契
約
書
は

「株
式
会
社
住
友
本
社

（上
）」
資
料
２０
参
昭
じ
。

十
九
年

一
―
三
月
期
に
は
国
庫
補
助
金
七
六
万
円
、

武
華

・
大
萱
生
補
償
益
金
八

一
万
円
等

の
利
益
計
上
は
あ

っ
た
が
、
金
山

休
止
後

の
主
力
国
富
鉱
山
（銅
鉱
山
）
が
鉱
石
品
位

の
低
下
、
生
産
費

の
高

騰
等

の
事
情
に
よ
り

一
一
〇
万
円
の
損
失
と
な

っ
た
の
で
、
鉱
山
部
門
全

体
と
し
て
は

一
八
万
円
の
赤
字
と
な

っ
た
。
昭
和
十
九
年
度
は
前
述
の
如

く
、
金
山
整
備
に
よ
る
補
償
差
益
が
鴻
之
舞

一
二
〇

一
万
円
、
朝
鮮
四
九

九
万
円
計

一
七
〇
〇
万
円
生
じ
た
の
で
、
鉱
山
部
門
全
体
と
し
て
は

一
七

二
八
万
円
の
利
益
を
計
上
し
た
。
し
か
し
こ
の
補
償
差
益
が
多
額
に
な
る

の
を
見
越
し
て
、
鉱
山
部
門
の
不
良
財
産

の
整
理
（鴻
之
舞
五
四
五
万
円
、

朝
鮮
五
二
〇
万
円
等
）
を
積
極
的
に
進
め
、
特
別
整
理
損
と
し
て

一
二
八
二

万
円
を
計
上
し
た
こ
と
は
、
前
に
述

べ
た
通
り
で
あ
る
。五

九
五



日 昭和16年 17年 18年 新旧会計科日組替 19/1～ 3 19,4～ 20,3

当期利益
連系会社配当金

鍍 業
金目「 業
電氣工業
化学「 業
i巨 信工業
アルミニウム製錬
機械工業
四回中央 共同電力
i両 洲金属 I:業

倉 庫
ビルデイング
大阪Jい巻
銀 行
信 託
生命保険
海上火災

他会社配当金
公†士t責不1.自、
別子農林損益
工事処理費戻入
雑 益
有idli証 券原価差損益
‖又入利虐、
資金利自、
旧余市鉱 日損益

14,693

9,142
473

3,822
1,095

819

172

240

217
407

281

136

165

1,204

5

15

87

1,968

47

422
62

194

994
1,241

619

17,159

9,324

680
3,719
1,095

875

239
263

292
264

300
136

165

1,184

4

15

87

2,440

51

499
170

15

3,347

771

414
124

33,059

12,766
1,100

5,208
1,122

1,228
1,051

128

263

246

226

260

136

206
1,480

4

15

86

1,828

59

733

82

23

15,977

892

685

9

当期利益
連系会社配当金

鍍 業
金属工業
電気工業
化学「 業
通信工業
アル ミニウ′、製錬
機械工業
共同電力
満洲金属J]:業

倉 庫
ビルデ イング

大阪北港
銀 行
信 託
生命保険
海 11火 災

関係会社配当金
他会社配当金

`[ヽ

オtl貴 不り(ヨ、
農林収益

賃貸収益
信託利益

収入利息
資産評価益
資産売却益
雑 益

7,660
2,486

15

86

100

372
17

35

0

185

1,420
2,978

64

．

６５４

５４６

４５５

一

‐７９

一
２２６

‐３０

６８

‐２４

一

21,427

12,222
1,180

5,875
1,054
1,274

563

147

256

375
1,878

69

3

245
1

279
5,654

546

151

当期損失
大萱生鉱山損益
日余市鉱山損益
支れ、不り虐、
俸 給
賞 与
旅 費
営繕費
賃借及保険料
雑 費
諸 税
退職慰労金
雑 損
償 却

13

7

1

2

．

．
４‐８

６２２

４８９

‐２８

０

２９０

４７５

２９６

‐０４

‐３

３

747

９４５

６９‐

５４９

２‐５

３

２９‐

８２５

９９４

４ ３

‐２６

４

６６０

２７

２

３８‐

６９９

５５６

２４７

１

３２７

０６５

４２５

４５

８５４

２

２２

　

　

　

９

　

　

　

　

　

　

　

２

７

　

１

当期損失
俸給賃金
賞 与
諸給与
退職糸合与
福利費
減価償却費
賃借料
保「炎お|

修繕費
消耗費
旅費交通費
通信費
消耗工具器具備品費
事務用消耗品費
図書費
交際費
雑 費
支17、利虐、
投資諸経費
資産評価損
資産売却損
寄附金
諸 税
雑 損

6,163

154

115

39

16

20

14

58

1

21

0

74

15

7

9

8

20

146

2,242

0

1,692

278

1,223

26,061

977

916

159

132

110

5

291

6

38

4

202

74

52

61

6

58

199

10,751

2

4,391

23

1,331

5,456

806

当期純損益 △4,587 0,399 当期純損益 l,497 △4633

第18表  本社部門損益表  (単位 :TIり  T ll未満切り捨て)

第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

五
九
六



３
　
販
売
店

・
業
務
所

こ
の
期
間
販
売
店
の
売
上
高
は
、
大
平
洋
戦
争

の
進
む
に
つ
れ
て
住
友
金
属
製
品
の
取
扱

い
が
ま
す
ま
す
増
加
し
て
八
割
を
超
え
（第
２３

表
）
、
そ
の
六
割
以
上
が
東
京
販
売
店
に
よ
る
陸
海
軍
と
中
島
飛
行
機
等
の
軍
需
会
社
向
け
で
あ

っ
た
（第
２４
表
、
な
お
本
社
経
理
部
商
Ｉ
課
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
て
い
た
実
際
報
告
書
は
昭
和
十
六
年
ま
で
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。　
こ
の
た
め
こ
れ
ら
の
諸
表
の
十
七
年
以
降
は
東
京
、
神
戸
、
福
岡
の
各

販
売
店
が
本
社
に
提
出
し
た
実
際
報
告
書
の
控
や
第
二
次
大
戦
後
住
友
本
社
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
し
た
販
売
店
関
係
資
料
の
控
に
よ
つ
て
補
っ
た
）。

し
か
し
こ
の
よ
う
に
住
友
金
属
製
品
の
売
上
高
が
急
増
し
た
た
め
に
、
販
売
店
に
対
す
る
住
友
金
属
の
支
払
手
数
料
も
、
十
七
年
度
の
六

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

五
七
万
円
に
対
し
十
八
年

一
―
九
月
実
績
で
既
に

七
八
六
万
円
に
達
し
、
十
１
十
二
月
分
の
見
込
み

を
加
え
る
と
十
八
年
度
合
計
で
九
六
二
万
円
と
前

年
比
約

一
・
五
倍
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ

た
。
か
く
し
て
十
八
年
十

一
月
六
日
に
開
催
さ
れ

た
販
売
店
支
配
人
会
議
に
お
い
て
、
住
友
金
属
か

ら
販
売
店
手
数
料
率
の
平
均
二

・
五
％
か
ら
平
均

一
。
二
％

へ
の
引
き
下
げ
が
提
案
さ
れ
、
本
社
商

工
課

・
販
売
店
共
に
軍
の
意
向

に
基
づ
く
こ
の
提

案
を
受
け
入
れ
ぎ
る
を
得
ず
、
販
売
店
の
受
取
手

数
料
は
ほ
ぼ
半
減
す
る
こ
と
と
な

つ
た
（資
料
３３
）ｏ

従

っ
て
受
取
手
数
料
の
絶
対
額
は
売
上
高

の
伸
び

五
九
七

第19表  地所課貸借対11表
(中 位 :「 円、千円 米71i切 り捨て )

牟| 目 昭和16年末 17年 末 18年末

借方

固定財産・土地

建設物

機 械

什 器

起業支出・光事務所

貸金・■替金

預ケ金・会計課預ケ金

雑・仮出金

延売土地建物

延売仮出金

委託 。東京支店委託

神戸販売店委託

19,187

3,779

1,246

14

1

9

2

1 000

240

764

129

9

382

618

21,903

4,093

1,320

13

10

1,000

926

11,486

89

0

2,352

611

26,703

4,831

1,298

12

9

1

1,000

5,491

11,075

54

2,323

604

貸方

会吉1言果

預 り金 敷金預金

積金預金

借入金・会計課借入金

雑・仮入金

延売仮入金

損益 当期損益

19,187

13,698

39

37

2,500

2,837

11

63

21,903

13,920

39

34

7,674

8

227

26,703

14,348

36

38

12,013

266



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

に
よ
つ
て
カ
バ
ー
さ
れ
て
増
加
し
て
い
る
が
（第
１４

表
）
、
経
費

の
伸
び
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
至
ら
ず
、

実
際
純
益
は
十
八
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し
て
低
下
す
る

こ
と
と
な

っ
た
。

こ
の
十
八
年
十

一
月
十
五
日
こ
れ
ま
で
主
管
者
協

議
会
や
販
売
店
支
配
人
会
議
で
た
び
た
び
議
論
さ
れ

て
き
た
販
売
店
の
名
称
が
つ
い
に
業
務
所
と
変
更
さ

れ
た
。
販
売
店
が
製
品
を
取
り
扱

っ
て
い
る
連
系
関

係
会
社
主
管
者
宛

の
名
称
変
更
通
知
は
、
最
早
次
の

よ
う
な
極
め
て
事
務
的
な
も
の
で
あ

つ
た
。

文
第

一
〇
六
六
号

昭
和
十
八
年
十

一
月
十
二
日

総
務
部
長

鍍
業
、
化
学
、
金
属
、
電
氣
、
機
械
、
ア
ル
ミ
製
錬
、
満
洲
金
属
、
通
信
、
ア
ル
ミ
、
板
硝
子
主
管
者
宛
（親
展
）

販
売
店
名
称
変
更
ノ
件

住
友
本
社
各
販
売
店

ハ
多
年
販
売
店
ノ
名
称
ヲ
用
ヒ
来
り
居
処
、
今
般
時
運

二
適

フ
様
名
称
ヲ
左
記
ノ
通
り
変
更
シ
、
来
ル
十

一
月
十

五
日
ヲ
以
テ
実
施
ス
ル
コ
ト
ニ
決
定
相
成
候
。
勿
論
販
売
並

二
納
入
業
務

ハ
従
来
通
り
経
営
可
致
候
間
、
左
様
御
了
承
相
成
度
、
此
段

御
通
知
芳
得
貴
意
候
也
。

第20表 地所課損益表
(単 1/:T円 、 T円 未満切 り捨て)

目科 昭和16年 17年 18年

当期利益

東京住友ビル損益

神戸住友ビル損益

耕地収益

賃貸料

雑 益

固定財産原価差損益

1又 入利′自、

695

211

44

3

322

12

33

67

７２

２４

４

　

３２

２

１

６

７６

２２

４

　

３５３

‐５

‐６

‐０９

当期損失

支払利唐、

俸 給

賞 与

旅 費

営繕費

賃借及保険料

雑 費

諸 税

雑 損

償 却

448

92

23

20

1

16

11

44

57

122

58

３４

‐２

２

１３

１

４４

Ｈ

３‐

４７

０

４６

２９

　

２５

‐４

１

７４

‐２

８０

３３

一

５３

当期純損益

五
九
八



第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

第21表 鉱 山 成 績 表

鉱 産 項 日 単 位 日召禾日151年 16年 17年 18年

鴻之舞鉱業所・鉱山

出鉱量

金収得量

銀収得量

銅収得量

鉱産収益

国富鉱山 鉱業所

出鉱量

買鉱量

金収得量

銀収得量

銅収得量

鉱産収益

余市鉱山

出鉱量

金収得量

銀収得量

銅収得量

鉱産収益

東北鉱業事務所

出鉱量

金収得量

銀収得量

銅収得量

鉱産収益

砥沢鉱山

出鉱量

金収得量

銀収得量

銅収得量

鉱産収益

朝鮮鉱業所

出鉱量

買鉱量

金収得量

銀収得量

銅収得量

鉱産収益

Tト ン

キログラム

キログラム

トン

万円

千 トン

千 トン

キログラム

キログラム

トン

万円

千 トン

キログラム

キログラム

トン

万円

千 トン

キログラム

キログラム

トン

万円

千 トン

キログラム

キログラム

トン

万円

千 トン

千トン

キログラム

キログラム

トン

万円

594

2,636

49,457

1,193

51

80

3,238

425

64

85

38

2,204

333

72

20

71

169

9

22

119

1,041

8,815

1,926

283

659

2,449

42,828

1,100

55

84

4,303

373

111

77

35

1,690

266

81

15

60

144

10

19

196

1,137

7,825

△35

465

648

050

574

059

64

17

150

521

524

208

21

5

241

38

18

44

19

5

21

215

20

776

787

454

2

39

4

1

189

550

10,887

302

54

36

331

8,427

742

65

2

11

119

3

104

20

343

3,177

427

出鉱量

買鉱量

金収得量

銀収得量

銅収得量

鉱産収益

計

千 トン

千 トン

キログラム

キログラム

トン

万円

869

3,866

63,883

2,693

1,633

1,002

3,765

56,790

614

1,775

966

37

3,024

51,142

529

1,780

348

56

1,235

22,610

742

797

出典 :「決算沈 月it料 J

五
九
九



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

（現
在
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（改
称
）

住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
友
本
社

東
京
販
売
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
業
務
所

横
須
賀
販
売
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
須
賀
業
務
所

名
古
屋
販
売
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
古
屋
業
務
所

神
戸
販
売
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
業
務
所

呉
販
売
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呉
業
務
所

福
岡
販
売
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
岡
業
務
所

京
城
販
売
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一示
城
事
務
所

（資
料
３２
）

協
照
疋
童
日

株
式
会
社
住
友
本
社
（以
下
甲
卜
称
ス
）
卜
住
友
鍍
業
株
式
会
社
（以
下
乙
卜
称
ス
）
ハ
、
昭
和
十
九
年

一
月
三

十

一
日
附
ヲ
以
テ
両
者
間

二
締
結
ノ
住
友
鉱
山
業
経
営

一
元
化

二
関
ス
ル
契
約
書
（以
下
本
契
約
卜
称
ス
Ｙ
一

附
帯
シ
、
左
ノ
条
項
ヲ
協
定
ス
。

第

一
条
　
甲

ハ
昭
和
十
九
年

一
月
三
十

一
日
現
在

ヲ
以
テ
委
託
鉱
山
ノ
諸
勘
定
ヲ
締
切
タ
ル
上
、
同
年
二
月

一
日
附
ヲ
以
テ
之
ヲ
乙
二
対
ス
ル
委
託
勘
定

二
振
替

ヘ
ル
モ
ノ
ト
シ
、
乙
ハ
之
ヲ
受
託
勘
定

二
計
上
ス

ル
モ
ノ
ト
ス
。

第22衣 鉱業所設備投資(起業支出 固定財産支出)推 移

六
〇
〇

(単位 :Tll T Fl未 満切 り捨て )

店 昭オH16年 17年 18年 19/1～ 3

住友本社

うち鉱業所分

鴻之舞鉱業所・鉱山

国官鉱山・鉱業所

朝l鮮鉱業所

10,979

9,598

5,982

504

1.493

8,371

7,308

4,430

515

955

6,464

2,027

948

343

△3

△5,588

2,424

599

758

36



第23表 販売店・業務所販売実績表

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

(単 1/:千 円、(1ヒ 率)欄 は%)

販売店・業務所 昭和 16年 17年 18年 19/1～ 3 19/4- 10

東 京

横須賀

名古屋

神 戸

呉

福 岡

京 城

上 海

206,491

12,497

40,482

15,776

23,134

9,532

13,245

743

265,211

16,080

71,484

14,681

23,867

11,216

9,493

353

431,006

25,625

139,402

36,194

45,230

15,822

6,688

489

92,003

10,292

57,369

12,683

16,645

4,347

2,525

57

284,576

25,540

151,315

30,161

33,320

9,971

4,173

141

合 計 A 412,386 700 457 195,921 538,797

会社別内訳

金属工業 B
B/A× 100

(比率)

イ申  ,同

軽合金

プロペラ

lTl 管

製 鋼

電気工業

(1ヒ率 )

化学工業

(比 率 )

機械工業

(比 率)

銭 業

(比率)

別 l~・ 鉱業

炭業・破業

日本電気 。通信工業

(比率 )

207,660

64 5

Z9 2

92,108

44,951

29,804

40,796

57,419

/‐6 θ

5,891

ff θ

14,643

Zθ f

20,777

28イ

1,174

19,603

3,915

7]

288,240

69 9

/‐8 θ

卜

詳

55,790

Zδ δ

8,920

fδ f

16,410

Zθ θ

24,730

θf δ

l碍

3,220

`θ

565,531

80 7

/~6 θ

172,383

95,721

160,544

55,233

81,650

47,326

5/‐ 2

8,498

ff∂

12,641

`δ

 7

31,308

29θ

l,628

29,680

6,735

55

164,970

84 2

/‐9θ

43,293

47,914

36,854

11,H4

25,740

10,282

`θ

δ

932

5δ

5,351

δδ∂

5,973

ゴ∂ θ

12

5,965

2,188

`θ

464,772

86 3

Zδ 2

不詳

30,428

イ5 δ

2,347

θ f

18,699

Zθ θ

卜詳
6,435

θ 7

合 計

(比 率 )

310,305

57'
397,310

595
672,039

58δ

189,696

555
522,621

55 θ
六
〇

一 言[:比 率は・ 1該 会社の販売高に占め るlllt売 店の販 7L比 率を示す。

||1典 :畔 {和 16年 実際 llt ril片

17年 -19年 10月 分は GHQ提 出資本1.



販売店・業務所 昭和16年 17年 18年 19/1～ 3

東 京
横須賀
名古屋
神 戸

呉
岡
城
海
計

福
京
上
合

241,334
15,907
71,342
15,805
26,687
12,459
11,464
1,035

396 032

333,092
18,545
63,303
21,052
33,547
14,491

13,044
325

497 851

605,809
23,222
147,622
54,875
53,444
21,726
5,215

287
912 801

212,603
19,200
55,106
33,477
17,257
4,178
3,198

14

345,037

人 11受 注 先

第24表 販売店・業務所受注実績表
(単 f、ア:千 円 )

第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

(東京)

海軍省(含艦政本部・航空本部)

陸軍航空本廠・本部
中島飛行機
鉄道省
逓信省
運輸通信省
日本窒素肥料
日本製鉄
日本発送電
立川飛行機

東京伸銅共販
陸軍兵器本部 行政本部
日立航空機
中島航空金属
東京芝浦電気
日本光学工業
横河電機
日本電気
日本電信電話工事
国産電機
日立製作所
東北振興電力

東京第二陸軍造兵廠
小原商店
小長谷商店
昭和飛イ子機
東京第 一陸軍造兵廠
日本鋼管
陸軍燃料廠
「1:延金属
満洲飛行機
東京瓦斯
三 共
日本貴金属統制
人日本兵器

首十

34,934
8,483

27,249

1,438

550

2,802

884

2,093

2,843
82,071

六
〇
二

81,271
25,351

22,766
16,218
1,552

,2H
,187

,521

,215

,036

,538

,369

,288

,254

,907

,848

,756

,703

,629

,572

,489

,333

,242

,144

,088

,001

197,489

127,958
48,582

49,984
16,610

3,274

1,509
4,749
4,291

2,386

3,359
3,218

296,958

295,721
74,526

79,261

22,728

7,731

2,525
5,489

5,373

505,987



第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

(横須賀)

横須賀海軍工廠

海軍航空技術廠

人日本兵器

横須賀海軍建築部

海軍航空技術廠支廠

計

8,504

3,170

2,818

562

286

15,340

(名古屋 )

三菱重工業航空機製作所
三菱重工業発動機製作所

愛知時計電機

川崎航空機工業

豊川海軍T廠
三菱電機

日本車輌製造

人隈鉄工所

第二海軍燃料廠

名占屋陸軍造兵廠

日本楽器製造

計

不詳 不 詳

(神戸)

川崎航空機工業

川崎重工業
三菱重工業神戸造船所

日東航空機器
i菱電機神戸製作所

川崎車両

神戸製鋼所

播磨造船所
ピヤス商会・日本美安

川西航空機

川西機械
三菱電機伊丹製作所
三水会

三菱重工業長崎造船所
計 14 275

9,402

1,998

2,531

269

2,325

533

2,071

335

315

555

328

20 662 52 665

26,752

958

954

1,034

226

140

539

163

92

265

1,021

158

32,302

(呉 )

呉海軍工廠

広海軍工廠

呉海軍軍需部

光海軍工廠

宇部油化工業

広島瓦斯

第二海軍燃料廠

呉海軍建築部

計

不詳 不詳

六
〇
三



(イ冨1司 )

渡辺鉄工所・九州飛行機

三菱重工業長崎造船所

三井鉱山購買部

日本製鉄八幡

日本化成黒崎

加藤商店

川南工業

九州配電

太フ」洗製作所・航空機

小倉陸軍工廠

神戸製鋼所
九州兵器

計

9,123

446

203

340

538

12 549

14,620

1,812

463

316

604

2,051

360

329

20.555

61

280

291

121

3.886

(京城)

朝鮮鉄道局

朝鮮農会

江界水電

朝鮮逓信局

朝l鮮電力

漢江水電

京城電気

西鮮合同電気
:|

4

1

9

不 詳 不 詳

(上 海)

華中電気通信

華中水電

華中鉄道

華中鉱業

計

317

232

138

136

823 卜
詳卜詳卜詳

第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

註 :人 1]受 注先は東京100ノJ円以 11(18年 以降はベス トテン) 1'年 10万 III以 11、 その他20万 円以 L(19/1-3

は 55万 円以
「 ),

||1典 :I召 和16年 実 liN報告書、17年 以降東京、fll,i、 lu 4各実際報「 1占`控 ,

六
〇
四



第
二
条
　
乙
ハ
本
契
約
第
三
条

二
基
キ
、
受
託
鉱
山
ノ
損
益
ヲ
毎
事
業
期
末
決
算
ノ
上
、
之
ヲ
甲

二
付
替
フ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

前
項
損
益
ノ
計
算

二
当
り
、
乙
ハ
受
託
鉱
山
ノ
固
定
資
産

二
付
会
社
固
定
資
産
償
却
規
則

二
捩
り
償
却
ヲ
実
施
ス
ル
ト
共

二
、
乙
二
於

テ
発
生
ス
ル
一
般
管
理
及
販
売
間
接
費

ヲ
、
鉱
山
業
原
価
計
算
準
則
所
定
ノ
方
法

二
檬
り
、
受
託
鉱
山

二
配
賦
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
三
条
　
乙
ハ
本
契
約
第
三
条

二
基
キ
、
受
託
鉱
山
ノ
収
支

二
付
毎
月
末

一
回
其
ノ
帳
尻
ヲ
甲
ト
ノ
間

二
決
済
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
．
但
シ
第
五

条
所
定
ノ
収
支
予
想
表

二
於
テ
、
当
該
月
ノ
収
支
予
想
額
ガ
支
出
超
過
ト
ナ
ル
ト
キ
ハ
、
其
ノ
折
半
額
ヲ
当
該
月
初

二
甲
ヨ
リ
乙

二
仮

払
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

前
項
ノ
場
合

二
於
テ
、
乙
ガ
立
替
又
ハ
仮
受
タ
ル
資
金

二
付
テ
ハ
、
甲
乙
間
二
利
息
ノ
授
受

ヲ
行

ハ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
四
条
　
委
託
鉱
山
ノ
経
営

二
付
、
資
金
ノ
借
入
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
、
乙
二
於
テ
之
ガ
借
入
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス
。

乙
ハ
前
項
借
入
金

ヲ
乙
ノ
借
入
金
勘
定

二
計
上
ス
ル
ト
同
時

二
、
本
契
約
第
二
条
ノ
趣
旨

二
依
り
、
直
チ
ニ
受
託
鉱
山
事
業

二
対
ス
ル

貸
付
ト
シ
テ
ノ
整
理
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス
。

第
五
条
　
乙
ハ
毎
月
二
十
日
迄

二
、
受
託
鉱
山
ノ
経
営

二
関
ス
ル
翌
月
分
ノ
収
支
予
想
表
ヲ
甲

二
提
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

右
協
定
ヲ
証
ス
ル
為
、
本
書
二
通
ヲ
作
成
シ
、
甲
乙
各

一
通
ヲ
保
有
ス
。

昭
和
十
九
年

一
月
三
十

一
日

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
二
十
二
番
地

株
式
会
社
住
友
本
社

総
務
部
長
　
　
北
沢
　
敬
二
郎

大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
二
十
二
番
地

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

六
〇
五
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六

住
友
鍍
業
株
式
会
社

経
理
部
長
　
　
安
井
　
一昌
士
三

（資
料
３３
）

金
属
工
業
製
品
販
売
手
数
料
率
改
正
要
旨
（註
、
昭
和
卜
八
年
十

一
月
六
日
販
売
店
支
配
人
会
議
に
お
け
る
住
友
金
属
説
明
資
料
）

販
売
店

二
対
ス
ル
現
行
製
品
販
売
手
数
料
率

ハ
、
昭
和
十
三
年

一
月
当
時
税
務
当
局
ノ
強
硬
ナ
ル
要
望

二
基
キ
改
正
、
今
日
二
及
ベ
リ
。

然
ル
ト
コ
ロ
、
手
数
料
金
額

ハ
販
売
高
ノ
増
加

二
伴
ヒ
逐
年
甚
シ
ク
増
大
シ
来
り
、
殊

二
一
昨
年
度
以
来

ハ
原
価
計
算
関
係

二
於
テ
本
店
費

ト
ノ
振
合
上
頗
ル
過
大
ノ
数
字
ヲ
示
ス
ニ
至
り
、
軍
当
局
ト
ノ
契
約
見
積
交
渉

ニ
モ
非
常
ナ
ル
困
難
ヲ
来
ス
ニ
至
レ
リ
。

即
チ
支
払
手
数
料
金
額
ガ
契
約
単
価
折
衝
ノ
都
度
問
題
ト
ナ
リ
、
今
ヤ
現
行
手
数
料
率

ニ
テ
ハ
到
底
容
認
ヲ
得
ル
コ
ト
至
難
ナ
ル
状
勢

二
達

セ
リ
。

一
面
税
務
関
係

二
於
テ
モ
問
題
視
セ
ラ
ル
ル
ア
リ
、
昨
今
ノ
形
勢
ヲ
以
テ
ス
レ
バ
現
在
ノ
儘

ニ
テ
放
置
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
最
悪
ノ
事
態

二
逢
着

ス
ル
ノ
燿
レ
ナ
シ
ト
セ
ズ
。

当
社
ト
シ
テ
モ
現
行
率
改
正
ノ
要
ア
ル
事

ハ
、　
一
両
年
前
ヨ
リ
痛
感
シ
ア
リ
タ
ル
所
ナ
ル
モ
、
極
力
本
社
収
入
ヲ
維
持
シ
タ
キ
念
願
ノ
下
ニ

今
日
二
至
レ
ル
モ
、
最
早
コ
レ
以
上
官

二
対
シ
現
行
率

ニ
ヨ
ル
手
数
料
金
額
ヲ
説
明
シ
、
諒
解
ヲ
得
ル
ノ
自
信
ナ
キ
ニ
立
至
レ
リ
。

依

ツ
テ
対
外
説
明
可
能

ニ
シ
テ
且
、
概
ネ
各
販
売
店
既
往
ノ
収
入
程
度
維
持
ヲ
ロ
標
ト
シ
、
合
理
的
卜
考

ヘ
ラ
ル
ル
手
数
料
率

二
改
正
シ
、

急
速
実
施
シ
タ
キ
希
望
ナ
ル
ヲ
以
テ
御
賛
成
ヲ
願
ヒ
タ
シ
。

而
シ
テ
改
正
案
要
点
次
ノ
如
シ
。

一
、
今
回
改
正
ノ
動
機

ハ
、
全
ク
周
囲
ノ
状
勢
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
ニ
出
デ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
寧

口
当
局
ノ
否
認

ニ
ヨ
リ
販
売
店
ノ
収
入
皆
無

ト
ナ
ル
ガ
如
キ
事
態

二
逢
着
セ
ザ
ル
為
ノ
対
策
ト
シ
テ
慎
重
考
究
セ
ル
結
果
二
基
ク
。



一
、
手
数
料
率

二
就
テ
ハ
、
従
来
ノ

一
律
計
算
法
ヲ
廃
シ
、
逓
減
法

二
檬
ル
。

一
、
横
須
賀
、
名
古
屋
、
神
戸
、
呉
、
福
岡
ノ
在
内
地
五
販
売
店

ハ
規
模
並

二
立
場

二
於
テ
共
通
的
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
以
テ
、
各
個
計
算
ノ

煩
ヲ
避
ケ
、
之
ヲ
一
括
シ
テ
手
数
料
率
ヲ
適
用
シ
、
売
上
入
金
高
ノ
比

ニ
ヨ
リ
テ
配
分
、
夫
々
各
販
売
店

二
対
シ
支
払
ヒ
ノ
事
ト
ス
。

一
、
京
城
、
上
海
ノ
在
外
地
二
販
売
店
モ
同
様
ノ
主
旨

ニ
ヨ
リ
右

二
準
ジ
処
理
ス
。

一
、
料
率
決
定

二
当
リ
テ
ハ
、
次
ノ
点
ヲ
併
セ
考
慮
セ
リ
。

（イ
）

根
本
ト
シ
テ
各
販
売
店
ノ
経
費
維
持
ヲ
ロ
標
ト
シ
、
特

二
在
外
地
販
売
店

二
就
キ
テ
ハ
特
殊
事
情
ヲ
加
味
シ
、
料
率
ノ
削
減

ヲ
最
少

限

二
止
メ
タ
リ
。

（
口
）

主
ト
シ
テ
契
約
的
立
場

ニ
ア
ル
東
京

ハ
、
地
方
販
売
店
ノ
納
入
扱

二
対
シ
従
来
分
割
手
数
料
ヲ
支
払

ハ
レ
居
リ
タ
ル
模
様
ナ
ル
モ
、

今
回
ノ
改
正

ニ
ヨ
リ
東
京
ノ
料
率

ハ
可
ナ
リ
低
減
ス
ル
事
ト
ナ
リ
、
到
底
之
ガ
負
担
余
カ
ナ
キ
モ
ノ
ト
察
セ
ラ
ル
。

一
方
其
他
販
売
店

二
於
テ
ハ
相
当
面
倒
ナ
ル
納
入
事
務
ノ
分
担
多
キ
実
状
ヲ
掛
酌
シ
、
料
率
ヲ
相
当
高
率
ト
シ
タ
ル
次
第
ナ
ル
ヲ
以
テ

彼
此
勘
考
セ
ラ
レ
、
事
務
簡
素
化
ノ
趣
旨

ニ
ヨ
リ
此
ノ
際
煩
瑣
ナ
ル
手
数
ヲ
省
キ
手
数
料
ノ
交
流
ヲ
廃
ス
ル
様
相
互
ノ
折
衝

ニ
ヨ
リ
今

後

ハ
分
割
授
受

ヲ
行

ハ
ザ
ル
事
ト
セ
ラ
レ
テ
ハ
如
何
。

一
、
従
来
特
殊
手
数
料
率

二
捩
り
居
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
就
テ
ハ
、
左
記

二
採
り
普
通
ノ
売
上
入
金
額

二
加
算
シ
、
改
正
率
ヲ
適
用
ス
ル
モ
ノ
ト

ス
。

（
イ
）

在
大
阪
海
軍
監
督
官
註
文
品
売
上
入
金
額

ハ
三
分
ノ
二

（
口
）

金
属
直
接
受
註
品
ノ
納
入
取
扱

二
就
テ
ハ

（甲
）

一
般
品
売
上
入
金
額

ハ
三
分
ノ

一

（乙
）

満
鉄
社
給
品
売
上
入
金
額

ハ
四
分
ノ

一

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工（
〇
七
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住
友
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社

（中
）

改
造
契
約
地
金
代
、
自
銅
鋼
板
地
金
代

ハ
従
前

ノ
方
法

二
捩
り
算
出
セ
ル
金
額

新
料
率

ハ
当
社
決
算
ノ
都
合
上
昭
和
十
八
年
十
月
分
支
払
手
数
料
ヨ
リ
適
用
シ
、
既

二
現
行
率
ヲ
以
テ
支
払
済
ノ
手
数
料
額
卜
新
料
率

ニ
ヨ
ル
手
数
料
額
ト
ノ
差
額

ハ
、
追
ツ
テ
向
後
ノ
支
払
手
数
料
ヨ
リ
差
引
精
算
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

、
本
料
率
ノ
適
用
期
間
ハ
、　
一
応
昭
和
十
八
年
十
月
ョ
リ
向
フ
ニ
ヶ
年
間
卜
定
メ
置
キ
爾
後

二
就
テ
ハ
改
メ
テ
考
究
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

、
製
品
販
売
手
数
料
率
改
正
案
左
ノ
如
シ
。

六
〇
八

分 区 減 逓 基

本

区

分

八
十
万
円

ヲ
超

ユ
ル

一
億
五
百
万
円
迄
ノ

二
十
五
百
万
円

二
対

シ
テ

〇

四
〇
％

六
千
万
円

ヲ
超

ユ
ル

八
千
万
円
迄

ノ

二
千
万
円

二
対

シ
テ
ハ

Ｏ

・
六
〇
％

四
千
万
円

ヲ
超

ユ
ル

六
千
万
円
迄
ノ

二
千
万
円

二
対
シ
テ
ハ

〇

・
八
〇
％

売
上
入
金
額

月
額

四
千
万
円
迄

二
対
シ
テ

一
・
〇
〇

東

一示

五
千
五
百
万
円
ヲ
超

ユ
ル

七
千
万
円
迄
ノ

千
五
百
万
円

二
対
シ
テ
ハ

〇

・
九
％

四
千
万
円

ヲ
超

ユ
ル

五
千
五
百
万
円
迄

ノ

千
五
百
万
円

二
対

シ
テ

一％

二
千
五
百
万
円

ヲ
超

ユ
ル

四
千
万
円
迄

ノ

千
五
百
万
円

二
対
シ
テ
ハ

一
・
五
％

売
上
入
金
額
ヲ
一
括
シ

月
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・
八
％

二
千
五
百
万
円
迄

二
対
シ
テ
ハ

横
須
賀

・
名
古
屋

・
神
戸

・
呉

・
福
岡

二
百
万
円

ヲ
超

ユ
ル

三
百
五
十
万
円
迄

ノ
　
　
　
ニ

■

一％

五
十
万
円

二
対
シ
テ
ハ

百
五
十
万
円

ヲ
超

ユ
ル

二
百
万
円
迄

ノ
　
　
　
　
　
一
一
ｔ
二
％

五
十
万
円

二
対

シ
テ
ハ

百
万
円

ヲ
超

ユ
ル

百
五
十
万
円
迄
ノ
　
　
　
　
ニ

・
四
％

五
十
万
円

二
対

シ
テ
ハ

売
上
入
金
額

ヲ

一
括

シ

月
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
・
五
％

百
万
円
迄

二
対

シ
テ
ハ

一示

城

上

海



五 四

一
億
三
千
万
円
ヲ

超

ユ
ル
モ
ノ
ニ
対
シ
テ
ハ
　
〇

・
〇
五
％

億
五
百
万
円

ヲ
超

ユ
ル

億
三
千
万
円
迄

ノ

一千
五
百
万
円

二
対
シ
テ

○

一
五

％

八
千
五
百
万
円
ヲ

超

ユ
ル
モ
ノ
ニ
対
シ
テ
ハ

〇

・
三
％

七
千
万
円

ヲ
超

ユ
ル

八
千
五
百
万
円
迄
ノ

千
五
百
万
円

二
対
シ
ア

〇

・
六
％

三
百
万
円
ヲ

超
ユ
ル
モ
ノ
ニ
対
シ
テ
ハ
　
一
一
。
Ｏ
％

二
百
五
十
万
円

ヲ
超

ユ
ル

三
百
万
円
迄
ノ
　
　
　
　
　
一
一
・
一
％

五
十
万
円

二
対

シ
テ
ハ

納
入
取
扱

手
数
料

在
大
阪
海
軍
監
督
官

註
文
品
取
扱
手
数
料

普
通

販
売

手
数
料

区

分

合

計
暫
定
割
増

基
本
率

満
鉄
社
給
品

一　
“
収
口
叩

O

O 五

〇

五 ブヽ

東
　
一只

O 一

。

一

一　
・
八 ノヽ

Ｏ

・
六

一

一

・

一

一

横
須
賀

O

八 八

０

・
六

一

一

・

一

一

名
古
屋

O 一

・

一 O

O

九

神
　
一月

０

・
六

一

・

一 八 ノヽ

Ｏ

・
六

一

一

・

一

一

旦

〇

・
六

一

・

一

一

一

一

。

一

一二

・
一

O

七́ 五

福
　

岡

Ｏ

・
八

一
。
一二

四

O

一
・
０ C

一示
　
城

Ｏ

・
八

四

・
Ｏ O 0

上

　

海

一
、
今
回
改
正

二
関
聯
ア
ル
現
行
率
ヲ
参
考
迄

二
列
記
ス
レ
バ
次
ノ
如
シ
。
（単
位

一
％
）

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

以

上

六
〇
九
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株
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社
住
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社

（中
）

六

一
〇

〓
一

投

資

活

動

住
友
本
社
の
設
備
投
資

の
大
半
を
占
め
て
い
た
直
轄
鉱
山
部
門
の
設
備
投
資
が
、
金
鉱
業
整
備
の
た
め

一
転
し
て
減
少
に
転
じ
、
休
山
と

共
に
他

の
銅
鉱
山
や
工
場
に
対
す
る
設
備
の
転
用
と
い
う
事
態
を
迎
え
る
に
至

っ
た
こ
と
は
、
既
に
明
ら
か
に
し
た
。
か
く
し
て
持
株
会
社

の
本
領
に
立
ち
返
り
、
住
友
本
社
の
有
価
証
券
投
資
は
、
昭
和
十
五
年
末
の
二
億
円
強
か
ら
終
戦
時
に
は
三
億
四
〇
〇
〇
万
円

へ
と

一
・
七

倍
に
膨
張
し
た
。
そ
の
利
回
り
は
軍
需
景
気
に
よ
つ
て
五
％
台
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
日
本
の
敗
色
が
濃
厚
と
な

つ
た
昭
和
十
九
年

夏
頃
か
ら
株
価
は
低
下
し
始
め
、
ア
メ
リ
カ
空
軍
に
よ
る
日
本
本
土
空
襲
が
開
始
さ
れ
る
と
、
軍
需
株
を
先
頭
に
崩
落
が
始
ま
り
、
後
に
述

べ
る
住
友
本
社
も
出
資
し
た
日
本
協
同
証
券
を
吸
収
し
た
戦
時
金
融
金
庫
が
株
価
の
買
い
支
え
に
出
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
漣
。
昭

和
二
十
年

の
受
取
配
当
金
を
み
る
と
、
十
九
年
下
期
公
一十
年
二
月
期
、
肥
料
年
度
と
の
関
係
で
年
度
決
算
に
移
行
し
な
か
つ
た
住
友
化
学
の
み
二
十

年
六
月
期
）分
の
配
当
ま
で
は
確
保
さ
れ
た
が
、
終
戦
後
に
迎
え
た
二
十
年
上
期
決
算
で
は
無
配
会
社
が
続
出
し
た
（第
２５
表
、
コ
一　
業
績
」
で

述
べ
た
通
り
、
住
友
本
社
は
昭
和
十
九
年
か
ら
年
度
決
算
に
移
行
し
た
が
、
以
下
の
諸
表
で
は
従
来
通
り
暦
年
表
示
を
踏
襲
し
た
）。
保
有
有
価
証
券

の
中

心
は
、　
そ
の
八
割
を
占
め
る
連
系
会
社
株
式
で
あ
る
が
（第
２６
表
）
、　
昭
和
十
七
年
か
ら
二
十
年

に
か
け
て
の
増
資
払
込
は
約

一
億
円
の
巨
額

に
達
し
、
そ
の
資
金
調
達
の
た
め
住
友
本
社
で
す
ら
連
系
会
社
株
式

の
譲
渡
売
却
に
踏
み
切
ら
ぎ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
そ
の
解
明
は

「
四

資
金
調
達
」
の
課
題
で
あ
る
。

前
章

「株
式
会
社
住
友
本
社
（上
と

の

「
一
日
　
関
係
会
社
管
理
の
強
化
」
に
お
い
て
、
昭
和
十
九
年
か
ら
有
価
証
券
元
帳
上

「
関
係
会

社
」
な
る
概
念
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
実
際
に
関
係
会
社
に
指
定
さ
れ
た
企
業
に
は
、
疑
問
視
さ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
帳
簿
上
の
分
類
に
従
い
、
従
来
住
友
系
以
外
の
企
業
に
分
類
し
て
き
た

「東
洋
窒
素
工
業
」
と

「
日
本
楽
器
製
造
」
の
三
社
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第25表 住友本社所有有価証券の推移と利回り
(単位 :T円 、 T円 未満切 り捨て、イタリ ックは %)

註 :関係会社は‖fi和 19年 以降、それまでは連系会社を除 く住友系
/1業

.

日本楽器製造及び東洋窒素 1:業 の 2社は19年 以降関係会社に指定されたので、16年 11降住友系以外の

企業か ら住友系企業へ移 した。

工（
一
一

種 類 昭和 16年 17年 18年 19年 201F

連系会社の株式

連系会社指定

払 込

譲受・買人

評価益

譲渡・売却

評価損

年末残A
配当金B
B/A× 100(%)

7,043

2,115

△1,474

△297

169,716

9,142

5イ

22,355

649

△3,025

189,696

9,324

イ θ

14,585

35,944

9,027

1,975

△21,236

229,991

12,766

5δ

△1,965

33,271

2,124

1,420

△4,691

△974

259,175

14,135

55

16,971

843

4,624

△134

△3,260

278,220

7,846

2∂

関係会社の株式

関係会社指定

払 込

譲受・買入

評価益

譲渡・売却

評価損

年末残A
配当金B
B/A× 100(%)

643

6,107

1,086

△1,332

△650

22,682

841

θ 7

5,165

1,340

△4,845

△852

23,491

1,096

イ 7

△14,585

1,928

130

△308

△168

10,487

428

イ ′

2,268

8,144

1,105

△1,011

△1,104

20,994

407

fθ

6,454

800

564

△82

28,730

344

22

住友系外の企業の株式

住友系指定

払 込

買 人

評価益

売 却

評価損

年末残A
配当金 B
B/A× 100(%)

△643

2,767

966

△2,798

△1,167

19,531

1,127

5∂

2,468

6,380

1,100

△6,897

△247

22,335

1,343

δ θ

4,422

12,791

950

△4,386

△2,886

33,226

1,400

イ 2

△302

1,771

3,076

△2,956

△444

34,371

2,112

δ f

506

1,184

465

△1,296

△1,048

34,183

1,172

θイ

公社債

年末残A
利虐、B
B/A× 100(%)

1,199

47

`θ

1,488

51

θイ

1,771

59

θ

`

2,433

69

2∂

2,719

93

θ 5

合 計

年末残A
配当金・利息、B
B/A× 100(%)

213,131

11,158

52

237,012

11,816

5θ

275,477

14,655

5θ

316,975

16,725

δθ

343,853

9,458

2∂
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工（
〓
一

も
ひ
と
ま
ず
昭
和
十
六
年
か
ら
住
友
系
企
業

へ
編
入
し
た
（第
２７
表
）。

昭
和
十
八
年
の
日
本
電
氣
の
連
系
会
社
指
定
に
よ
り
、　
関
係
会
社
株

式
は

一
時
半
減
し
た
が
、
そ
の
後
十
九
年
の
住
友
ボ
ル
ネ
オ
殖
産
、
安
東
軽
金
属
、
住
友
化
工
材
工
業

の
設
立
と
大
阪
住
友
海
上
の
関
係
会

社
化
父
口併
に
伴
う
住
友
海
上
の
連
系
会
社
指
定
解
除
と
大
阪
海
上
の
住
友
系
以
外
の
企
業
か
ら
の
編
人
）
に
よ
つ
て
、　
こ
れ
又
三
倍
近
く
に
膨
張
し
た
。

し
か
し
こ
の
た
め
に
関
係
会
社
株
式

の
利
回
り
は
、
既
に
十
九
年
か
ら
半
減
し
た
。

こ
う
し
た
中
に
あ

つ
て
住
友
系
以
外
の
企
業
の
株
式
は
、
極
力
処
分
す
る
方
針
が
と
ら
れ
た
が
、　
一
方
で
時
局
に
基
づ
く
出
資
要
請
も
跡

を
絶
た
ず
、
機
械
工
業
株
を
中
心
に
一
・
七
倍
に
膨
れ
上
が

っ
た
（第
２８
表
）
。

公
社
債
は
、
昭
和
十
二
年
の
改
組
時
に
住
友
家

・
三
分
家
に
分
配
さ
れ
た
た
め
、
本
社
の
所
有
は
激
減
し
た
が
、
そ
の
後
市
町
村
か
ら
町

内
会
を
通
じ
て
の
半
強
制
的
割
当
や

一
部
企
業
の
役
員
賞
与

・
退
職
慰
労
金

の
国
債

に
よ
る
支
給
、
分
家
か
ら
の
買
い
戻
し
等
受
け
入
れ
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
と
と
も
に
、　
こ
れ
又
三
倍
強

へ
と
増
加
し
た
（第
２９
表
）。

当
局
側
が
如
何
に
企
業
に
対
し
直
接
国
債
保
有
を
求
め
て
い
た

20年 末

281,072

302 257

15,805,500

9,369,958

19,956,112

8 726 965

24,209,529

397,415

△297,466

2,955,325

2,955,325

650,000

942,833

4,038,775

1,292,408

4,038,775

△1,681,500

△88,500

3,912,480

△81,873

2,017,775

△193,214

21,873

25,316

△974,802

△806,000

△2,698,291

3,973,950

974,802

3,778,212

102,573

△37,880

917,312

4,550,250

4,550,250

100,870

177,208

63,150

377,870

62,544

△42,999

△322,908

Δ605,452

△766,906

△746,529

2,115,293

△264,919

Δ640,935

14,850,000

△368,820

△737,640

△1,401,516

△73,764

△4,499,604

1,026,000

△665,109

12,810,000

△12500

(金額は円 未満 切 り捨 て )



社 式

昭和15年 末
16～ 20年 増減

銘  柄 (額面)
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部
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社
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友
本
社

住友鎖業

同 新株

同 新株

住友電気工業

同 新株

同 新株

イ主友化学 I:業

同 新株

同 新株

住友金属 l:業

同 新株

535,800

634,200

8,599,483

10,757,529

9,745,320

13,785,796

43,253,664

24,918,044

評価損
払込      H8,213
払込@25円
譲受①      10,000
評価益

れ、込       161,551
評価益

払込@25円
譲渡②     △19,000

譲渡0      △1,000

譲受①      30,096
譲渡③      △1,000

払込@125円
売却       △2,000

譲渡③単価修正

売却単価修正

評価損
譲渡⑤     △10,000

評価損
払込       302,257
評価益
払込@125円
譲受⑥       l,310
,こ去口           △500

受人⑦      13,030
払込       182,010
払込@25円
譲受⑥       l,310
評価益

買入        900
受入⑦      13,030
評価益

評価損

売却       Δ4,000

譲渡⑧      △7,500

売却       △9,500

譲渡③     △19,000

評価益
譲渡③      △6,200

売却      △15,000

払込Ca125円

一（
一
一一一

売 却

譲渡0
譲渡②
譲渡0
売却

買入

売却
夕、込
譲渡③

△5,000

△10,000

△19,000

△1,000

△61,000

12,000

△9,000

1,024,800

△1000
同 新株
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（中
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エハ
一
四

か
は
資
料
３４
を
参
照
さ
れ
た
い
。
又

「
四
　
資
金
調
達
」
で
み
る
通
り
、
こ
の
期
間
連
系
会
社

の
社
債
発
行
が
相
次

い
だ
が
、
住
友
本
社
は

全
く
こ
れ
に
応
募
し
な
か
つ
た
。

Ｈ
　
連
系
会
社
の
株
式

こ
の
期
間
住
友
本
社
が
保
有
す
る
連
系
会
社
の
株
式
は
、
十
五
年
末
の
二
億
円
余
か
ら
三
億
七
八
〇
〇
万
円

へ
一
・
四
倍
近
く
膨
張
し
た

が
、
十
五
年
末
に
は
ま
だ
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
日
本
電
気
を
含
め
れ
ば
（住
友
本
社
出
資
額

一
〇

一
九
万
円
）
、　
一　
三
二
倍
強

に
と
ど
ま
り
、
有
価
証
券
投
資
全
体

の
伸
び
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
こ
の
間
の
連
系
会
社
株
式

の
増
資
払
込
が

一
億

一
五
五
八
万
円

（朝
鮮
軽
金
属
の
ユ改
立
払
込
二
〇
〇
万
円
を
含
む
）
に
達
し
、
そ
の
資
金
繰
り
の
た
め
三
〇
五
六
万
円
も
の
連
系
会
社
株
式
を
譲
渡
売
却
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。113,159,081

4,910,000

8,588,926

5,097,500

4,187,769

16,608,753

4,927,977

159,070

1,350,000

2,275,000

0

7,232,235

4.529,525

1,725,030

98,200

150,930

79,600

88,600

113,293

64,418

6,170

4,500

65,000

220,840

89,800

12,797,500

△7,775,000

1,975,514

8,910,000

445,424

△408,960

△22,492

8,778,125

98,820

△65,531

12,960

677,520

△131,196

1,227,500

1,227,500

2,375,750

1,052,500

1,107,500

2,215,000

865,269

△146,600

△366,500

△229,500

△12,823

△12,823

13,650

△350,000

500,000

△2,770,000

2,770,000

△3,274

485,000

649,525

△2,850

△28,500

△3,420

△1,965,645

5,495,487

3,438,810

9,090,000

△325,404

△4,362,702

△356,000

△50,000

△1,960,400

△519226
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住友アルミニウム製錬

同 新株

満洲住友金属工業    (50)
同 新株      (50)

住友機械工業     (50)
同 新株      (50)
同 新株      (50)

住友銀行

同 新株

住友信託

(100)

(100)

(50)

住友生命保険     (100)
住友倉庫       (50)
住友ビルデイング   (50)

大阪北港        (50)
住友土地工務

(昭 和19年 H月 20日 改称)

四国中央電力     (50)
同 新株       (50)

住友共同電力

(昭和18年 4月 1日 改称)

住友海上火災保険   (50)

日本電気       (50)

同 新株       (50)
住友通信工業

(昭和18年 2月 20日 じに称)

六

一
五

49,100

55,900

95,030

37,500

42,100

116,793

67,418

6,670

4,500

75,000

45,400

165,540

38,800

38,800

70,190

2,455,000

3,837,426

2,375,750

2,992,500

1,052.500

17,121,853

5,157.477

171,067

1,350,000

2,625,000

2,270,000

4,465,510

1,940,000

1,455,000

2.000,415

16

18

16

18

19

20

16

19

16

16

19

17

19

19

20

16

17

16

17

18

19

18

18

19

20

払込@125円
分譲      △311,000

評価益

払込@125円
評価益

譲渡⑤     △10,000

売却        △550

払込@125円
買入

売却

買入

買入

売却

夕、込

1/、込@25円

払込@25円

1,220

△1,000

160

8,600

△2,000

49、 100

夕、込@25円
払込       88,600
払込@25円
評価益

売却       △1,000

売去口           △2,500

売却       △3,000

譲渡⑩       △500

売却        △500

買入        500

譲渡⑪
譲受⑫

合併⑬

受入⑬

売却

△10,000

10,000

△55,400

55,400

△100

払込@125「]

買入       12,200

売却        △100

売却       △1,000

売却        △120

関係会社指定   △68,970

連系会社指定   60,209
譲受④      30,165
連系会社指定   181,800
譲渡②      △4,000

売却      △86,000

譲渡②      △7,120

譲渡⑪      △1,000

売却      △39,208

評価損
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エハ
王
ハ

こ
の
期
間
中
の
連
系
会
社
の
増
資
を
み
る
と
、
金
属
工
業
が
十
五
年
末
公
称
資
本
金
二
億
円
か
ら
四
億
円
（十
八
年
）
へ
、
電
気
工
業
が
五

〇
〇
０
万
円
か
ら

一
億
二
〇
〇
〇
万
円
（十
八
年
）
へ
、
化
学
工
業
が
四
〇
〇
〇
万
円
か
ら
八
〇
〇
〇
万
円
（十
七
年
）
へ
、
鍍
業
が
二
七
〇
〇

万
円
か
ら
五
０
０
０
万
円
（十
六
年
）
を
経
て
八
〇
〇
〇
万
円
（十
八
年
）
へ
、
機
械
工
業
が
二
〇
〇
〇
万
円
か
ら
四
〇
〇
〇
万
円
（十
九
年
）
へ
、

ア
ル
ミ
製
錬
が

一
〇
〇
〇
万
円
か
ら
二
〇
〇
〇
万
円
（十
六
年
）
へ
と
、
合
計
す
れ
ば
二
億
四
七
〇
〇
万
円
か
ら
七
億
四
〇
〇
〇
万
円

へ
と
こ

の
六
社
の
増
資
分
合
計
は
、
十
五
年
末
の
公
称
資
本
金
を
上
回
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
六
社
が
大
平
洋
戦
争
中
の
住
友
連
系
会
社
の
中
心
で

あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
終
戦
時
の
公
称
資
本
金
は
、
金
属
工
業
が
紡
績
工
場
の
現
物
出
資

に
よ
り
四
億

一
八
七
〇

万
円
、
化
学
工
業
が
日
本
染
料
製
造
他

の
合
併
に
よ
り

一
億

一
二
〇
〇
万
円
と
な

っ
て
お
り
、
六
社
合
計
七
億
九
〇
七
〇
万
円
に
達
し
て
い

た
。こ

れ
に
昭
和
十
八
年
に
設
立
さ
れ
た
朝
鮮
住
友
軽
金
属
の
公
称
資
本
金
八
〇
〇
〇
万
円
を
加
え
れ
ば
八
億
七
〇
七
〇
万
円
に
上
り
、
七
社

の
公
称
資
本
金
は
十
五
年
末
に
比
し
二

・
五
倍
に
達
し
た
ｃ

さ
ら
に
十
八
年
に
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
住
友
通
信
工
業
は
、
十
五
年
末

の
日
本
電
気
時
代
の

公
称
資
本
金
三
〇
〇
〇
万
円
か
ら
五
〇
０
０
万
円
（十
六
年
）
、　
一
億
五
〇
〇
〇
万
円
（十
九
年
）
と

増
資
を
続
け
、
連
系
会
社
中
住
友
金
属
に
次
ぐ
重
要
な
地
位
を
占
め
る
に
至

っ
た
。
通
信
工
業
を

含
め
る
と
、
十
五
年
末
の
公
称
資
本
金
三
億
七
七
〇
〇
万
円
は
終
戦
時
に
は

一
〇
億
二
〇
七
０
万

円

へ
と
二

・
七
倍
に
膨
張
し
て
い
た
。

連
系
会
社
の
株
式
で
は
、
こ
の
他
に
昭
和
十
九
年
不
動
産
部
門
の
業
務

一
元
化

の
た
め
大
阪
北

港
と
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
の
三
社
が
合
併
し
て
住
友
土
地
工
務
が
発
足
し
た
。

22,728,967

4,000,000

278 220 284

3,507,325

2,444,637

1,284,164

103,000

4,939,275

2,000,000

2,000,000

115 890 949



払込@125円
評価益

買入       2,000
夕、込@25円
払込       160,000
払込@12511:

19

20

18

20

同  新 株

朝鮮住友軽金属

1)譲受 先住 友家会 ,‖ 13・
「受先日本染十1製 iL.  ll譲渡先住友41命 ,

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

2譲渡先住友信liモ,        ●日本4t料製造合併,  0議受先住友′11命 .

0譲渡先長谷r5竹 腰建築■務,サ千。 13譲渡先日本電気,   13大 阪北港 住友ビルデイング合併,

●敵産株ぅ
0譲渡先大阪北港

0譲渡先ll 1/jEイ ti l:業 .

lj ttll・ 先住友家会「|.

国
　
関
係
会
社
の
株
式

こ
れ
ま
で
有
価
証
券
元
帳
は
連
系
会
社
株
式
、
そ
の
他
会
社
株
式
及
び
公
社
債

の
三
部
に
分
か

れ
て
い
た
が
、
「株
式
会
社
住
友
本
社
（上
ど

の

「
一
日
　
関
係
会
社
管
理
の
強
化
」

で
述

べ
た

通
り
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
六
日
提
出
、
十
二
月
三
十
日
決
裁

の
総
務
部
会
計
課
起
案
第
二
二
七

号

「本
社
、
住
友
家
会
計
並
御
分
家
会
計
ノ
勘
定
科
目
、
元
帳
科
目
並
内
訳
科
目
改
廃
ノ
件
」
に

よ
っ
て
、
昭
和
十
九
年
か
ら
長
期
出
資
勘
定

の
元
帳
科
目
中

「他
会
社
」
（
の
株
式
）
か
ら

「
関
係

会
社
」
（
の
株
式
）
が
分
離
独
立
し
た
。

本
書
で
は
こ
れ
ま
で
連
系
会
社
以
外
の
会
社
の
株
式
を
使
宜
的
に

「連
系
会
社
以
外
の
住
友
系

企
業
の
株
式
」
と

「住
友
系
以
外

の
企
業

の
株
式
」
と
に
分
類
し
て
表
示
し
て
き
た
。
今
新
た
に

「
関
係
会
社
」
な
る
概
念
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
従
来

の

「連
系
会
社
以
外

の
住
友

系
企
業
」
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま

「
関
係
会
社
」
に
移
行
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
例
外
と
な

っ
た
の
が
、
従
来

「住
友
系
以
外
の
企
業
」
に
分
類
さ
れ
て
き
た

「東
洋
窒
素
工
業
」
と

「
日
本

楽
器
製
造
」
の
三
社
で
あ

っ
た
。
上
記
起
案

に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た

「株
式
会
社
住
友
本
社
勘

定
科
日
、
元
帳
科
日
、
内
訳
科
目

一
覧
表
」

に
よ
れ
ば

「
関
係
会
社
」
（
の
株
式
）
は

「資
本
参
加

ノ
日
的
ヲ
以
テ
保
有
ス
ル
特
定
関
係
会
社
等
ノ
株
式
、　
一
会
社
ノ
株
式
総
数
ノ
三
分
ノ

一
以
上
ノ

株
式
ヲ
所
有
ス
ル
ト
キ
ハ
、

之
ヲ
資
本
参
加
ノ
ロ
的
ヲ
以
テ
所
有
ス
ル
モ
ノ
ト
看
倣
ス
。

」

と
定

義
さ
れ
て
い
た
。

六

一
七

162,329,335

註 :「 16-201ilil減 J lllの 卜線は、新 |1山 j株 の合併を示す。 lfl和 20年 8月 15日 以降の社名変更は省略。



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工（
一
八

「東
洋
窒
素
工
業
」

の
設
立
及
び
株
式
取
得
の
事
情
は
、
「住
友
合
資
会
社
（中
と

の

「
三
日
　
住
友
系
以
外

の
企
業

の
株
式
」
を
参
照

さ
れ
た
い
が
、
同
社
は
大
正
十
五
年
に
三
井
、
三
菱
等
と
共
同
で
設
立
さ
れ
、
長
期
に
わ
た
り
無
配
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
住
友
合
資

会
社
で
は

「準
有
価
証
券
」

の
取
扱
で
あ

っ
た
。
昭
和
十
二
年
住
友
合
資
が
株
式
会
社
住
友
本
社
に
改
組
さ
れ
た
際
、
「東
洋
窒
素
工
業
」

株
式
は

「準
有
価
証
券
」

か
ら

「有
価
証
券
」

へ
振
替
譲
渡
さ
れ
た
翁
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
改̈
エエ
」
第
１３
表
註
（２
）参

照
、
同
社
の
初
配
当
は
昭
和
十
二
年
下
期
で
あ
っ
た
）。　
住
友
本
社

の
持
株
に
変
化
が
な
か
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、　
同
社
が
関
係
会
社
に
指
定

さ
れ
た
の
は
、
住
友
化
学
が
同
社
株
式
を
取
得
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
次

の
通
り
説
明
さ
れ
て
い
る
。

住
友
化
学

ハ
予
テ

「
カ
ー
バ
イ
ド
」
工
業

二
就
キ
深
イ
関
心
ヲ
有
セ
シ
モ
、
最
近
ノ
情
勢
下

二
於
テ
ハ
、
新

二
之
ヲ
創
立
ス
ル
コ
ト
ハ

頗
ル
困
難

ニ
シ
テ
、
寧
口
此
際
既
設
会
社
卜
密
接
ナ
ル
連
繋
ヲ
保
チ
、
之

二
依
り
諸
般
ノ
便
益

ヲ
得
ル
ヲ
適
当
卜
認
メ
タ
リ
。
然
ル
処

「
日
本
カ
ー
バ
イ
ド
」

ハ
其
株
ノ
大
半

「東
洋
窒
素
」

ノ
所
有

二
属
シ
、
経
営
亦
其
傘
下
ニ
ア
ル
ヲ
以
テ
、
「東
洋
窒
素
」

ヲ
通
シ
将

「 |

923,844

079,760

720,000

340,000

0

437,500

357,115

53,925

△41,750

△8,350

△45,000

△130,000

920,000

130,000

369,325

369,325

Δ272,760

738,487

△738,487

Δ273,819

△821,457

△3,605,297

△5,495,487

5,095,000

△50,000

△100,000

△400,000

4,545,000

△9,090,000

△67,536

87,803

△61,655

△38,664

△l,104

61,655

△82,644

△840,000

△500,000

△172,500

212,500

650,000

△550,000

△100,000

437,500

206,115

37,750

37,750

75,500

53,925

786,600

△32,490

213,750

213,750

325,000

325 000

(金額は円 未満切 り捨 て )
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銘  柄 (額面)

日本板硝子

同 新株

帝囲酸素
同 新株

帝国圧縮瓦斯

(昭和18年 2月 27日 改称)

大日本鐘業
同 新株

同 新株

日本電気

同 新株

11肥金山

土肥鍍業

(昭和17年 H月 27日 改称)

静狩金山

北支産金

同 新株

同 新株

東洋窒素工業
日本楽器製造
同 新株

同 新株
日本ステンレス

同 新株
帝岡特殊製鋼

(昭和18年 H月 26日 改称)

熱河蛍石鍍業

37,492

8,000

14,773

28,000

10,000

10,000

840,000

400,000

400,000

払込

払込@25円
譲渡①
払込

譲渡①
譲渡②
売却
売却
連系会社指定
払込

譲渡②
売却
売却
1/、込@25円
連系会社指定
評価li

買入

評価損
評価損

評価損
評価益

評価損

譲渡③
評価損

減資
評価益

れ、込

評価損

減資
その他から

その他から

払込

「 l

973,944 売却

売却

売却

評価損

払込

評価益

払込

買人

株
△500

△100

△1,500

26,000

14,773

△4,546

19,693

△19,693

△3,000

△9,000

△39,500

△60,209

203,800

△2,000

△4,000

△16,000

△181,800

967

16

18

16

18

18

18

16

17

18

19

20

17

17

19

20

16

19

16

16

16

17

18

19

16

△28,000

△ll,500

10,000

△10,000

12.500

3,020

3,020

六

一
九

払込@125円
払込@25円
払込       4,314
買入       17,100
.I価 損

払込       8,550
払込@25円

6.500

6,500



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工全
一〇

来

「
日
本
カ
ー
バ
イ
ド
」
卜
関
係
ス
ル
ヲ
得
策
卜
考

へ
、
取
り
敢

ヘ
ズ

「東
洋
窒
素
」
株
売
却
ノ
意
志
ア
ル

「
日
本
製
錬
」
及
ヒ

「
日

産
化
学
」

ニ
ツ
キ
其
ノ
譲
受

二
関
シ
、
「東
洋
窒
素
」
並

二

「
日
本
カ
ー
バ
イ
ド
」
ノ
役
員
タ
ル
塩
原
又
策
氏
及
ヒ
奥
村
政
雄
氏

二
尽

力
方
依
頼
シ
、
夫
々
纏
談
ヲ
見
タ
ル
次
第
ナ
リ
。
追
而
今
後
適
当
ノ
機
会

二

「満
鉄
」
所
有

「東
洋
窒
素
」
株

ヲ
モ
譲
受
度
キ
希
望
ヲ

有
セ
リ
。

そ
の
後

「十
五
年
満
鉄
所
有
の
三
万
株
が
住
友
化
学
に
移
り
、
其
の
後
も
株
主
中
希
望
に
よ
り
漸
次
肩
替
り
さ
れ
、
十
七
年
に
は
全
株
式
十

万
株

の
中
五
万
人
千
株
を
住
友
化
学
が
所
有
し
、
そ
れ
に
住
友
合
資
（註
、
住
友
本
社
）
の
持
株
を
合
す
れ
ば
住
友
側

の
持
株
は
七
割
以
上
を

占
む
る
に
至

つ
た
」
。

か
く
し
て
昭
和
十
九
年
初
頭
同
社
の
関
係
会
社
指
定
時
点
で
、
住
友
系
持
株
比
率
は
本
社

一
二

・
五
％
、
化
学
五
八
％
、
合
計
七
０

・
五

％
に
達
し
、
確
か
に
上
記
関
係
会
社
の
基
準
を
充
た
し
て
い
る
の
で
指
定
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
住
友
化
学
自
身
同
社
を
単
な
る
投

資
会
社
と
見
な
し
て
お
り
、
こ
の
指
定
に
は
疑
間
の
余
地
が
あ
る
が
、
有
価

証
券
元
帳
に
従
う
こ
と
と
し
、
ま
ず
昭
和
十
六
年
以
降

「連
系
会
社
以
外

の

住
友
系
企
業
」
に
編
入
し
た
。

又

「
日
本
楽
器
製
造
」

は
、
「株
式
会
社
住
友
本
社
（上
ど

の

「
三
日

住
友
系
以
外
の
企
業
の
株
式
」
で
述

べ
た
通
り
、
住
友
本
社
で
は
同
社
を
関

係
会
社
と
し
よ
う
と
し
た
が
、
同
社
社
長
川
上
嘉
市
は
そ
れ
に
抵
抗
し
た
た

御
　
　
　

め
住
友
本
社
は
持
株
の
大
半
を
住
友
金
属
に
譲
渡
し
た
。
金
属
は
陸
軍
の
要

叡
　
　
　
請
に
よ
り
同
社
に
対
し
可
変
ピ

ッ
チ
プ
ロ
ペ
ラ
の
技
術
指
導
を
行
う
こ
と
に

社
　
　
　
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
同
社

の
筆
頭
株
主
に
は
浜
松
銀
行
が
あ
り
、
同
社
は

50

40,000

400,000

50,000

12,840

58,160

28,730,079

0

1,727,351

2,000,000

2,282,720

10,000,000

625,000

1,091,400

1,454,000



評価損
払込

評価益

買入

譲渡④

買入

買入

れ、込
連系会社から

関係会社指定
買入

払込

″、込@125円
払込       50,000
譲受0      12,840
払込       58,160

‐８

一
２０

１６

‐８

同 新株      (50)

昭和クローム鍍業    (20)

住友ボルネオ殖産
旧蘭自1法人  (1万盾)

本邦法人    (50)
大阪住友海 L火災保険⑤ (50)

安束軽金属       (50)

満,H軽合金工業   (国督50)

住友化工材工業    (50)
同 新株      (50)

12,500

△12,500

30

20

40,000

68,970

12,190

500

400,000

17

20

19

19

19

20

19

19

20

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

註 :「 I召 和15年 末J及 び「16～ 20年増減J各欄の卜線は、新1両株の合併を示す。昭和20年 8月 15日 以4の

①譲渡先住友鏡業.    ●譲渡先帝|・
k鍍 業開発.

②譲渡先住友生命。    OH召 和19年 3ナ 13111住 友海 11 大阪 l~11合併により設ψ:ぅ

0譲渡先日本it金 振興。  0譲 受先fL友化学。

金
属
の
関
係
会
社
に
な
る
こ
と
も
免
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
十
八
年
六

月
浜
松
銀
行
は
戦
時
金
融
統
制
下
の
一
県

一
行
主
義
に
よ
り
静
岡
銀
行
に
合

併
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
合
併

の
結
果
と
思
わ
れ
る
が
、
同
社
の
株
主
名

簿
に
よ
れ
ば
、
浜
松
銀
行

の
持
株

の
大
半
は
日
本
徴
兵
保
険
等

に
一肩
替
わ
り

さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
住
友
金
属
は
昭
和
十
八
年
末
に
は
同
社

の
筆
頭
株

主
（一
十五

・
六
％
）
と
な
り
、
そ
の
他
本
社
、
生
命
等
住
友
系

の
持
株
比
率
は

三
〇

・
五
％
に
達
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
に
、
昭
和
十
九
年

一
月

「
一
日
３
　
軍
需

会
社
指
定
と
本
社
の
対
応
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
軍
需
会
社
法
に
基
づ
く
軍

需
会
社
の
第

一
次
指
定
が
実
施
さ
れ
、
日
本
楽
器
製
造
は

「住
友
関
係
事
業

要
報
（６３
Ｘ
昭
和
十
九
年

一
月
住
友
本
社
経
理
部
と

に
よ
れ
ば
住
友
関
係
軍
需

会
社
と
し
て
住
友
金
属
の
関
係
会
社
と
同
列
に
扱
わ
れ
て
い
た
。
又
同
時
に

設
置
さ
れ
た
軍
需
融
資
指
定
金
融
機
関
に
関
し
同
社
の

「浜
松
以
外

二
於
ケ

ル
資
金
」

に
つ
い
て
は
住
友
銀
行
、
「浜
松

二
於
ケ
ル
資
金
」

に
つ
い
て
は

（
３８
）

静
岡
銀
行
が
指
定
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
情
勢
に
鑑
み
、
本
社
総
務
部
会
計
課

は
同
社
を
有
価
証
券
元
帳
に
お
い
て

「関
係
会
社
」
に
指
定
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
の
後
終
戦
に
至
る
ま
で
住
友
金
属
は
同
社
を
単
な
る
投
資
会

社
と
見
な
し
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
昭
和
二
十

一
年
二
月
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
さ

エハ
一
一
一

241.718 16.826.874
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友
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工全
〓
一

れ
た
書
類
に
お
い
て
も
、
自
社
の
関
係
会
社
で
は
な
い
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。

同
社

ハ
元
専
ラ
楽
器
製
造

ニ
ア
タ
リ
タ
ル
モ
ニ
シ
テ
、
当
社
（註
、
住
友
金
属
）
ト
ノ
関
係
ト
シ
テ
、
昭
和
四
年
頃

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
弁
板
」

ノ
製
造
ヲ
懇
請
サ
レ
、
此
レ
ガ
製
造

ハ
技
術
的

二
相
当
困
難
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
シ
ガ
、
当
社
伸
銅
所

二
於
テ
成
功
シ
、
相
当
数
供
給
セ
ル

ニ
始

マ
リ
、
其
後
同
社

ハ
木
製
プ
ロ
ペ
ラ
ヨ
リ
金
属
プ
ロ
ペ
ラ
ノ
製
造
ヲ
ナ
ス
ニ
至
り
、　
一
九
二
八
年
（昭
和
十
三
年
）
陸
軍
ヨ
リ
ノ
懲

憑

二
依
り
当
社
ノ
有
ス
ル
〓
”
ヨ
Ｆ
Ｏ
●
聟
ｏ
窮
】【Ｑ

ノ
再
実
施
権

ヲ
同
社

二
許
諾
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
、
之

二
伴

フ
同
社
ノ
生
産
設
備
拡

張
ノ
タ
メ
ノ
増
資

ニ
ア
タ
リ
、
資
金
援
助
卜
技
術
的
援
助
ノ
タ
メ
増
資
新
株
ノ
引
受
懇
請
ア
リ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
援
助
ノ
ロ
的
ヲ
以
テ
新

株
式

一
万
五
〇
〇
〇
株
ヲ
引
受
ケ
、
今
日
二
至
レ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
持
株
率
二
五

・
六
％
ナ
ル
モ
、
同
社

ニ
ハ
持
株
以
外
何
等
ノ
支
配
関

係
ナ
シ
。

こ
の
他
昭
和
十
六
年
に
新
た
に

「住
友
系
企
業
」

と
さ
れ
た
の
は
、
「
日
本
ス
テ
ン
レ
ス
」
、
「熱
河
蛍
石
鍍
業
」
及
び

「
昭
和
ク
ロ
ー
ム

△

△

20年末

△20

△150

△6,830

△20

△180

20

△1,670

11,250

1,250

△44,900

△5,612

44,900

△44,900

5,612

△5,612

△1,340

1,340

△46862

0

0

11,250

1,250

0

0

0

0

0

1,340

13,840

0

0

1,710

0

0

1,710

143,172

0

2,000

12,500

183,375

△302,875

△2,000

△107,165

43,300

43,300

43,300

43,300

81,187

△13,500

66,300

△1,101,000

136,375

△393,600

△4,320

12,990

6,495

263

4,420

718,780

81,187

0

1,500

205,530

(金額は FI未満切 り捨 て )



第28表 住友系以外の企業の株式

昭和 15年 末
16～ 20年増減

銘  柄 (額面)

(銀行株)

芸備銀行

同 新株

芸備銀行
同 新株

松山 F■ 十二銀行

同 新株

伊予合同銀行

同 新株

漢城銀行新株

朝興銀行第四新株

合計残高

(信託株)

加島信託

合計残高

(保険株)

日本団体生命保険

大阪海上火災保険新株

同 第二新株

l「 l 増資新株

摂津海上火災保険

合計残高

(鉄道株)

南満洲鉄道

同 新株

同 新株

高野山電気鉄道

出雲鉄道
九州電気軌道新株

西日本鉄道

(昭 和17年 9月 1日 改称)

阪神電気鉄道新株

小田原急行鉄道

内

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社 44,900

5 612

1,340

60,702

500

500

1,875

105 000

2,000

108,875

502,280

43,300

評価損

評価損
合併①
評価損

評価損

評価益

合併①
受入①
受入①
合併②
合併②
受入②
譲渡③
受入②
譲渡③
合併④
受人④

譲渡⑤

評価損

評価損

受入⑥
払込

譲受⑦
関係会社指定

合併⑥

1/、込@10円
れ、込@101]
払込@10円
1/、込@10円
払込

売却

払込@15円

売却

△100

△50

225

50

△898

△449

898

△898

449

△449

△200

200

△500

90

1,000

6,100

△12,190

△100

6,495

△750

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

150

5 000

100

5,250

8,660

4.330

750

263

4,420

40,910

400

‐６

‐７

‐８

‐９

一
２０

１９

工（
一
一一一一

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

13,500

1,500

139,230

△30,000

れ、込@125円
譲渡③      △8,000

合併⑨       △400
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三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工全
一四

鍍
業
」
の
三
社
で
あ
る
。

「
日
本
ス
テ
ン
レ
ス
」
の
株
式
引
受
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
型
。

昭
和
十
六
年
阪
根
金
属
篠
塚
専
務
ヲ
介
シ
、
同
社
ヨ
リ
金
属
工
業

二
対
シ
、
中
央
電
気
所
有
ノ
同
社
株
式
五
万

一
九

一
六
株
∠
属
代
リ

ヲ
条
件
ト
シ
テ
、
同
社
ノ
経
営
ヲ
全
面
的

二
委
ネ
度
旨
申
入
ア
リ
タ
リ
ｃ
然
ル
ニ
金
属
工
業

二
於
テ
ハ
、
予
而
ヨ
リ
ス
テ
ン
レ
ス
事
業

二
付
テ
ハ
新
タ
ナ
ル
事
業
分
野
ト
シ
テ
興
味
ヲ
有
シ
、
相
当
ノ
研
究
ヲ
進
メ
居
リ
タ
ル
処
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
同
社
工
場
ヲ
視
察
種
々
調
査

協
議
ノ
上
、
之
ガ
経
営

二
参
加
シ
、
積
極
的

ニ
ス
テ
ン
レ
ス
事
業

二
進
出
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、
本
社

一
万
七

一
〇
〇
株
、
金
属
三
万
四

八

一
六
株
ノ
肩
代
リ
ヲ
為
シ
タ
リ
。

即
ち
同
社
は
住
友

の
経
営
参
加
と
同
時
に
、
金
属
の
関
係
会
社
に
指
定
さ
れ
て
お
り
∩
株
式
会
社
住
友
本
社
（上
ご

第
７
表
）
、
昭
和
十
八
年

一

月
に
は

「帝
國
特
殊
製
鋼
」
と
改
称
し
、
終
戦
後

の
昭
和
二
十
年
十

一
月
に
再
び

「
日
本
ス
テ
ン
レ
ス
」
に
復
帰
し
た
。

0

0

18,788

7,650

0

30,000

105,000

40,545

16,060

1,368,212

478,171

12,420

3,240

493,831

17,226

0

919,524

29,970

966,720

79,000

0

10,233

612

153

1,000

3,000

530

220

32,593

7,578

270

270

8,118

9,570

18,717

2,700

30,987

2,000

5 685

4,320

1,360

△5,680

5,680

6,000

△H,680
3,060

△18,788

18,788

7,650

△107,200

30,000

30,000

40,545

16,060

△1,035,242

94,725

94,725

△38,778

△168,428

△210,125

△37,209

△43,023

△1,870,000

△280,000

△42,500

Δ196,348

229,200

△229,200

△1,914

△478,500

△47,000

47,000

2,197,650

△1,H7,218
△489,560

205,637

15,680

551,614

△491,280

△2,494,302

55,000

△73,099

56,850

△125070



小田急電鉄第三新株

東京急行電鉄第三新株

京阪電気鉄道

京阪神急行電鉄第一新株

同 新株

東京高速鉄道

謄振縦貫鉄道

西鮮中央鉄道

近畿 日本鉄道第にЦ新株

同 第五新株

合計残高

(船舶株 )

大阪商船新株

日,青 ,気 1合

同 新株

合計残高

(電気瓦斯株)

日本電力

日電興業

(昭 和 17年 4月 28日 改称 )

同 新株

九州送電

同 新株

同 第二新株

九州水力電気

九州配電

大日本電力

東北振興電力

日本発送電

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

六
二
五

同 新株

合計残高

(鉱 業株 )

山東鉱業

北樺太石油

北樺太鉱業

612

4,000

1,000

3,000

68,345

7,578

270

270

8,118

9,233

7,866

37,400

11,200

3,400

3,820

9,570

1 000

2,700

86,189

2,000

2,453

5,685

15,728

107,200

30,000

45,000

2,403,455

383,446

12,420

3,240

399,106

417,331

80,233

1,870,000

280,000

42,500

196,348

497,640

47.000

29,970

3,461,022

24,000

73,099

78,453

16

17

17

16

19

19

20

17

16

17

19

19

17

16

17

17

17

17

17

17

17

18

16

18

17

17

17

19

16

20

交付0        400
貝人         80
合併 10       △480

交付⑩        480
払込@125円
譲渡⑪       △480

払込@5円
合併⑫       △612

交付⑫        612
払込         153
解散       △4,000

払込@10円
担、込@10円
買入        530
貝人        220

払込@1251]

評価損

合併⑬

雑株へ⑪

合併⑬

雑株へ 14

解散⑬
解散⑬

解散⑬

解散⑮
交付 loF

譲渡 ll

評価損

譲渡⑮

合併⑬

受入⑬

受入⑬

売却
譲渡 ll

受入⑬
譲受0
受人⑩

売却

△4,108

△5,125

△3,648

△4,218

△37,400

△11,200

△3,400

△3,820

4,584

△4,584

△1,000

1,000

44,850

△23,000

△10,000

5,020

320

10,527

△10,000

払込@275円
合l■⑬      △2,453

払込@10円
言実i度〔0
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工公
〓
ハ

次
に

「熱
河
蛍
石
鍍
業
」
は
、
特
定
関
係
会
社
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
別
に
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
４０
）

「
昭
和
ク
ロ
ー
ム
鍍
業
」
の
株
式
取
得
及
び
譲
渡
の
経
緯
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
ク
ロ
ー
ム
鍍
業
株
式
会
社

ハ
、
昭
和
十
二
年
六
月
資
本
金
二
五
万
円
ヲ
以
テ
設
立
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、
昭
和
十
六
年
末

ニ

至
り
、
住
友
本
社

ニ
テ
同
会
社
ノ
株
式
全
部
を
買
収
シ
（買
収
代
金
三
〇
万
円
）
、
ソ
ノ
経
営

ヲ
引
受
ケ
タ
ル
ガ
、
昭
和
十
八
年
五
月

ニ

至
り
操
業
ノ
採
算
不
可
能
ナ
ル
事
、
帝
回
鉱
発

ハ
商
工
省
方
面
ノ
意
響
モ
ア
リ
、
北
海
道
ク
ロ
ー
ム
鉱
業

二
積
極
的
意
図
ヲ
有
ス
ル
コ

ト
等
ノ
事
情

ニ
ヨ
リ
、
昭
和
ク
ロ
ー
ム
ノ
株
式
全
部
ヲ
帝
國
鉱
発

二
譲
渡
シ
（譲
渡
代
金
三
二
万
五
〇
〇
〇
円
）
、
其
ノ
経
営
ヲ
引
渡
セ

昭
和
十
七
年
に
新
た
に

「住
友
系
企
業
」
に
上
げ
ら
れ
た
の
は

「住
友
ボ
ル
ネ
オ
殖
産
」
で
あ
る
。
同
社
は
特
定
関
係
会
社

に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
同
じ
昭
和
十
七
年
に
は

「静
狩
金
山
」
に
お
い
て

「鉱
石
品
位
ノ
低
下
、
生
産
費
ノ
騰
貴
等
ノ
為
、
業
績
不
調

ニ
シ
テ
遂

二
経
営

163,500

0

25,000

0

190,000

0

0

0

450,000

112,500

782,000

0

2,250,000

28,000

73,099

782,000

200,000

50,000

5,195,332

104,828

43,080

0

40,000

331,800

49,187

0

37,500

△22,500

△163,500

37,500

△37,500

25,000

150,000

△900,000

50,000

50,000

680,000

△843,200

△1,564,000

△35,200

△28,000

△1,250

150,000

150,000

37,500

37,500

37,500

782,000

900,000

Δ900,000

900,000

900,000

450,000

28,000

73,099

1,564,000

△782,000

200,000

25,000

25,000

1,926,130

△7,180

35,900

7,180

△206,H5

10,000

10,000

△486,200

△17,500

43,750

43,750

49,187

△62.500

62,500

62,500

3,000

2,000

5,000

12,000

3,000

34 000

120,000

1,000

2,453

34,000

4,000

2,000

230,138

1,436

1,436

800

5,250

3,935



朝鮮石油

同 新株

同 新株

同 新株

協和鉱業

同 新株

南洋アル ミニウム鉱業

同 新株

日本産金振興

太平洋イf油

昭和石炭

朝鮮鉱業振興

可 新株

同 第二新株

帝岡石油資源開発

帝國石油

同 第二新株

同 第二新株

帝回鉱業開発第二新株

宇久須鉱業

三井鉱山新株

合計残高

(機械工業株 )

汽車製造

同 新株

日本楽器製造

岩手鉄 工所

同 新株

久保田鉄工所

同 新株

同 新株

国Fit工業
日本国際航空 L業

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

(50)

六
一
一七

3,000

3,000

30,000

1,000

4,000

68,000

2,000

100

12,000

133,238

1,436

3,020

400

10,000

5.000 62.500

750,000

30,000

60,000

1,727,200

63,200

1,250

150,000

178,500

133,500

3,269,202

112,008

206,115

20,000

748,000

‐６

一
　

‐７

‐６

‐７

２０

　

１６

一

‐６

‐９

一
‐６

18

16

18

16

16

17

18

19

20

18

16

17

17

16

18

19

16

16

18

20

16

16

17

払込@125円
評価損

譲渡③
払込

譲渡③
払込

払込

合併⑩

1/、込@125円
払込@125円
払込@10「 ]

評価損

合併④
評価損

合併②

解散

△3,000

3,000

△3,000

2,000

3,000

△33000

△68,000

△2,000

△100

払込@125F]
払込@125円
払込        3,000
払込@125円
払込@125円
受人⑬      34,000
受人⑩      120,000
合併②     △120,000

受入②      120,000
払込@75円
評価益

受入②       l,000
受入⑬       2,453
受入④      68,000
譲渡⑬     △34,000

払込        4,000
払込       2,000
払込@125円

評価損

払込

評価益

住友系ヘ

1,436

△3,020

払込        400
払込@25円
売却       △6.500

評価損

払込       1,750
担、込@25円
払込        3,935
合併④      △5,000

受入④       5,000
払込@125円



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工公
一八

放
棄
ノ
止
ム
ナ
キ
ニ
至
り
、
昭
和
十
七
年
十

一
月
住
友
及
川
崎
所
有
ノ
全
株
式
ヲ
日
本
産
金
振
興
株
式
会
社

二
無
償
譲
渡
シ
、
ソ
ノ
経
営

ヲ

引
渡
」
し
た
ｃ

昭
和
十
八
年
に
は

「住
友
系
企
業
」
の
異
動
は
な
か
っ
た
が
、
十
九
年
に
入
る
と
ま
ず

「住
友
海
上
」
と

「大
阪
海
上
」
の
合
併
に
よ
り

「大
阪
住
友
海
上
」
が
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
同
社
は
連
系
会
社
に
留
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
特
定
関
係
会
社
と
さ
れ
た
。

そ
の
経
緯
は

「株
式
会
社
住
友
本
社
（上
と

の

「
五
回
　
扶
桑
海
上
火
災
保
険

の
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

へ
の
改
称
と
連
系
会
社
指

定
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
年
新
た
に
設
立
さ
れ
た
関
係
会
社
は

「安
東
軽
金
属
」
、
「満
洲
軽
合
金
工
業
」
及
び

「住
友
化
工
材
工
業
」

の
三
社
で
あ
る
。

「満
洲
軽
合
金
工
業
」
の
株
式
引
受
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
響
。

満
洲
国
二
於
ケ
ル
軽
合
金
自
給
ノ
ロ
的

ニ
テ
、
住
友
金
属
及
満
洲
重
工
業
共
同
出
資
ノ
下
二
、
当
社

ヲ
設
立
セ
リ
（許
、
昭
和
十
九
年
五

〇

〇

〇

　

　

　

　

　

　

〇

　

　

〇

　

〇

〇

〇

〇

５

一

　

〇

〇

　

　

〇〇

５０

　

　

２５

５０

　

　

０

　

　

０

００

００

０

　

００

　

　

００

０

００

５０

００

　

　

　

　

　

　

　

　

００

　

　

　

００

　

００

００

００

００

３９

一

　

８０

５０

　

　

　

０

１

　

　

１

７

　

　

　

　

　

　

０

０

　

　

０

　

　

　

０

２４

６

５

　

　

　

　

　

　

　

　

７‐

　

　

　

８４

　

８５

２５

５０

２０

２８

一

　

５９

２９

　

　

　

‐８

６

　

　

２

　

　

　

　

　

　

　

２０

３０

　

　

９０

　

　

　

２０

5,000

5,000

1.000

100,000

100,000

10,000

10,000

10,000

16,000

269,857

14,000

15,000

5,000

1 000

8,000

12,000

20,000

8,000

125,000

△7,000

62,500

12,500

800,000

650,000

125,000

7,360,000

△2,625,000

Δ200,000

△400,000

2,500,000

950,000

△220,000

△390,000

1,080,000

△224,000

250,000

500,000

200,000

10,094,272

△74,200

△9,000

△22,000

△23,000

9,375

9,375

9,375

8,750

△35,181

Δ177,208

△917,312

△11,727

△62,544

△377,870

300,000

△437,500

200,000

200,000

80,000

Δ8,000

120,000

8,000

△25,000

92,812

1,122,187



第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

同 第二新株    (50)
宮崎本材工芸新株    (50)
宮崎本材航空

(昭 和19年 1月 28日 改称)

川崎重 l:業

同 新株

同 新株

明電舎

同 新株

松 卜造船

松 ド飛行機

合計残高

(化学 Ti業株 )

倉敷絹織新株

同 第 1新株

倉敷航空化「
(昭 和18年 12月 26日 改称)

7Fl洲 化学工業

大 日本セルロイド

同 第
‐新株

同 第二新株

日本染料製造

同 新株

満洲軽金属製造

同 TFr株

東洋窒素工業

帝国燃十1興業

同 新株

写真化学工業

同 新株

(50,

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)六
二
九

20,856

14,000

15,000

5,000

1,000

13,030

13,030

8,000

12,500

20 000

2 000 25 000

37 500

1,186,123

672,000

301,500

225,000

62,150

1,129,701

452,141

200,000

437,500

508,000

19

20

18

18

18

18

20

20

16

20

17

19

20

19

16

17

19

16

17

19

担、込@25円
評価損

払込

払込@125円

買入

買入

5,000

10,000

10,000

夕、込@125円
買人       80,000
評価損

評価損

評価損

払込       100,000
評価益

評価損

評価損

買入       10,000
評価損

払込       10,000
買人       10,000
買入       16,000

評価損

評価損

評価損

評価損

夕、込         750
払込@125「 ]

夕、込@125円
払込         700
評価損

評価損

合併④      △13,030

評価損

言T価損

合併④      △13,030

払込

住友系ヘ

タ、込@10円
夕、込@10円
1/、 込

評価損

払込@15円
評価益

合併②

買入

買入

12,000

△12,500

8,000

△2,000

1,375

16 625



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工全
二
〇

月
二
十
七
日
設
立
、
資
本
金
五
四
〇
〇
万
円
、
住
友
金
属
四
五
万
株
、
住
友
本
社
五
万
株
、
満
州
重
工
業
五
〇
万
株
）。
但
シ
当
社
ノ
創
立
以
来

一

年
半
、
其
ノ
生
産
開
始
以
来
半
年

二
過
ギ
ズ
シ
テ
、
経
理
状
態
モ
調

ハ
ズ
、
且
ツ
通
信
杜
絶
ノ
為
、
最
近
ノ
状
況
不
明
ナ
リ
。

日
　
住
友
系
以
外
の
企
業
の
株
式

「住
友
系
以
外
の
企
業
」
の
株
式
は
、
昭
和
十
五
年
末
の
二
〇
四
〇
万
円
か
ら
昭
和
二
十
年
末
の
三
四

一
人
万
円

へ
、　
三
二
七
八
万
円
も

増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
株
式
の
業
種
別
に
み
れ
ば
、
相
当
の
消
長
が
あ
り
、
こ
の
増
加

の
ほ
と
ん
ど
が

「機
械
工
業
株
」
の
増
加
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
時
代
の
要
請
も
あ
り
、
連
系

・
関
係
会
社

の
発
展
の
補
足
的
な
戦
略
か
ら
も

「機
械
工
業
株
」
に
積

極
的
に
投
資
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
以
下
業
種
別
に
異
動
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（
４３
）

「銀
行
株
」
に
お
い
て

「芸
備
銀
行
」
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

1,221,000

0

500,000

0

275,000

468,750

684,412

23,975

6,050,462

108,687

43,475

9,250

4,625

18,500

8,000

11,100

72,000

0

567,000

18,500

10,000

7,500

12.500

9,800

350

143,100

1,739

1,739

185

185

5,000

100

3,000

2.400

35,250

△29,250

125,000

125,000

△500,000

500,000

62,500

Δ187,500

187,500

187,500

125,000

△135,250

680,000

△226,667

△226,667

300,000

△100,000

△100,000

720,000

△221,127

△221,127

80,000

11,375

7,000

6,125

△525

1,183,470

△8,695

2,312

2.312

30,000

△240,000

75,000

75,000

△2,400

75,000

75,000

△6,000

75,000

△24,000

75,000

75,000

75,000



北海道人造石油

日本人造石油     (50)
東洋アルミニウム   (50)

東洋軽金属      (50)
三井軽金属

(昭和19年 4月 20日 dt称 )

徳山曹達

同 新株

日本ベークライ ト (50)

同 新株

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

同 新株

富士写真フイルム

合計残高

(土 地建物株)

右松築港

同 新株

東洋拓殖
同 新株

開墾塩業
南米土地

南米拓殖
鐘淵拓殖

(50,

(50)

(50)

(50)

(50)

(1,000)

(50)

工（
一一三

(昭 和 19年 5月 24日 改称)

アマゾニア産業

鮮満拓殖

台湾拓殖

同 新株

南洋拓殖 6,000 159,600

10,000

5,000

128,560

1,739

1,739

185

5,000

100

3,000

2,400

16,000

6.000

250,000

125,000

479,000

4,866,992

117,382

43,475

9,250

18,500

8,000

11,100

42,000

240,000

149,400

16

17

19

19

16

17

17

19

‐６

一
　

‐８

‐９

一
‐８

‐９

２０

受入②

評価損
払込@125円
払込@125円
合併④
受入④
払込@125円
合併④
受入④
払込@25円

払込

評価損

買入

譲渡⑩
譲渡①
払込

譲渡⑩
譲渡⑪

買人

譲渡⑩
譲渡①
払込

買入

払込@20円
払込@175円
評価損

評価損

払込

払込@125円

500

△10,000

10,000

△5,000

7,500

2,500

9,600

△3,200

△3,200

6,000

△2,000

△2,000

9,000

△3,000

△3,000

1,600

350

払込@125円
解散

払込@125円
払込@125円
評価損

払込

夕、込@125円
評価損

払込@125円
評価損

払込@125円
払込@125円
払込@125円

△16,000

6,000



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工全
壬
一

芸
備
銀
行
、
呉
銀
行
、
三
次
銀
行
、
備
南
銀
行
、
広
島
合
同
貯
蓄
銀
行

ハ
、
昭
和
二
十
年
五
月

一
日
合
併
、
新
芸
備
銀
行
ガ
設
立
セ
ラ

レ
タ
ル
ガ
、
当
社

ハ
芸
備
銀
行
株
ヲ
所
有
シ
居
タ
ル
関
係
上
、
新
会
社
株
ヲ
引
受
タ
リ
。

「松
山
五
十
二
銀
行
」
は
昭
和
十
六
年
八
月
今
治
商
業
銀
行
、
予
州
銀
行
と
合
併
し
、
「伊
予
合
同
銀
行
」
が
設
立
さ
れ
た
ｃ
な
お
昭
和

十
七
年
五
月
同
社
株
式
は
全
株
住
友
銀
行
に
譲
渡
さ
れ
た
。

（
４５
）

「朝
興
銀
行
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
八
年
十
月

一
日
漢
城
、
東

一
両
銀
行
合
併
ノ
上
、
同
行
新
設

二
伴
ヒ
漢
城
銀
行
株

二
対
シ
受
入
ｃ

「信
託
株
」

に
お
い
て

「加
島
信
託
」

は
昭
和
十

一
年

一
月
三
十
日
解
散
（信
託
勘
定
は
三
月
大
阪
信
託
に
引
き
継
ぐ
）
、
以
後
清
算
事
務
に

（
４６
）

入

っ
て
い
た
が
、
昭
和
十
八
年
末
残
余
財
産
を
分
配
し
て
清
算
を
完
了
し
た
。

「保
険
株
」

の
う
ち
、
「摂
津
海
上
火
災
保
険
」
は
昭
和
十
七
年
四
月
当
局
の
合
併
要
請
に
よ
り

「大
阪
海
上
火
災
保
険
」

に
合
併
さ
れ

6,000

25,000

9,000

4,500

5,000

200

76,048

10,860

300

1,000

500

13,360

20.000

899

11,000

300

1,200

2.400

△4,800

△16,800

△30,000

△10,000

37,500

150,000

150,000

112,500

62.500

100,000

87,500

125,000

△125,000

5,000

5,000

1,001,930

2,500

△3,600

△1,100

100,000

100,000

100,000

20,000

△29,950

△50

△5,000

10,000

29,950

5,000

△25,000

250,000

25,000

275,000

2,500

2,500

10,000

△15,000

5,000

5,000

△10,000

15,000

60,000

△60,000

60,000

60,000

60.000



第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

東日館

満洲拓植公社

華北房産股扮有限公司
同 新株

同 新株
南洋倉庫新株

同 新株

大阪ビルデング

合計残高

(ホ テル株)

オリエンタルホテル

都 ホテル新株

新大阪ホテル

札幌グランドホテル

名占屋観光ホテル

帝岡ホテル

合計残高

(本 材株)

朝鮮林業開発

北海道鉱山林業

北海道林業物資配給統制

北海道地方木材

日本木材統制
日本木材

和歌山県林材

新官川林羽

和歌山県地方木材

高知県木材

高知県地方木材

朝鮮木ll

(20)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(100)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

上（
一一一一一

1,000

25,000

3,000

71,163

200

500

11,040

300

1,000

500

13,540

20,000

800

100

1,000

10,000

750,000

112,500

1,671,207

10,000

5,000

220,800

4,500

4,000

5,000

249,300

120,000

10,000

5,000

25,000

‐９

２０

１７

　

‐６

‐７

‐８

一
‐９

‐６

‐７

‐８

一
‐８

‐６

一
‐６

17

19

20

16

18

18

17

18

17

16

17

19

16

19

17

18

19

19

16

19

19

17

19

払込@125円
払込       6,000
払込@25円
払込       4,500
担、込        5,000
払込@20円
払込@175円
払込       5,000
譲渡⑫      △5,000

譲受①        100
譲受0        100

払込@51]
売却        △180

評価損

評価損

評価損

売却

払込@5円
払込@5円
払込@5円
払込@25円
合併⑭       △800

+合併交イ」金

合併0       △100

払込        200
受入⑭        599
受入0        100
合併①      △1,000

払込       10,000
受入⑮       l,000
夕、込@25円
払込        100
払込@25円
受人⑩        200
合併①       △300

払込         200
払込@25円
合併⑩       △200

受入①        300
払込        2,400
解散①      △2,400

受入⑬       l,200
1/、込        2,400
夕、込Ca125円
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株
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友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工全
二
四

（
４７
）

た
。
次
い
で
昭
和
十
九
年
三
月

「大
阪
海
上
」
が

「住
友
海
上
」
と
合
併
し
て

「大
阪
住
友
海
上
火
災
保
険
」
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
前
述

の
通
り
で
あ
る
。

「鉄
道
株
」
で
は

「高
野
山
電
気
鉄
道
」
株
は
昭
和
十
九
年
九
月
大
軌
証
券
（大
阪
電
気
軌
道
の
持
株
会
響
）
に
売
却
さ
れ
た
。

「小
田
原
急
行
鉄
道
」
は
親
会
社
で
あ
る
鬼
怒
川
水
力
電
気
が
設
備

一
切
を
日
本
発
送
電
に
出
資
し
た
た
め
、
昭
和
十
六
年
三
月
鬼
怒
川

（
４９
）

水
力
電
気
に
合
併
さ
れ
、
同
時
に
鬼
怒
川
水
力
は

「小
田
急
電
鉄
」
と
改
称
し
た
。
次

い
で
昭
和
十
七
年
五
月
同
社
は
東
京
横
浜
電
気
鉄
道

に
合
併
さ
れ
、
「東
京
急
行
電
鉄
」
と
改
称
し
た
。
し
か
し
十
七
年
十

一
月
同
社
株
は
全
株
住
友
信
託
に
譲
渡
さ
れ
た
。

「京
阪
神
急
行
電
鉄
」
株
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
八
年
十
月

一
日
、
京
阪
電
鉄
及
阪
急
電
鉄
合
併
ノ
上
、
同
社
ヲ
新
設
シ
タ
ル
ガ
、
之

二
伴
ヒ
従
来
所
有
ノ
京
阪
電
鉄
株

二
対
シ
、

0

文寸
0 -

ノ

害l

65,000 合
ヲ

0 以
ア

0新

4,000社
株
ノ

0  害J

当
63,500 交

付
5,000  ヲ
12,500 受
10,000 ヶ

l,369,950     ｀
~~~~~ 

上

言己

::|:::纂
220 言|:

700 
第
28

:元
137,200

51,926

5,000

1,730,000

5,000

25,000

1,300

1,270

100

500

200

39,249

1,200

10,000

20

1,400

1,500

74,680

28,540

27,500

10,000

3,500

2,300

200

43,000

500

1,000

50,000

△50,000

2,500

2,500

△5,000

10,000

50,000

5,000

2,500

△2,500

2,500

△2,500

2,000

2,000

26,750

26,750

△53,500

53,500

10,000

2,500

2,500

12,500

10,000

1,209,950

△1,800

△150

150

△2,750

125,000

△44,220

△19,803

28,750

1,500

2,500

△630,000

630,000

1,100,000

10,221

12,248



第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

宮崎県木材

九州樅栂材

宮崎県地方木材

西播木材統制

兵庫県木材

兵庫県地方木材

愛媛県木材

愛媛県地方木材

九州樫材

京城薪炭

奈良県地方木材

合計残高

(雑株 )

〈投資〉

東亜興業

同 新株

海外興業

中日実業

東北興業

北支那開発

中支那振興

北海道開発

日満企業

〈運革命通イ言〉

大阪毎日新聞社

同 新株

大 日本航空

同 新株

同 第二新株

満洲航空優先株

同 新株

〈その他〉

満洲棉花

日伯棉花

コツ トレル組合出資金

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(100)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(100)

(100)

(50)

(50)

(50)

(500)

(50)六
二
五

21 900

1,200

10,000

20

1,400

1,500

74,680

28,540

27,500

536

483

3,500

2,300

200

2,100

500

1,000

160,000

19,200

64,000

220

700

67,500

933,500

356,750

148,500

44,220

19,803

137,200

23,176

1,000

630,000

5,000

25,000

65 877

17

19

17

18

20

19

20

17

19

19

19

20

17

19

19

20

17

18

17

19

17

16

17

17

17

払込

合併⑩
払込

払込@25円
合併 40

払込

受入①
受入⑩
払込

合併O
受入①
合併⑫

受人⑫
払込@25円
払込

払込@25円
合併 /4D

受人⑬

買人

買入

夕、込@25円
″、込

1/、込

△100

200

1,000

100

100

△100

100

△100

80

1,070

△1,070

1,070

200

100

評価損

評価損

評価益

評価損

払込

売却

売却

10,000

△536

△483

払込la112 5円

れ、込@75円
払込@125円
譲渡O      △2,100

受入44      43,000
評価益

出資金

出資金

1,000

△1,000

100
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工全
二
（

「東
京
高
速
鉄
道
」
は
、
昭
和
十
六
年
九
月

一
日
、
東
京
地
下
鉄
道
、
京
浜
地
下
鉄
道
等
と
共
に
、
帝
都
高
速
度
交
通
営
団
（同
年
七
月
設

工し

に
合
併
さ
れ
、
解
散
し
た
。

「近
畿
日
本
鉄
道
」
株
に
つ
い
て
、
か
つ
て
住
友
合
資
会
社
が
保
有
し
て
い
た

「阪
和
電
気
鉄
道
」
株
二
〇
〇
〇
株
は
、
住
友
本
社
設
立

時
に
住
友
家
に
配
分
さ
れ
た
∩
住
友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
」
第
１３
表
）。　
そ
の
後
昭
和
十
五
年
十
二
月

一
日
同
社
は
南

海
鉄
道
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
た
め
、
住
友
家
は
代
わ
り
に
南
海
株

一
六
〇
〇
株
を
受
け
入
れ
、
さ
ら
に
昭
和
十
九
年
六
月

一
日
南
海
鉄
道
が

関
西
急
行
と
合
併
し
、
近
畿
日
本
鉄
道
が
設
立
さ
れ
た
の
で
、
代
わ
り
に
同
社
株

一
六
〇
〇
株
を
受
け
入
れ
た
。
住
友
本
社
が
同
社
株
を
買

い
入
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
従
来
の
関
係
に
加
え
、
こ
の
買
い
入
れ
が
上
記

「高
野
山
電
気
鉄
道
」
株
の
大
軌
証
券
に
対
す
る
売
却
と
同
日

付
で
、
大
軌
証
券
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
売
却
に
対
す
る
見
返
り
の
意
味
合
い
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。

「電
気
瓦
斯
株
」
で
は
、
「
日
本
電
力
」
、
「九
州
送
電
」
、
「東
北
振
興
電
力
」
の
各
社
は

「
日
本
発
送
電
」
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。
「九
州

13,183

6,172

2,166

50,000

0

305,000

62,500

3,050

2,500

2,000

2,000

1,500

225,390

174,000

50,000

75,000

4,521,316

34.183.108

152,500

△152,500

152,500

152,500

62,500

210,125

△210,125

43,023

△43,023

135,000

△15,800

90,000

△8,300

△1,500

26.500

△51,900

50,000

75 000

13 774 974



出資金

出資金

出資金

買入 4 000

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

大阪輸出振興

日本貿易振興

(昭 和16年 1月 18日 改称)

日本雑貨交易統制

(昭 禾日18年 H月 20日 改flつ

日本協同証券

戦時金融金庫    (11

日本金属配給
金属配給続制

(‖′i和 19年 1月 26日 改称)

日電興業

同 新株

三井物産
三井本社

(昭 和19年 2月 25日 改称)

同 第 ―新株

同 新株
三井物産

合計残高

5,000 30,000

16

17

17

19

17

17

17

17

18

17

18

19

20

20

19

払込

合併⑮

受入⑮

夕、込@50円
1/、 込

電気瓦斯株から14

売劇l

電気瓦斯株から14

売却

譲受⑮

評価損

譲受 40

評価損

評価損

払込@265円
評価損

払込

買入

6,100

△6,100

3,050

2,500

5,125

△5,125

4,218

△4,218

1,000

六
三
七

160,459

総 残 高

註 :「 16～ 20年増 l・kJ欄 の 卜線は、新 11洒 j株 の合併を4tす。暉{和 20年 8月 15日 以降の社名変更は省略。

1)畔 1和 20115月 11芸備銀行設 立。② H召 和16年 8月 30日 (■ 予合同銀行設立.0,た 渡先ll友銀行,●漢城

lll行  束
‐銀行合併、昭和18年 10り 11日 朝興銀行設 立,0残 余財 を分配金受人,13H召 和17年 4)1lH

大阪海 11は摂

'1海

liを 合併。0.I受先イト友(,ilit。 3譲 l1/・ 先住友′li命 ,0昭 和16年 3り llH鬼怒川水力、

小 IIl原 急行鉄道を合併,小 1ll急 電鉄 と改称.10昭 和17年 5り 11‖ 東京横浜電気鉄道、小日1急電鉄を合

ll。 東京急行電鉄 と改称.ll譲渡先住友ti託。⑫阪神急行電鉄に合併,Olj和 18年 10チ 11‖ 京阪神急

`itt鉄設 立。① 日本発送電に吸収。 1411業 |]的変更のため.⑮ H召 和17年 4り 1111九 州配電
`没

立。⑮残余

;オ 産分配金受人,0譲受先住友化学。⑬ uilj和 19年 7ナ 11日 帝団石油に合併ぅ0残余財産分配
/1S受 人.

⑩昭和16年 7月 111帝 四石rll資源開発に合併,0昭 和18114月 30H帝四鉱業開発に合ll.② 昭和18年

1月 20日 帝回石油に合併。⑬帝日鉱業開発新株 と交換,の昭和16119月 1日 帝国石油に合併。①昭和

16年 7ナ 11‖ 日本 可際航窄 :業 に合併。の昭和19年 7月 111イ L友イレFに 合11,0昭 和 191111ナ 1411i
共に合併.⑬‖f{和 19年 10り 11日 北海道人,1石

'山

、1ピ 崎人iと 石1山 、 :池 rifll合 成合併,日 本人造石油 il

立。●昭和 17年 2'J1711東 洋軽金属に営業I表 渡。⑩譲渡先住友金属,0識 波先 f卜 友化学,0譲
"1先

住

友倉庫 ,①譲受先住友41命。① H召 和18114サ 11‖ 北海道地方木llに 合併 ,① I“ 府16年 8‖ 1811日 本本

llに 合併。⑮日子{和 18年 H′ ]511和 歌山県林llに 合併,0'fイ 和19年 Hり 14H和 歌|1県 地方本材に合併。

①昭和 18年 12り 115日 解散。 11り 130日 高知1県 地方木材設 11,①昭和 19年 2り 129日 宮崎県地方本llに 合併 ,

⑩昭和20年 9月 19‖ 宮山″県地方木llに 合lT,41昭 和18年 4り 130H兵 庫県木llに 合併,⑫昭和18年 H月

22H兵鮮iり Iキ 地方本llに ↑:業 譲渡。⑬昭和 19年 7ナ 112H愛 媛県地方本材に合併。 44 1ti洲 航空改‖t,1,‖

“和17114り 11811戦 時金inl金庫に合併,⑩譲受先 :リト総元ブ′,

719、 815



第29表 公 社 債
(単位 :円 、

「
サ未 ll切 り捨て )

20年 末

(国債)

甲ろ号五分利公債

ほ号支那事変国庫債券

第二回支那事変特別国庫債券

そ号三分半利国庫債券

や号支那事変国庫債券

い号大東亜戦争国庫債券

ろ号大東亜戦争国庫債券

は号大東亜戦争国庫債券

ほ号人東亜戦争国庫債券

へ号大東亜戦争国庫債券

と号大東亜戦争国庫債券

518,000

340,623

39

314,580

譲受①

売却

譲受②

買入

買入

買人

受入③

買人

受入④

受人④

買入

受入⑤

受入⑥

買人

受入⑦

受人③

受入⑨

買入

受入④

受入⑩

買入

受人⑥

受入⑩

受入③

受入⑪

受入⑫

受入⑦

買入

受入⑤

受入③

受入⑦

受入③

受入④

受入⑨

受入⑬

買人

受入⑥

受入⑭

58,890

△39

49,150

25,480

49

17,738

294

41,650

1,274

686

51,156

98

441

56,791

490

686

588

588

1,176

5,390

98

637

490

98

784

1,029

196

31,160

98

686

294

686

1,078

588

490

265,000

500

300

518,000

399,513

0

363,730

25,529

18,032

43,610

51,695

65,709

3.332

第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

六

三

八

Π召和15年 末
16～ 20年増減

い号人東亜戦争特別国庫債券

35.280



300

200

400

600

100

△30,700

172,600

100

14,100

20,000

257,200

20,000

30,400

216,260

88,470

23,700

△23,700

△25

△50

△850

118、 703

257.300

206,800

307,600

216,260

88,470

0

0

118,703

受入⑤

受人⑬

受入⑦

受入③

受人⑮

売去p

買人

受入⑩

受入⑭

譲受②

買入

譲受②

振替⑬

譲受⑩

譲受①

買人

振替⑬

一部繰上償還
一剖

`繰

L償還

寄附⑩

受入⑪

19

20

19

20

19

20

20

ろ号大東亜戦争特別国庫債券

は号大東亜戦争特別国庫債券

な号三分利国庫債券
つ号三分利国庫債券

に号人東亜戦争特別国庫債券

(社債)

川村女学院債

第一回東京交通債券

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

合 計 残 高 2,719,564

註 :①譲受先住友寛 ,Ol・ 受先11友 元人。0受 人先北オ準太鉱業(役 員賞 与).0受 人先人FJK商船 (イ2員 賞

与 )。 0受 人先大阪 ビルデング(役 11賞 与),0受 入先帝国酸素(役 :i賞 与)。 ①受人先藤合電線 (役 ii賞
′
′)。 0受 人先日本製鉄 (イ 2_lt賞 与)。 O受人先北 支那開発(役 il賞 り)。 ⑩受人先倉敷絹織 (j基 職慰労金 )。

0受 入先アマブニア産業(退 職慰労金)。 0受 人先日本染料製造 (j基 職慰労金)。 O受 人先加鳥信託分配

金.14受 人先全l‐ 供 ||1代 金,⑮受入先陸軍省.0受 人先帝四特殊製鋼 (役 11賞 与)。 17受 入先イド友海 [1火

災 (1■ 職慰労金).18仮払金。 19譲受先住友家会計,⑩寄 Fll先 川村女学院.0受 人先東京高速鉄道残余財

孝分配金.

水
力
電
気
」
は
昭
和
十
八
年
四
月

一
日
設
立

さ
れ
た

「九
州
配
電
」
に
事
業
譲
渡
し
解
散
、

代
わ
り
に
受
け
入
れ
た

「九
州
配
電
」
株
は

十
八
年
四
月
全
株
住
友
信
託

へ
譲
渡
さ
れ
た
。

「大
日
本
電
力
」
は
十
八
年
二
月
解
散
し
た
。

「鉱
業
株
」

で
は
、
「北
樺
太
石
油
」

は

昭
和
十
九
年
七
月

一
日

「帝
國
石
油
」
に
合

併
さ
れ
た
。

「協
和
鉱
業
」
は

「帝
國
石
油
資
源
開

発
」
に
合
併
さ
れ
、
さ
ら
に
同
社
は

「帝
國

石
油
」
に
合
併
さ
れ
た
ｃ
こ
の
間
の
経
緯
は

（
５３
）

次

の
通
り
で
あ
る
。

政
府

二
於
テ
ハ
石
油
国
策
確
立
ノ
第

一

着
手
ト
シ
テ
、
海
外
油
田
ノ
調
査
並
其

利
権
獲
得

ヲ
ロ
論
ミ
、
之
ヲ
三
井
、
三

菱
及
当
社

二
下
命
シ
タ
ル
ニ
付
、
昭
和

十

一
年
六
月
協
和
鉱
業
ヲ
設
立
、
当
社

ヨ
リ

一
六
五
万
円
曾
一万
三
〇
〇
〇
株
、

工舎
一九

1,174,167
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エハ
四
〇

＠
五
〇
円
、
持
株
率
三
〇
％
）
ヲ
出
資
シ
タ
リ
。
其
ノ
後
時
局
ノ
緊
迫
化

二
伴
ヒ
、
政
府

二
於
テ
ハ
国
内
石
油
部
門
ヲ
一
元
化
ス
ル
為
、

協
和
鉱
業
ヲ
一
旦
帝
回
石
油
資
源
開
発

二
一
一
対
四
〇
ノ
比
率
ヲ
以
テ
吸
収
合
併
ノ
上
、
之
ヲ
母
体
ト
シ
テ
特
別
法

二
基
ク
帝
回
石
油

株
式
会
社
ヲ
創
立
ス
ル
コ
ト
ニ
決
定
、
右

二
伴
ヒ
当
社

ハ
上
記
協
和
鉱
業
株
三
万
三
〇
〇
０
株
（＠
五
〇
円
Ｙ
一対
シ
、　
一
旦
石
油
資
源

開
発
株

一
二
万
株
（＠

一
二
円
五
〇
銭
）
ヲ
受
入
レ
タ
ル
上
、
改
メ
テ
帝
回
石
油
ノ
株
主
ト
ナ
リ
タ
リ
。

「
日
本
産
金
振
興
」
及
び

「帝
回
鉱
業
開
発
」
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
ｃ

昭
和
十
八
年
四
月
三
十
日

「
日
本
産
金
振
興
」

ハ

「帝
國
鉱
業
開
発
」

へ
合
併
、
「
日
本
産
金
振
興
」
株
所
有
株
六
万
八
〇
〇
０
株
受

入
。

昭
和
十
八
年
十
月

一
日

「朝
鮮
鉱
業
振
興
」
新
設

二
乗
換
ノ
為
、
三
万
四
〇
〇
〇
株
払
出
、
現
在
三
万
四
〇
〇
〇
株
ト
ナ
レ
リ

（註
、
合
併
し
た

「日
本
産
金
振
興
」
の
朝
鮮
部
門
を
一
括

「朝
鮮
鉱
業
振
興
」
へ
譲
渡
し
た
）。

「太
平
洋
石
油
」
は
昭
和
十
八
年

一
月
二
十
日

「帝
回
石
油
」
に
合
併
さ
れ
た
。

「
昭
和
石
炭
」
は
、
昭
和
十
五
年
四
月

「
石
炭
配
給
統
制
法
」
が
公
布
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き

一
元
的
石
炭
買
取
販
売
機
関
と
し
て

「
日

（
５５
）

本
石
炭
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
、
十
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
た
め
、
十
六
年
二
月
解
散
、
清
算
さ
れ
た
。

「宇
久
須
鉱
業
」
株
引
受

の
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
型
。

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
国
内
資
源
ノ
利
用

二
関
シ
テ
ハ
、
予
而
当
局

二
於
テ
考
究
中
ノ
処
、
昭
和
十
八
年
末
軍
需
省
非
鉄
金
属
局
長
ヨ
リ
宇
久

須
鉱
山
ノ
鉱
業
権
者
タ
ル
佐
藤
謙
三

二
対
シ
、
之
ガ
稼
行
方
下
命
ア
リ
タ
ル
処
、
本
鉱
山

二
対
ス
ル
過
去
八
年
間
ノ
特
別
関
係
（註
、

住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
が
か
っ
て
放
棄
し
た
筈
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
こ
の
時
期
に
復
活
し
た
）並
国
内
原
鉱
石
（註
、
明
箸
石
）開
発
ヲ
必
要
ト
ス

ル
現
下
ノ
情
勢

二
鑑
ミ
、
佐
藤
卜
共
同
シ
テ
本
鉱
山
稼
行
ノ
為
新
会
社
ヲ
設
立
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
リ
。

な
お
同
社
は
資
本
金
三
〇
〇
万
円
（全
額
払
込
）
を
も

っ
て
昭
和
十
九
年
六
月
設
立
さ
れ
、
株
主
は
佐
藤

一
族
二
万
株
、
帝
囲
軽
金
属
統
制
三

万
株
、
土
肥
銀
業

一
万
六
〇
〇
〇
株
、
住
友
本
社
四
〇
〇
〇
株
で
あ

っ
た
。
空
席
で
あ

っ
た
社
長
に
は
昭
和
二
十
年
五
月
住
友
鍍
業
常
務
近



藤
次
彦
が
就
任
し
た
。

「
三
井
鉱
山
」
株
取
得
の
経
緯
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

同
社

ハ
資
本
金
二
億
円
ヲ
四
億
円

二
増
加
ノ
際
、
其
ノ
増
資
新
株
式
四
〇
〇
万
株

ヲ
同
社
株
主
全
三
井
本
社
ヲ
除
ク
）
並

二
三
井
本
社
株

主
Ｔ
一井
家

ハ
辞
退
Ｙ
一対
シ

一
対

一
ノ
比
率
ヲ
以
テ
割
当

ツ
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
、
当
社

二
対
シ
テ
モ
其
ノ
所
有
三
井
本
社
株
式
二
〇
〇
〇

株
（旧

一
〇
〇
〇
株
、
新

一
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株
Ｙ
一対
シ
同
数
ノ
割
当
ヲ
ナ
シ
来
リ
タ
ル
処
、
同
社

ハ
三
井
財
閥
ノ
連
系
会
社
ト
シ
テ
重
工
業
方

面

二
立
遅
レ
ル
同
財
閥
最
重
点
会
社
タ
ル
ト
共

二
、
我
ガ
国
屈
指
ノ
鉱
業
会
社
ト
シ
テ
予
而
ヨ
リ
定
評
ア
リ
、
芳
前
期
（十
九
年
上
期
）

配
当

ハ
一
割
ヲ
維
持
シ
居
り
、
株
価
モ
良
好
ナ
レ
バ
之
ガ
割
当
ヲ
引
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

「機
械
工
業
株
」

に
お
い
て
、
「
国
際
工
業
」
は

「昭
和
十
六
年
五
月

二
至
り
、
日
本
航
空
工
業
株
式
会
社
卜
対
等
合
併

ヲ
為
シ
、
弦

ニ

日
本
国
際
航
空
工
業
株
式
会
社
ヲ
設
立
ス
ル
事
ト
ナ
リ
タ
ル
為
、
当
社
又
国
際
工
業
株
式

ヲ
提
供
、
新
会
社
株
式
五
〇
〇
〇
株

ヲ
取
得
シ
タ

（５９
）

―‐
フ
Ｌ
。

（
６０
）

「
川
崎
重
工
業
」
株
取
得
の
経
緯
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

当
社
、
川
崎
重
工
業

二
於
テ
ハ
、
従
来
共
同
経
営

二
係
ル
静
狩
金
山
株
式
会
社
ヲ
通
ジ
、
事
業
的

二
相
当
密
接
ナ
ル
関
係

ニ
ア
リ
タ
ル

処
、
今
般
住
友
金
属
工
業
和
歌
山
製
鉄
所
設
立

二
伴
ヒ
、
其
ノ
連
系

ヲ
更

二
緊
密
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
、
大
阪
商
船
、
山
下
汽
船
所
有
同
社

株
式

答^
一
〇
万
株

ヱ
肩
代
リ
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
レ
リ
（註
、
本
社

一
０
万
株
の
他
、
金
属
九
万
株
、
銀
行

一
万
株
取
得
）ｃ

「明
電
舎
」
株
式
取
得
の
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

当
社

ハ
従
来
ヨ
リ
順
調
ナ
ル
発
展
ヲ
辿
リ
タ
ル
モ
、
大
東
亜
戦
争
勃
発
ス
ル
ヤ
各
方
面
ヨ
リ
ノ
受
注
激
増
シ
、
生
産
拡
充
ノ
為
ノ
資
金

調
達
、
増
産
計
画
実
施
ヲ
企
図
セ
ル
モ
、
有
カ
ナ
ル
資
金
的
背
景
ヲ
欠
ク
為
、
意
ノ
如
ク
ナ
ラ
ズ
、
有
カ
ナ
ル
財
団
ト
ノ
提
携
ヲ
希
望

シ
居
ル
所
、　
一
方
電
気
工
業
、
通
信
工
業

二
於
テ
ハ
電
動
機
其
ノ
他
強
電
関
係
機
器
ノ
需
要
大

ニ
シ
テ
、
適
当
ナ
ル
電
動
機
製
造
会
社

第
三
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一
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エハ
四
二

卜
事
業
的
友
好
関
係
ヲ
結
ブ
要
ア
リ
。
又
将
来
住
友
ノ
強
電
関
係
部
面
進
出

二
際
シ
、
此
業
種
ノ
中
堅
会
社
卜
提
携
シ
置
ク
事
必
要

ニ

シ
テ
、
住
友
、
明
電
舎
ノ
利
害

一
致
シ
、
資
本
ノ
交
換
、
事
業
的

二
相
互
ノ
便
益

ヲ
計
ル
ベ
キ
旨
ノ
覚
書
（註
、
資
料
３５
及
び
３６
）
ヲ
昭
和

十
八
年
二
月
本
社
、
電
工
、
通
信
工
業
卜
明
電
舎
ト
ノ
間

二
交
換
セ
リ
。
ソ
ノ
結
果
、
住
友
側

二
於
テ
ハ
本
社
、
電
工
、
通
信
工
業
各

明
電
舎
株

一
万
株
（全
額
払
込
済
）
ヲ
、
明
電
舎
側

二
於
テ
ハ
住
友
金
属
株

一
万

一
〇
〇
〇
株
、
電
工
、
通
信
工
業
株
各
八
〇
〇
〇
株
ヲ

所
有
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
レ
リ
。

「松
下
造
船
」

は
昭
和
十
八
年
四
月
資
本
金

一
〇
〇
〇
万
円
（全
額
払
込
）
で
、
又

「松
下
飛
行
機
」

は
昭
和
十
八
年
十
月
資
本
金
三
〇
〇

０
万
円
（七
五
〇
万
円
払
込
）
で
、　
い
ず
れ
も
大
阪
府
北
河
内
郡
門
真
町
（現
門
真
市
）
に
設
立
さ
れ
た
。

会
長
は
両
社
共
松
下
電
器
産
業
社
長
松

下
幸
之
助
で
あ

っ
た
。
そ
れ
以
前

に
住
友
通
信
工
業
社
長
梶
井
剛

に
よ
れ
ば
、
松
下
は
航
空
機
用
無
線
機
（Ｈ
・
Ｄ
・
Ｆ
・
Ｆ
）
の
生
産
を
軍

か
ら
命
ぜ
ら
れ
、
梶
井
に
生
産
指
導
を
乞
う
た
と
い
孵
。

そ
の
の
ち
、
松
下
さ
ん
は
Ｈ

・
Ｄ

・
Ｆ

・
Ｆ
の
生
産
を
き

っ
か
け
に
し
て
、
軍
か
ら
木
製
飛
行
機
を
つ
く
れ
と
い
わ
れ
て
木
製
飛
行
機

の
工
場
を
つ
く
り
ま
し
た
ｃ
そ
れ
か
ら
ま
た
木
造
船
を
つ
く
れ
と
い
わ
れ
て
堺
に
そ
の
工
場
を
つ
く

っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
本
造
船
工

場
で
松
下
さ
ん
の
両
腕
に
な

つ
て
働
い
て
い
た
人
は
、
現
在
三
洋
電
機
社
長
の
井
植
歳
男
（註
、
松
Ｆ
造
船
社
長
）―
こ
の
人
は
松
下
さ
ん

の
奥
さ
ん
の
弟
さ
ん
で
す
―
そ
れ
と
や
は
り
親
類
の
人
で
亀
山
（詰
、
武
雄
松
下
飛
行
機
社
長
）
と
い
う
二
人
で
し
た
。

住
友
本
社
が
松
下
電
器
産
業
か
ら
両
社
の
株
式
を
買
い
入
れ
た
経
緯
は

「特
命
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
の
製
、
軍
か
ら
総
理
事
古
田
俊

之
助
に
要
請
が
あ

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

「化
学
工
業
株
」
に
お
い
て
、
「
日
本
染
料
製
造
」
は
昭
和
十
九
年
七
月
住
友
化
学
に
合
併
さ
れ
た
。

「写
真
化
学
工
業
」

は
昭
和
十
九
年
十

一
月
企
業
整
備
に
伴
う
事
業
休
止
に
よ
り
、
ど
王
ど

に
合
併
さ
れ
た
。
そ
れ
よ
り
先
十
月
に
住

友
本
社
は

「
三
共
」
株
を
買
い
入
れ
た
。
そ
の
経
緯
は
次
の
通
り
で
ぁ
る
。



塩
原
３
王
ハ代
表
者
）
卜
住
友
ト
ノ
関
係

ハ
、
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
ト
ノ
関
聯

二
於
テ
合
成
樹
脂
工
業
所
（現
在
ノ
化
工
材
ノ
母
体
）
ヲ
通

ジ
間
接
的

二
関
係
ヲ
有
ス
ル
ニ
始
レ
リ
。
即
チ
塩
原
ハ
合
成
樹
脂
ノ
株
ヲ
有
シ
、
住
友
（本
社
、
化
学
）
ハ
日
ベ
ノ
株

ヲ
有
シ
、
相
互

ニ

友
好
的
関
係
ヲ
保
チ
居
リ
シ
ガ
、
昭
和
十
九
年
塩
原
ノ
経
営

二
係
ル
三
共
株
式
会
社
ガ
、
其
ノ
資
本
金

一
五
〇
〇
万
円
ヲ
三
〇
〇
〇
万

円

二
増
資
セ
ル
際
、
ソ
ノ
所
有

二
係
ル
三
共
株
式
六
万
五
〇
〇
〇
株
（＠
五
〇
円
）
ヲ
住
友

へ
譲
渡
シ
タ
キ
旨
申
出
ア
リ
。
住
友

ハ
塩
原

ト
ノ
従
来
ノ
事
業
的
友
好
関
係
ヲ
考
慮
シ
、
之
ヲ
引
受
ク
ル
コ
ト
ト
シ
、
各
社

二
割
当
タ
リ
（本
社

一
万
八
〇
〇
〇
株
、
化
学

一
万
七

〇
〇
〇
株
、
銀
行
、
信
託
、
生
命
各

一
万
株
）
。
即
チ
住
友
卜
塩
原
ト
ノ
関
係

ハ
、
相
互
支
配
会
社
ノ
株
所
有

ニ
ヨ
リ
、
友
好
関
係
ヲ

更

二
親
密

ニ
セ
ル
次
第

ニ
シ
テ
、
引
受
事
情
モ
事
業
的
支
配
欲
ノ
結
果

二
非
ザ
ル
コ
ト
明
瞭
ナ
リ
。

「北
海
道
人
造
石
油
」
は
、
昭
和
十
九
年
十
月
尼
崎
人
造
石
油
、
三
池
石
油
合
成
と
合
併
し
て
、
「
日
本
人
造
石
油
」
が
設
立
さ
れ
た
。

「東
洋
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
」

は
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
西
鮮
化
学
と
合
併
し
、
「東
洋
軽
金
属
」
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
事
情
は
次

の
通
り

（
６６
）

で
あ
る
。

当
社
及
化
学
工
業

ハ
、
東
洋
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
株
式
五
〇
〇
〇
株
（＠
二
五
円
払
込
×
註
、
そ
の
後
第
二
回

Ｉ

一円
五
〇
銭
払
込
）宛

ヲ
所
有

ノ
処
、
昭
和
十
六
年
朝
鮮
総
督
府
ノ
勧
奨

二
基
キ
、
西
鮮
化
学
卜
対
等
比
率

ニ
テ
合
併
、
東
洋
軽
金
属
ヲ
新
設
セ
ル
ヲ
以
テ
、
彼
是
熟

考
ノ
末
化
学
卜
同
様
七
五
〇
〇
株
（＠
二
五
円
払
込
）引
受
ノ
コ
ト
ト
セ
リ
。

（
６７
）

「
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
」
株
買
い
入
れ
の
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
十
三
年
住
友
化
学

二
於
テ
、
メ
タ
ノ
ー
ル
、
ホ
ル
マ
リ
ン
エ
業
ノ
操
業
開
始

二
伴
ヒ
、
ホ
ル
マ
リ
ン
ノ
利
用
方
法
ト
シ
テ
、
合
成

樹
脂
工
業
ト
ノ
事
業
的
関
聯
ノ
必
要
生
ゼ
シ
為
、
本
邦
斯
業
ノ
太
宗
タ
ル
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
ニ
提
携
方
申
入
レ
タ
ル
結
果
、
住
友
化

学
、
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
共
同
出
資
ノ
下
二
株
式
会
社
合
成
樹
脂
工
業
所
ガ
設
立
セ
ラ
レ
タ
リ
。
従
ツ
テ
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
ト
ノ
関
聯

ハ

直
接
的
デ
ハ
無
ク
、
間
接
的

二
事
業
的
関
係
ヲ
有
ス
ル
ニ
至
ツ
タ
ガ
、
昭
和
十
八
年
本
社
、
化
学
ガ
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
株
ヲ
所
有
ス
ル
ニ
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至

ツ
テ
、
住
友
ト
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
ト
ノ
関
係

ハ
、
ヨ
リ
濃
厚
ト
ナ
リ
タ
リ
。

「富
士
写
真

フ
ィ
ル
ム
」
株
買

い
入
れ
の
事
情

は
次

の
通
り
で
あ
が
。

大
日
本

セ
ル
ロ
イ
ド
ヨ
リ
同
社

ノ
子
会
社
タ
ル
富
士
写
真

フ
ィ
ル
ム
会
社

ノ
新
株

ヲ
分
譲

ス
ベ
キ
旨
案
内

ア
リ
タ
ル
処
、
右

ハ
事
業
上

ノ
関
係
無

ク
、
且
株
数

モ
少
数
ナ
ル
モ
、
其
優
良
性

二
鑑
ミ
不
取
敢
之

ヲ
譲
受
ケ
、
後
日
化
学
工
業
又

ハ
生
命
保
険

へ
譲
渡

ス
ル
予
定

ナ
リ
。

（
６９
）

「土
地
建
物
株
」

で
は
、
「鮮
満
拓
殖
」
が
昭
和
十
六
年
六
月

一
日

「満
洲
拓
植
公
社
」

に
合
併
さ
れ
、
解
散
し
た
。
又

「東
日
館
」
株

は
全
株
親
会
社
で
あ
る
東
京
日
日
新
聞
社

へ
売
却
さ
れ
た
。

「南
洋
倉
庫
」
株
式
引
受

の
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

南
洋
倉
庫

ハ
、
今
般
東
亜
共
栄
圏
樹
立

二
伴
フ
南
進
国
策
実
現
ノ

一
助
ト
シ
テ
、
南
洋
各
地

へ
事
業
拡
張
ノ
タ
メ
、
四
二
〇
万
円
ヲ
増

資

二
決
定
、
旧
株
主
（石
原
産
業
ヲ
除
ク
Ｙ
一対
シ

「
旧

一
株
対
新
五
株
」
ノ
割
合

ヲ
以
テ
之
ヲ
割
当

ツ
ル
外
、
残
額

一
九

一
万
円
ヲ
一

般
ヨ
リ
公
募
ス
ベ
ク
、
住
友
本
社
及
住
友
海
上

二
対
シ
テ
モ

一
部
引
受
方
依
頼
ア
リ
タ
リ
。
扱
住
友
本
社
ト
シ
テ
ハ
従
来
同
社
ト
ハ
業

務
上
何
等
直
接
ノ
関
係
ヲ
有
セ
ザ
ル
モ
、
時
局
下
同
社
事
業
ノ
国
策
的
性
質

二
鑑
ミ
、
労
石
原
産
業
ト
ノ
今
後
ノ
関
係
ヲ
考
慮
シ
、
或

程
度
申
込

二
応
ズ
ル
コ
ト
適
当
卜
思
料
セ
ラ
レ
、
又
住
友
海
上

二
於
テ
ハ
従
来
南
洋
倉
庫

ハ
海
上
保
険
並
海
損
精
算

二
関
ス
ル
代
理
店

タ
ル
関
係
ア
リ
、
今
後
モ

一
層
営
業
上
ノ
関
係
ヲ
密
接

ニ
シ
度
キ
希
望
ヲ
有
ス
ル
ヲ
以
テ
、
両
社

二
於
テ
引
受
ノ
事

二
決
定
セ
リ
。

「大
阪
ビ
ル
デ
ン
グ
」
株
式
取
得
の
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
型
。

河
井
監
事
同
社
監
査
役

二
御
就
任

二
伴
ヒ
（註
、
同
社
社
長
中
橋
武

一
の
要
請
に
よ
る
も
の
か
）
、
定
款
規
定
ノ
役
員
責
任
持
株

一
〇
〇
株
ヲ

生
命
保
険
ヨ
リ
譲
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ｃ

昭
和
十
九
年
四
月
大
島
監
事
河
井
氏

二
代
り
同
社
監
査
役

二
就
任

二
際
シ
、
上
記
理
由

二
依
り
、
更

二
一
〇
〇
株
生
命
ヨ
リ
譲
受
ケ
タ



「木
材
株
」
は
昭
和
二
十
年
四
月

「諸
株
」

の
中
か
ら
独
立
し
た
。
「木
材
株
」

の
取
得
は
す
べ
て
住
友
本
社
直
轄

の
林
業
所
の
関
係
で

あ
る
。
「
北
海
道
鉱
山
林
業
」

と

「
北
海
道
林
業
物
資
配
給
統
制
」

の
三
社
は
、
昭
和
十
八
年
四
月

「
北
海
道
地
方
木
材
」

に
吸
収
合
併
さ

（
７３
）

れ
た
。
同
社
は
昭
和
十
七
年
五
月
設
立
さ
れ
、
そ
の
株
式
引
受
事
情
は
次
の
通
り
で
あ

っ
た
。

時
局
下
木
材
ノ
需
給
調
整
ヲ
図
ル
為
、
昨
年
三
月
公
布
実
施
ヲ
見
タ
ル
木
材
統
制
法
ノ
趣
旨

二
基
キ
、
北
海
道

二
於
テ
ハ
道
内
木
材
ノ

生
産
配
給
機
構
整
備
上
同
社
を
設
立
ノ
運
ト
ナ
リ
タ
ル
ガ
、
北
海
道

二
於
テ
重
要
ナ
ル
地
位

ヲ
占
メ
ル
林
業
所
ト
シ
テ
ハ
、
道
内
生
産

木
材
ノ

一
元
的
統
制
ヲ
図
ル
ベ
キ
同
社
卜
、
今
後
事
業
運
営
上
密
接
ナ
ル
関
係
ヲ
保
持
シ
置
ク
コ
ト
ハ
必
要
卜
思
料
サ
ル
。
就
而
上
記

ノ
事
情
ヲ
以
テ
二
〇
〇
株
引
受
ノ
コ
ト

ヽ
シ
タ
リ
。

「
日
本
木
材
統
制
」
は
昭
和
十
七
年

一
月

「
日
本
木
材
」
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。
同
社
は
昭
和
十
六
年
七
月
設
立
さ
れ
、
そ
の
株
式
引
受

事
情
は
次
の
通
り
で
あ

っ
た
。

政
府

二
於
テ
ハ
木
材
需
給
ノ
調
整
ヲ
図
ラ
ン
ガ
為
、
本
材
統
制
法
ヲ
公
布
シ
、　
統
制
ノ
第

一
段
階
ト
シ
テ
日
本
木
材
統
制
（当
時
持
株

一
〇
〇
〇
株
）
ヲ
指
定
会
社
ト
シ
テ
、　
同
社
ヲ
シ
テ
暫
定
的

二
木
材
ノ
統
制

二
当
ラ
シ
メ
タ
リ
。

而
シ
テ
当
局

ハ
之

ニ
テ
満
足
セ
ズ
、

同
社
ヲ
改
組
シ
、
更

二
強
カ
ナ
ル
新
統
制
会
社
ヲ
設
立
セ
ン
ト
シ
、
官
民
協
カ
シ
テ
日
本
木
材
（資
本
金
五
〇
〇
〇
万
円
）
ヲ
設
立
ス
ル

コ
ト

ヽ
ナ
リ
、
当
社

二
対
シ
テ
モ
之
ガ
株
式
引
受
ケ
方
懇
請
ア
リ
。
当
社
ト
シ
テ
モ
北
海
道
、
九
州
及
四
國

二
於
ケ
ル
山
林
経
営
並
木

材
ノ
消
費
等
右
統
制
会
社
ト
ハ
相
当
ノ
関
聯
ア
リ
、
且
又
国
策

二
協
カ
ス
ル
意
味
合
ヨ
リ
他
社
ト
ノ
振
合

ヲ
考
慮
ノ
上
更

二
一
万
株
引

受
ノ
コ
ト

ヽ
セ
リ
。

「和
歌
山
県
林
材
」
は
昭
和
十
六
年
十

一
月
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
株
式
引
受
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

木
材
ノ
需
給
関
係
逼
迫
セ
ル
ニ
対
シ
、
本
材
統
制
法
ノ
実
施

ニ
ヨ
リ
各
地
方
木
材
会
社
ノ
設
立
ヲ
見
タ
ル
ガ
、
和
歌
山
県

二
於
テ
モ
、
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六

之
ガ
具
体
案
ノ
設
立
ヲ
見
、
同
県
当
局
ヨ
リ
林
業
所

二
対
シ
、
応
分
ノ
出
資
方
勧
奨
ア
リ
タ
リ
。
林
業
所
ト
シ
テ
ハ
桑

二
同
県

二
於
テ

約
七
〇
〇
町
歩
ノ
山
林
ヲ
買
収
シ
、
予
定
ノ
事
業
実
行

二
着
手
シ
ツ
ツ
ア
リ
、
同
山
林
ヨ
リ
生
産
ス
ル
木
材
ノ
処
分

二
付
テ
ハ
密
接
ナ

ル
関
係
ア
ル
ニ
鑑
ミ
、
之
ガ
引
受
ノ
コ
ト

ヽ
セ
リ
。

次
い
で

「新
宮
川
林
材
」
が
昭
和
十
七
年
三
月
設
立
さ
れ
た
。
同
社
株
式
引
受

の
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

時
局
下
木
材
ノ
需
給
調
整
ヲ
図
ル
為
、
桑

二
政
府

二
於
テ
ハ
木
材
統
制
法
ヲ
公
布
、
之
ガ
実
施

ヲ
見
ル
ニ
至
リ
タ
ル
次
第
ナ
ル
処
、
上

記
統
制
法
ノ
趣
旨

二
則
り
、
政
府
ノ
指
示

二
基
キ
、
地
方
木
材
株
式
会
社
ノ
中
核
体
ト
ナ
ル
ベ
キ
企
業
組
織
体
ト
シ
テ
今
回
和
歌
山
県

新
宮
川
流
域

二
於
ケ
ル
木
材
ノ

一
元
的
統
制
ヲ
図
ル
為
、
森
林
所
有
者
、
木
材
業
者
、
製
材
業
者
其
他
関
係
筋
ノ
出
資

二
依
り
会
社
設

立
ノ
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
ル
ガ
、
林
業
所
ト
シ
テ
ハ
現
二
同
区
域

二
於
テ
約
七
〇
〇
町
歩
ノ
山
林
（熊
野
事
務
所
）
ヲ
所
有
致
居
り
、
同
山
林

ヨ
リ
生
産
ス
ル
木
材
ノ
処
分

二
付
テ
ハ
、
密
接
ナ
関
係
ア
リ
、
今
後
事
業
運
営
上
同
社
卜
緊
密
ナ
ル
関
係
ヲ
保
持
シ
置
ク
コ
ト
必
要
不

可
欠
ノ
次
第

二
付
、
株
式
応
募
ノ
コ
ト

ヽ
セ
リ
。

昭
和
十
八
年
十
月

「新
宮
川
林
材
」
は

「和
歌
山
県
林
材
」
に
合
併
さ
れ
、
さ
ら
に

「和
歌
山
県
林
材
」
は
昭
和
十
九
年
十

一
月

「和
歌
山

県
地
方
木
材
」
に
改
組
し
た
。

（
７７
）

「高
知
県
木
材
」
は
昭
和
十
六
年
十

一
月
設
立
さ
れ
た
。
同
社
株
式

の
引
受
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

同
社

ハ
地
方
木
材
株
式
会
社
ガ
設
立
セ
ラ
ル

ヽ
迄
木
材
統
制

二
関
ス
ル
暫
定
的
機
構
ト
シ
テ
設
立
セ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
将
来
四
國

各
県
ノ
木
材
会
社
ヲ
母
体
ト
シ
テ
、
四
囲

二
於
ケ
ル
地
方
木
材
株
式
会
社
ノ
設
立
ヲ
見
ル
予
定
ナ
リ
。
即
チ
同
社
設
立
斡
旋
指
導
者
タ

ル
高
知
営
林
局
及
県
当
局

二
於
テ
ハ
、
高
知
県
本
川
町
及
大
川
村
ノ
山
林
所
有
者
タ
ル
当
社

ヘ
モ
引
受
方
勧
奨
ア
リ
。
上
記
山
林
経
営

二
関
シ
、
今
後
同
社
ト
ノ
間

二
生
ズ
ベ
キ
関
係
及
設
立
斡
旋
者
ノ
点
ヨ
リ
考
慮
シ
、
引
受
ノ
コ
ト

ヽ
セ
リ
。

同
社
は
昭
和
十
九
年
十
二
月

「高
知
県
地
方
木
材
」
に
改
組
さ
れ
た
。



「朝
鮮
木
材
」
は
昭
和
十
六
年
十
二
月
設
立
さ
れ
た
。
同
社
株
式
の
引
受
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

支
那
事
変
以
来
、
軍
需
及
生
産
拡
充
用
資
材
ノ
需
要
激
増

二
加

へ
、
国
内
建
設
事
業
ノ
発
展

ハ
益
々
用
材
需
給
ノ
不
均
衡
ヲ
招
来
ス
ル

ニ
至
り
、
従
来
ノ
如
キ
自
由
取
引

二
放
任
ス
ル
コ
ト
ハ
、
国
家
目
的
ノ
遂
行
上
支
障
不
秒

二
鑑
ミ
、
桑

二
内
地

二
於
テ
ハ
日
本
木
材
株

式
会
社
ノ
設
立
ヲ
見
タ
ル
次
第
ナ
ル
処
、
今
回
朝
鮮

二
於
テ
モ
右
同

一
ノ
主
旨

ヲ
以
テ
、
本
件
会
社
ノ
設
立
ヲ
企
図
セ
ラ
レ
タ
ル
次
第

ナ
リ
。
住
友
ト
シ
テ
ハ
鮮
内
林
業

二
相
当
ノ
関
聯
ア
リ
、
国
策
的
見
地
ヨ
リ
見
ル
モ
当
然
引
受
ク
ベ
キ
モ
ノ
ト
思
料
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

尚
引
受
株
数

ハ
多
数

二
過
ギ
ル
嫌
ア
ル
モ
、
朝
鮮

二
於
ケ
ル
企
業
数
少
キ
点
及
他
社
ノ
振
合
上
割
当
通
り
之
ガ
引
受
ノ
コ
ト

ヽ
セ
リ
。

「宮
崎
県
木
材
」
は
昭
和
十
七
年
二
月
設
立
さ
れ
た
。
同
社
株
式
の
引
受
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

木
材
統
制
法
ノ
実
施

二
伴
ヒ
、
林
業
所
富
島
支
所
事
業
区
域
タ
ル
宮
崎
県

二
於
テ
モ
、
同
法
ノ
趣
旨

二
基
キ
同
社
ヲ
設
立
ノ
コ
ト

ヽ
ナ

リ
タ
ル
ガ
、
多
年

二
亘
り
、
宮
崎
県
内

二
於
テ
林
業
経
営
中
ノ
林
業
所
ト
シ
テ
ハ
、
県
下
木
材
及
製
材
ノ

一
元
的
統
制
ヲ
図
ル
ベ
キ
同

社
ト
ハ
、
今
後
事
業
運
営
上
密
接
ナ
ル
関
係
ヲ
保
持
ス
ル
ハ
必
要
卜
思
料
サ
ル

ヽ
ヲ
以
テ
、
同
社
設
立

二
際
シ
、　
一
〇
〇
〇
株
ダ
ケ
応

募
ノ
コ
ト

ヽ
シ
タ
リ
。

（
８０
）

「九
州
樅
栂
材
」
は
昭
和
十
七
年

一
月
設
立
さ
れ
た
。
同
社
株
式
取
得

の
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

九
州
樅
栂
材
株
式
会
社

二
於
テ
ハ
当
初
募
集
設
立
ノ
筈
ナ
リ
シ
処
、
発
起
設
立
ト
ナ
リ
タ
ル
為
、
予
定
ノ
出
資

ヲ
ナ
シ
得
ザ
リ
シ
モ
、

林
業
所
ト
シ
テ
ハ
同
社
株
式

ヲ
所
有
シ
ヲ
ラ
ザ
ル
事
ガ
種
々
事
業
上
ノ
不
利
ヲ
来
ス
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
山
下
清
治
（同
社
常

務
）
ヨ
リ
分
譲
ヲ
受
ケ
タ
リ
（註
、
昭
和
十
七
年
五
月
）。

そ
の
後
昭
和
十
九
年

一
月

「宮
崎
県
地
方
木
材
」
が
設
立
さ
れ
る
と
、
二
月

「宮
崎
県
木
材
」
は
同
社
に
合
併
さ
れ
、
さ
ら
に
二
十
年
九

月

「九
州
樅
栂
材
」
も
又
同
社
に
合
併
さ
れ
た
。

「西
播
木
材
統
制
」
は
、
昭
和
十
七
年
五
月
設
立
さ
れ
た
。
同
社
株
式
の
引
受
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。
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兵
庫
県
宍
栗
郡

二
於
テ
ハ
、
隣
接
佐
用
郡
卜
共

二
木
材
ノ
生
産
及
配
給
ノ
統
制
機
関
ト
シ
テ
同
社
設
立
ノ
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
ル
ガ
、
附
近

二
所
管
山
林
約
三
八
〇
町
歩
ヲ
有
ス
ル
林
業
所
戸
倉
事
務
所
ト
シ
テ
ハ
、
日
下
製
材
工
場
建
設
準
備
中

ニ
シ
テ
近
ク
操
業
開
始
ノ
上

ハ

ソ
ノ
製
品
処
分
等

二
付
同
社
卜
密
接
ナ
ル
関
係
ヲ
有
シ
、
同
社

二
出
資
シ
置
ク
ハ
、
将
来
事
業
運
営
上
利
便
不
砂
点

ヲ
思
慮
ノ
上
、　
一

〇
〇
株
引
受
ノ
形
式

ニ
テ
譲
受
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

な
お
同
社
は
昭
和
十
八
年
四
月

「兵
庫
県
木
材
」
に
合
併
さ
れ
、
さ
ら
に

「兵
庫
県
木
材
」
は
同
年
十
二
月

「兵
庫
県
地
方
木
材
」
に
合
併

さ
れ
た
。

（
８２
）

「愛
媛
県
木
材
」
は
昭
和
十
七
年
四
月
設
立
さ
れ
た
ｃ
同
社
株
式
の
引
受
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
ｃ

本
会
社

ハ
木
材
統
制
法

二
依
り
四
國
地
方
ノ
木
材
統
制

二
任
ズ
ベ
キ
、
四
國
地
方
木
材
株
式
会
社
ノ
母
体
ト
シ
テ
設
立
セ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ

ニ
シ
テ
、
愛
媛
県
下
木
材
ノ
統
制
機
関
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
同
県
下
二
広
大
ナ
ル
山
林
ヲ
有
ス
ル
本
社
ト
シ
テ
ハ
事
業
運
営
上
重
大
ナ
ル
関

係
ア
リ
。
且

一
種
ノ
国
策
会
社
ナ
ル
以
上
国
策

二
協
カ
ス
ル
ノ
意
味

二
於
テ
之
ガ
引
受
ノ
コ
ト

ヽ
セ
リ
。

同
社
は
昭
和
十
九
年
七
月
合
併
に
よ
り

「愛
媛
県
地
方
木
材
」
と
改
称
さ
れ
た
。

（
８３
）

「九
州
樫
材
」
は
昭
和
十
七
年

一
月
設
立
さ
れ
た
。
同
社
株
式
取
得
の
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

九
州
樫
材
株
式
会
社

二
於
テ
ハ
、
当
初
募
集
設
立
ノ
筈
ナ
リ
シ
処
、
発
起
設
立
ト
ナ
リ
シ
為
、
予
定
ノ
出
資

ヲ
ナ
シ
得
ザ
リ
シ
モ
、
林

業
所
ト
シ
テ
ハ
同
社

二
参
加
シ
居
ラ
ザ
ル
コ
ト
ガ
種
々
事
業
上
ノ
不
利

ヲ
来
ス
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
ル
為
、
桐
原
篤
造
（註
、
同
社
常
務
）
ヨ

リ
分
譲
ヲ
受
ケ
タ
リ
（註
、
同
年
八
月
）。

（
８４
）

「京
城
薪
炭
」
は
昭
和
十
七
年
十
二
月
設
立
さ
れ
た
。
同
社
株
式
引
受

の
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
ｃ

京
城
（註
、
現
ソ
ウ
と

附
近
ノ
薪
炭
配
給
機
関
ト
シ
テ
京
城
薪
炭
卸
売
商
業
組
合
、
京
城
燃
料
小
売
商
業
組
合
及
朝
鮮
木
炭
協
会
ノ
三

者
鼎
立
シ
ア
リ
シ
ガ
、
此
ノ
種
配
給
ノ

一
元
的
統
制
化
ヲ
図
ル
為
、
当
局
ノ
指
示

二
基
キ
、
之
等
団
体
ヲ
合
併
シ
、
同
社
ヲ
設
立
ス
ル



コ
ト

ヽ
ナ
リ
、
林
業
所

二
対
ス
ル
出
資
方
懇
請
ア
リ
タ
リ
。
林
業
所
ト
シ
テ
ハ
鮮
内

二
於
ケ
ル
事
業
経
営
上
将
来

二
摩
擦
ヲ
顧
慮
シ
引

受
ノ
コ
ト

ヽ
セ
リ
。

「奈
良
県
地
方
木
材
」
は
昭
和
十
九
年
七
月
設
立
さ
れ
た
。
同
社
株
式

の
引
受
事
情
は
次

の
通
り
で
あ
型
。

決
戦
下
林
材
界
ノ
推
移

二
伴
ヒ
、
木
材
統
制
法
ノ
趣
旨

二
基
ク
木
材
生
産
配
給
ノ
実
体
タ
ル
ベ
キ
地
方
木
材
会
社
ノ
設
立
ヲ
喫
緊
ノ
要

務
ト
ナ
ス
ニ
至
り
、
各
地

二
於
テ
モ
県
本
社
（註
、
県
木
材
会
社
）
ヲ
吸
収
合
併
シ
、
地
方
木
材
会
社
ノ
設
立
ヲ
急
ギ
居
ル
情
勢
ナ
ル
処
、

奈
良
県

二
於
テ
モ
奈
良
県
地
方
木
材
ノ
設
立
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト

ヽ
ナ
リ
、
奈
良
県
林
材
ヨ
リ
林
業
所

二
対
シ
出
資
方
懇
請
ア
リ
タ
リ
。
林

業
所

二
於
テ
ハ
奈
良
県
内
ノ
素
材
生
産
実
施
中
ナ
ル
ニ
付
、
地
本
社
（註
、
地
方
木
材
会
社
Ｙ
一対
ス
ル
発
言
権
保
有
ノ
要
ア
ル
コ
ト
及
ビ

将
来
同
県
内

二
於
ケ
ル
製
材
業
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ル
ガ
如
キ
場
合
、
持
株
ガ
条
件
ト
ナ
ル
事
等
今
後
同
県

二
於
ケ
ル
事
業
ノ
発
展

二
備

ヘ

ル
為
、
之
ガ
引
受
ノ
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
リ
。

有
価
証
券
元
帳
の

「
そ
の
他
会
社
」
（
の
株
式
）
の
分
類
中

「
そ
の
他
」

の
業
種
の
株
式
は
、
従
来

「諸
株
」
と
さ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
三

十
年
四
月
か
ら

「雑
株
」
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
主
な
も
の
を
便
宜
的
に

「投
資
」
株
、
「運
輸
通
信
」
株
と
し
て
摘
出
し
て
い
る
。

「投
資
」
株
で
は
、
昭
和
十
六
年
五
月
に
設
立
さ
れ
た

「
日
満
企
業
」
の
株
式
を
引
き
受
け
た
。
そ
の
経
緯
は
次

の
通
り
で
あ
型
。

栗
本
勇
之
助
氏
（註
、
栗
本
鐵
工
所
会
長
）
ヲ
中
心
ト
シ
テ
、
満
洲
国

二
於
ケ
ル
各
種
事
業
ノ
企
劃
、
助
成
、
投
資
並
経
営
其
他

二
関
ス
ル

事
業
遂
行
ノ
ロ
的
ヲ
以
テ
設
立
セ
ラ
レ
、
住
友

二
対
シ
之
ガ
株
式

一
万
株
引
受
方
並
古
田
総
理
事

二
発
起
人
受
諾
方
ノ
懇
請
ア
リ
タ
リ
。

同
社
ノ
事
業
ノ
性
質
並
発
起
人
ノ
顔
触
等
ヨ
リ
考
察
ス
ル
時

ハ
、
遠
カ
ニ
賛
成
シ
難
キ
モ
ノ
ア
ル
モ
、
住
友
ノ
満
洲
ト
ノ
関
係
並
同
社

ノ
国
策
的
意
義
及
他
社
ト
ノ
振
合
上
住
友
ト
シ
テ
応
分
ノ
援
助

ハ
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
可
ク
思
料
セ
ラ
ル

ヽ
二
付
、
就
テ
ハ
総
理
事
個
人
名

義

ヲ
以
テ
発
起
人
ト
ナ
リ
、　
一
万
株
引
受
ノ
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
リ
。

「運
輸
通
信
」
株
で
は

「大
阪
毎
日
新
聞
社
」
株
式
は
す
べ
て
昭
和
十
七
年
七
月
大
阪
毎
日
向
上
会

へ
売
却
さ
れ
た
。
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〇

「満
洲
航
空
」

は
、
昭
和
十
六
年
七
月
二
十

一
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
株
主
総
会
に
提
案
さ
れ
た
定
款
変
更
案

に
よ
れ
ば
、
「満
洲
国

ニ

於
ケ
ル
国
防
力
強
化
ノ
要
請

二
即
応
シ
」
、
倍
額
増
資
（資
本
金
六
Ｏ
Ｏ
Ｏ
万
円
）
が
決
定
さ
れ
た
。
次

い
で
同
日
公
布
さ
れ
た
満
洲
国
勅
令
第

百
七
十
八
号
満
洲
航
空
株
式
会
社
法
に
伴
い
九
月
二
十
四
日
開
催
さ
れ
た
臨
時
株
主
総
会
に
お
い
て
、
同
社
第
十
期
事
業
報
告
書
に
よ
れ
ば
、

「
一
株
ノ
金
額

ハ
五
百
円
ヨ
リ
五
拾
円
ト
ナ
リ
、
従
来
ノ
普
通
株
優
先
株
ノ
区
別

ハ
消
滅
シ
、
株
式
ノ
譲
渡
ノ
制
限
及
株
券
∠
暴
書
ノ
禁
止

ハ
廃
」
止
さ
れ
た
。

「
そ
の
他
」
株
の
中
で
は
、
「大
阪
輸
出
振
興
」
は
、
昭
和
十
六
年

一
月

「
日
本
貿
易
振
興
」

に
吸
収
合
併
さ
れ
、
十
八
年
十

一
月

「
日

本
雑
貨
交
易
統
制
」
と
改
称
し
た
。
そ
の
経
緯
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

其
後
昭
和
十
六
年

一
月

二
至
り
、
全
国
ノ
振
興
会
社
入
社
ヲ
合
併
、
日
本
貿
易
振
興
会
社
ヲ
新
設
シ
タ
ル
ニ
付
、
自
然
新
会
社
ノ
株
式

ヲ
取
得
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
昭
和
十
七
年

一
月
十
五
日
増
資
新
株
式
募
集
超
過
ノ
為
、
同
社
ヲ
通
ジ
大
阪
市
ヨ
リ
四
〇
〇
〇
株
肩
代
リ

ヲ
受
ケ
現
在

二
及
ブ
。

「
日
本
協
同
証
券
」
は
前
述
の
通
り
昭
和
十
六
年
四
月
資
本
金
五
〇
〇
〇
万
円
（半
額
払
込
）
で
公
社
債
及
び
株
式

の
市
価
安
定
を
図
る
目

（
８８
）

的
で
、
設
立
さ
れ
た
。
十
七
年
四
月
戦
時
金
融
金
庫
設
立
の
際
同
社
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。
そ
の
経
緯
は
次

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

日
本
協
同
証
券

ハ
昭
和
十
七
年
四
月
戦
時
金
融
金
庫
新
設
ノ
際
、
同
社

へ
吸
収
セ
ラ
レ
タ
ル
ガ
、
日
本
協
同
証
券
ノ
従
来
株
主

ハ
、
協

同
証
券
株
二
株

二
付
金
融
金
庫
出
資
証
券

一
ロ
ヲ
割
当
テ
ラ
レ
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
、
当
社

二
於
テ
モ
当
時
所
有

二
係
ル
協
同
証
券
株
六

一

〇
〇
株

二
対
シ
三
〇
五
〇
ロ
ノ
出
資
証
券

ヲ
割
当
ラ
レ
タ
リ
。

「
日
本
金
属
配
給
」
は
昭
和
十
七
年

一
月
設
立
さ
れ
た
ｃ
同
社
株
式

の
引
受
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

重
要
産
業
団
体
令

二
基
ク
鉱
山
統
制
会
ノ
設
立

二
伴
ヒ
、
同
統
制
会
ノ
事
業
中
非
鉄
金
属
其
他
鉱
山
統
制
会
会
長
ノ
定
ム
ル
鉱
産
物
ノ

一
元
的
配
給
統
制
機
関
中
下
記
五
統
制
組
合
（日
本
銅
統
制
組
合
、
日
本
鉛
亜
鉛
ア
ン
チ
モ
ン
統
制
組
合
、
錫
統
制
組
合
、
日
本
水
銀



統
制
組
合
、
日
本
硫
黄
統
制
組
合
）
ノ
事
務
、
財
産
、
従
業
員
ノ

一
切
ヲ
継
承
シ
、
各
組
合

二
於
テ
従
来
管
掌
シ
来
リ
タ
ル
物
資

二
付
、

ソ
ノ
業
務
ヲ
行
フ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
今
回
鉱
山
統
制
会
ヨ
リ
鉱
山
統
制
会
会
員

ニ
シ
テ
、
新
会
社
ノ
管
掌
ス
ル
鉱
産
物

ヲ
生
産
ス
ル
モ
ノ

ニ
対
シ
、
株
式

ヲ
割
当
来
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
統
制
会
会
員
タ
ル
当
社
ト
シ
テ
ハ
、
ソ
ノ
株
式
引
受

ハ
当
然
ノ
モ
ノ
ト
思
料
セ
ラ

ル

ヽ
二
付
、
統
制
会
ノ
要
請
通
り
引
受
ノ
コ
ト

ヽ
セ
リ
。

（
９０
）

「
三
井
物
産
」
株
式
は
次

の
よ
う
な
経
緯
で
譲
り
受
け
た
。

明
治
九
年
三
井
物
産
会
社
創
立
。
同
二
十
六
年
合
名
会
社

二
改
組
シ
、
次
デ
四
十
二
年
株
式
会
社

二
改
組
、
資
本
金
二
〇
〇
〇
万
円
ヲ

以
テ
三
井
物
産
株
式
会
社
設
立
ス
。
大
正
七
年
資
本
金
ヲ
一
億
円

二
増
資
、
昭
和
十
二
年
更

二
一
億
五
〇
〇
〇
万
円

二
増
資
ス
。
昭
和

十
五
年
八
月
三
井
関
係
会
社
ノ
中
枢
タ
ル
三
井
合
名
会
社
（資
本
金
三
億
円
）
ヲ
合
併
資
本
金
三
億
四
四
万
円
ト
ナ
リ
、
銀
行
、
信
託
、

生
命
各
社
ヲ
除
ク
三
井
全
事
業
会
社
ノ
株
式
ヲ
所
有
ス
ル
ニ
至
り
、
十
七
年
三
井
家

一
族
所
有
ノ
同
社
株
式

ヲ
縁
故
募
集
セ
ラ
ル
ル
ニ

当
り
、
全
住
友

ニ
テ

一
万
株
ヲ
引
受
ノ
コ
ト

ヽ
ナ
リ
、
本
社
三
〇
〇
〇
株
、
銀
行
五
〇
〇
〇
株
、
金
属
三
〇
〇
〇
株
引
受
ケ
タ
リ
。

昭
和
十
九
年
二
月

「
三
井
物
産
」
は

「株
式
会
社
三
井
本
社
」
に
改
組
さ
れ
た
結
果
、
次
の
よ
う
に
新

「
三
井
物
産
」
株
式
を
引
き
受
け
た
。

三
井
本
社
株
主

二
対
シ
旧
株

一
株

二
付

一
株
、
新
株
二
株

二
対
シ

一
株
ノ
割
合

ヲ
以
テ
、
三
井
物
産
株
式

ヲ
払
込
金
額

ニ
テ
割
当
来
リ

タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
物
産
ノ
業
務
予
想
良
好
（実
際
純
益
税
引
前
年
五
〇
〇
〇
万
円
Ｙ
一
シ
テ
、
配
当
率
亦
六
分
ヨ
リ
八
分
迄
逐
次
増
配
ノ
見

込
ナ
レ
バ
、
有
利
ナ
ル
投
資
物
件
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
割
当
引
受
ケ
リ
。

（資
料
３４
）

大
阪
府
庁

へ
出
頭
ノ
件
（会
社
二
対
ス
ル
国
債
割
当
ノ
件
生こ

昭
和
十
八
年
十

一
月
十
八
日
　
　
住
友
本
社
総
務
部
会
計
課
　
水
島

十

一
月
十
六
日
大
阪
府
振
興
課
ヨ
リ
電
話
ア
リ
。
会
社
積
立
金

二
付
オ
尋
ネ
致
シ
度
キ
ニ
付
、
最
近
ノ
考
課
状
ヲ
持
参
シ
、
十
七
日
午
前
九

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工（
五

一



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工（
五
二

時
迄

二
御
出
願
度
シ
ト
ノ
事
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
、
命

二
依
り
水
島
課
員
出
頭
セ
ル
所
、
要
件
ノ
概
要
左
ノ
通
リ
ナ
リ
シ
ニ
付
、
ル

ニ
供
覧
申
上

グ
。

一
、
参
会
者

府
側
　
　
　
　
振
興
課
　
大
岡
主
事
　
外

一
名

業
者
側
　
　
　
日
本
窒
素
、
東
洋
紡
、
大
阪
商
船
、
南
海
鉄
道
、
関
西
急
行
鉄
道
、
藤
田
組
、
大
丸
、
大
阪
瓦
斯
、
武
田
薬
品
工
業

関
西
配
電
、
内
外
綿
、
住
友
本
社
等
ノ
各
社

一
、
会
社
積
立
金
ノ
見
返
り
資
産
ト
シ
テ
国
債
保
有
ノ
件

「府
当
局

二
於
テ
ハ
現
下
ノ
苛
烈
ナ
ル
決
戦
段
階

二
対
処
ス
ル
貯
蓄
増
強
ノ

一
方
策
ト
シ
テ
、
法
人
積
立
金
ノ

一
部
ヲ
公
債
又

ハ
長
期
預

金
ト
シ
テ
保
有
シ
テ
頂
キ
度
イ
ト
ノ
考

ヘ
ヲ
抱
キ
居
ル
次
第
ナ
ル
ガ
、
之
ガ
前
提
ト
シ
テ
各
社
ノ
実
情

ハ
如
何
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
、
御
伺

ヒ
致
シ
度
キ
ニ
付
、
本
日
御
出
頭
ヲ
願
ヒ
タ
ル
次
第
ナ
リ
」
ト
ノ
前
置
ア
リ
。
次
デ
先
ヅ

「会
社
積
立
金

ハ
如
何
ナ
ル
形

ニ
テ
会
社
内

二
保
留
セ
ラ
レ
居
ル
ヤ
」
ト
ノ
質
問
ア
リ
。
之

二
対
シ
各
社
何
レ
モ

「積
立
金
ノ
見
返
リ
ト
シ
テ
特
定
ノ
資
産

ハ
存
セ
ズ
。
或

ハ
機
械
ト
ナ
リ
居
ル
場
合
モ
ア
リ
、
或

ハ
原
材
料
ト
ナ
リ
居
ル
場
合
モ
ア
リ
」

卜
云
フ
意
味
ノ
回
答

ヲ
為
シ
、
又
日
本
窒
素
、
藤
田
組
、
住
友
本
社
等

ハ

「自
社
事
業
又
ハ
関
係
子
会
社
事
業
ノ
拡
充
ノ
為
、
膨
大
ナ
資
金
ヲ
要
シ
、
何
レ
モ
金
融
機
関
ヨ
リ
所
要
資
金
ノ
借
入
ヲ
為
シ
居
ル
状
態

ナ
レ
バ
、
利
益
ト
シ
テ
回
収
セ
シ
資
金

ハ
直
チ
ニ
拡
充
資
金

二
充
当
シ
居
ル
」
旨

ヲ
述
べ
、
暗

二
積
立
金
ノ
見
返
リ
ト
シ
テ
国
債
保
有
ノ

困
難
ナ
ル
コ
ト
ヲ
表
示
セ
リ
。

南
海
、
関
急
等
ノ
鉄
道
会
社

二
於
テ
ハ

「過
般
運
賃
引
上
ヲ
認
メ
ラ
レ
シ
ガ
、
之

ハ
株
主

二
分
配
ス
ル
コ
ト
ラ
認
メ
ラ
レ
ズ
、
増
益
ノ
半



分

ハ
国
債

ニ
テ
保
有
ス
ベ
シ
ト
ノ
命
令

ヲ
鉄
道
大
臣
ヨ
リ
受
ケ
居
ル
為
、
拡
充
資
金

ハ
結
局
右
国
債
相
当
額
丈
余
分

二
金
融
機
関
ヨ
リ
借

り
居
ル
実
情
ナ
ル
」
旨
ノ
意
見
ア
リ
。
東
洋
紡
辺
リ
ヨ
リ
モ

「
企
業
整
備
ノ
為
供
出
セ
ル
機
械
代
金
等

ハ
、
全
部
国
債
又

ハ
之

二
準
ズ
ル

モ
ノ
ニ
テ
受
入
レ
居
ル
ニ
付
、
莫
大
ナ
額
ノ
モ
ノ
ヲ
既
二
保
有
シ
居
ル
実
情

ニ
ア
ル
」
旨
ノ
表
示
ア
リ
。

之

二
対
シ
当
局
側
ト
シ
テ
ハ

「積
立
金
ノ
現
存
額

二
付
国
債
ノ
保
有
ヲ
強
フ
ル
ハ
無
理
ナ
ラ
ン
ト
考
フ
ル
モ
、
今
後
生
ズ
ル
利
益
中
ヨ
リ

積
立
ツ
ル
積
立
金
ノ
三
割
程
度
デ
モ
国
債
ヲ
持

ツ
テ
貰
フ
訳

二
行
カ
メ
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
」
ト
ノ
質
問
ア
リ
。
之

二
対
シ
業
者
側
ヨ
リ

「先
般
資
本
金
ノ
千
分
ノ
三
程
度
ノ
国
債
ヲ
保
有
セ
ラ
レ
度
シ
ト
ノ
懲
憑
ヲ
受
ケ
シ
ガ
、
本
件

ハ
ア
ノ
分
ト
ハ
別
個

ニ
オ
考

ヘ
ノ
モ
ノ
ナ

リ
ヤ
」
ト
ノ
質
問
ア
リ
。
府
側
ヨ
リ

「
ア
ノ
分
ト
ハ
別
個

二
考

へ
居
ル
」
旨
ノ
回
答
ア
リ
タ
ル
ニ
対
シ

「千
分
ノ
三
程
度
ナ
ラ
バ
何
ト
カ
考

へ
得
ル
カ
ト
思

ハ
ル

ヽ
モ
、
夫
レ

以
上
加

ハ
ル
コ
ト
ハ
余
程
困
難
卜
思

ハ
ル
」

ヽ
旨
ノ
意
見
開
陳
セ
ル
向
（藤
田
組
）
ア
リ
。
各
社
共
法
人

二
国
債

ヲ
割
当
テ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
ノ

困
難
ナ
ル
コ
ト
ラ
、
夫
々
間
接
的
事
情
説
明
ヲ
以
テ
表
示
ス
ル
所
ア
リ
。

更

二
府
側

二
於
テ
ハ

「公
債

ハ
金
ガ
要
ル
時
他
ノ
証
券
等

二
比
シ
融
資

ヲ
受
ク
ル
上

二
於
テ
融
通
性

ヲ
有

ス
ル
モ
ノ
ト
考

へ
得
ル
故
、

力

ヽ
ル
点
ヨ
リ
云

ヘ
バ
公
債
を
持
タ
ル
ヽ
共
、
些
シ
タ
ル
支
障
ナ
キ
ニ
非
ズ
ヤ
」
又

「要
ス
ル
ニ
会
社
ノ
カ
ノ
範
囲
内
デ
持

ツ
テ
貰
ヒ
度

イ
ト
云
フ
趣
旨
ナ
レ
バ
、
経
費
ノ
節
減
等
ヲ
図
り
持
ツ
様
サ
レ
度
シ
」
ト
ノ
希
望
ア
リ
。

之
ヲ
以
テ
本
件

二
関
ス
ル
応
答

ヲ
終
レ
リ
。
（後
略
）

（資
料
３５
）

覚
　
　
　
童
只
註
、
株
式
交
換
覚
書
）

株
式
会
社
住
友
本
社
（以
下
甲
卜
称
ス
）
、
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
（以
下
乙
卜
称
ス
）
、
住
友
通
信
工
業
株
式
会
社
（以
下
丙
卜
称
ス
）
ノ
三

者
卜
重
宗
雄
三
（以
下
丁
卜
称
ス
）
ト
ハ
昭
和
十
八
年
二
月
二
十
七
日
附
ヲ
以
テ
甲
、
乙
及
丙
卜
株
式
会
社
明
電
舎
ト
ノ
間

二
締
結
セ
ラ
レ
タ

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工（
五
三
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株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工（
五
四

ル
覚
書
ノ
趣
旨

二
鑑
ミ
甲
、
乙
及
丙
ノ
所
有

二
係
ル
乙
、
丙
及
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
ノ
株
式
卜
丁
ノ
提
供

二
係
ル
株
式
会
社
明
電
舎
ノ

株
式
ト
ラ
交
換
ス
ル
コ
ト
ト
シ
之

二
関
ス
ル
覚
書
ヲ
取
交
ス
コ
ト
左
ノ
如
シ

第

一
条
　
甲
、
乙
及
丙

ハ
其
ノ
所
有

二
係
ル
乙
、
丙
及
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
ノ
株
式

ヲ
左
記

二
依
り
丁

二
提
供
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

（イ
）

甲

ハ
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
ノ
株
式

一
万

一
千
株
（但

一
株
ノ
額
面
五
十
円
、
全
額
払
込
済
）

（
口
）

乙
ハ
丙
ノ
株
式
八
千
株
（但

一
株
ノ
額
面
五
十
円
、
全
額
払
込
済
）

（
ハ
）

丙

ハ
乙
ノ
株
式
八
千
株
（但

一
株
ノ
額
面
五
十
円
、
全
額
払
込
済
）

第
二
条
　
丁

ハ
株
式
会
社
明
電
舎
ノ
株
式
三
万
株
（但

一
株
ノ
額
面
五
十
円
、
全
額
払
込
済
）
ヲ
甲
、
乙
及
丙

二
夫
々

一
万
株
宛
提
供
ス
ル
モ

ノ

ト

ス

第
三
条
　
第

一
条
及
第
二
条

二
依
ル
株
式
交
換
ノ
評
価
基
準

ハ
大
阪
株
式
取
引
所
仲
値
ノ
昭
和
十
八
年
二
月
仲
平
均
価
額
ヲ
参
酌
シ
、
乙
ノ

株
式

一
株

二
付
金

一
百
三
十
円
也
、
丙
ノ
株
式

一
株

二
付
金

一
百
三
十
五
円
也
、
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
ノ
株
式

一
株

二
付
金
九
十

八
円
也
、
株
式
会
社
明
電
舎
ノ
株
式

一
株

二
付
金

一
百
八
円
也
ト
シ
交
換
株
式
ヲ
右

二
依
り
評
価
シ
タ
ル
結
果
生
ス
ヘ
キ
差
額

ハ
左
記

二
依
り
現
金

ヲ
以
テ
決
済
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

（
イ
）

甲
ヨ
リ
丁

二
対
シ
金
二
千
円
也

（
口
）

丙
ヨ
リ
丁

二
対
シ
金
四
万
円
也

第
四
条
　
甲
、
乙
及
丙

ハ
本
覚
書
第
二
条

二
因
り
取
得
セ
ル
株
式
会
社
明
電
舎
ノ
株
式

ヲ
第
三
者

二
売
却
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
、
但
シ
丁
ノ
諒

解
ヲ
得
タ
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
リ
エ
ア
ラ
ス

第
五
条
　
丁

ハ
本
覚
書
第

一
条

二
因
り
取
得
セ
ル
乙
、
丙
及
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
ノ
株
式

ヲ
第
三
者

二
売
却
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
但
シ
甲
、

乙
及
丙
ノ
諒
解
ヲ
得
タ
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
リ
エ
ア
ラ
ス



本
覚
書
ヲ
証
ス
ル
為
本
書
四
通
ヲ
作
成
シ
当
事
者
各

一
通
ヲ
保
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

昭
和
十
八
年
二
月
二
十
七
日

甲
　
　
　
　
大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
二
十
二
番
地

株
式
会
社
住
友
本
社

代
表
取
締
役
　
　
　
　
古
　
田
　
俊
之
助

乙
　
　
　
　
大
阪
市
此
花
区
恩
貴
島
南
之
町
六
十
番
地

住
友
電
気
工
業
株
式
会
社

社
長
　
　
　
　
　
　
　
別
　
宮
　
貞
　
俊

丙
　
　
　
　
東
京
市
芝
区
三
田
四
國
町
二
番
地

住
友
通
信
工
業
株
式
会
社

社
長
　
　
　
　
　
　
　
梶
　
井
　
　
　
剛

丁
　
　
　
　
東
京
市
品
川
区
東
大
崎
三
丁
目
二
百
二
十
六
番
地

重
　
一ホ
　
雄
　
一二

（資
料
３６
）

覚
　
　
　
童
只
註
、
友
好
覚
書
）

株
式
会
社
住
友
本
社
（以
下
甲
卜
称
ス
）
、
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
（以
下
乙
卜
称
ス
）
、
住
友
通
信
工
業
株
式
会
社
（以
下
丙
卜
称
ス
）
ノ
三

者
卜
株
式
会
社
明
電
舎
（以
下
丁
卜
称
ス
）
ト
ハ
、
今
般
昭
和
十
八
年
二
月
二
十
七
日
附
ヲ
以
テ
甲
、
乙
及
丙
卜
丁
ノ
株
主
タ
ル
重
宗
雄
三
ト

ノ
間

二
締
結
セ
ラ
レ
タ
ル
覚
書

二
基
キ
甲
、
乙
及
丙

ハ
夫
々
丁
ノ
株
式

一
万
株
宛

ヲ
取
得
シ
、
丁
ノ
株
主
タ
ル
重
宗
雄
三

ハ
乙
ノ
株
式
八
千

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工（
五
五
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）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工（
五
六

株
、
丙
ノ
株
式
八
千
株
、
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
ノ
株
式

一
万

一
千
株

ヲ
取
得
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
タ
ル
ヲ
機
会
ト
シ
テ
、
従
来
甲
、
乙
及

丙
卜
丁
ト
ノ
間

二
存
在
セ
ル
事
業
的
友
好
関
係
ヲ
更

二
緊
密
化
シ
以
テ
其
ノ
共
存
共
栄

ヲ
図
ラ
ン
カ
為
之

二
関
ス
ル
覚
書
ヲ
取
交
ス
コ
ト
左

ノ
如
シ

第

一
条
　
甲
、
乙
及
丙

ハ
丁
ノ
事
業
ヲ
援
助
シ
其
ノ
拡
充

二
協
カ
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
条
　
甲
、
乙
及
丙

ハ
丁
カ
ロ
下
立
案
中
ノ
増
資
計
董

二
協
カ
シ
之
ヲ
側
面
ヨ
リ
援
助
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
三
条
　
丁

ハ
甲
、
乙
及
丙
ヲ
始
メ
ト
ス
ル
住
友
連
系
各
社

二
対
ス
ル
今
後
ノ
製
品
納
入
額
ヲ
極
力
増
加
シ
誠
意

ヲ
以
テ
其
ノ
受
註
消
化

ニ

努
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

本
覚
書
ヲ
証
ス
ル
為
本
書
四
通
ヲ
作
成
シ
当
事
者
各

一
通
ヲ
保
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

昭
和
十
八
年
二
月
二
十
七
日

甲
　
　
　
　
大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
二
十
二
番
地

株
式
会
社
住
友
本
社

代
表
取
締
役
　
　
　
　
古
　
田
　
俊
之
助

乙
　
　
　
　
大
阪
市
此
花
区
恩
貴
島
南
之
町
六
十
番
地

住
友
電
気
工
業
株
式
会
社

社
長
　
　
　
　
　
　
　
別
　
宮
　
貞
　
俊

丙
　
　
　
　
東
京
市
芝
区
三
田
四
回
町
二
番
地

住
友
通
信
工
業
株
式
会
社

社
長
　
　
　
　
　
　
　
梶
　
井
　
　
　
剛



丁

東
京
市
品
川
区
東
大
崎
二
丁
日
二
百
七
十
六
番
地

株
式
会
社
明
電
舎

取
締
役
社
長
　
　
　
　
重
　
一ホ
　
雄
　
一二

四

資

金

調

達

昭
和
十
五
年
末
の
住
友
全
事
業
の
資
金
繰
り
に
お
い
て
、
住
友
銀
行
か
ら
の
借
入
金
残
高
は
二
億
二

一
八
万
円
と
銀
行
総
貸
出
の
一
〇
％

を
超
え
た
。
特
に
特
定
関
係
会
社
で
あ
る
日
本
電
気
に
対
す
る
融
資
が
著
し
く
増
加
し
た
た
め
、
銀
行
側
は
日
本
電
気
を
も
連
系
会
社
に
含

め
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
結
果
銀
行

の
総
預
金
に
対
し
て
九

・
八
％
と
、
こ
の
ま
ま
で
は
本
社
と
銀
行
の
間
で
取
り
決
め
ら
れ
た
総

預
金

の
一
割
と
い
う
貸
出
限
度
を
昭
和
十
六
年
に
は
突
破
す
る
こ
と
が
確
実
と
な
り
、
十
六
年
初
頭
総
預
金
か
ら
本
社

・
連
系
会
社
の
預
金

を
差
し
引
い
た
金
額
の
一
割
を
純
貸
出
（本
社

・
連
系
会
社
に
対
す
る
貸
出
額
か
ら
本
社

・
連
系
会
社
の
預
金
を
差
し
引
い
た
金
額
）
限
度
と
す
る
こ

と
に
改
め
ら
れ
た
■
株
式
会
社
住
友
本
社
（上
ど

資
料
１６
）ｏ
そ
し
て
こ
の
取
り
決
め
の
検
証
は
、
十
六
年
以
降
住
友
銀
行
側
の
資
料
に
基
づ
く

こ
と
と
な

っ
た
（第
３０
表
、
但
し
期
末
の
数
字
の
み
表
示
し
、
参
考
ま
で
に
本
社
側
資
料
に
基
づ
く
試
算
結
果
も
併
示
し
た
）
ｃ

昭
和
十
六
年

の
金
融
情
勢
の
見
通
し
は
、
四
月
に
開
催
さ
れ
る
主
管
者
協
議
会

の
総
理
事
訓
示
の
た
め
に
、
三
月
初
旬
総
務
部
会
計
課
が

用
意
し
た
草
稿
に
よ
れ
ば
、
次

の
通
り
で
あ

っ
た
。

資
金
問
題

二
付

一
言
申
上
ゲ
度
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
。

御
承
知
ノ
通
我
ガ
各
工
場
並
鉱
山

二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
、
何
レ
モ
其
ノ
性
質
上
事
変
以
来
大
規
模
ナ
生
産
カ
ノ
拡
充
並
関
係
子
会
社
網
ノ

培
養

二
努
カ
セ
ラ
レ
ツ
ヽ
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
半
面
此
等

二
要
ス
ル
設
備
資
金
、
運
転
資
金
並
投
資
資
金

ハ
年
々
著
増
ノ
趨
勢
ヲ

第
三
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昭和16年末 17年 末 18年 末 20年 3月 末 備考

住友銀行

1 本社側資料による

本社・連系会社向け貸出

本社・連系会社の預金

A
B
C総貸出

A/C× 100(%)

総預金

A/D× 100(%)

純貸出

D― B

(A― B)/(D― B)X100(%)

D

A― B

28,947

7,634

199,077

1イ δ

300,746

9δ

21,313

293,112

7θ

35,209

8,543

220,096

1δ θ

352,974

fθ θ

26,666

344,431

77

50,753

13,783

337,523

fδ θ

492,537

fθ θ

36,970

478,754

7/‐

124,768

21,407

584,721

2f θ

706,397

f77
103,361

684,990

」δ′

①

　

①

2 銀行側資料による

本社・連系会社向け貸出

本社・連系会社の預金

A
B
C総貸出

A/C× 100(%)

総預金

A/D× 100(%)

純貸出

D― B

(A― B)/(D― B)× 100(%)

D

A― B

31,908

10,866

183,402

f7`θ

273,049

ff 69

21,043

262,183

∂ θθ

39,405

12,750

215,140

ゴθ θ2

326,653

12 θδ

26,655

313,903

∂
`9

50,803

16,860

294,534

f725
421,213

12 θδ

33,943

404,353

θ 39

軍需融資

指定金融

機関制度

の発足に

伴い未算

出

②

②

③

　

③

住友信託

1 本社側資料による

本社 連系会社向け貸出 A
総貸付        B
A/B× 100(%)

金銭信託 CA/C× 100(%)

8,779

29,891

29`
53,285

2δ 5

7,989

29,955

2δ 7

60,227

′θ θ

12,312

37,013

33θ

74,644

2δ δ

8,404

49,986

f6∂

88,543

θ 5

④

　

④

2 信託側資料による

本社・連系会ネt向 け貸出 A
総貸付        B
A/B× 100(%)

指定金銭信託     C
A/C× 100(%)

貸付極度額   C× 20%

10,459

29,671

352
53,080

f97
10,616

10,594

28,474

θ72
59,720

ゴ/‐ 7

11,944

12,312

33,593

θδ 7

70,851

f7`
14,170

②

⑤

　

⑤

第30表 住友銀行・住友信託の本社・連系会社向け貸出比率の推移
(単位 :万 IJ、 万円未満四捨 ′1人 、イタリックは %)

註 l1316年 実際報,i書 11末 残高、17年以降銀行 B/S llし 18年 末は19113り l末残高,

211本
`L気

を含む。
0サ jr均 (12サ 1)IIK高 。

`,16年

実際:‖『F占 11度 末(11月 末)残 高、17年 以降イ,itt B/S llし 18年 末は19年 3'1末 残高.

0年末残高,
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示
シ
マ
シ
テ
、
本
年
度
ノ
如
キ
全
住
友
ノ
年
間
所
要
資
金

ハ
、
実

二
二
億
円
ノ
巨
額

二
垂
ン
ト
ス
ル
状
勢
ヲ
示
ス
ニ
至

ツ
テ
居
ル
ノ
デ

ア
リ
マ
ス
。

所
ガ

一
方
各
事
業

二
対
シ
資
金
ノ
供
給
ヲ
為
ス
立
場

二
在
ル
本
社

ハ
、
其
ノ
性
質
上
発
展
カ

ニ
限
度
ガ
ア
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
今
日

迄
種
々
ノ
方
策
ヲ
講
ジ
テ
ハ
来

マ
シ
タ
ガ
、
今
ヤ
多
額
ノ
借
入
金
ヲ
擁
ス
ル
ニ
至
ツ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

又
金
融
部
門
二
於
カ
レ
マ
シ
テ
ハ
、
夫
々
資
金
ノ
集
中

二
非
常
ナ
苦
心
ヲ
払

ハ
レ
、
着
々
成
績
ヲ
奉
ゲ
テ
居
ラ
レ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、

蒐
集
資
金
ノ
中
相
営
部
分

ハ
優
先
的

二
公
債
ノ
引
受
、
共
同
融
資
等
國
権
ノ
命
ズ
ル
方
向

二
振
向
ケ
ル
ヲ
要
ス
ル
等
ノ
事
情

二
在
リ
マ

ス
為
、
我
ガ
産
業
部
門

二
供
給
シ
得
ル
資
金

ニ
ハ
自
ラ
限
度
ガ
ア
ル
様
ナ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。

斯
ノ
如
キ
事
情
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
全
住
友
ノ
資
金
問
題

二
付
キ
マ
シ
テ
ハ
、
今
後
余
程
真
剣
ナ
考
慮
ガ
必
要
ト
ナ
ツ
テ
参

ツ
テ
居
ル
ノ

デ
ア
リ
マ
ス
。
本
社

二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
、
常
々
事
業
計
画
卜
資
金
計
画
ト
ヲ
呪
ミ
合
セ
、
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、

然
シ
之

ハ
本
社
文
デ
考

ヘ
テ
片
付
ク
問
題
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
。
産
業
部
門
並
金
融
部
門
御
担
当
ノ
各
位
ノ
真
剣
ナ
ル
御
協
カ
ヲ
侯

ツ
テ
、

始
メ
テ
全
住
友
事
業
ノ
円
滑
ナ
ル
遂
行
ガ
期
待
セ
ラ
ル

ヽ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

就
キ
マ
シ
テ
ハ
産
業
部
門
御
担
当
ノ
各
位

二
於
カ
レ
マ
シ
テ
モ
、
斯
カ
ル
事
情
ヲ
篤
卜
考
慮
セ
ラ
レ
、
今
後

ハ
事
業
計
画
卜
資
金
計
画

ノ
表
一暴
一
体
関
係
ヲ
一
層
深
ク
認
識
セ
ラ
レ
タ
ル
上

ニ
テ
、
諸
般
ノ
企
画
並
事
業
ノ
運
営
等

二
当
ラ
レ
タ
ク
、
且
前
途
両
三
年
位

二
亘

ル
見
透
シ
ハ
常

二
樹
テ

ヽ
置
カ
レ
ル
コ
ト
緊
要
卜
考

ヘ
ル
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。

又
金
融
部
門
御
担
当
ノ
各
位

二
於
カ
レ
マ
シ
テ
モ
、
本
社
並
産
業
部
門
ノ
事
情
ヲ
充
分
御
了
解

ニ
ナ
リ
、
此
等
ノ
資
金
計
画
ガ
円
滑

ニ

遂
行
セ
ラ
レ
マ
ス
様
、
今
後
共

一
層
積
極
的
ナ
ル
御
協
カ
ヲ
希
望
致
シ
テ
置
ク
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。
　
　
　
　
　
　
　
以
上

し
か
し
な
が
ら
十
六
年
の
資
金
需
要
は
、
当
初
の
予
想
に
反
し
秋
口
に
至
る
ま
で
小
康
状
態
を
保

っ
て
い
た
。
こ
の
原
因
を
二
億
円
を
超

え
る
住
友
全
事
業
支
出
の
半
ば
を
占
め
る
住
友
金
属
を
例
に
探
る
と
（第
３‐
表
）
、
昭
和
十
四
年
以
来
建
設
中
の
神
崎
工
場
が
十
六
年
四
月
プ

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工（
五
九



第
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株
式
会
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住
友
本
社

（中
）

エハ
エハ
（）

ロ
ペ
ラ
製
造
所
神
崎
支
所
と
し
て
、
又
名
古
屋
工
場
が
同
九
月
名
古
屋
軽
合
金
製
造
所
と
し
て
開
所
し
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
工
場
の
一
部

の
操
業
に
と
ど
ま
り
、
建
設
は
和
歌
山
工
場
、
製
鋼
所
北
工
場
等
と
共
に
引
き
続
き
急
い
で
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
進
捗
ぶ
り
は
次

の

よ
う
な
事
情
で
決
し
て
は
か
ば
か
し
く
な
か
っ
た
た
め
で
あ
濯
。

然
し
な
が
ら
是
等

の
建
設
起
業
も
漸
く
進
捗
に
困
難
を
感
ず
る
に
至

つ
た
。
そ
れ
は
本
邦
経
済
の
基
本
的
な
縮
小
過
程
に
入

つ
た
こ
と

を
証
す
る
も
の
で
、
当
社
の
起
業
が
殆
ど
航
空
機
や

兵
器
類
の
当
時
の
生
産
拡
充
政
策
と
し
て
の
最
重
点

に
位
す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、　
一
つ
に

は
政
府
の
経
済
計
画
に
於
け
る
重
点
政
策
の
不
徹
底
、

一
つ
に
は
本
邦
の
経
済
力
に
対
し
て
過
大
な
計
画
で

あ
つ
た
た
め
、
又

一
つ
に
は
国
際
経
済
の
梗
塞
か
ら

当
社
の
新
工
場
建
設
起
業
に
資
材
入
手
難
を
来
し
た

の
で
あ
る
。

例
え
ば
本
邦
諸
機
械
特
に
工
作
機
械
の
水
準
が
低
位

の
た
め
新
工
場
の
機
械
設
備
は
多
く
海
外
米
独
よ
り

の
輸
入
に
倹
た
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
が
、
米
国
に
於

い
て
は
軍
拡
、
重
工
業
の
繁
忙
、
対
日
警
戒
の
た
め
、

又
独
逸
は
欧
州
に
於
て
戦
争
遂
行
中
の
た
め
、
何
れ

も
既
に
輸
入
は
困
難
と
な
り
、
そ
の
国
産
品
に
よ
る

事業収支表
(中 位 :T円 、1支 出超 )

る.鐘 業(「 18年 J lllH‐ 18年 1ナ j～ 19年 3サ j、 「19111り 1-20113サ l」 欄 ‐19年 4月

行 1斉 みであ り、 本|卜 に対 してのみ″下年の決算を‖ F「 していたため )、  化学 I:業 (絆下

18年 19年 1月 ～20年 3月

起業支出
固定財産1又 支

有価証券
‖又  支

事業収支
起業支出
固定財Fi収支

有価証券
収  支

事業収支

△4,

△11,743

△251,574

△13,896

△37,896

△4,195

△2,692

△174

△5,931

△140

△H,228

△24,775

△42,172

△406,416

△38,466

△7,532

△52,750

△15,488

△7,406

△4,906

△1,175

2,578

△948

△10

△12,188

△99,825

△33,297

△34,281

△246,236

△47,326

△37,524

△4,104

△6,873

△1,241

△13,247

1,340

852

△30,213

△59,314

△478,167

49,803

△27,329

△241,198

△24,354

△105,246

△335

△8,671

△265

△6,933

1,340

△6,340

△7,023

△28,151

△454,505

△60,774

△27,753

△69,261

△25,225

△18,508

△4,913

Δ8,885

△578

297

△2,522

4,181

△4,446

△20,255

△177868

△132,458

Δ65,283

△626,808

△101,704

△140,539

△9,699

△26,876

1,829

△8,877

△4,616

4,471

△20,413

△105,395

△1103910

△411,206 △138,291 △511 △404702 △238642 △1,236,368



代
替
を
己
む
な
く
さ
れ
た
。
国
産
機
械

は
性
能
が
劣

る
ば
か
り
で
な
く
、
大
型

の
も

の
或

は
特
殊
な
も

の

に
は
全
く
未
経
験

の
も
の
も
あ
り
、
専
ら
従
来

の
輸

入
品

の
模
作

に
努

め
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

（中
略
）

当
社
和
歌
山
工
場

の

一
万
三
千
ト
ン
プ
レ
ス
は
大
平

洋
戦
争
開
戦
迄

に
ア
メ
リ
カ
よ
り
そ
の
主
体
を
大
半

入
手
出
来
た
が
、
そ
の
附
属
設
備

の
国
内
生
産
が
進

ま
ず
、
遂

に
終
戦
ま
で
本
格
的

の
稼
働

は
出
来
な
か

つ
た
。
尚
国
産
品

の
使
用
は
却

て
費
用

の
増
大

と
な

る
場
合
が
あ
り
、
又
諸
種
資
材

の
入
手
難
が
度

び
度

び
の
計
画
変
更
を
余
儀
な
く
さ
せ
、
又
政
府

や
軍

の

生
産
計
画
も
し
ば
し
ば
変
更
せ
ら
れ
て
、
起
業
計
画

を
少
な
か
ら
ず
混
乱
さ
せ
た
の
で
あ

つ
た
。

こ
の
結
果
昭
和
十
六
年
上
期

（四
―
九
月
期
、
住
友
金
属

は
昭
和
九
年
四
月
以
降
政
府
の
会
計
年
度
に
合
わ
せ
た
決
算
期

に
移
行
し
て
お
り
、
住
友
本
社
に
は
別
途
従
来
通
り
暦
年
の
数

字
を
報
告
し
て
い
た
）
の
同
社

の
決
算
報
告
書

に
よ
れ
ば
、

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

エハ
エ（　一

註 :19年 以降決算 IUlを 肝年か ら年度に変更したため、19年 1-3り l薄 lを特別決算 とした。中1し 次の例外があ

～20年 3月 、18年 7月 ～19年 3月 決算をおこなったため )、 金属 I:業 (同 it、 H召 和 9年 ll降年度決勢:へ 移

年どお り llLオ 1年 度に合わせて年度決算へ f多 行せず、い年決

'γ

を続行 したため),

第31表 住友本社・連系会社

会  社  名

昭和 16年 17年

起業支出

固定財産収支
有価証券
J又  支

事業収支
起業支出・

|]定財産1又 支
有価証券
J又   支

事業収支

住友本社

連系会社

銭 業

金属工業

電気 [1業

化学工業

アルミニウム製錬

機械 [:業

四國中央 共Fl電 力

満洲金属工業

倉 庫

ビルデイング

大阪北港

土地工務

朝鮮軽金属

通信 1:業

/1ヽ  言十

△10,979

△12,188

△82,252

△4,227

△14,840

△6,732

△5,355

11,959

△6,516

1,716

2

Δ695

△H9130

△12,392

△6,373

Δ17.574

△3,444

△5,285

△313

△1,532

△12,617

Δ301

△580

△388

△48,410

△21,052

△20,729

△106,773

△8,168

△14,895

△8,103

△11,095

△8,953

△10,397

2,289

259

△740

△187,308

△8,371

△H,659

△127,129

△6,032

△28,261

△2,979

△3,076

2,500

△8,237

△572

△13

△449

△185,912

△23,881

△3,246

△15,854

△4,542

△2,903

△80

△618

△2,804

△62

△162

△30,275

△13,406

△13,601

△144,996

△5,483

△32,245

2,321

△5,706

11,803

△4,184

2,981

265

218

△188628

△130 110 Δ60.803 △208,361 △194,283 △54,156 △202035
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同
期
の
起
業
予
算
三
億
八
九
〇
〇
万
円
に
対
し
支
出
額
は

一
億
四
七
〇
〇
万
円
と
支
出
割
合
は
三
八
％
に
と
ど
ま
つ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
十
六
年
七
月
の
日
本
軍
の
南
部
仏
印
進
駐
と
こ
れ
に
対
す
る
米
国
の
在
米
日
本
資
産
の
凍
結
後
の
日
米
関
係
の
悪
化
か
ら
軍
部

が
戦
争
準
備
に
入

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
第
四

・
四
半
期
（十
１
十
二
月
期
）
に
入
る
と
住
友
金
属
の
起
業
支
出
は
そ
れ
ま
で

月
平
均
四
七
〇
万
円
の
ベ
ー
ス
で
あ

っ
た
の
が
、
十
月
七
八
四
万
円
、
十

一
月
六
七
三
万
円
、
さ
ら
に
十
二
月
に
は

一
七
九
五
万
円
と
い
う

四
半
期
分
に
相
当
す
る
よ
う
な
設
備
投
資
が
行
わ
れ
、
十

一
月
に
は
資
金
シ
ョ
ー
ト
を
来
し
て
資
金
計
画
は
破
綻
し
た
。
こ
れ
を
賄
う
た
め

に
前
年
末
二
億
円
を
超
え
た
住
友
全
事
業
の
住
友
銀
行
借
入
金
は
日
本
電
気
を
含
め
る
と
十
六
年
末
に
は
三
億
円
を
超
え
、
八
％
前
後
で
推

移
し
て
い
た
銀
行
か
ら
の
新
た
な
借
入
比
率
は
十
月
八

・
四
四
％
、
十

一
月
八

・
六
八
％
と
、
限
度
の
一
〇
％
に
迫
る
上
昇
ぶ
り
を
示
し
、

年
末
が
懸
念
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
金
属
工
業
の
社
債
発
行

一
五
〇
〇
万
円
に
よ
り
辛
く
も
借
入
比
率
を
八

・
〇
三
％
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ

っ
て
、
住
友
本
社
と
し
て
は
連
系
会
社
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
再
検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

０
　
財
務
委
員
会
の
設
置

昭
和
十
六
年
十

一
月
二
十
二
日
住
友
本
社
理
事
会
は
財
務
委
員
会

の
設
置
を
決
定
し
、
二
十
六
日
各
連
系
会
社
主
管
者

の
他
日
本
電
気
、

日
本
板
硝
子
、
土
肥
金
山
、
静
狩
金
山
、
大
日
本
鍍
業
、
北
支
産
金

の
特
定
関
係
会
社
六
社
の
主
管
者
に
も
財
務
委
員
会
規
程
を
送
付
し
た

（資
料
３７
）ｏ

こ
の
起
案

の
原
案
と
な

っ
た
起
案

「金
融
委
員
会
設
置
ノ
件
」
は
、
十
月
十
日
に
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
金
融
情
勢
の
変
調

は
既
に
第
四

・
四
半
期
の
冒
頭
に
は
察
知
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
開
戦
前
夜

の
時
局
を
反
映
し
て
、
設
備
拡
張
の
規
模
は
そ
の

予
想
を
超
え
て
拡
大
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
続
い
て
十
二
月
五
日
に
は
第

一
回
財
務
委
員
会
を
十
二
月
九
日
に
開
催
す
る
旨

の
招
集
通
知
が

遠
隔
の
満
洲
金
属
、
静
狩
金
山
、
北
支
産
金
三
社
を
除
く

一
八
社

の
主
管
者
に
出
状
さ
れ
た
。
し
か
し
十
二
月
八
日
日
本
は
対
米
英
宣
戦
を

布
告
し
、
太
平
洋
戦
争
が
開
始
さ
れ
た
た
め
、
九
日
の
会
議
は
無
期
延
期
と
な

っ
た
。
こ
の
会
議
は
翌
十
七
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
が
、
財



務
委
員
会
の
実
質
的
な
機
能
は
、
本
社
常
務
理
事
総
務
部
長
北
沢
敬
二
郎
（財
務
委
員
長
）
、
経
理
部
長
小
林
晴
十
郎
（財
務
副
委
員
長
）、
総
務

部
会
計
課
長
中
田
直
三
郎
、
商
工
課
長
神
田
勇
吉
、
鉱
山
課
長
津
田
久
（十
七
年
四
月
日
向
方
齊
呈
父
代
）
、
銀
行
常
務
原
田
精
市
（Ｔ
５
東
京
高

商
専
攻
部
）
、
内
国
課
長
丸
山
徳
二
郎
（Ｔ
７
東
京
高
商
、
十
七
年
三
月
長
谷
川
元
（Ｔ
⊇
示
大
経
）
笙
父
代
）
、
信
託
常
務
福
山
善
治
郎
（Ｔ
５
東
大
経
）
、

営
業
部
長
南
通
太
（Ｍ
４４
山
里
局
商
）
の
各
委
員
を
以
て
構
成
さ
れ
る
常
任
委
員
会
に
あ

っ
た
。

常
任
委
員
会
は
、
十
六
年
十
二
月
十
五
日
を
皮
切
り
に
十
七
年
十

一
月
ま
で
計

一
〇
回
開
催
さ
れ
、
そ
の
テ
ー
マ
は
そ
の
時
々
の
問
題
処

理
と
資
金
需
要
の
大
宗
を
な
す
主
要
五
社

の
資
金
計
画
の
審
査
で
あ

っ
た
。
問
題
処
理
と
し
て
は
、
第
二
回
（卜
七
年
二
月
）十
七
年
度
総
会

計
見
積
書
収
支
及
そ
の
見
直
し
、
第
三
回
（四
月
）信
託
利
上
げ
問
題
、
第
四
回
（五
月
）関
係
会
社
融
資
、
第
七
回
（九
月
）敵
産
管
理
株
式
処
分

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
主
要
五
社
の
資
金
計
画
と
し
て
は
、
次
の
通
り
順
次
決
定
さ
れ
た
。

回
数
　
　
　
開
催
年
月
　
　
　
会
社
名
　
　
出
席
者

第

一
回
　
　
十
六
年
十
二
月
　
金
属
工
業
　
経
理
部
長
菊
池

一
雄
（Ｔ
７
東
大
法
）

第

一
〇
回
　
十
七
年
十

一
月
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
〃

第
五
回
　
　
　
　
　
　
七
月
　
日
本
電
気
　
常
務
佐
伯
長
生
（Ｔ
７
東
大
法
）
、
経
理
部
副
長
大
沢
忠
蔵
（Ｔ
Ｈ
東
京
高
商
専
攻
部
）

第
八
回
　
　
　
　
　
　
十
月
　
　
〃
　
　
　
以
上
の
他
専
務
梶
井
剛
（Ｍ
４５
東
大
工
・
電
）

第
六
回
　
　
　
　
　
　
九
月
　
鍍
業
　
　
　
社
長
三
村
起

一
（Ｔ
３
東
大
法
）
、
常
務
飯
田
弥
五
郎
（Ｍ
４５
東
京
高
商
専
攻
部
）
、
経
理
部
長
安

井
冨
士
三
（Ｔ
９
東
大
経
）
、
会
計
課
長
塩
沢
信
濃
（ｓ
５
東
大
経
）

機
械
工
業
　
専
務
三
村
起

一
、
総
務
部
長
高
橋
又
次
郎
（Ｔ
５
東
大
経
）
、
総
務
部
副
長
金
子
守
也
（Ｔ
９
東

大
経
）

第
九
回
　
　
　
　
　
　
十
月
　
化
学
工
業
　
常
務
続
城
（Ｍ
４４
東
京
高
商
）
、
総
務
部
長
森
本
健
蔵
（Ｍ
４４
山
里
局
商
）、
経
理
課
会
計
係
長
長

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工全
全
二
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工全
（
四

谷
川
周
重
（Ｓ
６
東
大
法
）

第

一
回
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
冒
頭
委
員
長
北
沢
敬
二
郎
は
、
連
系
会
社
の
資
金
調
達
先
の
優
先
順
位
を
次

の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
た
。

資
金
ノ
供
給
源
ノ
面

二
於
テ
ハ
、
之
ガ
方
法
ト
シ
テ

一
、
国
有
民
営
（財
政
金
融
基
本
方
策
要
綱

二
依
ル
）

二
、
特
殊
機
関
ヨ
リ
ノ
借
入
（帝
國
燃
料
又
ハ
産
金
振
興
ノ
如
キ
）

三
、
産
業
設
備
営
団
ノ
利
用

四
、
社
債
ノ
発
行

五
、
払
込
ノ
徴
収

六
、
住
友
銀
行
、
信
託
ヨ
リ
ノ
借
入

ノ
諸
方
法
ヲ
考

へ
得
ル
所
、
之
ガ
調
達

二
当
リ
テ
ハ
、
大
体
此
ノ
順
序

ニ
テ
考
慮
シ
、
銀
行
、
信
託
ヨ
リ
ノ
借
入

ハ
最
後
ト
ス
ル
ヲ
適

当
ト
ス
ベ
シ
。

尚
前
記
以
外
ノ
調
達
方
法
ト
シ
テ

一
、
時
局
共
同
融
資
団
ヨ
リ
ノ
借
入

二
、
強
制
融
資
（註
、
日
本
興
業
銀
行
（以
下
興
銀
と
略
称
）
に
よ
る

ズ
哭
「
融
資
」
の
こ
と
を
指
す
）

三
、
他
行
取
引

等
モ
考

へ
得
ル
モ
、
此
等
ノ
方
法

ハ
今
直
チ
ニ
実
行

二
移
シ
得
ル
モ
ノ
ニ
ハ
非
ズ
。

扱
テ
叙
上
ノ
如
キ
諸
方
法
ヲ
動
員
ス
ル
ニ
於
テ
モ
、
尚
所
要
資
金
ノ
全
額
ヲ
調
達
シ
得
ル
ニ
至
ラ
ズ
ト
云
フ
事
ナ
ラ
バ
、
結
局
調
達
シ

得
ル
資
金
ヲ
各
社

二
割
当
テ
、
各
社

ハ
夫
々
其
ノ
範
囲
内

ニ
テ
仕
事
ヲ
ス
ル
所

マ
デ
進

マ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
ル
ニ
非
ズ
ヤ
ト
モ
考

へ
居
ル
次



第
ナ
リ
。

し
か
し
北
沢
と
し
て
は
、
銀
行
を
ラ
ス
ト

・
リ
ゾ
ー
ト
と
し
な
が
ら
も
、
呆
た
し
て
何
時
ま
で
借
入
限
度
を
遵
守
で
き
る
か
疑
間
で
あ

っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
銀
行
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
問
う
た
ｃ

住
友
ノ
事
業

ハ
重
点
中
ノ
重
点
ノ
モ
ノ
許
リ
ニ
付
、
此
ノ
金
融
ヲ
担
当
ス
ル
銀
行
カ
ラ
見
テ
、
従
来
ノ
極
度

二
関
ス
ル
制
限
ヲ
越

エ
テ

考

ヘ
テ
頂
ケ
ヌ
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
。

こ
れ
に
対
し
銀
行
と
し
て
も
、
住
友
系
企
業
以
外
の
融
資
先
か
ら
の
銀
行
の
貸
し
渋
り
の
原
因
は
住
友
系

へ
の
過
大
融
資

に
あ
る
と
い
う
非

難
や
大
蔵
省

。
日
銀
か
ら
の
住
友
系
融
資
に
対
す
る
批
判
を
避
け
た
い
気
持
が
あ
る

一
方
で
、
連
系
会
社
が
住
友
本
社
に
代
わ
る
融
資
先
を

他
行
に
求
め
る
こ
と
だ
け
は
絶
対
譲
れ
な
い
と
い
う
方
針
も
あ
り
、
銀
行
常
務
原
田
精
市
は
次

の
よ
う
に
答
え
た
。

住
友
事
業
ノ
重
要
性

ハ
、
我
々
ト
シ
テ
モ
充
分
認
識
シ
居
レ
リ
。

限
度
ノ
オ
話
シ
ナ
ル
ガ
、
日
下
定
メ
居
ル
限
度

ヲ
百
万
円
或

ハ
千
万
円
程
度
超
過
ス
ル
場
合
ア
リ
ト
ス
ル
モ
、
我
々
ト
シ
テ
直
チ
ニ

「
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ン
」
ヲ
越

エ
シ
モ
ノ
ト
ハ
考

ヘ
ズ
。
此
ノ
程
度
ノ
超
過
ヲ
左
程
矢
釜
シ
ク
云
フ
モ
ノ
ニ
ハ
非
ズ
。

資
金
調
達
ノ
順
序
ヲ
如
何

二
決
メ
ル
ヤ
ノ
問
題

二
付
テ
ハ
先
程
オ
話
ア
リ
タ
ル
順
序

二
賛
成
ス
。

金
融
部
門
ト
シ
テ
ハ
最
後
ノ
所

ハ
支
柱
ヲ
ス
ル
決
心
デ
居
ル
ニ
付
此
ノ
点
御
了
承
願
度
。

さ
ら
に
委
員
長
は

仮
リ
ニ
重
点
中
ノ
重
点
タ
ル
住
友
ノ
事
業
ガ
、
各
個
バ
ラ
バ
ラ
ニ
テ
銀
行

二
借
入
ヲ
申
込
ン
デ
来
タ
ト
考

ヘ
レ
バ
、
限
度
ヲ
変

ヘ
テ
貰

ツ
テ
宜
敷
キ
ニ
非
ズ
ヤ
（原
田
委
員
ウ
ナ
ヅ
ク
）
ｃ

と
述
べ
、
会
計
課
長
中
田
直
三
郎
も
又
、

予
テ
我
々
ハ
、
全
住
友
ノ
借
入
金
ヲ
銀
行
、
信
託
ヨ
リ
大
体

一
定
ノ
比
率
（銀
行
六
、
信
託
四
Ｙ
一
テ
借
リ
ル
様
、
本
社

ニ
テ
借
入

二
際

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工全
（
五



18年 末 20年 3月 末

計 銀行 信 託 他 社
=|

銀 行 信 託 他 社

18,372

5,532

14,370

3,122

3,600

1,470

1,377

343

2,123

122

(6,451)

32,059

13,500

3,978

14,850

6,401

2,830

1,880

1,036

140

1,455

159

3,871

36,600

4,844

1,937

1,130

443

30

3,150

6,690

3,020

2,116

3,650

1,950

600

2,000

1,600

4,250

16,166

21,364

8,031

18,500

6,401

5,910

1,880

1,636

583

3,455

189

1,600

11,271

59,456

18,813

11,145

53,550

15,505

8,379

2,841

1,519

496

1,455

157

7,860

102,907

4,844

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一　

３〇

　

一
　

一　

３０

2,700

2,618

24,000

5,470

1,850

2,888

1,590

8,665

47.081

26,357

13,763

77,550

15,505

13,849

2,841

3,369

496

4,343

187

1,590

16,525

150.018

50,431 50 100 11,534 19,186 80,820 4,874 49,781 176,375

明 細 表
(単位 :万円、万円未満四捨五人 )
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上ハ
エ（
エハ

18年末 20年 3月 末

鉱

発

　

燃

金

金

帝

南

　

帝

戦

戦

2,000

2,041

3,650

1,950

600

満 興  1,500
その他  1,600
戦 金  4,200

振

銀

朝

興

1,020

75

正 金

南 発

鉱

鉱

炭

金

金

金

金

興

他

金

の

帝

帝

日

戦

戦

戦

正

満

そ

戦

発

銀

燃

南

興

帝

朝 銀   350

正 金    65

85

(500)

6,750

3,650

2,091

2,000

1,500

金

燃

発

鉱

興

戦

帝

南

帝

満

1,020

500

75

1,600

振

金

銀

他の

朝

正

興

そ

35,270

4,000

3,728

2,888

875

金

燃

鉱

興

発

戦

帝

帝

満

南

650

365

350

65

1 590

炭

金

銀

銀

他の

日

正

朝

興

そ
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第32表 借 入 残 高

会 社 名
昭和 16年 末 17年末

銀行 託一一一一日 他 社 銀 行 信 託 他社

住友本社

連系会社

鍍 業

金属工業

電気工業

化学工業

アルミニウム製錬

機械工業

四円中央・共同電力

満洲金属工業

倉 庫

ビルデイング

大阪北港・土地工務

朝鮮軽金属

H本電気・i邑信工業

小 計

9,496

3,405

8,210

2,105

1,703

1,700

762

100

1,375

92

(2,671)

19,451

4,910

1,823

610

1,406

30

(1,680)

3,869

2,590

90

1,850

388

(10)

2,327

16,996

5,317

10,060

2,105

2,313

1,700

762

1,506

1,763

122

(4,361)

25,648

10,468

3,680

11,520

3,122

2,010

1,470

1,377

25

1,445

92

(3,346)

24,741

4,884

1,767

990

318

30

(2,605)

3,105

3,020

85

2,850

600

678

(500)

4,213

計 28.947 8、 779 4.918 42,643 35.209 7.989 7,233

註 :鍍 業の18年 末は19113J]末 、化学 ]:業 の20年 3チ l末 は19年 末の数字である。

他 社 内 訳 昭和16年末 17年 末

住友本社

銀 業

金属工業

化学工業

機械工業

満洲金属工業

朝鮮軽金属

日本電気・通信工業

金

銀

　

燃

産

皿
（
　

帝

2,590

90

1 850

漏苛  雲:     388

金

銀

　

燃

金

産

興

　

帝

戦

3,020

85

2,850

600

満 興   466

戦 金  (500)

正 金

他社計 金

燃

興

銀

産

帝

満

興

2,590

1,850

388

90

金

燃

金

興

金

産

帝

戦

満

正

3,020

2,850

600

466

212

興 銀

他 に
一（
工（
・一Ｌ

略称の正式名称はつ ぎの

'1り産金―日本産金振興、興銀一日本興業銀行、1■ l・・―帝四燃|1興 業、 t・i興 ―満洲興業銀行、

戦
/rt―

戦時金融金「に、 I「 金 =横 浜 Iに
/rN銀

行、帝鉱 =帝 四鉱業開発、朝振 ‐サl鮮 鉱業振興、

1打 発=打 方開発金力|:、 日炭 =日 本イi炭 、  1月 銀 =り‖ 銀行
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シ

「
バ
ラ
ン
ス
」
ヲ
ト
ル
様
致
シ
来
リ
シ
ガ
、
最
近
金
属
が
銀
行
ヨ
リ
借
入
ヲ
ス
ル
様

ニ
ナ
リ
テ
以
来
、
ソ
ノ
影
響

ヲ
受
ケ
斯
カ
ル
調

節
不
可
能
ト
ナ
ル
ニ
至
リ
タ
リ
。

と
続
け
て
、
金
属
工
業
が
先
の
資
金
シ
ョ
ー
ト
を
直
接
銀
行
借
入
に
よ
り
解
決
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
、
常
任
委
員
会

の
機
能
が
、
資
金

ソ

―
ス
を
種
々
模
索
し
て
み
て
も
、
資
金
需
要
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
こ
ま
で
銀
行

に
み
て
も
ら
え
る
か
に
帰
着
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

北
沢
が
列
挙
し
た
資
金
の
供
給
源
に
対
す
る
連
系
会
社
の
反
応
を
、
財
務
委

員
会
に
お
け
る
金
属
経
理
部
長
菊
池

一
雄
や
化
学
常
務
続
航
等

の
説
明
に
よ
り

み
て
み
る
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

第

一
の
国
有
（官
恥じ
民
営
は
、
陸
軍
で
は
直
接
兵
器
に
関
係
す
る
も
の
ば
か

り
で
、
金
属
で
は
プ
ロ
ペ
ラ
し
か
対
象
が
な
い
。
海
軍
で
は
海
軍
関
係
の
作
業

の
み
を
為
す
設
備
（陸
年
の
作
業
に
共
用
は
絶
対
不
可
）
と
か
所
要
時
期
ま
で
に
民

営
で
は
絶
対
に
間
に
合
わ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
条
件
付
き
で
あ
る
。
又
第

三
の
産
業
設
備
営
団
に
つ
い
て
は
、
財
産
の
所
有
権
（者
）
が
複
雑
に
な
り
、
営

団
の
管
理
そ
の
他
の
取
扱

に
種
々
の
書
類
が
必
要
で
あ
る
と
か
さ
ら
に
営
団
に

四

・
五
％
の
賃
貸
料
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
等
両
者
と
も
利
用
に
当
た
っ
て

の
制
約
が
あ
り
、
結
局
昭
和
十
九
年
第
四

・
四
半
期
（昭
和
三
卜
年

一
■

月
期
）

の
資
金
計
画
に
お
け
る
両
者
の
利
用
状
況
を
み
る
と
、
官
設
民
営
交
付
金
は
金

属
工
業
が
三
九
〇
〇
万
円
、
産
業
設
備
営
団
資
金
は
化
学
工
業

一
二
五
〇
万
円
、

金繰表
(I工 f● : TI])

ノ`

19年 1月 ～20年 3月

住友本社 連系会社 住友本社 連系会社 言|

△33,297 △478,167 △511464 △132,458 △1103910 △1,236,368

0

△29,920

0

△3,377

△166,750

△209,455

△101,100

△862

△166,750

△239,375

△101,100

△4239

△75,000

△49,936

0

△7522

△207,250

△905,609

△61,050

69 999

△282,250

△955,545

△61,050

62 477

18年 19年 1月 ～20年 3月

80,000

15,000

10,000

35,000

25,000(日 本染料分8,250)
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第34表 連系会社増資払込内訳表
(中 位 :T tt Tll未満切 り捨て )

工全
ハ
九

註 イ,i,it、 41命保険、海 L火 災については持株か らlI、込額を試

":し

た。

ll、込額には次のI、込を除外 してある。

18年 現物出資、1[気 :業 3,000T円 及び金属 1:業 18,750 T I[|.

19年 化学 I:業 の日本染|1製造合(丼 18,750T l,

第33表 住友本社・連系会社

科 日 H召 禾Π161年 17年

住友本社 連系会社 計 住友本社 連系会社 計

事業収支 △21,052 △187.308 △208.361 △13,406 △188,628 △202,035

金繰 (借 人増預金減△)

払 込

借入金

社 債

現金・預金

0

△21,355

0

303

△29,000

△94,665

△74,800

11.157

△29,000

△116,021

△74,800

11.460

0

△13,760

0

354

△81,500

△64,117

△59,300

16,288

△81,500

△77,877

△59,300

16,642

社債発行高内訳 昭和16年 17年

金属工業

電気工業

化学工業

通信工業

65,000

10,000

60,000

註 :決算期については第31表註参照。住友本社については第14 15 16衣 に対 し調整が加えられている。

干株 昭和16年 17年 18年 19年
20 ―ヽ

(1～ 6月 )

20年 住友
本社増資

払込額

うち住友本社

住友家・三分家

連系会社相互

4】扁虫音円F号

うち銀行

イ言  言毛

生命保険

海上火災

その他外部

29,000

7,043

10,228

10,287

637

325

75

200

37

802

81,500

22,355

11,114

1,650

8,205

4,345

2,133

1,307

420

38,174

150,000

35,944

14,289

17,296

15,012

8,135

3,582

2,470

825

67,457

191,750

33,271

8,814

11,030

16,786

8,2H

4,731

3,123

720

121,847

111,750

16,971

10,885

18,467

6,189

1,942

1,610

1,981

655

59 236

75,000

62,500

12,500

8,750

2,500

1,250

(連系会社からの受取配当金)

住友本社

住友家・ i分 家

9,142

5,195

9,324

5,2H

12,766

6,237

14,135

6,651

7,846

3.599
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ll系 会社と可様にイト友系持株に算人されている。住友本社及び住友家 三分家の持株は、名義 吉l‐

qの関係で

合がある。

六
七
〇

朝
鮮
軽
金
属
二
〇
〇
〇
万
円
に
と
ど
ま
つ
て
お
り
、
北
沢
の
期
待

し
た
よ
う
な
伸
び
を
一不
す
こ
と
は
な
か
つ
た
。

第
二
の
特
殊
機
関
か
ら
の
借
入
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
は
特
殊

な
資
金
需
要
に
付
随
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
後
も
大
き
な
比
重

を
し
め
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
（第
３２
表
）。

北
沢
の
期
待
に
応
え
る
も
の
と
し
て
登
場
し
た
の
は
、
十
七
年

二
月
の
第
二
回
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
資
金
の
供
給
源
の
第
四

と
し
て
追
加
さ
れ
た
戦
時
金
融
金
庫
（以
下
戦
金
と
略
称
）
で
あ
り
、

第
十

一
と
し
て
追
加
さ
れ
た
南
方
開
発
金
庫
（以
下
南
発
と
略
称
）

で
あ

っ
た
。
こ
の
う
ち
戦
金
か
ら
の
連
系
会
社

の
借
入
は
、
十
七

年
十
二
月
の
化
学
工
業
の
六
〇
〇
万
円
が
最
初
で
あ
る
の
で
、
次

ぎ
に
十
八
年

の
金
融
情
勢
と
し
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
四
の
社
債
の
発
行
は
、
金
属
工
業

の
起
債
は
最
優
先
で
扱
わ

れ
、
昭
和
十
七
年
も
六
〇
〇
〇
万
円
の
発
行
が
認
め
ら
れ
た
が
そ

れ
だ
け
に
と
ど
ま

つ
た
（第
３３
表
）
。
従

っ
て
昭
和
十
七
年

の
連
系

会
社

の
資
金
調
達
は
払
込

の
徴
収
（又
は
増
資
）
に
依
存
せ
ぎ
る
を

得
な
く
な
り
、
こ
の
傾
向
は
終
戦
ま
で
続
い
た
。
し
か
し
増
資
払

込
の
徴
収
は
、
住
友
本
社
及
び
住
友
家
の
資
金
繰
り
に
大
き
な
影

(昭和20年 8月 15日 _Fllイ ド)

系車

一
社 住友系合計

信  託 生 命 i毎  | その他 計 持株率 株  数 持株率
株

48,000

187,030

34,772

23,850

60,000

58,936

5,000

24,000

40,348

材
64,000

113,600

29,618

62,472

21,000

63,820

10,000

12,000

10,000

4,800

20,000

13,000

48,000

32,100

12,243

5,000

4,200

6.000

2,000

2,000

休
56,000

280,620

138,849

282,818

446,600

12,000

185,000

592,000

214,600

384,000

142,000

50,000

株
328,000

1,191,630

264,681

385,640

553,400

150,224

210,000

592,000

268,600

394,000

211,800

120,000

105,348

162,615

%
20 5

14 2

110
12 9

69 2

68
52 5

37 0

67 2

65 7

25 5

40 0

143
40 7

株
1,591,192

3,280,020

960,783

778,989

779,500

704,384

350,000

800,000

388,000

599,930

720,740

300,000

370,259

179,985

15 000

%
99 4

39 2

40 0

26 0

97 4

31 4

87 5

50 0

97 0

100 0

86 8

100 0

50 3

45 0

100 0

481,936 424,310 111.543 2,784,487 4 937 938 20 8 11,818,782



第35表 連系会社持株表

銘   柄 総 株 数
住友家 三分家 住友本オ1 計

株   数 株 数 株 数 持株率 銀  行

鏡 業

金属工業

電気工業

通信工業

機llt I:業

化学工業

アルミニウム製錬

朝鮮軽金属

共同電力

満洲金属 [業

土地工務

倉 庫

銀 行

信 託

生命保険

イ朱
1,600,000

8,375,000

2,400,000

3,000,000

800,000

2,240,000

400,000

1,600,000

400,000

600,000

830,000

300,000

736,750

400,000

15.000

株
838,216

363,420

112,773

60,932

57,900

161,060

41,800

48,000

29,600

55,000

288,100

115,000

87,200

11,200

10.500

424,976

1,724,970

583,329

332,417

168,200

393,100

98,200

160,000

89,800

150,930

220,840

65,000

177,711

6,170

4,500

1,263,192

2,088,390

696,102

393,349

226,100

554,160

140,000

208,000

119,400

205,930

508,940

180,000

264,911

17,370

15,000

%
78 9

24 9

29 0

13 1

28 2

24 7

35 0

13 0

29 9

34 3

61 3

60 0

36 0

43
100 0

株
112,000

578,280

49,199

11,500

25,800

11,268

10,000

12,000

65,000

100,000

160,615

合   計 23,696.750 2.280,701 4,600,143 6,880,844 l,135,662

第
二
部
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註 :大 阪住友i,L火 災保険は昭和19年 3り ]連 系会社に指定 されず、特定関係会社 となっていたが、本衣では

「住友合資会社の ll・ 散 と株式会社住友本社の設 立J第 19表 (111典 :「有価F金 券.L人帳」)と 若十‖l,iす る場

出典 :イ |:友 本社 連系会i[及 び特定関係会社投資調。

響
を
及
ぼ
し
た
（住
友
家
の
増
資
払
込
資
金
の
調
達
に
つ
い
て
は

「住

友
合
資
会
社
の
解
散
と
株
式
会
社
住
友
本
社
の
設
立
」
第
１８
表
参
照
）。

住
友
本
社
と
し
て
は
増
資
払
込
資
金
を
全
面
的
に
住
友
銀
行

の
融

資

に
依
存
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
た
め
、
住
友
系
以
外

の
企
業

の
株
式
は
も
ち
ろ
ん
連
系
会
社
の
株
式
す
ら
売
却
せ
ざ
る
を
得
な

く
な

っ
た
（第
２５
表
）
。
又
連
系
会
社
産
業
部
門
内
相
互
の
払
込

に

よ
り
増
資
効
果
が
相
殺
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
増
資
新
株
を
金

融
部
門
特

に
銀
行

に
割
り
当
て
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
り
（第
３４
表
）
、

か
く
し
て
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
終
戦
当
時
に
お
け
る
住
友
家

及
び
住
友
本
社
の
連
系
会
社
持
株
比
率
は
、
当
初
下
限
と
考
え
ら

れ
て
い
た
三
〇
％
を
割
り
込
み
、
逆
に
銀
行

の
持
株
率
は
四

・
八

％

へ
と
上
昇
す
る
に
至

っ
た
（第
３５
表
）。

六
七

一
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六
七
二

回
　
戦
時
金
融
金
庫
に
よ
る
連
系
会
社
向
け
融
資

の
拡
大

こ
う
し
た
住
友
本
社
の
資
金
調
達
源
と
し
て
新
た
に
追
加
さ
れ
た
の
が
、
昭
和
十
七
年
四
月
設
立
さ
れ
た
戦
時
金
融
金
庫
で
あ

っ
た
。
そ

の
総
裁
に
は
十
六
年
十
月
東
条
内
閣
成
立
の
際
大
蔵
大
臣
留
任
要
請
を
謝
絶
し
た
前
総
理
事
小
倉
正
恒
が
就
任
し
た
。

戦
金
類
似

の
金
融
機
関
設
立
の
構
想
は
、
興
銀
副
総
裁
河
上
弘

一
（明
治
三
十
二
年
ス
ト
ラ
イ
キ
事
件
に
よ
り
目
銀
理
事
を
辞
任
し
て
住
友
本
店

に
入
社
し
た
死
理
事
河
Ｌ
謹
一
長
男
）
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
既
に
昭
和
十
三
年
十
月
に
軍
部
が
国
家
総
動
員
法

の
発
動
に
よ
っ
て
、
だ
叩
令
融
資
」

を
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
時
、
大
蔵
省
銀
行
局
は

「戦
時
金
融
会
社
」
を
設
立
し
、
「命
令
融
資
」
を
こ
の
新
機
関
に
集
中
さ
せ
よ
う
と
し

た
。
し
か
し
こ
の
構
想
は
、
新
会
社
の
株
式
を
市
中
銀
行
に
持
た
せ
る
と
い
う
内
容
で
あ

っ
た
た
め
反
対
が
多
く
、
蔵
相
池
田
成
彬
は
、
河

上
に
対
し

「命
令
融
資
」
を
興
銀
で
引
き
受
け
る
よ
う
要
望
し
、
興
銀
が
引
き
受
け
る
こ
と
と
な

っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ

っ
た
。

興
銀
と
し
て
は

「命
令
融
資
」
を
引
き
受
け
た
も
の
の
、
臨
時
資
金
融
通
部
長
北
謙
治
の
貸
出
方
針
は
無
限
の
リ
ス
ク
を
負
う
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
こ
の
た
め

「命
令
融
資
」
は
陸
軍
の
期
待
す
る
よ
う
な
伸
び
を
示
さ
な
か
つ
た
。
財
務
委
員
会
第

一
回
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

委
員
長
北
沢
敬
二
郎
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

陸
軍
ガ
軍
需
工
場

二
強
制
融
資
（註
、
「命
令
融
資
」
を
指
す
）
ヲ
懲
想
ス
ル
ハ
、
陸
軍
ガ
此
ノ
制
度
ヲ
創
設
セ
シ
メ
シ
為
ナ
ラ
ン
。
然
ル

ニ
実
際

ハ
大
シ
タ
会
社

ニ
ハ
融
通
シ
居
ラ
ズ
。
総
額
モ
十
億
以
内

二
止

マ
ル
ト
云
フ
ガ
如
キ
事
情

ニ
ア
リ
ト
ノ
事
ナ
リ
。

さ
ら
に
商
工
課
長
神
田
勇
吉
は
次

の
よ
う
に

「命
令
融
資
」
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

先
般
上
京
ノ
節
、
陸
軍
省
経
理
局
永
井
監
査
課
長
（註
、
永
井
茂
二
郎
陸
軍
大
佐
Ｙ
一面
会
セ
シ
時
、
強
制
融
資
ノ
問
題

二
付

一
、
強
制
融
資

ハ
大
体
金
利
高
ク
、
斯
カ
ル
資
金

ヲ
使
フ
事

ハ
、
住
友
ノ
信
用

二
非
常
ナ
ル
悪
影
響
ア
リ
。

二
、
目
下
低

コ
ス
ト
政
策
ノ
時
代

二
付
、
仮

二
之
ガ
使
用
ヲ
考
フ
ル
ト
ス
ル
モ
、
金
利
引
下
グ
ラ
レ
ザ
ル
限
り
事
実
使
用
シ
難
シ
。



三
、
現
在
ノ
強
制
融
資
先

ハ
、
三
流
、
三
流
ノ
モ
ノ
多
キ
為
、
住
友
ガ
直
チ
ニ
此
等
ノ
者
卜
同
列

ニ
テ
借
リ
ル
事

ニ
ハ
困
難
ア
リ
。

四
、
強
制
融
資

ヲ
受
ク
ル
暁

ニ
ハ
、
興
銀
ヨ
リ
役
員
ヲ
入
レ
ル
等
経
営

二
干
渉
シ
来
ル
コ
ト
ア
ル
ニ
非
ズ
ヤ
。

卜
云
フ
事
ヲ
話
シ
タ
ル
所
、　
一
―
三

二
ハ
全
面
的

二
賛
成
シ
居
リ
タ
ル
ガ
、
四
ハ
絶
対

二
左
様
ナ
懸
念
ナ
シ
ト
申
シ
タ
リ
。

又
興
銀

ニ
テ
聞
キ
シ
所

二
依
レ
バ
、
「強
制
融
資

二
付
テ
ハ
、
政
府

二
於
テ
保
証
ス
ル
旨
ノ
規
定
ア
ル
モ
、
之

二
関
シ
多
少
疑
間
ノ
節

モ
ア
リ
、
興
銀
ト
シ
テ
ハ
、
矢
張
り
危
険

ヲ
伴
フ
モ
ノ
ト
考

へ
居
レ
リ
。
故

二
金
利
モ
高
率
ト
シ
、
別
扱
卜
為
シ
居
レ
リ
」
ト
ノ
話
ナ

リ
キ
。

又

「命
令
融
資
」
を
興
銀
融
資

の
一
変
型
と
み
な
せ
ば
、
住
友
銀
行
、
住
友
信
託
に
よ
る
他
行
取
引
の
排
除
に
抵
触
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

従

っ
て
連
系
会
社
と
興
銀
の
取
引
関
係
が
生
ず
る
の
は
、
小
倉
正
恒

の
女
婿
で
あ
る
日
高
輝
（元
住
友
合
資
技
師
長
旦
局
眸
長
男
）
が
、
戦
後
昭

和
二
十
四
年

一
月
理
事
大
阪
支
店
長
と
し
て
赴
任
し
て
以
降
の
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
る
。

戦
金
は
こ
う
し
た
興
銀
の
軍
需
融
資

の
リ
ス
ク
を
引
き
継
ぐ
形
で
設
立
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
皮
肉
に
も
興
銀
で

「命
令
融
資
」
を
担

当
し
て
い
た
臨
時
資
金
融
通
部
長
北
謙
治
が
戦
金

の
貸
出
担
当
理
事
と
し
て
転
出
し
た
。
十
七
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
常
任
委
員
会

で
委
員
長
の
北
沢
が
、
早
速
戦
金
を
資
金
調
達
源

の
第
四
位

に
追
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
財
務
委
員
会
と
し
て
は
戦
金
を
興
銀
同
様

「商
売
仇
」

と
み
る
銀
行
、
信
託
の
意
向
に
よ
り
、
「戦
金

二
対
ス
ル
住
友
ト
シ
テ
ノ
態
度

二
、
尚
情
勢
ノ
推
移
ヲ
見
タ
ル
上
決
定
ス
ル
ヲ

可
ト
ス
ル
ト
ノ
空
気
濃
厚
ナ
リ
キ
」
と
い
う
模
様
眺
め
の
状
況
で
あ

っ
た
。

戦
金
に
対
し
て
住
友
と
し
て
の
態
度
決
定
を
迫
ら
れ
た
の
は
、
十
七
年
九
月
の
第
六
回
常
任
委
員
会
が
、
機
械
工
業

の
要
求
で
開
催
さ
れ

た
時
で
あ

っ
た
。
機
械
工
業
は
海
軍
航
空
本
部
か
ら
カ
タ
パ
ル
ト
製
造
工
場
の
建
設
を
命
令
さ
れ
、
こ
の
所
要
資
金
三
〇
〇
〇
万
円
を
戦
金

か
ら
借
入
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
銀
行
社
長
岡
橋
林
か
ら
再
考
を
求
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
出
席
し
た
銀
行
常
務
野
田
哲
造

は
、
戦
金
に
対
す
る
銀
行
の
態
度
を
次

の
よ
う
に
説
明
し
た
。
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工（
七
四

我
々
ノ
気
持
ト
シ
テ
ハ
、
結
局

ハ
戦
時
金
融
金
庫

へ
行
カ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル
ヤ
モ
知
レ
ザ
ル
モ
、
現
在
ノ
所
ト
シ
テ
ハ
住
友

部
内

ニ
テ
賄
フ
方
ガ
信
用
ノ
点
ヨ
リ
言
フ
モ
宜
敷
キ
ニ
非
ズ
ヤ
。
ツ
マ
リ
今
戦
時
金
融
金
庫

へ
行

ツ
テ
貰
フ
コ
ト
ニ
付
、
金
融
部
門
ト

シ
テ
、
モ

一
ツ
自
信
ヲ
持
チ
得
ザ
ル
ナ
リ
。

こ
れ
に
対
し
北
沢
委
員
長
は
次

の
よ
う
に
反
論
し
た
。

軍
ハ
前
々
ヨ
リ
強
制
融
資
ヲ
言
ヒ
居
ル
モ
、
夫
レ
ハ
柄
ガ
悪
ク
、
金
利
モ
高
ク
、
名
前
モ
悪
シ
。
夫
レ
ヲ
住
友
ガ
利
用
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ

レ
バ
、
金
融
部
門

ニ
モ
禍
ヲ
及
ボ
ス
コ
ト

ヽ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
我
々
ト
シ
テ
ハ
之
ガ
利
用
ヲ
回
避
セ
リ
。
ソ
ノ
代
り
堂
々
卜
借
リ
ラ
ル

ヽ

機
関
ヲ
作
ツ
テ
貰

ヘ
バ
夫
レ
ヲ
利
用
ス
ベ
シ
ト
ノ
意
見
ヲ
開
陳
セ
シ
ヨ
ト
ア
リ
。
其
ノ
後
右
意
見
ガ
通
リ
シ
ヤ
否
ヤ
ハ
知
ラ
ザ
レ
共
、

本
年
初

二
至
り
急
速
戦
時
金
融
金
庫
ノ
成
立
ヲ
見
ル
コ
ト

ヽ
ナ
レ
リ
。

然
レ
共
、
我
々
ト
シ
テ
ハ
小
倉
前
総
理
事
ガ
同
金
庫
総
裁

二
就
任
セ
ラ
レ
シ
関
係
モ
ア
ル
ニ
付
、
住
友
ガ
真
先

二
同
金
庫

へ
行
ク
コ
ト

ノ
可
否

二
付
テ
ハ
考
慮
シ
、
三
井
、
三
菱
ガ
行
ク
時
期
ガ
来
レ
バ
行
カ
ウ
ト
言
フ
コ
ト
ニ
方
針
ヲ
決
メ
タ
リ
。

一
方
大
蔵
省
会
社
部
長
（註
、
田
中
」３
ヨ
リ
ハ
、
積
極
的

二
住
友
当
リ
ニ
借
リ
テ
貰
ヒ
度
シ
ト
ノ
話
ア
リ
。

又

一
月
半
程
前

二
結
城
日

銀
総
裁

二
面
会
セ
シ
際
、
同
総
裁
ヨ
リ
住
友
銀
行
ノ
部
内

二
対
ス
ル
貸
金
ノ
過
多
、
公
債
保
有
ノ
過
少
ノ
問
題

二
触
レ
シ
話
ア
リ
。
其

ノ
節
強
制
融
資
ノ
利
用

ニ
モ
及
ビ
シ
ガ
、
夫
レ
ニ
付
テ
ハ
当
方
ノ
既
定
方
針
ヲ
述
べ
、
戦
時
金
融
金
庫

二
付
テ
ハ
小
倉
総
裁
ト
ノ
関
係

モ
ア
ル
事
情
並
見
解
ヲ
述
べ
、
同
総
裁
モ
之
ヲ
了
承
セ
ラ
レ
シ
次
第
ア
リ
。

而
シ
テ
今
ヤ
銀
行
、
信
託
ノ
貸
付
余
カ
モ
僅
々
数
千
万
円
ヲ
剰
ス
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
之

ハ
我
々
ト
シ
テ
ハ
虎
ノ
子

二
取
ツ
テ
ア
ル
モ
ノ
故
、

偶
々
戦
時
金
融
金
庫
ヨ
リ
融
資

ヲ
受
ク
ベ
キ
条
件

二
該
当
ス
ル
モ
ノ
ガ
出
夕
此
ノ
際
、
同
金
庫

二
行
ク
コ
ト
ハ
時
期
ト
シ
テ
モ
適
当
ト

考

へ
居
ル
次
第
ナ
リ
。

尚
小
倉
総
裁
ノ
オ
話

二
依
レ
バ
、
三
井
、
三
菱
ヨ
リ
ノ
申
込
モ
ア
ル
由

二
付
、
此
ノ
際
行
ク
コ
ト
ハ
宜
敷
キ
モ
ノ
ト
考

へ
居
レ
リ
。



結
局
銀
行
と
し
て
機
械
工
業
に
対
し
こ
の
三
〇
〇
〇
万
円
の
融
資
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
た
め
、
翌
日
午
前
次

の
よ
う
に
戦
金
融
資

を
承
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

銀
行
当
局
ヨ
リ
高
橋
機
械
工
業
総
務
部
長

二
対
シ
、
事
態
己
ム
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
、
貴
方
方
針
通
り
戦
時
金
融
金
庫
ト
ノ
交
渉
オ

進
メ
相
成
り
異
存
ナ
キ
旨
ノ
回
答
ア
リ
タ
リ
。

戦
金
に
対
す
る
住
友
の
態
度
は
、　
一
ヶ
月
後
に
開
か
れ
た
第
八
回
常
任
委
員
会
で
は
さ
ら
に
進
展
し
た
。
委
員
会
で
は
日
本
電
気

の
超
短

波
無
線
器
（所
謂
レ
ー
ダ
ー
）
の
増
産
命
令
等
生
産
設
備
七
件
そ
の
他
附
帯
設
備
に
要
す
る
二
億
二
五
〇
〇
万
円
の
調
達
に
関
し
、
そ
の
有
力

な
調
達
案
未
払
込
金
徴
収

一
〇
〇
〇
万
円
、
増
資

一
億
円
、
社
債
発
行
三
〇
〇
〇
万
円
、
銀
行

・
信
託
借
入
三
八
〇
〇
万
円
の
他
、
差
額
分

戦
金
借
入
五
〇
〇
〇
万
円
を
巡

っ
て
次

の
よ
う
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

（日
本
電
氣
常
務
佐
伯
長
生
Ｘ
本
社
経
営
上
ヨ
リ
云
ツ
テ
、　
戦
時
金
融
金
庫
カ
ラ
ノ
借
入
金
卜
銀
行
等
カ
ラ
ノ
宿
入
金
ト
ハ
同
性
質
ノ
借
入

金
ト
シ
テ
考

ヘ
テ
行
ク
ヲ
至
当
卜
思
惟
ス
。

（委
員
長
北
沢
敬
二
郎
）戦
時
金
融
金
庫
ノ
融
資

ハ
、
特
殊
ノ
融
資

ニ
シ
テ
、
返
済
不
能
ノ
場
合

ヲ
モ
予
想
シ
居
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
斯
カ
ル

戦
時
金
融
金
庫
ノ
使
命
ヲ
体
シ
、
会
社
側

二
於
テ
モ
普
通
借
入
金
卜
全
然
別
個
ノ
取
扱

ヲ
為
ス
ベ
キ
ヲ
至
当
ト
ス
。
故

二
之
ヲ
使
用
資

本
ノ
中

二
入
レ
ル
コ
ト
ハ
如
何
乎
卜
存
ゼ
ラ
ル
。

（副
委
員
長
小
林
晴
十
郎
）自
分
モ
委
員
長
卜
同
意
見
ナ
リ
。
戦
時
金
融
金
庫
或

ハ
強
制
融
資

ニ
テ
借
リ
ル
資
金

ハ
、
官
設
民
営
ノ
資
産
或

ハ
産
業
設
備
営
団
カ
ラ
ノ
資
産
卜
同
様

二
考

ヘ
テ
宜
シ
カ
ラ
ン
。
故

二
之
ヲ
含
メ
タ
ル
ト
コ
ロ
ニ
テ
資
本
構
成
率

ヲ
考
慮
ス
ル
ハ
、
其

ノ
要
ナ
キ
モ
ノ
ト
思
フ
。
事
実
情
勢
ノ
変
転

二
依

ツ
テ
事
業
ヲ
或
程
度
迄
国
家

へ
返
上
シ
テ
、
ヤ
ツ
テ
行
カ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ヤ
モ
知
レ
ザ

ル
モ
ノ
ナ
ル
故
、
従
来
ノ
経
営
方
針
ト
ハ
観
点
ヲ
変

ヘ
テ
、
金
庫
ヨ
リ
ノ
借
入
金

ハ
、
資
本
構
成
卜
云
フ
問
題
カ
ラ
切
離
シ
テ
、
返
済

シ
ナ
ク
テ
モ
コ
イ
モ
ノ
ト
云
フ
風

二
考
フ
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
。
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（佐
伯
）自
分
等

ハ
一
応
借
入
金

二
対
シ
、
素
直
ナ
考

へ
方
ヲ
シ
矢
張
借
リ
タ
モ
ノ
ハ
返
ス
ベ
キ
ト
考

ヘ
シ
次
第
ナ
リ
。　
ソ
レ
ガ
住
友
精

神

二
非
ズ
ヤ
。

（商
工
課
長
神
田
勇
一
じ
我
々
委
員
ノ
間
ノ
意
見
モ
委
員
長
等
卜
同
様

ニ
シ
テ
、
戦
時
金
融
金
庫
卜
謂
ヒ
、
産
業
設
備
営
団
卜
謂
ヒ
、
何
レ

モ
開
店
後
日
未
ダ
浅
キ
コ
ト
故
、
其
ノ
事
業
ノ
全
貌
ヲ
識
り
得
ザ
レ
共
、
社
会
情
勢

二
鑑
ミ
ル
モ
副
委
員
長
ノ
言

ハ
レ
シ
観
点

二
立

ツ

ベ
キ
ニ
シ
テ
、
寧

口
一
般
ノ
考

へ
方
ヲ
サ
ウ
云
フ
方

へ
持

ツ
テ
ユ
カ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
モ
ノ
ト
考

へ
居
ル
次
第
ナ
リ
。

又
其
ガ
戦
時
金
融
金
庫
設
立
ノ
趣
旨

ニ
シ
テ
、
旧
来
ノ
考

へ
方

ニ
テ
返
ス
ト
云
フ
コ
ト
ナ
レ
バ
、
普
通
ノ
借
入
金
卜
何
等
異
ル
所
ナ
キ

コ
ト

ヽ
ナ
ル
次
第
ナ
レ
バ
、
必
ラ
ズ
シ
モ
返
済
ヲ
予
定
ス
ル
ヲ
要
セ
ザ
ル
ベ
シ
。

叉
当
時
戦
金
融
資
に
つ
い
て
次

の
よ
う
な
見
方
も
さ
れ
て
い
た
。

（佐
伯
）戦
時
金
融
金
庫
ノ
貸
金

ハ
、
将
来
株
券
化
サ
レ
ル
場
合
モ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
仄
聞
致
居
ル
ガ
、
左
様
ノ
コ
ト

ヽ
モ
ナ
レ
バ
、

株
式
分
野
ノ
点
カ
ラ
云
ツ
テ
少
ナ
カ
ラ
ズ
不
安
ナ
リ
。

（副
委
員
長
）左
様
ノ
話

ハ
全
然
聞
キ
居
ラ
ズ
。
若
シ
左
様
ノ
コ
ト
ア
リ
ト
セ
バ
、
ソ
ハ
財
界
ガ
整
理
時
代

二
入
ツ
テ
カ
ラ
ノ
問
題

ニ
ア

ラ
ズ
ヤ
。
又
若
シ
サ
ウ
ト
セ
バ
、
其
レ
迄

二
徐
々
二
株
主

二
之
ヲ
一肩
替
リ
サ
ス
等
ノ
コ
ト
モ
織
込

マ
ル
ベ
シ
。
兎

二
角
差
当

ツ
テ
ハ
其

ノ
心
配
無
用
卜
思
フ
。

（佐
伯
）左
様
ナ
ル
ベ
シ
ト
ノ
説
ア
リ
。

（副
委
員
長
）徐
々
ニ
ハ
左
様
ナ
気
運
ノ
生
ジ
来
ル
ヤ
モ
計
ラ
レ
ズ
。
例

ヘ
バ
住
友

へ
背
負

ハ
セ
ル
ト
云
フ
如
キ
。

（神
田
）戦
時
金
融
金
庫
ノ
機
能
ノ

一
ト
シ
テ
、
投
資
ノ
型
式
デ
引
受
手
ナ
キ
株
式
ヲ
引
受
ケ
保
有
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
ア
ル
モ
、
貸
金

ヲ
株
式

二
振
替

ヘ
ル
コ
ト

ヽ
ナ
レ
バ
、
借
手
ノ
方
モ
忌
避
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル
ベ
シ
。

（委
員
長
）戦
時
金
融
金
庫

ハ
、
株
式
ノ
大
幅
ノ
騰
落
ヲ
防
止
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
畢
党
協
同
證
券

ヲ
吸
収
セ
シ
次
第
ナ
レ
バ
、
或
ル
事
業



会
社
ヲ
ロ
指
シ
テ
其
ノ
会
社
ノ
株
式
ヲ
持
ツ
ト
ハ
考

ヘ
ラ
レ
ズ
。

か
く
し
て
戦
金
か
ら
の
連
系
会
社
向
け
融
資
は
、
十
七
年
末
の
日
本
電
気
を
含
む

一
一
〇
〇
万
円
を
皮
切
り
に
、
十
八
年
末

の
六
七
五
〇

万
円
、
十
九
年
に
は
次
ぎ
に
述
べ
る
よ
う
に
住
友
銀
行
と
共
に
連
系
四
社

の
軍
需
融
資
金
融
機
関
に
指
定
さ
れ
た
た
め
、
二
十
年
三
月
末
に

三
億
五
二
七
〇
万
円

へ
と
急
増
す
る
こ
と
と
な

っ
た
（第
３２
表
）。

戦
金
で
こ
う
し
た
融
資
を
担
当
し
た
理
事
北
謙
治
に
つ
い
て
、

総
裁
で
あ

っ
た
小
倉
正
恒
は
後
に

「第

一
に
思
い
浮
か
ぶ
こ
と
は
、
戦
金
の
運
営
に
つ
い
て
の
根
本
原
則
で
あ
る
ｃ
そ
れ
は
戦
金
も
金
融
機
関
で
あ
る

以
上
、
如
何
に
軍
の
要
求
が
強
い
場
合
で
あ

っ
て
も
、
そ
こ
に
踏
み
外
せ
な
い
一
線
が
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
」
と
語

っ
て
い

る
が
、
北
謙
治
は
昭
和
二
十
年
八
月
敗
戦
を
目
前
に
し
て
戦
金
理
事
を
辞
職
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
理
由
は

「
も
は
や
理
事
と
し
て
の
責
任

が
全
う
さ
れ
ぬ
」
と
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

国
　
軍
需
融
資
指
定
金
融
機
関
制
度
と
住
友
銀
行

昭
和
十
八
年
十
二
月
軍
需
会
社
法
が
施
行
さ
れ
、
十
九
年

一
月
に
は
軍
需
会
社
第

一
次
指
定

一
五
〇
社
が
発
表
さ
れ
る
と
同
時
に
、
軍
需

融
資
指
定
金
融
機
関
制
度
が
発
足
し
、
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
は
資
金
調
達
と
融
資

の
両
面
で
従
来

の
制
約
が
解
消
さ
れ
た
。
二
月
末
ま
で

に
軍
需
会
社
に
指
定
さ
れ
た
住
友
連
系

。
関
係
会
社

の
金
融
機
関
と
し
て
、　
一
部
の
例
外
を
除
き
住
友
銀
行
が
単
独
か
も
し
く
は
戦
金
と
の

共
同
で
指
定
さ
れ
た
（第
７
表
）。
こ
の
結
果
住
友
本
社
と
住
友
銀
行

の
間
で
交
わ
さ
れ
て
い
た
借
入
限
度
額

の
取
り
決
め
は
有
名
無
実
と
な

り
、　
そ
の
計
算
は
十
九
年

一
月
末
を
も

っ
て
打
ち
切
ら
れ
た
（第
３０
表
）。

又
住
友
信
託
に
よ
る
軍
需
会
社
に
指
定
さ
れ
た
連
系
会
社
向
け
融

資
も
住
友
信
託
と
住
友
銀
行
と
の
間
の
軍
需
融
資
協
力
（資
料
３８
）
に
よ
っ
て
六
月
に
住
友
銀
行
些
肩
替
わ
り
さ
れ
た
。
か
く
し
て
北
沢
財
務

委
員
長
は
、
自
ら
定
め
た
資
金
調
達
源
の
順
位
を
逆
転
し
、
晴
れ
て
住
友
銀
行

の
融
資
を
中
心
と
し
、
そ
の
足
ら
ぎ
る
と
こ
ろ
を
戦
金
そ
の

他
で
補
う
と
い
う
方
針
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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と
こ
ろ
が
三
月
に
入
る
と
、
コ

　

統
轄
シ
ス
テ
ム
」

で
述
べ
た
よ
う
に
、
住
友
銀
行
と
三
和
銀
行
乃
至
こ
れ
に
野
村
銀
行
も
含
め
た
銀

行
合
同
問
題
が
再
燃
し
た
。
前
年

の
合
同
問
題
に
対
し
て
は
、
専
ら
住
友
銀
行
首
脳
が
反
対
運
動
を
展
開
し
た
が
、
今
回
は
住
友
本
社
が
総

理
事
古
田
俊
之
助
の
陣
頭
指
揮
の
下
に
こ
れ
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
住
友
銀
行
専
務
で
あ

っ
た
野
田
哲
造
は
、
蔵
相
石
渡
荘
太

（
９６
）

郎
（野
田
と
二
局
・
東
大
同
期
）
の
住
友
財
閥
は
金
融
財
閥
で
あ
る
と
の
最
終
判
断
に
よ
る
も
の
と
推
測
し
て
い
る
が
、　
こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば

既
に
軽
金
属
統
制
会
会
長

へ
転
出
し
て
い
た
元
理
事
大
屋
敦
ま
で
動
員
し
た
石
渡
（大
屋
と
姻
戚
関
係
に
あ
つ
た
）
の
説
得
工
作
が
功
を
奏
し
た

こ
と
に
な
ろ
う
。
財
務
委
員
会
に
残
さ
れ
て
い
る
資
料
に
よ
れ
ば
、
同
じ
三
月
に
連
系
会
社
で
あ
る
住
友
海
上
火
災
保
険
を
解
散
し
て
設
立

さ
れ
た
大
阪
住
友
海
上
火
災
保
険
を
、
大
蔵
省
が
連
系
会
社
と
す
る
こ
と
を
認
め
な
か
っ
た
よ
う
に
、
新
銀
行

の
連
系
会
社
指
定
は
承
認
さ

れ
ず
、
従

っ
て
新
銀
行
の
軍
需
融
資

に
お
い
て
連
系
会
社
が
特
別
扱
い
さ
れ
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
（資
料
３８
）ｏ

四
月
第
二
次
と
し
て
軍
需
会
社
四
二
四
社
が
指
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
住
友
系

の
軍
需
会
社
は
殆
ど
網
羅
さ
れ
た
。
そ
の
後
六
月
か
ら
十

二
月
初
に
か
け
て
五
月
雨
式
に
一
三
社
、
最
後
に
十
九
年
末
に

一
〇
九
社
が
指
定
さ
れ
た
。
二
十
年
に
入
る
と
、　
一
月
に
軍
需
充
足
会
社
令

が
制
定
さ
れ
、
指
定
金
融
機
関
制
度
は
運
輸
、
倉
庫
、
配
電
等
軍
需
関
連
産
業
に
ま
で
拡
大
さ
れ
、
さ
ら
に
三
月
に
は
軍
需
会
社
等
特
別
措

置
法
が
施
行
さ
れ
て
、
同
制
度
は
軍
需
以
外
の
一
般
事
業
会
社
に
も
拡
張
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
住
友
銀
行
が
指
定
金
融
機
関
と
な

（
９７
）

っ
た
企
業
は
、
最
終
的
に
軍
需
会
社
九
四
社
（他
に
乙
種
指
定

一
社
）
、　
一
般
事
業
会
社

一
九
九
社
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
住
友
銀
行
の
大
口
融
資
先
を
み
て
み
る
と
、
住
友
合
資
会
社
自
身
が
自
己
資
本
で
事
業
を
遂
行
す
る
と
い
う
大
原
則
の
下
に
あ

つ
て
、

住
友
銀
行
は
機
関
銀
行
と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ
れ
ず
、
精
々
そ
の
補
完
的
役
割
に
甘
ん
じ
て
い
た
の
で
、
他
方
で
独
自

の
取
引
先
を
開
拓

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（第
３６
表
）。

そ
れ
が
、
昭
和
十
二
年
住
友
本
社
に
改
組
直
後

に
起
こ
っ
た
日
中
戦
争

の
進
展
に
よ
り
、
十
五
年

末
に
住
友
銀
行

の
住
友
本
社

・
連
系
会
社
向
け
融
資
は
、
従
来
本
社

・
銀
行
間
で
取
り
決
め
ら
れ
て
い
た
限
度
を
超
過
す
る
こ
と
が
確
実
と

な
り
、
限
度
の
改
訂
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
結
局
十
六
―
十
八
年
の
三
年
間
は
、
住
友
本
社
は
こ
の
限
度
を
遵
守
す
る
た
め
に
、
財
務
委
員
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第36表 住友銀行の融資状況 (期 末貸付残高1,000万円以上大口融資先)

(単位 :千 円 )

大 口 融 資 先 20年 3月 末

5,761,715

六
七
九

貸出総額

うち大口融資先貸出額
B/A× 100(%)
l 住友系
住友吉左衛門
住友本社
連系会社 特定関係会社
①住友金属工業

日本電気
①・ 住友通信 1:業

②住友鎖業
①住友電気工業
①住友アルミニウム製錬

満洲住友金属工業
①住友化学工業
①住友機械工業
②日本板硝子
③住友化工材 11業

大阪住友海 11火 災保険
言十
関係会社
①九州飛行機
②大阪金属 J:業

①帝國特殊製鋼

281,185

ゴ7イ

39,000

17,989

25,200

15,985

13,920

12,750

(6,300)

(0)

124,844

478,867

25θ

94,955

82,100

26,368

34,045

20,020

17,000

13,750

17,030

(7,620)

210,313

544,610

25`

104,675

63,600

33,313

31,230

28,696

14,700

14,450

17,200

13,770

216,959

1,380,799

イf 5

178,500

63,668

46,154

63,065

17,800

14,550

19,200

(7,650)

402,937

17,926

3,200,472

555

48,100

191,638

535,500

77,328

123,545

156,846

28,410

14,550

115,480

15,186

11,687

16,884

92,045

1,187,461

16,941

37,113

14,437

1 昭和 10年 末～14年 末

大 国 融 資 先 昭和 10年 末 11年末 12年 末 13年 末 14年 末

貸出総額         A 522,022 618,158 736 631 893,870 1,208,619

うち大口融資先貸出額   B
B/A X 100(%)
1 住友系
住友本社
連系会社 特定関係会社
住友金属工業
日本電気

計
住友系合計       C

C/A× 100(%)

11,100

2ゴ

０

〇

一

０

　

一　

　

　

　

　

　

　

　

〇

０

　

一

25,300

θ
`

14,900

10,400

10,400

25,300

θイ

60,033

θ /~

38,000

l14,501

95

37,100

30,400

13,359

43,759

80,859

θ 7

2 住友系以外の企業等
(證 券)

宇治電證券
(運 輸)

大阪商船
(電力)

日本発送電
(繊維)

大日本紡績
住友系以外の企業等合計 D

D/A X100(%)

l1 100

ll,100

2J
0 0 0

10,050

13,592

10,000

33,642

2∂

2 昭和 15年 末～20年 3月 末

1,612.317 1.912.417 2.147.325 3326115



②日本パイプ製造
①九州兵器

l‐ 太ノ」洗航空機
②東洋通信機
②安立電気
②日本電気
①日本電気兵器
②東北金属工業
計
住友系合計       C

C/A× 100(%)

18,231

323,499
ゴδ9

34,600

589,168

ノ77

11,938

11,500

51,194

39,596

41,940
17.893

28,000

13,350

283,902

1,711,101

29 7
321,634

ノ5θ

10,000

27 100

ル愛
二
早
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

2 住友系以外の企業等

(保険)

日本簡易火災保険

(運 輸)

大阪商船

阪神電気鉄道

京阪神急行電鉄

近畿日本鉄道

(電力)

②日本発送電

関東配電

(繊維)

人日本紡績

②鐘淵 I:業 (鐘淵紡績)

東洋紡績

呉羽紡績

②倉敷 11業 (倉敷紡績)

②倉敷航空化工(倉敷レイヨン)

(食品)

大日本麦酒

(本材 ゴム)

②秋本工業

②日本タイヤ

③日本ゴム

(化学 薬品)

①日本窒素肥オ1

0日 窒化学 I:業

塩野義製薬

武田薬品工業

(金属)

①不二越鋼材工業

①久保田鉄工所

②花|1鉄工所

②松 ド金属

③興亜精鍛

②中西軸承金属

(機械)

②理研 1:業

②大日本機械工業

②京都機械

①小松製作所

②日本燃料機

①津 卜製作所

ll,621

218,565
7θ δ

10,000

12,500

10,000

14,530

15,467

10,000

26,106

10,000

10,502

17,800

15,957

13,272

12,040

10,070

18,300

36,448

10,000

14,891

11,488

11,100

13,500

11,590

18,207

23,999

10,100

12,514

11,000

10,000

24,972

12,250

13,680

15 223

20,700

32,962

10,004

47,100

17,300

10,500

16.600

26,492

39,383

25,247

33 274

21,570

11,000

11,069

43,700

14,700

11,250

17,530

29,700

六
八
〇



第
二
部

(輸送機器)

①松下航空工業(松下電 I)

②興工航空機材

②松下航空木材(松下飛行機)

①松 ド造1合

②日東航空機器

②山岡内燃機

(電 気機器)

松下電器産業

①松下無線

①東京芝浦電気

②北辰電機製作所

②高野精密工業

(商 業)

三井物産

=皿

・ 大建産業
山本藤助 (山 本商会)

安宅産業

伊藤万商li

(統制会社)

金属回収統制
医薬品統制
日本織物統制
日本衣ボ1製 品統制
日本本材
金属配給統制
日本石炭

日本蚕糸製造
アルコール配給続制

鉄鋼原お1続制

鉄鋼販売統制

(政 lil機 関 団体)

大日本輸出綿糸布振興組合
日4rt綿 糸布輸出組合
重要物資管理営国

交易営団

中央食糧営団

国民更生金庫
l‐L業設備営団
戦時金融金庫
大日本防空協会

船舶運営会

(そ の他)

松下幸之助

石橋(株 )

三井本社

住友系以外の/1N業等合計 D
D/A× 100(%)

31,587

25,167

155,368

8ゴ

39,661

32,174

10,638

12,434

16.018

28,550

20,448

14,020

67,530

47,104

16,266

10,912

18,576

13,835

24,054

12,561

20,106

63,626

13,820

20,660

52,290

18,408

25,987

791,631

23∂

32,718

11,835

11,603

12,750

21,500

31,581

64,015

11,917

12,447

77,126

27,081

11,023

25,448

27,227

11,072

47,000

12,875

11,309

43,610

18,520

12,057

68,579

11,560

60,995

122,777

14,914

13,046

14,279

28,116

10,143

94,042

1,489,371

_25 θ

株
式
会
社
住
友
本
ネ[

六
八

一

62,620

θ9

222,976

ゴθ
`

註 :1,は 第 次指定、②は第 1次指定、(0は 第 1次 ,1加指定軍需会社である。11し住友銀行がその折定金融
機関 とはならなかったケースもある。括 ll'寸 は1,000万 1]以 卜のため原資本|を 補った, 。は社名変更を
示す ,

出典 :住 友銀行外■部作成 GHQ llll資本1,夕 1し 場(資 本1は アルファベ ノト順である ,



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
八
二

長
北
沢
敬
二
郎
の
示
し
た
資
金
調
達
源
の
優
先
順
位

に
従
い
、
住
友
銀
行
以
外
の
調
達
先
を
模
索
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。　
一
方
住
友
銀
行

と
し
て
も
、
限
ら
れ
た
資
金
力
の
範
囲
内
で
、
連
系
会
社
の
他
行
取
引
を
排
除
し
て
そ
の
資
金
需
要
に
応
じ
よ
う
と
し
て
も
貸
出
限
度
に
縛

ら
れ
、
又
自
行
固
有

の
取
引
先
の
資
金
需
要
も
充
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
二
重
、
二
重

の
ジ
レ
ン
マ
に
陥

っ
て
い
た
。
こ
う
し
た

膠
着
状
態
を
打
破
し
た
の
が
こ
の
軍
需
融
資
指
定
金
融
機
関
制
度

の
発
足
で
あ

っ
た
。
こ
の
制
度
は
先
に
述
べ
た
通
り
翌
二
十
年
に
は

一
般

事
業
会
社

へ
も
拡
大
さ
れ
た
の
で
、
二
十
年
三
月
末
に
お
け
る
住
友
銀
行
の
一
〇
〇
〇
万
円
以
上
の
大
口
貸
出
先
は
、
そ
の
貸
出
総
額
の
五

五
％
を
占
め
、
そ
の
う
ち
住
友
系
企
業

の
比
重
は
、
連
系
会
社
の
み
な
ら
ず
関
係
会
社
も
含
め
る
と
三
〇
％
に
達
し
た
。
又
住
友
系
以
外
の

企
業
に
お
い
て
も
大
口
貸
出
先
が
二
五
％
と
集
中
度
が
高
ま
っ
た
。

一
方
住
友
銀
行
の
投
資
状
況
を
期
末
の
株
式
保
有
残
高
で
み
る
と
、
政
府

。
日
銀
か
ら
公
債
保
有
を
強
制
さ
れ
て
い
た
の
で
、
元
々
所
有

有
価
証
券
残
高
の
五
％
程
度
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
（第
３７
表
）。　
そ
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
、

住
友
系
企
業

の
持
株
に
つ
い
て
は

持
株
会
社
で
あ
る
住
友
合
資
会
社
の
存
在
の
た
め
に
、
銀
行
自
体

の
連
系
会
社
株
式
保
有
は
、
別
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
住
友
信
託
、
住

友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
が
目
に
付
く
程
度
で
、
そ
の
他
は
殆
ど
内
地
連
系
銀
行
と
称
す
る
自
行

の
関
係
会
社

の
株
式
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
融
資
状

況
と
同
様
に
戦
局
の
進
展
と
共
に
連
系
会
社
の
資
金
繰
り
の
必
要
上
増
資
が
繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
住
友
家

・
住
友
本
社
保
有
の

連
系
会
社
株
式
の
譲
渡
、
連
系
会
社
産
業
部
門
内
の
増
資
新
株
割
当
２
肩
替
わ
り
等

に
よ
つ
て
、
二
十
年
三
月
末
に
は
住
友
銀
行
が
保
有
す

る
連
系
会
社
株
式
は
、
全
株
式
保
有
高

の
六
四
％
に
達
し
た
。

又
住
友
系
以
外
の
企
業
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
単
な
る
投
資
目
的
で
は
な
く
、
大
口
融
資
と
連
動
し
た
株
式
保
有
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
。
こ
う
し
た
住
友
銀
行
に
よ
る
住
友
系
企
業
以
外

の
企
業
の
株
式
取
得
は
、
勿
論
巨
額
の
融
資

に
対
す
る
債
権
保
全
の
意
味
合
い
も
あ

つ

た
が
、
先
に
述
べ
た
興
銀
の
役
員
派
遣
や
戦
金
の
株
式
取
得
が
企
業
経
営

へ
の
介
入
と
し
て
警
戒
さ
れ
た
の
に
対
し
、
住
友
銀
行

の
貸
出
方

針
が
単
な
る
企
業
融
資
で
は
な
く
、
松
下
幸
之
助
や
石
橋
正
二
郎
に
み
ら
れ
る
如
く
経
営
者
個
人
と
の
関
係
を
重
視
す
る
も
の
で
あ

っ
た
の



で
、
こ
う
し
た
投
融
資
は
戦
後
処
理
の
過
程
に
お
い
て
も
解
消
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
彼
等

の
再
出
発
の
有
力
な
支
援
材
料
と
な

っ
た
。

か
く
し
て
住
友
銀
行
の
巨
額
の
融
資
と
株
式
保
有
は
、
住
友
系
に
お
い
て
は
、
住
友
本
社
の
解
散
後
住
友
銀
行
が
本
社
に
代
わ

っ
て
連
系

会
社
間
の
株
式
持
ち
合
い
の
中
心
的
役
割
を
呆
た
す
礎
と
な

っ
た
。
又
住
友
系
以
外
の
企
業
で
は
、
阪
神
電
鉄
、
大
日
本
紡
績
、
東
洋
紡
績
、

大
日
本
麦
酒
↓
朝
日
麦
酒
、
日
本
タ
イ
ヤ
↓
ブ
リ
デ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
、
日
本
窒
素
肥
料
↓
新
日
本
窒
素
肥
料
、
日
窒
化
学
↓
旭
化
成
、
塩
野

義
製
薬
、
武
田
薬
品
、
久
保
田
鉄
工
、
小
松
製
作
所
、
松
下
電
器
産
業
、
三
洋
電
機
（松
下
造
船
社
長
井
植
歳
男
が
松
下
を
退
職
後
設
工と
、
大
建

産
業
↓
伊
藤
忠
商
事

・
丸
紅
等
住
友
銀
行
が
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
な

っ
て
、
所
謂

「銀
行
系
列
」
の
形
成
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

昭
和
二
十
年
十
月
に
は
住
友
本
社
の
解
散
が
決
定
さ
れ
た
が
、
た
ま
た
ま
住
友
銀
行
は
そ
の
十

一
月

一
日
に
創
業
五
十
周
年
記
念
日
を
迎

え
た
。
既
に
社
長
岡
橋
林
の
退
任
と
副
社
長
野
田
哲
造
の
社
長
就
任
が
内
定
し
て
い
た
の
で
、
野
田
が
訓
示
を
行
い
、
翌
口
々
ノ
前
途

ニ
ハ

終
戦

二
伴
フ
幾
多
ノ
困
難
ナ
ル
事
情
ガ
山
積
シ
テ
イ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
而
モ
其
時
住
友
銀
行

ハ
従
来
住
友
財
閥
ノ

一
構
成
分
子
ト
シ
テ
相

互
二
相
助
ケ
、
相
励

マ
シ
来
ツ
タ
本
社
並

二
連
系
会
社
卜
袂
ヲ
分
チ
、
自
立
シ
テ
行
カ
ネ
バ
ナ
リ
マ
セ
ン
。
（中
略
）併
乍
ラ
斯
ノ
如
キ
困
難

ナ
時

二
当

ツ
テ
新
活
動

二
入
ル
ト
謂
フ
事

ハ
男
子
ト
シ
テ
誠

二
本
懐
ノ
至
リ
デ
ア
ル
ト
モ
謂

ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

」

と
述
べ
、　
本
社
解
散

と
い
う
事
態
に
対
し
、
本
社
は
勿
論
連
系
会
社
の
間
で
も
悲
壮
感
、
悲
痛
感
が
漂

っ
て
い
た
の
に
対
し
、
ひ
と
り
住
友
銀
行
に
お
い
て
は
、

む
し
ろ
新
時
代
の
到
来
と
前
向
き
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
の
が
象
徴
的
で
あ

っ
た
。

（資
料
３７
）

昭
和
十
六
年
十

一
月
四
日
提
出
　
十

一
月
二
十
二
日
決
裁
　
総
務
部
会
計
課
起
案
主
雑
第
四
〇
号

財
務
委
員
会
設
置
ノ
件

時
局
ノ
進
展
卜
共

二
我
ガ
各
工
場
並

二
鉱
山
等

二
於
ケ
ル
生
産
カ
ノ
拡
充

ハ
愈
緊
急
ノ
度
ヲ
加

ヘ
ツ
ヽ
ア
ル
所
、
此
等
諸
計
書
ノ
進
行

二
伴

ヒ
、
拡
充
資
金
、
運
転
資
金
並

二
投
資
資
金
ノ
所
要
額
亦
急
増
ヲ
来
シ
、
本
年
度
ノ
如
キ
本
社
及
連
系
会
社
ヲ
通
算
セ
ル
年
間
資
金
所
要
額

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
八
三



490,469

714,185

27,137

609,965

1,099,299

34,376

721,850

1,088,943

38,365

944,442

1,267,098

47.665

1,312,665

1,405,450

61.453

1,777,154

2,004,687

85,091

(期 末所有株式残高)
(単 イ立 : 千ITI)

2,386,834

2,218,391

129.721

第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

147,675

3,307

1,250

21

6,000

331

↑

6,000

75

50,000

3,900

50,000

625

147,675

3,307

1,250

21

6,000

331

6,000

75

50,000

3,900

50,000

1 875

147,675

3,307

1,250

21

6,000

332

6,000

75

100,000

6,400

↑

100,000

1,250

148,175

3,321

1,250

21

6,000

300

6,000

225

110,000

7,460

120,000

3 656

158,325

3,524

1,250

21

12,000

600

↑

116,000

7,844

145,800

5,004

3,000

178

64,900

3,245

4,200

210

4,960

77

6,000

300

6,600

165

100,000

5 842

158,325

3,524

1,250

21

12,000

600

160,615

3,585

1,250

21

12,000

600

285,800

18,017

285,280

10,965

5,100

320

5,100

285

64,900

3,245

4,200

210

5,800

100

12,600

630

↑

100,000

5 842

35,000

17,500

35,000

8,750

160,615

3,585

1,250

21

12,000

600

64,900

3,245

4,200

210

4,540

64

64,900

3,245

4,200

210

4,540

64

6,000

150

64,900

3,245

4,200

210

4,540

64

6,000

300

64,900

3,245

4,200

210

4,540

64

6,000

300

6,600

165

30,000

1.635

261,800

16,493

↑

3,000

178

3,000

75

64,900

3,245

4,200

210

4,960

77

6,000

300

6,600

165

100,000

5 842

571,680

32.595

↑

10,200

605

↑

64,900

3,245

4,200

210

5,800

100

12,600

630

13,200

495

100,000

5 842

六
八
四



第37表 住友銀行の投資状況

昭和10年末

金額

株数(@担、込金額)

金額        A

柄銘

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

所有有価證券
うち株式

1 住友系企業の株式

住友本社

連系会社 特定関係会社

住友信託

扶桑海上火災保険

・ 住友海上火災保険

・ 大阪住友海上火災保険

四国中央電力

・ 住友共同電力

住友金属工業

住友化学 I:業

住友ビルデイング

・ 住友土地工務
日本板硝子

住友機械工業

株数(@500円 )

金額

株数(@250円 )

金額

株数(@125円 )

金額

株数(@125円 )

金額

株数 (@50円 )

金額

株数(@125 375円 )

金額

株数(@125 3751])
金額

株数(@50円 )

金額

株数(@125・ 375円 )

金額

株数(@125・ 2511])

金額

株数(@375円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@25 375円 )

金額

株数(@125 25円 )

金額

株数(@25 50円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数 (@50円 )

金額

株数(@125円 )

金額

株数(@25・ 50円 )

金額

株数(@25円 )

金額

株数(@375円 )

金額

株数 (@501il)

金額

147,475

3,303

1,250

21

3,000

170

3,000

49

50,000

3,900

147,675

3,307

1,250

21

3,000

170

3,000

124

50,000

3,900

64,900

3,245

4,200

210

4,540

64

64,900

3,245

4,200

210

4,540

64

六
八
五

住友倉庫



336,365

11,850

342,365

21,727

442,365

23.753

509,465

20 708

10,000

250

10,000

890

10,000

780

653,035

28 930

10,000

250

10,000

890

10,000

780

25,000

1,538

25,000

1 488

706,035

35,676

10,000

500

23,330

1,750

↑

25,663

362

70,000

4,325

1,113,638

51,807

10,000

500

23,330

1,621

25,003

665

70,000

4,325

42,000

1,050

10,000

425

1,206,778

82,764

18,700

1,120

39,280

1,178

17,800

350

54,700

1,258

9,100

114

3,880

178

10,000

209

153,460

4,407

18,700

1,120

39,280

1,178

17,800

350

54,700

1,258

9,100

114

3,880

178

10,000

209

153,460

4,407

35,062

438

22,852

71

201,374

4.584

18,700

935

39,280

982

17,900

268

9,100

23

3,890

140

9,817

491

6,698

84

105,385

2,923

18,900

945

39,280

982

18,200

272

9,100

23

3,920

141

9,817

491

6,698

84

18,900

945

39,280

982

18,200

272

9,200

24

3,920

141

9,817

491

6,698

84

22,763

911

128,778

3 850

39,520

988

9,200

24

4,000

143

9,817

491

6,698

84

24,753

883

19,100

955

18,500

276

131,588

3 844

39,880

997

9,200

24

4,000

143

10,737

543

7,332

94

42,053

1,404

4,870

174

19,700

985

19,600

290

157,372

4,654

105,915

2.938

489,825

16,257

63 9

495,825

17,668

65 1

643,739

19,871

57 8

614,850

23,631

61 6

758,950

31,868

66 9

834,813

39,526

64 3

1,245,226

55,651

65 4

1,364,150

87,418

67 4

19 800 20 000 20 000 20 000 20 000 20,000 20,000
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第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

住友アルミニウム製錬

住友電気工業

住友銭業

住友通信工業

数株(@25 50円 )

金額

株数(@50「 ])

金額

株数(@375円 )

金額

株数(@125 25円 )

金額

株数 (@50「
]])

金額

株数(@50円 )

金額

株数 (@25円 )

金額

株数(@25円 )

金額

計 株数

金額

279,265

11.009

279,465

11,095

関係会社

豊前銀行

佐賀百六銀行

三州平和銀行

日幸護謀工業

(日 つちや足袋)

扶桑殖産

和歌山倉庫

東陽倉庫

二重銀行

近畿無尽

中津興業

二州興業

株数(@50円 )

金額

株数(@125 25円 )

金額

株数(@125円 )

金額

株数 (@50円 )

金額

株数(@125円 )

金額

株数(@25円 )

金額

株数(@275円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@125円 )

金額

株数(@20円 )

金額

株数(@25円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@125円 )

金額

18,700

1,120

39,280

687

17,800

350

54,700

1,258

9,100

114

3,880

183

18,700

1,120

39,280

1,178

17,800

350

54,700

1,258

9,100

114

3,880

178

数

額

株

金

143,460

3,712

143,460

4,198

住友系企業の株式合計 株数

金額
B/A× 100

Ｂ

％

422,725

14,721

73 7

422,925

15,293

68 2

2 住友系以外の企業の株式

(銀行)

日召和銀行 株数(@125円 ) 19 800 19.800

六
八
七



27,544

1,609

20,922

1,H3

4,050

277

931

31

3,420

263

3,200

258

100

6

25

1,000

15

800

31

10,700

492

30,000

375

48,466

2,721

↑

4,050

277

931

35

3,420

263

3,200

258

1,000

20

800

31

10,700

492

5,380

68

30,000

375

240

176,000

2,200

48,466

2,721

10,050

764

20,931

786

3,420

263

3,200

258

1,000

25

800

41

10,700

492

5,380

68

30,000

375

10,200

128

240

176,000

2,200

46,466

2,609

24,233

253

9,050

633

20,931

733

3,420

263

3,200

256

1,000

28

800

48

10,700

492

5,380

68

30,000

375

10,200

102

240

176,000

2,200

600

37

46,466

2,609

24,233

496

9,050

634

20,931

733

4,275

306

3,200

256

1,000

27

800

48

10,700

492

5,380

65

30,000

375

10,200

102

240

176,000

2,200

600

34

1,000

50

800

51

1,200

61

898

45

449

6

46,466

2,609

24,233

727

9,050

634

20,931

733

4,275

306

3,200

256

10,200

102

240

176,000

2,200

600

34

1,000

50

800

51

1,200

61

898

45

449

6

46,466

2,609

24,233

969

9,050

634

20,931

733

4,275

306

3,200

256

10,200

102

176,000

2,200

600

34

1,000

50

800

51

1,200

61

898

45

449

6

22,500

6,975

8,862

78

20,000

360

46,466

2,609

24,233

1,212

9,050

634

20,931

994

4,275

306

3,200

256

10,200

102

ル星
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第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

日本興業銀行

阪南銀行

阿波商業銀行

中越銀行

・ 北陸銀行

伊予合同銀行

不動貯金銀行

伊賀農商銀行

安田銀行

(運輸)

南満洲鉄道

阪神電気鉄道

阪神急行電鉄

・ 京阪神急行電鉄

南海鉄道

・ 近畿 日本鉄道

大阪電気軌道

東京高速鉄道

大阪商船

(電力 瓦力i)

九州水力電気

九州送電

日本発送電

六
八
九

金額

株数(@125円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数 (@50円 )

金額

株数(@375円 )

金額

株数 (@5011])

金額

株数(@125円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@185円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@30 40 501]])
金額

株数 (@10・ 20 30 40円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@20 25 375円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@125円 )

金額

株数(@5 10 15 20 25 30円 )

金額

株数(@125 25 375 50円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@125円 )

金額

株数(@125円 )

金額

株数(@125円 )

金額

24,974

1,457

15,362

478

3,000

195

1,650

105

1,000

66

100

6

1,000

5

10,000

455

26,424

1,541

19,962

857

3,000

195

1,650

105

2,500

198

100

6

1,000

10

10,000

455



1,500

133

2,000

179

350

32

5,300

393

5,300

80

4,900

769

21,702

1.058

2,080

104

1,500

119

260

6

520

61

5,415

416

3,865

114

8,600

590

1,500

134

2,000

179

350

32

5,200

386

5,300

80

4,900

769

21,702

1,058

450

45

2,000

100

1,500

119

520

61

5,415

416

3,865

H4

8,600

590

12,900

161

1,500

126

2,000

172

350

23

5,200

386

5,300

80

4,900

769

21,702

1,058

450

45

2,000

100

1,500

119

520

61

5,415

416

3,865

114

8,600

559

12,900

323

10,000

1,500

112

2,000

156

350

21

5,200

386

5,300

146

4,900

711

21,702

1,042

450

39

2,000

100

1,500

119

520

52

4,415

339

3,865

162

19,500

1,014

↑

20,000

1,500

108

2,000

144

350

20

5,400

403

5,300

146

5,200

756

21,702

998

650

56

2,000

100

1,500

119

520

48

4,000

324

4,615

356

3,865

210

19,500

975

11,700

146

16.500

7,700

346

14,454

557

1,500

108

2,000

144

350

20

5,400

403

5,300

146

5,200

756

21,702

998

650

56

2,000

100

1,500

119

520

48

4,000

324

8,480

566

↑

19,500

975

11,700

333

16.500

2,700

121

14,454

557

1,500

108

2,000

144

350

20

5,400

403

5,300

146

21,200

2,014

21,200

530

21,702

998

650

56

2,000

100

1,500

119

520

48

8,000

666

8,480

566

19,500

975

11,700

521

16.500

2,700

121

14,454

557

1,500

92

2,000

127

350

17

5,400

403

5,300

212

43,300

3,177

↑

21,702

998

650

56

2,000

100

1,000

12

1,500

113

520

40

8,000

666

8,480

566

31,200

1,560

↑

24.750
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第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

九州配電

神戸瓦斯

大阪瓦斯

京都瓦斯

(繊維)

人日本紡績

東洋紡績

大阪毛織

日本毛織

(食品)

大日本製糖
0日 糖興業

明治製糖

台湾製糖

大 日本麦酒

(製紙)

王子製紙

(金属)

日本製鉄六
九

一

久保田鉄工所

株数(@50円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@125 25・ 375円 )

金額

株数 (@50円 )

金額

株数(@251])
金額

株数(@50円 )

金額

株数(@275円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@125円 )

金額

株数 (la150円 )

金額

株数(@125円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@375円 )

金額

株数(@125 25 375・ 50円 )

金額

株数 (@50FII)

金額

株数(@125 25円 )

金額

株数 (@125・ 285 4451])
金額

株数 (@50ili)

5,000

357

4,370

657

5,520

144

28,307

368

2,080

104

3,200

209

250

13

5,000

357

5,000

62

4,370

657

33,890

848

↑

450

45

2,080

104

4,450

319

↑

3,450

43

8,000

549



6,110

171

4,648

116

1,075

13

1,000

18

670

33

1,000

12

6,110

171

4,648

174

1,075

24

670

33

1,000

12

800

10,000

250

1,075

24

5,000

250

670

33

1,000

12

５８

０３

１

1,300

↑

1,075

38

10,758

403

5,000

225

670

33

1,000

12

1,056

8,250

206

10,758

403

1,075

54

670

33

1,000

12

10,000

250

10,758

403

8,068

101

1,075

54

1,056

8,250

206

670

33

1,000

10

6,250

225

30,000

1 500

1,056

8,250

412

100,000

6,000

100,000

2,500

8,068

202

6,250

225

500

16

300

7

57

1

670

33

1,000

10

30,170

1,508

1,000

1,468

↑

第

100,000    ・`

i翌 1
社

10'I::彙

ネL

8,068 ↑
303  -

7,530

94

1,075

54

1,397

50

208

8

104

2

6,250

225

15,000

900

30,000

2,100

六
九
二

30,170

3,016

1,000



第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

(機械 )

川崎電工業

(化学)

人日本セルロイド

富十写真 フイルム

日東化学工業

徳山曹達

武田薬品工業

(そ の他 )

国際電話

国際電気通信

商業興信所

・ 束亜興信所
帝囲蚕糸倉庫

梅田映豊劇場

日本協同證券

戦時金融金庫(出 資証券)

交易営Lll(出 資証券)

六
九
二

金額

株数(@25円 )

金額

株数(@25 50円 )

金額

株数 (@50円 )

/1・

額

株数(@25円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@125 25 37
金額

株数(@125 25 37
金額

株数(0125円 )

金額

株数(@125 225 35 50円 )

金額

株数(@125・ 325円 )

金額

株数(@125 20 30 425 50円 )

金額

株数 (@20円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数 (@50円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@125 175円 )

金額

株数(@30円 )

金額

株数(la112 5 22 5円 )

金額

株数(@125円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@125円 )

金額

株数(@20円 )

金額

株数 (@25111)

金額

1司 数(@50 100円 )

金額

Ll数 (@50F])

円

　

円

6,110

171

4,648

58

1,000

13

670

33

1,000

12

6,110

171

4,648

58

1,000

18

670

33

1,000

12

400

8



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
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（中
）

六
九
四

ハ
、
実

二
二
億
円
ヲ
突
破
セ
ン
ト
ス
ル
情
勢

二
在
ル
ガ
、
斯
カ
ル
趨
勢

ハ
明
年
度
以
降

二
於

テ
モ
尚
継
続
ス
ル
モ
ノ
ト
予
想
セ
ラ
ル
。

一
方
金
融
部
門
タ
ル
銀
行
並

二
信
託

二
於
テ
ハ
預
金
及
金
銭
信
託
ノ
増
勢
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
ア

リ
ト
雖
モ
、
此
等
蒐
集
資
金
中
相
当
部
分

ハ
優
先
的

二
公
債
ノ
買
入
、
共
同
融
資
等

二
振
向

ク
ル
ヲ
要
ス
ル
為
、
我
ガ
産
業
部
門
二
供
給
シ
得
ル
資
金
額

二
自
ラ
限
度
ノ
存
ス
ル
コ
ト
又

已
ム
ヲ
得
ザ
ル
所
ナ
リ
。
而
モ
現
下
ノ
我
ガ
金
融
界

ハ
、
曇

二
公
表
セ
ラ
レ
タ
ル
財
政
金
融

基
本
方
策
ノ
線

二
沿
ヒ
、
日
下
国
家
資
金
動
員
計
董
ヲ
基
調
ト
ス
ル
新
体
制
確
立

ヘ
ノ
過
程

二
在
り
、
而
シ
テ
今
後

二
於
ケ
ル
之
ガ
推
移

二
付
テ
ハ
、
我
ガ
財
団
ト
シ
テ
モ
深
甚
ナ
ル
関

誉ヽ
ヲ
有
ス
ル
所
ナ
ル
ハ
、
謂
フ
ヲ
快
タ
ズ
。

即
チ
之
等
内
外
諸
般
ノ
情
勢
ヲ
稽
フ
ル
時
、
今
後

二
於
ケ
ル
我
ガ
産
業
部
門
諸
事
業
ノ
資
金

計
画
ノ
円
滑
ナ
ル
遂
行

二
付
テ
ハ
、　
一
層
慎
重
ナ
ル
準
備
卜
対
策
ト
ヲ
必
要
ト
ス
ル
モ
ノ
ト

思
惟
セ
ラ
ル

ヽ
次
第
ナ
リ
。

而
シ
テ
之
ガ
処
置
ト
シ
テ
ハ
本
社
内

二
別
紙
規
程
（案
Ｙ
一依
ル
財
務
委
員
会

ヲ
設
置
ノ
事
ト

シ
、
今
後
定
期

二
委
員
会
ヲ
開
催
シ
、

（
一
）

一
般
金
融
情
勢

二
関
ス
ル
事
項

（
二
）

本
社
、
連
系
会
社
並

二
特
定
関
係
会
社
ノ
金
融
状
態
並

二
財
務

二
関
ス
ル
事
項

ニ

付
懇
談
協
議
シ
、
以
テ
各
社

二
於
ケ
ル
資
金
計
董
等
ノ
円
滑
ナ
ル
遂
行

ヲ
期
ス
ル
ヲ

適
当
卜
勘
考
セ
ラ
ル

ヽ
二
付
、
右
財
務
委
員
会
設
置
ノ
事

二
決
定
相
成
可
然
乎
。

2,500

337

2,500

225

2,500

300

2,500

187

50

3,750

188

5,000

385

5,000

125

200,945

9,182

36 1

218,360

9,469

34 9

455,560

14,505

42 2

474,093

14,734

38 4

508,148

15,797

33 1

570,637

21,927

35 7

759,461

29,440

34 6

854,241

42,303

32 6



三井 本 社

金額

株数 (@50円 )

金額

株数(@235円 )

金額

株数(@50円 )

金額

株数(@235円 )

金額

株数(@25円 )

金額

住友系以外の企業の株式

合  計

註 :1印 は新株の 日株への併合を示す。 ・ は社名変更を示すぅ

出典 :住 友銀行外 1'部 作成 GHQ提 出資本|。 但 し原資料は業 l●順である。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

尚
右
御
決
裁
ノ
上

ハ

左
案

ヲ
以
テ
連
系
会
社
並

二
特
定
関
係
会
社
宛
通
達
相
成
可
然
手
。

案
（親
展
）

連
系
会
社

特
定
関
係
会
社
（註
、
日
本
電
気
、
日
本
板
硝
子
、
土
肥
金
山
、
大
日
本
鍍
業
、
静
狩
金
山
、
北
支
産

金
）

主
管
者
宛

掲
題

御
承
知

ノ
通
、
我
ガ
産
業
部
門
各
社

二
於
ケ
ル
資
金
問
題

ハ
、
時
局
ノ
進
展

二
伴

ヒ
益
深
刻

化

ノ
傾
向

二
有
之
候
処
、　
一
方
我
ガ
金
融
界

ハ
政
府

ノ
方
針

二
遵

ヒ
、
今
後
漸
次
新
体
制

ヘ

ノ
途

ヲ
辿

ル
モ
ノ
ト
被
存
、
労
今
後

二
於
ケ
ル
我
ガ
財
団
各
社
資
金
計
書

ノ
円
滑
ナ
ル
遂
行

二
関
シ
テ
ハ
、　
一
層
周
到
ナ
ル
準
備
卜
対
策
ト

ヲ
以

テ
臨

ム
事
緊
要
卜
被
考
候

二
付
、
今
般

斯
カ
ル
ロ
的

二
資

ス
ル
為
、
本
社

二
別
紙
規
程

二
依

ル
財
務
委
員
会
設
置
ノ
事

二
決
定
相
成

候
。
就
而
右
御
諒
承

ノ
上
爾
後
之
ガ
円
滑
ナ
ル
運
営

二
付
、
御
協
力
相
煩
度
此
段
依
命
御
通

知
労
得
貴
意
候
也
。

（別
紙
規
程
添
付
）

（別
紙
）

財
務
委
員
会
規
程
（案
）

第

一
条
　
本
社

二
左
記
事
項

ヲ
懇
談
協
議

ス
ル
為
、
財
務
委
員
会

ヲ
置
ク
。六

九
五

株数(回 数を含む)

金額
C/A× 100

140,341

5,246

26 3



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

（
一
）

一
般
金
融
情
勢

二
関
ス
ル
事
項

（
二
）

本
社
、
連
系
会
社
並
関
係
会
社
ノ
金
融
状
態
並
財
務

二
関
ス
ル
事
項

第
二
条
　
本
会

二
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク
。

委
員
長
　
　
　
　
一
名

副
委
員
長
　
　
　
一
名

委
員
　
　
　
　
　
若
干
名

幹
事
　
　
　
　
　
若
干
名

第
三
条
　
本
会
ノ
委
員

ハ
左
ノ
者
ヲ
以
テ
構
成
ス
。

本
社
　
　
　
　
　
関
係
部
課
長

連
系
会
社
　
　
　
主
管
者
並
其
ノ
指
名
ス
ル
者

特
定
関
係
会
社
　
王ヽ
管
者
並
其
ノ
指
名
ス
ル
者

第
四
条
　
委
員
長

ハ
本
会
ヲ
統
理
ス
。

副
委
員
長

ハ
委
員
長
ヲ
補
佐
シ
、
事
故
ア
ル
ト
キ
其
ノ
代
理
ヲ
為
ス
。

委
員

ハ
委
員
長
ノ
指
示

二
依
り
報
告

ヲ
為
シ
、
並
意
見
ノ
開
陳
ヲ
為
ス
。

幹
事

ハ
上
司
ノ
指
示
ヲ
承
ケ
、
本
会
ノ
庶
務
ヲ
処
弁
ス
。

第
五
条
　
委
員
会

ハ
毎
年
二
回
委
員
長
之
ヲ
招
集
ス
。

本
社
、
銀
行
並
信
託
ノ
委
員
ヲ
以
テ
常
任
委
員
会

ヲ
組
織
シ
、
毎
月

一
回
定
例
日
二
之
ヲ
開
催
ス
。

委
員

ハ
必
要

二
応
ジ
、
常
任
委
員
会

二
出
席
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
モ
ノ
ト
ス
。

一（
■ん
エハ



委
員
長
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
、
委
員
会
又
ハ
常
任
委
員
会
ヲ
臨
時

二
招
集
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
モ
ノ
ト
ス
。

以
上

（資
料
３８
）

軍
需
融
資
協
力
契
約
書

住
友
信
託
株
式
会
社
（以
下
単

二
協
力
団
員
卜
称
ス
）
及
株
式
会
社
住
友
銀
行
（以
下
単

二
指
定
銀
行
卜
称
ス
）
ハ
、
金
融
機
関
同
業

一
体
ノ
精

神

二
基
キ
、
相
協
カ
シ
テ
指
定
銀
行
力
軍
需
融
資
指
定
金
融
機
関
ト
シ
テ
其
金
融
ヲ
担
当
ス
ル
、
軍
需
会
社
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
、
住

友
電
気
工
業
株
式
会
社
、
住
友
化
学
工
業
株
式
会
社
、
住
友
ア
ル
ミ
ユ
ウ
ム
製
錬
株
式
会
社
、
住
友
通
信
工
業
株
式
会
社
及
住
友
機
械
工
業

株
式
会
社
（以
下
単

二
軍
需
会
社
卜
称
ス
Ｙ
一対
シ
、
所
要
資
金

ヲ
適
時
、
簡
易
、
迅
速
且
適
切

二
供
給
ス
ル
ロ
的
ヲ
以
テ
、
左
ノ
契
約
ヲ
締

結
ス
。

第

一
条
　
協
力
団
員

ハ
、
軍
需
会
社

二
貸
付
ク
ル
コ
ト
ヲ
条
件
ト
シ
テ
、
指
定
銀
行

二
対
シ
資
金
ノ
融
通
（以
下
協
力
融
資
卜
称
ス
）
ヲ
為
シ
、

指
定
銀
行

ハ
右
協
力
融
資
金
を
自
己
ノ
名
義
ヲ
以
テ
軍
需
会
社

二
貸
付
ク
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
二
条
　
指
定
銀
行
力
各
軍
需
会
社

二
貸
付
ヲ
行
フ
場
合

ニ
ハ
、
其
ノ
貸
付
金
額
ノ

一
部

二
付
協
力
団
員
ノ
協
力
融
資

ヲ
受
ケ
テ
之
ヲ
為
ス

ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
。
但
シ
左
記
各
号

二
掲
ク
ル
場
合

二
於
テ
ハ
、
右

二
拘
ラ
ス
自
行
単
独
ノ
資
金

ヲ
以
テ
貸
付

ヲ
為
ス
ヲ
妨
ケ
ス
。

一
、
各
軍
需
会
社
毎

二
残
高
金
壱
百
万
円
ヲ
超

エ
サ
ル
当
座
的
資
金
ノ
貸
付

二
、
協
力
団
員
ノ
同
意

ヲ
得
テ
為
ス
貸
付

第
三
条
　
ユ削
条
本
文
ノ
規
定

二
依
り
指
定
銀
行
力
協
力
団
員
ョ
リ
協
力
融
資

ヲ
受
ク
ヘ
キ
金
額

ハ
、
其
ノ
各
貸
付
金
額
ノ
百
分
ノ
二
十
相
当

額
ト
ス
。
但
シ
割
当
上
金
壱
百
万
円
未
満
ノ
端
数

ヲ
生
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
指
定
銀
行

二
於
テ
適
宜
之

ヲ
処
理
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

第
四
条
　
指
定
銀
行
第
二
条

二
依
り
協
力
融
資

ヲ
受
ケ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
、
予
メ
協
力
団
員

二
対
シ
貸
付
額
、
用
途
、
利
率
、
担
保
、
貸
付

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工（
九
七



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工（
九
八

実
行
日
、
償
還
期
日
、
協
力
融
資
額
及
之
力
払
込
日
其
ノ
他
必
要
事
項
ヲ
通
知
シ
、
協
力
融
資

ヲ
請
求
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
。
但
シ
貸
付
緊

急
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
ハ
、
先

ツ
自
己
資
金
ヲ
以
テ
貸
付

ヲ
為
シ
タ
ル
上
、
遅
滞
ナ
ク
右
ノ
手
続
ヲ
為
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
。

協
力
団
員
前
項
ノ
請
求
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
払
込
日
二
協
力
融
資
金
ノ
払
込
ヲ
為
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
。

協
力
融
資
金
ノ
払
込

二
対
シ
テ
ハ
、
指
定
銀
行

ハ
軍
需
協
力
融
資
金
受
領
書
ヲ
発
行
交
附
ス
。

右
協
力
融
資
金
受
領
書

ハ
、
日
本
銀
行

二
対
ス
ル
外
譲
渡
質
入
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
。

第
五
条
　
協
力
団
員

ハ
、
協
力
融
資

二
関
シ
指
定
銀
行
ヨ
リ
担
保
ヲ
徴
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
六
条
　
協
力
融
資
ノ
利
息
ノ
支
払

ハ
、
軍
需
会
社
ヨ
リ
貸
付
金
ノ
利
息
ヲ
収
受
シ
タ
ル
都
度
遅
滞
ナ
ク
之
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
シ
、
其
ノ
利
率

ハ
軍
需
会
社

二
対
ス
ル
貸
付
利
率
卜
同
率
ト
シ
、
指
定
銀
行

ハ
其
ノ
間
手
数
料
ヲ
収
受
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
。
但
シ
第
十
条

二
依
り
軍
需
会

社
ノ
債
務

二
付
戦
時
金
融
金
庫
ノ
保
證
ヲ
受
ケ
タ
ル
場
合

ハ
、
該
保
證
料
率
ヲ
差
引
タ
ル
率

二
依
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
七
条
　
軍
需
会
社
ヨ
リ
貸
付
元
本
ノ

一
部
又

ハ
全
部
ノ
返
済
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
指
定
銀
行

ハ
遅
滞
ナ
ク
之
ヲ
貸
付
額

二
対
ス
協
力
団
員

ノ
協
力
融
資
額
ノ
割
合

二
応
シ
返
還
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
。

第
八
条
　
軍
需
会
社

二
対
ス
ル
貸
付

二
付
損
失
ヲ
生
シ
タ
ル
場
合

ハ
、
協
力
団
員

ハ
貸
付
額

二
対
ス
ル
協
力
融
資
額
ノ
割
合

二
応
シ
其
ノ
損

失
ヲ
分
担
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
九
条
　
指
定
銀
行

ハ
善
良
ナ
ル
管
理
者
ノ
注
意

ヲ
以
テ
軍
需
会
社

二
対
ス
ル
貸
付
ノ
管
理
及
権
利
ノ
保
全
等
ノ
事
務
ヲ
処
理
シ
、
又
常

ニ

軍
需
会
社
ノ
業
況
等

二
注
意
シ
、
協
力
団
員

二
対
シ
時
々
之
力
状
況
ヲ
説
明
ス
ル
外
、
重
要
ナ
ル
事
項

二
付
テ
ハ
協
力
団
員
卜
協
議
ス
ヘ

キ
モ
ノ
ト
ス
。

協
力
団
員

ハ
軍
需
会
社
ノ
業
況
等

二
付
、
自
己
ノ
入
手
セ
ル
情
報

ハ
直

二
之
ヲ
指
定
銀
行

二
通
知
シ
、
其
ノ
他
指
定
銀
行
ノ
任
務
遂
行

ニ

遺
憾
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
様
協
カ
ス
ヘ
ク
、
又
必
要
ナ
ル
事
項

二
付
テ
ハ
何
時

ニ
テ
モ
指
定
銀
行
ヨ
リ
説
明
ヲ
聴
取
シ
得

ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
。



第
十
条
　
指
定
銀
行
必
要
卜
認
ム
ル
ト
キ
ハ
、
協
力
団
員
卜
協
議
ノ
上
軍
需
会
社
ノ
債
務

二
付
戦
時
金
融
金
庫
ノ
保
證
ヲ
受
ク
ヘ
キ
モ
ノ
ト

ス
。

協
力
団
員
必
要
卜
認
ム
ル
ト
キ
ハ
、
指
定
銀
行

二
対
シ
軍
需
会
社
ノ
債
務

二
付
戦
時
金
融
金
庫
ノ
保
證
ヲ
受
ク
ヘ
キ
旨
ノ
請
求
ヲ
為
ス
コ

ト
ヲ
得
、
右
ノ
場
合
指
定
銀
行

ハ
協
力
団
員
卜
協
議
ノ
上
前
項
ノ
手
続
ヲ
為
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
。

第
十

一
条
　
指
定
銀
行

ハ
軍
需
会
社

二
対
シ
協
力
団
員
ノ
商
号
ヲ
通
知
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
。

本
契
約
書
正
本

ハ
ニ
通
之
ヲ
作
成
シ
、
指
定
銀
行
及
協
力
団
員

二
於
テ
各

一
通
ヲ
保
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

昭
和
十
九
年
五
月
十
九
日

住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
、
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
、
住
友
化
学
工
業
株
式
会
社

住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
株
式
会
社
、
住
友
通
信
工
業
株
式
会
社
、
住
友
機
械
工
業
株
式
会
社

以
上
六
社
軍
需
融
資
指
定
金
融
機
関
　
株
式
会
社
住
友
銀
行
　
社
長
　
　
　
岡
橋
　
林

右
軍
需
融
資
協
力
団
　
　
　
　
　
　
　
住
友
信
託
株
式
会
社
　
社
長
　
　
　
福
山
　
善
治
郎

（資
料
３９
）

銀
行
合
同
問
題

一
、
大
蔵
省
ノ
態
度
（推
ハι

ｌ
　
住
友
銀
行
、
三
和
銀
行
及
野
村
銀
行
ノ
三
行
同
時
合
併
。
合
併
形
式
　
新
設
合
併
、
比
率
　
対
等

２
　
住
友
銀
行
、
三
和
銀
行
ノ
ニ
行
合
併
。
合
併
型
式
　
新
設
合
併
、
比
率
　
対
等

（住
友
ノ
三
和
吸
収
合
併

ハ
許
可
セ
ザ
ル
ベ
シ
、
住
友

ヲ
中
核
体
ト
ナ
ス
コ
ト
ニ
モ
難
色
ア
ラ
ン
。
）

二
、
之

二
対
シ
住
友
ト
シ
テ
採
ル
ベ
キ
態
度

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
九
九



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
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ｌ
　
住
友
、
三
和
、
野
村
三
行
同
時
合
併

ハ
絶
対

二
排
斥
ス
ベ
シ
。

理
由
　
新
設
合
併

ハ
運
営
困
難
、
マ
ト
マ
リ
ツ
カ
ズ
、
住
友
ノ
経
営
権
掌
握
不
可
能
ト
ナ
ル
ｃ

２
　
住
友
、
三
和
ノ
合
併
モ
不
可
ナ
リ
。

ａ
　
吸
収
合
併
ナ
ラ
バ
賛
成
ス
ベ
キ
モ
、
之

ハ
不
可
能
ナ
リ
。

ｂ
　
新
設
合
併

ハ
、
タ
ト
ヒ
住
友
ガ
形
式
的

二
中
核
体
ト
ナ
ル
ト
ス
ル
モ
、
実
際
ノ
運
営

ハ
対
立
関
係
ヲ
生
ジ
、
住
友
ノ
経
営
権
掌
握

ハ
不
可
能
ナ
ル
ベ
シ
。
依
而
住
友
ト
シ
テ
ハ
三
和
ト
ノ
合
併
問
題

ニ
ハ
触
レ
ザ
ル
コ
ト
肝
要
ナ
リ
。

三
、
住
友
単
独
経
営
ノ
場
合
ノ
処
置

１
　
住
友
銀
行
ノ
経
営
方
針
刷
新
ノ
要
ア
リ
。
小
乗
的
競
争
意
識
ヲ
払
拭
ス
ベ
シ
。

２
　
貯
蓄
銀
行
（不
動
、
日
本
相
互
、
摂
津
貯
蓄
等
）
及
地
方
銀
行
（阪
南
銀
行
等
）
ノ
合
併

ヲ
考
慮
ス
ベ
シ
。

３
　
野
村
銀
行
ノ
吸
収
合
併

ヲ
考
慮
ス
ベ
シ
。
（此
ノ
場
合
野
村
財
閥
ト
ノ
関
係
調
節
ノ
要
ア
リ
。
）

野
村
銀
行

ハ
漸
次
経
営
困
難
ノ
度
ヲ
加

ヘ
ツ
ヽ
ア
リ
。

四
、
三
和
銀
行
ノ
態
度

１
　
住
友
ト
ノ
合
併
ヨ
リ
ハ
、
寧

口
帝
國
（註
、
三
井
銀
行
と
第

一
銀
行
と
の
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
帝
国
銀
行
）
ト
ノ
合
同
ヲ
望
ム
モ
ノ

ヽ
如

キ
コ
ト
ヲ
言
ヒ
居
ル
モ
、　
一
種
ノ
牽
制
策
ト
ミ
ル
ベ
シ
ｃ

２
　
但
シ
住
友
ト
ノ
合
併
成
ラ
ザ
ル
場
合

ハ
、
帝
國
ト
ノ
合
同
問
題
生
ズ
ベ
キ
モ
、
帝
國

ハ
只
サ
ヘ
マ
ト
マ
リ
ナ
キ
処

へ
三
和

ヲ
合
併
ス

ル
事

ハ
、
益
々
混
乱
ヲ
増
ス
ノ
ミ
。
到
底
実
現
シ
難
シ
。
又
若
シ
帝
囲
卜
三
和
ノ
合
併
実
現
ス
ル
ト
ス
ル
モ
、
住
友
ト
シ
テ
意

二
介

ス
ル
要
ナ
シ
。

３
　
結
局
三
和

ハ
単
独
経
営
デ
進
ム
ベ
ク
、
ソ
ノ
場
合
大
阪
貯
蓄
其
他
ノ
中
小
銀
行
合
同

ニ
ヨ
リ
、
勢
力
増
大

二
努
ム
ベ
シ
。
　

以
上



五
　
店
部

・
連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社

０
　
熱
河
蛍
石
鍍
業
株
式
会
社
の
設
立

昭
和
十
六
年
十
月
熱
河
蛍
石
鍍
業
株
式
会
社
は
資
本
金

一
三
０
万
円
（全
額
払
込
）
で
設
立
さ
れ
た
。
同
社
設
立
の
経
緯
は
次
の
よ
う
に
説

（
９８
）

明
さ
れ
て
い
る
。

住
友
化
学

二
於
テ
ハ
、
同
社
氷
晶
石
ノ
製
造
ノ
原
料
ト
シ
テ
蛍
石
ノ
入
手

二
関
シ
、
従
来
重
大
ナ
ル
関
心
ヲ
有
シ
来
レ
ル
ガ
、
欧
州
動

乱
ノ
進
展

二
伴
ヒ
、
蛍
石
ノ
輸
入
金
ク
杜
絶
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
為
、
之
ガ
供
給
源
ヲ
東
亜
共
栄
圏
内

二
求
ム
ル
ハ
刻
下
緊
急
ノ
要
務
ト

ナ
リ
タ
ル
次
第
ナ
リ
。
此
ノ
時

二
当
り
十
河
信
二
氏
ヨ
リ
化
学
大
屋
専
務

二
対
シ
、
同
氏
ガ
満
洲
国
隆
化
県
及
其
ノ
附
近

二
於
テ
、
大

島
義
晴
ヲ
シ
テ
開
発
セ
シ
メ
ツ
ツ
ア
ル
蛍
石
鉱
山

二
関
シ
、
開
発
援
助
方
懇
請
有
リ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
種
々
調
査
セ
ル
所
、
其
規
模
相
当

大
キ
ク
品
質
又
優
良
ノ
モ
ノ
ナ
ル
ニ
依
り
、
昭
和
十
六
年
十
月
本
会
社
ヲ
設
立
、
右
鉱
区
ヲ
買
収
ノ
上
充
分
ナ
ル
資
金
卜
技
術
ト
ニ
依

り
、
本
格
的
開
発

・
大
量
出
鉱
ヲ
行
フ
事
ト
ナ
リ
タ
リ
。

即
ち
化
学
専
務
大
屋
敦
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
大
屋
は
昭
和
十
六
年

一
月
大
屋
の
知
人
の
紹
介
で
、
十
河
信
二
（帝
国
鉄
道
協
会
理
事
、
第
二
次
大

戦
後
国
鉄
総
裁
）
、
大
島
義
晴
（鉱
業
権
名
義
人
兼
隆
化
鉱
業
常
務
）
、
藤
田
秀
雄
（鉱
業
権
名
義
人
で
あ
る
隆
化
鉱
業
の
社
長
）
の
三
人
の
来
訪
を
受
け
、

そ
の
結
果
本
件
は
鉱
山
開
発
と
い
う
こ
と
で
、
本
社
鉱
山
課
（課
長
津
田
久
）
に
移
牒
さ
れ
た
。

五
月
に
は
新
会
社
を
設
立
し
、
住
友
側
が
株

式
半
数
を
引
受
け
、
経
営
に
当
た
る
こ
と
で
合
意
が
成
立
し
た
。
七
月
住
友
本
社
と
大
島
義
晴
、
隆
化
鉱
業
の
三
者
間
で
契
約
書
が
締
結
さ

れ
た
ｃ
こ
れ
に
基
づ
き
十
月
に
新
会
社
が
設
立
さ
れ
た
が
、
住
友
側
の
出
資
六
五
万
円
の
中
本
社

・
化
学
が
そ
れ
ぞ
れ
六
五
〇
〇
株
を
負
担

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
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(lP f立 :|]ll未満切り捨て)

1 貸借対照表 昭和16年末 17年末 19年 3月 末 20年 3月 末

(借 方)

固定財産・鉱区

土地

建物及建物附帯設備

構築物

運搬設備及運搬具

工具及備品

創業費

起業支出

棚卸資産・準備品

蛍石

当座資産・掛売金

未収入金

銀行預金

現金

店所勘定 。新京支店

雑勘定・仮払金

資本金勘定 。前期繰越金

当期純損金

837,895

19,343

26,682

17,762

15,226

294,772

178

23 554

583

1,300,201

34,100

181,383

75,733

8,473

6,130

105,194

96,554

84,000

183,693

30,917

216

74

50,898

125,313

127,192

1,235,185

34,038

294,782

19,530

18,146

11,192

1,030

33,433

207,502

496,619

102,080

144,618

34,284

101

4,860

171,409

408,927

266,926

1,150,433

33,988

424,127

169,944

79,827

9,195

221,422

869,493

43,965

252,366

100,044

26

552

184,882

759,853

119,234

計 1,300,000 2,410,076 3,484,667 4,419,355

(貸方)

資本金勘定・資本金

長期負債・借入金

短期負債・短期借人金

掛売金

未払金

諸頂り金

仮受金

1,300,000 1,300,000

1,020,612

66,924

18,705

3,835

2,000,000

1,279,225

82,186

102,144

6,710

14 400

2,000,000

1,751,940

400,000

36,622

142,909

33,242

54,642

計 1,300,000 2,410,076 3,484,667 4,419,355

第38表 熱河蛍石銀業株式会社の業績

第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

16/10～ 12 17/1～ 12 18/1～ 19/3 19/4～ 20/3

2 損益計算書

当期総益金

当期総損金

22,139

86,723

699,106

887,028

1,021,743

1.445.091

1,697,822

1,901,055

当期純損金 64,583 187,922 423,348 203,233

七
〇
二



16/10～ 12 17/1～ 12 18/1～ 19/3 19/4～ 20/3

3 損失金処分条

当期純損金

前期繰越損金

64,583

0

187,922

64 583

423,348

252,505

203,233

675,853

副 64,583 252,505 675,853 879,087

後期繰越損金 64,583 252,505 675,853 879,087

4 生産 販売

出鉱量(精鉱

販売量(精鉱

ンヽ

　

ンヽ

5,439

4,782

11,809

(D 2,370

② 4,782

不詳

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

言主:018111サ 1-6月 分 .

● 9年 4サ ト 8月 分 ,

II:典 :1～ 3は「ll「 11業 li「千古

4は住友本社経理部「住友の鉱業及農林業J(If{和 19年 1り l)及 び住友本社経 J里課「fL友銭業株式会社

可:業 概要調書J(昭 和121116サ 1)。

し
た
。

同
社
は
本
店
を
新
京
（現
在
の
長
春
）
に
置
き
、　
住
友
側
の
役
員
は
、
専

務
取
締
役
続
航
（化
学
常
務
）
、　
取
締
役
松
井
虎
大
（Ｔ
８
北
大
農

∴
辱
バ化
学
、
化

学
業
務
部
副
長
）
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
十
七
年
二
月
本
社
と
化
学
は
そ
れ
ぞ
れ
大
島
義
晴
と
隆
化
鉱
業
の
持

株
を
買
収
し
、
同
社
は
本
社

・
化
学
の
折
半
出
資

に
よ
る
本
社

の
特
定
関
係
会

社
と
な
り
、
松
井
虎
太
は
常
務
に
昇
格
し
た
。
さ
ら
に
同
社
は
十
八
年
六
月
に

は
資
本
金
を
二
〇
〇
万
円
に
増
資
（全
額
払
込
）
す
る
と
共

に
、
年
末

に
は
専
務

続
航
は
源
間
保
三
（Ｍ
４５
東
京
高
商
、
化
学
調
査
役
）
に
、　
常
務
松
井
虎
太
は
既
に

四
月
に
本
社
技
師
の
ま
ま
同
社
事
務
従
事
を
命
ぜ
ら
れ
、
五
月
に
取
締
役
に
就

任
し
て
い
た
佐
藤
卓
二
（Ｔ
４
早
大
理
工

・
採
鉱
冶
金
）
に
交
代
し
た
。
こ
の
異
動

は
、
住
友
化
学
の
関
係
会
社
神
東
塗
料

の
合
併
人
事
と
関
連
し
て
い
た
。
当
時

神
東
塗
料
は
企
業
整
備
に
よ
り
東
京
の
帝
國
塗
料
と
の
合
併
を
推
進
し
て
い
た
。

十
七
年
六
月
に
こ
の
合
併
交
渉
が
成
立
し
た
の
を
受
け
て
、
合
併
後
の
新
社
長

を
先
取
り
す
る
形
で
、
住
友
化
学
常
務
続
城
が
現
職

の
ま
ま
、
新
た
に
社
長
制

を
採
用
し
た
神
東
の
社
長
に
就
任
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
合
併
が
実
行
さ
れ

た
の
は
、
十
八
年
八
月
で
、
こ
の
際
源
間
保
三
は
、
神
東
塗
料
常
務
続
い
て
そ

の
子
会
社
満
洲
神
東
塗
料
常
務
を
退
任
し
、　
一
度
調
査
役
と
し
て
住
友
化
学
に

復
帰
し
た
後
、
年
末
に
熱
河
蛍
石
専
務
に
就
任
し
た
。

七
〇
三
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同
社
の
業
績
は
、
設
立
以
来
資
材
の
調
達
難
、
労
働
力
不
足
、
物
価
上
昇
等

に
よ
り
、
赤
字
決
算
が
続
い
た
（第
３８
表
）
。
特
に
統
制
経
済

の
た
め
、
同
社
が
生
産
す
る
蛍
石
精
鉱
が
、
満
洲
国
内
に
お
い
て
は
日
満
商
事
に
一
手
購
入
さ
れ
、
内
地
の
輸
入
は
日
本
蛍
石
統
制
会
社
が

当
た
り
、
そ
の
割
当
に
よ
り
住
友
化
学
新
居
浜
工
場
に
納
入
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
折
角
投
資
し
な
が
ら
住
友
本
社

・
住
友
化
学
は
蛍
石

流
通
面
に
関
与
で
き
な
い
点
が
同
社
不
採
算

の
最
大
の
要
因
で
あ

っ
た
。

口
　
南
方

へ
の
進
出
問
題

１
　
ス
ラ
ン
デ
ン
殖
産
株
式
会
社
の
設
立
と
住
友
ボ
ル
ネ
オ
殖
産
株
式
会
社

へ
の
改
称

住
友
の
南
方
進
出
は
、
昭
和
十
五
年
六
月
塚
田
清
男
か
ら
、
塚
田
の
縁
者
日
新
電
機
（株
）清
田
常
務
を
通
じ
、
住
友
電
気
工
業
常
務
別
宮

貞
俊
に
対
し
、
塚
田
の
経
営
す
る
蘭
印
（オ
・７
ン
ダ
領
東
印
度
、
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）西
ボ
ル
ネ
オ
所
在
の
ス
ラ
ン
デ
ン
護
誤
園
の
経
営
肩
代

わ
り
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
住
友
電
気
工
業
が
こ
れ
を
住
友
本
社
並
び
に
林
業
所
に
移
牒
し
た
こ
と
に
始
ま
る
ｃ
同
園
は
当
初
、
明
治
四
十

一
年
■

九
〇
八
）中
国
人
が
蘭
印
政
府
か
ら
四
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
業
租
借
権

の
許
可
を
受
け
、
ゴ
ム
の
栽
培
を
始
め
た
も
の
で
、
の
ち
大

正
五
年
■

九

一
二Ｃ
に
塚
田
が
こ
の
権
利
を
買
収
し
、
さ
ら
に
大
正
七
年
新
た
に
一
五
七

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
業
租
借
権

の
許
可
を
受
け
、

経
営
を
行

っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
塚
田
は
日
本
国
内
で
手
広
く
や
っ
て
い
た
事
業
で
資
金
不
足
を
来
た
し
、
こ
の
農
園
を
手
放
そ

う
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
日
本
の
拓
務
省
等
は
日
本
人
の
権
益
確
保
の
た
め
、
日
本
の
企
業
に
譲
渡
す
る
よ
う
に
指
導
し
、
住
友

へ
の
申
し

入
れ
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

林
業
所
で
は
、
か
ね
て
南
方
に
林
業
進
出
す
る
の
で
あ
れ
ば
蘭
印
を
最
優
先
と
考
え
て
い
た
の
で
、
こ
の
申
し
入
れ
を
検
討
し
た
結
果
、

（
１
）

熱
帯
農
林
業
に
進
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
の
多
角
化
を
図
る
こ
と
。

（
２
）

将
来
南
方
に
お
け
る
住
友

の
事
業
発
展
の
拠
点
と
し
て
き
わ
め
て
意
義
深
い
こ
と
。



（
３
）

住
友
電
氣
工
業
そ
の
他
の
ゴ
ム
需
要
に
有
効
な
る
こ
と
。

（
４
）

国
家
的
事
業
で
あ

っ
て
、
住
友

の
事
業
と
し
て
好
適
な
こ
と
。

等

の
理
由
に
よ
り
、
護
謀
園
の
経
営
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
決
定
、
七
月
十
日
本
社
に
対
し
認
可
申
請
の
手
続
き
が
と
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
八
月
十
三
日
本
社
経
理
部
長
小
畑
忠
良
は
、
企
画
院
次
長

へ
転
出
の
た
め
退
職
の
当
日
林
業
所
支
配
人
平
賀
五
郎
（Ｔ
ｉ
ふ
大

農

畠
５
宛

「不
取
敢
現
地
調
査
ヲ
行
ヒ
、
其
ノ
上

ニ
テ
最
後
的
意
思
決
定
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ニ
方
針
決
定
」
し
た
と
通
知
し
た
（資
料
４０
）。
そ
こ

で
平
賀
は
、
直
ち
に
業
務
課
員
保
田
克
己
（Ｓ
Ｈ
東
大
農

・
林
、
の
ち
住
友
林
業
社
長
）
を
同
園
の
調
査

に
派
遣
し
、
平
賀
自
身
も
九
月
に
現
地

に
出
張
し
、
保
田
と
共
に
同
園
の
ほ
か
マ
レ
ー
半
島
、
ジ
ャ
ワ
、
ス
マ
ト
ラ
、
ボ
ル
ネ
オ
、
セ
レ
ベ
ス
、
南
洋
群
島
の
農
林
業
を
視
察
し
、

農
林
業
と
し
て
進
出
す
る
の
に
は
、
や
は
り
蘭
印
が
最
も
有
望
で
あ
り
、
同
園
を
買
収
す
る
こ
と
が
捷
径
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
、
十
二

月
改
め
て
本
社
に
同
園
に
対
す
る
出
資

の
申
請
を
行

っ
た
。

こ
の
申
請
に
対
し
、
本
社
は
翌
十
六
年
三
月
、
同
園
を
単
に
林
業
所
の
新
規
事
業
と
せ
ず
、
全
住
友

の
南
方
進
出
の
拠
点
と
す
る
こ
と
と

し
て
、
本
社
直
属
の
形
態
の
下
に
同
園
の
経
営
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
起
案
は
既
に
こ
の
時
点
で
日
本
の
南
進
が
不
可

避
で
あ
り
、
緒
戦
に
お
け
る
日
本
軍
の
南
方
占
領
及
び
日
本
軍
の
敗
退
即
日
本
自
体

の
減
亡
に
ま
で
言
及
し
て
い
た
。
塚
田
の
申
し
入
れ
は

共
同
経
営
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
蘭
印

の
法
規
上
農
業
租
借
権

の
取
得
は
蘭
印

の
市
民
権
を
有
す
る
者

に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、
蘭
印

法
人
の
株
式
会
社
を
設
立
し
、
住
友
が
そ
の
株
式
を
取
得
す
る
こ
と
に
し
た
。
同
月
塚
田
と
の
契
約
が
締
結
さ
れ
、
四
月
外
国
為
替
管
理
法

に
基
づ
く
大
蔵
省

の
許
可
も
取
得
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
会
社
設
立
の
た
め
、　
塚
田
と
共
に
本
社
商
工
課
塩
原
敬
五
（Ｓ
７
東
大
経
、

の
ち
製
鉄
化
学
社
長
）
、　
林
業
所
保
田
克
己
等
が

蘭
印

に
派
遣
さ
れ
、
八
月
に
は
会
社
設
立
の
手
続
き
を
終
え
た
。
し
か
し
蘭
印
当
局
は
当
時
の
国
際
情
勢
を
反
映
し
て
容
易
に
会
社
設
立
を

認
可
せ
ず
、
十

一
月
に
至

っ
て
よ
う
や
く
許
可
を
得
て
ス
ラ
ン
デ
ン
殖
産
株
式
会
社
（資
本
金
五
〇
万
ギ
ル
ダ
ー
）
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
二
部
　
株
式
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社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
五
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七
〇
六

同
社
は
蘭
印

の
法
律
に
よ
り
農
業
租
借
権

の
取
得
が
蘭
印

の
市
民
権
を
有
す
る
者
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、
当
時
ス
マ
ラ
ン
在
住
の
草
鹿
卯

之
介
（草
鹿
丁
卯
次
郎
元
合
資
会
社
理
事
令
息
）他
を
名
義
上
の
株
主
と
し
て
い
た
が
、　
国
際
情
勢
が
急
速
に
悪
化
し
、　
十

一
月
末
、　
関
係
者
全

員
引
き
揚
げ
の
や
む
な
き
に
至

っ
た
。

十
二
月
八
日
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
、
十
七
年
三
月
日
本
軍
が
蘭
印
を
制
圧
し
た
の
で
、
蘭
印

に
お
け
る
日
本
人
の
資
産
は
軍
に
よ
り
保

護
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
四
月
に
は
住
友
本
社
は
海
軍
か
ら
ボ
ル
ネ
オ
に
お
け
る
木
材
及
び
ゴ
ム
の
集
荷
業
務
を
受
命
し
た
。
住
友
本
社
は

こ
れ
を
ス
ラ
ン
デ
ン
殖
産
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
と
し
、
同
社
は
住
友
本
社
に
お
い
て
臨
時
株
主
総
会
を
開
催
し
て
新
た
に
専
務
取
締
役
に
平

賀
五
郎
、
常
務
取
締
役
に
平
岩
井

一
（Ｔ
ｌ２
東
大
経
、
銀
行
本
店

・
日
本
産
金
事
務
従
事
）
、
取
締
役
に
小
林
晴
十
郎
（本
社
理
事
兼
経
理
部
長
）
、
別

宮
貞
俊
（住
友
電
工
専
務
）、
塚
田
清
男
、
監
査
役
岸
要
（一嘔
工
総
務
部
長
）
、
日
向
方
齊
（鉱
山
課
長
）
を
選
任
し
、
住
友
は
六
割
の
出
資
を
行

っ
た
。

し
か
し
ス
ラ
ン
デ
ン
殖
産
は
、
軍
に
対
し
住
友

の
関
係
会
社
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
必
要
が
生
じ
、
七
月
社
名
を
住
友
ボ
ル
ネ
オ
殖
産

株
式
会
社
と
改
称
し
た
。
同
社
は
本
社
を
大
阪
に
、
現
地
の
要
衝
ポ
ン
チ
ア
ナ
ク
市
に
支
社
を
置
き
、
日
本
人
職
員
五
五
名
、
現
地
人
従
業

員

一
一
七
名
が
配
置
さ
れ
た
。

２
　
南
方
進
出
問
題
と
南
方
委
員
会

の
設
置

こ
の
間
住
友
本
社
に
お
い
て
は
、
南
方
の
鉱
山
及
び
林
業
開
発
計
画
に
つ
い
て
軍
と
折
衝
す
る
た
め
、
十
七
年

一
月
鉱
山
課
に
臨
時
に
南

方
室
を
設
け
、
林
業
所
か
ら
は
保
田
克
己
が
出
向
し
て
い
た
が
、
二
月
に
は
住
友
鍍
業
が
海
軍
か
ら
蘭
印
セ
レ
ベ
ス
島
ポ
マ
ラ
の
ニ
ッ
ケ
ル

鉱
山
の
、
さ
ら
に
三
月
に
は
陸
軍
か
ら
フ
イ
リ
ピ
ン

・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島

マ
ザ
ロ
ー
ド
金
鉱
山
の
経
営
を
受
命
し
た
。

こ
う
し
た
住
友
鍍
業
及
び
ス
ラ
ン
デ
ン
殖
産
の
軍
部
か
ら
の
受
命
を
踏
ま
え
て
、
四
月
に
開
催
さ
れ
た
主
管
者
協
議
会
に
お
い
て
鉱
山
課

長
津
田
久
は
、
大
東
亜
共
栄
圏
諸
地
域
に
お
い
て
住
友

の
各
事
業
が
ど
う
い
う
事
業
的
関
係
に
あ
る
か
、
ま
た
南
方
に
お
い
て
政
府

の
命
令

に
よ
つ
て
進
出
し
た
事
業
や
進
出
準
備
中
の
事
業
に
つ
い
て
現
状
を
伺
い
た
い
と
問
題
を
提
起
し
た
。



こ
れ
に
対
し
製
造
部
門
連
系
会
社
か
ら
は
、
い
ず
れ
も
現
地
需
要
か
ら
み
て
工
場
進
出
の
可
能
性
は
無
く
、
む
し
ろ
絶
縁
材
料
と
し
て
の

生
ゴ
ム
（電
工
）
、　
ビ
ン
タ
ン
島

の
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
（化
学
、　
ア
ル
ミ
製
錬
）
、　
銑
鉄
（金
属
と
寸
原
料
資
源
の
確
保
が
重
要
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

結
局
軍
部
か
ら
経
営
を
受
命
し
た
鍍
業
と
ス
ラ
ン
デ
ン
興
産
の
説
明
に
帰
着
し
た
。

昭
和
十
七
年
五
月
、
住
友
本
社
は
陸
軍
か
ら
ジ
ヤ
ワ
に
お
け
る
チ
ペ
チ
ル
農
園
の
経
営
及
び
ス
マ
ト
ラ
に
お
け
る
ト
バ
湖
畔

の
松
脂
林

の

経
営
を
命
じ
ら
れ
た
た
め
、
六
月
本
社
直
轄
の
ジ
ャ
ワ
、
ス
マ
ト
ラ
の
両
事
業
所
を
設
置
し
た
。
八
月
本
社
は
こ
れ
ら
を
含
む
南
方
事
業

の

情
報
収
集
と
連
絡
調
整
の
た
め
、
南
方
委
員
会
（委
員
長
本
社
理
事
兼
経
理
部
長
小
林
晴
十
郎
）
を
設
け
た
（資
料
４‐
）．

南
方
委
員
会
の
第

一
回
総
会
は
十
七
年
九
月
に
、
第
二
回
は
十
八
年
五
月
に
開
催
さ
れ
、
席
上
配
布
資
料
及
び
議
事
録
に
よ
れ
ば
、
会
議

の
中
心
は
い
ず
れ
も
上
記
主
管
者
協
議
会
で
報
告
さ
れ
た
軍
部
か
ら
の
受
命
事
業

の
そ
の
後

の
経
過
報
告
で
あ

っ
た
。
な
お
そ
の
後
十
七
年

十
二
月
に
住
友
鍍
業
は
陸
軍
か
ら
ジ
ヤ
ワ
島
バ
ヤ
炭
田
の
開
発
を
追
加
受
命
し
た
。

住
友
ボ
ル
ネ
オ
殖
産
及
び
ジ
ャ
ワ
、
ス
マ
ト
ラ
両
事
業
所
の
南
方
要
員
は
、
当
初
住
友
本
社
の
直
属
と
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
十
八
年
八

月
南
方
事
業
が
林
業
所
所
管
と
さ
れ
た
の
で
、
全
員
林
業
所
職
員
と
な

っ
た
。

他
方
住
友
鍍
業
で
は
、
こ
れ
ら
海
外
受
命
事
業
に
つ
い
て
は
大
阪
本
店
の
調
査
部
及
び
東
京
支
所
海
外
課
が
所
管
し
て
い
た
が
、
昭
和
十

九
年
二
月
本
社
直
轄
鉱
山
の
鍍
業

へ
の
経
営
委
託
に
伴
う
機
構
改
革
と
同
時
に
、
調
査
部
を
海
外
事
業
部
と
改
称
の
上
東
京
支
所

へ
移
駐
せ

し
め
、
東
京
支
所
の
海
外
課
を
廃
止
、
大
阪
本
店
経
理
部
に
南
方
関
係
窓
口
と
し
て
南
方
課
が
設
置
さ
れ
た
。
な
お
南
方
事
業
部
長
は
常
務

八
田
檜
雄
（Ｔ
ユ
ふ
大
経
）
が
兼
務
し
た
。
こ
う
し
た
鍍
業

の
南
方
に
関
す
る
所
要
資
金

に
つ
い
て
昭
和
十
七
年
九
月
の
財
務
委
員
会
第
六
回

常
任
委
員
会
に
お
い
て
安
井
冨
士
三
鍍
業
経
理
部
長
は

「南
方
関
係

二
要
ス
ル
資
金
約
五
〇
〇
万
円
ヲ
予
想
セ
ラ
ル

ヽ
ガ
、
之

ハ
南
方
開
発

金
庫
ヨ
リ
借
入
ノ
見
込
」
と
報
告
し
て
、
十
七
年
末
に
設
立
さ
れ
た
南
方
開
発
金
庫
に
依
存
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
第
３２
表

に
よ

れ
ば
こ
の
方
針
に
添

っ
て
同
金
庫
か
ら
の
借
入
が
実
現
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
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七
〇
八

住
友
ボ
ル
ネ
オ
殖
産
は
改
称
後
も
依
然
と
し
て
蘭
印
法
人
で
あ

つ
た
た
め
、
日
本
軍
の
占
領
下
お
い
て
事
業
を
行
う
に
当
た
り
何
か
と
支

障
を
来
し
た
の
で
、
十
九
年
十
月
資
本
金
二
五
〇
万
円
（住
友
本
社
三
〇
〇
万
円
、
住
友
電
工
五
〇
万
円
出
資
）
の
日
本
法
人
住
友
ボ
ル
ネ
オ
殖
産

株
式
会
社
を
設
立
し
、
蘭
印
法
人
の
所
有
す
る
全
資
産
を
買
収
し
、　
一
切
の
業
務
を
継
承
し
た
。
し
か
し
終
戦
に
よ
り
事
業
継
続
の
見
込
も

失
わ
れ
た
た
め
、
昭
和
二
十
四
年
七
月
当
局
の
認
可
を
受
け
て
解
散
し
た
。

こ
れ
ら
住
友

の
南
方
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
南
方
委
員
会
総
会

の
席
上
配
布
資
料
を
基
に
、
そ
の
後

に
作
成
さ
れ
た
諸
資
料

に
よ
り

第
３９
表
に
示
し
た
。
し
か
し
陸
海
軍
の
受
命
事
業
と
し
て
当
初
意
図
さ
れ
た
資
源
の
開
発
と
そ
の
日
本

へ
の
輸
入
は
、
制
海

・
制
空
権
の
喪

失
に
よ
り
昭
和
十
八
年
後
半
以
降
不
可
能
と
な
り
、
現
地
に
お
け
る
軍
需
資
材

の
生
産
や
自
活
体
制

へ
移
行
せ
ぎ
る
を
得
な
い
状
況
で
終
戦

を
迎
え
た
。

そ
の
後
昭
和
五
十
年
に
な

つ
て
、
住
友
化
学
が
中
心
と
な
リ
ト
バ
湖
に
源
を
発
す
る
ア
サ
ハ
ン
川
の
水
力
発
電
を
利
用
し
て
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
精
錬
を
行
お
う
と
す
る
ア
サ
ハ
ン
計
画
が
推
進
さ
れ
、
こ
の
計
画
は
日
本

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
両
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な

っ
た
。
住
友

の
か
っ
て
の
造
林
地
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
農
園
管
理
局
の
所
管

の
下
に
輪
伐

・
再
植
を
繰
り
返
し
、
現
在
は
そ
の
第
二
世

代
林
が
こ
の
ア
サ
ハ
ン
計
画
の
水
源
涵
養
林
や
パ
ル
プ
の
資
源
林
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

（資
料
４０
）

鉱
第
九
三
七
号
　
　
　
昭
和
十
五
年
八
月
十
三
日

住
友
本
社
経
理
部
長
　
小
畑
　
忠
良

林
業
所
支
配
人
　
平
賀
　
五
郎
殿

蘭
領
ボ
ル
ネ
オ
、
ス
ラ
ン
デ
ン
護
謀
園
経
営

二
関
ス
ル
件

七
月
十
日
附
林
伺
第

一
一
三
八
号
ヲ
以
テ
御
申
請
有
之
候
掲
題
ノ
件
委
細
拝
誦
仕
候
。
然
処
本
園
ノ
経
営
状
態

ヲ
見
ル
ニ
、
純
採
算
的

ニ
ハ
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12、 待機2

螢尊篠ま傷務■lrJ

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

住友本社(林 業所)

住友本社1鴻之舞鉱業所)

住友ボルネオ殖産

政

　
　
政

省

　

省

　
　

省
省

　

　

　

　

　

　

省

軍
　
省

軍

軍
地

　

軍
地

　
軍
軍
上

上
地

上

上
上

上
軍
地

上

軍
地

陸

現

　
陸

現
　
陸
海

同
同

現
同

同
同

同
陸

現
同
陸

現

一
〓

一　

郎

　

夫

一

武
周
　

小
　
　

信

丼

崎
靴
唯
意
阻
吐
新
喘
阻
趾

住友鍍業

住友信託

日本電気 住友通信工業

日本海底電線

住友金属工業
住友化学工業

住友倉庫

住友生命保険

住友海L火災保険

大阪住友海上火災保瞼

住友銀行

セレベス島ボマラ

馬来昭南市

ジヤワ島ジヤカルタ
フィリッピン マニラ

ジヤワ島ジヤカルタ

馬来昭南市

マカッサル事務所
海軍マカッサル研知折セレベス方面調査団

ボルネオ方面調査団
炭田開発

炭田の経営
金銅資源調査団
二′ケル調査団
PIT研 究所囃 器劉乍工場)の 管理経営

海底電線工場の管理経営

プロペラ馴 劃薦

硫酸企業化の調査

陸軍司政官(港湾管理要員)

同上   {船舶管理要員|

同上   (東部海事局長,

同上   (倉庫管理要員,

南方生保調査

同L

損保業務

同L

南方総軍司令部

南方開発金庫パタビア支金庫1支金庫長書記,

ジャカルタ支金庫
ジャワ支金庫

同L    マニラ支釜痺 1書 .・L)

同上    馬来支金庫

昭南軍政監部(南方派遣要員)

陸軍・ l政官1金融関係調査 敵産管理課長)

故産調査(諸価 調査 管理)

省

　

　

　

　

　

省

　
省

軍
上

上
上

上
　

　

軍
上

軍
上

海

同

同
同

同
　
　

海

同
陸

同

３３

“

湿

ω

６‐

　

ｌ‐

５

５

１２

２‐

７

α

８５

者
　
　

　
　

　
　

　

者
者
　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

，

務

　

　

２
　

　

　

　

務
務

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

線

５
労

　
　

地
　
　

　

　

労
労

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

電

盟
儡
歩
　
現ヽ地３、ヽ現地３、　
　
　
　
　
順
剛

７

１６

‐２

待

１

、
３

、
待

７

４０

１０

４８

６５

５

７

５

５

５

４８

４９

３

２９

３

３

１６

２

５

１０

１

８

陸軍省

陸軍省

陸軍省

同ト

同上
同上

(大正回漕)

(同 ■)

七
〇
九 合 .I

出典 :「南方住友担当事業 一覧表」(1召 和 17年 9月 )

「南方子与領地域二於ケル住友関係委託事業其ノ他概要J(18年 5月 )

「南方:i領 地域二於ケル住友関係委託事業概要J(19年 5月 )

第39表 住友関係南方事業概要

郎

馬

　

郎

　

郎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

郎

衛

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

五
　

次

次

　
夫

　

一二
実
大

雄

子

三
雄
豊

二
郎

久
　

郎

平
男
　

　

　

一旦
　

勲
次

夫

　

一
　

太
右

豊

三
俊

　

男

　
雄

　

馨
　

　

人
　

温
　

久
　

郎

　

治

鼎
　
覚

覚

　
繁

　
光

　

弥
楢

三
真

武
　

真
嘉
年

　

一二
良

政
　
　

　

　

　

　

情
満
　

清

　

畿

善
　

正
宗

　

信

　
峯

　
　

　
　

清

　
　

　

富

　

二
　

末

浦

上
多
多

　
島

　

日
日
井

田
野

田
沢
谷

日
内

永

上
部

関
浦

上
上

　

回
上
木
島
道

上

用
上
橋

浜

田
浦

植

上

田
上

　

上
藤

■

■
藤

上
賀

上

野
上
見

上

川
上

相

同
喜

喜

　
平
　
柴

町
吉

八
久

野
岩
島

野
竹
福

同
武
小

二
同
同

　
谷

同
鈴

川
大

同
柴

同
一量
高
池

杉

柘

同
吉

同
南

同
進

同

同
佐

同
古

同
平

同
常

同
小

同
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七

一
〇

必
ズ
シ
モ
有
利
ナ
ラ
ズ
。
且
ツ
電
気
工
業
所
要
護
謀
ノ
自
給
ヲ
企
図
ス
ル
ト
ス
ル
モ
、
現
下
ノ
配
給
統
制
ノ
下
二
於
テ
ハ
頗
ル
困
難
卜
被
存

候
。
加
之
気
候
風
土
ヲ
全
ク
異

ニ
ス
ル
海
外
事
業
経
営

二
当

ツ
テ
ハ
、
諸
種
ノ
障
害
ヲ
相
伴
フ
コ
ト
ハ
十
分
推
測
シ
得
ル
次
第
ナ
ル
ヲ
以
テ
、

本
件

二
付
テ
ハ
直
チ
ニ
ハ
積
極
的
結
論

二
達
シ
難
ク
思
料
セ
ラ
レ
候
得
共
、
翻

ツ
テ
本
件

ヲ
大
局
的
見
地
ヨ
リ
考
察
ス
ル
ト
キ
ハ
、
将
来
住

友
ノ
南
方
進
出

二
備

へ
、
此
ノ
際
本
園
ノ
如
キ
南
方
経
営
ノ

一
檬
点
ト
モ
相
成
ベ
キ
モ
ノ
ヲ
確
保
シ
、
海
外
事
業
経
営
ノ
新
シ
キ
経
験
ヲ
得

置
ク
ハ
多
大
ノ
意
義
ア
ル
次
第
卜
認
メ
ラ
レ
候
。

就
テ
ハ
右
ノ
如
キ
観
点
ヲ
モ
併
セ
考
慮
シ
、
不
取
敢
現
地
調
査

ヲ
行
ヒ
、
其
ノ
上

ニ
テ
最
後
的
意
思
決
定

ヲ
ナ
ス
コ
ト
ニ
方
針
決
定
相
成
候

間
、
左
様
御
了
承
相
成
度
、
此
段
依
命
及
御
通
知
候
也
。

（資
料
４‐
）

文
第
六
八
三
号

昭
和
十
七
年
八
月

一
日

住
友
本
社
総
務
部
長
　
北
沢
　
敬
二
郎

南
方
委
員
会
設
置
ノ
件

時
局
ノ
進
展

二
対
応
シ
テ
南
方
諸
事
業

二
関
ス
ル
情
報
ノ
蒐
集
、
交
換
ヲ
始
メ
ト
シ
、
諸
般
ノ
調
査
、
研
究
及
協
議
ヲ
為
シ
、
以
テ
各
事
業

相
互
間
ノ
連
絡
統
合

二
遺
憾
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
為
、
今
般
別
紙
規
程

二
依
り
本
社

二
南
方
委
員
会
ヲ
設
置
ノ
コ
ト
ニ
決
定
相
成
候

二
付
テ
ハ
、

左
様
御
了
承
相
成
度
此
段
依
命
及
御
通
知
候
也
。

南
方
委
員
会
規
程

第

一
条
　
南
方
事
業

二
関
ス
ル
情
報
ノ
蒐
集
、
交
換
並
調
査
、
研
究
及
協
議
ヲ
為
ス
為
、
本
社

二
南
方
委
員
会

ヲ
置
ク
。

第
二
条
　
委
員
会

二
左
ノ
職
員
ヲ
置
キ
、
本
社
、
店
部
連
系
会
社
又
ハ
関
係
会
社
職
員
中
ヨ
リ
之
ヲ
任
命
ス
。



委
員
長
　
　
　
　
　
一
名

委
　
員
　
　
　
　
若
干
名

幹
　
事
　
　
　
　
若
干
名

第
三
条
　
委
員
長

ハ
上
司
ノ
指
示

二
依
り
委
員
会

ヲ
総
理
ス
。

委
員
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
、
其
ノ
指
命
ス
ル
委
員
之
ヲ
代
理
ス
。

委
員

ハ
委
員
長
ノ
指
示

二
依
り
、
情
報
ノ
蒐
集
、
交
換
並
調
査
、
研
究
及
意
見
ノ
開
陳
ヲ
為
ス
。

幹
事

ハ
委
員
長
其
ノ
他
上
司
ノ
指
揮
ヲ
承
ケ
庶
務
ヲ
処
弁
ス
。

第
四
条
　
本
社
課
長
以
上
並
店
部
連
系
会
社
及
関
係
会
社
主
管
者

ハ
、
委
員
会

二
出
席
シ
テ
意
見
ヲ
陳
述
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

前
項
以
外
ノ
者
卜
雖
、
必
要

二
依
り
委
員
会

二
列
席
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
。

第
五
条
　
委
員
長

ハ
必
要

二
依
り
本
委
員
会
内

二
専
門
部
会

ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得
。

口
　
日
本
電
氣
株
式
会
社
の
連
系
会
社
指
定
と
住
友
通
信
工
業
株
式
会
社

へ
の
改
称

「住
友
合
資
会
社
（下
）
五
０
　
日
本
電
氣
株
式
会
社
の
経
営

の
承
継
」

で
述
べ
た
通
り
、
住
友
本
社
は
昭
和
十
二
年
戦
時
色
が
強
ま
る
な

か
で
、
日
本
電
気

の
際
だ
っ
た
外
資
色
を
払
拭
す
る
た
め
に
増
資
し
て
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社

の
持
株
比
率
を
低
下
さ
せ
る
交
渉
を
進
め
、
こ
の
結

果
昭
和
十
三
年

一
月
、
住
友
系

の
持
株
比
率
は
二
〇

。
一
三
％
か
ら
三
〇

。
二
九
％

へ
上
昇
し
た
。
同
月
住
友
本
社
は

「
関
係
会
社
ノ
役
員

二
関
ス
ル
内
規
」
を
制
定
し
、
五
月
に
は
こ
の
内
規
の
交
付
を
も

っ
て
日
本
電
気
は
住
友
本
社

の
特
定
関
係
会
社
に
指
定
さ
れ
た
。
五
月
四

日
付
で
総
理
事
小
倉
正
恒
は
日
電
会
長
に
就
任
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
間
四
月
に
主
管
者
専
務
取
締
役
志
田
文
雄
が
急
逝
し
、
そ
の
後
任

と
し
て
六
月
逓
信
省
工
務
局
長
梶
井
剛
（Ｍ
４５
東
大
工
皇
じ
が
退
官
し
て
住
友

に
入
社
し
、
七
月
日
本
電
気
専
務
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
梶

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

一
一
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七

一
二

井
に
よ
れ
ば
昭
和
十
五
年
梶
井
は
総
理
事
小
倉
正
恒
に
対
し
、
日
本
電
気
を
連
系
会
社
に
昇
格
す
る
よ
う
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
総
理
事
は

承
知
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
時
本
社
理
事

・
化
学
専
務
で
あ

っ
た
大
屋
敦
（Ｍ
４３
東
大
工

・
電
、
逓
信
省
で
梶
井
の
二
年
先
輩
）
の
昭
和
十

五
年
八
月
十
五
日
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
「総
理
事
、
学
士
会
館

二
日
本
電
気
幹
部
ヲ
中
食

二
招
待
サ
ル
。
不
遠
住
友
ノ
連
系
会
社
卜
為
ス
ベ

キ
ヲ
話
サ
ル
」
と
あ
り
、
小
倉
の
約
束
は
事
実
と
思
わ
れ
る
ｃ
日
電
の
役
員
で
な
い
大
屋
が
こ
の
会
合
に
出
席
し
た
の
は
、
小
倉
と
共
に
出

席
す
る
予
定
で
あ

っ
た
本
社
経
理
部
長
兼
日
電
取
締
役
で
あ

っ
た
小
畑
忠
良
が
そ
の
二
日
前

の
八
月
十
三
日
企
画
院
次
長
就
任
の
た
め
退
職

し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
急
遠
梶
井
と
の
関
係
や
合
資
経
理
部
長
で
あ

っ
た
当
時
日
電
の
経
営
承
継
の
交
渉
に
当
た
っ
た
大
屋
が
小
倉

に
随
行

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
小
倉
の
発
言
は
本
社
経
理
部
商
工
課
が
昭
和
十
六
年
春
に
提
出
し
た
昭
和
十
五
年

の
実
際
報
告
書
に
は
、

連
系
会
社
の
他
に
日
本
電
氣
、
日
本
板
硝
子
が
初
め
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
十
五
年
末
に
は
住
友
銀
行
が
連
系
会
社
向
け
貸
出
総
額

の
中
に
日
本
電
気
を
含
め
る
に
至
る
な
ど
３
株
式
会
社
住
友
本
社
（上
）
四
　
資
金
調
達
」
参
照
）
、
住
友

の
各
事
業

の
中
で
日
本
電
気

の
存
在
は

無
視
で
き
な
く
な

っ
た
証
拠
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
住
友
系
の
持
株
比
率
が
三
〇
％
を
超
え
た
と
は
い
え
、
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
は
依
然
と
し
て
三
六

・
九
二
％
と
住
友
系
を
上
回
る
株
式

を
保
有
し
て
お
り
、
住
友

の
一
存
で
日
本
電
気
の
連
系
会
社
化
と
い
う
小
倉

の
約
束
が
実
現
で
き
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

後
の
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
と
住
友
系

の
持
株
の
推
移
を
み
る
と
、
十
三
年
二
月
増
資
後
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社

の
持
株
は
旧
株

一
二
万
四
九
九
五
株
、
新

株
九
万
六
五
〇
〇
株
、
合
計
二
四
万

一
四
九
五
株
で
あ

っ
た
∩
住
友
合
資
会
社
（下
ご

第
３‐
表
及
び

『
日
本
電
気
株
式
会
社
七
十
年
史
』

一
九
　
頁

第
２
表
）。
こ
の
時

の
増
資

で
は
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
持
株
中
の
外
国
人
個
人
名
義
は
旧
株
三
八
六
株
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
他

に
Ｉ

。
Ｓ

・
Ｅ
社

関
係
者

の
外
国
人
個
人
所
有
の
株
式
新
株
九
〇
〇
株
が
あ

っ
た
。
昭
和
十
五
年

一
月
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
は
住
友
本
社
と
日
本
電
気
新
株

の
残
る

半
額
払
込
の
資
金
に
充
当
す
る
た
め
、
新
株
九
万
六
五
〇
〇
株
の
う
ち
、
二
万
五
四
〇
〇
株
を

一
株
七
〇
円
総
額

一
七
七
万
八
〇
〇
〇
円
で

住
友
本
社
に
譲
渡
す
る
覚
書
を
交
わ
し
、
住
友
本
社
に
代
わ

っ
て
住
友
電
気
工
業
が
こ
れ
を
取
得
し
た
。
こ
の
結
果
十
五
年
末

の
Ｉ

・
Ｓ

・



Ｅ
社
保
有
株
式
は
、
旧
株

一
二
万
四
九
九
五
株
と
新
株
七
万

一
一
〇
〇
株
、
全
額
払
込
に
よ
り
新
旧
合
併
さ
れ
て

一
九
万
六
〇
九
五
株
と
な

り
、
住
友
系
は
三
四

・
六
三
％
と
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
の
三
二

・
六
八
％
を
初
め
て
上
回

っ
た
（第
４０
表
）。　
な
お
上
記
個
人
所
有
本
人
名
義
新
株

九
〇
〇
株
は
、
新
株
割
当
日
の
九
月

一
日
以
降
お
そ
ら
く
同
様

の
理
由
で
払
込
資
金
に
充
当
さ
れ
る
た
め
三
二
〇
株
が
売
却
さ
れ
、
六
八
〇

株
と
な

っ
て
い
る
。　
３
日
本
電
気
株
式
会
社
七
十
年
史
』

一
九
〇
貞
第
２
表
及
び

『
日
本
電
気
株
式
会
社
百
年
史
』
二
五
五
頁
表
４
１
４３
は
、　
こ
の
株
式

が
株
主
名
簿
上
で
は
、
Ｉ
・
Ｓ
・
Ｅ
社
所
有
株
式
の
個
人
名
義
か
或
い
は
個
人
所
有
株
式
の
本
人
名
義
か
識
別
し
難
い
た
め
、
こ
れ
を
含
め
て
Ｉ
・
Ｓ
・
Ｅ

社
所
有
株
式
を
一
九
万
六
七
七
五
株
と
し
て
い
る
。）

昭
和
十
六
年
四
月
、
総
理
事
小
倉
正
恒
は
近
衛
内
閣
の
国
務
大
臣
就
任
の
た
め
住
友
を
退
職
し
た
。
こ
の
た
め
日
本
電
気

の
連
系
会
社
化

は
中
断
し
た
ま
ま
、
八
月
日
本
電
氣
は
株
主
総
会
で
、
資
本
金
三
〇
０
０
万
円
を
五
〇
〇
〇
万
円
に
増
資
し
、
九
月

一
日
現
在

の
株
主
に
対

し
旧
株
三
株
に
対
し
新
株
二
株
を
割
当
て
、
十
月

一
日
払
込
と
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
こ
の
結
果
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
は
所
有
株
式

一
九
万
六

０
九
五
株
に
対
し
増
資
新
株

一
三
万
七
三
〇
株
を
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
問
題
は
緊
迫
し
た
日
米
関
係
を
背
景
に
こ
の
払
込

が
如
何
な
る
手
段
に
よ
つ
て
可
能
か
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
方
法
と
し
て
住
友
本
社
は
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
が
旧
株
二
万
三
〇
〇
〇
株

（実
際
に
は
Ｉ
・
Ｓ
・
Ｅ
社
持
株
二
万
二
九
三
〇
株
と
個
人
所
有
本
人
名
義

一
八
０
株
合
計
二
万
三
一
一
〇
株
で
あ
っ
た
）
を
米
国
か
ら
日
本

へ
送
付
し
て
、

住
友
本
社
に
一
株
九
五
円
で
売
却
し
、
こ
の
分
を
差
し
引
い
た
旧
株

一
七
万
三
〇
九
五
株
に
対
す
る
割
当
新
株

一
一
万
五
四
四
三
株

の
払
込

代
金
二
八
八
万
六
〇
七
五
円
に
充
当
す
る
案
（不
足
分
約
七
０
万
円
は
Ｉ
　
Ｓ
・
Ｅ
社
が
日
本
国
内
に
蓄
積
し
て
い
る
配
当
金
、
特
許
料
等
を
充
当
）
を

提
示
し
、
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
及
び
大
蔵
省
と
折
衝
し
た
。
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
は
こ
の
提
案
を
受
諾
し
旧
株
券
を
実
際
に
日
本

へ
送
付
し
て
き
た
の

で
あ
る
が
、
大
蔵
省
は
外
国
為
替
管
理
法
を
た
て
に
、
こ
の
方
式
を
承
認
し
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社

の
失
権
株

一
三
万

一
三

二
八
株
（増
資
新
株
割
当
Ｉ
・
Ｓ
　
Ｅ
社

一
三
万
七
三
〇
株
及
び
Ｉ
・
Ｓ
・
Ｅ
社
関
係
個
人
六
〇
〇
株
計

一
三
万

一
三
三
〇
株
、
但
し
個
人
株
主
の
一
株
未

満
が
四
捨
五
人
さ
れ
た
結
果
合
計
よ
２

一株
減
と
な
つ
て
い
る
）
は
住
友
本
社
が
引
き
受
け
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
ｃ

即
ち
住
友
本
社
は
本
来
の
割
当

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

一
三
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）

七

一
四

株
七
万
三
四
七
二
株
と
こ
の
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
失
権
株

一
三
万

一
三
二

八
株

の
合
計
二
〇
万
三
八
〇
〇
株
を
引
き
受
け
た
（第
２７
表
）。
そ
の

後
住
友
本
社
は
こ
の
一
三
万

一
三
二
八
株
を
次

の
増
資
が
行
わ
れ
た

十
九
年
五
月
ま
で
に
全
株
大
日
本
紡
績
（八
万
四
〇
〇
〇
株
）
、
米
村

商
会
公
一万
七
七
〇
八
株
）
、
加
賀
商
店
貧

万

一
五
〇
〇
株
）
、
住
友
信

託
（七
一
二
〇
株
）
、
住
友
生
命
貧

○
○
○
株
）
に
売
却
し
た
。

こ
の
増
資

の
結
果
、
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
の
持
株
が
据
え
置
か
れ
た
た

め
、
住
友
系
の
持
株
比
率
は
四
五
％
を
超
え
、
資
金
繰
り
の
た
め
そ

の
一
部
を
売
却
し
て
も
十
七
年
末
に
は
依
然
と
し
て
四
〇
％
を
超
え

て
お
り
、
さ
ら
に
十
七
年
十
二
月
二
十
八
日
付
蔵
外
管
第
三
八
三
三

号
大
蔵
大
臣
命
令
に
よ
り
、
残
る
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
持
株
も
敵
産
株
式

と
し
て
住
友
信
託
に
こ
れ
を
売
却
処
分
し
、
こ
の
売
却
代
金
は
横
浜

正
金
銀
行
に
預
託
さ
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、

十
七
年
十
二
月
九
日
日
本
電
氣
専
務
梶
井
剛
は
住
友
本
社
総
理
事
古

田
俊
之
助
宛
次

の
通
り
日
本
電
氣
の
連
系
会
社
昇
格
を
申
請
し
た
。

な
お
申
請
文
別
紙
（計
、
資
料
４２
）
と
し
て
、
日
電

の
見
解
が
添
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
連
系
会
社

へ
の
昇
格
を
望
む
理
由
と

し
て
は
、
社
会
的
な
評
価
の
向
上
が
期
待
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
従

17年 12月 末 19年 9月 末 20年 8月 15H

IH株 新 株 計 IH 株 新 株 計 計

195,709

386

196.095

195,709

386

195,095

1961% 000% 0 00%

60,209

10,000

69,730

2,250

12,800

155,039

181,800

7,666

49,819

500

6,566

246,351

242,009

17,666

119,549

2,750

19,416

401,390

4014%

134,846

22,966

191,409

26,236

325,457

195,571

37,966

141,409

10,000

26,150

321,236

5,000

468,332

330,417

60,932

282,818

10,000

26,150

58,472

5,000

773,789

2579%

332,417

60,932

282,818

11,500

23,850

62,472

5,000

778,989

2597%

600,000 400,000 1,000,000

10000%
1,000,000 2,000,000 3,000,000

10000%

3,000,000

10000%



第40表 ISE社 と住友系

昭和15年 12月 末 16年 12月 末

旧 株 新 株 旧 株 新 株 計

ISEネI

外国人名義

計

(比率 %)

124,609

386

124,995

195,709

386

196,095

3268%

195,709

386

196.095

195,709

386

196,095

1961%

住友本社

住友家

住友電氣工業

住友銀行

住友信託

住友生命保険

住友海上火災保険

住友系計

(比率 %)

14,225

5,000

27,000

4,500

50,725

97,484

6,500

47,730

5,350

157.064

111,709

11,500

74,730

9,850

207,789

3463%

99,709

11,500

74,730

9,850

195,789

197,800

7,666

49,819

4,566

259,851

297,509

19,166

124,549

14,416

455,640

4556%

合  計

(比率 %)
250,000 350,000 600,000

10000%

600,000 400,000 1,000,000

10000%

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

来
官
庁
と
の
関
係
に
お
い
て
外
資
系
と
み
ら
れ
て
い
て
都
合
が
悪

い

の
で
そ
う
し
た
観
念
を

一
掃
し
た
い
と
い
う
切
実
な
希
望
が
あ

っ
た

こ
と
、
他
方
日
電
と
し
て
は
自
社

の
事
業
の
将
来
性
に
つ
い
て
は
戦

時
、
平
時
を
問
わ
ず
極
め
て
有
望
で
あ
る
と
い
う
自
信
を
示
し
て
い

た
ン」
と
が
分
か
る
。

こ
れ
に
対

し
住
友
本
社

は
、
十
七
年
十
二
月
二
十
四
日
起
案

沢
日
本
電
氣
）
連
系
会
社

二
指
定
並
社
名
変
更
ノ
件
」
（資
料
４３
）
が

特
に
社
長
住
友
吉
左
衛
門
の
決
裁
を
得
て
承
認
さ
れ
、
同
日
付
文
第

一
一
三

一
号
に
よ
っ
て
日
本
電
氣
専
務
梶
井
剛
宛
通
知
さ
れ
、
部
内

に
は
十
八
年

一
月

一
日
付
甲
第

一
号
達
を
も

っ
て
通
達
さ
れ
た
。
な

お
社
名
は
当
初

「住
友
通
信
機
工
業
株
式
会
社
」
に
改
称
す
る
こ
と

と
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
軍
当
局
の
意
向

に
よ
り

「住
友
通
信
工
業

株
式
会
社
」
に
変
更
さ
れ
た
。
社
名
変
更
と
社
長
制
採
用
は
二
月
二

十
日
の
株
主
総
会
で
決
議
さ
れ
た
。

昭
和
十
八
年
住
友
通
信
工
業
が
発
足
早
々
に
直
面
し
た
の
は
、
先

に
述
べ
た
よ
う
に
大
蔵
大
臣
の
命
令
に
よ
る
敵
産
株
即
ち
Ｉ

。
Ｓ

・

Ｅ
社
所
有

の
一
九
万
六
七
七
五
株
（個
人
所
有
本
人
名
義
株
六
八
〇
株
を

含
む
、　
な
お
日
本
に
送
付
さ
れ
た
二
万
三
一
一
〇
株
を
除
く
米
国
に
あ
る
一

七

一
五
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七

一
六

七
万
三
二全
ハ
五
株
は
こ
れ
を
廃
棄
処
分
と
し
、
別
に
株
券
を
発
行
し
た
）
の
処
理
で
あ

つ
た
。
こ
の
処
分
方
法
は
十
七
年
十
二
月
二
十
六
日
現
在

の

株
主
に
対
し

一
〇
〇
株
に
つ
き
三
株
２

０
０
株
未
満
四
捨
五
入
）
を

一
株

一
一
四
円
で
割
当
て
、　
二
月

一
日
売
却
代
金
三
二
四
三
万
三
三
五
〇

円
は
横
浜
正
金
銀
行
の
特
殊
財
産
管
理
勘
定
に
払
い
込
ま
れ
た
。
住
友
本
社
は
先
の
増
資

の
際
、
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
の
失
権
株

一
三
万

一
三
二

八
株
を
除
く
三
万
三
二
〇
〇
株
が
割
り
当
て
ら
れ
た
が
、
割
当
総
株
数
が
二
〇
万

一
八

一
〇
株
と
な
り
敵
産
株
総
数

一
九
万
六
七
七
五
株

に

対
し
五
〇
三
五
株
不
足
す
る
事
態
と
な

つ
た
の
で
、
こ
の
不
足
分
は
住
友
本
社
が
自
社

の
割
当
分
三
万
三
二
〇
〇
株
の
う
ち
か
ら
辞
退
す
る

こ
と
と
し
た
。
し
か
し
実
際
に
割
り
当
て
た
と
こ
ろ
、
引
き
受
け
の
な
い
株
式
二
〇
〇
〇
株
を
生
じ
た
た
め
、
こ
れ
を
住
友
本
社
が
引
き
受

け
、
結
局
住
友
本
社
は
割
当
株
三
万
三
二
〇
〇
株
中
三
〇
三
五
株
を
辞
退
し
、
残
り
三
万

一
六
五
株
を
引
き
受
け
た
（第
２６
表
註
④
）。

日
本
電
気

の
増
大
す
る
資
金
需
要
を
賄
う
た
め
の
資
金
計
画
に
つ
い
て
は
、
「
四
　
資
金
調
達
」

で
述

べ
た
よ
う
に
、
昭
和
十
七
年
十
月

に
開
催
さ
れ
た
第
八
回
財
務
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
資
本
金
五
〇
〇
〇
万
円
を

一
挙
に
一
億
五
〇
〇
〇
万
円
と
す
る
増
資
計
画
案
（五
〇
〇
〇

万
円
は
旧
株

一
株
に
対
し
新
株

一
株
割
当
、
五
〇
〇
〇
万
円
は
公
募
）
と
な

っ
て
現
れ
た
。　
し
か
し
こ
の
財
務
委
員
会

に
お
け
る
経
緯
で
明
ら
か
な

通
り
、
昭
和
十
八
年
度
の
資
金
計
画
に
お
い
て
日
本
電
気

の
増
資
案
は
承
認
さ
れ
ず
、
そ
の
資
金
調
達
は
主
と
し
て
戦
時
金
融
金
庫
か
ら
の

借
入
に
依
存
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。　
一
年
後
の
昭
和
十
八
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
財
務
委
員
会

に
お
い
て
、
通
信
工
業
は
翌
十
九
年
四
月

一

日
を
払
込
期
日
と
す
る
増
資
計
画
案
を
再
提
出
し
た
。
こ
の
計
画
案
で
は
増
資

の
理
由
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
た
。

三
倍
増
資

ヲ
適
当
ト
ス
ル
主
ナ
ル
理
由

一
、
当
社
ノ
事
業

ハ
、
時
局
下
最
緊
要
ノ
国
家
的
事
業
タ
ル
ニ
鑑
ミ
、
此
際
陸
海
軍
二
対
シ
住
友
ガ
真

二
経
営
ノ
重
責

ヲ
引
受
ク
ル
熱

意

ヲ
表
示
ス
ル
タ
メ
ニ
、
積
極
的
ノ
増
資
計
蓋
ヲ
必
要
ト
ス
ル
コ
ト
。

一
、
当
社

ハ
、
従
来
外
国
資
本
混
入
ノ
タ
メ
、
最
近
数
年
来
正
常
ナ
ル
増
資
計
萱
ノ
進
行

二
幾
多
ノ
支
障
ア
リ
。
今
ヤ
三
億
円

二
近
キ

拡
充
計
書
ヲ
擁
シ
、
三
倍
増
資

ハ
決
シ
テ
飛
躍

ニ
ア
ラ
ズ
。
寧

口
必
要
当
然
ノ
増
資
計
書
ナ
ル
コ
ト
。



一
、
今
春
日
本
電
氣
ヲ
住
友
ノ
連
系
会
社
ト
シ
、
社
名
ヲ
住
友
通
信
工
業

二
改
名
シ
タ
ル
ハ
、
住
友

二
於
テ
本
事
業
ヲ
独
占
ス
ル
タ
メ

ニ
ア
ラ
ズ
。
将
来
之
ヲ
公
開
シ
、
真

二
重
要
ナ
ル
国
家
的
事
業
ト
シ
テ
育
成
ノ
方
針
ナ
リ
シ
ョ
ト
。

一
、
設
備
資
金
約
三
億
円
、
運
転
資
金
約
三
億
円
計
六
億
円
ノ
所
要
資
金

二
対
シ
、
三
倍
増
資

ヲ
以
テ
進
メ
バ
、
資
本
卜
借
入
金
ト
ノ

比
率

ハ
現
状
ヨ
リ
何
等
改
善
ヲ
期
待
シ
難
ク
、
惹
テ
ハ
住
友
銀
行
、
信
託

二
多
大
ノ
負
債
ヲ
課
ス
ル
結
果
ト
ナ
ル
虞
ア
リ
。
資
本
構

成
ノ
刷
新
ヲ
計
ル
タ
メ
ニ
モ
、
此
際
三
倍
増
資

ハ
極
メ
テ
必
要
ナ
ル
コ
ト
。

一
、
三
倍
増
資
案

ハ
、
大
蔵
省
ノ
方
針

二
基
キ
、
五
千
万
円
中
四
千
万
円

二
対
シ
プ
レ
ミ
ア
ム
ヲ
徴
セ
ラ
ル
ヽ
虞
ア
リ
。
三
倍
増
資
案

ハ
公
募
分

二
対
シ
プ
レ
ミ
ア
ム
ヲ
徴
ス
ル
結
果
、
旧
株
主

二
割
当
ノ
五
千
万
円

ニ
ハ
プ
レ
ミ
ア
ム
ヲ
免
除
セ
ラ
ル

ヽ
見
込
ア
ル
コ
ト
。

一
、
プ
レ
ミ
ア
ム
ノ
徴
収

ハ
、
本
案
ノ
如
ク
会
社

二
於
テ
収
納
シ
、
之
ヲ
拡
充
資
金
ノ

一
部

二
当

ツ
ル
コ
ト
ハ
、
大
蔵
省

二
於
テ
奨
励

ス
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
、
之

ニ
ヨ
リ
当
社

ハ
約
二
千
万
円
見
当
ノ
無
利
息
、
無
配
当
ノ
資
金

ヲ
利
用
シ
得
ラ
レ
、
経
営
上
有
利
ナ
ル
コ

一
、
当
社

ハ
資
本
金
少
キ
タ
メ
税
金
ノ
支
払
多
ク
、
現
在

二
於
テ
モ
総
益
金
ノ
約
六
〇
％
二
近
キ
税
金

ヲ
負
担
シ
ツ
ヽ
ア
リ
。
従

ツ
テ

若
シ
三
倍
増
資

ヲ
行
ヒ
自
己
資
本
金
ヲ
増
大
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
、
三
倍
増
資
ノ
場
合

二
比
シ
年
数
百
万
円
ノ
税
金
軽
減
ト
ナ
ル
コ
ト
。

明
年
度
ノ
増
税
ヲ
考
慮
ス
ル
ト
キ
ハ
、
其
利
益

ハ
一
層
大
ナ
ル
ベ
キ
コ
ト
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

こ
の
増
資
計
画
案
は
財
務
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
が
、
大
蔵
当
局
の
増
資
割
当
方
針
に
よ
り
払
込
期
日
は
十
九
年
五
月

一
日
と
さ
れ
た
。

又
こ
の
公
募
株

一
〇
〇
万
株
の
一
部
三
五
万
株
に
つ
い
て
は
通
信
工
業
の
職
員
の
み
な
ら
ず
住
友
全
職
員
に
応
募

の
機
会
を
与
え
る
こ
と
に

し
大
蔵
省

の
内
認
可
を
得
た
。
十
九
年
三
月
二
十
三
日
付
人
事
課
起
案

「通
信
工
業
新
株
式
分
譲

二
関
シ
伺
書
提
出
ノ
件
」
に
よ
れ
ば
、

「公
募
分
ノ
プ
レ
ミ
ア
ム

一
七
円
五
〇

二
対
シ
、
住
友
職
員
分
プ
レ
ミ
ア
ム

一
二
円
五
〇

二
シ
テ
、
五
円
○
○
安
ト
ナ
リ
居
り
。
且
右
恩
典

ハ
単

二
通
信
工
業
職
員
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
他
ノ
住
友
職
員

ニ
モ
均
霧
セ
シ
ム
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
居
ル
為
、
之

二
関
シ
大
蔵
省
ヨ
リ
当
初
意
見
ア
リ

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

一
七
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七

一
八

タ
ル
次
第
ナ
ル
モ
、
住
友
人
事
及
給
与
ノ

一
体
性
ヲ
強
調
シ
、
漸
ク
諒
解
ヲ
得
タ
ル
次
第

ニ
シ
テ
、
此
点

二
関
シ
住
友
本
社
（連
系
会
社
代
表

卜
と
こ

一
応
書
面
ヲ
以
テ
伺
書
提
出
方
要
求
有
之
候

二
付
テ
ハ
、

別
紙
（註
、
略
）
ノ
通
伺
書
提
出
相
成
可
然
手
。

」

と
あ
り
、　
こ
の
結
果
三

月
二
十
七
日
東
京
支
社
調
査
課
長
瀬
山
誠
五
郎
（Ｔ
ｌ４
東
大
法
、
の
ち
住
友
不
動
産
社
長
）経
由
住
友
本
社
代
表
取
締
役
古
田
俊
之
助
名

で
、
大

蔵
大
臣
及
び
軍
需
大
臣
宛
伺
書
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
四
月
八
日
付
軍
需
省
総
動
員
局
長
の
通
牒
に
よ
り
承
認
さ
れ
る
と
い
う

一
幕
が

あ

っ
た
。

な
お
日
本
電
気

の
連
系
会
社
指
定

に
つ
い
て
は
、
当
時
本
社
経
理
部
長
代
理
兼
商
工
課
長
で
あ

っ
た
神
田
勇
吉
（Ｔ
ｌｏ
東
大
法
）
か
ら
住
友

修
史
室
が
聴
取
し
た
記
録
に
よ
る
と
、
神
田
は

「
日
電
は
最
後
に
は
連
系
会
社
に
な

つ
た
が
、
ど
う
も
何
か

一
つ
旧
来
の
連
系
会
社
と

一
寸

違

っ
て
ま
し
た
ね
。
本
社
の
い
う
こ
と
を
聞
か
な
か
つ
た
。
最
後
ま
で
紙

一
重
隔
た
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。

」

と
述
べ
て
お
り
、
そ
の

際
同
席
し
た
神
田
の
前
任
の
商
工
課
長
か
ら
日
本
電
気

へ
出
向
し
当
時
経
理
部
長
で
あ

っ
た
大
沢
忠
蔵
（Ｔ
Ｈ
東
京
商
大
専
攻
部
）自
身
も
神
田

の
意
見
に
対
し

「同
感
」
だ
と
述
べ
て
い
型
の
は
興
味
深
い
。

第
二
次
大
戦
後
昭
和
二
十
年
十

一
月
七
日
の
住
友
本
社
の
住
友
商
号
を
改
称
す
る
よ
う
に
と
の
方
針
を
受
け
て
、
住
友
通
信
工
業
は
十

一

月
三
十
日
旧
社
名
の
日
本
電
氣
に
復
帰
し
、
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
と
の
関
係
を
復
活
し
た
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
先
に
述
べ
た
処
分
さ
れ
た
敵

産
株
と
増
資

に
よ
つ
て
本
来
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
に
割
り
当
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ

つ
た
株
式
と
を
合
わ
せ
て
同
社
に
返
還
さ
れ
る
必
要
が
生
じ
た
。

昭
和
二
十
四
年
八
月
に
公
布
さ
れ
た

「連
合
国
財
産
で
あ
る
株
式

の
回
復
」
に
関
す
る
省
令

に
基
づ
い
て
、
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社

の
持
株
比
率
を

戦
前
の
三
二

・
七
九
％
に
回
復
さ
せ
る
た
め
、
日
本
電
気
は
昭
和
二
十
六
年
十

一
月
新
株
式
三
〇
〇
万
株
を
発
行
し
た
他
、　
一
部
の
日
本
人

株
主
か
ら
回
収
し
、
或
い
は
市
場
か
ら
買
い
戻
し
た
り
し
て
、
二
七
万
九
六
〇
〇
株
を
手
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
こ
の
結
果
資
本

金
五
億
円
２

０
０
０
万
株
）
の
う
ち
、
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
は
三
二
七
万
九
六
〇
〇
株
を
保
有
す
る
こ
と
と
な

っ
て
、
こ
の
問
題
は
よ
う
や
く
決

着
し
た
。



（資
料
４２
）

昭
和
十
七
年
十
二
月
九
日
付
日
電
文
第
四
五
二
号
別
紙

第

一　

当
社
卜
住
友
財
団
ト
ノ
関
係

イ
、
住
友
関
係
者
ノ
持
株

昭
和
十
七
年
十

一
月
末
日
現
在

二
於
ケ
ル
当
社
総
株
数

一
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株
ノ
中
、
住
友
関
係
者
ノ
株
数

ハ
左
記
ノ
通
リ
ナ
リ
。

株
主
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
株
数

株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
一
一五
七
、
Ｏ
〇
九
株

住
友
吉
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
、
六
六
六
株

住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
　
　
　
　
　
一
一
一四
、
三
八
三
株

住
友
生
命
保
険
株
式
会
社
　
　
　
　
　
　
一
四
、
四

一
六
株

住
友
信
託
株
式
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一、
七
五
〇
株

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

一
六
、
三
二
四
株

註
　
」貝
社
持
株
中

ニ
ハ
昭
和
十
六
年
十
月
増
資

二
際
シ
ー

・
Ｓ

・

三
二
人
株
ヲ
含
ム
。

「参
考
」
ソ
ノ
他
ノ
大
株
主

Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
、
七
〇
九
株

（右
株
式

ハ
ロ
下
住
友
信
託
株
式
会
社

二
依
り
敵
産
管
理
セ
ラ
ル
）

第

一
生
命
保
険
相
互
会
社
　
　
　
　
　
　
七
五
、
三
三
三
株

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

総
株
数

二
対

ス
ル
比
率

二
五

・
七
％

一
・
八
％

一
二

・
四
％

一
・
四
％

〇

・
三
％

四

一　
・
六
二
％

Ｅ
会
社

ノ
引
受
不
能

ノ
為
貴
社

二
依

り
仮
引
受

セ
ラ
レ
タ
ル

一
三

一

一
九

・
六
％

七

・
五
％

七

一
九
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大
六
共
同
株
式
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
四

一
、　
一
九
三
株

第

一
徴
兵
保
険
株
式
会
社
　
　
　
　
　
　
三
八
、
六
六
六
株

即
貴
社
並

二
連
繋
（
マ
マ
、
以
下
同
じ
）
ハ
当
社
総
株
数
ノ
四

一
・
六
二
％
ヲ
所
有
ス
。

口
、
役
員
ノ
構
成

当
会
社
定
款

二
依
レ
バ
、
当
社
役
員

ハ
取
締
役
会
長

一
名
、
専
務
取
締
役

一
名
、
常
務
取
締
役
若
千
名
其
ノ
他
取
締
役
ヲ
合
計
シ
取
締

役
ノ
定
員
十
二
名
以
内
、
監
査
役

ハ
ニ
名
以
内
ト
ナ
リ
居
り
。
現
在
就
任
中
ノ
役
員
左
記
ノ
如
シ
。

取
締
役
会
長
　
　
　
古
田
　
俊
之
助

専
務
取
締
役
　
　
　
梶
井
　
　
剛

常
務
取
締
役
　
　
　
佐
伯
　
長
生

同
　
　
　
　
　
　
　
丹
羽
　
保
次
郎

取
締
役
　
　
　
　
　
朝
吹
　
常
吉

同
　
　
　
　
　
　
　
山石
垂
　
好
徳

同
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
　
清

同
　
　
　
　
　
　
　
別
宮
　
貞
俊

同
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
晴
十
郎

監
査
役
　
　
　
　
　
河
井
　
昇
三
郎

同
　
　
　
　
　
　
　

水ヽ
田
　
折
呈
一

右
ノ
内
朝
吹
常
吉
、
岩
垂
好
徳
ノ
両
氏

ハ
社
外
関
係
者
ナ
ル
モ
、
他
ノ
九
氏

ハ
何
レ
モ
貴
社
並

二
連
繋
会
社
ノ
役
員
又

ハ
社
員

ニ
シ
テ
、

四

・
一
％

二

・
九

％

七
二
〇



当
社
取
締
役
会

二
於
ケ
ル
絶
対
過
半
数
ヲ
住
友
関
係
者

ニ
テ
占
メ
居
レ
ル
現
状
ナ
リ
。

ハ
、
当
社
ノ
事
業

当
社
ノ
事
業

ハ
有
線
無
線
並

二
搬
送
式
電
気
通
信
機
器
、
電
気
機
器
、
電
気
兵
器
等

ニ
シ
テ
、
当
社

ハ
昭
和
七
年
以
降
貴
社
ノ
御
経
営

下
ニ
ア
リ
タ
ル
関
係
上
、
当
社
諸
般
ノ
事
業
ヲ
通
ジ
貴
社
並

二
連
繋
各
社
卜
密
接
ナ
ル
関
係
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

先
ヅ
当
社
ノ
経
営

ニ
ハ
貴
社
ヨ
リ
役
員
幹
部
ソ
ノ
他
多
数
ノ
人
員
ヲ
派
遣
セ
ラ
レ
、
又
資
金
関
係

ハ
前
述
ノ
通
り
貴
社
並

二
連
繋
会
社

二
依
り
当
社
資
本
ノ
四
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
ヲ
所
有
セ
ラ
ル

ヽ
一
方
、
当
社
借
入
金
ノ
全
部

ハ
左
記
ノ
通
り
住
友
銀
行
並

二
住
友
信
託
ヨ

リ
之
ヲ
仰
ギ
居
レ
リ
。

住
友
銀
行
新
橋
支
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
四
、
五
三
六
千
円

住
友
信
託
東
京
支
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一四
、
五
五
〇
千
円

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
、
〇
八
六
千
円
　
　
（昭
和
十
七
年
十
月
末
日
現
在
）

次

二
住
友
電
気
工
業
ト
ハ
ー

・
Ｓ

・
Ｅ
社
ノ
関
係

ニ
ヨ
リ
永
年
姉
妹
会
社
ノ
関
係

ニ
ア
リ
、
資
本
、
技
術
、
経
営
ノ
諸
方
面

二
亘
り
密

接
ナ
ル
提
携
ヲ
維
持
シ
来
り
、
更

二
同
社
、
金
属
工
業
、
鍍
業
等
ヨ
リ
ハ
原
材
料
ノ
供
給
ヲ
受
け
、
ソ
ノ
金
額
年
百
五
十
万
円

二
達
シ

居
レ
リ
。
而
シ
テ
当
社

ハ
金
属
工
業
、
電
氣
工
業
ソ
ノ
他
電
気
通
信
機
器
製
造
業
者
卜
共

二
、
電
気
通
信
機
器
特
殊
原
材
料
ノ
円
滑
ナ

ル
供
給
ヲ
受
ク
ル
為
、
昭
和
十
三
年
東
北
金
属
工
業
株
式
会
社
ヲ
設
立
セ
ル
モ
、
尚
将
来
当
社
ガ
航
空
電
気
装
備
品
ノ
製
作

二
積
極
的

二
進
出
ス
ル
際

ニ
ハ
、
金
属
工
業
卜
益
々
密
接
ナ
ル
提
携
ヲ
要
ス
ベ
ク
、
現

二
共
同
シ
テ
日
本
航
空
電
機
株
式
会
社
ヲ
設
立
シ
ツ
ヽ
ア

次

二
当
社
販
売
関
係

二
就
テ
ハ
貴
社
各
地
販
売
店
ヲ
代
理
店
ト
シ
テ
、
年
五
百
万
円
内
外
ノ
委
託
販
売

ヲ
ナ
シ
居
レ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

当
社
ノ
火
災
保
険
並

二
損
害
保
険
等

二
就
イ
テ
ハ
、
住
友
海
上
火
災

二
対
シ

一
億
二
千
万
円

二
上
ル
契
約
高

ヲ
有
シ
、
又
住
友
生
命
保

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
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険

二
対
ス
ル
当
社
従
業
員
ノ
加
入
契
約
高

ハ
最
近

一
ヶ
年
間
百
七
十
四
万
円

二
達
シ
居
レ
リ
。

今
後
当
社
ガ
連
繋
会
社
ト
ナ
リ
タ
ル
上

ハ
、
之
等
諸
会
社

二
対
シ
其
ノ
緊
密
度
ヲ
一
層
加
フ
ル
モ
ノ
ト
思
慮
ス
ル
次
第
ナ
リ
。

第
二
　
当
社
事
業
ノ
推
移
並
営
業
成
績
（註
、
略
）

第
三
　
当
社
資
産
内
容

二
就
イ
テ
（註
、
略
）

第
四
　
当
社
ノ
社
員

二
就
テ
（註
、
略
）

第
五
　
当
社
事
業
ノ
発
展
性

「当
社
事
業
ノ
推
移
」

中

二
既
述
シ
タ
ル
通
り
、
当
社
事
業

ハ
有
線
部
門
（有
線
並

二
搬
送
通
信
機
関
係
）並

二
無
線
部
門
（無
線
並

ニ

電
氣
兵
器
）
ノ
両
翼
ヲ
有
シ
、

前
者

ハ
平
和
産
業
、
後
者

ハ
軍
需
産
業
ト
シ
テ
平
戦
両
時

二
亘
り
輩
固
ナ
ル
事
業
ノ
基
礎
ヲ
有
ス
ル
モ

ノ
ト
云
フ
可
ク
、
殊

二
電
氣
通
信
工
学
ノ
将
来
性
卜
相
倹
ツ
テ
当
社
事
業
モ
殆
ン
ド
測
り
知
ラ
レ
ザ
ル
発
展
ヲ
遂
グ
ベ
キ
モ
ノ
ト
思
料

ス
ル
次
第
ナ
リ
。
（註
、
中
略
）

即
チ
当
社

ハ
戦
時
下
二
於
ケ
ル
重
点
中
ノ
最
重
点
会
社
ト
シ
テ
、
今
後
未
曾
有
ノ
飛
躍
的
発
展
ヲ
遂
グ
ル
モ
ノ
ト
思
料
セ
ラ
ル
。
翻
ツ

テ
本
戦
争
終
了
後

二
於
ケ
ル
状
況
ヲ
想
定
ス
ル
ニ
、
既
述
セ
ル
如
ク
当
社

ハ
戦
時
並

二
平
和
産
業
ヲ
兼
備
シ
居
ル
関
係
上
、
戦
後

二
於

ケ
ル
平
和
産
業
ト
シ
テ
ノ
有
線
搬
送
式
並

二
無
線
通
信
機
器
ノ
需
要

ハ
、
電
気
兵
器

二
代
り
急
速

二
檀
頭
ス
ル
モ
ノ
ト
思
慮
ス
ル
次
第

ナ
リ
。
殊

二
南
方
諸
邦
、
中
華
民
国
、
満
洲
国
方
面

二
於
ケ
ル
開
発

ニ
ハ
、
通
信
鉄
道
等
ノ
交
通
通
信
施
設
ノ
整
備
拡
充
ヲ
第

一
ノ
急

務
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
米
国

二
於
テ

「世
界

二
於
ケ
ル
今
後
ノ
通
信
事
業
ノ
発
展

ハ
大
亜
細
亜
卜
阿
弗
利
加

二
在
り
」
卜
唱

ヘ
ラ
レ

居
ル
ハ
、
実

二
此
ノ
間
ノ
事
情
ヲ
物
語
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
首
肯
シ
得
ル
所
ナ
リ
。

最
後

二
当
社
ノ
発
展
卜
密
接
ナ
ル
関
係
ヲ
有
ス
ル
研
究
所

二
就
テ
言
及
ス
ル
ニ
、
当
社
ノ
研
究
所

ハ
職
員
三
百
十
五
人
、
工
員
四
百
二

十

一
人
ヲ
擁
シ
、
年
経
費
四
百
万
円
以
上
ヲ
使
用
ス
ル
本
邦

二
於
ケ
ル
最
大
ノ
綜
合
研
究
所

ニ
シ
テ
、
現
在
当
社
ノ
主
要
製
品
タ
ル
無



線
機
器
、
真
空
管
、
音
響
兵
器
等

ハ
凡
テ
当
所
ノ
研
究
試
作
ヲ
経
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
世
界
的

二
著
名
ナ
ル
有
線
無
線
写
真
電
送
装
置
、

テ
レ
ヴ
イ
ジ
ヨ
ン
並
敵
国
ノ
空
襲
ヨ
リ
国
土
ヲ
防
衛
ス
ル
超
短
波
関
係
機
器
等

ハ
当
所
ノ
研
究
発
明

二
係
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

現
在
当
所

二
於
ケ
ル
主
要
ナ
ル
研
究

ハ
、
陸
海
軍
ヨ
リ
ノ
委
託

二
基
ヅ
ク
通
信
兵
器
、
電
気
兵
器
類

ニ
シ
テ
、
近
キ
将
来

二
於
テ
戦
線

二
新
兵
器
ヲ
出
現
セ
シ
ム
ル
等
今
次
聖
戦
ノ
遂
行
上
必
ズ
大
ナ
ル
寄
与
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
思
考
シ
居
レ
リ
。

第
六
　
連
繋
会
社
問
題
ノ
経
過

貴
社

ハ
昭
和
七
年
六
月
ョ
リ
ー

・
Ｓ

・
Ｅ
社
ノ
委
託

二
基
ヅ
キ
、
住
友
電
線
製
造
所
ヲ
通
ジ
当
社
ヲ
経
営
セ
ラ
レ
、
更

二
昭
和
十
三
年

ニ
ハ
ー

・
Ｓ

・
Ｅ
社
ヨ
リ

一
部
持
株
∠
肩
替
リ
ヲ
セ
ラ
レ
、
貴
社
関
係
会
社
ト
シ
テ
直
接
ソ
ノ
御
支
配
ヲ
受
ケ
今
日
二
及
ベ
リ
ｃ
以
来

両
社
間
ノ
関
係

ハ
益
々
密
接
ノ
度
ヲ
加

へ
来
ル
モ
、
昭
和
十
五
年
八
月
当
時
ノ
総
理
事
小
倉
正
恒
氏
ヨ
リ
当
社
ヲ
連
繋
会
社
ト
ナ
ス
旨

ノ
御
内
意
ヲ
賜
り
、
爾
来
貴
社
ノ
御
指
示
ヲ
受
ケ
ソ
ノ
準
備
ヲ
進
メ
、
殊

二
人
事
関
係

二
就
テ
ハ
貴
社
人
事
部
卜
前
後
十
数
回

二
亘
リ

ソ
ノ
打
合
セ
ヲ
遂
ゲ
、
既
述
ノ
通
り
社
員
ノ
身
分
給
与
等

二
関
ス
ル
具
体
的
細
ロ
ニ
亘
り
略
々
ソ
ノ
御
了
解
ヲ
得
ル
ニ
至
り
、
過
国
人

事
関
係
取
扱
要
綱
ヲ
貴
社
人
事
部

二
御
提
出
申
上
ゲ
タ
ル
次
第
ナ
リ
。
即
チ
本
件

二
就
テ
ハ
全
ク
順
調

二
事
務
進
捗
シ
、
今
日
二
於
テ

ハ
殆
ド
ソ
ノ
準
備
ヲ
完
了
ス
ル
事

ヲ
得
タ
ル
次
第
ナ
リ
。

第
七
　
連
繋
会
社
ト
ナ
ル
ニ
依
ル
対
内
対
外
関
係
ノ
影
響

一
、
対
内
的
影
響

今
般
貴
社
ノ
連
繋
会
社
ト
ナ
ル
ニ
当
り
、
当
社
社
内

二
及
ボ
ス
精
神
的
方
面
ノ
影
響

ヲ
先
ヅ
考
察
ス
ル
ニ
、
当
社
職
員
ガ
三
百
余
年

ニ

亘
ル
伝
統
卜
栄
誉
ア
ル

「住
友
社
員
」
タ
ル
ノ
身
分
ヲ
取
得
ス
ル
ハ
、
職
員
ノ
間

二
既

二
久
シ
ク
待
望
セ
ラ
レ
タ
ル
所

ニ
シ
テ
、　
一
方

社
風
ノ
確
立
、
従
業
員
ノ
精
神
方
面
ノ
統
制
把
握
等

ニ
モ
資
ス
ル
所
亦
多
大
ナ
リ
ト
思
考
セ
ラ
ル
。
即
チ
既
述
セ
ル
如
ク
、
当
社

ハ
創

立
以
来
三
十
余
年
間

二
亘
り
米
国
ウ
エ
ス
タ
ー
ン
電
気
会
社
ノ
支
配
下
ニ
ア
リ
、
従

ツ
テ
現
在

二
至
ル
モ
未
ダ
米
国
式
ノ
制
度
風
習
ノ

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
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残
滓
ヲ
留
メ
、
動
モ
ス
レ
バ
従
業
員
ノ
気
風
ノ

一
致
、
精
神
方
面
ノ
統
制
等

二
欠
ク
ル
憾
ナ
シ
ト
セ
ズ
。
而
シ
テ
今
回
貴
社
ノ
連
繋
会

社
ト
ナ
リ
、
当
社
職
員
ヲ
貴
社
社
員
ト
シ
テ
御
採
用
頂
キ
タ
ル
上

ハ
、
三
百
余
年

二
亘
り
培

ハ
レ
タ
ル
住
友
財
団
伝
統
ノ
制
度
卜
気
風

ヲ
全
員

二
徹
底
浸
透
セ
シ
メ
ル
コ
ト
ラ
得
、
会
社
規
律
ノ
昂
揚
其
ノ
他
社
員
ノ
精
神
的
方
面

二
好
影
響
ヲ
来
ス
コ
ト
多
大
ナ
リ
ト
確
信

ス
。

次

二
従
業
員
ノ
待
遇
其
ノ
他
物
的
方
面

二
付
考
フ
ル
ニ
、
「第
四
　
当
社
ノ
社
員

二
就
イ
テ
」

ノ
中

二
既
述
セ
ル
通
り
、
当
社

ハ
現

ニ

貴
社
関
係
会
社
ト
シ
テ
従
前
ノ
米
国
式
給
与
方
法
ヲ
改
メ
、
漸
次
貴
社
ノ
待
遇
方
法

二
基
ゾ
キ
之

二
接
近
セ
シ
メ
ツ
ヽ
ア
リ
。
今
回
連

繋
会
社
ト
ナ
ル
ニ
依
り
差
シ
タ
ル
待
遇
ノ
変
更
ヲ
生
ゼ
ザ
ル
モ
ノ
ト
思
考
ス
ル
モ
、
各
種
身
分
ノ
社
員
ヲ
通
ジ
、
総
体
的

二
待
遇
ノ
向

上
ヲ
来
シ
、
右

ハ
現
在
繁
忙
ヲ
極
メ
居
レ
ル
当
社

二
於
テ
従
業
員
ノ
志
気
ヲ
昂
揚
セ
シ
メ
、
甚
ダ
好
結
果
ヲ
齋
ス
モ
ノ
ト
思
考
ス
ル
次

第
ナ
リ
。

更

二
当
社

ハ
過
去
十
ヶ
年
間
二
亘
り
貴
社
関
係
会
社
ト
シ
テ
、
其
ノ
御
手
配
ノ
下
二
在
り
、
従

ツ
テ
当
社
従
業
員

ハ
貴
社
ノ
社
風
経
営

二
関
ス
ル
御
方
針
等

ヲ
充
分
承
知
シ
、
貴
社

二
信
頼
シ
居
ル
所
多
大

ニ
シ
テ
、
従

ツ
テ
今
日
二
於
テ
ハ
愈
々
ソ
ノ
機
熟
シ
連
繋
会
社
ト

ナ
ル
ロ
ヲ
全
員
待
望
シ
居
ル
現
状
ナ
リ
。

一、
対
外
的
影
響

対
外
的
影
響
ト
シ
テ
先
ヅ
官
庁
関
係
ヲ
考
フ
ル
ニ
、
当
社
ノ
監
督
官
庁
タ
ル
陸
海
軍
逓
信
省
其
ノ
他
ノ
諸
官
衛

二
対
シ
テ
ハ
、
貴
社
ガ

永
年

二
亘
り
之
等
各
方
面

二
有
セ
ラ
ル

ヽ
多
大
ノ
信
用

二
基
ヅ
キ
、
今
後

ハ
当
社
ノ
信
用
モ
亦

一
層
加
重
セ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ト
思
慮
ス
。

殊

二
当
社

ハ
過
去
三
十
余
年
間
米
国
資
本
ノ
支
配
ヲ
受
ケ
来
リ
タ
ル
為
、
之
等
諸
官
庁

二
於
テ
ハ
未
ダ
米
国
系
会
社
ナ
ル
観
念
ヲ
有
セ

（
ラ
）
ル

ヽ
向
モ
ア
リ
テ
、
此
ノ
際
貴
社
ノ
連
繋
会
社
ト
ナ
リ
、
力

ヽ
ル
観
念
ヲ

一
掃
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
バ
、
業
務
上
何
カ
ト
好
影
響

ヲ
齋

ス
モ
ノ
ト
思
料
セ
ラ
ル
ヽ
次
第
ナ
リ
。



次

二
株
主

二
対
ス
ル
影
響
ト
シ
テ
ハ
、
Ｉ

・
Ｓ

・
Ｅ
社
ヲ
除
キ
他
ノ
株
主
ガ
殆
ン
ド
信
用
シ
得
ル
投
資
関
係
筋
ナ
ル
為
、
此
ノ
際
貴
社

ノ
連
繋
会
社
ト
ナ
リ
、
社
名
変
更
セ
ラ
レ
タ
ル
暁

ハ
住
友
ノ
直
接
経
営
ナ
ル
コ
ト
ヲ
明

ニ
ス
ル
コ
ト
ニ
ヨ
リ
、
社
業

ヲ
益
々
撃
固
堅
実

ナ
ラ
シ
ム
ル
ト
共

二
、
住
友
各
連
繋
会
社
諸
株
ノ
昂
騰
セ
ル
最
近
ノ
状
勢
ヨ
リ
見
テ
、
当
社
株

ハ
社
会
的
信
用
ヲ
増
ス
ト
同
時

二
市
場

ノ
普
遍
性
ヲ
有
ス
コ
ト
ヲ
期
待
シ
得
ル
コ
ト
等
ノ
事
由

ニ
ヨ
リ
、
株
主
間

二
於
テ
モ
大
イ
ニ
歓
迎
セ
ラ
ル

ヽ
モ
ノ
ト
確
信
ス
ル
次
第
ナ

取
引
先
関
係

ニ
ツ
イ
テ
ハ
、
従
来
当
社
ガ
貴
社
連
繋
会
社
中
電
氣
工
業
、
金
属
工
業
等
ノ
エ
業
諸
会
社
卜
共

二
、
陸
海
軍
省
逓
信
省
其

ノ
他
内
地
、
満
洲
国
、
支
那
各
地
ノ
主
要
官
衛
、
会
社
ヲ
主
タ
ル
得
意
先
ト
ス
ル
関
係
上
、
前
述
ノ
通
り
之
等
諸
官
庁
会
社
等

二
対
ス

ル
信
用
ヲ
高
ム
ル
ト
共

二
、
将
来
業
務
ノ
進
捗
ヲ
一
層
円
滑
容
易
ナ
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
思
考
ス
。

尚
当
社
ノ
金
融
関
係
、
購
買
関
係
、
販
売
関
係
等
業
務
各
般

二
亘
り
、
貴
社
並
貴
社
連
繋
各
社
卜
甚
ダ
密
接
ナ
ル
関
係
ヲ
維
持
シ
来
リ

タ
ル
モ
（右

ニ
ツ
イ
テ
ハ

「第

一　

住
友
卜
当
社
ノ
関
係
　
ハ
、
当
社
ノ
事
業
」
ノ
中

二
既
述
セ
リ
）
、
今
後

ハ
益
々
ソ
ノ
緊
密
度
ヲ
加

へ
、　
一
段
ノ
円
滑
化
ヲ
期
待
シ
居
レ
リ
。

最
後

二
一
般
社
会

ヘ
ノ
影
響

二
就
テ
ハ
、
既
述
ノ
諸
事
項
卜
重
複

ヲ
来
ス
タ
メ
姦

二
詳
記
ス
ル
ヲ
避
ケ
、
結
論
ト
シ
テ
当
社
信
用
ノ
加

重
ヲ
繰
返
シ
記
述
ス
ル
ニ
止
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

尚
当
社
ノ
社
名

ハ
、
事
業
ノ
性
質
上
従
来
殆
ン
ド

一
般

二
普
及
セ
ラ
レ
ザ
リ
シ
モ
、
社
名
変
更
セ
ラ
レ
タ
ル
上

ハ
、　
一
般

二
馴
染

マ
レ

タ
ル

「住
友
」
ノ
名
称
ノ
下
二
認
識
セ
ラ
レ
、
資
金
、
資
材
、
人
員
等
ノ
獲
得
其
ノ
他
事
務
上
稗
益
セ
ラ
ル

ヽ
ト
コ
ロ
亦
秒
ナ
カ
ラ
ズ

ト
思
料
ス
ル
次
第
ナ
リ
。

第
八
　
連
繋
会
社
ト
ナ
ル
ニ
当
り
条
件
ト
シ
テ
考

ヘ
ラ
ル
事
項

一
、
人
事
ノ
統
制

第
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株
式
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友
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社
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当
社
ガ
貴
社
連
繋
会
社
ト
ナ
リ
タ
ル
上

ハ
、
当
社
ノ
職
員

ハ
貴
社
職
員
ト
シ
テ
御
採
用
頂
キ
、
当
社
ノ
人
事

二
関
シ
テ
ハ
挙
ゲ
テ
貴
社

二
於
テ
御
統
制
賜

ハ
ル
様
御
願
ヒ
致
シ
度
キ
次
第
ナ
リ
。

二
、
事
業
並

二
会
計
ノ
検
査

従
前
当
社
事
業
並

二
会
計
ノ
検
査

二
就
イ
テ
ハ
、
Ｉ

。
Ｓ

・
Ｅ
会
社
ノ
委
嘱

二
基
ヅ
キ
、
英
国

ハ
ロ
ル
ド

・
ベ
ル
会
計
会
社

二
依
り
検

査
ヲ
受
ケ
居
リ
タ
ル
モ
、
数
年
前
ヨ
リ
ー

・
Ｓ

・
Ｅ
社
ノ
了
解
ヲ
得
テ
之
ヲ
中
止
セ
リ
。
昭
和
十
三
年
貴
社
ノ
直
接
御
経
営
ト
ナ
ル
ニ

及
ビ
、
本
社
検
査
役

ハ
毎
年

一
回
来
社
セ
ラ
レ
、
ソ
ノ
監
査
ヲ
受
ケ
今
日
二
及
ビ
タ
ル
モ
、
連
繋
会
社
ト
ナ
リ
タ
ル
上

ハ
監
査
役
附
属

ノ
御
配
置
ヲ
賜
り
、　
一
層
厳
重
ナ
ル
御
検
査
御
指
導
ヲ
仰
ギ
度
シ
。

第
九
　
連
繋
会
社
及
社
名
変
更
ノ
実
施
時
期

現
在

二
於
ケ
ル
準
備
ノ
状
況
ソ
ノ
他
種
々
ノ
事
情
ヲ
考
慮
シ
、
連
繋
会
社
ト
ナ
ル
時
期

ハ
昭
和
十
八
年

一
月

一
日
、
又
新
社
名

ハ
住
友

通
信
機
工
業
株
式
会
社
、
社
名
変
更
ノ
時
期

ハ
明
年
二
月
二
十
日
前
後

二
開
催
ノ
当
社
定
時
株
主
総
会

二
於
テ
附
議
可
決
ノ
上
変
更
ス

ル
ヲ
最
モ
適
当
ナ
リ
ト
思
料
ス
ル
次
第
ナ
リ
。

（資
料
４３
）

本
社
総
務
部
庶
務
課
起
案
　
提
出
　
昭
和
十
七
年
十
二
月
十
六
日
　
決
裁
　
同
年
同
月
二
十
四
日

発
送
　
昭
和
十
七
年
十
二
月
二
十
四
　
文
第

一
一
三

一
号

（日
本
電
気
）
連
系
会
社

二
指
定
並
社
名
変
更
ノ
件

掲
題
ノ
件

二
関
シ
、　
日
本
電
気
株
式
会
社
ヨ
リ
別
紙
書
面
（註
、
資
料
４２
）
ヲ
以
テ
願
出
ア
リ
タ
ル
ニ
付
、
左
記
案
文

二
依
り
回
答
相
成
可
然

乎
。

回
答
案



月
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
沢
常
務
理
事

日
本
電
気
専
務
宛
（必
親
展
）

連
系
会
社

二
指
定
並
社
名
変
更
ノ
件

十
二
月
九
日
付
日
電
文
第
四
五
二
号
御
書
面
ヲ
以
テ
御
打
合
有
之
候
掲
題
ノ
件
拝
承
致
候
。

右

ハ
洵

二
機
宜
ノ
措
置
卜
被
存
候

二
付
、
御
来
示
通
明
年

一
月

一
日
ヲ
以
テ
、
貴
社
ヲ
住
友
本
社
ノ
連
系
会
社
ノ

一
二
加

へ
、
以
テ
益
々
業

務
ノ
進
展
ヲ
期
ス
ル
事
卜
致
度
、
又
新
社
名

ハ

「住
友
通
信
機
工
業
株
式
会
社
」
ト
シ
、
二
月
下
旬
開
催
ノ
定
時
株
主
総
会

二
附
議
決
定
ノ

コ
ト
ト
致
度
候
間
、
左
様
御
了
承
ノ
上
諸
般
ノ
準
備
御
取
進
相
成
候
様
致
度
、
此
段
御
回
答
芳
得
貴
意
候
也
。

追
而
連
系
会
社

二
指
定
セ
ラ
レ
タ
ル
上

ハ
、　
一
般
連
系
会
社
ノ
例

二
倣
ヒ
連
系
会
社
役
員
内
規
並
住
友
社
則

二
基
ク
業
務
上
ノ
打
合
、
報
告

ヲ
実
行
セ
ラ
ル
ヘ
キ
次
第

二
候
間
、
右
併
而
御
了
承
相
成
度
申
添
候
。

備
考

一
、
本
件

ハ
日
本
電
氣
株
式
会
社
ヲ
住
友
本
社
ノ
連
系
会
社
ノ

一
二
指
定
シ
、
社
名

ヲ

「住
友
通
信
機
工
業
株
式
会
社
」

（註
、
「機
」
を
抹

消
）
卜
改
メ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
（欄
外
原
註
、
新
社
名
二
付
テ
ハ
当
初

「住
友
通
信
機
工
業
」
「住
友
電
気
通
信
工
業
」
ノ
ニ
案
ア
リ
、
前
者
ヲ
採
レ

ル
モ
ノ
ナ
リ
。
其
後
下
記
ノ
通
り
変
更
。）。

二
、
日
本
電
気

ヲ
連
系
会
社

二
指
定
ス
ル
件

ハ
、
昭
和
十
五
年
頃
ヨ
リ
ノ
懸
案
ナ
リ
シ
処
、
其
時
機
ノ
到
ラ
ザ
リ
シ
ト
諸
般
ノ
準
備
ノ
為
今

日
二
及
ベ
ル
モ
、
既

二
両
者
ノ
間
ノ
関
係

ハ
、
本
社
ガ
昭
和
七
年
当
時
ノ
住
友
電
線
製
造
所
ヲ
通
ジ
同
社
ノ
経
営

二
着
手
シ
、
更

二
進
ン

デ
（欄
外
原
註
、
十
三
年
二
月
増
資
二
際
シ
ー
・
Ｓ
・
Ｅ
社
持
株
ヲ
肩
替
シ
、
関
係
会
社
ト
シ
テ
直
接
支
配
下
二
人
レ
リ
。）
昭
和
十
三
年
完
全

二
住
友

ノ
傘
下

二
収
メ
テ
ョ
リ
益
々
密
接
ノ
度

ヲ
加

へ
、
今
日
二
於
テ
ハ
住
友
関
係
持
株

ハ
約
四
割
三
分

二
達
シ
、
役
員
ノ
構
成

二
於
テ
モ
（欄

外
原
註
、
会
長

一
、
専
務

一
、
常
務
一
、
取
締
一こ
取
締
役
九
名
中
六
名
、
監
査
役
二
名

ハ
全
テ
住
友
ノ
職
員
ナ
リ
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
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七
二
八

其
他
（欄
外
原
註
、
電
気
、
金
属
、
鍍
業
等
ヨ
リ
供
給
ヲ
受
ケ
オ
ル
原
材
料
年
額
約
五
０
万
円
）連
系
会
社
ト
ノ
取
引
関
係
（欄
外
原
註
、
各
地
販
売
店

ニ
ヨ
ル
委
託
販
売
年
約
五
０
０
万
円
）販
売
代
理
事
務
等
々
二
於
テ
モ
蓋
シ
従
来
ヨ
リ
縁
故
浅
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
弦

二
愈
々
其
ノ
実
現
ヲ

見
ル
ニ
至
レ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

三
、
日
本
電
気
ノ
営
業
状
態

ハ
、
（欄
外
原
註
、
明
治
三
十
二
年
七
月
十
七
日
創
立
、
資
本
金
二
十
万
円
）創
立
以
来
四
十
余
年

ヲ
経
過
シ
、
其
ノ
間

昭
和
六
、
七
年
ノ
不
況

二
遭
遇
ス
ル
等
ノ
盛
衰
消
長
ア
リ
タ
ル
モ
、
数
年
前
ヨ
リ
有
線
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
無
線
方
面

二
於
テ
モ
新
分
野
ヲ
開

拓
進
出
シ
、
拡
充

二
拡
充
ヲ
重
ネ
、
又
現
在
デ
ハ
満
洲
通
信
機
ヲ
始
メ
、
電
氣
、
通
信
工
業
関
係
会
社
十
余
社

ヲ
其
ノ
支
配
下
二
置
キ
、

斯
界
ヲ
主
宰
ス
ル
ノ
地
歩
ヲ
確
立
セ
リ
。
殊

二
大
東
亜
戦
争
勃
発
以
後

ハ
各
種
航
空
機
用
装
備
品
、
音
響
兵
器
等
ノ
枢
要
性

一
段
卜
昂
揚

セ
ラ
レ
、
戦
時
下
最
重
点
会
社
ト
シ
テ
飛
躍
的
発
展
ヲ
為
シ
ツ
ヽ
ア
リ
。
更

二
他
方
社
員
ノ
素
質
モ
次
第

二
向
上
ヲ
見
、
ソ
ノ
待
遇
方
法

モ
殆
ン
ド
住
友

二
接
近
シ
居
ル
状
態

ヨ
リ
見
テ
、
連
系
会
社
ノ
取
扱

ヲ
為
ス
モ
恥
シ
カ
ラ
ザ
ル
内
容

ヲ
有
シ
、
芳
業
界
ノ
信
用

ヲ
高
メ

ツ
ヽ
ア
ル
次
第
ナ
リ
。

四
、
姦

二
於
テ
平

。
戦
両
時

二
亘
ル
電
氣
通
信
事
業
ノ
重
要
性
及
将
来
性
、
其
ノ
国
家
的
意
義
ヲ
モ
考
慮
シ
、
且
又
社
名
変
更

二
伴
フ
内
外

ノ
諸
影
響
ヲ
モ
深
ク
検
討
シ
タ
ル
末
、
愈
々
其
ノ
機
熟
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
、
今
般
本
件
打
合
越
ア
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
承
認
シ
、
前
記

案
文

二
依
り
回
答

二
及
バ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

五
、
尚
本
件
御
決
裁
ノ
上

ハ
別
途

二
連
系
会
社
役
員
内
規
ヲ
送
付
シ
、
本
件
実
施
ノ
上

ハ
他
ノ
連
系
会
社
卜
全
ク
同
様

二
打
合
、
報
告

ヲ
実

行
―

ン
メ
ン
ト
ス
。

回
　
朝
鮮
住
友
軽
金
属
株
式
会
社
の
設
立
と
連
系
会
社
指
定

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
原
料
で
あ
る
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
は
日
本
で
は
賦
存
し
な
い
た
め
、
昭
和
十
三
年
に
お
け
る
政
府
の
生
産
力
拡
充
計
画
で
は



満
洲
国
で
産
出
す
る
箸
土
頁
岩
を
利
用
し
た
朝
鮮

・
満
洲
に
お
け
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
生
産
が
考
慮
さ
れ
た
が
、
既
に
そ
の
以
前
昭
和
十

一
年

に
は
満
洲
国
政
府
と
満
鉄
の
合
弁
に
よ
る
満
洲
軽
金
属
製
造
株
式
会
社
（以
下
満
軽
と
略
称
）
が
設
立
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
同
社

の
業
績
は

不
振
を
極
め
、　
こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
昭
和
十
五
年

一
月
に
は
満
洲
国
総
務
長
官
星
野
直
樹
、
二
月
に
は
満
洲
重
工
業
開
発
（以
下
満
業
と
略

称
）副
総
裁
兼
満
軽
理
事
長
吉
野
信
次
、
三
月
に
は
吉
野
と
共
に
理
事
世
良
正

一
等

か
ら
、
住
友
化
学
専
務
大
屋
敦

に
対
し
同
社
理
事
長
就

任
の
要
請
が
あ

っ
た
。
大
屋
と
し
て
も
原
料
問
題
や
電
力
事
情
か
ら
朝
鮮

・
満
洲
に
お
け
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
生
産
に
は
重
大
な
関
心
を
寄
せ

て
い
た
が
、
箸
土
頁
岩
に
よ
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
生
産
に
は
技
術
的
に
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
た
め
、
五
月
に
ア
ル
ミ
製
錬
常
務
矢
部
忠
治
が
満

軽
理
事
に
、
大
屋
は
監
事
に
就
任
す
る
こ
と
で

一
応
決
着
し
た
。

し
か
し
日
米
開
戦
後
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
の
順
調
な
入
荷
に
よ
り
原
料
問
題
は
ひ
と
ま
ず
克
服
さ
れ
た
が
、
他
方
で
四
国
の
電
力
供
給
が
限
界

に
達
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
折
り
昭
和
十
七
年
六
月
朝
鮮
殖
産
銀
行
か
ら
、
漢
江
水
力
電
気
会
社
が
開
発
し
た
朝
鮮
漢
江
の
電
力
を
利
用
す

る
話
が
大
屋
の
許
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
大
屋
は
こ
れ
に
興
味
を
示
し
、
直
ち
に
工
場
立
地
の
調
査
団
を
朝
鮮
に
派
遣
し
、
そ
の
結
果
鎮
南
浦

が
第

一
候
補
地
に
挙
げ
ら
れ
た
が
、
同
地
は
既
に
昭
和
電
工
の
進
出
が
内
定
し
て
お
り
、
結
局
住
友
と
し
て
は
元
山
北
方
文
坪

の
朝
鮮
鉱
業

所
元
山
製
錬
所
北
側
に
立
地
を
決
定
し
、
八
月
五
万
ト
ン
エ
場
の
計
画
案
を
提
出
し
た
。
そ
の
後
九
月
に
大
屋
は
軽
金
属
統
制
会
会
長
に
就

任
し
た
た
め
、
化
学
社
長
兼
ア
ル
ミ
製
錬
会
長
を
辞
任
し
た
が
、
十
七
年
後
半
か
ら
戦
局
の
悪
化
を
受
け
て
日
本

の
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
の
在
庫

は
十
七
年
十
二
月
以
降
低
下
の
一
途
を
辿
り
、
十
八
年
六
月
ま
で
の
半
年
間
で
六
割
ま
で
減
少
し
た
。

こ
の
た
め
住
友
本
社
は
朝
鮮
進
出
を
決
定
し
、
十
八
年
五
月
軽
金
属
委
員
会
を
設
け
（資
料
４４
）
、　
ア
ル
ミ
製
錬
に
臨
時
元
山
工
場
建
設
部

を
設
置
し
た
。
そ
の
後
十

一
月
二
十
六
日
朝
鮮
住
友
軽
金
属
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
（資
本
金
八
〇
〇
〇
万
円
、
社
長
は
ア
ル
ミ
製
錬
専
務
矢
部
忠

（
１００
）

治
の
兼
務
）
、
同
社
は
十
二
月
八
日
連
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
。
同
社
の
設
立
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
同
社
設
立
に
伴
い
、
ア
ル
ミ

製
錬
の
臨
時
元
山
建
設
部
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
軽
金
属
委
員
会
は
そ
の
ま
ま
存
続
さ
れ
た
。
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七
三
〇

当
社

ハ
軽
金
属
製
造
ノ
国
家
的
要
請

二
基
キ
、
朝
鮮
ノ
豊
富
ナ
ル
電
力
源
ヲ
利
用
シ
、
ア
ル
ミ
ユ
ウ
ム
ノ
製
造
ヲ
ロ
的
ト
シ
テ
昭
和
十

八
年
十
二
月
資
本
金
八
〇
、
○
○
○
千
円
ヲ
以
テ
朝
鮮
京
城

二
設
立
セ
ラ
レ
タ
リ
。
設
立
後
直

二
元
山
工
場
ノ
建
設

二
着
手
セ
ル
ガ
、

完
成
後
ノ
ア
ル
ミ
ナ
ハ
安
東
軽
金
属
ヨ
リ
受
ク
ル
予
定
ナ
リ
。
終
戦
時

二
於
テ
ハ
未
完
成
ナ
リ
。
当
社

ハ
戦
金
八
〇
〇
千
株
、
住
友
八

〇
〇
千
株
（註
、
住
友
本
社

一
六
〇
千
株
、
金
属
工
業

一
六
〇
千
株
、
化
学
工
業

一
六
〇
千
株
、
ア
ル
ミ
製
錬

一
九
二
千
株
、
電
気
工
業
八
〇
千
株
、

住
友
吉
左
衛
門
四
八
千
株
）
ノ
折
半
出
資

ニ
シ
テ
、
住
友

ハ
ソ
ノ
技
術
導
入
ヲ
以
テ
当
社
ヲ
経
営
管
理
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
リ
。
工
場
建

設

ハ
産
業
設
備
営
団
ノ
請
負
工
事
ト
セ
リ
。

な
お
朝
鮮
住
友
軽
金
属
の
工
場
建
設
を
発
註
し
た
産
業
設
備
営
団
（註
、
「四
　
資
金
調
達
」
参
昭
）̈
と
同
社

の
関
係
に
つ
い
て
、
第
二
次
大

戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
さ
れ
た
資
料

「住
友
卜
産
業
設
備
営
団
ト
ノ
関
係
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

朝
鮮
住
友
軽
金
属
卜
産
業
設
備
営
団
ト
ノ
関
係

一
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
並
電
極
製
造
設
備

二
関
ス
ル
契
約
（昭
和
十
九
年
九
月
十
二
日
締
結
）

契
約
ノ
大
要

（
一
）

朝
鮮
住
友
軽
金
属

ハ
、
産
業
設
備
営
団
ノ
註
文

二
基
キ
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
並
電
極
製
造
設
備
建
設
工
事
を
施
行
シ
、
昭
和
二

十
年
三
月
末
日
迄

二
工
事

ヲ
完
了
セ
シ
メ
タ
ル
後
、
産
業
設
備
営
団

二
引
渡
シ
、
営
団

ハ
之
ヲ
朝
鮮
住
友
軽
金
属

二
貸
付
ク
ル

モ
ノ
ト
ス
。

（二
）

設
備
営
団

ハ
建
設
資
金
ト
シ
七
七
、　
三
〇
〇
千
円
ヲ
数
回
二
分
チ
、
朝
鮮
住
友
軽
金
属

二
支
払
フ
モ
ノ
ト
ス
（建
設
資
金

ハ

物
価
騰
貴
及
情
勢
ノ
変
化

二
伴
ヒ
計
豊
ヲ
変
更
セ
ル
タ
メ
、
更
生
予
算

一
八
七
、
七
八

一
、
三

一
〇
円

二
変
更
方
交
渉
中
終
戦

ノ
為
工
事
中
止
ト
ナ
レ
リ
。
）

朝
鮮
住
友
軽
金
属

ハ
右
契
約
ノ
下
建
設
工
事

二
着
手
セ
ル
モ
、
未
完
成
ノ
儘
終
戦
ト
ナ
リ
、
工
事

ヲ
中
止
セ
リ
。
工
事
費
関
係
ト
シ



テ
朝
鮮
卜
営
団
ト
ノ
貸
借
関
係

ハ
次
ノ
如
キ
結
果
ト
ナ
レ
リ
。

（
１
）

昭
和
二
十
年
九
月
迄
ノ
エ
事
費
支
出
額
　
　
　
　
　
八
〇
、
七
二
五
千
円

（
２
）

現
在
迄
ノ
営
団
ヨ
リ
ノ
受
取
金
額
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
、
〇
〇
〇
千
円
（昭
和
十
九
年
九
月
三
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円
）

（同
　
一
一十
年
三
月
二
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円
）

（
３
）

営
団
ヨ
リ
支
払
ヲ
受
ク
ベ
キ
エ
事
代
金
　
　
　
　
　
一二
〇
、
七
二
五
千
円

一
、
乾
式
ア
ル
ミ
ナ
製
造
設
備

二
関
ス
ル
仮
契
約
（正
式
契
約

ハ
未
締
結
）

当
社

二
於
テ
ハ
一
九
四
四
年
秋
頃
ヨ
リ
更

二
乾
式
ア
ル
ミ
ナ
製
造
設
備
ノ
建
設
工
事

二
着
手
、
該
工
事
モ
営
団
ヨ
リ
ノ
請
負
ト
ス
ル

条
件
ノ
モ
ト
ニ
エ
事

ヲ
進
ミ
来
レ
ル
ガ
、
正
式
契
約
未
締
結
ノ
儘
終
戦
ト
ナ
リ
、
工
事

ヲ
中
止
セ
リ
。
之
力
善
後
処
置

二
関
シ
テ
ハ
、

目
下
営
団
卜
大
要
次
ノ
如
キ
内
容
ノ
正
式
契
約
ヲ
締
結
ス
ベ
ク
交
渉
中
ナ
リ
。

（
一
）

朝
鮮
住
友
軽
金
属

ハ
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
現
在
工
事
中
止
ノ
儘
、
之
ヲ
営
団

二
引
渡
ス
コ
ト
。

（
二
）

朝
鮮
住
友
軽
金
属

二
於
テ
支
出
セ
ル
エ
事
費

ハ
営
団

二
於
テ
支
払

フ
コ
ト
。

尚
当
社

二
於
テ
エ
事
費
ト
シ
テ
支
出
セ
ル
額

ハ
約

一
、
五
〇
七
千
円

ニ
シ
テ
、
右

ハ
今
後
営
団
ヨ
リ
支
払
ヲ
受
ク
ル
予
定
金
額
ナ
リ
。

（資
料
４４
）

総
務
部
庶
務
課
起
案
例
第

一
七
二
号
　
提
出
　
昭
和
十
八
年
五
月
十
四
日
　
発
送
　
昭
和
十
八
年
五
月
十
八
日
文
第
四
六
〇
号

軽
金
属
委
員
会
規
程
制
定
ノ
件

元
山
工
場
建
設

二
関
ス
ル
根
本
方
針
ヲ
立
案
審
議
ス
ル
為
、
軽
金
属
委
員
会

ヲ
設
置
セ
ン
ト
ス
。

軽
金
属
委
員
会

ハ
和
歌
山
工
場
港
湾
委
員
会
（註
、
ヨ
　
統
轄
シ
ス
テ
ム
」
参
昭
じ
卜
略
々
同
様
ノ
構
成
ナ
ル
モ
、
異
ル
点

ヲ
挙
グ
レ
バ
左
ノ
如

ンヽ
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三

一



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
二

（
１
）

副
委
員
長

一
名
ヲ
置
ク
コ
ト
。

（
２
）

委
員
会

ハ
毎
月

一
回
定
例
日
二
之
ヲ
開
ク
旨
明
文
ヲ
設
ケ
タ
ル
コ
ト
ｃ
尚
必
要
ノ
都
度
臨
時

二
開
催
シ
得
ル
コ
ト
。

（
３
）

委
員
会

ハ
時
宜

二
依
り
新
居
浜

ニ
テ
モ
開
催
シ
得
。

（
４
）

委
員
長

ハ
必
要

二
依
り
本
社
及
連
系
会
社
職
員
ヲ
委
員
会

二
出
席
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
．

住
友

二
於
ケ
ル
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
事
業
ノ
現
状
ヨ
リ
見
ル
ト
キ
ハ
、
本
社

二
軽
金
属
委
員
会

ヲ
設
置
ス
ル
コ
ト
適
当
ナ
ル
モ
ノ
ト
被
存
、
御
決

裁
相
成
可
然
乎
。

尚
本
規
程

ハ
別

二
一
般

ニ
ハ
通
達
セ
ズ
、
委
員
長
、
副
委
員
長
、
委
員
及
幹
事
ノ
ミ
ニ
送
付
相
成
可
然
乎
（和
歌
山
工
場
港
湾
委
員
会
規
程

ノ
場
合

二
同
ジ
）
。

通
知
案

年
　
　
月
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
部
長

委
員
会
委
員
長
、
副
委
員
長
、
委
員
、
幹
事
宛

軽
金
属
委
員
会
規
程
送
付
ノ
件

今
般
貴
下
ニ
ハ
軽
金
属
委
員
会
委
員
長
（副
委
員
長
、　
委
員
、　
幹
事
）
ヲ
命
（欄
外
原
註
、
連
系
会
社
ノ
職
員
二
対
ス
ル
モ
ノ
ノ
ミ
委
嘱
ト
ス
）
セ
ラ

レ
候

二
付
テ
ハ
、
右
委
員
会
規
程

一
部
ル
許
同
封
御
送
付
申
上
候
間
御
査
収
相
成
度
、
此
段
及
御
案
内
候
也
。

軽
金
属
委
員
会
規
程

第

一
条
　
一死
山
工
場
建
設
二
関
ス
ル
綜
合
的
根
本
方
針
ヲ
立
案
審
議
ス
ル
為
、
本
社
内

二
軽
金
属
委
員
会

ヲ
置
ク
．

第
二
条
　
本
委
員
会

二
左
ノ
職
員
ヲ
置
キ
、
本
社
及
連
系
会
社
職
員
中
ヨ
リ
之
ヲ
任
命
ス
。

委
員
長
　
　
　
一
名



副
委
員
長
　
　

一
名

委
員
　
　
　
　
若
干
名

幹
事
　
　
　
　
若
干
名

第
三
条
　
委
員
長

ハ
上
司
ノ
指
示

二
依

り
委
員
会

ヲ
総
理
ス
。

副
委
員
長

ハ
委
員
長

ヲ
補
佐

シ
、
委
員
長
事
故

ア
ル
ト
キ

ハ
其

ノ
代
理

ヲ
為

ス
ｃ

委
員

ハ
委
員
長

ノ
指
示

二
依

り
調
査
研
究

ヲ
為

シ
、
委
員
会

二
於

テ
意
見

ヲ
開
陳

シ
並
審
議

ヲ
為

ス
。

幹
事

ハ
委
員
長
又

ハ
委
員

ノ
指
揮

ヲ
承
ケ
、
会

ノ
庶
務

二
従
事

ス
。

第
四
条
　
委
員
会

ハ
毎
月

一
回
定
例
日

二
之

ヲ
開
ク
。
但
シ
必
要

二
依

り
臨
時
間
会

ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
。

委
員
会

ハ
時
宜

二
依

り
新
居
浜

二
於

テ
開
催

ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
。

第
五
条
　
委
員
長
必
要

ア
ル
ト
キ

ハ
本
委
員
会
内

二
専
門
部
会

ヲ
設
置

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。

第
六
条
　
委
員
長

ハ
必
要

二
応

シ
、
本
社
及
連
系
会
社
関
係
職
員

ヲ
委
員
会

二
出
席
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ｃ

（註
、
委
員
会
発
足
当
初
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
委
員
長

・
小
林
晴
十
郎
（本
社
理
事
経
理
部
長
）
、
副
委
員
長

・
矢
部
忠
治
（
ア
ル
ミ
製
錬
専

務
）
、
委
員
　
神
田
勇
吉
（本
社
経
理
部
長
代
理
兼
商
工
課
長
）
、
坂
路
進
（本
社
総
務
部
地
所
課
長
）
、
松
野
清
巧
（
ア
ル
ミ
製
錬
業
務
部
長
）
、
根
岸
元
凱
（
ア

ル
ミ
製
錬
技
術
部
長
）
、
続
航
（化
学
常
務
）
、
中
尾
新
六
（化
学
常
務
兼
新
居
浜
製
造
所
長
）
、
土
井
正
治
（化
学
総
務
部
長
）
、
赤
木
貞

一
（化
学
技
師
長
兼
新

居
浜
製
造
所
製
造
部
長
）
、
藤
井
敬
二
郎
↑
ハ同
電
力
常
務
兼
工
務
部
長
）
、
小
林
彦
次
釜
ハ同
電
力
取
締
役
兼
技
師
長
）
、
南
部
直
正
（機
械
取
締
役
兼
製
造
部

長
）
、
早
川
幸
市
（機
械
技
術
部
長
）
、
林
千
秋
（北
港
常
務
じ

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

七
三
二



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

七
三
四

口
　
安
東
軽
金
属
株
式
会
社
の
設
立

昭
和
十
六
年
二
月
、
満
業
総
裁
鮎
川
義
介
は
副
総
裁
吉
野
信
次
に
代
え
て
高
碕
達
之
助
を
起
用
し
た
。
高
碕
は
第
二
次
五
ヶ
年
計
画
策
定

に
当
た
っ
て
満
軽
問
題
を
棚
上
げ
し
、
満
軽
が
安
東
に
建
設
中
の
ア
ル
ミ
ナ
製
造
工
場
を
満
業
と
住
友
と
の
合
弁
と
す
る
こ
と
を
計
画
し
、

住
友
本
社
総
理
事
古
田
俊
之
助
に
協
力
を
申
し
入
れ
て
き
た
。
九
月
に
は
高
碕
自
ら
住
友
本
社
を
訪
問
し
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
事
態
は
急

進
展
し
た
。
住
友
と
し
て
磐
土
頁
岩
に
よ
る
ア
ル
ミ
ナ
製
造
の
目
処
が
つ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
十
七
年

一
月
に
は
第

一
期
計
画
と
し
て
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
二
万
五
〇
〇
〇
ト
ン
エ
場
の
建
設
案
を
策
定
し
、
四
月
に
は
吉
野
の
後
満
軽
理
事
長
に
就
任
し
た
世
良
正

一
と
の
了
解
が
成
立
し

た
。し

か
し
住
友
と
し
て
は
そ
の
後
前
述
の
通
り

一
方
で
十
八
年
末
の
朝
鮮
住
友
軽
金
属
設
立
に
至
る
計
画
が
進
展
し
つ
つ
あ
り
、
化
学
工
業

も
ア
ル
ミ
製
錬
も
そ
れ
ぞ
れ
自
社
の
生
産
増
強
に
追
わ
れ
て
、
こ
れ
ら
朝
鮮
と
満
洲
の
両
計
画
を
同
時
に
推
進
す
る
余
力
は
な
か
っ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
、
七
月
に
満
業
高
碕
総
裁
に
対
し
住
友
と
し
て
朝
鮮
進
出
を
優
先
す
る
と
の
了
解
を
取
り
付
け
た
。
他
方
満
業
と
し
て
も
ボ
ー

キ
サ
イ
ト
に
比
し
割
高
な
碁
土
頁
岩
に
よ
る
ア
ル
ミ
ユ
ウ
ム
の
増
産
は
、
満
軽
の
業
績
を

一
層
悪
化
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
、
さ
ら
に
建
設
中

で
あ

っ
た
水
豊
ダ
ム
が
十
九
年

一
月
に
完
成
す
る
予
定
で
あ

っ
た
の
で
そ
れ
を
待

つ
と
い
う
要
因
も
あ

っ
て
、
建
設
中
の
安
東
工
場
の
工
事

を
十
六
年
末
に
中
断
す
る
と
い
う
事
情
も
あ

っ
た
。

し
か
し
十
八
年
に
入
り
前
述
の
通
リ
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
の
輸
入
が
円
滑
に
進
ま
な
く
な
る
と
、
原
料
と
し
て
の
答
土
頁
岩
が
再
び
脚
光
を
浴

び
、
そ
の
日
本
本
土

へ
の
大
量
輸
送
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
満
洲
に
お
け
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
現
地
生
産
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
と
な
り
、

七
月
満
軽
は
再
び
安
東
工
場
の
建
設
事
務
所
を
開
設
し
た
。
こ
の
間
満
業
で
は
十
七
年
十
二
月
鮎
川
義
介
は
総
裁
を
辞
任
し
、
高
碕
副
総
裁

が
総
裁
に
昇
格
し
て
い
た
。
十
七
年
九
月
化
学
社
長
か
ら
軽
金
属
統
制
会
会
長
に
転
出
し
た
大
屋
敦
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
十
八
年
四
月
二
十



七
日
高
碕
は
大
屋
を
訪
問
し
、
満
軽
拡
張
に
つ
い
て
懇
談
し
て
い
る
の
で
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
の
輸
入
減
少
と
水
豊
ダ
ム
の
完
成
を
控
え
、
高

碕
が
方
針
転
換
に
踏
み
切

っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
安
束
の
工
事
再
開
を
前
に
し
て
住
友

の
調
査
団
が
満
洲
を
訪
問
し
て
い
る
の
で
、

お
そ
ら
く
こ
の
時
高
碕
は
住
友
本
社
総
理
事
古
田
俊
之
助
に
対
し
て
も
中
断
し
て
い
る
住
友

の
満
洲
進
出
を
懲
意
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

満
洲
国
政
府
か
ら
の
圧
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
住
友
と
し
て
は
満
洲
進
出
に
消
極
的
で
あ

っ
た
の
で
、
大
屋
は
十
月
二
十

一
日
、

「住
友
本

社

二
小
林
（計
、
小
林
晴
十
郎
本
社
理
事
経
理
部
長
兼
東
京
支
社
長
）
、
吉
田
（註
、
吉
田
貞
吉
化
学
社
長
兼
ア
ル
ミ
製
錬
会
長
）両
君
卜
会
談
。
満
洲

ニ

於
ケ
ル
ア
ル
ミ
事
業
ヲ
住
友

ニ
テ
引
受
ノ
問
題

二
付
キ
懇
談
ス
。
２

）朝
鮮
ノ
エ
場

ハ
予
定
ノ
通
り
進
行
ス
、
含
し
陸
軍
其
ノ
他
ノ
完
全
ナ

ル
諒
解
ヲ
得
ル
コ
ト
、
Ｔ
じ
一
元
的
統
制

二
服
ス
ル
コ
ト
等

ヲ
条
件
ト
シ
テ
住
友
ノ
出
馬
ヲ
勧
説
ス
」
と
述

べ
、
住
友

の
満
洲
進
出
を
促
し

た
。大

屋
の
説
得
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
友

の
消
極
的
姿
勢
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
つ
い
に
十
九
年
二
月
二
十
九
日
大
屋
は

「小
林
君
来
訪
。

元
山
ノ
ア
ル
ミ
ナ
ハ
中
止
、
住
友
安
東
進
出

ハ
決
定
的
ト
ナ
ル
」
と
記
し
て
い
る
ｃ

三
月
七
日
大
東
亜
省
は
住
友
本
社

に
対
し
安
東
軽
金
属
工
場
建
設
の
命
令
を
発
し
た
（資
料
４５
）ｏ
こ
の
結
果
三
月
二
十
八
日
満
業
と
住
友

本
社
は
基
本
契
約
書
を
締
結
し
（資
料
４６
）
、
四
月
十
三
日
安
東
軽
金
属
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
引
き
受
け
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
そ
の

事
情
は
次

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

満
洲
軽
金
属
株
式
会
社

ハ
撫
順
ノ
軽
金
属
工
場
ノ
外

二
、
当
時
満
洲
国

二
於
ケ
ル
軽
金
属
増
産

二
応
ズ
ベ
ク
、
安
東

ニ
ア
ル
ミ
ナ
、
ア

ル
ミ
ユ
ウ
ム
ノ
厖
大
ナ
ル
生
産
計
画
ヲ
樹
立
、
満
洲
鉄
鋼
工
務
（株
Ｙ
一
ヨ
リ
エ
場
建
設

二
着
手
セ
ル
処
、
同
社
ノ
実
力
芳
シ
カ
ラ
ザ
リ

シ
為
、
内
地

二
於
ケ
ル
斯
界
ノ
権
威
会
社
ヲ
資
本
的
、
技
術
的
、
経
営
的

二
導
入
セ
ン
ト
ス
ル
議
生
ジ
、
ル

ニ
住
友

ハ
日
満
両
国
ノ
懇

請
ヲ
受
ケ
タ
リ
。
住
友

ハ
万
難
ヲ
排
シ
之

二
当
ル
ベ
ク
決
意
シ
、
昭
和
十
九
年
四
月
十
三
日
当
社
ヲ
設
立
、
満
軽
ノ
安
東
工
場
ノ
設
備
、

計
画
、
従
業
員
ヲ
全
面
的

二
引
継
グ
ニ
至
リ
タ
リ
。
経
営

ハ
住
友
ガ
当
ル
コ
ト

ヽ
ナ
レ
リ
。
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同
社
の
資
本
金
は
二
億
円
（払
込

一
億
円
、
満
業
、
満
軽
各
二
五
％
、
住
友
本
社

一
〇
％
、
金
属
、
化
学
各

一
五
％
、
電
工
、
ア
ル
ミ
製
錬
各
圧
％
）
、

役
員
は
会
長
高
碕
満
業
総
裁
、
社
長
荒
川
英
二
（前
鍍
業
専
務
）、
専
務
神
田
勇
吉
（本
社
経
理
部
次
長
兼
企
画
課
長
）
、
常
務
中
沢
英
三
（本
社
新
京

事
務
所
長
）
、
同
赤
木
貞

一
（化
学
新
居
浜
製
造
所
ア
ル
ミ
ナ
製
造
所
長
代
理
）
、
同
長
谷
信

一
郎
（満
軽
）
、
同
吉
田
知
之
（化
学
技
師
長
）
で
あ

つ
た
。

七
月

一
日
に
は
こ
れ
ら
住
友
出
身
役
員
に
対
し

「
関
係
会
社
役
員
内
規
」
が
交
付
さ
れ
、
同
社
は
本
社
の
特
定
関
係
会
社
に
指
定
さ
れ
た
。

住
友
修
史
室
が
同
社
を
立
ち
上
げ
た
神
田
勇
吉
か
ら
聴
取
し
た
記
録
に
よ
る
と
、
神
田
は
当
時
の
状
況
を
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此
の
話
は
古
田
さ
ん
が
総
理
事

に
な
ら
れ
た
頃
、
満
洲
重
工
業

の
総
裁
を
し
て
い
た
親
友

の
高
碕
達
之
助
氏
が
古
田
さ
ん
の
と
こ
ろ
ヘ

持

っ
て
き
た
も
の
ら
し
い
。
当
時
満
洲
に
は
す
で
に
満
業
の
子
会
社
で
満
洲
軽
金
属
と
い
う
会
社
が
あ

っ
た
の
だ
が
、
ど
う
も
成
績
が

上
ら
ん
か
ら
、
安
束
の
方
に
新
し
い
軽
金
属
会
社
を
こ
し
ら
え
て
、
そ
こ
で
住
友
と
満
業

の
高
碕
氏
と
が

一
緒

に
な

つ
て
満
洲
の
碁
土

頁
岩
で
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
つ
く
ろ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な

つ
た
。

小
林
さ
ん
（註
、
小
林
晴
十
郎
）
、
私
、
荒
川
氏
（註
、
荒
川
英
こ
と
す
調
査
団
の
一
行
が
満
洲
に
行
き
、
高
碕
さ
ん
に
会
い
、
計
画
の
概
要

を
話
し
合

っ
て
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な

つ
た
。
最
初
資
本
金
二
億
（住
友
、
満
洲
折
半
）
、
安
東

の
上
流
に
あ
る
大
水
力
発
電
所

の
電

力
を
使
う
と
い
う
計
画
で
あ

っ
た
。　
こ
の
時

一
番
問
題
に
な

っ
た
の
は
、
満
軽
が
す
で
に
あ

つ
て
世
良
と
い
う
社
長
（註
、
理
事
長
世
良

正
こ
が
い
る
。
我
々
も
こ
の
世
良
君
に
は
非
常
に
気
を
つ
か
っ
た
。
折
衝
の
中
心
は

①
住
友
は
経
営
を
引
き
受
け
る
。
満
業
の
摯
肘
を
受
け
ず
に
や
る
と
い
う
こ
と
。

②
但
し
資
本
金
は
折
半
出
資
で
や
る
（満
洲
の
中
で
や
る
の
だ
か
ら
）
ｃ

③
そ
し
て
満
軽
と
の
調
整
は
高
碕
氏
が
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
。
そ
し
て
ゆ
く
ゆ
く
こ
ち
ら
の
基
礎
が
確
立
す
れ
ば
、
満
軽
を
吸

収
合
併
し
て
も
よ
い
と
い
う
含
み
が
暗
黙
の
う
ち
に
あ

っ
た
。
（中
略
）

本
社
か
ら
ど
ん
ど
ん
技
術
屋
、
経
理
屋
が
や
っ
て
く
る
。
原
料

の
磐
土
頁
岩
（奉
天
か
ら
撫
順
に
か
け
て
埋
蔵
）
は
す
で
に
満
業
が
調
査



済
み
で
あ

っ
た
。
敷
地
百
万
坪
当
時
と
し
て
比
類
な
い
規
模
で
あ

っ
た
。
途
中
建
設
費
等

の
高
騰
の
た
め
資
本
金
二
億
円
を
四
億
円
に

増
資
し
た
。

（註
、
増
資
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
二
十
年
四
月
の
第
二
回
払
込
の
誤
解
か
。）
こ
う
し
て
建
設
を
進
め
た
が
、　
あ
と
二
、　
三
ヶ
月

で
操
業
と
い
う
と
き
終
戦
に
な

つ
た
ｃ
ソ
連
は
機
械
に
番
号
を
つ
け
さ
せ
、
組
み
立
て
る
た
め
の
図
面
を
つ
く
り
、
全
部
持

っ
て
い
っ
た
。

同
社
設
立
後
本
社
人
事
部
長
は
金
属
、　
電
氣
、
化
学
、　
ア
ル
ミ
製
錬
、
満
洲
金
属
の
各
連
系
会
社
主
管
者
に
対
し
協
力
を
要
請
し
た
が

（資
料
４７
）、
問
題
は
満
軽
と
の
間
に
生
じ
た
。
同
社
の
経
営
を
巡

っ
て
は
神
田
と
取
締
役
世
良
正

一
（満
軽
理
事
長
）
と
の
間
で
確
執
が
あ
り
、

（
朋
）

ア
ル
ミ
ナ
製
造
法
を
巡

っ
て
は
赤
木
と
長
谷

の
間
で
対
立
が
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
昭
和
十
九
年
十

一
月
住
友
本
社
は
神
田
に
代
え
て
東
京
支

社
次
長
西
村
幸
二
郎
を
専
務
と
し
、
他
方
満
業
は
長
谷
に
代
え
て
山
本
節
民
（満
洲
製
鉄
か
ら
満
業
東
京
支
社
長
）
を
専
務
と
し
た
。
同
社
は
資

本
金
二
億
円
で
あ

っ
た
た
め
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
公
職
追
放
令
に
お
い
て
有
力
会
社
（資
本
金

．
億
円
以
上
）
と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
住

友
鍍
業
専
務
を
停
年
退
職
し
た
荒
川
英
二
を
除
い
て
、
神
田
、
西
村
、
赤
木
、
吉
田
の
四
名
は
住
友
内
部
の
席
次
で
は
ま
だ
連
系
会
社
の
主

要
役
員
に
は
至
ら
な
か
つ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
記
有
力
会
社
の
常
務
以
上
と
い
う
有
力
指
導
者
と
し
て
Ｇ
項
に
該
当
す
る
こ
と
に
な

り
、
住
友

の
職
員
か
ら
追
放
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

安
東
軽
金
属
の
設
立
当
初
、
昭
和
十
九
年
四
月
に
策
定
さ
れ
た

「安
東
進
出
に
伴
う
住
友
部
内
軽
金
属
増
産
措
置
要
綱
」
に
よ
れ
ば
、
朝

鮮
元
山
に
お
け
る
ア
ル
ミ
ナ
年
産
三
万
ト
ン
、
ア
ル
ミ
地
金
年
産
六
〇
〇
〇
ト
ン
設
備
は
目
標
通
り
建
設
し
、
安
東
に
お
い
て
は
こ
れ
と
並

行
し
て
ア
ル
ミ
ナ
四
万
三
〇
〇
〇
ト
ン
、
年
間
ア
ル
ミ
地
金
二
万
ト
ン
の
生
産
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
が
、
早
く
も
七
月
に
は
朝
鮮

総
督
府
と
満
洲
国
政
府
と
の
間
で
、
「
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
エ
業
非
常
措
置
覚
書
」

が
交
わ
さ
れ
、
安
束

の
ア
ル
ミ
地
金
二
万
ト
ン
の
生
産
計
画

は

一
時
延
期
し
、
ア
ル
ミ
ナ
四
万
三
〇
〇
〇
ト
ン
の
生
産
設
備
の
完
成
に
全
力
を
傾
注
す
る
こ
と
と
し
、
他
方
朝
鮮
元
山
は
ア
ル
ミ
地
金
六

〇
０
０
ト
ン
設
備
の
緊
急
完
成
を
期
し
、
そ
の
代
わ
リ
ア
ル
ミ
ナ
二
万
ト
ン
設
備
は
棚
上
げ
す
る
と
い
う
、
安
東
は
ア
ル
ミ
ナ
、
元
山
は
ア

ル
ミ
地
金
に
特
化
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
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し
か
し
昭
和
二
十
年
に
入
る
と
戦
局
は
さ
ら
に
悪
化
し
、
米
軍
の
沖
縄
上
陸
後

の
四
月
十
四
、
十
六
の
両
日
に
開
催
さ
れ
た
住
友
戦
時
総

力
会
議
で
は
、
安
東
の
ア
ル
ミ
ナ
生
産
設
備
四
万
三
〇
〇
〇
ト
ン
の
う
ち
取
り
敢
え
ず
二
万
ト
ン
を
緊
急
完
成
目
標
と
し
、
さ
ら
に
そ
の
う

ち

一
万
ト
ン
に
つ
い
て
は
部
内
設
備
の
転
用
を
図
る
と
い
う
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。
戦
後
に
住
友
化
学
が
作
成
し
た
安
東
軽
金
属
に
関
す
る

報
告
に
よ
れ
ば
、
「当
社

ハ
、
昭
和
十
九
年
四
月
十
五
日
設
立
（註
、
登
記
上
）
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
満
洲

ニ
オ
ケ
ル
ア
ル
ミ
ナ
ノ
大
規
模
生
産

ヲ
ロ
的
ト
シ
、
昭
和
二
十
年
当
初
ヨ
リ
操
業
開
始
ノ
予
定
ナ
リ
シ
モ
、
資
材
ノ
入
手
難
、
輸
送
障
害

二
阻

マ
レ
、
生
産
設
備
ノ
完
成
ヲ
見
サ

ル
マ
ヽ
今
日
二
至
レ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
未
完
成
設
備
は
、
神
田
の
述
べ
る
通
り
す
べ
て
進
駐
し
た
ソ
連
軍
に
よ
つ
て
接

収
さ
れ
た
。

（資
料
４５
）

満
殖
第
六
二
八
号

昭
和
十
九
年
三
月
七
日

大
東
亜
次
官
　
　
　
　
山
本
　
能
笙

株
式
会
社
住
友
本
社
総
理
事
　
古
田
　
俊
之
助
殿

安
東
軽
金
属
工
場
建
設

二
関
ス
ル
件

満
洲
国

二
於
ケ
ル
国
産
原
料
碁
土
頁
岩

二
依
ル
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
ノ
緊
急
生
産

ハ
、
戦
力
増
強
上
喫
緊
ノ
要
務
ト
ス
ル
処
、
今
般
満
洲
国
政
府

ノ
提
案

二
基
キ
、
当
省

二
於
テ
軍
需
、
陸
軍
、
海
軍
、
内
務
、
大
蔵
、
朝
鮮
総
督
府
等
関
係
各
庁
卜
協
議
ノ
結
果
、
左
記

二
依
り
之
ガ
生
産

担
当
者
ト
シ
テ
貴
社
所
属
企
業
体

ヲ
進
出
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
意
見
ノ

一
致

ヲ
見
タ
ル
ヲ
以
テ
、
右
御
了
承
ノ
上
之
ガ
急
速
具
体
化

二
付
格
段

ノ
御
配
慮
相
煩
度
。

追
而
新
会
社
設
立

二
関
ス
ル
細
ロ
ニ
付
テ
ハ
、
満
洲
国
政
府
卜
至
急
折
衝
相
成
度
。



一己

一
、
新
会
社

ハ
安
東
軽
金
属
工
場
ノ
既
定
計
蓋
ア
ル
ミ
ナ
四
万
屯
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
二
万
屯
泣
新
規
計
豊
ア
ル
ミ
ナ
四
万
屯
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
二
万
屯
ノ
生
産
ヲ
担
当
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

二
、
建
設
二
当
ツ
テ
ハ
、
既
定
計
董

二
付
テ
ハ
ア
ル
ミ
ナ
エ
場

ハ
昭
和
十
九
年
十

一
月
迄

二
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
エ
場

ハ
昭
和
二
十
年
二
月
迄

二
之
ガ
完
成
ヲ
図
り
、
新
規
計
董

二
付
テ
ハ
差
当
リ
ア
ル
ミ
ナ
エ
場
ノ
建
設

二
着
手
シ
、
昭
和
二
十
年
九
月
迄

二
之
ガ
完
成

ヲ
図
ル
モ
ノ

ト

ス
。

尚
元
山

二
於
ケ
ル
ア
ル
ミ
ナ
エ
場
ノ
建
設

ハ
一
時
着
手

ヲ
延
期
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

（資
料
４６
）

基
本
契
約
書

満
洲
重
工
業
開
発
株
式
会
社
（以
下
甲
卜
称
ス
）
卜
株
式
会
社
住
友
本
社
（以
下
乙
卜
称
ス
）
ト
ハ
、
日
満
両
国
政
府
ノ
指
示

二
基
キ
、
時
局
下

軽
金
属
ノ
飛
躍
的
増
産
ノ
必
要
性
ヲ
痛
感
シ
、
各
々
其
ノ
有
ス
ル
総
カ
ヲ
結
集
シ
テ
国
策
ノ
要
請

二
応

フ
ル
為
、
新
会
社

ヲ
設
立
ス
ル
モ
ノ

ト
シ
、
之
力
設
立
運
営

二
付
キ
契
約
ヲ
締
結
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
。

記

第

一
条
　
甲
及
乙
ハ
、
満
洲
国

二
於
テ
軽
金
属
ノ
製
造
販
売
拉

二
之

二
附
帯
ス
ル
事
業

ヲ
営
ム
ロ
的
ヲ
以
テ
、
株
式
会
社
ヲ
設
立
ス
ル
モ
ノ

ト

ス
。

第
二
条
　
新
会
社

ハ
満
洲
国
法
人
ト
シ
、
其
ノ
資
本
金
ヲ
二
億
円
ト
ス
。

第
三
条
　
新
会
社
ノ
名
称

ハ
安
東
軽
金
属
株
式
会
社
ト
シ
、
本
社
ヲ
満
洲
国
安
東
市

二
置
ク
モ
ノ
ト
ス
。

第
四
条
　
甲
（関
係
会
社
ヲ
含
ム
）
及
乙
（関
係
会
社

ヲ
含
ム
）
ハ
新
会
社
ノ
資
本
金

二
対
シ
各
々
其
ノ
半
額
ヲ
出
資
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
九
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四
〇

第
五
条
　
工
場
ノ
生
産
目
標
、
完
成
時
期
等

二
付
テ
ハ
、
日
満
両
国
政
府
ノ
指
示

二
基
キ
、
各
々
其
ノ
最
善
ノ
努
カ
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
。

第
六
条
　
新
会
社
ノ
役
員

ハ
甲
及
乙
ヨ
リ
夫
々
選
出
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
、
取
締
役
会
長

ハ
甲
ヨ
リ
、
会
社

ヲ
代
表
ス
ヘ
キ
社
長
及
常
勤
取
締
役

ハ
乙
ヨ
リ
選
出
シ
、
工
場
ノ
建
設
拉
経
営

二
関
ス
ル

一
切
ノ
事
項

ハ
乙
其
ノ
責

二
任
ス
。

第
七
条
　
甲

ハ
乙
ノ
エ
場
建
設
及
其
ノ
運
営

二
付
キ
、
自
己
拉
其
ノ
関
係
方
面
ヨ
リ
提
供
シ
得

ヘ
キ

一
切
ノ
人
的
拉

二
物
的
協
カ
ヲ
為
ス
モ

ノ

ト

ス
。

第
八
条
　
本
契
約
書
各
条
項
ノ
細
目
及
本
契
約
書

二
記
載
ナ
キ
事
項

二
付
テ
ハ
、
甲
乙
二
者
協
議
ノ
上
之
ヲ
定
ム
。

附
則

甲
ノ
仔
会
社
タ
ル
満
洲
軽
金
属
製
造
株
式
会
社
力
、
其
ノ
安
東
工
場
建
設

二
付
キ
、
満
洲
鉄
鋼
工
務
株
式
会
社
ト
ノ
間

二
有
ス
ル

一
切
ノ
権

利
義
務
其
ノ
他
同
工
場
建
設

二
関
シ
有
ス
ル

一
切
ノ
権
利
義
務

ハ
、
新
会
社
設
立
卜
同
時

二
新
会
社

二
承
継
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ト
ス
。

右
契
約
ノ
證
ト
シ
テ
本
證
二
通
ヲ
作
成
シ
、
甲
乙
各
々
其
ノ

一
通
ヲ
保
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

康
徳
十

一
年

昭
和
十
九
年
三
月
二
十
八
日

満
洲
重
工
業
開
発
株
式
会
社
総
裁
　
　
　
一両
碕
　
達
之
助

株
式
会
社
住
友
本
社
総
理
事
　
　
　
　
　
古
田
　
俊
之
助

（資
料
４７
）

人
事
部
人
事
課
起
案
　
提
出
　
昭
和
十
九
年
四
月
二
十
六
日
　
決
裁
　
同
年
四
月
二
十
八
日
　
発
送
　
四
月
二
十
八
日
第

一
一
五
０
号

安
東
軽
金
属
株
式
会
社

二
対
シ
協
力
依
頼
ノ
件

案
（親
展
）



人
事
部
長

金
属
、
電
氣
、
化
学
、
ア
ル

ミヽ

満
洲
金
属
主
管
者
宛

掲
題

今
般
住
友

二
於
テ
ハ
日
満
両
国
ノ
総
意

二
基
キ
、
満
洲
重
工
業
及
満
洲
軽
金
属
ノ
両
社
卜
提
携
シ
テ
、
安
東
軽
金
属
株
式
会
社
ヲ
設
立
致
シ
、

満
洲
ノ
碁
土
頁
岩
ヲ
原
料
ト
ス
ル
軽
金
属
増
産

二
邁
進
ス
ル
コ
ト

ヽ
相
成
候
処
、
御
承
知
ノ
通
り
従
来
満
洲

二
於
ケ
ル
軽
金
属
事
業

ハ
、
前

記
満
洲
軽
金
属

二
於
テ

一
元
的

二
之
ガ
経
営

二
当
り
居
リ
タ
ル
次
第

二
有
之
、
今
回
特

二
住
友

二
対
シ
其
ノ

一
翼
ヲ
分
任
ス
ベ
キ
旨
ノ
下
命

ア
リ
タ
ル
ハ
、
住
友
ノ
多
年

二
亘
ル
技
術
卜
経
験
卜
実
カ

ニ
対
ス
ル
信
頼
ノ
結
果

二
外
ナ
ラ
ズ
ト
存
ゼ
ラ
レ
、
真

二
其
ノ
責
任
ノ
重
且
大
ナ

ル
ヲ
痛
感
致
ス
次
第

二
御
座
候
。
然
ル
処
住
友
ト
シ
テ
ハ
桑

二
朝
鮮

二
軽
金
属
会
社
ヲ
設
立
致
シ
、
最
近
事
業

二
着
手
セ
ル
許
リ
ニ
有
之
、

同
社
ノ
機
構
陣
容
等

二
付
テ
モ
尚
整
備
ヲ
要
ス
ル
折
柄
、
今
回
更

二
満
洲
ノ
事
業

ニ
モ
着
手
ス
ル
コ
ト

ヽ
相
成
リ
タ
ル
次
第

ニ
テ
、
之
ガ
陣

容
整
備

二
付
テ
ハ
不
妙
腐
心
致
居
候
次
第

二
御
座
候
。
然
モ
住
友
ノ
右
事
業
遂
行
態
勢

二
付
テ
ハ
、
日
満
両
国
政
府
其
他
各
方
面
ヨ
リ
注
視

セ
ラ
レ
居
ル
処

二
有
之
、
速
カ
ニ
突
貫
建
設
ノ
実
ヲ
挙
ゲ
ズ
ン
バ
全
住
友
ト
シ
テ
其
ノ
信
用

二
影
響
ス
ル
処
重
大
ナ
ル
モ
ノ
可
有
之
卜
存
ゼ

ラ
レ
候
。
就
テ
ハ
此
ノ
秋

ニ
コ
ソ
全
住
友
ノ
総
カ
ヲ
結
集
致
シ
、
国
家
ノ
要
請

二
応

へ
度
ク
、
同
社
ノ
運
営

二
関
シ
テ
ハ
連
系
各
社

二
於
テ

絶
大
ナ
ル
御
協
力
御
支
援
被
成
下
候
様
翼
望

二
不
堪
候
。
何
レ
貴
社

二
対
シ
テ
モ
種
々
御
無
理
ナ
ル
御
願
申
上
グ
ル
コ
ト
モ
可
有
之
手
卜
存

候
処
、
事
情
御
高
含
ノ
上
何
分
共
宜
敷
御
高
配
相
煩
度
、
此
段
御
依
頼
労
々
得
貴
意
候
也
。

閃
　
住
友
化
工
材
工
業
株
式
会
社
の
発
足

医
薬
品
メ
ー
カ
ー
三
共
株
式
会
社

の
塩
原
又
策
と
住
友
と
の
関
係
に
は
、
塩
原
が
大
正
十
年
貧

九
二
こ

に
カ
ナ
ダ
の
ア
ル
コ
ア
社
と
合

弁
で
設
立
し
た
亜
細
亜
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
斡
旋
で
、
大
正
十
四
年
に
電
線
製
造
所
が
鋼
心
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
撚
線

の
製
造
に
関
し
ア
ル
コ
ア
社

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
一
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と
技
術
提
携
を
行
い
、
さ
ら
に
昭
和
六
年
２

九
二
こ
伸
銅
鋼
管
が
ア
ル
コ
ア
社
か
ら
分
離
し
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

・
リ
ミ
テ
ッ
ド
社
と
住
友

ア
ル

ミヽ
ニ
ウ
ム
を
設
立
す
る
と
い
う
経
緯
が
あ

っ
た
つ
住
友
合
資
会
社
（中
）
五
日
　
住
友
伸
銅
所
の
住
友
伸
銅
銅
管
株
式
会
社
へ
の
移
行
」
参
照
）。

塩
原
は
明
治
三
十
二
年
２

八
九
九
と
同
峰
譲
吉

の
発
明
し
た
タ
カ
ジ
ァ
ス
タ
ー
ゼ
の
輸
入
販
売
権
を
高
峰
か
ら
得
て
、
三
共
商
店
を
設
立
す

る
が
、
こ
の
一エ
ハ
は
大
正
三
年
高
峰
の
友
人
ベ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
発
明
し
た
石
炭
酸
樹
脂
の
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
製
品
を
輸
入
販
売
す
る
に
至
り
、

昭
和
七
年
に
は
そ
の
国
産
の
た
め
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。

他
方
、
住
友
化
学
で
は
専
務
大
屋
敦
が
合
成
樹
脂
に
深
い
関
心
を
示
し
、
調
査
を
進
め
て
い
た
が
、
昭
和
十
三
年
メ
タ
ノ
ー
ル
、
ホ
ル
マ

リ
ン
及
び
尿
素
の
生
産
を
開
始
す
る
に
当
た
り
、
石
炭
酸
樹
脂
及
び
尿
素
樹
脂
の
製
造
に
進
出
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
旧
知
の
塩
原
に
援
助

を
要
請
し
、
同
年
六
月
資
本
金

一
〇
〇
万
円
（住
友
化
学
及
び
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
折
半
出
資
）
の
株
式
会
社
合
成
樹
脂
工
業
所
が
設
立
さ
れ
た
。

日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
は
、
十
六
年
三
月
以
来
住
友
金
属
プ
ロ
ペ
ラ
製
造
所
と
提
携
し
て
、
石
炭
酸
樹
脂
浸
填
硬
化
積
層
材
（陸
軍
で
は
強
化

木
と
称
し
た
）製
プ
ロ
ペ
ラ
の
製
造
試
験
を
開
始
し
、
十

一
月
に
は
試
作
に
入

つ
た
。
そ
の
後
、
十
八
年
四
月
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
な
ど
軽
合
金

の

不
足
に
よ
り
、
住
友
金
属
自
身
が
海
軍
航
空
本
部
か
ら
プ
ロ
ペ
ラ
素
材
の
生
産
を
行
う
よ
う
命
ぜ
ら
れ
、
同
社
は
住
友
本
社
林
業
所
と
合
成

樹
脂
接
着
剤
を
生
産
し
て
い
た
合
成
樹
脂
工
業
所
に
協
力
を
要
請
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
受
け
て
、
前
年
十
七
年
九
月
住
友
化
学
社
長
か
ら
軽
金
属
統
制
会
会
長
に
転
出
し
て
い
た
大
屋
敦

の
十
八
年
七
月
二

十
七
日
付
日
記
に
よ
る
と
、
塩
原
は
次
の
よ
う
に
住
友

に
対
し
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
と
合
成
樹
脂
工
業
所
の
合
併
を
求
め
て
き
た
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
合
成
樹
脂
工
業
所
の
資
本
金

一
〇
〇
万
円
に
対
し
、
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
の
資
本
金
は
八
〇
〇
万
円
で
あ
り
、
両
社
が
合
併
し

た
場
合
、
新
会
社
を
化
学
の
関
係
会
社
と
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

っ
た
。

塩
原
氏
ヲ
訪
問
。
小
林
君
（註
、
小
林
晴
十
郎
本
社
理
事
経
理
部
長
兼
東
京
支
社
長
）
ヨ
リ
ノ
内
話

二
基
キ
、　
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
問
題

二
関
ス
ル

住
友
案
ヲ
非
公
式

二
伝
達
ス
。
塩
原
老
人
依
然
両
社
合
併

二
未
練
ア
ル
如
キ
モ
結
果
纏

マ
ル
ベ
シ
。



こ
の
結
果
十
月
住
友
本
社
は
塩
原
に
対
し
両
社
合
併
を
謝
絶
す
る
代
わ
り
に
、
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
株
式
九
六
〇
〇
株
を
三
共
よ
り
譲
り

受
け
、　
そ
の
う
ち
三
二
〇
〇
株
ず
つ
を
化
学
と
金
属
に
譲
渡
し
た
∩
三
口
　
住
友
系
以
外
の
企
業
の
株
式
」
参
昭
じ
。　
こ
れ
は
前
述
の
通
り
強
化

木
製
プ
ロ
ペ
ラ
の
製
造
の
た
め
、
金
属
と
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
と
の
関
係
が
密
接
に
な

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
金
属
で
は
同
社
株
式

の
取

（
‐０４
）

得
を
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

住
友

二
於
テ
、
合
成
樹
脂
工
業
所
ヲ
通
ジ
、
事
業
的

二
提
携
来
リ
タ
ル
同
社
卜
強
化
木
製
造

二
関
シ
、
更

二
密
接
ナ
ル
関
連
ヲ
生
ジ
タ

ル
タ
メ
、
塩
原
氏
ト
ノ
間

二
締
結
覚
書
（資
料
４８
）
ヱ
父
換
シ
、
本
社

二
於
テ
九
六
〇
〇
株

ヲ
一
括
引
受
ケ
、
金
属
、
化
学
、
本
社
各
三

二
〇
〇
株
宛
取
得
ス
。

一
方
合
成
樹
脂
工
業
所
に
お
い
て
も
、
昭
和
十
八
年
住
友
金
属
の
要
請
を
受
け
て
尿
素
樹
脂
接
着
剤
及
び
石
炭
酸
樹
脂
ワ
ニ
ス
に
よ
る
強

化
木
の
製
造
研
究
を
開
始
し
て
い
た
が
、
陸
軍
航
空
本
部
か
ら
直
接
航
空
機
用
治
具
及
び
強
化
木
類
の
緊
急
生
産

の
指
示
が
出
さ
れ
、
こ
の

設
備
資
金
の
た
め
十
九
年
二
月
資
本
金
を
三
〇
〇
万
円
に
増
資
し
た
。
林
業
所
も
又
金
属
の
要
請
に
対
し
て
資
材
の
供
給
を
担
当
す
る
こ
と

と
な
り
、
昭
和
十
八
年
九
月
か
ら
十
九
年
二
月
ま
で
の
間
に
、
大
阪
ベ
ニ
ヤ
板
製
造
所
等
大
阪
の
五
工
場
の
他
、
北
海
道
四
工
場
、
青
森
、

石
川
、
福
井
、
島
根

の
四
工
場
計

一
三
工
場
を
協
力
工
場
と
し
て
傘
下
に
収
め
、
さ
ら
に
十
九
年
三
月
林
業
所
は
こ
の
事
業
部
門
の
担
当
部

門
と
し
て
航
空
機
材
部
を
新
設
し
、
協
力
工
場
の
中
の
有
力
数
社
を
統
合
し
て
航
空
機
加
工
木
材
生
産
会
社
を
設
立
し
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
合
成
樹
脂
工
業
所
や
林
業
所
の
計
画
に
よ
つ
て
、
住
友
本
社
に
お
い
て
は
、
林
業
所
と
住
友
金
属
の
関
連
部
門
を
合

成
樹
脂
工
業
所
に
統
合
し
て
、
新
会
社
と
し
て
発
足
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
加
速
さ
れ
、
五
月
合
成
樹
脂
工
業
所
は
住
友
化
工
材
工
業
株

式
会
社
と
改
称
し
、
住
友
化
学
が
保
有
す
る
株
式
公
口成
樹
脂
工
業
所
株
三
万
株
と
合
成
樹
脂
工
業
所
が
十
九
年
四
月
合
併
し
た
大
日
本
化
学
株
八
五

〇
〇
株
）
の
一
部
を
住
友
本
社
と
住
友
金
属
に
譲
渡
す
る
形
で
両
社
が
経
営
に
参
加
し
た
。
本
社
か
ら
は
古
田
俊
之
助
（総
理
事
）
が
会
長
に
、

平
賀
五
郎
（林
業
所
長
）
、
甲
田
秀
夫
（名
古
屋
販
売
店
支
配
人
）
が
常
務
に
、
立
岩
精

一
（林
業
所
副
所
長
）
が
取
締
役
林
業
部
長
に
就
任
し
た
。
又
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住
友
金
属
か
ら
は
斎
藤
省
三
（取
締
役
鉄
鋼
研
究
所
長
）
が
社
長
に
、　
春
日
弘
（社
長
）
、　
杉
本
修
（常
務
プ
ロ
ペ
ラ
製
造
所
長
）
、　
前
岡
武
夫
（製
鋼
所

第

一
製
造
部
第

一
鍛
造
工
場
長
）
が
取
締
役

に
就
任
し
た
。
こ
の
人
事

に
伴

い
住
友
化
学
出
身

の
池
知
為
妹
常
務
は
留
任
し
た
が
、
吉
田
貞
吉

（社
長
）
は
会
長
か
ら
取
締
役
に
、
続
城
（専
務
）
は
取
締
役
か
ら
監
査
役
に
転
じ
た
。

以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
本
社
の
同
社
株
式
取
得
の
事
情
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

国
家
的
要
請
ナ
ル
硬
化
積
層
材
増
産

二
寄
与
セ
ン
ガ
為
、
全
住
友
的
見
地

二
基
キ
、
本
社
林
業
所
、
合
成
樹
脂
工
業
所
並
金
属
工
業
ノ

三
者

一
体
ト
ナ
リ
、
ソ
ノ
保
有
ス
ル
技
術
経
験
ヲ
統
合
シ
、
本
会
社

二
於
テ
資
源
林
及
原
木
獲
得
ヨ
リ
硬
化
積
層
材
製
作
迄

一
貫
作
業

ヲ
行
フ
モ
ノ
ナ
ル
ガ
（但
シ
プ
ロ
ベ
ラ
ノ
試
作
並
製
作

ハ
金
属
工
業

二
於
テ
行
フ
）
、
本
事
業
ノ
性
質
並
困
難

二
鑑
ミ
、
三
社

ハ
極
力
之

二
協
カ
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
、
化
学
工
業
ノ
保
有
ス
ル
化
工
材
工
業
株
式
三
人
、
五
〇
〇
株
中
、　
三

一、
人
四
〇
株

ヲ
本
社

二
、　
〓

一、
八

三
〇
株
ヲ
金
属
工
業

二
肩
代
リ
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
レ
リ
。

こ
の
結
果
大
日
本
化
学
合
併
後
の
資
本
金
三
八
三
万
円
（七
万
六
六
〇
〇
株
）
に
対
し
、
持
株
比
率
は
、
住
友
系
五
〇

・
三
％
Ｔ
一万
八
五
〇
〇

株
）
、
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
三
九

・
三
％
３
一万
株
）
と
な

つ
た
。
住
友
本
社
は
五
月
二
十
日
斎
藤
社
長
、
平
賀
、
甲
田
、
池
知
の
三
常
務
に
対

し

「
関
係
会
社
役
員
内
規
」
を
交
付
し
、
同
社
を
本
社
の
特
定
関
係
会
社
と
し
た
．
お
そ
ら
く
住
友
化
工
材
発
足
に
際
し
、
三
共
の
塩
原
は

持
論
で
あ
る
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
と
の
合
併
を
再
度
申
し
出
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
同
社
は
昭
和
十
八
年
十

一
月
の
増
資

に
よ
り
資
本
金

一
二
〇
〇
万
円
と
住
友
化
工
材
の
三

・
四
倍
の
規
模
と
な

っ
て
お
り
、
仮
に
対
等
合
併
し
た
と
す
る
と
、
三
共
側
が
八
割
強
の
持
株
率
を
有

す
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
住
友
本
社
と
し
て
は
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
と
の
合
併
を
今
回
も
謝
絶
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
塩
原
は
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
の
親
会
社
三
共
の
倍
額
増
資

に
当
た
り
、
住
友
側
が
三
共
の
株
式
を
取
得
す
る
こ
と
を
求
め
て
き

た
。　
こ
の
結
果
住
友
側
と
塩
原
と
の
間
に
覚
書
（資
料
４９
）
が
締
結
さ
れ
、
十
九
年
十
月
住
友
側
は
三
共
株
を
取
得
し
た
。　
こ
の
事
実
は
既
に

「
三
日
　
住
友
系
以
外

の
企
業
の
株
式
」
で
明
ら
か
に
し
た
。



住
友
化
工
材
が
住
友
金
属
か
ら
引
き
継
い
だ
陸
海
軍
の
指
示
に
よ
る
昭
和
二
十
年
三
月
を
目
標
と
し
た
航
空
機
用
積
層
材
生
産
に
要
す
る

特
殊
単
合
板
所
要
量
は
、
原
木
換
算
年
産
二
〇
万
石
に
達
す
る
と
予
想
さ
れ
た
の
に
対
し
、
上
記
協
力
工
場
の
生
産
能
力
は
約

一
二
万
石
に

す
ぎ
ず
、
し
か
も
こ
れ
ら
都
市
ベ
ニ
ヤ
エ
場
に
対
す
る
原
木
の
輸
送
難
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
住
友
化
工
材
は
林
業
所
の
協

力
を
得
て
、
十
九
年
六
月
総
額
三
九
〇
万
円
を
投
じ
て
青
森
三
工
場
の
他
、
山
形
、
新
潟
、
富
山
、
岐
阜
、
兵
庫
に
山
元
単
板
工
場
を
建
設

す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
拡
充
計
画
の
た
め
借
入
金
は
増
大
の
一
途
を
辿
り
、
こ
の
打
開
策
と
し
て
二
十
年
二
月
資
本

金
を
三
八
三
万
円
か
ら
二
〇
〇
〇
万
円
に
増
資
し
た
。
新
株
式
三
０
万
六
四
〇
〇
株
を
割
り
当
て
た
残
余

の
一
万
七
〇
〇
０
株
は
住
友
金
属

に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
さ
ら
に
金
属
は
化
学
割
当
分
五
万

一
三
二
〇
株
を
引
き
受
け
、
そ
の
他
申
し
込
み
の
な
か
つ
た
株
式
六
八
〇
〇
株
は

住
友
本
社
が
引
き
受
け
た
。
こ
の
結
果
増
資
後
の
住
友
系
持
株
は
住
友
金
属

一
三
万
三
四
七
０
株
、
住
友
本
社
七
万

一
〇
〇
〇
株
、
住
友
化

学

一
万
三
八
三
〇
株
、
計
二

一
万
六
三
〇
〇
株
（持
株
率
五
四
・
一
％
）
と
な

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
筆
頭
株
主
は
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト

一
五

万
株
（三
七

・
五
％
）
で
あ

つ
た
。

こ
れ
ら
山
元
単
板
工
場
九
工
場
（そ
の
後
長
野
の
一
工
場
が
追
加
さ
れ
た
）
は
、　
い
ず
れ
も
資
材
、　
労
働
力

の
不
足
の
た
め
、　
工
事
は
計
画
通

り
進
捗
せ
ず
、
未
完
成
の
ま
ま
終
戦
を
迎
え
た
。
第
二
次
大
戦
後

の
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
は
、
昭
和
二
十
三
年
塩
原
又
策

の
要
請
に
よ
り
追

放
中
の
大
屋
敦
（元
住
友
化
学
社
長
）
が
会
長
と
な
り
、
同
じ
く
追
放
中

の
西
村
幸
二
郎
（元
安
東
軽
金
属
専
務
）
が
昭
和
二
十
四
年
副
社
長
、
二

十
六
年
社
長
に
就
任
し
た
。
し
か
し
そ
の
経
営
は
不
振
を
極
め
、
塩
原
が
持
株
を
処
分
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
大
屋
の
要
請
で
住
友
化
学
が

同
社
の
増
資
に
応
じ
、
資
金
援
助
を
行

っ
た
。

昭
和
三
十
年
二
月
、
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
（資
本
金

一
億
二
〇
〇
０
万
円
）
は
住
友
化
工
材
（資
本
金

．
億
円
）
を
吸
収
合
併
し
、
三
月
住
友
ベ
ー

ク
ラ
イ
ト
株
式
会
社
と
改
称
し
た
。
住
友
化
学

の
持
株
は
二

一
一
万
株
（持
株
率
四
人
％
）
に
達
し
、
同
社
は
住
友
化
学

の
関
係
会
社
と
な

っ

た
。
な
お
両
社
の
合
併
を
念
願
し
て
い
た
塩
原
又
策
は
こ
の
合
併
の
直
前
の
三
十
年

一
月
死
去
し
た
ｃ
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四
六

（資
料
４８
）

覚
書

塩
原
側
（塩
原
又
策
之
ヲ
代
表
ス
）
卜
住
友
側
（小
林
晴
十
郎
之
ヲ
代
表
ス
）
ト
ハ
、
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
株
式
会
社
卜
株
式
会
社
合
成
樹
脂
工

業
所
ト
ノ
将
来

二
亘
ル
親
善
関
係
並

二
経
営
方
針
等

二
関
シ
、
左
記
条
項
ノ
契
約
ヲ
ナ
ス
。

第

一
条
　
塩
原
側

ハ
予
テ
ノ
提
案
通
り
、
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
株
式
会
社
ノ
株
式
二
万
株
ヲ
住
友
側

二
譲
渡
ス
ル
コ
ト
。

今
後
塩
原
側

二
於
テ
希
望
ス
ル
場
合

ニ
ハ
、
協
議
ノ
上
住
友
側
ノ
持
株

ヲ
漸
次
増
加
ス
ル
コ
ト
。

第
二
条
　
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
ノ
経
営

ハ
、
塩
原
側

二
於
テ
全
責
任
ヲ
以
テ
之

二
当
り
、
其
ノ
事
業
目
的
ノ
拡
大
、
資
本
ノ
増
加
等

二
付
テ

モ
住
友
側

ハ
塩
原
側
ノ
裁
断

二
一
任
ス
ル
コ
ト
。

此
際
住
友
側
ヨ
リ
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
重
役

ヲ
選
出
ス
ル
件

二
付
テ
モ
、
塩
原
側
ノ
意
響

ニ
ヨ
ル
ベ
キ
ヨ
ト
ｃ

第
三
条
　
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
ノ
社
名
ヲ
三
共
合
成
樹
脂
工
業
会
社
卜
云
フ
ガ
如
ク
変
更
ス
ル
事

二
付
キ
、
住
友
側

ハ
異
存
ナ
キ
コ
ト
。

第
四
条
　
株
式
会
社
合
成
樹
脂
工
業
所
ノ
経
営

ハ
、
住
友
側

二
於
テ
全
責
任
ヲ
以
テ
之

二
当
り
、
其
ノ
事
業
目
的
ノ
拡
大
、
資
本
ノ
増
加
等

二
就
テ
モ
塩
原
側

ハ
住
友
側
ノ
裁
断

二
一
任
ス
ル
コ
ト
。

同
社

二
於
ケ
ル
塩
原
側
代
表
重
役

ハ
現
在
ノ
儘
据
置
ク
コ
ト
。

第
五
条
　
株
式
会
社
合
成
樹
脂
工
業
所
ノ
社
名

ヲ
住
友
合
成
樹
脂
工
業
株
式
会
社
卜
云
フ
ガ
如
ク
変
更
ス
ル
コ
ト
ニ
付
キ
、
塩
原
側

ハ
異
存

ナ
キ
コ
ト
。

第
六
条
　
塩
原
側
所
有
又

ハ
引
受

二
係
カ
ル
（
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
及
塩
原
又
策
関
係
者
名
義
Ｘ
口成
樹
脂
工
業
所
株
式

ヲ
第
三
者

二
譲
渡
セ

ン
ト
ス
ル
場
合

ニ
ハ
、
先
ゾ
住
友
側

二
申
出
デ
、
住
友
側

ハ
希
望
ア
ル
場
合

ニ
ハ
時
価
ヲ
以
テ
譲
受
ク
ル
コ
ト
。

第
七
条
　
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
及
合
成
樹
脂
工
業
所
両
社

ハ
、
技
術
ノ
交
流
其
他
斯
業
進
歩
発
達
ノ
為
メ
、
必
要
ア
ル
ア
ラ
ユ
ル
事
項

二
付
、



徹
底
的

二
協
カ
ス
ル
コ
ト
。

本
覚
書
弐
通
作
製
塩
原
側
、
住
友
側

二
於
テ
各
壱
通
ヲ
所
持
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

昭
和
十
八
年
十
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
原
　
又
策

小
林
　
晴
十
郎

（資
料
４９
）

三
共
株
式
会
社
株
式
肩
替
リ
ニ
関
聯
シ
、
塩
原
ト
ノ
間

二
於
ケ
ル
覚
書
締
結
要
綱

住
友
卜
塩
原
ト
ハ
、
従
来
住
友
ガ
塩
原
ノ
経
営

二
係
ル
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
株
式
会
社
（以
下
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
ト
称
ス
）
ノ
株
式

ヲ
所
有

シ
、
塩
原
ガ
住
友
ノ
経
営

二
係
ル
住
友
化
工
材
工
業
株
式
会
社
（以
下
化
工
材
卜
称
ス
）
ノ
株
式

ヲ
所
有
ス
ル
事

二
依
り
、
資
本
的

二
拉

二
技

術
的

二
相
提
携
シ
テ
合
成
樹
脂
事
業
ノ
発
展
育
成

二
寄
与
シ
来
レ
ル
ガ
、
今
般
塩
原
ヨ
リ
住
友

二
対
シ
、
塩
原
ノ
経
営

二
係
ル
三
共
株
式
会

社
（以
下
三
共
卜
称
ス
）
ガ
其
ノ
資
本
金

一
五
、
〇
〇
〇
千
円
ヲ
三
〇
、
〇
〇
〇
千
円

二
倍
額
増
資
シ
タ
ル
際
父
■
年
八
月
ノ
予
定
）
、
其
ノ
所

有

二
係
ル
三
共
株
式
六
五
、
〇
〇
〇
株
（但

一
株
ノ
額
面
五
〇
円
全
額
払
込
済
）
ヲ
住
友

二
譲
渡
シ
度
キ
旨
申
出
デ
来
レ
リ
。

依
而
住
友

二
於
テ
モ
、
之
ヲ
機
会

二
化
学
工
業
ノ
製
薬
部
門
卜
三
共
ト
ノ
事
業
的
提
携
ヲ
期
ス
ル
ト
共

二
、
化
工
材
卜
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト

ノ
資
本
的
並

二
技
術
的
提
携

ニ
ヨ
リ
、
住
友
及
塩
原
間

二
従
来
存
在
ス
ル
事
業
的
友
好
関
係
ヲ
更

二
緊
密
化
セ
ン
ガ
為
、
塩
原
ト
ノ
間

二
覚

書
ヲ
締
結
セ
ン
事
ヲ
企
図

イヽ
を

一右

二
関
ス
ル
要
綱
ヲ
決
定
ス
。

一
、
塩
原
ヨ
リ
申
出
デ
ア
リ
タ
ル
三
共
株
式

ハ
、
本
社
、
化
学
工
業
、
銀
行
、
信
託
、
生
命
ノ
五
社

二
於
テ
譲
受
ク
ル
モ
ノ
ト
ス
。
但
譲
受

価
格

ハ
一
株
七
七
円
五
〇
銭
ト
ス
ｃ

譲
受
比
率
拉

二
譲
受
所
要
資
金
左
ノ
如
シ
。

譲
受
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
株
式
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
要
資
金
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七
四
七



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

本
社

化
学

銀
行

信
託

生
命

計

（中
）一

八
、
○
○
○
株
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
九
五
、
０
０
０
円

一
七
、
０
０
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
三

一
七
、
五
〇
〇

一
〇
、
Ｏ
Ｏ
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

一
〇
、
Ｏ
Ｏ
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

一
〇
、
〇
〇
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

六
五
、
Ｏ
Ｏ
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
〇
三
七
、
五
〇
〇

備
考

譲
受
後
ノ
投
資
利
廻
リ
ハ
、
分
類
所
得
税
控
除
前
五
分

一
厘
六
毛
、
控
除
後
四
分

一
厘
八
毛
ナ
リ
。

二
、
右
株
式
譲
受
卜
同
時

二
、
三
共
卜
化
学
工
業
間

二
資
本
的
関
聯
ヲ
持
タ
シ
ム
ル
為
、
本
社
ノ
所
有

二
係
ル
化
学
工
業
株
式
二
〇
、
Ｏ
Ｏ

Ｏ
株
卜
三
共
ノ
提
供

二
係
ル
○
○
株
式
（例

ヘ
バ
化
工
材
、
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
ノ
株
式
】
一０
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株
ト
ヲ
交
換
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

但
交
換
価
格

ハ
三
共
ノ
提
供
株
式
銘
柄
如
何

ニ
ヨ
リ
別
途
協
定
ス
。

備
考

三
共

二
化
学
工
業
株
式
対
価
ト
シ
テ
、
其
ノ
所
有

二
係
ル
化
工
材
乃
至

ハ
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
ノ
株
式
ヲ
提
供
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ハ
、

一
二
三
共
ノ
資
金
状
態
卜
ニ
ニ
住
友
ノ
前
記
両
社

二
対
ス
ル
持
株

ヲ
増
加
セ
ン
ト
ス
ル
企
図
ヲ
考
慮
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
三
共

二
於

テ
対
価
ト
シ
テ
現
金
支
払
ヲ
希
望
ス
ル
場
合

ハ
敢
テ
固
執
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

三
、
住
友

二
於
テ
前
記
第

一
項

二
因
り
取
得
セ
ル
三
共
株
式

ヲ
第
三
者

二
譲
渡
売
却
セ
サ
ル
コ
ト
ヲ
塩
原

二
約
束
ス
ル
ト
共

二
、
塩
原
ヲ
シ

テ
前
記
第
二
項

二
因
り
取
得
セ
ル
化
学
工
業
株
式

ヲ
第
三
者

二
売
却
セ
サ
ル
事

ヲ
約
束
セ
シ
ム
ル
コ
ト
。

四
、
前
記
第

一
項
及
第
二
項
ノ
株
式
取
得
後
、
化
学
工
業

ハ
三
共
ト
ノ
間

二
両
者
間
ノ
事
業
的
提
携

ヲ
緊
密
化

ヲ
企
図
ス
ル
ロ
的
ヲ
以
テ
、

七
四
八



友
好
的
覚
書
ヲ
取
交
ス
モ
ノ
ト
ス
。

五
、
右

二
関
聯
シ
テ
住
友
ヨ
リ
三
共

二
取
締
役

一
名
、
監
査
役

一
名
ヲ
派
遣
ス
ル
ト
共

二
、
化
学
工
業

二
塩
原
ヨ
リ
取
締
役

一
名

ヲ
推
薦
セ

シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
。

六
、
住
友

二
於
ケ
ル
三
共
及
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
ニ
対
ス
ル
持
株
増
加
ヲ
図
ル
ロ
的
ヲ
以
テ
、
将
来
塩
原

二
於
テ
其
ノ
所
有

二
係
ル
両
社
株

式
ヲ
第
二
者

二
譲
渡
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
、
住
友

二
優
先
的

二
申
出
ゾ
ル
様
約
束
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
。

七
、
塩
原
側
ヲ
シ
テ
住
友
側
卜
其
ノ
事
業
分
野
ヲ
一
二
ス
ル
部
門

二
於
テ
、
技
術
ノ
交
流
其
他
経
営
上
ノ
凡
ユ
ル
事
項

二
付
、
徹
底
的

二
協

カ
ス
ル
様
約
束
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
。

覚
書

住
友
側
（小
林
晴
十
郎
之
ヲ
代
表
ス
）
ハ
塩
原
側
（塩
原
又
策
之
ヲ
代
表
ス
）
ノ
経
営

二
係
ル
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
株
式
会
社
ノ
株
式

ヲ
所
有
シ
、

塩
原
側

ハ
住
友
側
ノ
経
営

二
係
ル
住
友
化
工
材
工
業
株
式
会
社
ノ
株
式

ヲ
所
有
シ
、
資
本
的
技
術
的

二
相
提
携
シ
テ
合
成
樹
脂
事
業
ノ
発
展

育
成

二
寄
与
シ
来
レ
ル
ガ
、
今
般
住
友
側
及
塩
原
側
ノ
間

二
従
来
存
在
ス
ル
事
業
的
友
好
関
係
ヲ
更

二
緊
密
化
シ
、
以
テ
其
ノ
共
存
共
栄
ヲ

図
ラ
ン
ガ
之

二
関
ス
ル
覚
書
ヲ
取
交
ス
コ
ト
左
ノ
如
シ
。

第

一
条
　
塩
原
側

ハ
、
其
ノ
経
営

二
係
ル
三
共
株
式
会
社
ガ
其
ノ
資
本
金

一
五
、
〇
〇
〇
千
円
ヲ
三
〇
、
〇
〇
〇
千
円

二
倍
額
増
資
シ
タ
ル

暁
、
其
ノ
所
有

二
係
ル
三
共
株
式
会
社
株
式
六
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株
（但

一
株
ノ
額
面
五
〇
円
全
額
払
込
済
）
ヲ
住
友
側

二
譲
渡
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
二
条
　
住
友
側
卜
塩
原
側
ト
ハ
、
第

一
条

二
因
ル
株
式
取
得
卜
同
時

二
株
式
会
社
住
友
本
社
ノ
所
有

二
係
ル
住
友
化
学
工
業
株
式
会
社
株

式
二
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株
（但

一
株
ノ
額
面
五
〇
円
全
額
払
込
済
）
卜
三
共
株
式
会
社
ノ
提
供

二
係
ル
Ｏ
Ｏ
株
式
会
社
株
式
二
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株

（
一
株
ノ
額
面
五
〇
円
全
額
払
込
済
）
ト
ヲ
交
換
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
三
条
　
住
友
側
及
塩
原
側

ハ
、
本
覚
書
第

一
条
並
第
二
条

二
因
り
取
得
セ
ル
株
式
ヲ
第
三
者

二
売
却
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
。
但
相
手
方
ノ
諒

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
九



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
〇

解
ヲ
得
タ
ル
ト
キ
ハ
此
ノ
限
リ
ニ
非
ズ
。

第
四
条
　
本
覚
書
第

一
条
及
第
二
条

二
因
ル
株
式
取
得
後
、
住
友
側

ハ
三
共
株
式
会
社

二
取
締
役

一
名
、
監
査
役

一
名
ヲ
、
塩
原
側

ハ
住
友

化
学
工
業
株
式
会
社

二
取
締
役

一
名

ヲ
、
夫
々
派
遣
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
五
条
　
本
覚
書
第

一
条
及
第
二
条

二
因
ル
株
式
取
得
後
、
住
友
化
学
工
業
株
式
会
社
卜
三
共
株
式
会
社
ト
ハ
、
両
社
間
ノ
事
業
的
提
携
ノ

緊
密
化
ヲ
企
図
ス
ル
ロ
的
ヲ
以
テ
友
好
的
覚
書
ヲ
締
結
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
六
条
　
塩
原
側
ノ
所
有
又
ハ
引
受

二
係
ル
三
共
株
式
会
社
及
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
株
式
会
社
ノ
株
式

ヲ
第
三
者

二
譲
渡
セ
ン
ト
ス
ル
場
合

ニ
ハ
、
先
ヅ
住
友
側

二
申
出
デ
住
友
側

ハ
希
望
ア
ル
場
合

ニ
ハ
時
価
ヲ
以
テ
譲
受
ク
ル
モ
ノ
ト
ス
。

第
七
条
　
住
友
側
及
塩
原
側

ハ
、
各
々
ソ
ノ
傘
下
事
業
ノ
発
展
育
成
ノ
タ
メ
、
技
術
ノ
交
流
其
他
必
要
ナ
ル
ア
ラ
ユ
ル
事
項

二
付
、
徹
底
的

二
協
カ
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

本
覚
書
ヲ
証
ス
ル
タ
メ
本
書
弐
通
ヲ
作
成
シ
、
住
友
側
及
塩
原
側

二
於
テ
各
壱
通
ヲ
保
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

昭
和
十
九
年
　
　
月
　
　
日

住
友
側
代
表
　
　
　
　
　
小
林
　
晴
十
郎

塩
原
側
代
表
　
　
　
　
　
塩
原
　
又
策

（註
、
本
覚
書
原
本
所
在
不
明
に
つ
き
写
し
の
た
め
、
締
結
年
月
日
が
不
明
で
あ
る
が
、
昭
和
十
八
年
に
住
友
と
塩
原
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
日
本
ベ
ー
ク
ラ
イ

ト
の
株
式
取
得
に
関
す
る
覚
書
（資
料
４８
）
が
、
十
月
十
三
日
に
締
結
さ
れ
、
十
月
十
六
日
に
株
式
が
取
得
さ
れ
て
い
る
例
か
ら
判
断
す
る
と
、　
三
共
株
の
取

得
が
昭
和
十
九
年
十
月
二
日
で
あ
る
の
で
、
本
覚
書
の
締
結
は
そ
の
直
前
九
月
末
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。）



田
　
大
阪
北
港
と
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
の
合
併
に
よ
る
住
友
土
地
工
務
株
式
会
社
の
発
足

昭
和
八
年
不
況
に
よ
り
住
友
合
資
会
社
工
作
部
が
廃
止
さ
れ
た
後
、
建
築
課
長
で
あ

っ
た
竹
腰
健
造
が
工
作
部
長
長
谷
部
鋭
吉
と
共
に
、

長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
を
設
立
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
竹
腰
に
よ
る
と
住
友
系
不
動
産
企
業
合
併

の
構
想
は
昭
和
十
八
年
末
に
起

こ

（
‐０７
）

っ
た
。住

友
本
社
の
古
田
総
理
事
が
会
い
た
い
と
言

っ
て
こ
ら
れ
た
。
何
の
こ
と
か
と
思

っ
て
伺

っ
て
み
る
と
、
「突
然
だ
が
、
も
う

一
度
住

友

に
復
帰
し
て
働
い
て
な
る
気
は
な
い
か
ね
」

と
聞
か
れ
る
。

（中
略
）
「
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
」

と
聞
く
。

「実
は
大
阪
北

港
株
式
会
社
と
株
式
会
社
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
の
二
会
社
を
合
併
し
、
そ
れ
に
住
友
本
社
所
有
の
不
動
産
を
加
え
て
、
住
友

の
不
動
産

を
纏
め
た
土
地
会
社
を
作
ろ
う
と
思
う
。
君
に
そ
れ
を
主
宰
し
て
も
ら
い
た
い
の
だ
。
も

っ
と
も
い
っ
た
ん
辞
め
て
も
ら

つ
た
の
で
、

初
め
か
ら
社
長
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
、　
北
沢
君
（註
、
北
沢
敬
二
郎
常
務
理
事
総
務
部
長
）
な
ら
君
も
親
し
い
し
、　
住
友
本
社

の
筆
頭
常
務
理
事
だ
か
ら
、　
一
年
ぐ
ら
い
北
沢
君
に
社
長
に
な

っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
い
。
ど
う
か
ね
？
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
十
九
年
二
月
、
住
友
本
社
の
機
構
改
革
に
よ
り
、
従
来
の
経
理
部
は
鉱
山
課
と
商
工
課
と
い
う
業
種
別
組
織
か
ら
、
調
査
課
、
企
画

課
、
査
業
課
と
い
う
機
能
別
組
織
に
変
更
さ
れ
た
。
鉱
山
課
長
で
あ

っ
た
日
向
方
齊
は
査
業
課
長
に
移
り
こ
の
不
動
産

一
元
化
に
取
り
組
む

こ
と
に
な

っ
た
。
昭
和
十
八
年
ま
で
暦
年
決
算
で
あ

っ
た
住
友

の
会
計
制
度
は
、
こ
の
昭
和
十
九
年
か
ら
年
度
決
算
（四
月
か
ら
翌
年
三
月
）
に

移
行
し
た
の
で
、
合
併
手
続
き
の
期
間
を
勘
案
す
れ
ば
、
下
半
期
の
始
ま
る
昭
和
十
九
年
十
月

一
日
が
合
併
期
日
の
目
標
と
さ
れ
、
こ
れ
か

ら
逆
算
す
れ
ば
六
月
初
め
に
は
理
事
会

の
決
裁
が
必
要
で
あ

っ
た
。
四
月
十
五
日
経
理
部
次
長
兼
企
画
課
長
神
田
勇
吉
が
安
東
軽
金
属
専
務

に
転
出
し
、
後
任

の
企
画
課
長
に
金
属
技
術
部
企
画
課
長
佐
藤
俊
雄
（
の
ち
商
事
副
社
長
）
が
、
佐
藤

の
後
任
に
は
日
向
が
発
令
さ
れ
た
が
実

際
に
両
者
が
着
任
す
る
の
は
七
月

一
日
で
そ
の
間
日
向
は
佐
藤

の
企
画
課
長
の
職
務
を
代
行
し
て
い
た
（七
月
一
日
付
で
佐
藤
は
逆
に
日
向
の
後

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五

一



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
二

任
査
業
課
長
兼
務
と
な
る
）。

日
向
は
五
月
十

一
日
付

「住
友
不
動
産
事
業
経
営
ノ

一
元
化
案
」
及
び

「長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
ヲ
住
友
不

動
産
株
式
会
社

二
吸
収
ノ
件
」
、
五
月
十
二
日
付

「住
友
不
動
産
関
係
事
業

一
元
化
ノ
必
要
性

二
付
テ
」
、
五
月
三
十
日
付

「
北
港
、
ビ
ル
デ

イ
ン
グ
合
併
比
率

二
関
ス
ル
件
」
と
合
併
起
案
に
不
可
欠
の
要
件
に
つ
い
て
、
矢
継
ぎ
早
に
叩
き
台
を
ま
と
め
こ
れ
ら
に
つ
い
て
予
め
総
理

事
及
び
三
常
務
理
事

の
意
向
を
聴
取
し
て
い
た
。

か
く
し
て
企
画
課
か
ら
十
九
年
六
月
五
日
提
出
さ
れ
た
起
案

「住
友
不
動
産
事
業

一
元
化
ノ
件
」

（資
料
５０
）
は
六
月
七
日
決
裁
さ
れ
た
。

な
お
こ
の
起
案

に
つ
い
て

「岡
橋
理
事
（註
、
岡
橋
林
銀
行
社
長
）
ヨ
リ
ビ
ル
ノ
サ
ー
ビ
ス
ガ
合
併

二
因
り
変
化
セ
ザ
ル
様
御
希
望
ア
リ
タ
リ
」

と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
銀
行
が
本
社
と
共
同
で
有
し
て
い
た
住
友
ビ
ル
の
所
有
権
を
失
う
こ
と
に
つ
い
て
の
懸
念
は
表
明
さ
れ
て
い
な

い
が
、
こ
の
合
併
に
よ
り
第
二
次
大
戦
後
に
住
友
銀
行
の
み
が
大
手
都
市
銀
行

の
中
で
唯

一
本
店
ビ
ル
を
所
有
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が

生
ず
る
こ
と
と
な

つ
た
。
又
こ
の
他
に
銀
行
野
田
専
務
よ
り

「扶
桑
殖
産
（註
、
銀
行
の
不
動
産
関
係
会
社
）
ノ
買
収

二
関
シ
、
御
意
見
ア
リ
タ

ル
モ
、
本
問
題

ハ
新
会
社
ノ
発
足
後
ノ
問
題
卜
致
シ
タ
シ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
結
局
そ
の
後
こ
の
買
収
は
実
現
し
な
か
つ
た
。

こ
の
決
裁
に
よ
り
、
六
月
十
五
日
大
阪
北
港
を
存
続
会
社
と
し
て
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
の
株
主
に
対
し
、　
一
対

一
を
も

っ
て
大
阪
北
港
株

を
割
り
当
て
る
合
併
契
約
書
が
大
阪
北
港
常
務
林
千
秋
と
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
常
務
北
沢
敬
二
郎

の
間
で
締
結
さ
れ
た
。
次

い
で
六
月
二
十

九
日
に
は
起
案

「長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
ヲ
大
阪
北
港
株
式
会
社

へ
譲
渡
ノ
件
」

（資
料
５‐
）
が
提
出
さ
れ
、
七
月
五
日
決
裁
さ
れ
た
。

こ

れ
に
基
づ
き
、
七
月
二
十
日
起
案

「大
阪
北
港
株
式
会
社
ノ
長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
並
満
洲
建
築
事
務
所
ノ
営
業
譲
受

二
関
シ
契
約
書
締

結
覚
書
交
換
ノ
件
」
が
決
裁
さ
れ
、
七
月
二
十
五
日
調
印
さ
れ
た
。
こ
の
間
七
月
十
二
日
に
は
住
友
ビ
ル
及
び
長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
吸

収
後
の
大
阪
北
港
の
社
名
を
住
友
土
地
工
務
株
式
会
社
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
住
友
部
内
に
お
け
る
合
併
及
び
営
業
譲
渡
の
手
続
き
が
完
了
し
、
新
社
名
も
決
定
さ
れ
た
の
で
、
住
友
本
社
経
理
部
長
河
井

昇
三
郎
は
七
月
二
十

一
日
連
系
会
社
主
管
者
宛
に
次
の
よ
う
に
通
知
し
た
。



査
第
三
四
五
号

昭
和
十
九
年
七
月
二
十

一
日

住
友
本
社
経
理
部
長
　
河
井
　
昇
二
郎

住
友
土
地
工
務
株
式
会
社

二
関
ス
ル
件

拝
啓
　
陳
者
今
般
住
友
部
内
ノ
不
動
産
事
業
ノ
経
営
ヲ
一
元
化
シ
、
以
テ
不
動
産
管
理
ノ
合
理
化
ヲ
図
ル
ト
共

二
、
斯
業

二
於
ケ
ル
積

極
的
発
展
ノ
態
勢
ヲ
確
立
シ
置
カ
ン
ガ
為
、
大
阪
北
港
株
式
会
社
卜
株
式
会
社
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
ト
ハ
合
併
ノ
事
卜
相
成
候
。
而
シ

テ
右
合
併
会
社

ハ
株
式
会
社
住
友
本
社
並
住
友
本
家
所
有
不
動
産
ノ
経
営
管
理
ヲ
受
託
ス
ル
ト
共

二
、
長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
ノ
営

業

一
切
ヲ
譲
受
ク
ル
コ
ト
ト
シ
、
此
際
社
名
ヲ
住
友
土
地
工
務
株
式
会
社
卜
変
更
シ
、
以
テ
土
地
購
入
ヨ
リ
土
木
建
築
ノ
設
計
、
監
督

二
至
ル

一
貫
的
経
営

ヲ
行
フ
コ
ト
ト
相
成
居
、
近
ク
官
庁
ノ
認
可
ヲ
得
タ
ル
上

ハ
左
記

ニ
ヨ
リ
、
来
ル
十
月

一
日
ヨ
リ
正
式

二
発
足
致

ス
コ
ト
ト
相
成
候
間
、
何
卒
貴
職
御
含
ミ
迄

二
右
御
通
知
申
上
候
。
固
ヨ
リ
新
会
社

ハ
広
ク

一
般
ノ
需
要

二
応
ズ
ル
ト
共

二
、
特

二
住

友
関
係
諸
工
場
ノ
土
木
建
築
業
務

二
積
極
的

二
協
力
致
ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
有
之
候
得
共
、
右

ハ
住
友
各
社
ノ
緊
密
ナ
ル
連
繋
ノ
下
二
始
メ

テ
其
ノ
所
期
ノ
ロ
的
ヲ
達
成
シ
得
ベ
ク
候
条
、
右
諒
承
ノ
上
今
後
充
分
ノ
御
援
助
被
成
下
度
、
此
段
御
通
知
芳
々
得
貴
意
候
也
ｃ

記

一
、
社
名
　
　
　
　
　
　
　
住
友
土
地
工
務
株
式
会
社

二
、
資
本
金
　
　
　
　
　
　
四

一
、
五
〇
〇
千
円
（全
額
払
込
済
）

三
、
大
阪
北
港
株
式
会
社
（甲
卜
称
ス
）
卜
株
式
会
社
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
（乙
卜
称
ス
）
ト
ノ
合
併
要
領

イ
　
甲
、
乙
両
者

ハ
合
併
ヲ
為
シ
、
甲

ハ
存
続
シ
、
乙
ハ
解
散
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

口
　
両
社
ノ
合
併
比
率

ハ
一
対

一
ト
ス
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

七
五
三



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
四

ハ
　
甲
ハ
合
併

二
因
り
資
本
金
六
、
五
〇
〇
千
円
ヲ
増
加
シ
、
資
本
金
四

一
、
五
〇
〇
千
円
（全
額
払
込
済
）
卜
為
ス
モ
ノ
ト
ス
ｃ

二
　
合
併
実
行
期
日
ハ
昭
和
十
九
年
九
月

一
日
ト
ス
。

ホ
　
合
併
ノ
効
力
発
生
期
日
タ
ル
合
併
登
記
ノ
期
日
ハ
昭
和
十
九
年
十
月

一
日
ト
ス
。

四
、
大
阪
北
港
株
式
会
社
（甲
卜
称
ス
）
ノ
株
式
会
社
住
友
本
社
並
住
友
本
家
（丙
卜
称
ス
所
有
不
動
産
ノ
経
営
管
理
ノ
受
託
要
領

イ
　
丙
ノ
所
有
不
動
産

ハ
特
殊
ノ
モ
ノ
ヲ
除
キ
、
総
テ
甲

二
其
ノ
経
営
管
理
ヲ
委
託
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

口
　
委
託
財
産
ノ
損
益
収
支
関
係

ハ
、
委
託
者
丙

二
帰
属
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

ハ
　
委
託
期
日
ハ
昭
和
十
九
年
十
月

一
日
ト
ス
。

五
、
大
阪
北
港
株
式
会
社
（甲
卜
称
ス
）
ノ
長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
（丁
卜
称
ス
）
営
業
譲
受
要
領

イ
　
甲

ハ
丁
ノ
営
業

一
切
ヲ
譲
受
ケ
、
丁

ハ
解
散
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

口
　
丁
ノ
営
業
譲
渡
ノ
期
日
ハ
昭
和
十
九
年
十
月

一
日
ト
ス
。

ハ
　
甲

ハ
丁
ノ
従
業
員
ヲ
原
則
ト
シ
テ
全
員
引
継
グ
モ
ノ
ト
ス
。

以
上

こ
う
し
て
合
併
に
関
す
る
所
定

の
手
続
き
を
終
り
、
十
月

一
日
の
合
併
及
び
営
業
譲
渡
を
待

つ
ば
か
り
と
な

つ
た
九
月
二
十
六
日
、
突
如

と
し
て
起
案

「大
阪
北
港

・
住
友
ビ
ル
合
併
等
期
日
延
期
ノ
件
」
に
よ
つ
て
合
併
は
ニ
カ
月
延
期
さ
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
。
そ
の
理
由
は
同

起
案

に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

理
由

本
事
態

二
関
シ
テ
ハ
、
本
社
経
理
部
企
画
課

二
於
テ
其
ノ
大
綱
ヲ
決
定
シ
、
細
部
ノ
手
続

二
付
テ
ハ
各
当
事
者

二
於
テ
取
り
進
メ
居
リ

タ
ル
処
、
最
近

二
至
り
北
港
ビ
ル
合
併

二
付
債
権
者

二
対
ス
ル
公
告

二
関
シ
、
手
続
上
ノ
過
誤
ア
リ
タ
ル
コ
ト
判
明
セ
リ
。



即
チ
右
公
告

ハ
商
法
施
行
法
第
十
七
条

二
依
り
、
裁
判
所
ガ
為
ス
ベ
キ
登
記
事
項
ノ
公
告
卜
同

一
ノ
方
法
即
チ
官
報

ヲ
以
テ
為
ス
コ
ト

ラ
要
ス
ル
ニ
拘
ラ
ズ
、
之
ヲ
定
款
所
定
ノ
公
告
方
法
（朝
日
新
聞
及
毎
日
新
聞

二
掲
載
）
ヲ
以
テ
為
シ
居
リ
タ
ル
処
、
斯
ク
テ
ハ
合
併
登

記
手
続
ヲ
取
り
進
ム
ル
コ
ト
不
可
能

ニ
シ
テ
、
従
ツ
テ
両
会
社
合
併
ノ
法
的
効
果
ヲ
生
ジ
得
ザ
ル
結
果
ト
ナ
レ
リ
。

因
ツ
テ
之
ガ
救
済
手
続
ト
シ
テ
ハ
、
右
公
告
以
後
ノ
手
続
（公
告
、
報
告
総
会
及
合
併
登
記
）
ヲ
再
度
行
フ
他
ナ
キ
次
第
ナ
ル
モ
、
之

ニ

要
ス
ル
日
数

ハ
最
少
四
十
五
日
前
後

ニ
シ
テ
、
可
及
的
速

二
之
ヲ
取
り
進
ム
ル
時

ハ
十

一
月
半
頃

ニ
ハ
合
併
完
了
シ
、
同
時

二
新
会
社

発
足

二
至
り
得
ル
モ
、
対
外
部
関
係
、
経
理
上
ノ
便
宜
等
諸
般
ノ
事
情
ヲ
考
慮
シ
、
十
二
月

一
日
ヨ
リ
新
会
社
発
足
ノ
コ
ト
ト
セ
ン
ト

ス
。

長
谷
部
竹
腰
事
務
所
ノ
営
業
譲
渡

ハ
形
式
上
対
北
港

一
社
ト
ノ
問
題

ニ
シ
テ
、
右
合
併
ノ
遅
延

二
拘
ラ
ズ
之
ヲ
行
ヒ
得
ル
モ
、
同
事
務

所
ノ
立
場
ト
シ
テ
ハ
、
十
月

一
日
ヲ
以
テ
北
港

二
帰
属
シ
更

二
十
二
月

一
日
ヲ
以
テ
土
地
工
務

二
改
称
ス
ル
ハ
、
短
期
間
中

二
再
度
変

更
ヲ
見
ル
故
、
営
業
上
ヨ
リ
モ
面
白
カ
ラ
ズ
、
寧

口
営
業
譲
渡

ヲ
延
期
シ
土
地
工
務
発
足
（十
二
月

一
日
）
卜
同
時

二
行

ハ
ン
ト
ス
ル
次

第
ナ
リ
。

尚
本
社
並

二
本
家
所
有
不
動
産
ノ
委
託
モ
右
卜
同
時
期

二
実
施
セ
ン
ト
ス
ル
予
定
ナ
リ
。

以
上

こ
う
し
た
事
態
は
大
阪
北
港
の
担
当
者
の
単
純
な
ミ
ス
に
起
因
す
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
合
併
が
大
阪
北
港
か
ら
発
動
し

た
も
の
で
は
な
く
、
本
社
主
導

の
下
に
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
、
本
社
経
理
部
企
画
課
と
し
て
も

一
半

の
責
任
を
免
れ
る
も
の
で

は
な
か
つ
た
し
、
さ
ら
に
い
え
ば
戦
争
末
期
の
混
乱
を
象
徴
す
る
よ
う
な
事
件
で
も
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
十

一
月
二
十
日
よ
う
や
く

大
阪
北
港
（資
本
金
三
五
〇
〇
万
円
）
は
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
（資
本
金
六
五
〇
万
円
）
を
合
併
し
て
住
友
土
地
工
務
と
改
称
し
、
次
い
で
十
二
月

一

日
長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
の
営
業
を
譲
り
受
け
る
と
共
に
、
住
友
本
社

の
不
動
産
管
理
業
務
（住
友
本
家
の
不
動
産
も
管
理
し
て
い
た
）
を
受

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
五
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（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
六

託
し
た
。
こ
の
結
果
同
日
付
で
本
社
総
務
部
不
動
産
課
は
廃
止
さ
れ
た
。

同
社
の
役
員
は
社
長
北
沢
敬
二
郎
（ビ
ル
常
務
兼
北
港
取
締
役
）
、
専
務
竹
腰
健
造
（長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
）
、
林
千
秋
（北
港
常
務
）、
常
務
池

田
宮
彦
（長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
）
、
黒
田
作
之
進
（北
港
取
締
役
）
で
あ

っ
た
。　
な
お
同
社

の
資
本
金
は
四

一
五
０
万
円
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

第
二
次
大
戦
後
の
公
職
追
放
令
に
お
い
て
資
本
金

一
億
円
以
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
有
力
会
社

の
指
定
を
受
け
、
そ
の
有
力
役
員
は
Ｇ
項
パ
ー

ジ
が
適
用
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
竹
腰
と
池
田
は
土
地
工
務
の
役
員
に
就
任
し
た
が
た
め
に
こ
れ
に
該
当
し
、
黒
田
も
住
友

の
席
次
か
ら
い
え

ば
免
れ
た
は
ず
が
該
当
者
と
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。
住
友
土
地
工
務
は
合
併
後

一
年
に
し
て
終
戦
後
の
二
十
年
十

一
月
商
事
部
門
を
開
設
し
て

日
本
建
設
産
業
と
改
称
す
る
が
、
そ
の
詳
細
は

「株
式
会
社
住
友
本
社
（下
￥

一［
　
販
売
部
門

。
日
本
建
設
産
業
（旧
住
友
土
地
工
務
）
か
ら
住

友
商
事

へ
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（資
料
５０
）

本
社
経
理
部
企
画
課
起
案
　
提
出
　
昭
和
十
九
年
六
月
五
日
　
決
裁
　
昭
和
十
九
年
六
月
七
日

住
友
不
動
産
事
業

一
元
化
ノ
件

左
案

ニ
ヨ
リ
住
友
不
動
産
事
業

一
元
化
実
施
相
成
可
然
哉
。

一
、
方
針

戦
時
下
不
動
産
事
業
ノ
重
要
性

二
鑑
ミ
、
住
友
ノ
不
動
産
事
業
ノ
経
営
ヲ
一
元
化
シ
、
以
テ
不
動
産
管
理
ノ
合
理
化
卜
斯
業

二
於
ケ
ル
積

極
的
発
展
ノ
態
勢
ヲ
整
備
セ
ン
ガ
為
、
大
阪
北
港
株
式
会
社
卜
株
式
会
社
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
ヲ
合
併
シ
、
併
セ
テ
株
式
会
社
住
友
本
社
及

本
家
所
有
不
動
産
ノ
経
営

ヲ
右
合
併
会
社

二
委
託
セ
ン
ト
ス
。

二
、
北
港
、
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
合
併
条
件
要
綱
（欄
外
註
記
、
合
併
契
約
二
付
テ
ハ
追
テ
仰
裁
）

１
　
北
港

ハ
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
ヲ
吸
収
合
併
ス
。
即
チ
北
港

ハ
存
続
シ
、
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
ハ
解
散
ス
。



２
　
北
港

ハ
合
併
卜
同
時

二
社
名

ヲ
住
友
不
動
産
株
式
会
社
（仮
称
）
卜
変
更
ノ
コ
ト

ヽ
ス
。
（欄
外
註
記
、
社
名
二
付
テ
ハ
追
而
考
究
仰
裁
シ

度
シ
。）

３
　
両
社
ノ
合
併
比
率

ハ
一
対

一
ト
ス
。
（欄
外
許
記
、
対
等
合
併
ヨ
リ
生
ズ
ル
株
主
ト
シ
テ
ノ
銀
行
、
生
命
ノ
不
利
益
二
付
キ
テ
ハ
別
途
考
慮
致
シ

度
シ
ｃ）

４
　
合
併
後
ノ
資
本
金

ハ
両
社
ノ
現
在
資
本
金
ノ
合
計
額
タ
ル
四

一
、
五
〇
〇
千
円
全
額
払
込
済
ナ
リ
。

５
　
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
株
主

二
対
シ
テ
ハ
、
昭
和
十
九
年
度
上
期
配
当
金

二
相
当
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
、
年
六
分
ノ
割
合

ニ
ヨ
リ
交
付
金

ヲ
交

付
ス
。

６
　
合
併
期
日
ハ
昭
和
十
九
年
九
月

一
日
ト
ス
。

７
　
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
ノ
従
業
員

ハ
合
併
実
行
期
ロ
ニ
於
テ
現
状
ノ
マ
ヽ
新
会
社

二
引
継
グ
コ
ト

ヽ
ス
ｃ

註
　
合
併
ノ
効
力
発
生
条
件
タ
ル
合
併
登
記
ノ
期
日
ハ
、
昭
和
十
九
年
十
月

一
日
ト
シ
、
同
日
付

ヲ
以
テ
社
名
変
更
、
事
務
章
程
改
正
等

合
併

二
関
ス
ル
諸
手
続
ヲ
実
施
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

二
、
本
社
不
動
産
経
営
委
託
要
綱

１
　
本
社
所
有
不
動
産

ハ
総
テ
合
併
会
社

二
経
営

ヲ
委
託
ス
。
但
シ
業
務
所
関
係
分
及
東
京
支
社
並
神
戸
業
務
所
委
託
分
ヲ
除
ク
。

２
　
本
家
所
有
不
動
産

ニ
シ
テ
現
在
本
社
地
所
課
（註
、
不
動
産
課
Ｙ
一経
営

ヲ
委
託
セ
ル
モ
ノ
ハ
、
之
ヲ
合
併
会
社

二
委
託
ノ
コ
ト
ト
ス
。

３
　
委
託
財
産
ノ
損
益
収
支
関
係

ハ
委
託
者

二
帰
属
ス
。

４
　
本
社

ハ
合
併
会
社

二
対
シ
委
託
手
数
料
ヲ
支
払
フ
ｃ

５
　
会
計
整
理

二
付
テ
ハ
、
受
託
者
タ
ル
合
併
会
社

二
於
テ
本
社
受
託
勘
定
及
本
家
受
託
勘
定

ヲ
設
ケ
、
委
託
者
タ
ル
本
社
及
本
家

二
於

テ
ハ
夫
々
合
併
会
社
委
託
勘
定
ヲ
設
ク
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
七



第
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章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

七
五
八

６
　
本
社
厚
生
課
又

ハ
総
務
課

二
於
テ
使
用
中
ノ
本
社
不
動
産
モ
当
然
合
併
会
社

二
委
託
ノ
コ
ト
ト
ス
ル
モ
、
ソ
ノ
使
用
者
ト
シ
テ
ノ
管

理

二
付
テ
ハ
従
来
通
り
前
記
当
該
課

二
於
テ
之
ヲ
担
当
ス
。

７
　
委
託
期
日
ハ
昭
和
十
九
年
十
月

一
日
ト
ス
（北
港
ビ
ル
合
併
当
日
）
。

四
、
北
港
、
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
合
併
比
率

二
付
テ
（詳
細
別
紙
参
照
（註
、
略
じ

１
　
北
港
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
両
社
株
式
ノ
価
値
ヲ
比
較
ス
ル
ニ
次
ノ
如
シ
。

北
港
　
　
ビ
ル
　
　
備
考

帳
簿
価
格

ニ
ヨ
ル
正
味
資
産
比
率
　
　
　
一
〇
〇
　
一
一
≡
一　

一
株
当
り
実
価

実
質
価
格

ニ
ヨ
ル
正
味
資
産
比
率
　
　
　
一
〇
〇
　
一
一〇
九
　
″

過
去
五
ヶ
年
間
平
均
実
際
純
益
率
　
　
　
一
〇
〇
　
一
一七
八
　
実
際
純
益
率
平
均

今
後
五
ヶ
年
間
平
均
実
際
純
益
率
予
想
　
一
〇
〇
　
一
一
五
　
″

配
当
率
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
一
一〇
〇

株
価
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
一
七
五

２
　
以
上
ノ
如
ク
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
ノ
内
容

ハ
、
北
港

二
比
シ
邊
カ
ニ
優
位

ニ
ア
リ
ト
認
メ
ラ
ル

ヽ
モ
、

率
ヲ
対
等
ト
ナ
ス
ヲ
妥
当
卜
思
料
ス
ｃ

Ｉ
　
合
併
会
社

二
資
本
金
負
担

ヲ
過
重

セ
ザ
ル
コ
ト
。

（欄
外
註
記
、
三
菱
地
所
資
本
金

一
五
、
〇
〇
〇
千
円
、
三
井
不
動
産
同
三
、
〇
〇
〇
千

円
、
註
、
三
井
は
そ
の
後
十
七
年
末
増
資
し
当
時
五
、
０
０
０
千
円
で
あ
っ
た
）

Ⅱ
　
北
港
株
式
及
ビ
ル
ノ
株
主

ヲ
ミ
ル
ニ
、
外
部
株
主

ハ
北
港
株
式
中

一
六
％
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
他

ハ
総

テ
内
部
株
主
ナ
リ
。
従

ツ
テ
住

北
港
　
　
　
　
　
　
ビ
ル

五
五
円
　
　
　
　
　
エハ
八
円

一
三
二
円
　
　
　
　
一
一五
五
円

四

・
五
％
　
　
　
一
一
丁

五
％

一
一
。
四
％
　
　
　
一
二
Ｔ

一
％

年
三
分

　

　

　

　

年
六
分

三
四
円
三
〇

（中
値
表

ニ
ヨ
ル
）

六
〇
円
〇
〇

（配
当
金

ヲ
利
廻
五
分
デ
換
算
）

左
記
諸
点
ヨ
リ
考
慮
シ
、
合
併
比



友
全
体
ト
シ
テ
ミ
レ
バ
両
社
合
併
比
率

二
差
等
ヲ
設
ク
ル
モ
ソ
ノ
実
益
少
ナ
キ
コ
ト
。

Ⅲ
　
北
港
外
部
株
主

ハ
永
年
無
配
、
低
配
ヲ
辛
棒
シ
来
リ
タ
ル
故
、
北
港

二
多
少
有
利

二
比
率
決
定
ス
ル
ハ
、
住
友
ト
シ
テ
外
部
株
主

ヲ
遇
ス
ル
所
以
ナ
ル
コ
ト
。

Ⅳ
　
合
併
比
率

二
差
等

ヲ
設
ク
ト
ス
レ
バ
、
清
算
所
得
課
税
、
合
併
差
益
課
税
、
看
倣
シ
配
当
課
税
ヲ
受
ケ
、
ソ
レ
ダ
ケ
資
産
ノ
含
ミ

ヲ
吐
キ
出
ス
コ
ト

ヽ
ナ
ル
。

ビ
ル

一
〇
株

二
対
シ
北
港
二
〇
株
　
ビ
ル

一
〇
株

二
対
シ
北
港

一
三
株

割
当
ノ
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
割
当
ノ
場
合

清
算
所
得
税
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
七
〇
千
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
　
　
　
　
　
　
　
　
合
併
会
社

二
課
税
セ
ラ
ル

合
併
差
益
課
税
　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
〇
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

看
倣
シ
配
当
課
税
　
　
　
　
　
　
一
一、
七
〇
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
七
〇
千
円
　
　
　
　
　
ビ
ル
株
主

二
課
税
セ
ラ
ル

計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
三
七
〇
　
　
Ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
七
〇

ビ
ル
取
得
超
過
株
式
金
額
　
　
　
エハ
、
五
〇
〇
　
　
Ｂ
　
　
　
　
　
　
一
、
九
五
〇

Ａ
／
Ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
％
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
四
％

五
、
合
併
後
ノ
損
益
及
配
当
予
想

１
　
損
益
予
想

合
併
後
ノ
損
益
予
想
ヲ
ミ
ル
ニ
、
左
表
ノ
通
り
昭
和
十
九
年
度
実
際
純
益
四
、
二
三
〇
千
円
対
払
込
純
益
率

一
〇

。
二
％
ナ
ル
モ
、

昭
和
二
十
年
度

ハ
一
一
。
二
％
、
二
十

一
年
度

一
一
・
八
％
、
二
十
二
年
度

一
二

・
三
％
、
二
十
三
年
度

一
二

・
九
％
ノ
見
込
ナ
リ
。

右
ノ
如
ク
向
上
ノ

一
途

ヲ
辿
ル
ハ
、　
十
九
年
度
ヨ
リ
北
港
ノ
埋
立
地
売
却
年
五
万
坪

コ
ノ
売
却
差
益
二
、　
○
○
○
千
円
（坪
当
り
四

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
九



第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
〇

〇
円
）
計
上
ヲ
見
込
メ
ル
コ
ト
及
コ
ノ
売
却
資
金
ノ
運
用
収
益
ヲ
予
想
セ
ル
ニ
ヨ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

北
港
（資
本
金
三
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円
）

ビ
ル
（資
本
金
六
、
五
〇
〇
千
円
）

合
併
会
社
（資
本
金
四

一
、

実
際
純
益
　
　
　
　
対
払
込
率
　
　
　
実
際
純
益
　
　
　
　
対
払
込
率
　
　
　
　
実
際
純
益

昭
和
十
九
年
　
　
一二
、
三
八
三
千
円
　
　
九

・
七
％
　
　
　
八
四
七
千
円

三

・
０
％
　
　
　
　
四
、
二
三
０
千
円

三

・
〇
　
　
　
　
　
四
、
六
五
四

三

・
〇
　
　
　
　
　
四
、
八
八
九

二
十
年
　
　
一二
、
八
〇
七
　
　
　
一
〇

・
九
　
　
　
　
八
四
七

二
十

一
年
　
　
四
、
〇
四
二
　
　
　
一
一

二
十
二
年
　
　
四
、
二
七
七
　
　
　
一
一
丁

一
一　
　
　
　
八
四
七
　
　
　
一
〓
Ｔ

〇
　
　
　
　
　
五
、
二
四
四

一

一

・

一

一

・

二
十
三
年
　
　
四
、
五

一
四
　
　
　
一
一
Ｔ

九
　
　
　
　
八
四
七
　
　
　
一
二
Ｔ

〇
　
　
　
　
　
五
、
三
五
九

２
　
配
当
予
想

昭
和
十
九
年
度
ノ
利
益
金
処
分
ヲ
予
想
ス
レ
バ
次
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
、
年
四
分
ノ
配
当

ハ
十
分
可
能

ニ
シ
テ
、
二
十
年
度
以
降

ハ
年
五

分
ノ
配
当
モ
可
能
ト
ナ
ル
ベ
シ
（欄
外
註
記
、
配
当
金
年
四
分
一
、
六
六
０
千
円
、
年
五
分
二
、
０
七
五
千
円
）ｃ

昭
和
十
九
年
度
利
益
金
処
分
予
想

実
際
純
益
　
　
　
四
、
二
三
〇
千
円
（対
払
込
実
際
純
益
率

一
〇

。
二
％
）

右
処
分

納
税
積
立
金
　
　
　
　
一
、
七
三
四
千
円
（従

ツ
テ
正
味
純
益
二
、
四
九
六
千
円
、
対
払
込
正
味
純
益
率
六

・
一
％
）

法
定
積
立
金
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一〇

別
途
積
立
金
　
　
　
　
　
　
一
一〇
〇

役
員
賞
与
金
　
　
　
　
　
　
　
九
六

一
・
五
　
　
　
　
八
四
七

五
〇
〇
千
円
）

対
払
込
率

一
〇

・
三
％

一
一
。
一
一

一　
一　
・
八

一
二

・
一二

ゴ

一
。
九



株
主
配
当
金
　
　
　
　
一
、
六
六
０
千
円
（年
四
分
）

後
期
繰
越
金

へ
繰
入
　
　
　
四
二
〇

３
　
合
併

ニ
ヨ
ル
北
港
、
ビ
ル
株
主
ノ
配
当
金
収
入
影
響

（合
併
会
社
配
当
率
年
四
分
、
北
港
現
行
配
当
率
年
三
分
、
ビ
ル
年
六
分
）

本
分
家

本
社

金
属

電
気

銀
行

洋
工
〈
叩

北
港
株
主

ノ
配
当
金
収
入
増
加
　
ビ
ル
株
主

ノ
配
当
金
収
入
減
少
　
差
引
増
減

（
△
）

一
三
九
千
円
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
千
円
　
　
　
　
　
一
三
一〇
千
円

八
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
七

五
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

一
五

　

　

　

　

　

　

　

―

　

　

　

　

　

一
五

住
友
系
計
　
　
　
　
　
一
一九
三

外
部
株
主
　
　
　
　
　
　
五
七

合
計
　
　
　
　
　
　
　
一二
五
〇

、
本
社
不
動
産
委
託
経
営

二
付
テ

ー
　
委
託
経
営
ヲ
可
ト
ス
ル
理
由

住
友
不
動
産
事
業

ヲ
一
元
化
ス
ル
ニ
当
り
、
本
社
所
有
不
動
産
ノ
処
理
二
付
テ
ハ
、
次
ノ
三
案
ガ
考

ヘ
ラ
ル
。
即
チ

第

一
ハ
北
港
、
ビ
ル
合
併
会
社
ノ
資
本
ヲ
増
加
シ
、
本
社
不
動
産
ヲ
現
物
出
資
ス
ル
案
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

△
六
五
　
　
　
　
　
　
　
　
△
六
五
（欄
外
註
記
、
別
途
考
慮
ノ
コ
ト
）

△

一
〇
　
　
　
　
　
　
　
△

一
〇
（同
上
）

一
三
〇

　

　

　

　

　

　

一
六
三

―
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七

一
三
〇

　

　

　

　

　

　

一
〓
一〇



第
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株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
二

第
ニ
ハ
北
港
、
ビ
ル
合
併
会
社

二
本
社
不
動
産
ヲ
譲
渡
ス
ル
案
。

第
ニ
ハ
北
港
、
ビ
ル
合
併
会
社

二
本
社
不
動
産
ノ
経
営
ヲ
委
託
ス
ル
案
。

以
上
三
案
ノ
中

第

一
案
即
現
物
出
資
案

ハ
、
手
続
煩
雑
ナ
ル
ト
合
併
会
社

二
資
本
的
負
担
ヲ
過
重
ス
ル
欠
点
ア
リ
。

第
二
案
即
譲
渡
案

ハ
、
譲
渡
差
益
課
税
ノ
問
題
生
ズ
。

第
三
案
即
委
託
経
営
案

ハ
、
損
益
収
支
ヲ
従
来
通
り
本
社

二
帰
属
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
合
併
会
社

二
経
理
的
負
担
ヲ
課
ス
ル
コ

ト
ナ
ク
、
又
譲
渡
ノ
場
合
ノ
如
キ
複
雑
ナ
ル
手
数
ヲ
要
セ
ズ
、
然
モ

一
元
化
ノ
企
図
ス
ル
実
質
的
効
果

二
於
テ
ハ
殆
ン
ド
右
両
者
ノ

場
合
卜
異
同
ナ
キ
ニ
ヨ
リ
、
最
モ
実
際
的
ナ
ル
方
法
卜
思
料
ス
。

委
託
経
営
ノ
対
象

本
社
所
有
不
動
産

ハ
、
全
部
合
併
会
社

二
委
託
ス
ル
ヲ
原
則
ト
ス
ル
モ
、
委
託

ニ
ヨ
ツ
テ
却
ツ
テ
煩
雑
ヲ
来
ス
ノ
ミ
ニ
シ
テ
実
益
ナ

キ
モ
ノ
ハ
除
外
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
。
コ
ノ
見
地
ヨ
リ
委
託
ス
ル
モ
ノ
ト
委
託
セ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ヲ
一
応
大
別
ス
レ
バ
、
左
ノ
如
シ
。

本
社
所
有
不
動
産
総
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
、
二
七
八
十
円
（十
八
年
末
）

内
新
会
社
委
託
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
、
五
〇
八

内
訳不

動
産
課
投
資
物
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
、
六
九
五

和
歌
山
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
四
人
九

砂
川
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
三

本
社
厚
生
課
使
用
管
理
物
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
人

一
三



謙
和
、
遜
志
、
淡
成
寮
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
四
三

松
風
荘
、
女
子
厚
生
館
、
赤
倉
寮
　
　
　
　
　
　
四
三
七

委
託
セ
ザ
ル
モ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
、
七
七
〇

内
訳東

京
ビ
ル
（現
在
東
京
支
社

二
委
託
中
ナ
リ
）

一
一、
三
二
三
千
円
（土
地
込
）

神
戸
ビ
ル
（現
在
神
戸
業
務
所

二
　
　
″
　
）
　

　

五
九
八
　
　
（土
地
込
）

業
務
所
所
有
分
（京
城
及
上
海
）
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

業
務
所
管
理
委
託
分
（光
、
上
海
等
）
　
　
　
　
　
七
五
九

委
託
手
数
料

二
付
テ

委
託
経
営

ニ
ヨ
ル
損
益
収
支
関
係

ハ
総
テ
委
託
会
社

二
帰
属
シ
、
本
社

ハ
受
託
会
社
タ
ル
北
港
、
ビ
ル
合
併
会
社

二
委
託
手
数
料
ヲ

交
付
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル
モ
、
ソ
ノ
金
額

二
付
テ
ハ
種
々
ノ
問
題
ア
リ
。
詳
細

ハ
後
日
ノ
決
定

二
倹

ツ
ベ
キ
モ
、
原
則
ト
シ
テ
委
託
経

営

二
伴
フ
経
費
ヲ
補
填
シ
、
尚
多
少
ノ
余
裕
ア
ル
程
度
ト
ナ
ス
ヲ
以
テ
足
レ
リ
ト
思
料
ス
。

本
社
厚
生
課
、
総
務
課
所
管
不
動
産

二
付
テ

本
社
厚
生
課
及
総
務
課
所
管
ノ
不
動
産

ハ
、
本
社
所
有
ノ
モ
ノ
ト
本
家
ヨ
リ
賃
借
セ
ル
モ
ノ
ト
ア
リ
、
何
レ
モ
本
社
並
本
家
ヨ
リ
新

会
社

二
委
託
シ
、
所
有
者
ト
シ
テ
ノ
経
営

ハ
新
会
社
ソ
ノ
任

二
当
ル
コ
ト
ト
ナ
ル
。
但
シ
使
用
者
ト
シ
テ
ノ
管
理
経
営

ハ
、
従
来
通

り
本
社
両
課
ノ
担
当
ス
ル
処

ニ
シ
テ
、
コ
ノ
結
果
経
理
的

ニ
ハ
新
会
社
ノ
本
社
並
本
家
受
託
勘
定

二
対
シ
、
本
社
両
課
会
計
ヨ
リ
賃

借
料
ヲ
支
払

フ
コ
ト

ヽ
ナ
ル
ベ
シ
。

本
家
所
有
不
動
産
ノ
処
置

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
三



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
四

本
家
所
有
不
動
産

ハ
、
総
額
六
、
七

一
一
千
円
中
本
社
不
動
産
課

二
委
託
経
営
セ
ル
モ
ノ
四
、
五

一
七
千
円
、
本
家
直
轄
ノ
モ
ノ
ニ
、

一
九
四
千
円
ア
リ
、
前
者

ハ
新
会
社

二
委
託
経
営
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル
モ
、
コ
ノ
機
会

二
新

二
委
託
経
営
ト
ナ
ス
ベ
キ
モ
ノ
或

ハ
従
来

ノ
委
託
ヨ
リ
解
除
ス
ベ
キ
モ
ノ
等
、
個
々
二
付
検
討
ヲ
加
フ
ル
必
要
ア
ル
ベ
シ
。

七
、
住
友
不
動
産
事
業

一
元
化
ノ
ロ
的

住
友
不
動
産
事
業

一
元
化
ノ
ロ
的

ハ
、
第

一
項
方
針

二
於
テ
既
述
セ
ル
如
ク
、
不
動
産
管
理
業
務
ノ
合
理
化
卜
斯
業

二
於
ケ
ル
積
極
的
発

展
ノ
態
勢
ヲ
整
備
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
ア
リ
。
之
ヲ
具
体
的

二
説
明
ス
レ
バ
次
ノ
如
シ
。

１
　
現
有
土
地
、
建
物
管
理
ノ
合
理
化

北
港
、
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
、
本
社
不
動
産
課

ハ
何
レ
モ
現
有
不
動
産
管
理
ヲ
以
テ
主
要
業
務
ト
ナ
ス
。
所
有
不
動
産

ハ
場
所
、
種
類
、

用
途
等
区
々
ナ
ル
モ
、
之
ガ
管
理
ノ
実
態

二
付
テ
ハ
殆
ン
ド
径
程
（註
、
庭
か
）
ナ
キ
ニ
ヨ
リ
、
之
ヲ
三
社
別
々
二
管
理
ス
ル
ヨ
リ
ハ

一
社

二
合
体
シ
テ

一
元
的
管
理
運
営

ヲ
図
ル
方
合
理
的
且
能
率
的
ナ
リ
。

２
　
土
地
建
物
購
入
利
用
ノ
円
滑
化

現
在
営
利
的
見
地
ヨ
リ
不
動
産
ヲ
購
入
ス
ル
コ
ト
ハ
殆
ン
ド
不
可
能
ナ
リ
ト
雖
モ
、
事
業
的
見
地
ヨ
リ
土
地
、
建
物
ヲ
購
入
ノ
必
要

生
ズ
ル
場
合
モ
ア
リ
、
積
極
的
投
資
ノ
対
象
ト
シ
テ
適
当
ナ
ル
不
動
産
ヲ
発
見
シ
得
ル
場
合
モ
皆
無

二
非
ザ
ル
ベ
シ
。
力

ヽ
ル
場
合

資
金
ノ
融
通
ヲ
為
シ
得
ル
点
、
智
識
経
験
ヲ
綜
合
シ
得
ル
点
、
人
的
余
カ
ヲ
捻
出
シ
平
素
ヨ
リ
調
査
活
動
ヲ
為
シ
得
ル
点
等

一
元
化

ノ
効
果
多
大
ナ
リ
ト
認
メ
ラ
ル
。

３
　
連
系
各
社
ノ
不
動
産
取
得
、
土
木
工
事
施
行
ノ

一
貫
的
委
託

工
場
建
設

二
当
リ
テ
ハ
、
土
地
選
定
、
買
収
及
其
後
ノ
諸
般
ノ
土
木
工
事

二
付
、
複
雑
ナ
手
続
卜
専
門
的
ナ
技
術
ト
ヲ
必
要
ト
ス
ル

モ
、
此
等

二
関
シ
連
系
各
社
ヲ
代
行
ス
ル
機
関
ア
レ
バ
便
宜
甚
ダ
多
シ
。
新
会
社
ガ
漸
次
整
備
ス
ル
ニ
伴
ヒ
、
ヨ
ク
カ

ヽ
ル
任
務
ヲ



担
当
ス
ル
ニ
足
ル
実
カ
ヲ
有
ス
ル
ニ
至
ル
ベ
シ
。
又
連
系
各
社
ノ
土
木
工
事
ノ
設
計
監
督

二
付
テ
ハ
、
前
記
工
場
建
設
ノ
場
合
ノ
外

モ
漸
次

一
括
的

二
新
会
社

二
引
受
ケ
シ
ム
ル
様
指
導
ス
ル
コ
ト
必
要
ナ
リ
ト
思
料
ス
。

（資
料
５‐
）

本
社
経
理
部
企
画
課
起
案
　
提
出
　
昭
和
十
九
年
六
月
二
十
九
日
　
決
裁
　
昭
和
十
九
年
七
月
五
日

長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
ヲ
大
阪
北
港
株
式
会
社

へ
譲
渡
ノ
件

左
案

二
依
り
長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
（以
下
長

・
竹

・
事
務
所
卜
略
称
ス
×
欄
外
註
記
、
尚
長

・
竹

・
建
築
事
務
所
及
満
洲
事
務
所
ヲ
　
括
ス
ル

際
ハ
建
築
事
務
所
卜
略
称
ス
）並

二
満
洲
建
築
事
務
所
（以
下
満
洲
事
務
所
卜
略
称
ス
）
ノ
営
業

ヲ
大
阪
北
港
株
式
会
社
（以
下
大
阪
北
港
卜
略
称

ス
）
二
譲
渡
ノ
コ
ト
ニ
御
承
認
相
成
可
然
哉
。

一
、
方
針

住
友
ノ
不
動
産
関
係
事
業
ノ

一
元
化

ヲ
図
り
、
以
テ
不
動
産
管
理
ノ
合
理
化
、
不
動
産
購
入
利
用
ノ
円
滑
化
ヲ
期
ス
ル
タ
メ
、
暴

二
大
阪

北
港
ヲ
シ
テ
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
ヲ
吸
収
合
併
セ
シ
ム
ル
ト
共

二
、
住
友
本
社
並
住
友
本
家
所
有
不
動
産
ノ
経
営
管
理
ヲ
委
託
セ
ン
ト
ス
ル

事
態

二
付
テ
ハ
、
既

二
御
承
認
ヲ
賜
リ
タ
ル
処
、
今
般
更

二
土
木
建
築
ノ
設
計
監
督
ノ

一
体
化
ヲ
図
ル
タ
メ
、
大
阪
北
港

ハ
建
築
事
務
所
ノ

営
業
ノ

一
切
ヲ
譲
受
ケ
、
以
テ
合
同
後
ノ
大
阪
北
港
ヲ
シ
テ
土
地
購
入
ヨ
リ
土
木
、
建
築

二
至
ル

一
貫
的
経
営
ヲ
為
サ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ

ナ
リ
。

二
、
大
阪
北
港

二
対
ス
ル
建
築
事
務
所
ノ
営
業
譲
渡
要
領

１
　
建
築
事
務
所
ノ
営
業
ノ
全
部
ヲ
大
阪
北
港

へ
譲
渡
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

２
　
営
業
譲
渡

二
伴
フ
譲
渡
財
産

ハ
、
有
形
固
定
資
産
、
営
業
権
及
ビ
営
業

二
附
帯
ス
ル
債
権
債
務
ト
ス
。

３
　
建
築
事
務
所

二
於
テ
ハ
、
営
業
譲
渡

二
先
立
チ
、
可
及
的

二
債
権
債
務
関
係
ヲ
整
理
シ
、
且
ツ
譲
渡

二
適
セ
ザ
ル
債
権
債
務

ハ
之
ヲ

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
五



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
六

建
築
事
務
所

二
留
保
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

４
　
営
業
権

ハ
長

・
竹

・
事
務
所
分
、
満
洲
事
務
所
分
ヲ
一
括
シ
テ
、
長

・
竹

・
事
務
所

二
交
付
ス
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
総
額

一
、
三
〇
〇
千

円
ト
ス
。

５
　
長

・
竹

・
事
務
所
ノ
未
収
設
計
監
督
料

ハ
六
〇
〇
千
円
ヲ
限
り
債
権

二
計
上
譲
渡
シ
、
残
余

ハ
無
償
譲
渡
ノ
コ
ト

ヽ
ス
。
（欄
外
註
記
、

但
シ
前
四
半
期
分
並
七
月
．
日
―
九
月
二
０
日
分
ノ
税
金
引
当
金
ハ
除
ク
。）

６
　
譲
渡
ス
ベ
キ
有
形
固
定
資
産
並
前
項
以
外
ノ
債
権

二
付
イ
テ
ハ
、
別
途
細
目
決
定
ノ
コ
ト

ヽ
ス
。

７
　
建
築
事
務
所

ハ
営
業
譲
渡
卜
同
時

二
解
散
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

８
　
建
築
事
務
所
ノ
残
余
財
産

ハ
第
二
項
譲
渡
財
産
ノ
対
価
卜
第
三
項
留
保
財
産
ト
ノ
合
計
額
ナ
リ
。

９
　
建
築
事
務
所
ノ
残
余
財
産
ノ
分
配

二
付
イ
テ
ハ
、
形
式
上
長
谷
部
、
竹
腰
両
氏

二
一
任
ノ
コ
ト

ヽ
ス
。

１０
　
長

・
竹

・
事
務
所

二
対
ス
ル
住
友
本
社
出
資
金

ハ
、
建
築
事
務
所
ノ
残
余
財
産
分
配

二
先
立
チ
之
ヲ
返
還
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

Ｈ
　
建
築
事
務
所
ノ
従
業
員

ハ
、
特
殊
ノ
モ
ノ
ヲ
除
キ
全
員
大
阪
北
港

二
於
テ
引
継
グ
モ
ノ
ト
ス
。

尚
引
継
ノ
条
件
、
形
式
等

二
付
テ
ハ
別
途
決
定
ノ
コ
ト

ヽ
ス
。
（欄
外
註
記
、
別
途
人
事
課
二
於
テ
立
案
ノ
コ
ト
。）

‐２
　
営
業
譲
渡
ノ
期
日
ハ
昭
和
十
九
年
十
月

一
日
ト
ス
。

‐３
　
大
阪
北
港
卜
長

・
竹

・
事
務
所
ト
ノ
間
並
住
友
本
社
卜
長

・
竹

・
事
務
所
ト
ノ
間

二
、
営
業
譲
渡

二
関
シ
夫
々
本
要
領

二
基
ク
契
約

ヲ
締
結
ス
ル
コ
ト

ヽ
ス
。
（欄
外
註
記
、
契
約
二
関
シ
テ
ハ
別
途
仰
裁
ノ
筈
。）

三
、
譲
渡
財
産
及
価
額

（イ
）

有
形
固
定
資
産
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
七
千
円
（簿
価
）

内
訳
　
土
地
（北
浜
五
丁
目
所
在
）
　

　

九
五
千
円
建
物
敷
地



建
物
（北
浜
五
丁
目
所
在
）
　

　

　

四
千
円
建
坪
五
〇
坪
木
造
三
階
建
、

（欄
外
註
記
、
和
歌
山
合
宿
所
簿
価
五
〇
千
円
ハ
住
友
金
属
へ
売
却
ノ
コ
ト
。）

〃

（　
　
　
〃
　
　
　
）
　

　

　

一二
一　
　
建
坪

一
三
八
坪
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建

青
写
真
設
備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇

什
器
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一七
　
　
（欄
外
註
記
、
三
田
倉
庫
三
千
円
ヲ
除
ク
。）

（
口
）

営
業
権
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
〇
０
千
円

（
ハ
）

未
収
入
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上ハ
〇
〇

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
〇
七
七
十
円
（欄
外
註
記
、
暴
ニ
ロ
頭
了
解
ヲ
得
タ
ル
額
卜
事
実
上
ハ
同
額
ナ
リ
。）

四
、
営
業
権
ノ
評
価

長

・
竹

・
事
務
所
ノ
営
業
権
　
　
　
　
　
　
五
〇
０
千
円

未
収
設
計
監
督
料
ノ
現
価
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇

満
洲
事
務
所
ノ
営
業
権
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一五
〇

本
社
出
資
金
返
還
ノ
代
償
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
〇
〇

（イ
）

長

・
竹

・
事
務
所
ノ
営
業
権
五
〇
〇
千
円
算
定
基
礎

純
益
金

一
ヶ
年
分
四
九
０
千
円
（欄
外
註
記
、
過
去
三
ヶ
年
間
ノ
平
均
純
益
）
卜
存
続
期
限
迄
ノ
蓄
積
金
五

一
九
千
円
（欄
外
許
記
、
契
約
期

限
迄
ハ
ニ
ヶ
年
半
ナ
レ
ド
、
業
績
ノ
向
上
等
ヲ
見
込
ミ
、
過
去
三
ヶ
年
間
ノ
蓄
積
金
ト
ス
．）
ト
ヲ
勘
案
シ
、
五
〇
〇
千
円
卜
算
定
ス
。

（
口
）

未
収
設
計
監
督
料
ノ
現
価
五
〇
〇
千
円
算
定
ノ
基
礎

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
七



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
八

現
在
未
収
設
計
監
督
料

ハ
四
、
七
〇
〇
千
円
ア
ル
モ
、
之
ヲ
一
時

〓
受
入
レ
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
レ
バ
、
課
税
額
約
四
、
三
〇
〇
千
円
差

引
手
取
約
四
〇
〇
千
円
（甲
）
ト
ナ
リ
、
亦
之
ヲ
十
年
間

二
分
割
受
入
レ
ノ
コ
ト

ヽ
ス
レ
バ
、
課
税
額
約
四
、
〇
六
〇
千
円
差
引
手
取

約
六
四
０
千
円
（乙
）
ト
ナ
レ
バ
、
依
而
（甲
）
、
（乙
）
ノ
中
間
ヲ
ト
リ
未
収
設
計
監
督
料
ノ
現
価

ヲ
五
〇
〇
千
円
卜
算
定
ス
。

（
ハ
）

満
洲
事
務
所
ノ
営
業
権
二
五
〇
千
円
算
定
基
礎

過
去
三
ヶ
年
ノ
平
均
純
益
ノ
三
ヶ
年
分
二
〇
二
十
円

ヲ
基
礎
ト
シ
、
今
後
ノ
業
績
ノ
向
上
等

ヲ
見
込
ミ
二
五
０
千
円
卜
算
定
ス
．

（欄
外
註
記
、
満
洲
事
務
所
ノ
営
業
権
ハ
本
来
同
事
務
所
二
交
付
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
モ
、
同
事
務
所
ハ
形
式
上
遠
山
久
氏
ノ
個
人
営
業
ト
ナ
リ
居
ル

関
係
上
、
営
業
権
代
金
ヲ
長
谷
部
、
竹
腰
両
氏
二
分
配
ス
ル
ト
キ
、
課
税
問
題
等
種
々
ノ
困
難
生
ズ
ベ
シ
。
依
ツ
テ
長

・
竹

・
事
務
所
ノ
営
業
権
ト

一
括
シ
、
長

・
竹

・
事
務
所
二
対
シ
交
付
ノ
コ
ト
ヽ
ス
ｃ）

（
二
）

本
社
出
資
金
返
還
ノ
代
償
五
０
千
円

建
築
事
務
所

二
対
ス
ル
本
社
出
資
金
五
０
千
円

ハ
、
ソ
ノ
当
初
ノ
出
資
経
緯

二
鑑
ミ
、
本
社
ト
シ
テ
ハ
此
ノ
際
建
築
事
務
所

二
贈
与

ス
ル
ヲ
適
当
ト
ス
ベ
キ
モ
、
斯
ク
ス
レ
バ
ニ
重
課
税
セ
ラ
ル

ヽ
ヲ
以
テ
、
契
約
ノ
通
り
返
還
ヲ
受
ク
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
而
シ
テ
此
ノ
代

償
ト
シ
テ
建
築
事
務
所
ノ
営
業
権
ノ

一
部

二
折
込
ム
コ
ト

ヽ
ス
。

五
、
未
収
入
金
ノ
計
上
（未
収
設
計
監
督
料
ノ
処
置
）

長

・
竹

・
事
務
所

二
於
ケ
ル
未
収
設
計
監
督
料

ハ
現
在
四
、
七
〇
〇
千
円
ノ
巨
額

二
達
ス
ル
モ
、
此
レ
ヲ
回
収
ス
レ
バ
前
項

二
記
セ
ル
如

ク
、
其
ノ
九
割
強
ヲ
税
金
ト
シ
テ
徴
集
セ
ラ
ル
．
サ
レ
バ
未
収
設
計
監
督
料

二
付
テ
ハ
、
税
金
関
係
ヲ
考
慮
シ
、
営
業
権
ノ

一
部

二
折
込
ミ

タ
ル
モ
、
営
業
権

一
、
三
〇
０
千
円

ハ
対
税
務
署
関
係

二
於
テ
万

一
否
認
セ
ラ
レ
ル
ヲ
考
慮
シ
、
之
ガ
予
防
ト
シ
テ
未
収
設
計
監
督
料
ノ
中

六
〇
〇
千
円
ヲ
利
益

二
上
グ
ル
ト
共

二
未
収
入
金

二
計
上
シ
、
債
権
ト
シ
テ
譲
渡
ノ
コ
ト

ヽ
セ
リ
。
尚
残
余
ノ
未
収
設
計
監
督
料

ハ
無
償
譲

渡
ノ
コ
ト

ヽ
ス
。
（欄
外
註
記
、
未
収
設
計
監
督
料
ハ
営
業
譲
渡
卜
同
時
二
各
債
務
者
卜
談
合
ノ
上
新
会
社
二
引
継
グ
コ
ト
ヲ
承
認
セ
シ
ム
ル
コ
ト
．
）



六
、
建
築
事
務
所
ノ
残
余
財
産

ノ
分
配

建
築
事
務
所

ハ
営
業
譲
渡
卜
同
時

二
解
散

シ
、
之

二
伴

フ
残
余
財
産
ノ
分
配

二
付

テ
ハ
長
谷
部
、
竹
腰
両
氏

二

一
任

ス
ル
コ
ト

ヽ
ス
ル
モ
、

両
氏
間
並

二
本
社
、
建
築
事
務
所
間

二
夫

々
締
結
セ
ル
契
約
書
ノ
趣
旨

二
従

ヒ
、　
一
応
分
配

ノ
大
綱

ヲ
推
定

ス
レ
バ
次

ノ
如

シ
。

（
イ
）

長

・
竹

・
事
務
所

ノ
分
（但
昭
和
十
八
年
末

バ
ラ
ン
ス
ニ
依
り
算
出
）

（
１
）

解
散
時

ノ
残
余
財
産

譲
渡
財
産
ノ
代
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
八
二
七
千
円
（欄
外
註
記
、
満
洲
事
務
所
営
業
権
一
五
●
千
円
ヲ
除

ク
。
）

譲
渡
財
産
中
未
収
入
金
六
〇
０
千
円

二
対

ス
ル
課
税
額
（
△
）
　

　

五
三
〇

留
保
財
産

ノ
価
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、　
一
九

一

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一、
四
人
八
千
円

（
２
）

残
余
財
産
ノ
分
配

本
社
出
資
金

ノ
返
還
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
０
千
円

長
谷
部
、
竹
腰
両
氏
折
半
分
配
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
九
五
〇
　
　
（欄
外
註
記
、
本
社
出
資
金
返
還
後
ノ
残
余
財
産
ノ
４

／
５
（契
約
書
ニ
ヨ
ル
じ

従
業
員

二
対

ス
ル
解
散
手
当
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
八
　
　
（欄
外
註
記
、
同
右
ノ
１
／
５

（契
約
書
ニ
ヨ
レ
バ
住

友
本
社
ノ
意
向
二
従
ヒ
処
分
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ド
、
解

散
手
当
二
当
ツ
ル
ヲ
適
当
ト
ス
ベ
シ
．
）

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一、
四
八
八

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
九



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
〇

尚
従
業
員
（現
在
二
〇
〇
名
Ｙ
一対
ス
ル
解
散
手
当

ハ
、
右

ニ
ヨ
レ
バ

一
人
当
り
二
、
五
〇
〇
円
程
度
ナ
レ
バ
、
長
谷
部
、
竹
腰
両

氏
ノ
分
配
金
中
ヨ
リ
ニ
Ｏ
Ｏ
千
円
程
度
ヲ
解
散
手
当

二
廻

ハ
ス
ヲ
可
ト
ス
ベ
シ
。

（
口
）

満
洲
事
務
所
ノ
分

（
１
）

解
散
時
ノ
残
余
財
産

営
業
権
二
五
〇
千
円
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
他

ハ
長

・
竹

・
事
務
所

へ
送
金
ス
ル
ヲ
以
テ
ナ
シ
。

（
２
）

右
ノ
分
配

ハ
長
谷
部
、
竹
腰
両
氏

ニ
テ
折
半
ノ
コ
ト
．

七
、
長
谷
部
、
竹
腰
両
氏
ノ
営
業
譲
渡
後
ノ
手
取
財
産

長

・
竹

・
事
務
所
ヨ
リ
ノ
分
配
　
　
　
　
一
、
九
五
０
千
円

満
洲
事
務
所
ヨ
リ
ノ
分
配
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一五
〇

従
業
員
解
散
手
当
ト
シ
テ
支
出
（△
）
　

　

　

一
一〇
〇

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一、
〇
〇
〇

右
ノ
分
配

二
付
イ
テ
ハ
両
氏

ニ
テ
折
半
ノ
コ
ト
。

八
、
建
築
事
務
所
ノ
営
業
譲
渡
後
ノ
大
阪
北
港
（同
時

二
住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
ヲ
吸
収
合
併
）
ノ
損
益
予
想

（イ
）

損
益
予
想

譲
渡
後
ノ
大
阪
北
港
ノ
損
益
予
想
ヲ
ミ
ル
ニ
、
左
表
ノ
通
り
今
後

二
於
ケ
ル
経
常
年
度
純
益
金

ハ
四
、　
四

一
七
千
円
（対
払
込
純
益

率

一
〇

・
六
％
Ｙ
一
シ
テ
、
税
金
引
当
金
控
除
後
ノ
純
益
金

ハ
ニ
、
六

一
四
千
円
（対
払
込
純
益
率
六

・
三
％
）
ト
ナ
ル
見
込
ナ
リ
．

今
後
ノ
経
常
年
度

二
於
ケ
ル
損
益
予
想

純
益
金
　
　
　
　
　
　
　
　
純
益
率



大
阪
北
港
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
、
〇
四
七
千
円
　
　
　
　
　
　
八

・
七
％

住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
七
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
Ｔ

Ｏ

建
築
事
務
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
王
ハ

建
築
事
務
所
ノ
営
業
譲
受

二
伴
フ
金
利
負
担
（△
）
　

　

　

九
三

総
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
四

一
七
千
円
　
　
　
　
　
一
〇

・
六
％

尚
右
ノ
予
想

二
当
リ
テ
ハ

北
港

二
付
イ
テ
ハ
今
年
ヨ
リ
開
始
セ
ラ
レ
タ
ル
埋
立
地
売
却
ヲ
年
二
万
坪
ト
シ
、
コ
レ
ガ
売
却
差
益

一
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円
ヲ
見
込
ミ
タ

住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
ニ
付
イ
テ
ハ
昭
和
十
九
年
度
見
積
ヲ
基
礎
ト
セ
リ
。

建
築
事
務
所

二
付
イ
テ
ハ
今
後
ノ
建
築
業
界
ノ
趨
勢
、
主
要
得
意
先
タ
ル
住
友
金
属
ノ
エ
場
拡
充

一
段
落
等

ヲ
考
慮
シ
、
昭
和
十
八

年
下
期
実
績
ヲ
基
礎
ト
セ
リ
。
尚
昭
和
十
八
年
下
期

二
於
テ
ハ
利
益
調
節
ノ
タ
メ
、
設
計
監
督
料
ノ
割
戻

一
〇
七
千
円
ア
リ
タ
ル
モ
、

之

ハ
考
慮
セ
ザ
リ
キ
Ｇ

以
上
ノ
如
ク
、
損
益
予
想

ハ
凡
テ
内
輪

二
見
積
リ
タ
レ
バ
、
合
同

ニ
ヨ
ル
運
用
ノ
妙
ノ
発
揮
等

ニ
ヨ
リ
、
実
際

ハ
更

二
好
転
ス
ル
ヲ

予
想
セ
ラ
ル
。

（
口
）

株
主
配
当
予
想

予
想
純
益
ノ
利
益
金
処
分
ヲ
予
想
ス
レ
バ
次
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
、
年
四
分
ノ
配
当

ハ
絶
体
確
実
ナ
リ
。
尚
年
五
分
ノ
配
当
モ
可
能
ナ
リ

ト

考

フ

。

利
益
金
処
分
予
想

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七

一



第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

利
益
金
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
四

一
七
千
円
（対
払
込
純
益
率

一
０

・
六
％
）

納
税
積
立
金
　
　
　
　
　
　
一
、
八
０
三

差
引
利
益
金
　
　
　
　
　
　
一
一、
六

一
四
千
円
（対
払
込
純
益
率
六

・
三
％
）

右
ノ
処
分

法
定
積
立
金
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
　
　
　
利
益
金
ノ
■
０
分
ノ

一

別
途
積
立
金
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇
〇

役
員
賞
与
金
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
０
　
　
　
経
理
統
制
令

ニ
ヨ
ル
法
定
賞
与
額
ヲ
基
準
ト
シ
テ
算
定

株
主
配
当
金
（年
四
分
）
　
　
一
、
六
六
０
　
　
　
（欄
外
許
記
、
株
主
配
当
金
年
五
分
二
、
〇
七
五
千
円
）

後
期
繰
越
金
　
　
　
　
　
　
　
　
四

一
四

九
、
建
築
事
務
所

（
イ
）

設
立
事
情

現
建
築
事
務
所
ノ
前
身
タ
ル
株
式
会
社
長
谷
部
竹
腰
建
築
事
務
所
（公
称
資
本
金

一
〇
〇
千
円
、
払
込
資
本
金
五
〇
十
円
）
ハ
、
昭
和

八
年
六
月
長
谷
部
、
竹
腰
両
氏
ヲ
中
心

二
元
住
友
合
資
会
社
工
作
部
勤
務
ノ
職
員
二
十
七
名

ニ
ヨ
リ
設
立
セ
ラ
レ
、
爾
後
業
界
ノ
好

転
卜
相
倹
チ
住
友
ノ
後
援
ト
ニ
ヨ
リ
業
績
頗
ル
向
上
シ
タ
ル
ガ
、
之
ガ
納
税
額
多
額

二
上
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
之
が
対
策
ト
シ
テ
昭
和

十
二
年

一
月
二
十

一
日
建
築
事
務
所

ハ
株
式
会
社
組
織
ヲ
個
人
経
営

二
変
更
シ
、
今
日
二
及
ベ
リ
。

（
口
）

住
友
本
社
卜
建
築
事
務
所
ト
ノ
関
係

両
者
ノ
関
係

ハ
、
住
友
本
社
ガ
建
築
事
務
所
ト
ノ
間

二
契
約
ヲ
締
結
シ
、
所
謂
匿
名
組
合
ノ
出
資
者
的
立
場

ニ
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

即
チ
長
谷
部
、
竹
腰
両
氏
間

二
民
法
上
ノ
組
合
契
約
ヲ
締
結
シ
、
此
ノ
組
合

二
対
シ
住
友
本
社
ガ
匿
名
組
合

ヲ
締
結
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ

七
七
二



シ
テ
、
両
氏
ノ
組
合
タ
ル
建
築
事
務
所
ガ
営
業
所
ト
ナ
リ
、
住
友
本
社
ガ
匿
名
組
合
員
ト
シ
テ
出
資
ノ
態
ヲ
取
り
居
ル
モ
ノ
ナ
リ
ｃ

（
ハ
）

資
産
業
績

二
関
シ
テ
ハ
添
付
ノ
表
（註
、
略
）
ヲ
御
参
照
ノ
コ
ト
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

七
七
三



～19年 )

19年18年

(住友 )

(小倉 )

(古 田)

(古 田)

(岡橋 )

(大屋 )

(春 日)

(三村 )

(北沢 )

(田 中)

(小林 )

(吉 田)

(河井 )

(吉 田)

(大島)

(河井 )

第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

1  4.27

● 4.27

3.20-

-3.20

10.30

(小倉 )

(古 田)

(古 田)

(北沢)

(田 中)

(河井 )

(岡橋 )

(大屋 )

(春 日)

(三村 )

(北沢 )

(小林 )

(吉 田)

(梶井 )

(古 田)

(田 中)

(河井 )

(大 島)

(河井 )

(田 中)

(小林 )

1       9.15-―→

―――――→ 10.30

10.30-
七
七
四

-10.30



(付表 1)株式会社住友本社幹部一覧表 (昭和16

就任年月日 1 昭和16年 17年

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

代表取締役社長

代表取締役

取 締 役

監 査 役

住友吉左衛門

小倉 正恒

吉田俊之助

古田俊之助

岡橋 林

大屋 敦

春日 弘

三村 起一

北沢敬二郎

田中 良雄

小林晴十郎

吉田 貞吉

河井昇三郎

吉田 貞吉

大島 堅造

河井昇三郎

S12.3.1

S12.3.1

S12.3.1

S15. 4.24

S15. 4.24

S15. 4.24

――→ 4.2
14.2

-一→ 4.2

9.ユ

4.28

4.28

4.28

4.27-―――――――

S15. 4.24

S15. 4.24

総 理 事

専 務 理 事

常 務 理 事

人 事 部 長

経 理 部 長

小倉 正恒

古田俊之助

S5.812-―→ 4.2

事

古田俊之助  S13.
北沢敬二郎

田中 良雄

河井昇三郎

岡橋 林

大屋 敦

春日 弘

三村 起一

北沢敬二郎

/1ヽ 本本日青―卜15

吉田 貞吉

梶井 剛

古田俊之助

田中 良雄

河井昇三郎

大島 堅造

河井昇三郎

田中 良雄

14.2
1.20-4. 2

1 4.4
14.4

S15.2.7

S15. 4.15

S15. 4.15

1 1-

1.l―●4.4

S15.9.2(兼 )● 1.1

1 1.1→ 4.4

4.4

S12. 9.25-4. 4
4.4

1. 1-― ― ― ― ― ― ―

9.1-

事

七
七
五

/1ヽ 林日青一「 貴F    S15. 8.14



18年 19年

10.30-

1  1. 6(ラ 長)――――■――)6.29

1             1    6.29-
■ 1.6   1

-11.15‐      11.15

■―――――, 9.10  1

1 7 1→ 10 1 1

1   10.1-→ 2.1

1・ 6.1  1
1   6.1-――→ 2.1

-―●8.2  ‐

(河井)

(松井 )

(北沢)

(小林 )

(佐伯 )

(芦 沢 )

(栗原 )

(高橋 )

(高橋 )

(大 田)

(加賀山)

(今沢 )

(佐藤 )

(近藤 )

(柴 田)

(平賀 )

(平賀 )

第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

(昭和16～ 19年 ) S=昭 和

17年 18年 19年

7.30-'10.30

7.30

10.30

.30    1

.30    1

11.21-●

11.21 1・

11.21→

11.21 ●

11.21-→

(岡橋 )

(岡橋 )

(大島)

(十亀 )

(野 田)

(大島)

(十亀 )

(原 田)

(永 田)

(丸 山)

(林 )

(北沢 )

(竹腰 )

(林 )

(池 田)

(黒 田)

(別 宮 )

10.30-

七
七
六

2.26



就任年月日 1 昭和16年 17年

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

経 理 部 長

総 務 部 長

東京支社長

東京支店長

東京販売店支配人

東京業務所長

鴻之舞鉱業所長

国富鉱業所長

朝鮮鉱業所長

林業所支配人

林 業 所 長

河井昇三郎

松井 孝長

北沢敬二郎

小林晴十郎

佐伯 正芳

芦沢 進

栗原 徹

高橋 浩

高橋 浩

大田 鉄造

加賀山 一

今沢 義重

佐藤 胸治

S15. 8.14-4
1 4.

S15. 4.15

S13.1.7-――■――→ 8.12

1   8.12

S15.12 5-―――■―――, 7. 1

1   7.1

近藤 次彦  Sll.10.1

柴田喜一郎

平賀 五郎  S8.12.ll
平賀 五郎

(付表 2)連系会社・特定関係会社幹部一覧表

就任年月日 1 昭和16年

七
七
七

住友銀行社長

ク  専務取締役

常務取締役

大阪北港常務取締役

住友土地工務社長

ク    専務取締役

″    常務取締役

住友電気工業社長

1        11.17-

S15. 2. 7-11.17
岡橋 林

岡橋 林

大島 堅造

十亀 盛次

野田 哲造

大島 堅造

十亀 盛次

原田 精市

永田 哲三

丸山徳三郎

林 千秋

北沢敬二郎

竹腰 健造

林 千秋

池田 吉彦

黒田作之進

別宮 貞俊

S7.3.10

S9.35

S15. 1.18

1.13-―――――――



17年 19年18年

-2.26

-9・1         10.

(別官 )

(別宮 )

(西 田)

(増 田)

(中 村 )

(稲井 )

(中 村 )

(占部 )

(細谷 )

(細谷 )

(細谷 )

(森 田)

(西池 )

(笹尾 )

(松井 )

(北沢 )

(大屋 )

(吉 田)

(小林 )

(大屋 )

(続 )

(続 )

(中 尾 )

(島村 )

(宗像 )

(松井 )

(北沢 )

(松井 )

(小松 )

(加納 )

(村上 )

(今井 )

(福 山)

(今井 )

(粕谷 )

(福 山)

(斎藤 )

(粕谷 )

-5.25    1
6.11-

12.15-

12.15 1

12.15-
11.29■―――●5. 1

第
三
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

1        12.231-――――――●11.29

-12.23 112.23
12.231'1.16        1

1 1.16-― ―――――■―――●5. 1

6.29-――――)

2.25-
2.25

2.25-
6.29-

1.16

1.16

115-● 6.30

1.15

6.30

6.30

七
七
八2.15-

2.15



就任年月日 1 昭和16年

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

住友電気工業専務取締役

常務取締役

日本板硝子社長

″   常務取締役

住友倉庫社長

″  専務取締役

″  常務取締役

住友ビルデイング常務取締役

住友化学工業社長

副社長

専務取締役

常務取締役

住友生命保険社長

S10. 7.31

S14. 8.15

S13. 1.17

S15. 8.14

S15. 8.14(ラ 機)-4. 5
1 4.5-―――一一

1     11.1-

S8.12.1-11・ 1

S13. 2.10

S14. 7.13

1  1.15-

-1.15

Sll.5.9-4.4
1 4.4-―――――

専務取締役

常務取締役

別宮 貞俊

別宮 貞俊

西田 正一

増田 熙

中村 文夫

稲井 動造

中村 文夫

占部 保

細谷庄三郎

細谷庄三郎

細谷庄三郎

森田 嘉雄

西池 成輝

笹尾 順造

松井 孝長

北沢敬二郎

大屋 敦

吉田 貞吉

/1ヽ林日青十郎

大屋 敦

続  琥

続  琥

中尾 新六

島村 計治

宗像 秀雄

松井 孝長

北沢敬二郎

松井 孝長

小松 正則

加納 純一

村上 摂郎

今井 卓雄

福山善治郎

今井 卓雄

粕谷 善一

福山善治郎

斎藤 洲司

粕谷 善一

S12. 2.27

S12.11.29

S12.11.29

七
七
九

住友信託社長

″  専務取締役

″  常務取締役

S13. 6.22-― ―――■
'1.22

6.21-



17年 18年 19年

8.3

8. 3-● 10.28

■―一→ 9.21(S18.4.1住友共同電力と

9.21

10.28-)

改称 )

5.5-――→

5.5

(能瀬)

(遠藤)

(斎藤)

(吉田)

(藤井)

(藤井)

(柴田)

(柴 田)

(4ヽ山)

(小島)

(久保田)

(伊庭)

(柴田)

(伊庭)

(久保田)

(芦沢)

(月 関ヽ)

(芦沢)

(小関)

(梶井)

(梶井)

(佐伯)

(佐鳥)

(丹羽)

(佐伯)

(馬場)

(進藤)

(土屋)

(大屋)

(矢部)

(矢部)

(山 崎)

(古田)

(佐伯)

(河本す)

(佐伯)

(河本す)

(小関)

第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

1 2. 1-― ――――――■●3.28

-2.1 3.28

3.28

3.26-――――――■,3.28

1 3.28-
3.28-

1  3.28-
1     5.31-

1.26-' 7.27

7.27

●1.26

-2.20        1

1              1                2.23-

■1.27(S18.2.20住友通信工業と改称)

2.18 2.23

1      11.111-― ― ― ― ― ― ― ― ― →

(S17.1127土 肥鍍業と改称)一二―→ 5.30

-11.181
1 1.4

-―――――――→ 1.4

→2.10       1

210-――――――――|――――――●7.31

1                   8.

■ 210       .
‐ 2.10-8.

4. 1-――――――→

七
八
〇

1.20-



就任年月日 1 昭和16年

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

住友信託常務取締役

四國中央電力専務取締役

住友共同電力専務取締役

四國中央電力常務取締役

住友海上火災保険社長

専務取締役

常務取締役

大阪住友海上火災保険副社長

″         常務取締役

大日本鍍業社長

ク   専務取締役

ク   常務取締役

住友通信工業社長

日本電氣専務取締役

住友通信工業専務取締役

日本電気常務取締役

住友通信工業取締役

土肥金山専務取締役

静狩金山専務取締役

住友アルミニウム製錬専務取締役

常務取締役

満洲住友金属工業専務取締役

ク     常務取締役

住友機械工業社長

能瀬 茂人

遠藤 歌三

斎藤繁太郎

吉田 貞吉  S13.1.29

藤井敬三郎

藤井敬三郎

柴田 丈夫

柴田 丈夫

小山卓次郎

小島 禄郎

久保田茂一

伊庭 勝弥

柴田 丈夫

伊庭 勝弥

久保田茂一

芦沢 進

小関 良平

芦沢 進

S15.4.1

S14. 4.26-― ―――■――)5. 1

5.16-―――

5.16-―――

小関 良平  S13.6.27
梶井 剛

梶井 岡1

佐伯 長生

S13. 7.30

佐鳥 仁左  S13.1.10

丹羽保次郎

佐伯 長生

馬場 隆重

進藤淳之佑  Sll.10.1

4.9-

七
八

一

土屋 裕

大屋 敦

矢部 忠治

S15.12. 5

矢部  忠7台   S13 1.31

山崎 武二

古田俊之助  S9.9.17
佐伯 正芳

河村 龍夫

佐イ自 Itt   S9.9.17
河村 龍夫

小関 良平

S13.11.4(兼)―→ 5.6



17年 18年 19年

0.1

5.5-――→

(三村 )

(4ヽ関)

(宮川)

(小 関)

(西池 )

(春 日)

(春 日)

(木下 )

(吉成 )

(松 田)

(久 島)

(松 田)

(佐伯 )

(川 本 )

(柳沢 )

(明 田)

(中 川路 )

(菊池 )

(丸 山)

(杉本 )

(三村 )

(三村 )

(荒川 )

(飯 田)

(荒川 )

(飯 田)

(群嶋 )

(向野 )

(畠 山)

(近藤 )

(八 田)

(鮫島)

(続 )

(源 間)

(松井 )

(佐藤 )

(平賀 )

(平岩 )

1        10. 1‐ 1.20

-3.20        1
1 3.20→ 10. 1  1

第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

6.5

5.27

5.27

■ 1.15

■●318

1 2.10

8. 1-527

5.27

5.27

5.27-● 6.29

5.27

5.27

11.29-
11.29-

1.5→10.1

1.5

5.31-

8.2

10.1

2.1-―一―――→

5.31-

-5.29
2.31

1          12.31

2.25-――――――■―――――――)12.31

1         12.31-
(S17.7.1住友ボルネオ殖産と改称)一――一―→

(S19.10.30日 本法人設立、買収)

七
八
二



就任年月日 1 昭和16年

第
二
部

住友機械工業専務取締役

″   常務取締役

住友金属工業社長

専務取締役

常務取締役

三村 起一

月ヽ関 良平

宮川 清

小関 良平

西池 成輝

春日 弘

春日 弘

木下 亮吉

吉成 宗雄

松田 孜

久島 精一

松田 孜

佐伯 正芳

川本 良吉

柳沢 七郎

明田 重義

中川路貞治

菊池 一雄

丸山 五男

杉本 修

三村 起一

三村 起一

荒川 英二

飯田弥五郎

荒川 英二

飯田弥五郎

群嶋 正治

向野 義夫

畠山 政司

近藤 次彦

八田 楢雄

鮫島 龍雄

続  琥

源間 保三

松井 虎太

佐藤 卓二

平賀 五郎

平岩 井一

S13. 1.31

S13. 1.31

S13. 120

S15.3.5

S13. 1.20

1        10.20-

-10.20

5.26-

1        11. 1-

S12.6.21-――■―――――→11.1

株
式
会
相:

住
友
本
社

住友鍍業社長

ク  専務取締役

常務取締役 S12. 6.21

S15. 4.15

S15. 4.15

S15. 4.15

北支産金常務取締役

熱河蛍石鍍業専務取締役

″   常務取締役

スランデン殖産専務取締役

S15. 4.25

10. 3-

七
八
三

11.21

11.21常務取締役



17年 19年18年

11.26             (矢音5)

1 2.5-―――'(佐鳥)

11.26        (射 場 )

12.5-― ―一● (松野 )

14.13-一一―● (荒川)

4.13¬●11.30  (神 田)

11.30→ (西村 )

14.13-―一―'(中沢 )

14.13-――¬● (赤木)

14.13-    (吉 田)

1  5.1-― → (斎藤 )

1   5.1-   (平 賀 )

1  5.1-― →  (甲 田)

5.1-―→ (池知 )

第
二
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（中
）

七
八
四



就任年月日 : 昭和16年

第
二
部
　
株
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住
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（中
）

註（
１
×
２７
）

昭
和
五
十
七
年
卜
二
月
八
日
野
田
哲
造
氏
談
。

（
２
）

矢
部
貞
治

『近
衛
文
麿
』
下
（同
伝
記
編
纂
会
　
昭
和
二
十
七
年
）

二
〇
九
―
二

．
二
頁
。

栂
井
義
雄

『
小
倉
正
恒
伝

・
古
田
俊
之
助
伝
』

（東
洋
書
館
　
昭
和
二

十
九
年
二

八

一
―

一
九
〇
頁
。

（
３
）

原
田
熊
雄
述

『
西
園
寺
公
と
政
局
』

第
八
巻
（岩
波
書
店
　
昭
和

二
十
七
年
￥

一九
五
頁
。

（
４
）

小
倉
正
恒
伝
記
編
纂
会
編

『
小
倉
正
恒
』
（同
会
　
昭
和
四
十
年
）

二
九

一
頁
。

（
５
）

昭
和
五
十

一
年
七
月
ニ
ト
ニ
日
香
川
修

一
氏
談
。

三
菱
社
誌
刊
行
会
編

『
三
菱
社
誌
』

３８
昭
和

一
四
―

一
七
年
（東
京
人

学
出
版
会
　
昭
和
五
十
六
年
と

七
八
六
、　
一
七
八
七
頁
。

（
６
）

昭
和
五
十
七
年
卜
二
月
八
日
元
住
友
本
社
人
事
部
人
事
課
勤
務
梅

本
正
巳
氏
談
。

（
７
）

松
井
聡

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
想

ひ
出
」
「
春
日
弘
氏
追
懐

録
』
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
　
昭
和
四
十
九
年
）

（
８
）

中
村
隆
英

・
原
朗

「経
済
新
体
制
」
（
Ｈ
本
政
治
学
会
編

『
「近
衛

新
体
制
」
の
研
究
』
岩
波
書
店
　
昭
和
四
十
八
年
）

（
９
）

美
濃
部
洋
次

『戦
時
経
済
体
制
講
話
』
（橘
書
店
　
昭
和
十
七
年
）

八
四
貞
。

（
１０
）

前
掲
栂
井

『小
倉
正
恒
伝

・
占
田
俊
之
助
伝
』
二
〇

一
頁
。

七
八
六

（
Ｈ
）

『
井
華
』
第
三
号
（住
友
本
社
人
事
部
厚
生
課
　
昭
和
十
七
年
二

月
）

（
‐２
）

安
藤
良
雄
編
著

『
昭
和
経
済
史

へ
の
証
言
』

中
（毎
日
新
聞
社

昭
和
四
十

一
年
二

一
一
一頁
．

（
‐３
）

『帝
国
鉱
業
開
発
株
式
会
社
史
』
（同
社
　
昭
和
四
十
五
年
二

，
一

九
貞
。

（
‐４
）

三
井
文
庫

『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
二
巻
下

（
財
団
法
人
‥
井
文

庫
　
平
成
十
三
年

二
二
五
五
頁
。

（
‐５
）

『住
友
銀
行
八
十
年
史
』
（株
式
会
社
住
友
銀
行
行
史
編
纂
委
員
会

昭
和
五
卜
四
年
￥

一五
〇
―
三
五
二
頁
。

『
住
友
銀
行
百
年
史
』
（株
式
会
社
住
友
銀
行
　
平
成
十
年
Ｙ

九

一
―

一
九
二
貞
ｃ

（
‐６
）

野
田
哲
造

「
私
の
歩
ん
だ
道
」

４５
（昭
和
六
十
年
十
二
月
十
四
Ｈ

付
伊
勢
新
聞
）

（
‐７
）

昭
和
六
十

一
年
十
月
十
六
日
野
田
哲
造
氏
談
。

（
‐８
）

源
氏
鶏
太

「自
伝
抄

・
鎮
魂
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」

（略
和
三
十
七
年

九
月
十
四
、
十
六
、
十
七
日
付
読
売
新
聞
）
。

（
‐９
）

大
島
堅
造

『
回
想
の
八
十
年
』

（
日
本
経
済
新
聞
社
　
昭
和
四
十

五
年
Ｙ

一人
、
三
七
頁
。

（
２０
）

『住
友
銀
行
史
』
（同
編
纂
委
員
　
昭
和
三
十
年
Ｙ
一五
二
頁
。

（
２‐
）

住
友
金
属
決
算
報
告
説
明
書
昭
和
十
八
年
下
期
。



（
２２
）

『
社
史
　
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
』
（同
社
　
昭
和
三
十
六
年
）

三
〇
四
―
三
〇
七
頁
。

（
２３
）

日
向
方
齊

『
私
の
履
歴
書
』

（日
本
経
済
新
聞
社
　
昭
和
六
十
二

年
）
六
四
―
六
六
頁
。

（
２４
）

三
菱
社
誌
刊
行
会
編

『
三
菱
社
誌
』

３９
昭
和

一
八

・
一
九
年
（東

京
大
学
出
版
会
　
昭
和
五
十
六
年
】
一〇
六
三
頁
。

（
２５
）

前
掲

『
三
井
事
業
史
』

本
篇
第
二
巻
下
三
四
六
頁
。　
こ
の

「統

理
」
は
株
式
会
社
三
菱
本
社
の
定
款
に
な
ら
つ
て
採
用
さ
れ
た
言
葉
で

あ
る
旨
明
言
さ
れ
て
い
る
。

（
２６
）

昭
和
五
十
年
六
月
十
七
日
野
田
哲
造
氏
談
。

（
２８
×
３３
）

昭
和
五
十

一
年
七
月
二
十
二
日
平
塚
正
俊
氏
、
香
川
修

．
氏

談
。

（
２９
×
３‐
×
３２
）

昭
和
四
十

一
年
十

一
月
ニ
ト
六
日
北
沢
敬
二
郎
氏
談
。

（
３０
）

北
沢
敬
二
郎

「私
の
履
歴
書
」
「
私
の
履
歴
書
』
第
二
十
七
集

日
本
経
済
新
聞
社
　
昭
和
四
十

一
年
ヱ
全
ハ
頁
。

（
３４
）

持
株
会
社
整
理
委
員
会
調
査
部
第
一
．課
編

『
日
本
財
閥
と
そ
の
解

体
」
（同
委
員
会
　
昭
和
二
十
六
年
二

一
九
―

一
二

．
頁
．

（
３５
）

伊
牟
□
敏
充
編
者

『
戦
時
体
制
下
の
金
融
構
造
』

（日
本
評
論
社

平
成
二
年
Ｙ
工
全
ハ
頁
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（
３６
Ｘ
３９
×
４２
）

株
式
会
社
住
友
本
社

「投
資
会
社
調
」

（連
系
会
社

・

関
係
会
社
）
１
。

（
３７
）

『
日
本
カ
ー
バ
イ
ド
エ
業
二
十
年
史
』
（同
社
　
昭
和
三
十
二
年
）

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

二
三
、
二
四
頁
。

（
３８
）

『
日
本
金
融
史
資
料
』
昭
和
編
第
二
十
四
巻
（
日
本
銀
行
調
査
局

昭
和
四
十
八
年
）
四

一
四
頁
。

（
４０
×
４‐
）

「住
友

の
鉱
山
及
農
林
業
」
（住
友
本
社
経
理
部
　
昭
和
十
九

年
）

（
４３
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（銀
行

・
鉄
道
）
７
。

『
広
島
銀
行
創
業
百
年
史
』
（同
行
　
昭
和
五
十
四
年
と

一五
三
―
三
Ｉ

八
頁
。

（
４４
）

『伊
予
合
同
銀
行
十
年
史
』
（同
行
　
昭
和
二
十
六
年
ヱ
ハ
五
―
七

四
真
。

（
４５
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
７
。

堀
和
生

「朝
鮮
に
お
け
る
普
通
銀
行
の
成
立
と
展
開
」
「
社
会
経
済
史

学
』
四
卜
九
巻

一
号
）

（
４６
×
５９
）
‐
（
６‐
×
６４
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」

（機
械

・
ホ
テ
ル

・
信

託
）
４
。

（
４７
）

『住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
百
年
史
』
（同
社
　
平
成
七
年
）

二
八
四
―
二
九
〇
頁
。

（
４８
）

『
５０
年

の
あ
ゆ
み
』
（近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社
　
昭
和
三
十
五

年
と

一〇
頁
。

（
４９
）

『小
田
急
五
十
年
史
』
（小
田
急
電
鉄
株
式
会
社
　
昭
和
五
十
五

年
二

七
八
―

一
八
　
頁
。

（
５０
）

『東
京
急
行
電
鉄
５０
年
史
』
（同
社
　
昭
和
四
十
八
年
Ｙ

Ｉ
２

１

七
八
七
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二
六
四
頁
。

（
５‐
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
７
。

『鉄
路
五
十
年
』
（京
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
　
昭
和
三
十
五
年
Ｙ
一九

八
―
三
０
三
頁
。

（
５２
）

前
掲

『東
京
急
行
電
鉄
５０
年
史
』
二

一七
、
二
一
八
頁
。

（
５３
×
５４
×
５６
×
５８
×
７０
×
７‐
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」

（鉱
業
　
土
地

建
物
）
３
。

（
５５
）

『
わ
が
社

の
あ
ゆ
み
』
（住
友
石
炭
鉱
業
株
式
会
社
　
平
成
二
年
）

一
四
六
真
。

（
５７
）

住
友
化
学
工
業
社
史
未
定
稿

「住
友

と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
国
産

化
」
（同
社
　
昭
和
二
十
九
年
）

（
６２
）

梶
井
剛

『
わ
が
半
生
』
（昭
和
四
十
三
年
）
〓
二

頁
。

（
６３
）

野
添
憲
治

『幻
の
本
造
船
―
松
下
造
船
能
代
工
場
―
』

（能
代
文

化
出
版
社
　
平
成
十

一
年
）

（
６５
）
‐
（
６８
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（化
学
）
５
ｃ

（
６９
）

蘇
崇
民

『満
鉄
史
』
３
早
書
房
　
平
成
十

一
年
）
四
七
七
、
四
七
八

頁
．

（
７２
）

河
井
昇
二
郎

「追
慕
の
記
」
「
中
橋
武

．
』
　

昭
和
四
十

一
年
）

（
７３
）
‐
（
８５
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（電
気
瓦
斯

・
保
険
　
木
材
）
８
。

（
８６
）
‐
（
９‐
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（船
舶

・
雑
）
６
。

（
９２
）

「住
友
金
属
工
業
五
十
年
史
（未
定
稿
ご

第
八
分
冊
（昭
和

一
●
―

．
エハ
）

七
八
八

（
９３
）

「
河
上
弘

一
回
想
録
」
（河
Ｌ
弘

一
記
念
事
業
Ｌ
話
人
会
　
昭
和
三

卜
三
年
）
四
七
九
頁
。

（
９４
）

小
倉
正
恒

「
戦
金
時
代
の
北
謙
治
君
」

（北
謙
治
追
悼
録
編
集
委

員
会
編

『
北
謙
治
追
悼
録
し

（
９５
）

竹
内
博

「
北
さ
ん
の
思
い
出
」
（同
前
）

（
９６
）

昭
和
五
十
七
年
十

一
月
一
十

一日
野
田
哲
造
氏
談
．

（
９７
）

『
住
友
銀
行
八
十
年
史
』
（同
行
行
史
編
纂
委
員
会
　
昭
和
五
十
四

年
Ｙ

ゴ
≡
一頁
．

（
９８
×
‐００
Ｘ
ｌ０１
×
１０５
）

前
掲

「投
資
会
社
調
」
（連
系
会
社

・
関
係
会
社
）

（
９９
×
‐０２
）

昭
和
五
十

一
年
〓
一月
八
日
神
田
勇
吉
氏
及
び
大
沢
忠
蔵
氏
談
。

（
醐
）

大
屋
敦
目
記
昭
和
十
九
年
十

一
月
二
十
二
日
．

西
村
幸
二
郎

「安
東
軽
金
属
に
ま
つ
わ
る
公
私
の
想
い
出
」
「
安

東
軽
金
属
回
想
録
」
所
収
）
。

（
‐０４
）

住
友
金
属
工
業

「決
算
報
告
説
明
書
」
昭
和
十
八
年
ド
期
。

（
‐０６
）

大
屋
敦

『
日
本
産
業

へ
の
愛
着
』

（社
団
法
人
化
学
経
済
研
究
所

昭
和
三
十
六
年
）
四
二
頁
。

（
‐０７
）

竹
腰
健
造

『
幽
泉
自
叙
』

一
七
六
、　
一
七
七
頁
（創
元
社
　
昭
和

五
十
五
年
）
。



第
四
章

株
式
会
社
住
友
本
社

↑
）

―

昭
和
二
十
１
二
十
七
年

―

目
　
　
次

最
高
司
令
部
の
財
閥
解
体
方
針
と
住
友
本
社
の
対
応

［
一　
敗
戦
に
至
る
ま
で
の
住
友
本
社
の
動
向

０
　
住
友
本
社
の
戦
後
復
興
方
針
の
対
応

日
　
最
高
司
令
部
当
局
者

へ
の
接
触

四
　
住
友
本
社
自
身
に
よ
る
解
体
案

の
作
成

住
友
本
社
の
解
散
と
連
系
会
社
及
び
住
友
家
の
対
応

［
　
住
友
本
社
の
解
散

１
　
住
友
本
社
の
事
実
上
の
解
散

２
　
正
式
解
散
に
至
る
ま
で
の
折
衝

口
　
連
系
会
社
の
対
応

１
　
連
系
会
社
の
経
常
管
理
組
織
の
改
編

２
　
連
系
会
社
幹
部
の
更
迭

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

四
に)(→   四)|コ に)(→ (三 )

住
友
家
の
対
応

１
　
財
産
税
の
納
付
と
住
友
家
資
産
の
激
減

２
　
住
友
家
と
連
系
会
社
と
の
関
係

住
友
本
社
解
散
後

の
現
業
部
門
の
動
向

販
売
部
門

・
日
本
建
設
産
業
（旧
住
友
土
地
工
務
）
か
ら
住
友
商
事

ヘ

鉱
山
部
門

・
井
華
鐘
業
（旧
住
友
銭
業
）
か
ら
住
友
金
属
鉱
山

ヘ

林
業
部
門

。
第
二
会
社
林
業
六
社
か
ら
住
友
林
業

へ

不
動
産
部
門
　
第
二
会
社
泉
不
動
産
か
ら
住
友
不
動
産

へ

財
閥
商
号
と
企
業
統
治

住
友
商
号

へ
の
復
帰

住
友
本
社
解
散
に
伴
う
連
系
会
社
の
企
業
統
治

七
八
九
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（下
）

七
九
〇

最
高
司
令
部

の
財
閥
解
体
方
針
と
住
友
本
社

の
対
応

０
　
敗
戦
に
至
る
ま
で
の
住
友
本
社
の
動
向

昭
和
十
八
年
四
月
開
催
の
こ
れ
が
最
後
と
な

っ
た
主
管
者
協
議
会

の
冒
頭
、
総
理
事
古
田
俊
之
助
は
前
年

の
会
議
中
（四
月
卜
八
日
）
に
ア

メ
リ
カ
空
軍
の
Ｂ
２５

一
三
機
が
大
平
洋
上
の
空
母
か
ら
発
進
し
日
本
本
土
（東
京

・
名
古
屋

・
神
一こ

を
初
空
襲
し
た
こ
と
に
ふ
れ
、
次

の
よ
う

に
早
く
も
米
国
が
日
本
本
土
攻
撃
の
準
備
を
完
了
し
た
と
称
し
て
い
る
と
警
告
し
た
。

然
モ

一
方
敵
米
国
ハ
御
承
知
ノ
通
り
、
昨
年
来
極
メ
テ
厖
大
ナ
戦
備
ノ
生
産
計
画
ヲ
樹
テ
マ
シ
テ
、
コ
レ
ガ
実
現

二
狂
奔
致
シ
テ
居
リ

マ
シ
タ
ガ
、
昨
今

二
至
リ
マ
シ
テ
、
情
報

二
依
ル
ト
大
体
ソ
ノ
ロ
的
ヲ
達
成
致
シ
マ
シ
テ
、
我
国

二
対
ス
ル
攻
撃
準
備
ヲ
大
体
終
了
致

シ
タ
ト
云
フ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
。

伝

ヘ
ル
所

二
依
レ
バ
、
航
空
機
ノ
如
キ
ハ
最
初
ノ
年
六
万
台
ヲ
一
二
万
台

ニ
ロ
標
ヲ
替

エ
テ
居
ル
。
或

ハ
船
舶

ハ
一
ヶ
月

一
〇
〇
万
屯
、

鋼
鉄

ハ
八
五
〇
〇
万
屯
卜
豪
語
致
シ
テ
居
リ
マ
ス
。
然
シ
テ
彼
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
ハ
先

二

「直
接
東
京

二
達
ス
ル
道

ハ
数
多
ア
リ
」
卜
暴

言
ヲ
吐
キ
、
又

「支
那
大
陸
カ
ラ
ロ
本
軍
ヲ
駆
逐
ス
ル
タ
メ
、
支
那
ノ
上
空
拉
日
本
ノ
上
空

二
於
テ
或
種
ノ
計
画
ヲ
持
ツ
テ
居
ル
」
ト

豪
語
致
シ
テ
居
リ
マ
ス
。

必
ズ
シ
モ
吾
ヲ
威
嚇
ス
ル
空
宣
伝
デ
ア
ル
ト
考

ヘ
ル
訳

ニ
ハ
行
カ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
或
程
度
ノ
実
現
性
ガ
ア
ル
ト
考

ヘ
ナ
ケ
レ
バ

ナ
ラ
ン
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
昨
日
ノ
外
電

ニ
ハ

「
日
本
空
襲
ノ
準
備
成
レ
リ
」
ト
ノ
放
送
ガ
或
方
面
カ
ラ
出
タ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
参
謀
長
カ

ラ
聞
イ
タ
許
リ
デ
ア
リ
マ
ス
。



昭
和
十
九
年
十

一
月
、
す
で
に
そ
の
以
前
か
ら
中
国
基
地
か
ら
の
Ｂ
２９
に
よ
る
北
九
州
爆
撃
が
開
始
さ
れ
て
い
た
が
、
古
田
総
理
事

の
警

告
通
リ
マ
リ
ア
ナ
基
地
か
ら
の
本
格
的
な
日
本
本
土
空
襲
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
住
友
本
社
は
十

一
月
十
七
日
大
阪
地
区
に
戦
時

総
力
会
議
事
務
局
長
（本
社
常
務
理
事
経
理
部
長
）河
井
昇
三
郎
を
総
本
部
長
と
す
る
大
阪
地
区
防
衛
総
本
部
を
設
置
し
た
（資
料
１
）。

ア
メ
リ
カ
空
軍
の
本
土
空
襲
に
よ
る
住
友
各
社
の
被
害
は
資
料

「住
友
各
社
空
襲
被
害
状
況
」
に
よ
れ
ば
、
住
友

の
主
力
工
場
の
う
ち
、

住
友
金
属
は
伸
銅
所
（昭
和
二
十
年
六
月
一
日
、
七
月
二
十
四
日
、
被
害
状
況
八
二
％
）
、
製
鋼
所
（六
月

一
日
、
同
一
三
％
）
、
鋼
管
製
造
所
（六
月
一

日
、
同
一
四
％
）
、
プ
ロ
ペ
ラ
製
造
所
（六
月
十
五
日
、
同
六
〇
％
）
、
同
桜
島
支
所
（七
月
二
十
四
日
）
、
同
静
岡
製
作
所
（四
月
二
十
四
日
、
同
九
七

％
）
、
名
古
屋
軽
合
金
製
作
所
（五
月
四
日
、
十
七
日
、
六
月
九
日
、
二
十
六
Ｈ
）、
和
歌
山
製
鉄
所
（五
月
四
日
、
七
月
十
日
）
と
最
も
激
し
い
空
襲

を
受
け
た
。
特
に
四
月
二
十
四
日
の
プ
ロ
ペ
ラ
製
造
所
静
岡
製
作
所
の
空
襲
で
は
、
取
締
役
所
長
宗
知
暁
以
下
監
督
官
も
含
め

一
〇
名
が
殉

職
し
た
。
他
方
六
月
十
五
日
の
プ
ロ
ペ
ラ
製
造
所
の
空
襲
で
は
、
爆
弾
投
下
を
予
期
し
て
総
員
待
避
し
た
た
め
、
死
者
は
二
名

に
止
ま
っ
た

が
、
焼
夷
弾
の
み
に
よ
る
空
襲
で
あ

っ
た
た
め
、
そ
の
消
火
活
動
不
備
の
責
任
を
問
わ
れ
、
常
務
取
締
役
所
長
杉
本
修
（Ｔ
ｌ５
海
軍
大
学
、
海

軍
少
将
）
は
辞
任
し
た
。

そ
の
他
の
連
系
会
社
の
工
場
で
は
、
電
気
工
業
大
阪
本
工
場
（六
月

．
日
、
二
十
六
日
、
七
月
二
十
四
日
、
被
害
状
況
四
〇
％
）
、
化
学
工
業
大

阪
製
造
所
（六
月
一
日
、
被
害
甚
大
）
、
通
信
工
業
玉
川
向
製
造
所
（四
月
十
五
日
、
二
月
二
十
四
日
、
同
四
〇
％
）
、
岡
山
製
造
所
（六
月
二
十
四
日
、

同
八
〇
％
）
の
被
害
が
大
き
か
つ
た
。
工
場
以
外
で
も
東
京
、
大
阪
等

の
大
都
市
の
空
襲
で
、
倉
庫

の
大
阪
（被
害
状
況
五
六
％
）、
神
戸
（同
四

〇
％
）
、
東
京
（同
一
一九
％
）
の
各
倉
庫
と
銀
行
、
信
託
、
生
命
保
険

の
主
要
店
舗
が
焼
失
し
た
。
そ
の
被
害
は
漸
次
地
方
中
小
都
市

へ
及
び
、

二
十
年
八
月
六
日
の
広
島

へ
の
原
子
爆
弾
投
下
に
よ
る
銀
行
広
島
支
店
の
殉
職
者
二
九
名
と
い
う
悲
惨
な
結
末
と
な

っ
た
。

住
友
で
は
、
明
治
三
十
二
年
の
別
子
大
水
害
、
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
等
こ
れ
ま
で
に
も
火
災

・
水
害
等

の
被
害
を
受
け
た
職
員
に

対
し
て
は
、
災
害
見
舞
金
を
支
給
す
る
準
則
が
あ

っ
た
が
、
住
友
本
社
と
し
て
は
こ
れ
と
は
別
に
、
戦
争
に
よ
る
災
害
に
対
す
る
見
舞
金

の

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九

一
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支
給
の
明
文
化
を
検
討
せ
ぎ
る
を
得
な
く
な
り
、
昭
和
十
九
年
十
月
五
日
付
総
力
人
第
四
号

「空
襲
等
戦
争
災
害

二
対
ス
ル
給
与
ノ
件
」
に

よ
っ
て
、
空
襲
罹
災
者
に
対
す
る
扶
助
と
し
て
、
空
襲
等
に
よ
り
職
務
上
死
傷
し
た
職
員
に
対
し
て
は
遺
族
扶
助
料
、
見
舞
金
、
障
害
慰
藉

料
を
支
給
し
、
自
宅
で
職
員
、
家
族
が
罹
災
し
た
場
合
弔
慰
金
又
は
見
舞
金
を
支
給
す
る
こ
と
を
通
知
し
た
。
こ
の
他
空
襲
罹
災
者
に
対
す

る
融
資
や
物
的
損
害
に
対
す
る
損
害
保
険
料
の
補
助
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日
付
総
力
人
第
二
三
六
号

「見

舞
品
代
支
給
ノ
件
」
に
よ
つ
て
、
空
襲
被
害

の
程
度
に
応
じ
、　
一
〇
〇
円
を
限
度
と
し
て
見
舞
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
限
度
は

二
十
年
六
月
九
日
付
総
力
人
第
四
二
八
号
に
よ
っ
て
半
焼
以
上
の
場
合
二
〇
〇
円
ま
で
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
次

に

述
べ
る
二
十
年
二
月
の
本
社
の
増
資

の
際
に
は
、
増
資
手
取
額
の
う
ち
三
〇
〇
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
た
。

二
十
年
六
月
三
十
日
現
在
の
こ
う
し
た
空
襲
に
よ
る
職
員
の
被
害
状
況
は
、
住
友
全
職
員
男
子
約
三
万
三
〇
〇
〇
人
、
女
子
約

一
万
人
計

四
万
三
〇
〇
〇
人
中
、
全
焼
全
損
の
被
害
者
四

一
六
七
名
、
死
者
五
六
名
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
又
住
友
全
事
業

の
生
産
能
力
は
、
空
襲
の

他
、
資
機
材
の
入
手
難
、
労
働
力
不
足
等
と
相
侯

っ
て
、
大
幅
に
低
下
し
（第
１
表
）
、
住
友
本
社
幹
部
に
と
つ
て
最
早
日
本
の
継
戦
能
力
は

限
界
に
達
し
た
も
の
と
実
感
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

昭
和
二
十
年
敗
戦
ま
で
の
住
友
本
社

の
主
な
動

向

を
概
観
す

る
と
、
常
務
理
事
総
務
部
長
北
沢
敬

二
郎
が

「
戦
局
面

で
は
、
レ
イ
テ
陥
落
頃

か
ら
日

本

は
い
か
ん
と
思

っ
た
」

と
述

べ
て
い
る
よ
う

に
、

十
九
年
十
二
月
十
九
日
大
本
営

は
、

フ
ィ
リ
ピ

ン

中
部

の
レ
イ
テ
島

の
地
上
決
戦
方
針
を
放
棄

し
た

の
で
、
住
友
本
社

は
、
昭
和
二
十
年
初
頭

に
は
敗

推 移

同年換算 19年 20年

2,145

534

16 386

5,710

57,434

3,334

820

14,606

10,217

4,356

269 859

2,040

2,006

17,595

46,509

20,712

33,075

98,075

81,271

6,610

71,343

22,855

2,576

87,320

123,347

18,907

10,488

5,048

209 710

1,273

944

7,004

5,370

1,810

4,890

16,054

16,325

不詳

不 詳

1,787

117

25,470

47,297

2,829

4,389

2,368

74,116



第 1表 住友本社・連系会社主要製品生産高の

名製 会 社 名 単位 日召和17年 18年

石炭

電気銅

軽合金

銅及銅合金

プロペラ

製鋼品

鋼管

裸線

ゴム線、被覆線、ケーブル

無線機器、電波探知機

水中聴 占機、超音波機器

硫安

接触硫酸

アルミ地金

電動機

クレーン、コンベア、ローダー

発電量

住友鍍業

住友本社

住友銀業

住友金属工業

同 L

同上

同上

同 L

住友電気工業

同上

住友通信工業

同上

住友化学工業

同 L

住友アルミニウム製錬

住友機械工業

同 11

住友共同電力 Ｈ

ン
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

Ｗ

Ｉ

ノ

ン

ン

ン

　

ン

ン

ン

ン

　

　

イヽ

ン

ン

カ

ン

Ｋ

千

ト

ト

ト

ト

本

ト

ト

ト

ト

台

台

ト

ト

ト

馬

卜

千

1,939

524

16,872

19,311

17,142

12,822

66,771

55,736

5,931

49,212

1,460

347

139,700

252,482

14,990

10,569

5,752

332.197

2,621

668

20,482

39,830

23,656

23,878

88,096

59,123

7,137

71,792

4,168

1,025

113,614

154,729

18,257

12,771

5,445

337,324

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

註 117年 は暦年、18年 は18年 1り j-19年 3月 の15カ 月分、19年 、20年 は年度 (4り 1～
171年 3月 )で ある。

|[1し 住友金属はすべて年度である(20年 は [期 のみ )。

住友化学はすべてl14年 である。

lll魚 |、 満洲分を除 く内地生産高のみを示す。

出典 :GHQl■ 出資本|,

戦
を
も
念
頭
に
お
い
た
住
友
全
事
業

の
舵
取
り
を

迫
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

二
十
年

一
月
早
々
に
実
施
さ
れ
た
の
は
退
職
金

規
程

の
改
正
で
あ

っ
た
（資
料
２
）
。
そ
も
そ
も
昭

和
十
二
年

の
住
友
合
資
会
社
を
解
散
し
て
株
式
会

社
住
友
本
社
を
設
立
し
た
要
因
の
一
つ
は
、
将
来

の
退
職
金
支
払
い
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
退

職
金
規
程
を
改
正
し
、
こ
れ
を
賞
与
に
よ
つ
て
一肩

代
わ
り
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

つ
た
ｃ
し
か

し
改
組
直
後
に
起
こ
っ
た
日
中
戦
争

の
た
め
、
会

社
職
員
給
与
臨
時
措
置
令
（十
四
年
十
月
公
布
）
や

会
社
経
理
統
制
令
（十
五
年
十
月
公
布
）等

に
よ
り
、

住
友
本
社
が
当
初
意
図
し
て
い
た
よ
う
な
賞
与
の

支
給
が
不
可
能
と
な

つ
た
。
こ
の
間
に
諸
物
価

の

上
昇
も
あ
り
、
改
正
後

の
退
職
金
で
は
職
員

の
退

職
後

の
生
活
を
保
障
で
き
な
く
な

っ
て
き
た
。
こ

の
た
め
住
友
本
社
で
は
す
で
に
十
九
年

に
入

つ
て

か
ら
退
職
金
規
程

の
改
正
に
つ
い
て
当
局
と
折
衝

七
九
二
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し
て
い
た
が
、
そ
の
許
可
を
得
る
の
に
時
間
を
要
す
る
の
で
、
取
り
敢
え
ず
十
九
年
十

一
月
十
日
臨
時
措
置
と
し
て

一
律
に
規
定
額

の
三
割

増
の
金
額
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
と
し
、
十
二
月
末
に
至

っ
て
漸
く
こ
の
許
可
が
お
り
た
の
で
あ

つ
た
。
昭
和
二
十
年

一
月
十

一
日
付
総
力
人

第
九
〇
号

「退
職
慰
労
金
規
程
改
正

二
関
シ
申
請
書
提
出
方
ノ
件
」
（住
友
本
社
は
退
職
金
規
程
が
連
系
各
社
に
共
通
し
て
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
包
括
的
に
会
社
経
理
統
制
令
に
基
づ
く
申
請
書
を
提
出
し
て
許
可
を
得
た
が
、　
こ
れ
を
実
施
す
る
の
は
形
式
的
に
は
連
系
各
社
に
な
る
の
で
、
連

系
各
社
が
そ
れ
ぞ
れ
改
め
て
中
請
書
を
当
局
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
っ
た
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
改
正
理
由
は
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

当
社
退
職
慰
労
金
制
度

ハ
、
大
正
十
三
年
以
来
実
施
セ
ル
規
程
ヲ
昭
和
十
二
年
三
月
約
五
割
程
度
減
額
ノ
コ
ト
ニ
改
正
、
今
日
二
及
ベ

リ
。
而
シ
テ
当
時
改
正
ノ
趣
旨

ハ
、
元
来
退
職
慰
労
金
制
度

ハ
性
質
上
給
与
負
担
ヲ
将
来

二
増
加
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
事
業
経

営
ノ
堅
実
性
ヨ
リ
考
慮
ス
レ
バ
寧

口
之
ヲ
減
額
シ
、　
一
方
賞
与
其
他
現
実
給
与
ノ
増
加
ヲ
計

ツ
テ
、
全
体
ト
シ
テ
ノ
減
額
ヲ
防
止
セ
ン

ト
ス
ル
ニ
在
リ
タ
リ
。
然
ル
ニ
其
後
左
ノ
如
キ
事
由

ニ
ヨ
リ
、
売

二
現
行
規
程
改
正
ヲ
必
要
ト
ス
ト
考

ヘ
ラ
ル

ヽ
二
至
レ
リ
。

一
、
現
行
規
程

二
改
正
後
両
三
年
ヲ
出
デ
ズ
シ
テ
、
会
社
職
員
給
与
臨
時
措
置
令
、
会
社
経
理
統
制
令
等
相
次
イ
テ
制
定
セ
ラ
レ
タ
ル

結
果
、
退
職
慰
労
金
ヲ
減
額
セ
ル
部
分

二
相
当
ス
ル
現
実
給
与
ヲ
支
給
ス
ル
コ
ト
困
難
ト
ナ
レ
リ
。

殊

二
其
ノ
後
ノ

一
般
物
価
ノ
昂
騰
甚
シ
ク
、
諸
給
与
ヲ
統
制
令
ノ
最
高
限
度
迄
支
給
ス
ル
モ
、
右

ハ
其
ノ

一
般
物
価
事
情

二
対
応
ス

ル
給
与
増
加

ニ
シ
テ
、
慰
労
金
減
少
部
分

ヘ
ノ
現
実
給
与

ハ
全
ク
取
計

フ
能

ハ
サ
ル
ニ
至
レ
リ
。

一
、
而
モ
当
社

二
於
テ
ハ
統
制
令
発
令
当
時
、
其
ノ
物
価
膨
脹
防
止
ノ
趣
旨

二
則
り
、
賞
与
モ
ソ
ノ
最
高
限
度
迄
支
給
ス
ル
コ
ト
ナ
ク

遥
カ
ニ
低
位

二
置
キ
タ
ル
カ
、
其
ノ
間

一
般
社
会
情
勢

ハ
既

二
相
当
ノ
給
与
増
加
ヲ
計
ル
ヲ
要
ス
ベ
カ
リ
シ
ニ
不
拘
、
当
時
打
切
支

給
セ
ル
退
職
慰
労
金
ア
リ
シ
為
、
職
員

ハ
之
ヲ
費
消
シ
居
リ
シ
結
果
、
比
較
的
苦
痛
ヲ
訴

フ
ル
処
少
ク
シ
テ
経
過
セ
ル
ガ
、
既

二
右

打
切
慰
労
金
モ
大
半
ヲ
使
ヒ
呆
セ
ル
ニ
尚
物
価
事
情
愈
々
昂
騰
ノ

一
路
ヲ
辿
レ
ル
為
、
職
員
間
ノ
不
安
漸
ク
濃
ク
、
重
要
諸
工
業

ニ

挺
身
シ
ツ
ヽ
ア
ル
職
員
ノ
士
気

二
影
響
ス
ル
処
極
メ
テ
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
認
メ
ラ
ル

ヽ
二
至
レ
リ
。



一
、
右
ノ
点

二
付
テ
ハ
既

二
官
庁
方
面

二
於
カ
レ
テ
モ
機
会
ア
ル
毎

二
指
摘
セ
ラ
ル

ヽ
処
ト
ナ
レ
ル
ヲ
以
テ
、
内
外
ノ
情
勢
上
現
行
制

度

ハ
速
カ
ニ
是
正
シ
、
以
テ
住
友
全
産
業
人
ノ
士
気
ヲ
昂
揚
セ
シ
メ
、
更

二
一
層
挺
身
奮
起
ヲ
促
ス
事

ヲ
絶
対
必
要
ト
ス
ル
様
思
料

セ
ラ
ル
。

一
、
而
シ
テ
改
正
案

二
於
テ
ロ
標
ト
セ
ル
金
額

ハ
、
現
在
ノ
社
会
事
情
ヲ
勘
案
シ
、
少
ク
モ
慰
労
金
ト
シ
テ
老
後
ノ
生
活
安
定
ノ
資
ノ

一
部

二
供
シ
得

ヘ
キ
額
ヲ
予
定
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
特

二
御
考
慮
願
ヒ
度
キ
点

ハ
、
昭
和
十
二
年

二
打
切
支
給
セ
ル
慰
労
金

ハ
前
述

ノ
如
キ
理
由

ニ
ヨ
リ
既

二
費
消
シ
尽
セ
ル
ヲ
以
テ
、
計
算
上

一
応
算
出
サ
ル

ヽ
金
額
ヨ
リ
コ
ノ
打
切
支
給
済
慰
労
金

ヲ
差
引
タ
ル
金

額
ガ
実
際
ノ
慰
労
金
タ
ル
点
ナ
リ
。

尚
最
近

二
於
ケ
ル
実
情
ヨ
リ
ス
レ
バ
職
員

ハ
大
部
分
停
年
延
長
ノ
処
置
ヲ
ト
リ
オ
ル
ニ
付
、
実
際
上
退
職
慰
労
金
ノ
支
給

ヲ
受
ク
ル

ノ
人
員

ハ
極
メ
テ
僅
少
ナ
リ
。
従
テ
通
貨
膨
脹
防
止
ノ
統
制
令
ノ
趣
旨
ヨ
リ
見
ル
モ
、
サ
シ
テ
問
題
ト
ナ
ラ
サ
ル
様
思
料
サ
ル
。

昭
和
二
十
年
初
頭
に
お
い
て
住
友
本
社
の
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
残
高
は
、
三
月
末
に
は
二
億
七
六
〇
〇
万
円
に
上
る
と
予
想
さ
れ
、

特
に
そ
の
う
ち
住
友
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
が
二
億
円
を
超
え
る
と
見
込
ま
れ
る
に
至

っ
た
。
こ
の
た
め
本
社
は

一
月
二
十
三
日
理
事
会
を

開
催
し
、
資
本
金

一
億
五
〇
〇
０
万
円
を
三
億
円
と
す
る
倍
額
増
資
（払
込
七
五
〇
０
万
円
）
を
決
定
し
（資
料
３
）、
直
ち
に
臨
時
資
金
調
整
法

に
基
づ
く
資
本
増
加
内
認
可
申
請
書
を
大
蔵
大
臣
石
渡
荘
太
郎
及
び
軍
需
大
臣
吉
田
茂
宛

に
提
出
し
た
。
こ
の
内
認
可
申
請
は
二
月

一
日
資

金
調
整
幹
事
会
を
通
過
し
た
旨
の
連
絡
が
東
京
支
社
か
ら
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
二
月
二
日
財
務
委
員
会
（出
席
者
、
委
員
長
本
社
常
務
理
事
総

務
部
長
北
沢
敬
二
郎
、
本
社
会
計
課
長
菅
野
秀
次
郎
、
銀
行
常
務
永
田
哲
三
、
信
託
社
長
福
山
善
治
郎
、
生
命
社
長
松
井
孝
長
他
）
が
次

の
通
り
開
催
さ
れ

た
。

（委
員
長
）
本
社
ノ
増
資
計
書
デ
ア
ル
ガ
、
官
庁
関
係
ガ
非
常

二
快
調

二
運
ビ
、
早
ク
モ
ニ
月

一
日
二
内
認
可
ノ
ト
コ
ロ
迄
行

ツ
タ
ノ
デ
、

本
日
財
務
委
員
会
ヲ
招
集
シ
タ
次
第
デ
ア
ル
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
五
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七
九
六

（北
沢
Ｘ
「
回
ノ
増
資
ノ
経
過
及
ビ
理
由

二
付
御
説
明
申
上
グ
ル
。
本
社

ハ
昭
和
十
二
年
二
月

二
株
式
会
社
住
友
本
社
ト
シ
テ
発
足
シ
、

資
本
金

ハ
一
五
０
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円
、
株
主

ハ
四
名
デ
、
家
長
様
ガ

一
二
五
、
〇
〇
〇
千
円
、
三
分
家
ガ
五
、
０
０
０
千
円
宛
卜
云
フ
コ

ト
ニ
ナ
ツ
テ
イ
ル
。
現
在
迄
八
年
間

二
蓄
積
セ
ル
資
本
ガ
三

一
、
０
０
０
千
円
ト
ナ
リ
、
自
己
資
金

ハ
合
計

一
八

一
、
０
０
０
千
円
デ

ア
ル
。
連
系
会
社
ガ
非
常

二
拡
張
サ
レ
、
ソ
ノ
間
増
資
払
込
相
次
ギ
借
入
金
ガ
厖
大
ナ
額

二
達
シ
テ
ヰ
ル
。
現
在
ノ
借
入
金

ヲ
丸
数
デ

申
セ
バ
二
七
〇
、
〇
〇
〇
千
円
デ
、
内
訳

ハ
銀
行
ガ
ニ
Ｏ
Ｃ
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円
、
信
託
ガ
五
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円
、
帝
囲
鉱
発
ガ
二
〇
、
Ｏ

Ｏ
Ｏ
千
円
ト
ナ
ツ
テ
ヰ
ル
。
今
後

一
年
間

ニ
ハ
約
五
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円
ノ
借
入
金
ガ
増
加
ス
ル
予
定
ナ
ノ
デ
、
昭
和
二
十

一
年
二
月
末

デ
ハ
借
入
金
三
三
０
、
０
０
０
千
円
ト
ナ
ル
ノ
デ
、
資
本
構
成

ハ
一
・
八
倍

ニ
ナ
ツ
テ
来
ル
。
バ
ラ
ン
ス
ガ
現
在
デ
モ
ト
レ
テ
ヰ
ナ
イ

ノ
デ
ア
ル
カ
ラ

一
層
崩
レ
テ
来
ル
結
果
ト
ナ
ル
ノ
デ
、
コ
ノ
際
増
資

ヲ
計
蓋
シ
タ
次
第
デ
ア
ル
。

コ
ノ
本
社
ノ
増
資

ハ
本
社
自
体
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
連
系
会
社
全
体

ニ
モ
影
響
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
。
即
チ
連
系
会
社
株
ヲ
大
体
二
五
パ
ー
セ
ン

ト
カ
ラ

一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
ク
ヲ
所
有
シ
テ
ヰ
ル
訳
デ
ア
ル
。
次

二
現
在
株
∠
肩
代
リ
デ
ア
ル
ガ
生
命
ダ
ケ
ハ
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円
出

シ
テ
モ
ラ
ハ
ネ
バ
ナ
ラ
ン
。
本
家
ノ
分
二
、
五
０
０
千
円
ヱ
肩
代
リ
シ
第

一
回
払
込

一
、
二
五
〇
千
円
ヲ
先
ヅ
出
シ
テ
モ
ラ
ウ
コ
ト
ニ

ナ
ル
訳
デ
ア
ル
。
コ
ノ
点
ダ
ケ
ガ
積
極
的
出
シ
入
レ
デ
ア
ル
。

増
資

二
付
テ
ハ
関
係
官
庁

ハ
同
情
的
態
度
ヲ
ト
ラ
レ
、　
一
日
間
デ
先
ヅ
ロ
頭
デ
了
解
済
ト
ナ
リ
、　
一
月
二
十
五
日
二
一
応
書
類
ヲ
提
出

二
十
七
日
二
正
式
手
続
ヲ
了
シ
、
二
月

一
ロ
ニ
ロ
銀
ノ
幹
事
会
を
通
過
シ
タ
ノ
デ
ア
ツ
テ
、
全
ク
特
別
ノ
取
計
ヒ
ト
云
フ
ベ
キ
デ
ア
ル
。

又
配
当

ハ
従
来
五
厘
デ
ア
ツ
タ
ガ
、
今
後
ノ

一
五
〇
、
０
０
０
千
円
分

二
付
テ
ハ
五
分
ノ
配
当
ヲ
ス
ル
予
定
デ
ア
ル
ｃ

（福
山
）全
ク
前
代
未
開
ノ
ス
ピ
ー
ド
ト
云
フ
ベ
キ
ナ
リ
。

（菅
野
）
正
式

二
決
定
ス
ル
ノ
ハ
今
日
デ
ア
ル
ｃ
即
チ
内
認
可
書

ハ
今
ロ
ノ
日
附
デ
出
ル
予
定
ナ
リ
。
一肩
代
リ
ノ
分

ハ
五
日
二
行
ヒ
、
六

ロ
ニ
臨
時
株
主
総
会
ノ
招
集
状
ヲ
出
シ
、
二
十

一
日
二
総
会
ヲ
開
キ
、
翌
二
十
二
日
二
本
認
可
申
請
ヲ
シ
、
二
十
四
日
ニ
ハ
本
認
可
ガ



下
ル
予
定
デ
ア
ル
。
二
十
七
日
二
新
株
式
ノ
引
受
手
続
ヲ
ヤ
リ
、
三
月

一
日
二
払
込
徴
収
卜
云
フ
段
取
デ
ア
ル
。
従

ツ
テ
ロ
下
ノ
処
外

部
発
表

ハ
二
十
六
、
七
、
八
日
ア
タ
リ
ニ
行

ハ
フ
ト
云
フ
積
リ
デ
ヰ
ル
。

（北
沢
）
実
際
ノ
取
引

ハ
ニ
月
五
日
ニ
オ
願
ヒ
シ
タ
イ
。

（永
田
）銀
行
ト
シ
テ
ハ
法
規
ヲ
離
レ
テ
、　
一
応
大
蔵
省
銀
行
保
険
局
及
日
銀
大
阪
支
店

二
話
シ
テ
置
ク
積
リ
ナ
リ
。

（北
沢
）本
家

二
一
〇
０
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円
貸
ス
ト
云
フ
コ
ト
ト
、
銀
行
ガ
三
五
、
〇
〇
〇
千
円
ノ
株
式

ヲ
所
有
ス
ル
ト
云
フ
事

二
付
テ
ハ
、

迫
水
銀
行
保
険
局
長
（註
、
久
常
、
の
ち
内
閣
書
記
官
長
）
ハ
異
存
ナ
シ
ト
ノ
コ
ト
デ
ア
ル
。
増
資
後

ハ
来
年
二
月
末

ニ
ハ
自
己
資
金
三
三

一
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円

二
対
シ
借
入
金

一
八
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円
ト
ナ
リ
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
ト
ナ
ル
。

二
月
五
日
住
友
家
会
計
は
保
有
す
る
本
社
株
式
二
七
万
株
の
う
ち
住
友
銀
行
に
三
万
五
〇
〇
〇
株
、
住
友
信
託
に
一
万
株
、
住
友
生
命

に

五
〇
〇
０
株
計
五
万
株
を
額
面
２

株
五
〇
〇
円
）
で
譲
渡
し
、　
譲
渡
代
金
二
五
〇
〇
万
円
を
得
た
。　
増
資
手
続
は
予
定
通
り
進
捗
し
、　
三
月

一
日
払
込
を
完
了
し
た
（第
２
表
）。
住
友
家
会
計
は
三
分
家
分
新
株
三
万
株
を
併
せ
て
新
株
二
五
万
株
（第

一
回
払
込

一
株
二
五
０
円
）
の
代
金

第
二
部

六
二
五
０
万
円
を
払
い
込
ん
だ
ｃ
こ
の
金
繰
り
は
上
記
旧
株
売
却
代
金
二
五
〇
〇
万
円
の
う
ち

の
一
五
〇
〇
万
円
と
住
友
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
四
七
五
〇
万
円
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
。
住

友
本
社
は
増
資
手
取
金
七
五
〇
〇
万
円
の
う
ち
三
〇
〇
万
円
は
上
記
災
害
見
舞
金

の
原
資

に
充

当
さ
れ
、
残
る
七
二
〇
〇
万
円
が
借
入
金
返
済
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
う
ち
四

月
二
日
付
銀
行
借
入
金
二
五
０
三
万
円
、
信
託
借
入
金
二
〇
五
四
万
円
、
当
座
借
越
四
二
八
万

円
合
計
五
九
八
五
万
円
が
返
済
さ
れ
た
ｃ

結
局
今
回
の
増
資
に
よ
っ
て
住
友
本
社
は
借
入
金
を
住
友
家
会
計
些
肩
代
り
す
る
こ
と
に
成

功
し
、
さ
ら
に
銀
行
、
信
託
、
生
命
三
社
を
新
た
に
株
主
と
す
る
こ
と
に
よ
り
二
五
〇
〇
万
円

七
九
七

住友吉左衛門

住友 寛一

住友 元夫

住友 義輝

住 友 銀 行

住 友 信 託

住友生命保険

株
式
会
ネ士
住
友
本
社

第 2表 増資後の住友本社株主

林
220,000

10,000

10,000

10,000

35,000

10,000

5000
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七
九
八

の
資
金
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
つ
て
戦
争
末
期
の
非
常
事
態

に
備
え
て
住
友
本
社
で

一
五
〇
〇
万
円
、
住
友
家
会
計
で

一
〇

〇
〇
万
円
の
資
金
的
余
裕
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
配
当
は
旧
株
の
う
ち
住
友
吉
左
衛
門
名
義
に
つ
い
て
は
〇

・
五
％
に
据
え
置
か
れ

た
が
、
そ
の
他
の
旧
株
と
新
株
に
つ
い
て
は
五
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
三
分
家
の
生
計
維
持
の
他
、
新
た
に
株
主
と
な

っ
た
銀
行
、

信
託
、
生
命
三
社
の
資
金
効
率
に
も
配
慮
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

三
月

一
日
住
友
本
社
は
職
員
三
名
を

一
組
と
し
て
宿
直
を
実
施
す
る
こ
と
と
な

つ
た
。
宿
直
員
は
午
後
四
時
半
か
ら
翌
日
八
時
半
ま
で
住

友
ビ
ル
近
く
の
北
川
旅
館
に
待
機
し
、
非
常
事
態
の
際
は
直
ち
に
本
社
に
急
行
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
十
二
日
か
ら
は
河
井

昇
三
郎
、
北
沢
敬
二
郎
、
田
中
良
雄
の
三
人
の
常
務
理
事
も
交
代
で
新
大
阪
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
そ
の
早
々
十
三
日
夜

大
阪
大
空
襲
に
よ
り
大
阪
の
市
街
地
は
焼
野
原
と
な
り
北
川
旅
館
も
焼
失
し
た
の
で
、
以
後
宿
直
員
は
ビ
ル
地
下
の
宿
直
室
で
寝
泊
ま
り
す

る
こ
と
と
な

っ
た
ｃ
こ
の
間
二
月
十
九
日
ア
メ
リ
カ
軍
は
硫
黄
島
に
上
陸
し
、
三
月
十
七
日
同
島

の
日
本
軍
守
備
隊
二
万
余
名
は
玉
砕
し
た
。

四
月

一
日
米
軍
は
沖
縄
本
島
に
上
陸
を
開
始
し
、
本
土
決
戦
も
最
早
時
間
の
問
題
と
な

っ
て
き
た
。
住
友
本
社
は
前
年
末
大
阪
地
区
防
衛

総
本
部
を
設
置
し
て
以
来
、
懸
案
と
な

っ
て
い
た
各
地
区
の
総
本
部
を
早
急
に
設
置
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
四
月
七
日
の
戦
時
総
力
会
議

で
こ
の
設
置
が
決
定
さ
れ
、
十
八
日
大
阪
地
区
以
外
の
全
国
を
七
地
区
に
分
け
、
北
海
道
地
区
総
本
部
長
藤
哲
夫
（銭
業
常
務
北
海
道
支
所
長
）
、

東
北
地
区
総
本
部
長
高
木
弘
（東
北
金
属
社
長
）
、
関
東
地
区
総
本
部
統
監
梶
井
剛
（通
信
社
長
）
、
同
総
本
部
長
佐
伯
正
芳
（東
京
支
社
長
）
、
東
海

地
区
総
本
部
統
監
松
田
孜
（金
属
副
社
長
東
海
支
社
長
）
、
同
総
本
部
長
丸
山
五
男
（金
属
常
務
名
古
屋
軽
合
金
製
造
所
長
）
、
四
國
地
区
総
本
部
統

監
吉
田
貞
吉
（化
学
社
長
）、　
同
総
本
部
長
飯
田
弥
五
郎
（銭
業
専
務
別
子
鉱
業
所
長
）、
九
州
地
区
総
本
部
長
向
野
義
夫
（鍍
業
常
務
九
州
支
所
長
）
、

朝
鮮
地
区
総
本
部
長
矢
部
忠
治
（朝
鮮
軽
金
属
社
長
）
が
発
令
さ
れ
た
。
各
地
区
総
本
部

の
業
務
に
つ
い
て
昭
和
二
十
年
処
務
報
告
書
は
次

の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

戦
時
総
力
会
議
ノ
下
部
組
織
ト
シ
テ
、
各
事
業
地

二

「地
区
総
本
部
」
ヲ
設
置
セ
ラ
ル
。
其
ノ
主
旨

ハ
、
空
襲
ノ
激
化
又

ハ
敵
軍
ノ
本



土
上
陸
作
戦
ノ
展
開
等

二
依
ル
通
信
連
絡
ノ
杜
絶
其
ノ
他
凡
ユ
ル
緊
急
事
態

二
対
処
シ
、
各
地
区
住
友
関
係
事
業
ノ
自
衛
自
活
ノ
態
勢

ヲ
確
立
ス
ル
ト
共

二
、
地
区
内

二
於
ケ
ル
本
社

・
連
系

・
関
係
会
社
ノ
総
カ
ヲ
結
集
シ
、
且
機
宜
ノ
施
策
ヲ
決
定
実
施
ス
ル
ニ
ア
リ
タ

こ
の
間
住
友
本
社
は
四
月
九
日
総
力
人
第
二
二
四
号

「非
常
準
備
貸
渡
金
支
給
ノ
件
」
に
よ
つ
て
、
職
員
中
扶
養
家
族
を
有
す
る
職
員
に

対
し
て
は
月
俸
の
三
カ
月
分
、
有
し
な
い
職
員
に
対
し
て
は

一
・
五
ヵ
月
分
の
非
常
準
備
金
を
貸
与
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
「
戦
局
愈
々
危

急
ヲ
告
ゲ
超
非
常
時

二
直
面
致
候

二
付
テ
ハ
、
此
ノ
際
職
員
各
自

二
或
程
度
ノ
資
金

ヲ
供
与
シ
、
職
員
生
活

二
可
及
的
安
定
感

ヲ
与

へ
、
以

テ
職
域
奉
公

二
挺
身
セ
シ
メ
ン
ガ
為
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
貸
渡
金
は
無
利
息
、
期
限
は

一
応
三
年
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
第
七

項
に

「
三
年
ノ
期
限
内

二
退
職
ス
ル
者
ア
ル
場
合

二
於
テ
ハ
、
本
件
貸
渡
金

ハ
雑
損
整
理
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

「追
而
本
件
貸
渡
金
ノ
期
限

ハ
一
応
三
年
卜
相
成
居
候
得
共
、
結
局

ハ
戦
後
適
当

二
其
ノ
処
置
ヲ
考
究
セ
ン
ト
ス
ル
趣
旨

二
有
之
、
要
項
第

七
項
御
参
照
ノ
上
可
然
御
含
ミ
相
煩
度
為
念
申
添
候
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
表
面
上
は
貸
与
と
称
し
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
敗
戦
を
見

越
し
た
給
与
と
い
え
る
も
の
で
あ

つ
た
。

又
住
友
本
社
は
同
日
付
総
力
人
第
二
二
八
号
に
よ
つ
て

「住
宅
手
当
支
給
ソ
件
」
（昭
和
十
八
年
九
月
二
十
九
日
付
人
第
二
七
六
〇
口こ
を
改
正

し
、
手
当
の
名
称
を

「都
市
住
宅
手
当
」
と
あ
ら
た
め
、
こ
れ
ま
で
東
京
都
、
横
浜
市
、
大
阪
市
、
神
戸
市
と
そ
の
周
辺
と
さ
れ
て
き
た

一

級
都
市
の
範
囲
を
、
京
都
市
、
名
古
屋
市
と
そ
の
周
辺
に
拡
大
し
、
こ
れ
ら

一
級
都
市
居
住
者
に
対
す
る
手
当
額
を
身
分
に
よ
り

一
〇
〇
―

三
〇
円
と

一
挙
に
従
来
の
三
倍
に
引
き
上
げ
、　
一
月

一
日
に
遡
及
し
て
実
施
し
た
。
こ
の
改
正
の
理
由
と
し
て
は
、
年
初
来
の
空
襲
の
激
化

に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
都
市
の
家
賃
が
高
騰
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
ｃ
こ
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
空
襲
を
免
れ
て
い
た
京
都
市
が
新
た
に

一
級
都
市
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
は
奇
異

の
感
が
す
る
が
、
大
阪
、
神
戸
の
空
襲
に
よ
り
通
勤
範
囲
に
あ
る
京
都
市
の
家
賃
も
又
高
騰
し
た
の

で
あ
る
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
九
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さ
ら
に
四
月
十
三
日
住
友
本
社
は

「空
襲
等
戦
争
災
害

二
対
ス
ル
非
常
融
資
ノ
件
」
（総
力
人
第
一
一五
百
し

に
よ
つ
て
、
先
に
述

べ
た

「空

襲
等
戦
争
災
害

二
対
ス
ル
給
与
ノ
件
」
の
う
ち
空
襲
罹
災
者
に
対
す
る
融
資

の
他
に
、
戦
争
災
害
、
疎
開
等

の
た
め
資
金
を
必
要
と
す
る
職

員
に
対
し
、
勤
続
年
数
に
応
じ
月
俸
四
〇
カ
月
分
（勤
続
年
数
二
五
年
以
上
）
か
ら
月
俸
ニ
カ
月
分
（同
四
年
以
下
）
に
至
る
ま
で
非
常
融
資
を
行

う
こ
と
を
決
定
し
た
ｃ
な
お
融
資
金

の
利
息
は
年
三
分
八
厘
、
融
資
期
間
は

一
応
三
年
と
さ
れ
た
ｃ

四
月
二
十
八
日
住
友
銀
行
は
副
社
長
制
を
採
用
し
、
専
務
野
田
哲
造
が
副
社
長
に
就
任
し
た
。
さ
ら
に
野
田
は
五
月

一
日
生
命
社
長
松
井

孝
長
、
信
託
社
長
福
山
善
治
郎
と
共
に
高
等
職
員
に
昇
格
し
た
（付
表
）
。　
こ
れ
は
銀
行
社
長
岡
橋
林
が
十
八
年
十
二
月
に
停
年

に
達
し
た
も

の
の
二
年
間
延
長
と
な

つ
て
お
り
、
こ
の
年
末
に
そ
の
期
限
が
満
了
し
て
、
退
職
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
同
様

の
ケ
ー
ス

と
し
て
、
化
学
社
長
吉
田
貞
吉
が
や
は
り
十
八
年
末
に
停
年
に
達
し
た
が
、
三
年
間
延
長
と
な
り
、
こ
の
間
す
で
に
十
九
年
六
月
理
事
東
京

支
社
長
小
林
晴
十
郎
が
化
学
副
社
長
に
就
任
し
、
高
等
職
員
に
昇
格
し
て
い
た
。
昭
和
十
九
年

一
月
の
一
等
職
員
の
席
次
で
は
小
林
は
、
松

井
、
福
山
、
野
田
の
下
に
あ

っ
た
の
で
、
小
林
と
同
時
に
こ
れ
ら
三
名
も
高
等
職
員
に
昇
格
し
て
も
差
し
支
え
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

当
時
東
京
支
社
長
の
更
迭
に
つ
い
て
、
金
属
責
任
者
が
東
京
に
駐
在
す
べ
し
と
の
軍
部
の
圧
力
に
よ
る
小
林
の
化
学
副
社
長

へ
の
転
出
と
本

社
理
事

の
辞
任
（本
社
理
事
は
連
系
会
社
社
長
の
兼
任
と
さ
れ
、
す
で
に
化
学
社
長
吉
田
貞
吉
が
理
事
と
な
っ
て
い
た
）
が
小
林

の
降
格
と
噂
さ
れ
て
い

た
の
で
、
こ
れ
を
打
ち
消
す
た
め
の
異
例
の
高
等
職
員
昇
格
と
な
り
、
こ
れ
に
松
井
等

の
昇
格
を
抱
き
合
わ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た

も
の
と
み
ら
れ
る
。

五
月
九
日
満
洲
住
友
金
属
も
社
長
制
を
採
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
主
管
者
専
務
河
村
龍
夫
（Ｔ
９
東
大
経
）
は
辞
任
し
て
金
属
取
締
役
に
復

帰
し
、
代
わ

っ
て
金
属
常
務
川
本
良
吉
（Ｔ
３
東
大
工
・
機
）
が
社
長
に
就
任
し
た
。

六
月
二
十
三
日
沖
縄
の
日
本
軍
は
全
減
し
、
七
月
二
日
米
軍
は
沖
縄
戦
終
了
を
宣
言
し
た
ｃ

マ
リ
ア
ナ
基
地
の
Ｂ
２９
爆
撃
機
の
他
に
硫
黄

島
の
Ｐ
５‐
戦
闘
機
や
沖
縄
の
Ｂ
２４
爆
撃
機
ま
で
加
わ
り
、
本
土
各
地
に
対
す
る
空
襲
は

一
段
と
激
化
し
た
。



七
月
五
日
住
友
本
社
は
遂
に
京
都
衣
笠
別
邸
（京
都
市
上
京
区
北
野
紅
梅
町
）
に
疎
開
す
る
こ
と
と
な
り
、
人
事
部
人
事
課
、
厚
生
課
、
労
政

課
と
経
理
部
企
画
課
及
び
総
務
部
総
務
課
、
会
計
課
の
六
課
（男
女
六
四
人
）
を
衣
笠
分
室
と
し
た
。
他
方
衣
笠
分
室
に
収
容
し
き
れ
な
い
検

査
と
経
理
部
調
査
課
の
職
員
（男
女

一
七
人
）
は
住
吉
分
家
邸
盆
（庫
県
武
庫
郡
住
吉
村
）
へ
移
り
、
こ
れ
を
住
吉
分
室
と
し
た
。
そ
の
直
前
三
日

付
で
企
画
課
副
長
兼
査
業
課
副
長
に
発
令
さ
れ
た
阿
澄

一
三
（Ｔ
８
大
阪
人
倉
商
業
）
の
日
記
に
よ
る
と
直
ち
に
終
戦
処
理
の
構
想
を
練
り
始
め

た
と
い
う
。
阿
澄
に
よ
る
と
、
五
日
の
衣
笠
分
室
開
設
式
に
お
い
て
常
務
理
事
人
事
部
長
田
中
良
雄
が
挨
拶
し
、
「死
ぬ
ば
か
り
が
勇
気
で

は
な
い
。
正
し
く
生
き
て
戦
後
処
理
を
正
し
く
す
る
に
は
真
の
勇
気
が
必
要
」

だ
と
し
て
、
「無
駄
に
捨
て
る
命
は
惜
し
む
が
、
正
し
く
捨

て
る
命
は
惜
し
ま
な
い
」
と

「
不
惜
身
命
」
を
説
い
た
と
い
う
ｃ

住
友
金
属
で
は
す
で
に
二
月
二
十
日
か
ら
防
諜
上
近
畿
軍
需
監
理
部
所
管

の
工
場
は

「近
泉
何
番
」
、　
東
海
軍
需
監
理
部
所
管

の
工
場
は

「東
泉
何
番
」
と
い
う
通
称
番
号
制
が
と
ら
れ
て
い
た
が
ら
住
友
合
資
会
社
（下
ご

第
４‐
表
）
、
軍
需
省
は
こ
う
し
た
軍
需
工
場
の
秘
匿
名
称
を

全
国
的
に
使
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
七
月
十
九
日
住
友
本
社
総
務
課
長
は
住
友
系
軍
需
工
場
の
秘
匿
名
称

に
つ
い
て
次

の
よ
う
な
通
牒
を
発

し
た
。
し
か
し
先
に
述
べ
た
通
り
、
相
次
ぐ
空
襲
や
工
場
疎
開
に
よ
り
各
軍
需
工
場
の
生
産
力
低
下
は
覆
う
べ
く
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
秘

匿
名
称
の
使
用
が
こ
の
時
期
如
何
な
る
意
義
が
あ

っ
た
の
か
疑
間
と
さ
れ
る
。

昭
和
二
十
年
七
月
十
九
日

住
友
本
社
総
務
部
総
務
課
長
　
　
　
植
村
　
実

工
場
秘
匿
名
称

二
関
ス
ル
件

先
般
軍
需
省

二
於
テ
ハ
、
工
場
生
産
防
諜
強
化
ノ
為
、
各
工
場

二
秘
匿
名
称
ヲ
使
用
セ
シ
メ
ラ
ル
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、
住
友
各
連
系
会
社

二
於
テ
モ
各
軍
需
監
理
部
ノ
指
令

ニ
ヨ
リ
、

夫
々
別
紙
（註
、
第
３
表
）
ノ
如
キ
通
称
名
ヲ
決
定
使
用
致
居
候
間
、
爾
今
之
等
各
所

ヘ
ノ

郵
使

・
電
信
宛
名
等

ニ
ハ
右
通
称
名

ヲ
御
使
用
相
成
度
候
ｃ
尚
通
称
名

ハ
各
工
場
ノ
生
産
内
容
、
所
在
地
等
ノ
秘
匿
ヲ
ロ
的
ト
ス
ル
モ
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神武第1005工 場内
本店第 2部第 2課
″ 第1006工場内

本店第 2部第 3課
″ 第1007工場内

本店第 2部分室

神武第1008工場内
本店第 3部
″ 第1008工場内

本店第 3部第 1課
〃 第 1008工 場内

本lui第 3部第 2謀

神武第1001工場
″ 第1012工場
″ 第1013工場
〃 第10H工 場

神武第1005工場
″ 第1052工場

護国第1093J:場
″ 第151工場

神武第1501工場

神武第1006工場

護国第1959工場

神武第1601工場

神武第100811場
″ 第1085工場

護国第119工場
″ 第15311場

神武第1801工場
″ 第1802T:場
″ 第1803工場
/′ 第1804工場
〃 第1806工場
〃 第1851工場
″ 第10821:場

″ 第1081工場

護国第721:場
″ 第73工場
″ 第74工 場

神武第1007工場

神武第1001研究所

神武第1002研究所

神武第2901工場
″ 第29061:場

須見製作所

神武第2907工場
″ 第2908]:場

第 3表 住友系1,需 工場秘匿名称一覧表

店  音5 名 地

金属工業会社

本店製鋼部製鋼品課

″  銅管課

″  和歌山分室

本店プロベラ部

″    成品課

″    資材課

仲銅所
″ 柚原支所
″ 人尾支所
″ 堅田製作所

製arl所

″ 吹田支所
″ 魚津支所
″ 富山製作所
″ 淀川工場

銅管製,L所
″ 松阪製作所
″ 野里工場

プロペラ製 j告所
″ II島 支所
″ 静岡製作所
″ 津製作所
″ 海南 l:場

″ 三田工場
″ 豊中工場
″ 池田工場
″ 四条工場
″ 一●一工場
〃  ‐C二

「
場

″ 広野製作所

名古屋軽合金製造所
″ 鳴海製作所
〃 豊橋製作所

和歌山製鉄所

金属研究所

鉄鋼研究所

電気工業会社

人阪本 I:場

伊丹製作所

名占屋製作所

甲南工場
|ピ山奇1,易

製鋼所二同ジ

鋼管製j宣所二同ジ

和歌山製鉄所二同ジ

プロペラ製造所二同ジ

大阪市此花区島岸町56

大阪府中河内部柏原町市村440

同  中河内部竜華町字安中73

滋賀県滋賀郡堅田町大字本堅田字志里広1300ノ

大阪市此花区島屋町249

吹田市4660

官山県下新川郡魚津町大字下村木町2918

富山市大字森字壱幅割50

大阪市此花区高見Ell l丁 目

尼崎市東向島西之田128

松阪市大字大[]字新地1478

大阪市西淀川区野 El町92

尼崎市北難波町22ノ 1

大阪市此花区島屋町56

静岡市大字高松字阿原700

津市大字下部田729

和歌山県海南市名高

兵庫県有馬郡三田町

豊中市柴原

池田市畑

京都市右京区西陣馬日J

大阪市南区心斎橋筋 1丁 日38
″ 南区日本橋筋 3丁 H

兵庫県有馬郡広野村

名古屋市港区千年ロノ害1500

愛知県愛知郡鳴海町字伝治山 3

愛短l県宝飯郡小坂井町大字伊奈字南山新田350

和歌山市湊1850

大阪市此花|ス 島屋町56

大阪市此花区島屋町249

第
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大lfR市此花区恩貴島南之町60

伊丹市昆陽字官東 1

名古岸市南区呼続日」・ ■雀五番ノ2

兵庫県武庫郡本庄村深,1215

兵庫県尼崎市久々知字福長10



第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

(2,

店  部  名 通 称 名 在 地所

通信工業会社

本店
″ 大阪支所

三田製造所
″  深川分工場
″  ■野工場
″  芝浦工場

王川向製造所

人泉製造所
〃  瀬戸分工場

岡山製造所

大津製造所

高崎工場

研究所 (王 川向)

″ 生田分所

皇国第4253工場
″ 〃 大阪支所
″ 第5050工場
″ 第2767工場
″ 第1736工場
″ 第2126工場
″ 第3849工場

大垣製造所

小泉製造所

オカ第7006工場

神武晴嵐製造所

皇国第6515■ 1場

″ 第H96工 場
″ 第4582工 場

東京都芝区二田四国町 2

大阪市東区北浜 4丁 日16

東京都芝区三田四同町 2

東京都深川区佐賀町 1「 日12

東京都 ド谷区同明町 1

東京都芝区芝浦 2丁 日 l

川崎市下沼都王川向1753

大垣市林町 6丁 H80
愛力1県 東春日井郡旭ホJ人字新居5120

Ftl山 市下石井198

大津市膳所栗津町25

高崎市大橋町178

川崎市下沼郡玉川向1753

川崎市生田字枡形4766

鑢業会社

別子鉱業所 八州第101工場 新居浜市乙 1ノ 1

化学工業会社

新居浜製造所

和歌山製造所

人州第102工 場

神武第1936工場

新居浜市乙31

和歌山1卜松江2000

アルミニウム製錬会社 八州第103工 場 新居浜市新須賀字菊本甲812

機械工業会社 八州第105工 場 新居浜市乙31ノ 9

日本板硝子会社
i島 11場

四日市 1:場

■津工場

福第6061工場

千年製作所
ヒロ第5250工場

福岡県若松市大字二島1778ノ 2

四日市市千歳町 2

広島県賀茂郡秋津町大字三津

住友化 l:材 工業会社

塚国製造所

淀川製造所

今福工場

神足製作所

武生製j告所

津製作所

神武第1917「場
″ 第1918工場
″ 第1919工場
″ 第1920工場
〃 第1912工場

泉材第 7号工場

兵庫県川辺郡園田村上坂部字野畑548

大阪市西淀川区御幣島町53

大阪市城東区今福北 1「 日39

京都府乙訓郡新神足村大字神足小字馬場辻 1

福井県南条郡武生町大門川原16ノ 30

三重県津市栄町 2丁 目 1

住友共同電力会社

新居浜第二火力発電所

高藪発電所

人州第112工場
″ 第H3工場
″ 第4071:場

新居浜市金 F乙 1840

新居浜市新須賀

高知1県 L佐郡大川付
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四

ノ
ニ
有
之
、　
一
般
部
外
者

ニ
ハ
漏
洩
セ
シ
メ
サ
ル
様
被
致
度
、
又
郵
便

。
電
信
宛
名

ハ
勿
論
其
他
出
来
得
レ
ハ
部
内
外
ノ
各
種
書
類
、

印
刷
物
、
私
信

ニ
モ
之
ヲ
使
用
ス
ル
様
要
望
サ
レ
オ
ル
向
モ
有
之
候
間
、
右
御
了
承
ノ
上
其
ノ
使
用

二
付
テ
ハ
防
諜
措
置
充
分
御
配
慮

相
煩
度
候
也
。

追
而
郵
便
、
電
信
等

二
使
用
ノ
場
合

ハ
、
其
ノ
所
在
地

ハ
之
ガ
使
用
ヲ
極
力
避
ケ
、
可
成
私
書
函
番
号
、
緊
急
郵
便
番
号
及
受
信
略
号

等

ヲ
御
使
用
相
成
様
致
度
為
念
申
添
候
。

七
月
二
十
六
日
住
友
金
属
は
こ
の
よ
う
な
事
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
臨
時
株
主
総
会
を
開
き
、
資
本
金
四
億

一
八
七
五
万
円
を
八
億
五
〇
〇

〇
万
円
と
す
る
増
資
を
決
議
し
た
。
昭
和
二
十
年
度
の
住
友
金
属
の
資
金
繰
り
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
二
十
年

一
月
二
十
二
日
の
財
務
委
員

会
に
お
い
て
金
属
か
ら
四
半
期
別
資
金
計
萱
表
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
二
十
年
度
中
に
お
け
る
運
転
資
金

の
増
加
三
億
四
〇

〇
０
万
円
、
事
業
設
備
資
金

の
増
加
二
億
六
〇
〇
〇
万
円
等

に
よ
り
五
億
五
〇
〇
〇
万
円
の
資
金
不
足
が
生
ず
る
と
見
込
ま
れ
、
こ
れ
を
主

と
し
て
戦
時
金
融
金
庫
か
ら
の
借
り
入
れ
増
二
億
円
、
住
友
銀
行
か
ら
の
借
り
増
し

一
億
円
そ
し
て
資
本
金
を
四
億

一
八
七
五
万
円
か
ら
六

億
五
〇
〇
０
万
円
に
増
資
す
る
こ
と
に
よ
る
払
込
二
億
三

一
二
五
万
円
計
五
億
三

一
二
五
万
円
に
よ
つ
て
調
達
す
る
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
後
四
月
十
二
日
に
こ
の
計
画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
事
業
設
備
資
金

の
増
加
が
二
億
六
〇
〇
〇
万
円
か
ら

一
億
五
〇
〇
〇
万

円

へ
圧
縮
さ
れ
た
た
め
、
資
金
不
足
は
五
億
円
強

へ
減
少
し
、
加
え
て
三
月
決
算

の
結
果
前
期
繰
越
金
が
二
五
〇
〇
万
円
の
見
込
か
ら
八
〇

〇
０
万
円
に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
資
金
調
達
は
三
億
九
五
〇
〇
万
円
に
止
ま
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
程
度

の
調
達
額
で
あ
れ
ば
増
資
減
配

を
避
け
る
意
味
で
、
全
額
借
り
入
れ
で
賄

っ
て
は
如
何
か
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
が
、
金
属
と
し
て
は
あ
く
ま
で
既
定
方
針
通
り
増
資
し
て

借
入
金

の
返
済
に
充
て
た
い
と
主
張
し
て
了
承
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
資
金
調
達

の
内
訳
は
増
資
が
当
初
の
六
億
五
０
０
０
万
円
か
ら
八
億
五

〇
〇
０
万
円

へ
二
億
円
増
額
さ
れ
た
代
わ
り
に
払
込
は
二
国
に
分
け
て
第

一
回

一
株
二
五
円
と
さ
れ
二
億

一
五
六
〇
万
円
、
戦
金
か
ら
の
借

り
入
れ
増
は
七
〇
〇
〇
万
円
に
抑
え
、
住
友
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
増
は
予
定
通
り

一
億
円
と
さ
れ
た
。



し
か
し
二
十
年
度
に
入
る
と
と
も
に
金
属
の
資
金
需
要
は
こ
の
よ
う
な
期
初
の
予
想
を
大
き
く
上
回

っ
て
き
た
た
め
、
急
速
七
月
末
に
臨

時
株
主
総
会
を
開
き
増
資

の
実
行
が
決
議
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
増
資
は
終
戦
に
よ
り
実
行
さ
れ
る
こ
と
な
く
十

一
月
末
の
株
主

総
会
で
取
り
消
さ
れ
、
こ
の
結
果
九
月
末
の
資
金
調
達
額
は
当
初
計
画
の
二
億
七
五
〇
〇
万
円
に
対
し
四
億
五
〇
０
万
円
に
達
し
、
こ
の
う

ち
住
友
銀
行
借
入
金
は
三
億
三
五
〇
〇
万
円
も
増
加
し
て
八
億
七
０
五
０
万
円
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
戦
後
金
属
経
理
部
長
と
な

っ
た
日
向

方
齊
は
金
属
の
負
債
総
額
約
二
〇
億
円
の
半
ば
を
切
り
捨
て
る
案
を
立
て
た
。
最
大

の
債
権
者
は
住
友
銀
行
で
あ

っ
た
か
ら
、
大
問
題
と
な

っ
た
が
日
向
に
よ
る
と
当
時
の
銀
行
社
長
鈴
木
剛
が

「
兄
弟
を
見
殺
し
に
は
で
き
な
い
」
と
大
英
断
を
下
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

七
月
二
十
七
、
二
十
八
の
両
日
企
画
課
で
は
、
阿
澄
に
よ
る
と
十
九
年
五
月
に
倉
庫

の
運
営
業
務
を
日
本
倉
庫
統
制
に
譲
渡
し
た
住
友
倉

庫
の
経
営
を
住
友
土
地
工
務
に
委
託
す
る
案
及
び
北
京
、
上
海
の
両
事
務
所
を
整
理
す
る
案
等
住
友
各
事
業

の
再
整
備
方
針
要
綱
が
検
討
さ

れ
た
と
い
う
。

七
月
三
十

一
日
住
友
通
信
工
業
社
長
梶
井
剛
は
、
す
で
に
十
九
年
九
月
本
社
理
事

に
就
任
し
て
い
た
が
、
さ
ら
に
本
社
取
締
役
に
就
任
し

た
。八

月
九
日
朝
阿
澄
は
義
弟

の
大
阪
府
警
察
部
警
備
課
長
か
ら
ソ
連
の
対
日
参
戦
の
情
報
を
得
て
直
ち
に
衣
笠
分
室
に
出
社
、
常
務
理
事
田

中
良
雄
に
報
告
し
、
対
策
を
協
議
、
出
社
し
た
総
理
事
も
加
わ
り
、
協
議
は
続
行
さ
れ
た
ｃ
こ
の
結
果
八
月
十
二
日
住
友
本
社
は
全
職
員
に

対
し
、
勤
続
年
数
に
応
じ
勤
続
四
年
以
下
俸
給

の
三
カ
月
分
か
ら
、
勤
続
二
十
五
年
以
上
六
カ
月
分
ま
で
の
非
常
融
資
（利
息
年
三
分
八
厘
）

を
即
刻
行
う
こ
と
を
決
定
し
、
店
部
、
連
系
会
社
の
主
管
者
宛
次

の
よ
う
に
通
知
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
三
日

人
事
部
長
　
田
中
　
良
雄

非
常
融
資
措
置
ノ
件

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
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戦
局
愈
々
難
関

二
直
面
致
候

二
付
テ
ハ
、
此
際
職
員
各
自

二
相
当
ノ
資
金

ヲ
供
与
シ
、
可
及
的
生
活
安
定

二
資
セ
シ
メ
ン
ガ
為
、
昭
和

二
十
年
四
月
十
三
日
附
総
力
人
第
二
五

一
号

「空
襲
等
戦
争
災
害

二
対
ス
ル
非
常
融
資
ノ
件
」
ヲ
左
記
ノ
通
り
改
正
、
該
当
全
職
員

ニ

申
出
ヲ
倹
タ
ズ
、
即
刻
非
常
融
資
措
置
ノ
コ
ト
ニ
決
定
相
成
候
間
、
右
趣
旨
御
含
ミ
ノ
上
、
直

二
資
金
御
手
配
ノ
上
御
実
施
相
成
度
、

此
段
依
命
及
御
通
知
候
也
。

八
月
十
五
日
、
常
務
理
事
北
沢
敬
二
郎
に
よ
る
と
住
友
本
社
で
は
正
午
に
全
役
員
が
総
理
事
室
に
集
ま
り
、
一保
を
流
し
な
が
ら
玉
音
放
送

を
聞
い
た
。
北
沢
は
最
後
ま
で
踏
み
と
ど
ま
っ
て
会
社
を
守
る
覚
悟
を
決
め
た
と
い
う
。

同
日
住
友
本
社
は

「住
友
戦
時
総
力
会
議
」
の
廃
止
を
通
知
し
、
本
社

の
事
務
章
程
が
総
力
会
議
創
設
前
に
復
帰
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
∩
株
式
会
社
住
友
本
社
（中
と

口
　
住
友
戦
時
総
力
会
議
の
創
設
」
参
照
）。

日
向
方
齊
（当
時
金
属
企
画
部
長
代
理
、
の
ち
金
属
社
長
）
に
よ
る
と
、
「終
戦
の
翌
日
本
社
時
代
の
仲
間
（許
、
津
田
久
本
社
人
事
課
長
（
の
ち
商
事

社
長
）
、
塩
沢
信
濃
鍍
業
業
務
課
長
（
の
ち
原
子
力
常
務
）
、
塩
原
敬
五
安
東
軽
金
属
輸
送
本
部
長
（
の
ち
製
鉄
化
学
社
長
）、　
間
中
季
雄
金
属
人
事
課
長
（
の
ち

軽
金
属
社
長
と
寸）
が
、
焼
け
残

っ
た
住
友
倶
楽
部
に
集
ま
り
、
残
念
会
を
開
い
た
。
「國
破
れ
て
山
河
あ
り
」
な
ど
と
嘆
い
た
り
、
茫
然
自
失

の
人
も
い
た
が
、
私
（註
、
日
向
）
は
心
ひ
そ
か
に

「
こ
れ
か
ら
は
自
分
た
ち
の
時
代
が
く
る
」
と
の
思
い
を
強
く
し
て
い
た
」
と
い
う
。

八
月
十
七
日
午
後
総
理
事
古
田
俊
之
助
は
住
友
ビ
ル
に
お
い
て
、
住
友
本
社
及
び
連
系
各
社
の
職
員
に
対
し
戦
争
終
結
の
訓
示
を
行
い
、

設
立
直
後
以
来
軍
部
に
翻
弄
さ
れ
続
け
て
き
た
本
社
の
戦
時
は
こ
こ
に
終
わ
り
を
告
げ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
又
同
時
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
本
社

解
散

の
行
程
の
始
ま
り
を
意
味
し
て
い
た
。

口
　
住
友
本
社
の
戦
後
復
興
方
針
の
対
応

本
社
経
理
部
企
画
課
副
長
阿
澄

一
三
の
日
記
に
よ
る
と
、
企
画
課
で
は
早
く
も
終
戦
直
後

の
八
月
十
六
日
か
ら
十
八
日
ま
で
戦
後
対
策
が



検
討
さ
れ
た
。

人
月
二
十
日
戦
時
総
力
会
議
は
八
月
十
五
日
付
で
廃
止
さ
れ
た
筈
で
あ
る
が
、
終
戦
に
よ
り
退
職
希
望
者
が
出
始
め
た
こ
と
を
受
け
て
、

二
十
日
事
務
局
長
名
で
次

の
よ
う
な
通
牒
を
発
し
た
。

人
第
八

一
号

事
務
局
長
　
河
井
　
昇
三
郎

退
職
申
出
職
員

二
対
ス
ル
処
置

二
関
ス
ル
件

大
東
亜
戦
争
終
了

二
伴
フ
情
勢
激
変

二
依
り
、
此
際
自
発
的

二
退
職
願
出
ツ
ル
職
員
モ
有
之
模
様

二
候
処
、
右

ハ
原
則
ト
シ
テ
聴
許
ノ

コ
ト

ヽ
シ
、
其
ノ
退
職
慰
労
金

ハ
特

二
左
記

ニ
ヨ
リ
取
扱

フ
コ
ト

ヽ
相
成
候
間
、
御
承
知
相
成
度
、
此
段
依
命
及
御
通
知
候
也
。

記一
、
自
発
的

二
退
職
願
出
タ
ル
職
員

二
対
ス
ル
退
職
慰
労
金
（勤
続
六
月
以
上

一
年
未
満
ノ
女
子
職
員

二
対
ス
ル
退
職
手
当
ヲ
含
ム
）
ハ

退
職
慰
労
金
規
程

二
不
拘
、
自
己
ノ
都
合

二
依
ル
退
職
扱
ト
セ
ズ
、　
特

二
規
程
金
額
（前
記
女
子
職
員

二
対
ス
ル
退
職
手
当

ハ
結
婚

ノ
場
合

ヲ
準
用
ス
）
ヲ
支
給
ノ
コ
ト

ヽ
ス
。

二
、
田
八
月
十
三
日
附
通
牒
非
常
融
資
措
置
ノ
件

二
依
ル
非
常
融
資
金

ハ
、
前
項
退
職
慰
労
金
ヨ
リ
控
除
ス
ル
コ
ト
．

②
非
常
融
資
金
ガ
退
職
慰
労
金
ヨ
リ
多
額
ナ
ル
時

ハ
、
右
非
常
融
資
金
ヲ
以
テ
退
職
慰
労
金
ト
シ
、
超
過
非
常
融
資
金
返
済
ヲ
免

除
ス
ル
コ
ト
。

０
何
レ
ノ
場
合
モ
非
常
融
資
金

二
対
ス
ル
利
息

ハ
徴
収
セ
ザ
ル
コ
ト

ヽ
ス
。

以
上

二
十

一
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け
て
、
誰
の
命
令

に
よ
る
も
の
か
謎
の
ま
ま
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な

っ
て
い
た
隣
接
の
空
地
（現
住
友
ビ
ル
用
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地
）
で
書
類
の
焼
却
が
行
わ
れ
、
貴
重
な
資
料
の
多
く
が
失
わ
れ
た
。

二
十
五
日
常
務
理
事
経
理
部
長
河
井
昇
三
郎
は
、
今
後
の
住
友
諸
事
業
の
計
画
実
施
に
必
要
な
情
報
の
収
集
と
資
料

の
提
供
を
目
的
と
し

て
、　
東
京
支
社
調
査
課
を
中
心
に
こ
れ
に
在
京
連
系
会
社
調
査
ス
タ
ッ
フ
を
糾
合
し
た
住
友
東
京
調
査
室
設
置
を
指
示
し
た
（資
料
４
）。

同

時
に
河
井
は
経
理
部
企
画
課
（課
長
佐
藤
俊
雄
）
に
対
し
て
は
住
友
事
業
転
換
策
の
立
案
を
指
示
し
、
調
査
課
（課
長
目
崎
憲
司
）
に
対
し
て
は
戦

争
犯
罪
人
及
び
協
力
者
に
関
す
る
問
題
の
研
究
を
命
じ
た
。

週
明
け
の
二
十
七
日
か
ら
企
画
課
で
は
住
友
事
業
転
換
策
の
検
討
が
開
始
さ
れ
た
。
三
十
日
の
企
画
課
懇
談
会
で
は

「
日
本
の
経
済
規
模

は
ど
の
辺
が
適
正
か
」
が
議
論
さ
れ
、
「満
洲
事
変
前
夜
（許
、
昭
和
五
年
頃
）
の
規
模
で
は
駄
目
、
少
く
と
も
支
那
事
変
の
前
夜
（註
、
昭
和
十

１
卜
　
年
）
の
規
模
が
必
要
」
と
の
結
論
に
達
し
た
ｃ

九
月

一
日
の
企
画
課
方
針
打
合
会
で
は
、
次
の
よ
う
な

「住
友
財
閥
解
体
五
原
則
」
が
樹
て
ら
れ
た
。

一
、
住
友
本
社
並
に
連
系
会
社
、
特
定
関
係
会
社
役
職
員
と
そ
の
家
族

の
職
業
と
生
活
を
守
る
ｃ

二
、
海
外
引
揚
者
の
援
護
を
充
分
や
る
。

三
、
日
本
の
民
族
、
産
業
を
亡
ぼ
さ
な
い
方
法
を
と
る
。

四
、
住
友
本
社
並
に
住
友
系
各
社
の
債
権
者
に
出
来
る
だ
け
忠
実
に
対
処
す
る
。

五
、
住
友
本
家
分
家
の
御
生
活
を
守
る
。

同
じ
九
月

一
日
阿
澄
の
日
記
に
よ
る
と
次
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
た
ｃ

住
友
男
爵
、
古
田
総
理
事

の
投
獄
論
が
流
布
さ
れ
、
こ
の
防
戦
に
苦
慮
し
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
特
殊
筋

の
連
中
が
紙
の
配
給
が
欲

し
い
の
と
金
も
欲
し
い
の
で
、
英
文
タ
イ
プ
で
打

っ
た
謄
写
版

の
人
物
論
を
司
令
部
に
売
込
ん
で
い
た
Ｇ
正
力
松
太
郎
論
な
ど
私
か
に

読
ん
で
み
た
が
、
気
の
毒
な
記
事
が
あ

っ
た
．
住
友
吉
左
衛
門
論
や
古
田
俊
之
助
論
な
ど
、
と
ん
で
も
な
い
記
事
を
書
か
れ
る
と
困
る



の
で
、
気
を
配
り
手
を
打

っ
た
ｃ

阿
澄
の
危
惧
は
現
実
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ

つ
た
。
八
月
二
十

一
日
に
は
ド
イ
ツ
の
戦
争
犯
罪
人
三
四
名
が
発
表
さ
れ
、
九
月
十
日
付
デ

イ
リ
ー

・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
紙
は
、
す
で
に
日
本
の
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
軍
部
及
び
民
間
の
指
導
者
数
千
人
に
及
ぶ
名
簿
が
作
成
済
み
と
報
じ

た
。
河
井
の
指
示
に
よ
り
既
に
戦
争
犯
罪
人
に
関
す
る
研
究
を
開
始
し
て
い
た
調
査
課
で
は
次

の
よ
う
な
ペ
ー
パ
ー
を
ま
と
め
た
ｃ

一
、
住
友
財
閥
は
戦
争
犯
罪
人
な
り
や
．

戦
争
犯
罪
人
の
定
義

（
ａ
）

米
、
英
、
蘇
、
仏
四
国
の
定
義

（イ
）

平
和
に
対
す
る
犯
罪
―
侵
略
戦
争
又
は
国
際
条
約
に
違
反
し
て
戦
争
を
引
起
し
た
者

の
罪

（
口
）

戦
争
法
規
違
反
の
犯
罪
―
交
戦
法
規
例

へ
ば

一
九
０
七
年

ハ
ー
グ
条
約
、
存
虜
待
遇
条
約
等

に
関
し
て
こ
れ
に
違
反
し
た

も
の
ゝ
罪
（狭
義
の
戦
争
犯
罪
人
）
。
例
、
不
必
要
に
民
家
を
焼
く
。

（
ハ
）

人
道
に
対
す
る
犯
罪
―
例
、
独
逸
が
国
内
で
行

っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
等
。

（ｂ
）

独
逸
人
に
対
す
る
戦
争
犯
罪
起
訴
理
由
（
ゲ
ー
リ
ン
グ
、
リ
ツ
ペ
ン
ド
ロ
ツ
プ
を
含
む
十
二
名
）

（イ
）

戦
争
犯
罪
及
び
人
類
に
対
す
る
罪
を
犯
す
共
同
計
画
又
は
陰
謀

の
実
行
案
を
樹
て
る
こ
と
。

（
口
）

国
際
上
の
条
約
、
協
定
、
協
約
を
破
毀
し
て
侵
略
戦
争
を
開
始
し
続
行
す
べ
き
こ
と
を
計
画
し
、
準
備
し
た
。

（
ハ
）

総
力
戦
の
実
行
、
戦
争
法
規
及
び
慣
例
に
直
接
抵
触
す
る
方
法
及
び
策
略
を
含
む
。

（
二
）

ナ
チ
ス
党
及
び
党
の
世
界
支
配
、
陰
謀
に
敵
意
を
も
つ
も
の
、
或
は
敵
意
を
も
つ
も
の
と
嫌
悪
さ
れ
た
も
の
は
す
べ
て
殺

害
し
た
こ
と
。

一
、
家
長
公
は
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
訴
追
せ
ら
る
る
こ
と
な
き
や
。
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財
閥
は
今
次
戦
争
勃
発
及
び
遂
行
に
付
い
て
責
任
あ
り
と
看
倣
さ
れ
、
而
し
て
少
く
と
も
四
大
財
閥
は
こ
の
点

に
付

い
て

一
様

に

取
扱
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

財
閥
が
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
追
求
せ
ら
れ
る
場
合
、
責
任
者
は
何
人
に
定
め
ら
れ
る
か
。
住
友

の
場
合
は
家
長
公
が
事
実
上
事
業

の
経
営
に
関
与
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
、
責
任
が
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
三
菱
の
場
合
は
三
菱
男
爵
が
独
裁
的
に
経
営
を
支

配
し
て
ゐ
る
関
係
上
、
住
友
そ
の
他
の
三
大
財
閥
も
三
菱
と
同
様
に
取
扱
は
れ
る
危
険
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。

若
し
家
長
公
が
訴
追
せ
ら
れ
る
と
せ
ば
、
事
業
の
経
営
は
全
部
総
理
事

に
一
任
し
て
ゐ
る
と
抗
弁
す
る
こ
と
ｃ

、
住
友
財
閥
が
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
起
訴
せ
ら
れ
る
理
由
。

（
ａ
）

住
友
と
軍
部
の
結
託

住
友
は
将
校

の
多
く
を
職
員
特
に
顧
間
と
し
て
採
用
せ
る
こ
と
。
こ
れ
は
就
中
金
属
、
業
務
所
に
多

い
Ｇ
又
金
属
で
は
陸
海
軍

主
計
中
将
を
監
査
役
に
選
任
し
、
そ
の
子
会
社
の
社
長
に
も
海
軍
将
官
を
選
任
し
た
。

（ｂ
）

満
洲
と
住
友
と
の
関
係

満
洲
住
友
金
属
、
安
東
軽
金
属
は
住
友

の
設
立
し
た
会
社
で
あ
り
、
そ
の
外
電
気
工
業
、
通
信
工
業
、
化
学
工
業
等

の
関
係
会

社
は
満
洲
に
進
出
し
て
ゐ
る
。

（
ｃ
）

住
友
と
政
府
と
の
結
託

古
田
総
理
事
は
小
磯
内
閣
に
於
て
内
閣
顧
間
に
任
命
さ
れ
、
又
同
内
閣
以
来
軍
需
省
顧
間
に
任
命
さ
れ
た
。

（ｄ
）

戦
争
誘
発
に
対
す
る
住
友

の
消
極
的
協
カ
ー
不
作
為
に
因
る
責
任

住
友
は
四
大
財
閥
の
一
と
し
て
宣
戦
、
戦
争
遂
行
に
関
し
発
言
し
得
る
地
位

に
あ

っ
た
。
然
る
に
戦
争
誘
発
を
防
ぎ
若
し
く
は

戦
争
を
中
止
す
る
や
う
何
等

の
発
言
、
勧
告
を
し
な
か
つ
た
。



（
ｅ
）

右
翼
団
体
そ
の
他
戦
争
責
任
者
に
対
す
る
援
助

（ｆ
）

住
友
と
重
臣
と
の
関
係

西
園
寺
公
、
近
衛
公
と
住
友
と
は
親
戚
又
は
特
別
に
密
接
な
る
関
係
に
あ

つ
た
。

調
査
課
長
目
崎
憲
司
は
、
こ
の
ペ
ー
パ
ー
に
基
づ
き
、
次

の
よ
う
な
社
長
住
友
吉
左
衛
門
の
弁
明
書
案
を
作
成
し
、
こ
れ
に
ａ
住
友
本
社

と
連
系
会
社
、
ｂ
住
友
と
戦
時
と
戦
時
利
得
、　
ｃ
住
友
と
軍
部
と
の
関
係
、
ｄ
住
友
と
政
府
と
の
関
係
、　
ｅ
住
友
と
重
臣
と
の
関
係
、
ｆ
住

友
と
寄
附
、　
〓
任
友

の
満
洲
国
進
出
、
ｈ
何
故
に
戦
争
阻
上
の
努
力
を
し
な
か
っ
た
か
と
い
う
内
容

の
各
論
を
添
付
し
た
。

陳
述
草
按

自
分
は
住
友
家
の
家
長
と
し
て
、
住
友
本
社
の
社
長
の
地
位
を
持

っ
て
居
る
が
、
事
業
の
経
営
は
、
総
理
事
が
全
責
任
を
以
て
、
其

衝
に
当

っ
て
居
る
の
で
、
自
分
は
事
業
に
つ
い
て
詳
細
な
る
智
識
は
な
い
。
詳
細
な
説
明
が
入
要

の
場
合
に
は
、
総
理
事
を
煩
す
外
は

な
い
。
自
分
は
、
総
理
事
を
信
任
し
、
其
進
言
す
る
所
を
承
認
実
行
す
る
。
其
性
質
は
責
任
内
閣
を
有
す
る
王
の
地
位

に
似
た
る
も
の

で
あ
る
と
考

へ
て
ゐ
る
ｃ
自
分
は
京
都
帝
国
大
学
に
於
て
日
本
文
化
史
を
研
究
し
、
文
学
に
興
味
を
有
し
、
事
業
の
経
営
等
は
あ
ま
り

興
味
は
な
い
。

住
友
家
は
元
来
大
阪
の
出
で
あ
る
か
ら
、
政
府
と
か
陸
海
軍
等
と
は
関
係
薄
く
、
民
間
の
独
立
し
た
事
業
家
で
あ

っ
て
、
政
治
に
は

無
関
心
で
あ
る
ｃ
戦
争
で
利
益
を
得
る
と
か
、
或
は
又
政
権
の
変
動
に
際
し
て
、
政
治
家
を
支
持
し
て
、
利
権
を
得
る
と
い
ふ
様
な
こ

と
は
し
た
事
は
な
い
と
聞
い
て
ゐ
る
。
住
友

の
歴
史
を
書
い
た
本
が
あ
る
か
ら
御
読
み
に
な
れ
ば
分
る
。

他
方
本
社
総
務
部
会
計
課
で
は
常
務
理
事
総
務
部
長
北
沢
敬
二
郎
の
指
示
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
次

の
よ
う
な
住
友
本
社

の
弁
明
書
を
作
成

し
て
い
た
。

大
東
亜
戦
争
期
間
ヲ
通
ジ
住
友
本
社
ノ
果
シ
タ
ル
役
割

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
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一
二

妊柏
五
中

戦
時
中
住
友
本
社

ハ
単

二
一
筒
ノ
証
券
保
有
会
社
ト
シ
テ
保
善
的
存
在
タ
リ
シ
ニ
止

マ
ル
。

説
明

一
、
住
友
本
社
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
嘗
テ
昭
和
四
、
五
年
頃
迄

ハ
、
住
友
合
資
会
社
ノ
名
称
ノ
下
二
、
所
謂
財
閥
ノ
中
核
的
存
在
ト
シ
テ
、

傘
下
各
部
門
二
対
シ
単

二
資
本
的

二
止

マ
ラ
ズ
、
凡
ユ
ル
面
ヨ
リ
強
カ
ナ
ル
指
導
統
制
ヲ
加

ヘ
タ
ル
コ
ト
ア
リ
シ
モ
、
右

ハ
当
時
ノ

世
界
的
不
況
ヲ
打
開
セ
ン
カ
為
、
同

一
資
本
系
統
ノ
諸
会
社

ヲ
一
九
ト
ス
ル
有
機
的
運
営

二
依
リ
テ
、
不
況

二
斃
ル

ヽ
力
如
キ
コ
ト

ヲ
防
止
セ
ン
ト
ス
ル

一
方
策
ヲ
出
デ
ザ
リ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
斯
ル
運
営
ノ
方
法

ハ
寧

口
米
国

二
於
ケ
ル
大
会
社
ノ
資
本
的
支
配
方
式

ニ
ソ
ノ
多
ク
ヲ
学
ビ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

二
、
而
ル
ニ
其
後
昭
和
六
年
満
洲
事
変
ヲ
楔
期
ト
シ
、
軍
部

・
官
僚
等
ノ
発
言
権
次
第

二
増
大
ス
ル
ニ
及
ビ
、
従
来
民
間

二
委
シ
ア
リ

シ
経
済
ノ
自
由

ハ
漸
次
国
家
統
制
ノ
許

二
移
行
シ
、
ソ
レ
ニ
伴
ヒ
従
来
ノ
財
閥
本
社
ノ
犯
シ
タ
ル
若
干
ノ
過
誤
ヲ
以
テ
、
恰
モ
本
社

ナ
ル
モ
ノ
ハ
私
利
ノ
追
及

二
余
念
ナ
キ
自
由
経
済
ノ
本
檬
ナ
リ
ト
ノ
考

へ
方

一
般

二
蒲
漫
ス
ル
ニ
至
リ
テ
、
遂

二
本
社

ハ
逐
次

ニ
ソ

ノ
支
配
実
体
タ
ル
持
株
ヲ

一
般

二
放
出
シ
テ
、
指
導
的
立
場
ヨ
リ
後
退
ス
ル
ノ
余
儀
ナ
キ
ニ
到
り
（即
チ
現
在

ニ
ア
リ
テ
ハ
連
系
会

社
ノ
持
株
ス
ラ
僅
々
三
割

ヲ
出
デ
サ
ル
状
況
ナ
リ
）
、
之

二
代
リ
テ
国
家
ノ
強
カ
ナ
ル
統
制
指
導
カ
ガ
各
部
門

二
亘
り
直
接
間
接

ニ

加

ヘ
ラ
ル

ヽ
事
ト
ナ
レ
リ
。

三
、
而
シ
テ
大
東
亜
戦
争
末
期

二
於
テ
ハ
、
本
社
ナ
ル
モ
ノ
ノ
経
理
的
、
人
的
発
言
権
、
指
導
権
（力
）
ハ
殆
ン
ド
喪
失
セ
ル
ニ
ヒ
ト
シ

キ
状
況

ニ
シ
テ
、
単
純
ナ
ル

一
箇
ノ
保
善
的
証
券
保
有
会
社
ト
シ
テ
存
在
セ
ル
状
況
ナ
リ
キ
。

四
、
従
而
当
社
ノ
社
長
或

ハ
重
役
卜
云
フ
モ
、
前
述
ノ
如
ク
直
接
戦
力
増
強
ノ
タ
メ
、
各
部
門
ヲ
指
導
ス
ル
カ
如
キ
コ
ト
極
メ
テ
少
ク
、

特

二
社
長

二
於
テ
ハ
殆
ン
ド
本
社
自
身
ノ
運
営

ニ
モ
預
り
居
ラ
サ
リ
シ
事

ハ
周
知
ノ
通
リ
ナ
リ
。



五
、
又
本
社
自
身
ノ
内
容
ヲ
考
察
ス
ル
モ
、
ソ
ノ
最
大
ノ
生
産
的
要
素
タ
ル
鉱
山
事
業

二
於
テ
ス
ラ
、
経
営
ノ
実
体

ハ
住
友
鍍
業

二
一

任
セ
ラ
レ
、
而
テ
ソ
ノ
生
産
量

ハ
之
ヲ
全
体
的

二
観
ル
ト
キ
ハ
、
誠

二
些
少

ニ
シ
テ
寧

口
国
家

二
大
ナ
ル
寄
与
ヲ
為
シ
得
サ
リ
シ
ヨ

ト
ハ
遺
憾
ト
ス
ル
所
ナ
リ
。

ソ
ノ
他
林
産
等
ノ
経
営
ヲ
為
セ
ル
モ
、
特

二
論
ス
ヘ
キ
程
ノ
コ
ト
ナ
ク
、
要
之
本
社
自
身
ノ
内
容
ヨ
リ
観
察
ス
ル
モ
、
或
ヒ
ハ
資
本

的
指
導
カ
ノ
実
態
ヲ
研
討
ス
ル
モ
、
寧

口
戦
争
ノ
苛
烈
化

二
追
随
ス
ル
コ
ト
能

ハ
ズ
シ
テ
終
結
を
見
タ
リ
ト
謂
フ
ヲ
得
ベ
シ
。

目
崎
は
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
、
「住
友
ノ
組
織
」
と
題
す
る
住
友
と
し
て
の
対
Ｇ
Ｈ
Ｑ
交
渉
用

の
資
料
を
作
成
し
（資
料
５
）
、
こ
れ
を
英

訳
し
た
。
な
お
こ
の
資
料

に
は
、
翌
二
十

一
年
四
月
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
（Ｇ
ｓ
）
に
赴
任
し
た
Ｅ

・
Ｈ

・
ハ
ー
ド
レ
ー
女
史
が
後

に
出
版
し
た

『
日
本
財
閥
の
解
体
と
再
編
成
』
（昭
和
四
十
八
年
　
東
洋
経
済
新
報
社
）
や

『財
閥
解
体
Ｇ
Ｈ
Ｑ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
回
想
』
（平
成
十
六
年
　
東
洋

経
済
新
報
社
）
で
盛
ん
に
引
用
し
て
い
る
Ｇ

。
Ｃ

・
ア
レ
ン
の
諸
論
考

の
一
つ

「
日
本

二
於
ケ
ル
経
済
支
配
ノ
集
中
」
（
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ム
ン
ャ

ー
ナ
ル
　
一
九
三
七
年
六
月
）
の
邦
訳
が
添
付
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
目
崎
（昭
和
七
年
論
文

「鉄
鋼
及
び
石
炭
業
に
於
け
る
企
業

組
織
」
に
よ
つ
て
経
済
学
博
士
の
学
位
を
得
て
い
た
）
は
す
で
に
財
閥
解
体
に
関
す
る
米
国
側
の
意
向
を
或

る
程
度
認
識
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。　
ま
た
用
意
さ
れ
た
資
料
の
中
に
は

「住
友
ノ
組
織
」

の
他
に
住
友
家
家
憲
の
英
訳
（資
料
６
１
１
、　
こ
の
英
訳
は
そ
の
後
ニ
ト

一
年

一
月

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
さ
れ
た

「特
定
ノ
家
族
二
関
ス
ル
報
告
」

で
は
資
料
６
１
２
の
通
り
改
訳
さ
れ
た
）
も
含
ま
れ
て
い
た
。　
こ
れ
ら
の
作
業
は
来
る
べ
き

Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
２
父
渉
に
備
え
て
、
九
月
末
に
は
完
了
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
間
企
画
課
で
は
九
月
四
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
、
十
日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
事
業
転
換
方
策
懇
談
会

の
準
備
に
忙
殺
さ
れ

た
。
十
日
連
系
会
社
の
事
業
転
換
に
関
す
る
実
務
担
当
責
任
者
を
集
め
て
、
次

の
よ
う
な
次
第
で
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

議
事
項

一
、
第

一
次
応
急
転
換
方
策
（現
有
設
備
資
材
ヲ
以
テ
ス
ル
転
換
）如
何

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
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一
四

（
１
）

右
応
急
方
策

二
基
ク
会
社
ノ
製
品
別
販
売
予
想
高

（
２
）
　

　

　

　

〃
　
　
　
会
社
ノ
従
業
員
数

（
３
）
　

　

　

　

〃
　
　
　
原
材
料
ノ
所
要
量
及
手
当
可
能
見
込

一
、
第
二
次
新
規
転
換
方
策
如
何

（
１
）

新
分
野
開
拓
ノ
計
画

（
２
）

右

二
基
ク
販
売
予
想
高
、
従
業
員
数

一
、
関
係
仔
会
社
ノ
転
換
方
策
如
何

一
、
其
他
住
友
ト
シ
テ
考
究
ス
ベ
キ
新
規
事
業
計
画

二
関
ス
ル
御
意
見
其
他

住
友

の
場
合
各
社
の
事
業
は
住
友
金
属
と
海
軍
の
特
殊
な
関
係
を
除
き
、
元
来
民
需
中
心
で
あ

っ
た
も
の
が
、
軍
部
に
よ
つ
て
軍
需
産
業

化
を
強
制
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ

っ
た
の
で
、
会
議
の
席
上
終
戦
に
よ
り

「金
属
各
工
場
中
、
名
古
屋
中
心
ノ
伸
銅
、
八
尾
ノ
ア
ル
ミ
板

・

箔
、
製
鋼
ノ
車
輪
、
尼
崎
ノ
鋼
管
民
需
丈
ガ
存
続
サ
ル
ベ
シ
、
ソ
ノ
他

ハ
閉
鎖
ノ
外
ナ
カ
ル
ベ
シ
」
（金
属
専
務
中
川
路
貞
治
）
と
い
う
住
友
金

属
の
厳
し
い
状
況
を
除
き
、
戦
時
中
冷
遇
さ
れ
て
き
た
日
本
板
硝
子
を
筆
頭
に
事
業
の
民
需
転
換
に
各
社
と
も
明
る
い
希
望
を
表
明
し
た
。

さ
ら
に
常
務
理
事
北
沢
敬
二
郎
は
、
次
の
よ
う
に
極
め
て
楽
観
的
な
見
通
し
を
明
ら
か
に
し
た
。

平
和
基
調

二
急
速

二
転
換
ス
ル
根
本
方
針

ニ
ハ
変
リ
ハ
ナ
イ
。
財
閥
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
一
体
ド
ウ
ナ
ル
カ
ト
云
フ
見
通

二
付
テ
ハ
、
八
月

ニ
ア
メ
リ
カ
ノ
太
平
洋
問
題
協
議
会
ノ
日
本
処
理
案

ニ
ヨ
ル
ト
財
閥
ヲ
ナ
ク
ス
ル
ト
云
フ
事

ハ
ナ
イ
シ
、
又
三
井
、
三
菱
ノ
名
前
丈
デ

住
友

ハ
ナ
イ
シ
、
存
続
ヲ
許
ス
カ
否
カ
ハ
未
定
デ
ア
ル
ガ
、
極
ク
最
近
ノ
話
デ
ハ
ソ
ノ
問
題

二
付
テ
ハ
何
等
触
レ
テ
ヰ
ナ
イ
ガ
ア
メ
リ

カ
側
カ
ラ
触
レ
ル
コ
ト
ハ
ア
マ
リ
ア
ル
マ
イ
。

又
大
田
第
二
部
長
（註
、
大
田
二́
郎
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
第
三
部
長
）
ノ
話
デ
ハ
、
外
国
デ
日
本
ノ
経
済
ヲ
信
用
シ
テ
イ
ル
ノ
ハ
財
閥
丈
ダ



サ
ウ
ダ
カ
ラ
、
住
友
ト
シ
テ
ハ
ア
メ
リ
カ
ニ
対
シ
テ
モ
相
当
強
ク
ヤ
ツ
テ
行
ケ
ル
ノ
デ
ワ
ナ
イ
カ
ト
モ
思
ワ
レ
ル
。

依
而
総
理
事
ノ
生
キ
抜
ク
ト
云
フ
ノ
ハ
、
日
本
ノ
産
業
ト
シ
テ
生
キ
抜
ク
ノ
デ
ア
ル
ト
思
フ
カ
ラ
、
各
社
デ
ハ
モ
ツ
ト
構
想
ヲ
大

ニ
シ

テ
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
ナ
ラ
ビ
ン
タ
ン
ノ
モ
ノ
ヲ
、
皆
ナ
モ
ツ
テ
キ
テ
日
本
デ
ヤ
ラ
ウ
ト
云
フ
風

二
考

ヘ
テ
貰
イ
度
イ
。
又
金
属
ノ
ハ
ミ

ル
ト
ン
式
プ
ロ
ペ
ラ
ハ
輸
送
機

二
用
ヒ
ラ
レ
テ
ヰ
ル
カ
ラ
、
之
ノ
方
面

二
付
テ
モ
考

ヘ
テ
ヨ
イ
ト
思
フ
。

従

っ
て
連
系
各
社
か
ら
の
住
友

の
新
規
事
業
と
し
て
は
、
石
灰
石
利
用
の
セ
メ
ン
ト
製
造
業

へ
の
進
出
と
か
北
海
道
入
殖
計
画
と
か
、
阿

澄
に
よ
れ
ば

「資
金
の
み
食

っ
て
人
員
の
収
容
に
限
界
が
あ
る
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ば
か
り
で
、
企
画
課
が
提
案
し
た
住
友
商
事
設
立
が
唯

一

の
新
規
事
業
と
い
え
る
も
の
で
あ

つ
た
。
阿
澄
に
よ
る
と
商
事
会
社
設
立
の
論
理
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
ｃ

一
、
輸
出
商
品
の
生
産
工
業
は
大
量
の
雇
傭
が
出
来
る
。

一
、
日
本
の
経
済
は
外
貨
獲
得
を
基
本
的
要
素
と
す
る
。

一
、
貿
易
権
を
外
国
商
社
に
と
ら
れ
る
と
、
日
本
は
奴
隷
的
工
業
国
農
業
国
に
転
落
す
る
。
ど
う
し
て
も
日
本
人
の
手

に
よ
る
貿
易
商

社
を
育
て
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
、
日
本
人
の
手
で
貿
易
を
や
れ
ば
、
日
本
人
の
手
に
よ
る
海
上
輸
送
が
盛
に
な
る
ｃ
日
本
人
の
手

に
よ
る
貿
易
金
融
も
盛
に
な
る
。

一
、
日
本
人
の
手
に
よ
る
海
上
輸
送
が
発
達
す
れ
ば
、
日
本
人
の
手
に
よ
る
造
船
工
業
が
盛
に
な
る
。
造
船
工
業
の
発
展
は
各
種
産
業

の
成
長
を
促
す
。

一
、
戦
後
は
商
事
活
動
が
急
速
に
盛
に
な
る
。

そ
し
て
住
友
商
事

の
扱
品
種
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

一
、
日
本
の
基
幹
産
業
の
原
材
料
の
輸
入
を
や
る
。

一
、
食
糧
の
輸
入
を
や
る
。
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一
、
外
貨
獲
得
に
適
切
な
商
品
の
輸
出
を
や
る
。

し
か
し
住
友
に
お
い
て
は

「住
友
総
本
店
（下
ヱ
ハ
曰
　
商
事
会
社
設
立
問
題
」
で
述

べ
た
よ
う
に
、
大
正
九
年
二
月
外
遊
か
ら
帰
国
し
た

総
理
事
鈴
木
馬
左
也
に
よ
つ
て
商
事
会
社
設
立
の
起
案
が
廃
案
に
追
い
込
ま
れ
て
以
来
、
商
事
会
社
設
立
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
き
た
。
従

っ

て
北
沢
は
こ
れ
に
基
づ
き
、
住
友
商
事
設
立
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
反
対
し
た
ｃ

住
友
ト
ト
レ
ー
デ
イ
ン
グ
ハ
、
中
々
大
キ
ナ
問
題

ニ
シ
テ
、
三
井
、
三
菱
ガ
大
キ
ナ
商
事
会
社
ガ
ア
ル
ト
キ
、
何
モ
住
友
ガ
此
ノ
際
競

争
的

二
大
キ
ナ
商
事
会
社
ヲ
作
ル
必
要

ハ
ナ
イ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
。

こ
れ
に
対
し
阿
澄
は
、
次

の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。

鈴
木
馬
左
也
元
総
理
事

の
商
事
会
社
禁
止
論
は

一
、
話
が
伝
説
化
し
て
い
る
。

一
、
鈴
木
総
理
事
が
商
事
会
社
を
禁
止
さ
れ
た
理
由
は

イ
、
時
期
が
悪
い
。

口
、
人
が
育
て
ら
れ
て
い
な
い
。

ハ
、
虚
業
的
要
素
が
多

い
。

一
、
日
本
か
ら
商
事
会
社
を
抹
殺
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
鈴
木
総
理
事

に
墓
か
ら
出
て
来
て
貰
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

か
く
し
て
懇
談
会

の
結
論
は
連
系
各
社
の
民
需
転
換
と
新
規
事
業
と
し
て
住
友
商
事
設
立
に
し
ぼ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
企
画
課
は
翌
十

一
日
か
ら
十
二
日
に
か
け
て
、
十
三
日
の
理
事
会
に
提
出
す
る
事
業
転
換
案

の
作
成
に
当
た
っ
た
。
し
か
し
十
三
日
の
理
事
会
に
お
い
て
決

定
さ
れ
た
の
は
、
懇
談
会
の
民
需
転
換
と
住
友
商
事
設
立
と
い
う
拡
大
均
衡
に
よ
る
雇
用
の
確
保
と
い
う
結
論
と
は
裏
腹
に
人
員
整
理
の
方

針
と
本
社
解
体
も
視
野
に
入
れ
た
住
友
土
地
工
務
に
商
事
部
門
を
併
設
す
る
と
い
う
縮
小
均
衡
策
で
あ

っ
た
。



理
事
会
の
決
定
が
何
故
こ
の
よ
う
に
一
八
〇
度
転
回
し
た
の
か
、
議
論
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
十
二
日
に
作
成
さ
れ
た
企
画
課
の
案

が
、
す
で
に
住
友
土
地
工
務
に
商
事
部
門
併
設
案
に
修
正
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
十

一
日
に
報
道
さ
れ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

元
帥
の
日
本
管
理
方
式
に
関
す
る
声
明
や
、
同
日
に
命
令
さ
れ
た
東
条
英
機
等
三
九
人
の
戦
争
犯
罪
人
の
逮
捕
な
ど
に
よ
り
、
北
沢
常
務
理

事
等

の
楽
観
論
は

一
掃
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
（阿
澄
に
よ
る
と
十
二
月
二
日
三
菱
重
工
業
社
長
郷
古
潔
が
戦
犯
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た

時
、
総
理
事
古
田
俊
之
助
も
逮
捕
が
ほ
と
ん
ど
半
ぎ
ま
り
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
）。

こ
の
結
果
九
月
十
四
日
本
社
人
事
課
長
津
田
久
は
、
人
員
整
理
に
関
す
る
起
案

「職
員
整
理
方
針

二
関
ス
ル
件
」
を
提
出
し
、
即
日
決
裁

さ
れ
た
（資
料
７
）
。
方
針
決
定
と
同
時
に
起
案
が
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

人
事
課
と
し
て
は
予
め
人
員
整
理
を
必
至
と
み

て
、
研
究
を
重
ね
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

阿
澄
に
よ
る
と
、
九
月
十
二
日
企
画
課
が
作
成
し
、
十
三
日
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
住
友
本
社
解
体
案
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。

一
、
販
売
部
門
は
閉
鎖
、
住
友
土
地
工
務
に
販
売
部
門
新
設
。

二
、
鉱
山
部
門
（鴻
之
舞
、
大
宮
、
国
富
、
余
市
等
）
を
住
友
鍍
業
に
売
却
。

三
、　
林
業
部
門
（林
業
所
）
を
住
友
鍍
業
に
売
却
。　
別
子
農
林
課
（財
産
は
住
友
本
社
所
有
、
経
営
は
住
友
鎖
業
に
委
託
）
の
業
務
と
併
せ
、　
将

来
は
独
立
の
会
社
と
す
る
。

四
、
住
友
病
院
は
財
団
法
人
と
す
る
ｃ

五
、
其
他
の
不
動
産
は
適
宜
、
適
切
な
関
係
先
に
売
却
す
る
。

又
住
友
商
事
を
新
た
に
設
立
す
る
の
で
は
な
く
、
住
友
土
地
工
務
に
販
売
部
門
を
新
設
す
る
理
由
を
阿
澄
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

住
友
に
は
真
の
商
事
会
社
の
経
験
が
な
い
。
戦
後
は
財
閥
の
威
力
が

一
応
衰
退
す
る
。
そ
ん
な
と
き
独
立
の
商
事
会
社
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
ら
必
ず
経
験
を
積
む
前
に
破
綻
す
る
ｃ
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不
動
産
会
社
の
一
部
に
販
売
部
門
を
つ
く
る
場
合
は
、
破
産
ま
で
落
込
む
前
に
必
ず
商
事
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
独
立
の

商
事
会
社
で
は
銀
行
が
つ
い
て
こ
な
い
。
不
動
産
会
社
と
抱
き
合
せ
な
ら
銀
行
は
つ
い
て
く
る
。

不
景
気
に
な
る
と
商
事
収
益
は
減
る
が
、
物
価
も
低
落
し
、
経
費
も
節
約
さ
れ
、
不
動
産

の
賃
貸
収
入
が
大
き
な
支
え
に
な
る
。
好
景

気
に
な
る
と
物
価
も
上
昇
し
、
経
費
も
膨
脹
し
、
不
動
産
の
賃
貸
収
入
は
影
薄
く
な
る
が
、
商
事
部
門
の
収
益
が
支
え
に
な
る
。

三
菱
地
所
宮
田
専
務
（計
、
宮
田
正
男
、
当
時
は
三
菱
地
所
営
業
部
長
で
あ
る
）も
此
の
考

へ
方
に
同
感
さ
れ
た
ｃ

九
月
二
十
二
日
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
る

「降
伏
後
に
お
け
る
米
国
の
初
期
の
対
日
方
針
」
の
全
文
が
発
表
さ
れ
た
ｃ
常
務
理
事
北
沢
敬
二

郎
は
次

の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
財
閥
解
体
問
題
を
具
体
的
に
取
り
上
げ
始
め
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
七
月
二
十
六
日
の
ポ
ツ
ダ
ム
官
一言
に
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
た
の
で
、
か
ね
て
覚
悟
し
て
い
た
も
の
ゝ
、
い
よ
い
よ
具
体
化
の
段
階
に
な
る
と
や
は
り
悲
痛
無
念

の
感
が
深
か
っ
た
。
Ｇ
Ｈ

Ｑ
は

「降
伏
後
の
日
本
に
対
す
る
米
国
の
初
期
政
策
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
中
に
は
日
本

の
商
工
業

の
大
部
分
に
支
配
力
を
有
す
る
産

業

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
、
金
融

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
を
解
体
す
る
と
明
記
し
て
あ

っ
た
ｃ
名
目
は
民
主
主
義
勢
力
の
助
長
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

当
時
の
米
国
の
真
意
は
、
実
は
日
本
の
経
済
力
を
弱
め
る
の
が
ね
ら
い
だ
つ
た
と
思
う
。

連
合
軍
先
遣
部
隊
が
八
月
二
十
八
日
厚
木
飛
行
場
に
到
着
以
来
、
三
十
日
連
合
国
最
高
司
令
官

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
も
厚
本
に
到
着
、
九

月
二
日
横
浜
に
開
設
さ
れ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
十
五
日
に
東
京
日
比
谷
の
第

一
生
命
ビ
ル
に
移
転
し
た
。
し
か
し
関
西
で
は
占
領
軍
の
進
駐
は
遅
れ

て
い
た
。
九
月
二
十
五
日
ア
メ
リ
カ
第
六
軍
電
下
の
第

一
軍
団
第
九
八
師
団
は
、
住
友
金
属
和
歌
山
製
鉄
所
の
海
岸
線
に
上
陸
を
開
始
し
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
第

一
軍
団
の
先
遣
隊
ト
ー
マ
ス
少
佐
が
九
月
二
十
三
日
住
友
ビ
ル
を
第

一
軍
団
司
令
部
と
し
て
接
収
す
る
旨
通
告
し
て
き
た
。

ビ
ル
の
所
有
者
住
友
土
地
工
務
専
務
竹
腰
健
造
が
ト
ー
マ
ス
少
佐
と
の
折
衝
に
当
た
っ
た
。
竹
腰
は
銀
行

・
信
託
等
金
融
機
関
が
入
居
し
て

い
る
の
で
、
接
収
は
最
上
階
で
あ
る
五
階
だ
け
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
申
し
入
れ
、
二
十
四
日
接
収
は
五
階
と
屋
上
階
（社
員
食
堂
、
貴
賓
応



接
室
及
び
食
堂
）
に
と
ど
ま
つ
た
。
そ
の
代
わ
リ
ト
ー
マ
ス
少
佐
か
ら
は
三
日
以
内
に
明
け
渡
す
よ
う
命
令
さ
れ
、
五
階
の
テ
ナ
ン
ト
住
友
生

命
は
二
十
六
日
ま
で
に
近
く
の
愛
日
国
民
学
校

へ
の
退
去
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
二
十
七
日
進
駐
軍
移
転
の
朝
に
は
各
室
の
清
掃
を
終
え
、

幹
部
の
部
屋
に
は
北
沢
常
務
理
事

の
指
示
で
花
ま
で
生
け
ら
れ
て
い
た
。

同
日
住
友
本
社
で
は
、
先
の
人
員
整
理
の
方
針
に
基
づ
き
、
本
社
職
員
に
対
し
次

の
よ
う
な
退
職
中
出
勧
奨
が
通
知
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
年
九
月
二
十
七
日

人
事
部
長
　
田
中
　
良
雄

職
員
各
位

大
東
亜
戦
争

ハ
遂

二
悲
運
ナ
ル
結
末
ヲ
告
ゲ
マ
シ
タ
。
我
々
国
民
卜
致
シ
マ
シ
テ
ハ
、
此
際
斯
ノ
如
キ
終
結
ヲ
見
ル
ニ
至
リ
マ
シ
タ
原

因
ヲ
顧
ミ
テ
、
深
ク
反
省
致
シ
マ
ス
ト
共

二
、
今
後

ハ
只
管
大
詔
ノ
御
趣
旨
ヲ
奉
祀
シ
、
戦
後
復
興
皇
国
再
建

二
邁
進
致
サ
ネ
バ
ナ
ラ

ヌ
ト
存
ズ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

我
住
友

二
於
キ
マ
シ
テ
モ
、
此
新
事
態

二
即
応
致
シ
マ
シ
テ
、
従
来
ノ
戦
時
態
勢
ヲ
急
速

二
平
和
態
勢

二
切
換

へ
、
新
ナ
ル
決
意

ヲ
以

テ
新
時
代

二
対
処
ス
ル
コ
ト

ヽ
相
成

ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
御
承
知
ノ
通
り
、
我
住
友

ハ
其
ノ
全
事
業

ヲ
挙
ゲ
テ
国
家
卜
運
命

ヲ
倶

ニ
ス
ベ
ク
、
戦
争
完
遂
ノ

一
途

二
全
カ
ヲ
傾
倒
致
シ
テ
参
リ
マ
シ
タ
ダ
ケ
ニ
、
今
突
如
ト
シ
テ
平
和
態
勢

二
切
換
ヲ
断
行
致
シ
マ
ス
事

ハ
、
中
々
容
易
ナ
ラ
ヌ
困
難
ヲ
感
ズ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
終
戦
以
来
新
ナ
ル
構
想
ヲ
以
テ
鋭
意
企
画
ヲ
進
メ
テ
居
ル
次
第
デ
ア
リ
マ

ス
ガ
、
何
レ
ニ
セ
ヨ
戦
時

二
於
ケ
ル
ガ
如
キ
厖
大
ナ
ル
事
業
ヲ
運
営
致
シ
テ
参
リ
マ
ス
コ
ト
ハ
不
可
能
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
先
ヅ
以
テ
現

事
業

ハ
徹
底
的
圧
縮
ヲ
致
サ
ネ
バ
ナ
リ
マ
セ
ズ
、
自
然
職
員

ニ
モ
相
当
数
ノ
過
剰
ヲ
見
込

マ
ザ
ル
ヲ
得
ナ
イ
状
態

二
立
至
ツ
タ
ノ
デ
ア

リ
マ
ス
。
本
社
卜
致
シ
マ
シ
テ
ハ
、
現
在

一
般
男
子
職
員
八
五
名
、
保
安
連
絡
関
係
職
員
三
九
名
、
女
子
七
五
名
デ
仕
事

ヲ
致
シ
テ
居

リ
マ
シ
タ
ガ
、
近
ク
復
帰
を
予
定
セ
ラ
レ
ル
兵
役
服
務
者
、
応
徴
者
、
禁
止
職
種
転
換
者

ハ
一
般
男
子
二
七
五
名
、
保
安
連
絡
関
係
者
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五
三
名
、
女
子
三
三
名

二
達
シ
マ
ス
。
事
業
自
体
ノ
規
模
圧
縮

二
加

へ
、
此
ノ
厖
大
ナ
ル
帰
還
復
員
者
ヲ
加

ヘ
マ
ス
ト
、
本
社
モ
亦
職

員
ノ
著
シ
キ
過
剰
ヲ
免
レ
ヌ
コ
ト
ニ
ナ
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

大
戦
中

ハ
戦
力
増
強
ノ
為
、
国
民

一
人
残
ラ
ズ
戦
列

二
就
ク
ベ
キ
要
請
切
ナ
ル
モ
ノ
ガ
ア
リ
マ
シ
タ
関
係
上
、
各
位

二
於
カ
レ
マ
シ
テ

ハ
、
種
々
ノ
個
人
的
家
庭
的
御
事
情
等
御
有
リ
デ
ア
ツ
タ
コ
ト

ヽ
存
ジ
、
其
ノ
真
摯
ナ
ル
御
努
カ

ニ
対
シ
マ
シ
テ
ハ
深
甚
ナ
ル
敬
意
ト

感
謝
ト
ヲ
表
ス
ル
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。
然
シ
乍
ラ
情
勢
斯
ク
ノ
如
ク
相
成
リ
マ
シ
タ
今
日
二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
、
最
早
強
テ
旧
来
ノ
職
場

二
止

マ
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
国
家
的
要
請

ハ
無
ク
ナ
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
自
由

二
新
時
代

二
処
ス
ル
ノ
途
ヲ
御
考

ヘ
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
時
、

此
際
或

ハ
故
山

二
帰

ツ
テ
静
カ
ニ
余
生
ヲ
送
り
、
或

ハ
暫
ク
閑
地

二
在

ツ
テ
状
勢
ノ
推
移
ヲ
見
究
メ
、
或

ハ
曽
テ
ノ
経
験

二
基
キ
新
生

ノ
途
ヲ
拓
キ
タ
キ
御
考
ヲ
以
テ
、
退
職
ヲ
希
望
セ
ラ
ル

ヽ
向
モ
段
々
二
御
有
リ
ノ
コ
ト
カ
ト
存
ズ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
殊

二
女
子
職
員

ノ
方

ハ
当
然
家
庭

二
復
帰
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
ヲ
御
考

ニ
ナ
ツ
テ
居
ラ
レ
、
又
斯
ク
ア
ル
ベ
キ
カ
ト
思
ヒ
マ
ス
ガ
、
斯
様
ナ
コ
ト
ハ
何
力
機

会
ガ
無
イ
ト
、
中
々
申
出
難
イ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
ノ
デ
、
彼
是
考

へ
合
セ
マ
シ
テ
、
弦

二
退
職
ノ
意
図
ヲ
有
セ
ラ
レ
ル
方

ヲ
積
極
的

ニ

徴
募
ス
ル
コ
ト

ヽ
致
シ
タ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
ｃ

尚
斯
様
ナ
コ
ト
ヲ
申
上

マ
ス
コ
ト
ハ
或

ハ
如
何
卜
思
ヒ
マ
ス
ガ
、
退
職
ノ
コ
ト
ヲ
考

ヘ
ラ
ル

ヽ
二
当
り
、
差
当

ツ
テ
何
彼
卜
御
心
積
リ

モ
ア
ロ
ウ
カ
ト
思
ハ
レ
マ
ス
ノ
デ
、　
一
応
左

二
退
職
時
ノ
給
与

二
付
テ
予
メ
御
報
セ
ス
ル
コ
ト

ヽ
致
シ
マ
ス
。

一
、
退
職
慰
労
金
又

ハ
退
職
手
当
金

規
程
全
額
ヲ
支
給
ス
ｃ

二
、
特
別
手
当

退
職
慰
労
金
又

ハ
退
職
手
当
金
ノ
外
左
ノ
特
別
手
当
ヲ
支
給
ス
。

（
一
）

職
員
、
準
職
員



勤
続
五
年
未
満
ノ
者
　
　
　
　
　
　
月
俸
ノ
六
月
分

″

十
年
未
満
ノ
者
　
　
　
　
　
　
　
〃
　

八
月
分

〃

十
年
以
上
ノ
者
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
十
月
分

（
二
）

女
子
職
員

勤
続
三
年
未
満
ノ
者
　
　
　
　
　
　
月
給
ノ
ニ
月
分

〃　
五
年
未
満
ノ
者
　
　
　
　
　
　
　
〃
　

四
月
分

″　
五
年
以
上
ノ
者
　
　
　
　
　
　
　
″
　
五
月
分

三
、
帰
郷
旅
費

社
則
内
国
旅
費
規
程
第
三
十
条
ノ
定
ム
ル
処

二
依
ル
の
但
シ
本
人
以
外
家
族

二
対
シ
テ
モ
第
二
十
五
条
ノ
定
ム
ル
処
ヲ
準
用
シ
、
鉄

道
賃
、
船
賃
、
車
馬
賃
及
旅
行
日
当
ヲ
支
給
ス
ｃ

尚
念
ノ
為
申
添

ヘ
テ
置
キ
タ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、　
一
般
世
間
ノ
例
等

二
依
リ
マ
ス
ト
、
此
際
進
ン
デ
退
職
ヲ
申
出
ル
コ
ト
ハ
、
給
与

上
不
利
ヲ
蒙
ル
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
ノ
御
懸
念
モ
ア
ロ
ウ
カ
ト
思
ヒ
マ
ス
ガ
、
住
友

二
関
ス
ル
限
り
、
左
様
ナ
扱

ハ
絶
対

二
致
サ
ヌ
処
デ

ア
リ
マ
シ
テ
、
今
後
都
合

ニ
ヨ
リ
、
会
社
ヨ
リ
退
職
ヲ
求
メ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
方
々
ガ
有
リ
マ
シ
テ
モ
、
其
ノ
給
与

二
付
キ
マ
シ
テ
ハ
右
発

表
以
上
ノ
コ
ト
ハ
致
サ
ヌ
方
針
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
愚
念
乍
ラ
予
メ
御
含
ミ
置
キ
願
度
イ
ト
存
ジ
マ
ス
ｃ

以
上
彼
是
申
上
ゲ
マ
シ
タ
ガ
、
何
卒
意
ノ
ア
ル
処
ヲ
御
汲
取
下
サ
イ
マ
シ
テ
、
退
職
ノ
意
図
ヲ
有
セ
ラ
ル

ヽ
方

ハ
、　
一
応
来
ル
十
月
十

日
迄

二
夫
々
直
属
ノ
上
司
迄
御
申
出
下
サ
イ
マ
ス
様
、
御
勧
奨
芳
右
申
上
ゲ
タ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。

以
上

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

八
二

一



第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（下
）

八

二

一

国
　
最
高
司
令
部
当
局
者

へ
の
接
触

十
月

一
日
住
友
本
社
は
衣
笠
分
室
及
び
住
吉
分
室
を
廃
止
し
た
。
京
都
で
は
大
阪
と
同
様
九
月
末
に
西
日
本
を
管
轄
す
る
米
第
六
軍
が
進

駐
し
、　
四
条
鳥
丸
の
大
建
産
業
ビ
ル
（現
九
紅
ビ
ル
）
に
司
令
部
が
設
置
さ
れ
た
Ｇ
衣
笠
分
室
が
廃
止
さ
れ
た
衣
笠
別
邸
は
接
収
さ
れ
、　
Ｃ
Ｉ

Ｃ
６
ｏ
●
ユ
Φ【」ユ
ｏヽ
一明
日
ｏ
ｏ
８
７

防
諜
部
隊
）
の
拠
点
と
さ
れ
た
。

三
日
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉
に
備
え
て
、
本
社
に
外
事
室
が
設
置
さ
れ
た
。
九
月
十
九
日
住
友
本
社
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら

「
工
鉱
業
会
社
業
態
報
告

に
関
す
る
指
令
」
を
受
け
、
本
社
及
び
連
系
会
社
に
つ
い
て

「
工
鉱
業
会
社
業
態
報
告
書
」
を
提
出
す
る
た
め
本
社
企
画
課
が
中
心
と
な

つ

て
、
本
社
の
資
料
を
作
成
す
る
と
共
に
連
系
会
社
に
作
成
を
指
示
し
そ
の
取
り
ま
と
め
に
当
た
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
後
十
月
二
十
二
日
に
は

「特
定
会
社
の
業
態
報
告
に
関
す
る
指
令
」
を
受
け
、
こ
れ
に
基
づ
く

「十
五
財
閥
業
態
報
告
書
」
の
作
成
に
も
関
与
し
た
。
こ
れ
ら
の
資

料
の
作
成
、
取
り
ま
と
め
に
は
相
当
の
労
力
を
要
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
大
平
洋
戦
争
期
の
乏
し
い
企
業
資
料

の
中
に
あ

つ
て
こ
う
し
た
資

料
は
貴
重
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

四
日
大
学
専
門
学
校
の
九
月
新
規
卒
業
生
の
採
用
を
取
り
止
め
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
本
社
人
事
部
長
は
連
系
会
社
主
管
者
宛
次

の
よ
う

に
通
知
し
た
。

人
第

一
五
四
号

昭
和
二
十
年
十
月
四
日

住
友
本
社
人
事
部
長
　
　
　
田
中
　
良
雄

本
年
度
新
規
学
校
卒
業
生
採
用
取
止
ノ
件

本
年
九
月
大
学
専
門
学
校
新
規
卒
業
生
ノ
採
用

二
付
テ
ハ
、
過
般
来
本
社

二
於
テ
候
補
者
募
集
鍮
衡
中
ノ
処
、
此
度
ノ
終
戦

ニ
ヨ
リ
情



1 本社及び住友家

銘  柄 本  社 本  家 麻布分家 御影分家 住吉分家 4ヽ   言十

鎖   業

電   工

i[亘      イ言

金   属

満 洲 金 属

機   械

化   学

ア ル ミ

朝鮮軽金属

銀   行

イ言ヨ      言[

生   命

倉   庫

L地 工 務

共 同 電 力

424,976

583,329

330,417

1,718,900

150,930

168,200

392,200

98,200

160,000

177,711

6,170

4,500

65,000

220,840

89,800

678,220

56,433

45,932

173,370

33,200

39,000

107,060

28,000

48,000

50,500

10,000

9,000

85,000

229,000

20 000

53,332

17,961

5,000

60,000

7,290

6,300

18,000

4,600

12,900

400

500

10,000

19,700

3,200

53,332

20,418

5,000

70,000

7,290

6,300

18,000

4,600

12,900

400

500

10,000

19,700

3,200

53,332

17,961

5,000

60,000

7,290

6,300

18,000

4,600

10,900

400

500

10,000

19,700

3,200

838,216

112,773

60,932

363,370

55,070

57,900

161,060

41,800

48,000

87,200

11,200

10,500

115,000

288,100

29,600

計 4.591.173 1,612.715 219 183 217 183 2 280 721

化工材工業

海 上 火 災

安束軽金属

日本板硝手

71,000

81,660

400,000

47 056

10,000

10 000

12,300

11 700

計 599,716 20,000 1,400 1,350 1,250 24,000

合   計 5 190 889 1 632 715 220 583 232,990 218.433 2.304.721

住 友 本 社 470,000 10,000 10,000 10 000 500,000

第 4表 住友家、本社、連系会社、特定関係会社相互間の持株数一覧表

原去備考 :(1)本 人は‖イ{和 :1年 |サ l会 計課作成のものなり,

(2Hイ {和 三 1年 1月 に於ける最近の数字 ,

註 :住 ri分 家の銀行株 10900株の うち 4,000株 は住友孝名義である

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

勢
急
変
シ
タ
ル
結
果
、
本
年
度

ハ

全
面
的

二
採
用
取
止
メ
ノ
コ
ト
ニ

方
針
ヲ
決
定
シ
、
既

二
採
用
決
定

致
シ
居
リ
タ
ル
者

二
対
シ
テ
モ
右

決
定
ヲ
取
消
シ
、
コ
ノ
旨
本
人
並

学
校
宛
通
知
致
置
候
次
第

二
御
座

候
。
右
既

二
御
承
知
ノ
コ
ト

ヽ
存

候

へ
共
、
為
念
御
通
知
迄
得
貴
意

候
也
。
追
而
貴
社

二
於
ケ
ル
将
来

ノ
事
業
運
営
上
特
殊
ノ
技
術
学
科

卒
業
生
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ガ
如
キ
事

情
有
之
候
節

ハ
、
特

二
考
慮
致
ス

ベ
キ
ニ
付
、
至
急
本
社
迄
御
申
越

相
成
度
候
。

五
日
常
務
理
事
北
沢
敬
二
郎
（大
正

六
―
七
年
米
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
及
び

ユ
ニ
オ
ン
大
学
留
学
）
は
、
昭
和
十
八
年

十
月
住
友
銀
行
専
務
か
ら
本
社
監
事
と

八
壬
二



第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（下
）

八
二
四

な

っ
た
大
島
堅
造
（大
正
七
―
十
年
住
友
銀
行
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
出
張
所
主
任
代
理
者
）
と
共

に
、
調
査
課
長
目
崎

憲
司
の
作
成
し
た

「住
友
ノ
組
織
」
英
訳
及
び
住
友

家
家
憲
英
訳
の
他
会
計
課
が
作
成
し
た
住
友
家

・
本

社

・
連
系
会
社

・
特
定
関
係
会
社
相
互
間
の
持
株
数

一
覧
表
（第
４
表
≧
寸
の
資
料
を
携
え
て
上
京
し
た
。

十
月
五
日
私
は
監
事

の
大
島
堅
造
君
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ

に
出
頭
、
経
済
科
学
局
長
の
ク
レ
ー
マ
ー
大
佐

に
会

い
、
住
友
本
社

の
組
織
、
特
色
な
ど
を
説

明
し
、
実
権
は
総
理
事

に
あ
る
と
し
て
、
当
時

戦
犯
の
う
わ
さ
の
あ

つ
た
社
長
住
友
吉
左
衛
門

さ
ん
の
立
場
を
よ
く
話
し
て
お
い
た
。

そ
の
際
北
沢
は
、
ク
レ
ー
マ
ー
大
佐
か
ら
三
菱
は

「岩
崎
が
反
対
し
て
怪
し
か
ら
ん
ｃ
住
友
は
応
じ
る

方
が
よ
い
よ
。

」
「
三
菱
は
個
人
資
産
が
少
な
い
関
係

で
解
体
は
い
や
だ
と
い
う
の
を
聞
い
て
非
常
に
お
こ

っ
た
．

住
友
が
率
先
応
諾
し
て
く
れ
。

」

と
い
わ
れ

（９
）

た
ｃ

ア ル 銀  行 信  託 生  命 土地 11務 共同電力 小  計

39,600

192 000

112,000

48,333

10,000

571,680

25,800

10,200

10,000

160,615

100,000

64,900

12,000

48,000

34,772

23,850

187,040

60,000

61,436

5,000

40,707

24,000

64,000

29,618

62,472

113,600

10,000

21,500

63,820

10,000

13,000

×

20,000

12.000

9,400

8,500

50,000

16,000

l

280,000

251,572

379,140

152,940

394,000

553,900

147,456

210,000

592,000

103,707

160,615

120,000

206,900

262,600

231,600 l 125 528 484,805 420,010 67,900 16,000 4.814,830

200 000

1,250

10 000

3,600

3

8,400

600

145,300

13,250

1,600,000

10,603

200,000 11,250 3.603 9,000 1,769,153

431 600 113 6778 488 408 67,900 16,000 6.583.983

70,000 20.000 10 000 100,000



2 連系会社

銘  柄 鍍  業 電  工 通  信 金  属 機  械 化  学

業

ＴＩ

信

属

属

械

学

ミ

属

行

託

命

庫

務

力

崎

　

　

ル

幡

　

　

　

　

垣

闘

鐘

電

通

金

満

機

化

ア

朝

銀

信

生

倉

土

共

253.500

12,000

70 000

30,000

10,000

16,000

282,818

227 000

10,000

80 000

129,449

32 720

24,000

324,000

168,800

105,000

160 000

112,000

60,000

20,000

12,400

24,300

×

70,000

160,000

75,000

335 500 655 818 162 169 893 800 80 000 341 700

化工材工業

海 上 火 災

安東軽金属

日本板硝子

20 000

132,470

600 000

12,830

600 000

計 200,000 732,470 612,830

合   言| 335,500 855,818 162 169 162 6270 80 000 954 530

ll友 本 社

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

週
明
け
の
十
月
八
日
北
沢
と
大
島

の
出
張
報
告
を

受́
け
て
、
総
理
事
古
田
俊
之
助
は
本
社
解
体
の
決
意

を
固
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
ｃ
企
画
課
で
は
本
社
解

体
案

の
打
合
せ
と
そ
の
作
成
が
十

一
日
か
ら
十
六
日

ま
で
続
け
ら
れ
た
。
こ
の
間
十
五
日
に
は
安
田
保
善

社
理
事
会
が
保
善
社
解
散
を
決
定
し
た
こ
と
が
報
ぜ

ら
れ
た
。

十
六
日
古
田
総
理
事
は
兼
務
す
る
化
学
及
び
土
地

工
務

の
会
長
を
辞
任
し
た
。
化
学
で
は
停
年
延
長
中

で
あ

っ
た
社
長
吉
田
貞
吉
が
退
職
し
た
た
め
、
副
社

長
小
林
晴
十
郎
が
社
長
に
昇
格
し
、
土
地
工
務
で
は

本
社
常
務
理
事
北
沢
敬
二
郎
が
社
長
を
辞
任
し
、
専

務
竹
腰
健
造
が
社
長
に
就
任
し
た
。

十
七
日
神
嘗
祭

の
休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
企
画

課
長
佐
藤
俊
雄
、
副
長
阿
澄

一
三
は
出
勤
し
て
河
井

常
務
理
事
と
解
体
案
を
詰
め
、
そ
の
後
古
田
総
理
事
、

北
沢
、
田
中
両
常
務
理
事
も
出
席
し
て
解
体
案

の
審

議
が
行
わ
れ
た
。
阿
澄
に
よ
る
と

「
最
初
北
沢
さ
ん

八
二
五
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八
二
六

が
反
対
せ
ら
れ
、
田
中
さ
ん
が
賛
成
さ
れ
、
古
田
さ

ん
が
調
整
せ
ら
れ
、
最
後
に
北
沢
さ
ん
も
賛
成
せ
ら

れ
、
全
員
賛
成
に
な

っ
た
」
。

翌
十
八
日
本
社
各
課
長
に
そ
の
概
要
が
説
明
さ
れ

た
（資
料
８
）。
同
日
Ｇ
Ｈ
Ｑ
経
済
科
学
局
長
ク
レ
ー

マ
ー
大
佐
が
来
阪
、
古
田
総
理
事
が
会
見
し
た
。
当

時
本
社
総
務
部
次
長
で
あ

っ
た
菅
野
秀
次
郎
に
よ
る

と
会
見
の
内
容
は
次

の
通
り
で
あ

っ
た
。

席
上
大
佐

ハ
、
「
日
本
財
閥

二
対
ス
ル
処
置

ハ
、

降
伏
後
ノ
日
本
管
理
政
策

二
示
ス
通
り
、
ソ
ノ

解
体

ハ
必
至
デ
ア
リ
、
遅
滞
ス
レ
バ
他
国

二
乗

ゼ
ラ
ル
ル
恐
レ
ガ
ア
ル
カ
ラ
、
自
発
的
且
ツ
急

速

二
行

ハ
レ
ル
コ
ト
ガ
望

マ
シ
イ
。
シ
カ
シ
ロ

下
本
国
政
府

二
請
訓
中
デ
ア
ル
カ
ラ
、
ソ
ノ
回

訓
ヲ
待

ツ
テ
各
社
同
時

二
発
表
ス
ル
コ
ト
」
ヲ

希
望
ス
ル
ト
述
べ
、
之

二
対
シ
古
田
総
理
事

ハ

「自
分
ト
シ
テ
ハ
決
ス
ル
ト
コ
ロ
ハ
ア
ル
ガ
、

社
内
ノ
手
続
ヲ
要
ス
ル
カ
ラ
、
暫
ク
猶
予
ヲ
乞

3 特定関係会社及び総合

銘  柄 再  計 海 L火 災 合  言| 総 株 数 持 株 率 一株の金額

業

工

信

属

属

械

学

ミ

属

行

託

命

庫

務

力

畦

　

　

ル

幡

　

　

　

　

」

隋

鍍

電

通

金

満

機

化

ア

朝

銀

信

生

倉

Ｌ

共

1,543,192

947,674

770,489

3,235,210

600,000

780,000

700,716

350,000

800,000

368,618

177,985

15,000

300,000

715,840

382,000

48,000

12,243

5,000

32,100

4,200

2,000

2 000

6,000

1,591,192

959,917

775,489

3,267,310

600,000

780,000

704,916

350,000

800,000

370,618

179,985

15,000

300,000

715,840

388,000

1,600,000

2,400,000

3,000,000

8,375,000

600,000

800,000

2,200,000

400,000

1,600,000

700,000

400,000

15,000

300,000

830,000

400,000

99 4

40 0

25 8

39 0

100 0

97 5

32 0

87 5

50 0

52 9

45 0

100 0

100 0

86 2

97 0

11,686,724 11,798,267 23,620,000 50 0

化工材工業

海 上 火 災

安束軽金属

日
'本

板石肖■

216,300

107,210

2,000,000

69 359

216300

107,210

2,000,000

69,859

400,000

480,000

4,000,000

245 000

54 1

22 3

50 0

28 5

計 2,392、 869 2.393.369 5、 125.000

合  計 14,079,593 112,043 14,191,636 28,745,000

住 友 本 社 600.000 600 000 600 000 100 0



フ
」
卜
答

へ
、
大
佐

ハ
所
有
株
式
処
分
案

二
就
テ
説
明
シ
、
付
デ
家
長
住
友
吉
左
衛
門

二
就
テ
質
問
ア
リ
、
総
理
事

ハ

「家
長

ハ
住
友

家
ノ
不
文
律

ニ
ヨ
リ
事
実
上
本
社
ノ
事
業

二
一
切
関
与
セ
ズ
、
事
業
上
ノ
全
責
任

ハ
総
理
事
ノ
職

二
在
ル
者
ガ
負
ウ
」
旨

ヲ
答

ヘ
テ
会

談
ヲ
了

ヘ
タ
ｃ

十
九
日
本
社
理
事
会
は
本
社
解
体
方
針
を
決
定
し
た
。
二
十
日
古
田
総
理
事
は
上
京
し
、
こ
の
方
針
に
つ
い
て
分
家
（住
友
寛

こ
及
び
西

園
寺
家
（西
園
寺
八
郎
）
の
了
解
を
得
、
二
十

一
日
長
野
角
間
温
泉
嶽
心
荘
に
疎
開
中
の
家
長
住
友
吉
左
衛
門
を
訪
ね
、
本
社
解
散

の
決
裁
を

得
た
ｃ
歌
人
泉
幸
吉
の

「本
社
解
散

の
報
到
る
」
と
注
記
さ
れ
た

一
首
。

雲
垂
る
る
　
し
ぐ
れ
も
よ
ひ
の
秋
山
を
　
わ
が
子
ら
共
に
　
起
き
て
来
に
け
り

回
　
住
友
本
社
自
身
に
よ
る
解
体
案
の
作
成

十
月
十
八
日
本
社
各
課
長
に
対
す
る
本
社
解
体
案

の
説
明
が
終
わ
る
と
、
翌
十
九
日
各
店
部
、
連
系
会
社
及
び
特
定
関
係
会
社
（住
友
化
工

材
工
業
、
大
阪
住
友
海
Ｌ
火
災
、
日
本
板
硝
子
）
の
主
管
者
に
対
し
、　
こ
れ
を
説
明
す
る
た
め
十
月
二
十
四
日
に
主
管
者
会
同
を
開
催
す
る
旨
通

知
さ
れ
た
ｃ
同
日
北
沢
常
務
理
事
は
、
解
体
案
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

本
社
解
体
ノ
具
体
的
方
法

本
社
解
体
ノ
具
体
的
方
法

二
付
キ
マ
シ
テ
ハ
、
内
外
諸
情
勢
ヲ
勘
案
シ
慎
重
考
慮
ノ
結
果
、
先
ヅ
現
業
部
門
タ
ル
販
売

・
鉱
山

・
林
業

並

二
病
院
ノ
各
部
門
ヲ
適
当

二
処
理
致
シ
マ
シ
タ
上
、
残
リ
マ
シ
タ
持
株
会
社
ト
シ
テ
ノ
本
社
ヲ
解
散
ス
ル
ヲ
至
当
ト
ス
ル
ト
ノ
結
論

二
到
達
致
シ
マ
シ
タ
。

即
チ
第

一
二
本
社
ノ
販
売
部
門
卜
致
シ
マ
シ
テ
ハ
、
東
京
ヲ
始
メ
横
須
賀

・
名
古
屋

・
神
戸

・
呉

・
福
岡

・
京
城

・
上
海
ノ
各
地

二
業

務
所
又
ハ
事
務
所
ヲ
設
ケ
、
主
ト
シ
テ
住
友
系
各
社
ノ
製
品
並

二
其
ノ
関
聯
製
品
ノ
委
託
販
売

ヲ
行

ツ
テ
参
リ
マ
シ
タ
ガ
、
此
ノ
際
之

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
七
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八
二
八

等

ハ
解
消
シ
、
其
ノ
販
売
業
務
ヲ
一
応
各
社

二
復
元
致
ス
コ
ト
ニ
決
定
致
シ
マ
シ
タ
。

尤
モ
日
本
経
済
ノ
将
来
ヲ
予
想
致
シ
マ
ス
レ
バ
、
従
来
ノ
主
ト
シ
テ
軍
事
的
要
請

二
基
ク
国
内
自
給
自
足
態
勢
ノ
経
済
的
非
合
理
性

ニ

代
リ
マ
シ
テ
、
輸
出
入
貿
易
ヲ
含
ム
商
事
活
動
ノ
領
域
ガ
著
シ
ク
拡
大
セ
ラ
レ
マ
ス
コ
ト
ハ
、
必
須
卜
存
ゼ
ラ
レ
マ
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

製
造
会
社
ノ
立
場
ヨ
リ
致
シ
マ
シ
テ
モ
、
民
需
転
換
後
ノ
激
烈
ナ
自
由
競
争

二
対
処
致
シ
マ
ス
為
メ
ニ
ハ
、
製
品

二
対
ス
ル
需
給
ノ
見

透
シ
等

一
般
情
報
ノ
蒐
集
、
海
外
ノ
優
秀
ナ
技
術
ノ
導
入
、
製
品
販
路
ノ
積
極
的
ナ
開
拓
等
ノ
為
メ
ニ
商
事
部
門

二
依
存
ス
ル
度
合

ハ

著
シ
ク
増
加
ス
ル
ト
予
想
セ
ラ
レ
マ
ス
ｃ
従
ヒ
マ
シ
テ
此
ノ
際
住
友
卜
致
シ
マ
シ
テ
ハ
寧

口
販
売
部
門
ノ
拡
大
強
化
ヲ
図
ル
ノ
要
ア
リ

ト
モ
存
ゼ
ラ
レ
マ
ス
ノ
デ
、　
一
般
情
勢
ト
モ
呪
ミ
ア
ハ
セ
新
構
想
ヲ
以
テ
再
出
発
致
ス
コ
ト

ヽ
シ
、
其
ノ
具
体
案

ハ
近
ク
適
当
ナ
ル
時

期

二
御
相
談
申
上
グ
ル
コ
ト

ヽ
シ
タ
イ
ト
思
ツ
テ
居
リ
マ
ス
。

第
ニ
ニ
本
社
ノ
鉱
山
部
門
二
付
キ
マ
シ
テ
ハ
鴻
之
舞

。
国
富
等
ノ
諸
山
ヲ
有
シ
、
従
来
鍍
業
会
社

二
委
託
経
営

ヲ
御
願
ヒ
シ
テ
居
リ
マ

シ
タ
ガ
、
此
ノ
際
朝
鮮
ノ
諸
山
ヲ
除
キ
鉱
山
部
門

ハ
挙
ゲ
テ
鍍
業
会
社

二
営
業
譲
渡
シ
、
名
実
共

二
鍍
業
会
社
ノ

一
元
的
経
営

二
移
ス

コ
ト

ヽ
致
シ
マ
シ
タ
ｃ
今
後
産
金
政
策
ノ
第

一
線

二
立

ツ
鴻
之
舞
鉱
山
ノ
再
興
等
之
等
諸
山
ノ
経
営
ガ
、
鍍
業
会
社
ノ

一
元
的
運
営
ノ

下
二
積
極
的

二
展
開
セ
ラ
レ
マ
ス
コ
ト
ヲ
期
待
シ
テ
止
ミ
マ
セ
ン
。

第
三

二
本
社
ノ
林
業
部
門
卜
致
シ
マ
シ
テ
ハ
、
朝
鮮
ヲ
始
メ
兵
庫

・
和
歌
山

・
宮
崎

・
愛
媛
ノ
諸
県
並

二
北
海
道
等

二
亘
り
、
造
林

・

製
炭
等

ヲ
行
ヒ
、
其
ノ

一
部

ハ
鍍
業
会
社
ノ
別
子
農
林
課
ノ
委
託
経
営
ト
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
、
其
ノ
歴
史
的
経
緯
並

二
事
業
ノ
性
質

等

二
鑑
ミ
マ
シ
テ
、
鉱
山
部
門
卜
同
様
朝
鮮
関
係
ヲ
除
キ
鑢
業
会
社

二
営
業
ヲ
御
引
受
願
フ
コ
ト
ト
致
シ
マ
シ
タ
。
之
等
山
林

ハ
未
ダ

造
林
期
間
ヲ
脱
シ
マ
セ
ズ
、
此
処
数
年

ハ
伐
採
困
難
ナ
関
係
上
鍍
業
会
社

ニ
ト
リ
マ
シ
テ
モ
御
迷
惑

ヲ
御
掛
ケ
ス
ル
コ
ト
ガ
多
イ
カ
ト

存
ジ
マ
ス
ガ
、
将
来
農
業
ヲ
モ
含
メ
マ
シ
テ
、
鉱
山
部
門
ノ
附
属
的
部
門
ト
シ
テ
デ
ハ
ナ
ク
、
併
立
的
部
門
ト
シ
テ
育
成
シ
テ
頂
キ
、

更

二
適
当
ナ
ル
時
期

二
於
テ
其
分
離
独
立
ヲ
モ
考
慮
シ
タ
イ
ト
存
ジ
テ
居
リ
マ
ス
。



最
後

二
本
社
ノ
経
営
致
シ
テ
居
リ
マ
ス
病
院

ハ
、
財
団
法
人
ト
シ
テ
独
立
セ
シ
メ
ル
予
定
ノ
下
ニ
ロ
下
研
究
中
デ
ア
リ
マ
ス
。

右
四
部
門

二
亘
ル
現
業
部
門
ノ
処
理
ニ
ハ
、
臨
時
資
金
調
整
法
等
ノ
手
続
ヲ
必
要
卜
致
シ
マ
ス
為
メ
、
若
干
ノ
ロ
数
ヲ
要
ス
ル
ト
存
ジ

マ
ス
ガ
、
可
及
的
迅
速

二
其
ノ
手
続
ヲ
進
メ
、
此
等
ノ
処
分
ガ
ツ
キ
次
第
持
株
会
社
ト
シ
テ
ノ
本
社
ヲ
解
散
致
ス
所
存
デ
ア
リ
マ
ス
ｃ

尚
之
等
手
続
ノ
細
ロ
ニ
付
キ
マ
シ
テ
ハ
、
日
下

「本
社
解
散

二
関
ス
ル
手
続
要
綱
」
ヲ
作
成
中
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
出
来
上
り
次
第
御
送

付
申
上
ゲ
ル
心
算

二
致
シ
テ
居
リ
マ
ス
故
、
御
含
置
キ
願
ヒ
マ
ス
。

次

二
本
社
持
株
ノ
全
面
的
公
開

二
付
キ
マ
シ
テ
ハ
、
現
在
ノ
株
式
市
場
ノ
状
況
等

ニ
ヨ
リ
マ
シ
テ
、
到
底
早
急
ノ
処
分

ハ
困
難
卜
存
ゼ

ラ
レ
マ
ス
ノ
デ
、
此
ノ
点
適
当
ナ
ル
方
法

二
付
種
々
考
究
中
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
尚
政
府
当
局

二
於
キ
マ
シ
テ
モ
、
既

二
一
応
ノ
成
案

ヲ

有
ス
ル
ヤ
ニ
伺
ツ
テ
居
リ
マ
ス
ノ
デ
、
当
局
ト
モ
充
分
連
絡
ノ
上
善
処
致
シ
度
イ
ト
存
ジ
テ
居
リ
マ
ス
。

斯
ク
ノ
如
ク
ニ
致
シ
マ
シ
テ
、
住
友
本
社

ハ
持
株
会
社
卜
致
シ
マ
シ
テ
モ
、
亦
現
業
会
社
卜
致
シ
マ
シ
テ
モ
完
全

二
解
体
シ
、
之

二
伴

ヒ
マ
シ
テ
本
社
ヲ
中
核
卜
致
シ
マ
ス
住
友
系
各
社
ノ
資
本
的
並

二
人
的
連
繋
ノ
組
織
モ
亦
滋

二
終
焉
シ
、
爾
後
住
友
系
各
社

ハ
其
ノ
主

管
者
ノ
下
二
夫
々
独
立
シ
タ
形

二
於
テ
運
営
セ
ラ
レ
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

以
上
住
友
本
社
解
体
ノ
具
体
的
方
法

二
付
簡
単

二
申
述
ベ
マ
シ
タ
ガ
、
此
ノ
際
特

二
皆
様

二
申
上
ゲ
タ
イ
コ
ト
ハ
、
今
回
解
体
致
シ
マ

ス
ノ
ハ
本
社
並

二
本
社
を
中
核
ト
ス
ル
組
織
ノ
ミ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
住
友
ノ
諸
事
業

ハ
其
ノ
抱
擁
ス
ル
職
員
卜
共

二
其
ノ
儘

二
維
持
温

存
セ
ラ
レ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
我
ガ
囲
ガ
新
ナ
ル
文
化
国
家
ト
シ
テ
更
生
致
シ
マ
ス
為

二
、
之
等
諸
事
業
ノ

一
層
活
澱
ナ
ル
活
動
ガ
緊
急

欠
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
要
請
セ
ラ
レ
テ
居
ル
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
。
何
卒
皆
様
方

二
於
カ
レ
マ
シ
テ
ハ
此
ノ
点

ヲ
充
分
認
識
セ
ラ

レ
、
其
ノ
重
且
大
ナ
ル
責
務
ヲ
完
遂
セ
ラ
レ
マ
ス
為
メ
ニ
、
新
ナ
ル
勇
気
卜
自
信
ト
ヲ
以
テ
積
極
的

二
新
事
態

二
処
セ
ラ
レ
、
新
日
本

建
設
ノ
礎
石
ト
シ
テ
従
来

ニ
モ
優
ル
産
業
報
国
ノ
実
ヲ
挙
グ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
切
望
シ
テ
止
ミ
マ
セ
ン
。

尚
之

ハ
申
ス
迄
モ
ナ
イ
事
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
住
友
本
社

ハ
解
散
ノ
方
針

ハ
決
定
シ
マ
シ
タ
ガ
、
諸
般
ノ
手
続
ノ
都
合
上
解
散
ノ
決
議
迄

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
九
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八
三
〇

二
ハ
未
ダ
若
干
ノ
時
日
ヲ
必
要
卜
致
シ
マ
ス
ノ
デ
、
ソ
レ
迄

ハ
各
店
部
連
系
会
社
ヨ
リ
本
社

二
対
ス
ル
打
合
及
報
告

ハ
、
従
来
通
り
取

り
行

フ
コ
ト
ニ
致
サ
レ
度
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ｃ

最
後

ニ
ロ
本
財
閥
ノ
処
分

二
付
キ
マ
シ
テ
ハ
、
日
下
聯
合
軍
最
高
司
令
部
ヨ
リ
ワ
シ
ン
ト
ン
ニ
請
訓
中
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
之

二
対
ス
ル

回
答
ア
リ
次
第
、
他
ノ
財
閥
卜
共

二
発
表
致
ス
コ
ト

ヽ
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
ｃ
従
ツ
テ
本
国
皆
様

二
内
示
致
シ
マ
シ
タ
所

ハ
、
部
内
部
外

共
其
ノ
時
迄
内
密
ノ
取
扱
ヲ
セ
ラ
レ
ル
様
特

二
御
願
ヒ
致
ス
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
。

以
上

こ
の
間
十
月
十
五
日
に
解
散
を
決
定
し
た
安
田
保
善
社
は
そ
の
解
体
案
を
日
本
政
府
に
提
出
し
た
の
こ
の
い
わ
ゆ
る

「安
田
プ
ラ
ン
」
は

十
八
日
日
本
政
府
か
ら
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
さ
れ
、
二
十
日
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
こ
の

「安
田
プ
ラ
ン
」
を
米
国
政
府
に
送
り
同
意
を
求
め
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と

米
国
政
府
の
交
渉
は
十
月
中
続
い
た
が
、
財
閥
解
体
と
経
済
力
の
集
中
排
除
に
関
す
る
専
門
家

の
調
査
団
を
日
本
に
派
遣
す
る
こ
と
で
合
意

し
、
十

一
月
四
日
米
国
政
府
は

「安
田
プ
ラ
ン
」
を
承
認
し
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
日
本
政
府
は

「安
田
プ
ラ
ン
」
を
改
め
て
政
府
の

正
式
文
書
と
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
し
、
十

一
月
六
日
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
こ
れ
を
承
認
し
た
。

住
友
本
社
総
務
課
は
十
月
二
十
四
日
の
主
管
者
会
同
終
了
後
、
三
十
日
次

の
よ
う
な
起
案
を
提
出
し
、
十

一
月

一
日
決
裁
さ
れ
て
、
上
記

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
解
体
指
令

に
備
え
て
い
た
。

住
友
本
社
解
散

二
関
ス
ル
件

去
ル
十
月
二
十
四
日
主
管
者
ヲ
招
集
、
総
理
事
ヨ
リ
住
友
財
閥
解
体
ノ
声
明
ヲ
発
セ
ラ
レ
、
各
社

二
対
ス
ル
本
社
ノ
統
制
解
消

ヲ
内
示

相
成
候
処
、
近
ク
聯
合
軍
最
高
司
令
部
ヨ
リ
財
閥
解
体
指
令
発
令
セ
ラ
ル
ベ
ク
候

二
付
テ
ハ
、
右
発
令

ヲ
侯
ツ
テ
各
店
部
連
系
会
社
主

管
者

二
対
シ
、
左
案
ヲ
以
テ
正
式
通
牒
ノ
コ
ト
ニ
決
定
相
成
可
然
乎
。

案



文
第

一
二
四
号

昭
和
二
十
年
十

一
月
七
日

総
務
部
長

各
店
部
連
系
会
社
主
管
者
宛

住
友
本
社
解
散

二
関
ス
ル
件

終
戦
後
ノ
内
外
情
勢

二
鑑
ミ
、
今
般
住
友
本
社
ヲ
解
散
シ
テ
住
友
系
各
事
業
ノ
統
轄
機
関
ヲ
廃
止
シ
、
現
下
ノ
情
勢

二
即
応
ス
ル
態
勢

ヲ
確
立
ス
ル
為
、
左
記
措
置
ヲ
講
ズ
ル
コ
ト
ニ
決
定
相
成
候

二
付
テ
ハ
、
之
ガ
趣
旨

二
関
シ
貴
部
下
各
員

二
周
知
徹
底
方
御
配
慮
相
煩

度
、
此
段
依
命
御
通
知
寿
々
得
貴
意
候
也
。

記

一
、
住
友
本
社
ノ
有
ス
ル
現
業
部
門
ノ
処
置

二
付
テ
ハ
、
鍍
業
及
農
林
業

ハ
住
友
鍍
業
会
社

二
移
管
ノ
計
萱
ナ
ル
コ
ト
。

二
、
住
友
本
社
ノ
所
有

二
係
ル
住
友
系
各
社
ノ
株
式

ハ
政
府
ノ
指
定
ス
ル
機
関

二
引
渡
シ
、
逐
次
公
開
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
。

三
、
住
友
本
社
ノ
解
散

二
伴
ヒ
、
本
社
社
長
以
下
全
役
員

ハ
自
然
退
任
ト
ナ
ル
コ
ト
。
尚
家
長
様

ハ
住
友
系
各
社
全
部
ノ
取
締
役
ヲ
、

古
田
総
理
事

ハ
同
ジ
ク
取
締
役
会
長
ヲ
夫
々
辞
任
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ｃ

四
、
右

二
伴
ヒ
住
友
系
各
社

ハ
夫
々
自
主
的
独
立
ノ
会
社
ト
シ
テ
事
業
ノ
経
営

二
当
ル
コ
ト
。

五
、
住
友
系
各
社
ノ
社
名
中

「住
友
」
ノ
名
称

ハ
、
之
ヲ
避
ク
ル
コ
ト
ト
シ
、
逐
次
社
名
ノ
変
更
ヲ
ナ
ス
コ
ト
。

以
上

従

っ
て
六
日
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
の
発
表
を
受
け
て
、
七
日
住
友
本
社
は
古
田
総
理
事
談

の
形
で
対
外
的
に
解
散
方
針
を
発
表
し
、
同
時
に
古

田
総
理
事
は
本
社
職
員
に
対
し
次
の
よ
う
に
訓
示
し
、
併
せ
て
上
記
起
案
が
各
店
部
連
系
会
社
主
管
者
宛
出
状
さ
れ
た
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三

一
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四
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株
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会
社
住
友
本
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八
三
二

一
、
緒
言

今
般
住
友

二
於
テ
ハ
終
戦
後
ノ
内
外
ノ
情
勢

二
鑑
ミ
、
本
社
ヲ
解
散
シ
テ
住
友
系
各
事
業
ノ
統
轄
機
関
ヲ
廃
止
ス
ル
ト
共

二
、
現
下
ノ

情
勢

二
即
応
ス
ル
態
勢
ヲ
確
立
ス
ル
ニ
必
要
ト
ロ
サ
ル
ル
諸
般
ノ
措
置
ヲ
ト
ル
コ
ト

ヽ
決
定
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
本
日
姦

二
諸
君

ノ
御
参
集
ヲ
願
ツ
タ
ノ
ハ
、
私
ヨ
リ
親
シ
ク
此
ノ
事

二
付
キ
御
説
明
致
ス
ト
共

二
、
諸
君
ノ
御
了
解
ヲ
得
タ
イ
ト
存
ジ
タ
次
第
デ
ア
リ

マ
ス
。

二
、
決
定

二
至
ル
経
過

１
　
日
本
ノ
財
閥
ガ
何
等
カ
ノ
変
革
ヲ
要
求
サ
レ
ル
デ
ア
ロ
ウ
コ
ト
ハ
、
終
戦
当
時
ヨ
リ
予
想
サ
レ
テ
居
夕
所
デ
ア
リ
、
我
々
ト
シ

テ
モ
鋭
意
之
ガ
対
策
ヲ
研
究
ス
ル
ト
共

二
、
聯
合
軍
当
局
ヲ
シ
テ
住
友
ノ
実
体

ヲ
認
識
セ
シ
ム
ヘ
ク
努
メ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、

当
時

二
於
テ
ハ
未
ダ
聯
合
軍
当
局
ノ
意
図
モ
判
明
セ
ズ
、
具
体
的
方
策
ヲ
樹
立
ス
ル
ニ
ハ
至
リ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
ｃ

２
　
九
月
二
十
二
日
米
国
政
府
ノ
発
表
セ
ル

「降
伏
後
ノ
日
本

二
関
ス
ル
全
般
的
政
策
」

ハ
、
「
日
本
ノ
商
工
業
ノ
大
部
分

二
支
配

カ
ヲ
有
ス
ル
大
産
業
及
金
融
ノ
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
ヲ
解
体
ス
ル
タ
メ
ノ
計
董
ヲ
助
長
ス
ル
」
旨

ヲ
掲
ゲ
、
姦

二
財
閥
解
体
ノ

問
題

ハ
始
メ
テ
公
的

二
表
明
セ
ラ
レ
、
又
其
ノ
方
向
モ
稿
明
ラ
カ
ト
ナ
ツ
テ
参
リ
マ
シ
タ
。

３
　
十
月

二
入
ル
ト
共

二
聯
合
軍
当
局
ノ
意
図
モ
次
第

二
明
瞭
ト
ナ
リ
、
我
々
ノ
決
意

モ
亦
其
ノ
形
ヲ
整

ヘ
テ
来
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

ガ
、
十
月
十
八
日
二
行

ハ
レ
タ
ク
レ
ー
マ
ー
大
佐
卜
私
ト
ノ
会
見

二
於
テ
種
々
意
見
ヲ
交
換
致
シ
マ
シ
タ
結
果
、
先
方
ノ
要
求
ス

ル
所

ハ
財
閥
ノ
独
占
的
支
配
カ
ヲ
排
除
ス
ル
ニ
ア
リ
、
決
シ
テ
パ
ニ
ッ
シ
ュ
ニ
非
ズ
ト
云
フ
（註
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
占
田
総
理
事
の

書
き
込
み
）、
且
之
ヲ
行
フ
エ
当

ツ
テ
ハ
当
方
ノ
自
発
的
決
定
ヲ
期
待
シ
テ
居
ル
コ
ト
ガ
明
ラ
カ
ト
ナ
リ
マ
シ
タ
ｃ

４
　
他
方
之
レ
ヨ
リ
先
国
内

二
於
テ
モ
次
第

二
財
閥
ノ
処
理
ヲ
問
題
ト
ス
ル
与
論
ガ
高
ク
ナ
リ
、
或

ハ
戦
争
責
任
ノ
見
地
ヨ
リ
或

ハ

産
業
ノ
民
主
主
義
化
ノ
見
地
ヨ
リ
、
財
閥
ノ
解
体

ヲ
要
求
ス
ル
ニ
至
り
、
姦

二
問
題

ハ
国
内
問
題
ト
シ
テ
モ
重
大
化
ス
ル
ニ
至
リ



マ
ンヽ
タ
Ъ

５
　
カ

ヽ
ル
内
外
ノ
情
勢

二
鑑
ミ
、
我
々
ト
シ
テ
ハ
此
ノ
際
財
閥
ト
シ
テ
ノ
住
友

ヲ
自
発
的

二
解
体
ス
ル
コ
ト
ガ
、
結
局

二
於
テ
住

友
各
事
業
ノ
タ
メ
デ
ア
リ
、
又
更

二
大

ニ
シ
テ
ハ
国
家
を
救
フ
所
以
デ
ア
ル
ト
信
ジ
、
次
ノ
如
キ
思
ヒ
切
ツ
タ
解
体
措
置
ヲ
ト
ル

コ
ト
ニ
決
定
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
申
ス
迄
モ
ナ
ク
今
回
解
体
致
シ
マ
ス
ノ
ハ
本
社
並

二
本
社
ヲ
中
核
ト
ス
ル
組
織
ノ
ミ
デ
ア

リ
、
住
友
ノ
諸
事
業

ハ
国
家
ノ
産
業
ト
シ
テ
生
キ
抜
ク
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
今
後
我
国
ガ
新
ナ
ル
文
化
国
家
ト
シ
テ
更
生
ス
ル
タ
メ
ニ

ハ
之
等
事
業
ノ

一
層
ノ
発
展
ガ
要
請
セ
ラ
レ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
謂

ハ
バ
本
社
ガ
犠
牲
ト
ナ
ツ
テ
個
々
ノ
事
業
ヲ
生
カ
ス
ト
言

フ
決
心
ヲ
致
シ
タ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
ｃ

三
、
決
定
ノ
内
容

１
　
住
友
本
社
ヲ
解
散
シ
、
住
友
系
各
事
業
ノ
統
轄
機
関
ヲ
廃
止
ス
ル
コ
ト
。

２
　
本
社
ノ
有
ス
ル
現
業
部
門
ノ
処
置

二
付
テ
ハ
農
林
業
及
ビ
鍍
業
は
住
友
鍍
業

へ
移
管
ス
ル
計
書
デ
ア
リ
、
又
物
品
販
売
業

ハ
之

ヲ
各
製
造
会
社

二
復
元
ス
ル
コ
ト
ｃ

尚
病
院
ノ
存
続
方

二
付
テ
ハ
別

ニ
ロ
下
研
究
中
ナ
ル
コ
ト
．

３
　
住
友
系
各
社
ノ
株
式

二
付
テ
ハ
、
現
在
本
社
ノ
所
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
其
ノ
全
部
ヲ
政
府
指
定
ノ
機
関

二
委
托
シ
、
公
開
セ

ラ
ル
ル
コ
ト
。

４
　
本
社
ノ
解
散

二
伴
ヒ
本
社
ノ
役
員

ハ
自
然
退
任
ト
ナ
ル
コ
ト
ｃ
（又
本
社
ノ
重
役

ニ
シ
テ
住
友
系
各
社
ノ
役
員

二
就
任
シ
居
ル

者

ハ
逐
次
辞
任
ス
ル
コ
ト
。
）

５
　
右

二
伴
ヒ
住
友
系
各
社

ハ
夫
々
自
主
的
独
立
ノ
会
社
ト
シ
テ
事
業
ノ
経
営

二
当
ル
ト
共

二
、
各
社
々
名
中

「住
友
」
ノ
名
称

ハ

逐
次
之
ヲ
削
ル
コ
ト
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
二
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友
本
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八
三
四

四
、
本
社
解
散
卜
職
員
ノ
心
構

以
上
中
述
ベ
タ
所

ニ
ヨ
リ
明
カ
ナ
通
り
、
過
去
永
年

二
亘
り
住
友
財
団
ノ
中
軸
ト
シ
テ
傘
下
各
事
業
ヲ
統
轄
シ
、
且
之
力
発
展
ヲ
助
長

育
成
シ
テ
参
リ
マ
シ
タ
本
社

ハ
、
弦

二
解
散

ヲ
遂
グ
ル
コ
ト
ニ
ナ
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
我
々
卜
致
シ
マ
シ
テ
モ
洵

二
感
慨
無
量
ナ

ル
モ
ノ
ガ
ア
リ
、
オ
ソ
ラ
ク
ハ
諸
君

二
於
カ
レ
テ
モ
同
様
ノ
心
境
デ
ア
ロ
ウ
ト
存
ジ
マ
ス
。
然
シ
乍
ラ
本
社
ノ
解
散

ハ
現
下
ノ
情
勢
下

二
於
テ
住
友
系
各
事
業
ノ
将
来
ノ
タ
メ
デ
ア
リ
、
更

二
国
家
ヲ
救

フ
所
以
ナ
リ
ト
シ
テ
自
発
的

二
断
行
セ
ラ
レ
タ
ノ
デ
ア
ル
コ
ト
ヲ
考

ヘ
マ
ス
ト
、
我
々
卜
致
シ
マ
シ
テ
モ
此
ノ
際
徒

二
悲
シ
ミ
ニ
溺
レ
テ
居
ル
コ
ト
ハ
許
サ
レ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
我
々
ハ
コ
ノ
悲
シ

ミ
ヲ
乗
り
越

へ
、
本
社
ヲ
シ
テ
有
終
ノ
美
ヲ
ア
ラ
シ
ム
ル
タ
メ
最
後
ノ
御
奉
公

二
務
メ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ｃ

殊

二
本
社

ハ
解
散

二
決
定
致
シ
タ
ト
ハ
申
ス
モ
ノ
ノ
、
現
業
部
門
ノ
譲
渡
並

二
解
散

二
必
要
ナ
諸
般
ノ
手
続

二
尚
若
干
ノ
時
日
ヲ
要
ス

ル
タ
メ
、
解
散
決
議

ハ
十

一
月
下
旬
又

ハ
十
二
月
上
旬
ト
ナ
ル
見
込
デ
ア
リ
、
更

二
其
ノ
後
モ
相
当
処
理
ス
ヘ
キ
残
務

ハ
存
在
ス
ル
ノ

デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
諸
君

二
於
カ
レ
テ
モ
此
ノ
際
徒

二
不
安
ノ
念

二
駆
ラ
レ
テ
軽
挙
妄
動
ス
ル
ガ
如
キ
コ
ト
ナ
ク
、
冷
静

二
職
務
ヲ
完
了

セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
シ
テ
ヤ
マ
ヌ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
ｃ

五
、
本
社
解
散

二
伴
フ
職
員
ノ
措
置

尚
最
後

二
本
社
解
散

二
伴
フ
本
社
職
員
ノ
措
置

二
付
テ

一
言
申
上
ゲ
テ
置
キ
マ
ス
。

御
承
知
ノ
通
り
終
戦
後

ハ
、
住
友
各
社
共
事
業
縮
小
ノ
タ
メ
夫
々
職
員
ヲ
整
理
致
シ
テ
居
ル
状
態
デ
ア
リ
マ
ス
ノ
デ
、
此
ノ
際
全
部
ノ

方
々
二
連
系
会
社
ノ
適
当
ノ
職
務

二
就
テ
頂
ク
ニ
ハ
相
当
ノ
困
難
ガ
予
想
サ
レ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
本
社
卜
致
シ
マ
シ
テ
ハ
、
従
来

ヨ
リ
其
ノ
使
命
ノ

一
ト
シ
テ
多
数
優
秀
ナ
ル
職
員
ヲ
育
成
温
存
シ
テ
参

ツ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
此
ノ
機
会

二
出
来
得
ル
限
リ

連
系
各
社

二
推
薦
致
シ
マ
シ
テ
、
今
後

ハ
各
職
場

二
於
テ
充
分
御
活
躍
願
ヒ
度
イ
ト
存
ジ
、
目
下
折
角
努
カ
ヲ
致
シ
テ
居
リ
マ
ス
カ
ラ

御
了
承
願
イ
度
イ
ト
存
ズ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。



最
後

二
住
友
精
神
ノ
堅
持
必
要
ナ
リ
（註
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
古
田
総
理
事
の
書
き
込
み
）ｃ

以
上

こ
の
方
針
発
表
に
先
立
ち
、
す
で
に
古
田
総
理
事
は
十
月
十
六
日
の
化
学
、
土
地
工
務
に
続

い
て
、
二
十
日
生
命
、
二
十

一
日
金
属
、
電

気
、
通
信
の
各
社
会
長
を
辞
任
し
て
い
た
が
、
こ
の
発
表
後
十

一
月
十
五
日
電
力
、
二
十
六
日
倉
庫
、
三
十
日
鍍
業
、
十
二
月
二
十
日
満
洲

金
属
の
各
会
長
も
辞
任
し
て
、
年
内
に
す
べ
て
の
連
系
会
社
役
職
か
ら
退
い
た
。

生
命
で
は
十
月
二
十
日
の
古
田
総
理
事

の
会
長
辞
任
に
併
せ
て
社
長
松
井
孝
長
も
辞
任
し
て
大
阪
住
友
海
上
火
災
社
長
に
転
出
し
、
専
務

小
松
正
則
が
社
長
に
昇
格
し
た
。
ま
た
銀
行
で
は
十

一
月
十
九
日
社
長
岡
橋
林
が
本
社
理
事
を
退
職
す
る
の
と
同
時
に
社
長
を
辞
任
し
、
副

社
長
野
田
哲
造
が
会
長
兼
社
長
（十
月
二
十
九
日
会
長
人
平
賢
作
が
辞
任
し
て
い
た
）
に
就
任
し
た
。

十

一
月
二
十
六
日
倉
庫
は
会
長
制
を
廃
止
し
て
社
長
制
を
採
用
し
、
上
記
の
通
り
古
田
総
理
事
が
会
長
を
退
任
し
、
日
本
倉
庫
統
制

へ
出

向
し
て
い
た
細
谷
庄
三
郎
が
社
長
に
復
帰
し
た
。
同
日
住
友
土
地
工
務
は
日
本
建
設
産
業
と
改
称
し
た
。
続
い
て
三
十
日
住
友
金
属
工
業
は

扶
桑
金
属
工
業
と
改
称
し
、
住
友
通
信
工
業
は
旧
商
号
の
日
本
電
氣
に
復
帰
し
た
。

住
友
本
社
で
は
十

一
月
七
日
の
解
散
発
表
の
後
、
十
日
に
理
事
会
で
鉱
業

・
林
業
部
門
を
鍍
業
会
社
に
、
不
動
産
部
門
を
土
地
工
務
に
譲

渡
す
る
契
約
書
を
決
定
し
、
十
二
日
に
株
主
総
会
を
開
催
し
て
こ
れ
ら
の
譲
渡
に
関
す
る
特
別
決
議
を
行
い
、
鍍
業
会
社
及
び
土
地
工
務
か

ら
各
々
営
業
譲
渡
に
関
し
臨
時
資
金
調
整
法
第
四
条
ノ
ニ
に
よ
る
許
可
申
請
書
、
本
社
か
ら
鉱
業
権
譲
渡
に
関
し
会
社
経
理
統
制
令
第
二
十

三
条
に
よ
る
許
可
申
請
書
及
び
企
業
整
備
資
金
措
置
法
第
十
七
条
に
よ
る
会
社
解
散
内
認
可
申
請
書
を
提
出
し
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
許
認
可

が
二
十
四
日
に
得
ら
れ
る
も
の
と
予
想
し
て
、
二
十
七
日
株
主
総
会
を
開
催
し
て
、
解
散
決
議
、
清
算
人
選
任
決
議
を
行

い
、
直
ち
に
会
社

解
散
本
認
可
申
請
書
を
提
出
し
て
、
二
十
九
日
こ
の
認
可
を
得
て
、
三
十
日
株
主
に
対
す
る
解
散
通
知
と
解
散
登
記
、
清
算
人
選
任
登
記
を

完
了
す
る
と
い
う
解
散
手
続
の
日
程
表
を
定
め
て
い
た
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
五



第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
六

と
こ
ろ
で
解
体
案

の
う
ち
、
住
友
土
地
工
務
に
商
事
部
門
を
開
設
す
る
案

に
つ
い
て
は
、
企
画
課
副
長
阿
澄

一
三
は
十
日
か
ら
予
定
通
り

商
事
部
門
の
責
任
者
に
擬
せ
ら
れ
た
金
属
取
締
役
伸
銅
所
次
長
田
路
舜
哉
と
打
合
せ
を
開
始
し
た
ｃ
十
月
十
六
日
に
北
沢
に
代
わ

っ
て
土
地

工
務
社
長
に
就
任
し
た
竹
腰
健
造
に
よ
る
と
、
当
時
こ
の
ポ
ス
ト
に
は
電
気
常
務
増
田
熙
と
五
月
に
満
洲
金
属
専
務
か
ら
金
属
取
締
役
に
復

帰
し
て
い
た
河
村
龍
夫
の
両
名
が
候
補
に
挙
が
っ
て
い
た
。
田
路
に
対
す
る
本
社
幹
部
の
評
価
は
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
古
田
総

理
事
か
ら
人
選
を

一
任
さ
れ
て
い
た
竹
腰
は
爆
撃
に
よ
り
廃
墟
と
化
し
た
伸
銅
所
の
処
理
が
見
事
だ
っ
た
田
路
を
選
ん
だ
。
竹
腰
に
よ
る
と

田
路
は
別
子
鍍
山
の
労
働
課
長
と
し
て
腕
を
振
る
っ
た
が
、
主
管
者

の
専
務
鷲
尾
勘
解
治
が
別
子
閉
山
後
の
新
居
浜
再
開
発
を
巡

っ
て
本
社

と
対
立
し
翁
住
友
合
資
会
社
（中
）五
Ｔ
じ
　
住
友
別
子
鉱
業
所
の
住
友
別
子
鎖
山
株
式
会
社
へ
の
移
行
」
参
照
）、　
解
任
さ
れ
た
た
め
に
、　
田
路
も
そ

の
一
派
と
見
な
さ
れ
上
海
販
売
店
支
配
人

へ
左
遷
さ
せ
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
て
い
た
。
竹
腰
は

「住
友
と
云
ふ
処
は
、
所
謂
評
判
人
事
で

一
度
誰
か
幹
部
が
不
評
を
云
ひ
立
て
る
と
、
こ
れ
を
取
戻
す
事
は
非
常
に
困
難
な
処
で
あ

っ
た
。
田
路
君
の
場
合
も
鷲
尾
排
撃

の
た
め
坊
主

憎
け
り
や
袈
裟
ま
で
憎
い
の
仮
令

の
様

に
、
本
社
幹
部
に
悪
印
象
を
与

へ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
述

べ
て
い
る
ｃ
こ
の
問
題
は
後

に

パ
ー
ジ
さ
れ
た
本
社

・
連
系
会
社
幹
部
と
代
わ
っ
て
新
た
に
就
任
し
た
連
系
会
社
社
長
と
の
確
執
を
生
む
伏
線
と
な

っ
た
ｃ

一
方
資
産
譲
渡
と
な
る
鎖
業
部
門
は
昭
和
十
九
年
二
月
住
友
鍍
業
に
、
林
業
部
門
の
う
ち
別
子
農
林
課
は
昭
和
二
年
七
月
鍍
業
の
前
身
住

友
別
子
鍍
山
に
、
又
不
動
産
部
門
は
昭
和
十
九
年
十

一
月
住
友
土
地
工
務
に
そ
れ
ぞ
れ
す
で
に
経
営
委
託
さ
れ
て
い
た
の
で
、
特
に
問
題
は

生
じ
な
か
つ
た
が
、
林
業
所
は
所
長
平
賀
五
郎
以
下
鍍
業

へ
の
移
管
に
対
し
独
立
を
主
張
し
て
反
対
運
動
を
展
開
し
、
十

一
月
二
十
七
日
に

は
林
業
所
独
立
に
関
す
る
陳
情
書
を
古
田
総
理
事
に
提
出
す
る
に
至

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
林
業
所
が
未
だ
収
益
段
階
に
至
ら
な
い
の
を
踏
ま

え
て
、
阿
澄
は
同
日
の
日
記
に

「自
主
反
省
を
要
望
す
。
現
下
の
情
勢
を
呪
合
せ
良
策
に
非
ず
」
と
記
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
間
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
住
友
本
社
の
解
体
案

の
よ
う
に
日
本

の
国
内
法
で
財
閥
本
社
の
資
産
が
譲
渡
さ
れ
る
場
合
で
も
、
す
で

に
十
月
二
十
日
付

「独
占
的
企
業
体
の
解
体
又
は
清
算
の
制
限
に
関
す
る
指
令
」
に
よ
つ
て
、
日
本
政
府
が
財
閥
の
解
体
若
し
く
は
清
算

に



関
す
る
申
請
に
対
し
承
認
を
与
え
る
と
き
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
従

っ
て
具
体
的
に
住

友
本
社
か
ら
そ
の
申
請
書
が
提
出
さ
れ
る
段
階
に
至

っ
て
、
財
閥
解
体
政
策
の
対
象
と
な
る
企
業
に
対
し
あ
ら
か
じ
め
枠
を
は
め
て
現
状
変

更
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令

に
よ
り
十

一
月
二
十
四
日
制
限
会
社
令

と
い
わ
れ
る

「会
社
ノ
解
散
ノ
制
限
等
ノ

件
」

（昭
和
二
十
年
勅
令
第
六
五
七
日Ｃ
が
公
布
さ
れ
た
。　
こ
の
た
め
住
友
本
社
は
上
記
解
散
日
程
を
自
紙
に
戻
し
、
十

一
月
二
十
八
日
本
勅
令

に
基
づ
く
次
の
よ
う
な
財
産
売
却
に
関
す
る
許
可
申
請
書
を
提
出
せ
ぎ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。

昭
和
二
十
年
勅
令
第
六
五
七
号

二
基
ク
特
定
会
社
財
産
売
却

二
関
ス
ル
許
可
申
請
書

昭
和
二
十
年
十

一
月
二
十
八
日

株
式
会
社
住
友
本
社

代
表
取
締
役
　
古
田
　
俊
之
助

大
蔵
大
臣
　
渋
沢
　
敬
三
殿

一
、
申
請
者
ノ
住
所
、
商
号
、
事
業
種
類
、
資
本
金
額

（イ
）

住
所
、
商
号
　
大
阪
市
東
区
北
浜
五
丁
目
弐
拾
弐
番
地

株
式
会
社
住
友
本
社

（
口
）

事
業
種
類
　
　
鍍
業
、
農
林
業
、
物
品
販
売
業
、
不
動
産
事
業
、
諸
投
資
並
住
友
系
各
会
社
事
業
ノ
調
整
統
合

（
ハ
）

資
本
金
　
　
　
公
称
資
本
金
　
　
一二
億
円

払
込
資
本
金
　
　
一
一億
二
千
五
百
万
円

二
、
許
可
ヲ
受
ク
ベ
キ
行
為
ノ
内
容
及
ビ
之
ヲ
必
要
ト
ス
ル
理
由

（イ
）

鍍
業
、
農
林
業
財
産
ノ
住
友
鎖
業
株
式
会
社

ヘ
ノ
譲
渡

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
七



第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
八

円

譲
渡
価
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍍
業
財
産
　
　
五
四
、
五
八
六
、　
一
●
九

・
七
九

（昭
和
二
十
年
十
月
末
帳
簿
価
格
）

曲辰
林
業
財
産
　
一
〓
一、
五
五
四
、
七
二
五

・
八
四

七
七
、　
一
四
０
、
人
三
五

・
六
三

（
口
）

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
其
他
不
動
産
ノ
住
友
土
地
工
務
株
式
会
社

ヘ
ノ
譲
渡

円

譲
渡
価
格
（昭
和
二
十
年
十
月
末
帳
簿
価
格
）
　

　

一
一
、
四

一
六
、
〇
九
三

・
八
五

住
友
本
社
現
業
部
門
中
右
事
業

ハ
、
現
在
夫
々
右
譲
渡
予
定
会
社

二
経
営

ヲ
委
託
シ
居
り
、
且
ツ
国
民
経
済
復
興
上
其
ノ
事
業
継
続

ヲ
適
当
卜
認
ム
ル
ニ
付
、
本
社
解
散

二
先
チ
之
ガ
譲
渡
ヲ
行

ハ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
．

添
付
書
類

（
一
）

譲
渡
財
産
目
録
（註
、
略
）

（
二
）

住
友
本
社
現
業
部
門
ノ
処
理

二
関
ス
ル
説
明
書
（資
料
９
）

と
こ
ろ
が
企
画
課
副
長
阿
澄

一
三
の
日
記
に
よ
る
と
、
発
表
さ
れ
た
住
友
本
社
の
解
体
案
を
検
討
し
て
い
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
経
済
科
学
局
反
ト
ラ

ス
ト

・
カ
ル
テ
ル
課
長
Ｓ

・
Ｗ

・
ホ
イ
ラ
ー
少
佐
か
ら
、
十

一
月
二
十
四
日
解
体
案
が
そ
の
ま
ま
容
認
で
き
な
い
指
令
が
届
い
て
お
り
、
阿

澄
は
そ
の
修
正
案
と
し
て
二
十
八
日
の
日
記
に

「林
業
部
門
と
不
動
産
部
門
を
抱
合
せ
新
会
社
設
立
」
と
記
し
て
い
る
の
で
こ
の
箇
所
が
問

題
と
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
即
ち
住
友
本
社
の
解
体
案
は
い
わ
ば
昭
和
十
九
年
二
月
本
社
の
機
構
改
革
の
際
経
理
部
査
業
課
長
に
就

任
し
た
日
向
方
齊
が
構
想
し
た
本
社
を
純
粋
持
株
会
社
と
す
る
た
め
の
住
友
事
業

の
再
編
成
の
究
極

の
姿
が
、
日
向

の
段
階
で
は
経
営
委
託

に
止
ま
っ
て
い
た
の
が
、
本
社
の
解
体
を
機
に
実
現
さ
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
外
部
か
ら
み
れ
ば
、
本
社

の
鍍
業
部
門
の
み

な
ら
ず
林
業
部
門
も
譲
渡
さ
れ
る
住
友
鍍
業
は

一
種

の
焼
け
太
り
と
見
な
さ
れ
、

「経
済
力
の
集
中
排
除
」

を
掲
げ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
方
針
と
は

逆
行
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
住
友
本
社
は
企
画
課
の
修
正
案
で
は
な
く
、
上
記
の
通
り
解
体
案
を
原
案

の
ま
ま
申
請
し



た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
本
社
解
散
の
受
け
皿
と
し
て
住
友
土
地
工
務
は
す
で
に
二
十
六
日
の
株
主
総
会
に
お
い
て
日
本
建
設
産
業
と
改
称

す
る
と
同
時
に
事
業
目
的
に

「
土
木
建
設
工
事
資
材
の
販
売
」
を
追
加
し
て
お
り
、
現
業
部
門
を
処
理
し
た
上
で
の
本
社
解
散
と
い
う
当
初

の
予
定
に
拘
泥
し
て
、
解
散
が
引
き
延
ば
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
く
な

っ
て
き
て
い
た
の
で
、
こ
こ
に
本
社
と
し
て
修
正
案

の
検
討
に
時

日
を
費
や
す
よ
り
も
敢
え
て
原
案

の
ま
ま
提
出
し
、
現
業
部
門
の
処
理
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉
に
委
ね
る
覚
悟
を
決
め
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

十

一
月
三
十
日
住
友
本
社
解
散
を
念
頭
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
各
店
部
連
系
会
社
間
の
決
済
は
、
本
社
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
勘
定
間
の

付
け
替
え
に
よ
つ
て
行
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
交
互
計
算
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
。
又
同
日
本
社
人
事
部
長
は
次

の
よ
う
に
二
十

一

年
年
初
に
お
け
る
昇
給
を
停
止
し
、
昇
給
は
四
月

一
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
通
知
し
た
。
か
く
し
て
従
来
住
友
全
職
員
が
同

一
ベ
ー
ス
で
行

わ
れ
て
き
た
昇
給
は
、
今
後
各
連
系
会
社
毎
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
当
然
業
績
に
応
じ
連
系
会
社
間
に
給
与
格
差
が
生
ず
る
こ
と
と
な

っ
た
ｃ人

第
二
八
六
号

昭
和
二
十
年
十

一
月
三
十
日

人
事
部
長
　
田
中
　
良
雄

昭
和
二
十

一
年
度
昇
給

二
関
ス
ル
件

晏

二
昭
和
二
十

一
年
度
初
頭
昇
給

二
関
シ
テ
ハ
、
現
下
ノ
時
局
ヲ
考
慮
シ
、
全
面
的

二
停
止
ノ
コ
ト
ニ
決
定
、
不
取
敢
十
月
十
日
附
人

第

一
七
二
号
ヲ
以
テ
其
旨
御
通
知
申
上
ゲ
、
其
後
ノ

一
般
情
勢
ノ
推
移
ヲ
見
守
居
候
処
、
今
般
明
年
度

ハ
一
月

一
日
昇
給

ハ
前
記
通
牒

通
り
停
止
シ
、
四
月

一
日
二
昇
給
ヲ
行

フ
コ
ト
ニ
決
定
致
候
間
、
御
了
承
相
成
度
、
尚
此
ノ
機
会

二
将
来
共
昇
給
期

ヲ
毎
年
四
月

一
日

ト
シ
、
会
社
事
業
年
度

ニ
モ

一
致
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
決
定
致
候
間
、
併
而
御
高
承
ノ
上
、
職
員

二
対
シ
テ
ハ
本
年
下
半
期
賞
与
支
給
ノ

際
、
左
記

二
依
り
通
達
方
御
高
配
相
煩
度
、
此
段
依
命
及
御
通
知
候
也
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
九
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式
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社
住
友
本
社

（下
）

己

一
、
昭
和
二
十

一
年
度
初
頭
昇
給

ハ
、
敗
戦
後
ノ
諸
般
情
勢
並

二
住
友
部
内
大
量
整
理
ノ
事
態
ヲ
モ
考
慮
シ
、
之
ヲ
四
月

一
日
二
繰
延

実
施
ノ
コ
ト
ニ
決
定
セ
リ
。

二
、
尚
此
レ
ヲ
機
会

二
、
将
来
共
昇
給
期
ヲ
毎
年
四
月

一
日
ト
シ
、
会
社
事
業
年
度
ト
モ
致
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
決
定
セ
リ
。

以
上

同
日
田
路
舜
哉
は
金
属
取
締
役
を
辞
任
、
十
二
月
十

一
日
日
本
建
設
産
業
常
務
に
就
任
、
正
式
に
同
社
商
事
部
門
の
責
任
者
と
な

っ
た
。

十
二
月
八
日
住
友
本
社
は
持
株
会
社
と
し
て
制
限
会
社
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
傘
下
三
四
社
が
同
様

に
指
定
さ
れ
た
（第
５
表
）。

十
日
企
画
課
が
立
案
し
た
住
友
財
閥
解
体
五
原
則
の

一
つ
住
友
外
地
勤
務
者
引
揚
援
護
会

の
事
務
が
開
始
さ
れ
た
（正
式
設
置
は
二
十

一
年

一
月
九
日
、
会
長
常
務
理
事
田
中
良
雄
）。
本
部
を
大
阪
、
支
部
を
東
京
に
置
き
、
引
き
揚
げ
者
入
港

の
地
（名
古
屋
、
舞
鶴
、
日
辺
、
人
竹
、
ド
関
、

仙
崎
、
福
岡
、
唐
津
、
佐
世
保
、
鹿
児
島
）
に
連
絡
所
を
設
け
、
引
き
揚
げ
船
入
港

の
都
度
住
友
社
旗
を
掲
げ
て
出
迎
え
、
見
舞
金

の
給
与
、
病

人
の
世
話
を
し
た
上
、
所
属
各
社
に
連
絡
し
た
。
二
十
二
年
四
月
二
十
日
解
散
す
る
ま
で
住
友
各
社
が
負
担
し
た
費
用
は
約
九
五
万
円
に
達

し
、
被
援
護
者
は
約

一
五
六
四
名
を
数
え
た
。
し
か
し
こ
の
陰
に
日
中
戦
争
開
始
以
来
、
匪
賊
に
襲
撃
さ
れ
た
北
支
産
金
職
員
か
ら
、
タ
イ

ビ
ス
ト
と
し
て
鍍
業

マ
ニ
ラ
事
務
所
に
勤
務
し
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
た
女
子
職
員
や
南
方
派
遣
軍
に
徴
用
さ
れ
た
後
、
復
職
の
た
め
病
院
船

阿
波
丸
に
便
乗
し
帰
国
の
途
中
遭
難
し
た
信
託
職
員
、
さ
ら
に
終
戦
後
満
洲
を
漁
船
で
脱
出
し
北
朝
鮮
沖
で
転
覆
海
中
に
消
え
た
安
東
軽
金

属
職
員
と
そ
の
家
族
に
至
る
ま
で
、
生
き
て
祖
国
の
土
を
踏
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
住
友
職
員
の
い
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

二
十
二
日
住
友
吉
左
衛
門
は
住
友
本
社
社
長
を
辞
任
し
た
。

二
十
五
日
住
友
機
械
工
業
株
式
会
社
は
四
國
機
械
工
業
株
式
会
社
と
改
称
し
た
ｃ

二
十
七
日
財
閥
解
体
第
二
次
計
画
の
検
討
会
が
開
か
れ
た
（資
料
１０
）。
十

一
月
二
十
八
日
に
大
蔵
大
臣
宛
申
請
し
た
本
社
解
体
案

に
関
し

八
四
〇



第 5表 住友系制限会社一覧

住友鍍業

扶桑金属工業(住 友金属工業)

住友電気工業

住友化学工業

住友アルミニウム製錬

満洲住友金属工業

日本電気(住 友通信工業)

朝鮮住友軽金属

住友機械工業

住友銀行

住友信託

住友倉庫

住友生命保険

日本建設産業(住 友土地上務)

住友共同電力

特 定 関 係 会 イI

日本板硝子

大阪住友海上火災

安東軽金属

日本化工材工業(住友化工材工業)

住友ボルネオ殖産

大日本銀業

熱河螢石鍍業

北支産金

土肥銀業

住 友 本 社第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

て
は
、
日
本
政
府
は
異
存
な
し
と
し
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
あ
て
移
管
さ
れ
た
た
め
、

十
二
月
中
旬
監
事
大
島
堅
造
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
ホ
イ
ラ
ー
少
佐
を
訪
れ
許
可
促
進

方
陳
情
し
た
と
こ
ろ
、
意
外

に
も
本
件
は
近
く
設
立
さ
れ
る
持
株
会
社
整
理

委
員
会
に
お
い
て
処
理
さ
れ
る
の
が
適
当
と
い
う
回
答
が
あ
り
、
又
住
友
鍍

業
に
本
社
鍍
業

・
農
林
業
部
門
を
付
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
呆
た
し
て

巨
大
企
業

の
分
割
方
針
を
支
持
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
一
般
方
針
に
反
す
る
と
の
指

摘
も
な
さ
れ
た
ｃ
こ
こ
に
住
友
本
社
は

一
方
で
解
散
を
急
が
ね
ば
な
ら
ず
、

他
方
で
現
業
部
門
の
処
理
は
株
式
そ
の
他
の
有
価
証
券

の
引
き
渡
し
と
共
に

持
株
会
社
整
理
委
員
会
の
設
立
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ

に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
住
友
本
社
と
し
て
の
企
業
形
態
を
維
持
し
つ

つ
、
本
社
機
能
は
放
棄
す
る
と
い
う
事
実
上
の
解
散

の
方
式
が
模
索
さ
れ
る

こ
と
と
な

っ
た
。

二
十
八
日
そ
の
一
環
と
し
て
二
十

一
年

一
月
末
を
も

っ
て
業
務
所
の
業
務

を
停
止
す
る
起
案
が
企
画
課
か
ら
提
出
さ
れ
、
即
日
決
裁
さ
れ
た
（資
料
Ｈ
）。

（資
料
１
）

総
力
総
第

一
二
号

昭
和
十
九
十

一
月
十
七
日

住
友
戦
時
総
力
会
議
事
務
局
長
　
　
河
井
　
昇
三
郎

八
四
一
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大
阪
地
区
防
衛
総
本
部
設
置
ノ
件

空
襲
必
至
ノ
情
勢

二
対
処
シ
、
労
諸
般
ノ
災
害

二
際
シ
之
ガ
対
策

二
万
遺
漏
ナ
キ
ヲ
期
ス
ル
為
、
今
般
別
紙
ノ
如
キ
防
衛
ノ
基
本
方
針
ヲ
決

定
シ
、
各
主
要
地
区
別

二
防
衛
総
本
部
ヲ
設
置
ノ
コ
ト
ト
相
成
、
大
阪
地
区

二
於
テ
ハ
戦
時
総
力
会
議
事
務
局
ヲ
中
心
ト
シ
、
別
紙
要
綱

ニ

依
り
大
阪
地
区
防
衛
総
本
部
ヲ
結
成
致
度
候
間
、
之
ガ
整
備
強
化

二
付
格
別
ノ
御
協
力
相
煩
度
、
此
段
依
命
御
通
知
労
得
貴
意
候
也
。

追
テ
別
表
（計
、
略
）中
関
係
会
社
事
業
所

ハ
一
応
御
参
考
迄
三
列
挙
セ
ル
モ
ノ
ニ
有
之
、

之
ヲ
総
本
部
管
下
二
包
含
ス
ル
ヤ
否
ヤ
ニ
付
テ
ハ
、

親
会
社
タ
ル
連
系
会
社

二
於
テ
諸
般
ノ
事
情
御
考
究
ノ
上
御
決
定
相
成
度
申
添
候
。

防
衛
ノ
基
本
方
針

一
、
原
則
ト
シ
テ
各
事
業
所
ノ
自
力
防
衛

二
依
ル
コ
ト
。
但
シ
各
事
業
所

ハ
平
素
ヨ
リ
近
接
ノ
各
事
業
所
卜
緊
密
ナ
ル
連
絡
ヲ
保
持
シ
、
相

互
援
助
ノ
態
勢
ヲ
確
立
ス
ル
コ
ト
。

二
、
前
記
方
法
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
防
衛
困
難
ナ
ル
場
合
及
本
社
又
ハ
本
店
ト
ノ
連
絡
困
難
ナ
ル
場
合
等

二
備

ヘ
ル
為
、
各
主
要
地
区

二
防
衛
総
本

部
ヲ
設
置
シ
、
所
在
ノ
各
事
業
所
協
力

一
致
ノ
態
勢
ヲ
整

へ
、
各
地
区
毎
ノ
自
力
防
衛
組
織
ヲ
確
立
ス
ル
コ
ト
ｃ

三
、
総
本
部
ノ
指
揮
、
命
令
、
連
絡
、
救
護
ノ
組
織
ヲ
確
立
シ
、
総
本
部
長
以
下
幹
部
ノ
配
置
を
明
確
ナ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
。

四
、
非
常
事
態
勃
発
シ
タ
ル
場
合

ハ
、
総
本
部

ハ
直
チ
ニ
総
力
会
議
事
務
局
及
要
ス
レ
バ
隣
接
ノ
総
本
部
卜
連
絡
シ
、
尚
各
事
業
所

二
於
テ

モ
夫
々
本
社
又

ハ
本
店
ト
ノ
連
絡
ヲ
確
保
ス
ル
コ
ト
。

五
、
右
連
絡
ガ
困
難

二
陥
リ
タ
ル
場
合

ハ
、
総
本
部

ハ
同
地
区
防
衛
ノ
中
核
ト
ナ
リ
諸
般
ノ
非
常
措
置
ヲ
臨
機
実
施
ス
ベ
キ
コ
ト
。

六
、
右
総
本
部

ハ
管
下
各
事
業
所
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
他
ノ
隣
接
総
本
部
所
属
ノ
事
業
所
又

ハ
何
レ
ノ
総
本
部

ニ
モ
属
セ
サ
ル
事
業
所

二
対
シ
テ

モ
、
連
絡
救
護
ノ
拠
点
タ
ル
ベ
キ
コ
ト
ｃ

住
友
大
阪
地
区
防
衛
総
本
部
組
織
要
綱
（註
、
略
）



大
阪
地
区
防
衛
総
本
部
各
班
任
務
ノ
概
要
（計
、
略
）

住
友
大
阪
地
区
防
衛
総
本
部
幹
部
表

事
務
局
長
　
河

井

昇

三

郎

総

本

音6

長

鍍 金 化 銀  本
業 属 学 行 〃 社

常
社 社 社 社  務

″ 理
長 長 長 長  事

三 春 吉 岡 田 北

[日 詈橋詈』
一 弘 吉 林 雄 郎

顧

間

総
務
班
長

施
設

″

人
事

″

労
務

″

救
護

〃

植
　
村
　
　
実
（総
務
課
長
、

佐

藤

俊

雄
（企
画
課
長
、

津
　
田
　
　
久

（人
事
課
長
、

河

上

健

次

郎

（労
政
課
長
、

星

野

折
［
之

助
（厚
生
課
長
、

の
ち
林
業
社
長
）

の
ち
商
事
副
社
長
）

の
ち
商
事
社
長
）

の
ち
鉱
山
社
長
）

の
ち
日
建
設
計
専
務
）

班

長

（註
、
現
職
と
戦
後
の
略
歴
）

一
、
参
与
及
総
本
部
附

ハ
、
各
店
部
連
系
会
社
及
特
定
関
係
会
社
ノ
主
管
者
及
総
務
部
長
級
ノ
職
員

二
之
ヲ
委
嘱
セ
リ
。

一
、
総
本
部
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
北
沢
顧
間
、
総
本
部
長
、
北
沢
顧
間
共

二
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
田
中
顧
間
、
其
ノ
職
務
ヲ
代
行
ス
。

（資
料
２
）

退
職
慰
労
金
規
程

第

一
条
　
一
等
乃
至
三
等
職
員
及
補
助
職
員
退
職
ス
ル
時

ハ
、
本
規
程

二
依
り
退
職
慰
労
金

ヲ
給
与
ス
。
但
シ
自
己
ノ
都
合

二
依
り
退
職
ス

ル
者
、
勤
続
三
年
未
満
ノ
場
合

ハ
此
ノ
限

二
在
ラ
ス
。

第
二
条
　
退
職
慰
労
金
額

ハ
、
退
職
当
時
ノ
月
俸
額

二
、
左
ノ
計
算

二
依
り
算
出
合
計
シ
タ
ル
計
算
年
数
及
別
表
乗
率

ヲ
乗
シ
テ
之
ヲ
算
定

ス
。一

等
職
員

タ
リ
シ
年
数

ノ
三
倍

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
三
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二
等
職
員
月
俸
三
百
円
以
上
タ
リ
シ
年
数
ノ

一
・
五
倍

二
等
職
員
月
俸
三
百
円
未
満
タ
リ
シ
年
数
ノ

一
・
三
倍

三
等
職
員
、
補
助
職
員
、
準
職
員
及
労
働
者
タ
リ
シ
年
数
ノ

一
倍

第
三
条
　
準
職
員
又

ハ
補
助
職
員
ヨ
リ
昇
進
シ
タ
ル
者
退
職
ス
ル
場
合
ノ
退
職
慰
労
金
額

ハ
、
初
任
給
ノ
ト
キ
ョ
リ
通
算
シ
タ
ル
計
算
年
数

二
基
キ
、
前
条
ノ
規
定

二
依
り
計
算
シ
タ
ル
金
額
ヨ
リ
、
退
職
当
時
ノ
月
俸
額

二
初
任
後
身
分
変
更
迄
ノ
計
算
年
数
及
其
ノ
年
数

二
対

ス
ル
身
分
変
更
前
後
各
身
分
乗
率
ノ
差
ヲ
乗
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
控
除
シ
テ
、
之
ヲ
算
出
ス
。

第
四
条
　
労
働
者
ヨ
リ
任
用
シ
タ
ル
者
退
職
ス
ル
場
合
ノ
退
職
慰
労
金
額

ハ
、
労
働
者

二
一雇
入
レ
タ
ル
時
ヨ
リ
起
算
シ
タ
ル
計
算
年
数

二
基

キ
第
二
条
ノ
規
定

二
依
り
計
算
シ
タ
ル
金
額
ヨ
リ
、
退
職
当
時
ノ
月
俸
額

二
労
働
者
ノ
計
算
年
数
及
其
ノ
年
数

二
対
ス
ル
現
身
分
ノ
乗

率
ヲ
乗
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
控
除
シ
テ
、
之
ヲ
算
定
ス
。

前
項
ノ
者
準
職
員
又
ハ
補
助
職
員
ヲ
経
タ
ル
者
ナ
ル
ト
キ
ハ
、
前
項
ノ
規
定

二
依
り
計
算
シ
タ
ル
金
額
ヨ
リ
更

二
前
条
ノ
例

二
依
ル
控

除
ヲ
ナ
シ
、
其
ノ
退
職
慰
労
金

ヲ
算
定
ス
。

第
五
条
　
勤
続
二
十
年
（女
子

二
付
テ
ハ
十
年
）
未
満
ノ
者
自
己
ノ
都
合

二
依
り
退
職
ス
ル
場
合
ノ
退
職
慰
労
金
額

ハ
、
勤
続
年
数
其
ノ
他
ノ

事
情
ヲ
参
酌
シ
、
前
三
条

二
依
ル
規
定
額
ノ
三
分
ノ

一
以
上

二
於
テ
之
ヲ
定
ム
。

第
六
条
　
在
職
中
顕
著
ナ
ル
功
績
ア
リ
タ
ル
者

ニ
ハ
、
特

二
金
額
ヲ
増
加
シ
テ
給
与
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
。
職
務
上
ノ
傷
病

二
因
り
退
職
ス

ル
者

二
付
テ
モ
亦
同
シ
。

第
七
条
　
懲
戒

二
依
り
解
一雇
ス
ル
者

ニ
ハ
退
職
慰
労
金

ヲ
給
与
セ
ス
。

犯
罪
者
其
ノ
他
不
都
合
ノ
廉
ア
ル
者

ニ
ハ
退
職
慰
労
金

ヲ
給
与
セ
ス
。
但
シ
情
状

二
依
り
所
定
金
額
ノ
範
囲
内

二
於
テ
特

二
之
ヲ
給
与

ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
。



第
八
条
　
在
職
中
死
亡
シ
タ
ル
者

二
対
ス
ル
退
職
慰
労
金

ハ
、
之
ヲ
其
ノ
遺
族

二
給
与
ス
。

第
九
条
　
本
規
程

二
於
ケ
ル
計
算
年
数
算
定
ノ
基
礎
ト
ス
ヘ
キ
勤
続
年
数

ハ
、
一雇
入
ノ
月
ョ
リ
之
ヲ
起
算
シ
、
退
職
ノ
月
ヲ
以
テ
終
ル
。

第
十
条
　
本
規
程

ハ
昭
和
二
十
年

一
月

一
日
ヨ
リ
之
ヲ
実
施
ス
。

第
十

一
条
　
昭
和
十
二
年
三
月
退
職
慰
労
金
規
程
改
正

二
依
り
、
旧
退
職
慰
労
金
規
程

二
依
ル
給
与
金
ノ
給
与
ヲ
受
ケ
タ
ル
者

二
対
シ
テ
ハ
、

本
規
程

二
依
り
算
定
シ
タ
ル
退
職
慰
労
金
額
ヨ
リ
、
右
給
与
額
（給
与
ヲ
延
期
セ
ラ
レ
タ
ル
給
与
金
残
額
ア
ル
場
合

ハ
之
ヲ
含
ム
）
及
増

額
分
並
之
等

二
対
ス
ル
退
職
ノ
際
支
給
ス
ヘ
キ
税
、
補
償
額
ヲ
控
除
シ
タ
ル
金
額
ヲ
給
与
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
ｃ

別
表
第

一
号
表

一
等
乃
至
三
等
職
員
乗
率

乗
率

年計
数算

乗

率
計
算

年
数

十
八
年

二
・〇
〇

一
年
以
上

五
年
以
下

三
・（
五

十
九
年

二
。
一〇

エハ
　
年

四
・〇
〇

廿
　

年

一一。一一〇

七

年

四
・
一五

廿

一
年

一一・一一一〇

八

年

四
・〓一〇

廿

一
一年

二
・四
〇

九

年

四
・四
五

廿
三
年

十

年

四
・六
〇

廿
四
年

十

一
年

四
・七
五

廿
五
年

二
・八
〇

十

一年

四
・〈
〇

廿
六
年

二
・九
五

十
三
年

四
・八
五

廿
七
年

一一一・
一〇

十
四
年

四
・九
〇

廿
八
年

一一一。一一五

十
五
年

廿
九
年

三
・四
〇

十
六
年

五
・〇
〇

三
十
年

以
上 一・五

五

十

七
年

別
表
第
二
号
表

補
助
職
員
乗
率
、
準
職
員
乗
率
（計
、
略
）

（資
料
３
）

提
出
及
び
決
裁
　
昭
和
二
十
年

一
月
二
十
三
日

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

本
社
総
務
部
会
計
課

八
四
五



第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（下
）

本
社
増
資
ノ
件

左
記
要
項

ニ
ヨ
リ
増
資
ノ
事
ト
シ
、
諸
般
ノ
手
続
相
進
メ
可
然
哉
．

記

一
、
増
資
要
項

（
１
）

資
本
増
加
金
額
　
　
　
金

一
億
五
千
万
円
也
（倍
額
増
資
）

（
２
）

第

一
回
払
込
金
額
　
　
金
七
千
五
百
万
円
也
（半
額
払
込
）

（
３
）

第

一
回
払
込
時
期
　
　
資
金
調
整
法
ノ
認
可
ア
リ
次
第
（予
定
、
昭
和
二
十
年
三
月

一
日
）

（
４
）

新
株
式
割
当
方
法
　
　
増
資

二
関
ス
ル
臨
時
株
主
総
会
開
催
当
日
（予
定
昭
和
二
十
年
　
月

付
キ
新
株
式

一
株
割
当
ノ
コ
ト
。

右

二
対
ス
ル
手
順

（イ
）

臨
時
株
主
総
会
開
催
当
日
以
前

二
本
家
所
有
本
社
旧
株

ヲ
左
記
ノ
通
り
一肩
代
リ
ス
ル
コ
ト
．

住
友
銀
行
　
　
　
　
額
面

一
七
、
五
〇
〇
千
円
３
五
千
株
）

住
友
信
託
　
　
　
　
　
″　
　
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円
２

０
千
株
）

住
友
生
命
保
険

　

　

″　
　
一
一、
五
〇
〇
千
円
（　
五
千
株
）

右
肩
代
り
値
段

ハ
額
面
額
ト
ス
。

（
口
）

三
分
家

ハ
新
株
引
受

ヲ
辞
退
シ
、
ソ
ノ
割
当
分

ハ
本
家

二
於
テ
引
受
ク
ル
コ
ト
。

即
チ
全
額
払
込
済
後
ノ
新
旧
所
有
株
次
表
ノ
通
り
。

八
四
六

日
）
ノ
最
終
株
主

ノ
所
有
株

一
株

ニ



計

本

家

三
分
家

住
友
銀
行

住
友
信
託

住
友
生
命
保
険

一
五
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

一
一
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円

一
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

一
七
、
五
〇
〇

五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

二
、
五
〇
〇

1日

株

一
五
〇
、
〇
〇
〇

一
一
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円

一
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

一
七
、
五
〇
〇

五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

二
、
五
〇
〇

新

株

三
〇
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

二
三
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円

一
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

三
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

一
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

五
、
〇
〇
〇

計

二
、
増
資

ヲ
ナ
ス
事
由
（添
付
（註
、
略
）収
支
表
、
資
金
調
達
表
、
資
本
構
成
状
態
表
参
照
）

本
社

ハ
、
株
式
払
込
、
鉱
業
部
門
、
林
業
部
門
ノ
所
要
資
金
多
額

二
上
リ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
、
連
年
支
出
超
過
ヲ
続
ケ
タ
ル
ガ
、
コ
レ
ガ
調
達

ハ
主
ト
シ
テ
金
融
機
関
ヨ
リ
ノ
借
入
金

ニ
ヨ
リ
タ
ル
為
メ
、
資
本
構
成
状
態

ハ
著
シ
ク
借
入
金

二
偏
シ
、
今
後

二
於
テ
モ
尚
支
出
超
過
ヲ

予
想
セ
ラ
ル
ル
ヲ
以
テ
、
此
儘

二
借
入
金

ニ
ヨ
リ
資
金
ヲ
調
達
ス
ル
モ
ノ
ト
セ
バ
、
資
本
構
成
状
態

ハ
更

二
一
層
悪
化
シ
、
経
理
上
常
態

ヲ
逸
ス
ル
ニ
至
ル
ベ
シ
。
故

二
此
際
倍
額
増
資

ヲ
行
ヒ
、
ソ
ノ
払
込
金
ヲ
以
テ
借
入
金
ノ

一
部
返
済

二
従
テ
、
資
本
構
成
ノ
堅
実
適
正
ヲ

期
セ
ン
ト
ス
。

尚
増
資

二
代

へ
本
社
所
有
株
式
及
其
ノ
負
債
ヲ
本
家

二
肩
代
リ
ス
ル
案
ヲ
考
慮
シ
得
ベ
キ
モ
、
本
社
ト
シ
テ
ハ
株
式
売
却
差
益

二
対
ス
ル

所
得
税
、
本
家
ト
シ
テ
ハ
利
廻
り
関
係
上
必
ズ
シ
モ
有
利
ナ
ラ
ズ
（本
家
資
産
増
殖
及
不
時
多
額
資
金
調
達
ノ
為
ノ
換
金
資
源
確
保

二
付

テ
ハ
、　
剛
喫
述
計
聡
九
ス
ベ
シ
）
。

三
、
増
資
後
ノ
損
益
予
想
（添
付
（註
、
略
）損
益
表
参
照
）

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
七
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友
本
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
八

最
近
両
三
年

ノ
損
益
実
績
及
予
想

ヲ
参
照
シ
、
特
殊
事
由

ニ
ヨ
ル
損
益

ヲ
計
上
セ
ズ
、
又
借
入
金
返
済

ニ
ヨ
ル
支
払
利
息
減
少

ヲ
見
込

ム

ト
キ

ハ
、
全
額
払
込
済
ト
シ
テ
法
人
諸
税
差
引
前
純
益

一
六
、
０
０
０
千
円
余

ヲ
計
上
シ
得

ベ
ク
コ
レ
ヲ
平
常
基
準
純
益
卜
認

メ
支
障
ナ

カ
ル
ベ
シ
。
而

シ
テ
税
引
純
益

ノ
七
割
以
上

ヲ
配
当

ス
（加
算
税
賦
課
ナ
シ
）
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
、
税
引
後

ノ
純
益

ハ

一
一
、
Ｏ
〇
〇
千
円
見

当

ヲ
期
待

シ
得

ベ
シ
。

四
、
増
資
後

ノ
配
当
予
想

計

本

家

三
分
家

銀
　
行

信
　
託

生
命
保
険

三
〇
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

一
三
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円

一
〇
〇
、
○
○
○

一
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

三
五
、
〇
〇
〇

一
〇
、
０
０
０

五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

所
　
有
　
株

二平・
均

九
七
五

０
．
五
％

五
。
Ｏ

五
．
〇

五
．
〇

五
．
〇

五
．
〇

配
当
率

八

九

一五

六
七
五
千
円

五
、
〇
〇
〇

七
五
〇

一
、
七
五
〇

五
〇
〇

二
五
〇

全
額
払
込
後

ノ
配
当
金
額

税
引
後
純
益

二
対
シ

八
〇
．
七
％

合
計
五
、
六
七
五
千
円

二
．
四

一
五
％

（資
料
４
）

昭
和
二
十
年
九
月
十
五
日
企
画
課
供
覧住

友
東
京
調
査
室
設
置

二
関
ス
ル
件

住
友
東
京
調
査
室

ハ
河
井
常
務
理
事
ノ
御
発
意

二
依
り
、
去
ル
八
月
二
十
五
日
設
置
サ
レ
タ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
唐
突
ナ
ル
終
戦
ヲ
廻
リ

現
在
並
将
来

二
於
ケ
ル
諸
般
ノ
趨
勢
、
動
向
等

二
関
ス
ル
迅
速
適
確
ナ
ル
情
報
ヲ
蒐
集
シ
、
以
テ
住
友
諸
事
業
ノ
今
後

二
於
ケ
ル
諸
計
画
実



施
ノ
為

二
必
要
ナ
ル
資
料
ヲ
提
供
ス
ル
コ
ト
ヲ
ロ
的
卜
致
ス
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

一
、
組
織
（別
紙
）

調
査
室
ノ
組
織

ハ
以
上
ノ
如
ク
、
東
京
支
社
調
査
課
ヲ
中
心

二
不
取
敢
銀
行
、
信
託
、
鍍
業
、
業
務
所
、
化
学
、
海
上
等
ノ
応
援

ヲ
得
テ

設
置
サ
レ
タ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
何
分
調
査
事
項
ガ
広
汎
多
岐

二
亘
リ
マ
ス
関
係
上
、
限
ラ
レ
タ
調
査
室
員
ノ
ミ
ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
、
到

底
其
ノ
任
務
ノ
完
璧
ヲ
期
シ
難
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
此
ノ
点
各
社

二
於
カ
レ
マ
シ
テ
モ
関
係
方
面
ヨ
リ
情
報
ヲ
入
手
セ
ラ
レ
マ
シ
タ
際

ニ
ハ
、
日
答
乃
至
書
面
ヲ
以
テ
調
査
室
宛
御
連
絡
下
サ
イ
マ
ス
等
積
極
的
ナ
御
援
助

二
依
り
本
組
織
ノ
短
ヲ
補

ツ
テ
ユ
キ
タ
イ
ト
存
ジ
マ

ス
。

二
、
調
査
事
項
（別
紙
）

調
査
室
ノ
調
査
事
項

ハ
以
上
ノ
如
ク
頗
ル
広
範
囲

二
亘
ツ
テ
オ
リ
マ
ス
ガ
、
差
当
リ
ハ
０
こ
及
（
四
）殊

ニ
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
ノ
具
体
的
実
施

内
容
等

二
関
ス
ル
聯
合
軍
司
令
部
乃
至
政
府
ノ
方
針

二
関
ス
ル
情
報
ノ
蒐
集
提
供

二
重
点
を
指
向
致
ス
積
リ
デ
オ
リ
マ
ス
。

現
在
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
ノ
具
体
的
内
容

二
付
テ
ハ
、
去
ル
六
日
ノ
重
光
外
相
談

二
其
ノ
片
鱗
ヲ
窺
ヒ
得
ル
ノ
ミ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
各
社
共
民

需
事
業

ヘ
ノ
転
換
等
積
極
的
諸
計
画
ノ
実
施
ノ
端
初
ヲ
把
握
サ
レ
ル
ノ
ニ
困
難
ヲ
感
ゼ
ラ
レ
テ
オ
ラ
レ
ル
コ
ト

ヽ
存
ジ
マ
ス
ガ
、
調
査
室

ガ
提
供
致
シ
マ
ス
情
報
ガ
其
等
諸
計
画
実
施
ノ
参
考
ト
ナ
リ
得
レ
バ
幸
ヒ
ト
存
ジ
マ
ス
。

尚
今
後
或
ル
程
度
情
勢
ノ
見
透
シ
ガ
付
キ
マ
ス
ニ
従
ヒ
、
住
友
諸
事
業
力
基
盤
ト
ス
ル
具
体
的
諸
問
題
処
理
ノ
段
階

二
入
り
、
各
社
ノ
官

庁

二
対
ス
ル
折
衝
モ
漸
次
頻
煩
ノ
度
ヲ
加

ヘ
ラ
レ
ル
コ
ト

ヽ
存
ジ
マ
ス
ガ
、
調
査
室

ハ
之
等
ノ
対
官
庁
折
衝
ノ
窓
ロ
ト
シ
テ
ノ
機
能
ヲ
果

ス
ベ
ク
愚
考
致
シ
テ
居
リ
マ
ス
ノ
デ
、
各
社
共
官
庁
ト
ノ
折
衝
事
項

二
関
シ
マ
シ
テ
ハ
可
及
的
調
査
室
ト
ノ
連
絡
ヲ
密

ニ
セ
ラ
レ
、
迅
速

処
理
ヲ
要
ス
ル
折
衝
或

ハ
簡
単
ナ
ル
折
衝
等

二
付
テ
ハ
、
各
社
係
員

二
代
り
調
査
室
員
ヲ
以
テ
処
理
シ
得
ル
態
勢
ヲ
整

ヘ
マ
ス
ト
共

二
、

之
等
具
体
的
諸
問
題
ノ
一暴
付
ケ
ニ
依
り
調
査
室
ノ

一
般
資
料
蒐
集
ガ
所
謂
地

二
足
ノ
付
イ
タ
実
効
ア
ル
内
容
ヲ
有
ス
ル
ニ
至
ル
コ
ト
ヲ
切

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
九



第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（ド
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
〇

望
致
シ
テ
居
リ
マ
ス
。

以
上
簡
単

二
住
友
東
京
調
査
室
ノ
内
容
ヲ
御
紹
介
致
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
重
ネ
テ
各
社
ノ
積
極
的
御
援
助
御
活
用

二
依
リ
コ
ノ
新
組
織

ガ
ソ
ノ
任
務
ヲ
遂
行
シ
得
ル
様
要
望
致
ス
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
ｃ

（別
紙
）
住
友
東
京
調
査
室
設
置
要
領

一
、
構
成
員

室
長
　
佐
伯
　
正
芳
　
　
次
長
　
瀬
山
　
誠
五
郎

室
員
　
（註
、
略
）

一
、
調
査
事
項
　
別
紙
ノ
通
リ

一
、
設
置
場
所
　
東
京
支
社
事
務
所
内

以
上

（別
紙
）
住
友
東
京
調
査
室
ノ
調
査
事
項

（
一
）

時
局
急
展
回
ノ
経
過

ソ
聯
参
戦
、
原
子
爆
弾
投
下
ヨ
リ
聖
断

二
至
ル
迄
ノ
宮
中
、
重
臣
、
政
府
、
陸
海
軍
、
外
務
省
等
ノ
動
向

（
二
）

新
内
閣
成
立
ノ
意
義

皇
族
主
班
内
閣
ノ
意
義
、
対
内

・
対
外
的
ノ
影
響
ノ
効
果
今
後
ノ
継
続
見
透
シ

（三
）

停
戦
、
休
戦
、
嬌
和

二
関
ス
ル
協
定
並

二
条
約
ノ
締
結
順
序
手
続
並

二
其
ノ
具
体
的
内
容
及
カ
イ
ロ
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
告
ノ
意
義
、
解

釈
ノ
検
討
並

二
戦
争
犯
罪
人
、
協
力
者

二
関
ス
ル
諸
問
題

（四
）

今
後

二
於
ケ
ル
諸
般
ノ
国
策
ノ
趨
勢
、
動
向



政
治
、
外
交
、
文
教
曾
心想
）
、
産
業
（国
土
計
豊
ヲ
含
ム
）
、
民
生
、
財
政
、
金
融
（殊

ニ
イ
ン
フ
レ
対
策
）

軍
復
員
、
軍
需
産
業
復
員
、
外
地
ヨ
リ
ノ
転
入
二
伴
フ
諸
問
題

殊

二
人
員
再
配
置
並

二
失
業
者
救
済
問
題

（五
）

財
閥
ノ
将
来
、
他
社
財
閥
ノ
動
向

（六
）

住
友
諸
事
業

二
対
ス
ル
影
響
並

二
其
ノ
将
来
（事
業
分
担
ノ
変
更
、
従
業
員
ノ
再
配
置
並

二
整
理
問
題
）

本
社
（保
善
会
社
並

二
農
林
業
）
、
鍍
業
（殊

二
金
山
再
開
問
題
、
宇
久
須
問
題
）

金
属
、
電
工
、
通
信
、
化
学
、
化
工
材
、
板
硝
子
、
機
械
、
ア
ル
ミ
、
土
地
工
務
、
倉
庫
、
銀
行
、
信
託
、
生
命
、
海
上
、
諸
会
社
外

地
諸
事
業
並

二
外
地
諸
投
資
ノ
処
理
問
題

以
上

（資
料
５
）

住
友
ノ
組
織

一
、
株
式
会
社
住
友
本
社

ハ
、
連
系
会
社
其
ノ
他
関
係
諸
事
業

ヘ
ノ
投
資
及
金
融
ヲ
主
タ
ル
ロ
的
ト
ス
ル
会
社
６
９
ｏ
９
”
一】ｏ
己

デ
ア
リ
，

兼
ネ
テ
農
林
業
及
物
品
販
売
業

ヲ
直
営
シ
テ
ヰ
ル
。
尤
モ
沿
革
的

二
見
レ
バ
、
住
友
本
社

ハ
住
友
財
団
（，
①
〓
ｏ
５
ｏ
２

∽
ｃ
Ｂ
】８
８
８

ノ
中
枢
機
関
ト
シ
テ
、
連
系
会
社
其
ノ
他
関
係
諸
事
業
ノ
統
制
管
理
ヲ
其
ノ
重
要
ナ
任
務
ト
シ
テ
居
タ
ノ
デ
ア
ル
ガ
、
各
事
業
ノ
膨
張
発

展

ハ
資
本
構
成

二
於
テ
外
部
資
本
ノ
占
ム
ル
割
合

ヲ
次
第

二
大
ナ
ラ
シ
メ
、
最
近

二
於
テ
ハ
連
系
会
社
株
式
総
数
ノ
約

一
割
九
分
ヲ
所
有

ス
ル
ニ
過
ギ
ズ
、
日
本

二
於
ケ
ル
他
ノ
財
団

二
比
較
シ
テ
↑
ｏ
ヨ
ｏ
営
ｏ
Ｑ
ヨ
】，

Ｐ
，

ｑ

〓
ｏ
５
０

Ｆ
す
ｏ
”
し
、
其
ノ
持
株
率

ハ
小
デ
ア
リ
、

投
下
資
本

ニ
ヨ
ル
住
友
本
社
ノ
連
系
会
社

二
対
ス
ル
統
制
カ

ハ
、
著
シ
ク
弱

マ
リ
ツ
ツ
ア
ツ
タ
ガ
、
更

二
戦
時
経
済
統
制
ノ
進
展

ハ
、
重

要
産
業
ヲ
直
接
国
家
管
理
ノ
下
二
置
ク
ニ
至
り
、
姦

二
住
友
本
社
ノ
連
系
会
社

二
対
ス
ル
統
制
カ

ハ
絶
対
的
ノ
制
限
ヲ
受
ク
ル
ニ
至
ツ
タ
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五

一



第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
二

即
チ
国
家
総
動
員
法

二
基
ク
エ
場
事
業
場
管
理
令
ノ
制
定
、
重
要
産
業
団
体
令

二
依
ル
統
制
会
ノ
設
立
等

ニ
ヨ
リ
、
住
友
本
社
ノ
統
制
力

ハ
次
第

二
国
家
統
制

ニ
ヨ
リ
置
キ
カ
ヘ
ラ
レ
ツ
ツ
ア
ツ
タ
ガ
、
昭
和
十
八
年
軍
需
会
社
法
ノ
制
定

ヲ
見
ル
ニ
及
ビ
、
連
系
会
社
中
軍
需
会

社
ノ
指
定
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ハ
、
夫
々
生
産
責
任
者
ガ
直
接
国
家
ノ
命
令

ニ
ヨ
リ
、
軍
需
生
産
ノ
責

二
任
ズ
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、
住
友
本
社

ガ
其
ノ
間

ニ
ア
ツ
テ
之
ヲ
統
制
ス
ル
ガ
如
キ
余
地

ハ
全
ク
消
滅
ス
ル
ニ
至
ツ
タ
。

二
、
株
式
会
社
住
友
本
社
ノ
社
長

ハ
、
家
長
住
友
吉
左
衛
門
デ
ア
ル
ガ
、
住
友
家
ノ
家
憲

二
依
り
、
家
長

ハ
直
接
会
社
経
営
ノ
衝

二
当
ル
コ

ト
ナ
ク
、
住
友
本
社
経
営

二
関
ス
ル

一
切
ノ
コ
ト
ハ
、
総
理
事
ガ
之
ヲ
決
定
実
施
ス
ル
ノ
デ
ア
ル
。
況
ヤ
家
長
ガ
連
系
会
社
ノ
経
営

二
関

与
ス
ル
ガ
如
キ
コ
ト
ハ
全
然
無
ク
、
現

二
連
系
会
社
十
五
社
ノ
中
、
家
長
ガ
重
役
陣

二
参
加
シ
テ
居
ル
ノ
ハ
、
株
式
会
社
住
友
銀
行
、
住

友
信
託
等
ノ
金
融
関
係
会
社
ノ
ミ
デ
ア
リ
、
之
モ
単

二
取
締
役
ト
シ
テ
名

ヲ
連
ネ
居
ル
ニ
過
ギ
ヌ
。
因

二
現
家
長

ハ
、
其
ノ
性
格
ガ
極
メ

テ
平
和
的
θ
８
８
，】ｏ
く
す
リ

デ
ア
リ
、
文
学
ヲ
好
ミ
、
京
都
帝
国
大
学

二
於
テ
日
本
文
化
史

ヲ
専
攻
シ
、
「泉
幸
吉
」

ノ
ペ
ン
ネ
ー
ム
ヲ

持

ツ
歌
人
デ
ア
ル
コ
ト
ハ
、
人
ノ
知
ル
所
デ
ア
ル
．

三
、
株
式
会
社
住
友
本
社
総
理
事

ハ
前
述
ノ
如
ク
、
実
質
的

ニ
ハ
住
友
本
社
ノ
最
高
責
任
者
ト
シ
テ
、
全
事
業
経
営
ノ
衝

二
当

ツ
テ
居
ル
関

係
上
、
連
系
会
社
中
ノ
大
部
分
ノ
取
締
役
会
長
ヲ
兼
ネ
テ
ヰ
ル
ガ
、
コ
レ
ハ
文
字
通
り
取
締
役
会
ノ
議
長
タ
ル
ニ
過
ギ
ズ
、
会
社
経
営
ノ

一
切
ノ
責
任

ハ
、
各
社
社
長
並

二
常
勤
重
役
ノ
負

フ
所
ト
ナ
ツ
テ
ヰ
ル
。

四
、
住
友
財
団

ハ
純

一
二
商
工
業

二
精
進
シ
、
政
治

ニ
ハ
一
切
関
心
ヲ
持
タ
ズ
、
政
商
的
色
彩
ノ
皆
無
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
ノ
特
色
ト
シ
テ
ヰ
ル

ガ
、
之

ハ
住
友
家
ノ
家
憲
ガ
政
治

二
関
与
ス
ル
コ
ト
ヲ
堅
ク
禁
ジ
テ
居
ル
タ
メ
デ
ア
ル
．
従

ツ
テ
住
友
財
団

ハ
政
治
θ
ｏ
澤
】８
Ｙ
一干
与

ス
ル
コ
ト
ナ
ク
、
其
属
ス
ル
諸
事
業

ハ
、
政
党
或

ハ
軍
閥
等
ノ
政
治
的
権
カ
ト
結
託
シ
、
利
権
ヲ
漁
ル
ガ
如
キ
コ
ト
ハ
、
絶
体

二
之
ヲ
為

サ
ヌ
。
嘗
テ
前
総
理
事
小
倉
正
恒
氏

ハ
大
蔵
大
臣

二
就
任
シ
タ
ガ
、
之

ハ
専
ラ
同
氏
個
人
ノ
手
腕
、
識
見
ヲ
買

ハ
レ
タ
モ
ノ
デ
ア
リ
、
同

氏
モ
入
閣
ス
ル
ニ
当

ツ
テ
ハ
、
完
全

二
住
友
ト
ノ
縁
ヲ
切
ツ
タ
ノ
デ
ア
ツ
テ
、
此
ノ
コ
ト
ハ
、
右
家
憲

二
則

ツ
タ
モ
ノ
デ
ア
ル
。



五
、
住
友
財
団
ノ
事
業

ハ
、
鉱
山
業
、
製
造
工
業
、
金
融
業
等
甚
ダ
多
岐

二
渉
ル
ガ
、
之
等

ハ
何
レ
モ
銅
山
業
ヨ
リ
徐
々
二
派
生
セ
ル
モ
ノ

デ
ア
リ
、
其
性
格

ハ
飽
ク
迄
平
和
的

ニ
シ
テ
、
人
民
ノ
福
祉
ノ
増
進
ヲ
ロ
的
ト
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ツ
タ
。
尤
モ
戦
争
ノ
開
始
後
之
等
事
業
ノ

中
製
造
工
業

二
属
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
国
家
ノ
要
求

ニ
ヨ
リ
軍
需
品
ノ
製
造

二
従
事
ス
ル
ニ
至

ツ
タ
ガ
、
之

ハ
独
り
日
本

二
於
テ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

各
国
皆
然
リ
デ
ア
ツ
テ
、
蓋
シ
ヤ
ム
ヲ
得
ザ
ル
所
デ
ア
リ
、
決
シ
テ
住
友
ノ
事
業
ノ
元
来
平
和
的
ナ
ル
コ
ト
ヲ
否
定
ス
ル
モ
ノ
デ
ハ
ナ
イ

ノ

デ

ア

ル

。

（資
料
６
１
１
）

住
友
家
家
憲
英
訳
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一
”
一
の
）
の
く
の
う

け
，

Ｏ
Ｃ
∞

，

，
①

一
∽

一
〓
Φ

〔
【
ヽ
∽
一

∽
〇
●
ヽ
”
つ
０

一
す
０

の
の
ｏ
０
５
Ｑ

∽
〇
●

コミ
，

０

い
∽

”
σ
｝
Φ

一
〇

∞
〇
く
ｏ
【
●

一
，

①

』
”
コ
ニ
】
く
´
∽

，
”
〓

σ
Φ

け
，

①

∽
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Φ
∽
∽
Ｏ
●

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
三



第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（下
）

八
五
四

【占
①
　
∽
コ
”
〓
　
”
ｏ
ｏ
Ｏ
」
●
一
　
∞
Φ
●
Φ
『
”
〓

【Ｓ
”
コ
“
∞
Φ
ヽ
出
●
‐
Ｏ

，
い
ｏ
ｈ
　
”
●
０
　
”
〓
　
〇
一

，
①
ヽ
　
ｏ
①
ヽ
∽
〇
●
●
Φ
】
∽
　
】
●
　
０
ヽ
Ｏ
ｏ
Ｏ
ヽ
け
一
〇
っ
　
一
〇
　
一
コ
Φ
一
ヽ
　
”
σ
〓
一
一
く
・　
”
●
Ｑ

ｏ
ヽ
”
】
∽
〇

〇
ヽ

ｏ
の
５
∽
Ｃ
ヽ
の

一
，

の
「
】

”
の
ｏ
Ｏ
『
Ｑ
い
５
∞

一
〇

け
，

Φ
い
い

０
〓
【
∞
Φ
”
〇
く

〇
『

ぃ
●
０
〓
い
∞
Φ
●
Ｏ
Ч
）
”
５
０

，
①

∽
，

”
〓

ｏ
】
”
Ｏ
Φ

●
Ｏ

σ
”
５
　
０
”

一
，

①
】
ヽ

喘
『
①
の

∽
Ｏ
①
の
０

，

一
〇

ョ

”
″
①

”

∽
け
”
一
Φ

Ｏ
¨
”
〔
〔
”
一
ヽ
∽

ド
●
〇
♂
く
”
σ
｝
Φ

国

の
　
∽

，
”
〓
　
ダ
ヽ
Φ
〓
‐
ｏ
ヽ
〇
一
Φ
Ｏ
一
　
一

，
①
　
σ
ヽ
”
●
０

，

〔
”
●
二
〓
Φ
∽
　
”
●
０
　
∽
Ｃ
σ
Ｏ
『
Ｑ
】
”
”
け
ｏ

「
”
コ
ニ
〓
Φ
∽
　
”
●
Ｑ
　
ズ
の
ｏ
ｏ
　
一
コ
の
　
Ｏ
Ｏ
「
Ｑ
一
”
】

【
Φ
〓
”
一
い
〇
コ
　
ン
く
」
一

，

一
，

Φ
】Ｂ
一
Φ
く
の
■
●
〕
〇
『
Φ
・

（資
料
６
１
２
）

住
友
家
家
憲
改
訳

↓

，
①

〓
一〇
Ｃ
∽
Φ

Ｏ
Ｏ
●
∽
〓
一
」
一
一
〇
●

〇
』

一
，

①

∽
Ｃ
コ
二
一
〇
Ｂ

Ｏ
∽

↓

す
ｏ

，
Φ
”
Ｑ

Ｏ
』

け
，

Φ

∽
Ｃ
コ
二
一
〇
ヨ

〇
∽

∽
，

”
〓

・
Ｃ
●
Ｑ
Φ
ヽ

〇
”
け

，
）
の
Ｘ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
一
０

一
〓
Φ

〔
〇
〓
〇
♂
く
】
５
∞

∽
一
一
ｏ
Ｃ
】
”
一
「
〇
●
∽
・
”
つ
Ｏ

①
つ
Ｏ
①
”
く
Ｏ
Ｃ
『

一
〇

日

”
層
①

一
〓
Φ

σ
Ｃ
∽
【
●
①
の
∽

〇
〔

け
，

①

工
一〇
Ｃ
∽
①

一
，

【
【
く
】
●
∞

Ｈ
　
　
】出
①

∽
コ
”
〓

”
σ
一
Ｏ
①

σ
く

一
コ
Φ

∽
一
”
一
ｏ

中
”
♂
ζ
∽
”
●
０

０
『
Ｑ
一
●
”
５
ｏ
①
∽
”
∽
´
く
の
〓

”
∽
一

，
Φ

〓

Ｏ
Ｃ
∽
①

Ｏ
ｏ
●
∽
一
い
一
⊆
一
い
０
５
・
コ
）
”
い
●
一
”
い
●

，
一
∞

，

【づ
〇
ヽ
”
】
∽
一
”
５
，

０
”
『
α

・
”
い
Ｏ

ｏ
Φ
『
』
〇
い
「
】
一

，
①

∽
〇
〓
Φ
５
ρ
●

コ
Φ
ヽ
①
Ｏ
い
一
”
い
く

Ｏ
Ｃ
一
く

”
∽
∽
」
∞
”
の
α

一
〇

，
■
５

一
　

、「
，

Φ

σ
Ｃ
∽
一
●
①
∽
∽

〇
喘
一

，
の

用
凸
Ｏ
Ｃ
∽
Φ

∽
〓
”
〓

σ
の

σ
”
∽
Φ
Ｑ

∽
〇
】
Φ
】
く

〇
つ

け
，

①

∽
Ｏ
Ｃ
●
Ｑ

Ｏ
「
ぃ
つ
ｏ
」
も
〓
Φ
∽

”
い
０

一
，

①

Ｏ
Ｏ
〓
〇
く

一
〇

〔
〇
〓
〇
ン
く

∽
，

”
〓

σ
①

Ｏ
①
，

一
の
ヽ
コ
ニ
●
０

・
σ
①

一
け

ｏ
Ｏ
∽
一
一
い
く
の

Ｏ
ヽ

〇
一
コ
Φ
ヽ
♂
く
一
∽
の
）
”
「
一
Φ
ヽ

”

ヨ

”
一
ｃ
■
の

０
０
●
∽
い
Ｏ
①
ヽ
”
一
』
〇
●

σ
ｏ

∞
い
く
①
●

〇
〔

一
，

Φ

ｏ
，

”
●
∞
①

Ｏ
〔

０
い
【
Ｏ
Ｃ
ｂ
ｐ
∽
一
”
●
Ｏ
①
∽

”
∽

‘
ヽ
Φ
〓

”
∽

け
，

Φ

』
【
●
”
い
ｏ
い
”
】
Φ
〔
ｈ
Φ
ｏ
一
９

”
Ｃ
ヽ
一

，
①
Ｆ

い
一

∽
〓
”
〓

σ
①

コ
一
∽

Ｏ
Ｃ
一
く

一
〇

∽
の
の

一
〇

一
一

一
，

”
一

”
つ
く

一
『
”
い
∽
”
０
一
い
〇
い

い
い

ｏ
Ｃ
【
∽
Ｃ
】
一

〇
〔

”

∽
ｏ
①
ｏ
Ｃ
〓
”
一
い
く
の

ｏ
ヽ
〇
コ
一

∽
，

”
〓

σ
①

∽
一
『
い
ｏ
一
｝
く

”
く
〇
【
Ｏ
Φ
Ｏ

・

∞
　

】占
①

∽
，

”
〓

Ｏ
①
ヽ
〔
〇
ヽ
コ
″
”

『
Φ
〓
∞
い
Ｏ
Ｃ
∽
∽
①
ヽ
く
い
ｏ
①

い
〇
『
一
コ
の

´
く
〇
『
∽
コ
一
も

〇
「
コ
一
∽

”
●
ｏ
①
∽
一
〇
『
∽

”
●
Ｑ

∞
い
く
の

”
●

０
０
０
０
ヽ
一
Ｃ
Ｏ
一
一
く

〔
Ｏ
ヽ
”

∞
〇
〇
Ｏ

①
Ｏ
」
‐



ｏ
”
一
い
〇
●

一
〇

，
一
∽

一
い
つ
の
”
】
Ｑ
Φ
∽
ｏ
①
い
０
”
●
一
∽

卜
　

Ｈ
い

い
●

，
】
∽

』
Ｃ
ａ
∞
①
晏
″
Φ
●

，

コ
い
の

０
】
Ｑ
Φ
の
一

∽
〇
●

σ
Φ

Ｏ
①
ｏ
コ
】
Φ
Ｏ

Ｃ
５
Φ
ｏ
」
”
】
一
〇

一
，

Φ

Ｏ
」
け
く

「
〇
『

ｏ
ヽ
①
∽
①
『
く
ぃ
●
∞

　

一
，

の

出占
Ｏ
Ｃ
∽
の
∽́

一
『
”
Ｑ
い
Ｌ
Ｏ
“
一

一
，

①

，
の
一
ヽ

∽
〓
”
〓

σ
の

ｏ
，

Ｏ
∽
Φ
●

〔
ヽ
〇
コ
】
”
ヨ

ｏ
●
∞

一
，

Φ

Ｏ
一

，
Φ
【

〇
〇
ヨ

ｏ
①
け
０
５
一

∽
０
５
９

い
　

】占
Φ

∽
，

”
〓

”
つ
ｏ
Ｏ
【
つ
け

一
，

①

〕∪
【
【
Φ
Ｏ
一
〇
【

０
ざ
●
①
『
”
】
”
５
Ｑ

Ｏ
一

，
①
【

∽
Ｃ
σ
Ｏ
い
０
い
ｏ
”
一
〇

〇
い
喘
】
ｏ
①
ヽ
∽

〇
●

一
，

Φ
】
『

『
Φ
∽
も
の
０
一
』
く
０

日

Φ
【
】
一
の

”
●
０

∽
コ
”
〓

∞
い
く
の

の
”
０

，

〇
』

一
，

の
コ
】

”

〔
”
】
ヽ

一
【
Φ
”
言
Ｓ
の
い
一

”
】
♂
く
”
く
の

，
”
く
】
●
∞

一
，

①
】
【

】
●
Ｏ
Ｃ
∽
一
『
く

一
●

く
【
の
´
く
　
〓
ご

∽
〓
”
〓

”
】
の
Ｏ

Φ
つ
〇
〇
Ｃ
『
”
∞
①

一
，

①
ぃ
『

〔
【
”
５
層

の
Ｘ
ｏ
『
①
∽
∽
一
〇
●

Ｏ
ｈ

Ｏ
ｏ
¨
●
』
〇
●

∽
〇

一
，

”
け

け
，

の
く

８

”
く

い
ｃ
『
●
一
∽

，

コ
〓
邸

´
く
一
一
●

●
Φ
ｏ
Φ
∽
∽
”
『
く

一
●
¨
Ｏ
ヽ
コ
〕
”
一
】
〇
●

『
①
∞
”
【
Ｑ
】
●
∞

一
，

①

”
〇
‐

一
Ｃ
”
】
∽
一
一
Ｃ
”
一
一
〇
●

〇
　

】占
Φ

∽
，

”
〓

も
ヽ
〇
一
Φ
ｏ
一

一
，

Φ

σ
ヽ
“
５
０

，

〔
”
コ
ニ
〓
Φ
∽

”
●
Ｑ

〔
”
コ
ニ
〓
①
∽

〇
¨

け
，

〇
∽
Φ

Ｏ
〔
〔
い
Ｏ
Φ
【
∽

♂
く

，
０

，
い
く
の

①
い
け

，
Φ
ヽ

ヽ
①
∽
い
∞
●
ｏ
Ｑ

Ｏ
『

コ
”
く
の

σ
Φ
Φ
●

●
〇
●
〇
【
”
σ
】
く

Ｑ
【
∽
ｏ

，
”
【
∞
Φ
Ｏ

ど
く
い
一

，

０
い
∽
け
一
●
ｏ
一
【
〇
●

”
〔
一
Φ
ヽ

”

【
〇
い
∞

∽
①
い
く
一
の
ｏ

（資
料
７
）

本
社
人
事
部
人
事
課
提
出
　
昭
和
二
十
年
九
月
十
四
日
　
決
裁
　
同
日

職
員
整
理
方
針

二
関
ス
ル
件

終
戦

二
因
り
、
我
住
友
ノ
諸
事
業
モ
急
速

二
平
和
態
勢

へ
切
換
ヲ
要
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
リ
タ
ル
ニ
鑑
ミ
、
右

二
則
応
シ
適
正
合
理
的
ナ
ル
職
員

ノ
再
配
置
ヲ
行

ハ
ン
ガ
為
、
職
員
ノ
整
理
方
針
左
記
ノ
通
決
定
相
成
可
然
乎
。

記

一
、
職
員
、
準
職
員
整
理
方
針

（
一
）

各
店
部
連
系
会
社

一
律

二
左
ノ
該
当
者
ヲ
解
雇
整
理
ス
ル
コ
ト
。

Ｉ
　
自
発
的
退
職
申
出
者

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

八
五
五



第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
六

Ⅱ
　
停
年
延
長
中
ノ
者
及
停
年
近
キ
者

Ⅲ
　
現
在
適
当
ナ
ル
地
位
無
ク
参
事
、
調
査
役
又
ハ
或
場
合

二
於
ケ
ル
検
査
役
、
本
店
支
配
人
等
ノ
如
キ
地
位

二
在
リ
テ
待
機
中
ノ
者

Ⅳ
　
能
力
充
分
ナ
ラ
ズ
又

ハ
勤
務
振
良
好
ナ
ラ
ザ
ル
者

（
二
）

前
項

ニ
ヨ
リ
整
理
ヲ
行
フ
モ
尚
且
所
要
人
員

二
対
シ
過
剰
ヲ
来
ス
場
合

ハ
、
与
フ
ベ
キ
職
務
無
キ
ニ
至
レ
ル
者
ヲ
解
雇
ス
ル
コ
ト
。

（三
）

第

一
項
Ｉ
及
Ⅱ
該
当
者
中
技
術
、
経
験
、
能
カ

ニ
於
テ
、
真

二
掛
ケ
換

ヘ
ナ
ク
、
其
者
退
職
ス
ル
時

ハ
業
務
ノ
運
行

二
重
大
ナ
ル
支

障
ヲ
来
ス
ガ
如
キ
場
合

ハ
、
別
途
考
慮
シ
得
ル
コ
ト
。

但
シ
第

一
項
該
当
者

ハ
全
員
解
雇
ヲ
原
則
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
当
面
若
干
ノ
支
障

ハ
当
然
覚
悟
ス
ベ
ク
、
要

ハ
努
メ
テ
後
進

二
新
時

代
ヲ
托
ス
ル
ノ
趣
旨

二
則
ル
ベ
キ
モ
ノ
ト
シ
、
従
テ
前
項

ニ
ヨ
リ
別
途
考
慮
ノ
扱
ヲ
ナ
ス
場
合

ニ
ハ
、
極
メ
テ
近
キ
将
来

二
於
テ
退
職

セ
シ
ム
ル
ガ
如
ク
予
メ
処
置
ス
ル
コ
ト
。

（四
）

整
理
ヲ
要
ス
ベ
キ
人
員
比
較
的
僅
少
ナ
ル
カ
、
又

ハ
量
的

ニ
ハ
人
員
整
理
ノ
必
要
ナ
ク
、
却

ツ
テ
増
員
ヲ
要
ス
ル
ガ
如
キ
店
部
連
系

会
社
卜
雖
モ
、
此
際
陣
容
ノ
刷
新
ヲ
計
り
、
新
時
代

二
対
処
ス
ベ
キ
態
勢
ヲ
整

へ
、
且
全
住
友
ト
シ
テ
可
及
的
精
鋭
職
員
ヲ
交
流
保
持

セ
シ
ム
ル
見
地
ヨ
リ
、
夫
々
ノ
所
要
人
員
数
ノ
ミ
ニ
拘
泥
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
、
第

一
項
該
当
者

ハ
全
店
部
連
系
会
社

一
律

二
整
理
ヲ
断
行

ス
ベ
キ
コ
ト
ｃ

（五
）

第
二
項
ノ
場
合

二
於
テ
ハ
可
及
的
部
内
転
換
ヲ
考
慮
シ
度
キ
モ
、
転
換
余
力
多
キ
ヲ
望
ミ
難
キ
ヲ
以
テ
、
住
友
部
内
何
レ
カ
ニ
残
留

セ
シ
メ
置
キ
度
キ
優
秀
者

二
付
テ
ハ
、
至
急
本
社

二
通
報
ス
ル
コ
ト
。

（六
）

整
理
二
当
り
、
中
途
採
用
者
ヲ
特
別
扱
ト
シ
、　
一
般
ノ
者
ヨ
リ
先

二
整
理
解
一雇
セ
ン
ト
ス
ル
ガ
如
キ
方
針

ハ
厳

二
排
除
ス
ベ
ク
、
既

二
住
友
職
員
タ
ル
限
リ
ハ
中
途
採
用
者
タ
ル
ト
否
ト
ヲ
区
別
セ
ズ
、
専
ラ
人
物
、
能
カ
ヲ
標
準
ト
シ
テ
処
置
ス
ル
コ
ト
。

二
、
女
子
職
員
整
理
方
針



（
一
）

女
子

ハ
此
際
家
庭

二
復
帰
セ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
本
則
ト
シ
、
左
ノ
者
ヲ
除
キ

一
応
全
員
整
理
ノ
方
針

ニ
ヨ
リ
処
置
ス
ベ
キ
ヨ
ト
ｃ

（
イ
）
タ
イ
ビ
ス
ト
　
（ｉ
￥
電
話
交
換
手
　
（
ハ
）
看
護
婦
　
（
二
）
給
仕
　
（
ホ
）
其
他
以
上

二
類
ス
ル
職
種

ニ
ア
ル
者

（
二
）

金
融
部
門
其
他

二
於
テ
、
業
務
ノ
性
質
上
特

二
女
子
ヲ
使
用
ス
ル
ヲ
適
当
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
付
テ
ハ
、
必
ズ
シ
モ
全
員
整
理
ヲ
強
行
ス

ル
ノ
要
ナ
キ
モ
、
此
ノ
際
人
物
能
カ

ニ
付
再
検
討
ヲ
行
ヒ
、
人
心
ノ
刷
新
ヲ
計
ル
ト
共

二
、
帰
還
軍
人
、
部
門
交
流
者
等
ノ
受
人
ヲ
モ

考
慮
シ
、
女
子

ハ
必
要
ナ
ル
最
小
限
度

二
止
ム
ル
様
特

二
配
慮
ス
ル
コ
ト
。

三
、
顧
間
、
嘱
託
整
理
方
針

（
一
）

各
店
部
連
系
会
社

一
律

二
全
員
解
雇
ノ
コ
ト
。

（
二
）

業
務
ノ
必
要
上
特

二
残
留
セ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス
ル
者

二
付
テ
ハ
、
理
由
ヲ
具
シ
本
社

二
打
合
ス
コ
ト
。

四
、
整
理
ノ
時
期
及
方
法

（
一
）

整
理
ノ
時
期

ハ
、
各
店
部
連
系
会
社
夫
々
ノ
実
情

二
応
ジ
、
適
宜
実
施
ノ
コ
ト

ヽ
ス
ル
モ
、
可
及
的
速
カ
ニ
着
手
ス
ベ
キ
コ
ト
。

（
二
）

整
理
方
法
ト
シ
テ
ハ
、　
一
応
職
員
全
般

二
対
シ
整
理
ヲ
必
要
ト
ス
ル
事
情
ヲ
述
べ
、
自
発
的
退
職
申
出
ヲ
勧
奨
ス
ル
コ
ト
。

（三
）

自
発
的
退
職
申
出
者

二
対
シ
テ
ハ
、
原
則
ト
シ
テ
各
店
部
各
社

二
於
テ
即
時
聴
許
シ
差
支

ヘ
ナ
キ
モ
、
三
〇
０
円
以
上
（計
、
月
体
）

ノ
ニ
等
職
員
以
上
ノ
者

二
付
テ
ハ
事
前

二
本
社

二
連
絡
ノ
コ
ト
。

（四
）

自
発
的
退
職
申
出
者
中
、
住
友
ト
シ
テ
是
非
確
保
シ
置
ク
ベ
キ
精
鋭
優
秀
職
員
ア
ル
時

ハ
、
整
理
予
定
人
員
ヲ
モ
呪
ミ
合
セ
ノ
上
、

其
ノ
引
留
メ
ニ
関
シ
充
分
ノ
配
慮

ヲ
ナ
ス
ベ
キ
コ
ト
。

（五
）

自
発
的
申
出

ニ
ヨ
ラ
ズ
各
店
部
連
系
会
社
ノ
側

二
於
テ
解
雇
整
理
セ
ン
ト
ス
ル
予
定
者

二
付
テ
ハ
、
右
予
定
者
中
二
等
職
員
以
上
及

三
等
職
員

ニ
シ
テ
大
学
専
門
学
校
出
身
者
ノ
名
簿
（氏
名
、
俸
給
、
出
身
学
校
及
卒
業
年
度
、
入
社
年
度
、
年
齢
、
現
職
名
記
載
）
ヲ
作

成
ノ
上
、
予
メ
本
社

二
打
合
セ
ノ
コ
ト
。
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五
、
退
職
者

二
対
ス
ル
給
与

（
一
）

退
職
慰
労
金
又
ハ
退
職
手
当
金

自
発
的
退
職
申
出
者
タ
ル
ト
否
ト
ヲ
間

ハ
ズ
、
規
程
全
額
ヲ
支
給
ス
ル
コ
ト
。

勤
続
六
月
以
上

一
年
未
満
ノ
女
子
職
員

二
対
シ
テ
ハ
、
結
婚
ノ
場
合

二
準
ジ
退
職
手
当
金
ヲ
支
給
ス
ル
コ
ト
。

（
二
）

特
別
手
当

退
職
慰
労
金
又

ハ
退
職
手
当
金
ノ
他
左
ノ
特
別
手
当
ヲ
支
給
ス
ｃ

（イ
）

職
員
、
準
職
員

勤
続
五
年
未
満
ノ
者
　
　
　
月
俸
ノ
六
月
分

〃
　
十
年
未
満
ノ
者
　
　
　
　
″
　

八
月
分

〃
　
十
年
以
上
ノ
者
　
　
　
　
〃
　
十
月
分

（
口
）

女
子
職
員

勤
続
三
年
未
満
ノ
者
　
　
　
月
給
ノ
ニ
月
分

〃
　

五
年
未
満
ノ
者
　
　
　
　
〃
　

四
月
分

″
　
五
年
以
上
ノ
者
　
　
　
　
″
　
五
月
分

（
ハ
）

顧
間
及
嘱
託

顧
問
及
嘱
託
ノ
退
職
慰
労
金

ハ
、
日
勤
ノ
者

二
対
シ

一
応
勤
続

一
年

二
付
月
俸

一
ヶ
月
半
ヲ
標
準
ト
シ
オ
ル
モ
、
用
務
ノ
内
容
其
他

ニ
ヨ
リ

一
律

二
定
メ
難
キ
ヲ
以
テ
、
他
職
員
ト
ノ
振
合
ヲ
考
慮
シ
、
慰
労
金
及
特
別
手
当

二
関
シ
個
々
二
案

ヲ
具
シ
、
本
社

二
打
合

ス

コ

ト

。



（三
）

暴

二
交
附
セ
ル
非
常
融
資
金

ハ
退
職
慰
労
金
卜
特
別
手
当
ノ
合
計
額
ヨ
リ
差
引
返
済
セ
シ
ム
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
非
常
融
資
金

二
関
ス
ル

其
他
ノ
問
題

ハ
、
八
月
三
十
日
附
人
第
八

一
号

「退
職
申
出
職
員

二
対
ス
ル
処
置

二
関
ス
ル
件
」
ヲ
適
用
ス
ル
コ
ト
ｃ

（四
）

賞
与

期
ノ
中
途

二
退
職
ス
ル
者

二
対
ス
ル

一
般
ノ
扱
ヒ
通
り
取
計
フ
コ
ト
。

（五
）

帰
郷
旅
費

社
則
内
国
旅
費
規
程
第
三
十
条
ノ
定
ム
ル
処

ニ
ヨ
ル
ｃ
但
シ
本
人
以
外
家
族

二
対
シ
テ
モ
、
第
二
十
五
条
ノ
定
ム
ル
処
ヲ
準
用
シ
、
鉄

道
賃
、
船
賃
、
車
馬
賃
及
旅
行
日
当
ヲ
支
給
ス
。

（六
）

退
職
慰
労
金
規
程
第
六
条

ニ
ヨ
ル
増
給

二
付
テ
ハ
、
現
行
規
程
ガ
本
年
初
頭
ヨ
リ
改
正
実
施
セ
ラ
レ
、
旧
規
程

二
対
シ
約
三
倍

二
増

額
セ
ラ
レ
ク
ル
点
其
他

ヲ
考
慮
シ
、
功
績

二
付
テ
ハ
極
メ
テ
厳
格

二
解
シ
、
特

二
顕
著
ナ
ル
モ
ノ
ニ
限
定
ス
ル
コ
ト
。

（七
）

特
別
手
当
其
他
ノ
給
与

二
付
テ
ハ
、
自
発
的
退
職
申
出
者
卜
指
名
解
一雇
者
ト
ノ
間

二
全
ク
差
別
ヲ
設
ケ
ズ
、
同
様

二
取
扱

フ
コ
ト
．

従
テ
第
四
項
第
二
号

ニ
ヨ
リ
自
発
的
退
職
申
出
ヲ
勧
奨
ス
ル
ニ
当
り
、
此
ノ
旨
発
表
ス
ル
コ
ト
（発
表
要
旨
別
途
御
通
知
ス
）
。

六
、
注
意
事
項

（
一
）

今
回
ノ
整
理
ニ
ヨ
リ
退
職
ス
ル
職
員
ヲ
嘱
託

二
採
用
ス
ル
事

ハ
厳

二
見
合
ス
コ
ト
。
万

一
業
務
ノ
都
合
上
是
非
其
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
、

第
三
項
第
二
号

二
基
キ
本
社

二
打
合
ス
コ
ト
。

（
二
）

今
回
ノ
整
理
ト
ハ
無
関
係

二
退
職
シ
又
退
職
セ
シ
ム
ル
者

二
付
テ
ハ
、
第
五
項

ニ
ヨ
ル
給
与
ヲ
ナ
サ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ザ
ル
ヲ
以

テ
、
通
常
ノ
扱
ヒ
ニ
ヨ
ル
ベ
キ
コ
ト
ｃ

以
上

右
決
裁
ノ
上

ハ
各
店
部
連
系
会
社

二
対
シ
左
案

ヲ
以
テ
通
知
相
成
可
然
手
ｃ
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式
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住
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（ド
）

人
事
部
長

各
店
部
連
系
会
社
主
管
者
宛
（九
月
十
五
日
付
人
第

一
０
九
号
）

職
員
再
配
置

二
関
ス
ル
件

大
東
亜
戦
争
ノ
終
結

二
因
り
、
住
友
ノ
諸
事
業
モ
急
速

二
戦
時
態
勢
ヨ
リ
平
和
態
勢

二
転
換
ヲ
要
ス
ル
コ
ト

シ
、
新
時
代

二
対
処
ス
ベ
キ
陣
容
ヲ
整
備
セ
ン
カ
為
、
職
員
ノ
整
理
方
針
左
記
ノ
通
り
決
定
致
候

二
付
テ
ハ
、

成
度
、
此
段
依
命
及
通
牒
候
也
。

記

（前
掲

「記
」
以
下
記
載
ノ
コ
ト
）

（資
料
８
）

日
本
興
産
株
式
会
社
設
立
案
要
旨
（昭
和
二
十
年
十
月
十
六
日
）

今
回
財
閥
機
構
ノ
解
体
ヲ
要
望
ス
ル
時
局
ノ
動
向

二
適
応
シ
、
住
友
本
社
ノ
解
散

ヲ
行
フ
コ
ト
ニ
方
針
ノ
決
定

ヲ
見
タ
ル
ガ
、
右
ヲ
具
体
化

ス
ル
為
左
ノ
方
法
ヲ
採
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
タ
リ
。

（
一
）

鴻
之
舞
其
他
住
友
鍍
業

へ
委
託
シ
ア
ル
鉱
山
ヲ
住
友
鍍
業

へ
譲
渡
ス
ｃ

（二
）

林
業
所
ヲ
住
友
鍍
業

へ
譲
渡
ス
。

（三
）

業
務
所
ヲ
一
応
解
消
シ
、
新

二
商
事
活
動
ヲ
中
核
ト
ス
ル
日
本
興
産
株
式
会
社
（仮
称
）
ヲ
創
設
ス
。

（四
）

住
友
本
社
所
有
ノ
各
地
ビ
ル
其
他
ノ
不
動
産
ヲ
日
本
興
産

二
譲
渡
ス
ル
ト
共

二
、
住
友
土
地
工
務
ノ
事
業
ヲ
ロ
本
興
産

二
結
合
ス
。

（五
）

残
リ
タ
ル
持
株
会
社
ト
シ
テ
ノ
住
友
本
社
ヲ
解
散
ス
ｃ

而
シ
テ
右
各
項
ノ
中
２

）
及
公
じ
ニ
ツ
キ
テ
ハ
、
別
稿
住
友
本
社
解
散
方
策
要
領

ニ
テ
略
明
ラ
カ
ナ
ル
ト
コ
ロ
ナ
ル
ガ
、
Ｔ
し
及
（
四
Ｙ
一
ツ

ノ`

0

相
成
候
処
、
右
事
態

二
則
応

御
了
承
ノ
上
宜
敷
御
取
計
相



キ
テ
ハ
、
尚
若
干
ノ
説
明
ヲ
加
フ
ル
要
ア
リ
ト
認
メ
ラ
ル
ル
ヲ
以
テ
、
以
下

「住
友

二
於
テ
商
事
部
門
ヲ
拡
充
強
化
ス
ル
必
要
ア
ル
理
由
」
、

「右
商
事
部
門
ヲ
土
地
工
務
ノ
事
業
部
門
卜
結
合
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
ル
理
由
」

ニ
ツ
キ
記
述
ス
。

一
、
住
友

二
於
テ
商
事
部
門
ヲ
拡
充
強
化
ス
ル
必
要
ア
ル
理
由

住
友

二
於
テ
商
事
部
門
ヲ
拡
充
強
化
ス
ル
必
要
ア
ル
理
由

ハ
多
ク
ア
ル
モ
、
今
本
案

二
必
要
ナ
ル
点
ノ
ミ
ヲ
列
記
ス
ル
ニ
左
ノ
如
シ
。

イ
、
住
友
系
製
品
ノ
需
要
先

ハ
従
来
官
庁
方
面

二
偏
り
居
り
、
殊

二
戦
時
中

ハ
官
庁
予
算

二
依
存
ス
ル
ト
コ
ロ
多
大
ナ
リ
シ
モ
、
今
後

ハ

不
安
定
ナ
ル
小
口

一
般
民
需
品
ヲ
モ
対
象
ト
シ
テ
経
営
ヲ
進
ム
ル
要
ア
リ
。
市
場
ノ
狭
陸
化
卜
相
倹
チ
、
激
烈
ナ
ル
競
争

ヲ
覚
悟
セ
ザ

ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
自
然
販
売
成
績
ヲ
向
上
セ
シ
ム
ル
為

ニ
ハ
、
優
秀
ナ
ル
技
術
ノ
活
用
ト
コ
ス
ト
ノ
切
下
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ハ
勿
論
ナ
ル
モ
、

一
方
広
告
宣
伝
其
他
ノ
販
売
技
術

二
依
存
ス
ル
ト
コ
ロ
多
大
ナ
リ
ｃ
尚
将
来
外
貨
獲
得
ノ
為
海
外
市
場
開
拓
ノ
要
ア
ル
ヲ
以
テ
、
予
メ

下
準
備
ヲ
ナ
シ
置
ク
ヲ
可
ト
ス
。

口
、
戦
時
統
制
機
構

ハ
漸
次
解
体
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
必
至

ニ
テ
、
製
品

二
対
ス
ル
需
給
ノ
見
透
シ
、
新
技
術
ノ
導
入
消
化
等

ニ
ツ
キ
テ
ハ
、

益
々
自
主
的
能
カ
ヲ
発
揮
ス
ル
要
ア
リ
。
此
ノ
為

ニ
ハ
一
般
他
社
製
品
ヲ
モ
扱
ヒ
、
商
事
活
動
ヲ
通
ジ

一
般
情
報
ノ
蒐
集

ヲ
図
ル
コ
ト

緊
要
ナ
リ
。

ハ
、
各
メ
ー
カ
ー
単
独

ニ
テ
販
売
網
ヲ
展
張
ス
ル
コ
ト
ハ
、
支
店
出
張
所
ノ
経
費
額
卜
取
扱
高
ト
ノ
釣
合
上
ペ
イ
セ
ザ
ル
向

ヲ
生
ズ
ル
ヲ

以
テ
、
綜
合
販
売
網
ヲ
ネ
ラ
ヒ
、
弾
力
性
ア
ル
店
舗
ヲ
設
ク
ル
ト
共

二
広
ク
他
社
商
品
ヲ
モ
併
セ
取
扱

フ
ヲ
得
策
ト
ス
ベ
シ
。

二
、
経
済
機
構
ノ
改
編

二
伴
ヒ
、
経
済
界

二
於
ケ
ル
商
業
卜
製
造
業
ト
ノ
比
率

ハ
、
著
シ
キ
変
転
ヲ
予
想
セ
ラ
レ
、
商
事
部
門
ヲ
持
タ
ザ

ル
メ
ー
カ
ー
ノ
将
来

ハ
極
メ
テ
多
難
ナ
ル
ベ
シ
ｃ

ホ
、
商
事
部
門
ヲ
拡
充
強
化
ス
ル
コ
ト
ハ
、
唯

一
メ
ー
カ
ー
ノ
培
養

二
資
ス
ル
利
益
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
倉
庫
、
銀
行
等
ノ
業
績
伸
展
ヲ

援
ク
ル
効
果
ア
ル
ベ
シ
。
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二

一、
商
事
部
門
ヲ
土
地
工
務
事
業
部
門
卜
結
合
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
ル
理
由

住
友

二
於
テ
商
事
部
門
ヲ
拡
充
強
化
ス
ル
必
要
ア
ル
理
由

ハ
前
述
ノ
如
ク
ナ
ル
ガ
、
然
リ
ト
雖
モ

イ
、
右
商
事
部
門
ヲ
独
立
ノ

一
会
社
ト
シ

（
一
）

住
友
製
品
ノ
ミ
ヲ
取
扱

ハ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
、
財
閥
統
制
ノ
中
核
体
ナ
リ
ト
誤
認
サ
ル

ヽ
虞
多
大
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、　
一
般
商
品

ヲ
併
セ
取
扱

ハ
シ
ム
ル
ニ
於
テ
ハ
、
重
商
主
義
的
色
彩
濃
厚
ト
ナ
リ
、
中
小
業
者
ヲ
刺
激
ス
ル
ト
コ
ロ
妙
カ
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。
又

（
二
）

商
事
部
門
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
資
本
過
小
ト
ナ
リ
、
従
来
ノ
如
ク
財
閥
的
保
護
ヲ
明
示
シ
得
ザ
ル
環
境
下
二
於
テ
ハ
、
取
引
先
、
金
融

機
関
並

二
株
主
ノ
信
用
ヲ
期
待
シ
得
ザ
ル
ベ
ク
、
自
然
事
業
発
展
ノ
速
度
鈍
カ
ル
ベ
シ
。
然
ル
ニ

ロ
、
右
商
事
部
門
ヲ
土
地
工
務
事
業
部
門
卜
結
合
ス
ル
ニ
於
テ
ハ

（
一
）

商
事
的
統
制
機
関
卜
誤
認
サ
ル
ル
危
険
モ
少
ク
、
重
商
主
義
的
性
格
ヲ
露
出
ス
ル
コ
ト
モ
避
ケ
得
ベ
ク
、

（二
）

資
本
モ
大
ト
ナ
リ
、
経
営

二
厚
ミ
ヲ
生
ジ
、
取
引
先
、
金
融
機
関
並

二
株
主
ノ
信
用
ヲ
高
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
ク
、

（三
）

工
場
建
家
ノ
建
設
、
機
械
ノ
据
附
ヲ
始
メ
、
事
務
所
、
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、
橋
梁
、
荷
役
設
備
、
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
、
病
院
等
ノ

建
設
工
事
ノ
設
計
、
監
督
、
請
負
ノ
受
註

二
附
帯
シ
テ
、
暖
房
装
置
用
品
、
給
水
装
置
用
品
、
照
明
用
品
、
電
話
機
、
電
話
交
換

機
、
無
線
機
、
放
声
装
置
用
品
、
家
具
、
備
品
等

ヲ
始
メ
、
各
種
関
聯
品
取
次
販
売
ノ
可
能
性
ア
ル
ベ
ク
、
又
建
築
及
土
木
資
材

ノ
ミ
ノ
斡
旋
ヲ
依
頼
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト
モ
ア
ル
ベ
ク
、

（
四
）

右

二
伴
ヒ
修
理
註
文
及
修
理
資
材
ノ
註
文

ハ
当
然
随
伴
シ
来
ル
ベ
ク
、

（五
）

他
方
鉄
道
用
品
、
自
動
車
用
品
、
通
信
用
品
、
住
宅
用
品
其
他
各
種
文
化
商
品
ノ
取
次
販
売

二
附
帯
シ
テ
、
逆

二
各
種
工
事
ノ

設
計
、
監
督
、
請
負
ノ
註
文
ア
ル
ベ
ク
、

（六
）

尚
全
国
大
中
小
都
市

ニ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ヲ
経
営
シ
貸
事
務
所
ト
シ
、
住
友
系
諸
社
事
務
所
ヲ
始
メ
、
他
社
事
務
所
ヲ
収
容
ス
ル



ト
キ
ハ
、
事
業
上
各
般
ノ
連
絡
緊
密
ト
ナ
リ
、
是
亦
事
業
発
展
ノ
足
場
ト
シ
テ
利
用
シ
得
ベ
ク
、

（七
）

又
関
係
諸
事
業
ガ
共
同
調
査
又
ハ
共
同
企
画
ヲ
行
フ
要
ア
ル
場
合

ニ
モ
利
便
多
カ
ル
ベ
ク
、

（八
）

此
ク
テ
エ
事
卜
商
事
卜
管
理
ノ
三
者
相
侯
チ
、
取
引
先
ヨ
リ
見
テ
需
要
充
足

二
極
メ
テ
便
益
多
キ
存
在
ト
ナ
リ
、　
一
方
メ
ー
カ

ー
ヨ
リ
見
テ
市
場
的
、
技
術
的

二
綜
合
指
導
性
ア
ル
存
在
ト
ナ
ラ
バ
、
自
社

ハ
勿
論
関
聯
諸
事
業
ノ
進
展
速
度
ヲ
高
メ
得
ベ
シ
。

三
、　
日
本
興
産
株
式
会
社
ノ
組
織
（註
、
略
、
但
し
こ
の
う
ち
附
記
に
は
通
常
の
企
業
組
織
に
見
ら
れ
な
い
研
究
所
の
設
置
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
次
に

示
す
が
、
河
井
常
務
理
事
と
み
ら
れ
る

「別
案
ニ
セ
ラ
レ
度
シ
」
と
の
書
き
込
み
が
あ
る
の
で
実
際
に
検
討
さ
れ
る
余
裕
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）。

附
記

一
、
経
済
研
究
所

ハ
経
済
基
本
調
査
並

二
特
殊
調
査
ヲ
行
フ
モ
、
当
社
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
住
友
系
諸
社
ノ
利
用

二
値
ス
ル
研
究
モ
行
フ
。

此
ノ
研
究
所
ヲ
通
ジ
住
友
系
諸
社
内
容
ノ
会
報
ヲ
行
ヒ
、
新
規
事
業
ノ
共
同
調
査
並

二
共
同
企
画
、
既
存
事
業
ノ
共
栄
策
、
人
事
ノ
交

流
策
ヲ
懇
談
解
決
ス
。

又
会
社
診
断
特
別
委
員
室
ヲ
設
ケ
、
住
友
系
諸
社
ノ
経
営
監
査
及
会
計
監
査
ヲ
行
ヒ
、
併
セ
テ
最
高
人
事
策
定
ノ
基
盤
タ
ラ
シ
ム
。

所
員
ノ

一
部

ハ
住
友
系
諸
社
ヨ
リ
派
遣
ノ
型
式

ニ
テ
受
入
ル
ｃ
経
費
ノ

一
部

ハ
住
友
系
諸
社
ヨ
リ
寄
附
又

ハ
分
担
ノ
形
式

ニ
テ
受
入
ル
。

又
剰
員
ノ
ス
ト
ツ
ク
場
所
ト
ス
。

一
、
生
活
文
化
研
究
所

ハ
住
宅
、
衣
料
、
食
糧
其
他
生
活
文
化

一
般

ニ
ツ
キ
、
独
創
的
ナ
ル
研
究
ヲ
行
ヒ
、
其
ノ
成
果
ヲ
住
友
系
諸
社
ノ
事

業

二
移
ス
。
要
ス
レ
バ
特
別
研
究
室
及
試
作
工
場
ヲ
設
ク
ｃ

所
員
ノ

一
部

ハ
住
友
系
諸
社
ヨ
リ
派
遣
ノ
形
式

ニ
テ
受
入
ル
。
経
費
ノ

一
部

ハ
住
友
系
諸
社
ヨ
リ
寄
附
又

ハ
分
担
ノ
形
式

ニ
テ
受
人
ル
。

住
友
本
社
解
散
方
策
要
領

一
、
住
友
本
社
現
業
部
門
中
鉱
業
及
林
業
ヲ
住
友
鍍
業

二
譲
渡
ス
。
但
林
業

ハ
特
別
会
計
ト
シ
オ
キ
、
将
来
機
ヲ
見
テ
独
立
会
社
ト
ス
。
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株
式
会
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四

一
、
住
友
本
社
財
産
中
各
地
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
及
其
他
不
動
産
ヲ
住
友
土
地
工
務

二
譲
渡
ス
。

一
、
右
譲
渡
財
産

ハ
一
応
簿
価

ヲ
以
テ
仮
整
理
シ
、
実
価
ノ
算
定
ヲ
快
チ
精
算
ス
。

一
、
右
財
産
譲
渡

ニ
ヨ
リ
住
友
本
社
ノ
受
ク
ベ
キ
代
金

ハ
、　
一
応
住
友
鍍
業
及
住
友
土
地
工
務

二
対
ス
ル
本
社
ノ
貸
金
ト
ス
（本
貸
金
ノ
利

率
及
決
済
方
法

ハ
別
途
立
案
ス
）
。

一
、
業
務
所

ハ
一
応
解
消
シ
、
新

二
商
事
活
動
ヲ
中
核
ト
ス
ル
日
本
興
産
株
式
会
社
（仮
称
）
ヲ
設
ケ
、
住
友
土
地
工
務

ヲ
吸
収
合
併
ス
（法

律
上

ハ
土
地
工
務
ノ
定
款
変
更
卜
名
称
変
更

ニ
テ
足
ル
）
。

一
、
残
リ
タ
ル
住
友
本
社
ヲ
解
散
ス
（清
算
方
法

ハ
別
途
立
案
ス
）
。

（資
料
９
）

住
友
本
社
現
業
部
門
ノ
処
理
二
関
ス
ル
説
明
書

住
友

二
於
テ
ハ
、
今
回
聯
合
軍
最
高
司
令
部
ノ
根
本
方
針

二
基
キ
、
且
政
府
ノ
意

ヲ
モ
体
シ
、
本
社
ヲ
中
核
ト
ス
ル
住
友
系
各
社
ノ
資

本
的
並
人
的
組
織
ヲ
解
体
ス
ル
為
メ
、
自
発
的

二
住
友
本
社
ヲ
解
散
ス
ル
コ
ト
ト
相
成
候
処
、
住
友
本
社

ハ
一
般
持
株
会
社
卜
異
り
、

其
ノ

一
部
ヲ
以
テ
鉱
山
、
農
林
、
不
動
産
並
物
品
販
売
ノ
諸
事
業
ヲ
モ
経
営
シ
居
り
、
之
等
現
業
部
門
ハ
、
本
社
ノ
傘
下
諸
事
業

二
対

ス
ル
統
括
機
関
ト
ハ
関
係
ナ
ク
、
寧

口
傘
下
諸
事
業
ト
シ
テ
独
立
セ
シ
メ
、
或

ハ
傘
下
諸
事
業

二
譲
渡
ス
ベ
キ
モ
ノ
ガ
、
主
ト
シ
テ
採

算
上
ノ
理
由
ヨ
リ
未
ダ
分
離

二
至
ラ
ザ
リ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
現
二
鉱
山
農
林
不
動
産
事
業
ノ
如
キ
大
部
分
傘
下
諸
事
業

二
経
営
ヲ
委
託

シ
、
実
際

ニ
ハ
之
等
受
託
会
社
ソ
ノ
モ
ノ
ノ
事
業
卜
称
ス
ル
モ
過
言
ナ
キ
状
態

二
有
之
、
持
株
会
社
タ
ル
本
社
ノ
解
散
ト
ハ
全
ク
別
個

二
考
慮
セ
ラ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ト
愚
考
仕
候
。
而
シ
テ
之
等
現
業
部
門
二
於
テ
ハ
、
終
戦
以
来
金
、
本
材
等
増
産
ノ
御
要
望

二
応
ジ
大
々
拡

張
工
事
実
施
中

ニ
シ
テ
、
持
株
会
社
ト
シ
テ
ノ
本
社
解
散

二
伴
ヒ
、
之
等
諸
事
業
亦
拡
張
工
事

ヲ
打
切
り
清
算
事
務

二
入
ル
ハ
関
係
従

業
員
ノ
遺
憾

ハ
固
ヨ
リ
、
傘
下
諸
事
業

ニ
シ
テ
国
民
経
済
上
必
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
当
然
存
続
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
聯
合
軍
最
高
司
令
部
並
日



本
政
府
ノ
御
意
図

ニ
モ
非
ザ
ル
モ
ノ
ト
拝
察
シ
、
先
般
来
之
ガ
処
理

二
関
シ
種
々
考
究
致
候
結
果
、
至
急
之
等
現
業
部
門
ヲ
左
記
要
領

二
依
り
処
理
シ
タ
ル
上
解
散
手
続

二
入
ル
ヲ
最
モ
適
当
ナ
リ
ト
被
存
候

二
付
テ
ハ
、
何
卒
事
情
御
賢
察
ノ
上
御
認
可
賜
度
、
此
段
及
御

願
候
也
。

記

一
、
住
友
本
社
現
業
部
門
中
鉱
山
業
（住
友
鍍
業
株
式
会
社
経
営
委
託
）
並
農
林
業
（住
友
本
社
林
業
所
々
管
並
住
友
鍍
業
株
式
会
社
経
営
委

託
Ｙ
一付
テ
ハ
、
朝
鮮
並
南
方
関
係
事
業
ヲ
除
キ
、

住
友
鍍
業
株
式
会
社
（公
称
資
本
金
八
十
万
円
払
込
済
、
事
業
種
類
鍍
業
、
農
林
業

生
こ

二
営
業
ヲ
譲
渡
ス
。
但
シ
農
林
業

二
付
テ
ハ
将
来
適
当
ノ
機
会

二
之
ヲ
独
立
会
社
ト
ス
。

二
、
各
地
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
等
不
動
産
並
其
ノ
附
属
事
業
（住
友
土
地
工
務
株
式
会
社
、
住
友
本
社
東
京
支
社
、
住
友
本
社
神
戸
業
務
所
経
営

委
託
Ｙ
一付
テ
ハ
、
住
友
土
地
工
務
株
式
会
社
（公
称
資
本
金
四
千
百
五
十
万
円
払
込
済
、
事
業
種
類
不
動
産
ノ
取
得
、
処
分
及
賃
貸
借

其
ノ
他
ノ
利
用
等
Ｙ
一営
業
ヲ
譲
渡
ス
。

二
、　
一
及
ニ
ニ
依
ル
営
業
譲
渡
価
格

ハ
、　
一
応
帳
簿
価
格
ヲ
以
テ
仮
整
理
シ
、　
一
年
以
内

二
実
価
ノ
算
定
ヲ
侯
チ
精
算
ス
ｃ

四
、　
Ｔ

一依
ル
営
業
譲
渡
ノ
結
果
、
住
友
鍍
業
株
式
会
社
ヨ
リ
住
友
本
社
ノ
受
ク
ベ
キ
代
金
ノ
授
受

ハ
、
実
価

二
依
ル
精
算
後
之
ヲ
行

フ
コ

ト
ト
シ
、

尚
住
友
鍍
業
株
式
会
社

二
於
テ
希
望
ス
ル
場
合

二
於
テ
ハ
、　
之
ヲ
住
友
鍍
業
株
式
会
社

二
対
ス
ル
住
友
本
社
貸
付
金
（貸
付
期

間

ハ
三
ヶ
年
据
置
爾
後
七
ヶ
年
間

二
分
割
返
済
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
、
貸
付
利
息

ハ
定
期
預
金
利
率
ト
ス
ル
予
定
）
ト
ス
。

五
、
物
品
販
売
業
（業
務
所
々
管
）
ハ
之
ヲ
廃
止
ス
。

尚
現
業
部
門
ノ
処
理
二
付
詳
述
ス
レ
バ
左
ノ
如
シ
。

（
一
）

鉱
山
業
並
農
林
業
ノ
住
友
鍍
業
株
式
会
社

ヘ
ノ
営
業
譲
渡

住
友
本
社
ノ
鉱
山
業

ハ
、
大
東
亜
戦
争

ニ
ョ
ル
国
内
事
情
ノ
急
速
ナ
ル
大
転
換

二
伴
フ
金
鎖
業
卜
銅
非
常
増
産
ト
ヲ
契
機
ト
シ
、
住
友

ニ

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
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六
六

於
ケ
ル
鍍
業
ヲ
一
元
化
ス
ル
タ
メ
、
昭
和
十
九
年
二
月
其
ノ
全
経
営
（但
シ
帝
囲
鉱
業
開
発

二
経
営

ヲ
委
託
セ
ル
余
市
鉱
山

ヲ
除
ク
）
ヲ
住

友
鍍
業
株
式
会
社

二
委
託
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
住
友
鍍
業
株
式
会
社

ハ
之
等
諸
鉱
山

二
関
ス
ル
共
同
鉱
業
権
者
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
其
ノ

全
従
業
員
ヲ
引
継
ギ
、
事
実
上
ノ
経
営
当
事
者
タ
ル
ノ
地
位

ニ
ア
リ
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
後
日
本
ノ
版
図
ヨ
リ
除
外
セ
ラ
レ
タ
ル
朝
鮮

関
係
分
ヲ
除
ケ
バ
、
二
十
年
十
月
末
現
在
ノ
正
味
資
産

ハ
五
四
、
五
八
六
千
円
ヲ
示
セ
リ
．

（イ
）

金
鎖
業
整
備

二
依
り
休
山
セ
ル
金
山

鴻
之
舞
鉱
山
（北
海
道
）
、
大
萱
生
鉱
山
（岩
手
県
）
、
宮
城
鉱
山
（宮
城
県
）

（
口
）

銅
非
常
増
産

二
依
り
経
済
的
採
算

ヲ
無
視
シ
稼
行
セ
ル
銅
山

国
富
鉱
業
所
（北
海
道
）
、
伊
奈
牛
鉱
山
（北
海
道
）
、
大
宮
鉱
山
（福
島
県
）
、
余
市
鉱
山
（北
海
道
）
、
砥
沢
鉱
山
（宮
城
県
）
、
安
部
城

鉱
山
釜
月
森
県
）
、
大
蔵
鉱
山
（山
形
県
）
、
八
十
七
鉱
山
（北
海
道
）

ニ
シ
テ
今
後
鴻
之
舞
鉱
山
ノ
再
興
ヲ
中
心
ト
シ
テ
運
営
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ト
予
想
セ
ラ
ル
ル
モ
、
処
理
能
力

一
日

一
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
屯
ノ
製
錬
場

設
備
新
設
ノ
タ
メ
ニ
ハ
起
業
費
二
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
千
円
ヲ
費
シ
、
之
ガ
完
成

ニ
ハ
約
二
ヶ
年

ヲ
要
ス
ル
見
込

ニ
シ
テ
、
此
ノ
間
起
業
費
並
保

坑
費
ノ
支
出
ヲ
負
担
ス
ル
外
、
国
富
鉱
業
所
以
下
ノ
群
小
銅
山

ハ
国
庫
補
助
金
乃
至
価
格
政
策
ノ
転
換

二
伴
ヒ
、
採
算
困
難
ヲ
予
想
セ
ラ

レ
、
既

二
砥
沢
、
安
部
城
、
大
蔵
、
八
十
士
ノ
諸
山
ヲ
休
止
セ
ル
外
、
残
余
諸
山

二
付
イ
テ
モ
徹
底
的
処
置
ヲ
要
ス
ル
状
況

ニ
シ
テ
、
結

局
従
来
経
営
ヲ
委
託
セ
ル
住
友
鍍
業
株
式
会
社

二
譲
渡
シ
、
再
整
理
ヲ
実
施
ス
ル
以
外

二
途
ナ
シ
ト
断
ゼ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。

又
本
社
ノ
農
林
業

ハ
、
住
友
鍍
業
株
式
会
社
別
子
銅
山

ヘ
ノ
木
炭
供
給
源
ト
シ
テ
、
又
坑
木
其
他
採
鉱
、
建
築
、
土
木
用
木
材
ノ
自
給
圏

ト
シ
テ
常

二
銅
山
ト
ノ
密
接
ナ
ル
関
係
ノ
下
二
発
展
シ
来
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
其
後
国
土
保
全
林
業
報
国
ノ
理
念
ヨ
リ
治
山
治
水

二
貢

献
セ
ン
ト
ス
ル
理
想

二
端
ヲ
発
シ
林
業
所
ヲ
創
設
シ
、
内
地

二
於
テ
ハ
愛
媛
、
三
重
、
奈
良
、
和
歌
山
、
兵
庫
、
宮
崎
、
熊
本
ノ
各
県
並

北
海
道
ノ
各
地

二
造
林
伐
木
、
製
材
、
製
炭
等
ノ
諸
事
業
ヲ
経
営
ス
ル
ニ
至
り
、
更

二
復
興
事
業

二
関
聯
ス
ル
木
材
需
要
ノ
激
増

二
応

へ
、



製
材
、
木
材
加
エ
ヘ
ノ
積
極
的
進
出
ヲ
企
図
シ
ツ
ツ
ア
リ
、
其
ノ
正
味
資
産

ハ
二
十
年
十
月
末
現
在
三
二
、
五
五
五
千
円
ナ
ル
ガ
、
今
回

本
社
解
散
ヲ
迎
フ
ル
ニ
当
リ
テ
ハ
、
当
該
事
業
創
立
ノ
経
緯
並

二
現

二
別
子
山
林

ハ
依
然
住
友
鍍
業
株
式
会
社
ノ
経
営
委
託
ト
ナ
リ
居
ル

点
、
或

ハ
原
始
産
業
ト
シ
テ
ノ
共
通
性
等
ヨ
リ
勘
案
シ
、
差
当
り
住
友
鍍
業
株
式
会
社

二
之
ヲ
譲
渡
シ
、
将
来
適
当
ノ
機
会

二
独
立

ヲ
考

慮
ス
ル
ヲ
妥
当
卜
思
考
セ
リ
。

以
上
略
述
セ
ル
如
ク
、
本
社
鉱
山
並
農
林
業
ノ
処
理
二
付
テ
ハ
、
之
ヲ
住
友
鍍
業
株
式
会
社

二
譲
渡
ス
ル
ヲ
適
当
卜
存
ゼ
ラ
ル
ル
次
第
ナ

ル
ガ
、
両
事
業
共
採
算
上
低
調
ヲ
免
カ
レ
ズ
、
且
鎖
業
部
門
ニ
ア
リ
テ
ハ
大
幅
ノ
財
産
切
下
ヲ
要
ス
ル
外
、
今
後
相
当
ノ
資
金

ヲ
必
要
ト

ス
ル
状
況

二
在
り
、　
一
方
之
ガ
引
受

ヲ
ナ
ス
住
友
鍍
業
株
式
会
社

二
於
テ
ハ
現

二
一
五
〇
、
Ｏ
Ｃ
Ｏ
千
円

二
及
ブ
借
入
金

ヲ
擁
シ
、
業
績

亦
逆
賭
シ
難
キ
実
状

二
在
ル
等
ノ
状
況

二
鑑
ミ
、
之
ガ
譲
渡
ノ
条
件

二
付
テ
ハ
慎
重
考
慮
ノ
要
ア
リ
、
種
々
考
慮
セ
ル
結
果
政
府
ノ
補
助

金
乃
至
価
格
政
策
等
ノ
見
透
シ
付
ク
迄
、　
一
応
帳
簿
価
格
ヲ
以
テ
仮
整
理
シ
、　
一
ヶ
年
以
内

二
実
価
ノ
算
定

ヲ
侯
チ
精
算
ス
ル
ト
共

二
、

其
ノ
代
金
ノ
支
払

二
付
テ
ハ
必
要
ア
ル
場
合

ニ
ハ
之
ヲ
本
社
ヨ
リ
住
友
銀
業
株
式
会
社

ヘ
ノ
貸
付
金
（貸
付
期
間

ハ
三
ヶ
年
間
据
置
爾
後

七
ヶ
年
内

二
分
割
弁
済
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
、
貸
付
利
息

ハ
定
期
預
金
利
率
ト
ス
ル
予
定
Ｙ
一振
替

フ
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ノ
便
法

ヲ
講
ジ
度
ク
存

ズ
ル
次
第
ナ
リ
。

（
二
）

不
動
産
業
ノ
住
友
土
地
工
務
株
式
会
社

ヘ
ノ
営
業
譲
渡

住
友
本
社
ノ
不
動
産
事
業

ハ
、
住
友
本
社
東
京
支
社

二
委
託
セ
ル
東
京
住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、
住
友
本
社
神
戸
業
務
所

二
委
託
セ
ル
神
戸

住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
及
住
友
土
地
工
務
株
式
会
社

二
経
営
ヲ
委
託
セ
ル
江
戸
堀
ビ
ル
其
他
ノ
貸
ビ
ル
、
貸
家
、
寮
其
ノ
他
ノ
不
動
産
事
業

ニ
シ
テ
、
二
十
年
十
月
末
正
味
資
産

一
一
、
四

一
六
十
円
其
ノ
性
質
上
不
動
産
事
業
会
社
タ
ル
住
友
土
地
工
務
株
式
会
社

二
営
業
ヲ
譲
渡

シ
、　
一
元
的
経
営
ヲ
実
施
セ
シ
ム
ル
ヲ
至
当
卜
思
考
ス
。

（三
）

物
品
販
売
事
業
ノ
廃
止

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
七
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六
八

住
友
本
社

ノ
物
品
販
売
事
業

ハ
、
東
京
、
横
須
賀
、
神
戸
、
名
古
屋
、
呉
、
福
岡
、
上
海
、
京
城

二
各
業
務
所
乃
至
事
務
所

ヲ
設
置
シ
、

主
ト
シ
テ
住
友
系
各
社
製
品
ノ
委
託
販
売

ヲ
実
施

シ
来

リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、
住
友
本
社
解
散

ノ
経
緯
等

ヲ
勘
案

シ
、
之
等
業
務
所
乃
至

事
務
所

ヲ
閉
鎖
シ
、
廃
業

ス
ル
コ
ト

ニ
決
定

セ
リ
。
（註
、
阿
澄
に
よ
る
と
、
「住
友
商
事
と
し
て
、
販
売
部
門
を
独
立
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る

が
、　
ス
タ
ー
ト
後
直
に
瑳
鉄
す
る
虞
が
大
き
い
の
で
、
住
友
土
地
上
務
に
寄
生
す
る
こ
と
に
し
た
。
営
業
譲
渡
と
い
う
こ
と
で
は
、
司
令
部
の
許
ロー
を
と

る
の
に
手
間
ど
る
し
、
最
も
簡
単
な
方
法
と
し
て
住
友
本
社
の
販
売
部
門
は
閉
鎖
し
、
住
友
土
地
上
務
に
新
た
に
販
売
部
門
を
開
設
す
る
方
法
を
と
っ
た
」

（
‐５
）

由
で
あ
る
。
）

（資
料
１０
）

住
友
本
社
解
散
手
続

二
関

ス
ル
件
（昭
和
二
十
年
十
二
月
ニ
ト
六
日
）

（
一
）

要
旨
（註
、
略
）

（
二
）

説
明

（
イ
）

住
友
本
社

ハ

一
般
持
株
会
社
卜
異
ナ
リ
、
住
友
系
各
社

ノ
株
式
所
有

ヲ
通
ジ
住
友
系
各
社

ノ
資
本
的
並
人
的
組
織

ノ
中
核
体

ヲ
ナ

ス
ト
共

二
、
其

ノ

一
部

ヲ
以

テ
鉱
山
、
農
林
、
不
動
産
並
物
品
販
売

ノ
諸
事
業

ヲ
モ
経
営

シ
居

ル
ヲ
以

テ
、
其

ノ
解
散
手
続

二
関
シ

テ
ハ
、
先
ヅ
之
等
現
業
部
門

ヲ
適
当

二
処
理
シ
タ
ル
後
、
持
株
会
社
整
理
委
員
会

二
株
式
其
他

ノ
有
価
証
券

ヲ
引
渡

シ
、
直

二
解
散

手
続

二
入

ル
ヲ
適
当
卜
認

メ
、
去

ル
十

一
月
二
十
八
日
付

ヲ
以

テ
勅
令
第
六
五
七
号

「
ポ

ツ
ダ
ム
官
一言

ノ
受
諾

二
関

ス
ル
件

二
基

ク

会
社

ノ
解
散

ノ
制
限
等

二
関

ス
ル
件
」
第
二
条

二
基
キ
、
鍍
業
、
農
林
業

ノ
住
友
鍍
業

へ
、
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
其
他
不
動
産
事
業

ノ
日

本
建
設
産
業

ヘ
ノ
譲
渡

二
関

ス
ル
許
可
申
請
書

ヲ
大
蔵
大
臣
宛
提
出
セ
リ
。

而
シ
テ
右
申
請

二
関
シ
テ
ハ
、
日
本
政
府

二
於

テ
異
存

ナ
キ
モ
ノ
ト
シ
テ
受
理
セ
ラ
レ
、
聯
合
軍
最
高
司
令
部
宛
移
管

セ
ラ
レ
タ
ル

ヲ
以

テ
、
十
二
月
中
旬
大
島
監
事

二
於

テ
同
司
令
部
ホ
イ
ラ
ー
少
佐
卜
面
談

シ
許
可
方
促
進

セ
ル
処
、
当
該
問
題
ノ
如
キ

ハ
近

ク
設



立
セ
ラ
ル
ヽ
持
株
会
社
整
理
委
員
会

二
於
テ
処
理
ス
ル
ヲ
適
当
卜
述
べ
、
更

ニ

（
１
）

住
友
鎖
業

ハ
現
在
資
本
金
八
千
万
円

二
対
シ

一
億
五
千
万
円

二
及
ブ
巨
額
ノ
借
入
金
ヲ
擁
シ
居
ル
実
状
ナ
ル
ニ
、
更

二
一
時
的

ト
ハ
云

へ
鍍
業
、
農
林
業
財
産
ノ
譲
受

二
依
り
八
十
万
円

二
近
キ
借
入
金
ヲ
負
担
ス
ル
コ
ト

ヽ
ナ
ル
ハ
、
経
理
的

二
面
白
カ
ラ
ザ

ル
コ
ト
．

（
２
）

聯
合
軍
最
高
司
令
部
ノ

一
般
方
針

ハ
、
寧

口
巨
大
企
業
ノ
分
割
方
針
ヲ
支
持
シ
居
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
住
友
鎖
業

二
対
シ
更

二
本

社
鎖
業
、
農
林
業
部
門
ヲ
附
加
ス
ル
ハ
、
其
ノ
方
向

二
反
ス
ル
コ
ト
。

ノ
ニ
点
ヲ
挙
ゲ
テ
難
色
ア
ル
ロ
吻
ヲ
示
セ
リ
。

右
ノ
内
持
株
会
社
整
理
委
員
会

二
於
テ
当
該
問
題
ヲ
処
理
セ
シ
ム
ル
件

二
関
シ
テ
ハ
、
委
員
会

ニ
ハ
最
後
ノ
決
定
権
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
結
局

再
度
聯
合
軍
最
高
司
令
部

二
移
管
セ
ラ
ル

ヽ
コ
ト

ヽ
ナ
ル
ニ
非
ザ
ル
ヤ
ト
ノ
疑
間
ア
リ
。
又
難
点
ト
シ
テ
掲
グ
ラ
レ
タ
ル
ニ
点

二
付
テ
ハ

（
１
）

鍍
業
、
農
林
業
財
産

ハ
八
千
万
円

二
及
ブ
帳
簿
価
格
ヲ
有
ス
ル
モ
、
鍍
業
財
産

ハ
実
価
算
定
ノ
際
大
幅
ノ
評
価
切
下
ノ
予
定

ニ

シ
テ
、　
一
方
農
林
業
財
産

ハ
一
種
ノ
通
過
勘
定

二
過
ギ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
住
友
鍍
業
ノ
蒙
ル
現
実
ノ
負
担

ハ
過
大
ナ
ラ
ズ
、
且
其
ノ

負
担
軽
減

ハ
当
方
ト
シ
テ
モ
衷
心
ヨ
リ
希
望
シ
居
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
。

（
２
）

九
月
二
十
二
日
米
国
政
府
ノ
発
表
セ
ル

「降
伏
後
ノ
ロ
本

二
対
ス
ル
管
理
政
策
」

二
依
レ
バ
、
聯
合
軍
ノ

一
般
方
針

ハ
大
産
業

及
金
融
ノ
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
ヲ
解
体
ス
ル
為
メ
ノ
計
画
ヲ
助
長
ス
ル
ニ
ア
リ
、
且
前
聯
合
軍
最
高
司
令
部
経
済
科
学
部
長
ク

レ
ー
マ
ー
大
佐
ノ
国
々
ノ
言
明

二
於
テ
モ
単
純
ナ
ル
大
企
業

ヲ
分
割
ス
ル
ノ
意
志
ナ
キ
コ
ト
ヲ
明

ニ
セ
ラ
レ
居
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ

テ
、
今
回
ノ
ホ
イ
ラ
ー
少
佐
ノ
談

ハ
卿
力
意
外
ノ
観
ア
ル
モ
、
仮

二
大
企
業
ノ
分
割
方
針
ヲ
云
々
セ
ラ
ル

ヽ
ト
ス
ル
モ
、
住
友
鍍

業

ハ
現

二
本
社
ノ
鍍
業
、
農
林
業
ノ

一
部
ノ
経
営
ヲ
受
託
シ
居
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
特

二
今
回
ノ
措
置

二
依
り
事
業
規
模
ノ
拡
大

ヲ

ミ
ル
ニ
非
ザ
ル
モ
ノ
ト
モ
称
シ
得
ベ
キ
コ
ト
。

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
九
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七
〇

等
当
方
ト
シ
テ
陳
述
ス
ベ
キ
モ
ノ
不
秒
モ
、
現
状
ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
結
局
持
株
会
社
整
理
委
員
会
設
立
前

二
現
業
部
門
ヲ
処
理
ス
ル
コ
ト
ハ
不

可
能
ナ
ル
状
況
ト
ナ
レ
リ
。

（
口
）

従
テ
住
友
本
社
ト
シ
テ
ハ
前
述
ノ
情
勢

二
対
応
シ
、
此
ノ
際
至
急
解
散
手
続

二
関
ス
ル
再
検
討
ヲ
実
施
ス
ル
ノ
要
ア
リ
。

（註
、
後
略
）

（資
料
Ｈ
）

本
社
経
理
部
企
画
課
起
案
　
昭
和
二
十
年
十
二
月
二
十
八
日
提
出
　
同
日
決
裁

業
務
所
事
務
ノ
停
止

二
関
ス
ル
仕

案

年
　
月
　
日

経
理
部
長

業
務
所
、
店
部
連
系
会
社
主
管
者
宛

掲
題
ノ
件

拝
啓
　
陳
者
住
友
本
社
解
体

二
伴
フ
業
務
所
事
務
ノ
停
止

二
付
テ
ハ
、
先
般
来
種
々
考
究
中
ノ
処
、
今
般
左
記

二
依
り
実
施
ノ
コ
ト
ニ
決
定

相
成
候

二
付
テ
ハ
、
左
様
御
高
含
ノ
上
宜
敷
御
取
計
相
成
度
、
此
段
依
命
及
通
牒
候
也
。

記

一
、
昭
和
二
十

一
年

一
月
十
五
日
ヲ
以
テ
業
務
所

二
於
ケ
ル
新
規
受
註
ヲ
停
止
ス
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
爾
後
新
規
受
註

ハ
各
店
部
連
系
会
社

二
復

元
シ
、
各
店
部
連
系
会
社

二
於
テ
直
接
或

ハ
日
本
建
設
産
業

二
委
託
シ
、
之
ヲ
実
施
ス
ル
コ
ト
。

尚
業
務
所

二
於
ケ
ル
既
注
文

二
付
テ
モ
前
項

二
準
ジ
取
扱
フ
コ
ト
。



二
、
昭
和
二
十

一
年

一
月
末
日
ヲ
以
テ
業
務
所

二
於
ケ
ル
事
務
全
般
ヲ
停
止
ス
ル
コ
ト

ヽ
シ
、　
一
月
十
五
日
以
降

一
月
末
日
迄
ノ
期
間

ハ
、

未
回
収
売
掛
金
ノ
回
収

二
努
ム
ル
コ
ト
。

三
、
昭
和
二
十

一
年

一
月
末
日
現
在

二
於
ケ
ル
業
務
所
ノ
未
回
収
売
掛
金

ハ
各
店
部
連
系
会
社

二
復
元
シ
、
各
店
部
連
系
会
社

二
於
テ
直
接

之
ヲ
回
収
シ
、
或

ハ
ロ
本
建
設
産
業

二
之
力
回
収

ヲ
委
託
ス
ル
コ
ト
。

四
、
前
項

ニ
ヨ
リ
業
務
所
ヨ
リ
各
店
部
連
系
会
社

二
復
元
セ
ラ
ル
ヽ
未
回
収
売
掛
金

二
関
ス
ル
手
数
料
ノ
授
受

二
付
テ
ハ
、
各
店
部
連
系
会

社
卜
別
途
協
議
ノ
上
決
定
ス
ル
コ
ト
。

以
上

一
一　
住
友
本
社
の
解
散
と
連
系
会
社
及
び
住
友
家
の
対
応

日
　
住
友
本
社
の
解
散

１
　
住
友
本
社
の
事
実
上
の
解
散

昭
和
二
十

一
年

一
月

一
日
日
本
建
設
産
業
に
各
地
の
支
店
、
出
張
所
と
と
も
に
本
店
営
業
部
が
設
置
さ
れ
た
。
大
阪
に
は
元
来
住
友
本
社

の
販
売
店

・
業
務
所
は
設
置
さ
れ
ず
、　
連
系
会
社
（本
章
以
後
、
住
友
本
社
が
指
定
し
た
直
系
会
社
を
さ
す

「連
系
会
社
」
と
白
水
会
結
成
後
そ
の
加

盟
会
社
を
意
味
す
る

「連
系
会
社
」
と
は
概
念
が
異
な
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
）
が
直
接
地
場
取
引
を
行

っ
て
い
た
の
で
、
日
建
と
し
て
早

急
に
営
業
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。

十
二
日
業
務
所
を

一
月
末
日
を
も

っ
て
廃
止
す
る
通
牒
が
総
務
部
長
か
ら
各
業
務
所
長
宛
出
状
さ
れ
た
（資
料
１２
）ｏ
（販
売
部
門
の
そ
の
後
の

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七

一
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友
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八
七
二

動
向
に
つ
い
て
は
、
ョ
一［
　
販
売
部
門
。
日
本
建
設
産
業
（旧
住
友
土
地
工
務
）
か
ら
住
友
商
事
へ
」
参
照
）

十
五
日
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
十

一
月
二
十
八
日
に
大
蔵
大
臣
宛
提
出
し
た
、
鉱
業
部
門
、
林
業
部
門
及
び
不
動
産
部
門
の
営
業
譲
渡

の

申
請
書
に
対
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
許
可
が
下
り
な
い
ま
ま
、
十
五
日
理
事
会
が
開
催
さ
れ
て
住
友
本
社
は
事
実
上
解
散
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

二
十

一
日
本
社
総
務
課
長
は
各
店
部
連
系
会
社
主
管
者
及
び
本
社
各
部
課
長
宛
次
の
よ
う
に
、
本
社
が
本
日
を
も

っ
て
事
実
上
解
散
し
た
こ

と
を
通
知
し
、
同
日
午
後
総
理
事
は
本
社
全
職
員
に
対
し
挨
拶
を
行

っ
た
。

文
第
八
号昭

和
三
十

一
年

一
月
二
十

一
日

住
友
本
社
総
務
課
長
　
植
村
　
実

本
社
解
散

二
関
ス
ル
件

本
社
解
散

二
関
シ
テ
ハ
、
着
々
之
ガ
必
要
手
続
取
進
メ
、
政
府

二
於
ケ
ル
持
株
会
社
整
理
委
員
会
ノ
設
置
ヲ
侯

ツ
テ
旧
膿
中

ニ
モ
解
散

実
施
ノ
予
定
卜
相
成
居
候
処
、
右
委
員
会
ノ
設
置
等

二
関
シ
、
必
要
ナ
ル
法
令
ノ
制
定
其
ノ
他
当
局
ノ
具
体
的
措
置
完
了
迄

ニ
ハ
、
尚

若
干
ノ
時
ロ
ヲ
可
要
実
情

二
有
之
候

二
就
テ
ハ
、
労
々
此
ノ
際
法
律
上
ノ
解
散

二
先
立
チ
事
実
上
ノ
解
散

ヲ
実
行
致
ス
コ
ト
ト
シ
、
本

国
開
催
ノ
臨
時
株
主
総
会
ヲ
以
テ
、
左
記
ノ
通
り
役
員
ヲ
更
新
シ
、
同
時

二
別
紙
通
達
（註
、
略
）
ノ
如
ク
機
構
改
正
相
成
候
間
、
御
了

承
ノ
上
貴
部
下
各
員

二
周
知
徹
底
方
御
配
慮
相
煩
度
、
此
段
依
命
及
御
通
知
候
也
。

記

辞
任
役
員

代
表
取
締
役
総
理
事
　
古
田

取
締
役
常
務
理
事
　
　
北
沢

敬 俊
二 之
自6 助



取
締
役
常
務
理
事
　
　
河
井
　
昇
三
郎

取
締
役
理
事
　
　
　
　
春
日
　
弘

取
締
役
理
事
　
　
　
　
一二
村
　
起

一

取
締
役
理
事
　
　
　
　
梶
井
　
剛

二
、
留
任
並
新
任
役
員

代
表
取
締
役
　
　
　
　
菅
野
　
秀
次
郎
（新
任
（註
、
経
理
課
長
兼
任
》

取
締
役
　
　
　
　
　
　
田
中
　
良
雄
翁
田
任
（註
、
上
述
の
住
友
外
地
勤
務
者
引
揚
援
護
会
会
長
の
職
務
の
た
め
と
い
わ
れ
る
。））

取
締
役
　
　
　
　
　
　
平
賀
　
五
郎
（新
任
（註
、
林
業
所
長
兼
任
じ

監
査
役
　
　
　
　
　
　
大
島
　
堅
造
３
田
任
）

以
上

同
日
住
友
本
社
は
人
事
部
（人
事
課
、
厚
生
課
、
労
政
課
）
、
総
務
部
父
ム計
課
、
総
務
課
、
保
安
課
）
、
経
理
部
（調
査
課
、
企
画
課
、
査
業
課
）
の
三

部
九
課
を
総
務
課
（人
事
部
と
総
務
部
総
務
課
と
保
安
課
）、
経
理
課
（経
理
部
と
総
務
部
会
計
課
）
の
二
課
に
縮
小
し
た
。
鉱
山
及
び
販
売
店
を
含

む
本
社
職
員
在
籍
者

一
四
六
九
人
の
う
ち
戦
死
者
五
四
名
、
退
職
者
二
七
九
名
、
残
留
者
四
八
名
を
除
き
、
日
本
建
設
産
業

へ
二
五
五
名
、

鎖
業

へ
六
四
七
名
、
金
属

へ
一
七
名
、
電
工

へ
三
二
名
、
化
学

へ
四
四
名
、
機
械

へ
一
一
名
、
日
本
電
氣

へ
一
八
名
、
銀
行

へ
三
二
名
、
信

託

へ
五
名
、
生
命

へ
二
名
、
倉
庫

へ
四
名
、
板
硝
子

へ
四
名
、
化
工
材

へ
一
一
名
、
別
府
化
学

へ
四
名
、
病
院

へ
一
名
、
ア
ル
ミ
製
錬

へ
一

名
計

一
０
八
八
人
が
転
出
し
た
。

二
十
五
日
主
管
者
合
同
会
報
が
開
催
さ
れ
、
古
田
総
理
事
が
退
任
の
挨
拶
を
行
い
（資
料
１３
）
、　
こ
こ
に
事
実
上
の
解
散
に
伴
う
す
べ
て
の

行
事
が
終
了
し
た
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
三
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八
七
四

二
十
六
日
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
の
再
編
が
行
わ
れ
、
西
日
本
管
轄
の
第
六
軍
は
東
日
本
管
轄
の
第
八
軍
（横
浜
）
に
統
合
さ
れ
、
第
八
軍
が
日

本
全
体
を
管
理
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
結
果
大
阪
住
友
ビ
ル
に
置
か
れ
て
い
た
第
六
軍
電
下
の
第

一
軍
団
司
令
部
は
京
都
大
建
産
業
ビ

ル
の
第
六
軍
司
令
部
跡

へ
移
転
し
、
代
わ
っ
て
日
本
生
命
ビ
ル
か
ら
第

一
軍
団
所
属
第
九
八
師
団
司
令
部
が
移

っ
て
き
た
が
、
同
師
団
は
間

も
な
く
二
月
名
古
屋
か
ら
日
本
生
命
ビ
ル
に
移
駐
し
た
第
二
五
師
団
司
令
部
に
業
務
を
引
き
継
ぎ
帰
国
し
た
。
こ
の
た
め
接
収
中
の
住
友
ビ

ル
五
階
と
最
上
階
は
Ｒ
Ｒ
３
Φｏヽ
ｏ“
”一８

”
８
日
）
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
等
が
設
置
さ
れ
た
。

二
十
九
日
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
す
る
資
料
中
、
連
系
会
社
及
び
関
係
会
社
の
定
義
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
打
合
会
が
開
催
さ
れ
た
。
作
成
さ
れ
た

定
圭贅
資
料
１４
）
は
翌
三
十
日
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
提
出
さ
れ
た
。

三
十
日
本
社
の
事
実
上
の
解
散
に
よ
り
外
事
室
が
廃
止
さ
れ
、
委
員
長
菅
野
秀
次
郎
以
下
本
社
職
員
の
他
に
新
た
に
連
系
各
社
職
員
を
委

員
と
す
る
渉
外
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
（資
料
１５
）ｏ

三
十

一
日
六
業
務
所
（東
京
、
横
須
賀
、
名
古
屋
、
神
戸
、
呉
、
福
岡
）及
び
四
事
務
所
（上
海
、
北
京
、
新
京
、
京
城
）
が
廃
止
さ
れ
た
。
し
か
し
日

本
建
設
産
業
で
は
年
初
に
東
京
、
名
古
屋
の
両
支
店
及
び
横
浜
、
神
戸
、
呉
、
福
岡
の
各
出
張
所
を
設
置
済
み
で
あ
り
、
こ
れ
ら
業
務
所
職

員
の
受
け
入
れ
と
業
務
の
継
承
を
図

っ
て
い
た
。
同
日
先
に
大
蔵
大
臣
宛
提
出
し
た
住
友
本
社
の
営
業
譲
渡

の
申
請
書
は
次

の
よ
う
に
却
下

さ
れ
、
こ
れ
ら
現
業
部
門
の
処
理
は
、
今
後

の
持
株
会
社
整
理
委
員
会
及
び
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
折
衝
を
倹

つ
こ
と
と
な

っ
た
。

蔵
融
第

一
八
五
号昭

和
二
十

一
年

一
月
二
十

一
日

大
蔵
省
金
融
局
長
　
　
江
沢
　
省
三

株
式
会
社
住
友
本
社

代
表
取
締
役
　
菅
野
　
秀
次
郎
　
殿



昭
和
二
十

一
年
十

一
月
二
十
八
日
附
申
請
鍍
業
、
農
林
業
財
産
ノ
住
友
鍍
業
株
式
会
社

ヘ
ノ
譲
渡
等
ノ
件
、
不
許
可
卜
決
定
相
成
候
、

此
段
依
命
及
通
知
候
也
。

２
　
正
式
解
散
に
至
る
ま
で
の
折
衝

昭
和
二
十

一
年

一
月
二
十

一
日
住
友
本
社
が
事
実
上
解
散
し
た
後
も
、
連
系
会
社
に
対
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
が
住
友
本
社

へ
来
る
の
で
、

本
社
と
し
て
渉
外
委
員
会
を
設
置
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
訳
で
あ
る
が
、
三
十
日
の
設
置
以
前

の
二
十
五
日
に
既
に
第

一
回
と
し
て
連
系
会

社
に
対
し
て
渉
外
委
員
会
構
想
の
説
明
、
委
員
の
選
任
依
頼
を
行
い
、
併
せ
て
二
月
二
日
に
来
日
す
る
エ
ド
ワ
ー
ズ

・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
の

事
前
資
料
要
求
（イ
、
主
要
生
産
高
及
全
国
生
産
高
二
対
ス
ル
割
合
、
口
、
パ
テ
ン
ト
及
ラ
イ
セ
ン
ス
、　
ハ
、
空
襲
被
害
額
、　
二
、
在
外
資
産
喪
失
額
、
ホ
、

住
友
各
社
間
ノ
貸
付
金
、　
へ
、
三
社
以
上
ノ
兼
務
役
員
２

九
四
五
年
二
一月
三
十

．
日
）、
卜
、
預
金
（種
類
別
）現
金
現
在
高
（　
九
四
五
年
三
月
三
十

一
日
及

十
二
月
二
十
一
日
含
本
分
家
）
、
チ
、
過
去
五
決
算
期
ノ
配
当
収
入
調
（含
本
分
家
）
、
り
、
直
接
兵
器
製
造
高
、
名
称
、
品
種
及
会
社
ノ
生
産
高
二
対
ス
ル
割

（
‐６

）

合
、
ヌ
、
英
文
事
業
案
内
）
に
基
づ
く
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
を
伝
達
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
阿
澄
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
面
白
い
話
が
あ
る
ん
で
す
。
解
体
し
ろ
と
云

っ
た
わ
け
で
す
か
ら
ｃ
し
か
し
実
際
の
話
出
来
な
い
で
し
ょ
。
と
こ
ろ
が

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
私
ら
呼
び
出
し
て
、
こ
れ
を
連
絡
し
ろ
と
い
う
命
令
で
、
連
絡
が
充
分
に
い
か
な
い
と
連
絡
不
充
分
で
は
な
い
か
と
云
う
で

し
ょ
。
そ
こ
で
、
こ
れ
は
財
閥
の
解
体
が
進
ん
で
い
る
証
拠
で
は
な
い
か
と
云

っ
た
の
で
す
。
け
れ
ど
司
令
部
の
方
で
最
後

に
や
つ
ば

り
そ
の
連
絡
の
組
織
位
は
残
し
て
お
い
て
く
れ
と
い
う
の
で
、
そ
れ
で
ず

っ
と
や
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
司
令
部
の
方
も
負
け
た
と
か

云

っ
て
い
ま
し
た
よ
。

二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
委
員
会
で
は
、
さ
ら
に
次
の
資
料
の
提
出
が
要
求
さ
れ
た
。

一
、
最
近
ノ
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
損
益
計
算
書
２

九
二
五
年
九
月
二
十
九
日
以
降
ヲ
含
ム
）

二
、
本
社
卜
制
限
会
社
三
四
社
ト
ノ
関
係
及
二
四
社
相
互
間
ノ
関
係
調
整

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
五



第
四
章
　
株
式
会
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住
友
本
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（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
六

イ
、
長
期
又

ハ
継
続
的
売
買
契
約

口
、
特
許
又

ハ
特
許
権
ノ
交
換

二
関
ス
ル
協
定

ハ
、
商
標
ノ
使
用

二
関
ス
ル
協
定

二
、
如
何
ナ
ル
企
業

二
関
ス
ル
モ
経
営
又

ハ
管
理

二
関
ス
ル
契
約
又

ハ
協
定

ホ
、
如
何
ナ
ル
企
業

二
関
ス
ル
モ
融
資

二
関
ス
ル
契
約
若
ク
ハ
協
定

二
月
七
日
Ｇ
Ｈ
Ｑ
渉
外
局
は

「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥

の
指
令

に
基
づ
く
財
閥
そ
の
他
財
界
の
解
体
事
務
遂
行
上
勧
告
機
関
と
し
て
任
命
さ

れ
た
」
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
経
済
学
部
教
授

コ
ー
ウ
ィ
ン

・
エ
ド
ワ
ー
ズ
を
団
長
と
す
る
使
節
団
が
東
京

に
到
着
し
た
と
発
表
し
た
ｃ

な
お
住
友

の
担
当
者
は
司
法
省
反
ト
ラ
ス
ト
司
法
長
官
補
佐
官

の
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
Ｄ

・
デ
ィ
ク
ソ
ン
で
あ

つ
た
。
同
日
開
催
さ
れ
た
渉
外
委

員
会
は
次

の
よ
う
に
十

一
日
に
来
阪
す
る
こ
と
に
な

っ
た
デ
ィ
ク
ソ
ン
対
策
で
あ

っ
た
。

第
二
回
臨
時
渉
外
委
員
会
　
一
一月
七
日
（本
）於
住
友
ビ
生
三
階

一
、
エ
ド
ワ
ー
ド

・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
来
阪
ノ
件

来
阪
日
時
　
一
一月
十

一
日
（紀
元
節
）
午
前
十
時
　
住
友
ビ
ル
ニ
大
島
監
事

ヲ
来
訪
、
具
体
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
ヲ
決
定
シ
、
引
続
キ
調
査

ヲ
為

ス
。

滞
在
予
定
　
一
一月
十

一
日
―
十
四
日
頃
迄
　
該
期
間
中

ハ
凡
テ
住
友

二
対
ス
ル
調
査
ヲ
ナ
ス
。

一
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
依
頼

ニ
ヨ
ル
調
査
準
備
事
項

１
　
住
友
家
ノ
家
憲
其
ノ
他
住
友
家
ノ
事
情

二
付
調
査
ス
．

２
　
財
産
税
並

二
戦
時
利
得
税
ノ
住
友
本
社
並

二
連
系
、
特
定
各
社

二
対
ス
ル
影
響
ヲ
計
数
的

二
調
査
シ
度
シ
。
出
来
レ
バ
住
友
家

ノ
分

二
付
テ
モ
準
備
シ
置
カ
レ
度
シ
。



３
　
二
十
五
社
（海
外

二
本
店
ア
ル
モ
ノ
ヲ
除
ク
）
ノ
空
襲

二
依
ル
被
害
調
査

イ
、
物
理
的
表
示
（物
件
別
ノ
被
害
度
％
）

口
、

損
失
金
額
（終
戦
時
現
在
ノ
Ｂ
／
Ｓ
ヲ
基
礎
ト
シ
算
定
、　
帳
簿
価
格
ガ
切
下
グ
ラ
レ
簿
価

二
依
ル
表
示
ガ
不
当
卜
思

ハ
レ
ル

場
合

ハ
、
参
考
的

二
時
価

二
依
ル
表
示
ヲ
ナ
ス
コ
ト
）
尚
二
十
五
社

二
於
テ
五
０
％
以
上
ノ
持
株
率
ヲ
有
ス
ル
仔
会
社

二
付
テ

モ
同
様
ノ
調
査
ヲ
為
シ
置
ク
コ
ト
。

４
　
二
十
五
社
並

二
二
十
五
社
ガ
五
〇
％
以
上
ノ
持
株
率
ヲ
有
ス
ル
仔
会
社

二
付
、
賠
償
で
取
ラ
レ
ル
デ
ア
ラ
ウ
処
ノ
設
備
を
予
想

シ
テ
、
コ
ノ
結
果
ヲ
最
近
ノ
Ｂ
／
Ｓ
ヲ
基
礎
ト
シ
テ
計
数
的

二
調
査
シ
度
シ
。

５
　
二
十
五
社
ノ
重
役
デ
い
ソ
ノ
会
社
ガ

一
〇
％
以
上
持
株
ヲ
有
ス
ル
仔
会
社
ノ
重
役

ヲ
兼
務
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
、
各
会
社
別

二
其
ノ
名
称
卜
職
名

ヲ
調
査
ノ
コ
ト
。

右

ハ
終
戦
時
現
在
ノ
モ
ノ
ト
シ
、
其
ノ
後
退
職
セ
シ
モ
ノ
ニ
付
テ
モ
記
載
ノ
コ
ト
。
現
在
在
職
セ
ル
モ
ノ
ハ
勿
論
ナ
リ
ｃ

６
　
十
五
財
閥

二
関
ス
ル
資
料

二
付
テ
ハ
懇
談
シ
度
キ
ニ
付
、
右

ニ
ヨ
ク
暁
通
セ
ル
人
ヲ
参
集
セ
シ
メ
ラ
レ
度
シ
。

７
　
熟
練
通
訳
二
、
三
名

ヲ
用
意
セ
ラ
レ
度
シ
。

以
上

二
月
十

一
日
デ
ィ
ク
ソ
ン
来
社
、
古
田
前
総
理
事
と
会
談
（資
料
１６
）
し
て
以
来
、
十
二
日
菅
野
代
表
取
締
役
（阿
澄
経
理
課
副
長
同
席
）
と
会

談
、
十
三
日
阿
澄
副
長
が
提
出
資
料
に
つ
き
説
明
、
銀
行
、
日
本
電
気
が
対
談
、
十
四
日
大
島
監
査
役
が
会
談
（資
料
１７
）
、
金
属
工
業
が
対

談
し
、
以
上
に
よ
リ
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
住
友
関
係
調
査
は
終
了
し
た
。
十

一
日
古
田
前
総
理
事
が
会
見
後
、
連
系
会
社
社
長
に
対
し
会
談
内
容

を
報
告
し
た
際
、
「
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏

ハ
三
井
、
三
菱
卜
異
り
、
非
常

二
好
印
象
ヲ
受
ケ
退
社
セ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。

三
月
四
日
調
査
を
終
了
し
た
エ
ド
ワ
ー
ズ
と
財
閥
関
係
者
と
の
懇
談
会
を
前
に
、
そ
の
打
合
会
が
終
戦
連
絡
事
務
局
で
開
催
さ
れ
た
。
出

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
七



第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
八

席
者
は
事
務
局
加
納
次
長
、
石
原
第
二
課
長
、
脇
村
嘱
託
、
都
留
嘱
託
、
三
井
松
本
常
務
、
江
戸
総
務
部
次
長
、
三
菱
鈴
木
常
務
、
北
原
調

査
役
で
、
住
友
か
ら
は
監
査
役
大
島
堅
造
が
出
席
し
た
、
席
上
第
二
課
長
石
原
周
夫
（
の
ち
大
蔵
次
官
）
か
ら
二
月
二
十
七
日
聴
取
し
た
財
閥

に
関
す
る
エ
ド
ワ
ー
ズ
の
見
解
が
紹
介
さ
れ
（資
料
１８
）
、　
こ
れ
に
対
し
大
島
は

「
公
し
ノ
金
融
ノ
点

二
付
テ
ハ
、
自
分

ハ
多
年

二
亘
り
住
友

銀
行

二
勤
務
セ
ル
ガ
、
決
シ
テ
住
友
関
係
会
社

ニ
フ
エ
ー
バ
ー
ハ
与

ヘ
ズ
、
寧

口
関
係
会
社

二
対
シ
テ
ハ
他
社

二
対
ス
ル
ヨ
リ
モ
厳
格
ナ
査

定
ヲ
実
施
シ
居
ル
」
旨
説
明
し
、
三
井
、
三
菱
関
係
者
も
こ
れ
を
支
持
し
た
と
い
う
。

三
月
八
日
エ
ド
ワ
ー
ズ
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
大
島
が
三
井
松
本
常
務
、
三
菱
鈴
木
常
務
と
共
に
出
席
し
た
ｃ
懇
談
会
の
内
容
は
次

の
通
り
で
あ

っ
た
（註
、
左
に
は
三
菱
田
中
常
務
と
あ
る
が
鈴
木
常
務
の
誤
り
と
み
ら
れ
る
）。

エ
ド
ワ
ー
ド
氏
ヨ
リ

「財
閥
解
体

ハ
既

ニ
フ
イ
ツ
ク
ス
ト
ポ
リ
シ
イ
ニ
シ
テ
、
自
分
達
ノ
任
務

ハ
之
ヲ
如
何

二
上
手

二
実
施
シ
、
デ
モ

ク
ラ
テ
イ
ク
化
ス
ル
カ
ニ
ア
ル
」
旨
ノ
挨
拶
ア
リ
。
三
井
松
本
常
務
ヨ
リ

「持
株
会
社
整
理
委
員
会

二
譲
渡
セ
ル
株
式
ノ
処
分
等

二
対

ス
ル
希
望
」
意
見
ノ
開
陳
、
三
菱
田
中
常
務
ヨ
リ
ハ

「財
閥
解
体
モ
ヤ
リ
方
如
何

二
依

ツ
テ
ハ
却
テ
良
イ
結
果
ヲ
齋
ス
」
等
ノ
話
、
大

島
監
査
役
ヨ
リ
ハ

「財
閥
解
体

ハ
既

二
決
定
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
住
友
ト
シ
テ
モ
其
ノ
方
針

二
従
ヒ
折
角
努
カ
シ
居
ル
ガ
、
財
閥

ニ
モ

メ
リ
ツ
ト
及
デ
メ
リ
ツ
ト
ア
リ
」
ト
ノ
話
等
ア
リ
タ
ル
モ
、
事
務
的

二
重
大
ナ
ル
交
渉
モ
ナ
ク
、
友
好
裡

二
散
会
セ
リ
。

こ
の
間
大
島
は
七
日
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
先
日
の
大
島
と
の
会
談
で
鍍
業
部
門
の
住
友
鎖
業

へ
の
営
業
譲
渡
案

に
理
解
を
示
し
た
デ
ィ
ク
ソ
ン
を
訪

ね
、
第

一
回
の
覚
書
を
提
出
し
た
。
し
か
し
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
、
自
分
は
直
接

の
責
任
者
で
な
い
と
し
て
翌
八
日
エ
ド
ワ
ー
ズ

・
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
デ
ィ
ク
ソ
ン
と
共
に
来
日
し
、
そ
の
ま
ま
ホ
イ
ラ
ー
少
佐
に
代
わ

っ
て
反
ト
ラ
ス
ト

・
カ
ル
テ
ル
課
長
に
就
任
し
た
ジ

ェ
ー
ム
ズ

。
Ｍ

・

ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
を
大
島
に
紹
介
し
た
。
そ
の
後
大
島
は
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
及
び
そ
の
部
下
の
ラ
ン
に
対
し
三
月
二
十
六
日
、
四
月
二
十
六
日
、

五
月
二
十
四
日
と
四
回
に
わ
た
り
覚
書
を
提
出
し
、
六
月
十

一
、
ニ
ロ
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
来
阪
の
際
重
ね
て
許
可
を
要
請
し
た
が
進
展
を
み
な

か
っ
た
の
で
、
鍍
業
部
門
の
み
切
り
離
し
て
二
八
〇
〇
万
円
で
住
友
鍍
業
に
譲
渡
す
る
次

の
よ
う
な
大
蔵
大
臣
宛

「
昭
和
二
十
年
勅
令
第
六



五
七
号

二
基
キ
特
定
会
社
財
産
売
却

二
関
ス
ル
許
可
申
請
書
」
を
提
出
し
た
。

譲
渡
価
額
　
　
　
　
金
二
八
〇
〇
万
円
也

内
訳

帳
簿
価
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
評
価
額

資
産
ノ
部
　
一二
五
、
三
二
四
、
九

一
０
円
二
人
　
　
　
一三
二
、　
一
八
五
、
九
三
三
円
四
五

負
債
ノ
部
　
　
五
、　
一
人
五
、
九
三
三
　
四
五
　
　
　
　
五
、　
一
八
五
、
九
三
二
　
四
五

差
引
　
　
　
一二
〇
、　
三
二
八
、
九
七
六
　
八
三
　
　
　
一
一八
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
　
Ｏ
Ｏ

五
月

一
日
本
社
総
務
課
長
植
村
実
は
既
に
一
月
二
十

一
日
付
で
鍍
業
別
子
鉱
業
所
農
林
課
長
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
が
、
正
式
に
鎖
業

に
転
籍
し
、
別
子
鉱
業
所
業
務
部
長
代
理
兼
農
林
課
長
に
発
令
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
総
務
課
長
に
土
居
万
之
助
が
昇
格
し
、
同
じ
く
代
表
取

締
役
菅
野
秀
次
郎
は
経
理
課
長
兼
務
免
と
な
り
、
副
長
阿
澄

一
三
が
昇
格
し
た
。

四
日
東
京
支
社
長
佐
伯
正
芳
が
停
年
退
職
し
、
東
京
支
社
が
廃
止
さ
れ
、
六
日
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
東
京
渉
外
事
務
所
（所
長
菅
野

秀
次
郎
）
が
設
置
さ
れ
た
。

持
株
会
社
整
理
委
員
会
は
、
四
月
二
十
日
公
布
さ
れ
た

「持
株
会
社
整
理
委
員
会
令
」
に
基
づ
き
八
月
二
十
二
日
発
足
し
た
。
同
委
員
会

の
発
足
に
伴
い
、
九
月
六
日
住
友
本
社
は
持
株
会
社
の
指
定
を
受
け
た
。
八
月
二
十
八
日
に
上
京
し
た
菅
野
取
締
役
は
同
委
員
会
に
対
し
、

住
友
本
社
を
特
別
経
理
会
社
と
し
て
近
く
公
布
さ
れ
る
企
業
再
建
整
備
法
に
基
づ
く
整
備
計
画
を
樹
立
し
、
現
業
部
門
の
別
会
社
を
設
立

の

上
持
株
会
社
を
解
散
す
る
と
い
う
住
友
本
社
の
方
針
を
説
明
し
、
九
月
十

一
日
同
委
員
会
大
阪
支
所
長
田
中
磐
根
が
来
社
、
こ
の
方
針
が
承

認
さ
れ
た
旨
通
知
さ
れ
た
。

十
月
十
六
日
及
び
二
十
二
年
五
月
六
日
の
二
回
に
わ
た
り
、
住
友
本
社
が
保
有
す
る
株
式

の
大
半
が
同
委
員
会
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
当
時

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
九



第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
〇

本
社
経
理
課
長
代
理
で
あ
つ
た
田
中
富
雄
（
の
ち
の
作
家
源
氏
鶏
太
）
は
こ
の
株
式
引
き
渡
し
に
立
ち
会

い
、
株
券
を
詰
め
た
本
箱
が
日
本
銀
行

大
阪
支
店
の
地
下
の
大
金
庫
に
納
ま
る
の
を
見
届
け
た
。
住
友
本
社
が
こ
の
両
日
委
員
会
に
引
き
渡
し
た
株
式
は
、
四
五
六
万
株
そ
の
払
込

金
額
は
二
億
二
七
五

一
万
円
に
達
し
た
。

現
業
部
門
の
処
理
は
、
先
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
反
ト
ラ
ス
ト

・
カ
ル
テ
ル
課
長
ホ
イ
ラ
ー
少
佐
が
言
明
し
た
通
り
、
持
株
会
社
整
理
委
員
会

の
発
足

を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
同
委
員
会
か
ら
先
の
七
月
十

一
日
付
鍍
業
部
門
譲
渡

の
申
請
書
に
対
し
、
譲
渡
金
額
を
二
八
〇
〇
万
円
で
は

な
く
、
次
の
よ
う
な
専
門
評
価
委
員
の
評
価
額
に
基
づ
く
三
四

一
九
万

一
〇
〇
〇
円
と
す
る
よ
う
内
示
が
あ
り
、
申
請
書
は
九
月
十
二
日
却

下
さ
れ
た
。

内
示
譲
渡
価
額
ノ
数
字
的
根
拠

帳
簿
価
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
評
価
額

資
産
ノ
部
　
一二
五
、
三
二
四
、
九

一
〇
円
二
人
　
　
　
　
　
　
　
四
四
、
七
七

一
、
九
四
〇
円
四
五

負
債
ノ
部
　
　
五
、　
一
人
五
、
九
三
三
　
四
五
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、　
一
人
五
、
九
三
三
　
四
五

差
引
　
　
　
一二
〇
、　
三
二
八
、
九
七
六
　
人
三
　
　
　
　
　
　
　
一二
九
、
五
八
六
、
○
〇
七
　
〇
〇

二
十

一
年
四
月
―
十
二
月
鍍
業
会
社
支
出
ノ
半
額
負
担
控
除
額
　
　
五
、
三
九
五
、
０
〇
七
　
〇
〇

再
差
引
譲
渡
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
四
、　
一
九

一
、
０
０
０
　
０
０

こ
れ
に
対
し
住
友
本
社
は
指
示
通
り
評
価
替
え
を
行
う
と
同
時
に
そ
の
評
価
増
分
を
鴻
之
舞
鉱
山
保
坑
額
五
九
四
万
円
、
国
富
製
錬
所
改

良
起
業
費
五
六

一
万
円
計

一
一
五
五
万
円
を
控
除
し
て
、
譲
渡
額
は
当
初
案
と
変
わ
ら
ぬ
二
人
Ｏ
Ｏ
万
円
と
す
る
中
請
書
を
再
提
出
し
た
。

そ
の
後
は
井
華
鎖
業
と
持
株
会
社
整
理
委
員
会
と
の
間
で
交
渉
が
重
ね
ら
れ
た
。
こ
の
間
二
十
二
年
四
月
反
ト
ラ
ス
ト

・
カ
ル
テ
ル
課
長
は

ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
か
ら
エ
ド
ワ
ー
ド

・
Ｃ

・
ウ
ェ
ル
シ
ュ
に
代
わ
っ
た
。
持
株
会
社
整
理
委
員
会
委
員
長
野
田
岩
次
郎
に
よ
る
と

「
ウ
ェ
ル
シ



ュ
は
元
来
、
大
学
教
授
だ
か
ら
学
究
肌
で
理
論
派
で
あ
り
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル

・
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

・
コ
ン
ビ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
と
も
に
解
体
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
最
も
忠
実
に
、
最
も
理
論
的
に
進
め
よ
う
と
し
た
わ
け
だ
。
し
た
が

っ
て
、
彼
が

来
て
か
ら
は
、　
い
ろ
ん
な
こ
と
が
シ
ビ
ア
に
な

っ
て
行

っ
た
。

」

と
述
べ
て
い
る
。
六
月
二
十
六
日
委
員
会
よ
り
大
蔵
省
理
財
局
宛

の
通
知

が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
二
十
七
日
大
蔵
省
理
財
局
長
か
ら
住
友
本
社
宛
譲
渡
金
額
は
あ
く
ま
で
三
四

一
九
万

一
〇
〇
〇
円
と
す
る
よ
う
通

知
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
住
友
本
社
は
鎖
業
と
六
月

一
日
に
遡
及
し
て
譲
渡
契
約
書
及
び
覚
書
を
締
結
し
、
即
日
引
き
渡
し
を
完
了
し
た
（鉱

山
部
門
の
そ
の
後
の
動
向
に
つ
い
て
は

「三
日
　
鉱
山
部
門

・
井
華
鍍
業
（旧
住
友
鍍
業
）
か
ら
住
友
金
属
鉱
山
へ
」
参
照
）。

昭
和
二
十

一
年

一
月
四
日
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
日
本
政
府
に
対
し

「公
務
従
事

二
適
セ
ザ
ル
者
ヲ
公
職
ヨ
リ
解
任
罷
免

二
関
ス
ル
件
ノ
覚
書
」
を
発

し
て

「
日
本
国
民
を
欺
肺
誤
導
し
て
世
界
戦
争
に
駆
り
立
て
た
者
の
権
力
、
勢
力
を
永
久
に
根
絶
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
声
明
し
、
こ
れ
に
基

づ
き
日
本
政
府
は
三
月
二
十
七
日
公
職
追
放
令
を
公
布
し
て
Ａ
項
よ
り
Ｇ
項

に
至
る
追
放
範
囲
を
規
定
し
、
財
界
人
は
Ｅ
項
該
当
と
し
て

「
日
本
膨
張

二
関
係
セ
ル
金
融
、
開
発
機
関
ノ
役
員
」
を
指
定
し
た
が
、
住
友
系
は
指
定
を
免
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
二
十

一
年
八
月
二
十

日
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書

「す
べ
て
の
被
追
放
者
の
政
治
的
、
経
済
的
重
要
地
位
よ
り
の
排
除
」
が
経
済
パ
ー
ジ
の
発
端
と
な
り
、
十

一
月
二
十

一

日
日
本
政
府
は

「
政
治
的
及
経
済
的
重
要
地
位

二
対
ス
ル
追
放
覚
書
適
用
ノ
件
」

を
閣
議
決
定
し
、
「持
株
会
社
、　
コ
レ
ト
密
接
ナ
関
係
ヲ

有
ス
ル
有
力
会
社
及
資
本
金

一
億
円
以
上
ノ
会
社
（以
上
ノ
会
社

ハ
総
理
大
臣
ガ
指
定
ス
ル
Ｙ
一
テ
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
降
二
十
年
九
月

二
日
二
至
ル
迄
ノ
間

二
在
職
シ
タ
支
配
的
有
力
者
（常
務
取
締
役
及
常
任
監
査
役
以
上
ノ
職

ニ
ア
リ
タ
ル
役
員
、
直
接
間
接

二
会
社
経
営

ニ

決
定
的
支
配
カ
ヲ
及
ボ
シ
タ
株
主
及
其
他
実
際
上
上
記
ノ
役
員
卜
同
等
ノ
権
限
又

ハ
支
配
カ

ヲ
有
シ
タ
ル
者
）
ヲ
Ｇ
項
該
当
者
」
と
し
て
取

扱

い
、
「総
理
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
附
属
表
Ａ
二
掲
ゲ
ル
会
社
ノ
支
配
的
有
力
者

ハ
当
然
追
放
」
さ
れ
、
「
附
属
表
Ｂ
二
掲
ゲ
ル
会
社
ノ
支
配
的

有
力
者

ハ
其
後
其
ノ
地
位

ニ
ツ
ク
者
ヲ
ア
ワ
セ
テ
資
格
審
査
」
が
行
わ
れ
た
。

住
友
系
で
は
次

の
一
七
社
が
附
属
表
Ａ
に
指
定
さ
れ
た
。
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内
地
関
係
　
住
友
本
社
　
住
友
金
属
工
業
　
日
本
建
設
産
業
　
日
新
化
学
工
業
　
井
華
鎖
業
　
四
國
機
械
工
業

住
友
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
錬
　
住
友
電
気
工
業
　
住
友
通
信
工
業
　
住
友
銀
行
　
住
友
信
託
　
住
友
倉
庫

外
地
関
係
　
安
東
軽
金
属
　
朝
鮮
住
友
軽
金
属
　
満
洲
住
友
金
属

さ
ら
に
昭
和
二
十
二
年

一
月
四
日
勅
令
を
も

っ
て

「覚
書
該
当
者

ハ
退
職
当
時
ノ
勤
務
先
ナ
ル
会
社
等
ノ
執
務
場
所
又
ハ
同

一
建
物
内

ニ
ア

ル
其
管
理
二
属
ス
ル
場
所

二
出
入
シ
又

ハ
会
社
等
ノ
執
務
場
所
又

ハ
自
己
ノ
住
居
若
ク
ハ
事
務
所
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ラ
禁
止
」
さ
れ
る
等
そ
の

他

の
規
定
が
追
加
さ
れ
、
同
時
に
住
友
系
で
は
次

の
二
社
が
附
属
表
Ａ
に
追
加
指
定
さ
れ
た
。

内
地
関
係
　
大
阪
住
友
海
上
火
災
保
険
　
住
友
合
資
（解
散
会
社
ト
シ
テ
特

二
明
示
ス
ル
モ
ノ
）

か
く
し
て
三
月
八
日
前
総
理
事
古
田
俊
之
助
は
追
放
に
指
定
さ
れ
た
。
古
田
は
退
職
後
も
住
友
ビ
ル
三
階
旧
社
長
室
を
事
務
所
と
し
て
使

用
し
て
い
た
が
、
追
放
後
は
周
囲
の
目
も
厳
し
く
な
り
住
友
ビ
ル
ヘ
の
出
入
り
を
遠
慮
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
古
田
は
住
友
家

の
相
談

役
的
立
場
に
あ
り
、
前
常
務
理
事
北
沢
、
田
中
、
河
井
の
二
人
と
絶
え
ず
会
合
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
竹
腰
健
造
に
よ
る
と
、
竹
腰
が
借
り

て
い
た
大
阪
ビ
ル
の
一
室
を
提
供
し
、
古
田
は
金
融
関
係
に
精
通
し
て
い
な
い
の
で
、
銀
行
社
長
を
退
職
し
た
岡
橋
林
を
加
え
た
五
人
が
会

合
す
る
こ
と
に
な
り
、
後
に
五
人
委
員
会
と
称
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

竹
腰
健
造
は
東
大
工
学
部
出
身
の
建
築
技
師
と
し
て
住
友
に
入
社
し
た
の
で
、
法
経
出
身
者
や
工
学
部
出
身

の
製
造
や
鉱
山
の
技
術
者
と

異
な
り
客
観
的
に
住
友
幹
部
を
観
察
し
て
い
た
が
、
総
理
事
古
田
俊
之
助
に
つ
い
て
、
「非
常
に
細
か
い
配
慮
を
す
る
の
が
長
所
だ
が
、
終

戦
直
後
に
は
そ
れ
が
高
じ
て
小
心
と
な
り
、
決
断
を
下
す
こ
と
が
出
来
ず
、
住
友

に
下
克
上
の
風
潮
が
は
び
こ
る
原
因
と
な

つ
た
」
と
厳
し

い
評
価
を
下
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
た
終
戦
直
後
の
住
友
本
社
の
置
か
れ
た
状
況
を
考
え
る
と
、
古
田
総
理
事

の
苦
悩
に
は
同
情
の
余

地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
社

の
戦
後
処
理
に
当
た
り
、
課
長

・
副
長
ク
ラ
ス
の
若
手

の
活
躍
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た

一
方
で
、

こ
れ
ま
で
の
住
友
で
は
考
え
ら
れ
な
い
と
竹
腰
が
慨
嘆
す
る
よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ

っ
た
。



二
十
二
年
三
月
十
二
日
持
株
会
社
整
理
委
員
会
は
財
閥
家
族
の
企
業
支
配
力
を
排
除
す
る
た
め
、　
一
〇
家
族
五
六
人
の
該
当
者
を
決
定
し
、

二
月
十
三
日
こ
れ
ら
の
家
族
は
指
定
会
社
役
員
を
辞
任
し
、
又
新
た
に
役
員
に
就
任
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
た
。
住
友
で
は
住
友
吉
左
衛
門
、

住
友
寛

一
、
住
友
元
夫
、
住
友
義
輝
の
四
名
が
指
定
者
と
さ
れ
た
。
四
月
二
十
四
日
本
社
取
締
役
田
中
良
雄
は
追
放
の
指
定
を
受
け
、
五
月

十
二
日
辞
任
し
、
同
時
に
監
査
役
大
島
堅
造
も
ま
だ
追
放
の
指
定
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
が
（十
月
七
日
指
定
）辞
任
し
、
新
た
に
田
中
弥
太

郎
（Ｍ
３９
東
京
高
商
、
Ｓ
Ｈ
住
友
合
資
検
杏
役
停
年
）、
監
査
役
生
野
章
作
（Ｍ
４３
東
大
法
、
Ｓ
ｌ６
本
社
監
事
附
属
員
兼
検
杏
役
停
年
）
が
就
任
し
た
。　
こ

れ
に
先
立
ち
四
月
二
十
八
日
本
社
代
表
取
締
役
菅
野
秀
次
郎
は
東
京
渉
外
事
務
所
長
兼
務
免
と
な
り
、
後
任
に
電
気
工
業
東
京
支
店
次
長
兼

調
査
課
長
睦
好
八
郎
が
就
任
し
た
。

住
友
本
社
が
所
有
す
る
住
友
病
院
の
処
理
に
つ
い
て
は
、　
財
団
法
人
を
設
立
し
て
設
備
（五
０
万
円
）
と
国
債
０
一五
０
万
円
）
を
基
本
財
産
と

し
て
寄
附
す
る
こ
と
と
し
、
二
十
二
年
五
月
五
日
付
大
蔵
大
臣
に
対
し

「
昭
和
二
十
年
大
蔵
省
令
第
九
七
０
号
第
三
条

ニ
ヨ
ル
財
産
贈
与

ニ

関
ス
ル
許
可
中
請
書
」
を
提
出
し
許
可
さ
れ
た
。
又
持
株
会
社
整
理
委
員
会
に
対
し
て
は

「財
団
法
人
新
大
阪
病
院
設
立

二
関
ス
ル
資
産
出

捐

二
関
ス
ル
件
」
を
提
出
し
承
認
を
受
け
、
八
月

一
日
大
阪
府
知
事
よ
り

「財
団
法
人
新
大
阪
病
院
設
立
ノ
件
」
及
び

「病
院
名
称
変
更
ノ

件
」
の
許
可
を
得
て
、
財
団
法
人
新
大
阪
病
院
が
設
立
さ
れ
た
。

先
に
述
べ
た

「企
業
再
建
整
備
法
」
が
昭
和
二
十

一
年
十
月
十
九
日
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
住
友
本
社
は
二
十
二
年
二
月
十
三
日
整

備
計
画
案
を
持
株
会
社
整
理
委
員
会
に
提
出
し
た
ｃ
こ
れ
は
阿
澄
の
修
正
案

の
通
り
、
林
業
部
門
と
東
京
住
友
ビ
ル
を
除
く
不
動
産
部
門
を

資
本
金
三
五
〇
０
万
円
の
会
社
と
し
て
独
立
さ
せ
る
案
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
鍍
業
部
門
、
病
院
問
題
の
処
理
の
見
通
し
が
つ
い
た
二
十

二
年
五
月
二
十
三
日
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
新
会
社
を
地
域
的
に
分
散
さ
せ
る
可
否
に
つ
い
て
質
問
を
発
し
て
来
た
Ｇ
経
理
課
長
阿
澄

一
三
は
林
業
部
門

だ
け
で
は
採
算
が
と
れ
る
見
通
し
が
立
た
な
い
た
め
不
動
産
部
門
を
抱
き
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
新
会
社
の
分
割
不
可
の
回
答
を

行

っ
た
。
し
か
し
六
月
十
二
日
阿
澄
が
上
京
Ｇ
Ｈ
Ｑ
反
ト
ラ
ス
ト

・
カ
ル
テ
ル
課
長
ウ
ェ
ル
シ
ュ
と
会
談
し
た
結
果
は
そ
の
日
記
に
よ
る
と

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
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次
の
通
り
で
あ

っ
た
。

ウ
ェ
ル
シ
ュ
氏
の
論
点
は
住
友
本
社
の
解
散
を
速
か
な
ら
し
む
る
為
、
新
会
社
設
立
案
を
放
棄
し
、
山
林
を
競
売
に
附
す
べ
し
と
の
政

治
的
必
要
性
に
あ
る
も
の
の
如
し
。

こ
れ
に
対
し
六
月
十
五
日
取
締
役
会
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
陳
情
書
案
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
、
分
割
は
不
可
避
、
不
動
産
部
門
は
除
外

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

一
、
山
林
の
切
売
は
時
日
を
要
す
る
外
、
過
半
は
不
能
に
属
し
、
帳
簿
以
下
と
な
る
虞
あ
り
。

一
、
新
会
社
を
設
立
し
、
株
式
と
し
て
大
衆
に
開
放
す
る
方
、
民
主
的
に
し
て
ス
ピ
ー
ド
も
速
く
結
果
も
完
全
な
り
。

一
、
新
会
社
を
設
立
す
る
も
議
決
権
は
直
ち
に
Ｈ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
（註
、
持
株
会
社
整
理
委
口貝
じ^
に
移
譲
せ
ら
れ
、
住
友
本
社
と
は
関
係
な
し
。

一
、
新
会
社
は
Ａ
、
Ｂ
又
は
Ｃ
、
Ｄ
の
三
社
に
分
割
す
。

Ａ
　
別
子
（愛
媛
）
、
富
島
（宮
崎
）
、
人
吉
（熊
本
）
、
渚
滑
（北
海
道
）

Ｂ
　
夫
以
外

Ｃ
　
別
子
、
渚
滑
、
上
野
（兵
庫
）

Ｄ
　
夫
以
外

そ
の
直
後
七
月
三
日
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
突
如
と
し
て
三
井
物
産
、
三
菱
商
事

の
即
時
か
つ
徹
底
的
な
解
体
を
指
令
し
、
住
友
本
社
は
分
割
案
を
受

け
入
れ
な
け
れ
ば
山
林
を
競
売
に
か
け
ら
れ
る
虞
も
あ
り
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。
七
月
七
日
睦
好
東
京
渉
外
事
務
所
長
は
菅
野
代
表
取

締
役
宛
次

の
よ
う
な
情
報
を
送

っ
て
き
た
。

三
井
物
産
解
体
ノ
件

既

二
新
聞
紙
上
デ
御
承
知
ノ
通
り
、
三
井
物
産
、
三
菱
商
事

ハ
今
般
解
体
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
マ
シ
タ
ガ
、
之

二
関
シ
左
記
情
報

ヲ
御
送



り
申
上
ゲ
マ
ス
。

三
井
本
社
岡
本
氏
（七
月
七
日
談
、
註
、
三
井
物
産
出
身

の
事
業
部
長
岡
本
忠
）

三
井
物
産
ノ
解
体

ハ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
デ
厳
秘
裡

二
決
定
シ
、
日
本
政
府
側
モ
ヨ
ク
知
ラ
ナ
イ
間

二
物
産

二
通
知
ガ
来
夕
ｃ
解
散

ヲ
決
定
シ
タ

ノ
ハ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
ノ
参
謀
会
議
デ
行

ハ
レ
、
工
死
帥
モ
出
席
シ
タ
。

解
散
ノ
原
因

二
付
テ
ハ
、
物
産
ノ
分
割
案
ガ
グ
ヅ
グ
ヅ
シ
テ
決

マ
ラ
ナ
カ
ツ
タ
コ
ト
、
物
産
ガ
許
可
ヲ
ウ
ケ
ズ

ニ
ド
ン
ド
ン
仕
事

ヲ
ヤ

ツ
テ
居
タ
コ
ト
、
社
員
私
信
ナ
ド
ガ
検
閲
セ
ラ
レ
物
産
デ
ハ
ワ
ザ
ト
分
割
案
決
定
ヲ
延
バ
シ
テ
居
ル
等
ノ
印
象

ヲ
与

ヘ
タ
コ
ト
ナ
ド
デ
、

貿
易
使
節
団
ノ
来
朝
以
前

二
解
体
卜
云
フ
徹
底
シ
タ
手
段
ガ
ト
ラ
レ
タ
。

物
産
卜
商
事
卜
丈
ケ
ニ
ト
ラ
レ
タ
処
置
デ
、
之
ガ
今
後
財
閥

二
対
ス
ル
新
シ
イ
規
準
ト
ナ
ル
ヨ
ウ
ナ
コ
ト
ハ
ナ
カ
ラ
ウ
。

以
上

Ｌ
Ｃ
（註
、
持
株
会
社
整
理
委
［貝
じ^
大
月
部
長
モ
同
ジ
意
見
ノ
由
、
物
産
卜
商
事
ガ
分
割
案

ヲ
早
ク
出
シ
テ
実
行
シ
ナ
カ
ツ
タ
コ
ト
ガ
原

因
卜
見
テ
居
ラ
レ
ル
。

十
月
二
十

一
日
反
ト
ラ
ス
ト

・
カ
ル
テ
ル
課
長
ウ
ェ
ル
シ
ュ
は
、
住
友
本
社
の
林
業
部
門
三
分
割
案

に
対
し
、
山
林
部
門
の
中
に
製
材
工

場
が
含
ま
れ
る
の
は
水
平
的
結
合
に
当
た
り
、
経
済
民
主
化
に
反
す
る
と
し
て
不
許
可
を
通
知
し
て
き
た
。
二
十
九
日
商
工
省
総
務
局
復
興

第
二
課
長
樋
詰
誠
明
（
の
ち
中
小
企
業
庁
長
官
）
は
阿
澄
に
対
し
て

「財
閥
は
萎
縮
せ
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
対
し
三
社
案

に
て
押
す
べ
し
」
と
指
示
し
、

さ
ら
に
十

一
月
五
日
に
は

「林
地
荒
廃
の
防
止
、
他
会
社
細
分
化
防
止
の
必
要
上
住
友

の
強
腰
を
要
望
」
し
た
。
し
か
し
住
友
本
社
は
三
井

物
産
の
例
に
鑑
み
山
林
競
売
阻
上
の
た
め
八
社
案
ま
で
覚
悟
す
る
に
至
り
、
十

一
月
六
日
持
株
会
社
整
理
委
員
会
野
田
委
員
長
の
下
し
た
六

社
案
を
受
け
入
れ
た
。
十
二
月
十
日
林
業
部
門
の
み
の
第
二
会
社
六
社
を
設
立
し
た
上
で
、
住
友
本
社
は
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日
を
も

っ

て
解
散
す
る
案
を
提
出
し
、
二
十
三
年

一
月
十
四
日
そ
の
許
可
を
得
た
。

第
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第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（下
）

か
く
し
て
二
十
三
年
二
月
二
十
日
林
業
部
門
の
第
二
会
社
、
北
海
農
林
株
式
会
社
（資
本
金
二
〇
０
万
円
、
事
業
地
域
北
海
道
）
、
四
回
林
業

株
式
会
社
２

〇
〇
〇
万
円
、
愛
媛
県

・
高
知
県
）
、
九
州
農
林
株
式
会
社
（四
〇
〇
万
円
、
熊
本
県

。
宮
崎
県
）、
東
海
農
林
株
式
会
社
全
一〇
〇
万
円
、

二
重
県

・
和
歌
山
県

・
愛
知
県
）
、
扶
桑
林
業
株
式
会
社
３
一〇
〇
万
円
、
和
歌
山
県

・
大
阪
府

上
尿
都
府
）
、
兵
庫
林
業
株
式
会
社
２

五
０
万
円
、
兵

庫
県
）
の
六
社
が
設
立
さ
れ
、　
そ
の
登
記
を
完
了
し
た
（林
業
部
門
の
そ
の
後
の
動
向
に
つ
い
て
は

「三
日
　
林
業
部
門

・
第
二
会
社
六
社
か
ら
住
友
林

業
へ
」
参
照
）。

二
月
二
十
八
日
株
式
会
社
住
友
本
社
は
解
散
の
特
別
決
議
を
行
い
、
清
算

に
入

っ
た
。
代
表
清
算
人
菅
野
秀
次
郎
、
清
算
人
田
中
弥
太
郎

で
あ

っ
た
。
な
お
不
動
産
部
門
に
つ
い
て
は
、
処
分
に
よ
り
債
務
の
返
済
に
充
当
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
（不
動
産
部
門
の
そ
の
後
の
動
向
に
つ

い
て
は

「三
四
　
不
動
産
部
門

・
第
二
会
社
泉
不
動
産
か
ら
住
友
不
動
産
へ
」
参
照
）。

こ
う
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
に
対
し
て
批
判
的
な
勢
力
も
台
頭
し
て
き
た
ｃ
昭
和
二
十
二
年
八
月
米
国
の
オ
ー
バ
ー
シ
ー
ズ

・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
称
す
る
米
陸
軍
か
ら
日
本
の
産
業
調
査
を
請
け
負

っ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
来
日
し
た
。
こ
の
一
員
と
し
て
弁
護
士
の
ジ

ェ
ー
ム
ズ

・
Ｌ

・
カ
ウ
フ
マ
ン
が
い
た
。
カ
ウ
フ
マ
ン
に
つ
い
て
、
嘗
て
カ
ウ
フ
マ
ン
と
共
に
日
本
板
硝
子
の
役
員
を
兼
務
し
た
元
住
友
化
学
社
長
大

屋
敦
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

彼
は
東
京
帝
国
大
学
の
講
師
を
勤
め
、
か
た
わ
ら
丸
ノ
内
に
長
く
法
律
事
務
所
を
開
業
し
て
き
た
在
日
米
人
屈
指

の
親
国
家
で
あ
り
、

ま
た
日
本
経
済
通
で
あ
る
。
私
は
住
友
在
職
時
代
、
米
国
企
業
と
の
提
携

の
話
あ
る
ご
と
に
、
彼

の
助
言
と
協
力
を
請
う
た
。

終
戦
後
の
占
領
政
策
は
こ
こ
に
断
わ
る
ま
で
も
な
く
、
日
本
人
ひ
と
り
ひ
と
り
の
自
由
と
権
利
は
十
三
分
に
認
め
る
が
、
日
本
そ
れ
自

体
の
文
化
は
日
本
が
侵
略
し
た
い
ず
れ
の
回
（東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
）
よ
り
も
高
く
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
基
本
に
な

っ
て
い

た
。
そ
の
こ
と
は
日
本
が
所
有
す
る
重
要
な
産
業
施
設
を
日
本
か
ら
徴
収
し
て
、
未
開
発
地
域

に
移
駐
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
終
戦
直

後

の
ポ
ー
レ
ー
勧
告
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ
る
ｃ
こ
の
占
領
政
策
を
ま
っ
こ
う
か
ら
批
判
し
た
の
が
米
国
市
民
で
あ

ノ`
/｀

六



る
前
記
カ
ウ
フ
マ
ン
氏
で
あ

っ
た
。

終
戦
後
間
も
な
く
日
本
Ｌ
戻
っ
て
き
た
同
氏
は
、
長
文
の
意
見
書
を
公
表
し
て
、
激
し
く
対
日
政
策
の
改
廃
を
迫

っ
た
。
そ
れ
が
痛
く

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
き
げ
ん
を
損
じ
、
し
ば
ら
く
再
入
国
を
禁
ぜ
ら
れ
る
は
め
と
な

っ
た
。

そ
の
年
の
暮
れ
カ
ウ
フ
マ
ン
が
陸
軍
の
た
め
に
執
筆
し
た
と
さ
れ
る
報
告
書
の
一
部
が
、　
コ
一
ュ
ー
ズ

・
ウ
ィ
ー
ク
』

昭
和
二
十
二
年
十

二
月

一
日
号
に

「
日
本
に
関
す
る

一
弁
護
士
の
報
告
書
、
今
や
ア
メ
リ
カ
の
許
容
範
囲
よ
り
左
傾
す
る
占
領
政
策
を
攻
撃
す
」
と
題
し
て
公

表
さ
れ
た
。

国
　
連
系
会
社
の
対
応

１
　
連
系
会
社
の
経
営
管
理
組
織
の
改
編

昭
和
二
十

一
年

一
月
住
友
本
社
は
事
実
上
解
散
す
る
が
、
先
に
述
べ
た
通
り
二
十
年
秋
か
ら
そ
の
見
通
し
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、

連
系
会
社
と
し
て
は
何
ら
か
の
対
応
が
必
要
に
な

っ
て
き
た
。
連
系
会
社
の
中
で
も
、
金
属
、
電
氣
、
化
学
、
日
本
電
気
等
は
既
に
株
式
も

公
開
さ
れ
て
お
り
（第
４
表
参
昭
じ
、
取
締
役
会
や
株
主
総
会

の
決
議
事
項
は
事
前

に
住
友
本
社

の
決
裁
を
得
る
必
要
が
あ

っ
た
と
は
い
え
、

一
応
独
立
し
た
株
式
会
社
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
て
い
た
。
特
に
大
平
洋
戦
争
開
始
以
来
こ
れ
ら
の
連
系
会
社
に
は
本
社
の
中
間
管
理
職
が

転
出
し
て
お
り
、
彼
等
は
二
十

一
年

一
月
現
在
金
属
総
務
部
長
平
塚
正
俊
（元
本
社
庶
務
課
長
）
、
同
経
理
部
長
日
向
方
齊
（元
本
社
査
業
課
長
）
、

電
氣
伊
丹
製
作
所
長
香
川
修

一
（元
本
社
人
事
課
長
）
、
化
学
取
締
役
総
務
部
長
土
井
正
治
（元
本
社
厚
生
課
長
）
、
同
取
締
役
東
京
事
務
所
長
神

田
勇
吉
（元
本
社
経
理
部
次
長
兼
企
画
課
長
）、
日
電
常
務
渡
辺
斌
衡
（元
本
社
労
働
課
長
）等

の
よ
う
に
各
社
の
要
職
を
占
め
て
い
た
。

し
か
し
他
方
で
生
命
保
険
、
倉
庫
、
鎖
業
、
機
械
、
共
同
電
力
等

の
よ
う
に
住
友
本
社
、
住
友
家
、
連
系
会
社
に
よ
る
住
友
系

の
持
株
が

一
〇
〇
％
乃
至
そ
れ
に
近
い
連
系
会
社
は
（第
４
表
参
昭
じ
、
形
式
上
株
式
会
社
で
は
あ
る
が
、
実
態
は
本
社

の
店
部
と
差
違

の
な
い
連
系
会

第
三
部
　
株
式
会
社
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友
本
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第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、

社
も
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
も
、
特
に
規
模
の
大
き
い
鍍
業
は
最
も
そ
の
影
響
が
大
で
あ

っ
た
。
二
十
年
十
月
に
忠
隈
破
業
所
で
労
働
組

合
が
結
成
さ
れ
て
以
来
、
各
事
業
所
に
組
合
運
動
が
拡
大
し
た
。
こ
の
た
め
そ
れ
ま
で
総
務
部
人
事
課
で
担
当
し
て
い
た
労
務
対
策
に
専
門

の
部
署
が
必
要
と
な
り
、
二
十

一
年

一
月
勤
労
部
が
設
置
さ
れ
て
、
本
社
人
事
部
労
政
課
長
河
上
健
次
郎
が
そ
の
部
長
に
転
出
し
た
。
又
鍍

業
と
し
て
こ
れ
ま
で
資
金
調
達
は
本
社
総
務
部
会
計
課
に
依
存
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
今
後
は
独
自
に
住
友
銀
行
他

の
金
融
機
関
と
交
渉

す
る
必
要
が
生
じ
、
銀
行
阿
倍
野
橋
支
店
長
浮
田
孝
家
が
経
理
部
長
に
就
任
し
た
。
二
十
二
年
二
月
に
は
中
央
官
庁
と
の
交
渉

の
利
便
性
か

ら
大
阪
本
店
の
東
京
移
転
を
決
定
し
、
七
月
か
ら
移
転
を
開
始
し
、
二
十
三
年
春
に
は
完
了
し
た
。
元
々
銅
の
四
國
別
子
、
石
炭
の
九
州
忠

隈

・
北
海
道
赤
平
と
他
の
連
系
会
社
と
異
な
り
、
大
阪
地
場
と
の
関
係
が
希
薄
で
あ

っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
他

の
連
系
会
社
に
先
駆
け
た

東
京
移
転
で
あ

っ
た
。
鎖
業
株
式
の
う
ち
、
住
友
本
社
所
有
分
は
持
株
会
社
整
理
委
員
会

へ
、
住
友
家
所
有
分
は
財
産
税
の
物
納
と
し
て
大

蔵
省

へ
引
き
渡
さ
れ
て
い
た
が
、
二
十
四
年
八
月
従
業
員
向
け
と

一
般
公
募
で
放
出
さ
れ
た
。
こ
の
事
務
処
理
に
当
た
る
た
め
五
月
共
管
部

株
式
課
が
発
足
し
た
。
な
お
鍍
業
株
式
は
十
月
に
東
京
及
び
大
阪
の
証
券
取
引
所
に
上
場
さ
れ
た
。

鍍
業
の
他
に
住
友
本
社
、
住
友
家
が

一
〇
〇
％
保
有
し
て
い
た
住
友
生
命
保
険
も
経
営
組
織

の
改
編
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
．
既
に
二
十
年

十
二
月
十
日
の
臨
時
株
主
総
会
に
お
い
て
財
閥
解
体
に
伴
う
株
式
公
開
を
想
定
し
、
定
款
を
改
正
し
て
株
券

の
種
類
を
二
種
（五
〇
株
券
、

一

〇
０
株
券
）
に
一
株
券
、　
一
〇
株
券

の
二
種
を
追
加
し
、
株
式
の
譲
渡
質
入
制
限
の
規
定
及
び
株
式
の
裏
書
譲
渡
禁
上

の
規
定
を
削
除
し
た
ｃ

二
十

一
年
に
入
る
と
生
命
内
部
に
は
株
式
分
譲
に
伴
う
危
機
感
が
高
ま
り
、
住
友
本
社
に
対
し
株
式

の
譲
渡
の
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
Ｇ
生
命

側
の
見
解
は
次

の
通
り
で
あ

っ
た
。

今
後
ノ
組
織
経
営
等
ノ
問
題

ニ
ツ
イ
テ
ノ
生
命
側
（計
理
課
長
池
田
章
）
ノ
意
向
。
出
来
ル
限
り
住
友
当
時
ノ
方
針
卜
社
風
ヲ
維
持
シ
テ

行
キ
度
。
理
想
ト
シ
テ
ハ
相
互
組
織
、
但
シ
之

ニ
ハ
御
家
騒
動
等
ノ
経
営
上
面
白
カ
ラ
ヌ
弊
害
ア
リ
。
株
式
ノ
委
員
会
ヨ
リ
ノ
分
譲

ニ

依
り
、
株
ノ
分
散
卜
共

二
株
主
ガ
異
り
、
ソ
ノ
時
々
ノ
株
主

ニ
ヨ
リ
経
営
方
針
ノ
異
ナ
ル
コ
ト
ハ
又
面
白
カ
ラ
ズ
。
故

二
会
社
ノ
組
合



二
於
テ
三
〇
％
―
四
〇
％
程
度
ヲ
獲
得
、
経
営
上
ノ
指
導
権
ヲ
得
度
シ
。
之
ガ
為
組
合
ト
シ
テ
委
員
会
ヨ
リ
ノ
分
譲
価
格

ハ
一
〇
０
円

程
度
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
。
而
シ
テ
株
ノ
評
価

ニ
ツ
イ
テ
ハ
最
高

一
五
〇
円
位
イ
ト
ノ
見
積
リ
ナ
リ
。

こ
れ
に
対
し
本
社
経
理
課
副
長
阿
澄

一
三
の
意
見
は
次

の
通
り
で
あ

っ
た
。

日
之
出
生
命
買
収
ノ
ロ
的
ガ
、
単

二
株
主
配
当
ヲ
ロ
的
ト
ス
ル
モ
ノ
デ
ナ
ク
、
金
融
機
関
ト
シ
テ
ノ
機
能
即
チ
ソ
ノ
有
ス
ル
資
カ
ノ
利

用

二
有
リ
ト
ス
レ
バ
、
住
友
生
命

ハ
三
〇
〇
万
円
ノ
投
資

ニ
ヨ
リ
約
四
億
円

二
昇
ル
巨
額
ナ
ル
財
源
ヲ
提
供
シ
来

ツ
タ
コ
ト
ハ
、
ソ
ノ

貢
献
ス
ル
所
大
ナ
リ
ト
見
ラ
ル
。
従

ツ
テ
生
命
保
険
会
社
ノ
特
質
ヨ
リ
シ
テ
、
持
株
ノ
譲
渡

二
付
テ
ハ
清
算
上
ノ
必
要

二
基
ク
最
少
限

度
ノ
額

ニ
テ
譲
渡
セ
ラ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
ト
私
考
ス
。

そ
の
後
株
式
の
評
価
に
つ
い
て
は
生
命

の
希
望
通
り

一
〇
０
円
で
本
社
側
は
了
承
し
た
が
、
生
命
内
部
で
は
こ
の
機
会

に
相
互
会
社

へ
組

織
変
更
す
る
こ
と
に
意
見
が

一
致
し
、　
五
月
六
日
大
蔵
大
臣
宛
願
書
が
提
出
さ
れ
た
（資
料
１９
）ｏ　
こ
の
願
書
に
基
づ
き
Ｇ
Ｈ
Ｑ
反
ト
ラ
ス
ト

・
カ
ル
テ
ル
課
と
の
折
衝
が
重
ね
ら
れ
た
末
、
二
十

一
年
八
月
十
四
日
次
の
よ
う
な
住
友
本
社
及
び
住
友
家
が
保
有
す
る
住
友
生
命
株
式
と

住
友
生
命
が
保
有
す
る
住
友
本
社
株
式
を
交
換
し
て
、
こ
れ
を
消
却
す
る
と
い
う
申
請
書
が
住
友
生
命
社
長
加
納
純

一
か
ら
大
蔵
大
臣
石
橋

湛
山
宛
提
出
さ
れ
た
ｃ

住
友
生
命
株
式
と
そ
の
持
株
数

住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
五
〇
〇
株
　
　
　
　
払
込
金
　
　
　
一
〓
一五
、
〇
〇
〇
円

住
友
吉
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
０
０
０
株
　
　
　
　
払
込
金
　
　
　
四
五
０
、
０
０
０
円

住
友
寛

一
、
元
夫
、
義
輝
　
　
　
　
　
　
各
五
〇
〇
株
　
　
　
　
払
込
金
　
　
　
各
二
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

計
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株
　
　
　
　
払
込
金
　
　
　
七
五
０
、
０
０
０
円

一
方
住
友
生
命
が
保
有
す
る
住
友
本
社
株
式

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
九
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旧
株
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
０
０
０
株
　
　
　
　
払
込
金
　
一
一、
五
〇
０
、
０
０
０
円

新
株
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
０
０
０
株
　
　
　
　
払
込
金

　
一
、
二
五
０
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

計
　
　
　
　
　
　
　
　
一
０
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株
　
　
　
　
払
込
金
　
一二
、
七
五
〇
、
０
０
０
円

従

っ
て
住
友
生
命
か
ら

住
友
本
社
に
対
し
同
社
旧
株
式
　
　
　
　
　
四
五
〇
株
　
　
　
　
払
込
金
　
　
　
一
〓
一五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

住
友
吉
左
衛
門
に
対
し
　
同
　
　
　
　
　
　
九
〇
０
株
　
　
　
　
払
込
金
　
　
　
四
五
０
、
０
０
０
円

住
友
寛

一
、
元
夫
、
義
輝
に
対
し
　
同
　
　
各
五
０
株
　
　
　
　
払
込
金
　
　
　
各
二
五
、
０
０
０
円

計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
五
〇
〇
株
　
　
　
　
払
込
金
　
　
　
七
五
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

を
引
き
渡
す
こ
と
に
よ
り
、　
住
友
生
命
は
自
社
株
式
全
部
↑

五
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
株
）
を
受
け
取
り
、　
こ
れ
を
消
却
す
る
こ
と
と
す
る
。　
し
か
し
こ

の
申
請
に
対
し
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
許
可
を
与
え
な
か
つ
た
。
申
請
書
を
提
出
し
た
翌
八
月
十
五
日
金
融
機
関
経
理
応
急
措
置
法
が
公
布
さ
れ
、
金
融

機
関
は
そ
の
勘
定
を
新
旧
勘
定
に
分
離
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
次
い
で
十
月
十
九
日
に
公
布
さ
れ
た
金
融
機
関
再
建
整
備
法
に
よ

っ
て
整
理
の
方
法
が
決
定
さ
れ
た
が
、
住
友
生
命
で
は
こ
の
金
融
機
関
再
建
整
備
法
に
基
づ
く
最
終
処
理
を
待
た
ず
、
二
十
二
年
初
頭
か
ら

先
に
大
蔵
大
臣
宛
提
出
さ
れ
た
願
書
に
見
ら
れ
た
通
り
、
第
二
会
社
と
し
て
の
相
互
会
社
設
立
の
準
備
が
始
ま
り
、
二
十
二
年
七
月
第
二
会

社
国
民
生
命
保
険
相
互
会
社
設
立
の
認
可
を
得
て
、
八
月
二
十
日
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
間
旧
勘
定
が
未
整
理
で
あ

っ
た
た
め
、

旧
会
社
も
清
算
中
の
状
態
で
残

っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
早
急
に
解
消
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
か
っ
た
の
で
、
昭
和
二
十
二
年
九
月

に
決
定
さ
れ
た
評
価
基
準
に
よ
つ
て
、
二
十
三
年
三
月
二
十

一
日
に
旧
会
社

の
最
終
処
理
を
行
い
、
旧
会
社
は
解
散
し
た
。
こ
の
最
終
処
理

結
果
は
、
資
本
金
全
額
及
び
棚
上
げ
契
約
の
責
任
準
備
金
を
償
却
し
た
後
、
損
失
額
二
億

一
五
〇
〇
万
円
を
計
上
し
た
。
な
お
こ
の
損
失
は

金
融
機
関
再
建
整
備
法
に
よ
つ
て
政
府
か
ら
補
償
を
受
け
た
。



住
友
本
社
が
所
有
す
る
生
命
株
式
に
つ
い
て
は
、
二
十
三
年

一
月
十
四
日
付

「特
損

二
依
ル
評
価
替
」
と
し
て
四
五
〇
〇
株
払
込
金
三
二

万
五
〇
〇
〇
円
に
つ
い
て
損
失
が
計
上
さ
れ
、
次
い
で
五
月
二
十
五
日
第
四
回
払
込
と
し
て
額
面

一
〇
０
円
の
う
ち
の
未
払
込
金
五
０
円
計

三
二
万
五
〇
〇
〇
円
が
払

い
込
ま
れ
た
後
（清
算
会
社
は
企
業
再
建
整
備
法
に
よ
り
未
払
込
株
金
の
徴
収
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
）
、
即
日

「特
損

計
上
分
整
理
」
と
し
て
損
失
に
計
上
さ
れ
、
住
友
生
命
株
式

の
処
理
が
終
了
し
た
。

２
　
連
系
会
社
幹
部
の
更
迭

昭
和
二
十

一
年

一
月
二
十

一
日
本
社
の
事
実
上
の
解
散
に
よ
り
本
社
役
員
が
退
任
し
た
が
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
連
系
会
社
社
長
を
兼
任
し

て
い
た
金
属
社
長
春
日
弘
、
鍍
業
社
長
三
村
起

一
、
日
電
社
長
梶
井
剛
が
退
任
し
、
代
わ

っ
て
金
属
は
常
務
柳
沢
七
郎
が
、
鍍
業
は
専
務
飯

田
弥
五
郎
が
、
日
電
は
専
務
佐
伯
長
生
が
そ
れ
ぞ
れ
社
長
に
昇
格
し
た
ｃ

＾
２‐
）

し
か
し
竹
腰
健
造
に
よ
る
と
、
次

の
よ
う
に
古
田
総
理
事
が
懸
念
し
た
動
き
が
早
く
も
五
月
に
起
こ
っ
た
。

そ
れ
以
来
連
系
会
社
は
住
友
本
社
と
云
ふ
親
を
失
い
、
思
ひ
思
ひ
に
自
立
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
。
今
日
ま
で
は
事
業

の
面

で
も
資
金
の
面
で
も
各
社
共
殆
ど
何
の
苦
労
も
な
く
、
本
社
に
依
頼
し
て
や
つ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
今
後
は
自
分
の
力
で
処
理
し
て

行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
事
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

然
し
こ
う
な
る
と
自
制
心
を
失

つ
た
り
、
事
態
を
誤
解
し
た
り
、
変
革
時
を
利
用
し
て
私
利
私
欲
の
た
め
に
、
非
望
を
起
す
も
の
が
出

来
て
く
る
。
機
械
の
社
長
小
関
良
平
は
機
械
は
自
己
の
も
の
と
考

へ
、
親
類
縁
者
を
採
用
し
て
み
た
り
、
腹
心
を
要
職
に
つ
け
た
り
し

て
個
人
会
社
に
対
す
る
が
如
き
態
度
が
見
え
だ
し
た
。
然
し
本
社

の
統
制
の
名
残
は
尚
残

つ
て
居
た
。
そ
し
て
彼
は
周
囲
の
圧
迫
か
ら

遂
に
機
械
を
去
る
事
を
余
儀
な
く
さ
れ
、　
田
辺
君
（註
、　
田
辺
友
次
郎
、
三
月
金
属
常
務
か
ら
機
械
専
務
、
五
月
社
長
）
が
社
長
と
な

つ
た
の

で
あ
る
ｃ

竹
腰
に
よ
る
と
本
社
人
事
部
長
田
中
良
雄
は
こ
う
し
た
連
系
会
社
役
員
人
事
を
統
制
す
る
た
め
に
本
社
人
事
課
長
津
田
久
を
日
本
建
設
産

第
〓
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九

一
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業
に
送
り
込
ん
だ
と
い
う
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
疎
外
さ
れ
た
住
友
東
京
渉
外
事
務
所
Ｔ
の
内
報
に
よ
り
、
二
十

一
年
末
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
日
建

は
住
友
本
社
の
ダ
ミ
ー
で
は
な
い
か
と
の
査
察
を
受
け
る
要
因
の
一
つ
に
な

っ
た
。

そ
の
後
は
六
月
に
先
に
述
べ
た
生
命
保
険

の
組
織
変
更
に
当
た
っ
て
い
た
社
長
小
松
正
則
が
、
昭
和
十
九
年
七
月
か
ら
二
年

の
停
年
延
長

期
間
満
了
を
迎
え
辞
任
し
、
常
務
加
納
純

一
が
社
長
に
昇
格
し
た
人
事
を
除
き
、
年
末
ま
で
連
系
会
社
の
主
管
者
は
本
社
首
脳
部
の
人
選
通

り
安
定
し
て
い
た
ｃ
し
か
し
先
に
述
べ
た
よ
う
に
二
十

一
年
十

一
月
二
十

一
日
政
府
は

「政
治
的
及
び
経
済
的
重
要
地
位
に
対
す
る
追
放
覚

書
適
用
の
件
」
を
発
表
し
、
追
放
が
経
済
界

へ
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
た
め
連
系
会
社
で
は
追
放
を
受
け
た
役
員
の
業
務
引
継

ぎ
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
二
十

一
年
末
か
ら
臨
時
株
主
総
会
を
開
催
し
て
、
役
員
の
増
員
を
図
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
役
員
に
就
任
す
る

者
の
範
囲
は
本
社
首
脳
部
の
予
想
を
超
え
、
終
戦
時
の
二
等
職
員
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

二
十
二
年

一
月
Ｇ
項
審
査
判
定
基
準
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
抵
触
す
る
戦
時
中
資
本
金

一
億
円
以
上
の
会
社
の
常
務
取
締
役
以
上
の
職
に

あ

っ
た
連
系
会
社
役
員
は
資
格
審
査
を
待
た
ず
し
て
退
任
す
る
こ
と
と
な

っ
た
ｃ　
か
く
し
て
二
十
二
年
中
に
、　
一
月
信
託
（社
長
福
山
羊
治
郎

↓
専
務
熊
谷
栄
次
社
長
に
）
、　
機
械
（社
長
田
辺
友
次
郎
↓
取
締
役
鮫
島
龍
雄
専
務
に
）
、　
鍍
業
（社
長
飯
田
弥
五
郎
↓
常
務
福
永
年
久
専
務
に
）、　
二
月
倉

庫
（前
年
末
退
任
し
た
社
長
細
谷
庄
二
郎
↓
収
締
役
田
中
直
方
社
長
に
）
、
銀
行
（社
長
野
田
哲
造
↓
筆
頭
常
務
山
内
直
元
主
管
者
に
↓
八
月
常
務
鈴
木
剛
社

長
に
）
、
海
上
（社
長
松
井
孝
長
↓
常
任
監
査
役
小
関
恭
三
社
長
に
）、
三
月
日
建
（社
長
竹
腰
健
造
↓
専
務
円
路
舜
哉
社
長
に
）
、
四
月
金
属
（社
長
柳
沢

七
郎
↓
常
務
広
圏
寿

．
専
務
に
）
、　
化
学
（社
長
小
林
晴
卜
郎
↓
常
務
土
井
正
治
社
長
に
）、　
ア
ル
ミ
製
錬
曾
寸務
矢
部
忠
治
↓
技
師
長
根
岸
元
凱
常
務
に
）、

六
月
日
電
（社
長
佐
伯
長
生
↓
常
務
渡
辺
斌
衡
社
長
に
）
、
電
気
（社
長
別
宮
貞
俊
↓
専
務
岸
要
社
長
に
）、
八
月
生
命
（社
長
加
納
純

一
在
職
の
ま
ま
業
務

部
長
芦
田
泰
一一一第
一
一会
社
国
民
生
命
社
長
に
）
と
海
上
を
含
む

一
三
社

の
主
管
者
が
交
代
す
る
こ
と
と
な

つ
た
。
こ
の
結
果
こ
れ
ら
の
各
社

の
新

た
な
主
管
者
と
追
放
者
の
間
に
は
竹
腰
に
よ
る
と
次

の
よ
う
な
離
婚
を
来
す
こ
と
に
な

つ
た
。

新
し
い
社
長
は
多
く
は
社
内
の
年
長
の
平
取
締
役
と
云
ふ
事
に
自
然
に
な
つ
て
来
る
の
は
止
む
を
得
な
い
。
年
長
の
取
締
役
と
云
ふ
と



大
概
は
住
友
王
国
盛
ん
な
時
に
進
級
の
遅
れ
た
、
云
は
ば
能
力
が
劣
る
と
か
何
等
か
の
失
敗
が
あ
つ
た
者
と
か
或
は
又
上
司
に
受
け
が

悪
か
っ
た
者
と
か
に
属
す
る
の
大
概
の
場
合
同
期
に
入
社
し
た
優
秀
者
は
社
長
や
専
務
と
な
つ
て
居
る
が
、
追
放
を
免
れ
て
新

に
社
長

に
な
つ
た
者
に
は
取
残
さ
れ
て
居
た
が
、
年
功
序
列
で
平
取
締
役
で
あ

っ
た
者
が
多

い
ｃ
化
学
の
上
井
、
電
工
の
岸
、
倉
庫

の
田
中
、

日
本
電
気

の
渡
辺
の
如
き
皆
之
に
属
す
る
。
田
路
も
上
司
の
気
受
け
の
悪
い
組
で
之
も
同
期
生
か
ら
見
る
と
遅
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
住
友
で
は
不
平
組
で
あ
つ
て
、
調
子
よ
く
進
ん
で
行

つ
た
者
は
進
ん
だ
が
為
に
追
放
と
な
り
、
追
放
組
の
社
長
専
務
常
務
は
彼

等
か
ら
見
れ
ば
運
よ
く
彼
等
よ
り
先
に
抜
擢
さ
れ
て
早
く
良
い
地
位
に
つ
い
た
勝
者
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
彼
等
が
何
と
な
く
追
放
者
に

心
よ
か
ら
ず
冷
か
な
心
持
を
持

つ
て
居
る
の
も
人
情
無
理
か
ら
ぬ
処
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
二
十
二
年
末
に
は
パ
ー
ジ
に
よ
る
影
響
は
収
ま
り
、
各
社
の
経
営
陣
は
ひ
と
ま
ず
安
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
二
十
三
年

一
月

財
閥
同
族
支
配
力
排
除
法
（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
一
一号
）
に
よ
り
、
主
要
財
閥
会
社
六
六
社
の
役
員
で
そ
の
役
員
が
当
該
財
閥
の
支
配
下
に
あ

っ
て
且

つ
そ
の
利
益
を
代
表
し
、
重
要
な
業
務
に
参
加
し
て
い
た
者
（財
閥
関
係
役
員
）
に
つ
い
て
、
以
降

一
０
年
間
す
べ
て
の
財
閥
関
係
役

員
に
留
任
又
は
就
任
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
ｃ
パ
ー
ジ
に
対
し
ア
ポ
イ
ン
テ
ィ
ー
と
略
称
さ
れ
る
こ
の
処
置
は
、
戦
時
中
に
役
員
即
ち
平

取
締
役
に
就
任
し
た
者
と
戦
後
持
株
会
社
整
理
委
員
会
の
審
査
を
パ
ス
す
る
以
前
に
役
員
に
就
任
し
た
者
と
が
対
象

に
さ
れ
、
よ
う
や
く
安

定
し
た
各
社
の
経
営
に
暗
影
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
三
井
本
社
総
務
部
次
長
江
戸
英
雄
は
三
井
本
社
解
散
後
三
井
不
動
産
管
理
部
副
部
長
に

転
出
し
て
い
た
が
、

「財
閥
解
体
の
指
令
と
こ
の
公
職
追
放
で
財
閥
系

の
役
員
の
大
物
は
み
な
追
放
さ
れ
ま
し
た
。　
も
う
す
ん
だ
と
思

っ
て

い
る
と
き
に
、
広
範
な
財
閥
役
員
追
放
問
題
が
出
て
き
た
の
で
す
か
ら
大
騒
動
を
お
こ
し
た
わ
け
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

何
故
こ
う
し
た
ア
ポ
イ
ン
テ
ィ
ー
が
こ
の
時
期
発
動
さ
れ
る
事
態
に
至

っ
た
の
か
、
二
十
三
年
四
月
二
十
日
付
東
京
渉
外
事
務
所
長
睦
好

八
郎
は
そ
の
江
戸
英
雄
か
ら
聴
取
し
た
次
の
よ
う
な
情
報
を
代
表
清
算
人
菅
野
秀
次
郎
宛
報
告
し
て
き
た
。

昭
和
二
十
年
十
月
二
十
四
日
ラ
イ
ン
（註
、
住
友
主
管
者
会
同
当
Ｈ
）
に
関
し
、
三
井
江
戸
氏
と
話
合
ひ
ま
し
た
が
、
此
の
問
題
は
三
井
鉱
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山
の
人
事
部
長
が
社
長
追
出
し
の
為
め
、
財
閥
役
員
審
査
委
員
会
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）
及
び
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
投
書
し
た
事

に
端
を
発
し
、
委
員
の
中
で

「財
閥
は
解
体
声
明
を
し
て
も
必
し
も
そ
の
通
り
実
行
し
て
居
な
い
事
実
が
あ
る
」
と
言
ふ
人
が
出
て
来
た
の
で
、
何
時
か
ら
解
体
が

完
全
に
行
は
れ
た
か
と
云
ふ
点
を
改
め
て
研
究
の
上
決
定
す
る
事
と
な
つ
た
模
様
で
す
。

住
友
本
社
と
し
て
は
、
こ
の
ア
ポ
イ
ン
テ
ィ
ー
の
影
響
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
該
当
連
系
会
社
役
員
に
対
し
こ
れ
ま
で

「連
系

会
社
役
員
内
規
」
を
交
付
し
た
こ
と
が
な
い
証
明
書
を
発
行
す
る

一
方
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
対
し

「住
友
に
於
け
る
人
事
統
制
の
規
程
と
之
が
実
際
の

取
扱
に
就
て
」
（資
料
２０
）
を
提
出
し
た
り
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
に
対
し
て

「住
友

に
於
け
る
役
員
選
任
の
実
情
」
（資
料
２０
の
要
約
版
）
を
提
出
し
て
戦
時

中
に
お
け
る
連
系
会
社
の

「取
締
役
」
は
部
課
長
の
職
制
の
延
長
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
戦
後
に
お
い
て
は
二
十
年
十
月
二
十
四
日
の
主
管
者

会
同
以
降
本
社
は
連
系
会
社

の
役
員
人
事
に
つ
い
て
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
。

こ
の
結
果
連
系
会
社
の
役
員
は
非
該
当
の
認
定
を
一受
け
た
が
、
二
十
三
年
五
月
日
本
板
硝
子
社
長
中
村
文
夫
、
住
友
通
信
工
業
か
ら
東
洋

通
信
機
に
出
向
し
社
長
と
な

っ
て
い
た
大
沢
忠
蔵
等
が
財
閥
関
係
役
員
に
該
当
す
る
と
の
認
定
を
受
け
中
村
は
留
任
申
請
を
提
出
し
た
が
、

大
沢
は
社
長
を
辞
任
し
た
ｃ
そ
の
後
八
月
に
大
沢
は
非
該
当
の
認
定
を
受
け
た
が
社
長
に
復
帰
せ
ず
、
中
村
は
七
月
に
再
審
査
の
申
請
を
提

出
し
九
月
に
非
該
当
の
通
知
を
得
て
社
長
を
辞
任
す
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
ｃ

か
く
し
て
ア
ポ
イ
ン
テ
ィ
ー
の
洗
礼
を
免
れ
た
連
系
会
社
の
社
長
達
が
、
古
田
総
理
事
が
退
任
の
挨
拶
で
述
べ
た
隣
組
制
度

の
如
き
社
長

会
を
結
成
す
る
の
は
、
こ
の
後
昭
和
二
十
六
年

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
立
役
者
と
な

つ
た
化
学
社
長
土
井
正
治
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い

（２３
）

′
つ
。

朝
鮮
事
変
に
よ
り
日
本
経
済
界
が
急
に
息
吹
を
始
め
、
日
本
の
発
展
に
一
歩
踏
み
出
そ
う
と
す
る
体
勢
に
な

っ
て
き
た
。
戦
前
は
住
友

本
社
が
あ

っ
て
住
友
傘
下
の
事
業
を
支
配
し
て
、
事
業
の
経
営

の
指
令
は
そ
こ
か
ら
出
て
い
た
が
、
戦
後
は
財
閥
解
体
に
よ
り
傘
下
の

事
業
は
そ
れ
ぞ
れ
分
離
独
立
し
、
株
主
は
住
友
さ
ん
か
ら
多
数
の
株
主
に
変
り
、
各
社
各
事
業
は
そ
れ
ぞ
れ
新
ら
し
い
経
営
者
に
よ
つ



て
自
力
で
自
主
的
な
発
展
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。
尤
も
戦
後
し
ば
ら
く
は
総
司
令
部
の
指
令
に
追

い
ま
く
ら
れ
て
各
事
業
は

盲
減
法
に
再
建
に
専
念
す
る
ほ
か
は
な
か
つ
た
が
、
そ
の
う
ち
朝
鮮
事
変
が
起
り
景
気
が
急
に
上
昇
し
た
。

事
業
も
め
ど
が
つ
き
落
着
い
て
く
る
と
、
将
来
に
伸
び
る
為
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
そ
れ
に
は
多
数

の
協
力
者

の
支
援
を
得
な
け

れ
ば
発
展
を
望
め
な
い
。
殊
に
住
友
は
別
子
を
機
縁
と
し
て
次
々
に
関
連
の
事
業
が
起
り
、
お
互
い
に
原
料
や
製
品
を
利
用
し
合

っ
て

経
営
し
て
来
た
も
の
で
、
各
社
は
自
主
的
経
営
に
な

っ
た
と
は
云
え
、
同
じ
使
う
な
ら
勿
論
商
業
ベ
ー
ス
で
よ
い
が
、
そ
う
い
う
仲
間

の
も
の
を
使
い
合

っ
て
利
用
す
る
の
が
お
互
い
の
た
め
で
は
な
い
か
。
又
財
閥
解
体
に
よ
り
各
社
が
独
立
経
営
を
し
て
行
く
う
ち
に
、

も
と
も
と
住
友
の
者
が
だ
ん
だ
ん
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
も
少
な
く
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
段
々
お
互
い
の
事
業
も
わ
か
ら
な
く
な
る
か
ら

自
然
疎
遠
に
な
る
の
で
、
時
々
会
合
し
て
懇
談
を
し
、
平
素
か
ら
意
志
の
疎
通
を
は
か
る
の
が
い
い
じ
や
な
い
か
、
そ
う
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
お
互
い
が
長
く
助
け
合

っ
て
行
く
よ
う
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
の
で
、
日
建
田
路
君
、
住
金
広
田
君
、
銀
行
鈴
木
君
、

鉱
山
田
中
君
な
ど
と
も
話
し
合

つ
た
ら
、
皆
賛
成
で
あ

っ
た
の
で
自
水
会
を
作
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
頃
最
後

の
総
理
事
で
あ

っ
た
古

田
さ
ん
は
、
パ
ー
ジ
の
た
め
表
む
き
の
活
動
は
差
し
控
え
て
居
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
内
々
に
そ
の
意
向
を
伝
え
賛
意
を
得
た
。

第

一
回
の
会
合
は
二
十
六
年
の
四
月
（計
、
正
式
発
足
は
二
十
六
年
十
月
一
日
と
さ
れ
て
い
る
ｃ
準
備
的
な
会
合
か
）
に
本
社
（計
、
住
友
ビ
ル
）
で

集
り
ま
し
た
。
当
時
は
占
領
行
政
も
段
々
緩
和
さ
れ
て
居
り
ま
し
た
が
、
財
閥
復
帰
と
疑
わ
れ
て
も
困
る
の
で
、
日
立
た
ぬ
よ
う
に
や

り
ま
し
た
。
旧
連
系

の
十
三
社
の
社
長
が
集
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
特
定
関
係
会
社
と
し
て
板
硝
子
、
海
上
火
災
な
ど
も
入
れ
て
は
し

い
と
い
う
話
も
あ

っ
た
が
、　
一
応
連
系
会
社
と
い
う
こ
と
で
区
切
る
こ
と
に
し
ま
し
た
（
そ
れ
か
ら
暫
く
し
て
か
ら
（註
、
二
十
七
年
二

月
）特
定
関
係
会
社
の
内
、
当
時
十
二
社
と

一
人
前

の
付
き
合
い
（古
田
さ
ん
の
言
葉
）
の
出
来
る
会
社
と
し
て
板
硝
子
と
海
上
火
災

の

三
社
を
選
ん
で
白
水
会
に
加
え
た
）
ｃ

そ
こ
で
お
互
い
に
本
社
も
解
体
さ
れ
た
今
日
で
は
、
各
社
の
経
営
と
か
人
事
は
お
互
い
に
独
立
し
、
各
社
は
各
社
長
が
新
株
主
に
対
し
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全
責
任
を
も

っ
て
自
主
的
に
経
営
を
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
ｃ
然
し
相
互
の
利
益

の
た
め
に
、
協
力
し
あ
え
る
問
題
が
あ
れ
ば
相
互
に

助
け
合
う
こ
と
が
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
同
時
に
新
発
足
を
し
た
各
社
は
今
後
も
新
し
い
重
役

の
陣
容
の
ま
ま
で
や
っ
て
行
く
こ
と
に
し

た
。
当
時
パ
ー
ジ
で
や
め
た
人
の
間
に
会
長
に
ど
う
だ
ろ
う
と
か
、
顧
間
に
は
と
い
う
よ
う
な
空
気
が
あ
る
や
に
伝
え
ら
れ
た
。
勿
論

入

っ
て
も
ら
え
れ
ば
プ
ラ
ス
に
な
る
立
派
な
人
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
う
ぬ
ぼ
れ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
の
人
を
入
れ
て
俺
を
入

れ
な
い
と
は
怪
し
か
ら
ん
と
文
句
が
出
て
来
る
の
は
必
定
で
す
。
ま
た
他
の
会
社
に
居
た
人
を
こ
っ
ち
に
入
れ
る
の
は
ど
う
か
と
い
う

話
も
あ

っ
た
が
、
住
友
家
の
人
事
は

一
体
だ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
は
同
じ
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
パ
ー
ジ
に
か
か
つ
た
人
は
誠
に
気
の
毒

だ
が
、
裏
で
面
倒
を
み
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
ｃ
会
長
と
か
相
談
役
と
か
顧
間
に
す
る
と
折
角
平
穏
に
経
営
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
に
、

問
題
の
種
を
つ
く
る
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
や
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
う
し
て
白
水
会
は
皆
平
等

の
立
場
で
、
お
互
い
に
他
社
の
経
営
に
干
渉
し
な
い
こ
と
に
し
て
や
っ
て
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
従

っ

て
委
員
長
な
ど
も
つ
く
ら
な
い
で
、
幹
事
も
廻
り
持
ち
で
行
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
幹
事

の
順
序
も
私
が
第

一
回
を
や
っ
た
が
、

イ
ロ
ハ
順
で
行
く
と
た
ま
た
ま
十
三
社
の
筆
頭
に
な
る
（計
、
当
時
Ｈ
新
化
学
）。
だ
か
ら
今
後
イ
ロ
ハ
順
で
行

こ
う
。
次
は
日
建
（商
事
）

に
し
て
も
ら
お
う
。
又
古
田
さ
ん
は
最
後

の
総
理
事
で
あ
り
、
公
平
で
徳
望
も
あ

っ
た
の
で
、
今
後
も
夜
の
部
だ
け
時
々
出
て
も
ら
い

お
話
を
き
く
の
も
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な

つ
た
。
古
田
さ
ん
は
最
初
の
夜
の
懇
親
会
に
出
席
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
今
後
は
財
閥

の
復
帰
と
い
う
こ
と
も
な
か
ろ
う
。
だ
か
ら
君
達
は
御
苦
労
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
発
展
さ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
で

将
来

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
を
つ
く

っ
て
ゆ
か
れ
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
度
い
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
が
、
別
に
ど
う
し
ろ
、
あ
あ
し
ろ
と
い
う

話
は
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
六
年
五
月
総
理
府
か
ら
住
友
本
社
に
対
し
、
財
閥
関
係
の
追
放
解
除
の
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
照
会
が
あ
り
、
住
友
本
社
は
次

の
よ
う
に
回
答
し
た
。



昭
和
二
十
六
年
五
月
二
十
六
日

株
式
会
社
住
友
本
社

総
理
府
財
閥
関
係
役
員
審
査
課
　
　
御
中

財
閥
家
族
及
財
閥
関
係
会
社
役
員
の
パ
ー
ジ
及
ア
ポ
イ
ン
テ
イ
ー
解
除
に
関
す
る
件

掲
題
の
件
に
就
て
は
、
此
際
全
面
的
に
解
除
相
成
る
と
も
、
左
記
の
通
直
に
夫
々
復
活
し
て
事
業
経
営
に
支
配
的
地
位
を
獲
得
す
る
が

如
き
懸
念
無
き
も
の
と
認
め
ま
す
。

記

一
、
住
友
家
各
家
族
は
、
当
本
社
が
持
株
会
社
整
理
委
員
会

の
監
督
指
導

に
よ
り
て
近
く
清
算
を
了
す
べ
き
こ
と
、
及
各
家
族

の
所
有

せ
し
旧
各
事
業
の
株
式
を
既
に
処
分
し
終
り
た
る
こ
と
に
よ
り
、
資
本
的
に
見
て
旧
各
事
業
に
対
す
る
支
配
力
を
全
然
喪
失
し
、
又

各
々
の
経
歴
性
格
上
よ
り
も
支
配
力
を
復
活
す
る
が
如
き
懸
念
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
、
当
社
の
元
役
員
及
当
社
旧
関
係
事
業
の
元
役
員
に
し
て
、
Ｇ
項
該
当
者
及
財
閥
関
係
役
員
と
し
て
追
放
中
の
者
は
、
全
面
的
に
解

除
せ
ら
る
る
と
も
、
直
に
第

一
線
に
復
活
し
、
事
業
経
営
に
支
配
力
を
及
ぼ
す
が
如
き
事
は
無

い
も
の
と
認
め
ま
す
。

若
し
強
い
て
考

へ
ら
れ
得
る
と
す
れ
ば
、
時
に
よ
り
て
は
現
在
役
員
が
先
進
者
の
経
験
を
経
営
上
の
参
考
と
し
て
聴
取
す
る
位

の
事

は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
す
ｃ
然
し
こ
れ
と
て
も
追
放
後
数
年
間
の

「
ブ
ラ
ン
ク
」
が
大
な
る

「
マ
イ
ナ
ス
」
と
な
つ

て
、
実
際
上
は
効
果
も
砂
く
、
従

つ
て
か
ゝ
る
場
合
も
極
め
て
稀
な
事
と
思
は
れ
ま
す
。

一
、
現
在
役
員
は
相
当
経
験
を
積
み
、
事
業
経
営
に
自
信
を
有
す
る
に
至

つ
た
こ
と
、
従
業
員
組
合
に
基
盤
を
有
す
る
こ
と
、
解
除
さ

れ
る
元
役
員
は
各
会
社
の
役
員
停
年
（大
体
五
五
才
乃
至
六
０
才
）
を
過
ぎ
た
老
年
者
が
大
多
数
な
る
こ
と
等

の
面
よ
り
、
旧
役
員
の

復
活
が
簡
単
に
実
現
す
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
ｃ

第
二
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株
式
会
社
住
友
本
社
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第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（ド
）

こ
の
結
果
、
二
十
六
年
六
月
住
友
関
係
者

の
大
部
分

の
追
放
が
解
除
さ
れ
、

た
。
又

ア
ポ
イ
ン
テ
ィ
ー
の
根
拠

と
な

っ
た
財
閥
同
族
支
配
力
排
除
法

は
一

八
九
八

以
上

最
後

に
残

っ
た
元
総
理
事
古
田
俊
之
助
も
八
月

に
解
除

と
な

っ

一十
七
年

一
月

一
日
廃
止
さ
れ
た
。

日
　
住
友
家

の
対
応

１
　
財
産
税
の
納
付
と
住
友
家
資
産
の
激
減

昭
和
二
十

一
年
十

一
月
六
日
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
財
閥
家
族
が
財
産
を
売
却
、
譲
渡
、
処
分
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
如
何
な
る
種
類
の
支
払
に
も
政

府
の
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
令
し
た
。
こ
の
た
め
住
友
家
で
は
生
活
費
及
び
税
金

の
支
払

い
の
た
め
に
申

請
書
を
提
出
し
、
年
末
に
許
可
を
得
た
が
、
こ
の
措
置
が
財
閥
家
族
に
と
っ
て
如
何
に
過
酷
な
も
の
で
あ

っ
た
か
、
二
十

一
年
六
月
住
友
吉

左
衛
門
が
大
蔵
大
臣
宛
に
提
出
し
た
、
次
の
よ
う
な
陳
情
書
に
よ
つ
て
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

住
友
家
家
族
員
ノ
家
計
方
針

二
関
ス
ル
陳
情

昭
和
二
十

一
年
六
月
　
日

住
友
　
吉
左
衛
門

大
蔵
大
臣
　
石
橋
　
湛
山
殿

住
友
家
家
族
員
四
名

ハ
、
桑

二
政
府
ヨ
リ
ソ
ノ
所
有
ス
ル
財
産

二
関
ス
ル
移
動
制
限
ノ
指
定

ヲ
受
ケ
、
爾
来
関
係
事
項

ハ
万
事
当
局
ノ

御
認
可
ヲ
受
ク
ル
ト
共

二
、　
一
面
爵
位
ノ
返
上
、
会
社
役
員
ノ
辞
任
等
国
民
ノ

一
員
ト
シ
テ
、
専
ラ
自
粛
ノ
生
活

ヲ
営
ミ
来
レ
ル
次
第

ナ
ル
ガ
、
現
在
ノ
状
況

二
於
テ
ハ
何
分

ニ
モ
相
当
ノ
凍
結
資
産
ヲ
擁
シ
、
且
ソ
ノ
維
持
運
用
等

二
必
要
ナ
ル
使
用
人
モ
亦
砂
ナ
カ
ラ
ザ

ル
状
態

ニ
シ
テ
、
為

二
諸
出
費
ノ
節
減
モ
必
ズ
シ
モ
意
ノ
如
ク
ナ
ラ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
現
今
ノ
経
済
情
勢
下
却

ツ
テ
ソ
ノ
増
大

ヲ
齋



ラ
サ
ン
ト
ス
ル
勢

ニ
ア
リ
。
而
モ
主
タ
ル
財
源
タ
ル
ベ
キ
有
価
証
券
類
ヨ
リ
ノ
収
益

ハ
殆
ド
希
ム
ベ
カ
ラ
ズ
．
又
預
貯
金
ノ
額

ハ
既

ニ

本
年
度
所
得
税
或

ハ
借
入
金
ノ
利
息
ヲ
支
払
フ
ニ
モ
困
難
ヲ
感
ジ
ア
ル
モ
ノ
ア
ル
状
況

二
在
り
、
偶
々
先
般
ノ
金
融
緊
急
措
置
令
ノ
施

行

ニ
モ
関
聯
シ
テ
資
金
繰

ハ
相
当
難
シ
キ
事
卜
相
成
り
、
更

二
近
ク
財
産
諸
税
ノ
徴
収
ガ
行

ハ
ル

ヽ
二
於
テ
ハ
、
ソ
ノ
後
残
存

ス
ベ
キ

資
産
ガ
量
的
質
的

ニ
モ
激
変
ヲ
来
シ
テ
、
愈
々
生
計
上
ノ
困
難

二
遭
遇
ス
ル
モ
ノ
ト
予
想
セ
ラ
ル
。
彼
此
考
慮
シ
来
ル
ト
キ
、
今

ニ
シ

テ
何
等
力
抜
本
的
措
置
ヲ
講
ズ
ル
ニ
非
レ
バ
、
問
題
ヲ
将
来

二
於
テ
益
々
大
ナ
ラ
シ
ム
ル
ニ
至
ル
ベ
キ
コ
ト
明
瞭
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
此
ノ

際
過
去
ノ
因
縁
等

二
泥
ム
事
ナ
ク
、
全
然
新
シ
キ
観
点
ヨ
リ
生
活
規
模
ノ
大
削
減

ヲ
企
図
シ
、
不
取
敢
大
凡
左
記
方
針
ノ
応
急
策
ヲ
実

施
致
度
存
ズ
ル
次
第
ナ
リ
。

一
、
現
在
各
地

二
散
在
シ
ア
ル
不
動
産
類

ハ
、
少
数
ノ
必
要
ア
ル
モ
ノ
ヲ
残
置
ス
ル
ノ
外
、
大
部
分
ヲ
放
棄
処
分
シ
、
費
用
ヲ
節
減
ス
ｃ

一
、
長
年
勤
続
者
モ
此
ノ
際
全
部
解
雇
シ
、
新

二
必
要
最
少
限
ノ
人
員
ヱ
雇
傭
ス
ｃ

一
、
従
来
ノ
預
り
金
等

ハ
之
ヲ
返
還
ス
Ｇ

一
、
家
族
員

ハ
努
メ
テ
諸
種
ノ
勤
労

二
従
事
ス
。

素
ヨ
リ
以
上
ノ
方
策
遂
行

ニ
ハ
、
法
令
ノ
認
許
可
関
係
或

ハ
一
般
社
会
状
勢
関
係

ニ
テ

一
挙

二
上
述
ノ
ロ
的
ヲ
達
成
ス
ル
ハ
至
難
ナ
ル

ベ
ク
、
且
又
人
員
整
理
等

二
伴
フ
一
時
的
出
費

ハ
避
ケ
難
ク
、
従
而
自
ラ
順
ヲ
追
フ
テ
実
行

二
移
ス
ヲ
要
ス
ベ
キ
モ
、
諸
種
ノ
困
難

一

時
的
出
費
ヲ
経
過
シ
テ
初
メ
テ
真

二
簡
素
ナ
ル
生
活
規
模
ト
ナ
ル
ベ
キ
ハ
論
ヲ
倹
タ
ズ
。

其
ノ
辺
ノ
事
情

ハ
篤
卜
之
ヲ
御
賢
察
ノ
上
、
前
述
ノ
方
針

二
基
ク
各
種
ノ
中
請
事
項

二
就
テ
ハ
可
急
的
速

二
御
審
議
御
採
決
賜
度
、
右

事
情
具
申
芳
々
懇
願
申
上
グ
ル
次
第

二
御
座
候
。

以
上
ノ
方
針

二
基
ク
実
行
案
概
ネ
左
ノ
如
シ
。

（
一
）

現
状
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第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

手
許
預
貯
金

（本
年
三
月
申
告
額
）

住
友
　
吉
左
衛
門

住
友
　
寛

一

住
友
　
一死
夫

住
友
　
義
輝

（下
）

四
、
八
二
四
千
円

一
五
〇

三
〇
二

四
〇
九

現
在
ノ
状
況
下
二
於
ケ
ル
本
年
支
出
予
想

（
二
）

方
針
実
行

二
当
り
生
ズ
ベ
キ
過
渡
的
支
出

１
　
使
用
人
整
理
二
伴

フ
慰
労
金
等

２
　
預
り
金
ノ
返
戻

現
使
用
人
ヨ
リ
ノ
預
り
金

旧
使
用
人
ヨ
リ
ノ
預
り
金

３
　
其
他
不
動
産
売
却
等

二
伴
フ
手
数
料
等
諸
掛

（三
）

方
針
実
行
後

二
於
ケ
ル
縮
少
ノ
程
度

約
四
〇
〇
千
円

約

一
四
五

約
七
〇
〇

若
干

九
〇
〇

住
友
吉
左
衛
門

住

友

寛

一

住

友

元

夫

住

友

義

輝

一 一 ヵ

所
得
税

八
五
千
円

一
一

一一一一二

〇
六

一

一

、

一

借
入
金
利
子

一一一一
五
一

五
一

五
一

千

円

六
〇
〇
千
円

一
〇
〇

六
〇

エハ
・〔
）

人
件
費

二
九
千
円

七
四

一一一
一

二
八

生
活
費
等

三
、
九
四
七
千
円

六
三
七

五
七
六

五
四
六

計



財
産
税
其
他
臨
時
ノ
特
別
法
等
如
何

ニ
ヨ
リ
算
定

ハ
困
難
ナ
ル
モ

ー
　
住
友
吉
左
衛
門
ノ
在
京
都
住
家

ハ
現
在
第

一
軍
団
司
令
官
ウ
ッ
ド
ラ
フ
少
将
居
宅
ト
ナ
リ
居
り
、
現
在

ハ
神
奈
川
県
俣
野
所
在

住
宅

二
居
住
シ
ア
リ
。
以
上
ノ
モ
ノ
ヲ
残
置
ス
ル
外
、
広
ク
各
地

二
散
在
ス
ル
不
動
産

ハ
維
持
管
理
費
用
節
約
ノ
為
、
其
ノ
大

部
ヲ
売
却
賃
貸
等
適
宜
処
分
セ
ン
ト
ス
。

２
　
使
用
人

ハ
四
家
計
三
七
名
（女
中
、
日
傭
等
ヲ
除
ク
）
ハ
一
応
全
員
解
雇
シ
、
整
理
後

ハ
女
中
等

ヲ
含
メ
数
名
程
度
ト
ス
ル
予
定

ナ
リ
。

尚
家
族
数

ハ
左
ノ
如
シ

住
友
　
吉
左
衛
門
　
　
四
人

住
友
　
寛

一　
　
　
　
一
〇
人

住
友
　
一死
夫
　
　
　
　
エハ
人

住
友
　
圭我
輝
　
　
　
　
一
一人

し
か
し
こ
の
措
置
は
二
十

一
年
十

一
月
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
財
閥
家
族
の
資
産
を
持
株
会
社
整
理
委
員
会
に
引
き
渡
す
こ
と
を
指
令
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
さ
ら
に
拡
大
強
化
さ
れ
た
。
同
委
員
会
は
二
十
二
年
二
月
財
閥
家
族

の
範
囲
を
指
定
し
、
住
友
本
分
家
で
は
、
住
友
吉
左
衛
門
、
住
友

寛

一
、
住
友
元
夫
、
住
友
義
輝
の
四
人
が
指
定
さ
れ
た
ｃ
財
閥
家
族
は
同
委
員
会
に
対
し
そ
の
資
産
を
譲
渡
し
た
上
、
処
分
を
受
け
る
こ
と

と
さ
れ
、
そ
の
間
同
委
員
会
に
対
し
三
ヶ
月
毎
に
生
活
費
の
予
算
を
提
出
す
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
ｃ

一
方
こ
の
間
に
政
府
に
お
い
て
は
財
政
難
の
た
め
昭
和
二
十
年
十
月
か
ら
財
産
税
構
想
が
浮
上
し
て
い
た
ｃ
二
十

一
年
二
月
ェ
ド
ヮ
ー
ズ

・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
員
デ
ィ
ク
ソ
ン
の

「財
産
税
の
住
友
家
に
及
ぼ
す
影
響
如
何
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
本
社
経
理
課
副
長
阿
澄

一
三
は
、

評
価
の
方
法
等
未
定
の
た
め
税
額
の
算
定
は
困
難
と
し
な
が
ら
も
、
住
友
家
の
昭
和
二
十
年
十

一
月

一
日
現
在

の
総
資
産
二
億
九
四
〇
０
万

第
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第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
二

円
に
対
し
、
債
務
五
六
〇
〇
万
円
を
差
し
引
く
と
純
資
産
二
億
三
八
〇
〇
万
円
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
二
十
年

・
二
十

一
年
度
所
得
税
三
〇
〇

万
円
を
差
し
引
く
と
課
税
価
額
は
二
億
三
五
〇
〇
万
円
と
算
定
さ
れ
、
仮
に
所
定
の
累
進
税
率
を
適
用
す
れ
ば
、
財
産
税
は

一
億
六
〇
〇
〇

万
円
に
上
り
、
残
余
純
資
産
は
七
五
〇
〇
万
円
と
財
産
税
納
付
前
純
資
産

の
三

一
％
に
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
こ
の
納
付

に
当
た

っ
て
は
物
納
に
よ
る
他
方
法
は
な
い
の
で
、
こ
の
残
余
財
産
は
必
然
的
に
市
場
性
の
少
な
い
有
価
証
券
及
び
不
動
産
と
な
ら
ぎ
る
を
得
な
い

の
で
、
住
友
家
の
財
政
は
深
刻
な
影
響
を
受
け
る
だ
ろ
う
と
説
明
し
た
。

そ
の
後
二
十

一
年
十

一
月
公
布
施
行

の
財
産
税
法
（法
律
第
五
二
口こ

に
よ
つ
て
、
二
十

一
年
三
月
三
日
即
ち
金
融
緊
急
措
置
に
よ
る
紙
幣

流
通
禁
上
の
日
現
在
の
不
動
産

・
公
社
債

・
株
式
等
の
財
産
の
合
計
額
が

一
〇
万
円
を
超
え
る
者
に
対
し
、
課
税
価
額

一
〇
万
円
超
二
五
％
、

一
一
万
円
超
三
〇
％
、　
三

一万
円
超
三
五
％
、　
三
二
万
円
超
四
０
％
、　
一
五
万
円
超
四
五
％
、　
一
七
万
円
超
五
０
％
、
二
０
万
円
超
五
五
％
、

三
０
万
円
超
六
〇
％
、
五
０
万
円
超
六
五
％
、　
一
〇
０
万
円
超
七
０
％
、　
一
五
０
万
円
超
七
五
％
、
三
Ｃ
Ｏ
万
円
超
八
０
％
、
五
〇
０
万
円

超
八
五
％
、　
一
五
〇
０
万
円
超
九
〇
％
、
の
累

進
税
率

の
財
産
税
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
財
産
税
法

に
よ
り
昭
和
二
十
二
年
七
月

に
納
付
さ
れ
た
住
友
家
の
財
産
税
額
は
、　
一
億

五
〇
〇
万
円
（第
６
表
）
で
全
国
の
最
高
額
で
あ

っ
た
。
こ
の
納
付
は
先
に
阿
澄
が
指
摘
し
た
通

り
有
価
証
券
に
よ
ら
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し

か
も
昭
和
二
十
年
末

の
住
友
家

の
保
有
有
価
証

(lll f立 : T l)

債務弁済計画・昭和23年 4月

財産税評価額 時価及び処分可能額

33,274

24,982

時価       19,337
内処分可能額   18,796

時価       84,526
内処分可能額   70,223
譲渡所得税   △14,064

処分可能額    74,955

57,125

5,647

1,439

832

65,043



第 6表 住友家の財産税

摘 要
税
額

産
価

財
評

財産税
納付額

所得税等
納付額

財産税等
後残高

時価・昭和
22年 8月

預貯金 (含家族)

生命保険料払込総額

有価証券計

株式

公社債

不動産計

土地

建物

動産・書画骨童4481点

自動車 2台

その他7187点

4,394

109

135,967

130,995

4,972

25,263

9,729

15,534

10,000

100

1,000

2,355

102,693

97,722

4 971

1,565 474

109

33,274

33,273

1

25,263

9,729

15,534

10,000

100

1,000

13,759

114,016

176,833 105,048 1,565 70,220

控除額(債務等)

住友銀行借 入金

同 利虐、

末 家 預 金 等

非戦災者特別税

21年 分綜合所得税

戦時補償特別税

57,125

1,439

937

628

57,125

1,439

計 58,564 1,565 58,564

出典 :住 友家財産税関係資本|。
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券

の
簿
価
二
億
七
七
〇
〇
万
円

に
対

し
、
財
産

税
評
価
額

は

一
億
三
七
〇
〇
万
円

と
半
減

し
て

お
り
、
さ
ら
に
物
納
後

の
残
存
有
価
証
券

の
時

価

は
財
産
税
評
価
額

の
六
割
程
度

に
過
ぎ
な
か

っ
た
。

こ
の
た
め
六
二
〇
〇
万
円

に
達
す

る
住

友
銀
行

に
対
す

る
借
入
金
及

び
利
息

の
返
済

に

は
、
イ
ン
フ
レ
で
値
上
が
り
し
た
不
動
産
を
処

分
す

る
こ
と
に
よ

つ
て
充
当

し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。

２
　
住
友
家

と
連
系
会
社

と
の
関
係

住
友
本
家

の
問
題

は
古
田
総
理
事
が
退
任

し

て
本
家
顧
間

と
な

っ
た
時

か
ら
の
懸
案

で
あ

っ

た
が
、
そ
の
方
法

に
つ
い
て
五
人
委
員
会

の
意

見

は
容
易

に
ま
と
ま
ら
な
か

っ
た
。
住
友
家

の

問
題

に
つ
い
て
竹
腰
健
造

は
次

の
よ
う
に
述

べ

（
２４
）

て
い
る
。

終
戦
後
住
友
家

の
持
株

は
全
部
持
株
会
社

整
理
委
員
会

に
取

り
上
げ
ら
れ
次

々
に
処

九
〇
三
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分
せ
ら
れ
た
。
然
し
二
十
三
年
米
国
の
方
針
が
百
八
十
度
の
回
転
を
し
て
、
日
本
経
済

の
打
倒
か
ら
育
成

へ
変
じ
た
が
、
財
閥
解
消
の

根
本
方
針
は
変
更
せ
ら
れ
ず
、
遂
に
処
分
し
得
ら
れ
る
様
な
株
式
は
処
分
を
了
し
て
同
委
員
会
は
解
体
せ
ら
れ
た
。
伝

へ
聞
く
所
に
よ

る
と
、
あ
の
莫
大
な
資
産
は
委
員
会

の
経
費
と
税
金
と
を
差
引
き
結
局
五
千
万
円
の
現
金
（註
、
そ
の
後
持
株
会
社
整
理
委
中員
会
が
財
産
税

物
納
に
充
当
さ
れ
た
株
式
を
売
却
し
た
と
こ
ろ
値
上
が
り
益
が
出
た
の
で
住
友
家
に
返
金
さ
れ
た
）
と
処
分
不
可
能

の
雑
株
Ｌ

に
な

つ
て
し
ま
つ

た
と
の
事
で
あ
る
。

一
方
本
家
に
は
戦
時
中
増
資
に
充
当
す
る
為
に
借
入
れ
た
金
が
五
千
万
円
あ
つ
て
、
之
が
利
息
を
加
算
す
る
と
七
千
万
円
に
な
つ
て
居

る
と
の
事
で
あ
る
。

つ
ま
り
二
千
万
円
の
借
財
と
云
ふ
事
に
な
る
の
だ
が
、
此
の
委
員
会
か
ら
渡
さ
れ
た
五
千
万
円
に
つ
い
て
も
銀
行

の
返
済
督
促
が
酷
し
い
よ
う
だ
。

つ
ま
り
銀
行
の
旧
勘
定
整
理
の
た
め
で
あ
る
ｃ
其
の
他
に
住
友
家
の
資
産
と
し
て
は
、
大
川
町
の
上

地
（計
、
新
ビ
ル
用
地
）
、
住
吉
、
麻
布
、
御
殿
場
、
那
須
、
藤
沢
の
別
邸
と
京
都
鹿
ヶ
谷
の
本
邸
な
ど
の
不
動
産
と
有
名
な
銅
器
の
コ

レ
ク
シ
ヨ
ン
が
あ
る
の
み
で
あ
つ
て
、
之
等
は
総
て
利
を
生
ま
ぬ
も
の
又
生
ん
で
も
大
部
分
は
税
金

に
な
る
種
類
の
も
の
で
あ
る
。

持
株
会
社
整
理
委
員
会
の
あ
る
間
は
切
り
つ
め
た
生
活
費
を
委
員
会
か
ら
毎
月
渡
さ
れ
て
い
た
が
、
委
員
会
な
き
後
は
之
に
依
存
す
る

訳
に
も
い
か
な
い
ｃ
結
局
は
元
の
住
友
系

の
会
社
の
支
持
に
仰
が
ね
ば
生
活
が
出
来
な
い
と
云
ふ
気

の
毒
な
立
場
に
陥
ら
れ
た
。

二
十
六
年
六
月
住
友
本
社
清
算
人
菅
野
秀
次
郎
は
、
旧
連
系
会
社

一
三
社
（井
華
鍍
業
、
別
了．
銀
業
、
金
属
、
電
氣
、
化
学
、
機
械
、
日
電
、
銀

行
、
信
託
、
倉
庫
、
生
命
、
共
同
電
力
、
Ｈ
建
）及
び
旧
特
定
関
係
会
社
三
社
（海
上
、
板
硝
子
）
の
計

一
五
社

の
社
長
に
対
し
、
次

の
よ
う
に
本
社

の
清
算
が
事
実
上
終
了
の
運
び
と
な

っ
た
こ
と
を
報
告
か
た
が
た
参
集
を
求
め
た
。

昭
和
二
十
六
年
六
月
六
日

株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
清
算
人
　
菅
野
　
秀
次
郎

拝
啓
　
初
夏
の
候
益
御
清
祥
の
段
慶
賀
の
至
に
存
じ
ま
す
。



陳
者
本
社
の
清
算
も
至
極
順
調
に
推
移
し
、
最
近
頓
に
進
捗
致
し
ま
し
て
今
月
中
に
は
実
質
的
に
清
算
終
了
の
運
び
と
相
成
り
ま
し
た
。

就
き
ま
し
て
は
去
る
昭
和
二
十

一
年

一
月
解
体
尋
で
解
散
、
清
算

に
入
り
ま
し
て
か
ら
今
日
ま
で
、
彼
是
何
か
と
御
心
配
を
お
懸
け
致

し
多
大
の
御
同
情
御
援
助
を
蒙
り
ま
し
た
各
位
に
対
し
、
其
の
後

の
経
緯
を
御
報
告
申
上
げ
、
京
都
御
本
家

の
芳
泉
堂
に
御
参
詣
願
ひ
、

柳
か
粗
餐
を
も
差
上
げ
た
い
と
思
ひ
ま
す
の
で
、
御
多
用
中
恐
縮
の
至
に
存
じ
ま
す
が
、
何
卒
左
記
御
高
承
の
上
御
差
繰
御
臨
席
賜
り

ま
す
様
御
願
申
上
げ
ま
す
。

右
乍
略
儀
書
中
御
案
内
迄
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

己

一
、
日
時
並
に
場
所

昭
和
二
十
六
年
六
月
十
六
日
（後
略
）

こ
の
年
末
住
友
家
は
、
旧
連
系
会
社

一
三
社
か
ら
各
社

一
〇
０
万
円
の
拠
金
を
得
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
ｃ

化
学
社
長
土
井
正
治
の

次
の
よ
う
な
証
言
か
ら
判
断
す
る
と
、
既
に
結
成
さ
れ
て
い
た
白
水
会
は
住
友
家
の
問
題
と

一
線
を
画
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
拠
金
は
あ
く

ま
で
各
社
が
五
人
委
員
会
か
ら
の
要
請
に
基
づ
い
て
拠
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
土
井
は
、
昭
和
二
十
八
年
三
月
元
総
理
事
古
田

俊
之
助
の
没
後
五
人
委
員
会
か
ら
今
日
の
住
友
家
評
議
委
員
会

へ
の
移
行
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
ｃ
な
お
四
月
二
十
日
岡
橋
が
五
人
委

員
会

の
北
沢
、
田
中
、
河
井
同
席
の
下
に
、
自
水
会
メ
ン
バ
ー
の
社
長
達
を
新
大
阪
ホ
テ
ル
に
招
い
て

一
席
設
け
た
と
い
う
、
本
件

に
関
連

す
る
と
思
わ
れ
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

古
田
さ
ん
は
財
閥
解
体
後
の
各
事
業
に
つ
い
て
は
注
意
深
く
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
を
慎
ま
れ
、
岡
橋
さ
ん
等

の
評
議
員
の
人
（註
、
五
人
委

員
会
の
メ
ンヽ
バ
ー
）
を
我
々
に
近
づ
け
ら
れ
な
か
つ
た
よ
う
に
推
測
さ
れ
、
他
の
先
輩
の
空
気
が
多
少
違

つ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
ｃ

古
田
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
（註
、
五
人
委
員
会
は
岡
橋
が
委
員
長
を
引
き
継
ぎ
、
委
員
と
し
て
死
銀
行
社
長
野
田
哲
造
が
補
充
さ
れ
た
）
、

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
五
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岡
橋
さ
ん
か
ら
白
水
会
か
ら
代
表
委
員
を
三
乃
至
五
名
た
て
て
ほ
し
い
と
い
つ
て
こ
ら
れ
た
が
、
我
々
は
古
田
総
理
事
は
住
友
最
後

の

総
理
事
と
考
え
、　
そ
の
遺
志
を
思
い
は
か
り
、
本
家
問
題
と
事
業
問
題
と
の
混
同
を
懸
念
し
、
評
議
員
会
（註
、
五
人
委
員
会
の
こ
と
、

以
下
同
じ
）
に
代
表
を
送
る
こ
と
を
辞
退
し
、
本
家
関
係
の
問
題
の
相
談
を
容
易
に
す
る
た
め
、
自
水
会
内
に
小
委
員
会
（
五
人
）
を
設
け
、

本
家
評
議
員
会
と
協
議
す
る
こ
と
に
し
た
ｃ
そ
の
う
ち
に
総
合
ビ
ル
問
題
（註
、
大
川
町
本
家
所
有
土
地
に
新
住
友
ビ
ル
を
建
設
す
る
構
想
）

を
持
ち
出
さ
れ
、
所
謂
宮
中
府
中
の
別
が
混
滑
さ
れ
る
虞
が
出
て
来
た
の
で
、
そ
の
会
合
は
そ
れ
切
り
取
り
や
め
に
な
つ
た
。

そ
の
後
ど
の
位
た
つ
た
か
わ
す
れ
た
が
、
岡
橋
さ
ん
が
病
床
に
つ
か
れ
（之
が
最
後
と
な
つ
た
）
て
か
ら
僕
を
病
院
に
呼
ば
れ
、
田
路
、

広
田
、　
田
中
、　
堀
田
（註
、
二
十
七
年
―
一
月
銀
行
頭
取
鈴
木
剛
退
任
、
堀
田
庄
三
就
任
）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
他
の
評
議
員
が
手
分
け
し
て
同
日

殆
ん
ど
同
時
刻
に
話
さ
れ
た
が
、
評
議
員
は
皆
老
齢
に
な
つ
た
か
ら
、
此
度
は
自
水
会
の
代
表
と
し
て
で
は
な
く
、
個
人
の
資
格
で
評

議
員
に
な
つ
て
貰
い
度
、
そ
し
て
化
学
の
土
井
、
金
属
工
業
の
広
田
、
金
属
鉱
山
の
田
中
、
銀
行
の
堀
田
、
商
事

の
田
路
の
五
人
の
社

長
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
た
か
ら
、
此
度
は
承
知
し
て
貰
い
度
と
の
申
し
出
を
受
け
ま
し
た
。
何
分
大
切
な
本
家

の
問
題
で
あ
り
ま

す
の
で
、
無
碍
に
断
る
わ
け
に
も
行
か
ず
、
他
の
指
名
さ
れ
た
四
氏
と
相
談
し
、
又
他
の
白
水
会
員
に
は
相
談
で
な
く
（白
水
会
代
表

と
看
倣
さ
れ
な
い
よ
う
）
個
別
に
意
見
を
聞
い
た
所
、
自
水
会

の
代
表

の
資
格
で
な
く
個
人
の
資
格
で
、　
そ
の
上
評
議
委
員
会
で
事
業

上
の
問
題
を
協
議
す
る
の
で
な
け
れ
ば
応
諾
や
む
を
得
な
い
だ
ら
う
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
の
で
、
私
は
更
め
て
岡
橋
さ
ん
を
病
床
に

訪
れ
、
評
議
委
員
会
で
は
本
家
の
問
題
を
議
す
る
が
、
事
業
上
の
問
題
を
議
さ
な
い
こ
と
を
条
件

に
し
て
、
個
人
と
し
て
お
引
受
け
す

る
こ
と
を
返
答
し
た
。
他
の
四
名
も
そ
れ
ぞ
れ
他

の
評
議
員
に
受
諾
の
回
答
を
し
た
。
今
日
の
評
議
委
員
会
は
そ
の
継
続
で
あ
る
（註
、

三
十
四
年
九
月
発
足
、
十

一
月
岡
橋
死
去
）。

（資
料
１２
）

本
社
総
務
部
総
務
課
起
案
例
第
四
号
　
昭
和
二
十

一
年

一
月
十
二
日
提
出
　
同
日
決
裁



業
務
所
廃
止

二
関
ス
ル
件

別
途
企
画
課
伺
（註
、
資
料
Ｈ
Ｙ
一
ヨ
リ
御
決
裁

ヲ
得
候
通
、
業
務
所
ノ
事
務

ハ
来
ル

一
月
末
日
ヲ
以
テ
停
止
致

ス
予
定

二
相
成
居
候

二
付
テ

ハ
、
此
ノ
際
同
日
ヲ
以
テ
業
務
所
ヲ
廃
止
ス
ル
コ
ト

ヽ
シ
、
之
力
準
備

二
関
シ
左
案

ヲ
以
テ
通
牒
相
成
可
然
哉
。

通
牒
案

文
第
　
口万
達

昭
和
二
十

一
年

一
月
　
日

総
務
部
長

業
務
所
長
殿

業
務
所
廃
止

二
関
ス
ル
件

今
般
本
社

二
於
テ
ハ
、
来
ル

一
月
三
十

一
日
限
り
業
務
所
ヲ
廃
止
致
ス
コ
ト
ニ
決
定
相
成
候

二
付
テ
ハ
、
之
力
準
備

二
付
差
当
り
左
記
ノ
通

り
御
取
運
相
成
度
、
此
段
御
通
知
芳
々
得
貴
意
候
也
。

記

イ
（
口
）

（
ハ
）

（
二
）

（
ホ
）

不
用
ト
ナ
ル
ヘ
キ
什
器
、
図
書
、
消
耗
品
等
ノ
売
却
処
分

ハ
左
記
方
針

ニ
ヨ
リ
実
施
ス
ル
コ
ト
。

売
却
先
ノ
決
定

二
当
リ
テ
ハ
連
系
会
社
ヲ
優
先
セ
シ
ム
ル
コ
ト
。

価
格

ハ
時
価
ヲ
参
酌
シ
適
正
価
格

ニ
ヨ
ル
コ
ト
。

所
管
物
品
目
録
ヲ
作
成
シ
、　
一
月
二
十
日
迄

二
品
名
、
数
量
、
単
価
、
総
額
拉
売
却
予
定
先
ヲ
事
前
報
告
ス
ル
コ
ト
ｃ

右
ノ
中
本
社

二
於
テ
必
要
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
当
方

二
於
テ
保
留
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ヘ
キ
コ
ト
。

処
分
ノ
実
行

ハ
ニ
月

一
日
以
後

二
為
ス
ヘ
キ
コ
ト
ｃ
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（
へ
）

什
器
ノ
中
固
定
財
産

二
計
上
サ
レ
居
ル
モ
ノ
ハ
処
分
セ
サ
ル
コ
ト
ｃ

二
、
電
話
加
入
権

ハ
処
分
セ
サ
ル
ヲ
原
則
ト
ス
ル
モ
、
処
分
ス
ル
ヲ
便
宜
ト
ス
ヘ
キ
事
情
ア
ル
ト
キ
ハ
事
由

ヲ
具
シ
、
前
項
（
ハ
Ｙ
一準
ジ

事
前
報
告
ス
ル
コ
ト
。

三
、
売
却
代
金

ハ
雑
益
ヲ
以
テ
処
理
ス
ル
コ
ト
。

四
、
取
引
先
其
他
関
係
先

二
対
シ
挨
拶
状
ヲ
発
送
ス
ル
コ
ト
。
挨
拶
状

ハ
添
付
文
案

ニ
ヨ
リ
貴
所

二
於
テ
印
刷
ノ
上
適
宜
発
送
ス
ル
コ
ト
。

五
、
残
務
終
了
後
社
則
並
主
管
者
用
暗
号
電
報
表
ヲ
返
還
ス
ル
コ
ト
。

六
、
右
ノ
他
業
務
所
廃
止

二
伴
フ
諸
般
ノ
準
備

二
遺
漏
ナ
キ
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
。

以
上

（資
料
１３
）

古
田
総
理
事
退
任
挨
拶
（昭
和
二
十

一
年

一
月
二
十
五
日
）

一
、
緒
言

昨
今
非
常
に
御
寒
い
と
こ
ろ
を
殊
に
皆
様
特
別
に
御
忙
し
い
時
で
あ
り
ま
す
の
に
態
々
御
集
り
を
頂
き
恐
縮
に
存
じ
ま
す
じ
実
は
御
承

知
の
様
な
訳
で
本
社
を
事
実
上
解
散
致
し
、
我
々
も

一
斉
に
退
陣
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
永
年
御

一
緒
に
提
携
し
て
仕
事
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
皆
様
に
、
最
後
に
御
別
れ
の
御
挨
拶
を
申
上
げ
度
い
と
存
じ
、
態
々
御
集
り
を
願

つ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

二
、
本
社
の
事
実
上
の
解
散

最
初
に
本
社
が
事
実
上
の
解
散
を
致
し
ま
し
た
こ
と
に
就
て
、
簡
単
に
其
の
経
過
を
御
報
告
致
し
ま
す
。
此
の
事

に
就
て
は
昨
年
十
月

二
十
四
日
に
大
体

の
方
針
を
御
話
し
し
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
爾
来
私
共
と
し
て
は
ポ
ツ
ダ
ム
官
一言
を
誠
実
に
実
行
す
る
と
言
ふ
精
神
か

ら
、
出
来
る
だ
け
早
く
解
散
致
し
度
い
と
存
じ
、
色
々
手
続
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
唯
本
社
に
は
現
業
部
門
が
あ
り
ま
し
て
此
の



切
離
し
を
簡
単
に
聯
合
軍
が
承
認
致
し
ま
せ
ぬ
の
と
、
又
政
府
側
に
於
き
ま
し
て
も
之
に
関
す
る
法
令
の
制
定
が
色
々
の
関
係
で
遅
延
致

し
、
未
だ
其
の
勅
令
等
も
出
て
ゐ
な
い
と
云
ふ
状
態
で
現
在
に
及
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。
然
し
乍
ら

一
方
現
在
の
内
外

の
情
勢
を
見
ま
す

る
に
、
我
々
が
従
来
通
り
の
形
態
を
具

へ
て
居
る
こ
と
は
適
切
で
な
く
、
又
好
ま
し
か
ら
ぎ
る
形
勢
に
な
る
か
も
知
れ
ぬ
と
云
ふ
こ
と
が

考

へ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ル
に
法
律
上
の
解
散
手
続
に
先
立
ち
、
事
実
上
の
解
散
を
断
行
す
る
他
な
い
と
の
決
論
に
達
し
、
本
月
十
五
日
の

最
終
理
事
会
に
於
て
之
を
決
定
の
上
、
二
十

一
日
の
臨
時
株
主
総
会
で
決
議
致
し
ま
し
た
。
従

つ
て
今
後

の
本
社
は
名
称
だ
け
は
其

の
儘

残

つ
て
居
り
ま
す
が
、
実
質
上
は
極
め
て
簡
素
化
さ
れ
縮
少
さ
れ
た
機
構
で
運
営
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
乃
ち
理
事

兼
取
締
役
で
あ
る
各
位
は

一
斉
に
退
陣
致
し
ま
し
て
、
新
に
清
算
業
務
を
中
心
と
す
る
新
陣
営
と
し
て
、
菅
野
秀
次
郎
君
と
平
賀
五
郎
君

を
取
締
役
に
選
任
致
し
、
其
の
他
に
は
田
中
取
締
役
と
大
島
監
査
役
と
に
事
務
処
理
の
関
係
上
暫
く
御
留
任
を
願
ひ
ま
し
て
、
之
で
当
分

や
つ
て
頂
く
こ
と
に
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
尚
之
と
同
時
に
本
社

の
機
構
も
非
常
に
簡
単
な
も
の
に
致
し
ま
し
て
、
従
来

の
三
部
九
課
を

僅
か
に
総
務
、
経
理
の
二
課
と
し
、
之
に
参
事
を
若
干
置
い
て
運
営
し
て
参
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

最
初
か
ら
我
々
と
し
て
は
、
斯
ふ
言
ふ
こ
と
が
大
勢
上
定

つ
た
以
上
は
、
他
に
後
れ
ず
率
先
し
て
や
ら
う
と
言
ふ
精
神
が

一
貫
致
し
て

斯
様
な
結
果
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
決
し
て
他
か
ら
圧
迫
さ
れ
た
訳
で
も
何
で
も
な
く
、
全
く
自
主
的
自
発
的
に
や
つ
た
と
い
ふ

こ
と
を
御
承
知
願
ひ
度
い
の
で
あ
り
ま
す
。

尚
ル
で
特
に
申
上
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
終
戦
以
来
家
長
様
に
は
戦
争
中
何
と
し
て
も
日
本
の
特
殊

の
階
級
に
在

つ
た
方
と
し
て
御

自
身
非
常
な
責
任
を
痛
感
せ
ら
れ
、
自
ら
の
御
発
意

に
よ
り
ま
し
て
成
る
べ
く
早
く
責
任
の
地
位
を
去
り
度
い
と
云
ふ
御
気
持
が
あ
り
ま

し
た
。
私
共
と
し
て
は
実
際
の
解
散
迄
御
幸
抱
願
度
い
と
存
じ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
之
亦
余
り
時
間
が
後
れ
ま
す
こ
と
は
家
長
様

の
御

気
持
に
も
反
す
る
訳
で
あ
り
ま
す
の
で
、
旧
臓
社
長
御
辞
任
の
手
続
を
行

つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
尚
此
の
際
之
亦
全
く
家
長
様
御
自
身
の

御
発
意
で
あ
り
ま
す
が
、
先
代
以
来
社
会
に
貢
献
し
た
と
云
ふ
廉
を
以
て
男
爵

の
栄
誉
を
御
受
け
に
な
つ
て
居
り
ま
し
た
の
を
、
斯
様
な
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）

九

一
〇

恩
典
を
恣
に
す
る
べ
き
で
な
い
、
元
の
町
人
で
あ
る
住
友
家
の
主
人
に
還
る
べ
き
だ
と
云
ふ
敬
虔
な
御
考
か
ら
男
爵
拝
辞
の
手
続
を
申
請

致
し
ま
し
た
。
尤
も
之
は
未
だ
御
裁
可
に
は
な
つ
て
居
り
ま
せ
ぬ
。
尚
此
の
事

に
関
し
て
は
新
聞
に
多
少

の
誤
報
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全

く
家
長
様

の
御
発
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
私
は
謹
ん
で
御
報
告
申
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

三
、
住
友
各
事
業
の
将
来

借
て
ル
に
住
友
本
社
は
三
百
年

の
歴
史
を
開
ぢ
、
今
迄
各
社
事
業
を
統
轄
し
傘
下
事
業
の
発
展
を
育
成
助
長
し
て
き
た
其
の
機
能
を
停

止
し
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
洵
に
感
慨
無
量
で
あ
り
、
私
自
身
と
し
て
は
力
及
ば
ず
し
て
事
ル
に
到

つ
た
こ
と
に
就
て
、
家
長
様
に
対
し

て
は
素
よ
り
先
輩
各
位

に
対
し
て
も
、
真
に
深
い
責
任
感
に
打
た
れ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
ｃ

今
後
各
社
の
事
業
は
夫
々
自
主
独
立
し
て
経
営
さ
れ
て
行
く
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
今
齢

つ
て
各
事
業

の
現
在
当
面
し
て
居
る
情
勢
を
見

ま
す
る
に
、
事
態
は
甚
だ
困
難
を
極
め
る
こ
と
を
覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
殊
に
生
産
方
面
の
事
業
に
於
き
ま
し
て
は
、
戦

災
に
よ
る
打
撃
も
相
当
受
け
ま
し
た
上
に
遠
の
終
戦
を
迎

へ
、
厖
大
な
る
軍
需
契
約
の
解
除
、
生
産
設
備
の
遊
体
化
、
或
は
疎
開
工
事

に

よ
る
損
失
等
に
よ
り
ま
し
て
、
其
の
損
害
の
莫
大
な
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ
ｃ
又
金
融
方
面
に
於
き
ま
し
て
も
戦
時
中
所
謂

強
制
融
資

に
よ
る
非
常
に
厖
大
な
貸
出
が
あ
り
ま
し
た
が
、
其
の
資
金
回
収
は
仲
々
困
難
で
あ
る
こ
と
は
御
想
像
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

而
も
之
等

の
損
失
補
償
は
、
何
分
に
も
敗
戦
の
結
果
国
家
財
政
が
破
綻
に
瀕
し
て
居
り
ま
す
の
で
、
政
府
の
公
約
に
よ
る
も
の
さ

へ
実
行

出
来
る
か
出
来
な
い
か
分
ら
な
い
、
又
世
界
の
情
勢
が
之
を
許
さ
な
い
と
云
ふ
大
勢
で
あ
り
ま
す
。

又
民
需
転
換
に
当
り
ま
し
て
は
、
戦
時
中
の
摩
耗
又
は
破
損
致
し
ま
し
た
設
備

の
修
復
に
甚
し
い
困
難
を
感
じ
ま
す
る
外
、
石
炭
其
の

他
原
材
料
の
不
足
も
著
し
く
、
殊
に
今
後
経
営
し
て
行
く
上
に
於
き
ま
し
て
は
、
所
謂
民
主
主
義

の
台
頭
に
よ
る
労
務
管
理
の
深
刻
さ
が

予
想
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
近
時
刻
々
と
此
の
問
題
が
重
大
化
し
て
居
る
こ
と
は
御
承
知

の
通
り
で
あ
り
ま
す
ｃ

尚
其
の
上
近
く
設
定
さ
れ
る
財
産
税
、
戦
時
利
得
税
は
当
然
各
社

の
経
理
面
に
非
常
な
圧
迫
を
加

へ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
り



ま
す
が
、
更
に
注
目
を
要
す
る
の
は
賠
償
問
題
で
あ
り
ま
す
。
最
近
発
表
さ
れ
ま
し
た
所
に
よ
り
ま
す
と
、
飛
行
機
工
場
は
勿
論
全
廃
さ

れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
其
の
他
重
工
業
、
電
力
等

の
工
場
設
備
に
付
、
日
本
の
最
低
国
民
生
活
維
持

に
必
要
な
る
以
上
の
も
の
は
総
て

之
を
除
外
す
る
こ
と
と
し
、
殊
に
之
が
実
施
に
当
り
ま
し
て
は
財
閥
の
所
有
乃
至
管
理
す
る
工
場
か
ら
第

一
に
剥
脱
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る

と
声
明
致
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
従

つ
て
住
友
に
於
き
ま
し
て
も
金
属
工
業
、
ア
ル
ミ
製
錬
等

の
工
業
部
門
が
其
の
賠
償

の
対
象
と

な
る
こ
と
は
残
念
乍
ら
避
け
難
い
実
状
で
あ
り
ま
し
て
、
之
が
実
施
如
何
に
よ
り
ま
し
て
は
、
各
社

の
民
需
転
換
計
画
に
重
大
な
る
支
障

を
来
す
の
は
勿
論
の
こ
と
、
最
悪
の
場
合
に
は
事
業
其
の
も
の
が
存
続
し
得
る
や
否
や
と
云
ふ
場
面
さ

へ
も
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

斯
様
な
情
勢
を
考

へ
ま
す
と
、
我
が
住
友
系
事
業
の
将
来
は
洵
に
容
易
な
ら
ぎ
る
困
難
に
当
面
致
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
此
の

間
に
処
す
る
主
管
者
各
位
の
御
心
労
は
想
像
に
余
り
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
は
戦
争
中
戦
力
増
強
に
立
派
に
御
活
躍
に
な
つ
て
来
ま

し
た
。
其
の
如
何
な
る
困
難
を
も
突
破
す
る
と
云
ふ
清
新
な
る
勇
気
と
確
固
た
る
信
念
と
以
ち
ま
し
て
、
此
の
未
曾
有
の
試
練
を
克
服
せ

ら
れ
、
更
に
今
後
の
新
日
本
建
設
に
御
努
力
あ
ら
ん
こ
と
を
哀
心
御
願
ひ
致
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

四
、
主
管
者
に
対
す
る
希
望

其
処
で
こ
れ
か
ら
甚
だ
蛇
足
の
様
な
こ
と
を
申
上
げ
ま
す
が
、
私
も
斯
様
な
御
集
り
を
願
ふ
こ
と
が
最
後
で
も
あ
り
、
又
自
分

の
最
後

の
職
責
を
尽
し
度
い
と
云
ふ
気
持
も
あ
り
ま
す
の
で
、
御
聞
き
苦
し
い
で
せ
う
が
暫
く
私
の
希
望
を
御
聴
取
り
願
ひ
度
い
の
で
あ
り
ま
す
。

先
づ
第

一
に
申
上
げ
度
い
こ
と
は
厳
と
し
て
伝

つ
て
来
て
居
る
住
友

の
伝
統
精
神
、
事
業
精
神
を
滋
に

一
層
堅
持
し
て
頂
き
、
更
に
之

を
育
成
発
展
す
る
様
に
御
蓋
力
願
ひ
度
い
と
言
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
更
主
管
者
各
位

に
私
か
ら
住
友

の
伝
統
精
神
を
御
話
致
し
ま
す

こ
と
は
洵
に
失
礼
で
あ
り
ま
す
が
、
然
し
最
後
の
あ
の
日
迄
ま
だ
古
田
が
伝
統
精
神
を
言

つ
て
居

つ
た
な
と
他
日
の
御
記
憶

の
為
に
、
蛇

足
で
あ
り
ま
す
が
も
う

一
度
滋
で
繰
返
す
こ
と
を
御
許
し
願
ひ
度
い
と
存
じ
ま
す
。

私
も
永
年
住
友
に
居
り
ま
し
て
常
に
幾
度
と
な
く
伝
統
精
神
と
云
ふ
こ
と
を
申
し
て
居
り
ま
す
が
、
こ
の
伝
統
精
神
は
活
版
刷
り
に
な
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つ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
之
は
矢
張
り
三
百
年

の
歴
史
の
間
に
、
歴
代
の
家
長
様
な
り
先
輩
諸
氏
か
ら
御
示
し
に
な

つ
た
色
々
の
立

派
な
こ
と
良
い
考
、
或
は
立
派
な
業
蹟
が
段
々
と
蓄
積
さ
れ
て
、
ル
に

一
つ
の
伝
統
精
神
と
云
ふ
も
の
に
纏

つ
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
ｃ

乃
ち
之
は

一
種
の
住
友
家
の
風
格
に
な
つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
其
の
風
格
が
良
い
香
し
い
匂
ひ
を
持

つ
て
居
る
、
其
の
香
が
仲
々

味
が
あ
る
散
郁
と
し
た
匂
ひ
が
あ
る
の
だ
と
私
は
感
じ
て
居
り
ま
す
。
夫
は

一
々
科
学
的
に
分
析
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
余
り
感
心
し
な
い

何
と
な
く
良
い
香
が
あ
る
と
云
ふ
こ
と
を
自
ら
会
得
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
然
し
左
様
に
言

つ
た
だ
け
で
は
分
ら
な
い
の
で
、
仮
に

之
を
言
葉
の
上
で
表
は
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
先
づ
事
業
の
目
標
を
は
つ
き
り
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
り
ま
す
。
乃
ち
夫
は
常
に
如
何

な
る
場
合
に
於
て
も
他
の
為
で
は
な
い
国
家
社
会
全
体
の
為
に
な
る
こ
と
を
以
て
目
標
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
夫
を
運
営
し
て
行
く

方
針
と
し
て
は
平
素
言
は
れ
て
居
る
如
く
社
会
全
体

の
信
用
を
重
ん
ず
る
堅
実
で
な
け
れ
ば
な
い
ぬ
、
利
潤
追
究
に
陥

つ
て
は
な
ら
ぬ
、

或
は
政
治
に
興
味
を
持

つ
て
は
い
け
な
い
、
事
業
と
政
治
を
関
聯
せ
し
め
て
は
い
け
な
い
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
又
人
を
遇
す
る
に

は
温
情
を
以
て
接
せ
ね
ば
い
け
な
い
、
そ
し
て
之
等

の
事
業
を
執
行
す
る
為
に
は
立
派
な
人
物
を
育
成
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
伝
統
精

神
を
分
析
し
て
見
ま
す
と
斯
様
な
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

然
ら
ば
左
様
な
事
を
実
行
し
て
行
く
住
友
人
の
心
構
は
如
何
か
と
申
し
ま
す
と
、
之
は
前
総
理
事
も
度
々
御
話
し
に
な
り
ま
し
た
が
、

夫
は
忠
実
と
言
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
言
葉
を
換

へ
て
言

へ
ば
誠
、
真
心
で
あ
り
ま
す
。
素
よ
り
色
々
な
現
し
方
は
あ
ら
う
が
荀
も
私
心

を
去

つ
て
本
当
に
真
心
で
突
通
す
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
と
考

へ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

而
も
此
の
住
友

の
伝
統
精
神
と
云
ふ
も
の
は
決
し
て
一
定
不
変
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
形
に
現
れ
た
処
で
は
時
代
の
推
移
、
場
合

の
変
化
に
よ
り
ま
し
て
、
色
々
の
形
に
な
つ
て
現
れ
て
来
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
決
し
て
型
に
嵌

つ
た
様
な
も
の
で
は
な
い
と
思
ふ
の
で

あ
り
ま
す
。
従

つ
て
或
る
時
代
に
現
れ
た
形
の
み
を
見
て
、
之
が
住
友
精
神
だ
と
思
ふ
こ
と
は
大
い
な
る
誤
謬
で
あ
り
ま
す
。
住
友
精
神

は
左
様
な
頑
な
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
要
は
其
の
根
本
を
貫
い
て
居
る
真
精
神
を
把
握
し
、
そ
し
て
夫
を
時
勢
の
進
運
に
伴



ひ
、
色
々
変
化
し
生
成
発
展
し
て
行
く
と
云
ふ
心
構
が
必
要
で
あ
ら
う
と
存
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。

今
や
日
本
経
済
は
民
主
化
さ
れ
、
財
閥
は
解
体
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
斯
様
な
時
代
に
も
此
の
根
本
精
神
に
は
何
等

の
変
更
を
も

要
し
な
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
仮
令
本
社
が
解
散
致
し
ま
し
て
も
、
各
事
業
を
担
当
し
て
居
ら
れ
る
主
管
者
方
が
此
の
住
友
精
神
を
基
礎

と
し
て
、
之
を
生
成
発
展
し
、
社
会
全
般
の
為
に
事
業
を
運
営
し
て
行
か
れ
る
な
ら
ば
、
私
は
此
の
住
友

の
各
事
業
が
今
後

の
新
生
日
本

に
大
い
な
る
寄
与
を
な
す
こ
と
を
確
信
し
得
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
か
く
す
る
こ
と
が
、
之
等

の
事
業
を
創
設
さ
れ
育
成
し
て
来
ら
れ
ま

し
た
歴
代
の
家
長
様
始
め
先
輩
諸
氏
に
酬
ゆ
る
唯

一
つ
の
道
と
存
じ
ま
す
の
で
、
特
に
御
願
ひ
致
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
は
真
に
住

友
精
神
を
捧
持
す
る
責
任
者
で
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
此
の
点
特
に
皆
様
方
の
御
考
慮
を
頑
ひ
度
い
と
存
じ
ま
す
。

次
に
人
事
に
関
し
て
二
、
三
希
望
を
申
述
べ
ま
す
。

先
づ
以
て
平
素
皆
様
も
御
体
得
に
な
つ
て
居
り
ま
す
様
に
、
人
事
は
情
実
因
縁
に
捉
れ
て
は
い
け
な
い
、
公
平
無
私
で
あ
る
こ
と
之
が

根
本
で
あ
り
ま
す
。
事
業
を
経
営
し
ま
す
に
は
何
よ
り
も
人
の
和
を
得
ね
ば
な
ら
ぬ
、
人
の
和
を
得
る
に
は
適
材
を
適
所
に
配
置
せ
ね
ば

な
り
ま
せ
ぬ
。
そ
し
て
其
処
に
は
何
等

の
閥
も
な
く
全
員
協
力

一
致
し
て
夫
々
の
分
業
に
専
念
せ
し
め
る
こ
と
が
人
事

の
根
本
で
あ
り
、

事
業
の
根
本
で
あ
る
こ
と
は
申
す
迄
も
な
い
の
で
あ
り
ま
す
ｃ
此
の
意
味
に
於
き
ま
し
て
我
が
住
友

に
於
て
は
情
実
縁
故
を
厳
に
排
除
し

て
や
つ
て
ま
い
つ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
何
処
ま
で
も
人
物
本
位
で
人
事
を
進
め
て
来
た
こ
と
が
、
住
友

の
事
業

に
特
殊
の
風
格
を
生
じ
、

又
立
派
に
事
業
を
発
展
さ
せ
て
き
た
大
い
な
る
原
因
で
あ
る
こ
と
は
皆
様
万
々
御
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
斯
様
な
大
き
な
事
業
団
体

に
於
て
其
の
人
事

に
情
実
因
縁
が
あ
り
、
力
価
手
腕
無
き
者
が
若
し
実
権
を
握

つ
た
な
ら
ば
如
何
な
る
こ
と
に
な
る
か
、
之
は
私
か
ら
申

上
げ
る
迄
も
な
く
、
実
に
危
険
極
り
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
左
様
な
こ
と
が
あ
る
と
色
々
な
派
閥
が
出
来
、
其
処
に
不
平
不
満
が
起

つ

て
御
互
ひ
に
闘
争
を
始
め
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
其
様
な
事
業
は
決
し
て
健
全
な
円
満
な
発
達
の
出
来
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

此
の
点
は
厳
に
慎
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
考

へ
ま
す
。　
一
例
を
言

へ
ば
外
部
か
ら
随
分
就
職
を
頼
ま
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
荀
も
其
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の
会
社
の
首
脳
者
の
関
係
者
が
同
じ
会
社
に
居

つ
て
而
も
枢
要
な
地
位
に
坐

つ
て
居
る
、
斯
様
な
こ
と
が
あ
れ
ば
事
業
を
正
道
に
進
め
て

行
く
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
り
ま
す
。
殊
に
本
社
が
解
散
致
し
ま
す
と
、
職
員
の
採
用
は
今
後
は
各
社
に
任
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、

決
し
て
情
実
因
縁
に
捉
は
れ
な
い
で
出
来
る
だ
け
公
平
に
良
き
人
物
を
採
る
様

に
努
め
て
頂
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
採
用
し
た

以
上
は
総
て
の
職
員
が
全
智
全
能
を
発
揮
出
来
る
様
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
し
て
、
如
何
な
る
英
才
秀
才
で
あ
ら
う
と
も
、
決
し

て
一
部
の
人
の
み
を
優
遇
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
大
き
な
事
業
団
体
で
は
出
来
ま
せ
ぬ
。
此
処
が
小
さ
な
事
業
団
体
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
全
職
員
を
活
用
し
て
行
く
此
の
心
構

へ
が
最
も
肝
要
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

も
う

一
つ
は
主
管
者
各
位
に
甚
だ
失
礼
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
本
社
の
な
く
な
つ
た
後
に
於
け
る
各
位

の
出
処
進
退
を
正
し
く
し
て
頂

き
度
い
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
事
業
経
営

の
面
に
於
き
ま
し
て
其
の
主
管
者

の
態
度
が
厳
正
公
平
、
公
明
正
大
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
し
て
、
さ
う
で
な
け
れ
ば
部
下
全
員
の
精
神
を
把
握
し
て
行
く
こ
と
が
出
来
ず
、
従

つ
て
事
業
の
目
標
に
邁
進
せ

し
め
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ぬ
。

其
処
で
一
番
デ
リ
ケ
ー
ト
な
又
直
接
の
問
題
は
率
直
に
申
上
げ
ま
す
が
、
主
管
者
各
位

の
御
自
身

の
進
退
問
題
で
あ
り
ま
す
。　
〓
一一口
に

し
て
出
処
進
退
と
申
し
ま
す
が
、
適
当
の
時
に
身
を
退
く
、
後
進
に
道
を
譲
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
仲
々
大
切
で
あ
る
だ
け
に
難
し
い
問
題

で
あ
り
ま
す
。
情
勢
に
よ
つ
て
は
如
何
し
て
も
自
分
が
処
理
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
仕
事
が
沢
山
残

つ
て
居
て
、
之
を
片
付
け
な
け
れ
ば

後
任
者
に
迷
惑
を
掛
け
る
と
云
ふ
様
な
事
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
又
徳
望
あ
り
識
見
あ
る
主
管
者
に
対
し
て
は
、
部
内
か
ら
出
来
る
だ
け
永

く
在
職
し
て
貰
い
度
い
と
云
ふ
懇
請
も
あ
り
ま
せ
う
。
之
は
当
然
の
人
情
で
あ
り
又
左
様
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ひ
ま
す
ｃ
左
様
な
場

合
に
自
分
の
出
処
進
退
を
誤
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
は
仲
々
難
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
私
自
身
も
此
の
事
を
公
言
す
る
資
格
が
あ
る
か
な

い
か
を
疑
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
然
し
な
が
ら
其
の
場
合
に
大
所
高
所
よ
り
も
の
を
考

へ
ま
し
て
身
を
退
い
て
み
る
、
左
様
す
れ
ば
其
処
は

新
陳
代
謝
の
法
則
に
従
ひ
ま
し
て
、
住
友
の
如
き
人
材
を
集
め
て
居
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
や
立
派
な
後
継
者
が
出
来
る
、



初
め
に
心
配
し
た
よ
り
も
良
か
つ
た
な
、
克
く
や
つ
て
く
れ
る
な
と
言
ふ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
分
が
居
な
け
れ
ば
此
の
事
業
は
到
底
や

れ
ぬ
と
思
ふ
の
は
、
言
葉
が
過
ぎ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
が
、
独
善
だ
と
思
ひ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
矢
張
り
最
重
要
の
地
位

に
在
る
時
は
自
分
の
後
継
者
を
作

つ
て
置
く
、
之
が

一
番
大
き
な
任
務
で
あ
り
ま
す
。
之
は
其

の
人

を
立
派
に
し
て
行
く
こ
と
で
あ
り
、
在
職
中
左
様
な
気
持
で
居
ら
れ
る
と
其
の
人
の
人
格
に
光
を
増
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
敢
て
皆
様

に

申
上
げ
て
を
き
ま
す
。
又
之
は
今
日
迄
必
ず
し
も
完
全
に
行
は
れ
て
居
た
と
は
申
せ
ぬ
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
が
、
人
事
は
渋
滞
し
な
い
様
に

常
に
部
下
の
者
に
希
望
を
持
た
せ
る
こ
と
が
要
件
だ
と
思
ひ
ま
す
。
常
に
旺
ん
な
進
取
の
気
分
に
満
ち
て
居
り
、
清
新
漆
刺
と
し
た
希

望
に
燃
え
て
居
る
人
士
が
沢
山
居
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
其
の
為
に
は
如
何
し
て
も
適
当

の
時
に
新
陳
代
謝
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ

り
ま
し
て
、　
〓
疋
の
時
に
自
然
に
引
退
し
て
後
進
に
途
を
拓
く
と
云
ふ
心
掛
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
今
申
上
げ
た
通
り
で
あ
り
ま
す
。

実
は
私
も
今
日
相
当
な
年
齢
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
共
の
先
輩
は
非
常
に
賢
明
で
あ
り
ま
し
て
、
随
分
若

い
時
に
重
荷
を
負
は
せ
て
苦

労
さ
せ
て
下
さ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
住
友

の
事
業
が
比
較
的
若
さ
を
持

つ
て
居
る
こ
と
は
定
評
が
あ
り
ま
す
が
、
此
の
若
さ
を
持

つ
て

居
る
だ
け
に
十
分
な
時
局
認
識
を
持
ち
善
処
し
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。
戦
争
の
終
了
迄
立
派

に
発
展
し
て
来
た
大
い
な
る
要
素
は
之
だ

と
考
え
て
居
ま
す
。
其
処
で
適
当
の
時
に
身
を
退
く
と
言
ふ
こ
と
之
は
各
人
の
主
観
で
あ
り
ま
す
が
、
主
観
だ
け
で
は
仲
々
定
ま
ら
な
い

の
で
あ
り
ま
し
て
、
姦
に
於
て
実
際
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
様
な
停
年
制
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
ｃ
私
は
之
を
断
行
さ
れ
た
時
の
重
役

に
は
満
腔
の
敬
意
を
表
す
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
唯
今
日
の
様
な
時
勢
に
な
り
ま
し
て
、
依
然
停
年
制
を
敷
い
て
居
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か

如
何
か
存
じ
ま
せ
ぬ
が
、
或
は
廃
め
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
せ
う
。
兎
角

の
議
論
も
あ
り
ま
せ
う
が
、
然
し
な
が
ら
今
日
の
様
な

一
面
非
常

に
複
雑
な
、
非
常
に
急
激
な
動
き
の
あ
る
時
に
於
て
こ
そ
、　
一
層
新
人
を
登
用
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
停
年
制
が
必
要

で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
も
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
各
社
は
自
主
独
立
す
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
其
の
主
管
者
に
停
年
制
は
可
笑
し
い
じ
や
な
い
か
と
云
ふ
議
論
も
あ
り
ま
す
。
然
し
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ル
で
御
互
ひ
に
胸
に
手
を
置
い
て
考

へ
る
べ
き
こ
と
は
、
之
が
自
分

一
個
人
の
事
業
な
ら
ば
成
る
程
自
分

の
生
命

の
続
く
限
り
や
る
こ
と

が
、
適
当
で
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
。
然
し
な
が
ら
之
は
自
分
の
私
有
物
で
は
な
く
、
天
下
の
公
器
を
預

つ
て
居
る
の
で
あ
り
、
之
が
経

営
に
当
り
ま
し
て
皆
様
は
其
の
事
業
に
奉
仕
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
従

つ
て
夫
を
預

つ
て
居
る
自
分
を

一
定
の
規
律
に
よ
つ
て
律
し

て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
ま
し
て
、
斯
様
に
考

へ
ま
す
と
、
停
年
制
は
極
め
て
当
然
で
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ

り
ま
す
。
斯
様
な
事
を
率
直
に
中
上
げ
て
今
後
の
皆
様

の
心
構
に
し
て
頂
き
度
い
と
存
じ
ま
す
。
尤
も
停
年
制
は
戦
時
中
或
は
今
日
に
於

い
て
も
多
少
の
例
外
が
あ
り
ま
し
た
。
之
は
止
む
を
得
ぎ
る
結
果
で
あ
り
ま
し
て
、
何
卒
御
承
知
願
ひ
度
い
の
で
あ
り
ま
す
ｃ
甚
だ
無
躾

な
こ
と
を
申
上
げ
ま
し
た
が
、
総
理
事
と
し
て
の
最
後

の
所
懐
で
あ
り
ま
す
の
で
、
篤
と
御
了
解
願
ひ
度
い
の
で
あ
り
ま
す
。

更
に
も
う

一
つ
御
願
ひ
致
度
い
こ
と
は
、
本
社
が
無
く
な
り
ま
し
て
各
事
業
が
自
主
独
立
し
て
行
く
と
言
ふ
関
係
上
、
今
後
各
事
業
間

を
如
何
し
て
纏
め
て
行
く
か
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
雖
も
矢
張
り
住
友

の
各
関
係
事
業
間
に
於
き
ま
し
て
は
出
来
る
だ
け
緊
密
な
連
絡
協
調
を
保
ち
、
相
寄
り
相
扶
け
て
日
本
再
建

の
た
め
に
御
努
力
願
ひ
度
い
の
で
あ
り
ま
す
。
然
し
弦
で
皆
様

に
特
に
御
断
り
致
し
て
を
き
ま
す
が
、
然
ら
ば
本
社
は
な
く
て
も
各
連
系

会
社
は
何
か
形
の
上
に
於
て
相
互
に
連
繋
し
て
行
く
の
か
、
主
ム
ふ
御
質
問
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
が
左
様
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
形
式

的
な
も
の
は
好
ま
し
か
ら
ぎ
る
結
合
と
し
て
聯
合
軍
か
ら
禁
止
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
之
に
反
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で

あ
り
ま
す
。
従

つ
て
ル
に
言
ふ
の
は
何
処
迄
も
精
神
的
な
繋
り
を
持

つ
て
行
か
う
と
云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

昨
今
日
本
は
新
体
制
に
入
り
、
封
建
的
制
度
の
撤
廃
、
民
主
主
義
化
、
自
由
主
義
化
と
言
ふ
こ
と
が
旺
ん
に
論
じ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ

り
ま
し
て
、
之
に
は
随
分
行
き
過
ぎ
の
面
も
あ
る
様
で
す
が
、
私
の
所
見
を
申
し
ま
す
な
ら
ば
自
由
主
義
は

一
定

の
秩
序
が
あ
り
、
其
の

枠
内
の
自
由
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。
又
民
主
主
義
は
民
意
を
尊
重
す
る
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
尊
重
さ
れ

る
べ
き
自
分
の
責
任
を
果
す
、
左
様
な
民
主
主
義
で
あ
り
度
い
と
思
ひ
ま
す
。
然
る
に
世
上
往
々
に
し
て
自
由
主
義
と
は
我
儘
を
す
る
こ



と
で
あ
り
、
民
主
主
義
と
は
利
己
的
な
活
動
を
偽
装
す
る
こ
と
で
あ
る
と
云
ふ
様
な
意
味
に
誤
り
伝

へ
ら
れ
、
又
考

へ
ら
れ
て
居
る
こ
と

は
遺
憾
千
万
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

同
様
な
意
味
に
於
て
自
主
独
立
し
て
行
く
と
云
ふ
こ
と
は
、
決
し
て
左
様
な
意
味
の
自
分
本
位

の
排
他
的
な
こ
と
で
は
な
く
、
何
処
ま

で
も
協
力

一
致
、
提
携
す
べ
き
は
提
携
し
、
聴
く
べ
き
意
見
は
聴
く
、
求
む
べ
き
知
識
は
求
む
、
斯
く
し
て
始
め
て
立
派
な
自
主
独
立
が

完
成
さ
れ
る
と
私
は
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
何
で
も
彼
で
も
我
が
儘
を
通
し
て
や
る
な
ら
ば
夫
は
独
善
で
あ
り
、
独
断
で
あ
り
ま
す
。
今

日
日
本
が
此
の
苦
境
に
陥
入

つ
た
の
は
、
実
に
軍
閥
の
独
善
独
断
に
災
ひ
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
御
互
に
其
の
轍
を
踏
ん
で
は
な
ら
ぬ
の
で

あ
り
ま
す
。
此
の
こ
と
は
皆
様
も
御
了
承
下
さ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
申
す
ま
で
も
な
く
住
友

の
各
事
業
は
夫
々
の
因
縁
が
あ
り
、
所
謂

元
あ
つ
て
分
進
し
て
き
た
親
兄
弟
の
間
柄
で
あ
り
ま
す
。
切

つ
て
も
切
れ
ぬ
血
の
繋
り
が
あ
る
兄
弟
で
あ
り
ま
す
。
従

つ
て
其
の
経
営
は

形
の
上
に
於
て
何
れ
も
独
立
し
て
居
る
と
中
し
ま
し
て
も
、
兄
弟
分
で
あ
る
こ
と
を
飽
く
迄
も
失
は
な
い
様

に
精
神
的
に
提
携
し
て
や
つ

て
頂
き
度
い
。
そ
し
て
平
和
日
本
建
設
の
方
向
に
邁
進
し
て
頂
き
度
い
と
存
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。
然
し
形
式
を
執
ら
ず
、
御
互
ひ
に
精

神
的
に
提
携
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
之
は
仲
々
簡
単
に
其
の
構
想
を
申
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
あ
り
、
又
私
の
片
言
隻
語
が
誤
り
伝

へ
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
例

へ
ば
事
業
上
の
こ
と
は
戦
時
中
に
作
り
ま
し
た
隣
組
制
度
等
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
夫
々

の
主
管
者
が
御
互
ひ
に
直
接
御
相
談
に
な
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
う
。
又
人
事
問
題
に
関
し
ま
し
て
は
、
従
来
本
社
で
制
定
し
て
居
り
ま
し

た
種
々
の
規
則
制
度
も
今
後
は
時
勢
の
推
移
に
応
じ
て
各
社
に
於
て
夫
々
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
せ
う
が
、
之
も
各
社
が
思
ひ
思
ひ

に
や
ら
れ
る
こ
と
は
矢
張
り
先
程
申
し
ま
し
た
住
友
精
神
を
護
持
し
て
行
く
と
云
ふ
点
に
於
て
其
処
か
ら
鉾
が
入

つ
て
行
き
ま
す
。
殊

に

私
が

一
番
気
に
な
り
ま
す
こ
と
は
重
要
人
事
所
謂
高
等
人
事
で
あ
り
ま
す
が
、
之
等

の
こ
と
に
関
し
何
か
形
の
上
で
な
し
に
、
お
互
ひ
の

心
持
か
ら
自
か
ら
相
寄
り
相
集

つ
て
相
談
を
し
、
自
発
的
民
主
的
に
意
見
の
交
換
を
す
る
と
言

つ
た
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
ふ
の
で
あ
り

ま
す
。
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之
も
本
社
解
散
後
私
共
か
ら
斯
様
な
こ
と
を
持
出
す
の
は
筋
違
ひ
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
が
、
自
か
ら
左
様
な
気
持

の
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

又
左
様
な
希
望
を
熱
心
に
承

つ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
申
上
げ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
然
し
唯
漠
然
と
集

つ
た
だ
け
で
は
、
例

へ
ば
デ

リ
ケ
ー
ト
な
人
事
問
題
等
は
食
堂
等
で
話
す
こ
と
は
出
来
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
主
管
者
御
自
身

の
独
創
で
や
ら
れ
る
の
は
よ
い
の
で
す
が
、

絶
え
ず
左
様
な
横
の
連
絡
を
つ
け
る
意
味
合
に
於
て
、
又
所
謂
傍
目
八
日
と
言
ふ
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
ど
う
も
自
分
も
人
事
は
永
年

や
つ
て
き
ま
し
た
が
、
斯
う
だ
ら
う
と

一
度
定
め
て
か
ら
又
二
、
三
日
し
て
考

へ
直
し
て
み
る
と
あ

ゝ
で
も
な
い
斯
う
で
も
な
い
と
迷
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
矢
張
り
誰
か
の
意
見
を
聴
き
度
い
と
云
ふ
気
持
が
起

つ
て
ま
い
る
だ
ろ
う
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
左
様
な
意
味
に
於
て
、
決
し
て
之
は
強
制
す
る
と
云
ふ
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
が
、
私
の
心
の
中
を
申
述

べ
る
な
ら
ば
、
永
年
人

事
を
や
つ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
田
中
常
務
理
事
が
当
分
本
社

の
取
締
役
に
残

つ
て
居
ら
れ
、
又
御
辞
め
に
な
つ
た
後

に
於
て
も
何
か
住
友

の

為
に
奉
仕
し
て
頂
き
度
い
と
思

つ
て
居
り
ま
す
か
ら
、
左
様
な
時

の
相
談
相
手
に
な
つ
て
頂
く
こ
と
に
し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
し
て
、

皆
様
に
左
様
な
御
気
持
が
あ
れ
ば
、
私
か
ら
田
中
君
に
御
願
ひ
を
し
て
も
よ
ろ
し
い
と
存
じ
て
居
り
ま
す
。

尚
夫
に
関
聯
し
て
こ
れ
こ
そ
此
の
場
限
り
の
極
め
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
私
自
身

の
心
境
に
一
言
触
れ
て
を
き
ま
す
。

私
は
図
ら
ず
も
国
家
最
難
局
に
際
し
五
ヶ
年
間
総
理
事
を
拝
命
致
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
此
の
国
家
全
体
と
し
て
も
又
住
友
と
し
て
も

非
常
に
困
難
な
秋
に
、
私
の
様
な
凡
庸
の
者
が
居
り
ま
し
て
斯
様
な
悲
し
む
べ
き
結
果
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、
私
は
本
当

に
自
分
の
精

神
に
堪
え
難
い
苦
痛
を
感
じ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
殊
に
未
だ
年
歯
の
若
い
家
長
様

に
対
し
又
御

一
族
に
対
し
ま
し
て
、
自
分
は
公
け

の
立
場
に
於
て
は
職
を
退
い
て
も
精
神
的
に
は
死
ぬ
迄
住
友
家
の
こ
と
を
想
ひ
又
事
業
を
考

へ
、
此
の
難
局
が
無
事

に
切
抜
け
ら
れ
る
こ

と
を
念
願
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
念
願
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
、
職
を
去
り
ま
し
て
も
自
分
の
責
任
は
裁
ち
切
れ
な
い
と
考

へ
て
居
る
の
で

あ
り
ま
す
。

今
後
は
何
等

の
身
分
も
肩
書
も
あ
り
ま
せ
ぬ
が
、
斯
様
な
精
神
で
自
分
の
一
生
を
処
し
て
行
き
た
い
と
存
じ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、



家
長
様
か
ら
何
か
御
質
問
が
あ
れ
ば
、
誠
心
誠
意
御
答
致
し
度
い
と
考

へ
て
居
り
ま
す
。
素
よ
り
何
等

の
資
格
は
な
く
、
唯

一
末
家
と
し

て
住
友

の
恩
顧
を
受
け
た
者
と
し
て
私
の
経
験
だ
け
を
申
上
げ
御
相
談
に
乗
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
此
の
こ
と
は
御
許
し
願

へ
な
い
こ
と

で
は
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
左
様
な
こ
と
は
極
め
て
稀
で
あ
り
ま
せ
う
が
、
何
か
思
案
に
余
ら
れ
た
と
云
ふ
場
合
に
は
御
相
談
下
さ
れ
ば
結

構
で
あ
り
ま
す
ｃ
尚
之
に
就
て
は
又
適
当
な
機
会
に
も
う
少
し
申
し
上
げ
ま
せ
う
。

大
分
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
も
う

一
つ
最
後
に
御
願
し
て
置
き
度
い
こ
と
は
、
外
地
在
留

の
我
々
同
僚
が
ま
だ
現
地
に
於
て
非
常
に
苦

し
ん
で
を
ら
れ
、
其
の
内
に
段
々
帰

つ
て
来
ら
れ
る
や
う
で
あ
り
ま
す
が
、
之
等

の
人
々
に
対
し
ま
し
て
は
、
何
卒
出
来
る
だ
け
の
便
宜

を
図
つ
て
上
げ
て
頂
き
度
い
の
で
あ
り
ま
す
。
之
に
就
き
ま
し
て
先
般
住
友
外
地
勤
務
者
援
護
会
を
設
置
し
、
田
中
前
常
務
理
事
が
其
の

会
長
を
し
て
を
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
此
の
仕
事
は
依
然
続
け
て
行
き
ま
す
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
に
は
本
社
が
な
く
な

つ
た
か
ら
と
言

つ
て
、
其
処
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
出
来
な
い
様
に
十
分
御
手
配
を
願
度
い
の
で
あ
り
ま
す
。

五
、
結
語

甚
だ
無
躾
な
こ
と
ば
か
り
申
し
ま
し
た
が
、
又
甚
だ
至
ら
ぬ
点
も
あ
り
ま
し
た
が
、
将
来

の
困
難
な
る
こ
と
を
考
え
ま
し
て
、
実
は
感

慨
無
量
、
言
葉
が
十
分
に
出
な
い
の
で
あ
り
ま
す
ｃ
何
卒
私
の
心
中
を
御
察
し
願
度
い
の
で
あ
り
ま
す
。

終
り
に
臨
み
ま
し
て
私
始
め
本
社
重
役
に
対
し
永
年
に
亘
り
ま
し
て
御
協
力
御
支
援
賜
り
ま
し
た
皆
様

の
御
好
意

に
対
し
深
甚

の
敬
意

と
感
謝
を
表
し
ま
し
て
私
の
御
挨
拶
を
終
り
ま
す
。

以
上

（資
料
１４
）

連
系
会
社
及
特
定
関
係
会
社
ノ
定
義

二
就
テ
（昭
和
二
十

一
年

一
月
二
十
九
日
）

連
系
会
社

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

一
九



第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
〇

（
一
）

株
式
ノ
全
部
又

ハ
相
当
部
分
２

定
ノ
標
準
率
ヲ
決
定
シ
オ
ラ
ズ
）
ヲ
住
友
本
社
又

ハ
住
友
家
ガ
所
有
シ
、

（
三
）

其
ノ
役
員

ハ
住
友
ノ
利
益
ヲ
代
表
ス
ル
者

ヲ
以
テ
構
成
セ
ラ
レ
、

（三
）

従
ツ
テ
住
友
本
社
ガ
其
ノ
統
制
権
ヲ
完
全

二
掌
握
シ
ヲ
ル
会
社

ニ
シ
テ
、

（四
）

事
業
ノ
規
模
内
容
等
ヲ
考
慮
シ
、
住
友
本
社

ニ
ヨ
リ
連
系
会
社
ト
シ
テ
指
定
ス
ル
ニ
値
ス
ル
モ
ノ
ヲ
連
系
会
社
卜
言
フ
じ

関
係
会
社

（
一
）

住
友
関
係
ノ
持
株
率
相
当
大
ナ
ル
モ
ノ
カ
２

定
ノ
標
準
率

ヲ
定
メ
居
ラ
ズ
）
、
又
ハ

（二
）

住
友
関
係
ヨ
リ
役
員
ヲ
出
セ
ル
モ
ノ
カ
、
又

ハ

（三
）

住
友
関
係
ノ
持
株
数
ガ
他
ノ
株
主
ノ
夫

二
比
シ
、
最
大
ノ
モ
ノ
若

ハ
特
殊
関
係
ア
ル
モ
ノ

ノ
何
レ
カ
ノ

一
ツ
ニ
該
当
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
事
実
上
ノ
支
配
関
係
ア
ル
モ
ノ
ヲ
関
係
会
社
卜
言
フ
。

而
シ
テ
関
係
会
社
ノ
中

ニ
ハ
、
本
社
ノ
関
係
会
社
卜
連
系
会
社
ノ
関
係
会
社
ト
ア
リ
、
特
定
関
係
会
社
ト
ハ
俗
称

ニ
シ
テ
通
常
本
社
ノ
関

係
会
社
中
事
実
上
ノ
支
配
権
ガ
濃
厚
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
言
フ
モ
、
従
来
確
タ
ル
定
義

ハ
無
ク
、
人

ニ
ヨ
リ
時
期

ニ
ヨ
リ

一
定
セ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

現
在
連
系
会
社
及
特
定
関
係
会
社
左
ノ
如
シ
。

連
系
会
社

銀
行
、
電
気
、
倉
庫
、
化
学
、
信
託
、
金
属
、
生
命
、
土
地
工
務
、
鍍
業
、
共
電
、
ア
ル
ミ
製
錬
、
機
械
、
通
信
、
朝
軽

特
定
関
係
会
社

板
硝
子
、
大
阪
住
友
海
上
、
安
軽
、
化
工
材
、
ボ
ル
ネ
オ
殖
産

（註
）

満
金

ハ
従
来
連
系
会
社

二
指
定
サ
レ
ア
ル
モ
現
在

ハ
事
実
上
本
社
ノ
支
配
ヲ
受
ケ
ズ
、
金
属
ノ
支
配
ヲ
受
ケ
居
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
連
系
会



社
ノ
指
定
ヲ
解
除
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、
事
務
的
手
続
遅
延
シ
居
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

大
日
本
鍍
業
、
土
肥
鍍
業
、
熱
河
螢
石
、
北
支
産
金

ハ
嘗
テ
ハ
本
社
ノ
特
定
関
係
会
社
ト
シ
テ
直
接
支
配
ア
リ
シ
モ
、
現
在

ハ
鍍
業
ノ
支

配
下
ニ
ア
リ
。

尚
ボ
ル
ネ
オ
殖
産

ハ
本
社
ノ
直
轄
店
部
タ
ル
林
業
所
ノ
支
配
下
ニ
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
ｃ

（資
料
１５
）

渉
外
委
員
会
規
程

第

一
条
　
株
式
会
社
住
友
本
社

二
臨
時

二
渉
外
委
員
会
ヲ
置
ク
。

第
二
条
　
渉
外
委
員
会

ハ
左
ノ
事
項
ヲ
掌
理
ス
。

一
、
聯
合
軍
最
高
司
令
部
又

ハ
日
本
政
府
ト
ノ
連
絡

二
関
ス
ル
事
項
。

二
、
聯
合
軍
最
高
司
令
部
又

ハ
日
本
政
府
ノ
要
請

二
基
ク
資
料
ノ
蒐
集
、
調
査
研
究
並
報
告
書
ノ
作
成

二
関
ス
ル
事
項
。

三
、
聯
合
軍
最
高
司
令
部
又

ハ
日
本
政
府
ノ
要
請

二
関
シ
、
本
社
、
連
系
会
社
及
関
係
会
社
間
ノ
連
絡
調
整

二
関
ス
ル
事
項
。

四
、
其
ノ
他

一
般
渉
外
事
項
。

第
三
条
　
渉
外
委
員
会

二
左
ノ
職
員
ヲ
置
キ
、
本
社
、
連
系
会
社
及
関
係
会
社
職
員
中
ヨ
リ
委
嘱
ス
。

委
員
長
　
　
　
一
名

副
委
員
長
　
若
干
名

委
員
　
　
　
若
干
名

必
要

二
依
り
常
任
委
員
若
干
名

ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得
。

第
四
条
　
委
員
長

ハ
委
員
会

ヲ
統
理
ス
。

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
一



第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（下
）

副
委
員
長

ハ
委
員
長
ヲ
補
佐
シ
、
委
員
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
代
理
ヲ
為
ス
。

委
員

ハ
委
員
長
又
ハ
副
委
員
長
ノ
指
示

二
依
り
、
委
員
会
ノ
事
務
ヲ
処
理
ス
。

第
五
条
　
一則
各
号
ノ
外
必
要
ナ
ル
事
項

ニ
ツ
イ
テ
ハ
委
員
長
之
ヲ
定
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
。

（資
料
１６
）

デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
及
古
田
総
理
事
対
話
要
領
　
　
　
　
昭
和
二
十

一
年
二
月
十

一
日
　
於
住
友
本
社

（本
記
録

ハ
対
話
ノ
順
序
ヲ
示
ス
モ
ノ
ニ
非
ズ
、
三
項
ロ
ニ
分
類
整
理
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
）

一
、
住
友
家

二
関
ス
ル
事
項

イ
　
家
長

ハ
本
社

二
対
シ
如
何
ナ
ル
事
実
上
ノ
介
入
ヲ
行
フ
ヤ
？

（答
）

住
友
家
ノ
不
文
律

二
依
り
家
長

ハ
事
業
ノ

一
切
ヲ
総
理
事

二
一
任
シ
、
総
理
事

ハ
ソ
ノ
全
責
任

二
於
テ
事
業

ヲ
継
続
シ
、
家
長

ハ

何
等
干
与
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。

口
　
然
ラ
バ
住
友
ノ
場
合

二
於
テ
、
米
国
ノ
富
一家
二
於
テ
其
ノ
例
ヲ
見
ル
ガ
如
ク
、
総
理
事

ハ
全
事
業
ノ
囀
”
Ｃ
∽
弓
∪
国
（受
託
者
）
ト
シ
テ

ノ
責
任
ヲ
ト
ル
ヤ
？

尤
モ
其
ノ
場
合
卜
雖
モ
住
友

二
於
テ
ハ
、
家
長

ハ
何
時

ニ
テ
モ
其
ノ
信
託
契
約
ヲ
廃
棄
シ
得
ル
コ
ト
ト
了
承
ス
。

（答
）

別

二
信
託
契
約
ノ
如
キ
モ
ノ
ハ
ナ
キ
モ
事
実
上

ハ
其
ノ
通
リ
ナ
リ
。

ハ
　
然
ラ
バ
若
シ
総
理
事

二
於
テ
事
業
上
失
敗
シ
タ
ル
時
、
例

ヘ
バ
連
系
会
社
ノ

一
ツ
ガ
巨
損
ヲ
被
リ
タ
ル
時

ハ
、
家
長

ハ
総
理
事

二
其
ノ

責
任
ヲ
ト
ラ
シ
メ
、
之
ヲ
免
職
シ
、
他
ノ
人
ヲ
以
テ
代
ラ
シ
ム
ル
ト
イ
フ
コ
ト
モ
有
り
得
ル
ヤ
？

分
答
）

扶
り̈
ｃ

二
　
総
理
事

ハ
家
長

二
対
シ

「
バ
ラ
ン
ス

・
シ
ー
ト
」
等
ヲ
示
シ
テ
、
事
業
ノ
成
績
ヲ
説
明
ス
ル
コ
ト
ア
リ
ヤ
？

九

二



（答
）

現
家
長

ハ
数
字
ヲ
好

マ
サ
ル
故
、
「
バ
ラ
ン
ス

・
シ
ー
ト
」
ヲ
見
テ
貰
フ
ガ
如
キ
コ
ト
ハ
ナ
サ
ズ
。
唯
重
大
ナ
ル
人
事

二
就
テ
ハ
、

承
認
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ハ
実
行
シ
居
レ
リ
。

序
ナ
ガ
ラ
現
家
長

ハ
、
前
小
倉
総
理
事
ノ
時
代

ニ
ハ
学
生

ニ
シ
テ
小
倉
氏
ガ
後
見
ヲ
ツ
ト
メ
居
り
、
又
大
学

ニ
テ
ハ
日
本
文
化
史
ヲ

専
攻
セ
ル
外
、
病
身
ノ
為

一
層
事
業

ニ
ハ
無
関
係
ノ
態
度
ヲ
好
ム
ナ
リ
。

ホ
　
住
友
男
爵

ハ
本
社
ノ
大
部
分
ノ
株
式
ヲ
、
又
他
ノ
分
家
モ
夫
々

一
万
株
宛
所
有
シ
テ
ヰ
ル
ガ
、
其
ノ
株

ハ
何
力
く
ｏ
↓
ＨＺ
Ｏ

↓
”
Ｃ
∽
↓

ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
作
り
、
株
主
権
ノ
行
使
ヲ
是
レ
二
一
任
シ
居
ル
ガ
如
キ
コ
ト
ナ
キ
ヤ
？

（答
）

斯
ク
ノ
如
キ
コ
ト
ナ
シ
。
家
長
其
他
ノ
株
主

ハ
、
其
ノ
完
全
ナ
ル
資
産
ト
シ
テ
株
式

ヲ
所
有
シ
居
レ
リ
。

へ
　
然
ラ
バ
家
長
以
下
ノ
株
主

ハ
、
決
算
後

二
於
テ
其
ノ
配
当
小
切
手

ヲ
受
取
ル
ニ
止
ル
ト
解
シ
テ
可
ナ
ル
ヤ
？

（答
）

然
り
。
完
全
ナ
ル
所
有
者
ト
シ
テ
其
ノ
投
資

二
対
ス
ル
配
当
ヲ
受
取
ル
ニ
止

マ
ル
。

卜
　
住
友

ハ
政
治

ニ
ハ
全
然
無
関
係
ナ
リ
ト
聞
イ
テ
ヰ
ル
ガ
、
政
党

二
寄
附
ヲ
ナ
ス
ガ
如
キ
ヨ
ト
ハ
他

二
例
ア
リ
。
其
ノ
辺
如
何
？

（答
）

住
友

ハ
先
祖
以
来
ノ
不
文
律

二
依
り
、
絶
対

二
政
治

ニ
ハ
関
係
セ
ズ
ｃ
政
党
等

二
寄
附
ナ
ド
シ
タ
ル
コ
ト
未
ダ
嘗
テ
絶
対
ナ
シ
。

住
友
家
モ
本
社
モ
連
系
会
社
モ
皆
然
り
。
序
ナ
ガ
ラ
住
友

ハ
家
憲
ト
シ
テ
政
治

二
絶
対

二
関
係
ヲ
持
タ
ザ
ル
コ
ト
ト
シ
居
レ
ル
ガ
、

先
代
ノ
家
長

ハ
西
園
寺
家
ノ
出

ニ
シ
テ
、
其
ノ
実
兄
ガ
公
爵
ト
シ
テ
政
治
家
ナ
リ
シ
関
係
上
、
其
ノ
点

ハ
非
常

二
潔
癖

ニ
シ
テ
世
間

ノ
誤
解
ヲ
避
ク
ル
タ
メ
、
公
爵

二
対
ス
ル
知
人
ノ
紹
介
ス
ラ
厳

二
断
り
居
リ
シ
程
ナ
リ
。

小
倉
前
総
理
事
ガ
大
蔵
大
臣

ニ
ナ
リ
シ
ハ
住
友

ヲ
ヤ
メ
テ
後
ノ
コ
ト
ナ
リ
ｃ
小
倉
氏

ハ
自
ラ
大
蔵
大
臣

ニ
ハ
不
適
任
ナ
リ
ト
中
シ
居

ラ
レ
タ
ル
モ
、

同
氏
ノ
如
キ
人
格
高
ク
尊
敬
セ
ラ
レ
居
ル
人
ヲ
、
０
＞
四
Ｚ
国
↓

く
ｕ
Ｋ
∪
∪
”

二
有
ス
ル
コ
ト
ハ
、
内
閣
ヲ
価
値
ヅ

ケ
ル
上

二
於
テ
、
当
時
必
要
卜
認
メ
タ
上
ノ
勧
説
ナ
ル
ベ
シ
。

二
、
住
友
本
社

二
関
ス
ル
事
項

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
三



第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
四

イ
　
総
理
事
ノ
連
系
会
社

二
対
ス
ル
統
制
ノ
実
情
如
何
？

（答
）

総
理
事

ハ
連
系
関
係
会
社
ノ
ω
Ｏ
＞
”
∪

二
席

ヲ
有
シ
、
大
部
分
ノ
会
長

ヲ
務
メ
来
レ
リ
ｃ
併
シ
ナ
ガ
ラ
其
レ
ハ
取
締
役
会
ノ
座

長
ラ
ツ
ト
ム
ル
ニ
止

マ
リ
、
近
年

ハ
事
業
経
営
ノ
責
任
ヲ
社
長

二
一
任
シ
、
其
ノ
独
立
性
ヲ
認
メ
、
唯
重
大
問
題
ノ
ミ
ニ
就
テ
相
談

ヲ
受
ク
ル
ノ
程
度
ナ
リ
。
特

二
大
東
亜
戦
争
以
来
戦
時
法
ノ
下
二
軍
需
会
社

二
指
定
サ
レ
タ
ル
連
系
会
社
ノ
事
業
ノ
監
督

ハ
、
住
友

ノ
手
ヲ
離
シ
テ
政
府

二
帰
属
シ
、
本
社
卜
連
系
会
社
ト
ノ
関
係

ハ
一
層
希
薄
ト
ナ
レ
リ
Ｇ

日
　
本
社

ハ
他
ノ
財
閥
卜
契
約
上
ノ
何
等
カ
ノ
関
係
ア
リ
ヤ
？

（答
）

全
ク
ナ
シ
ｃ

住
友

二
於
テ
ハ
不
文
律

二
依
り
『
卿
＞
∪
”
ヲ
営

マ
ザ
ル
伝
統
ア
リ
。

其
ノ
理
由

ハ
、　
弓
”
＞
∪
∪
ヲ
営
ム
ト
キ
ハ
自

然
投
機
的
ノ
取
引
ヲ
ナ
ス
機
会
多
カ
ル
ベ
ク
、　
之

ハ
住
友
家
ノ
伝
統
タ
ル

「堅
実
」

ノ
営
業
精
神

二
背
馳
ス
ベ
ク
、　
又

↓
”
＞
∪
国

ヲ
ヤ
ル
時

ハ
政
治

二
関
係
ス
ル
ニ
至
ル
ベ
ク
、
共

二
住
友
家
ノ
伝
統

二
反
ス
ル
ガ
故
ナ
リ
。

以
上
ノ
次
第
ナ
ル
故
、
住
友
ノ
製
品
ヲ
外
国

二
輸
出
ス
ル
場
合
及
住
友
ノ
エ
業
ノ
機
械
ヲ
外
国
ヨ
リ
購
入
ス
ル
取
引

二
限
り
、
三
井

物
産
及
三
菱
商
事
卜
関
係
ヲ
生
ジ
タ
ル
コ
ト
ア
ル
ノ
ミ
ナ
リ
。
尤
モ
住
友
各
社
ノ
製
品
ノ
ミ
ヲ
国
内

二
販
売
ス
ル
機
関
ト
シ
テ
ハ
、

本
社
ノ

一
部

二
業
務
所
ア
リ
テ
之
ガ
取
次
ノ
任

二
当
り
居
レ
リ
（此
ノ
説
明

二
対
シ
テ
デ
イ
ク
ソ
ン
氏
ヨ
リ

一
ヶ
年
ノ
販
売
取
扱
金

額
、
商
品
種
類
、
生
産
会
社
名
ノ
表
ノ
作
成
ノ
依
頼
ア
リ
）
。

ハ
　
住
友
本
社
ガ
銀
行
ヨ
リ
多
額
ノ
借
入
金
ヲ
ナ
シ
居
レ
ル
事
情
如
何
？

（答
）

住
友
本
社

ハ
連
系
、
関
係
会
社
ノ
株
式
払
込
、
増
資
引
受
ノ
タ
メ
０
＞
∽
エ
ノ
必
要
ヲ
生
ジ
タ
ル
ガ
タ
メ
ナ
リ
。

二
　
右
借
入
二
対
シ
担
保
ヲ
差
入
レ
居
レ
ル
ヤ
？

（答
）

担
保
ヲ
充
分

二
差
入
レ
ア
リ
（此
ノ
説
明

二
対
シ
テ
右
担
保
、
銘
柄
、
金
額
、
借
入
金
残
高
ノ
表
ノ
提
出
要
求
ア
リ
）
ｃ

ホ
　
住
友
本
社
ガ
払
込
二
億
二
十
五
百
万
円

ニ
シ
テ
尚
未
払
込
額
ガ
資
産
ト
シ
テ
計
上
シ
テ
ア
ル
ニ
拘
ラ
ズ
、
其
レ
ヲ
払
込

マ
シ
メ
ズ
シ
テ



借
入
金

ヲ
ナ
ス
理
由
如
何
？

（答
）

株
主

二
於
テ
ｏ
＞
∽
国
不
充
分
ナ
ル
タ
メ
ナ
リ
。
総
ジ
テ
日
本
ノ
エ
業
ガ
長
足
ノ
発
展

ヲ
遂
ゲ
居
ル
ニ
対
シ
、
国
富
ノ
増
進
ガ
其

レ
ニ
伴

ハ
ザ
ル
ガ
故

二
、
大
株
主
ナ
ル
ト
小
株
主
タ
ル
ト
ノ
論
ナ
ク
、
会
社
ノ
必
要
ト
ス
ル
払
込
ヲ
実
行
ス
ル
ノ
能
力
不
充
分

ニ
シ

テ
、
会
社
ト
シ
テ
ハ
他

二
理
由
モ
加

ハ
ル
ガ
、
主
ト
シ
テ
借
入
金

二
依
り
必
要
資
金
ノ
調
達
ヲ
ナ
ス
ノ
余
儀
ナ
キ
ニ
至
レ
ル
ナ
リ
ｃ

以
上
ノ
次
第

ニ
シ
テ
住
友
モ
四
代
前
ノ
総
理
事
ノ
頃
ヨ
リ
、
連
系
会
社
ノ
株
式
ヲ
公
開
ス
ル
方
針
ヲ
ト
リ
、
外
部
ノ
資
本
ヲ
流
入
ス

ル
コ
ト
ヲ
実
行
シ
来
レ
リ
。

へ
　
住
友
本
社
卜
銀
行
ト
ノ
関
係
如
何
？
　
住
友
家
及
住
友
本
社
ガ
銀
行
ノ
株
式
ヲ
多
数

二
所
有
シ
居
レ
ル
ハ
承
知
シ
居
レ
リ
ｃ

（答
）

住
友
部
内

二
於
テ
モ
銀
行
ノ
如
キ
金
融
機
関

ハ
公
共
的
ノ
性
質
ヲ
有
ス
ル
ガ
故

二
、
本
家
並

二
本
社

ハ
多
数
ノ
株
式

ヲ
所
有
シ
居

ル
モ
、
夙

二
其
ノ
営
業

ニ
ハ
深
ク
干
与
セ
ザ
ル
コ
ト
ト
シ
、
経
営
ノ

一
切
ヲ
社
長

二
一
任
シ
ア
リ
。

総
理
事

ハ
取
締
役
会

二
∽
∪
＞
↓
ヲ
有
チ
タ
ル
モ
、
只
ソ
レ
ダ
ケ
ニ
テ
会
長
ス
ラ
銀
行

二
一
任
シ
来
リ
タ
リ
。

序
ナ
ガ
ラ
住
友
男
爵

ハ
先
年
迄

∪
ｏ
＞
”
∪

二
席

ヲ
列
ネ
タ
ル
モ
真

二
名
義
ダ
ケ
ニ
テ
、
勿
論
重
役
会

ニ
モ
出
席
セ
ズ
。
中

ス
マ
デ

モ
ナ
ク
銀
行
業

二
於
テ
ハ
特

二
信
用
ヲ
重
ン
ズ
ル
故
、
住
友
家
長
ノ
名

ヲ
重
役
陣

二
列
シ
来
レ
ル
マ
デ
ナ
リ
（之

二
対
シ
テ
ハ
其
ノ

例

ハ
本
国

ニ
モ
多
ク
ア
リ
ト
述
ベ
ラ
レ
タ
リ
）
ｃ

卜
　
住
友
本
社

ハ
本
来

ハ
持
株
会
社
ナ
ル
ガ
、
現
業
財
産
ト
シ
テ
鉱
山
ヲ
モ
有
セ
リ
ト
ノ
コ
ト
ナ
ル
ガ
如
何
？

（答
）

然
り
。
資
産
ノ
大
部
分

ハ
持
株
ナ
ル
ガ
、
鉱
山
、
森
林
及
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
等

ヲ
モ
有
セ
リ
。
其
ノ
内
鉱
山

ハ
住
友
鍍
業

二
経
営

ヲ

委
託
シ
、
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
ハ
住
友
土
地
工
務

二
同
様
委
託
シ
ア
リ
テ
、
唯

一
ノ
自
ラ
経
営

ニ
ナ
ル
事
業

ハ
森
林
業
ノ
ミ
ナ
リ
。
因
ミ

ニ
鍍
業
財
産

ハ
主
ト
シ
テ
金
鉱
ナ
リ
。

三
、
連
系
関
係
会
社

二
関
ス
ル
事
項

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
五



第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
六

イ
　
連
系
会
社
ノ
仔
会
社

二
対
シ
テ
住
友
本
社

ハ
如
何
ナ
ル
関
係
ヲ
有
ス
ル
ヤ
？

（答
）

仔
会
社

ハ
直
接
連
系
会
社
ノ
管
轄

二
属
シ
、
本
社

ハ
何
等
干
与
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。

口
　
仔
会
社
ガ
事
業

二
失
敗
シ
、
連
系
会
社
ガ
損
失

ヲ
蒙
リ
タ
ル
ト
キ
ト
雖
モ
、
本
社

ニ
ハ
関
係
ナ
キ
ヤ
？

（答
）

ソ
ノ
損
失
ノ
程
度

ニ
ヨ
リ
テ
ハ
連
系
会
社
ノ
社
長
ヨ
リ
本
社

二
報
告
ア
ル
コ
ト
モ
ア
リ
。
ソ
ノ
際

ハ
将
来
ノ
タ
メ
総
理
事

ヨ
リ
社

長

二
注
意
ヲ
与
フ
ル
位
ノ
コ
ト
ハ
ア
リ
。

ハ
　
住
友
金
属
ノ
仔
会
社
例

ヘ
バ

一
〇
〇
％
ノ
株
式
ヲ
有
シ
テ
ヰ
ル
柏
原
紡
績
ノ
如
キ
ハ
何
ノ
ロ
的
ヲ
有
ス
ル
ヤ
？

（答
）

ソ
レ
ハ
只
工
場
ノ
使
用
ヲ
必
要
ト
シ
タ
ル
タ
メ
同
会
社
株
式
ヲ
買
取
リ
タ
ル
ナ
リ
。
会
社

ハ
生
産
ヲ
中
止
シ
、
ソ
ノ
製
品

ハ
勿
論

買
人
当
時

ハ
出
テ
居
ラ
ザ
リ
シ
ナ
リ
。

二
　
全
ク
ノ
仮
定
デ
ア
ル
ガ
、
会
社
ガ
繊
維
品
ノ
製
作
ヲ
開
始
ス
ル
ト
イ
フ
場
合

二
、
ソ
ノ
可
否

ハ
住
友
金
属
ダ
ケ
ニ
テ
決
定
ス
ル
ヤ
、
或

ハ
本
社

二
相
談
ノ
上
決
定
ス
ル
ヤ
？

若
シ
ソ
ノ
結
果
業
務
上
ノ
損
失

ヲ
生
ジ
タ
ル
場
合

ハ
如
何
？

（答
）

同
社
ガ
繊
維
品
ノ
生
産
ヲ
始
ム
ル
ガ
如
キ
コ
ト
ハ
考

ヘ
ラ
レ
ザ
ル
モ
、
ソ
レ
ガ
問
題
ト
ナ
ル
場
合

ハ
、
可
否
ノ
決
定

ハ
金
属
社
長

ニ
ヨ
リ
テ
ナ
サ
レ
、
損
失
ノ
場
合

ハ
同
社
長
ノ
責
任
ナ
リ
ｃ

ホ
　
住
友
電
氣
工
業

ハ
電
線
ノ
生
産

二
於
テ
ハ
全
国
総
生
産
ノ
五
０
％
ヲ
占
メ
ル
ト
カ
聞
キ
オ
ル
ガ
事
実
ナ
リ
ヤ
？

（答
）

ソ
レ
ハ
誤
リ
ナ
リ
ｃ
決
シ
テ
カ
カ
ル
多
量
ノ
生
産

ハ
ナ
シ
ｃ
住
友
部
内

ニ
テ
ハ
住
友
通
信
工
業
ガ
通
信
機

二
就
テ
ハ
約
四
〇
％
ヲ

占
メ
ル
ノ
ガ
最
高
ナ
リ
。

へ
　
住
友
鍍
業
ガ
全
国
同
業
者
間

二
於
ケ
ル
地
位
如
何
、
競
争
者

ハ
何
レ
ナ
リ
ヤ
？

（答
）

住
友
鍍
業

ニ
ハ
石
炭
卜
銅
卜
金
ノ
三
ツ
ノ
部
門
ア
リ
。
石
炭

ハ
三
井
ガ
主

ニ
シ
テ
、
住
友
ノ
地
位

ハ
邊

二
低
シ
。
銅

ハ
住
友
ノ
別



子
銅
山

ハ
開
坑
二
百
五
十
余
年

ニ
ナ
リ
タ
ル
程

ニ
テ
老
齢
貧
鉱
ト
ナ
リ
、
従
テ
古
河
ナ
ド
ヨ
リ
モ
下
位

ニ
ア
ル
ベ
シ
。
金

ハ
採
鉱
取

止
以
前

ハ
、
住
友

ハ
日
本
鍍
業

二
次
イ
デ
全
国
第
二
位
ヲ
占
メ
タ
リ
。

卜
　
連
系
会
社

二
就
テ
ハ
金
属
、
銀
行
及
通
信
工
業
ノ
三
社

二
関
シ
特

二
調
査
シ
タ
シ
。

（答
）

諾
。
各
社

二
通
知
シ
、
首
脳
者
ヲ
シ
テ
説
明

二
当
ラ
シ
ム
ベ
シ
。
但
シ
通
信

ハ
本
社
ガ
東
京

ニ
ア
リ
、
依
リ
テ
首
脳
者
ト
ノ
会
見

ハ
東
京

二
於
テ
ス
ル
ヤ
ウ
打
合

ハ
ス
ベ
キ
モ
、
事
務
ノ
事
ナ
ラ
バ
専
門
家
ガ
東
京
ヨ
リ
招
致
サ
レ
ア
リ
ｃ

（資
料
１７
）

デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
卜
大
島
監
査
役
ト
ノ
対
話
要
領
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十

一
年
二
月
十
四
日
於
新
大
阪
ホ
テ
ル

大
島
　
住
友
本
社

ハ
一
日
モ
早
ク
解
体
ス
ベ
ク
、
其
ノ
前
提
条
件
タ
ル
現
業
部
門
処
理
二
関
ス
ル
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
ヲ
、
昨
年
十

一
月
上

旬
聯
合
軍
総
司
令
部
宛

二
提
出
セ
ル
モ
、
本
年
二
月

一
日
却
下
ト
ナ
リ
タ
リ
。
却
下
ノ
理
由

ハ
明
示
サ
レ
ズ
、
住
友
ト
シ
テ
ハ
適
当
ナ

ル
代
策
モ
無
ク
、
全
ク
当
惑
シ
居
レ
リ
。
何
等
カ
ア
ド
ヴ
ア
イ
ス
ヲ
頂
ケ
ザ
ル
ヤ
。

デ
ィ
ク
ソ
ン
　
鍍
業
部
門
及
林
業
部
門
ヲ
住
友
鍍
業

二
譲
渡
ス
ル
案

ハ
適
当
卜
考

ヘ
ラ
ル
。
司
令
部
内

ニ
ハ
各
係
分
立
シ
多
忙
ナ
ル
為
、
充

分
研
究
ヲ
尽
サ
ザ
ル
儘
不
許
可
ト
ス
ル
コ
ト
モ
ア
リ
。
故

二
一
度
不
許
可
ト
ナ
リ
テ
モ
、
其
ノ
儘
引
下
リ
テ
ハ
駄
ロ
ナ
リ
。
モ
ツ
ト
プ

ツ
シ
ユ
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
ｃ
モ

一
度
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
ヲ
提
出
ス
ベ
シ
ｃ
自
分
モ
帰
京
ノ
上

ハ
同
僚
ノ
委
員
並

二
司
令
部
当
局

ヘ
ヨ
ク

伝
達
シ
置
ク
ベ
シ
．
司
令
部
宛
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
ヲ
提
出
セ
ル
場
合

ハ
自
分

ニ
モ
コ
ツ
ピ
ー
ヲ
提
出
ス
ベ
シ
。

大
島
　
持
株
会
社
整
理
委
員
会

二
各
界
ノ
人
材
ヲ
吸
収
シ
、
其
ノ
権
限
ヲ
拡
大
シ
、
財
閥
本
社
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
仔
会
社
、
孫
会
社
迄
ヲ
管
理

運
営
ス
ル
ト
ノ
記
事
ガ
過
日
ノ
朝
日
新
聞

二
掲
載
サ
レ
ア
リ
シ
モ
事
実
ナ
リ
ヤ
ｃ

デ
ィ
ク
ソ
ン
　
司
令
部
内

ニ
ハ
全
然
右
ノ
如
キ
事
実

ハ
無
シ
。
既
定
方
針
ノ
儘
ナ
リ
。
自
分

ハ
寧

口
持
株
会
社
整
理
委
員
会
ノ
委
員
ガ
早
ク

其
ノ
仕
事

ヲ
終
結
シ
タ
キ
焦
慮
ヨ
リ
、
株
式
ヲ
不
当

二
安
ク
処
分
シ
、
真
ノ
オ
ー
ナ
ー
ニ
損
害
ヲ
蒙
ラ
シ
ム
ル
虞
ア
ル
点

ヲ
懸
念
シ
居

第
三
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
七



第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（ド
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
八

レ

リ

。

尚
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏

ハ
住
友
ヨ
リ
種
々
申
入
レ
タ
キ
事
項
ア
ラ
バ
、
上
京
ヲ
乞
フ
。
何
時

ニ
テ
モ
面
接
ス
ベ
シ
ト
申
添
セ
リ
．

（資
料
１８
）

財
閥

二
関
ス
ル

「
エ
ド
ワ
ー
ヅ
」
氏
ト
ノ
会
談
要
領
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（昭
和
二
十

一
年
二
月
二
十
七
日
石
原
記
）

一
、
財
閥
解
体

二
関
聯
シ
、
考
慮

ヲ
要
ス
ベ
キ
若
千
ノ
事
項
ト
シ
テ
技
術
ノ
綜
合
的
運
用
、
金
融
、
近
代
産
業
ノ
大
規
模
設
備
卜
国
際
競
争

カ
ノ
関
係
等

二
付
質
問
シ
タ
ル
ニ
対
シ

（
一
）

技
術
ノ
綜
合
的
運
用
ノ
点

ハ
、
従
来
財
閥
会
社
ガ
優
秀
ナ
ル
製
品
ヲ
生
産
シ
ア
リ
タ
ル
ガ
、
他
面
財
閥
以
外
ノ
経
営

ハ
カ
カ
ル
技

術

二
恵

マ
レ
ズ
、
而
モ
財
閥
傘
下
二
鉄
鋼
、
石
油
、
陶
磁
器
ト
イ
フ
如
キ
各
種
企
業
ノ
ア
ル
場
合
、
技
術
者
ノ
綜
合
的
運
用
ノ
限
度

ヲ
越

ユ
ル
規
模
ノ
モ
ノ
ナ
リ
。
我
々
ノ
提
言
シ
タ
キ
ハ
、
鉄
鋼
ナ
ラ
鉄
鋼

ニ
テ
技
術
者
及
技
術
ノ

「
プ
ー
ル
」
ヲ
作
り
、
各
鉄
鋼
企

業
者
ノ
需
要

二
応
ズ
ル
如
キ
仕
組
ヲ
考
フ
ル
コ
ト
ナ
リ
ｃ
「
ア
メ
リ
カ
」

ニ
テ
ハ
一
部
実
行
サ
レ
居
レ
リ
、
之

ハ
各
会
社
ノ
競
争
ノ

問
題
ト
ハ
区
別
可
能
ノ
問
題

ニ
シ
テ
、
「
デ
パ
ー
ト
」

ガ
共
同
配
達
所
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ト
同
様

二
考

ヘ
ラ
ル
ベ
ク
、
日
本
ノ
練
達
セ

ル
最
高
ノ
技
術
ヲ
、
財
閥
会
社
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
他
ノ
業
者
モ
其
ノ
利
益

二
均
霧
シ
得
ル
ガ
如
キ
構
想
ヲ
必
要
ト
セ
ズ
ヤ
。
各
企
業

ニ
テ

働
ク
技
師
ノ
使
用
条
件

ハ
事
情

二
応
ジ
定
メ
ラ
ル
ベ
ク
、
素
ヨ
リ
企
業
専
属
ノ
技
師
卜
当
該
会
社

二
対
ス
ル
心
得

二
於
テ
若
干
ノ
相

違

ハ
ア
リ
得
ベ
キ
モ
、
其
ノ
技
師
ガ
各
種
ノ
経
営
体

二
亘
り
自
分
ノ
得
意
ト
ス
ル
技
術
ヲ
発
達
セ
シ
メ
得
ル
点
優
レ
リ
ト
ス
ベ
シ
。

カ
カ
ル
場
合
企
業

ハ
生
キ
物

ニ
テ
個
人
的
親
密
感
、
信
頼
感
ノ
呆
ス
作
用
ヲ
無
視
シ
得
ザ
ル
モ
、
之

ハ
屡
個
人
的
感
情
ノ
濫
用

二
陥

り
、
却
テ
企
業
モ
技
術
者
自
身
モ
発
達
ヲ
阻
害
サ
ル
ル
コ
ト
ト
ナ
ル
ニ
非
ズ
ヤ
。　
一
例
ト
シ
テ
米
国

ニ
ハ
木
材
加
工
業
者
ノ
共
同
出

資

ニ
ナ
ル
大
ナ
ル
試
験
研
究
機
関
ア
リ
。
其
ノ
成
果
ハ
凡
テ
ノ
加
工
業
者

二
公
開
セ
ラ
レ
、
之

二
依
り
木
材
加
エ
ノ
凡
ユ
ル
技
術
ノ

成
果

ハ
、
百
％
二
各
メ
ム
バ
ー
ニ
利
用
サ
レ
ル
コ
ト
ト
ナ
ル
。
競
争

ハ
其
ノ
同

一
出
発
点
ヨ
リ
シ
テ
以
後
ノ
経
営
ノ
実
態

二
存
ス
ル



コ
ト
ト
ナ
リ
、
之

ニ
テ
充
分
斯
業
ノ
発
達
ノ
刺
戟
ト
ナ
リ
得
ル
モ
ノ
ト
思
フ
．

尚
財
閥
会
社
ノ
技
術
陣
容
中

ニ
ハ
各
種
ノ
ス
ペ
シ
ア
リ
ス
ト
ヲ
擁
シ
、
或
ル
時
期

ニ
ハ
必
要
ナ
ル
モ
其
ノ
時
期
ガ
過
グ
レ
バ
其
ノ
貴

重
ナ
ル
材
幹

ハ
、
当
該
会
社
ノ
死
蔵
ス
ル
ト
コ
ロ
ト
ナ
ル
ノ
ミ
ニ
テ
、
日
本
経
済
全
体
ガ
マ
ク
シ
マ
ム
プ
ロ
ダ
ク
シ
ヨ
ン
ヲ
挙
グ
ル

ニ
ハ
、
現
在
ノ
如
キ
財
閥
会
社
ノ
技
術
独
占
ノ
傾
向

ハ
打
破
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
ニ
非
ズ
ヤ
ｃ

（二
）

金
融
ノ
点

二
付
テ
ハ
従
来
財
閥
会
社

ハ
余
リ
ニ
容
易

二
金
融
ヲ
受
ケ
過
ギ
タ
ル
ニ
非
ズ
ヤ
。
財
問
傘
下
二
銀
行
ア
リ
テ
、
財
閥
会

社

ハ
楽

二
資
金

ヲ
調
達
セ
ル
ニ
対
シ
、
其
以
外
ノ
者

ハ
相
当
有
能
ナ
ル
企
業
ナ
ル
ニ
不
拘
資
金

ヲ
得
ル
コ
ト
困
難
ナ
リ
シ
事
態
自
身

改
善
ヲ
要
ス
。
例

ヘ
バ
鉄
鋼
業

ヲ
其
ノ
傘
下
二
操
（計
、
擁
か
）
ス
ル
財
閥
会
社
ガ
其
以
外
ノ
事
業
部
内
ノ
資
産
ノ
信
用
ヲ
モ
背
景
ト

シ
テ
信
用
ヲ
得
、
鉄
鋼
専
業
会
社

二
比
シ
有
利
ナ
ル
地
位

ヲ
占
ム
ル
如
キ
コ
ト
ナ
ラ
バ
、
感
心
シ
タ
コ
ト
ニ
非
ズ
。
企
業
ガ
相
当
ノ

リ
ス
ク
ヲ
負
フ
コ
ト
ハ
素
ヨ
リ
ニ
シ
テ
、
銀
行
ガ
当
該
企
業
自
身
ノ
資
産
状
態
及
損
益
ノ
見
透
ヲ
基
礎
ト
シ
テ
融
資

ヲ
ナ
ス
ノ
ガ
本

来
ノ
姿

ニ
シ
テ
、
其
ノ
企
業
固
有
ノ
理
由
以
外
ノ
理
由
ヲ
問
題
ト
ナ
ス
コ
ト
ハ
正
道

二
非
ズ
ｃ
要

ハ
事
業

二
必
要
ナ
ル
範
囲
ノ
金
融

ヲ
、
財
閥
会
社
タ
ル
ト
否
ト
ヲ
間

ハ
ズ
行

ハ
シ
ム
ル
コ
ト
ガ
重
点

ニ
シ
テ
、
財
閥
会
社
ガ
必
要
以
上
ノ
融
資
カ
ヲ
有
シ
タ
ル
ヲ
其
必

要
ノ
範
囲
内

二
止
ム
レ
バ
可
ナ
リ
。
調
査
ス
ル
所

ニ
テ
ハ
、
財
閥
会
社
ガ
其
ノ
故
ヲ
以
テ
借
金
ノ
利
息

ヲ
払
フ
ノ
ニ
又
借
金

ヲ
シ
、

関
係
銀
行

ハ
融
資

ヲ
続
ケ
ア
リ
。
其
レ
他
ノ
会
社
ナ
ラ
バ
夙

二
破
産
セ
ラ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ニ
不
拘
、
特
殊
ノ
関
係

ヨ
リ
シ
テ
ヤ

（註
、
カ
カ
か
）
ル
処
理
ヲ
受
ケ
ア
ル
ハ
一
ノ
ア
ビ
ュ
ー
ス
ト
イ
フ
ベ
キ
ノ
ミ
。

（三
）

近
代
産
業
ガ
大
規
模
設
備
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
、
大
規
模
経
営
体
ガ
能
率
好
シ
ト
イ
フ
ハ
当
ラ
ズ
。
企
業

ニ
ハ
或
程
度
過
大
ト
ナ
ル
ニ

従
ヒ
能
率
ノ
向
上
ス
ル
点
ア
リ
テ
、
其
ヲ
越
ス
レ
バ
却
テ
能
率

ハ
低
下
ス
ｃ
能
率
ノ
点

ハ
規
模
ノ
問
題
モ
サ
ル
コ
ト
ナ
ガ
ラ
、
カ
ル

テ
ル
等
ノ
問
題
モ
重
大
ナ
ル
点
ア
リ
。
例

ヘ
バ
イ
ギ
リ
ス
ノ
鉄
鋼
業

ハ
古
ク
ヨ
リ
発
展
セ
ル
カ
ル
テ
ル
強
固
ニ
シ
テ
設
備
投
資
大
ナ

ル
為
、
最
新
設
備
ノ
採
用

二
緩
慢

ニ
シ
テ
連
続
圧
延
設
備
ノ
如
キ
モ
戦
前

マ
デ
遂

二
採
用
セ
ズ
、
旧
来
ノ
圧
延
方
法
ヲ
利
用
シ
タ
リ
。
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之

二
対
シ
ア
メ
リ
カ
ハ
Ｕ

・
Ｓ

・
ス
テ
ー
ル
ノ
如
キ
大
規
模
企
業

ハ
存
ス
ル
モ
他
ノ
会
社
モ
新
規
設
備
ノ
採
否
可
能
ノ
程
度
ノ
有
力

ナ
ル
モ
ノ
多
数
ア
リ
。
結
局
凡
テ
連
続
圧
延
設
備
ヲ
採
用
シ
テ
、
極
メ
テ
能
率
的

二
鋼
板
ノ
製
造
ヲ
ナ
シ
タ
リ
。
英
国

ハ
戦
争
ト
ナ

リ
急
遠
連
続
圧
延
設
備
ノ
施
設
ヲ
始
メ
タ
ル
モ
、
戦
争
終
結
迄
サ
レ
テ
成
果
ヲ
挙
グ
ル
ニ
至
ラ
ザ
リ
キ
。

日
本
ノ
企
業
ガ
近
代
化
、
能
率
化
セ
ラ
ル
ベ
キ
コ
ト
素
ヨ
リ
ニ
シ
テ
、
我

ニ
ハ
連
続
圧
延
設
備
ノ
可
能
ナ
ル
如
キ
企
業
ノ
大
イ
サ
ヲ

否
定
セ
ン
ト
ノ
意
思

ハ
珈
カ
モ
有
セ
ズ
ｃ
但
シ
財
閥
会
社
ノ
多
ク
ハ
其
ノ
規
模
ヲ
、
果
シ
テ
企
業
設
備
近
代
化
ノ
必
要
ヨ
リ
シ
テ
説

明
シ
得
ラ
ル
ル
如
キ
モ
ノ
ナ
リ
ヤ
疑
間
ナ
リ
。
多
数
ノ
エ
場
ヲ
其
ノ
傘
下
二
擁
ス
ル
財
閥
会
社
ノ
本
社
中
央
部
ノ
仕
事

ハ
、
生
産
ノ

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ニ
ハ
非
ズ
シ
テ
、
金
融
及
政
府
ト
ノ
連
絡
ト
イ
フ
如
キ
仕
事

二
止

マ
リ
タ
ル
如
キ
感
ア
リ
。
カ
カ
ル
中
央
部
卜
各

工
場
ノ
連
絡
ヲ
切
離
シ
各
工
場
ヲ
独
立
会
社
ト
ナ
ス
コ
ト
、
設
備
近
代
化
ノ
方
向

二
支
障
ヲ
与
フ
ル
モ
ノ
ト
ハ
考

ヘ
ラ
レ
ズ
。
蓋
シ

各
工
場
連
絡

ハ
既

二
独
立
企
業
ト
シ
テ
闊
歩
シ
得
ル
丈
ケ
ノ
大
イ
サ
ヲ
有
ス
レ
バ
ナ
リ
。

（四
）

国
際
競
争
カ
ノ
問
題
　
国
際
競
争
カ
ノ
点

二
関
シ
テ
ハ
三
ノ
場
合

ヲ
考

へ
得

一
ハ
紡
績
業
ノ
如
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
日
本
ノ
紡
績

ハ
世
界
第

一
ノ
能
率
的
経
営

ニ
シ
テ
、
其
ノ
世
界
的
競
争
カ

ニ
付
テ
ハ
疑
問
ノ
余

地
ナ
ク
、
カ
カ
ル
種
類
ノ
国
際
競
争
カ
カ
ロ
本
経
済
将
来
ノ
為

二
大
イ
ニ
奨
励
発
展
セ
シ
ム
ラ
ル
ベ
キ
コ
ト
ヲ
希
望
ス
。

ニ
ハ
チ
ー
プ
レ
ー
バ
ー
ニ
依
ル
競
争
カ

ニ
シ
テ
、
之

ハ
好
ム
ト
好

マ
サ
ル
ト
不
拘
早
晩
失

ハ
ル
ヘ
ク
、
我
々
ト
シ
テ
ハ
カ
カ
ル
競
争
力

ノ
ョ
リ
速
カ
ニ
消
滅
セ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
Ｇ

三

ハ
財
閥
会
社
等

二
関
聯
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
、
例

ヘ
バ
独
立
ノ
企
業
ガ
米
国
Ｕ

・
Ｓ

・
ス
テ
ー
ル
ヨ
リ
鉄
鋼
ヲ
買
入
レ
、
之
ヲ
加
エ
セ

ン
ト
ス
ル
場
合
Ｕ

・
Ｓ

・
ス
テ
ー
ル
ニ
対
シ
オ
フ
ア
ー
ヲ
ナ
ス
ｃ
之

二
対
シ
財
閥
会
社
モ
同
様
ノ
希
望

ニ
テ
オ
フ
ア
ー
ヲ
ナ
ス
モ
、
彼

ハ
郵
船
会
社
卜
結
託
シ
運
賃
ノ
特
別
割
引
ヲ
行

ハ
シ
メ
、　
一
方
Ｕ

・
Ｓ

，
ス
テ
ー
ル
ニ
対
シ
競
争
者
ヨ
リ
高
キ
オ
フ
ア
ー
ヲ
提
供
シ
テ

之
ヲ
圧
倒
シ
、
而
モ
輸
入
原
価

二
於
テ
尚
競
争
者
ヨ
リ
モ
低
廉
ナ
リ
ト
イ
フ
ガ
如
キ
場
合
ナ
リ
ｃ
カ
カ
ル
コ
ト
ハ
当
該
財
閥
会
社
ノ
利



益

ニ
ハ
ナ
ル
ヤ
モ
知
レ
サ
ル
モ
、
決
シ
テ
日
本
経
済
全
体
ノ
利
益

二
非
ズ
。
カ
カ
ル
財
閥
会
社
等
ノ
カ
ノ
ア
ビ
ユ
ー
ス
ニ
依
ル
競
争
力

ハ
極
メ
テ
感
心
セ
ザ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
。

（五
）

其
他

財
閥
ノ
自
主
的
改
組
案

ハ
自
分

ハ
ニ
、
三
ヲ
検
討
シ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ル
ガ
、
団
員
分
担
シ
テ
検
討
中
ナ
リ
。
未
ダ
結
論

ニ
ハ
到
達
セ
ザ

ル
モ
、
中

ニ
ハ
改
組
ノ
形
式
ヲ
ト
リ
持
株
及
重
役
ノ
イ
ン
タ
ー
ロ
ツ
キ
ン
グ
ハ
之
ヲ
止
ム
ル
モ
、
子
会
社
等
ノ
合
併

ヲ
行
ヒ
、
見
セ

カ
ケ
ノ
解
体
ヲ
策
ス
ル
ヤ
ニ
思

ハ
ル
ル
モ
ノ
モ
存
ス
ｃ
真

二
経
営
能
率
ノ
点
ヲ
考

ヘ
テ
ノ
合
併

二
非
ス
シ
テ
、
解
体
ノ
実
質

ヲ
無
効

ニ
シ
却

ツ
テ
其
ノ
集
中
度
ヲ
高
ム
ル
如
キ
結
果
ト
ナ
ル
ガ
如
キ
解
体
案

ハ
賛
成
シ
難
シ
。

三
月
十
八
日
頃
帰
米
ノ
予
定

ニ
シ
テ
、
再
来
週

ハ
恐
ラ
ク
滞
日
中
最
後
ノ
週
ト
ナ
ル
ベ
シ
。

尚
財
閥
解
体
ノ
問
題

ハ
重
大
且
長
キ
ニ
亘
ル
結
果
ヲ
来
ス
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
貴
官

ニ
リ
コ
メ
ン
ド
シ
タ
キ
ハ
、
日
本
側

二
於
テ
財

閥
ノ
実
態
泣

二
其
ノ
行
動

二
関
ス
ル
具
体
的
事
実
ヲ
精
細

二
調
査
シ
、
其
ノ
上

ニ
テ
判
断
ヲ
加

ヘ
ラ
ル
ル
要
ア
ル
ニ
付
、
カ
カ
ル
イ

ン
ヴ
エ
ス
テ
イ
ゲ
ー
シ
ヨ
ン
ヲ
行
フ
委
員
会
ヲ
設
置
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ナ
リ
。
カ
カ
ル
実
證
的
事
実

二
基
ク
ニ
非
ズ
ン
バ
適
確
ナ
ル
判

断
ナ
シ
難
シ
ト
存
ス
。

（資
料
１９
）

昭
和
二
十

一
年
五
月
六
日

住
友
生
命
保
険
株
式
会
社
　
　
社
長
　
　
　
小
松
　
正
則

大
蔵
大
臣
　
渋
沢
　
敬
三
　
殿

組
織
変
更

二
関
ス
ル
御
願
ノ
件

住
友
財
閥
解
体

二
伴
ヒ
住
友
生
命
保
険
株
式
会
社
ノ
株
式

ハ
、
持
株
会
社
整
理
委
員
会
ノ
手

ヲ
経
テ
、
普
ネ
ク

一
般

二
公
開
分
散
サ
レ
ル
コ
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四
章
　
株
式
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住
友
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（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
二

ト
ト
ナ
ツ
タ
ガ
、
此
ノ
機
会

二
財
閥
解
体
ノ
本
旨
卜
生
命
保
険
事
業
ノ
使
命

二
鑑
ミ
、
株
式
公
開

二
一
歩
ヲ
進
メ
組
織
ヲ
変
更
シ
テ
、
之
レ

ヲ
相
互
会
社
ト
ナ
ス
ノ
件

二
付
キ
、
御
配
慮
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
懇
請
ス
ル
ｃ

（
一
）

理
由

住
友
生
命
ヲ
相
互
会
社

二
改
組
シ
タ
イ
ト
云
フ
理
由
ノ
第

一
ハ
、
住
友
財
閥
ノ
仔
会
社
タ
ル
コ
ト
ニ
ヨ
ル
世
上
ノ
誤
解

ヲ
一
掃
ス
ル
タ
メ

デ
ア
リ
、
第
ニ
ハ
財
閥
ノ
仔
会
社
ト
シ
テ
ノ
諸
拘
束

ヲ
可
及
的
速
カ
ニ
解
除
シ
テ
貰
ヒ
タ
イ
タ
メ
デ
ア
ル
．

（
１
）

財
閥
ノ
仔
会
社
タ
ル
コ
ト
ニ
依
リ

（
Ａ
）

金
融
機
関
ト
シ
テ
住
友
生
命
ガ
大
衆
カ
ラ
集
メ
タ
資
金

ヲ
同
系
諸
会
社

二
重
点
的

二
投
資
シ
テ
ハ
ヰ
ナ
イ
カ
ト
ノ
誤
解
ガ
ア
ル
．

之
レ
ハ
保
険
業
法
ノ
投
資
規
定
ノ
厳
存

ヲ
知
ラ
ヌ
人
々
ノ
誤
リ
デ
ア
ル
。
事
実
、
昭
和
二
十
年
十
二
月
末
ロ
ノ
実
績
ヲ
観
ル
ニ
、
当

社
ノ
資
産
総
額
四
億
四
千
三
百
三
十
四
万
円

二
対
シ
テ
、
住
友
系
諸
会
社

ヘ
ノ
株
式
投
資
、
社
債
買
入
（貸
付
金
ナ
シ
）
及
ビ
預
金
等

合
計
僅
カ
二
三
千
五
百
五
十
六
万
円
、
即
チ
八
％
二
過
ギ
ナ
イ
コ
ト
ヲ
知
ル
ナ
ラ
バ
、
自
ラ
氷
解
サ
レ
ル
コ
ト
ト
思
フ
（第

一
表
（註
、

略
）参
照
）
。
併
シ
斯
カ
ル
誤
解

ハ
金
融
機
関
ニ
ト
ツ
テ
甚
ダ
迷
惑
ナ
コ
ト
デ
ア
ル
。

（
Ｂ
）

世
上
ノ
誤
解
ノ
ニ
ハ
、
住
友
財
閥
解
体

二
伴
フ
テ
住
友
生
命
モ
亦
解
散
命
令

ヲ
受
ケ
テ
事
業

ヲ
中
止
シ
、
延
イ
テ
ハ
既

二
加
入
シ

テ
イ
ヰ
ル
保
険
契
約
ノ
継
続
モ
不
可
能

二
陥
ヰ
ル
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
ノ
危
燿
ヲ
懐
ク
者
ノ
ア
ル
コ
ト
デ
ア
ル
ｃ
之
レ
ハ
財
閥
解
体
ノ

意
味
ヲ
漫
然
卜
瑞
摩
臆
測
ス
ル
ニ
過
ギ
ナ
イ
者
卜
云
フ
コ
ト
ガ
出
来
ル
ガ
、　
一
般
ノ
加
入
者

二
不
安

ヲ
与

エ
テ
ヰ
ル
コ
ト
ハ
否
定
出

来
ナ
イ
。

以
上
ノ
誤
解

ハ
何
レ
モ
大
衆
ノ
信
用
ヲ
基
礎
ト
シ
テ
立

ツ
生
命
保
険
事
業

ニ
ト
ツ
テ
ハ
、
経
営
上
極
メ
テ
大
キ
イ
障
碍
デ
ア
リ
、
今
日
ノ

如
キ
政
治
、
経
済
ノ
動
向
見
透
難
ノ
秋

ニ
ア
ツ
テ
ハ
殊

ニ
ソ
ノ
感
ガ
深
ク
、
事
業
経
営
上

一
ロ
モ
忽
諸

ニ
ス
ル
ヲ
許
サ
ナ
イ
ノ
デ
ア
ル
じ

（
２
）

改
組
ヲ
必
要
ト
ス
ル
他
ノ
理
由

ハ
、
制
限
会
社
ト
シ
テ
ノ
諸
拘
束
ヲ
速
カ
ニ
解
除
シ
、
経
営
上
正
常
ナ
活
動
ヲ
許
サ
レ
タ
イ
ト
云
フ



ニ
ア
ル
。
生
命
保
険
事
業
ヲ
規
正
ス
ル
準
則
ト
シ
テ
ハ
既

二
保
険
業
法
ガ
存
在
ス
ル
．
然
ル
ニ
現
在
我
社

ハ
財
閥
ノ
仔
会
社
ナ
ル
ノ
故

ヲ
以
テ
、
他
社

二
見
ザ
ル
拘
束
ヲ
加

エ
ラ
レ
、
延
イ
テ
ハ
世
間
ノ
疑
惑
誤
解
ヲ
モ
招
キ
、
事
業
ノ
進
展
ヲ
阻
害
シ
テ
ヰ
ル
。
吾
々
ハ
速

カ
ニ
改
組
シ
テ
財
閥
会
社
ノ
範
囲
ヲ
脱
シ
、
加
入
者
大
衆
ノ
権
益
ヲ
擁
護
シ
ツ
ツ
自
由

二
膜
足
ヲ
伸
バ
シ
、
業
者

二
課
セ
ラ
レ
タ
使
命

ヲ
充
分

二
果
タ
シ
タ
イ
ト
云
フ
念
願
ヲ
持

ツ
テ
ヰ
ル
。

以
上
ノ
諸
理
由

二
対
シ
、
敢

エ
テ
相
互
会
社
ト
シ
ナ
ク
テ
モ
広
ク
株
式
ヲ
公
開
シ
、　
一
般
ノ
株
式
会
社
ト
シ
テ
更
生
シ
テ
モ
良
イ
デ
ハ

ナ
イ
カ
ト
ノ
疑
間
ヲ
起
ス
向
キ
ガ
ア
ル
カ
モ
知
レ
ナ
イ
ガ
、
ソ
ノ
答

ハ
簡
明
デ
ア
ル
。
卜
云
フ
ノ
ハ
既

二
知
ラ
レ
テ
ヰ
ル
様

二
、
保
険

加
入
者
ノ
利
益

ヲ
本
位
ト
シ
、
又
保
険
事
業
ノ
本
質
カ
ラ
考
察
ス
ル
ト
キ
、
相
互
組
織

ハ
株
式
組
織

二
比
シ
資
本
並

二
経
営
参
加
ノ
大

衆
化
卜
云
フ
点

二
於
テ
優
ル
コ
ト
数
段
ダ
カ
ラ
デ
ア
ル
。
即
チ
相
互
会
社

ニ
ハ
利
潤
ヲ
追
及
ス
ル
株
主
ナ
ク
、
保
険
加
入
者
自
身
ガ
会

社
ノ
構
成
員
デ
ア
リ
、
取
締
役
卜
監
査
役
ヲ
選
任
シ
、
会
社
ノ
損
益

ハ
直
チ
ニ
加
入
者
ノ
得
失
ト
ナ
ル
制
度
デ
ア
ル
カ
ラ
、
全
ク
保
険

加
入
者
自
身
ノ
会
社
卜
云
フ
コ
ト
ガ
出
来
ル
。
換
言
ス
レ
バ
実

二
株
式
会
社

二
於
ケ
ル
株
式
分
散
ノ
極
致
即
チ
株
主
ナ
キ
会
社
デ
ア
リ
、

又
生
命
保
険
民
主
化
ノ
理
想
的
ナ
モ
ノ
ト
云
フ
コ
ト
ガ
出
来
ル
。
（後
略
）

（資
料
２０
）

住
友
に
於
け
る
人
事
統
制
の
規
程
と
之
が
実
際
の
取
扱
に
就
て

一
、
財
閥
本
社
が
其
の
傘
下
諸
会
社
を
統
制
支
配
す
る
方
式
は
種
々
数

へ
ら
れ
る
が
、
住
友

に
於
て
は
専
ら
当
該
会
社
の
経
営
を
担
当
す
る

「
人
」
を
通
じ
て
之
を
行
ふ
方
式
を
採

つ
て
来
た
。

即
ち
住
友
財
閥
の
所
有
す
る
株
主
権
―
之
を
代
表
す
る
も
の
が
住
友
本
社
で
あ
る
―
に
基
き
、
当
該
会
社
の
経
営
担
当
者
と
し
て
住
友

の

利
益
を
代
表
す
る
者
を
選
任
、
就
任
せ
し
め
、
其
の
者
に
対
し

一
定
の
事
項
に
付
て
は
当
該
会
社

の
意
思
決
定

に
先
立
ち
住
友
本
社
に
協

議
し
、
其
の
指
示
を
求
め
し
む
る
こ
と
に
よ
り
、
住
友

の
意
思
を
其
の
個
人
を
通
じ
て
当
該
会
社
に
実
現
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
ｃ
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二
、
此
の
統
制
方
式
を
明
文
化
す
る
為
に
、
住
友
に
於
て
は
住
友
本
社

の
前
身
で
あ
る
住
友
合
資
会
社
が
、
大
正
十
年
五
月
十
九
日

「連
系

会
社
及
び
其
の
他
会
社
の
役
員
に
関
す
る
内
規
」

（別
紙
Ａ
参
照
（註
、
「住
友
合
資
会
社
の
設
立
」
資
料
Ｈ
じ
を
制
定
し
、
住
友
本
社
は
之
を

踏
襲
し
て
解
体

の
時
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
ｃ

此
の

「内
規
」

は
規
則
と
し
て
定
め
ら
れ
た
が
部
内

一
般
に
公
示
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
「住
友
本
社

の
利
益
代
表
者
」

に
対
し
て
の
み
其

の
行
動
の
準
則
と
し
て
秘
密
に
手
交
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
た
。
何
と
な
れ
ば
凡
そ
会
社
の
役
員
は
、
全
株
主

の
利
益

の
為
に
其
の
役

員
個
人
の
全
責
任
に
於
て
行
動
す
る
こ
と
が
理
論
上
要
請
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
従

つ
て
其

の
行
動
に
関
し
拘
束
を
与

へ
る
こ
と
を
公
然

と
表
明
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
の
で
、
特
に

「内
規
」
と
し
て
秘
密
の
扱
ひ
を
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
ｃ

三
、
此
の
内
規
の
要
点
は
、
第
二
条
に
定
め
ら
れ
た
本
社

へ
の
協
議
事
項
で
あ
る
が
、
当
初
は
直
系
会
社
も
夫
以
外
の
会
社
も
区
別
な
く
同

一
事
項
を
協
議
せ
し
む
る
こ
と
に
定
め
ら
れ
て
ゐ
た
。
然
し
直
系
会
社
（連
系
会
社
）以
外

の
会
社
に
付
て
は
部
外
重
役
も
多
数
居
る
こ
と

で
あ
り
、
住
友

の
指
定
役
員
と
し
て
内
規
通
り
の
協
議
を
行
ふ
こ
と
は
事
実
問
題
と
し
て
困
難
な
こ
と
が
多
く
、
又
本
社
と
し
て
も
そ
れ

は
住
友
の
根
幹
的
事
業
で
は
な
い
か
ら
、
必
ず
し
も
直
系
会
社
と
同
程
度
に
協
議
せ
し
む
る
実
際
上
の
必
要
も
な
か
つ
た
の
で
、
内
規
は

内
規
と
し
て
実
際
の
運
用
は
大
綱
に
付
て
相
談
を
う
け
る
に
止
め
、
大
部
分
は
指
定
役
員

の
責
任
に
委
ね
る
こ
と
に
自
然
に
取
扱
は
れ
て

来
た
。

そ
れ
で
昭
和
十
三
年

一
月
十
四
日
に
内
規
の
内
容
改
定
を
機
会
に
、
従
来

一
本
に
定
め
ら
れ
て
ゐ
た
内
規
を
改
め
、
「連
系
会
社

の
役
員
に
関
す
る
内
規
」

（別
紙
Ｂ
（註
、
上
記

「連
系
会
社
及
び
其
の
他
会
社
の
役
員
に
関
す
る
内
規
」
は
こ
の
際
改
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
昭

和
十
九
年
四
月
に
改
定
さ
れ
た

「連
系
会
社
の
役
員
に
関
す
る
内
規
」
「
株
式
会
社
住
友
本
社
（中
ご

資
料
２２
）
を
添
付
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と

「
関
係
会
社
の
役
員
に
関
す
る
内
規
」

（別
紙
Ｃ
（註
、
「株
式
会
社
住
友
本
社
（Ｌ
ご

資
料
２
》
の
二
種
類
に
分
割
規
定
し
、
実
際
上
の
取
扱

に
一
致
せ
し
む
る
こ
と
に
し
た
。

従

つ
て
昭
和
十
三
年

一
月
以
降
は

「役
員
に
関
す
る
内
規
」
は
二
種
類
存
在
す
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。



四
、
而
し
て
此
の
二
種
類
の
内
規
は
何
れ
も
第

一
条
に
於
て
住
友
本
社
を
代
表
し
て
各
社

の
役
員
と
な
る
べ
き
者
を
選
定
す
る
範
囲
を
定
め
、

又
利
益
代
表
者
は
住
友
本
社
が
指
定
す
る
と
い
ふ
こ
と
を
定
め
て
ゐ
る
。
然
し
同
内
規
は
第

一
条
に
定
め
ら
れ
た
選
定
範
囲
内

に
於
て
具

体
的
に
如
何
な
る
者
を
如
何
な
る
方
法
を
以
て
指
定
す
る
か
と
い
ふ
事
を
定
め
て
ゐ
な
い
。
又
連
系
会
社
、
関
係
会
社
其
他
会
社

の
役
員

は
、
其
の
全
部
を
住
友

の
利
益
代
表
者
に
よ
つ
て
占
め
る
べ
き
か
否
か
と
い
ふ
事

に
付

て
も
定
め
た
条
項
は
な
い
。
結
局
具
体
的
に
誰
が

ア
ポ
イ
ン
テ
イ
ー
で
あ
る
か
と
い
ふ
事
は
、
此
の
内
規
の
各
条
項
か
ら
判
明
し
な
い
。

併
し
乍
ら
此
の
内
規
な
る
も
の
は
住
友

の
利
益
代
表
者
に
対
し
て
其
の
行
動
の
準
則
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
住
友
本
社
が
そ
の

利
益
代
表
者
と
し
て
指
定
し
た
者
に
対
し
て
は
、
必
ず
此
の
内
規
を
交
付
し
て
其
の
行
動
の
規
準
た
ら
し
め
た
。
従

つ
て
内
規
に
於
て
は

如
何
な
る
者
を
利
益
代
表
者
に
指
定
す
る
か
を
定
め
て
は
な
い
が
、
指
定
し
た
も
の
に
対
し
て
は
此
の
内
規
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
る
か

ら
、
結
局
具
体
的
に
明
確
で
あ
る
こ
と
は
、
住
友

の
ア
ポ
イ
ン
テ
イ
ー
と
は
此
の
内
規
の
交
付
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ

る
。
従

つ
て
又
連
系
会
社
の
役
員
で
あ
つ
て
も
、
此
の
内
規
の
交
付
を
う
け
な
か
つ
た
も
の
は
住
友

の
利
益
代
表
者
と
し
て
指
定
さ
れ
た

者
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

五
、
然
ら
ば
此
の
内
規
を
交
付
す
る
会
社
役
員
の
範
囲
は
実
際
上
ど
う
で
あ
つ
た
か
と
云
ふ
に
最
初

の
間
は

（
一
）

連
系
会
社
に
付
て
は
役
員
全
部

（
二
）

関
係
会
社
其
の
他
会
社
に
付
て
は
住
友

の
職
員
と
し
て
夫
等

の
会
社

へ
派
遣
し
た
役
員
全
部

で
あ
つ
た
。

然
し
其
の
後
逐
次
内
規
交
付
の
範
囲
は
縮
少
さ
れ
、
昭
和
十
五
年
五
月
以
降
は
主
要
役
員
（社
長
、
専
務
、
常
務
、
常
任
監
査
役
）
の
地
位

に
就
く
者
に
対
し
て
の
み
、
之
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

何
故
に
住
友
本
社
の
利
益
代
表
者
―
即
指
定
役
員
の
範
囲
が
縮
少
さ
れ
、
主
要
役
員
に
限
ら
れ
て
来
た
か
と
言
ふ
に
、
最
初

の
頃
は
傘
下
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各
社
の
事
業
も
小
規
模
で
あ
つ
た
の
で
、
主
要
役
員
と
い
つ
て
も
常
務
取
締
役

一
名
程
度
で
あ

つ
た
が
、
其
後
逐
次
事
業

の
拡
大
さ
れ
る

に
伴
ひ
、
社
長
、
副
社
長
、
専
務
、
常
務
等
の
職
が
増
加
し
、
主
要
役
員
の
数
の
み
で
も
相
当
数

に
達
し
た

一
方
、
世
間

一
般
の
振
合
其

他
職
員
の
待
遇
上
住
友
全
体
か
ら
言

へ
ば
、
未
だ
住
友
の
利
益
を
代
表
す
る
と
云
ふ
が
如
き
地
位

に
は
就
け
難
い
程
度
の
身
分
の
者
も
、

役
員
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
つ
て
来
た
為
に
、
平
役
員
は
職
員
の
一
階
級
の
如
き
扱
ひ
と
な
り
、
主
要
役
員
の
み
を
利
益
代
表
者
と
し

て
過
す
る
こ
と
が
実
情
に
適
合
す
る
こ
と
と
な
つ
た
為
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
住
友
系
各
社
は
定
款
に
於
て
代
表
権
限
を
有
す
る
役
員
は

主
要
役
員
の
み
に
限
り
、
平
役
員
に
は
代
表
権
を
与

へ
て
ゐ
な
い
点
か
ら
も
認
め
う
る
処
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
昭
和
十
五
年
五
月
以
降

内
規
の
交
付
範
囲
は
主
要
役
員
の
み
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
実
際
上
の
取
扱
で
あ
つ
て
、
こ
の
点
に
関
す
る
明
文

の
定
め
は
な
い
。
然

し
内
規
の
交
付
に
当

つ
て
は
必
ず

一
々
交
付
者
名
簿
を
作
成
し
て
居
る
か
ら
、
か
か
る
指
定
の
実
際
の
扱
ひ
を
明
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

其
の
後
昭
和
十
九
年
四
月
に
内
規
の
一
部
改
正
を
行

つ
た
機
会
に
、
此
の
従
来

の
取
扱
を
明
か
に
す
る
為
伺
定
を
作
成
し
て
之
を
明
文
化

し
た
（別
紙
Ｄ
参
照
（註
、
資
料
２‐
じ
ｃ

六
、
指
定
役
員
の
範
囲
は
前
記
の
如
く
で
あ
る
が
、
次
に
住
友
本
社
は
如
何
に
し
て
之
等

の
役
員
を
具
体
的
に
指
定
し
た
か
と
い
ふ
実
際
に

就
て
見
れ
ば

（
一
）

直
系
会
社
（連
系
会
社
）
に
就
て
は
、
其
の
最
高
経
営
担
当
者
即
ち
社
長
―
社
長
制
な
き
場
合
は
専
務
、
専
務
制
も
な
き
場
合
は
常
務

―
は
住
友
本
社
が
自
主
的
に
之
を
選
定
指
定
し
た
。

最
高
責
任
者
以
外

の
主
要
役
員
に
付
て
は
、
住
友
本
社
が
イ
ニ
シ
ア
チ
イ
ー
ブ
を
採

つ
て
指
定
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
大
体

に
於
て
当

該
会
社
の
最
高
責
任
者
の
推
薦
、
要
請
に
基
き
詮
議
の
上
住
友
本
社
の
利
益
代
表
者
と
し
て
就
任
を
指
定
し
た
ｃ

（
二
）

連
系
会
社
以
外
の
会
社
中
、
住
友
に
於
て
特
定
関
係
会
社
と
称
す
る
も
の
に
付
て
は
、
其
の
会
社

へ
派
遣
す
る
住
友

の
最
高
指
定
役

員
に
付
て
は
直
系
会
社
の
場
合
と
同
様
住
友
本
社
が
自
主
的
に
選
定
指
定
し
た
。
最
高
責
任
者
以
外

の
主
要
役
員
に
付
て
も
直
系
会
社



と
同
様
で
あ
る
（特
定
関
係
会
社
の
中
に
は
全
然
Ｔ
こ
と
同
様
に
扱
は
れ
る
も
の
あ
り
）
。

（三
）

特
定
関
係
会
社
以
外

の
関
係
会
社
は
大
体
に
於
て
連
系
会
社
の
子
会
社
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
役
員
の
選
任
に
付
て
住
友
本
社
が
直
接

指
定
す
る
こ
と
は
な
い
。
夫
々
の
親
会
社
で
あ
る
連
系
会
社
が
大
体
第

一
項
に
準
じ
て
指
定
す
る
の
で
あ
つ
て
、
右

に
対
し
て
は
住
友

本
社
に
於
て
定
め
ら
れ
た
役
員
内
規
の
交
付
は
全
く
な
く
、
斯
様
な
関
係
を
明
か
に
す
る
内
規
は
定
め
ら
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
。

七
、
斯
様
に
し
て
指
定
さ
れ
た
役
員
は
、
夫
々
の
担
当
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
に
当
り
内
規
第
二
条

の
定
む
る
処
に
従

つ
て

一
定

の
事
項

に
付
て
は
住
友
本
社
の
指
示
を
仰
い
で
行
動
し
た
の
で
あ
る
が
、
ゑ
に
一
言
す
べ
き
は
平
取
締
役
及
び
平
監
査
役
の
地
位
で
あ
る
．
内
規

第
二
条
に
よ
れ
ば

「株
主
総
会
に
提
出
す
べ
き
事
項
」
は
予
め
本
社
に
協
議
す
べ
き
事
項
と
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
ｃ
役
員
の
選
任
は
株
主
総

会
に
提
出
す
べ
き
事
項
で
あ
る
か
ら
、
各
社
の
指
定
役
員
は
平
役
員
の
選
任
に
付
て
は
予
め
本
社
に
相
談
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
体
株
式
会
社
と
し
て
は
、
ど
の
会
社
で
も
株
主
総
会

の
開
催
に
当

つ
て
は
議
事

の
円
滑
な
る
進
行

の
為

に
、
大
株
主
其
の
他
有
力
株
主

に
対
し
て
は
事
前
に
連
絡
し
そ
の
内
諾
を
得
て
お
く
こ
と
が

一
般
に
行
は
れ
る
処
で
あ
つ
て
、
こ
の
事
は
財
閥
会
社
に
関
し
て
の
み
特
別

の
意
味
を
有
す
る
こ
と
で
は
な
い
．

住
友
に
於
て
は
内
規
第
二
条
所
定
の
如
く
職
員
の
任
用
、
課
長
以
上
の
分
掌
は
予
め
本
社

へ
協
議
す
べ
き
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ

て
、
住
友
本
社
は
之
に
よ
り
住
友
全
体

の
人
事
状
勢
を
把
握
し
、
今
後

の
指
定
役
員
選
任

の
準
備
と
し
、
又
会
社
間
に
行
は
る
る
人
事
交

流
の
仲
介
者
と
し
て
の
準
備
と
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
従

つ
て
平
役
員
は
暴
に
も
述
べ
た
如
く
、
そ
の
選
任
に
付
て
は
予
め
本
社

へ
協

議
さ
れ
て
は
ゐ
た
が
、
住
友
の
利
益
代
表
者
と
し
て
の
意
義
は
全
然
持

つ
て
居
な
い
も
の
で
あ
る
。

人
、
斯
く
の
如
き
住
友

の
人
事
統
制
は
、
国
家

の
諸
機
構
が
戦
時
体
勢
を
強
化
し
て
行
く
に
伴
ひ
逐
次
弱
化
せ
し
め
ら
れ
、
政
府

の
統
制
が

之
に
代

つ
て
行
く
傾
向
を
と
つ
て
来
た
が
、
殊
に
昭
和
十
八
年
十
月
三
十

一
日
軍
需
会
社
法
が
施
行
さ
れ
生
産
責
任
者
制
度
が
実
施
さ
れ

る
や
、
財
閥
の
人
事
統
制
は
殆
ん
ど
有
名
無
実
の
状
態
と
な
つ
た
。
即
ち
生
産
責
任
者
制
度
は
同
法
第
四
条
第
三
項
に
明
か
な
る
が
如
く
、
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生
産
責
任
者
は
政
府
に
直
結
し
て
政
府
に
対
し
責
任
を
負
ふ
こ
と
に
定
め
ら
れ
、
其
の
任
免
は
共
に
政
府

の
認
可
を
要
し
、
又
政
府
は
必

要
に
よ
り
直
接
之
を
任
免
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
而
し
て
財
閥
本
社
の
如
き
は
政
府

に
対
し
何
等

の
責
任
を
負
ふ
地
位

に
な
か
つ
た
が
故

に
、
生
産
責
任
者
が
自
己
の
全
責
任
に
於
て
行
動
せ
ん
と
す
る
こ
と
に
対
し
責
任
な
き
者
が
兎
角

の
指
示
を
与

へ
る
こ
と
は
実
際
問
題
と

し
て
不
可
能
と
な
り
、
与

へ
得
る
も
の
は
単
な
る
助
言
に
過
ぎ
な
い
こ
と
と
な
つ
て
、
住
友
本
社
の
人
事
統
制
は
全
く
無
力
化
し
、
従
来

の
内
規
に
よ
る
諸
手
続
の
如
き
は
徒
ら
に
無
用
の
形
式
を
強
ふ
る
に
止
る
こ
と
と
な
り
、
之
等
は
実
際
上
は
単
な
る
報
告
に
変

つ
て
し
ま

つ
た
と
云
ひ
得
る
状
態
と
な
つ
た
。
従

つ
て
役
員
の
選
任
に
関
し
て
も
生
産
責
任
者
（即
ち
社
長
）
の
意
向
通
り
決
定
す
る
こ
と
が
実
情
で

あ
り
、
住
友
本
社
と
し
て
主
働
的
立
場
を
と
る
場
合
は
新
会
社
が
設
立
さ
れ
て
そ
の
最
高
責
任
者
を
指
定
す
る
場
合
に
限
る
状
態
と
な
つ

た
。

戦
局
日
々
に
緊
迫
す
る
状
況
の
下
に
於
て
、
か
く
の
如
き
形
式
的
な
統
制
形
態
を
長
く
持
続
す
る
事
は
全
く
有
害
無
意
味
の
こ
と
で
あ
つ

た
の
で
、
住
友
本
社
は
遂
に
昭
和
十
九
年
九
月
十
五
日
其
の
傘
下
事
業
に
対
す
る
統
制
の
一
切
を
停
止
す
る
こ
と
と
し
、
内
外
に
こ
の
旨

を
宣
言
し
た
（別
紙
新
聞
記
事
参
照
（註
、
略
、
住
友
戦
時
総
力
会
議
の
創
設
を
指
す
じ
。
故
に
こ
の
日
以
後
住
友
本
社
に
よ
る
統
制
は
停
止
さ

れ
、
内
規
に
掲
げ
た
諸
条
項
も
停
止
さ
れ
て
各
社
は
そ
の
最
高
責
任
者

の
全
責
任
に
於
て

一
切
の
業
務
が
運
営
さ
れ
る
こ
と
と
し
た
の
で

あ
る
。

九
、
（註
、
略
）

卜
、
（註
、
略
）

十

一
、
か
く
し
て
終
戦
を
迎

へ
た
の
で
あ
る
が
、
前
述
の
諸
措
置
は
凡
て
戦
局
の
必
要
に
応
じ
て
採

つ
た
処
置
で
あ
り
、
戦
争
が
終
り
を
告

げ
た
以
上
平
常
状
態
に
復
す
べ
き
次
第
で
あ
る
か
ら
、
終
戦
と
同
時
に
戦
時
総
力
会
議
は
之
を
廃
止
し
、
住
友
本
社
は
旧
来

の
本
社
的
機

能
を
復
活
す
る
こ
と
を
各
指
定
役
員
に
指
令
し
た
。
従

つ
て
こ
の
日
か
ら
再
び
役
員
に
関
す
る
内
規
は
復
活
し
、
各
指
定
役
員
は
そ
の
条



項
に
従

つ
て
住
友
本
社

へ
諸
事
項
の
打
合
せ
を
す
べ
き
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
各
会
社
は
敗
戦
に
よ
る
内
外

の
混
乱
状
態

と
問
も
な
く
感
知
さ
れ
る
に
至

つ
た
財
閥
解
体

の
空
気
と
に
よ
り
、
本
社
的
機
能
復
活

の
指
令
を
う
け
て
も
、
実
際
上
は
旧
に
復
す
る
が

如
き
状
勢
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
即
事
実
上
各
社
は
昭
和
十
九
年
九
月
本
社
が
機
能
を
停
止
し
た
時
以
来
の
状
態
を
そ
の
ま
ま
続
け
て
敗

戦
の
成
行
を
傍
観
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
の
内
同
年
九
月
二
十
二
日
連
合
軍
の
財
閥
解
体
方
針
が
愈
々
明
か
に
さ

れ
た
の
で
、
住
友
本
社
は
直
ち
に
正
式
解
散

の
方
針
を
決
定
し
た
。
従

つ
て
傘
下
各
社

の
か
く
の
如
き
事
情
に
対
し
て
敢
て
復
活
を
強
行

す
る
が
如
き
処
置
を
と
ら
ず
、
専
ら
解
散
の
善
後
処
置
に
没
頭
し
、
十
月
二
十
四
日
傘
下
各
社

の
指
定
役
員
を
本
社
に
招
集
し
て
、
内
部

的
に
住
友
財
閥
の
旨
を
内
示
し
た
。
次
い
で
聯
合
国
最
高
司
令
部
の
財
閥
解
体
に
関
す
る
正
式

の
指
令
が
下
さ
れ
る
の
を
待

つ
て
、
其
の

翌
日
即
ち
同
年
十

一
月
八
日
を
以
て
対
外
的
に
解
体

の
事
実
を
声
明
し
た
の
で
あ
る
（別
紙
新
聞
記
事
参
照
（註
、
略
じ
。

従

つ
て
住
友
内

部
の
関
係
に
於
て
は
昭
和
二
十
年
十
月
二
十
四
日
を
以
て
住
友
財
閥
は
消
滅
し
、
各
連
系
会
社
及
関
係
会
社
は
完
全
に
自
主
独
立

の
会
社

と
し
て
宣
言
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
其
の
日
よ
り
昭
和
二
十

一
年
十
月
十
六
日
迄
即
持
株
会
社
整
理
委
員
会

へ
住
友
本
社
の
所
有
　
株
を
引

渡
す
迄
の
間
、
傘
下
諸
会
社
の
株
式
は
依
然
本
社
が
所
有
し
て
は
ゐ
た
が
、
既
に
事
実
上
財
閥
は
解
体
し
て
ゐ
る
の
で
、
其

の
間
に
開
催

さ
れ
た
旧
傘
下
各
会
社
の
株
主
総
会
に
対
し
て
は
本
社
は
全
く
無
条
件
で
白
紙
委
任
状
を
附
与
し
、
何
等
之
に
関
与
し
て
ゐ
な
か
つ
た
次

第
で
あ
る
。

十
二
、
以
上
を
要
約
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
（計
、
中
略
）。

以
上
の
通
り
で
あ
る
か
ら
、
昭
和
十
九
年
初
頭
に
選
任
さ
れ
た
役
員
は
実
質
的
に
本
社

の
承
認
に
無
関
係
な
る
者
で
あ
る
が
、
殊

に
十
九

年
九
月
十
五
日
本
社
機
能
の
停
止
以
後

の
者
は
本
社
の
承
認
と
は
完
全

に
無
関
係
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
か
ら
十
月
二
十
四
日
迄
の
間
は
、　
一
時
本
社
的
機
能
の
復
活
が
形
の
上
か
ら
云

へ
ば
あ
つ
た
こ
と
に
な
る
が
、

実
際
上
は
終
戦
迄
の
状
況
と
同

一
の
状
態
が
続
き
、
十
月
二
十
四
日
に
至

つ
て
愈
々
こ
の
状
態
が
明
瞭
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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昭
和
二
十
年
十
月
二
十
四
日
以
後
は
如
何
な
る
意
味
に
於
て
も
、
完
全
に
財
閥
的
支
配
と
無
関
係
な
役
員
が
選
任
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
を

確
言
す
る
も
の
で
あ
る
。

（資
料
２‐
）

本
社
総
務
部
総
務
課
起
案
例
第

一
〇
六
号
の
二
　
提
出
　
昭
和
十
九
年
二
月
二
十
九
日
　
決
裁
　
同
年
四
月
二
十
七
日

連
系
会
社
役
員
内
規
改
正
の
件

現
行

「連
系
会
社
其
の
他
会
社
の
役
員
に
関
す
る
内
規
」
中
、
関
係
会
社
に
関
す
る
も
の
を
除
き
、
「連
系
会
社
の
役
員
に
関
す
る
内
規
」

と
し
て
左
案
（註
、
略
）
の
如
く
改
正
相
成
可
然
乎
。

追
て
本
内
規
は
、
連
系
会
社
常
務
役
員
（社
長
、
専
務
及
常
務
）
に
就
任
し
た
る
者
に
対
し
交
付
す
る
も
の
と
し
、
其
の
就
任

の
都
度
交
付

の

伺
を
為
す
。
尚
現
任
者
に
対
す
る
交
付
に
付
て
は
別
途
仰
裁
す
べ
し
ｃ

〓
一　
住
友
本
社
解
散
後

の
現
業
部
門

の
動
向

日
　
販
売
部
門

・
日
本
建
設
産
業
（旧
住
友
土
地
Ｉ
務
）
か
ら
住
友
商
事

ヘ

先
に
述
べ
た
通
り
、
住
友
本
社
の
販
売
部
門
で
あ
る
業
務
所
（旧
販
売
店
）
を
本
社
解
体
に
際
し
、
そ
の
ま
ま
住
友
土
地
工
務
に
営
業
譲
渡

す
る
案
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
反
ト
ラ
ス
ト

・
カ
ル
テ
ル
課
の
承
認
を
得
る
の
に
時
間
を
要
す
る
た
め
見
送
ら
れ
、
代
わ
り
に
業
務
所
は
閉
鎖
し
、
他
方

住
友
土
地
工
務
に
新
た
に
商
事
部
門
を
開
設
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
ｃ
住
友
土
地
工
務
は
日
本
建
設
産
業
と
改
称
し
、
形
式
的
に
は
昭
和
二
十

一
年

一
月
初
商
事
部
門
が
発
足
し
た
が
、
実
際
に
動
き
出
し
た
の
は
一
月
二
十

一
日
の
本
社
の
事
実
上
の
解
散
に
伴
い
、
本
社
関
係
者
が
日



建

へ
の
転
出
の
発
令
を
受
け
て
か
ら
で
あ

つ
た
。
以
後
の
同
社
の
動
向

の
詳
細
は

『住
友
商
事
株
式
会
社
史
』
（同
社
　
昭
和
四
十
七
年
）
に
譲

る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
住
友
本
社
と
の
関
係
を
み
て
み
る
と
、
本
社
業
務
所
の
閉
鎖
に
伴
い
そ
れ
ま
で
本
社
が
有
し
て
い
た
連
系
会
社

の
総

代
理
権
は
各
社
に
返
還
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
日
建
が
引
き
続
き
得
る
こ
と
の
で
き
た
連
系
会
社

の
総
代
理
権
は
電
氣
工
業
の
電
線

・
超
硬
工

具
、
機
械
工
業
の
起
重
機
等

一
部
の
商
権
に
と
ど
ま
り
、
他
は
各
社
の
特
約
店
と
同
列
と
さ
れ
た
。
従

っ
て
連
系
会
社
製
品
の
取
扱
比
率
の

向
上
が
、
連
系
会
社
に
対
す
る
資
機
材
の
売
り
込
み
と
共
に
同
社
の
至
上
命
題
と
な

っ
た
ｃ
又
本
社
企
画
課
副
長
阿
澄

一
三
の
考
案
し
た
不

動
産
部
門
と
の
兼
営
に
よ
つ
て
商
事
部
門
の
損
益
が
表
面
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
点
は
他
方
で
日
建
の
連
系
会
社
に
対
す

る
従
属
性
、
商
社
と
し
て
の
自
主
性
を
問
わ
れ
か
ね
な
い
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
た
。

日
建
は
二
十
三
年
に
始
ま
っ
た
経
済
安
定
化
施
策
と
二
十
四
年
初
に
来
日
し
た
ド
ッ
ジ
特
使
に
よ
る
改
革
で
、
二
十
四
年

の
新
入
職
員
に

対
し
約
束
し
た
初
任
給
の
引
き
上
げ
を
見
送
ら
ぎ
る
を
得
な
い
ほ
ど
の
深
刻
な
状
況
に
陥

っ
た
。
こ
の
危
機
を
救

っ
た
の
が
、
二
十
五
年
六

月
に
勃
発
し
た
朝
鮮
動
乱
で
あ

っ
た
ｃ
七
月
初
住
友
ビ
ル
四
階
か
ら
日
建
職
員
の
見
守
る
中
、
占
領
軍
と
し
て
安
逸
を
貪

っ
て
い
た
大
阪
駐

留
米
第
二
五
師
団
の
兵
士
は
突
如
第

一
線
に
投
入
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
て
意
気
阻
喪
し
た
状
態
で
隣
接

の
進
駐
軍
専
用
運
動
場
（新
ビ
ル
用

地
）
に
集
結
し
、
命
令

一
下
韓
国
浦
項
に
向
け
出
動
し
て
い
っ
た
。
日
建
で
は
横
浜
に
あ

つ
た
米
軍
調
達
本
部
に
よ
る
特
需
に
対
応
す
る
た

め
七
月

一
日
付
で
特
別
渉
外
事
務
所
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
朝
鮮
特
需
に
よ
り
息
を
吹
き
返
し
た
同
社
は
、
昭
和
二
十
七
年
六
月
に
は
社
名

を
住
友
商
事
と
改
称
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
阿
澄
が
敗
戦
の
混
乱
の
最
中
住
友
商
事
設
立
案
を
提
出
し
て
か
ら
七
年
目
の
夏
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
た
。

し
か
し
当
時
同
社
は
商
事
会
社
と
し
て
は
、
旧
三
井
物
産
系

の
第

一
物
産
、
旧
三
菱
商
事
系

の
東
京
貿
易
、
繊
維
系
商
社
の
伊
藤
忠
商
事
、

丸
紅
、
江
商
、
東
洋
棉
花
、
日
綿
実
業
、
金
属
系
商
社
の
安
宅
産
業
、
岩
井
産
業
、
日
商
な
ど
の
上
位

一
〇
商
社
の
後
塵
を
拝
す
る
状
態
で

あ
り
、
住
友
銀
行
か
ら
は
（特
に
二
人
の
子
息
を
住
商
と
伊
藤
忠
の
両
社
に
入
社
さ
せ
て
い
た
副
頭
取
降
旗
英
弥
の
）同
行

の
有
力
取
引
先
で
あ
る
伊
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藤
忠
と
の
合
併
を
懲
憑
さ
れ
て
い
た
。
同
社
が
連
系
会
社
の
中
で
も
、
商
社
業
界
の
中
で
も
地
位
を
確
立
す
る
に
は
さ
ら
に

一
〇
年

の
歳
月

を
要
し
た
。
昭
和
三
十
七
年
七
月
住
友
ビ
ル
の
隣
接
地
に
新
住
友
ビ
ル
（現
住
友
ビ
ル
）
が
完
成
し
、
主
要
連
系
会
社
を
再
結
集
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
因
み
に
こ
の
時
点
で
連
系
会
社
の
製
品
販
売
高
に
占
め
る
住
商
の
仕
入
れ
高
は
二
七
％
、
連
系
会
社
の
原
料
購
入
高
に
占
め
る
住

商

の
販
売
高
は

一
五
％
で
あ

っ
た
。
又
商
社
業
界
に
お
い
て
は
大
合
同
後

の
三
井
物
産
、
三
菱
商
事
、
丸
紅
飯
田
、
伊
藤
忠
の
上
位
四
社
に

対
し
未
だ
三
分
の
一
の
規
模
な
が
ら
、
利
益
で
は
拮
抗
し
つ
つ
あ

っ
た
。

四
十
年
代
初
に
は
伊
藤
忠
と
の
合
併
話
が
同
社

の
瀬
島
竜
三
常
務
省
目
て
の
人
本
営
参
謀
）
の
戦
略
と
し
て
浮
上
し
た
が
、
住
商
側
が
合
併
条

件
と
し
て
伊
藤
忠
の
繊
維
部
門
の
分
離
を
求
め
た
た
め
ま
と
ま
ら
な
か
つ
た
。
又
安
宅
産
業
と
の
合
併
交
渉
は
安
宅
社
長
猪
崎
久
太
郎

の
英

断
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
成
立
し
て
い
た
が
、
安
宅
家

の
反
対
で
挫
折
し
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
大
型
合
併
を
経
な
い
で
も
、
売
上
が
日
本

の
経

済
成
長
率
の
三
倍
以
上
上
回
る
と
い
う
伸
び
を
示
し
た
こ
と
に
よ
り
不
動
産
依
存
を
脱
却
し
、
五
十
年
代
初
に
は
伊
藤
忠
、
丸
紅
上
肩
を
並

べ
る
に
至

っ
た
。
こ
れ
は
元
々
の
取
扱
商
品
構
成
が
機
械
、
金
属
と
い
っ
た
成
長
性
に
富
ん
だ
分
野
で
あ

っ
た
こ
と
に
加
え
、
先
の
朝
鮮
動

乱
に
対
応
し
た
特
別
渉
外
事
務
所
の
設
置
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
経
営
資
源
を
、
そ
の
時
々
の
成
長
分
野

へ
果
断
に
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
っ
た
結

果
で
あ
り
、
こ
の
点
は
住
友
本
店
以
来
の
本
社
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
き
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
結
果
昭
和
五
十
三
年
に

は
英
文
会
社
名
を
三
菱
商
事
と
同
じ
く
、
∽
Ｃ
〓
『
〇
く
Ｏ
ｏ
ｏ
”
”
ｏ
”
＞
ゴ
Ｏ
Ｚ
と
改
称
す
る
に
至

っ
た
。

思
え
ば
住
友
合
資
会
社
が
商
事
会
社
を
設
立
し
な
か
つ
た
の
は
、
三
井
物
産
や
三
菱
商
事

の
よ
う
な
巨
大
商
社
に
比
肩
し
得
る
だ
け
の
商

事
会
社
を
今
更
設
立
で
き
る
訳
が
な
い
と
い
う
判
断
で
あ

つ
た
。
そ
れ
が
敗
戦
と
い
う
予
期
せ
ぬ
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
よ
り
そ
の
三
井
物
産
、

三
菱
商
事
が
解
散
さ
せ
ら
れ
て
、
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
つ
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
饒
倖
が
あ

っ
た
に
せ
よ
、
住
友
商
事
が
今
や
こ
の

両
社
に
匹
敵
す
る
総
合
商
社
に
発
展
し
得
た
こ
と
は
、
敗
戦
直
後

の
あ
の
混
乱
の
中
で
の
意
思
決
定
に
由
来
す
る
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。



国
　
鉱
山
部
門

・
井
華
鎖
業
（旧
住
友
銀
業
）
か
ら
住
友
金
属
鉱
山

へ

昭
和
二
十
二
年
六
月
、
正
式
に
本
社
の
鉱
山
部
門
が
井
華
鍍
業
に
譲
渡
さ
れ
た
時
、
同
社
は
企
業
再
建
整
備
法
に
基
づ
き
整
備
計
画
を
策

定
中
で
あ

っ
た
。
こ
の
計
画
は
、
特
に
そ
の
直
前
二
十
二
年
四
月
に
公
布
さ
れ
た
独
占
禁
止
法

の
趣
旨
を
織
り
込
ん
で
作
成
す
べ
し
と
の
方

針
に
基
づ
き
、
金
属
鉱
山
部
門
と
石
炭
碩
業
部
門
を
分
離
す
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
が
、
本
社
か
ら
受
託
中
の
鴻
之
舞
鉱
山
に
つ
い
て
は

別
子
四
阪
島
製
錬
所
の
操
業
上
不
可
欠
な
珪
酸
鉱
の
供
給
を
不
安
定
な
土
肥
鍍
業
か
ら
鴻
之
舞

に
切
り
換
え
た
い
こ
と
、
又
鴻
之
舞

の
青
化

製
錬
設
備
は
昭
和
十
八
年
の
金
山
整
備
に
よ
っ
て
撤
去
さ
れ
保
坑
継
続
中
で
あ
り
、
再
開
の
た
め
に
は
製
錬
場
の
新
設
を
必
要
と
す
る
が
、

そ
れ
が
完
成
す
れ
ば
従
来
と
同
様
別
子
新
居
浜
工
場
に
送
り
、
金
鉱
に
精
製
す
る
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
別
子

・
鴻
之
舞

の
一
体
性
を
強
調

し
た
も
の
で
あ

っ
た
ｃ

こ
の
間
米
国
政
府
は
先
に
述
べ
た
二
十

一
年
二
月
に
来
日
し
た
エ
ド
ワ
ー
ズ
調
査
団
の
報
告
（
一十

一
年
五
月
）
に
基
づ
き
、
二
十
二
年
五

月
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
上
部
機
構
で
あ
る
極
東
委
員
会
に
対
し

「
日
本
の
経
済
力
集
中
に
対
す
る
米
国
の
政
策
」
と
題
す
る
文
書
を
提
出
し
た
。
Ｇ
Ｈ

Ｑ
は
こ
の
方
針
に
基
づ
き
日
本
政
府
に
対
し
過
度
経
済
力
集
中
排
除
法

の
制
定
を
指
示
し
た
。
二
十
二
年
同
法
が
公
布
施
行
さ
れ
、
二
十
三

年
二
月
持
株
会
社
整
理
委
員
会
は
井
華
鎖
業
を
含
む
三
二
五
社
を
同
法
に
よ
り
指
定
し
た
ｃ
し
か
し
先
に
述

べ
た
カ
ウ
フ
マ
ン
の
占
領
政
策

に
対
す
る
批
判
が
二
十
二
年
末
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
間
に
当
初
の
ア
メ
リ
カ
の
占
領
政
策
は
変
化
し
、
二
十
四
年
七
月
ま
で

に
一
八
社
を
残
し
て
指
定
が
解
除
さ
れ
た
ｃ
井
華
鍍
業
も

一
時
は
指
定
が
解
除
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
楽
観
論
も
生
ま
れ
、
そ
の
運
動

を
展
開
し
た
が
、
結
局
八
月
金
石
分
離
の
決
定
指
令
を
受
け
、
井
華
鍍
業
を
存
続
会
社
と
し
て
、
別
子
鍍
業
、
別
子
建
設
、
別
子
百
貨
店
が

設
立
さ
れ
た
。
同
社
内
部
は
昭
和
十
二
年
六
月
の
住
友
別
子
鍍
山
と
住
友
炭
破

の
合
併
以
降
必
ず
し
も

一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
三
井

鉱
山
や
三
菱
鉱
業
と
同
様
こ
の
分
割
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
社
鉱
山
部
門
と
し
て
は
、
住
友
鍍
業
設
立
時
の
経
緯

か
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ら
す
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
住
友
鍍
業
に
一
本
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ

つ
た
の
が
、
小
倉
総
理
事

の
金
山
特
に
鴻
之
舞
に
対
す
る
思
い
入
れ
、
本

社
の
収
益
構
造
の
問
題
等
で
こ
れ
が
見
送
ら
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
後

の
混
乱
を
招
い
た
と
い
え
よ
う
．

別
子
鍍
業
は
二
十
七
年
六
月
住
友
金
属
鉱
山
と
改
称
し
た
ｃ
金
属
鉱
業
と
し
な
か
っ
た
の
は
住
友
金
属
工
業
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
と

い
わ
れ
て
い
る
。
二
十
四
年
十

一
月
青
化
製
錬
場

の
竣
工
以
来
四
十
八
年
五
月
閉
山

に
至
る
ま
で
の
鴻
之
舞
鉱
山

の
動
向

に
つ
い
て
は
、

『住
友
鴻
之
舞
金
山
史
』
（住
友
金
属
鉱
山
株
式
会
社
　
平
成
十
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
住
友

の
金
山
の
歴
史
は
、
鴻
之
舞
閉
山

の
十

年
後
に
復
活
し
た
。
即
ち
昭
和
五
十
七
年
鹿
児
島
県
伊
佐
郡
菱
刈
町
に
お
い
て
大
金
銀
鉱
床
が
発
見
さ
れ
て
以
来
開
発
が
進
め
ら
れ
、
既
に

鴻
之
舞
鉱
山
の
五
六
年
間
の
産
金
量
七
三
ト
ン
を
超
え
、
さ
ら
に
佐
渡
金
山
が
約
三
八
〇
年
間
に
産
出
し
た
金
量
八
三
ト
ン
も
超
え
て
名
実

と
も
に
日
本

一
の
金
鉱
山
と
な

っ
て
い
る
。

日
　
林
業
部
門

・
第
二
会
社
林
業
六
社
か
ら
住
友
林
業

へ

先
に
述
べ
た
よ
う
に
昭
和
二
十
三
年
二
月
、
住
友
本
社
林
業
所
は
五
社
に
分
割
さ
れ
、
井
華
鍍
業
に
経
営
委
託
さ
れ
て
い
た
別
子
鉱
業
所

農
林
課
は
四
囲
林
業
と
し
て
分
離
独
立
し
た
。
六
社
の
詳
細
と
そ
の
後

の
動
向
は

『住
友
林
業
社
史
』
下
巻
（同
社
　
平
成
十

一
年
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。
こ
こ
で
は
住
友
本
社
の
立
場
か
ら
林
業
部
門
の
そ
の
後
を
み
て
み
る
と
、
林
業
部
門
の
分
離
独
立
は
採
算
上
不
可
能
と
し
た
本
社

企
画
課
副
長
阿
澄

一
三
が
そ
の
後
経
理
課
副
長
、
経
理
課
長
を
経
て
、
本
社
解
散
と
同
時
に
六
社

の
一
つ
扶
桑
林
業

へ
転
出
し
、
皮
肉
に
も

常
務
と
し
て
自
ら
そ
の
経
営
の
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
実
証
す
る
羽
目
に
な

っ
た
の
で
あ
る
ｃ
六
社
の
う
ち
特

に
こ
の
扶
桑
林
業
と
東
海
農

林
、
兵
庫
林
業
の
三
社
は
、
歴
史
が
あ
り
資
産
価
値
の
高
い
山
林
を
有
し
て
い
る
他
の
三
社
と
異
な
り
、
戦
時
中
の
木
材
手
当

の
た
め
に
購

入
さ
れ
た
山
林
が
中
心
で
あ

っ
た
の
で
、
会
社
設
立
早
々
か
ら
行
き
詰
ま
り
、
そ
の
年
末
に
早
く
も
三
社
の
合
併
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

新
会
社
扶
桑
農
林
（資
本
金
七
五
０
万
円
）
の
会
長
に
は
扶
桑
林
業

の
社
長
で
あ

っ
た
日
比
文
雄
（元
本
社
地
所
課
長
）
が
就
任
し
、
阿
澄
も
そ



の
下
で
常
務
と
な

っ
た
が
、
経
営
は
依
然
安
定
せ
ず
、
二
十
四
年
八
月
に
は
北
海
、
九
州
、
四
国
の
三
社
社
長
に
対
し
合
併
を
提
案
し
、
十

月
合
併
申
請
書
が
持
株
会
社
整
理
委
員
会
宛
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
う
ち
四
國
林
業
は
歴
史
的
に
本
社
林
業
所
と
は
異
な

っ
て
、
江
戸

時
代
か
ら
の
別
子
鉱
山
の
鉱
山
備
林
と
し
て
の
伝
統
が
あ
り
、
他
の
三
社
と
経
営
形
態
も
異
な

っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
合
併
か
ら
離
脱
し
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
た
空

二
社
は
二
十
五
年
十
二
月
公
正
取
引
委
員
会
に
合
併
届
を
提
出
し
、
二
十
六
年
二
月
九
州
農
林
を
存
続
会
社
と
し
て
、

三
社
合
併
に
よ
る
東
邦
農
林
が
発
足
し
た
（資
本
金

一
一一五
０
万
円
）。
な
お
扶
桑
農
林
会
長
日
比
文
雄
は
、
二
十
五
年
四
月
退
任
し
、
五
月
大

阪
建
物
専
務
と
な
り
、
常
務
阿
澄

一
三
も
又
合
併

の
行
方
を
見
届
け
る
こ
と
な
く
、
二
十
五
年
六
月
退
任
し
十

一
月
日
本
建
設
産
業
東
京
支

店
総
務
部
長
に
転
出
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
連
系
会
社
が
相
次
い
で
住
友
商
号
に
復
帰
す
る
と
、
昭
和
二
十
年
財
閥
解
体
の
際
林
業
所
を
住
友
林
業
と
し
て
独
立
さ
せ

よ
う
と
陳
情
し
た
林
業
所
長
平
賀
五
郎
と
陳
情
を
受
け
た
総
理
事
古
田
俊
之
助
の
間
に
、
四
回
林
業
と
東
邦
農
林
を
合
併
さ
せ
て
住
友
林
業

と
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う
期
待
が
高
ま
っ
た
。
こ
の
間
古
田
は
二
十
八
年
二
月
、
平
賀
は
二
十
九
年
五
月
相
次
い
で
亡
く
な

っ
た
が
、

二
十
九
年
八
月
連
系
会
社
で
は
な
い
が
住
友
商
号
を
使
用
す
る
に
つ
い
て
自
水
会
の
承
認
を
得
て
、
三
十
年
二
月
四
回
林
業
を
存
続
会
社
と

し
て
、
東
邦
農
林
を
合
併
し
て
、
住
友
林
業
と
改
称
し
た
（社
長
は
四
國
林
業
社
長
の
元
本
社
総
務
課
長
植
村
実
、
資
本
金
一
億

一
〇
〇
０
万
円
）。

林
業
六
社
が
設
立
さ
れ
た
際
、
そ
の
株
式
は
す
べ
て
住
友
本
社
か
ら
持
株
会
社
整
理
委
員
会
に
引
き
渡
さ
れ
、
同
委
員
会
か
ら
放
出
さ
れ

た
が
、
六
社

の
株
式
は

一
株
五
〇
円
の
価
値
が
な
い
と
し
て
応
募
が
な
か
っ
た
た
め
、
六
社
の
幹
部
が
連
系
会
社
に
引
き
受
け
方
を
懇
請
し

て
ま
わ

っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、
期
せ
ず
し
て
連
系
会
社
が
住
友
林
業
の
大
株
主
に
名
を
連
ね
る
こ
と
と
な

つ
た
。
阿
澄
が
指
摘
し
た
よ

う
に
、
林
業
は
事
業
と
し
て
の
採
算
性
に
問
題
が
あ
り
、
従

っ
て
同
社
の
発
展
性
に
も
疑
間
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
た
が
近
年
環
境
問
題

ヘ

の
関
心
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
林
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
、
そ
れ
を
背
景
と
し
て
日
本
伝
統
の
高
級
木
造
注
文
住
宅
と
し
て

「住

友
林
業
の
家
」
の
売
れ
行
き
が
伸
び
て
、
住
宅
産
業

の
一
翼
を
担
う
ま
で
に
変
身
を
遂
げ
た
。
な
お
五
十
二
年
四
月
に
は
同
社
は
住
友
本
社
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）

の
現
業
部
門
と
し
て
念
願

の
白
水
会
加
入
が
承
認
さ
れ
、
連
系
会
社

と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

回
　
不
動
産
部
門

・
第
二
会
社
泉
不
動
産
か
ら
住
友
不
動
産

ヘ

昭
和
二
十
二
年
九
月
住
友
本
社
が
再
建
整
備
計
画
を
大
蔵
省
、
日
銀
及
び
持
株
会
社
整
理
委
員
会
に
提
出
し
た
時
点
で
は
、
住
友
本
社
が

所
有
す
る
東
京
住
友
ビ
ル
、
神
戸
住
友
ビ
ル
及
び
京
都
住
友
ビ
ル
は
、
各
ビ
ル
に
支
店
が
入
居
し
て
い
る
住
友
銀
行
に
対
し
、
本
社
の
債
務

の
代
物
弁
済
と
し
て
譲
渡
す
る
こ
と
が
内
定
し
て
い
た
。
そ
の
後
二
十
三
年
八
月
十
五
日
付
産
業
経
済
新
聞
は
三
菱
本
社
が
丸
ノ
内
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
街
を
不
動
産
会
社
と
し
て
存
続
さ
せ
よ
う
と
計
画
し
て
お
り
、
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
三
菱
本
社
株
主
に
は
清
算
分
配
金
と
は
別

に
不
動
産
株
も
割
り
当
て
ら
れ
る
見
込
と
報
じ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
住
友
本
社
は
、
こ
の
案
は
清
算
促
進

の
面
か
ら
も
妙
案
で
あ
り
、
三
井

不
動
産
会
社
が
別
に
存
在
し
て
い
る
三
井
本
社
の
株
価
が
四
六
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
三
菱
本
社
株
が
九
四
円
と
三
倍
以
上
の
価
格
が
つ
い

て
い
る
こ
と
は
認
め
た
。
し
か
し
三
菱
の
場
合
は
株
主
が
多
数
存
在
し
、
物
件
も
丸
ノ
内
に
集
中
し
て
い
て
処
分
が
困
難
で
あ
る
の
で
、
こ

れ
は
妙
案
で
は
あ
る
が
、
住
友
の
場
合
は
、
株
主
が
少
数
で
株
主
保
護
と
い
う
名
分
も
立
た
ず
、
又
物
件
も
散
在
し
て
い
て
三
菱
の
よ
う
に

処
分
困
難
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
第

一
既
に
整
備
計
画
上
代
物
弁
済
に
よ
つ
て
処
分
見
込
済
み
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
今
更
住
友
本
社
に
よ

る
不
動
産
会
社
設
立
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
見
解
で
あ

っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
東
京
住
友
ビ
ル
が
バ
イ
ヤ
ー
ズ

・
ホ
テ
ル
と
し
て
三
階
以
上
を
接
収
さ
れ
て
い
る
た
め
、
銀
行
側
と
ビ
ル
の
評
価
が
折
り

合
わ
ず
、
代
物
弁
済
が
実
行
さ
れ
な
い
ま
ま
二
十
四
年
初
頭
に
至

っ
た
ｃ
他
方
整
備
計
画
立
案
時
に
は

一
億
三
八
〇
〇
万
円
で
あ

っ
た
有
価

証
券

の
評
価
は
、
こ
の
間
に
株
価
の
急
騰
に
よ
り
、
四
億
三
〇
〇
０
万
円
か
ら
四
億
九
五
〇
〇
万
円
で
処
分
可
能
の
見
込
と
な
り
、
ビ
ル
を

代
物
弁
済
に
供
し
な
く
て
も
住
友
銀
行
（当
時
大
阪
銀
行
）
に
対
す
る
債
務

の
返
済
が
可
能
と
な

っ
た
の
で
あ
る
ｃ
こ
こ
に
先

の
三
菱
本
社

の

不
動
産
会
社
化
構
想
が
住
友
本
社
に
お
い
て
も
浮
上
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
二
十
四
年
二
月
本
社
代
表
清
算
人
菅
野
秀
次
郎
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
反
ト

九
四
六



ラ
ス
ト

・
カ
ル
テ
ル
課
ブ
リ
ッ
カ
ー
の
私
宅
を
訪
れ
、
不
動
産
の
現
物
出
資

に
よ
る
第
二
会
社
設
立
と
い
う
提
出
済
み
の
整
備
計
画
の
変
更

が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
承
認
さ
れ
る
か
否
か
を
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
ブ
リ
ッ
カ
ー
の
回
答
は
そ
れ
に
よ
つ
て
本
社
の
清
算
が
大
い
に
進
捗
す
る
の

で
あ
る
な
ら
ば
差
し
支
え
な
い
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

か
く
し
て
持
株
会
社
整
理
委
員
会
に
対
し
、
不
動
産
に
よ
る
第
二
会
社
設
立
案
が
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
ビ
ル
の
人
居
者

が
連
系
会
社
で
あ
る
の
で
賃
借
権
者
優
先
の
原
則
は
認
め
ら
れ
ず
、
さ
り
と
て
第
三
者

に
売
却
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
、

同
委
員
会
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
内
諾
が
得
ら
れ
、
不
動
産
会
社
設
立
は
時
間
の
問
題
と
思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
に
思
わ
ぬ
障
害
が
生
じ
た
。　
一

つ
は
特
別
経
理
会
社
住
友
本
社
の
特
別
管
理
人
と
な

っ
て
い
た
住
友
銀
行
の
反
対
で
あ

っ
た
。
同
行
は
大
阪
本
店
の
入
居
す
る
住
友
ビ
ル
を

所
有
す
る
（株
）住
友
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
の
株
式
五
〇
％
を
所
有
し
て
い
た
が
、
同
社
が
昭
和
十
九
年
十

一
月
大
阪
北
港
（株
）
と
合
併
し
て
住
友

土
地
工
務
（株
）
と
な

っ
た
た
め
、
住
友
ビ
ル
に
対
す
る
所
有
権
を
失
い
土
地
工
務
の
一
株
主
に
す
ぎ
な
く
な

っ
て
い
た
。
従

っ
て
東
京
、
神

戸
、
京
都
の
三
ビ
ル
に
つ
い
て
も
本
社
か
ら
代
物
弁
済
と
し
て
譲
り
受
け
る
予
定
で
あ

っ
た
の
が
、
こ
の
第
二
会
社
設
立
に
よ
っ
て
そ
の
入

手
が
不
可
能
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
大
阪
の
ラ
イ
バ
ル
三
和
銀
行
と
の
株
価

の
差
が
、
専
ら
そ
の
所
有
不
動
産
の
差
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

委
員
会
側
の
、
銀
行
が
た
と
え
こ
れ
ら
の
ビ
ル
の
賃
借
人
で
あ

っ
て
も
、
財
閥
の
中
核
金
融
機
関

へ
譲
渡
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い

う
説
得
工
作
に
対
し
、
銀
行
東
京
駐
在
副
社
長
堀
田
庄
三
は
、
住
友
本
社
の
銀
行
に
対
す
る
債
務
の
返
済
は
実
行
可
能
で
も
住
友
家
の
債
務

返
済
は
本
社
の
清
算
金

の
配
当
に
よ
る
の
で
、
本
社
が
ビ
ル
を
処
分
し
な
い
で
現
物
出
資
す
る
の
で
は
こ
の
配
当
が
少
な
く
な
り
、
住
友
家

は
債
務
を
弁
済
で
き
な
く
な
る
と
し
て
、
強
硬
に
反
対
し
た
。
こ
の
た
め
二
十
四
年
六
月
同
委
員
会
整
理
部
長
大
月
栄

一
は
銀
行
説
得
の
た

め
来
阪
し
た
。
大
月
は
銀
行
社
長
鈴
木
剛
以
下
の
役
員
が
待
ち
か
ま
え
る
料
亭

「
つ
る
や
」
の
向
か
い
側
の
料
亭

「灘
万
」
で
旅
装
を
解
き
、

浴
衣
に
着
替
え
て

「
つ
る
や
」

に
乗
り
込
ん
で
銀
行
側
の
度
胆
を
抜
き
、
「大
阪
住
友
ビ
ル
の
隣
り
に
住
友
家
の
土
地
が
あ
る
。　
こ
れ
を
銀
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行
が
代
物
弁
済
と
し
て
譲
り
受
け
、
こ
こ
に
本
店
に
ふ
さ
わ
し
い
ビ
ル
を
建
れ
ば
住
友
家
と
の
関
係
も
円
満
に
運
び
、
住
友
本
社
の
清
算
も

進
捗
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
説
得
し
て
銀
行
側
も
了
承
し
た
。
し
か
し
実
際
に
は
こ
の
住
友
家

の
土
地
は
既
に
住
友
商
事

の
前
身

の
住
友

ビ
ル
デ
イ
ン
グ
と
譲
渡
の
内
約
が
あ

っ
た
た
め
、
昭
和
三
十
七
年
住
友
商
事
が
住
友
家

の
土
地
を
譲
り
受
け
新
住
友
ビ
ル
を
建
設
し
、
代
わ

り
に
住
友
ビ
ル
を
住
友
銀
行
に
譲
渡
し
て
こ
の
問
題
は
よ
う
や
く
決
着
し
た
。

次
い
で
反
対
が
起
こ
っ
た
の
は
既
に
提
出
済
み
の
再
建
整
備
計
画
を
変
更
す
る
た
め
に
、
関
係
官
庁
担
当
者
で
構
成
さ
れ
る
再
建
整
備
幹

事
会
に
お
い
て
で
あ

つ
た
。
即
ち
こ
れ
ま
で
再
建
整
備
計
画
の
変
更
を
提
出
し
て
も
こ
と
ご
と
く
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
一
蹴
さ
れ
て
き
た
の
に
、
今
回

の
住
友
本
社
の
計
画
変
更
が
何
故
承
認
さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ

っ
た
。
幸
い
先

の
林
業
第
二
会
社
設
立
の
際
、
経
理
課
長
阿
澄

一
三
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
た
樋
詰
誠
明
通
産
省
通
商
企
業
局
企
業
第

一
課
長
等
課
長
ク
ラ
ス
は
理
解
を
示
し
た
が
、
課
長
補
佐
ク
ラ
ス
が
民

間
人
よ
り
な
る
委
員
会
に
対
す
る
反
発
も
あ
り
委
員
会

の
説
得
に
応
じ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
最
後

に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら

一
札
を
と
っ
て
幹
事
会

Ｌ
不
し
、
よ
う
や
く
そ
の
了
承
を
取
り
付
け
、
交
渉
開
始
九
カ
月
後

の
十
二
月

一
日
第
二
会
社
泉
不
動
産
株
式
会
社
（資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
、

社
長
菅
野
秀
次
郎
）
が
設
立
さ
れ
た
。
従

っ
て
同
社
設
立
以
来
既
に
五
０
有
余
年
を
経
過
し
た
の
で
あ
る
が
、
同
社
の
社
史
が
未
刊
の
た
め
不

明
の
点
が
多

い
。
そ
の
早
急
な
刊
行
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
後
の
状
況
を
略
記
す
る
と
、
鉱
山
部
門
や
業
務
所
を
除
く
と
本
社
解
散
前

に
は
約
三
〇
０
人
い
た
本
社
職
員
は
退
職
や
日
本
建
設
産

業
等
住
友
系
各
社

へ
の
転
出
で
、
清
算
会
社
に
は
二
九
人
が
残

っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。

彼
等

の
中
に
源
氏
鶏
大
（泉
不
動
産
総
務
部
次

長
田
中
官
雄
）
や
彼
に
ネ
タ
を
提
供
し

「
三
等
重
役
」
を
自
称
す
る
上
司
も
い
た
。
従

っ
て
第
二
会
社
は
彼
等

の
失
業
対
策
で
も
あ

っ
た
が
、

（
２７

一

そ
の
た
め
に
竹
腰
健
造
に
よ
る
と
、
住
友
の
基
準
で
は
考
え
ら
れ
な
い
レ
ベ
ル
の
者
が
役
員
に
就
任
し
て
い
た
。

こ
の
結
果
住
友
本
社
が
持
株
会
社
整
理
委
員
会
に
引
き
渡
し
た
泉
不
動
産
の
株
式

の
処
分
で
問
題
が
生
じ
た
。
即
ち
全
四
０
万
株

の
う
ち

二
四
万
株
は

一
株
八
０
円
三
０
銭
で
職
員
等
縁
故
関
係
に
分
譲
さ
れ
た
が
、
残
る

一
六
万
株
が

一
般
に
分
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ



る
ｃ
こ
れ
に
対
し
泉
不
動
産
は
予
め
四
大
証
券
に
落
札
を
依
頼
し
て
安
心
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
実
際
に
落
札
し
た
の
は
山
種
証
券

一
五
万
六

〇
〇
〇
株
、
八
島
証
券
四
〇
〇
〇
株
で
あ

っ
た
。
無
名

の
証
券
会
社
八
島
証
券
に
対
し
て
は
源
氏
が
交
渉
し
て
一
株

一
九
七
円
五
〇
銭
で
買

い
戻
し
た
が
、
山
種
こ
と
山
崎
種
二
は
単
な
る
輸
稼
ぎ
で
は
な
く
自
ら
不
動
産
経
営
に
乗
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
始
末
が
悪
か
っ
た
。

結
局
銀
行
東
京
駐
在
副
社
長
堀
田
庄
三
の
命

に
よ
り
、
銀
行
常
務
百
瀬
結
（
の
ち
日
本
ビ
ク
タ
ー
社
長
）
が
山
種

の
子
息
で

一
橋

の
後
輩
の
山
崎

富
治
に
交
渉
し
、
山
種
が

一
株
九
三
円

一
〇
銭
か
ら

一
０
五
円

一
０
銭
で
落
札
し
た

一
五
万
六
〇
〇
０
株
を

一
株

一
六
七
円
八
二
銭
で
泉
不

動
産
が
買
い
戻
し
、
合
計

一
六
万
株
↑

株

Ｔ
ハ
八
円
五
六
銭
）
を
連
系
会
社
が
引
き
取

っ
て
よ
う
や
く
落
着
し
た
。

そ
の
後
竹
腰
に
よ
る
と
泉
不
動
産
の
株
主
と
な

っ
た
連
系
会
社
の
中
に
は
、
日
本
建
設
産
業

の
不
動
産
部
門
を
泉
不
動
産
に
合
体
さ
せ
て
、

住
友
家
の
支
援
に
当
た
ら
せ
て
は
如
何
か
と
の
案
が
浮
上
し
た
ｃ
し
か
し
当
時
の
日
建
の
商
事
部
門
の
状
況
は
、
二
十
五
年
七
月
に
設
計
工

務
部
門
を
分
離
し
て
日
建
設
計
工
務
株
式
会
社
を
設
立
し
た
が
、
ま
だ
不
動
産
部
門
を
分
離
で
き
る
段
階
で
は
な
か
っ
た
ｃ
そ
こ
で
日
建
社

長
田
路
舜
哉
は
逆
に
日
建
が
取
り
敢
え
ず
泉
不
動
産
を
子
会
社
化
し
て
住
友
家
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
、
い
ず
れ
時
期
を
み
て
不
動
産
部
門

を
泉
不
動
産
に
合
体
し
て
独
立
さ
せ
る
と
い
う
提
案
を
行
い
、
古
田
元
総
理
事
も
こ
れ
に
賛
同
し
た
が
、
連
系
会
社

の
中
に
は
日
建
が
こ
の

よ
う
な
特
別
な
地
位
を
占
め
る
こ
と
に
難
色
を
示
す
向
き
も
あ
り
、
こ
の
問
題
は
上
述
の
二
十
七
年
末
の
連
系
会
社

の
住
友
家
に
対
す
る
拠

金
で
終
わ

っ
て
、
二
十
八
年
三
月
古
田
元
総
理
事
は
死
去
し
た
。

五
人
委
員
会
で
古
田
の
後
を
継
い
だ
岡
橋
林
は
、
泉
不
動
産
を
住
友
家
支
援

の
拠
点
と
す
る
と
い
う
考
え
を
引
き
継
い
だ
と
み
え
、
二
十

八
年
十

一
月
住
友
家
は
泉
不
動
産
の
株
式
を
二
万
株
初
め
て
取
得
し
た
。
昭
和
三
十
年
に
入
る
と
住
友
家
の
面
倒
を
泉
不
動
産
で
み
る
こ
と

に
つ
い
て
、
五
人
委
員
会
と
白
水
会
の
意
見
が

一
致
し
、
連
系
会
社
が
保
有
す
る
泉
不
動
産
株
を
住
友
家
に
譲
渡
す
る
こ
と
と
な
り
、
当
初

二
万
株
で
あ

っ
た
住
友
家
の
持
株
は
三
十

一
年
末
に
は
二
五
万
七
五
〇
０
株
に
達
し
た
（資
本
金
五
〇
〇
〇
万
円
、
持
株
率
三
五
・
七
五
％
）。
同

時
に
泉
不
動
産
の
経
営
を
強
化
す
る
た
め
に
は
菅
野
秀
次
郎
の
よ
う
な
清
算
人
で
は
な
く
現
役
の
社
長
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
商

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
九
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九
五
〇

事
専
務
瀬
山
誠
五
郎
に
白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
、
三
十

一
年
十

一
月
瀬
山
が
泉
不
動
産
社
長
に
就
任
し
た
。
し
か
し
竹
腰
に
よ
る
と
、
瀬
山

は
む
し
ろ
田
路
の
後
商
事
社
長
に
就
任
す
る
希
望
を
有
し
て
い
た
た
め
、
泉
不
動
産
社
長

へ
の
転
出
を
肯
ん
ぜ
ず
、
そ
の
た
め
に
泉
不
動
産

を
住
友
不
動
産
と
改
称
し
、
白
水
会
に
加
入
す
る
こ
と
を
就
任
の
条
件
と
し
た
。
か
く
し
て
三
十
二
年
五
月
泉
不
動
産
は
住
友
不
動
産
と
改

称
し
、
自
水
会
メ
ン
バ
ー
と
な

っ
た
。

さ
ら
に
昭
和
三
十
八
年
四
月
住
友
不
動
産
は
清
算
会
社
住
友
本
社
を
吸
収
合
併
し
た
。
住
友
家
は
財
産
税
と
し
て
大
蔵
省
に
物
納
し
た
住

友
本
社
旧
株
（五
〇
０
円
払
ム
）
を
買

い
戻
し
、　
一
株
に
付
き
不
動
産
株
０

・
０
五
株
、
そ
の
ま
ま
保
有
し
て
い
た
新
株
分
一五
●
円
払
込
ビ
一株

に
付
き
不
動
産
株
〇

・
〇
五
株
を
取
得
し
た
。
そ
の
後
住
友
不
動
産
は
ビ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
事
業
の
拡
大
に
よ
り
三
井
不
動
産
、
三
菱
地
所

に
次
ぐ
大
手

の
不
動
産
会
社
に
成
長
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
住
友
家
の
財
産
管
理
会
社
と
し
て
の
性
格
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
と
な

り
、
こ
の
た
め
昭
和
五
十
年
新
た
に
現
在

の
住
友
成
泉
株
式
会
社
の
前
身
と
な
る
会
社
が
設
立
さ
れ
、
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

四
　
財
閥
商
号

と
企
業
統
治

［
　
住
友
商
号

へ
の
復
帰

先
に
述
べ
た
よ
う
に
二
十
年
十

一
月
七
日
古
田
総
理
事
は
本
社
職
員
に
対
す
る
訓
示
及
び
同
日
付
連
系
会
社
主
管
者
宛
書
簡
に
よ
っ
て
、

連
系
会
社
の
社
名
か
ら

「住
友
」
の
名
称
を
削
除
し
、
社
名
を
変
更
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
本
社
の
解
体
案
に
お
い
て
こ
の
よ

う
な
意
見
は
全
く
な
か
っ
た
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
の
中
に
も
そ
の
よ
う
な
指
令
は
な
か
っ
た
の
で
、
お
そ
ら
く
古
田
総
理
事
が
二
十
年
十
月

二
十

一
日
長
野
県
角
間
温
泉
に
疎
開
中
の
家
長
住
友
吉
左
衛
門
を
訪
ね
、
本
社
解
散
の
決
裁
を
得
た
際
、
家
長
及
び
古
田
自
身
の
戦
犯
問
題



第 7表 連系会社・特定関係会社の住友商号への復帰

終戦時 社名変更 住友商号への復帰

名社 年月日 社 名 年月日 名社

住友 I:地「 務m
住友化工材工業い

住友金属工業い

住友通信 [業m
住友機械工業い

住友銭業榊

住友化学 11業輸

住友生命保険い

住友信託l■l

榊住友銀行

大阪住友海 11火 災保険伸

l■l住友本社(第二会社)

20 11 26

20 11 29

20 11 30

24  7  1

20 11 30

20 12 25

21  1 21

25  3  1

25  3  1

21  2 26

22  8 20

23  8  2

23 10  1

23  2 20

24 12  1

日本建設産業lHl

日本化工材工業い

扶桑金属工業い

frl扶桑金属工業い

日本電気lal

四國機械「 業lRl

井華鍍業l■ l

別了鍍業い

別子建設い

日新化学工業ll■

国民生命保険lel

富士信託銀行い

lHI大 阪銀行

IJ國 林業い他

泉不動産l■ l

27  6  1

27 11 28

30  3  1

27  5 28

27  5 26

27  7  1

27  6  2

37 10  1

27  8 28

27  6  1

27  6  1

27 12  1

29  7  1

30  2  1

32  5 15

住友商事lal

住友化工材工業l■ l

住友ベークライト榊

住友金属工業い

住友機械工業榊

住友石炭鉱業い

住友金属鉱山帥

住友建設l■|

住友化学工業m
住友生命保険個

住友信託銀行l■l

い住友銀行

住友海 |,火 災保険い

住友林業l■ l

住友不動lil■ l

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

に
対
処
す
る
た
め
、
こ
の
際
住
友
商
号
を
抹
殺
し
て
少
し
で
も
そ
の
風

当
た
り
を
緩
和
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
指
示
を
受

け
て
、
連
系
会
社
は
十

一
月
二
十
六
日
住
友
土
地
工
務
が
日
本
建
設
産

業
と
改
称
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
次
々
と
社
名
を
変
更
し
て
い
っ
た

（第
７
表
）。

連
系
会
社
と
し
て
社
名
を
変
更
し
な
か
っ
た
の
は
、
電
気
工
業
と
倉

庫
、
特
定
関
係
会
社
で
は
大
阪
住
友
海
上
火
災
保
険

の
三
社
で
あ

っ
た
。

こ
の
う
ち
電
気
工
業
は
昭
和
二
十

一
年
初
頭
に
お
け
る
住
友
本
社
監
査

役
大
島
堅
造

の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
説
明
資
料
中
に
住
友
鎖
業

の
井
華
鍍
業

へ
と
電

気
工
業
の
近
畿
電
氣
工
業

へ
の
改
称
内
定
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
社

内
的
に
は
手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
電
気
工

業
と
し
て
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
そ
の
後
特
段

の
指
示
も
な
い
の
で
変
更
を
見

合
わ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
、
他
の
三
社
も
ほ
ぼ
同
様

の
理
由
で
改
称
し

な
か
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
二
十

一
年
七
月
四
日
付

「制
限
会
社
ノ
名
称
ノ
変

更
」
に
関
す
る
指
令
Ｏ
ｏ
＞
り
‐
ｚ
‐
一
〇
五
一こ
を
発
し
、
以
後
制
限
会

社
の
社
名
変
更
は
認
可
を
要
す
る
こ
と
と
し
、
既
に
変
更
し
た
も
の
は

報
告
を
求
め
て
、
こ
れ
を
承
認
し
た
。
先
に
述
べ
た
住
友
生
命
保
険
株

九
五

一
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五
二

式
会
社
が
解
散
し
、
二
十
二
年
八
月
第
二
会
社
国
民
生
命
保
険
相
互
会
社
が
発
足
し
た
際
、
住
友
生
命
を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
の

は
、
こ
の
指
令
に
基
づ
き
た
と
え
申
請
し
て
も
認
可
を
得
ら
れ
る
見
込
は
な
い
と
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
内
面
指
導
に
よ
る
も
の
で
あ

つ
た
と
思
わ
れ

る
。
同
様
に
し
て
そ
の
後
住
友
銀
行
は
大
阪
銀
行
に
、
住
友
信
託
は
信
託
会
社
が
信
託
銀
行
に
な
る
に
際
し
富
士
信
託
銀
行
と
改
称
し
た
。

さ
ら
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
二
十
三
年
二
月
日
本
の
外
国
貿
易
に
対
す
る
制
限
が
解
除
さ
れ
た
た
め
、
外
国
貿
易
に
使
用
す
る
財
閥
商
標
及
び
商
号

の
現
状

の
再
検
討
が
必
要
と
な

っ
た
。
二
十
三
年
七
月
二
十
九
日
付
指
令

に
よ
り
、
八
月
十
九
日
会
社
証
券
保
有
制
限
令
（勅
令
第
二
四
〇

回こ
を
改
正
し
、
持
株
会
社
整
理
委
員
会
は
財
閥
商
号
商
標

の
使
用
禁
上

の
権
限
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
同
委
員
会
整
理
部
第

一
課
よ

り
住
友
本
社
に
対
し
、
十
月

一
日
現
在
の
住
友
各
社
の
社
標
、
商
標
の
使
用
状
況
の
調
査
依
頼
が
あ
り
、
さ
ら
に
二
十
四
年
七
月
二
十
五
日

付
特
許
庁
渉
外
課
よ
り
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
と
し
て
、
住
友
各
社
の
商
標
リ
ス
ト
の
提
出
を
要
求
し
て
き
た
。
こ
の
間
住
友
本
社
は
既
に
二
十
三

年
二
月
解
散
し
清
算
会
社
に
移
行
し
て
お
り
、
東
京
渉
外
事
務
所
も
解
散
し
て
所
長
睦
好
八
郎
も
二
十
三
年
七
月
機
械
工
業

へ
転
出
し
、
東

京
に
は
駐
在
員
し
か
お
い
て
い
な
い
状
況
に
あ

つ
た
。

八
月
二
日
住
友
本
社
総
務
部
長
は
住
友
各
社
に
対
し
自
社
の
リ
ス
ト
の
提
出
を
依
頼
し
た
が
、
同
日
持
株
会
社
整
理
委
員
会
は
臨
時
委
員

会
総
会
を
開
き
、
財
閥
商
号
の
使
用
禁
止
を
決
議
し
た
旨
の
記
事
が
、
三
日
、
四
日
の
各
紙
で
報
じ
ら
れ
た
。
九
月
十
日
特
許
庁
総
務
課
長

か
ら
、
三
井
、
三
菱
、
住
友

の
各
代
表
者
に
対
し
、
近
く
持
株
会
社
整
理
委
員
会
か
ら
財
閥
商
号
商
標
の
使
用
禁
上
の
指
令
が
出
る
予
定
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
十
月
三
十

一
日
ま
で
に
新
商
号
と
商
標
を
提
出
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
が
あ
り
、
こ
の
際
住
友
代
表
者
と

し
て
出
席
し
た
東
京
駐
在
員
の
報
告
に
基
づ
き
、
本
社
総
務
部
長
は
九
月
十
二
日
各
社
に
こ
の
旨
通
知
し
た
。
次

い
で
九
月
二
十

一
日
持
株

会
社
整
理
委
員
会
か
ら
各
社
宛

「住
友

の
商
号
の
件
」
と
し
て
左
記
の
商
号
の
二
十
六
年
七
月

一
日
以
降
全
面
禁
止

の
旨
通
知
さ
れ
た
。

一記

（
一
）

井
桁
の
図
形
か
ら
で
き
て
い
る
商
標
又
は
会
社
標
章

◆

及
び
組
合
わ
せ
を
異
に
す
る
等

こ
れ
に
由
来
し
て
い
る
商
標
又
は
会



社
標
章

（
二
）

「住
友
」
と
い
う
文
字
を
含
ん
で
い
る
商
号
等
（
そ
の
略
称
か
ら
で
き
て
い
る
も
の
を
含
む
。
）

（三
）

外
観
上
又
は
称
呼
上
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
右

の
２

）
０
こ
に
掲
げ
た
商
号
と
同

一
又
は
類
似

の
商
号
等
↑
」
れ
ら

を
外
国
語
に
翻
訳
し
た
も
の
又
は
字
体
形
式

の
い
か
ん
を
問
わ
ず
邦
文
で
書
か
れ
た
も
の
一
切
を
含
む
。
）

住
友
本
社
と
し
て
は
当
時
清
算
中
で
あ
り
、
本
通
知
に
は
清
算
中
の
会
社
が
商
号
変
更
に
よ
つ
て
損
失
を
蒙
る
時
は
継
続
使
用
が
認
め
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
十
月
五
日
清
算
終
了
ま
で
の
継
続
使
用
の
申
請
書
を
同
委
員
会
に
申
請
し
た
。
十
月
十

一
日
三
井
不
動
産
取
締
役
江

戸
英
雄
か
ら
日
建
常
務
東
京
支
店
長
瀬
山
誠
五
郎
に
本
件
に
関
し
連
絡
が
あ
り
、
瀬
山
に
代
わ

っ
て
出
向
し
た
日
建
東
京
支
店
調
査
課
長
高

木
外
夫
（
の
ち
商
事
専
務
）
か
ら
の
本
社
宛
報
告
に
よ
る
と
、
三
井
本
社
松
本
常
務
が
集
中
排
除
審
査
委
員
会
（通
称
五
人
委
員
会
）
の
〕
”

ロ
ビ

ン
ソ
ン
に
会

っ
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
財
閥
商
号
の
禁
上

の
措
置
は
ウ
ェ
ル
シ
ュ
（Ｇ
Ｈ
Ｑ
公
正
取
引
課
長
、
反
ト
ラ
ス
ト
・
カ
ル
テ
ル
課
が
改
称
）

が
感
情
的
に
行

っ
た
も
の
で
現
状
に
副
わ
な
い
の
で
、
財
閥
会
社

の
側
か
ら
マ
ツ
カ
ー
サ
ー
元
帥
に
ペ
テ
イ
シ
ョ
ン
を
提
出
し
て
は
如
何
か

と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、
三
井
各
社
は
各
々
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、
三
菱
、
住
友
に
も
声
を
か
け
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
本
社
東
京
駐
在
員
の
報
告
に
よ
る
と
、
十
月
二
十
日
在
京
住
友
各
社
が
海
上
火
災
会
議
室
に
集
合
し
、
商
号
変
更
を
要
す

る
海
上
、
倉
庫
、
電
工
の
三
社
を
始
め
、
依
然
と
し
て
住
友
商
標
を
使
用
し
て
い
た
各
社
も
至
急
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
作
成
の
上
、
上
記
ロ
ビ

ン
ソ
ン
を
始
め
各
々
関
係
者
を
通
じ
マ
ツ
カ
ー
サ
ー
元
帥
宛
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
今
後
は
海
上
、
倉
庫
、
電
工
が
中
心
と
な

り
、
海
上
で
会
合
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
後
こ
の
指
示
は
二
十
五
年

一
月
二
十

一
日

「財
閥
商
号
の
使
用
の
禁
止
等

に
関
す
る
政
令
」

（政
令
第
七
日３
及
び

「財
閥
標
章
の
使
用
の
禁
止
等
に
関
す
る
政
令
」
（政
令
第
八
号
）
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
当
時
海
上
の
渉
外

担
当
者
で
あ

っ
た
長
谷
川
健
（
の
ち
海
上
常
務
）
に
よ
る
（型

、　
一
月
早
々
三
井
鉱
山
の
呼
び
か
け
で
、　
三
井
、
三
菱
、
住
友

の
各
社

の
渉
外
担
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当
者
が
集
ま
り
、

代
表
者
を
選
ん
で
協
同
体
制

で
反
対
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

（反
対
運
動
の
詳
細
は

『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
三

巻
下

「第
三
章
第
四
節
財
閥
商
号

・
商
標
の
使
用
禁
止
問
題
」
を
参
照
さ
れ
た
い
）
住
友

で
海
上
（社
長
花
崎
利
義
）
が
代
表
者

に
な

つ
た
の
は
、
当
時

海
上

の
本
店
が
東
京

に
あ

っ
た
こ
と
、

い
ち
早
く
反
対
運
動
を
開
始

し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
ｃ

反
対
運
動

は
功
を
奏

し
て
、
二
十
五
年
五
月
二
十
九
日
実
施
を

一
年
延
期
さ
れ
た
。
電
工
は
こ
の
月

に
開
催
予
定

で
あ

っ
た
株
主
総
会

に

「
東
邦
電
気
工
業
」

と
改
称
す

る
こ
と
を
付
議
し
て
い
た
が
、

直
前

で
撤
回
さ
れ
た
。

倉
庫

は
社
名
変
更

に
備
え
て
、

社
内
公
募

に
よ
り

「
東
邦
倉
庫
」

と
内
定

し
、

海
上
も
長
谷
川

に
よ
れ
ば

「
国
際
海
上
火
災
保
険
」

（当
時
国
際
ビ
ル
に
入
居
し
て
い
た
関
係
）
の
社
名
を
用
意

し

て
い
た
と
い
う
。
二
十
六
年
五
月
実
施

は
さ
ら
に

一
年
延
長
さ
れ
、
二
十
七
年
四
月
講
和
条
約
発
効

に
よ
り
自
然
消
滅

と
な
り
、
各
社

の
多

く
は
旧
商
号

に
復
帰
す

る
こ
と
と
な

つ
た
。
又
住
友
商
標

は
、

こ
れ
ま
で
住
友
製
品

に
限
定

し
て
登
録
さ
れ
て
い
た
が
、
住
友
商
事

と
い
う

全
く
新

し
い
会
社
が
住
友
製
品
以
外
も
取
扱
う
可
能
性
が
生
じ
た
の
で
、
住
友
商
事

は
そ
の
登
録

の
た
め
特
許
庁

に
徹
夜

で

一
番
乗
り
を
呆

た
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
３２

）

し
か
し
土
井
正
治
に
よ
る
と
住
友
商
号
復
活
に
つ
い
て
住
友
家
と
の
間
に
次

の
よ
う
な
経
緯
が
あ

っ
た
。

そ
れ
か
ら
二
十
七
年
頃
に
住
友

の
商
号
復
帰
の
こ
と
が
あ

っ
た
。
住
友

の
商
号
を
使

つ
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
各
社
で
段
々

そ
の
準
備
を
し
つ
ヽ
あ
つ
た
の
で
す
が
、
あ
る
日
古
田
さ
ん
が
僕
を
呼
ん
で
、
家
長
さ
ん
の
お
気
持
だ
が
、
住
友
と
い
う
名
称
を
つ
け

る
の
を
止
め
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

一
番
手
は
ず
の
進
ん
で
い
た
金
属
に
伝
え
に
い
つ
た
と
こ
ろ
、
金
属

は
既
に
株
券

の
印
刷
を
注
文
し
て
し
ま
つ
た
と
い
う
の
で
す
。
古
田
さ
ん
に
そ
う
返
事
を
す
る
と
仕
方
な
い
な
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

こ
の
問
題
は
そ
の
ま
ま
立
ち
消
え
と
な
り
、
各
社
そ
れ
ぞ
れ
住
友

の
名
に
復
帰
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

そ
れ
か
ら
ど
の
位
た
つ
た
か
思
い
出
せ
ぬ
が
、
古
田
さ
ん
は

一
日
当
時
の
自
水
会
十
二
社

の
社
長
と
家
長
さ
ん
が
集
ま
る
席
を
設
け
る

こ
と
に
せ
ら
れ
（註
、
昭
和
二
十
七
年
五
月
十
四
Ｈ
於
京
都
住
友
本
邸
）
、　
そ
し
て
私
に
一
同
を
代
表
し
て
挨
拶
を
し
て
も
ら
い
度
、
云
い
足



り
な
い
時
は
自
分
が
補
足
す
る
と
云
わ
れ
た
。
別
に
目
的
を
は
つ
き
り
と
云
わ
れ
な
か
つ
た
が
、
自
水
会

の
社
長
が
揃

つ
て
家
長
さ
ん

と
お
目
に
か
か
る
の
は
財
閥
解
体
後
初
め
て
で
あ
つ
た
の
で
、
私
は
古
田
さ
ん
の
お
気
持
と
財
閥
解
体
後

の
各
社
社
長
の
意
中
を
推
し

は
か
つ
て
、
我
々
は
家
長
さ
ん
の
高
徳
を
慕

つ
て
終
生
そ
の
御
薫
陶
を
受
け
度
と
念
願
し
て
住
友

に
入

つ
て
き
た
ｃ
と
こ
ろ
が
こ
う
い

う
敗
戦
に
な
り
、
不
幸
に
し
て
財
閥
は
解
体
さ
れ
、
住
友
さ
ん
の
手
許
か
ら
各
事
業
が
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
情
に
な
つ
て
し
ま
つ

て
、
我
々
は
こ
れ
か
ら
親
し
く
御
指
導
を
仰
ぐ
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
我
々
と
し
て
心
淋
し
く
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
又
住
友
さ
ん

に
於
か
れ
て
も
長
年
育
成
さ
れ
た
事
業
を
手
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
は
、
此
上
も
な
く
遺
憾
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
然
し
各
事

業
が
お
手
許
を
離
れ
て
も
事
業
そ
の
も
の
ま
で
が
消
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
。
経
営
形
態
は
変

つ
て
も
事
業
そ
の
も
の
は
残

つ
て
い

る
の
で
す
。
そ
の
事
業
が
発
展
し
、
将
来
も
社
会
国
家

に
貢
献
す
れ
ば
、
そ
れ
で
御
満
足
を
頂
け
る
の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

我
々
は
た
ま
た
ま
そ
う
い
う
時
期
に
社
長
を
引
き
受
け
て
責
任

の
重
い
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
の
で
す
ｃ
然
し
我
々
は
た
と
え
事
業
形

態
は
変
り
、
住
友
家
を
離
れ
て
も
、
我
々
は
最
善

の
努
力
を
尽
し
、
今
ま
で
培
わ
れ
た
住
友
精
神
を
生
か
し
て
立
派
な
事
業
に
も
り
立

て
て
行
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
今
ま
で
の
住
友
と
い
う
名
を
用
い
さ
せ
て
頂
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
家
長
さ
ん
の

お
気
持
に
添
わ
な
い
所
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
―
―

こ
こ
を
ど
う
い
う
言
葉
で
い
つ
た
か
正
確
に
思
い
出
せ
な
い
が
―
―
住
友
さ
ん

の
名
前
を
使
わ
し
て
も
ら
つ
た
こ
と
を
御
了
承
下
さ
れ
、
又
今
後
何
か
と
御
教
示
を
お
願
い
し
度
と
御
挨
拶
申
し
上
げ
た
。
そ
う
し
た

ら
古
田
さ
ん
は
わ
し
は
何
も
言
う
こ
と
が
な
い
と
い
う
の
で
、
後
は
酒
が
出
て
お
別
れ
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

□
　
住
友
本
社
解
散
に
伴
う
連
系
会
社
の
企
業
統
治

経
済
界
の
パ
ー
ジ
後
連
系
会
社
の
社
長
に
就
任
し
た
中
で
、
五
人
委
員
会
の
意
向

に
よ
り
二
十
七
年
十

一
月
銀
行
頭
取
鈴
木
剛
が
最
初
に

退
任
し
、
副
頭
取
堀
田
庄
三
が
頭
取
に
昇
格
し
た
。
竹
腰
健
造
に
よ
る
と
、
次
に
五
人
委
員
会
が
交
代
を
求
め
た
の
が
鈴
木
よ
り
二
歳
年
長
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で
、
本
社
の
評
価
の
低
か
っ
た
化
学
社
長
土
井
正
治
で
あ

つ
た
。
し
か
し
土
井
は
二
十
八
年
二
月
後
任
に
目
さ
れ
た
常
務
谷
口
義
夫
の
営
業

担
当
を
外
し
て
東
京
駐
在
と
し
て
し
ま
い
、
退
任
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
昭
和
三
十
年
住
友
機
械
の
業
績
不
振
が
表
面
化
し
た
。
竹
腰
に
よ
る
と
、
そ
う
し
た
折
に
外
遊
す
る
よ
う
な
社
長
鮫
島
龍
雄
の
放

漫
経
営
が
そ
の
原
因
で
あ

っ
た
。
五
人
委
員
会
の
岡
橋
は
白
水
会
に
対
し
機
械
の
増
資

に
よ
る
債
務
の
一
掃
を
求
め
た
が
、
土
井
に
よ
る
と

そ
れ
は
銀
行
の
論
理
で
あ

っ
て
、
安
易
な
増
資

に
応
ず
る
こ
と
は
株
主
に
対
す
る
説
明
が
つ
か
な
い
と
し
て
、
む
し
ろ
機
械

の
役
員
の
退
陣

と
人
員
整
理
に
よ
る
抜
本
的
な
改
革
を
求
め
た
。
土
井
は
こ
の
再
建
に
失
敗
す
れ
ば
、
自
身
の
白
水
会
に
お
け
る
指
導
力
を
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
ひ
い
て
は
五
人
委
員
会
の
圧
力
に
屈
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
三
十
年
五
月
鉄
鋼
設
備
に
精
通
し
て
い
る
金
属
専
務
木
村
音
吉
を

機
械
会
長
に
据
え
、
化
学
は
勿
論
各
社
か
ら
役
員
の
派
遣
を
求
め
、
人
員
整
理
を
実
施
し
、
再
建
を
軌
道
に
乗
せ
た
。
白
水
会

の
決
議
は
機

械
再
建
で
一
致
し
て
い
た
が
、
銀
行
は
機
械
に
対
す
る
融
資

の
棚
上
げ
や
金
利
の
引
き
下
げ
に
消
極
的
で
あ
り
、
商
事
も
連
系
会
社
向
け
与

信
は
青
天
丼
盆

制̈
限
）
が
原
則
で
あ
る
が
、
危
機
的
状
況
の
機
械
に
対
し
て
厳
格
な
与
信
枠
が
設
定
さ
れ
た
た
め
鋼
材

の
販
売
が
不
可
能
と

な
り
、
同
社
は
九
紅
か
ら
購
入
す
る
と
い
う
事
態
さ
え
生
じ
た
。

か
く
し
て
機
械
再
建
に
は
成
功
し
た
。
土
井
は
五
人
委
員
会

の
圧
力
を
排
し
て
、
自
水
会
に
お
け
る
指
導
力
を
も
強
固
な
も
の
と
し
た
。

こ
の
結
果
連
系
会
社
に
お
け
る
社
長
交
代
に
は
、
業
績
に
問
題
の
な
い
限
り
五
人
委
員
会
は
勿
論
白
水
会
も
介
入
し
な
い
原
則
が
確
立
さ
れ

た
の
で
あ
る
ｃ
こ
の
こ
と
は
某
連
系
会
社
社
長
が
減
配
し
た
際
、
そ
の
釈
明
の
た
め
持
ち
合
い
に
よ
っ
て
大
株
主
と
な

っ
て
い
た
連
系
会
社

を
歴
訪
し
た
際
、
多
大
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
た
と
述
懐
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
の
高
度
成
長
期
を
通
じ
て
、
連
系
会
社
は
順
調
な
発
展
を
遂
げ
、
こ
の
間
先
に
述

べ
た
通
り
昭
和
三
十
四
年
九
月
岡
橋
林
の
死
去

の

直
前
五
人
委
員
会
は
白
水
会
の
一
部
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
住
友
家
評
議
委
員
会
に
改
組
さ
れ
て
、
住
友
家
と
連
系
会
社
と
の
関
係
は
大
き
く

変
化
し
た
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
通
り
住
友
本
社
解
散
後
、
そ
れ
ま
で
住
友
家
か
ら
任
命
さ
れ
て
き
た
連
系
会
社
の
主
管
者
は
従



業
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
に
な

つ
た
。
こ
の
た
め
五
人
委
員
会
か
ら
そ
の
正
統
性
を
問
題
に
さ
れ
て
、
絶
え
ず
交
代

の
圧
力
を
受
け
た

た
め
住
友
家
と
は

一
線
を
画
し
て
き
た
。
こ
の
間
住
友
商
号
の
復
活
に
よ
っ
て
初
め
て
両
者

の
関
係
に
風
穴
が
開
け
ら
れ
た
が
、
こ
こ
に
至

っ
て
五
人
委
員
会
は
消
滅
し
、
白
水
会
の
有
カ
メ
ン
バ
ー
が
個
人
の
資
格
と
は
い
え
実
質
的
に
住
友
家
評
議
委
員
会
を
牛
耳
る
こ
と
に
よ
り

住
友
家
に
対
す
る
支
援
と
引
き
換
え
に
彼
等

の
連
系
会
社
の
主
管
者
と
し
て
の
正
統
性
が
住
友
家
か
ら
認
知
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

し
か
し
高
度
成
長
が
終
わ
り
、
低
成
長
期
に
は
い
る
と
最
も
変
化
し
た
の
が
資
金
調
達
面
で
あ

っ
た
。
即
ち
限
ら
れ
た
資
金
を
如
何
に
調

達
し
、
効
率
的
に
運
用
す
る
か
が
、
戦
後
の
日
本
企
業
の
課
題
で
あ
り
、
金
融
機
関
は
そ
う
し
た
企
業
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
案
件
を
担
保
を

確
保
し
つ
つ
、
選
別
し
高
い
収
益
力
を
得
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
金
融
構
造
が
低
成
長
と
金
融

の
自
由
化

に
よ
り
未
曾
有

の
金
融
緩
和
と
な

っ
て
現
れ
た
。
こ
の
た
め
本
業
以
外
の
資
金
運
用
や
不
動
産
の
転
売
に
よ
つ
て
巨
利
を
博
す
る
企
業
も
輩
出
し
た
が
、
連
系
会
社

の
ほ
と
ん

ど
が
、
浮
利
の
追
求
を
堅
く
戒
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
専
ら
こ
の
機
会
に
財
務
内
容

の
改
善

に
努
め
、
本
業
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
利

益

の
拡
大
に
走
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
連
系
会
社
の
中
に
も
正
統
的
で
は
な
い
資
金
運
用
に
よ
つ
て
収
益

の
拡
大
を
図
ろ
う
と
し

て
、
そ
の
過
程
で
住
友
に
あ
る
ま
じ
き
行
為
が
相
次
ぎ
、
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
せ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
折
り
に
開
か
れ
た
住
友
家

の

法
事

に
お
い
て
、
住
友
本
社
最
後
の
社
長
で
あ

っ
た
住
友
吉
左
衛
門
は
参
列
し
た
連
系
会
社

の
社
長
達
に
対
し
、
僅
か
に
残
る
メ
モ
に
よ
れ

ば
、

「
こ
う
い
う
事
が
起
こ
る
と
私
た
ち
住
友

の
者
が
如
何
に
迷
惑
し
て
い
る
か
を
察
し
て
十
分
反
省
し
て
頂
き
た
い
」
、

「私
た
ち
住
友

の

者
が
分
裂
し
て
い
て
は
こ
う
い
う
事
が
起
き
る
と
達
観
せ
よ
」
、
「先
祖
、
先
輩
に
対
す
る
事
も
あ
り
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
破
減
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
事
業
の
利
益
だ
け
に
捉
わ
れ
ず
、
も

っ
と
大
き
く
広
い
立
場
で
充
分
注
意
し
て
最
後

の
努
力
を
し
て
下
さ
い
」
と
関
係
者

の
反
省
と
事
態
改
善

へ
の
努
力
を
求
め
、　
さ
ら
に
自
分
の
代
に
こ
う
い
う
不
祥
事

の
起
き
た
こ
と
を
悔
や
み
、

「清
潔
を
旨
と
し
て
参
り
ま

し
た
住
友
に
取
り
、
従
来
な
か
つ
た
不
祥
事
件
も
世
の
風
潮
に
つ
れ
て
生
じ
、
誠
に
面
目
な
く
存
じ
て
居
り
ま
す
。
こ
の
不
名
誉
を
何
と
か

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
七



第
四
章
　
株
式
会
社
住
友
本
社

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
八

挽
回
す
べ
く
努
力
を
致
す
考
え
で
御
座
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
不
肖
私

一
人
の
力
で
は
出
来
ま
せ
ん
。
何
卒
皆
様

の
勇
気
あ
る
お
力
添
え
を
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

」
と
結
ん
だ
。

高
度
成
長
期
に
は
連
系
会
社
に
お
い
て
は
、
社
長

・
会
長
を
通
算
す
る
と
御
三
家
と
い
わ
れ
た
化
学
の
土
井
正
治
は
二
十
八
年
、
銀
行

の

堀
田
庄
三
は
二
十
五
年
、
金
属
の
日
向
方
齊
は
二
十
四
年
と
二
〇
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
つ
て
ト
ッ
プ
と
し
て
君
臨
し
、
住
友

の
顔
と
い
わ

れ
た
。
他
の
連
系
会
社
に
お
い
て
も
こ
れ
ほ
ど
長
期
で
は
な
い
に
せ
よ
、
多
か
れ
少
な
か
れ
同
様

の
傾
向

に
あ

つ
た
。
し
か
し
低
成
長
期

に

入

つ
て
以
降
社
長
の
任
期
ひ
と
つ
と
っ
て
も
三
期
六
年
が
限
度
と
さ
れ
、
最
早
こ
う
し
た
長
期
政
権
が
誕
生
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
く
な

っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
連
系
会
社
は
こ
れ
か
ら
ど
こ
に
組
織
の
求
心
力
を
求
め
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
ｃ
嘗
て
住
友
合
資
会
社
常
務
理
事

川
田
順
は
総
理
事
鈴
木
馬
左
也
を
評
し
て
、
「鈴
木
は
住
友
王
国
を
明
治
憲
法
的
に
統
御
し
て
行
こ
う
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
」
と
述

べ
、

そ
の
証
拠
と
し
て

「鈴
木
は
会
社
の
業
務

一
切
を
彼
自
身
で
掌
握
し
た
が
、
家
長
と
し
て
の
吉
左
衛
門
に
対
し
て
は
精
神
的
に
又
儀
礼
的
に

最
高
の
敬
意
を
表
し
て
い
た
」
こ
と
を
挙
げ
た
。
住
友
本
店
の
企
業
統
治
の
範
を
明
治
憲
法
に
仰
い
だ
の
は
、
鈴
木
よ
り
以
前
の
初
代
総
理

早
広
瀬
宰
平
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
広
瀬
の
軍
み
に
倣
え
ば
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
通
り
、
戦
後
住
友
全
事
業
に
対
す
る
支
配
力
を
失

っ
た

「住
友
家
」

は
、
企
業
の
社
会
的
責
任
が
問
わ
れ
る
今
日
、
「住
友
家
」

の
有
す
る

「家
訓
」
（初
代
の
」退
訓
を
始
め
家
憲
、
家
法
の
類
か

ら
持
仏
帝
等
の
建
築
物
、
遺
跡
、
■
述
の
法
事
等
の
儀
式
に
至
る
ま
で
）
の
重
み
と
い
う
も
の
が
連
系
会
社
に
再
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
今

後
は
連
系
会
社
の
求
心
力
と
し
て
精
神
的
に
復
権
し
得
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

註（
１
×
５
×
９
）

昭
和
四
十

一
年
十
　
月
二
十
六
Ｈ
北
沢
敬
二
郎
氏
談
。

（
２
）

Ｈ
向
方
齊

『私
の
履
歴
書
』

（
日
本
経
済
新
聞
社
　
昭
和
六
卜
二

年
）
七
七
、
七
八
頁
。

（
３
）

『
私

の
履
歴
書
』
第
八
集
（
日
本
経
済
新
聞
社
　
昭
和
四
十

一
年
）

六
八
頁
。

（
４
）

誰
（
２
）七
〓
一頁
。



（
６
）

『住
友
金
属
六
十
年
史
』

（昭
和
三
十
二
年
　
同
社
Ｙ
バ
リ
三
、　
二

０
四
頁
。

（
７
）

竹
腰
健
造

『
幽
泉
白
叙
』
（昭
和
五
十
五
年
　
創
元
社
）
三

一
一―

三
二
〇
頁
．

（
８
）

註
（
３
と
ハ
九
、
七
０
頁
。

（
１０
）

昭
和
四
十
二
年
二
月
六
日
付
阿
澄

一
三
氏
メ
モ
。

（
Ｈ
）

菅
野
秀
次
郎

「財
閥
解
体
」
原
稿
．

（
‐２
）

泉
幸
吉

『急
雪
』
（創
元
社
　
昭
和
二
十
二
年
）
．
八
九
頁
。

（
‐３
）

『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
日
本
占
領
史
　
２８
　
財
閥
解
体
』
（
Ｈ
本
図
書
セ
ン
タ
ー

平
成
十
二
年
ご

三

―
三
四
、　
一
八
六
、　
．
八
七
、
三
●
０
、
一
Ｏ^

頁
．

（
‐４
Ｘ
‐９
×
２‐
×
２４
×
２７
×
３３
）

昭
和
三
十
八
年
五
月
竹
腰
健
造
氏
談
。

（
‐５
）

昭
和
四
十

一
年
九
月
Ｆ
九
Ｈ
付
阿
澄

一
三
氏
メ
モ
。

（
‐６
）

昭
和
四
十

一
年
卜
　
月
二
十
六
日
阿
澄

一
三
氏
談
。

（
‐７
）

源
氏
鶏
大

『夏
雲
冬
雲
』
（
日
本
経
済
新
聞
社
　
昭
和
五
卜

＾
年
）

六
五
―
六
七
頁
。

（
‐８
）

野
田
岩
次
郎

『
財
閥
解
体
私
記
』

（
日
本
経
済
新
聞
社
　
昭
和
五

第
二
部
　
株
式
会
社
住
友
本
社

十
八
年
）

五
人
頁
．

（
２０
）

『
私
の
履
歴
書
』
第
２２
集
（
日
本
経
済
新
聞
社
　
昭
和
三
十
九
年
）

＾
九
六
、　
一
九
七
頁
。

（
２２
）

安
藤
良
雄
編
著

『
昭
和
経
済
史

へ
の
証
言
』

下
（毎
日
新
聞
社

昭
和
四
十

．
年
と

四
六
貞
。

（
２３
×
２５
×
３２
Ｘ
３４
）

昭
和
五
十

一
年
九
月
七
日
■
井
正
治
氏
談
。

（
２６
）

神
谷

一
『
持
株
会
社
整
理
委
員
会
裏
話
』
（春
秋
社
　
平
成
元
年
）

七
〇
―
七
八
頁
ｃ

（
２８
）

註
（
‐７
）
六
八
―
七
七
頁
ｃ

日
本
証
券
経
済
研
究
所
編

『
日
本
証
券
史
資
料
』
戦
後
編
第
四
巻
証
券

史
談
２

）
（同
所
昭
和
五
十
九
年
ご

三

０
、
三

一
．
頁
．

（
２９
）

『住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
史
』
（同
社
　
昭
和
三
十
六
年
）
．
０

〇
四
、　

．
０
〇
五
頁
ｃ

（
３０
）

長
谷
川
健

「終
戦
直
後
の
住
友
海
Ｌ
」
（同
社
　
平
成
十
四
年
）

（
３‐
）

『
住
友
倉
庫
百
年
史
』
（同
社
　
平
成
十
二
年
二

五

一
頁
ｃ

（
３５
）

川
田
順

『
住
友
回
想
記
』
（中
央
公
論
社
　
昭
和
三
卜
六
年
）

ｆ
．

五
頁
。

九
五
九



付表 終戦時住友席次表(高 等職員)

氏 箔 歴学 終戦時役職 終戦後の異動

占田俊之助*

岡 僑  林*

占田 貞 吉 *

春 日 弘*

大 島 堅 造*

十 亀 盛 次 *

■ホ」起 *

北沢敬二郎*

梶 井 同1*

円 中 良 雄*

河井ケ1三郎*

吉 成 宗 雄*

松 田 孜 *

4ヽ 林日青1貞「 *

松 井 孝 長*

福山善治郎*

野 田哲 造*

M43東 大
「

 採鉱冶金

M39東 京高商

M40京 大工 電

M44東 大法

M42東京高商

M43神 戸高商

T3東大法

T3東大法

M45東 大
「

 電

T4東 大法

T4東大法

M41海軍機関学校

T3東北大理 物理

T5東大経

T5東大法

T5東大経

T5東大法

本社取締役 理事 銀

行社長

本社取締役 理事・化
学社長

本社取締役 理事 金
属社長

本社監査役

本社監事

銀行監査役

銀行取締役

本率主取締役 理事 鎖

業社長

本社取締役・常務理事

総務部長

土地工務社長

本社取締役 理事 通

信社長

本社取締役 常務理事

人事部長

本オt取締役・常務理事

経理部長

金属副社長

金属副社長

兼東海支社長

化学副社長

生命社長

信託社長

銀行副社長

本社代表取締役
事

稔 理 S21 1'量 イ千

S20H退任

S20 10退 任

S21 1退 任

S22 5選 任

S21 1退 任

S20 11'量子千

S20 10退 任

S21 1退 任

S21 1退 任、 S25 4大メL

社長

S20 10月文糸帝イス、  S20 11'基

イ千

S21 lj基 任、 S27 8HI本
電信電話公社総裁

S21 1退 任

S21 1退 任、 S2410人阪

建物社長

S20 1ljttl■

S20 11ず塁イ■

S2010兼 務免

S2010化学社長、 S224
退任

S2010海 卜社長、 S22 2
退任

S22 1ず基II

S2011銀行社長、 S222
退任

(*― パージ該
｀
Ч者、M=明 lA、 T一 人正 S=昭 利 )
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フ

ラグーナ石

'由

      …  ……… 卜332

ラザー ド ブラザース …  …   上609

ラサ |:業 一  ――   … ……… 卜304

ラジオ コーボレーション オブ

アメリカ …… …  … … …   卜605

リ

理化学研究所     … ……… 11604,813

1里化学興業 …上593,603,604,807,813,下 111,

344

理研金月 …… 上813,下 221,332,345,496,497

理研工業  一………………………………………卜680

リビー オーエンス シー トグラス 上 165,

177,337,402～ 404,410,480

隆化鉱業 …………………… … 下701,703

龍渓書合 …  … … … …… 卜458

龍山工作  …………………… 上886,下 307

レ

ネLオロ,羊イF         ― ――       [1179

レール リキー ド ………  … 上585,586

口

ロイターi菫 イ言ネ土   ―     ―      _L100

ロスアンゼルス トラス ト ……… l J1471

ロスアンゼルス バンク ーー    上471

ワ

若松築港  上169,173,389,595,809,卜 113,

335,631

和歌山県地方木材   ……… ド633,637,646

11歌 山県林材 ……………ド633,637,645,646

和歌山港運   …    … …… …}1422

社
名
索
引

隆昌   …  … ………

和歌山倉庫 … … 下 225,687

和 田幸 吉 商 店  …  … …

…  … ……上884

11882

渡辺n■ … … … …… ……………… 上605

渡辺鉄 [所 …上827,837,884,ド 231,306,604

渡 j型 藤 古商 店

11886

臨港土地 ………L164,171,176,177,191,636

林野共済会 … … …… … … ……… 卜459

ル

留萌鉄 i堂 … 上591,600,805,下 107,325,329

（五

一
）



社
名
索
引

107,324,327,344,458,531,534,540,620,

623,689,788

箕面有馬電気軌道   …… ……上388,601

都ホテル……上595,607,608,809,ド 113,337,

633

宮崎県地方木材 ………………卜635,637,647

宮崎県木材 … ………  …  下635,647

宮崎交通 …………………… ………… 11139

宮崎木材航空 … …… … …   …下629

宮崎木材工芸 ……………… ド332,344,629

宮島耐火煉瓦 …  ……… …上362,389,392

宮本吹商ti ………………………………卜223

二次銀行 …    …… …… … 下632

ム

村井兄弟商会 …………… ……………… L303

付井商事  ……………  ……  ……上216

メ

明治火災保険  …………上169,171,172,222

明治漁業 …… … …L171,178,391,597,608

月治鉱業 … …… …………上180,600,671

明治製糖 ……………………………… 卜691

明治生命保険 …   …… … 卜448,460

月治農会 …    …… …… ……上886

明電合……… Ⅲ 629,641,642,653～ 655,657

明倫会 ……………………………………L730

モ

茂木惣兵衛商店 …………………………L216

持株会社整理委員会 …… ド368,389,400,515,

517,787,841,869,878´-880,882,884,

885,888,897,901,903,927,931,939,943,

945～ 947,952

森川商店 ……   … … ……… 上649

ヤ

人島証券 ………………… … ………… ド949

安川電機製作所 …  L923,924,947,下 306

安国銀行 …    …… 上43,下 482,689

安 U]信言〔  L386,589,597,598,609,619,634,

803,下 105

安田信託銀行 ……………………………11479

安田保善社 ……上336,609～ 611,卜 175,176.

452,825,830

柳原商店 … … … … ……………… …上649

矢作工業 ……………… …………」1882,ド305

矢作水力 … … ……   上880,882,下 305

人幡製鉄所…… 11133,195,210,344,424,435,

443,884,924

矢部電線製造所 …     ……上38,39

山国内燃機 ……………………………………… 下681

山川重圧機 工業 … … …   ………下223

山川ブレス …………………… 卜223,231,238

山口銀行 …… … …  … … 上42,120

山越製作所 …… ………………………下223

山下汽船  … … 上165,662,679,下 435,641

111ド 鉱業 ……………… …………… L880,882

山種証券 … … … …… ……  …下949

山中商

“

i …………………………… … 上649

山中製錬所 … …     … … 上649

ヤマハ………………………………… 卜39,469

山本商会 … ………… ………………ド681

山本藤助商

“

i… … … …   ……下681

ユ

友愛会 … … … …… ………………上334

U S ステール …………  … L47,下 930

湧別川水力電気… 上368,370,378,384,385,

568,584,585,597,603,870, 卜212

ユナイテ ンド エンジエアリング

アン ド フアウン ドリー ………  下200

ヨ

横河電機 … … … …    … 下305,602

横浜組  … …… …    … …… 上605

横浜興信銀行 … …     ……… L814

横浜正金銀行…… L169,287,800,803,下 105,

666,667,716

横浜商工会議所 …………… ……………卜814

横浜電線 … … …………………上38,39,211

芳野浦鉱業  …… ……………  上674

予州銀行 … … … … …… ……… 下632

μЧ H市 製材  … …  ……… … …… 卜225

米村商会 … …     …………… ド714

読売新聞社 ………L141,142,222,224,下786

（五
０
）



満洲通信機 …  ……… …… 卜851,下 223 1       695,816,884,885,924,941,942

満洲鉄鋼「 務    … …  … 下735,740 1 三井不動産  上498,下 758,893,946,950,953

満洲鉄鋼販売 … … ………………… [1907 : 三井文庫…… L52,53,130,222,224,325,692,

満洲電業 …… ……… 11807,810,827,下 109 1              下164,452,786

満洲電線  ……… ……  L903,907,下 223 1 三井幸R恩 会 ……………………… ……… 卜7

満洲取り1所 …………… ……………………上819 1 三井本社 ……上498,下 16,501,516,554,637,

満洲パルプエ業 一―… … …  …上920 1   641,651,681,695,878,884,893,946,953

満洲飛行機 …  …… … … 下304,602 1 三菱大阪製煉所 ……    ……………上39

満洲ベ イン ト   ………   … … L920 1 三菱海 L火災保険 … … ……  …下423

満洲拓殖公社 ……上816,下 335,348,633,644

満洲炭破 …………………………………|,907

満洲中央銀行  ――… … ……  …上918

l■l洲 棉花 …… 上597,608,809,Fl15,339,635

満鮮拓殖 …     …   …… [816

満鉄会 …………………………… ………下458

三池石油合成 ――…  …… …下637,643

三池染半lJ:業所 ……………………… 上435

三重銀行 … …………… … ……下225,687

三本電気鉄道    …  … …  上884

ミクス ウント ゲネス ト   …   11845

三崎本店 …     …  上882,下 304

三井銀行 上42,43,46.48,230,231,386,463,

465,555,609,611, 卜6,7, 16,40,461,482,

483,651,700

三井軽金属 … …… … ……   … F631

三井鉱 | 上̈48,180,195,230,430,433,435,

671,884,947, 卜268,306.330,332,346,

351,353,461,604,627,641,695,893,943,

953

三井合名 上5,42,46,183,184,230,236,254,

326,349,386,575,607.611,705,815,847,

T「6,7,16,40,175,176,268,452,651

三井信託…… 卜371,385-387,465,466,468～

470,473,589,609,803,804, F105,461,

484,651

1:井信託銀行  ……… … … 上479,484

三井生命保険 ………………上448,460,ド 651

三井倉庫 …… … ……………… …… L421
1三 井総元方……………… L498,卜 16,532,637

1二 +1家 同方矢会  ―― 卜5,43,47,48,183,230

i井同族組合  ………  …   …
「

16

三井物産 上48,101-103,173.176,184,201,

203,210,213,214,230,231,649,704,801,

844,879,884,906～ 908,下 16,40,184,

187,268.271,302,307,411.637.651,681,

社
名
索
引

三菱化成 工業

三菱汽船

…… 11410,411,435

………上53

三菱銀行 …… L232,403,555,599,706,卜 482

三菱経済研究所 … … 上706,下 531,532,535

三菱鉱業 ……上232,430,433,435,478,505,

650～ 652,654,671,868,880,947,下 268,

304,332,338,351,353,943

三菱航空機 …… ……   … …上813,882

三菱合資 上̈5,173,180,201,203,211～ 213,

232,236,254,302,327,393,396,403,575,

585,599,604,605,607,642,644,816,863,

868,~下 6,40,175,176,422,452

三菱地所 …    … …… 下758,818,950

三菱社……… … ……… …… …卜40,268,501

三菱重 11業  上880,882,884,907,935,下 302,

305,306,461,499,540,603,604,817

三菱商事  L211,213,225,478,550,649,661,

909,下 184,187,268,307,338,816,884,

885,924,941,942

三菱信託…… 11473,589,598,609,803,下 105,

三菱信託銀行  …  ……

484

上694

三菱製紙所   …  ………… ………上212

三菱倉庫 ―……… … … ………… 11421

三菱造■ヽ ……………………… 上101,232,882

三菱「E機 ………………■1882, 卜‖l,305,306,603

三菱本社 ………ド501,516,540,787,878,946

三菱松島炭坑 …  ……   … … 上671

打朝鮮電気 …… …………… ……… L886

南満洲鉄適 ― L38,169,172,299,328,342,

387.390,479,589,770,794,795,803,

8H～ 813,815,820,907,943,944,ド 99,

（
四
九
）



社
名
索
引

蓬末生命保険相互…上171,179,391,597,611,

811,821

宝田イf油 ………………………… …… …上810

北支産令… …上343,下 180,181,213,215,216,

219,225,319,325,401,402,404～ 406,

410,411,451,452,498,619,662,695,783,

840,841,921

北辰会 … …… ……… … … … …上603

北辰電機製作所 ………………………… ド681

北鮮合lnl電気 ¨…………… ……………下307

北陸銀行 ……… ……………………… 卜689

北海タイムス …  … … …  …… 上676

北海農林   …  …  …  …F886,945

北海道開発 … ……  下337,349,350,635

北海道鉱業 … ………  L433,506,568,674

北海道鉱 IJ林 業 …………ド339,351,633,645

北海道資源開発同志会   ……………下350

J6年道人造石ソ由  下305,335,346,631,637,

643

北海道拓殖銀行  … ………… …………11819

北海道炭破汽船 …  … L430,433,下 351

北海道地方木材    …下351,633,637,645

北海道鉄道 … …… ………………… … L169

北海道電燈…… 卜384,584,585,593,602,603,

770,771,805,880, 卜212

北海道林業物資配給続制…… 卜339,351,352,

645

本渓湖煤鉄公司 ―…  …  上202,907

本後iti合 名  …  … …    … L801

マ

毎 日新 聞 社 … L224,943,947,下 755,786,959

松下電動機 ―… ………………………ド223

松 ド飛行機 ¨̈ …………… …下629,642,681

松下無線 … … ……………………………下681

松村硬質陶器 ……………… ……………下491

松本啓蔵商店   …     上882,下 304

松山五十二銀行 … ド320,327,339,623,632

松山商業銀行 ………… ………… 上 169,391

丸越合名 ……… ……………… …… L882

九三耐火煉瓦 ………………1221

牧山骸炭製造所 ………

真島商店 ………………

増円増蔵商店 ………………………  L216
町野商店 ……  … …… …… L906～ 908

松尾金属工業 一…  …  …  ……下221

松下金属  … ……   …  … … F680

松「航空 l:業 ……………………………卜681

松 ]ヽ 航空木材 ……………………………ド681

杉ヽ 1ヽ す告力li   ……… … 卜629,642,681,683,788

松下電器産業 …  …  …下642,681,683

松下電工 …  … … … … … …下681

メし紅 … … ……… ……… 下683,941,956

九紅飯田 ……………………… ……… ド942

満史会 …  ……   ……… ……下459

満洲大倉商事  …… …  … ………上907

満洲化学「 業  上807,812,下 Hl,332,629

満洲軽金属製造  L809,815,907,下 113,332,

629,729,734～ 737,740,741

満洲軽合金工業   ド216,221,504,621,628

満洲銅管工業 ……………………………卜221

満洲興業銀行……上909,910,919,下 361,666,

667

満洲航空…… L771,809,820,903,ド 115,337,

350,635,637,650

満洲採金 … ………… …………………上907

満洲車両  … ……  … …… … 上907

満洲重 T:業開発…上901,卜 630,729,734,736,

739,740

満洲神束塗料  …     ……下223,703

満洲住友鋼管…上701,718,721,759,760,769,

770,796,797,823,827,829,830,833,838,

840,878,886,894--896,901,902,906

909,9H～ 918,920,939,下 21,101,145,

151,161,174, 178,282,294,303,323,449

満洲住友金目工業… 11139,754,902,906,907,

909,910,919,920,Tl19,144,151,161,

172, 174,178,219,240,282.294,298,302,

303,317,323,359,361,368,370,373,385,

409,448,479,481,485,493,495,507,579,

596,598,615,628,661,662,667,671,679,

729,737,741,781,800,810,823,825,826,

835,836,841,882

満

'州

製鉄 …       …            … …… F737

満洲製糖 … … ……    … ……
・ 11920

i両 ,州 准「油      ………  ……………… 上920

満洲拓殖 … …… …………………… 卜348

前 El林業所 …   ……… …… ……上 184

… … … L435

…  … 」1649

（四
八
）



ビクター トーキング・マシン ■604,605

日立航空機 … … …… …… F304,602

日立鉱山 ……………………… … ……上 108

日立製作所 … … …上647,880,ド 304,602

備南銀行 ………… …………  …  下632

日之出生命保険  上350,353,361,365,366,

371,377,382,385,396,447,448,450,

452--461,463,466,477,483,492,493,

499,582,585,680,下 420,889

百二十銀行 ………………………… 上42,43

兵庫県地方木材 ……  … 下635,637,648

兵庫県農
「

銀行…………………… L795,下 99

兵庫県木材    ……… 下635,637,648

兵庫林業 … ………………………… ド886,944

ピレリー …… … ……… …………¨L845

広岡合名 …………………   … …上598

広島瓦ルi … ……  … …  上884,卜 603

広島銀行 …………………………………下787

広島合同貯蓄銀行 …… …… ……… ド632

広島耐火煉瓦 … ……… ……… 卜177,392

広島電気 …… …  … …… 上884,F306

フ

フイア ノト   …       … 11845,846,849

フォー ド モー ター…上333,334,657,846,

849,850

福 l●l日 日新聞社 …   …… … …… 上676

福徳生命保険 … ………………………L448

藤倉電線 …上39,164,168,171,174,198,200,

217,218,643,647^-649,652,799,827,

837,880, ~F212,223,233,304,496,497,

639

藤倉電線護謀合名………………………… L39

不二越鋼材 …… …………… … … … 下680

富士写真 フイルム ………… 下631,644,693

官十信託銀行 … …   …下904,951,952

富士製紙 … ………   …  …… 上404

藤田銀行 … ………上620,635,660,683.846

藤田組……上179,191,338,620,635,636,640,

660,683,870,947, |● 652,653

藤田鉱業―…… 上108,344,478,650,651,654,

659,660,840,845,846,926,927,~F253,

392

富十電機製jL …… ……  …  …上922

藤永田造l lk所 ………………  …  …上334

豊前銀行 … ……  …  ……下225,687

扶桑海上火災保険… L171,378,382,385,443,

452,473,487,507,510,582,585,647,651,

662,679～ 687,691,701,735,799,801,

852,860,933,939, 1103,157,163,164,

201,212,213,219,226,325,342,409,

415--421,427,449,500,685

扶桑海 L保険 … … 上164,165,169,172,680

扶桑金属工業 ………… ……下835,841,951

扶桑殖産   …  … ……下225,687,753

扶桑農林 ……………… ……… 下944,945

扶桑林業 …  …………………… ド886,944

二葉護謹 ……………… ……… …… 下221

不動貯金銀行 ………… ………… 下689,700

ブラウン ボベ リー … ……………… _ti922

伯刺西爾拓殖 … ………………… ■169,174

ブラジル土地購入組合 ―― 上597,606,614

ブリヂス トンタイヤ ………………  下683

ブリテイシュ メタ
'レ

 …… … …  上652

占河銀行 …  ………………………… 上232

古,可 aム 業 …J二 39,211,215,232,478,650,651,

654, ド353

占河合名  上180,201,202,211～ 213,215,

232,254,341,947

古河商事……… L211～ 213,215,216,224,232

占河電気工業… ……… 卜52,647,813,814,899

米国ml輸出業者組合 …………  ……L654

平几社   ……………  ………  上223

別子 |■設 …………… ………… …下943,951

別『 鐘業  下392,400,895,904,943,944,951

別子 H‐ 貨店  … ………………………… ド943

別府商店 … … …… … …………… 上882

別府石炭商店 … ………………………下305

別lil化学 一 … …………………………下873

白耳義東洋会社 … … … …………L169,173

ホ

豊ITl火災保険 …………………  ■L619,634

豊国電線 ………………    ………上880

法商電車電気公言]…   … ……… 上886

報知新聞社 … … …     ………上608

社
名
索
引
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社
名
索
引

日本電工 …………………… ……………上900

日本電信電話工事 …………… 下304,307,602

日本電信電話公社 … ……………………下960

日本電線 ……… ………11647,827,下 223,496

日本電力…上164,171,175,177,389,593,603,

805,~F109,329,352,353,625,636

日本電話工業 …………………………… 上814

日本銅統制組合 …………… 下271,272.650

日本特殊鋼被 ………………………… 下221

日本図書センター  ………… … … …下959

日本鉛亜鉛アンチモン統制組合 …… ド650

日本燃料機 …………………………… 下680

日本パイプ製造 上̈827,下 221,231,496,680

日′ヾ;6だ

`貝

邑    J二 664,667,669,670,810,900,

1(191,198,305,326,331,602,625,634,

636,637,679,680,689

日本美安 ……………………………… 下603

日本 ビクター …………………………… 下949

日本 ビクター蓄音器……上558,581,595,603,

604,694,760,770,807,811,840,847

日本飛行機 ………………………………下305

日本評論社 ………………………………下787

日本肥料 …… … ………………………下309

日本フォー ド ………上845,846,848,849,945

日本ベークライ ト 下631,643,644,742～ 750

日本貿易振興 …………………… 下637,650

日本紡織……………………………………上42

日本放送出版協会 ……………………… L943

日本螢石統制 ……………………………下704

日本ホロタイル……上171,177,248,337,338,

362,383,385,392,402

日本無線電信………上391,393,595,809,820,

1ヾ 115,337,339,350

日本綿花 ………………………………… 上821

日本綿糸布輸出組合 ………………… 下681

日′く′ヾわケ  ̈― ― " " T352,633,645,647,681

日本木材統制 … ……… 下339,352,633,645

日本郵船 ……… …上349,353,478,819,下 434

日本硫安 …………………下308,309,313,315

日本林業調査会 …………………………下459

日本 レイヨン ………………………… 下491

日本労働総同盟 …………………… ……上641

ニューズ・ゥィーク …………………… 下887

ニューヨーク生命保険 ………………… 上454

丹羽商店 ………………… ……………上882

丹羽石炭商店 ……………………………下305

jF・

熱河螢石鍍業… ド215,216,219,401,474,498,

619,622,626,701～ 703,783,841,921

ノ

野本す多艮イテ   ̈     ̈   ̈下483,678,699,700

野村生命保険 …………  …………… 下324

白水会…上411,下 871,895,896,905,906,946,

949,950,954´ -957

波止浜船渠 …………………………… 下223

長谷部竹腰建築事務所…上428,429,710,747,

798,801,T103,319,325,617,751´ -756,

765～ 773

ハ ッパマン・ヴアンブルクレン商会…上884,

下306

バデイシュ …………………………上214,437

花川鉄工所 …………………  ………下680

浜松銀行 ………………………下342,620,621

ハ ミル トン・スタンダー ド・プロペラ

¨̈
J̈■632,下 185^´ 187,340,341,622

原田洋行 …………………………………上906

播磨造船所 ……………… …上884,下 306,603

ハロ,レ ド  ′ヾソレ

`ヽ

pl  ¨̈   ̈  ̈  ̈ …̈ … ~F726

布吐住友銀行… L135,137,138,297,298,340,

494,721, F174,225,495

阪急電鉄 ………………………………… 上388

阪神急行電鉄…上795,下 99,540,634,637,689

阪神電気鉄道…上566,591,600,636,771,795,

802,803,811,下 99,107,324,327,341,

540,623,680,683,689

範多商店  ………………………………下322

阪南銀行 ……………………………下689,700

ハンブルク銀行…  …………………  上47

坂炭破 …… …………上352,371,385,431,674

阪和磋石 ………………………  …… 下221

阪和電気鉄道 … 上591,600,803,下 107,636

ヒ

ピアス商会 …………………… 上884,下 603

（四
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）



日本鋼管販売 ……………下308,309,314,316

日本鉱業¨ L650,651,654,659,811,854,880,

946,947,T304,332,927

日本興業銀行… …上45,53,386,464,468,611,

795,下 99,292,395,425,458,461,496,

664,666,667,672,673,682,689

日本航空工業 ……………………………下641

日本航空電機 …………………… ド223,721

日本航空輸送……上595,608,809,下 H5,337,

339,350,351

日本鋼材連合会 ……… ……… ……下475

日本国有鉄道……… L42,600,806,854,下 701

日本国際航空工業 …………… 下627,637,641

日本故銅続制 ……………… …………… ド181

日本ゴム ………………………………… 下680

日本コロンビア … ……………… ………上604

日本雑貨交易統制 …………………下637,650

日本産業―…… 上604,760,811,812,846,847,

下365,540

日本産金振興……… L859,863,873,877,947,

1ヾ 157,188,292,294,330,331,338,361,

481,590,621,627,628,640,664,667,706

日本蚕糸製造 … ………… …………下681

日本産銅組合 ……………………………上645

日本車輛製造 …  ………上882,下 305,603

日本出版協同 ……… ………………… L947

日本証券経済研究所 …………………… 下959

日本酸造機械 …………………………… 上882

日本新聞連合社 ……………………… 上608

日本新聞連盟 ………… …………………L479

日本人造石油 …………………下631,637,643

日本水電 ……………………………… 上884

日本水銀統制組合 …………………… 下650

日本ステンレス ー…下221,497,619,622,624

日本製鋼所  …………  ……………卜114,343

日本製鉄……上680,804,880,924,下 304,306,

540,602,604,639,691

日本製銅 ……………………………上552,554

日本生命保険… L172,448,453,456,460,480,

483,608

日本製錬 ………………………………… 下620

日本セール商会 … … ……………… 卜609

日本石炭 ¨卜334,395,501,640,666,667,681

日本石油 ………………… …… ……上810

日本ゼネラル・モータース …… 上840,845～

848,945

日本染料製造 … 卜190,435,436,438,441～

447,809,815,840,847,下 111,155,332,

345,471,504,616,617,629,639,642,669

日本倉庫 …………………………………上413

日本倉庫業会 … … ……………………上421

日本倉庫統制 ……上421,422,下 504,805,835

日本相互貯蓄銀行 ………………………下700

日本 タールエ業 …………………………上435

日本 タイヤ ………… ………… 下680,683

日本団体生命保険……上805,808,下 107,322,

327,623

日本窒素肥半|… …上439,810,下 273,304,602,

652,680,683

日本昼夜銀行 ……………………………下482

日本鋳鋼所… ………………… 上119～ 121,175

日本徴兵保険 …………………………
~下

621

日本通信工業 …… …・……上814,下 223,496

日本鉄道 ………………………… L163,169

日本鉄上所 ……… …………………………下225

日本鉄鋼連合会 ……………………… 下475

日本 「言,ス …_L104,134,139,156,165,168,171,

200,217,218,220,222,266,383,406,466,

499,648,702,716,723,735,770,771,798,

801,811^-814,818,827,835,840´ -845,

847,850´ -853,855,861,878´ -880,895,

903,933,939,944,945,下 103,155,157,

163,179,180,187,197,212,213,215,217,

219,223,226,229,236´-238,241,288,

303,304,320,323,325,339,342,343,366,

368´-370,372,373,383,384,393,409,

415,449,458,469,475,485,497,540,577,

601,602,612,614^-617,619,657,662,

663,667,675,679,695,709,711´ -715,

718--728,781,835,841,873,877,887,

891´-893,904,951

日本電氣 (1日 日電電波工業)―下223,496,497,

680

日本電気硝子 ………………………………下223

日本電気協会………………………上96,下328

日本電気証券……… に597,608～ 611,809,820

日本電気兵器 ……………… 下223,496,680

日本電気録時機  ……………………… ド223

社
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索
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索
引

350,368,370,382,385,402-406,477,

495,501,502,510,570,582,584,585,686,

691,700,801,861, |(143.179,212

「]満企業    …  ……… 卜635,649

「]満商事 ………… …   L907,947,卜 704

目満倉庫   …   ………… ……… 上421

日満マグネシウ /、 ……  L807,812,827,836,

卜111,332,344,497

日綿実業 ……………  … …  …  ド941

日華護説 :業    …   … … 卜225,687

日刊工業新聞社 …  …  L695,F186,187
ニ ノケル エンド ライオンス… 11420,480,

卜225

H建設計 |:務  …  ………… ……下843,949

日,七 僣羊  …………    …      卜620

日産自動車  …     …… 11848,849

日商 …… ……       ……… 卜941

日新化学 I:米   卜411,694,901,下 882,896,

904,905,951

日新電機   L719,ト
日i青 1代 力|卜 … …[1169,172

H清生命保険

223,234,383,496,704

.389,591,805, |ヽ 109,

329,625

………… … _L450

目清豆tH  … …  …    ……… L202

日鮮窒素 ……………… …   …  ド223

日窒化学:工 業 ……………   下680,683

日糖興業  …     … …………… ド691

日束化学 11業    ―       卜693

日束金属「 業 …  …  ……  ド221

日東航 空 機 器

日本医薬品′li産続制     ……… 卜681

[]本衣rl rl品 続制 …… …     ド681

日本エアー リキー ド  …… …… 11585

日本エ レベー ター  ………… ……… 上424

日本織物続詢l… …      …………卜681

日本カーバイドTi業   11694,卜 618,620,787

日本海事「 業 … ………      11606
日本海底電線 … 上827,841,ド 221,496,709

日本化学製絲 … … 11658,807,812,827,836

日本仕 半月巴米1 … ……          1437
日本化 |:材「工業 … ……… … 下841,951

「1本火災保険  ̈ ……  …   …… 11679

日本瓦斯管 E「t売 …  … ……………上827

日本化成工業 …  …  上410,ド 306,604

日本楽器製j=― 卜39,218,469-471,593,603,

807,882, 卜111, 157.216,219,305,331,

340～ 343,345,346,349,496,497,603,

610,617,619～ 621,627

日本
`ll了

     :       11402,卜 486

日本僣f易 火災保険      ―  ド680

H tt「 ll業 銀行   ― 卜52,53,795,卜 188,496

日本安全属続制 …… ………  F305,602

日本協同証券 …… … ド610,637.650,676,693

日本銀行… [7,15,16,42,43,53,66,H9,120,

169, 170,179,222,286,299,303,362,384,

387,391,511,555,564,568,589,610,614,

620,635,636,660,683,709,764,771,800,

803,833,835,846,870,871,873,883,

887-889,下 105,271,294,376,380,464,

482～ 484,496,553,665,674,787,796,

797,880,946

日本金属鈍(業聯合会 ……… 卜181,404,475

日本金属配給   …      F637,650
日本中1金属 :業    … … ……… 卜221

日本経済新 1司 ネ士………11225,327,692,6摯 ,943,

945下 165,786,787,958,959

日本経済評論社 …  … …… 上480,945

日本毛織          … L884,ド 691

日本先L言力,F業    卜194216,422,423,657,

卜178,181,756,835,839～ 841,868,870～

874,882,891,892,895,896,904,940,941,

945,949,951,953

日本光学 |:業  一     ―  ド304.602

日本鋼管 … 上880,909,929,ド 305.540,602

ド306603681
ニデカ販売   …… ………………  F223

日本 ア ル ミニ ウム 1807.814,卜 ‖ l

日本アル ミ板 |:業 …     ………ド306

日本硫黄統tl組 合    …

（四
四
）

「1本 医師共i斉 生命付|′l   …  116H,821

11本 枚硝 ii… ……11178,222,223,338,384,392,

404,406,408～ 4H,429,478,479,495,

502,686,700,735,770,794,801,851,861,

878,939, 卜103,157,163,178～ 180,213,

215,216,219,225,226,229,238,241,325,

342,370,409,415,447,469,479,485,496,

507,540,598,619,662,679,685,695,779,

803,814,823,825～ 827,841,851,873,

886,894,895,904,920



東洋経済新報社…… L225,326,479,484,943,

下458

東洋書館 ………………………… 下457,780

東洋製罐 …………………………………F352

東洋生命保険 …………………………… 上799

東洋拓殖…上169,174,223,389,595,809,816,

1● 113,335,631

東洋窒素組合 ……………………… 上437,605

東洋窒素工業…… 上214,234,235,436,605,

下H3,216,335,610,617～ 620,629

東洋通信機 ………………下223,496,680,894

東洋万国 ……………………………… 上 173

東洋バブコ ンク ー…… ……上880,907,ド 304

東洋紡績……上821,930,932,下 491,492,531,

652,653,680,683,691

東洋棉花 …………………… ……上821,下 941

堂島米商会所 …………………………… L178

同利製鉄公司 ……………… ……… ……上212

渡川水力電気 ……上663,664,827,F212,225,

231

特種硝子光機 … ……………………下223,234

徳永板硝子 …………………………上409,410

徳永硝子 ……………………上407,409,下 486

徳山曹達 …… …… 下234,335,347,631,693

徳山鉄板 …………………………… ……上884

土佐吉野川水力電気……上171,175,382,385,

494,501,503,537,553,557,559,568,572,

581´ -583,585,599,613,615,617,619,

662,691,717,721,757,759,760,773,799,

823,824,827,829,830,833,836,900,939,

卜191,326,420,490

外村鉱業所 ………………………… 上431,870

鳥羽洋行 ……………… …… ………上906,907

戸畑鋳物 ………… …… …………………上884

飛島組 ……………………………………上726

トマス・ハウス トン ………………… 上611

富島組……上164,169,173,191,222,378,382,

385,400,417,419,480,726, F225

豊田式織機 …………………………… L882

トヨタ自動車工業……… 上847～ 849,下 305

豊田自動織機製作所 …… 上847,882,下 305

ナ

13タト糸鳥 … …   … … … …J■360,468,886,T652

¨̈ 上439-441,443

中尾十郎商店 …………………… ………上882

中支那振興 ………… 下188,337,349,350,635

中島鉱業 ………………… ………………上671

中島航空金属 …………………… 下305,602

中島商事  …………………………11882,下 306

中島飛行機…上632,880,下 302,304,340,597,

602

仲田銀行 …̈……  … …… ………下320,339

中津興業 …………………………… 下225,687

中西軸承金属 ………… …… ……………下680

中右利一商店 …………………   …上882

名古屋観光ホテル……上817,819,下 H3,337,

633

名古屋製陶 ………………………上930,下 491

名古屋鉄道 ……………………   …上882

ナショナル・シテイー バンク …… 上471

灘万 ……………………… …………下347,947

七尾セメン ト ……………………………上880

浪速ホテル …………………………上171,176

奈良県地方木材 … …………………下635,649

南海鉄道………上600,795,F99,636,652,689

南海電気鉄道 …………… ………………上479

南鮮合同電気 …………………………… 下307

南米拓殖 …… 上595,606,607,809,下 335,631

南米 L地…… L595,597,606,614,809,下 H3,

335,631

南方開発金庫…下395,398,464,482,666,667,

670,707

南洋アルミニウム鉱業  下328,330,331,627

南洋倉庫 …………………………… ド633,644

南洋拓殖… 上809,816,817,下 H3,330,335,

631

西川楽器製造 …………………… ……… 上604

西日本鉄道 ………………………上600,下 623

日電興業 …………………… 下223,625,637

日電証券 ……………… 下115,339,352,353

日電電波 ……………………………… 下223

日電電波工業 …………………… 下223,497

日伯棉花 … 上809,820,821,下 H5,339,635

日以くオ反石肖F百    」■164,165,171,177,337,338,

社
名
索
引

（四
三
）



社
名
索
引

デイリー・エクスプレス ………………F809

鉄鋼原料統制 ……………………………下681

鉄鋼統制会 …  …………………下475,477

鉄鋼販売統制 ………………… ……… 下681

デマーグ …… …… …………………… ほ922

デュレーナ メタル ヴェルケ ………上632

電気化学工業 ……………………………… ■390

電機工業 …………………………………下223

電気鋼共同時買会 (二 四木会)… 上647,648,

653

展望社 … ………  … ……………… L944

電力聯盟 …………………………………上611

ト

上肥金山…上702,723,769,794,798,801,827,

855～ 859,875,939,下 103,157,190,191,

212,213,215,219,325,370,449,619,662,

695,781

土肥鍍夢争……上429,857,859,下 157,216,219,

220,401,498,619,640,780,841,921,943

ドイツ・バンク ……………………… [173

銅業者協議会 … …………………………上661

東亜興業……上169,174,391,595,809,下 H5,

337,635

東亜公司 ……………………………… 上886

東亜興信所 ………………………… ……下693

東亜合成化工 ……………………………下225

束亜紡織 …………………………上932,下 492

東一銀行 ……………………………F632,637

東 ,毎銀行  ̈…  …… ……1587,589,597,598

東海護誤工業 …………………… 下221,234

東海生命保険相互 … ……… ……上611,821

東海大学出版会 …………………… ……上 129

東海電線 ……………… …………  ……下223

東海農林 ……………………………下886,944

東京朝 日新聞社 ………………上608,694,847

東京會舘 …………………上171,391,393,479

東京海上火災保険 …… L171,286,389～ 391,

593,609,680,682,685,805,¬ F107,322,

422,423,435,436,438

東京海上保険 ………… …上165,169,171,172

東京瓦斯…上39,120,443,469,880,下 304,602

東京瓦斯電 I: … ……  ……………下304

東京急行電鉄 ………下625,634,637,787,788

東京郊外鉄道 …………………上597,601,805

東京高速鉄道……上802,804,805,下 107,329,

625,636,639,689

東京芝浦電気 …… ……… 下304,602,681

東京商業会議所 …………………………上176

東京人造肥料 ………………… … … 上437

東京信託 … …… ……………… :… …上463

東京伸銅共販 ……………………………下305

東京精鍛工所 ………………………………下221

東京大学経友会 …………………………上224

東京大学出版会……上222,223,325,479,693,

下452,786,787

東京地下鉄道 ……… ……上802,下 540,636

東京電気 ……………………… 上880,下 540

東京電燈…………… 上609～ 611,880,下 304

東京電力 …………………………………上610

東京堂 ……… … …………………上224,943

東京日日新聞社 …… L608,下 348,459,644

東京貿易 ……_… ……… ……………下941

東京山手急行電鉄 ………………… 上591,601

東京横浜電鉄 ………………上804,下 634,637

東京湾埋立……………………………………下97

東新倉庫 …………………………………上817

東拓鉱業 …… ……………………………上560

東電証券 … …… ………………上610,611

東日館 ……………………下335,348,633,644

東邦証券保有 ………………………上610,611

東邦生命保険相互 ………………………上223

東邦電力 上392,479,602,609,610,611,694,

880,下 304

東邦農林 …………………………………下945

東北金属工業…下223,233,238,496,513,680,

721,798

東北興業…………上809,817,下 H5,337,635,

東北振興電力……上807,810,817,● 109,329,

602,625,636

東北電力 …………………………………上944

東陽倉庫 ……………………上421,下 225,687

東陽物産 …………… …………………上882

東洋アルミニウム … …… …上633,下 345

東洋アルミニウム(戦前)― 下̈335,346,631,

643

東洋汽船 ………… ………………  ……上607

東洋軽金属 ……………………F631,637,643

（
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田中商店 ……………… ………………下304

玉川電気鉄道 ……………………………上804

玉船鉱山 ……………… … ………… 上867

チ

竹柏会 … ……………………………上731,732

千倉書房 …………………………………上518

秩父セメント ………………………… 上̈880

チペテル農園 ………………………下482,707

中越銀行 …………………………………下689

中央開墾 ………上171,178,389,595,809,816

中央公論社…… L128,129,222,326,477,478,

692,941,943,下 959

中央食糧営団 ……………………………下681

中央新聞社……………… ………………下58

中央生命保険相互 ………………… 上611,821

中央電気工業 ………………………下221,624

中華電気製作所……上164,168,171,218,373,

374,570,下 223

中外商業新報社 … ……………………下58

中国銀行 …………………………………上886

中国興業 ………………………上169,174,218

中国合同電気 …………………………… 上884

中国電気公司 ……………………上886,下 307

中国電線廠 ……………………………………上886

中国レーヨン … ………………………上812

中日実業………上171,174,218,391,595,809,

Tl15,337,635

中部電力 …………………………………上882

朝興銀行 … …… … 下623,632,637,666,667

朝鮮瓦斯電気 …………………………… 上886

朝鮮銀行…上169,362,385,387,589,803,873,

下105

朝鮮鉱業振興……上876,877,下 331,338,590,

591,627,640,666,667

朝鮮殖産銀行 ………………………F292,729

朝鮮住友製鋼 ………………………… ド221

朝鮮住友軽金属…上841,899,901,下 144,155,

219,223,491,492,495,496,507,513,579,

616,617,661,667,668,671,728- 731,

734,737,785,798,823,825,826,841,882,

920

朝鮮石油 …………上807,810,下 109,331,627

朝鮮鉄道 …………………………………上886

朝鮮電力 ………………… 上886,下 307,604

朝鮮農会 … … …… ……………下307,604

朝鮮無煙炭 ………… ……………下325,326

朝鮮木材 …… ………………………下633,647

朝鮮木炭協会 ……………………… … 下648

朝鮮理研金属 … … ………………下335,346

朝鮮林業開発 ……………… 下337,351,633

朝鮮鱗状黒鉛 ……………………………下221

■代田生命保険 …………… 上448,450,460

ツ

津上製作所 ……  ……………  …下680

つちや足袋 …………………… ……… 下687

つるや ………………………………… 下947

帝囲圧縮瓦斯……上586,下 216,221,496,498,

619

帝国アルミニウム統制 …… …上900,下469

帝国カーボン ……………………………ド223

帝國海上火災保険 … ……………………下435

帝國銀行 …………… …………………下700

帝國軽金属統制 ……………… ■900,下 641

帝國劇場 ………………… …… ……上391,393

帝國鉱業開発……上711,864,877,下 338,395,

398,480,590,591,621,626,627,637,640,

666,667,786,796,866

帝國蚕糸倉庫 ……… …  …………下693

帝回酸素……上585,586,693,794,801,下 103,

306,325,498,619,639

帝国人造絹糸 …………ヒ660,846,927,下 392

帝國生命保険  …… … L451,460,483,799

帝國石油資源開発 …… 下627,637,639,640

帝國石油 ……………… 下627,637,639,640

帝国鉄道協会 …………………………… 下701

帝國電線 …̈…………………………… 下233

帝国特殊製鋼…下216,221,496,497,619,624,

639,679

帝国塗料 ……………………………… 下703

帝國燃米1興業……上932,ド 200,335,345,346,

361,629,664,666,667

帝國ホテル…上607,817～ 819,下 113,337,633

帝都電鉄 …… …L601,811,下 107,325,329

帝都高速度交通営団 ……………………下636

社
名
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摂津貯蓄銀行 ………… ……………… 下700

ゼネラル エレクトリック ………… 上609

ゼネラル・ケミカル …………上214,436,605

ゼネラル モーターズ……………上846～ 850

全国金融統制会 ………………… 下482,484

全国産業団体聯合会 ……………上808,下 350

戦時金融公庫……上924,932,下 464,482,492,

496,610,637,650,666,667,670,672-

677,681,682,693,716,788,804

全日本鉱夫聯合会 …………………… 上̈641

船舶運営会 ………………………………下681

鮮満拓殖 ……上809,816,下 H3,335,631,644

ソ

創元社  L223,480,692,941,下 458,788,959

増裕麺粉公司 ………………………… L203

タ

第一銀行……上43,52,587,589,597,598,693,

803,833, 卜105,482,483,700

第一国立銀行…………………… …………上19

第一生命保険相互 上171,179,223,455,460,

694,799,下 719

第一徴兵保険 …………………………… 下720

第一物産 … ………………………………下941

大IIt証券 …………………………… 下634,636

大建産業 ……………………………下681,683

第三銀行 ………………… ………………下482

大社官島鉄道……上591,599,803,下 107,324,

327

大正海上火災保険 ………………上680,下 435

大正回漕  ……………………………… F225

大正鉱業 …………………………………L211

大信洋行 ……………………………… 上908

大東汽瘤(ヽ ………………………… ………上172

大同製鋼 ……………… ………………下305

大同生命保険 …………………… 上442,448

大日本化学 …………………………… ド743,744

大日本機械工業 ……………………… 下680

メこロラヽ鍍業  ̈ _̈L701,723,769,771,794,798,

801,853´-855,861,924,939,~F103,157,

180,212,213,215,216,219,221,325,370,

401,449,488,496,498,588,619,662,695,

781,841,921

大日本航空 …̈………… 下337,350,351,635

大日本山林会 ………………………………上224

大日本人造肥料 …… 上110,116,437,439,605

大日本製糖……………上19,52,79,176,下 691

大日本セルロイド……上809,815,下 111,234,

332,347,629,644,693

大日本電力…上693,811,880,下 109,326,329,

625,639

ブく日Иくラに
'酉

  ̈  ̈  ̈■402,¬F349,680,683,691

大日本兵器 ………………… 下305,602,603

大日本防空協会 …………………………下681

大日本紡績…上821,下 491,679,680,683,691,

714

大日本輸出綿糸布振興組合 …………… 下681

大日本労働総同盟友愛会 …………… 上334

第百銀行 … ………… ……… …………下482

太平洋石油 ………………下331,332,627,640

大九 ……………………… 上̈625,下 652,960

ダイヤモンド研磨 :… ……………… ……下221

ダイヤモンド社 ……………… 上479,下 165

太洋鉱業 ……………………………下219,231

太陽電線 ……………………………………下233

大六共同 …………………………………下720

台湾銀行…上169,287,362,385,387,488,589,

660,803,846,873,下 105

台湾製糖 ………………………………… 下691

台湾拓殖 ………… 上809,816,下 H3,335,631

台湾電力  上171,175,389,593,603,814,880

高木耐火煉瓦 …………………………… 下221

高砂生命保険 …………………… …………上448

高田商会 …………………… 上216,385,863

高野精密工業 … ………… ……………下681

高山破業 …………………………………下221

瀧産業 … …………………………… …下306

多木肥料製造所 ………………………… F547

ダグラス・エアクラフト …………… 下187

武田薬品工業 ………… 下652,680,683,693

太刀洗航空機  ……… …下221,496,604,680

太刀洗製作所 ……………ド221,231,306,604

立川飛行機 …………………上880,下 304,602

橘書店 …………………………………
~F786

辰田木材 ………… …………  ………下352

館野栄吉商店 …… ……………………上882

田中鉱業 … ………………………………下353
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151, 155, 174,210,214,221,293,338,

340,352,359,365,369,373,374,399,

434,436,437,453,475,547,605

福岡業務所…下600～ 602,604,827,868,874

福岡販売店…上718,721,753,759,761,878,

880,884, F65,87, 174,284,296,297,

303,304,306,495,580,595,600^-602,

604,607,608

物開鉱山 ………………………………L876

北京事務所………下174,180,181,296,298,

406´-408,410,495,593,805,874

北京住友公司… ……下408,410,412～ 414

別子鉱業所 ¨上9,10,23,27,29,30,34,47,

51,56-61,63,66,68,72,82,83,87,89,

90,107´ -111,118,122,127,134,135,

138,151,152,155,160,181,184´ -188,

221,236,253,254,271,286,292,336,

338-342,349,350,352,359,365,369,

372,390,399,400,435,475,492,494,

499,501,503,547,550,551,559,560,

566,567,639´ -643,655,662,671,689,

別子鉱山  _L106,486

防衛委員会…… …… …

北海道地区総本部 ……

856,870,926

,554,845,921, F457

]●507,512,566,567,

本家詰所 …… 上9,10,56,60,

484,494,721,725,¬F69.

495

三笠炭坑……………上88,135,430,868,870

宮城鉱山 …………下402,481,526,593,866

武華鉱山 ………… L872,下 585,587,595

八十士鉱山 …… …………上855,866,下 866

余市鉱山…上855,872,「 207,296,300,402,

480,495,593,596,599,866

横須賀業務所…… ド600～ 603,827,868,874

横須賀販売店…… L134,135,138,151,155,

195,197,199,293,340,359,365,369,

373,494,551,559,567,569,721,753,

759,761,843,878,880,882,下 65,87,

174,284,296,297,303´-305,495,580,

595,600-603,607,608

来馬鉱山…… L136,151,359,551,571,711,

855,860

369,399,401,429,475,478,492,494,

510,551,559,567,613,689,700,721,

753,759,902,937,下 64,87,90,91,93～

96, 120, 164, 174, 284,326,344,352,

447,481,495,504,580,593,645～ 649,

704,705,707-709,742´ -745,777,817,

828,836,860,863,865,866,873,921,

944,945

労務委員会 …… ………下507,512,566,567

若松支店 …………………… 上5,6,8,671

若松炭業所…上5,6,9,10,23,27,29,34,51,

56,60,64,72,82,83,87,88,90,95,118,

127, 134, 135, 138, 152, 155, 160,209,

221,253,286,293,340,350,359,365,

369,399,405,433,441,457,475,486,

493,494,506,547,551,559,565～ 567,

569,570,670,671,689,868

和歌山工場港湾委員会 …………下473,731

住友ボルネオ殖産…下215,216,219,482,612,

621,626,704,706,707,841,920,921

住友林業 …上940,下 705,843,886,944,945,

951

スランデン殖産…… ド474,482,704～ 707,783

スランデン農園 …………下474,704,705,708

セ

井華鉱業 ¨上657,下 392,400,880～ 882,904,

943,944,951

西鮮化学工業 ………………………下305,643

西鮮合同電気 ………… … 上886,下 307,604

西鮮中央鉄道 …… ……… 下325,329,625

西播木材統制 ………… …………下635,647

製鉄化学工業 ……………………
~F705,806

生命保険協会 …………………… 上484,下 328

セール・カンパニー ………………… 上609

世界通益橡膠廠 …………………………下223

世界の日本社………………  ………… L52

石炭統制会 ………………… ……………下477

関原洋行 …………………………………上908

石油資源開発 ………………………… 上332

石油開発公団 ……………………………上332

摂津海上火災保険…下322,324,327,623,632,

637

社
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…下513,798

135,138,340,

133.174,479,

（二
九
）

林業所…上187,340,346,359,365,366,368, 1 摂津信託 …………………………………… 上598
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296,301

高根鉱山……上136,151,157,372,551,856,

T94

高原鉱山 一―上735,761,876,F94,96,594

忠隈炭坑 ………………上431,433,552,671

端川鉱山 ………………………………上876

鋳鋼場… 卜4,9,10,23,27,29,32,34,51,56,

59´-61,63,64,83,86-88,90´-92,

112～ 114,116,118,119,121～ 127,151,

175,190,192,195,222,420,435

朝鮮鉱業所…上735,753,759,761,766,857,

875´-877,937,~F64,87,90,91,93,95,

120,172,174,284,289,292,296,301,

307,338,365,402,405,447,491,493,

495,580,588,591,593,594,599,600,

729,777

朝鮮地区総本部 ……………… 下513,798

珍山鉱山………… 卜735,749,759,761,876,

]。94,96

天津住友洋行……上134,135,138,151,155,

157,201,204´ -208,211,293,340,359,

365,369,372,373

電線製造所 …上9,10,23,27,29,32,34,37,

39-41,51,56,57,59´ -61,63,64,69,

72,82,83,87,90,95´-98,103,104,

lH～ H3,H8,127,134～ 136,138,151,

155,157,158,160,164,175,190,195,

198,210,211,213,217´ -219,221,224,

253,254,266,469,643

東海地区総本部 ………… 下507,513,798

東京業務所 … 下211,501,504,600～ 602,

604,777,827,849,868,874

東京支社 ……上902,下 486～ 488,492,495,

496,504,513,527,528,532,534,538,

540,544- 547,553,554,718,742,757,

763,777,798,800,808,849,865,867,

879

東京支店… …上494,506,530,531,533,551,

559,565,689,701,704,721,743,744,

757,759,761,762,765,767,804,814,

820,842,853,855,881,883,895,909,

910,912,937,941,¬F65,87,91,174,

184,191,209´ -211,249,267´-269,273,

296´-299,351,352,447,479,486,488,

495,527,540,593,595,597,777

東京渉外事務所…下879,883,884,892,893,

952

東京販売店 ……上56,60,82,83,87,89,99,

112,113,115´ -118,122,127,135,138,

151,155,195～ 200,209,218,221,231,

293,340,359,365,369,372,373,384,

406,455,457,475,494,497,506,559,

567^´ 569,584,600,643,647,648,652,

654,689,701,702,704,721,753,759,

761,843,878,880,937,~F65,87,91,

174,178,180,190,209,210^´ 212,238,

267,～ 270,273,274,284,296,297,

302´-304,307,308,340,447,481,495,

533,534,580,595,597,600-602,604,

607,608,777

東北鉱業事務所……上855,下 207,296,474,

481,495,526,580,593,599

東北地区総本部 ……………… 下513,798

唐松炭坑……上135,136,151,359,430,432,

505,506,551,557,560,561,562,571,

572,870,871

砥沢鉱業所 …… 上56,60,73,74,83,87,90,

135,138,151,855

砥沢鉱 [ll  ̈■56,60,61,74,82,855,下 402,

481,495,526,580,593,599,866

砥沢支所 ……………………上135,151,359

名古屋業務所……下600～ 603,827,868,874

名古屋販売店……上340,352,359,365,369,

372,494,551,559,567,569,570,721,

753,759,761,819,843,878,880,882,
~F65,87,174,284,296,297,303´

-305,

495,580,595,600-603,607,608,743

縄地鉱業所  上135,136,138,151,155,856

縄地鉱山 ¨̈ 上136,151,157,359,551,856

南方委員会………下482,507,512,532,566,

706～ 708,710

博多販売店… L134,135,151,155,195,199,

293,340,359,365,369,373,494,551,

559,567,569,570,718,721,753,759,

761,843

東倶知安鉱山 ………………… 上806,872

肥料製造所…上56,59,60,72,82,83,87,90,

106.110´-113.116,l18,127,135,138,

（三
八
）



580,593,595,600,601,607,608

鴻之舞鉱業所……上494,505,551,559,567,

584,613,615,689,711,721,735,753,

759,761,766,824,825,835,856,860,

861,871´ -875,937,下 172,207,296,

447,495,580,581,588,593,594,599,

600,602,604,709,777

鴻之舞鉱山一上135,136,151,154,359,384,

404,432,505,550,701,793,855,856,

864,867-872,874,875,946, F94,95,

283,284,287,291,300,301,365,398,

402,403,405,490,492,493,498,499,

599,600,828,860,866,880

神戸業務所 ……下600～ 604,757,763,827,

865,867,868,874,943

神,ゴ 支店 …… ………上5,6,8,H2,412,643

神戸出店 ………………上H2,506,552,643

神戸販売店…上340,352,359,365,369,372,

374,494,551,559,567,569,570,585,

721,753,759,762,765,843,878,880,

882, F65,87,174,238,284,296,297,

299,303^-305,495,580,593,595,597,

600´-604,607,608

財務委員会…下399,475,482,507,512,552,

566,662,668,672,673,677,678,683,

695,707,716,717,804

札幌鉱業所… 卜135,136,138,151,155,293,

340,352,354,359,365,369,399,430´ ―

432,475,494,505,551,557,559,560,

567,572,674,689,855,870,871

四国地区総本部 …………… …下513,798

資材委員会 ……… ド507,512,566

ジャワ事業所 ……  ……………下482,707

上海住友洋行 ―上60,71,72,82,83,87,89,

90,93,135,138,151,155,157,201,

205- 208,210,212,214,293,340,359,

365,369,374,494,551,559,567,

4ヽ08,409,414

上海販売店…上494,551,559,567,569,570,

657,721,725,753,759,761,839,844,

877,878,880,881,883,886,889´ -891,

893--895, ド65,67,174,178,204,296,

297,303,304,307,309,406,407,409,

580,601,602,604,607,608,827,836

上海事務所 … ド174,284,296,297,406～

409,479,495,593,601,602,604,763,

805,868,874

渉外委員会……………… 下874～876,921

庄司炭坑 ……………………上430,552,671

新京事務所… 下174,296,298,406,407,413,

414,495,593,736,874

仁興鉱山 ……上735,759,761,876,下 94,96

人事委員会 …… ………下507,512,566,567

伸銅所 ……上58～ 60,72,83,87,89,90,95,

118,127,133--135,138,151,152,155,

158,160,192,195,210´-213,221,253,

254,271,286,293,320,332,333,335,

340,343,344,358,359,365,368,369,

372～ 375,377,399,403,422,475,486,

493,550,551,554,566,567,622´ -628,

630^-632,644,646,647,649,689,935,

T340,742

伸銅場…上4,9,10,16,23,27,29,30,32,34,

37-40,47,51,56-58,60,63,64,66,

69,111´ -113,127,554,643

瑞星鉱山 … ……    ……… ド405

スマ トラ事業所 ………………… 下482,707

住友外地勤務者引揚援護会……下840,873,

919

住友戦時総力会議  ド399,506,507,509～

519,558- 560,562,563,566,567,572,

738,791,798,806,807,841,842,938

住友東京調査室……………下808,848～ 850

製鋼販売店… L5,6,9,10,23,27,51,56,60,

72,83,87,95,97,109,112,l18,127,

134,135,138,155,191,221,293,340,

352,359,365,369,373,374,475,492,

494,495,506,551,559,567,569^-571,

635,643,647,649,652,684,689

宜川鉱山  上559,560,735,749,757,759～

761,773,876,877,]'94,96,405

大連駐在員…上717,718,721,748,749,757,

759,761- 763,767,886,895, 卜65,87,

91,174,296,298,413,414,495,593

高根鉱業所 上135,136,138,151,155,293,

340,359,365,369,494,551,559,567,

657,721,753,759,856,857, 卜64,87,

90,91,93,95,96,120,174.190.284.
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住友 ビルデイング…上194,340,348,361,362,

365,366,368,370,371,382,383,397,399,

400,413,422,424,426´ -429,477,494,

505,510,538,553,557,559,562,568,572,

583,613,615,617,619,623,635,638,691,

704,718,721,725,754,757,759,769,773,

799,823,829,830,833,838,939,]。 21,

101,119,145,153,155,163,170,172,174,

204,219,240,282,294,298,323,359,361,

369,370,373,449,495,507,509,579,591,

596,615-617,661,667,682,685,751

759,762´ -765,771,779,947,948

住友不動産 ……下352,718,886,946,950,951

住友ベークライ ト …………………ド745,951

住友別子鍍山…上341,350,443,494,499,501,

503,506,507,509,512,537,553,554,557,

559´-561,568´ -572,581,583,597,599,

613,615,617,619,622,639,640,643,644,

647,650-662,678,679,683,684,691,

695,700-703,716,718,721,723,734,

753,754,756,757,759,769,773,797,799,

801,808,812,822～ 824,826,827,829,

830,833,836,839,854´-856,863,872,

878,899,921´ -924,926,939,]=21,39,91,

94,101,145,147,155,159,163,164,169,

283,287,294,296,298,319,320,388-´

392,403,449,836,943

住友本店 総本店 合資 本社の各事業所

安部城鉱山 ¨F402,481,495,526,593,866

-水会 …  … …… …………………下534

伊奈牛鉱山 ……………………………下866

雨龍炭坑 ……………………… L88,600,601

永中鉱山……上735,759,761,773,876,877,

T94,96,405

大萱生鉱業所 …上60,61,74,75,83,87,90,

135,138,151,155,293,340,359,365,

369,494,551,559,567,657,721,735,

753,757,759,761,766,855,861,870,

872,873

大萱生鉱山…上61,75,82,93,855,下 94,95,

300,343,481,526,580,585,587,595,

596,866

大蔵鉱山 ……… 下401,402,481,526,866

大阪住友病院……上332,340,359,365,369,

397,399,429,494,551,559,560,562,

567,568,613,615,700,721,753,759,

764,769,902,T65,87,174,196,284,

495,580,593,817,829,873,883

大阪地区防衛総本部…下514,791,798,842,

843

大瀬炭坑 …………………………` 上672

ブく[ヨタム[11 
 ̈"~F398,402,474,481,495,526,

593,866

大良鉱業所……上60,61,74,83,87,90,135,

138,151,155,293,340,359,365,369,

565,856

大良鉱山 ……………上61,74,82,372,856

小鉾岸鉱山 …… 上359,372,711,855,860

漢口住友洋行…上60,73,82,83,87,89,134,

135,138,151,155,157,201,204,206,

208,293,340,359,365,369,372,374

関東地区総本部 ………………¨ド513,798

技術委員会 … :… …………下507,512,566

北 日本鉱業所……上701,735,753,759,761,

856,857,861,864,872´-874,880,937,

下64,86,90,91,93,95,120,174,180,

196,207,284,287,292,296,300,301,

352,365,447

九州地区総本部 …………………下513,798

国富鉱業所…下172,402,493,495,599,600,

777,866,880

国富鉱山 一上806,872,下 94,95,207,296,

300,398,495,580,593,595,599,600,

828

呉業務所………… ド600～ 603,827,868,874

呉販売店…上56,60,82,83,87,89,112,H3,

115,l18,135,138,151,155,195,199,

200,293,340,359,365,369,373,494,

551,559,567,569,570,643,721,753,

759,761,843,878,880,884,下 65,87,

174,284,296,297,303,304,306,309,

495,580,595,600-603,607,608

軽金属委員会 ……… 下491,729,731,732

京城事務所 ……下600～ 602,604,763,827,

868,874

京城販売店… L704,721,753,759,761,766,

839,843,877-880,884,]=65,87,174,

238,284,296,297,303,304,306,309,

（一一一工（
）



625,691,700,721,734,754,756,759,760,

769,771,799,808,821,823,826,829,830,

833,838,939,~F21,101,119,144,145,

153,161,172,174,219,225,240,282,294,

298,323,359,361,369-371,373,414,

429,447,469,480,485,492,493,495,504,

507,531,579,591,596,615,637,661,667,

671,685,709,779,804,823,825,826,835,

841,851,873,882,887,892,893,920,951,

953,954,959

住友多木化学工業 ………………L511,ド 548

住友炭破… 卜433,441,487,494,501,507,537,

552,554,558,559,569´-571,581,583,

613,615,617,619,660,670,675,677-

679,691,710,711,721,753,754,756,757,

759,770,772,773,783,808,823´ -ヽ827,

829,830,833,839,854,855,863,878,884,

939,~F21,39,101,145,147,155,159,163,

164,169,283,298,319,320,323,334,

388´-393,449,943

住友鋳鋼所  上60,61,72,82,83,85～ 88,95,

123´ -127,133-136,138,151,153,155,

158,161,165～ 168,210～ 213,217～ 221,

231,236,266,320,368

住友通信 1:業 …… 上587,716,818,852,933,

下144,155,163,187,219,223,485,491～

493,495´-497,507,513,540,559,577,

579,588,596,598,601,615´ -617,641,

642,653,655,656,661,667,669,671,679,

687,697,699,709,7H,715～ 718,727,

780,781,791,793,798,803,805,810,823,

825,826,835,841,851,882,894,920,926,

927,951,960

住友電気 11業 ……上37,52,139,218,223,225,

299,328,431,638,718,820,900,933,

T18,144,147,159,172,174,196,198,

211,219,220,232,238,240,282,294,298,

303,319,320,325,328,339,340,350,359,

369,370-373,380^-383,391,394,398,

446,459,466,469,472,475,479,485,

491^´ 493,495,496,501,507,514,579,

596,598,601,613,616,641,642,653,655,

656,661,667,669,671,679,687,697,699,

704～ 708,712,715,719,721,725,728,

730,736,737,741,761,777,779,787,791,

793,802,810,823,825,826,835,836,841,

851,873,882,883,887,892,893,904,926,

941,951,953,954,959

住友電線製造所 ¨上 134～ 136,151,155,156,

165,167,168,200,221,222,266,284,285,

287,297,298,305,320,331,334,335,340,

344,349,352´ -354,358,361,363,365,

370,371,373-375,377,378,383,395,

399,400,419,420,424,444,463,469,477,

494,496,501,509,512,538,553,557´ ―

559,562,564,568´ -572,583,597,600,

603,604,610,613,615,617,619,633,637,

646^-649,652,653,662,663,691,700´ ―

702,709,716,719,721,732,734,753´ ―

757,759,760,769,773,779,797,799,808,

811,813,823´ -827,829,830,833,835-

837,839,841- 844,847,878,879,885,

895,902,921,933,937,¬ F101,119,145,

147,159,168,169,174,179,180,181,193,

198,210,219,220,249,270,274,282,288,

294,295,298,302,303,317,320,340,355,

409,447,497,723,727,741

住友特殊製鋼 ……………下220,496,497,547

住友土地工務…上194,216,422,423,428,430,

635,638,933,935,~F133,139,144,153,

163,178,198,219,499,507,509,579,591,

592,615,616,661,667,671,685,751-

756,777,805,816～ 818,823-826,835,

836,838,839,841,851,860-862,865,

867,868,872,920,925,940,947,951,960

住友坂炭破……上352,361,365,377,382,383,

399,400,401,431´ -434,441,459,462,

477,493,494,505´ -507,553,557,559-

562,568´-572,581,583,613,615,617,

619,670,673,675- 677,691,871

住友肥料製造所…… L235,340,352,361,365,

382,383,399,400,438,439,441,442,462,

477,492,494,500-502,506,512,538,

553,557,559,560,569,570´ -572,583,

613,615,617^´ 619,645,657,658,662,

674,678,691,701,702,716,721,740,741,

757,759,760,771,773,797,799,815,823,

824,826,827,829,833,836,840,847,939
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926,943,944,951,960

住友商事…上139,194,223,480,497,499,657,

下181,205,751,756,806,815～ 817,843,

868,872,906,940,942,948,950,951,953,

954,956

住友私立職工養成所…上86,331,338,339,342

住友信託 …上319,340,353,361,365,366,377,

382,383,386,400,401,406,411,419,420,

422,424,427,429,443,446´ -448,453,

462,463,466´ -473,477,478,481,484,

493,494,496,499,503,505,509,510,513,

538,553,557,559,560,572,575,576,581,

583,587,598´ -600,604,609,610,616,

619´-621,634,640,662,663,683,691,

704,705,708,718,720,721,724,753,754,

757,759,761,764,771,773,799,804,815,

825,832～ 835,837,839,855,900,923,

924,933,939,945,¬F7,8,16,21,43,59,

70,101,108,119,128,138,140,144,145,

153,155,157,161,163,164,172,174,177,

189,196,219,231,235,236,240,269,282,

292´-295,298,322,323,326,328,339,

347,356,360～ 365,367,369-374,379-

386,391,393-396,398,400,424,425,

449,460,484,485,493,495,507,531,568,

579,588,589,591,596,615,617,634,637,

639,643,658,663-ン 665,669´ -671,673-

675,677,682,685,694,696,697,699,709,

714,715,719,721,747,748,779,781,791,

796´-798,800,823´-826,840,841,846´ ―

849,851,852,873,892,920,951,952,960

住友信託銀行 ……上139,478,484,834,945,

下951

住友伸ell鋼管… L493,494,496,501,505,506,

538,553,557,559,562,564,568,569´ ―

572,581,583,586,613,615,617,619,622,

623,629,630,632,633,637,646,647,649,

657,660,691,701,702,716´ -721,725,

740,741,753´ -757,759,760,762,769,

773,796,797,799,808,813,823 ‐827,

829,830,833,836´ -838,840,846,897,

902´-904,906,925,926,935,939,]=21,

199,340,742

住友製鋼所……上135,136,151,168,284,285,

287,297´-299,305,331,334,335,340,

343,344,352,353,361,363,365,370-

373,375,377,378,383,394´ -396,399,

400,403,407,477,494,496,499´ -501,

505,512,538,553,557^´ 559,562,568-

572,583,586,613,615,617,619,623,633,

637,660,691,702,703,719,721,725,740,

741,754,755,757,759,760,769,771,773,

796,797,799,806,808,823,824,826,827,

829,830,833,836´ -838,840,846,879,

921,923,925,926,937,T199

住友成泉 …………………………………ド950

住友生命保険相互 …………… ……下951,952

住友生命保険¨上139,319,353,406,410,420,

426～ 430,442^-444,446,458´ -462,481,

483,492´ -494,496,505,511,513,538,

553,554,557,559,572,581,583,625,662,

663,691,704,718,720,721,724,725,733,

734,740,741,754,757,759,773,799,811,

813,839,843,844,900,923,924,933,939,

1=7,10,21,70,101,106,108,115,119,

124,125,128,138,140,144,145,153,155,

157,161,163,164,172,174,189,196,219,

231,234,238,240,248,269,282,298,319,

322,323,326,328,338,339,347,356,361,

362,364,368,370-‐ 373,384,391,394,

395,398,419,420,429,449,468,469,472,

485,493,495,507,540,579,596,615,617,

621,637,643,644,669-671,709,714,

715,719,721,747,748,761,779,791,

796´ -798,800,818,823´ -826,835,841,

846～ 848,851,873,887-892,920,931,

932,951,960

住友石炭鉱業……上141,481,692,ド 400,458,

788,951

住友倉庫…上5,6,8～ 10,23,27,42,51,56,60,

82,83,87,112,113,127,133,135,138,

139,151,155,160´ -162,164,173,209,

210,221,222,246,253,254,266,286,293,

299,301,302,319,340,348,359,361,365,

366,368´-370,372,374,382,383,396,

399´-401,411,413-422,449,467,474,

475,477,480,493´-496,538,553,559,

562,568,581,583,613,615,617,619,623,

（三
四
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347,353,358,361´ -363,365,368,371,

375,377,378,382,383,386,388,394,400,

401,404,406,410,412,413,418 421,

423´ -427,429,432,443,446^´ 448,453,

455´-458,462--469,471,473,477,478,

481,490,492-494,498,505,509,512,

537,539,542,547,552～ 555,557,559～

561,564,566,572,581,583,585-587,

598,600,608,614,616,618´ -621,623,

634,635,639,662,663,687,691^-693,

703,704,707,708,718  721,724,735,

736,741,747,750,753^-755,757,759,

761,763,764,771,773,796,799,801,811,

815,818,819,823´ -827,829,831´-837,

839,847,900,909,910,923,924,932,933,

937,945,ド 7,8,10,11,16,17,31,37,43～

46,59,69,70,79,81,82,92,101,108,119,

128,138,140,144,145,151,155,161,163,

164,172,174,177,184,185,189,191,192,

196,199,200,210,211,219,225,231,234,

235,240,248,249,269,282,289,292´ ―

295,298,323,324,328,339,344,347,349,

356,360´-365,367,369-374,376,379^―

387,391,393--396,398-400,414,415,

422,429,447,460,466,467,472,473,477,

483,484,487´ -490,492´-497,505,507,

529-531,536,568,577,579,588,589,

591,596,615,621,637,641,643,657,658,

662´-665,668,669,671,673～ 675,677-

679,681´ -683,685,694,696,697,699,

700,706,709,712,715,721,747,748,753,

761,777,786,788,791,795´ -798,800,

804,805,823´ -826,835,841,843,846-―

849,851,852,873,877,878,882,888,892,

903,906,920,924,925,927,941,948,951,

952,955,956,958,960

住友金属工業  卜37,139,335,444,478,498,

511,586,587,623,633,637-639,660,

721,725,733,734,754,755,757-760,

769,773,793,796,797,812,823,825-

827,829,830,833,838-840,846,854,

878,879,893,895,898,900,906-908,

910,915,918,923,925,927´ -931,933-

935,939,940,947,~F7,11,39,59,70,101,

119,144,145,149,155,159,169,171-

174,177,178,180,181,185,187,188,193,

197,199,200,204,210,211,219,220,231,

232,238,240,248,249,270,274,281,282,

294,298,302,303,315,317,320,324,

338^´ 343,345,346,351,358,359,361,

365,368- 373,384,391--394,398,409,

451,452,458,460,469,472-476,478,

479,481,482,485,488,490´ -497,500,

501,504,507,513,514,529,547,577,579,

582,584,585,588,594,596- 598,601,

606,613,616,620´ -622,624,630,637,

641,642,655,656,659,661^-663,667-―

671,679,685,697,699,707,709,721,725,

728,730,736,737,741^-745,751,761,

771,783,786,788,791,793,798,80ヽ ～

802,804-806,810,814,818,823,825,

826,835,836,840,841,843,851,873,877,

882,887,891,892,906,911,920,926,927,

951,954,956,958´-960

住友金属鉱山…上128,130,222,478,657,692,

695,875,946,947, ド399,400,458,461,

843,881,906,944,951

住友軽金属工業 ……… …上725,下 205,806

住友家評議委員会 ………ド905,906,956,957

住友原子力工業 …………………………下806

住友建設 …………………………………下951

住友鍍業…上332,429,431,447,510,651,660,

663,665,666,668,701,710,735,855,857,

863,875,877,898,921,923,935, F39,

l19,144, 147,157,159,169,172,174,180,

190,192,193,196-198,208,210,211,

219,231,240,249,267～ 272,282,283,

294,298,303,319,320,323,325,334,338,

339,346,347,351,353,359,361,364,365,

369-373,388,389,391,393´ -401,409,

451,466,469,474,475,477,481,492,493,

495,496,498,499,501,507,513,529,579,

591,595,596,598,600,601,606,613,616,

621,640,661,663,667,671,679,687,706,

707,709,721,728,737,783,793,798,803,

813,817,823,825,826,835´ -838,840,

841,843,849,851,860,865-869,873,

878,879,881,887,889,891,892,920,925,

社
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660,840

スタンダー ド・テレフォン・アンド・

ケーブル ……………… …… ……上653,下 237

須藤洋行 ……… …………………………上886

住化肥十1販売 …………… …… 下223,213,234

住金物産 … ……………………………… 上947

住友アルミニウム………上633,827,878,930,

下220,232,303,345,598,742

住友アルミニウム製錬…上663,665,666,668,

717,721,754,759,760,796,797,823,825,

827,829,830,833,839,840,878,896-

901,939,~F21,101,119,144,145,151,

161,172,174,178, 180,188,211,219,240,

270,273,282,298,303,320,359,361,369,

370,372,373,385,449,469,474,480,485,

492,493,495^-497,501,507,579,596,

598,615,640,661,667,671,679,687,697,

699,707,729,733-737,741,781,793,

803,823´-826,841,851,873,882,892,

911,920

住友海上火災保険…上162,222,411,429,687,

695,852,933,~ド 155,157,163,172,174,

201,213,219,240,282,319,323,328,361,

368,370,372,373,391,393,396,398,415,

416,421´-427,449,461,469,472,479,

485,493,495,500,507,540,579,596,612,

615,621,628,634,639,644,669,670,678,

685,709,715,721,781,787,951

住友化学工業…上139,190,204,406,407,411,

429,439,442-447,474,482,483,497,

498,587,662-666,668,694,705,716,

717,721,724,753,754,756～ 760,771,

773,797,799,808,815,818,823,825´ ―

827,829,833,837,839,840,847,863,878,

881,895,897--901,923,924,930,933,

938,941,T7,101,119,144,145,149,159,

169,172,174,177,179--181,188,193,

195-´ 198,202´ -204,207,210,211,219,

223,231,234,240,270,273,282,289,290,

298,302,303,315,317,320,342,345´ ―

347,355,359-361,365,369^´ 373,379,

385,391,394,409,449,460,468,469,471,

477,479,480,482,488,490,492,493,

495-497.501,504.505,507.513.529.

547,548,579,588,596,598,601,610,613,

616,618,621,637,642^-644,661,663,

667^´ 671,679,685,697,699,701,703,

704,707--709,712,729,730,733--738,

741～ 745,747^-750,779,788,791,793,

798,800,803,810,823,825,826,835,841,

843,849,851,873,886,887,892^-894,

906,920,951,956,958,960

住友化工材工業…上409,下 180,215,216,219,

225,496,504,507,612,621,628,643,679,

741,743´-745,747-749,785,803,823,

825-827,841,851,873,920,951

住友機械工業… L139,429,663,665,666,668,

701,910,923,925,947,~F144,151,161,

205,211,219,223,282,298,303,323,359,

361,369,370,372,373,380,381,385,394,

450,466,469,485,493,495,496,498,501,

507,579,596,598,601,615,616,661,663,

667,671,673,675,679,685,697,699,733,

781,783,793,803,823,825,826,840,841,

851,873,887,891,892,920,941,951,956

住友機械製作…上332,718,721,753,754,757,

759,760,769,770,773,796,797,823-

825,827,829,830,833,838,840,878,879,

895,909,921,923,924,939,~F21,101,

119,145,151,161,172,174,178,180,181,

196,205,219,223,231,240,270,282,294,

298,303,317,323,409,449,451

住友九州炭破… L431,433,441,494,506,507,

552,557,559,568´-570,572,581,583,

613,615,617,619,670,672´ -677,691

住友共同電力 … 上223,664,665,668～ 670,

693,¬F144,155,163,219,225,391,398,

490,493,495,496,504,540,579,596,615,

661,667,671,685,733,780,781,793,803,

823´-826,835,841,887,904,920

住友銀行  上4～ 6,8～ 10,16,19,21,23～ 27,

29～ 31,33～ 37,42～ 52,56,57,60,61,66,

69,78^-88,94-96,112,113,123,127-

129,135,137,138,141,151-155,158,

161,163,165^-167,173,176,179,184,

201,214,221,230,231,246,248,253,266,

267,278,284～ 287,295,297～ 301,303,

305,319´-321.323.331.337.340,344.
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二和銀行 下̈347,422,483,678,699,700,947

ン

シア トル住友銀行…上135,137,297,298,340,

494,721,T174,225,495

ジーメンス・ハルスケ ¨_L40,97～ 105,132,

217,219,844,845,922,~F237

シーメンス・ シュッケル ト電気…… 140,41,

89,90,97-101,103,121,190,217,921

塩釜商事 ………………… ……………… 上882

塩野義製薬 …………………………下680,683

飾磨化学工業 ………………………上769,897

四國機 l・t工業 ……………下840,882,904,951

四國中央電力…上446,662,664,665,717,721,

754,756,757,759,760,770,773,799,823,

825-827,829,830,833,838,900,938,

F101,119,145,155,163,164,172,174,

178,191,212,219,225,231,240,282,298,

317,323,328,359,361,369,370,373,386,

391,394,449,469,480,490,493,495,540,

579,596,615,661,667,685,781

四国電力 ………  … ……………… 上693

四國配電 …………………………………上664

四國林業 …………………下886,944,945,951

時事新報社 ……………………… 上223,735

静岡銀行 …………………………… 下496,621

静狩金山…上711,718,723,769,771,798,801,

806,859～ 863,939,946,下 103,157,212,

213,215,219,225,229,241,325,370,449,

480,619,626,662,695,781

シテイー・バンク・ファーマー トラス ト

……上471

支那興業 ………… 上164,169,174,217,391

芝浦製作所……………………上40,880,下 304

渋沢倉庫 …………  …………………上421

渋谷急行電気鉄道 ………………………上601

思文閣出版 … ……………………………上695

下郷同族 ……………………………… _L454

社会事業調査会 ……………………… 上625

写真化学工業 ………ド335,345,459,629,642

車両統制会 …………………… …… 下477

上海電力公司 …… …………… …………上886

十五銀行 …………………上448,488,600,859

集中排除審査委員会 ……………………下953

重要物資管理営団 ……… …………… 下681

寿星製粉 ………………… …………… L203

順済公司 ……………………… ………上202

春秋社 ……………………………………下959

商業興信所 ………… ………………………下693

昌光硝子 ………………………………… 下486

祥泰号 …… ……… …………………… 下307

昭徳鉱業 ……………………… ………上907

荘保商店 … ………………………………上649

正蓮寺川沿地主組合 ……… 上191,192,436

日召オロタ長イテ …̈… ………… … …… … ……… … …
~F687

昭和クローム鎖業  下219,474,621,622,626

昭和精機工業 ………………………… 下221

昭和製鋼 ………………… ………………下223

日召オロ肇吏多岡〕斤  ̈  ̈  ̈  ̈  ̈  ̈■902,904,905,907

昭和生命保険相互 …………………上611,821

B召和石炭 ¨̈ _̈L827,「下331,334,338,627,640

昭和石炭聯合会 ………… ………………下271

昭和電工 ………………………………… 下729

昭和飛行機 ………………………… 下304,602

昭和肥料 …………………………………上880

新大阪病院 ……………… …………… 下883

新大阪ホテル………上771,809,817,818,944,

1゛ 113,219,337,349,633,798

新宮川林材 ……………… …… 下633,646

新京阪鉄道 … …………上591,597,601,602

仁寿生命保険 ……………………… 上447,454

信託統制会 ………………………¨●484,485

神東塗料 …… 上439,下 223,234,238,496,703

伸銅共販 …………………………… 下221,602

伸銅品販売 ……………………… 下308,314

新日本窒素肥料 ……………………… 下683

新扶桑金属工業 …………… 下895,904,951

進和商会 … ………………………………上907

ス

瑞宝寺土地 …………………………… 上388

水曜会 …上645,647,648,650～ 655,661,684,

880

杉村倉庫 ……………………………… 上421

錫統制組合 …………… ………………下650

鈴木商店…上180,213,216,385,439,488,649,

社
名
索
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上海紡績公司 ……… ……… ……… 上203



社
名
索
引

興源公司 …上171,179,391,597,614,811,821

鉱山続制会…上343,716,734,下 181,404,477,

650,651

鉱山用物資協議会 …………… …………下475

江商 ………………………………上821,下 941

康晋記号 …  …………………………上649

合成樹脂工業所……下223,234,504,548,643,

742,743,746,747

高知県地方木材 …………… 下633,637,646

高知県木材 …………………………下633,646

高知破業 ……………………………… 下221

興中公司 ……………………………下402,404

江南製革 …………………… ……………上202

鴻池銀行 …………………………………上464

鴻池信託 …………上429,589,598,803,下 105

工文社 ……………………………………上130

神戸有馬電鉄 ……………・………… 上388

神戸岡崎銀行 ……………………………上405

神戸瓦斯 …… ………………上882,下 306,691

ネ中戸桟橋 ……… ………… …… ……_L192, 下324

神戸製鋼所 ¨ LH4,649,882,下 306,603,604

神戸電鉄 … ………………………………上388

高野山鋼索鉄道 ……………………… 上388

高野山電気鉄道…上387,388,591,803,下 107,

327,623,634,636

港湾調査会 ………………………… 上634,635

国光生命保険相互 … ………  上611,821

国際工業 …………………下332,344,627,641

国際航空 …………………………………F350

国際通信 ………上391,393,595,597,608,820

国際通信社 …………… 上171,179,391,393

国際電気通信 ………… 下337,350,459,693

国際電信電話 ………………………… L944

国際電話……上809,820,下 H5,337,339,350,

693

国策パルプエ業 ……………… …………下352

国産工業 一 ―  ………………………上884

国産電機 ……………… …………
~ド

304,602

国防工具製造 ……………………………下223

国民更生金庫 ………………………… 下681

国民生命保険相互 ¨ド890,892,904,951,952

国民貯蓄組合 ……………………… ……下576

小倉製鋼 ………… ……… ………………下306

五十二銀行… L169,387,589,803,下 105,320,

327

国華護誤工業 ……………………………下223

コットレ,レ 組合 ¨̈ ¨̈ ¨̈ 下115,339,353,635

,胡 南,気 i合 ………  … ……  …  …  …  …_L172

小長谷商店 …………………………… 下602

小松製作所 ………………………… 下680,683

小松熱錬工業 …………………  … …上827

近藤出版社 …………………………上224,944

近藤紡績 …………………………… 下491,492

サ

サイクロ …………………………………上923

茶宏記 ……………………………………上886

済生会 ………………………  ………上338

財閥役員審査委員会 ……………………下894

佐賀炭積 …… ……………………………上671

阪根金属工業 ………………………… ド221

阪根金属商工 ……………下221,238,315,624

阪根伸銅 … …………………… ……上827

佐賀百六銀行 …………………… 下225,687

薩吟嘘企業組合……上391,393,394,597,603,

614

桜島土地 ………………………上164,191,192

佐々連鉱業 …………………… …………下219

札幌グラン ドホテル…上817,819,下 113,337,

633

佐渡島商店 …………………………… 上649

二共…上605,下 345,359,602,629,637,642,

643,693,741,743-´ 745,747´-750

三共商店 ……………………………… 下742

産業経済新聞社 …………………………下946

産業設備営団… 下568,664,668,676,681,730,

731

三興 ……………………………… 下540,681

三州興業 ………………… ……… 下225,687

三州平和銀行 ………………………下225,687

三十四銀行 ……………………………… 上303

三昌洋行 ………………上886,907,下 307,411

三水会 ……………………………………下603

山東鉱業……上389,392,593,807,下 109,331,

625

山陽鉄道 ……………… 上163,169,505,925

三洋電機 …… … ……………… 下642,683

三陽社製作所 …上770,807,814,下 111,332,

（三
〇
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狐崎無線電機製作所 …………………… …下223

鬼怒川水力電気 …………………… 下634,637

木下商店 …………………………上886,下 306

ギヤランティー・ トラス ト ………… 上609

ナしり11泄番本l … … …  ̈… … … … … … … T635,648

九州水力電気…上390,566,593,600,602,805,

884,~F109,306,329,625,639,689

ブし
'1li`「

E ■̈389,390,479,495,593,600,602,

603,805,884,~F109,306,326,329,625,

636,689

九州炭破 ………………………………… 上671

九州電気 ………………………………… 下306

九州電気軌道…上566,591,600,602,803,884,

1。 107,327,623

九州電燈鉄道 ……………………………上392

九州鉄道 ………………………………上42,169

九州農林 …………… …………… 下886,945

九州配電 … …… ド604,625,637,639,691

九州飛行機 ………………下221,496,604,679

九州兵器 ……………… 下221,496,604,680

九州樅栂材 …… ……………………下635,647

共,斉信言[   ̈ ¨̈ ¨11386,387,448,597,598

共同火災海上保険 …………………上171,172

共同火災保険 ……………… 上169,171,172

京都瓦斯  ……………………………… 下691

京都機llt …………  … …… …… 下680

共立電機 ………………………………… 上813

協和鉱業 "上807,810,811,ド 109,331,332,

627,639,640

極東委員会 …… ………………………下943

麒麟麦酒 …… ……………… ……………上212

近畿 日本鉄道……上350,下 295,625,636,680,

689,787

近畿無尽 ………… ……… ………下225,687

金属工業調査会 … ………………………上898

金属回収統制 ……………… ……下181,681

金属工業統制会 …………………… ……下477

金属配給統制j ………………………下637,681

近代図書 … …………………………上477,694

近代文芸社 ……… ………………………上944

金福鉄路公司… 上387,390,591,803,ド 107,

324.327

ク

クヽFR9広う肯 … … J二 180,341,478,635,867, 下353

久原商事 …… ……………………… ……上216

久保田鉄工所  下332,344,627,680,683,691

熊谷組 ………………… …………………上726

球磨川電気 …………………… 上884,下 306

熊本電気 …………………… ………… 上884

倉敷絹織…上658,662,668,807,811,812,827,

下Hl,234,332,639

倉敷工業 ………… …………………… 下680

倉敷航空化工 ………………………下629,680

倉敷紡績 …………………… 上658,812,下 680

倉敷レイヨン ………………………… 下680

栗本銭工所 ………………… …………F649

クルップ ………………………………… ■331

呉 銀行 ……………………………… 下632

呉羽紡績 ………………………………… 下680

群山肥料 ………………………… 上886,下 306

ケ

京王帝都電鉄 …………………………… 上693

軽金属協会 …… ………………………上898

軽金属統制会……上446,664,900,下 480,504,

678,729,734,742

京城薪炭 ……… ……………… …下635,648

京城薪炭卸売商業組合  ………………下648

京城電気 ………………… 上886,下 306,604

京城燃料小売商業組合 ……………… 下648

京阪神急行電鉄 …… 下625,634,637,680,689

京阪電気鉄道…上591,597,601,602,693,805,

1● 107,329,625,634,788

芸備銀行……上587,589,597,803,下 105,327,

623,630,632,637

京浜地下鉄道 …… ………………………下636

京釜鉄道 …… … ………………………上163

元泰 7t金号 …………………  ……  L886

コ

興亜航空機材 ………………… ……… 下681

興亜精鍛 …………………………………下680

興亜紡績 …………… 上928,632,下 491,492

交易営団 ………… ………………下681,693

江界水電 ………………… ……………下604

工業薬品輸人組合 …… ………………ド309

社
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オリエンタル ホテル……… L595,607,809,

Tl13,337,633

カ

カーチス ……………………………… 卜341

海外興業……上171,174,391,595,809,下 H5,

337,635

開墾塩業 …………上811,816,下 H3,335,631

貝島鉱業 ……………………………上431,671

貝島炭破 …………………………………上884

加賀商店 ……………………………… 下714

化学経済研究所 …………………上480,下 788

化学工業統制会 ………… ……………上446

影久商店 ……………………上886,下 306,307

鹿児島電気 ……………………………… 上884

加島信託……上589,598,803,F105,322,327,

623,632,639

カロ11,艮 4子 ………… … … … … …… … …  … L656

加州住友銀行……上340,494,721,下 174,225,

495

華昌製紙廠 ………………………… ……上203

華昌搾油公司  …… …… ……………上203

柏原紡織  …………… 上930,下 221,491,926

片倉米穀肥料 …………………………… L882

華中水電 ……………………………下307,604

華中鉄道 ………… ……………… 下307,604

華中電気通信 ―……………………………下604

華中鉱業 ……………………………… ド604

加藤洋行 …………………………………上886

加藤商店 …………………………………下604

角川書店 …………… …… ……………上943

金屋淵鉱業 ……………… ……… 下219,231

鐘淵紡績……上606,821,884,下 306,344,491,

680

鐘淵工業 ……………………………… 下̈680

鐘淵拓殖 …………………………………下631

兼松 …………………………………… 上 178

嘉穂鉱業 ……………………………… 下306

華北採金股扮公司 ………下225,403,405,406

華北房産股扮有限公司 ………下335,348,633

釜石鉱山 … …………  ………… …上856

釜芳商店 … …………… ………… …上882

り1山奇,気月合 ¨̈ ¨̈  ¨̈ ¨̈ ¨̈ ……… _L884,](306

川崎航空機工業 …… …… …下302,305,603

川崎車両 ………………  上882,下 306,603

川崎重工業 …………下305,603,629,641,693

川崎造 1合所 …上101,606,649,711,821,859～

861,882,884,下 302,305

河津川水力電気 ………………………… 上610

川南工業 …………………………………下604

川西機械 ………………………………… 下603

川西航空機  …… … 上882,下 332,343,603

川西倉庫 …………………………………上421

唐津炭破 ………………  ……………下398

漢江水力電気 ………………… 下307,604,729

関西急行鉄道 ………………………下636,652

関西軽金尾再生工業 …………………
~ド

221

関西信託 ………………………………上194,463

関西鉄道 …………………………………上169

関西電力 …………… ………… …… …下353

関西 日報社 ………………………………上735

関西配電 …………… ……… … 上 175,下 652

漢城銀行……上169,170,387,589,803,ド 105,

327,623,632,637

関東酸曹 ……………………………… 上437

関東特殊製鋼 ……
~下

221,232,238,497,547

関東配電 …………………………………下680

キ

菊地鉱業 ……………………… ……… L672

杵島炭破 …̈………… ……………… 上884

岸本製鉄所 製釘所 …………上160,192,627

汽車製造…上167,171,175,178,381,389,593,

807,907,~Flll,331,338,341,627

汽車製造合資 … ………上122,171,178,190

北浦製作所 ……… ………………… ……下223

北大阪電気鉄道 ……………………上601,602

北樺太企業組合 …………… …… …上603

北樺太鉱業…上593,597,603,606,807,下 109,

212,331,625,639

北樺太石油…上593,603,606,807,下 109,212,

331,625,639

北川旅館 … ……… ………………  下798

北支那開発…上343,734,卜 181,188,194,337,

349,404,405,410,635,639

北宝塚土地 ……………………… …:上388

北浜銀行………………………………上81,683

北村松之助商店 … ………  ………上480

（二
八
）



628,632,634,637

大阪株式取引所 …… ……………………下654

大阪機械労働組合 …………… …………上334

大阪銀行………下895,904,946～ 949,951,952

大阪銀行集会所 ……………………… 上175

大阪金属工業 …………上827,ド 221,496,679

大阪倶楽部 ………… ……………… 上175,176

大阪毛絲 …………………………………上 120

大阪毛織 ………………  …… ………… 下691

大阪航空機器工業 …………………… ド221

大阪時事新報社…………………………下9,58

大阪島舟土地 …………………上192,635,636

大阪住宅経営…上171,177,389,595,597,601,

602,606

大阪商船 ¨上42,169,172,173,175,177,178,

287,389,464,591,600,602,795,802,806,

819,821,「 99,107,322,324,326,329,

334,625,639,641,652,679,680,689

大阪商業会議所 ……… 上177,436,438,599

大阪商工会議所 …………………………上842

大阪商事 ………………………………… 上683

大阪信託 ………… ………………………下632

大阪伸銅工組合新進会 ……………上334,335

大阪新報社 ………………………………上 129

大阪住友海 L火災保険… L410,411,446,473,

663,933,下 155,157,163,201,213,215,

216,219,391,422-427,500,512,612,

621,623,628,634,671,678,679,685,709,

781,823,825´ -827,835,841,849,851,

882,892,895,904,920,951,953,954,959,

960

大阪合密 li業 ………………… ……… 上435

大阪舎密製造 ……………………………上 107

大阪ダイヤモン ドエ業 ……………… 下221

大阪建物 …………… 上510,718,下 945,960

大阪チタニウム製造 ……………………L511

大阪貯蓄銀行 ………… ………… ……下700

大阪鉄工所 …  ………………… ……下322

大阪電気軌道 …………上350,下 295,634,689

大阪電気分鋼…………………………上39,649

大阪電燈……………………………………上38

大阪日報社 ………………………………上179

大阪農工銀行……… 1169,387,589,795,803,

ド99,105

大阪 ビルデング ]●633,639,644

大阪ベニヤ板製造所  ̈ …… …………下743

大阪北港…上151,152,154,164,165,171,177,

192,194,216,252,298,361,365,370,372,

377,378,382,385,399- 401,426,428,

436,438,444,449,452,463,477,494,495,

537,553,559,561,562,564,568:574,

581´ -583,585,613-615,617,619,620,

634-´ 639,656,657,682,691,700,703,

721,754,756,759,769,799,802,823´ ―

825,827,829,830,833,836,838,937,

下101,H9,145,153,155,163,172,174,

196,198,219,240,282,294,298,319,323,

324,339,359,361,369-373,420,447,

469,474,492,493,495,507,509,540,579,

591,596,615´ -617,661,667,733,751´ ―

766,770,771,777,947

大阪ホテル……上171,175,176,391,595,607,

809,818,~Fl13,335,349

大阪毎 日向上会 …… ………… ………下649

大阪毎 日新聞社…… L171,178,179,223,391,

595,809,下 115,337,348,635,649

大阪屋商店 ……………………………… 下352

大阪輸出振興 ……………下339,354,637,650

大阪与論調査研究所 ………………… 下454

大阪硫曹 …………………………………上 107

大田電気 ………………………………… 上886

オーチス …………… ……………………上424

大塚鉄工所  …………………………… 下221

大畑伸銅 …………………………………下221

大原社会問題研究所 …………………… 上139

岡本工業 …………………………上882,F305

岡谷商事 …… ……………………… 上907

小倉石油 ……… …… …………………上810

尾小屋鉱山 …………… L499,656,659,695

尾崎染料工業所 ……… ………… 上446,447

小田急電鉄 …………下458,625,634,637,787

小田原急行鉄道…上601,804,下 325,329,339,

623,634,637

御茶の水書房 ………………………上474,947

小野組…………………………………上19,480

小原商店 …………………………L882,下 602

小鉾岸金山 …………………… L863,下225

オペル ………………………………… 上846

社
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謄振縦貫鉄道……上804～ 806,下 107,329,625

謄振鉄道 …… …… ……………………上806

伊予川開発 …… ………… …  ……下225

伊予銀行 ― ……………………………下458

伊予合同銀行…… し666,下 623,632,637,689,

787

伊予水力電気 ………………………上171,599

伊予鉄道 ………… ………… 上169,172,599

伊予鉄道電気 上171,387,566,589,599,662,

799,884

伊予農業銀行 ……………………………上391

イリス商会 ……………………… …… 上907

岩井産業 ……………………………… 下941

岩井商店 ……………… … ……… ……下347

岩城硝子  … ………………  …………下223

岩城鉱業 …………………… …… ……下219

岩手鉄工所  ………………… 下332,343,627

岩波書店 ………………上130,222,941,下 786

インターナショナル・ウェスターン・

エ レク ト1リ ック  ̈  ̈  ̈  ̈ _̈L218,219,841

インターナショナル・スタンダー ド・

エレク トリック 上799,801,840～ 843,850～

852, 卜179,288,320,323,711-716,718,

719,721,723,725～ 727

インターナショナル・ゼネラル

エレク トリ ンク ……………………… 上609

インターナショナル・テレフォン

アンド・テレグラフ … JL841,842,845,850

インターナショナル ハーヴェスター

……上336

インターナショナル プリシピテーション

ー T353

ウ

ヴィッカース……………………上38,100,101

ウー トル メール銀行 ……………… 上̈ 173

ウエグウ ンド ………………………… 」L424

ウェスターン・エ レク トリック… L104,165,

218～ 220,844,下 723

字久須鉱業 ……………………下627,640,851

宇久須鉱山 ……………………… ……下640

宇治川電気  上171,175,371,381,389,566,

580,593,600,603

宇治電証券 …… …………………… …下679

宇部窒素 …… … …… ……… … 上884

学部油化工業 ……… ………………… 下603

梅田映豊濠J場 …… ……………………下693

浦賀舟合渠 ……   … … … ……■439,880

宇和水電 ……………………… ……… 上391

雲竜繰綿工場 …… …………  ………上203

エ

永隆五金号 …………………… ………… _L886

エ カメロン ……………………………上884

江崎グリコ ー……… ………………… 下491

エジソン ゼネラル ………………… 上611

恵美須屋工具工業 ……………… 下221,496

恵美須屋鉄工所 …………………………下221

愛媛銀行 ……… ……上387,391,587,589,597

愛媛県地方木材 ………………下635,637,648

愛媛県木材 ……………………… 下635,648

エ レク トリック ボンド アンド・

シェアー……………………………上609～ 611

遠州織機 ………………………… ……… 上882

エンパイヤ ラン ドリー … _L391,393,595,

607,809,下 l15,339,352

オ

小穴製作所 ……………… ………………下223

王子製紙 … L795,807,814,933,下99,Hl,

334,352,691

近江銀行    …… ……………………上488

鴨緑江採木公司 ………………上180,185,186

大限鉄工所 …………………………●305,603

大倉組  ………… 上201,202,232,605,下 349

大倉鉱業 …………………………………上180

大倉産業 ……………… ……… ……上907

大倉商事 ………… 11704,879,884,下 184,187

大倉製材所  ……………… ………… 上202

大阪亜鉛鉱業 ……………………………上 180

大阪朝 日新聞社  上45,103,735,772,下 368,

459

大阪アル ミニューム製作所 …………… 下221

大阪絵具染料同業組合 … ……………上482

大阪瓦斯…上120,130,171,174,175,389,435,

436,443,593,805, ■109,652,691

大阪海上火災保険…下155,157,163,322,324,

327,422～ 426,500,512,579,612,621,

（
一　
一二
（
）



社 名 索 引

本索引では住友本店、住友総本店、住友合資会社、住友本社は頻出社名のため省略した。
社
名
索
引

ア

アームス トロング…… …………… L38,100

RCAビ クター ¨̈ ¨̈ ¨̈ ¨̈ …………上812,847

愛国生命保険  ……………………… 11799

愛知時計電機 ………………上882,下 305,603

亜紀書房 ………… … …… …………上945

秋木工業 …………………………………下680

浅田化学工業 ………………………上897,898

浅田明磐製造所 ………………… 上769,897

浅野雨竜炭破 ……………… …………… 上600

浅野小倉製鋼所 ……………………… L884

浅野商事 ………………………………… 上216

浅野製銅所 ………………………………L649

浅野セメント ¨…………… ………上674,880

浅野同族    "  上701,801,853,854,880

浅野物産 ……………  …… ………下410

旭化成 … ……  … …… … 下 683

テレグラフ … … ……………………・下237

アメリカン ロコモティブ …̈……… L122

有田組 ………………………………上866,867

有馬鉄道 …… ……………… L169,172,386

有馬電気軌道… ……上386～ 388,591,599,605

アルコール配給統制 ……… ……………下681

アルミニウム カンパニー オブ

アメリカ ー   "¨  …… …… …上633,下 741

アルミニウム リミテ ンド……■633,ド 345,

742

阿波商業銀行 …………………………¨F689

栗村鉱業所 …………… ………………下221,231

安東軽金属… L498,724,901,下 197,215,216,

219,498,507,612,621,628,730,734-´

741,745,751,785,788,806,810,823,825,

826,840,841,882,920

安藤電気 ………………………… ……下223

安中電機製作所 ………………………… L813

安立電気……上807,813,814,944,下 Hl,223,

332,343,496,680

イ

伊賀農商銀行 …………………… …… 下689

生野鉱山 …  ………………… ………上106

石橋 …………………………………… 下681

石原産業海運 … …… …上730,ド 306,644

泉電線 ……………… … …………… 下223

泉不動産…… …………下886,946,948～ 951

出雲鉄道 ………  …上599,下 324,327,623

伊勢新聞社 ………………………………下786

イソライトエ業 ………………上392,405,495

イタリアン・スーバー パワー …… _L6H

市之川鉱山 ………………………………上352

伊藤忠商事 …… ………………「 卜683,941,942

伊藤万商店 ……………………………… ド681

稲畑商店 ……… …… ………………… L438

稲畑本店 ………… …… …………L436,438

乾製紙 …………………… …… L928,下 221

旭硝了¨̈ 上̈212,402,403,405,407,410,411,

884, F306,486

旭ベンベルグ絹糸 ………………………上464

朝日金属精工  ………… ……………下223

朝日新聞社………………………上52,下492,755

朝日麦酒 ………………………………… 下683

亜細亜アル ミニウム ……………
~F345,741

足尾鉱山 … ……………………………上 108

葦書房 ……………………… …… ……上943

安宅産業 ………………上223,下 681,941,942

安宅商会 ……………………………上192,439

足立石灰破業 ………………………… F221

圧延金属配給 ………  ………………下602

アナコンダ銅山 …………………………下457

安部幸商店 ……………………… ……… L216

尼崎製氷冷蔵 ……………………………下221

尼 ヶ崎人造石油 ………………下305,637,643

アマゾニア産業… L809,816,ド H3,335,631,

639

アマゾニア産業研究所 ……………… 上816

アメリカン テレフォン・アン ド

（二
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）
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リ

利光平夫… L59,126,127,134,175,217,219～

222,344,476,477

リッベン ドロップ、ヨアヒム・フォン

¨̈
 lヽ 809

リヒテル、カール … … …………上100,101

ル

ルーズベル ト、フランクリン・D … 下790

レ

レントン……………… ………………… 」■38

ワ

若尾章八 ―…… ……   ……………上609

若槻礼次郎 ………………上571,599,611,698

脇村義太郎 …… …………… 上497,下 878

鷲尾勘解治……上350,507,509,622,640,641,

644,645,652,654´ -657,684,688～ 691,

700,702,703,714,756,822,936～ 939,

下169,836

渡辺一希 …………………………………上868

渡辺千代三郎 ………………………L435,482

渡辺斌衡……上716,下 187,204,479,887,892,

893

渡辺平四郎  …………………………… 上136

ロ

ロビンソン、J B …………………… 下953

（二
四
）



山内 顕 …… ……………   ……… L658

山内直元 ……… …………… 卜141,下 184,892

山内孫太郎 ………… ………………上496.755

山岡川頁大良R … …… ……… … …Jl177,223,693

山際正道 …………………………………下483

山口誓子、新比古………  上502,692,下 37

山口半六 ……………………………… L482

山口由美 ………… ……… ……………上439

山崎久太郎…………………上50,51,H9～ 122

山崎武二 ………… ……………… F780,781

山崎種二 … ………………………… 下949

山崎富治 ………… ……… …………… 卜949

山下亀二郎  卜165,663,679～ 682,684,685,

687,T434,435,438

山下清治 … …… …………………………下647

山下芳太郎……上50,51,59,97,109,123,126,

127,133,134,165,191,192,194,220,221,

299,335,343,344,364,402,403,410,

474-477,712

山下陸奥  ………… … ……… …[732,943

山科礼蔵 … … ………………………  上606

山添不呈次 ¨̈ ¨̈      …………… 11879,下 414

山田慶二郎 … ………………………下328

山中柴吉………上344,474,475,506,622,626,

688´ -691

山村亀太郎 ……… 上185,186,303,354,499

山室宗文 … ……………………上599,下 484

山本五十六 ……… ……………上632,下 340

山本 澳……上717,896,899,938,939,下 178,

188,448,449

山本熊一 ……………………………… 下738

山本弘毅 ――………………………………上587

山本五郎…上173,210,495,690,691,700,703,

756,936´-939

山本権兵衛……………… ………… L90,101

山本重信 … ……………………………… 下554

山本節尺  ………………………… …下737

山本達雄……………………………上7,15,52,53

山本信夫 ……上124,433,440～ 442,444,445,

474,475,483,493,501,502,506,670,674,

677,678,688^´ 691,702,714,716,733,

844,851,860,863,898,936～ 939,下 12,

59,69,70,72,75,76,79-81,83,85,164,

168,169,190,196,202,207.347.388,391.

392,444,445,450,451

ユ

結城豊太郎…上609～ 611,777,下 38～ 40,482,

483,674

湯川寛吉……上8,9,10,38～ 41,44,47,48,50,

51,58,59,61,64,65,97,102,104,105,

123,126,127,129,220,221,267,279,281,

282,290,291,295,299,300,315,316,339,

343,344,349,353,420,438,440,456-

458,468,469,471,474´ -477,481,486-

488,490,493,503,506,509,513,550,560,

578,598,599,606～ 608,621～ 623,626,

635,640,645,662,670,676,677,688,689,

711,712,715,719,817^-819,825,826,

940,941,下 47,48,457,

ヨ

横井時敬 ………… :… ………………… 卜181

横山亨吉 … … …………………………下180

吉岡藤作 ……………… … … …上405,495

吉田久太郎……………………上866～ 869,946

吉田貞吉…上446,501,662,664,690,691,799,

900,938,939, F178,202,391,444,445,

448,449,480,490,505,507,513,559,735,

744,774,775,778～ 781,798,800,825,

843,960

吉田 茂 ………………………………… 下795

吉田真一 …… 上220,221,300,353,402,453,

467-469,471,476,477,483,484,493,

503,505,560,609,610,690,691,804,834,

下43

吉田季三 … … ……………………下340,342

吉田知之 ……………下215,736,737,784,785

吉田良春……上50,51,126,127,134,209,220,

221,350,353,457,474,475,493,688,689,

868

吉成宗雄 …… …………… …下782,783,960

吉野信次 …………………… …… 下729,734

米内光政 ……………………………下203,465

米山梅古… L386,465,468～ 471,609,610,804

人
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索
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フ

… … …  …… … … … … … … …  下 878



人
名
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三谷一二 ………………………… 上652,654

三田村良一 ……………………… L679,下 391

三井高公 …………………上700,736,776,793

三井人郎次郎  ― ………………………上103

二倉 滋 …………………上680,682,683,687

三並治郎 ………………………… 下504,545

光安梶之助 ……………………上422,423,755

光谷 巌 …………………………………下545

南 通太 …………… … 下381,382,386,663

南 透一   ………………………下180,452

美濃部俊吉 ………………… ……………L818

美濃部達吉 ………………… …  …上818

美濃部洋次 ………… … ………上948,下 477

三村起一 ……上332～ 336,477,625,657,658,

694,718,863,921,924,938,939,~F169,

178,197,202,210,231,272,391,392,396,

401,448-451,466,469,470,475,477,

485,507,559,663,774,775,782,783,786,

843,873,891,960

宮川 清 …… ……………下450,451,782,783

■宅名二郎 …̈……………… ド380,381,383

宮崎辰之允 ………………………… ……上 186

宮崎宣政 ……………………… ………… 上 175

官下一郎 ……………… ……………… 下554

宮島又信 …………………………………下422

宮田正男 ………………… …………… 1818

三好重彦 ………………………………… L141

ム

睦好入郎 ……………… 下883,884,893,952

武藤 廉 ……………………… ……上185,187

武藤伝造  ……… …………上303,354,560

宗像秀雄 …… … …………………下778,779

村上摂郎 …  ……………上459,下 778,779

村 L春一 …………………… …………上586

村田重治…………… 1180,181,184～ 187,224

村田省蔵 …………………… 下322,324,334

メ

明治天皇 ……… ……………上55,81,162,338

日黒省平   …………………… ……下385

日崎憲司… …上139,734,735,下 498,545,808,

811,813,824

メルキオール、ハンリー …  ………上586

本野一郎 ……………………… … …上 141

源間保三 …………………下309,703,782,783

本山彦一 …………………………………上 179

H~瀬 結 …… ………………………… 下949

森 轟71e …………… ……………………L900

森 賢吾 ……………………………… 上610

森 源之助 ……上405,476,477,495,690,691

森 武夫 …………… ………………下205,457

森島守人 … …………………………… 下403

森田嘉雄 ……………… …… 下504,778,779

森本健蔵 ………………………………… 下663

森山勇三郎 ………………… … ………… L441

ヤ

タモ山奇夕息,台      J二 439,441,658,815,938,939,

]ヾ 347,448,449

矢島富造…上217,219,224,384,474,475,506,

584,600,648,654,688,689,701,704,814,

842,853,854,936´ -939, F184,210,212,

351,429,446´ -449

安井英二 ……………………… ……… ド465

安井曾太郎 …………………上510,710,下 197

安井冨士三… L510,710,723,860,861,下 197,

399,606,663,707

安川雄之助 ……………… ………………上844

安田純吉 …………… …………………… 下418

安田善次郎…… …………………………上43

保田克己 ……………………………下705,706

八代則彦…上220,221,300,347,349,353,436,

442,458,468,476,477,480,481,490,491,

493,509,688´ -691,703,724,826,936,

937,~F8,10,11,59,69,70,72,75,78,80,

81,83,85,177,199,444-447,466,467

矢内原忠雄 …………上139,141,182,222,224

谷中敏治 ……………………………… 下410

柳沢七貞

“

 … ………  …
「

782,783,891,892

柳沢保恵 …………………………………上 179

矢野恒大 …………………上179,455,483,484

矢作栄蔵………… ……………… 上181～ 183

矢部忠治 上̈341,342,899～ 901,下 448,449,

469,485,513,729,733,780,781,784,785,

798,892

矢部貞治 ……… …………… ……………下786

（一
一一
一）



ヘ

ベ ー クラ ン ド、 レオ・ ヘ ン ドリ ノク ー 下 742

ベ ー ン、S  … … … … … … … … … … …上 842

別官 貞俊 … …上 936,937,ド 446,447,466,485,

512,655,656,704,706,720,776´ -779,892

ヘルマン、 ビィクトル ー上40,41,52,97,98,

100--104

ベルリーナー、アルフレッド… 1199,101,102

ヘンダーソン、ジェームズ M ………下878

ホ

ホイラー、S W… 下838,841,868,869,878,

880

宝来市松 ………… ………  …… L468

ポーレー、エ ドウイン W… …………下886

保科善四郎 ………………… ……………上586

星野哲之助 ………………… 下490,545,843

星野直樹…下203,414,454,465～ 467,469,729

細川嘉六 … …… L139,141,142,147,148

細矢 尚 ………… ………………………上343

細谷庄三郎… …下203,446,447,480,485,504,

531,778,779,832,892

堀田庄三 …下191,199,905,947,949,955,958

堀 啓次郎 …………上173,464,600,802,811

堀 朋近 ……………… ……………… 上464

堀内謙介 ………………………………… 上848

堀江栄  ́ …………………………………上657

堀越二郎 ………… ……………………上947

堀場信吉 …………………… …………上Hl
ホルマン、A・ H … … … … … … 上182

本郷松太郎 ………………上354,499,506,854

本荘熊次郎……上126,127,134,187,220,221,

303,348,349,354,422,425,440,474^´

477,505,560,688-691

本多光太郎 ………………… ……………上219

本田譲二 ……………………上677,679,下 391

本田千代 …………………………………上677

本田英昌 ……………  ………………下391

マ

前尾繁三郎  ……………………………下H2
前岡武夫 ……………………………  下744

前川益以 … …………………… …… L853

牧 相信 ………… …………………上126127

槙 啓三 …… …… ……………上863,864

牧野伸顕 … … _■ 185,711,712,729,731,940

増田 熙 ……………………… ド778,779,836

益田兼施 …………………………   下546

益田 孝 ……………… 上5,43,44,47,48,173

増地庸治郎 ……………………………………上139

町田忠治……………………上42,120,726,906

松井和宗 …………… …………………下484

松井 聡 ………………………… 上947,下 786

松井孝長……上734,938,939,下 203,204,366,

369,375,381,446-449,468,485,776～

779,795,800,835,892,960

松井虎太 ………………………下703,782,783

マ ッカーサー、 ダグラス…下817,818,876,

885,887,953

松隈秀雄 ……………………………… 下H2
松崎蔵之助 ………………………………上181

松下幸之助 ……………………下642,681,682

松平春嶽、慶永 ……: ―……………… 上 162

松平康昌 ………………………上713,727,728

松田 孜 ……… 下507,513,782,783,798,960

松永安左衛門 ……… 上609,610,734,下 199

松野清巧 ……………… …… ド733,784,785

松村謙三 … ………………上726,728,943

松村松次郎 ……………………上207,210,214

松村守 … ……………… … ……………上861

松本 彬 ……………………… ………上863

松本季二志 …… ……………………下878,953

松本重太郎 ………… ……………… L42,43

松本順吉…上126,127,134,220,221,234,235,

302,336,343,349,352,353,466,474´ ―

477,492,505,509,515,626,641,670,688,

689,694,702,724,734,799,936,937,¬ F8,

10,11,59,62^-64,66,67,69,70,72,75,

78,80,81,83,85,177,178,180,391,444,

445

松本 和 ………… ………… L100,101,103

九山五男 …………………下513,782,783,798

メL山 精一 ………………上302,349,468,下 239

九山徳二郎 ……………………下663,776,777

水島直也…… ………………下12,164,651,652

水野鵠之助 …̈ …………… ド198,446,447

人
名
索
引
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名
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689,701,755,936,937,¬ F673

ビットラー、ア ドルフ ……… ……… L846

樋詰誠明 ……… ………………………ド885,948

人見次郎 ………………… ……………
~ド

326

日比文雄 … 上510,718,卜 474,480,944,945

日向方齊……… L734,934,935,940,943,948,

F199,454,479,498-500,508,545,663,

706,751,752,787,805,806,838,887,958

平井政之助…………………………上236,458,

平岩丼一 ………… ……………下706,782,783

平岩準一 ………………………… ……下386

平生欽三郎 ¨ L680,681,683～ 687,695,815,

821,859～ 861,下 435

平賀五郎…… L186,714,936,937,下 215,446,

447,705,706,708,743,776,777,782´ ―

785,836,873,909,945

平賀義美 ………………………上119,120,130

平佐周三 … ……………  ………… 下238

平田篤次郎 …………  ………………上815

平塚正俊……上511,下 H,12,40,41,164,178,

182,406,407,472,479,508,514,887

平手勘次郎 ……………………………… F348

平沼駄 一郎―………… 卜181,下376,465～ 467

平野健一 ………………………… 下372,387

広岡恵三 …………………………………上598

広瀬宰平 … 上4,84,106,129,163,172,179,

181,318,517,552,679,714,F22,35,958

広瀬満正……………………………  …上86

弘世助太郎 …………………… …… 上608

広円弘毅………………………上736,777,下 38

広田寿一 ……………… … 下892,895,905

フ

プーレイ、アンドリュー ………………上 100

深尾謙造 ………………………………… L109

深見俊三郎 ……………… ………………上946

福沢 瀧…………………… ………… …上53

福沢諭吉………  ………………上42,43,53

福島行信 … …………………………上447,456

福田敬太郎  …………………… ………F457

福田千代作 ……………… … ……上881,883

福田徳三 ……………… …………上44～ 46,52

福永年久 ……………… …………上139,下892

福原有信 …………… ……………… L483,484

福山善治郎  ド235,373,379～ 381,448,449,

485,663,778,779,795,796,800,892,960

藤 哲夫 …………………………… ド513,798

藤井敬三郎 …上664,ド 480,504,733,780,781

藤井 武 … ……… …………………上183,224

藤井光五郎…………………上38,99～ 101,103

藤尾録郎……上7,10,12,16,19,20,2250,51,

66,79,80,299,300,511,515,581

藤岡泰蔵 ………………  ……………… L511

藤田伝三郎 ……………………………… 上 179

藤田秀雄 …̈…………………………… 下701

藤田平太郎 …………………… 上193,635,683

藤本磐雄  上134,220,221,474,475,688,689

藤山雷太 ………………………… ………上176

藤原銀次郎  ……………… 上933,935,下 334

舟山正吉 … ………………… ………… 下483

プライス、ベ ンジャミン……………… …上38

フラム、J・ E ……  ………… 上842,850

ブリッカー …… … … … … … … ……下947

降旗英弥 ……………………………… 下941

古市公威 …………………… ……… L677,711

古市六三……上677,711,938,939,下 169,338,

391,392,448,449

古河虎之助 …………………………… L215

古田俊之助……上335,411,445,446,474,475,

477,501,506,623,632,660,688--691,

694,701,702,717,718,724,725,733,813,

838,857,858,864,898,900,902,903,910,

914,915,919,925～ 927,936-939,941,

947, ド8,10,11,17,59,69,70,72,75,76,

79´-81,83,85,129,131,168,177,178,

196,197,200,203,204,210,276,324,347,

349,351,370,401,406,415,424,444,445,

448～ 451,455～ 457,464,466,468,469,

478,479,483´ -485,492,505´-509,514,

517,559,649,655,656,678,714,718,720,

734,735,738,740,743,751,774,775,780,

781,786,790,791,805,808,810,817,825,

826,831,832,835,837,872,873,882,891,

894´-896,898,903,905,906,908,911,

922,945,949,950,954,960

古屋憲英 一 ………………… 卜1866,867,869

（二
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jF・

根岸元凱 ―… ……………   …下733,892

根津嘉 ‐郎 ………… ……………………上390

ノ

野草省三………上235,252,298,303,344,354,

448´-450,452´ -454,466,474,475,505,

510,511,560,688,689

野国 遵 ………………………………… 上810

能瀬茂人 …………………………… 下780,781

野田岩次郎 ………… …………ド880,885,959

野田卯一 …̈………………… 上886,893,896

野田 栄 …………………………………下545

野田哲造…下184,191,199,209,210,234,267,

270,272,273,275,376,379´ -381,383,

385,386,446,447,467,483,484,505,529,

536,673,678,683,752,786,788,800,835,

892,905,960

野村崇一 ……………………  ……… 卜545

野村利兵衛……… …… …………上 191～ 194

ハ

ハー ドレー、E H… …………………… 下813

ハーバー、 フリッツ… LHl,214,436,439,

605

羽岡種光 ……………… ………………下180

萩尾 伝……上50,51,61,122～ 124,126,127,

133,220,221

ハザウェー…………………………………上38

羽柴義鎌 ……………………………上865～ 867

橋本圭三郎 …………………………… 上810

橋本重能 …………………………………上453

橋本重幸 ………………………上453,454,456

長谷信一郎 ………… …………… 下736,737

長谷川鐘五郎 …………………………… 上856

長谷川正五 ……………………… ………下338

長谷川 健  …………… 下461,953,954,959

長谷川周重 ……… …………………… 下664

長谷川 元 ………………………………下663

長谷田泰三 ……… … ……………… L193

長谷部鋭吉……上423,505,701,710,747,756,

936,937,T751,768´ -770,772

畠山政司 ……………  ……下196,782,783

八田檜雄 … ……………… …下707.782.783

八日嘉明 …………………………… …下468

花崎利義 ………………………下423,461,954

馬場鉄一…………上736,776,777,下 35,38,39

馬場隆重 …… ………………… …下780,781

浜口雄幸 …………………上108,342,488,490

浜崎定吉 …………………………………上634

濱田国松…………………………… L777,下 38

羽室広一 ……上109,406,938,939,下 448,449

羽室庸之助 …………………………上H9,120

早川千吉貞「  …………… ……… 上181,184

早川幸市 …… ………………… 上947,下 733

林 銑十郎………………… ………上777,下 38

本卜  ■,k¨  ]ヾ 198,446,447,474,733,752,756,

776,777

原  敬 ………………… 上132,177,232,357

原 安一 ……………………… …L832,下 82

原 嘉道 ……………… …………上256,327

原田熊雄 …… 上712,713,727,728,848,940～

942,945,T207,786

原田精市 ………下184,185,663,665,776,777

ハル、コーデル ………………………… 下184

ハル トマン、エルンス ト………上59,109,H0

坂 市太郎 …………………………… 上431

坂 整三 ………… ………… 上431,677,679

坂 輝彦 ………………………… L679,下 391

坂 敏男 ………………………上431,677,679

坂 なみ …………………………… 上677,679

坂 隆二 ……上370,431,676,677,679,下 391

範多龍太郎 ……………………… ……下322

ハンター、E・ H… … … …  … … …下322

坂野鉄次郎  …………… …………… L683

ヒ

肥後人次 ……上345,352,354,474～ 477,492,

510,602,670,688,689,700,T353

久島精一 … 上236,237,327,下 342,450,451,

474,782,783

泥谷良次郎 (ひ じや)… …… ……… 上141

日高 輝 ………………… …… …………「 ド673

日高直次… L129,134,173,220,221,234,235,

237,256,265,269,280,303,327,352,438,

440,474～ 477,482,506,560,618,674,

690,691

日高 眸…上303,354,422,423,495,505,688,

人
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911,912,941,「 204,480,733,887,892-

894,905,954,956,958,959

土居万之助 ………………………………下879

遠上善次郎 … …………… …………… 上 120

田路舜哉…… 11139,657,844,下 836,840,892,

893,895,905,949,950

東条英機……上935,下 464,465,477,506,672,

817

トーマス ……………………………ド818,819

徳川国子 …………… … ………上732,733

徳川慶喜 …………………………………上732

徳大寺公弘 …………… ………上466,467,583

徳大寺隆麿………………………… L671,ド 35

徳永善四郎 … …… ……… ……  ……上409

ドッジ、ジョセフ … ………………… 下941

富岡末雄……上725,下 178,406,407,409,410,

479,502,503

戸村平吉 …………………………………下452

外山一郎 … …… ……… 上303,355,496

外山脩造 ………………………………… 上 175

豊田貞次郎 ………………………………下469

鳥居忠文 …… …… …………………上83,256

鳥居忠一 ………… ……………………… 下62

ドレンクワン……………………………… L97

ナ

中井励作 ……………………………上804,806

永井茂二郎  ……………………………下672

中尾新六 ………… 下448,449,733,778,779

中上川彦次郎 ………………… ……… 上43,53

中川イヽ 十貞ド ………………… 上601,693,712

中川末吉 ……………………………… 上225

中川路貞治…上139,511,633,694,下 474,782,

783,814

中川秀太郎 ……………… ………下401,481

中沢英三 …………………下215,736,784,785

中田錦吉 … L8,10,45,47,48,50～ 52,61,78,

97,103,123,126,127,129,134,144,192,

214,220～ 222,267,279,281,282,289～

291,299,315,316,318,319,330,331,343,

344,346,348,349,353,364,392,393,420,

426,437,448,456,458,468,469,474,475,

478,481,486,487,490,603,635,719

中田忠義 ………………………………… 上136

中田直二FБ ……上496,506,774,776,831,834,

909,911,913,下 12,43,47,164,182,289,

290,370,371,381,486,488,663,665

永田哲三 ………下399,720,776,777,795,797

中谷徳恭 ―………………………………上193

中谷武吉 …………………………………上438

中根貞彦 …………… …………… =…下483

中野愛之助 ………………………………上755

中野半次郎……………………上865～ 867,946

中橋徳五郎 ………………………… 上175,713

中橋武一 ………………………… 下644,788

中濱東一郎  …………………………… 上457

中村啓二郎………………上302,868～ 870,946

中村純九郎 ………………………………上413

中村文夫 ……上404,405,407,409～ 411,478,

480,851,~F179,215,479,486,778,779,

894

中村 了 ………… …… … 11670,688,689

中山五郎 ……… :… ……………………上128

那須 皓 ………………………上182,183,224

ナターリス、ユーゴー …  ……… … 上98

夏目漱石………………………………上45,172

鍋島直大 ……………………………… 上162

鉛 市太郎 ―………  ……………上38,39

名村豊太郎 ………………………………上463

奈良義路 … …………………………… 上 135

鳴沢弥吉 ……………………………L866,867

南郷三郎 ………………………………… 上192

南部直正 …………………………… …… 下733

西池成輝 ……………… 下778,779,782,783

西尾末広 … ………………………………上334

西尾寿造 … ………………………………上904

西川行之 …………………………………上 186

西崎伝一郎 …… 上40,41,50,51,96,97,103～

105, 126,127,134,220- 222,352,476,477

西田正 一………………… 卜446,447,778,779

西宗茂二 …………………………………下347

西村十二郎……下532,545,737,745,784,785,

788

新渡戸稲造 ……… ………………上183,333

丹羽保次郎 … ……………下720,780,781

（
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）



高橋 淡 …………………………  …… 下545

高橋 浩 ……………… F414,533,776,777

高橋又次郎 ………… ……下381,385,663,675

高峰譲吉 ……  ………………………下742

竹内亥三吉 ……… ……………………上Hl

竹内・l吉 …………………………………上445

竹内 博 …………………………… … 下788

武内義雄 ……………………………… 下509

竹腰健造…上223,422,423,425,440,480,482,

495,701,710,747,756,940,~F458,751,

756,768^´ 770,772,776,777,788,818,

825,836,882,891,892,903,948´ -950,

955,956,959

武田恭作 …… ………………………… 上853

武林無想庵 …………………………上733,943

田島房太郎……上474,475,495,635,656,657,

688´-691,700,702,703,735,936^´ 939,

1'446,447

多田平五郎… 上197,220,221,223,474,475,

688,689,700,704,725,936^-939

橘 光桜 ……………… ……  …… 上867

タノカ~、 L・ W… … … … … … … 上220

龍野昌之…上341,342,656,658,690,691,702,

718,921,938,939,下 169

立岩精一 ……  ……… ……………
｀
F743

田中市兵衛 ……………………………L42,679

田中磐根 ……………………………………下879

田中完三 …………………………………上605

田中作二 ………… L700,936～ 939,ド 450,451

田中正造 … …………………………… L108

田中季雄 ……………………上725,下 205,806

田中外次 … L657,695,卜 392,461,895,905

田中富雄、源氏鶏大……下488,786,880,948,

959

田中直方 …………… …… L139,下892,893

円中弥太日F―¨¨̈ 上354,505,760,下 883,886

田中 豊 ………………………… …下H2,674

田中良雄…上195,349,354,496,497,714,718,

719,732,864,936,937, 下69,166,168,

169,210,232,274,424,425,444´ -447,

453,454,466,468,470,478,507,524,525,

544,546,555,559,774,775,798,801,805,

819,822,825,826,839,840,843,873,882,

883,891,904,909,918,919,960

棚橋琢之助 ………………  …………上602

田辺貞吉…上15,16,19,42,66,120～ 122,178,

336,343,552,724

田辺友次郎 … ……… ……上139,下891,892

谷口義夫 …………………… …  …下956

玉手弘道 …………………………………上178

ダルガス、E M ………………………上182

俵 孫一 … ………… … … ……… 上 190
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チ

千葉断一 …………………………………下349

チャップマン、H・ A ……………上609,610

ツ

塚田清男…… ………………… ド474,704～ 706

津田秀栄…… 上343,350,354,496,716,734,

下181,215,402～ 407,410～ 413,450～

452,461,475,477

津田信吾 … ……………………………下345

津田 久……上497,下 181,197,209,265,406,

479´-481,490,509,545,663,701,706,

806,817,843,891

土屋 裕 …… H863,864,下448,449,780,781

続  琥…上406,447,499,505,506,700,702,

818,841,853,~F215,448,449,663,668,

703,733,744,778,779,782,783

堤 長発 ………………………………… 上122

坪井美雄 ……………… …… 上853,854,945

都留 競 ………………… ………………下332

都留重人 ……………………………… 下878

鶴原定吉 ……………………上42,53,H9,179

テイーデマン ……………… ……………上899

デイクソン、 ウイリアム D…下876～ 878,

901,922,927,928

豊島虎太郎 …… ………… …… ……… 下334

寺内正毅 ………………… 上132,185,186,232

寺内寿 …́……………………上777,848,ド 38

田 艇吉……………………………………上20

ト

土井正治…上139,411,480,705,881,883,909,

２

七
）
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187, 192, 201, 203, 204, 210, 213～ 216,

219´-222,224,225,233～ 236,238,248,

250,251,256,258,263,279～ 283,288´―

291, 298-302, 315,327, 330, 331,333,

335,338,339,341--347,349,353,364,

393,402,413,423,435´-438,465,474,

475,487,497,502,503,604,635,641,711,

714,719,724,870,941, ド466,816

住友寛… ¨上84,166,256,282,284,285,290,

291,315,316,376,379,571,574,577,583,

768,776,779,941,下 14,35,36,40,42,47,

48,63,64,69,70,155,157,165,323,639,

797,827,883,889´ -901,958

住友吉左衛門友純、春翠…上6,15,20,22,41,

45,47～ 51,61～ 63,65,67,70,71,73～ 75,

83,84,94,96,97,102´-104,112,117,118,

122´-126,130,137,170,172,179,184-

186,189-191,193,219,220,222,224,

230,248,250,256,263,279--281,283,

284,288-292,294,295,299,305,315,

316,327,331,335´ -339,341-346,349,

388,419,420,424,426,430,434,454,459,

465,468,469,481,486,487,493,511,550,

552,554,571,576,604,626,641,670,680,

693,711,712,715,731,826,864,941,942,

1■ 34,35,40,41,50,207,428,923,958

住友 孝 ¨■183,84,166,256,337,941,下 35,

49,63,64,69,823

住友忠輝、鳥居  上83,84,86,123,166,177,

248,256,279,281,282,284´ヽ́286,289,

291,315,316,336´ -338,362,368,370,

376,378,383,392,402,474,475,551,941,

下35,37,40

住友登久……………………………… ……下35

住友友訓…………………………… ………下35

住友友忠 ……………………………上65,ド 35

住友友親………………… ■129,318,517,下 35

住友吉左衛門友成、厚、泉幸吉  ヒ84,123,

256,282,284^-286,290,291,315,316,

337,376,379,459,469,487,571,576,626,

699,704,711,728,729,731,736,770,772,

774,776,779,781,783,787´ -790,792,

793,818,843,927,941,下 7,12,17,28～

30,34,36,37,40,47,48,50,59,63,64,66,

67,69-72,74-76,78,80,81,83-87,

165,205,391,415,444,445,467,503,679,

715,719,774,775,796´-798,808^-811,

824,827,840,852,883,889,890,898,900,

901,909,918,922,923,950,954,955,957,

959

住友満寿……………………………下35,48,62

住友元夫 …… 上282,284～ 286,290,291,315,

316,376,379,478,571,574,577,768,769,

772,776,779,~下 36,37,40,42,47,48,63,

64,69,70,155,157,323,639,797,883,

889,890,900,901

住友保九 …………………… ……上84,129,下 62

住友義輝…上337,376,379,478,571,574,577,

583,768,776,779,811,T35,36,40,42,

47,49,62-64,66,69,70,155,157,323,

797,883,889,890,900,901

住友理右衛門………………………… L84,129

セ

関  ―… ……………………………L818,819

瀬島龍三 ・…………………………………下942

妹尾城爾 ………下479,487,504,508,545,554

瀬山誠五郎……下352,546,554,718,850,950,

953

世良正一 ……………… 下729,734,736,737

膳 桂之助 ………………………… …上625

ソ

宗 知暁 …………………… …………下791

増谷平八 …… ……………… 上710,下 178

+亀盛次……上465,466,936,937,下 446,447,

776,777,960

+河信二 ……………………………… 下701

孫文 ………… ………………………… 上174

タ

大正天皇  ………………… ………… 上486

田尾本政一 …………………………… 上̈466

高木外夫 ……………  ……………… ド953

高木 弘 ……………… … ……… 下513,798

高木与太郎 ……………………… … 上192

高碕達之助………  ………下734～ 736,740

高橋是清… ……上698,715,729,736,776,下 35

（
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781,891,892

坂井隆三 ……………………………… 上 192

,更 ,各   1菫  …… … ……  T178,480,498,545,733

阪本信 一 ¨ ■204,205,207,455,457,938,939

坂本 茂 …………………………………ド512

佐久 FB5栄 義 ……………………… ……下508

迫水久常 ……………………………… 下797

笹尾順造 ………………………… 下778,779

佐々木栄次郎…………………… L59,302,354

佐々木信綱 …… …………………………上731

貞利高平 ………………………………… 上484

佐渡亮造…………  ……… 上60,208,210

佐藤嘉一郎 ……………………… ……下199

佐藤謙三 …………… ……………………下640

佐藤重鐙¨_L468,469,471,538,690,691,938,

939

佐藤卓二 …………………  下703,782,783

佐藤俊雄 ……上497,下 399,498,508,751,808,

825,843

佐藤月匈治 …  ………  ……  … ……下776,777

里見 惇 …………………………… L712,713

佐鳥仁左……上841,845,849,851,945,下 180,

215,448,449,780,781,784,785

鮫島龍雄……下180,403～ 406,413,450～ 452,

461,782,783,892,956

ン

ジーメンス、カール フリー ドリッヒ

フォン… ……… ………………………… 上98

塩沢信濃 ………………………… 下663,806

塩田正洪 …………………………… ……下338

塩原敬五 ………… …… 下546,620,705,806

塩原又策………下345,643,741～ 747,749,750

重岡寅之助 ………………………  …上869

重光 葵 ………………………………… 下849

重宗雄三 …………………… 下653,655,657

繁本 績  … … … …  ………上586

志田文雄……上702,812～ 814,841,845～ 847,

849～ 851,938,939,945,下 179,180,448,

449,711

志立鉄次郎 ……上8,10,42～ 46,50～ 53,386,

468,634

幣原喜重郎 … ……………… L108,342,343

篠崎兼二 ……………… 上350,354,714,756

篠崎昭彦 …………………………………下458

篠原 朔 ……………… … ……………上870

柴垣清郎 …………………………………上392

柴田喜一郎 …………………上877,下 776,777

柴田丈夫……上687,下 201,215,415,418,419,

422,425,429,448,449,485,780,781

柴山幸雄 ……………… ………………… 下205

渋沢栄一 上̈173,174,178,179,222,223,393,

437,478,482,608,694

渋沢敬三 ………………………… 下483,931

島 定治郎 ……………………上192,403,799

島 徳蔵 …… 上191～ 193,634～ 636,802,811

島 徳治郎 …̈………………………… 上177

島田久次 ………… ………… ……………上186

島村計治 …………………… 上139,下778,779

志村源太郎…………………………………上53

下郷伝平 ………………………… 上447,454

下村孝太郎 ………………………………上436

シャンド、アラン ………… ……… 上16,19

正力松太郎 ………………………………下808

昭和天皇 …… ……………… ………… 上344

白石元治郎 ………………………………上929

白柳秀湖 ……………………………上518,641

城 周彦 … ……………………… 上192,799

城 知靖 ………………………………… 上799

進藤淳之佑…上857,858,938,939,下 215,448,

449,780,781

神野清馬 ………………………………
‐
下474

ス

菅野秀次郎…上857,下 215,486,498,545,795,

796,826,873,874,877,879,883,884,886,

893,904,946,948,949,959

杉田与三郎……上165,177,337,338,402～ 404

杉本 修 ……上933,947,下 744,782,783,791

鈴木勝広 ……………下180,403,404,452,454

鈴木謙三郎 ………… ……………………上670

鈴木 岡1 ………
「

805,892,895,906,947,955

鈴木貞一 ……………… ……………… 下469

鈴木春之助 ………………………………ド878

鈴木馬左也… 上8,10,20,23,32,37,44～ 48,

50,51,53,56,59,60,62～ 64,84,94,97,

102,103,109～ 111,121～ 123,126～ 130,

132～ 134,141-143,147,148,174,178～
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黒田清輝 ……………………………… …下504

黒田作之進 ……… ……下474,756,776,777

郡司 茂 ……………………………… 上818

郡島正治 ………下334,391,450,451,782,783

ケ

ゲーリー、J・ R… …… ……………… 上609

ゲーリング、ヘルマン ………  ……下809

ケスラー、ヘルマン…… L40,52,97,98,105,

106

コ

小池宝三郎 …上505,688,689,711,735,860～

864,871,872,874,875,936-939,947,

下207,215,446～ 449

小池省三 …………………………………下504

小磯国昭 … 上903,904,935,ド 465,506,810

国府精一 ……上353,455,458～ 460,476,477,

493,690,691,733´ -735,861,864,915,

936～ 939,下 10,H,42,59,69,70,72,75,

76,78,80,81,83,85,104,126,129,168,

170,177,204,444,445

郷 誠之助 ………………………………上808

堀

`古

 ,黎  …   ……  … ………………  …
「

F817

香坂昌康 …………………………………上641

甲田秀夫 ………………… 下215,743,784,785

向野義夫 …下391,450,451,513,782,783,798

コーヘン、J・ B… ……………………… 上934

小金義照 ……… …………………………上874

小島禄郎 …………………下422,425,780,781

小関良平…上139,701,702,855,924,936,937,

]ヾ 180,215,448,449,485,498,780´ -783,

891

ゴダー ド、ヘンリー…………上38～ 40,69,97

小寺勝昌 ……………………… ………下554

小寺弥一 …………………………………上755

五島慶大 ………………………………
~F325

五島 茂 … ………………… 上729,733,943

後藤彦三郎 … ……… …………………上801

近衛篤麿 ……………………………… 下466

近衛秀麿 ……………………… ………上713

近衛文麿……上711,713,734,852,935,下 186,

199,203,454,455,465´ -468,477,713,

786,811

小華和茂弥 ……………………… 上186,187

小林一三……………下465～467,469,474,475

小林晴十郎……上701,702,706,710,856,863,

T12,164,170,184,197,203,204,211,

369,370,385,409,411,414,415,418,

446^-449,479,486´ -488,504,505,512,

535,663,675,676,706,707,720,733,735,

736,742,746,747,749,750,774- 779,

800,825,892,960

小松正則……上139,下448,449,778,779,835,

892,931

小山九一 上̈H6,126,127,209,210,220,221,

474,475,495,506,507,647,648,651,679,

684～ 691,938,939,下 415～ 417,420～

422,427,429,448,449

小山卓次郎 …………下422,448,449,780,781

コワニェ、フランシスク ー  ……… 上106

コンデイット、P K… …………………上219

近藤宏太郎……上60,352,431,432,474～ 477,

499,505,688´ -691,856,870,871,¬ F391

近藤次彦………上702,735,856,857,876,877,

936～ 939,~下 446,447,641,776,777,782,

783

サ

西園寺公望 上̈179,185,342,466,601,711～

713,726´-729,731,940´-943,945,下 207,

811,923

西園寺八郎 …………………上711,712,下 827

西園寺春子、住友 ………………………上711

佐伯正芳…上139,700,714,718,896,902,910,

986-939,T448,449,479,485,504,513,

776,777,780-783,798,850,879

最首一治 ……………………………  上495

斎藤敬太郎 …………………………… 上186

斎藤三三 …………………………………上343

斎藤繁太郎 ………………………… 下780,781

斎藤洲司 ……… L484,下 448,449,778,779

斎藤省三……上929,930,947,下 215,474,754,

784,785

斎藤 実 ……………   … L100,715,726

斎藤茂吉 …………………………………上776

斎藤 測 …………………… L730,731,943

佐伯長生…… L139,下663,675,676,720,780,

（
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882,904,960

川 L音二郎  ¨̈ ¨̈       ¨̈ ¨̈  ̈ _L422

川上嘉市…上39,40,218,469,484,604,下 340,

342,343,458,497,620

河上謹 一 上7,15,16,42,66,H9～ 121,173,

175,179,299,343,581,724,~F672

河 L健次郎 ………………下498,545,843,888

河上弘一 ……… ………………… 下672,788

河 L 肇 ………………… ………… …… 卜224

i可 回四郎 ……… …………………………下425

川崎芳熊 ……… ……………………上860,861

川田小一郎…………………………………上53

1‖ 田  川頁   ̈  ̈_L44,60,62,99,100,116,122,

126～ 130,133,200,207～ 209,213,222～

224,231,234,235,280,302,303,318,

326´-328,336,344,346,348,413,414,

477,478,480,489,490,500-502,505,

509,510,550,654,656,670,675,688

692,699,701,704,708,711,714,717,724,

725,730～ 733,735,747,760,770,774,

815,817,818,827´ -829,831,860,861,

866,879,903,927,936´-940,943,944,

946,~F7,8,10--12,15,177,199,403,958,

959

'可

原信可 一  ……………… … ………上178

川村敏雄 ……… ………………………… 上506

i可ホ寸善右i ¨……… …  …………̈ ¨̈ ~下

466,485

河村龍夫…… L139,906,910,929,947,下 780,

781,800,836

川本良吉 …………… L910,下 782,783,800

河原林和子、川田 … 上719,724,731～ 733,

下7,8

神田勇吉  ヒ409,498,692,723,下 12,19,20,

164,197,215,220,228,229,309,474,486,

498,545,663,672,676,718,733,736´ ―

738,751,784,785,788,887

カンデインスキー、ヴァシリー …… ヒ464

キ

菊池一雄 …… 下185,384,663,668,782,783

岸 要 ……… …上 139,ド 382,706,892,893

岸 信介 ………………………………… 下465

木島鍬二郎 …………… ………上474,475,870

北 一輝 …………………… ……………上730

Jヒ  謙治 ¨̈ ¨̈ ¨̈ ¨̈ ……下672,673,677,788

北沢敬二郎……上303,410,625,700,734,938,

939,](238,448,449,466,468,470,500,

502,503,507´ -509,512～ 514,530,536,

559,605,663--665,668,670,672- 677,

682,710,727,751,752,756,774^´ 779,

787,792,795,797,798,806,811,814,816,

818,819,823  826,836,843,872,882,

905,958,960

北原浩平 ………… … …  ……………下878

北村喜三 ……… ……………… 上186,187

1ヒ本す藤 ,台  ……………  …  …   ……_L186,187

北村兵右衛門 ………………………上412,480

木下亮吉……上904,938,939,下 450,451,782,

783

木村音吉 ……… …………………………下956

木本寸 ,青  …  …………̈ ¨̈  … …  ………上600

清田岩夫 ……… ………………………下704

清海復三郎…………・ …上190～ 193,436,438

桐原篤造 …………………………………下648

ク

草鹿卯之介 …………………… ……… 下706

草鹿丁卯次郎…… L50,51,126,127,133,209,

210,220,221,299,348,353,413,420,

474～ 477,490,495,560,635,688～

691,下 47,48,706

工藤治人 ……………………………L344,394

久原房之助 …………………………… 上341

久保無二雄 ―上8,9,12,47,48,50,51,59,97,

109,110,123,126,127,129,132--134,

143,220,221,330,338,731,732

久保田権四郎   ………… ………… 下344

久保田茂一 ………………… 下425,780,781

熊谷栄次  ……… …… ………… 上 139,下 892

熊谷憲一 ………………………………… F187

熊倉四郎 …… …………………… 上303,512

栗原 徹……上352,T238,270,273,446,447,

776,777

栗本勇之助 …………… …………………下649

久留問鮫造 …………………………… L139

クレー、パウル …… ………………… Jヒ464

クレーマー……………下18,824,826,832,869

黒崎幸吉 … ……… ……………… L183,195
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786,788,852,923,944

小関恭三 ………  ………………下425,892

小品 親 … ……………………上352,585,586

小田切延寿 …………上133,134,210,220,221

/1ヽ野チ≡阜月力  …    …   … … … …… … …  L480

小野善太郎 ……………………………… 上480

小幡文三郎 上58,59,100,126,127,129,133,

220,221

小畑忠良………上139,141,142,200,210,215,

235-237,250,277,279,281,300,326,

328,354,409,452,453,499,500,626,680,

692,700,701,707,709,719,734,851,874,

898,902,936,937, 卜169, 197,203,204,

210,239,240,275,302,342,347,349,363,

369,391,403,404,406,415,446,447,454,

456,467,469,705,708,712

小畑信良 …………………………………上904

小畑英良 …  …………………………上904

小原 直 ………  ……………………上101

カ

カーネギー、アン ドリュー………………上47

開田卯三郎 …………………………下379,385

カウフマン、ジェームズ・L…上411,下 886,

887,943

加賀覚次郎…上209,220,221,690,691,818,

936,937,下 349

各務鎌吉 ……………………上609,下 430,435

カロ賀山 一 ………  上874,875,F776,777

賀川豊彦 ……………………………上333,334

香川修一 ……上431,482,490,497～ 499,502,

510,511,656,659,692,718,719,732,735,

1● 18,19,36,37,41,165,177,179,180,

182,187,192,194´ -197,204,207,248,

452,479,514,887

笠原正吉 ………………… …… _L126,127

梶丼 岡1 -上 850～ 852,855,945,下 169,180,

215,236,366,448,449,485,507,513,559,

642,655,656,663,711,712,714,715,720,

774,775,780,781,788,798,805,873,891,

960

梶浦鎌次郎 … L59,109,HO,126,127,210,

220,221,352,438,474--477

482,672～ 674,677,711～ 713,723,774, 1 鹿島準大郎 …   1● 554

春 日 弘…上220,221,474,475,688,689,904,

927,929,938,939,~F177,197,202,210,

231,274,348,370,444,445,450,451,468,

475,476,478,507,559,744,774,775,782,

783,786,843,873,891,960

粕谷善 ― ……………………¨下531,778,779

片井虎次郎  上432,505,507,674～ 676,690,

691

片岡直方 ……… ………………………上130

片岡直輝…上H9,120,130,172,175,435,436,

439,482

片岡直温 …………………上172,438,453,488

片 lEl孫助…… ………………………上 191～ 193

片山正義 ……………………  ………上560

勝田 宏 ………………………………… 下545

加藤恭平 ……………… ……… …… L816

加藤 栄 …̈上344,352,476,477,501,690～

692,700,756

加藤高明 ……………… 上342,357,571,941

加藤友三郎……………… ……………… 上32

カロ藤晴比古 … … ………………………   …上656

加藤正治 ………………………………… 上801

加藤万四郎 …………………………… L560
金井 延 …̈…………………………上181,183

金子守也 ……………………… 下180,380,663

金子保三 …………………………………下181

兼松房治郎 ………………………………上 178

加納純一 ………上505,507,510,518,641,725,

T778,779,889,892

加納友之介……上192,220,221,300,476,477,

587,598

加納久朗 …………… ……………………下878

加太重邦……………………………………上45

亀山武雄 ……………………………… 下642

賀屋興宣 ……………… ………………下483

河合栄治郎 ………………………… ……上222

河井昇二郎 …上498,714,725,774,864,935～

939, 下12,38,41,69,84,94,104,118,138,

164-166,170,175,183,188,189,195,

245,246,259,399,415,444´ -449,457,

468,470,487´ -489,499,500,507,520,

559,644,720,753,774-‐ 777,788,791,

798,807,808,825,841,843,848,863,873,
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584,686,690,691,861,938,939,下 178,

179,212,213,446,447

大浦兼武 …………… ……………上174,185

大岡八郎 …………………… ……………「下652

大倉喜七郎 ………… ……上817,818,下 349

大手勇吉 ……………………………… 卜111

大沢忠戒 ¨上499,500,692,818,下 12,19,20,

164,170,197,248,383,663,718,788,894

大島久太郎 …… ………………上478,484,945

大島堅造…… 上214,225,554,692,847～ 849,

936,937,下 17,18,165,200,202,401,

444--447,454,487-489,507,559,644,

774´ -777,786,824,825,841,868,873,

876- 878,883,909,927,951,960

大島義晴 ……………………………F701,703

大隅行―一  … …   … 上337,404,405,476,477

大田鉄造 …………上875,ド 446,447,776,777

大田外世雄 ………上201,203,224,465,下 403

大田三郎 ……………………………… 下814

大平賢作…… 上463,464,484,554,690～ 692,

735,827,828,831,936,937,下 10,11,59,

69,70,82,84,88,177,196,199,202,289,

328,444--447,466,467,835

大平駒槌……上58,59,108,HO,Hl,126,127,

134,236,336,338,339,342,343,390,474,

475,478,641,694

大塚卯三郎 ………………………………上 176

大塚小郎 ……………………………上186,187

大月栄一 … …………………… 下885,947

大西基重………………下12,164,165,399,545

大場多市 ……………………………… 上̈172

大原孫三郎 ……………………… 上658,812

大屋 敦… L204,205,303,354,355,403,404,

406,407,410,441´ -446,448,459,474,

475,480,482,483,499,501,502,505,510,

584,605,623,626,650,652,658,664,670,

678,688,689,707,714,811,834,847,849,

860,898～ 900,936～ 939,下 169,177,179,

188,195-198,202,203,207,210,212,

234,238,273,274,289,290,342,345,347,

360,364,370,391,392,444,445,448,449,

468,469,477,480,483,488,490,504,678,

701,712,729,734,735,742,745,774,775,

大谷一雄 (お おや)…… 上497,下 479,498,545

岡田宇之助……上134,342,350,352,354,474,

475,560,641

岡田啓介………………… …上726～ 729,943

岡田オー …………………………………ド484

岡田年弘 …………… ……………………上947

岡橋 林……… 11690,691,707,735,936,937,

T59,69,70,82,84,196,199,202,234,

370,402,444^-447,467,477,483,484,

488,507,559,673,683,752,774´ -777,

800,835,843,882,905,906,949,956,960

岡林真次 ―̈ ………………………………下H2

岡 久吉 ……………………………… 上̈856

岡 素男 … …………………上47,84,128,129

岡本 忠 …………… ……… …………下885

岡本敏行 ……………………………… 上454

小り|1 浩 ……………………… ………下414

小川安一郎 ………………………………上755

小川良平…… 上501,506,507,670,674～ 677,

690,691,711,756,938,939,~F169

沖野永蔵…………………… … 上865～867

奥宮正武 …………………………………L947

奥村政雄 ………………………… 上694,下 620

小倉正恒……上58,97,109,123,124,126,127,

133, 147,172,176, 192,208,209,214,

219´-221,224,234,300,302,304,333,

338,339,343,344,349,353,354,394,

403～ 406,408,409,431,433,434,437-

441,443～ 445,447,454～ 460,468～ 471,

474-479,482,483,490-492,500,501,

506,509,550,587,608,609,623,641,645,

650,654,656,658´-660,670,680,682-

686,688´ -691,698,699,701,703,709,

713,714,718,719,724,725,727-734,

799,802,818,820,825,826,834,835,842,

843,848,851´ -854,860´ -862,864,866,

868´-870,873,876,900,902,910,919,

926,927,935～ 937,941,945,下 4,7,8,

10´-12,14,15,17,19,20,36,47,48,58,

59,63,64,66-72,74,75,77,78,80^-85,

102,104,165,168,177,178,180,181,190,

199,203,207,283,326,328,349,351,354,

355,370,391,403,405,414,421,429,444,

445,454.457,464,466´-469,477,479,
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937,T178,179,215,446,447,479,778,

779

稲垣えい ……………………………上677,686

稲畑勝太郎 ¨上436,438,439,442～ 445,482,

599

千活1田三二H5     … …   … … … … … … … … Jヒ 444

大養 毅  … ……………上611,698,713,725

大九徹三 ………………………上818,820,944

井上 馨 ……………………………… 上178

丼上利雄 ………………………………… 上186

井_Ltt,台   …… …   ……… ……… L191,192

井上筆次郎 ……………………上355,496,512

井上 勝 …………:… …………………[178

井上正之 …………………………………下472

井上友一 ………………… ………… 上 183

射場恒三 …… ………………………下784,785

伊庭勝弥……… 卜104,下69,425,479,780,781

伊庭貞同1… 上4,8,16,19,42,44,47,48,66,84,

104,107,129,130,132,163,179,181,187,

299,343,348,426,469,480,481,486,503,

714,724,941,T452

伊庭六郎 ………………………… 下508,545

今井卓雄……上471,484,705,938,939,下 177,

360,448,449,484,485,778,779

今井田清徳 ………………………… L810,811

今北洪川 ……………………  ………上 182

今沢義重 ………… …………………ド776,777

今堀喜三郎……………………上865～ 867,946

今村幸男…上126,127,220,221,447,457,469,

470,476,477,505,509,538,688´ -691,

719,936～ 939,下 8,10,H,59,69,70,72,

75,76,78,80,81,83,85,177,444,445,

448,449,484

人江慇蔵 …………………………………上 109

入江海平 ……………………………… 上817

岩井雄二郎 …………………………… 下347

岩切章太郎 …………………………… _■ 139

岩倉梅吉 ………………… ……… ……上867

岩佐 巌 ………………………… ……上106,107

岩崎小弥大 ……  ………………………下810

岩崎虎三 …………… …………………… 上 186

岩崎信彦 …………………………………下205

岩崎久弥 ………………………上700,736,793

岩崎弥之助……………………………上15,178

岩下清周 … ………   ……………… L683

岩垂邦彦 ………………………上219,220,841

岩垂好徳 ………… ………………………ド720

岩原謙三 …………………………………上 102

ウ

植島清三 ………………  ……… :…上815

上塚 司 …………………………………上816

上辻義一 …………………………………下399

植野繁太郎 ……………… 上123,402,448,457

植村俊平……………………………上7,16,121

オ直本す  実 ―――
~F58,66,67,504,508,554,801,

843,872,879,945

ウェルシュ、エ ドワー ド・C … 下426,880,

883´-885,953

ヴォルフ、マ ックス……………………… L41

ウォルボルグ………………………………上47

浮田孝家 ………… ………………………下888

宇佐美正祐 ……1……………… 上235,856

日井定民………上474,475,501,640,688～ 691

宇田 頴 ………………………………… 上409

内田嘉吉 ……………………… …………上393

内田康哉 …  ………………… ■181,185

内田信也 ………………………………… 上729

内村鑑三 …̈………………… 上162,182,183

内山春吉 ………………  … …………下403

ウッドラフ ¨̈ ¨̈ ¨̈ ……………………………T901

占部 保 ・……………………上409,下 778,779

瓜生 震 …………………………………上173

エ

江沢省三 ………………………… …………下874

江戸英雄……………上498,下 16,878,893,953

エ ドワーズ、コーウィン 下875～ 878,901,

928,943

江原万里 上̈162,182,194,195,222,231,232

エマヌエル、L ……………………… 上845

衰世凱 …………………………… … … 上 174

遠藤歌三 ……………………………下780,781

遠藤龍次 ………………………………… 上870

オ

大井才太郎 …………………………上219,220

大石公平 ……上384,404～ 407,495,501,502,
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青木一男 ……………… ………………上883

青山禄郎 …………… … ■…… L174,217

赤木貞一 ………下215,733,736,737,784,785

秋月左都夫 …… 上132,141,147,185,413,711

秋月種英 ………… ………………………上178

秋山順 一 ……………………………… 下̈187

秋山武三郎…上40,97～ 99,105,352,476,477,

501,509,688-691,716,719,732^´ 734,

760,799,841,843,851,936,937,T180

明田重義 ……  …………………下782,783

浅田平蔵 …………………………………上896

,支雲F総 ―良5 -―   ¨̈ ¨̈ ――上120,853,854

朝吹常吉 …………………………… … 下720

芦沢 進…… 上855,下 446,447,488,776,777,

780,781

芦田泰三 …………… …………………下982

阿澄―́三 ……下801,805,808,809,815～ 817,

825,836,868,875,877,879,883,885,889,

901,941,944,945,948,959

麻生太吉 ―…………………………上430,671

安宅英一 ……………………… ………上223

安宅重雄 ………………………… …… L223
安宅弥吉 ……………………………上192,223

穴水熊雄 … …………… ………………上384

穴水要七 ……  ………………… ……L384

阿部信行 ……… ……  …  … 下376,483

「・T吝6彦太郎 ¨̈ ―̈―  ¨̈ …………  ………_L468

鮎川義介……上604,760,812,846,847,下 365,

734

デヒサ||ウモ三二  …… J■ 499,701,853,854,938,939,

下215,391,448～ 451,736,737,782～ 785

荒木 宏…上501,505,690,691,703,925,927,

936-939,下 450,451

有坂錯蔵 ……………………………… 上586

有田八郎 …………………………… ……上848

アレン、G・ C…… … …  ……………下813

イ

飯島諮男 …… …………上133,134,220,221

飯田嘉吉 ………………上136,865～ 869,946

飯田弥五郎…上651,684,F210,271,391,450,

451,513,663,782,783,798,891,892

飯田好文 …………………………上511,下 238

井植歳男 ……………………………下642,683

庵地 保 ……………………………… L39,50

生野章作 … 上702,724,下 234,422,437,883

池上四郎 …………………………………… L336

池沢 亨………………………上865～ 867,946

池田 章 …………………………………ド888

池田十三良「 ………………… ……… 上438,439

池田成彬……上42,43,52,611,730,下 7,8,16,

193,672

池田仲博……………………………………上88

池田官彦 …………… 上423,下 756,776,777

池知為妹 …… …………… 下215,744,784,785

井坂 孝 …………… ……………… 上814

猪崎久太郎 …………… ………………下942

伊沢謹一 …………………… …… ……上483

伊沢多喜男 ………  ………上108,338,342

伊沢良立 ………… …………………… 上̈176

石井定七 …………………………………上358

石川 清 …… …… 上841,851,F180,215,720

石橋正二郎 ………………………………下682

石橋湛山 …………………… … …下889,898

石橋 和 …………………上134,187,220,221

石原周夫 ……………………………下878,928

石原広一郎 …………… …………上730,731

石原武夫 …………………………………下554

石松尚成 ………………… ……■866,867,946

石松正銭 ……………………… ………上695

石渡荘太郎 …… … ……… ド483,484,678,795

磯野良吉 …… …………………………上136

磯山二郎 ……… ………………………下405

板倉勝憲 ………………………… ……上388

板倉勝英 …………………………………上388

鋳谷正輔 ………… ………………………上860

-色準一郎 ……………………… …… L657

五辻治仲 ………………………… ………上388

稲井動造 ……L406～ 409,702,843,851,936,
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